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序文
PHP は、"PHP: Hypertext Preprocessor" を意味し、広く使用されているオープンソースの汎用スクリプト言語です。 HTML に埋め込むことができ、Web アプリケーションの開発に特に適しています。 PHP の構文の多くは C、Java、Perl 言語から転用したもので、 簡単に習得
することができます。この言語は、動的に生成されるウェブページを Web 開発者が速やかに作成できるようにすることを主な目標として つくられました。しかし、それだけにとどまらず、 もっと多くのことを PHP を使って行うことができます。

このマニュアルは、 関数リファレンス を中心として、言語リファレンス、 PHP の主な機能、 そして、その他の 付録 から構成されています。

本マニュアルを様々な形式で » http://www.php.net/download-docs.php からダウンロードすることが出来ます。 このマニュアルがどのように作成されているか、といった詳細な情報は 付録の 本マニュアルについて にあります。 PHP の歴史 に興味がある場合は、 関連する
付録も参照して下さい。
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本マニュアルの日本語への翻訳は、PHP マニュアル翻訳プロジェクトにて行われています。 主な翻訳者は、以下の通りです（名前のアルファベット順）。
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PHP とはなんでしょう?
PHP (PHP: Hypertext Preprocessor を再帰的に略したものです) は、広く使われているオープンソースの汎用スクリプト言語です。 PHP は、特に Web 開発に適しており、HTML に埋め込むことができます。

で、結局のところどういう意味なのでしょう? 以下に例を示します。

例1 初歩的な例
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN"
    "http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd">
<html>
    <head>
        <title>Example</title>
    </head>
    <body>

        <?php
            echo "Hi, I'm a PHP script!";
        ?>

     </body>
</html>

HTMLを出力するために多くのコマンドを記述する (C や Perl のように) 代わりに、PHP のページは "何か" (この例では、"Hi, I'm a PHP script!" と出力) を行うコードを HTML に埋め込むことになります。 PHP のコードは特別な 開始および終了の処理命令 <?php と ?> で囲まれ
ており、これによって "PHP モード" の切り替えを行います。

PHP がクライアントサイド JavaScript のようなものと異なっている点は、 コードがサーバーで実行され、その結果がクライアントに送信されるということです。 クライアントは、スクリプトを実行した結果を受け取りますが、 その出力を作成したコードがどんなものなのかを
知ることはできません。 全てのHTMLファイルをPHPで処理するようにWebサーバー を設定することさえ可能で、この場合、ユーザーが袖の内に何があるかを 見分けることは不可能になることでしょう。

PHPを使用する上で最も優れている点は、初心者に対しては非常に分かり 易いと同時に、プロフェッショナルのプログラマに対しては多くの進んだ 機能を提供している点です。PHPの機能を羅列した長い一覧表を読まなけ ればならないのかと心配する必要はありません。PHPは
すぐに始められま すし、数時間の内に簡単なスクリプトが書けるようになります。

PHPを使用した開発ではサーバサイドでの動作に焦点が当てられますが、 他にも多くのことが可能です。 PHPにできることは?まで読み進めてみてください。 Webプログラミングのみに関心がある場合には、 簡易チュートリアルに進んでください。

PHPにできることは?
あらゆることができます。PHPでは主にサーバサイドでの活用に焦点が 当てられているため、フォームからデータを取得したり、動的にページ の内容を生成したり、クッキーを送信・受信するといった他のCGI プログラムに出来ることは全て行うことが出来ます。しかし、これ
が 全てではありません。

PHPスクリプトが使用される場所は主に3つあります。

サーバサイドでのスクリプティング。これは最も古くからあり PHPの中心となる分野です。ここでPHPを動作させるには 3つのものが必要です。PHPパーサ(CGIもしくはサーバモジュール)、 ウェブサーバ、そしてブラウザです。ウェブサーバは インストールされたPHPと
連結して起動されなければなりません。 ブラウザでウェブサーバにアクセスし、PHPページを閲覧することで PHPプログラムの出力を得ることが出来ます。インストール手順の章に詳しい 情報があります。
コマンドラインでのスクリプティング。PHPスクリプトは サーバもブラウザも無しで動作させるようにすることも出来ます。 この場合、PHPパーサだけが必要となります。このタイプは cron(Windowsではタスクスケジューラ)を使用して一定間隔で スクリプトを実行した
い場合や、ちょっとした文書処理を 行うのに最適な方法です。 コマンドラインでPHPを使うの章に詳しい情報があります。
クライアントサイドでのGUIアプリケーション。PHPはおそらく ウィンドウを使用したアプリケーションを書くのに最適な言語 では無いと思いますが、PHPに非常に慣れている場合には、そして PHPの進んだ機能をクライアントサイドでのアプリケーションで 使用した場
合にはPHP-GTKを使ってプログラムを書くことが出来ます。 同様の方法でクロスプラットフォーム名アプリケーションを書く ことも出来ます。PHP-GTKはPHPを拡張するもので、通常の ディストリビューションには含まれません。もし興味があるなら » PHP-GTKのサ
イトを 訪れてみてください。

PHPは Linux, 多くのUnix系システム(HP-UX, Solaris, OpenBSD等), Microsoft Windows, Mac OS X, RISC OS, その他全ての有名なOSで 動作します。PHPはまた現在使用されているほとんど全てのウェブサーバを サポートします。これには、Apache, Microsoft Internet
Information Server, Oreilly Website Pro server, Caudium, Xitami, OmniHTTPd等 が含まれます。そうしたウェブサーバの大部分に対してPHPはモジュールを 提供し、その他のものに対してはCGIが提供されます。

つまりPHPを使用する場合にはOSとウェブサーバを自由に選ぶことが出来ます。 さらに手続き型のプログラミングかオブジェクト指向のプログラミングか、 もしくはそれらを混在させるかといった選択を行うこともできます。 現在のバージョンのPHPでは標準的なOOPの機能
が全て実現されている 訳ではありませんが、(PEARライブラリを含め)多くのコードライブラリ や大きなアプリケーションがOOPのみを使用して書かれています。

http://gtk.php.net/
http://gtk.php.net/
http://gtk.php.net/
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PHPはHTMLを出力するだけではありません。PHPはイメージやPDFファイル、 そして(libswfやMingを使って)Flashムービーまでもをその場で生成する 機能を備えています。またXHTMLやXMLといったその他の文書も自動的に 生成することが出来ますし、ファイルシステムに
保存したり、印刷したり サーバ側でキャッシュすることも出来ます。

PHP の機能の中で最も強力で優れた機能は、広範なデータベースをサポー トしていることでしょう。データベース機能を用いたWebページの作成は、 非常に簡単です。以下のデータベースが現在サポートされています。

Adabas D
dBase
Empress
FilePro (読込みのみ)
Hyperwave
IBM DB2
Informix
Ingres
InterBase
FrontBase
mSQL
Direct MS-SQL
MySQL
ODBC
Oracle (OCI7 および OCI8)
Ovrimos
PostgreSQL
SQLite
Solid
Sybase
Velocis
Unix dbm

また、データベース抽象化モジュールもあります (PDO といいます)。これは、 このモジュールでサポートされているデータベースに透過的にアクセスする機能を提供します。 加えて、PHP は ODBC (Open Datebase Connection) をサポートするので、 この世界標準の機構を
サポートするどんなデータベースにもアクセスすることが出来ます。

PHP は、IMAP、SNMP、NNTP、POP3、HTTP、COM (Windowsのみ) やその他 数え切れない程多くのプロトコルを用いる他のサービスの状態を追跡する 機能もサポートしています。低レベルのネットワークソケットをオープンし、 他のプロトコルを用いて通信を行うことも
可能です。また、PHPはWDDXを サポートし、基本的に全てのウェブプログラミング言語間で複雑なデータ交換 を行うことができます。相互接続機能としては、他にJavaオブジェクトの インスタンスを作成してそれをPHPのオブジェクトとして透過的にアクセス する機能
や、CORBA拡張モジュールを使用してリモートオブジェクトにアクセス する機能があります。

PHPにはPOSIX拡張正規表現もしくはPerl正規表現からXML文書の解析に至るまで 非常に便利なテキスト処理の機能があります。XML文書の解析や操作のために SAXとDOMをサポートしています。XML文書の変換にはXSLT拡張モジュールを 使用することが出来ます。

他にも多くの興味深い拡張モジュールがあります。mnoGoSearch サーチエンジン関数、IRC ゲートウェイ関数、多くの圧縮ユーティリティ (gzip, bz2, zip)、カレンダー関数、翻訳関数などなど……。

お分かりの通り、このページではPHPの機能やPHPを使用することの利点を全て 紹介することは出来ません。PHPのインストール の章を読んでみてください。紹介された拡張モジュールに関しては関数リファレンスを読んでみてください。

簡易チュートリアル
目次

必要なものは?
PHP を使用する初めてのページ
実用的な例
フォームの処理
新しいバージョンの PHP で古いコードを使用する
次にするべきことは?

ここで、PHP の基礎の基礎について簡単なチュートリアルで説明したいと思います。 PHP は Web ページを作成する機能だけを有しているわけではありませんが、 ここでは PHP で動的な Web ページを作成することのみを扱います。詳細は、 PHP でできること と題するセク
ションを参照してください。

PHP を使用できる Web ページは、通常の HTML ページと全く同様に扱われ、 通常の HTML ページを作成するのと同様の方法で編集することができます。

必要なものは?
本チュートリアルでは、使用するサーバで PHP が使用可能であり、 .php で終わる全てのファイルが PHP で処理されることを仮定します。多くのサーバでは、PHP ファイルに関してこれがデフォルトの拡張子ですが、 確実なのはサーバの管理者にきいてみることです。サーバ
が PHP をサポートする場合、何もする必要はありません。 .php ファイルを 作成して Web ディレクトリに置くだけで、 サーバがこれを自動的にパースしてくれます。 何もコンパイルする必要はなく、他のツールをインストールする必要もありません。 PHP のファイルは、あ
なたが行なう全ての処理を実装した特殊なタグを通常の HTML ファイルに追加したものと考えると良いでしょう。 ほとんどの Web ホストは PHP サポートを提供していますが、 使用しているホストがサポートしていない場合、 » PHP リンク集のセクションで PHP が利用可能
な Web ホストを探すためのリソースを読んでみてください。

ここでは、貴重なネットワーク帯域を節約するために、 ローカルに開発を行うことにしましょう。この場合、 » Apache のような Web サーバと、 当然、» PHP をインストールすることになります。また、多くの場合には、 » MySQL のようなデータベースもインストールする
ことになるでしょう。

これらは個別にインストールすることもできますし、 より簡単な方法でインストールすることも可能です。 このマニュアルには、 PHP のインストール手順 (Web サーバが設定済みであると仮定しています) があります。 PHP 自体をインストールする際に問題が発生した場合、
» インストールに関する メーリングリストで質問することをお薦めします。 より簡単にインストールを行いたい場合には、 使用するオペレーティングシステム用の » 設定済みのパッケージ を利用することもできます。これにより、 数回のマウスクリックで自動的にこれらをイ
ンストールすることができます。 MacOSX、Linux や Windows を含む、あらゆるオペレーティングシステムにおいて Web サーバで PHP を使用できるように設定することは簡単です。 Linux の場合、RPM の場所を知るために » rpmfind と » PBone が有用でしょう。 Debian

http://www.php.net/links.php
http://www.php.net/links.php
http://httpd.apache.org/
http://www.php.net/downloads.php
http://dev.mysql.com/doc/
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.hotscripts.com/PHP/Software_and_Servers/Installation_Kits/
http://www.hotscripts.com/PHP/Software_and_Servers/Installation_Kits/
http://www.rpmfind.net/
http://rpm.pbone.net/
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用パッケージをみつけるには、» apt-get にアクセスするとよいでしょう。

PHP を使用する初めてのページ
以下の内容で hello.php という名前のファイルを作成し、Web サーバのルートディレクトリ (DOCUMENT_ROOT) に置いてください。

例1 初めての PHP スクリプト: hello.php

<html>
 <head>
  <title>PHP Test</title>
 </head>
 <body>
 <?php echo '<p>Hello World</p>'; ?> 
 </body>
</html>

ブラウザを使用して、/hello.php で終わる Web アクセス用 URL を指定し、 このファイルにアクセスしてください。 ローカルに開発を行っている場合、この URL は http://localhost/hello.php または http://127.0.0.1/hello.php のようになります。 しかし、これは Web
サーバの設定に依存します。 全てが正しく設定されている場合、 このファイルは PHP によりパースされ、以下の出力がブラウザに送信されます。
<html>
 <head>
  <title>PHP Test</title>
 </head>
 <body>
 Hello World<p>
 </body>
</html>

このプログラムは非常に簡単なので、実際には、このようなページを 作成するために PHP を使用する必要はありません。 Hello World を PHP の echo() 命令により出力しているだけです。 このファイルは、実行ファイルまたは特殊なファイルとする必要がないことに注意して
ください。 このファイルが拡張子 ".php" を有し、このファイルが PHP に渡される必要があると設定されているため、サーバは PHP により解釈されるファイルを見付けることができます。 このファイルは、多くの面白いことを可能にする特別なタグを利用できる、 通常の
HTML ファイルと考えることができます。

この例を試しても何も出力されない場合、または、 ダウンロード用のプロンプトが表示されるか、 テキストとしてファイル全体が表示された場合、 利用しているサーバで PHP が利用できない可能性があります。本マニュアルの インストール の章により PHP を利用できるよう
にするよう管理者にきいてみてください。 ローカルに開発を行っている場合も、 インストールの章を読んで設定が全て正しく行われていることを確認してください。 解決しない問題がある場合は、多くの » PHP サポート の選択肢のどれかを利用してみてください。

この例の目的は、特殊な PHP タグ形式を示すことです。 この例では、<?php が PHP タグの開始を示しています。この後、PHP 命令を置き、終了タグ ?> を記述することにより、PHP モードを抜けています。 このように任意の場所で PHP モードを抜けて HTML ファイルに移
ることができます。詳細は、 基本的な構文のセクションを参照ください。

注意: 改行に関する注意

HTML においては改行にはほとんど意味がありません。ただ、 HTML の見栄えをよくするためにも適宜改行を入れておくとよいでしょう。 ?> の直後の改行は、PHP によって取り除かれます。 複数の PHP ブロックを使用している場合や、 何かを出力するのかどうか
がわからないファイルを include する際などに、 この挙動は非常に便利です。と同時に少々混乱するかもしれません。 強制的に改行させるには、?> の後に空白を置くか、 あるいは PHP ブロック内の最後の echo/print で明示的に改行を出力します。

注意: テキストエディタに関する注意

PHP ファイルを作成、編集、監理する際に使用できる、 多くのテキストエディタや統合開発環境 (IDE) があります。 これらのツールのリストの一部は、» PHP エディタのリスト で整理されています。あるエディタを推薦したい場合、上記のページを訪れ、 ページの
監理者にそのエディタをリストに加えてくれないかとたずねてみてください。

注意: ワードプロセッサに関する注意

StarOffice Writer, Microsoft Word および Abiword のようなワードプロセッサは、PHP ファイルの編集には向いていません。 これらのワープロ上でテストスクリプトを編集する場合は、 ファイルをプレーンテキストとして保存していることを確認してください。
さもないと、PHP はスクリプトを読み込んで実行できません。

注意: Windows のメモ帳に関する注意

Windows のメモ帳を使用して PHP スクリプトを書く場合には、ファイルに 拡張子 .php を付けて保存したかどうかを確認する必要があります (メモ帳は、以下の防止策のどらかを適用しない限り、拡張子 .txt を自動的に付加します)。ファイルを保存する際に、 ファ
イル名を入力するプロンプトでファイル名を引用符で括ります (すなわち、"hello.php" とします)。 もしくは、保存ダイアログボックスにおいてドロップダウンメニュー "テキスト文書"をクリックし、"すべてのファイル" に設定を変更します。 これにより、引用符を
付けずにファイル名を入力することができます。

さて、動作する簡単な PHP スクリプトを作成することができましたので、 最も有名な PHP スクリプトを作成してみましょう! phpinfo() 関数をコールすることにより、 定義済み変数、 ロードされている PHP モジュール、設定 等のシステムに関する多くの有用な情報を得るこ
とができます。 この重要な情報を見てみてください。

例2 PHP からシステムに関する情報を取得する
<?php phpinfo(); ?>

実用的な例
次に、より実用的なことをしてみましょう。 ページを見ているユーザが使用しているブラウザの種類を確認してみます。 これを行なうには、ブラウザが HTTP リクエストの一部として送信した user agent 文字列を調べます。 この情報は、変数 に保存されています。PHP で
は、変数名は常にドル記号で始まります。 ここで使用する変数は、$_SERVER['HTTP_USER_AGENT'] です。

注意:

$_SERVER は、 Web サーバ関連情報を全て保持する PHP の特別な予約変数です。詳細は、 スーパーグローバル を参照してください。 これらの特別な変数は、» 4.1.0 で導入されました。これ以前は、 $HTTP_SERVER_VARS のような古い配列 $HTTP_*_VARS を代
わりに使用していました。 古いとはいえ、これらの変数はまだ存在しています (古いコードに関する注記も 参照してください)。

この変数を表示するには、以下のようにします。

http://www.apt-get.org/
http://www.php.net/support.php
http://www.php.net/support.php
http://en.wikipedia.org/wiki/List_of_PHP_editors
http://en.wikipedia.org/wiki/List_of_PHP_editors
http://www.php.net/releases/4_1_0.php
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例1 変数を出力する (配列要素)

<?php
echo $_SERVER['HTTP_USER_AGENT'];
?>

このスクリプトの出力例は以下のようになります。

Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 6.0; Windows NT 5.1)

PHP で利用可能な変数の型 には多くの種類があります。上の例では、 配列 の要素を出力しています。配列は、非常に有用です。

$_SERVER は、PHP で自動的に利用可能な変数のひとつに過ぎません。マニュアルの 定義済の変数 のセクションでリストを参照することができます。 あるいは、完全なリストを取得するには、さきほどのセクションで使用した phpinfo() 関数の出力を確認します。

PHP タグの中に複数の PHP 命令を置くことができ、echo 文以上のことを行なうコードブロックを作成することができます。 例えば、インターネット・エクスプローラかどうかを調べたい場合は、 以下のようにします。

例2 制御構造 および 関数の使用例
<?php
if (strpos($_SERVER['HTTP_USER_AGENT'], 'MSIE') !== false) {
  echo 'あなたはInternet Explorerを使用しています<br />';
}
?>

このスクリプトの出力例は以下のようになります。

あなたはInternet Explorerを使用しています<br />

ここで、新しい概念をいくつか導入します。 if 文を使用しています。 C 言語の基本構文を知っているとしたら、理解できると思います。 C 言語や上記の構文を使用する他の言語をあまり知らない場合には、 PHP の入門書を手にとって最初の数章を読むか、このマニュアルの 言
語リファレンスの部分を読むべきです。

二番目の新しい概念は、strpos() 関数のコールです。 strpos() は PHP に組み込まれた関数で、 文字列の中である文字列を探します。この場合、 $_SERVER['HTTP_USER_AGENT'] (いわゆる干し草の山 【haystack】) の中で "MSIE" (いわゆる針【needle】) を探しています。 こ
の文字列が見つかった場合、 この関数はこの関数は文字列の相対的な位置を返し、 見つからなかった場合には FALSE を返します。 この関数が FALSE を返さなければ、 if 文は TRUE と評価し、その{波括弧}の中のコードが実行されます。 そうでない場合は、実行されません。 if,
else と strtoupper() や strlen() のような他の関数で、似たような例を作ってみてください。 関連するマニュアルの各ページにも例が載っています。 関数の使用法に自信がない場合には、マニュアルの 関数定義の読み方および PHP関数のセクションの両方を 読んでみると良い
でしょう。

この例を少し発展させて、PHP ブロックの中からでも PHP モードから出たり入ったりすることができることを以下に示します。

例3 HTML および PHP モードの両方を混在させる
<?php
if (strpos($_SERVER['HTTP_USER_AGENT'], 'MSIE') !== false) {
?>
<h3>strposが非falseを返しました</h3>
<center><b>あなたはInternet Explorerを使用しています</b></center>
<?php
} else {
?>
<h3>strposがfalseを返しました</h3>
<center><b>あなたはInternet Explorerを使用していません</b></center>
<?php
}
?>

この例の出力は以下のようになります。

<h3>strposが非falseを返しました</h3>
<center><b>あなたはInternet Explorerを使用しています</b></center>

何かを出力する際に PHP の echo 文を使用する代わりに、PHP モードを抜けて通常の HTML を送信しています。ここで注意すべき重要で強力な点は、 スクリプトの論理フローが損なわれないということです。 strpos() が TRUE または FALSE のどちらを返すか、言い換える
とMSIE が見つかったかどうかに基づき、HTML ブロックだけが見る側に送信されることになります。

フォームの処理
PHP の最も強力な機能の一つは、HTML フォームを処理する手段です。 理解するべき重要な基本概念は、あるフォームの中の全てのフォーム要素が、 自動的に PHP スクリプトで利用可能になるということです。 詳細は、マニュアルのセクション 外部から来る変数 および PHP
でフォームを使用する例を参照してください。以下に HTML フォームの例を示します。

例1 簡単な HTML フォーム
<form action="action.php" method="post">
 名前: <input type="text" name="name" />
 年齢: <input type="text" name="age" />
 <input type="submit" />
</form>

このフォームに関して特別なところはありません。これは通常の HTML フォームで特殊なタグは全く使用していません。 ユーザがこのフォームを記入し、投稿ボタンを押した時、 action.php ページがコールされます。 このファイルには、以下のようなコードを記述します。

例2 フォームからのデータを出力する

こんにちは、<?php echo htmlspecialchars($_POST['name']); ?>さん。
あなたは、<?php echo (int)$_POST['age']; ?> 歳です。

このスクリプトの出力例は次のようになります。

こんにちは、Joe さん。あなたは、22 歳です。
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htmlspecialchars() および (int) の部分以外は、何を行っているかは明らかでしょう。 htmlspecialchars() は、html での特殊な文字を適切にエンコードし、 HTML タグや Javascript をページ内に仕込めないようにします。 また、age フィールドには数値が入ることがわかって
いるので、これを integer 型に 変換 します。これにより、おかしな文字が入力されることを防ぎます。 これらの処理を PHP に自動的に行わせるためには、 filter 拡張モジュールを使用します。 変数 $_POST['name'] と $_POST['age'] は PHP により自動的に設定されます。 前
の部分では、スーパーグローバル$_SERVER を使用しましたが、 ここでは、全ての POST データを保持するスーパーグローバル $_POST を導入しています。 フォームのメソッドが POST であることに注意してください。 GET メソッドを使用している場合、 フォームの情報は
代わりにスーパーグローバル $_GET に代入されます。リクエストデータの発信源に留意しない場合には、 スーパーグローバル変数 $_REQUEST を使用することもできます。この変数は、GET, POST, COOKIE, FILE データの混ざったものが含まれます。
import_request_variables() 関数も参照してください。

XForms の入力を PHP で扱うことも可能ですが、たいていの場合は HTML フォームのほうが快適に使用できるでしょう。 XForms は初心者向けのものではありませんが、気になる人もいるかもしれません。 機能概要の節にある XForm から受信したデータの処理方法 を参照く
ださい。

新しいバージョンの PHP で古いコードを使用する
今や PHP は有名なスクリプト言語となってきており、 各自のスクリプトで再利用可能なコードとして、 多くのリソースが公開されています。PHP 言語の開発者の大部分は、 過去のバージョンとの互換性を保とうとしており、 過去のバージョン用に書かれたスクリプトは (理想
的には) より新しいバージョンの PHP で変更せずに動作するはずです。 しかし、実際には、通常いくつかの変更が必要となります。

古いコードに影響を与える最近の重要な二つの変更点を以下に示します。

$HTTP_*_VARS 配列が過去のものとなったこと (これは、関数またはメソッドの中で使用する際にグローバル変数として 宣言を行なう必要がありました)。以下の スーパーグローバル 配列が » 4.1.0 で導入されました。これらを以下に示します。 $_GET, $_POST,
$_COOKIE, $_SERVER, $_ENV, $_REQUEST, $_SESSION. 従来の $HTTP_POST_VARS のような配列 $HTTP_*_VARS もまだ存在します。 PHP 5.0.0 以降、PHP の長い 定義済みの変数 配列は register_long_arrays ディレクティブにより無効にすることができます。
外部変数は、もはやデフォルトでグローバルスコープに登録されません。 言い換えると、PHP » 4.2.0 以降、PHP ディレクティブ register_globals は、 php.ini においてデフォルトで off となっています。 外部変数の値にアクセスするときには、 先ほど説明したスーパー
グローバル配列を使うことを推奨します。 古いスクリプトや本、 チュートリアルはこのディレクティブに依存している可能性があります。 このディレクティブが on の場合、 例えば、URL http://www.example.com/foo.php?id=42 から $id を使用することができま
す。 on、off によらず $_GET['id'] は利用可能です。

これらの変更に関する詳細は、 定義済みの変数 のセクションおよびそこにあるリンクを参照してください。

次にするべきことは?
ここで得た知識により、マニュアルのほとんどの部分、 そしてサンプルのアーカイブにある多くのスクリプトの例を理解できるようになったはずです。 他の例を Web サイト php.net にあるリンクセクション » http://www.php.net/links.php で探すこともできます。

この他 PHP でできる多くのことを示すスライドプレゼンテーションを見るには、 PHP カンファレンスマテリアルサイト » http://talks.php.net/ を参照してください。

入門
PHP とはなんでしょう?
PHPにできることは?

簡易チュートリアル
必要なものは?
PHP を使用する初めてのページ
実用的な例
フォームの処理
新しいバージョンの PHP で古いコードを使用する
次にするべきことは?

インストールと設定

インストールにあたっての一般的な注意事項
インストールを行う前に、PHP を使用する用途を明確にしておく必要があります。 PHP を適用可能な分野としては、 「PHP にできることは？」 のセクションに記述されている通り、主に次の 3 つがあります。

Web サイトや Web アプリケーション (サーバサイドのスクリプト)
コマンドラインのスクリプト
デスクトップ (GUI) アプリケーション

最初の用途がもっとも一般的で、この場合、PHP 本体、Web サーバ、Web ブラウザ の 3 つが必要となります。Web ブラウザは既にお持ちだと思います。 使用しているオペレーティングシステムのセットアップの状況によっては、 さらに Web サーバも稼働しているかもしれ
ません（例、Linux 上の Apache や Windows 上の IIS）。また、ホスティング会社で Web 用のスペースを 借りることもできるでしょう。この場合は、自分自身でセットアップを行う必要はなく、 PHP スクリプトを作成し、借りているサーバにアップロードするだけで、 ブラ
ウザを使って処理結果を見ることができます。

一方、Web サーバと PHP を自分でセットアップする場合、 サーバに PHP を組み込む方法が 2 種類あります。 多くのサーバに対して、各サーバ独自のモジュールインターフェイス (SAPI とも呼ばれます) を通じて、ダイレクトに PHP を動作させることができます。
Apache、Microsoft Internet Information Server、 Netscape、iPlanet サーバなどがサポートされています。 ISAPI と呼ばれるマイクロソフト互換のモジュールインターフェイスを 持つ Web サーバ（OmniHTTPd など）もサポートされます。 PHP がモジュールのサポートを
していない Web サーバに対しては、 CGI もしくは FastCGI プロセサとして PHP を使用することができます。 つまり、PHP ファイルへのリクエストの処理を、 PHP のコマンドライン版の実行ファイルを使って行うよう Web サーバを設定することができます。

コマンドラインでのスクリプト実行に PHP を使用する （たとえば、オフラインで画像を自動生成するスクリプトを書いたり、 指定した引数に応じてテキストファイルを処理したりといった） 場合は、コマンドライン版の実行ファイルが必要となります。 詳細な情報について
は、 「PHP をコマンドラインから使用する」 の章を参照してください。この場合、サーバとブラウザは不要です。

PHP-GTK 拡張モジュールを使って、PHP でクライアントサイドの GUI アプリケーションを作成することも可能です。この場合のアプローチは Web ページの 作成とは完全に異なり、HTML を出力するのではなく、 ウインドウやその中のオブジェクトの管理を行うことになりま
す。PHP-GTK に関する より詳細な情報については、 » PHP-GTK 拡張モジュールのサイト を参照してください。PHP-GTK は、PHP の公式アーカイブには含まれていません。

http://www.php.net/releases/4_1_0.php
http://www.php.net/releases/4_2_0.php
http://www.php.net/links.php
http://talks.php.net/
http://gtk.php.net/
http://gtk.php.net/
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以降、この節では Unix や Windows 上の Web サーバに サーバモジュールインターフェイスおよび CGI 実行ファイルとして PHP をセットアップする方法を説明します。 コマンドラインの実行ファイルについての情報も、 これ以降の節で得られるでしょう。

PHP のソースコードと Windows 用のバイナリアーカイブは、 » http://www.php.net/ にあります。 アーカイブをダウンロードする際には、最も近い» ミラーサイト を使用するようにしてください。

Unix システムへのインストール
目次

Apache 1.3.x (Unix システム用)
Apache 2.x (Unixシステム用)
Lighttpd 1.4 (Unix システム用)
Sun, iPlanet, Netscape サーバ（Sun Solaris 用）
CGI およびコマンドライン
HP-UX へのインストール
OpenBSD へのインストール
Solaris へのインストール
Debian GNU/Linux へのインストール

本章では、UNIX 系のシステムへの PHP のインストールと設定に関する 手引きを示します。使用するプラットフォームや Web サーバについての セクションを参照して、インストールを行ってください。

このマニュアルでは、 「インストールにあたっての一般的な注意事項」 の章で述べたように、Web 用のセットアップを主に扱います。加えて、 コマンドラインから PHP を使うためのセットアップについても扱います。

Unix プラットホームに PHP をインストールする方法はいくつかあり、 コンパイルして設定するやり方と（コンパイル済みの）パッケージを使う方法とに 別けられます。この手引きでは、コンパイルして設定する方法を主に取り上げます。 Unix 系システムには、パッケージを
用いるインストールシステムを持つものも多く、 一般的なセットアップを行うには、パッケージが役に立つでしょう。ただし、 （セキュアサーバや様々なデータベースドライバなど）少々特殊な機能が必要な場合、 PHP や Web サーバをビルドする必要が有るかもしれません。
ソフトウエアの ビルドに不慣れな場合は、必要な機能を含めてビルドされたパッケージを 誰か他の人が作成済みでないかを調べてみると良いでしょう。

コンパイルにあたって必要な知識とソフトウエアを以下に示します。

UNIX に関する基本的な知識 ("make" および C コンパイラを使える程度)
ANSI C コンパイラ
flex: バージョン 2.5.4
bison: バージョン 1.28 (推奨), 1.35, または 1.75
Web サーバ
(GD、PDF ライブラリ等の) モジュール用のコンポーネント

PHP の初期設定および設定プロセスは、configure スクリプトに与えられたコマンドラインオプションによりコントロールされます。 ./configure --help とすると、 オプションの一覧と簡単な解説が表示されます。 本マニュアルでは、オプションの種類ごとに別けて解説さ
れています。 PHP 本体のオプションの一覧は 付録 にまとめられています。 各拡張モジュール特有のオプションは、関数リファレンスのページに記述されています。

PHP の configure が完了していないと、 拡張モジュールや本体の実行ファイルのビルドができません。 make コマンドの実行にあたっては、注意してください。 configure がうまく行かず原因もよくわからない場合は、 問題が起きた場合 についての章を参照してください。

Apache 1.3.x (Unix システム用)
このセクションでは、PHP を Unix プラットフォームの Apache 1.3.x にインストールする際の 手引きと注意事項について説明します。Apache 2 に関する手引きと注意 は 別のセクションにあります。

以下の説明では、バージョン番号が意図的に省略されています。 'xxx' の部分を使用するファイルに対応する番号に置き換えてください。 また、手順 10 で configure に与える引数は、 configure のすべてのオプション から選択できます。

例1 PHP インストール 手順 (Apache 共有モジュール版)

1.  gunzip apache_xxx.tar.gz
2.  tar -xvf apache_xxx.tar
3.  gunzip php-xxx.tar.gz
4.  tar -xvf php-xxx.tar
5.  cd apache_xxx
6.  ./configure --prefix=/www --enable-module=so
7.  make
8.  make install
9.  cd ../php-xxx

10. PHP の configure を行います。ここでは、様々なオプションを指定して、
    特定の拡張モジュールを有効にするといった、カスタマイズを行います。
    指定可能なオプションの一覧は、./configure --help を実行すると得られ
    ます。以下に、簡単な設定例を示します。Apache 1 と MySQL のサポートを
    有効にする例です。apxs のパスは、Apache のインストールパスによって
    異なる場合があります。
      ./configure --with-mysql --with-apxs=/www/bin/apxs

11. make
12. make install

    configure オプションを変更して再インストールする場合は、最後の 3 つ
    の手順を繰り返します。共有モジュールとしてコンパイルされた PHP を
    有効にするには Apache を再起動するだけです。Apache の再コンパイルは
    必要ありません。

    特に指定がない限り、'make install' は、PEAR, phpize のような様々な
    関連ツール、CLI 版 PHP などもインストールすることに注意してください。

13. php.ini ファイルをセットアップ
      cp php.ini-development /usr/local/lib/php.ini

    PHP の実行時設定を変更するには、.ini ファイルを編集します。

http://www.php.net/
http://www.php.net/mirrors.php
http://www.php.net/mirrors.php
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    このファイルを他の場所に置きたい場合は、手順 10 で、
    オプション --with-config-file-path=/path を使用します。

    php.ini-development ではなく、php.ini-production を使用する場合は、PHP の
    動作が変化しますので、ファイル中に記載されている変更点の一覧を確認する
    ようにしてください。

14. httpd.conf を編集し、PHP の共有モジュールをロードするよう設定します。
    LoadModule 命令の右側に記述するパスは、システムの PHP 共有モジュール
    を指している必要があります。上記の make install により既にこの設定は
    追加されている場合もありますが、確認が必要です。
      LoadModule php5_module libexec/libphp5.so

15. httpd.conf の AddModule セクションに以下を追加します。
    ClearModuleList の下あたりに追加してください。
      AddModule mod_php5.c

16. Apache が特定の拡張子のファイルを PHP としてパースするよう（httpd.conf
    を編集して）設定します。例えば、Apache が拡張子 .php のファイルを PHP
    としてパースするように設定します。複数の拡張子も、空白で区切って記述する
    だけで PHP としてパースさせることができます。以下の例は .php と .phtml
    とを指定した場合です。
      AddType application/x-httpd-php .php .phtml

    PHP のソースをハイライト表示させるために、拡張子 .phps を設定することも
    よく行われます。
      AddType application/x-httpd-php-source .phps

17. Apache サーバを、通常の手順通り、起動させます（HUP または USR1
    シグナルを 使用してリロードするのではなく、サーバを停止させてから
    再起動する必要があります）。

PHP を静的オブジェクトとしてインストールすることも可能です。

例2 PHP インストール手順 (Apache 静的モジュール)

1.  gunzip -c apache_1.3.x.tar.gz | tar xf -
2.  cd apache_1.3.x
3.  ./configure
4.  cd ..

5.  gunzip -c php-5.x.y.tar.gz | tar xf -
6.  cd php-5.x.y
7.  ./configure --with-mysql --with-apache=../apache_1.3.x
8.  make
9.  make install

10. cd ../apache_1.3.x

11. ./configure --prefix=/www --activate-module=src/modules/php5/libphp5.a

    (上の行は間違いではありません。この段階で libphp5.a は存在していませんが
    この時点での存在は必須ではなく、後に作成されます。)
12. make

    (httpd バイナリが作成され、Apache バイナリディレクトリにコピーすることが
    できます。最初のインストールの場合は、この後 "make install" を行います。)
13. cd ../php-5.x.y
14. cp php.ini-development /usr/local/lib/php.ini

15. /usr/local/lib/php.ini を編集すると、PHP の実行時設定を変更できます。
    httpd.conf もしくは srm.conf ファイルを編集し、以下を追記します。
    AddType application/x-httpd-php .php

インストールされている Apache や UNIX の種類によりますが、サーバの停止・再起動の 方法はいくつもあります。いろいろな Apache/UNIX の組合せを想定して、 サーバを再起動する典型的な方法を以下に示します。 /path/to/ を使用するシステムのアプリケーション への
パスに置き換えてください。

例3 Apache を再起動するためのコマンドの例

1. Linux および System V 系
/etc/rc.d/init.d/httpd restart

2. apachectl スクリプトを使用する方法
/path/to/apachectl stop
/path/to/apachectl start

3. (OpenSSL を使用している場合) httpdctl および httpsdctl を使用する方法
/path/to/httpsdctl stop
/path/to/httpsdctl start

4. mod_ssl や他の SSL サーバを使用している場合、手動で stop や start する
/path/to/apachectl stop
/path/to/apachectl startssl

apachectl および http(s)dctl の実行ファイルの位置は、システムにより 異なります。システムが locate もしくは whereis、which コマンドを サポートしているなら、これらサーバ制御用プログラムを見つけるために使用すると 便利でしょう。

PHP を Apache 用にコンパイルするには、いくつかの方法があります。以下に例を示します。
./configure --with-apxs --with-pgsql

この例では、Apache がロードする共有モジュールのライブラリ libphp5.so が作成されます。この共有ライブラリの読み込みは、Apache の設定ファイル httpd.conf の LoadModule の行にて設定します。また、このライブラリには、 PostgreSQL サポートが埋め込まれます。
./configure --with-apxs --with-pgsql=shared

この例でも Apache 用 libphp5.so 共有ライブラリ が作成されます。加えて、（PHP 拡張モジュールの）共有ライブラリ pgsql.so も作成されます。この共有ライブラリ は、PHP 設定ファイル php.ini の extension ディレクティブにより、 もしくは PHP スクリプト内で明示
的に dl() 関数により ロードされます。
./configure --with-apache=/path/to/apache_source --with-pgsql
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この例では、libmodphp5.a ライブラリと mod_php5.c およびいくつかの付属ファイルが 作成され、Apache のソースツリーのディレクトリ src/modules/php5 にコピーされます。続いて、 --activate-module=src/modules/php5/libphp5.a と指定して Apache をコンパ
イルしてください。Apache のビルドシステムにより、libphp5.a が作成され、 httpd バイナリに静的にリンクされます。 PostgreSQL サポートはこの httpd バイナリに 直接埋め込まれるため、最終的な結果としては、Apache 全体と PHP 全体を含む 単一の httpd バイナリが
出来上がります。
./configure --with-apache=/path/to/apache_source --with-pgsql=shared

この例は、上と同様ですが、最終的な httpd バイナリに PostgreSQL サポートは直接埋め込まれません。共有ライブラリ pgsql.so が作成され、PHP 設定ファイル php.ini、もしくは dl() 関数により明示的に PHP にロードすることができます。

PHP のビルド方法を選択する際には、各方法の利点と欠点を考慮する必要 があります。共有モジュールのオブジェクトとしてビルドすると、Apache とは別に コンパイルすることができ、PHP を追加または変更する際に全体を 再コンパイルする必要がありません。PHP を
Apache に（静的に）組み込むと、 PHP はより高速にロード・実行されます。詳細な情報については、 Apache の Web ページ 「» 動的共有オブジェクト (DSO) サポート」 を参照してください。

注意:

Apache のデフォルトの httpd.conf には、次のように記述されたセクションがあります。
User nobody
Group "#-1"

これを "Group nogroup" （や "Group daemon"）等に変更しないと、 PHP はファイルをオープンすることができません。

注意:

--with-apxs=/path/to/apxs オプションを 指定する場合には実際にシステムにインストールされている apxs を指定してください。 Apache のソースディレクトリ内にある apxs を指定してはいけません。

Apache 2.x (Unixシステム用)
このセクションでは、PHPを Unix システム上の Apache 2.x にインストールする際の 手引きと注意事項について説明します。

警告

Apache2 の MPM マルチスレッドモードを実運用環境で使用することは推奨されません。 代わりに prefork MPM を使ってください。これは Apache 2.0 および 2.2 におけるデフォルトの MPM です。prefork MPM を使う理由については、 マルチスレッド版 MPM の
Apache2の FAQ エントリを参照してください。

» Apache ドキュメンテーション を参照し、Apache 2.x の基本的な事項について理解しておくことを強く推奨します。 Apache のインストールオプションについてのより詳しい情報が得られます。

最新バージョンの Apache HTTP Server を » Apache ダウンロードサイト からダウンロードし、上述のいずれかのバージョンの PHP を用意してください。 この手引きでは Apache 2.x で PHP を動作させるための 基本的な部分しかカバーしていません。さらに詳しい情報につ
いては、» Apache ドキュメンテーション を参照してください。 情報が古く不正確になってしまうため、以下では詳細なバージョン番号は 記述されていません。'NN' という文字列をご使用のバージョンに適宜置き換えて ください。

現在、Apache 2.x には 2.0 と 2.2 の二種類があります。 どちらを選ぶにしてもそれなりの理由があるでしょうが、 2.2 が現在の最新版です。もし選択の余地があるのなら 2.2 を使うことを推奨します。しかし、この例では 2.0 と 2.2 のどちらでも使えるようにしています。

1. Apache HTTP server を上のサイトから取得して展開します。
gzip -d httpd-2_x_NN.tar.gz
tar -xf httpd-2_x_NN.tar

2. 同じく、PHP のソースを取得して展開します。
gunzip php-NN.tar.gz
tar -xf php-NN.tar

3. Apache をビルドしてインストールします。Apache のビルドに関する詳細は Apache のドキュメントを参照ください。
cd httpd-2_x_NN
./configure --enable-so
make
make install

4. 以上で Apache 2.x.NN が、モジュールの動的ロードとデフォルトの MPM（マルチプロセッシングモジュール）である prefork が有効になった 状態で、/usr/local/apache2 にインストールされます。 インストールが正常か調べるには、以下のようにして Apache サーバ
を立ち上げます。
/usr/local/apache2/bin/apachectl start

サーバを止めて、PHP 用の設定を進めましょう。
/usr/local/apache2/bin/apachectl stop

5. PHP の configure を行います。ここでは、様々なオプションを指定し、 特定の拡張モジュールを有効にするといったカスタマイズを行います。 指定可能なオプションの一覧は、./configure --help を実行すると得られます。 以下に、Apache 2 と MySQL のサポートを
有効にする、簡単な設定例を示します。

上で説明したように Apache をソースからビルドした場合は、 apxs のパスも下の例のとおりになっているでしょう。しかし、 もし別の方法で Apache をインストールした場合は apxs のパスを適切に変更しなければなりません。 ディストリビューションによって
は、apxs の名前が apxs2 と変更されていることもあるので注意しましょう。
cd ../php-NN
./configure --with-apxs2=/usr/local/apache2/bin/apxs --with-mysql
make
make install

configure オプションを変更して再インストールする場合は、 configure, make, make install の手順を繰り返さなければなりません。 共有モジュールとしてコンパイルされた PHP を有効にするには Apache を再起動するだけです。Apache の再コンパイルは不要です。

特に断りがない限り、'make install' は、PEAR、phpize のような様々な 関連ツール、CLI 版 PHP などもインストールすることに注意してください。

6. php.ini ファイルを設定する
cp php.ini-development /usr/local/lib/php.ini

http://httpd.apache.org/docs/1.3/dso.html
http://httpd.apache.org/docs/1.3/dso.html
http://httpd.apache.org/docs/1.3/dso.html
http://httpd.apache.org/docs/1.3/dso.html
http://httpd.apache.org/docs/2.2/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/
http://httpd.apache.org/
http://httpd.apache.org/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/
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PHP の実行時設定を変更するには、.ini ファイルを編集します。 このファイルを他の場所に置きたい場合は、手順 5 で、 オプション --with-config-file-path=/path を使用します。

php.ini-development ではなく、php.ini-production を使用する場合は、PHP の 動作が変化しますので、ファイル中に記載されている変更点の一覧を確認する ようにしてください。

7. httpd.conf を編集し、PHP の共有モジュールをロードするよう設定します。 LoadModule 命令の右側に記述するパスは、システムの PHP 共有モジュール を指している必要があります。上記の make install により既にこの設定は 追加されている場合もありますが、確認
が必要です。
LoadModule php5_module modules/libphp5.so

8. Apache が特定の拡張子のファイルを PHP としてパースするよう設定します。 たとえば、Apache が拡張子 .php のファイルを PHP としてパースするようにします。 単に Apache の AddType ディレクティブを使うだけではなく、 悪意を持ってアップロード (あるいは作
成) された exploit.php.jpg のようなファイルが PHP として実行されてしまわないようにしたいものです。 この例では、PHP としてパースさせたい任意の拡張子を追加していくだけです。 ためしに .phtml を追加してみましょう。
<FilesMatch \.php$>
    SetHandler application/x-httpd-php
</FilesMatch>

あるいは、拡張子 .php, .php2, .php3, .php4, .php5, .php6, そして .phtml のファイルだけを PHP として実行したいは、このようにします。
<FilesMatch "\.ph(p[2-6]?|tml)$">
    SetHandler application/x-httpd-php
</FilesMatch>

拡張子 .phps のファイルを php ソースフィルタに処理させて 構文ハイライトつきのソースコードとして表示させるには、このようにします。
<FilesMatch "\.phps$">
    SetHandler application/x-httpd-php-source
</FilesMatch>

mod_rewrite を使うと、.phps ファイルに名前を変えたりコピーしたりしなくても 任意の .php ファイルを構文ハイライトつきのソースコードとして表示させることができます。
RewriteEngine On
RewriteRule (.*\.php)s$ $1 [H=application/x-httpd-php-source]

php ソースフィルタは、実運用環境では無効にしておかなければなりません。 有効にしてしまうと、ソースコードに埋め込まれた機密情報や重要情報が漏れてしまう危険があります。

9. Apache サーバを、通常の手順通り、起動させます。
/usr/local/apache2/bin/apachectl start

OR

service httpd restart

上記の手順で、Apache2 ウェブサーバ上で SAPI モジュールとして PHP を動作させることができます。もちろん、Apacheと PHP の双方とも、もっと多くの configure オプションを指定することが出来ます。 詳しい情報を得るには、ソースツリーディレクトリで ./configure
--help を実行してください。

マルチスレッド版の Apache をビルドするには、Apache のビルド時に標準の prefork MPM ではなく worker MPM を選択します。 そのためには、先ほどの手順 3 のところで ./configure の引数に次のオプションを追加します。

--with-mpm=worker

そうすることで何がどのようになるのかをきちんと認識したうえで、これを行わなければなりません。 詳細については Apacheドキュメントの » マルチプロセッシングモジュール (MPM) を参照してください。

注意:

Apache MultiViews FAQ では、PHP でマルチビューを使う方法について解説しています。

注意:

マルチスレッド版の Apache をビルドするには、ターゲットシステムがスレッドに対応していなければなりません。 その場合は、PHP についても実験的な Zend Thread Safety (ZTS) でビルドしなければなりません。 この構成では使用できない拡張モジュールもあり
ます。推奨される方法は、Apache をデフォルトの prefork MPM モジュールでビルドすることです。

Lighttpd 1.4 (Unix システム用)
ここでは、Unix システム上の Lighttpd 1.4 で PHP を使用する際の注意点とヒントをまとめます。

まず » Lighttpd trac で Lighttpd のインストール方法をよく読んでからこれ以降に進みましょう。

PHP と Lighttpd を組み合わせる際におすすめの SAPI は fastcgi です。 fastcgi は PHP 5.3 以降の php-cgi では自動的に有効になりますが、 それより前のバージョンの場合は php の configure 時に --enable-fastcgi を指定しなければなりません。 PHP で fastcgi が有効に
なっているかどうかを調べるには、 php -v の結果が PHP 5.2.5 (cgi-fcgi) のようになっているかどうかを確認します。 PHP 5.2.3 以前の場合は、(php-cgi ではなく) php バイナリで fastcgi が使えるようになります。

Lighttpd に php プロセスを起動させる

Lighttpd から php に接続して fastcgi プロセスを立ち上げさせるよう設定するには、 lighttpd.conf を編集します。ローカルシステムの fastcgi プロセスに接続するにはソケットの使用をおすすめします。

例1 lighttpd.conf の抜粋
server.modules += ( "mod_fastcgi" )

fastcgi.server = ( ".php" =>
  ((
    "socket" => "/tmp/php.socket",
    "bin-path" => "/usr/local/bin/php-cgi",

http://httpd.apache.org/docs/2.2/mpm.html
http://httpd.apache.org/docs/2.2/mpm.html
http://httpd.apache.org/docs/2.2/mpm.html
http://trac.lighttpd.net/trac/
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    "bin-environment" => (
      "PHP_FCGI_CHILDREN" => "16",
      "PHP_FCGI_MAX_REQUESTS" => "10000"
    ),
    "min-procs" => 1,
    "max-procs" => 1,
    "idle-timeout" => 20
  ))
)

bin-path ディレクティブにより、lighttpd が fastcgi プロセスを動的に起動できるようになります。 PHP は、環境変数 PHP_FCGI_CHILDREN の内容に応じて子プロセスを起動します。 "bin-environment" ディレクティブは、起動するプロセスの環境を設定します。 リクエス
トの数が PHP_FCGI_MAX_REQUESTS の値に達すると、 PHP は子プロセスを kill します。ディレクティブ "min-procs" および "max-procs" は、PHP での使用は避けるべきです。 PHP は自身の子プロセスを自前で管理しますし、 APC のような opcode キャッシュは PHP が
管理する子プロセスしか共有しません。 "min-procs" を 1 より大きい値に設定すると、 PHP レスポンダの数が PHP_FCGI_CHILDREN にその値をかけたものとなります (2 min-procs * 16 子プロセスで 32 のレスポンダとなります)。

spawn-fcgi での起動

Lighttpd には spawn-fcgi というプログラムが含まれており、 fastcgi プロセスの起動を簡単に行えるようになっています。

php-cgi の起動

spawn-fcgi なしでプロセスを起動することもできますが、多少難易度が上がります。 環境変数 PHP_FCGI_CHILDREN で、PHP がリクエストの処理用に起動する子の数を設定します。 PHP_FCGI_MAX_REQUESTS は、各子プロセスの生存期間 (リクエスト数) を設定しま
す。php レスポンダを起動するシンプルな bash スクリプトの例を以下に示します。

例2 FastCGI レスポンダの起動
#!/bin/sh

# php-cgi バイナリの場所
PHP=/usr/local/bin/php-cgi

# PID ファイルの場所
PHP_PID=/tmp/php.pid

# アドレスへのバインド
#FCGI_BIND_ADDRESS=10.0.1.1:10000
# ドメインソケットへのバインド
FCGI_BIND_ADDRESS=/tmp/php.sock

PHP_FCGI_CHILDREN=16
PHP_FCGI_MAX_REQUESTS=10000

env -i PHP_FCGI_CHILDREN=$PHP_FCGI_CHILDREN \
       PHP_FCGI_MAX_REQUESTS=$PHP_FCGI_MAX_REQUESTS \
       $PHP -b $FCGI_BIND_ADDRESS &

echo $! > "$PHP_PID"

リモートの FCGI インスタンスへの接続

fastcgi インスタンスを複数のリモートマシンで起動して、 アプリケーションの規模を拡大することができます。

例3 リモートの php-fastcgi インスタンスへの接続
fastcgi.server = ( ".php" =>
   (( "host" => "10.0.0.2", "port" => 1030 ),
    ( "host" => "10.0.0.3", "port" => 1030 ))
)

Sun, iPlanet, Netscape サーバ（Sun Solaris 用）
このセクションでは、Sun Solaris 上の Sun Java System Web Server, Sun ONE Web Server, iPlanet and Netscape server に PHP をインストールする際の 手引きと注意事項について説明します。

PHP 4.3.3 より、NSAPI モジュール を使って 独自エラーページ および ファイル一覧表示ページの生成 が可能です。 Apache 互換の関数も追加されています。 また、これらの Web サーバについての サブリクエストに関する注意 も参照してください。

Netscape Enterprise Server (NES) への PHP のインストールに関しては » http://benoit.noss.free.fr/php/install-php4.html にも情報があります。

Sun JSWS/Sun ONE WS/iPlanet/Netscape Web サーバ用に PHP をビルド するには、--with-nsapi=[DIR] オプションに適切なインストールディレクトリを指定してください。 デフォルトのディレクトリは、通常、/opt/netscape/suitespot/ です。 /php-xxx-
version/sapi/nsapi/nsapi-readme.txt も参照してください。

1. 以下のパッケージを、» http://www.sunfreeware.com/ や他のダウンロードサイトから取得し、 インストールします。

autoconf-2.13
automake-1.4
bison-1_25-sol26-sparc-local
flex-2_5_4a-sol26-sparc-local
gcc-2_95_2-sol26-sparc-local
gzip-1.2.4-sol26-sparc-local
m4-1_4-sol26-sparc-local
make-3_76_1-sol26-sparc-local
mysql-3.23.24-beta (mysql サポートが必要な場合)
perl-5_005_03-sol26-sparc-local
tar-1.13 (GNU tar)

2. パスを適切に設定します ( PATH=.:/usr/local/bin:/usr/sbin:/usr/bin:/usr/ccs/bin )。 そして、export PATHとし、パスを有効にします。
3. gunzip php-x.x.x.tar.gz (.gz 配布の場合のみ)
4. tar xvf php-x.x.x.tar

http://benoit.noss.free.fr/php/install-php4.html
http://www.sunfreeware.com/
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5. PHP を展開したディレクトリに移動します cd ../php-x.x.x

6. 以下のステップを実施します。 /opt/netscape/suitespot/ は netscape サーバがインストールされている場所です。 異なる場合は、適切なパスに変更してください。
./configure --with-mysql=/usr/local/mysql \
--with-nsapi=/opt/netscape/suitespot/ \
--enable-libgcc

7. make を実行し、その後 make install を実行します。

基本インストールを実行したら、適当な readme ファイルを参照してください。 いくつかの追加インストール手順を実行する必要があるかもしれません。

Sun/iPlanet/Netscape の設定手順

まず、共有ライブラリの探索のために、環境変数 LD_LIBRARY_PATH にパスをいくつか追加する必要があります。 Webサーバの開始スクリプトで行うのが最善でしょう。 開始スクリプトは、通常 /path/to/server/https-servername/start にあります。 ま
た、/path/to/server/https-servername/config/ にある設定ファイルの編集も必要です。

1. mime.typesに次の行を追加します (administration server で行えます。)

type=magnus-internal/x-httpd-php exts=php

2. magnus.conf (サーバ>= 6の場合) または obj.conf (サーバ< 6の場合) を編集し、 以下の行を追加します。 ここで、shlib はシステムにより異なります。 /opt/netscape/suitespot/bin/libphp4.so 等となるでしょう。 mime types init の後に置いてください。
Init fn="load-modules" funcs="php4_init,php4_execute,php4_auth_trans" shlib="/opt/netscape/suitespot/bin/libphp4.so"
Init fn="php4_init" LateInit="yes" errorString="Failed to initialize PHP!" [php_ini="/path/to/php.ini"]

(PHP >= 4.3.3) php_ini パラメータはオプションですが、 これを指定することにより、Web サーバの設定ファイルがあるフォルダに php.ini を置くことが可能になります。

3. obj.conf のデフォルトオブジェクトを設定します （バージョン 6 以降の仮想サーバの場合は vserver.obj.conf。）
<Object name="default">
.
.
.
.#NOTE this next line should happen after all 'ObjectType' and before all 'AddLog' lines
Service fn="php4_execute" type="magnus-internal/x-httpd-php" [inikey=value inikey=value ...]
.
.
</Object>

(PHP >= 4.3.3) 追加のパラメータとして、いくつかの特別な php.ini 値を 追加することができます。例えば、コンテキスト php4_execute に対して docroot="/path/to/docroot" を設定するなどです。 また、論理値の場合、0/1 を値として使用してください。
"On","Off",... では正しく動作しません。 例えば、zlib.output_compression="On" ではなく、 zlib.output_compression=1 とします。

4. 以下は、（cgi-bin ディレクトリ のように） PHP スクリプトだけが置かれるディレクトリを設定したい場合にのみ必要です。
<Object name="x-httpd-php">
ObjectType fn="force-type" type="magnus-internal/x-httpd-php"
Service fn=php4_execute [inikey=value inikey=value ...]
</Object>

こうしておくと、Administration Server に特定のディレクトリを設定し、 これをスタイル x-httpd-php に割り付けることができます。 このディレクトリの中にあるすべてのファイルは PHP スクリプト として実行されます。 これは、ファイルの拡張子を .html に変更
し、 PHP が使用されている事を隠したい場合に有用です。

5. 認証を設定します。PHP による認証は他の認証と併用することはできません。 すべての認証は、PHP スクリプトに渡されます。 サーバ全体に対して PHP 認証を設定する場合は、以下の行を追加してください。
<Object name="default">
AuthTrans fn=php4_auth_trans
.
.
.
</Object>

6. 単一のディレクトリでのみ PHP による認証を行う場合は、次の行を追加します。
<Object ppath="d:\path\to\authenticated\dir\*">
AuthTrans fn=php4_auth_trans
</Object>

注意:

PHP が使用するスタックサイズは Web サーバの設定に依存します。 非常に大きい PHP スクリプトを実行させた際にクラッシュが発生する場合は、 Administration Server でスタックサイズ（"MAGNUS EDITOR"） を大きくすると良いでしょう。

CGI 環境変数と php.ini の変更

Sun JSWS/Sun ONE WS/iPlanet/Netscape がマルチスレッドの Web サーバだという事が PHP スクリプトを書く際に重要になります。すべてのリクエストは同一の （Web サーバ自体の）プロセス空間で実行され、そのプロセス空間は 1 つの環境変数しか 持っていませ
ん。PATH_INFO や HTTP_HOST CGI 変数を取得する場合、 古い PHP で行っていたような方法、つまり getenv() 関数を使用する方法や他の同等な方法 （グローバル変数の登録機能、 $_ENV 等）を使うのは正しい方法ではありません。 Web サーバの環境変数をただ単に取得
するだけと、 正しい CGI 変数は得られないのです。

注意:

なぜ正しくない CGI 変数が登録されているのでしょうか？

それは、Web サーバのプロセスを Administration Server から起動させる際、 Web サーバの起動スクリプトが CGI スクリプトとして実行されるためです。したがって、 起動された Web サーバの環境変数には CGI 変数も含まれることになります。 Administration
Server 以外から Web サーバを起動してみればこのことをテストできるでしょう。 ルートユーザでコマンドラインを使って、手動で起動してみると、CGI 変数らしき 環境変数が登録されないことが確認できるでしょう。

PHP 4.x のスクリプトで CGI 変数を取得する場合は、スーパーグローバル $_SERVER を用いるのが正しい方法です。また、$HTTP_HOST などを使う古いスクリプトを使用する場合は、php.ini で register_globals をオンにし、変数のパースの順番 (variables_order) を変更し
てください （"E" を削除。環境変数を読み込む必要は無いため。）
variables_order = "GPCS"
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register_globals = On

独自エラーページおよびファイル一覧表示ページ (PHP >= 4.3.3)

PHP を使って、"404 Not Found" などに対するエラーページを生成することが できます。オーバーライドしたいすべてのエラーページ対して、以下の行を obj.conf 中のオブジェクトに追加してください。
Error fn="php4_execute" code=XXX script="/path/to/script.php" [inikey=value inikey=value...]

ここで、XXX は HTTP のエラーコードです。 追加したものと干渉する Error ディレクティブは削除してください。 発生するすべてのエラーに対応するページを設定したい場合は、 code パラメータを省略してください。スクリプトで HTTP ステータス コードを取得するには、
$_SERVER['ERROR_TYPE'] を使用します。

独自のファイル一覧表示ページを PHP を使って生成することも可能です。 ファイル一覧表示を行う PHP スクリプトを作成し、obj.conf の type="magnus-internal/directory" の行に 書かれているデフォルトの Service 行を以下のように置き換えます。
Service fn="php4_execute" type="magnus-internal/directory" script="/path/to/script.php" [inikey=value inikey=value...]

エラーページ、ファイル一覧表示ページのいずれでも、元の URI および 変換後の URI は、それぞれ、$_SERVER['PATH_INFO'] および $_SERVER['PATH_TRANSLATED'] に格納されます。

nsapi_virtual() および サブリクエストに関する注意 (PHP >= 4.3.3)

NSAPI モジュールは、現在、nsapi_virtual() 関数 (エイリアス: virtual()) をサポートしており、 Web サーバへサブリクエストを行い、結果を Web ページへ挿入することができます。 ただし、この関数は NSAPI ライブラリの文書化されていない機能を若干使用しています。 モ
ジュールは、自動的に必要な関数群を探し、可能であればそれらの関数を 使用ます。もし使用可能でなければ、nsapi_virtual() 関数は 使用不可となります。

注意:

nsapi_virtual() サポートは「実験的」な機能です。

CGI およびコマンドライン
デフォルトでは、PHP は CLI および CGI プログラムとしてビルドされます。 これを使って CGI の処理を行うことができます。 PHP 側で対応するモジュールを用意しているウェブサーバで実行するときには、 モジュールを使うほうがパフォーマンス面で有利です。 しか
し、CGI 版にも利点があります。 PHP を含むページを別のユーザ ID で実行することができるということです。

警告

CGI モードで公開したサーバは、いくつかの脆弱性の標的となる可能性があります。 これらの攻撃からサーバを守る方法については、 CGI セキュリティ のセクションを参照してください。

テスト

PHP を CGI 版のプログラムとしてビルドした場合、make test とすることで、ビルドされたバイナリをテストすることが 可能です。常にビルド後のテストを行うことが推奨されます。これにより、 使用するプラットホームにおける PHP の問題を早期に見付けることが可能と
なり、 後になってその問題に苦しむことがなくなるでしょう。

環境変数の使用

いくつかのサーバが提供する環境変数 は、現在の » CGI/1.1 規約 において定義されていません。以下の変数だけがこの規約で定義されています。 AUTH_TYPE, CONTENT_LENGTH, CONTENT_TYPE, GATEWAY_INTERFACE, PATH_INFO, PATH_TRANSLATED,
QUERY_STRING, REMOTE_ADDR, REMOTE_HOST, REMOTE_IDENT, REMOTE_USER, REQUEST_METHOD, SCRIPT_NAME, SERVER_NAME, SERVER_PORT, SERVER_PROTOCOL, および SERVER_SOFTWARE 。 その他の環境変数は、「ベンダー拡張」として取り扱うべきで
す。

HP-UX へのインストール
このセクションでは、HP-UX へインストールする場合特有の注意とコツについて説明します

PHP を HP-UX にインストールするには、二通りの方法があります。 自分でコンパイルするか、あるいはコンパイル済みのバイナリを使用するかのどちらかです。

公式のコンパイル済みパッケージは、こちらにあります。 » http://software.hp.com/

このセクションをきちんと書き直すまで、PHP (および拡張モジュール) を HP-UX でコンパイルする方法についてのドキュメントをいったん削除します。 当面は、以下のドキュメントを参照ください。 » Building Apache and PHP on HP-UX 11.11

OpenBSD へのインストール
このセクションでは、PHP を » OpenBSD 3.6 に インストールする場合に固有の注意事項とヒントについて説明します。

バイナリパッケージの使用

OpenBSD に PHP をインストールするには、バイナリパッケージを使用することが もっとも簡単で、また推奨される方法です。 コアパッケージは他のモジュールと分けられており、別個に インストールしたり、削除したりすることができます。OpenBSD の CD や FTP サイト
から 必要なファイルを見つけることができます。

インストールに必要なメインのパッケージは php4-core-4.3.8.tgz です。これには基本エンジン (と gettext と iconv) が含まれています。次に、 php4-mysql-4.3.8.tgz や php4-imap-4.3.8.tgz のようなモジュールパッケージを 探してください。これらのモジュールを
php.ini 上で有効/無効にするには phpxs コマンドを使用する必要があります。

例1 OpenBSD パッケージインストールの例
# pkg_add php4-core-4.3.8.tgz
# /usr/local/sbin/phpxs -s

http://cgi-spec.golux.com/ncsa/env.html
http://cgi-spec.golux.com/ncsa/env.html
http://software.hp.com/
http://www.tekwire.net/joomla/building/apache/comp_apache_hpux11.11.htm
http://www.openbsd.org/
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# cp /usr/local/share/doc/php4/php.ini-recommended /var/www/conf/php.ini
  (add in mysql)
# pkg_add php4-mysql-4.3.8.tgz
# /usr/local/sbin/phpxs -a mysql
  (add in imap)
# pkg_add php4-imap-4.3.8.tgz
# /usr/local/sbin/phpxs -a imap
  (remove mysql as a test)
# pkg_delete php4-mysql-4.3.8
# /usr/local/sbin/phpxs -r mysql
  (install the PEAR libraries)
# pkg_add php4-pear-4.3.8.tgz

OpenBSD のバイナリパッケージに関する詳細は、man ページの » packages(7) を 参照してください。

Ports の使用

» ports ツリー を使って PHP のソースを コンパイルすることもできます。ただし、この方法は OpenBSD に詳しいユーザにのみ 推奨されます。PHP 4 ポートは core, extensions の 2 つのサブディレクトリに 分割されています。extensions ディレクトリはサポートされてい
るすべての PHP モジュールのサブパッケージを生成します。 これらのうちのいずれかのモジュールを生成したくない場合には、 no_* FLAVOR を使用してください。例えば、imap モジュール のビルドをスキップするには FLAVOR を no_imap に セットします。

一般的な問題点

Apache は、デフォルトインストールでは、 » chroot(2) jail 内で実行されます。 これにより、PHP は、/var/www 以下のファイルにしか アクセスできないように制限されます。そのため、セッションを使用するには、 /var/www/tmp ディレクトリを作成するか、他の
セッションバックエンドを 用いる必要があります。また、データベースのソケットは jail 内に置かれるか、 localhost インタフェイスが listen できるようにする必要があります。 ネットワーク関数を使用する場合は、/etc 内のファイル、たとえば /etc/resolv.conf や
/etc/services を、 /var/www/etc に移動させる必要があります。 OpenBSD の PEAR パッケージは、適切な chroot 内のディレクトリに自動的にインストールされますので、 特に修正は必要ありません。OpenBSD における Apache についての詳細は » OpenBSD FAQ
を参照してください。
OpenBSD 3.6 においては、» gd 拡張モジュールのパッケージは XFree86 のインストールを必要とします。X11 が必要となるいくつかのフォント機能を使わない場合は、 代わりに php4-gd-4.3.8-no_x11.tgz パッケージをインストールしてください。

過去のリリース

OpenBSD の過去のリリースは、静的にリンクされた PHP をコンパイルするために FLAVORS システムを使用していました。 この方法でバイナリパッケージを作成することは困難なため、 この方法は現在は使用されていません。 古い安定版の ports ツリーを使用することもで
きますが、 これらは OpenBSD チームによりサポートされていません。 これに関するコメントがある場合、port の現在の管理者は Anil Madhavapeddy (avsm at openbsd dot org) です。

Solaris へのインストール
このセクションでは、Solaris に PHP をインストールする際の注意とコツを説明します。

必要なソフトウエア

Solaris には、C コンパイラおよび関連するツールがインストールされていない事が しばしばあります。GNU 版の各種ツールが必要となりますが、その理由については こちらの FAQ をお読みください。 必要なソフトウエアは次の通りです。

gcc (推奨。他のC コンパイラも動作するかもしれません)
make
flex
bison
m4
autoconf
automake
perl
gzip
tar
GNU sed

加えて、(Oracle や MySQLなどの) 使用する設定に応じた追加ソフトウエアを インストール（おそらくはコンパイルも）する必要があります。

パッケージの使用

Solaris へのインストールでは、 pkgadd を使用すれば、必要なコンポーネントのインストール処理を 簡単に行うことができます。

Debian GNU/Linux へのインストール
このセクションでは、» Debian GNU/Linux に PHP をインストールする際の注意事項とヒントについて説明します。

警告

サードパーティが作った非公式のビルドについてはここではサポートしていません。 何かバグを見つけた場合は、 » ダウンロードページ から取得した最新のビルドでそれが再現するかを確認し、 再現しない場合は Debian チームにバグ報告をお願いします。

Unix 上で PHP をビルドする方法は Debian でもそのまま使えます。 しかし、このページではもうひとつの方法として Debian 固有の情報を扱います。 apt-get や aptitude といったコマンドの使い方です。 このマニュアルページでの説明は、これらふたつのコマンドのどちら
を使っても実行できます。

APT の使用

まず、Apache 2 と統合する場合は libapache2-mod-php5、PEAR を使う場合は php-pear などの関連パッケージが必要となることを知っておきましょう。

次に、パッケージをインストールする前にはパッケージ一覧を最新に更新しておくようにしましょう。 これは、apt-get update コマンドで行います。

http://www.openbsd.org/cgi-bin/man.cgi?query=packages
http://www.openbsd.org/ports.html
http://www.openbsd.org/ports.html
http://www.openbsd.org/cgi-bin/man.cgi?query=chroot
http://www.openbsd.org/faq/faq10.html#httpdchroot
http://www.libgd.org/
http://www.debian.org/
http://www.php.net/downloads.php
http://www.php.net/downloads.php


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例1 Debian で Apache 2 と組み合わせるインストール例
# apt-get install php5-common libapache2-mod-php5 php5-cli

APT により、Apache 2 用の PHP 5 モジュールとその依存モジュールが自動的にインストールされます。 インストール中に Apache を再起動する旨が表示されなかった場合は、手動で再起動する必要があります。

例2 PHP インストール後に Apache を停止・起動させる
# /etc/init.d/apache2 stop
# /etc/init.d/apache2 start

よりよい設定の管理

ここまでのセクションでは、PHP のコアモジュールだけをインストールしました。 おそらく、さらに MySQL や cURL、 GD などの追加モジュールもインストールしたくなることでしょう。 これらも apt-get コマンドでインストールすることができます。

例3 追加の PHP 5 パッケージを探す方法
# apt-cache search php5
# aptitude search php5
# aptitude search php5 |grep -i mysql

上記の出力を見てわかるとおり、(php5-cgi や php5-cli, php5-dev といった 特別なパッケージのほかにも) さまざまなパッケージがあり、インストールすることが可能です。 必要なものを見定めて、apt-get か aptitude でインストールしましょう。 Debian は依存性の
チェックを行うので、たとえば MySQL と cURL をインストールする場合はこのようになります。

例4 PHP と MySQL、cURL のインストール
# apt-get install php5-mysql php5-curl

APT は自動的に、 /etc/php5/apache2/php.ini や /etc/php5/conf.d/pdo.ini などの php.ini に適切な行を追加し、extension=foo.so といった内容が書き込まれます。しかし、これらの変更を有効にするにはウェブサーバ (Apache など) を再起動しなければなりません。

よく起きる問題

PHP スクリプトがウェブサーバで実行されない場合は、 おそらく PHP がウェブサーバの設定ファイルに追加されていないのでしょう。 Debian の場合、設定ファイルは /etc/apache2/apache2.conf のようになります。詳細は Debian のマニュアルを参照ください。
拡張モジュールをインストールしたのに関数が未定義だと言われたら、 適切な ini ファイルが読み込まれているかどうかと インストール後にウェブサーバを再起動したかどうかを確認しましょう。
Debian (およびその派生物) でパッケージをインストールする基本的なコマンドは apt-get と aptitude のふたつです。 しかし、これらのコマンドの微妙な違いについての説明は、このマニュアルでは行いません。

Mac OS X へのインストール
目次

パッケージの使用
バンドルされている PHP の使用法
Mac OS X 上での PHP のコンパイル

本章では、PHP を Mac OS X 上にインストールする際の注意事項とコツを説明します。 PHP は Mac にバンドルされています。また、コンパイルの手順は Unix へのインストールガイド と同じです。

パッケージの使用
Mac OS X 用にコンパイルされた PHP パッケージがいくつか存在します。 一般的なセットアップを行うにあたって、利用することができます。ただし、 （セキュアサーバや様々なデータベースドライバなど）少々特殊な機能が必要な場合、 PHP を自分でビルドする必要が有る
かもしれません。ソフトウエアの ビルドやコンパイルに不慣れな場合は、必要な機能を含めてビルドされたパッケージを 誰か他の人が作成済みでないかを調べてみると良いでしょう。

以下の場所に、簡単にインストールできる Mac OS 用のコンパイル済み PHP パッケージがあります。

MacPorts: » http://www.macports.org/
Entropy: » http://www.entropy.ch/software/macosx/php/
Fink: » http://www.finkproject.org/
Homebrew: » http://github.com/mxcl/homebrew

バンドルされている PHP の使用法
PHP は、OS X バージョン 10.0.0 以降の Mac に標準添付されています。 デフォルトのウェブサーバで PHP を有効にするには、Apache 設定ファイル httpd.conf で数行のコメントを解除する必要があります。 一方、CGI や CLI はデフォルトで有効になっています (ターミナル
から簡単に利用できます)。

PHP を有効にするには以下の手順を使用してください。 これは、ローカルの開発環境を手早く設定する方法を示したものです。 常に PHP を最新バージョンに更新することを 強く推奨します。 多くのソフトウェアでは、新しいバージョンでは多くのバグが修正されています。
また機能追加もされています。PHP も同様です。 詳細は、適切な MAC OS X インストールドキュメントを参照ください。 以下の手順は初心者を対象としたもので、 まずデフォルトの設定で動作させるための手順を示しています。 すべてのユーザが、新しいパッケージ版をコン
パイルしてインストールすることを推奨します。

標準的なインストール方法は mod_php を使用するものです。Mac OS X 上の Apache web server (デフォルトのウェブサーバで、System Preferences からアクセスできます) 上に、mod_php を組み込むには次のようにします。

1. Apache の設定ファイルを開きます。デフォルトでは /private/etc/apache2/httpd.conf にあります。 Finder あるいは Spotlight を使用してこれを見つけることは難しいでしょう。 このファイルはプライベート設定されており、その所有者は root ユーザだからです。

http://www.macports.org/
http://www.entropy.ch/software/macosx/php/
http://www.finkproject.org/
http://github.com/mxcl/homebrew
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注意: Unix ベースのテキストエディタ、たとえば nano を用いて、ターミナルでこのファイルを開きます。このファイルの所有者は root なので、sudo コマンドを使用して (root として) 開く必要があります。つまり、ターミナル上で sudo nano
/private/etc/apache2/httpd.conf と入力します (その後、パスワードを聞かれます)。 覚えておくべき nano コマンドは次のとおりです。^w (検索)、 ^o (保存) そして ^x (終了)。 ここで ^ は Ctrl キーを表します。

注意: Mac OS X 10.5 より前のバージョンにバンドルされている PHP および Apache は、バージョンが古いものです。その場合、Apache の設定ファイルは /etc/httpd/httpd.conf となります。

2. テキストエディタで、次のような行 (これらのふたつの行は並んでいないこともあります。 それぞれをファイル中で探してください) のコメントをはずします (# を削除します)。
# LoadModule php5_module libexec/httpd/libphp5.so

# AddModule mod_php5.c

パスに注意しましょう。将来 PHP をビルドする際には 上のファイルは移動するかコメントアウトする必要があります。

3. 指定した拡張子 (例: .php .html および .inc) が PHP でパースされるようにします。

以下のような行が httpd.conf にあれば (Mac Panther 以降にはあります)、 PHP を有効にするだけで .php ファイルが自動的に PHP で処理されます。
<IfModule mod_php5.c>
    # If php is turned on, we respect .php and .phps files.
    AddType application/x-httpd-php .php
    AddType application/x-httpd-php-source .phps

    # Since most users will want index.php to work we
    # also automatically enable index.php
    <IfModule mod_dir.c>
        DirectoryIndex index.html index.php
    </IfModule>
</IfModule>

注意:

OS X 10.5 (Leopard) より前のバージョンには PHP 5 ではなく PHP 4 がバンドルされています。その場合は、ここまでの説明にある 5 という部分を 4 に読み替えてください。

4. DirectoryIndex でデフォルトインデックスファイルが読み込まれるようにします。 これも httpd.conf で設定します。典型的なパターンは index.php および index.html でしょう。デフォルトでは index.php が有効になります。上で見たような設定がすでにあるからで
す。 これを適切に調整しましょう。

5. php.ini の場所を設定するか、デフォルトを使用します。 Mac OS X におけるデフォルトの場所は /usr/local/php/php.ini で、 phpinfo() をコールするとこの情報を表示します。 php.ini を使用しない場合は、PHP はすべてデフォルト値を使用します。 php.ini ファイル
はどこにおけばいいのですか? が、関連する FAQ です。

6. DocumentRoot を配置あるいは設定します。 これは、すべてのウェブファイルのルートディレクトリとなります。 このディレクトリ内のファイルはウェブサーバで処理されるようになるので、 PHP ファイルは PHP でパースしてからブラウザに出力されます。 典型的なデ
フォルトのパスは /Library/WebServer/Documents ですが、これは httpd.conf で別の場所にすることができます。 また、各ユーザの DocumentRoot は /Users/yourusername/Sites となります。

7. phpinfo() ファイルを作成します。

phpinfo() 関数は、PHP についての情報を表示します。 DocumentRoot 内に、次のような PHP コードを含むファイルを作成してください。
<?php phpinfo(); ?>

8. Apache を再起動し、先ほど作成した PHP ファイルを読み込みます。 再起動するには、シェルで sudo apachectl graceful を実行するか、あるいは OS X System Preferences で "Personal Web Server" オプションを使用して停止/起動します。 デフォルトでは、ローカ
ルファイルをブラウザで読み込むには http://localhost/info.php のような URL を指定します。 あるいは、各ユーザディレクトリの DocumentRoot の場合は http://localhost/~yourusername/info.php のようになります。

CLI (あるいは旧バージョンの CGI) は、php という名前で、おそらく /usr/bin/php にあります。 ターミナルを開き、PHP マニュアルの Open up the terminal, read the PHP をコマンドラインから使用する を読んだうえで php -v を実行してみましょう。 これは、PHP バイ
ナリのバージョンを表示します。 phpinfo() をコールしても、この情報を取得できます。

Mac OS X 上での PHP のコンパイル
PHP を Mac OS X 上でコンパイルする手順については、 Unix へのインストールガイド をご利用ください。

Windows システムへのインストール
目次

Windows インストーラ (PHP 5.1.0 以前)
Windows インストーラ (PHP 5.2 以降)
手動でのインストール
ActiveScript
Microsoft IIS
Microsoft IIS 5.1 および IIS 6.0
Microsoft IIS 7.0 以降
Apache 1.3.x （Microsoft Windows 用）
Apache 2.x （Microsoft Windows 用）
Sun, iPlanet, Netscape サーバ（Microsoft Windows 用）
OmniHTTPd サーバ
Sambar サーバ（Microsoft Windows 用）
Xitami（Microsoft Windows 用）
ソースからのビルド
Windows 用 PHP 拡張モジュール
Microsoft Windows のコマンドラインでの PHP
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本章は、Windows 98/Me および Windows NT/2000/XP に適用されます。 PHP は、Windows 3.1 などの 16 ビットのプラットフォームでは動作しません。 PHP がサポートする Windows プラットフォーム を Win32 と呼ぶことがあります。 Windows95 は PHP4.3.0 以降
サポートされなくなりました。

注意:

Windows 98/ME/NT4 は、PHP 5.3.0 以降サポートされなくなりました。

注意:

Windows 95 は、PHP 4.3.0 以降サポートされなくなりました。

PHP を Windows にインストールするには、 マニュアルインストール と インストーラによる方法 の 2 種類があります。

Microsoft Visual Studio を持っていれば、オリジナルのソースコードから PHP を ビルドする ことも可能です。

Windows システムに PHP をインストールした後、機能を追加するために 拡張モジュールのロード が必要な場合があります。

警告

インターネットでオールインワンのインストーラがいくつか見かけられます。 しかし、いずれも PHP.net により公認されたものではありません。 システムを最適化し、また、安全を保つためには、 » http://www.php.net/downloads.php にある公式 windows パッケージの
いずれかを使用することが もっとも良い選択ではないかと我々は考えています。

Windows インストーラ (PHP 5.1.0 以前)
CGI 版の PHP をインストールする Windows 用 PHP インストーラが、 » http://www.php.net/downloads.php から取得可能です。 IIS、PWS、Xitami に対しては Web サーバの設定も同時に行われます。 このインストーラには、PHP 拡張モジュール (php_*.dll) が含まれてい
ません。 拡張モジュールは、Zip パッケージもしくは PECL ダウンロード からのみ入手できます。

注意:

Windows インストーラは PHP を動作させるための簡便な方法で、 （拡張モジュールの自動設定ができないといった）制約がいくつかあります。 インストーラの利用は、PHP をインストールする最適な方法ではありません。

まずはじめに、使用する HTTP (Web) サーバを システムにインストールし、完全に動作するようにして下さい。

インストーラを実行し、インストールウイザードの指示に従って下さい。 2 種類のインストール方法がサポートされています。一つ目は standard で、 設定の選択肢についてデフォルト値が示されます。もう一つは advanced で、 選択肢について質問が行われます。

インストールウイザードは、php.ini ファイルを設定し、 PHP が使用可能となるように Web サーバを設定するために必要な情報を集めます。 ただし、Apache をはじめとするいくつかの web サーバでは、インストーラによる自動での 設定変更は行われず、手動で設定変更す
る必要があります。

インストールが完了すると、システムもしくはサーバを再起動する必要があるのか、 そのまま PHP の使用を開始すればよいのか表示されます。

警告

こうしてインストールされた PHP の設定は安全ではないことに注意して下さい。安全に PHP を設定したい場合は、マニュアルでインストールし、オプションを注意深く設定するべきです。 上記の自動設定により PHP のインストールを瞬時に行うことが可能となりますが、 イ
ンターネットに接続されたサーバで使用されうるものではありません。

Windows インストーラ (PHP 5.2 以降)
Windows 用 PHP インストーラの最新版は、MSI 形式になっています。これは Wix Toolkit (» http://wix.sourceforge.net/) で作成されています。 このインストーラは、インストールおよび PHP の設定、そして組み込みのモジュールと PECL 拡張モジュールの設定だけでな
く、 IIS、Apache そして Xitami などといった多くのウェブサーバの設定も行います。

最初に、お好みの HTTP (ウェブ) サーバをシステムにインストールし、動作確認をします。 それから、次のうちのいずれかのインストール形式を選択します。

通常のインストール

MSI インストーラを実行し、インストールウィザードの指示に従います。 まず最初に設定するウェブサーバを選択し、 それに伴って必要となる設定を行います。

次に、さまざまな機能や拡張モジュールの中から インストールして有効にしたいものを選択します。 各項目のドロップダウンメニューで "Will be installed on local hard drive" を選択することで、その機能をインストールするかどうかを切り替えます。 "Entire feature will be
installed on local hard drive" を選択すると、 その機能に関連するすべての機能がインストールされます (たとえば "PDO" に対してこのオプションを選択すると、 すべての PDO ドライバがインストールされます)。

警告

すべての項目をデフォルトでインストールしてしまうのはお勧めしません。 それらの多くは、適切に動作させるためには PHP 以外の外部の依存性を解決する必要があるからです。 その代わりに、いったんインストールした後で コントロールパネルの「プログラムの追加と削
除」 で修復モードを使用して拡張モジュールを有効にするようにしましょう。

次に、インストーラは Windows で使用する PHP と php.ini ファイルを設定し、ウェブサーバで PHP を使用できるように設定します。 現在インストーラがサポートしているのは IIS、 Apache、Xitami および Sambar Server のみです。 それ以外のウェブサーバを使用する場合
は、自分で設定する必要があります。

サイレントインストール

このインストーラはサイレントモードもサポートしています。 このモードは、システム管理者が簡単に PHP 環境を構築する際に便利です。 サイレントモードは、次のようにして使用します。
       
msiexec.exe /i php-VERSION-win32-install.msi /q

http://www.php.net/downloads.php
http://www.php.net/downloads.php
http://wix.sourceforge.net/
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インストール先ディレクトリを設定するには、インストール時のパラメータとして指定します。 例えば、e:\php にインストールする場合は次のようになります。
       
msiexec.exe /i php-VERSION-win32-install.msi /q INSTALLDIR=e:\php

同様にして、Apache の設定ディレクトリ (APACHEDIR) や Sambar Server のディレクトリ (SAMBARDIR)、 そして Xitami Server のディレクトリ (XITAMIDIR) も指定することが可能です。

また、インストールする機能を指定することもできます。例えば、 mysqli 拡張モジュールおよび CGI 実行ファイルをインストールするには次のようにします。
       
msiexec.exe /i php-VERSION-win32-install.msi /q ADDLOCAL=cgi,ext_php_mysqli

現在、インストールする機能としてサポートされている項目は次のとおりです。
 
MainExecutable - php.exe 実行ファイル (PHP 5.2.10/5.3.0 以降は存在しません。デフォルトで含まれるようになりました)
ScriptExecutable - php-win.exe 実行ファイル
ext_php_* - 各種拡張モジュール (例: MySQL の場合は ext_php_mysql)
apache13 - Apache 1.3 モジュール
apache20 - Apache 2.0 モジュール
apache22 - Apache 2,2 モジュール
apacheCGI - Apache CGI 実行ファイル
iis4ISAPI - IIS ISAPI モジュール
iis4CGI - IIS CGI 実行ファイル
iis4FastCGI - IIS CGI 実行ファイル
NSAPI - Sun/iPlanet/Netscape サーバモジュール
netserve - NetServe Web Server CGI 実行ファイル
Xitami - Xitami CGI 実行ファイル
Sambar - Sambar Server ISAPI モジュール
CGI - php-cgi.exe 実行ファイル
PEAR - PEAR インストーラ
Manual - CHM 形式の PHP マニュアル

MSI インストーラをコマンドラインから使用する方法の詳細については » http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa367988.aspx を参照ください。

インストーラによる PHP のアップグレード

アップグレードの際も、ダブルクリックあるいはコマンドラインから通常どおりインストーラを実行します。 インストーラが現在のインストールオプションを読み取り、 現在インストールされているバージョンを削除してから 同じオプションで PHP をインストールしなおしま
す。 インストールディレクトリのファイルを手動で置き換えるのではなく、 この方法で PHP をアップグレードすることを推奨します。

手動でのインストール
この節では、Microsoft Windows 環境に PHP を手動でインストールして設定する方法を説明します。 PHP インストーラを使って PHP や Windows 用ウェブサーバの設定をしたい場合は Windows インストーラ (PHP 5.2 以降) を参照ください。

PHP 配布パッケージの選択とダウンロード

PHP バイナリの zip 版を » PHP for Windows: Binaries and Sources からダウンロードします。zip パッケージにはいくつかのバージョンがあります。 使うウェブサーバにあわせたバージョンを選びましょう。

PHP を IIS で使う場合は、PHP 5.3 VC9 Non Thread Safe あるいは PHP 5.2 VC6 Non Thread Safe を選びます。

PHP 5.3 以降を IIS7 以降で使う場合は、VC9 版のバイナリを使わなければなりません。

PHP を Apache 1 あるいは Apache 2 で使う場合は、PHP 5.3 VC6 あるいは PHP 5.2 VC6 を選びます。

注意:

VC9 版は Visual Studio 2008 でコンパイルしており、パフォーマンスや安定性が優れています。 VC9 版を使うには、 » Microsoft 2008 C++ Runtime (x86) あるいは » Microsoft 2008 C++ Runtime (x64) をインストールしなければなりません。

PHP パッケージの構造と内容

zip パッケージを、たとえば C:\PHP\ などのお好みの場所に展開しましょう。 zip を展開した中身は、次のようになります。

例1 PHP 5 パッケージ構造

c:\php
   |
   +--dev
   |  |
   |  |-php5ts.lib                 -- 非スレッドセーフバージョンの場合は php5.lib
   |
   +--ext                          -- PHP 拡張モジュールの DLL
   |  |
   |  |-php_bz2.dll
   |  |
   |  |-php_cpdf.dll
   |  |
   |  |-...
   |
   +--extras                       -- 空
   |
   +--pear                         -- PEAR の初期コピー
   |
   |
   |-go-pear.bat                   -- PEAR セットアップ用スクリプト
   |
   |-...
   |
   |-php-cgi.exe                   -- CGI 実行ファイル
   |
   |-php-win.exe                   -- コマンドプロンプトを開かずにスクリプトを実行する
   |

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa367988.aspx
http://windows.php.net/download/
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=9B2DA534-3E03-4391-8A4D-074B9F2BC1BF
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=BD2A6171-E2D6-4230-B809-9A8D7548C1B6
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   |-php.exe                       -- コマンドラインの PHP 実行ファイル (CLI)
   |
   |-...
   |
   |-php.ini-development           -- デフォルトの php.ini 設定
   |
   |-php.ini-production            -- 推奨される php.ini 設定
   |
   |-php5apache2_2.dll             -- 非スレッドセーフバージョンには存在しません
   |
   |-php5apache2_2_filter.dll      -- 非スレッドセーフバージョンには存在しません
   |
   |-...
   |
   |-php5ts.dll                    -- コア PHP DLL ( 非スレッドセーフバージョンの場合は php5.dll )
   | 
   |-...

PHP の zip 版に含まれているモジュールや実行ファイルの一覧をまとめました。

go-pear.bat - PEAR セットアップスクリプト。詳細は » Installation (PEAR) を参照ください。

php-cgi.exe - CGI 実行ファイル。PHP を IIS 上で CGI あるいは FastCGI として実行するときに使います。

php-win.exe - PHP 実行ファイル。コマンドプロンプトを開かずに PHP スクリプトを実行します (Windows GUI を使う PHP アプリケーションなどに使います)。

php.exe - PHP 実行ファイル。PHP スクリプトをコマンドラインインターフェイス (CLI) で実行します。

php5apache2_2.dll - Apache 2.2.X モジュール。

php5apache2_2_filter.dll - Apache 2.2.X フィルタ。

php.ini ファイルの変更

php パッケージを展開したら、php.ini-production を php.ini という名前で同じフォルダにコピーします。 必要に応じて php.ini を別の場所に置くこともできますが、 その場合は PHP 設定ファイル にあるような設定が別途必要となります。

php.ini ファイルには、PHP の設定や動作環境についての情報を記述します。 php.ini ファイルには PHP を Windows 上で動かすための設定項目が数多く用意されています。 その中には必須でないものもあります。 また、環境に合わせて指定するディレクティブも数多くあり
ます。詳細は php.ini ディレクティブのリスト を参照ください。

必須項目

extension_dir = <拡張モジュールのディレクトリへのパス> - extension_dir には、 PHP の拡張モジュールがあるディレクトリを指定しなければなりません。 絶対パス ("C:\PHP\ext") あるいは相対パス (i.e. ".\ext") のどちらでもかまいません。php.ini ファイルに書か
れている拡張モジュールは、 extension_dir に置かなければなりません。

extension = xxxxx.dll - 使いたい拡張モジュールがある場合は、それに対応する "extension=" を書かなければなりません。extension_dir にある拡張モジュールのうち、ここで指定したものが起動時に読み込まれます。

log_errors = On - PHP のログ出力機能を使うと、エラーをファイルに記録したり (syslog などの) サービスに渡したりすることができます。これは 次の error_log ディレクティブと組み合わせて使います。 IIS で実行している場合は、log_errors を有効にして error_log
を正しく設定しておく必要があります。

error_log = <エラーログファイルへのパス> - error_log には、PHP のエラーを記録するファイルを絶対パスあるいは相対パスで指定しなければなりません。 このファイルは、ウェブサーバから書き込み可能でなければなりません。 このファイルを置く場所として一般的
なのは、たとえば "C:\inetpub\temp\php-errors.log" のような TEMP ディレクトリです。

cgi.force_redirect = 0 - このディレクティブは、IIS で動かす際に必須となります。 他の多くのウェブサーバではディレクトリセキュリティ機能を必要としますが、 これを IIS で有効にすると、Windows 上での PHP エンジンの実行に失敗します。

cgi.fix_pathinfo = 1 - これは、CGI 仕様に従った path info に PHP からアクセスできるようにします。 IIS の FastCGI 実装では、これを設定しておく必要があります。

fastcgi.impersonate = 1 - IIS での FastCGI には、呼び出し元のクライアントのセキュリティトークンをまねる機能があります。 これを指定すると、IIS にリクエストのセキュリティコンテキストを定義します。

fastcgi.logging = 0 - FastCGI のログ機能は、IIS では無効にしておかねばなりません。 有効にしたままだと、すべてのクラスから発せられるあらゆるメッセージが FastCGI のエラーとみなされ、IIS が HTTP 500 を返すようになってしまいます。

オプションの項目

max_execution_time = ## - このディレクティブでは、スクリプトの実行に費やすことのできる最大時間を PHP に伝えます。デフォルトは 30 秒です。 もし PHP アプリケーションの実行時間が長くなるのなら、このディレクティブの値を増やします。

memory_limit = ###M - PHP プロセスが使えるメモリの量をメガバイト単位で指定します。 デフォルトは 128 で、たいていの PHP アプリケーションではこれで十分です。 複雑なアプリケーションではもう少し必要となるかもしれません。

display_errors = Off - このディレクティブは、ウェブサーバに返すストリームに エラーメッセージを含めるかどうかを指定します。 これを "On" にすると、error_reporting で設定したすべてのレベルのエラーを エラーストリームの一部としてウェブサーバに返しま
す。 セキュリティ上の理由で、実運用環境ではこれを "Off" にしておくことを推奨します。 エラーメッセージにはセキュリティ的に問題となる情報が含まれていることが多く、 それが外部に漏れることを防げます。

open_basedir = <ディレクトリへのパス、セミコロン区切り>、 たとえば openbasedir="C:\inetpub\wwwroot;C:\inetpub\temp" - このディレクティブは、PHP からのファイルシステムの操作を許可するディレクトリのパスを指定します。 指定したパス以外でのファ
イル操作はすべてエラーとなります。 このディレクティブは、共用ホスティング環境に PHP を導入するときに特に有用です。 ウェブサイトのルートディレクトリ以外のファイルを操作させないようにすることができます。

upload_max_filesize = ###M および post_max_size = ###M - ファイルのアップロードおよび POST するデータの最大サイズを指定します。 PHP のアプリケーションで写真や動画などの大きなファイルをアップロードさせたい場合は、 これらの値を増やさなければな
りません。

以上で、Windows への PHP のインストールが完了しました。ついで、 使用する WEB サーバ にあわせて、PHP を利用可能とするための設定を行います。 目次から使用する WEB サーバを選択し、該当するセクションを参照してください。

PHP をウェブサーバ経由で実行するだけでなく、 .BAT スクリプトなどでコマンドラインから実行することもできます。 詳細は Microsoft Windows コマンドラインでの PHP を参照ください。

ActiveScript

http://pear.php.net/manual/en/installation.php
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このセクションでは、ActiveScript で PHP を使用する場合について説明します。

ActiveScript は Windows 独自の SAPI で、PHP スクリプトが Windows Script Host, ASP/ASP.NET, Windows Script Components や Microsoft Scriptlet control といった ActiveScript 互換ホストで実行可能になります。

PHP 5.0.1 の時点で、ActiveScript サポートは » PECL リポジトリに移動されました。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

注意:

まず始めに、マニュアルインストールの手順 をお読みください。

PHP をインストールした後、ActiveScript 用の DLL (php5activescript.dll) をダウンロードし、メイン PHP フォルダ (C:\php 等) へ置いてください。

ファイルを設置できたら、システムに DLL を登録します。 （スタートメニューから）コマンドプロンプトを開き、 PHP のフォルダへ移動し（cd C:\php 等とする）、 regsvr32 php5activescript.dll と打ち込むと DLL を登録できます。

ActiveScript が動作しているかテストするには、test.wsf という名前（拡張子名が重要）で新しいファイルを作成し、 以下のようにタイプしてください。
<job xml:id="test">
 
 <script language="PHPScript">
  $WScript->Echo("Hello World!");
 </script>
 
</job>

保存した後、ファイルをダブルクリックして、ウインドウに 「Hello World!」 と表示されたら、上手く動作しています。

注意:

PHP 4では、エンジンは「ActivePHP」と命名されました。 したがって、PHP 4を使用している場合、「PHPScript」を上記の例における 「ActivePHP」に取り替えるべきです。

注意:

ActiveScript では、デフォルトの php.ini ファイルは使われません。 代わって、ロードする .exe ファイルと同じフォルダが探されます。 拡張モジュールを読み込みたい場合は、 php-activescript.ini ファイルを作成し、当該フォルダに 設置すると良いでしょう。

Microsoft IIS
この節では、Microsoft Internet Information Services (IIS) への PHP のインストール手順について扱います。

Microsoft IIS 5.1 および IIS 6.0 への PHP の手動インストール
Microsoft IIS 7.0 以降への PHP の手動インストール

Microsoft IIS 5.1 および IIS 6.0
この節では、Internet Information Services (IIS) 5.1 および IIS 6.0 を手動で設定して、PHP を Microsoft Windows XP および Windows Server 2003 で動かす方法を説明します。 IIS 7.0 以降のバージョンを Windows Vista, Windows Server 2008, Windows 7 そして
Windows Server 2008 R2 で動かす方法については Microsoft IIS 7.0 以降 を参照ください。

IIS で PHP リクエストを処理するための設定

手動インストールの手順 での説明にしたがって、PHP をダウンロードしてインストールします。

注意:

IIS を使う場合は、非スレッドセーフ版の PHP を推奨します。非スレッドセーフ版は » PHP for Windows: Binaries and Sources Releases. で取得できます。

CGI や FastCGI 固有の設定を、php.ini で以下のように行います。

例1 php.ini での CGI および FastCGI 用の設定
fastcgi.impersonate = 1
fastcgi.logging = 0
cgi.fix_pathinfo=1
cgi.force_redirect = 0

» Microsoft FastCGI Extension for IIS 5.1 and 6.0 をダウンロードしてインストールします。32 ビット版と 64 ビット版があるので、 環境にあわせて適切なパッケージを選びましょう。

FastCGI エクステンションを設定し、PHP のリクエストを処理できるようにするには 以下のコマンドを実行します。"-path" パラメータの値は、 php-cgi.exe の絶対パスに置き換えましょう。

例2 FastCGI エクステンションで PHP リクエストを処理するための設定
cscript %windir%\system32\inetsrv\fcgiconfig.js -add -section:"PHP" ^
-extension:php -path:"C:\PHP\php-cgi.exe"

このコマンドは、拡張子 *.php 用の IIS スクリプトマッピングを作成します。 .php で終わるすべての URL を FastCGI エクステンションで処理するようになります。 また、FastCGI エクステンションでの PHP リクエストの処理に php-cgi.exe を使うよう設定しています。

注意:

この時点で、最低限必要なインストールと設定は完了しました。 これ以降の手順は必須ではありませんが、IIS 上で PHP を効果的に動かすために強く推奨するものです。

匿名化およびファイルシステムへのアクセス

http://pecl.php.net/
http://windows.php.net/download/
http://www.iis.net/extensions/fastcgi
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PHP を IIS で使う場合は、FastCGI の匿名化を有効にしておくことを推奨します。 これは、php.ini ファイルの fastcgi.impersonate ディレクティブで設定します。 匿名化を有効にすると、PHP はすべてのファイルシステム操作を IIS 認証で定義したユーザアカウントで行いま
す。 こうしておけば、同じ PHP プロセスを異なる IIS ウェブサイトで共有している場合でも (各サイトで IIS 認証のユーザアカウントを分けておけば) 一方の PHP スクリプトからもう一方のファイルはアクセスできなくなります。

IIS 5.1 や IIS 6.0 のデフォルト設定では組み込みのユーザアカウント IUSR_<MACHINE_NAME> による匿名認証が有効になっています。 つまり、IIS で PHP スクリプトを実行する場合は IUSR_<MACHINE_NAME> アカウントにスクリプトの読み込み権限を付与しなければなら
ないということです。 PHP のアプリケーションからファイルへの書き込みやフォルダ内でのファイルの作成などをする場合は、 IUSR_<MACHINE_NAME> アカウントに書き込み権限が必要となります。

IIS 匿名認証で使うユーザアカウントを設定するには、次のようにします。

1. Windows のスタートメニューで "ファイル名を指定して実行" を選び、"inetmgr" と入力して "Ok" をクリックする

2. ツリービューの "Web Sites" ノードにあるウェブサイトの一覧を展開し、 使うウェブサイトの上で右クリックして "プロパティ" を選択する

3. "ディレクトリセキュリティ" タブを選択する

4. "Authentication Methods" ダイアログの "User name:" フィールドで設定

IIS 5.1 おおお IIS 6.0 おおおおお

ファイルやフォルダのパーミッションを変更するには、エクスプローラあるいは icacls コマンドを使います。

例3 ファイルのアクセス権の設定
icacls C:\inetpub\wwwroot\upload /grant IUSR:(OI)(CI)(M)

IIS のデフォルトドキュメントを index.php にする

ドキュメント名を指定しない HTTP リクエストを受け取ったときには、 IIS のデフォルトドキュメントが使われます。PHP アプリケーションでは、通常は index.php をデフォルトドキュメントとします。 index.php を IIS のデフォルトドキュメントに追加するには、 次のよう
にします。

1. Windows のスタートメニューで "ファイル名を指定して実行" を選び、"inetmgr" と入力して "Ok" をクリックする

2. ツリービューの "Web Sites" ノードを右クリックして "プロパティ" を選択する

3. "Documents" タブをクリックする

4. "Add..." ボタンをクリックし、"Default content page:" に "index.php" を入力する
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index.php お IIS おおおおおおおおおおおおおおお

FastCGI および PHP の再利用設定

IIS FastCGI エクステンションで PHP プロセスの再利用を設定するには以下のコマンドを使います。 FastCGI の設定項目 instanceMaxRequests は、 ひとつの php-cgi.exe が何回リクエストを処理すると FastCGI エクステンションがシャットダウンさせるかを表します。 PHP
の環境変数 PHP_FCGI_MAX_REQUESTS は、 ひとつの php-cgi.exe プロセスが何回リクエストを処理すると 自分をリサイクルするかを表します。 FastCGI の InstanceMaxRequests で設定した値が PHP_FCGI_MAX_REQUESTS 以下になるようにしましょう。

例4 FastCGI と PHP の再利用設定
cscript %windir%\system32\inetsrv\fcgiconfig.js -set -section:"PHP" ^
-InstanceMaxRequests:10000

cscript %windir%\system32\inetsrv\fcgiconfig.js -set -section:"PHP" ^
-EnvironmentVars:PHP_FCGI_MAX_REQUESTS:10000

FastCGI のタイムアウト設定

実行時間が長くなる PHP スクリプトがある場合は、FastCGI エクステンションのタイムアウト設定を増やします。タイムアウトに関連する設定項目は ActivityTimeout と RequestTimeout です。 これらの設定に関する詳細は » Configuring FastCGI Extension for IIS 6.0 を
参照ください。

例5 FastCGI のタイムアウト設定
cscript %windir%\system32\inetsrv\fcgiconfig.js -set -section:"PHP" ^
-ActivityTimeout:90

cscript %windir%\system32\inetsrv\fcgiconfig.js -set -section:"PHP" ^
-RequestTimeout:90

php.ini ファイルの場所の変更

PHP が php.ini ファイルを探す場所は いくつかあり、 php.ini ファイルのデフォルトの場所を 環境変数 PHPRC で変更することができます。 特定の場所においた設定ファイルを PHP に読み込ませたい場合は、 以下のコマンドを実行します。環境変数 PHPRC には、php.ini
ファイルがあるディレクトリへの絶対パスを指定しなければなりません。

例6 php.ini ファイルの場所の変更
cscript %windir%\system32\inetsrv\fcgiconfig.js -set -section:"PHP" ^
-EnvironmentVars:PHPRC:"C:\Some\Directory\"

Microsoft IIS 7.0 以降
このセクションでは、Internet Information Services (IIS) 7.0 以降を設定して、PHP を Microsoft Windows Vista SP1, Windows 7, Windows Server 2008 および Windows Server 2008 R2 で動かす方法を説明します。 IIS 5.1 や IIS 6.0 を Windows XP および Windows
Server 2003 で動かす方法については Microsoft IIS 5.1 および IIS 6.0 を参照ください。

IIS での FastCGI サポートの有効化

FastCGI モジュールは、IIS のデフォルトでは無効になっています。 有効化する手順は、Windows のバージョンによって異なります。

Windows Vista SP1 および Windows 7 で FastCGI サポートを有効化する方法

1. Windows のスタートメニューで "ファイル名を指定して実行" を選び、 "optionalfeatures.exe" と入力して "Ok" をクリックする

2. "Windows Features" ダイアログで "Internet Information Services"、"World Wide Web Services"、"Application Development Features" を展開し、"CGI" チェックボックスを有効にする

3. OK をクリックし、インストールが完了するまで待つ

http://learn.iis.net/page.aspx/248/configuring-fastcgi-extension-for-iis-60/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Windows Server 2008 および Windows Server 2008 R2 で FastCGI サポートを有効化する方法

1. Windows のスタートメニューで "ファイル名を指定して実行" を選び、 "CompMgmtLauncher" と入力して "Ok" をクリックする

2. "Web Server (IIS)" ロールが "Roles" ノードの下に存在しない場合は "Add Roles" をクリックして追加する

3. "Web Server (IIS)" ロールが存在する場合は、"Add Role Services" をクリックして "Application Development" グループの "CGI" チェックボックスを有効にする

4. "Next"、そして "Install" をクリックし、 インストールが完了するまで待つ

IIS で PHP リクエストを処理するための設定

手動インストールの手順 での説明にしたがって、PHP をダウンロードしてインストールします。

注意:

IIS を使う場合は、非スレッドセーフ版の PHP を推奨します。非スレッドセーフ版は » PHP for Windows: Binaries and Sources Releases. で取得できます。

CGI や FastCGI 固有の設定を、php.ini で以下のように行います。

例1 php.ini での CGI および FastCGI 用の設定
fastcgi.impersonate = 1
fastcgi.logging = 0
cgi.fix_pathinfo=1
cgi.force_redirect = 0

PHP 用の IIS ハンドラマッピングを設定するには IIS マネージャのユーザインターフェイス あるいはコマンドラインツールを使います。

IIS マネージャのユーザインターフェイスを使った PHP 用ハンドラマッピングの作成

PHP 用の IIS ハンドラマッピングを IIS マネージャのユーザインターフェイスで設定する手順は次のとおりです。

1. Windows のスタートメニューで "ファイル名を指定して実行" を選び、"inetmgr" と入力して "Ok" をクリックする

http://windows.php.net/download/
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2. IIS マネージャのユーザインターフェイスで、"Connections" ツリービューのサーバノードを選ぶ

3. "Features View" ページで "Handler Mappings" を開く

PHP おお IIS おおおおおおおおおおおお : おおおおおおおおおおおお

4. "Actions" ペインで "Add Module Mapping..." をクリックする

5. "Add Module Mapping" ダイアログで次のように入力する

Request path: *.php
Module: FastCgiModule
Executable: C:\[PHP をインストールしたパス]\php-cgi.exe
Name: PHP_via_FastCGI

6. "Request Restrictions" ボタンをクリックし、 リクエストがファイルあるいはフォルダにマップされたときだけハンドラが起動するように設定する

7. すべてのダイアログで OK をクリックし、設定を保存する

PHP おお IIS おおおおおおおおおおおお : おおおおおおおおおおおお

コマンドラインツールによる PHP 用ハンドラマッピングの作成

次のコマンドを使うと、IIS FastCGI プロセスプールを作ることができます。 PHP リクエストの処理には php-cgi.exe を使います。 fullPath パラメータの値は php-cgi.exe への絶対パスで置き換えてください。
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例2 IIS FastCGI プロセスプールの作成
%windir%\system32\inetsrv\appcmd set config /section:system.webServer/fastCGI ^
/+[fullPath='c:\PHP\php-cgi.exe']

IIS に PHP のリクエストを処理させるには、以下のコマンドを実行します。 scriptProcessor パラメータの値は php-cgi.exe への絶対パスで置き換えてください。

例3 PHP リクエスト用のハンドラマッピングの作成
%windir%\system32\inetsrv\appcmd set config /section:system.webServer/handlers ^
/+[name='PHP_via_FastCGI', path='*.php',verb='*',modules='FastCgiModule',^
scriptProcessor='c:\PHP\php-cgi.exe',resourceType='Either']

このコマンドは、拡張子 *.php 用の IIS ハンドラマッピングを作成します。 .php で終わるすべての URL を FastCGI モジュールで処理するようになります。

注意:

この時点で、最低限必要なインストールと設定は完了しました。 これ以降の手順は必須ではありませんが、IIS 上で PHP を効果的に動かすために強く推奨するものです。

匿名化およびファイルシステムへのアクセス

PHP を IIS で使う場合は、FastCGI の匿名化を有効にしておくことを推奨します。 これは、php.ini ファイルの fastcgi.impersonate ディレクティブで設定します。 匿名化を有効にすると、PHP はすべてのファイルシステム操作を IIS 認証で定義したユーザアカウントで行いま
す。 こうしておけば、同じ PHP プロセスを異なる IIS ウェブサイトで共有している場合でも (各サイトで IIS 認証のユーザアカウントを分けておけば) 一方の PHP スクリプトからもう一方のファイルはアクセスできなくなります。

IIS 7 のデフォルト設定では組み込みのユーザアカウント IUSR による匿名認証が有効になっています。 つまり、IIS で PHP スクリプトを実行する場合は IUSR アカウントにスクリプトの読み込み権限を付与しなければならないということです。 PHP のアプリケーションからファ
イルへの書き込みやフォルダ内でのファイルの作成などをする場合は、 IUSR アカウントに書き込み権限が必要となります。

IIS 7 の匿名認証で使うユーザアカウントを設定するには、次のコマンドを実行します。 "Default Web Site" の部分は、使用する IIS ウェブサイト名に置き換えてください。 出力される XML 設定要素の中から userName 属性を探します。

例4 IIS 匿名認証で使うアカウントの設定
%windir%\system32\inetsrv\appcmd.exe list config "Default Web Site" ^
/section:anonymousAuthentication

<system.webServer>
  <security>
    <authentication>
      <anonymousAuthentication enabled="true" userName="IUSR" />
    </authentication>
   </security>
</system.webServer>

注意:

userName 属性が anonymousAuthentication 要素になかったり、あるいは属性の値が空の文字列になっている場合は、 アプリケーションプールの認証情報をそのウェブサイトの匿名認証で使います。

ファイルやフォルダのパーミッションを変更するには、エクスプローラあるいは icacls コマンドを使います。

例5 ファイルのアクセス権の設定
icacls C:\inetpub\wwwroot\upload /grant IUSR:(OI)(CI)(M)

IIS のデフォルトドキュメントを index.php にする

ドキュメント名を指定しない HTTP リクエストを受け取ったときには、 IIS のデフォルトドキュメントが使われます。PHP アプリケーションでは、通常は index.php をデフォルトドキュメントとします。 index.php を IIS のデフォルトドキュメントに追加するには、 次のよう
にします。

例6 index.php を IIS のデフォルトドキュメントにする
%windir%\system32\inetsrv\appcmd.exe set config ^
-section:system.webServer/defaultDocument /+"files.[value='index.php']" ^
/commit:apphost

FastCGI および PHP の再利用設定

IIS FastCGI で PHP プロセスの再利用を設定するには以下のコマンドを使います。 FastCGI の設定項目 instanceMaxRequests は、 ひとつの php-cgi.exe が何回リクエストを処理すると FastCGI エクステンションがシャットダウンさせるかを表します。 PHP の環境変数
PHP_FCGI_MAX_REQUESTS は、 ひとつの php-cgi.exe プロセスが何回リクエストを処理すると 自分をリサイクルするかを表します。 FastCGI の InstanceMaxRequests で設定した値が PHP_FCGI_MAX_REQUESTS 以下になるようにしましょう。

例7 FastCGI と PHP の再利用設定
%windir%\system32\inetsrv\appcmd.exe set config -section:system.webServer/fastCgi ^
/[fullPath='c:\php\php-cgi.exe'].instanceMaxRequests:10000

%windir%\system32\inetsrv\appcmd.exe set config -section:system.webServer/fastCgi ^
/+"[fullPath='C:\{php_folder}\php-cgi.exe'].environmentVariables.^
[name='PHP_FCGI_MAX_REQUESTS',value='10000']"

FastCGI のタイムアウト設定

実行時間が長くなる PHP スクリプトがある場合は、FastCGI のタイムアウト設定を増やします。タイムアウトに関連する設定項目は activityTimeout と requestTimeout です。 タイムアウト設定を変更するには以下のコマンドを使います。 fullPath パラメータの値を php-
cgi.exe ファイルへの絶対パスに置き換えてください。

例8 FastCGI のタイムアウト設定
%windir%\system32\inetsrv\appcmd.exe set config -section:system.webServer/fastCgi ^
/[fullPath='C:\php\php-cgi.exe',arguments=''].activityTimeout:"90"  /commit:apphost
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%windir%\system32\inetsrv\appcmd.exe set config -section:system.webServer/fastCgi ^
/[fullPath='C:\php\php-cgi.exe',arguments=''].requestTimeout:"90"  /commit:apphost

php.ini ファイルの場所の変更

PHP が php.ini ファイルを探す場所は いくつかあり、 php.ini ファイルのデフォルトの場所を 環境変数 PHPRC で変更することができます。 特定の場所においた設定ファイルを PHP に読み込ませたい場合は、 以下のコマンドを実行します。環境変数 PHPRC には、php.ini
ファイルがあるディレクトリへの絶対パスを指定しなければなりません。

例9 php.ini ファイルの場所の変更
appcmd.exe set config  -section:system.webServer/fastCgi ^
/+"[fullPath='C:\php\php.exe',arguments=''].environmentVariables.^
[name='PHPRC',value='C:\Some\Directory\']" /commit:apphost

Apache 1.3.x （Microsoft Windows 用）
このセクションでは、Microsoft Windows 上の Apache 1.3.x で PHP を使用する場合について説明します。 Apache 2 で PHP を使用する場合 については別に記載されています。

注意:

まず始めに、マニュアルインストールの手順 をお読みください。

PHP を Windows 上の Apache 1.3.x で動作させるには、2種類の方法が あります。一つは、CGI バイナリ (PHP 4 の場合 php.exe、 PHP 5 の場合 php-cgi.exe) を使用する方法、もう一つ は Apache モジュール DLL を使用する方法です。どちらの場合も httpd.conf を編集
して Apache が PHP を利用できるようにした後、 Apache サーバを再起動する必要があります。

Windwos 環境向けの SAPI モジュールはかなり安定してきているため、 透過性と安全性の面からも CGI バイナリより SAPI モジュールの 使用を推奨します。

Apache で PHP を使うように設定する手順にはいくつかのバリエーションがありますが、 いずれも入門者にもできるほど簡単です。設定ディレクティブに関する詳細については、 Apache のドキュメントも参照してください。

設定ファイルを変更した後、サーバの再起動を忘れずに行ってください。 Apache を Windows サービスとして実行しているなら、NET STOP APACHE とした後 NET START APACHE とします。 もしくは、スタートメニューのショートカットからも再起動できる場合もあり
ます。

注意: Windows 上で Apache 設定ファイルにパスの値を追加する際、例えば c:\directory\file.ext に含まれるすべてのバックスラッシュは c:/directory/file.ext のように前向きスラッシュに変換する必要があります。 また、ディレクトリを表す際には最後にスラッ
シュをつけなければなりません。

Apache モジュールの使用

以下の行を Apache の httpd.conf ファイルに追加してください。

例1 Apache 1.3.x でモジュール版の PHP を使用する場合の設定

以下では、PHP は c:\php にインストールされていると仮定します。 そうでない場合はパスを適当に修正してください。

PHP 4 の場合

# LoadModule セクションの最後に追加
# sapi ディレクトリからこのファイルをコピーするのを忘れないこと!
LoadModule php4_module "C:/php/php4apache.dll"

# AddModule セクションの最後に追加
AddModule mod_php4.c

PHP 5 の場合

# LoadModule セクションの最後に追加
LoadModule php5_module "C:/php/php5apache.dll"

# AddModule セクションの最後に追加
AddModule mod_php5.c

共通

# <IfModule mod_mime.c> 条件節の内部に追加
AddType application/x-httpd-php .php

# .phps ファイルを構文ハイライト表示する場合に追加
AddType application/x-httpd-php-source .phps

CGI バイナリの使用

マニュアルインストールの手順 のセクションにある通り、PHP パッケージを C:\php\ に展開したならば、以下を Apache の設定ファイルに追加すれば CGI バイナリを利用可能にできます。

例2 Apache 1.3.x で CGI 版の PHP を使用する場合の設定
ScriptAlias /php/ "c:/php/"
AddType application/x-httpd-php .php

# PHP 4 の場合
Action application/x-httpd-php "/php/php.exe"

# PHP 5 の場合
Action application/x-httpd-php "/php/php-cgi.exe"

# php.ini の場所を設定
SetEnv PHPRC C:/php



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

上記の 2 行目は、コメントアウトされた状態で httpd.conf に記載されている場合があります。また、c:/php/ は、実際のパスにあわせて修正してください。

警告

CGI モードで公開したサーバは、いくつかの脆弱性の標的となる可能性があります。 これらの攻撃からサーバを守る方法については、 CGI セキュリティ のセクションを参照してください。

PHP ソースの構文ハイライト表示については、モジュール版にあるような便利な オプションはありません。Apache で CGI 版の PHP を使用している場合、 highlight_file() 関数を使用してください。 普通に PHP スクリプトを作成し、次のようにコードを記述すれば、構文ハイ
ライト表示が可能です。 <?php highlight_file('ハイライト表示するファイル'); ?>

Apache 2.x （Microsoft Windows 用）
このセクションでは、Microsoft Windows 上の Apache 2.x で PHP を使用する場合について説明します。 Apache 1.3.x で PHP を使用する場合 については別に記載されています。

注意:

まず始めに、マニュアルインストールの手順 をお読みください。

注意: Apache 2.2 のサポート

Apache 2.2 を利用している方は、Apache 2.2 用の DLL ファイルの名前が php5apache2.dll ではなく php5apache2_2.dll であることに注意しましょう。 このファイルは PHP 5.2.0 以降にしか含まれません。 » http://snaps.php.net/ も参照ください。

» Apache ドキュメンテーション を参照し、Apache 2.x サーバの基本を理解しておくことを強く推奨します。 また、以下の解説を読む前に、Apache 2.x に関する » Windows 固有の情報 についても参照するとよいでしょう。

Apache 2.x は、サーバプラットフォーム用の Windows、 つまり Windows NT 4.0, Windows 2000, Windows XP および Windows 7 で動作するように設計されています。Apache 2.x は Windows 9x でもそれなりに動作しますが、サポートは不完全です。 また、一部うまく
動作しない機能もあります。 この問題の解決策はありません。

最新の » Apache 2.x と、 対応するバージョンの PHP をダウンロードしてください。 マニュアルインストールの手順 を実施したら、引き続き以下のとおり PHP と Apache の設定を行ってください。

PHP を Windows 上の Apache 2.x で動かすには三通りの方法があります。 PHP をハンドラとして動かす方法、CGI として動かす方法、そして FastCGI で動かす方法です。

注意: Windows 上で Apache 設定ファイルにパスの値を追加する際、例えば c:\directory\file.ext に含まれるすべてのバックスラッシュは c:/directory/file.ext のように前向きスラッシュに変換する必要があります。 また、ディレクトリを表す際には最後にスラッ
シュをつけなければなりません。

Apache ハンドラとしてのインストール

以下の行を Apache 設定ファイル httpd.conf に追加して Apache 2.x 用の PHP モジュールを読み込まなければなりません。

例1 PHP を Apache 2.x ハンドラとして使う設定
# 
LoadModule php5_module "c:/php/php5apache2.dll"
AddHandler application/x-httpd-php .php

# php.ini へのパスを設定します
PHPIniDir "C:/php"

注意: 上の例の C:/php/ は実際のパスにあわせて修正してください。 LoadModule ディレクティブで php5apache2.dll と php5apache2_2.dll のどちらを使うのかに注意し、 指定したファイルが実際にその場所にあるかどうかを忘れずに確認しましょう。

上の設定は、拡張子 .php を含むすべてのファイルを PHP で処理するようにします。 たとえそれ以外の拡張子が含まれていたとしてもです。たとえば example.php.txt という名前のファイルも PHP ハンドラが処理します。ファイル名の 最後が .php であるものだけを処理さ
せたい場合は、次のように設定します。
<FilesMatch \.php$>
      SetHandler application/x-httpd-php
 </FilesMatch>

CGI としての PHP の実行

» Apache CGI ドキュメント を読み、Apache 上の CGI について理解しておきましょう。

PHP を CGI として実行するには、ScriptAlias ディレクティブで CGI ディレクトリとして指定した場所に php-cgi ファイルを置かなければなりません。

さらに、PHP ファイルに #! の行を追加して PHP バイナリの場所を指定しなければなりません。

例2 PHP を Apache 2.x 上で CGI として動かす例
#!C:/php/php.exe
<?php
  phpinfo();
?>

警告

CGI モードで公開したサーバは、いくつかの脆弱性の標的となる可能性があります。 これらの攻撃からサーバを守る方法については、 CGI セキュリティ のセクションを参照してください。

PHP を FastCGI で実行する

PHP を FastCGI で動かすのには、CGI として動かすのにくらべると多くの利点があります。 設定方法は単純明快です。

まず mod_fcgid を » http://httpd.apache.org/mod_fcgid/ から取得します。Win32 用のバイナリがこのサイトからダウンロードできます。 そして、説明に従ってモジュールをインストールしましょう。

http://snaps.php.net/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/platform/windows.html
http://httpd.apache.org/docs/2.2/platform/windows.html
http://httpd.apache.org/
http://httpd.apache.org/docs/2.2/howto/cgi.html
http://httpd.apache.org/docs/2.2/howto/cgi.html
http://httpd.apache.org/mod_fcgid/
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次にウェブサーバを以下のように設定します。 パスの部分は適切に変更し、インストールするシステム上の環境にあわせましょう。

例3 PHP を FastCGI として動かす Apache の設定
LoadModule fcgid_module modules/mod_fcgid.so  

# Where is your php.ini file?
FcgidInitialEnv PHPRC        "c:/php" 

AddHandler fcgid-script .php  
FcgidWrapper "c:/php/php-cgi.exe" .php  

これで、拡張子 .php のファイルは PHP FastCGI ラッパーが処理するようになります。

Sun, iPlanet, Netscape サーバ（Microsoft Windows 用）
このセクションでは、Windows 上の Sun Java System Web Server, Sun ONE Web Server, iPlanet and Netscape server で PHP を使用する場合について説明します。

PHP 4.3.3 より、NSAPI モジュール を使って 独自エラーページ およびファイル一覧表示ページの生成 が可能です。 Apache 互換の関数も追加されています。 また、これらの WEB サーバ専用の機能については、 「サブリクエストに関する注意」 をお読みください。

Sun, iPlanet, Netscape サーバ で CGI 版の PHP を使用する

CGI 版の PHP を使用する場合は、以下のようにしてください。

php4ts.dll をシステムルート （Windows がインストールされているフォルダ）にコピーします。

コマンドラインからファイルの関連付けを行います。 次の 2 行をタイプしてください。
assoc .php=PHPScript
ftype PHPScript=c:\php\php.exe %1 %*

Netscape Enterprise Administration Server で、ダミーの shellcgi ディレクトリを作成し、その後すぐに削除します （このステップにより 5 つの重要な行が obj.conf に作成され、 Web サーバが shellcgi スクリプトを扱えるようになります。）
Netscape Enterprise Administration Server で 新しい mime type を作成します。(Category: type, Content-Type: magnus-internal/shellcgi, File Suffix:php)
PHP を実行するすべての Web サーバインスタンスで上記を実行してください。

CGI 版の PHP を使用する場合の詳細な説明は » http://benoit.noss.free.fr/php/install-php.html を参照してください。

Sun, iPlanet, Netscape サーバ で NSAPI 版の PHP を使用する

NSAPI 版の PHP を使用する場合は、以下のようにしてください。

php4ts.dll をシステムルート （Windows がインストールされているディレクトリ）にコピーする。

コマンドラインからファイルの関連付けを行います。 次の 2 行をタイプしてください。
assoc .php=PHPScript
ftype PHPScript=c:\php\php.exe %1 %*

Netscape Enterprise Administration Server において 新しい mime type を作成します。 (Category: type, Content-Type: magnus-internal/shellcgi, File Suffix:php)

magnus.conf (サーバ>= 6の場合) または obj.conf (サーバ< 6の場合)を編集し、 以下の行を追加します。 この行は mime types init の後に記述する必要があります。
Init fn="load-modules" funcs="php4_init,php4_execute,php4_auth_trans" shlib="c:/php/sapi/php4nsapi.dll"
Init fn="php4_init" LateInit="yes" errorString="Failed to initialise PHP!" [php_ini="c:/path/to/php.ini"]

(PHP >= 4.3.3) php_ini パラメータはオプションですが、 これを指定することにより、Web サーバの設定ファイルがあるフォルダに php.ini を置くことが可能になります。

obj.conf のデフォルトオブジェクトを設定します （仮想サーバの場合、vserver.obj.conf のクラス [SunONE 6.0]。） < Object name="default" > セクションに 次の行を追加してください。この行は、 'ObjectType' の後、'AddLog' の前に記述してください。
Service fn="php4_execute" type="magnus-internal/x-httpd-php" [inikey=value inikey=value ...]

(PHP >= 4.3.3) 追加のパラメータとして、いくつかの特別な php.ini 値を 追加することができます。例えば、コンテキスト php4_execute をコールする時に docroot="/path/to/docroot" を設定することができます。 論理値の場合、 "On","Off",...（これは正 しく動作
しません）ではなく、0/1 を値として使用してください。 例えば、 zlib.output_compression="On" ではなく、 zlib.output_compression=1 とします。

以下は、（cgi-bin ディレクトリ のように）PHP スクリプトのみからなるディレクトリを設定したい場合にだけ必要です。
<Object name="x-httpd-php">
ObjectType fn="force-type" type="magnus-internal/x-httpd-php"
Service fn=php4_execute [inikey=value inikey=value ...]
</Object>

これにより、Administration Server に特定のディレクトリを設定し、 これをスタイル x-httpd-php に割り付けることができ ます。このディレクトリの中にあるすべてのファイルは PHP スクリプト として実行されます。 これは、ファイルの名前を .html に変更
し、PHP が使用されている事を隠したい場合に有用です。

Web サービスを再起動して設定を反映させます。
PHP を実行するすべての Web サーバインスタンスで上記を行ってください。

注意:

NSAPI 版の PHP の使用についてのより詳細な説明は » http://benoit.noss.free.fr/php/install-php4.html をご覧ください。

注意:

http://benoit.noss.free.fr/php/install-php.html
http://benoit.noss.free.fr/php/install-php4.html
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PHP が使用するスタックサイズは WEB サーバの設定に依存します。 非常に大きい PHP スクリプトを実行させた際にクラッシュする場合は、 Administration Server でスタックサイズ（"MAGNUS EDITOR"） を大きくすると良いでしょう。

CGI 環境変数と php.ini の変更

Sun JSWS/Sun ONE WS/iPlanet/Netscape がマルチスレッドの WEB サーバだという事が PHP スクリプトを書く際に重要になります。すべてのリクエストは同一の （WEB サーバ自体の）プロセス空間で実行されます。PATH_INFO や HTTP_HOST などの CGI 変数を取得する
場合、 古い PHP で行っていたような方法、つまり getenv() 関数を使用する方法や他の同等な方法（グローバル変数の登録機能、 $_ENV 等）を使うのは正しい方法ではありません。WEB サーバの環境変数をただ単に取得すると、 正しい CGI 変数は得られません。

注意:

なぜ正しくない CGI 変数が登録されているのでしょうか？

それは、WEB サーバのプロセスを Administration Server から起動させる際、 WEB サーバの起動スクリプトが CGI スクリプトとして実行されるためです。したがって、 起動された WEB サーバの環境変数には CGI 変数も含まれることになります。 Administration
Server 以外から WEB サーバを起動してみればこのことをテストできるでしょう。 ルートユーザでコマンドラインを使って、手動で起動してみると、CGI 変数らしき 環境変数が登録されないことが確認できると思います。

PHP 4.x のスクリプトで CGI 変数を取得する場合は、スーパーグローバル $_SERVER を用いるのが正しい方法です。また、$HTTP_HOST などを使う古いスクリプトを使用する場合は、php.ini で register_globals をオンにし、変数のパースの順番 (variables_order) を変更し
てください （"E" を削除。環境変数を読み込む必要は無いため。）
variables_order = "GPCS"
register_globals = On

独自エラーページおよびファイル一覧表示ページ (PHP >= 4.3.3)

PHP を使って、"404 Not Found" などに対するエラーページを生成することが できます。オーバーライドしたいエラーページすべてに対して、以下の行を obj.conf 中のオブジェクトに追加してください。
Error fn="php4_execute" code=XXX script="/path/to/script.php" [inikey=value inikey=value...]

ここで、XXX は HTTP のエラーコードです。 追加したものと干渉する Error ディレクティブは削除してください。 発生するすべてのエラーに対応するページを設定したい場合は、 code パラメータを省略してください。スクリプトで HTTP ステータス コードを取得するに
は、$_SERVER['ERROR_TYPE'] を使用します。

独自のファイル一覧表示ページを PHP を使って生成することも可能です。 ファイル一覧表示を行う PHP スクリプトを作成し、obj.conf の type="magnus-internal/directory" の行に 書かれているデフォルトのサービスを以下のように置き換えます。
Service fn="php4_execute" type="magnus-internal/directory" script="/path/to/script.php" [inikey=value inikey=value...]

エラーページ、ファイル一覧表示ページのどちらでも、元の URI および 変換後の URI は、それぞれ、$_SERVER['PATH_INFO'] および $_SERVER['PATH_TRANSLATED'] に格納されています。

nsapi_virtual() およびサブリクエストに関する注意 (PHP >= 4.3.3)

NSAPI モジュールは、現在、nsapi_virtual() 関数 (エイリアス: virtual()) をサポートしており、 WEB サーバへサブリクエストを行い、結果を WEB ページへ挿入することができます。 問題としては、この関数は 文書化されていない NSAPI ライブラリの機能を使用して いること
にあります。

Unix では、モジュールは自動的に必要な関数群を探し、可能であればそれらの関数を 使用するため、特に問題はありません。もし使用可能でなければ、nsapi_virtual() は 使用不可となります。

Windows では、DLL の扱いに制限があるため、自動認識の使用には 最新の ns-httpdXX.dll ファイルが必要です。 バージョン 6.1 までテストが行われています。もし、より新しい Sun サーバを使う場合は、 自動認識が動作せず、nsapi_virtual() が使用不可となる可能性が あ
ります。

もしそういった事になった場合は、 magnus.conf/obj.conf の php4_init へ以下のパラメータを追加してください。
Init fn=php4_init ... server_lib="ns-httpdXX.dll"

ここで、XX は接続する DLL のバージョン番号です。 番号を調べるには、サーバのルートで、対応する名前のファイルを探してください。 おそらく、最もファイルサイズの大きい DLL が探しているファイルでしょう。

ステータスは phpinfo() 関数を使って確認できます。

注意:

nsapi_virtual() サポートは「実験的」な機能です。

OmniHTTPd サーバ
このセクションでは、Windows 上の » OmniHTTPd で PHP を使用する場合について説明します。

注意:

まず始めに、マニュアルインストールの手順 をお読みください。

警告

CGI モードで公開したサーバは、いくつかの脆弱性の標的となる可能性があります。 これらの攻撃からサーバを守る方法については、 CGI セキュリティ のセクションを参照してください。

PHP を OmniHTTPd で動作するように設定するには以下の手順を行う必要があります。 以下は CGI 版の設定です。OmniHTTPd では SAPI もサポートされていますが、 ISPAI モジュール版の PHP を使用すると不安定なことが テストの結果明らかになっています。

注意: CGI 版 PHP を使用する場合

cgi.force_redirectに関するFAQ に重要な情報がありますのでお読みください。このディレクティブが 0 にセットされている必要があります。

1. OmniHTTPd サーバをインストールします。

2. システムトレイにある青い OmniHTTPd アイコンを 右クリックし、Propertiesを選択します。

http://www.omnicron.ca/
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3. Web Server Global Settings をクリックします

4. virtual = .php | actual = c:\path-to-php-dir\php.exe と External タブに入力します。 入力したら、Add ボタンを押してください。

5. virtual = wwwserver/stdcgi | actual = .php と Mime タブに入力します。 入力したら、Add ボタンを押してください。

6. OK をクリックします。

PHP に関連付けたい拡張子すべてに対して手順 2～6 を繰り返してください。

注意:

PHP サポートを有効にしてビルドされている OmniHTTPd パッケージがあります。 その場合、セットアップの時にカスタムセットアップを選択し PHP コンポーネントのチェックをはずしてください。 PHP4 のベータ版を含んでいる OmniHTTPdパッケージもありま
すので、 PHP のビルトインサポートを選択すべきではありません。 自分で PHP を別途インストールすべきです。サーバが既にマシン上に インストールされている場合には、手順 4,5 において リプレースボタンを押して、正しい情報を新しくセットしてください。

Sambar サーバ（Microsoft Windows 用）
このセクションでは、Windows 上の » Sambar Server で PHP を使用する場合について説明します。

注意:

まず始めに、マニュアルインストールの手順 をお読みください。

以下の手順は、Windows上 の Sambar サーバで ISAPI モジュール版の PHP を使うように 設定する方法を解説するものです。

Sambar をインストールしたフォルダ (の config フォルダ)にある mappings.ini という名前のファイルを探します。

mappings.ini を開き、以下の行を [ISAPI] の下に追加します。

例1 Sambar での ISAPI の設定

# PHP 4 用
*.php = c:\php\php4isapi.dll

# PHP 5 用
*.php = c:\php\php5isapi.dll

(PHP が c:\php にインストールされていると 仮定しています。)

変更を有効にするために Sambar サーバを再起動します。

注意:

PHP で ネットワーク上の他のコンピュータにあるリソースと通信したい場合は、 Sambar Server サービスが使用するアカウントを変更する必要があります。 Sambar Server サービスが使用しているデフォルトのアカウントは LocalSystem で、これはリモートのリ
ソースにアクセスできません。 アカウントを変更するには、コントロールパネルの管理ツールから 「サービス」を使用します。

Xitami（Microsoft Windows 用）
このセクションでは、Windows 上の » Xitami で PHP を使用する場合について説明します。

注意:

まず始めに、マニュアルインストールの手順 をお読みください。

以下の手順は、Windows 上の Xitami でPHP の CGI 版バイナリを動作させる際の 設定方法です。

注意: CGI 版 PHP を使用する場合

cgi.force_redirectに関するFAQ に重要な情報がありますのでお読みください。このディレクティブが 0 にセットされている必要があります。 $_SERVER['PHP_SELF'] を使用する場合は、 cgi.fix_pathinfo をオンにする必要があります。

警告

CGI モードで公開したサーバは、いくつかの脆弱性の標的となる可能性があります。 これらの攻撃からサーバを守る方法については、 CGI セキュリティ のセクションを参照してください。

Web サーバが正常に動作していることを確認し、 ブラウザで Xitami 管理用コンソール（通常は http://127.0.0.1/admin）を参照して、「Configuration」を クリックします。

「Filters」を選択し、php にパースさせるファイルの拡張子 (.php など) を 「File extensions (.xxx) 」フィールドに入力します。

「Filter command or script」に、CGI 版 PHP バイナリのパスと名前 (たとえば、c:\php\php.exe) を入力します。

「Save」アイコンを押します。

変更点を反映するためにサーバを再起動します。

http://www.sambar.com/
http://www.xitami.com/
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ソースからのビルド
この章では、Windows 上でマイクロソフトのツールを用いて PHP をソースから コンパイルする方法を説明します。PHP を cygwin でコンパイルする場合は Unix システムへのインストール を参照ください。

Wiki のドキュメント » http://wiki.php.net/internals/windows/stepbystepbuild を参照ください。

Windows 用 PHP 拡張モジュール
Windows に PHP を インストールし、Web サーバの設定ができたら、 次は PHP 拡張モジュールを使うための設定です。 php.ini を使って PHP が起動時にロードする拡張モジュールを設定することができます。 もしくは、スクリプトの中で dl() 関数を使用することにより、
拡張モジュールを動的にロードすることも可能です。

PHP 拡張モジュールの DLL には、ファイル名の前に 'php_' が付いています。

Windows 版の PHP には、多くの拡張モジュールが 組み込まれています。これらの関数を使用する際には、 追加の DLL ファイルや extension ディレクティブの設定は不要です。 追加の DLL が必要となる (あるいはかつて必要だった) 拡張モジュールについては、 Windows 版
PHP 拡張モジュール の表にまとめてあります。以下にあげられている拡張モジュールは、すでに PHP に組み込まれています。

PHP 4 (PHP 4.3.11 時点): BCMath、 Caledar、 COM、 Ctype、 FTP、 MySQL、 ODBC、 Overload、 PCRE、 Session、 Tokenizer、 WDDX、 XML そして Zlib

PHP 5 (PHP 5.0.4 時点) では、さらに以下が組み込まれています。 DOM、 LibXML、 Iconv、 SimpleXML、 SPL そして SQLite。 また、以下は組み込まれなくなりました。 MySQL および Overload。

PHP が拡張モジュールを探すデフォルトの場所は PHP 4 の場合 C:\php4\extensions、 PHP 5 の場合 C:\php5 です。 変更するには php.ini ファイルを編集してください。

extension_dir を拡張モジュール があるフォルダに変更する必要があります。 php_*.dllファイルをそこに置いてください。 例えば次のようになります。
extension_dir = c:\php\extensions

php.ini には、多くの拡張モジュール名がコメントアウトされた状態で記載済みです。 それらの拡張モジュールを有効にするには、php.ini 上の extension=php_*.dll の行をアンコメント（行頭の ; を削除する）してください。

例1 Windows 版の PHP で Bzip2 拡張モジュールを有効にする

// この行を以下から
;extension=php_bz2.dll

// このように変更する
extension=php_bz2.dll

拡張モジュールによっては、その動作に外部 DLL が必要な場合があります。 配布パッケージには、一部の外部 DLL がバンドルされています。 PHP 4 の場合は C:\php\dlls\を、 PHP 5 の場合は親フォルダを参照ください。ただし、必要な外部 DLL がバンドルされていな
いモジュールもあり、たとえば、Oracle モジュール (php_oci8.dll) は、非バンドルの DLL を必要とします。 PHP 4 をインストールする場合、バンドルされた DLL を C:\php\dlls からメインのフォルダ C:\php へコピーしてください。 また、忘れずに C:\php をシステ
ムパスに 追加してください（その方法は、別途 FAQ に記載されています。）

これらの DLLs の中には、PHP の配布ファイルに含まれていないものもあります。 詳細は、それぞれの拡張モジュールのドキュメントを参照ください。 また、PECL についての詳細は、マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という節を参照ください。多くの
PHP 拡張モジュールが PECL に移行しつつあり、これらは 個別にダウンロード しなければなりません。

注意: PHP をサーバモジュールとして実行している場合は、Webサーバを再起動しないと、 php.ini の設定が反映されません。Web サーバの再起動を忘れずに行ってください。

以下の表は、使用可能な拡張モジュールと それらの実行に別途必要な DLL のリストです。

PHP 拡張モジュール
拡張モジュール 説明 備考

php_bz2.dll bzip2 圧縮関数  
php_calendar.dll カレンダー 関数 PHP 4.0.3 以降ビルトイン
php_crack.dll Crack 関数  
php_ctype.dll 文字型(ctype) 関数 PHP 4.3.0 以降ビルトイン
php_curl.dll CURL, Client URL Library 関数 libeay32.dll および ssleay32.dll が必要 （バンドル）
php_dba.dll DBA: (dbm 型の) データベース・アブストラクション レイヤー関数  
php_dbase.dll dBase 関数  
php_dbx.dll dbx 関数  
php_domxml.dll DOM XML 関数 PHP <= 4.2.0 では libxml2.dll が必要 （バンドル）, PHP >= 4.3.0 では iconv.dll が必要 （バンドル）
php_dotnet.dll .NET 関数 PHP <= 4.1.1
php_exif.dll EXIF 関数 php_mbstring.dll。php.ini で php_exif.dll は php_mbstring.dll の後で読み込まれる必要がある。
php_fbsql.dll FrontBase 関数 PHP <= 4.2.0
php_fdf.dll FDF: Forms Data Format 関数 fdftk.dll が必要 （バンドル）
php_filepro.dll filePro 関数 読み込みのみ
php_ftp.dll FTP 関数 PHP 4.0.3 以降ビルトイン
php_gd.dll イメージ 関数 (GD ライブラリ) PHP 4.3.2以降で削除。トゥルーカラー関数は GD1 では使用できない。 代わりに php_gd2.dll を使用のこと。
php_gd2.dll イメージ 関数 (GD2 ライブラリ) GD2
php_gettext.dll Gettext 関数 PHP <= 4.2.0 では gnu_gettext.dll が必要 （バンドル）, PHP >= 4.2.3 では libintl-1.dll および iconv.dll が必要（バンドル）
php_hyperwave.dll HyperWave 関数  
php_iconv.dll ICONV 関数 iconv-1.3.dll が必要（バンドル）、 PHP >=4.2.1 iconv.dll
php_ifx.dll Informix 関数 Informix ライブラリが必要

http://wiki.php.net/internals/windows/stepbystepbuild
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php_iisfunc.dll IIS management 関数  
php_imap.dll IMAP,POP3,NNTP 関数  
php_ingres.dll Ingres 関数 Ingres ライブラリが必要
php_interbase.dll InterBase 関数 gds32.dll が必要（バンドル）
php_java.dll Java 関数 PHP <= 4.0.6 で jvm.dll が必要（バンドル）
php_ldap.dll LDAP 関数 PHP <= 4.2.0 では libsasl.dll が必要（バンドル）, PHP >= 4.3.0 では libeay32.dll と ssleay32.dll が必要（バンドル）
php_mbstring.dll マルチバイト文字列 関数  
php_mcrypt.dll Mcrypt 暗号化 関数 libmcrypt.dll が必要
php_mhash.dll Mhash 関数 PHP >= 4.3.0 で libmhash.dll が必要（バンドル）
php_mime_magic.dll Mimetype 関数 magic.mime が必要（バンドル）
php_ming.dll Ming 関数 (Flash 用)  
php_msql.dll mSQL 関数 msql.dll が必要（バンドル）
php_mssql.dll MSSQL 関数 ntwdblib.dll が必要（バンドル）
php_mysql.dll MySQL 関数 PHP >= 5.0.0。libmysql.dll が必要（バンドル）
php_mysqli.dll MySQLi 関数 PHP >= 5.0.0。libmysql.dll (PHP <= 5.0.2 では libmysqli.dll) が必要（バンドル）
php_oci8.dll Oracle 8 関数 Oracle 8.1+ クライアントライブラリが必要
php_openssl.dll OpenSSL 関数 libeay32.dll が必要（バンドル）
php_overload.dll オブジェクトオーバーロード 関数 PHP 4.3.0 以降ビルトイン
php_pdf.dll PDF 関数  
php_pgsql.dll PostgreSQL 関数  
php_printer.dll プリンタ 関数  
php_shmop.dll 共有メモリ 関数 (shmop)  
php_snmp.dll SNMP 関数 NT のみ
php_soap.dll SOAP 関数 PHP >= 5.0.0
php_sockets.dll ソケット 関数  
php_sybase_ct.dll Sybase 関数 Sybase クライアントライブラリが必要
php_tidy.dll Tidy 関数 PHP >= 5.0.0
php_tokenizer.dll Tokenizer 関数 PHP 4.3.0 以降ビルトイン
php_w32api.dll W32api 関数  
php_xmlrpc.dll XML-RPC 関数 PHP >= 4.2.1 で iconv.dll が必要（バンドル）
php_xslt.dll XSLT 関数 PHP <= 4.2.0 では sablot.dll と expat.dll が必要（バンドル）。 PHP >= 4.2.1 では sablot.dll, expat.dll および iconv.dll が必要（バンドル）
php_yaz.dll YAZ 関数 yaz.dll が必要（バンドル）
php_zip.dll Zip ファイル 関数 読込のみ
php_zlib.dll ZLib 圧縮関数 PHP 4.3.0 以降ビルトイン

Microsoft Windows のコマンドラインでの PHP
この節では、PHP を Windows のコマンドラインで実行するときの注意点やヒントを説明します。

注意:

まず最初に 手動でのインストールの手順 を読みましょう!

特に Windows に手を加えなくても、PHP をコマンドラインから実行することはできます。
C:\PHP5\php.exe -f "C:\PHP Scripts\script.php" -- -arg1 -arg2 -arg3

しかし、次の手順に従えば、さらにシンプルに実行することができます。 この中にはすでに実行済みのものがあるかもしれませんが、順を追って進めていくために もう一度ここで説明しておきます。

PHP の実行ファイル (php.exe、 php-win.exe あるいは php-cli.exe。 PHP のバージョンや設定によって変わります) がある場所を環境変数 PATH に追加します。 PHP のディレクトリを PATH に追加する方法は、FAQ の項目 を参照ください。

拡張子 .PHP を、環境変数 PATHEXT に追加します。これは、環境変数 PATH の変更と同時に行うこともできます。 FAQ に書かれている手順に従いましょう。ただし、環境変数 PATH の部分は PATHEXT に変更します。

注意:

.PHP をどの位置に書くかによって、 ファイル名がマッチしたときに実行されるスクリプトあるいはプログラムが決まります。 たとえば .PHP を .BAT より前に書くと、 同じ名前のバッチファイルがあってもスクリプトのほうを優先して実行します。

拡張子 .PHP をファイル形式と関連づけます。 これは、次のコマンドで行います。
assoc .php=phpfile

ファイル形式 phpfile を適切な PHP 実行ファイルと関連づけます。 これは、次のコマンドで行います。
ftype phpfile="C:\PHP5\php.exe" -f "%1" -- %~2

このようにしておくと、どのディレクトリにあるスクリプトを実行するときにも PHP 実行ファイルのパスや拡張子 .PHP をタイプしなくて済むようになります。 また、スクリプトに渡すパラメータを指定することもできます。
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次の例は、レジストリの変更の一部を示したものです。これらは手動で行うこともできます。

例1 レジストリの変更
Windows Registry Editor Version 5.00

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\.php]
@="phpfile"
"Content Type"="application/php"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\phpfile]
@="PHP Script"
"EditFlags"=dword:00000000
"BrowserFlags"=dword:00000008
"AlwaysShowExt"=""

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\phpfile\DefaultIcon]
@="C:\\PHP5\\php-win.exe0"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\phpfile\shell]
@="Open"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\phpfile\shell\Open]
@="&Open"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\phpfile\shell\Open\command]
@="\"C:\\PHP5\\php.exe\" -f \"%1\" -- %~2"

これらの変更をすれば、同じコマンドを次のように書くことができます。
"C:\PHP Scripts\script" -arg1 -arg2 -arg3

また、"C:\PHP Scripts" が環境変数 PATH に含まれていれば、次のように書くこともできます。
script -arg1 -arg2 -arg3

注意:

これらのテクニックを使って PHP スクリプトをコマンドラインフィルタとして使おうとすると、 ちょっとした問題が発生します。「コマンドラインフィルタとして使う」とは、たとえば
dir | "C:\PHP Scripts\script" -arg1 -arg2 -arg3

あるいは
dir | script -arg1 -arg2 -arg3

のように使うということです。 このようにすると、スクリプトがハングして何も出力されなくなります。 これをうまく動作させるには、さらにレジストリを変更しなければなりません。
Windows Registry Editor Version 5.00

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\policies\Explorer]
"InheritConsoleHandles"=dword:00000001

この件に関する詳細な情報は » Microsoft Knowledgebase Article : 321788 を参照ください。

FastCGI Process Manager (FPM)
目次

インストール
設定

FPM (FastCGI Process Manager) は PHP の FastCGI 実装のひとつで、 主に高負荷のサイトで有用な追加機能を用意しています。

以下のような機能があります。

緩やかな (graceful) 停止/起動 機能を含む高度なプロセス管理

異なる uid/gid/chroot/environment でのワーカーの開始、 異なるポートでのリスン、異なる php.ini の使用 (safe_mode の代替)

標準出力および標準エラー出力へのログ出力

opcode キャッシュが壊れた場合の緊急再起動

高速なアップロードのサポート

"slowlog" - 非常に低速に動作するログ出力スクリプト (名前から想像される内容だけでなく、ptrace やそれと同等の仕組みを使ってリモートプロセスの execute_data からの PHP バックトレースも出力します)

fastcgi_finish_request() - リクエストを終わらせてすべてのデータを出力した後で 何か時間のかかる処理 (動画の変換や統計情報の処理など) をさせるための特殊な関数

動的/静的 な子プロセスの起動

基本的な SAPI の動作状況 (Apache の mod_status と同等)

php.ini ベースの設定ファイル

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;321788
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インストール
要件

FPM は libevent を使って接続とシグナルを管理します。 libevent-1.4.11 以降のバージョンが必要です。

ソースからのコンパイル

FPM を有効にして PHP をビルドするには、configure 時に --enable-fpm を追加します。

そのほかにも FPM 固有のオプションがいくつかあります (いずれも必須ではありません)。

--with-libevent-dir - libevent のインストール先のプレフィックス。

--with-fpm-user - FPM のユーザ (デフォルトは nobody)。

--with-fpm-group - FPM のグループ (デフォルトは nobody)。

設定
FPM では、php.ini 形式の構文の設定ファイル php-fpm.conf を使います。

php-fpm.conf のグローバル設定項目

pid string

PID ファイルへのパス。デフォルト値: なし

error_log string

エラーログファイルへのパス。デフォルト値: #INSTALL_PREFIX#/log/php-fpm.log

log_level string

エラーログのレベル。使用可能な値: alert, error, warning, notice, debug、デフォルト値: notice

emergency_restart_threshold int

emergency_restart_interval で設定された間隔で この数以上の子プロセスが SIGSEGV あるいは SIGBUS で終了した場合に FPM は再起動します。0 は 'オフ' を意味します。デフォルト値: 0 (オフ)

emergency_restart_interval mixed

emergency_restart_interval が緩やかな再起動をいつ実行するかを決めるときに使う間隔。 これは、アクセラレータの共有メモリが壊れてしまったときの回避策として有用です。 使用可能な単位: s(秒), m(分), h(時間) あるいは d(日)、 デフォルトの単位: 秒、デフォルト
値: 0 (オフ)

process_control_timeout mixed

子プロセスが、マスタからのシグナルの反応を待つ最大時間。 使用可能な単位: s(秒), m(分), h(時間) あるいは d(日)、 デフォルトの単位: 秒、デフォルト値: 0

daemonize boolean

FPM をバックグラウンドに送る。'no' にすると デバッグ用に FPM をフォアグラウンドに置き続けます。 デフォルト値: yes

プール一覧の項目

FPM を使うと、複数のプロセスプールをそれぞれ別の設定で実行することができます。 プール単位での設定を行う項目を以下に示します。

listen string

FastCGI リクエストを受け入れるアドレス。 'ip.add.re.ss:port', 'port', '/path/to/unix/socket' 形式の構文が使えます。 このオプションは、各プール単位で必須となります。

listen.backlog int

listen(2) のバックログを設定します。'-1' は無制限を意味します。 デフォルト値: -1

listen.allowed_clients string

接続を許可されている FastCGI クライアントの ipv4 アドレス一覧。オリジナル版 PHP FastCGI (5.2.2+) における環境変数 FCGI_WEB_SERVER_ADDRS と同じです。 tcp でリスンするソケットに対してのみ意味をなします。 書くアドレスはカンマ区切りで指定します。
この値を空にしておくと、任意の ip アドレスからの接続を許可します。 デフォルト値: 任意の ip アドレスを許可

listen.owner string

unix ソケットを使う場合に、そのパーミッションを設定します。Linux では、 読み書きアクセス権限を設定しないとウェブサーバからの接続を受け付けることができません。 多くの BSD 由来のシステムでは、パーミッションにかかわらず接続を受け付けることができま
す。 デフォルト値: ユーザとグループは実行しているユーザと同じ、モードは 0666
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listen.group string

listen.owner を参照ください。

listen.mode string

listen.owner を参照ください。

user string

FPM プロセスの unix ユーザ。このオプションは必須です。

group string

FPM プロセスの unix グループ。未設定の場合は、デフォルトのユーザのグループを使います。

pm string

プロセスマネージャが子プロセスの数を制御する方法を選択します。 使用可能な値: static, dynamic このオプションは必須です。

static - 子プロセスの数は固定 (pm.max_children) です。

dynamic - 子プロセスの数は、 pm.max_children、pm.start_servers、 pm.min_spare_servers、pm.max_spare_servers の内容に基づいて動的に設定されます。

pm.max_children int

pm が static の場合は作成される子プロセスの数、 pm が dynamic の場合は作成される子プロセスの最大数。 このオプションは必須です。

このオプションは、同時に処理できるリクエストの最大数を設定します。 mpm_prefork での ApacheMaxClients ディレクティブや、 オリジナル版の PHP FastCGI における環境変数 PHP_FCGI_CHILDREN と同じです。

pm.start_servers in

起動時に作成される子プロセスの数。pm が dynamic の場合にのみ使います。デフォルト値: min_spare_servers + (max_spare_servers - min_spare_servers) / 2

pm.min_spare_servers int

アイドル状態のサーバプロセス数の最小値。 pm が dynamic の場合にのみ使います。 また、この場合には必須となります。

pm.max_spare_servers int

アイドル状態のサーバプロセス数の最大値。 pm が dynamic の場合にのみ使います。 また、この場合には必須となります。

pm.max_requests int

各子プロセスが、再起動するまでに実行するリクエスト数。 サードパーティのライブラリにおけるメモリリークの回避策として便利です。 再起動せずにずっとリクエストを処理させる場合は '0' を指定します。 PHP_FCGI_MAX_REQUESTS と同じです。デフォルト値: 0

pm.status_path string

FPM の情報ページを見るための URI。この値を省略した場合は、どの URI も情報ページとは見なされません。デフォルト値: なし

ping.path string

FPM のモニタリングページをコールするための ping URI。この値を省略した場合は、どの URI も ping ページとは見なされません。これを使うと、 FPM が生きていて応答するかどうかを外部から確かめることができます。 この値の最初はスラッシュ (/) で始めなければ
ならないことに注意しましょう。

ping.response string

このディレクティブを使うと、ping リクエストに対するレスポンスをカスタマイズすることができます。 このレスポンスは text/plain 形式となり、レスポンスコード 200 で返されます。 デフォルト値: pong

request_terminate_timeout mixed

単一のリクエストを処理する際のタイムアウト。この時間を過ぎるとワーカープロセスが kill されます。 このオプションは、'max_execution_time' ini オプションが何らかの理由でスクリプトの実行を止められなかった場合に使われます。 値 '0' は 'Off' を意味します。
使用可能な単位: s(秒)(デフォルト), m(分), h(時間) あるいは d(日)、 デフォルト値: 0

request_slowlog_timeout mixed

単一のリクエストを処理する際のタイムアウト。この時間を過ぎると PHP のバックトレースが 'slowlog' ファイルに出力されます。 値 '0' は 'Off' を意味します。 使用可能な単位: s(秒)(デフォルト), m(分), h(時間) あるいは d(日)、 デフォルト値: 0

slowlog string

遅いリクエストを記録するログファイル。デフォルト値: #INSTALL_PREFIX#/log/php-fpm.log.slow

rlimit_files int

オープン時のファイル記述子の rlimit。デフォルト値: システムで定義されている値

rlimit_core int

最大コアサイズの rlimit。 使用可能な値: 'unlimited' あるいは 0 以上の整数値、 デフォルト値: システムで定義されている値

chroot
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 string

このディレクトリに chroot して開始位置とします。この値は絶対パスで指定しなければなりません。 この値を省略した場合は、chroot を使いません。

chdir string

このディレクトリに chdir して開始位置とします。この値は絶対パスで指定しなければなりません。 デフォルト値: カレントディレクトリ、あるいは chroot した場合は /

catch_workers_output boolean

ワーカーの標準出力および標準エラー出力を本体のエラーログにリダイレクトします。 省略した場合は、FastCGI の仕様にしたがって標準出力および標準エラー出力を /dev/null にリダイレクトします。 デフォルト値: no

追加の環境変数を渡して、特定のプールだけで PHP の設定を更新することができます。 そのためには、次のオプションを php-fpm.conf に追加しなければなりません。

例1 環境変数や PHP の設定をプールに渡す
env[HOSTNAME] = $HOSTNAME
       env[PATH] = /usr/local/bin:/usr/bin:/bin
       env[TMP] = /tmp
       env[TMPDIR] = /tmp
       env[TEMP] = /tmp

       php_admin_value[sendmail_path] = /usr/sbin/sendmail -t -i -f www@my.domain.com
       php_flag[display_errors] = off
       php_admin_value[error_log] = /var/log/fpm-php.www.log
       php_admin_flag[log_errors] = on
       php_admin_value[memory_limit] = 32M

php_value や php_flag で渡した PHP の設定は、その前に設定されていた内容を上書きします。 ただし disable_functions や disable_classes は別で、 php.ini で定義された値を上書きするのではなく、 新たに指定した値を追記することになります。

php_admin_value や php_admin_flag で設定した値を ini_set() で上書きすることはできません。

PECL 拡張モジュールのインストール
目次

PECL インストール入門
PECL 拡張モジュールをダウンロードする
PHP 拡張モジュールの Windows へのインストール
共有 PECL 拡張モジュールを、pecl コマンドを用いてコンパイルする
phpize で共有 PECL 拡張モジュールをコンパイルする方法
PECL 拡張モジュールを PHP に静的に組み込む

PECL インストール入門
» PECL は PHP 拡張モジュールのリポジトリで、 » PEAR パッケージシステムを経由して使用可能です。 ここでは PECL 拡張モジュールを取得してインストールする方法を解説します。

以下に示す手順では、PHP のソース配布物へのパスが /your/phpsrcdir/ であり、PECL 拡張モジュールの名前が extname であると仮定しています。適切に変更してください。また、 » pear コマンド についても理解していることとします。 PEAR マニュアルにある pear コマ
ンドについての情報は、 そのまま pecl コマンドにもあてはまります。

便利な機能を使用するには、拡張モジュールをビルドし、 インストールして読み込まなければなりません。 拡張モジュールのビルドとインストールについては以下でさまざまな方法を説明しますが、 モジュールの読み込みは自動的には行われません。モジュールを読み込むに
は、 php.ini ファイルに extension ディレクティブを追加するか、dl() 関数を使用します。

拡張モジュールのビルドにあたっては、適切なバージョンのツール (autoconf, automake, libtool など) を使用することが重要です。 必要なツールとそのバージョンについては、 » Anonymous SVN の手順 を参照してください。

PECL 拡張モジュールをダウンロードする
PECL 拡張モジュールをダウンロードするには、以下に示す通り、いくつかの方法があります。

pecl install extname コマンドで、 拡張モジュールのコードを自動的にダウンロードします。 この場合は、個別にダウンロードする必要はありません。
» http://pecl.php.net/ PECL のウェブサイトでは、PHP 開発チームが提供する さまざまな拡張モジュールについての情報が公開されています。 ChangeLog やリリース情報、必要な要件、リビジョンといった情報が参照可能です。
pecl download extname PECL のウェブサイトで公開されている PECL 拡張モジュールは、 » pecl コマンド を使ってソースファイルをダウンロードすることもできます。 特定のバージョンを指定可能です。
SVN 大半の PECL 拡張モジュールは SVN にも収められています。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/ で、 ウェブから参照することができます。 SVN から直接ダウンロードする場合は、 以下の一連のコマンドを使用します。

$ svn checkout http://svn.php.net/repository/pecl/extname/trunk extname

Windows ダウンロード 現在、PHP プロジェクトでは PECL 拡張モジュールの Windows バイナリをコンパイルしていません。しかし、PHP を Windows でコンパイルする方法は Windows 用の PHP のビルド にまとめられています。

PHP 拡張モジュールの Windows へのインストール

http://pecl.php.net/
http://pear.php.net/
http://pear.php.net/manual/en/guide.users.commandline.cli.php
http://pear.php.net/manual/en/guide.users.commandline.cli.php
http://php.net/svn.php
http://php.net/svn.php
http://pecl.php.net/
http://pear.php.net/manual/en/guide.users.commandline.cli.php
http://pear.php.net/manual/en/guide.users.commandline.cli.php
http://svn.php.net/viewvc/pecl/
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Windows では、PHP の拡張モジュールを読み込む方法は 2 通りあります。 コンパイル時に PHP に組み込む方法と、DLL として読む込む方法です。 コンパイル済みの拡張モジュールを読み込む方法のほうが簡単で、おすすめです。

拡張モジュールを読み込むには、".dll" ファイルをシステム上に用意する必要があります。 すべての拡張モジュールは、PHP Group によって定期的に自動コンパイルされています (ダウンロード先は次の節を参照ください)。

コンパイル時に拡張モジュールを PHP に組み込む方法については、 ソースからのビルド に関するドキュメントを参照ください。

単体の拡張モジュール (DLL ファイル) をコンパイルする方法については ソースからのビルド に関するドキュメントを参照ください。 PHP の配布パッケージにも PECL にも DLL ファイルが存在しなければ、 まずコンパイルをしないとその拡張モジュールは使えないでしょう。

拡張モジュールの探し方は？

PHP の拡張モジュールは、通常は "php_*.dll" (* の部分に拡張モジュールの名前が入ります) という名前で "PHP\ext" (PHP4 の場合は "PHP\extensions") フォルダに存在します。

PHP には、大半の開発者にとって有用である拡張モジュールが同梱されています。 これらは "コア" 拡張モジュールと呼ばれます。

しかし、コア拡張モジュールに含まれない機能が必要となった場合はそのモジュールを PECL で探す必要があります。 The PHP Extension Community Library (PECL) は PHP 拡張モジュール用のリポジトリで、すべての拡張モジュールの一覧機能や PHP 拡張モジュールのダウ
ンロードの仕組みを提供します。

自分で拡張モジュールの開発をしている方は、 それを PECL で公開して他の人たちにも使ってもらいたいと思われることでしょう。 そうすれば、彼らからフィードバックを得たり (うまくいけば) 感謝の言葉をもらえたり、バグレポートやバグ修正パッチをもらえたりするかもし
れません。 自作の拡張モジュールを PECL で公開したい場合は http://pecl.php.net/package-new.php を参照ください。

どれをダウンロードすればいいの？

各 DLL について、いくつかのバージョンが見つかることがあります。

バージョン番号が異なるもの (少なくとも先頭の 2 つの数字は一致している)
スレッドセーフの設定が異なるもの
プロセッサのアーキテクチャ (x86, 64 bits...) が異なるもの
デバッグ設定が異なるもの
その他

注意して欲しいのは、拡張モジュールの設定とそれを動かす PHP 実行ファイルの設定をそろえておかなければならないということです。 次の PHP スクリプトを実行すると、PHP に関する すべての 設定を取得することができます。

例1 phpinfo() のコール
<?php
phpinfo();
?>

あるいは、コマンドラインから次のように実行します。
drive:\\path\to\php\executable\php.exe -i

拡張モジュールの読み込み

PHP の拡張モジュールを読み込む方法として最も一般的なのは、設定ファイル php.ini に書き込むことです。多くの拡張モジュールはすでに php.ini 上に存在し、 あとはセミコロンを取り除くだけで有効にできるようになっています。
;extension=php_extname.dll

extension=php_extname.dll

しかし、ウェブサーバによっては少し迷うことがあるかもしれません。 というのも、php.ini が PHP 実行ファイルとは別の場所にあることもあるからです。 実際に使われている php.ini の場所を見つけるには、 phpinfo() で次のような行を探します。
Configuration File (php.ini) Path  C:\WINDOWS

Loaded Configuration File   C:\Program Files\PHP\5.2\php.ini

拡張モジュールを有効にしたら、php.ini を保存してウェブサーバを再起動し、もういちど phpinfo() を確認します。 新しい拡張モジュールについての情報がそこに追加されているはずです。

問題の解決

もし拡張モジュールの情報が phpinfo() に出てこなかった場合は、ログをチェックして何が起こったのかを調べなければなりません。

PHP をコマンドライン (CLI) で使用している場合は、 拡張モジュールの読み込み時のエラーは直接画面に表示されます。

PHP をウェブサーバ上で使用している場合は、ログの場所や書式はソフトウェアによって異なります。 ウェブサーバのドキュメントを読んでログを見つけましょう。 ログの場所については、PHP 自体とは特に関係のないことです。

DLL の場所がおかしい、php.ini の "extension_dir" がおかしい、 コンパイル時の設定が違うなどが、よくある問題です。

コンパイル時の設定が違うことが原因だった場合は、おそらく間違った DLL をダウンロードしてしまったのでしょう。 もういちど、正しい設定の拡張モジュールをダウンロードしましょう。 正しい設定とは？ 改めて言います。phpinfo() を参考にしましょう。

共有 PECL 拡張モジュールを、pecl コマンドを用いてコンパイルする
PECL を用いると、共有 PECL 拡張モジュールを容易に作成することができます。 以下のように » pecl コマンド を用います。

$ pecl install extname

extname のソースがダウンロードされ、 コンパイルおよび extension_dir への extname.so のインストールが行われます。 extname.so は、php.ini 経由で読み込まれます。

http://pear.php.net/manual/en/guide.users.commandline.cli.php
http://pear.php.net/manual/en/guide.users.commandline.cli.php
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デフォルトでは、pecl コマンドは 状態が alpha あるいは beta のパッケージをインストールしません。stable なパッケージが存在しない場合は、以下のコマンドを使用して beta パッケージをインストールします。

$ pecl install extname-beta

特定のバージョンをインストールするには、次のような変化形を使用します。

$ pecl install extname-0.1

注意:

拡張モジュールを php.ini で有効にしたら、 ウェブサービスを再起動させないとそれは反映されません。

phpize で共有 PECL 拡張モジュールをコンパイルする方法
時には pecl インストーラを使用するという選択肢が使えない場合もあります。 たとえばファイアウォールの内部で作業をしている場合がそうですし、 まだリリースされていない SVN 版のように PECL パッケージ形式になっていないものをインストールする場合も それにあて
はまります。このようなモジュールをビルドする必要がある場合は、 より低レベルなビルドツールを使用して手動でビルドします。

PHP 拡張モジュールのビルド環境を準備するために、 phpize コマンドを使用します。以下の例では、 拡張モジュールのソースが extname というディレクトリにあると仮定します。
$ cd extname
$ phpize
$ ./configure
$ make
# make install

上手くいけば、extname.so が作成され、 それが PHP の 拡張モジュールディレクトリ に置かれます。 この拡張モジュールを使用する前に、php.ini に extension=extname.so という行を追加する必要があります。

コンパイル済みのパッケージ (RPM など) を使用している場合などで、もし phpize コマンドが見つからない場合は、適切な 開発版の PHP パッケージをインストールしましょう。 PHP や拡張モジュールをビルドするために必要なヘッダファイルや phpize コマンドは、このパッ
ケージに含まれます。

使用法についての詳細な情報を表示するには、 phpize --help を実行します。

PECL 拡張モジュールを PHP に静的に組み込む
PECL 拡張モジュールを PHP に静的に組み込みたいと思うこともあるでしょう。 そのためには、拡張モジュールのソースを php-src/ext/ ディレクトリに置き、PHP にその設定スクリプトを生成させる必要があります。
$ cd /your/phpsrcdir/ext
$ pecl download extname
$ gzip -d < extname.tgz | tar -xvf -
$ mv extname-x.x.x extname

上記を行うと、以下のディレクトリが作成されます。

/your/phpsrcdir/ext/extname

これ以降、PHP に configure スクリプトを再実行させ、通常通りに PHP をビルドします。

$ cd /your/phpsrcdir
$ rm configure
$ ./buildconf --force
$ ./configure --help
$ ./configure --with-extname --enable-someotherext --with-foobar
$ make
$ make install

注意: 'buildconf' スクリプトを実行するためには、autoconf 2.13 と automake 1.4+ が必要です (新しいバージョンの autoconf では動作するかも知れませんが、 サポートされていません)。

拡張モジュールによって、--enable-extname もしくは --with-extname オプションを指定します。 外部ライブラリを使用しない拡張モジュールについては、 --enable が使われるのが一般的です。 buildconf の後で、以下を行うと確認できます。

$ ./configure --help | grep extname

問題が起きた場合
目次

FAQ を読む
FAQ に無い問題
バグ報告
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FAQ を読む
よくある問題とそうでない問題とがあります。 よくある問題（とその答え）の内、代表的なものが » PHP FAQ に記載されています。

FAQ に無い問題
FAQ を参照しても問題が解決しない場合には、PHP インストール用メーリングリストの誰かが 助けてくれるかもしれません。最初に、アーカイブをチェックして、過去に誰かが 自分と同じ問題に関する質問を行い、既に解答を受けていないかをチェックしてください。 アーカ
イブは、» http://www.php.net/ のサポートページで 公開されています。PHP インストール用メーリングリストに加入するには、空のメールを » php-install-subscribe@lists.php.net に送信してください。メーリングリストのアドレスは、php-install@lists.php.net です。

メーリングリストにおいて質問をする場合は、正確さを心がけ、 解答に必要な使用環境に関する事項（オペレーティングシステムの種類、 PHP のバージョン、Web サーバの種類、PHP を CGI として使用しているのか サーバモジュールとして使用しているのか、セーフモード
等）を明らかにするように してください。他の人が問題を再現し、テストできるのに充分なコードを 示すことが望まれます。

バグ報告
PHP のバグを発見した場合は、報告してください。あなたがそのバグを報告しない限り、 PHP の開発者がそのバグを知ることは恐らくなく、修正されることもないでしょう。 バグの報告は、» http://bugs.php.net/ にあるバグ追跡システムを使用して行います。 バグレポート
をメーリングリストや個人宛てのメールで送らないでください。

» バグ報告の仕方 を読み、 それにしたがってバグ報告を投稿してください。

実行時設定
目次

設定ファイル
.user.ini ファイル
どこで設定を行うのか
設定を変更するには

設定ファイル
設定ファイル (php.ini) は PHP の起動時に読み込まれます。 PHP のサーバモジュール版では、Web サーバの起動時に 一度だけ読み込まれます。CGI 版と CLI 版では、スクリプトが呼び出される度に読み込まれます。

読み込む php.ini は、これらの場所を順に探します。

SAPI モジュール特有の場所 (Apache 2 における PHPIniDir ディレクティブ、 CGI/CLI 版における -c コマンドラインオプション、 NSAPI における php_ini パラメータ、 THTTPD における PHP_INI_PATH 環境変数)

PHPRC 環境変数。PHP 5.2.0 より前では、 これは、次に挙げるレジストリキーの後にチェックされていました。

PHP 5.2.0 以降では、PHP のバージョンごとに別の場所の php.ini を使用することができます。以下のレジストリキーを順に調べて使用します。 [HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PHP\x.y.z]、 [HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PHP\x.y] および
[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PHP\x]。 x、y および z はそれぞれ PHP のメジャーバージョン、マイナーバージョン、 リリース番号を表します。これらのキーに IniFilePath の値が設定されていれば、最初に見つかった場所の php.ini を使用します (Windows の
み)。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PHP] にある IniFilePath の値 (Windows のみ)。

現在の作業ディレクトリ (CLI を除く)

Web サーバのディレクトリ (SAPI モジュールの場合)、 もしくは PHP ディレクトリ (そうでない Windows の場合)

Windows ディレクトリ (C:\windows もしくは C:\winnt)) (Windows の場合) 、もしくはコンパイル時のオプション --with-config-file-path

php-SAPI.ini (ここで SAPI は使用する SAPI 名。 たとえば php-cli.ini や php-apache.ini) が存在する場合、 php.ini の代わりに使用されます。 SAPI 名は php_sapi_name() によって決定されます。

注意:

Apache web サーバは、スタート時にディレクトリをルート に変更するので、ファイルシステムのルートに php.ini が存在する場合、PHP はそれを読もうとします。

拡張モジュールに対する php.ini ディレクティブは、 各拡張モジュールのドキュメントで解説されています。 コア ディレクティブ （PHP 本体に対するディレクティブ）のリストは付録にまとめられています。 ただし、（更新の都合上）すべての PHP ディレクティブが 本マ
ニュアル中で解説されている訳ではありません。 使っているバージョンの PHP で指定可能なすべてのディレクティブについては、 php.ini ファイル内に詳細なコメントが記されていますので、参照してください。 もしくは、SVN から入手可能な » 最新の php.ini も有用でしょ
う。

例1 php.ini の例

; 引用符をつけないセミコロン(;)の後のテキストは、すべて無視されます
[php] ; セクションマーカ (角括弧の中のテキスト) は無視されます
; 論理値は、次のいずれかで指定します
;    true, on, yes

http://www.php.net/manual/faq.php
http://www.php.net/
mailto:php-install-subscribe@lists.php.net
http://bugs.php.net/
http://bugs.php.net/how-to-report.php
http://bugs.php.net/how-to-report.php
http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/php.ini-production?view=co
http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/php.ini-production?view=co
http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/php.ini-production?view=co
http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/php.ini-production?view=co
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; または false, off, no, none
register_globals = off
magic_quotes_gpc = yes

; 文字列を二重引用符で括ることも可能です
include_path = ".:/usr/local/lib/php"

; バックスラッシュは他の文字と同様に処理されます
include_path = ".;c:\php\lib"

PHP 5.1.0 以降、ini ファイル内で既存の ini 変数を参照することが可能です。 例: open_basedir = ${open_basedir} ":/new/dir"

.user.ini ファイル
PHP 5.3.0 以降、PHP はディレクトリ単位での .htaccess 風の INI ファイルをサポートするようになりました。 このファイルは、CGI/FastCGI SAPI の場合にのみ処理されます。 この機能は、PECL htscanner 拡張モジュールを置き換えるものです。 Apache を使用している場
合は .htaccess ファイルを使えば同じ機能を実現できます。

メイン php.ini ファイルに加えて、PHP が各ディレクトリの INI ファイルをスキャンします。 リクエストされた PHP ファイルがあるディレクトリから始まり、 現在のドキュメントルート ($_SERVER['DOCUMENT_ROOT']) まで順にたどっていきます。PHP ファイルがドキュメ
ントルート配下以外の場所にある場合は、 PHP ファイルがあるディレクトリだけをスキャンします。

.user.ini 形式の INI ファイルがサポートするのは、 モードが PHP_INI_PERDIR および PHP_INI_USER の項目のみです。

新しい INI ディレクティブ user_ini.filename および user_ini.cache_ttl で、ユーザ INI ファイルの使用法を制御します。

user_ini.filename は、PHP が各ディレクトリで探すファイルの名前を設定します。 空文字列を指定した場合は何も探しません。デフォルトは .user.ini です。

user_ini.cache_ttl は、ユーザ INI ファイルの再読込頻度を設定します。 デフォルトは 300 秒 (5 分) です。

どこで設定を行うのか
これらのモードは、ある PHP ディレクティブがいつどこで設定できるのかを表すものです。 マニュアルに記載されているすべてのディレクティブには、これらのモードのいずれかが指定されています。 たとえば、PHP スクリプト中で ini_set() で設定できるものもあれば
php.ini や httpd.conf でなければ設定できないものもあります。

たとえば output_buffering は PHP_INI_PERDIR なので、 ini_set() で設定することはできません。 一方 display_errors は PHP_INI_ALL なのでどこででも設定でき、当然 ini_set() ででも設定できます。

PHP_INI_* モードの定義
モード 値 意味

PHP_INI_USER 1 ユーザスクリプト (ini_set() などで) または Windows レジストリ で設定可能なエントリ
PHP_INI_PERDIR 6 php.ini、.htaccess または httpd.conf で設定可能なエントリ
PHP_INI_SYSTEM 4 php.ini または httpd.confで設定可能なエントリ
PHP_INI_ALL 7 どこでも設定可能なエントリ

設定を変更するには
Apache モジュールとして PHP を実行している場合

PHP を Apache モジュールとして使用している場合、Apache 設定ファイル (例、httpd.conf) もしくは .htaccess ファイルにディレクティブを記述することで、PHP の設定の変更を行うことが 可能です。このようにして設定変更を行うには、"AllowOverride Options" もしく
は "AllowOverride All" 権限が必要です。

Apache 設定ファイルから PHP の設定を変更するには、 以下に示す Apache ディレクティブを使用します。 各設定オプションの変更の可否 (PHP_INI_ALL, PHP_INI_PERDIR, または PHP_INI_SYSTEM) については、付録 php.ini ディレクティブのリスト を参照してください。

php_value name value

指定した設定オプションに値を設定します。変更の可否が、 PHP_INI_ALL もしくは PHP_INI_PERDIR である設定オプションに対し利用できます。 セット済みの値をクリアしたい場合は、none を 値として使用してください。

注意: 論理値を設定する場合には php_value を使用しないでください。代わりに、php_flag （下記参照）を使用する必要があります。

php_flag name on|off

設定オプションに論理値を設定するために使用します。変更の可否が、 PHP_INI_ALL もしくは PHP_INI_PERDIR である設定オプションで利用できます。

php_admin_value name value

指定した設定オプションに値を設定します。このディレクティブは、.htaccess ファイルでは利用できません。また、 php_admin_value で設定された設定オプションの値は、.htaccess や ini_set() では上書きできません。 セット済みの値をクリアしたい場合は、none を値
として使用してください。

php_admin_flag name on|off

設定オプションに論理値を設定するために使用します。 このディレクティブは、.htaccess ファイルでは利用できません。 php_admin_value で設定された設定オプションの値は、.htaccess や ini_set() では上書きできません。

例1 Apache 設定の例
<IfModule mod_php5.c>
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  php_value include_path ".:/usr/local/lib/php"
  php_admin_flag safe_mode on
</IfModule>
<IfModule mod_php4.c>
  php_value include_path ".:/usr/local/lib/php"
  php_admin_flag safe_mode on
</IfModule>

警告

PHP 定数は PHP 以外では使用できません。たとえば、 httpd.conf の中で error_reporting オプションを設定しようとして E_ALL や E_NOTICE のような PHP 定数を使用することは できません。これらは意味を有さないため、 0 と評価されてしまいます。 代わりに、対応する
ビットマスク値を使用してください。 php.ini の中では、これらの PHP 定数を使用することができます。

Windows レジストリによる PHP の設定の変更

Windows 上で PHP を実行している場合、Windows レジストリを使用して設定値を ディレクトリ毎に変更することができます。 設定値は、レジストリキー HKLM\SOFTWARE\PHP\Per Directory Values に保存され、そのサブキーがパス名となります。例えば、ディレクトリ
c:\inetpub\wwwroot に対する設定値は、 キー HKLM\SOFTWARE\PHP\Per Directory Values\c\inetpub\wwwroot に保存されます。ディレクトリに対する設定は、そのディレクトリ、 およびそのサブディレクトリで実行されるすべてのスクリプトで有効となります。 PHP
設定オプションのディレクティブを名前とする文字列値をキーに登録してください。 また、値のデータに PHP 定数を記述しても解釈されませんので、注意してください。 しかし、PHP_INI_USER で変更可能な設定値はこの方法で設定することが可能ですが、 PHP_INI_PERDIR であ
る設定値は設定できません。

他の方法

どのように PHP を実行しているかに係わらず、ini_set() 関数を 用いて、スクリプトの実行時に一部のオプションの設定値を変更することができます。詳細は、 ini_set() 関数のリファレンスを参照してください。

使用しているシステムにおける現在のオプション設定値の完全なリストを得たい場合は、 phpinfo() 関数を実行し、出力された結果を参照してください。 また、ini_get() 関数または get_cfg_var() 関数を用いて、個々のオプションの設定値にアクセスすることも可能です。

インストールにあたっての一般的な注意事項
Unix システムへのインストール

Apache 1.3.x (Unix システム用)
Apache 2.x (Unixシステム用)
Lighttpd 1.4 (Unix システム用)
Sun, iPlanet, Netscape サーバ（Sun Solaris 用）
CGI およびコマンドライン
HP-UX へのインストール
OpenBSD へのインストール
Solaris へのインストール
Debian GNU/Linux へのインストール

Mac OS X へのインストール
パッケージの使用
バンドルされている PHP の使用法
Mac OS X 上での PHP のコンパイル

Windows システムへのインストール
Windows インストーラ (PHP 5.1.0 以前)
Windows インストーラ (PHP 5.2 以降)
手動でのインストール
ActiveScript
Microsoft IIS
Microsoft IIS 5.1 および IIS 6.0
Microsoft IIS 7.0 以降
Apache 1.3.x （Microsoft Windows 用）
Apache 2.x （Microsoft Windows 用）
Sun, iPlanet, Netscape サーバ（Microsoft Windows 用）
OmniHTTPd サーバ
Sambar サーバ（Microsoft Windows 用）
Xitami（Microsoft Windows 用）
ソースからのビルド
Windows 用 PHP 拡張モジュール
Microsoft Windows のコマンドラインでの PHP

FastCGI Process Manager (FPM)
インストール
設定

PECL 拡張モジュールのインストール
PECL インストール入門
PECL 拡張モジュールをダウンロードする
PHP 拡張モジュールの Windows へのインストール
共有 PECL 拡張モジュールを、pecl コマンドを用いてコンパイルする
phpize で共有 PECL 拡張モジュールをコンパイルする方法
PECL 拡張モジュールを PHP に静的に組み込む

問題が起きた場合
FAQ を読む
FAQ に無い問題
バグ報告

実行時設定
設定ファイル
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.user.ini ファイル
どこで設定を行うのか
設定を変更するには

言語リファレンス

基本的な構文
目次

HTML からの脱出
命令の分離
コメント

HTML からの脱出
PHP はファイルを解析して開始タグと終了タグを探します。タグが 見つかると、PHP はコードの実行を開始したり終了したりします。 このような仕組みにより、PHP を他のあらゆる形式のドキュメント中に 埋め込むことができるのです。つまり、開始タグと終了タグで囲まれ
ている 箇所以外のすべての部分は、PHP パーサに無視されます。 たいていの場合、PHP は HTML ドキュメントの中に埋め込まれます。 たとえば以下のようにです。

<p>この部分は無視されます。</p>
<?php echo '一方、この部分はパースされます。'; ?>
<p>この部分も無視されます。</p>

もっと複雑な構造を用いることもできます:

例1 高度なエスケープ処理
<?php
if ($expression) {
    ?>
    <strong>真です。</strong>
    <?php
} else {
    ?>
    <strong>偽です。</strong>
    <?php
}
?>
これは期待通りに動作します。なぜなら、PHP は ?> 終了タグを見つけると それ以降新たに開始タグを見つけるまでの内容を何でも出力するからです (終了タグの直後の改行は別です。 命令の分離 を参照ください)。 確かにこの例には少し無理があります。しかし、大量のテキ
ストを出力する際に echo() や print() を用いることを 考えると、このように一度 PHP のパースモードを抜けるほうが効率的です。

PHP で用いられるタグは 4 種類あります。 これらのうちの 2 つ、<?php ?> と <script language="php"> </script> は常に使用することができます。 残りの 2 つは短縮型のタグと ASP スタイルの タグで、これらは php.ini ファイルによって有効か無効かを切り替えられま
す。 中には短縮型のタグや ASP スタイルのタグを 便利に感じる人がいるかも知れませんが、長いタグに比べると移植性に欠けます。 また一般的には推奨されていません。

注意:

さらに注意しなければならないことがあります。PHP コードを XML や XHTML に 埋め込む場合には、標準規格に従うために <?php ?> タグを使用する 必要があるでしょう。

例2 PHP の開始タグと終了タグ

1.  <?php echo 'XHTMLまたはXMLドキュメントを処理したい場合は、この方法が良いでしょう'; ?>
2.  <script language="php">
        echo '(FrontPageのような) いくつかのエディタ は処理命令を好み
        ません';
    </script>

3.  <? echo 'これは、SGML を処理する最もシンプルな方法です'; ?>
    <?= expression ?> This is a shortcut for "<? echo expression ?>"

4.  <% echo 'オプションでASP形式のタグを使用可能です'; %>
    <%= $variable; # これは、"<%echo .." のショートカットです。%>

例の 1. と 2. のタグは常に利用可能です。中でも 1. のタグは最も一般的で 推奨される方法です。

短縮型のタグ（例 3.）が有効なのは、php.ini 設定ファイルのディレクティブ short_open_tag が 有効になっている場合か PHP が --enable-short-tags オプションつきで configure されている場合のみです。

ASP 型のタグ（例 4.）が有効なのは、 php.ini 設定ファイルのディレクティブ asp_tags が有効になっている場合のみです。

注意:

再利用されるか、または、自分の制御下にないPHPサーバで運用される アプリケーションまたはライブラリを開発する場合、短縮型のタグの 使用は避けるべきです。これは、短縮型のタグがターゲットサーバー でサポートされていない可能性があるためです。 可搬
性のある、再配布可能なコードでは、短縮型のタグを使用しない ようにしてください。

注意:

PHP 5.2 以前では、開始タグ <?php だけを書いてそれ以外に何も書いていないファイルは パーサが処理することができませんでした。PHP 5.3 以降では、そのようなファイルもパースできます。
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命令の分離
C や Perl と同様に、PHP でもステートメントを区切りにはセミコロンが必要と なります。PHP コードブロックの終了タグには自動的にセミコロンが含まれていると 認識されます。 従って PHP コードの最終行にはセミコロンを記述する必要はありません。 ブロックの終了タグ
は、直後に改行がある場合、それを含んだものになります。
<?php
    echo 'テストです';
?>

<?php echo 'テストです' ?>

<?php echo '終了タグを省略しました';

注意:

ファイル終端における PHP ブロックの終了タグはオプション（任意）です。 include() や require() を利用する際には、 終了タグを省略する方が無難です。というのは、そうすることでファイルの最後に 予期せぬ空白文字があらわれてしまうことを防げますし、後で
レスポンスに ヘッダを付加することも可能となるからです。また、出力バッファリングを 使用しており、include したファイルの生成する部分の最後に余計な空白を つけたくない場合などにも便利です。

コメント
PHP は、'C', 'C++' および Unix シェル型（Perl 型）のコメントをサポートします。 例えば、
<?php
echo 'テストです'; // C++型の単一行用のコメント
/* 複数行用のコメント
   もう一行分のコメント */
echo 'もうひとつのテストです';
echo '最後のテストです'; # シェル型の単一行用のコメント
?>

"一行"コメントは、改行または PHP コードのブロックの終わり のうちどちらか最初にくる方までです。 つまり、// ... ?> あるいは # ... ?> の後に続く HTML コードは 表示されるということです。?> により PHP モードを終了して HTML モードに戻ると、そこでは // あるい
は # は何の影響も 及ぼしません。asp_tags 設定ディレクティブが有効になっている場合、// %> および # %> でも同じような動作になります。しかし、一行コメントの中の </script> では PHP モードを終了することは ありません。

<h1>これは <?php # echo 'シンプルな';?> 例です。</h1>
<p>上の見出しは 'これは  例です。' となります。

'C' 型のコメントは、最初に */ が現れた時点で終了します。 'C' 型のコメントがネストしないように注意する必要があります。 大きなブロックをコメントアウトしようとする際に、この間違いを犯しがちです。
<?php
 /*
    echo 'テストです'; /* このコメントが問題を生じます */
 */
?>

型
目次

導入
論理型 (boolean)
整数
浮動小数点数
文字列
配列
オブジェクト
リソース
NULL
本ドキュメントにおける疑似的な型および変数
型の相互変換

導入
PHP は、8 種類の基本型をサポートします。

4 種類のスカラー型:

論理値 (boolean)
整数 (integer)
float (浮動小数点数, double も同じ)
文字列 (string)

2 種類の複合型:

配列 (array)
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オブジェクト (object)

そして、最後に 2 種類の特別な型:

リソース (resource)
ヌル (NULL)

本マニュアルでは、可読性を向上させるため、以下のような擬似的な型も使用します。

mixed
number
callback

そして擬似変数 $...。

マニュアル内のいくつかの場所で "double" 型という記述が残っているかもしれません。 double は float と同じものだと考えてください。2 種類の名前が存在するのは、 歴史的な理由によるものです。

変数の型は、基本的にプログラマが設定するものではありません。 その変数が使用される文脈に応じ、PHP が実行時に決定します。

注意: 式の型と値を正確に知りたい場合は、 var_dump() 関数を使用してください。

デバッグのために、単純に人間が読みやすい形で型を表示したい場合には gettype() を使用してください。型をチェックする場合には gettype() を使用してはいけません 。is_type 関数を使用してください。いくつかの例を以下に示します。
<?php
$a_bool = TRUE;   // a boolean
$a_str  = "foo";  // a string
$a_str2 = 'foo';  // a string
$an_int = 12;     // an integer

echo gettype($a_bool); // prints out:  boolean
echo gettype($a_str);  // prints out:  string

// 数値であれば、4を足す
if (is_int($an_int)) {
    $an_int += 4;
}

// $bool が文字列であれば, それをprintする
// (そうでなければ何も出力されない)
if (is_string($a_bool)) {
    echo "String: $a_bool";
}
?>

ある変数の型を強制的に他の型に変換したい場合、変数を キャスト するか、 settype() 関数を使用します。

変数は、その型に依存して異なった動作をする場合があることに注意してください。 詳細な情報については、 型の変換 のセクションを参照ください。 またPHP 型の比較表 もご覧ください。さまざまな型の変数の比較に関する例があります。

論理型 (boolean)
論理型は、最も簡単な型です。boolean は、真偽の値を表します。 この値は、TRUE または FALSE のどちらかになります。

注意: 論理型は、PHP 4 で導入されました。

構文

boolean リテラルを指定するには、キーワード TRUE または FALSE を指定してください。 両方とも大文字小文字に依存しません。
<?php
$foo = True; // 値TRUEを$fooに代入する
?>

通常、boolean 型の値を返す演算子を使用してから、 制御構造にその結果を渡します。
<?php
// == は、boolean型を返す演算子
if ($action == "show_version") {
    echo "バージョンは1.23です。";
}

// これは冗長
if ($show_separators == TRUE) {
    echo "<hr>\n";
}

// 上の例は次のように簡単に書くことができます。
if ($show_separators) {
    echo "<hr>\n";
}
?>

boolean への変換

boolean に明示的に変換を行うには、キャスト (bool) または (boolean) を使用します。しかし、演算子、関数、制御構造が boolean 型の引数を必要とする場合には、値は自動的に変換されるため、 多くの場合はキャストは不要です。

型の相互変換 も参照ください。

boolean に変換する場合、次の値は FALSE とみなされます。
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boolean の FALSE
integer の 0 (ゼロ)
float の 0.0 (ゼロ)
空の文字列、 および文字列の "0"
要素の数がゼロである 配列
メンバ変数の数がゼロである オブジェクト (PHP 4のみ)
特別な値 NULL (値がセットされていない変数を含む)
空のタグから作成された SimpleXML オブジェクト

その他の値は全て TRUE とみなされます (全ての resourceを含みます)。

警告

-1 は、他のゼロでない数と同様に (正負によらず) TRUE とみなされます。
<?php
var_dump((bool) "");        // bool(false)
var_dump((bool) 1);         // bool(true)
var_dump((bool) -2);        // bool(true)
var_dump((bool) "foo");     // bool(true)
var_dump((bool) 2.3e5);     // bool(true)
var_dump((bool) array(12)); // bool(true)
var_dump((bool) array());   // bool(false)
var_dump((bool) "false");   // bool(true)
?>

整数
integer は、Z = {..., -2, -1, 0, 1, 2, ...}という集合です。

以下も参照ください。

任意精度整数 / GMP
浮動小数点数
任意精度整数 / BCMath

構文

整数 (integer) は、10 進数(基数 10)、16 進数 (基数 16)、8 進数 (基数 8) 表記で指定可能です。オプションで、符号(-または+)を前に付けることが可能です。

8 進数表記を使用する場合、数の前に 0 (ゼロ) を付ける必要があります。また、16 進数表記を使用するには、数の前に 0x を付ける必要があります。

例1 整数リテラル
<?php
$a = 1234; // 10進整数
$a = -123; // 負の数
$a = 0123; // 8進数 (10進数の83と等価)
$a = 0x1A; // 16進数 (10進数の26と等価)
?>

使用可能な整数リテラルの形式は以下のように定義されています。
decimal     : [1-9][0-9]*
            | 0

hexadecimal : 0[xX][0-9a-fA-F]+

octal       : 0[0-7]+

integer     : [+-]?decimal
            | [+-]?hexadecimal
            | [+-]?octal

整数のサイズはプラットフォームに依存しますが、 約 20 億 (32 ビット符号付) が一般的な値です。 64 ビットプラットフォームでの通常の最大値は、約 9E18 です。 PHP は符号無し整数をサポートしていません。 整数のサイズは PHP_INT_SIZE で決まります。 最大値は、PHP
4.4.0 から PHP 5.0.5 までは PHP_INT_MAX でした。

警告

8 進数の整数値として不正な数字（例: 8 または 9）が渡された場合、 数値の残りの部分は無視されます。

例2 おかしな 8 進数
<?php
var_dump(01090); // 010（8 進数）= 8（10 進数）
?>

整数のオーバーフロー

integer型の範囲外の数を指定した場合、かわりに floatとして解釈されます。また、結果が integer型の範囲外の数となるような計算を行うと floatが代わりに返されます。

例3 32 ビットシステムにおける整数のオーバーフロー
<?php
$large_number = 2147483647;
var_dump($large_number);                     // int(2147483647)
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$large_number = 2147483648;
var_dump($large_number);                     // float(2147483648)

$million = 1000000;
$large_number =  50000 * $million;
var_dump($large_number);                     // float(50000000000)
?>

例4 64 ビットシステムにおける整数のオーバーフロー
<?php
$large_number = 9223372036854775807;
var_dump($large_number);                     // int(9223372036854775807)

$large_number = 9223372036854775808;
var_dump($large_number);                     // float(9.2233720368548E+18)

$million = 1000000;
$large_number =  50000000000000 * $million;
var_dump($large_number);                     // float(5.0E+19)
?>

PHP には整数の割り算はありません。1/2 は float 型の 0.5 になります。 下方向の整数値に値を丸めるためにキャストを使用することができ、 また、round() 関数を使用することもできます。
<?php
var_dump(25/7);         // float(3.5714285714286) 
var_dump((int) (25/7)); // int(3)
var_dump(round(25/7));  // float(4) 
?>

整数への変換

integer に値を明示的に変換するには、キャスト (int) または (integer) のどちらかを使用してください。しかし、多くの場合、演算子、関数、制御構造が integer 引数を必要とする場合、値は自動的に変換されるため、 キャストを使用する必要はありません。 関数 intval() を用
いて値を整数に変換することも可能です。

型の相互変換 を参照ください。

booleans から

FALSE は、0 (ゼロ) となり、 TRUE は、1 となります。

浮動小数点数から

float から整数に変換する場合、その数はゼロのほうに丸められます。

float が整数の範囲 (通常は、32 ビットプラットフォームでは +/- 2.15e+9 = 2^31、64 ビットプラットフォームでは +/- 9.22e+18 = 2^63 ) を越える場合、結果は undefined となります。これは、 その float が正しい整数の結果を得るために十分な精度を得られなかっ
たからです。 この場合、警告も通知も発生しません!

警告

未知の端数を integer にキャストしないでください。 この場合、予期しない結果となることがあります。
<?php
echo (int) ( (0.1+0.7) * 10 ); // 7が出力されます!
?>

より詳細な情報については、 float の精度に関する注意を参照ください。

文字列から

文字列変換 を参照ください。

他の型から

警告

整数への変換の動作は、他の型については定義されません。 現在の動作は、その値がまず 論理値に変換された 場合と同じです。しかし、この動作は予告なく変更されることがありえるので、 これを前提にしてはいけません。

浮動小数点数
浮動小数点数 (あるいは "float", "double", "実数") は、次の構文により指定できます。
<?php
$a = 1.234; 
$b = 1.2e3; 
$c = 7E-10;
?>

規約:

LNUM          [0-9]+
DNUM          ([0-9]*[\.]{LNUM}) | ({LNUM}[\.][0-9]*)
EXPONENT_DNUM [+-]?(({LNUM} | {DNUM}) [eE][+-]? {LNUM})

float の大きさはプラットフォーム依存です。ただし、通常はおよそ 10 進数で 14 桁の精度があり、最大値は ~1.8e308 (これは 64ビット IEEE フォーマットです) となります。
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警告

浮動小数点数の精度
0.1 や 0.7 のようなシンプルな小数であっても、 それを内部的な二進数表現に変換する際には、どうしても多少精度が落ちてしまいます。 その結果、不思議な結果を引き起こすことがあります。たとえば、 floor((0.1+0.7)*10) の結果はたいてい 7 となるでしょう。おそらく
は 8 を想定していらっしゃるでしょうが、そのようにはなりません。 これは、(この計算結果の) 内部的な値が 7.9999999999... のようになっているからです。

こうなる理由のひとつとして、「有限小数に変換できない分数がある」 という事実があります。たとえば 1/3 を小数で表そうとすると 0.3333333. . . となります。

よって、小数の最後の桁を信用してはいけませんし、 小数が等しいという比較を行ってはいけません。より高い精度が必要な場合には、 任意精度数学関数または gmp 関数を代わりに使用してください。

float への変換

文字列型がどのようにして浮動小数点数に変換されるかに関する詳細な情報は、 文字列の数値型への変換 のセクションをご覧ください。 そのほかの型の浮動小数点数への変換については、整数型への変換と同様です。 詳細は整数型への変換 のセクションをご覧ください。 PHP
5 以降、オブジェクトを浮動小数点数に変換しようとした場合には、 通知がスローされます。

文字列
string は、文字が連結されたものです。PHP では、 文字は 1 バイトと同じです。つまり、256 個の異なる文字を使用可能です。 これは、PHP が Unicode をネイティブにサポートしていないことも意味します。 いくつかの Unicode サポートについてはutf8_encode() および
utf8_decode() を参照してください。

注意: 文字列が非常に大きくなっても問題ありません。 PHP に課せられる文字列のサイズの実用上の制限はありません。 このため、長い文字列に関して恐れる必要は全くありません。

構文

文字列リテラルは、4 つの異なる方法で指定することが可能です。

引用符
二重引用符
ヒアドキュメント構文
nowdoc 構文 (PHP 5.3.0 以降)

引用符

文字列を指定する最も簡単な方法は、引用符 (文字 ') で括ることです。

引用符をリテラルとして指定するには、バックスラッシュ (\) でエスケープする必要があります。 バックスラッシュをリテラルとして指定するには、二重 (\\) にします。 それ以外の場面で登場するバックスラッシュは、すべてバックスラッシュそのものとして扱われます。 つ
まり、\r や \n といったおなじみのエスケープシーケンスを書いても特別な効果は得られず、 書いたままの形式で出力されます。

注意: ダブルクォート 構文や heredoc 構文とは異なり、 変数と特殊文字のエスケープシーケンスは、 引用符 (シングルクオート) で括られた文字列にある場合には展開されません。
<?php
echo 'this is a simple string';

echo 'You can also have embedded newlines in 
strings this way as it is
okay to do';

// 出力: Arnold once said: "I'll be back"
echo 'Arnold once said: "I\'ll be back"';

// 出力: You deleted C:\*.*?
echo 'You deleted C:\\*.*?';

// 出力: You deleted C:\*.*?
echo 'You deleted C:\*.*?';

// 出力: This will not expand: \n a newline
echo 'This will not expand: \n a newline';

// 出力: Variables do not $expand $either
echo 'Variables do not $expand $either';
?>

二重引用符

文字列が二重引用符 (") で括られた場合、 PHP は、より多くの特殊文字のエスケープシーケンスを理解します。

エスケープされた文字
記述 意味

\n ラインフィード (LF またはアスキーの 0x0A (10))
\r キャリッジリターン (CR またはアスキーの 0x0D (13))
\t 水平タブ (HT またはアスキーの 0x09 (9))
\v 垂直タブ (VT またはアスキーの 0x0B (11)) (PHP 5.2.5 以降)
\f フォームフィード (FF またはアスキーの 0x0C (12)) (PHP 5.2.5 以降)
\\ バックスラッシュ
\$ ドル記号



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

\" 二重引用符
\[0-7]{1,3} 正規表現にマッチする文字シーケンスは、8 進数表記の 1 文字です。
\x[0-9A-Fa-f]{1,2}正規表現にマッチする文字シーケンスは、16 進数表記の 1 文字です。

繰り返しますが、この他の文字をエスケープしようとした場合には、 バックスラッシュも出力されます! PHP 5.1.1 より前のバージョンでは、\{$var} のバックスラッシュは出力されません。

しかし、二重引用符で括られた文字列で最も重要なのは、 変数名が展開されるところです。詳細は、文字列のパースを参照ください。

ヒアドキュメント

文字列を区切る別の方法としてヒアドキュメント構文 ("<<<") があります。この場合、ある ID (と、それに続けて改行文字) を <<< の後に指定し、文字列を置いた後で、同じ ID を括りを閉じるために置きます。

終端 ID は、その行の最初のカラムから始める必要があります。 使用するラベルは、PHP の他のラベルと同様の命名規則に従う必要があります。 つまり、英数字およびアンダースコアのみを含み、 数字でない文字またはアンダースコアで始まる必要があります。

警告

非常に重要なことですが、終端 ID がある行には、セミコロン (;) 以外の他の文字が含まれていてはならないことに注意しましょう。 これは、特に ID はインデントしてはならないということ、 セミコロンの前に空白やタブを付けてはいけないことを意味します。 終端 ID の前の
最初の文字は、使用するオペレーティングシステムで定義された 改行である必要があることにも注意を要します。 これは、例えば、Macintoshでは \r となります。 最後の区切り文字 (たいていはその後にセミコロンが続きます) の後にもまた、改行を入れる必要があります。

この規則が破られて終端 ID が "clean" でない場合、 終端 ID と認識されず、PHP はさらに終端 ID を探し続けます。 適当な終了 ID がみつからない場合、 スクリプトの最終行でパースエラーが発生します。

ヒアドキュメント構文を、クラスのプロパティの初期化に用いることはできません。 PHP 5.3 以降では、変数を含まないヒアドキュメントではこの制約はなくなりました。

例1 間違った例
<?php
class foo {
    public $bar = <<<EOT
bar
EOT;
}
?>

ヒアドキュメントは二重引用符を使用しませんが、 二重引用符で括られた文字列と全く同様に動作します。 しかし、この場合でも上記のリストでエスケープされたコードを使用することも可能です。 変数は展開されますが、文字列の場合と同様に ヒアドキュメントの内部で複
雑な変数を表わす場合には注意が必要です。

例2 ヒアドキュメントで文字列を括る例
<?php
$str = <<<EOD
Example of string
spanning multiple lines
using heredoc syntax.
EOD;

/* 変数を使用するより複雑な例 */
class foo
{
    var $foo;
    var $bar;

    function foo()
    {
        $this->foo = 'Foo';
        $this->bar = array('Bar1', 'Bar2', 'Bar3');
    }
}

$foo = new foo();
$name = 'MyName';

echo <<<EOT
My name is "$name". I am printing some $foo->foo.
Now, I am printing some {$foo->bar[1]}.
This should print a capital 'A': \x41
EOT;
?>

上の例の出力は以下となります。
My name is "MyName". I am printing some Foo.
Now, I am printing some Bar2.
This should print a capital 'A': A

ヒアドキュメント構文を用いて、 関数の引数にデータを渡すこともできます。

例3 ヒアドキュメントを引数に使用する例
<?php
var_dump(array(<<<EOD
foobar!
EOD
));
?>

PHP 5.3.0 以降、静的な変数やクラスのプロパティ/定数を ヒアドキュメント構文で初期化できるようになりました。

例4 ヒアドキュメントを用いた静的な値の初期化
<?php
// 静的変数
function foo()
{
    static $bar = <<<LABEL
Nothing in here...
LABEL;
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}

// クラスのプロパティ/定数
class foo
{
    const BAR = <<<FOOBAR
Constant example
FOOBAR;

    public $baz = <<<FOOBAR
Property example
FOOBAR;
}
?>

PHP 5.3.0 では、ヒアドキュメントの宣言でダブルクォートを使用できるようにもなりました。

例5 ヒアドキュメントでのダブルクォート
<?php
echo <<<"FOOBAR"
Hello World!
FOOBAR;
?>

注意:

ヒアドキュメントは PHP 4 で追加されました。

Nowdoc

Nowdoc はヒアドキュメントと似ていますが、 ヒアドキュメントがダブルクォートで囲んだ文字列として扱われるのに対して、 Nowdoc はシングルクォートで囲んだ文字列として扱われます。 Nowdoc の使用方法はヒアドキュメントとほぼ同じですが、 その中身について
パース処理を行いません。 PHP のコードや大量のテキストを埋め込む際に、 エスケープが不要になるので便利です。この機能は、SGML の <![CDATA[ ]]> (ブロック内のテキストをパースしないことを宣言する) と同じようなものです。

Nowdoc の書き方は、ヒアドキュメントと同じように <<< を使用します。 しかし、その後に続く識別子をシングルクォートで囲んで <<<'EOT' のようにします。 ヒアドキュメントの識別子に関する決まりがすべて Nowdoc の識別子にも当てはまります。特に終了識別子の書
き方に関する決まりに注意しましょう。

例6 Nowdoc による文字列のクォートの例
<?php
$str = <<<'EOD'
Example of string
spanning multiple lines
using nowdoc syntax.
EOD;

/* 変数を使った、より複雑な例 */
class foo
{
    public $foo;
    public $bar;

    function foo()
    {
        $this->foo = 'Foo';
        $this->bar = array('Bar1', 'Bar2', 'Bar3');
    }
}

$foo = new foo();
$name = 'MyName';

echo <<<'EOT'
My name is "$name". I am printing some $foo->foo.
Now, I am printing some {$foo->bar[1]}.
This should not print a capital 'A': \x41
EOT;
?>

上の例の出力は以下となります。
My name is "$name". I am printing some $foo->foo.
Now, I am printing some {$foo->bar[1]}.
This should not print a capital 'A': \x41

注意:

ヒアドキュメントと異なり、Nowdoc は任意の静的データコンテキストで使用できます。 典型的な使用例は、クラスのプロパティや定数の初期化です。

例7 静的データの例
<?php
class foo {
    public $bar = <<<'EOT'
bar
EOT;
}
?>

注意:

Nowdoc のサポートは PHP 5.3.0 で追加されました。

変数のパース

スクリプトが二重引用符で括られるかヒアドキュメントで指定された場合、 その中の変数はパースされます。

構文の型には、単純な構文と 複雑な 構文の 2 種類があります。簡単な構文は、最も一般的で便利です。 この構文では、変数、配列値やオブジェクトのプロパティをパースすることが可能です。
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複雑な構文は、PHP 4 で導入されました。 この構文は、式を波括弧で括ることにより認識されます。

簡単な構文

ドル記号 ($) を見付けると、 パーサは、有効な変数名を形成することが可能な最長のトークンを取得します。 変数名の終りを明示的に指定したい場合は、変数名を波括弧で括ってください。
<?php
$beer = 'Heineken';
echo "$beer's taste is great"; // 動作します。"'" は変数名として無効な文字です。
echo "He drunk some $beers";   // 動作しません。's' は、変数名として有効な文字ですが、実際の変数名は "$beer" です。
echo "He drunk some ${beer}s"; // 動作します。
echo "He drank some {$beer}s"; // 動作します。
?>

同様に、配列添字とオブジェクトのプロパティをパースすることも可能です。 配列添字の場合、閉じ角括弧 (']') は添字の終りを意味し、 オブジェクトのプロパティの場合、同じ規則が簡単な変数として適用されます。 しかし、オブジェクトプロパティには、変数の場合のような
手法はありません。
<?php
// これらの例は、文字列の内部で配列を使用する際のものです。
// 文字列の外部で使用する場合は、配列の文字列キーは常にクオート
// しましょう。また、{波括弧} も使用しないようにしましょう。

// すべてのエラーを表示するようにします。
error_reporting(E_ALL);

$fruits = array('strawberry' => 'red', 'banana' => 'yellow');

// シングルクオートの外では動作が異なることに注意してください。
echo "A banana is $fruits[banana].";

// 動作します。
echo "A banana is {$fruits['banana']}.";

// 動作しますが、以下に説明するように
// PHP はまず banana という名前の定数を探します。
echo "A banana is {$fruits[banana]}.";

// 動作しません。波括弧を使用しましょう。これはパースエラーとなります。
echo "A banana is $fruits['banana'].";

// 動作します。
echo "A banana is " . $fruits['banana'] . ".";

// 動作します。
echo "This square is $square->width meters broad.";

// 動作しません。解決策については、複雑な構文を参照ください。
echo "This square is $square->width00 centimeters broad.";
?>

より複雑な場合は、複雑な構文を使用する必要があります。

複雑な (波括弧) 構文

この構文が「複雑(complex)な構文」と呼ばれているのは、 構文が複雑であるからではなく、 この方法では複雑な式を含めることができるからです。

どんなスカラー変数、配列変数あるいはオブジェクトのプロパティの文字列表現であっても この構文で含めることができます。 文字列の外側に置く場合と同様に式を書き、これを { と } の間に含めてください。'{' はエスケープすることができないため、 この構文は $ が { のす
ぐ後に続く場合にのみ認識されます (リテラル "{$" を指定するには、"{\$" を使用してください)。 以下のいくつかの例を見ると理解しやすくなるでしょう。
<?php
// すべてのエラーを表示します
error_reporting(E_ALL);

$great = 'fantastic';

// うまく動作しません。出力: This is { fantastic}
echo "This is { $great}";

// うまく動作します。出力: This is fantastic
echo "This is {$great}";
echo "This is ${great}";

// 動作します
echo "This square is {$square->width}00 centimeters broad."; 

// 動作します。クォートしたキーを使う場合は、波括弧構文を使わなければなりません
echo "This works: {$arr['key']}";

// 動作します
echo "This works: {$arr[4][3]}";

// これが動作しない理由は、文字列の外で $foo[bar]
// が動作しない理由と同じです。
// 言い換えると、これは動作するともいえます。しかし、
// PHP はまず最初に foo という名前の定数を探すため、
// E_NOTICE レベルのエラー(未定義の定数) となります。
echo "This is wrong: {$arr[foo][3]}"; 

// 動作します。多次元配列を使用する際は、
// 文字列の中では必ず配列を波括弧で囲むようにします。
echo "This works: {$arr['foo'][3]}";

// 動作します
echo "This works: " . $arr['foo'][3];

echo "You can even write {$obj->values[3]->name}";

echo "This is the value of the var named $name: {${$name}}";

echo "This is the value of the var named by the return value of getName(): {${getName()}}";

echo "This is the value of the var named by the return value of \$object->getName(): {${$object->getName()}}";
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// 動作しません。出力: This is the return value of getName(): {getName()}
echo "This is the return value of getName(): {getName()}";
?>

文字列内で、変数を使ってクラスのプロパティにアクセスすることもできます。 このような構文を使います。
<?php
class foo {
    var $bar = 'I am bar.';
}

$foo = new foo();
$bar = 'bar';
$baz = array('foo', 'bar', 'baz', 'quux');
echo "{$foo->$bar}\n";
echo "{$foo->$baz[1]}\n";
?>

上の例の出力は以下となります。

I am bar.
I am bar.

注意:

{$} の内部における 関数やメソッドのコール、静的クラス変数、クラス定数は、PHP 5 から動作します。 しかし、アクセスする値は文字列が定義されたスコープにおける変数名として解釈します。 ひとつの波括弧 ({}) では、 関数やメソッドの返り値、クラス定数や
静的クラス変数の値にはアクセスできません。

<?php
// すべてのエラーを表示します
error_reporting(E_ALL);

class beers {
    const softdrink = 'rootbeer';
    public static $ale = 'ipa';
}

$rootbeer = 'A & W';
$ipa = 'Alexander Keith\'s';

// これは動作し、出力は I'd like an A & W となります
echo "I'd like an {${beers::softdrink}}\n";

// これも動作し、出力は I'd like an Alexander Keith's となります
echo "I'd like an {${beers::$ale}}\n";
?>

文字列への文字単位のアクセスと修正

$str[42] のように、 角括弧を使用してゼロから始まるオフセットを指定すると、 文字列内の任意の文字にアクセスし、修正することが可能です。 つまり、文字列を文字の配列として考えるわけです。 複数の文字を取り出したり変更したりしたいときは、関数 substr() および
substr_replace() が使えます。

注意: $str{42} のように波括弧を使用してアクセスすることも可能です。

警告

範囲外のオフセットに書き込んだ場合は、空いた部分に空白文字が埋められます。 整数型以外の型は整数型に変換されます。 無効なオフセット形式を指定した場合は E_NOTICE を発行します。 負のオフセットを指定した場合は、書き込み時は E_NOTICE を発行しますが読み込み
時は空の文字列を返します。 文字列を代入した場合は最初の文字だけを使用します。 空文字列を代入した場合は NUL バイトを代入します。

例8 文字列の例
<?php
// 文字列の最初の文字を取得します
$str = 'This is a test.';
$first = $str[0];

// 文字列の 3 番目の文字を取得します
$third = $str[2];

// 文字列の最後の文字を取得します
$str = 'This is still a test.';
$last = $str[strlen($str)-1]; 

// 文字列の最後の文字を変更します
$str = 'Look at the sea';
$str[strlen($str)-1] = 'e';

// {} を使用した、もうひとつの方法 (PHP 6 で廃止予定) です
$third = $str{2};

?>

注意:

その他の型の変数 (配列や、適切なインターフェイスを実装したオブジェクトを除く) に対して [] や {} でアクセスすると、何もメッセージを出さずに単に NULL を返します。

便利な関数および演算子

文字列は、'.' (ドット) 結合演算子で結合することが可能です。'+' (加算) 演算子はこの例では出てこないことに注意してください。詳細については 文字列演算子 を参照ください。

文字列の修正を行う場合には、便利な関数がたくさん用意されています。

一般的な関数については、文字列関数の節 を参照ください。高度な検索/置換を行う正規表現関数については Perl および POSIX 拡張 の 2 種類がありますが、 それぞれの節を参照ください。
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URL 文字列用関数や文字列の暗号化/ 復号用の関数 (mcrypt および mhash) もあります。

最後に、探しているものがまだ見付からない場合には、 文字型の関数も参照ください。

文字列への変換

(string) キャストや strval() 関数を使って変数を文字列へ変換することができます。 文字列型を必要とする式のスコープにおいて、文字列への変換は自動的に行われます。 echo() や print() 関数を使うとき、 あるいは可変変数を文字列を比較するときにこの自動変換が行われま
す。 マニュアルの型 と 型の相互変換 の項を読むとわかりやすいでしょう。 settype()も参照してください。

boolean の TRUE は文字列の "1" に、 FALSE は "" (空文字列) に変換されます。 これにより boolean と文字列の値を相互に変換することができます。

integer (整数) や浮動小数点数 (float) は その数値の数字として文字列に変換されます (指数の表記や浮動小数点数を含めて)。 浮動小数点数は、指数表記 (4.1E+6) を使用して変換されます。

注意:

小数点を表す文字は、スクリプトのロケール (LC_NUMERIC カテゴリ) によって決まります。 setlocale() を参照ください。

配列は常に "Array" という文字列に変換されるので、 array の中を見るために echo() や print() を使ってダンプさせることはできません。 一つの要素を見るためには、echo $arr['foo'] のようにしてください。内容の全てをダンプ/見るためには以降の TIP をご覧ください。

PHP 4 のオブジェクトは、常に "Object" という文字列に変換されます。 デバッグ等のために object の内部の変数を出力するような場合には、 以下をご覧ください。オブジェクトがなんという名前のクラスの インスタンスなのかを知るには get_class() をご覧ください。 PHP
5 以降では、もし存在すれば __toString() メソッドを使用します。

リソースは常に "Resource id #1" という文字列に変換されます。1 は実行中の PHP によって割り当てられる resource のユニークな番号です。 リソースの型を知るためには get_resource_type() を使用してください。

NULL は常に空文字列に変換されます。

以上に述べたように、配列、オブジェクト、リソースをプリントアウトしても その値に関する有益な情報を得られるわけではありません。 デバッグのために値を出力するのによりよい方法が知りたければ、 print_r() や var_dump() を参照ください。

PHP 変数を恒久的に保存するための文字列に変換することもできます。 この方法はシリアライゼーションと呼ばれ、 serialize() 関数によって実現できます。 WDDX サポートを有効にして PHP をセットアップすれば、PHP 変数を XML 構造にシリアライズすることもできます。

文字列の数値への変換

数値として文字列が評価された時、結果の値と型は次のように定義されます。

文字列の中に '.' や 'e'、'E' といった文字が含まれず、 数値が integer 型の範囲内 (PHP_INT_MAX で定義されています) におさまる場合は integer として評価されます。それ以外の場合は、すべて float として評価されます。

文字列の最初の部分により値が決まります。文字列が、 有効な数値データから始まる場合、この値が使用されます。その他の場合、 値は 0 (ゼロ) となります。有効な数値データは符号(オプション)の後に、 1 つ以上の数字 (オプションとして小数点を 1 つ含む)、 オプションと
して指数部が続きます。指数部は 'e' または 'E' の後に 1 つ以上の数字が続く形式です。
<?php
$foo = 1 + "10.5";              // $foo は float です (11.5)
$foo = 1 + "-1.3e3";            // $foo は float です (-1299)
$foo = 1 + "bob-1.3e3";         // $foo は integer です (1)
$foo = 1 + "bob3";              // $foo は integer です (1)
$foo = 1 + "10 Small Pigs";     // $foo は integer です (11)
$foo = 1 + "10 Little Piggies"; // $foo は integer です (11)
$foo = "10.0 pigs " + 1;        // $foo は integer です (11)
$foo = "10.0 pigs " + 1.0;      // $foo は float です (11)
?>

この変換に関する詳細は、Unix のマニュアルページで strtod(3) を参照ください。

本節の例を試したい場合、その例をカットアンドペーストしてから 動作を確認するために次の行を挿入してください。
<?php
echo "\$foo==$foo; type is " . gettype ($foo) . "<br />\n";
?>

(C 言語で行われるように) 数値に変換することで 一つの文字のコードを取得できると期待してはいけません。 文字と文字コードを相互に変換するには ord() および chr() 関数を使用してください。

配列
PHP の配列は、実際には順番付けられたマップです。マップは型の一種で、 値をキーに関連付けます。 この型は、いくつかの手法で最適化されます。このため、 実際の配列またはリスト (ベクトル)、(あるマップの実装である) ハッシュテーブル、ディレクトリ、コレクショ
ン、スタック、 キュー等として使用することが可能です。 PHP の配列には他の PHP 配列を値として保持することができるため、 非常に簡単にツリー構造を表現することが可能です。

これらのデータ構造に関する説明は本マニュアルの範囲外ですが、 これらの構造に各々に関する例を少なくとも一つ見付けることが可能です。 この分野は広範囲にまたがるので、 より詳細な情報については他の書籍を参照ください。

構文

array() で指定

配列 は、言語に組み込まれた array() で作成することが可能です。この構造は、 特定の数のカンマで区切られた key => value の組を引数とします。
array(  key =>  value
   , ...
   )
// key は、文字列または
// 非負の整数です。
// value に制約はありません.
   

<?php



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

$arr = array("foo" => "bar", 12 => true);

echo $arr["foo"]; // bar
echo $arr[12];    // 1
?>

key は、整数 または 文字列です。 あるキーが、整数の標準的な表現形式である場合、 そのように解釈されます (つまり、"8" は 8 として解釈されます。一方、 "08" は "08" として解釈されます)。 key に浮動小数点数値を指定すると、 その値は integer に切り詰められます。
PHP においては添字配列と連想配列の間に違いはなく、配列型は 1 つだけで、 整数または文字列のインデックスを使用することができます。

値には、PHP の全ての型を使用することができます。

注意:

配列に定義されていないキーへアクセスしたときの挙動は、 未定義の変数にアクセスしたときと同じです。 E_NOTICE メッセージが発行され、 返される結果は NULL となります。
<?php
$arr = array("somearray" => array(6 => 5, 13 => 9, "a" => 42));

echo $arr["somearray"][6];    // 5
echo $arr["somearray"][13];   // 9
echo $arr["somearray"]["a"];  // 42
?>

キーを省略した場合、整数添字の最大値が使用され、 新しいキーはその最大値 +1 となります。整数値は負の数とすることができ、 負の添字についても同様となります。例えば、最高時の添字が -6 の場合、次のキーは -5 となります。 整数添字がまだ存在しない場合、キーは
0 (ゼロ) となります。 値が既に代入されているキーを指定した場合、元の値は上書きされます。
<?php
// この配列は以下の配列と同じです ...
array(5 => 43, 32, 56, "b" => 12);

// この配列は上の配列と同じです
array(5 => 43, 6 => 32, 7 => 56, "b" => 12);
?>
警告

PHP 4.3.0 以降、上記のような添字生成動作は変更されました。 現在では、配列に追加する際に、その配列の最大添字が負である場合は 次の添字はゼロ (0) となります。 以前は、正の添字の場合と同様に新しい添字は最大添字に +1 したものにセットされていました。

キーとして TRUE を使用した場合、 整数型の 1 がキーとして解釈されます。 キーとして FALSE を使用した場合、 整数型の 0 がキーとして解釈されます。 キーとして NULL を使用した場合、 空の文字列として評価されます。キーとして空の文字列を使用すると、 空の文字列の
キーとその値を作成 (または上書き) します。 空の括弧を用いた場合と同じではありません。

配列またはオブジェクトをキーとして使用することはできません。 これを行なうと、warning: Illegal offset type が発生します。

角括弧構文で作成/修正

明示的に値を設定することにより、既存の配列を修正することも可能です。

これは、角括弧の中にキーを指定し、配列に値を代入することにより行います。 キーを省略することも可能です。この場合、空の角括弧 ("[]") の変数名として追加してください。
$arr[key] = value;
$arr[] = value;
// key は 文字列 または
// 非負の整数のどちらかです。
// value は何でもかまいません
   

$arr がまだ存在しない場合、作成されます。 配列を指定する別の手段でもあります。ある値を変更するには、 新しい値に値を代入します。特定のキー/値の組を削除したい場合には、 unset() を使用する必要があります。
<?php
$arr = array(5 => 1, 12 => 2);

$arr[] = 56;    // このスクリプトのこの位置に記述した場合、
                // $arr[13] = 56; と同じです

$arr["x"] = 42; // キー"x"の新しい要素を配列に追加します
                
unset($arr[5]); // 配列から要素を削除します

unset($arr);    // 配列全体を削除します
?>

注意:

上記のように、キーを省略して新規要素を追加する場合、 追加される数値添字は、使用されている添字の最大値 +1 になります。 まだ数値添字が存在しない場合は、添字は 0 (ゼロ) となります。

警告

PHP 4.3.0 以降、上記のような添字生成動作は変更されました。 現在では、配列に追加する際に、 その配列の最大添字が負である場合は次の添え字はゼロ (0) となります。 以前は、正の添字の場合と同様に新しい添字は最大添字に +1 したものがセットされまし
た。

次のキー生成において、オフセットとして使われる整数値 (添字の最大値) に対応するエントリーが、 必ずしも配列内に存在するわけではないことに注意してください。 しかし、その値は、多くの場合、 配列にある整数のキー値の最大値と等しいはずです。以下に例
を示します。
<?php
// 簡単な配列を生成します。
$array = array(1, 2, 3, 4, 5);
print_r($array);

// 全てのアイテムを削除しますが、配列自体は削除しないでおきます。
foreach ($array as $i => $value) {
    unset($array[$i]);
}
print_r($array);

// アイテムを追加します(新しい添え字は0ではなく
// 5となることに注意)
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$array[] = 6;
print_r($array);

// 添え字を振りなおします。
$array = array_values($array);
$array[] = 7;
print_r($array);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => 1
    [1] => 2
    [2] => 3
    [3] => 4
    [4] => 5
)
Array
(
)
Array
(
    [5] => 6
)
Array
(
    [0] => 6
    [1] => 7
)

有用な関数

配列で使用する便利な関数がたくさんあります。 配列関数 の節を参照ください。

注意:

unset()関数は配列のキーを削除することが出来ます。 ただし、これによってインデックスの再構築が行われるわけではないことに 注意してください。 "通常の整数添字" (0 から始まり、1 つずつ増加) のみを使用している場合、 array_values() を用いてインデックス
を再構築することができます。
<?php
$a = array(1 => 'one', 2 => 'two', 3 => 'three');
unset($a[2]);
/* これにより配列は以下の様に定義されます。
   $a = array(1 => 'one', 3 => 'three');
   以下ではありません：
   $a = array(1 => 'one', 2 =>'three');
*/

$b = array_values($a);
// $b は、array(0 => 'one', 1 =>'three')となります
?>

配列専用の制御構造として foreach があります。 この構造は、配列の要素に簡単に連続的にアクセスする手段を提供します。

配列ですべきこととしてはならないこと

なぜ、$foo[bar] は使用できないのか?

連想配列の添字の前後は常に引用符で括る必要があります。 例えば、$foo[bar] ではなく $foo['bar'] を使用してください。 しかし、$foo[bar] はなぜ誤りなのでしょうか? 古いスクリプトで次のような構文を見たことがあるかもしれません。
<?php
$foo[bar] = 'enemy';
echo $foo[bar];
// etc
?>

これは間違っていますが、動作します。では、なぜ間違っているのでしょう? その理由は、このコードには文字列 ('bar' - 引用符で括られている) ではなく未定義の定数 (bar) が使用されており、PHP が同じ名前の定数を不幸にして同じコードの中に定義する可能性があるためで
す。 下位互換性の維持のため、未定義の定数は同じ名前の文字列に自動的に変換されます。 そのため、このコードは動作します。 例えば、bar という名前の定義されていない定数があるとすると、 PHP は 'bar' という文字列でそれを置換して使用します。

注意: これは、添字を常にクォートするという意味ではありません。 定数や 変数 を添字として使う際には、クォートしてしまうと PHP はそれを解釈できなくなってしまいます。
<?php
error_reporting(E_ALL);
ini_set('display_errors', true);
ini_set('html_errors', false);
// 単純な配列
$array = array(1, 2);
$count = count($array);
for ($i = 0; $i < $count; $i++) {
    echo "\nChecking $i: \n";
    echo "Bad: " . $array['$i'] . "\n";
    echo "Good: " . $array[$i] . "\n";
    echo "Bad: {$array['$i']}\n";
    echo "Good: {$array[$i]}\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Checking 0: 
Notice: Undefined index:  $i in /path/to/script.html on line 9
Bad: 
Good: 1
Notice: Undefined index:  $i in /path/to/script.html on line 11
Bad: 
Good: 1

Checking 1: 
Notice: Undefined index:  $i in /path/to/script.html on line 9
Bad: 
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Good: 2
Notice: Undefined index:  $i in /path/to/script.html on line 11
Bad: 
Good: 2

この具体例を以下に示します。
<?php
// エラーを全て表示するよう設定
error_reporting(E_ALL);

$arr = array('fruit' => 'apple', 'veggie' => 'carrot');

// 正しい
print $arr['fruit'];  // apple
print $arr['veggie']; // carrot

// 間違い。これは動作しますが、未定義の定数fruitを使用しているため、
// 同時にE_NOTICEレベルのPHPエラーを発生します
//
// Notice: Use of undefined constant fruit - assumed 'fruit' in...
print $arr[fruit];    // apple

// 検証のため、定数を定義してみましょう。
// fruitという名前の定数に値'veggie'を代入します。
define('fruit', 'veggie');

// ここでは、出力が異なることに注意してください。
print $arr['fruit'];  // apple
print $arr[fruit];    // carrot

// 以下は文字列の中であるためOKです。定数は、文字列の中では解釈されな
// いため、E_NOTICEエラーはここでは発生しません。
print "Hello $arr[fruit]";      // Hello apple

// 例外が１つあり、文字列の中で波括弧で配列を括った場合には、
// 定数が解釈されます
print "Hello {$arr[fruit]}";    // Hello carrot
print "Hello {$arr['fruit']}";  // Hello apple

// これは動作せず、以下のようなパースエラーを発生します:
// Parse error: parse error, expecting T_STRING' or T_VARIABLE' or T_NUM_STRING'
// 文字列の中でスーパーグローバルを使用した場合も無論同様です。
print "Hello $arr['fruit']";
print "Hello $_GET['foo']";

// 文字列結合で同じことをすることもできます。
print "Hello " . $arr['fruit']; // Hello apple
?>

error_reporting() で (E_ALL を指定する等により) E_NOTICE レベルのエラー出力を有効にした場合、 上記のエラーが出力されます。 デフォルトでは、 error_reporting はこれらを表示しない設定になっています。

構文の節に記述したように、角括弧 ('[' および ']') の間には、式がなければなりません。これは、 次のように書くことが可能であることを意味します。
<?php
echo $arr[somefunc($bar)];
?>

これは、関数の戻り値を配列の添字として使用する例です。PHP は定数についても認識します。以下のような E_* の使用例を見たことがあるかもしれません。
<?php
$error_descriptions[E_ERROR]   = "A fatal error has occured";
$error_descriptions[E_WARNING] = "PHP issued a warning";
$error_descriptions[E_NOTICE]  = "This is just an informal notice";
?>

最初の例の bar と全く同様に E_ERROR も有効な添字であることに注意してください。 しかし、実際には最後の例は次のように書くことと同じです。
<?php
$error_descriptions[1] = "A fatal error has occured";
$error_descriptions[2] = "PHP issued a warning";
$error_descriptions[8] = "This is just an informal notice";
?>

これは、E_ERROR が 1 と等しいこと等によります。

では、なぜ $foo[bar] は動作することが可能なのでしょう? それは、bar が定数式であることを 期待される構文で使用されているためです。しかし、この場合、 bar という名前の定数は存在しません。PHP は、 この場合、あなたが文字列"bar" のようにリテラル bar を指定した
が引用符を忘れたと仮定します。

では、なぜ間違っているのでしょう?

将来的に、PHP 開発チームが他の定数またはキーワードを追加したいと思うかもしれず、 問題となる可能性があります。例えば、現在でも、 単語 empty および defaultを使用することはできません。 これは、これらが特別な 予約済みのキーワードであるためです。

注意: 二重引用符で括られた文字列の中では 引用符で配列の添字を括らないことができ、このため、 "$foo[bar]" は有効です。 この理由の詳細については、上記の例や 文字列中での変数のパースを参照してください。

配列への変換

integer, float, string, boolean, resourceのいずれの型においても、 array に変換する場合、 最初のスカラー値が割り当てられている一つの要素 (添字は 0) を持つ配列を得ることになります。

objectを配列にする場合には、配列の要素として オブジェクトの属性 (メンバ変数) を持つ配列を得ることになります。 添字はメンバ変数名となりますが、いくつか注意すべき例外があります。 整数のプロパティはアクセス不能になります。 private 変数の場合、変数名の頭に
クラス名がつきます。また、 protected 変数の場合は、変数名の頭に '*' がつきます。 このとき、頭に追加される値の前後に null バイトがついてきます。 その結果、予期せぬ振る舞いをすることがあります。
<?php

class A {
    private $A; // これは '\0A\0A' となります
}

class B extends A {
    private $A; // これは '\0B\0A' となります
    public $AA; // これは 'AA' となります



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

}

var_dump((array) new B());
?>

上の例では 'AA' というキーがふたつあるように見えますが、 そのうちひとつは、実際は '\0A\0A' ということになります。

NULL を配列に変換すると、空の配列を得ます。

比較

array_diff() と 配列演算子 を用いると、配列を比較することができます。

例

PHP の配列型は、いろいろな使い方ができます。配列の強力な機能を示すため、 ここでいくつかの例を紹介します。
<?php
// これは、
$a = array( 'color' => 'red',
            'taste' => 'sweet',
            'shape' => 'round',
            'name'  => 'apple',
            4        // キーは0になります
          );

$b = array('a', 'b', 'c');

// は、完全にこれと同じです。
$a = array();
$a['color'] = 'red';
$a['taste'] = 'sweet';
$a['shape'] = 'round';
$a['name']  = 'apple';
$a[]        = 4;        // キーは0になります
$b = array();
$b[] = 'a';
$b[] = 'b';
$b[] = 'c';

// 上のコードを実行すると、$a は次のような配列
// array('color' => 'red', 'taste' => 'sweet', 'shape' => 'round', 
// 'name' => 'apple', 0 => 4) となり、$b は
// array(0 => 'a', 1 => 'b', 2 => 'c') あるいは単に array('a', 'b', 'c') となります
?>

例1 array() の使用例
<?php
// マップを行う配列
$map = array( 'version'    => 4,
              'OS'         => 'Linux',
              'lang'       => 'english',
              'short_tags' => true
            );
            
// 数値キーのみを有する
$array = array( 7,
                8,
                0,
                156,
                -10
              );
// これは、array( 0 => 7, 1 => 8, ...) と同じです
$switching = array(         10, // key = 0
                    5    =>  6,
                    3    =>  7, 
                    'a'  =>  4,
                            11, // key = 6 (最大の添字は5です)
                    '8'  =>  2, // key = 8 (整数!)
                    '02' => 77, // key = '02'
                    0    => 12  // 値10は12で上書きされます
                  );
                  
// 空の配列
$empty = array();         
?>

例2 コレクション
<?php
$colors = array('red', 'blue', 'green', 'yellow');

foreach ($colors as $color) {
    echo "Do you like $color?\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Do you like red?
Do you like blue?
Do you like green?
Do you like yellow?

PHP 5 以降では、配列を参照渡しすることでその値を直接変更できるようになりました。 それ以前のバージョンでは、以下のような回避策が必要です。

例3 コレクション
<?php
// PHP 5
foreach ($colors as &$color) {
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    $color = strtoupper($color);
}
unset($color); /* これ以降の $color への書き込みが
配列の要素を書き換えてしまわないことを保証する */

// 旧バージョンでの回避策
foreach ($colors as $key => $color) {
    $colors[$key] = strtoupper($color);
}

print_r($colors);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => RED
    [1] => BLUE
    [2] => GREEN
    [3] => YELLOW
)

この例は、1 から始まる配列を作成します。

例4 1 から始まる添字
<?php
$firstquarter  = array(1 => 'January', 'February', 'March');
print_r($firstquarter);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array 
(
    [1] => 'January'
    [2] => 'February'
    [3] => 'March'
)

例5 配列に代入する
<?php
// ディレクトリから全てのアイテムを配列に代入する
$handle = opendir('.');
while (false !== ($file = readdir($handle))) {
    $files[] = $file;
}
closedir($handle); 
?>

配列には順番が付けられます。異なったソート関数を用いて順番を変更することも可能です。 より詳細な情報については、配列関数 を参照ください。 count() 関数を使用することで、 配列の要素数を数えることが可能です。

例6 配列のソート
<?php
sort($files);
print_r($files);
?>

配列の値は何でも良いため、その値を他の配列とすることも可能です。 これにより、再帰的な配列や多次元の配列を作成することが可能です。

例7 再帰および多次元配列
<?php
$fruits = array ( "fruits"  => array ( "a" => "orange",
                                       "b" => "banana",
                                       "c" => "apple"
                                     ),
                  "numbers" => array ( 1,
                                       2,
                                       3,
                                       4,
                                       5,
                                       6
                                     ),
                  "holes"   => array (      "first",
                                       5 => "second",
                                            "third"
                                     )
                );

// 上の配列の内容を取得するための例
echo $fruits["holes"][5];    // "second" を表示します
echo $fruits["fruits"]["a"]; // "orange" を表示します
unset($fruits["holes"][0]);  // "first"  を削除します

// 新しい多次元配列を作成します
$juices["apple"]["green"] = "good"; 
?>

配列への代入においては、常に値がコピーされることに注意してください。 配列をリファレンスでコピーする場合には、 リファレンス演算子を使う必要があります。
<?php
$arr1 = array(2, 3);
$arr2 = $arr1;
$arr2[] = 4; // $arr2 が変更されます。
             // $arr1 は array(2,3) のままです。
             
$arr3 = &$arr1;
$arr3[] = 4; // $arr1 と $arr3 は同じ内容になります。
?>
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オブジェクト
オブジェクトの初期化

オブジェクトを初期化するためには、new 命令によりオブジェクトのインスタンスを変数に作成します。
<?php
class foo
{
    function do_foo()
    {
        echo "foo を実行します。";
    }
}

$bar = new foo;
$bar->do_foo();
?>

詳細な事項については、 クラスおよびオブジェクト に関するセクションを参照ください。

オブジェクトへの変換

オブジェクトがオブジェクトに変換される場合、それは修正されません。 他の型の値がオブジェクトに変換される場合、ビルトインクラスである stdClass の新しいインスタンスが生成されます。 値が null の場合、新しいインスタンスは空となります。 配列がオブジェクトに
変換される場合、配列のキーがプロパティ名となり、 配列の値がプロパティの値となります。他の値の場合、 scalar という名前のメンバ変数が値を格納します。
<?php
$obj = (object) 'ciao';
echo $obj->scalar;  // 'ciao' を出力します
?>

リソース
リソースは特別な変数であり、外部リソースへのリファレンスを保持しています。 います。リソースは、特別な関数により作成され、使用されます。 これらの関数および対応する全てのリソース型の一覧については、 付録 を参照ください。

注意: リソース型は、PHP 4 で導入されました。

get_resource_type() も参照ください。

リソースへの変換

リソース型は、オープンされたファイル、データベース接続、 イメージキャンバスエリアのような特殊なハンドルを保持するため、 他の値をリソースに変換することはできません。

リソースの開放

PHP 4 の Zend エンジンに導入されたリファレンスカウンティングシステムのおかげで、 あるリソースがもう参照されなくなった場合に (Java と全く同様に)、 そのリソースは自動的に削除されます。この場合、このリソースが作成した 全てのリソースは、ガベージコレクタに
より開放されます。 このため、free_result 関数を用いて手動でメモリを開放する必要が生じるのはまれです。

注意: 持続的データベース接続は特別で、ガベージコレクタにより破棄されません。 持続的接続 も参照ください。

NULL
特別な NULL 値は、ある変数が値を持たないことを表します。NULL は、NULL 型の唯一の値です。

注意: NULL 型は、PHP 4 で導入されました。

変数は、以下の場合に NULL とみなされます。

定数 NULL が代入されている場合。

まだ値が何も代入されていない場合。

unset() されている場合。

構文

NULL 型の値は一つだけで、 大文字小文字を区別しないキーワード NULLです。
<?php
$var = NULL;       
?>

is_null() および unset() も参照ください。

NULL へのキャスト

変数を null にキャストすると、 その変数を削除して値の設定を解除します。
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本ドキュメントにおける疑似的な型および変数
mixed

mixed は、引数に多様な型 (全てである必要はない) を使うことができることを示します。

例えば gettype() 関数は全ての PHP の型を受け入れるのに対し、 str_replace() は文字列と配列のみを受け入れます。

number

number は引数が integer または float のどちらでもよいことを示します。

callback

call_user_func() や usort() 等の関数は、ユーザが定義するコールバック関数を引数として受け入れます。 コールバック関数は、単純な関数だけでなく、オブジェクトのメソッド あるいはクラスの静的メソッドであってもかまいません。

PHP 関数はその名前を単に文字列として渡されます。 どのようなビルトインまたはユーザ定義の関数も渡すことができます。 ただし、 array(), echo(), empty(), eval(), exit(), isset(), list(), print() あるいは unset() はコールバックとしては使用できないことに注意しましょ
う。

オブジェクトのインスタンスを渡すための方法の 1 つは、 オブジェクトを 0 番目の要素、 メソッド名を 1 番目の要素として含む配列を渡すことです。

静的なクラスメソッドの場合、 0 番目の要素としてオブジェクトを渡す代わりにクラス名を渡すことにより、 オブジェクトのインスタンスを作成せずに渡すことができます。

一般的なユーザ定義関数とは異なり、create_function() では無名コールバック関数を作成することができます。PHP 5.3.0 以降は、 クロージャ を callback パラメータに渡せるようになりました。

例1 コールバック関数の例
<?php 

// コールバック関数の例
function my_callback_function() {
    echo 'hello world!';
}

// コールバックメソッドの例
class MyClass {
    static function myCallbackMethod() {
        echo 'Hello World!';
    }
}

// タイプ 1: 単純なコールバック
call_user_func('my_callback_function'); 

// タイプ 2: 静的クラスメソッドのコール
call_user_func(array('MyClass', 'myCallbackMethod')); 

// タイプ 3: オブジェクトメソッドのコール
$obj = new MyClass();
call_user_func(array($obj, 'myCallbackMethod'));

// タイプ 4: 静的クラスメソッドのコール (PHP 5.2.3 以降)
call_user_func('MyClass::myCallbackMethod');

// タイプ 5: 相対指定による静的クラスメソッドのコール (PHP 5.3.0 以降)
class A {
    public static function who() {
        echo "A\n";
    }
}

class B extends A {
    public static function who() {
        echo "B\n";
    }
}

call_user_func(array('B', 'parent::who')); // A
?>

例2 クロージャを使用するコールバックの例
<?php
// クロージャ
$double = function($a) {
    return $a * 2;
};

// 数値の範囲
$numbers = range(1, 5);

// ここでクロージャをコールバックとして使用し、
// 指定した範囲の各要素の 2 倍の値を計算します
$new_numbers = array_map($double, $numbers);

print implode(' ', $new_numbers);
?>

上の例の出力は以下となります。
2 4 6 8 10

注意: PHP4 では、実際のオブジェクトを指すコールバックを作成するには 参照を使用する必要があります。そのコピーを使用してはいけません。 詳細は 参照についての説明 を参照ください。

注意:
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call_user_func() や call_user_func_array() で登録されたコールバックは、 前のコールバックからスローされた例外がキャッチされていない場合はコールされません。

void

返り値の型が void である場合は、 返り値に意味がないことを表します。パラメータ一覧で void が使用されている場合は、 その関数がパラメータを受け付けないことを表します。

...

関数のプロトタイプ宣言における $... は、 …など を表します。 この変数名を用いるのは、たとえば任意の数の引数を取りうる関数などです。

型の相互変換
PHP は、変数定義時に明示的な型定義を必要と(または、サポート) しません。ある変数の型は、その変数が使用される文により定義されます。 これは、ある文字列を変数 var に代入した場合には、 var は文字列になることを意味しています。 ある整数値を var に代入した場合
には、 その変数は整数になります。

PHP の自動型変換の例の一つは、加算演算子 '+' です。 オペランドのどれかが float の場合、全てのオペランドは float として評価され、結果は float になります。 その他の場合、オペランドは整数として解釈され、結果も整数になります。 この自動型変換は、 オペランド自体
の型を変更するものではないということに注意してください。 変わるのは、オペランドがどのように評価されるかだけです。
<?php
$foo = "0";  // $foo は文字列です (ASCII 48)
$foo += 2;   // ここでは、$foo は整数です (2)
$foo = $foo + 1.3;  // ここでは、$foo はfloatです (3.3)
$foo = 5 + "10 Little Piggies"; // $foo は整数です (15)
$foo = 5 + "10 Small Pigs";     // $foo は整数です (15)
?>

最後の二つの例が奇妙に思える場合には、 文字列変換 を参照ください。

ある変数を強制的にある特定の型として評価させたい場合には、 型キャスト のセクションを参照ください。ある変数の型を変更したい場合には、 settype() を参照してください。

本節の例をテストしたい場合には、 var_dump() を使用することが可能です。

注意:

配列への自動変換の動作は現時点で定義されていません。

また、PHP では配列の添字と同じ構文を使用した文字列へのアクセスをサポートしているので、 次の例はあらゆるバージョンの PHP で成立します。
<?php
$a    = 'car'; // $a は文字列です
$a[0] = 'b';   // $a はここでも文字列です
echo $a;       // bar
?>

詳細は、 文字として文字列をアクセスするというセクションを参照してください。

型キャスト

PHP の型キャストは、C 言語と同様に動作します。つまり、 変換しようとする型を括弧で括り、キャストする変数の前に置きます。
<?php
$foo = 10;   // $foo は整数です
$bar = (boolean) $foo;   // $bar はbooleanです
?>

使用可能なキャストを以下に示します。

(int), (integer) - 整数へのキャスト
(bool), (boolean) - 論理値へのキャスト
(float), (double), (real) - float へのキャスト
(string) - 文字列へのキャスト
(array) - 配列へのキャスト
(object) - オブジェクトへのキャスト
(unset) - NULL へのキャスト (PHP 5)

(binary) によるキャストや b プレフィックスのサポートは、PHP 5.2.1 で追加されました。

括弧の中でタブとスペースを使用することができることに注意してください。 したがって、次の文は機能的に等価です。
<?php
$foo = (int) $bar;
$foo = ( int ) $bar;
?>

リテラル文字列や変数を、バイナリ文字列にキャストします。
<?php
$binary = (binary) $string;
$binary = b"binary string";
?>

注意:
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ある変数を文字列にキャストする代わりに、 二重引用符で括ることもできます。
<?php
$foo = 10;            // $foo は整数です
$str = "$foo";        // $str は文字列です
$fst = (string) $foo; // $fst も文字列です

// これは、"they are the same"を出力します
if ($fst === $str) {
    echo "they are the same";
}
?>

型の間でキャストを行う際の動作は、必ずしも明確ではありません。 詳細については、以下の節を参照ください。

論理値への変換
整数への変換
浮動小数点数への変換
文字列への変換
配列への変換
オブジェクトへの変換
リソース型への変換
NULL への変換
型の比較表

変数
目次

基本的な事
定義済みの変数
変数のスコープ
可変変数
外部から来る変数

基本的な事
PHP の変数はドル記号の後に変数名が続く形式で表されます。 変数名は大文字小文字を区別します。

変数名は、PHPの他のラベルと同じルールに従います。 有効な変数名は文字またはアンダースコアから始まり、任意の数の文字、 数字、アンダースコアが続きます。正規表現によれば、これは次の ように表現することができます。 '[a-zA-Z_\x7f-\xff][a-zA-Z0-9_\x7f-
\xff]*'

注意: ここで言うところの文字とはa-z、A-Z、127から255まで (0x7f-0xff)のバイトを意味します。

注意: $this は特別な変数であり、ここに代入することはできません。

ヒント

ユーザレベルでの命名の手引き も参照ください。

変数関連の関数に関する情報については、 変数関数リファレンス を参照ください。
$var = 'Bob';
$Var = 'Joe';
echo "$var, $Var";      // "Bob, Joe"を出力します。

$4site = 'not yet';     // 無効：数字で始まっている。
$_4site = 'not yet';    // 有効：アンダースコアで始まっている。
$täyte = 'mansikka';    // 有効：'ä' はアスキーコード228です。

デフォルトでは、変数に代入されるのは常にその値です。 これは、つまり、ある変数にある式を代入する際、元の式の 値全体がコピーされる側の変数にコピーされるということです。 これは、例えば、ある変数の値を他の変数に代入した後で、 これらの変数の1つを変更しても
他の変数には影響を与えないという ことを意味します。この種の代入に関するより詳細な情報については、 式 を参照ください。

PHP には、変数に値の代入を行う別の方法も存在します。それは、 参照による代入 です。 この場合、新規の変数は元の変数を参照するだけです。 (言いかえると、元の変数の"エイリアスを作る"または元の変数を"指す") 新規の変数への代入は、元の変数に影響し、その逆も同様
となります。

参照により代入を行うには、代入する変数(ソース変数)の先頭に アンパサンドを加えます。たとえば、次の簡単なコードは 'My name is Bob'を二度出力します。
<?php
$foo = 'Bob';              // 値'Bob'を$fooに代入する。
$bar = &$foo;              // $fooを$barにより参照
$bar = "My name is $bar";  // $barを変更...
echo $bar;
echo $foo;                 // $fooも変更される。
?>

注意すべき重要な点として、名前のある変数のみが参照により代入できる ということがあります。
<?php
$foo = 25;
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$bar = &$foo;      // これは有効な代入です。
$bar = &(24 * 7);  // 無効です。名前のない式を参照しています。
function test() {
   return 25;
}

$bar = &test();    // 無効。
?>

PHP では変数を初期化する必要はありませんが、そのようにするのはとてもよいことです。 初期化されていない変数の値は、状況に応じたその型のデフォルト値 - boolean なら FALSE、integer や float ならゼロ、 文字列 (echo() で使う場合など) なら空の文字列、配列なら空
の配列となります。

例1 初期化されていない変数のデフォルト値
<?php
// 設定も参照もされていない (使用中のコンテキストではない) 変数は NULL となります
var_dump($unset_var);

// boolean として使用すると、出力は 'false' となります (この構文の詳細は三項演算子を参照ください)
echo($unset_bool ? "true\n" : "false\n");

// 文字列として使用すると、出力は 'string(3) "abc"' となります
$unset_str .= 'abc';
var_dump($unset_str);

// integer として使用すると、出力は 'int(25)' となります
$unset_int += 25; // 0 + 25 => 25
var_dump($unset_int);

// float/double として使用すると、出力は 'float(1.25)' となります
$unset_float += 1.25;
var_dump($unset_float);

// 配列として使用すると、出力は array(1) {  [3]=>  string(3) "def" } となります
$unset_arr[3] = "def"; // array() + array(3 => "def") => array(3 => "def")
var_dump($unset_arr);

// オブジェクトとして使用し、新しい stdClass オブジェクト (http://www.php.net/manual/ja/reserved.classes.php を参照ください)
// を作成すると、出力は object(stdClass)#1 (1) {  ["foo"]=>  string(3) "bar" } となります
$unset_obj->foo = 'bar';
var_dump($unset_obj);
?>

初期化されていない変数のデフォルト値に依存すると、そのファイルを include している別のファイルで同名の変数が使用されていた場合などに 問題を起こします。また、register_globals が on の場合には重大なセキュリティリスク を抱えることになります。初期化されてい
ない変数を使用すると、 E_NOTICE レベルのエラーが発生します。 しかし、初期化されていない配列に要素を追加する場合はエラーにはなりません。 変数が初期化されているかどうかの判断には、isset() を使用します。

定義済みの変数
PHPは、実行する全てのスクリプトに定義済みの多くの変数を 提供します。しかし、これらの変数の多くは、 実行するサーバーの種類、サーバーのバージョンおよび設定、 その他の要素に依存しており、完全に記述することはできません。 これらの変数のいくつかは、PHPを
コマンドライン で実行した場合には利用できません。 これらの変数の一覧については、 予約済みの定義済みの変数 のセクションを参照してください。

警告

PHP 4.2.0以降では、PHPディレクティブ register_globalsの デフォルト値がoffに変更されています。 これは、PHPにおける大きな変更です。 register_globalsをoffにすると、 グローバルスコープに定義済みの変数に影響を与えます。 例えば、DOCUMENT_ROOTを取得する
には、 $DOCUMENT_ROOTのかわりに $_SERVER['DOCUMENT_ROOT']を使用することに なります。また、URL http://www.example.com/test.php?id=3 から $idの代わりに$_GET['id']、 $HOMEのかわりに$_ENV['HOME']を 使用します。

この変更に関する情報については、 register_globalsに関する設定 エントリ、セキュリティに関する章の register_globalsの使用、 また、» 4.1.0および » 4.2.0の Release Announcementsを参照してください。

スーパーグローバル 配列のようなPHPの予約済みの定義済み変数を使用することが 推奨されます。

バージョン4.1.0以降、PHPに(使用する場合)Webサーバ、環境変数、 ユーザ入力からの変数を値とする定義済みの配列が追加されています。 これらの新しいは配列は、自動グローバル、すなわち、自動的に全ての スコープで利用可能です。このため、これらは "スーパーグロー
バル" といわれることもあります。 (PHPには、ユーザ定義のスーパーグローバルという機構はありません。) スーパーグローバルのリストを以下に示します。 しかし、これらの内容のリストおよび定義済みのPHP変数とそれらの特性に 関する更なる議論については、 定義済みの
予約変数の セクションを参照してください。 より古い定義済みの変数($HTTP_*_VARS)もまだ 存在します。 PHP 5.0.0 以降、PHP の長い 定義済みの変数 配列は register_long_arrays ディレクティブにより無効にすることができます。

注意: 可変変数

可変変数として スーパーグローバルを使うことはできません。

注意:

スーパーグローバルと HTTP_*_VARS は同時に存在させることができますが、 お互い同一ではありません。つまり、一方を変更してももう一方はそのままです。

variables_orderに ある変数が設定されていない場合、これらに対応するPHPの定義済み 変数も空のままとなります。

変数のスコープ
変数のスコープは、その変数が定義されたコンテキストです。ほとんどの PHP 変数は、スコープを1つだけ有しています。このスコープの範囲は、 includeやrequireにより読みこまれたファイルも含みます。例えば、
<?php
$a = 1;
include 'b.inc';
?>

この例で、変数$aはインクルードされた b.inc スクリプトの中でも利用可能です。しかし、 ユーザー定義の関数の中では変数の有効範囲はローカル関数の中となりま す。関数の中で使用された変数はデフォルトで有効範囲が関数内部に制限 されます。例えば、
<?php
$a = 1; /* グローバルスコープ */ 

http://www.php.net/releases/4_1_0.php
http://www.php.net/releases/4_2_0.php
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function test()
{ 
    echo $a; /* ローカルスコープ変数の参照 */ 
} 

test();
?>

このスクリプトは、出力を全く行いません。これは、echo 命令がローカ ル版の $a 変数を参照しているにもかかわらず、こ のスコープでは値が代入されていないからです。この動作は、特にローカ ルな定義で上書きしない限りグローバル変数が自動的に関数で使用可能で ある
C 言語と少々異なっていると気がつかれるかもしれません。C言語の ような場合、グローバル変数を不注意で変更してしまうという問題を生じ る可能性があります。PHP では、グローバル変数は、関数の内部で使用す る場合、関数の内部でグローバルとして宣言する必要があり
ます。

global キーワード

まず、globalの使用例を示します。

例1 global の使用
<?php
$a = 1;
$b = 2;

function Sum() 
{
    global $a, $b;

    $b = $a + $b;
} 

Sum();
echo $b;
?>

上のスクリプトは、3 を出力します。関数の内部で $a、$b をグローバル宣言を行うことにより、両変数への参照は、グローバル変数 の方を参照することになります。ある関数により操作できるグローバル変 数の数は無制限です。

グローバルスコープから変数をアクセスする2番目の方法は、PHPが定義す る配列$GLOBALSを使用することです。先の例は、次 のように書き換えることができます。

例2 globalのかわりに$GLOBALSを使用する
<?php
$a = 1;
$b = 2;

function Sum() 
{
    $GLOBALS['b'] = $GLOBALS['a'] + $GLOBALS['b'];
} 

Sum();
echo $b;
?>

配列$GLOBALSは連想配列であり、グローバル変数の 名前がキー、その変数の内容が配列要素の値となっています。 $GLOBALS は スーパーグローバル であるため、$GLOBALSは全てのスコープに存在します。 以下にスーパーグローバルの効果を示す例を示します。

例3 スーパーグローバルとスコープの例
<?php
function test_global()
{
    // ほとんどの定義済み変数は"スーパー"ではなく、関数内の
    // ローカルスコープで有効とするには'global'をコールする必要があります。
    global $HTTP_POST_VARS;
    
    echo $HTTP_POST_VARS['name'];
    
    // スーパーグローバルはどのスコープでも有効であり
    // 'global'をコールする必要がありません。
    // スーパーグローバルはPHP4.1.0以降で利用できます。
    // HTTP_POST_VARS は今や非推奨とされています。
    echo $_POST['name'];
}
?>

静的変数の使用

変数のスコープに関する別の重要な機能は、静的 (static) 変数です。静的変数はローカル関数スコープのみに 存在しますが、プログラム実行がこのスコープの外で行われるようになっ てもその値を失わないません。次の例を見てください。

例4 静的変数が必要な場面の例
<?php
function test()
{
    $a = 0;
    echo $a;
    $a++;
}
?>

この関数は、コールされる度に$aを 0にセットし、0 を出力するのでほとん ど役にたちません。変数を1増やす $a++ は、関数から外に出ると変数 $aが消えてしまうために目的を達成しません。現在 のカウントの追跡ができるようにカウント関数を使用できるようにするた め
には、変数$aをstaticとして宣言します。

例5 静的変数の使用例
<?php
function test()
{
    static $a = 0;
    echo $a;
    $a++;
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}
?>

こうすると、$a は関数が最初にコールされたときにのみ初期化され、 test() 関数がコールされるたびに $a の値を出力してその値を増加させます。

static変数は、再帰関数を実現する1つの手段としても使用されます。再帰 関数は、自分自身をコールする関数です。再帰関数を書くときには、無限 に再帰を行う可能性があるため、注意する必要があります。適当な方法に より再帰を確実に終了させる必要があります。次の簡
単な関数は、中止す るタイミングを知るためにstatic変数$countを用いて、 10 回まで再帰を行います。

例6 再帰関数での静的変数の使用
<?php
function test()
{
    static $count = 0;

    $count++;
    echo $count;
    if ($count < 10) {
        test();
    }
    $count--;
}
?>

注意:

静的変数は、上の例に見られるような方法で宣言されます。 式の結果を静的変数に代入しようとすると、パースエラーが 発生します。

例7 静的変数の宣言
<?php
function foo(){
    static $int = 0;          // 正しい
    static $int = 1+2;        // 間違い（式を代入しています）
    static $int = sqrt(121);  // 間違い（同じく式を代入しています）
    $int++;
    echo $int;
}
?>

注意:

静的な宣言は、コンパイル時に解決されます。

グローバル変数と静的変数のリファレンス

PHP4を駆動するZend Engine 1では、 リファレンス変数の修正子 static および global を実装しています。 例えば、関数スコープ内にglobal 命令により実際にインポートされた真のグローバル変数は、 実際にグローバル変数へのリファレンスを作成します。 これにより、以下
の例が示すように予測できない動作を引き起こす可能性 があります。
<?php
function test_global_ref() {
    global $obj;
    $obj = &new stdclass;
}

function test_global_noref() {
    global $obj;
    $obj = new stdclass;
}

test_global_ref();
var_dump($obj);
test_global_noref();
var_dump($obj);
?>

上の例の出力は以下となります。

NULL
object(stdClass)(0) {
}

類似の動作がstatic命令にも適用されます。 リファレンスは静的に保存することができません。
<?php
function &get_instance_ref() {
    static $obj;

    echo 'Static object: ';
    var_dump($obj);
    if (!isset($obj)) {
        // Assign a reference to the static variable
        $obj = &new stdclass;
    }
    $obj->property++;
    return $obj;
}

function &get_instance_noref() {
    static $obj;

    echo 'Static object: ';
    var_dump($obj);
    if (!isset($obj)) {
        // Assign the object to the static variable
        $obj = new stdclass;
    }
    $obj->property++;
    return $obj;
}
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$obj1 = get_instance_ref();
$still_obj1 = get_instance_ref();
echo "\n";
$obj2 = get_instance_noref();
$still_obj2 = get_instance_noref();
?>

この例を実行すると以下の出力となります。

Static object: NULL
Static object: NULL

Static object: NULL
Static object: object(stdClass)(1) {
["property"]=>
int(1)
}

この例は、static変数にリファレンスを代入した時に &get_instance_ref()関数を2回目に コールした際に保持されていないことを示しています。

可変変数
変数名を可変にできると便利なことが時々あります。可変変数では、変数 名を動的にセットし使用できます。通常の変数は、次のような命令でセッ トします。
<?php
$a = 'hello';
?>

可変変数は、変数の値をとり、変数の名前として扱います。上の例では、 hello は、ドル記号を二つ使用することにより、 変数の名前として使用することができます。つまり、
<?php
$$a = 'world';
?>

ここまでで、二つの変数が定義され、PHP シンボルツリーに定義されてい ます。これらは、"hello" を値とする$aと "world" を値とする$helloです。そこで、次の命令
<?php
echo "$a ${$a}";
?>

の出力は、次の命令と全く同じとなります。
<?php
echo "$a $hello";
?>

すなわち、両方共、hello worldを出 力します。

可変変数を配列で使用する際には、曖昧さの問題を解決する必要がありま す。つまり、$$a[1]と書いた場合、 $a[1]を変数として使用したいのか、 $$aを変数とし [1] を変数の添え字としたいのかを、 パーサが知る必要があるのです。この曖昧さを解決するには、前者では
${$a[1]}とし、後者では ${$a}[1]とする構文を用います。

クラスのプロパティには、可変プロパティ名でアクセスすることができます。 可変プロパティ名の解決は、呼び出し元のスコープで行われます。 たとえば $foo->$bar のようにするとローカルスコープで $bar を調べ、その値を $foo のプロパティ名として使います。 $bar が
配列へのアクセスであっても同じです。

例1 Variable function example

<?php
class foo {
    var $bar = 'I am bar.';
}

$foo = new foo();
$bar = 'bar';
$baz = array('foo', 'bar', 'baz', 'quux');
echo $foo->$bar . "\n";
echo $foo->$baz[1] . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。

I am bar.
I am bar.

警告

関数やクラスメソッドの内部で、可変変数と PHP の スーパーグローバル配列 とを組み合わせては使用できないということに注意してください。 $this も特別な変数であり、 動的に参照することはできません。

外部から来る変数
HTML フォーム (GET と POST)
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フォームが PHP スクリプトに投稿された時、フォームから渡された全て の変数は PHP により自動的にスクリプトから使用可能となります。 この情報にアクセスする手段は複数あります。例を以下に示します。

例1 簡単なHTMLフォーム
<form action="foo.php" method="post">
    Name:  <input type="text" name="username" /><br />
    Email: <input type="text" name="email" /><br />
    <input type="submit" name="submit" value="Submit me!" />
</form>

特定の設定や個別の設定に依存し、HTMLフォームからのデータにアクセス する手段は多くあります。いくつかの例を以下に示します。

例2 簡単なPOST HTMLフォームからのデータにアクセスする
<?php 
// PHP 4.1.0以降で利用可能
   echo $_POST['username'];
   echo $_REQUEST['username'];

   import_request_variables('p', 'p_');
   echo $p_username;

// PHP 5.0.0 以降、これらの長い形式の定義済み変数は
// register_long_arrays ディレクティブで無効化できます。
   echo $HTTP_POST_VARS['username'];

// PHPディレクティブregister_globals = onの場合に利用可能。
// PHP 4.2.0以降、register_globalsのデフォルト値はoffとなっています。
// この方法の使用/依存は推奨されません。
   echo $username;
?>

GETフォームを使用した場合も同じですが、かわりに適当な定義済みの GET変数を使用するところが異なります。 GETは、QUERY_STRING (URLの'?'の後の情報)にも代入されます。 例えば、 http://www.example.com/test.php?id=3には、 $_GET['id']によりアクセス可能
なGETデータ が含まれます。 $_REQUEST および import_request_variables()も参照ください。

注意:

$_POSTおよび$_GETのような スーパーグローバル 配列がPHP 4.1.0で利用可能となっています。

注意:

変数名のドットやスペースはアンダースコアに変換されます。 たとえば <input name="a.b" /> は $_REQUEST["a_b"] となります。

前記のようにPHP 4.2.0より前のバージョンでは、 register_globals のデフォルト値はonでした。 PHPコミュニティは、このディレクティブに依存しないことを推奨し、 このオプションがoffでのコードの動作を仮定 することを推奨しています。

注意:

magic_quotes_gpcの設定 はGET、POSTそしてCookieの値に影響します。onになっていると (It's "PHP!") という値は自動的に (It\'s \"PHP!\") となり、DBへの挿入時の エスケープが不要になります。addslashes()、 stripslashes()そしてmagic_quotes_sybaseも
参照してください。

PHPではフォーム変数のコンテキスト内で配列が使用可能です(FAQの関連箇所も参照してください)。 例えば、関連する変数をグループ化したり、select inputで複数の値を 取得するといったことが可能です。フォームを同じスクリプトに投稿し、 投稿したデータを表示する例
を示します。

例3 より複雑なフォーム変数
<?php
if ($_POST) {
    echo '<pre>';
    echo htmlspecialchars(print_r($_POST, true));
    echo '</pre>';
}
?>
<form action="" method="post">
    Name:  <input type="text" name="personal[name]" /><br />
    Email: <input type="text" name="personal[email]" /><br />
    Beer: <br />
    <select multiple name="beer[]">
        <option value="warthog">Warthog</option>
        <option value="guinness">Guinness</option>
        <option value="stuttgarter">Stuttgarter Schwabenbräu</option>
    </select><br />
    <input type="submit" value="submit me!" />
</form>

IMAGE SUBMIT 変数名

フォームを投稿する際、次のタグのように標準の投稿ボタンの代わりに 画像を使用することができます。
<input type="image" src="image.gif" name="sub" />

画像のどこかがクリックされた場合、二つの変数 sub_x および sub_y が付け加えられてこのフォームはサーバーに転送されます。これらの変 数は、ユーザーがこの画像をクリックした座標を示しています。経験の ある人は、ブラウザにより送られた変数の名前においてアン
ダースコア がピリオドになってしまっていることを心配するかもしれません。 しかし、PHP はピリオドをアンダースコアに自動的に変換します。

HTTP Cookie

PHP は、» Netscapeの規約 に定 義されたHTTP Cookieを完全にサポートします。Cookieは、リモート ブラウザにデータを保持し、再訪するユーザーを追跡し、特定する機構 です。setcookie() 関数によりCookieをセットす ることができます。Cookieは、HTTP ヘッダの一部
なので、SetCookie 関数をブラウザに何かを出力する前にコールする必要があります。 この制約は、header() 関数のものと同じです。 Cookieのデータは、$_COOKIE, $HTTP_COOKIE_VARSのような適当なCookieデータ 配列で参照可能です。また、 $_REQUESTでも 参照可
能です。詳細および例については、 setcookie()のマニュアルページを参照してください。

単一のCookieに複数の値を代入したい場合は、配列として 代入することが可能です。以下に例を示します。

http://curl.haxx.se/rfc/cookie_spec.html
http://curl.haxx.se/rfc/cookie_spec.html
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<?php
  setcookie("MyCookie[foo]", 'Testing 1', time()+3600);
  setcookie("MyCookie[bar]", 'Testing 2', time()+3600);
?>

上記スクリプトにおいては、2つの異なるCookieを生成されますが、 この場合、スクリプトでは MyCookie という単一の配列になります。 一つのCookieに複数の値を設定したい場合、最初の値に serialize()または explode()を用いることを考えてください。

Cookieは、パスまたはドメインが異ならない限り、 以前のクッキーをブラウザ上の同じ名前の変数に置き換えることに 注意してください。 さて、買い物かご(Shopping Cart) プログラムの場合、カウンタを保持し、 受け渡したいと思うかもしれません。 これは、次のようにな
ります。

例4 setcookie()の例
<?php
if (isset($_COOKIE['count'])) {
    $count = $_COOKIE['count'] + 1;
} else {
    $count = 1;
}
setcookie('count', $count, time()+3600);
setcookie("Cart[$count]", $item, time()+3600);
?>

外部変数名のドット

通常、PHP はスクリプトに渡された変数の名前を変更しません。しかし、 ドット(ピリオド、終止符)はPHPの変数名で有効な文字ではないというこ とに注意する必要があります。次の例を見てみましょう。
<?php
$varname.ext;  /* 無効な変数名 */
?>
ここで、パーサは、$varnameという名前の変数の後に 文字列結合演算子があり、その後に、裸の文字列(すなわち、既知のキー または予約語にマッチしない引用符無しの文字列) 'ext' が続くとして 解釈します。この場合、明らかに意図する結果にはなりません。

重要なことを記述しておくと、このため、外部変数に含まれるドットを PHP は自動的にアンダースコアに変換します。

変数の型の定義

PHPは、変数の型を定義し、必要に応じて変換します。このため、ある変 数の型がある時点で常に明らかであるわけではありません。PHPは、変数 の型を調べる複数の関数をサポートしています。それらは、 gettype(), is_array(), is_float(), is_int(), is_object(), is_string() で
す。 型の章も参照ください。

定数
目次

構文
自動的に定義される定数

定数は簡単な値のためのID(名前)です。この名前が示すように、定数の値は スクリプト実行中に変更できません (マジック定数 は例外で、これらは実際は定数ではありません)。 デフォルトで定数では大文字小文字を区別します。慣習的に、 定数は常に大文字で表記されます。

定数の名前は、PHP のラベルと同じ規則に従います。有効な定数の名前は、 文字またはアンダースコアで始まり、任意の数の文字、数字、 アンダースコアが後に続きます。正規表現で示すと次のようになります。 [a-zA-Z_\x7f-\xff][a-zA-Z0-9_\x7f-\xff]*

ヒント

ユーザレベルでの命名の手引き も参照ください。

例5 有効/無効な定数名の例
<?php

// 有効な定数名
define("FOO",     "something");
define("FOO2",    "something else");
define("FOO_BAR", "something more");

// 無効な定数名
define("2FOO",    "something");

// 有効だが、避けるべき。
// 将来 PHP に定数の予約語が追加された場合に
// スクリプトが動作しなくなる可能性がある
define("__FOO__", "something"); 

?>

注意: 本節の目的においては、文字は a-z, A-Z, および127から255まで (0x7f-0xff)のASCII文字を指します。

superglobalsと同様に定数のスコープはグローバルです。 つまり、スコープによらずスクリプトの中ではどこでも定数に アクセスできます。スコープの詳細についてはマニュアルの 変数のスコープ をご覧ください。

構文
define() 関数を使用することにより、 定数を定義することが可能です。PHP 5.3.0 以降では、 クラス定義の外部で const キーワードを使って定数を定義することもできます。 定数が一度定義されると、 変更または未定義とすることはできません。

定数に指定できるのは、スカラデータ (boolean, integer, double, string) のみです。 resource の定数を指定することもできますが、 予期せぬ結果を引き起こすことがあるので避けるべきです。
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単に定数の名前を指定することにより、その値を得ることが可能です。 変数とは異なり、その前に $ は不要です。 定数の名前を動的に得る必要がある場合、定数の値を読むために関数 constant() を使用することも可能です。 定義済の定数の一覧を得るには、
get_defined_constants() を使用してください。

注意: 定数と(グローバル)変数は、異なる名前空間にあります。 例えば、TRUE と $TRUE は違うものを意味します。

未定義の定数を使用した場合、ちょうどstringとして コールしたかのように(CONSTANT vs "CONSTANT")、 PHPはその定数自体の名前を使用したと仮定します。 この際、E_NOTICE が発生します。 ある定数が設定されているかどうかを知るには、 defined() 関数を使用して
ください。 なぜ $foo[bar]が間違っている （まずbarを定数としてdefine()しなければ） のかというマニュアルもご覧ください。 定数がセットされているかを単にチェックするには defined()を使用してください。

変数との違いは次のようになります。

定数は、前にドル記号($)を要しません。
定数を定義することができるのは、define()関数 のみです。単なる代入による定義はできません。
定数は、定義することができ、変数のスコープ規則に関係なく、あら ゆる場所からアクセス可能です。
定数は一度設定されると再定義または未定義とすることはできません。
定数は、スカラー値としてのみ評価可能です。

例1 定数の定義
<?php
define("CONSTANT", "Hello world.");
echo CONSTANT; // "Hello world."を出力
echo Constant; // "Constant" を出力し、警告 (notice) を発行
?>

例2 const キーワードによる定数の定義
<?php
// PHP 5.3.0 以降で動作します
const CONSTANT = 'Hello World';

echo CONSTANT;
?>

注意:

define() による定数の定義とは反対に、 const キーワードで定義した定数はトップレベルのスコープで宣言しなければなりません。 これはコンパイル時に定義されるからです。 つまり、関数やループ、そして if 文の内部では宣言できないということです。

オブジェクト定数 も参照ください。

自動的に定義される定数
PHPには実行されるスクリプトで使用可能な多くの 定義済みの定数があります。 しかし、これらの定数の多くは、種々の拡張モジュールにより作成され、 動的なロードやコンパイル時の組込みにより、これらの拡張モジュールが 使用可能である場合にのみ定義されます。

使われ方によって変化する自動的に定義される定数（マジカル定数）が 7 つあります。 例えば、__LINE__はスクリプト上において 呼び出された行番号です。特別定数は大文字小文字を区別しません。 内容は以下のとおりです:

PHP の "マジック" 定数
名前 説明

__LINE__ ファイル上の現在の行番号。

__FILE__ ファイルのフルパスとファイル名。インクルードされるファイルの 中で使用された場合、インクルードされるファイルの名前が返されます。 PHP 4.0.2 以降では __FILE__ は常に絶対パスで、シンボリックリンクは解決されます。 それより前のバージョンでは、
場合によっては相対パスが返されることもあります。

__DIR__ そのファイルの存在するディレクトリ。include の中で使用すると、 インクルードされるファイルの存在するディレクトリを返します。 つまり、これは dirname(__FILE__) と同じ意味です。 ルートディレクトリである場合を除き、ディレクトリ名の末尾にスラッ
シュはつきません (PHP 5.3.0 で追加されました)。

__FUNCTION__ 関数名（PHP4.3.0で追加されました）。 PHP 5以降、この定数は宣言時の関数名(ケース依存)を返します。 PHP 4では、この値は常に小文字で返されました。
__CLASS__ クラス名（PHP4.3.0で追加されました）。 PHP 5以降、この定数は宣言時のクラス名(ケース依存)を返します。 PHP 4では、この値は常に小文字で返されました。
__METHOD__ クラスのメソッド名（PHP5.0.0で追加されました）。 メソッド名は宣言時と同じ(ケース依存)を返します。
__NAMESPACE__現在の名前空間の名前 (大文字小文字を区別します)。 この定数はコンパイル時に定義されます (PHP 5.3.0 で追加されました)。

get_class(), get_object_vars(), file_exists(), function_exists()も参照してください。

式
式は、PHP における最も重要な基盤石です。PHPにおいては、 ほとんど全てのものは式で記述されます。 最も簡単で最も正確な式の定義は、"全ての式には値がある。" です。

考えられる簡単な例は、定数と変数です。 "$a = 5" と入力すると、$a に '5' を代入することになります。 '5' は、明らかに、 5 という値です。 言葉を変えると '5' は 5 という値を有する式なのです。 (この場合、'5' は整数定数です。)

この代入の後、$a の値は、5 であることが期待されます。 よって、$b = $a と書いた場合、$b = 5 と書いたのと 同じように動作することが期待されます。 言い換えると $a は 5 という値を持つ式なのです。 全てが正しく動作する場合、何が起こるかをこのことが正確に表現
しています。

式をもう少し複雑にしたのが関数です。 例えば、次の関数を考えてみましょう。
<?php
function foo () {
    return 5;
}
?>
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あなたが関数の概念に慣れていると仮定すると (そうでない場合は、関数 に関する章を参照ください。)、 $c = foo() と入力することは、 $c = 5 と書くことと本質的に全く同じで あると予想されたかもしれません。この予想は、正しいです。 関数は、その返り値を値とする式
なのです。 foo() は 5 を返すので、式 'foo()' の値は 5 です。 通常、関数は、決まった数だけを返すのではなく、何かを計算します。

もちろん、PHP の値は整数である必要はありませんし、 多くの場合、そうではありません。 PHP は、4 種類のスカラー型: 整数(integer)、 浮動小数点数(float)、文字列(string)、 真偽値(boolean) をサポートします。 (スカラーとは、配列とかと異なり、より小さな部分に'分
割する'ことが できない値のことです。) PHP は、2種類の複合(非スカラー)型(配列とオブジェクト)もサポートします。 これらの型の値は、変数に代入することができ、 関数からの返り値とすることができます。

PHP は、他の多くの言語が行うのと同じ手法で、 更に多くの式を使用可能です。 PHP は、ほとんど全てが式であるという意味で、式指向の言語です。 既に取り扱った '$a = 5' という例について考えてみましょう。 この式には、整数定数の '5' と 5 に更新された $a の値という
2 つの値が現れているということに容易に気づくことでしょう。 しかし、実際には、ここにはもうひとつの値が含まれています。 それは、代入自体の値です。 代入式は、それ自体、代入値を評価します。 この場合、その値は 5 になります。 このことは、実際には、'$a = 5'
は、それが何をするかによらず、 値 5 を有する式であることを意味します。 つまり、 '$b = ($a = 5)' のように書くことは、 '$a = 5; $b = 5;' と書くのと 同様なのです。(セミコロンは、文の終わりを示します。) 代入は、右から左へ実行されるため、'$b = $a = 5' と書くこ
とも 可能です。

式の配置に関する別の良い例は、前置、後置加算子、あるいは減算子です。 PHP と他の多くの言語のユーザーは、variable++ や variable-- といった表記法に慣れていることでしょう。 これらは、加算子および減算子です。 PHP/FI 2 においては、文 '$a++' は値を持ちませ
んでした (この文は、式ではありませんでした)。 このため、この式に代入したり、なんらかの手法でこれを使用することが できませんでした。 PHP は、C 言語のようにこれらの式を同時に作ることにより 加算子、減算子の機能を拡張しました。 PHP においては、C 言語のよ
うに、 前置加算と後置加算という、2 種類の加算があります。 前置加算と後置加算は、両方とも、基本的には変数を増加させ、 変数に対する効果は同じです。 異なっているのは、加算する式の値です。 前置加算は、'++$variable' と書かれますが、 加算後の値を評価します
(PHP はその値を読む前に変数を増加させるので、'前置加算(pre-increment)' という名前がついています)。 後置加算は、'$variable++' と書かれますが、加算される前の $variable の元の値を評価します。 (PHP は、その値を読んだ後に変数を増加させるので、 '後置加
算(post-increment)' という名前がついています。)

比較演算子は、 極めて標準的な式です。 比較演算子は、FALSE または TRUE のどちらかを値とします。 PHPは、>(大なり)、 >=(大なりイコール)、=(イコール)、 <(小なり)、<=(小なりイコール)をサポートします。 PHP 言語は、いくつかの厳密な等価演算子: === (イコール
かつ同じ型) そして !== (イコールではないまたは型が違う) も サポートします。 これらの式は、if文のような条件式の内部で一般的に 使用されます。

式の最後の例として、ここでは、演算子+代入式の複合演算式 を扱います。 既にご存知のように、$a に 1 を加えたい場合は、'$a++' または '++$a' と書くだけで十分です。 しかし、1より大きな数、例えば 3 を加えたい場合は、どうすればよいのでしょう? '$a++' を複数回
使うこともできますが、当然これはあまり効率的で快適な手法ではありません。 ふつうは、'$a = $a + 3' と書きます。 '$a + 3' の部分で $a の値に 3 を加えた値を評価し、 その結果を $a に代入するというわけです。 この結果、$a に 3 が加えられます。 PHP においては、C
のような他の言語と同様に、 この例をより短かく書くことができます。 これにより、より明確になり、同時に理解も迅速になります。 $a の現在の値に 3 を加える式は、 '$a += 3' と書くことができます。 この式の正確な意味は、 "$a の値を取得し、それに 3 を加え、$a に
再代入しなさい。" です。 より短く、明確になっただけでなく、実行もより高速になります。 '$a += 3' の値は、通常の代入と同様に、代入された値です。 この値は 3 ではなく、$a に 3 を加えた加算値 (この値が、$a に代入された値です)であることに注意してください。 '$a
-= 5' ($a から 5 を引く) や '$b *= 7' ($b に 7 をかける)等のように、 全ての 2 項演算子は、この演算子+代入式のモードで使用することができます。

もう一種類、terniary 条件文という式がありますが、 他の言語で見たことがない場合には理解できないかもしれません。
<?php
$first ? $second : $third
?>
最初の部分式の値が TRUE (非ゼロ)の場合、二番目の部分式が評価され、 この条件文の結果となります。 そうでない場合、三番目の部分式が評価され、この文の値となります。

次の例は、前置および後置加算子と多少一般的な式の理解を 助けてくれることでしょう。
<?php
function double($i) {
    return $i*2;
}
$b = $a = 5;        /* 値 5 を $a と $b に代入します */
$c = $a++;          /* 後置加算なので、$c に代入される値は、$a の
                       元の値 (5) です */
$e = $d = ++$b;     /* 前置加算なので、$d と $e に代入される値は、
                       加算後の $b の値 (6) です */

/* ここままで、$d と $e は、6 です */

$f = double($d++);  /* $f には、$d が加算される前の値を2倍した値、
                       つまり 2*6 = 12 が、代入されます。
$g = double(++$e);  /* $g には、$e が加算された後の値を2倍した値、
                        つまり 2*7 = 14 が、代入されます。
$h = $g += 10;      /* まず、$g に 10 が加算され、24 になります。
                       代入値 (24) は、$h に代入されます。
                       そして、$h も同様に 24 になります。 */
?>

式が、文として扱われることがあります。 この場合、文は、'式 ;' 、つまり式の後にセミコロンがついた形式です。 '$b = $a =5;' において、'$a = 5' は有効な式ですが、 自身を値とする文では ありません。しかし、'$b = $a = 5;' は有効な文です。

最後に、有益な事項として式の論理値について説明します。 多くのイベント、主に条件付き実行とループにおいて、 式の特定な値には関心がないが、TRUE または FALSE のどちらを 意味するかに関心があるということがあります。 定数TRUEとFALSE(大文字小文字を区別しな
い)は、論理型の値がとり得る 値です。必要に応じて式は論理値に変換されます。詳細な手法については、 型キャストに関するセクション を参照ください。

PHP は、完全で強力な式の実装を提供します。 それを完全に記述することは、このマニュアルの範囲を超えています。 上記の例は、式とは何か、そして、便利な式をどうやって作るかということ に関して良いアイデアを与えるに違いありません。 本マニュアルの残りの部分で
はexprという マークを使用しますが、これは PHP の有効な式を意味します。

演算子
目次

演算子の優先順位
代数演算子
代入演算子
ビット演算子
比較演算子
エラー制御演算子
実行演算子
加算子/減算子
論理演算子
文字列演算子
配列演算子
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型演算子

演算子とは、ひとつ以上の値 (あるいはプログラミング用語における「式」) から別の値 (制御構造が式になるように) を生み出すものです。 つまり、値を返す関数や制御構造 (たとえば print) は演算子と考えられますし、 何も値を返さないもの (たとえば echo) はそれ以外のも
のとなります。

演算子には 3 種類あります。ひとつめは単項演算子で、これはひとつの値に 対してのみ作用します。例えば ! (否定演算子) や ++ (加算子) などです。 ふたつめは二項演算子と呼ばれるものです。PHP がサポートしている演算子の ほとんどはここに含まれ、その一覧は 演算子
の優先順位 にあります。

最後のグループは、三項演算子 ?: です。これは、2 つの文や実行経路から選択すると いうよりも、3 番目の式に応じて 2 つの式から選択するために使用されるべきです。 この演算子を使用する式は、括弧で囲んでおくことをお勧めします。

演算子の優先順位
演算子の優先順位は、二つの式が"緊密に"結合している度合いを指定します。 例えば、式 1 + 5 * 3 の答えは 16 になり、18 とはなりません。 これは乗算演算子("*")は、加算演算子("+")より高い優先順位を有するか らです。必要に応じて強制的に優先順位を設定するために括
弧を使用する ことが可能です。例えば、18と評価するためには、 (1 + 5) * 3 とします。 演算子の優先順位が等しい場合は、左から右へ順に評価されます。

以下の表では、優先順位が高い順に演算子を挙げています。 同じ行にある演算子は優先順位が等しくなります。そのような場合は、 結合時の評価にしたがって評価順が決まります。

演算子の優先順位
結合時の評価 演算子 追加情報
結合しない clone new clone および new
left [ array()
結合しない ++ -- 加算子/減算子
right ~ - (int) (float) (string) (array) (object) (bool) @ 型
結合しない instanceof 型
right ! 論理演算子
left * / % 代数演算子
left + - . 代数演算子 そして 文字列演算子
left << >> ビット演算子
結合しない < <= > >= <> 比較演算子
結合しない == != === !== 比較演算子
left & ビット演算子 そして リファレンス
left ^ ビット演算子
left | ビット演算子
left && 論理演算子
left || 論理演算子
left ? : 三項演算子
right = += -= *= /= .= %= &= |= ^= <<= >>= =>代入演算子
left and 論理演算子
left xor 論理演算子
left or 論理演算子
left , さまざまな利用法

結合時の評価が left の場合は式が左から右に評価され、一方 right の場合は その逆となります。

例1 結合時の評価
<?php
$a = 3 * 3 % 5; // (3 * 3) % 5 = 4
$a = true ? 0 : true ? 1 : 2; // (true ? 0 : true) ? 1 : 2 = 2

$a = 1;
$b = 2;
$a = $b += 3; // $a = ($b += 3) -> $a = 5, $b = 5
?>
コードの可読性を高めるためには括弧を使用します。

注意:

= は他のほとんどの演算子よりも優先順位が低いはずなのにもかかわらず、 PHP は依然として if (!$a = foo()) のような式も許します。この場合は foo() の返り値が $a に代入されます。

代数演算子
学校で習った基礎代数を憶えていますか? この演算子はそれらと同様に動作します。

代数演算子
例 名前 結果

-$a 負にする $a の逆
$a + $b 加算 $a および $b の合計
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$a - $b 減算 $a と $b の差
$a * $b 乗算 $a および $b の積
$a / $b 除算 $a および $b の商
$a % $b 剰余 $a を $b で割った余り

除算演算子 ("/") の返す値は浮動小数点数となります。 ただし、ふたつのオペランドがともに整数 (あるいは整数に変換できる文字列) であり、かつ結果が割り切れる場合には整数値を返します。

剰余演算子は、まず両方のオペランドを整数に直し (小数点以下を切り捨てます) てから処理を行います。

注意: $a が負の場合、$a % $b は負の値となることを覚えておきましょう。

マニュアルの 数学関数の項も参照してください。

代入演算子
代入演算子の基本となるものは "=" です。この演算子に関して最初に 思い付く意味は"等しい"であるかもしれません。しかし、そうではありません。 本当は、左オペランドに右オペランドの式の値を設定する("得て代入する") ことを意味します。

代入式の値は、代入される値です。つまり、"$a = 3" の値は、3 です。 これにより、以下のようなトリッキーなことができるようになります。
<?php

$a = ($b = 4) + 5; // $a は 9 に等しくなり、$b には 4 が代入されます
?>

配列の場合、キーの名前を指定して値を代入するには "=>" 演算子を使います。この演算子の 優先順位 は、その他の代入演算子と同じです。

基本代入演算子に加えて、全ての バイナリ演算子、配列結合および文字列演算子に関して 「複合演算子」があります。 これにより、式の中の値を使用し、その値をその式の結果とすることができます。 例えば、
<?php

$a = 3;
$a += 5; // $a を 8 にセットします。$a = $a + 5; と同じです。
$b = "Hello ";
$b .= "There!"; // $bを"Hello There!"にセットします。$b = $b . "There!";と同じです。
?>

代入は、元の変数を新しい変数にコピーする(値による代入)ため、 片方の変数に対する変更はもう片方に影響を与えないということに 注意してください。この動作により、密なループの内側で大きな配列のようなものを コピーする必要がある場合には問題を生じる可能性があり
ます。

PHP では通常は値による代入になりますが、オブジェクト型については例外です。 PHP 5 以降、オブジェクトは参照で代入されるようになりました。オブジェクトを明示的にコピーするには clone キーワードを使います。

参照による代入

参照による代入もサポートしており、 "$var = &$othervar;" 構文で使うことができます。 参照による代入とは、両方の変数が同じデータを指すようにするということです。 データのコピーは発生しません。

例1 参照による代入
<?php
$a = 3;
$b = &$a; // $b は $a への参照です

print "$a\n"; // 表示: 3
print "$b\n"; // 表示: 3
$a = 4; // change $a

print "$a\n"; // 表示: 4
print "$b\n"; // 表示: 4
              // $b の参照先は $a であり、その値が変わったからです
?>

PHP 5 以降では、new 演算子が自動的に参照を返すようになりました。そのため、 new の結果を参照で代入しようとすると PHP 5.3 以降では E_DEPRECATED、それより前のバージョンでは E_STRICT が発生します。

たとえば、このコードは警告が発生します。
<?php
class C {}

/* 次の行を実行すると、このようなエラーメッセージが出ます
 * Deprecated: Assigning the return value of new by reference is deprecated in...
 */
$o = &new C;
?>

参照に関する詳細な情報やその使い方については、このマニュアルの 参照に関する説明 をご覧ください。

ビット演算子
ビット演算子は、整数値の特定のビットの評価や操作を行います。

ビット演算子
例 名前 結果
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$a & $b ビット積 $a および $b の両方にセットされているビットがセットされます
$a | $b ビット和 $a または $b のどちらかにセットされているビットがセットされます
$a ^ $b 排他的論理和 $a または $b のどちらか一方にセットされており、両方にセットされていないビットがセットされます
~ $a 否定 $a にセットされているビットはセットせず、そうでないものは逆にします
$a << $b左シフト $a のビットを左に $b ビットシフトする (各シフトは "2をかける" ことを意味します)
$a >> $b右シフト $a のビットを右に $b ビットシフトします (各シフトは "2で割る" ことを意味します)

PHP のシフト処理は算術シフトです。両端からあふれたビットは捨てられます。 左シフトをすると右側にはゼロが埋められます。 符号ビットは左端からあふれて消えます。 つまり、オペランドの符号は維持されないということです。 右シフトの際には、符号ビットと同じ内容
が左端から埋められます。 つまり、この場合はオペランドの符号が維持されます。

括弧を使うことで、望みどおりの 優先順位 で処理させることができます。たとえば、$a & $b == true はまず等価かどうかを評価してからビット演算を行いますが ($a & $b) == true はまずビット演算を行ってから等価かどうかを評価します。

データ型の変換に注意しましょう。両辺のパラメータが文字列の場合、 ビット演算子は文字の ASCII コードで演算を行います。

PHP の ini 設定 error_reporting はビット値を用いています。
これを用いて、特定のビットを落とす演算の例を見てみましょう。
notice 以外のすべてのエラーを表示させるには、
php.ini ファイルで
E_ALL & ~E_NOTICE
と指定することになります。
      

まずは E_ALL。
00000000000000000111011111111111
そして E_NOTICE...。
00000000000000000000000000001000
... これを ~ で逆転させます。
11111111111111111111111111110111
最後に AND (&) を使い、両方ともビットが立っているところをみつけます。
00000000000000000111011111110111
      

同じ結果を得るもうひとつの方法として、 XOR (^)
を使ってどちらか一方だけ立っているビットを探すという方法もあります。
E_ALL ^ E_NOTICE
      

error_reporting を使って、特定のビットを立てる処理の例を見てみましょう。
通常のエラーとリカバー可能なエラーだけを表示させるには、次のようにします。
E_ERROR | E_RECOVERABLE_ERROR
      

この処理は、 E_ERROR
00000000000000000000000000000001
と
00000000000000000001000000000000
を OR (|) 演算子でつないで、
少なくともどちらかのビットが立っているところを取得します。
00000000000000000001000000000001
      

例1 整数値におけるビット AND、OR および XOR 演算
<?php
/*
 * このへんは無視してください。
 * たんに結果をきれいに表示させるためだけのものです。
 */

$format = '(%1$2d = %1$04b) = (%2$2d = %2$04b)'
        . ' %3$s (%4$2d = %4$04b)' . "\n";

echo <<<EOH
 ---------     ---------  -- ---------
 result        value      op test
 ---------     ---------  -- ---------
EOH;

/*
 * ここからが本番
 */

$values = array(0, 1, 2, 4, 8);
$test = 1 + 4;

echo "\n Bitwise AND \n";
foreach ($values as $value) {
    $result = $value & $test;
    printf($format, $result, $value, '&', $test);
}

echo "\n Bitwise Inclusive OR \n";
foreach ($values as $value) {
    $result = $value | $test;
    printf($format, $result, $value, '|', $test);
}

echo "\n Bitwise Exclusive OR (XOR) \n";
foreach ($values as $value) {
    $result = $value ^ $test;
    printf($format, $result, $value, '^', $test);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
 ---------     ---------  -- ---------
 result        value      op test
 ---------     ---------  -- ---------
 Bitwise AND
( 0 = 0000) = ( 0 = 0000) & ( 5 = 0101)
( 1 = 0001) = ( 1 = 0001) & ( 5 = 0101)
( 0 = 0000) = ( 2 = 0010) & ( 5 = 0101)
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( 4 = 0100) = ( 4 = 0100) & ( 5 = 0101)
( 0 = 0000) = ( 8 = 1000) & ( 5 = 0101)

 Bitwise Inclusive OR
( 5 = 0101) = ( 0 = 0000) | ( 5 = 0101)
( 5 = 0101) = ( 1 = 0001) | ( 5 = 0101)
( 7 = 0111) = ( 2 = 0010) | ( 5 = 0101)
( 5 = 0101) = ( 4 = 0100) | ( 5 = 0101)
(13 = 1101) = ( 8 = 1000) | ( 5 = 0101)

 Bitwise Exclusive OR (XOR)
( 5 = 0101) = ( 0 = 0000) ^ ( 5 = 0101)
( 4 = 0100) = ( 1 = 0001) ^ ( 5 = 0101)
( 7 = 0111) = ( 2 = 0010) ^ ( 5 = 0101)
( 1 = 0001) = ( 4 = 0100) ^ ( 5 = 0101)
(13 = 1101) = ( 8 = 1000) ^ ( 5 = 0101)

例2 文字列でのビット XOR 演算
<?php
echo 12 ^ 9; // 出力は '5'

echo "12" ^ "9"; // 出力はバックスペース文字 (ascii 8)
                 // ('1' (ascii 49)) ^ ('9' (ascii 57)) = #8

echo "hallo" ^ "hello"; // 出力は、ascii コード #0 #4 #0 #0 #0
                        // 'a' ^ 'e' = #4

echo 2 ^ "3"; // 出力は 1
              // 2 ^ ((int)"3") == 1

echo "2" ^ 3; // 出力は 1
              // ((int)"2") ^ 3 == 1
?>

例3 整数値のビットシフト
<?php
/*
 * これが例です
 */

echo "\n--- BIT SHIFT RIGHT ON POSITIVE INTEGERS ---\n";

$val = 4;
$places = 1;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places, 'copy of sign bit shifted into left side');

$val = 4;
$places = 2;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places);

$val = 4;
$places = 3;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places, 'bits shift out right side');

$val = 4;
$places = 4;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places, 'same result as above; can not shift beyond 0');

echo "\n--- BIT SHIFT RIGHT ON NEGATIVE INTEGERS ---\n";

$val = -4;
$places = 1;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places, 'copy of sign bit shifted into left side');

$val = -4;
$places = 2;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places, 'bits shift out right side');

$val = -4;
$places = 3;
$res = $val >> $places;
p($res, $val, '>>', $places, 'same result as above; can not shift beyond -1');

echo "\n--- BIT SHIFT LEFT ON POSITIVE INTEGERS ---\n";

$val = 4;
$places = 1;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places, 'zeros fill in right side');

$val = 4;
$places = (PHP_INT_SIZE * 8) - 4;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places);

$val = 4;
$places = (PHP_INT_SIZE * 8) - 3;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places, 'sign bits get shifted out');

$val = 4;
$places = (PHP_INT_SIZE * 8) - 2;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places, 'bits shift out left side');

echo "\n--- BIT SHIFT LEFT ON NEGATIVE INTEGERS ---\n";

$val = -4;
$places = 1;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places, 'zeros fill in right side');

$val = -4;
$places = (PHP_INT_SIZE * 8) - 3;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places);
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$val = -4;
$places = (PHP_INT_SIZE * 8) - 2;
$res = $val << $places;
p($res, $val, '<<', $places, 'bits shift out left side, including sign bit');

/*
 * このへんは無視してください。
 * たんに結果をきれいに表示させるためだけのものです。
 */

function p($res, $val, $op, $places, $note = '') {
    $format = '%0' . (PHP_INT_SIZE * 8) . "b\n";

    printf("Expression: %d = %d %s %d\n", $res, $val, $op, $places);

    echo " Decimal:\n";
    printf("  val=%d\n", $val);
    printf("  res=%d\n", $res);

    echo " Binary:\n";
    printf('  val=' . $format, $val);
    printf('  res=' . $format, $res);

    if ($note) {
        echo " NOTE: $note\n";
    }

    echo "\n";
}
?>

上の例の 32 ビットマシンでの出力は、このようになります。

--- BIT SHIFT RIGHT ON POSITIVE INTEGERS ---
Expression: 2 = 4 >> 1
 Decimal:
  val=4
  res=2
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=00000000000000000000000000000010
 NOTE: copy of sign bit shifted into left side

Expression: 1 = 4 >> 2
 Decimal:
  val=4
  res=1
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=00000000000000000000000000000001

Expression: 0 = 4 >> 3
 Decimal:
  val=4
  res=0
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=00000000000000000000000000000000
 NOTE: bits shift out right side

Expression: 0 = 4 >> 4
 Decimal:
  val=4
  res=0
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=00000000000000000000000000000000
 NOTE: same result as above; can not shift beyond 0

--- BIT SHIFT RIGHT ON NEGATIVE INTEGERS ---
Expression: -2 = -4 >> 1
 Decimal:
  val=-4
  res=-2
 Binary:
  val=11111111111111111111111111111100
  res=11111111111111111111111111111110
 NOTE: copy of sign bit shifted into left side

Expression: -1 = -4 >> 2
 Decimal:
  val=-4
  res=-1
 Binary:
  val=11111111111111111111111111111100
  res=11111111111111111111111111111111
 NOTE: bits shift out right side

Expression: -1 = -4 >> 3
 Decimal:
  val=-4
  res=-1
 Binary:
  val=11111111111111111111111111111100
  res=11111111111111111111111111111111
 NOTE: same result as above; can not shift beyond -1

--- BIT SHIFT LEFT ON POSITIVE INTEGERS ---
Expression: 8 = 4 << 1
 Decimal:
  val=4
  res=8
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=00000000000000000000000000001000
 NOTE: zeros fill in right side

Expression: 1073741824 = 4 << 28
 Decimal:
  val=4
  res=1073741824
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
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  res=01000000000000000000000000000000

Expression: -2147483648 = 4 << 29
 Decimal:
  val=4
  res=-2147483648
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=10000000000000000000000000000000
 NOTE: sign bits get shifted out

Expression: 0 = 4 << 30
 Decimal:
  val=4
  res=0
 Binary:
  val=00000000000000000000000000000100
  res=00000000000000000000000000000000
 NOTE: bits shift out left side

--- BIT SHIFT LEFT ON NEGATIVE INTEGERS ---
Expression: -8 = -4 << 1
 Decimal:
  val=-4
  res=-8
 Binary:
  val=11111111111111111111111111111100
  res=11111111111111111111111111111000
 NOTE: zeros fill in right side

Expression: -2147483648 = -4 << 29
 Decimal:
  val=-4
  res=-2147483648
 Binary:
  val=11111111111111111111111111111100
  res=10000000000000000000000000000000

Expression: 0 = -4 << 30
 Decimal:
  val=-4
  res=0
 Binary:
  val=11111111111111111111111111111100
  res=00000000000000000000000000000000
 NOTE: bits shift out left side, including sign bit

上の例の 64 ビットマシンでの出力は、このようになります。

--- BIT SHIFT RIGHT ON POSITIVE INTEGERS ---
Expression: 2 = 4 >> 1
 Decimal:
  val=4
  res=2
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000010
 NOTE: copy of sign bit shifted into left side

Expression: 1 = 4 >> 2
 Decimal:
  val=4
  res=1
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000001

Expression: 0 = 4 >> 3
 Decimal:
  val=4
  res=0
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
 NOTE: bits shift out right side

Expression: 0 = 4 >> 4
 Decimal:
  val=4
  res=0
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
 NOTE: same result as above; can not shift beyond 0

--- BIT SHIFT RIGHT ON NEGATIVE INTEGERS ---
Expression: -2 = -4 >> 1
 Decimal:
  val=-4
  res=-2
 Binary:
  val=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100
  res=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111110
 NOTE: copy of sign bit shifted into left side

Expression: -1 = -4 >> 2
 Decimal:
  val=-4
  res=-1
 Binary:
  val=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100
  res=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
 NOTE: bits shift out right side

Expression: -1 = -4 >> 3
 Decimal:
  val=-4
  res=-1
 Binary:
  val=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100
  res=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
 NOTE: same result as above; can not shift beyond -1

--- BIT SHIFT LEFT ON POSITIVE INTEGERS ---



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Expression: 8 = 4 << 1
 Decimal:
  val=4
  res=8
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000001000
 NOTE: zeros fill in right side

Expression: 4611686018427387904 = 4 << 60
 Decimal:
  val=4
  res=4611686018427387904
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0100000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

Expression: -9223372036854775808 = 4 << 61
 Decimal:
  val=4
  res=-9223372036854775808
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=1000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
 NOTE: sign bits get shifted out

Expression: 0 = 4 << 62
 Decimal:
  val=4
  res=0
 Binary:
  val=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
 NOTE: bits shift out left side

--- BIT SHIFT LEFT ON NEGATIVE INTEGERS ---
Expression: -8 = -4 << 1
 Decimal:
  val=-4
  res=-8
 Binary:
  val=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100
  res=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111000
 NOTE: zeros fill in right side

Expression: -9223372036854775808 = -4 << 61
 Decimal:
  val=-4
  res=-9223372036854775808
 Binary:
  val=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100
  res=1000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

Expression: 0 = -4 << 62
 Decimal:
  val=-4
  res=0
 Binary:
  val=1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100
  res=0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
 NOTE: bits shift out left side, including sign bit

警告

32 ビットシステムでは 32 ビット以上の右シフトは行わないでください。 また、結果が 32 ビットを超えてしまうような左シフトも行わないでください。 PHP_INT_MAX を超える数のビット演算には、gmp 拡張モジュールの関数を使用します。

pack(), unpack(), gmp_and(), gmp_or(), gmp_xor(), gmp_testbit(), gmp_clrbit() も参照ください。

比較演算子
比較演算子は、その名前が示すように、二つの値を比較します。

比較演算子
例 名前 結果

$a == $b 等しい $a が $b に等しい時に TRUE。
$a === $b 等しい $a が $b に等しく同じ型でである場合に TRUE (PHP 4 で導入)。
$a != $b 等しくない $a が $b に等しくない場合に TRUE。
$a <> $b 等しくない $a が $b に等しくない場合に TRUE。
$a !== $b 等しくない $a が $b と等しくないか、同じ型でない場合に TRUE (PHP 4 で導入)。
$a < $b より少ない $a が $b より少ない時に TRUE。
$a > $b より多い $a が $b より多い時に TRUE。
$a <= $b より少ないか等しい $a が $b より少ないか等しい時に TRUE。
$a >= $b より多いか等しい $a が $b より多いか等しい時に TRUE。

整数値を文字列と比較したり、比較に数値形式の文字が含まれる場合は、文字列が 数値に変換され、 数値としての比較を行います。これらのルールは、 switch 文にも適用されます。 === あるいは !== による比較では型変換は発生しません。 この場合は値だけでなく型も比
較します。
<?php
var_dump(0 == "a"); // 0 == 0 -> true
var_dump("1" == "01"); // 1 == 1 -> true
var_dump("10" == "1e1"); // 10 == 10 -> true
var_dump(100 == "1e2"); // 100 == 100 -> true

switch ("a") {
case 0:
    echo "0";
    break;
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case "a": // "a" は 0 にマッチするので、決してここにはたどりつきません
    echo "a";
    break;
}
?>

多くの型では、以下の表に（上から順に）したがって比較が行われます。

さまざまな型の比較
第 1 オペランドの型 第 2 オペランドの型 結果

null または string string NULL を "" に変換し、数値または文字として比較します
bool または null あらゆる型 bool に変換し、FALSE < TRUE と判断します

object object 組み込みクラスには独自の比較基準が定義されています。それ以外の クラスは比較できません。同じクラスであるかどうかは - プロパティが 同じ値であるかどうかを配列形式で比較（PHP 4）、PHP 5 では ここで
説明されています。

string, resource または
number

string, resource または
number 文字列やリソースを数値に変換し、算術演算を行います

array array 要素数の少ない配列のほうが小さくなります。オペランド 1 のキーが オペランド 2 に存在しない場合、配列は比較できません。そうでない場合は 個々の要素の値を比較します（以下の例を参照ください）
array あらゆる型 array のほうが常に大きくなります
object あらゆる型 object のほうが常に大きくなります

例1 一般的な配列の比較
<?php
// 標準の比較演算子を用いて、配列はこのように比較されます
function standard_array_compare($op1, $op2)
{
    if (count($op1) < count($op2)) {
        return -1; // $op1 < $op2
    } elseif (count($op1) > count($op2)) {
        return 1; // $op1 > $op2
    }
    foreach ($op1 as $key => $val) {
        if (!array_key_exists($key, $op2)) {
            return null; // uncomparable
        } elseif ($val < $op2[$key]) {
            return -1;
        } elseif ($val > $op2[$key]) {
            return 1;
        }
    }
    return 0; // $op1 == $op2
}
?>

strcasecmp(), strcmp()、 配列演算子, マニュアルの 型 のセクションも参照してください。

警告

浮動小数点数値の比較
ふたつの float 値が等しいかどうかを調べてはいけません。 float の内部的な表現方法がその理由です。

詳細な情報は float のドキュメントを参照ください。

三項演算子

もうひとつの条件演算子として "?:"（あるいは三項）演算子があります。

例2 デフォルト値を設定する
<?php
// 三項演算子の使用例
$action = (empty($_POST['action'])) ? 'default' : $_POST['action'];

// 上記は以下の if/else 式と同じです。
if (empty($_POST['action'])) {
    $action = 'default';
} else {
    $action = $_POST['action'];
}

?>
(expr1) ? (expr2) : (expr3) という式は、式1 が TRUE の場合に 式2 を、 式1 が FALSE の場合に 式3 を値とします。

PHP 5.3 以降では、三項演算子のまんなかの部分をなくすこともできるようになりました。 式 expr1 ?: expr3 の結果は、expr1 が TRUE と同等の場合は expr1、 それ以外の場合は expr3 となります。

注意: 三項演算子は式であり、値としては評価されずに式の結果として評価される ことに注意してください。演算結果をリファレンスとして返したい場合に、 これを知っておくことが大切です。結果をリファレンスとして返す関数で return $var == 42 ? $a : $b; と
することはできず、 新しいバージョンの PHP では警告を発生します。

注意:

三項演算子を "積み重ねて" 使用することは避けましょう。 ひとつの文の中で複数の三項演算子を使用した際の PHP の振る舞いは、 少々わかりにくいものです。

例3 三項演算子のわかりにくい挙動
<?php
// ぱっと見た感じでは、これは 'true' と表示されると思うでしょう。
echo (true?'true':false?'t':'f');
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// しかし、実際には上の出力結果は 't' です。
// なぜなら、三項演算子は左から右へ順に評価されるからです。

// 上のコードをもう少しわかりやすく書くと、このようになります。
echo ((true ? 'true' : false) ? 't' : 'f');

// まず、最初の式が 'true' と評価されます。この 'true' は
// (bool)true と評価されるので、それをもとに二番目の三項
// 演算子が評価されます。
?>

エラー制御演算子
PHP はエラー制御演算子(@)をサポートしています。PHP の式の前に付けた場合、 その式により生成されたエラーメッセージは無視されます。

track_errors 機能が 有効な場合、式により生成されたエラーメッセージはグローバル変数 $php_errormsg に保存されます。この変数はエラーが発生するたびに上書きされます。 そのため、この変数を使用したい場合には速やかに確認する必要があります。
<?php
/* 意図的なエラー */
$my_file = @file ('non_existent_file') or
    die ("Failed opening file: error was '$php_errormsg'");

// この演算子は関数だけでなく、全ての式で動作します。
$value = @$cache[$key]; 
// インデックス $key が存在しない場合でも、警告を発生しません。
?>

注意: @演算子は、式 でのみ動作します。基本的なルールは次のようになります。 値を得ることができるものの場合、@ 演算子を前に付けることが可能です。 例えば、変数、関数、include()コール、定数等の 前にこの演算子をつけることが可能です。関数またはク
ラスの定義や if や foreach 等のような 条件構造の前にこの演算子を付けることはできません。

error_reporting() と、 エラー処理とログ出力関数 も参照してください。

警告

現在、エラー制御演算子プレフィックス"@"は、スクリプトの実行を 終了するような致命的なエラーの出力さえ抑圧します。このため、ある関数の エラー出力を抑制するために "@" を使用した場合、その関数が 利用できなかったり、ミスタイプがあった場合でも、原因を示すこ
となく その場所でスクリプトは終了してしまいます。

実行演算子
PHP は 1 種類の実行演算子、バッククォート (``) をサポートします。 シングルクォートではないことに注意してください! PHP は、バッククォートの 中身をシェルコマンドとして実行しようとします。出力が返されます (すなわち、出力を単にダンプするのではなく、変数に
代入することが できます) 。 バッククォート演算子の使用は shell_exec() と等価です。
<?php
$output = `ls -al`;
echo "<pre>$output</pre>";
?>

注意:

バッククオート演算子は、セーフモード が有効な場合 もしくは shell_exec() が無効な場合は無効となります。

escapeshellcmd(), exec(), passthru(), popen(), shell_exec(), system() PHPをコマンドラインから使用する も参照してください。

加算子/減算子
PHP は C 言語形式の加算子/減算子（前置・後置ともに）をサポートします。

注意: 加算子/減算子は bool 型の値には何も変更を加えません。 同じく NULL に減算子を適用しても何も起こりませんが、NULL に加算子を 適用すると 1 となります。

加算子/減算子
例 名前 効果

++$a前置加算子 $a に 1 を加え、$a を返します。
$a++後置加算子 $a を返し、$a に1を加えます。
--$a 前置減算子 $a から 1 を引き、$a を返します。
$a-- 後置減算子 $a を返し、$a から 1 を引きます。

以下に簡単なスクリプトの例を示します。
<?php
echo "<h3>後置加算</h3>";
$a = 5;
echo "5 となります: " . $a++ . "<br>\n";
echo "6 となります: " . $a . "<br>\n";
 
echo "<h3>前置加算</h3>";
$a = 5;
echo "6 となります: " . ++$a . "<br>\n";
echo "6 となります: " . $a . "<br>\n";

echo "<h3>後置減算</h3>";
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$a = 5;
echo "5 となります: " . $a-- . "<br>\n";
echo "4 となります: " . $a . "<br>\n";

echo "<h3>前置減算</h3>";
$a = 5;
echo "4 となります: " . --$a . "<br>\n";
echo "4 となります: " . $a . "<br>\n";
?>

PHP は、算術演算子で文字変数を扱った場合に C ではなく Perl の慣習に 従います。例えば、perl では 'Z'+1 は 'AA' を返しますが C では 'Z'+1 は '[' ( ord('Z') == 90, ord('[') == 91 ) を返します。 文字変数はインクリメントされることは可能ですがデクリメントは不可能で
あるということ、 またプレーンな ASCII 文字 (a-z および A-Z) のみがサポートされるということに注意しましょう。

例1 文字変数に対する算術演算子の使用
<?php
$i = 'W';
for ($n=0; $n<6; $n++) {
    echo ++$i . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
X
Y
Z
AA
AB
AC

論理型に対する加算/減算は何の影響も及ぼしません。

論理演算子
論理演算子

例 名前 結果
$a and $b 論理積 $a および $b が共に TRUE の場合に TRUE
$a or $b 論理和 $a または $b のどちらかが TRUE の場合に TRUE
$a xor $b 排他的論理和 $a または $b のどちらかが TRUE でかつ両方とも TRUE でない場合に TRUE
! $a 否定 $a が TRUE でない場合 TRUE
$a && $b 論理積 $a および $b が共に TRUE の場合に TRUE
$a || $b 論理和 $a または $b のどちらかが TRUE の場合に TRUE

"and" および "or" 演算子が 2 種類あるのは、演算が行われる際の優先順位が 異なっているためです (演算子の優先順位 を参照ください)。

例1 論理演算子についての説明
<?php

// --------------------
// foo() は決してコールされることはありません。これらの演算子は短絡評価を行うからです。
$a = (false && foo());
$b = (true  || foo());
$c = (false and foo());
$d = (true  or  foo());

// --------------------
// "||" の優先順位は "or" より高くなります

// $e に代入されるのは、(false || true) の評価結果です
// これは、次の式と同様です: ($e = (false || true))
$e = false || true;

// $f には false が代入され、true は無視されます
// これは、次の式と同様です: (($f = false) or true)
$f = false or true;

var_dump($e, $f);

// --------------------
// "&&" の優先順位は "and" より高くなります

// $g に代入されるのは、(true && false) の評価結果です
// これは、次の式と同様です: ($g = (true && false))
$g = true && false;

// $h には true が代入され、false は無視されます
// これは、次の式と同様です: (($h = true) and false)
$h = true and false;

var_dump($g, $h);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)
bool(false)
bool(true)
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文字列演算子
文字列の演算子は 2 種類あります。最初のは結合演算子('.')で、右引数と 左引数を結合したものを返します。2 番目は、結合代入演算子('.=')で、 この演算子は右側の引数に左側の引数を追加します。詳細は、代入演算子 を 参照ください。
<?php
$a = "Hello ";
$b = $a . "World!"; // $b は、"Hello World!" となります。
$a = "Hello ";
$a .= "World!"; // $a は、"Hello World!" となります。
?>

文字列 と 文字列 関数も参照してください。

配列演算子
Array Operators

例 名前 結果
$a + $b 結合 $a および $b を結合する。
$a == $b 同等 $a および $b のキー/値のペアが等しい場合に TRUE。
$a === $b 同一 $a および $b のキー/値のペアが等しく、その並び順が等しく、 かつデータ型も等しい場合に TRUE。
$a != $b 等しくない $a が $b と等しくない場合に TRUE。
$a <> $b 等しくない $a が $b と等しくない場合に TRUE。
$a !== $b 同一でない $a が $b と同一でない場合に TRUE。

+ 演算子は、 右側の配列の要素のうち、左側の配列に存在しないキーのものを左側の配列に追加します。 重複しているキーは上書き「されません」。
<?php
$a = array("a" => "apple", "b" => "banana");
$b = array("a" => "pear", "b" => "strawberry", "c" => "cherry");

$c = $a + $b; // Union of $a and $b
echo "Union of \$a and \$b: \n";
var_dump($c);

$c = $b + $a; // Union of $b and $a
echo "Union of \$b and \$a: \n";
var_dump($c);
?>
このスクリプトを実行すると、以下のように出力されます。
Union of $a and $b:
array(3) {
  ["a"]=>
  string(5) "apple"
  ["b"]=>
  string(6) "banana"
  ["c"]=>
  string(6) "cherry"
}
Union of $b and $a:
array(3) {
  ["a"]=>
  string(4) "pear"
  ["b"]=>
  string(10) "strawberry"
  ["c"]=>
  string(6) "cherry"
}

同じキーと値を保持している場合に、配列が等しいとみなされます。

例1 配列の比較
<?php
$a = array("apple", "banana");
$b = array(1 => "banana", "0" => "apple");

var_dump($a == $b); // bool(true)
var_dump($a === $b); // bool(false)
?>

配列と 配列関数も参照してください。

型演算子
instanceof を使用して、 ある PHP 変数が特定の クラス のオブジェクトのインスタンスであるかどうかを調べます。

例1 クラスでの instanceof の使用法
<?php
class MyClass
{
}

class NotMyClass
{
}
$a = new MyClass;
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var_dump($a instanceof MyClass);
var_dump($a instanceof NotMyClass);
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

instanceof は、ある変数が 特定の親クラスを継承したクラスのオブジェクトのインスタンスであるかどうかを調べることもできます。

例2 継承したクラスでの instanceof の使用法
<?php
class ParentClass
{
}

class MyClass extends ParentClass
{
}

$a = new MyClass;

var_dump($a instanceof MyClass);
var_dump($a instanceof ParentClass);
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)

あるオブジェクトが特定のクラスのインスタンスで ない ことを調べるには、 論理 否定 演算子 を使用します。

例3 instanceof を使用して、オブジェクトがクラスのインスタンスで ない かどうかを調べる方法
<?php
class MyClass
{
}

$a = new MyClass;
var_dump(!($a instanceof stdClass));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)

最後に、instanceof は、ある変数が特定の インターフェイス を実装したクラスのオブジェクトのインスタンスであるかどうかも調べることができます。

例4 クラスでの instanceof の使用法
<?php
interface MyInterface
{
}

class MyClass implements MyInterface
{
}

$a = new MyClass;

var_dump($a instanceof MyClass);
var_dump($a instanceof MyInterface);
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)

通常、instanceof ではリテラルのクラス名を使用しますが、 別のオブジェクトや文字列変数を使用することもできます。

例5 変数を用いた instanceof の使用法
<?php
interface MyInterface
{
}

class MyClass implements MyInterface
{
}

$a = new MyClass;
$b = new MyClass;
$c = 'MyClass';
$d = 'NotMyClass';

var_dump($a instanceof $b); // $b MyClass クラスのオブジェクトです
var_dump($a instanceof $c); // $c は文字列 'MyClass' です
var_dump($a instanceof $d); // $d は文字列 'NotMyClass' です
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)
bool(false)
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注意すべき落とし穴があります。PHP 5.1.0 より前のバージョンでは、 instanceof は、クラス名が存在しない場合に __autoload() をコールしていました。 さらに、クラスが読み込めなかった場合に致命的なエラーが発生していました。 この問題の回避策としては、動的なクラ
ス参照を使用するか、 クラス名を含む文字列変数を使用します。

例6 PHP 5.0 における、クラス名検索時の致命的エラーの回避策
<?php
$d = 'NotMyClass';
var_dump($a instanceof $d); // これで、致命的なエラーは発生しません
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)

instanceof 演算子は PHP 5 から使用可能になりました。 それ以前には is_a() が使用されていましたが、 現在は is_a() は推奨されておらず、 instanceof の使用が推奨されています。 PHP 5.3.0 以降、is_a() は非推奨ではなくなったことに注意しましょう。

get_class() および is_a() も参照ください。

制御構造
目次

導入
if
else
elseif/else if
制御構造に関する別の構文
while
do-while
for
foreach
break
continue
switch
declare
return
require
include
require_once
include_once
goto

導入
すべての PHP スクリプトは、一連の文からなります。 文としては、代入、関数コール、ループ、条件文、そして何もしない文(空の文) さえ使用することができます。 文は、通常セミコロンで終了します。加えて、文は、中括弧によるグループ文で カプセル化することによりグ
ループ化することが可能です。 グループ文は、同時に文にもなります。 本章では、様々な文の型について説明します。

if
if 構文は、PHP を含む全ての言語において最も重要な 機能の一つです。 この構文は、命令の条件実行を可能にします。 PHP では、C 言語に似た次のような if 構文が使用されます。

if (式)
  文

式のセクションで 記述したように式は論理値で評価されます。 式が TRUE と評価された場合、 PHP は文を実行します。FALSE と評価された場合は、これを無視します。どのような値が FALSE と評価されるかについては論理値への変換 を参照してください。

以下の例は、$a が $b より大きい場合、aはbより大きい を表示します。
<?php
if ($a > $b)
  echo "aはbより大きい";
?>

条件分岐させたい文が一つ以上ある場合もしばしばあります。 もちろん、各々の文をif 文で括る必要はありません。 代わりに、複数の文をグループ化することができます。 例えば、このコードは、$a が $b よりも大きい場合に aはbよりも大きいを表示し、 $a の値を $b に 代
入します。
<?php
if ($a > $b) {
  echo "aはbより大きい";
  $b = $a;
}
?>

if文は、他のif文の中で無限に入れ子にできます。 これは、プログラムの様々な部分の条件付実行について 完全な柔軟性を提供します。
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else
ある条件が満たされている場合にある文を実行し、 その条件が満たされていない場合に別の文を実行したいと考えた ことが度々あるかと思います。 このためにelseがあります。 elseは、if文における式の値が FALSEの場合にある文を 実行するようにif文を拡張します。 例えば、
次のコードは、$aが $bよりも大きい場合に aはbより大きいと表示し、 そうでない場合に、 aはbよりも大きくないと表示します。
<?php
if ($a > $b) {
  echo "aはbよりも大きい";
} else {
  echo "aはbよりも大きくない";
}
?>
else 文は、if式が FALSEと評価された場合のみ実行されます。 また、elseif式がある場合には、それも FALSEと評価された場合にのみ実行されます。 (elseif参照)

elseif/else if
elseifは、その名前から分かるように、if とelseの組み合わせです。elseifは、 elseのように、元のif式の値が FALSEの場合に別の文を実行するようにif 文を拡張します。 しかし、elseとは異なり、elseif式が TRUEの場合にのみ代わりの式を実行します。 例えば、次のコード
は、aはbより大きい、 aはbに等しい、 aはbより小さいを出力します。
<?php
if ($a > $b) {
    echo "aはbより大きい";
} elseif ($a == $b) {
    echo "aはbと等しい";
} else {
    echo "aはbより小さい";
}
?>

複数の elseif を同じ if 文の中で使用することができます。 TRUE と評価された最初の elseif 式を実行します。PHP では、(単語二つで)'else if'と書くこともできます。 動作は(一単語の) 'elseif'と同じです。文法的な意味はやや異なっています (あなたが C 言語に詳しいとする
と、C 言語のそれと同じ動作です)。 しかし、最終的な両者の動作は全く同じです。

elseif 文は、前にある全ての if 文と elseif の値が FALSE であり、 現在の elseif 式の値が TRUE である場合にのみ実行されます。

注意: 上の例のように波括弧を使用する限り、 elseif と else if はまったく同じだと考えてよいことに注意しましょう。コロンを使って if/elseif 条件を指定する場合は、 else if のように分割してはいけません。 分割すると、パースエラーとなってしまいます。
<?php

/* 間違った方法 */
if($a > $b):
    echo $a." is greater than ".$b;
else if($a == $b): // コンパイル不能
    echo "The above line causes a parse error.";
endif;

/* 正しい方法 */
if($a > $b):
    echo $a." is greater than ".$b;
elseif($a == $b): // 二つの単語を分割せず組み合わせていることに注目
    echo $a." equals ".$b;
else:
    echo $a." is neither greater than or equal to ".$b;
endif;

?>

制御構造に関する別の構文
PHPは、いくつかの制御構造、つまり、if、 while、for、 foreach、switch に関する別の構文を提供します。 各構造において開き波括弧をコロン(:)、閉じ波括弧をそれぞれ endif;,endwhile;, endfor;,endforeach;, endswitch;に変更するのが 別の構文の基本的な形式となりま
す。
<?php if ($a == 5): ?>
Aは5に等しい
<?php endif; ?>

上の例では、HTML ブロック "Aは5に等しい" はこの構文で 書かれた if 文の内部で入れ子になっています。 この HTML ブロックは、$a が 5 の場合にのみ表示されます。

この方法は、else や elseif にも同様に適用することができます。 次の例は、この形式で if 文を elseif および else とともに使用しています。
<?php
if ($a == 5):
    echo "aは5に等しい";
    echo "...";
elseif ($a == 6):
    echo "aは6に等しい";
    echo "!!!";
else:
    echo "aは5でも6でもない";
endif;
?>

注意:

同じブロック内で別の構文を混ぜて使うことはできません。

while、 for、および if に、より多くの例があります。
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while
whileループは、PHPで最も簡単なタイプのループです。 このループは、CのWHILEループと同様の動作をします。 whileループの基本形は次のようになります。

while (式)
    文

while文の意味は簡単です。 while文は、式の値がTRUEである間、 入れ子の文を繰り返し実行することをPHPに指示します。 式の値は各反復処理の開始時にチェックされるので、ループ内の文の実行により この値が代わった場合でもループ実行は各ループを終るまで終わりませ
ん。 (PHPによるループ内の文の実行が1回分の反復に相当します) while式の値が初めからFALSEの 場合は、内部の文は一回も実行されません。

if文と同様に、波括弧で複数の文を囲うか、 以下に示す別の構文を用いることにより、同じwhile ループの中に複数の文をグループ化することができます。

while (式):
    文
    ...
endwhile;

次の例は同じです。どちらも 1 から 10 までの数を出力します。
<?php
/* 例 1 */
$i = 1;
while ($i <= 10) {
    echo $i++;  /* 出力される値は、足される前の
                    $iの値です。
                    (後置加算) */
}

/* 例 2 */
$i = 1;
while ($i <= 10):
    echo $i;
    $i++;
endwhile;
?>

do-while
do-whileループは、論理式のチェックが各反復の 最初ではなく最後に行われること以外は、whileループと 全く同じです。通常のwhileループとの主な差は、 do-whileループは最低1回の実行を保証されていることです。 一方、通常のwhileループは、実行されないかもしれま
せん (論理式は各反復の最初でチェックされるので、 最初から値がFALSEである場合はループの実行は すぐに終わります)。

do-while ループの構文は次の一つのみです。
<?php
$i = 0;
do {
    echo $i;
} while ($i > 0);
?>

上記のループは必ず一度だけ実行されます。その原因は、最初の反復の後、 論理値のチェックを行った際に値が FALSE となり ($i は 0 より大きくない)、ループの実行が終了するためです。

優れたCプログラマは、コードブロック中での実行中止が可能な do-whileループの別の使用法について熟知している かもしれません。 これは、do-while(0)でコードを括り、 break 文を使用する方法です。次のコードは、この方法の例を示しています。
<?php
do {
    if ($i < 5) {
        echo "i は十分大きくはありません。";
        break;
    }
    $i *= $factor;
    if ($i < $minimum_limit) {
        break;
    }
   echo "iはOKです。";

    /* i を処理します */
} while (0);
?>

この例をすぐに理解できなかったり、全く理解できなかったりしても問題ありません。 この '機能' を使用しなくても、強力なスクリプトを書くことができます。 PHP 5.3.0 以降では、この技のかわりに goto 演算子を使うこともできます。

for
for ループは、PHPで最も複雑なループです。 for は、Cのforループと同様に動作します。 forループの構文は、次のようになります。

for (式1; 式2; 式3)
    文

最初の式(式1)は、ループ開始時に無条件に 評価(実行)されます。

各繰り返しの開始時に、式2が評価されます。 その式の値がTRUEが場合、ループは継続され、括弧 内の文が実行されます。値がFALSEの場合、ループの 実行は終了します。

各繰り返しの後、式3が評価(実行)されます。

各式は空にすることもできますし、複数の式をカンマで区切って指定することもできます。 式2 でカンマ区切りの式を使用すると、 すべての式を評価します。しかし、結果として取得するのは最後の式の結果となります。 式2 を空にすると、無限実行ループになります (PHP
は、この状態を C 言語のように暗黙の内に TRUE とみなします)。 この機能は、初心者が想像するよりもずっと便利です。 for の式の結果ではなく条件付き break 文を使ってループを終了させたくなることもしばしばあります。
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次の例について考えてみましょう。以下の例はすべて 1 から 10 までの数を表示します。
<?php
/* 例 1 */
for ($i = 1; $i <= 10; $i++) {
    echo $i;
}

/* 例 2 */
for ($i = 1; ; $i++) {
    if ($i > 10) {
        break;
    }
    echo $i;
}

/* 例 3 */
$i = 1;
for (; ; ) {
    if ($i > 10) {
        break;
    }
    echo $i;
    $i++;
}

/* 例 4 */
for ($i = 1, $j = 0; $i <= 10; $j += $i, print $i, $i++);
?>

もちろん、最初の例(もしくは 4番目の例)が最善であると考えられます。 しかし、forループにおいて空の式を使用できると、 多くの場合、便利だということに気づかれるかと思います。

PHPは、forループ用に"コロン構文"もサポートします。 for loops.

for (式1; 式2; 式3):
    文;
    ...
endfor;

多くのユーザにとって、次の例のように配列をループ処理することはよくあるでしょう。
<?php
/*
* データが入った配列で、ループ処理中に
* その中身を書き換えたいと考えています
*/
$people = Array(
        Array('name' => 'Kalle', 'salt' => 856412),
        Array('name' => 'Pierre', 'salt' => 215863)
        );

for($i = 0; $i < sizeof($people); ++$i)
{
    $people[$i]['salt'] = rand(000000, 999999);
}
?>

この書き方には問題があります。 このコードは実行速度が遅くなることでしょう。 配列のサイズを毎回計算しているからです。 サイズが変わることはないのですから、これは簡単に最適化することができます。 配列のサイズを変数に格納して、ループ内では sizeof ではなくそ
の変数の値を使えばいいのです。 以下に例を示します。
<?php
$people = Array(
        Array('name' => 'Kalle', 'salt' => 856412),
        Array('name' => 'Pierre', 'salt' => 215863)
        );

for($i = 0, $size = sizeof($people); $i < $size; ++$i)
{
    $people[$i]['salt'] = rand(000000, 999999);
}
?>

foreach
PHP 4には、Perlや他の言語とよく似た foreach構文があります。これにより 配列要素に関する反復処理が容易になります。この構造には、 2種類の構文があります。2番目の構文はあまり知られていませんが、 最初の構文の便利な拡張になっています。
foreach (array_expression as $value)
    文
foreach (array_expression as $key => $value)
    文

最初の形式は、array_expressionで指定した配列に 関してループ処理を行います。各ループにおいて現在の要素の値が $valueに代入され、内部配列ポインタが一つ前に 進められます。(よって、次のループでは次の要素を見ることになります。)

2番目の形式も同様ですが、各ループで現在の要素のキーが変数 $keyに代入されるところが異なります。

PHP 5 では、 オブジェクトのイタレーション を用いることもできます。

注意:

foreachの実行開始時に内部配列ポインタは、 配列の先頭要素を指すように自動的にリセットされます。 このため、foreachループの前に reset()をコールする必要はありません。

注意:

配列が リファレンス でない限り、foreachは、指定した配列自体に対してではなく、 そのコピーに対して処理を行います。 foreach は配列のポインタに副作用を及ぼします。 foreach の最中やその後で配列のポインタを使用する際は、まずポインタをリセットして
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ください。

PHP 5 以降、$value の前に & を付けることで、 容易に配列の要素の値を変更できるようになっています。 これにより、値をコピーするのではなく、 リファレンス が代入されます。
<?php
$arr = array(1, 2, 3, 4);
foreach ($arr as &$value) {
    $value = $value * 2;
}
// $arr は array(2, 4, 6, 8) となります
unset($value); // 最後の要素への参照を解除します
?>
この機能は、ループ処理される配列が参照可能である場合 (すなわち、 変数である) のみ使用可能です。つまり、次のコードは動作しません。
<?php
foreach (array(1, 2, 3, 4) as &$value) {
    $value = $value * 2;
}

?>

警告

foreach ループを終えた後でも、 $value は配列の最後の要素を参照したままとなります。 unset() でその参照を解除しておくようにしましょう。

注意:

foreach は、'@' によりエラーメッセージ出力を抑 制する機能をサポートしていません。

既にご存知かと思いますが、以下の文は機能的に等価です。
<?php
$arr = array("one", "two", "three");
reset($arr);
while (list(, $value) = each($arr)) {
    echo "Value: $value<br />\n";
}

foreach ($arr as $value) {
    echo "Value: $value<br />\n";
}
?>
以下の文も機能的に等価です。
<?php
$arr = array("one", "two", "three");
reset($arr);
while (list($key, $value) = each($arr)) {
    echo "Key: $key; Value: $value<br />\n";
}

foreach ($arr as $key => $value) {
    echo "Key: $key; Value: $value<br />\n";
}
?>

使用法を示すためにその他の例を示します。
<?php
/* foreach の例 1: 値のみ */
$a = array(1, 2, 3, 17);

foreach ($a as $v) {
    echo "Current value of \$a: $v.\n";
}

/* foreachの例2: 値 (説明用に、手動でアクセスする際の表記を出力) */
$a = array(1, 2, 3, 17);

$i = 0; /* 説明用 */
foreach ($a as $v) {
    echo "\$a[$i] => $v.\n";
    $i++;
}

/* foreachの例3: キーと値 */
$a = array(
    "one" => 1,
    "two" => 2,
    "three" => 3,
    "seventeen" => 17
);

foreach ($a as $k => $v) {
    echo "\$a[$k] => $v.\n";
}

/* foreach の例4: 多次元配列 */
$a = array();
$a[0][0] = "a";
$a[0][1] = "b";
$a[1][0] = "y";
$a[1][1] = "z";

foreach ($a as $v1) {
    foreach ($v1 as $v2) {
        echo "$v2\n";
    }
}

/* foreach の例5: 動的配列 */
foreach (array(1, 2, 3, 4, 5) as $v) {
    echo "$v\n";
}
?>
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break
breakは、現在実行中の for, foreach, while, do-while, switch 構造の実行を終了します。

break では、オプションの引数で ネストしたループ構造を抜ける数を指定することができます。
<?php
$arr = array('one', 'two', 'three', 'four', 'stop', 'five');
while (list(, $val) = each($arr)) {
    if ($val == 'stop') {
        break;    /* ここでは、'break 1;'と書くこともできます */
    }
    echo "$val<br />\n";
}

/* オプション引数を使用します */
$i = 0;
while (++$i) {
    switch ($i) {
    case 5:
        echo "At 5<br />\n";
        break 1;  /* switch 構造のみを抜けます */
    case 10:
        echo "At 10; quitting<br />\n";
        break 2;  /* switch と while を抜けます */
    default:
        break;
    }
}
?>

continue
continue は、ループ構造において現在の繰り返しループ の残りの処理をスキップし、条件式を評価した後に 次の繰り返しの最初から実行を続けるために使用されます、

注意: PHP では、continue の動作に関しては switch 文がループ構造とみなされるということに注意しましょう。

continueでは、オプションの引数で 処理をスキップするループ構造のレベルの数を指定できます。

注意:

continue 0; および continue 1; は、 単に continue; を実行するのと同じです。
<?php
while (list($key, $value) = each($arr)) {
    if (!($key % 2)) { // キーが偶数の組をスキップします
        continue;
    }
    do_something_odd($value);
}

$i = 0;
while ($i++ < 5) {
    echo "Outer<br />\n";
    while (1) {
        echo "&nbsp;&nbsp;Middle<br />\n";
        while (1) {
            echo "&nbsp;&nbsp;Inner<br />\n";
            continue 3;
        }
        echo "This never gets output.<br />\n";
    }
    echo "Neither does this.<br />\n";
}
?>

continue の後のセミコロンを省略すると混乱を生じることがあります。 以下の例のようなことをしてはいけません。
<?php
for ($i = 0; $i < 5; ++$i) {
    if ($i == 2)
        continue
    print "$i\n";
}
?>

これは、以下のような結果になることを期待していたのでしょう。
0
1
3
4

しかし、このスクリプトの出力は以下のようになります。
2

これは、print() コールの返り値が int(1) であり、 先ほど説明したオプションの数値引数のように見えてしまうためです。

switch
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switch文は、同じ式を用いてIF文を並べたのに似ています。 同じ変数を異なる値と比較し、値に応じて異なったコードを実行したいと 思うことがしばしばあるかと思います。 switch文は、まさにこのためにあるのです。

注意: 他の言語とは違って、 continue命令は switchにも適用され、breakと同じ動作をします。 ループの内部でswitchを使用しており、 外側のループの処理を続行させたい場合には、continue 2 を使用してください。

注意:

switch/case が行うのは、 緩やかな比較 であることに注意しましょう。

次の二つの例は、同じことを二つの異なった方法で書いたものです。 一つは、if文を、もう一つはswitch 文を使っています。

例1 switch構造
<?php
if ($i == 0) {
    echo "iは0に等しい";
} elseif ($i == 1) {
    echo "iは1に等しい";
} elseif ($i == 2) {
    echo "iは2に等しい";
}

switch ($i) {
    case 0:
        echo "iは0に等しい";
        break;
    case 1:
        echo "iは1に等しい";
        break;
    case 2:
        echo "iは2に等しい";
        break;
}
?>

例2 switch構造では文字列を使用できる
<?php
switch ($i) {
    case "apple":
        echo "i is apple";
        break;
    case "bar":
        echo "i is bar";
        break;
    case "cake":
        echo "i is cake";
        break;
}
?>

失敗を避けるためにswitch文がどのように実行されるのかを 理解することが重要です。 switch文は、行毎に実行されます。 (実際には、文毎に実行されます。)初めは、何も実行しません。 switch式の値と一致する値を有する case文が見つけられたときに初めてPHにより 命令
の実行が行われます。 PHPはswitchブロックの終わりまたは最初の break文まで実行を続けます。 CASE文の終わりにbreak文を書かない場合は、PHPは 次のCASE文を実行しつづけます。例えば、
<?php
switch ($i) {
    case 0:
        echo "iは0に等しい";
    case 1:
        echo "iは1に等しい";
    case 2:
        echo "iは2に等しい";
}
?>

ここで、$iが0に等しい場合は、PHPは全ての echo 文を出力してしまいます! $iが1の場合、PHPは最後の二つの echo 文を出力します。 $iが2に等しい場合のみ、'期待した'動作をし、 'iは2に等しい'と表示します。 このため (ある種の状況下では、BREAKを付加することを避け
たいと 思うかもしれませんが)、 break文を忘れないようにすることが重要です。

switch文では、条件は1度だけ評価され、 その結果が各case文と比較されます。 elseif文では、条件は、再度評価されます。 使用する条件が単純な比較処理よりも複雑な処理を行ったり、 重い繰り返し処理を行う場合、switchの方が より処理が速い可能性があります。

caseに付随する文は、空とすることが可能です。 この場合、次のcaseに付随する文に制御が移行します。
<?php
switch ($i) {
case 0:
case 1:
case 2:
    echo "iは3より小さいですが負ではありません";
    break;
case 3:
    echo "iは3です";
}
?>

default は、case 文の特別な場合です。これは他の全ての case にマッチしない場合に実行されます。例を以下に示します。
<?php
switch ($i) {
    case 0:
        echo "iは0に等しい";
        break;
    case 1:
        echo "iは1に等しい";
        break;
    case 2:
        echo "iは2に等しい";
        break;
    default:
       echo "iは0,1,2に等しくない";
}
?>

case式は、スカラー型に式を評価する 任意の式、つまり、整数、浮動小数点、文字列とすることができます。 配列又はオブジェクトは、単純な型にキャストされていない限り 使用することができません。
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switch文の制御構造に関する別の構文がサポートされています。 詳細は、 制御構造に関する別の構文を参照ください。
<?php
switch ($i):
    case 0:
        echo "iは0に等しい";
        break;
    case 1:
        echo "iは1に等しい";
        break;
    case 2:
        echo "iは2に等しい";
        break;
    default:
        echo "iは0でも1でも2でもない";
endswitch;
?>

case の最後はコロンではなくセミコロンとすることもできます。たとえば次のようになります。
<?php
switch($beer)
{
    case 'ツボルグ';
    case 'カールスバーグ';
    case 'ハイネケン';
        echo 'いいっすねぇ';
    break;
    default;
        echo 'ほかのを選んでみませんか?';
    break;
}
?>

declare
declare 命令は、あるコードブロックの中に 実効命令をセットするために使用されます。declare の文法は他の制御構造と似ています。

declare (命令)
    文

命令の箇所で、セットされた declareブロックの挙動を指定することが出来ます。 現在のところ、使用できる命令は ticks ( ticksに関しては以下を参照してください) と encoding (encoding に関しては以下を参照ください) です。

注意: encoding ディレクティブは PHP 5.3.0 で追加されました。

declareブロックの文 の実行のされ方や実行時にどのような作用が起こるかについては 命令に何が指定されたかに依存します。

declare構造はグローバルスコープしても使用され、 それはそれ以降のコード上の全てにおいて影響します (しかし、declare を含むファイルがインクルードされた場合は、 親ファイルにはその影響は及びません)。
<?php
// 以下は同じ意味です

// こうすることもできますし、
declare(ticks=1) {
    // ここにすべてのスクリプトを書きます
}

// こうすることもできます
declare(ticks=1);
// ここにすべてのスクリプトを書きます
?>

Ticks

tickとはdeclareブロックの実行中にパーサが N個の低レベル tick 可能命令を実行するごとに 発生するイベントのことです。Nの値は declareブロックの命令の箇所で ticks=Nのように 指定します。

すべての文が tick 可能なわけではありません。 たとえば条件式や引数式などは tick できません。

tickごとに発生させるイベントはregister_tick_function() を使用して指定します。詳細は以下の例を参照してください。1回のtickで 複数のイベントが起こり得ることに注意してください。

例1 Tick の使用例
<?php

declare(ticks=1);

// tick イベントごとにコールされる関数
function tick_handler()
{
    echo "tick_handler() called\n";
}

register_tick_function('tick_handler');

$a = 1;

if ($a > 0) {
    $a += 2;
    print($a);
}

?>

例2 Ticks の使用例
<?php

function tick_handler()
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{
  echo "tick_handler() called\n";
}

$a = 1;
tick_handler();

if ($a > 0) {
    $a += 2;
    tick_handler();
    print($a);
    tick_handler();
}
tick_handler();

?>

register_tick_function() および unregister_tick_function() も参照ください。

Encoding

スクリプトのエンコーディングをスクリプトごとに指定するには encoding ディレクティブを使用します。

例3 スクリプトのエンコーディングの宣言
<?php
declare(encoding='ISO-8859-1');
// ここにコードを書きます
?>

警告

名前空間と組み合わせて使用する場合、使用できる形式は declare(encoding='...'); のみです。... にエンコーディングを指定します。declare(encoding='...') {} は、名前空間と組み合わせるとパースエラーとなります。

php を --enable-zend-multibyte つきでコンパイルしていない場合、 PHP 5.3 では encoding 宣言は無視されます。

PHP が --enable-zend-multibyte つきでコンパイルされているかどうかを知る方法は phpinfo() 以外に存在しないことに注意しましょう。

return
関数内で呼び出されると、return()文は即座に その関数の実行を停止し、引数を関数の値として返します。 return()はまた、eval()文や スクリプト自体の実行を終了させることが出来ます。

グローバルスコープで呼び出されると、現在実行中のスクリプトが終了 します。もしそのスクリプトがinclude()もしくは require()されたものである場合、制御は呼び出し元 のファイルに戻ります。また、そのスクリプトがinclude() されたものである場合は、return()に与えら
れた引数 の値はinclude()の戻り値となります。 return()がメインスクリプトで呼び出された場合は スクリプトが終了します。また、 設定ファイルの auto_prepend_file 又は auto_append_fileオプションで指定されたスクリプトの場合も 同様にそのスクリプトが終了します。

さらに詳しい情報に関しては 返り値を参照してください。

注意: return() は関数ではなく言語構造であるため、 引数を括弧で囲う必要があるのはないことに注意しましょう。 括弧で囲わずそのままにしておくのが一般的です。 またそのほうが PHP にかかる負荷も低くなります。

注意: パラメータを省略した場合は括弧も省略する必要があります。この場合の返り値は NULL です。 return() に括弧をつけてコールしながら何も引数を指定しないと、 パースエラーとなります。

注意: 変数をリファレンスで返す場合は、決して引数を 括弧で囲ってはいけません。そのようにすると正しく動作しません。 return ($a); とすると、変数を返すのではなく ($a) を評価した結果を返すことになります (この場合は、もちろん $a の値です)。

require()
require() は include() とほぼ同じですが、失敗した場合に E_COMPILE_ERROR レベルの致命的なエラーも発生するという点が異なります。 つまり、スクリプトの処理がそこで止まってしまうということです。一方 include() の場合は、警告 (E_WARNING) を発するもののスクリプト
の処理は続行します。

どのように動作するかについては include() のドキュメントを参照ください。

include()
include()文は指定されたファイルを読み込み、評価します。

以下の記述内容はrequire()にも当てはまります。

ファイルのインクルードは、指定されたパスから行います。パスを指定しない場合は、 include_path の設定を利用します。 If the file isn't found in the include_path, include() will finally check in the calling script's own directory and the current working directory
before failing. include() は、ファイルを見つけられない場合に warning を発行します。一方 require() の場合は、同じ場合に fatal error を発行する点が異なります。

パスを指定した場合 — 絶対パス (Windows ならドライブレターあるいは \ で始まるパス、Unix/Linux 系なら / で始まるパス) あるいはカレントディレクトリからの相対パス (. あるいは .. で始まるパス) のどちらでも — は include_path は無視されます。たとえば ../ ではじ
まるファイル名を指定した場合は、 親ディレクトリからそのファイルを探します。

PHP でのファイルのインクルードやインクルードパスについての詳細は include_path のドキュメントを参照ください。

ファイルが読み込まれるとそのファイルに含まれるコードは、 include()もしくはrequire()が実行された 行の変数スコープを継承します。 呼び出し側の行で利用可能である全ての変数は、読み込まれたファイル内で利用可能です。 しかし、読み込まれたファイル内で定義されて
いる関数やクラスはすべて グローバルスコープとなります。

例1 基本的なinclude()の例
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vars.php
<?php

$color = 'green';
$fruit = 'apple';

?>

test.php
<?php

echo "A $color $fruit"; // A

include 'vars.php';

echo "A $color $fruit"; // A green apple

?>

呼び出し側のファイルの関数定義の中で読み込みが行われた場合は、 読み込まれるファイルに含まれる全てのコードは、 その関数内で定義されているものとして動作します。 従って変数のスコープもその関数のものが継承されます。 ただ マジック定数 は例外で、これは読み込
みを行う前にパーサが評価します。

例2 関数内での読み込み
<?php

function foo()
{
    global $color;

    include 'vars.php';

    echo "A $color $fruit";
}

/* vars.php は foo() のスコープを継承するため *
* $fruit はこの関数の外では無効となります。  *
* $color はglobalとして宣言されているため    *
* 有効です。                                 */
foo();                    // A green apple
echo "A $color $fruit";   // A green

?>

ファイルが読み込まれるときには、読み込まれるファイルの先頭で PHPモードを抜けてHTMLモードになり、最後に再びPHPモードに戻ります。 このため、読み込むファイル中のPHPコードとして実行する必要がある コードは、 有効なPHPの開始タグおよび終了タグで括る必要
があります。

"URL fopenラッパー"が 有効になっている場合(デフォルト設定では有効です)、ローカルなパス名 の代わりにURL(HTTP経由)を用いて読み込むファイルを指定することが可能です。 URLで指定されたサーバがファイルをPHPコードとして解釈することが 出来る場合には、HTTP
GETを使用してURLリクエストに引数を指定することが 出来ます。これはファイルの読み込み云々やスコープの継承とは関係なく、 ただ単純にスクリプトがリモートのサーバで実行されて結果がローカルの スクリプトに読み込まれる、というだけのことです。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

例3 HTTP経由のinclude()

<?php

/* この例は www.example.com が.phpはPHPスクリプトとして扱い、.txtは通常の *
 * ファイルとして扱うように設定されていると仮定しています。また、ここでの *
 * '動作します'という言葉の意味は、変数$fooと$barが読み込まれる側のファイ *
 * ルで使用可能である、ということです。                                   */

// 動作しません: www.example.com では file.txt はPHPコードとして解釈されません。
include 'http://www.example.com/file.txt?foo=1&bar=2';

// 動作しません: 'file.php?foo=1&bar=2' という名前のファイルをローカルファイル
// システム上から探し出そうとします。
include 'file.php?foo=1&bar=2';

// 動作します。
include 'http://www.example.com/file.php?foo=1&bar=2';

$foo = 1;
$bar = 2;
include 'file.txt';  // 動作する
include 'file.php';  // 動作する
?>

警告

セキュリティの警告
リモートファイルはリモートサーバ上で実行されます（ファイルの拡張子や リモートサーバが PHP の実行を許可しているかどうかに依存します）が、 有効な PHP スクリプトである必要があります。なぜならそれはローカル サーバ上で処理されるからです。もしリモートサーバ
上で処理された結果が ほしいだけならば、readfile() を使用するほうがよい でしょう。そうでなければ、リモートスクリプトが有効な期待通りのコードを 生成していることを確認するため、注意を払うことが必要になります。

リモートファイル, fopen(), file()も参照してください。

値の返し方: 読み込まれたファイル内では、ファイルの実行処理を終了し呼出側の スクリプトに戻るためにreturn()文を実行することが可能です。 読み込まれたファイルから値を返すことも可能です。 通常の関数で行うのと同様にincludeコールの値を取得することができます。
しかし、読み込まれたリモートファイル(ローカルファイルの場合も同様)の出力が、 有効なPHPの開始／ 終了タグを有していない限り、リモートファイルを読み込む際に値を 取得することはできません。 必要な変数をこれらのタグの中で宣言することができ、これらの変数は
ファイルが読み込まれた位置で使用可能となります。

include() は特別な言語構造であるため、 引数の前後に括弧は不要です。 返り値を比較する際には注意してください。

例4 インクルードの戻り値を比較する
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<?php
// won't work, evaluated as include(('vars.php') == 'OK'), i.e. include('')
if (include('vars.php') == 'OK') {
    echo 'OK';
}

// works
if ((include 'vars.php') == 'OK') {
    echo 'OK';
}
?>

例5 include()とreturn()文
return.php
<?php

$var = 'PHP';

return $var;

?>

noreturn.php
<?php

$var = 'PHP';

?>

testreturns.php
<?php

$foo = include 'return.php';

echo $foo; // 'PHP'と出力されます
$bar = include 'noreturn.php';

echo $bar; // 1が出力されます
?>

読み込みが成功すると$barの値は1となります。上の2つの例の違いに 注目してください。最初の例では読み込まれるファイル側でreturn() を使用し、もう一方では使用していません。 ファイルが読み込めなかった場合、FALSE が返され、 E_WARNING が発生します。

読み込まれるファイルで定義された関数がある場合、 これらは、return()の前後によらず メインファイルで使用できます。 このファイルが二度読み込まれた場合、PHP 5は関数が定義済みであるため 致命的なエラーを発生します。一方、PHP 4は return()の後に定義された関数
については、 エラーを発生しません。 ファイルが読み込み済みであるかどうかを調べ、 読み込まれるファイルの内容を条件分岐で返すかわりに include_once()を使用することを推奨します。

PHP ファイルの内容を変数に "include する" もうひとつの方法は、 出力制御関数 を include() とともに用いて 出力をキャプチャすることです。たとえば、

例6 出力バッファリングを用い、 PHP ファイルの内容を文字列として読み込む
<?php
$string = get_include_contents('somefile.php');

function get_include_contents($filename) {
    if (is_file($filename)) {
        ob_start();
        include $filename;
        $contents = ob_get_contents();
        ob_end_clean();
        return $contents;
    }
    return false;
}

?>

スクリプト中で自動的にファイルをインクルードするには、php.ini の auto_prepend_file および auto_append_file オプションも参照ください。

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

require(), require_once(), include_once(), get_included_files(), readfile(), virtual() および include_path も参照ください。

require_once()
require_once() 文は require() とほぼ同じ意味ですが、 ファイルがすでに読み込まれているかどうかを PHP がチェックするという点が異なります。 すでに読み込まれている場合はそのファイルを読み込みません。

_once の振る舞い、およびそれが _once なし版とどのように異なるのかについての情報は、 include_once() のドキュメントを参照ください。

include_once()
include_once()命令は、スクリプトの実行時に指定 したファイルを読み込み評価します。この動作は、 include()命令と似ていますが、ファイルからのコー ドが既に読み込まれている場合は、再度読み込まれないという重要な違い があります。その名が示す通り、ファイルは一
度しか読み込まれません。

include_once()は、スクリプトの実行時に同じファイ ルが複数回読み込まれ、評価される可能性がある場合に、関数の再定義や 変数値の再代入といった問題を回避するために一回だけ読み込ませるため に使用します。

この関数の動作についての情報は include() のドキュメントを参照ください。

注意:

PHP 4 では、大文字小文字を区別しない OS (Windows など) では _once の動作が多少異なります。次に例を示します。
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例1 PHP 4 における、大文字小文字を区別しない OS 上での include_once()

<?php
include_once "a.php"; // a.phpを読み込みます
include_once "A.php"; // これもa.phpを読み込みます! (PHP 4 のみ)
?>
この挙動は PHP 5 で変更されました。たとえば Windows ではまず最初にパスが正規化され、 C:\PROGRA~1\A.php は C:\Program Files\a.php と同じ扱いとなります。 ファイルは一度だけ読み込まれるようになります。

goto
goto 演算子を使用すると、 プログラム中の他の命令にジャンプすることができます。 ジャンプ先はラベルとコロンで表し、 goto の後にそのラベルを指定します。 これは、完全に制約のない goto というわけではありません。 対象となるラベルは同じファイル上の同じコンテ
キストになければなりません。 つまり、関数やメソッドの外に飛び出したり 関数やメソッドの中に突入したりすることはできないということです。 また、いかなるループや switch 構造の中にも突入することができません。 逆にループや switch 構造から抜け出すことはできま
す。一般的な用法としては、 goto を複数レベルの break として使うものがあります。

例1 goto の例
<?php
goto a;
echo 'Foo';
 
a:
echo 'Bar';
?>

上の例の出力は以下となります。
Bar

例2 ループでの goto の例
<?php
for($i=0,$j=50; $i<100; $i++) {
  while($j--) {
    if($j==17) goto end; 
  }  
}
echo "i = $i";
end:
echo 'j hit 17';
?>

上の例の出力は以下となります。
j hit 17

例3 これは動作しません
<?php
goto loop;
for($i=0,$j=50; $i<100; $i++) {
  while($j--) {
    loop:
  }
}
echo "$i = $i";
?>

上の例の出力は以下となります。
Fatal error: 'goto' into loop or switch statement is disallowed in
script on line 2

注意:

goto 演算子は PHP 5.3 以降で使用可能です。

What's the worse thing that could happen if you use goto?

この画像は » xkcd から提供いただいたものです。

関数
目次

ユーザー定義関数

http://xkcd.com/292
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関数の引数
返り値
可変関数
内部（ビルトイン）関数
無名関数

ユーザー定義関数
関数は次のような構文で定義されます。

例1 関数の使用法を説明するための擬似コード
<?php
function foo($arg_1, $arg_2, /* ..., */ $arg_n)
{
    echo "関数の例\n";
    return $retval;
}
?>

関数の中では、他の関数や クラス 定義 を含む PHP のあらゆる有効なコードを使用することができます。

関数名は、PHP の他のラベルと同じ規則に従います。関数名として有効な 形式は、まず文字かアンダースコアで始まり、その後に任意の数の文字・ 数字・あるいはアンダースコアが続くものです。正規表現で表すと、 [a-zA-Z_\x7f-\xff][a-zA-Z0-9_\x7f-\xff]* となりま
す。

ヒント

ユーザレベルでの命名の手引き も参照ください。

PHP では、関数は参照される前に定義されている必要はありません。 ただし以下の二つの例のように、条件付きで関数が 定義されるような場合を除きます。

次の二つの例のように、ある条件下でのみ関数が定義される場合には、 その関数定義は関数がコールされる前に 行われていなければなりません。

例2 条件つきの関数
<?php

$makefoo = true;

/* ここでは関数foo()はまだ定義されていないので
   コールすることはできません。
   しかし関数 bar()はコールできます。 */
bar();

if ($makefoo) {
  function foo()
  {
    echo "I don't exist until program execution reaches me.\n";
  }
}

/* ここでは $makefooがtrueと評価されているため 
   安全にfoo()をコールすることができます。 */
if ($makefoo) foo();

function bar() 
{
  echo "I exist immediately upon program start.\n";
}

?>

例3 関数の中の関数
<?php
function foo() 
{
  function bar() 
  {
    echo "I don't exist until foo() is called.\n";
  }
}

/* ここでは関数bar()はまだ定義されていないので
   コールすることはできません。 */
foo();

/* foo()の実行によって bar()が
   定義されるためここではbar()を
   コールすることができます。*/
bar();

?>

PHP では、関数やクラスはすべてグローバルスコープにあります - 関数の内部で定義したものであっても関数の外部からコールできますし、 その逆も可能です。

PHP は関数のオーバーロードをサポートしていません。 また、宣言された関数の定義を取り消したり再定義することも できません。

注意: 関数名は大文字小文字を区別しませんが、通常は 関数宣言時と同じ名前で関数をコールする方が好ましいです。

可変引数 および デフォルト引数 の機能をサポートしています。 func_num_args(), func_get_arg(), func_get_args() に関する関数リファレンスを 参照ください。
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PHP では、関数を再帰的にコールすることが可能です。ただし、100 から 200 を超えるような再帰呼び出しは避けてください。そんなことをすると、 スタックが破壊され、スクリプトが異常終了してしまいます。

例4 再帰的な関数
<?php
function recursion($a)
{
    if ($a < 20) {
        echo "$a\n";
        recursion($a + 1);
    }
}
?>

関数の引数
引数のリストにより関数へ情報を渡すことができます。 このリストは、カンマで区切られた式のリストです。

PHP は、値渡し(デフォルト)、 参照渡し、 デフォルト引数値 をサポートしています。また、 可変長引数リスト もサポートしてます。 func_num_args(), func_get_arg(), func_get_args() に関する関数リファレンスを 参照ください。

例1 Passing arrays to functions

<?php
function takes_array($input)
{
    echo "$input[0] + $input[1] = ", $input[0]+$input[1];
}
?>

参照渡しで引数を作成する

デフォルトで、関数の引数は値で渡されます。(このため、関数の内部で 引数の値を変更しても関数の外側では値は変化しません。)関数がその引 数を修正できるようにするには、その引数を参照渡しとする必要があり ます。

関数の引数を常に参照渡しとしたい場合には、関数定義において アンパサンド(&) を引数名の前に付加することができます。

例2 Passing function parameters by reference

<?php
function add_some_extra(&$string)
{
    $string .= 'and something extra.';
}
$str = 'This is a string, ';
add_some_extra($str);
echo $str;    // outputs 'This is a string, and something extra.'
?>

デフォルト引数値

関数は、スカラー引数に関して次のように C++ スタイルのデフォルト値を 定義することができます。

例3 関数におけるデフォルトパラメータの使用法
<?php
function makecoffee($type = "cappuccino")
{
    return "Making a cup of $type.\n";
}
echo makecoffee();
echo makecoffee(null);
echo makecoffee("espresso");
?>

上の例の出力は以下となります。
Making a cup of cappuccino.
Making a cup of .
Making a cup of espresso.

PHPでは、配列および特殊な型 NULL をデフォルト値とすることも可能です。 例えば、

例4 スカラー型以外をデフォルト値として使用する
<?php
function makecoffee($types = array("cappuccino"), $coffeeMaker = NULL)
{
    $device = is_null($coffeeMaker) ? "hands" : $coffeeMaker;
    return "Making a cup of ".join(", ", $types)." with $device.\n";
}
echo makecoffee();
echo makecoffee(array("cappuccino", "lavazza"), "teapot");
?>

デフォルト値は、定数式である必要があり、 (例えば) 変数やクラスのメンバーであってはなりません。

引数のデフォルト値を使用する際には、デフォルト値を有する引数はデ フォルト値がない引数の右側に全てある必要があることに注意して下さ い。そうでない場合、意図したような動作が行われません。次の簡単な コードを見てみましょう。

例5 関数の引数のデフォルト値の 間違った使用法
<?php
function makeyogurt($type = "acidophilus", $flavour)
{
    return "Making a bowl of $type $flavour.\n";
}
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echo makeyogurt("raspberry");   // 期待通りには動作しません。
?>

上の例の出力は以下となります。
Warning: Missing argument 2 in call to makeyogurt() in 
/usr/local/etc/httpd/htdocs/phptest/functest.html on line 41
Making a bowl of raspberry .

ここで、上の例を次のコードと比べてみましょう。

例6 関数の引数のデフォルト値の 正しい使用法
<?php
function makeyogurt($flavour, $type = "acidophilus")
{
    return "Making a bowl of $type $flavour.\n";
}
 
echo makeyogurt("raspberry");   // 期待通り動作します
?>

上の例の出力は以下となります。
Making a bowl of acidophilus raspberry.

注意: PHP 5以降、デフォルトで値はリファレンス渡しとなります。

可変長引数リスト

PHP 4 以降は、可変長引数をユーザー定義関数でサポートしています。 可変長引数の使用法は非常に簡単で、 func_num_args(), func_get_arg(), func_get_args() 関数を使用します。

可変長引数に関して特別な構文は必要としません。 引数リストは従来と同様に関数定義で明示的に指定することができ、 動作も従来と変わりません。

返り値
オプションの return 文により値を返すことができます。 配列やオブジェクトを含むあらゆる型を返すことができます。 これにより、関数の実行を任意の箇所で終了し、その関数を呼び出した 箇所に制御を戻すことが出来ます。詳細に関しては return()を参照してください。

注意:

return() を省略した場合は NULL を返します。

例1 return()の使用法
<?php
function square($num)
{
    return $num * $num;
}
echo square(4);   //  '16'を出力
?>

複数の値を返すことはできませんが、リストを返すことにより 同じ効果を得ることができます。

例2 複数の値を得るために配列を返す
<?php
function small_numbers()
{
    return array (0, 1, 2);
}
list ($zero, $one, $two) = small_numbers();
?>

関数からリファレンスを返すには、リファレンス演算子 & を関数宣 言部および変数への返り値を代入する際の両方で使用する必要があります。

例3 関数からリファレンスを返す
<?php
function &returns_reference()
{
    return $someref;
}

$newref =& returns_reference();
?>

リファレンスに関するさらに詳しい情報がリファレンスの説明にあります。

可変関数
PHP は可変関数(variable functions)の概念をサポートします。 これにより、変数名の後に括弧が付いている場合、その値が何であろうと PHPは、同名の関数を探し実行を試みます。 この機能は、コールバック、関数テーブル等を実装するために使用可能です。

可変関数は、echo(), unset(), isset(), empty(), include(), print() のような言語構造と組み合わせて使用する ことはできません。これらの言語構造を可変変数として使うには 独自のラッパ関数を使う必要があります。

例1 可変関数の例
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<?php
function foo()
{
    echo "In foo()<br />\n";
}

function bar($arg = '')
{
    echo "In bar(); argument was '$arg'.<br />\n";
}

// This is a wrapper function around echo
function echoit($string)
{
    echo $string;
}

$func = 'foo';
$func();        // This calls foo()

$func = 'bar';
$func('test');  // This calls bar()

$func = 'echoit';
$func('test');  // This calls echoit()
?>

オブジェクトのメソッドを可変関数を使ってコールすることもできます。

例2 可変メソッドの例
<?php
class Foo
{
    function Variable()
    {
        $name = 'Bar';
        $this->$name(); // Bar() メソッドのコール
    }
    
    function Bar()
    {
        echo "This is Bar";
    }
}

$foo = new Foo();
$funcname = "Variable";
$foo->$funcname();  // $foo->Variable() をコールする
?>

静的メソッドをコールするときには、関数呼び出しのほうが静的プロパティ演算子よりも優先されます。

例3 静的プロパティを含む可変メソッドの例
<?php
class Foo
{
    static $variable = 'static property';
    static function Variable()
    {
        echo 'Method Variable called';
    }
}

echo Foo::$variable; // これは 'static propery' を表示します。このスコープにおいて $variable が必要です。
$variable = "Variable";
Foo::$variable();  // これは $foo->Variable() をコールします。このスコープでの $variable の内容を読むからです。
?>

可変変数や function_exists()も参照してください。

内部（ビルトイン）関数
PHPは標準で多くの関数と言語構造を持っています。また他にも コンパイル済みの特定のPHPエクステンションを必要とする関数があります。 それらはもしコンパイルされていなければ"undefined function（未定義の関数）" として致命的エラーを発するでしょう。例えば、
imagecreatetruecolor()のような 画像関数を使用するには、 GDサポートを有効にしてPHPをコンパイルしておく必要があります。 また、mysql_connect()を使う場合もやはり MySQLサポートを有効にしてPHPが コンパイルされている必要があります。 stringや variable関数
のように どのバージョンのPHPでも含まれているコアの関数もたくさんあります。 phpinfo()やget_loaded_extensions()を コールすることで使用しているPHPにロードされているエクステンションを 見ることができます。また、多くのエクステンションはデフォルトで有効に
なっており、PHPのマニュアルはエクステンション毎に分けられていることにも 注意してください。PHPのセットアップについては 設定, インストール,そして個々のエクステンション の項をご覧ください。

関数のプロトタイプに関する解説はマニュアルの 関数の定義を読むにはを 参照してください。関数の戻り値や引数が直接与えられた場合に どのように動くかを認識することは重要です。 例えば、str_replace()は変更された文字列を 返すのに対し、usort()は与えられた引数その
ものを 変更します。マニュアルの各項にはそれぞれの関数に関する情報があります。 関数の引数、振る舞いの変更、成功した場合失敗した場合の それぞれの戻り値、可用性に関する情報などです。 これらの重要な（時には微妙な）違いを知ることは、 正しいPHPコードを書く
うえで極めて重要なことです。

注意: 関数へのパラメータとして関数が想定しているのとは異なるものを渡した場合、 例えば文字列を想定しているところに配列を渡した場合などの場合は 関数の返り値は未定義となります。たいていの場合は NULL を返すでしょう。しかしこれはあくまでも規約にす
ぎず、 これに依存することはできません。

function_exists(), the function reference, get_extension_funcs(), dl()も参照してください。

無名関数
無名関数はクロージャとも呼ばれ、 関数名を指定せずに関数を作成できるようにするものです。 コールバック パラメータとして使う際に便利ですが、用途はそれにとどまりません。
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例1 無名関数の例
<?php
echo preg_replace_callback('~-([a-z])~', function ($match) {
    return strtoupper($match[1]);
}, 'hello-world');
// helloWorld と出力します
?>

クロージャは、変数の値として使用することもできます。 PHP は、そのような記述があると自動的に内部クラス Closure のインスタンスに変換します。 変数へのクロージャの代入は、他の代入と同じように記述し、 同じく最後にセミコロンをつけます。

例2 変数への無名関数の代入
<?php
$greet = function($name)
{
    printf("Hello %s\r\n", $name);
};

$greet('World');
$greet('PHP');
?>

クロージャは、変数を親のスコープから引き継ぐことができます。 引き継ぐ変数は、関数のヘッダで宣言しなければなりません。 親のスコープからの変数の引き継ぎは、グローバル変数を使うのとは 異なります。グローバル変数は、 関数が実行されるかどうかにかかわらずグ
ローバルスコープに存在します。 クロージャの親スコープは、クロージャが宣言されている関数です (関数の呼び出し元のスコープである必要はありません)。 次の例を参照ください。

例3 クロージャのスコープ
<?php
// 基本的なショッピングカートで、追加した商品の一覧や各商品の
// 数量を表示します。カート内の商品の合計金額を計算するメソッド
// では、クロージャをコールバックとして使用します。
class Cart
{
    const PRICE_BUTTER  = 1.00;
    const PRICE_MILK    = 3.00;
    const PRICE_EGGS    = 6.95;

    protected   $products = array();
    
    public function add($product, $quantity)
    {
        $this->products[$product] = $quantity;
    }
    
    public function getQuantity($product)
    {
        return isset($this->products[$product]) ? $this->products[$product] :
               FALSE;
    }
    
    public function getTotal($tax)
    {
        $total = 0.00;
        
        $callback =
            function ($quantity, $product) use ($tax, &$total)
            {
                $pricePerItem = constant(__CLASS__ . "::PRICE_" .
                    strtoupper($product));
                $total += ($pricePerItem * $quantity) * ($tax + 1.0);
            };
        
        array_walk($this->products, $callback);
        return round($total, 2);
    }
}

$my_cart = new Cart;

// カートに商品を追加します
$my_cart->add('butter', 1);
$my_cart->add('milk', 3);
$my_cart->add('eggs', 6);

// 合計に消費税 5% を付加した金額を表示します
print $my_cart->getTotal(0.05) . "\n";
// 結果は 54.29 です
?>

無名関数は、現在は Closure クラスで実装されています。 これはあくまでも内部実装の問題であり、この事実に依存したコードを書いてはいけません。

注意: 無名関数は PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

注意: クロージャ内から func_num_args()、 func_get_arg() および func_get_args() を使用することができます。

クラスとオブジェクト
目次

はじめに
クラスの基礎
プロパティ
オブジェクト定数
クラスのオートローディング
コンストラクタとデストラクタ
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アクセス権
オブジェクトの継承
スコープ定義演算子 (::)
static キーワード
クラスの抽象化
オブジェクト インターフェイス
オーバーロード
オブジェクトの反復処理
パターン
マジックメソッド
finalキーワード
オブジェクトのクローン作成
オブジェクトの比較
タイプヒンティング
遅延静的束縛 (Late Static Bindings)
オブジェクトと参照
オブジェクトのシリアライズ
変更履歴

はじめに
PHP 5 以降、オブジェクトモデルが書き直されて、 より高い性能と高機能を実現するようになりました。 これは PHP 4 から大きく変わった点であり、PHP 5 には完全なオブジェクトモデルが搭載されています。

PHP 5 で採用された機能には 可視性、 abstract クラスやメソッド、 final クラスやメソッド、 新たな マジックメソッド、 インターフェイス、 クローン そして タイプヒンティング などがあります。

PHP では、オブジェクトを参照やハンドルと同様に扱います。つまり、 オブジェクトそのものではなくオブジェクトへの参照を変数に格納するようになります。 オブジェクトおよびリファレンス を参照ください。

ヒント

ユーザレベルでの命名の手引き も参照ください。

クラスの基礎
class

各クラスの定義は、classキーワードで始まり、クラス名が続きます。 そしてその後に波括弧のペアが続き、 その中にはクラスのプロパティとメソッドの定義を記述します。

クラス名には、PHP の予約語 以外でラベルとして有効なあらゆる名前を使用することができます。 有効なクラス名は、先頭が文字あるいはアンダースコアで始まり、 その後に任意の数の文字/数字/アンダースコアが続くものです。 正規表現で表すと、 [a-zA-Z_\x7f-\xff][a-
zA-Z0-9_\x7f-\xff]* のようになります。

クラスの中には、 定数 や 変数 ("プロパティ" といいます) そして関数 ("メソッド" といいます) を含めることができます。

例1 簡単なクラス定義
<?php
class SimpleClass
{
    // プロパティの宣言
    public $var = 'a default value';

    // メソッドの宣言
    public function displayVar() {
        echo $this->var;
    }
}
?>

メソッドがオブジェクトコンテキストからコールされる場合は、 疑似変数 $this が利用可能です。 $this は、呼び出し元オブジェクト (通常は、メソッドが属するオブジェクトですが、 メソッドが第二のオブジェクトのオブジェクトの コンテキストから スタティックに コール
される場合には、別のオブジェクトとなる場合もあります) への参照です。

例2 $this 疑似変数の例
<?php
class A
{
    function foo()
    {
        if (isset($this)) {
            echo '$this is defined (';
            echo get_class($this);
            echo ")\n";
        } else {
            echo "\$this is not defined.\n";
        }
    }
}

class B
{
    function bar()
    {
        // 注意: E_STRICT が有効な場合、次の行で警告が発生します
        A::foo();
    }
}
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$a = new A();
$a->foo();

// 注意: E_STRICT が有効な場合、次の行で警告が発生します
A::foo();
$b = new B();
$b->bar();

// 注意: E_STRICT が有効な場合、次の行で警告が発生します
B::bar();
?>

上の例の出力は以下となります。
$this is defined (A)
$this is not defined.
$this is defined (B)
$this is not defined.

new

あるクラスのインスタンスを生成するには、new キーワードを使わなければなりません。エラー時に 例外をスローするような コンストラクタを定義していない限り、 オブジェクトが常に生成されます。 クラスは、そのインスタンスを作成する前に定義しなければなりません
(これが必須となる場合もあります)。

クラス名を含む文字列を new で指定すると、 そのクラスのインスタンスを作成します。クラスが名前空間に属している場合は、 完全修飾名を指定しなければなりません。

例3 インスタンスを作成する
<?php
$instance = new SimpleClass();

// 変数を使うこともできます
$className = 'Foo';
$instance = new $className(); // Foo()
?>

クラスのコンテキストにおいては、 new self や new parent のようにして新しいオブジェクトを作成することができます。

作成済みのクラスのインスタンスを新たな変数に代入する場合、新しい変数は、 代入されたオブジェクトと同じインスタンスにアクセスします。 この動作は、インスタンスを関数に渡す場合も同様です。 作成済みのオブジェクトのコピーは、その クローンを作成 することによ
り作成可能です。

例4 オブジェクトの代入
<?php

$instance = new SimpleClass();

$assigned   =  $instance;
$reference  =& $instance;

$instance->var = '$assigned will have this value';

$instance = null; // $instance と $reference は null になります
var_dump($instance);
var_dump($reference);
var_dump($assigned);
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
NULL
object(SimpleClass)#1 (1) {
   ["var"]=>
     string(30) "$assigned will have this value"
}

PHP 5.3.0 以降では、オブジェクトのインスタンスを作成する別の方法が新たに導入されました。

例5 新しいオブジェクトの作成
<?php
class Test
{
    static public function getNew()
    {
        return new static;
    }
}

class Child extends Test
{}

$obj1 = new Test();
$obj2 = new $obj1;
var_dump($obj1 !== $obj2);

$obj3 = Test::getNew();
var_dump($obj3 instanceof Test);

$obj4 = Child::getNew();
var_dump($obj4 instanceof Child);
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)
bool(true)
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extends

クラスは、宣言部に extends キーワードを含めることで、他のクラスのメソッドと プロパティを継承することができます。多重継承を行うことはできず、クラスが継承できるベース クラスは一つだけです。

継承されたメソッドやプロパティをオーバーライドするには、 親クラスで定義されているのと同じ名前でそれを再宣言します。 しかし、親クラスでそのメソッドが final 定義されている場合はオーバーライドできません。 オーバーライドされた元のメソッドや静的プロパティに
アクセスするには、 parent:: で参照します。

メソッドをオーバーライドするときには、パラメータのシグネチャも同じでなければなりません。 もし違っていれば、PHP は E_STRICT レベルのエラーとなります。ただしコンストラクタは例外で、 異なるパラメータでオーバーライドすることができます。

例6 簡単なクラスの継承
<?php
class ExtendClass extends SimpleClass
{
    // 親クラスのメソッドを再定義
    function displayVar()
    {
        echo "Extending class\n";
        parent::displayVar();
    }
}

$extended = new ExtendClass();
$extended->displayVar();
?>

上の例の出力は以下となります。
Extending class
a default value

プロパティ
クラスのメンバ変数のことを「プロパティ」といいます。 それ以外に「属性」「フィールド」などという呼びかたを見たことがあるかもしれません。 しかし、このマニュアルでは「プロパティ」と呼ぶことにします。 プロパティを定義するには public、protected あるいは
private のいずれかのキーワードのあとに通常の変数の宣言を続けます。 宣言時に初期値を設定することもできますが、初期値は定数値でなければなりません。 つまり、コンパイル時に評価可能な値でなければならず、 実行時の情報がないと評価できない値であってはいけない
ということです。

public、protected そして private についての詳しい情報は アクセス権 を参照ください。

注意:

PHP 4 との互換性を考慮して、PHP 5 でも var を使ったプロパティの宣言が可能です。これは public や protected、 private と組み合わせて使うこともできます。 しかし、もはや var は必須ではありません。 PHP 5.0 から 5.1.3 までのバージョンでは、 var の使
用は非推奨とされており、 E_STRICT 警告が発生していました。 しかし PHP 5.1.3 以降は非推奨ではなくなり、警告も出なくなっています。

public や protected、 private のかわりに var を使ってプロパティを宣言した場合、PHP 5 はそれを public と同等とみなします。

クラスメソッドからプロパティや定数、メソッドにアクセスするには $this->property (property はプロパティの名前) 形式を使います。静的なクラスメソッドの中から静的なプロパティにアクセスする場合は self::$property 形式となります。 詳細な情報は static キーワード
を参照ください。

クラスメソッドがオブジェクトのコンテキストからコールされたときには、 擬似変数 $this が常に使えます。 $this は、呼び出し元のオブジェクト (通常はそのメソッドが属するオブジェクトですが、別のオブジェクトになる可能性もあります。 別のオブジェクトのコンテキス
トから 静的に コールされた場合などです) への参照となります。

例1 プロパティの宣言
<?php
class SimpleClass
{
   // 無効なプロパティ宣言
   public $var1 = 'hello ' . 'world';
   public $var2 = <<<EOD
hello world
EOD;
   public $var3 = 1+2;
   public $var4 = self::myStaticMethod();
   public $var5 = $myVar;

   // 有効なプロパティ宣言
   public $var6 = myConstant;
   public $var7 = array(true, false);

   // これは PHP 5.3.0 以降でのみ使える方式です
   public $var8 = <<<'EOD'
hello world
EOD;
}
?>

注意:

クラスやオブジェクトを操作するための便利な関数が用意されています。 クラス/オブジェクト関数 を参照ください。

ヒアドキュメント とは異なり、 nowdocs は任意の静的データコンテキストで使えます。プロパティの宣言時にも使用可能です。

例2 nowdoc を使ったプロパティの初期化
<?php
class foo {
   // PHP 5.3.0 以降
   public $bar = <<<'EOT'
bar
EOT;
}
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?>

注意:

Nowdoc は PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

オブジェクト定数
値が変更できない定数をクラス内に定義することができます。 定数は、通常の変数とは異なり、定義または使用する際に $ 記号を付けません。

定義する値は定数表現である必要があり、(例えば)変数・プロパティ・ 演算結果あるいは関数のコールなどであってはいけません。

インターフェイスに 定数 を持たせることもできます。 インターフェイスについてのドキュメント で例をごらんください。

PHP 5.3.0 以降では、変数を用いてクラスを参照することも可能です。 変数の値に (self や parent、 static といった) キーワードを指定することはできません。

例1 定数の定義と使用
<?php
class MyClass
{
    const constant = 'constant value';

    function showConstant() {
        echo  self::constant . "\n";
    }
}

echo MyClass::constant . "\n";

$classname = "MyClass";
echo $classname::constant . "\n"; // PHP 5.3.0 以降で対応
$class = new MyClass();
$class->showConstant();

echo $class::constant."\n"; // PHP 5.3.0 以降で対応
?>

例2 静的なデータの例
<?php
class foo {
    // PHP 5.3.0 以降で対応
    const bar = <<<'EOT'
bar
EOT;
}
?>

ヒアドキュメントとは異なり、nowdoc は静的データコンテキストでも使用することができます。

注意:

Nowdoc は PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

クラスのオートローディング
オブジェクト指向アプリケーションを作成する開発者の多くは、 クラス定義毎に一つのPHPソースファイルを作成します。 最大の問題は、各スクリプトの先頭に、必要な読み込みを行う長いリストを 記述する必要があることです(各クラスについて一つ)。

PHP 5では、これはもう不用です。 未定義のクラス/インターフェイスを使用しようとした時に 自動的にコールされる __autoload 関数を定義することができます。 この関数をコールすることにより、 スクリプトエンジンは、PHPがエラーで止まる前にクラスをロードする最後
の チャンスを与えます。

注意:

5.3.0 より前のバージョンでは、__autoload 関数の内部でスローされた例外を catch ブロックでキャッチすることができず、致命的なエラーとなります。 5.3.0 以降では __autoload 関数の内部でスローされた例外を catch ブロックでキャッチできますが、ひとつだ
け条件があります。 独自の例外クラスをスローした場合は、その例外クラスが利用可能でなければなりません。 __autoload 関数を再帰的に用いて、独自の例外クラスをオートロードします。

注意:

オートローディングは、PHP を CLI 対話モード で実行している場合は使用できません。

注意:

クラス名をたとえば call_user_func() などで使用する場合、 ../ のような危険な文字が含まれることもあり得ます。 このような関数にはユーザの入力を渡さないことをおすすめします。 あるいは最低限 __autoload() の中で入力内容を検証するようにします。

例1 オートロードの例

この例は、 クラス MyClass1 および MyClass2 をそれぞれ MyClass1.php および MyClass2.php からロードします。
<?php
function __autoload($class_name) {
    include $class_name . '.php';
}

$obj  = new MyClass1();
$obj2 = new MyClass2();
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?>

例2 オートロードの別の例

この例は、インターフェイス ITest をロードしようとします。
<?php

function __autoload($name) {
    var_dump($name);
}

class Foo implements ITest {
}

/*
string(5) "ITest"

Fatal error: Interface 'ITest' not found in ...
*/
?>

例3 5.3.0 以降での例外処理つきのオートロード

この例は、例外をスローして try/catch ブロックの動きを示します。
<?php
function __autoload($name) {
    echo "Want to load $name.\n";
    throw new Exception("Unable to load $name.");
}

try {
    $obj = new NonLoadableClass();
} catch (Exception $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Want to load NonLoadableClass.
Unable to load NonLoadableClass.

例4 5.3.0 以降での例外処理つきのオートロード - 独自の例外が見つからない場合

この例では、ロードできない独自の例外クラスをスローします。
<?php
function __autoload($name) {
    echo "Want to load $name.\n";
    throw new MissingException("Unable to load $name.");
}

try {
    $obj = new NonLoadableClass();
} catch (Exception $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Want to load NonLoadableClass.
Want to load MissingException.

Fatal error: Class 'MissingException' not found in testMissingException.php on line 4

参考

unserialize()
unserialize_callback_func
spl_autoload()
spl_autoload_register()

コンストラクタとデストラクタ
コンストラクタ

void __construct ([ mixed $args [, $... ]] )

PHP 5 では、開発者がクラスのコンストラクタメソッドを宣言することが できます。コンストラクタメソッドを有するクラスは、新たにオブジェクトが 生成される度にこのメソッドをコールします。これにより、 そのオブジェクトを使用する前に必要な初期化を行うことがで
きます。

注意: 子クラスがコンストラクタを有している場合、親クラスのコンストラクタが 暗黙の内にコールされることはありません。 親クラスのコンストラクタを実行するには、子クラスのコンストラクタの 中で parent::__construct() をコールすることが 必要です。

例1 新しい統一されたコンストラクタを使用する
<?php
class BaseClass {
   function __construct() {
       print "In BaseClass constructor\n";
   }
}
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class SubClass extends BaseClass {
   function __construct() {
       parent::__construct();
       print "In SubClass constructor\n";
   }
}

$obj = new BaseClass();
$obj = new SubClass();
?>

下位互換性を維持するため、PHP 5 が指定されたクラスの __construct() 関数をみつけられない場合には、 古い形式のコンストラクタ関数、つまり、そのクラスの名前と同じ関数が探されます。 実際、互換性の問題が発生する可能性があるのは、 そのクラスが __construct()
という名前のメソッドを 有しており、それが異なる用途で使用されている場合です。

他のメソッドと異なり、親の __construct() と異なるパラメータで __construct() をオーバーライドしても PHP は E_STRICT エラーメッセージを出しません。

PHP 5.3.3 以降、名前空間つきのクラス名の最後の部分と同じ名前のメソッドは コンストラクタとみなされなくなりました。 名前空間を使っていないクラスは今までと変わりません。

例2 名前空間つきのクラスのコンストラクタ
<?php
namespace Foo;
class Bar {
    public function Bar() {
        // PHP 5.3.0-5.3.2 までは、これはコンストラクタとみなされました
        // PHP 5.3.3 以降は、これはコンストラクタにはなりません
    }
}
?>

デストラクタ

void __destruct ( void )

PHP 5 では、C++ のような他のオブジェクト指向言語に似た概念のデストラクタが 導入されました。デストラクタメソッドは、特定のオブジェクトへの全てのリファレンスが 削除された直後やオブジェクトが明示的に破棄された直後にコールされます。 あるいは、スクリプト
の終了時にも順不同でコールされます。

例3 デストラクタの例
<?php
class MyDestructableClass {
   function __construct() {
       print "In constructor\n";
       $this->name = "MyDestructableClass";
   }

   function __destruct() {
       print "Destroying " . $this->name . "\n";
   }
}

$obj = new MyDestructableClass();
?>

コンストラクタと同様、親クラスのデストラクタがエンジンにより暗黙のうちに コールされるということはありません。親クラスのデストラクタを実行するには、 デストラクタの中で明示的に parent::__destruct() をコールする必要があります。

exit() でスクリプトの実行を止めた場合にもデストラクタはコールされます。 デストラクタの内部で exit() をコールすると、 それ以降のシャットダウンルーチンを実行しません。

注意:

スクリプトのシャットダウン時にデストラクタがコールされた場合は、 HTTP ヘッダはすでに送信されています。スクリプトのシャットダウン時の作業ディレクトリは、 SAPI によっては (たとえば Apache など) 異なります。

注意:

デストラクタの中から (スクリプトの終了処理時に) 例外をスローしようとすると、致命的なエラーを引き起こします。

アクセス権
プロパティまたはメソッドのアクセス権 (visibility) は、 キーワード: public, protected または private を指定することにより定義できます。 public 宣言されたクラスのメンバーには、どこからでもアクセス可能です。 protected 宣言されたメンバーには、 そのクラス自身と
継承したクラス、親クラスからのみアクセスできます。 private 宣言されたメンバーには、そのメンバーを定義したクラスからのみアクセスできます。

プロパティのアクセス権

クラスのプロパティは、public, private, または protected として定義しなくてはなりません。var を使ってアクセス権を明示せずに宣言した場合、 そのプロパティは public として定義されます。

例1 プロパティの宣言
<?php
/**
 * MyClass の定義
 */
class MyClass
{
    public $public = 'Public';
    protected $protected = 'Protected';
    private $private = 'Private';

    function printHello()
    {
        echo $this->public;
        echo $this->protected;
        echo $this->private;
    }
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}

$obj = new MyClass();
echo $obj->public; // 動作します
echo $obj->protected; // Fatal エラー
echo $obj->private; // Fatal エラー
$obj->printHello(); // Public、Protected そして Private を表示します

/**
 * MyClass2 の定義
 */
class MyClass2 extends MyClass
{
    // public および protected メソッドは再定義できますが、
    // private はできません。
    protected $protected = 'Protected2';

    function printHello()
    {
        echo $this->public;
        echo $this->protected;
        echo $this->private;
    }
}

$obj2 = new MyClass2();
echo $obj2->public; // 動作します
echo $obj2->private; // 未定義です
echo $obj2->protected; // Fatal エラー
$obj2->printHello(); // Public、Protected2、Undefined を表示します
?>

注意: キーワード var で変数を宣言する PHP 4 の方法は、互換性を保つために今でもサポートされています (これは public と同じ扱いになります)。PHP 5.1.3 より前では、 これを使用すると E_STRICT 警告が発生します。

メソッドのアクセス権

クラスメソッドは、public, private, または protected として定義します。アクセス権を明示せずに宣言したメソッドは、 public となります。

例2 メソッドの宣言
<?php
/**
 * MyClass の定義
 */
class MyClass
{
    // public コンストラクタの宣言
    public function __construct() { }

    // public メソッドの宣言
    public function MyPublic() { }

    // protected メソッドの宣言
    protected function MyProtected() { }

    // private メソッドの宣言
    private function MyPrivate() { }

    // これは public となります
    function Foo()
    {
        $this->MyPublic();
        $this->MyProtected();
        $this->MyPrivate();
    }
}

$myclass = new MyClass;
$myclass->MyPublic(); // 動作します
$myclass->MyProtected(); // Fatal エラー
$myclass->MyPrivate(); // Fatal エラー
$myclass->Foo(); // Public、Protected および Private が動作します

/**
 * MyClass2 の定義
 */
class MyClass2 extends MyClass
{
    // これは public となります
    function Foo2()
    {
        $this->MyPublic();
        $this->MyProtected();
        $this->MyPrivate(); // Fatal エラー
    }
}

$myclass2 = new MyClass2;
$myclass2->MyPublic(); // 動作します
$myclass2->Foo2(); // Public および Protected は動作しますが、Private は動作しません
class Bar 
{
    public function test() {
        $this->testPrivate();
        $this->testPublic();
    }

    public function testPublic() {
        echo "Bar::testPublic\n";
    }
    
    private function testPrivate() {
        echo "Bar::testPrivate\n";
    }
}

class Foo extends Bar 
{
    public function testPublic() {
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        echo "Foo::testPublic\n";
    }
    
    private function testPrivate() {
        echo "Foo::testPrivate\n";
    }
}

$myFoo = new foo();
$myFoo->test(); // Bar::testPrivate 
                // Foo::testPublic
?>

他のオブジェクトからのアクセス権

同じ型のオブジェクト間では、たとえ同一のインスタンスでなくても お互いの private メンバーや protected メンバーにアクセスすることができます。 これは、そのオブジェクトの内部ではオブジェクトの実装の詳細が既知であるからです。

例3 同じ型のオブジェクトの private メンバーへのアクセス
<?php
class Test
{
    private $foo;

    public function __construct($foo)
    {
        $this->foo = $foo;
    }

    private function bar()
    {
        echo 'Accessed the private method.';
    }

    public function baz(Test $other)
    {
        // private プロパティを変更することができます
        $other->foo = 'hello';
        var_dump($other->foo);

        // private メソッドをコールすることもできます
        $other->bar();
    }
}

$test = new Test('test');

$test->baz(new Test('other'));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(5) "hello"
Accessed the private method.

オブジェクトの継承
プログラミング言語の原則としてよくみられるものに継承があります。 PHP はオブジェクトモデルにおいてこの継承を利用しています。 多くのクラスとオブジェクトとの連携に継承は関係しています。

例えば、クラスを拡張するとき、サブクラスは親クラスから public と、protected のメソッドをすべてを引き継ぎます。 (子の)クラスが親のメソッドを上書きしない限り、 親のメソッドの機能が保持されます。

これは、機能を定義して抽象化するのに便利です。 また、同じようなオブジェクトに機能を追加する際に、 共通機能を再実装する必要がなくなります。

注意:

オートローディングが有効になっていない限り、 クラスの定義は実際に使うより前になければなりません。 別のクラスを継承したクラスの場合は、 そのクラスより前に親クラスが宣言されていなければなりません。 この規則が適用されるのは、別のクラスやイン
ターフェイスを継承したクラスです。

例1 継承の例
<?php

class foo
{
    public function printItem($string)
    {
        echo 'Foo: ' . $string . PHP_EOL;
    }
    
    public function printPHP()
    {
        echo 'PHP is great.' . PHP_EOL;
    }
}

class bar extends foo
{
    public function printItem($string)
    {
        echo 'Bar: ' . $string . PHP_EOL;
    }
}

$foo = new foo();
$bar = new bar();
$foo->printItem('baz'); // 出力: 'Foo: baz'
$foo->printPHP();       // 出力: 'PHP is great' 
$bar->printItem('baz'); // 出力: 'Bar: baz'
$bar->printPHP();       // 出力: 'PHP is great'
?>
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スコープ定義演算子 (::)
スコープ定義演算子 (またの名を Paamayim Nekudotayim)、 平たく言うと「ダブルコロン」は、トークンのひとつです。 static, 定数 およびオーバーライドされたクラスのプロパティやメソッドにアクセスすることができます。

これらの要素をクラス定義の外から参照する際には、 クラスの名前を使用してください。

PHP 5.3.0 以降では、変数を用いてクラスを参照することも可能です。 変数の値に (self や parent、 static といった) キーワードを指定することはできません。

なぜダブルコロンに Paamayim Nekudotayim という名前をつけたのか、 ちょっと奇妙に感じられるかもしれません。 しかし、Zend Engine 0.5 (PHP 3のエンジン) を 書いている時に、Zend チームはこう呼ぶと決めたのです。 この奇妙な名前は、実はダブルコロンを意味す
るヘブライ語なのです!

例1 クラス定義の外からの ::

<?php
class MyClass {
    const CONST_VALUE = 'A constant value';
}

$classname = 'MyClass';
echo $classname::CONST_VALUE; // PHP 5.3.0 以降で対応
echo MyClass::CONST_VALUE;
?>

二つの特別なキーワードselfとparent がクラス定義の内部からプロパティまたはメソッドにアクセスする際に使用されます。

例2 クラス定義の中からの ::

<?php
class OtherClass extends MyClass
{
    public static $my_static = 'static var';

    public static function doubleColon() {
        echo parent::CONST_VALUE . "\n";
        echo self::$my_static . "\n";
    }
}

$classname = 'OtherClass';
echo $classname::doubleColon(); // PHP 5.3.0 以降で対応
OtherClass::doubleColon();
?>

拡張されたクラスが親クラスのメソッドの定義をオーバーライドする際、 PHPは親クラスのメソッドをコールしません。 親クラスのメソッドをコールするかしないかは、 拡張されたクラスに責任があります。 これは、コンストラクタおよびデストラクタ, オーバーロード, そし
て マジック メソッドの定義にも 適用されます。

例3 親クラスのメソッドをコールする
<?php
class MyClass
{
    protected function myFunc() {
        echo "MyClass::myFunc()\n";
    }
}

class OtherClass extends MyClass
{
    // Override parent's definition
    public function myFunc()
    {
        // But still call the parent function
        parent::myFunc();
        echo "OtherClass::myFunc()\n";
    }
}

$class = new OtherClass();
$class->myFunc();
?>

static キーワード
クラスプロパティもしくはメソッドを static として宣言することで、 クラスのインスタンス化の必要なしにアクセスすることができます。 static なプロパティは、インスタンス化されたクラスオブジェクトから アクセスすることはできません (static なメソッドにはアクセスで
きます)。

PHP 4 との互換性を維持するため、 可視性の宣言が ない場合、そのプロパティまたはメソッドは、 publicとして宣言されていると みなされます。

static メソッドは、オブジェクトのインスタンスを生成せずに コールすることができます。疑似変数 $this は、 static として宣言されたメソッドの内部から利用することはできません。

static プロパティは、矢印演算子 -> によりオブジェクトからアクセス することはできません。

static でないメソッドを静的にコールすると、E_STRICT レベルの 警告が発生します。

他の PHP 静的変数と同様、 静的プロパティの初期化はリテラルあるいは定数でのみ可能です。 式で初期化することはできません。 つまり、静的プロパティを (たとえば) 整数値や配列で初期化することはできますが、 他の変数の値や関数の返り値、オブジェクトなどで初期化
することはできません。

PHP 5.3.0 以降では、変数を用いてクラスを参照することも可能です。 変数の値に (self や parent、 static といった) キーワードを指定することはできません。

例1 static プロパティの例
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<?php
class Foo
{
    public static $my_static = 'foo';

    public function staticValue() {
        return self::$my_static;
    }
}

class Bar extends Foo
{
    public function fooStatic() {
        return parent::$my_static;
    }
}

print Foo::$my_static . "\n";

$foo = new Foo();
print $foo->staticValue() . "\n";
print $foo->my_static . "\n";      // Undefined "Property" my_static

print $foo::$my_static . "\n";
$classname = 'Foo';
print $classname::$my_static . "\n"; // PHP 5.3.0 以降で対応
print Bar::$my_static . "\n";
$bar = new Bar();
print $bar->fooStatic() . "\n";
?>

例2 static メソッドの例
<?php
class Foo {
    public static function aStaticMethod() {
        // ...
    }
}

Foo::aStaticMethod();
$classname = 'Foo';
$classname::aStaticMethod(); // PHP 5.3.0 で対応
?>

クラスの抽象化
PHP 5 では、抽象クラスとメソッドが導入されました。 abstractとして宣言されたクラスのインスタンスを生成することはできません。 １つ以上の抽象メソッドを含む全てのクラスもまた抽象クラスとなります。 abstractとして定義されたメソッドは、そのメソッドの外観を宣
言するのみで、 実装を定義することはできません。

抽象クラスから継承する際、親クラスの宣言で abstract としてマークされた 全てのメソッドは、子クラスで定義されなければなりません。加えて、 これらのメソッドは同等 (あるいはより緩い制約) の 可視性 で定義される必要があります。例えば、抽象メソッドが protected
として定義された場合、その関数の実装は protected または public のどちらかとして定義する必要があります。private にすることはできません。

例1 抽象クラスの例
<?php
abstract class AbstractClass
{
    // 拡張クラスにこのメソッドの定義を強制する
    abstract protected function getValue();
    abstract protected function prefixValue($prefix);

    // Common method
    public function printOut() {
        print $this->getValue() . "\n";
    }
}

class ConcreteClass1 extends AbstractClass
{
    protected function getValue() {
        return "ConcreteClass1";
    }

    public function prefixValue($prefix) {
        return "{$prefix}ConcreteClass1";
    }
}

class ConcreteClass2 extends AbstractClass
{
    public function getValue() {
        return "ConcreteClass2";
    }

    public function prefixValue($prefix) {
        return "{$prefix}ConcreteClass2";
    }
}

$class1 = new ConcreteClass1;
$class1->printOut();
echo $class1->prefixValue('FOO_') ."\n";

$class2 = new ConcreteClass2;
$class2->printOut();
echo $class2->prefixValue('FOO_') ."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
ConcreteClass1
FOO_ConcreteClass1
ConcreteClass2
FOO_ConcreteClass2
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'abstract'という名前のユーザー定義関数または関数を有さない コードは修正なしに動作します。

オブジェクト インターフェイス
オブジェクトインターフェイスにより、あるクラスが実装する必要があるメソッドの 種類を、これらのメソッドの実体を定義することなく、指定するコードを作成できる ようになります。

インターフェイスはキーワードinterfaceにより定義され、通常のクラスと 同様に定義することができますが、メソッドの実装は全く定義されません。

インターフェイス内で宣言される全てのメソッドはpublicである必要があります。 これは、インターフェイスの特性によります。

implements

インターフェイスを実装するには、implements 演算子を使用し、 このインターフェイスに含まれる全てのメソッドを実装する必要があります。 実装されていない場合、致命的エラーとなります。 各インターフェイスをカンマで区切って指定することで、 クラスは複数のイン
ターフェイスを実装することができます。

注意:

ひとつのクラスの中で、同じ名前の関数を含む 2 つのインターフェイスを 実装することはできません。あいまいさを解決できなくなるためです。

注意:

クラスと同様、インターフェイスも extends 演算子で継承することができます。

注意:

インターフェイスを実装したクラスには、 そのインターフェイスで定義されているメソッドとまったく同じシグネチャを持つメソッドが必要です。 そうしなければ致命的なエラーが発生します。

定数

インターフェイスに定数を持たせることもできます。 インターフェイス定数は クラス定数 とまったく同じように動作します。しかし、 そのインターフェイスを継承したクラスやインターフェイスから上書きすることはできません。

例

例1 Interface の例
<?php

// インターフェイス 'iTemplate' を宣言する
interface iTemplate
{
    public function setVariable($name, $var);
    public function getHtml($template);
}

// インターフェイスを実装する。
// これは動作します。
class Template implements iTemplate
{
    private $vars = array();

    public function setVariable($name, $var)
    {
        $this->vars[$name] = $var;
    }

    public function getHtml($template)
    {
        foreach($this->vars as $name => $value) {
            $template = str_replace('{' . $name . '}', $value, $template);
        }

        return $template;
    }
}

// これは動作しません。
// Fatal error: Class BadTemplate contains 1 abstract methods
// and must therefore be declared abstract (iTemplate::getHtml)
class BadTemplate implements iTemplate
{
    private $vars = array();

    public function setVariable($name, $var)
    {
        $this->vars[$name] = $var;
    }
}
?>

例2 インターフェイスの継承
<?php
interface a
{
    public function foo();
}

interface b extends a
{
    public function baz(Baz $baz);
}

// これは動作します
class c implements b
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{
    public function foo()
    {
    }

    public function baz(Baz $baz)
    {
    }
}

// これは動作せず、fatal error となります
class d implements b
{
    public function foo()
    {
    }

    public function baz(Foo $foo)
    {
    }
}
?>

例3 複数のインターフェイスの継承
<?php
interface a
{
    public function foo();
}

interface b
{
    public function bar();
}

interface c extends a, b
{
    public function baz();
}

class d implements c
{
    public function foo()
    {
    }

    public function bar()
    {
    }

    public function baz()
    {
    }
}
?>

例4 インターフェイスでの定数
<?php
interface a
{
    const b = 'Interface constant';
}

// Interface constant と表示します
echo a::b;

// しかし、これは動作しません。定数のオーバーライドが
// できないからです。
class b implements a
{
    const b = 'Class constant';
}
?>

インターフェイスとタイプヒンティングを組み合わせると、 特定のオブジェクトに特定のメソッドをうまく持たせることができます。 instanceof 演算子および タイプヒンティング を参照ください。

オーバーロード
PHP におけるオーバーロード機能は、 プロパティやメソッドを動的に "作成する" ための手法です。 これらの動的エンティティは、マジックメソッドを用いて処理されます。 マジックメソッドは、クラス内でさまざまなアクションに対して用意することができます。

オーバーロードメソッドが起動するのは、 宣言されていないプロパティやメソッドを操作しようとしたときです。 また、現在のスコープからは アクセス不能な プロパティやメソッドを操作しようとしたときにも起動します。 このセクションでは、これらの (宣言されていな
い、 あるいは現在のスコープからはアクセス不能な) プロパティやメソッドのことを "アクセス不能プロパティ" および "アクセス不能メソッド" と表記することにします。

オーバーロードメソッドは、すべて public で定義しなければなりません。

注意:

これらのマジックメソッドの引数は、 参照渡し とすることはできません。

注意:

PHP における "オーバーロード" の解釈は、他の多くのオブジェクト指向言語とは異なります。 一般的に「オーバーロード」とは、 「名前は同じだけれども引数の数や型が異なるメソッドを複数用意できる」 という機能のことを指します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0
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__callStatic() が追加されました。 public で、かつ static でない宣言を強制するような警告が追加されました。
5.1.0 __isset() と __unset() が追加されました。

プロパティのオーバーロード

void __set ( string $name , mixed $value )
mixed __get ( mixed $name )
bool __isset ( string $name )
void __unset ( string $name )

__set() は、 アクセス不能プロパティへデータを書き込む際に実行されます。

__get() は、 アクセス不能プロパティからデータを読み込む際に使用します。

__isset() は、 isset() あるいは empty() をアクセス不能プロパティに対して実行したときに起動します。

__unset() は、 unset() をアクセス不能プロパティに対して実行したときに起動します。

引数 $name は、 操作しようとしたプロパティの名前です。 __set() メソッドの引数 $value は、 $name に設定しようとした値となります。

プロパティのオーバーロードはオブジェクトのコンテキストでのみ動作します。 これらのマジックメソッドは、静的コンテキストでは起動しません。 したがって、これらのメソッドを static 宣言してはいけません。 PHP 5.3.0 以降、マジックオーバーロードメソッドを static
宣言すると警告が発生します。

注意:

__set() の返り値は無視されます。 これは、PHP が代入演算子を処理する方法によるものです。 同様に __get() は、
 $a = $obj->b = 8; 

のように代入と連結した場合には決してコールされません。

注意:

オーバーロードされたプロパティを、 isset() 以外の言語構造の中で使うことはできません。 つまり、オーバーロードされたプロパティに対して empty() がコールされたとしても、オーバーロードされたメソッドはコールされないということです。

この制約を回避するには、オーバーロードされたプロパティを そのスコープのローカル変数にコピーしてから empty() に渡さなければ鳴りません。

例1 __get()、 __set()、__isset() および __unset() メソッドを使ったプロパティのオーバーロードの例
<?php
class PropertyTest {
    /**  オーバーロードされるデータの場所  */
    private $data = array();

    /**  宣言されているプロパティにはオーバーロードは起動しません */
    public $declared = 1;

    /**  クラスの外部からアクセスした場合にのみこれがオーバーロードされます  */
    private $hidden = 2;

    public function __set($name, $value) {
        echo "Setting '$name' to '$value'\n";
        $this->data[$name] = $value;
    }

    public function __get($name) {
        echo "Getting '$name'\n";
        if (array_key_exists($name, $this->data)) {
            return $this->data[$name];
        }

        $trace = debug_backtrace();
        trigger_error(
            'Undefined property via __get(): ' . $name .
            ' in ' . $trace[0]['file'] .
            ' on line ' . $trace[0]['line'],
            E_USER_NOTICE);
        return null;
    }

    /**  PHP 5.1.0 以降 */
    public function __isset($name) {
        echo "Is '$name' set?\n";
        return isset($this->data[$name]);
    }

    /**  PHP 5.1.0 以降 */
    public function __unset($name) {
        echo "Unsetting '$name'\n";
        unset($this->data[$name]);
    }

    /**  マジックメソッドではありません。単なる例として示しています  */
    public function getHidden() {
        return $this->hidden;
    }
}

echo "<pre>\n";

$obj = new PropertyTest;

$obj->a = 1;
echo $obj->a . "\n\n";

var_dump(isset($obj->a));
unset($obj->a);
var_dump(isset($obj->a));
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echo "\n";

echo $obj->declared . "\n\n";

echo "Let's experiment with the private property named 'hidden':\n";
echo "Privates are visible inside the class, so __get() not used...\n";
echo $obj->getHidden() . "\n";
echo "Privates not visible outside of class, so __get() is used...\n";
echo $obj->hidden . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Setting 'a' to '1'
Getting 'a'
1

Is 'a' set?
bool(true)
Unsetting 'a'
Is 'a' set?
bool(false)

1

Let's experiment with the private property named 'hidden':
Privates are visible inside the class, so __get() not used...
2
Privates not visible outside of class, so __get() is used...
Getting 'hidden'

Notice:  Undefined property via __get(): hidden in <file> on line 70 in <file> on line 29

メソッドのオーバーロード

mixed __call ( string $name , array $arguments )
mixed __callStatic ( string $name , array $arguments )

__call() は、 アクセス不能メソッドをオブジェクトのコンテキストで実行したときに起動します。

__callStatic() は、 アクセス不能メソッドを静的コンテキストで実行したときに起動します。

引数 $name は、 コールしようとしたメソッドの名前です。 引数 $arguments は配列で、メソッド $name に渡そうとしたパラメータが格納されます。

例2 __call() および __callStatic() メソッドによる、メソッドのオーバーロードの例
<?php
class MethodTest {
    public function __call($name, $arguments) {
        // 注意: $name は大文字小文字を区別します
        echo "Calling object method '$name' "
             . implode(', ', $arguments). "\n";
    }

    /**  PHP 5.3.0 以降 */
    public static function __callStatic($name, $arguments) {
        // 注意: $name は大文字小文字を区別します
        echo "Calling static method '$name' "
             . implode(', ', $arguments). "\n";
    }
}

$obj = new MethodTest;
$obj->runTest('in object context');

MethodTest::runTest('in static context');  // PHP 5.3.0 以降
?>

上の例の出力は以下となります。
Calling object method 'runTest' in object context
Calling static method 'runTest' in static context

オブジェクトの反復処理
PHP 5 は、たとえば foreach 命令などによる反復処理を可能とするよう オブジェクトを定義する手段を提供します。 デフォルトで、 全ての アクセス権限がある プロパティは、反復処理に使用することができます。

例1 Simple Object Iteration

<?php
class MyClass
{
    public $var1 = 'value 1';
    public $var2 = 'value 2';
    public $var3 = 'value 3';

    protected $protected = 'protected var';
    private   $private   = 'private var';

    function iterateVisible() {
       echo "MyClass::iterateVisible:\n";
       foreach($this as $key => $value) {
           print "$key => $value\n";
       }
    }
}

$class = new MyClass();

foreach($class as $key => $value) {
    print "$key => $value\n";
}



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

echo "\n";

$class->iterateVisible();

?>

上の例の出力は以下となります。
var1 => value 1
var2 => value 2
var3 => value 3

MyClass::iterateVisible:
var1 => value 1
var2 => value 2
var3 => value 3
protected => protected var
private => private var

出力からわかるように、 foreach による反復処理がすべての アクセス権がある 変数について行われています。 さらに、Iteratorという名前のPHP 5の内部 interface を実装することもできます。 これにより、オブジェクトがどうやって反復されるかを決めることができます。

例2 Iteratorを実装するオブジェクトの反復処理
<?php
class MyIterator implements Iterator
{
    private $var = array();
    private $index = 0;

    public function __construct($array)
    {
        if (is_array($array)) {
            $this->var = $array;
        }
    }

    public function rewind()
    {
        echo "rewinding\n";
        $this->index = 0;
    }

    public function current()
    {
        $k = array_keys($this->var);
        $var = $this->var[$k[$this->index]];
        echo "current: $var\n";
        return $var;
    }

    public function key()
    {
        $k = array_keys($this->var);
        $var = $k[$this->index];
        echo "key: $var\n";
        return $var;
    }

    public function next()
    {
        $k = array_keys($this->var);
        if (isset($k[++$this->index])) {
            $var = $this->var[$k[$this->index]];
            echo "next: $var\n";
            return $var;
        } else {
            echo "next:\n";
            return false;
        }
    }

    public function valid()
    {
        $k = array_keys($this->var);
        $var = isset($k[$this->index]);
        echo "valid: {$var}\n";
        return $var;
    }

}

$values = array(1,2,3);
$it = new MyIterator($values);

foreach ($it as $a => $b) {
    print "$a: $b\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
rewinding
valid: 1
current: 1
key: 0
0: 1
next: 2
valid: 1
current: 2
key: 1
1: 2
next: 3
valid: 1
current: 3
key: 2
2: 3
next: (no more)
valid: 

単にPHP 5のIteratorAggregateインターフェイスを 実装することにより、Iterator関数を 全く定義する必要なく、自分のクラスを定義することも可能です。

例3 IteratorAggregateを実装するオブジェクトの反復処理
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<?php
class MyCollection implements IteratorAggregate
{
    private $items = array();
    private $count = 0;

    // Required definition of interface IteratorAggregate
    public function getIterator() {
        return new MyIterator($this->items);
    }

    public function add($value) {
        $this->items[$this->count++] = $value;
    }
}

$coll = new MyCollection();
$coll->add('value 1');
$coll->add('value 2');
$coll->add('value 3');

foreach ($coll as $key => $val) {
    echo "key/value: [$key -> $val]\n\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
rewinding
current: value 1
valid: 1
current: value 1
key: 0
key/value: [0 -> value 1]

next: value 2
current: value 2
valid: 1
current: value 2
key: 1
key/value: [1 -> value 2]

next: value 3
current: value 3
valid: 1
current: value 3
key: 2
key/value: [2 -> value 3]

next:
current:
valid:

注意:

より詳細なイタレータの例については、 SPL 拡張モジュール を参照ください。

パターン
パターンは、最善の手順と良い設計を記述するための手段です。 パターンは、一般的なプログラム上の課題に柔軟な解決策を提供します。

Factory

Factory パターンにより、実行時にオブジェクトを初期化できるようになります。 オブジェクトを"製造する"ことに似ているため、これは Factory パターンと呼ばれています。 パラメータ化された Factory が、生成するクラス名を引数として受け取ります。

例1 パラメータ化された Factory メソッド
<?php
class Example
{
    // パラメータ化された Factory メソッド
    public static function factory($type)
    {
        if (include_once 'Drivers/' . $type . '.php') {
            $classname = 'Driver_' . $type;
            return new $classname;
        } else {
            throw new Exception('Driver not found');
        }
    }
}
?>

このメソドをクラス内で定義することで、実行時に ロードされるドライバを作成できるようになります。 Example クラスが、データベース抽象化クラスで、 MySQL および SQLite ドライバをロードするとすると以下のように行うことができます。
<?php
// MySQL ドライバをロード
$mysql = Example::factory('MySQL');

// SQLite ドライバをロード
$sqlite = Example::factory('SQLite');
?>

Singleton

Singleton パターンは、クラスのインスタンスが一つだけであることが 必要である場合に適用されます。 この最も一般的な例は、データベースへの接続です。 このパターンを実装することで、プログラマは この単一のインスタンスが他の多くのオブジェクトから容易に アクセ
スできるようにすることができます。

例2 Singleton 関数
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<?php
class Example
{
    // クラスのインスタンスを保持する
    private static $instance;

    // private なコンストラクタ。オブジェクトが直接生成されるのを防ぐ
    private function __construct()
    {
        echo 'I am constructed';
    }

    // singleton メソッド
    public static function singleton()
    {
        if (!isset(self::$instance)) {
            $c = __CLASS__;
            self::$instance = new $c;
        }

        return self::$instance;
    }

    // とあるメソッド
    public function bark()
    {
        echo 'Woof!';
    }

    // ユーザーがインターフェースを複製するのを防ぐ
    public function __clone()
    {
        trigger_error('Clone is not allowed.', E_USER_ERROR);
    }

}

?>

このコードにより、Example クラスのインスタンスが一つ 作られ、取得されます。
<?php
// コンストラクタが private であるため、これは失敗します
$test = new Example;

// これにより、クラスの単一のインスタンスを取得します。
$test = Example::singleton();
$test->bark();

// これにより、E_USER_ERROR が発生する
$test_clone = clone $test;

?>

マジックメソッド
以下の関数名 __construct, __destruct, __call, __callStatic, __get, __set, __isset, __unset, __sleep, __wakeup, __toString, __invoke, __set_state および __clone は、PHP クラスにおける特殊関数の名前です。 これらの関数に関連する特別な機能を使用する場合を除き、
クラス内にこれらの名前を有する関数を作成してはいけません。

警告

PHP は、__ で始まる関数名を特殊関数として予約しています。 文書化された特殊な機能を必要とする場合を除き、 __ で始まる関数名を使用しないことが推奨されます。

__sleep と __wakeup

serialize() は、クラスに特殊な名前 __sleep の関数があるかどうかを調べます。 もしあれば、シリアル化の前にその関数を実行します。 この関数で、オブジェクトをクリアすることができます。 またこの関数は、シリアル化するオブジェクトについて、 すべての変数の名前を
配列で返すことが前提となっています。 このメソッドが何も返さなかった場合は、NULL がシリアル化され、E_NOTICE が発生します。

注意:

__sleep で、親クラスの private プロパティの名前を返すことはできません。 そうしようとすると E_NOTICE レベルのエラーとなります。 この場合は、かわりに Serializable インターフェイスを使います。

典型的な __sleep の使用法は、 途中のデータをコミットしたり、 似たようなタスクのクリアを行うといったものです。 また、オブジェクトが非常に大きく、かつ、完全に保存する必要がない場合、 この関数が有用です。

逆に、unserialize() は、 特殊な名前 __wakeup を有する 関数の存在を調べます。 もし存在する場合、この関数は、オブジェクトが有する可能性が あるあらゆるリソースを再構築することができます。

意図される __wakeup の使用法は、 シリアル化の際に失われたデータベース接続を再度確立したり、 その他の再初期化を行うことです。

例1 Sleep および wakeup

<?php
class Connection
{
    protected $link;
    private $server, $username, $password, $db;
    
    public function __construct($server, $username, $password, $db)
    {
        $this->server = $server;
        $this->username = $username;
        $this->password = $password;
        $this->db = $db;
        $this->connect();
    }
    
    private function connect()
    {
        $this->link = mysql_connect($this->server, $this->username, $this->password);
        mysql_select_db($this->db, $this->link);
    }
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    public function __sleep()
    {
        return array('server', 'username', 'password', 'db');
    }
    
    public function __wakeup()
    {
        $this->connect();
    }
}
?>

__toString

__toString メソッドにより、 クラスが文字列に変換される際の動作を決めることができます。たとえば echo $obj; としたときに何を表示させるかといったことです。 このメソッドは文字列を返さなければなりません。それ以外の場合は E_RECOVERABLE_ERROR レベルの致命的な
エラーが発生します。

例2 簡単な例
<?php
// 簡単なクラスを宣言
class TestClass
{
    public $foo;

    public function __construct($foo)
    {
        $this->foo = $foo;
    }

    public function __toString()
    {
        return $this->foo;
    }
}

$class = new TestClass('Hello');
echo $class;
?>

上の例の出力は以下となります。
Hello

注意が必要なのは、PHP 5.2.0 より前では、 __toString メソッドは echo() または print(). と直接結合された場合のみコールされていたということです。 PHP 5.2.0 以降では、これはすべての文字列コンテキスト (たとえば printf() における %s 修飾子) でコールされます。しか
し、その他の型のコンテキスト (たとえば %d 修飾子) ではコールされません。 PHP 5.2.0 以降では、__toString メソッドを持っていないオブジェクトを文字列に変換しようとすると E_RECOVERABLE_ERROR が発生します。

__invoke

__invoke メソッドは、 スクリプトがオブジェクトを関数としてコールしようとした際にコールされます。

注意:

この機能は PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

例3 __invoke の使用
<?php
class CallableClass
{
    public function __invoke($x)
    {
        var_dump($x);
    }
}
$obj = new CallableClass;
$obj(5);
var_dump(is_callable($obj));
?>

上の例の出力は以下となります。
int(5)
bool(true)

__set_state

この static メソッドは、 PHP 5.1.0 以降で var_export() によって エクスポートされたクラスのためにコールされます。

このメソッドの唯一のパラメータは、エクスポートされたプロパティを array('property' => value, ...) の形式で保持する配列です。

例4 __set_state の使用法 (PHP 5.1.0 以降)

<?php

class A
{
    public $var1;
    public $var2;

    public static function __set_state($an_array) // PHP 5.1.0 以降
    {
        $obj = new A;
        $obj->var1 = $an_array['var1'];
        $obj->var2 = $an_array['var2'];
        return $obj;
    }
}
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$a = new A;
$a->var1 = 5;
$a->var2 = 'foo';

eval('$b = ' . var_export($a, true) . ';'); // $b = A::__set_state(array(
                                            //    'var1' => 5,
                                            //    'var2' => 'foo',
                                            // ));
var_dump($b);

?>

上の例の出力は以下となります。
object(A)#2 (2) {
  ["var1"]=>
  int(5)
  ["var2"]=>
  string(3) "foo"
}

finalキーワード
PHP 5 ではキーワードfinalが導入され、 finalを前に付けて定義されたメソッドは子クラスから上書きできません。 クラス自体がfinalと定義された場合には、このクラスを拡張することはできません。

例1 finalメソッドの例
<?php
class BaseClass {
   public function test() {
       echo "BaseClass::test() called\n";
   }
   
   final public function moreTesting() {
       echo "BaseClass::moreTesting() called\n";
   }
}

class ChildClass extends BaseClass {
   public function moreTesting() {
       echo "ChildClass::moreTesting() called\n";
   }
}
// Results in Fatal error: Cannot override final method BaseClass::moreTesting()
?>

例2 finalクラスの例
<?php
final class BaseClass {
   public function test() {
       echo "BaseClass::test() called\n";
   }

   // Here it doesn't matter if you specify the function as final or not
   final public function moreTesting() {
       echo "BaseClass::moreTesting() called\n";
   }
}

class ChildClass extends BaseClass {
}
// Results in Fatal error: Class ChildClass may not inherit from final class (BaseClass)
?>

注意: プロパティを final として宣言することはできません。 final として宣言できるのはクラスとメソッドのみです。

オブジェクトのクローン作成
オブジェクトのコピーを作成する際、そのプロパティも全て二重化することが、 常に望ましい動作であるわけではありません。 コピーコンストラクタが必要となる例として、 GTKウインドウを表すオブジェクトを有しており、 そのオブジェクトがGTKウインドウのリソースを
保持している際、 コピーを作成する時に、同じプロパティを有するウインドウを作成し、 その新しいオブジェクトがその新しいウインドウのリソースを保持する ようにしたい場合が考えられます。 他の例としては、 オブジェクトがそのオブジェクトが使用する他のオブジェク
トへのリファレンスを 保持しており、親オブジェクトをコピーする際に、そのコピーが独立したオブジェクトの コピーを有するように、そのオブジェクトのインスタンスを新たに作成したい場合が 考えられます。

オブジェクトのコピーは、clone キーワード (これは、そのオブジェクトの __clone()メソッドがある場合にこれをコールします)により作成されます。 オブジェクトの__clone()メソッドを直接コールすることはできません。
$copy_of_object = clone $object;

オブジェクトのクローンが作成される際、PHP 5 は、そのオブジェクトのプロパティを 全てシャローコピーします。他の変数へのリファレンスを保持する全てのプロパティは、 リファレンスのままとなります。

クローンの作成が完了すると、 __clone() メソッドが定義された場合、新規の作成されたオブジェクトの __clone() メソッドがコールされるため、この中で、プロパティに 必要な変更を行うことができます。

例1 オブジェクトのクローン作成
<?php
class SubObject
{
    static $instances = 0;
    public $instance;

    public function __construct() {
        $this->instance = ++self::$instances;
    }

    public function __clone() {
        $this->instance = ++self::$instances;
    }
}
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class MyCloneable
{
    public $object1;
    public $object2;

    function __clone()
    {
        // this->object のコピーを作成します。こうしないと、
        // 同じオブジェクトを指すことになってしまいます。
        $this->object1 = clone $this->object1;
    }
}

$obj = new MyCloneable();

$obj->object1 = new SubObject();
$obj->object2 = new SubObject();

$obj2 = clone $obj;

print("元のオブジェクト\n");
print_r($obj);

print("クローンオブジェクト\n");
print_r($obj2);

?>

上の例の出力は以下となります。

元のオブジェクト
MyCloneable Object
(
    [object1] => SubObject Object
        (
            [instance] => 1
        )

    [object2] => SubObject Object
        (
            [instance] => 2
        )

)
クローンオブジェクト
MyCloneable Object
(
    [object1] => SubObject Object
        (
            [instance] => 3
        )

    [object2] => SubObject Object
        (
            [instance] => 2
        )

)

オブジェクトの比較
PHP 5では、オブジェクトの比較は、オブジェクト指向言語に期待される動作に対応し、 PHP 4よりも複雑になっています。(ただし、PHP 5はオブジェクト指向言語ではありません。)

比較演算子(==)を使用する際、 オブジェクト変数は、単純に比較されます。つまり、 二つのオブジェクトのインスタンスは、 同じ属性と値を有し、同じクラスのインスタンスである場合に、 等しいとされます。

一方、一致演算子(===)を使用する場合、 オブジェクト変数は、同じクラスの同じインスタンスを参照する場合のみ、 等しいとされます。

これらのルールを明確に示す例を以下に示します。

例1 PHP 5におけるオブジェクト比較の例
<?php
function bool2str($bool)
{
    if ($bool === false) {
        return 'FALSE';
    } else {
        return 'TRUE';
    }
}

function compareObjects(&$o1, &$o2)
{
    echo 'o1 == o2 : ' . bool2str($o1 == $o2) . "\n";
    echo 'o1 != o2 : ' . bool2str($o1 != $o2) . "\n";
    echo 'o1 === o2 : ' . bool2str($o1 === $o2) . "\n";
    echo 'o1 !== o2 : ' . bool2str($o1 !== $o2) . "\n";
}

class Flag
{
    public $flag;

    function Flag($flag = true) {
        $this->flag = $flag;
    }
}

class OtherFlag
{
    public $flag;

    function OtherFlag($flag = true) {
        $this->flag = $flag;
    }
}
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$o = new Flag();
$p = new Flag();
$q = $o;
$r = new OtherFlag();

echo "同一クラスの2つのインスタンス\n";
compareObjects($o, $p);

echo "\n同じインスタンスへの2つのリファレンス\n";
compareObjects($o, $q);

echo "\n2つの異なるクラスのインスタンス\n";
compareObjects($o, $r);
?>

上の例の出力は以下となります。

同一クラスの2つのインスタンス
o1 == o2 : TRUE
o1 != o2 : FALSE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE

同じインスタンスへの2つのリファレンス
o1 == o2 : TRUE
o1 != o2 : FALSE
o1 === o2 : TRUE
o1 !== o2 : FALSE

2つの異なるクラスのインスタンス
o1 == o2 : FALSE
o1 != o2 : TRUE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE

注意:

拡張モジュール内では、自前で作成したオブジェクトの比較方法を独自に定義することができます。

タイプヒンティング
PHP 5では、タイプヒンティング(Type Hinting)が導入されました。 これにより、関数は、 (クラスの名前を関数プロトタイプの中に指定することにより) パラメータをオブジェクトもしくは配列 (PHP5.1以降) が必ず指定されるようにすることができるようになりました。 しか
し、デフォルトのパラメータの値として NULL を使用した場合は、後から任意の値を引数に指定できるようになります。

例1 タイプヒンティングの例
<?php
// とあるクラス
class MyClass
{
    /**
     * テスト関数
     *
     * 第 1 引数は OtherClass 型のオブジェクトでなければならない
     */
    public function test(OtherClass $otherclass) {
        echo $otherclass->var;
    }

    /**
     * もう一つのテスト関数
     *
     * 第 1 引数は配列でなければならない
     */
    public function test_array(array $input_array) {
        print_r($input_array);
    }
}

// もう一つのサンプルクラス
class OtherClass {
    public $var = 'Hello World';
}
?>

タイプヒントの指定を満たさないとキャッチ可能な致命的エラーとなります。
<?php
// それぞれのクラスのインスタンス
$myclass = new MyClass;
$otherclass = new OtherClass;

// Fatal Error: Argument 1 must be an object of class OtherClass
$myclass->test('hello');

// Fatal Error: Argument 1 must be an instance of OtherClass
$foo = new stdClass;
$myclass->test($foo);

// Fatal Error: Argument 1 must not be null
$myclass->test(null);

// Works: Prints Hello World
$myclass->test($otherclass);
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// Fatal Error: Argument 1 must be an array
$myclass->test_array('a string');

// 動作する: 配列の内容を表示する
$myclass->test_array(array('a', 'b', 'c'));
?>

タイプヒンティングは、関数でも使用できます。
<?php
// とあるクラス
class MyClass {
    public $var = 'Hello World';
}

/**
 * テスト関数
 *
 * 第 1 引数は MyClass 型のオブジェクトでなければならない
 */
function MyFunction (MyClass $foo) {
    echo $foo->var;
}

// 動作する
$myclass = new MyClass;
MyFunction($myclass);
?>

タイプヒントには NULL 値を使用することもできます。
<?php

/* NULL 値も使えます */
function test(stdClass $obj = NULL) {

}

test(NULL);
test(new stdClass);

?>

タイプヒントは、object型やarray型 (PHP5.1以降) でのみ使用できます。 int および stringのような 通常の型でのタイプヒンティングはサポートされません。

遅延静的束縛 (Late Static Bindings)
PHP 5.3.0 以降、PHP に遅延静的束縛と呼ばれる機能が搭載されます。 これを使用すると、静的継承のコンテキストで呼び出し元のクラスを参照できるようになります。

より正確に言うと、静的遅延束縛は直近の "非転送コール" のクラス名を保存します。 静的メソッドの場合、これは明示的に指定されたクラス (通常は :: 演算子の左側に書かれたもの) となります。静的メソッド以外の場合は、そのオブジェクトのクラスとなります。 "転送コー
ル" とは、self:: や parent::、static:: による静的なコール、 あるいはクラス階層の中での forward_static_call() によるコールのことです。 get_called_class() 関数を使うとコール元のクラス名を文字列で取得できます。 static:: はこのクラスのスコープとなります。

この "遅延静的束縛" という機能名は、内部動作を考慮してつけられたものです。 "遅延束縛 (Late binding)" の由来は、メソッドを定義しているクラス名を使用しても static:: の解決ができないことによります。 その代わりに、実行時情報をもとに解決するようになります。 "静
的束縛 (static binding)" の由来は、 静的メソッドのコールに使用できることによります (ただし、静的メソッド以外でも使用可能です)。

self:: の制限

self:: あるいは __CLASS__ による現在のクラスへの静的参照は、 そのメソッドが属するクラス (つまり、 そのメソッドが定義されているクラス) に解決されます。

例1 self:: の使用例
<?php
class A {
    public static function who() {
        echo __CLASS__;
    }
    public static function test() {
        self::who();
    }
}

class B extends A {
    public static function who() {
        echo __CLASS__;
    }
}

B::test();
?>

上の例の出力は以下となります。
A

遅延静的束縛の使用法

遅延静的束縛は、この制限を解決するためのキーワードを導入し、 実行時に最初にコールされたクラスを参照するようにしています。 このキーワードを使用すると、先ほどの例における test() から B を参照できるようになります。 このキーワードは新たに追加したものではな
く、すでに予約済みである static を使用しています。

例2 static:: のシンプルな使用法
<?php
class A {
    public static function who() {
        echo __CLASS__;
    }
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    public static function test() {
        static::who(); // これで、遅延静的束縛が行われます
    }
}

class B extends A {
    public static function who() {
        echo __CLASS__;
    }
}

B::test();
?>

上の例の出力は以下となります。
B

注意:

静的でないコンテキストでは、呼び出されるクラスはそのオブジェクトのクラスと同じになることに注意しましょう。 $this-> は private メソッドを同じスコープからコールしようとするので、 static:: を使うと異なる結果となります。もうひとつの相違点は、
static:: は静的なプロパティしか参照できないということです。

例3 非静的コンテキストにおける static:: の使用法
<?php
class A {
    private function foo() {
        echo "success!\n";
    }
    public function test() {
        $this->foo();
        static::foo();
    }
}

class B extends A {
   /* foo() が B にコピーされるので、メソッドのスコープは A のままとなり、
    * コールは成功します */
}

class C extends A {
    private function foo() {
        /* もとのメソッドが置き換えられるので、新しいメソッドのスコープは C となります */
    }
}

$b = new B();
$b->test();
$c = new C();
$c->test();   //fails
?>

上の例の出力は以下となります。
success!
success!
success!

Fatal error:  Call to private method C::foo() from context 'A' in /tmp/test.php on line 9

注意:

遅延静的束縛の解決は、静的コールが代替なしに完全に解決された時点で終了します。 一方、parent:: や self:: といったキーワードを使用する静的コールは、コール元の情報を転送します。

例4 転送するコールと転送しないコール
<?php
class A {
    public static function foo() {
        static::who();
    }

    public static function who() {
        echo __CLASS__."\n";
    }
}

class B extends A {
    public static function test() {
        A::foo();
        parent::foo();
        self::foo();
    }

    public static function who() {
        echo __CLASS__."\n";
    }
}
class C extends B {
    public static function who() {
        echo __CLASS__."\n";
    }
}

C::test();
?>

上の例の出力は以下となります。
A
C
C
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オブジェクトと参照
PHP5 でのオブジェクト指向プログラミングのポイントとしてよく言われるのは 「オブジェクトはデフォルトでは参照渡しとなります」ということです。 しかし、正確には少し異なります。 この節では、いくつかの例を用いてその誤解をといていきます。

PHP の参照は一種のエイリアスで、ふたつの異なる変数に同じ値を書き込めるものです。 PHP5 以降、オブジェクト変数の値にオブジェクト自身は含まれなくなりました。 含まれるのはオブジェクトの ID のみで、 これを用いて実際のオブジェクトにアクセスできるようになっ
ています。 オブジェクトが引数として渡されたり返り値となったり あるいは別の変数に代入されたりした場合、 それはエイリアスではありません。ID のコピーを保持し、 同じオブジェクトを指すようになるのです。

例1 参照とオブジェクト
<?php
class A {
    public $foo = 1;
}  

$a = new A;
$b = $a;     // $a と $b は同じ ID を持つコピーです
             // ($a) = ($b) = <id>
$b->foo = 2;
echo $a->foo."\n";

$c = new A;
$d = &$c;    // $c と $d は参照です
             // ($c,$d) = <id>

$d->foo = 2;
echo $c->foo."\n";

$e = new A;

function foo($obj) {
    // ($obj) = ($e) = <id>
    $obj->foo = 2;
}

foo($e);
echo $e->foo."\n";

?>

上の例の出力は以下となります。
2
2
2

オブジェクトのシリアライズ

オブジェクトのシリアライズ - セッション内でのオブジェクト
serialize() は、 PHP で保存できるあらゆる値をバイトストリームで表した文字列を返します。 unserialize() を使うと、 この文字列から元の変数の値を取り出すことができます。 オブジェクトをシリアライズすると、オブジェクト内の変数もすべて保存されます。 オブジェクト
内のメソッドは保存されません。 クラス名のみが保存されます。

オブジェクトを unserialize() するには、 そのオブジェクトのクラスが定義されている必要があります。 A クラスのオブジェクトをシリアライズしたのなら、 その文字列にはクラス A とその中のすべての変数の値が含まれています。 別のファイルでそれを復元してクラス A の
オブジェクトを取り出すには、 まずそのファイル内にクラス A の定義が存在しなければなりません。 これを実現するには、たとえばクラス A の定義を別ファイルに書き出してそれを include したり spl_autoload_register() 関数を使ったりします。
<?php
// classa.inc:
  
  class A {
      public $one = 1;
    
      public function show_one() {
          echo $this->one;
      }
  }
  
// page1.php:

  include("classa.inc");
  
  $a = new A;
  $s = serialize($a);
  // $s を、page2.php からみつけられるどこかに書き出します
  file_put_contents('store', $s);

// page2.php:
  
  // シリアライズした文字列を復元するには、これが必要です
  include("classa.inc");

  $s = file_get_contents('store');
  $a = unserialize($s);

  // これで、$a オブジェクトの show_one() が使えるようになりました
  $a->show_one();
?>

セッションを使っているアプリケーションで session_register() を使ってオブジェクトを登録した場合は、 PHP のページの終了時にオブジェクトが自動的にシリアライズされます。 そして、次のページが始まるときに自動的にそれが復元されるのです。 これによって、いちど
セッションに登録したオブジェクトは アプリケーションのどのページでも使えるようになります。 しかし session_register() 関数は非推奨です。 この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。

アプリケーション内でオブジェクトをシリアライズして再利用する場合のお勧めは、 そのクラスの定義をアプリケーション全体で include することです。 クラスの定義が存在しなければオブジェクトの復元に失敗してしまいます。 その場合、PHP は
__PHP_Incomplete_Class_Name クラスのオブジェクトを返します。このオブジェクトにはメソッドは一切なく、 使い道がなくなってしまいます。

つまり、もし上の例の $a を session_register("a") でセッションに格納するなら、 page1.php と page2.php だけではなく すべてのページで classa.inc を include しなければなりません。
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変更履歴
PHP 5 の OOP モデルの変更履歴をここに記録します。 個々の機能の説明や注意点については、クラスとオブジェクトに関するドキュメントを参照ください。

バー
ジョ
ン

説明

5.3.3 変更: 名前空間 つきのクラス名の最後の部分と同じ名前のメソッドは、コンストラクタ とはみなされなくなりました。 名前空間を使っていないクラスは今までと変わりません。
5.3.0 変更: プロトタイプでデフォルト値を指定したメソッドをもつインターフェイスを 実装したクラスを作るときに、実装側でのデフォルト値を インターフェイスのデフォルト値と一致させなくてもよくなりました。
5.3.0 変更: 変数を使ってクラスを参照することができるようになりました (例: echo $classname::constant;)。 この変数の値に、キーワード (self や parent、static など) を使うことはできません。
5.3.0 変更: オーバーロード メソッドが static 宣言されている場合に E_WARNING レベルのエラーが発生するようになりました。 また、public 宣言することが必須となりました。

5.3.0 変更: 5.3.0 より前のバージョンでは、 __autoload 関数の中で発生した例外を catch ブロックで捕捉することができず、 致命的なエラーとなっていました。このバージョンからは __autoload 関数内で発生した例外を catch ブロックで捕捉できるようになりましたが、
ひとつ条件があります。 独自の例外クラスをスローする場合は、その例外クラスが使用可能でなければなりません。 __autoload 関数は、再帰的に呼び出されて独自の例外クラスを読み込もうとする可能性があります。

5.3.0 追加: __callStatic メソッド。
5.3.0 追加: ヒアドキュメント および nowdoc の、クラス定数やプロパティの定義での使用。 注意: ヒアドキュメントの値は、ダブルクォートで囲んだ文字列と同じ規則に従わなければなりません (その中で変数を使えないなど)。
5.3.0 追加: 遅延静的束縛。
5.3.0 追加: __invoke メソッド。

5.2.0 変更: __toString メソッドがコールされるのは echo() や print() と直接組み合わせて使った場合のみでした。このバージョンからは、任意の文字列コンテキスト (printf() で %s 修飾子を使った場合など) でコールされるようになりました。ただし、他の型のコンテキスト
(%d 修飾子を使った場合など) は除きます。 PHP 5.2.0 以降は、__toString メソッドを持たないオブジェクトを文字列に変換しようとすると E_RECOVERABLE_ERROR レベルのエラーが発生します。

5.1.3 変更: PHP 5 の初期のバージョンでは var を使うことが非推奨とされており、E_STRICT レベルのエラーが発生していました。 このバージョンからは非推奨ではなくなり、エラーが発生しなくなりました。
5.1.0 変更: __set_state メソッドが、 var_export() でエクスポートしたクラスに対してもコールされるようになりました。
5.1.0 追加: __isset メソッドおよび __unset メソッド。

名前空間
目次

名前空間の概要
名前空間の定義
サブ名前空間の宣言
同一ファイル内での複数の名前空間の定義
名前空間の使用法: 基本編
名前空間と動的言語機能
namespace キーワードおよび __NAMESPACE__ 定数
名前空間の使用法: エイリアス/インポート
グローバル空間
名前空間の使用法: グローバル関数/定数への移行
名前解決のルール
FAQ: 名前空間について知っておくべきこと

名前空間の概要
名前空間とは何でしょう? 広義の「名前空間」とは、項目をカプセル化するもののことです。 これは多くの場面で見られる抽象概念です。 たとえば、たいていの OS はディレクトリでファイルをグループ化します。 この場合、ディレクトリがその中のファイルの名前空間として
機能しています。 具体的に言うと、foo.txt というファイルは /home/greg と /home/other の両方に存在することが可能ですが、それらふたつの foo.txt を同じディレクトリに配置することはできません。 さらに、/home/greg ディレクトリの外から foo.txt にアクセスす
るには、ディレクトリ名をファイル名の前につけて /home/greg/foo.txt としなければなりません。 プログラミングの世界における名前空間も、この延長線上にあります。

PHP の世界では、名前空間は次のふたつの問題を解決するための手段として用意されています。 ライブラリやアプリケーションの作者が、 クラスや関数といった再利用可能なコード部品を作ろうとするときにこれらの問題にぶちあたることになります。

1. あなたが作成したコードと PHP の組み込みのクラス/関数/定数 あるいはサードパーティのクラス/関数/定数の名前が衝突する
2. 最初の問題を解決するためには、Extra_Long_Names のような長い名前をつけなければならない

PHP の名前空間は、関連するクラスや関数そして定数をひとまとめにして扱うものです。 PHP の名前空間構文の例を見てみましょう。

例1 名前空間構文の例
<?php
namespace my\name; // "名前空間の定義" を参照ください
class MyClass {}
function myfunction() {}
const MYCONST = 1;

$a = new MyClass;
$c = new \my\name\MyClass; // "グローバル空間" を参照ください

$a = strlen('hi'); // "名前空間の使用法: グローバル関数/定数への
                   // 移行" を参照ください

$d = namespace\MYCONST; // "namespace 演算子および __NAMESPACE__ 定数"
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                        // を参照ください
$d = __NAMESPACE__ . '\MYCONST';
echo constant($d); // "名前空間および動的言語機能" を参照ください
?>

名前空間は PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

名前空間の定義
PHP のコードならなんでも名前空間に含めることができますが、 実際に名前空間の影響を受けるのはクラスと関数そして定数の 3 種類だけです。

名前空間を宣言するには、キーワード namespace を使用します。名前空間を含むファイルでは、他のコードより前にファイルの先頭で名前空間を宣言しなければなりません。 ただし declare キーワードは例外です。

例1 名前空間の宣言
<?php
namespace MyProject;

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }

?>
名前空間の宣言より前に書くことが許されているコードは declare 文のみです。ソースファイルのエンコーディングを定義するために使用します。 さらに、PHP コード以外であっても名前空間の宣言の前に記述することはできません (スペースも同様です)。

例2 名前空間の宣言
<html>
<?php
namespace MyProject; // fatal error - namespace must be the first statement in the script
?>

さらに、他の PHP の制御構造とは異なり、同一の名前空間を複数のファイルで定義することができます。 これにより、ひとつの名前空間の内容をファイルシステム上で分割することができます。

サブ名前空間の宣言
ディレクトリやファイルと同様、PHP の名前空間においても名前空間の階層構造を指定することができます。 このようにして名前空間を定義します。

例1 階層つきの名前空間の宣言
<?php
namespace MyProject\Sub\Level;

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }

?>
上の例は、定数 MyProject\Sub\Level\CONNECT_OK とクラス MyProject\Sub\Level\Connection、 そして関数 MyProject\Sub\Level\connect を作成します。

同一ファイル内での複数の名前空間の定義
複数の名前空間を同一ファイル内で宣言することもあります。 この場合の構文は次の 2 通りです。

例1 シンプルな組み合わせ方式による複数の名前空間の宣言
<?php
namespace MyProject;

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }

namespace AnotherProject;

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }
?>

この構文は、複数の名前空間をひとつのファイルに含める場合の方法としてはお勧めしません。 かわりに、次の波括弧構文を使うことを推奨します。

例2 波括弧構文による複数の名前空間の宣言
<?php
namespace MyProject {

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }
}

namespace AnotherProject {

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }
}
?>
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ただ、複数の名前空間をひとつのファイルに記述するようなコーディングはできるだけ避けるべきです。 主な使い道としては、複数の PHP スクリプトをひとつのファイルにまとめるときくらいでしょう。

名前空間に属さないグローバルなコードを名前空間つきのコードと組み合わせるときには、 波括弧構文しか使用できません。グローバルなコードは、名前空間の名前を指定しない namespace 文で囲みます。たとえば次のようになります。

例3 複数の名前空間および名前空間に属さないコードの宣言
<?php
namespace MyProject {

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }
}

namespace { // グローバルコード
session_start();
$a = MyProject\connect();
echo MyProject\Connection::start();
}
?>

namespace の波括弧の外側に書くことができる PHP コードは、最初の declare 文だけです。

例4 複数の名前空間および名前空間に属さないコードの宣言
<?php
declare(encoding='UTF-8');
namespace MyProject {

const CONNECT_OK = 1;
class Connection { /* ... */ }
function connect() { /* ... */  }
}

namespace { // global code
session_start();
$a = MyProject\connect();
echo MyProject\Connection::start();
}
?>

名前空間の使用法: 基本編
名前空間の使い方についてあれこれ言う前に、まずは PHP がどのようにしてコード中の要素の名前空間を知るのかを理解しておくことが重要です。 PHP の名前空間は、ファイルシステムにたとえて考えることができます。 たとえば、ファイルシステム内のファイルにアクセス
するには次の 3 つの方法があります。

1. foo.txt のような相対ファイル名を使う。これは currentdirectory/foo.txt と解釈されます。ここで、 currentdirectory は現在いるディレクトリを表します。したがって、カレントディレクトリが /home/foo であった場合はこれは /home/foo/foo.txt となります。
2. subdirectory/foo.txt のような相対パス名を使う。これは currentdirectory/subdirectory/foo.txt と解釈されます。
3. /main/foo.txt のような絶対パス名を使う。これは /main/foo.txt と解釈されます。

PHP の名前空間内の要素についても同じ理屈があてはまります。 たとえば、クラス名を参照するには次の 3 つの方法があります。

1. $a = new foo(); あるいは foo::staticmethod(); のような非修飾名 あるいはプレフィックスなしのクラス名。 現在の名前空間が currentnamespace である場合、これは currentnamespace\foo と解釈されます。 名前空間に属さないグローバルなコードにおいては、これ
は foo と解釈されます。 注意: 修飾されていない関数や定数は、名前空間内にその関数や定数がなければ グローバルな関数あるいは変数とみなされます。詳細は 名前空間の使用法: グローバルな関数/定数への移行 を参照ください。

2. $a = new subnamespace\foo(); あるいは subnamespace\foo::staticmethod(); のような修飾名 あるいはプレフィックスつきクラス名。 現在の名前空間が currentnamespace である場合、これは currentnamespace\subnamespace\foo と解釈されます。 名前空間に
属さないグローバルなコードにおいては、これは subnamespace\foo と解釈されます。

3. $a = new \currentnamespace\foo(); あるいは \currentnamespace\foo::staticmethod(); のような完全修飾名 あるいはグローバルプレフィックス演算子つきのクラス名。 これは、常にコードで記述されたとおりの名前である currentnamespace\foo と解釈されます。

これら 3 つの構文を実際のコードで使う例を次に示します。

file1.php

<?php
namespace Foo\Bar\subnamespace;

const FOO = 1;
function foo() {}
class foo
{
    static function staticmethod() {}
}
?>

file2.php

<?php
namespace Foo\Bar;
include 'file1.php';

const FOO = 2;
function foo() {}
class foo
{
    static function staticmethod() {}
}

/* 非修飾名 */
foo(); // Foo\Bar\foo 関数と解釈されます
foo::staticmethod(); // Foo\Bar\foo クラスの staticmethod メソッドと解釈されます
echo FOO; // 定数 Foo\Bar\FOO と解釈されます

/* 修飾名 */
subnamespace\foo(); // Foo\Bar\subnamespace\foo 関数と解釈されます
subnamespace\foo::staticmethod(); // Foo\Bar\subnamespace\foo クラスの
                                  // staticmethod メソッドと解釈されます
echo subnamespace\FOO; // 定数 Foo\Bar\subnamespace\FOO と解釈されます
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/* 完全修飾名 */
\Foo\Bar\foo(); // Foo\Bar\foo 関数と解釈されます
\Foo\Bar\foo::staticmethod(); // Foo\Bar\foo クラスの staticmethod メソッドと解釈されます
echo \Foo\Bar\FOO; // 定数 Foo\Bar\FOO と解釈されます
?>

グローバルなクラス、関数あるいは定数にアクセスするには、完全修飾名を使用して \strlen()、\Exception あるいは \INI_ALL などとすることができます。

例1 グローバルなクラス、関数および定数への名前空間内からのアクセス
<?php
namespace Foo;

function strlen() {}
const INI_ALL = 3;
class Exception {}

$a = \strlen('hi'); // グローバル関数 strlen をコールします
$b = \INI_ALL; // グローバル定数 INI_ALL にアクセスします
$c = new \Exception('error'); // グローバルクラス Exception のインスタンスを作成します
?>

名前空間と動的言語機能
PHP における名前空間の実装は、PHP 自身が動的プログラミング言語であるという性質に影響を受けています。 したがって、次の例のようなコードを名前空間を使って書き直すには

例1 要素への動的なアクセス

example1.php:

<?php
class classname
{
    function __construct()
    {
        echo __METHOD__,"\n";
    }
}
function funcname()
{
    echo __FUNCTION__,"\n";
}
const constname = "global";

$a = 'classname';
$obj = new $a; // classname::__construct と表示します
$b = 'funcname';
$b(); // funcname と表示します
echo constant('constname'), "\n"; // global と表示します
?>
完全修飾名 (クラス名に名前空間プレフィックスをつけたもの) を使う必要があります。 動的なクラス名、関数名あるいは定数名においては修飾名と完全修飾名に差はないので、 先頭のバックスラッシュはなくてもかまいません。

例2 名前空間つき要素への動的なアクセス
<?php
namespace namespacename;
class classname
{
    function __construct()
    {
        echo __METHOD__,"\n";
    }
}
function funcname()
{
    echo __FUNCTION__,"\n";
}
const constname = "namespaced";

include 'example1.php';

$a = 'classname';
$obj = new $a; // classname::__construct と表示します
$b = 'funcname';
$b(); // funcname と表示します
echo constant('constname'), "\n"; // global と表示します

/* ダブルクォートを使う場合は "\\namespacename\\classname" としなければなりません */
$a = '\namespacename\classname';
$obj = new $a; // namespacename\classname::__construct と表示します
$a = 'namespacename\classname';
$obj = new $a; // これも namespacename\classname::__construct と表示します
$b = 'namespacename\funcname';
$b(); // namespacename\funcname と表示します
$b = '\namespacename\funcname';
$b(); // これも namespacename\funcname と表示します
echo constant('\namespacename\constname'), "\n"; // namespaced と表示します
echo constant('namespacename\constname'), "\n"; // これも namespaced と表示します
?>

文字列中の名前空間名のエスケープに関する注意 を読んでおくことを忘れないようにしましょう。

namespace キーワードおよび __NAMESPACE__ 定数
PHP には、現在の名前空間内の要素へのアクセスを抽象化するための方法が 2 通りあります。 マジック定数 __NAMESPACE__ および namespace キーワードがそれです。

__NAMESPACE__ の値は文字列で、現在の名前空間の名前が格納されます。 名前空間に属さないグローバルなコードでは、この中身は空文字列となります。
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例1 名前空間内のコードでの __NAMESPACE__ の例
<?php
namespace MyProject;

echo '"', __NAMESPACE__, '"'; // "MyProject" と出力します
?>

例2 グローバルなコードでの __NAMESPACE__ の例
<?php

echo '"', __NAMESPACE__, '"'; // "" と出力します
?>
__NAMESPACE__ 定数は、動的に名前を作成する場合に便利です。 たとえば次のようになります。

例3 __NAMESPACE__ による動的な名前の作成
<?php
namespace MyProject;

function get($classname)
{
    $a = __NAMESPACE__ . '\\' . $classname;
    return new $a;
}
?>

namespace キーワードを使用すると、 現在の名前空間あるいはサブ名前空間内の要素を明示的に指定することができます。 これは、クラスにおける self 演算子と同じ意味合いのものです。

例4 名前空間内での namespace 演算子
<?php
namespace MyProject;

use blah\blah as mine; // "名前空間の使用法: インポート/エイリアス" を参照ください

blah\mine(); // MyProject\blah\mine() 関数をコールします
namespace\blah\mine(); // MyProject\blah\mine() 関数をコールします

namespace\func(); // MyProject\func() 関数をコールします
namespace\sub\func(); // MyProject\sub\func() 関数をコールします
namespace\cname::method(); // MyProject\cname クラスの静的メソッド "method" をコールします
$a = new namespace\sub\cname(); // MyProject\sub\cname クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$b = namespace\CONSTANT; // 定数 MyProject\CONSTANT の値を $b に代入します
?>

例5 グローバルコードでの namespace 演算子
<?php

namespace\func(); // func() 関数をコールします
namespace\sub\func(); // sub\func() 関数をコールします
namespace\cname::method(); // cname クラスの静的メソッド "method" をコールします
$a = new namespace\sub\cname(); // sub\cname クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$b = namespace\CONSTANT; // 定数 CONSTANT の値を $b に代入します
?>

名前空間の使用法: エイリアス/インポート
外部の完全修飾名をエイリアスで参照したりインポートしたりする機能は、 名前空間において非常に重要なものです。 これは、Unix 系のファイルシステムでファイルやディレクトリへのシンボリックリンクを作成することに似ています。

PHP の名前空間では、2 通りの方法でエイリアスやインポートをサポートしています。 クラス名のエイリアスを作成する方法と名前空間名のエイリアスを作成する方法です。 関数や定数のインポートはサポートしていないことに注意しましょう。

PHP でのエイリアス作成には use 演算子を使用します。 ここに、3 種類すべてのインポート方法の例を示します。

例1 use 演算子によるインポート/エイリアス
<?php
namespace foo;
use My\Full\Classname as Another;

// これは use My\Full\NSname as NSname と同じです
use My\Full\NSname;

// グローバルクラスをインポートします
use \ArrayObject;

$obj = new namespace\Another; // foo\Another クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$obj = new Another; // My\Full\Classname クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
NSname\subns\func(); // My\Full\NSname\subns\func 関数をコールします
$a = new ArrayObject(array(1)); // ArrayObject クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
// "use \ArrayObject" がなければ、foo\ArrayObject クラスのオブジェクトのインスタンスを作成することになります
?>
名前空間つきの名前 (完全修飾形式の名前空間は区切り文字を含んだ Foo\Bar のようなもので、グローバルな場合は区切り文字を含まない FooBar のようになります) では先頭のバックスラッシュは不要で、許可されないことに注意しましょう。 インポートする名前は完全修飾
形式でなければならず、 現在の名前空間からの相対指定で処理されることはないからです。

PHP では、複数の use 文を同一行に置くための便利なショートカットもサポートしています。

例2 use 演算子によるインポート/エイリアスで、複数の use 文を組み合わせる例
<?php
use My\Full\Classname as Another, My\Full\NSname;

$obj = new Another; // My\Full\Classname クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
NSname\subns\func(); // My\Full\NSname\subns\func 関数をコールします
?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

インポートはコンパイル時に行われるので、動的なクラス名、関数名や定数名には影響を及ぼしません。

例3 インポートと動的名
<?php
use My\Full\Classname as Another, My\Full\NSname;

$obj = new Another; // My\Full\Classname クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$a = 'Another';
$obj = new $a;      // Another クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
?>

さらにインポートの影響が及ぶのは非修飾名および修飾名のみです。 完全修飾名は絶対的なものであり、インポートの影響を受けることはありません。

例4 インポートと完全修飾名
<?php
use My\Full\Classname as Another, My\Full\NSname;

$obj = new Another; // My\Full\Classname クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$obj = new \Another; // Another クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$obj = new Another\thing; // My\Full\Classname\thing クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
$obj = new \Another\thing; // Another\thing クラスのオブジェクトのインスタンスを作成します
?>

インポート時のスコープ規則

use キーワードの宣言は、ファイル内の一番外側のスコープ (グローバルスコープ) あるいは名前空間宣言の中で行わなければなりません。 これは、インポートが実行時ではなくコンパイル時に行われるためです。 ブロック内のスコープではインポートできません。 次の例
は、use キーワードの間違った使い方を示すものです。

例5 間違ったインポートの例
<?php
namespace Languages;

class Greenlandic
{
    use Languages\Danish;

    ...
}
?>

注意:

インポート規則はファイル単位のものです。つまり、インクルードされたファイルは インクロード元の親ファイルのインポート規則を 引き継ぎません。

グローバル空間
名前空間の定義がない場合、すべてのクラスや関数の定義はグローバル空間に配置されます。 これは、名前空間に対応する前の PHP がサポートしていた空間です。 名前の先頭に \ をつけると、 名前空間の内部からであってもグローバル空間の名前を指定することができます。

例1 グローバル空間を指定する方法
<?php
namespace A\B\C;

/* この関数は A\B\C\fopen です */
function fopen() { 
     /* ... */
     $f = \fopen(...); // グローバルな fopen をコールします
     return $f;
} 
?>

名前空間の使用法: グローバル関数/定数への移行
名前空間内で、PHP が未定義のクラス名や関数、定数に出会った場合、 それぞれに応じて異なる優先順位で解決を行います。 クラス名は、常に現在の名前空間での名前として解釈されます。 したがって、内部クラスあるいは名前空間に属さないクラスにアクセスするには 次の
ように完全修飾名で指定しなければなりません。

例1 名前空間内からのグローバルクラスへのアクセス
<?php
namespace A\B\C;
class Exception extends \Exception {}

$a = new Exception('hi'); // $a は A\B\C\Exception クラスのオブジェクトです
$b = new \Exception('hi'); // $b は Exception クラスのオブジェクトです
$c = new ArrayObject; // fatal error, class A\B\C\ArrayObject not found
?>

関数や定数の場合、名前空間内にその関数や定数が見つからなければ PHP はグローバル関数/定数を探します。

例2 名前空間内からのグローバル関数/定数への移行
<?php
namespace A\B\C;

const E_ERROR = 45;
function strlen($str)
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{
    return \strlen($str) - 1;
}

echo E_ERROR, "\n"; // "45" と表示します
echo INI_ALL, "\n"; // "7" と表示します - グローバルの INI_ALL に移行しました

echo strlen('hi'), "\n"; // "1" と表示します
if (is_array('hi')) { // "is not array" と表示します
    echo "is array\n";
} else {
    echo "is not array\n";
}
?>

名前解決のルール
名前解決のルールを説明するにあたって、いくつかの重要な定義を示しておきます。

名前空間名の定義
非修飾名

これは名前空間区切り文字を含まない識別子で、Foo のようなものです。

修飾名

これは名前空間区切り文字を含む識別子で、Foo\Bar のようなものです。

完全修飾名

これは名前空間区切り文字を含む識別子のうち先頭が名前空間区切り文字で始まるもので、 \Foo\Bar のようなものです。namespace\Foo も完全修飾名です。

名前解決は、これらの解決ルールによって行われます。

1. 完全修飾された関数、クラス、定数へのコールはコンパイル時に解決されます。 たとえば、new \A\B は A\B クラスと解釈されます。
2. 非修飾名および (完全修飾でない) 修飾名の変換は、現在のインポートルールに基づいてコンパイル時に行われます。 たとえば、名前空間 A\B\C が C という名前でインポートされている場合、 C\D\e() へのコールは A\B\C\D\e() と変換されます。
3. 名前空間内で、インポートルールによる変換が行われなかった修飾名は 現在の名前空間が先頭に付加されます。たとえば、 C\D\e() へのコールが名前空間 A\B 内で行われた場合、それは A\B\C\D\e() に変換されます。
4. 非修飾クラス名の変換は、現在のインポートルールに基づいてコンパイル時に行われます (インポートされた短い名前がフルネームに置き換わります)。たとえば、 名前空間 A\B\C が C という名前でインポートされている場合、 new C() は new A\B\C() と変換されます。
5. 名前空間内 (ここでは A\B としましょう) で、非修飾な関数へのコールは実行時に解決されます。 関数 foo() のコールは、次のように解決されます。

1. まず現在の名前空間から関数 A\B\foo() を探します。
2. 次に グローバル 関数 foo() を探します。

6. 名前空間内 (ここでは A\B としましょう) で、 非修飾あるいは (完全修飾でない) 修飾なクラスへのコールは実行時に解決されます。 new C() や new D\E() がどのように解決されるかを示します。 new C() の場合は、
1. まず現在の名前空間からクラス A\B\C を探します。
2. A\B\C を autoload します。

new D\E() の場合は、
1. 現在の名前空間を先頭につけた A\B\D\E を探します。
2. A\B\D\E を autoload します。
グローバル名前空間内のグローバルクラスを参照するには、完全修飾形式の new \C() を使わなければなりません。

例1 名前解決の例
<?php
namespace A;
use B\D, C\E as F;

// 関数のコール

foo();      // まず名前空間 "A" で定義されている "foo" のコールを試み、
            // 次にグローバル関数 "foo" をコールします

\foo();     // グローバルスコープで定義されている関数 "foo" をコールします

my\foo();   // 名前空間 "A\my" で定義されている関数 "foo" をコールします

F();        // まず名前空間 "A" で定義されている "F" のコールを試み、
            // 次にグローバル関数 "F" をコールします

// クラスの参照

new B();    // 名前空間 "A" で定義されているクラス "B" のオブジェクトを作成します
            // 見つからない場合は、クラス "A\B" の autoload を試みます

new D();    // インポートルールを使用し、名前空間 "B" で定義されているクラス "D" のオブジェクトを作成します
            // 見つからない場合は、クラス "B\D" の autoload を試みます

new F();    // インポートルールを使用し、名前空間 "C" で定義されているクラス "E" のオブジェクトを作成します
            // 見つからない場合は、クラス "C\E" の autoload を試みます

new \B();   // グローバルスコープで定義されているクラス "B" のオブジェクトを作成します
            // 見つからない場合は、クラス "B" の autoload を試みます

new \D();   // グローバルスコープで定義されているクラス "D" のオブジェクトを作成します
            // 見つからない場合は、クラス "D" の autoload を試みます

new \F();   // グローバルスコープで定義されているクラス "F" のオブジェクトを作成します
            // 見つからない場合は、クラス "F" の autoload を試みます

// 別の名前空間から使用する静的メソッド/関数

B\foo();    // 名前空間 "A\B" の関数 "foo" をコールします

B::foo();   // 名前空間 "A" で定義されているクラス "B" のメソッド "foo" をコールします
            // クラス "A\B" が見つからない場合はクラス "A\B" の autoload を試みます
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D::foo();   // インポートルールを使用し、名前空間 "B" で定義されているクラス "D" のメソッド "foo" をコールします
            // クラス "B\D" が見つからない場合はクラス "B\D" の autoload を試みます

\B\foo();   // 名前空間 "B" の関数 "foo" をコールします

\B::foo();  // グローバルスコープのクラス "B" のメソッド "foo" をコールします
            // クラス "B" が見つからない場合はクラス "B" の autoload を試みます

// 現在の名前空間から使用する静的メソッド/関数

A\B::foo();   // 名前空間 "A\A" のクラス "B" のメソッド "foo" をコールします
              // クラス "A\A\B" が見つからない場合はクラス "A\A\B" の autoload を試みます

\A\B::foo();  // 名前空間 "A\B" のクラス "B" のメソッド "foo" をコールします
              // クラス "A\B" が見つからない場合はクラス "A\B" の autoload を試みます
?>

FAQ: 名前空間について知っておくべきこと
この FAQ は 2 つに別れています。一般的な質問と、 深く理解するために有用な実装に関する質問です。

まずは一般的な質問。

1. 名前空間を使わない場合、 何か注意すべきことはありますか?
2. 名前空間内での内部クラスあるいはグローバルクラスの使用法は?
3. 同じ名前空間にあるクラス、関数あるいは定数を使用する方法は?
4. \my\name や \name のような名前はどのように解決される?
5. my\name のような名前はどのように解決される?
6. 修飾されていない name のようなクラス名はどのように解決される?
7. 修飾されていない name のような関数名/定数名はどのように解決される?

また、名前空間の実装を理解するために有用な実装の詳細は次のとおりです。

1. インポートした名前が同一ファイルで定義されているクラスと衝突しない
2. 名前空間のネストはできない
3. 関数や定数は use 文でインポートできない
4. 動的な名前空間名 (クォートした名前) ではバックスラッシュのエスケープが必要
5. バックスラッシュを含む未定義な定数を参照すると、致命的なエラーが発生する
6. 特別な定数 NULL, TRUE, FALSE, ZEND_THREAD_SAFE そして ZEND_DEBUG_BUILD は上書きできない

名前空間を使わない場合、何か注意すべきことはありますか?

いいえ。これまで書いてきたコード、今後書く名前空間を含まないコードのいずれについても、 名前空間が何らかの影響を及ぼすことはありません。 お望みなら名前空間を使わないコードを書くこともできます。

例1 名前空間の外部にあるグローバルクラスへのアクセス
<?php
$a = new \stdClass;
?>

これは、機能的に次と同等です。

例2 名前空間の外部にあるグローバルクラスへのアクセス
<?php
$a = new stdClass;
?>

名前空間内での内部クラスあるいはグローバルクラスの使用法は?

例3 名前空間内からの内部クラスへのアクセス
<?php
namespace foo;
$a = new \stdClass;

function test(\ArrayObject $typehintexample = null) {}

$a = \DirectoryIterator::CURRENT_AS_FILEINFO;

// 内部クラス/グローバルクラスの継承
class MyException extends \Exception {}
?>

同じ名前空間にあるクラス、関数あるいは定数を使用する方法は?

例4 名前空間内のクラス、関数あるいは定数へのアクセス
<?php
namespace foo;

class MyClass {}

// 現在の名前空間のクラスをタイプヒントに使用する方法
function test(MyClass $typehintexample = null) {}
// 現在の名前空間のクラスをタイプヒントに使用するもうひとつの方法
function test(\foo\MyClass $typehintexample = null) {}

// 現在の名前空間のクラスの継承
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class Extended extends MyClass {}

// グローバル関数へのアクセス
$a = \globalfunc();

// グローバル定数へのアクセス
$b = \INI_ALL;
?>

\my\name や \name のような名前はどのように解決される?

\ から始まる名前は常に見た目のままに解釈されます。 つまり \my\name は my\name であり、 \Exception は Exception となります。

例5 完全修飾名
<?php
namespace foo;
$a = new \my\name(); // "my\name" クラスのインスタンスを作成します
echo \strlen('hi'); // "strlen" 関数をコールします
$a = \INI_ALL; // $a に定数 "INI_ALL" の値を設定します
?>

my\name のような名前はどのように解決される?

名前にバックスラッシュを含むが先頭はバックスラッシュでない名前、たとえば my\name のような名前は 2 通りの方法で解釈されます。

別の名前に my というエイリアスを指定する import 文がある場合は、そのエイリアスが my\name の my 部分に適用されます。

それ以外の場合は、現在の名前空間が my\name の先頭に付け加えられます。

例6 修飾名
<?php
namespace foo;
use blah\blah as foo;

$a = new my\name(); // "foo\my\name" クラスのインスタンスを作成します
foo\bar::name(); // "blah\blah\bar" の静的メソッド "name" をコールします
my\bar(); // "foo\my\bar" 関数をコールします
$a = my\BAR; // $a に定数 "foo\my\BAR" の値を設定します
?>

修飾されていない name のようなクラス名はどのように解決される?

バックスラッシュを含まない name のようなクラス名は 2 通りの方法で解釈されます。

別の名前に name というエイリアスを指定する import 文がある場合は、そのエイリアスが適用されます。

それ以外の場合は、現在の名前空間が name の先頭に付け加えられます。

例7 非修飾クラス名
<?php
namespace foo;
use blah\blah as foo;

$a = new name(); // "foo\name" クラスのインスタンスを作成します
foo::name(); // "blah\blah" クラスの静的メソッド "name" をコールします
?>

修飾されていない name のような関数名/定数名はどのように解決される?

バックスラッシュを含まない name のような関数名/定数名は 2 通りの方法で解釈されます。

まず、現在の名前空間が name の先頭に付け加えられます。

現在の名前空間に name という関数あるいは定数がない場合は、 グローバル関数あるいは定数に name があればそれを使用します。

例8 非修飾関数/定数名
<?php
namespace foo;
use blah\blah as foo;

const FOO = 1;

function my() {}
function foo() {}
function sort(&$a)
{
    sort($a);
    $a = array_flip($a);
    return $a;
}

my(); // "foo\my" をコールします
$a = strlen('hi'); // "foo\strlen" が存在しないので、グローバル関数 "strlen" をコールします
$arr = array(1,3,2);
$b = sort($arr); // "foo\sort" 関数をコールします
$c = foo(); // calls function "foo\foo" - import is not applied

$a = FOO; // sets $a to value of constant "foo\FOO" - import is not applied
$b = INI_ALL; // sets $b to value of global constant "INI_ALL"
?>
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インポートした名前が同一ファイルで定義されているクラスと衝突しない

次のようなスクリプトの組み合わせは、正当なものです。

file1.php

<?php
namespace my\stuff;
class MyClass {}
?>

another.php

<?php
namespace another;
class thing {}
?>

file2.php

<?php
namespace my\stuff;
include 'file1.php';
include 'another.php';

use another\thing as MyClass;
$a = new MyClass; // 名前空間 another のクラス "thing" のインスタンスを作成します。
?>

MyClass クラスが名前空間 my\stuff にあるとはいえ、名前の衝突はありません。 MyClass の定義は別のファイルにあるからです。 しかし、次の例は名前の衝突による致命的なエラーとなります。 MyClass の定義が同じファイル上の use 文で行われているからです。
<?php
namespace my\stuff;
use another\thing as MyClass;
class MyClass {} // fatal error: MyClass conflicts with import statement
$a = new MyClass;
?>

名前空間のネストはできない

PHP では名前空間のネストはできません。
<?php
namespace my\stuff {
    namespace nested {
        class foo {}
    }
}
?>
しかし、それっぽいことをするのは簡単です。次のようにすればいいのです。
<?php
namespace my\stuff\nested {
    class foo {}
}
?>

関数や定数は use 文でインポートできない

use 文の影響を受けるのは名前空間とクラス名のみです。 長い名前の定数や関数を短い名前にするには、それらが含まれる名前空間をインポートします。
<?php
namespace mine;
use ultra\long\ns\name;

$a = name\CONSTANT;
name\func();
?>

動的な名前空間名 (クォートした名前) ではバックスラッシュのエスケープが必要

バックスラッシュは文字列のエスケープ文字として使われることに注意しましょう。 文字列の中で使う際にはバックスラッシュを二重に書く必要があります。 そうしないと、予期せぬ結果を引き起こしてしまいます。

例9 ダブルクォートで囲んだ文字列内で名前空間名を扱う際の危険
<?php
$a = new "dangerous\name"; // ダブルクォートの中では \n が改行文字になってしまいます!
$obj = new $a;

$a = new 'not\at\all\dangerous'; // こっちは大丈夫です
$obj = new $a;
?>
シングルクォートで囲んだ文字列内では、 バックスラッシュによるエスケープシーケンスをより安全に使うことができます。 しかし、文字列内では常にバックスラッシュをエスケープする習慣をつけておくことをお勧めします。

バックスラッシュを含む未定義な定数を参照すると、致命的なエラーが発生する

未定義の定数のうち FOO のような修飾されていないものは、 PHP が FOO を定数の値と解釈したという notice が発生します。 修飾あるいは完全修飾形式の定数、つまりバックスラッシュを含む定数の場合、 それが未定義なら致命的なエラーが発生します。

例10 未定義の定数
<?php
namespace bar;
$a = FOO; // notice - undefined constants "FOO" assumed "FOO";
$a = \FOO; // fatal error, undefined namespace constant FOO
$a = Bar\FOO; // fatal error, undefined namespace constant bar\Bar\FOO
$a = \Bar\FOO; // fatal error, undefined namespace constant Bar\FOO
?>
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特別な定数 NULL, TRUE, FALSE, ZEND_THREAD_SAFE そして ZEND_DEBUG_BUILD は上書きできない

名前空間内で特別な組み込み定数を定義しようとすると、致命的なエラーが発生します。

例11 未定義の定数
<?php
namespace bar;
const NULL = 0; // 致命的なエラー
const true = 'stupid'; // これも、致命的なエラー
// etc.
?>

例外(exceptions)
目次

例外を拡張する

PHP 5 は、他のプログラミング言語に似た例外モデルを有しています。 PHP 内で例外が投げられ ("throw" され)、それが 捕捉され ("catch" され) ます。発生した例外を 捕捉するには、コードを try ブロックで囲みます。 各 try ブロックには、対応する catch ブロックが存在す
る必要があります。異なる型の例外を捕捉するために 複数の catch フロックを使用することができます。 通常の実行時 (try ブロック内で例外が投げられなかった 場合、あるいは投げられた例外に対応する catch ブロックが存在しなかった場合) は、catch ブロック内は処理さ
れず、それ以降から処理が続けられます。 catch ブロックの中から例外を投げる (あるいは投げなおす) こともできます。

例外が投げられた場合、その命令に続くコードは実行されず、 PHP は最初にマッチする catch ブロックを探します。 例外が捕捉されない場合、PHP は "Uncaught Exception ..." というメッセージとともに 致命的なエラー(fatal error)を発行します。 ただ
し、set_exception_handler() でハンドラが 定義されている場合を除きます。

スローされるオブジェクトは、Exception クラスあるいは Exception のサブクラスのインスタンスでなければなりません。 それ以外のオブジェクトをスローしようとすると PHP の Fatal Error が発生します。

注意:

PHP の内部関数の多くは エラー報告 を使っており、例外を使っているのは新しい オブジェクト指向 の拡張モジュールのみです。 しかし、ErrorException を使えば簡単にエラーを例外に変換することができます。

ヒント

Standard PHP Library (SPL) には組み込みの例外が数多く用意されています。

例12 例外を投げるには
<?php
function inverse($x) {
    if (!$x) {
        throw new Exception('ゼロによる除算。');
    }
    else return 1/$x;
}

try {
    echo inverse(5) . "\n";
    echo inverse(0) . "\n";
} catch (Exception $e) {
    echo '捕捉した例外: ',  $e->getMessage(), "\n";
}

// 実行は継続される
echo 'Hello World';
?>

上の例の出力は以下となります。
0.2
捕捉した例外: ゼロによる除算。
Hello World

例13 ネストした例外
<?php

class MyException extends Exception { }

class Test {
    public function testing() {
        try {
            try {
                throw new MyException('foo!');
            } catch (MyException $e) {
                /* 改めてスロー */
                throw $e;
            }
        } catch (Exception $e) {
            var_dump($e->getMessage());
        }
    }
}

$foo = new Test;
$foo->testing();

?>

上の例の出力は以下となります。
string(4) "foo!"



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例外を拡張する
組み込みの Exception クラスを拡張することで、例外クラスをユーザーが 定義することが可能です。以下のメンバーおよびプロパティは、 組み込みの Exception クラスから派生した子クラスの中でアクセス可能です。

例1 例外クラスを構築する
<?php
class Exception
{
    protected $message = 'Unknown exception';   // exception message
    private   $string;                          // __toString cache
    protected $code = 0;                        // user defined exception code
    protected $file;                            // source filename of exception
    protected $line;                            // source line of exception
    private   $trace;                           // backtrace
    private   $previous;                        // previous exception if nested exception

    public function __construct($message = null, $code = 0, Exception $previous = null);

    final private function __clone();           // Inhibits cloning of exceptions.

    final public  function getMessage();        // message of exception
    final public  function getCode();           // code of exception
    final public  function getFile();           // source filename
    final public  function getLine();           // source line
    final public  function getTrace();          // an array of the backtrace()
    final public  function getPrevious();       // previous exception
    final public  function getTraceAsString();  // formatted string of trace

    /* Overrideable */
    public function __toString();               // formatted string for display
}
?>

クラスが、組み込みの Exception クラスを拡張し、 コンストラクタを再定義した場合、 全ての利用可能なデータが正しく代入されることを保証するために parent::__construct() もコールすることが強く推奨されます。 __toString() メソッドは、 オブジェクトが文字列として
表された際に独自の出力を行うために 上書きすることができます。

注意:

例外を複製することはできません。Exception を clone しようとすると 致命的な E_ERROR エラーが発生します。

例2 例外クラスの拡張 (PHP 5.3.0+)

<?php
/**
 * カスタム例外クラスを定義する
 */
class MyException extends Exception
{
    // 例外を再定義し、メッセージをオプションではなくする
    public function __construct($message, $code = 0, Exception $previous = null) {
        // なんらかのコード
    
        // 全てを正しく確実に代入する
        parent::__construct($message, $code, $previous);
    }

    // オブジェクトの文字列表現を独自に定義する
    public function __toString() {
        return __CLASS__ . ": [{$this->code}]: {$this->message}\n";
    }

    public function customFunction() {
        echo "A Custom function for this type of exception\n";
    }
}

/**
 * 例外をテストするためのクラスを作成
 */
class TestException
{
    public $var;

    const THROW_NONE    = 0;
    const THROW_CUSTOM  = 1;
    const THROW_DEFAULT = 2;

    function __construct($avalue = self::THROW_NONE) {

        switch ($avalue) {
            case self::THROW_CUSTOM:
                // カスタム例外を投げる
                throw new MyException('1 is an invalid parameter', 5);
                break;

            case self::THROW_DEFAULT:
                // デフォルト例外を投げる
                throw new Exception('2 is not allowed as a parameter', 6);
                break;

            default: 
                // 例外なし。オブジェクトが生成される
                $this->var = $avalue;
                break;
        }
    }
}

// 例1
try {
    $o = new TestException(TestException::THROW_CUSTOM);
} catch (MyException $e) {      // Will be caught
    echo "Caught my exception\n", $e;
    $e->customFunction();
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} catch (Exception $e) {        // Skipped
    echo "Caught Default Exception\n", $e;
}

// 実行を継続する
var_dump($o); // Null
echo "\n\n";

// 例2
try {
    $o = new TestException(TestException::THROW_DEFAULT);
} catch (MyException $e) {      // この型にはマッチしない
    echo "Caught my exception\n", $e;
    $e->customFunction();
} catch (Exception $e) {        // キャッチされる
    echo "Caught Default Exception\n", $e;
}

// 実行を継続する
var_dump($o); // Null
echo "\n\n";

// 例3
try {
    $o = new TestException(TestException::THROW_CUSTOM);
} catch (Exception $e) {        // キャッチされる
    echo "Default Exception caught\n", $e;
}

// 実行を継続する
var_dump($o); // Null
echo "\n\n";

// 例4
try {
    $o = new TestException();
} catch (Exception $e) {        // スキップされる、例外なし
    echo "Default Exception caught\n", $e;
}

// 実行を継続する
var_dump($o); // TestException
echo "\n\n";
?>

注意:

PHP 5 の PHP 5.3.0 より前のバージョンでは例外のネストに対応していません。 もしこのサンプルを動かしたい場合は、MyException クラスを次のコードで置き換えましょう。
<?php
/**
 * カスタム例外クラスを定義する
 */
class MyException extends Exception
{
    // 例外を再定義し、メッセージをオプションではなくする
    public function __construct($message, $code = 0) {
        // なんらかのコード
    
        // 全てを正しく確実に代入する
        parent::__construct($message, $code);
    }

    // オブジェクトの文字列表現を独自に定義する
    public function __toString() {
        return __CLASS__ . ": [{$this->code}]: {$this->message}\n";
    }

    public function customFunction() {
        echo "A custom function for this type of exception\n";
    }
}
?>

リファレンスの説明
目次

リファレンスとは?
リファレンスが行うことは何ですか?
リファレンスが行わないこと
リファレンス渡し
リファレンスを返す
リファレンスの解除
リファレンスの適用範囲

リファレンスとは?
PHP において、リファレンスとは同じ変数の内容を異なった名前で コールすることを意味します。これは C のポインタとは異なります。 リファレンスを使ってポインタの演算をすることはできませんし、 リファレンスは実メモリのアドレスでもありません。詳細は リファレン
スが行わないこと を参照ください。 そうではなく、リファレンスはシンボルテーブルのエイリアスです。 PHP では、変数名と変数の内容は異なっており、 このため、同じ内容は異なった複数の名前を有する事が可能であることに 注意してください。最も良く似ているの
は、Unix のファイル名とファイルの 関係です。この場合、変数名はディレクトリエントリ、変数の内容は ファイル自体に対応します。リファレンスは、Unix ファイルシステムの ハードリンクのようなものであると考えられます。
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リファレンスが行うことは何ですか?
There are three basic operations performed using references: assigning by reference, passing by reference, and returning by reference. This section will give an introduction to these operations, with links to further reading.

Assign By Reference

In the first of these, PHP references allow you to make two variables refer to the same content. Meaning, when you do:

<?php
$a =& $b;
?>
この場合、$a と $b は同じ内容を指します。

注意:

ここで、$a と $b は完全に 同じで、$a が $b を 指しているわけではなく、その逆でもありません。$a と $b は同じ場所を指しているのです。

注意:

未定義の変数のリファレンスに対して代入したり 渡したり返したりすると、そこで変数が作成されます。

例1 未定義の変数のリファレンスの使用
<?php
function foo(&$var) { }

foo($a); // $a が作成され、null が代入されます
$b = array();
foo($b['b']);
var_dump(array_key_exists('b', $b)); // bool(true)

$c = new StdClass;
foo($c->d);
var_dump(property_exists($c, 'd')); // bool(true)
?>

リファレンスを返す関数や new 演算子でも 同じ構文が使用可能です (PHP 4.0.4 以降 PHP 5.0.0 未満まで)。
<?php
$foo =& find_var($bar);
?>
PHP 5 以降、new は自動的にリファレンスを返すようになりました。そのため、この場面で =& を使用することは非推奨となりました。 PHP 5.3 以降では E_DEPRECATED、それより前のバージョンでは E_STRICT レベルのメッセージが表示されます (技術的な話をすると、PHP 5
以降では、リソース型のようなオブジェクト変数は 実際のデータへの単なるポインタとなりました。つまり、 オブジェクトのリファレンスはこれまでのような意味での "リファレンス" つまりエイリアスとは異なります。 詳細な情報は オブジェクトと参照 にあります)。

警告

関数の内部で global 宣言された変数にリファレンスを 代入すると、そのリファレンスは関数の内部でのみ参照可能となります。 これを避けるには、$GLOBALS 配列を使用します。

例2 関数内でのグローバル変数の参照
<?php
$var1 = "Example variable";
$var2 = "";

function global_references($use_globals)
{
    global $var1, $var2;
    if (!$use_globals) {
        $var2 =& $var1; // 関数の内部でのみ参照可能
    } else {
        $GLOBALS["var2"] =& $var1; // 関数の外部でも参照可能
    }
}

global_references(false);
echo "var2 の値は '$var2'\n"; // var2 の値は ''
global_references(true);
echo "var2 の値は '$var2'\n"; // var2 の値は 'Example variable'
?>
global $var; は、$var =& $GLOBALS['var']; の短縮版だと考えてください。 これにより、他のリファレンスを $var に代入し、 ローカル変数のリファレンスのみを変更します。

注意:

foreach ステートメントの内部でリファレンス変数に値を代入すると、リファレンスも変更されます。

例3 リファレンスと foreach ステートメント
<?php
$ref = 0;
$row =& $ref;
foreach (array(1, 2, 3) as $row) {
    // 何かを実行します
}
echo $ref; // 3 - 配列の最後の要素
?>

厳密にリファレンスでの代入をしなくても、 array() で作成した式は、配列の要素の先頭に & を追加したのと同じような動作をします。たとえば、次のようになります。
<?php
$a = 1;
$b = array(2, 3);
$arr = array(&$a, &$b[0], &$b[1]);
$arr[0]++; $arr[1]++; $arr[2]++;
/* $a == 2, $b == array(3, 4); */
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?>

しかし、配列の内部のリファレンスは危険もあるということに気をつけましょう。 通常の (リファレンスではない) 代入の右辺にリファレンスを使っても 左辺はリファレンスには変わりませんが、配列の内部のリファレンスは通常の代入のままとなります。 これは、関数をコー
ルする際に配列をリファレンスで渡すときも同じです。 たとえば、次のようになります。
<?php
/* スカラー変数への代入 */
$a = 1;
$b =& $a;
$c = $b;
$c = 7; // $c はリファレンスではないので $a や $b の値は変わりません

/* 配列変数への代入 */
$arr = array(1);
$a =& $arr[0]; // $a および $arr[0] は同じリファレンスセットになります
$arr2 = $arr; // これは、リファレンス代入ではありません!
$arr2[0]++;
/* $a == 2, $arr == array(2) */
/* $arr の内容は、たとえリファレンスでなくても変わります! */
?>
言い換えると、配列内のリファレンスの挙動はその要素ごとに決まるということです。 個々の要素のリファレンスに関する動きは、 配列コンテナがリファレンスであるかどうかとは独立しています。

リファレンス渡し

リファレンスの第 2 の使用法は、変数のリファレンス渡しです。この場合、 関数でローカル変数が作成され、コール側の変数が、それと同じ内容への リファレンスとなります。例を示します。
<?php
function foo(&$var) 
{
  $var++;
}

$a=5;
foo($a);
?>
この結果、$a は 6 となります。これは、関数 foo の中では、変数 $var は $a と同じ内容を指しているためです。 より詳細な説明は、 リファレンス渡し を参照ください。

リファレンスによる返り値

リファレンスの第 3 の使用法は、 リファレンスによる返り値 です。

リファレンスが行わないこと
これまでに説明したように、リファレンスはポインタではありません。このため、 次の例は期待通りに動作しません。
<?php
function foo(&$var)
{
    $var =& $GLOBALS["baz"];
}
foo($bar); 
?>

ここでの動作としては、関数 foo の $var はコール側の $bar と関連付けられますが、$GLOBALS["baz"] に再結合されるといったものになります。$bar は関数 foo で利用できないため、 リファレンス以外にはコール側の変数スコープにある $bar を何かに結合する手段はあり
ません （この変数は $var として表されていますが、 $var はその変数の内容のみを有しており、 コール側のシンボルテーブルで名前と変数を結合したものではありません）。 関数内で指定した変数を参照するには、リファレンス返し が使用可能です。

リファレンス渡し
リファレンスにより関数に変数を渡すことが可能です。この場合、関数内で その引数を修正可能になります。構文は次のようになります。
<?php
function foo(&$var)
{
    $var++;
}

$a=5;
foo($a);
// $a はここでは 6 です
?>

注意: 関数コールの際には、リファレンス記号がないことに注意してください。 関数定義にのみリファレンス記号があります。リファレンスで正しく引数を 渡すには、関数定義のみで十分です。以前のバージョンの PHP では foo(&$a); のような形式で & を利用する
と "Call-time pass-by-reference" という警告が発生していましたが、 PHP 5.3.0 以降では警告は発生しません。

次のものはリファレンスで渡すことが可能です。

変数、すなわち、foo($a)
new 命令、すなわち、foo(new foobar())

関数から返されるリファレンスは、次のようになります。
<?php
function foo(&$var)
{
    $var++;
}
function &bar()
{
    $a = 5;
    return $a;
}
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foo(bar());
?>
リファレンスによる 返り値 に関する説明も参照ください。

他の式は、結果が未定義となるため、リファレンスで渡すべきではありません。 例えば、リファレンスで渡す次の例は、無効です。
<?php
function foo(&$var)
{
    $var++;
}
function bar() // & がないことに注意
{
    $a = 5;
    return $a;
}
foo(bar()); // PHP 5.0.5 以降、致命的なエラーが発生する

foo($a = 5); // 式、変数ではない
foo(5); // 致命的なエラーが発生する
?>
以上の説明は、PHP 4.0.4 以降用です。

リファレンスを返す
リファレンスを返すことは、結合する変数を見付けるために関数を使用し たい場合に便利です。パフォーマンスを向上させるためだけの目的で この機能を用いることはやめてください。 そのようなことをしなくても、PHP エンジンが自動的に最適化を行います。 リファレンス
を返すのは、そうすべき妥当な理由がある場合に限られます! リファレンスを返す場合、次の構文を使用して下さい。
<?php
class foo {
    public $value = 42;

    public function &getValue() {
        return $this->value;
    }
}

$obj = new foo;
$myValue = &$obj->getValue(); // $myValue は $obj->value へのリファレンス、つまり 42 となります
$obj->value = 2;
echo $myValue;                // $obj->value の新しい値である 2 を表示します
?>
この例では、関数 getValue により返された オブジェクトのプロパティが、設定されます。リファレンス構文を 使用しない場合のようにコピーとなるわけではありません。

注意: パラメータを渡す場合と異なり、ここでは、通常のようにコピーでは なくリファレンスで返り値を指定し、リファレンス結合を指定するために 両方の場所で & を使用する必要があります。 $myValue について行われたのは、通常の代入ではありません。

注意: 以下のような形式で関数からリファレンスを返そうとした場合、 return ($this->value); これは、あなたが望んでいるように 式 の結果を返してくれることはありません。 可能なことは、値へのリファレンスを返すことができるということだけで、 それ以外の
何者でもありません。 PHP 4.4.0 および PHP 5.1.0 以降では、式の結果や new 演算子の結果をそのまま返そうとした場合に E_NOTICE エラーが発生します。

リファレンスの解除
リファレンスを解除することは、ちょうど変数名と変数の内容の結合を 解除することに相当します。これは、変数の内容が破棄されることを 意味しません。例えば、
<?php
$a = 1;
$b =& $a;
unset($a);
?>
は、$b を削除せず、$a のみを 削除します。

ここでも、Unix の unlink コールと類似したものと 考えると便利です。

リファレンスの適用範囲
PHP の多くの構文構造は、リファレンス機構を利用して実装されています。 このため、前記のリファレンス結合に関する事項はこれらの構造についても 適用されます。リファレンス渡しおよびリファレンスの返り値のような いくつかの構造について前節で記述されています。
リファレンスを使用する 他の構造には次のものがあります。

global リファレンス

変数を global $var として宣言した場合、実際には グローバル変数へのリファレンスを作成したことになります。この意味は、 次の例と同じです。
<?php
$var =& $GLOBALS["var"];
?>

これは、例えば、$var を削除してもグローバル変数は 削除されないことを意味します。

$this

オブジェクトのメソッドでは、$this は 常にコール側のオブジェクトへのリファレンスです。
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定義済の変数
PHP には定義済みの定数が多く用意されており、すべてのスクリプトで使用することができます。 外部から来る変数 や組み込みの環境変数、直近のエラーメッセージや最後に取得したヘッダなどのあらゆる内容が取得できます。

関連情報については、FAQ の "register_globals の影響は?" を参照ください。

スーパーグローバル
スーパーグローバル — すべてのスコープで使用できる組み込みの変数

説明

PHP の定義済み変数の中には "スーパーグローバル" というものがあります。 これは、スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用可能な変数のことです。 関数やメソッドの内部からアクセスする際にも global $variable; などとする必要はありません。

スーパーグローバルには次のようなものがあります。

$GLOBALS
$_SERVER
$_GET
$_POST
$_FILES
$_COOKIE
$_SESSION
$_REQUEST
$_ENV

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 スーパーグローバルが PHP に導入されました。

注意

注意: 使用できる変数

デフォルトでは、すべてのスーパーグローバルが使用可能です。 ただし、それに影響を与える設定項目もあります。詳細は variables_order のドキュメントを参照ください。

注意: register_globals の扱い

非推奨の register_globals ディレクティブが on に設定されている場合は、 内部の変数もスクリプトのグローバルスコープで使用できるようになります。 たとえば $_POST['foo'] は $foo という名前でも使えるようになるということです。

関連情報については、FAQ の "register_globals の影響は?" を参照ください。

注意: 可変変数

スーパーグローバルは、関数やクラスメソッドの中の 可変変数 として使用することはできません。

参考

変数のスコープ
variables_order ディレクティブ
filter 拡張モジュール

$GLOBALS
$GLOBALS — グローバルスコープで使用可能なすべての変数への参照

説明

スクリプトのグローバルスコープに現在定義されているすべての変数への参照を含む連想配列です。 変数名が配列のキーとなります。

例

例1 $GLOBALS の例
<?php
function test() {
    $foo = "local variable";

    echo '$foo in global scope: ' . $GLOBALS["foo"] . "\n";
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    echo '$foo in current scope: ' . $foo . "\n";
}

$foo = "Example content";
test();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
$foo in global scope: Example content
$foo in current scope: local variable

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

注意: 変数の可用性

他のスーパーグローバル とは異なり、$GLOBALS は PHP で常に使用可能です。

$_SERVER

$HTTP_SERVER_VARS [非推奨]
$_SERVER -- $HTTP_SERVER_VARS [非推奨] — サーバ情報および実行時の環境情報

説明

$_SERVER は、ヘッダ、パス、スクリプトの位置のような 情報を有する配列です。この配列のエントリは、Web サーバにより 生成されます。全ての Web サーバがこれら全てを提供する保障はありません。 サーバは、これらのいくつかを省略したり、この一覧にない他のものを
定義する可能性があります。これらの変数の多くは、 » CGI 1.1 specification で定義されています。したがって、これらについては定義されていることを 期待することができます。

$HTTP_SERVER_VARS の最初の情報は同じですが、 これはスーパーグローバルではありません (HTTP_SERVER_VARS と $_SERVER は異なる変数であり、 PHP は異なる変数として処理を行うことに注意してください)。

インデックス

以下の各要素のいくつかは $_SERVER に現れない可能性があります。PHP をコマンドラインで実行している場合には、 使用できるものは僅かであることに注意してください。

'PHP_SELF'
現在実行しているスクリプトのファイル名です。 ドキュメントルートから取得されます。 例えば、http://example.com/test.php/foo.bar というアドレス上にあるスクリプトでは $_SERVER['PHP_SELF'] は /test.php/foo.bar となります。 __FILE__ 定数 には、カレン
ト(すなわち読み込まれた)ファイルのパスとファイル名が含まれます。 PHP がコマンドラインから実行される場合、PHP 4.3.0 以降、 この変数にはスクリプト名が含まれます。これより前のバージョンでは、 この変数は使用できません。

'argv'
スクリプトに渡された引数の配列です。スクリプトがコマンドラインから 実行された場合、C 言語スタイルでコマンドライン引数に アクセスすることができます。GET メソッドを通してコールされた場合には 検索引数が格納されます。

'argc'
スクリプトに渡されたコマンドライン引数の数 (コマンドラインから実行した場合) です。

'GATEWAY_INTERFACE'
サーバが使用している CGI のバージョンです。 例 'CGI/1.1'

'SERVER_ADDR'
現在のスクリプトが実行されているサーバの IP アドレスです。

'SERVER_NAME'
現在のスクリプトが実行されているサーバのホスト名です。 スクリプトがバーチャルホスト上で実行されている場合は そのバーチャルホスト名となります。

'SERVER_SOFTWARE'
レスポンスヘッダ上に書かれている、 サーバの認識文字列です。

'SERVER_PROTOCOL'
ページがリクエストされた際のプロトコル名とバージョンです。 例.'HTTP/1.0'

'REQUEST_METHOD'
ページにアクセスする際に使用されたリクエストのメソッド名です。 'GET', 'HEAD', 'POST', 'PUT' など。

注意:

リクエストのメソッドが HEAD だった場合、 PHP スクリプトはヘッダを送信した後（言い換えれば、 出力バッファリングを行わずに全出力を処理した後）に終了します。

'REQUEST_TIME'
リクエストの開始時のタイムスタンプ。PHP 5.1.0 以降で利用可能。

'QUERY_STRING'
ページがアクセスされた際にもし検索引数があればそれが格納されます。

'DOCUMENT_ROOT'
現在実行されているスクリプトが存在するドキュメントルート ディレクトリです。サーバのコンフィグレーションファイルで 定義されています。

'HTTP_ACCEPT'
現在のリクエストの Accept: ヘッダがもしあれば その内容。

'HTTP_ACCEPT_CHARSET'
現在のリクエストの Accept-Charset: ヘッダが もしあればその内容。例: 'iso-8859-1,*,utf-8'

'HTTP_ACCEPT_ENCODING'

http://cgi-spec.golux.com/ncsa/env.html
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現在のリクエストに Accept-Encoding: ヘッダが もしあればその内容。例: 'gzip'
'HTTP_ACCEPT_LANGUAGE'

現在のリクエストに Accept-Language: ヘッダが もしあればその内容。例: 'en'
'HTTP_CONNECTION'

現在のリクエストに Connection: ヘッダが もしあればその内容。例: 'Keep-Alive'
'HTTP_HOST'

現在のリクエストに Host: ヘッダが もしあればその内容。
'HTTP_REFERER'

現在のページに遷移する前にユーザエージェントが参照していた ページのアドレス（もしあれば）。これはユーザエージェントに よってセットされます。全てのユーザエージェントが これをセットしているわけではなく、また、HTTP_REFERER を変更する機能を持つもの
もああります。 要するに、信頼するべきものではありません。

'HTTP_USER_AGENT'
現在のリクエストに User-Agent: ヘッダが もしあればその内容。ページにアクセスしてきているユーザエージェント のしるしの文字列です。典型的な例は、 Mozilla/4.5 [en] (X11; U; Linux 2.2.9 i586)。たとえば、 get_browser() でこの値を使って ページの出力をそ
のブラウザにあわせたものにすることも できるでしょう。

'HTTPS'
スクリプトが HTTPS プロトコルを通じて実行されている場合に 空でない値が設定されます。

注意: ISAPI を IIS で使用している場合は、HTTPS プロトコルを通さないでリクエストが行われたときの値は off となることに注意しましょう。

'REMOTE_ADDR'
現在ページをみているユーザの IP アドレス。

'REMOTE_HOST'
現在のページにアクセスしているホスト名。DNS の逆引き検索は ユーザの REMOTE_ADDR に基づいています。

注意: Web サーバがこの値を生成できるように設定されている必要があります。 例えば Apache の場合 HostnameLookups On が httpd.conf に設定されていなければこの値は生成されません。 gethostbyaddr() もご覧ください。

'REMOTE_PORT'
ユーザのマシンから Web サーバへの通信に使用されているポート番号

'SCRIPT_FILENAME'

現在実行されているスクリプトの絶対パス

注意:

file.php あるいは ../file.php のような相対パスを指定して CLI でスクリプトが実行されている場合、 $_SERVER['SCRIPT_FILENAME'] には ユーザが指定した相対パスが含まれます。

'SERVER_ADMIN'
Web サーバの設定ファイルの SERVER_ADMIN (Apache の場合)ディレクティブ にセットされている値。スクリプトがバーチャルホスト上で 実行されている場合、バーチャルホストに対して値が定義されます。

'SERVER_PORT'
Web サーバの通信ポートとして使用されているポート番号。デフォルトでは '80' ですが、例えば SSL を使用している場合は セキュア HTTP ポートとして設定されている値に変わります。

'SERVER_SIGNATURE'
サーバ上で生成されたページに追加される、 サーバのバージョン名とバーチャルホスト名の文字列。 Web サーバの設定で有効になっていることが必要です。

'PATH_TRANSLATED'
バーチャルからリアルへのマッピングがなされた後の、 現在のスクリプトのファイルシステム上（ドキュメントルートではなく） でのパス。

注意: PHP 4.3.2 以降、PATH_TRANSLATED は、 Apache 2 SAPI において暗黙のうちに設定されなく なりました。一方、Apache 1 では、この値が Apache により設定されない場合、 SCRIPT_FILENAME と同じ値に設定されます。 この変更
は、PATH_TRANSLATED は PATH_INFO が定義されている場合のみ 存在するべきであるという CGI の規約を満たすために 行われました。 Apache 2 ユーザは、PATH_INFO を定義するために httpd.conf の中で AcceptPathInfo = On を使用することが可能で
す。

'SCRIPT_NAME'
現在のスクリプトのパス。 スクリプト自身のページを指定するのに有用です。 __FILE__ 定数には、カレント(すなわち読み込まれた)ファイルのパスとファイル名が 含まれます。

'REQUEST_URI'
ページにアクセスするために指定された URI。例えば、 '/index.html'

'PHP_AUTH_DIGEST'
PHP を Apache のモジュールとして実行し、HTTP ダイジェスト認証を 行っている場合、クライアントから送られた 'Authorization' ヘッダの 内容が設定されます（適切な認証処理を行うために利用します）。

'PHP_AUTH_USER'
PHP を Apache または IIS（PHP 5 での ISAPI）のモジュールとして 実行している場合に、HTTP 認証しているときにそのユーザ名がセットされます。

'PHP_AUTH_PW'
PHP を Apache または IIS（PHP 5 での ISAPI）のモジュールとして 実行している場合に、HTTP 認証しているときにそのユーザの パスワードがセットされます。

'AUTH_TYPE'
PHP を Apache のモジュールとして実行している場合に、 HTTP 認証しているときにその認証形式がセットされます。

'PATH_INFO'
実際のスクリプトファイル名とクエリ文字列の間にある、クライアントが提供するパス名情報。 たとえば、現在のスクリプトに http://www.example.com/php/path_info.php/some/stuff?foo=bar という URL でアクセスしていた場合の $_SERVER['PATH_INFO'] は
/some/stuff となります。

'ORIG_PATH_INFO'
PHP で処理される前の 'PATH_INFO' の原本。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_SERVER が導入され、 $HTTP_SERVER_VARS は非推奨となりました。

例

例1 $_SERVER の例
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<?php
echo $_SERVER['SERVER_NAME'];
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
www.example.com

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

参考

filter 拡張モジュール

$_GET

$HTTP_GET_VARS [非推奨]
$_GET -- $HTTP_GET_VARS [非推奨] — HTTP GET 変数

説明

URL パラメータで現在のスクリプトに渡された変数の連想配列です。

$HTTP_GET_VARS は同じ情報を持っていますが、 これはスーパーグローバルではありません (HTTP_GET_VARS と $_GET は違う変数であり、PHPはそれぞれ別に扱います)。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_GET が導入され、 $HTTP_GET_VARS は非推奨となりました。

例

例1 $_GET の例
<?php
echo 'Hello ' . htmlspecialchars($_GET["name"]) . '!';
?>

ユーザが http://example.com/?name=Hannes と入力したとします。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Hello Hannes!

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

注意:

GET 変数は urldecode() 関数を介して渡されます。

参考

外部からくる変数の処理
filter 拡張モジュール

$_POST

$HTTP_POST_VARS [非推奨]
$_POST -- $HTTP_POST_VARS [非推奨] — HTTP POST 変数
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説明

HTTP POST メソッドで現在のスクリプトに渡された変数の連想配列です。

$HTTP_POST_VARS は同じ情報を持っていますが、 これはスーパーグローバルではありません (HTTP_POST_VARS と $_POST は違う変数であり、PHPはそれぞれ別に扱います)。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_POST が導入され、 $HTTP_POST_VARS は非推奨となりました。

例

例1 $_POST の例
<?php
echo 'Hello ' . htmlspecialchars($_POST["name"]) . '!';
?>

ユーザが name=Hannes と POST したとします。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Hello Hannes!

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

参考

外部からくる変数の処理
filter 拡張モジュール

$_FILES

$HTTP_POST_FILES [非推奨]
$_FILES -- $HTTP_POST_FILES [非推奨] — HTTP ファイルアップロード変数

説明

HTTP POST メソッドで現在のスクリプトにアップロードされた項目の連想配列です。

$HTTP_POST_FILES は同じ情報を持っていますが、 これはスーパーグローバルではありません ($HTTP_POST_FILES と $_FILES は異なる変数であり、PHP はこれらを異なる変数として扱うことに注意してください)。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_FILES が導入され、 $HTTP_POST_FILES は非推奨となりました。

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

参考

move_uploaded_file() - アップロードされたファイルを新しい位置に移動する
ファイルアップロードの処理

$_REQUEST
$_REQUEST — HTTP リクエスト変数
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説明

$_GET、 $_POST そして $_COOKIE の内容をまとめた連想配列です。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 request_order が導入されました。 このディレクティブは $_REQUEST の内容に影響を及ぼします。
4.3.0 $_FILES の情報が $_REQUEST から削除されました。
4.1.0 $_REQUEST が導入されました。

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

注意:

コマンドライン で実行する場合、ここには argv や argc の内容は含まれません。これらの内容は $_SERVER 配列に格納されます。

注意:

$_REQUEST 内の変数の内容は、 GET や POST そして COOKIE といった仕組みでスクリプトに渡されます。 これらはリモートユーザが変更可能なので、信頼できるとは限りません。 この配列内に含まれる変数の値や順序は、 PHP の設定ディレクティブ
variables_order で決まります。

参考

import_request_variables() - GET/POST/Cookie 変数をグローバルスコープにインポートする
外部からくる変数の処理
filter 拡張モジュール

$_SESSION

$HTTP_SESSION_VARS [非推奨]
$_SESSION -- $HTTP_SESSION_VARS [非推奨] — セッション変数

説明

現在のスクリプトで使用できるセッション変数を含む連想配列です。 セッション変数の使用法についての詳細は、 セッション関数 のドキュメントを参照ください。

$HTTP_SESSION_VARS は同じ情報を格納していますが、 これはスーパーグローバルではありません ($HTTP_SESSION_VARS と $_SESSION は異なる変数であり、PHP はこれらを異なる変数として扱うことに注意してください)。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_SESSION が導入され、 $HTTP_SESSION_VARS は非推奨となりました。

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

参考

session_start() - セッションデータを初期化する

$_ENV

$HTTP_ENV_VARS [非推奨]
$_ENV -- $HTTP_ENV_VARS [非推奨] — 環境変数
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説明

環境変数として現在のスクリプトに渡された変数の連想配列です。

これらの変数は PHP パーサが実行されている環境から PHP のグローバル名前空間に取り込まれます。 その多くは、PHP が実行されているシェルに由来するものであり、 システムが違えばシェルも違ってくるため、確定的なリストを 得ることは不可能です。定義されている環
境変数のリストについては 使用しているシェルのドキュメントをご覧ください。

CGI 変数を含むその他の環境変数も、 PHP がサーバモジュールとして実行されているか CGI プロセッサとして 実行されているかに関わらずここに含まれます。

$HTTP_ENV_VARS は同じ情報を持っていますが、 これはスーパーグローバルではありません ($HTTP_ENV_VARS と $_ENV は違う変数であり、PHP はそれぞれ別に扱います)。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_ENV が導入され、 $HTTP_ENV_VARS は非推奨となりました。

例

例1 $_ENV の例
<?php
echo 'My username is ' .$_ENV["USER"] . '!';
?>

"bjori" がこのスクリプトを実行したとします。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
My username is bjori!

注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

参考

getenv() - 環境変数の値を取得する
filter 拡張モジュール

$_COOKIE

$HTTP_COOKIE_VARS [非推奨]
$_COOKIE -- $HTTP_COOKIE_VARS [非推奨] — HTTP クッキー

説明

現在のスクリプトに HTTP クッキーから渡された変数の連想配列です。

$HTTP_COOKIE_VARS は同じ情報を持っていますが、 これはスーパーグローバルではありません ($HTTP_COOKIE_VARS と $_COOKIE は違う変数であり、PHP はそれぞれ別に扱います)。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 $_COOKIE が導入され、 $HTTP_COOKIE_VARS は非推奨となりました。

例

例1 $_COOKIE の例
<?php
echo 'Hello ' . htmlspecialchars($_COOKIE["name"]) . '!';
?>

"name" というクッキーが事前に設定されているものとします。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Hello Hannes!
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注意

注意:

これは 'スーパーグローバル' あるいは自動グローバル変数と呼ばれるものです。 スクリプト全体を通してすべてのスコープで使用することができます。 関数やメソッドの内部で使用する場合にも global $variable; とする必要はありません。

参考

setcookie() - クッキーを送信する
外部からくる変数の処理
filter 拡張モジュール

$php_errormsg
$php_errormsg — 直近のエラーメッセージ

説明

$php_errormsg は、PHP によって発せられた 最後のエラーメッセージのテキストを格納する変数です。 エラーが発生したスコープ内、かつ track_errors 設定オプションが オン (デフォルトはオフ) にセットされている場合にのみ有効です。

注意: この変数は、track_errors が php.ini で有効になっている場合にのみ使用可能です。

警告

ユーザ定義のエラーハンドラ (set_error_handler()) が設定されている場合は、$php_errormsg はエラーハンドラが FALSE を返した場合にのみ設定されます。

例

例1 $php_errormsg の例
<?php
@strpos();
echo $php_errormsg;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Wrong parameter count for strpos()

$HTTP_RAW_POST_DATA
$HTTP_RAW_POST_DATA — 生の POST データ

説明

$HTTP_RAW_POST_DATA には生の POST データが格納されます。 always_populate_raw_post_data も参照ください。

$http_response_header
$http_response_header — HTTP レスポンスヘッダ

説明

$http_response_header 配列は get_headers() 関数と似ています。 HTTP ラッパー を使用する際に、$http_response_header に HTTP レスポンスヘッダが格納されます。 $http_response_header は ローカルスコープ で作成されます。

例

例1 $http_response_header の例
<?php
function get_contents() {
  file_get_contents("http://example.com");
  var_dump($http_response_header);
}
get_contents();
var_dump($http_response_header);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(9) {
  [0]=>
  string(15) "HTTP/1.1 200 OK"
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  [1]=>
  string(35) "Date: Sat, 12 Apr 2008 17:30:38 GMT"
  [2]=>
  string(29) "Server: Apache/2.2.3 (CentOS)"
  [3]=>
  string(44) "Last-Modified: Tue, 15 Nov 2005 13:24:10 GMT"
  [4]=>
  string(27) "ETag: "280100-1b6-80bfd280""
  [5]=>
  string(20) "Accept-Ranges: bytes"
  [6]=>
  string(19) "Content-Length: 438"
  [7]=>
  string(17) "Connection: close"
  [8]=>
  string(38) "Content-Type: text/html; charset=UTF-8"
}
NULL

$argc
$argc — スクリプトに渡された引数の数

説明

コマンドラインから実行したときに、 現在のスクリプトに渡された引数の数が含まれます。

注意: スクリプトのファイル名は、常にスクリプトへの引数として渡されます。 したがって、$argc の最小値は 1 です。

注意: この変数は、register_argc_argv が有効になっている場合にのみ使用可能です。

例

例1 $argc の例
<?php
var_dump($argc);
?>

このサンプルを php script.php arg1 arg2 arg3 と実行します。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(4)

$argv
$argv — スクリプトに渡された引数の配列

説明

コマンドラインから実行したときに、 現在のスクリプトに渡されたすべての引数の配列が含まれます。

注意: 最初の引数は、常に現在のスクリプトのファイル名となります。 したがって、$argv[0] はスクリプトの名前となります。

注意: この変数は、register_argc_argv が有効になっている場合にのみ使用可能です。

例

例1 $argv の例
<?php
var_dump($argv);
?>

このサンプルを php script.php arg1 arg2 arg3 と実行します。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  [0]=>
  string(10) "script.php"
  [1]=>
  string(4) "arg1"
  [2]=>
  string(4) "arg2"
  [3]=>
  string(4) "arg3"
}

目次
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スーパーグローバル — すべてのスコープで使用できる組み込みの変数
$GLOBALS — グローバルスコープで使用可能なすべての変数への参照
$_SERVER — サーバ情報および実行時の環境情報
$_GET — HTTP GET 変数
$_POST — HTTP POST 変数
$_FILES — HTTP ファイルアップロード変数
$_REQUEST — HTTP リクエスト変数
$_SESSION — セッション変数
$_ENV — 環境変数
$_COOKIE — HTTP クッキー
$php_errormsg — 直近のエラーメッセージ
$HTTP_RAW_POST_DATA — 生の POST データ
$http_response_header — HTTP レスポンスヘッダ
$argc — スクリプトに渡された引数の数
$argv — スクリプトに渡された引数の配列

定義済みの例外
目次

Exception
ErrorException

SPL の例外 も参照ください。

Exception
導入
Exception は、すべての例外の基底クラスです。

クラス概要
Exception {
/* プロパティ */
protected string $message ;
protected int $code ;
protected string $file ;
protected int $line ;
/* メソッド */
public __construct ([ string $message = "" [, int $code = 0 [, Exception $previous = NULL ]]] )
final public string getMessage ( void )
final public Exception getPrevious ( void )
final public int getCode ( void )
final public string getFile ( void )
final public int getLine ( void )
final public array getTrace ( void )
final public string getTraceAsString ( void )
public string __toString ( void )
final private void __clone ( void )
}

プロパティ
message

例外メッセージ

code

例外コード

file

例外がスローされたファイル名

line
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例外がスローされた行

Exception::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::__construct — 例外を作成する

説明

public Exception::__construct() ([ string $message = "" [, int $code = 0 [, Exception $previous = NULL ]]] )

例外を作成します。

パラメータ
message

スローする例外メッセージ。
code

例外コード。
previous

以前に使われた例外。例外の連結に使用します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 previous パラメータが追加されました。

注意

注意:

message は、バイナリセーフ ではありません。

Exception::getMessage
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::getMessage — 例外メッセージを取得する

説明

final public string Exception::getMessage ( void )

例外メッセージを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外メッセージ文字列を返します。

例

例1 Exception::getMessage() の例
<?php
try {
    throw new Exception("Some error message");
} catch(Exception $e) {
    echo $e->getMessage();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Some error message
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Exception::getPrevious
(PHP 5 >= 5.3.0)

Exception::getPrevious — 前の例外を返す

説明

final public Exception Exception::getPrevious ( void )

前に発生した例外 ( Exception::__construct() の 3 番目の引数) を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

前に発生した Exception、あるいはそれが存在しない場合は NULL を返します。

例

例1 Exception::getPrevious() の例

例外トレースをループし、表示します。
<?php
class MyCustomException extends Exception {}

function doStuff() {
    try {
        throw new InvalidArgumentException("You are doing it wrong!", 112);
    } catch(Exception $e) {
        throw new MyCustomException("Something happend", 911, $e);
    }
}

try {
    doStuff();
} catch(Exception $e) {
    do {
        printf("%s:%d %s (%d) [%s]\n", $e->getFile(), $e->getLine(), $e->getMessage(), $e->getCode(), get_class($e));
    } while($e = $e->getPrevious());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/home/bjori/ex.php:8 Something happend (911) [MyCustomException]
/home/bjori/ex.php:6 You are doing it wrong! (112) [InvalidArgumentException]

Exception::getCode
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::getCode — 例外コードを取得する

説明

final public int Exception::getCode ( void )

例外コードを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外コードを表す整数値を返します。

例

例1 Exception::getCode() の例
<?php
try {
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    throw new Exception("Some error message", 30);
} catch(Exception $e) {
    echo "The exception code is: " . $e->getCode();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
The exception code is: 30

Exception::getFile
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::getFile — 例外が発生したファイルを取得する

説明

final public string Exception::getFile ( void )

例外がスローされたファイルの名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外がスローされたファイルの名前を返します。

例

例1 Exception::getFile() の例
<?php
try {
    throw new Exception;
} catch(Exception $e) {
    echo $e->getFile();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/home/bjori/tmp/ex.php

Exception::getLine
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::getLine — 例外が発生した行を取得する

説明

final public int Exception::getLine ( void )

例外がスローされた行番号を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外がスローされた行番号を返します。

例

例1 Exception::getLine() の例
<?php
try {
    throw new Exception("Some error message");
} catch(Exception $e) {
    echo "The exception was thrown on line: " . $e->getLine();
}
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
The exception was thrown on line: 3

Exception::getTrace
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::getTrace — スタックトレースを取得する

説明

final public array Exception::getTrace ( void )

例外のスタックトレースを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外のスタックトレースを配列で返します。

例

例1 Exception::getTrace() の例
<?php
function test() {
 throw new Exception;
}

try {
 test();
} catch(Exception $e) {
 var_dump($e->getTrace());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  array(4) {
    ["file"]=>
    string(22) "/home/bjori/tmp/ex.php"
    ["line"]=>
    int(7)
    ["function"]=>
    string(4) "test"
    ["args"]=>
    array(0) {
    }
  }
}

Exception::getTraceAsString
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::getTraceAsString — スタックトレースを文字列で取得する

説明

final public string Exception::getTraceAsString ( void )

例外のスタックトレースを文字列で返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外のスタックトレースを文字列で返します。

例
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例1 Exception::getTraceAsString() の例
<?php
function test() {
    throw new Exception;
}

try {
    test();
} catch(Exception $e) {
    echo $e->getTraceAsString();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
#0 /home/bjori/tmp/ex.php(7): test()
#1 {main}

Exception::__toString
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::__toString — 例外の文字列表現

説明

public string Exception::__toString ( void )

例外を文字列で表現したものを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外を文字列で表現したものを返します。

例

例1 Exception::__toString() の例
<?php
try {
    throw new Exception("Some error message");
} catch(Exception $e) {
    echo $e;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
exception 'Exception' with message 'Some error message' in /home/bjori/tmp/ex.php:3
Stack trace:
#0 {main}

Exception::__clone
(PHP 5 >= 5.1.0)

Exception::__clone — 例外をコピーする

説明

final private void Exception::__clone ( void )

例外のコピーを作成しようとします。結果としてこれは Fatal エラーとなります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
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例外はクローン不可能です。

目次
Exception::__construct — 例外を作成する
Exception::getMessage — 例外メッセージを取得する
Exception::getPrevious — 前の例外を返す
Exception::getCode — 例外コードを取得する
Exception::getFile — 例外が発生したファイルを取得する
Exception::getLine — 例外が発生した行を取得する
Exception::getTrace — スタックトレースを取得する
Exception::getTraceAsString — スタックトレースを文字列で取得する
Exception::__toString — 例外の文字列表現
Exception::__clone — 例外をコピーする

ErrorException
導入
エラー例外です。

クラス概要
ErrorException extends Exception {
/* プロパティ */
protected int $severity ;
/* メソッド */
public __construct ([ string $message [, int $code [, int $severity [, string $filename [, int $lineno ]]]]] )
final public int getSeverity ( void )
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

プロパティ
severity

例外の深刻度

例
例1 set_error_handler() を使用した、エラーメッセージから ErrorException への変換
<?php
function exception_error_handler($errno, $errstr, $errfile, $errline ) {
    throw new ErrorException($errstr, 0, $errno, $errfile, $errline);
}
set_error_handler("exception_error_handler");

/* 例外を発生させます */
strpos();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Fatal error: Uncaught exception 'ErrorException' with message 'Wrong parameter count for strpos()' in /home/bjori/tmp/ex.php:8
Stack trace:
#0 [internal function]: exception_error_handler(2, 'Wrong parameter...', '/home/bjori/php...', 8, Array)
#1 /home/bjori/php/cleandocs/test.php(8): strpos()
#2 {main}
  thrown in /home/bjori/tmp/ex.php on line 8

ErrorException::__construct
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(PHP 5 >= 5.1.0)

ErrorException::__construct — 例外を作成する

説明

public ErrorException::__construct() ([ string $message [, int $code [, int $severity [, string $filename [, int $lineno ]]]]] )

例外を作成します。

パラメータ
message

スローする例外メッセージ。
code

例外コード。
severity

例外の深刻度。
filename

例外がスローされたファイル名。
lineno

例外がスローされた行番号。

ErrorException::getSeverity
(PHP 5 >= 5.1.0)

ErrorException::getSeverity — 例外の深刻度を取得する

説明

final public int ErrorException::getSeverity ( void )

例外の深刻度を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外の深刻度レベルを返します。

例

例1 ErrorException::getSeverity() の例
<?php
try {
    throw new ErrorException("Exception message", 0, 75);
} catch(ErrorException $e) {
    echo "This exception severity is: " . $e->getSeverity();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
This exception severity is: 75

目次
ErrorException::__construct — 例外を作成する
ErrorException::getSeverity — 例外の深刻度を取得する
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定義済みのインターフェイス
目次

Traversable
Iterator
IteratorAggregate
ArrayAccess
Serializable

SPL インターフェイス も参照ください。

Traversable インターフェイス
導入
そのクラスの中身が foreach を使用してたどれるかどうかを検出するインターフェイスです。

これは抽象インターフェイスであり、単体で実装することはできません。 IteratorAggregate あるいは Iterator を実装しなければなりません。

注意:

このインターフェイスを実装した内部クラス (組み込みクラス) は foreach で使用することができます。 IteratorAggregate や Iterator を実装する必要はありません。

注意:

これは内部エンジンのインターフェイスであり、PHP スクリプトないで実装することはできません。 そのかわりに IteratorAggregate あるいは Iterator を使用しなければなりません。

インターフェイス概要
Traversable {
}

このインターフェイスにはメソッドがありません。 traverse 可能なすべてのクラス用の基底インターフェイスとしてのみ存在しています。

Iterator インターフェイス
導入
外部のイテレータあるいはオブジェクト自身から反復処理を行うためのインターフェイスです。

インターフェイス概要
Iterator extends Traversable {
/* メソッド */
abstract public mixed current ( void )
abstract public scalar key ( void )
abstract public void next ( void )
abstract public void rewind ( void )
abstract public boolean valid ( void )
}

例2 基本的な使用法

この例は、イテレータで foreach を使用したときに order メソッドがコールされる様子を示すものです。
<?php
class myIterator implements Iterator {
    private $position = 0;
    private $array = array(
        "firstelement",
        "secondelement",
        "lastelement",
    );  

    public function __construct() {
        $this->position = 0;
    }

    function rewind() {
        var_dump(__METHOD__);
        $this->position = 0;
    }
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    function current() {
        var_dump(__METHOD__);
        return $this->array[$this->position];
    }

    function key() {
        var_dump(__METHOD__);
        return $this->position;
    }

    function next() {
        var_dump(__METHOD__);
        ++$this->position;
    }

    function valid() {
        var_dump(__METHOD__);
        return isset($this->array[$this->position]);
    }
}

$it = new myIterator;

foreach($it as $key => $value) {
    var_dump($key, $value);
    echo "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(18) "myIterator::rewind"
string(17) "myIterator::valid"
string(19) "myIterator::current"
string(15) "myIterator::key"
int(0)
string(12) "firstelement"

string(16) "myIterator::next"
string(17) "myIterator::valid"
string(19) "myIterator::current"
string(15) "myIterator::key"
int(1)
string(13) "secondelement"

string(16) "myIterator::next"
string(17) "myIterator::valid"
string(19) "myIterator::current"
string(15) "myIterator::key"
int(2)
string(11) "lastelement"

string(16) "myIterator::next"
string(17) "myIterator::valid"

Iterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

Iterator::current — 現在の要素を返す

説明

abstract public mixed Iterator::current ( void )

現在の要素を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

あらゆる型を返すことが可能です。

Iterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

Iterator::key — 現在の要素のキーを返す

説明

abstract public scalar Iterator::key ( void )

現在の要素のキーを返します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合にスカラー型、失敗した場合に NULL を返します。

エラー / 例外

失敗した場合に E_NOTICE を発行します。

Iterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

Iterator::next — 次の要素に進む

説明

abstract public void Iterator::next ( void )

現在位置を次の要素に移動します。

注意:

このメソッドは、各 foreach ループの 後 にコールされます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

返り値は無視されます。

Iterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

Iterator::rewind — イテレータの最初の要素に巻き戻す

説明

abstract public void Iterator::rewind ( void )

イテレータの最初の要素に巻き戻します。

注意:

これは、foreach ループの開始時に 最初 にコールされるメソッドです。 foreach ループの 後 には実行 されません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

返り値は無視されます。

Iterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

Iterator::valid — 現在位置が有効かどうかを調べる

説明
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abstract public boolean Iterator::valid ( void )

このメソッドは Iterator::rewind() および Iterator::next() の後にコールされ、 現在の位置が有効化どうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

返り値は boolean にキャストして評価されます。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
Iterator::current — 現在の要素を返す
Iterator::key — 現在の要素のキーを返す
Iterator::next — 次の要素に進む
Iterator::rewind — イテレータの最初の要素に巻き戻す
Iterator::valid — 現在位置が有効かどうかを調べる

IteratorAggregate インターフェイス
導入
外部イテレータを作成するためのインターフェイスです。

インターフェイス概要
IteratorAggregate extends Traversable {
/* メソッド */
abstract public Traversable getIterator ( void )
}

例1 基本的な例
<?php
class myData implements IteratorAggregate {
    public $property1 = "Public property one";
    public $property2 = "Public property two";
    public $property3 = "Public property three";

    public function __construct() {
        $this->property4 = "last property";
    }

    public function getIterator() {
        return new ArrayIterator($this);
    }
}

$obj = new myData;

foreach($obj as $key => $value) {
    var_dump($key, $value);
    echo "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(9) "property1"
string(19) "Public property one"

string(9) "property2"
string(19) "Public property two"

string(9) "property3"
string(21) "Public property three"

string(9) "property4"
string(13) "last property"

IteratorAggregate::getIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorAggregate::getIterator — 外部イテレータを取得する

説明
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abstract public Traversable IteratorAggregate::getIterator ( void )

外部イテレータを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Iterator あるいは Traversable を実装したオブジェクトのインスタンスを返します。

エラー / 例外

失敗した場合は Exception をスローします。

目次
IteratorAggregate::getIterator — 外部イテレータを取得する

ArrayAccess インターフェイス
導入
配列としてオブジェクトにアクセスするための機能のインターフェイスです。

インターフェイス概要
ArrayAccess {
/* メソッド */
abstract public boolean offsetExists ( mixed $offset )
abstract public mixed offsetGet ( mixed $offset )
abstract public void offsetSet ( mixed $offset , mixed $value )
abstract public void offsetUnset ( mixed $offset )
}

例1 基本的な使用法
<?php
class obj implements arrayaccess {
    private $container = array();
    public function __construct() {
        $this->container = array(
            "one"   => 1,
            "two"   => 2,
            "three" => 3,
        );
    }
    public function offsetSet($offset, $value) {
        if (is_null($offset)) {
            $this->container[] = $value;
        } else {
            $this->container[$offset] = $value;
        }
    }
    public function offsetExists($offset) {
        return isset($this->container[$offset]);
    }
    public function offsetUnset($offset) {
        unset($this->container[$offset]);
    }
    public function offsetGet($offset) {
        return isset($this->container[$offset]) ? $this->container[$offset] : null;
    }
}

$obj = new obj;

var_dump(isset($obj["two"]));
var_dump($obj["two"]);
unset($obj["two"]);
var_dump(isset($obj["two"]));
$obj["two"] = "A value";
var_dump($obj["two"]);
$obj[] = 'Append 1';
$obj[] = 'Append 2';
$obj[] = 'Append 3';
print_r($obj);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
int(2)
bool(false)
string(7) "A value"
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obj Object
(
    [container:obj:private] => Array
        (
            [one] => 1
            [three] => 3
            [two] => A value
            [0] => Append 1
            [1] => Append 2
            [2] => Append 3
        )

)

ArrayAccess::offsetExists
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayAccess::offsetExists — オフセットが存在するかどうか

説明

abstract public boolean ArrayAccess::offsetExists ( mixed $offset )

オフセットが存在するかどうかを返します。

このメソッドが実行されるのは、ArrayAccess を実装したオブジェクト上で isset() あるいは empty() を使用した場合です。

注意:

empty() を使用すると ArrayAccess::offsetGet() がコールされ、ArrayAccess::offsetExists() が TRUE を返すかどうかで空かどうかを判断します。

パラメータ
offset

調べたいオフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意:

非 boolean 値が返された場合は boolean にキャストして返します。

例

例1 ArrayAccess::offsetExists() の例
<?php
class obj implements arrayaccess {
    public function offsetSet($offset, $value) {
        var_dump(__METHOD__);
    }
    public function offsetExists($var) {
        var_dump(__METHOD__);
        if ($var == "foobar") {
            return true;
        }
        return false;
    }
    public function offsetUnset($var) {
        var_dump(__METHOD__);
    }
    public function offsetGet($var) {
        var_dump(__METHOD__);
        return "value";
    }
}

$obj = new obj;

echo "Runs obj::offsetExists()\n";
var_dump(isset($obj["foobar"]));

echo "\nRuns obj::offsetExists() and obj::offsetGet()\n";
var_dump(empty($obj["foobar"]));

echo "\nRuns obj::offsetExists(), *not* obj:offsetGet() as there is nothing to get\n";
var_dump(empty($obj["foobaz"]));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Runs obj::offsetExists()
string(17) "obj::offsetExists"
bool(true)

Runs obj::offsetExists() and obj::offsetGet()
string(17) "obj::offsetExists"
string(14) "obj::offsetGet"
bool(false)

Runs obj::offsetExists(), *not* obj:offsetGet() as there is nothing to get
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string(17) "obj::offsetExists"
bool(true)

ArrayAccess::offsetGet
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayAccess::offsetGet — オフセットを取得する

説明

abstract public mixed ArrayAccess::offsetGet ( mixed $offset )

指定したオフセットの値を返します。

このメソッドは、オフセットが empty() かどうかを調べる際に実行されます。

パラメータ
offset

取得したいオフセット。

返り値

すべての型の値を返すことができます。

参考

ArrayAccess::offsetExists() - オフセットが存在するかどうか

ArrayAccess::offsetSet
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayAccess::offsetSet — オフセットを設定する

説明

abstract public void ArrayAccess::offsetSet ( mixed $offset , mixed $value )

指定したオフセットに値を代入します。

パラメータ
offset

値を代入したいオフセット。
value

設定したい値。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

下記の例のように、もし他の値が利用できなければ、 offset パラメータは NULL に設定されます。
<?php
$arrayaccess[] = "first value";
$arrayaccess[] = "second value";
print_r($arrayaccess);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => first value
    [1] => second value
)
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ArrayAccess::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayAccess::offsetUnset — オフセットの設定を解除する

説明

abstract public void ArrayAccess::offsetUnset ( mixed $offset )

オフセットの設定を解除します。

注意:

このメソッドは、 (unset) による型キャストの際にはコール されません。

パラメータ
offset

設定解除したいオフセット。

返り値

値を返しません。

目次
ArrayAccess::offsetExists — オフセットが存在するかどうか
ArrayAccess::offsetGet — オフセットを取得する
ArrayAccess::offsetSet — オフセットを設定する
ArrayAccess::offsetUnset — オフセットの設定を解除する

Serializable インターフェイス
導入
独自のシリアライズ用のインターフェイスです。

このインターフェイスを実装したクラスは __sleep() や __wakeup() をサポートしなくなります。 シリアライズが必要な場合には、自動的に serialize メソッドがコールされます。 このメソッドは __destruct() を実行しません。また、 メソッド内で明示的に書かない限りは一切
の副作用を及ぼしません。 アンシリアライズされるときにはそのクラスが自動的に検知し、__construct() メソッドのかわりに適切な unserialize() メソッドがコールされます。 標準のコンストラクタを実行させたい場合は、unserialize() メソッドの中でそれをコールします。

インターフェイス概要
Serializable {
/* メソッド */
abstract public string serialize ( void )
abstract public mixed unserialize ( string $serialized )
}

例1 基本的な使用法
<?php
class obj implements Serializable {
    private $data;
    public function __construct() {
        $this->data = "My private data";
    }
    public function serialize() {
        return serialize($this->data);
    }
    public function unserialize($data) {
        $this->data = unserialize($data);
    }
    public function getData() {
        return $this->data;
    }
}

$obj = new obj;
$ser = serialize($obj);

$newobj = unserialize($ser);

var_dump($newobj->getData());
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?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(15) "My private data"

Serializable::serialize
(PHP 5 >= 5.1.0)

Serializable::serialize — オブジェクトの文字列表現

説明

abstract public string Serializable::serialize ( void )

オブジェクトを文字列であらわしたものを返します。

注意:

このメソッドは、オブジェクトの デストラクタ として働きます。 このメソッドの後に __destruct() メソッドがコールされることは ありません。 method.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

オブジェクトの文字列表現、あるいは NULL を返します。

エラー / 例外

Throws Exception when returning other types then strings and NULL

参考

__sleep()

Serializable::unserialize
(PHP 5 >= 5.1.0)

Serializable::unserialize — オブジェクトを作成する

説明

abstract public mixed Serializable::unserialize ( string $serialized )

オブジェクトのアンシリアライズ時にコールされます。

注意:

このメソッドは、オブジェクトの コンストラクタ として働きます。 このメソッドの後に __construct() メソッドがコールされることは ありません。

パラメータ
serialized

オブジェクトの文字列表現。

返り値

アンシリアライズされた元の値を返します。

参考

__wakeup()

目次
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Serializable::serialize — オブジェクトの文字列表現
Serializable::unserialize — オブジェクトを作成する

コンテキストオプションとパラメータ
PHP にはさまざまなコンテキストオプションやパラメータがあり、 すべてのファイルシステムラッパーおよびストリームラッパーで使用することができます。 コンテキストの作成は stream_context_create() で行います。オプションの設定は stream_context_set_option()
で、そしてパラメータの設定は stream_context_set_params() で行います。

ソケットコンテキストオプション
ソケットコンテキストオプション — ソケットコンテキストオプション一覧

説明

ここでは、ソケット越しに動作するラッパー すなわち tcp、http あるいは ftp でサポートされるオプションを扱います。

オプション
bindto

PHP がネットワークにアクセスする際の IP アドレス (IPv4 あるいは IPv6 のどちらか）やポート番号を指定する際に使用されます。 その書式は ip:port（IP やポート番号に 0 を指定すると、それをシステムに自動的に設定させる ことができます) です。

注意:

FTP の通常の操作では 2 つのソケット接続を使用するので、 このオプションでポート番号を指定することができません。
backlog

ソケットのリスンキューから出て行く接続の数を制限します。

注意:

stream_socket_server() でのみ有効です。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 bindto が追加されました。
5.3.3 backlog が追加されました。

例

例1 基本的な bindto の使用例
<?php
// IP アドレス '192.168.0.100' でインターネットに接続する
$opts = array(
    'socket' => array(
        'bindto' => '192.168.0.100:0',
    ),
);

// IP アドレス '192.168.0.100' とポート番号 '7000' でインターネットに接続する
$opts = array(
    'socket' => array(
        'bindto' => '192.168.0.100:7000',
    ),
);

// ポート番号 '7000' でインターネットに接続する
$opts = array(
    'socket' => array(
        'bindto' => '0:7000',
    ),
);

// コンテキストを作成し…
$context = stream_context_create($opts);

// …そしてデータを取得するためにそれを使用する
echo file_get_contents('http://www.example.com', false, $context);

?>

HTTP コンテキストオプション
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HTTP コンテキストオプション — HTTP コンテキストオプションの一覧

説明

http:// および https:// トランスポート用のコンテキストオプションです。

オプション

method string

リモートサーバでサポートされる GET、 POST あるいはその他の HTTP メソッド。

デフォルトは GET です。

header string

リクエストに付加されるヘッダ。ここで指定した値が (User-agent:、Host:、 および Authentication: などの) 他の値を上書きすることもあります。

user_agent string

User-Agent: ヘッダとして送信する値。上で説明した header オプションで user-agent が 定義されていない場合のみ使用されます。

デフォルトでは、php.ini の user_agent の設定内容を使用します。

content string

ヘッダの後に送信する追加データ。通常、POST または PUT リクエストの際に使用されます。

proxy string

プロキシサーバを示す URI (例: tcp://proxy.example.com:5100)。

request_fulluri boolean

TRUE を指定すると、リクエストを生成する際に完全な URI (GET http://www.example.com/path/to/file.html HTTP/1.0) が用いられます。これは標準のリクエストフォーマットではありませんが、 このようなフォーマットを要求するプロキシサーバも存在します。

デフォルトは FALSE です。

max_redirects integer

リダイレクトをたどる最大数。値が 1 以下の場合は リダイレクトをたどらないことを意味します。

デフォルトは 20 です。

protocol_version float

HTTP プロトコルのバージョン。

デフォルトは 1.0 です。

注意:

5.3.0 より前のバージョンの PHP では chunked transfer decoding を実装していません。 この値を 1.1 に設定するなら、 1.1 準拠にするのは自分の責任となります。

timeout float

読み込みタイムアウト秒数を float (例 10.5) で指定します。

デフォルトでは php.ini 設定 default_socket_timeout の値を使用します。

ignore_errors boolean

ステータスコードが失敗を意味する場合でもコンテンツを取得します。

デフォルトは FALSE です。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 protocol_version に 1.1 を設定した場合に、 chuned transfer decoding をサポートするようになりました。
5.2.10 ignore_errors が追加されました。
5.2.10 header に数値添字の配列を使用できるようになりました。
5.2.1 timeout が追加されました。
5.1.0 HTTP プロキシを使用した HTTPS のプロキシが追加されました。
5.1.0 max_redirects が追加されました。
5.1.0 protocol_version が追加されました。
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例

例1 ページの取得と POST データの送信
<?php

$postdata = http_build_query(
    array(
        'var1' => 'some content',
        'var2' => 'doh'
    )
);

$opts = array('http' =>
    array(
        'method'  => 'POST',
        'header'  => 'Content-type: application/x-www-form-urlencoded',
        'content' => $postdata
    )
);

$context  = stream_context_create($opts);

$result = file_get_contents('http://example.com/submit.php', false, $context);

?>

例2 リダイレクトを無視し、ヘッダとコンテンツの取得
<?php

$url = "http://www.example.org/header.php";

$opts = array(
       'http' => array('method' => 'GET',
                                       'max_redirects' => '0',
                                       'ignore_errors' => '1')
       );

$context = stream_context_create($opts);
$stream = fopen($url, 'r', false, $context);

// ヘッダ情報およびストリームのメタデータ
var_dump(stream_get_meta_data($stream));

// $url の実際のデータ
var_dump(stream_get_contents($stream));
fclose($stream);
?>

注意

注意: 基盤となるソケットストリームのコンテキストオプション
これ以外のコンテキストオプションが 基盤となるトランスポート でサポートされています。 http:// ストリームの場合は、tcp:// のコンテキストオプションを参照ください。 https:// ストリームの場合は、ssl:// のコンテキストオプションを参照ください。

参考

ソケットコンテキストオプション
SSL コンテキストオプション

FTP コンテキストオプション
FTP コンテキストオプション — FTP コンテキストオプションの一覧

説明

ftp:// および ftps:// トランスポート用のコンテキストオプションです。

オプション

overwrite boolean

リモートサーバ上の既存のファイルに対する上書きを許可する。 書き込みモード（アップロード）時のみ有効。

デフォルトは FALSE です。

resume_pos integer

転送を開始するファイル内の位置。 読み込みモード（ダウンロード）時のみ有効。

デフォルトは 0 (ファイルの先頭) です。

proxy string

FTP リクエストを、http プロキシサーバ経由で行う。 ファイルの読み込み操作にのみ適用される。 例: tcp://squid.example.com:8000

変更履歴
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バージョン 説明
5.1.0 proxy が追加されました。
5.0.0 overwrite および resume_pos が追加されました。

注意

注意: 基盤となるソケットストリームのコンテキストオプション
これ以外のコンテキストオプションが 基盤となるトランスポート でサポートされています。 ftp:// ストリームの場合は、tcp:// のコンテキストオプションを参照ください。 ftps:// ストリームの場合は、ssl:// のコンテキストオプションを参照ください。

参考

ソケットコンテキストオプション
SSL コンテキストオプション

SSL コンテキストオプション
SSL コンテキストオプション — SSL コンテキストオプションの一覧

説明

ssl:// および tls:// トランスポート用のコンテキストオプションです。

オプション

verify_peer boolean

SSL サーバ証明書の検証を要求するかどうか。

デフォルトは FALSE です。

allow_self_signed boolean

自己証明の証明書を許可するかどうか。

デフォルトは FALSE です。

cafile string

ローカルファイルシステム上の証明書ファイルの場所。 verify_peer オプションでリモートサーバとの 認証の際に使用する。

capath string

cafile が指定されていなかったりその場所にファイルが 見つからなかったりした場合、capath が指す ディレクトリを検索して認証ファイルを探します。capath は認証ファイルのディレクトリを正確に指している必要があります。

local_cert string

ファイルシステム上のローカル証明書ファイルのパス。 あなたの証明書とプライベートキーを含み、PEM エンコードされた ファイルである必要があります。オプションで、発行者の 認証チェーンを含めることも可能です。

passphrase string

local_cert ファイルをエンコードした際の パスフレーズ。

CN_match string

予期している一般名 (CN)。PHP は限定されたワイルドカード検索を 行います。もし一般名がこれにマッチしなかった場合、接続の試行は 失敗します。

verify_depth integer

証明書のチェインが深すぎる場合に終了するかどうか。

デフォルトでは検証を行いません。

ciphers string

使用可能な暗号化方式の一覧を設定します。設定できるフォーマットは » ciphers(1) の説明を参照ください。

デフォルトは DEFAULT です。

capture_peer_cert boolean

TRUE に設定すると、peer_certificate コンテキストオプションがピア証明書を含んで作成されます。

capture_peer_cert_chain boolean

http://www.openssl.org/docs/apps/ciphers.html#CIPHER_LIST_FORMAT
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TRUE に設定すると、peer_certificate_chain コンテキストオプションが証明書チェインを含んで作成されます。

SNI_enabled boolean

TRUE に設定すると、サーバ名の表示 (SNI) が有効になります。 これを有効にすると、同じ IP アドレスで複数の証明書を使えるようになります。

SNI_server_name string

設定すると、この値がサーバ名として用いられるようになります。 設定されていない場合は、ストリームをオープンしたときに使ったホスト名からサーバ名を推測します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 SNI_enabled および SNI_server_name が追加されました。
5.0.0 capture_peer_cert、 capture_peer_chain および ciphers が追加されました。

注意

注意: ssl:// は https:// および ftps:// のラッパの 基盤となるものなので、ssl:// に適用可能なオプションは https:// および ftps:// にも 適用可能です。

注意: SNI (Server Name Indication) を使うには、PHP のコンパイル時に OpenSSL 0.9.8j 以降を使わなければなりません。SNI をサポートしているかどうかは OPENSSL_TLSEXT_SERVER_NAME で判定します。

参考

ソケットコンテキストオプション

CURL コンテキストオプション
CURL コンテキストオプション — CURL コンテキストオプションの一覧

説明

CURL コンテキストオプションは、 CURL 拡張モジュールのコンパイル時に --with-curlwrappers オプションを指定すると使用可能となります。

オプション

method string

GET、POST あるいはその他リモートサーバがサポートする HTTP メソッド。

デフォルトは GET です。

header string

リクエスト時に送信する追加のヘッダ。このオプションの値は (User-agent: や Host:、 Authentication: といった) 他の値を上書きします。

user_agent string

User-Agent: ヘッダで送信する値。

デフォルトでは、php.ini の user_agent の設定内容を使用します。

content string

ヘッダの後に送信する追加データ。このオプションは GET あるいは HEAD リクエストでは使用しません。

proxy string

プロキシサーバのアドレスを表す URI (tcp://proxy.example.com:5100 など)。

max_redirects integer

リダイレクトを追いかける最大数。1 以下を指定した場合は、リダイレクトを追跡しません。

デフォルトは 20 です。

curl_verify_ssl_host boolean

ホストを検証する。

デフォルトは FALSE です。

注意:
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このオプションは、http および ftp の両方のプロトコルラッパーで使用可能です。

curl_verify_ssl_peer boolean

SSL 証明書の検証を要求する。

デフォルトは FALSE です。

注意:

このオプションは、http および ftp の両方のプロトコルラッパーで使用可能です。

例

例1 ページの取得と POST データの送信
<?php

$postdata = http_build_query(
    array(
        'var1' => 'some content',
        'var2' => 'doh'
    )
);

$opts = array('http' =>
    array(
        'method'  => 'POST',
        'header'  => 'Content-type: application/x-www-form-urlencoded',
        'content' => $postdata
    )
);

$context  = stream_context_create($opts);

$result = file_get_contents('http://example.com/submit.php', false, $context);

?>

参考

ソケットコンテキストオプション

Phar コンテキストオプション
Phar コンテキストオプション — Phar コンテキストオプション一覧

説明

phar:// ラッパーのコンテキストオプションです。

オプション

compress int

Phar 圧縮定数 のいずれか。

metadata mixed

Phar メタデータ。Phar::setMetadata() を参照ください。

参考

Phar コンテキストオプション
Phar ストリームラッパー

コンテキストパラメータ
コンテキストパラメータ — コンテキストパラメータの一覧

説明

これらの パラメータ を コンテキスト に設定するには stream_context_set_params() 関数を使用します。

パラメータ

notification callback
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イベントがストリーム上で発生したときにコールされるコールバック。

詳細は stream_notification_callback() を参照ください。

目次
ソケットコンテキストオプション — ソケットコンテキストオプション一覧
HTTP コンテキストオプション — HTTP コンテキストオプションの一覧
FTP コンテキストオプション — FTP コンテキストオプションの一覧
SSL コンテキストオプション — SSL コンテキストオプションの一覧
CURL コンテキストオプション — CURL コンテキストオプションの一覧
Phar コンテキストオプション — Phar コンテキストオプション一覧
コンテキストパラメータ — コンテキストパラメータの一覧

基本的な構文
HTML からの脱出
命令の分離
コメント

型
導入
論理型 (boolean)
整数
浮動小数点数
文字列
配列
オブジェクト
リソース
NULL
本ドキュメントにおける疑似的な型および変数
型の相互変換

変数
基本的な事
定義済みの変数
変数のスコープ
可変変数
外部から来る変数

定数
構文
自動的に定義される定数

式
演算子

演算子の優先順位
代数演算子
代入演算子
ビット演算子
比較演算子
エラー制御演算子
実行演算子
加算子/減算子
論理演算子
文字列演算子
配列演算子
型演算子

制御構造
導入
if
else
elseif/else if
制御構造に関する別の構文
while
do-while
for
foreach
break
continue
switch
declare
return
require
include
require_once
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include_once
goto

関数
ユーザー定義関数
関数の引数
返り値
可変関数
内部（ビルトイン）関数
無名関数

クラスとオブジェクト
はじめに
クラスの基礎
プロパティ
オブジェクト定数
クラスのオートローディング
コンストラクタとデストラクタ
アクセス権
オブジェクトの継承
スコープ定義演算子 (::)
static キーワード
クラスの抽象化
オブジェクト インターフェイス
オーバーロード
オブジェクトの反復処理
パターン
マジックメソッド
finalキーワード
オブジェクトのクローン作成
オブジェクトの比較
タイプヒンティング
遅延静的束縛 (Late Static Bindings)
オブジェクトと参照
オブジェクトのシリアライズ
変更履歴

名前空間
名前空間の概要
名前空間の定義
サブ名前空間の宣言
同一ファイル内での複数の名前空間の定義
名前空間の使用法: 基本編
名前空間と動的言語機能
namespace キーワードおよび __NAMESPACE__ 定数
名前空間の使用法: エイリアス/インポート
グローバル空間
名前空間の使用法: グローバル関数/定数への移行
名前解決のルール
FAQ: 名前空間について知っておくべきこと

例外(exceptions)
例外を拡張する

リファレンスの説明
リファレンスとは?
リファレンスが行うことは何ですか?
リファレンスが行わないこと
リファレンス渡し
リファレンスを返す
リファレンスの解除
リファレンスの適用範囲

定義済の変数
スーパーグローバル — すべてのスコープで使用できる組み込みの変数
$GLOBALS — グローバルスコープで使用可能なすべての変数への参照
$_SERVER — サーバ情報および実行時の環境情報
$_GET — HTTP GET 変数
$_POST — HTTP POST 変数
$_FILES — HTTP ファイルアップロード変数
$_REQUEST — HTTP リクエスト変数
$_SESSION — セッション変数
$_ENV — 環境変数
$_COOKIE — HTTP クッキー
$php_errormsg — 直近のエラーメッセージ
$HTTP_RAW_POST_DATA — 生の POST データ
$http_response_header — HTTP レスポンスヘッダ
$argc — スクリプトに渡された引数の数



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

$argv — スクリプトに渡された引数の配列
定義済みの例外

Exception
ErrorException

定義済みのインターフェイス
Traversable — Traversable インターフェイス
Iterator — Iterator インターフェイス
IteratorAggregate — IteratorAggregate インターフェイス
ArrayAccess — ArrayAccess インターフェイス
Serializable — Serializable インターフェイス

コンテキストオプションとパラメータ
ソケットコンテキストオプション — ソケットコンテキストオプション一覧
HTTP コンテキストオプション — HTTP コンテキストオプションの一覧
FTP コンテキストオプション — FTP コンテキストオプションの一覧
SSL コンテキストオプション — SSL コンテキストオプションの一覧
CURL コンテキストオプション — CURL コンテキストオプションの一覧
Phar コンテキストオプション — Phar コンテキストオプション一覧
コンテキストパラメータ — コンテキストパラメータの一覧

セキュリティ

はじめに
PHP は強力な言語そしてインタプリタであり、モジュールとして Web サー バーに組み込んだ場合でも、独立した CGI バイナリ として実行される場合でも、ファイルをアクセスしたり、コマンドを実行 したり、サーバーへのネットワーク接続を開くことができます。デフォル
トでは、これらの機能を実行した場合、Webサーバー上でセキュリティ上の 問題を生じる可能性があります。PHP は、特に CGI プログラムを書く場合、 Perl や C より安全な言語となるように設計されています。コンパイル時 または実行時の設定オプションを正しく選び、適
切なコードを書くことに より、必要な自由度とセキュリティの組み合わせを確実に提供することが できます。

PHP の使用法に多くの異なった手段があるように、PHP の動作を制御する 多くの設定オプションがあります。オプションの選択肢が広いため、PHP を様々な用途に使用することができます。しかし、このことは、これらの オプションとサーバー設定の組み合わせによっては、
安全でない設定とな ることを意味します。

PHPの設定の自由度はそのコードの柔軟さにほぼ匹敵します。PHPは、シェ ルユーザコマンドを全て実行可能な完全なサーバーアプリケーションや 厳しく制御された環境で低リスクの簡単なサーバーサイドインクルードを 使用できるようなアプリケーションを構築する場合に使
用することが可能 です。そうした環境の構築方法、セキュリティのレベルはPHPの開発者に大 きく依存しています。

本章は、安全に使用可能な異なった設定と条件の組み合わせについての説 明から始めます。続いて、複数のセキュリティレベルのコーディングにお ける複数の考慮事項について説明し、最後にいくつかの一般的なセキュリ ティ上のアドバイスを行います。

一般的な考慮事項
完全に安全なシステムは理想の産物でしかないため、セキュリティ業界で しばしば使用される手法は、リスクと利便性のバランスのとれた手法です。 変数がユーザから投稿される度に(網膜スキャンと指紋のような)2種類の 生体認証が必要だとしたら、極端に高いレベルの説明
義務を生じます。ま た、かなり複雑なフォームを埋めるために30分もかかるとすれば、ユーザ がセキュリティをバイパスする手段を探す気分にさせる傾向があります。

最善のセキュリティは、通常、ユーザによる業務の達成を防たげずに要求 を十分に達成できる程度にさしでがましくないものです。むしろ、いくつ かのセキュリティ攻撃は、単純にこの種の多げさに構築され、時間を浪費 しがちなセキュリティ機構を狙うものです。

記憶するに値する言葉として次のようなものがあります。「システムは鎖 の最も弱い輪と同程度に優れている」全てのトランザクションが時間、場 所、トランザクションの型等に基づき大量に記録されているが、ユーザは 一つのクッキーのみにより認証されている場合、ユーザ
とそのトランザク ションログの結び付きの確実性はかなり弱くなります。

テストの際に、最も簡単なページに関してでさえ、全ての可能性をテスト することは不可能であるということを頭に入れておいてください。期待する 入力は、不機嫌な社員、経験のあるクラッカー、キーボードの上を歩く家 の猫による入力とは全く無関係でしょう。これが、想
定外のデータが入力 される可能性がある場所を見分けるために論理的な視点からコードを見て、 その後、修正、減少、または詳細に調べるというのが、最善であるという 理由です。

インターネットにはあなたのコードを壊したり、システムを破壊したり、 不適切な内容を投稿したり、その他あなたの一日を不快にするようなこと により自分の名を馳せたいと思う人がたくさんいます。サイトの規模の大 小によらず、単にオンラインであり、接続できるサーバ
を有しているだけ で攻撃目標となりえます。多くのクラック用プログラムはサイトの大きさ を考慮せず、犠牲者を探しつつ大きなIPブロックで網を張っています。 その犠牲者の一人にならないようにしてください。

CGI バイナリとしてインストール
目次

受ける可能性がある攻撃
ケース 1: 配布制限がないファイルのみを配布
ケース 2: cgi.force_redirect を使用
ケース 3: doc_root または user_dir を設定
ケース 4: Webツリーの外にPHPパーサを置く

受ける可能性がある攻撃
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PHP を CGI バイナリとして使用するのは、PHP を モジュールとして(Apache のような)サーバーソフトウエアに組み込み たくない何らかの理由がある場合や安全な chroot と setuid 環境をス クリプトに提供する他の CGI ラッパーと組み合わせて PHP を使用する 場合の設定オ
プションです。セットアップ時には、通常、PHP 実行バイ ナリを Web サーバーの cgi-bin ディレクトリにインストールします。 CERT 勧告 » CA-96.11は、いかなるイ ンタプリタを cgi-bin に置くことにも反対しています。 PHP バイナリをスタンドアロンのインタプリタと
して使用することが できる場合でも、PHP は、セットアップにより生じる可能性がある 次のような攻撃を防ぐように設計されています。

システムファイルへのアクセス: http://my.host/cgi-bin/php?/etc/passwd URL において疑問符 (?) の後のクエリー情報は、CGI インターフェー スにより、インタプリタにコマンドライン引数として渡されます。通 常、インタプリタは、コマンドライン上の最初の引数
に指定されたファ イルを開き、実行します。 CGI バイナリとして実行された場合、PHP は、コマンドライン引数の 解釈を拒否します。
サーバー上の Web ドキュメントへのアクセス: http://my.host/cgi-bin/php/secret/doc.html URL の PHP バイナリ名の後のパス情報の部分、つまり/secret/doc.html は、 CGI プログラムによりオープンされて実行される ファイルの名前を指定するために従来より使
用されています。 http://my.host/secret/script.php のようなドキュメントへの要求を PHP インタプリタにリダイレクト するために、通常、何らかの Web サーバー設定用命令(Apache では Action) が使用されます。この設定により、Web サーバーは、まずディレクト
リ /secret へのアクセス権をチェックし、 リダイレクト要求 http://my.host/cgi-bin/php/secret/script.php を生成します。残念なことに、リクエストが最初からこの形式で与え られた場合、Web サーバーによるアクセスチェックは、 /secret/script.php ファイル で
はなく、/cgi-bin/php ファイル に対して行われます。この手法により、/cgi-bin/php にアクセス可能なユーザーは、 Web サーバー上の全ての保護されたドキュメントにアクセスできてし まいます。 PHP では、サーバードキュメントツリーにアクセス制限付きのディ
レ クトリがある場合、設定ディレクティブ cgi.force_redirect、 doc_root および user_dir をこの攻撃を防止す るために使用することができます。 これらを組み合わせたいくつか の手法について以下に詳細な説明を示します。

ケース 1: 配布制限がないファイルのみを配布
サーバー上にパスワードまたは IP アドレスを元にしたアクセス制限に よる制約を課すコンテンツがない場合、この設定オプションを使用す る必要はありません。使用する Web サーバーがリダイレクトを許可しな い場合やサーバーがリダイレクト要求を安全に処理しつつPHP
バイナリ と通信できる手段を有していない場合、オプション --enable-force-cgi-redirectを configure スクリプトに指定することができます。この場合でも、直接 的な方法 http://my.host/cgi-bin/php/dir/script.php でもなくリダイレクション
http://my.host/dir/script.phpでもない他の やり方で PHP スクリプトを呼び出せるようになっていないかどうか確認 する必要があります。

リダイレクションは、例えば Apache では命令 AddHandler および Action で設定することができます。(以下を参照してください。)

ケース 2: cgi.force_redirect を使用
設定ディレクティブ cgi.force_redirect は、 http://my.host/cgi-bin/php/secretdir/script.php のように URL から直接 PHP を呼び出すことを禁止します。 代わりに、 Web サーバーのリダイレクションにより処理された場合は、 PHP はこのモードでのみ処理を行います。
4.2.0 より古いバージョンの PHP では、コンパイル時のオプション --enable-force-cgi-redirect を使えば同じことができます。

通常、Apache 用設定でのリダイレクションは、 次の命令を使用して行います。
Action php-script /cgi-bin/php
AddHandler php-script .php

このオプションは、Apache Web サーバーでのみテストされており、リク エストのリダイレクト時に Apache が標準ではないCGI 環境変数 REDIRECT_STATUS をセットすることを前提にしています。 リクエストが直接のものであるか間接のものであるかを示す手段をWeb
サーバーが全くサポートしていない場合は、このオプションを使用する ことはできません。この場合、ここで記した CGI 版を実行する他の方法 の内の一つを使用する必要があります。

ケース 3: doc_root または user_dir を設定
Web サーバー上のドキュメントディレクトリに スクリプトや実行ファイルのようなアクティブな内容を読み込むのは、 往々にして危険な行為であるとみなされることがあります。 何らかの設定ミスによりスクリプトが実行されず、通常の HTML ドキュメント として表示され
てしまう場合には、知的著作物またはパスワードのような セキュリティ情報が漏洩する可能性があります。 このため、多くのシステム管理者は、スクリプトを PHP CGI を通じてのみ アクセス可能な他のディレクトリ構造にセットアップしたいと思うこと でしょう。 この場
合、常にインタープリタに処理されるため、上記のように表示されること はありません。

前節で記したようなリクエストがリダイレクトされたものでないことを 確かめる方法が利用可能でない場合、 スクリプト用の doc_root を Web ドキュメント用ルートとは別に セットアップする必要があります。

設定用命令 doc_root により 設定ファイル ファイル中で PHP スクリプト用ドキュメントルートを設定することができます。 または、環境変数 PHP_DOCUMENT_ROOT でも設定する ことができます。 これを設定した場合、CGI 版の PHP は、 常に開くファイルの名前をこの
doc_root リクエストのパス情報を用いて作成し、 (以下の user_dir を除き、)確実に このディレクトリの外側でスクリプトが実行されないようにします。

ここで利用可能な別のオプションは、 user_dir です。user_dir が設定されていない場合、 開かれるファイル名を制御するのは、doc_root のみです。 http://my.host/~user/doc.php のような URL は、ユーザーホームディレクトリ以下のファイルを開かず、 doc_root 以下の
~user/doc.php というファイルを開くことになります。 (ディレクトリ名がチルダ [~] で始まっている ということになります)

user_dir が例えば、public_phpに 設定されていた場合、 http://my.host/~user/doc.php の ようなリクエストは、そのユーザー user のホームディレクトリにある public_php 以下の doc.php という名前のファイルをオープンしま す。ユーザーのホームディレクトリが、
/home/user である場合、 実行されるファイルは、 /home/user/public_php/doc.php となります。

user_dir の展開は、 doc_root の設定によらず行われます。 このため、ドキュメントルートおよびユーザーディレクトリへの アクセスを別々に制御することができます。

ケース 4: Webツリーの外にPHPパーサを置く
非常に安全性の高いオプションとしてPHP パーサのバイナリをファイル 用 Web ツリーの外側、例えば /usr/local/binに置くことが考えられます。こ のオプションの唯一の欠点は、PHP タグを有する全てのファイルの先頭 行に次のような一行を加える必要があることです。
#!/usr/local/bin/php

また、ファイルを実行可能にしておく必要があります。この場合、実行 時にシェルエスケープ機能 #! を使用する Perl や sh や他のスクリプト言語で書かれた CGI スクリプトを処理するのと全 く同様に処理を行います。

この設定で PATH_INFO および PATH_TRANSLATED 情報を正しく処理するためには、 PHP パーサを設定オプション --enable-discard-path を付けてコンパイルする必要があります。

Apache モジュールとしてインストール

http://www.cert.org/advisories/CA-1996-11.html
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PHP が Apache モジュールとして使用された場合、PHP は、Apache ユー ザーの許可属性(通常はユーザー "nobody" の許可属性)を継承します。 これは、セキュリティと認証に数々の影響を与えます。例えば、データベー スと接続するためにPHPを使用している場合、データ
ベースが組込みのア クセス制御機能を有していない限り、そのデータベースを "nobody"ユー ザからアクセス可能とする必要が生じます。これは、悪意のあるスクリプ トが、ユーザ名とパスワードなしにデータベースにアクセスし、修正する ことができることを意味しま
す。Webスパイダがデータベース管理用Webペー ジを回って、データベースを全て削除することも可能です。Apache認証に よりこの攻撃に対して防衛することが可能であり、また、LDAPや .htaccessファイル等を使用して固有のアクセスモデルを設計し、PHPスク リプトの一
部としてそのコードを読み込むことも可能です。

しばしば、PHPユーザ(この場合はApacheユーザ)が非常に小さなリスクを 有する場所に一度セキュリティが確立されると、PHPはユーザディレクト リにウイルスファイルを書き込んだりすることができなくなります。もし くは、データベースにアクセスしたり変更したりといっ
たことが出来なく なります。この場合、良いファイルおよび悪いファイルの書き込み、また は、良いデータベーストランザクションと悪いデータベーストランザクシ ョンに関して等しく安全性が確保されていると言えます。

この観点からしばしば行われるセキュリティ上の失敗としてApacheにルー ト権限を与えたり、他の何らかの手段でApacheの権限を昇格させるという ものがあります。

Apacheユーザの権限をルートに昇格させることは非常に危険であり、シ ステム全体を危険にさらす可能性があります。よって、sudoやchrootの実 行、ルート権限で実行を行う他の手段は、セキュリティに精通した人以外 は、考慮するべきではありません。

いくつかのより簡単な解決策があります。open_basedir を使用することによ り、PHPに使用を許可するディレクトリを制御したり制限したりすること が可能です。また、全てのWebベースの作業をユーザファイル、システム ファイル以外のファイルに制限するため
に、Apache専用エリアを設定する ことも可能です。

ファイルシステムのセキュリティ
目次

Null バイト関連の問題

PHP は、ファイルおよびディレクトリ毎に権限を設定する多くのサーバシ ステム上に組み込まれたセキュリティを提供します。これにより、ファイ ルシステム内のファイルを読み込み可能に制御することが可能になります。 全てのファイルは世界中から読み込み可能であり、
このファイルシステム にアクセスした全てのユーザから読み込まれても安全であることを確認す る必要があります。

PHPは、ファイルシステムにユーザレベルのアクセスを許可するように設 計されているため、PHPスクリプトから/etc/password のようなシステム ファイルを読み込み可能としたり、イーサネット接続を修正したり、巨大 なプリンタジョブを出力したりすることができます。
これから明らかにわ かることですが、読み書きするファイルを適切に設定する必要があります。

各自のホームディレクトリにあるファイルを削除する次のスクリプトを見 てみましょう。これは、ファイル管理用にWebインターフェースを使用す る場合に通常生じるような設定を仮定しています。この場合、Apacheユー ザはそのユーザのホームディレクトリにあるファイル
を削除可能です。

例1 甘い変数の確認から生じるリスク
<?php
// ユーザのホームディレクトリからファイルを削除する
$username = $_POST['user_submitted_name'];
$userfile = $_POST['user_submitted_filename'];
$homedir  = "/home/$username";

unlink("$homedir/$userfile");

echo "ファイルは削除されました!";
?>
username および filename はユーザフォームから投稿可能であるため、別の username および filename を投稿して 削除すべきではない削除することが可能となります。この場合、 他の何らかの形式の認証を使用するべきです。投稿された変数が、 "../etc/" と "passwd " で
あった場合について考えてみましょう。簡単 なコードを以下に示します。

例2 ... ファイルシステムへの攻撃
<?php
// 外部からPHPユーザがアクセス可能なハードドライブを削除します。PHPが
// ルートのアクセス権限を有している場合、
$username = $_POST['user_submitted_name']; // "../etc"
$userfile = $_POST['user_submitted_filename']; // "passwd"
$homedir  = "/home/$username"; // "/home/../etc"

unlink("$homedir/$userfile"); // "/home/../etc/passwd"

echo "ファイルは削除されました!";
?>
こうした問題を防止するために必要な重要なチェック手段として以下の2 種類のものがあります。

PHP Webユーザバイナリに制限された権限のみを許可する。
投稿された全ての変数を確認する。

以下に改良されたスクリプトを示します。

例3 より安全なファイル名の確認
<?php
// PHPユーザがアクセス可能なハードドライブからファイルを削除する。
$username = $_SERVER['REMOTE_USER']; // 認証機構を使用する
$userfile = basename($_POST['user_submitted_filename']);
$homedir  = "/home/$username";

$filepath = "$homedir/$userfile";

if (file_exists($filepath) && unlink($filepath)) {
    $logstring = "$filepath を削除しました\n";
} else {
    $logstring = "$filepath の削除に失敗しました\n";
}
$fp = fopen("/home/logging/filedelete.log", "a");
fwrite($fp, $logstring);
fclose($fp);

echo htmlentities($logstring, ENT_QUOTES);

?>
しかし、これでも、傷口を塞いだことにはなりません。 ユーザが自分用のユーザログインを作成することをあなたの認証システムが 許可しており、ユーザが"../etc/"へのログインを選択した場合、システム はまたも公開されてしまいます。このため、よりカスタマイズされた



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

チェッ クを行なう方がよいでしょう。

例4 より安全なファイル名の確認
<?php
$username     = $_SERVER['REMOTE_USER']; // 認証機構を使用する
$userfile     = $_POST['user_submitted_filename'];
$homedir      = "/home/$username";

$filepath     = "$homedir/$userfile";

if (!ctype_alnum($username) || !preg_match('/^(?:[a-z0-9_-]|\.(?!\.))+$/iD', $userfile)) {
    die("Bad username/filename");
}

//etc...
?>

オペレーティングシステムにより、注意するべきファイルは大きく変化し ます。これらには、デバイスエントリ(/dev/ または COM1)、設定ファイ ル(/etc/ ファイルおよび .ini ファイル)、よく知られたファイル保存領 域 (/home/、 My Documents)等が含まれます。このた
め、明示的に許可す るもの以外の全てを禁止する方針とする方が通常はより簡単です。

Null バイト関連の問題
PHP はファイルシステム関連の操作に C 言語の関数を使用しているので、 null バイトの処理を予期せぬかたちで行うことがあります。 C 言語では null バイトは文字列の終端を表すので、 null バイトを含む文字列があった場合に null バイト以降の内容は文字列として処理され
ません。 以下に、この問題に関する脆弱性を含むコード例を示します。

例1 null バイトに対して脆弱なスクリプト
<?php
$file = $_GET['file']; // ここで "../../etc/passwd\0" が渡されたとします
if (file_exists('/home/wwwrun/'.$file.'.php')) {
    // file_exists は true を返します。これは、ファイル /home/wwwrun/../../etc/passwd が存在するからです
    include '/home/wwwrun/'.$file.'.php';
    // ファイル /etc/passwd がインクルードされてしまいます
}
?>

したがって、ファイルシステム操作で使用する「汚染された」文字列は、 つねに適切に検証しなければなりません。 先ほどの例を改良したものを示します。

例2 入力を適切に検証する例
<?php
$file = $_GET['file']; 

// 値として与えられる可能性のある、有効な値の一覧を作成します
switch ($file) {
    case 'main':
    case 'foo':
    case 'bar':
        include '/home/wwwrun/include/'.$file.'.php';
        break;
    default:
        include '/home/wwwrun/include/main.php';
}
?>

データベースのセキュリティ
目次

データベースのデザイン
データベースへの接続
ストレージの暗号化
SQLインジェクション

今日、ダイナミックなコンテンツを提供するウェブアプリケーションに おいてはデータベースは欠く事のできなコンポーネントとなっています。 そういったデータベースには重要な、そして秘密にすべき情報が格納 されることになるので、それらをいかにして保護するかについ
て十分に 考慮する必要があります。

情報を取り出したり格納するためにはデータベースに接続する必要があります。 そして適切なクエリを送信し、結果を受け取り、切断します。クエリに 使用される言語はStructured Query Language (SQL)が一般的です。アタッカー がどのようにSQLに 干渉するかについて参
照してください。

皆さんがお気づきの様に、PHPそれ自体は貴方のデータベースを保護することは ありません。以下のセクションはPHPスクリプトからどのようにデータベースに アクセスし操作すればいいのか、とういことに関する非常に基本的な導入です。

このシンプルなルールを覚えて置いてください：それは「多重防衛」です。 より多くの箇所で、より多くの保護を行うことにより、アタッカーが攻撃に 成功して機密情報が漏洩する可能性は減っていきます。データベースと アプリケーションを正しくデザインすることで貴方の
心配を取り除くことが できます。

データベースのデザイン
他人が用意した既存のものを使用するのでない限り、最初に行うのはデータベースの作成です。 データベースが作成されると、そのデータベースのオーナーは作成コマンドを 実行したユーザになります。通常、オーナー(とスーパーユーザー)のみが そのデータベースに対して操
作を行うことが出来ます。他のユーザがデータベースを 使用するには適切な権利が与えられている必要があります。

アプリケーションはデータベースにオーナー、もしくはスーパーユーザーとして 接続しては絶対にいけません。なぜならこれらのユーザは 例えばスキーマの変更(テーブルの削除等)や全コンテンツの削除、といった あらゆるクエリーを実行することが出来るからです。
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貴方が作成するアプリケーションがデータベースに対して行う操作の各方面ごとに、 操作対象となるオブジェクトに対して、出来る限り少ない権限を持った複数の ユーザを作成した方が良いでしょう。ユーザに対しては、最低限必要な権限のみを 与え、関係の無いデータへのア
クセスを許可しないようにします。これは、 万が一侵入者がそのユーザの権限を以ってデータベースにアクセスした際に、 アプリケーションと関係の無いデータにまでアクセスされることを防ぐためです。

全てのビジネスロジックをウェブアプリケーション(つまり貴方のスクリプト) で実装することは推奨されません。代わりに、ビュー、トリガー、ルールといった データベースの機能を活用した方が良いでしょう。システムが更新され、 新しい機能がデータベースへのアクセスす
ることになった場合、個々のデータベース クライアントごとに再度同様のロジックを実装しなければならなくなります。 さらに、トリガーは透過的に、そして自動的にフィールドを扱うことが出来るので、 デバッグ時や、トランザクションのロールバック時に役立ちます。

データベースへの接続
更なるセキュリティのために、クライアント/サーバ間の通信においてSSLを用いた 暗号化を行った方が良いでしょう。もしくはsshを使用することも出来ます。 どちらかの手段を講じた後、トラフィックをモニタリングしてみれば ここから何らかの情報を得ることが困難だとい
う事が分かると思います。

ストレージの暗号化
SSL/SSHによってクライアント/サーバ間で通信されるデータは保護されますが、 データベースに保存されたデータは保護されません。SSLはあくまで通信上の プロトコルなのです。

一旦アタッカーがデータベースへ(ウェブサーバを通さずに)アクセスできてしまうと、 そこに格納されているデータ自体が暗号化されていない限り、自由に閲覧され、 使用されてしまいます。データを暗号化することによって、この脅威を減らすことが できますが、この機能を
サポートしているデータベースは僅かです。

この問題への最も簡単な対応策は、まず自分専用の暗号化パッケージを作成し、 それをあなたのPHPスクリプトから使用することです。PHPのMcrypt, Mhash といった幾つかの拡張モジュールは、様々な暗号化アルゴリズムをサポート しているので役に立つでしょう。データ格
納時に暗号化を行い、取得時に 復号化します。この方法についてはリファレンスを参照してください。

もし完全にデータを隠したい場合や、元のデータ自体は必要ない場合(つまり 表示されない場合)は、ハッシュも考慮に入れたほうが良いでしょう。 ハッシュの良く知られた使用方法は、パスワードをそのまま格納せずに、 そのMD5ハッシュ値を格納する方法です。crypt()や
md5()も参照してください。

例1 ハッシュされたパスワードフィールドを使う

// ハッシュされたパスワードを格納する
$query  = sprintf("INSERT INTO users(name,pwd) VALUES('%s','%s');",
            pg_escape_string($username), md5($password));
$result = pg_query($connection, $query);

// パスワードが正しいかどうか問い合わせる
$query = sprintf("SELECT 1 FROM users WHERE name='%s' AND pwd='%s';",
            pg_escape_string($username), md5($password));
$result = pg_query($connection, $query);

if (pg_num_rows($result) > 0) {
    echo 'Welcome, $username!';
} else {
    echo "$username の認証が失敗しました。";
}

SQLインジェクション
多くの開発者はSQLクエリがどのように改竄されるかということを余り 気にかけておらず、またSQLクエリは信用できるものと考えているようです。 実際にはSQLクエリはアクセス制限を回避することが可能で、従って 通常の認証や権限のチェックを無視することができます。
時には、 OSレベルのコマンドを実行できてしまうこともあります。

ダイレクトSQLコマンドインジェクション(SQLコマンドの直接実行)という手法は、 攻撃者がSQLコマンドを生成もしくは既存のコマンドを変更することで 隠蔽すべきデータを公開したり、重要なデータを書き換えたり、データベース ホストで危険なシステムレベルのコマンド
を実行したりするものの事です。 この手法は、ユーザからの入力をスタティックなパラメータと組み合わせて SQLクエリを生成するアプリケーションにおいて使用されます。以下の例は 不幸なことに実際の事例に基づいたものです。

入力のチェックを怠っており、スーパーユーザもしくはデータベース作成権限を 持つユーザ以外のユーザでデータベースに接続していない ために、攻撃者はデータベースにスーパーユーザを作成することが出来ます。

例1 表示するデータを分割し ... そしてスーパーユーザを作成します。 (PostgreSQLの例)

$offset = $argv[0]; // 入力チェックが行われていません！
$query  = "SELECT id, name FROM products ORDER BY name LIMIT 20 OFFSET $offset;";
$result = pg_query($conn, $query);
通常のユーザは、$offsetがURLに埋め込まれている '次へ'または'前へ'リンクをクリックします。スクリプトは、受け取った $offsetが数字であることを期待します。しかしながら、 攻撃者はurlencode()された以下のようなURLを追加 することで攻撃を試みます。
0;
insert into pg_shadow(usename,usesysid,usesuper,usecatupd,passwd)
    select 'crack', usesysid, 't','t','crack'
    from pg_shadow where usename='postgres';
--

このようなことが行われると、スクリプトは攻撃者にスーパーユーザ権限での アクセスを提供してしまいます。0;が正しいオフセット 指していると同時に、クエリをそこで終端させていることに気をつけてください。

注意:

SQLパーサにクエリの残りの部分を無視させるために開発者によく使わ れる技法として、SQLのコメント記号である--があ ります。

パスワードを取得する恐るべき手段に、サイトの検索結果のページを欺く というものがあります。攻撃する者が必要とするものは、投稿された変数 の中でSQL命令で使用される際に正しく扱われていないものがあるかどう かを確かめるだけです。これらのフィルタは、通常、
SELECT文のWHERE, ORDER BY, LIMIT及びOFFSET句をカスタマイズするた めに前に置かれる形で設定されます。使用するデータベースが UNION構造をサポートしている場合、 攻撃者は元のクエリに任意のテーブルからパスワードのリストを取得する クエリを追加しようとす
るかもしれません。 暗号化されたパスワードフィールドを使用することが強く推奨されます。

例2 記事...そして(全てのデータベースサーバーの)いくつかのパスワード のリストを表示する
$query  = "SELECT id, name, inserted, size FROM products
                  WHERE size = '$size'
                  ORDER BY $order LIMIT $limit, $offset;";
$result = odbc_exec($conn, $query);
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クエリの静的な部分は、以下のように全てのパスワードを外部にもらす別の SELECT文と組み合わせることができます。
'
union select '1', concat(uname||'-'||passwd) as name, '1971-01-01', '0' from usertable;
--

('及び--を使用する) このクエリが$queryで使用される変数の１つに代入 された場合、この悪意のあるクエリが実行されることになります。

SQL UPDATE もデータベースを攻撃するために使用されます。これらのク エリも切捨てたり新しいクエリを元のクエリに追加することによる攻撃 を受けます。しかし、攻撃者はSET句を使用する可 能性があります。この場合、クエリを成功させるためにいくつかのスキー マ情
報を保有する必要があります。これは、フォームの変数名や総当た り法により調べることができます。パスワードまたはユーザ名を保存す るフィールド用の命名記法はそう多くはありません。

例3 パスワードのリセットから ... (全てのデータベースサーバーで)より多 くの権限を得るまで
$query = "UPDATE usertable SET pwd='$pwd' WHERE uid='$uid';";
しかし、悪意のあるユーザは、管理者のパスワードを変更するために 値 ' or uid like'%admin%'; -- を $uid に代入するか、または、より多くの権限を得 るために、単純に$pwd に(後ろに空白を付けて) "hehehe', admin='yes', trusted=100 "と設定する 可能性があります。こ
の場合、このクエリは以下のように改謬されてし まいます。
// $uid == ' or uid like'%admin%'; --
$query = "UPDATE usertable SET pwd='...' WHERE uid='' or uid like '%admin%'; --";

// $pwd == "hehehe', admin='yes', trusted=100 "
$query = "UPDATE usertable SET pwd='hehehe', admin='yes', trusted=100 WHERE ...;"

恐ろしい例として、いくつかのデータベースホストのオペレーティン グシステムレベルのコマンドがアクセス可能となる方法を示します。

例4 データベースホストのオペレーティングシステムを攻撃する (MSSQLサーバー)

$query  = "SELECT * FROM products WHERE id LIKE '%$prod%'";
$result = mssql_query($query);
攻撃者が、値 a%' exec master..xp_cmdshell 'net user test testpass /ADD' -- を$prodに投稿した場合、 $query は以下のようになります。
$query  = "SELECT * FROM products
                    WHERE id LIKE '%a%'
                    exec master..xp_cmdshell 'net user test testpass /ADD'--";
$result = mssql_query($query);
MSSQLサーバ−は、新規ユーザをローカルアカウント用データベースに追 加するコマンドを含むSQL命令をバッチ実行します。 このアプリケーションがsaで実行され、 MSSQLSERVERサービスが充分な権限で実行されている場合、攻撃者は このマシンにアクセスする権限を有
することになります。

注意:

上記のいくつかの例は、データベースサーバの種類に依存しています。 これは、他の製品に対して同様な攻撃ができないことを意味するもので はありません。使用しているデータベースが他の手段で攻撃可能である 可能性もあります。

回避する方法

ほとんどの例では攻撃する者は特定のデータベースのスキーマに関して 若干の情報を保有している必要があると弁解されるかもしれません。 これは正しいですが、いつ何時これが外部にもれうるかを知ることはで きませんし、いったんこの情報がもれると、データベースが外部
に開示 される可能性があります。オープンソースまたは一般的に入手可能なデー タベース処理パッケージを使用している場合(これはコンテンツ監理シス テムまたはフォーラムに含まれている可能性があります)、侵入者は簡単 に使用されているコードの一部を入手することがで
きます。そのコード の設計が悪い場合にもセキュリティリスクを生じる可能性があります。

これらの攻撃は、セキュリティを考慮して書かれていないコードを攻撃 する方法です。特にクライアント側から入力されるあらゆる種類の入力 を決して信用しないでください。これは、selectボックスやhidden input フィールド、Cookieの場合も同様です。最初の例は、この
ような欠点の ないクエリが破滅をもたらしうることを示すものです。

データベースにスーパーユーザーまたはデータベースの所有者として 接続しないでください。 非常に制限された権限を有するカスタマイズ されたユーザを常に使用してください。
指定された入力が期待するデータ型であることを確認してください。 PHPは、多くの種類の入力検証用関数を有しており、 変数関連の関数や 文字型関数にある簡単な関数 (例: それぞれ、is_numeric(), ctype_digit()) や、 Perl互換の正規表現のサポートま であります。

アプリケーションが、数値入力を期待している場合、データを is_numeric()で検証するか、 settype()により暗黙の型変換を行うか、 sprintf()により数値表現を使用することを検討 してみてください。

例5 ページング用のクエリを構築するためのより安全な方法
settype($order, 'integer');
$query  = "SELECT id, name FROM products ORDER BY name LIMIT 20 OFFSET $offset;";

// フォーマット文字列の%dに注意してください。%sを使用しても意味がありません。
$query = sprintf("SELECT id, name FROM products ORDER BY name LIMIT 20 OFFSET %d;",
                 $offset);

データベースに渡される数値以外のユーザ入力を データベース固有の文字列エスケープ関数 (mysql_real_escape_string(), sqlite_escape_string() など) でクオートしてください。 データベース固有の文字列エスケープ機能が利用できない場合、 addslashes() および
str_replace()関数が利用できるでしょう。 (データベースの型に依存) 最初の例を参照 してください。前期の例が示すように、クエリの静的な部分をクオート するだけでは充分ではなく、簡単にクラックされてしまう可能性があ ります。
データベース固有の情報、特にスキーマに関する情報は出力してはい きません。エラー出力およ びエラー処理およびログ関数 も参照ください。
ユーザがテーブルまたはビューに直接アクセスできないように、 データアクセスを抽象化することを目的としてストアドプロシージャ 及び事前に定義したカーソルを使用することもできますが、このソリュー ションには、副作用があります。

これらのケースにおいて、スクリプトまたはサポートされている場合は データベース自体でクエリのログをとることが有益です。 明らかにログは破壊的な行為を防止することはできませんが、攻撃され たアプリケーションを追跡する際には有効です。ログ自体は有益ではあ り
ませんが、含まれている情報は有益です。通常、より詳細なログをと る方が良いでしょう。

エラーのレポート
PHPのセキュリティに関して、2種類のエラー出力があります。一つは、セ キュリティ向上に役立つものであり、もう一つは、セキュリティ上有害な ものです。

標準的な攻撃手法の中に不完全なデータをシステムに送信し、返されるエ ラーの種類と内容を調べることにより、システムを調べるというものがあ ります。これにより、システムのクラッカーがありうる弱点を調査するた めにそのサーバに関する情報を調べることが可能になり
ます。 例えば、ある攻撃者が事前のフォーム投稿の際にあるページに関して収集 した情報を持っている場合、変数を上書きしたり、修正したりしようとす るかもしれません。

例6 カスタムHTMLページにより変数を攻撃する
<form method="POST" action="attacktarget?username=badfoo&password=badfoo">
<input type="hidden" name="username" value="badfoo">
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<input type="hidden" name="password" value="badfoo">
</form>

通常返されるPHPのエラーは、エラーを生じた関数やファイル、エラーを 発生したPHPファイル、エラーを発生した行番号のような情報が含まれて おり、スクリプトをデバッグする開発者に非常に有用です。これらが調べ ることができる情報の全てです。デバッグ目的でPHPの
開発者が show_source(), highlight_string(), highlight_file() を使用することはまれではありま せん。しかし、実用サイトでは、これは秘密の変数、未確認の構文、その 他の危険な情報を公開することになってしまいます。特に危険なのは、 組み込みのデバッグハンドラを有
する既知のソースからのコードを実行して いるか、一般的なデバッグ技法を使用している場合です。攻撃者が、使用し ている一般的な技法を特定できた場合、次のようにあるページに様々な一般 的なデバッグ用文字列を送信することによりしらみつぶしに攻撃しようとす るか
もしれません。

例7 一般的なデバッグ変数を探す
<form method="post" action="attacktarget?errors=Y&amp;showerrors=1&amp;debug=1">
<input type="hidden" name="errors" value="Y">
<input type="hidden" name="showerrors" value="1">
<input type="hidden" name="debug" value="1">
</form>

エラー処理の方法の方法のいかんによらず、エラーを調べる機能は、攻撃 者により多くの情報を与えることにつながります。

例えば、多くの一般的なエラー形式では、システムはPHPを実行している ことを示します。攻撃者が .html ページを調べ、(システムの既知の弱点 を探すために)誤ったデータを送信することによりバックエンドを調べた いと思った場合、システムをPHPと共に構築されているこ
とを知ることが 可能となる可能性があります。

関数エラーは、システムが特定のデータベースエンジンが実行しているこ と、または、Webページのプログラム内容や設計に関する鍵を示すことが あります。これにより、データベースポートをオープンしたり、Webペー ジに固有のバグや弱点を調べるといったより詳細な調
査を行うことが可能 となります。例えば、異なった不正なデータを送信することにより、攻撃 者は、(エラー行番号から)そのスクリプトの異なる場所を調べることと同 時にそのスクリプトの認証の順番を定義することが可能です。

ファイルシステムまたは一般的なPHPエラーは、Webサーバが有する許可属 性やWebサーバのファイル構造を示すことがあります。エラーコードを書 く開発者は、元は秘密の情報を容易に公開することにより、この問題を悪 化させる可能性があります。

この問題に対しては3種類の対策があります。最初の対策は、全ての関数 をよく調べ、大部分のエラーの修正を試みることです。2番目は、実行す るコードのエラーリポートを完全に無効にすることです。3番目は、 PHPのカスタムエラー処理関数を使用して独自のエラーハンド
ラを作成す ることです。システムのセキュリティポリシーに基づき、これらの3種類 の対策が適用可能かどうかを判定します。

この問題を事前に防止する手段の一つは、PHPに組み込まれている error_reporting()機能を使用することです。これにより、 コードを安全にするための手がかりが得られ、危険と思われる変数が使用 されている部分をみつけることが可能です。実使用の前に E_ALL を指定して
コードをテストすることにより、変数が他の手段で汚染されたり、修正さ れたりする可能性がある部分を簡単に見つけることが可能です。 実使用の準備ができた際には、あなたのコードをプローブから保護するために error_reporting() を 0 に設定するか、php.ini のオプショ
ン display_errors をオフに設定する、 のいずれかでエラーリポートを完全に無効にすべきです。 もし後者を選択した場合、加えて error_log ini ディレクティブを使用する、あるいは log_errors をオンにしてログファイルのパスを定義すべきです。

例8 E_ALLで危険な変数を見つける
<?php
if ($username) {  // 使用前に初期化または確認されていない変数
    $good_login = 1;
}
if ($good_login == 1) { // 上のテストが失敗した場合、使用前に初期化または確認されていない
    readfile ("/highly/sensitive/data/index.html");
}
?>

グローバル変数の登録機能の使用法
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

PHPの変更点で最も議論の対象となったのは、おそらく、PHP » 4.2.0において PHPのディレクティブ register_globalsが デフォルトでONからOFFに変更された時でしょう。 当時、このディレクティブに依存することが一般的であり、多くの人は、 このパラメータの存在すら
知らず、PHPの動作そのものであるというよう に考えていました。このページは、このディレクティブにより安全でな いコードを書く可能性があるということをこのページで説明しますが、 このディレクティブそのものが安全でないわけではなく、これを誤って使 用すること
が安全でないということを念頭においていてください。

register_globalsをonとした場合、この機能により、HTMLフォームから投 稿される変数と同時に、あらゆる種類の変数がスクリプトに注入される ことになります。これは、PHPにおいては変数の初期化が不 要であるということにも関係し、安全でないコードを書くことが極め
て容 易になるということを意味します。困難な変更でしたが、PHPコミュニティ は、このディレクティブをデフォルトで無効とすることを決定しました。 onとした場合、どこから来たのかが不明であり、出処を仮定するしかない 変数を使用することになります。スクリプト自
体で定義される内部変数は、 ユーザにより送信されたリクエストデータと混ざってしまいますが、 register_globals を無効とすることでこれを回避することができます。 以下にregister_globalsの誤った使用例を示しましょう。

例9 register_globals = on の誤った使用例
<?php
// ユーザが認証された場合のみ $authorized = true を定義する
if (authenticated_user()) {
    $authorized = true;
}

// 最初に$authorizedをfalseとして初期化していないため、
// 以下のコードにより、GET auth.php?authorized=1 のように
// register_globals機能により定義される可能性があります。
// このため、誰でも認証されたようにみせることができます!
if ($authorized) {
    include "/highly/sensitive/data.php";
}
?>

register_globals = onとした場合、上記のロジックは破綻する可能性が あります。offの場合、$authorizedはリクエストに より設定することはできず、正しく動作します。しかし、一般に良いプロ グラミング法は、変数を最初に初期化することです。例えば、上の例で
$authorized = falseを先頭に置いておくことができ ます。これにより、ユーザはデフォルトで認証されない状態となるため、 register_globalsのon/offによらず上記のコードは動作します。

別の例は、 セッションに関するも のです。register_globals = onとした場合、以下の例で $usernameを使用することもできますが、 (URLにより)GETのような他の手段によっても $username を設定することができることに留意する 必要があります。

例10 register_globals on またはoffの場合のセッションの使用例
<?php
// $usernameの出処は不明だが、$_SESSIONがセッションデータであることは
// 既知です。
if (isset($_SESSION['username'])) {

http://www.php.net/releases/4_2_0.php
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    echo "Hello <b>{$_SESSION['username']}</b>";

} else {

    echo "Hello <b>Guest</b><br />";
    echo "Would you like to login?";

}
?>

偽造が試みられた時に警告するために予防的な計測を行うことも可能です。 ある変数の出処を前もって正確に知っている場合、 投稿されたデータが適切な投稿元からのものであるかを調べることができ ます。これは、データが偽造されたものでないことを保証するわけではあ
りませんが、攻撃者による偽造の成立を限定的なものにすることができま す。リクエストデータの出処を気にかけない場合、 $_REQUEST を使用することができます。 この変数には、GET、POST、COOKIEが合わさって含まれています。 本マニュアルの 外部から来る変数 のセ
クションを参照してください。

例11 簡単に変数汚染を検出する
<?php
if (isset($_COOKIE['MAGIC_COOKIE'])) {

    // MAGIC_COOKIE comes from a cookie.
    // Be sure to validate the cookie data!

} elseif (isset($_GET['MAGIC_COOKIE']) || isset($_POST['MAGIC_COOKIE'])) {

   mail("admin@example.com", "Possible breakin attempt", $_SERVER['REMOTE_ADDR']);
   echo "Security violation, admin has been alerted.";
   exit;

} else {

   // MAGIC_COOKIE isn't set through this REQUEST

}
?>

もちろん、register_globalsをoffにするだけでは、使用するコードが安 全であることを意味しません。投稿された全てのデータ毎に 他の手段で検証することも必要です。ユーザデータを常に検証し、 使用する変数を初期化してください! 初期化されていない変数を調べるには、
error_reporting()で E_NOTICEレベルのエラーを有効にするように してください。

register_globalsをOnまたはOffのエミュレートに関数情報に ついては、FAQを 参照してください。

注意: スーパーグローバル: 使用可能なバージョンに関する注意

PHP 4.1.0 以降、 $_GET, $_POST, $_SERVER 等のスーパーグローバル配列が使用可能となっています。 詳細な情報については、マニュアルの superglobals のセクションを参照してください。

ユーザが投稿したデータ
多くの PHP のプログラムで最も脆弱な部分は、言語自体に起因するものではなく、 単にセキュリティを考慮して書かれていないコードの問題です。そのため、 指定したコードの部分の意味を常に時間をかけて吟味し、 予想外の変数が投稿された場合に有り得る損害を確かめる
必要があります。

例12 危険な変数の使用
<?php
// ユーザのホームディレクトリからファイルを削除します... または他の誰
// かのディレクトリかも?
unlink ($evil_var);

// 彼らのアクセスのログを書き込む.. または違うかも?
fputs ($fp, $evil_var);

// 何かちょっとしたことを実行.. または rm -rf *?
system ($evil_var);
exec ($evil_var);

?>
常に注意してコードをテストし、Webブラウザから投稿された全ての変数 について次のような点を確認してください。

このスクリプトは、意図したファイルのみを受け付けるか?
例外的なまたは意図したもの以外のデータにより実行することが可能 か?
このスクリプトは意図した以外の方法で使用することが可能か?
このスクリプトは、悪い意味で他のスクリプトと組み合わせて使用す ることが可能か?
トランザクションは適切に記録されているか?

スクリプトを書いた後ではなく、書いている時にこれらの質問を適宜行う ことにより、セキュリティ改善のために不幸にして書き直しが必要になる ということを避けることができます。こうした考慮をまず行うことにより、 システムのセキュリティを保証できるわけではありま
せんが、改善の一助 にはなりえます。

register_globals,magic_quotes, または他の便利な設定は、有効性、発 信元、指定した変数の値について混乱を生じる可能性があるため、設定を オフにしたいと思うかもしれません。error_reporting(E_ALL) モードで PHPを動作させた場合、確認または初期化する前に使用さ
れた変数に関し て警告を発生させることも可能です。(これにより、処理時に通常とは異 なるデータを防止することが可能です)

マジッククオート
目次

マジッククオートとは
なぜマジッククオートを使用していたのか
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なぜマジッククオートを使用しないのか
マジッククオートを無効にする

警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

マジッククオートは、PHPスクリプトに入力されるデータを 自動的にエスケープする機能です。 コードでは、マジッククオートをオフにして 実行する際必要な時にデータをエスケープすることが望まれます。

マジッククオートとは
オンの場合、全ての' (シングルクオート), " (ダブルクオート), \ (バックスラッシュ)およびNULL 文字がバックスラッシュで自動的にエスケープされます。 これは、addslashes() の機能と同じです。

3種類のマジッククオートディレクティブを以下に示します。

magic_quotes_gpc HTTPリクエストデータ(GET, POST, そして COOKIE)に作用します。 実行時に設定することはできません。 PHPのデフォルトは、onです。 get_magic_quotes_gpc()も参照してください。
magic_quotes_runtime 有効な場合、データベースやテキストファイルを含む 外部ソースからデータを返す関数の多くは、 バックスラッシュをクオートでエスケープします。 実行時に設定することができ、PHPでのデフォルトは offです。
set_magic_quotes_runtime()および get_magic_quotes_runtime()も参照してください。
magic_quotes_sybase 有効な場合、シングルクオートはバックスラッシュではなくシングルクオートで エスケープされます。 onの場合、 magic_quotes_gpc の指定を完全に上書きします。 これら両方のディレクティブを有効にすると、シングルクオートは ''とエスケー
プされます。 ダブルクオートやNULLはそのままとなり、エスケープされません。 この値を取得するには、 ini_get()も参照してください。

なぜマジッククオートを使用していたのか
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

もはやマジッククオートを使う理由はありません。 PHP ではサポートされなくなるからです。以前は確かに存在し、 特に意識せずによりよい (安全な) コードを書けるという意味で 一部の初心者の助けとなっていました。 しかし、この挙動を前提としたコードを見かけた
ときは マジッククオートをオンにするよりコードそのものを書き換えるほうがいいでしょう。 ではいったい、なぜこんな機能が存在していたのか? 単純に、SQL インジェクション を防ぐためというだけの理由です。 いまどきの開発者はセキュリティに対する意識が向上し
ており、 マジッククオートなどという機能に頼るよりも データベース自体のエスケープ機能やプリペアドステートメントを使った方がよいことに気づいています。

なぜマジッククオートを使用しないのか
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

移植性 これがonであることを仮定すると、移植性に影響します。 この確認のためにget_magic_quotes_gpc()を 使用し、適切なコーディングを行ってください。
性能 エスケープされたデータが全てデータベースに挿入されるわけではないので、 このように全てのデータをエスケープすることは性能を低下させます。 単に(addslashes()のような)エスケープを行う関数を 実行時にコールする方がより効率的です。 php.ini-
developmentはこれらのディレクティブを デフォルトで有効にしていますが、 php.ini-productionはこれを無効にしています。 この推奨は主に性能面によるものです。
不便 全てのデータをエスケープする必要はないため、しばしば、 エスケープするべきではないデータまでエスケープされてしまう問題に 悩まされることになります。例えば、フォームからメールを送信する際、 emailの中に多くの \' が含まれることになります。 これを
修正するために、 stripslashes()を大量に使用することが必要と なる可能性があります。

マジッククオートを無効にする
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

magic_quotes_gpc ディレクティブはシステムレベルでのみ無効にすることができ、 実行時に行うことはできません。 つまり、ini_set() では指定できません。

例1 マジッククオートをサーバ側で無効にする

このディレクティブをphp.iniで Off にする 例を示します。 より詳細については、 設定を変更する方法というタイトルのマニュアルのセクションを 参照してください。
; Magic quotes
;

; Magic quotes for incoming GET/POST/Cookie data.
magic_quotes_gpc = Off

; Magic quotes for runtime-generated data, e.g. data from SQL, from exec(), etc.
magic_quotes_runtime = Off

; Use Sybase-style magic quotes (escape ' with '' instead of \').
magic_quotes_sybase = Off

サーバの設定を変更できない場合には、 .htaccessも使用できます。 例えば、
php_flag magic_quotes_gpc Off

サーバレベルの設定を変更できない場合に対応するといったように、 移植性の高いコード(あらゆる環境で動作するコード)を書く要望に 対して、以下に、 magic_quotes_gpcを実行時に無効にする例を示します。 この方法は非効率であるため、どこかでディレクティブを適切に
設定する方が良いでしょう。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例2 マジッククオートを実行時に無効にする
<?php
if (get_magic_quotes_gpc()) {
    $process = array(&$_GET, &$_POST, &$_COOKIE, &$_REQUEST);
    while (list($key, $val) = each($process)) {
        foreach ($val as $k => $v) {
            unset($process[$key][$k]);
            if (is_array($v)) {
                $process[$key][stripslashes($k)] = $v;
                $process[] = &$process[$key][stripslashes($k)];
            } else {
                $process[$key][stripslashes($k)] = stripslashes($v);
            }
        }
    }
    unset($process);
}
?>

PHPの隠蔽
一般に隠蔽という手段はセキュリティとしては弱いものだと言われています。 しかしこうした手法が望ましい場合もあります。

PHP を隠すための簡単な技法がいくつかあり、 システムの弱点を見つけようとする攻撃を遅延させることができる可能性があります。 php.ini ファイルで expose_php を off と設定すれば、 攻撃者が利用可能な情報を減らすことができます。

他の手段は、ApacheのようなWebサーバで PHPに異なるファイル形式をパースさせるように設定することです。 これは、.htaccessディレクティブまたは Apacheの設定ファイル自体で指定します。 これにより、紛らわしいファイル拡張子を使用可能です。

例3 PHPを他の言語として隠す

# PHPコードを他のコード型のようにする
AddType application/x-httpd-php .asp .py .pl

または、次のように完全に隠すことも可能です。

例4 PHP拡張子用に未知の型を使用する
# Make PHP code look like unknown types
AddType application/x-httpd-php .bop .foo .133t

または、HTMLコードとして隠すことも可能です。この場合、全てのHTMLファ イルがPHPエンジンを通じてパースされることになるため、若干の性能上の 問題があります。

例5 PHP拡張子としてHTML型を使用する

# 全てのPHPコードをHTMLのように作成する
AddType application/x-httpd-php .htm .html

効率的にこれを使用するには、全てのPHPファイルの名前を上の拡張子に変更 する必要があります。これは、あいまいさに基づく形式のセキュリティですが、 欠点の少ない簡単な防衛策です。

最新版を維持する
PHP は、他の大規模なシステムと同様に、セキュリティを確保しつつ 改良されています。新バージョンにはしばしば大規模あるいは小規模な 変更が含まれています。その内容は、セキュリティの機能追加であったり セキュリティ上の問題・設定の不備・その他システム全体の
セキュリティや 安定性にかかわる問題の修正であったりします。

他のシステムレベルのスクリプト言語やプログラムと同様に、最善の アプローチは、頻繁に更新し、最新のバージョンとその変更を 注視し続けることです。

はじめに
一般的な考慮事項
CGI バイナリとしてインストール

受ける可能性がある攻撃
ケース 1: 配布制限がないファイルのみを配布
ケース 2: cgi.force_redirect を使用
ケース 3: doc_root または user_dir を設定
ケース 4: Webツリーの外にPHPパーサを置く

Apache モジュールとしてインストール
ファイルシステムのセキュリティ

Null バイト関連の問題
データベースのセキュリティ

データベースのデザイン
データベースへの接続
ストレージの暗号化
SQLインジェクション

エラーのレポート
グローバル変数の登録機能の使用法
ユーザが投稿したデータ
マジッククオート

マジッククオートとは
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なぜマジッククオートを使用していたのか
なぜマジッククオートを使用しないのか
マジッククオートを無効にする

PHPの隠蔽
最新版を維持する

機能

PHP による HTTP 認証
header() 関数を使うと、 "Authentication Required" メッセージをクライアントブラウザに送ることができます。 これにより、クライアントブラウザではユーザー名とパスワードの入力要求 ウインドウがポップアップ表示されます。一度、ユーザーがユーザー名と パスワード
を入力すると、PHP スクリプトを含むその URL は、次回以降、 定義済みの変数 PHP_AUTH_USER と、 PHP_AUTH_PW と、 PHP_AUTH_TYPE にそれぞれユーザー名、 パスワード、認証型が代入された状態で呼ばれます。 定義済みの変数は、配列 $_SERVER および
$HTTP_SERVER_VARS でアクセス可能です。 "Basic" 認証および "Digest" 認証 (PHP 5.1.0 以降) の両者がサポートされています。詳細は、 header()を参照ください。

注意: PHP バージョンに関する注意

$_SERVER のような スーパーグローバルは、 PHP » 4.1.0 以降で利用可能となりました。

ページ上でクライアント認証を強制するスクリプトの例を以下に示します。

例6 Basic HTTP 認証の例
<?php
if (!isset($_SERVER['PHP_AUTH_USER'])) {
    header("WWW-Authenticate: Basic realm=\"My Realm\"");
    header("HTTP/1.0 401 Unauthorized");
    echo "ユーザーがキャンセルボタンを押した時に送信されるテキスト\n";
    exit;
} else {
    echo "<p>こんにちは、{$_SERVER['PHP_AUTH_USER']} さん。</p>";
    echo "<p>あなたは、{$_SERVER['PHP_AUTH_PW']} をパスワードとして入力しました。</p>";
}
?>

例7 Digest HTTP 認証の例

この例は、シンプルな Digest HTTP 認証スクリプトをどの様に実装するか を示しています。 その他情報については、» RFC 2617 を読んでください。
<?php
$realm = 'Restricted area';

//user => password
$users = array('admin' => 'mypass', 'guest' => 'guest');

if (empty($_SERVER['PHP_AUTH_DIGEST'])) {
    header('HTTP/1.1 401 Unauthorized');
    header('WWW-Authenticate: Digest realm="'.$realm.
           '",qop="auth",nonce="'.uniqid().'",opaque="'.md5($realm).'"');

    die('ユーザーがキャンセルボタンを押した時に送信されるテキスト');
}

// PHP_AUTH_DIGEST 変数を精査する
if (!($data = http_digest_parse($_SERVER['PHP_AUTH_DIGEST'])) ||
    !isset($users[$data['username']]))
    die('誤った証明書です!');

// 有効なレスポンスを生成する
$A1 = md5($data['username'] . ':' . $realm . ':' . $users[$data['username']]);
$A2 = md5($_SERVER['REQUEST_METHOD'].':'.$data['uri']);
$valid_response = md5($A1.':'.$data['nonce'].':'.$data['nc'].':'.$data['cnonce'].':'.$data['qop'].':'.$A2);

if ($data['response'] != $valid_response)
    die('誤った証明書です!');

// OK, 有効なユーザー名とパスワードだ
echo 'あなたは次のユーザーとしてログインしています: ' . $data['username'];

// http auth ヘッダをパースする関数
function http_digest_parse($txt)
{
    // データが失われている場合への対応
    $needed_parts = array('nonce'=>1, 'nc'=>1, 'cnonce'=>1, 'qop'=>1, 'username'=>1, 'uri'=>1, 'response'=>1);
    $data = array();
    $keys = implode('|', array_keys($needed_parts));

    preg_match_all('@(' . $keys . ')=(?:([\'"])([^\2]+?)\2|([^\s,]+))@', $txt, $matches, PREG_SET_ORDER);

    foreach ($matches as $m) {
        $data[$m[1]] = $m[3] ? $m[3] : $m[4];
        unset($needed_parts[$m[1]]);
    }

    return $needed_parts ? false : $data;
}
?>

注意: 互換性に関する注意

HTTPヘッダ行をコーディングする際には注意を要します。全てのクライアントへの 互換性を最大限に保証するために、キーワード "Basic" には、 大文字の"B"を使用して書くべきです。realm文字列は(一重引用符ではなく) 二重引用符で括る必要があります。ま

http://www.php.net/releases/4_1_0.php
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2617
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た、HTTP/1.0 401 ヘッダ行のコード 401 の前には、 1つだけ空白を置く必要があります。 認証パラメータは、上のダイジェスト認証の例にあるように カンマ区切りで指定しなければなりません。

単に PHP_AUTH_USERおよびPHP_AUTH_PW を出力するのではなく、ユーザー名とパスワードの有効性をチェックしたいと 思うかもしれません。 その場合、クエリーをデータベースに送るか、ある dbm ファイル中の ユーザーを調べるといったことをすることになるでしょ
う。

バグのある Internet Explorer ブラウザには注意してください。このブラ ウザは、ヘッダの順序に関してとてもうるさいようです。今のところ、 HTTP/1.0 401 ヘッダの前に WWW-Authenticate ヘッダを送るのが効果があるようです。

PHP 4.3.0 以降、誰かが従来の外部機構による認証を行ってきたページの パスワードを暴くようなスクリプトを書くことを防ぐために、 特定のページに関して外部認証が可能でかつ セーフモード が有効の場合、 PHP_AUTH 変数はセットされません。 この場合、外部認証され
たユーザーかどうかを確認するために REMOTE_USER 変数、すなわち、 $_SERVER['REMOTE_USER'] を使用することができます。

注意: 設定上の注意

PHP は、外部認証が動作しているかどうかの判定を AuthType ディレクティブの有無で行います。

しかし、上記の機能も、認証を要求されないURLを管理する人が同じサーバー にある認証を要するURLからパスワードを盗むことを防ぐわけではありませ ん。

サーバーからレスポンスコード 401 を受けた際に、Netscape Navigatorおよび Internet Explorer は共にローカルブラウザのウインドウ上の認証キャッシュを 消去します。この機能により、簡単にユーザーを"ログアウト"させ、強制的に ユーザー名とパスワードを再入力させ
ることができます。この機能は、 "タイムアウト" 付きのログインや、"ログアウト" ボタンに適用されています。

例8 新規に名前 / パスワードを入力させる HTTP 認証の例
<?php
function authenticate() {
    header('WWW-Authenticate: Basic realm="Test Authentication System"');
    header('HTTP/1.0 401 Unauthorized');
    echo "このリソースにアクセスする際には有効なログインIDとパスワードを入力する必要があります。\n";
    exit;
}

if (!isset($_SERVER['PHP_AUTH_USER']) ||
    ($_POST['SeenBefore'] == 1 && $_POST['OldAuth'] == $_SERVER['PHP_AUTH_USER'])) {
    authenticate();
} else {
    echo "<p>Welcome: " . htmlspecialchars($_SERVER['PHP_AUTH_USER']) . "<br />";
    echo "Old: " . htmlspecialchars($_REQUEST['OldAuth']);
    echo "<form action='' method='post'>\n";
    echo "<input type='hidden' name='SeenBefore' value='1'>\n";
    echo "<input type='hidden' name='OldAuth' value=\"" . htmlspecialchars($_SERVER['PHP_AUTH_USER']) . "\" />\n";
    echo "<input type='submit' value='Re Authenticate'>\n";
    echo "</form></p>\n";
}
?>

この動作は、HTTP Basic 認証の標準に基づいていません。よって、この機能に 依存しないように注意する必要があります。Lynx によるテストの結果、 Lynx は、認証証明書を 401 サーバー応答によりクリアしないことが明らかに なっています。このため、back を押してか
ら forward を再度押すことにより 証明書の要件が変更されない限りリソースをオープンすることができます。 しかし、ユーザは '_' キーを押すことにより認証情報をクリアすることが可能です。

PHP4.3.3 までは、Microsoft の IIS サーバーと CGI 版の PHP の組み合わせでは、 この機能は、IIS の制約により使用することができなかったことにも 注意してください。PHP 4.3.3 以降においてこの機能を使用するには、 IIS の設定の "ディレクトリセキュリティ" の "編集" ボ
タンを押して "匿名アクセス" のみをオンにしてください。 その他のフィールドはオフのままにしてください。

他の制限としては、IIS モジュール (ISAPI) と PHP 4 を使用している場合に、 PHP_AUTH_* 変数が使用できないことがあります。 しかし、代わりにHTTP_AUTHORIZATION を使うことができます。 例えば、次のようなコードを考慮してください。list($user, $pw) =
explode(':', base64_decode(substr($_SERVER['HTTP_AUTHORIZATION'], 6)));

注意: IIS に関する注意:
IIS上 で HTTP 認証を使用する場合、PHP の cgi.rfc2616_headers ディレクティブは0 (デフォルト値) にセットされて いなければなりません。

注意:

セーフモード が有効の場合、 WWW-Authenticateヘッダの realm部にスクリプトの uid が追加されます。

クッキー(Cookies)
PHP は、HTTP クッキー(Cookie)を完全にサポートします。 クッキーは、リモートブラウザに文字列データを保存したり、 再訪するユーザを特定したりする機構です。 setcookie() か setrawcookie() を使用してクッキーをセットすることができます。 クッキーは HTTP ヘッダ
の一部なので、 setcookie() はブラウザに何らかの出力を行う前にコールする必要があります。 この制約は、header() に課されているものと同じです。 また、 出力バッファ関数を使用して、 設定するクッキーや送信するヘッダの内容が決まるまで スクリプトからの出力を遅ら
せることが出来ます。

もし variables_order が "C" を含んでいる場合、クライアントから送られた全てのクッキーは 自動的に $_COOKIE という（常にグローバルな）配列に格納されます。 多数の値を一つのクッキーに割り付けたい場合は、[] をクッキー名に加えてください。

register_globals の設定に よっては、クッキーから通常の PHP 変数を作成することも可能です。 しかし、この設定に依存することは推奨されません。なぜなら、セキュリティの 観点からこの機能はオフにされていることが多いからです。 それ以前のバージョンで
も、track_vars がセットされていれば $HTTP_COOKIE_VARS にクッキーの内容が格納されます。 (この設定は PHP 4.0.3 以降は常にオンになっています)

ちょっとした注意やブラウザのバグといった詳細に関しては、 setcookie() と setrawcookie() を参照してください。

セッション
PHPのセッションサポートは、連続するアクセスを通じて特定のデータを保持する 手段を構成します。この機能により、よりカスタマイズされたアプリケーション の構築が可能となり、Webサイトをより魅力的なものにすることができます。 詳細な情報は、 セッションに関す
るリファレンス のセクションにあります。
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XFormsの処理
» XForms は、従来のWebフォームから 派生したもので、広範なプラットフォームやブラウザそしてPDFドキュメントのような 従来のメディア以外のものにすら使用することができます。

xformsのまず第一の違いは、クライアントへフォームを送信する方法です。 » HTML作成者のためのXForms には、XFormsの作成方法の詳細な解説がありますが、この手引きの趣旨に沿って、 ここでは簡単な例のみ示すことにします。

例9 簡単なXForms検索フォーム
<h:html xmlns:h="http://www.w3.org/1999/xhtml"
        xmlns="http://www.w3.org/2002/xforms">
<h:head>
 <h:title>Search</h:title>
 <model>
  <submission action="http://example.com/search"
              method="post" id="s"/>
 </model>
</h:head>
<h:body>
 <h:p>
  <input ref="q"><label>Find</label></input>
  <submit submission="s"><label>Go</label></submit>
 </h:p>
</h:body>
</h:html>

上のフォームは、(qという名前の),テキスト入力ボックス と投稿ボタンを表示します。投稿ボタンがクリックされた時、このフォームは actionが参照するページに送信されます。

ここからが、Webアプリケーションの視点から異なって見え始めるところです。 通常のHTMLフォームでは、データは、 application/x-www-form-urlencoded で送信されますが、XFormsでは、この情報は XML 形式のデータで送信されます。

XFormsで処理することを選択した場合には、おそらくデータを XML 形式で取得したいはずで、この場合、$HTTP_RAW_POST_DATA により、 ブラウザが生成した XML ドキュメントにアクセスすることができます。このデータは、使用する XSLT エンジンやドキュメントパー
サに渡すことができます。

データ形式には関心がなく、データを従来の データ形式には関心がなく、データを従来の $_POST変数に ロードしたいだけの場合、 method 属性を urlencoded-post に変更することにより、 クライアントブラウザに application/x-www-form-urlencoded としてデータを送
信するよう指示することができます。

例10 XFormにより$_POSTを送信する
<h:html xmlns:h="http://www.w3.org/1999/xhtml"
        xmlns="http://www.w3.org/2002/xforms">
<h:head>
 <h:title>Search</h:title>
 <model>
  <submission action="http://example.com/search"
              method="urlencoded-post" id="s"/>
 </model>
</h:head>
<h:body>
 <h:p>
  <input ref="q"><label>Find</label></input>
  <submit submission="s"><label>Go</label></submit>
 </h:p>
</h:body>
</h:html>

注意: 本稿執筆時点で、多くのブラウザはXFormsをサポートしていません。 上の例が失敗する場合、ブラウザのバージョンを確認してください。

ファイルアップロードの処理
目次

POST メソッドによるアップロード
エラーメッセージの説明
陥りやすい落とし穴
複数ファイルのアップロード
PUT メソッドのサポート

POST メソッドによるアップロード
この機能により、テキスト、バイナリファイルの両方をアップロードできるように なります。 PHP の認証機構およびファイル操作関数を用いて、アップロードを許可する ユーザーとアップロード後にそのファイルを使用して行う動作を完全に制御する ことが可能です。

PHP は、全ての RFC-1867 対応ブラウザからファイルのアップロードを 受けることができます。

注意: 関係する設定に関する注記

php.iniの file_uploads, upload_max_filesize, upload_tmp_dir, post_max_size, max_input_time ディレクティブも参照ください。

PHP は Netscape Composer および W3C の Amaya クライアントにより使用される PUT メソッドによるファイルアップロードもサポートしています。詳細は、PUT メソッドのサポート を参照ください。

例1 ファイルアップロード用のフォーム

ファイルアップロード画面は、次のような特別なフォームを作成すること により、作成することができます。

<!-- データのエンコード方式である enctype は、必ず以下のようにしなければなりません -->

http://www.w3.org/MarkUp/Forms/
http://www.w3.org/MarkUp/Forms/2003/xforms-for-html-authors.html
http://www.w3.org/MarkUp/Forms/2003/xforms-for-html-authors.html
http://www.w3.org/MarkUp/Forms/2003/xforms-for-html-authors.html
http://www.w3.org/MarkUp/Forms/2003/xforms-for-html-authors.html
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<form enctype="multipart/form-data" action="__URL__" method="POST">
    <!-- MAX_FILE_SIZE は、必ず "file" input フィールドより前になければなりません -->
    <input type="hidden" name="MAX_FILE_SIZE" value="30000" />
    <!-- input 要素の名前が $_FILES 配列での名前となります -->
    このファイルをアップロード: <input name="userfile" type="file" />
    <input type="submit" value="ファイルを送信" />
</form>

上の例の __URL__ は、PHP ファイルを指すよう置換される 必要があります。

hidden フィールドMAX_FILE_SIZE は、 input フィールド file の前に置く必要があります。 この値は、PHP で取得可能なファイルの最大サイズを規定します。この値はバイト数で指定します。 MAX_FILE_SIZE は常に指定しておくべきです。 巨大なファイルを転送しようとして
長時間待ち続け、 結局ファイルが大きすぎて転送できなかったなどといった羽目に陥るのを防げるからです。 注意: ブラウザ側でこの最大値を出し抜くのは簡単なことなので、この機能を信頼して、 これより大きなサイズのファイルがブロックされることを前提にしてはいけま
せん。 しかし、PHP 側の最大サイズの設定を欺くことはできません。

注意:

アップロード用のフォームが enctype="multipart/form-data" 属性を有しているかを 確認してください。さもないと、ファイルのアップロードは動作しません。

オートグローバル $_FILES は、PHP 4.1.0 以降に存在します ($HTTP_POST_FILES は、これ以前のバージョンに存在します)。 これらの配列には、全てアップロードされたファイルの情報が 含まれています。

$_FILES の内容は次のようになります。ここでは、上の例のスクリプトで使われたように、 アップロードファイルの名前として userfile を 使用することを仮定していることに注意してください。 実際にはどんな名前にすることもできます。

$_FILES['userfile']['name']

クライアントマシンの元のファイル名。

$_FILES['userfile']['type']

ファイルの MIME 型。ただし、ブラウザがこの情報を提供する場合。 例えば、"image/gif" のようになります。 この MIME 型は PHP 側ではチェックされません。そのため、 この値は信用できません。

$_FILES['userfile']['size']

アップロードされたファイルのバイト単位のサイズ。

$_FILES['userfile']['tmp_name']

アップロードされたファイルがサーバー上で保存されているテンポラ リファイルの名前。

$_FILES['userfile']['error']

このファイルアップロードに関する エラーコード ['error']は、PHP 4.2.0 で追加されました。

php.ini の upload_tmp_dir ディレクティブで 他の場所を指定しない限り、ファイルはサーバーにおけるデフォルトの テンポラリディレクトリに保存されます。サーバーのデフォルトディレクトリは、 PHP を実行する環境において環境変数 TMPDIR を設定する ことにより変更
することができます。しかし、PHP スクリプトの内部から putenv() 関数により設定しても上手くいきません。 この環境変数は、アップロードされたファイルに他の処理を行う際にも 同様に使用することが可能です。

例2 ファイルのアップロードを検証する

詳細については、is_uploaded_file() および move_uploaded_file() の関数のエントリも 参照ください。以下はフォームからファイルをアップロードするプロセスの例です。
<?php
// 4.1.0より前のPHPでは$FILESの代わりに$HTTP_POST_FILESを使用する必要
// があります。
$uploaddir = '/var/www/uploads/';
$uploadfile = $uploaddir . basename($_FILES['userfile']['name']);

echo '<pre>';
if (move_uploaded_file($_FILES['userfile']['tmp_name'], $uploadfile)) {
    echo "File is valid, and was successfully uploaded.\n";
} else {
    echo "Possible file upload attack!\n";
}

echo 'Here is some more debugging info:';
print_r($_FILES);

print "</pre>";

?>

アップロードされたファイルを受け取る PHP スクリプトは、アップロード されたファイルを用いて何をするべきかを決めるために必要なロジックを 全て実装する必要があります。例えば、変数 $_FILES['userfile']['size'] を使用して、小さすぎたり 大きすぎたりするファイルを
捨てることができます。指定した型以外の ファイルを全て捨てるために変数 $_FILES['userfile']['type'] を用いることができますが、 これはあくまでいくつかのチェックの中のひとつとしてのみ実行するように してください。なぜなら、この値を設定するのはあくまでもクライ
アントであり、 PHP 側では何もチェックしていないからです。 PHP 4.2.0 以降、 $_FILES['userfile']['error'] を使用することができ、 エラーコード に基づき、ロジックを構成することができます。 何らかの方法により、テンポラリディレクトリからファイルを削除したり 他の
場所に移動したりする必要があります。

フォームでアップロードされるファイルが選択されていない場合、PHP は $_FILES['userfile']['size'] として 0 を返し、 $_FILES['userfile']['tmp_name'] には値を 設定しません。

移動または名前の変更が行われていない場合、リクエストの終了時に そのファイルはテンポラリディレクトリから削除されます。

例3 ファイルの配列をアップロードする

PHP はファイルについても HTML フォームで配列を使用すること をサポートしています。
<form action="" method="post" enctype="multipart/form-data">
<p>Pictures:
<input type="file" name="pictures[]" />
<input type="file" name="pictures[]" />
<input type="file" name="pictures[]" />
<input type="submit" value="Send" />
</p>
</form>
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<?php
foreach ($_FILES["pictures"]["error"] as $key => $error) {
    if ($error == UPLOAD_ERR_OK) {
        $tmp_name = $_FILES["pictures"]["tmp_name"][$key];
        $name = $_FILES["pictures"]["name"][$key];
        move_uploaded_file($tmp_name, "data/$name");
    }
}
?>

ファイルアップロードのプログレスバーは、apc.rfc1867 で実装することができます。

エラーメッセージの説明
PHP 4.2.0 以降、PHP はファイル配列とともに適当なエラーコードを返します。 エラーコードは、PHP によるファイルアップロードの間に生成され、 ファイル配列の['error'] 要素で アクセス可能です。言い換えると、エラーは、 $_FILES['userfile']['error'] でアクセス可能で
しょう。
UPLOAD_ERR_OK

値: 0; エラーはなく、ファイルアップロードは成功しています。
UPLOAD_ERR_INI_SIZE

値: 1; アップロードされたファイルは、php.ini の upload_max_filesize ディレクティブの値を超えています。
UPLOAD_ERR_FORM_SIZE

値: 2; アップロードされたファイルは、HTML フォームで指定された MAX_FILE_SIZE を超えています。
UPLOAD_ERR_PARTIAL

値: 3; アップロードされたファイルは一部のみしかアップロードされていません。
UPLOAD_ERR_NO_FILE

値: 4; ファイルはアップロードされませんでした。
UPLOAD_ERR_NO_TMP_DIR

値: 6; テンポラリフォルダがありません。PHP 4.3.10 と PHP 5.0.3 で導入されました。
UPLOAD_ERR_CANT_WRITE

値: 7; ディスクへの書き込みに失敗しました。PHP 5.1.0 で導入されました。
UPLOAD_ERR_EXTENSION

値: 8; PHP の拡張モジュールがファイルのアップロードを中止しました。 どの拡張モジュールがファイルアップロードを中止させたのかを突き止めることはできません。 読み込まれている拡張モジュールの一覧を phpinfo() で取得すれば参考になるでしょう。 PHP 5.2.0
で導入されました。

注意:

これらは PHP 4.3.0 で PHP 定数となりました。

陥りやすい落とし穴
MAX_FILE_SIZE の値に、php.ini の upload_max_filesize で指定されたファイルサイズより大きなファイルサイズを指定する ことはできません。デフォルトは、2 メガバイトです。

メモリ制限が有効な場合、memory_limit の値をより大きく 設定することが必要となる可能性があります。 memory_limit に充分大きな 値を設定するようにしてください。

max_execution_time に設定した値が小さすぎた場合、スクリプトの実行時間がこの値を越える 可能性を生じます。 max_execution_time に充分大きな値を設定するように してください。

注意: max_execution_time はスクリプト自身の実行時間にのみ影響します。 スクリプトの実行範囲の外側で発生する動作にかかる時間、つまり、 system() を使ったシステムコールや、 sleep() 関数、データベースに対するクエリー、 ファイルアップロードプロセ
ス、などに費やされた時間はスクリプトの 総実行時間に含まれません。

警告

max_input_time は、スクリプトで入力を受け付けることができる最大秒数を設定します。 この秒数には、ファイルアップロードの時間も含まれます。 大きなファイルや複数のファイルをアップロードしたり接続に時間を要したりする場合は、 デフォルト値の 60 seconds を
増やしましょう。

post_max_size の設定値が 小さすぎた場合、大きなファイルをアップロードすることができなくなります。 post_max_size に充分大きな値を設定するように してください。

PHP 5.2.12 以降、 max_file_uploads は一回のリクエストあたりでアップロードできるファイルの数の制限値となります。 この制限を超える数のファイルをアップロードしようとすると、制限に達した時点で $_FILES は処理を停止します。たとえば max_file_uploads が 10
の場合には、$_FILES には 10 件までの要素しか入らないということです。

処理するファイルを検証しない場合、ユーザーが他のディレクトリにある 非公開情報にアクセスできる可能性を生じます。

CERN httpd は、クライアントから得た content-type MIME ヘッダにおいて最初が空白文字で始まるものを切り捨てるようですので注意してください。 このような動作をする限り、CERN httpdは、 ファイルアップロード機能をサポートしないでしょう。

大量のディレクトリ一覧のスタイルのせいで、 風変わりな名前（空白を含んでいるとか）のファイルを適切に扱えることは 保証できません。
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通常の input フィールドとファイルアップロードフィールドを (input の name に foo[] を利用するなどして) 同一のフォーム変数で扱うことはできません。

複数ファイルのアップロード
input で異なった name を 使用することにより、複数のファイルをアップロードすることができます。

複数のファイルを一度にアップロードし、自動的にまとめられた情報を 配列で取得することが可能です。これを行うには、HTML フォームで 複数選択可能なセレクトやチェックボックスを指定する際と同様、 配列を用いた投稿用の構文を使用する必要があります。

例1 複数ファイルのアップロード
<form action="file-upload.php" method="post" enctype="multipart/form-data">
  Send these files:<br />
  <input name="userfile[]" type="file" /><br />
  <input name="userfile[]" type="file" /><br />
  <input type="submit" value="Send files" />
</form>

上記のフォームで投稿された場合、配列 $_FILES['userfile'], $_FILES['userfile']['name'], $_FILES['userfile']['size'] (4.1.0 より前のバージョンの PHP の場合は $HTTP_POST_FILES)が設定されま す。 register_globals が on の場合、 アップロードファイルに関してグローバル
変数も設定されます。 これらの各々は、投稿されたファイルに 関する適当な値を有する数値を添字とする配列となります。

例えば、ファイル名が /home/test/review.html および /home/test/xwp.out のファイルが 投稿されたとしましょう。この場合、 $_FILES['userfile']['name'][0] の値が review.html となり、 $_FILES['userfile']['name'][1] の値が xwp.out となります。 同様
に、$_FILES['userfile']['size'][0] の値が review.html のファイルサイズといったように なります。

$_FILES['userfile']['name'][0], $_FILES['userfile']['tmp_name'][0], $_FILES['userfile']['size'][0], $_FILES['userfile']['type'][0] も設定されます。

警告

PHP 5.2.12 以降、 max_file_uploads は一回のリクエストあたりでアップロードできるファイルの数の制限値となります。 フォームからの一回のリクエストで、 これを超える数のファイルをアップロードしてしまわないようにしましょう。

PUT メソッドのサポート
PHP は、クライアントがサーバにファイルを保存するための HTTP PUT メソッドのサポートを提供します。 PUT リクエストは POST リクエストによるファイルアップロードよりもシンプルであり、 次のような形になります。
PUT /path/filename.html HTTP/1.1

これは、通常、リモートクライアントが /path/filename.html が指す内容を Web ツリーに保存したいことを意味します。 Apache または PHP に おいて全ての人が Web ツリー上の任意のファイルを自動的に上書きできる ようにするというのは明らかに良い発想ではありませ
ん。よって、このような リクエストを処理する際には、まずそのリクエストを処理する特定の PHP スクリプトが必要なことを web サーバに通知する必要があります。 Apache においては、Script ディレクティブにより これを行うことができます。これは、Apache 設定ファイ
ルのほぼ任意の 場所に置くことができます。一般的なのは、<Directory> ブロックまたは <VirtualHost> ブロックの中です。次のように指定します。
Script PUT /put.php

これにより、この行を指定したコンテキストにマッチする URI を有する すべての PUT リクエストが put.php スクリプトに送られるよう Apache に 指定します。 もちろん、拡張子 .php により PHP が実行されるよう設定され、 PHP がアクティブであることが必要です。 この
スクリプトに対するすべての PUT リクエストの対象リソースは、 スクリプト自身とします。アップロードされるファイルのファイル名ではありません。

PHP では、put.php の中で以下のようなことを行います。 これは、アップロードされたファイルをサーバ上のファイル myputfile.ext にコピーします。 ファイルコピーを行う前には、 何らかの確認やユーザ認証を行いたくなるかもしれません。

例1 HTTP PUT されたファイルの保存
<?php
/* PUT されたデータは標準入力からやってきます */
$putdata = fopen("php://input", "r");

/* 書き込みモードでファイルをオープンします */
$fp = fopen("myputfile.ext", "w");

/* データを 1 KB 単位で読み込み、
   ファイルに書き込みます */
while ($data = fread($putdata, 1024))
  fwrite($fp, $data);

/* ストリームを閉じます */
fclose($fp);
fclose($putdata);
?>

リモートファイルの使用
php.iniでallow_url_fopenを有効にした場合、 ファイル名をパラメータとする関数の多くで HTTP および FTP のURL を使用することができます。加えて、include(), include_once(), require(), require_once() 命令でURLを使用することができます (PHP 5.2.0 以降では、これ
らで使用するためには allow_url_include を有効にする必要があります)。 PHPがサポートしているプロトコルに関する詳細は サポートするプロトコル/ラッパーを参照してください。

注意:

PHP 4.0.3以前のバージョンにおいては、URLラッパーを使用するために、 configureオプション --enable-url-fopen-wrapper を使用してPHPをconfigureを行なう必要があります。

注意:

PHP 4.3未満のWindows版PHPは次の関数については リモートファイルアクセスをサポートしてません: include(), include_once(), require(), require_once(), そしてGD および Image 関数拡張によるimagecreatefromXXX関数。
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例えば、リモートWebサーバーにファイルをオープンし、データを出力、デー タベースクエリーに使用するか、単にWebサイトのスタイルに合わせて出力 を行うことが可能です。

例2 リモートページのタイトルを得る
<?php
$file = fopen ("http://www.example.com/", "r");
if (!$file) {
    echo "<p>Unable to open remote file.\n";
    exit;
}
while (!feof ($file)) {
    $line = fgets ($file, 1024);
    /* タイトルとタグが同じ行にある場合のみ動作します。 */
    if (preg_match ("@\<title\>(.*)\</title\>@i", $line, $out)) {
        $title = $out[1];
        break;
    }
}
fclose($file);
?>

(正しいアクセス権限を有するユーザとして接続した場合には) FTPサーバにファイルを書き込むこともできます。 この方法では、新規ファイルを作成することのみができます。 既存のファイルを上書きしようとした場合には、 fopen()の処理は失敗します。

'anonymous' 以外のユーザで接続を行う場合、URL の中で 'ftp://user:password@ftp.example.com/path/to/file' のようにユーザ名 (そして多分パスワードも) 指定する必要があります (Basic 認証を要求された際に HTTP 経由でファイルをアクセスする場合と同じ種類の構文
を使用することができます)。

例3 リモートサーバーにデータを保存する
<?php
$file = fopen ("ftp://ftp.example.com/incoming/outputfile", "w");
if (!$file) {
    echo "<p>Unable to open remote file for writing.\n";
    exit;
}
/* データをここに書きます。 */
fputs ($file, $_SERVER['HTTP_USER_AGENT'] . "\n");
fclose ($file);
?>

注意:

上の例からリモートログに書きこむためにこの手法を使用することを考えるかも しれません。 しかし残念ながら、リモート上のファイルが既に存在する状態では fopen()をコールすることができないため、 それはできません。 分散ロギングのようなことを行うに
は、 syslog() の使用を考えてみてください。

接続処理
PHP 内部で、接続ステータスが保持されます。 これは、次の 3 つの状態をとりえます。

0 - NORMAL
1 - ABORTED
2 - TIMEOUT

通常 PHP が実行されている場合、NORMAL 状態がアクティブになります。 リモートクライアントが接続を切った場合、ABORTED 状態フラグが有効になります。 通常、リモートクライアントの接続断は、STOP ボタンを押すことにより発生します。 PHP 側の時間制限
(set_time_limit() 参照) にかかった場合、 TIMEOUT 状態フラグが有効になります。

スクリプトを終了させるためにクライアントとの接続を切断するかどうかを 決めることが出来ます。 時々、出力がどのリモートブラウザにも受信されない場合でも、 常にスクリプトの実行完了まで実行する方が便利であることがあります。 しかし、デフォルトの動作はリモー
トクライアントとの接続が断となった際にスクリプト の実行は破棄されます。 この動作は、php.ini ディレクティブ ignore_user_abort にて 設定できます。 同様に同じ意味を有する Apache httpd.conf ディレクティブ php_value ignore_user_abort または
ignore_user_abort() 関数にて設定することも可能です。 PHP にユーザーによる破棄を無視するように設定していない場合、 ユーザが破棄した場合、スクリプトの実行は終了します。 一つの例外は、register_shutdown_function() を用いて シャットダウン関数を定義した場合
です。 シャットダウン関数を定義した場合、リモートユーザーが STOP ボタンを押した後、 次にスクリプトが何か出力を行おうとした場合、PHP は接続が破棄されたことを検知し、 シャットダウン関数がコールされます。 このシャットダウン関数は、スクリプトが正常に終了
した 際にもコールされます。 このため、クライアントが接続を切断した場合に別の動作をさせたい場合に は、connection_aborted() 関数を使用することが 可能です。 この関数は、接続が破棄された場合に、TRUE を返します。

スクリプトは、組み込みのスクリプトタイマーによっても終了することが できます。デフォルトのタイムアウトは、30 秒です。 これは、php.iniディレクティブ max_execution_time または同義の Apache httpd.conf ディレクティブ php_value max_execution_time を
set_time_limit() 関数と同様に用いることにより 変更することが可能です。タイマーが切れた時、スクリプトは中断されます。 上記のクライアントが接続を切るケースのように シャットダウン関数が登録されている場合、この関数がコールされます。 このシャットダウン関数の
中では、 connection_status() 関数のコールにより タイムアウトがシャットダウン関数のコールを生じさせるかどうかを 確認することができます。 この関数は、タイムアウトによりシャットダウン関数がコールされた 場合に 2 を返します。

もう一つ注意すべき点は、状態 ABORTED および TIMEOUT は同時にアクティブにできるということです。 これは、PHP をユーザーによる中断を無視するよう設定した場合に 可能です。 PHP は、ユーザーが接続を破棄しているが、スクリプトは 実行しつづけるということがあ
る可能性があることに注意する 必要があります。 時間制限にかかって中断される場合、もしあればシャットダウン関数が コールされます。 ここで、connection_status() は 3 を返します。

持続的データベース接続
持続的接続は、スクリプトの実行終了時にも閉じられないリンクです。 持続的接続が要求された時、PHPは(前もってオープンされたままになって いる)同じ持続的接続が既にオープンされていないかどうかを確認します。 そして、存在する場合には、それを使用します。存在し
ない場合には、そ のリンクを作成します。'同じ'接続とは、同じホスト、同じユーザー名、 同じパスワード(利用可能な場合)でオープンされた接続のことを意味しま す。

Webサーバーの動作及び負荷の分散に関して熟知していない人は、持続的接 続において何が行われないかに関してミスを犯す可能性があります。特に、 持続的接続は、同じリンクで'ユーザーセッション'をオープンする機能 やトランザクションを効率的に確立する機能やその他
のあらゆる機能を提 供しません。つまり、言いたいことを極めて簡単に述べると、持続的接続 は非持続的接続で使用できない いかなる 機能も提 供しません。

なぜ?

これは、Webサーバーの動作により行われるべきものです。Webページを生 成するためにPHPを利用するWebサーバーには、3種類の方法があります。
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最初は、CGI "ラッパー"としてPHPを使用する方法です。このように実行し た場合、PHPインタプリタのインスタンスは、Webサーバーに(PHPページに 関する)ページがリクエストされる度に生成され、破棄されます。リクエス ト毎に破棄されるために、(SQLデータベースサー
バーへのリンクのような) 必要な全てのリソースは破棄される際にクローズされます。この場合、持 続的接続を使用することから得るものは何もありません。持続的接続は持 続しないのです。

2番目は、最も一般的ですが、PHPをマルチプロセスWebサーバー(現在は Apacheのみが含まれます)のモジュールとして実行する方法です。マルチプ ロセスサーバーは、通常、実際にWebページを送信する複数のプロセス(子) を管理するプロセス(親)を有しています。リクエス
トがクライアントから 来ると、親プロセスは、他のクライアントにすでに送信を行っていないク ライアントの一つに渡します。このため、同じクライアントが2番目のリク エストをサーバーに送信した際に最初のではなく他の子プロセスにより送 信が行われる可能性がありま
す。 持続的接続がオープンされているとき、SQL サービスにリクエストを行う それぞれのページは SQL サーバへの確立された接続を再利用することが できます。

最後の方法は、PHPをマルチスレッドWebサーバーのプラグインとして使用する 方法です。現在、PHP 4 は、ISAPI, WSAPI, NSAPI を(Windows上で)サポー トしており、Netscape FastTrack、Microsoftの Internet Information Server (IIS)、O'Reillyの WebSite Proのようなマ
ルチスレッド型サーバ のプラグインとしてPHPを使用することが可能です。この場合の動作は前記 のマルチプロセス型モデルと同様です。

持続的接続が機能を全く付加しないとしたら、優れている点はなんでしょう?

答えはかなり簡単です。効率です。持続的接続は、SQLサーバーへ接続する オーバーヘッドが大きい場合には有効です。このオーバーヘッドが実際に 大きいがどうかは様々な要因に依存します。例えば、データベースの種類、 Webサーバーが動作するのと同じコンピューターで
動作しているか、SQLサー バーを動作させているマシンの負荷、等となります。肝心なのは、接続の オーバーヘッドが高い場合、持続的接続は著しいということです。持続的 接続は、SQLサーバーへの接続を要求するページをリクエスト毎に処理する 代わりに子プロセスが動作
中の間一回しかサーバーへの接続を行わないよ うにします。このことは、持続的接続をオープンしたプロセス毎にサーバー への持続的接続をオープンするということになります。例えば、20の異なっ た子プロセスがSQLサーバーへの持続的接続を行うスクリプトを実行した場
合、各子プロセス毎にSQLサーバーへの20の異なった接続が行われます。

しかし、気をつけなければならないことが一つあります。それはデータ ベースへの接続数を制限して使用している場合に、持続的な子プロセスの 接続数がその数を超えると問題が発生し得ることです。もしデータベース の同時接続数の制限が16だとして、サーバに多くのアク
セスがあったため 17個の子プロセスが接続しようとするとそのうちの一つは接続に失敗しま す。もしスクリプトにコネクションをシャットダウンしないようなバグ( 例えば無限ループ)があると16程度の同時接続しか許容しないデータベース はすぐにダメになってしまいます。
使用しているデータベースが、中断さ れた、もしくは使用されていないコネクションをどのように扱うかを確認 してみてください。

警告

持続的接続を使用する際にはまだいくつか心に留めておく必要がある注意 点があります。一つは持続的接続でテーブルをロックする場合にスクリプト が何らかの理由でロックを外し損ねると、それ以降に実行されるスクリプト がその接続を使用すると永久にブロックしつづけて
しまい、ウェブサーバか データベースサーバを再起動しなければならなくなるということです。もう 一つはトランザクションを使用している場合に、トランザクションブロック が終了する前にスクリプトが終了してしまうと、そのブロックは次に同じ接 続を使用して実行され
るスクリプトに引き継がれる、ということです。 どちらの場合でも register_shutdown_function()を使用してテーブルの ロックを解除したりトランザクションをロールバックする簡単なクリーン アップ関数を登録することができます。しかしそれよりも良い方法は、テー ブル
ロックやトランザクションを使用するスクリプトでは持続的接続を使用 せず、問題を完全に避けて通ることです(他の箇所で使用する分には問題あ りません)。

重要なことをまとめます。持続的接続は、標準的な接続に1対1の割りつけ を行うように設計されています。このことは、常に 持続的接続を非持続的接続で置きかえ、かつ動作を変更しないということ ができることを意味します。持続的接続は、スクリプトの効率を変える かも
しれません(おそらく変えます)が、動作は変更しません!

fbsql_pconnect(), ibase_pconnect(), ifx_pconnect(), ingres_pconnect(), msql_pconnect(), mssql_pconnect(), mysql_pconnect(), ociplogon(), odbc_pconnect(), oci_pconnect(), pfsockopen(), pg_pconnect(), sybase_pconnect()も参照してください。

セーフモード
目次

セキュリティとセーフモード
セーフモードにより制限を受けるか無効となる関数

PHP のセーフモードは、共有サーバでのセキュリティの問題を解決するための試みです。 この問題を PHP のレベルで解決しようとするのはアーキテクチャ上正しくありません。 しかし、Web サーバや OS レベルでの代替策はあまり現実的ではないため、 多くのユーザ、特に
ISP ではセーフモードが現在使用されています。

警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

セキュリティとセーフモード
セキュリティとセーフモード設定ディレクティブ

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
safe_mode "0" PHP_INI_SYSTEMこの非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_gid "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.1.0 から利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_include_dir NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 4.1.0 から利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_exec_dir "" PHP_INI_SYSTEMこの非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_allowed_env_vars "PHP_" PHP_INI_SYSTEMこの非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_protected_env_vars "LD_LIBRARY_PATH" PHP_INI_SYSTEMこの非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

セーフモードの設定ディレクティブの簡単な説明を以下に示します。

safe_mode boolean

セーフモードを有効にするか否か。 PHP が --enable-safe-mode でコンパイルされている場合のデフォルトは On、そうでないときのデフォルトは Off です。

警告



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

safe_mode_gid boolean

デフォルトでは、セーフモードはオープンしようとするファイルの UIDの比較チェックを行います。GIDの比較にすることでこのチェックを 緩やかなものにしたい場合、safe_mode_gidをオンにしてください。 ファイルにアクセスする際にUID (FALSE)を使用するか GID
(TRUE)を使用するか制御できます。

safe_mode_include_dir string

このディレクトリ（そのサブディレクトリも含む）の配下のファイルが インクルードされる場合、UID/GID のチェックはバイパスされます。（ディレクトリは include_pathの配下であるか あるいはフルパスで記述される必要があります）

PHP 4.2.0以降、このディレクティブは include_pathと同様に コロン(Windowsではセミコロン)で分けた形式で複数のパスを書くことができます。 ここで指定される制限は実はプレフィックスでありディレクトリ名ではありません。 つまり、"safe_mode_include_dir =
/dir/incl" と書くと "/dir/include" と "/dir/incls" の両方へのアクセスが許可されます（もしディレクトリが存在すれば）。 指定したディレクトリのみを許可したい場合には、最後にスラッシュを追加してください。 例："safe_mode_include_dir = /dir/incl/" PHP
4.2.3 と PHP 4.3.3 以降では、ディレクティブの値が空の場合、 異なる UID/GID を持つファイルを インクルードすることはできません。 以前のバージョンでは、全てのファイルをインクルード可能でした。

safe_mode_exec_dir string

PHPがセーフモードで動作する場合、system()や その他のプログラム実行関数を、 このディレクトリ以外で起動することは拒否されます。 Windowsを含む全ての環境において ディレクトリのセパレータとして/を使用する必要があります。

safe_mode_allowed_env_vars string

ある種の環境変数の設定はセキュリティ上の潜在的な欠陥となりえます。 このディレクティブにはプレフィックスをカンマで区切って書くことができます。 セーフモードでは、ここに書かれたプレフィックスで始まる環境変数だけを ユーザーが変更できるようになりま
す。デフォルトでは、ユーザーは PHP_ で始まる名前の環境変数 (PHP_FOO=BAR など) だけをセットすることができます。

注意:

このディレクティブが空の場合、PHPは全ての環境変数について ユーザーが変更することを許可してしまいます。

safe_mode_protected_env_vars string

putenv()を使ってエンドユーザーが変更するのを 防ぎたい環境変数をカンマ区切りで記述します。ここで設定された環境変数は もしもsafe_mode_allowed_env_varsでは許可されているものであっても 保護されます。

open_basedir, disable_functions, disable_classes, register_globals, display_errors, log_errorsも参照してください。

セーフモードがonの場合、PHPは、 現在のスクリプトの所有者がファイル関数により処理されているファイルまたはディレクトリ の所有者に一致するかどうかを調べます。例えば、
-rw-rw-r--    1 rasmus   rasmus       33 Jul  1 19:20 script.php
-rw-r--r--    1 root     root       1116 May 26 18:01 /etc/passwd

script.php を実行すると、
<?php
 readfile('/etc/passwd');
?>
セーフモードが有効な場合、以下のようなエラーが出力されます。
Warning: SAFE MODE Restriction in effect. The script whose uid is 500 is not
allowed to access /etc/passwd owned by uid 0 in /docroot/script.php on line 2

UID checking. しかし、多くの環境において、厳密なUIDチェックは 適切ではなく、より緩やかなGIDチェックで十分です。 これはsafe_mode_gidスイッチで サポートされます。これをOnにすると制限の緩い GIDチェックに、Off（デフォルト） にするとUIDチェックになり
ます。

safe_modeの代わりに、 open_basedirディレクトリを セットすると、全てのファイル操作は特定のディレクトリ配下のみに制限されます。 例えば(Apacheのhttpd.confの例):

<Directory /docroot>
  php_admin_value open_basedir /docroot
</Directory>

open_basedirでセットしたのと 同じ script.php を実行すると、以下のような結果になります:
Warning: open_basedir restriction in effect. File is in wrong directory in
/docroot/script.php on line 2

特定の関数を無効にすることもできます。 disable_functionsディレクティブは php.ini以外では使用できないことに注意してください。 つまり、httpd.conf上のバーチャルホスト毎あるいはディレクトリ毎に 関数を無効にすることはできない、ということになります。 も
しphp.iniファイルに以下を追加した場合:

disable_functions = readfile,system

以下のような結果になります:
Warning: readfile() has been disabled for security reasons in
/docroot/script.php on line 2

警告

もちろん、これらの PHP の制限はバイナリを実行した場合は有効になりません。

セーフモードにより制限を受けるか無効となる関数
safe-modeにより制限される 関数のリストを示します。ただし、まだ、不完全で、不正確である可能性 があります。

セーフモードで制限される関数
関数 制限

dbmopen() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
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dbase_open() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
filepro() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
filepro_rowcount() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
filepro_retrieve() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
ifx_*() sql_safe_mode restrictions, (!= safe mode)
ingres_*() sql_safe_mode restrictions, (!= safe mode)
mysql_*() sql_safe_mode restrictions, (!= safe mode)
pg_lo_import() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
posix_mkfifo() 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。
putenv() iniディレクティブのsafe_mode_protected_env_vars および safe_mode_allowed_env_varsに依存します。 putenv()のドキュメントも参照ください。
move_uploaded_file() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
chdir() 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。
dl() この関数は、PHP が safe-mode で動作している場合は無効となります。
backtick operator この関数は、PHP が safe-mode で動作している場合は無効となります。
shell_exec() (functional equivalent of
backticks) この関数は、PHP が safe-mode で動作している場合は無効となります。

exec() safe_mode_exec_dir の中でのみ実行可能です。現実的な理由により、現在、実行パスに ..を含めることは許可されていません。 escapeshellcmd()はこの関数の引数にたいして 実行できます。
system() safe_mode_exec_dir の中でのみ実行可能です。現実的な理由により、現在、実行パスに ..を含めることは許可されていません。 escapeshellcmd()はこの関数の引数にたいして 実行できます。
passthru() safe_mode_exec_dir の中でのみ実行可能です。現実的な理由により、現在、実行パスに ..を含めることは許可されていません。 escapeshellcmd()はこの関数の引数にたいして 実行できます。
popen() safe_mode_exec_dir の中でのみ実行可能です。現実的な理由により、現在、実行パスに ..を含めることは許可されていません。 escapeshellcmd()はこの関数の引数にたいして 実行できます。
fopen() 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。
mkdir() 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。
rmdir() 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。
rename() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。
unlink() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。

copy() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。 ( sourceおよび targetにお
いて)

chgrp() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
chown() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。
chmod() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 加えて、SUID, SGID, スティキービットを設定する ことはできません
touch() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。

symlink() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。 (注意: ターゲットのみが
確認されます)

link() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。 (注意: ターゲットのみが
確認されます)

apache_request_headers() セーフモードでは、authorization で始まるヘッダ(大文字小文字は 区別されません)は返されません。
header() セーフモードでは、WWW-Authenticate (HTTP認証)ヘッダをセットする場合に realmパートに スクリプトのUIDがセットされます。
PHP_AUTH variables セーフモードでは、PHP_AUTH_USER, PHP_AUTH_PW, AUTH_TYPEは $_SERVERに含まれません。 にも関わらず、USERにREMOTE_USERを使うことは未だ可能です。 （PHP4.3.0以降でのみ影響）

highlight_file(), show_source() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。 (注: PHP 4.2.1以降でのみ
影響する)

parse_ini_file() 処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。 (注: PHP 4.2.1以降でのみ
影響する)

set_time_limit() PHPがセーフモードで実行されている場合は影響を受けません。
max_execution_time PHPがセーフモードで実行されている場合は影響を受けません。
mail() セーフモードでは、5番目のパラメータが無効となります。(注意: PHP 4.2.3以降のみ適用)
session_start() デフォルトの files session.save_handler を使う場合は、スクリプトのオーナーが session.save_path ディレクトリのオーナーと同じでなければなりません。
すべてのファイルシステム関数およびスト
リーム関数

処理を行うファイル/ディレクトリが実行するスクリプトと 同じUIDを有しているかどうかを確認します。 処理を行うディレクトリが実行するスクリプトと同じ UID を有しているかどうかを確認します。 (php.ini オプション
safe_mode_include_dir を参照ください)。

PHP をコマンドラインから使用する
目次

導入
他の SAPI との違い
オプション
Usage
I/O ストリーム
対話シェル
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導入
PHP は、CLI SAPI を PHP 4.3.0 以降でサポートしています。この SAPI の主な目的は、シェルアプリケーションを PHP で開発することです。CLI SAPI とその他の SAPI の間にはちょっとした違いがあり、 それを本章で説明します。CLI と CGI は多くの共通点がありますが、別
の SAPI であるということも覚えておきましょう。

CLI SAPI は、 --enable-cli でデフォルトで有効となっています。 ./configure の際に --disable-cli オプションを指定して無効にすることもできます。

CLI/CGI バイナリの名前、位置、そして存在するかどうかは PHP がどのようにインストールされているかによって異なります。デフォルトで make を実行したときには、CGI と CLI が両方ビルドされて、それぞれ PHP ソースディレクトリの sapi/cgi/php-cgi と
sapi/cli/php にできあがります。 両方とも php という名前であることに注意しましょう。 make install のときにどうなるかは、configure 行に依存します。 configure で例えば apxs のような SAPI モジュールが選択された場合、または --disable-cgi が指定された場
合、 make install によって CLI が {PREFIX}/bin/php にコピーされます。さもなければ CGI がそこにコピーされます。 既にインストールされている CGI バイナリを上書きしたい場合には、 make install の後に make install-cli を実行してください。あるいは configure
で --disable-cgi を指定することもできます。

注意:

--enable-cli と --enable-cgi の両方がデフォルトで有効になっています。そのため、configure で --enable-cli を指定したからといって、make install で {PREFIX}/bin/php にコピーされるのが必ずしも CLI になるとは限りません。

PHP 5 以降、Windows 版の CLI はメインフォルダ内で php.exe という名前で配布されます。CGI バージョンは、php-cgi.exe として配布されます。さらに PHP 5 では、configure で --enable-cli-win32 を指定すると、新しく php-win.exe というファイルが配布されま
す。 これは CLI バージョンとほぼ同じですが、何も出力しないため、コンソールを必要としません。

注意: 自分の SAPI は何か?

シェルで php -v をタイプすると、 php が CGI なのか CLI なのかわかります。 php_sapi_name() と定数 PHP_SAPI も参照してください。

注意:

Unix の man ページは、 シェル環境から man php とすれば見ることができます。

他の SAPI との違い
CLI SAPI を他の SAPI と比べた時の 大きな違いを以下に示します。

CGI SAPI と異なり、ヘッダが出力されません。

CGI SAPI は HTTP ヘッダの出力を抑制する機能を 提供していますが、等価な機能は CLI SAPI ではサポートされていません。

デフォルトでは CLI は静寂モードで起動されます。古い CGI スクリプトと互換性を 保って使えるように -q および --no-header スイッチが残されています。

作業ディレクトリをスクリプトの場所に変更しません (-C および --no-chdir スイッチは 互換性のために残されています)。

エラーメッセージはプレーンテキスト (HTML フォーマットはしない) で表示されます。

以下に示すいくつかの php.ini ディレクティブは、CLI SAPI により上書きされます。これは、シェル環境では意味がないためです。

上書きされる php.ini のディレクティブ

ディレクティブ CLI SAPI のデフォル
ト値 コメント

html_errors FALSE エラーメッセージに含まれる HTML タグは シェル上では意味がなく、可読性をかなり低下させるため、この ディレクティブはデフォルトで FALSE となっています。

implicit_flush TRUE print(), echo() および 関連するものによる全ての出力は、直ちに出力され、バッファに キャッシュされないことが望ましいと言えます。この場合でも、 標準出力を保留または操作したい場合には、 出力バッファリング を使用
することが可能です。

max_execution_time 0 (無制限) シェル環境では、PHP を際限なく使用できる ようにするために、最大実行時間の制限は無しに設定されています。 Web 用アプリケーションは数秒単位で実行されるよう作られて いますが、シェルアプリケーションの実行時間
は、これよりかなり 長くなる傾向があります。

register_argc_argv TRUE
この設定が TRUE なので、CLI SAPI では常に argc (アプリケーションに渡した引数の数) および argv (実際の引数の配列) を使うことができます。

CLI SAPI を使用するときに PHP の $argc 変数と $argv 変数が登録され、適切な値がセットされます。 あるいは $_SERVER や $_SERVER['argv'] を使うこともできます。

output_buffering FALSE php.ini で FALSE とハードコードされていても、 出力バッファリング 関数は使用可能です。

max_input_time FALSE PHP CLI は GET、POST あるいはファイルのアップロードをサポートしません。

注意:

これらのディレクティブは、設定ファイル php.ini またはカスタム 設定ファイル(指定した場合のみ)で他の値に初期化できません。 この制限は、これらのデフォルト値が全ての設定ファイルをパースした後に 適用されるためです。しかし、これらの値は実行時
に変更することが 可能です (上記のディレクティブの全てについてこれが当てはまるわけでは ありません。例えば、register_argc_argv)。

注意:

コマンドラインのスクリプトでは ignore_user_abort を設定することを推奨します。詳細は ignore_user_abort() を参照ください。

シェル環境での利便性を考慮して、 I/O ストリーム 用に多くの定数が定義されています。
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CLI SAPI は、カレントディレクトリをスクリプトのディレクトリに変更 しません!

例1 CGI SAPI との違いを示す例
<?php
// test.php という名前のシンプルなテストアプリケーション
echo getcwd(), "\n";
?>

CGI 版を使った場合、出力は以下のようになります。
$ pwd
/tmp

$ php -q another_directory/test.php
/tmp/another_directory

これは、PHP がカレントディレクトリを スクリプトのディレクトリに変更することを明らかに示しています。

CLI SAPI を使った場合はこのようになります。
$ pwd
/tmp

$ php -f another_directory/test.php
/tmp

これにより、PHP でシェルツールを書く際の柔軟性をより大きくすることができます。

注意:

CGI SAPI は、この CLI SAPI の動作をコマンドライン実行時のスイッチ -C によりサポートしています。

コマンドラインオプション
PHP バイナリにより提供されるコマンドラインオプションの一覧は、 -h スイッチを指定して PHP を実行することにより いつでも調べることができます。
Usage: php [options] [-f] <file> [--] [args...]
       php [options] -r <code> [--] [args...]
       php [options] [-B <begin_code>] -R <code> [-E <end_code>] [--] [args...]
       php [options] [-B <begin_code>] -F <file> [-E <end_code>] [--] [args...]
       php [options] -- [args...]
       php [options] -a

  -a               Run interactively
  -c <path>|<file> Look for php.ini file in this directory
  -n               No php.ini file will be used
  -d foo[=bar]     Define INI entry foo with value 'bar'
  -e               Generate extended information for debugger/profiler
  -f <file>        Parse and execute <file>.
  -h               This help
  -i               PHP information
  -l               Syntax check only (lint)
  -m               Show compiled in modules
  -r <code>        Run PHP <code> without using script tags <?..?>
  -B <begin_code>  Run PHP <begin_code> before processing input lines
  -R <code>        Run PHP <code> for every input line
  -F <file>        Parse and execute <file> for every input line
  -E <end_code>    Run PHP <end_code> after processing all input lines
  -H               Hide any passed arguments from external tools.
  -s               Output HTML syntax highlighted source.
  -v               Version number
  -w               Output source with stripped comments and whitespace.
  -z <file>        Load Zend extension <file>.

  args...          Arguments passed to script. Use -- args when first argument
                   starts with - or script is read from stdin

  --ini            Show configuration file names

  --rf <name>      Show information about function <name>.
  --rc <name>      Show information about class <name>.
  --re <name>      Show information about extension <name>.
  --ri <name>      Show configuration for extension <name>.

コマンドラインオプション
オプ
ショ
ン

長い形式のオプション 説明

-a --interactive PHP を対話的に実行します。詳細な情報は、対話シェル を参照ください。

-b --bindpath 外部 FASTCGI サーバモードでのバインドパス (CGI のみ)。

-C --no-chdir スクリプトのディレクトリへ chdir しません (CGI のみ)。

-q --no-header 静寂モード。HTTP ヘッダの出力を抑制します (CGI のみ)。

-T --timing スクリプトを count 回繰り返して実行した時間を計測します (CGI のみ)。
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-c --php-ini

このオプションを使用することにより、php.ini を探すディレクトリを 指定したり、カスタマイズされた INI ファイル (php.ini という名前である必要はありません)を直接指定する ことが可能です。例：
$ php -c /custom/directory/ my_script.php

$ php -c /custom/directory/custom-file.ini my_script.php

このオプションを指定しない場合、ファイルは、 デフォルトの位置 で探索されます。

-n --no-php-ini php.ini を完全に無視します。

-d --define

このオプションにより php.ini で指定できる設定ディレクティブに カスタム値を設定することができます。構文は以下のようになります。
 -d configuration_directive[=value]
 

# 値の部分を省略すると、設定ディレクティブに"1"を指定します
$ php -d max_execution_time
        -r '$foo = ini_get("max_execution_time"); var_dump($foo);'
string(1) "1"

# 空の値を渡すと設定ディレクティブに""を設定します
php -d max_execution_time=
        -r '$foo = ini_get("max_execution_time"); var_dump($foo);'
string(0) ""

# 設定ディレクティブは文字'='の後に指定したものを設定します
$  php -d max_execution_time=20
        -r '$foo = ini_get("max_execution_time"); var_dump($foo);'
string(2) "20"
$  php
        -d max_execution_time=doesntmakesense
        -r '$foo = ini_get("max_execution_time"); var_dump($foo);'
string(15) "doesntmakesense"

-e --profile-info デバッガ/プロファイラ用の拡張情報を出力します。

-f --file

-f オプションに指定したファイル名をパースし、 実行します。このスイッチはオプションで省略することもできます。 実行するスクリプトを指定するだけで充分です。

注意:

引数をスクリプトに渡すには、最初の引数を -- としなければなりません。 そうしないと、PHP は渡された内容を PHP のオプションとみなしてしまいます。

-h
and
-?

--help and --usage このオプションを使用すると、実際の一連のコマンドラインオプションと 各1行の説明が情報を取得できます。

-i --info このコマンドラインオプションは、phpinfo() をコールし、 結果を出力します。PHP が正しく動作していない場合、 php -i を実行し、情報テーブルの前または中に 出力されるエラーメッセージを調べることをお勧めします。 CGI モードの場
合、 出力が HTML 形式で行なわれるため 量がかなり多くなることに注意してください。

-l --syntax-check

このオプションにより、指定した PHP コードの 構文チェックのみを簡単に行なうことができます。成功した場合、 テキスト No syntax errors detected in <filename> が標準出力に書き込まれ、リターンコードは 0 となります。失敗した場
合、テキスト Errors parsing <filename> に加え、内部パーサエラーメッセージ が標準出力に書き込まれ、シェルリターンコードは、 -1 となります。

このオプションは、(未定義の関数のような)致命的なエラー(fatal error) はみつけません。致命的なエラーについても調べたい場合は、 -f を使用してください。

注意:

このオプションは、オプション -r と共に使用することは できません。

-m --modules

例1 PHP に組み込まれた (そしてロードされた) Zend モジュールの表示
$ php -m
[PHP Modules]
xml
tokenizer
standard
session
posix
pcre
overload
mysql
mbstring
ctype

[Zend Modules]

このオプションにより、コマンドラインのみで PHP の実行ができるようになります。 PHP の開始および終了タグ (<?php および ?>) は不要で、これらを付けると パーサエラーとなります。

注意:

このように PHP を実行する際に、コマンドラインの 変数がシェルにより行なわれる置換と干渉しないように注意してください。

例2 ダブルクォートの使用時に構文エラーが出る例
$ php -r "$foo = get_defined_constants();"
PHP Parse error:  syntax error, unexpected '=' in Command line code on line 1
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-r --run

Parse error: syntax error, unexpected '=' in Command line code on line 1

ここでの問題は、2 重引用符 " を用いた場合でも sh/bash が変数置換を行うことです。 $foo はおそらく定義されていないので、 空文字列に展開された後、実行用に PHP に そのコードが渡され、以下のように読み込むことになりま
す。
$ php -r " = get_defined_constants();"

正しい方法は、1 重引用符'を使用することです。 1 重引用符で括られた文字列の中の変数は、sh/bash により展開されません。

例3 シングルクォートを使い、シェルの変数置換を防ぐ例
$ php -r '$foo = get_defined_constants(); var_dump($foo);'
array(370) {
  ["E_ERROR"]=>
  int(1)
  ["E_WARNING"]=>
  int(2)
  ["E_PARSE"]=>
  int(4)
  ["E_NOTICE"]=>
  int(8)
  ["E_CORE_ERROR"]=>
  [...]

sh/bash 以外のシェルを使用している場合には、別の問題を経験したことが あるかもしれません。バグを » http://bugs.php.net/ に報告してください。 シェル変数をコードに取得しようとしたり、エスケープを行なうために バック
スラッシュを使用したりした場合にも、容易に問題を発生する 可能性があります。注意が必要です。

注意:

-r は CLI SAPI で有効で、 CGI SAPI では使用できません。

注意:

このオプションはあくまで基本的な機能を提供するものです。そのため、 いくつかの設定ディレクティブ（例: auto_prepend_file および auto_append_file）は このモードでは無視されます。

-B --process-begin 標準入力を処理する前に実行する PHP コードを指定します。 PHP 5 で追加されました。

-R --process-code
それぞれの入力行に対して実行する PHP コードを指定します。 PHP 5 で追加されました。

このモードには 2 つの特別な変数 $argn と $argi が用意されています。 $argn は PHP がその瞬間に処理している行を含み、 $argi はその行番号を含んでいます。

-F --process-file 全ての入力行に対して実行する PHP ファイルを指定します。 PHP 5 で追加されました。

-E --process-end

入力を処理した後に実行する PHP コードを指定します。 PHP 5 で追加されました。

例4 とあるプロジェクトの行数をカウントするための -B , -R そして -E オプションの使用例
$ find my_proj | php -B '$l=0;' -R '$l += count(@file($argn));' -E 'echo "Total Lines: $l\n";'
Total Lines: 37328

-s
--syntax-highlight と
--syntax-
highlighting

カラー構文ハイライト表示されたソースを表示します。

このオプションは、ファイルをパースし、HTML ハイライト表示版のファイルを生成し、標準出力に書き出す内部機 構を使用します。行うのは <code> [...] </code> のブロックを 生成することだけで、HTML ヘッダは 出力されないことに注意
してください。

注意:

このオプションは、-r オプションと同時に 使用することはできません。

-v --version

例5 -v による、SAPI 名および PHP と Zend のバージョンの取得
$ php -v
PHP 5.3.1 (cli) (built: Dec 11 2009 19:55:07) 
Copyright (c) 1997-2009 The PHP Group
Zend Engine v2.3.0, Copyright (c) 1998-2009 Zend Technologies

-w --strip

コメントと空白文字を削除してソースを表示します。

注意:

このオプションは、-r オプションと同時に 使用することはできません。

-z --zend-extension
Zend エクステンションをロードします。ファイル名のみが指定された場合、 PHP はこの拡張をカレントのシステムのデフォルトライブラリパスから ロードしようとします (Linux システムの場合は /etc/ld.so.conf で 指定されています)。 ファ
イル名を絶対パスで指定した場合、システムのライブラリサーチパスを 使用しません。ディレクトリ情報を有する相対ファイル名を 指定すると、PHP は カレントのディレクトリの相対パスから拡張モジュールをロードする ことのみを行ないま
す。

http://bugs.php.net/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

 --ini

設定ファイルの名前、設定ファイルを検索するディレクトリを表示します。 PHP 5.2.3 以降で使用可能です。

例6 --ini の例
$ php --ini
Configuration File (php.ini) Path: /usr/dev/php/5.2/lib
Loaded Configuration File:         /usr/dev/php/5.2/lib/php.ini
Scan for additional .ini files in: (none)
Additional .ini files parsed:      (none)

--rf --rfunction

指定した関数あるいはクラスメソッドについての情報 (たとえばパラメータの数と名前など) を表示します。 PHP 5.1.2 以降で使用可能です。

このオプションは、PHP が リフレクション のサポートつきでコンパイルされている場合にのみ使用可能です。

例7 基本的な --rf の使用法
$ php --rf var_dump
Function [ <internal> public function var_dump ] {

  - Parameters [2] {
    Parameter #0 [ <required> $var ]
    Parameter #1 [ <optional> $... ]
  }
}

--rc --rclass

指定したクラスについての情報 (定数、プロパティおよびメソッドの一覧) を表示します。PHP 5.1.2 以降で使用可能です。

このオプションは、PHP が リフレクション のサポートつきでコンパイルされている場合にのみ使用可能です。

例8 --rc の例
$ php --rc Directory
Class [ <internal:standard> class Directory ] {

  - Constants [0] {
  }

  - Static properties [0] {
  }

  - Static methods [0] {
  }

  - Properties [0] {
  }

  - Methods [3] {
    Method [ <internal> public method close ] {
    }

    Method [ <internal> public method rewind ] {
    }

    Method [ <internal> public method read ] {
    }
  }
}

--re --rextension

指定した拡張モジュールについての情報 (php.ini オプション、 定義されている関数、定数およびクラスの一覧) を表示します。 PHP 5.1.2 以降で使用可能です。

このオプションは、PHP が リフレクション のサポートつきでコンパイルされている場合にのみ使用可能です。

例9 --re の例
$ php --re json
Extension [ <persistent> extension #19 json version 1.2.1 ] {

  - Functions {
    Function [ <internal> function json_encode ] {
    }
    Function [ <internal> function json_decode ] {
    }
  }
}

--ri --rextinfo

指定した拡張モジュールについての設定情報 (phpinfo() が返す情報と同じもの) を表示します。 PHP 5.2.2 以降で使用可能です。コア機能に関する設定情報は、 "main" というモジュール名で取得できます。

例10 --ri の例
$ php --ri date

date

date/time support => enabled
"Olson" Timezone Database Version => 2009.20
Timezone Database => internal
Default timezone => Europe/Oslo

Directive => Local Value => Master Value
date.timezone => Europe/Oslo => Europe/Oslo
date.default_latitude => 59.930972 => 59.930972
date.default_longitude => 10.776699 => 10.776699
date.sunset_zenith => 90.583333 => 90.583333
date.sunrise_zenith => 90.583333 => 90.583333

注意:
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オプション -rBRFEH、--ini および --r[fcei] は CLI でのみ使用可能です。

Executing PHP files
CLI SAPI は、実行する PHP コードを 取得するために三種類の異なる手段をサポートしています。

1. PHP に特定のファイルの実行を指示する。
$ php my_script.php

$ php -f my_script.php

上記の方法は共に(-f スイッチの使用の如何に関らず) 指定したファイル my_script.php を実行します。 実行ファイルとしてあらゆるファイルを指定することができ、 PHP スクリプトは拡張子 .php で終わる必要がなく、任意の名前や拡張子を 使用することができます。

注意:

-f スイッチを使用している時にスクリプトに引数を渡したい場合は、 最初の引数として -- を渡す必要があります。

2. 実行する PHP コードをコマンドラインで直接指定する。
$ php -r 'print_r(get_defined_constants());'

シェル変数の置換と引用符の使用については特に注意してください。

注意:

この例をよくみてください。開始/終了タグがありません! -r スイッチを使用した場合、これらのタグは不要と なります。これらのタグを使用するとパーサエラーを発生します。

3. 実行する PHP コードを標準入力 (stdin)で指定する。

これは強力な機能で、以下の(仮想的な)例に示すように、動的に PHP コードを生成し、実行バイナリに入力すること ができます。
$ some_application | some_filter | php | sort -u > final_output.txt

これらのコードを実行する三種類の方法を組み合わせて使用することはできません。

他のシェルアプリケーションのように、PHP バイナリに 引数を指定することができるだけでなく、PHP スクリプトが この引数を取得することも可能です。スクリプトに指定できる 引数の数は PHP による制限を受けません (シェルは指定可能な文字数の最大値を設定していま
す。通常、この制限値を 越えることはできません)。スクリプトに指定した引数は、グローバル配列 $argv でアクセス可能です。 添字 0 は、常にスクリプト名が含まれています (PHP コードが標準入力またはコマンドラインスイッチ -r により指定された場合、スクリプト名は
- となります)。 登録される第 2 のグローバル変数は $argc で (スクリプトに指定された引数の数ではなく )、配列 $argv の要素数が含まれます。

スクリプトに指定する引数が文字 - で始まっていない 限り、特に留意すべきことはありません。スクリプトに指定する引数が文字 - で始まる場合、PHP 自体がこれを パースする必要があるとみなすため、問題を発生します。 これを防止するため、引数リストセパレータ -- を
使用してください。PHP にパースされる引数の後に このセパレータを置くと、その後の全ての引数はそのままパースされずに スクリプトに渡されます。

# これは、指定したコードを実行せずに PHP の使用法を示します
$ php -r 'var_dump($argv);' -h
Usage: php [options] [-f] <file> [args...]
[...]

# これは '-h' を引数として解釈し、PHP の使用法を表示しません
$ php -r 'var_dump($argv);' -- -h
array(2) {
  [0]=>
  string(1) "-"
  [1]=>
  string(2) "-h"
}

Unix システムでは、PHP をシェルスクリプトとして使用する他の手段があります。 最初の行が #!/usr/bin/php (必要に応じて、PHP CLI バイナリのパスを置き換えてください) で始まり、PHP の開始/終了タグの中に通常の PHP コードが続くスクリプトを書き、適当なファイ
ル 実行属性を設定する(例: chmod +x test)ことが可能です。 この方法は、通常のシェル/Perl スクリプトと同様に実行することができます。

例1 シェルスクリプトとしての PHP スクリプトの実行
#!/usr/bin/php
<?php
var_dump($argv);
?>

このファイルの名前が test で、カレントディレクトリに あるとすると、以下のように実行することができます。
$ chmod +x test
$ ./test -h -- foo
array(4) {
  [0]=>
  string(6) "./test"
  [1]=>
  string(2) "-h"
  [2]=>
  string(2) "--"
  [3]=>
  string(3) "foo"
}

見て分かるように、- で始まるスクリプトのパラメータを 指定する際に、特に注意する必要はありません。

PHP 実行バイナリは、Web サーバから完全に独立して PHP スクリプトを 実行するために使用することができます。Unix システムを使用している場合、 実行可能とするためには PHP スクリプトの先頭に特別な一行を追加する必要が あります。これにより、システムがそのス
クリプトを実行するプログラムを 知ることができます。 Windows 環境では、.php ファイルのダブルクリック オプションに php.exe を関連づけることができます。 または、PHP によりスクリプトを実行するバッチファイルを作成することも 可能です。Unix 上で動作させる
ためにスクリプトに追加された先頭行は、 Windows 環境での動作に悪影響を与えません。このため、この手法により、 クロスプラットフォーム環境で動作するプログラムを書くことができます。 コマンドライン PHP プログラムの書方の簡単な例を以下に示します。
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例2 コマンドラインから実行されることを意図したスクリプト(script.php)

#!/usr/bin/php
<?php

if ($argc != 2 || in_array($argv[1], array('--help', '-help', '-h', '-?'))) {
?>

これは、ひとつのオプションをとるコマンドラインの PHP スクリプトです。

  使用法:
  <?php echo $argv[0]; ?> <option>

  <option> は出力したい単語です。
  --help, -help, -h, あるいは -? を指定すると、
  このヘルプが表示されます。
<?php
} else {
    echo $argv[1];
}
?>

上のスクリプトでは、特殊な先頭行が用いられており、このファイルが PHP により実行されることを示しています。ここでは CLI 版を使用しているため、 HTTP ヘッダは出力されません。PHP で コマンドラインアプリケーションを使用する際には、2 つの変数 $argc および
$argv を使用することが できます。 最初の変数は、引数の数に 1 (実行中のスクリプトの名前)を加えたものです。 2 番目の変数は、引数を保持する配列で、スクリプト名を有する 要素 0 ($argv[0]) から始まっています。

上のプログラムでは、引数が 1 より少ないかまたは多いかを調べています。 また、引数が --help , -help , -h または -? の場合、 ヘルプメッセージを出力し、動的にスクリプト名を出力します。 他の引数を受け取った場合、これを出力します。

上のスクリプトを Unix で実行する場合、実行可能とした後、 script.php echothis または script.php -h とする必要があります。 Windows では、この処理を行なう以下のようなバッチファイルを作成することができます。

例3 コマンドライン PHP スクリプトを実行するバッチファイル(script.bat)

@echo OFF
"C:\php\php.exe" script.php %*

上のプログラムが script.php という名前であるとし、 c:\php\php.exe に CLI php.exe があるとすると、このバッチファイルは、追加オプション script.bat echothis または script.bat -h を指定して、スクリプトを実行します。

PHP のコマンドラインアプリケーションを拡張するために使用できるその他の関数については、 拡張モジュール Readline に関するドキュメントも参照してください。

Windows 環境で使用している場合、PHP の設定によって C:\php\php.exe や拡張子 .php の指定を不要にすることもできます。Micosoft Windows コマンドラインでの PHP を参照ください。

入出力ストリーム
CLI SAPI には入出力ストリーム用の定数がいくつか定義されており、 これらを使うとコマンドライン用のプログラミングが多少簡単になります。

CLI 固有の定数
定数 説明

STDIN

stdin へのオープン済みのストリーム。 これにより、以下のようにオープンする必要がなくなります。
<?php
$stdin = fopen('php://stdin', 'r');
?>
stdin から1行読み込みたい場合、以下のようにします。
<?php
$line = trim(fgets(STDIN)); // STDIN から 1 行読み込む
fscanf(STDIN, "%d\n", $number); // STDIN から数値を読み込む
?>

STDOUT

stdout へのオープン済みのストリーム。 これにより、以下のようにオープンする必要がなくなります。
<?php
$stdout = fopen('php://stdout', 'w');
?>

STDERR

stderr へのオープン済みのストリーム。 これにより、以下のようにオープンする必要がなくなります。
<?php
$stderr = fopen('php://stderr', 'w');
?>

上記のように、stderr のようなストリームを自分で オープンする必要はなく、以下のようにストリームリソースの代わりに 定数を使用するだけでかまいません。
php -r 'fwrite(STDERR, "stderr\n");'

これらのストリームを明示的に閉じる必要はありません。これは、 PHP により自動的に行われます。

注意:

これらの定数は、PHP スクリプトを stdin から読み込んだ場合は使用できません。

対話シェル
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PHP 5.1.0 以降では、--with-readline オプションつきで PHP をコンパイルした場合に CLI SAPI で対話シェルが使えるようになりました。 対話シェルは、-a オプションで使うことができます。

対話シェルを使うと、PHP のコードを打ち込んで直接実行できるようになります。

例1 対話シェル上でのコードの実行
$ php -a
Interactive shell

php > echo 5+8;
13
php > function addTwo($n)
php > {
php { return $n + 2;
php { }
php > var_dump(addtwo(2));
int(4)
php >

対話シェル上では、タブ補完機能を使って 関数や定数、クラス名、変数名、静的なメソッドコール、そしてクラス定数を補完することができます。

例2 タブ補完

補完候補が複数あるときにタブキーを二度押すと、 補完候補の一覧が表示されます。
php > strp[TAB][TAB]
strpbrk   strpos    strptime  
php > strp

候補がひとつしかないときは、タブキーを一度押せば残りを補完してくれます。
php > strpt[TAB]ime(

対話シェルのセッション上で定義したものについても補完することができます。
php > $fooThisIsAReallyLongVariableName = 42;
php > $foo[TAB]ThisIsAReallyLongVariableName

対話シェル上では操作履歴が保存され、上矢印キーと下矢印キーで履歴にアクセスすることができます。 履歴の保存先は ~/.php_history ファイルです。

注意:

auto_prepend_file および auto_append_file で インクルードされたファイルはこのモードでもパースされますが、 いくつかの制限があります。例えば、関数はそれがコールされる前に 定義されていなければなりません。

注意:

オートローディング は、PHP を CLI の対話モードで実行している場合は使用できません。

ガベージコレクション
目次

参照カウント法の原理
循環の収集
パフォーマンスの考慮点

このセクションでは、PHP 5.3 の一部の、新しいガベージコレクション（別名GC）機構の メリットを説明します。

参照カウント法の原理
PHP 変数は「zval」と呼ばれるコンテナに保管されます。 zval コンテナには、変数の型と値の他に、情報の追加ビットを2つ含みます。 1つ目は「is_ref」と呼ばれ、変数が「参照集合」の一部かどうかを示すブール値 です。 このビットによって、通常の変数と参照を区別する
方法を PHP エンジンが知ります。 &演算子によって作成されるように、PHP ではユーザーランドを参照できるので、 zval コンテナもメモリー使用状況を最適化するための内部的な参照カウント機構を 持ちます。 追加情報の2つ目は「refcount」と呼ばれ、この1つの zval コン
テナをどれだけ多くの 変数名（シンボルとも呼ばれます）が指すかを含みます。 シンボルは全てシンボルテーブルに保管され、スコープごとにシンボルテーブルの 1つがあります。 関数やメソッドごとのスコープばかりではなく、メインスクリプト用のスコープ （すなわち、
ブラウザによってリクエストされたスクリプト）があります。

新しい変数が定数値を使って作成されるとき、zval コンテナが作成されます。 例えば、

例1 新規 zval コンテナを作成
<?php
$a = "new string";
?>

この例では、新しいシンボル名（a）が現在のスコープで作成され、 新しい変数コンテナが string 型と値 new string で作成されます。 「is_ref」ビットはデフォルトで FALSE にセットされます。なぜなら、ユーザーランド 参照が作成されないからです。 この変数コンテナを利
用するシンボルが1つだけあるので、「refcount」は 1 に設定されます。 「refcount」が 1 ならば、is_ref が常に FALSE である点に 注意してください。 もし » Xdebug をインストール済みなら、 xdebug_debug_zval()を呼ぶと、この情報を表示できます。

例2 zval 情報を表示
<?php
xdebug_debug_zval('a');
?>

http://xdebug.org/
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上の例の出力は以下となります。
a: (refcount=1, is_ref=0)='new string'

この変数を他の変数名に代入すると、refcount が増加します。

例3 zval の refcount を増加
<?php
$a = "new string";
$b = $a;
xdebug_debug_zval( 'a' );
?>

上の例の出力は以下となります。
a: (refcount=2, is_ref=0)='new string'

この時、refcount は 2 です。なぜなら、同じ変数コンテナが a と b にリンクされるからです。 PHPは、必要ではない場合に実際の変数コンテナをコピーしないように十分スマートです。 「refcount」がゼロに達すると、変数コンテナは破棄されます。 変数コンテナにリンク
されたあらゆるシンボルがスコープを抜ける （例えば関数が終わる）場合、またはシンボルに対して unset() が呼ばれた場合に「refcount」が減少します。 下記の例でこれを示します。

例4 zval refcount を減少
<?php
$a = "new string";
$c = $b = $a;
xdebug_debug_zval( 'a' );
unset( $b, $c );
xdebug_debug_zval( 'a' );
?>

上の例の出力は以下となります。
a: (refcount=3, is_ref=0)='new string'
a: (refcount=1, is_ref=0)='new string'

次に、unset($a); を呼ぶと、（型と値を含む）変数コンテナが メモリから除去されます。

複合型

array や object のような複合型では、事情が少し 複雑になります。 scalar 値ではなく、array と object では、それらのプロパティをそれら自身のシンボルテーブルに保管します。 これは、以下の例が3つの zval コンテナを作成することを意味します。

例5 array zval を作成
<?php
$a = array( 'meaning' => 'life', 'number' => 42 );
xdebug_debug_zval( 'a' );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a: (refcount=1, is_ref=0)=array (
   'meaning' => (refcount=1, is_ref=0)='life',
   'number' => (refcount=1, is_ref=0)=42
)

つまり、図で示すと

おおおおおおおお zval

3つのzvalコンテナは a、meaning および number です。「refcount」の増減に同様のルールが適用されます。 下記では、配列に他の要素を追加して、既存の要素の内容をその値に設定します。

例6 既存の要素を配列に追加
<?php
$a = array( 'meaning' => 'life', 'number' => 42 );
$a['life'] = $a['meaning'];
xdebug_debug_zval( 'a' );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a: (refcount=1, is_ref=0)=array (
   'meaning' => (refcount=2, is_ref=0)='life',
   'number' => (refcount=1, is_ref=0)=42,
   'life' => (refcount=2, is_ref=0)='life'
)

つまり、図で示すと
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おおおおおおおおおおおおおお zval

上記の Xdebug 出力では、新旧両方の配列要素が今や、refcount が 2 である zval コンテナを指すことがわかります。 Xdebugの出力では、'life' という値の zval コンテナが2つ 表示されますが、それらは同一です。 xdebug_debug_zval() 関数はこれを表示しませんが、 メ
モリ・ポインターを示すことによってもそれを確かめられます。

配列からの要素の除去は、スコープからシンボルを除去するようなものです。 そうすることによって、配列要素が指すコンテナの「refcount」は、減少します。 前と同じように、「refcount」がゼロに達すると、変数コンテナはメモリから 除去されます。前と同じように、こ
れを示す例です。

例7 配列から要素を除去
<?php
$a = array( 'meaning' => 'life', 'number' => 42 );
$a['life'] = $a['meaning'];
unset( $a['meaning'], $a['number'] );
xdebug_debug_zval( 'a' );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a: (refcount=1, is_ref=0)=array (
   'life' => (refcount=1, is_ref=0)='life'
)

次に、配列の要素として配列自体を追加すると、事情が面白くなります。 次の例で行います、そこでは、参照演算子にこっそり入りもします。 さもなければ PHP がコピーを作成するでしょう。

例8 それ自体の要素として配列自体を追加
<?php
$a = array( 'one' );
$a[] =& $a;
xdebug_debug_zval( 'a' );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a: (refcount=2, is_ref=1)=array (
   0 => (refcount=1, is_ref=0)='one',
   1 => (refcount=2, is_ref=1)=...
)

つまり、図で示すと

おおおおおおおおおおおおおお zval

配列変数 (a) が２番目の要素 (1) と同様に 「refcount」が 2 である変数コンテナを今や指していることがわかります。 上記の表示の「...」は入り組んだ再帰があることを示します。 もちろんこの場合には、「...」が元の配列を指すことを意味します。

ちょうど前のように、変数をアンセットするとシンボルが除去されます。 そして指す変数コンテナの参照カウントがアンセットにより減少します。 従って、上記のコードを実行した後に変数 $a をアンセットすると、 $a と要素「1」を指す変数コンテナの参照カウントは、 ア
ンセットにより「2」から「1」に減少します。これは次のように表現されます。

例9 $a をアンセット
(refcount=1, is_ref=1)=array (
   0 => (refcount=1, is_ref=0)='one',
   1 => (refcount=1, is_ref=1)=...
)

つまり、図で示すと

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお zval

片づけの問題

この構造体を指すシンボルがいかなるスコープにももはや存在しないにもかかわらず、 配列要素「1」がこの同じ配列をまだ指すので、片づけられません。 それを指している外部シンボルがないので、ユーザーがこの構造体を片付ける方法が ありません。このようにしてメモ
リーリークとなります。 幸いにも、PHP はリクエスト終了後、このデータ構造を片付けます、しかし、それ以前に これはメモリ内の貴重な空間を占めています。 この状態は、「親」要素に再帰する「子」を持つ構文解析アルゴリズムなどの実装中に しばしば発生します。 もち
ろんオブジェクトでも同じ状態が起こり得ます。オブジェクトは常に暗黙のうちに 参照によって使われるので、実はその状態がより起こりそうです。
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これが 1、2 回起こるだけであるならば、これは問題でないかもしれません。しかし、 これらのメモリ損失の数千または数百万さえあるならば、これは明らかに問題になり始めます。 これは、例えばリクエストが基本的に決して終わらないデーモンのような、長くかかる 実行中
のスクリプトや、単体テストの大規模な集合で特に問題があります。 後者は、eZ コンポーネント・ライブラリのテンプレート・コンポーネントに対して 単体テストを実行中に問題を引き起こしました。 いくらかの事例で、それは 2GB 以上のメモリを必要とします。そしてテス
トサーバーは全く 持っていませんでした。

循環の収集
伝統的に、PHP で以前使われていたような参照カウント法記憶機構では、 循環参照メモリ・リークに対処できません。 しかしながら、5.3.0 現在、PHP ではその問題に焦点を当てた » Concurrent Cycle Collection in Reference Counted Systems レポートに由来する同期ア
ルゴリズムを実装しています。

アルゴリズムの動作方法の詳しい説明がこのセクションの範囲の少し向こうにあります、 しかし、基本はここで説明されます。 まず第一に、いくつかの基本原則を確立しなければなりません。 refcount が増やされたら、それはまだ使用中で、従ってゴミではありません。
refcount が減少して、ゼロに達したら、zvalは解放可能です。 refcount 引数がゼロ以外の値に減少する場合、これは、ガベージサイクルを作成できる だけであることを意味します。 第２に、ガベージサイクルで、それらの refcount を減少させられるかどうかチェック するこ
とによって、どの部分がゴミか発見できます。 可能です、そして、zval のうちいずれがゼロの refcountを持つか調べます。

おおおおおおおおおおおおおおおおお

To avoid having to call the checking of garbage cycles with every possible decrease of a refcount, the algorithm instead puts all 可能性があるルート (zvals) in the "root buffer" (marking them "purple"). It also makes sure that each possible garbage root
ends up in the buffer only once. ルート・バッファが満杯の場合だけ、内部のそれぞれの zval 全てに対して収集機構が動き出します。 上図のステップ A をご覧ください。

ステップ B では、 the algorithm runs a depth-first search on all 可能性があるルート to decrease by one the refcounts of each zval it finds, making sure not to decrease a refcount on the same zval twice (by marking them as "grey"). In step C, the algorithm
again runs a depth-first search from each root node, to check the refcount of each zval again. refcount がゼロと分かった場合、zval は「白」（図では青色です）とマークされます。 If it's larger than zero, it reverts the decreasing of the refcount by one with a
depth-first search from that point on, and they are marked "black" again. In the last step (D), the algorithm walks over the root buffer removing the zval roots from there, and meanwhile, checks which zvals have been marked "white" in the previous step.
「白」としてマークされた zval が全て解放されます。

アルゴリズムが動作する方法の基礎を理解したので、 これと PHP を統合する方法を振り返りましょう。 デフォルトで、PHP のガベージコレクタは有効です。 しかしながら、これを変更できる php.ini の設定があります。 （それは） zend.enable_gc です。

ガベージコレクタがオンの場合、 ルート・バッファが満杯になるといつでも、先に述べたように循環検出法が実行されます。 ルート・バッファでは、可能性があるルートのサイズが一万件に固定されています。 （PHP のソースコードの Zend/zend_gc.c で
GC_ROOT_BUFFER_MAX_ENTRIES 定数を変更して、PHP を再コンパイルすると変更できます） ガベージコレクタがオンの場合、循環検出法は実行されません。 しかしながら、可能性があるルートはルート・バッファに常に記録されます。 ガベージコレクション機構がこの構
成設定値で起動したかどうかは問題ではありません。

ガベージコレクション機構がオフの時に、可能性があるルートでルート・バッファが満杯になると、 可能性があるルートは単にそれ以上記録されません。 記録されないそれらの可能性があるルートは、アルゴリズムによって決して分析されません。 もしそれらが循環参照サイク
ルの要素ならば、 それらは決してクリーンアップされないで、メモリリークを生み出します。

http://www.research.ibm.com/people/d/dfb/papers/Bacon01Concurrent.pdf
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たとえ機構が無効だとしても、可能性があるルートが記録される理由は、 可能性があるルートが見つかるたびに機構がオンかどうかチェックしなければいけないよりも、 可能性があるルートを記録するほうが速いからです。 しかしながら、ガベージコレクションと分析機構その
ものにかなりの時間がかかることがあります。

zend.enable_gc 構成設定値を変える他に、 gc_enable() や gc_disable() をそれぞれ呼ぶことでも、 ガベージコレクション機構をオン／オフできます。 それらの機能を呼ぶことと、構成設定値で機構をオン／オフすることには同じ影響があります。 たとえ可能性があるルート
のバッファがまだ満杯でなくても、 循環の収集を強制することもできます。 このために、gc_collect_cycles() 関数を使用できます。 この関数は、アルゴリズムによって収集された循環の数を返します。

The rationale behind the ability to turn the mechanism on and off, and to initiate cycle collection yourself, is that some parts of your application could be highly time-sensitive. それらの場合、ガベージコレクション機構が有効にならないほうが良いかもしれませ
ん。 Of course, by turning off the garbage collection for certain parts of your application, you do risk creating memory leaks because some 可能性があるルート might not fit into the limited root buffer. 従って、ルート･バッファにすでに記録された、可能性があ
るルートを通じて失われる可能性のあるメモリを解放するために、 gc_disable() を呼ぶ直前に gc_collect_cycles() を呼ぶことは多分賢いでしょう。 そうすると、循環収集機構がオフの間、 可能性があるルートを保管するためのより多くの空間のための空のバッファが残りま
す。

パフォーマンスの考慮点
We have already mentioned in the previous section that simply collecting the 可能性があるルート had a very tiny performance impact, しかし、これは PHP 5.3 と PHP 5.2 を比較する場合です。 Although the recording of 可能性があるルート compared to not
recording them at all, like in PHP 5.2, is slower, other changes to the PHP runtime in PHP 5.3 prevented this particular performance loss from even showing.

パフォーマンスが影響を受ける主な分野は2つあります。 1つ目は、減少したメモリ使用量で、 2つ目はガベージコレクション機構がそのメモリ・クリーンアップを実行する際の実行遅延です。 それら両方の問題を見てみましょう。

減少したメモリ使用量

まず第一に、ガベージコレクション機構を実装する理由は、 必要条件が満たされたらすぐに、循環参照された変数を整理してメモリ使用量を減らすことにあるのです。 PHP の実装では、ルート・バッファが満杯になるか、または、関数 gc_collect_cycles() が呼ばれるとすぐに
これが起こります。 下図で、下記のスクリプトのメモリ使用量を PHP 5.2 及び PHP 5.3 の両方で示します。 (ただし)起動時に PHP 自身が使用する基底メモリを除きます。

例1 メモリ使用量の例
<?php
class Foo
{
    public $var = '3.1415962654';
}

$baseMemory = memory_get_usage();

for ( $i = 0; $i <= 100000; $i++ )
{
    $a = new Foo;
    $a->self = $a;
    if ( $i % 500 === 0 )
    {
        echo sprintf( '%8d: ', $i ), memory_get_usage() - $baseMemory, "\n";
    }
}
?>
PHP 5.2 お PHP 5.3 おおおおおおおおおお

このとても学術的な例では、 プロパティがオブジェクト自身を指すように設定されたオブジェクトを作成します。 スクリプト内の $a 変数がループの次の繰り返しで再設定されると、 一般的にメモリ・リークが発生します。 この場合、zval コンテナが２つリークします（オブ
ジェクトの zval 及び プロパティの zval）。 しかし、可能性があるルートが一つだけ見つかります。 (それは)アンセットされた変数です。 一万回繰り返した後に（可能性があるルートを合計1万件伴って）ルート・バッファが満杯になると、 ガベージコレクション機構が有効に
なって、それらの可能性があるルートと関連するメモリを解放します。 これは PHP 5.3 での、のこぎりの歯のようなメモリ使用量グラフでとてもはっきりと分かります。 一万回繰り返す毎に機構が有効になって、循環参照された変数と関連するメモリを解放します。 この例で
はリークした構造がとても単純なので、機構そのものが多くの仕事をする必要はありません。 図では、PHP 5.3 でのメモリ使用量の最大はおよそ 9MB と分かります。 ところが PHP 5.2 では、メモリ使用量は増加し続けます。

実行時の減速

The second area where the garbage collection mechanism influences performance is the time taken when the garbage collection mechanism kicks in to free the "leaked" memory. これがどの程度か見るためには、 we slightly modify the previous script to
allow for a larger number of iterations and the removal of the intermediate memory usage figures. 2つ目のスクリプトはこれです。

例2 GC パフォーマンスの影響
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<?php
class Foo
{
    public $var = '3.1415962654';
}

for ( $i = 0; $i <= 1000000; $i++ )
{
    $a = new Foo;
    $a->self = $a;
}

echo memory_get_peak_usage(), "\n";
?>

このスクリプトを2回実行します。最初は zend.enable_gc 設定をオンにし、次はオフにします。

例3 上記のスクリプトを実行
time php -dzend.enable_gc=0 -dmemory_limit=-1 -n example2.php
# and
time php -dzend.enable_gc=1 -dmemory_limit=-1 -n example2.php

私のマシンでは、最初の命令は一貫しておよそ10.7秒かかるようです。 ところが、第2の命令にはおよそ11.4秒かかります。 これは、およそ7%の減速です。 しかしながら、スクリプトで使用されるメモリの最大量は、931MB から 10MB まで 98% 減ります。 このベンチマー
クはあまり学術的でもなく、現実のアプリケーションの代表でもありません。 しかし、このガベージコレクション機構が提供するメモリ使用量の利点を示します。 The good thing is that the slowdown is always the same 7%, for this particular script, while the memory
saving capabilities save more and more memory as more 循環参照 are found during script execution.

PHP 内部の GC 統計

ガベージコレクション機構がPHP 内部から実行される方法に関して、 情報をもう少し上手に扱うことができます。 しかし、そうするためには、ベンチマークとデータ収集コードを使用可能にするために、 PHP を再コンパイルしなければなりません。 希望するオプションで
./configure を走らせる前に、 CFLAGS 環境変数を -DGC_BENCH=1 に設定しなければなりません。 以下の順序で目的に達するでしょう。

例4 GC ベンチマーキングを使用可能にするために PHP を再コンパイル
export CFLAGS=-DGC_BENCH=1
./config.nice
make clean
make

新しくビルドした PHP バイナリで上記のコード例を前と同じように実行すると、 PHP の実行終了後に、下記が表示されているでしょう。

例5 GC 統計
GC Statistics
-------------
Runs:               110
Collected:          2072204
Root buffer length: 0
Root buffer peak:   10000

      Possible            Remove from  Marked
        Root    Buffered     buffer     grey
      --------  --------  -----------  ------
ZVAL   7175487   1491291    1241690   3611871
ZOBJ  28506264   1527980     677581   1025731

最も有益な統計は、最初のブロックで示されます。 You can see here that the garbage collection mechanism ran 110 times, and in total, more than 2 million memory allocations were freed during those 110 runs. As soon as the garbage collection mechanism
has run at least one time, the "Root buffer peak" is always 10000.

結論

In general the garbage collector in PHP will only cause a slowdown when the cycle collecting algorithm actually runs, whereas in normal (smaller) scripts there should be no performance hit at all.

However, in the cases where the cycle collection mechanism does run for normal scripts, the memory reduction it will provide allows more of those scripts to run concurrently on your server, since not so much memory is used in total.

The benefits are most apparent for longer-running scripts, such as lengthy test suites or daemon scripts. Also, for » PHP-GTK applications that generally tend to run longer than scripts for the Web, the new mechanism should make quite a bit of a
difference regarding memory leaks creeping in over time.

PHP による HTTP 認証
クッキー(Cookies)
セッション
XFormsの処理
ファイルアップロードの処理

POST メソッドによるアップロード
エラーメッセージの説明
陥りやすい落とし穴
複数ファイルのアップロード
PUT メソッドのサポート

リモートファイルの使用
接続処理
持続的データベース接続
セーフモード

セキュリティとセーフモード
セーフモードにより制限を受けるか無効となる関数

コマンドラインの使用法 — PHP をコマンドラインから使用する
導入

http://gtk.php.net/
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他の SAPI との違い
オプション — コマンドラインオプション
Usage — Executing PHP files
I/O ストリーム — 入出力ストリーム
対話シェル

ガベージコレクション
参照カウント法の原理
循環の収集
パフォーマンスの考慮点

関数リファレンス
ヒント

参考 拡張モジュールの一覧/分類.

PHP の振る舞いの変更

Alternative PHP Cache

導入
Alternative PHP Cache (APC) は、PHP の実行コードをキャッシュする仕組みで、 フリーかつオープンに使用できます。PHP の中間コードのキャッシュ・最適化を行うための、 フリーでオープンかつ堅牢なフレームワークを提供するということを目標としています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/apc.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

注意: Windows 版の APC では、temp パスが存在し、 Web サーバから書き込み可能になっていることが必要です。 APC は環境変数 TMP、TEMP、USERPROFILE の内容をこの順に調べ、 どれも設定されていない場合は WINDOWS ディレクトリを使用します。

注意: さらに深く踏み込んだ、実装についての高度な技術情報は、 » developer-supplied TECHNOTES file を参照ください。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

たいていの場合はデフォルトの APC 設定でうまく動作しますが、 きちんとチューニングをしたい場合は以下のパラメータを設定します。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/apc
http://pecl.php.net/package/apc
http://svn.php.net/viewvc/pecl/apc/trunk/TECHNOTES.txt?view=co
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あなたが決めなければいけないことは、以下の 2 つです。 まず APC にどれくらいの共有メモリを設定するかということ、そして、 ファイルの更新チェックをリクエストのたびに APC が行うかどうかということです。 これらに関連する ini ディレクティブが apc.shm_size お
よび apc.stat です。これらのディレクティブについて、 以下の説明を注意深くお読みください。

サーバを起動したら、この拡張モジュールに含まれているスクリプト apc.php をドキュメントルート以下に配置し、 ブラウザでアクセスしてください。 キャッシュの状態についての詳細な情報がここで得られます。 PHP で GD が使用可能になっている場合は、きれいなグラフ
も表示されます。 まず最初にチェックすべきなのは、当然、 実際にファイルがキャッシュされているかどうかでしょう。 実際に動作していることを確認したら、次は左側にある Cache full count の値に注目しましょう。 これは、キャッシュがいっぱいになったために強制削除
が行われた (直近の apc.ttl 秒間にアクセスされなかったエントリが、 キャッシュから削除された) 回数を表します。 この値ができるだけ小さくなるようにキャッシュを設定しなければなりません。 キャッシュが絶えずいっぱいになっているようだと、 パフォーマンスに影響を
及ぼします。 この場合は、APC に割り当てるメモリの量を増やすか、 キャッシュするスクリプトを絞り込むために apc.filters を使用します。

APC を mmap (メモリマッピング) サポート付きでコンパイルすると、 ひとつのメモリセグメントだけを使うようになります。一方、APC を SHM (SysV 共有メモリ) サポートでビルドした場合は複数のメモリセグメントを使います。 MMAP には、SHM における
/proc/sys/kernel/shmmax のような最大値の制限はありません。 一般的には MMAP サポートを推奨します。 ウェブサーバを再起動するよりも高速にメモリを再利用するし、 起動時のメモリ割り当て量も軽減できるからです。

APC の設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

apc.enabled "1" PHP_INI_SYSTEM APC 2 で PHP_INI_SYSTEM。APC <= 3.0.12 で PHP_INI_ALL。
apc.shm_segments "1" PHP_INI_SYSTEM  
apc.shm_size "32M" PHP_INI_SYSTEM  
apc.optimization "0" PHP_INI_ALL  
apc.num_files_hint "1000" PHP_INI_SYSTEM  
apc.user_entries_hint "4096" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.ttl "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.user_ttl "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.gc_ttl "3600" PHP_INI_SYSTEM  
apc.cache_by_default "1" PHP_INI_ALL APC <= 3.0.12 で PHP_INI_SYSTEM。APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.filters NULL PHP_INI_SYSTEM  
apc.mmap_file_mask NULL PHP_INI_SYSTEM  
apc.slam_defense "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.file_update_protection "2" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.6 以降で利用可能。
apc.enable_cli "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.7 以降で利用可能。
apc.max_file_size "1M" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.7 以降で利用可能。
apc.use_request_time "1" PHP_INI_ALL APC 3.1.3 以降で利用可能。
apc.stat "1" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.10 以降で利用可能。
apc.write_lock "1" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.11 以降で利用可能。
apc.report_autofilter "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.11 以降で利用可能。
apc.include_once_override "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.12 以降で利用可能。
apc.rfc1867 "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.13 以降で利用可能。
apc.rfc1867_prefix "upload_" PHP_INI_SYSTEM  
apc.rfc1867_name "APC_UPLOAD_PROGRESS" PHP_INI_SYSTEM  
apc.rfc1867_freq "0" PHP_INI_SYSTEM  
apc.rfc1867_ttl "3600" PHP_INI_SYSTEM APC 3.1.1 以降で利用可能。
apc.localcache "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.14 以降で利用可能。
apc.localcache.size "512" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.14 以降で利用可能。
apc.coredump_unmap "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.16 以降で利用可能。
apc.stat_ctime "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.13 以降で利用可能。
apc.preload_path NULL PHP_INI_SYSTEM APC 3.1.1 以降で利用可能。
apc.file_md5 "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.1.1 以降で利用可能。
apc.canonicalize "1" PHP_INI_SYSTEM APC 3.1.1 以降で利用可能。
apc.lazy_functions 0 PHP_INI_SYSTEM APC 3.1.3 以降で利用可能。
apc.lazy_classes 0 PHP_INI_SYSTEM APC 3.1.3 以降で利用可能。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

apc.enabled boolean

apc.enabled を 0 にすることで APC を無効にできます。 APC が静的にコンパイルされて PHP に組み込まれており、 他に無効にする手段がない場合などに有用です (DSO としてコンパイルされている場合は、 単に php.ini の中の extension という行をコメントアウトす
るだけで無効にできます)。

apc.shm_segments integer

コンパイラキャッシュのために割り当てる共有メモリセグメントの数。 APC が割り当て済みの共有メモリを使い切ってしまっているが、 すでにシステムが許す限り apc.shm_size を拡大しているといった場合に、この値を大きくすることを試みます。

apc.shm_size integer

個々の共有メモリセグメントの大きさを MB 単位で指定します。デフォルトで、 共有メモリセグメントの大きさが非常に小さく設定されているシステムもあります (大半の BSD 系システムがこれに含まれます)。

apc.optimization integer
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最適化レベル。ゼロは最適化を無効にし、 値を大きくするほど最適化のレベルが高くなります。 わずかながら速度の向上が期待できます。この項目は実験的なものです。

apc.num_files_hint integer

Web サーバで読み込まれるソースファイルの総数についての 「ヒント」。よくわからない場合はゼロを指定するか、 単に無視してください。 何千ものソースファイルを扱っているようなサイトで有用です。

apc.user_entries_hint integer

apc.num_files_hint と同様に、 保存するユーザキャッシュ変数の数についての「ヒント」。 よくわからない場合は、ゼロを設定するか無視してください。

apc.ttl integer

キャッシュされているエントリが、 他のエントリに割り当てられるまでスロットに残っていることの可能な秒数。 ゼロのままにしておくと、キャッシュの中身が古いエントリでいっぱいになってしまい、 新しいエントリがキャッシュできなくなります。 キャッシュが使用
可能メモリを超えてしまった場合、 ttl が 0 ならキャッシュを完全に破棄します。 ttl が 0 より大きい場合は、APC は期限切れのエントリの削除を試みます。

apc.user_ttl integer

ユーザキャッシュエントリが、 他のエントリに割り当てられるまでスロットに残っていることの可能な秒数。 ゼロのままにしておくと、キャッシュの中身が古いエントリでいっぱいになってしまい、 新しいエントリがキャッシュできなくなります。 キャッシュが使用可能
メモリを超えてしまった場合、 ttl が 0 ならキャッシュを完全に破棄します。 ttl が 0 より大きい場合は、APC は期限切れのエントリの削除を試みます。

apc.gc_ttl integer

キャッシュエントリがガベージコレクションのリストに残り続ける秒数。 ソースファイルのキャッシュ中にサーバプロセスが死んだ場合の安全装置となります。 ソースファイルが変更された場合、メモリに割り当てられている古いバージョンは、 この TTL に達するまで再
読み込みされません。 この機能を無効にするにはゼロを設定します。

apc.cache_by_default boolean

デフォルトで On です。しかし、これを Off にして + で始まる apc.filters とともに使用することで、 フィルタに一致したファイルのみをキャッシュすることが可能です。

apc.filters string

カンマで区切られた、POSIX 拡張正規表現のリスト。 ソースファイル名がいずれかのパターンにマッチした場合、そのファイルはキャッシュされません。 マッチングに使用されるファイル名は include/require に渡される名前であり、 絶対パスではないことに注意しま
しょう。正規表現が + で始まっている場合、その条件にマッチするファイルはキャッシュされます。 また - で始まっている場合は、 条件にマッチするファイルはキャッシュされません。 デフォルトは - なので、これは省略可能です。

apc.mmap_file_mask string

--enable-mmap を用いて MMAP サポートつきでコンパイルされている場合、ここで mktemp 形式のファイルマスクを指定します。mmap モジュールは、 mmap されたメモリ領域をファイルに置くか共有メモリに置くかを、 これによって判断します。 ファイルベース
の mmap を使用するには、この値を /tmp/apc.XXXXXX （正確に 6 つの X）のように指定します。 POSIX 形式の shm_open/mmap を使用するには、.shm をマスクのどこかで指定します。例: /apc.shm.XXXXXX 。 また、/dev/zero を指定することで、カーネルの
/dev/zero インターフェースを使用した anonymous mmap を使用することもできます。未定義の場合は、この方式が用いられます。

apc.slam_defense integer

非常にアクセスの多いサーバでは、 サーバを起動したりファイルを書き換えたりするたびに 「多くのプロセスが」「同時に」「同じファイルを」 キャッシュしようとすることになります。このオプションを指定すると、 ある一定のパーセンテージでファイルをキャッシュ
せずに利用するようにします。 あるいは、単一のプロセスがキャッシュ処理をスキップする確率と考えることもできます。 たとえば、apc.slam_defense を 75 に設定すると、プロセスがキャッシュされていないファイルをキャッシュする処理を 75% の確率で抑えられま
す。つまり、この値を大きく設定することで、 キャッシュ処理の混雑を防ぐことが可能です。値を 0 に設定すると、この機能が無効になります。

非推奨です。かわりに apc.write_lock を使用しましょう。

apc.file_update_protection integer

稼動中の Web サーバ上のファイルを書き換える場合、 アトミックな手段で行うべきです。つまり、まずいったん一時ファイルに書き込み、 準備ができた時点でそれをリネーム（mv） して正しい位置に移動します。多くのテキストエディタや cp、tar その他のプログラム
はこの方式ではありません。 ということは、ファイルの書き込み中にそのファイルがアクセスされる （そしてキャッシュされる）可能性があるわけです。 apc.file_update_protection は、 新しいファイルをキャッシュするまでの遅延を設定します。デフォルトは 2 秒
で、ファイルの更新時刻（mtime）がアクセス時刻と 2 秒未満しか違わない場合はファイルをキャッシュしないという意味です。 更新の最中のファイルにアクセスしてしまった不幸な人には 変なデータが見えてしまいますが、 少なくともその変な状態がキャッシュされて
しまうことはありません。 rsync などのアトミックな更新を保証する方式を利用することがわかっている場合は、 値を 0 に設定することでこの機能を無効にできます。 更新処理に 2 秒以上かかるようなシステムを利用している場合は、 この値をもう少し大きくしたくな
るかもしれません。

apc.enable_cli integer

たいていは、テストやデバッグ用に使用します。これを設定すると CLI バージョンの PHP で APC を有効にします。通常は、すべての CLI リクエストに対して APC キャッシュを作成/格納/削除したいとは思わないでしょう。 しかし、CLI バージョンの APC を簡単に作成
できるようにしておくことは、 多くのテストシナリオで有用です。

apc.max_file_size integer

この値よも大きなサイズのファイルは、キャッシュされません。 デフォルトは 1M です。

apc.stat integer

この設定を変更する場合は十分注意してください。デフォルト設定は On で、 これは、ファイルが変更されていないかどうかを スクリプトの実行のたびに APC が調べ、 もし変更されていれば、再コンパイルして新しいバージョンをキャッシュします。 この設定を Off に
すると、変更されているかどうかがチェックされません。 つまり、変更内容を有効にするには Web サーバを再起動する必要があるということです。 実運用環境ではコードを変更することはめったにないでしょうから、 この設定を Off にしておくことでパフォーマンスを
大きく向上させられます。

include/require されたファイルについてもこのオプションは適用されますが、 もし相対パス (Unix の場合は / で始まらないすべてのパス) の include を使用している場合は、ファイルを一意に識別するために APC がチェックする必要があります。 絶対パスの include を
使用している場合、 APC 絶対パスをファイルの識別子として使用し、 チェックを飛ばすことができます。

apc.write_lock boolean

多くの処理が実行されるサーバでは、最初にサーバを立ち上げたときや 多くのファイルを変更した場合などに、 すべてのプロセスが同一のファイルをコンパイルしたりキャッシュしたりしてしまうことがあります。 write_lock を有効にすると、ひとつのプロセスのみが 未
キャッシュのスクリプトをコンパイルするようになります。 その間、他のプロセスはロック待ちをするのではなく キャッシュされていない状態で実行します。
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apc.report_autofilter boolean

バインド時の問題によりキャッシュから自動的に除外されたスクリプトを記録します。

apc.include_once_override boolean

include_once() および require_once() を最適化し、コストの高いシステムコールの使用を避けるようにします。

apc.rfc1867 boolean

RFC1867 のファイルアップロード進捗ハンドラが有効になるのは、 PHP 5.2.0 以降で APC をコンパイルした場合のみです。 これを有効にすると、ファイルアップロードフォームの file フィールドの前に APC_UPLOAD_PROGRESS というフィールドがある場合に APC が
自動的にユーザキャッシュエントリ upload_key を作成します。ここで、key はフォームの APC_UPLOAD_PROGRESS エントリの値となります。

APC_UPLOAD_PROGRESS で指定した hidden フィールドが file フィールドよりも前にこなければならないことに注意しましょう。 そうしないと、アップロードの進捗処理が正しく動作しません。

現時点では、ファイルアップロードの追跡はスレッドセーフではないことに注意しましょう。 前のアップロード処理が終わる前に別のアップロードを開始すると、 前のアップロードの追跡が無効になってしまいます。

例1 apc.rfc1867 の例
<?php
print_r(apc_fetch("upload_$_POST[APC_UPLOAD_PROGRESS]"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [total] => 1142543
    [current] => 1142543
    [rate] => 1828068.8
    [filename] => test
    [name] => file
    [temp_filename] => /tmp/php8F
    [cancel_upload] => 0
    [done] => 1
)

apc.rfc1867_prefix string

rfc1867 のアップロード進捗処理機能で作成するユーザキャッシュエントリの キーにつけるプレフィックスを指定します。

apc.rfc1867_name string

APC のアップロード進捗処理機能を有効にするフォームの hidden 項目名、そしてユーザキャッシュエントリのキーのサフィックスを指定します。

apc.rfc1867_freq string

アップロードの進捗を記録するユーザキャッシュエントリの更新頻度を指定します。 ファイルサイズに対するパーセンテージ、あるいはファイルサイズで指定します。 サイズを指定する場合は、最後に "k"、"m" あるいは "g" を指定することでそれぞれキロバイト、メガバ
イト、ギガバイトを指定できます (大文字小文字は区別しません)。 0 を指定すると、可能な限り進捗を更新するようにします。 これは、アップロードの速度を低下させてしまいます。

apc.rfc1867_ttl bool

rfc1867 エントリの TTL。

apc.localcache boolean

これは、ロックが不要なローカルプロセスのシャドウキャッシュを有効にします。 これにより、キャッシュが書き込まれる際のロックの競合を軽減します。

apc.localcache.size integer

ローカルプロセスのシャドウキャッシュの大きさ。 ある程度大きなな値を設定しておく必要があります。目安としては apc.num_files_hint の半分程度となります。

apc.coredump_unmap boolean

APC で SIGSEGV のようなシグナルを捕捉し、 シグナルの発生時にコアファイルを書き出せるようにします。 シグナルを受け取ると、 APC は共有メモリセグメントの割り当てを解除し、 コアファイルにそれが書き出されないようにします。 この設定を行うと、 APC の共
有メモリセグメントを大きめに設定しているときに 致命的なシグナルを受け取った場合のシステムの安定性が向上します。

警告

この機能には危険性があります。 致命的なシグナルのハンドラで共有メモリセグメントの割り当てを解除しようとすると、 発生したエラーによっては未定義の振る舞いを起こす可能性があります。

注意:

カーネルによってはコアダンプファイルの生成時に共有メモリを無視する機能を持つものもありますが、 そのような実装は、たとえば Apache のスコアボードのような 重要な共有メモリセグメントも無視してしまう可能性があります。

apc.stat_ctime integer

ctime による検証を行えば、svn や rsync といったプログラムが引き起こす問題を回避することができます。 直近の状態から inode が変わっていないことを確実に確かめられるからです。 APC は、通常は mtime のみしか確認しません。

apc.canonicalize bool

オンにすると、no-stat モードのときに相対パスを正規化します。

apc.preload_path string
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apc.use_request_time bool

SAPI リクエストの開始時刻を TTL に使用します。

apc.file_md5 bool

ファイルの md5 ハッシュを記録します。

apc.lazy_functions integer

関数の lazy loading を有効にします。

apc.lazy_classes integer

クラスの lazy loading を有効にします。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

APC_BIN_VERIFY_CRC32 (integer)
APC_BIN_VERIFY_MD5 (integer)
APC_ITER_ALL (integer)
APC_ITER_ATIME (integer)
APC_ITER_CTIME (integer)
APC_ITER_DEVICE (integer)
APC_ITER_DTIME (integer)
APC_ITER_FILENAME (integer)
APC_ITER_INODE (integer)
APC_ITER_KEY (integer)
APC_ITER_MD5 (integer)
APC_ITER_MEM_SIZE (integer)
APC_ITER_MTIME (integer)
APC_ITER_NONE (integer)
APC_ITER_NUM_HITS (integer)
APC_ITER_REFCOUNT (integer)
APC_ITER_TTL (integer)
APC_ITER_TYPE (integer)
APC_ITER_VALUE (integer)
APC_LIST_ACTIVE (integer)
APC_LIST_DELETED (integer)

APC 関数

apc_add
(PECL apc >= 3.0.13)

apc_add — 変数をデータ領域にキャッシュする

説明

bool apc_add ( string $key , mixed $var [, int $ttl = 0 ] )

まだ保存されていない場合にのみ、変数をデータ領域にキャッシュします。

注意: PHP の他の多くの仕組みと異なり、apc_add() を用いて格納された変数はリクエストを超えて （その値がキャッシュから取り除かれるまで）持続します。

パラメータ
key



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

この名前を用いて変数を格納します。key は キャッシュ内で一意です。そのため、apc_add() を使用して同一の key で新しい値を格納しようとしても、それは保存されません。 かわりに FALSE が返されます (これが、apc_add() と apc_store() の唯一の相違点です)。
var

格納する変数。
ttl

有効期間。var は、キャッシュに ttl 秒間だけ格納されます。 ttl が経過すると、格納されている変数は （次のリクエスト時に）キャッシュから削除されます。 ttl が指定されていない（あるいは ttl が 0 の場合）は、 キャッシュから手動で削除される・あるいはキャッ
シュに存在できなくなる （clear, restart など）まで値が持続します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apc_add() の例
<?php
$bar = 'BAR';
apc_add('foo', $bar);
var_dump(apc_fetch('foo'));
echo "\n";
$bar = 'NEVER GETS SET';
apc_add('foo', $bar);
var_dump(apc_fetch('foo'));
echo "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
string(3) "BAR"
string(3) "BAR"

参考

apc_store() - 変数をデータ領域にキャッシュする
apc_fetch() - 格納されている変数をキャッシュから取得する
apc_delete() - 格納されている変数をキャッシュから取り除く

apc_bin_dump
(PECL apc >= 3.1.4)

apc_bin_dump — 指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを取得する

説明

string apc_bin_dump ([ array $files [, array $user_vars ]] )

指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを APC キャッシュから返します。 files や user_vars に NULL を指定すると、全エントリを表します。 一方、array() を渡すと何もダンプしません。

パラメータ
files

ファイル。NULL を渡すと全エントリを意味し、 array() を渡すと何もダンプしません。
user_vars

ユーザ変数。NULL を渡すと全エントリを意味し、 array() を渡すと何もダンプしません。

返り値

指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを APC キャッシュから返します。 APC が有効でない場合は FALSE、未知のエラーが発生した場合は NULL を返します。

参考

apc_bin_dumpfile() - キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプをファイルに出力する
apc_bin_load() - バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

apc_bin_dumpfile
(PECL apc >= 3.1.4)
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apc_bin_dumpfile — キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプをファイルに出力する

説明

int apc_bin_dumpfile ( array $files , array $user_vars , string $filename [, int $flags [, resource $context ]] )

キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプを APC キャッシュから取得し、指定したファイルに出力します。

パラメータ
files

The file names being dumped.

user_vars

The user variables being dumped.

filename

The filename where the dump is being saved.

flags

Flags passed to the filename stream. See the file_put_contents() documentation for details.

context

The context passed to the filename stream. See the file_put_contents() documentation for details.

返り値

The number of bytes written to the file, otherwise FALSE if APC is not enabled, filename is an invalid file name, filename can't be opened, the file dump can't be completed (e.g., the hard drive is out of disk space), or an unknown error was encountered.

参考

apc_bin_dump() - 指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを取得する
apc_bin_load() - バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

apc_bin_load
(PECL apc >= 3.1.4)

apc_bin_load — バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

説明

bool apc_bin_load ( string $data [, int $flags ] )

指定したバイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込みます。

パラメータ
data

読み込むバイナリダンプ。通常は apc_bin_dump() で出力したもの。
flags

APC_BIN_VERIFY_CRC32、APC_BIN_VERIFY_MD5 あるいはその両方。

返り値

バイナリダンプの読み込みに成功した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。FALSE が返される理由には、 APC が有効でない場合や data が有効な APC バイナリダンプでない (予期せぬサイズなど) 場合などがあります。

例

例1 apc_bin_load() の例
<?php
$data = apc_bin_dump(NULL, NULL);
apc_bin_load($data, APC_BIN_VERIFY_MD5 | APC_BIN_VERIFY_CRC32);
?>

参考

apc_bin_dump() - 指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを取得する
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apc_bin_loadfile() - バイナリダンプをファイルから APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

apc_bin_loadfile
(PECL apc >= 3.1.4)

apc_bin_loadfile — バイナリダンプをファイルから APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

説明

bool apc_bin_loadfile ( string $filename [, resource $context [, int $flags ]] )

指定したファイルから、バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込みます。

パラメータ
filename

ダンプを含むファイルの名前。通常は apc_bin_dumpfile() で出力したもの。
context

ファイルのコンテキスト。
flags

APC_BIN_VERIFY_CRC32、APC_BIN_VERIFY_MD5 あるいはその両方。

返り値

バイナリダンプの読み込みに成功した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。FALSE が返される理由には、 APC が有効でない場合や filename が無効なファイルの場合、空のファイルの場合、 filename のオープンに失敗した場合、 ダンプが不完全な場合、そして
data が有効な APC バイナリダンプでない (予期せぬサイズなど) 場合などがあります。

参考

apc_bin_dumpfile() - キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプをファイルに出力する
apc_bin_load() - バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

apc_cache_info
(PECL apc >= 2.0.0)

apc_cache_info — APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する

説明

array apc_cache_info ([ string $cache_type [, bool $limited = false ]] )

APC のデータから、キャッシュされた情報およびメタデータを取得します。

返り値

キャッシュされたデータ（およびメタデータ）の配列を返します。 失敗した場合に FALSE を返します

注意: もし APC キャッシュのデータを取得できなかった場合、 apc_cache_info() は警告を発生します。これが起こるのは、 一般的には APC が有効になっていない場合などです。

パラメータ
cache_type

cache_type が "user" の場合はユーザキャッシュの情報を返します。

cache_type が "filehits" の場合は、現在のリクエストにおいて バイトコードキャッシュから提供したファイルがどれなのかについての情報を返します。 この機能を使用するには、コンパイル時に --enable-filehits を指定する必要があります。

cache_type に無効な値を指定したり、 値を指定しなかったりした場合は、 システムキャッシュ (キャッシュされたファイル) の情報を返します。
limited

limited が TRUE の場合は、 返り値にキャッシュエントリの個々の一覧が含まれません。 これは、統計情報の収集時に呼び出しを最適化したい場合などに有用です。

変更履歴
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バージョン 説明
3.0.11 パラメータ limited が追加されました。
3.0.16 "filehits" オプションが cache_type パラメータに追加されました。

例

例1 apc_cache_info() の例
<?php
print_r(apc_cache_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [num_slots] => 2000
    [ttl] => 0
    [num_hits] => 9
    [num_misses] => 3
    [start_time] => 1123958803
    [cache_list] => Array
        (
            [0] => Array
                (
                    [filename] => /path/to/apc_test.php
                    [device] => 29954
                    [inode] => 1130511
                    [type] => file
                    [num_hits] => 1
                    [mtime] => 1123960686
                    [creation_time] => 1123960696
                    [deletion_time] => 0
                    [access_time] => 1123962864
                    [ref_count] => 1
                    [mem_size] => 677
                )
            [1] => Array (...iterates for each cached file)
)

参考

APC 設定ディレクティブ
APCIterator::getTotalSize() - キャッシュのサイズの合計を取得する
APCIterator::getTotalHits() - キャッシュヒットの総数を取得する
APCIterator::getTotalCount() - 総数を取得する

apc_cas
(PECL apc >= 3.1.1)

apc_cas — apc_cas

説明

int apc_cas ( string $key , int $old , int $new )

apc_cas

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
key

old

new

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apc_cas() の例
<?php
apc_store('foobar',2);
echo '$foobar = 2', PHP_EOL;
echo '$foobar == 1 ? 2 : 1 = ', (apc_cas('foobar', 1, 2) ? 'ok' : 'fail'), PHP_EOL;
echo '$foobar == 2 ? 1 : 2 = ', (apc_cas('foobar', 2, 1) ? 'ok' : 'fail'), PHP_EOL;

echo '$foobar = ', apc_fetch('foobar'), PHP_EOL;
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echo '$f__bar == 1 ? 2 : 1 = ', (apc_cas('f__bar', 1, 2) ? 'ok' : 'fail'), PHP_EOL;

apc_store('perfection', 'xyz');
echo '$perfection == 2 ? 1 : 2 = ', (apc_cas('perfection', 2, 1) ? 'ok' : 'epic fail'), PHP_EOL;

echo '$foobar = ', apc_fetch('foobar'), PHP_EOL;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
$foobar = 2
$foobar == 1 ? 2 : 1 = fail
$foobar == 2 ? 1 : 2 = ok
$foobar = 1
$f__bar == 1 ? 2 : 1 = fail
$perfection == 2 ? 1 : 2 = epic fail
$foobar = 1

参考

apc_dec() - 保存した数値を減らす
apc_store() - 変数をデータ領域にキャッシュする

apc_clear_cache
(PECL apc >= 2.0.0)

apc_clear_cache — APC キャッシュをクリアする

説明

bool apc_clear_cache ([ string $cache_type ] )

ユーザ/システム キャッシュをクリアします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

パラメータ
cache_type

cache_type が "user" の場合はユーザキャッシュがクリアされます。 それ以外の場合はシステムキャッシュ (キャッシュされたファイル) がクリアされます。

参考

apc_cache_info() - APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する

apc_compile_file
(PECL apc >= 3.0.13)

apc_compile_file — ファイルをバイトコードキャッシュに保存し、すべてのフィルタをバイパスする

説明

bool apc_compile_file ( string $filename )

ファイルをバイトコードキャッシュに保存し、すべてのフィルタをバイパスします。

パラメータ
filename

コンパイルし、バイトコードキャッシュに保存したい PHP ファイルへの完全パスあるいは相対パス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

apc_bin_dumpfile() - キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプをファイルに出力する
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apc_bin_loadfile() - バイナリダンプをファイルから APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む

apc_dec
(PECL apc >= 3.1.1)

apc_dec — 保存した数値を減らす

説明

int apc_dec ( string $key [, int $step = 1 [, bool &$success ]] )

保存した整数値を減らします。

パラメータ
key

減らしたい値のキー。
step

減らしたい数。
success

この参照渡しの変数に、成功したか失敗したかの結果が格納されます。

返り値

成功した場合に key の現在値を返します。 失敗した場合に FALSE を返します

例

例1 apc_dec() の例
<?php
echo "Let's do something with success", PHP_EOL;

apc_store('anumber', 42);

echo apc_fetch('anumber'), PHP_EOL;

echo apc_dec('anumber'), PHP_EOL;
echo apc_dec('anumber', 10), PHP_EOL;
echo apc_dec('anumber', 10, $success), PHP_EOL;

var_dump($success);

echo "Now, let's fail", PHP_EOL, PHP_EOL;

apc_store('astring', 'foo');

$ret = apc_dec('astring', 1, $fail);

var_dump($ret);
var_dump($fail);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Let's do something with success
42
41
31
21
bool(true)

Now, let's fail
bool(false)
bool(false)

参考

apc_inc() - 保存した数値を増やす

apc_define_constants
(PECL apc >= 3.0.0)

apc_define_constants — 定数の組を定義し、それを取得あるいは一括定義する

説明
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bool apc_define_constants ( string $key , array $constants [, bool $case_sensitive = true ] )

ご存知のとおり、define() は非常に遅いです。 APC を使用する主な利点はスクリプト/アプリケーションのパフォーマンスの改善なので、 大量の定数を定義する手順を合理化するために、この仕組みが提供されています。 しかし、この関数は期待通りの動作をしません。

よりよい解決策として、PECL の » hidef 拡張モジュールを試してみましょう。

注意: （キャッシュ全体をクリアすることなく）格納されている定数を削除するには、 constants に空の配列を渡します。そうすれば、 そこに格納されていた値は事実上削除されます。

パラメータ
key

key は、格納される定数群の名前を表します。 この key は、格納されている定数を apc_load_constants() で取得するために使用されます。
constants

constant_name => value 形式の連想配列。 constant_name は、一般の 定数 の命名規則に従う 必要があります。 value は、スカラ値でなければ なりません。
case_sensitive

デフォルトでは、定数名の大文字・小文字は区別されます。すなわち、 CONSTANT と Constant は別の値を表します。このパラメータを FALSE にすると、 定数名の大文字・小文字は区別されなくなります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apc_define_constants() の例
<?php
$constants = array(
    'ONE'   => 1,
    'TWO'   => 2,
    'THREE' => 3,
);
apc_define_constants('numbers', $constants);
echo ONE, TWO, THREE;
?>

上の例の出力は以下となります。
123

参考

apc_load_constants() - 定数群をキャッシュから読み込む
define() - 名前を指定して定数を定義する
constant() - 定数の値を返す
あるいは PHP リファレンスの「定数」

apc_delete_file
(PECL apc >= 3.1.1)

apc_delete_file — ファイルを opcode キャッシュから削除する

説明

mixed apc_delete_file ( mixed $keys )

指定したファイルを opcode キャッシュから削除します。

パラメータ
keys

削除したいファイル。文字列、文字列の配列、あるいは APCIterator オブジェクトで指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 keys が配列なら、 成功した場合は空の配列を返します。失敗した場合は失敗したファイルを含む配列を返します。

例

例1 apc_delete_file() の例
<?php

http://pecl.php.net/package/hidef
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$filename = 'file.php';

if (apc_compile_file($filename)) {

    if (apc_delete_file($filename)) {
        echo "Successfully deleted file $filename from APC cache.", PHP_EOL;
    }
}

if (apc_compile_file($filename)) {

    if ($good = apc_delete_file(array($filename, 'donotexist.php'))) {
        var_dump($good);
    }
}

$bad = apc_delete_file('donotexist.php');
var_dump($bad);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Successfully deleted file file.php from APC cache.
[Mon May 24 09:30:33 2010] [apc-warning] Could not stat file donotexist.php, unable to delete from cache. in /tmp/test.php on line 13.
array(1) {
  [0]=>
  string(14) "donotexist.php"
}
[Mon May 24 09:30:33 2010] [apc-warning] Could not stat file donotexist.php, unable to delete from cache. in /tmp/test.php on line 18.
bool(false)

参考

apc_clear_cache() - APC キャッシュをクリアする
apc_delete() - 格納されている変数をキャッシュから取り除く
apc_exists() - APC キーが存在するかどうかを調べる

apc_delete
(PECL apc >= 3.0.0)

apc_delete — 格納されている変数をキャッシュから取り除く

説明

bool apc_delete ( string $key )

格納されている変数をキャッシュから取り除きます。

パラメータ
key

（apc_store() を用いて）値を格納する際に 使用された key 。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apc_delete() の例
<?php
$bar = 'BAR';
apc_store('foo', $bar);
apc_delete('foo');
// もちろん、このような使い方は無意味
?>

参考

apc_store() - 変数をデータ領域にキャッシュする
apc_fetch() - 格納されている変数をキャッシュから取得する

apc_exists
(PECL apc >= 3.1.4)

apc_exists — APC キーが存在するかどうかを調べる

説明
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mixed apc_exists ( mixed $keys )

指定した APC キーが存在するかどうかを調べます。

パラメータ
keys

キーを含む文字列、あるいは文字列の配列。

返り値

キーが存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。 keys に配列を渡したときは、 存在するキーをすべて含む配列を返します。 どれも存在しない場合は空の配列を返します。

例

例1 apc_exists() の例
<?php
$fruit  = 'apple';
$veggie = 'carrot';

apc_store('foo', $fruit);
apc_store('bar', $veggie);

if (apc_exists('foo')) {
    echo "Foo exists: ";
    echo apc_fetch('foo');
} else {
    echo "Foo does not exist";
}

echo PHP_EOL;
if (apc_exists('baz')) {
    echo "Baz exists.";
} else {
    echo "Baz does not exist";
}

echo PHP_EOL;

$ret = apc_exists(array('foo', 'donotexist', 'bar'));
var_dump($ret);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Foo exists: apple
Baz does not exist
array(2) {
  ["foo"]=>
  bool(true)
  ["bar"]=>
  bool(true)
}

参考

apc_cache_info() - APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する
apc_fetch() - 格納されている変数をキャッシュから取得する

apc_fetch
(PECL apc >= 3.0.0)

apc_fetch — 格納されている変数をキャッシュから取得する

説明

mixed apc_fetch ( mixed $key [, bool &$success ] )

格納されている変数をキャッシュから取得します。

パラメータ
key

(apc_store() を用いて) 値を格納する際に使用された key。 配列を渡した場合は、各要素について取得した値を返します。
success

成功したばあいに TRUE、失敗した際に FALSE が設定されます。

返り値
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成功した場合に格納されていた変数 (あるいは配列)、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apc_fetch() の例
<?php
$bar = 'BAR';
apc_store('foo', $bar);
var_dump(apc_fetch('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(3) "BAR"

変更履歴

バージョン 説明
3.0.17 success パラメータが追加されました。

参考

apc_store() - 変数をデータ領域にキャッシュする
apc_delete() - 格納されている変数をキャッシュから取り除く
APCIterator

apc_inc
(PECL apc >= 3.1.1)

apc_inc — 保存した数値を増やす

説明

int apc_inc ( string $key [, int $step = 1 [, bool &$success ]] )

保存した整数値を増やします。

パラメータ
key

増やしたい値のキー。
step

増やしたい数。
success

この参照渡しの変数に、成功したか失敗したかの結果が格納されます。

返り値

成功した場合に key の現在値を返します。 失敗した場合に FALSE を返します

例

例1 apc_inc() の例
<?php
echo "Let's do something with success", PHP_EOL;

apc_store('anumber', 42);

echo apc_fetch('anumber'), PHP_EOL;

echo apc_inc('anumber'), PHP_EOL;
echo apc_inc('anumber', 10), PHP_EOL;
echo apc_inc('anumber', 10, $success), PHP_EOL;

var_dump($success);

echo "Now, let's fail", PHP_EOL, PHP_EOL;

apc_store('astring', 'foo');

$ret = apc_inc('astring', 1, $fail);

var_dump($ret);
var_dump($fail);
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
42
43
53
63
bool(true)
Now, let's fail

bool(false)
bool(false)

参考

apc_dec() - 保存した数値を減らす

apc_load_constants
(PECL apc >= 3.0.0)

apc_load_constants — 定数群をキャッシュから読み込む

説明

bool apc_load_constants ( string $key [, bool $case_sensitive = true ] )

定数群をキャッシュから読み込みます。

パラメータ
key

取得したい定数群（apc_define_constants() を使用して格納されたもの）。
case_sensitive

デフォルトでは、定数名の大文字・小文字は区別されます。すなわち、 CONSTANT と Constant は別の値を表します。このパラメータを FALSE にすると、 定数名の大文字・小文字は区別されなくなります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apc_load_constants() の例
<?php
$constants = array(
    'ONE'   => 1,
    'TWO'   => 2,
    'THREE' => 3,
);
apc_define_constants('numbers', $constants);
apc_load_constants('numbers');
echo ONE, TWO, THREE;
?>

上の例の出力は以下となります。
123

参考

apc_define_constants() - 定数の組を定義し、それを取得あるいは一括定義する
define() - 名前を指定して定数を定義する
constant() - 定数の値を返す
あるいは PHP リファレンスの「定数」

apc_sma_info
(PECL apc >= 2.0.0)

apc_sma_info — APC の共有メモリ割り当てに関する情報を取得する

説明

array apc_sma_info ([ bool $limited = false ] )
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APC の共有メモリ割り当てに関する情報を取得します。

パラメータ
limited

FALSE (デフォルト) を設定すると、apc_sma_info() は各セグメントの詳細な情報を返します。

返り値

共有メモリ割り当てデータの配列を返します。失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 apc_sma_info() の例
<?php
print_r(apc_sma_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [num_seg] => 1
    [seg_size] => 31457280
    [avail_mem] => 31448408
    [block_lists] => Array
        (
            [0] => Array
                (
                    [0] => Array
                        (
                            [size] => 31448408
                            [offset] => 8864
                        )

                )

        )

)

参考

APC 設定ディレクティブ

apc_store
(PECL apc >= 3.0.0)

apc_store — 変数をデータ領域にキャッシュする

説明

bool apc_store ( string $key , mixed $var [, int $ttl = 0 ] )

変数をデータ領域にキャッシュします。

注意: PHP の他の多くの仕組みと異なり、apc_store() を用いて格納された変数はリクエストを超えて （その値がキャッシュから取り除かれるまで）持続します。

パラメータ
key

この名前を用いて変数を格納します。key は キャッシュ内で一意です。そのため、同一の key で新しい値を格納すると、元の値は上書きされます。
var

格納する変数。
ttl

有効期間。var は、キャッシュに ttl 秒間だけ格納されます。 ttl が経過すると、格納されている変数は （次のリクエスト時に）キャッシュから削除されます。 ttl が指定されていない（あるいは ttl が 0 の場合）は、 キャッシュから手動で削除される・あるいはキャッ
シュに存在できなくなる （clear, restart など）まで値が持続します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

1 A apc_store() 
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例 の例
<?php
$bar = 'BAR';
apc_store('foo', $bar);
var_dump(apc_fetch('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(3) "BAR"

参考

apc_add() - 変数をデータ領域にキャッシュする
apc_fetch() - 格納されている変数をキャッシュから取得する
apc_delete() - 格納されている変数をキャッシュから取り除く

目次
apc_add — 変数をデータ領域にキャッシュする
apc_bin_dump — 指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを取得する
apc_bin_dumpfile — キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプをファイルに出力する
apc_bin_load — バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む
apc_bin_loadfile — バイナリダンプをファイルから APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む
apc_cache_info — APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する
apc_cas — apc_cas
apc_clear_cache — APC キャッシュをクリアする
apc_compile_file — ファイルをバイトコードキャッシュに保存し、すべてのフィルタをバイパスする
apc_dec — 保存した数値を減らす
apc_define_constants — 定数の組を定義し、それを取得あるいは一括定義する
apc_delete_file — ファイルを opcode キャッシュから削除する
apc_delete — 格納されている変数をキャッシュから取り除く
apc_exists — APC キーが存在するかどうかを調べる
apc_fetch — 格納されている変数をキャッシュから取得する
apc_inc — 保存した数値を増やす
apc_load_constants — 定数群をキャッシュから読み込む
apc_sma_info — APC の共有メモリ割り当てに関する情報を取得する
apc_store — 変数をデータ領域にキャッシュする

APCIterator クラス
導入
APCIterator クラスを使うと、巨大な APC キャッシュの反復処理を容易に行えます。 巨大なキャッシュを順を追って処理し、 ロックインスタンス単位で決まった数のエントリを取得することができます。 そのため、キャッシュ全体を抱え込んで 100 件 (デフォルト) のエント
リを取り込むのではなく、 キャッシュのロックを解放して他の操作ができる状態にすることが可能です。 また、正規表現によるマッチングは C 言語レベルで行われるのでより効率的です。

クラス概要
APCIterator implements Iterator , Traversable {
/* Methods */
__construct ( string $cache [, mixed $search = null [, int $format [, int $chunk_size = 100 [, int $list ]]]] )
public mixed current ( void )
public integer getTotalCount ( void )
public integer getTotalHits ( void )
public int getTotalSize ( void )
public string key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void valid ( void )
}

APCIterator::__construct
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::__construct — APCIterator イテレータオブジェクトを作成する

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

APCIterator::__construct ( string $cache [, mixed $search = null [, int $format [, int $chunk_size = 100 [, int $list ]]]] )

APCIterator オブジェクトを作成します。

パラメータ
cache

キャッシュの形式。user あるいは file となります。
search

APC のキーの名前にマッチする PCRE 正規表現。 単一の正規表現の場合は文字列で、複数の正規表現の場合は配列で指定します。 NULL を渡すと、検索をスキップします。
format

希望する書式。 APC_ITER_* 定数の組み合わせで指定します。
chunk_size

チャンクサイズ。0 より大きい値でなければなりません。 デフォルト値は 100 です。
list

一覧にする形式。APC_LIST_ACTIVE あるいは APC_LIST_INACTIVE を渡します。

返り値

成功した場合に APCIterator オブジェクト、 失敗した場合に NULL を返します。

参考

apc_exists() - APC キーが存在するかどうかを調べる
apc_cache_info() - APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する

APCIterator::current
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::current — 現在の項目を取得する

説明

public mixed APCIterator::current ( void )

APCIterator から現在の項目を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に現在の項目を返します。 もう項目が失敗した場合や取得に失敗した場合は FALSE を返します。

参考

APCIterator::next() - ポインタを次の項目に移動させる
Iterator::current() - 現在の要素を返す

APCIterator::getTotalCount
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::getTotalCount — 総数を取得する

説明

public integer APCIterator::getTotalCount ( void )

総数を取得します。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

総数を返します。

参考

APCIterator::getTotalHits() - キャッシュヒットの総数を取得する
APCIterator::getTotalSize() - キャッシュのサイズの合計を取得する
apc_cache_info() - APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する

APCIterator::getTotalHits
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::getTotalHits — キャッシュヒットの総数を取得する

説明

public integer APCIterator::getTotalHits ( void )

キャッシュヒットの総数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合にヒット数、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

APCIterator::getTotalCount() - 総数を取得する
APCIterator::getTotalSize() - キャッシュのサイズの合計を取得する
apc_cache_info() - APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する

APCIterator::getTotalSize
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::getTotalSize — キャッシュのサイズの合計を取得する

説明

public int APCIterator::getTotalSize ( void )

キャッシュのサイズの合計を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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キャッシュのサイズの合計を返します。

参考

APCIterator::getTotalCount() - 総数を取得する
APCIterator::getTotalHits() - キャッシュヒットの総数を取得する
apc_cache_info() - APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する

APCIterator::key
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::key — イテレータのキーを取得する

説明

public string APCIterator::key ( void )

現在のイテレータのキーを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合にキー、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

APCIterator::current() - 現在の項目を取得する
Iterator::key() - 現在の要素のキーを返す

APCIterator::next
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::next — ポインタを次の項目に移動させる

説明

public void APCIterator::next ( void )

イテレータのポインタを次の要素に移動させます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

APCIterator::current() - 現在の項目を取得する
APCIterator::rewind() - イテレータを巻き戻す
Iterator::next() - 次の要素に進む

APCIterator::rewind
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
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説明

public void APCIterator::rewind ( void )

イテレータを最初の要素に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

APCIterator::next() - ポインタを次の項目に移動させる
Iterator::next() - 次の要素に進む

APCIterator::valid
(PECL apc >= 3.1.1)

APCIterator::valid — 現在位置が有効かどうかを調べる

説明

public void APCIterator::valid ( void )

イテレータの現在位置が有効かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータの現在位置が有効な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

APCIterator::current() - 現在の項目を取得する
Iterator::valid() - 現在位置が有効かどうかを調べる

目次
APCIterator::__construct — APCIterator イテレータオブジェクトを作成する
APCIterator::current — 現在の項目を取得する
APCIterator::getTotalCount — 総数を取得する
APCIterator::getTotalHits — キャッシュヒットの総数を取得する
APCIterator::getTotalSize — キャッシュのサイズの合計を取得する
APCIterator::key — イテレータのキーを取得する
APCIterator::next — ポインタを次の項目に移動させる
APCIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
APCIterator::valid — 現在位置が有効かどうかを調べる

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
APC 関数

apc_add — 変数をデータ領域にキャッシュする
apc_bin_dump — 指定したファイルおよびユーザ変数のバイナリダンプを取得する
apc_bin_dumpfile — キャッシュされたファイルやユーザ変数のバイナリダンプをファイルに出力する
apc_bin_load — バイナリダンプを APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

apc_bin_loadfile — バイナリダンプをファイルから APC のファイル/ユーザキャッシュに読み込む
apc_cache_info — APC のデータから、キャッシュされた情報を取得する
apc_cas
apc_clear_cache — APC キャッシュをクリアする
apc_compile_file — ファイルをバイトコードキャッシュに保存し、すべてのフィルタをバイパスする
apc_dec — 保存した数値を減らす
apc_define_constants — 定数の組を定義し、それを取得あるいは一括定義する
apc_delete_file — ファイルを opcode キャッシュから削除する
apc_delete — 格納されている変数をキャッシュから取り除く
apc_exists — APC キーが存在するかどうかを調べる
apc_fetch — 格納されている変数をキャッシュから取得する
apc_inc — 保存した数値を増やす
apc_load_constants — 定数群をキャッシュから読み込む
apc_sma_info — APC の共有メモリ割り当てに関する情報を取得する
apc_store — 変数をデータ領域にキャッシュする

APCIterator — APCIterator クラス
APCIterator::__construct — APCIterator イテレータオブジェクトを作成する
APCIterator::current — 現在の項目を取得する
APCIterator::getTotalCount — 総数を取得する
APCIterator::getTotalHits — キャッシュヒットの総数を取得する
APCIterator::getTotalSize — キャッシュのサイズの合計を取得する
APCIterator::key — イテレータのキーを取得する
APCIterator::next — ポインタを次の項目に移動させる
APCIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
APCIterator::valid — 現在位置が有効かどうかを調べる

Advanced PHP debugger

導入
APD は進化した PHP デバッガです。PHP コードのプロファイリングやデバッグの機能を提供すること、 また完全なスタックトレースを出力する機能を提供することを目的として作成されています。 APD は対話形式のデバッグもサポートしていますが、 デフォルトではデータ
をトレースファイルに書き出すようになっています。 また、さまざまなレベルの情報 (関数のコール・渡された引数・時間などを含む) をイベント発生時に記録することができ、 それを個々のスクリプト単位で有効にしたり無効にしたりできます。

警告

APD は Zend 拡張モジュールで、PHP 内部関数のコール方法に手を加えます。 そのため、他の Zend 拡張モジュール (たとえば Zend Optimizer など) との相性に注意が必要です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
Win32 でのビルド
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/apd

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

INI ファイルに以下の行を追加します。
zend_extension = /absolute/path/to/apd.so
apd.dumpdir = /absolute/path/to/trace/directory
apd.statement_tracing = 0

http://pecl.php.net/package/apd
http://pecl.php.net/package/apd
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PHP のビルド状況によって、 zend_extension ディレクティブは以下のうちのいずれかひとつとなります。

zend_extension              (非 ZTS, 非 debug ビルド)
zend_extension_ts           (   ZTS, 非 debug ビルド)
zend_extension_debug        (非 ZTS,    debug ビルド)
zend_extension_debug_ts     (   ZTS,    debug ビルド)

Win32 でのビルド
Windows で APD をビルドするには、http://php.net/ で述べられているような PHP コンパイル環境が必要です。 -- 基本的には、Microsoft Visual C++・ win32build.zip・bison/flex・そしてそれらをうまく動かすためのちょっとしたコツが必要になります。 また
adp.dsp の改行コードは必ず DOS 形式にしてください。 Unix 形式の改行コードだと、Microsoft Visual C++ に文句を言われます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

APD の設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

apd.dumpdir NULL PHP_INI_ALL  
apd.statement_tracing "0" PHP_INI_ALL apd 0.9 以降で利用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

apd.dumpdir string

APD がプロファイルのダンプファイルを書き出すディレクトリを設定します。 絶対パス・相対パスのどちらも指定可能です。

apd_set_pprof_trace() へ引数を渡すことで、 指定した以外の場所に書き出すことも可能です。

apd.statement_tracing boolean

行単位のトレースをするかしないかを設定します。これを on (1) にすると、アプリケーションのパフォーマンスに衝撃的な影響を与えます。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

APD の定数
定数 値 説明

FUNCTION_TRACE (integer) 1  
ARGS_TRACE (integer) 2  
ASSIGNMENT_TRACE (integer) 4  
STATEMENT_TRACE (integer) 8  
MEMORY_TRACE (integer) 16  
TIMING_TRACE (integer) 32  
SUMMARY_TRACE (integer) 64  
ERROR_TRACE (integer) 128  
PROF_TRACE (integer) 256  
APD_VERSION (string) 例: 1.0.2-dev  

例
目次

スクリプト中で PHP-APD を使用する方法
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スクリプト中で PHP-APD を使用する方法
1. トレースを開始するには、PHP スクリプトの最初の行で apd_set_pprof_trace() 関数をコールします。

<?php
apd_set_pprof_trace();
?>

この行はスクリプト内のどの場所にでも挿入可能ですが、 もしスクリプトの最初からトレースを始めなければ、 あなたをパフォーマンスのボトルネックに導いてくれるかもしれないデータを捨てることになってしまいます。

2. さあ、スクリプトを実行しましょう。ダンプ結果は apd.dumpdir/pprof_pid.ext に出力されます。

ヒント

CGI 版の PHP を使用している場合は、apd が正しく動作するように '-e' フラグつきで実行し、拡張情報を有効にしてください。たとえば php -e -f script.php のように実行します。

3. プロファイルデータを整形して表示するには、お好みの並べ替えオプション・ 表示オプションを指定して pprofp コマンドを実行してください。 整形された出力は以下のようになります。
bash-2.05b$ pprofp -R /tmp/pprof.22141.0

Trace for /home/dan/testapd.php
Total Elapsed Time = 0.00
Total System Time  = 0.00
Total User Time    = 0.00

Real         User        System             secs/    cumm
%Time (excl/cumm)  (excl/cumm)  (excl/cumm) Calls    call    s/call  Memory Usage Name
--------------------------------------------------------------------------------------
100.0 0.00 0.00  0.00 0.00  0.00 0.00     1  0.0000   0.0009            0 main
56.9 0.00 0.00  0.00 0.00  0.00 0.00     1  0.0005   0.0005            0 apd_set_pprof_trace
28.0 0.00 0.00  0.00 0.00  0.00 0.00    10  0.0000   0.0000            0 preg_replace
14.3 0.00 0.00  0.00 0.00  0.00 0.00    10  0.0000   0.0000            0 str_replace

この例で使われている -R オプションは、 その関数を実行するのにかかった時間の順でプロファイルテーブルを並べ替えます。 "cumm call" 列には個々の関数が何回コールされたか、 そして "s/call" 列には 1 回のコールあたりの平均所要時間が表示されます。

4. KCacheGrind にインポートできる形式のファイルを作成するには、 pprof2calltree コマンドを実行してください。

APD 関数
連絡先の情報
コメント・バグフィックス・機能拡張・あるいは開発を手伝いたいなどの場合は、 メールを » apd@mail.communityconnect.com に送ってください。大歓迎します。

apd_breakpoint
(PECL apd >= 0.2)

apd_breakpoint — インタプリタの処理を停止し、ソケットからの CR を待つ

説明

bool apd_breakpoint ( int $debug_level )

スクリプトの実行を停止し、接続しているソケットからの応答を待ち受ける ために使用します。プログラムのステップ実行を行うには、Enter キーを押す (空行を送る) あるいは実行したい PHP コマンドを入力します。

パラメータ
debug_level

XXX_TRACE 定数の組み合わせによる整数値。

MEMORY_TRACE を用いることは推奨しません。 これは非常に低速で、またあまり正確ではないようだからです。 ASSIGNMENT_TRACE は、まだ実装されていません。

すべての機能 (TIMING, FUNCTIONS, ARGS SUMMARY (strace -c のようなもの)) のトレースを有効にするには、値 99 を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 tcplisten を使用した典型的なセッション
bash#tcplisten localhost 7777

APD - Advanced PHP Debugger Trace File
---------------------------------------------------------------------------

mailto:apd@mail.communityconnect.com
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Process Pid (6118)
Trace Begun at Sun Mar 10 23:13:12 2002
---------------------------------------------------------------------------
(  0.000000): apd_set_session_trace called at /home/alan/Projects/project2/test. 
php:5
(  0.074824): apd_set_session_trace_socket() at /home/alan/Projects/project2/tes 
t.php:5 returned.  Elapsed (0.074824)
(  0.074918): apd_breakpoint() /home/alan/Projects/project2/test.php:7
              ++ argv[0] $(??) = 9
apd_breakpoint() at /home/alan/Projects/project2/test.php:7 returned.  Elapsed ( 
-2089521468.1073275368)
>\n 
statement: /home/alan/Projects/project2/test.php:8
>\n 
statement: /home/alan/Projects/project2/test.php:8
>\n 
statement: /home/alan/Projects/project2/test.php:10
>apd_echo($i);
EXEC: apd_echo($i);
0
>apd_echo(serialize(apd_get_active_symbols()));
EXEC:  apd_echo(serialize(apd_get_active_symbols()));
a:47:{i:0;s:4:"PWD";i:1;s:10:"COLORFGBG";i:2;s:11:"XAUTHORITY";i:3;s:14:"
COLORTERM_BCE";i:4;s:9:"WINDOWID";i:5;s:14:"ETERM_VERSION";i:6;s:16:"SE
SSION_MANAGER";i:7;s:4:"PS1";i:8;s:11:"GDMSESSION";i:9;s:5:"USER";i:10;s:5:"
MAIL";i:11;s:7:"OLDPWD";i:12;s:5:"LANG";i:13;s:10:"COLORTERM";i:14;s:8:"DISP
LAY";i:15;s:8:"LOGNAME";i:16;s:6:"
>apd_echo(system('ls /home/mydir'));
........
>apd_continue(0);

apd_callstack
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_callstack — 現在のコールスタックを配列で返す

説明

array apd_callstack ( void )

現在のコールスタックを配列形式で返します。

返り値

現在のコールスタックを含む配列を返します。

例

例1 apd_callstack() の例
<?php
print_r(apd_callstack());
?>

apd_clunk
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_clunk — 警告とコールスタックをスローする

説明

void apd_clunk ( string $warning [, string $delimiter ] )

perl の Carp::cluck と同じように動作します。警告とコールバックをスローします。 デフォルトの行区切り文字は "<BR />\n" です。

パラメータ
warning

スローする警告。
delimiter

区切り文字。デフォルトは <BR />。

返り値

値を返しません。

例
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例1 apd_clunk() の例
<?php
apd_clunk("Some Warning", "<br/>");
?>

参考

apd_croak() - エラーとコールスタックをスローし、終了する

apd_continue
(PECL apd >= 0.2)

apd_continue — インタプリタを再開する

説明

bool apd_continue ( int $debug_level )

インタプリタを再開するために、一般的にはソケット経由で送信します。

パラメータ
debug_level

XXX_TRACE 定数の組み合わせによる整数値。

MEMORY_TRACE を用いることは推奨しません。 これは非常に低速で、またあまり正確ではないようだからです。 ASSIGNMENT_TRACE は、まだ実装されていません。

すべての機能 (TIMING, FUNCTIONS, ARGS SUMMARY (strace -c のようなもの)) のトレースを有効にするには、値 99 を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apd_continue() の例
<?php
apd_continue(0);
?>

apd_croak
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_croak — エラーとコールスタックをスローし、終了する

説明

void apd_croak ( string $warning [, string $delimiter ] )

perl の Carp::croak と同じように動作します。エラーとコールバックをスローし、 終了します。

パラメータ
warning

スローする警告。
delimiter

区切り文字。デフォルトは <BR />。

返り値

値を返しません。

例

例1 apd_croak() の例
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<?php
apd_croak("Some Warning","<P>");
?>

参考

apd_clunk() - 警告とコールスタックをスローする

apd_dump_function_table
(Unknown)

apd_dump_function_table — 現在の関数テーブルを出力する

説明

void apd_dump_function_table ( void )

現在の関数テーブルを出力します。

返り値

値を返しません。

例

例1 apd_dump_function_table() の例
<?php
apd_dump_function_table();
?>

apd_dump_persistent_resources
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_dump_persistent_resources — すべての持続的なリソースを配列で返す

説明

array apd_dump_persistent_resources ( void )

すべての持続的なリソースを配列で返します。

返り値

現在のコールスタックを含む配列を返します。

例

例1 apd_dump_persistent_resources() の例
<?php
print_r(apd_dump_persistent_resources());
?>

参考

apd_dump_regular_resources() - 現在のすべての一般リソースを配列で返す

apd_dump_regular_resources
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_dump_regular_resources — 現在のすべての一般リソースを配列で返す

説明

array apd_dump_regular_resources ( void )
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現在のすべての一般リソースを配列で返します。

返り値

現在の一般リソースを含む配列を返します。

例

例1 apd_dump_regular_resources() の例
<?php
print_r(apd_dump_regular_resources());
?>

参考

apd_dump_persistent_resources() - すべての持続的なリソースを配列で返す

apd_echo
(PECL apd >= 0.2)

apd_echo — デバッグ用ソケットに表示する

説明

bool apd_echo ( string $output )

実行中のスクリプトに関する情報を、 一般的にはソケット経由でリクエストします。

パラメータ
output

デバッグされた変数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apd_echo() の例
<?php
apd_echo($i);
?>

apd_get_active_symbols
(PECL apd 0.2)

apd_get_active_symbols — ローカルスコープ内の現在の変数名を配列で取得する

説明

array apd_get_active_symbols ( void )

アクティブなスコープ内で定義されているすべての変数名を返します (変数の値ではありません)。

返り値

すべての変数を含む多次元配列を返します。

例

例1 apd_get_active_symbols() の例
<?php
apd_echo(apd_get_active_symbols());
?>
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apd_set_pprof_trace
(PECL apd >= 0.2)

apd_set_pprof_trace — セッションのデバッグを開始する

説明

string apd_set_pprof_trace ([ string $dump_directory [, string $fragment = "pprof" ]] )

ダンプディレクトリの pprof_{process_id} へのデバッグを開始します。

パラメータ
dump_directory

プロファイルのダンプファイルを書き込むディレクトリ。 指定しない場合は、php.ini の設定 apd.dumpdir を使用します。
fragment

返り値

対象となるファイルへのパスを返します。

例

例1 apd_set_pprof_trace() の例
<?php
apd_set_pprof_trace();
?>

参考

apd_set_session_trace() - セッションのデバッグを開始する

apd_set_session_trace_socket
(PECL apd >= 0.2)

apd_set_session_trace_socket — リモートセッションのデバッグを開始する

説明

bool apd_set_session_trace_socket ( string $tcp_server , int $socket_type , int $port , int $debug_level )

指定した tcp_server (tcplisten など) に接続し、 デバッグデータをソケットに送信します。

パラメータ
tcp_server

TCP サーバの IP あるいは Unix ドメインソケット (ファイルなど)。
socket_type

ファイルベースのソケットなら AF_UNIX、 標準の tcp/ip なら APD_AF_INET。
port

任意のポートを使用できますが、できるだけ大きめの数を使用するほうがいいでしょう。 小さい数は他のシステムサービスが使っている可能性があります。
debug_level

XXX_TRACE 定数の組み合わせによる整数値。

MEMORY_TRACE を用いることは推奨しません。 これは非常に低速で、またあまり正確ではないようだからです。 ASSIGNMENT_TRACE は、まだ実装されていません。

すべての機能 (TIMING, FUNCTIONS, ARGS SUMMARY (strace -c のようなもの)) のトレースを有効にするには、値 99 を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 apd_set_session_trace_socket() の例
<?php
  apd_set_session_trace_socket("127.0.0.1",APD_AF_INET,7112,0);
?>

apd_set_session_trace
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_set_session_trace — セッションのデバッグを開始する

説明

void apd_set_session_trace ( int $debug_level [, string $dump_directory ] )

ダンプディレクトリの apd_dump_{process_id} へのデバッグを開始します。

パラメータ
debug_level

XXX_TRACE 定数の組み合わせによる整数値。

MEMORY_TRACE を用いることは推奨しません。 これは非常に低速で、またあまり正確ではないようだからです。 ASSIGNMENT_TRACE は、まだ実装されていません。

すべての機能 (TIMING, FUNCTIONS, ARGS SUMMARY (strace -c のようなもの)) のトレースを有効にするには、値 99 を指定します。
dump_directory

プロファイルのダンプファイルを書き込むディレクトリ。 指定しない場合は、php.ini の設定 apd.dumpdir を使用します。

返り値

値を返しません。

例

例1 apd_set_session_trace() の例
<?php
apd_set_session_trace(99);
?>

apd_set_session
(PECL apd 0.2-0.4)

apd_set_session — 現在のデバッグレベルを変更あるいは設定する

説明

void apd_set_session ( int $debug_level )

アプリケーション内で、場所によってデバッグのレベルを増減する際に使用可能です。

パラメータ
debug_level

XXX_TRACE 定数の組み合わせによる整数値。

MEMORY_TRACE を用いることは推奨しません。 これは非常に低速で、またあまり正確ではないようだからです。 ASSIGNMENT_TRACE は、まだ実装されていません。

すべての機能 (TIMING, FUNCTIONS, ARGS SUMMARY (strace -c のようなもの)) のトレースを有効にするには、値 99 を指定します。

返り値

値を返しません。

例
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例1 apd_set_session() の例
<?php
apd_set_session(9);
?>

override_function
(PECL apd >= 0.2)

override_function — 組み込みの関数を上書きする

説明

bool override_function ( string $function_name , string $function_args , string $function_code )

シンボルテーブルを書き換えることで、組み込みの関数を上書きします

パラメータ
function_name

上書きする関数。
function_args

関数への引数をカンマ区切りの文字列で指定します。

通常は、このパラメータだけでなく function_code パラメータも (シングルクォート区切りの文字列で) 指定することでしょう。シングルクォートで囲んだ文字列を使用する理由は、 変数名がパースされないようにするためです。 ダブルクォートを使用するなら、変数名を
エスケープして \$your_var のようにしなければなりません。

function_code

関数の新しいコード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 override_function() の例
<?php
override_function('test', '$a,$b', 'echo "DOING TEST"; return $a * $b;');
?>

rename_function
(PECL apd >= 0.2)

rename_function — グローバルの関数テーブルで関数名を変更する

説明

bool rename_function ( string $original_name , string $new_name )

グローバルの関数テーブルで関数名を変更します。 一時的に組み込み関数を上書きする際に有用です。

パラメータ
original_name

もとの関数名。
new_name

関数 original_name の新しい名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 rename_function() の例
<?php
rename_function('mysql_connect', 'debug_mysql_connect' );
?>

目次
apd_breakpoint — インタプリタの処理を停止し、ソケットからの CR を待つ
apd_callstack — 現在のコールスタックを配列で返す
apd_clunk — 警告とコールスタックをスローする
apd_continue — インタプリタを再開する
apd_croak — エラーとコールスタックをスローし、終了する
apd_dump_function_table — 現在の関数テーブルを出力する
apd_dump_persistent_resources — すべての持続的なリソースを配列で返す
apd_dump_regular_resources — 現在のすべての一般リソースを配列で返す
apd_echo — デバッグ用ソケットに表示する
apd_get_active_symbols — ローカルスコープ内の現在の変数名を配列で取得する
apd_set_pprof_trace — セッションのデバッグを開始する
apd_set_session_trace_socket — リモートセッションのデバッグを開始する
apd_set_session_trace — セッションのデバッグを開始する
apd_set_session — 現在のデバッグレベルを変更あるいは設定する
override_function — 組み込みの関数を上書きする
rename_function — グローバルの関数テーブルで関数名を変更する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
Win32 でのビルド
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

スクリプト中で PHP-APD を使用する方法
APD 関数

apd_breakpoint — インタプリタの処理を停止し、ソケットからの CR を待つ
apd_callstack — 現在のコールスタックを配列で返す
apd_clunk — 警告とコールスタックをスローする
apd_continue — インタプリタを再開する
apd_croak — エラーとコールスタックをスローし、終了する
apd_dump_function_table — 現在の関数テーブルを出力する
apd_dump_persistent_resources — すべての持続的なリソースを配列で返す
apd_dump_regular_resources — 現在のすべての一般リソースを配列で返す
apd_echo — デバッグ用ソケットに表示する
apd_get_active_symbols — ローカルスコープ内の現在の変数名を配列で取得する
apd_set_pprof_trace — セッションのデバッグを開始する
apd_set_session_trace_socket — リモートセッションのデバッグを開始する
apd_set_session_trace — セッションのデバッグを開始する
apd_set_session — 現在のデバッグレベルを変更あるいは設定する
override_function — 組み込みの関数を上書きする
rename_function — グローバルの関数テーブルで関数名を変更する

PHP バイトコードコンパイラ

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

Bcompiler は、以下のような目的で作成されました。

プロプライエタリな PHP アプリケーションのスクリプト全体をエンコードするため
プロプライエタリな PHP アプリケーションの一部のクラスや関数をエンコードするため
クライアントのデスクトップで動作する php-gtk アプリケーションを、 php.exe を用いずに実行させるため
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PHP から C へのコンバータの実現可能性を調べるため

最初の目的は bcompiler_write_header()、 bcompiler_write_file() および bcompiler_write_footer() を使用することで実現できます。バイトコードのファイルが、 圧縮されていないかあるいはプレーンな形式で書き出されます。 出来上がったバイトコードは、単純に include
や require を用いることで使用可能です。

2 番目の目的を実現するには bcompiler_write_header()、 bcompiler_write_class()、 bcompiler_write_footer()、 bcompiler_read() および bcompiler_load() 関数を使用します。 バイトコードのファイルが、圧縮されていないか あるいはプレーンな形式で書き出されます。
bcompiler_load() は、bzip で圧縮された バイトコードファイルを読み込みます。これは元のファイルに比べて 1/3 程度の大きさになります。

EXE 形式のファイルを作成するには、修正された sapi ファイルか 共有ライブラリとしてコンパイルされた PHP とともに bcompiler を使用する必要があります。この場合、bcompiler は 圧縮されたバイトコードを exe ファイルの後ろから読み込みます。

圧縮しないバイトコードのみで使用した場合、bcompiler によって 処理速度を約 30% 向上させることが可能です。しかし、圧縮しない バイトコードは元のソースコードに比べて 5 倍程度の大きさに なることに気をつけてください。バイトコードを圧縮することで 容量を節約
することが可能ですが、圧縮ファイルを展開するのには ソースコードをパースするよりはるかに長い時間がかかります。 bcompiler はバイトコードに対する最適化を一切行いません。 これは将来のバージョンで対応する予定です…。

コードの保護という点に関しては、もとのソースコードやコメントを 復元することは不可能であると考えて間違いありません。bcompiler のバイトコードをもとにしてコードを復元し、クラスに手を加える といったことは無意味です。しかし、bcompiler で作成した バイト
コードファイルからデータを取り出すことは可能です。 個人的なパスワードなどの情報をバイトコードの中に含めないでください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/bcompiler.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

bcompiler 関数
連絡先
コメント・バグ修正・機能拡張の提案や、 開発を手伝ってくださるという方は、» alan_k@php.net までメールをください。お待ちしています。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/bcompiler
http://pecl.php.net/package/bcompiler
mailto:alan_k@php.net
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bcompiler_load_exe
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_load_exe — bcompiler の exe ファイルを読み込み、クラスを生成する

説明

bool bcompiler_load_exe ( string $filename )

bcompiler の exe ファイルからデータを読み込み、バイトコードからクラスを生成します。

パラメータ
filename

exe ファイルのパスを表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_load_exe() の例
<?php

bcompiler_load_exe("/tmp/example.exe");
print_r(get_defined_classes());

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_load() - bz 圧縮されたファイルを読み込み、クラスを生成する

bcompiler_load
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_load — bz 圧縮されたファイルを読み込み、クラスを生成する

説明

bool bcompiler_load ( string $filename )

bzip 圧縮されたファイルを読み込み、バイトコードからクラスを生成します。

パラメータ
filename

bzcompress されたファイルのパスを表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_load() の例
<?php

bcompiler_load("/tmp/example");

print_r(get_defined_classes());

?>
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注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

注意:

バイトコードをパースするには、include 文や require 文を 使用してください。この関数を使用するよりも、そのほうが より移植性が高く便利です。

この関数は、バイトコードファイルに含まれるスクリプト本体のコードを 実行するわけではないことに注意しましょう。

参考

bcompiler_load_exe() - bcompiler の exe ファイルを読み込み、クラスを生成する

bcompiler_parse_class
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_parse_class — クラスのバイトコードを読み込み、ユーザ関数をコールする

説明

bool bcompiler_parse_class ( string $class , string $callback )

クラスのバイトコードを読み込み、ユーザ関数をコールします。

パラメータ
class

クラス名を表す文字列。
callback

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_parse_class() の例
<?php

function readByteCodes($data) {
    print_r($data);
}

bcompiler_parse_class("DB","readByteCodes");

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

注意:

bcompiler 0.5 以降ではこの関数は削除されており、 もはや使用することはできません。

bcompiler_read
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_read — ファイルハンドルを読み込み、クラスを生成する

説明

bool bcompiler_read ( resource $filehandle )
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開いているファイルハンドルからデータを読み込み、バイトコードからクラスを生成します。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_read() の例
<?php
$fh = fopen("/tmp/example","r");
bcompiler_read($fh);
fclose($fh);
print_r(get_defined_classes());

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

注意:

バイトコードをパースするには、include 文や require 文を 使用してください。この関数を使用するよりも、そのほうが より移植性が高く便利です。

この関数は、バイトコードファイルに含まれるスクリプト本体のコードを 実行するわけではないことに注意しましょう。

bcompiler_write_class
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_write_class — 定義したクラスをバイトコードとして書き込む

説明

bool bcompiler_write_class ( resource $filehandle , string $className [, string $extends ] )

この関数は、PHP から既存のクラスをバイトコードとして読み込み、 開かれているファイルハンドルに書き込みます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
className

クラス名を表す文字列。
extends

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_class() example

<?php
$fh = fopen("/tmp/example","w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_class($fh,"DB");
// DB_mysql が DB_common を継承しているのなら、
// DB_mysql より前に DB_common を書き込む必要があります。
bcompiler_write_class($fh,"DB_common");
bcompiler_write_class($fh,"DB_mysql");
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);

?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

注意:

この関数は依存性のチェックを行わないので、 読み込んだ際に undefined class とならないように、書き込む順序に注意が必要です。

参考

bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

bcompiler_write_constant
(PECL bcompiler >= 0.5)

bcompiler_write_constant — 定義した定数をバイトコードとして書き込む

説明

bool bcompiler_write_constant ( resource $filehandle , string $constantName )

この関数は、PHP から既存の定数をバイトコードとして読み込み、 開かれているファイルハンドルに書き込みます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
constantName

定義済みの定数名を表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_constant() の例
<?php
define("MODULE_MAX", 30);

$fh = fopen("/tmp/example","w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_constant($fh,"MODULE_MAX");
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

bcompiler_write_exe_footer
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_write_exe_footer — 開始位置および exe 形式ファイルのフッタを書き込む

説明
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bool bcompiler_write_exe_footer ( resource $filehandle , int $startpos )

EXE (あるいは実行可能) ファイルは、三つの部分からできています。

PHP インタプリタ・bcompiler 拡張モジュール・保存されたバイトコードを読み込み、 指定した関数 (たとえば main) やクラスメソッド (たとえば main::main) をコールするためのスタブ (実行可能なコード。たとえばコンパイル済の C プログラムなど)
バイトコード (この場合は圧縮していないもののみが対象となります)
bcompiler の EXE フッタ

bcompiler の CVS 上で examples/embed ディレクトリにある、 php_embed ベースのスタブ phpe.c をコンパイルすることで 適切なスタブが取得できます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
startpos

ファイル内でのバイトコードの開始位置。 ftell($fh) を使用して取得することが可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_exe_footer() の例
<?php

/* 出力ファイル (example.exe) を作成します */
$fh = fopen("example.exe", "w");

/* 1) スタブ (phpe.exe) を書き込みます */
$size = filesize("phpe.exe");
$fr = fopen("phpe.exe", "r");
fwrite($fh, fread($fr, $size), $size);
$startpos = ftell($fh);

/* 2) バイトコードを書き込みます */
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_class($fh, "myclass");
bcompiler_write_function($fh, "main");
bcompiler_write_footer($fh);

/* 3) EXE フッタを書き込みます */
bcompiler_write_exe_footer($fh, $startpos);

/* 出力ファイルを閉じます */
fclose($fh);
?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_class() - 定義したクラスをバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

bcompiler_write_file
(PECL bcompiler >= 0.6)

bcompiler_write_file — php ソースファイルをバイトコードとして書き込む

説明

bool bcompiler_write_file ( resource $filehandle , string $filename )

この関数は、指定したソースファイルをバイトコードにコンパイルし、 開かれているファイルハンドルに書き込みます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
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filename

ソースファイルのパスを表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_file() の例
<?php
$fh = fopen("example.phb", "w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_file($fh, "example.php");
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);
/* 以下はまったく同等となります。
include "example.php";
   および
include "example.phb";
*/
?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

bcompiler_write_footer
(PECL bcompiler >= 0.4)

bcompiler_write_footer — コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

説明

bool bcompiler_write_footer ( resource $filehandle )

コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込みます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_footer() の例
<?php
$fh = fopen("/tmp/example","w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_class($fh,"DB");
bcompiler_write_class($fh,"DB_common");
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考
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bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む

bcompiler_write_function
(PECL bcompiler >= 0.5)

bcompiler_write_function — 定義した関数をバイトコードとして書き込む

説明

bool bcompiler_write_function ( resource $filehandle , string $functionName )

この関数は、PHP から既存の関数をバイトコードとして読み込み、 開かれているファイルハンドルに書き込みます。書き込む順序を気にする 必要はありません (例えば、関数 b が関数 a を使用している場合に 下の例のようにコンパイルしたとしても正常に動作します)。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
functionName

関数名を表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_function() の例
<?php
$fh = fopen("/tmp/example","w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_function($fh,"my_function_a");
bcompiler_write_function($fh,"my_function_b");
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

bcompiler_write_functions_from_file
(PECL bcompiler >= 0.5)

bcompiler_write_functions_from_file — ファイル内で定義されているすべての関数をバイトコードとして書き込む

説明

bool bcompiler_write_functions_from_file ( resource $filehandle , string $fileName )

指定したファイル内で定義されているすべての関数を検索し、 対応するバイトコードを、 開かれているファイルハンドルに書き込みます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
fileName

コンパイルしたいファイル。 コンパイルしたいファイルを include/require することを忘れないでください。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_functions_from_file() の例
<?php
require('module.php');

$fh = fopen("/tmp/example","w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_functions_from_file($fh,'module.php');
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_write_header() - bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む

bcompiler_write_header
(PECL bcompiler >= 0.3)

bcompiler_write_header — bcompiler のヘッダを書き込む

説明

bool bcompiler_write_header ( resource $filehandle [, string $write_ver ] )

bcompiler ファイルのヘッダを書き込みます。

パラメータ
filehandle

fopen() が返すファイルハンドル。
write_ver

以前に使われていたフォーマットでバイトコードを書き込む際に使用します。 これにより、古いバージョンの bcompiler でバイトコードを使用することが可能となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcompiler_write_header() の例
<?php
$fh = fopen("/tmp/example","w");
bcompiler_write_header($fh);
bcompiler_write_class($fh,"DB");
bcompiler_write_footer($fh);
fclose($fh);

?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

bcompiler_write_footer() - コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

bcompiler_write_included_filename
(PECL bcompiler >= 0.5)

bcompiler_write_included_filename — インクルードされたファイルをバイトコードとして書き込む

説明

bool bcompiler_write_included_filename ( resource $filehandle , string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

目次
bcompiler_load_exe — bcompiler の exe ファイルを読み込み、クラスを生成する
bcompiler_load — bz 圧縮されたファイルを読み込み、クラスを生成する
bcompiler_parse_class — クラスのバイトコードを読み込み、ユーザ関数をコールする
bcompiler_read — ファイルハンドルを読み込み、クラスを生成する
bcompiler_write_class — 定義したクラスをバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_constant — 定義した定数をバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_exe_footer — 開始位置および exe 形式ファイルのフッタを書き込む
bcompiler_write_file — php ソースファイルをバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_footer — コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む
bcompiler_write_function — 定義した関数をバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_functions_from_file — ファイル内で定義されているすべての関数をバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_header — bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_included_filename — インクルードされたファイルをバイトコードとして書き込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
bcompiler 関数

bcompiler_load_exe — bcompiler の exe ファイルを読み込み、クラスを生成する
bcompiler_load — bz 圧縮されたファイルを読み込み、クラスを生成する
bcompiler_parse_class — クラスのバイトコードを読み込み、ユーザ関数をコールする
bcompiler_read — ファイルハンドルを読み込み、クラスを生成する
bcompiler_write_class — 定義したクラスをバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_constant — 定義した定数をバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_exe_footer — 開始位置および exe 形式ファイルのフッタを書き込む
bcompiler_write_file — php ソースファイルをバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_footer — コンパイルされたデータの終了を示す文字 \x00 を書き込む
bcompiler_write_function — 定義した関数をバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_functions_from_file — ファイル内で定義されているすべての関数をバイトコードとして書き込む
bcompiler_write_header — bcompiler のヘッダを書き込む
bcompiler_write_included_filename — インクルードされたファイルをバイトコードとして書き込む

エラー処理およびログ記録

導入
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以下の関数は、エラー処理およびログ記録を行います。これらの関数によ り、独自のエラー処理規則を定義することが可能になり、同時にエラーの ログを記録する方法を修正することが可能になります。これにより、ニーズに 即したエラー出力の変更と拡張が可能になります。

ログ記録関数により他のマシンやemail(またはポケベルのゲートウエイ に!)、システムログ等に直接メッセージを送信することが可能になります。 これにより、ログを行うものを選択したり、アプリケーションやWebサイ トに最も重要な部分をモニタすることが可能になりま
す。

エラー出力関数により、エラーのフィードバックのレベルと種類、 簡単な通知からカスタマイズされた関数までエラーの際に返すもの をカスタマイズすることが可能になります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

エラーおよびロギング設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

error_reporting NULL PHP_INI_ALL  
display_errors "1" PHP_INI_ALL  
display_startup_errors "0" PHP_INI_ALL  
log_errors "0" PHP_INI_ALL  
log_errors_max_len "1024" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
ignore_repeated_errors "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
ignore_repeated_source "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
report_memleaks "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
track_errors "0" PHP_INI_ALL  
html_errors "1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_SYSTEM 。
xmlrpc_errors "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.1.0 以降で有効です。
xmlrpc_error_number "0" PHP_INI_ALL PHP 4.1.0 以降で有効です。
docref_root "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
docref_ext "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.2 以降で有効です。
error_prepend_string NULL PHP_INI_ALL  
error_append_string NULL PHP_INI_ALL  
error_log NULL PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブの簡単な説明を示します。

error_reporting integer

エラー出力レベルを設定します。パラメータは、あるビットフィールドを表 す整数か定数名で指定します。このerror_reportingのレベルと定数は、 定義済の定数および php.iniに記述されています。 実行時に設定するには、 error_reporting() 関数を指定してください。
display_errors ディレクティブも参照してください。

PHP 4 と PHP 5 のデフォルトは E_ALL & ~E_NOTICE です。 この設定はE_NOTICEレベルのエラーは出力されません。 開発時にはこのエラーを表示させたい場合もあるかもしれません。

注意:

開発時にE_NOTICEを有効にすることにはいくつ かの利点があります。デバッグのために、NOTICE メッセージはコード の中のバグの可能性について警告を与えます。例えば、代入されていな い値を使用した場合は、警告を発生します。 これは、書き間違いを見
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付け、デバッグの時間を節約するために非常 に有用です。NOTICEメッセージは、好ましくないコードに警告します。 例えば、$arr[item] は $arr['item'] と書く方が好ましいです。 これは、PHPが "item" を定数として取り扱うためです。 定数でない場
合、PHPは配列の添字用の文字列と判断します。

注意:

PHP 5では新しいエラーレベルE_STRICTを使用できます。 E_STRICTはE_ALLには 含まれないため、明示的にこのエラーレベルを設定する必要があります。 開発中にE_STRICTを有効にすることは いくつかの利点があります。STRICTメッセージは最新かつもっとも
有効で 推奨されるコーディングメソッドを使用するように手助けしてくれます。 例えば推奨されない関数を使用したさいに警告を発します。

注意: PHP 定数の、PHP 以外での使用

PHP の定数を、httpd.conf など PHP の外部で使用しても何の意味もありません。外部で使用する場合には、 integer 型の値を指定しなければなりません。 また、エラーレベルはこれからも追加されることがあるので、 最大値 (E_ALL に対応する値) は変わる可
能性があります。そこで、E_ALL を指定する場面では 2147483647 (E_ALL だけではなくすべてのエラーを含める) のような数を指定するようにしましょう。 これは現状の全ビットに対応した上で、かつ値が将来追加された場合にも対応できます。

display_errors string

エラーをHTML出力の一部として画面に出力するかどうかを定義します。

"stderr" を指定すると、エラーの内容を stdout (標準出力) ではなく stderr (標準エラー出力) に送ります。この値は PHP 5.2.4 以降で使用可能です。それより前のバージョンでは、 このディレクティブは boolean 型でした。

注意:

開発をサポートする仕組みであり、本番のシステムでは 使用すべきではありません (例えばインターネットに接続されたシステムなど)。

注意:

display_errors は実行時にも設定可能（ini_set() 関数を用いて）ですが、スクリプトが致命的（fatal）なエラーを発生した場合は その設定は反映されません。なぜなら、要求されたアクションは 実行されなかったからです。

display_startup_errors boolean

display_errorsをonにした場合でも、PHPの起動シーケンスにおいて発 生したエラーは表示されません。デバッグ時を除き、 display_startup_errorsをoffにしておくことが強く推奨されます。

log_errors boolean

エラーメッセージを、サーバーのエラーログまたはerror_logに記録するかどうかを指定 します。このオプションはサーバーに依存します。

注意:

実用Webサイトではエラー表示を行う代わりにエラーを記録することを 強く推奨します。

log_errors_max_len integer

log_errorsの最大長をバイト単位で設定します。 error_log には、 この設定で情報が追加されます。デフォルトは 1024 で、0 を指定すると 最大長の制限は全く適用されなくなります。 この長さはエラーログへの記録や エラーの表示、そして $php_errormsg に適用さ
れます。

integerを使用する際、 その値はバイト単位で測られます。 この FAQ に記載された 短縮表記を使用することも可能です。
ignore_repeated_errors boolean

繰り返されるメッセージを記録しません。エラーの繰り返しは、 ignore_repeated_sourceが trueに設定されるまで同じファイルの同じ行で発生します。

ignore_repeated_source boolean

メッセージの繰り返しを無視する場合にメッセージのソースを無視しま す。この設定をOnにすると、異なるファイルまたはソース行からの同じ エラーメッセージの繰り返しを記録しなくなります。

report_memleaks boolean

このパラメータをOffにした場合、(stdoutまたはログに)メモリーリー クは表示されなくなります。これは、デバッグ用コンパイル時に error_reportingで E_WARNING を有効にしている場合のみ有効です。

track_errors boolean

有効にした場合、直近のエラーメッセージが、 $php_errormsg 変数に常に代入されます。

html_errors boolean

エラーメッセージのHTMLタグをオフにします。htmlエラー用の新しい形 式では、ユーザがエラーまたはエラーを発生した関数を説明するページ に導くようクリック可能なメッセージを出力します。これらのリファレ ンスは、docref_root およ び docref_extの設定に依
存 します。

xmlrpc_errors boolean

通常のエラー報告を無効にし、XML-RPC 形式のエラーメッセージとします。

xmlrpc_error_number integer

XML-RPC の faultCode 要素の値として使用します。

docref_root string

新しいエラーフォーマットはエラーやエラーの原因となった関数に関するマニュアル のページの情報を含んでいます。マニュアルのページによっては母国語でダウンロードが 可能であり、このiniディレクティブをマニュアルのローカルコピーのURLにセット することがで
きます。 マニュアルのローカルコピーが "/manual/" でアクセスできるとすると、単に docref_root=/manual/とするだけです。 ローカルコピーのファイルの拡張子はdocref_ext=.html で指定できます。拡張リファレンスを使用することもできます。例えば
docref_root=http://manual/en/または docref_root="http://landonize.it/?how=url&theme=classic&filter=Landon&url=http%3A%2F%2Fwww.php.net%2F"が使用できます。
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ほとんどの場合 docref_root の値の最後を "/" にしようと思うでしょう。 しかし上の二つ目の例を見ではその必要はありません。

docref_ext string

docref_rootを参照して下さ い。

注意:

docref_extの値はドット "." で始まる必要があります。

error_prepend_string string

エラーメッセージの前に出力する文字列。

error_append_string string

エラーメッセージの後に出力する文字列。

error_log string

スクリプトエラーが記録されるファイル名です。 ファイルはウェブサーバユーザで書き込めなければなりません。 syslog が指定されると、エラーはファイルではなく システムロガーに送られます。これは Unix では syslog(3) であり Windows NT ではイベントログのこ
とです。システムロガーは Windows 95 ではサポートされていません。 syslog() も参照してください。 このディレクティブが設定されていない場合、エラーは SAPI エラーロガーに送信されます。これは、例えば Apache のエラーログ、 あるいは CLI なら stderr になり
ます。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数は、PHP コアに含まれており、常に利用可能です。

注意: 以下の定数をphp.iniで使用することができますが、 httpd.confのようなPHPの外部では、 代わりにビットマスク値を使用する必要があります。

エラーとロギング
値 定数 説明 注記

1 E_ERROR (integer) 重大な実行時エラー。これは、メモリ確保に関する問題のように復帰で きないエラーを示します。スクリプトの実行は中断されます。
2 E_WARNING (integer) 実行時の警告 (致命的なエラーではない)。スクリプトの実行は中断さ れません。  
4 E_PARSE (integer) コンパイル時のパースエラー。パースエラーはパーサでのみ生成されま す。  
8 E_NOTICE (integer) 実行時の警告。エラーを発しうる状況に遭遇したことを示す。 ただし通常のスクリプト実行の場合にもこの警告を発することがありうる。  

16 E_CORE_ERROR
(integer) PHPの初期始動時点での致命的なエラー。E_ERRORに 似ているがPHPのコアによって発行される点が違う。 PHP 4 より

32 E_CORE_WARNING
(integer) （致命的ではない）警告。PHPの初期始動時に発生する。 E_WARNINGに似ているがPHPのコアによって発行される 点が違う。 PHP 4 より

64 E_COMPILE_ERROR
(integer) コンパイル時の致命的なエラー。E_ERRORに 似ているがZendスクリプティングエンジンによって発行される点が違う。 PHP 4 より

128 E_COMPILE_WARNING
(integer) コンパイル時の警告（致命的ではない）。E_WARNINGに 似ているがZendスクリプティングエンジンによって発行される点が違う。 PHP 4 より

256 E_USER_ERROR
(integer) ユーザーによって発行されるエラーメッセージ。E_ERROR に似ているがPHPコード上でtrigger_error()関数を 使用した場合に発行される点が違う。 PHP 4 より

512 E_USER_WARNING
(integer) ユーザーによって発行される警告メッセージ。E_WARNING に似ているがPHPコード上でtrigger_error()関数を 使用した場合に発行される点が違う。 PHP 4 より

1024 E_USER_NOTICE
(integer) ユーザーによって発行される注意メッセージ。E_NOTICEに に似ているがPHPコード上でtrigger_error()関数を 使用した場合に発行される点が違う。 PHP 4 より

2048 E_STRICT (integer) コードの相互運用性や互換性を維持するために PHP がコードの変更を提案する。 PHP 5 より

4096 E_RECOVERABLE_ERROR
(integer)

キャッチできる致命的なエラー。危険なエラーが発生したが、 エンジンが不安定な状態になるほどではないことを表す。 ユーザ定義のハンドラでエラーがキャッチされなかった場
合 (set_error_handler() も参照ください) は、 E_ERROR として異常終了する。 PHP 5.2.0 より

8192 E_DEPRECATED
(integer) 実行時の注意。これを有効にすると、 将来のバージョンで動作しなくなるコードについての警告を受け取ることができる。 PHP 5.3.0 より

16384 E_USER_DEPRECATED
(integer) ユーザ定義の警告メッセージ。これは E_DEPRECATED と同等だが、 PHP のコード上で関数 trigger_error() によって作成されるという点が異なる。 PHP 5.3.0 より

30719 E_ALL (integer) サポートされる全てのエラーと警告。 E_STRICT レベルのエラーは除く。 PHP 5.3.x では 30719、 PHP 5.2.x では 6143、 それより前の
バージョンでは 2047 でした。

上記の値（数値も論理値も）はどのエラーをレポートするかを指定する ビットマスクを組み立てる。ビット演算子 を使用して値を組み合わせたり特定のエラータイプをマスクすることができる。 php.ini では'|', '~', '!', '^' and '&'のみが解釈されることに 注意すべきである。

例
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エラー処理機能を PHP で使用するための例を示します。 ファイルに(XML 形式で)情報を記録し、論理的に致命的なエラーの場合に、 開発者に電子メールを送信するようなエラー処理関数を定義します。

例1 スクリプト内でのエラー処理
<?php
// 自分のエラーハンドリングを行います
error_reporting(0);

// ユーザーの定義したエラーハンドリング関数
function userErrorHandler($errno, $errmsg, $filename, $linenum, $vars) 
{
    // エラーエントリのタイムスタンプ
    $dt = date("Y-m-d H:i:s (T)");

    // エラー文字列の連想配列を定義します。
    // 実際のところ、考慮する必要があるのは
    // E_WARNING、E_NOTICE、E_USER_ERROR、
    // E_USER_WARNING そして E_USER_NOTICE だけです。
    $errortype = array (
                E_ERROR              => 'Error',
                E_WARNING            => 'Warning',
                E_PARSE              => 'Parsing Error',
                E_NOTICE             => 'Notice',
                E_CORE_ERROR         => 'Core Error',
                E_CORE_WARNING       => 'Core Warning',
                E_COMPILE_ERROR      => 'Compile Error',
                E_COMPILE_WARNING    => 'Compile Warning',
                E_USER_ERROR         => 'User Error',
                E_USER_WARNING       => 'User Warning',
                E_USER_NOTICE        => 'User Notice',
                E_STRICT             => 'Runtime Notice',
                E_RECOVERABLE_ERROR  => 'Catchable Fatal Error'
                );
    // set of errors for which a var trace will be saved
    $user_errors = array(E_USER_ERROR, E_USER_WARNING, E_USER_NOTICE);
    
    $err = "<errorentry>\n";
    $err .= "\t<datetime>" . $dt . "</datetime>\n";
    $err .= "\t<errornum>" . $errno . "</errornum>\n";
    $err .= "\t<errortype>" . $errortype[$errno] . "</errortype>\n";
    $err .= "\t<errormsg>" . $errmsg . "</errormsg>\n";
    $err .= "\t<scriptname>" . $filename . "</scriptname>\n";
    $err .= "\t<scriptlinenum>" . $linenum . "</scriptlinenum>\n";

    if (in_array($errno, $user_errors)) {
        $err .= "\t<vartrace>" . wddx_serialize_value($vars, "Variables") . "</vartrace>\n";
    }
    $err .= "</errorentry>\n\n";
    
    // テスト用
    // echo $err;

    // エラーログを保存し、重大なユーザーエラーは自分にメールする
    error_log($err, 3, "/usr/local/php4/error.log");
    if ($errno == E_USER_ERROR) {
        mail("phpdev@example.com", "Critical User Error", $err);
    }
}

function distance($vect1, $vect2) 
{
    if (!is_array($vect1) || !is_array($vect2)) {
        trigger_error("Incorrect parameters, arrays expected", E_USER_ERROR);
        return NULL;
    }

    if (count($vect1) != count($vect2)) {
        trigger_error("Vectors need to be of the same size", E_USER_ERROR);
        return NULL;
    }

    for ($i=0; $i<count($vect1); $i++) {
        $c1 = $vect1[$i]; $c2 = $vect2[$i];
        $d = 0.0;
        if (!is_numeric($c1)) {
            trigger_error("Coordinate $i in vector 1 is not a number, using zero", 
                            E_USER_WARNING);
            $c1 = 0.0;
        }
        if (!is_numeric($c2)) {
            trigger_error("Coordinate $i in vector 2 is not a number, using zero", 
                            E_USER_WARNING);
            $c2 = 0.0;
        }
        $d += $c2*$c2 - $c1*$c1;
    }
    return sqrt($d);
}

$old_error_handler = set_error_handler("userErrorHandler");

// 未定義定数による警告の生成
$t = I_AM_NOT_DEFINED;

// いくつかの「ベクタ」定義
$a = array(2, 3, "foo");
$b = array(5.5, 4.3, -1.6);
$c = array(1, -3);

// ユーザエラーの生成
$t1 = distance($c, $b) . "\n";

// 他のユーザエラーの生成
$t2 = distance($b, "i am not an array") . "\n";

// 警告の生成
$t3 = distance($a, $b) . "\n";

?>
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エラー処理関数

参考
syslog()も参照してください。

debug_backtrace
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

debug_backtrace — バックトレースを生成する

説明

array debug_backtrace ([ bool $provide_object = true ] )

debug_backtrace() は PHP バックトレースを生成します。

パラメータ
provide_object

"object" インデックスを埋めるかどうか。

返り値

連想配列を返します。連想配列の要素として返される可能性があるものは以下のとおりです。

debug_backtrace() から返される可能性がある要素
名前 型 説明

function string カレントの関数名。 __FUNCTION__ も参照してください。
line integerカレントの行番号。 __LINE__ も参照してください。
file string カレントのファイル名。 __FILE__ も参照してください。
class string カレントのクラス名。 __CLASS__ も参照してください。
object object カレントのオブジェクト。
type string カレントのコール方式。メソッド呼び出しの場合は "->"、 静的なメソッド呼び出しの場合は "::" が返されます。 関数呼び出しの場合は何も返されません。
args array 関数の内部の場合、関数の引数のリストとなります。 インクルードされたファイル内では、 読み込まれたファイルの名前となります。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.5 オプションのパラメータ provide_object が追加されました。
5.1.1 現在のオブジェクトを返せるようになりました。

例

例1 debug_backtrace() の例
<?php
// ファイル名: /tmp/a.php
function a_test($str)
{
    echo "\nHi: $str";
    var_dump(debug_backtrace());
}

a_test('friend');
?>

<?php
// ファイル名: /tmp/b.php
include_once '/tmp/a.php';
?>

/tmp/b.php を実行した際の結果は以下のようになります。
Hi: friend
array(2) {
[0]=>
array(4) {
    ["file"] => string(10) "/tmp/a.php"
    ["line"] => int(10)
    ["function"] => string(6) "a_test"
    ["args"]=>
    array(1) {
      [0] => &string(6) "friend"
    }
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}
[1]=>
array(4) {
    ["file"] => string(10) "/tmp/b.php"
    ["line"] => int(2)
    ["args"] =>
    array(1) {
      [0] => string(10) "/tmp/a.php"
    }
    ["function"] => string(12) "include_once"
  }
}

参考

trigger_error() - ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する
debug_print_backtrace() - バックトレースを表示する

debug_print_backtrace
(PHP 5)

debug_print_backtrace — バックトレースを表示する

説明

void debug_print_backtrace ( void )

debug_print_backtrace() は PHP バックトレースを 表示します。関数のコール、include / require されているファイル、 そして eval() された内容などが表示されます。

パラメータ

この関数はパラメータを使用しません。

返り値

値を返しません。

例

例1 debug_print_backtrace() の例
<?php
// ファイル名: include.php
function a() {
    b();
}

function b() {
    c();
}

function c(){
    debug_print_backtrace();
}

a();

?>
<?php
// ファイル名: test.php
// このファイルを実行する
include 'include.php';
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
#0  c() called at [/tmp/include.php:10]
#1  b() called at [/tmp/include.php:6]
#2  a() called at [/tmp/include.php:17]
#3  include(/tmp/include.php) called at [/tmp/test.php:3]

参考

debug_backtrace() - バックトレースを生成する

error_get_last
(PHP 5 >= 5.2.0)

error_get_last — 最後に発生したエラーを取得する
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説明

array error_get_last ( void )

最後に発生したエラーについての情報を取得します。

返り値

最後に発生したエラーについての情報を連想配列で返します。連想配列のキーは "type"、"message"、"file" および "line" となります。 エラーが発生していない場合は NULL を返します。

例

例1 error_get_last() の例
<?php
echo $a;
print_r(error_get_last());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [type] => 8
    [message] => Undefined variable: a
    [file] => C:\WWW\index.php
    [line] => 2
)

参考

エラー定数
変数 $php_errormsg
ディレクティブ display_errors
ディレクティブ html_errors
ディレクティブ xmlrpc_errors

error_log
(PHP 4, PHP 5)

error_log — エラーメッセージを送信する

説明

bool error_log ( string $message [, int $message_type = 0 [, string $destination [, string $extra_headers ]]] )

エラーメッセージを Web サーバのエラーログ、 TCP ポート、あるいはファイルに送ります。

パラメータ
message

ログに記録されるエラーメッセージ。
message_type

メッセージをどこに送るのかを指定します。以下の中から指定できます。

error_log() ログタイプ

0 message は、オペレーティング・システム のシステムログのメカニズムまたはファイルのいずれかを使って PHP のシステム・ロガーに送られます。どちらが使われるかは、 設定ディレクティブ error_log の内容により決定されます。これはデフォルトのオプションで
す。

1 message は、destination パラメータで指定されたアドレスに、電子メール により送られます。このメッセージタイプの場合にのみ、 4 番目のパラメータである extra_headers が使われます。
2 このオプションは存在しません。
3 message は destination で指定されたファイルに追加されます。 明示的に指定しない限り、message の 最後には改行文字は追加されません。
4 message は、直接 SAPI のログ出力ハンドラに送信されます。

destination

メッセージの送信先。その設定は、上で説明している message_type パラメータの値によります。
extra_headers

追加のヘッダ。message_type パラメータが 1 に設定される場合に利用されます。 このメッセージタイプは、mail() と同様に 内部関数を利用します。

返り値



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.7 message_type の値として 4 が使用できるようになりました。

例

例1 error_log() の例
<?php
// データベースに接続できない場合、
// サーバログを通してエラーを通知する。
if (!Ora_Logon($username, $password)) {
    error_log("オラクルのデータベースが使用できません!", 0);
}

// FOO に失敗したら、管理者に email で通知する
if (!($foo = allocate_new_foo())) {
    error_log("大変です。FOO に失敗しました!", 1,
               "operator@example.com");
}

// これ以外の error_log() のコール方法：
error_log("大変だ!", 3, "/var/tmp/my-errors.log");
?>

error_reporting
(PHP 4, PHP 5)

error_reporting — 出力する PHP エラーの種類を設定する

説明

int error_reporting ([ int $level ] )

error_reporting() 関数は、 error_reporting ディレクティブを 実行時に設定します。PHP には多くのエラーレベルがあり、 この関数によりスクリプトの持続時間(実行時間)のレベルが設定されます。 オプションの level を指定しなかった場合は、 error_reporting() は単に
現在のエラーレベルを返します。

パラメータ
level

新しい error_reporting レベル。ビットマスクまたは名前つき定数のどちらかです。将来の バージョンとの互換性を保証するために、名前つき定数の使用が 強く推奨されています。エラーレベルが追加されると、整数の幅は増加します。 そのため、以前の整数を使用する
エラーレベルは常に期待通りに動作するとは 限りません。

利用可能なエラーレベル定数とその実際の意味は、 定義済みの定数に 記述されています。

返り値

変更前の error_reporting レベルを返します。level パラメータを指定しなかった場合は、現在のレベルを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 E_STRICT が追加されました (これは E_ALL には含まれません)。
5.2.0 E_RECOVERABLE_ERROR が追加されました。
5.3.0 E_DEPRECATED と E_USER_DEPRECATED が追加されました。

例

例1 error_reporting() の例
<?php

// 全てのエラー出力をオフにする
error_reporting(0);

// 単純な実行時エラーを表示する
error_reporting(E_ERROR | E_WARNING | E_PARSE);

// E_NOTICE を表示させるのもおすすめ（初期化されていない
// 変数、変数名のスペルミスなど…）
error_reporting(E_ERROR | E_WARNING | E_PARSE | E_NOTICE);

// E_NOTICE 以外の全てのエラーを表示する
// これは php.ini で設定されているデフォルト値
error_reporting(E_ALL ^ E_NOTICE);

// 全ての PHP エラーを表示する (Changelog を参照ください)
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error_reporting(E_ALL);

// 全ての PHP エラーを表示する
error_reporting(-1);

// error_reporting(E_ALL); と同じ
ini_set('error_reporting', E_ALL);

?>

注意

警告

ほとんどの E_STRICT レベルのエラーは スクリプトのコンパイル時に発生します。そのため、 error_reporting で E_STRICT を含むように設定されている環境では これらのエラーを検出できません (逆も同様です)。

ヒント

値に -1 を指定すると、仮に将来のバージョンの PHP で新しいレベルと定数が追加されたとしてもすべてのエラーを表示するようになります。

参考

display_errors ディレクティブ
html_errors ディレクティブ
xmlrpc_errors ディレクティブ
ini_set() - 設定オプションの値を設定する

restore_error_handler
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

restore_error_handler — 以前のエラーハンドラ関数を回復する

説明

bool restore_error_handler ( void )

set_error_handler() を使用してエラーハンドラ関数を 変更した後、元のエラーハンドラ(組込またはユーザ定義関数)に戻すために 使用されます。

返り値

この関数は常に TRUE を返します。

例

例1 restore_error_handler() の例

unserialize() がエラーを発生した場合に 元のエラーハンドラに戻すことにする
<?php
function unserialize_handler($errno, $errstr)
{
    echo "Invalid serialized value.\n";
}

$serialized = 'foo';
set_error_handler('unserialize_handler');
$original = unserialize($serialized);
restore_error_handler();
?>

上の例の出力は以下となります。
Invalid serialized value.

注意

注意:

error_handler 関数の中から restore_error_handler() がコールされた場合、 それは無視されます。

参考

error_reporting() - 出力する PHP エラーの種類を設定する
set_error_handler() - ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する
restore_exception_handler() - 以前の例外ハンドラ関数を回復する
trigger_error() - ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する
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restore_exception_handler
(PHP 5)

restore_exception_handler — 以前の例外ハンドラ関数を回復する

説明

bool restore_exception_handler ( void )

set_exception_handler() を使用して例外ハンドラ関数を 変更した後、元の例外ハンドラ(組込またはユーザ定義関数)に戻すために 使用されます。

返り値

この関数は常に TRUE を返します。

例

例1 restore_exception_handler() の例
<?php
    function exception_handler_1(Exception $e)
    {
        echo '[' . __FUNCTION__ . '] ' . $e->getMessage();
    }

    function exception_handler_2(Exception $e)
    {
        echo '[' . __FUNCTION__ . '] ' . $e->getMessage();
    }

    set_exception_handler('exception_handler_1');
    set_exception_handler('exception_handler_2');

    restore_exception_handler();

    throw new Exception('This triggers the first exception handler...');
?>

上の例の出力は以下となります。
[exception_handler_1] This triggers the first exception handler...

参考

set_exception_handler() - ユーザ定義の例外ハンドラ関数を設定する
set_error_handler() - ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する
restore_error_handler() - 以前のエラーハンドラ関数を回復する
error_reporting() - 出力する PHP エラーの種類を設定する

set_error_handler
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

set_error_handler — ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する

説明

mixed set_error_handler ( callback $error_handler [, int $error_types = E_ALL | E_STRICT ] )

スクリプトのエラー処理を行うユーザ関数 (error_handler)を設定します。

この関数は、実行時のエラー処理をユーザが定義するために使用します。 例えば、致命的なエラーの際にデータやファイルを消去する必要があるような アプリケーションや、ある条件のもとに (trigger_error()を使用して)エラーを発生する必要がある アプリケーションがこの場
合にあたります。

コールバック関数が FALSE を返さない限り、error_types で指定した型のエラーでは PHP 標準のエラーハンドラが完全にバイパスされることに注意してください。 error_reporting() の設定にかかわらず、どのような場合でも ユーザが設定したエラーハンドラがコールされま
す。ただし、この場合でも ハンドラで error_reporting() のカレントの値を読み、 それにあわせて適切に動作させることは可能です。エラーを発生した命令の前に @ エラー制御演算子 が付加されている場合、この値は 0 となることには注意しましょう。

ユーザハンドラ関数は、必要に応じて die() を コールする責任があることにも注意しましょう。エラーハンドラ関数が リターンした場合、スクリプトの実行は、エラーを発生した命令の次の命令に 継続されます。

以下のエラータイプは、ユーザ定義の関数では扱えません。 E_ERROR, E_PARSE, E_CORE_ERROR, E_CORE_WARNING, E_COMPILE_ERROR, E_COMPILE_WARNING および set_error_handler() がコールされたファイルで発生した 大半の E_STRICT 。

(ファイルアップロードのように)スクリプトが実行される前にエラーが 発生した場合、カスタムエラーハンドラはコールされません。 これは、その時点では登録されていないためです。

パラメータ
error_handler

ユーザ関数は、エラーコードとエラーを記述する文字列の 2 つの引数を 受け取る必要があります。さらにオプションのパラメータとして 3 つの引数が 追加されています。これらは、エラーが発生したファイル名、エラーが 発生した行、発生したエラーのコンテキスト(エ
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ラーが発生した場所での アクティブなシンボルテーブルを指す配列)です。関数は以下のようになります。

handler ( int $errno , string $errstr [, string $errfile [, int $errline [, array $errcontext ]]] )

errno
最初のパラメータ errno は、発生させる エラーのレベルを整数で格納します。

errstr
2 番目のパラメータ errstr は、 エラーメッセージを文字列で格納します。

errfile
3 番目のパラメータ errfile はオプションで、 エラーが発生したファイルの名前を文字列で格納します。

errline
4 番目のパラメータ errline はオプションで、 エラーが発生した行番号を整数で格納します。

errcontext
5 番目のパラメータ errcontext はオプションで、 エラーが発生した場所のアクティブシンボルテーブルを指す配列です。 つまり、エラーが発生したスコープ内でのすべての変数の内容を格納した 配列が errcontext だということです。 ユーザエラーハンドラは、決
してエラーコンテキストを書き換えては いけません。

この関数が FALSE を返した場合は、通常のエラーハンドラが処理を引き継ぎます。
error_types

設定パラメータ error_reporting で表示するエラーを制御するのと全く同様に、 error_handler の起動を制御する際に 使用可能です。 このマスクを指定しない場合、 error_handler は error_reporting の設定によらず 全てのエラーに関してコールされます。

返り値

前に定義されたエラーハンドラ(ある場合)を含む文字列を返します。 組み込みのエラーハンドラを使用している場合は NULL を返します。 また、無効なコールバックなどでエラーとなった場合も NULL を返します。 前に定義されたハンドラがクラスメソッドの場合、この関数は、
クラスとメソッド名からなる添字配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 $php_errormsg の内容を設定するため、エラーハンドラは必ず FALSE を返さなければなりません。
5.0.0 error_types パラメータが追加されました。
4.3.0 error_handler として、関数名のかわりに オブジェクトへのリファレンスとメソッド名を含む配列を指定することも できます。
4.0.2 ユーザ定義関数 error_handler で 3 つの オプションパラメータが利用できるようになりました。filename, line number, および context です。

例

例1 set_error_handler() および trigger_error() によるエラー処理

以下の例では、エラーを発生させることによる内部例外の処理や それらをユーザ定義関数で処理する方法を説明します。
<?php
// エラーハンドラ関数
function myErrorHandler($errno, $errstr, $errfile, $errline)
{
    if (!(error_reporting() & $errno)) {
        // error_reporting 設定に含まれていないエラーコードです
        return;
    }

    switch ($errno) {
    case E_USER_ERROR:
        echo "<b>My ERROR</b> [$errno] $errstr<br />\n";
        echo "  Fatal error on line $errline in file $errfile";
        echo ", PHP " . PHP_VERSION . " (" . PHP_OS . ")<br />\n";
        echo "Aborting...<br />\n";
        exit(1);
        break;

    case E_USER_WARNING:
        echo "<b>My WARNING</b> [$errno] $errstr<br />\n";
        break;

    case E_USER_NOTICE:
        echo "<b>My NOTICE</b> [$errno] $errstr<br />\n";
        break;

    default:
        echo "Unknown error type: [$errno] $errstr<br />\n";
        break;
    }

    /* PHP の内部エラーハンドラを実行しません */
    return true;
}

// エラー処理のテスト用関数
function scale_by_log($vect, $scale)
{
    if (!is_numeric($scale) || $scale <= 0) {
        trigger_error("log(x) for x <= 0 is undefined, you used: scale = $scale", E_USER_ERROR);
    }

    if (!is_array($vect)) {
        trigger_error("Incorrect input vector, array of values expected", E_USER_WARNING);
        return null;
    }

    $temp = array();
    foreach($vect as $pos => $value) {
        if (!is_numeric($value)) {
            trigger_error("Value at position $pos is not a number, using 0 (zero)", E_USER_NOTICE);
            $value = 0;
        }
        $temp[$pos] = log($scale) * $value;
    }
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    return $temp;
}

// 定義したエラーハンドラを設定する
$old_error_handler = set_error_handler("myErrorHandler");

// エラーを発生します。まず、数値でない項目が混ざった配列を定義します。
echo "vector a\n";
$a = array(2, 3, "foo", 5.5, 43.3, 21.11);
print_r($a);

// 二番目の配列を生成します。
echo "----\nvector b - a notice (b = log(PI) * a)\n";
/* Value at position $pos is not a number, using 0 (zero) */
$b = scale_by_log($a, M_PI);
print_r($b);

// 配列の代わりに文字列を渡しており、問題を発生します。
echo "----\nvector c - a warning\n";
/* Incorrect input vector, array of values expected */
$c = scale_by_log("not array", 2.3);
var_dump($c); // NULL

// ゼロまたは負数の対数が定義されないという致命的なエラーを発生します。
echo "----\nvector d - fatal error\n";
/* log(x) for x <= 0 is undefined, you used: scale = $scale" */
$d = scale_by_log($a, -2.5);
var_dump($d); // ここには到達しません
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
vector a
Array
(
    [0] => 2
    [1] => 3
    [2] => foo
    [3] => 5.5
    [4] => 43.3
    [5] => 21.11
)
----
vector b - a notice (b = log(PI) * a)
<b>My NOTICE</b> [1024] Value at position 2 is not a number, using 0 (zero)<br />
Array
(
    [0] => 2.2894597716988
    [1] => 3.4341896575482
    [2] => 0
    [3] => 6.2960143721717
    [4] => 49.566804057279
    [5] => 24.165247890281
)
----
vector c - a warning
<b>My WARNING</b> [512] Incorrect input vector, array of values expected<br />
NULL
----
vector d - fatal error
<b>My ERROR</b> [256] log(x) for x <= 0 is undefined, you used: scale = -2.5<br />
  Fatal error on line 35 in file trigger_error.php, PHP 5.2.1 (FreeBSD)<br />
Aborting...<br />

参考

ErrorException
error_reporting() - 出力する PHP エラーの種類を設定する
restore_error_handler() - 以前のエラーハンドラ関数を回復する
trigger_error() - ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する
エラーレベル定数
callback 型に関する情報

set_exception_handler
(PHP 5)

set_exception_handler — ユーザ定義の例外ハンドラ関数を設定する

説明

callback set_exception_handler ( callback $exception_handler )

例外が try/catch ブロックの中でキャッチされなかった場合の デフォルトの例外ハンドラを設定します。 例外は、exception_handler がコールされた後に 停止します。

パラメータ
exception_handler

キャッチされない例外が発生した際にコールされる関数の名前。 この関数は、set_exception_handler() をコールする前に定義する必要があります。 このハンドラ関数は、パラメータをひとつとる必要があります。 このパラメータは、スローされた例外オブジェクトとな
ります。

返り値

 NULL   NULL 
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前に定義された例外ハンドラの名前、またはエラー発生時に を返します。 前にハンドラが定義されていない場合にも が返されます。

例

例1 set_exception_handler() の例
<?php
function exception_handler($exception) {
  echo "Uncaught exception: " , $exception->getMessage(), "\n";
}

set_exception_handler('exception_handler');

throw new Exception('Uncaught Exception');
echo "Not Executed\n";
?>

参考

restore_exception_handler() - 以前の例外ハンドラ関数を回復する
restore_error_handler() - 以前のエラーハンドラ関数を回復する
error_reporting() - 出力する PHP エラーの種類を設定する
callback 型に関する情報
PHP 5 例外

trigger_error
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

trigger_error — ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する

説明

bool trigger_error ( string $error_msg [, int $error_type = E_USER_NOTICE ] )

ユーザエラーを発生するために使用され、 組み込みのエラーハンドラまたは新しいエラーハンドラ (set_error_handler()) として設定済みのユーザ定義関数と組み合わせて使用されます。

この関数は、実行時の例外に特定の応答を生成する必要がある場合に便利です。

パラメータ
error_msg

このエラーに割り当てられたメッセージ。長さは最大 1024 文字までです。 1024 文字を超える部分は切り捨てられます。
error_type

このエラーに割り当てられたエラー型。E_USER 関連の定数のみが指定可能で、 デフォルトは E_USER_NOTICE です。

返り値

この関数は、間違った error_type が指定された場合に FALSE を、それ以外の場合に TRUE を返します。

例

例1 trigger_error() の例

より拡張した例については set_error_handler() を参照ください。
<?php
if ($divisor == 0) {
    trigger_error("ゼロで割ることはできません", E_USER_ERROR);
}
?>

注意

警告

error_msg の HTML エンティティはエスケープされません。 エラーをブラウザに表示するのなら、メッセージに対して htmlentities() を使ってください。

参考

error_reporting() - 出力する PHP エラーの種類を設定する
set_error_handler() - ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する
restore_error_handler() - 以前のエラーハンドラ関数を回復する
エラーレベル定数
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user_error
(PHP 4, PHP 5)

user_error — trigger_error() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 trigger_error().

目次
debug_backtrace — バックトレースを生成する
debug_print_backtrace — バックトレースを表示する
error_get_last — 最後に発生したエラーを取得する
error_log — エラーメッセージを送信する
error_reporting — 出力する PHP エラーの種類を設定する
restore_error_handler — 以前のエラーハンドラ関数を回復する
restore_exception_handler — 以前の例外ハンドラ関数を回復する
set_error_handler — ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する
set_exception_handler — ユーザ定義の例外ハンドラ関数を設定する
trigger_error — ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する
user_error — trigger_error のエイリアス

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
エラー処理関数

debug_backtrace — バックトレースを生成する
debug_print_backtrace — バックトレースを表示する
error_get_last — 最後に発生したエラーを取得する
error_log — エラーメッセージを送信する
error_reporting — 出力する PHP エラーの種類を設定する
restore_error_handler — 以前のエラーハンドラ関数を回復する
restore_exception_handler — 以前の例外ハンドラ関数を回復する
set_error_handler — ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する
set_exception_handler — ユーザ定義の例外ハンドラ関数を設定する
trigger_error — ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する
user_error — trigger_error のエイリアス

すべての SAPI での htaccess 風機能のサポート

導入
htscanner 拡張モジュールを使用すると、htaccess 風のファイルを使ってディレクトリ単位で PHP の設定を行うことができます。ちょうど apache の htaccess のような機能です。 これは、特に fastcgi (ISS5/6/7、lighttpd など) の環境で有用です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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要件
PHP バージョン 5.2.0 以降が必要です。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/htscanner

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

htscanner 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 Changelog

htscanner.config_file ".htscanner" PHP_INI_SYSTEM  
htscanner.default_docroot "/" PHP_INI_SYSTEM  
htscanner.default_ttl "300" PHP_INI_SYSTEM  
htscanner."stop_on_error" "Off" PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

htscanner.config_file string

設定ファイルとして使用するファイルの名前。

htscanner.default_docroot string

デフォルトのドキュメントルート。

htscanner.default_ttl int

設定データのキャッシュのタイムアウト秒数。

htscanner.stop_on_error int

エラー時 (パースエラー、ini 項目の設定に失敗など) に停止する。

リソース型
リソース型は定義されていません。

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

インクルード階層ビューア

導入
ファイルのインクルードやクラスの継承の階層を、実行時にトレースして出力します。

ファイルのインクルードは include()、include_once()、 require() あるいは require_once() を用いて行います。

クラス継承の依存関係も報告されます。

http://pecl.php.net/package/htscanner
http://pecl.php.net/package/htscanner


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP バージョン 5.1.0 以降が必要です。

同梱されているファイル gengraph.php は » graphviz ライブラリを使用しますが、 これは必須ではありません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/inclued

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

inclued 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

inclued.enabled Off PHP_INI_SYSTEM  
inclued.dumpdir NULL PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

inclued.enabled bool

inclued を有効にするか否か。

inclued.dumpdir string

inclued ファイルを保存するディレクトリの場所 (パス)。 これを設定すると、PHP リクエスト単位でファイルを作成します。 このファイルは、inclued_get_data() が生成する内容をシリアライズしたものなので、 unserialize() を使えば復元することができます。

警告

リクエストのたびにファイルを作成するので、 このディレクトリはあっという間にいっぱいになってしまいます!

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

定数は定義されていません。

例
目次

inclued をアプリケーションに組み込む例

http://www.graphviz.org/
http://pecl.php.net/package/inclued
http://pecl.php.net/package/inclued
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inclued をアプリケーションに組み込む例
この例では、inclued を既存のアプリケーションに組み込んで結果を見る方法を説明します。

例1 PHP アプリケーション自身 (関数) 内のデータの取得
<?php
// inclued の情報を保存するファイル
$fp = fopen('/tmp/wp.ser', 'w');
if ($fp) {
    $clue = inclued_get_data();
    if ($clue) {
        fwrite($fp, serialize($clue));
    }
    fclose($fp);
}
?>

データが取得できたら、それを何らかの形式で図にしてみたいと思われることでしょう。 inclued 拡張モジュールには gengraph.php という PHP ファイルが組み込まれています。 このファイルは、» graphviz ライブラリで使える dot ファイルを作成します。 しかし、これは
必須ではありません。

例2 gengraph.php の使用例

この例は、inclued のデータを示す画像 inclued.png を作成します。

# まず dot ファイルを作成します
$ php graphviz.php -i /tmp/wp.ser -o wp.dot

# そして画像を作成します
$ dot -Tpng -o inclued.png wp.dot

例3 inclued のダンプデータの一覧

inclued.dumpdir を使うと、ファイル (include 情報) がリクエストのたびに出力されます。 それらの一覧を取得して unserialize() する例です。
<?php
$path = ini_get('inclued.dumpdir');
if ($path && is_dir($path)) {

    echo "Path: $path", PHP_EOL;

    $inclues = new GlobIterator($path . DIRECTORY_SEPARATOR . 'inclued*');

    if ($inclues->count() === 0) {
        echo 'No clues today', PHP_EOL;
        exit;
    }

    foreach ($inclues as $inclue) {

        echo 'Inclued file: ', $inclue->getFilename(), PHP_EOL;

        $data = file_get_contents($inclue->getPathname());
        if ($data) {
            $inc = unserialize($data);
            echo ' -- filename: ', $inc['request']['SCRIPT_FILENAME'], PHP_EOL;
            echo ' -- number of includes: ', count($inc['includes']), PHP_EOL;
        }
        echo PHP_EOL;
    }
} else {
    echo 'I am totally clueless today.', PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
PATH: /tmp/inclued
Inclued file: inclued.56521.1
 -- filename: /Users/philip/test.php
 -- number of includes: 1

Inclued file: inclued.56563.1
 -- filename: /tmp/none.php
 -- number of includes: 0

Inclued file: inclued.56636.1
 -- filename: /tmp/three.php
 -- number of includes: 3

inclued 関数

inclued_get_data
(PECL inclued >= 0.1.0)

inclued_get_data — inclued データを取得する

説明

http://www.graphviz.org/
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array inclued_get_data ( void )

inclued データを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

inclued データを返します。

例

例1 inclued_get_data() の例

このデータを用いてグラフを作成する方法については inclued の例 のセクションを参照ください。
<?php 
include 'x.php';

$clue = inclued_get_data();

print_r($clue);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
  [includes] => Array
    (
      [0] => Array
        (
          [operation] => include
          [op_type] => 2
          [filename] => x.php
          [opened_path] => /tmp/x.php
          [fromfile] => /tmp/z.php
          [fromline] => 2
        )
    )
)

参考

inclued の例
debug_backtrace() - バックトレースを生成する
include() - include

目次
inclued_get_data — inclued データを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

inclued をアプリケーションに組み込む例
inclued 関数

inclued_get_data — inclued データを取得する

PHP オプションと情報

導入
以下の関数によりPHP自体に関する多くの情報(例えば、実行時の設定、 ロードされている拡張モジュール、バージョン等)を 得ることができます。実行しているPHPのオプションを設定する関数もあ ります。おそらく最も有名な関数であるphpinfo() もここにあります。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PHP オプション/情報設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更の履歴

assert.active "1" PHP_INI_ALL  
assert.bail "0" PHP_INI_ALL  
assert.warning "1" PHP_INI_ALL  
assert.callback NULL PHP_INI_ALL  
assert.quiet_eval "0" PHP_INI_ALL  
enable_dl "1" PHP_INI_SYSTEMこの非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
max_execution_time "30" PHP_INI_ALL  
max_input_time "-1" PHP_INI_PERDIR PHP 4.3.0 以降で有効
max_input_nesting_level "64" PHP_INI_PERDIR 4.4.8 以降で有効。PHP 5.0.0 で削除されました。
magic_quotes_gpc "1" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
magic_quotes_runtime "0" PHP_INI_ALL この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
zend.enable_gc "1" PHP_INI_ALL PHP 5.3.0 以降で有効。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

assert.active boolean

assert() の評価を有効にします。

assert.bail boolean

assertion が失敗した時にスクリプトの実行を終了します。

assert.warning boolean

assertion が失敗する度に PHP 警告を発行します。

assert.callback string

assertion が失敗した時にコールされるユーザ関数

assert.quiet_eval boolean

assertion 式の評価時に error_reporting() の現在の 設定を使用します。有効な場合、評価時にエラーは表示されません。 (暗黙のうちに error_reporting(0) とします) 無効な場合、エラーは、error_reporting() の設定に 基づき設定されます。

enable_dl boolean

このディレクティブは、Apacheモジュール版のPHPを使用した場合にのみ 有用です。PHPの動的ロード拡張機能をdl()で 仮想サーバー毎またはディレクトリ毎にオンまたはオフに変更することが できます。

動的ロード機能をオフにするのは主としてセキュリティ上の理由によります。 動的ロード機能により、 open_basedir の拘束を全て 無視することが可能になります。 デフォルトでは、セーフモードを 使用している場合以外、動的ロードが可能です。セーフモードにおいて
は、 dl() を使用することが常に不可能になります。
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max_execution_time integer

スクリプトがパーサにより強制終了されるまでに許容される最大の 時間を秒単位で指定します。この命令は、いい加減に書かれた スクリプトがサーバーの負荷を上げることを防止するのに役立ちます。 デフォルトでは、30 に設定されています。 PHP を コマンドライン
から実行する場合のデフォルト設定は 0 です。

最大実行時間は、システムコール、ストリーム操作等の 影響を受けません。より詳細な情報については、 set_time_limit() 関数の説明を参照ください。

セーフモードで実行している場合にはこの設定を ini_set() で変更することはできません。次善策としては セーフモード をオフにするか あるいは php.ini 上で制限時間を変えるしかありません。

Web サーバ側でもタイムアウトの設定項目を持ち、 その設定で PHP の実行が中断されることもあります。 Apache には Timeout ディレクティブ、IIS には CGI タイムアウト関数があり、どちらもデフォルトで 300 秒に設定されています。 これらの意味について
は、Web サーバのドキュメントを参照ください。

max_input_time integer

スクリプトが POST、GET そしてファイルアップロードなどの入力を パースする最大の時間を、秒単位で指定します。

max_input_nesting_level integer

外部からの入力変数 ($_GET や $_POST など) のネストの深さの最大値を設定します。

magic_quotes_gpc boolean
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

GPC(Get/Post/Cookie) 処理に関する magic_quotes の設定を行います。 magic_quotes が on の場合、'(シングルクオート)、" (ダブルクオート)、\(バックスラッシュ) 、NULL には全て自動的に バックスラッシュでエスケープ処理が行われます。magic_quotes_sybase
も on の場合、シングルクオートは、バックスラッシュではなく シングルクオートでエスケープされます。

注意:

PHP 4 では、$_ENV 変数もエスケープの対象となります。

注意:

magic_quotes_sybase ディレクティブもONの場合、このオプションは、 magic_quotes_gpc を完全に上書きします。両方のオプションを有効に することにより、シングルクオートのみが '' のようにエスケープされます。 2重引用符、バックスラッ
シュ、NULは変更されず、エスケープされません。

get_magic_quotes_gpc() も参照してください。

magic_quotes_runtime boolean
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

magic_quotes_runtime が有効の場合、 データベースおよびテクストファイルを含む外部ソースから データを返す全ての関数のクオートは、バックスラッシュで エスケープされます。magic_quotes_sybase も on の場合、シングルクオートは、バックスラッシュの代わり
に シングルクオートでエスケープされます。

magic_quotes_runtime の影響を受ける関数は次のとおりです (PECL の関数は除きます)。

get_meta_tags()
file_get_contents()
file()
fgets()
fwrite()
fread()
fputcsv()
stream_socket_recvfrom()
exec()
system()
passthru()
stream_get_contents()
bzread()
gzfile()
gzgets()
gzwrite()
gzread()
phar_file_get_contents()
exif_read_data()
dba_insert()
dba_replace()
dba_fetch()
ibase_fetch_row()
ibase_fetch_assoc()
ibase_fetch_object()
mssql_fetch_row()
mssql_fetch_object()
mssql_fetch_array()
mssql_fetch_assoc()
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mysqli_fetch_row()
mysqli_fetch_array()
mysqli_fetch_assoc()
mysqli_fetch_object()
pg_fetch_row()
pg_fetch_assoc()
pg_fetch_array()
pg_fetch_object()
pg_fetch_all()
pg_select()
sybase_fetch_object()
sybase_fetch_array()
sybase_fetch_assoc()
SplFileObject::fgets()
SplFileObject::fgetcsv()
SplFileObject::fwrite()

zend.enable_gc boolean

循環参照コレクタを有効あるいは無効にします。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数は、PHP コアに含まれており、常に利用可能です。

定義済の phpcredits() 定数
定数 値 説明

CREDITS_GROUP 1 コア開発者のリスト
CREDITS_GENERAL 2 一般的なクレジット: 言語設計とコンセプト、PHP と PHP SAPIモジュールの作者。
CREDITS_SAPI 4 PHPのサーバAPIモジュールとその作者の一覧。
CREDITS_MODULES 8 PHPの拡張モジュールとその作者の一覧。
CREDITS_DOCS 16ドキュメント作成チームのクレジット
CREDITS_FULLPAGE 32通常、他のフラグと組み合わせて使用されます。 他のフラグで示される情報を含む完全に独立したHTMLページを出力する ことを指定します。
CREDITS_QA 64品質管理チームのクレジット
CREDITS_ALL -1 全てのクレジット、CREDITS_DOCS + CREDITS_GENERAL + CREDITS_GROUP + CREDITS_MODULES + CREDITS_FULLPAGE を指定した場合と同じ。 この定数は、適当なタグを有する完全にスタンドアローンのHTMLページ を生成します。

phpinfo() の定数
定数 値 説明

INFO_GENERAL 1 configureオプション、php.ini の場所、構築日、Webサーバ、システム等。
INFO_CREDITS 2 PHP クレジット。phpcredits()も参照してください。
INFO_CONFIGURATION 4 PHPディレクティブの現在のローカルおよびマスター値。 ini_get()も参照してください。
INFO_MODULES 8 ロードされているモジュールとそれぞれの設定。
INFO_ENVIRONMENT 16環境変数に関する情報で、$_ENVでも入手可能です。
INFO_VARIABLES 32 EGPCS (Environment, GET, POST, Cookie, Server)から定義済の変数を表示します。
INFO_LICENSE 64 PHPライセンス情報。» license faqも参照してください。
INFO_ALL -1 上記を全て表示します。これがデフォルト値です。

Assert 定数。これらの値を使用して、 assert_options() のオプションを設定します。

assert() 定数
定数 INI 設定 説明

ASSERT_ACTIVE assert.active assert() の評価を有効にします。
ASSERT_CALLBACK assert.callback アサーションに失敗した場合に実行するコールバック。
ASSERT_BAIL assert.bail アサーションに失敗した時点に実行を中断します。
ASSERT_WARNING assert.warning アサーションに失敗するたびに PHP の警告を発行します。
ASSERT_QUITE_EVAL assert.quiet_evalアサーション式の評価中は error_reporting を無効にします。

次の定数は、ホスト OS が Windows の場合にのみ使用可能なものです。 バージョン情報を知ることができるので、さまざまな機能を使う際に役立ちます。 これらの定数は PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

Windows 固有の定数
定数 説明

http://www.php.net/license/
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PHP_WINDOWS_VERSION_MAJOR Windows のメジャーバージョン。4 (NT4/ME/98/95)、 5 (XP/2003 R2/2003/2000) あるいは 6 (Vista/2008) となります。
PHP_WINDOWS_VERSION_MINOR Windows のマイナーバージョン。0 (Vista/2008/2000/NT4/95)、 1 (XP)、2 (2003 R2/2003/XP x64)、10 (98) あるいは 90 (ME) となります。
PHP_WINDOWS_VERSION_BUILD Windows のビルド番号 (たとえば Windows Vista SP1 はビルド 6001 となります)。
PHP_WINDOWS_VERSION_PLATFORM PHP が現在動作しているプラットフォーム。この値は Windows Vista/XP/2000/NT4, Server 2008/2003 では 2、 Windows ME/98/95 では 1 となります。
PHP_WINDOWS_VERSION_SP_MAJOR インストールされているサービスパックのメジャーバージョン。サービスパックがインストールされていない場合は 0 となります。たとえば Windows XP にサービスパック 3 をインストールした場合、この値は 3 となります。
PHP_WINDOWS_VERSION_SP_MINOR インストールされているサービスパックのマイナーバージョン。サービスパックがインストールされていない場合は 0 となります。
PHP_WINDOWS_VERSION_SUITEMASK Windows のさまざまな機能がインストールされているかどうかを示すビットマスク。 各フィールドの意味については以下の表を参照ください。
PHP_WINDOWS_VERSION_PRODUCTTYPE PHP_WINDOWS_NT_* 定数を決定するために使用する値を含みます。 この値は PHP_WINDOWS_NT_* 定数のいずれかとなり、 プラットフォームの形式を示します。
PHP_WINDOWS_NT_DOMAIN_CONTROLLERこれはドメインコントローラです。
PHP_WINDOWS_NT_SERVER これはサーバシステム (Server 2008/2003/2000 など) です。もしドメインコントローラである場合は PHP_WINDOWS_NT_DOMAIN_CONTROLLER と報告されることに注意しましょう。
PHP_WINDOWS_NT_WORKSTATION これはワークステーションシステム (Vista/XP/2000/NT4 など) です。

この表は、PHP_WINDOWS_VERSION_SUITEMASK のビットマスクを使用して確認できる機能の一覧を示すものです。

Windows suitemask ビットフィールド
ビット 説明

0x00000004 Microsoft BackOffice コンポーネントがインストールされています。
0x00000400 Windows Server 2003, Web Edition がインストールされています。
0x00004000 Windows Server 2003, Compute Cluster Edition がインストールされています。
0x00000080 Windows Server 2008 Datacenter, Windows Server 2003, Datacenter Edition あるいは Windows 2000 Datacenter Server がインストールされています。
0x00000002 Windows Server 2008 Enterprise, Windows Server 2003, Enterprise Edition, Windows 2000 Advanced Server あるいは Windows NT Server 4.0 Enterprise Edition がインストールされています。
0x00000040 Windows XP Embedded がインストールされています。
0x00000200 Windows Vista Home Premium, Windows Vista Home Basic あるいは Windows XP Home Edition がインストールされています。
0x00000100リモートデスクトップに対応していますが、 ひとつのインタラクティブセッションしかサポートしていません。 この値は、システムがアプリケーションサーバモードで実行中でない場合に設定されます。
0x00000001 Microsoft Small Business Server がかつてインストールされていましたが、 Windows の別のバージョンにアップグレードされました。
0x00000020 Microsoft Small Business Server が、制限クライアントライセンスでインストールされています。
0x00002000 Windows Storage Server 2003 R2 あるいは Windows Storage Server 2003 がインストールされています。
0x00000010ターミナルサービスがインストールされています。 この値は常に設定されています。もしこの値が設定されているのに 0x00000100 が設定されていなければ、 そのシステムはアプリケーションサーバモードで動作しています。
0x00008000 Windows Home Server がインストールされています。

PHP オプション/情報 関数

assert_options
(PHP 4, PHP 5)

assert_options — 様々な assert フラグを設定/取得する

説明

mixed assert_options ( int $what [, mixed $value ] )

種々の assert() 制御オプションを設定したり、 単に現在の設定を調べたりします。

パラメータ
what

assert オプション
オプション INI 設定 デフォルト値 説明

ASSERT_ACTIVE assert.active 1 assert() による評価を有効にする
ASSERT_WARNING assert.warning 1 assersion に失敗した場合に PHP 警告を発生する
ASSERT_BAIL assert.bail 0 assersion に失敗した場合に実行を終了する
ASSERT_QUIET_EVAL assert.quiet_eval 0 assersion 式については error_reporting を無効にする
ASSERT_CALLBACK assert.callback (NULL) assertion に失敗した場合にコールされるコールバック

value

オプションに指定する新しい値。

返り値

そのオプションの元の値、あるいはエラー時に FALSE を返します。
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例

例1 assert_options() の例
<?php
// これは、assert に失敗した際の
// 処理を行う関数です
function assert_failure()
{
    echo 'Assert failed';
}

// これがテスト関数です
function test_assert($parameter)
{
    assert(is_bool($parameter));
}

// assert オプションを設定します
assert_options(ASSERT_ACTIVE,   true);
assert_options(ASSERT_BAIL,     true);
assert_options(ASSERT_WARNING,  false);
assert_options(ASSERT_CALLBACK, 'assert_failure');

// 失敗する assert です
test_assert(1);

// ASSERT_BAIL が true なので
// 決してここには到達しません
echo 'Never reached';
?>

参考

assert() - assertion が FALSE であるかどうかを調べる

assert
(PHP 4, PHP 5)

assert — assertion が FALSE であるかどうかを調べる

説明

bool assert ( mixed $assertion )

assert() は、指定した assertion を調べて、結果が FALSE の場合に適切な動作をします。

assertion が文字列として指定された場合、 assert()によりPHPコードとして評価されます。 文字列 assertionが優れているところは、 assertion のチェックがオフになった場合のオーバーヘッドがより少な いことであり、assertionが失敗した場合のメッセージを式
assertionに有しています。 つまり、もし論理型の条件を assertion として渡した場合、この条件が assert_options() 関数で指定したハンドラ関数への引数とはならないということです。 条件はハンドラ関数をコールする前に文字列に変換され、論理型の FALSE は空文字列に変
換されます。

assertion は、デバッグ目的にのみ使用するべきです。 assertion を常にTRUEとなる条件を調べる不具合診断に使用し、TRUE でない場合に何らかのプログラミングエラーを示したり、extension 関数または特定のシステム制限や機能といった、 特定の機能の存在をチェックする
ために使用することが可能です。

assersion は、入力パラメータのチェックのような通常の実行動作に 使用するべきではありません。一般的には、assertion のチェックを無効にしても そのコードが正常に動作しなければなりません。

assert() の動作は、 assert_options() またはマニュアルの関数の部分 に記述された .ini の設定により設定することが可能です。

関数 assert_options() や ASSERT_CALLBACK 設定ディレクティブにより失敗した assertion を処理するコールバック関数を設定することが可能です。

assert() のコールバックは、assertion が発生した場所に関する情報と共に assertion に渡されたコードを容易にキャプチャーできるため、 特に自動テストセットを構築する際に便利です。 この情報は他の手法でもキャプチャー可能ですが、assertion を使用することにより、
より簡単かつ容易に行なうことが可能です!

コールバック関数は、3つの引数を受ける必要があります。最初の引数は、 assertionが失敗したファイルが含まれます。2番目の引数には、 assertionが失敗した行が含まれ、3番目の引数には失敗した式が含まれます (もしある場合のみ。1 または "two" のようなリテラルの値
は、 この引数に渡されません)。

パラメータ
assertion

assertion。

返り値

アサーションが false となった場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

例

例1 失敗した assertion をカスタムハンドラで処理する
<?php
// assertを有効にし、出力を抑制する
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assert_options(ASSERT_ACTIVE, 1);
assert_options(ASSERT_WARNING, 0);
assert_options(ASSERT_QUIET_EVAL, 1);

// ハンドラ関数を作成する
function my_assert_handler($file, $line, $code)
{
    echo "<hr>Assertion Failed:
        File '$file'<br />
        Line '$line'<br />
        Code '$code'<br /><hr />";
}

// コールバックを設定する
assert_options(ASSERT_CALLBACK, 'my_assert_handler');

// 失敗するassertionを作成
assert('mysql_query("")');
?>

参考

assert_options() - 様々な assert フラグを設定/取得する

dl
(PHP 4, PHP 5)

dl — 実行時に PHP 拡張モジュールをロードする

説明

bool dl ( string $library )

library で指定された PHP 拡張モジュールを読み込みます。

その拡張モジュールが既に使用可能かどうかを調べまるには、 extension_loaded() を使用します。 これは、組み込みのモジュールと (php.ini か、あるいは dl() を使用して) 動的に読み込むモジュールの両方に対応しています。

警告

この関数は、PHP 5.3 以降でいくつかの SAPI からは削除されました。

パラメータ
library

このパラメータに指定できるのは拡張モジュールの ファイル名だけであり、それはプラットフォームに依存します。 例えば、Unix プラットフォームでは sockets 拡張モジュール (共有モジュールとしてコンパイルされていれば。デフォルトでは有りません!) は
sockets.so と呼ばれていますし、一方 Windows プラットフォームでは php_sockets.dll と呼ばれます。

拡張モジュールを読み込むディレクトリは、プラットフォームによって異なります。

Windows - php.ini に明記されていない場合、デフォルトでは 拡張モジュールは c:\php4\extensions\ (PHP4) あるいは C:\php5\ (PHP5) からロードされます。

Unix - php.ini に明記されていない場合、デフォルトでは 以下に依存します。

PHP をビルドする際に --enable-debug を指定しているか否か
PHP をビルドする際に (実験段階の) ZTS (Zend Thread Safety) サポートを有効にしているか否か
現在の ZEND_MODULE_API_NO(Zend 内部モジュール API 番号。基本的にはメジャーモジュール API の変更が発生した日時。 例:20010901)

上記を考慮して、ディレクトリのデフォルトは <install-dir>/lib/php/extensions/ <debug-or-not>-<zts-or-not>-ZEND_MODULE_API_NO となる。 例: /usr/local/php/lib/php/extensions/debug-non-zts-20010901 または
/usr/local/php/lib/php/extensions/no-debug-zts-20010901.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 拡張モジュールのロード機能が無効だったり、あるいは 無効化されている(enable_dl でオフにされているか または php.ini で セーフモード が有効になっている)場合は、 E_ERROR を発行して実行は停止されます。
指定されたライブラリをロードできず dl() が 失敗した場合、FALSE に加えて E_WARNING メッセージが 発行されます。

例

例1 dl() の例
<?php
// OS によってロードするファイルを切り替える
if (!extension_loaded('sqlite')) {
    if (strtoupper(substr(PHP_OS, 0, 3)) === 'WIN') {
        dl('php_sqlite.dll');
    } else {
        dl('sqlite.so');
    }
}

// PHP 4.3.0 では PHP_SHLIB_SUFFIX 定数を利用することも可能
if (!extension_loaded('sqlite')) {
    $prefix = (PHP_SHLIB_SUFFIX === 'dll') ? 'php_' : '';
    dl($prefix . 'sqlite.' . PHP_SHLIB_SUFFIX);
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}
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 dl() がいくつかの SAPI で無効になりました。 安定性に問題があったためです。 現在 dl() が使える SAPI は CLI、CGI そして Embed(組み込み) だけです。 かわりに 拡張モジュール読み込みディレクティブ を使ってください。

注意

注意:

dl() は、ZTS サポートつきでビルドされた PHP ではサポートされていません。かわりに 拡張モジュール読み込みディレクティブ を使ってください。

注意:

dl() は Unix プラットフォーム上では 大文字小文字を区別します。

注意: この関数は、PHP が safe-mode で動作している場合は無効となります。

参考

拡張モジュール読み込み用のディレクティブ
extension_loaded() - ある拡張機能がロードされているかどうかを調べる

extension_loaded
(PHP 4, PHP 5)

extension_loaded — ある拡張機能がロードされているかどうかを調べる

説明

bool extension_loaded ( string $name )

拡張モジュールがロードされているかどうかを調べます。

パラメータ
name

拡張モジュールの名前。

phpinfo()を使って種々の拡張モジュールの 名前を見ることができます。PHP の CGIまたはCLIバージョン を使っている場合には -m スイッチで、 使用できる全ての拡張モジュールのリストを得ることができます:

$ php -m
[PHP Modules]
xml
tokenizer
standard
sockets
session
posix
pcre
overload
mysql
mbstring
ctype

[Zend Modules]

返り値

name で指定する拡張機能がロードされている場合に TRUE を返します。さもなければ FALSE を返します。

例

例1 extension_loaded() の例
<?php
if (!extension_loaded('gd')) {
    if (!dl('gd.so')) {
        exit;
    }
}
?>

変更履歴

バージョ
ン 説明
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5.0.0 extension_loaded() は、 内部的な拡張モジュール名を使ってそのモジュールが使用可能かどうかを判断します。 内部的な拡張モジュール名はほとんどの場合は小文字ですが、 大文字を使っているものもあるかもしれません。PHP 5 より前のバージョンでは、 この
関数は大文字小文字を区別して名前を比較していました。

参考

get_loaded_extensions() - コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す
get_extension_funcs() - あるモジュールの関数名を配列として返す
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する
dl() - 実行時に PHP 拡張モジュールをロードする

gc_collect_cycles
(PHP 5 >= 5.3.0)

gc_collect_cycles — すべての既存ガベージサイクルを強制的に収集する

説明

int gc_collect_cycles ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

すべての既存ガベージサイクルを強制的に収集します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

収集したサイクルの数を返します。

gc_disable
(PHP 5 >= 5.3.0)

gc_disable — 循環参照コレクタを無効にする

説明

void gc_disable ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

循環参照コレクタを無効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

gc_enable
(PHP 5 >= 5.3.0)

gc_enable — 循環参照コレクタを有効にする

説明

void gc_enable ( void )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

循環参照コレクタを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

gc_enabled
(PHP 5 >= 5.3.0)

gc_enabled — 循環参照コレクタの状態を返す

説明

bool gc_enabled ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

循環参照コレクタの状態を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ガベージコレクタが有効な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

get_cfg_var
(PHP 4, PHP 5)

get_cfg_var — PHP 設定オプションの値を取得する

説明

string get_cfg_var ( string $option )

PHP の設定オプション option の値を取得します。

この関数は、 PHP がコンパイルされた際にセットされた設定情報や Apache の設定ファイルから読んだ設定情報は返しません。

システムが 設定ファイル を使用しているかどうかを確認するには、cfg_file_path の設定値を取得してみてください。 この値が利用可能なら、設定ファイルが使用されています。

パラメータ
option

設定オプションの名前。

返り値

option で指定された PHP 設定オプションの現在の値を返し、 エラーの場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 get_cfg_var() は、 配列形式の ini オプションを返せるようになりました。

参考
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ini_get() - 設定オプションの値を得る
ini_get_all() - すべての設定オプションを得る

get_current_user
(PHP 4, PHP 5)

get_current_user — 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する

説明

string get_current_user ( void )

現在の PHP スクリプトの所有者の名前を返します。

返り値

ユーザ名を表す文字列。

例

例1 get_current_user() の例
<?php
echo 'Current script owner: ' . get_current_user();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Current script owner: SYSTEM

参考

getmyuid() - PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
getmygid() - PHP スクリプトの所有者の GID を得る
getmypid() - PHP のプロセス ID を取得する
getmyinode() - 現在のスクリプトの inode を取得する
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する

get_defined_constants
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

get_defined_constants — すべての定数の名前とその値を連想配列として返す

説明

array get_defined_constants ([ bool $categorize = false ] )

現在定義されている全ての定数の名前と値を返します。返される値には、 拡張モジュールにより作成された定数や define() 関数で作成された定数も含まれます。

パラメータ
categorize

これを渡すと、この関数は多次元の配列を返すようになります。 最初の次元のキーがカテゴリとなり、 そのカテゴリ内の定数とその値が下位レベルに格納されます。
<?php
define("MY_CONSTANT", 1);
print_r(get_defined_constants(true));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [Core] => Array
        (
            [E_ERROR] => 1
            [E_WARNING] => 2
            [E_PARSE] => 4
            [E_NOTICE] => 8
            [E_CORE_ERROR] => 16
            [E_CORE_WARNING] => 32
            [E_COMPILE_ERROR] => 64
            [E_COMPILE_WARNING] => 128
            [E_USER_ERROR] => 256
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            [E_USER_WARNING] => 512
            [E_USER_NOTICE] => 1024
            [E_ALL] => 2047
            [TRUE] => 1
        )

    [pcre] => Array
        (
            [PREG_PATTERN_ORDER] => 1
            [PREG_SET_ORDER] => 2
            [PREG_OFFSET_CAPTURE] => 256
            [PREG_SPLIT_NO_EMPTY] => 1
            [PREG_SPLIT_DELIM_CAPTURE] => 2
            [PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE] => 4
            [PREG_GREP_INVERT] => 1
        )

    [user] => Array
        (
            [MY_CONSTANT] => 1
        )

)

返り値

変更履歴

バージョン 説明
5.3.1 Windows のみ : コア定数のカテゴリが Core になりました。 それまでは mhash でした。
5.3.0 コア定数のカテゴリが Core になりました。 それまでは internal でした。Windows では、 コア定数のカテゴリは mhash となります。
5.2.11 categorize パラメータが正しく動作するようになりました。 これまでは categorize パラメータが !is_null($categorize) で解釈されており、 NULL 以外の値を指定すると定数を強制的にカテゴリ分類させてしまっていました。
5.0.0 パラメータ categorize が追加されました。

例

例1 get_defined_constants() の例
<?php
print_r(get_defined_constants());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [E_ERROR] => 1
    [E_WARNING] => 2
    [E_PARSE] => 4
    [E_NOTICE] => 8
    [E_CORE_ERROR] => 16
    [E_CORE_WARNING] => 32
    [E_COMPILE_ERROR] => 64
    [E_COMPILE_WARNING] => 128
    [E_USER_ERROR] => 256
    [E_USER_WARNING] => 512
    [E_USER_NOTICE] => 1024
    [E_ALL] => 2047
    [TRUE] => 1
)

参考

defined() - 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる
get_loaded_extensions() - コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す
get_defined_functions() - 定義済みの全ての関数を配列で返す
get_defined_vars() - 全ての定義済の変数を配列で返す

get_extension_funcs
(PHP 4, PHP 5)

get_extension_funcs — あるモジュールの関数名を配列として返す

説明

array get_extension_funcs ( string $module_name )

この関数は、module_name で示したモジュールで定義された全ての関数の名前を返します。

パラメータ
module_name

モジュール名。

注意:
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このパラメータは 小文字 でなければなりません。

返り値

すべての関数を含む配列を返します。 module_name が拡張モジュールでない場合は FALSE を返します。

例

例1 XML 関数の出力
<?php
print_r(get_extension_funcs("xml"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => xml_parser_create
    [1] => xml_parser_create_ns
    [2] => xml_set_object
    [3] => xml_set_element_handler
    [4] => xml_set_character_data_handler
    [5] => xml_set_processing_instruction_handler
    [6] => xml_set_default_handler
    [7] => xml_set_unparsed_entity_decl_handler
    [8] => xml_set_notation_decl_handler
    [9] => xml_set_external_entity_ref_handler
    [10] => xml_set_start_namespace_decl_handler
    [11] => xml_set_end_namespace_decl_handler
    [12] => xml_parse
    [13] => xml_parse_into_struct
    [14] => xml_get_error_code
    [15] => xml_error_string
    [16] => xml_get_current_line_number
    [17] => xml_get_current_column_number
    [18] => xml_get_current_byte_index
    [19] => xml_parser_free
    [20] => xml_parser_set_option
    [21] => xml_parser_get_option
    [22] => utf8_encode
    [23] => utf8_decode
)

参考

get_loaded_extensions() - コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す

get_include_path
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

get_include_path — 現在の include_path 設定オプションを取得する

説明

string get_include_path ( void )

現在の include_path 設定オプションを取得します。

返り値

パスを表す文字列を返します。

例

例1 get_include_path() の例
<?php
// PHP 4.3.0 以降で動作します
echo get_include_path();

// すべてのバージョンの PHP で動作します
echo ini_get('include_path');
?>

参考

ini_get() - 設定オプションの値を得る
restore_include_path() - include_path 設定オプションの値を元に戻す
set_include_path() - include_path 設定オプションをセットする
include() - include
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get_included_files
(PHP 4, PHP 5)

get_included_files — include または require で読み込まれたファイルの名前を配列として返す

説明

array get_included_files ( void )

この関数は、include(), include_once(), require(), require_once() によりスクリプトにロードされた すべてのファイルの名前を取得します。

返り値

すべてのファイル名を含む配列を返します。

最初にコールされたスクリプトは "include されたファイル" という扱いに なります。そのため、include() やその仲間たちにより 読み込まれたファイルの一覧に含めて表示されます。

複数回読み込まれているファイルも、 返される配列には一度しかあらわれません。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.0.1 PHP 4.0.1および以前のバージョンにおいて、 get_included_files() は読み込まれるファイルが拡張子 .php となることを仮定しており、他の拡張子のファイルは返されませんでした。 get_included_files() により返される配列は 連想配列であり、include() および
include_once() で読み込まれたファイルのみが 一覧に含まれていました。

例

例1 get_included_files() の例
<?php
// このファイルは abc.php です
include 'test1.php';
include_once 'test2.php';
require 'test3.php';
require_once 'test4.php';

$included_files = get_included_files();

foreach ($included_files as $filename) {
    echo "$filename\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
abc.php
test1.php
test2.php
test3.php
test4.php

注意

注意:

設定ディレクティブ auto_prepend_file で読み込まれたファイルは、返される配列には含まれません。

参考

include() - include
include_once() - include_once
require() - require
require_once() - require_once
get_required_files() - get_included_files のエイリアス

get_loaded_extensions
(PHP 4, PHP 5)

get_loaded_extensions — コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す

説明

array get_loaded_extensions ([ bool $zend_extensions = false ] )
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この関数は、PHPインタプリタにコンパイル、 ロードされている全てのモジュールの名前を返します。

パラメータ
zend_extensions

Zend 拡張モジュールのみを返します。指定しない場合は、 mysqli のような通常の拡張モジュールを返します。デフォルトは FALSE (通常の拡張モジュールを返す) です。

返り値

モジュール名の配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.4 オプションの zend_extensions パラメータが追加されました。

例

例1 get_loaded_extensions() の例
<?php
print_r(get_loaded_extensions());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
   [0] => xml
   [1] => wddx
   [2] => standard
   [3] => session
   [4] => posix
   [5] => pgsql
   [6] => pcre
   [7] => gd
   [8] => ftp
   [9] => db
   [10] => calendar
   [11] => bcmath
)

参考

get_extension_funcs() - あるモジュールの関数名を配列として返す
extension_loaded() - ある拡張機能がロードされているかどうかを調べる
dl() - 実行時に PHP 拡張モジュールをロードする
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する

get_magic_quotes_gpc
(PHP 4, PHP 5)

get_magic_quotes_gpc — magic_quotes_gpc の現在の設定を得る

説明

int get_magic_quotes_gpc ( void )

magic_quotes_gpc の現在の設定を返します。

実行時に magic_quotes_gpc をセットしようとしても反映されないことに留意してください。

magic_quotes についての詳細な情報は セキュリティの欄 を参照してください。

返り値

magic_quotes_gpc がオフの場合に 0、そうでない場合に 1 を返します。

例

例1 get_magic_quotes_gpc() の例
<?php
echo get_magic_quotes_gpc();         // 1
echo $_POST['lastname'];             // O\'reilly
echo addslashes($_POST['lastname']); // O\\\'reilly

if (get_magic_quotes_gpc()) {
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    $lastname = stripslashes($_POST['lastname']);
}
else {
    $lastname = $_POST['lastname'];
}

// MySQL を使っている場合
$lastname = mysql_real_escape_string($lastname);

echo $lastname; // O\'reilly
$sql = "INSERT INTO lastnames (lastname) VALUES ('$lastname')";
?>

注意

注意:

magic_quotes_sybase ディレクティブがONの場合、magic_quotes_gpcは 完全に上書きされます。そのためget_magic_quotes_gpc() がTRUEを返したとしてもダブルクォーテーションやバックスラッシュ、 NULLはエスケープされません。シングルクォーテー
ションだけがエスケープ されます。そのケースでは''のように見えます。

参考

addslashes() - 文字列をスラッシュでクォートする
stripslashes() - クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
get_magic_quotes_runtime() - magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定値を取得する
ini_get() - 設定オプションの値を得る

get_magic_quotes_runtime
(PHP 4, PHP 5)

get_magic_quotes_runtime — magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定値を取得する

説明

int get_magic_quotes_runtime ( void )

magic_quotes_runtime の現在アクティブな値を返します。

返り値

magic_quotes_runtime がオフの場合に 0、そうでない場合に 1 を返します。

例

例1 get_magic_quotes_runtime() の例
<?php
// magic_quotes_runtime が有効かどうかを調べます
if(get_magic_quotes_runtime())
{
    // 無効にします
    set_magic_quotes_runtime(false);
}
?>

参考

get_magic_quotes_gpc() - magic_quotes_gpc の現在の設定を得る
set_magic_quotes_runtime() - magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定をセットする

get_required_files
(PHP 4, PHP 5)

get_required_files — get_included_files() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 get_included_files().

getenv
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(PHP 4, PHP 5)

getenv — 環境変数の値を取得する

説明

string getenv ( string $varname )

環境変数の値を取得します。

phpinfo() を使用して全ての環境変数の一覧を見る ことができます。 » CGI specification 、特に » 環境変数のページを参照すること により、それらの参照する環境変数の役割の多くを知ることができます。

パラメータ
varname

変数の名前。

返り値

varname が示す環境変数の値を返し、 エラーの場合はFALSEを返します。

例

例1 getenv() の例
<?php
// getenv() の使用例
$ip = getenv('REMOTE_ADDR');

// または単純にスーパーグローバル（$_SERVER または $_ENV）を使用します
$ip = $_SERVER['REMOTE_ADDR'];
?>

参考

putenv() - 環境変数の値を設定する
apache_getenv() - Apache の subprocess_env 変数を取得する
スーパーグローバル

getlastmod
(PHP 4, PHP 5)

getlastmod — 最終更新時刻を取得する

説明

int getlastmod ( void )

現在のページの最終更新時刻を取得します。

別のファイルの最終更新時刻が知りたい場合は、 filemtime() を使用してください。

返り値

現在のページの最終更新時刻を返します。 この値は Unix のタイムスタンプで、そのまま date ()に渡す事ができます。エラーの場合は FALSE を返します。

例

例1 getlastmod() の例
<?php
// たとえば、'最終更新時刻：March 04 1998 20:43:59.' を出力します
echo "最終更新時刻: " . date ("F d Y H:i:s.", getlastmod());
?>

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
getmyuid() - PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
getmygid() - PHP スクリプトの所有者の GID を得る
get_current_user() - 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
getmyinode() - 現在のスクリプトの inode を取得する
getmypid() - PHP のプロセス ID を取得する
filemtime() - ファイルの更新時刻を取得する

http://cgi-spec.golux.com/ncsa/
http://cgi-spec.golux.com/ncsa/env.html
http://cgi-spec.golux.com/ncsa/env.html
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getmygid
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

getmygid — PHP スクリプトの所有者の GID を得る

説明

int getmygid ( void )

現在のスクリプトのグループ ID を取得します。

返り値

現在のスクリプトのグループ ID を返します。またはエラー時に FALSE を返します。

参考

getmyuid() - PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
getmypid() - PHP のプロセス ID を取得する
get_current_user() - 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
getmyinode() - 現在のスクリプトの inode を取得する
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する

getmyinode
(PHP 4, PHP 5)

getmyinode — 現在のスクリプトの inode を取得する

説明

int getmyinode ( void )

現在のスクリプトの inode を取得します。

返り値

現在のスクリプトの inode を表す整数値、あるいはエラーの場合は FALSE を返します。

参考

getmygid() - PHP スクリプトの所有者の GID を得る
getmyuid() - PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
getmypid() - PHP のプロセス ID を取得する
get_current_user() - 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する

getmypid
(PHP 4, PHP 5)

getmypid — PHP のプロセス ID を取得する

説明

int getmypid ( void )

現在の PHP プロセスの ID を取得します。

返り値

現在の PHP のプロセス ID を返し、エラーの場合は FALSE を返します。

注意
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警告

プロセス ID は一意ではなく、エントロピ源として優れたものではありません。 セキュリティが問題となる状況では、PID に頼らないようにしましょう。

参考

getmygid() - PHP スクリプトの所有者の GID を得る
getmyuid() - PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
get_current_user() - 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
getmyinode() - 現在のスクリプトの inode を取得する
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する

getmyuid
(PHP 4, PHP 5)

getmyuid — PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する

説明

int getmyuid ( void )

現在のスクリプトのユーザ ID を取得します。

返り値

現在のスクリプトのユーザ ID を返し、エラーの場合は FALSE を返します。

参考

getmygid() - PHP スクリプトの所有者の GID を得る
getmypid() - PHP のプロセス ID を取得する
get_current_user() - 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
getmyinode() - 現在のスクリプトの inode を取得する
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する

getopt
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

getopt — コマンドライン引数のリストからオプションを取得する

説明

array getopt ( string $options [, array $longopts ] )

スクリプトに渡されたオプションをパースします。

パラメータ
options

この文字列の各文字をオプション文字として使用し、 スクリプトにハイフンひとつ (-) で始まるオプションとして渡された内容とマッチさせます。 たとえば、オプション文字列 "x" は -x というオプションを認識します。 a-z、A-Z および 0-9 のみを認識します。
longopts

オプションの配列。 この配列の各要素をオプション文字列として使用し、 スクリプトにハイフンふたつ (--) で始まるオプションとして渡された内容とマッチさせます。 たとえば、longopts の要素 "opt" は --opt というオプションを認識します。

注意: PHP5.3.0 より前のバージョンでは、 このパラメータは一部のシステムでしか使用できません。

options パラメータに含まれる要素には次のようなものがあります。

単一の文字 (値を受け付けない)
文字の後にコロンをひとつ続けたもの (値が必須であるパラメータ)
文字の後にコロンをふたつ続けたもの (値がオプションであるパラメータ)

オプションの値は、文字列の後の最初の引数となります。 値の前に空白があるかどうかは関係ありません。

注意: オプションの値で、" " (空白) を区切り文字として使用することはできません。

注意:

options と longopts の書式はほぼ同じです。唯一の違いは、 longopts はオプションの配列 (その各要素がオプションとなる) を受け取るけれども options は文字列 (その各文字がオプションとなる) を受け取るということです。
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返り値

この関数はオプション/引数のペアを連想配列で返します。 失敗した場合は FALSE を返します。

注意:

オプション以外のものが見つかった時点でオプションのパースは終了し、 それ以降の内容は破棄されます。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 "=" を引数/値の区切り文字として使用できるようになりました。
5.3.0 オプションの値 ("::" で指定します) に対応しました。
5.3.0 この関数はシステムに依存しなくなり、 Windows でも動作するようになりました。

例

例1 getopt() の例
<?php
$options = getopt("f:hp:");
var_dump($options);
?>

上のスクリプトを php script.php -fvalue -h として実行すると、次のようになります。
array(2) {
  ["f"]=>
  string(5) "value"
  ["h"]=>
  bool(false)
}

例2 getopt() の例 その2

<?php
$shortopts  = "";
$shortopts .= "f:";  // 値が必須
$shortopts .= "v::"; // 値がオプション
$shortopts .= "abc"; // これらのオプションは値を受け取りません
$longopts  = array(
    "required:",     // 値が必須
    "optional::",    // 値がオプション
    "option",        // 値なし
    "opt",           // 値なし
);
$options = getopt($shortopts, $longopts);
var_dump($options);
?>

上のスクリプトを php script.php -f "value for f" -v -a --required value --optional="optional value" --option として実行すると、次のようになります。
array(6) {
  ["f"]=>
  string(11) "value for f"
  ["v"]=>
  bool(false)
  ["a"]=>
  bool(false)
  ["required"]=>
  string(5) "value"
  ["optional"]=>
  string(14) "optional value"
  ["option"]=>
  bool(false)
}

例3 getopt() の例 その3

複数のオプションを一度に渡す例
<?php
$options = getopt("abc");
var_dump($options);
?>

上のスクリプトを php script.php -aaac として実行すると、次のようになります。
array(2) {
  ["a"]=>
  array(3) {
    [0]=>
    bool(false)
    [1]=>
    bool(false)
    [2]=>
    bool(false)
  }
  ["c"]=>
  bool(false)
}
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getrusage
(PHP 4, PHP 5)

getrusage — カレントリソースの使用に関する情報を得る

説明

array getrusage ([ int $who = 0 ] )

この関数は、getrusage(2) へのインターフェースです。 システムコールから返されたデータを含む連想配列を返します。

パラメータ
who

who が 1 の場合、getrusage は RUSAGE_CHILDREN を付けてコールされます。

返り値

システムコールから返されたデータを含む連想配列を返します。 すべてのエントリは、記述されたフィールド名を用いてアクセス可能です。

例

例1 getrusage() の例
<?php
$dat = getrusage();
echo $dat["ru_nswap"];         // スワップの数
echo $dat["ru_majflt"];        // ページフォルトの数
echo $dat["ru_utime.tv_sec"];  // 使用するユーザー時間 (秒)
echo $dat["ru_utime.tv_usec"]; // 使用するユーザー時間 (マイクロ秒)
?>

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

参考

getrusage(2) についてのシステムの man ページ

ini_alter
(PHP 4, PHP 5)

ini_alter — ini_set() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 ini_set().

ini_get_all
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ini_get_all — すべての設定オプションを得る

説明

array ini_get_all ([ string $extension [, bool $details = true ]] )

すべての登録済み設定オプションを返します。

パラメータ
extension

オプションで指定する拡張モジュール名。指定した場合は、 その拡張モジュールに関するオプションのみを返します。
details
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詳細な設定を取得するか、あるいは各設定の現在の値のみを取得するか。 デフォルトは TRUE (詳細情報を取得する) です。

返り値

ディレクティブ名をキーとする連想配列を返します。

details が TRUE (デフォルト) の場合、 配列の値は、 global_value (php.iniで設定されている)、 local_value (おそらくini_set()または .htaccessでセットされている)、access (アクセスレベル) を含む配列となります。

details が FALSE の場合、 配列の値はそのオプションの現在の値となります。

アクセスレベルの意味についてはマニュアルを参照ください。

注意:

ひとつのディレクティブに複数のアクセスレベルを設定することができます。 access がビットマスク値となっているのはそのためです。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 details が追加されました。

例

例1 ini_get_all() の例
<?php
print_r(ini_get_all("pcre"));
print_r(ini_get_all());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [pcre.backtrack_limit] => Array
        (
            [global_value] => 100000
            [local_value] => 100000
            [access] => 7
        )

    [pcre.recursion_limit] => Array
        (
            [global_value] => 100000
            [local_value] => 100000
            [access] => 7
        )

)
Array
(
    [allow_call_time_pass_reference] => Array
        (
            [global_value] => 0
            [local_value] => 0
            [access] => 6
        )

    [allow_url_fopen] => Array
        (
            [global_value] => 1
            [local_value] => 1
            [access] => 4
        )

    ...

)

例2 details を無効にする例
<?php
print_r(ini_get_all("pcre", false)); // PHP 5.3.0 で追加されました
print_r(ini_get_all(null, false)); // PHP 5.3.0 で追加されました
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [pcre.backtrack_limit] => 100000
    [pcre.recursion_limit] => 100000
)
Array
(
    [allow_call_time_pass_reference] => 0
    [allow_url_fopen] => 1
    ...
)

参考

設定を変更するには
ini_get() - 設定オプションの値を得る
ini_restore() - 設定オプションの値を元に戻す
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ini_set() - 設定オプションの値を設定する
get_loaded_extensions() - コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する

ini_get
(PHP 4, PHP 5)

ini_get — 設定オプションの値を得る

説明

string ini_get ( string $varname )

成功時に、設定オプションの値を返します。

パラメータ
varname

設定オプションの名前。

返り値

成功した場合に設定オプションの値、失敗した場合あるいは null 値を指定した場合に空の文字列を返します。

例

例1 ini_get() の例
<?php
/*
php.ini で以下のように設定されているものとします
display_errors = On
register_globals = Off
post_max_size = 8M
*/

echo 'display_errors = ' . ini_get('display_errors') . "\n";
echo 'register_globals = ' . ini_get('register_globals') . "\n";
echo 'post_max_size = ' . ini_get('post_max_size') . "\n";
echo 'post_max_size+1 = ' . (ini_get('post_max_size')+1) . "\n";
echo 'post_max_size in bytes = ' . return_bytes(ini_get('post_max_size'));

function return_bytes($val) {
    $val = trim($val);
    $last = strtolower($val[strlen($val)-1]);
    switch($last) {
        // 'G' は PHP 5.1.0 以降で使用可能です
        case 'g':
            $val *= 1024;
        case 'm':
            $val *= 1024;
        case 'k':
            $val *= 1024;
    }

    return $val;
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

display_errors = 1
register_globals = 0
post_max_size = 8M
post_max_size+1 = 9
post_max_size in bytes = 8388608

注意

注意: boolean 値を探す場合

off という boolean の ini 値は空文字列または "0" として返されます。 一方で on の ini 値は "1" として返されます。 また、この関数はリテラル文字列で設定された INI 値を返すこともできます。

注意: メモリサイズの値を探す場合

upload_max_filesize のようなメモリサイズの値の場合、 php.ini上で省略形で格納されています。 ini_get()はphp.iniに格納されている値を そのままの形式で返します。整数表現に変換したりはしません。 これらの値に通常の算術的な関数を施すと予期しない結果
を 得てしまいます。上の例では、省略形の表記から本来のバイト数に変換する PHP ソースのひとつの例を示しています。

参考

get_cfg_var() - PHP 設定オプションの値を取得する
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ini_get_all() - すべての設定オプションを得る
ini_restore() - 設定オプションの値を元に戻す
ini_set() - 設定オプションの値を設定する

ini_restore
(PHP 4, PHP 5)

ini_restore — 設定オプションの値を元に戻す

説明

void ini_restore ( string $varname )

指定した設定オプションを元の値に戻します。

パラメータ
varname

設定オプションの名前。

返り値

値を返しません。

例

例1 ini_restore() の例
<?php
$setting = 'y2k_compliance';

echo 'Current value for \'' . $setting . '\': ' . ini_get($setting), PHP_EOL;

ini_set($setting, ini_get($setting) ? 0 : 1);
echo 'New value for \'' . $setting . '\': ' . ini_get($setting), PHP_EOL;

ini_restore($setting);
echo 'Original value for \'' . $setting . '\': ' . ini_get($setting), PHP_EOL;
?>

上の例の出力は以下となります。
Current value for 'y2k_compliance': 1
New value for 'y2k_compliance': 0
Original value for 'y2k_compliance': 1

参考

ini_get() - 設定オプションの値を得る
ini_get_all() - すべての設定オプションを得る
ini_set() - 設定オプションの値を設定する

ini_set
(PHP 4, PHP 5)

ini_set — 設定オプションの値を設定する

説明

string ini_set ( string $varname , string $newvalue )

指定した設定オプションの値を設定します。 設定オプションは、スクリプトの実行中は新しい値を保持し、 スクリプト終了時に元の値へ戻されます。

パラメータ
varname

全てのオプションが ini_set() を使用して変更することが 可能なわけではありません。有効なオプションの完全な一覧は 付録 を参照ください。
newvalue

オプションの新しい値。
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返り値

成功した場合に元の値、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ini オプションの設定
<?php
echo ini_get('display_errors');

if (!ini_get('display_errors')) {
    ini_set('display_errors', 1);
}

echo ini_get('display_errors');
?>

参考

get_cfg_var() - PHP 設定オプションの値を取得する
ini_get() - 設定オプションの値を得る
ini_get_all() - すべての設定オプションを得る
ini_restore() - 設定オプションの値を元に戻す
設定を変更するには

magic_quotes_runtime
(PHP 4, PHP 5)

magic_quotes_runtime — set_magic_quotes_runtime() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 set_magic_quotes_runtime()

main
main — main() のダミー

説明

PHP のソースを除き、main() という名前の関数は 存在しません。PHP 4.3.0 では、PHP ソースにおいて新しいタイプの エラー処理(php_error_docref)が追加されました。そのひとつの機能として、 html_errors (デフォルトでオン)と docref_root (PHP 4.3.2 まではデフォル
トでオン)のディレクティブがセットされている 場合に、PHP のエラーメッセージ上に PHP のマニュアルへのリンクが 表示されるようになりました。

ときおり、エラーメッセージは main() 関数の マニュアルを指すことがあります。それがこのページが存在する理由です。 もしそんな参照を発見したら、ぜひ » バグ報告をお願いします。 エラー時のリンク先が main() となっている PHP の関数を指摘してくだされば、それを
修正して適切なドキュメントを指すようにします。

現在判明している、main() を指すエラー
関数名 このバージョン以降、ここを指すことはありません

include() 5.1.0
include_once() 5.1.0
require() 5.1.0
require_once() 5.1.0

参考

html_errors
display_errors

memory_get_peak_usage
(PHP 5 >= 5.2.0)

memory_get_peak_usage — PHP によって割り当てられたメモリの最大値を返す

説明

http://bugs.php.net/
http://bugs.php.net/
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int memory_get_peak_usage ([ bool $real_usage = false ] )

PHP スクリプトに割り当てられたメモリの最大値を、バイト単位で返します。

パラメータ
real_usage

これを TRUE に設定すると、システムが割り当てた実際のメモリの大きさを取得します。 省略したり FALSE を設定したりすると、 emalloc() が使用するメモリのみを報告します。

返り値

メモリの最大値をバイト数で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.1 この関数を使用するために、 --enable-memory-limit でコンパイルすることは必須ではなくなりました。
5.2.0 real_usage が追加されました。

参考

memory_get_usage() - PHP に割り当てられたメモリの量を返す
memory_limit

memory_get_usage
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

memory_get_usage — PHP に割り当てられたメモリの量を返す

説明

int memory_get_usage ([ bool $real_usage = false ] )

現在の PHP スクリプトに割り当てられたメモリの量をバイト単位で返します。

パラメータ
real_usage

これを TRUE に設定すると、システムが割り当てた実際のメモリの大きさを取得します。 省略したり FALSE を設定したりすると、 emalloc() が使用するメモリのみを報告します。

返り値

メモリの量をバイト単位で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.1 この関数を使用するために、 --enable-memory-limit でコンパイルすることは必須ではなくなりました。
5.2.0 real_usage が追加されました。

例

例1 memory_get_usage() の例
<?php
// これは単なる例にすぎません。
// 以下の数値はシステムによって変化します。
echo memory_get_usage() . "\n"; // 36640

$a = str_repeat("Hello", 4242);

echo memory_get_usage() . "\n"; // 57960

unset($a);

echo memory_get_usage() . "\n"; // 36744

?>

参考

memory_get_peak_usage() - PHP によって割り当てられたメモリの最大値を返す
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memory_limit

php_ini_loaded_file
(PHP 5 >= 5.2.4)

php_ini_loaded_file — 読み込まれた php.ini ファイルのパスを取得する

説明

string php_ini_loaded_file ( void )

php.ini ファイルが読み込まれているかどうかを調べ、 そのパスを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

読み込まれている php.ini のパス、 あるいは読み込まれていない場合に FALSE を返します。

例

例1 php_ini_loaded_file() の例
<?php
$inipath = php_ini_loaded_file();

if ($inipath) {
    echo 'Loaded php.ini: ' . $inipath;
} else {
    echo 'A php.ini file is not loaded';
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Loaded php.ini: /usr/local/php/php.ini

参考

php_ini_scanned_files() - 追加の ini ディレクトリにある .ini ファイルのリストを取得する
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する
設定ファイル

php_ini_scanned_files
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

php_ini_scanned_files — 追加の ini ディレクトリにある .ini ファイルのリストを取得する

説明

string php_ini_scanned_files ( void )

php_ini_scanned_files()は、php.iniをパースした 後で、設定ファイルのリストをカンマ区切りで返します。 これらのファイルは、PHPのコンパイル時に --with-config-file-scan-dir オプションを使って指定されたディレクトリから取得されます。

戻り値のファイル名には --with-config-file-scan-dir オプションで 指定されたパスが含まれます。

返り値

成功すると、.iniファイルをカンマ区切りにした文字列が返されます。 --with-config-file-scan-dir がセットされていなければ、 FALSEを返します。指定されたディレクトリが空であれば、 空文字列が返されます。ファイルが認識できないものであれば、 そのファイルは文
字列には含まれますが同時にPHPがエラーを起こします。 このエラーはコンパイルの時と、php_ini_scanned_files() 関数を使用したときの両方で発生します。

例

例1 返される ini ファイルを一覧する例
<?php
if ($filelist = php_ini_scanned_files()) {
    if (strlen($filelist) > 0) {
        $files = explode(',', $filelist);

        foreach ($files as $file) {
            echo "<li>" . trim($file) . "</li>\n";
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        }
    }
}
?>

参考

ini_set() - 設定オプションの値を設定する
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する
php_ini_loaded_file() - 読み込まれた php.ini ファイルのパスを取得する

php_logo_guid
(PHP 4, PHP 5)

php_logo_guid — ロゴの guid を取得する

説明

string php_logo_guid ( void )

ビルトインされている画像を使って PHP ロゴを表示する際に使用できる ID を返します。 ロゴが表示されるのは、expose_php が On の場合のみです。

返り値

PHPE9568F34-D428-11d2-A769-00AA001ACF42 を返します。

例

例1 php_logo_guid() の例
<?php

echo '<img src="' . $_SERVER['PHP_SELF'] .
     '?=' . php_logo_guid() . '" alt="PHP Logo !" />';

?>

参考

phpinfo() - PHP の設定情報を出力する
phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する
phpcredits() - PHP に関するクレジットを出力する
zend_logo_guid() - Zend guid を取得する

php_sapi_name
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

php_sapi_name — ウェブサーバと PHP の間のインターフェイスの型を返す

説明

string php_sapi_name ( void )

PHP が使用しているインターフェイス (サーバ API、SAPI) の型を小文字の文字列で返します。たとえば、CLI 版の PHP ではこの文字列は "cli" となります。Apache と組み合わせて使用している場合は、 実際に使用している SAPI によってさまざまな結果となります。 返されう
る値の一覧を以下にあげます。

返り値

インターフェイスの型を小文字の文字列で返します。

これがすべてではありませんが、以下のような値が返されます。 aolserver, apache, apache2filter, apache2handler, caudium, cgi (PHP 5.3 まで), cgi-fcgi, cli, continuity, embed, isapi, litespeed, milter, nsapi, phttpd, pi3web, roxen, thttpd, tux そして webjames

例

例1 php_sapi_name() の例

この例では、文字列の一部に cgi が含まれるかどうかを調べています。というのも cgi-fcgi となることもあり得るからです。
<?php
$sapi_type = php_sapi_name();
if (substr($sapi_type, 0, 3) == 'cgi') {
    echo "CGI 版の PHP を使用しています\n";
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} else {
    echo "CGI 版の PHP を使用していません\n";
}
?>

注意

注意: 別の方法

PHP の定数 PHP_SAPI は、 php_sapi_name() と同じ値となります。

ヒント

失敗しがちな点
定義されている SAPI は、わかりやすいものばかりではないかもしれません。 たとえば apache の場合は apache2handler や apache2filter と定義されることもあります。

参考

PHP_SAPI

php_uname
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

php_uname — PHP が稼動しているオペレーティングシステムに関する情報を返す

説明

string php_uname ([ string $mode = "a" ] )

php_uname() は、PHP が稼動しているオペレーティング システムに関する説明を返します。これは、phpinfo() の出力の先頭に出てくるものと同じです。 単に OS の名前を取得したい場合には PHP_OS 定数の利用を考えてください。ただし、 この定数が返すのは PHP が構築さ
れた OS の 情報であることに注意しましょう。

古い UNIX プラットフォームの中には現在の OS 情報を取得できないものもあります。 そんな場合は、PHP をビルドした OS の情報を表示します。 これがおこるのは、 uname() ライブラリコールが存在しないか機能していない場合のみです。

パラメータ
mode

mode は、どのような情報を返すのかを一文字で指定します:

'a': デフォルトです。すべてのモードを "s n r v m" の順で返します。
's': オペレーティングシステム名。 例: FreeBSD
'n': ホスト名。 例: localhost.example.com
'r': リリース名。 例: 5.1.2-RELEASE
'v': バージョン情報。 オペレーティングシステムによって大きく変わります。
'm': マシン型。例: i386

返り値

説明を文字列で返します。

例

例1 php_uname() の例
<?php
echo php_uname();
echo PHP_OS;

/* 出力の例
Linux localhost 2.4.21-0.13mdk #1 Fri Mar 14 15:08:06 EST 2003 i686
Linux

FreeBSD localhost 3.2-RELEASE #15: Mon Dec 17 08:46:02 GMT 2001
FreeBSD

Windows NT XN1 5.1 build 2600
WINNT
*/

if (strtoupper(substr(PHP_OS, 0, 3)) === 'WIN') {
    echo 'このサーバは Windows です!';
} else {
    echo 'このサーバは Windows ではありません!';
}

?>

関連する 定義済みの定数 を使うほうが簡単なこともあります。例えばこのようになります。
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例2 OS 関連の定数の例
<?php
// *nix
echo DIRECTORY_SEPARATOR; // /
echo PHP_SHLIB_SUFFIX;    // so
echo PATH_SEPARATOR;      // :

// Win*
echo DIRECTORY_SEPARATOR; // \
echo PHP_SHLIB_SUFFIX;    // dll
echo PATH_SEPARATOR;      // ;
?>

参考

phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する
php_sapi_name() - ウェブサーバと PHP の間のインターフェイスの型を返す
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する

phpcredits
(PHP 4, PHP 5)

phpcredits — PHP に関するクレジットを出力する

説明

bool phpcredits ([ int $flag = CREDITS_ALL ] )

この関数は、PHP 開発者、モジュール等のリストを有するクレジットを出力します。 ページに情報を挿入するために、適切な HTML コードが生成されます。

パラメータ
flag

独自のクレジットページを出力したい場合に flag を利用するとよいでしょう。

定義済みの phpcredits() フラグ
名前 説明

CREDITS_ALL すべてのクレジットを含めます。 CREDITS_DOCS + CREDITS_GENERAL + CREDITS_GROUP + CREDITS_MODULES + CREDITS_FULLPAGE と同等です。これは、適切なタグを含んだ それ単体で成立する HTML ページを生成します。
CREDITS_DOCS ドキュメントチームのクレジット
CREDITS_FULLPAGE 通常、他のフラグと組み合わせて使用します。 他のフラグで指定した情報を含む、それ単体で完全に独立した HTML ページを出力することを指定します。
CREDITS_GENERAL 一般的なクレジット: 言語の設計およびコンセプト、PHP 作者、SAPIモジュール
CREDITS_GROUP コア開発者のリスト
CREDITS_MODULES PHPの拡張モジュール、およびその作者のリスト
CREDITS_SAPI PHP のサーバ API モジュールとその作者のリスト

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 全般的なクレジットの出力
<?php
phpcredits(CREDITS_GENERAL);
?>

例2 コア開発者およびドキュメントグループの表示
<?php
phpcredits(CREDITS_GROUP | CREDITS_DOCS | CREDITS_FULLPAGE);
?>

例3 すべてのクレジットの表示
<html>
 <head>
  <title>独自のクレジットページ</title>
 </head>
 <body>
<?php
// あなたが書いた独自のコード
phpcredits(CREDITS_ALL - CREDITS_FULLPAGE);
// さらに別のコード
?>
 </body>
</html>
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参考

phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する
php_logo_guid() - ロゴの guid を取得する
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する

phpinfo
(PHP 4, PHP 5)

phpinfo — PHP の設定情報を出力する

説明

bool phpinfo ([ int $what = INFO_ALL ] )

現在の PHP の状態に関する、多くの情報を出力します。出力される情報には、 PHP コンパイルオプションと拡張機能、PHP のバージョン、 サーバ情報と環境（モジュールとしてコンパイルされた場合）、 PHP の環境、OS バージョン情報、パス、構成オプションのマスター お
よびローカルの値、HTTP ヘッダ、PHP License などがあります。

システムの設定はそれぞれ違うため、実行時設定 や 利用できる 定義済みの変数 を調べるために phpinfo() がよく使われます。

また、phpinfo() には EGPCS (Environment, GET, POST, Cookie, Server) の情報が含まれているため、デバッグツールとしても便利です。

パラメータ
what

以下にあるconstantsビット値をひとつまたは 複数個を加算して、オプションのwhat引数に 渡すことによって出力をカスタマイズできます。 それぞれの定数やビット値をor演算子 で結んで渡すこともできます。

phpinfo() のオプション
名前(定数) 値 説明

INFO_GENERAL 1 configure オプション、php.ini の場所、ビルド日時、 Web サーバ、オペレーティングシステム等。
INFO_CREDITS 2 PHP クレジット。phpcredits() も参照ください。
INFO_CONFIGURATION 4 ローカルおよびマスタの、現在の PHP ディレクティブの値。 ini_get() も参照ください。
INFO_MODULES 8 ロードされているモジュールと、それぞれの設定。 get_loaded_extensions() も参照ください。
INFO_ENVIRONMENT 16 $_ENV で取得できる環境変数の情報。
INFO_VARIABLES 32 EGPCS（環境変数・GET・POST・クッキー・サーバ変数）から すべての 定義済みの変数を表示します。
INFO_LICENSE 64 PHP ライセンス情報。» ライセンス FAQ も参照ください。
INFO_ALL -1 上記のすべてを表示します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.2 "Loaded Configuration File" 情報が追加されました。これまでは "Configuration File (php.ini) Path" しかありませんでした。

例

例1 phpinfo() の例
<?php

// すべての情報を表示します。デフォルトは INFO_ALL です。
phpinfo();

// モジュール情報だけを表示します。
// phpinfo(8) としても同じです。
phpinfo(INFO_MODULES);

?>

注意

注意:

expose_php が off の場合、一部の情報は表示されません。 これにはPHPとZendのロゴ、そしてクレジットが含まれます。

注意:

CLI モードを利用している場合、phpinfo() は HTML ではなくプレーンテキストで結果を出力します。

http://www.php.net/license/
http://www.php.net/license/
http://www.php.net/license/
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参考

phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する
phpcredits() - PHP に関するクレジットを出力する
php_logo_guid() - ロゴの guid を取得する
ini_get() - 設定オプションの値を得る
ini_set() - 設定オプションの値を設定する
get_loaded_extensions() - コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す
定義済みの変数

phpversion
(PHP 4, PHP 5)

phpversion — 現在の PHP バージョンを取得する

説明

string phpversion ([ string $extension ] )

現在動作中の PHP パーサあるいは拡張モジュールのバージョンを表す文字列を返します。

パラメータ
extension

オプションで指定する拡張モジュール名。

返り値

オプションの extension パラメータが指定されている場合、phpversion() はその拡張モジュールのバージョンを返します。 関連するバージョン情報が存在しない場合、 あるいは拡張モジュールが有効でない場合は FALSE を返します。

例

例1 phpversion() の例
<?php
// たとえば 'Current PHP version: 4.1.1' などと表示します
echo 'Current PHP version: ' . phpversion();

// たとえば '2.0' などと表示します。拡張モジュールが有効でない場合は何も表示しません
echo phpversion('tidy');
?>

例2 PHP_VERSION_ID の例および使用法
<?php
// PHP_VERSION_ID は PHP 5.2.7 以降で使用可能です。
// それより古いバージョンでは、このようにエミュレートします
if (!defined('PHP_VERSION_ID')) {
    $version = explode('.', PHP_VERSION);

    define('PHP_VERSION_ID', ($version[0] * 10000 + $version[1] * 100 + $version[2]));
}

// PHP_VERSION_ID は数値として定義されており、数字が大きいほど PHP の
// バージョンが新しいことになります。その定義は、上で使用しているような
// 式となります。
//
// $version_id = $major_version * 10000 + $minor_version * 100 + $release_version;
//
// PHP_VERSION_ID を使えば、その PHP のバージョンで使える機能を調べる
// ことができます。ある機能に対応しているかどうかを調べるために、毎回
// version_compare() を使う必要がなくなります。
//
// たとえば、PHP 5.2.7 より前のバージョンには存在しない定数
// PHP_VERSION_* を、次のように定義することができます。
if(PHP_VERSION_ID < 50207)
{
    define('PHP_MAJOR_VERSION',   $version[0]);
    define('PHP_MINOR_VERSION',   $version[1]);
    define('PHP_RELEASE_VERSION', $version[2]);

    // などなど
}
?>

注意

注意:

この情報は、定義済みの定数 PHP_VERSION でも取得可能です。その他のバージョン関連の情報は、定数 PHP_VERSION_* で取得可能です。

参考
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PHP_VERSION 定数
version_compare() - ふたつの "PHP 標準" バージョン番号文字列を比較する
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する
phpcredits() - PHP に関するクレジットを出力する
php_logo_guid() - ロゴの guid を取得する
zend_version() - 現在の Zend Engine のバージョンを取得する

putenv
(PHP 4, PHP 5)

putenv — 環境変数の値を設定する

説明

bool putenv ( string $setting )

サーバの環境変数に setting を追加します。 この環境変数は、カレントのリクエストを実行している間のみ存在します。 リクエスト終了時、環境変数は元の状態に戻されます。

ある種の環境変数が変更されることは潜在的なセキュリティリスクとなる 可能性があります。safe_mode_allowed_env_vars ディレクティブには接頭辞のカンマ区切りのリストが含まれます。セーフ モードでは、ユーザはこのディレクティブで指定された接頭辞で始まる名前
を有する環境変数のみを変更可能となります。 デフォルトでは、ユーザはPHP_ で始まる環境変数 (例えばPHP_FOO=BAR)のみを変更可能です。注意:この ディレクティブが空の場合、PHPはユーザに全ての環境変数を修正できる許可 を与えてしまいます!

safe_mode_protected_env_vars ディレクティブには、 カンマ区切りの環境変数のリストが含まれます。ユーザは、この環境変数 をputenv()により変更することができません。これら の変数は、safe_mode_allowed_env_varsが変更するこ とを許可している場合でも保護さ
れます。

パラメータ
setting

"FOO=BAR" 形式の設定。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 環境変数の設定
<?php
putenv("UNIQID=$uniqid");
?>

注意

警告

これらのディレクティブは、 セーフモード が有効な場合にのみ効果があります!

参考

getenv() - 環境変数の値を取得する

restore_include_path
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

restore_include_path — include_path 設定オプションの値を元に戻す

説明

void restore_include_path ( void )

include_path 設定値を php.ini でセットされたオリジナルの設定に戻します。

返り値

値を返しません。

例
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例1 restore_include_path() の例
<?php

echo get_include_path();  // .:/usr/local/lib/php

set_include_path('/inc');

echo get_include_path();  // /inc

// PHP 4.3.0 以降で動作します
restore_include_path();

// すべてのバージョンの PHP で動作します
ini_restore('include_path');

echo get_include_path();  // .:/usr/local/lib/php

?>

参考

ini_restore() - 設定オプションの値を元に戻す
get_include_path() - 現在の include_path 設定オプションを取得する
set_include_path() - include_path 設定オプションをセットする
include() - include

set_include_path
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

set_include_path — include_path 設定オプションをセットする

説明

string set_include_path ( string $new_include_path )

include_path 設定オプションの値を、このスクリプト内でだけ変更します。

パラメータ
new_include_path

include_path の新しい値。

返り値

成功した場合に元の include_path の値、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 set_include_path() の例
<?php
// PHP 4.3.0 以降で動作します
set_include_path('/inc');

// すべてのバージョンの PHP で動作します
ini_set('include_path', '/inc');
?>

例2 include path の追加

PATH_SEPARATOR 定数を利用することで、 オペレーティングシステムに依存せずに include path を追加することが可能です。

この例では、既存の include_path の最後に /usr/lib/pear を追加します。
<?php
$path = '/usr/lib/pear';
set_include_path(get_include_path() . PATH_SEPARATOR . $path);
?>

参考

ini_set() - 設定オプションの値を設定する
get_include_path() - 現在の include_path 設定オプションを取得する
restore_include_path() - include_path 設定オプションの値を元に戻す
include() - include

set_magic_quotes_runtime
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(PHP 4, PHP 5)

set_magic_quotes_runtime — magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定をセットする

説明

bool set_magic_quotes_runtime ( bool $new_setting )

magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定をセットします。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
new_setting

FALSE はオフ、TRUE はオンを表します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 set_magic_quotes_runtime() の例
<?php
// 一時的なファイルポインタを作成します
$fp = tmpfile();

// データをポインタに書き込みます
fwrite($fp, '\'PHP\' is a Recursive acronym');

// magic_quotes_runtime なしの場合
rewind($fp);
set_magic_quotes_runtime(false);

echo 'Without magic_quotes_runtime: ' . fread($fp, 64), PHP_EOL;

// magic_quotes_runtime ありの場合
rewind($fp);
set_magic_quotes_runtime(true);

echo 'With magic_quotes_runtime: ' . fread($fp, 64), PHP_EOL;

// 後始末
fclose($fp);
?>

上の例の出力は以下となります。
Without magic_quotes_runtime: 'PHP' is a Recursive acronym
With magic_quotes_runtime: \'PHP\' is a Recursive acronym

参考

get_magic_quotes_gpc() - magic_quotes_gpc の現在の設定を得る
get_magic_quotes_runtime() - magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定値を取得する

set_time_limit
(PHP 4, PHP 5)

set_time_limit — 実行時間の最大値を制限する

説明

void set_time_limit ( int $seconds )

スクリプトが実行可能な秒数を設定します。 この制限にかかるとスクリプトは致命的エラーを返します。 デフォルトの制限値は 30 秒です。 なお、php.iniでmax_execution_timeの 値が定義されている場合にはそれを用います。

この関数がコールされた場合、 タイムアウトカウンタをゼロから再スタートします。 言いかえると、タイムアウトがデフォルトの 30 秒で スクリプト実行までに 25 秒かかる場合に、 set_time_limit(20) を実行すると、スクリプトは、 タイムアウトまでに全体で 45秒 の間実
行されます。

パラメータ
seconds

最大実行時間を表す秒数。ゼロを設定すると、時間制限を行いません。
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返り値

値を返しません。

注意

警告

この関数は、PHP が セーフモード で実行されている場合には効果がないことに注意してください。 セーフモードをオフにするか、php.ini の時間制限を変更する以外に対策はありません。

注意:

関数 set_time_limit() と設定ディレクティブ max_execution_time は、 このスクリプト自体の実行時間にのみ影響を与えます。 system() を用いたシステムコール、ストリーム操作、 データベースクエリ等のスクリプト実行以外で発生する処理にかかった時間は ス
クリプトが実行される最大時間を定義する際には含まれません。 ただし、Windows ではこれは当てはまりません。 計測された時間は実際の時間と等しくなります。

参考

max_execution_time
max_input_time

sys_get_temp_dir
(PHP 5 >= 5.2.1)

sys_get_temp_dir — 一時ファイル用に使用されるディレクトリのパスを返す

説明

string sys_get_temp_dir ( void )

PHP が一時ファイルを保存するデフォルトのディレクトリのパスを返します。

返り値

一時ディレクトリのパスを返します。

例

例1 sys_get_temp_dir() の例
<?php
// sys_get_temp_dir() を使用して
// 一時ファイルディレクトリにファイルを作成します
$temp_file = tempnam(sys_get_temp_dir(), 'Tux');

echo $temp_file;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
C:\Windows\Temp\TuxA318.tmp

参考

tmpfile() - テンポラリファイルを作成する
tempnam() - 一意なファイル名を生成する

version_compare
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

version_compare — ふたつの "PHP 標準" バージョン番号文字列を比較する

説明

mixed version_compare ( string $version1 , string $version2 [, string $operator ] )

version_compare()は、ふたつの "PHP 標準" バージョン 番号文字列を比較します。この関数は、いくつかのバージョンの PHP でのみ 動作するプログラムを書きたい場合に有用です。

この関数はまず、バージョン文字列の _, -, + をドット . で置き換えます。 さらに、数値でない部分の前後にドット . を追加します。 例えば '4.3.2RC1' は '4.3.2.RC.1' となります。 次に、explode('.', $ver) とするのと同じように結果を分割し、左から右へ 各部分を比較して
いきます。特殊な文字列が含まれている場合は以下の順で 並べ替えます: ここにないすべての文字列 < dev < alpha = a < beta = b < RC = rc < # < pl = p この方法により、'4.1' と '4.1.2' のようなバージョンの違いだけではなく PHP 固有の開発ステータスの違いも判断す
ることが可能となります。
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パラメータ
version1

最初のバージョン番号。
version2

ふたつめのバージョン番号。
operator

三番目のオプション引数 operator を指定した場合、 特定の関係を調べることが可能です。指定可能な演算子を以下に示します。 <, lt, <=, le, >, gt, >=, ge, ==, =, eq, !=, <>, ne

このパラメータは大文字小文字を区別するので、すべて小文字で指定しなければなりません。

返り値

デフォルトでは、version_compare() の返り値は 最初のバージョンが 2 番目のバージョンより小さい場合に -1、 同じ場合に 0、そして 2 番目のバージョンのほうが小さい場合に 1 となります。

オプションの引数 operator を使用すると、 指定した演算子による関係を満たす場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返すようになります。

例

以下の例では定数 PHP_VERSION を使用しています。 この定数には、コードを実行している PHP のバージョンが格納されています。

例1 version_compare() の例
<?php
if (version_compare(PHP_VERSION, '6.0.0') >= 0) {
    echo '6.0.0 より新しいバージョンの PHP を使っています。バージョンは ' . PHP_VERSION . " です。\n";
}

if (version_compare(PHP_VERSION, '5.3.0') >= 0) {
    echo '5.3.0 より新しいバージョンの PHP を使っています。バージョンは ' . PHP_VERSION . " です。\n";
}

if (version_compare(PHP_VERSION, '5.0.0', '>=')) {
    echo 'PHP 5 を使っています。バージョンは ' . PHP_VERSION . " です。\n";
}

if (version_compare(PHP_VERSION, '5.0.0', '<')) {
    echo 'PHP 4 を使っています。バージョンは ' . PHP_VERSION . " です。\n";
}
?>

注意

注意:

PHP_VERSION 定数には現在の PHP のバージョンが格納されます。

注意:

プレリリース版 (たとえば 5.3.0-dev など) は、それに対応する正式版 (5.3.0) より小さいとみなされます。

参考

phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する
php_uname() - PHP が稼動しているオペレーティングシステムに関する情報を返す
function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す

zend_logo_guid
(PHP 4, PHP 5)

zend_logo_guid — Zend guid を取得する

説明

string zend_logo_guid ( void )

この関数は、ビルトインされている画像を使って Zend ロゴを表示する際に使用できる ID を返します。

返り値

PHPE9568F35-D428-11d2-A769-00AA001ACF42 を返します。

例
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例1 zend_logo_guid() の例
<?php

echo '<img src="' . $_SERVER['PHP_SELF'] .
     '?=' . zend_logo_guid() . '" alt="Zend Logo !" />';

?>

参考

php_logo_guid() - ロゴの guid を取得する

zend_thread_id
(PHP 5)

zend_thread_id — 現在のスレッドの一意な ID を返す

説明

int zend_thread_id ( void )

この関数は、現在のスレッドの一意な ID を返します。

返り値

スレッドの ID を表す整数値を返します。

例

例1 zend_thread_id() の例
<?php
$thread_id = zend_thread_id();

echo 'Current thread id is: ' . $thread_id;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Current thread id is: 7864

注意

注意:

この関数が使用できるのは、PHP を ZTS (Zend Thread Safety) サポートつきのデバッグモード (--enable-debug) でビルドした場合のみです。

zend_version
(PHP 4, PHP 5)

zend_version — 現在の Zend Engine のバージョンを取得する

説明

string zend_version ( void )

現在実行中の Zend Engine のバージョンを含む文字列を返します。

返り値

Zend Engine のバージョン番号を文字列で返します。

例

例1 zend_version() の例
<?php
echo "Zend engine version: " . zend_version();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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Zend engine version: 2.2.0

参考

phpinfo() - PHP の設定情報を出力する
phpcredits() - PHP に関するクレジットを出力する
php_logo_guid() - ロゴの guid を取得する
phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する

目次
assert_options — 様々な assert フラグを設定/取得する
assert — assertion が FALSE であるかどうかを調べる
dl — 実行時に PHP 拡張モジュールをロードする
extension_loaded — ある拡張機能がロードされているかどうかを調べる
gc_collect_cycles — すべての既存ガベージサイクルを強制的に収集する
gc_disable — 循環参照コレクタを無効にする
gc_enable — 循環参照コレクタを有効にする
gc_enabled — 循環参照コレクタの状態を返す
get_cfg_var — PHP 設定オプションの値を取得する
get_current_user — 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
get_defined_constants — すべての定数の名前とその値を連想配列として返す
get_extension_funcs — あるモジュールの関数名を配列として返す
get_include_path — 現在の include_path 設定オプションを取得する
get_included_files — include または require で読み込まれたファイルの名前を配列として返す
get_loaded_extensions — コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す
get_magic_quotes_gpc — magic_quotes_gpc の現在の設定を得る
get_magic_quotes_runtime — magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定値を取得する
get_required_files — get_included_files のエイリアス
getenv — 環境変数の値を取得する
getlastmod — 最終更新時刻を取得する
getmygid — PHP スクリプトの所有者の GID を得る
getmyinode — 現在のスクリプトの inode を取得する
getmypid — PHP のプロセス ID を取得する
getmyuid — PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
getopt — コマンドライン引数のリストからオプションを取得する
getrusage — カレントリソースの使用に関する情報を得る
ini_alter — ini_set のエイリアス
ini_get_all — すべての設定オプションを得る
ini_get — 設定オプションの値を得る
ini_restore — 設定オプションの値を元に戻す
ini_set — 設定オプションの値を設定する
magic_quotes_runtime — set_magic_quotes_runtime のエイリアス
main — main のダミー
memory_get_peak_usage — PHP によって割り当てられたメモリの最大値を返す
memory_get_usage — PHP に割り当てられたメモリの量を返す
php_ini_loaded_file — 読み込まれた php.ini ファイルのパスを取得する
php_ini_scanned_files — 追加の ini ディレクトリにある .ini ファイルのリストを取得する
php_logo_guid — ロゴの guid を取得する
php_sapi_name — ウェブサーバと PHP の間のインターフェイスの型を返す
php_uname — PHP が稼動しているオペレーティングシステムに関する情報を返す
phpcredits — PHP に関するクレジットを出力する
phpinfo — PHP の設定情報を出力する
phpversion — 現在の PHP バージョンを取得する
putenv — 環境変数の値を設定する
restore_include_path — include_path 設定オプションの値を元に戻す
set_include_path — include_path 設定オプションをセットする
set_magic_quotes_runtime — magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定をセットする
set_time_limit — 実行時間の最大値を制限する
sys_get_temp_dir — 一時ファイル用に使用されるディレクトリのパスを返す
version_compare — ふたつの "PHP 標準" バージョン番号文字列を比較する
zend_logo_guid — Zend guid を取得する
zend_thread_id — 現在のスレッドの一意な ID を返す
zend_version — 現在の Zend Engine のバージョンを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
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リソース型
定義済み定数
PHP オプション/情報 関数

assert_options — 様々な assert フラグを設定/取得する
assert — assertion が FALSE であるかどうかを調べる
dl — 実行時に PHP 拡張モジュールをロードする
extension_loaded — ある拡張機能がロードされているかどうかを調べる
gc_collect_cycles — すべての既存ガベージサイクルを強制的に収集する
gc_disable — 循環参照コレクタを無効にする
gc_enable — 循環参照コレクタを有効にする
gc_enabled — 循環参照コレクタの状態を返す
get_cfg_var — PHP 設定オプションの値を取得する
get_current_user — 現在の PHP スクリプトの所有者の名前を取得する
get_defined_constants — すべての定数の名前とその値を連想配列として返す
get_extension_funcs — あるモジュールの関数名を配列として返す
get_include_path — 現在の include_path 設定オプションを取得する
get_included_files — include または require で読み込まれたファイルの名前を配列として返す
get_loaded_extensions — コンパイル/ロードされている全てのモジュールの名前を配列として返す
get_magic_quotes_gpc — magic_quotes_gpc の現在の設定を得る
get_magic_quotes_runtime — magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定値を取得する
get_required_files — get_included_files のエイリアス
getenv — 環境変数の値を取得する
getlastmod — 最終更新時刻を取得する
getmygid — PHP スクリプトの所有者の GID を得る
getmyinode — 現在のスクリプトの inode を取得する
getmypid — PHP のプロセス ID を取得する
getmyuid — PHP スクリプト所有者のユーザ ID を取得する
getopt — コマンドライン引数のリストからオプションを取得する
getrusage — カレントリソースの使用に関する情報を得る
ini_alter — ini_set のエイリアス
ini_get_all — すべての設定オプションを得る
ini_get — 設定オプションの値を得る
ini_restore — 設定オプションの値を元に戻す
ini_set — 設定オプションの値を設定する
magic_quotes_runtime — set_magic_quotes_runtime のエイリアス
main — main のダミー
memory_get_peak_usage — PHP によって割り当てられたメモリの最大値を返す
memory_get_usage — PHP に割り当てられたメモリの量を返す
php_ini_loaded_file — 読み込まれた php.ini ファイルのパスを取得する
php_ini_scanned_files — 追加の ini ディレクトリにある .ini ファイルのリストを取得する
php_logo_guid — ロゴの guid を取得する
php_sapi_name — ウェブサーバと PHP の間のインターフェイスの型を返す
php_uname — PHP が稼動しているオペレーティングシステムに関する情報を返す
phpcredits — PHP に関するクレジットを出力する
phpinfo — PHP の設定情報を出力する
phpversion — 現在の PHP バージョンを取得する
putenv — 環境変数の値を設定する
restore_include_path — include_path 設定オプションの値を元に戻す
set_include_path — include_path 設定オプションをセットする
set_magic_quotes_runtime — magic_quotes_runtime の現在アクティブな設定をセットする
set_time_limit — 実行時間の最大値を制限する
sys_get_temp_dir — 一時ファイル用に使用されるディレクトリのパスを返す
version_compare — ふたつの "PHP 標準" バージョン番号文字列を比較する
zend_logo_guid — Zend guid を取得する
zend_thread_id — 現在のスレッドの一意な ID を返す
zend_version — 現在の Zend Engine のバージョンを取得する

Memtrack

導入
この拡張モジュールは、最もメモリを食うスクリプトや関数がどれなのかを調べます。

memtrack は、PHP スクリプトのメモリ消費を追跡し、 ユーザが設定したあるレベル以上に達したときに報告 (警告) します。 これを実現するために、デフォルトのエグゼキュータ関数を置き換えています。 この特別な関数で、本来のエグザキュータを実行する前後のメモリ使
用量を比較しています。 こうすることで、コードの現在の部分でメモリ使用量がどれだけ変化したかを知ることができます。

Zend Engine は、エグゼキュータを opcode 配列 (op_array) 単位で実行します。これは、通常は関数やプレーンスクリプトなどの単位になります。 つまり、memtrack はパフォーマンスに対する影響は及ぼしません。
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memtrack は何も関数は提供しません。 動作させるための INI ディレクティブが追加されるだけです。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/memtrack

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Memtrack 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否

memtrack.enabled "0" PHP_INI_SYSTEM
memtrack.soft_limit "0" PHP_INI_ALL
memtrack.hard_limit "0" PHP_INI_ALL
memtrack.vm_limit "0" PHP_INI_ALL
memtrack.ignore_functions "" PHP_INI_SYSTEM
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

memtrack.enabled boolean

この拡張モジュールを有効あるいは無効にします。デフォルトは 0、つまり無効です。

memtrack.soft_limit int

ソフトメモリリミット。

この拡張モジュールは、op_array の実行前後のメモリ消費量を調べ、 その差がハードリミット以上になった場合に警告を発します。 ただし、その関数が無視されていない場合のみです。

このオプションを 0 にすると、ソフトリミットとハードリミットの両方の警告が無効になります。 デフォルト値は 0、つまり警告は一切発生しません。

memtrack.hard_limit int

ハードメモリリミット。

この拡張モジュールは、op_array の実行前後のメモリ消費量を調べ、 その差がハードリミット以上になった場合に その関数が無視されていたとしても 警告を発します。このオプションを 0 にするとハードリミットの警告が完全に無効となります。 デフォルト値は 0、つ
まり警告は一切発生しません。

memtrack.vm_limit int

仮装メモリリミット (プロセスに対して設定します)。

このリミットをチェックするのはシャットダウン時のみです。 値がこのリミット以上であった場合に警告を発します。

このオプションを現在サポートしているのは、mailinfo() 関数が使用可能な OS (Linux など) のみです。

memtrack.ignore_functions string

http://pecl.php.net/package/memtrack
http://pecl.php.net/package/memtrack
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カンマあるいはスペースで区切った関数名の一覧。 ここで指定した関数は soft_limit で無視されます。 大文字小文字は区別されます。また、クラスメソッドは class::method 形式で指定します。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

関数内での巨大な配列の作成

memtrack 拡張モジュールの基本的な使用例です。

例1 関数内での巨大な配列の作成
<?php

/* /tmp/example1.php */

function foo() {
    $a = array();
    for ($i = 0; $i < 10000; $i++) $a[] = "test";
    return $a;
}
$arr = foo();

?>

このサンプルを、次のようなコマンドで実行します。
php -d memtrack.enabled=1 -d memtrack.soft_limit=1M -d memtrack.vm_limit=3M /tmp/example1.php

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: [memtrack] [pid 26177] user function foo() executed in /tmp/example1.php on line 10 allocated 4194304 bytes in /tmp/example1.php on line 0
Warning: [memtrack] [pid 26177] virtual memory usage on shutdown: 32911360 bytes in Unknown on line 0

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

関数内での巨大な配列の作成

オブジェクトプロパティとメソッドコールのオーバーロード

導入
この拡張モジュールの用途は、オブジェクトのプロパティへのアクセスと メソッドのコールのオーバーロードを可能にすることです。この 拡張モジュールで定義されている関数は 1 つだけです。この関数、 overload() は、この機能を有効にするクラスの名前を 引数とします。
名前を指定されたクラスでこの機能を使用したい場合は 以下の適当なメソッドを定義する必要があります。これらは、 __get()、__set()、 __call() で、それぞれプロパティを取得、 プロパティを設定、メソッドをコールするためのものです。 オーバーロード機能は選択可能で
す。これらのハンドラ関数の中で オーバーロードを無効とすることができ、 この場合、オブジェクトのプロパティに普通にアクセスできます。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。
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警告

この拡張モジュールは PHP 5 には含まれていません。PHP 5 では __get()、__set() および __call() をネイティブにサポートしています。詳細は PHP 5 のオーバーロード のページを参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
以下の関数を使用するには、オプション --enable-overload を指定して PHP を コンパイルする必要があります。この拡張モジュールは、 PHP 4.3.0 ではデフォルトで有効になっています。 --disable--overload により オーバーロードのサポートを無効とすることができ
ます。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

注意: オーバーロードの組み込みサポートは PHP 4.3.0 で利用可能となりました。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

PHP クラスのオーバーロード

overload() 関数の簡単な使用例をいくつか示します。

例1 PHP クラスのオーバーロード
<?php

class OO {
   var $a = 111;
   var $elem = array('b' => 9, 'c' => 42);

   // プロパティを取得するためのコールバックメソッド
   function __get($prop_name, &$prop_value) 
   {
       if (isset($this->elem[$prop_name])) {
           $prop_value = $this->elem[$prop_name];
           return true;
       } else {
           return false;
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       }
   }

   // プロパティを設定するためのコールバックメソッド
   function __set($prop_name, $prop_value) 
   {
       $this->elem[$prop_name] = $prop_value;
       return true;
   }
}

// OO オブジェクトをオーバーロードします
overload('OO');

$o = new OO;
echo "\$o->a: $o->a\n"; // print: $o->a: 111
echo "\$o->b: $o->b\n"; // print: $o->b: 9
echo "\$o->c: $o->c\n"; // print: $o->c: 42
echo "\$o->d: $o->d\n"; // print: $o->d:

// OO の $elem 配列に新規アイテムを追加します
$o->x = 56; 

// (PHP 4 に組み込まれている) stdclass のインスタンスを生成します
// $val はオーバーロードされていません!
$val = new stdclass;
$val->prop = 555;

// $val オブジェクトを有する配列として "a" を設定します
// しかし、__set() はこれを $elem 配列に代入します
$o->a = array($val);
var_dump($o->a[0]->prop);

?>

オブジェクトのオーバーロード 関数

overload
(PHP 4 >= 4.3.0)

overload — クラスのプロパティおよびメソッドに関してオーバーロードを可能にする

説明

void overload ( string $class_name )

overload() 関数は、 class_name で指定されたクラスのプロパティと メソッドコールをオーバーロードします。

パラメータ
class_name

オーバーロードするクラス名。

返り値

値を返しません。

例

このパートの導入部にある 例 を参照ください。

目次
overload — クラスのプロパティおよびメソッドに関してオーバーロードを可能にする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

PHP クラスのオーバーロード
オブジェクトのオーバーロード 関数

overload — クラスのプロパティおよびメソッドに関してオーバーロードを可能にする
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出力バッファリング制御

導入
出力制御関数により、スクリプトから送信される出力を制御することが可 能になります。この機能は、複数の異なった場面、特にスクリプトがデー タ出力を開始した後にヘッダをブラウザに送信する必要がある場合に有用 です。出力制御関数は、header() または setcookie()を
使用して送信されたヘッダには作用せ ず、echo() のような関数とPHPコードのブロック間 のデータにのみ作用します。

注意:

PHP 4.1.x (および 4.2.x) から 4.3.x に更新する際、前のバージョンのバグのせいで、 php.ini の implict_flush を OFF にする必要があります。さもないと、 ob_start() を使用する全ての出力は、 出力を抑制することができなくなります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

出力制御設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

output_buffering "0" PHP_INI_PERDIR  
output_handler NULL PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.4 以降で使用可能です。
implicit_flush "0" PHP_INI_ALL PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_PERDIR です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

output_buffering boolean/integer

このディレクティブを 'On' と設定することにより、全てのファイルに 関して出力バッファリングを有効にすることができます。 特定の大きさにバッファの大きさを制限したい場合、このディレクティブの 値として 'On' の代わりに最大バイト
数(例:output_buffering=4096) を使用することができます。 PHP 4.3.5 以降、PHP-CLI ではこのディレクティブが常に Off となります。

output_handler string

スクリプトの全ての出力を関数にリダイレクトすることができます。 例えば、output_handler に mb_output_handler() を指定した場合、文字エンコーディングは透過的に指定したエンコーディングに 変換されます。出力ハンドラを指定することにより自動的に出力 バッ
ファリングを on にします。

注意:

ob_iconv_handler() と mb_output_handler() の両方で使用することは できません。また、 ob_gzhandler() と zlib.output_compression の両方を使用することはできません。

注意:

このディレクティブには、組み込み関数のみが使用可能です。ユーザ定義の 関数については、ob_start() を使用してください。

implicit_flush boolean
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デフォルトは FALSE です。これを TRUE に変更すると、PHP が 各出力ブロックの後で自動的に出力レイヤをフラッシュするよう 指定します。これは、各 print() および HTML ブロックの後で flush() 関数をコールすることと等価です。

Web 環境の中で PHP を使用している時に このオプションを on に変更すると、著しい性能低下が生じるため、 通常はデバッグ目的のみにすることが推奨されます。CLI SAPI のもとで実行される時、この値はデフォルトで TRUE になっています。

ob_implicit_flush() も参照ください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

例

例
例1 出力制御の例
<?php

ob_start();
echo "Hello\n";

setcookie("cookiename", "cookiedata");

ob_end_flush();

?>

上記の例では、echo()からの出力は、 ob_end_flush() がコールされるまで出力バッファに 保存されます。この際、 setcookie()をコールするとエラーを発生することな くクッキーが保存されます (通常、データの送信後はブラウザにヘッダ を送信することはできません)。

出力制御 関数

参考
header()およびsetcookie() も参照ください。

flush
(PHP 4, PHP 5)

flush — 出力バッファをフラッシュする

説明

void flush ( void )

PHP および PHP が使っている (CGI, Web サーバなどの) バックエンドの書き込みバッファをフラッシュします。 それまでのすべての出力をユーザのブラウザに対して出力しようと試みますが、 注意すべき点があります。

flush() はウェブサーバのバッファリング手法を上書きすることはできません。 また、クライアント側のブラウザでのバッファリングにはなんの影響も及ぼしません。 PHP のユーザレベルでの出力バッファリングの仕組みにも影響を及ぼしません。 つまり、もし ob 出力バッ
ファを使用しているのなら ob_flush() と flush() の両方をコールしなければなりません。

いくつかのサーバ、特に Win32 上ではスクリプトからの出力をブラウザに 結果を送信する前にスクリプトが終了するまでバッファに溜めることがあります。

mod_gzip のような Apache 用のサーバモジュールはそれ自体がバッファリングを行います。 そのため、flush() をコールしても 即時にデータをクライアントに送信しないという結果につながります。

 Netscape   </table> 
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ブラウザ側で表示前に入力をバッファリングすることもあり得ます。 では例えば改行または開始タグを受信するまでテキストは バッファリングされ、最も外側のテーブルの タグが現れるまでテーブルは描画されません。

いくつかのバージョンの Microsoft Internet Explorer は、256 バイトの 出力を受けてからページを表示し始めます。このため、これらのブラウザに ページを表示させるには、フラッシュする前に余分な空白を送信する 必要があるかもしれません。

返り値

値を返しません。

ob_clean
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ob_clean — 出力バッファをクリア(消去)する

説明

void ob_clean ( void )

この関数は、出力バッファの内容を消去します。

この関数は、ob_end_clean() のように出力バッファを破棄するわけではありません。

返り値

値を返しません。

参考

ob_flush() - 出力バッファをフラッシュ(送信)する
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_clean() - 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする

ob_end_clean
(PHP 4, PHP 5)

ob_end_clean — 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする

説明

bool ob_end_clean ( void )

出力用バッファの内容を消去し、出力のバッファリングをオフにします。 バッファの内容について更に何らかの処理を行いたい場合には、 バッファの内容は ob_end_clean() がコールされると 破棄されるため、ob_end_clean() の前に ob_get_contents() をコールしなければ
なりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 失敗する原因は、まず、アクティブなバッファ以外に対して この関数をコールしたか、あるいは何らかの理由により バッファを消去することができなかった場合です（特殊なバッファ等）。

エラー / 例外

この関数は失敗すると E_NOTICE レベルのエラーを発行します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 boolean 型の戻り値が追加されました。

例

以下は全ての出力バッファを消去する簡単な方法の例です。

例1 ob_end_clean() の例
<?php
ob_start();
echo 'Text that won\'t get displayed.';
ob_end_clean();
?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す
ob_flush() - 出力バッファをフラッシュ(送信)する

ob_end_flush
(PHP 4, PHP 5)

ob_end_flush — 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする

説明

bool ob_end_flush ( void )

この関数は、出力用バッファの内容を出力し、出力のバッファリングをオフにします。 出力用バッファの内容を更に処理したい場合には、 バッファの内容は ob_end_flush() がコールされた後に消去されるため、 ob_end_flush() の前に ob_get_contents() をコールする必要
があります。

注意: この関数は ob_get_flush() に似ていますが、 ob_get_flush() はバッファを文字列として返すという点が違います。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 失敗する原因は、まず、アクティブなバッファ以外に対してこの 関数をコールしたか、あるいは何らかの理由により バッファを消去することができなかった場合です（特殊なバッファ等）。

エラー / 例外

この関数は失敗すると E_NOTICE レベルのエラーを発行します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 boolean 型の戻り値が追加されました。

例

例1 ob_end_flush() example

以下は全ての出力バッファをフラッシュし終了する簡単な方法の例です。
<?php
  while (@ob_end_flush());
?>

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す
ob_get_flush() - 出力バッファをフラッシュし、その内容を文字列として返した後で出力バッファリングを終了する
ob_flush() - 出力バッファをフラッシュ(送信)する
ob_end_clean() - 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする

ob_flush
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ob_flush — 出力バッファをフラッシュ(送信)する

説明

void ob_flush ( void )

この関数は、(ある場合に)出力バッファの内容を送信します。 更にバッファの内容を処理したい場合には、ob_flush() がコールされた後にバッファの内容が破棄されるので、 ob_flush() の前に ob_get_contents() をコールする必要があります。

この関数は、ob_end_flush() のように出力バッファを破棄しません。

返り値

値を返しません。
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参考

ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す
ob_clean() - 出力バッファをクリア(消去)する
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_clean() - 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする

ob_get_clean
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ob_get_clean — 現在のバッファの内容を取得し、出力バッファを削除する

説明

string ob_get_clean ( void )

現在のバッファの中身を取得し、出力バッファを削除します。

ob_get_clean() は、基本的に ob_get_contents() および ob_end_clean() を同時に実行するのと同じです。

返り値

出力バッファの内容を返した後で出力のバッファリングを終了します。 出力バッファリングが開始されていない場合は FALSE が返されます。

例

例1 単純な ob_get_clean() の例
<?php

ob_start();

echo "Hello World";

$out = ob_get_clean();
$out = strtolower($out);

var_dump($out);
?>

上の例の出力は以下となります。

string(11) "hello world"

参考

ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す
ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする

ob_get_contents
(PHP 4, PHP 5)

ob_get_contents — 出力用バッファの内容を返す

説明

string ob_get_contents ( void )

出力用バッファの内容を取得します。バッファの内容はクリアしません。

返り値

出力用バッファの内容を返します。 出力のバッファリングがアクティブでない場合には FALSE を返します。

例

例1 単純な ob_get_contents() の例
<?php

ob_start();
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echo "Hello ";

$out1 = ob_get_contents();

echo "World";

$out2 = ob_get_contents();

ob_end_clean();

var_dump($out1, $out2);
?>

上の例の出力は以下となります。
string(6) "Hello "
string(11) "Hello World"

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_get_length() - 出力バッファの長さを返す

ob_get_flush
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ob_get_flush — 出力バッファをフラッシュし、その内容を文字列として返した後で出力バッファリングを終了する

説明

string ob_get_flush ( void )

ob_get_flush() は、 出力バッファをフラッシュしてその内容を文字列として返した後、 出力バッファリングを終了します。

注意: この関数は ob_end_flush() と似ていますが、 この関数はバッファの内容を文字列として返します。

返り値

出力バッファを返します。バッファリングが開始されていない場合は FALSE を返します。

例

例1 ob_get_flush() の例
<?php
// 出力バッファリングを On にします
print_r(ob_list_handlers());

// バッファをファイルに保存します
$buffer = ob_get_flush();
file_put_contents('buffer.txt', $buffer);

print_r(ob_list_handlers());
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => default output handler
)
Array
(
)

参考

ob_end_clean() - 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_list_handlers() - 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する

ob_get_length
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

ob_get_length — 出力バッファの長さを返す

説明
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int ob_get_length ( void )

この関数は、出力バッファの内容の長さを返します。

返り値

出力バッファの内容の長さを返します。 出力のバッファリングがアクティブでない場合には、FALSE を返します。

例

例1 単純な ob_get_length() の例
<?php

ob_start();

echo "Hello ";

$len1 = ob_get_length();

echo "World";

$len2 = ob_get_length();

ob_end_clean();

echo $len1 . ", ." . $len2;
?>

上の例の出力は以下となります。
6, 11

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す

ob_get_level
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ob_get_level — 出力バッファリング機構のネストレベルを返す

説明

int ob_get_level ( void )

出力バッファリングハンドラのネストレベルを返します。

返り値

出力バッファリングハンドラのネストレベルを返します。 バッファリングがアクティブでない場合はゼロを返します。

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す

ob_get_status
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ob_get_status — 出力バッファのステータスを取得する

説明

array ob_get_status ([ bool $full_status = FALSE ] )

ob_get_status() は、トップレベルの出力バッファの ステータス情報を返します。full_status が TRUE に設定されている場合は、すべてのアクティブな出力バッファの ステータス情報を返します。

パラメータ
full_status

TRUE を指定すると、すべてのアクティブな出力バッファを返します。 FALSE を指定した場合、あるいは省略した場合は、 トップレベルの出力バッファのみを返します。
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返り値

パラメータ full_status を指定していなかったり full_status = FALSE としていた場合は、 以下の要素を保持する配列が返されます。
Array
(
    [level] => 2
    [type] => 0
    [status] => 0
    [name] => URL-Rewriter
    [del] => 1
)

単純な ob_get_status() の出力結果
キー:level
値:出力階層レベル
キー:type
値:PHP_OUTPUT_HANDLER_INTERNAL (0) あるいは PHP_OUTPUT_HANDLER_USER (1)
キー:status
値:PHP_OUTPUT_HANDLER_START (0)、PHP_OUTPUT_HANDLER_CONT (1) あるいは PHP_OUTPUT_HANDLER_END (2) のいずれか
キー:name
値:アクティブな出力ハンドラの名前、あるいは設定されていない場合は ' default output handler'
キー:del
値:ob_start() が設定した削除フラグ

full_status = TRUE を指定してコールした場合、 出力バッファごとにひとつの要素を保持する配列が返されます。 出力レベルが配列のキーとして使用され、対応する値として 各出力レベルのステータス情報を配列として保持します。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [chunk_size] => 0
            [size] => 40960
            [block_size] => 10240
            [type] => 1
            [status] => 0
            [name] => default output handler
            [del] => 1
        )

    [1] => Array
        (
            [chunk_size] => 0
            [size] => 40960
            [block_size] => 10240
            [type] => 0
            [buffer_size] => 0
            [status] => 0
            [name] => URL-Rewriter
            [del] => 1
        )

)

完全な出力には、追加項目として以下の要素が含まれます。

完全な ob_get_status() の出力結果
キー:chunk_size
値:ob_start() で設定したチャンクの大きさ
キー:size
値:...
キー:blocksize
値:...

参考

ob_get_level() - 出力バッファリング機構のネストレベルを返す
ob_list_handlers() - 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する

ob_gzhandler
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ob_gzhandler — 出力バッファを gzip 圧縮するための ob_start コールバック関数

説明

string ob_gzhandler ( string $buffer , int $mode )

ob_gzhandler() は ob_start() 用のコールバック関数として使用されることを意図したもので、 圧縮されたページをサポートしている web ブラウザに対して gz エンコードされたデータを送信することを容易にします。 ob_gzhandler() は 実際に圧縮されたデータを送信する
前にブラウザがサポートする content encoding の種類("gzip"、"deflate" またはなし)を調べ、それに基づいて 出力を返します。すべてのブラウザがサポートされています。 というのも、ブラウザは、 自分が圧縮されたページをサポートするかどうかを表す 適切なヘッダを送
信することになっているからです。 圧縮されたページをブラウザがサポートしていない場合、 この関数は FALSE を返します。

パラメータ
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buffer

mode

返り値

変更履歴

バージョン 説明
4.0.5 mode パラメータが追加されました。

例

例1 ob_gzhandler() の例
<?php

ob_start("ob_gzhandler");

?>
<html>
<body>
<p>このページは圧縮されます。</p>
</html>
<body>

注意

注意:

ob_gzhandler() は、zlib 拡張モジュールを必要とします。

注意:

ob_gzhandler() と zlib.output_compression の両方を使用することはできません。 また、 zlib.output_compression を使用すると、それは ob_gzhandler() よりも優先されることに注意してください。

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする

ob_implicit_flush
(PHP 4, PHP 5)

ob_implicit_flush — 自動フラッシュをオンまたはオフにする

説明

void ob_implicit_flush ([ int $flag = true ] )

ob_implicit_flush() は、 自動フラッシュをオンまたはオフに切替えます。 自動フラッシュにより、出力関数のコールが行われるたびに フラッシュ操作が行われるようになります。このため、flush() を明示的にコールする必要はなくなります。

パラメータ
flag

TRUE で自動フラッシュをオンに、FALSE でオフにします。

返り値

値を返しません。

参考

flush() - 出力バッファをフラッシュする
ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする

ob_list_handlers
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)
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ob_list_handlers — 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する

説明

array ob_list_handlers ( void )

使用中の出力ハンドラの一覧を返します。

返り値

これは、使用中の出力ハンドラを（もし存在すれば）配列で返します。もし output_buffering が 有効になっているか、あるいは ob_start() で 無名関数が使用されている場合、ob_list_handlers() は "default output handler" を返します。

例

例1 ob_list_handlers() の例
<?php
// 出力バッファリングを On にします
print_r(ob_list_handlers());
ob_end_flush();

ob_start("ob_gzhandler");
print_r(ob_list_handlers());
ob_end_flush();

// 無名関数
ob_start(create_function('$string', 'return $string;'));
print_r(ob_list_handlers());
ob_end_flush();
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => default output handler
)

Array
(
    [0] => ob_gzhandler
)

Array
(
    [0] => default output handler
)

参考

ob_end_clean() - 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_get_flush() - 出力バッファをフラッシュし、その内容を文字列として返した後で出力バッファリングを終了する
ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする

ob_start
(PHP 4, PHP 5)

ob_start — 出力のバッファリングを有効にする

説明

bool ob_start ([ callback $output_callback [, int $chunk_size [, bool $erase ]]] )

この関数は出力のバッファリングをオンにします。 出力のバッファリングを有効にすると、 (ヘッダ以外の) スクリプトからの出力は実際には行われず、 代わりに内部バッファに保存されます。

この内部バッファの内容は、ob_get_contents() を用いて文字列変数にコピーされます。 内部バッファの内容を出力するには ob_end_flush() を使用します。 ob_end_clean() は、バッファの内容を出力せずに消去します。

警告

web サーバによっては (例: Apache)、コールバック関数からコールされた際に、 スクリプトの実行ディレクトリを変更するものがあります。 コールバック関数の内部で chdir(dirname($_SERVER['SCRIPT_FILENAME'])) などと指定することで、これをもとに戻すことが可能で
す。

出力バッファはスタッカブルであり、このため、他の ob_start() がアクティブの間に ob_start() をコールすることが可能です。この場合、 ob_end_flush() を適切な回数コールするようにしてください。 複数の出力コールバック関数がアクティブの場合、 ネストした順番で逐
次連続的に出力がフィルタ処理されます。

パラメータ
output_callback

オプションの引数 output_callback 関数を指定することが可能です。この関数は、パラメータとして文字列をとり、 文字列を返します。このコールバック関数は、 出力バッファがフラッシュ (送信) あるいは消去 (ob_flush(), ob_clean() あるいは同等の関数で) された場
合、 またはリクエストの最後にブラウザに出力をフラッシュする際にコールされます。 output_callback がコールされた際に、 この関数は出力バッファの内容をパラメータとして受け取ります。このコールバック関数は、 新規の出力バッファを実際に出力される結果とし
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て返す必要があり、 この結果はブラウザに送信されます。 output_callback がコール可能な関数ではない場合は FALSE を返します。

コールバック関数が 2 つの引数をとる場合、 2 番目のパラメータは以下のビットフィールド PHP_OUTPUT_HANDLER_START、 PHP_OUTPUT_HANDLER_CONT および PHP_OUTPUT_HANDLER_END を含みます。

output_callback が FALSE を返すと、元の入力がそのままブラウザに送信されます。

output_callback パラメータに NULL 値を渡すと、 これをバイパスすることができます。

ob_end_clean()、 ob_end_flush()、ob_clean()、 ob_flush() および ob_start() をコールバック関数の内部からコールすることはできません。 実際にコールした際の挙動は未定義です。バッファの内容を消去したい際には、 コールバック関数から "" (空文字列) を返して
ください。 同じく、print_r($expression, true) や highlight_file($filename, true) のような 出力バッファリング関数も、 コールバック関数の内部からコールすることはできません。

注意:

PHP 4.0.4 において、Web ページの圧縮をサポートする圧縮 gz エンコード されたデータの Web ブラウザへの送信を容易にするために ob_gzhandler() がサポートされています。 ob_gzhandler() は、ブラウザが受け入れる content encoding の型を調べ、そ
れに基づいて出力を返します。

chunk_size

オプションのパラメータ chunk_size が渡された場合、 バッファの長さが chunk_size バイトを超えるたびに、 出力の後でバッファがフラッシュされます。 デフォルト値は 0 で、これはこの関数が最後に一度だけコールされることを意味します。 また、もうひとつの特別
な値は 1 で、これを指定すると chunk_size が 4096 となります。

erase

オプションのパラメータ erase に FALSE を指定すると、 スクリプトが終了するまでバッファは削除されません。その結果、 flush 関数や clean 関数がコールされると notice が発生し、FALSE を返すようになります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.2 output_callback を実行することができない場合に FALSE を返すように変更されました。
4.2.0 erase パラメータが追加されました。

例

例1 ユーザ定義のコールバック関数の例
<?php

function callback($buffer)
{
  // apples を全て oranges に置換する
  return (str_replace("apples", "oranges", $buffer));
}

ob_start("callback");

?>
<html>
<body>
<p>It's like comparing apples to oranges.</p>
</body>
</html>
<?php

ob_end_flush();

?>

上の例の出力は以下となります。
<html>
<body>
<p>It's like comparing oranges to oranges.</p>
</body>
</html>

参考

ob_get_contents() - 出力用バッファの内容を返す
ob_end_clean() - 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_flush() - 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_implicit_flush() - 自動フラッシュをオンまたはオフにする
ob_gzhandler() - 出力バッファを gzip 圧縮するための ob_start コールバック関数
ob_iconv_handler() - 出力バッファハンドラとして文字エンコーディングを変換する
mb_output_handler() - 出力バッファ内で文字エンコーディングを変換するコールバック関数
ob_tidyhandler() - バッファを修正するための ob_start コールバック関数

output_add_rewrite_var
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(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

output_add_rewrite_var — URL リライタの値を追加する

説明

bool output_add_rewrite_var ( string $name , string $value )

この関数は、URL リライト機構に新しい名前/値の組を追加します。 名前および値は、URL (GET パラメータとして) およびフォーム (hidden フィールドとして) で追加されます。これは、session.use_trans_sid で透過的 URL リライティングが有効になっている場合に セッ
ション ID が渡される方法と同じです。 絶対 URL (http://example.com/..) はリライトされないことに注意しましょう。

この関数の挙動は、php.ini パラメータ url_rewriter.tags によって制御されます。

注意: もし出力バッファリングが有効になっていない場合、この関数を コールすると出力バッファリングが暗黙的に開始されます。

パラメータ
name

変数名。
value

変数の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 output_add_rewrite_var() の例
<?php
output_add_rewrite_var('var', 'value');

// リンク
echo '<a href="file.php">リンク</a>
<a href="http://example.com">リンク2</a>';

// フォーム
echo '<form action="script.php" method="post">
<input type="text" name="var2" />
</form>';

print_r(ob_list_handlers());
?>

上の例の出力は以下となります。

<a href="file.php?var=value">リンク</a>
<a href="http://example.com">リンク2</a>
<form action="script.php" method="post">
<input type="hidden" name="var" value="value" />
<input type="text" name="var2" />
</form>

Array
(
    [0] => URL-Rewriter
)

参考

output_reset_rewrite_vars() - URL リライタの値をリセットする
ob_flush() - 出力バッファをフラッシュ(送信)する
ob_list_handlers() - 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する

output_reset_rewrite_vars
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

output_reset_rewrite_vars — URL リライタの値をリセットする

説明

bool output_reset_rewrite_vars ( void )

この関数は URL リライタをリセットし、 output_add_rewrite_var() 関数や セッション管理機構 (session.use_trans_sid が session_start() に設定されている場合) によって事前に設定されたリライト変数を削除します。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 output_reset_rewrite_vars() の例
<?php
session_start();
output_add_rewrite_var('var', 'value');

echo '<a href="file.php">link</a>';
ob_flush();

output_reset_rewrite_vars();
echo '<a href="file.php">link</a>';
?>

上の例の出力は以下となります。
<a href="file.php?PHPSESSID=xxx&var=value">link</a>
<a href="file.php">link</a>

参考

output_add_rewrite_var() - URL リライタの値を追加する
ob_flush() - 出力バッファをフラッシュ(送信)する
ob_list_handlers() - 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する
session_start() - セッションデータを初期化する

目次
flush — 出力バッファをフラッシュする
ob_clean — 出力バッファをクリア(消去)する
ob_end_clean — 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_flush — 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_flush — 出力バッファをフラッシュ(送信)する
ob_get_clean — 現在のバッファの内容を取得し、出力バッファを削除する
ob_get_contents — 出力用バッファの内容を返す
ob_get_flush — 出力バッファをフラッシュし、その内容を文字列として返した後で出力バッファリングを終了する
ob_get_length — 出力バッファの長さを返す
ob_get_level — 出力バッファリング機構のネストレベルを返す
ob_get_status — 出力バッファのステータスを取得する
ob_gzhandler — 出力バッファを gzip 圧縮するための ob_start コールバック関数
ob_implicit_flush — 自動フラッシュをオンまたはオフにする
ob_list_handlers — 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する
ob_start — 出力のバッファリングを有効にする
output_add_rewrite_var — URL リライタの値を追加する
output_reset_rewrite_vars — URL リライタの値をリセットする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

例
出力制御 関数

flush — 出力バッファをフラッシュする
ob_clean — 出力バッファをクリア(消去)する
ob_end_clean — 出力用バッファをクリア(消去)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_end_flush — 出力用バッファをフラッシュ(送信)し、出力のバッファリングをオフにする
ob_flush — 出力バッファをフラッシュ(送信)する
ob_get_clean — 現在のバッファの内容を取得し、出力バッファを削除する
ob_get_contents — 出力用バッファの内容を返す
ob_get_flush — 出力バッファをフラッシュし、その内容を文字列として返した後で出力バッファリングを終了する
ob_get_length — 出力バッファの長さを返す
ob_get_level — 出力バッファリング機構のネストレベルを返す
ob_get_status — 出力バッファのステータスを取得する
ob_gzhandler — 出力バッファを gzip 圧縮するための ob_start コールバック関数
ob_implicit_flush — 自動フラッシュをオンまたはオフにする
ob_list_handlers — 使用中の出力ハンドラの一覧を取得する
ob_start — 出力のバッファリングを有効にする
output_add_rewrite_var — URL リライタの値を追加する
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output_reset_rewrite_vars — URL リライタの値をリセットする

runkit

導入
runkit 拡張モジュールは、定数・ユーザ定義関数 およびユーザ定義クラスを変更する機能を提供します。 また、独自のスーパーグローバル変数を定義したり、 サンドボックスを利用した組み込みインタプリタの作成も可能です。

このパッケージには、 » classkit パッケージに 取って代わるための機能も含まれています。 ./configure に --enable-runkit=classkit オプションを つけてコンパイルすると、classkit と互換性のある関数や定数を提供します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

RUNKIT_IMPORT_FUNCTIONS (integer)
runkit_import() のフラグで、 指定したファイルから通常の関数が読み込まれることを示します。

RUNKIT_IMPORT_CLASS_METHODS (integer)
runkit_import() のフラグで、 指定したファイルからクラスメソッドが読み込まれることを示します。

RUNKIT_IMPORT_CLASS_CONSTS (integer)
runkit_import() のフラグで、 指定したファイルからクラス定数が読み込まれることを示します。 このフラグは PHP のバージョン 5.1.0 以降でしか意味を持たないことに 注意しましょう。

RUNKIT_IMPORT_CLASS_PROPS (integer)
runkit_import() のフラグで、 指定したファイルからクラスのプロパティが読み込まれることを示します。

RUNKIT_IMPORT_CLASSES (integer)
runkit_import() のフラグで、 RUNKIT_IMPORT_CLASS_* の論理和（ビット OR）を表します。

RUNKIT_IMPORT_OVERRIDE (integer)
runkit_import() のフラグで、 すでに存在する関数・メソッド・定数 あるいはプロパティが指定された場合に新しい定義で置き換えることを 示します。このフラグが設定されていない場合、すでに定義されている 内容については新しい定義は無視されます。

RUNKIT_ACC_PUBLIC (integer)
runkit_method_add() の PHP5 限定のフラグです。

RUNKIT_ACC_PROTECTED (integer)
runkit_method_add() の PHP5 限定のフラグです。

RUNKIT_ACC_PRIVATE (integer)
runkit_method_add() の PHP5 限定のフラグです。

CLASSKIT_ACC_PUBLIC (integer)
runkit_method_add() の PHP5 限定のフラグです。 classkit 互換モードが有効になっている場合にのみ定義されます。

CLASSKIT_ACC_PROTECTED (integer)
runkit_method_add() の PHP5 限定のフラグです。 classkit 互換モードが有効になっている場合にのみ定義されます。

CLASSKIT_ACC_PRIVATE (integer)
runkit_method_add() の PHP5 限定のフラグです。 classkit 互換モードが有効になっている場合にのみ定義されます。

CLASSKIT_AGGREGATE_OVERRIDE (integer)
classkit_import() の PHP5 限定のフラグです。 classkit 互換モードが有効になっている場合にのみ定義されます。

RUNKIT_VERSION (string)
runkit パッケージのバージョンを定義します。

CLASSKIT_VERSION (string)
runkit パッケージのバージョンを定義します。 classkit 互換モードが有効になっている場合にのみ定義されます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
定数・関数・クラス・メソッドの変更機能 は、PHP 4 と PHP 5 の全てのリリースで動作します。特別な動作条件はありません。

独自のスーパーグローバル変数 は PHP 4.2.0 以降で使用可能です。

サンドボックスのサポート は、PHP 5.1.0 以降か あるいは TSRM パッチを適用した PHP 5.0.0 が必要です。 どのバージョンの PHP を使用しているかにかかわらず、コンパイル時に --enable-maintainer-zts オプションが必要です。 詳しい情報は、runkit パッケージに含ま
れる README ファイルを参照ください。

http://pecl.php.net/package/classkit
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インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/runkit.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Runkit 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

runkit.superglobal "" PHP_INI_PERDIR  
runkit.internal_override "0" PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

runkit.superglobal string
スーパーグローバルとして扱いたい変数名の、カンマ区切りのリストです。 これはシステム全体で利用する php.ini ファイルで指定すべきですが、SAPI の設定によってはディレクトリローカルで指定しても動作するかもしれません。

例1 php.ini で runkit.superglobal=_FOO,_BAR と指定した場合のスーパーグローバル
<?php
function show_values() {
  echo "Foo is $_FOO\n";
  echo "Bar is $_BAR\n";
  echo "Baz is $_BAZ\n";
}

$_FOO = 'foo';
$_BAR = 'bar';
$_BAZ = 'baz';

/* foo と bar が表示されるが、baz は表示されない */
show_values();
?>

runkit.internal_override boolean
内部関数の変更/リネーム/削除機能を有効にします。

リソース型
リソース型は定義されていません。

runkit 関数

Runkit_Sandbox
(PECL runkit >= 0.7.0)

Runkit_Sandbox — Runkit Sandbox クラス -- PHP バーチャルマシン

説明

Runkit_Sandbox クラスをインスタンス化すると、 独自のスコープとプログラムスタックを持つ新しいスレッドが生成されます。 コンストラクタに渡すオプションを設定することで、この環境では インタプリタの機能を制限することが可能す。そのため、ユーザから渡された
コードを実行する場合などに、より安全な環境を提供可能です。

注意: サンドボックスのサポート (runkit_lint(), runkit_lint_file(), および Runkit_Sandbox クラスで使用)は、 PHP 5.1.0 以降または特別なパッチを適用した PHP 5.0 でのみ利用可能であり、スレッドセーフを有効にしておく必要があります。 詳細について
は、runkit パッケージに含まれる README ファイルを参照してください。

コンストラクタ

void Runkit_Sandbox::__construct ([ array $options ] )

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/runkit
http://pecl.php.net/package/runkit
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options は連想配列で、その中に 以下の ini オプションの組み合わせを格納します。
safe_mode

Runkit_Sandbox クラスをインスタンス化した 外部スクリプトが safe_mode = off と設定されている 場合、サンドボックス内の safe_mode を on にすることが可能です。 外部スクリプトで safe_mode が有効になっている 場合に、サンドボックス内でそれを無効にす
ることはできません。

safe_mode_gid

Runkit_Sandbox クラスをインスタンス化した 外部スクリプトが safe_mode_gid = on と設定されている 場合、サンドボックス内の safe_mode_gid を off にすることが可能です。 外部スクリプトで safe_mode_gid が無効になっている 場合に、サンドボックス内でそ
れを有効にすることはできません。

safe_mode_include_dir

Runkit_Sandbox クラスをインスタンス化した 外部スクリプトが safe_mode_include_dir を 組み込んで configure されていた場合、サンドボックス内の safe_mode_include_dir を定義されているディレクトリ以下に指定することが 可能です。この機能を無効にするこ
とを示すため、safe_mode_include_dir をクリアすることも可能です。 外部スクリプトで safe_mode_include_dir が空白になっているが safe_mode は有効でない場合、任意の safe_mode_include_dir を 指定して safe_mode を on にすることが可能です。

open_basedir

open_basedir は、カレントの open_basedir 以下の任意のパスを指定可能です。 グローバルスコープで open_basedir が指定されていない場合、それはルートディレクトリと判断され、 どの場所でも指定可能となります。
allow_url_fopen

safe_mode と同様、より厳しくする方向にのみ 指定可能です。この場合は TRUE と指定されている場合に FALSE を 指定することが可能となります。
disable_functions

サンドボックス内のインタプリタで無効とする関数を、カンマ区切りの リストで指定します。現在すでに無効になっている関数名を含める必要は ありません。それらはリストに載っているか否かにかかわらず無効となります。
disable_classes

サンドボックス内のインタプリタで無効とするクラスを、カンマ区切りの リストで指定します。現在すでに無効になっているクラス名を含める必要は ありません。それらはリストに載っているか否かにかかわらず無効となります。
runkit.superglobal

サンドボックス内のインタプリタでスーパーグローバルとして扱う変数を、 カンマ区切りのリストで指定します。これらの変数は、既に内部で 定義されている変数やグローバルの runkit.superglobal 設定に 追加して使用されます。
runkit.internal_override

Ini オプション runkit.internal_override は、 サンドボックス内では無効になる（そして、再度有効にはならない） かもしれません。

例1 機能を制限したサンドボックスのインスタンス化
<?php
$options = array(
  'safe_mode'=>true,
  'open_basedir'=>'/var/www/users/jdoe/',
  'allow_url_fopen'=>'false',
  'disable_functions'=>'exec,shell_exec,passthru,system',
  'disable_classes'=>'myAppClass');
$sandbox = new Runkit_Sandbox($options);
/* 制限されていない ini 項目は、普通に設定できる */
$sandbox->ini_set('html_errors',true);
?>

変数へのアクセス

サンドボックス環境内のすべてのグローバル変数は、サンドボックス オブジェクトのプロパティとしてアクセス可能です。しかし、 オブジェクト変数やリソース変数はインタプリタ越しに 利用することができないことに注意しましょう。これは、これらの 2 つのスレッドのメ
モリ管理が仮想マシン上で行われていることが原因です。 さらに、配列はすべてディープコピーされ、参照渡しのデータは 失われます。つまり、参照渡しのデータをインタプリタ越しに使用することは できないということです。

例2 サンドボックス内部の変数の扱い
<?php
$sandbox = new Runkit_Sandbox();

$sandbox->foo = 'bar';
$sandbox->eval('echo "$foo\n"; $bar = $foo . "baz";');
echo "{$sandbox->bar}\n";
if (isset($sandbox->foo)) unset($sandbox->foo);
$sandbox->eval('var_dump(isset($foo));');
?>

上の例の出力は以下となります。
bar
barbaz
bool(false)

PHP 関数のコール

サンドボックス内で定義されている関数は、すべてサンドボックス オブジェクトのメソッドとしてコールできます。これには、擬似関数として 扱われる以下のような言語構造も含みます。eval()、 include()、include_once()、 require()、require_once()、 echo()、print()、
die() および exit()。

例3 サンドボックス内の関数のコール
<?php
$sandbox = new Runkit_Sandbox();

echo $sandbox->str_replace('a','f','abc');
?>

上の例の出力は以下となります。
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fbc

サンドボックス内の関数への引数は、外部の PHP インスタンスから 渡されます。もしサンドボックスのスコープから引数を渡したい場合は、 上で示したようにサンドボックスのプロパティとしてそれにアクセスする ようにしてください。

例4 サンドボックス内の関数に引数を渡す
<?php
$sandbox = new Runkit_Sandbox();

$foo = 'bar';
$sandbox->foo = 'baz';
echo $sandbox->str_replace('a',$foo,'a');
echo $sandbox->str_replace('a',$sandbox->foo,'a');
?>

上の例の出力は以下となります。
bar
baz

サンドボックス設定の変更

runkit バージョン 0.5 以降では、配列へのアクセスと同じ構文で、 実行時にサンドボックスの一部の設定を変更することが可能です。 active は読み込み専用で、現在の状態に ついての情報を提供します。output_handler は通常の配列オフセットと同様に読み書きが可能です。
将来的には書き込み専用の設定項目も現れるかもしれませんが、 今のところはそのような項目はありません。

サンドボックス設定 / 状態のインジケータ

設定 型 目的 デフォル
ト

active Boolean (Read
Only) サンドボックスが使用可能な状態である場合に TRUE 、 die() や exit() のコールもしくは致命的なエラーなどで リクエストから抜けた状態である場合に FALSE 。 TRUE

(Initial)
output_handler Callback 有効なコールバックを指定すると、サンドボックス インスタンスの生成するすべての出力に対してその 関数が適用されます。 サンドボックス出力ハンドラは、システム全体の 出力ハンドラと同じ呼び出し規約に従います。 なし
parent_access Boolean サンドボックスが Runkit_Sandbox_Parent クラスのインスタンスを使用するかどうか。使用するには、 その他の Runkit_Sandbox_Parent 関連の設定を有効にする必要があります。 FALSE

parent_read Boolean サンドボックスが親コンテキストの変数を読み込むかどうか。 FALSE

parent_write Boolean サンドボックスが親コンテキストの変数を変更するかどうか。 FALSE

parent_eval Boolean サンドボックスが親コンテキストの任意のコードを評価する（evaluate） かどうか。危険です。 FALSE

parent_include Boolean サンドボックスが親コンテキストの php ファイルを include するかどうか。 危険です。 FALSE

parent_echo Boolean サンドボックスが親コンテキストのデータを表示する際に、それ自身の 出力ハンドラを回避するかどうか。 FALSE

parent_call Boolean サンドボックスが親コンテキストの関数をコールするかどうか。 FALSE

parent_die Boolean サンドボックスが親コンテキスト（そして自分自身）を終了させるかどうか。 FALSE

parent_scope Integer 親のプロパティに対してどのようなスコープでアクセスするか。 0 == Global scope, 1 == Calling scope, 2 == Scope preceeding calling scope, 3 == The scope before that, etc..., etc... 0 (Global)

parent_scope String parent_scope に文字列値が設定されている場合は、 グローバルスコープの配列変数名を表します。アクセス時にその名前の 変数が存在しない場合は、空の配列が作成されます。変数が存在するが 配列ではない場合は、その変数
への参照を含むダミー配列が作成されます。  

Runkit_Sandbox_Parent
(PECL runkit >= 0.7.0)

Runkit_Sandbox_Parent — Runkit 反サンドボックス（Anti-Sandbox）クラス

説明

void Runkit_Sandbox_Parent::__construct ( void )

Runkit_Sandbox クラスが作成した サンドボックス環境から Runkit_Sandbox_Parent クラスのインスタンスを作成し、サンドボックスからその親インスタンスに アクセスするための（管理された）手段を提供します。

注意: サンドボックスのサポート (runkit_lint(), runkit_lint_file(), および Runkit_Sandbox クラスで使用)は、 PHP 5.1.0 以降または特別なパッチを適用した PHP 5.0 でのみ利用可能であり、スレッドセーフを有効にしておく必要があります。 詳細について
は、runkit パッケージに含まれる README ファイルを参照してください。

Runkit_Sandbox_Parent の機能を有効にするには、 親のコンテキストから各サンドボックス単位で parent_access フラグを有効にする必要があります。

例1 サンドボックスから変数を使用する
<?php
$sandbox = new Runkit_Sandbox();
$sandbox['parent_access'] = true;
?>

親の変数にアクセスする

サンドボックス内の変数へのアクセスと同様、親の変数の読み込みや 親の変数への書き込みが可能です。これは Runkit_Sandbox_Parent クラスのプロパティとして 扱われます。親の変数の読み込みは、parent_read 設定を有効にすることで可能となります（それに加えて、
基本となる parent_access の設定も必要です）。 一方、書き込みについては parent_write の設定により 可能となります。

サンドボックス内の変数へのアクセスとは異なり、変数のスコープが グローバルに限定されることはありません。parent_scope を適切な整数値に設定することで、アクティブなコールスタック内で 他のスコープが使用可能です。0（デフォルト）は、グローバルスコープで 変
数に直接アクセスします。1 は、サンドボックスのコードが実行された ブロック内のスコープを設定します。それより大きい値を指定した場合、 サンドボックスのコードを実行した関数の呼び出し元を順にたどり、 そのスコープの変数にアクセスしようと試みます。
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例2 親の変数にアクセスする
<?php
$php = new Runkit_Sandbox();
$php['parent_access'] = true;
$php['parent_read'] = true;

$test = "Global";

$php->eval('$PARENT = new Runkit_Sandbox_Parent;');

$php['parent_scope'] = 0;
one();

$php['parent_scope'] = 1;
one();

$php['parent_scope'] = 2;
one();

$php['parent_scope'] = 3;
one();

$php['parent_scope'] = 4;
one();

$php['parent_scope'] = 5;
one();

function one() {
    $test = "one()";
    two();
}

function two() {
    $test = "two()";
    three();
}

function three() {
    $test = "three()";
    $GLOBALS['php']->eval('var_dump($PARENT->test);');
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(6) "Global"
string(7) "three()"
string(5) "two()"
string(5) "one()"
string(6) "Global"
string(6) "Global"

親の関数をコールする

適切な設定を有効にすることで、サンドボックスはその親の関数に アクセスすることが可能となります。 parent_call を有効にすると、サンドボックスから 親スコープの全ての関数をコールすることが可能となります。 言語構造については、以下のように個々の設定項目で管理
されます。 print() および echo() は parent_echo を有効にすると使用可能です。 die() および exit() は parent_die を有効にすると使用可能です。 eval() は parent_eval を 有効にすると使用可能です。また include()、 include_once()、require() および require_once() は
parent_include を有効にすると使用可能です。

runkit_class_adopt
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_class_adopt — ある基底クラスを、他のクラスを継承させたクラスに変換する。親クラスの適切なメソッドを追加する

説明

bool runkit_class_adopt ( string $classname , string $parentname )

パラメータ
classname

変換の対象となるクラス。
parentname

継承させる親クラス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_class_adopt() の例
<?php
class myParent {
  function parentFunc() {
    echo "Parent Function Output\n";
  }
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}

class myChild {
}

runkit_class_adopt('myChild','myParent');
myChild::parentFunc();
?>

上の例の出力は以下となります。
Parent Function Output

参考

runkit_class_emancipate() - 他のクラスを継承しているクラスから継承関係を解消し、 親クラスから継承しているメソッドを取り除く

runkit_class_emancipate
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_class_emancipate — 他のクラスを継承しているクラスから継承関係を解消し、 親クラスから継承しているメソッドを取り除く

説明

bool runkit_class_emancipate ( string $classname )

パラメータ
classname

継承関係を解消するクラス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_class_emancipate() の例
<?php
class myParent {
  function parentFunc () {
    echo "Parent Function Output\n";
  }
}
class myChild extends myParent {
}

myChild::parentFunc();
runkit_class_emancipate('myChild');
myChild::parentFunc();
?>

上の例の出力は以下となります。
Parent Function Output
Fatal error: Call to undefined function:  parentFunc() in example.php on line 12

参考

runkit_class_adopt() - ある基底クラスを、他のクラスを継承させたクラスに変換する。親クラスの適切なメソッドを追加する

runkit_constant_add
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_constant_add — define() と同じだが、クラス定数も指定可能

説明

bool runkit_constant_add ( string $constname , mixed $value )

パラメータ
constname

定義する定数名。グローバル定数を表す文字列、あるいは classname::constname 形式でクラス定数を示す。
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value

新しい定数に定義する値。 NULL, Bool, Long, Double, String, あるいは Resource のいずれかの型の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

define() - 名前を指定して定数を定義する
runkit_constant_redefine() - 定義済みの定数を再定義する
runkit_constant_remove() - 定義済みの定数を削除する

runkit_constant_redefine
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_constant_redefine — 定義済みの定数を再定義する

説明

bool runkit_constant_redefine ( string $constname , mixed $newvalue )

パラメータ
constname

再定義する定数名。グローバル定数を表す文字列、あるいは classname::constname 形式でクラス定数を示す。
newvalue

定数に新しく設定する値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

runkit_constant_add() - define() と同じだが、クラス定数も指定可能
runkit_constant_remove() - 定義済みの定数を削除する

runkit_constant_remove
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_constant_remove — 定義済みの定数を削除する

説明

bool runkit_constant_remove ( string $constname )

パラメータ
constname

削除する定数名。グローバル定数を表す文字列、あるいは classname::constname 形式でクラス定数を示す。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

define() - 名前を指定して定数を定義する
runkit_constant_add() - define() と同じだが、クラス定数も指定可能
runkit_constant_redefine() - 定義済みの定数を再定義する
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runkit_function_add
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_function_add — 新しい関数を追加する。create_function() と同じ

説明

bool runkit_function_add ( string $funcname , string $arglist , string $code )

パラメータ
funcname

作成する関数の名前。
arglist

カンマ区切りの引数のリスト。
code

関数のコード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_function_add() の例
<?php
runkit_function_add('testme','$a,$b','echo "The value of a is $a\n"; echo "The value of b is $b\n";');
testme(1,2);
?>

上の例の出力は以下となります。
The value of a is 1
The value of b is 2

参考

create_function() - 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する
runkit_function_redefine() - 関数の定義を新しい実装で置き換える
runkit_function_copy() - 関数を別の名前でコピーする
runkit_function_rename() - 関数名を変更する
runkit_function_remove() - 関数の定義を削除する
runkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する

runkit_function_copy
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_function_copy — 関数を別の名前でコピーする

説明

bool runkit_function_copy ( string $funcname , string $targetname )

パラメータ
funcname

既存の関数の名前。
targetname

コピー後の新しい関数の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 runkit_function_copy() の例
<?php
function original() {
  echo "In a function\n";
}
runkit_function_copy('original','duplicate');
original();
duplicate();
?>

上の例の出力は以下となります。
In a function
In a function

参考

runkit_function_add() - 新しい関数を追加する。create_function と同じ
runkit_function_redefine() - 関数の定義を新しい実装で置き換える
runkit_function_rename() - 関数名を変更する
runkit_function_remove() - 関数の定義を削除する

runkit_function_redefine
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_function_redefine — 関数の定義を新しい実装で置き換える

説明

bool runkit_function_redefine ( string $funcname , string $arglist , string $code )

注意: デフォルトでは、 削除・リネーム・変更が可能なのはユーザ定義関数だけです。組み込み関数を オーバーライドするには、php.ini で runkit.internal_override を有効にする必要があります。

パラメータ
funcname

再定義する関数の名前。
arglist

再定義後の関数が受け取る引数のリスト。
code

新しい実装コード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_function_redefine() の例
<?php
function testme() {
  echo "Original Testme Implementation\n";
}
testme();
runkit_function_redefine('testme','','echo "New Testme Implementation\n";');
testme();
?>

上の例の出力は以下となります。
Original Testme Implementation
New Testme Implementation

参考

runkit_function_add() - 新しい関数を追加する。create_function と同じ
runkit_function_copy() - 関数を別の名前でコピーする
runkit_function_rename() - 関数名を変更する
runkit_function_remove() - 関数の定義を削除する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

runkit_function_remove
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_function_remove — 関数の定義を削除する

説明

bool runkit_function_remove ( string $funcname )

注意: デフォルトでは、 削除・リネーム・変更が可能なのはユーザ定義関数だけです。組み込み関数を オーバーライドするには、php.ini で runkit.internal_override を有効にする必要があります。

パラメータ
funcname

削除する関数の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

runkit_function_add() - 新しい関数を追加する。create_function と同じ
runkit_function_copy() - 関数を別の名前でコピーする
runkit_function_redefine() - 関数の定義を新しい実装で置き換える
runkit_function_rename() - 関数名を変更する

runkit_function_rename
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_function_rename — 関数名を変更する

説明

bool runkit_function_rename ( string $funcname , string $newname )

注意: デフォルトでは、 削除・リネーム・変更が可能なのはユーザ定義関数だけです。組み込み関数を オーバーライドするには、php.ini で runkit.internal_override を有効にする必要があります。

パラメータ
funcname

現在の関数名。
newname

新しい関数名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

runkit_function_add() - 新しい関数を追加する。create_function と同じ
runkit_function_copy() - 関数を別の名前でコピーする
runkit_function_redefine() - 関数の定義を新しい実装で置き換える
runkit_function_remove() - 関数の定義を削除する

runkit_import
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_import — ファイルから関数やクラスの定義を読み込み、必要に応じて書き換える

説明
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bool runkit_import ( string $filename [, int $flags = RUNKIT_IMPORT_CLASS_METHODS ] )

include() と似ていますが、関数やクラスの外部に あるコードは無視されます。 また、flags の設定により、 現在実行中の環境内の既存の関数やクラスを自動的に上書きします。

パラメータ
filename

関数やクラスの定義を読み込むファイル名。
flags

RUNKIT_IMPORT_* 系の定数の論理和。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

runkit_lint_file
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_lint_file — 指定したファイルの PHP 文法をチェックする

説明

bool runkit_lint_file ( string $filename )

runkit_lint_file() 関数は、指定したファイルの 文法チェック（lint）を行い、スクリプトのエラーをチェックします。 これは、コマンドラインから php -l を実行するのと同じです。

注意: サンドボックスのサポート (runkit_lint(), runkit_lint_file(), および Runkit_Sandbox クラスで使用)は、 PHP 5.1.0 以降または特別なパッチを適用した PHP 5.0 でのみ利用可能であり、スレッドセーフを有効にしておく必要があります。 詳細について
は、runkit パッケージに含まれる README ファイルを参照してください。

パラメータ
filename

PHP コードを含む、チェック対象のファイル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

runkit_lint() - 指定した PHP コードの文法をチェックする

runkit_lint
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_lint — 指定した PHP コードの文法をチェックする

説明

bool runkit_lint ( string $code )

runkit_lint() 関数は、指定した PHP コードの 文法チェック（lint）を行い、スクリプトのエラーをチェックします。 これは、コマンドラインから php -l を実行するのと同じですが、 runkit_lint() はファイル名ではなくコードそのものを 受け付けます。

注意: サンドボックスのサポート (runkit_lint(), runkit_lint_file(), および Runkit_Sandbox クラスで使用)は、 PHP 5.1.0 以降または特別なパッチを適用した PHP 5.0 でのみ利用可能であり、スレッドセーフを有効にしておく必要があります。 詳細について
は、runkit パッケージに含まれる README ファイルを参照してください。

パラメータ
code

チェック対象の PHP コード。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

runkit_lint_file() - 指定したファイルの PHP 文法をチェックする

runkit_method_add
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_method_add — 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する

説明

bool runkit_method_add ( string $classname , string $methodname , string $args , string $code [, int $flags = RUNKIT_ACC_PUBLIC ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッドを追加するクラスの名前。
methodname

追加するメソッドの名前。
args

カンマで区切った、新しいメソッドの引数。
code

methodname がコールされた際に 評価されるコード。
flags

作成するメソッドの型。 RUNKIT_ACC_PUBLIC、 RUNKIT_ACC_PROTECTED あるいは RUNKIT_ACC_PRIVATE のいずれか。

注意:

このパラメータは PHP 5 以降でのみ使用されます。なぜなら、それ以前の バージョンでは全てのメソッドが public だからです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_method_add() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        echo "foo!\n";
    }
}

// Example のオブジェクトを作成
$e = new Example();

// 新しい public メソッドの追加
runkit_method_add(
    'Example',
    'add',
    '$num1, $num2',
    'return $num1 + $num2;',
    RUNKIT_ACC_PUBLIC
);

// 12 + 4 を計算する
echo $e->add(12, 4);
?>

上の例の出力は以下となります。
16

参考

runkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
runkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
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runkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
runkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する
runkit_function_add() - 新しい関数を追加する。create_function と同じ

runkit_method_copy
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_method_copy — あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする

説明

bool runkit_method_copy ( string $dClass , string $dMethod , string $sClass [, string $sMethod ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
dClass

メソッドのコピー先のクラス。
dMethod

コピー先のメソッド名。
sClass

メソッドのコピー元のクラス。
sMethod

元のクラスからコピーするメソッドの名前。指定されなかった場合は dMethod と同じであるとみなされます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_method_copy() の例
<?php
class Foo {
    function example() {
        return "foo!\n";
    }
}

class Bar {
    // 最初は、何もメソッドがない
}

// Foo クラスの example() メソッドを Bar クラスに baz() という名前でコピーする
runkit_method_copy('Bar', 'baz', 'Foo', 'example');

// コピーされた関数の出力
echo Bar::baz();
?>

上の例の出力は以下となります。
foo!

参考

runkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
runkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
runkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
runkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する
runkit_function_copy() - 関数を別の名前でコピーする

runkit_method_redefine
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_method_redefine — 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
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説明

bool runkit_method_redefine ( string $classname , string $methodname , string $args , string $code [, int $flags = RUNKIT_ACC_PUBLIC ] )

注意: この関数は、 現在実行中(もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッドを再定義するクラス。
methodname

再定義するメソッドの名前。
args

カンマで区切られた、再定義後のメソッドの引数。
code

methodname がコールされた際に 評価される、新しいコード。
flags

再定義するメソッドの型。 RUNKIT_ACC_PUBLIC、 RUNKIT_ACC_PROTECTED あるいは RUNKIT_ACC_PRIVATE のいずれか。

注意:

このパラメータは PHP 5 以降でのみ使用されます。なぜなら、それ以前の バージョンでは全てのメソッドが public だからです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_method_redefine() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
}

// Example オブジェクトの作成
$e = new Example();

// Example::foo() の出力（再定義前）
echo "Before: " . $e->foo();

// 'foo' メソッドの再定義
runkit_method_redefine(
    'Example',
    'foo',
    '',
    'return "bar!\n";',
    RUNKIT_ACC_PUBLIC
);

// Example::foo() の出力（再定義後）
echo "After: " . $e->foo();
?>

上の例の出力は以下となります。
Before: foo!
After: bar!

参考

runkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
runkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
runkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
runkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する
runkit_function_redefine() - 関数の定義を新しい実装で置き換える

runkit_method_remove



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_method_remove — 指定したメソッドを動的に削除する

説明

bool runkit_method_remove ( string $classname , string $methodname )

注意: この関数は、 現在実行中(もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッドを削除するクラス。
methodname

削除するメソッドの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_method_remove() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
    
    function bar() {
        return "bar!\n";
    }
}

// 'foo' メソッドを削除する
runkit_method_remove(
    'Example',
    'foo'
);

echo implode(' ', get_class_methods('Example'));

?>

上の例の出力は以下となります。
bar

参考

runkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
runkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
runkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
runkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する
runkit_function_remove() - 関数の定義を削除する

runkit_method_rename
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_method_rename — 指定したメソッドの名前を動的に変更する

説明

bool runkit_method_rename ( string $classname , string $methodname , string $newname )

注意: この関数は、 現在実行中(もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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パラメータ
classname

メソッド名を変更するクラス。
methodname

変更するメソッドの名前。
newname

変更後のメソッドの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_method_rename() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
}

// 'foo' メソッドの名前を 'bar' に変更する
runkit_method_rename(
    'Example',
    'foo',
    'bar'
);

// 変更後の関数の出力
echo Example::bar();
?>

上の例の出力は以下となります。
foo!

参考

runkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
runkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
runkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
runkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
runkit_function_rename() - 関数名を変更する

runkit_return_value_used
(PECL runkit >= 0.8.0)

runkit_return_value_used — 現在の関数の返り値が使用されているかどうかを調べる

説明

bool runkit_return_value_used ( void )

返り値

呼び出し元のスコープで関数の返り値が使用されている場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 runkit_return_value_used() の例
<?php
function foo() {
  var_dump(runkit_return_value_used());
}

foo();
$f = foo();
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)
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runkit_sandbox_output_handler
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_sandbox_output_handler — サンドボックス内での出力を取得・処理するための関数を指定する

説明

mixed runkit_sandbox_output_handler ( object $sandbox [, mixed $callback ] )

通常、（echo() や print() などの） あらゆる出力は、親のスコープから出力しているかのように出力されます。 しかし、runkit_sandbox_output_handler() を使用すると サンドボックス内の出力（エラーを含む）をサンドボックス外で受け取ることが 可能です。

注意: サンドボックスのサポート (runkit_lint(), runkit_lint_file(), および Runkit_Sandbox クラスで使用)は、 PHP 5.1.0 以降または特別なパッチを適用した PHP 5.0 でのみ利用可能であり、スレッドセーフを有効にしておく必要があります。 詳細について
は、runkit パッケージに含まれる README ファイルを参照してください。

注意: 非推奨

runkit バージョン 0.5 以降この関数は非推奨となっており、1.0 が リリースされるまでに削除される予定です。指定した Runkit_Sandbox インスタンスの出力ハンドラは、配列オフセット構文を使用して 取得/設定が可能です。この方法について、
Runkit_Sandbox のクラス定義で説明しています。

パラメータ
sandbox

出力の処理を設定する Runkit_Sandbox クラスのインスタンス。
callback

ひとつのパラメータを受け取る関数の名前。 sandbox による出力がこのコールバックに 渡されます。コールバックが返す値は通常通り表示されます。 このパラメータが渡されなかった場合、出力の操作方法は変わりません。 真でない値が渡された場合、出力の操作は無効
となり直接表示されます。

返り値

前に定義されていた出力ハンドラコールバックの名前を返します。 ハンドラが定義されていなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 出力を変数に送る
<?php
function capture_output($str) {
  $GLOBALS['sandbox_output'] .= $str;

  return '';
}

$sandbox_output = '';

$php = new Runkit_Sandbox();
runkit_sandbox_output_handler($php, 'capture_output');
$php->echo("Hello\n");
$php->eval('var_dump("Excuse me");');
$php->die("I lost myself.");
unset($php);

echo "Sandbox Complete\n\n";
echo $sandbox_output;
?>

上の例の出力は以下となります。
Sandbox Complete

Hello
string(9) "Excuse me"
I lost myself.

runkit_superglobals
(PECL runkit >= 0.7.0)

runkit_superglobals — 登録されているスーパーグローバルを、数値添字の配列で返す

説明

array runkit_superglobals ( void )

返り値

登録されているスーパーグローバルを、数値添字の配列で返します。 スーパーグローバルとは、例えば _GET、_POST、_REQUEST、_COOKIE、_SESSION、_SERVER、_ENV、_FILES などです。
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参考

変数のスコープ

目次
Runkit_Sandbox — Runkit Sandbox クラス -- PHP バーチャルマシン
Runkit_Sandbox_Parent — Runkit 反サンドボックス（Anti-Sandbox）クラス
runkit_class_adopt — ある基底クラスを、他のクラスを継承させたクラスに変換する。親クラスの適切なメソッドを追加する
runkit_class_emancipate — 他のクラスを継承しているクラスから継承関係を解消し、 親クラスから継承しているメソッドを取り除く
runkit_constant_add — define() と同じだが、クラス定数も指定可能
runkit_constant_redefine — 定義済みの定数を再定義する
runkit_constant_remove — 定義済みの定数を削除する
runkit_function_add — 新しい関数を追加する。create_function と同じ
runkit_function_copy — 関数を別の名前でコピーする
runkit_function_redefine — 関数の定義を新しい実装で置き換える
runkit_function_remove — 関数の定義を削除する
runkit_function_rename — 関数名を変更する
runkit_import — ファイルから関数やクラスの定義を読み込み、必要に応じて書き換える
runkit_lint_file — 指定したファイルの PHP 文法をチェックする
runkit_lint — 指定した PHP コードの文法をチェックする
runkit_method_add — 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
runkit_method_copy — あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
runkit_method_redefine — 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
runkit_method_remove — 指定したメソッドを動的に削除する
runkit_method_rename — 指定したメソッドの名前を動的に変更する
runkit_return_value_used — 現在の関数の返り値が使用されているかどうかを調べる
runkit_sandbox_output_handler — サンドボックス内での出力を取得・処理するための関数を指定する
runkit_superglobals — 登録されているスーパーグローバルを、数値添字の配列で返す

導入
定義済み定数
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

runkit 関数
Runkit_Sandbox — Runkit Sandbox クラス -- PHP バーチャルマシン
Runkit_Sandbox_Parent — Runkit 反サンドボックス（Anti-Sandbox）クラス
runkit_class_adopt — ある基底クラスを、他のクラスを継承させたクラスに変換する。親クラスの適切なメソッドを追加する
runkit_class_emancipate — 他のクラスを継承しているクラスから継承関係を解消し、 親クラスから継承しているメソッドを取り除く
runkit_constant_add — define() と同じだが、クラス定数も指定可能
runkit_constant_redefine — 定義済みの定数を再定義する
runkit_constant_remove — 定義済みの定数を削除する
runkit_function_add — 新しい関数を追加する。create_function と同じ
runkit_function_copy — 関数を別の名前でコピーする
runkit_function_redefine — 関数の定義を新しい実装で置き換える
runkit_function_remove — 関数の定義を削除する
runkit_function_rename — 関数名を変更する
runkit_import — ファイルから関数やクラスの定義を読み込み、必要に応じて書き換える
runkit_lint_file — 指定したファイルの PHP 文法をチェックする
runkit_lint — 指定した PHP コードの文法をチェックする
runkit_method_add — 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
runkit_method_copy — あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
runkit_method_redefine — 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
runkit_method_remove — 指定したメソッドを動的に削除する
runkit_method_rename — 指定したメソッドの名前を動的に変更する
runkit_return_value_used — 現在の関数の返り値が使用されているかどうかを調べる
runkit_sandbox_output_handler — サンドボックス内での出力を取得・処理するための関数を指定する
runkit_superglobals — 登録されているスーパーグローバルを、数値添字の配列で返す

エラー抑制演算子の無効化

導入
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scream 拡張モジュールは、 エラー制御演算子 を無効化してすべてのエラーを報告させるようにするものです。 この機能は ini 設定で制御します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP バージョン 5.2.0 以降に対応しています。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/scream

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

scream 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 Changelog

scream.enabled Off PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

scream.enabled int

scream を有効にするかどうか。

リソース型
リソース型は定義されていません。

例
目次

scream の効果を示す例

scream の効果を示す例
この例は、scream で PHP のエラーハンドラの挙動を変更するものです。

例1 実行時における scream の有効化/無効化
<?php
// エラーが表示されるようにします
ini_set('display_errors', true);
error_reporting(E_ALL);

// scream を無効 (デフォルト) にしてエラーを発生させます
ini_set('scream.enabled', false);
echo "Opening http://example.com/not-existing-file\n";
@fopen('http://example.com/not-existing-file', 'r');

http://pecl.php.net/package/scream
http://pecl.php.net/package/scream
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// それでは scream を有効にしてもう一度
ini_set('scream.enabled', true);
echo "Opening http://example.com/not-existing-file\n";
@fopen('http://example.com/another-not-existing-file', 'r');
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Opening http://example.com/not-existing-file
Opening http://example.com/not-existing-file

Warning: fopen(http://example.com/another-not-existing-file): failed to open stream: HTTP request failed! HTTP/1.1 404 Not Found in example.php on line 14

注意: 通常は、コードの中で変更するのではなく php.ini 設定ファイル で設定します。

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

例
scream の効果を示す例

PHP 用の Windows キャッシュ

導入
Windows Cache Extension for PHP は、PHP のアクセラレータです。 Windows および Windows サーバ上での PHP アプリケーションの動作速度を向上させます。 Windows Cache Extension for PHP を有効にして PHP エンジンに読み込むと、 PHP アプリケーションのコー
ドに一切手を加えずに恩恵を受けることができます。

Windows Cache Extension には 5 種類のキャッシュが含まれています。 それぞれのキャッシュ型の目的と利点を以下にまとめました。

PHP Opcode キャッシュ - PHP はスクリプト処理エンジンです。 テキストや PHP の命令からなるデータストリームを入力として読み込み、 別の形式 (通常は HTML 形式) のデータストリームを生成します。 つまり、ウェブクライアントからのリクエストを受け取るたび
に、 PHP エンジンが PHP スクリプトの読み込みとパース、コンパイルそして実行を行っているわけです。 読み込み、パースそしてコンパイルはウェブサーバの CPU やファイルシステムに負荷をかけ、 PHP ウェブアプリケーション全体のパフォーマンスに影響を及ぼしま
す。 PHP バイトコード (opcode) キャッシュを使うと、コンパイル済みのスクリプトのバイトコードを共有メモリに置きます。 同じスクリプトが再びリクエストされたときには、PHP エンジンはこのバイトコードを再利用します。

ファイルキャッシュ - PHP opcode のキャッシュを有効にしたとしても、 PHP エンジンはファイルシステム上のスクリプトファイルにアクセスしなければなりません。 PHP のスクリプトをリモートの UNC ファイル共有に置いている場合には、 ファイル操作はパフォーマ
ンス面での深刻なオーバーヘッドとなります。 Windows Cache Extension for PHP にはファイルキャッシュ機能が組み込まれており、 PHP スクリプトファイルの内容を共有メモリに格納することができます。 これにより、PHP エンジンからのファイルシステム操作の量
を減らすことができます。

ファイルパス解決キャッシュ - PHP スクリプトでは、 相対ファイルパス指定によるファイル操作やインクルードが頻繁に発生します。 このとき、PHP エンジンは相対パスを絶対パスに変換しなければなりません。 PHP のアプリケーションで、相対パス指定した PHP ファ
イルへのアクセスが多くなると、 パスの解決がアプリケーションのパフォーマンスに大きな影響を及ぼします。 Windows Cache Extension for PHP のファイルパス解決キャッシュを使うと、 相対パスと絶対パスの対応を保存しておくことができます。 これにより、PHP
エンジンが行わなければならないパス解決の量を減らすことができます。

ユーザキャッシュ (バージョン 1.1.0 以降で使用可能) - ユーザキャッシュ API を使うと、PHP スクリプトから共有メモリキャッシュを使うことができます。 PHP のオブジェクトや変数をユーザキャッシュに格納し、 別のリクエストでそれを再利用することができるので
す。 これは PHP スクリプトのパフォーマンスを向上させ、 複数の PHP プロセスからのデータへのアクセスを共有することができます。

セッションハンドラ (バージョン 1.1.0 以降で使用可能) - WinCache セッションハンドラを使うと、PHP のセッションデータを共有メモリキャッシュに置くことができます。 セッションデータの読み書き時のファイルシステム操作が不要になり、 大量のデータを PHP
セッションに格納するときのパフォーマンスが向上します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
WinCache 統計スクリプト
WinCache セッションハンドラ
WinCache 関数への切り替え
リソース型

要件
この拡張モジュールは、現在は次の構成のみをサポートしています。
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Windows OS

Windows XP SP3 上での IIS 5.1 および » FastCGI Extension
Windows Server 2003 上での IIS 6.0 および » FastCGI Extension
Windows Vista SP1 上での IIS 7.0 および FastCGI Module
Windows Server 2008 上での IIS 7.0 および FastCGI Module
Windows 7 上での IIS 7.5 および FastCGI Module
Windows Server 2008 R2 上での IIS 7.5 および FastCGI Module

PHP

PHP 5.2.X, Non-thread-safe build
PHP 5.3 X86, Non-thread-safe VC9 build

注意: WinCache 拡張モジュールは、IIS の設定で PHP を FastCGI 経由で動かすようにしている場合しか使えません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/wincache.

この拡張モジュールには二種類のパッケージがあります。PHP 5.2.X 用と PHP 5.3.X 用です。使っている PHP のバージョンにあわせて適切なほうを選びましょう。

この拡張モジュールをインストールする手順は次のとおりです。

1. どこか一時的な場所にパッケージを展開します。

2. php_wincache.dll を PHP の拡張モジュール用フォルダにコピーします。 このフォルダは、通常は PHP のバイナリファイルがあるフォルダと同じ場所にあって "ext" という名前です。たとえば C:\Program Files\PHP\ext のようになります。

3. php.ini ファイルをテキストエディタで開きます。通常は PHP のバイナリファイルと同じ場所にあります。 たとえば C:\Program Files\PHP\php.ini のようになります。

4. php.ini ファイルの最後に extension = php_wincache.dll という行を追加します。

5. php.ini ファイルを保存して終了します。

6. IIS Application Pools for PHP をリサイクルして設定の変更を適用します。 この拡張モジュールが有効になったことを確かめるには、 phpinfo 関数をコールする PHP のコードを書いた phpinfo.php というファイルをつくります。

7. PHP を使う IIS ウェブサイトのルートフォルダに phpinfo.php を保存し、 http://localhost/phpinfo.php を開きます。そして、表示されたウェブページから wincache というセクションを探します。 拡張モジュールが有効になっていれば、 phpinfo の出力に WinCache
の設定項目が含まれるはずです。

注意: 拡張モジュールが有効になっていることを確認し終えたら、忘れずに phpinfo.php をウェブサイトのルートフォルダから削除しておきましょう。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

この表は、WinCache 拡張モジュールが提供する設定項目をまとめたものです。

WinCache の設定オプション
名前 デフォルト 最小 最大 変更の可否 変更履歴

wincache.fcenabled "1" "0" "1" PHP_INI_ALL WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.fcenabledfilter "NULL" "NULL" "NULL" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.fcachesize "24" "5" "255" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.fcndetect "1" "0" "1" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.1.0 以降で使用可能
wincache.maxfilesize "256" "10" "2048" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.ocenabled "1" "0" "1" PHP_INI_ALL WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.ocenabledfilter "NULL" "NULL" "NULL" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.ocachesize "96" "15" "255" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.filecount "4096" "1024" "16384" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.chkinterval "30" "0" "300" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.ttlmax "1200" "0" "7200" PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.enablecli 0 0 1 PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.ignorelist NULL NULL NULL PHP_INI_ALL WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.namesalt NULL NULL NULL PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.0.0 以降で使用可能
wincache.ucenabled 1 0 1 PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.1.0 以降で使用可能
wincache.ucachesize 8 5 85 PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.1.0 以降で使用可能

http://www.iis.net/extensions/fastcgi
http://www.iis.net/extensions/fastcgi
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/wincache
http://pecl.php.net/package/wincache
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wincache.scachesize 8 5 85 PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.1.0 以降で使用可能
wincache.rerouteini NULL NULL NULL PHP_INI_SYSTEM WinCache 1.2.0 以降で使用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

wincache.fcenabled boolean
ファイルキャッシュ機能を有効あるいは無効にします。

wincache.fcenabledfilter string
ファイルキャッシュ有効あるいは無効にする IIS ウェブサイト識別子の一覧を、 カンマ区切りで指定します。この設定は wincache.fcenabled との組み合わせで機能します。 wincache.fcenabled が 1 の場合は、 wincache.fcenabledfilter のファイルキャッシュが無効に
なります。 wincache.fcenabled が 0 の場合は wincache.fcenabledfilter のファイルキャッシュが有効になります。

wincache.fcachesize integer
ファイルキャッシュに割り当てる最大メモリ容量 (メガバイト単位) を指定します。 キャッシュされたファイルの総容量がこの設定値を超えると、 いちばん古いファイルから順にファイルキャッシュから取り除かれます。

wincache.fcndetect boolean
ファイルの変更通知検出機能を有効あるいは無効にします。 ファイル変更通知がサポートされているときは、対応するファイルがファイスシステム上で変更されるとすぐに opcode キャッシュおよびファイルキャッシュも更新します。 ファイル変更通知をサポートしてい
ないとき (ネットワークファイル共有を使っている場合など) は、 wincache.chkinterval で指定した間隔ごとに wincache がファイル更新を確認します。

wincache.maxfilesize integer
キャッシュする個々のファイルの最大サイズ (キロバイト単位) を指定します。 この大きさを超えるサイズのファイルはキャッシュされません。 この設定は、ファイルにのみ適用されます。

wincache.ocenabled boolean
opcode キャッシュ機能を有効あるいは無効にします。

wincache.ocenabledfilter string
opcode キャッシュ有効あるいは無効にする IIS ウェブサイト識別子の一覧を、 カンマ区切りで指定します。この設定は wincache.ocenabled との組み合わせで機能します。 wincache.ocenabled が 1 の場合は、 wincache.ocenabledfilter に指定したサイトの opcode
キャッシュを無効にします。 wincache.ocenabled が 0 の場合は、 wincache.ocenabledfilter に指定したサイトの opcode キャッシュを有効にします。

wincache.ocachesize integer
opcode キャッシュに割り当てる最大メモリ容量 (メガバイト単位) を指定します。 キャッシュされた opcode の総容量がこの設定値を超えると、 いちばん古い opcode から順に opcode キャッシュから取り除かれます。 opcode キャッシュのサイズは、少なくともファ
イルキャッシュの三倍以上でなければならないことに注意しましょう。 そうなっていなければ、opcode キャッシュのサイズが自動的に拡張されます。

wincache.filecount integer
この拡張モジュールがどれくらいの数のファイルをキャッシュすることを想定しているのかを指定し、 起動時に適切なサイズのメモリを確保できるようにします。ファイルの数がこの設定値を超えると、 WinCache は必要に応じてさらにメモリを確保します。

wincache.chkinterval integer
ファイルの変更チェックとそれに伴うキャッシュの更新を何秒間隔で行うかを指定します。 0 にすると、キャッシュの更新機能が無効になります。 その場合は、キャッシュエントリが scavenger で削除されたり IIS アプリケーションプールがリサイクルされたり
wincache_refresh_if_changed 関数がコールされたりしない限り ファイルの変更がキャッシュに反映されなくなります。

wincache.ttlmax integer
未使用状態のキャッシュエントリの最大生存期間 (秒単位) を定義します。 これを 0 にすると、キャッシュの scavenger を無効にします。 そのため、IIS ワーカープロセスが生き続ける限りキャッシュエントリは削除されなくなります。

wincache.enablecli boolean
PHP がコマンドライン (CLI) モードで動いているときのキャッシュを有効にするかどうかを設定します。

wincache.ignorelist string

この拡張モジュールでキャッシュをしないファイルの一覧を定義します。 ファイルリストにはファイル名のみを指定し、パイプ記号 "|" で区切ります。

例1 wincache.ignorelist の例
wincache.ignorelist = "index.php|misc.php|admin.php"

wincache.namesalt string
この拡張モジュールが使うオブジェクトを共有メモリに格納する際に、 そのオブジェクトの名前に使う文字列を定義します。 IIS ワーカープロセス内の別のアプリケーションとの間で名前の衝突を起こさないようにするために、 これを使います。namesalt 文字列の長さは
最大 8 文字までです。

wincache.ucenabled boolean
ユーザキャッシュ機能を有効あるいは無効にします。

wincache.ucachesize integer
ユーザキャッシュに割り当てる最大メモリ容量 (メガバイト単位) を指定します。 ユーザキャッシュに格納された変数のサイズがこの設定値を超えると、 いちばん古い変数から順にキャッシュから取り除かれます。

wincache.scachesize integer
セッションキャッシュに割り当てる最大メモリ容量 (メガバイト単位) を指定します。 セッションキャッシュに格納されたデータのサイズがこの設定値を超えると、 いちばん古いデータから順にキャッシュから取り除かれます。

wincache.rerouteini string
reroute.ini ファイルへの絶対パスあるいは相対パスを指定します。 このファイルには、同等の WinCache 関数で実装を置き換える PHP 関数の一覧を記述します。 相対パスで指定した場合は、php-cgi.exe の場所を基準としたパスとみなします。

WinCache 統計スクリプト
WinCache のインストールパッケージには wincache.php という PHP スクリプトが含まれています。 これを使えば、キャッシュ情報や統計情報を取得することができます。

WinCache 拡張モジュールのインストールを Microsoft Web Platform Installer で行った場合は、このスクリプトの場所は %SystemDrive%\Program Files\IIS\Windows Cache for PHP\ となります。64 ビット版の Windows サーバ OS の場合は %SystemDrive%\Program
Files (x86)\IIS\Windows Cache for PHP です。拡張モジュールを手動でインストールした場合は、 インストールパッケージを展開した場所と同じフォルダに wincache.php があります。

wincache.php を使うには、 ウェブサイトのルートフォルダあるいはその配下のサブフォルダにこのファイルをコピーします。 スクリプトを保護するために、このファイルをテキストエディタで開いて、定数 USERNAME と PASSWORD の値を変更しましょう。サーバ上で何ら
かの IIS 認証を有効にしている場合は、 コメントに書かれている指示に従います。

例1 wincache.php 用の認証設定
<?php
/**
 * ======================== CONFIGURATION SETTINGS ==============================
 * If you do not want to use authentication for this page, set USE_AUTHENTICATION to 0.
 * If you use authentication then replace the default password.
 */
define('USE_AUTHENTICATION', 1);
define('USERNAME', 'wincache');
define('PASSWORD', 'wincache');
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/**
 * The Basic PHP authentication will work only when IIS is configured to support 
 * Anonymous Authentication' and nothing else. If IIS is configured to support/use
 * any other kind of authentication like Basic/Negotiate/Digest etc, this will not work.
 * In that case use the array below to define the names of users in your 
 * domain/network/workgroup which you want to grant access to.
 */
$user_allowed = array('DOMAIN\user1', 'DOMAIN\user2', 'DOMAIN\user3');

/**
 * If the array contains string 'all', then all the users authenticated by IIS
 * will have access to the page. Uncomment the below line and comment above line
 * to grant access to all users who gets authenticated by IIS.
 */
/* $user_allowed = array('all'); */

/** ===================== END OF CONFIGURATION SETTINGS ========================== */
?>

注意: 組み込みの認証あるいはサーバの認証機構を使って、常に wincache.php スクリプトを保護するようにしましょう。 このスクリプトを保護せずに放置しておくと、アプリケーションやウェブサーバを危険にさらすことになってしまいます。

WinCache セッションハンドラ
WinCache セッションハンドラ (WinCache 1.1.0 以降で使用可能) を使うと、 PHP のセッションデータを共有メモリ上のセッションキャッシュに格納できるようになります。 デフォルトのファイル保存方式のかわりに共有メモリを使うことで、 大量のデータをセッションで扱
う PHP アプリケーションのパフォーマンスを向上させることができます。 Wincache のセッションキャッシュはファイルをバックに置いた共有メモリなので、 IIS アプリケーションプールをリサイクルするときにもセッションのデータが失われません。

PHP で WinCache セッションハンドラを使うには、php.ini の session.save_handler を wincache にします。デフォルトでは、Windows のテンポラリファイルと同じ場所にセッションデータを保存します。 セッションファイルの場所を変えるには session.save_path ディレ
クティブを設定します。

例1 WinCache セッションハンドラの有効化
session.save_handler = wincache
session.save_path = C:\inetpub\temp\session\

WinCache 関数への切り替え
WinCache の関数切り替え機能 (WinCache 1.2.0 以降で使用可能) を使うと、 その用途向けに最適化した同等の関数で組み込みの PHP 関数を置き換えることができます。 WinCache 拡張モジュールには、PHP のファイル操作関数を Windows 向けに最適化した実装が含まれて
います。PHP でネットワーク共有上のファイルにアクセスする必要がある場合などに、 これを使うとアプリケーションのパフォーマンスを向上させることができるでしょう。 最適化した実装が用意されている関数は、次のとおりです。

file_exists
file_get_contents
readfile
is_readable
is_writable
is_dir
realpath
filesize

WinCache の関数切り替え機能を使えるよう設定するには、WinCache のインストールパッケージに含まれている reroute.ini ファイルを使います。このファイルを php.ini があるディレクトリにコピーしましょう。 それから php.ini に wincache.rerouteini の設定を追加し、
ここに reroute.ini ファイルへの絶対パスあるいは相対パスを指定します。

例1 WinCache の関数切り替えの有効化
wincache.rerouteini = C:\PHP\reroute.ini

注意: WinCache の関数切り替え機能を使う場合は、ファイルキャッシュのサイズを増やすことを推奨します。 このサイズは wincache.fcachesize を使って設定します。

reroute.ini ファイルには、PHP の関数とそれに対応する WinCache の関数のマッピングを記述します。 ファイルの各行に、次の構文で関数のマッピングを定義します。

<PHP の関数名>:[<関数のパラメータの数>]=<wincache の関数名>

ファイルの例を以下に示します。この例では、PHP の関数 file_get_contents() がコールされると、それが wincache_file_get_contents() へのコールに置き換えられます。 ただし、関数に渡されたパラメータが 2 個以下の場合に限ります。パラメータ数の指定が役立つのは、
置き換え用の関数が元の関数のすべてのパラメータに対応しているわけではないという場合です。

例2 Reroute.ini ファイルの内容
[FunctionRerouteList]
file_exists=wincache_file_exists
file_get_contents:2=wincache_file_get_contents
readfile:2=wincache_readfile
is_readable=wincache_is_readable
is_writable=wincache_is_writable
is_writeable=wincache_is_writable
is_file=wincache_is_file
is_dir=wincache_is_dir
realpath=wincache_realpath
filesize=wincache_filesize

リソース型
リソース型は定義されていません。
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定義済み定数
定数は定義されていません。

WinCache 関数

wincache_fcache_fileinfo
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_fcache_fileinfo — ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

説明

array wincache_fcache_fileinfo ([ bool $summaryonly = false ] )

ファイルキャッシュの中身とその利用状況についての情報を取得します。

パラメータ
summaryonly

返される配列に、ファイルキャッシュの概要に加えて個々のキャッシュエントリの情報を含めるかどうか。

返り値

ファイルキャッシュについてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

total_cache_uptime - ファイルキャッシュがアクティブになってからの経過秒数。
total_file_count - 現在ファイルキャッシュに入っているファイルの数。
total_hit_count - ファイルキャッシュからファイルが取り出された回数。
total_miss_count - ファイルがファイルキャッシュに見つからなかった回数。

file_entries - キャッシュされているファイルに関する情報を含む配列。

file_name - キャッシュされているファイルの絶対パスでのファイル名。
add_time - ファイルキャッシュに追加されてからの経過秒数。
use_time - ファイルキャッシュ内でアクセスされてからの経過秒数。
last_check - ファイルの変更をチェックされてからの経過秒数。
hit_count - ファイルがキャッシュから取り出された回数。
file_size - キャッシュされたファイルのサイズ (バイト単位)。

例

例1 wincache_fcache_fileinfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_fcache_fileinfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(   [total_cache_uptime] => 3234
    [total_file_count] => 5
    [total_hit_count] => 0
    [total_miss_count] => 1
    [file_entries] => Array
        (
            [1] => Array
                (
                    [file_name] => c:\inetpub\wwwroot\checkcache.php
                    [add_time] => 1
                    [use_time] => 0
                    [last_check] => 1
                    [hit_count] => 1
                    [file_size] => 2435
                )
            [2] => Array (...iterates for each cached file)
        )
)

参考
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wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_fcache_meminfo
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_fcache_meminfo — ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

説明

array wincache_fcache_meminfo ( void )

ファイルキャッシュによるメモリ使用状況についての情報を取得します。

返り値

ファイルキャッシュのメモリ使用状況についてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

memory_total - ファイルキャッシュ用に確保されたメモリのバイト数。
memory_free - ファイルキャッシュで使える空きメモリのバイト数。
num_used_blks - ファイルキャッシュが使っているメモリブロック数。
num_free_blks - ファイルキャッシュで使える空きメモリブロック数。
memory_overhead - ファイルキャッシュが内部的に使っているメモリのバイト数。

例

例1 wincache_fcache_meminfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_fcache_meminfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [memory_total] => 134217728
    [memory_free] => 131339120
    [num_used_blks] => 361
    [num_free_blks] => 3
    [memory_overhead] => 5856
)

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_lock
(PECL wincache >= 1.1.0)
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wincache_lock — 指定したキーで排他ロックを確保する

説明

bool wincache_lock ( string $key [, bool $isglobal = false ] )

指定したキーについての排他ロックを確保します。 ロックを確保するまでは、現在のスクリプトの実行はブロックされます。 ロックを確保できたら、その後は他のスクリプトから同じキーのロックを要求があってもそれをブロックします。 現在のスクリプトが
wincache_unlock() でロックを解放するまでは他のスクリプトからロックを確保できません。

警告

wincache_lock() および wincache_unlock() を使っていると、FastCGI のようなマルチプロセス環境において PHP スクリプトがデッドロックを引き起こすことがあります。 本当にそれが必要である場合でない限り、これらの関数は使わないようにしましょう。 キャッシュ上
でのさまざまな操作の大半は、これらの関数を使う必要のないものです。

パラメータ
key

ロックを取得したいキャッシュ内のキーの名前。
isglobal

ロックのスコープをシステム全体にするかローカルにするかを制御します。 ローカルロックのスコープは、IIS FastCGI のアプリケーションプール内 あるいは同一の親プロセス ID を持つ PHP プロセス群全体となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_lock() の使用
<?php
$fp = fopen("/tmp/lock.txt", "r+");
if (wincache_lock(“lock_txt_lock”)) { // 排他ロックを確保します
    ftruncate($fp, 0); // ファイルを切り詰めます
    fwrite($fp, "Write something here\n");
    wincache_unlock(“lock_txt_lock”); // ロックを解放します
} else {
    echo "Couldn't get the lock!";
}
fclose($fp);
?>

参考

wincache_unlock() - 指定したキーの排他ロックを解放する
wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ocache_fileinfo
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_ocache_fileinfo — opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

説明

array wincache_ocache_fileinfo ([ bool $summaryonly = false ] )

opcode キャッシュの中身とその利用状況についての情報を取得します。

パラメータ
summaryonly

返される配列に、opcode キャッシュの概要に加えて個々のキャッシュエントリの情報を含めるかどうか。

返り値

opcode キャッシュについてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します
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この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

total_cache_uptime - opcode キャッシュがアクティブになってからの経過秒数。
total_file_count - 現在 opcode キャッシュに入っているファイルの数。
total_hit_count - opcode キャッシュからファイルが取り出された回数。
total_miss_count - ファイルが opcode キャッシュに見つからなかった回数。
is_local_cache - ローカルキャッシュインスタンスのメタデータである場合は true、 グローバルキャッシュのメタデータである場合は false。

file_entries - キャッシュされているファイルに関する情報を含む配列。

file_name - キャッシュされているファイルの絶対パスでのファイル名。
add_time - opcode キャッシュに追加されてからの経過秒数。
use_time - opcode キャッシュ内でアクセスされてからの経過秒数。
last_check - ファイルの変更をチェックされてからの経過秒数。
hit_count - ファイルがキャッシュから取り出された回数。
function_count - キャッシュされたファイル内の関数の数。
class_count - キャッシュされたファイルの中のクラスの数。

例

例1 wincache_ocache_fileinfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_ocache_fileinfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [total_cache_uptime] => 17357
    [total_file_count] => 121
    [total_hit_count] => 36562
    [total_miss_count] => 201
    [file_entries] => Array
        (
            [1] => Array
                (
                    [file_name] => c:\inetpub\wwwroot\checkcache.php
                    [add_time] => 17356
                    [use_time] => 7
                    [last_check] => 10
                    [hit_count] => 454
                    [function_count] => 0
                    [class_count] => 1
                )
            [2] => Array (...iterates for each cached file)
        )
)

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_ocache_meminfo
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_ocache_meminfo — opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

説明

array wincache_ocache_meminfo ( void )

opcode キャッシュによるメモリ使用状況についての情報を取得します。

返り値

opcode キャッシュのメモリ使用状況についてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します
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この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

memory_total - opcode キャッシュ用に確保されたメモリのバイト数。
memory_free - opcode キャッシュで使える空きメモリのバイト数。
num_used_blks - opcode キャッシュが使っているメモリブロック数。
num_free_blks - opcode キャッシュで使える空きメモリブロック数。
memory_overhead - opcode キャッシュが内部的に使っているメモリのバイト数。

例

例1 wincache_ocache_meminfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_ocache_meminfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [memory_total] => 134217728
    [memory_free] => 112106972
    [num_used_blks] => 15469
    [num_free_blks] => 4
    [memory_overhead] => 247600
)

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_refresh_if_changed
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_refresh_if_changed — キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする

説明

bool wincache_refresh_if_changed ([ array $files ] )

ファイルのキャッシュエントリをリフレッシュします。ファイル名は引数で渡します。 引数を指定しなかった場合は、キャッシュ内のすべてのエントリをリフレッシュします。

パラメータ
files

リフレッシュしたいファイル名の配列。 絶対パスあるいは相対パスのどちらでもかまいません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

WinCache はキャッシュされたファイルを定期的にチェックし、 もしファイルが変更されていれば、キャッシュ内の対応するエントリを更新します。 デフォルトでは、このチェックは 30 秒おきに行います。 たとえば、ある PHP スクリプトが アプリケーションの設定が書かれ
ている別の PHP スクリプトを更新するような場合、 設定はファイルに保存されているのに アプリケーション側ではキャッシュにある以前の設定を利用するという状況も発生し得ます。 そのような場合は、ファイルが変更されたらすぐにキャッシュをリフレッシュすることを推
奨します。 次の例は、これをどのように行うかを示すものです。

例1 wincache_refresh_if_changed() の例
<?php 
$filename = 'C:\inetpub\wwwroot\config.php';
$handle = fopen($filename, 'w+');
if ($handle === FALSE) die('Failed to open file '.$filename.' for writing');
fwrite($handle, '<?php $setting=something; ?>');
fclose($handle);
wincache_refresh_if_changed(array($filename));
?>
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参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_rplist_fileinfo
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_rplist_fileinfo — ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する

説明

array wincache_rplist_fileinfo ( void )

相対ファイルパスとそれに対応する絶対ファイルパスとの対応を記録したキャッシュについての情報を取得します。

返り値

ファイルパス解決キャッシュについてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

total_file_count - キャッシュに格納されたファイルパスのマッピングの数。

rplist_entries - キャッシュされたすべてのファイルパスに関する情報を含む配列。

resolve_path - ファイルへのパス。
subkey_data - 対応する絶対パス。

例

例1 wincache_rplist_fileinfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_rplist_fileinfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [total_file_count] => 5
    [rplist_entries] => Array
        (
            [1] => Array
                (
                    [resolve_path] => checkcache.php
                    [subkey_data] => c:\inetpub\wwwroot|c:\inetpub\wwwroot\checkcache.php
                )

            [2] => Array (...iterates for each cached file)
        )
)

参考

wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

wincache_rplist_meminfo
(PECL wincache >= 1.0.0)

wincache_rplist_meminfo — ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

説明

array wincache_rplist_meminfo ( void )

ファイルパス解決キャッシュによるメモリ使用状況についての情報を取得します。

返り値

ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

The array returned by this function contains the following elements:

memory_total - ファイルパス解決キャッシュ用に確保されたメモリのバイト数。
memory_free - ファイルパス解決キャッシュで使える空きメモリのバイト数。
num_used_blks - ファイルパス解決キャッシュが使っているメモリブロック数。
num_free_blks - ファイルパス解決キャッシュで使える空きメモリブロック数。
memory_overhead - ファイルパス解決キャッシュが内部的に使っているメモリのバイト数。

例

例1 wincache_rplist_meminfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_rplist_meminfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [memory_total] => 9437184
    [memory_free] => 9416744
    [num_used_blks] => 23
    [num_free_blks] => 1
    [memory_overhead] => 416
)

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_scache_info
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_scache_info — セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

説明

array wincache_scache_info ([ bool $summaryonly = false ] )

セッションキャッシュの中身とその利用状況についての情報を取得します。

パラメータ
summaryonly

返される配列に、セッションキャッシュの概要に加えて個々のキャッシュエントリの情報を含めるかどうか。
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返り値

セッションキャッシュについてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

total_cache_uptime - セッションキャッシュがアクティブになってからの経過秒数。
total_item_count - 現在セッションキャッシュに入っている要素の数。
is_local_cache - メタデータがローカルキャッシュ用のものである場合に true、 グローバルキャッシュ用のものである場合に false。
total_hit_count - キャッシュからファイルが取り出された回数。
total_miss_count - ファイルがキャッシュに見つからなかった回数。

scache_entries - キャッシュされているアイテムに関する情報を含む配列。

key_name - データを保存する際に使うキーの名前。
value_type - キーに関連づけて格納する値の型。
use_time - セッションキャッシュ内でアクセスされてからの経過秒数。
last_check - ファイルの変更をチェックされてからの経過秒数。
ttl_seconds - データをキャッシュ内に残す残り時間。0 は無制限。
age_seconds - データがキャッシュに追加されてからのおよその経過時間。
hitcount - キャッシュからファイルが取り出された回数。

例

例1 wincache_scache_info() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_scache_info());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [total_cache_uptime] => 17357
    [total_file_count] => 121
    [total_hit_count] => 36562
    [total_miss_count] => 201
    [scache_entries] => Array
        (
            [1] => Array
                (
                    [file_name] => c:\inetpub\wwwroot\checkcache.php
                    [add_time] => 17356
                    [use_time] => 7
                    [last_check] => 10
                    [hit_count] => 454
                    [function_count] => 0
                    [class_count] => 1
                )
            [2] => Array (...iterates for each cached file)
        )
)

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_scache_meminfo
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_scache_meminfo — セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

説明

array wincache_scache_meminfo ( void )

セッションキャッシュによるメモリ使用状況についての情報を取得します。

返り値
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セッションキャッシュのメモリ使用状況についてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

memory_total - セッションキャッシュ用に確保されたメモリのバイト数。
memory_free - セッションキャッシュで使える空きメモリのバイト数。
num_used_blks - セッションキャッシュが使っているメモリブロック数。
num_free_blks - セッションキャッシュで使える空きメモリブロック数。
memory_overhead - セッションキャッシュが内部的に使っているメモリのバイト数。

例

例1 wincache_scache_meminfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_scache_meminfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array 
( 
    [memory_total] => 5242880 
    [memory_free] => 5215056 
    [num_used_blks] => 6 
    [num_free_blks] => 3 
    [memory_overhead] => 176
) 

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ucache_add
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_add — 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する

説明

bool wincache_ucache_add ( mixed $key , mixed $value [, int $ttl = 0 ] )

変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加します。 追加された変数は、有効期限に達するか、 wincache_ucache_delete() あるいは wincache_ucache_clear() で削除されるまではキャッシュに残り続けます。

パラメータ
key

変数を格納するときに、この名前のキーを使います。 同じキーで既に変数が格納されているときは、この関数は失敗して FALSE を返します。 key は大文字小文字を区別します。同じキーがあっても値を上書きしたい場合は wincache_ucache_set() 関数をかわりに使いま
す。 key には name => value のペアの配列を渡すこともできます。 この場合は name がキーとなります。 この形式を使えば複数の値を一度の操作でキャッシュに格納できるので、競合状態になることを防げます。

value

格納したい変数の値。ファイルハンドルのようなリソース型以外のすべてのデータ型をサポートしています。 最初のパラメータが配列の場合は、このパラメータは無視されます。 一般的な指針として、key に配列を渡す場合は value を NULL にしておきましょう。
ttl

変数のキャッシュ内での生存時間を秒単位で指定します。 ttl で指定した秒数が経過すると、 格納されている変数はキャッシュから削除されます。 このパラメータのデフォルト値は 0 で、これは wincache_ucache_delete() あるいは wincache_ucache_clear() で明示的
に削除するまでキャッシュに残り続けることを意味します。

返り値

key が文字列のときは、成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

key が配列のときの返り値は、次のようになります。

配列内のすべての name => value ペアが設定できた場合は、空の配列を返します。
配列内の name => value ペアがひとつも設定できなかった場合は、FALSE を返します。
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成功したペアと失敗したペアがある場合は、ユーザキャッシュへの追加に失敗した name=>value ペアを含む配列を返します。

例

例1 wincache_ucache_add() で key を文字列にする例
<?php
$bar = 'BAR';
var_dump(wincache_ucache_add('foo', $bar));
var_dump(wincache_ucache_add('foo', $bar));
var_dump(wincache_ucache_get('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)
string(3) "BAR" 

例2 wincache_ucache_add() で key を配列にする例
<?php
$colors_array = array('green' => '5', 'Blue' => '6', 'yellow' => '7', 'cyan' => '8');
var_dump(wincache_ucache_add($colors_array));
var_dump(wincache_ucache_add($colors_array));
var_dump(wincache_ucache_get('Blue'));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(0) { } 
array(4) { 
  ["green"]=> int(-1) 
  ["Blue"]=> int(-1) 
  ["yellow"]=> int(-1) 
  ["cyan"]=> int(-1) 
} 
string(1) "6"

参考

wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ucache_cas
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_cas — 変数を古い値と比較して新しい値を代入する

説明

mixed wincache_ucache_cas ( string $key , long $old_value , long $new_value )

指定したキーの変数を old_value と比較し、 マッチした場合はそこに new_value を代入します。

パラメータ
key

変数をキャッシュに格納するときに使ったキーの名前。 key は大文字小文字を区別します。
old_value

ユーザキャッシュ内の key が指す変数の古い値。 この値は long 型でなければならず、 それ以外の場合はこの関数は FALSE を返します。
new_value

マッチしたときに key が指す変数に代入する新しい値。 この値は long 型でなければならず、 それ以外の場合はこの関数は FALSE を返します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_ucache_cas() の使用法
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<?php
wincache_ucache_set('counter', 2922);
var_dump(wincache_ucache_cas('counter', 2922, 1));
var_dump(wincache_ucache_get('counter'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true) 
int(1)

参考

wincache_ucache_inc() - キーに関連づけられた値を増加させる
wincache_ucache_dec() - キーに関連づけられた値を減少させる

wincache_ucache_clear
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_clear — ユーザキャッシュの中身全体を削除する

説明

bool wincache_ucache_clear ( void )

ユーザキャッシュに格納されているすべての値を消去/削除します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_ucache_clear() の使用法
<?php
wincache_ucache_set('green', 1);
wincache_ucache_set('red', 2);
wincache_ucache_set('orange', 4);
wincache_ucache_set('blue', 8);
wincache_ucache_set('cyan', 16);
$array1 = array('green', 'red', 'orange', 'blue', 'cyan');
var_dump(wincache_ucache_get($array1));
var_dump(wincache_ucache_clear());
var_dump(wincache_ucache_get($array1));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(5) { ["green"]=> int(1) 
           ["red"]=> int(2) 
           ["orange"]=> int(4) 
           ["blue"]=> int(8) 
           ["cyan"]=> int(16) } 
bool(true) 
bool(false) 

参考

wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_add() - 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ucache_dec
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_dec — キーに関連づけられた値を減少させる

説明

mixed wincache_ucache_dec ( string $key [, long $dec_by = 1 [, bool &$success ]] )

key に関連づけられた値を、1 あるいは dec_by で指定した数だけ減らします。
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パラメータ
key

変数をキャッシュに格納するときに使ったキーの名前。 key は大文字小文字を区別します。
dec_by

key に関連づけられた変数の減少幅。 浮動小数点数を指定した場合は、最も近い整数に丸められます。 key に関連づけられた変数は long 型でなければならず、 それ以外の場合はこの関数は失敗して FALSE を返します。
success

成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE が設定されます。

返り値

成功した場合に減少後の値、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_ucache_dec() の使用法
<?php
wincache_ucache_set('counter', 1);
var_dump(wincache_ucache_dec('counter', 2923, $success));
var_dump($success);
?>

上の例の出力は以下となります。
int(2922) 
bool(true)

参考

wincache_ucache_inc() - キーに関連づけられた値を増加させる
wincache_ucache_cas() - 変数を古い値と比較して新しい値を代入する

wincache_ucache_delete
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_delete — 変数をユーザキャッシュから削除する

説明

bool wincache_ucache_delete ( mixed $key )

key が指す要素をユーザキャッシュから削除します。

パラメータ
key

変数をキャッシュに格納するときに使ったキーの名前。 key は大文字小文字を区別します。 key にはキーの配列を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

key が配列のときは、配列の要素がどれも削除できなかった場合に FALSE を返します。それ以外の場合は、削除されたすべてのキーを含む配列を返します。

例

例1 wincache_ucache_delete() で key に文字列を使う例
<?php
wincache_ucache_set('foo', 'bar');
var_dump(wincache_ucache_delete('foo'));
var_dump(wincache_ucache_exists('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

例2 wincache_ucache_delete() で key に配列を使う例
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<?php
$array1 = array('green' => '5', 'blue' => '6', 'yellow' => '7', 'cyan' => '8');
wincache_ucache_set($array1);
$array2 = array('green', 'blue', 'yellow', 'cyan');
var_dump(wincache_ucache_delete($array2));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(4) { [0]=> string(5) "green" 
           [1]=> string(4) "Blue" 
           [2]=> string(6) "yellow" 
           [3]=> string(4) "cyan" } 

例3 wincache_ucache_delete() で key に配列を使い、いくつかの要素の削除に失敗する例
<?php
$array1 = array('green' => '5', 'blue' => '6', 'yellow' => '7', 'cyan' => '8');
wincache_ucache_set($array1);
$array2 = array('orange', 'red', 'yellow', 'cyan');
var_dump(wincache_ucache_delete($array2));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) { [0]=> string(6) "yellow" 
           [1]=> string(4) "cyan" }

参考

wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_add() - 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ucache_exists
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_exists — 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる

説明

bool wincache_ucache_exists ( string $key )

指定したキーの変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べます。

パラメータ
key

変数をキャッシュに格納するときに使ったキーの名前。 key は大文字小文字を区別します。

返り値

指定したキーの変数が存在する場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_ucache_exists() の使用法
<?php
if (!wincache_ucache_exists('green'))
    wincache_ucache_set('green', 1);
var_dump(wincache_ucache_exists('green'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)

参考

wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_add() - 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
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wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ucache_get
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_get — ユーザキャッシュに格納された変数を取得する

説明

mixed wincache_ucache_get ( mixed $key [, bool &$success ] )

ユーザキャッシュに格納された変数を取得します。

パラメータ
key

変数をキャッシュに格納するときに使ったキーの名前。 key は大文字小文字を区別します。 key にはキーの配列を指定することもできます。 その場合の返り値は、key 配列の各要素の値の配列となります。
success

成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE が設定されます。

返り値

key が文字列のときは、そのキーに格納された変数の値を返します。 success には、成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE が設定されます。

key が配列のときは、success には常に TRUE が設定されます。返される配列 (name => value のペア) には、取得に成功したペアだけが含まれます。指定したキーがひとつもユーザキャッシュから見つからなかった場合は 空の配列を返します。

例

例1 wincache_ucache_get() で key に文字列を使う例
<?php
wincache_ucache_add('color', 'blue');
var_dump(wincache_ucache_get('color', $success));
var_dump($success);
?>

上の例の出力は以下となります。
string(4) "blue"
bool(true)

例2 wincache_ucache_get() で key に配列を使う例
<?php
$array1 = array('green' => '5', 'Blue' => '6', 'yellow' => '7', 'cyan' => '8');
wincache_ucache_set($array1);
$array2 = array('green', 'Blue', 'yellow', 'cyan');
var_dump(wincache_ucache_get($array2, $success));
var_dump($success);
?>

上の例の出力は以下となります。
array(4) { ["green"]=> string(1) "5" 
           ["Blue"]=> string(1) "6" 
           ["yellow"]=> string(1) "7" 
           ["cyan"]=> string(1) "8" } 
bool(true) 

参考

wincache_ucache_add() - 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_ucache_inc
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_inc — キーに関連づけられた値を増加させる
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説明

mixed wincache_ucache_inc ( string $key [, long $inc_by = 1 [, bool &$success ]] )

key に関連づけられた値を、1 あるいは inc_by で指定した数だけ増やします。

パラメータ
key

変数をキャッシュに格納するときに使ったキーの名前。 key は大文字小文字を区別します。
inc_by

key に関連づけられた変数の増加幅。 浮動小数点数を指定した場合は、最も近い整数に丸められます。 key に関連づけられた変数は long 型でなければならず、 それ以外の場合はこの関数は失敗して FALSE を返します。
success

成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE が設定されます。

返り値

成功した場合に増加後の値、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_ucache_inc() の使用法
<?php
wincache_ucache_set('counter', 1);
var_dump(wincache_ucache_inc('counter', 2921, $success));
var_dump($success);
?>

上の例の出力は以下となります。
int(2922) 
bool(true)

参考

wincache_ucache_dec() - キーに関連づけられた値を減少させる
wincache_ucache_cas() - 変数を古い値と比較して新しい値を代入する

wincache_ucache_info
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_info — ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

説明

array wincache_ucache_info ([ bool $summaryonly = false [, string $key ]] )

ユーザキャッシュに格納されたデータについての情報を取得します。

パラメータ
summaryonly

返される配列に、ユーザキャッシュの概要に加えて個々のキャッシュエントリの情報を含めるかどうか。
key

ユーザキャッシュ内のエントリのキー。 これを指定すると、返される配列にはそのキャッシュエントリの情報だけを含むようになります。 これを指定せず、さらに summaryonly が false の場合は、 返される配列にはキャッシュ内のすべてのエントリについての情報を含む
ようになります。

返り値

ユーザキャッシュについてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

total_cache_uptime - ユーザキャッシュがアクティブになってからの経過秒数。
total_item_count - 現在ユーザキャッシュに入っている要素の数。
is_local_cache - メタデータがローカルキャッシュ用のものである場合に true、 グローバルキャッシュ用のものである場合に false。
total_hit_count - キャッシュからファイルが取り出された回数。
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total_miss_count - ファイルがキャッシュに見つからなかった回数。

ucache_entries - キャッシュされているアイテムに関する情報を含む配列。

key_name - データを保存する際に使うキーの名前。
value_type - キーに関連づけて格納する値の型。
use_time - ユーザキャッシュ内でアクセスされてからの経過秒数。
last_check - ファイルの変更をチェックされてからの経過秒数。
is_session - indicates if the data is a session variable
ttl_seconds - データをキャッシュ内に残す残り時間。0 は無制限。
age_seconds - データがキャッシュに追加されてからのおよその経過時間。
hitcount - キャッシュからファイルが取り出された回数。

例

例1 wincache_ucache_info() の使用
<?php
wincache_ucache_get('green');
wincache_ucache_set('green', 2922);
wincache_ucache_get('green');
wincache_ucache_get('green');
wincache_ucache_get('green');
print_r(wincache_ucache_info());
?>

上の例の出力は以下となります。
Array 
( ["total_cache_uptime"] => int(0)
  ["is_local_cache"] => bool(false)
  ["total_item_count"] => int(1) 
  ["total_hit_count"] => int(3) 
  ["total_miss_count"] => int(1) 
  ["ucache_entries"] => Array(1) 
    ( [1] => Array(6)
      ( 
        ["key_name"] => string(5) "green"
        ["value_type"] => string(4) "long" 
        ["is_session"] => int(0) 
        ["ttl_seconds"] => int(0)
        ["age_seconds"] => int(0)
        ["hitcount"] => int(3) 
       ) 
    ) 
)

参考

wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo() - opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_ucache_meminfo
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_meminfo — ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

説明

array wincache_ucache_meminfo ( void )

ユーザキャッシュによるメモリ使用状況についての情報を取得します。

返り値

ユーザキャッシュのメモリ使用状況についてのメタデータの配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します

この関数が返す配列には次の要素が含まれます。

memory_total - ユーザキャッシュ用に確保されたメモリのバイト数。
memory_free - ユーザキャッシュで使える空きメモリのバイト数。
num_used_blks - ユーザキャッシュが使っているメモリブロック数。
num_free_blks - ユーザキャッシュで使える空きメモリブロック数。
memory_overhead - ユーザキャッシュが内部的に使っているメモリのバイト数。
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例

例1 wincache_ucache_meminfo() の例
<pre>
<?php
print_r(wincache_ucache_meminfo());
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array 
( 
    [memory_total] => 5242880 
    [memory_free] => 5215056 
    [num_used_blks] => 6 
    [num_free_blks] => 3 
    [memory_overhead] => 176
) 

参考

wincache_fcache_fileinfo() - ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo() - ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ocache_fileinfo() - opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_rplist_fileinfo() - ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo() - ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed() - キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo() - セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する

wincache_ucache_set
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_ucache_set — 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする

説明

bool wincache_ucache_set ( mixed $key , mixed $value [, int $ttl = 0 ] )

変数をユーザキャッシュに追加します。変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きします。 追加あるいは更新された変数は、有効期限に達するか、 wincache_ucache_delete() あるいは wincache_ucache_clear() で削除されるまではキャッシュに残り続けます。

パラメータ
key

変数を格納するときに、この名前のキーを使います。 同じキーで既に変数が格納されているときは、元の値を新しい値で上書きします。 key には name => value のペアの配列を渡すこともできます。 この場合は name がキーとなります。 この形式を使えば複数の値を一
度の操作でキャッシュに格納できるので、競合状態になることを防げます。

value

格納したい変数の値。ファイルハンドルのようなリソース型以外のすべてのデータ型をサポートしています。 最初のパラメータが配列の場合は、このパラメータは無視されます。 一般的な指針として、key に配列を渡す場合は value を NULL にしておきましょう。
ttl

変数のキャッシュ内での生存時間を秒単位で指定します。 ttl で指定した秒数が経過すると、 格納されている変数はキャッシュから削除されます。 このパラメータのデフォルト値は 0 で、これは wincache_ucache_delete() あるいは wincache_ucache_clear() で明示的
に削除するまでキャッシュに残り続けることを意味します。

返り値

key が文字列のときは、成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

key が配列のときの返り値は、次のようになります。

配列内のすべての name => value ペアが設定できた場合は、空の配列を返します。
配列内の name => value ペアがひとつも設定できなかった場合は、FALSE を返します。
成功したペアと失敗したペアがある場合は、ユーザキャッシュへの追加に失敗した name=>value ペアを含む配列を返します。

例

例1 wincache_ucache_set() で key を文字列にする例
<?php
$bar = 'BAR';
var_dump(wincache_ucache_set('foo', $bar));
var_dump(wincache_ucache_get('foo'));
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$bar1 = 'BAR1';
var_dump(wincache_ucache_set('foo', $bar1));
var_dump(wincache_ucache_get('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
string(3) "BAR"
bool(true)
string(3) "BAR1"

例2 wincache_ucache_set() で key を配列にする例
<?php
$colors_array = array('green' => '5', 'Blue' => '6', 'yellow' => '7', 'cyan' => '8');
var_dump(wincache_ucache_set($colors_array));
var_dump(wincache_ucache_set($colors_array));
var_dump(wincache_ucache_get('Blue'));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(0) {}
array(0) {}
string(1) "6"

参考

wincache_ucache_add() - 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

wincache_unlock
(PECL wincache >= 1.1.0)

wincache_unlock — 指定したキーの排他ロックを解放する

説明

bool wincache_unlock ( string $key )

指定したキーに対して、wincache_lock() を使って取得した排他ロックを解放します。 別のプロセスがこのキーに対するロックをブロックされて待機している場合は、 そのプロセスがロックを取得できるようになります。

警告

wincache_lock() および wincache_unlock() を使っていると、FastCGI のようなマルチプロセス環境において PHP スクリプトがデッドロックを引き起こすことがあります。 本当にそれが必要である場合でない限り、これらの関数は使わないようにしましょう。 キャッシュ上
でのさまざまな操作の大半は、これらの関数を使う必要のないものです。

パラメータ
key

ロックを解放したいキャッシュ内のキーの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 wincache_unlock() の使用
<?php
$fp = fopen("/tmp/lock.txt", "r+");
if (wincache_lock(“lock_txt_lock”)) { // 排他ロックを確保します
    ftruncate($fp, 0); // ファイルを切り詰めます
    fwrite($fp, "Write something here\n");
    wincache_unlock(“lock_txt_lock”); // ロックを解放します
} else {
    echo "Couldn't get the lock!";
}
fclose($fp);
?>

参考

wincache_lock() - 指定したキーで排他ロックを確保する
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wincache_ucache_set() - 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_ucache_get() - ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_delete() - 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_clear() - ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_exists() - 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_meminfo() - ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_info() - ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_info() - セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する

目次
wincache_fcache_fileinfo — ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo — ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_lock — 指定したキーで排他ロックを確保する
wincache_ocache_fileinfo — opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo — opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed — キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_rplist_fileinfo — ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo — ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_scache_info — セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo — セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_add — 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_cas — 変数を古い値と比較して新しい値を代入する
wincache_ucache_clear — ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_dec — キーに関連づけられた値を減少させる
wincache_ucache_delete — 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_exists — 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_get — ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_inc — キーに関連づけられた値を増加させる
wincache_ucache_info — ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ucache_meminfo — ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_set — 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_unlock — 指定したキーの排他ロックを解放する

Windows でのビルド
目次

要件
コンパイルおよびビルド
ビルドの検証

要件
WinCache 拡張モジュールのビルドには、以下が必要です。

1. PHP のソースコード
2. PHP のビルド環境
3. WinCache のソースコード

最初のふたつについては、 » Windows での PHP のビルド に書かれている手順に従いましょう。

WinCache のソースコードは、 PECL 拡張モジュールをダウンロードする に書かれている指示に従って取得します。

コンパイルおよびビルド
WinCache を Windows OS 上でコンパイル・ビルドする手順は次のとおりです。

1. PHP のビルドに使うコマンドプロンプトを開く

2. PHP ソースのルートフォルダに移動する

3. 次のコマンドを実行する
cscript.exe win32\build\buildconf.js

http://wiki.php.net/internals/windows/stepbystepbuild
http://wiki.php.net/internals/windows/stepbystepbuild
http://wiki.php.net/internals/windows/stepbystepbuild
http://wiki.php.net/internals/windows/stepbystepbuild
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4. 次のコマンドを実行する
configure.bat --help

この出力には新しいフラグ --enable-wincache が含まれています。

5. 次のコマンドを実行する
configure.js [all options used to build PHP] --enable-wincache

--enable-wincache は、WinCache 拡張モジュールを正しくビルドするために必要な唯一の追加オプションです。 このオプションは、WinCache をビルドして PHP の dll にスタティックリンクします。 WinCache 拡張モジュールを単体の DLL とｈしてビルドするに
は、オプション --enable-wincache=shared を指定します。

6. 次のコマンドを実行する
nmake

ビルドの検証
WinCache が正しくビルドできたことを確かめる手順は次のとおりです。

1. PHP のバイナリがビルドされたフォルダに移動する

2. 次のコマンドを実行する
php.exe -n -d extension=php_wincache.dll -re wincache

WinCache が正しくビルドされていれば、このコマンドは WinCache がサポートする INI ディレクティブと関数の一覧を出力します。

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
WinCache 統計スクリプト
WinCache セッションハンドラ
WinCache 関数への切り替え
リソース型

定義済み定数
WinCache 関数

wincache_fcache_fileinfo — ファイルキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_fcache_meminfo — ファイルキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_lock — 指定したキーで排他ロックを確保する
wincache_ocache_fileinfo — opcode キャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ocache_meminfo — opcode キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_refresh_if_changed — キャッシュされたファイルのキャッシュエントリをリフレッシュする
wincache_rplist_fileinfo — ファイルパス解決キャッシュについての情報を取得する
wincache_rplist_meminfo — ファイルパス解決キャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_scache_info — セッションキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_scache_meminfo — セッションキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_add — 変数が既にキャッシュに存在しない場合にのみ変数をユーザキャッシュに追加する
wincache_ucache_cas — 変数を古い値と比較して新しい値を代入する
wincache_ucache_clear — ユーザキャッシュの中身全体を削除する
wincache_ucache_dec — キーに関連づけられた値を減少させる
wincache_ucache_delete — 変数をユーザキャッシュから削除する
wincache_ucache_exists — 変数がユーザキャッシュに存在するかどうかを調べる
wincache_ucache_get — ユーザキャッシュに格納された変数を取得する
wincache_ucache_inc — キーに関連づけられた値を増加させる
wincache_ucache_info — ユーザキャッシュにキャッシュされたファイルについての情報を取得する
wincache_ucache_meminfo — ユーザキャッシュのメモリ使用状況についての情報を取得する
wincache_ucache_set — 変数をユーザキャッシュに追加し、変数が既にキャッシュに存在する場合はそれを上書きする
wincache_unlock — 指定したキーの排他ロックを解放する

Windows でのビルド
要件
コンパイルおよびビルド
ビルドの検証

APC — Alternative PHP Cache
導入
インストール/設定
定義済み定数
APC 関数
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APCIterator — APCIterator クラス
APD — Advanced PHP debugger

導入
インストール/設定
定義済み定数
例
APD 関数

bcompiler — PHP バイトコードコンパイラ
導入
インストール/設定
定義済み定数
bcompiler 関数

エラー処理 — エラー処理およびログ記録
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
エラー処理関数

htscanner — すべての SAPI での htaccess 風機能のサポート
導入
インストール/設定

inclued — インクルード階層ビューア
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
inclued 関数

PHP Options/Info — PHP オプションと情報
導入
インストール/設定
定義済み定数
PHP オプション/情報 関数

Memtrack
導入
インストール/設定
定義済み定数
例

オブジェクトのオーバーロード — オブジェクトプロパティとメソッドコールのオーバーロード
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
オブジェクトのオーバーロード 関数

出力制御 — 出力バッファリング制御
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
出力制御 関数

runkit
導入
定義済み定数
インストール/設定
runkit 関数

scream — エラー抑制演算子の無効化
導入
インストール/設定
例

WinCache — PHP 用の Windows キャッシュ
導入
インストール/設定
定義済み定数
WinCache 関数
Windows でのビルド

音声フォーマットの操作
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ID3 タグ

導入
これらの関数は、ID3 タグの読み込みや操作を行います。 ID3 タグは MP3 ファイルで使用されており、曲のタイトルや 演奏者、アルバム名、ジャンル、年、トラック番号といった情報が 格納されています。

バージョン 0.2 以降では、ID3 v2.2+ タグのテキストフレームを 抽出できるようになりました。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/id3.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済みの定数
ほとんどの id3 関数は、使用時にタグのバージョンを指定したり、タグの バージョンを結果として返したりします。タグのバージョンを指定するには、 これらの定数を使用してください。

ID3_V1_0 (integer)
ID3_V1_0 は、 ID3 V1.0 タグを利用する場合に用います。このタグには title、artist、album、genre、year および comment といったフィールドが含まれます。

ID3_V1_1 (integer)
ID3_V1_1 は、 ID3 V1.1 タグを利用する場合に用います。このタグには v1.0 タグのすべての情報に加えてトラック番号が含まれます。

ID3_V2_1 (integer)
ID3_V2_1 は、 ID3 V2.1 タグを利用する場合に用います。

ID3_V2_2 (integer)
ID3_V2_2 は、 ID3 V2.2 タグを利用する場合に用います。

ID3_V2_3 (integer)
ID3_V2_3 は、 ID3 V2.3 タグを利用する場合に用います。

ID3_V2_4 (integer)
ID3_V2_4 は、 ID3 V2.4 タグを利用する場合に用います。

ID3_BEST (integer)
ID3_BEST は、 どのバージョンのタグを使用するのかを id3 関数自身に決定させる場合に 用います。

http://pecl.php.net/package/id3
http://pecl.php.net/package/id3
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ID3 関数

id3_get_frame_long_name
(PECL id3 >= 0.2)

id3_get_frame_long_name — ID3v2 フレームの長い名前を取得する

説明

string id3_get_frame_long_name ( string $frameId )

id3_get_frame_long_name() は、 ID3v2 フレームの長い名前を返します。

パラメータ
frameId

ID3v2 フレーム。

返り値

フレームの長い名前、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 id3_get_frame_long_name() の例
<?php
$longName = id3_get_frame_long_name("TOLY");
echo $longName;
?>

上の例の出力は以下となります。
Original lyricist(s)/text writer(s)

参考

id3_get_frame_short_name() - ID3v2 フレームの短い名前を取得する

id3_get_frame_short_name
(PECL id3 >= 0.2)

id3_get_frame_short_name — ID3v2 フレームの短い名前を取得する

説明

string id3_get_frame_short_name ( string $frameId )

id3_get_frame_short_name() は、 ID3v2 フレームの短い名前を返します。

パラメータ
frameId

ID3v2 フレーム。

返り値

フレームの短い名前、あるいはエラー時に FALSE を返します。

id3_get_frame_short_name() が返す値は、 id3_get_tag() の返す配列で用いられます。

例

例1 id3_get_frame_short_name() の例
<?php
$shortName = id3_get_frame_short_name("TOLY");
echo $shortName;
?>
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上の例の出力は以下となります。
originalLyricist

参考

id3_get_frame_long_name() - ID3v2 フレームの長い名前を取得する

id3_get_genre_id
(PECL id3 >= 0.1)

id3_get_genre_id — ジャンルの ID を取得する

説明

int id3_get_genre_id ( string $genre )

id3_get_genre_id() は、ジャンルの ID を返します。

パラメータ
genre

0 から 147 までの整数値。

返り値

ジャンルの ID あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 id3_get_genre_id() の例
<?php
$id = id3_get_genre_id("Alternative");
echo $id;
?>

上の例の出力は以下となります。
20

参考

id3_get_genre_name() - ジャンル ID に対応する名前を取得する
id3_get_genre_list() - 使用可能なジャンルの一覧を取得する

id3_get_genre_list
(PECL id3 >= 0.1)

id3_get_genre_list — 使用可能なジャンルの一覧を取得する

説明

array id3_get_genre_list ( void )

id3_get_genre_list() は、ID3 タグに格納されている すべてのジャンルを配列で返します。この一覧は Eric Kemp によって作成されたもので、後に WinAmp によって拡張されました。

この関数は、選択可能なジャンルの一覧を利用者に提供するのに便利です。 ID3 タグを更新する際には、ジャンルは 0 から 147 までの整数値で 指定しなければなりません。

返り値

ID3 タグに格納されているすべてのジャンルを含む配列を返します。

例

例1 id3_get_genre_list() の例
<?php
$genres = id3_get_genre_list();
print r($genres);
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?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Blues
    [1] => Classic Rock
    [2] => Country
    [3] => Dance
    [4] => Disco
    [5] => Funk
    [6] => Grunge
    [7] => Hip-Hop
    [8] => Jazz
    [9] => Metal
    [10] => New Age
    [11] => Oldies
    [12] => Other
    [13] => Pop
    [14] => R&B
    [15] => Rap
    [16] => Reggae
    [17] => Rock
    [18] => Techno
    [19] => Industrial
    [20] => Alternative
    [21] => Ska
    [22] => Death Metal
    [23] => Pranks
    [24] => Soundtrack
    [25] => Euro-Techno
    [26] => Ambient
    [27] => Trip-Hop
    [28] => Vocal
    [29] => Jazz+Funk
    [30] => Fusion
    [31] => Trance
    [32] => Classical
    [33] => Instrumental
    [34] => Acid
    [35] => House
    [36] => Game
    [37] => Sound Clip
    [38] => Gospel
    [39] => Noise
    [40] => Alternative Rock
    [41] => Bass
    [42] => Soul
    [43] => Punk
    [44] => Space
    [45] => Meditative
    [46] => Instrumental Pop
    [47] => Instrumental Rock
    [48] => Ethnic
    [49] => Gothic
    [50] => Darkwave
    [51] => Techno-Industrial
    [52] => Electronic
    [53] => Pop-Folk
    [54] => Eurodance
    [55] => Dream
    [56] => Southern Rock
    [57] => Comedy
    [58] => Cult
    [59] => Gangsta
    [60] => Top 40
    [61] => Christian Rap
    [62] => Pop/Funk
    [63] => Jungle
    [64] => Native US
    [65] => Cabaret
    [66] => New Wave
    [67] => Psychadelic
    [68] => Rave
    [69] => Showtunes
    [70] => Trailer
    [71] => Lo-Fi
    [72] => Tribal
    [73] => Acid Punk
    [74] => Acid Jazz
    [75] => Polka
    [76] => Retro
    [77] => Musical
    [78] => Rock & Roll
    [79] => Hard Rock
    [80] => Folk
    [81] => Folk-Rock
    [82] => National Folk
    [83] => Swing
    [84] => Fast Fusion
    [85] => Bebob
    [86] => Latin
    [87] => Revival
    [88] => Celtic
    [89] => Bluegrass
    [90] => Avantgarde
    [91] => Gothic Rock
    [92] => Progressive Rock
    [93] => Psychedelic Rock
    [94] => Symphonic Rock
    [95] => Slow Rock
    [96] => Big Band
    [97] => Chorus
    [98] => Easy Listening
    [99] => Acoustic
    [100] => Humour
    [101] => Speech
    [102] => Chanson
    [103] => Opera
    [104] => Chamber Music
    [105] => Sonata
    [106] => Symphony
    [107] => Booty Bass
    [108] => Primus
    [109] => Porn Groove
    [110] => Satire
    [111] => Slow Jam
    [112] => Club
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    [113] => Tango
    [114] => Samba
    [115] => Folklore
    [116] => Ballad
    [117] => Power Ballad
    [118] => Rhytmic Soul
    [119] => Freestyle
    [120] => Duet
    [121] => Punk Rock
    [122] => Drum Solo
    [123] => Acapella
    [124] => Euro-House
    [125] => Dance Hall
    [126] => Goa
    [127] => Drum & Bass
    [128] => Club-House
    [129] => Hardcore
    [130] => Terror
    [131] => Indie
    [132] => BritPop
    [133] => Negerpunk
    [134] => Polsk Punk
    [135] => Beat
    [136] => Christian Gangsta
    [137] => Heavy Metal
    [138] => Black Metal
    [139] => Crossover
    [140] => Contemporary C
    [141] => Christian Rock
    [142] => Merengue
    [143] => Salsa
    [144] => Thrash Metal
    [145] => Anime
    [146] => JPop
    [147] => SynthPop
)

参考

id3_get_genre_name() - ジャンル ID に対応する名前を取得する
id3_get_genre_id() - ジャンルの ID を取得する

id3_get_genre_name
(PECL id3 >= 0.1)

id3_get_genre_name — ジャンル ID に対応する名前を取得する

説明

string id3_get_genre_name ( int $genre_id )

id3_get_genre_name() は、ジャンル ID に対応する名前を返します。

パラメータ
genre_id

0 から 147 までの整数値。

返り値

名前を文字列で返します。

例

例1 id3_get_genre_name() の例
<?php
$genre = id3_get_genre_name(20);
echo $genre;
?>

上の例の出力は以下となります。
Alternative

参考

id3_get_genre_list() - 使用可能なジャンルの一覧を取得する
id3_get_genre_id() - ジャンルの ID を取得する

id3_get_tag
(PECL id3 >= 0.1)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

id3_get_tag — ID3 タグに含まれるすべての情報を取得する

説明

array id3_get_tag ( string $filename [, int $version = ID3_BEST ] )

id3_get_tag() は、指定したファイルの ID3 タグに 含まれるすべての情報を取得するために使用されます。

パラメータ
filename

MP3 ファイルへのパス。

ファイル名のかわりに、ストリームリソースを渡すことも可能です。
version

MP3 ファイルがバージョン 1.x およびバージョン 2.x の両方のタグを 含んでいる場合に、タグのバージョンを指定します。

バージョン 0.2 以降、id3_get_tag() は ID3 タグのバージョン 2.2、2.3 および 2.4 にも対応するようになりました。 これらのタグに関する情報を取得するには、2 番目の引数に ID3_V2_2、ID3_V2_3 あるいは ID3_V2_4 のいずれかの定数を指定します。 ID3 v2.x タ
グは、ID3 v1.x タグに比べてはるかに多くの情報を MP3 ファイルに含めることが可能です。

返り値

title や artist といったキーを含む連想配列を返します。

genre には 0 から 147 までの整数値が格納されています。 id3_get_genre_name() を使用することで、 この数値をジャンル名に変換することが可能です。

例

例1 id3_get_tag() の例
<?php
$tag = id3_get_tag( "path/to/example.mp3" );
print_r($tag);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [title] => DN-38416
    [artist] => Re:\Legion
    [album] => Reflections
    [year] => 2004
    [genre] => 19
)

例2 id3_get_tag() の例
<?php
$tag = id3_get_tag( "path/to/example2.mp3", ID3_V2_3 );
print_r($tag);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [copyright] => Dirty Mac
    [originalArtist] => Dirty Mac
    [composer] => Marcus G ze
    [artist] => Dirty Mac
    [title] => Little Big Man
    [album] => Demo-Tape
    [track] => 5/12
    [genre] => (17)Rock
    [year] => 2001
)

参考

id3_set_tag() - ID3 タグに格納されている情報を更新する
id3_remove_tag() - 既存の ID3 タグを削除する
id3_get_version() - ID3 タグのバージョンを取得する

id3_get_version
(PECL id3 >= 0.1)

id3_get_version — ID3 タグのバージョンを取得する

説明
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int id3_get_version ( string $filename )

id3_get_version() は、MP3 ファイル内の ID3 タグのバージョンを取得します。

あるファイルが ID3 v1.1 タグを含んでいるのなら、そのファイルは 常に 1.0 タグも含んでいます。というのも、バージョン 1.1 は単に 1.0 を拡張したものであるからです。

パラメータ
filename

MP3 ファイルへのパス。

ファイル名のかわりに、ストリームリソースを渡すことも可能です。

返り値

MP3 ファイル内の ID3 タグのバージョンを返します。 ID3 v1.x のタグおよび v2.x のタグを同時に保持することも可能なので、 この関数の返す値を利用する際には 定義済みの定数 ID3_V1_0、 ID3_V1_1 および ID3_V2 とのビット比較を行わなければなりません。

例

例1 id3_get_version() の例
<?php
$version = id3_get_version( "path/to/example.mp3" );
if ($version & ID3_V1_0) {
    echo "1.x タグを含んでいます\n";
}
if ($version & ID3_V1_1) {
    echo "1.1 タグを含んでいます\n";
}
if ($version & ID3_V2) {
    echo "2.x タグを含んでいます\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

1.x タグを含んでいます
1.1 タグを含んでいます

参考

id3_set_tag() - ID3 タグに格納されている情報を更新する
id3_get_tag() - ID3 タグに含まれるすべての情報を取得する
id3_remove_tag() - 既存の ID3 タグを削除する

id3_remove_tag
(PECL id3 >= 0.1)

id3_remove_tag — 既存の ID3 タグを削除する

説明

bool id3_remove_tag ( string $filename [, int $version = ID3_V1_0 ] )

id3_remove_tag() は、ID3 タグに格納されている 情報を削除するために使用されます。

パラメータ
filename

MP3 ファイルへのパス。

ファイル名のかわりに、ストリームリソースを渡すことも可能です。
version

MP3 ファイルにはバージョン 1.x および 2.x のタグを両方含められるので、 ここでタグのバージョンを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 id3_remove_tag() の例
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<?php
$result = id3_remove_tag( "path/to/example.mp3", ID3_V1_0 );
if ($result === true) {
    echo "タグが正常に削除されました\n";
}
?>

ファイルが書き込み可能であり、かつ 1.0 タグを含んでいる場合は この例の出力は次のようになります。

タグが正常に削除されました

注意

注意: 現時点では id3_remove_tag() がサポートしているのは バージョン 1.0 および 1.1 のみです。ファイルが 1.1 のタグを 含んでいるときに 1.0 のタグを削除しようとすると、この (1.1 の) タグが削除されます。というのも、v1.1 は単に 1.0 を拡張したものだ
からです。

参考

id3_set_tag() - ID3 タグに格納されている情報を更新する
id3_get_tag() - ID3 タグに含まれるすべての情報を取得する
id3_get_version() - ID3 タグのバージョンを取得する

id3_set_tag
(PECL id3 >= 0.1)

id3_set_tag — ID3 タグに格納されている情報を更新する

説明

bool id3_set_tag ( string $filename , array $tag [, int $version = ID3_V1_0 ] )

id3_set_tag() は、ID3 タグに格納されている情報を 変更するために使用されます。タグが存在しない場合は、新たに追加されます。

パラメータ
filename

MP3 ファイルへのパス。

ファイル名のかわりに、ストリームリソースを渡すことも可能です。
tag

タグのキーと値を含む連想配列。

連想配列の中で使用できるキーは以下のようになります。

連想配列内のキー
キー とりうる値 使用可能なバージョン

title 最大 30 文字までの文字列 v1.0, v1.1
artist 最大 30 文字までの文字列 v1.0, v1.1
album 最大 30 文字までの文字列 v1.0, v1.1
year 4 桁の数値 v1.0, v1.1
genre 0 から 147 までの整数値 v1.0, v1.1
comment最大 30 文字 (v1.1 では 28 文字) までの文字列 v1.0, v1.1
track 0 から 255 までの整数値 v1.1

version

MP3 ファイルにはバージョン 1.x および 2.x のタグを両方含められるので、 ここでタグのバージョンを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 id3_set_tag() の例
<?php
$data = array(
              "title" => "Re:Start",
              "artist" => "Re:\Legion",
              "comment" => "A nice track"
             );
$result = id3_set_tag( "path/to/example.mp3", $data, ID3_V1_0 );
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if ($result === true) {
    echo "タグが正常に更新されました\n";
}
?>

ファイルが書き込み可能な場合、 この例の出力は次のようになります。

タグが正常に更新されました

注意

注意: 現時点では id3_set_tag() がサポートしているのは バージョン 1.0 および 1.1 のみです。

参考

id3_remove_tag() - 既存の ID3 タグを削除する
id3_get_tag() - ID3 タグに含まれるすべての情報を取得する
id3_get_version() - ID3 タグのバージョンを取得する

目次
id3_get_frame_long_name — ID3v2 フレームの長い名前を取得する
id3_get_frame_short_name — ID3v2 フレームの短い名前を取得する
id3_get_genre_id — ジャンルの ID を取得する
id3_get_genre_list — 使用可能なジャンルの一覧を取得する
id3_get_genre_name — ジャンル ID に対応する名前を取得する
id3_get_tag — ID3 タグに含まれるすべての情報を取得する
id3_get_version — ID3 タグのバージョンを取得する
id3_remove_tag — 既存の ID3 タグを削除する
id3_set_tag — ID3 タグに格納されている情報を更新する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済みの定数
ID3 関数

id3_get_frame_long_name — ID3v2 フレームの長い名前を取得する
id3_get_frame_short_name — ID3v2 フレームの短い名前を取得する
id3_get_genre_id — ジャンルの ID を取得する
id3_get_genre_list — 使用可能なジャンルの一覧を取得する
id3_get_genre_name — ジャンル ID に対応する名前を取得する
id3_get_tag — ID3 タグに含まれるすべての情報を取得する
id3_get_version — ID3 タグのバージョンを取得する
id3_remove_tag — 既存の ID3 タグを削除する
id3_set_tag — ID3 タグに格納されている情報を更新する

KTaglib

導入
KTaglib は、KDE プロジェクトが Amarok などで使っている tablib ライブラリへのオブジェクト指向のバインディングです。 ID3 タグおよび Ogg タグの読み書きを行います。このライブラリは、音声情報にもアクセスすることができます。 このバインディングは、元となっ
ている C++ の API にしたがって作られていますが、 より PHP らしく扱えるように変更が加えられています。

注意:

現時点では、ktaglib は ID3v1 および ID3v2 タグの読み書きが可能です。

インストール/設定
目次

要件
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インストール手順

要件
ktaglib をビルドするには、少なくとも taglib 1.5 以降がインストールされている必要があります。 taglib を取得するには » taglib プロジェクトのページ を参照ください。 Windows 用の DLL は taglib を静的に組み込んでビルドされているので、taglib をインストールする
必要はありません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/ktaglib.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

KTaglib ではクラス定数を使用しています。 ほとんどの定数は、Taglib の列挙値や定数に対応しています。

KTaglib_MPEG_Header::Version1 (integer)
ID3 バージョン 1.0

KTaglib_MPEG_Header::Version2 (integer)
ID3 バージョン 2.0

KTaglib_MPEG_Header::Version2_5 (integer)
ID3 バージョン 2.5

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Other (integer)
Picture type Other

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::FileIcon (integer)
Picture type FileIcon

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::OtherFileIcon (integer)
Picture type OtherFileIcon

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::FrontCover (integer)
Picture type FrontCover

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::BackCover (integer)
Picture type BackCover

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::LeafletPage (integer)
Picture type LeafletPage

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Media (integer)
Picture type Media

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::LeadArtist (integer)
Picture type LeadArtist

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Artist (integer)
Picture type Artist

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Conductor (integer)
Picture type Condutor

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Band (integer)
Picture type Band

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Composer (integer)
Picture type Composer

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Lyricist (integer)
Picture type Lyricist

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::RecordingLocation (integer)
Picture type RecordingLocation

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::DuringRecording (integer)
Picture type DuringRecording

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::DuringPerformance (integer)
Picture type DuringPerformance

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::MovieScreenCapture (integer)
Picture type MovieScreenCapture

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::ColouredFish (integer)
Picture type ColouredFish

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::Illustration (integer)
Picture type Illustration

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::BandLogo (integer)
Picture type BandLogo

http://developer.kde.org/~wheeler/taglib.html
http://developer.kde.org/~wheeler/taglib.html
http://pecl.php.net/package/ktaglib
http://pecl.php.net/package/ktaglib
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KTagLib_MPEG_File クラス
導入
MPEG ファイルを表します。MPEG には ID3v1、ID3v2 タグと音声プロパティを含めることができます。

Class synopsis
KTagLib_MPEG_File {
}

KTaglib_MPEG_File::__construct
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_File::__construct — 新しいファイルをオープンする

説明

KTaglib_MPEG_File::__construct() ( string $filename )

新しい MPEG ファイルをオープンします。

パラメータ
filename

読み込むファイル。

例

例1 新しい MP3 ファイルのオープンと読み込み
<?php
$mpeg = new KTaglib_MPEG_File('example.mp3');
echo $mpeg->getID3v1Tag()->getTitle();
?>

KTaglib_MPEG_File::getAudioProperties
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_File::getAudioProperties — 音声プロパティへのアクセス機能を持つオブジェクトを返す

説明

public KTaglib_MPEG_File: KTaglib_MPEG_File::getAudioProperties ( void )

mpeg ファイルの音声プロパティへのアクセス機能を持つオブジェクトを返します。

返り値

KTaglib_MPEG_AudioProperties オブジェクトあるいは false を返します。

KTaglib_MPEG_File::getID3v1Tag
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_File::getID3v1Tag — ID3v1 タグを表すオブジェクトを返す

説明

public KTaglib_ID3v1_Tag KTaglib_MPEG_File::getID3v1Tag ([ bool $create = false ] )

ID3v1 タグを表すオブジェクトを返します。 これを使用して、ID3v1 タグに関する情報を取得します。

返り値
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KTaglib_MPEG_ID3v1Tag オブジェクト、あるいは ID3v1 タグが存在しない場合に false を返します。

KTaglib_MPEG_File::getID3v2Tag
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_File::getID3v2Tag — ID3v2 オブジェクトを返す

説明

public KTaglib_ID3v2_Tag KTaglib_MPEG_File::getID3v2Tag ([ bool $create = false ] )

mpeg ファイルの ID3v2 オブジェクトを返します。ID3v2 タグが存在しない場合は KTaglib_TagNotFoundException がスローされます。

返り値

MPEG ファイルの KTaglib_ID3v2_Tag オブジェクト、あるいは ID3v2 タグが存在しない場合に false を返します。

目次
KTaglib_MPEG_File::__construct — 新しいファイルをオープンする
KTaglib_MPEG_File::getAudioProperties — 音声プロパティへのアクセス機能を持つオブジェクトを返す
KTaglib_MPEG_File::getID3v1Tag — ID3v1 タグを表すオブジェクトを返す
KTaglib_MPEG_File::getID3v2Tag — ID3v2 オブジェクトを返す

KTaglib_MPEG_AudioProperties クラス
導入
MPEG ファイルの音声プロパティ、たとえば長さやビットレート、サンプルレートなどを表します。

Class synopsis
KTaglib_MPEG_AudioProperties {
}

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getBitrate
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getBitrate — MPEG ファイルのビットレートを返す

説明

public int KTaglib_MPEG_AudioProperties::getBitrate ( void )

MPEG ファイルのビットレートを返します。

返り値

ビットレートを整数値で返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getChannels
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getChannels — MPEG ファイルのチャンネル数を返す

説明

public int KTaglib_MPEG_AudioProperties::getChannels ( void )
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MPEG ファイルのチャンネル数を返します。

返り値

チャンネル数を整数値で返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLayer
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLayer — MPEG ファイルのレイヤを返す

説明

public int KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLayer ( void )

MPEG ファイルのレイヤ (通常は 3 で、これは MP3 を意味します) を返します。

返り値

レイヤを整数値で返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLength
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLength — MPEG ファイルの長さを返す

説明

public int KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLength ( void )

MPEG ファイルの長さを返します。

返り値

長さを整数値で返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getSampleBitrate
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getSampleBitrate — MPEG ファイルのサンプルビットレートを返す

説明

public int KTaglib_MPEG_AudioProperties::getSampleBitrate ( void )

MPEG ファイルのサンプルビットレートを返します。

返り値

サンプルビットレートを整数値で返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getVersion
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::getVersion — MPEG ファイルのバージョンを返す

説明

public int KTaglib_MPEG_AudioProperties::getVersion ( void )
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MPEG ファイルヘッダのバージョンを返します。とりうる値は Tag_MPEG_Header で定義されています (バージョン 1、バージョン 2、バージョン 2.5)。

返り値

バージョンを返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::isCopyrighted
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::isCopyrighted — MPEG ファイルが著作権で保護されているかどうかを返す

説明

public bool KTaglib_MPEG_AudioProperties::isCopyrighted ( void )

MPEG ファイルが著作権で保護されている場合に true を返します。

返り値

MPEG ファイルが著作権で保護されている場合に true を返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::isOriginal
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::isOriginal — ファイルがオリジナルであるかどうかを返す

説明

public bool KTaglib_MPEG_AudioProperties::isOriginal ( void )

ファイルがオリジナルであるとマークされている場合に true を返します。

返り値

ファイルがオリジナルであるとマークされている場合に true を返します。

KTaglib_MPEG_AudioProperties::isProtectionEnabled
(0.0.1)

KTaglib_MPEG_AudioProperties::isProtectionEnabled — (DRM のような) 保護機構がこのファイルで有効になっているかどうかを返す

説明

public bool KTaglib_MPEG_AudioProperties::isProtectionEnabled ( void )

(DRM のような) 保護機構がこのファイルで有効になっている場合に true を返します。

返り値

(DRM のような) 保護機構がこのファイルで有効になっている場合に true を返します。

目次
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getBitrate — MPEG ファイルのビットレートを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getChannels — MPEG ファイルのチャンネル数を返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLayer — MPEG ファイルのレイヤを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLength — MPEG ファイルの長さを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getSampleBitrate — MPEG ファイルのサンプルビットレートを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getVersion — MPEG ファイルのバージョンを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::isCopyrighted — MPEG ファイルが著作権で保護されているかどうかを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::isOriginal — ファイルがオリジナルであるかどうかを返す
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KTaglib_MPEG_AudioProperties::isProtectionEnabled — (DRM のような) 保護機構がこのファイルで有効になっているかどうかを返す

KTaglib_Tag クラス
導入
ID3v1 あるいは ID3v2 タグの基底クラスです。

Class synopsis
KTaglib_Tag {
}

KTaglib_Tag::getAlbum
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getAlbum — ID3 タグからアルバム文字列を返す

説明

public string KTaglib_Tag::getAlbum ( void )

ID3 タグのアルバム文字列を返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

アルバム文字列を返します。

KTaglib_Tag::getArtist
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getArtist — ID3 タグからアーティスト文字列を返す

説明

public string KTaglib_Tag::getArtist ( void )

ID3 タグのアーティスト文字列を返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

アーティスト文字列を返します。

KTaglib_Tag::getComment
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getComment — ID3 タグからコメントを返す

説明

public string KTaglib_Tag::getComment ( void )

ID3 タグのコメントを返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

コメント文字列を返します。
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KTaglib_Tag::getGenre
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getGenre — ID3 タグからジャンルを返す

説明

public string KTaglib_Tag::getGenre ( void )

ID3 タグのジャンルを返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

ジャンル文字列を返します。

KTaglib_Tag::getTitle
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getTitle — ID3 タグからタイトル文字列を返す

説明

public string KTaglib_Tag::getTitle ( void )

ID3 タグのタイトル文字列を返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

タイトル文字列を返します。

KTaglib_Tag::getTrack
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getTrack — ID3 タグからトラック番号を返す

説明

public int KTaglib_Tag::getTrack ( void )

ID3 タグのトラック番号を返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

トラック番号を整数値で返します。

KTaglib_Tag::getYear
(0.0.1)

KTaglib_Tag::getYear — ID3 タグから年を返す

説明

public int KTaglib_Tag::getYear ( void )

ID3 タグの年を返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

年を整数値で返します。
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KTaglib_Tag::isEmpty
(0.0.1)

KTaglib_Tag::isEmpty — タグが空の場合に true を返す

説明

public bool KTaglib_Tag::isEmpty ( void )

タグが存在するけれども中身が空の場合に true を返します。 このメソッドは、ID3v1 および ID3v2 タグで実装されています。

返り値

タグが空の場合に true、それ以外の場合に false を返します。

目次
KTaglib_Tag::getAlbum — ID3 タグからアルバム文字列を返す
KTaglib_Tag::getArtist — ID3 タグからアーティスト文字列を返す
KTaglib_Tag::getComment — ID3 タグからコメントを返す
KTaglib_Tag::getGenre — ID3 タグからジャンルを返す
KTaglib_Tag::getTitle — ID3 タグからタイトル文字列を返す
KTaglib_Tag::getTrack — ID3 タグからトラック番号を返す
KTaglib_Tag::getYear — ID3 タグから年を返す
KTaglib_Tag::isEmpty — タグが空の場合に true を返す

KTagLib_ID3v2_Tag クラス
導入
ID3v2 タグを表します。ID3v2 フレームのリストを提供し、 フレームを追加したり削除したりすることができます。

Class synopsis
extends KTagLib_Tag {
}

KTaglib_ID3v2_Tag::addFrame
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_Tag::addFrame — フレームを ID3v2 タグに追加する

説明

public bool KTaglib_ID3v2_Tag::addFrame ( KTagLib_ID3v2_Frame $frame )

フレームを ID3v2 タグに追加します。フレームは、有効な KTagLib_ID3v2_Frame オブジェクトでなければなりません。 タグを保存するには、save 関数を実行する必要があります。

返り値

成功した場合に true、それ以外の場合に false を返します。

KTaglib_ID3v2_Tag::getFrameList
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_Tag::getFrameList — ID3v2 フレームの配列に ID3v2 タグを関連付けたものを返す

説明

public array KTaglib_ID3v2_Tag::getFrameList ( void )
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ID3v2 フレームの配列に ID3v2 タグを関連付けたものを返します。

返り値

KTaglib_ID3v2_Frame オブジェクトの配列を返します。

目次
KTaglib_ID3v2_Tag::addFrame — フレームを ID3v2 タグに追加する
KTaglib_ID3v2_Tag::getFrameList — ID3v2 フレームの配列に ID3v2 タグを関連付けたものを返す

KTagLib_ID3v2_Frame クラス
導入
ID3v2 フレームの基底クラスです。ID3v2 タグはさまざまに特化されたフレームに分割されます。 フレームによっては複数存在できるものもあります。

Class synopsis
extends KTagLib_Tag {
}

KTaglib_ID3v2_Frame::getSize
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_Frame::getSize — フレームのサイズをバイト単位で返す

説明

public int KTaglib_ID3v2_Frame::getSize ( void )

フレームのサイズをバイト単位で返します。 ID3v2 フレームがどういうものなのか、どのように定義されているのかについては id3.org を参照ください。

返り値

フレームのサイズをバイト単位で返します。

KTaglib_ID3v2_Frame::__toString
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_Frame::__toString — フレームの文字列表現を返す

説明

public string KTaglib_ID3v2_Frame::__toString ( void )

フレームの文字列表現を返します。通常は単なるフレーム ID だけでしょうが、さらに情報を含むこともあります。 詳細は ktaglib のドキュメントを参照ください。

返り値

フレームの文字列表現を返します。

目次
KTaglib_ID3v2_Frame::getSize — フレームのサイズをバイト単位で返す
KTaglib_ID3v2_Frame::__toString — フレームの文字列表現を返す

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame クラス
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導入
画像を保持する ID3v2 フレームを表します。

Class synopsis
extends KTagLib_ID3v2_Frame {
}

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getDescription
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getDescription — 画像フレーム内の画像の説明を返す

説明

public string KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getDescription ( void )

ID3v2.x フレーム内の画像フレームに添付された説明を返します。

返り値

画像フレーム内の画像の説明を返します。

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getMimeType
(0.2.0)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getMimeType — 画像の mime type を返す

説明

public string KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getMimeType ( void )

添付された画像フレームの画像の mime type を返します。

このメソッドはさまざまな型を返すことに注意しましょう。ID3v2.2 では "image/" 以外ではじまる mime type を返すことがありますが、ID3v2.3 および v2.4 では通常は "image/" で始まります。たとえば、IDv2.3 での返り値が "image/png" なのに対して ID3v2.2 のフ
レームでは単に "PNG" とだけ返すようになります。

添付画像フレームであっても mime type が設定されているとは限りません。 そのため、空文字列が返されることもありえます。

返り値

添付された画像フレームの画像の mime type を返します。

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getType
(0.2.0)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getType — 画像の型を返す

説明

public int KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getType ( void )

画像の型を返します。

ID3v2 の仕様では、AttachedPictureFrame に画像の型を設定することができます。 たとえば FrontCover や FileIcon といったものです。使用できる型の一覧については KTagLib_ID3v2_AttachedPictureFrame クラスの説明を参照ください。

返り値

画像の型を表す整数値を返します。
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KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::savePicture
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::savePicture — 画像をファイルに保存する

説明

public bool KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::savePicture ( string $filename )

添付された画像を指定したファイル名で保存します。

返り値

成功した場合に true、それ以外の場合に false を返します。

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setMimeType
(0.2.0)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setMimeType — 画像の mime type を設定する

説明

public string KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getMimeType ( string $type )

画像の mime type を設定します。たいていの場合は "image/png" あるいは "image/jpeg" となります。

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setPicture
(0.0.1)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setPicture — フレームの画像を、指定したものに設定する

説明

public void KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setPicture ( string $filename )

指定した画像を設定します。画像はファイル名を指定して読み込みます。 対応する file オブジェクトの save メソッドをコールしない限り、 画像は保存されないことに注意しましょう。

返り値

成功した場合に true、それ以外の場合に false を返します。

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setType
(0.2.0)

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setType — 画像の型を設定する

説明

public void KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setType ( int $type )

画像の型を設定します。 たとえば FrontCover や FileIcon といったものです。使用できる型とそれに対応する定数の一覧については KTagLib_ID3v2_AttachedPictureFrame クラスの説明を参照ください。

目次
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getDescription — 画像フレーム内の画像の説明を返す
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getMimeType — 画像の mime type を返す
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getType — 画像の型を返す
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::savePicture — 画像をファイルに保存する
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setMimeType — 画像の mime type を設定する
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setPicture — フレームの画像を、指定したものに設定する
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KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setType — 画像の型を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順

定義済み定数
KTaglib_MPEG_File — KTagLib_MPEG_File クラス

KTaglib_MPEG_File::__construct — 新しいファイルをオープンする
KTaglib_MPEG_File::getAudioProperties — 音声プロパティへのアクセス機能を持つオブジェクトを返す
KTaglib_MPEG_File::getID3v1Tag — ID3v1 タグを表すオブジェクトを返す
KTaglib_MPEG_File::getID3v2Tag — ID3v2 オブジェクトを返す

KTaglib_MPEG_AudioProperties — KTaglib_MPEG_AudioProperties クラス
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getBitrate — MPEG ファイルのビットレートを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getChannels — MPEG ファイルのチャンネル数を返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLayer — MPEG ファイルのレイヤを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getLength — MPEG ファイルの長さを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getSampleBitrate — MPEG ファイルのサンプルビットレートを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::getVersion — MPEG ファイルのバージョンを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::isCopyrighted — MPEG ファイルが著作権で保護されているかどうかを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::isOriginal — ファイルがオリジナルであるかどうかを返す
KTaglib_MPEG_AudioProperties::isProtectionEnabled — (DRM のような) 保護機構がこのファイルで有効になっているかどうかを返す

KTaglib_Tag — KTaglib_Tag クラス
KTaglib_Tag::getAlbum — ID3 タグからアルバム文字列を返す
KTaglib_Tag::getArtist — ID3 タグからアーティスト文字列を返す
KTaglib_Tag::getComment — ID3 タグからコメントを返す
KTaglib_Tag::getGenre — ID3 タグからジャンルを返す
KTaglib_Tag::getTitle — ID3 タグからタイトル文字列を返す
KTaglib_Tag::getTrack — ID3 タグからトラック番号を返す
KTaglib_Tag::getYear — ID3 タグから年を返す
KTaglib_Tag::isEmpty — タグが空の場合に true を返す

KTaglib_ID3v2_Tag — KTagLib_ID3v2_Tag クラス
KTaglib_ID3v2_Tag::addFrame — フレームを ID3v2 タグに追加する
KTaglib_ID3v2_Tag::getFrameList — ID3v2 フレームの配列に ID3v2 タグを関連付けたものを返す

KTaglib_ID3v2_Frame — KTagLib_ID3v2_Frame クラス
KTaglib_ID3v2_Frame::getSize — フレームのサイズをバイト単位で返す
KTaglib_ID3v2_Frame::__toString — フレームの文字列表現を返す

KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame — KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame クラス
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getDescription — 画像フレーム内の画像の説明を返す
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getMimeType — 画像の mime type を返す
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::getType — 画像の型を返す
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::savePicture — 画像をファイルに保存する
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setMimeType — 画像の mime type を設定する
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setPicture — フレームの画像を、指定したものに設定する
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame::setType — 画像の型を設定する

OGG/Vorbis

導入
OGG/Vorbis ファイルフォーマットは » http://www.vorbis.com/ で定義されており、 音質の劣化を最小限に抑えた圧縮オーディオストリームを提供する仕組みです。 この拡張モジュールは、PHP の URL ラッパ を Ogg Vorbis に対応させます。読み込みモードで使用した場
合は、以下の表の 6 つの PCM エンコーディングフォーマットのうちひとつを用いて OGG/Vorbis 圧縮データを PCM オーディオに展開します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

http://www.vorbis.com/
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要件
この拡張モジュールは、PHP >= 4.3.0、 » libogg >= 1.0 および » libvorbis >= 1.0 を必要とします。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/oggvorbis

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

OGG/Vorbis は、以下のフォーマットの PCM エンコーディングをサポートします
定数 定義

OGGVORBIS_PCM_U8 符号なし 8 ビット PCM。
OGGVORBIS_PCM_S8 符号付き 8 ビット PCM。
OGGVORBIS_PCM_U16_LE 符号なし 16 ビット PCM。リトルエンディアンバイトオーダー。
OGGVORBIS_PCM_U16_BE 符号なし 16 ビット PCM。ビッグエンディアンバイトオーダー。
OGGVORBIS_PCM_S16_LE 符号付き 16 ビット PCM。リトルエンディアンバイトオーダー。
OGGVORBIS_PCM_S16_BE 符号付き 16 ビット PCM。ビッグエンディアンバイトオーダー。

Context options
OGG/Vorbis のチューニングオプション

オプション 定義 モード デフォルト

pcm_mode使用する PCM バイトエンコーディング形式。以下の定数を参照ください。 Read /
Write

OGGVORBIS_PCM_S16_LE

rate PCM サンプリングレート。Hz 単位。 Write only 44100

bitrate Vorbis 平均ビットレート（ABR）/ 可変ビットレート（VBR）。 bps 単位（ABR）あるいは品質レベル（VBR: 0.0 から 1.0）。 128000 ABR と 0.4 VBR がほぼ同じレベルです。 Write only 128000

channels PCM チャネル数。1 == モノラル、2 == ステレオ。 Write only 2

serialno ファイル内のストリームのシリアル番号。ファイル内で一意である必要が あります。連結したファイル内でシリアル番号が重複してしまう可能性が あるため、エンコードの際には手動で一意
の番号を割り当てるよう注意して ください。 Write only Random

comments ファイルについてのコメントの連想配列。 strtoupper($name) . "=$value" 形式に変換されます。 注意: このオプションは、oggvorbis-0.1 では使用できません。 Write only array('ENCODER' => 'PHP/OggVorbis,
http://pear.php.net/oggvorbis')

例
目次

ogg:// ラッパーの使用例

ogg:// ラッパーの使用例
例1 OGG/Vorbis ファイルを読み込む
<?php

http://www.vorbis.com/setup/
http://www.vorbis.com/setup/
http://pecl.php.net/package/oggvorbis
http://pecl.php.net/package/oggvorbis
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dl("oggvorbis.so");

/* デフォルトでは、ogg:// は符号付き 16 ビット リトルエンディアンにデコードします。*/
$fp = fopen('ogg://myaudio.ogg', 'r');

/* ファイルの情報を取得します。*/
$metadata = stream_get_meta_data($fp);

/* 最初の曲を調べます（たいていは 1 曲だけですが、
   OGG/Vorbis ファイルは連結が可能です）。*/
$songdata = $metadata['wrapper_data'][0];

echo "OGG/Vorbis file encoded by: {$songdata['vendor']}\n.";
echo "  {$songdata['channels']} channels of {$songdata['rate']}Hz sampling encoded at {$songdata['bitrate_nominal']}bps.\n";
foreach($songdata['comments'] as $comment) {
    echo "  $comment\n";
}

while ($audio_data = fread($fp, 8192)) {
  /* OGG から展開した PCM オーディオについて、なんらかの処理を行います。
     linux システムなら、たとえば /dev/dsp にコピーするなどがよい例でしょう。
     まず最初にデバイスの設定をすることを忘れないようにしましょう。*/
}

fclose($fp);

?>

例2 オーディオファイルを OGG/Vorbis にエンコードする
<?php
dl('oggvorbis.so');

$context = stream_context_create(array('ogg'=>array(
             'pcm_mode' => OGGVORBIS_PCM_S8,  /* 符号付き 8 ビットオーディオ */
             'rate' => 44100,                 /* 44kHz CD クオリティ */
             'bitrate' => 0.5,                /* 中品質の VBR（可変ビットレート） */
             'channels' => 1,                 /* モノラル */
             'serialno' => 12345)));          /* ストリーム内で一意の番号 */

/* ファイルを追記モードでオープンします。これは、
2 番目の OGG ストリームを最初のストリームの後に連結します。*/
$ogg = fopen('ogg://mysong.ogg', 'a', false, $context);

$pcm = fopen('mysample.pcm', 'r');

/* PCM オーディオデータ mysample.pcm を mysong.ogg に圧縮します。*/
stream_copy_to_stream($pcm, $ogg);

fclose($pcm);
fclose($ogg);
?>

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Context options
例

ogg:// ラッパーの使用例

OpenAL 音声バインディング

導入
プラットフォームに依存しない音声バインディングです。 » OpenAL ライブラリを必要とします。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

http://www.openal.org/
http://www.openal.org/
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外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/openal.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは、 Open AL(Device) - openal_device_open() が返すもの、 Open AL(Context) - openal_context_create() が返すもの、 Open AL(Buffer) - openal_buffer_create() が返すもの および Open AL(Source) - openal_source_create() が返すものの 4 種
類のリソース型が定義されています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

ALC_FREQUENCY (integer)
コンテキスト属性

ALC_REFRESH (integer)
コンテキスト属性

ALC_SYNC (integer)
コンテキスト属性

AL_FREQUENCY (integer)
バッファ設定

AL_BITS (integer)
バッファ設定

AL_CHANNELS (integer)
バッファ設定

AL_SIZE (integer)
バッファ設定

AL_BUFFER (integer)
ソース/リスナー 設定 (Integer)

AL_SOURCE_RELATIVE (integer)
ソース/リスナー 設定 (Integer)

AL_SOURCE_STATE (integer)
ソース/リスナー 設定 (Integer)

AL_PITCH (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_GAIN (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_MIN_GAIN (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_MAX_GAIN (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_MAX_DISTANCE (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_ROLLOFF_FACTOR (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_CONE_OUTER_GAIN (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_CONE_INNER_ANGLE (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_CONE_OUTER_ANGLE (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_REFERENCE_DISTANCE (integer)
ソース/リスナー 設定 (Float)

AL_POSITION (integer)

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/openal
http://pecl.php.net/package/openal
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ソース/リスナー 設定 (Float Vector)
AL_VELOCITY (integer)

ソース/リスナー 設定 (Float Vector)
AL_DIRECTION (integer)

ソース/リスナー 設定 (Float Vector)
AL_ORIENTATION (integer)

ソース/リスナー 設定 (Float Vector)
AL_FORMAT_MONO8 (integer)

PCM フォーマット
AL_FORMAT_MONO16 (integer)

PCM フォーマット
AL_FORMAT_STEREO8 (integer)

PCM フォーマット
AL_FORMAT_STEREO16 (integer)

PCM フォーマット
AL_INITIAL (integer)

ソースの状態
AL_PLAYING (integer)

ソースの状態
AL_PAUSED (integer)

ソースの状態
AL_STOPPED (integer)

ソースの状態
AL_LOOPING (integer)

ソースの状態
AL_TRUE (integer)

OpenAL が理解する boolean 値
AL_FALSE (integer)

OpenAL が理解する boolean 値

OpenAL 関数

openal_buffer_create
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_buffer_create — OpenAL バッファを生成する

説明

resource openal_buffer_create ( void )

返り値

成功した場合に Open AL (バッファ) リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_buffer_loadwav() - .wav ファイルをバッファに読み込む
openal_buffer_data() - バッファのデータを読み込む

openal_buffer_data
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_buffer_data — バッファのデータを読み込む

説明

bool openal_buffer_data ( resource $buffer , int $format , string $data , int $freq )

パラメータ
buffer

Open AL (バッファ) リソース (事前に openal_buffer_create() で作成したもの)。
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format

data のフォーマット。 AL_FORMAT_MONO8、 AL_FORMAT_MONO16、 AL_FORMAT_STEREO8 そして AL_FORMAT_STEREO16 のいずれか。
data

format および freq で指定した、バイナリ音声データブロック。
freq

Hz 単位で指定した data の周波数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_buffer_loadwav() - .wav ファイルをバッファに読み込む
openal_stream() - ソースのストリーム再生を開始する

openal_buffer_destroy
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_buffer_destroy — OpenAL バッファを削除する

説明

bool openal_buffer_destroy ( resource $buffer )

パラメータ
buffer

Open AL (バッファ) リソース (事前に openal_buffer_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_buffer_create() - OpenAL バッファを生成する

openal_buffer_get
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_buffer_get — OpenAL バッファのプロパティを取得する

説明

int openal_buffer_get ( resource $buffer , int $property )

パラメータ
buffer

Open AL (バッファ) リソース (事前に openal_buffer_create() で作成したもの)。
property

特定のプロパティ。 AL_FREQUENCY、 AL_BITS、 AL_CHANNELS そして AL_SIZE のいずれか。

返り値

要求された property の値を整数で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_buffer_create() - OpenAL バッファを生成する
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openal_buffer_loadwav
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_buffer_loadwav — .wav ファイルをバッファに読み込む

説明

bool openal_buffer_loadwav ( resource $buffer , string $wavfile )

パラメータ
buffer

Open AL (バッファ) リソース (事前に openal_buffer_create() で作成したもの)。
wavfile

ローカルファイルシステム上の .wav ファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_buffer_data() - バッファのデータを読み込む
openal_stream() - ソースのストリーム再生を開始する

openal_context_create
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_context_create — 音声処理コンテキストを作成する

説明

resource openal_context_create ( resource $device )

パラメータ
device

Open AL (デバイス) リソース (事前に openal_device_open() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に Open AL (コンテキスト) リソース、 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_device_open() - OpenAL 音声レイヤを初期化する
openal_context_destroy() - コンテキストを削除する

openal_context_current
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_context_current — 指定したコンテキストを現在のコンテキストにする

説明

bool openal_context_current ( resource $context )

パラメータ
context
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Open AL (コンテキスト) リソース (事前に openal_context_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_context_create() - 音声処理コンテキストを作成する

openal_context_destroy
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_context_destroy — コンテキストを削除する

説明

bool openal_context_destroy ( resource $context )

パラメータ
context

Open AL (コンテキスト) リソース (事前に openal_context_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_context_create() - 音声処理コンテキストを作成する

openal_context_process
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_context_process — 指定したコンテキストを処理する

説明

bool openal_context_process ( resource $context )

パラメータ
context

Open AL (コンテキスト) リソース (事前に openal_context_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_context_create() - 音声処理コンテキストを作成する
openal_context_current() - 指定したコンテキストを現在のコンテキストにする
openal_context_suspend() - 指定したコンテキストをサスペンドする

openal_context_suspend
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_context_suspend — 指定したコンテキストをサスペンドする
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説明

bool openal_context_suspend ( resource $context )

パラメータ
context

Open AL (コンテキスト) リソース (事前に openal_context_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_context_create() - 音声処理コンテキストを作成する
openal_context_current() - 指定したコンテキストを現在のコンテキストにする
openal_context_process() - 指定したコンテキストを処理する

openal_device_close
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_device_close — OpenAL デバイスを閉じる

説明

bool openal_device_close ( resource $device )

パラメータ
device

閉じようとしている Open AL (デバイス) リソース (事前に openal_device_open() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_device_open() - OpenAL 音声レイヤを初期化する

openal_device_open
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_device_open — OpenAL 音声レイヤを初期化する

説明

resource openal_device_open ([ string $device_desc ] )

パラメータ
device_desc

device_desc で指定した音声デバイスをオープンします。 device_desc が指定されなかった場合は、 最初に見つかった音声デバイスが使用されます。

返り値

成功した場合に Open AL (デバイス) リソース、 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_device_close() - OpenAL デバイスを閉じる
openal_context_create() - 音声処理コンテキストを作成する
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openal_listener_get
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_listener_get — リスナーのプロパティを取得する

説明

mixed openal_listener_get ( int $property )

パラメータ
property

取得するプロパティ。 AL_GAIN (float)、 AL_POSITION (array(float,float,float))、 AL_VELOCITY (array(float,float,float)) そして AL_ORIENTATION (array(float,float,float)) のいずれか。

返り値

float あるいは float の配列 (どちらか適切なほう) を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_listener_set() - リスナーのプロパティを設定する

openal_listener_set
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_listener_set — リスナーのプロパティを設定する

説明

bool openal_listener_set ( int $property , mixed $setting )

パラメータ
property

設定するプロパティ。 AL_GAIN (float)、 AL_POSITION (array(float,float,float))、 AL_VELOCITY (array(float,float,float)) そして AL_ORIENTATION (array(float,float,float)) のいずれか。
setting

設定する値。float あるいは float の配列のうち適切なもの。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_listener_get() - リスナーのプロパティを取得する

openal_source_create
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_create — ソースリソースを生成する

説明

resource openal_source_create ( void )

返り値

成功した場合に Open AL (ソース) リソース、 失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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openal_source_set() - ソースのプロパティを設定する
openal_source_play() - ソースの再生を開始する
openal_source_destroy() - ソースリソースを削除する

openal_source_destroy
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_destroy — ソースリソースを削除する

説明

bool openal_source_destroy ( resource $source )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_create() - ソースリソースを生成する

openal_source_get
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_get — OpenAL ソースのプロパティを取得する

説明

mixed openal_source_get ( resource $source , int $property )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。
property

取得するプロパティ。 AL_SOURCE_RELATIVE (int)、 AL_SOURCE_STATE (int)、 AL_PITCH (float)、 AL_GAIN (float)、 AL_MIN_GAIN (float)、 AL_MAX_GAIN (float)、 AL_MAX_DISTANCE (float)、 AL_ROLLOFF_FACTOR (float)、 AL_CONE_OUTER_GAIN (float)、 AL_CONE_INNER_ANGLE (float)、
AL_CONE_OUTER_ANGLE (float)、 AL_REFERENCE_DISTANCE (float)、 AL_POSITION (array(float,float,float))、 AL_VELOCITY (array(float,float,float))、 AL_DIRECTION (array(float,float,float)) のいずれか。

返り値

取得したプロパティに関連付けられた型を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_create() - ソースリソースを生成する
openal_source_set() - ソースのプロパティを設定する
openal_source_play() - ソースの再生を開始する

openal_source_pause
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_pause — ソースを一時停止する

説明
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bool openal_source_pause ( resource $source )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_stop() - ソースの再生を停止する
openal_source_play() - ソースの再生を開始する
openal_source_rewind() - ソースを巻き戻す

openal_source_play
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_play — ソースの再生を開始する

説明

bool openal_source_play ( resource $source )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_stop() - ソースの再生を停止する
openal_source_pause() - ソースを一時停止する
openal_source_rewind() - ソースを巻き戻す

openal_source_rewind
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_rewind — ソースを巻き戻す

説明

bool openal_source_rewind ( resource $source )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_stop() - ソースの再生を停止する
openal_source_pause() - ソースを一時停止する
openal_source_play() - ソースの再生を開始する
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openal_source_set
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_set — ソースのプロパティを設定する

説明

bool openal_source_set ( resource $source , int $property , mixed $setting )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。
property

設定するプロパティ。 AL_BUFFER (OpenAL (ソース))、 AL_LOOPING (bool)、 AL_SOURCE_RELATIVE (int)、 AL_SOURCE_STATE (int)、 AL_PITCH (float)、 AL_GAIN (float)、 AL_MIN_GAIN (float)、 AL_MAX_GAIN (float)、 AL_MAX_DISTANCE (float)、 AL_ROLLOFF_FACTOR (float)、
AL_CONE_OUTER_GAIN (float)、 AL_CONE_INNER_ANGLE (float)、 AL_CONE_OUTER_ANGLE (float)、 AL_REFERENCE_DISTANCE (float)、 AL_POSITION (array(float,float,float))、 AL_VELOCITY (array(float,float,float))、 AL_DIRECTION (array(float,float,float)) のいずれか。

setting

指定した property に代入する値。 代入できる値については、property の説明を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_create() - ソースリソースを生成する
openal_source_get() - OpenAL ソースのプロパティを取得する
openal_source_play() - ソースの再生を開始する

openal_source_stop
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_source_stop — ソースの再生を停止する

説明

bool openal_source_stop ( resource $source )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_play() - ソースの再生を開始する
openal_source_pause() - ソースを一時停止する
openal_source_rewind() - ソースを巻き戻す

openal_stream
(PECL openal >= 0.1.0)

openal_stream — ソースのストリーム再生を開始する
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説明

resource openal_stream ( resource $source , int $format , int $rate )

パラメータ
source

Open AL (ソース) リソース (事前に openal_source_create() で作成したもの)。
format

data のフォーマット。 AL_FORMAT_MONO8、 AL_FORMAT_MONO16、 AL_FORMAT_STEREO8 そして AL_FORMAT_STEREO16 のいずれか。
rate

データをストリームに流す際の周波数を Hz 単位で指定します。

返り値

成功した場合にストリームリソースを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openal_source_create() - ソースリソースを生成する
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

目次
openal_buffer_create — OpenAL バッファを生成する
openal_buffer_data — バッファのデータを読み込む
openal_buffer_destroy — OpenAL バッファを削除する
openal_buffer_get — OpenAL バッファのプロパティを取得する
openal_buffer_loadwav — .wav ファイルをバッファに読み込む
openal_context_create — 音声処理コンテキストを作成する
openal_context_current — 指定したコンテキストを現在のコンテキストにする
openal_context_destroy — コンテキストを削除する
openal_context_process — 指定したコンテキストを処理する
openal_context_suspend — 指定したコンテキストをサスペンドする
openal_device_close — OpenAL デバイスを閉じる
openal_device_open — OpenAL 音声レイヤを初期化する
openal_listener_get — リスナーのプロパティを取得する
openal_listener_set — リスナーのプロパティを設定する
openal_source_create — ソースリソースを生成する
openal_source_destroy — ソースリソースを削除する
openal_source_get — OpenAL ソースのプロパティを取得する
openal_source_pause — ソースを一時停止する
openal_source_play — ソースの再生を開始する
openal_source_rewind — ソースを巻き戻す
openal_source_set — ソースのプロパティを設定する
openal_source_stop — ソースの再生を停止する
openal_stream — ソースのストリーム再生を開始する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
OpenAL 関数

openal_buffer_create — OpenAL バッファを生成する
openal_buffer_data — バッファのデータを読み込む
openal_buffer_destroy — OpenAL バッファを削除する
openal_buffer_get — OpenAL バッファのプロパティを取得する
openal_buffer_loadwav — .wav ファイルをバッファに読み込む
openal_context_create — 音声処理コンテキストを作成する
openal_context_current — 指定したコンテキストを現在のコンテキストにする
openal_context_destroy — コンテキストを削除する
openal_context_process — 指定したコンテキストを処理する
openal_context_suspend — 指定したコンテキストをサスペンドする
openal_device_close — OpenAL デバイスを閉じる
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openal_device_open — OpenAL 音声レイヤを初期化する
openal_listener_get — リスナーのプロパティを取得する
openal_listener_set — リスナーのプロパティを設定する
openal_source_create — ソースリソースを生成する
openal_source_destroy — ソースリソースを削除する
openal_source_get — OpenAL ソースのプロパティを取得する
openal_source_pause — ソースを一時停止する
openal_source_play — ソースの再生を開始する
openal_source_rewind — ソースを巻き戻す
openal_source_set — ソースのプロパティを設定する
openal_source_stop — ソースの再生を停止する
openal_stream — ソースのストリーム再生を開始する

ID3 — ID3 タグ
導入
インストール/設定
定義済みの定数
ID3 関数

KTaglib
導入
インストール/設定
定義済み定数
KTaglib_MPEG_File — KTagLib_MPEG_File クラス
KTaglib_MPEG_AudioProperties — KTaglib_MPEG_AudioProperties クラス
KTaglib_Tag — KTaglib_Tag クラス
KTaglib_ID3v2_Tag — KTagLib_ID3v2_Tag クラス
KTaglib_ID3v2_Frame — KTagLib_ID3v2_Frame クラス
KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame — KTaglib_ID3v2_AttachedPictureFrame クラス

oggvorbis — OGG/Vorbis
導入
インストール/設定
定義済み定数
Context options
例

OpenAL — OpenAL 音声バインディング
導入
インストール/設定
定義済み定数
OpenAL 関数

認証サービス

Kerberos V

導入
このパッケージは、Kerberos V (ケルベロス バージョン 5) 管理サーバへのアクセス機能を提供します。 これにより、Kerberos V のプリンシパルやポリシーの 作成・変更・削除が可能となります。

Kerberos についての詳細な情報は、» http://web.mit.edu/kerberos/www/ で得られます。

Kerberos および KADM5 についてのドキュメントは、» http://web.mit.edu/kerberos/www/krb5-1.2/krb5-1.2.8/doc/admin_toc.html にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

http://web.mit.edu/kerberos/www/
http://web.mit.edu/kerberos/www/krb5-1.2/krb5-1.2.8/doc/admin_toc.html
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要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/kadm5.

注意:

KADM5 のパスを指定せずにこのオプションを使用すると、 PHP は組み込みの KADM5 クライアントライブラリを使用します。 KADM5 を使用するそれ以外のアプリケーションを実行している場合 (たとえば、PHP 4 と PHP 5 を同時に apache モジュールとして動
かしたり auth-kadm5 を使用したりといった場合) は、常に KADM5 のパスを --with-kadm5=/path/to/kadm5 のように指定する必要があります。こうすれば PHP は KADM5 がインストールしたクライアントライブラリを用いるようになり、 衝突が回避できま
す。

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは KADM5 ハンドルを定義しています。これは kadm5_init_with_password() が返すものです。

定義済み定数
目次

属性フラグ用の定数
オプション用の定数

以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

属性フラグ用の定数
関数 kadm5_create_principal()、 kadm5_modify_principal() および kadm5_modify_principal() では、ビットを立てることで 特別な属性を指定することができます。以下のような定数が定義されています。

KDC が使用する属性定数
定数

KRB5_KDB_DISALLOW_POSTDATED
KRB5_KDB_DISALLOW_FORWARDABLE
KRB5_KDB_DISALLOW_TGT_BASED
KRB5_KDB_DISALLOW_RENEWABLE
KRB5_KDB_DISALLOW_PROXIABLE
KRB5_KDB_DISALLOW_DUP_SKEY
KRB5_KDB_DISALLOW_ALL_TIX
KRB5_KDB_REQUIRES_PRE_AUTH
KRB5_KDB_REQUIRES_HW_AUTH
KRB5_KDB_REQUIRES_PWCHANGE
KRB5_KDB_DISALLOW_SVR
KRB5_KDB_PWCHANGE_SERVER
KRB5_KDB_SUPPORT_DESMD5
KRB5_KDB_NEW_PRINC

オプション用の定数
関数 kadm5_create_principal()、 kadm5_modify_principal() および kadm5_get_principal() では、プリンシパルの オプションを連想配列形式で指定したり関数の返り値として 受け取ったりできます。連想配列のキーは、以下で定義されている 文字列定数となります。

http://pecl.php.net/package/kadm5
http://pecl.php.net/package/kadm5
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プリンシパルを作成/変更/取得する際のオプション
定数 型 説明

KADM5_PRINCIPAL long プリンシパルの有効期限を Kerberos タイムスタンプで指定します。
KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME long プリンシパルの有効期限を Kerberos タイムスタンプで指定します。
KADM5_LAST_PW_CHANGE long プリンシパルのパスワードが最後に変更された時刻。
KADM5_PW_EXPIRATION long プリンシパルの現在のパスワードの有効期限を Kerberos タイムスタンプで指定します。
KADM5_MAX_LIFE long このプリンシパルに発行された Kerberos チケットの最大の生存時間。
KADM5_MAX_RLIFE long このプリンシパルに発行された Kerberos チケットの最大の 更新可能生存時間。
KADM5_MOD_NAME string最後にこのプリンシパルを変更した Kerberos プリンシパルの名前。
KADM5_MOD_TIME long このプリンシパルの最終更新時刻を Kerberos タイムスタンプ形式で指定します。
KADM5_KVNO long プリンシパルの現在のキーのバージョン。
KADM5_POLICY stringこのプリンシパルを制御するポリシーの名前。
KADM5_CLEARPOLICY long 新しいプリンシパルの「デフォルトの」ポリシーには 標準手続きが関連付けられます。 KADM5_CLEARPOLICY は、この挙動を抑制します。
KADM5_LAST_SUCCESS long 最後に AS_REQ が成功したときの KDC 時刻。
KADM5_LAST_FAILED long 最後に AS_REQ が失敗したときの KDC 時刻。
KADM5_FAIL_AUTH_COUNT long AS_REQ が連続して失敗した数。
KADM5_RANDKEY long プリンシパルに対してランダムなパスワードを生成します。 パラメータ password は無視されます。
KADM5_ATTRIBUTES long KDC が使用する属性のビットフィールド。

例
目次

KADM5 拡張モジュールの概要

この例では、KADM5 データベースに対して 接続・問い合わせ・結果 principal の表示・切断 を行います。

例1 KADM5 拡張モジュールの概要
<?php

  $handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

  print "<h1>get_principals</h1>\n";
  $principals = kadm5_get_principals($handle);
  for( $i=0; $i<count($principals); $i++)
      print "$principals[$i]<br>\n";

  print "<h1>get_policies</h1>\n";
  $policies = kadm5_get_policies($handle);
  for( $i=0; $i<count($policies); $i++)
      print "$policies[$i]<br>\n";

  print "<h1>get_principal burbach@GONICUS.LOCAL</h1>\n";

  $options = kadm5_get_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL" );
  $keys = array_keys($options);
  for( $i=0; $i<count($keys); $i++) {
    $value = $options[$keys[$i]];
    print "$keys[$i]: $value<br>\n";
  }

  $options = array(KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME => 0);
  kadm5_modify_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL", $options);

  kadm5_destroy($handle);
?>

KADM5 関数

kadm5_chpass_principal
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_chpass_principal — プリンシパルのパスワードを変更する

説明

bool kadm5_chpass_principal ( resource $handle , string $principal , string $password )
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kadm5_chpass_principal() は、 principal の新しいパスワードを password に設定します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。
principal

プリンシパル。
password

新しいパスワード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 プリンシパルのパスワードを変更する例
<?php

$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

kadm5_chpass_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL", "newpassword");

kadm5_destroy($handle);
?>

kadm5_create_principal
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_create_principal — 指定したパラメータで、kerberos のプリンシパルを作成する

説明

bool kadm5_create_principal ( resource $handle , string $principal [, string $password [, array $options ]] )

指定した password で principal を作成します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。
principal

プリンシパル。
password

password を指定しなかったり NULL を指定した場合は、ランダムなキーが生成されます。
options

配列 options にオプションのパラメータを 指定することができます。指定可能なオプションは以下のとおりです。 KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME, KADM5_PW_EXPIRATION, KADM5_ATTRIBUTES, KADM5_MAX_LIFE, KADM5_KVNO, KADM5_POLICY, KADM5_CLEARPOLICY, KADM5_MAX_RLIFE.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 プリンシパルを作成する例
<?php

$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

$attributes = KRB5_KDB_REQUIRES_PRE_AUTH | KRB5_KDB_DISALLOW_PROXIABLE;
$options = array(KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME => 0,
                 KADM5_POLICY => "default",
                 KADM5_ATTRIBUTES => $attributes);

kadm5_create_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL", "password", $options);

kadm5_destroy($handle);
?>
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参考

kadm5_modify_principal() - kerberos プリンシパルを、指定したパラメータで変更する
kadm5_delete_principal() - kerberos プリンシパルを削除する

kadm5_delete_principal
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_delete_principal — kerberos プリンシパルを削除する

説明

bool kadm5_delete_principal ( resource $handle , string $principal )

Kerberos データベースから principal を削除します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。
principal

削除するプリンシパル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 kadm5_delete_principal() の例
<?php

$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

kadm5_delete_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL");

kadm5_destroy($handle);
?>

参考

kadm5_modify_principal() - kerberos プリンシパルを、指定したパラメータで変更する
kadm5_create_principal() - 指定したパラメータで、kerberos のプリンシパルを作成する

kadm5_destroy
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_destroy — 管理サーバへの接続を閉じ、関連するすべてのリソースを開放する

説明

bool kadm5_destroy ( resource $handle )

管理サーバへの接続を閉じ、関連するすべてのリソースを開放します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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kadm5_init_with_password() - KADM5 ライブラリへの接続をオープンし、必要なステータス情報を初期化する

kadm5_flush
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_flush — Kerberos データベースに対するすべての変更を取り消す

説明

bool kadm5_flush ( resource $handle )

Kerberos データベースに対するすべての変更を取り消し、 Kerberos 管理サーバとの接続はオープンしたままにします。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

kadm5_get_policies
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_get_policies — Kerberos データベースから、すべてのポリシーを取得する

説明

array kadm5_get_policies ( resource $handle )

ポリシー名を含む配列を取得します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。

返り値

成功した場合はポリシーの配列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 kadm5_get_policies() の例
<?php
$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

print "<h1>get_policies</h1>\n";
foreach (kadm5_get_policies($handle) as $policy) {
    echo "$policy<br />\n";
}

kadm5_destroy($handle);
?>

kadm5_get_principal
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_get_principal — Kerberos データベースから、プリンシパルのエントリを取得する

説明

array kadm5_get_principal ( resource $handle , string $principal )
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Kerberos データベースから、プリンシパルのエントリを取得します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。
principal

プリンシパル。

返り値

成功した場合は、以下のキーを含む連想配列を返します。 KADM5_PRINCIPAL、KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME、 KADM5_PW_EXPIRATION、KADM5_ATTRIBUTES、KADM5_MAX_LIFE、KADM5_MOD_NAME、
KADM5_MOD_TIME、KADM5_KVNO、KADM5_POLICY、KADM5_MAX_RLIFE、 KADM5_LAST_SUCCESS、KADM5_LAST_FAILED、KADM5_FAIL_AUTH_COUNT 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 kadm5_get_principal() の例
<?php
$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

print "<h1>get_principal burbach@GONICUS.LOCAL</h1>\n";

$options = kadm5_get_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL" );

foreach ($options as $key => $value) {
    echo "$key: $value<br />\n";
}

kadm5_destroy($handle);
?>

参考

kadm5_get_principals() - Kerberos データベースから、すべてのプリンシパルを取得する

kadm5_get_principals
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_get_principals — Kerberos データベースから、すべてのプリンシパルを取得する

説明

array kadm5_get_principals ( resource $handle )

kadm5_get_principals() は、プリンシパルの名前を含む 配列を返します。

パラメータ
handle

KADM5 ハンドル。

返り値

成功した場合はプリンシパルの配列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 kadm5_get_principals() の例
<?php
$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

print "<h1>get_principals</h1>\n";
foreach (kadm5_get_principals($handle) as $principal) {
    echo "$principal<br />\n";
}

kadm5_destroy($handle);
?>

参考

kadm5_get_principal() - Kerberos データベースから、プリンシパルのエントリを取得する
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kadm5_init_with_password
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_init_with_password — KADM5 ライブラリへの接続をオープンし、必要なステータス情報を初期化する

説明

resource kadm5_init_with_password ( string $admin_server , string $realm , string $principal , string $password )

principal および指定した password を使用して KADM5 ライブラリとの接続をオープンし、 admin_server から証明書を取得します。

パラメータ
admin_server

サーバ。
realm

この接続の認証領域を定義します。
principal

プリンシパル。
password

password を省略したり NULL を指定したりすると、 ランダムなキーを生成します。

返り値

成功した場合は KADM5 ハンドル、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 KADM5 の初期化の例
<?php

$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

$attributes = KRB5_KDB_REQUIRES_PRE_AUTH | KRB5_KDB_DISALLOW_PROXIABLE;
$options = array(KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME => 0,
                 KADM5_POLICY => "default",
                 KADM5_ATTRIBUTES => $attributes);

kadm5_create_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL", "password", $options);

kadm5_destroy($handle);
?>

注意

注意:

使用後は、kadm5_destroy() で接続を閉じなければなりません。

参考

kadm5_destroy() - 管理サーバへの接続を閉じ、関連するすべてのリソースを開放する

kadm5_modify_principal
(PECL kadm5 >= 0.2.3)

kadm5_modify_principal — kerberos プリンシパルを、指定したパラメータで変更する

説明

bool kadm5_modify_principal ( resource $handle , string $principal , array $options )

指定した options に基づいて principal を変更します。

パラメータ
handle
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KADM5 ハンドル。
principal

プリンシパル。
options

オプションのパラメータを、配列 options で指定することができます。指定できるオプションは以下のとおりです。 KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME, KADM5_PW_EXPIRATION, KADM5_ATTRIBUTES, KADM5_MAX_LIFE, KADM5_KVNO, KADM5_POLICY, KADM5_CLEARPOLICY, KADM5_MAX_RLIFE.
KADM5_FAIL_AUTH_COUNT.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 プリンシパルの変更の例
<?php

$handle = kadm5_init_with_password("afs-1", "GONICUS.LOCAL", "admin/admin", "password");

$attributes = KRB5_KDB_REQUIRES_PRE_AUTH;
$options = array(KADM5_PRINC_EXPIRE_TIME => 3451234,
                 KADM5_POLICY => "gonicus",
                 KADM5_ATTRIBUTES => $attributes);

kadm5_modify_principal($handle, "burbach@GONICUS.LOCAL", $options);

kadm5_destroy($handle);
?>

参考

kadm5_create_principal() - 指定したパラメータで、kerberos のプリンシパルを作成する
kadm5_delete_principal() - kerberos プリンシパルを削除する

目次
kadm5_chpass_principal — プリンシパルのパスワードを変更する
kadm5_create_principal — 指定したパラメータで、kerberos のプリンシパルを作成する
kadm5_delete_principal — kerberos プリンシパルを削除する
kadm5_destroy — 管理サーバへの接続を閉じ、関連するすべてのリソースを開放する
kadm5_flush — Kerberos データベースに対するすべての変更を取り消す
kadm5_get_policies — Kerberos データベースから、すべてのポリシーを取得する
kadm5_get_principal — Kerberos データベースから、プリンシパルのエントリを取得する
kadm5_get_principals — Kerberos データベースから、すべてのプリンシパルを取得する
kadm5_init_with_password — KADM5 ライブラリへの接続をオープンし、必要なステータス情報を初期化する
kadm5_modify_principal — kerberos プリンシパルを、指定したパラメータで変更する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
属性フラグ用の定数
オプション用の定数

例
KADM5 拡張モジュールの概要

KADM5 関数
kadm5_chpass_principal — プリンシパルのパスワードを変更する
kadm5_create_principal — 指定したパラメータで、kerberos のプリンシパルを作成する
kadm5_delete_principal — kerberos プリンシパルを削除する
kadm5_destroy — 管理サーバへの接続を閉じ、関連するすべてのリソースを開放する
kadm5_flush — Kerberos データベースに対するすべての変更を取り消す
kadm5_get_policies — Kerberos データベースから、すべてのポリシーを取得する
kadm5_get_principal — Kerberos データベースから、プリンシパルのエントリを取得する
kadm5_get_principals — Kerberos データベースから、すべてのプリンシパルを取得する
kadm5_init_with_password — KADM5 ライブラリへの接続をオープンし、必要なステータス情報を初期化する
kadm5_modify_principal — kerberos プリンシパルを、指定したパラメータで変更する
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Radius

導入
このパッケージは、FreeBSD の libradius (Remote Authentication Dial In User Service) をもとにしたものです。 クライアントからの認証や課金を、ネットワーク越しのリモートサーバに行うことができます。

この PECL モジュールは、Radius 認証 (» RFC 2865) および Radius 課金 (» RFC 2866) を完全にサポートします。 このパッケージは、Unix (FreeBSD および Linux でテストしました) および Windows で使用可能です。

注意:

libradius に関する正確な説明は» ここ にあります。設定ファイルについての詳細な説明は » ここです。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/radius.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

RADIUS_ACCESS_REQUEST ()
認証のリクエスト

RADIUS_ACCESS_ACCEPT ()
アクセスが許可されました

RADIUS_ACCESS_REJECT ()
アクセスが拒否されました

RADIUS_ACCOUNTING_REQUEST ()
課金のリクエスト

RADIUS_ACCOUNTING_RESPONSE ()
課金のレスポンス

RADIUS_ACCESS_CHALLENGE ()

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2865
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2866
http://www.freebsd.org/cgi/man.cgi?query=radius.conf
http://www.freebsd.org/cgi/man.cgi?query=radius.conf
file:///Users/nojima/Desktop/url.libradius.conf
file:///Users/nojima/Desktop/url.libradius.conf
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/radius
http://pecl.php.net/package/radius
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アクセスチャレンジ
RADIUS_USER_NAME (string)

ユーザ名
RADIUS_USER_PASSWORD (string)

パスワード
RADIUS_CHAP_PASSWORD (string)

Chap パスワード。 chappass = md5(ident + plaintextpass + challenge)
RADIUS_NAS_IP_ADDRESS (string)

NAS IP アドレス
RADIUS_NAS_PORT (int)

NAS ポート
RADIUS_SERVICE_TYPE (int)

サービスの型、以下のいずれか

RADIUS_LOGIN
RADIUS_FRAMED
RADIUS_CALLBACK_LOGIN
RADIUS_CALLBACK_FRAMED
RADIUS_OUTBOUND
RADIUS_ADMINISTRATIVE
RADIUS_NAS_PROMPT
RADIUS_AUTHENTICATE_ONLY
RADIUS_CALLBACK_NAS_PROMPT

RADIUS_FRAMED_PROTOCOL (int)

フレームのプロトコル、以下のいずれか

RADIUS_PPP
RADIUS_SLIP
RADIUS_ARAP
RADIUS_GANDALF
RADIUS_XYLOGICS

RADIUS_FRAMED_IP_ADDRESS (string)
IP アドレス

RADIUS_FRAMED_IP_NETMASK (string)
ネットマスク

RADIUS_FRAMED_ROUTING (int)
ルーティング

RADIUS_FILTER_ID (string)
フィルタ ID

RADIUS_FRAMED_MTU (int)
MTU

RADIUS_FRAMED_COMPRESSION (int)

圧縮、以下のいずれか

RADIUS_COMP_NONE
RADIUS_COMP_VJ
RADIUS_COMP_IPXHDR

RADIUS_LOGIN_IP_HOST (string)
ログイン IP ホスト

RADIUS_LOGIN_SERVICE (int)
ログインサービス

RADIUS_LOGIN_TCP_PORT (int)
ログイン TCP ポート

RADIUS_REPLY_MESSAGE (string)
応答メッセージ

RADIUS_CALLBACK_NUMBER (string)
コールバック番号

RADIUS_CALLBACK_ID (string)
コールバック ID

RADIUS_FRAMED_ROUTE (string)
フレームのルート

RADIUS_FRAMED_IPX_NETWORK (string)
フレームの IPX ネットワーク

RADIUS_STATE (string)
状態

RADIUS_CLASS (int)
クラス

RADIUS_VENDOR_SPECIFIC (int)
ベンダ固有の属性

RADIUS_SESSION_TIMEOUT (int)
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セッションタイムアウト
RADIUS_IDLE_TIMEOUT (int)

アイドルタイムアウト
RADIUS_TERMINATION_ACTION (int)

停止アクション
RADIUS_CALLED_STATION_ID (int)

呼び出し先ステーション ID
RADIUS_CALLING_STATION_ID (string)

呼び出し元ステーション ID
RADIUS_NAS_IDENTIFIER (int)

NAS ID
RADIUS_PROXY_STATE (int)

Proxy の状態
RADIUS_LOGIN_LAT_SERVICE (int)

ログイン LAT サービス
RADIUS_LOGIN_LAT_NODE (int)

ログイン LAT ノード
RADIUS_LOGIN_LAT_GROUP (int)

ログイン LAT グループ
RADIUS_FRAMED_APPLETALK_LINK (int)

フレームの Appletalk リンク
RADIUS_FRAMED_APPLETALK_NETWORK (int)

フレームの Appletalk ネットワーク
RADIUS_FRAMED_APPLETALK_ZONE (int)

フレームの Appletalk ゾーン
RADIUS_CHAP_CHALLENGE (string)

チャレンジ
RADIUS_NAS_PORT_TYPE (int)

NAS ポート型、以下のいずれか

RADIUS_ASYNC
RADIUS_SYNC
RADIUS_ISDN_SYNC
RADIUS_ISDN_ASYNC_V120
RADIUS_ISDN_ASYNC_V110
RADIUS_VIRTUAL
RADIUS_PIAFS
RADIUS_HDLC_CLEAR_CHANNEL
RADIUS_X_25
RADIUS_X_75
RADIUS_G_3_FAX
RADIUS_SDSL
RADIUS_ADSL_CAP
RADIUS_ADSL_DMT
RADIUS_IDSL
RADIUS_ETHERNET
RADIUS_XDSL
RADIUS_CABLE
RADIUS_WIRELESS_OTHER
RADIUS_WIRELESS_IEEE_802_11

RADIUS_PORT_LIMIT (int)
ポートの限界

RADIUS_LOGIN_LAT_PORT (int)
ログイン LAT ポート

RADIUS_CONNECT_INFO (string)
接続の情報

RADIUS_ACCT_STATUS_TYPE (int)

課金状態の型、以下のいずれか

RADIUS_START
RADIUS_STOP
RADIUS_ACCOUNTING_ON
RADIUS_ACCOUNTING_OFF

RADIUS_ACCT_DELAY_TIME (int)
課金の遅延時間

RADIUS_ACCT_INPUT_OCTETS (int)
課金の入力バイト数

RADIUS_ACCT_OUTPUT_OCTETS (int)
課金の出力バイト数

RADIUS_ACCT_SESSION_ID (int)
課金のセッション ID
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RADIUS_ACCT_AUTHENTIC (int)

課金認証、以下のいずれか

RADIUS_AUTH_RADIUS
RADIUS_AUTH_LOCAL
RADIUS_AUTH_REMOTE

RADIUS_ACCT_SESSION_TIME (int)
課金のセッション時間

RADIUS_ACCT_INPUT_PACKETS (int)
課金の入力パケット

RADIUS_ACCT_OUTPUT_PACKETS (int)
課金の出力パケット

RADIUS_ACCT_TERMINATE_CAUSE (int)

課金終了の原因、以下のいずれか

RADIUS_TERM_USER_REQUEST
RADIUS_TERM_LOST_CARRIER
RADIUS_TERM_LOST_SERVICE
RADIUS_TERM_IDLE_TIMEOUT
RADIUS_TERM_SESSION_TIMEOUT
RADIUS_TERM_ADMIN_RESET
RADIUS_TERM_ADMIN_REBOOT
RADIUS_TERM_PORT_ERROR
RADIUS_TERM_NAS_ERROR
RADIUS_TERM_NAS_REQUEST
RADIUS_TERM_NAS_REBOOT
RADIUS_TERM_PORT_UNNEEDED
RADIUS_TERM_PORT_PREEMPTED
RADIUS_TERM_PORT_SUSPENDED
RADIUS_TERM_SERVICE_UNAVAILABLE
RADIUS_TERM_CALLBACK
RADIUS_TERM_USER_ERROR
RADIUS_TERM_HOST_REQUEST

RADIUS_ACCT_MULTI_SESSION_ID (string)
課金のマルチセッション ID

RADIUS_ACCT_LINK_COUNT (int)
課金のリンク数

RADIUS_VENDOR_MICROSOFT (int)

Microsoft 固有のベンダ属性 (» RFC 2548)、 以下のいずれか

RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_RESPONSE
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_ERROR
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_PW_1
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_PW_2
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_LM_ENC_PW
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_NT_ENC_PW
RADIUS_MICROSOFT_MS_MPPE_ENCRYPTION_POLICY
RADIUS_MICROSOFT_MS_MPPE_ENCRYPTION_TYPES
RADIUS_MICROSOFT_MS_RAS_VENDOR
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_DOMAIN
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_CHALLENGE
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP_MPPE_KEYS
RADIUS_MICROSOFT_MS_BAP_USAGE
RADIUS_MICROSOFT_MS_LINK_UTILIZATION_THRESHOLD
RADIUS_MICROSOFT_MS_LINK_DROP_TIME_LIMIT
RADIUS_MICROSOFT_MS_MPPE_SEND_KEY
RADIUS_MICROSOFT_MS_MPPE_RECV_KEY
RADIUS_MICROSOFT_MS_RAS_VERSION
RADIUS_MICROSOFT_MS_OLD_ARAP_PASSWORD
RADIUS_MICROSOFT_MS_NEW_ARAP_PASSWORD
RADIUS_MICROSOFT_MS_ARAP_PASSWORD_CHANGE_REASON
RADIUS_MICROSOFT_MS_FILTER
RADIUS_MICROSOFT_MS_ACCT_AUTH_TYPE
RADIUS_MICROSOFT_MS_ACCT_EAP_TYPE
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP2_RESPONSE
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP2_SUCCESS
RADIUS_MICROSOFT_MS_CHAP2_PW
RADIUS_MICROSOFT_MS_PRIMARY_DNS_SERVER
RADIUS_MICROSOFT_MS_SECONDARY_DNS_SERVER
RADIUS_MICROSOFT_MS_PRIMARY_NBNS_SERVER
RADIUS_MICROSOFT_MS_SECONDARY_NBNS_SERVER

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2548
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RADIUS_MICROSOFT_MS_ARAP_CHALLENGE

例
どのように使用するの?

radius リソースを取得する
ライブラリを設定する
リクエストを作成する
属性を設定する
リクエストを送信する
属性を受け取る
radius リソースを閉じる (オプション)

パッケージに含まれている例もごらんください。

このパッケージにはサンプル PHP スクリプトが含まれています。 このスクリプトでは、PAP あるいは CHAP (md5) を使用した radius 認証の 方法を説明しています。Microsoft Radius サーバを使用して認証を行う 場合は、CHAP (md5) を使用することはできませ
ん。Microsoft のサーバを 使用する場合は、MS-CHAPv1 あるいは MS-CHAPv2 を使用する必要があります。 しかし、正しいデータを生成するために md4、sha1 および des が必要となる こともあり、これは複雑な手順となります。同梱されている例では すべての認証方式
を説明しており、そこには MS-CHAPv1 および MS-CHAPv2 も含まれています。MS-CHAP を動作させるためには、拡張モジュール mcrypt および mhash が必要となります。 バージョン 1.2 以降では、mcrypt 拡張モジュールは必要なくなりました。

Radius 関数
連絡先の情報
コメント・バグフィックス・機能拡張・あるいは開発を手伝いたいなどの場合は、 メールを » mbretter@php.net に送ってください。

radius_acct_open
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_acct_open — 課金用の Radius ハンドルを作成する

説明

resource radius_acct_open ( void )

返り値

成功した場合にハンドル、エラー時に FALSE を返します。 この関数が失敗するのは、無効なメモリを使用した場合のみです。

例

例1 radius_acct_open() の例
<?php
$res = radius_acct_open ()
    or die ("ハンドルを作成できませんでした");
print("ハンドルの作成に成功しました");
?>

radius_add_server
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_add_server — サーバを追加する

説明

bool radius_add_server ( resource $radius_handle , string $hostname , int $port , string $secret , int $timeout , int $max_tries )

radius_add_server() は複数回コールされることも ありえます。また、radius_config() とともに 使用されることでしょう。最大で 10 までのサーバを指定できます。 複数のサーバが指定されると、有効なレスポンスを受信するか あるいは各サーバへの接続回数が max_tries
をこえるまでラウンドロビン形式でのアクセスを試みます。

パラメータ
radius handle

mailto:mbretter@php.net
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hostname

hostname はサーバのホストを FQDN あるいはドット区切りの IP アドレス形式で指定します。
port

port は、サーバとの接続に使用する UDP ポートを指定します。0 を指定すると、このライブラリは ネットワークサービスデータベースから radius/udp あるいは radacct/udp サービスを 検索し、見つかったポートを使用します。見つからなかった場合は 標準の Radius
ポート、すなわち認証には 1812、 課金には 1813 を使用します。

secret

secret パラメータには、サーバホストに 対する共有秘密鍵が渡されます。Radius プロトコルは、共有秘密鍵の 最初の 128 バイト以外を無視します。
timeout

timeout パラメータには、サーバから 応答を受信する際のタイムアウトを秒単位で指定します。
max_tries

結果が返ってこなかった場合に最大何回までリクエストを繰り返すかを max_tries に指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 radius_add_server() の例
<?php
if (!radius_add_server($res, 'radius.example.com', 1812, 'testing123', 3, 3)) {
    echo 'RadiusError:' . radius_strerror($res). "\n<br>";
    exit;
}
?>

参考

radius_config() - 指定した設定ファイルをライブラリに読み込ませる

radius_auth_open
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_auth_open — 認証用の Radius ハンドルを作成する

説明

resource radius_auth_open ( void )

返り値

成功した場合にハンドル、エラー時に FALSE を返します。 この関数が失敗するのは、無効なメモリを使用した場合のみです。

例

例1 radius_auth_open() の例
<?php
$radh = radius_auth_open()
    or die ("ハンドルを作成できませんでした");
echo "ハンドルの作成に成功しました";
?>

radius_close
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_close — すべてのリソースを開放する

説明

bool radius_close ( resource $radius_handle )

各リクエストの終了時に PHP がすべてのリソースを開放するので、 この関数をコールする必要はありません。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

radius_config
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_config — 指定した設定ファイルをライブラリに読み込ませる

説明

bool radius_config ( resource $radius_handle , string $file )

Radius リクエストを発行する前には、ライブラリが接続可能なサーバを 知っている必要があります。ライブラリを設定するいちばん簡単な方法は radius_config() をコールすることです。 radius_config() は、ライブラリに » radius.conf 形式のファイルを読み込ませます。

パラメータ
radius_handle

file

設定ファイルへのパスを、引数として radius_config() に渡します。 radius_add_server() をコールすることで、 プログラム上でライブラリの設定をすることも可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

radius_add_server() - サーバを追加する

radius_create_request
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_create_request — 課金あるいは認証のリクエストを作成する

説明

bool radius_create_request ( resource $radius_handle , int $type )

Radius リクエストには、リクエストの種類を指定するコードおよび 追加情報を指定するゼロ個以上の属性が含まれます。新しいリクエストを 作成するには、radius_create_request() をコールします。

注意: 注意: 属性を設定する前にこの関数をコールする必要があります。

パラメータ
radius_handle

type

RADIUS_ACCESS_REQUEST あるいは RADIUS_ACCOUNTING_REQUEST のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 radius_create_request() の例
<?php
if (!radius_create_request($res, RADIUS_ACCESS_REQUEST)) {
    echo 'RadiusError:' . radius_strerror($res). "\n<br />";
    exit;
}
?>

参考

radius_send_request() - リクエストを送信し、応答を待つ

http://www.freebsd.org/cgi/man.cgi?query=radius.conf
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radius_cvt_addr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_cvt_addr — 生データを IP アドレスに変換する

説明

string radius_cvt_addr ( string $data )

例

例1 radius_cvt_addr() の例
<?php
while ($resa = radius_get_attr($res)) {

    if (!is_array($resa)) {
        printf ("属性取得時のエラー: %s\n",  radius_strerror($res));
        exit;
    }

    $attr = $resa['attr'];
    $data = $resa['data'];
    
    switch ($attr) {

    case RADIUS_FRAMED_IP_ADDRESS:
        $ip = radius_cvt_addr($data);
        echo "IP: $ip<br>\n";
        break;

    case RADIUS_FRAMED_IP_NETMASK:
        $mask = radius_cvt_addr($data);
        echo "マスク: $mask<br>\n";
        break;
    }
}
?>

参考

radius_cvt_int() - 生データを整数に変換する
radius_cvt_string() - 生データを文字列に変換する

radius_cvt_int
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_cvt_int — 生データを整数に変換する

説明

int radius_cvt_int ( string $data )

例

例1 radius_cvt_int() の例
<?php
while ($resa = radius_get_attr($res)) {

    if (!is_array($resa)) {
        printf ("属性取得時のエラー: %s\n",  radius_strerror($res));
        exit;
    }

    $attr = $resa['attr'];
    $data = $resa['data'];
    
    switch ($attr) {

    case RADIUS_FRAMED_MTU:
        $mtu = radius_cvt_int($data);
        echo "MTU: $mtu<br>\n";
        break;
    }
}
?>

参考

radius_cvt_addr() - 生データを IP アドレスに変換する
radius_cvt_string() - 生データを文字列に変換する
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radius_cvt_string
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_cvt_string — 生データを文字列に変換する

説明

string radius_cvt_string ( string $data )

例

例1 radius_cvt_string() の例
<?php
while ($resa = radius_get_attr($res)) {

    if (!is_array($resa)) {
        printf ("属性取得時のエラー: %s\n",  radius_strerror($res));
        exit;
    }

    $attr = $resa['attr'];
    $data = $resa['data'];
    
    switch ($attr) {

    case RADIUS_FILTER_ID:
        $id = radius_cvt_string($data);
        echo "フィルタ ID: $id<br>\n";
        break;
    }
}
?>

参考

radius_cvt_addr() - 生データを IP アドレスに変換する
radius_cvt_int() - 生データを整数に変換する

radius_demangle_mppe_key
(PECL radius >= 1.2.0)

radius_demangle_mppe_key — 変形されたデータから mppe キーを得る

説明

string radius_demangle_mppe_key ( resource $radius_handle , string $mangled )

MS-CHAPv2 で MPPE を使用している場合には、送信キーおよび受信キーが 変形されます (» RFC 2548 を参照ください)。しかしこの関数は無意味です。なぜなら PHP では PPTP-MPPE は実装されていないし、今後も実装されるとは思えないからです。

返り値

復元したデータ、あるいはエラー時には FALSE を返します。

radius_demangle
(PECL radius >= 1.2.0)

radius_demangle — データを復元する

説明

string radius_demangle ( resource $radius_handle , string $mangled )

セキュリティ上の理由により、(パスワード、MS-CHAPv1 MPPE キーなど) いくつかのデータは変形されます。それを使用する際には事前に復元する 必要があります。

返り値

復元した文字列、あるいはエラー時には FALSE を返します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2548
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radius_get_attr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_get_attr — 属性を取得する

説明

mixed radius_get_attr ( resource $radius_handle )

Radius リクエストと同様、各レスポンスもゼロ個以上の属性を含んでいます。 radius_send_request() でレスポンスを受け取ったら、 radius_get_attr() を使用して各属性を抽出することが できます。radius_get_attr() がコールされるたびに、 現在のレスポンスから次の属
性を取得します。

返り値

属性の型とデータを含む連想配列、あるいは 0 以上の エラー番号を返します。

例

例1 radius_get_attr() の例
<?php
while ($resa = radius_get_attr($res)) {

    if (!is_array($resa)) {
        printf("属性取得エラー: %s\n",  radius_strerror($res));
        exit;
    }

    $attr = $resa['attr'];
    $data = $resa['data'];
    printf("属性を取得:%d %d Bytes %s\n", $attr, strlen($data), bin2hex($data));
}
?>

参考

radius_put_attr() - バイナリ属性を設定する
radius_get_vendor_attr() - ベンダ固有の属性を取得する
radius_put_vendor_attr() - ベンダ固有のバイナリ属性を設定する
radius_send_request() - リクエストを送信し、応答を待つ

radius_get_vendor_attr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_get_vendor_attr — ベンダ固有の属性を取得する

説明

array radius_get_vendor_attr ( string $data )

radius_get_attr() が RADIUS_VENDOR_SPECIFIC を返す場合に、 ベンダを特定するために radius_get_vendor_attr() をコールします。

返り値

属性の型、ベンダおよびデータを含む連想配列か、エラー時には FALSE を返します。

例

例1 radius_get_vendor_attr() の例
<?php
while ($resa = radius_get_attr($res)) {

    if (!is_array($resa)) {
        printf ("属性取得エラー: %s\n",  radius_strerror($res));
        exit;
    }

    $attr = $resa['attr'];
    $data = $resa['data'];
    printf("属性を取得:%d %d Bytes %s\n", $attr, strlen($data), bin2hex($data));
    if ($attr == RADIUS_VENDOR_SPECIFIC) {

        $resv = radius_get_vendor_attr($data);
        if (is_array($resv)) {
            $vendor = $resv['vendor'];
            $attrv = $resv['attr'];
            $datav = $resv['data'];    
            printf("ベンダ属性を取得:%d %d Bytes %s\n", $attrv, strlen($datav), bin2hex($datav));
        }
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    }
}
?>

参考

radius_get_attr() - 属性を取得する
radius_put_vendor_attr() - ベンダ固有のバイナリ属性を設定する

radius_put_addr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_addr — IP アドレス属性を設定する

説明

bool radius_put_addr ( resource $radius_handle , int $type , string $addr )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

radius_put_attr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_attr — バイナリ属性を設定する

説明

bool radius_put_attr ( resource $radius_handle , int $type , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 radius_put_attr() の例
<?php
mt_srand(time());
$chall = mt_rand();
$chapval = md5(pack('Ca*',1 , 'sepp' . $chall));
$pass = pack('CH*', 1, $chapval);
if (!radius_put_attr($res, RADIUS_CHAP_PASSWORD, $pass)) {
    echo 'RadiusError:' . radius_strerror($res). "\n<br />";
    exit;
}
?>

参考

radius_get_attr() - 属性を取得する
radius_get_vendor_attr() - ベンダ固有の属性を取得する
radius_put_vendor_attr() - ベンダ固有のバイナリ属性を設定する

radius_put_int
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_int — 整数属性を設定する

説明
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bool radius_put_int ( resource $radius_handle , int $type , int $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 radius_put_int() の例
<?php
if (!radius_put_int($res, RAD_FRAMED_PROTOCOL, RAD_PPP)) {
   echo 'RadiusError:' . radius_strerror($res). "\n<br />";
   exit;
}
?>

参考

radius_put_string() - 文字列属性を設定する
radius_put_vendor_int() - ベンダ固有の整数属性を設定する
radius_put_vendor_string() - ベンダ固有の文字列属性を設定する

radius_put_string
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_string — 文字列属性を設定する

説明

bool radius_put_string ( resource $radius_handle , int $type , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 radius_put_string() の例
<?php
if (!radius_put_string($res, RADIUS_USER_NAME, 'billy')) {
    echo 'RadiusError:' . radius_strerror($res). "\n<br />";
    exit;
}
?>

参考

radius_put_int() - 整数属性を設定する
radius_put_vendor_int() - ベンダ固有の整数属性を設定する
radius_put_vendor_string() - ベンダ固有の文字列属性を設定する

radius_put_vendor_addr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_vendor_addr — ベンダ固有の IP アドレス属性を設定する

説明

bool radius_put_vendor_addr ( resource $radius_handle , int $vendor , int $type , string $addr )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

radius_put_vendor_attr
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_vendor_attr — ベンダ固有のバイナリ属性を設定する

説明

bool radius_put_vendor_attr ( resource $radius_handle , int $vendor , int $type , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 radius_put_vendor_attr() の例
<?php
if (!radius_put_vendor_attr($res, RADIUS_VENDOR_MICROSOFT, RAD_MICROSOFT_MS_CHAP_CHALLENGE, $challenge)) {
    echo 'RadiusError:' . radius_strerror($res). "\n<br />";
    exit;
}
?>

参考

radius_get_vendor_attr() - ベンダ固有の属性を取得する

radius_put_vendor_int
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_vendor_int — ベンダ固有の整数属性を設定する

説明

bool radius_put_vendor_int ( resource $radius_handle , int $vendor , int $type , int $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

radius_put_vendor_string() - ベンダ固有の文字列属性を設定する

radius_put_vendor_string
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_put_vendor_string — ベンダ固有の文字列属性を設定する

説明

bool radius_put_vendor_string ( resource $radius_handle , int $vendor , int $type , string $value )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

radius_put_vendor_int() - ベンダ固有の整数属性を設定する

radius_request_authenticator
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_request_authenticator — リクエスト認証子を返す

説明

string radius_request_authenticator ( resource $radius_handle )

パスワードや暗号化キーのような加工されたデータを復元する際には リクエスト認証子が必要となります。

返り値

リクエスト認証子を文字列で返します。エラー時には FALSE を返します。

参考

radius_demangle() - データを復元する

radius_send_request
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_send_request — リクエストを送信し、応答を待つ

説明

int radius_send_request ( resource $radius_handle )

Radius リクエストを作成した後は、 radius_send_request() でそれを送信します。

radius_send_request() 関数は、リクエストを送信して 応答を待ちます。定義されているサーバ間で、必要に応じてラウンドロビン 形式で再試行します。

返り値

有効な応答を受信したら、radius_send_request() は応答の型を示す Radius コードを返します。一般的なコードは RADIUS_ACCESS_ACCEPT、 RADIUS_ACCESS_REJECT あるいは RADIUS_ACCESS_CHALLENGE です。 有効な応答を受信できなかった場合は、 radius_send_request() は
FALSE を返します。

参考

radius_create_request() - 課金あるいは認証のリクエストを作成する

radius_server_secret
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_server_secret — 共有秘密鍵を返す

説明

string radius_server_secret ( resource $radius_handle )

パスワードや暗号化キーのような加工されたデータを復元する際の SALT として、共有秘密鍵が必要となります。

返り値
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サーバの共有秘密鍵を文字列で返します。エラー時には FALSE を返します。

radius_strerror
(PECL radius >= 1.1.0)

radius_strerror — エラーメッセージを返す

説明

string radius_strerror ( resource $radius_handle )

Radius 関数が失敗した場合にはエラーメッセージが記録されます。 この関数により、エラーメッセージを取得することが可能となります。

返り値

失敗した radius 関数からのエラーメッセージを文字列で返します。

目次
radius_acct_open — 課金用の Radius ハンドルを作成する
radius_add_server — サーバを追加する
radius_auth_open — 認証用の Radius ハンドルを作成する
radius_close — すべてのリソースを開放する
radius_config — 指定した設定ファイルをライブラリに読み込ませる
radius_create_request — 課金あるいは認証のリクエストを作成する
radius_cvt_addr — 生データを IP アドレスに変換する
radius_cvt_int — 生データを整数に変換する
radius_cvt_string — 生データを文字列に変換する
radius_demangle_mppe_key — 変形されたデータから mppe キーを得る
radius_demangle — データを復元する
radius_get_attr — 属性を取得する
radius_get_vendor_attr — ベンダ固有の属性を取得する
radius_put_addr — IP アドレス属性を設定する
radius_put_attr — バイナリ属性を設定する
radius_put_int — 整数属性を設定する
radius_put_string — 文字列属性を設定する
radius_put_vendor_addr — ベンダ固有の IP アドレス属性を設定する
radius_put_vendor_attr — ベンダ固有のバイナリ属性を設定する
radius_put_vendor_int — ベンダ固有の整数属性を設定する
radius_put_vendor_string — ベンダ固有の文字列属性を設定する
radius_request_authenticator — リクエスト認証子を返す
radius_send_request — リクエストを送信し、応答を待つ
radius_server_secret — 共有秘密鍵を返す
radius_strerror — エラーメッセージを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Radius 関数

radius_acct_open — 課金用の Radius ハンドルを作成する
radius_add_server — サーバを追加する
radius_auth_open — 認証用の Radius ハンドルを作成する
radius_close — すべてのリソースを開放する
radius_config — 指定した設定ファイルをライブラリに読み込ませる
radius_create_request — 課金あるいは認証のリクエストを作成する
radius_cvt_addr — 生データを IP アドレスに変換する
radius_cvt_int — 生データを整数に変換する
radius_cvt_string — 生データを文字列に変換する
radius_demangle_mppe_key — 変形されたデータから mppe キーを得る
radius_demangle — データを復元する
radius_get_attr — 属性を取得する
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radius_get_vendor_attr — ベンダ固有の属性を取得する
radius_put_addr — IP アドレス属性を設定する
radius_put_attr — バイナリ属性を設定する
radius_put_int — 整数属性を設定する
radius_put_string — 文字列属性を設定する
radius_put_vendor_addr — ベンダ固有の IP アドレス属性を設定する
radius_put_vendor_attr — ベンダ固有のバイナリ属性を設定する
radius_put_vendor_int — ベンダ固有の整数属性を設定する
radius_put_vendor_string — ベンダ固有の文字列属性を設定する
radius_request_authenticator — リクエスト認証子を返す
radius_send_request — リクエストを送信し、応答を待つ
radius_server_secret — 共有秘密鍵を返す
radius_strerror — エラーメッセージを返す

KADM5 — Kerberos V
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
KADM5 関数

Radius
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Radius 関数

日付および時刻関連

カレンダー

導入
カレンダー関数は、異なったカレンダーフォーマット間の変換を 簡単に行う関数の集まりです。標準としているのは、ユリウス積算日です。 ユリウス積算日は、紀元前 4713 年 1 月 1 日から数え始めわれています。 カレンダーシステム間の変換を行うには、ユリウス積算日に
変換した後 に選択したカレンダーシステムに変換しなければなりません。 ユリウス積算日はユリウス暦とは全く違います! ユリウス積算日の詳細を知りたい場合は、 » http://www.hermetic.ch/cal_stud/jdn.htm を参照ください。 カレンダーシステムに関する情報を知りたい
場合は、 » http://www.fourmilab.ch/documents/calendar/ を参照ください。 本説明にはこのページからの引用が含まれています。 このページの内容はこのチュートリアルにも反映/引用されています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
これらの関数を動作させるには、 --enable-calendar を指定して PHP をコンパイルする必要があります。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

http://www.hermetic.ch/cal_stud/jdn.htm
http://www.fourmilab.ch/documents/calendar/
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実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CAL_GREGORIAN (integer)
CAL_JULIAN (integer)
CAL_JEWISH (integer)
CAL_FRENCH (integer)
CAL_NUM_CALS (integer)
CAL_DOW_DAYNO (integer)
CAL_DOW_SHORT (integer)
CAL_DOW_LONG (integer)
CAL_MONTH_GREGORIAN_SHORT (integer)
CAL_MONTH_GREGORIAN_LONG (integer)
CAL_MONTH_JULIAN_SHORT (integer)
CAL_MONTH_JULIAN_LONG (integer)
CAL_MONTH_JEWISH (integer)
CAL_MONTH_FRENCH (integer)

以下の定数は、PHP 4.3.0 以降で使用可能です。

CAL_EASTER_DEFAULT (integer)
CAL_EASTER_ROMAN (integer)
CAL_EASTER_ALWAYS_GREGORIAN (integer)
CAL_EASTER_ALWAYS_JULIAN (integer)

以下の定数は、PHP 5.0.0 以降で使用可能です。

CAL_JEWISH_ADD_ALAFIM_GERESH (integer)
CAL_JEWISH_ADD_ALAFIM (integer)
CAL_JEWISH_ADD_GERESHAYIM (integer)

カレンダー 関数

cal_days_in_month
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

cal_days_in_month — 指定した年とカレンダーについて、月の日数を返す

説明

int cal_days_in_month ( int $calendar , int $month , int $year )

この関数は、指定した calendar について year 年 month 月の日数を返します。

パラメータ
calendar

計算に使用するカレンダー。
month

選択したカレンダーにおける月。
year
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選択したカレンダーにおける年。

返り値

指定したカレンダーの、その月の日数を返します。

例

例1 cal_days_in_month() の例
<?php
$num = cal_days_in_month(CAL_GREGORIAN, 8, 2003); // 31
echo "2003 年 8 月の日数は $num 日です";
?>

cal_from_jd
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

cal_from_jd — ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する

説明

array cal_from_jd ( int $jd , int $calendar )

cal_from_jd() は、 jd で指定したユリウス日を 指定した calendar に変換します。 サポートされる calendar の値は、 CAL_GREGORIAN、 CAL_JULIAN、 CAL_JEWISH および CAL_FRENCH です。

パラメータ
jd

ユリウス日を表す整数値。
calendar

変換するカレンダー。

返り値

カレンダーの情報を含む配列を返します。この配列には、 年、月、日、週、曜日名、月名、"月/日/年" 形式の文字列 などが含まれます。

例

例1 cal_from_jd() の例
<?php
$today = unixtojd(mktime(0, 0, 0, 8, 16, 2003));
print_r(cal_from_jd($today, CAL_GREGORIAN));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [date] => 8/16/2003
    [month] => 8
    [day] => 16
    [year] => 2003
    [dow] => 6
    [abbrevdayname] => Sat
    [dayname] => Saturday
    [abbrevmonth] => Aug
    [monthname] => August
)

参考

cal_to_jd() - サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する
jdtofrench() - ユリウス積算日をフランス革命暦(共和暦)に変換する
jdtogregorian() - ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する
jdtojewish() - ユリウス積算日をユダヤ暦に変換する
jdtojulian() - ユリウス積算日をユリウス暦に変換する
jdtounix() - ユリウス歴を Unix タイムスタンプに変換する

cal_info
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)
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cal_info — 特定のカレンダーに関する情報を返す

説明

array cal_info ([ int $calendar = -1 ] )

cal_info() は、指定した calendar についての情報を返します。

カレンダーの情報は配列として返され、その要素は calname、calsymbol、 month、abbrevmonth および maxdaysinmonth となります。 calendar として指定可能なカレンダー名は以下のとおりです。

0 あるいは CAL_GREGORIAN - グレゴリウス暦
1 あるいは CAL_JULIAN - ユリウス暦
2 あるいは CAL_JEWISH - ユダヤ暦
3 あるいは CAL_FRENCH - フランス革命暦

calendar が指定されなかった場合は、 サポートするすべてのカレンダーの情報を配列で返します。

パラメータ
calendar

情報を返したいカレンダー。指定しなかった場合は、 すべてのカレンダーに関する情報を返します。

返り値

変更履歴

バージョン 説明
5.0 以降 calendar パラメータが省略可能となり、 省略した場合は "すべてのカレンダー" についての情報を返すようになりました。

例

例1 cal_info() の例
<?php
$info = cal_info(0);
print_r($info);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [months] => Array
        (
            [1] => January
            [2] => February
            [3] => March
            [4] => April
            [5] => May
            [6] => June
            [7] => July
            [8] => August
            [9] => September
            [10] => October
            [11] => November
            [12] => December
        )

    [abbrevmonths] => Array
        (
            [1] => Jan
            [2] => Feb
            [3] => Mar
            [4] => Apr
            [5] => May
            [6] => Jun
            [7] => Jul
            [8] => Aug
            [9] => Sep
            [10] => Oct
            [11] => Nov
            [12] => Dec
        )

    [maxdaysinmonth] => 31
    [calname] => Gregorian
    [calsymbol] => CAL_GREGORIAN
)

cal_to_jd
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

cal_to_jd — サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する

説明
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int cal_to_jd ( int $calendar , int $month , int $day , int $year )

cal_to_jd() は、指定した calendar の日付からユリウス積算日を計算します。 サポートされる calendar は CAL_GREGORIAN、 CAL_JULIAN、 CAL_JEWISH および CAL_FRENCH です。

パラメータ
calendar

変換元のカレンダー。 CAL_GREGORIAN、 CAL_JULIAN、 CAL_JEWISH あるいは CAL_FRENCH のいずれか。
month

月を表す数値。有効な範囲は calendar に依存します。
day

日を表す数値。有効な範囲は calendar に依存します。
year

年を表す数値。有効な範囲は calendar に依存します。

返り値

ユリウス積算日を返します。

参考

cal_from_jd() - ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する
frenchtojd() - フランス革命暦をユリウス積算日に変換する
gregoriantojd() - グレゴリウス日をユリウス積算日に変換する
jewishtojd() - ユダヤ暦の日付けをユリウス積算日に変換する
juliantojd() - ユリウス暦をユリウス積算日に変換する
unixtojd() - Unix タイムスタンプをユリウス歴に変換する

easter_date
(PHP 4, PHP 5)

easter_date — 指定した年における復活祭の真夜中のUnix時を得る

説明

int easter_date ([ int $year ] )

指定した年yearにおける復活祭の真夜中のUnix時を返します。

警告

この関数は、年がUnixタイムスタンプの範囲を越える時 (すなわち、1970より前、または2037より後)に警告を発生します。

復活祭の日付は、西暦325年の Nicaea 会議で春分の日の後の 最初の満月の後の日曜日として定められました。 満月とその次の日曜日の日付の計算を簡単にするために 春分の日は常に3月21日になるとして計算されます。 ここで用いるアルゴリズムは、532年頃、Dionysius
Exiguus により 導出されたものです。(1753年より前の年に関して)ユリウス暦の元では 月の周期を追うために簡単な19年周期が用いられます。グレゴリウス暦 (1753年以降。この暦は、ClaviusとLiliusにより考案され、 教皇グレゴリウス13世により1582年10月に導入、イ
ギリス及びその植民地に 1752年9月に導入された。) のもとで、二つの補正係数が周期をより正確に作成するために追加されました。

パラメータ
year

1970 から 2037 までの年。

返り値

復活祭の日を Unix タイムスタンプで返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 以降 yearパラメータはオプションとなり 省略された場合には、ローカル時間に基づく現在の年がデフォルトとなります。

例

例1 easter_date() の例
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<?php

echo date("M-d-Y", easter_date(1999));        // Apr-04-1999
echo date("M-d-Y", easter_date(2000));        // Apr-23-2000
echo date("M-d-Y", easter_date(2001));        // Apr-15-2001

?>

参考

1970年以前または2037年以降の復活祭の計算に関しては、 easter_days() - 指定した年において、3 月 21 日から復活祭までの日数を得る を参照ください。

easter_days
(PHP 4, PHP 5)

easter_days — 指定した年において、3 月 21 日から復活祭までの日数を得る

説明

int easter_days ([ int $year [, int $method = CAL_EASTER_DEFAULT ]] )

指定した年 year において、3 月 21 日から復活祭までの日数を返します。 year が指定されない場合、現在の年が仮定されます。

この関数は、Unix 時の範囲外(すなわち 1970 年以前または 2037 年以降)の復活祭を 計算するために easter_date() の代わりに使用することが できます。

復活祭の日付は、西暦 325 年の Nicaea の会議で春分の日以降の 最初の満月の後の日曜日として定義されました。 満月とその次の日曜日の日付の計算を簡単にするために 春分の日は常に 3 月 21 日になるとして計算されます。 ここで用いるアルゴリズムは、532 年頃に
Dionysius Exiguus により 導出されたものです。(1753 年より前の年に関して)ユリウス暦のもとでは 月の周期を追うために簡単な 19 年周期が用いられます。グレゴリオ暦 (1753 年以降。この暦は Clavius と Lilius により考案され、 教皇グレゴリウス 13 世により 1582 年
10 月に導入、イギリス及びその植民地に 1752 年 9 月に導入された) のもとで、二つの補正係数が周期をより正確に作成するために追加されました。

パラメータ
year

正の数値で表した年。
method

CAL_EASTER_ROMAN に設定すると 1582 年から 1752 年までの復活祭の日付をグレゴリオ暦にもとづいて 計算します。それ以外に使用可能な定数については カレンダー定数を参照ください。

返り値

指定した年 year において、3 月 21 日から復活祭までの日数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 以降 year はオプションのパラメータとなり、 もし指定されなかった場合は、地方時にもとづいた現在の年がデフォルトとなります。
4.3.0 以降 method パラメータが追加されました。

例

例1 easter_days() の例
<?php

echo easter_days(1999);        // 14, i.e. April 4
echo easter_days(1492);        // 32, i.e. April 22
echo easter_days(1913);        //  2, i.e. March 23

?>

参考

easter_date() - 指定した年における復活祭の真夜中のUnix時を得る

FrenchToJD
(PHP 4, PHP 5)

FrenchToJD — フランス革命暦をユリウス積算日に変換する

説明
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int frenchtojd ( int $month , int $day , int $year )

日付けをフランス革命暦からユリウス積算日に変換します。

これらのルーチンは、1から14年まで(グレゴリウス暦の1792年9月22日から 1806年9月22日)日付けのみを変換します。 この期間は、フランス革命暦が使用されていた期間を十分にカバーしています。

パラメータ
month

月を表す、1 (VendĂŠmiaire) から 13 (各年の最後の 5-6 日) までの数字。
day

日を表す、1 から 30 までの数字。
year

年を表す、1 から 14 までの数字。

返り値

フランス革命暦の日付をユリウス積算日になおした結果を整数値で返します。

参考

jdtofrench() - ユリウス積算日をフランス革命暦(共和暦)に変換する
cal_to_jd() - サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する

GregorianToJD
(PHP 4, PHP 5)

GregorianToJD — グレゴリウス日をユリウス積算日に変換する

説明

int gregoriantojd ( int $month , int $day , int $year )

有効なグレゴリウス暦の範囲は紀元前 4714 年から紀元 9999 年までです。

このソフトウェアは日付けを全て紀元前 4714 年にさかのぼることが 出来ますが、この様な使い方は特に意味があるわけではありません。 グレゴリウス暦は 1582 年 10 月 15 日(ユリウス暦では 1582 年 10 月 5 日)まで制定されていませんでした。 この暦は、いくつかの国
でもっと後まで受け入れられませんでした。 例えば、イギリスは 1752 年、ロシア(USSR)は 1918 年、ギリシャは 1923 年に 移行しました。 ほとんどのヨーロッパの国々では、グレゴリウス暦の前は ユリウス暦を使用していました。

パラメータ
month

月を表す、1 (January) から 12 (December) までの数字。
day

日を表す、1 から 31 までの数字。
year

年を表す、-4714 から 9999 までの数字。

返り値

指定したグレゴリウス日をユリウス積算日になおした結果を返します。

例

例1 カレンダー関数
<?php
$jd = GregorianToJD(10, 11, 1970);
echo "$jd\n";
$gregorian = JDToGregorian($jd);
echo "$gregorian\n";
?>

参考

jdtogregorian() - ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する
cal_to_jd() - サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する
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JDDayOfWeek
(PHP 4, PHP 5)

JDDayOfWeek — 曜日を返す

説明

mixed jddayofweek ( int $julianday [, int $mode = CAL_DOW_DAYNO ] )

曜日を返します。 モードに依存した文字あるいは整数を返す事が出来ます。

パラメータ
julianday

ユリウス積算日を表す整数値。
mode

暦の曜日モード
モード 意味

0 (デフォルト) 整数で曜日番号 (0=Sunday, 1=Monday, 等)を返します。
1 曜日(英グレゴリウス)を含む文字列を返します。
2 曜日の省略形(英グレゴリウス)を含む文字列を返します。

返り値

グレゴリウス暦の曜日を表す数値あるいは文字列を返します。

JDMonthName
(PHP 4, PHP 5)

JDMonthName — 月の名前を返す

説明

string jdmonthname ( int $julianday , int $mode )

月の名前を含んだ文字列を返します。 modeはユリウス積算日をどの暦に変換するか、 どんなタイプの月名を返すかを関数に伝えます。

暦モード
モード 意味 値
0 グレゴリウス暦 - 省略形 Jan, Feb, Mar, Apr, May, Jun, Jul, Aug, Sep, Oct, Nov, Dec
1 グレゴリウス暦 January, February, March, April, May, June, July, August, September, October, November, December
2 ユリウス暦 - 省略形 Jan, Feb, Mar, Apr, May, Jun, Jul, Aug, Sep, Oct, Nov, Dec
3 ユリウス暦 January, February, March, April, May, June, July, August, September, October, November, December
4 ユダヤ暦 Tishri, Heshvan, Kislev, Tevet, Shevat, AdarI, AdarII, Nisan, Iyyar, Sivan, Tammuz, Av, Elul
5 フランス革命暦 Vendemiaire, Brumaire, Frimaire, Nivose, Pluviose, Ventose, Germinal, Floreal, Prairial, Messidor, Thermidor, Fructidor, Extra

パラメータ
jday

変換したいユリウス積算日。
calendar

月名を取得する暦。

返り値

指定したユリウス積算日と calendar にもとづく月名を返します。

JDToFrench
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(PHP 4, PHP 5)

JDToFrench — ユリウス積算日をフランス革命暦(共和暦)に変換する

説明

string jdtofrench ( int $juliandaycount )

ユリウス積算日をフランス革命暦に変換します。

パラメータ
julianday

ユリウス積算日を表す整数値。

返り値

フランス革命暦の日付を "月/日/年" 形式の文字列で返します。

参考

frenchtojd() - フランス革命暦をユリウス積算日に変換する
cal_from_jd() - ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する

JDToGregorian
(PHP 4, PHP 5)

JDToGregorian — ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する

説明

string jdtogregorian ( int $julianday )

ユリウス積算日を "月/日/年" の形式でグレゴリウス日を含む文字列に変換します。

パラメータ
julianday

ユリウス積算日を表す整数値。

返り値

グレゴリウス暦の日付を "月/日/年" 形式の文字列で返します。

参考

gregoriantojd() - グレゴリウス日をユリウス積算日に変換する
cal_from_jd() - ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する

jdtojewish
(PHP 4, PHP 5)

jdtojewish — ユリウス積算日をユダヤ暦に変換する

説明

string jdtojewish ( int $juliandaycount [, bool $hebrew = false [, int $fl = 0 ]] )

ユリウス積算日をユダヤ暦に変換します。

パラメータ
julianday

ユリウス積算日を表す整数値。
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hebrew

パラメータ hebrew が TRUE に設定されている場合、 ヘブライ語の文字列形式での出力のために fl が使用されます。
fl

使用可能なフォーマットは CAL_JEWISH_ADD_ALAFIM_GERESH、 CAL_JEWISH_ADD_ALAFIM および CAL_JEWISH_ADD_GERESHAYIM です。

返り値

ユダヤ暦の日付を "月/日/年" 形式の文字列で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 fl パラメータが追加されました。
4.3.0 hebrew パラメータが追加されました。

例

例1 jdtojewish() の例
<?php
echo jdtojewish(gregoriantojd(10, 8, 2002), true,
       CAL_JEWISH_ADD_GERESHAYIM + CAL_JEWISH_ADD_ALAFIM + CAL_JEWISH_ADD_ALAFIM_GERESH); 
?>

参考

jewishtojd() - ユダヤ暦の日付けをユリウス積算日に変換する
cal_from_jd() - ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する

JDToJulian
(PHP 4, PHP 5)

JDToJulian — ユリウス積算日をユリウス暦に変換する

説明

string jdtojulian ( int $julianday )

ユリウス積算日を "月/日/年" の形式でユリウス暦を含む文字列に変換します。

パラメータ
julianday

ユリウス積算日を表す整数値。

返り値

ユリウス暦の日付を "月/日/年" 形式の文字列で返します。

参考

juliantojd() - ユリウス暦をユリウス積算日に変換する
cal_from_jd() - ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する

jdtounix
(PHP 4, PHP 5)

jdtounix — ユリウス歴を Unix タイムスタンプに変換する

説明

int jdtounix ( int $jday )

この関数は、jday で指定したユリウス歴に 対応する Unix タイムスタンプを返します。 jday が Unix 歴 (グレゴリウス歴で 1970 年と 2037 年の間 または 2440588 <= jday <= 2465342) の範囲外の場合は FALSE を返します。返される時刻は地方時間です (GMT ではあり
ません)。
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パラメータ
jday

2440588 から 2465342 までのユリウス積算日。

返り値

指定したユリウス積算日の開始時の Unix タイムスタンプを返します。

参考

unixtojd() - Unix タイムスタンプをユリウス歴に変換する

JewishToJD
(PHP 4, PHP 5)

JewishToJD — ユダヤ暦の日付けをユリウス積算日に変換する

説明

int jewishtojd ( int $month , int $day , int $year )

この関数では1年(紀元前3761年)に遡って全ての日々を扱うこと が出来ますが、この様な使い方は特に意味があるわけではありません。 ユダヤ暦は数千年に渡って使われていますが、当初は月の 始まりが決められていませんでいた。新しい月は新月が最初に観測 された日に始
まりました。

パラメータ
month

月を表す、1 から 13 までの数値。
day

日を表す、1 から 30 までの数値。
year

年を表す、1 から 9999 までの数値。

返り値

指定したユダヤ暦の日付に対応するユリウス積算日を返します。

参考

jdtojewish() - ユリウス積算日をユダヤ暦に変換する
cal_to_jd() - サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する

JulianToJD
(PHP 4, PHP 5)

JulianToJD — ユリウス暦をユリウス積算日に変換する

説明

int juliantojd ( int $month , int $day , int $year )

ユリウス暦は紀元前 4713 年から紀元 9999 年の範囲で使えます。

この関数は日付けを全て紀元前 4713 年にさかのぼって扱うことが 出来ますが,この様な使い方はあまり意味があるわけではありません。 このカレンダーは紀元前 46 年に作られました、しかし細部は紀元 8 年になるまで、おそらくは 4 世紀になるまで安定しませんでした。
また、年の始まりを一つの文化のものから別の文化のものに変更すること、 つまり、January を最初の月とすることは全く受け入れられませんでした。

警告

覚えておいてほしいのは、現在世界中で使用されているカレンダーは グレゴリウス暦であるということです。この日付をユリウス日に 変換するには、gregoriantojd() が使用可能です。

パラメータ
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month

月を表す、1 (for January) から 12 (for December) までの数値。
day

日を表す、1 から 31 までの数値。
year

年を表す、-4713 から 9999 までの数値。

返り値

指定したユリウス暦の日付に対応するユリウス積算日を返します。

参考

jdtojulian() - ユリウス積算日をユリウス暦に変換する
cal_to_jd() - サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する

unixtojd
(PHP 4, PHP 5)

unixtojd — Unix タイムスタンプをユリウス歴に変換する

説明

int unixtojd ([ int $timestamp = time() ] )

Unix タイムスタンプ(1970/1/1 からの秒数)timestamp をユリウス歴に変換して返します。timestamp が 指定されない場合は現在の日付が使用されます。

パラメータ
timestamp

変換したい Unix タイムスタンプ。

返り値

ユリウス積算日を表す整数値を返します。

参考

jdtounix() - ユリウス歴を Unix タイムスタンプに変換する

目次
cal_days_in_month — 指定した年とカレンダーについて、月の日数を返す
cal_from_jd — ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する
cal_info — 特定のカレンダーに関する情報を返す
cal_to_jd — サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する
easter_date — 指定した年における復活祭の真夜中のUnix時を得る
easter_days — 指定した年において、3 月 21 日から復活祭までの日数を得る
FrenchToJD — フランス革命暦をユリウス積算日に変換する
GregorianToJD — グレゴリウス日をユリウス積算日に変換する
JDDayOfWeek — 曜日を返す
JDMonthName — 月の名前を返す
JDToFrench — ユリウス積算日をフランス革命暦(共和暦)に変換する
JDToGregorian — ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する
jdtojewish — ユリウス積算日をユダヤ暦に変換する
JDToJulian — ユリウス積算日をユリウス暦に変換する
jdtounix — ユリウス歴を Unix タイムスタンプに変換する
JewishToJD — ユダヤ暦の日付けをユリウス積算日に変換する
JulianToJD — ユリウス暦をユリウス積算日に変換する
unixtojd — Unix タイムスタンプをユリウス歴に変換する

導入
インストール/設定
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
カレンダー 関数

cal_days_in_month — 指定した年とカレンダーについて、月の日数を返す
cal_from_jd — ユリウス積算日からサポートされるカレンダーに変換する
cal_info — 特定のカレンダーに関する情報を返す
cal_to_jd — サポートされるカレンダーからユリウス積算日に変換する
easter_date — 指定した年における復活祭の真夜中のUnix時を得る
easter_days — 指定した年において、3 月 21 日から復活祭までの日数を得る
FrenchToJD — フランス革命暦をユリウス積算日に変換する
GregorianToJD — グレゴリウス日をユリウス積算日に変換する
JDDayOfWeek — 曜日を返す
JDMonthName — 月の名前を返す
JDToFrench — ユリウス積算日をフランス革命暦(共和暦)に変換する
JDToGregorian — ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する
jdtojewish — ユリウス積算日をユダヤ暦に変換する
JDToJulian — ユリウス積算日をユリウス暦に変換する
jdtounix — ユリウス歴を Unix タイムスタンプに変換する
JewishToJD — ユダヤ暦の日付けをユリウス積算日に変換する
JulianToJD — ユリウス暦をユリウス積算日に変換する
unixtojd — Unix タイムスタンプをユリウス歴に変換する

日付・時刻

導入
以下の関数により、PHP スクリプトを実行するサーバから 日付と時間を取得することが可能となります。 多くの異なる方法で日付や時間をフォーマットするために これらの関数を使用することができます。

日付と時刻の情報は内部的には 64 ビット数値で保持されているので、 (負の年も含めて) あらゆる火付けを扱うことができます。 扱える範囲は、過去およそ2920億年と未来の同じくらいの年です。

注意: これらの関数は、使用するサーバのロケールの設定に依存していることに注意してください。 これらの関数を使用する際にはサマータイム (例えば、.$date += 7*24*60*60ではなく、 $date = strtotime('+7 days', $date) とする) および閏年を必ず考慮に入
れるようにしてください。

注意: この節で参照しているタイムゾーンは、 サポートされるタイムゾーンのリスト で見つけられます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

注意: 最新のタイムゾーンデータベースの取得

最新バージョンのタイムゾーンデータベースは、PECL の » timezonedb からインストールできます。

注意: PHP 5.1.x における実験的な DateTime サポート

DateTime クラス (とそれに関連する関数) がデフォルトで使用できるようになったのは PHP 5.2.0 からですが、 PHP 5.1.x でも実験的な DateTime サポートを追加することができます。 そのためには、configure/コンパイルの前に CFLAGS=-

http://pecl.php.net/get/timezonedb
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DEXPERIMENTAL_DATE_SUPPORT=1 フラグを使用します。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Date/Time Configuration Options
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

date.default_latitude "31.7667" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能
date.default_longitude "35.2333" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能
date.sunrise_zenith "90.583333" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能
date.sunset_zenith "90.583333" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能
date.timezone "GMT" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で利用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

date.default_latitude float

デフォルトの緯度

date.default_longitude float

デフォルトの経度

date.sunrise_zenith float

デフォルトの日出点

date.sunset_zenith float

デフォルトの日没点

date.timezone string

PHP 5.3.0 より前のバージョンで、 環境変数 TZ が設定されていない場合に 全ての日付/時刻関数で使用されるデフォルトのタイムゾーン (PHP 5.3.0 以降では 環境変数 TZ を参照しなくなりました)。 優先順については、date_default_timezone_get() のページで解説さ
れています。サポートしているタイムゾーンについては サポートされるタイムゾーンのリスト を参照ください。

注意: 最初の 4 つの設定オプションは現時点で date_sunrise() と date_sunset() でのみ使用されます。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
DATE_ 定数 は PHP 5.1.1 以降で定義されており、標準的な日付の書式を表します。 日付フォーマット関数（date() など）で使用します。

以下の定数は PHP 5.1.2 以降に存在し、関数 date_sunrise() および date_sunset() が返す結果の書式を指定します。

SUNFUNCS_RET_TIMESTAMP (integer)
タイムスタンプ

SUNFUNCS_RET_STRING (integer)
時:分 (例: 08:02)

SUNFUNCS_RET_DOUBLE (integer)
時刻を表す浮動小数点値 (例 8.75)

サポートされるタイムゾーンのリスト
目次

アフリカ
アメリカ
南極
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北極
アジア
大西洋
オーストラリア
ヨーロッパ
インド
太平洋
その他

これは、PHP がサポートしているタイムゾーンの完全なリストです。例えば date_default_timezone_set() などで使用します。

注意: 最新バージョンのタイムゾーンデータベースは、PECL の » timezonedb からインストールできます。

注意: このリストの元になっているのは、タイムゾーンデータベース バージョン 2010.15.

アフリカ
アフリカ

Africa/Abidjan Africa/Accra Africa/Addis_Ababa Africa/Algiers Africa/Asmara
Africa/Asmera Africa/Bamako Africa/Bangui Africa/Banjul Africa/Bissau
Africa/Blantyre Africa/Brazzaville Africa/Bujumbura Africa/Cairo Africa/Casablanca
Africa/Ceuta Africa/Conakry Africa/Dakar Africa/Dar_es_Salaam Africa/Djibouti
Africa/Douala Africa/El_Aaiun Africa/Freetown Africa/Gaborone Africa/Harare
Africa/Johannesburg Africa/Kampala Africa/Khartoum Africa/Kigali Africa/Kinshasa
Africa/Lagos Africa/Libreville Africa/Lome Africa/Luanda Africa/Lubumbashi
Africa/Lusaka Africa/Malabo Africa/Maputo Africa/Maseru Africa/Mbabane
Africa/Mogadishu Africa/Monrovia Africa/Nairobi Africa/Ndjamena Africa/Niamey
Africa/Nouakchott Africa/Ouagadougou Africa/Porto-Novo Africa/Sao_Tome Africa/Timbuktu
Africa/Tripoli Africa/Tunis Africa/Windhoek   

アメリカ
アメリカ

America/Adak America/Anchorage America/Anguilla America/Antigua America/Araguaina
America/Argentina/Buenos_Aires America/Argentina/Catamarca America/Argentina/ComodRivadavia America/Argentina/Cordoba America/Argentina/Jujuy
America/Argentina/La_Rioja America/Argentina/Mendoza America/Argentina/Rio_Gallegos America/Argentina/Salta America/Argentina/San_Juan
America/Argentina/San_Luis America/Argentina/Tucuman America/Argentina/Ushuaia America/Aruba America/Asuncion
America/Atikokan America/Atka America/Bahia America/Bahia_Banderas America/Barbados
America/Belem America/Belize America/Blanc-Sablon America/Boa_Vista America/Bogota
America/Boise America/Buenos_Aires America/Cambridge_Bay America/Campo_Grande America/Cancun
America/Caracas America/Catamarca America/Cayenne America/Cayman America/Chicago
America/Chihuahua America/Coral_Harbour America/Cordoba America/Costa_Rica America/Cuiaba
America/Curacao America/Danmarkshavn America/Dawson America/Dawson_Creek America/Denver
America/Detroit America/Dominica America/Edmonton America/Eirunepe America/El_Salvador
America/Ensenada America/Fort_Wayne America/Fortaleza America/Glace_Bay America/Godthab
America/Goose_Bay America/Grand_Turk America/Grenada America/Guadeloupe America/Guatemala
America/Guayaquil America/Guyana America/Halifax America/Havana America/Hermosillo
America/Indiana/Indianapolis America/Indiana/Knox America/Indiana/Marengo America/Indiana/Petersburg America/Indiana/Tell_City
America/Indiana/Vevay America/Indiana/Vincennes America/Indiana/Winamac America/Indianapolis America/Inuvik
America/Iqaluit America/Jamaica America/Jujuy America/Juneau America/Kentucky/Louisville
America/Kentucky/Monticello America/Knox_IN America/La_Paz America/Lima America/Los_Angeles
America/Louisville America/Maceio America/Managua America/Manaus America/Marigot
America/Martinique America/Matamoros America/Mazatlan America/Mendoza America/Menominee
America/Merida America/Mexico_City America/Miquelon America/Moncton America/Monterrey
America/Montevideo America/Montreal America/Montserrat America/Nassau America/New_York
America/Nipigon America/Nome America/Noronha America/North_Dakota/Center America/North_Dakota/New_Salem
America/Ojinaga America/Panama America/Pangnirtung America/Paramaribo America/Phoenix
America/Port-au-Prince America/Port_of_Spain America/Porto_Acre America/Porto_Velho America/Puerto_Rico
America/Rainy_River America/Rankin_Inlet America/Recife America/Regina America/Resolute
America/Rio_Branco America/Rosario America/Santa_Isabel America/Santarem America/Santiago
America/Santo_Domingo America/Sao_Paulo America/Scoresbysund America/Shiprock America/St_Barthelemy
America/St_Johns America/St_Kitts America/St_Lucia America/St_Thomas America/St_Vincent
America/Swift_Current America/Tegucigalpa America/Thule America/Thunder_Bay America/Tijuana

http://pecl.php.net/get/timezonedb


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

America/Toronto America/Tortola America/Vancouver America/Virgin America/Whitehorse
America/Winnipeg America/Yakutat America/Yellowknife   

南極
南極

Antarctica/Casey Antarctica/Davis Antarctica/DumontDUrville Antarctica/Macquarie Antarctica/Mawson
Antarctica/McMurdo Antarctica/Palmer Antarctica/Rothera Antarctica/South_Pole Antarctica/Syowa
Antarctica/Vostok     

北極
北極

Arctic/Longyearbyen

アジア
アジア

Asia/Aden Asia/Almaty Asia/Amman Asia/Anadyr Asia/Aqtau
Asia/Aqtobe Asia/Ashgabat Asia/Ashkhabad Asia/Baghdad Asia/Bahrain
Asia/Baku Asia/Bangkok Asia/Beirut Asia/Bishkek Asia/Brunei
Asia/Calcutta Asia/Choibalsan Asia/Chongqing Asia/Chungking Asia/Colombo
Asia/Dacca Asia/Damascus Asia/Dhaka Asia/Dili Asia/Dubai
Asia/Dushanbe Asia/Gaza Asia/Harbin Asia/Ho_Chi_Minh Asia/Hong_Kong
Asia/Hovd Asia/Irkutsk Asia/Istanbul Asia/Jakarta Asia/Jayapura
Asia/Jerusalem Asia/Kabul Asia/Kamchatka Asia/Karachi Asia/Kashgar
Asia/Kathmandu Asia/Katmandu Asia/Kolkata Asia/Krasnoyarsk Asia/Kuala_Lumpur
Asia/Kuching Asia/Kuwait Asia/Macao Asia/Macau Asia/Magadan
Asia/Makassar Asia/Manila Asia/Muscat Asia/Nicosia Asia/Novokuznetsk
Asia/Novosibirsk Asia/Omsk Asia/Oral Asia/Phnom_Penh Asia/Pontianak
Asia/Pyongyang Asia/Qatar Asia/Qyzylorda Asia/Rangoon Asia/Riyadh
Asia/Saigon Asia/Sakhalin Asia/Samarkand Asia/Seoul Asia/Shanghai
Asia/Singapore Asia/Taipei Asia/Tashkent Asia/Tbilisi Asia/Tehran
Asia/Tel_Aviv Asia/Thimbu Asia/Thimphu Asia/Tokyo Asia/Ujung_Pandang
Asia/Ulaanbaatar Asia/Ulan_Bator Asia/Urumqi Asia/Vientiane Asia/Vladivostok
Asia/Yakutsk Asia/Yekaterinburg Asia/Yerevan   

大西洋
大西洋

Atlantic/Azores Atlantic/Bermuda Atlantic/Canary Atlantic/Cape_Verde Atlantic/Faeroe
Atlantic/Faroe Atlantic/Jan_Mayen Atlantic/Madeira Atlantic/Reykjavik Atlantic/South_Georgia
Atlantic/St_Helena Atlantic/Stanley    

オーストラリア
オーストラリア

Australia/ACT Australia/Adelaide Australia/Brisbane Australia/Broken_Hill Australia/Canberra
Australia/Currie Australia/Darwin Australia/Eucla Australia/Hobart Australia/LHI
Australia/Lindeman Australia/Lord_Howe Australia/Melbourne Australia/North Australia/NSW
Australia/Perth Australia/Queensland Australia/South Australia/Sydney Australia/Tasmania
Australia/Victoria Australia/West Australia/Yancowinna   

ヨーロッパ
ヨーロッパ

Europe/Amsterdam Europe/Andorra Europe/Athens Europe/Belfast Europe/Belgrade
Europe/Berlin Europe/Bratislava Europe/Brussels Europe/Bucharest Europe/Budapest
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Europe/Chisinau Europe/Copenhagen Europe/Dublin Europe/Gibraltar Europe/Guernsey
Europe/Helsinki Europe/Isle_of_Man Europe/Istanbul Europe/Jersey Europe/Kaliningrad
Europe/Kiev Europe/Lisbon Europe/Ljubljana Europe/London Europe/Luxembourg
Europe/Madrid Europe/Malta Europe/Mariehamn Europe/Minsk Europe/Monaco
Europe/Moscow Europe/Nicosia Europe/Oslo Europe/Paris Europe/Podgorica
Europe/Prague Europe/Riga Europe/Rome Europe/Samara Europe/San_Marino
Europe/Sarajevo Europe/Simferopol Europe/Skopje Europe/Sofia Europe/Stockholm
Europe/Tallinn Europe/Tirane Europe/Tiraspol Europe/Uzhgorod Europe/Vaduz
Europe/Vatican Europe/Vienna Europe/Vilnius Europe/Volgograd Europe/Warsaw
Europe/Zagreb Europe/Zaporozhye Europe/Zurich   

インド
インド

Indian/Antananarivo Indian/Chagos Indian/Christmas Indian/Cocos Indian/Comoro
Indian/Kerguelen Indian/Mahe Indian/Maldives Indian/Mauritius Indian/Mayotte
Indian/Reunion     

太平洋
太平洋

Pacific/Apia Pacific/Auckland Pacific/Chatham Pacific/Chuuk Pacific/Easter
Pacific/Efate Pacific/Enderbury Pacific/Fakaofo Pacific/Fiji Pacific/Funafuti
Pacific/Galapagos Pacific/Gambier Pacific/Guadalcanal Pacific/Guam Pacific/Honolulu
Pacific/Johnston Pacific/Kiritimati Pacific/Kosrae Pacific/Kwajalein Pacific/Majuro
Pacific/Marquesas Pacific/Midway Pacific/Nauru Pacific/Niue Pacific/Norfolk
Pacific/Noumea Pacific/Pago_Pago Pacific/Palau Pacific/Pitcairn Pacific/Pohnpei
Pacific/Ponape Pacific/Port_Moresby Pacific/Rarotonga Pacific/Saipan Pacific/Samoa
Pacific/Tahiti Pacific/Tarawa Pacific/Tongatapu Pacific/Truk Pacific/Wake
Pacific/Wallis Pacific/Yap    

その他
その他

Brazil/Acre Brazil/DeNoronha Brazil/East Brazil/West Canada/Atlantic
Canada/Central Canada/East-Saskatchewan Canada/Eastern Canada/Mountain Canada/Newfoundland
Canada/Pacific Canada/Saskatchewan Canada/Yukon CET Chile/Continental
Chile/EasterIsland CST6CDT Cuba EET Egypt
Eire EST EST5EDT Etc/GMT Etc/GMT+0
Etc/GMT+1 Etc/GMT+10 Etc/GMT+11 Etc/GMT+12 Etc/GMT+2
Etc/GMT+3 Etc/GMT+4 Etc/GMT+5 Etc/GMT+6 Etc/GMT+7
Etc/GMT+8 Etc/GMT+9 Etc/GMT-0 Etc/GMT-1 Etc/GMT-10
Etc/GMT-11 Etc/GMT-12 Etc/GMT-13 Etc/GMT-14 Etc/GMT-2
Etc/GMT-3 Etc/GMT-4 Etc/GMT-5 Etc/GMT-6 Etc/GMT-7
Etc/GMT-8 Etc/GMT-9 Etc/GMT0 Etc/Greenwich Etc/UCT
Etc/Universal Etc/UTC Etc/Zulu Factory GB
GB-Eire GMT GMT+0 GMT-0 GMT0
Greenwich Hongkong HST Iceland Iran
Israel Jamaica Japan Kwajalein Libya
MET Mexico/BajaNorte Mexico/BajaSur Mexico/General MST
MST7MDT Navajo NZ NZ-CHAT Poland
Portugal PRC PST8PDT ROC ROK
Singapore Turkey UCT Universal US/Alaska
US/Aleutian US/Arizona US/Central US/East-Indiana US/Eastern
US/Hawaii US/Indiana-Starke US/Michigan US/Mountain US/Pacific
US/Pacific-New US/Samoa UTC W-SU WET
Zulu     
警告

ここに挙げられているタイムゾーン (UTC 以外のもの) は使用しないでください。 これらは過去のバージョンとの互換性のためにのみ残されています。
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Date and Time Formats
目次

Time Formats
Date Formats
Compound Formats
Relative Formats

This chapter describes all the different formats that the strtotime(), DateTime and date_create() parser understands. The formats are grouped by section. In most cases formats from different sections can be used in the same date/time string. For each of
the supported formats, one or more examples are given, as well as a description for the format. Characters in single quotes in the formats are case-insensitive ('t' could be t or T), characters in double quotes are case-sensitive ("T" is only T).

Time Formats
Used Symbols

Description Formats Examples
frac . [0-9]+ ".21342", ".85"
hh "0"?[1-9] | "1"[0-2] "04", "7", "12"
HH [01][0-9] | "2"[0-4] "04", "7", "19"
meridian [AaPp] .? [Mm] .? [\0\t ] "A.m.", "pM", "am."
MM [0-5][0-9] "00", "12", "59"
II [0-5][0-9] "00", "12", "59"
space [ \t]  
tz "("? [A-Za-z]{1,6} ")"? | [A-Z][a-z]+([_/][A-Z][a-z]+)+ "CEST", "Europe/Amsterdam", "America/Indiana/Knox"
tzcorrection "GMT"? [+-] hh ":"? MM? "+0400", "GMT-07:00", "-07:00"

12 Hour Notation
Description Format Examples

Hour only, with meridian hh space? meridian "4 am", "5PM"
Hour and minutes, with meridian hh [.:] MM space? meridian "4:08 am", "7:19P.M."
Hour, minutes and seconds, with meridian hh [.:] MM [.:] II space? meridian "4:08:37 am", "7:19:19P.M."
MS SQL (Hour, minutes, seconds and fraction with meridian), PHP 5.3 and later only hh ":" MM ":" II [.:] [0-9]+ meridian "4:08:39:12313am"

24 Hour Notation
Description Format Examples

Hour and minutes 't'? HH [.:] MM "04:08", "19.19", "T23:43"
Hour and minutes, no colon 't'? HH MM "0408", "t1919", "T2343"
Hour, minutes and seconds 't'? HH [.:] MM [.:] II "04.08.37", "t19:19:19"
Hour, minutes and seconds, no colon 't'? HH MM II "040837", "T191919"
Hour, minutes, seconds and timezone 't'? HH [.:] MM [.:] II space? ( tzcorrection | tz ) "040837CEST", "T191919-0700"
Hour, minutes, seconds and fraction 't'? HH [.:] MM [.:] II frac "04.08.37.81412", "19:19:19.532453"
Time zone information tz | tzcorrection "CEST", "Europe/Amsterdam", "+0430", "GMT-06:00"

Date Formats
Used Symbols

Description Format Examples
daysuf "st" | "nd" | "rd" | "th"  
dd ([0-2]?[0-9] | "3"[01]) daysuf? "7th", "22nd", "31"
DD "0" [0-9] | [1-2][0-9] | "3" [01] "07", "31"

m 'january' | 'february' | 'march' | 'april' | 'may' | 'june' | 'july' | 'august' | 'september' | 'october' | 'november' | 'december' | 'jan' | 'feb' | 'mar' | 'apr' | 'may' | 'jun' | 'jul' | 'aug' | 'sep' | 'sept' | 'oct' | 'nov' | 'dec' | "I" | "II" | "III" |
"IV" | "V" | "VI" | "VII" | "VIII" | "IX" | "X" | "XI" | "XII"  

M 'jan' | 'feb' | 'mar' | 'apr' | 'may' | 'jun' | 'jul' | 'aug' | 'sep' | 'sept' | 'oct' | 'nov' | 'dec'  
mm "0"? [0-9] | "1"[0-2] "0", "04", "7", "12"
MM "0" [0-9] | "1"[0-2] "00", "04", "07", "12"

y [0-9]{1,4} "00", "78", "08", "8",
"2008"

yy [0-9]{2} "00", "08", "78"

YY [0-9]{4} "2000", "2008",
"1978"

Localized Notations
Description Format Examples
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American month and day mm "/" dd "5/12", "10/27"
American month, day and year mm "/" dd "/" y "12/22/78", "1/17/2006", "1/17/6"
Four digit year, month and day with slashes YY "/" mm "/" dd "2008/6/30", "1978/12/22"
Four digit year and month (GNU) YY "-" mm "2008-6", "2008-06", "1978-12"
Year, month and day with dashes y "-" mm "-" dd "2008-6-30", "78-12-22", "8-6-21"
Day, month and four digit year, with dots, tabs or dashes dd [.\t-] mm [.-] YY "30-6-2008", "22.12\t1978"
Day, month and two digit year, with dots or tabs dd [.\t] mm "." yy "30.6.08", "22\t12\t78"
Day, textual month and year dd ([ \t.-])* m ([ \t.-])* y "30-June 2008", "22DEC78", "14 III 1879"
Textual month and four digit year (Day reset to 1) m ([ \t.-])* YY "June 2008", "DEC1978", "March 1879"
Four digit year and textual month (Day reset to 1) YY ([ \t.-])* m "2008 June", "1978-XII", "1879.MArCH"
Textual month, day and year m ([ .\t-])* dd [,.stndrh\t ]+ y "July 1st, 2008", "April 17, 1790", "May.9,78"
Textual month and day m ([ .\t-])* dd [,.stndrh\t ]* "July 1st,", "Apr 17", "May.9"
Day and textual month d ([ .\t-])* m "1 July", "17 Apr", "9.May"
Month abbreviation, day and year M "-" DD "-" y "May-09-78", "Apr-17-1790"
Year, month abbreviation and day y "-" M "-" DD "78-Dec-22", "1814-MAY-17"
Year (and just the year) YY "1978", "2008"
Textual month (and just the month) m "March", "jun", "DEC"

ISO8601 Notations
Description Format Examples

Eight digit year, month and day YY MM DD "15810726", "19780417", "18140517"
Four digit year, month and day with slashes YY "/" MM "/" DD "2008/06/30", "1978/12/22"
Two digit year, month and day with dashes yy "-" MM "-" DD "08-06-30", "78-12-22"
Four digit year with optional sign, month and day [+-]? YY "-" MM "-" DD "-0002-07-26", "+1978-04-17", "1814-05-17"

注意:

For the y and yy formats, years below 100 are handled in a special way when the y or yy symbol is used. If the year falls in the range 0 (inclusive) to 69 (inclusive), 2000 is added. If the year falls in the range 70 (inclusive) to 99 (inclusive) then
1900 is added. This means that "00-01-01" is interpreted as "2000-01-01".

注意:

The "Day, month and two digit year, with dots or tabs" format (dd [.\t] mm "." yy) only works for the year values 61 (inclusive) to 99 (inclusive) - outside those years the time format "HH [.:] MM [.:] SS" has precedence.

注意:

The "Year (and just the year)" format only works if a time string has already been found -- otherwise this format is recognised as HH MM.

注意:

It is possible to over- and underflow the dd and DD format. Day 0 means the last day of previous month, whereas overflows count into the next month. This makes "2008-08-00" equivalent to "2008-07-31" and "2008-06-31" equivalent to
"2008-07-01" (June only has 30 days).

It is also possible to underflow the mm and MM formats with the value 0. A month value of 0 means December of the previous year. As example "2008-00-22" is equivalent to "2007-12-22".

If you combine the previous two facts and underflow both the day and the month, the following happens: "2008-00-00" first gets converted to "2007-12-00" which then gets converted to "2007-11-30". This also happens with the string
"0000-00-00", which gets transformed into "-0001-11-30" (the year -1 in the ISO 8601 calendar, which is 2 BC in the proleptic Gregorian calendar).

Compound Formats
Used Symbols

Description Formats Examples
DD "0" [0-9] | [1-2][0-9] | "3" [01] "02", "12", "31"
doy "00"[1-9] | "0"[1-9][0-9] | [1-2][0-9][0-9] | "3"[0-5][0-9] | "36"[0-6] "36"[0-6] "000", "012", "366"
frac . [0-9]+ ".21342", ".85"
hh "0"?[1-9] | "1"[0-2] "04", "7", "12"
HH [01][0-9] | "2"[0-4] "04", "7", "19"
meridian [AaPp] .? [Mm] .? [\0\t ] "A.m.", "pM", "am."
ii [0-5][0-9] "04", "8", "59"
II [0-5][0-9] "04", "08", "59"
M 'jan' | 'feb' | 'mar' | 'apr' | 'may' | 'jun' | 'jul' | 'aug' | 'sep' | 'sept' | 'oct' | 'nov' | 'dec'  
MM [0-5][0-9] "00", "12", "59"
space [ \t]  
ss [0-5][0-9] "04", "8", "59"
SS [0-5][0-9] "04", "08", "59"
W "0"[1-9] | [1-4][0-9] | "5"[0-3] "05", "17", "53"
tzcorrection "GMT"? [+-] hh ":"? MM? "+0400", "GMT-07:00", "-07:00"
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YY [0-9]{4} "2000", "2008", "1978"
Localized Notations

Description Format Examples
Common Log Format dd "/" M "/" YY : HH ":" II ":" SS space tzcorrection "10/Oct/2000:13:55:36 -0700"
EXIF YY ":" MM ":" DD " " HH ":" II ":" SS "2008:08:07 18:11:31"
ISO year with ISO week YY "-"? "W" W "2008W27", "2008-W28"
ISO year with ISO week and day YY "-"? "W" W "-"? [0-7] "2008W273", "2008-W28-3"
MySQL YY "-" MM "-" DD " " HH ":" II ":" SS "2008-08-07 18:11:31"
PostgreSQL: Year with day-of-year YY "."? doy "2008.197", "2008197"
SOAP YY "-" MM "-" DD "T" HH ":" II ":" SS frac tzcorrection? "2008-07-01T22:35:17.02", "2008-07-01T22:35:17.03+08:00"
Unix Timestamp "@" "-"? [0-9]+ "@1215282385"
XMLRPC YY MM DD "T" hh ":" II ":" SS "20080701T22:38:07", "20080701T9:38:07"
XMLRPC (Compact) YY MM DD 't' hh II SS "20080701t223807", "20080701T093807"
WDDX YY "-" mm "-" dd "T" hh ":" ii ":" ss "2008-7-1T9:3:37"

注意:

The "W" in the "ISO year with ISO week" and "ISO year with ISO week day day" formats is case-sensitive, you can only use the upper case "W".

The "T" in the SOAP, XMRPC and WDDX formats is case-sensitive, you can only use the upper case "T".

Relative Formats
Used Symbols

Description Format
dayname 'sunday' | 'monday' | 'tuesday' | 'wednesday' | 'thursday' | 'friday' | 'saturday' | 'sun' | 'mon' | 'tue' | 'wed' | 'thu' | 'fri' | 'sat' | 'sun'
daytext 'weekday' | 'weekdays'
number [+-]?[0-9]+
ordinal 'first' | 'second' | 'third' | 'fourth' | 'fifth' | 'sixth' | 'seventh' | 'eight' | 'ninth' | 'tenth' | 'eleventh' | 'twelfth' | 'next' | 'last' | 'previous' | 'this'
reltext 'next' | 'last' | 'previous' | 'this'
space [ \t]+
unit (('sec' | 'second' | 'min' | 'minute' | 'hour' | 'day' | 'fortnight' | 'forthnight' | 'month' | 'year') 's'?) | 'weeks' | daytext

Day-based Notations
Format Description Examples

'yesterday' Midnight of yesterday "yesterday 14:00"
'midnight' The time is set to 00:00:00  
'today' The time is set to 00:00:00  
'now' Now - this is simply ignored  
'noon' The time is set to 12:00:00 "yesterday noon"
'tomorrow' Midnight of tomorrow  
'back of' hour 15 minutes past the specified hour "back of 7pm", "back of 15"
'front of' hour 15 minutes before the specified hour "front of 5am", "front of 23"
'first day' ' of'? Sets the day of the first of the current month. This phrase is best used together with a month name following it. "first day of January 2008"
'last day' ' of'? Sets the day to the last day of the current month. This phrase is best used together with a month name following it. "last day of next month"
ordinal space dayname space 'of' Calculates the x-th week day of the current month. "first sat of July 2008"
'last' space dayname space 'of' Calculates the last week day of the current month. "last sat of July 2008"
number space? (unit | 'week') Handles relative time items where the value is a number. "+5 weeks", "12 day", "-7 weekdays"
ordinal space unit Handles relative time items where the value is text. "fifth day", "second month"
'ago' Negates all the values of previously found relative time items. "2 days ago", "8 days ago 14:00", "2 months 5 days ago", "2 months ago 5 days", "2 days ago ago"
dayname Moves to the next day of this name. "Monday"
reltext space 'week' Handles the special format "weekday + last/this/next week". "Monday next week"

注意:

Relative statements are always processed after non-relative statements. This makes "+1 week july 2008" and "july 2008 +1 week" equivalent.

"yesterday", "midnight", "today", "noon" and "tomorrow" are an exception to this rule. "tomorrow 11:00" and "11:00 tomorrow" are different. Considering today's date of "July 23rd, 2008" the first one produces "2008-07-24 11:00" where as the
second one produces "2008-07-24 00:00". The reason for this is is that those six statements directly influence the current time.

注意:

Observe the following remarks when the current day-of-week is the same as the day-of-week used in the date/time string. The current day-of-week could have been (re-)calculated by non-relative parts of the date/time string however.

1. "dayname" does not advance to another day. (Example: "Wed July 23rd, 2008" means "2008-07-23").
2. "number dayname" does not advance to another day. (Example: "1 wednesday july 23rd, 2008" means "2008-07-23").
3. "number week dayname" will first add the number of weeks, but does not advance to another day. In this case "number week" and "dayname" are two distinct blocks. (Example: "+1 week wednesday july 23rd, 2008" means "2008-07-30").



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

4. "ordinal dayname" does advance to another day. (Example "first wednesday july 23rd, 2008" means "2008-07-30").
5. "number week ordinal dayname" will first add the number of weeks, and then advances to another day. In this case "number week" and "ordinal dayname" are two distinct blocks. (Example: "+1 week first wednesday july 23rd, 2008" means

"2008-08-06").
6. "ordinal dayname does does advance to another day. (Example "first wednesday july 23rd, 2008" means "2008-07-30").
7. "ordinal dayname 'of' " does not advance to another day. (Example: "first wednesday of july 23rd, 2008" means "2008-07-02" because the specific phrase with 'of' resets the day-of-month to '1' and the '23rd' is ignored here).

Also observe that the "of" in "ordinal space dayname space 'of' " and "'last' space dayname space 'of' " does something special.

1. It sets the day-of-month to 1.
2. "ordinal dayname 'of' " does not advance to another day. (Example: "first tuesday of july 2008" means "2008-07-01").
3. "ordinal dayname " does advance to another day. (Example: "first tuesday july 2008" means "2008-07-08", see also point 4 in the list above).
4. "'last' dayname 'of' " takes the last dayname of the current month. (Example: "last wed of july 2008" means "2008-07-30")
5. "'last' dayname" takes the last dayname from the current day. (Example: "last wed july 2008" means "2008-06-25"; "july 2008" first sets the current date to "2008-07-01" and then "last wed" moves to the previous Wednesday which is

"2008-06-25").

DateTime クラス
導入
日付と時刻をあらわします。

クラス概要
DateTime {
/* 定数 */
const string DateTime::ATOM = Y-m-d\TH:i:sP ;
const string DateTime::COOKIE = l, d-M-y H:i:s T ;
const string DateTime::ISO8601 = Y-m-d\TH:i:sO ;
const string DateTime::RFC822 = D, d M y H:i:s O ;
const string DateTime::RFC850 = l, d-M-y H:i:s T ;
const string DateTime::RFC1036 = D, d M y H:i:s O ;
const string DateTime::RFC1123 = D, d M Y H:i:s O ;
const string DateTime::RFC2822 = D, d M Y H:i:s O ;
const string DateTime::RFC3339 = Y-m-d\TH:i:sP ;
const string DateTime::RSS = D, d M Y H:i:s O ;
const string DateTime::W3C = Y-m-d\TH:i:sP ;
/* メソッド */
public __construct ([ string $time = "now" [, DateTimeZone $timezone = NULL ]] )
public DateTime add ( DateInterval $interval )
public static DateTime createFromFormat ( string $format , string $time [, DateTimeZone $timezone ] )
public DateInterval diff ( DateTime $datetime2 [, bool $absolute = false ] )
public string format ( string $format )
public static array getLastErrors ( void )
public int getOffset ( void )
public int getTimestamp ( void )
public DateTimeZone getTimezone ( void )
public DateTime modify ( string $modify )
public static DateTime __set_state ( array $array )
public DateTime setDate ( int $year , int $month , int $day )
public DateTime setISODate ( int $year , int $week [, int $day = 1 ] )
public DateTime setTime ( int $hour , int $minute [, int $second = 0 ] )
public DateTime setTimestamp ( int $unixtimestamp )
public DateTime setTimezone ( DateTimeZone $timezone )
public DateTime sub ( DateInterval $interval )
public DateTime __wakeup ( void )
}

定義済み定数

DateTime ノード型
DateTime::ATOM 
DATE_ATOM

Atom (例: 2005-08-15T15:52:01+00:00)
DateTime::COOKIE 
DATE_COOKIE

HTTP Cookies (例: Monday, 15-Aug-05 15:52:01 UTC)
DateTime::ISO8601 
DATE_ISO8601

ISO-8601 (例: 2005-08-15T15:52:01+0000)
DateTime::RFC822 
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DATE_RFC822
RFC 822 (例: Mon, 15 Aug 05 15:52:01 +0000)

DateTime::RFC850 
DATE_RFC850

RFC 850 (例: Monday, 15-Aug-05 15:52:01 UTC)
DateTime::RFC1036 
DATE_RFC1036

RFC 1036 (例: Mon, 15 Aug 05 15:52:01 +0000)
DateTime::RFC1123 
DATE_RFC1123

RFC 1123 (例: Mon, 15 Aug 2005 15:52:01 +0000)
DateTime::RFC2822 
DATE_RFC2822

RFC 2822 (Mon, 15 Aug 2005 15:52:01 +0000)
DateTime::RFC3339 
DATE_RFC3339

DATE_ATOM と同じ (PHP 5.1.3 以降)
DateTime::RSS 
DATE_RSS

RSS (Mon, 15 Aug 2005 15:52:01 +0000)
DateTime::W3C 
DATE_W3C

World Wide Web Consortium (例: 2005-08-15T15:52:01+00:00)

DateTime::add
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::add — 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::add ( DateInterval $interval )

手続き型

DateTime date_add ( DateTime $object , DateInterval $interval )

指定した DateInterval オブジェクトを、 指定した DateTime オブジェクトに加えます。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
interval

DateInterval オブジェクト。

返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::add() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime('2000-01-01');
$date->add(new DateInterval('P10D'));
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2000-01-01');
date_add($date, date_interval_create_from_date_string('10 days'));
echo date_format($date, 'Y-m-d');
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-11

例2 DateTime::add() の別の例
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<?php
$date = new DateTime('2000-01-01');
$date->add(new DateInterval('PT10H30S'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date = new DateTime('2000-01-01');
$date->add(new DateInterval('P7Y5M4DT4H3M2S'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-01 10:00:30
2007-06-05 04:03:02

例3 月を加算するときの注意点
<?php
$date = new DateTime('2000-12-31');
$interval = new DateInterval('P1M');

$date->add($interval);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->add($interval);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2001-01-31
2001-03-03

注意

PHP 5.2 では、かわりに DateTime::modify() を使うことができます。

参考

DateTime::sub() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く
DateTime::diff() - ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す
DateTime::modify() - タイムスタンプを変更する

DateTime::__construct
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::__construct — 新しい DateTime オブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型

public DateTime::__construct() ([ string $time = "now" [, DateTimeZone $timezone = NULL ]] )

手続き型

DateTime date_create ([ string $time = "now" [, DateTimeZone $timezone = NULL ]] )

新しい DateTime オブジェクトを返します。

パラメータ
time

日付/時刻 文字列。有効な書式については 日付と時刻の書式 で説明しています。

ここに NULL を指定して $timezone パラメータを使うと、現在時刻を取得できます。
timezone

指定したいタイムゾーンを表す DateTimeZone オブジェクト。

$timezone を省略した場合は、 現在のタイムゾーンを使います。

注意:

$time パラメータが UNIX タイムスタンプ (@946684800 など) であったりタイムゾーンつきで指定した場合 (2010-01-28T15:00:00+02:00 など) は、 $timezone パラメータや現在のタイムゾーンは無視されます。

返り値

新しい DateTime のインスタンスを返します。 手続き型 の場合は、失敗したときに FALSE を返します。
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エラー / 例外

エラーがあった場合は Exception を発生させます。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 無効な日付を指定した場合に例外がスローされるようになりました。 これまではエラーが発生していました。

例

例1 DateTime::__construct() の例

オブジェクト指向型
<?php
try {
    $date = new DateTime('2000-01-01');
} catch (Exception $e) {
    echo $e->getMessage();
    exit(1);
}

echo $date->format('Y-m-d');
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2000-01-01');
if (!$date) {
    $e = date_get_last_errors();
    foreach ($e['errors'] as $error) {
        echo "$error\n";
    }
    exit(1);
}

echo date_format($date, 'Y-m-d');
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-01

例2 DateTime::__construct() の複雑な例
<?php
// そのコンピュータのタイムゾーンでの日時の指定
$date = new DateTime('2000-01-01');
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";

// 指定したタイムゾーンでの日時の指定
$date = new DateTime('2000-01-01', new DateTimeZone('Pacific/Nauru'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";

// そのコンピュータのタイムゾーンでの現在日時
$date = new DateTime();
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";

// 指定したタイムゾーンでの現在日時
$date = new DateTime(null, new DateTimeZone('Pacific/Nauru'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";

// UNIX タイムスタンプの使用例。結果のタイムゾーンは UTC となることに注意しましょう。
$date = new DateTime('@946684800');
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";

// 存在しない値は繰り上がります
$date = new DateTime('2000-02-30');
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
2000-01-01 00:00:00-05:00
2000-01-01 00:00:00+12:00
2010-04-24 10:24:16-04:00
2010-04-25 02:24:16+12:00
2000-01-01 00:00:00+00:00
2000-03-01 00:00:00-05:00

参考

DateTime::createFromFormat() - 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTimeZone::__construct() - 新しい DateTimeZone オブジェクトを作成する
date.timezone ini 設定
date_default_timezone_set() - スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを設定する
DateTime::getLastErrors() - 警告およびエラーを返す

DateTime::createFromFormat
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(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::createFromFormat — 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型

public static DateTime DateTime::createFromFormat ( string $format , string $time [, DateTimeZone $timezone ] )

手続き型

DateTime date_create_from_format ( string $format , string $time [, DateTimeZone $timezone ] )

指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返します。

パラメータ
format

date() が理解できる書式。

format に文字 ! が含まれない場合は、作成した時刻値のうち format で指定されていない部分を 現在のシステム時刻で初期化します。

format に文字 ! が含まれる場合は、作成した時刻値のうち format で指定されていない部分と ! の左側の部分を Unix エポックの対応する箇所の値で初期化します。

Unix エポックは 1970-01-01 00:00:00 です。
time

時刻を表す文字列。
timezone

指定したいタイムゾーンを表す DateTimeZone オブジェクト。

返り値

新しい DateTime のインスタンス、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::createFromFormat() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = DateTime::createFromFormat('j-M-Y', '15-Feb-2009');
echo $date->format('Y-m-d');
?>

手続き型
<?php
$date = date_create_from_format('j-M-Y', '15-Feb-2009');
echo date_format($date, 'Y-m-d');
?>

上の例の出力は以下となります。
2009-02-15

例2 DateTime::createFromFormat() の複雑な例
<?php
echo 'Current time: ' . date('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$format = 'Y-m-d';
$date = DateTime::createFromFormat($format, '2009-02-15');
echo "Format: $format; " . $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$format = 'Y-m-d H:i:s';
$date = DateTime::createFromFormat($format, '2009-02-15 15:16:17');
echo "Format: $format; " . $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$format = 'Y-m-!d H:i:s';
$date = DateTime::createFromFormat($format, '2009-02-15 15:16:17');
echo "Format: $format; " . $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$format = '!d';
$date = DateTime::createFromFormat($format, '15');
echo "Format: $format; " . $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Current time: 2010-04-23 10:29:35
Format: Y-m-d; 2009-02-15 10:29:35
Format: Y-m-d H:i:s; 2009-02-15 15:16:17
Format: Y-m-!d H:i:s; 1970-01-15 15:16:17
Format: !d; 1970-01-15 00:00:00
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参考

DateTime::__construct() - 新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTime::getLastErrors() - 警告およびエラーを返す

DateTime::diff
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::diff — ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す

説明

オブジェクト指向型

public DateInterval DateTime::diff ( DateTime $datetime2 [, bool $absolute = false ] )

手続き型

DateInterval date_diff ( DateTime $datetime1 , DateTime $datetime2 [, bool $absolute = false ] )

ふたつの DateTime オブジェクトの差を返します。

パラメータ
datetime

比較する日付。
absolute

差の絶対値を返すか否か。

返り値

ふたつの日付の差をあらわす DateInterval オブジェクトを返します。 失敗した場合に FALSE を返します

例

例1 DateTime::diff() の例

オブジェクト指向型
<?php
$datetime1 = new DateTime('2009-10-11');
$datetime2 = new DateTime('2009-10-13');
$interval = $datetime1->diff($datetime2);
echo $interval->format('%R%d days');
?>

手続き型
<?php
$datetime1 = date_create('2009-10-11');
$datetime2 = date_create('2009-10-13');
$interval = date_diff($datetime1, $datetime2);
echo $interval->format('%R%d days');
?>

上の例の出力は以下となります。
+2 days

参考

DateInterval::format() - 間隔をフォーマットする
DateTime::add() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::sub() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く

DateTime::format
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::format — 指定した書式でフォーマットした日付を返す
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説明

オブジェクト指向型

public string DateTime::format ( string $format )

手続き型

string date_format ( DateTime $object , string $format )

指定した書式でフォーマットした日付を返します。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト
format

date() が理解できる書式指定文字列。

返り値

成功した場合にフォーマット済みの日付文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::format() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime('2000-01-01');
echo $date->format('Y-m-d H:i:s');
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2000-01-01');
echo date_format($date, 'Y-m-d H:i:s');
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-01 00:00:00

注意

このメソッドはロケールを考慮しません。出力結果はすべて英語となります。

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する

DateTime::getLastErrors
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::getLastErrors — 警告およびエラーを返す

説明

オブジェクト指向型

public static array DateTime::getLastErrors ( void )

手続き型

array date_get_last_errors ( void )

日付/時刻文字列のパース時に見つかった警告やエラーの配列を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

警告やエラーに関する情報を含む配列を返します。

例

例1 DateTime::getLastErrors() の例

オブジェクト指向型
<?php
try {
    $date = new DateTime('asdfasdf');
} catch (Exception $e) {
    // 使用例を出したかっただけ...
    print_r(DateTime::getLastErrors());

    // オブジェクト指向流にやるなら、本来は
    // echo $e->getMessage();
}
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('asdfasdf');
print_r(DateTime::getLastErrors());
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
   [warning_count] => 1
   [warnings] => Array
       (
           [6] => Double timezone specification
       )

   [error_count] => 1
   [errors] => Array
       (
           [0] => The timezone could not be found in the database
       )

)

DateTime::getOffset
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::getOffset — タイムゾーンのオフセットを返す

説明

オブジェクト指向型

public int DateTime::getOffset ( void )

手続き型

int date_offset_get ( DateTime $object )

タイムゾーンのオフセットを返します。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト

返り値

成功した場合には UTC からのタイムゾーンオフセット秒数、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::getOffset() の例

オブジェクト指向型
<?php
$winter = new DateTime('2010-12-21', new DateTimeZone('America/New_York'));
$summer = new DateTime('2008-06-21', new DateTimeZone('America/New_York'));

echo $winter->getOffset() . "\n";
echo $summer->getOffset() . "\n";
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?>

手続き型
<?php
$winter = date_create('2010-12-21', timezone_open('America/New_York'));
$summer = date_create('2008-06-21', timezone_open('America/New_York'));

echo $winter->getOffset() . "\n";
echo $summer->getOffset() . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
-18000
-14400

Note: -18000 = -5 hours, -14400 = -4 hours.

DateTime::getTimestamp
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::getTimestamp — Unix タイムスタンプを取得する

説明

オブジェクト指向型

public int DateTime::getTimestamp ( void )

手続き型

int date_timestamp_get ( DateTime $object )

Unix タイムスタンプを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

その日付をあらわす Unix タイムスタンプを返します。

例

例1 DateTime::getTimestamp() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime();
echo $date->getTimestamp();
?>

手続き型
<?php
$date = date_create();
echo date_timestamp_get($date);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1272509157

注意

PHP 5.2 では、 DateTime::format() のパラメータに U を使えば同じことができます。

参考

DateTime::setTimestamp() - Unix タイムスタンプを用いて日付と時刻を設定する
DateTime::format() - 指定した書式でフォーマットした日付を返す

DateTime::getTimezone
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(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::getTimezone — 指定した DateTime に関連するタイムゾーンを返す

説明

オブジェクト指向型

public DateTimeZone DateTime::getTimezone ( void )

手続き型

DateTimeZone date_timezone_get ( DateTime $object )

指定した DateTime に関連するタイムゾーンを返します。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト

返り値

成功した場合に DateTimeZone オブジェクト、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::getTimezone() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime(null, new DateTimeZone('Europe/London'));
$tz = $date->getTimezone();
echo $tz->getName();
?>

手続き型
<?php
$date = date_create(null, timezone_open('Europe/London'));
$tz = date_timezone_get($date);
echo timezone_name_get($tz);
?>

上の例の出力は以下となります。
Europe/London

参考

DateTime::setTimezone() - DateTime オブジェクトのタイムゾーンを設定する

DateTime::modify
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::modify — タイムスタンプを変更する

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::modify ( string $modify )

手続き型

DateTime date_modify ( DateTime $object , string $modify )

strtotime() 形式で加算あるいは減算することによって DateTime オブジェクトのタイムスタンプを変更します。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
modify
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日付/時刻 文字列。有効な書式については 日付と時刻の書式 で説明しています。

返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 成功した場合の返り値が NULL から DateTime に変更されました。

例

例1 DateTime::modify() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime('2006-12-12');
$date->modify('+1 day');
echo $date->format('Y-m-d');
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2006-12-12');
date_modify($date, '+1 day');
echo date_format($date, 'Y-m-d');
?>

上の例の出力は以下となります。
2006-12-13

例2 月の加減算には注意
<?php
$date = new DateTime('2000-12-31');

$date->modify('+1 month');
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->modify('+1 month');
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2001-01-31
2001-03-03

参考

strtotime() - 英文形式の日付を Unix タイムスタンプに変換する
DateTime::add() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::sub() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く
DateTime::setDate() - 日付を設定する
DateTime::setISODate() - ISO 日付を設定する
DateTime::setTime() - 時刻を設定する
DateTime::setTimestamp() - Unix タイムスタンプを用いて日付と時刻を設定する

DateTime::__set_state
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::__set_state — __set_state ハンドラ

説明

public static DateTime DateTime::__set_state ( array $array )

__set_state を処理します。

パラメータ
array

初期化配列。
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返り値

新しい DateTime オブジェクトのインスタンスを返します。

DateTime::setDate
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::setDate — 日付を設定する

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::setDate ( int $year , int $month , int $day )

手続き型

DateTime date_date_set ( DateTime $object , int $year , int $month , int $day )

DateTime オブジェクトの現在の日付をリセットし、別の日付にします。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
year

その日付の年。
month

その日付の月。
day

その日付の日。

返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 成功した場合の返り値が NULL から DateTime に変更されました。

例

例1 DateTime::setDate() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime();
$date->setDate(2001, 2, 3);
echo $date->format('Y-m-d');
?>

手続き型
<?php
$date = date_create();
date_date_set($date, 2001, 2, 3);
echo date_format($date, 'Y-m-d');
?>

上の例の出力は以下となります。
2001-02-03

例2 範囲を超えた値が親の値に加算される例
<?php
$date = new DateTime();

$date->setDate(2001, 2, 28);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
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$date->setDate(2001, 2, 29);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->setDate(2001, 14, 3);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2001-02-28
2001-03-01
2002-02-03

参考

DateTime::setISODate() - ISO 日付を設定する
DateTime::setTime() - 時刻を設定する

DateTime::setISODate
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::setISODate — ISO 日付を設定する

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::setISODate ( int $year , int $week [, int $day = 1 ] )

手続き型

DateTime date_isodate_set ( DateTime $object , int $year , int $week [, int $day = 1 ] )

ISO 8601 標準形式、つまり週と日オフセットで日付を設定します。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
year

その日付の年。
week

その日付の週。
day

週の最初の日からのオフセット。

返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 成功した場合の返り値が NULL から DateTime に変更されました。

例

例1 DateTime::setISODate() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime();

$date->setISODate(2008, 2);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->setISODate(2008, 2, 7);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

手続き型
<?php
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$date = date_create();

date_isodate_set($date, 2008, 2);
echo date_format($date, 'Y-m-d') . "\n";

date_isodate_set($date, 2008, 2, 7);
echo date_format($date, 'Y-m-d') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2008-01-07
2008-01-13

例2 範囲を超えた値が親の値に加算される例
<?php
$date = new DateTime();

$date->setISODate(2008, 2, 7);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->setISODate(2008, 2, 8);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->setISODate(2008, 53, 7);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2008-01-13
2008-01-14
2009-01-04

例3 その週が存在する月を探す例
<?php
$date = new DateTime();
$date->setISODate(2008, 14);
echo $date->format('n');
?>

上の例の出力は以下となります。
3

参考

DateTime::setDate() - 日付を設定する
DateTime::setTime() - 時刻を設定する

DateTime::setTime
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::setTime — 時刻を設定する

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::setTime ( int $hour , int $minute [, int $second = 0 ] )

手続き型

DateTime date_time_set ( DateTime $object , int $hour , int $minute [, int $second = 0 ] )

DateTime オブジェクトの現在時刻を別の時刻にリセットします。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
hour

その時刻の時。
minute

その時刻の分。
second

その時刻の秒。
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返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 成功した場合の返り値が NULL から DateTime に変更されました。

例

例1 DateTime::setTime() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime('2001-01-01');

$date->setTime(14, 55);
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date->setTime(14, 55, 24);
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2001-01-01');

date_time_set($date, 14, 55);
echo date_format($date, 'Y-m-d H:i:s') . "\n";

date_time_set($date, 14, 55, 24);
echo date_format($date, 'Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
2000-01-01 14:55:00
2000-01-01 14:55:24

例2 範囲を超えた値が親の値に加算される例
<?php
$date = new DateTime('2001-01-01');

$date->setTime(14, 55, 24);
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date->setTime(14, 55, 65);
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date->setTime(14, 65, 24);
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date->setTime(25, 55, 24);
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2001-01-01 14:55:24
2001-01-01 14:56:05
2001-01-01 15:05:24
2001-01-02 01:55:24

参考

DateTime::setDate() - 日付を設定する
DateTime::setISODate() - ISO 日付を設定する

DateTime::setTimestamp
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::setTimestamp — Unix タイムスタンプを用いて日付と時刻を設定する

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::setTimestamp ( int $unixtimestamp )

手続き型

DateTime date_timestamp_set ( DateTime $object , int $unixtimestamp )
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Unix タイムスタンプを用いて日付と時刻を設定します。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
unixtimestamp

Unix タイムスタンプ。

返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::setTimestamp() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime();
echo $date->format('U = Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date->setTimestamp(1171502725);
echo $date->format('U = Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

手続き型
<?php
$date = date_create();
echo date_format($date, 'U = Y-m-d H:i:s') . "\n";

date_timestamp_set($date, 1171502725);
echo date_format($date, 'U = Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1272508903 = 2010-04-28 22:41:43
1171502725 = 2007-02-14 20:25:25

注意

PHP 5.2 を使っている場合は、 Unix タイムスタンプ形式を使って新しい DateTime オブジェクトを作る方法もあります。 以下の例を参照ください。

例2 PHP 5.2 における DateTime::setTimestamp() のもうひとつの方法
<?php
$ts = 1171502725;
$date = new DateTime("@$ts");
echo $date->format('U = Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1171502725 = 2007-02-14 20:25:25

参考

DateTime::getTimestamp() - Unix タイムスタンプを取得する

DateTime::setTimezone
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::setTimezone — DateTime オブジェクトのタイムゾーンを設定する

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::setTimezone ( DateTimeZone $timezone )

手続き型

DateTime date_timezone_set ( DateTime $object , DateTimeZone $timezone )

パラメータ
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object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
timezone

指定したいタイムゾーンを表す DateTimeZone オブジェクト。

返り値

メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 成功した場合の返り値が NULL から DateTime に変更されました。

例

例1 DateTime::setTimeZone() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime('2000-01-01', new DateTimeZone('Pacific/Nauru'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";

$date->setTimezone(new DateTimeZone('Pacific/Chatham'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:sP') . "\n";
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2000-01-01', timezone_open('Pacific/Nauru'));
echo date_format($date, 'Y-m-d H:i:sP') . "\n";

date_timezone_set($date, timezone_open('Pacific/Chatham'));
echo date_format($date, 'Y-m-d H:i:sP') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-01 00:00:00+12:00
2000-01-01 01:45:00+13:45

参考

DateTime::getTimezone() - 指定した DateTime に関連するタイムゾーンを返す
DateTimeZone::__construct() - 新しい DateTimeZone オブジェクトを作成する

DateTime::sub
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTime::sub — 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く

説明

オブジェクト指向型

public DateTime DateTime::sub ( DateInterval $interval )

手続き型

DateTime date_sub ( DateTime $object , DateInterval $interval )

指定した DateInterval オブジェクトを、 指定した DateTime オブジェクトから引きます。

パラメータ
object

手続き型のみ: date_create() が返す DateTime オブジェクト。 この関数は、このオブジェクトを変更します。
interval

DateInterval オブジェクト。

返り値
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メソッドチェインに使う DateTime オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTime::sub() の例

オブジェクト指向型
<?php
$date = new DateTime('2000-01-20');
$date->sub(new DateInterval('P10D'));
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

手続き型
<?php
$date = date_create('2000-01-20');
date_sub($date, date_interval_create_from_date_string('10 days'));
echo date_format($date, 'Y-m-d');
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-10

例2 DateTime::sub() の別の例
<?php
$date = new DateTime('2000-01-20');
$date->sub(new DateInterval('PT10H30S'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";

$date = new DateTime('2000-01-20');
$date->sub(new DateInterval('P7Y5M4DT4H3M2S'));
echo $date->format('Y-m-d H:i:s') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2000-01-19 13:59:30
1992-08-15 19:56:58

例3 月を減算するときの注意点
<?php
$date = new DateTime('2001-04-30');
$interval = new DateInterval('P1M');

$date->sub($interval);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";

$date->sub($interval);
echo $date->format('Y-m-d') . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2001-03-30
2001-03-02

注意

PHP 5.2 では、かわりに DateTime::modify() を使うことができます。

参考

DateTime::add() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::diff() - ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す
DateTime::modify() - タイムスタンプを変更する

DateTime::__wakeup
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTime::__wakeup — __wakeup ハンドラ

説明

public DateTime DateTime::__wakeup ( void )

__wakeup を処理します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

DateTime オブジェクトを初期化します。

目次
DateTime::add — 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::__construct — 新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTime::createFromFormat — 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTime::diff — ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す
DateTime::format — 指定した書式でフォーマットした日付を返す
DateTime::getLastErrors — 警告およびエラーを返す
DateTime::getOffset — タイムゾーンのオフセットを返す
DateTime::getTimestamp — Unix タイムスタンプを取得する
DateTime::getTimezone — 指定した DateTime に関連するタイムゾーンを返す
DateTime::modify — タイムスタンプを変更する
DateTime::__set_state — __set_state ハンドラ
DateTime::setDate — 日付を設定する
DateTime::setISODate — ISO 日付を設定する
DateTime::setTime — 時刻を設定する
DateTime::setTimestamp — Unix タイムスタンプを用いて日付と時刻を設定する
DateTime::setTimezone — DateTime オブジェクトのタイムゾーンを設定する
DateTime::sub — 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く
DateTime::__wakeup — __wakeup ハンドラ

DateTimeZone クラス
導入
タイムゾーンをあらわします。

クラス概要
DateTimeZone {
/* 定数 */
const integer DateTimeZone::AFRICA = 1 ;
const integer DateTimeZone::AMERICA = 2 ;
const integer DateTimeZone::ANTARCTICA = 4 ;
const integer DateTimeZone::ARCTIC = 8 ;
const integer DateTimeZone::ASIA = 16 ;
const integer DateTimeZone::ATLANTIC = 32 ;
const integer DateTimeZone::AUSTRALIA = 64 ;
const integer DateTimeZone::EUROPE = 128 ;
const integer DateTimeZone::INDIAN = 256 ;
const integer DateTimeZone::PACIFIC = 512 ;
const integer DateTimeZone::UTC = 1024 ;
const integer DateTimeZone::ALL = 2047 ;
const integer DateTimeZone::ALL_WITH_BC = 4095 ;
const integer DateTimeZone::PER_COUNTRY = 4096 ;
/* メソッド */
public __construct ( string $timezone )
public array getLocation ( void )
public string getName ( void )
public int getOffset ( DateTime $datetime )
public array getTransitions ([ int $timestamp_begin [, int $timestamp_end ]] )
public static array listAbbreviations ( void )
public static array listIdentifiers ([ int $what = DateTimeZone::ALL [, string $country = NULL ]] )
}

定義済み定数

DateTimeZone ノード型
DateTimeZone::AFRICA

アフリカのタイムゾーン。
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DateTimeZone::AMERICA

アメリカのタイムゾーン。
DateTimeZone::ANTARCTICA

南極のタイムゾーン。
DateTimeZone::ARCTIC

北極のタイムゾーン。
DateTimeZone::ASIA

アジアのタイムゾーン。
DateTimeZone::ATLANTIC

大西洋のタイムゾーン。
DateTimeZone::AUSTRALIA

オーストラリアのタイムゾーン。
DateTimeZone::EUROPE

ヨーロッパのタイムゾーン。
DateTimeZone::INDIAN

インドのタイムゾーン。
DateTimeZone::PACIFIC

太平洋のタイムゾーン。
DateTimeZone::UTC

UTC タイムゾーン。
DateTimeZone::ALL

すべてのタイムゾーン。
DateTimeZone::ALL_WITH_BC

過去との互換性を保つものを含むすべてのタイムゾーン。
DateTimeZone::PER_COUNTRY

国ごとのタイムゾーン。

DateTimeZone::__construct
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTimeZone::__construct — 新しい DateTimeZone オブジェクトを作成する

説明

オブジェクト指向型

public DateTimeZone::__construct() ( string $timezone )

手続き型

DateTimeZone timezone_open ( string $timezone )

新しい DateTimeZone オブジェクトを作成します。

パラメータ
timezone

いずれかの タイムゾーン。

返り値

成功した場合に DateTimeZone を返します。 手続き型 の場合は、失敗したときに FALSE を返します。
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エラー / 例外

このメソッドは、指定したタイムゾーンが無効な形式だった場合に Exception をスローします。

例

例1 DateTimeZone のインスタンスを作成する際のエラー処理
<?php
// エラー処理は、例外をキャッチすることで行います
$timezones = array('Europe/London', 'Mars/Phobos', 'Jupiter/Europa');

foreach ($timezones as $tz) {
    try {
        $mars = new DateTimeZone($tz);
    } catch(Exception $e) {
        echo $e->getMessage() . '<br />';
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
DateTimeZone::__construct() [datetimezone.--construct]: Unknown or bad timezone (Mars/Phobos)
DateTimeZone::__construct() [datetimezone.--construct]: Unknown or bad timezone (Jupiter/Europa)

DateTimeZone::getLocation
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateTimeZone::getLocation — タイムゾーンの位置情報を返す

説明

オブジェクト指向型

public array DateTimeZone::getLocation ( void )

手続き型

array timezone_location_get ( void )

タイムゾーンの位置情報 (国コード、緯度/経度、コメント) を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

タイムゾーンについての位置情報を含む配列を返します。

例

例1 DateTimeZone::getLocation() の例
<?php
$tz = new DateTimeZone("Europe/Prague");
print_r($tz->getLocation());
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [country_code] => CZ
    [latitude] => 50.08333
    [longitude] => 14.43333
    [comments] => 
)

DateTimeZone::getName
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTimeZone::getName — タイムゾーンの名前を返す

説明
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オブジェクト指向型

public string DateTimeZone::getName ( void )

手続き型

string timezone_name_get ( void )

タイムゾーンの名前を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

いずれかの タイムゾーン を返します。

DateTimeZone::getOffset
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTimeZone::getOffset — GMT からのタイムゾーンのオフセットを返す

説明

オブジェクト指向型

public int DateTimeZone::getOffset ( DateTime $datetime )

手続き型

int timezone_offset_get ( DateTimeZone $object , DateTime $datetime )

この関数は、datetime パラメータで指定した 日付/時刻 についての GMT へのオフセットを返します。GMT オフセットの計算の際には、 使用する DateTimeZone オブジェクトに含まれるタイムゾーン情報を使用します。

パラメータ
object

手続き型のみ: timezone_open() が返す DateTimeZone オブジェクト
datetime

オフセットを計算する 日付/時刻 を含む DateTime。

返り値

成功した場合にタイムゾーンのオフセット秒数、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DateTimeZone::getOffset() の例
<?php
// ふたつのタイムゾーンオブジェクトを作成します。ひとつは台北 (台湾)、
// そしてもうひとつは東京 (日本) のものです。
$dateTimeZoneTaipei = new DateTimeZone("Asia/Taipei");
$dateTimeZoneJapan = new DateTimeZone("Asia/Tokyo");

// 同一の Unix タイムスタンプを持つふたつの DateTime オブジェクトを作成します。
// しかしアタッチするタイムゾーンはそれぞれ異なります。
$dateTimeTaipei = new DateTime("now", $dateTimeZoneTaipei);
$dateTimeJapan = new DateTime("now", $dateTimeZoneJapan);

// $dateTimeTaipei オブジェクトに含まれる 日付/時刻 の GMT オフセットを計算します。
// しかし、タイムゾーンの規則は東京のもの ($dateTimeZoneJapan)
// を使用します。
$timeOffset = $dateTimeZoneJapan->getOffset($dateTimeTaipei);

// これは int(32400) となります (Sat Sep 8 01:00:00 1951 JST 以降の日付の場合)。
var_dump($timeOffset);
?>

DateTimeZone::getTransitions
(PHP 5 >= 5.2.0)
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DateTimeZone::getTransitions — タイムゾーンの変遷を返す

説明

オブジェクト指向型

public array DateTimeZone::getTransitions ([ int $timestamp_begin [, int $timestamp_end ]] )

手続き型

array timezone_transitions_get ( DateTimeZone $object [, int $timestamp_begin [, int $timestamp_end ]] )

パラメータ
object

手続き型のみ: timezone_open() が返す DateTimeZone オブジェクト
timestamp_begin

開始時のタイムスタンプ。
timestamp_end

終了時のタイムスタンプ。

返り値

成功した場合にタイムゾーンの遷移を表す連想配列の配列、 失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションの timestamp_begin および timestamp_end が追加されました。

例

例1 timezone_transitions_get() の例
<?php
$timezone = new DateTimeZone("Europe/London");
$transitions = $timezone->getTransitions();
print_r(array_slice($transitions, 0, 3));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [ts] => -9223372036854775808
            [time] => -292277022657-01-27T08:29:52+0000
            [offset] => 3600
            [isdst] => 1
            [abbr] => BST
        )

    [1] => Array
        (
            [ts] => -1691964000
            [time] => 1916-05-21T02:00:00+0000
            [offset] => 3600
            [isdst] => 1
            [abbr] => BST
        )

    [2] => Array
        (
            [ts] => -1680472800
            [time] => 1916-10-01T02:00:00+0000
            [offset] => 0
            [isdst] => 
            [abbr] => GMT
        )

)

DateTimeZone::listAbbreviations
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTimeZone::listAbbreviations — 夏時間、オフセットおよびタイムゾーン名を含む連想配列を返す

説明
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オブジェクト指向型

public static array DateTimeZone::listAbbreviations ( void )

手続き型

array timezone_abbreviations_list ( void )

返り値

成功した場合に配列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 timezone_abbreviations_list() の例
<?php
$timezone_abbreviations = DateTimeZone::listAbbreviations();
print_r($timezone_abbreviations["acst"]);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [dst] => 1
            [offset] => -14400
            [timezone_id] => America/Porto_Acre
        )

    [1] => Array
        (
            [dst] => 1
            [offset] => -14400
            [timezone_id] => America/Eirunepe
        )

    [2] => Array
        (
            [dst] => 1
            [offset] => -14400
            [timezone_id] => America/Rio_Branco
        )

    [3] => Array
        (
            [dst] => 1
            [offset] => -14400
            [timezone_id] => Brazil/Acre
        )

)

参考

timezone_identifiers_list() - DateTimeZone::listIdentifiers のエイリアス

DateTimeZone::listIdentifiers
(PHP 5 >= 5.2.0)

DateTimeZone::listIdentifiers — すべてのタイムゾーン識別子を含む配列を返す

説明

オブジェクト指向型

public static array DateTimeZone::listIdentifiers ([ int $what = DateTimeZone::ALL [, string $country = NULL ]] )

手続き型

array timezone_identifiers_list ([ int $what = DateTimeZone::ALL [, string $country = NULL ]] )

パラメータ
what

DateTimeZone のクラス定数のいずれか。
country

2 文字の ISO 3166-1 互換の国コード。

注意: このオプションを使用するのは、what に DateTimeZone::PER_COUNTRY を設定した場合のみです。
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返り値

成功した場合に配列、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションのパラメータ what および country が追加されました。

例

例1 timezone_identifiers_list() の例
<?php
$timezone_identifiers = DateTimeZone::listIdentifiers();
for ($i=0; $i < 5; $i++) {
    echo "$timezone_identifiers[$i]\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Africa/Abidjan
Africa/Accra
Africa/Addis_Ababa
Africa/Algiers
Africa/Asmara

参考

timezone_abbreviations_list() - DateTimeZone::listAbbreviations のエイリアス

目次
DateTimeZone::__construct — 新しい DateTimeZone オブジェクトを作成する
DateTimeZone::getLocation — タイムゾーンの位置情報を返す
DateTimeZone::getName — タイムゾーンの名前を返す
DateTimeZone::getOffset — GMT からのタイムゾーンのオフセットを返す
DateTimeZone::getTransitions — タイムゾーンの変遷を返す
DateTimeZone::listAbbreviations — 夏時間、オフセットおよびタイムゾーン名を含む連想配列を返す
DateTimeZone::listIdentifiers — すべてのタイムゾーン識別子を含む配列を返す

DateInterval クラス
導入
日付の間隔をあらわします。 格納方式は、固定値 (年、月、日、時など) あるいは相対時刻 (DateTime のコンストラクタがサポートしている書式) となります。

クラス概要
DateInterval {
/* プロパティ */
public integer $y ;
public integer $m ;
public integer $d ;
public integer $h ;
public integer $i ;
public integer $s ;
public integer $invert ;
public mixed $days ;
/* メソッド */
public __construct ( string $interval_spec )
public static DateInterval createFromDateString ( string $time )
public string format ( string $format )
}

プロパティ
y

年。
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m

月。

d

日。

h

時間。

i

分。

s

秒。

invert

間隔が反転している場合は 1、そうでない場合は 0。 DateInterval::format() を参照ください。

days

間隔の中に含まれる日数。不明な場合は days は FALSE となります。

DateInterval::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateInterval::__construct — 新しい DateInterval オブジェクトを作成する

説明

public DateInterval::__construct() ( string $interval_spec )

新しい DateInterval オブジェクトを作成します。

パラメータ
interval_spec

間隔。

最初は P から始まります。これは "period" を表します。 間隔の単位は、整数値の後に間隔指示子をつけて表します。 時間の要素を含む場合は、時間部分の前に文字 T を入れます。

interval_spec の間隔指示子
間隔指示子 説明
Y 年
M 月
D 日
W 週。日付に変換されるので D と組み合わせて使うことはできません。
H 時間
M 分
S 秒

いくつか簡単な例を示しましょう。 P2D は 2 日、 PT2S は 2 秒、そして P6YT5M は 6 年と 5 分を表します。

注意:

複数の単位を指定するときは、 大きな単位を左、小さな単位を右の順に書かなければなりません。 つまり年は月より先、月は日より先、日は分より先などとなります。 1 年と 4 日を表すのは P1Y4D であり、P4D1Y ではありません。

日付と時刻で間隔を指定することもできます。 1 年と 4 日をこの方式で表すと P0001-00-04T00:00:00 のようになります。 しかし、この方式では繰り返し単位以上の値を指定することはできません (たとえば 25 時間などとは指定できません)。

これらのフォーマットは » ISO 8601 duration specification に基づくものです。

例
<?php

$interval = new DateInterval('P2Y4DT6H8M');
print_r($interval);

?>

http://en.wikipedia.org/wiki/Iso8601#Durations
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上の例の出力は以下となります。
DateInterval Object
(
    [y] => 2
    [m] => 0
    [d] => 4
    [h] => 6
    [i] => 8
    [s] => 0
    [invert] => 0
    [days] => 0
)

参考

DateInterval::format() - 間隔をフォーマットする
DateTime::add() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::sub() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く
DateTime::diff() - ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す

DateInterval::createFromDateString
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateInterval::createFromDateString — 相対指定文字列から DateInterval を作成する

説明

public static DateInterval DateInterval::createFromDateString ( string $time )

通常の日付パーサを用いて、パースされた相対指定文字列から DateInterval を設定します。

パラメータ
time

相対部分を含む日付。

返り値

成功した場合に、新しい DateInterval のインスタンスを返します。

DateInterval::format
(PHP 5 >= 5.3.0)

DateInterval::format — 間隔をフォーマットする

説明

public string DateInterval::format ( string $format )

間隔をフォーマットします。

パラメータ
format

次の文字を、 format パラメータ文字列に使用することができます。
フォーマット文字は、パーセント記号 (%) で始めなければなりませ

ん。
format 文字 説明 値の例
% リテラルとしての % %
Y 年、数値、先頭に 0 を含む 2 桁 01, 03
y 年、数値 1, 3
M 月、数値、先頭に 0 を含む 2 桁 01, 03, 12
m 月、数値 1, 3, 12
D 日、数値、先頭に 0 を含む 2 桁 01, 03, 31
d 日、数値 1, 3, 31
a 総日数 4, 18, 8123
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H 時間、数値、先頭に 0 を含む 2 桁 01, 03, 23
h 時間、数値 1, 3, 23
I 分、数値、先頭に 0 を含む 2 桁 01, 03, 59
i 分、数値 1, 3, 59
S 秒、数値、先頭に 0 を含む 2 桁 01, 03, 57
s 秒、数値 1, 3, 57
R 負の値の場合は "-"、正の値の場合は "+" -, +
r 負の値の場合は "-"、正の値の場合は空文字 -,

返り値

フォーマットされた間隔を返します。

注意

注意:

DateInterval::format() メソッドは、 時刻文字列や日付セグメントでの繰り越しを再計算しません。 これは意図的な仕様です。なぜなら "32 days" のようにオーバーフローした値は "1 month and 4 days" から "1 month and 1 day" までのどれとでも解釈可能だ
からです。

例

例1 DateInterval の例
<?php

$interval = new DateInterval('P2Y4DT6H8M');
echo $interval->format('%d days');

?>

上の例の出力は以下となります。
4 days

例2 DateInterval での繰り越しの例
<?php

$interval = new DateInterval('P32D');
echo $interval->format('%d days');

?>

上の例の出力は以下となります。
32 days

例3 DateInterval および DateTime::diff() での修飾子 %a および %d

<?php

$january = new DateTime('2010-01-01');
$february = new DateTime('2010-02-01');
$interval = $february->diff($january);

// %a は総日数を出力します
echo $interval->format('%a total days')."\n";

// 一方 %d は、月数に含まれない日数のみを出力します
echo $interval->format('%m month, %d days');

?>

上の例の出力は以下となります。
31 total days
1 month, 0 days

目次
DateInterval::__construct — 新しい DateInterval オブジェクトを作成する
DateInterval::createFromDateString — 相対指定文字列から DateInterval を作成する
DateInterval::format — 間隔をフォーマットする

DatePeriod クラス
導入
日付の期間をあらわします。
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クラス概要
DatePeriod implements Traversable {
/* 定数 */
const integer DatePeriod::EXCLUDE_START_DATE = 1 ;
/* メソッド */
public __construct ( DateTime $start , DateInterval $interval , int $recurrences [, int $options ] )
public __construct ( DateTime $start , DateInterval $interval , DateTime $end [, int $options ] )
public __construct ( string $isostr [, int $options ] )
}

定義済み定数

DatePeriod ノード型
DatePeriod::EXCLUDE_START_DATE

開始日を含まない。DatePeriod::__construct() で使用します。

DatePeriod::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

DatePeriod::__construct — 新しいい DatePeriod オブジェクトを作成する

説明

public DatePeriod::__construct() ( DateTime $start , DateInterval $interval , int $recurrences [, int $options ] )
public DatePeriod::__construct() ( DateTime $start , DateInterval $interval , DateTime $end [, int $options ] )
public DatePeriod::__construct() ( string $isostr [, int $options ] )

新しい DatePeriod オブジェクトを作成します。

パラメータ
start

開始日。
interval

間隔。
recurrences

反復回数。
end

終了日。
isostr

ISO インターバルを含む文字列。
options

DatePeriod::EXCLUDE_START_DATE を設定することができます。

目次
DatePeriod::__construct — 新しいい DatePeriod オブジェクトを作成する

日付・時刻 関数

checkdate
(PHP 4, PHP 5)
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checkdate — グレゴリオ歴の日付/時刻の妥当性を確認します

説明

bool checkdate ( int $month , int $day , int $year )

引数で指定された日付の妥当性をチェックします。 各パラメータが適切に指定されている場合に、妥当であると判断されます。

パラメータ
month

月は 1 から 12 の間となります。
day

日は、指定された month の日数の範囲内になります。year がうるう年の場合は、それも考慮されます。
year

年は 1 から 32767 の間となります。

返り値

指定した日付が有効な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 checkdate() の例
<?php
var_dump(checkdate(12, 31, 2000));
var_dump(checkdate(2, 29, 2001));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

参考

mktime() - 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
strtotime() - 英文形式の日付を Unix タイムスタンプに変換する

date_add
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_add — のエイリアス DateTime::add()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::add()

date_create_from_format
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_create_from_format — DateTime::createFromFormat() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::createFromFormat()

date_create
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_create — DateTime::__construct() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::__construct()

date_date_set
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_date_set — のエイリアス DateTime::setDate()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::setDate()

date_default_timezone_get
(PHP 5 >= 5.1.0)

date_default_timezone_get — スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを取得する

説明

string date_default_timezone_get ( void )

この関数は、デフォルトのタイムゾーンを以下の優先順位で取得して返します。

date_default_timezone_set() 関数を使用して 設定したタイムゾーン (もし何か設定されていれば) を読み込む

TZ 環境変数 (もし空白でなければ) を読み込む (PHP 5.3.0 より前のバージョンのみ)

date.timezone ini オプション (設定されていれば) を読み込む

ホスト OS に問い合わせる (もし OS がそれに対応しており、許可されていれば)

上のすべてが失敗した場合は、 date_default_timezone_get() はデフォルトのタイムゾーンである UTC を返します。

返り値

string を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 タイムゾーンの判定時に環境変数 TZ を使わなくなりました。

例

例1 デフォルトのタイムゾーンの取得
<?php
date_default_timezone_set('Europe/London');

if (date_default_timezone_get()) {
    echo 'date_default_timezone_set: ' . date_default_timezone_get() . '<br />';
}

if (ini_get('date.timezone')) {
    echo 'date.timezone: ' . ini_get('date.timezone');
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
date_default_timezone_set: Europe/London
date.timezone: Europe/London

例2 タイムゾーンの短縮名の取得
<?php
date_default_timezone_set('America/Los_Angeles');
echo date_default_timezone_get() . ' => ' . date('e') . ' => ' . date('T');
?>

上の例の出力は以下となります。
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America/Los_Angeles => America/Los_Angeles => PST

参考

date_default_timezone_set() - スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを設定する
サポートされるタイムゾーンのリスト

date_default_timezone_set
(PHP 5 >= 5.1.0)

date_default_timezone_set — スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを設定する

説明

bool date_default_timezone_set ( string $timezone_identifier )

date_default_timezone_set() は、日付/時刻関数で 使用されるデフォルトタイムゾーンを設定します。

注意:

PHP 5.1.0 以降（日付/時刻 関数が書き直されてから）、タイムゾーンを 正しく設定せずに日付/時刻関数をコールすると E_NOTICE が発生し、またシステムの設定や TZ 環境変数を 使用すると E_WARNING が発生するようになりました。

スクリプト内でこの関数を使用してデフォルトタイムゾーンを設定するかわりに、 INI 設定 date.timezone でデフォルトタイムゾーンを設定することもできます。

パラメータ
timezone_identifier

タイムゾーン ID 。例えば UTC や Europe/Lisbon など。有効な ID の一覧は サポートされるタイムゾーンのリスト にあります。

返り値

この関数は、timezone_identifier が 無効なものである場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

例

例1 デフォルトのタイムゾーンの取得
<?php
date_default_timezone_set('America/Los_Angeles');

$script_tz = date_default_timezone_get();

if (strcmp($script_tz, ini_get('date.timezone'))){
    echo 'Script timezone differs from ini-set timezone.';
} else {
    echo 'Script timezone and ini-set timezone match.';
}
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 E_STRICT ではなく E_WARNING をスローするようになりました。
5.1.2 timezone_identifier パラメータの内容を 検証するようになりました。

参考

date_default_timezone_get() - スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを取得する
サポートされるタイムゾーンのリスト

date_diff
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_diff — DateTime::diff() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::diff()
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date_format
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_format — のエイリアス DateTime::format()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::format()

date_get_last_errors
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_get_last_errors — DateTime::getLastErrors() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::getLastErrors()

date_interval_create_from_date_string
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_interval_create_from_date_string — DateInterval::createFromDateString() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateInterval::createFromDateString()

date_interval_format
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_interval_format — DateInterval::format() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateInterval::format()

date_isodate_set
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_isodate_set — DateTime::setISODate() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::setISODate()

date_modify
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_modify — DateTime::modify() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::modify()
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date_offset_get
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_offset_get — DateTime::getOffset() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::getOffset()

date_parse_from_format
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_parse_from_format — 指定した日付についての情報を取得する

説明

array date_parse_from_format ( string $format , string $date )

指定した日付についての詳細情報を連想配列で返します。

パラメータ
format

date() が理解できるフォーマット。
date

日付をあらわす文字列。

返り値

指定した日付についての詳細情報を連想配列で返します。

例

例1 date_parse_from_format() の例
<?php
$date = "6.1.2009 13:00+01:00";
print_r(date_parse_from_format("j.n.Y H:iP", $date));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [year] => 2009
    [month] => 1
    [day] => 6
    [hour] => 13
    [minute] => 0
    [second] => 0
    [fraction] => 
    [warning_count] => 0
    [warnings] => Array
        (
        )

    [error_count] => 0
    [errors] => Array
        (
        )

    [is_localtime] => 1
    [zone_type] => 1
    [zone] => -60
    [is_dst] => 
)

参考

DateTime::createFromFormat() - 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す

date_parse
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(PHP 5 >= 5.2.0)

date_parse — 指定した日付に関する詳細な情報を連想配列で返す

説明

array date_parse ( string $date )

パラメータ
date

strtotime() が理解できる書式の日付。

返り値

成功した場合に日付情報を含む配列、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

日付フォーマットにエラーがある場合は、 'errors' 要素にエラーメッセージが格納されます。

例

例1 date_parse() の例
<?php
print_r(date_parse("2006-12-12 10:00:00.5"));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [year] => 2006
    [month] => 12
    [day] => 12
    [hour] => 10
    [minute] => 0
    [second] => 0
    [fraction] => 0.5
    [warning_count] => 0
    [warnings] => Array()
    [error_count] => 0
    [errors] => Array()
    [is_localtime] => 
)

参考

getdate() - 日付/時刻情報を取得する

date_sub
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_sub — DateTime::sub() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::sub()

date_sun_info
(PHP 5 >= 5.1.2)

date_sun_info — 日の出/日の入り時刻と薄明かり (twilight) の開始/終了時刻の情報を含む配列を返す

説明

array date_sun_info ( int $time , float $latitude , float $longitude )

パラメータ
time

タイムスタンプ。
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latitude

緯度を表す度数。
longitude

経度を表す度数。

返り値

成功した場合に配列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 date_sun_info() の例
<?php
$sun_info = date_sun_info(strtotime("2006-12-12"), 31.7667, 35.2333);
foreach ($sun_info as $key => $val) {
    echo "$key: " . date("H:i:s", $val) . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
sunrise: 05:52:11
sunset: 15:41:21
transit: 10:46:46
civil_twilight_begin: 05:24:08
civil_twilight_end: 16:09:24
nautical_twilight_begin: 04:52:25
nautical_twilight_end: 16:41:06
astronomical_twilight_begin: 04:21:32
astronomical_twilight_end: 17:12:00

参考

date_sunrise() - 指定した日付と場所についての日の出時刻を返す
date_sunset() - 指定した日付と場所についての日の入り時刻を返す

date_sunrise
(PHP 5)

date_sunrise — 指定した日付と場所についての日の出時刻を返す

説明

mixed date_sunrise ( int $timestamp [, int $format = SUNFUNCS_RET_STRING [, float $latitude = ini_get("date.default_latitude") [, float $longitude = ini_get("date.default_longitude") [, float $zenith = ini_get("date.sunrise_zenith") [, float $gmt_offset = 0 ]]]]] )

date_sunrise() は、与えられた日付 (timestamp で指定する) と場所についての日の出の時刻を返します。

パラメータ
timestamp

日の出時刻を取得する日の timestamp。
format

format 定数
定数 説明 例

SUNFUNCS_RET_STRING 結果を string で返します。 16:46
SUNFUNCS_RET_DOUBLE 結果を float で返します。 16.78243132
SUNFUNCS_RET_TIMESTAMP 結果を integer (タイムスタンプ) で返します。 1095034606

latitude

デフォルトは北緯で、南緯は負の値で表します。 date.default_latitude も参照ください。
longitude

デフォルトは東経で、西経は負の値で表します。 date.default_longitude も参照ください。
zenith

デフォルトは date.sunrise_zenith です。
gmtoffset

時間単位で指定します。
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返り値

日の出時刻を、指定した format で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バージョン 説明

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

例

例1 date_sunrise() の例
<?php

/* ポルトガル リスボンの日の出時刻を計算する
緯度: 北緯 38.4
経度: 西経 9
天頂 ~= 90
時差: +1 GMT
*/

echo date("D M d Y"). ', sunrise time : ' .date_sunrise(time(), SUNFUNCS_RET_STRING, 38.4, -9, 90, 1);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Mon Dec 20 2004, sunrise time : 08:54

参考

date_sunset() - 指定した日付と場所についての日の入り時刻を返す

date_sunset
(PHP 5)

date_sunset — 指定した日付と場所についての日の入り時刻を返す

説明

mixed date_sunset ( int $timestamp [, int $format = SUNFUNCS_RET_STRING [, float $latitude = ini_get("date.default_latitude") [, float $longitude = ini_get("date.default_longitude") [, float $zenith = ini_get("date.sunset_zenith") [, float $gmt_offset = 0 ]]]]] )

date_sunset() は、与えられた日付 (timestamp で指定する) と場所についての日の入り時刻を返します。

パラメータ
timestamp

日の入り時刻を取得する日の timestamp。
format

format 定数
定数 説明 例

SUNFUNCS_RET_STRING 結果を string で返します。 16:46
SUNFUNCS_RET_DOUBLE 結果を float で返します。 16.78243132
SUNFUNCS_RET_TIMESTAMP 結果を integer (タイムスタンプ) で返します。 1095034606

latitude

デフォルトは北緯で、南緯は負の値で表します。 date.default_latitude も参照ください。
longitude

デフォルトは東経で、西経は負の値で表します。 date.default_longitude も参照ください。
zenith
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デフォルトは date.sunset_zenith です。
gmtoffset

時間単位で指定します。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バージョン 説明

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

返り値

日の入り時刻を、指定した format で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 date_sunset() の例
<?php

/* ポルトガル リスボンの日の入り時刻を計算する
緯度: 北緯 38.4
経度: 西経 9
天頂 ~= 90
時差: +1 GMT
*/

echo date("D M d Y"). ', sunset time : ' .date_sunset(time(), SUNFUNCS_RET_STRING, 38.4, -9, 90, 1);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Mon Dec 20 2004, sunset time : 18:13

参考

date_sunrise() - 指定した日付と場所についての日の出時刻を返す

date_time_set
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_time_set — DateTime::setTime() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::setTime()

date_timestamp_get
(PHP 5 >= 5.3.0)

date_timestamp_get — DateTime::getTimestamp() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::getTimestamp()

date_timestamp_set
(PHP 5 >= 5.3.0)
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date_timestamp_set — DateTime::setTimestamp() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::setTimestamp()

date_timezone_get
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_timezone_get — DateTime::getTimezone() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::getTimezone()

date_timezone_set
(PHP 5 >= 5.2.0)

date_timezone_set — DateTime::setTimezone() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTime::setTimezone()

date
(PHP 4, PHP 5)

date — ローカルの日付/時刻を書式化する

説明

string date ( string $format [, int $timestamp ] )

指定された引数 timestamp を、与えられた フォーマット文字列によりフォーマットし、日付文字列を返します。 タイムスタンプが与えられない場合は、現在の時刻が使われます。 つまり timestamp はオプションであり そのデフォルト値は time() の値です。

パラメータ
format

出力される日付文字列の書式。以下のオプションを参照ください。 定義済みの定数 も用意されており、たとえば DATE_RSS はフォーマット文字列 'D, d M Y H:i:s' と同じ意味になります。

以下の文字が format パラメータ文字列として認識されます
format 文字 説明 戻り値の例

日 --- ---
d 日。二桁の数字（先頭にゼロがつく場合も） 01 から 31
D 曜日。3文字のテキスト形式。 Mon から Sun
j 日。先頭にゼロをつけない。 1 から 31
l (小文字の 'L') 曜日。フルスペル形式。 Sunday から Saturday
N ISO-8601 形式の、曜日の数値表現 (PHP 5.1.0 で追加)。 1（月曜日）から 7（日曜日）
S 英語形式の序数を表すサフィックス。2 文字。 st, nd, rd または th。 jと一緒に使用する ことができる。
w 曜日。数値。 0 (日曜)から 6 (土曜)
z 年間の通算日。数字。(ゼロから開始) 0 から 365

週 --- ---
W ISO-8601 月曜日に始まる年単位の週番号 (PHP 4.1.0 で追加) 例: 42 (年の第 42 週目)

月 --- ---
F 月。フルスペルの文字。 January から December
m 月。数字。先頭にゼロをつける。 01 から 12
M 月。3 文字形式。 Jan から Dec
n 月。数字。先頭にゼロをつけない。 1 から 12
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t 指定した月の日数。 28 から 31
年 --- ---

L 閏年であるかどうか。 1なら閏年。0なら閏年ではない。
o ISO-8601 形式の年。これは Y ほぼ同じだが、ISO 週番号 （W）が前年あるいは翌年に属する場合がある点で 異なる（PHP 5.1.0 で追加）。 例: 1999 あるいは 2003
Y 年。4 桁の数字。 例: 1999または2003
y 年。2 桁の数字。 例: 99 または 03

時 --- ---
a 午前または午後（小文字） am または pm
A 午前または午後（大文字） AM または PM
B Swatch インターネット時間 000 から 999
g 時。12時間単位。先頭にゼロを付けない。 1 から 12
G 時。24時間単位。先頭にゼロを付けない。 0 から 23
h 時。数字。12 時間単位。 01 から 12
H 時。数字。24 時間単位。 00 から 23
i 分。先頭にゼロをつける。 00 から 59
s 秒。先頭にゼロをつける。 00 から 59
u マイクロ秒 (PHP 5.2.2 で追加)。 例: 654321
タイムゾーン --- ---

e タイムゾーン識別子（PHP 5.1.0 で追加） 例: UTC, GMT, Atlantic/Azores
I (大文字の i) サマータイム中か否か 1ならサマータイム中。 0ならそうではない。
O グリニッジ標準時 (GMT) との時差 例: +0200
P グリニッジ標準時 (GMT) との時差。時間と分をコロンで区切った形式 (PHP 5.1.3 で追加)。 例: +02:00
T タイムゾーンの略称 例: EST, MDT ...
Z タイムゾーンのオフセット秒数。 UTC の西側のタイムゾーン用のオフセットは常に負です。そして、 UTC の東側のオフセットは常に正です。 -43200 から 50400
全ての日付/時刻 --- ---
c ISO 8601 日付 (PHP 5 で追加されました) 2004-02-12T15:19:21+00:00
r » RFC 2822 フォーマットされた日付 例: Thu, 21 Dec 2000 16:01:07 +0200
U Unix Epoch (1970 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒) からの秒数 time() も参照

フォーマット文字列中の認識されない文字は、そのまま表示されます。 Z 形式は、 gmdate() で使用した場合、常に 0 を返します。

注意:

この関数が受け付けるのは integer のタイムスタンプだけです。したがって、書式指定文字 u が有用となるのは date_create() で作成したタイムスタンプを用いて date_format() を使用した場合のみです。
timestamp

オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。

返り値

日付を表す文字列を返します。 timestamp に数字以外が使用された場合は FALSE が返され、E_WARNING レベルのエラーが発生します。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バー
ジョン 説明

5.1.0 有効なタイムスタンプの範囲は、通常 Fri, 13 Dec 1901 20:45:54 GMT から Tue, 19 Jan 2038 03:14:07 GMT までです (これらの日付は、32 ビット符号付き整数の最小および最大値に 対応します)。 しかし、PHP 5.1 より前のバージョンでは、システム環境に
よっては (例: Windows) この範囲が 1970 年 1 月 1 日から 2038 年 1 月 19 日 までに制限されます。

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

5.1.1 PHP 5.1.1 以降、format パラメータで標準的な 日付/時刻フォーマットを指定する際に有用な 定数がいくつか追加されました。

例

例1 date() の例
<?php
// 使用するデフォルトのタイムゾーンを指定します。PHP 5.1 以降で使用可能です。
date_default_timezone_set('UTC');

// 結果は、たとえば Monday のようになります。
echo date("l");

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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// 結果は、たとえば Monday 8th of August 2005 03:12:46 PM のようになります。
echo date('l jS \of F Y h:i:s A');

// 結果は July 1, 2000 is on a Saturday となります。
echo "July 1, 2000 is on a " . date("l", mktime(0, 0, 0, 7, 1, 2000));

/* 書式指定パラメータに、定数を使用します。 */
// 結果は、たとえば Mon, 15 Aug 2005 15:12:46 UTC のようになります。
echo date(DATE_RFC822);

// 結果は、たとえば 2000-07-01T00:00:00+00:00 のようになります。
echo date(DATE_ATOM, mktime(0, 0, 0, 7, 1, 2000));
?>

前にバックスラッシュを付けてエスケープすることにより、 フォーマット文字列として認識される文字が展開されることを防止することができます。 バックスラッシュ付きの文字は既に特別なシーケンスであり、 バックスラッシュもエスケープすることが必要となる可能性があ
ります。

例2 date() の文字をエスケープする
<?php
// Wednesday the 15th のように出力
echo date("l \\t\h\e jS");
?>

date() と mktime() の両方を用いて、未来または過去の日付を知ることができます。

例3 date() と mktime() の例
<?php
$tomorrow  = mktime(0, 0, 0, date("m")  , date("d")+1, date("Y"));
$lastmonth = mktime(0, 0, 0, date("m")-1, date("d"),   date("Y"));
$nextyear  = mktime(0, 0, 0, date("m"),   date("d"),   date("Y")+1);
?>

注意:

サマータイムがあるため、日付や月の秒数を単純にタイムスタンプに 可減算するよりもより信頼性があります。

date() フォーマットのいくつかの例を示します。 現在の実装で特別な意味がある文字や今後の PHP のバージョンで意味が 割り付けられるであろう文字については、望ましくない結果を避けるために エスケープする必要があることに注意してください。エスケープを する際に
は、改行文字 \n のような文字を回避するために シングルクォートを使用してください。

例4 date() のフォーマット指定
<?php
// 今日は March 10th, 2001, 5:16:18 pm であり、
// またタイムゾーンは Mountain Standard Time (MST) であるものとします
$today = date("F j, Y, g:i a");                 // March 10, 2001, 5:16 pm
$today = date("m.d.y");                         // 03.10.01
$today = date("j, n, Y");                       // 10, 3, 2001
$today = date("Ymd");                           // 20010310
$today = date('h-i-s, j-m-y, it is w Day');     // 05-16-18, 10-03-01, 1631 1618 6 Satpm01
$today = date('\i\t \i\s \t\h\e jS \d\a\y.');   // it is the 10th day.
$today = date("D M j G:i:s T Y");               // Sat Mar 10 17:16:18 MST 2001
$today = date('H:m:s \m \i\s\ \m\o\n\t\h');     // 17:03:18 m is month
$today = date("H:i:s");                         // 17:16:18
?>

他の言語で日付をフォーマットするためには、date() のかわりに setlocale() および strftime() 関数を使用する必要があります。

注意

注意:

日付の文字列表現からタイムスタンプを生成するには、 strtotime() が使用できるでしょう。 さらに、いくつかのデータベースは（MySQL の » UNIX_TIMESTAMP 関数の ような）日付フォーマットからタイムスタンプへの変換関数を有しています。

ヒント

PHP 5.1 以降、$_SERVER['REQUEST_TIME'] によってリクエスト開始時のタイムスタンプが取得できるようになりました。

参考

gmdate() - GMT/UTC の日付/時刻を書式化する
idate() - ローカルな時刻/日付を整数として整形する
getdate() - 日付/時刻情報を取得する
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する
mktime() - 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
strftime() - ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする
time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す
定義済みの定数

getdate
(PHP 4, PHP 5)

getdate — 日付/時刻情報を取得する

http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/date-and-time-functions.html
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説明

array getdate ([ int $timestamp = time() ] )

timestamp に関する日付情報を有する連想配列を返します。 timestamp が指定されない場合は、現在のローカルな時間に関する情報を返します。

パラメータ
timestamp

オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。

返り値

timestamp に関連する情報を連想配列で返します。 返される連想配列の内容は、次のようになります。

返される連想配列のキー
キー 説明 戻り値の例

"seconds" 秒。数値。 0 から 59
"minutes" 分。数値。 0 から 59
"hours" 時。数値 0 から 23
"mday" 月単位の日。数値 1 から 31
"wday" 曜日。数値。 0 (日曜) から 6 (土曜)
"mon" 月。数値。 1 から 12
"year" 年。4桁の数値。 例: 1999 あるいは 2003
"yday" 年単位の日。数値。 0 から 365
"weekday"曜日。フルスペルの文字。 Sunday から Saturday
"month" 月。フルスペルの文字。 January から December
0 UNIX時（1970年1月1日）からの秒数。 time()の戻り値と同様。 date()でも使用される。システムによって違うが、通常は-2147483648 から 2147483647.

例

例1 getdate() の例
<?php
$today = getdate();
print_r($today);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [seconds] => 40
    [minutes] => 58
    [hours]   => 21
    [mday]    => 17
    [wday]    => 2
    [mon]     => 6
    [year]    => 2003
    [yday]    => 167
    [weekday] => Tuesday
    [month]   => June
    [0]       => 1055901520
)

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
idate() - ローカルな時刻/日付を整数として整形する
time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す
setlocale() - ロケール情報を設定する

gettimeofday
(PHP 4, PHP 5)

gettimeofday — 現在の時間を得る

説明

mixed gettimeofday ([ bool $return_float ] )

この関数は、gettimeofday(2) へのインターフェイスです。 この関数は、システムコールから返されたデータを有する連想配列を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

パラメータ
return_float

TRUE を指定すると、配列ではなく float で返します。

返り値

デフォルトでは配列を返します。return_float が設定されている場合は float を返します。

配列のキー:

"sec" - UNIX エポックからの秒
"usec" - マイクロ秒
"minuteswest" - グリニッジ基準の分
"dsttime" - 夏時間補正の型

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 return_float パラメータが追加されました。

例

例1 gettimeofday() の例
<?php
print_r(gettimeofday());

echo gettimeofday(true);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [sec] => 1073504408
    [usec] => 238215
    [minuteswest] => 0
    [dsttime] => 1
)

1073504408.23910

gmdate
(PHP 4, PHP 5)

gmdate — GMT/UTC の日付/時刻を書式化する

説明

string gmdate ( string $format [, int $timestamp ] )

date() 関数と同じですが、返される時刻が グリニッジ標準時 (GMT) であるところが異なります。

パラメータ
format

出力される文字列の書式。date() 関数の書式オプションを参照ください。
timestamp

オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。

返り値

日付を表す文字列を返します。 timestamp に数字以外が使用された場合は FALSE が返され、E_WARNING レベルのエラーが発生します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

5.1.0 有効なタイムスタンプの範囲は、通常 Fri, 13 Dec 1901 20:45:54 GMT から Tue, 19 Jan 2038 03:14:07 GMT までです (これらの日付は、32 ビット符号付き整数の最小および最大値に 対応します)。 しかし、PHP 5.1 より前のバージョンでは、システム環境に
よっては (例: Windows) この範囲が 1970 年 1 月 1 日から 2038 年 1 月 19 日 までに制限されます。

5.1.1 PHP 5.1.1 以降、format パラメータで標準的な 日付/時刻フォーマットを指定する際に有用な 定数がいくつか追加されました。
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例

例1 gmdate() の例

フィンランド (GMT +0200) で実行した場合、一行目の出力は "Jan 01 1998 00:00:00"、二行目の出力は "Dec 31 1997 22:00:00" となります。
<?php
echo date("M d Y H:i:s", mktime(0, 0, 0, 1, 1, 1998));
echo gmdate("M d Y H:i:s", mktime(0, 0, 0, 1, 1, 1998));
?>

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
mktime() - 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
gmmktime() - GMT 日付から Unix タイムスタンプを取得する
strftime() - ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする

gmmktime
(PHP 4, PHP 5)

gmmktime — GMT 日付から Unix タイムスタンプを取得する

説明

int gmmktime ([ int $hour = gmdate("H") [, int $minute = gmdate("i") [, int $second = gmdate("s") [, int $month = gmdate("n") [, int $day = gmdate("j") [, int $year = gmdate("Y") [, int $is_dst = -1 ]]]]]]] )

指定されるパラメータが GMT 日付を表すこと以外は mktime() と同じです。 gmmktime() は内部で mktime() を使用しているので、ローカル時刻として有効な値のみが使用可能です。

mktime() と同様に、 引数は右から順に省略することができます。 省略された引数は、GMT の日付と時刻に従って、現在の値にセットされます。

パラメータ
hour

時
minute

分
second

秒
month

月
day

日
year

年
is_dst

常に GMT 日付を表すので、is_dst は結果に影響を及ぼしません。

返り値

Unix タイムスタンプを integer で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 PHP 5.1.0 で、is_dst パラメータは廃止されました。 その代わりに、新しいタイムゾーン処理機能が使用されます。

例

例1 Windows 環境での gmmktime()

<?php
gmmktime(0, 0, 0, 1, 1, 1970); // valid in GMT and west, invalid in east
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?>

参考

mktime() - 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す

gmstrftime
(PHP 4, PHP 5)

gmstrftime — ロケールの設定に基づいて GMT/UTC 時刻/日付をフォーマットする

説明

string gmstrftime ( string $format [, int $timestamp = time() ] )

グリニッジ標準時を返すこと以外は、 strftime() と同じ動作をします。例えば、東部標準時 (GMT -0500) で実行した場合、以下の最初の行は "Dec 31 1998 20:00:00" を出力し、二行目は "Jan 01 1999 01:00:00" を出力します。

パラメータ
format

strftime() の説明を参照ください。
timestamp

オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。

返り値

指定した timestamp または timestamp が指定されていない場合に現在のローカル時間を用いて、 指定したフォーマット文字列に基づき文字列をフォーマットして返します。 月および曜日の名前、およびその他の言語依存の文字列は、 setlocale() で設定された現在のロケール
を尊重して表示されます。

例

例1 gmstrftime() の例
<?php
setlocale(LC_TIME, 'en_US');
echo strftime("%b %d %Y %H:%M:%S", mktime(20, 0, 0, 12, 31, 98)) . "\n";
echo gmstrftime("%b %d %Y %H:%M:%S", mktime(20, 0, 0, 12, 31, 98)) . "\n";
?>

参考

strftime() - ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする

idate
(PHP 5)

idate — ローカルな時刻/日付を整数として整形する

説明

int idate ( string $format [, int $timestamp = time() ] )

指定された引数 timestamp を、 与えられたフォーマット文字列によりフォーマットし、日付数値を返します。 タイムスタンプが与えられない場合は、現在のローカル時刻が使われます。 つまり、timestamp はオプションであり、 そのデフォルト値は time() の値です。

関数 date() と異なり、idate() は format パラメータ中は一文字しか受け取りません。

パラメータ
format

以下の文字が format パラメータ文字列として認識されます
format 文字 説明

B Swatch ビート/インターネット時間
d 月の日
h 時 (12 時間単位)
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H 時 (24 時間単位)
i 分
I (大文字の i) 夏時間の適用中は 1、 そうでなければ 0 を返す
L (大文字の l)閏年なら 1、 そうでなければ 0 を返す
m 月数
s 秒
t 現在の月の日数
U Unix Epoch (January 1 1970 00:00:00 UTC) からの秒数。 これは time() と同じです
w 曜日 (日曜日は 0)
W ISO-8601 形式。月曜日から始まる年単位の週番号
y 年 (1 桁あるいは 2 桁の数値 - 下の「注意」を確認ください)
Y 年 (4 桁)
z 年間の通算日
Z タイムゾーンのオフセット秒数

timestamp

オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。

返り値

整数値を返します。

idate() が返す値の型は常に integer であり、 先頭に "0" がくることはありません。そのため、idate() の返す結果が予想より少ない桁数になることもあります。以下の例を参照ください。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バージョン 説明

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

例

例1 idate() の例
<?php
$timestamp = strtotime('1st January 2004'); //1072915200

// これは、年を 2 桁で表示します。
// しかし、ここでは年が "0" から始まるので、
// "4" だけが表示されます。
echo idate('y', $timestamp);
?>

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
getdate() - 日付/時刻情報を取得する
time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す

localtime
(PHP 4, PHP 5)

localtime — ローカルタイムを得る

説明

array localtime ([ int $timestamp = time() [, bool $is_associative = false ]] )

localtime() 関数は、C 言語の 同名の関数コールにより返される構造体と同じ内容の配列を返します。

パラメータ
timestamp
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オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。
is_associative

FALSE に設定されるか省略された場合は、 配列は通常の数値を添字とした配列として返されます。 TRUE に設定された場合は、 localtime() は C 言語の関数 localtime のコールにより返される構造体の全ての要素を有する連想配列を返します。 この連想配列の各キーの名
前は次のようになります。

"tm_sec" - 秒
"tm_min" - 分
"tm_hour" - 時
"tm_mday" - 月の日付 月は 0 (1 月) から 11 (12 月) で、曜日は 0 (日曜日) から 6 (土曜日) となります。
"tm_mon" - 月。0 が 1 月を表します。
"tm_year" - 1900 年からの年数。
"tm_wday" - 曜日。
"tm_yday" - 年単位の日付。
"tm_isdst" - 夏時間の適用中かどうか。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バージョン 説明

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

例

例1 time() の例
<?php
$localtime = localtime();
$localtime_assoc = localtime(time(), true);
print_r($localtime);
print_r($localtime_assoc);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => 24
    [1] => 3
    [2] => 19
    [3] => 3
    [4] => 3
    [5] => 105
    [6] => 0
    [7] => 92
    [8] => 1
)

Array
(
    [tm_sec] => 24
    [tm_min] => 3
    [tm_hour] => 19
    [tm_mday] => 3
    [tm_mon] => 3
    [tm_year] => 105
    [tm_wday] => 0
    [tm_yday] => 92
    [tm_isdst] => 1
)

microtime
(PHP 4, PHP 5)

microtime — 現在の Unix タイムスタンプをマイクロ秒まで返す

説明

mixed microtime ([ bool $get_as_float ] )

microtime() は、現在の Unix タイムスタンプをマイクロ秒単位で返します。 この関数は、gettimeofday() システムコールをサポートする オペレーティングシステムでのみ使用できます。

パラメータ
get_as_float
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オプション引数を付けずにコールされた場合、この関数は文字列 "msec sec" を返します。ただし、sec は Unix エポック (1970 年 1 月 1 日 0:00:00 GMT) から計算した秒数、msec はマイクロ秒の部分です。 文字列のそれぞれの部分は秒単位で返されます。

get_as_float を TRUE に設定すると、結果を float (秒単位) で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 get_as_float パラメータが追加されました。

例

例1 microtime() でタイマスクリプト実行
<?php
/**
 * PHP 5の動作を模擬する簡単な関数
 */
function microtime_float()
{
    list($usec, $sec) = explode(" ", microtime());
    return ((float)$usec + (float)$sec);
}

$time_start = microtime_float();

// しばらくスリープ
usleep(100);

$time_end = microtime_float();
$time = $time_end - $time_start;

echo "Did nothing in $time seconds\n";
?>

例2 PHP 5 におけるタイマスクリプト実行
<?php
$time_start = microtime(true);

// しばらくスリープ
usleep(100);

$time_end = microtime(true);
$time = $time_end - $time_start;

echo "Did nothing in $time seconds\n";
?>

参考

time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す

mktime
(PHP 4, PHP 5)

mktime — 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する

説明

int mktime ([ int $hour = date("H") [, int $minute = date("i") [, int $second = date("s") [, int $month = date("n") [, int $day = date("j") [, int $year = date("Y") [, int $is_dst = -1 ]]]]]]] )

与えられた引数に従って UNIX のタイムスタンプを返します。 このタイムスタンプは、Unix epoch(1970年1月1日00:00:00 GMT)から 指定された時刻までの通算秒を表す長整数です。

引数は右から順に省略することができます。省略された引数は、 ローカルの日付と時刻に従って、現在の値にセットされます。

注意

注意:

PHP 5.1 以降、引数なしでコールすると mktime() は E_STRICT notice を発行するようになりました。かわりに time() 関数を使用しましょう。

パラメータ
hour

時
minute

分
second

秒



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

month

月
day

日
year

年。2 桁または 4 桁の値を指定可能で、 0-69 の間の値は 2000-2069 に、70-100 は 1970-2000 にマップされます。 今日最も一般的なシステム、すなわち time_t が 32 ビットの符号付き整数である システムでは year として有効な範囲は 1901 から 2038 の間で
す。しかし、PHP 5.1.0 より前のバージョンではこの範囲が 1970 から 2038 に制限されているシステム (たとえば Windows) もありました。

is_dst

このパラメータはサマータイム (DST) の時に1にセットされ、 そうでない時に0、サマータイムであるかどうかが不明である場合に-1 にセットされます。 不明な場合、PHP はサマータイムかどうか推測しようとします。 PHP を実行しているシステムで DST が有効になっ
ている、もしくは is_dst が 1 にセットされている場合、 一部の時刻は有効になりません。 もし DST が有効で例えば 2:00 の場合、2:00 から 3:00 までの全ての時刻は 無効になり、mktime() は不確定な値 (通常は負数) を返します。いくつかのシステム (例えば Solaris
8) は真夜中に DST を有効にしますので、DST が有効なときの 0:30 は前日の 23:30 と評価されます。

注意:

PHP 5.1.0 以降、このパラメータは廃止されました。その結果、 新しいタイムゾーン処理機能がかわりに使用されます。

返り値

mktime() は与えられた引数の Unix タイムスタンプを返します。引数が不正な場合、 この関数は FALSE を返します（PHP 5.1 より前のバージョンでは -1 を返していました）。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 mktime() は、 is_dst パラメータを使用した場合に E_DEPRECATED をスローするようになりました。
5.1.0 is_dst パラメータは廃止されました。 エラー時には -1 ではなく FALSE を返すようになりました。 年月日がすべてゼロとすることが可能になりました。
5.1.0 引数なしでコールすると、mktime() は E_STRICT notice を発行するようになりました。かわりに time() 関数を使用しましょう。

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

例

例1 mktime() の基本的な例
<?php
// デフォルトのタイムゾーンを設定します。PHP 5.1 以降で使用可能です
date_default_timezone_set('UTC');

// 出力: July 1, 2000 is on a Saturday
echo "July 1, 2000 is on a " . date("l", mktime(0, 0, 0, 7, 1, 2000));

// 出力例: 2006-04-05T01:02:03+00:00
echo date('c', mktime(1, 2, 3, 4, 5, 2006));
?>

例2 mktime() の例

mktime() は入力日付の有効性を確認しており、 範囲外の入力を自動的に修正して計算してくれるので便利です。 例えば、以下の各行はいずれも文字列 "Jan-01-1998"を出力します。
<?php
echo date("M-d-Y", mktime(0, 0, 0, 12, 32, 1997));
echo date("M-d-Y", mktime(0, 0, 0, 13, 1, 1997));
echo date("M-d-Y", mktime(0, 0, 0, 1, 1, 1998));
echo date("M-d-Y", mktime(0, 0, 0, 1, 1, 98));
?>

例3 次月の最後の日

指定した月の最後の日は次の月の -1 番目の日ではなく、"0" 番目の日 として表すことが可能です。以下の例はともに文字列"The last day in Feb 2000 is: 29" を出力します。
<?php
$lastday = mktime(0, 0, 0, 3, 0, 2000);
echo strftime("Last day in Feb 2000 is: %d", $lastday);
$lastday = mktime(0, 0, 0, 4, -31, 2000);
echo strftime("Last day in Feb 2000 is: %d", $lastday);
?>

注意

警告

PHP 5.1.0 より前のバージョンでは、負の値のタイムスタンプは Windows の どのバージョンにおいてもサポートされていませんでした。 したがって、年の有効範囲は 1970 年から 2038 年の間のみに限定されていました。
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参考

gmmktime() - GMT 日付から Unix タイムスタンプを取得する
date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す

strftime
(PHP 4, PHP 5)

strftime — ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする

説明

string strftime ( string $format [, int $timestamp = time() ] )

ローカルの時刻・日付を、ロケール設定にもとづいてフォーマットします。 月および曜日の名前、およびその他の言語依存の文字列は、 setlocale() で設定された現在のロケールを尊重して表示されます。

使用する C ライブラリで、すべての変換指定子がサポートされているとは限りません。 そのような場合、該当する変換指定子は PHP の strftime() ではサポートされません。 また、全てのプラットフォームが負のタイムスタンプをサポートしているわけではないため、 Unix
Epoch (1970 年 1 月 1 日）以前の日付を扱えないかもしれません。 つまり、Windows や一部の Linux ディストリビューション、そしてその他のごく一部の オペレーティングシステム上では %e、%T、%R および %D (あるいはこれ以外も) が Jan 1, 1970 より前の日付につい
て動作しないということです。 Windwos システム上でサポートされる変換指定子の概要については、 » MSDN に掲載されています。

パラメータ
format

次の変換指定子が format パラメータ用の文字列として認識されます
format 説明 返り値の例
日 --- ---

%a 短縮された曜日の名前 Sun から Sat
%A 完全な曜日の名前 Sunday から Saturday
%d 10 進数で 2 桁の日付 (先頭のゼロつき) 01 から 31
%e 1 桁の場合は先頭にスペースをいれた日付。 Windows ではそのようには実装されていません。詳細は以下を参照ください。 1 から 31
%j 3 桁で先頭にゼロを含む年間での日付 001 から 366
%u ISO-8601 数値表現であらわした曜日 1 (月曜日) から 7 (土曜日)
%w 数値表現であらわした曜日 0 (日曜日) から 6 (土曜日)

週 --- ---
%U 指定した年の週番号。最初の日曜日を第一週の開始日とする 13 (年間の第 13 週の場合)
%V ISO-8601:1988 で規定された、指定した年の週番号。 週の開始日は月曜日で、第 1 週は少なくとも 4 日はあることになる 01 から 53 (53 は年をまたがる週になります)
%W その年の週番号の数値表現。最初の月曜日を最初の週の初日とする 46 (46 番目の週の場合。開始日は月曜日)

月 --- ---
%b 現在のロケールに基づく短縮された月の名前 Jan から Dec
%B 現在のロケールに基づく完全な月の名前 January から December
%h 現在のロケールに基づく短縮された月の名前 (%b のエイリアス) Jan から Dec
%m 2 桁であらわした月 01 (1 月) から 12 (12 月)

年 --- ---
%C 2 桁であらわした世紀 (年を 100 で割り、整数に丸めたもの) 20 正規の場合は 19
%g 2 桁であらわした年。ISO-8601:1988 標準形式 (%V を参照) 2009 年 1 月 6 日の場合は 09
%G %g の 4 桁完全版 2009 年 1 月 3 日の場合は 2009
%y 2 桁であらわした年 2009 年の場合は 09、1979 年の場合は 79
%Y 4 桁であらわした年 2038

時 --- ---
%H 2 桁であらわした 24 時間制の時間 00 から 23
%I 2 桁であらわした 12 時間制の時間 01 から 12
%l (lower-case 'L') 12 時間制の時間で、1 桁の場合は先頭にスペースをつけたもの 1 から 12
%M 2 桁であらわした分 00 から 59
%p 指定した時刻に応じた大文字の 'AM' あるいは 'PM' 00:31 なら AM、22:23 なら PM
%P 指定した時刻に応じた小文字の 'am' あるいは 'pm' 00:31 なら am、22:23 なら pm
%r "%I:%M:%S %p" と同じ 21:34:17 なら 09:34:17 PM
%R "%H:%M" と同じ 12:35 AM なら 00:35、4:44 PM なら 16:44
%S 2 桁であらわした秒 00 から 59
%T "%H:%M:%S" と同じ 09:34:17 PM なら 21:34:17
%X Preferred time representation based on locale, without the date Example: 03:59:16 or 15:59:16

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/fe06s4ak.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/fe06s4ak.aspx
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%z UTC からのオフセットあるいはタイムゾーン略称 (OS に依存) 東海岸時刻なら -0500 あるいは EST
%Z タイムゾーンオフセットあるいは略称のうち %z で返されないもの (OS に依存) 東海岸時刻なら -0500 あるいは EST
タイムスタンプ --- ---

%c 現在のロケールにもとづく日付と時間の表現 Tue Feb 5 00:45:10 2009
%D "%m/%d/%y" と同じ 2009 年 2 月 5 日なら 02/05/09
%F "%Y-%m-%d" と同じ (データベースのタイムスタンプとして一般的) 2009 年 2 月 5 日なら 2009-02-05
%s Unix エポックからのタイムスタンプ (time() 関数と同じ) 1979 年 9 月 10 日午前 08:40:00 なら 305815200
%x 現在のロケールにもとづく日付の表現 (時間は除く) 2009 年 2 月 5 日なら 02/05/09

その他 --- ---
%n 改行文字 ("\n") ---
%t タブ文字 ("\t") ---
%% パーセント文字 ("%") ---

このパラメータの最大長は 1023 文字です。

警告

ISO-9889:1999 に反して、Sun Solaris は日曜日を 1 としています。 そのため、%u はこのマニュアルの説明どおりに機能しないかもしれません。

警告

Windows 限定: %e 修飾子は Windows 版の実装ではサポートされていません。この値を取得するにはかわりに %#d 修飾子を使いましょう。以下の例で、 クロスプラットフォーム対応の関数を書く方法を示します。
timestamp

オプションのパラメータ timestamp は、 integer 型の Unix タイムスタンプです。 timestamp が指定されなかった場合のデフォルト値は、 現在の時刻です。言い換えると、デフォルトは time() の返り値となります。

返り値

指定した timestamp または timestamp が指定されていない場合に現在のローカル時間を用いて、 指定したフォーマット文字列に基づき文字列をフォーマットして返します。 月および曜日の名前、およびその他の言語依存の文字列は、 setlocale() で設定された現在のロケール
を尊重して表示されます。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

出力内容は元となった C ライブラリに依存するため、サポートしていない変換指定子もあります。 Windows では、対応していない変換指定子を渡すと 5 つの E_WARNING メッセージが出て FALSE を返します。 その他のオペレーティングシステムでは特に E_WARNING メッセージ
は出ず、 変換指定子が (変換されずに) そのまま出力されます。

変更履歴

バージョン 説明

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

例

この例は、それぞれのロケールがシステムにインストールされている場合にのみ動作します。

例1 strftime() のロケールの例
<?php
setlocale(LC_TIME, "C");
echo strftime("%A");
setlocale(LC_TIME, "fi_FI");
echo strftime(" in Finnish is %A,");
setlocale(LC_TIME, "fr_FR");
echo strftime(" in French %A and");
setlocale(LC_TIME, "de_DE");
echo strftime(" in German %A.\n");
?>

例2 ISO 8601:1988 の週番号の例
<?php
/*     December 2002 / January 2003
ISOWk  M   Tu  W   Thu F   Sa  Su
----- ----------------------------
51     16  17  18  19  20  21  22
52     23  24  25  26  27  28  29
1      30  31   1   2   3   4   5
2       6   7   8   9  10  11  12
3      13  14  15  16  17  18  19   */

// Outputs: 12/28/2002 - %V,%G,%Y = 52,2002,2002
echo "12/28/2002 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y", strtotime("12/28/2002")) . "\n";

// Outputs: 12/30/2002 - %V,%G,%Y = 1,2003,2002
echo "12/30/2002 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y", strtotime("12/30/2002")) . "\n";

// Outputs: 1/3/2003 - %V,%G,%Y = 1,2003,2003
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echo "1/3/2003 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y",strtotime("1/3/2003")) . "\n";

// Outputs: 1/10/2003 - %V,%G,%Y = 2,2003,2003
echo "1/10/2003 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y",strtotime("1/10/2003")) . "\n";

/*     December 2004 / January 2005
ISOWk  M   Tu  W   Thu F   Sa  Su
----- ----------------------------
51     13  14  15  16  17  18  19
52     20  21  22  23  24  25  26
53     27  28  29  30  31   1   2
1       3   4   5   6   7   8   9
2      10  11  12  13  14  15  16   */

// Outputs: 12/23/2004 - %V,%G,%Y = 52,2004,2004
echo "12/23/2004 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y",strtotime("12/23/2004")) . "\n";

// Outputs: 12/31/2004 - %V,%G,%Y = 53,2004,2004
echo "12/31/2004 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y",strtotime("12/31/2004")) . "\n";

// Outputs: 1/2/2005 - %V,%G,%Y = 53,2004,2005
echo "1/2/2005 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y",strtotime("1/2/2005")) . "\n";

// Outputs: 1/3/2005 - %V,%G,%Y = 1,2005,2005
echo "1/3/2005 - %V,%G,%Y = " . strftime("%V,%G,%Y",strtotime("1/3/2005")) . "\n";

?>

例3 %e 修飾子を使う、クロスプラットフォーム対応の例
<?php

$format = '%e':

// Windows かどうかをチェックし、書式文字列の中に
// %e 修飾子があれば置換します
if (strtoupper(substr(PHP_OS, 0, 3)) == 'WIN' && strpos($format, '%e') !== false) {
    $format = str_replace('%e', '%#d', $format);
}

echo strftime($format);
?>

注意

注意: ISO 8601:1988 week numbers に基づいている %G と %V は、 もしナンバリングシステムが完全に理解されていなければ 期待とは違う結果をもたらします。 このマニュアルの %V の例を参照ください。

参考

setlocale() - ロケール情報を設定する
mktime() - 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
strptime() - strftime が生成した日付/時刻をパースする
gmstrftime() - ロケールの設定に基づいて GMT/UTC 時刻/日付をフォーマットする
» Open Group による strftime() の定義

strptime
(PHP 5 >= 5.1.0)

strptime — strftime() が生成した日付/時刻をパースする

説明

array strptime ( string $date , string $format )

strptime() は date をパースした結果を配列で返します。エラー時には FALSE を返します。

月名や曜日、そしてその他の言語依存な文字列は setlocale() (LC_TIME) で設定された現在の ロケールを考慮して返します。

パラメータ

date (string)

パースする文字列（例: strftime() の返り値）。

format (string)

date で使用されているフォーマット （例: strftime() で使用されていたものと同じ）。 strftime() で使えるオプションの中には、 strptime() では何の影響を及ぼさないものがあることに注意しましょう。 実際にサポートする範囲がどのようになるのかは、 使っている OS
と C ライブラリに依存します。

フォーマットオプションについての詳細は strftime() のページを参照ください。

返り値

成功した場合は配列、失敗した場合に FALSE を返します。

http://www.opengroup.org/onlinepubs/007908799/xsh/strftime.html
http://www.opengroup.org/onlinepubs/007908799/xsh/strftime.html
http://www.opengroup.org/onlinepubs/007908799/xsh/strftime.html
http://www.opengroup.org/onlinepubs/007908799/xsh/strftime.html
http://www.opengroup.org/onlinepubs/007908799/xsh/strftime.html
http://www.opengroup.org/onlinepubs/007908799/xsh/strftime.html
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配列で返されるパラメータ
パラメータ 説明
"tm_sec" 分未満の秒数 (0-61)
"tm_min" 時間未満の分数 (0-59)
"tm_hour" 0 時以降の時間数 (0-23)
"tm_mday" 月内の日数 (1-31)
"tm_mon" 1 月から数えた月数 (0-11)
"tm_year" 1900 年以降の年
"tm_wday" 日曜日からの日数 (0-6)
"tm_yday" 1 月 1 日からの日数 (0-365)
"unparsed" date の中で、指定された format で判断できなかった部分

例

例1 strptime() の例
<?php
$format = '%d/%m/%Y %H:%M:%S';
$strf = strftime($format);

echo "$strf\n";

print_r(strptime($strf, $format));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
03/10/2004 15:54:19

Array
(
    [tm_sec] => 19
    [tm_min] => 54
    [tm_hour] => 15
    [tm_mday] => 3
    [tm_mon] => 9
    [tm_year] => 104
    [tm_wday] => 0
    [tm_yday] => 276
    [unparsed] =>
)

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

注意:

内部では、この関数はシステムの C ライブラリ関数 strptime() をコールしています。 このライブラリ関数は、OS によって挙動が異なることがあります。 date_parse_from_format() はこの問題の影響を受けないので、PHP 5.3.0 以降ではこちらの関数を使うことを
推奨します。

注意:

"tm_sec" には、うるう秒も組み込まれています (現在は、年間 2 秒まで)。うるう秒についての詳細な情報は » Wikipedia の記事 を参照ください。

注意:

PHP 5.2.0 より前のバージョンでは、この関数が未定義の挙動をすることがありました。 特に "tm_sec"、"tm_min" および "tm_hour" が未定義の値になることがありました。

参考

strftime() - ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする

strtotime
(PHP 4, PHP 5)

strtotime — 英文形式の日付を Unix タイムスタンプに変換する

説明

int strtotime ( string $time [, int $now ] )

この関数は US 英文形式の日付を含む文字列が指定されることを期待しており、 now で与えられたその形式から Unix タイムスタンプ (1970 年 1 月 1 日 00:00:00 UTC からの経過秒数) への変換を試みます。 now が指定されていない場合は現在日時に変換します。

この関数は、タイムスタンプを計算するために (利用可能であれば) 環境変数 TZ を使用します。PHP 5.1.0 以降では、日付/時刻関数で 使用されるタイムゾーンを設定する簡単な方法があります。 その方法については date_default_timezone_get() 関数のページを参照くださ
い。

http://en.wikipedia.org/wiki/Leap_second
http://en.wikipedia.org/wiki/Leap_second
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パラメータ
time

日付/時刻 文字列。有効な書式については 日付と時刻の書式 で説明しています。
now

返される値を計算するために使用されるタイムスタンプ。

返り値

成功時はタイムスタンプ、そうでなければ FALSE を返します。 PHP 5.1.0 以前ではこの関数は失敗時に -1 を返します。

エラー / 例外

すべての日付/時刻関数は、 有効なタイムゾーンが設定されていない場合に E_NOTICE を発生させます。また、システム設定のタイムゾーンあるいは環境変数 TZ を使用した場合には E_STRICT あるいは E_WARNING を発生させます。 date_default_timezone_set() も参照くださ
い。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 PHP 5.3.0 より前のバージョンでは、24:00 は無効なフォーマットとされており strtotime() は FALSE を返していました。
5.2.7 5.2.7 より前の PHP 5 では、「ある月の何回目の何曜日」 を取得するときにもしその月の初日がその曜日だった場合、 タイムスタンプが間違って一週間追加されてしまっていました。 これは 5.2.7 以降のバージョンでは修正されています。
5.1.0 失敗時に -1 の代わりに FALSE を返すようになりました。

5.1.0 タイムゾーンがおかしい場合に E_STRICT や E_NOTICE が発生するようになりました。

5.0.2 5.0.2 までの PHP 5 では、"now" やその他の相対時刻は誤って当日の真夜中から計算されます。 他のバージョンでは、これは正しく現在時刻から計算されます。
5.0.0 マイクロ秒も受け付けるようになりましたが、指定してもそれは無視されます。
4.4.0 バージョン 4.4.0 より前の PHP では、"next" が誤って +2 として計算されます。これを解決するには、代わりに "+1" を使用します。

例

例1 A strtotime() の例
<?php
echo strtotime("now"), "\n";
echo strtotime("10 September 2000"), "\n";
echo strtotime("+1 day"), "\n";
echo strtotime("+1 week"), "\n";
echo strtotime("+1 week 2 days 4 hours 2 seconds"), "\n";
echo strtotime("next Thursday"), "\n";
echo strtotime("last Monday"), "\n";
?>

例2 失敗のチェック
<?php
$str = 'Not Good';

// PHP 5.1.0 以前では、false の代わりに -1 と比較する
if (($timestamp = strtotime($str)) === false) {
    echo "The string ($str) is bogus";
} else {
    echo "$str == " . date('l dS \o\f F Y h:i:s A', $timestamp);
}
?>

注意

注意:

年を 2 桁の数値で指定した場合、その値が 00-69 なら 2000-2069 に、 70-99 なら 1970-1999 にそれぞれ変換されます。 32 ビットシステム上での相違点 (2038-01-19 03:14:07 までの日付しか表せない) については以下の注意を参照ください。

注意:

タイムスタンプの有効な範囲は、通常、Fri, 13 Dec 1901 20:45:54 UTC から Tue, 19 Jan 2038 03:14:07 UTC までです (これらは、32 ビット符号付整数の最大及び最小に一致します)。 さらに全てのプラットフォームが負のタイムスタンプをサポートしている
わけではありませんので、日付の範囲は Unix エポック以前にはならないかも知れません。 これは、例えば Windows やいくつかの Linux ディストリビューション、 いくつかの他のオペレーティングシステムでは 1970 年 1 月 1 日以前の日付では動作しない事を意
味しています。 PHP 5.1.0 以降のバージョンでは、この制限はなくなっています。

参考

strptime() - strftime が生成した日付/時刻をパースする

time
(PHP 4, PHP 5)
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time — 現在の Unix タイムスタンプを返す

説明

int time ( void )

現在時刻を Unix エポック (1970 年 1 月 1 日 00:00:00 GMT) からの通算秒として返します。

例

例1 time() の例
<?php
$nextWeek = time() + (7 * 24 * 60 * 60);
                   // 7 日 * 24 時間 * 60 分 * 60 秒
echo 'Now:       '. date('Y-m-d') ."\n";
echo 'Next Week: '. date('Y-m-d', $nextWeek) ."\n";
// あるいは strtotime() を使用します
echo 'Next Week: '. date('Y-m-d', strtotime('+1 week')) ."\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Now:       2005-03-30
Next Week: 2005-04-06
Next Week: 2005-04-06

注意

ヒント

PHP 5.1 以降、$_SERVER['REQUEST_TIME'] によってリクエスト開始時のタイムスタンプが取得できるようになりました。

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
microtime() - 現在の Unix タイムスタンプをマイクロ秒まで返す

timezone_abbreviations_list
(PHP 5 >= 5.1.0)

timezone_abbreviations_list — DateTimeZone::listAbbreviations() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::listAbbreviations()

timezone_identifiers_list
(PHP 5 >= 5.1.0)

timezone_identifiers_list — DateTimeZone::listIdentifiers() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::listIdentifiers()

timezone_location_get
(PHP 5 >= 5.3.0)

timezone_location_get — DateTimeZone::getLocation() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::getLocation()
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timezone_name_from_abbr
(PHP 5 >= 5.1.3)

timezone_name_from_abbr — 略称からタイムゾーン名を返す

説明

string timezone_name_from_abbr ( string $abbr [, int $gmtOffset = -1 [, int $isdst = -1 ]] )

パラメータ
abbr

タイムゾーンの略称。
gmtOffset

GMT からのオフセット秒数。デフォルトは -1 で、 この場合は abbr に対応するタイムゾーンのうち最初に見つかったものを返します。 それ以外の場合は指定したオフセットを探し、 そこで見つからなかった場合には 他のオフセットも含めて最初に見つかったものを返し
ます。

isdst

夏時間のインジケータ。デフォルトは -1 で、 タイムゾーンが夏時間を持っているかどうかは考慮せずに検索します。 この値を 1 にすると、gmtOffset は夏時間を考慮したオフセットと見なします。 0 の場合は、gmtOffset は夏時間を考慮しないオフセットと見なしま
す。 abbr が存在しない場合、 タイムゾーンの検索は gmtOffset と isdst だけで行います。

返り値

成功した場合にタイムゾーン名、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 timezone_name_from_abbr() の例
<?php
echo timezone_name_from_abbr("CET") . "\n";
echo timezone_name_from_abbr("", 3600, 0) . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Europe/Berlin
Europe/Paris

参考

timezone_abbreviations_list() - DateTimeZone::listAbbreviations のエイリアス

timezone_name_get
(PHP 5 >= 5.1.0)

timezone_name_get — DateTimeZone::getName() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::getName()

timezone_offset_get
(PHP 5 >= 5.1.0)

timezone_offset_get — DateTimeZone::getOffset() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::getOffset()

timezone_open
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(PHP 5 >= 5.1.0)

timezone_open — DateTimeZone::__construct() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::__construct()

timezone_transitions_get
(PHP 5 >= 5.2.0)

timezone_transitions_get — DateTimeZone::getTransitions() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 DateTimeZone::getTransitions()

timezone_version_get
(PHP 5 >= 5.3.0)

timezone_version_get — timezonedb のバージョンを取得する

説明

string timezone_version_get ( void )

timezonedb の現在のバージョンを返します。

返り値

文字列を返します。

例

例1 timezonedb のバージョンの取得
<?php
echo timezone_version_get();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
2009.7

参考

サポートするタイムゾーンの一覧

目次
checkdate — グレゴリオ歴の日付/時刻の妥当性を確認します
date_add — のエイリアス DateTime::add
date_create_from_format — DateTime::createFromFormat のエイリアス
date_create — DateTime::__construct のエイリアス
date_date_set — のエイリアス DateTime::setDate
date_default_timezone_get — スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを取得する
date_default_timezone_set — スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを設定する
date_diff — DateTime::diff のエイリアス
date_format — のエイリアス DateTime::format
date_get_last_errors — DateTime::getLastErrors のエイリアス
date_interval_create_from_date_string — DateInterval::createFromDateString のエイリアス
date_interval_format — DateInterval::format のエイリアス
date_isodate_set — DateTime::setISODate のエイリアス
date_modify — DateTime::modify のエイリアス
date_offset_get — DateTime::getOffset のエイリアス
date_parse_from_format — 指定した日付についての情報を取得する
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date_parse — 指定した日付に関する詳細な情報を連想配列で返す
date_sub — DateTime::sub のエイリアス
date_sun_info — 日の出/日の入り時刻と薄明かり (twilight) の開始/終了時刻の情報を含む配列を返す
date_sunrise — 指定した日付と場所についての日の出時刻を返す
date_sunset — 指定した日付と場所についての日の入り時刻を返す
date_time_set — DateTime::setTime のエイリアス
date_timestamp_get — DateTime::getTimestamp のエイリアス
date_timestamp_set — DateTime::setTimestamp のエイリアス
date_timezone_get — DateTime::getTimezone のエイリアス
date_timezone_set — DateTime::setTimezone のエイリアス
date — ローカルの日付/時刻を書式化する
getdate — 日付/時刻情報を取得する
gettimeofday — 現在の時間を得る
gmdate — GMT/UTC の日付/時刻を書式化する
gmmktime — GMT 日付から Unix タイムスタンプを取得する
gmstrftime — ロケールの設定に基づいて GMT/UTC 時刻/日付をフォーマットする
idate — ローカルな時刻/日付を整数として整形する
localtime — ローカルタイムを得る
microtime — 現在の Unix タイムスタンプをマイクロ秒まで返す
mktime — 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
strftime — ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする
strptime — strftime が生成した日付/時刻をパースする
strtotime — 英文形式の日付を Unix タイムスタンプに変換する
time — 現在の Unix タイムスタンプを返す
timezone_abbreviations_list — DateTimeZone::listAbbreviations のエイリアス
timezone_identifiers_list — DateTimeZone::listIdentifiers のエイリアス
timezone_location_get — DateTimeZone::getLocation のエイリアス
timezone_name_from_abbr — 略称からタイムゾーン名を返す
timezone_name_get — DateTimeZone::getName のエイリアス
timezone_offset_get — DateTimeZone::getOffset のエイリアス
timezone_open — DateTimeZone::__construct のエイリアス
timezone_transitions_get — DateTimeZone::getTransitions のエイリアス
timezone_version_get — timezonedb のバージョンを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
サポートされるタイムゾーンのリスト

アフリカ
アメリカ
南極
北極
アジア
大西洋
オーストラリア
ヨーロッパ
インド
太平洋
その他

Date and Time Formats
Time Formats
Date Formats
Compound Formats
Relative Formats

DateTime — DateTime クラス
DateTime::add — 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::__construct — 新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTime::createFromFormat — 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTime::diff — ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す
DateTime::format — 指定した書式でフォーマットした日付を返す
DateTime::getLastErrors — 警告およびエラーを返す
DateTime::getOffset — タイムゾーンのオフセットを返す
DateTime::getTimestamp — Unix タイムスタンプを取得する
DateTime::getTimezone — 指定した DateTime に関連するタイムゾーンを返す
DateTime::modify — タイムスタンプを変更する
DateTime::__set_state — __set_state ハンドラ
DateTime::setDate — 日付を設定する
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DateTime::setISODate — ISO 日付を設定する
DateTime::setTime — 時刻を設定する
DateTime::setTimestamp — Unix タイムスタンプを用いて日付と時刻を設定する
DateTime::setTimezone — DateTime オブジェクトのタイムゾーンを設定する
DateTime::sub — 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く
DateTime::__wakeup — __wakeup ハンドラ

DateTimeZone — DateTimeZone クラス
DateTimeZone::__construct — 新しい DateTimeZone オブジェクトを作成する
DateTimeZone::getLocation — タイムゾーンの位置情報を返す
DateTimeZone::getName — タイムゾーンの名前を返す
DateTimeZone::getOffset — GMT からのタイムゾーンのオフセットを返す
DateTimeZone::getTransitions — タイムゾーンの変遷を返す
DateTimeZone::listAbbreviations — 夏時間、オフセットおよびタイムゾーン名を含む連想配列を返す
DateTimeZone::listIdentifiers — すべてのタイムゾーン識別子を含む配列を返す

DateInterval — DateInterval クラス
DateInterval::__construct — 新しい DateInterval オブジェクトを作成する
DateInterval::createFromDateString — 相対指定文字列から DateInterval を作成する
DateInterval::format — 間隔をフォーマットする

DatePeriod — DatePeriod クラス
DatePeriod::__construct — 新しいい DatePeriod オブジェクトを作成する

日付・時刻 関数
checkdate — グレゴリオ歴の日付/時刻の妥当性を確認します
date_add — のエイリアス DateTime::add
date_create_from_format — DateTime::createFromFormat のエイリアス
date_create — DateTime::__construct のエイリアス
date_date_set — のエイリアス DateTime::setDate
date_default_timezone_get — スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを取得する
date_default_timezone_set — スクリプト中の日付/時刻関数で使用されるデフォルトタイムゾーンを設定する
date_diff — DateTime::diff のエイリアス
date_format — のエイリアス DateTime::format
date_get_last_errors — DateTime::getLastErrors のエイリアス
date_interval_create_from_date_string — DateInterval::createFromDateString のエイリアス
date_interval_format — DateInterval::format のエイリアス
date_isodate_set — DateTime::setISODate のエイリアス
date_modify — DateTime::modify のエイリアス
date_offset_get — DateTime::getOffset のエイリアス
date_parse_from_format — 指定した日付についての情報を取得する
date_parse — 指定した日付に関する詳細な情報を連想配列で返す
date_sub — DateTime::sub のエイリアス
date_sun_info — 日の出/日の入り時刻と薄明かり (twilight) の開始/終了時刻の情報を含む配列を返す
date_sunrise — 指定した日付と場所についての日の出時刻を返す
date_sunset — 指定した日付と場所についての日の入り時刻を返す
date_time_set — DateTime::setTime のエイリアス
date_timestamp_get — DateTime::getTimestamp のエイリアス
date_timestamp_set — DateTime::setTimestamp のエイリアス
date_timezone_get — DateTime::getTimezone のエイリアス
date_timezone_set — DateTime::setTimezone のエイリアス
date — ローカルの日付/時刻を書式化する
getdate — 日付/時刻情報を取得する
gettimeofday — 現在の時間を得る
gmdate — GMT/UTC の日付/時刻を書式化する
gmmktime — GMT 日付から Unix タイムスタンプを取得する
gmstrftime — ロケールの設定に基づいて GMT/UTC 時刻/日付をフォーマットする
idate — ローカルな時刻/日付を整数として整形する
localtime — ローカルタイムを得る
microtime — 現在の Unix タイムスタンプをマイクロ秒まで返す
mktime — 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
strftime — ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする
strptime — strftime が生成した日付/時刻をパースする
strtotime — 英文形式の日付を Unix タイムスタンプに変換する
time — 現在の Unix タイムスタンプを返す
timezone_abbreviations_list — DateTimeZone::listAbbreviations のエイリアス
timezone_identifiers_list — DateTimeZone::listIdentifiers のエイリアス
timezone_location_get — DateTimeZone::getLocation のエイリアス
timezone_name_from_abbr — 略称からタイムゾーン名を返す
timezone_name_get — DateTimeZone::getName のエイリアス
timezone_offset_get — DateTimeZone::getOffset のエイリアス
timezone_open — DateTimeZone::__construct のエイリアス
timezone_transitions_get — DateTimeZone::getTransitions のエイリアス
timezone_version_get — timezonedb のバージョンを取得する
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カレンダー
導入
インストール/設定
定義済み定数
カレンダー 関数

Date/Time — 日付・時刻
導入
インストール/設定
定義済み定数
サポートされるタイムゾーンのリスト
Date and Time Formats
DateTime — DateTime クラス
DateTimeZone — DateTimeZone クラス
DateInterval — DateInterval クラス
DatePeriod — DatePeriod クラス
日付・時刻 関数

コマンドライン関連

Newt

導入
これは RedHat Newt ライブラリのための PHP 拡張モジュールで、 ユーザに優しいアプリケーションを作成するための、ターミナルベースの ウィンドウやウィジェットのライブラリです。 PHP でこの拡張モジュールを有効にすることで Newt ウィジェットが使用可能に なりま
す。この中にはウィンドウやボタン・チェックボックス・ラジオボタン・ ラベル・エディットボックス・スクロールバー・テキストエリア・スケールなどが 含まれます。この拡張モジュールの使用方法は、もとの C 言語用の API と非常によく似ています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
このモジュールは RedHat Newt ライブラリの関数を使用します。 libnewt バージョン >= 0.51.0 が必要です。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/newt.

PHP 4 の場合、この PECL 拡張モジュール のソースは、PHP のソースの ext/ ディレクトリ、または 上の PECL リンクで入手可能です。 これらの関数を使用するには、--with-newt[=DIR] オプションを使用し、newt サポートを有効にした上で CGI あるいは CLI 版の PHP
を コンパイルする必要があります。

注意:

この拡張モジュールは、Windows プラットフォームでは使用できません。

この拡張モジュールをコンパイルするには、curses ライブラリおよび slang ライブラリも必要です。 これらのライブラリの場所を指定するには、以下の設定オプションを 使用します。 --with-curses-dir=/path/to/libcurses --with-slang-
dir=/path/to/libslang

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/newt
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リソース型
この拡張モジュールは 2 つのリソース型 "newt component" および "newt grid" を使用します。

リソース型 "newt component" は関数から返されるもので、一般的な newt ウィジェット（例: newt_button()）を作成します。

リソース型 "newt grid" はコンポーネントの特別なリンク ID で、これは newt グリッドファクトリ関数（例: newt_create_grid()） によって返されます。

定義済み定数
目次

Newt フォームの終了原因
Newt 色セット
Newt 引数のフラグ
Newt フラグの状態
Newt コンポーネントのフラグ
ファイル識別子のフラグ
チェックボックスツリーのフラグ
入力フラグ
リストボックスのフラグ
テキストボックスのフラグ
フォームのフラグ
Newt キー
Newt アンカー
グリッドのフラグ

以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Newt フォームの終了原因
Newt フォームの終了原因

定数 意味
NEWT_EXIT_HOTKEY newt_form_add_hot_key() で定義したホットキーが押されました
NEWT_EXIT_COMPONENT何らかのコンポーネントがフォームを終了させました
NEWT_EXIT_FDREADY newt_form_watch_fd() で指定したファイル記述子の 読み込みあるいは書き込みの準備が完了しました
NEWT_EXIT_TIMER newt_form_set_timer() で指定した時間が 経過しました

Newt 色セット
Newt 色セット
定数 意味

NEWT_COLORSET_ROOT  
NEWT_COLORSET_BORDER  
NEWT_COLORSET_WINDOW  
NEWT_COLORSET_SHADOW  
NEWT_COLORSET_TITLE  
NEWT_COLORSET_BUTTON  
NEWT_COLORSET_ACTBUTTON  
NEWT_COLORSET_CHECKBOX  
NEWT_COLORSET_ACTCHECKBOX  
NEWT_COLORSET_ENTRY  
NEWT_COLORSET_LABEL  
NEWT_COLORSET_LISTBOX  
NEWT_COLORSET_ACTLISTBOX  
NEWT_COLORSET_TEXTBOX  
NEWT_COLORSET_ACTTEXTBOX  
NEWT_COLORSET_HELPLINE  
NEWT_COLORSET_ROOTTEXT  
NEWT_COLORSET_ROOTTEXT  
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NEWT_COLORSET_EMPTYSCALE  
NEWT_COLORSET_FULLSCALE  
NEWT_COLORSET_DISENTRY  
NEWT_COLORSET_COMPACTBUTTON  
NEWT_COLORSET_ACTSELLISTBOX  
NEWT_COLORSET_SELLISTBOX  

Newt 引数のフラグ
Newt 引数のフラグ

定数 意味
NEWT_ARG_LAST  
NEWT_ARG_APPEND  

Newt フラグの状態
Newt フラグの状態

定数 意味
NEWT_FLAGS_SET  
NEWT_FLAGS_RESET  
NEWT_FLAGS_TOGGLE  

Newt コンポーネントのフラグ
Newt コンポーネントのフラグ

定数 意味
NEWT_FLAG_RETURNEXIT コンポーネントがアクティブになった際にフォームを終了します
NEWT_FLAG_HIDDEN コンポーネントは非表示です
NEWT_FLAG_SCROLL コンポーネントはスクロール可能です
NEWT_FLAG_DISABLED コンポーネントは使用不能です
NEWT_FLAG_BORDER  
NEWT_FLAG_WRAP テキストを折り返します
NEWT_FLAG_NOF12 F12 を押してもフォームを終了しません
NEWT_FLAG_MULTIPLE  
NEWT_FLAG_SELECTED コンポーネントは選択されています
NEWT_FLAG_CHECKBOX コンポーネントはチェックボックスです
NEWT_FLAG_PASSWORD 入力コンポーネントはパスワード入力欄です
NEWT_FLAG_SHOWCURSOR カーソルを表示します

ファイル識別子のフラグ
ファイル識別子のフ

ラグ
定数 意味

NEWT_FD_READ  
NEWT_FD_WRITE  
NEWT_FD_EXCEPT  

チェックボックスツリーのフラグ
チェックボックスツリーのフラグ

定数 意味
NEWT_CHECKBOXTREE_UNSELECTABLE  
NEWT_CHECKBOXTREE_HIDE_BOX  
NEWT_CHECKBOXTREE_COLLAPSED  
NEWT_CHECKBOXTREE_EXPANDED  
NEWT_CHECKBOXTREE_UNSELECTED  
NEWT_CHECKBOXTREE_SELECTED  
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入力フラグ
入力フラグ
定数 意味

NEWT_ENTRY_SCROLL  
NEWT_ENTRY_HIDDEN  
NEWT_ENTRY_RETURNEXIT  
NEWT_ENTRY_DISABLED  

リストボックスのフラグ
リストボックスのフラグ

定数 意味
NEWT_LISTBOX_RETURNEXIT  

テキストボックスのフラグ
テキストボックスのフラグ

定数 意味
NEWT_TEXTBOX_WRAP テキストボックスのテキストを折り返します
NEWT_TEXTBOX_SCROLLテキストボックスのテキストをスクロールします

フォームのフラグ
フォームのフラグ

定数 意味
NEWT_FORM_NOF12 F12 を押しても終了しません

Newt キー
Newt キー
定数 意味

NEWT_KEY_TAB  
NEWT_KEY_ENTER  
NEWT_KEY_SUSPEND  
NEWT_KEY_ESCAPE  
NEWT_KEY_RETURN  
NEWT_KEY_EXTRA_BASE  
NEWT_KEY_UP  
NEWT_KEY_DOWN  
NEWT_KEY_LEFT  
NEWT_KEY_RIGHT  
NEWT_KEY_BKSPC  
NEWT_KEY_DELETE  
NEWT_KEY_HOME  
NEWT_KEY_END  
NEWT_KEY_UNTAB  
NEWT_KEY_PGUP  
NEWT_KEY_PGDN  
NEWT_KEY_INSERT  
NEWT_KEY_F1  
NEWT_KEY_F2  
NEWT_KEY_F3  
NEWT_KEY_F4  
NEWT_KEY_F5  
NEWT_KEY_F6  
NEWT_KEY_F7  
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NEWT_KEY_F8  
NEWT_KEY_F9  
NEWT_KEY_F10  
NEWT_KEY_F11  
NEWT_KEY_F12  
NEWT_KEY_RESIZE  

Newt アンカー
Newt アンカー
定数 意味

NEWT_ANCHOR_LEFT  
NEWT_ANCHOR_RIGHT  
NEWT_ANCHOR_TOP  
NEWT_ANCHOR_BOTTOM  

グリッドのフラグ
グリッドのフラグ
定数 意味

NEWT_GRID_FLAG_GROWX  
NEWT_GRID_FLAG_GROWY  
NEWT_GRID_EMPTY  
NEWT_GRID_COMPONENT  
NEWT_GRID_SUBGRID  

例
目次

基本的な使用法

基本的な使用法
この例は、RedHat の 'setup' ユーティリティダイアログを PHP に移植したもので、 テキストモードで動作します。

例1 Newt の使用例
<?php
newt_init ();
newt_cls ();

newt_draw_root_text (0, 0, "Test Mode Setup Utility 1.12");
newt_push_help_line (null);
newt_draw_root_text (-30, 0, "(c) 1999-2002 RedHat, Inc");

newt_get_screen_size ($rows, $cols);

newt_open_window ($rows/2-17, $cols/2-10, 34, 17, "Choose a Tool");

$form = newt_form ();

$list = newt_listbox (3, 2, 10);

foreach (array (
    "Authentication configuration",
    "Firewall configuration",
    "Mouse configuration",
    "Network configuration",
    "Printer configuration",
    "System services") as $l_item)
{
    newt_listbox_add_entry ($list, $l_item, $l_item);
}

$b1 = newt_button (5, 12, "Run Tool");
$b2 = newt_button (21, 12, "Quit");

newt_form_add_component ($form, $list);
newt_form_add_components ($form, array($b1, $b2));

newt_refresh ();
newt_run_form ($form);

newt_pop_window ();
newt_pop_help_line ();
newt_finished ();
newt_form_destroy ($form);
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?>

Newt 関数

newt_bell
(PECL newt >= 0.1)

newt_bell — ビープ音を端末に送信する

説明

void newt_bell ( void )

この関数は、端末にビープ音を送信します。

注意:

端末の設定により、この音が聞こえることも聞こえないこともあります。

返り値

値を返しません。

newt_button_bar
(PECL newt >= 0.1)

newt_button_bar — 作成したボタンを含むグリッドを返す

説明

resource newt_button_bar ( array &$buttons )

この関数は、作成したボタンを含むグリッドを返します。

パラメータ
buttons

返り値

作成したボタンを含むグリッドを返します。

newt_button
(PECL newt >= 0.1)

newt_button — 新しいボタンを作成する

説明

resource newt_button ( int $left , int $top , string $text )

新しいボタンを作成します。

パラメータ
left

ボタンの X 座標。
top

ボタンの Y 座標。
text
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ボタンに表示するテキスト。

返り値

作成したボタンコンポーネントへのリソースリンク、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 newt_button() の例
<?php

$form = newt_form();

$ok_button = newt_button(5, 12, "Run Tool");
    
newt_form_add_component($form, $ok_button);

?>

参考

newt_button_bar() - 作成したボタンを含むグリッドを返す

newt_centered_window
(PECL newt >= 0.1)

newt_centered_window — 画面の中央に指定したサイズのウィンドウをオープンする

説明

int newt_centered_window ( int $width , int $height [, string $title ] )

画面の中央に、指定したサイズのウィンドウをオープンします。

パラメータ
width

ウィンドウの幅。
height

ウィンドウの高さ。
title

ウィンドウのタイトル。

返り値

未定義です。

参考

newt_pop_window() - トップウィンドウを画面から消去する
newt_open_window() - 指定したサイズと位置でウィンドウをオープンする

newt_checkbox_get_value
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_get_value — チェックボックスリソースの値を取得する

説明

string newt_checkbox_get_value ( resource $checkbox )

この関数は、シーケンス内の文字を返します。 これは、チェックボックスの現在の値を表します。

パラメータ
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checkbox

返り値

チェックボックスの値を表す文字を返します。

newt_checkbox_set_flags
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_set_flags — チェックボックスリソースを設定する

説明

void newt_checkbox_set_flags ( resource $checkbox , int $flags , int $sense )

この関数は、チェックボックスリソースのさまざまなフラグを設定します。

パラメータ
checkbox

flags

sense

返り値

値を返しません。

newt_checkbox_set_value
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_set_value — チェックボックスの値を設定する

説明

void newt_checkbox_set_value ( resource $checkbox , string $value )

この関数は、チェックボックスリソースの現在の値を設定します。

パラメータ
checkbox

value

返り値

値を返しません。

newt_checkbox_tree_add_item
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_add_item — 新しいアイテムをチェックボックスツリーに追加する

説明

void newt_checkbox_tree_add_item ( resource $checkboxtree , string $text , mixed $data , int $flags , int $index [, int $... ] )

この関数は、新しいアイテムをチェックボックスツリーに追加します。

パラメータ
checkboxtree

text
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data

flags

index

返り値

値を返しません。

newt_checkbox_tree_find_item
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_find_item — チェックボックスツリーのアイテムを探す

説明

array newt_checkbox_tree_find_item ( resource $checkboxtree , mixed $data )

データを指定して、チェックボックスツリーのアイテムを探します。

パラメータ
checkboxtree

data

返り値

チェックボックスツリーアイテムリソースを返します。 見つからなかった場合は NULL を返します。

newt_checkbox_tree_get_current
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_get_current — チェックボックスツリーの選択されているアイテムを返す

説明

mixed newt_checkbox_tree_get_current ( resource $checkboxtree )

このメソッドは、チェックボックスツリーの選択されているアイテムを返します。

パラメータ
checkboxtree

返り値

現在の (選択されている) チェックボックスツリーアイテムを返します。

newt_checkbox_tree_get_entry_value
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_get_entry_value —

説明

string newt_checkbox_tree_get_entry_value ( resource $checkboxtree , mixed $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkboxtree

data
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返り値

newt_checkbox_tree_get_multi_selection
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_get_multi_selection —

説明

array newt_checkbox_tree_get_multi_selection ( resource $checkboxtree , string $seqnum )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkboxtree

seqnum

返り値

newt_checkbox_tree_get_selection
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_get_selection —

説明

array newt_checkbox_tree_get_selection ( resource $checkboxtree )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkboxtree

返り値

newt_checkbox_tree_multi
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_multi —

説明

resource newt_checkbox_tree_multi ( int $left , int $top , int $height , string $seq [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

height

seq

flags

返り値
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newt_checkbox_tree_set_current
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_set_current —

説明

void newt_checkbox_tree_set_current ( resource $checkboxtree , mixed $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkboxtree

data

返り値

値を返しません。

newt_checkbox_tree_set_entry_value
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_set_entry_value —

説明

void newt_checkbox_tree_set_entry_value ( resource $checkboxtree , mixed $data , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkboxtree

data

value

返り値

値を返しません。

newt_checkbox_tree_set_entry
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_set_entry —

説明

void newt_checkbox_tree_set_entry ( resource $checkboxtree , mixed $data , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkboxtree

data

text

返り値
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値を返しません。

newt_checkbox_tree_set_width
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree_set_width —

説明

void newt_checkbox_tree_set_width ( resource $checkbox_tree , int $width )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
checkbox_tree

width

返り値

値を返しません。

newt_checkbox_tree
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox_tree —

説明

resource newt_checkbox_tree ( int $left , int $top , int $height [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

height

flags

返り値

newt_checkbox
(PECL newt >= 0.1)

newt_checkbox —

説明

resource newt_checkbox ( int $left , int $top , string $text , string $def_value [, string $seq ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

text
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def_value

seq

返り値

newt_clear_key_buffer
(PECL newt >= 0.1)

newt_clear_key_buffer — 追加の入力を待たずに、端末の入力バッファの内容をクリアする

説明

void newt_clear_key_buffer ( void )

追加の入力を待たずに、端末の入力バッファの内容をクリアします。

返り値

値を返しません。

参考

newt_wait_for_key() - キーが押されるまで結果を返さない

newt_cls
(PECL newt >= 0.1)

newt_cls —

説明

void newt_cls ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

返り値

値を返しません。

newt_compact_button
(PECL newt >= 0.1)

newt_compact_button —

説明

resource newt_compact_button ( int $left , int $top , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

text

返り値
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newt_component_add_callback
(PECL newt >= 0.1)

newt_component_add_callback —

説明

void newt_component_add_callback ( resource $component , mixed $func_name , mixed $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
component

func_name

data

返り値

値を返しません。

newt_component_takes_focus
(PECL newt >= 0.1)

newt_component_takes_focus —

説明

void newt_component_takes_focus ( resource $component , bool $takes_focus )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
component

takes_focus

返り値

値を返しません。

newt_create_grid
(PECL newt >= 0.1)

newt_create_grid —

説明

resource newt_create_grid ( int $cols , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
cols

rows

返り値
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newt_cursor_off
(PECL newt >= 0.1)

newt_cursor_off —

説明

void newt_cursor_off ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

返り値

値を返しません。

newt_cursor_on
(PECL newt >= 0.1)

newt_cursor_on —

説明

void newt_cursor_on ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

newt_delay
(PECL newt >= 0.1)

newt_delay —

説明

void newt_delay ( int $microseconds )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
microseconds

返り値

値を返しません。

newt_draw_form
(PECL newt >= 0.1)

newt_draw_form —

説明
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void newt_draw_form ( resource $form )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

返り値

値を返しません。

newt_draw_root_text
(PECL newt >= 0.1)

newt_draw_root_text — 指定した位置に文字列を表示する

説明

void newt_draw_root_text ( int $left , int $top , string $text )

指定した位置に文字列を表示します。

パラメータ
left

カラム番号。

注意:

left が負の数の場合、画面の反対側から位置が計算されます。
top

行番号。

注意:

top が負の数の場合、画面の反対側から位置が計算されます。
text

表示する文字列。

返り値

値を返しません。

例

例1 newt_draw_root_text() の例

このコードは、画面の両側の隅にタイトルを表示します。
<?php
 newt_init();
 newt_cls();

 newt_draw_root_text (2, 0, "Some root text");
 newt_refresh();
 sleep(1);

 newt_draw_root_text (-30, 0, "Root text in the other corner");
 newt_refresh();
 sleep(1);

 newt_finished();
?>

参考

newt_push_help_line() - 現在のヘルプ行をスタックに保存し、新しい行を表示する
newt_pop_help_line() - 現在のヘルプ行をスタックの内容で置き換える
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newt_entry_get_value
(PECL newt >= 0.1)

newt_entry_get_value —

説明

string newt_entry_get_value ( resource $entry )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
entry

返り値

newt_entry_set_filter
(PECL newt >= 0.1)

newt_entry_set_filter —

説明

void newt_entry_set_filter ( resource $entry , callback $filter , mixed $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
entry

filter

data

返り値

値を返しません。

newt_entry_set_flags
(PECL newt >= 0.1)

newt_entry_set_flags —

説明

void newt_entry_set_flags ( resource $entry , int $flags , int $sense )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
entry

flags

sense

返り値

値を返しません。
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newt_entry_set
(PECL newt >= 0.1)

newt_entry_set —

説明

void newt_entry_set ( resource $entry , string $value [, bool $cursor_at_end ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
entry

value

cursor_at_end

返り値

値を返しません。

newt_entry
(PECL newt >= 0.1)

newt_entry —

説明

resource newt_entry ( int $left , int $top , int $width [, string $init_value [, int $flags ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

width

init_value

flags

返り値

newt_finished
(PECL newt >= 0.1)

newt_finished — newt インターフェースを終了する

説明

int newt_finished ( void )

newt インターフェースを終了します。プログラムが終了する際にこの関数を コールします。

返り値

成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

参考

newt_init() - newt を初期化する
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newt_form_add_component
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_add_component — フォームにコンポーネントを追加する

説明

void newt_form_add_component ( resource $form , resource $component )

form にコンポーネントを追加します。

パラメータ
form

コンポーネントを追加するフォーム。
component

フォームに追加するコンポーネント。

返り値

値を返しません。

例

例1 newt_form_add_component() の例
<?php
$form = newt_form();

$options = array("Authentication configuration", "Firewall configuration",
"Mouse configuration", "Network configuration", "Printer configuration",
"System services");

$list = newt_listbox(3, 2, 10);

foreach ($options as $l_item) {
    newt_listbox_add_entry($list, $l_item, $l_item);
}

newt_form_add_component($form, $list);
?>

参考

newt_form_add_components() - フォームに複数のコンポーネントを追加する

newt_form_add_components
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_add_components — フォームに複数のコンポーネントを追加する

説明

void newt_form_add_components ( resource $form , array $components )

form に複数のコンポーネントを追加します。

パラメータ
form

コンポーネントを追加するフォーム。
components

フォームに追加するコンポーネントの配列。

返り値

値を返しません。

例
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例1 newt_form_add_components() の例
<?php
$form = newt_form();

$b1 = newt_button(5, 12, "Run Tool");
$b2 = newt_button(21, 12, "Quit");

newt_form_add_components($form, array($b1, $b2));
?>

参考

newt_form_add_component() - フォームにコンポーネントを追加する

newt_form_add_hot_key
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_add_hot_key —

説明

void newt_form_add_hot_key ( resource $form , int $key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

key

返り値

値を返しません。

newt_form_destroy
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_destroy — フォームを破壊する

説明

void newt_form_destroy ( resource $form )

この関数は、フォームおよびそこに追加されたすべてのコンポーネント (サブフォーム上のコンポーネントも含みます)が使用しているメモリ リソースを開放します。いちどフォームが破壊されると、フォーム上の コンポーネントは使用できなくなります。

パラメータ
form

破壊されるフォームコンポーネント。

返り値

値を返しません。

参考

newt_form_run() - フォームを実行する
newt_run_form() - フォームを実行する

newt_form_get_current
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_get_current —
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説明

resource newt_form_get_current ( resource $form )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

返り値

newt_form_run
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_run — フォームを実行する

説明

void newt_form_run ( resource $form , array &$exit_struct )

この関数は、引数で渡したフォームを実行します。

パラメータ
form

フォームコンポーネント。
exit_struct

フォームコンポーネントを実行した後の情報を返すために使用する 配列。キーと値については以下の表で示します。

Form の終了情報の構造
インデックスのキー 値の型 説明
reason integer フォームが終了した理由。とりうる値については ここ で定義しています。
watch resource newt_form_watch_fd() で指定したリソースリンク。
キー 整数 ホットキー
component resource フォームを終了させたコンポーネント。

返り値

値を返しません。

参考

newt_run_form() - フォームを実行する

newt_form_set_background
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_set_background —

説明

void newt_form_set_background ( resource $from , int $background )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
from

background
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返り値

値を返しません。

newt_form_set_height
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_set_height —

説明

void newt_form_set_height ( resource $form , int $height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

height

返り値

値を返しません。

newt_form_set_size
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_set_size —

説明

void newt_form_set_size ( resource $form )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

返り値

値を返しません。

newt_form_set_timer
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_set_timer —

説明

void newt_form_set_timer ( resource $form , int $milliseconds )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

milliseconds

返り値
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値を返しません。

newt_form_set_width
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_set_width —

説明

void newt_form_set_width ( resource $form , int $width )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

width

返り値

値を返しません。

newt_form_watch_fd
(PECL newt >= 0.1)

newt_form_watch_fd —

説明

void newt_form_watch_fd ( resource $form , resource $stream [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
form

stream

flags

返り値

値を返しません。

newt_form
(PECL newt >= 0.1)

newt_form — フォームを作成する

説明

resource newt_form ([ resource $vert_bar [, string $help [, int $flags ]]] )

新しいフォームを作成します。

パラメータ
vert_bar

フォームに関連付けられる垂直スクロールバー。
help
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ヘルプ文字列。
flags

さまざまなフラグ。

返り値

作成されたフォームコンポーネントのリソースリンク、 あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 newt_form() の例

"Quit" ボタンを表示し、それが押されるとアプリケーションを 終了させます。
<?php
newt_init();
newt_cls();

$myform = newt_form();
$button = newt_button (5, 12, "Quit");

newt_form_add_component ($myform, $button);
newt_refresh ();
newt_run_form ($myform);

newt_finished ();
newt_form_destroy ($myform);
?>

参考

newt_form_run() - フォームを実行する
newt_run_form() - フォームを実行する
newt_form_add_component() - フォームにコンポーネントを追加する
newt_form_add_components() - フォームに複数のコンポーネントを追加する
newt_form_destroy() - フォームを破壊する

newt_get_screen_size
(PECL newt >= 0.1)

newt_get_screen_size — 参照で渡された引数に、現在の端末の大きさを格納する

説明

void newt_get_screen_size ( int &$cols , int &$rows )

参照で渡された引数に、現在の端末の大きさを格納します。

パラメータ
cols

端末のカラム数。
rows

端末の行数。

返り値

値を返しません。

例

例1 newt_get_screen_size() の例

このコードは、端末の画面の大きさを表示します。
<?php
 newt_init();
 newt_get_screen_size (&$cols, &$rows);
 newt_finished();

 print "端末のサイズは {$cols}x{$rows} です。\n";
?>

上の例の出力は以下となります。

端末のサイズは 138x47 です。
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newt_grid_add_components_to_form
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_add_components_to_form —

説明

void newt_grid_add_components_to_form ( resource $grid , resource $form , bool $recurse )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
grid

form

recurse

返り値

値を返しません。

newt_grid_basic_window
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_basic_window —

説明

resource newt_grid_basic_window ( resource $text , resource $middle , resource $buttons )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
text

middle

buttons

返り値

newt_grid_free
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_free —

説明

void newt_grid_free ( resource $grid , bool $recurse )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
grid

recurse

返り値
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値を返しません。

newt_grid_get_size
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_get_size —

説明

void newt_grid_get_size ( resouce $grid , int &$width , int &$height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
grid

width

height

返り値

値を返しません。

newt_grid_h_close_stacked
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_h_close_stacked —

説明

resource newt_grid_h_close_stacked ( int $element1_type , resource $element1 [, int $... [, resource $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
element1_type

element1

返り値

newt_grid_h_stacked
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_h_stacked —

説明

resource newt_grid_h_stacked ( int $element1_type , resource $element1 [, int $... [, resource $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
element1_type

element1

返り値
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newt_grid_place
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_place —

説明

void newt_grid_place ( resource $grid , int $left , int $top )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
grid

left

top

返り値

値を返しません。

newt_grid_set_field
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_set_field —

説明

void newt_grid_set_field ( resource $grid , int $col , int $row , int $type , resource $val , int $pad_left , int $pad_top , int $pad_right , int $pad_bottom , int $anchor [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
grid

col

row

type

val

pad_left

pad_top

pad_right

pad_bottom

anchor

flags

返り値

値を返しません。

newt_grid_simple_window
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_simple_window —

説明
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resource newt_grid_simple_window ( resource $text , resource $middle , resource $buttons )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
text

middle

buttons

返り値

newt_grid_v_close_stacked
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_v_close_stacked —

説明

resource newt_grid_v_close_stacked ( int $element1_type , resource $element1 [, int $... [, resource $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
element1_type

element1

返り値

newt_grid_v_stacked
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_v_stacked —

説明

resource newt_grid_v_stacked ( int $element1_type , resource $element1 [, int $... [, resource $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
element1_type

element1

返り値

newt_grid_wrapped_window_at
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_wrapped_window_at —

説明

void newt_grid_wrapped_window_at ( resource $grid , string $title , int $left , int $top )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
grid

title

left

top

返り値

値を返しません。

newt_grid_wrapped_window
(PECL newt >= 0.1)

newt_grid_wrapped_window —

説明

void newt_grid_wrapped_window ( resource $grid , string $title )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
grid

title

返り値

値を返しません。

newt_init
(PECL newt >= 0.1)

newt_init — newt を初期化する

説明

int newt_init ( void )

newt インターフェースを初期化します。この関数は、他の newt 関数の前に コールする必要があります。

返り値

成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

参考

newt_finished() - newt インターフェースを終了する

newt_label_set_text
(PECL newt >= 0.1)

newt_label_set_text —

説明

void newt_label_set_text ( resource $label , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
label

text

返り値

値を返しません。

newt_label
(PECL newt >= 0.1)

newt_label —

説明

resource newt_label ( int $left , int $top , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

text

返り値

newt_listbox_append_entry
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_append_entry —

説明

void newt_listbox_append_entry ( resource $listbox , string $text , mixed $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

text

data

返り値

値を返しません。

newt_listbox_clear_selection
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_clear_selection —

説明

void newt_listbox_clear_selection ( resource $listbox )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

返り値

値を返しません。

newt_listbox_clear
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_clear —

説明

void newt_listbox_clear ( resource $listobx )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listobx

返り値

値を返しません。

newt_listbox_delete_entry
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_delete_entry —

説明

void newt_listbox_delete_entry ( resource $listbox , mixed $key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

key

返り値

値を返しません。

newt_listbox_get_current
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_get_current —

説明

string newt_listbox_get_current ( resource $listbox )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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listbox

返り値

newt_listbox_get_selection
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_get_selection —

説明

array newt_listbox_get_selection ( resource $listbox )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

返り値

newt_listbox_insert_entry
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_insert_entry —

説明

void newt_listbox_insert_entry ( resource $listbox , string $text , mixed $data , mixed $key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

text

data

key

返り値

値を返しません。

newt_listbox_item_count
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_item_count —

説明

int newt_listbox_item_count ( resource $listbox )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

返り値
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newt_listbox_select_item
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_select_item —

説明

void newt_listbox_select_item ( resource $listbox , mixed $key , int $sense )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

key

sense

返り値

値を返しません。

newt_listbox_set_current_by_key
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_set_current_by_key —

説明

void newt_listbox_set_current_by_key ( resource $listbox , mixed $key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

key

返り値

値を返しません。

newt_listbox_set_current
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_set_current —

説明

void newt_listbox_set_current ( resource $listbox , int $num )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

num

返り値



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

値を返しません。

newt_listbox_set_data
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_set_data —

説明

void newt_listbox_set_data ( resource $listbox , int $num , mixed $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

num

data

返り値

値を返しません。

newt_listbox_set_entry
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_set_entry —

説明

void newt_listbox_set_entry ( resource $listbox , int $num , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

num

text

返り値

値を返しません。

newt_listbox_set_width
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox_set_width —

説明

void newt_listbox_set_width ( resource $listbox , int $width )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
listbox

width
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返り値

値を返しません。

newt_listbox
(PECL newt >= 0.1)

newt_listbox —

説明

resource newt_listbox ( int $left , int $top , int $height [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

height

flags

返り値

newt_listitem_get_data
(PECL newt >= 0.1)

newt_listitem_get_data —

説明

mixed newt_listitem_get_data ( resource $item )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
item

返り値

newt_listitem_set
(PECL newt >= 0.1)

newt_listitem_set —

説明

void newt_listitem_set ( resource $item , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
item

text

返り値
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値を返しません。

newt_listitem
(PECL newt >= 0.1)

newt_listitem —

説明

resource newt_listitem ( int $left , int $top , string $text , bool $is_default , resouce $prev_item , mixed $data [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

text

is_default

prev_item

data

flags

返り値

newt_open_window
(PECL newt >= 0.1)

newt_open_window — 指定したサイズと位置でウィンドウをオープンする

説明

int newt_open_window ( int $left , int $top , int $width , int $height [, string $title ] )

指定したサイズと位置でウィンドウをオープンします。

パラメータ
left

ウィンドウの左上隅の位置(カラム番号)。
top

ウィンドウの左上隅の位置(行番号)。
width

ウィンドウの幅。
height

ウィンドウの高さ。
title

ウィンドウのタイトル。

返り値

成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

参考

newt_pop_window() - トップウィンドウを画面から消去する
newt_centered_window() - 画面の中央に指定したサイズのウィンドウをオープンする
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newt_pop_help_line
(PECL newt >= 0.1)

newt_pop_help_line — 現在のヘルプ行をスタックの内容で置き換える

説明

void newt_pop_help_line ( void )

現在のヘルプ行を、スタックの内容で置き換えます。

注意:

newt_push_help_line() をコールした回数をこえて newt_pop_help_line() をコールしないようにすることが 重要です。

返り値

値を返しません。

参考

newt_push_help_line() - 現在のヘルプ行をスタックに保存し、新しい行を表示する

newt_pop_window
(PECL newt >= 0.1)

newt_pop_window — トップウィンドウを画面から消去する

説明

void newt_pop_window ( void )

トップウィンドウを画面から消去し、ウィンドウが覆っていた部分を 再描画します。

返り値

値を返しません。

参考

newt_open_window() - 指定したサイズと位置でウィンドウをオープンする
newt_centered_window() - 画面の中央に指定したサイズのウィンドウをオープンする

newt_push_help_line
(PECL newt >= 0.1)

newt_push_help_line — 現在のヘルプ行をスタックに保存し、新しい行を表示する

説明

void newt_push_help_line ([ string $text ] )

現在のヘルプ行をスタックに保存し、新しい行を表示します。

パラメータ
text

新しいヘルプメッセージ。

注意:

指定しなかった場合、ヘルプ行はクリアされます。
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返り値

値を返しません。

参考

newt_pop_help_line() - 現在のヘルプ行をスタックの内容で置き換える

newt_radio_get_current
(PECL newt >= 0.1)

newt_radio_get_current —

説明

resource newt_radio_get_current ( resource $set_member )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
set_member

返り値

newt_radiobutton
(PECL newt >= 0.1)

newt_radiobutton —

説明

resource newt_radiobutton ( int $left , int $top , string $text , bool $is_default [, resource $prev_button ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

text

is_default

prev_button

返り値

newt_redraw_help_line
(PECL newt >= 0.1)

newt_redraw_help_line —

説明

void newt_redraw_help_line ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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返り値

値を返しません。

newt_reflow_text
(PECL newt >= 0.1)

newt_reflow_text —

説明

string newt_reflow_text ( string $text , int $width , int $flex_down , int $flex_up , int &$actual_width , int &$actual_height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
text

width

flex_down

flex_up

actual_width

actual_height

返り値

newt_refresh
(PECL newt >= 0.1)

newt_refresh — 画面の変更された部分を更新する

説明

void newt_refresh ( void )

パフォーマンスを向上させるため、newt は必要時にしか画面を更新しません。 それはプログラムが端末への書き込みを行った場合とは限りません。 変更した部分を即時に更新させるようにするために、この関数をコールします。

返り値

値を返しません。

newt_resize_screen
(PECL newt >= 0.1)

newt_resize_screen —

説明

void newt_resize_screen ([ bool $redraw ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
redraw

返り値

値を返しません。
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newt_resume
(PECL newt >= 0.1)

newt_resume — newt_suspend() をコールした後に newt インターフェースの使用を再開する

説明

void newt_resume ( void )

newt_suspend() をコールした後に newt インターフェースの使用を再開します。

返り値

値を返しません。

参考

newt_suspend() - 端末を元の状態に戻すよう、newt に通知する

newt_run_form
(PECL newt >= 0.1)

newt_run_form — フォームを実行する

説明

resource newt_run_form ( resource $form )

この関数は、引数で渡したフォームを実行します。

パラメータ
form

フォームコンポーネント。

返り値

フォームの実行を停止させたコンポーネントを返します。

注意:

この関数は、newt の通常の名前付け規則に当てはまらないことに注意 しましょう。これは古いインターフェースであり、すべてのフォームで 動作するわけではありません。これは、昔のアプリケーションのために だけ newt に残されています。しかし、この関数の
インターフェースは newt_form_run() よりシンプルであるため、 結果としていまだに頻繁に利用されています。 アプリケーションが終了した際には、フォームおよびそこに含まれる すべてのコンポーネントは破壊されます。

参考

newt_form_run() - フォームを実行する
newt_form_destroy() - フォームを破壊する

newt_scale_set
(PECL newt >= 0.1)

newt_scale_set —

説明

void newt_scale_set ( resource $scale , int $amount )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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scale

amount

返り値

値を返しません。

newt_scale
(PECL newt >= 0.1)

newt_scale —

説明

resource newt_scale ( int $left , int $top , int $width , int $full_value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

width

full_value

返り値

newt_scrollbar_set
(PECL newt >= 0.1)

newt_scrollbar_set —

説明

void newt_scrollbar_set ( resource $scrollbar , int $where , int $total )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scrollbar

where

total

返り値

値を返しません。

newt_set_help_callback
(PECL newt >= 0.1)

newt_set_help_callback —

説明

void newt_set_help_callback ( mixed $function )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
function

返り値

値を返しません。

newt_set_suspend_callback
(PECL newt >= 0.1)

newt_set_suspend_callback — ユーザがサスペンドキーを押した際に起動するコールバック関数を設定する

説明

void newt_set_suspend_callback ( callback $function , mixed $data )

ユーザがサスペンドキー（通常は ^Z）を押した際に起動するコールバック関数を 設定します。コールバックが登録されていない場合、サスペンドのキー入力は 無視されます。

パラメータ
function

ひとつの引数 data を受け取るコールバック関数。
data

コールバック関数に渡されるデータ。

返り値

値を返しません。

参考

newt_suspend() - 端末を元の状態に戻すよう、newt に通知する
newt_resume() - newt_suspend をコールした後に newt インターフェースの使用を再開する

newt_suspend
(PECL newt >= 0.1)

newt_suspend — 端末を元の状態に戻すよう、newt に通知する

説明

void newt_suspend ( void )

端末を元の状態に戻すよう、newt に通知します。いったん実行されると、 (自分自身に SIGTSTP を送信する・子プログラムをフォークするなどの方法で) アプリケーションが自分自身でサスペンドすることが可能となります。

返り値

値を返しません。

参考

newt_resume() - newt_suspend をコールした後に newt インターフェースの使用を再開する

newt_textbox_get_num_lines
(PECL newt >= 0.1)

newt_textbox_get_num_lines —

説明
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int newt_textbox_get_num_lines ( resource $textbox )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
textbox

返り値

newt_textbox_reflowed
(PECL newt >= 0.1)

newt_textbox_reflowed —

説明

resource newt_textbox_reflowed ( int $left , int $top , char $*text , int $width , int $flex_down , int $flex_up [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

*text

width

flex_down

flex_up

flags

返り値

newt_textbox_set_height
(PECL newt >= 0.1)

newt_textbox_set_height —

説明

void newt_textbox_set_height ( resource $textbox , int $height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
textbox

height

返り値

値を返しません。

newt_textbox_set_text
(PECL newt >= 0.1)

newt_textbox_set_text —
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説明

void newt_textbox_set_text ( resource $textbox , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
textbox

text

返り値

値を返しません。

newt_textbox
(PECL newt >= 0.1)

newt_textbox —

説明

resource newt_textbox ( int $left , int $top , int $width , int $height [, int $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

width

height

flags

返り値

newt_vertical_scrollbar
(PECL newt >= 0.1)

newt_vertical_scrollbar —

説明

resource newt_vertical_scrollbar ( int $left , int $top , int $height [, int $normal_colorset [, int $thumb_colorset ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
left

top

height

normal_colorset

thumb_colorset

返り値

newt_wait_for_key
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(PECL newt >= 0.1)

newt_wait_for_key — キーが押されるまで結果を返さない

説明

void newt_wait_for_key ( void )

この関数は、キーが押されるまで結果を返しません。 キー入力は無視されます。もし端末のバッファにキー入力が格納されている場合は、 この関数はその内容を捨てて結果をすぐに返します。

返り値

値を返しません。

参考

newt_clear_key_buffer() - 追加の入力を待たずに、端末の入力バッファの内容をクリアする

newt_win_choice
(PECL newt >= 0.1)

newt_win_choice —

説明

int newt_win_choice ( string $title , string $button1_text , string $button2_text , string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
title

button1_text

button2_text

format

args

返り値

newt_win_entries
(PECL newt >= 0.1)

newt_win_entries —

説明

int newt_win_entries ( string $title , string $text , int $suggested_width , int $flex_down , int $flex_up , int $data_width , array &$items , string $button1 [, string $... ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
title

text

suggested_width

flex_down

flex_up

data_width

items

button1
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button2

返り値

例

例1 newt_win_entries() の例
<?php

newt_init();
newt_cls();

$entries[] = array('text' => 'First name:', 'value' => &$f_name);
$entries[] = array('text' => 'Last name:',  'value' => &$l_name);

$rc = newt_win_entries("User information", "Please enter your credentials:", 50, 7, 7, 30, $entries, "Ok", "Back");
newt_finished ();

if ($rc != 2) {
    echo "Your name is: $f_name $l_name\n";
}
?>

newt_win_menu
(PECL newt >= 0.1)

newt_win_menu —

説明

int newt_win_menu ( string $title , string $text , int $suggestedWidth , int $flexDown , int $flexUp , int $maxListHeight , array $items , int &$listItem [, string $button1 [, string $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
title

text

suggestedWidth

flexDown

flexUp

maxListHeight

items

listItem

button1

返り値

値を返しません。

newt_win_message
(PECL newt >= 0.1)

newt_win_message —

説明

void newt_win_message ( string $title , string $button_text , string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
title

button_text
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format

args

返り値

値を返しません。

newt_win_messagev
(PECL newt >= 0.1)

newt_win_messagev —

説明

void newt_win_messagev ( string $title , string $button_text , string $format , array $args )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
title

button_text

format

args

返り値

値を返しません。

newt_win_ternary
(PECL newt >= 0.1)

newt_win_ternary —

説明

int newt_win_ternary ( string $title , string $button1_text , string $button2_text , string $button3_text , string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
title

Its description

button1_text

Its description

button2_text

Its description

button3_text

Its description

format

Its description

args

Its description

返り値
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What the function returns, first on success, then on failure. See also the &return.success; entity

目次
newt_bell — ビープ音を端末に送信する
newt_button_bar — 作成したボタンを含むグリッドを返す
newt_button — 新しいボタンを作成する
newt_centered_window — 画面の中央に指定したサイズのウィンドウをオープンする
newt_checkbox_get_value — チェックボックスリソースの値を取得する
newt_checkbox_set_flags — チェックボックスリソースを設定する
newt_checkbox_set_value — チェックボックスの値を設定する
newt_checkbox_tree_add_item — 新しいアイテムをチェックボックスツリーに追加する
newt_checkbox_tree_find_item — チェックボックスツリーのアイテムを探す
newt_checkbox_tree_get_current — チェックボックスツリーの選択されているアイテムを返す
newt_checkbox_tree_get_entry_value — 説明
newt_checkbox_tree_get_multi_selection — 説明
newt_checkbox_tree_get_selection — 説明
newt_checkbox_tree_multi — 説明
newt_checkbox_tree_set_current — 説明
newt_checkbox_tree_set_entry_value — 説明
newt_checkbox_tree_set_entry — 説明
newt_checkbox_tree_set_width — 説明
newt_checkbox_tree — 説明
newt_checkbox — 説明
newt_clear_key_buffer — 追加の入力を待たずに、端末の入力バッファの内容をクリアする
newt_cls — 説明
newt_compact_button — 説明
newt_component_add_callback — 説明
newt_component_takes_focus — 説明
newt_create_grid — 説明
newt_cursor_off — 説明
newt_cursor_on — 説明
newt_delay — 説明
newt_draw_form — 説明
newt_draw_root_text — 指定した位置に文字列を表示する
newt_entry_get_value — 説明
newt_entry_set_filter — 説明
newt_entry_set_flags — 説明
newt_entry_set — 説明
newt_entry — 説明
newt_finished — newt インターフェースを終了する
newt_form_add_component — フォームにコンポーネントを追加する
newt_form_add_components — フォームに複数のコンポーネントを追加する
newt_form_add_hot_key — 説明
newt_form_destroy — フォームを破壊する
newt_form_get_current — 説明
newt_form_run — フォームを実行する
newt_form_set_background — 説明
newt_form_set_height — 説明
newt_form_set_size — 説明
newt_form_set_timer — 説明
newt_form_set_width — 説明
newt_form_watch_fd — 説明
newt_form — フォームを作成する
newt_get_screen_size — 参照で渡された引数に、現在の端末の大きさを格納する
newt_grid_add_components_to_form — 説明
newt_grid_basic_window — 説明
newt_grid_free — 説明
newt_grid_get_size — 説明
newt_grid_h_close_stacked — 説明
newt_grid_h_stacked — 説明
newt_grid_place — 説明
newt_grid_set_field — 説明
newt_grid_simple_window — 説明
newt_grid_v_close_stacked — 説明
newt_grid_v_stacked — 説明
newt_grid_wrapped_window_at — 説明
newt_grid_wrapped_window — 説明
newt_init — newt を初期化する
newt_label_set_text — 説明
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newt_label — 説明
newt_listbox_append_entry — 説明
newt_listbox_clear_selection — 説明
newt_listbox_clear — 説明
newt_listbox_delete_entry — 説明
newt_listbox_get_current — 説明
newt_listbox_get_selection — 説明
newt_listbox_insert_entry — 説明
newt_listbox_item_count — 説明
newt_listbox_select_item — 説明
newt_listbox_set_current_by_key — 説明
newt_listbox_set_current — 説明
newt_listbox_set_data — 説明
newt_listbox_set_entry — 説明
newt_listbox_set_width — 説明
newt_listbox — 説明
newt_listitem_get_data — 説明
newt_listitem_set — 説明
newt_listitem — 説明
newt_open_window — 指定したサイズと位置でウィンドウをオープンする
newt_pop_help_line — 現在のヘルプ行をスタックの内容で置き換える
newt_pop_window — トップウィンドウを画面から消去する
newt_push_help_line — 現在のヘルプ行をスタックに保存し、新しい行を表示する
newt_radio_get_current — 説明
newt_radiobutton — 説明
newt_redraw_help_line — 説明
newt_reflow_text — 説明
newt_refresh — 画面の変更された部分を更新する
newt_resize_screen — 説明
newt_resume — newt_suspend をコールした後に newt インターフェースの使用を再開する
newt_run_form — フォームを実行する
newt_scale_set — 説明
newt_scale — 説明
newt_scrollbar_set — 説明
newt_set_help_callback — 説明
newt_set_suspend_callback — ユーザがサスペンドキーを押した際に起動するコールバック関数を設定する
newt_suspend — 端末を元の状態に戻すよう、newt に通知する
newt_textbox_get_num_lines — 説明
newt_textbox_reflowed — 説明
newt_textbox_set_height — 説明
newt_textbox_set_text — 説明
newt_textbox — 説明
newt_vertical_scrollbar — 説明
newt_wait_for_key — キーが押されるまで結果を返さない
newt_win_choice — 説明
newt_win_entries — 説明
newt_win_menu — 説明
newt_win_message — 説明
newt_win_messagev — 説明
newt_win_ternary — 説明

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Newt フォームの終了原因
Newt 色セット
Newt 引数のフラグ
Newt フラグの状態
Newt コンポーネントのフラグ
ファイル識別子のフラグ
チェックボックスツリーのフラグ
入力フラグ
リストボックスのフラグ
テキストボックスのフラグ
フォームのフラグ
Newt キー
Newt アンカー
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グリッドのフラグ
例

基本的な使用法
Newt 関数

newt_bell — ビープ音を端末に送信する
newt_button_bar — 作成したボタンを含むグリッドを返す
newt_button — 新しいボタンを作成する
newt_centered_window — 画面の中央に指定したサイズのウィンドウをオープンする
newt_checkbox_get_value — チェックボックスリソースの値を取得する
newt_checkbox_set_flags — チェックボックスリソースを設定する
newt_checkbox_set_value — チェックボックスの値を設定する
newt_checkbox_tree_add_item — 新しいアイテムをチェックボックスツリーに追加する
newt_checkbox_tree_find_item — チェックボックスツリーのアイテムを探す
newt_checkbox_tree_get_current — チェックボックスツリーの選択されているアイテムを返す
newt_checkbox_tree_get_entry_value — 説明
newt_checkbox_tree_get_multi_selection — 説明
newt_checkbox_tree_get_selection — 説明
newt_checkbox_tree_multi — 説明
newt_checkbox_tree_set_current — 説明
newt_checkbox_tree_set_entry_value — 説明
newt_checkbox_tree_set_entry — 説明
newt_checkbox_tree_set_width — 説明
newt_checkbox_tree — 説明
newt_checkbox — 説明
newt_clear_key_buffer — 追加の入力を待たずに、端末の入力バッファの内容をクリアする
newt_cls — 説明
newt_compact_button — 説明
newt_component_add_callback — 説明
newt_component_takes_focus — 説明
newt_create_grid — 説明
newt_cursor_off — 説明
newt_cursor_on — 説明
newt_delay — 説明
newt_draw_form — 説明
newt_draw_root_text — 指定した位置に文字列を表示する
newt_entry_get_value — 説明
newt_entry_set_filter — 説明
newt_entry_set_flags — 説明
newt_entry_set — 説明
newt_entry — 説明
newt_finished — newt インターフェースを終了する
newt_form_add_component — フォームにコンポーネントを追加する
newt_form_add_components — フォームに複数のコンポーネントを追加する
newt_form_add_hot_key — 説明
newt_form_destroy — フォームを破壊する
newt_form_get_current — 説明
newt_form_run — フォームを実行する
newt_form_set_background — 説明
newt_form_set_height — 説明
newt_form_set_size — 説明
newt_form_set_timer — 説明
newt_form_set_width — 説明
newt_form_watch_fd — 説明
newt_form — フォームを作成する
newt_get_screen_size — 参照で渡された引数に、現在の端末の大きさを格納する
newt_grid_add_components_to_form — 説明
newt_grid_basic_window — 説明
newt_grid_free — 説明
newt_grid_get_size — 説明
newt_grid_h_close_stacked — 説明
newt_grid_h_stacked — 説明
newt_grid_place — 説明
newt_grid_set_field — 説明
newt_grid_simple_window — 説明
newt_grid_v_close_stacked — 説明
newt_grid_v_stacked — 説明
newt_grid_wrapped_window_at — 説明
newt_grid_wrapped_window — 説明
newt_init — newt を初期化する
newt_label_set_text — 説明
newt_label — 説明
newt_listbox_append_entry — 説明
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newt_listbox_clear_selection — 説明
newt_listbox_clear — 説明
newt_listbox_delete_entry — 説明
newt_listbox_get_current — 説明
newt_listbox_get_selection — 説明
newt_listbox_insert_entry — 説明
newt_listbox_item_count — 説明
newt_listbox_select_item — 説明
newt_listbox_set_current_by_key — 説明
newt_listbox_set_current — 説明
newt_listbox_set_data — 説明
newt_listbox_set_entry — 説明
newt_listbox_set_width — 説明
newt_listbox — 説明
newt_listitem_get_data — 説明
newt_listitem_set — 説明
newt_listitem — 説明
newt_open_window — 指定したサイズと位置でウィンドウをオープンする
newt_pop_help_line — 現在のヘルプ行をスタックの内容で置き換える
newt_pop_window — トップウィンドウを画面から消去する
newt_push_help_line — 現在のヘルプ行をスタックに保存し、新しい行を表示する
newt_radio_get_current — 説明
newt_radiobutton — 説明
newt_redraw_help_line — 説明
newt_reflow_text — 説明
newt_refresh — 画面の変更された部分を更新する
newt_resize_screen — 説明
newt_resume — newt_suspend をコールした後に newt インターフェースの使用を再開する
newt_run_form — フォームを実行する
newt_scale_set — 説明
newt_scale — 説明
newt_scrollbar_set — 説明
newt_set_help_callback — 説明
newt_set_suspend_callback — ユーザがサスペンドキーを押した際に起動するコールバック関数を設定する
newt_suspend — 端末を元の状態に戻すよう、newt に通知する
newt_textbox_get_num_lines — 説明
newt_textbox_reflowed — 説明
newt_textbox_set_height — 説明
newt_textbox_set_text — 説明
newt_textbox — 説明
newt_vertical_scrollbar — 説明
newt_wait_for_key — キーが押されるまで結果を返さない
newt_win_choice — 説明
newt_win_entries — 説明
newt_win_menu — 説明
newt_win_message — 説明
newt_win_messagev — 説明
newt_win_ternary — 説明

Ncurses 端末画面制御

導入
ncurses (new curses) は、System V Rel 4.0(及びそれ以前)の curses の フリーなソフトウエアエミュレーションです。ncurses は terminfo 型式を 使用し、パッド、カラー、複数のハイライト、フォーム文字、 ファンクションキーマッピングをサポートします。 このライブ
ラリは対話的なものであるため、 Web アプリケーションを作成する際にはほとんど使用されませんが、 コマンドラインから PHP を使用 するスクリプトを書く際には有用です。

使用できる機能、たとえば色などは、使用している端末に依存します。 ncurses_has_colors() や ncurses_can_change_color()、 ncurses_has_ic() といった関数でこれらの機能について調べることができます。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.3.0.

ncurses は以下のプラットフォームで利用可能です。

AIX
BeOS
BSD 系 (FreeBSD, NetBSD, OpenBSD)
Cygwin

http://pecl.php.net/
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Digital Unix (aka OSF1)
GNU/Linux
HPUX
IRIX64
Mac OS X
OS/2
QNX
SCO OpenServer
Solaris
Tru64

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
ncurses ライブラリおよびヘッダファイルが必要です。最新のバージョンを » ftp://ftp.gnu.org/pub/gnu/ncurses/ あるいは他の GNU ミラーサイトからダウンロードしてください。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/ncurses.

ワイドキャラクタ CRT 画面処理 (ncursesw) のサポートは、PECL 拡張モジュールのバージョン 1.0.1 で追加されました。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールではウィンドウ、パネルおよびパッドリソースを定義しています。

定義済み定数
目次

エラーコード
カラー
キー
マウス

以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

エラーコード
エラー時に、ncurese 関数は -1 を返します。 関数によっては、成功した場合に 0 を返すものがあります。 実際の返り値については、ドキュメントの対応するページを参照ください。

カラー

ftp://ftp.gnu.org/pub/gnu/ncurses/
http://pecl.php.net/package/ncurses
http://pecl.php.net/package/ncurses
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ncurses カラー定数
定数 意味

NCURSES_COLOR_BLACK 色なし(黒)
NCURSES_COLOR_WHITE 白
NCURSES_COLOR_RED 赤 - 端末がカラーモードの場合のみサポート
NCURSES_COLOR_GREEN 緑 - 端末がカラーモードの場合のみサポート
NCURSES_COLOR_YELLOW 黄 - 端末がカラーモードの場合のみサポート
NCURSES_COLOR_BLUE 青 - 端末がカラーモードの場合のみサポート
NCURSES_COLOR_CYAN シアン - 端末がカラーモードの場合のみサポート
NCURSES_COLOR_MAGENTAマゼンタ - 端末がカラーモードの場合のみサポート

キー
ncurses キー定数

定数 意味
NCURSES_KEY_F0 - NCURSES_KEY_F64 ファンクションキー F1 - F64
NCURSES_KEY_DOWN 下矢印
NCURSES_KEY_UP 上矢印
NCURSES_KEY_LEFT 左矢印
NCURSES_KEY_RIGHT 右矢印
NCURSES_KEY_HOME ホームキー(upward+左矢印)
NCURSES_KEY_BACKSPACE バックスペース
NCURSES_KEY_DL 行削除
NCURSES_KEY_IL 行挿入
NCURSES_KEY_DC 文字削除
NCURSES_KEY_IC 文字挿入あるいは挿入モード移行
NCURSES_KEY_EIC 文字挿入モード終了
NCURSES_KEY_CLEAR 画面消去
NCURSES_KEY_EOS 画面最下部までを消去
NCURSES_KEY_EOL 行末までを消去
NCURSES_KEY_SF 1 行スクロール
NCURSES_KEY_SR 1 行逆スクロール
NCURSES_KEY_NPAGE 次ページ
NCURSES_KEY_PPAGE 前ページ
NCURSES_KEY_STAB タブ
NCURSES_KEY_CTAB タブ消去
NCURSES_KEY_CATAB 全タブ消去
NCURSES_KEY_SRESET ソフト(部分)リセット
NCURSES_KEY_RESET リセットあるいはハードリセット
NCURSES_KEY_PRINT 印刷
NCURSES_KEY_LL 左下
NCURSES_KEY_A1 キーパッドの左上
NCURSES_KEY_A3 キーパッドの右上
NCURSES_KEY_B2 キーパッドの中央
NCURSES_KEY_C1 キーパッドの左下
NCURSES_KEY_C3 キーパッドの右下
NCURSES_KEY_BTAB バックタブ
NCURSES_KEY_BEG 先頭
NCURSES_KEY_CANCEL キャンセル
NCURSES_KEY_CLOSE 閉じる
NCURSES_KEY_COMMAND cmd (コマンド)
NCURSES_KEY_COPY コピー
NCURSES_KEY_CREATE 作成
NCURSES_KEY_END 行末
NCURSES_KEY_EXIT 終了
NCURSES_KEY_FIND 検索
NCURSES_KEY_HELP ヘルプ
NCURSES_KEY_MARK マーク
NCURSES_KEY_MESSAGE メッセージ
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NCURSES_KEY_MOVE 移動
NCURSES_KEY_NEXT 次
NCURSES_KEY_OPEN オープン
NCURSES_KEY_OPTIONS オプション
NCURSES_KEY_PREVIOUS 前
NCURSES_KEY_REDO やり直し
NCURSES_KEY_REFERENCE ref (参照)
NCURSES_KEY_REFRESH リフレッシュ
NCURSES_KEY_REPLACE 置換
NCURSES_KEY_RESTART 再起動
NCURSES_KEY_RESUME 再開
NCURSES_KEY_SAVE 保存
NCURSES_KEY_SBEG shiftet beg (beginning)
NCURSES_KEY_SCANCEL shift + キャンセル
NCURSES_KEY_SCOMMAND shift + command
NCURSES_KEY_SCOPY shift + コピー
NCURSES_KEY_SCREATE shift + create
NCURSES_KEY_SDC shift + 文字削除
NCURSES_KEY_SDL shift + 行削除
NCURSES_KEY_SELECT 選択
NCURSES_KEY_SEND shift + end
NCURSES_KEY_SEOL shift + 行末
NCURSES_KEY_SEXIT shift + exit
NCURSES_KEY_SFIND shift + 検索
NCURSES_KEY_SHELP shift + ヘルプ
NCURSES_KEY_SHOME shift + ホーム
NCURSES_KEY_SIC shift + input
NCURSES_KEY_SLEFT shift + 左矢印
NCURSES_KEY_SMESSAGE shift + メッセージ
NCURSES_KEY_SMOVE shift + 移動
NCURSES_KEY_SNEXT shift + 次
NCURSES_KEY_SOPTIONS shift + オプション
NCURSES_KEY_SPREVIOUS shift + 前
NCURSES_KEY_SPRINT shift + 印刷
NCURSES_KEY_SREDO shift + やり直し
NCURSES_KEY_SREPLACE shift + 置換
NCURSES_KEY_SRIGHT shift + 右矢印
NCURSES_KEY_SRSUME shift + 再開
NCURSES_KEY_SSAVE shift + 保存
NCURSES_KEY_SSUSPEND shift + サスペンド
NCURSES_KEY_UNDO 元に戻す
NCURSES_KEY_MOUSE マウスイベントが発生
NCURSES_KEY_MAX 最大のキーの値

マウス
マウス定数

定数 意味
NCURSES_BUTTON1_RELEASED - NCURSES_BUTTON4_RELEASED ボタン (1-4) が離された
NCURSES_BUTTON1_PRESSED - NCURSES_BUTTON4_PRESSED ボタン (1-4) が押された
NCURSES_BUTTON1_CLICKED - NCURSES_BUTTON4_CLICKED ボタン (1-4) がクリックされた
NCURSES_BUTTON1_DOUBLE_CLICKED - NCURSES_BUTTON4_DOUBLE_CLICKED ボタン (1-4) がダブルクリックされた
NCURSES_BUTTON1_TRIPLE_CLICKED - NCURSES_BUTTON4_TRIPLE_CLICKED ボタン (1-4) がトリプルクリックされた
NCURSES_BUTTON_CTRL クリック中に ctrl が押された
NCURSES_BUTTON_SHIFT クリック中に shift が押された
NCURSES_BUTTON_ALT クリック中に alt が押された
NCURSES_ALL_MOUSE_EVENTS すべてのマウスイベントを報告する
NCURSES_REPORT_MOUSE_POSITION マウスの位置を報告する
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Ncurses 関数

ncurses_addch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_addch — 現在の位置に文字を追加し、カーソルを進める

説明

int ncurses_addch ( int $ch )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
ch

ncurses_addchnstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_addchnstr — 現在の位置に指定した長さの属性付き文字列を追加する

説明

int ncurses_addchnstr ( string $s , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
s

n

ncurses_addchstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_addchstr — 現在の位置に属性付き文字列を追加する

説明

int ncurses_addchstr ( string $s )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
s



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ncurses_addnstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_addnstr — 現在の位置に、指定した長さの文字列を追加する

説明

int ncurses_addnstr ( string $s , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
s

n

ncurses_addstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_addstr — 現在の位置にテキストを出力する

説明

int ncurses_addstr ( string $text )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
text

ncurses_assume_default_colors
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_assume_default_colors — カラー 0 のデフォルト色を定義する

説明

int ncurses_assume_default_colors ( int $fg , int $bg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
fg

bg

ncurses_attroff
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(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_attroff — 指定した属性を無効とする

説明

int ncurses_attroff ( int $attributes )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
attributes

ncurses_attron
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_attron — 指定した属性を有効にする

説明

int ncurses_attron ( int $attributes )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
attributes

ncurses_attrset
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_attrset — 指定した属性を設定する

説明

int ncurses_attrset ( int $attributes )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
attributes

ncurses_baudrate
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_baudrate — 端末のボーレートを返す

説明
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int ncurses_baudrate ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_beep
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_beep — 端末のビープを鳴らす

説明

int ncurses_beep ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_beep() は、耳に聞こえる警告(ベル) を送信ます。送信できなかった場合は画面をフラッシュします。

参考

ncurses_flash() - 端末画面をフラッシュする(ビジュアルベル)

ncurses_bkgd
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_bkgd — 端末画面の背景属性を設定する

説明

int ncurses_bkgd ( int $attrchar )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
attrchar

ncurses_bkgdset
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_bkgdset — 画面背景を制御する

説明

void ncurses_bkgdset ( int $attrchar )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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attrchar

ncurses_border
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_border — 属性付きの文字で画面周囲に境界を描画する

説明

int ncurses_border ( int $left , int $right , int $top , int $bottom , int $tl_corner , int $tr_corner , int $bl_corner , int $br_corner )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定した線と角を、メインウィンドウの周りに描画します。

サブウィンドウの周りに境界を描画するには ncurses_wborder() を使用してください!

パラメータ

各パラメータに 0 を指定すると描画を行い、1 を指定すると描画しません。
left

right

top

bottom

tl_corner

左上隅。
tr_corner

右上隅。
bl_corner

左下隅。
br_corner

右下隅。

参考

ncurses_wborder() - 属性文字を使用してウィンドウの周囲に線を描画する

ncurses_bottom_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_bottom_panel — パネルをスタックの最下部に移動する

説明

int ncurses_bottom_panel ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

ncurses_can_change_color
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)
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ncurses_can_change_color — 端末の色を変更可能かどうか確認する

説明

bool ncurses_can_change_color ( void )

端末が色を扱えるかどうか、そしてプログラマが ncurses_init_color() で色を変更できるかどうかを返します。 この関数をコールする前に、ncurses を ncurses_init() で初期化しておく必要があります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

プログラマが色定義を変更できる場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_has_colors() - カラー端末かどうか確認する
ncurses_init_color() - 端末の色を定義する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_cbreak
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_cbreak — 入力のバッファリングを変更する

説明

bool ncurses_cbreak ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_cbreak() は、行のバッファリングと 文字の処理(文字が影響を受けない割り込みやフロー制御)を無効にし、 ユーザが入力した文字をすぐにプログラムに渡します。

返り値

TRUE を返します。エラーが発生した場合は NCURSES_ERR を返します。

参考

ncurses_nocbreak() - 端末を cooked モードに変更する

ncurses_clear
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_clear — スクリーンをクリアする

説明

bool ncurses_clear ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

空白を設定せず 完全に画面を消去します。

注意: ncurses_clear() は空白を設定せずに 画面を消去します。つまり、現在の背景の状態が残されるということです。 空白文字で画面を消去するには ncurses_erase() を使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_erase() - 端末画面を消去する
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ncurses_clrtobot
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_clrtobot — 現在位置から最下部までスクリーンをクリアする

説明

bool ncurses_clrtobot ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_clrtobot() は、カーソル位置から 画面の最下部までのすべての行を消去し、空白で埋めます。 ncurses_clrtobot() で作成される空白には 現在の背景設定が使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_clear() - スクリーンをクリアする
ncurses_clrtoeol() - 現在位置から行末までスクリーンをクリアする

ncurses_clrtoeol
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_clrtoeol — 現在位置から行末までスクリーンをクリアする

説明

bool ncurses_clrtoeol ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_clrtoeol() は、カーソル位置から 行末までを消去し、空白で埋めます。 ncurses_clrtoeol() で作成される空白には 現在の背景設定が使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_clear() - スクリーンをクリアする
ncurses_clrtobot() - 現在位置から最下部までスクリーンをクリアする

ncurses_color_content
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_color_content — 色の RGB 値を取得する

説明

int ncurses_color_content ( int $color , int &$r , int &$g , int &$b )

指定した色定義から赤、緑、青の各コンポーネントを取得します。 この関数をコールする前に、端末の色機能を ncurses_start_color() で初期化しておく必要があります。

パラメータ
color

情報を取得したい色の番号。定義済みの色定数のいずれかとなるでしょう。
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r

赤コンポーネントの値への参照。 返される値は 0 から 1000 までの値となります。
g

緑コンポーネントの値への参照。 返される値は 0 から 1000 までの値となります。
b

青コンポーネントの値への参照。 返される値は 0 から 1000 までの値となります。

返り値

関数が成功した場合は -1、 ncurses や端末の色機能の初期化ができていない場合は 0 を返します。

参考

ncurses_init_color() - 端末の色を定義する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_color_set
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_color_set — 前景/背景色を設定する

説明

int ncurses_color_set ( int $pair )

アクティブな前景色と背景色を設定します。 この関数のあとに書いたすべての文字は、指定した色となります。 この関数を使用するには、端末の色がサポートされていてかつ ncurses_start_color() で事前に初期化されている必要があります。

ncurses は、色ペアを使って前景色と背景色の両方を指定します。 色ペアを定義するには ncurses_init_pair() を使用します。

パラメータ
pair

アクティブな色として設定したい、前景色と背景色の色ペア。

返り値

成功した場合に -1、失敗した場合に 0 を返します。

例

例1 指定した色で文字列を画面に書き込む
<?php
ncurses_init();

// 端末が色をサポートしている場合に、初期化してアクティブな色を設定します
if (ncurses_has_colors()) {
    ncurses_start_color();
    ncurses_init_pair(1, NCURSES_COLOR_YELLOW, NCURSES_COLOR_BLUE);
    ncurses_color_set(1);
}

// 指定した位置に文字列を書き込みます
ncurses_mvaddstr(10, 10, "Hello world! Yellow on blue text!");

// 出力をフラッシュします
ncurses_refresh();

ncurses_end();
?>

参考

ncurses_init_pair() - 色ペアを定義する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_curs_set
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_curs_set — カーソル状態を設定する
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説明

int ncurses_curs_set ( int $visibility )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
visibility

ncurses_def_prog_mode
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_def_prog_mode — 端末(プログラム)モードを保存する

説明

bool ncurses_def_prog_mode ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_reset_prog_mode() で使用するために (curses 内の)プログラムの現在の端末モードを保存します。

返り値

成功した場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

参考

ncurses_reset_prog_mode() - def_prog_mode で保存したプログラムモードをリセットする

ncurses_def_shell_mode
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_def_shell_mode — 端末(シェル)モードを保存する

説明

bool ncurses_def_shell_mode ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_reset_shell_mode() で使用するために (curses 内でない)シェルの現在の端末モードを保存します。

返り値

成功した場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

参考

ncurses_reset_shell_mode() - def_shell_mode で保存したシェルモードをリセットする

ncurses_define_key
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_define_key — キーコードを定義する
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説明

int ncurses_define_key ( string $definition , int $keycode )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
definition

keycode

ncurses_del_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_del_panel — パネルをスタックから取り除き、削除する (しかし、関連付けられているウィンドウは削除しない)

説明

bool ncurses_del_panel ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

ncurses_delay_output
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_delay_output — パディング文字を用いて端末出力を遅延させる

説明

int ncurses_delay_output ( int $milliseconds )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
milliseconds

ncurses_delch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_delch — 現在位置の文字を削除し、残った部分を左に移動する

説明

bool ncurses_delch ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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カーソルがある位置の文字を削除します。 同じ行でカーソルの右側にある文字が左側にひとつづつ移動し、 その行の最後の文字があった場所は空白で埋められます。 カーソルの位置は変わりません。

返り値

成功した場合に FALSE、 それ以外の場合に TRUE を返します。

参考

ncurses_deleteln() - 現在位置の行を削除し、残りの部分を上に上げる

ncurses_deleteln
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_deleteln — 現在位置の行を削除し、残りの部分を上に上げる

説明

bool ncurses_deleteln ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

カーソル位置の行を削除します。 現在の行より下の行は 1 行ずつ上に移動します。 ウィンドウの最下行はクリアされます。カーソルの位置は変わりません。

返り値

成功した場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

参考

ncurses_delch() - 現在位置の文字を削除し、残った部分を左に移動する

ncurses_delwin
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_delwin — ncurses ウインドウを削除する

説明

bool ncurses_delwin ( resource $window )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_doupdate
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_doupdate — 準備中の全ての出力を書き込み、端末をリフレッシュする

説明

bool ncurses_doupdate ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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仮想スクリーンと物理スクリーンを比較し、 物理スクリーンを更新します。リフレッシュを何度もコールするよりも、 この方法のほうが効率的です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ncurses_echo
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_echo — キーボード入力のエコーを有効とする

説明

bool ncurses_echo ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

エコーモードを有効にします。 ユーザがタイプした文字がすべて ncurses_getch() によってエコーされます。

返り値

成功した場合に FALSE、何らかのエラーが発生した場合に TRUE を返します。

参考

エコーモードを無効にするには ncurses_noecho() - キーボード入力エコーを無効にする を使用します。

ncurses_echochar
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_echochar — リフレッシュを行いつつ 1 文字出力する

説明

int ncurses_echochar ( int $character )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
character

ncurses_end
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_end — ncurses を終了し、画面を消去する

説明

int ncurses_end ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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ncurses_erase
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_erase — 端末画面を消去する

説明

bool ncurses_erase ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末の画面を空白で埋めます。

作成された空白の背景処理は、ncurses_bkgd() で設定したものとなります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_bkgd() - 端末画面の背景属性を設定する
ncurses_clear() - スクリーンをクリアする

ncurses_erasechar
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_erasechar — 現在の erase 文字を返す

説明

string ncurses_erasechar ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在の erase 文字を返します。

返り値

現在の erase 文字を文字列で返します。

参考

ncurses_killchar() - 現在の行削除文字を返す

ncurses_filter
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_filter — iniscr() および newterm() の LINES を 1 に設定する

説明

void ncurses_filter ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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ncurses_flash
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_flash — 端末画面をフラッシュする(ビジュアルベル)

説明

bool ncurses_flash ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

画面をフラッシュします。 もしそれができなかった場合は、音声の警告(ベル)を送信します。

返り値

成功した場合に FALSE、そうでない場合に TRUE を返します。

参考

ncurses_beep() - 端末のビープを鳴らす

ncurses_flushinp
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_flushinp — キーボード入力バッファをフラッシュする

説明

bool ncurses_flushinp ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

タイプされた内容のうち、 まだプログラムで読み込まれていないものををすべて捨てます。

返り値

成功した場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

ncurses_getch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_getch — キーボードから 1 文字読み込む

説明

int ncurses_getch ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_getmaxyx
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_getmaxyx — ウィンドウの大きさを返す

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

void ncurses_getmaxyx ( resource $window , int &$y , int &$x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定したウィンドウ window の水平方向・垂直方向の大きさを取得します。

変数は参照渡しとする必要があり、 ユーザが端末の大きさを変更した際にこの変数が更新されます。

パラメータ
window

調べるウィンドウ。
x

ウィンドウの幅が設定されます。
y

ウィンドウの高さが設定されます。

返り値

値を返しません。

ncurses_getmouse
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_getmouse — マウスイベントを読みこむ

説明

bool ncurses_getmouse ( array &$mevent )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_getmouse() は、 キューからマウスイベントを読み込みます。

パラメータ
mevent

イベントのオプションを指定します。 これは配列への参照として渡されます(以下の例を参照ください)。

成功した場合、以下のキーを持つ連想配列が返されます。

"id" : 複数デバイスを識別する ID。

"x" : 画面上の相対的な x 位置(文字単位)。

"y" : 画面上の相対的な y 位置(文字単位)。

"z" : 現在はサポートされていません。

"mmask" : マウスアクション。

返り値

指定したウィンドウでマウスイベントが実際に見える場合に FALSE、そうでない場合に TRUE を返します。

例

例1 ncurses_getmouse() の例
<?php
switch (ncurses_getch()){
  case NCURSES_KEY_MOUSE:
    if (!ncurses_getmouse($mevent)){
      if ($mevent["mmask"] & NCURSES_MOUSE_BUTTON1_PRESSED){
        $mouse_x = $mevent["x"]; // マウスの位置を保存します
        $mouse_y = $mevent["y"];
      }
    }
  break;
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  default:
    /* .... */
}
?>

参考

ncurses_ungetmouse() - マウスイベントをキューにプッシュする

ncurses_getyx
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_getyx — ウィンドウ内の現在のカーソル位置を返す

説明

void ncurses_getyx ( resource $window , int &$y , int &$x )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

y

x

ncurses_halfdelay
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_halfdelay — 端末をハーフディレイモードにする

説明

int ncurses_halfdelay ( int $tenth )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
tenth

ncurses_has_colors
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_has_colors — カラー端末かどうか確認する

説明

bool ncurses_has_colors ( void )

端末がカラー表示機能を持つかどうかを調べます。 この関数を使用すると、端末に依存しないプログラムを書くことができます。 この関数をコールする前に、 ncurses_init() で ncurses を初期化しておく必要があります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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端末がカラー表示機能を持っている場合に TRUE、持っていない場合に FALSE を返します。

例

例1 指定した色で文字列を画面に書き込む
<?php
ncurses_init();

// 端末が色をサポートしている場合に、初期化してアクティブな色を設定します
if (ncurses_has_colors()) {
    ncurses_start_color();
    ncurses_init_pair(1, NCURSES_COLOR_YELLOW, NCURSES_COLOR_BLUE);
    ncurses_color_set(1);
}

// 指定した位置に文字列を書き込みます
ncurses_mvaddstr(10, 10, "Hello world! Yellow on blue text!");

// 出力をフラッシュします
ncurses_refresh();

ncurses_end();
?>

参考

ncurses_can_change_color() - 端末の色を変更可能かどうか確認する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_has_ic
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_has_ic — 挿入/削除機能の有無を確認する

説明

bool ncurses_has_ic ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末が挿入/削除機能を持つかどうかを調べます。

返り値

端末が挿入/削除機能を持つ場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_has_il() - 行挿入/削除機能の有無を確認する

ncurses_has_il
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_has_il — 行挿入/削除機能の有無を確認する

説明

bool ncurses_has_il ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末が行挿入/削除機能を持つかどうかを調べます。

返り値

端末が行挿入/削除機能を持つ場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_has_ic() - 挿入/削除機能の有無を確認する
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ncurses_has_key
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_has_key — 端末キーボードにおいてファンクションキーの有無を調べる

説明

int ncurses_has_key ( int $keycode )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
keycode

ncurses_hide_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_hide_panel — パネルをスタックから取り除き、見えなくする

説明

int ncurses_hide_panel ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

ncurses_hline
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_hline — 現在位置に属性付きの文字を用いて最大 n 文字長の線を水平に描画する

説明

int ncurses_hline ( int $charattr , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
charattr

n

ncurses_inch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_inch — 現在位置の文字と属性を取得する
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説明

string ncurses_inch ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在位置の文字を返します。

返り値

文字を返します。

ncurses_init_color
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_init_color — 端末の色を定義する

説明

int ncurses_init_color ( int $color , int $r , int $g , int $b )

指定した色を定義/再定義します。この関数がコールされると、 画面上に存在するその色の部分が即時に新しい定義に変わります。

色機能が端末でサポートされており、かつこの関数をコールする前に ncurses_start_color() で初期化されている必要があります。 さらに、端末が色の変更機能を持っている必要があります。これを調べるには ncurses_can_change_color() を使用します。

パラメータ
color

再定義したい色の番号。定義済みの色定数のいずれかとなるでしょう。
r

赤コンポーネントの値。 0 から 1000 までの値となります。
g

緑コンポーネントの値。 0 から 1000 までの値となります。
b

青コンポーネントの値。 0 から 1000 までの値となります。

返り値

関数が成功した場合は -1、 ncurses や端末の色機能の初期化ができていない場合、 端末に色の変更機能がない場合は 0 を返します。

参考

ncurses_color_content() - 色の RGB 値を取得する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_init_pair
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_init_pair — 色ペアを定義する

説明

int ncurses_init_pair ( int $pair , int $fg , int $bg )

前景色と背景色の色ペアを定義/再定義します。 色ペアが事前に初期化されている場合は、 画面が再描画されて即時に新しい定義が反映されます。

この関数をコールする前に、 ncurses_start_color() で色機能を初期化しておく必要があります。 最初の色ペア (色ペア 0) はデフォルトで黒地に白となっていますが、 ncurses_assume_default_colors() で変更することも可能です。

パラメータ
pair
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定義したい色ペアの番号。
fg

色ペアの前景色。 定義済みの色 のいずれか、あるいは端末に色変更機能がある場合に ncurses_init_color() で定義したものとなります。
bg

色ペアの背景色。 定義済みの色 のいずれか、あるいは端末に色変更機能がある場合に ncurses_init_color() で定義したものとなります。

返り値

関数が成功した場合は -1、 ncurses や端末の色機能の初期化ができていない場合は 0 を返します。

注意

既存の色で色ペアを定義する際には、色の変更機能は不要であることに注意しましょう。 この機能が必要となるのは、色自体の定義 (赤、緑、青コンポーネント) を ncurses_init_color() で変更したい場合です。

例

例1 指定した色で文字列を画面に書き込む
<?php
ncurses_init();

// 端末が色をサポートしている場合に、初期化してアクティブな色を設定します
if (ncurses_has_colors()) {
    ncurses_start_color();
    ncurses_init_pair(1, NCURSES_COLOR_YELLOW, NCURSES_COLOR_BLUE);
    ncurses_color_set(1);
}

// 指定した位置に文字列を書き込みます
ncurses_mvaddstr(10, 10, "Hello world! Yellow on blue text!");

// 出力をフラッシュします
ncurses_refresh();

ncurses_end();
?>

参考

ncurses_pair_content() - 色ペアの前景色と背景色を取得する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_init
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_init — ncurses を初期化する

説明

void ncurses_init ( void )

ncurses インターフェイスを初期化します。 必ず、その他の ncurses 関数の前に使用する必要があります。

プログラムを終了する前に、必ず ncurses_end() をコールしなければならないことに注意しましょう。 そうしないと、端末を適切な非ビジュアルモードに戻すことができません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

ncurses_end() - ncurses を終了し、画面を消去する

ncurses_insch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_insch — 文字を挿入し、現在位置にある文字を含む残りの行を移動する
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説明

int ncurses_insch ( int $character )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
character

ncurses_insdelln
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_insdelln — 現在の行の後に複数の行を挿入し、スクロールダウンする (負の数を指定すると削除し、スクロールアップする)

説明

int ncurses_insdelln ( int $count )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
count

ncurses_insertln
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_insertln — 行を挿入し、残りの部分をスクロールダウンする

説明

int ncurses_insertln ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在の行の上に新しい行を挿入します。いちばん下の行は失われます。

ncurses_insstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_insstr — 現在位置に文字列を挿入し、残りの行を右に移動する

説明

int ncurses_insstr ( string $text )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
text

ncurses_instr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_instr — 端末画面から文字列を読み込む

説明

int ncurses_instr ( string &$buffer )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在の位置から行末までを読み込み、その文字数を返します。

パラメータ
buffer

読み込んだ文字列。文字の属性は削除されます。

返り値

文字の数を返します。

ncurses_isendwin
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_isendwin — Ncurses が endwin モードの場合、通常の画面出力が実行可能

説明

bool ncurses_isendwin ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses が endwin モードであるかどうかを調べます。

返り値

ncurses_end() がコールされた後に 続けて ncurses_wrefresh() がコールされていない場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_end() - ncurses を終了し、画面を消去する
ncurses_wrefresh() - 端末画面のウインドウをリフレッシュする

ncurses_keyok
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_keyok — キーコードを有効または無効にする

説明

int ncurses_keyok ( int $keycode , bool $enable )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
keycode

enable

ncurses_keypad
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_keypad — キーパッドを on あるいは off にする

説明

int ncurses_keypad ( resource $window , bool $bf )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

bf

ncurses_killchar
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_killchar — 現在の行削除文字を返す

説明

string ncurses_killchar ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在の行削除文字を返します。

返り値

現在の行削除文字を返します。

参考

ncurses_erasechar() - 現在の erase 文字を返す

ncurses_longname
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_longname — 端末の説明を返す

説明

string ncurses_longname ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末の詳細な説明を返します。

返り値

端末の詳細な説明を返します。 説明は、最大 128 文字までで切り詰められます。 エラー時には NULL を返します。
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参考

ncurses_termname() - 端末の(簡略)名を返す

ncurses_meta
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_meta — 8 ビットのメタキー情報を有効/無効にする

説明

int ncurses_meta ( resource $window , bool $8bit )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

8bit

ncurses_mouse_trafo
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mouse_trafo — 座標を変換する

説明

bool ncurses_mouse_trafo ( int &$y , int &$x , bool $toscreen )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

toscreen

ncurses_mouseinterval
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mouseinterval — マウスボタンクリックのタイムアウトを設定する

説明

int ncurses_mouseinterval ( int $milliseconds )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
milliseconds

ncurses_mousemask
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(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mousemask — マウスオプションを設定する

説明

int ncurses_mousemask ( int $newmask , int &$oldmask )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

報告されるマウスイベントを設定します。デフォルトでは、 どのマウスイベントについても報告されません。

マウスイベントは、ncurses_wgetch() 入力ストリーム内では NCURSES_KEY_MOUSE で表されます。 イベントデータを読み込んでキューからイベントを取り出すには、 ncurses_getmouse() をコールします。

パラメータ
newmask

マウスマスクオプションには、以下の定義済み定数が指定可能です。

NCURSES_BUTTON1_PRESSED

NCURSES_BUTTON1_RELEASED

NCURSES_BUTTON1_CLICKED

NCURSES_BUTTON1_DOUBLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON1_TRIPLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON2_PRESSED

NCURSES_BUTTON2_RELEASED

NCURSES_BUTTON2_CLICKED

NCURSES_BUTTON2_DOUBLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON2_TRIPLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON3_PRESSED

NCURSES_BUTTON3_RELEASED

NCURSES_BUTTON3_CLICKED

NCURSES_BUTTON3_DOUBLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON3_TRIPLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON4_PRESSED

NCURSES_BUTTON4_RELEASED

NCURSES_BUTTON4_CLICKED

NCURSES_BUTTON4_DOUBLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON4_TRIPLE_CLICKED

NCURSES_BUTTON_SHIFT>

NCURSES_BUTTON_CTRL

NCURSES_BUTTON_ALT

NCURSES_ALL_MOUSE_EVENTS

NCURSES_REPORT_MOUSE_POSITION

副作用として、newmask にゼロを設定すると マウスポインタを消去します。ゼロ以外の値を設定すると マウスポインタが表示されます。
oldmask

以前のマウスイベントマスクの値が設定されます。

返り値

newmask が指定するイベントを報告することが できるマスクを返します。失敗した場合は 0 を返します。
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例

例1 ncurses_mousemask() の例
<?php
$newmask = NCURSES_BUTTON1_CLICKED + NCURSES_BUTTON1_RELEASED;
$mask = ncurses_mousemask($newmask, $oldmask);
if ($mask & $newmask){
    printf("All specified mouse options will be supported\n");
}
?>

参考

ncurses_getch() - キーボードから 1 文字読み込む
ncurses_getmouse() - マウスイベントを読みこむ
ncurses_ungetmouse() - マウスイベントをキューにプッシュする

ncurses_move_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_move_panel — 左上が [startx, starty] となるようにパネルを移動する

説明

int ncurses_move_panel ( resource $panel , int $startx , int $starty )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

startx

starty

ncurses_move
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_move — 出力位置を移動する

説明

int ncurses_move ( int $y , int $x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

ncurses_mvaddch
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvaddch — 現在位置を移動し、文字を追加する

説明

int ncurses_mvaddch ( int $y , int $x , int $c )
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

c

ncurses_mvaddchnstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvaddchnstr — 位置を移動し、指定長の属性付きの文字列を追加する

説明

int ncurses_mvaddchnstr ( int $y , int $x , string $s , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

s

n

ncurses_mvaddchstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvaddchstr — 位置を移動し、属性付きの文字列を追加する

説明

int ncurses_mvaddchstr ( int $y , int $x , string $s )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

s

ncurses_mvaddnstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)
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ncurses_mvaddnstr — 位置を移動し、指定長の文字列を追加する

説明

int ncurses_mvaddnstr ( int $y , int $x , string $s , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

s

n

ncurses_mvaddstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvaddstr — 位置を移動し、文字列を追加する

説明

int ncurses_mvaddstr ( int $y , int $x , string $s )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

s

ncurses_mvcur
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvcur — 直ちにカーソルを移動する

説明

int ncurses_mvcur ( int $old_y , int $old_x , int $new_y , int $new_x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
old_y

old_x

new_y

new_x
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ncurses_mvdelch
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvdelch — 位置を移動し、文字を削除、行の残りを左シフトする

説明

int ncurses_mvdelch ( int $y , int $x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

ncurses_mvgetch
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvgetch — 位置を移動し、新しい位置で文字を得る

説明

int ncurses_mvgetch ( int $y , int $x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

ncurses_mvhline
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvhline — 位置を新しく設定し、属性付きの文字を用いて最大n文字の水平線を描画

説明

int ncurses_mvhline ( int $y , int $x , int $attrchar , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

attrchar

n
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ncurses_mvinch
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvinch — 位置を移動し、新しい位置の属性付きの文字を取得する

説明

int ncurses_mvinch ( int $y , int $x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

ncurses_mvvline
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvvline — 位置を新しく設定し、属性付きの文字を用いて最大 n 文字の垂直線を描画する

説明

int ncurses_mvvline ( int $y , int $x , int $attrchar , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
y

x

attrchar

n

ncurses_mvwaddstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_mvwaddstr — ウインドウの新規位置に文字列を追加する

説明

int ncurses_mvwaddstr ( resource $window , int $y , int $x , string $text )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window
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y

x

text

ncurses_napms
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_napms — スリープ

説明

int ncurses_napms ( int $milliseconds )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
milliseconds

ncurses_new_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_new_panel — 新しいパネルを作成し、それをウィンドウに関連づける

説明

resource ncurses_new_panel ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_newpad
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_newpad — 新しいパッド (window) を作成する

説明

resource ncurses_newpad ( int $rows , int $cols )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
rows

cols

ncurses_newwin
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)
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ncurses_newwin — 新規ウインドウを作成する

説明

resource ncurses_newwin ( int $rows , int $cols , int $y , int $x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

描画要素を入れるための新しいウィンドウを作成します。

端末の大きさはそれぞれ異なりいろいろな値をとる可能性があるので、 ウィンドウを追加する際には ncurses_getmaxyx() を使用して使用可能な領域を調べることを忘れないようにしましょう。

パラメータ
rows

行の数。
cols

列の数。
y

原点の y 座標。
x

原点の x 座標。

返り値

新しいウィンドウのリソース ID を返します。

ncurses_nl
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_nl — 改行と復改/ラインフィードを変換する

説明

bool ncurses_nl ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_nocbreak
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_nocbreak — 端末を cooked モードに変更する

説明

bool ncurses_nocbreak ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末を通常モード (cooked モード) に戻します。モードが継承されている場合、端末の 書記モードは cbreak モードであったりそうでなかったりするかもしれません。 そのため、プログラムでは ncurses_cbreak() および ncurses_nocbreak() を明示的にコールすべきです。

返り値

何らかのエラーが発生した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考
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ncurses_cbreak() - 入力のバッファリングを変更する

ncurses_noecho
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_noecho — キーボード入力エコーを無効にする

説明

bool ncurses_noecho ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ユーザが入力した文字のエコーを無効にします。

返り値

何らかのエラーが発生した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_echo() - キーボード入力のエコーを有効とする
ncurses_getch() - キーボードから 1 文字読み込む

ncurses_nonl
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_nonl — 改行と復改/ラインフィードを変換しない

説明

bool ncurses_nonl ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_noqiflush
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_noqiflush — シグナル文字のフラッシュを無効とする

説明

void ncurses_noqiflush ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_noraw
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)
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ncurses_noraw — 端末を raw モード以外に変更する

説明

bool ncurses_noraw ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末を raw モード以外に変更します。row モードは cbreak モードと似ており、 タイプされた文字はすぐにプログラムへ渡されます。違う点は、 raw モードの場合は 中断 (interrupt)、終了 (quit)、停止 (suspend) およびフロー制御文字もそのまま渡され、シグナルは発生しな
いということです。

返り値

何らかのエラーが発生した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_raw() - 端末を raw モードに変更する
ncurses_cbreak() - 入力のバッファリングを変更する
ncurses_nocbreak() - 端末を cooked モードに変更する

ncurses_pair_content
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_pair_content — 色ペアの前景色と背景色を取得する

説明

int ncurses_pair_content ( int $pair , int &$f , int &$b )

指定した色ペアの前景色と背景色を取得します。この関数をコールする前に、 ncurses_start_color() で端末の色機能を初期化しておく必要があります。

パラメータ
pair

情報を取得したい色ペアの番号。
f

色ペアの前景色への参照。返される情報は、 定義済みの色 を指す色番号か、端末が色の変更機能をサポートしている場合に ncurses_init_color() で定義した色となります。
b

色ペアの背景色への参照。返される情報は、 定義済みの色 を指す色番号か、端末が色の変更機能をサポートしている場合に ncurses_init_color() で定義した色となります。

返り値

関数が成功した場合は -1、 ncurses や端末の色機能の初期化ができていない場合は 0 を返します。

参考

ncurses_init_pair() - 色ペアを定義する
ncurses_start_color() - 色機能を初期化する

ncurses_panel_above
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_panel_above — パネルの上のパネルを返す

説明

resource ncurses_panel_above ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
panel

返り値

パネルが null の場合は、スタックの最下部のパネルを返します。

ncurses_panel_below
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_panel_below — パネルの下のパネルを返す

説明

resource ncurses_panel_below ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

パラメータ

パネルが null の場合は、スタックの最上部のパネルを返します。

ncurses_panel_window
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_panel_window — パネルに関連付けられたウィンドウを返す

説明

resource ncurses_panel_window ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

ncurses_pnoutrefresh
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_pnoutrefresh — パッドから仮想画面にリージョンをコピーする

説明

int ncurses_pnoutrefresh ( resource $pad , int $pminrow , int $pmincol , int $sminrow , int $smincol , int $smaxrow , int $smaxcol )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pad

pminrow

pmincol

sminrow

smincol
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smaxrow

smaxcol

ncurses_prefresh
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_prefresh — パッドから仮想画面にリージョンをコピーする

説明

int ncurses_prefresh ( resource $pad , int $pminrow , int $pmincol , int $sminrow , int $smincol , int $smaxrow , int $smaxcol )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pad

pminrow

pmincol

sminrow

smincol

smaxrow

smaxcol

ncurses_putp
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_putp — パディング情報を文字列に適用し、それを出力する

説明

int ncurses_putp ( string $text )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
text

ncurses_qiflush
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_qiflush — シグナル文字のフラッシュを有効とする

説明

void ncurses_qiflush ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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ncurses_raw
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_raw — 端末を raw モードに変更する

説明

bool ncurses_raw ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

端末を raw モードに変更します。row モードは cbreak モードと似ており、 タイプされた文字はすぐにプログラムへ渡されます。違う点は、raw モードの場合は 中断 (interrupt)、終了 (quit)、停止 (suspend) およびフロー制御文字もそのまま渡され、シグナルは発生しないと
いうことです。

返り値

何らかのエラーが発生した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ncurses_noraw() - 端末を raw モード以外に変更する
ncurses_cbreak() - 入力のバッファリングを変更する
ncurses_nocbreak() - 端末を cooked モードに変更する

ncurses_refresh
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_refresh — 画面をリフレッシュする

説明

int ncurses_refresh ( int $ch )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
ch

ncurses_replace_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_replace_panel — パネルに関連付けられたウィンドウを置き換える

説明

int ncurses_replace_panel ( resource $panel , resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

window
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ncurses_reset_prog_mode
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_reset_prog_mode — def_prog_mode で保存したプログラムモードをリセットする

説明

int ncurses_reset_prog_mode ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_reset_shell_mode
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_reset_shell_mode — def_shell_mode で保存したシェルモードをリセットする

説明

int ncurses_reset_shell_mode ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_resetty
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_resetty — 保存した端末モードに復帰する

説明

bool ncurses_resetty ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

事前に ncurses_savetty() をコールすることによって保存しておいた端末モードを復元します。

返り値

常に FALSE を返します。

参考

ncurses_savetty() - 端末の状態を保存する

ncurses_savetty
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_savetty — 端末の状態を保存する

説明

bool ncurses_savetty ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在の端末の状態を保存します。 保存された状態は、関数 ncurses_resetty() によって復元することが可能です。

返り値
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常に FALSE を返します。

参考

ncurses_resetty() - 保存した端末モードに復帰する

ncurses_scr_dump
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_scr_dump — 画面の内容をファイルにダンプする

説明

int ncurses_scr_dump ( string $filename )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
filename

ncurses_scr_init
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_scr_init — ファイルダンプから画面を初期化する

説明

int ncurses_scr_init ( string $filename )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
filename

ncurses_scr_restore
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_scr_restore — ファイルダンプから画面を復帰する

説明

int ncurses_scr_restore ( string $filename )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
filename
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ncurses_scr_set
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_scr_set — ファイルダンプから画面を継承する

説明

int ncurses_scr_set ( string $filename )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
filename

ncurses_scrl
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_scrl — 現在位置を変更せずに画面の内容をスクロールアップまたはダウンする

説明

int ncurses_scrl ( int $count )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
count

ncurses_show_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_show_panel — 不可視のパネルをスタックの最上部に置き、見えるようにする

説明

int ncurses_show_panel ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

ncurses_slk_attr
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_attr — 現在のソフトラベルキー属性を返す
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説明

int ncurses_slk_attr ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在のソフトラベルキー属性を返します。

返り値

属性を整数値で返します。

ncurses_slk_attroff
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_attroff — ソフトファンクションキーラベルの指定した属性を無効にする

説明

int ncurses_slk_attroff ( int $intarg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
intarg

ncurses_slk_attron
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_attron — ソフトファンクションキーラベルの指定した属性を有効にする

説明

int ncurses_slk_attron ( int $intarg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
intarg

ncurses_slk_attrset
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_attrset — ソフトファンクションキーラベルに、指定した属性を設定する

説明

int ncurses_slk_attrset ( int $intarg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
intarg

ncurses_slk_clear
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_clear — 画面からソフトラベルをクリアする

説明

bool ncurses_slk_clear ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

関数 ncurses_slk_clear() は、 画面からソフトラベルキーを消去します。

返り値

エラー時に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

ncurses_slk_color
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_color — ソフトラベルキーの色を設定する

説明

int ncurses_slk_color ( int $intarg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
intarg

ncurses_slk_init
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_init — ソフトラベルキー関数を初期化する

説明

bool ncurses_slk_init ( int $format )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ソフトラベルキー関数を初期化します。

この関数は、必ず ncurses_init() あるいは ncurses_newwin() がコールされる前にコールする必要があります。

パラメータ
format
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ncurses_init() が、 最終的にソフトラベルをエミュレートするために stdscr からの線を使用する場合、 このパラメータで画面上でのラベルの配置方法を指定します。

0 にするとラベルを 3-2-3 形式に配置し、1 にすると 4-4 形式に配置します。 また 2 にすると PC 風の 4-4-4 形式に配置しますが、それに加えて インデックスラインが作成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ncurses_slk_noutrefresh
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_noutrefresh — 仮想画面にソフトラベルキーをコピーする

説明

bool ncurses_slk_noutrefresh ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_slk_refresh
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_refresh — ソフトラベルキーを画面にコピーする

説明

int ncurses_slk_refresh ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ソフトラベルキーを仮想画面から実際の画面にコピーします。

ncurses_slk_restore
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_restore — ソフトラベルキーを復帰する

説明

int ncurses_slk_restore ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ncurses_slk_clear() が実行された後に ソフトラベルキーを復元します。

ncurses_slk_set
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_set — ファンクションキーラベルを設定する

説明

bool ncurses_slk_set ( int $labelnr , string $label , int $format )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
labelnr

label

format

ncurses_slk_touch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_slk_touch — ncurses_slk_noutrefresh を実行する際に強制的に出力する

説明

int ncurses_slk_touch ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

次に ncurses_slk_noutrefresh() が実行された際に すべてのソフトラベルを強制的に出力するようにします。

ncurses_standend
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_standend — 'standout' 属性の使用を停止する

説明

int ncurses_standend ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_standout
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_standout — 'standout' 属性の使用を開始する

説明

int ncurses_standout ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_start_color
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_start_color — 色機能を初期化する
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説明

int ncurses_start_color ( void )

ncurses の色機能を初期化します。この関数は、 ncurses_init() をコールした後で その他の色操作関数をコールする前に実行する必要があります。 ncurses_init() の直後に実行するのがよいでしょう。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に 0、 色テーブルの割り当てに失敗した場合や ncurses が初期化されていない場合に -1 を返します。

例

例1 指定した色で文字列を画面に書き込む
<?php
ncurses_init();

// 端末が色をサポートしている場合に、初期化してアクティブな色を設定します
if (ncurses_has_colors()) {
    ncurses_start_color();
    ncurses_init_pair(1, NCURSES_COLOR_YELLOW, NCURSES_COLOR_BLUE);
    ncurses_color_set(1);
}

// 指定した位置に文字列を書き込みます
ncurses_mvaddstr(10, 10, "Hello world! Yellow on blue text!");

// 出力をフラッシュします
ncurses_refresh();

ncurses_end();
?>

参考

ncurses_can_change_color() - 端末の色を変更可能かどうか確認する
ncurses_has_colors() - カラー端末かどうか確認する

ncurses_termattrs
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_termattrs — 端末でサポートされる全ての属性フラグの論理和を返す

説明

bool ncurses_termattrs ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_termname
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_termname — 端末の(簡略)名を返す

説明

string ncurses_termname ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

Returns terminals shortname.

返り値
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端末の簡略名を返します。 簡略名は最大 14 文字で切り詰められます。エラー時には NULL を返します。

参考

ncurses_longname() - 端末の説明を返す

ncurses_timeout
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_timeout — 特別なキーシーケンスのタイムアウトを設定する

説明

void ncurses_timeout ( int $millisec )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
millisec

ncurses_top_panel
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_top_panel — 可視パネルをスタックの最上部に移動する

説明

int ncurses_top_panel ( resource $panel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
panel

ncurses_typeahead
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_typeahead — typeahead 確認用に別のファイル記述子を指定する

説明

int ncurses_typeahead ( int $fd )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
fd
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ncurses_ungetch
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_ungetch — 入力ストリームに 1 文字戻す

説明

int ncurses_ungetch ( int $keycode )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
keycode

ncurses_ungetmouse
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_ungetmouse — マウスイベントをキューにプッシュする

説明

bool ncurses_ungetmouse ( array $mevent )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

キューに KEY_MOUSE イベントをプッシュし、このイベントを、mevent で指定した状態・画面上の位置座標と関連付けます。

パラメータ
mevent

イベントのオプションを指定する連想配列。

"id" : 複数デバイスを識別する ID。

"x" : 画面上の相対的な x 位置(文字単位)。

"y" : 画面上の相対的な y 位置(文字単位)。

"z" : 現在はサポートされていません。

"mmask" : マウスアクション

返り値

成功した場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

参考

ncurses_getmouse() - マウスイベントを読みこむ

ncurses_update_panels
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_update_panels — 仮想画面を再描画し、スタック内のパネルとの関係を反映させる

説明

void ncurses_update_panels ( void )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_use_default_colors
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_use_default_colors — 端末のデフォルト色をカラー ID -1 に割り付ける

説明

bool ncurses_use_default_colors ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ncurses_use_env
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_use_env — 端末の大きさに関する環境情報の使用を制御する

説明

void ncurses_use_env ( bool $flag )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
flag

ncurses_use_extended_names
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_use_extended_names — terminfo 記述において拡張名の使用を制御する

説明

int ncurses_use_extended_names ( bool $flag )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
flag

ncurses_vidattr
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)
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ncurses_vidattr — video attribute モードで、端末上に文字列を表示する

説明

int ncurses_vidattr ( int $intarg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
intarg

ncurses_vline
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_vline — 現在位置に最大 n 文字の属性付きの文字を用いて垂直線を描画する

説明

int ncurses_vline ( int $charattr , int $n )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
charattr

n

ncurses_waddch
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_waddch — ウィンドウ内の現在位置に文字を追加し、カーソルを進める

説明

int ncurses_waddch ( resource $window , int $ch )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ch

ncurses_waddstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_waddstr — ウィンドウ内の現在位置にテキストを出力する

説明

int ncurses_waddstr ( resource $window , string $str [, int $n ] )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

str

n

ncurses_wattroff
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wattroff — ウィンドウの属性をオフにする

説明

int ncurses_wattroff ( resource $window , int $attrs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

attrs

ncurses_wattron
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wattron — ウィンドウの属性をオンにする

説明

int ncurses_wattron ( resource $window , int $attrs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

attrs

ncurses_wattrset
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wattrset — ウィンドウの属性を設定する

説明

int ncurses_wattrset ( resource $window , int $attrs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

attrs

ncurses_wborder
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(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wborder — 属性文字を使用してウィンドウの周囲に線を描画する

説明

int ncurses_wborder ( resource $window , int $left , int $right , int $top , int $bottom , int $tl_corner , int $tr_corner , int $bl_corner , int $br_corner )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

window で指定したウィンドウの周囲を指定した線と角で囲みます。

メインウィンドウの周囲を囲むには、ncurses_border() を使用します。

パラメータ

各パラメータに 0 を渡すとその部分を描画し、1 を渡すと描画しません。
window

操作するウィンドウ。
left

right

top

bottom

tl_corner

左上隅。
tr_corner

右上隅。
bl_corner

左下隅。
br_corner

右下隅。

参考

ncurses_border() - 属性付きの文字で画面周囲に境界を描画する

ncurses_wclear
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wclear — ウィンドウをクリアする

説明

int ncurses_wclear ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_wcolor_set
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wcolor_set — ウィンドウの色の組み合わせを設定する
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説明

int ncurses_wcolor_set ( resource $window , int $color_pair )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

color_pair

ncurses_werase
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_werase — ウィンドウを消去する

説明

int ncurses_werase ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_wgetch
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wgetch — キーボート (ウィンドウ) から文字を読み込む

説明

int ncurses_wgetch ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_whline
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_whline — 指定した属性文字を用いて、最大 n 文字分の長さの水平線を ウィンドウに描画する

説明

int ncurses_whline ( resource $window , int $charattr , int $n )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

charattr

n
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ncurses_wmouse_trafo
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wmouse_trafo — ウィンドウ/標準画面の座標系を変換する

説明

bool ncurses_wmouse_trafo ( resource $window , int &$y , int &$x , bool $toscreen )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

x

y

toscreen

ncurses_wmove
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wmove — ウィンドウの出力位置を移動する

説明

int ncurses_wmove ( resource $window , int $y , int $x )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

y

x

ncurses_wnoutrefresh
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wnoutrefresh — ウィンドウを仮想画面にコピーする

説明

int ncurses_wnoutrefresh ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_wrefresh
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wrefresh — 端末画面のウインドウをリフレッシュする

説明
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int ncurses_wrefresh ( resource $window )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_wstandend
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wstandend — ウィンドウの standout モードを終了する

説明

int ncurses_wstandend ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_wstandout
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wstandout — ウィンドウの standout モードに入る

説明

int ncurses_wstandout ( resource $window )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

ncurses_wvline
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 < 5.3.0, PECL ncurses >= 1.0.0)

ncurses_wvline — 指定した属性文字を用いて、最大 n 文字分の長さの垂直線を ウィンドウに描画する

説明

int ncurses_wvline ( resource $window , int $charattr , int $n )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
window

charattr

n
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目次
ncurses_addch — 現在の位置に文字を追加し、カーソルを進める
ncurses_addchnstr — 現在の位置に指定した長さの属性付き文字列を追加する
ncurses_addchstr — 現在の位置に属性付き文字列を追加する
ncurses_addnstr — 現在の位置に、指定した長さの文字列を追加する
ncurses_addstr — 現在の位置にテキストを出力する
ncurses_assume_default_colors — カラー 0 のデフォルト色を定義する
ncurses_attroff — 指定した属性を無効とする
ncurses_attron — 指定した属性を有効にする
ncurses_attrset — 指定した属性を設定する
ncurses_baudrate — 端末のボーレートを返す
ncurses_beep — 端末のビープを鳴らす
ncurses_bkgd — 端末画面の背景属性を設定する
ncurses_bkgdset — 画面背景を制御する
ncurses_border — 属性付きの文字で画面周囲に境界を描画する
ncurses_bottom_panel — パネルをスタックの最下部に移動する
ncurses_can_change_color — 端末の色を変更可能かどうか確認する
ncurses_cbreak — 入力のバッファリングを変更する
ncurses_clear — スクリーンをクリアする
ncurses_clrtobot — 現在位置から最下部までスクリーンをクリアする
ncurses_clrtoeol — 現在位置から行末までスクリーンをクリアする
ncurses_color_content — 色の RGB 値を取得する
ncurses_color_set — 前景/背景色を設定する
ncurses_curs_set — カーソル状態を設定する
ncurses_def_prog_mode — 端末(プログラム)モードを保存する
ncurses_def_shell_mode — 端末(シェル)モードを保存する
ncurses_define_key — キーコードを定義する
ncurses_del_panel — パネルをスタックから取り除き、削除する (しかし、関連付けられているウィンドウは削除しない)
ncurses_delay_output — パディング文字を用いて端末出力を遅延させる
ncurses_delch — 現在位置の文字を削除し、残った部分を左に移動する
ncurses_deleteln — 現在位置の行を削除し、残りの部分を上に上げる
ncurses_delwin — ncurses ウインドウを削除する
ncurses_doupdate — 準備中の全ての出力を書き込み、端末をリフレッシュする
ncurses_echo — キーボード入力のエコーを有効とする
ncurses_echochar — リフレッシュを行いつつ 1 文字出力する
ncurses_end — ncurses を終了し、画面を消去する
ncurses_erase — 端末画面を消去する
ncurses_erasechar — 現在の erase 文字を返す
ncurses_filter — iniscr() および newterm() の LINES を 1 に設定する
ncurses_flash — 端末画面をフラッシュする(ビジュアルベル)
ncurses_flushinp — キーボード入力バッファをフラッシュする
ncurses_getch — キーボードから 1 文字読み込む
ncurses_getmaxyx — ウィンドウの大きさを返す
ncurses_getmouse — マウスイベントを読みこむ
ncurses_getyx — ウィンドウ内の現在のカーソル位置を返す
ncurses_halfdelay — 端末をハーフディレイモードにする
ncurses_has_colors — カラー端末かどうか確認する
ncurses_has_ic — 挿入/削除機能の有無を確認する
ncurses_has_il — 行挿入/削除機能の有無を確認する
ncurses_has_key — 端末キーボードにおいてファンクションキーの有無を調べる
ncurses_hide_panel — パネルをスタックから取り除き、見えなくする
ncurses_hline — 現在位置に属性付きの文字を用いて最大 n 文字長の線を水平に描画する
ncurses_inch — 現在位置の文字と属性を取得する
ncurses_init_color — 端末の色を定義する
ncurses_init_pair — 色ペアを定義する
ncurses_init — ncurses を初期化する
ncurses_insch — 文字を挿入し、現在位置にある文字を含む残りの行を移動する
ncurses_insdelln — 現在の行の後に複数の行を挿入し、スクロールダウンする (負の数を指定すると削除し、スクロールアップする)
ncurses_insertln — 行を挿入し、残りの部分をスクロールダウンする
ncurses_insstr — 現在位置に文字列を挿入し、残りの行を右に移動する
ncurses_instr — 端末画面から文字列を読み込む
ncurses_isendwin — Ncurses が endwin モードの場合、通常の画面出力が実行可能
ncurses_keyok — キーコードを有効または無効にする
ncurses_keypad — キーパッドを on あるいは off にする
ncurses_killchar — 現在の行削除文字を返す
ncurses_longname — 端末の説明を返す
ncurses_meta — 8 ビットのメタキー情報を有効/無効にする
ncurses_mouse_trafo — 座標を変換する
ncurses_mouseinterval — マウスボタンクリックのタイムアウトを設定する
ncurses_mousemask — マウスオプションを設定する
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ncurses_move_panel — 左上が [startx, starty] となるようにパネルを移動する
ncurses_move — 出力位置を移動する
ncurses_mvaddch — 現在位置を移動し、文字を追加する
ncurses_mvaddchnstr — 位置を移動し、指定長の属性付きの文字列を追加する
ncurses_mvaddchstr — 位置を移動し、属性付きの文字列を追加する
ncurses_mvaddnstr — 位置を移動し、指定長の文字列を追加する
ncurses_mvaddstr — 位置を移動し、文字列を追加する
ncurses_mvcur — 直ちにカーソルを移動する
ncurses_mvdelch — 位置を移動し、文字を削除、行の残りを左シフトする
ncurses_mvgetch — 位置を移動し、新しい位置で文字を得る
ncurses_mvhline — 位置を新しく設定し、属性付きの文字を用いて最大n文字の水平線を描画
ncurses_mvinch — 位置を移動し、新しい位置の属性付きの文字を取得する
ncurses_mvvline — 位置を新しく設定し、属性付きの文字を用いて最大 n 文字の垂直線を描画する
ncurses_mvwaddstr — ウインドウの新規位置に文字列を追加する
ncurses_napms — スリープ
ncurses_new_panel — 新しいパネルを作成し、それをウィンドウに関連づける
ncurses_newpad — 新しいパッド (window) を作成する
ncurses_newwin — 新規ウインドウを作成する
ncurses_nl — 改行と復改/ラインフィードを変換する
ncurses_nocbreak — 端末を cooked モードに変更する
ncurses_noecho — キーボード入力エコーを無効にする
ncurses_nonl — 改行と復改/ラインフィードを変換しない
ncurses_noqiflush — シグナル文字のフラッシュを無効とする
ncurses_noraw — 端末を raw モード以外に変更する
ncurses_pair_content — 色ペアの前景色と背景色を取得する
ncurses_panel_above — パネルの上のパネルを返す
ncurses_panel_below — パネルの下のパネルを返す
ncurses_panel_window — パネルに関連付けられたウィンドウを返す
ncurses_pnoutrefresh — パッドから仮想画面にリージョンをコピーする
ncurses_prefresh — パッドから仮想画面にリージョンをコピーする
ncurses_putp — パディング情報を文字列に適用し、それを出力する
ncurses_qiflush — シグナル文字のフラッシュを有効とする
ncurses_raw — 端末を raw モードに変更する
ncurses_refresh — 画面をリフレッシュする
ncurses_replace_panel — パネルに関連付けられたウィンドウを置き換える
ncurses_reset_prog_mode — def_prog_mode で保存したプログラムモードをリセットする
ncurses_reset_shell_mode — def_shell_mode で保存したシェルモードをリセットする
ncurses_resetty — 保存した端末モードに復帰する
ncurses_savetty — 端末の状態を保存する
ncurses_scr_dump — 画面の内容をファイルにダンプする
ncurses_scr_init — ファイルダンプから画面を初期化する
ncurses_scr_restore — ファイルダンプから画面を復帰する
ncurses_scr_set — ファイルダンプから画面を継承する
ncurses_scrl — 現在位置を変更せずに画面の内容をスクロールアップまたはダウンする
ncurses_show_panel — 不可視のパネルをスタックの最上部に置き、見えるようにする
ncurses_slk_attr — 現在のソフトラベルキー属性を返す
ncurses_slk_attroff — ソフトファンクションキーラベルの指定した属性を無効にする
ncurses_slk_attron — ソフトファンクションキーラベルの指定した属性を有効にする
ncurses_slk_attrset — ソフトファンクションキーラベルに、指定した属性を設定する
ncurses_slk_clear — 画面からソフトラベルをクリアする
ncurses_slk_color — ソフトラベルキーの色を設定する
ncurses_slk_init — ソフトラベルキー関数を初期化する
ncurses_slk_noutrefresh — 仮想画面にソフトラベルキーをコピーする
ncurses_slk_refresh — ソフトラベルキーを画面にコピーする
ncurses_slk_restore — ソフトラベルキーを復帰する
ncurses_slk_set — ファンクションキーラベルを設定する
ncurses_slk_touch — ncurses_slk_noutrefresh を実行する際に強制的に出力する
ncurses_standend — 'standout' 属性の使用を停止する
ncurses_standout — 'standout' 属性の使用を開始する
ncurses_start_color — 色機能を初期化する
ncurses_termattrs — 端末でサポートされる全ての属性フラグの論理和を返す
ncurses_termname — 端末の(簡略)名を返す
ncurses_timeout — 特別なキーシーケンスのタイムアウトを設定する
ncurses_top_panel — 可視パネルをスタックの最上部に移動する
ncurses_typeahead — typeahead 確認用に別のファイル記述子を指定する
ncurses_ungetch — 入力ストリームに 1 文字戻す
ncurses_ungetmouse — マウスイベントをキューにプッシュする
ncurses_update_panels — 仮想画面を再描画し、スタック内のパネルとの関係を反映させる
ncurses_use_default_colors — 端末のデフォルト色をカラー ID -1 に割り付ける
ncurses_use_env — 端末の大きさに関する環境情報の使用を制御する
ncurses_use_extended_names — terminfo 記述において拡張名の使用を制御する
ncurses_vidattr — video attribute モードで、端末上に文字列を表示する
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ncurses_vline — 現在位置に最大 n 文字の属性付きの文字を用いて垂直線を描画する
ncurses_waddch — ウィンドウ内の現在位置に文字を追加し、カーソルを進める
ncurses_waddstr — ウィンドウ内の現在位置にテキストを出力する
ncurses_wattroff — ウィンドウの属性をオフにする
ncurses_wattron — ウィンドウの属性をオンにする
ncurses_wattrset — ウィンドウの属性を設定する
ncurses_wborder — 属性文字を使用してウィンドウの周囲に線を描画する
ncurses_wclear — ウィンドウをクリアする
ncurses_wcolor_set — ウィンドウの色の組み合わせを設定する
ncurses_werase — ウィンドウを消去する
ncurses_wgetch — キーボート (ウィンドウ) から文字を読み込む
ncurses_whline — 指定した属性文字を用いて、最大 n 文字分の長さの水平線を ウィンドウに描画する
ncurses_wmouse_trafo — ウィンドウ/標準画面の座標系を変換する
ncurses_wmove — ウィンドウの出力位置を移動する
ncurses_wnoutrefresh — ウィンドウを仮想画面にコピーする
ncurses_wrefresh — 端末画面のウインドウをリフレッシュする
ncurses_wstandend — ウィンドウの standout モードを終了する
ncurses_wstandout — ウィンドウの standout モードに入る
ncurses_wvline — 指定した属性文字を用いて、最大 n 文字分の長さの垂直線を ウィンドウに描画する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
エラーコード
カラー
キー
マウス

Ncurses 関数
ncurses_addch — 現在の位置に文字を追加し、カーソルを進める
ncurses_addchnstr — 現在の位置に指定した長さの属性付き文字列を追加する
ncurses_addchstr — 現在の位置に属性付き文字列を追加する
ncurses_addnstr — 現在の位置に、指定した長さの文字列を追加する
ncurses_addstr — 現在の位置にテキストを出力する
ncurses_assume_default_colors — カラー 0 のデフォルト色を定義する
ncurses_attroff — 指定した属性を無効とする
ncurses_attron — 指定した属性を有効にする
ncurses_attrset — 指定した属性を設定する
ncurses_baudrate — 端末のボーレートを返す
ncurses_beep — 端末のビープを鳴らす
ncurses_bkgd — 端末画面の背景属性を設定する
ncurses_bkgdset — 画面背景を制御する
ncurses_border — 属性付きの文字で画面周囲に境界を描画する
ncurses_bottom_panel — パネルをスタックの最下部に移動する
ncurses_can_change_color — 端末の色を変更可能かどうか確認する
ncurses_cbreak — 入力のバッファリングを変更する
ncurses_clear — スクリーンをクリアする
ncurses_clrtobot — 現在位置から最下部までスクリーンをクリアする
ncurses_clrtoeol — 現在位置から行末までスクリーンをクリアする
ncurses_color_content — 色の RGB 値を取得する
ncurses_color_set — 前景/背景色を設定する
ncurses_curs_set — カーソル状態を設定する
ncurses_def_prog_mode — 端末(プログラム)モードを保存する
ncurses_def_shell_mode — 端末(シェル)モードを保存する
ncurses_define_key — キーコードを定義する
ncurses_del_panel — パネルをスタックから取り除き、削除する (しかし、関連付けられているウィンドウは削除しない)
ncurses_delay_output — パディング文字を用いて端末出力を遅延させる
ncurses_delch — 現在位置の文字を削除し、残った部分を左に移動する
ncurses_deleteln — 現在位置の行を削除し、残りの部分を上に上げる
ncurses_delwin — ncurses ウインドウを削除する
ncurses_doupdate — 準備中の全ての出力を書き込み、端末をリフレッシュする
ncurses_echo — キーボード入力のエコーを有効とする
ncurses_echochar — リフレッシュを行いつつ 1 文字出力する
ncurses_end — ncurses を終了し、画面を消去する
ncurses_erase — 端末画面を消去する
ncurses_erasechar — 現在の erase 文字を返す
ncurses_filter — iniscr() および newterm() の LINES を 1 に設定する
ncurses_flash — 端末画面をフラッシュする(ビジュアルベル)
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ncurses_flushinp — キーボード入力バッファをフラッシュする
ncurses_getch — キーボードから 1 文字読み込む
ncurses_getmaxyx — ウィンドウの大きさを返す
ncurses_getmouse — マウスイベントを読みこむ
ncurses_getyx — ウィンドウ内の現在のカーソル位置を返す
ncurses_halfdelay — 端末をハーフディレイモードにする
ncurses_has_colors — カラー端末かどうか確認する
ncurses_has_ic — 挿入/削除機能の有無を確認する
ncurses_has_il — 行挿入/削除機能の有無を確認する
ncurses_has_key — 端末キーボードにおいてファンクションキーの有無を調べる
ncurses_hide_panel — パネルをスタックから取り除き、見えなくする
ncurses_hline — 現在位置に属性付きの文字を用いて最大 n 文字長の線を水平に描画する
ncurses_inch — 現在位置の文字と属性を取得する
ncurses_init_color — 端末の色を定義する
ncurses_init_pair — 色ペアを定義する
ncurses_init — ncurses を初期化する
ncurses_insch — 文字を挿入し、現在位置にある文字を含む残りの行を移動する
ncurses_insdelln — 現在の行の後に複数の行を挿入し、スクロールダウンする (負の数を指定すると削除し、スクロールアップする)
ncurses_insertln — 行を挿入し、残りの部分をスクロールダウンする
ncurses_insstr — 現在位置に文字列を挿入し、残りの行を右に移動する
ncurses_instr — 端末画面から文字列を読み込む
ncurses_isendwin — Ncurses が endwin モードの場合、通常の画面出力が実行可能
ncurses_keyok — キーコードを有効または無効にする
ncurses_keypad — キーパッドを on あるいは off にする
ncurses_killchar — 現在の行削除文字を返す
ncurses_longname — 端末の説明を返す
ncurses_meta — 8 ビットのメタキー情報を有効/無効にする
ncurses_mouse_trafo — 座標を変換する
ncurses_mouseinterval — マウスボタンクリックのタイムアウトを設定する
ncurses_mousemask — マウスオプションを設定する
ncurses_move_panel — 左上が [startx, starty] となるようにパネルを移動する
ncurses_move — 出力位置を移動する
ncurses_mvaddch — 現在位置を移動し、文字を追加する
ncurses_mvaddchnstr — 位置を移動し、指定長の属性付きの文字列を追加する
ncurses_mvaddchstr — 位置を移動し、属性付きの文字列を追加する
ncurses_mvaddnstr — 位置を移動し、指定長の文字列を追加する
ncurses_mvaddstr — 位置を移動し、文字列を追加する
ncurses_mvcur — 直ちにカーソルを移動する
ncurses_mvdelch — 位置を移動し、文字を削除、行の残りを左シフトする
ncurses_mvgetch — 位置を移動し、新しい位置で文字を得る
ncurses_mvhline — 位置を新しく設定し、属性付きの文字を用いて最大n文字の水平線を描画
ncurses_mvinch — 位置を移動し、新しい位置の属性付きの文字を取得する
ncurses_mvvline — 位置を新しく設定し、属性付きの文字を用いて最大 n 文字の垂直線を描画する
ncurses_mvwaddstr — ウインドウの新規位置に文字列を追加する
ncurses_napms — スリープ
ncurses_new_panel — 新しいパネルを作成し、それをウィンドウに関連づける
ncurses_newpad — 新しいパッド (window) を作成する
ncurses_newwin — 新規ウインドウを作成する
ncurses_nl — 改行と復改/ラインフィードを変換する
ncurses_nocbreak — 端末を cooked モードに変更する
ncurses_noecho — キーボード入力エコーを無効にする
ncurses_nonl — 改行と復改/ラインフィードを変換しない
ncurses_noqiflush — シグナル文字のフラッシュを無効とする
ncurses_noraw — 端末を raw モード以外に変更する
ncurses_pair_content — 色ペアの前景色と背景色を取得する
ncurses_panel_above — パネルの上のパネルを返す
ncurses_panel_below — パネルの下のパネルを返す
ncurses_panel_window — パネルに関連付けられたウィンドウを返す
ncurses_pnoutrefresh — パッドから仮想画面にリージョンをコピーする
ncurses_prefresh — パッドから仮想画面にリージョンをコピーする
ncurses_putp — パディング情報を文字列に適用し、それを出力する
ncurses_qiflush — シグナル文字のフラッシュを有効とする
ncurses_raw — 端末を raw モードに変更する
ncurses_refresh — 画面をリフレッシュする
ncurses_replace_panel — パネルに関連付けられたウィンドウを置き換える
ncurses_reset_prog_mode — def_prog_mode で保存したプログラムモードをリセットする
ncurses_reset_shell_mode — def_shell_mode で保存したシェルモードをリセットする
ncurses_resetty — 保存した端末モードに復帰する
ncurses_savetty — 端末の状態を保存する
ncurses_scr_dump — 画面の内容をファイルにダンプする
ncurses_scr_init — ファイルダンプから画面を初期化する
ncurses_scr_restore — ファイルダンプから画面を復帰する
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ncurses_scr_set — ファイルダンプから画面を継承する
ncurses_scrl — 現在位置を変更せずに画面の内容をスクロールアップまたはダウンする
ncurses_show_panel — 不可視のパネルをスタックの最上部に置き、見えるようにする
ncurses_slk_attr — 現在のソフトラベルキー属性を返す
ncurses_slk_attroff — ソフトファンクションキーラベルの指定した属性を無効にする
ncurses_slk_attron — ソフトファンクションキーラベルの指定した属性を有効にする
ncurses_slk_attrset — ソフトファンクションキーラベルに、指定した属性を設定する
ncurses_slk_clear — 画面からソフトラベルをクリアする
ncurses_slk_color — ソフトラベルキーの色を設定する
ncurses_slk_init — ソフトラベルキー関数を初期化する
ncurses_slk_noutrefresh — 仮想画面にソフトラベルキーをコピーする
ncurses_slk_refresh — ソフトラベルキーを画面にコピーする
ncurses_slk_restore — ソフトラベルキーを復帰する
ncurses_slk_set — ファンクションキーラベルを設定する
ncurses_slk_touch — ncurses_slk_noutrefresh を実行する際に強制的に出力する
ncurses_standend — 'standout' 属性の使用を停止する
ncurses_standout — 'standout' 属性の使用を開始する
ncurses_start_color — 色機能を初期化する
ncurses_termattrs — 端末でサポートされる全ての属性フラグの論理和を返す
ncurses_termname — 端末の(簡略)名を返す
ncurses_timeout — 特別なキーシーケンスのタイムアウトを設定する
ncurses_top_panel — 可視パネルをスタックの最上部に移動する
ncurses_typeahead — typeahead 確認用に別のファイル記述子を指定する
ncurses_ungetch — 入力ストリームに 1 文字戻す
ncurses_ungetmouse — マウスイベントをキューにプッシュする
ncurses_update_panels — 仮想画面を再描画し、スタック内のパネルとの関係を反映させる
ncurses_use_default_colors — 端末のデフォルト色をカラー ID -1 に割り付ける
ncurses_use_env — 端末の大きさに関する環境情報の使用を制御する
ncurses_use_extended_names — terminfo 記述において拡張名の使用を制御する
ncurses_vidattr — video attribute モードで、端末上に文字列を表示する
ncurses_vline — 現在位置に最大 n 文字の属性付きの文字を用いて垂直線を描画する
ncurses_waddch — ウィンドウ内の現在位置に文字を追加し、カーソルを進める
ncurses_waddstr — ウィンドウ内の現在位置にテキストを出力する
ncurses_wattroff — ウィンドウの属性をオフにする
ncurses_wattron — ウィンドウの属性をオンにする
ncurses_wattrset — ウィンドウの属性を設定する
ncurses_wborder — 属性文字を使用してウィンドウの周囲に線を描画する
ncurses_wclear — ウィンドウをクリアする
ncurses_wcolor_set — ウィンドウの色の組み合わせを設定する
ncurses_werase — ウィンドウを消去する
ncurses_wgetch — キーボート (ウィンドウ) から文字を読み込む
ncurses_whline — 指定した属性文字を用いて、最大 n 文字分の長さの水平線を ウィンドウに描画する
ncurses_wmouse_trafo — ウィンドウ/標準画面の座標系を変換する
ncurses_wmove — ウィンドウの出力位置を移動する
ncurses_wnoutrefresh — ウィンドウを仮想画面にコピーする
ncurses_wrefresh — 端末画面のウインドウをリフレッシュする
ncurses_wstandend — ウィンドウの standout モードを終了する
ncurses_wstandout — ウィンドウの standout モードに入る
ncurses_wvline — 指定した属性文字を用いて、最大 n 文字分の長さの垂直線を ウィンドウに描画する

GNU Readline

導入
readline 関数群は、GNU Readline ライブラリへの インターフェースを実装したものです。これらの関数は、コマンドラインの 編集機能を提供します。一例をあげると、Bash において文字を挿入したり コマンド履歴を走査したりする際に、矢印キーを使用することを 可能に
しているものです。 このライブラリは対話的なものであるため、Web アプリケーションで 使用されることはほとんどないでしょう。しかし、 コマンドライン から PHP を使用するスクリプトを書く際には有用です。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件
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インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
readline 関数を使用するには、libreadline をインストールすることが 必要です。libreadline は、» http://cnswww.cns.cwru.edu/~chet/readline/rltop.html にある GNU Readline プロジェクトのホームページから入手可能です。このライブラリは、Bash の 作者でもある
Chet Ramey により管理されています。

この関数を libeditライブラリで使用することも可能です。これは readline ライブラリの代替品で、非 GPL です。 libeditライブラリは BSD ライセンスで配布され、 » http://www.thrysoee.dk/editline/ から入手可能です。

インストール手順
この関数を使用するには、readline サポートを有効にして CGI 版または CLI 版の PHP をコンパイルする必要があります。PHP の configure に --with-readline[=DIR] を指定する必要が あります。readline の代替品である libedit を使用したい場合、PHP の configure に -
-with-libedit[=DIR] を指定してください。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Readline 関数

readline_add_history
(PHP 4, PHP 5)

readline_add_history — ヒストリに 1 行追加する

説明

bool readline_add_history ( string $line )

この関数は、コマンドラインヒストリに 1 行追加します。

パラメータ
line

ヒストリに追加する行。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

readline_callback_handler_install
(PHP 5 >= 5.1.0)

http://cnswww.cns.cwru.edu/~chet/readline/rltop.html
http://www.thrysoee.dk/editline/
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readline_callback_handler_install — readline コールバックインターフェースと端末を初期化し、 プロンプトを表示して結果をすぐに返す

説明

bool readline_callback_handler_install ( string $prompt , callback $callback )

readline コールバックインターフェースを設定し、プロンプト prompt を表示して入力を受け取ります。 コールバック関数 callback はひとつのパラメータを とり、そこにはユーザの入力内容が格納されます。一度登録したコールバック インターフェースを削除せずもういちど
この関数をコールした場合、もとの インターフェースは自動的に上書きされます。

コールバック機能は stream_select() と組み合わせると 有用です。これは readline() とは異なり、 IO とユーザの入力を交互に取り扱います。

パラメータ
prompt

確認メッセージ。
callback

callback 関数が受け取るパラメータはひとつで、 ユーザから返された入力です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Readline コールバックインターフェースの例
<?php
function rl_callback($ret)
{
    global $c, $prompting;

    echo "You entered: $ret\n";
    $c++;

    if ($c > 10) {
        $prompting = false;
        readline_callback_handler_remove();
    } else {
        readline_callback_handler_install("[$c] Enter something: ", 'rl_callback');
    }
}

$c = 1;
$prompting = true;

readline_callback_handler_install("[$c] Enter something: ", 'rl_callback');

while ($prompting) {
    $w = NULL;
    $e = NULL;
    $n = stream_select($r = array(STDIN), $w, $e, null);
    if ($n && in_array(STDIN, $r)) {
        // read a character, will call the callback when a newline is entered
        readline_callback_read_char();
    }
}

echo "Prompting disabled. All done.\n";
?>

参考

readline_callback_handler_remove() - インストールされたハンドラを削除し、端末の設定をもとに戻す
readline_callback_read_char() - 文字を読み込み、改行を受け取ると readline コールバックインターフェースに通知する
stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う

readline_callback_handler_remove
(PHP 5 >= 5.1.0)

readline_callback_handler_remove — インストールされたハンドラを削除し、端末の設定をもとに戻す

説明

bool readline_callback_handler_remove ( void )

インストールされたハンドラを削除し、端末の設定をもとに戻します。

返り値

インストールされたコールバックが削除できた場合に TRUE、 削除するハンドラが見つからなかった場合に FALSE を返します。
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例

readline コールバックインターフェースの使用方法についての例は readline_callback_handler_install() を参照ください。

参考

readline_callback_handler_install() - readline コールバックインターフェースと端末を初期化し、 プロンプトを表示して結果をすぐに返す
readline_callback_read_char() - 文字を読み込み、改行を受け取ると readline コールバックインターフェースに通知する

readline_callback_read_char
(PHP 5 >= 5.1.0)

readline_callback_read_char — 文字を読み込み、改行を受け取ると readline コールバックインターフェースに通知する

説明

void readline_callback_read_char ( void )

ユーザが入力した文字を読み込みます。改行を受け取ると、この関数は readline_callback_handler_install() で インストールされた readline コールバックインターフェースに対して 入力待ちを通知します。

返り値

値を返しません。

例

readline コールバックインターフェースの使用方法についての例は readline_callback_handler_install() を参照ください。

参考

readline_callback_handler_install() - readline コールバックインターフェースと端末を初期化し、 プロンプトを表示して結果をすぐに返す
readline_callback_handler_remove() - インストールされたハンドラを削除し、端末の設定をもとに戻す

readline_clear_history
(PHP 4, PHP 5)

readline_clear_history — ヒストリをクリアする

説明

bool readline_clear_history ( void )

この関数はコマンドラインヒストリ全体をクリアします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

readline_completion_function
(PHP 4, PHP 5)

readline_completion_function — 補完関数を登録する

説明

bool readline_completion_function ( callback $function )

この関数は補完用の関数を登録します。 これは、Bash を使用している際に、タブキーを 押して得られるのと同様の機能です。

パラメータ
function
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コマンドラインの一部を入力とし、 マッチする可能性がある文字列の配列を返す 既存の関数の名前を指定する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

readline_info
(PHP 4, PHP 5)

readline_info — 種々の readline の内部変数を取得/設定する

説明

mixed readline_info ([ string $varname [, string $newvalue ]] )

さまざまな readline の内部変数の取得あるいは設定を行います。

パラメータ
varname

変数の名前。
newvalue

指定した場合は、これがその設定の新しい値となります。

返り値

パラメータを指定しないでコールした場合、この関数は readline が使用する すべての設定の値を配列で返します。要素の添字は次のようになります。 done, end, erase_empty_line, library_version, line_buffer, mark, pending_input, point, prompt, readline_name,
terminal_name

ひとつあるいはふたつのパラメータを指定してコールした場合は、 元の値が返されます。

readline_list_history
(PHP 4, PHP 5)

readline_list_history — ヒストリを一覧表示する

説明

array readline_list_history ( void )

コマンドラインヒストリ全体を取得します。

返り値

コマンドラインヒストリ全体の配列を返します。 各要素にはゼロから始まる整数の添字が付加されています。

readline_on_new_line
(PHP 5 >= 5.1.0)

readline_on_new_line — カーソルが新しい行に移動したことを readline に通知する

説明

void readline_on_new_line ( void )

readline に、カーソルが新しい行に移動したことを通知します。

返り値

値を返しません。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

readline_read_history
(PHP 4, PHP 5)

readline_read_history — ヒストリを読み込む

説明

bool readline_read_history ([ string $filename ] )

この関数は、コマンドヒストリをファイルから読み込みます。

パラメータ
filename

コマンドヒストリを含むファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

readline_redisplay
(PHP 5 >= 5.1.0)

readline_redisplay — 画面を再描画する

説明

void readline_redisplay ( void )

画面の再描画を readline に依頼します。

返り値

値を返しません。

readline_write_history
(PHP 4, PHP 5)

readline_write_history — ヒストリを書きこむ

説明

bool readline_write_history ([ string $filename ] )

この関数はコマンドヒストリをファイルに書き込みます。

パラメータ
filename

保存するファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

readline
(PHP 4, PHP 5)

readline — 一行読み込む



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

string readline ([ string $prompt ] )

ユーザからの入力を一行読み込みます。 この行を readline_add_history(). を用いてヒストリに追加する必要があります。

パラメータ
prompt

ユーザに示す確認文字列を指定します。

返り値

ユーザから取得した文字列を一つだけ返します。 返り値の最後の改行は取り除かれます。

例

例1 readline() の例
<?php
// ユーザから 3 回コマンドを取得
for ($i=0; $i < 3; $i++) {
        $line = readline("Command: ");
        readline_add_history($line);
}

// ヒストリをダンプ
print_r(readline_list_history());

// 変数をダンプ
print_r(readline_info());
?>

目次
readline_add_history — ヒストリに 1 行追加する
readline_callback_handler_install — readline コールバックインターフェースと端末を初期化し、 プロンプトを表示して結果をすぐに返す
readline_callback_handler_remove — インストールされたハンドラを削除し、端末の設定をもとに戻す
readline_callback_read_char — 文字を読み込み、改行を受け取ると readline コールバックインターフェースに通知する
readline_clear_history — ヒストリをクリアする
readline_completion_function — 補完関数を登録する
readline_info — 種々の readline の内部変数を取得/設定する
readline_list_history — ヒストリを一覧表示する
readline_on_new_line — カーソルが新しい行に移動したことを readline に通知する
readline_read_history — ヒストリを読み込む
readline_redisplay — 画面を再描画する
readline_write_history — ヒストリを書きこむ
readline — 一行読み込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Readline 関数

readline_add_history — ヒストリに 1 行追加する
readline_callback_handler_install — readline コールバックインターフェースと端末を初期化し、 プロンプトを表示して結果をすぐに返す
readline_callback_handler_remove — インストールされたハンドラを削除し、端末の設定をもとに戻す
readline_callback_read_char — 文字を読み込み、改行を受け取ると readline コールバックインターフェースに通知する
readline_clear_history — ヒストリをクリアする
readline_completion_function — 補完関数を登録する
readline_info — 種々の readline の内部変数を取得/設定する
readline_list_history — ヒストリを一覧表示する
readline_on_new_line — カーソルが新しい行に移動したことを readline に通知する
readline_read_history — ヒストリを読み込む
readline_redisplay — 画面を再描画する
readline_write_history — ヒストリを書きこむ
readline — 一行読み込む

Newt
導入
インストール/設定
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定義済み定数
例
Newt 関数

Ncurses — Ncurses 端末画面制御
導入
インストール/設定
定義済み定数
Ncurses 関数

Readline — GNU Readline
導入
インストール/設定
定義済み定数
Readline 関数

圧縮およびアーカイブ

Bzip2

導入
bzip2関数は、bzip2 (.bz2) 圧縮されたファイルを透過的に読み書きするために使用します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
このモジュールは、Julian Seward により作成された » bzip2ライブラリの関数を使用しています。 このモジュールは、bzip2/libbzip2 のバージョン >= 1.0.x を必要とします。

インストール手順
PHP の bzip2 サポートはデフォルトでは有効となっていません。 bzip2 サポートを有効とするには、PHP をコンパイルする際に設定オプション --with-bz2[=DIR] を使用する必要があります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールは、リソース型として処理を行う bz2 ファイルを指すファイルポインタを定義します。

定義済み定数
定数は定義されていません。

http://www.bzip.org/
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例
この例は、テンポラリファイルをオープンし、テスト用の文字列を書き込みます。 この後、このファイルの内容を出力します。

例1 簡単な bzip2 の例
<?php

$filename = "/tmp/testfile.bz2";
$str = "This is a test string.\n";

// 書き込み用にオープン
$bz = bzopen($filename, "w");

// ファイルに文字列を書き込む
bzwrite($bz, $str);

// ファイルを閉じる
bzclose($bz);

// 読み込み用にファイルをオープン
$bz = bzopen($filename, "r");

// 10文字読み込む
echo bzread($bz, 10);

// ファイルの終端まで出力(または次の1024文字)し、閉じる
echo bzread($bz);

bzclose($bz);

?>

Bzip2 関数

bzclose
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzclose — bzip2 ファイルを閉じる

説明

int bzclose ( resource $bz )

与えられた bzip2 ファイルポインタを閉じます。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

bzopen() - bzip2 圧縮されたファイルをオープンする

bzcompress
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzcompress — 文字列をbzip2形式のデータに圧縮する

説明

mixed bzcompress ( string $source [, int $blocksize = 4 [, int $workfactor = 0 ]] )

bzcompress() は、与えられた文字列を圧縮し、 bzip2 形式のデータとして返します。

パラメータ
source
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圧縮する文字列
blocksize

圧縮時のブロック長を指定します。 1 から 9 の数とする必要があります。この場合、9 の圧縮度が最大ですが、リソースの消費量も最大となります。
workfactor

繰り返しが多い、最悪の入力データの場合の圧縮処理の動作を制御します。 この値は、0 から 250 までとなり、0 は特別な場合です。

workfactor によらず、 生成される出力は同じになります。

返り値

圧縮された文字列、もしくはエラー時はエラー数

例

例1 データの圧縮
<?php
$str = "sample data";
$bzstr = bzcompress($str, 9);
echo $bzstr;
?>

参考

bzdecompress() - bzip2 形式のデータを解凍する

bzdecompress
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzdecompress — bzip2 形式のデータを解凍する

説明

mixed bzdecompress ( string $source [, int $small = 0 ] )

bzdecompress() は、bzip2 形式のデータを含む文字列を解凍します。

パラメータ
source

解凍する文字列
small

TRUE の場合、よりメモリの消 費量が少ない (所要メモリは最大2300K程度まで少なくなります) 別の圧縮アルゴリズムが使用されますが、速度は約半分になってしまいます。

この機能に関する詳細については、» bzip2 ドキュメント を参照ください。

返り値

解凍された文字列列、もしくはエラー時はエラー数

例

例1 文字列を解凍する
<?php
$start_str = "This is not an honest face?";
$bzstr = bzcompress($start_str);

echo "Compressed String: ";
echo $bzstr;
echo "\n<br />\n";

$str = bzdecompress($bzstr);
echo "Decompressed String: ";
echo $str;
echo "\n<br />\n";
?>

参考

bzcompress() - 文字列をbzip2形式のデータに圧縮する

http://www.bzip.org/
http://www.bzip.org/
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bzerrno
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzerrno — bzip2 エラー番号を返す

説明

int bzerrno ( resource $bz )

与えられたファイルポインタから返された bzip2 エラーのエラー番号を返します。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。

返り値

整数としてのエラー番号を返します。

参考

bzerror() - bzip2 エラー番号とエラー文字列を配列で返す
bzerrstr() - bzip2 エラー文字列を返す

bzerror
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzerror — bzip2 エラー番号とエラー文字列を配列で返す

説明

array bzerror ( resource $bz )

与えられたファイルポインタから返された bzip2 エラーのエラー番号とエラー文字列を返します。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。

返り値

errno エントリにエラーコード、errstr エントリにエラーメッセージを持つ連想配列を返します。

例

例1 bzerror() の例
<?php
$error = bzerror($bz);

echo $error["errno"];
echo $error["errstr"];
?>

参考

bzerrno() - bzip2 エラー番号を返す
bzerrstr() - bzip2 エラー文字列を返す

bzerrstr
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzerrstr — bzip2 エラー文字列を返す
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説明

string bzerrstr ( resource $bz )

与えられたファイルポインタから返された bzip2 エラーのエラーの文字列を返します。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。

返り値

エラーメッセージを含む文字列を返します。

参考

bzerrno() - bzip2 エラー番号を返す
bzerror() - bzip2 エラー番号とエラー文字列を配列で返す

bzflush
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzflush — 全てのバッファリングされたデータを強制的に書き込む

説明

int bzflush ( resource $bz )

バッファリングされた全ての bzip2 データをファイルポインタ bz に書き込みます。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

bzread() - バイナリ対応の bzip2 ファイル読み込み
bzwrite() - バイナリ対応の bzip2 ファイルへの書き込み

bzopen
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzopen — bzip2 圧縮されたファイルをオープンする

説明

resource bzopen ( string $filename , string $mode )

bzopen() は、 bzip2 (.bz2) ファイルを読み書き用にオープンします。

パラメータ
filename

オープンするファイル名
mode

fopen() 関数と同様ですが、 'r' (読み込み) と 'w' (書き込み) だけをサポートしています。 それ以外を指定すると bzopen は FALSE を返します。
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返り値

オープンできなかった場合、bzopen() は FALSE を返します。それ以外の場合は、 新規にオープンされたファイルへのポインタが返されます。

例

例1 bzopen() の例
<?php

$file = "/tmp/foo.bz2";
$bz = bzopen($file, "r") or die("Couldn't open $file for reading");

bzclose($bz);

?>

参考

bzclose() - bzip2 ファイルを閉じる

bzread
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

bzread — バイナリ対応の bzip2 ファイル読み込み

説明

string bzread ( resource $bz [, int $length = 1024 ] )

bzread() は、与えられた bzip2 ファイルポインタから読み込みます。

読み込みは、(圧縮前の状態で) length バイトが読み込まれたか、EOF に達したかのどちらか最初に来た方で終了します。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。
length

指定されない場合、bzread() は一度に (圧縮前の状態で) 1024バイト読み込みます。

返り値

非圧縮データ、もしくはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 bzread() の例
<?php

$file = "/tmp/foo.bz2";
$bz = bzopen($file, "r") or die("Couldn't open $file");

$decompressed_file = '';
while (!feof($bz)) {
  $decompressed_file .= bzread($bz, 4096);
}
bzclose($bz);

echo "The contents of $file are: <br />\n";
echo $decompressed_file;

?>

参考

bzwrite() - バイナリ対応の bzip2 ファイルへの書き込み
feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
bzopen() - bzip2 圧縮されたファイルをオープンする

bzwrite
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)
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bzwrite — バイナリ対応の bzip2 ファイルへの書き込み

説明

int bzwrite ( resource $bz , string $data [, int $length ] )

bzwrite() は、文字列を与えられた bzip2 ファイルストリームに書き込みます。

パラメータ
bz

ファイルポインタ。これは有効である必要があり、 bzopen() によりオープンされたファイルを指してい る必要があります。
data

書き込むデータ
length

指定した場合、 (圧縮前の) length バイト分の書き込みが終ったか、 data の終端に達したかで書き込みは終了します。

返り値

書き込んだバイト数、もしくはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 bzwrite() の例
<?php
$str = "uncompressed data";
$bz = bzopen("/tmp/foo.bz2", "w");
bzwrite($bz, $str, strlen($str));
bzclose($bz);
?>

参考

bzread() - バイナリ対応の bzip2 ファイル読み込み
bzopen() - bzip2 圧縮されたファイルをオープンする

目次
bzclose — bzip2 ファイルを閉じる
bzcompress — 文字列をbzip2形式のデータに圧縮する
bzdecompress — bzip2 形式のデータを解凍する
bzerrno — bzip2 エラー番号を返す
bzerror — bzip2 エラー番号とエラー文字列を配列で返す
bzerrstr — bzip2 エラー文字列を返す
bzflush — 全てのバッファリングされたデータを強制的に書き込む
bzopen — bzip2 圧縮されたファイルをオープンする
bzread — バイナリ対応の bzip2 ファイル読み込み
bzwrite — バイナリ対応の bzip2 ファイルへの書き込み

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Bzip2 関数

bzclose — bzip2 ファイルを閉じる
bzcompress — 文字列をbzip2形式のデータに圧縮する
bzdecompress — bzip2 形式のデータを解凍する
bzerrno — bzip2 エラー番号を返す
bzerror — bzip2 エラー番号とエラー文字列を配列で返す
bzerrstr — bzip2 エラー文字列を返す
bzflush — 全てのバッファリングされたデータを強制的に書き込む
bzopen — bzip2 圧縮されたファイルをオープンする
bzread — バイナリ対応の bzip2 ファイル読み込み
bzwrite — バイナリ対応の bzip2 ファイルへの書き込み
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LZF

導入
LZF は非常に高速な圧縮アルゴリズムで、わずかな速度の低下と引き換えに スペースを節約したい場合に適しています。 コンパイル時に速度もしくはスペースのどちらを優先して最適化を行うかを 選択することができます。この拡張モジュールは、Marc Lehmann による »
liblzf ライブラリを用いて操作を行います。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/lzf.

これらの関数を使用するには、--with-lzf[=DIR] オプションを指定して PHP を lzf サポートつきでコンパイルする必要があります。 --enable-lzf-better-compression を指定して、 圧縮速度より圧縮率を優先するよう LZF を設定することも可能です。

Windows ユーザは、php.ini で php_lzf.dll を有効にすることでこれらの関数を使用可能です。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

LZF 関数

lzf_compress
(PECL lzf >= 0.1.0)

lzf_compress — LZF 圧縮を行う

説明

http://www.goof.com/pcg/marc/liblzf.html
http://www.goof.com/pcg/marc/liblzf.html
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/lzf
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string lzf_compress ( string $data )

lzf_compress() は、指定された arg を LZF 符号化方式で圧縮します。

パラメータ
data

圧縮するデータ。

返り値

圧縮されたデータを返します。エラー時には FALSE を返します。

参考

lzf_decompress() - LZF 圧縮を伸長する

lzf_decompress
(PECL lzf >= 0.1.0)

lzf_decompress — LZF 圧縮を伸長する

説明

string lzf_decompress ( string $data )

lzf_decompress() は、lzf で符号化された文字列を含む data を伸長します。

パラメータ
data

圧縮されたデータ。

返り値

伸長したデータを返します。エラー時には FALSE を返します。

参考

lzf_compress() - LZF 圧縮を行う

lzf_optimized_for
(PECL lzf >= 1.0.0)

lzf_optimized_for — LZF 拡張モジュールの最適化指定を取得する

説明

int lzf_optimized_for ( void )

LZF 拡張モジュールが圧縮時に使用した最適化指定を取得します。

返り値

LZF が速度に最適化されている場合に 1、圧縮率に最適化されている場合に 0 を返します。

目次
lzf_compress — LZF 圧縮を行う
lzf_decompress — LZF 圧縮を伸長する
lzf_optimized_for — LZF 拡張モジュールの最適化指定を取得する

導入
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インストール/設定
要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
LZF 関数

lzf_compress — LZF 圧縮を行う
lzf_decompress — LZF 圧縮を伸長する
lzf_optimized_for — LZF 拡張モジュールの最適化指定を取得する

Phar

導入
phar 拡張モジュールは、PHP アプリケーション全体をひとつの "phar" (PHP Archive) ファイルにまとめてしまい、配布やインストールを容易にするためのものです。 それだけでなく、phar 拡張モジュールではファイルフォーマットを抽象化する機能も提供しており、 tar 形式
や zip 形式のファイルを PharData クラスで扱うことができます。ちょうど PDO がさまざまなデータベースへの統一インターフェイスを用意しているのと同じようなものです。 PDO では異なるデータベース間の変換はできませんが、 phar では tar、zip、phar ファイル
フォーマット間の変換がコード 1 行だけでできてしまいます。 例として Phar::convertToExecutable() を参照ください。

Phar って何? Phar アーカイブは、複数のファイルをひとつにまとめるための便利な仕組みです。 Phar アーカイブを使用すれば、PHP のアプリケーションをひとつのファイルとして配布できるようになります。 また、それをディスク上に展開しなくてもそのまま実行できるの
です。 さらに、他のファイルと同様に PHP から phar アーカイブを実行することができます。 コマンドラインとウェブサーバ経由のどちらでも実行可能です。 phar は、いわば PHP アプリケーションにおける thumb drive のようなものです。

Phar はこの機能を実装するために ストリームラッパー を使用しています。通常は、PHP スクリプトから外部のファイルを使用するには include() を用います。

例1 外部ファイルの使用
<?php
 include '/path/to/external/file.php';
 ?>

PHP は、実際には /path/to/external/file.php をストリームラッパー file:///path/to/external/file.php とみなし、 内部的にはファイルストリームラッパーのストリーム関数でローカルファイルにアクセスしています。

Phar アーカイブ /path/to/myphar.phar の中に含まれるファイル file.php を使用する場合に構文は、 先ほどの file:// 構文と似ています。

例2 Phar アーカイブ内のファイルの使用
<?php
 include 'phar:///path/to/myphar.phar/file.php';
 ?>

実際のところ、phar アーカイブは外部ディスクと同様に扱うことができます。 fopen() 系の関数や opendir()、そして mkdir() 系の関数を使用して、 phar アーカイブ内のファイルの読み書きや新しいファイルの作成が可能です。 これにより、完全な PHP アプリケーションを
単一のファイルで配布して そのままの形式で直接実行できるようになるのです。

Phar アーカイブのもっとも一般的な使用法は、 完全なアプリケーションをひとつのファイルにまとめて配布することです。 たとえば、PHP に同梱されている PEAR インストーラは phar アーカイブとして配布されています。 このような形式の phar アーカイブを使用するに
は、 コマンドラインあるいはウェブサーバからアーカイブを実行します。

Phar アーカイブの配布形式は tar アーカイブか zip アーカイブ、あるいは専用の phar 独自ファイルフォーマットのいずれかとなります。 それぞれの形式には利点と欠点があります。 tar 形式や zip 形式は、他のツールからでも内容を読んだり展開したりできるという利点があ
りますが、 それを実行する環境にも phar 拡張モジュールが必要となります。 phar 独自フォーマットは phar 拡張モジュール独自の形式です。 phar 拡張モジュールか PEAR パッケージ » PHP_Archive にしか作成できません。しかし、この形式で作成したアプリケーションは
phar 拡張モジュールのない環境でも動作するという利点があります。

言い換えると、phar 拡張モジュールが無効になっている環境でも phar アーカイブを実行できるということです。 しかし、phar アーカイブ内の個別のファイルにアクセスするには、 (PHP_Archive で作成したものでない限り) phar 拡張モジュールが必要です。

phar 拡張モジュールには、tar ファイルを zip 形式や phar 形式に変換する機能もあります。

例3 phar 形式から tar 形式への phar アーカイブの変換
<?php
 $phar = new Phar('myphar.phar');
 $pgz = $phar->convertToExecutable(Phar::TAR, Phar::GZ); // myphar.phar.tar.gz を作成します
 ?>

phar には、特定のファイルあるいはアーカイブ全体を gzip あるいは bzip2 で圧縮する機能があります。 また、アーカイブの整合性を md5()、 sha1()、sha256() あるいは sha512() シグネチャで自動的に検証します。

最後に、phar 拡張モジュールはセキュリティにも注意を払っており、 実行可能な phar アーカイブへの書き込みアクセスはデフォルトで無効にしています。 phar アーカイブを作成したり変更したりするには、php.ini の設定 phar.readonly をシステムレベルで無効にする必要
があります。 通常の、実行可能属性がない tar アーカイブや zip アーカイブは、常に PharData クラスで作成、変更することができます。

アプリケーションを配布したい場合は Phar アーカイブのつくりかた を読みましょう。phar がサポートする各形式の違いをより詳しく知りたい場合は Phar、Tar そして Zip を読みましょう。

phar 形式のアプリケーションを使用したい場合は Phar アーカイブの使いかた が参考となるでしょう。

phar という単語は PHP と Archive を組み合わせたもので、 Java 開発者ならおなじみの jar (Java Archive) を参考にしています。

Phar アーカイブの実装は PEAR の » PHP_Archive パッケージに基づいています。実装の詳細は同じですが、 Phar 拡張モジュールのほうがずっと強力です。 さらに、Phar 拡張モジュールで作成した PHP アプリケーションは ほとんどの場合は何も修正せずに動かすことができ
ます。 PHP_Archive で作った phar アーカイブは、 動かす前に多少手を入れなければならないことがよくあります。

http://pear.php.net/package/PHP_Archive
http://pear.php.net/package/PHP_Archive
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Phar を使用するには PHP 5.2.0 以降が必要です。また、 Phar ファイルの中身に対して配列形式でアクセスしたり順に処理したりするには SPL 拡張モジュールが PHP に組み込まれている必要があります。 phar ストリームを使用するには、 これは不要です。

オプションとして、zlib 拡張モジュールおよび bzip2 拡張モジュールを有効にしておくと、 圧縮された phar をサポートすることができます。 さらに、OpenSSL の署名を使用するには、OpenSSL 拡張モジュールを有効にする必要があります。

zlib.deflate ストリームフィルタのバグのせいで、gzip 圧縮形式あるいは bzip2 圧縮形式の phar アーカイブが切り詰められてしまう可能性があることに注意しましょう。 このバグは PHP 5.2.6 以降で修正されます。

インストール手順
PHP 5.3.0 以降 Phar 拡張モジュールは組み込みとなりました。 それより前のバージョンの PHP では PECL 拡張モジュールとしてインストールできます。 » PECL の Phar のページ には詳しい情報や過去の歴史があります。

Windows ユーザがこの拡張モジュールを使うには、php.ini に php_phar.dll を含めなければなりません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

ファイルシステムおよびストリームの設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

phar.readonly "1" PHP_INI_ALL  
phar.require_hash "1" PHP_INI_ALL  
phar.extract_list "" PHP_INI_ALL phar 1.1.0 から 1.2.3 で使用可能、2.0.0 で削除
phar.cache_list "" PHP_INI_SYSTEM phar 2.0.0 以降で使用可能

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

phar.readonly boolean

このオプションを使用すると、phar ストリームや Phar オブジェクトによる Phar アーカイブの作成や変更ができなくなります。 この設定は、実運用環境では常に有効にしておくべきです。 phar 拡張モジュールのこの機能は、 サーバ上に他のセキュリティ上の脆弱性が
あった場合に php ベースのウィルスを直接作成されてしまうことにつながります。

注意:

この設定は、セキュリティ上の理由により php.ini でしか解除できません。 phar.readonly を php.ini で無効にした場合は、 ユーザがスクリプト内で phar.readonly の有効/無効を切りかえることができます。 phar.readonly を php.ini で有効にした場合は、
スクリプト内でこれを "再度有効にする" ことはできますが、無効にすることはできません。

phar.require_hash boolean

このオプションを使用すると、署名つき (現在サポートしているのは MD5、SHA1、SHA256 および SHA512) の Phar アーカイブのみをオープンするようになります。 署名を含まない Phar アーカイブの処理はできません。

注意:

この設定は、セキュリティ上の理由により php.ini でしか解除できません。 phar.require_hash を php.ini で無効にした場合は、 ユーザがスクリプト内で phar.require_hash の有効/無効を切りかえることができます。 phar.require_hash を php.ini で有効に
した場合は、 スクリプト内でこれを "再度有効にする" ことはできますが、無効にすることはできません。

この設定は、 PharData クラスで通常の tar ファイルを読み込む際には影響を及ぼしません。

phar.extract_list string

この INI 設定は phar 2.0.0 で削除されました。

phar アーカイブへのフルパスあるいはそのエイリアスと、 展開されたファイルの場所との関連付けを行います。 パラメータの書式は name=archive,name2=archive2 のようになります。 phar ファイルをディスクに展開して、 展開したファイル群へのマッパーとして
phar を扱えるようになります。 これを行うのは、たとえばパフォーマンスを向上させたい場合や phar のデバッグを行いたい場合などです。

例1 phar.extract_list の使用例

php.ini で、次のように記述します
phar.extract_list = archive=/full/path/to/archive/,arch2=/full/path/to/arch2

http://pecl.php.net/package/phar
http://pecl.php.net/package/phar
http://pecl.php.net/package/phar
http://pecl.php.net/package/phar
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<?php
include "phar://archive/content.php";
include "phar://arch2/foo.php";
?>

phar.cache_list string

この INI 設定は phar 2.0.0 で追加されました。

phar アーカイブをウェブサーバの起動時に事前にパースさせるようにします。 これによりパフォーマンスが向上し、 ディスク上に配置した伝統的なファイルに近い速度で実行することができます。

例2 phar.cache_list の使用例
php.ini (windows):
phar.cache_list =C:\path\to\phar1.phar;C:\path\to\phar2.phar
php.ini (unix):
phar.cache_list =/path/to/phar1.phar:/path/to/phar2.phar

リソース型
Phar 拡張モジュールで使用するリソースは phar ストリームで、これにより、phar 内のファイルへの透過的なアクセスが可能となります。 Phar ファイルフォーマットについての説明 も参照ください。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Phar 圧縮定数
定数 値 説明

Phar::NONE (integer) 0x00000000圧縮しない
Phar::COMPRESSED (integer) 0x0000F000 そのファイルが既に何らかの形式で圧縮されているかどうかを表すフラグとして用いるビットマスク
Phar::GZ (integer) 0x00001000 zlib (gzip) 圧縮
Phar::BZ2 (integer) 0x00002000 bzip2 圧縮

Phar ファイル形式定数
定数 値 説明

Phar::SAME (integer) 0 同じファイル形式を維持する
Phar::PHAR (integer) 1 phar ファイル形式
Phar::TAR (integer) 2 tar ファイル形式
Phar::ZIP (integer) 3 zip ファイル形式

Phar 署名定数
定数 値 説明

Phar::MD5 (integer) 0x0001 md5 ハッシュアルゴリズムでの署名
Phar::SHA1 (integer) 0x0002 sha1 ハッシュアルゴリズムでの署名
Phar::SHA256 (integer) 0x0003 sha256 ハッシュアルゴリズムでの署名 (hash 拡張モジュールが必要)
Phar::SHA512 (integer) 0x0004 sha512 ハッシュアルゴリズムでの署名 (hash 拡張モジュールが必要)
Phar::OPENSSL (integer) 0x0010 OpenSSL 公開鍵/秘密鍵 ペアでの署名。真の意味での非対称鍵による署名。

Phar webPhar mime オーバーライド定数
定数 値 説明

Phar::PHP (integer) 1 Phar::webPhar() の mimeoverrides パラメータに対して、その拡張子を PHP ファイルとしてパースするよう指示する
Phar::PHPS (integer) 2 Phar::webPhar() の mimeoverrides パラメータに対して、その拡張子を PHP ファイルとしてパースして highlight_file() を通すよう指示する

Phar アーカイブの使用法
目次

Phar アーカイブの使用法: 導入
Phar アーカイブの使用法: phar ストリームラッパー
Phar アーカイブの使用法: Phar クラスおよび PharData クラス

Phar アーカイブの使用法: 導入
Phar アーカイブは Java の JAR アーカイブと似た概念のものですが、 PHP アプリケーションで使用する際に必要な機能をより柔軟に使用できるよう改良しています。 Phar アーカイブを使用すると、PHP アプリケーションやライブラリを ひとつのファイルにまとめて配布でき
るようになります。 Java における JAR アーカイブの実装とは異なり、 PHP の Phar アーカイブを処理したり実行したりするには外部のツールは不要です。 Phar アーカイブ形式のアプリケーションは、その他の PHP アプリケーションとまったく同様に扱えます。
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php coolapplication.phar
  

Phar アーカイブ形式のライブラリを使用する方法も、 その他の通常の PHP ライブラリとまったく同じです。
<?php
include 'coollibrary.phar';
?>

phar ストリームラッパーは phar 拡張モジュールの要となるものです。 詳細については こちら で説明します。このストリームラッパーを使用すると、 phar 内の個々のファイルに対して fopen() や opendir() といった標準のファイル操作関数を使用でき、 まるで通常のファイ
ルシステム上にあるのと同じような感覚でアクセスできます。 phar ストリームラッパーは、 ファイルやディレクトリに対する読み書き操作をすべてサポートしています。
<?php
include 'phar://coollibrary.phar/internal/file.php';
header('Content-type: image/jpeg');
// phar にアクセスするには、フルパスあるいはエイリアスを使用します
echo file_get_contents('phar:///fullpath/to/coollibrary.phar/images/wow.jpg');
?>

Phar クラスでは、 ファイルへのアクセスや phar アーカイブ作成用により高度な機能も実装しています。 Phar クラスについての説明は こちら をご覧ください。
<?php
try {
    // 既存の phar をオープンします
    $p = new Phar('coollibrary.phar', 0);
    // Phar は SPL の DirectoryIterator クラスを継承しています
    foreach (new RecursiveIteratorIterator($p) as $file) {
        // $file は PharFileInfo クラスで、これは SplFileInfo を継承しています
        echo $file->getFileName() . "\n";
        echo file_get_contents($file->getPathName()) . "\n"; // 内容を表示します
    }
    if (isset($p['internal/file.php'])) {
        var_dump($p['internal/file.php']->getMetaData());
    }

    // 新しい phar の作成 - php.ini で phar.readonly を 0 にしておく必要があります。
    // phar.readonly は、セキュリティ上の理由によってデフォルトで有効になっています。
    // 実際の運用サーバでは、決して Phar を作成する必要はないはずで、
    // 単に実行できるだけでよいはずです。
    if (Phar::canWrite()) {
        $p = new Phar('newphar.tar.phar', 0, 'newphar.tar.phar');
        // tar 形式の phar アーカイブを作成し、gzip で圧縮します (.tar.gz)
        $p = $p->convertToExecutable(Phar::TAR, Phar::GZ);

        // トランザクションの作成 - newphar.phar には、
        // stopBuffering() がコールされるまで (一時的なストレージが必要となっても) なにも書き込まれません
        $p->startBuffering();
        // すべてのファイルを /path/to/project に追加し、プレフィックス "project" で phar に保存します
        $p->buildFromIterator(new RecursiveIteratorIterator(new DirectoryIterator('/path/to/project')), '/path/to/');

        // 配列形式の API で新しいファイルを追加します
        $p['file1.txt'] = 'Information';
        $fp = fopen('hugefile.dat', 'rb');
        // すべてのデータをストリームからコピーします
        $p['data/hugefile.dat'] = $fp;

        if (Phar::canCompress(Phar::GZ)) {
            $p['data/hugefile.dat']->compress(Phar::GZ);
        }

        $p['images/wow.jpg'] = file_get_contents('images/wow.jpg');
        // ファイルのメタデータには任意の値を保存できます
        $p['images/wow.jpg']->setMetaData(array('mime-type' => 'image/jpeg'));
        $p['index.php'] = file_get_contents('index.php');
        $p->setMetaData(array('bootstrap' => 'index.php'));

        // phar アーカイブをディスクに保存します
        $p->stopBuffering();
    }
} catch (Exception $e) {
    echo 'Phar をオープンできません: ', $e;
}
?>

さらに、phar ファイルの中身の検証を行うこともできます。対称型ハッシュアルゴリズム (MD5、SHA1、SHA256、そしてもし ext/hash が有効ならさらに SHA512) のいずれか、 あるいは OpenSSL を使用した非対称公開鍵/秘密鍵ペアによる署名 (Phar 2.0.0 の新機能) の
いずれかを使用します。OpenSSL による署名を使用するには、 まず公開鍵/秘密鍵のペアを作成し、秘密鍵を使用して Phar::setSignatureAlgorithm() で署名を行います。 公開キーによる展開はこのようなコードで行います。
<?php
$public = openssl_get_publickey(file_get_contents('private.pem'));
$pkey = '';
openssl_pkey_export($public, $pkey);
?>
公開鍵は phar アーカイブと同じ場所、名前でなければなりません。つまり、phar アーカイブの保存先が /path/to/my.phar の場合は公開鍵を /path/to/my.phar.pubkey としなければなりません。 そうしないと、OpenSSL 署名の検証ができなくなります。

バージョン 2.0.0 以降、Phar には 3 つの静的メソッド Phar::webPhar()、 Phar::mungServer() そして Phar::interceptFileFuncs() が追加されました。これは、通常のファイルシステム用あるいはウェブアプリケーション用の PHP アプリケーションのパッケージを作成する際
に重要となります。 Phar::webPhar() は、HTTP のコールを phar アーカイブ内の特定の場所に転送するフロントコントローラを実装します。 Phar::mungServer() は $_SERVER 配列の中身をうまく変更して アプリケーションでその値を使えるようにします。
Phar::interceptFileFuncs() は、 fopen() や file_get_contents()、opendir() そしてすべての stat 系関数 (file_exists()、is_readable() など) のコールを Phar が横取りして、相対パスを phar アーカイブ内の適切な位置に変換するようにします。

たとえば、あの有名な phpMyAdmin を phar アーカイブにすることを考えてみましょう。 必要なのは、こんな単純なスクリプトだけです。あとは、 ユーザ名とパスワードを変更してウェブサーバ上から phpMyAdmin.phar.tar.php にアクセスするだけで利用できます。
<?php
@unlink('phpMyAdmin.phar.tar.php');
copy('phpMyAdmin-2.11.3-english.tar.gz', 'phpMyAdmin.phar.tar.php');
$a = new Phar('phpMyAdmin.phar.tar.php');
$a->startBuffering();
$a["phpMyAdmin-2.11.3-english/config.inc.php"] = '<?php
/* サーバの設定 */
$i = 0;

/* Server localhost (config:root) [1] */
$i++;
$cfg[\'Servers\'][$i][\'host\'] = \'localhost\';
$cfg[\'Servers\'][$i][\'extension\'] = \'mysqli\';
$cfg[\'Servers\'][$i][\'connect_type\'] = \'tcp\';
$cfg[\'Servers\'][$i][\'compress\'] = false;
$cfg[\'Servers\'][$i][\'auth_type\'] = \'config\';
$cfg[\'Servers\'][$i][\'user\'] = \'root\';
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$cfg[\'Servers\'][$i][\'password\'] = \'\';

/* サーバの設定はここまで */
if (strpos(PHP_OS, \'WIN\') !== false) {
    $cfg[\'UploadDir\'] = getcwd();
} else {
    $cfg[\'UploadDir\'] = \'/tmp/pharphpmyadmin\';
    @mkdir(\'/tmp/pharphpmyadmin\');
    @chmod(\'/tmp/pharphpmyadmin\', 0777);
}';
$a->setStub('<?php
Phar::interceptFileFuncs();
Phar::webPhar("phpMyAdmin.phar", "phpMyAdmin-2.11.3-english/index.php");
echo "phpMyAdmin is intended to be executed from a web browser\n";
exit -1;
__HALT_COMPILER();
');
$a->stopBuffering();
?>

Phar アーカイブの使用法: phar ストリームラッパー
Phar ストリームラッパーは、fopen() による読み込みや 書き込み (追記は除く)、unlink()、stat()、 fstat()、fseek()、rename() そしてディレクトリに対する opendir() といった機能に完全に対応しています。 バージョン 2.0.0 以降では rmdir() や mkdir() にも対応します。

Phar アーカイブ内の各ファイルの圧縮やファイル単位のメタデータの操作も、 ストリーム上で可能です。
<?php
$context = stream_context_create(array('phar' =>
                                    array('compress' => Phar::GZ)),
                                    array('metadata' => array('user' => 'cellog')));
file_put_contents('phar://my.phar/somefile.php', 0, $context);
?>

phar ストリームラッパーは、 リモートファイルを操作することはできません。つまり、INI 設定 allow_url_fopen および allow_url_include が無効になっている場合でも使用できます。

ストリーム操作だけで新しい phar アーカイブをゼロから作成することも可能ですが、 そんな場合は Phar クラスの組み込み機能を使用するほうが便利です。 ストリームラッパーが有用なのは、読み込み専用の操作を行う場合です。

Phar アーカイブの使用法: Phar クラスおよび PharData クラス
Phar クラスは Phar アーカイブの読み込みや操作をサポートしています。 また RecursiveDirectoryIterator クラスを継承しているため、順次処理も可能です。 ArrayAccess インターフェイスをサポートしているので、 Phar アーカイブ内のファイルに対して、 それがまるで連
想配列であるかのようにアクセスすることができます。

PharData クラスは Phar を継承したもので、実行可能でない (データ) tar アーカイブおよび zip アーカイブなら php.ini で phar.readonly=1 であっても作成/変更できるようになります。 このクラスでは PharData::setAlias() と PharData::setStub() は使用不可能になってい
ます。というのもエイリアスやスタブというのは 実行可能な phar アーカイブに独特の概念だからです。

注意すべき点は、Phar アーカイブを作成する際には Phar のコンストラクタに フルパスを渡さなければならないということです。 相対パスでは初期化に失敗します。

$p が、次のように作成した Phar オブジェクトであるとしましょう。
<?php
$p = new Phar('/path/to/myphar.phar', 0, 'myphar.phar');
?>

空の Phar アーカイブが /path/to/myphar.phar に作成されます。もし /path/to/myphar.phar が既に存在する場合は、それを再度オープンします。 リテラル myphar.phar は、エイリアスを表します。 これを用いると、URL で /path/to/myphar.phar を参照する際に次の
ようにできます。
<?php
// これらのふたつの file_get_contents() コールが同等となるのは、
// /path/to/myphar.phar のマニフェストでエイリアス "myphar.phar"
// が明示的に指定されている場合か、先ほどの例のように
// Phar オブジェクトを初期化した場合です。
$f = file_get_contents('phar:///path/to/myphar.phar/whatever.txt');
$f = file_get_contents('phar://myphar.phar/whatever.txt');
?>

新しく作成した Phar オブジェクト $p に対して、次のような処理が可能となります。

$a = $p['file.php'] とすると、 phar://myphar.phar/file.php の中身を参照する PharFileInfo クラスが作成されます。
$p['file.php'] = $v とすると、 myphar.phar の中に新しいファイル (phar://myphar.phar/file.php) を作成するか、あるいは同名のファイルを上書きします。 $v には、文字列あるいはファイルポインタのいずれかを指定できます。 ファイルポインタを指定した場合は、
その中身全体をもとにして新しいファイルを作成します。 $p->addFromString('file.php', $v) は、 機能的に上と同じであることに注意しましょう。また、ファイルの中身を $p->addFile('/path/to/file.php', 'file.php') で追加することもできます。最後に、空のディレ
クトリを作成するには $p->addEmptyDir('empty') とします。
isset($p['file.php']) とすると、phar://myphar.phar/file.php が myphar.phar の中に存在するかどうかがわかります。
unset($p['file.php']) とすると、 phar://myphar.phar/file.php を myphar.phar から削除します。

さらに、Phar 固有のメタデータにアクセスするためには Phar オブジェクトを使用することが唯一の方法となります。そのためには Phar::getMetaData() を使用します。また、Phar アーカイブの PHP ローダスタブを設定したり取得したりするための唯一の方法が
Phar::getStub() および Phar::setStub() です。 また、Phar アーカイブ全体の圧縮を行うには Phar クラスが必要となります。

Phar オブジェクトの全機能の一覧については、以下で説明します。

PharFileInfo クラスは SplFileInfo クラスを継承しており、Phar 内のファイルについての Phar 固有の情報 (圧縮情報やメタデータなど) を扱うためのメソッドが追加されています。

Phar アーカイブの作成
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目次
Phar アーカイブの作成: 導入

Phar アーカイブの作成: 導入
そのうちにきちんと書きます。今のところは、とりあえず Phar アーカイブの使用法 を読んでおいてください。

まず最初のとっかかりとしては Phar::buildFromIterator() を読むといいでしょう。そして、アーカイブで使用できる ファイル形式 の詳細を確認します。 phar アーカイブを作成するには、スタブについてきちんと理解しておくことが大切です。 そのためには Phar::setStub()
と Phar::createDefaultStub() を調べるといいでしょう。 ウェブアプリケーションを配布しようと考えているのなら、 Phar::webPhar() と Phar::mungServer() について調べてみましょう。 アーカイブ内のファイルにアクセスするアプリケーションを作成する場合は
Phar::interceptFileFuncs() の使用を検討しましょう。

phar って、tar や zip とは何が違うの?
目次

Phar アーカイブの原料のうち、ファイル形式に依存しないもの
Phar ファイルのスタブ
Phar 形式と Tar 形式、Zip 形式の徹底比較
Tar 形式の phar アーカイブ
Zip 形式の phar アーカイブ
Phar ファイルフォーマット
グローバルな Phar ビットマップフラグ
Phar マニフェストのファイルエントリの定義
Phar のシグネチャの書式

Phar アーカイブの原料のうち、ファイル形式に依存しないもの
すべての Phar アーカイブは、三つあるいは四つの部分から構成されています。

1. スタブ

2. 内容を説明するマニフェスト

3. ファイルの内容

4. [オプション] Phar の整合性を検証するためのシグネチャ (phar 形式の場合のみ)

Phar ファイルのスタブ
Phar のスタブは、単純な PHP ファイルです。必要最小限のスタブは、次のようになります。
<?php __HALT_COMPILER();

スタブには、少なくとも __HALT_COMPILER(); トークンが必要です。 典型的なスタブは、次のように読み込み機能を含んでいます。
<?php
Phar::mapPhar();
include 'phar://myphar.phar/index.php';
__HALT_COMPILER();

Phar スタブの内容には特に制限はありません。唯一の制約は、最後が __HALT_COMPILER(); でなければならないということです。 PHP の終了タグ
?>

は含めても含めなくてもかまいません。 しかし、; と終了タグ
?>

の間にはひとつ以上の空白を含めてはいけません。 もしそうしてしまうと、phar 拡張モジュールは その Phar アーカイブのマニフェストを処理できなくなります。

tar 形式あるいは zip 形式の phar アーカイブでは、スタブは .phar/stub.php というファイルに保存されます。 phar 形式の phar アーカイブのデフォルトのスタブには 約 7k のコードが含まれており、このコードが phar の展開と実行を行います。 詳細は
Phar::createDefaultStub() を参照ください。

tar 形式あるいは zip 形式の phar アーカイブにおける phar エイリアスの保存先は .phar/alias.txt で、これはプレーンテキスト形式となります。

Phar 形式と Tar 形式、Zip 形式の徹底比較
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phar 拡張モジュールがサポートする 3 つのファイル形式って、何がどう違うのでしょう? その答えを次の表にまとめました。

機能マトリックス: Phar vs. Tar vs. Zip
機能 Phar Tar Zip

一般的なファイル形式 No Yes Yes
Phar 拡張モジュールなしでの実行 [1] Yes No No
ファイル単位での圧縮 Yes No Yes
アーカイブ全体の圧縮 Yes Yes No
アーカイブ全体のシグネチャによる検証 Yes Yes Yes (PHP 5.3.1+)
ウェブアプリケーションへの対応 Yes Yes Yes
ファイルごとのメタデータ Yes Yes Yes
アーカイブ単位のメタデータ Yes Yes Yes
アーカイブの作成/変更 [2] Yes Yes Yes
すべてのストリームラッパー関数への対応 Yes Yes Yes
phar.readonly=1 の場合でも作成/変更が可能 [3] No Yes Yes

ヒント

[1] Phar 拡張モジュールが使用できない環境で Phar アーカイブの中身に PHP からアクセスする場合は、その スタブ を使用します。ここに phar アーカイブの中身を展開するコードが含まれています。 phar 拡張モジュールが見つからない場合は、 Phar::createDefaultStub()
で作成したスタブが phar アーカイブを展開し、テンポラリディレクトリ内でそれを実行します。

ヒント

[2] 書き込みアクセスを行うには、php.ini あるいはコマンドラインで phar.readonly を無効にする必要があります。

ヒント

[3] tar および zip 形式のアーカイブでファイル名に .phar がつかない、かつ実行スタブ .phar/stub.php を含まないファイルは phar.readonly=1 でも作成できます。

Tar 形式の phar アーカイブ
tar 形式のアーカイブは、より近代的な USTAR フォーマットを使用しています。 tar 形式のファイルヘッダは、zip 形式よりも効率的にアクセスできるよう設計されています。 また、phar ファイルフォーマットともほぼ同じくらいに効率的です。 phar アーカイブ内のファイ
ル名は、フルパスで 255 バイトまでという制限があります。 tar 形式の phar アーカイブでは、アーカイブ内のファイルの数に制限はありません。 このアーカイブは gzip や bzip2 で圧縮することができ、 そのまま Phar 拡張モジュールで実行できます。

アーカイブ全体を圧縮するには Phar::compress() を使用します。 アーカイブ全体の圧縮を解くには Phar::decompress() を使用します。

Zip 形式の phar アーカイブ
zip 形式のアーカイブは、zip ファイル形式に組み込まれているいくつかの機能に対応しています。 ファイルごとのメタデータやアーカイブ全体のメタデータを、 文字列にシリアル化して zip ファイルのコメントや zip アーカイブのコメントとして格納することができます。 ま
た、既存の zip コメントも文字列として読み込むことができます。 zlib 圧縮ではファイル単位の圧縮の読み書き、 そして bzip2 圧縮ではファイル単位の圧縮の読み込みに対応しています。 zip 形式の phar アーカイブでは、アーカイブ内のファイルの数に制限はありません。
空のディレクトリを zip アーカイブに保存する際には、最後にスラッシュをつけた my/directory/ のような形式のファイルとなります。

Phar ファイルフォーマット
phar ファイル形式は スタブ/マニフェスト/コンテンツ/シグネチャ で構成されており、phar アーカイブ内に何が含まれているのかについての重要な情報は マニフェスト に格納されます。

Phar マニフェストは高度に最適化された書式で、 ファイル単位で圧縮やパーミッションの情報を指定することができ、 さらにファイルのユーザやグループなど、独自に定義したメタデータも含めることができます。 1 バイトをこえる大きさの値はリトルエンディアン形式のバ
イト順で保存されます。 ただし API バージョンだけは例外です。これは 3 ニブルのデータですが、 歴史的な理由によりビッグエンディアン形式のバイト順で保存されます。

未使用のフラグはすべて将来の使用に備えて予約されています。 したがって、独自の情報を保存するためにそれを使用してはいけません。 特定のファイルについて独自の情報を保存するには、 ファイル単位のメタデータ機能を使用します。

Phar アーカイブマニフェストの基本的なファイルフォーマットは、次のようになります。

グローバル Phar マニフェスト書式
バイト数 説明

4 バイト マニフェスト全体のバイト長 (最大 1 MB)。
4 バイト Phar 内のファイル数。
2 バイト Phar マニフェストの API バージョン (現在は 1.0.0)。
4 バイト グローバルな Phar ビットマップフラグ。
4 バイト Phar のエイリアスの長さ。
?? Phar のエイリアス (先ほどの長さに基づきます)。
4 バイト Phar のメタデータの長さ (存在しない場合は 0)。
?? シリアライズ化された Phar メタデータ。serialize() 形式で格納される。
最低でも 24 * エントリ数ぶんのバイト各ファイルのエントリ
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グローバルな Phar ビットマップフラグ
これが、Phar 拡張モジュールが現在 Phar フラットビットマップとして認識するフラグです。

認識するビットマップ値
値 説明

0x00010000設定されている場合、この Phar には検証用シグネチャが含まれます。
0x00001000設定されている場合、この Phar には zlib 圧縮されたファイルが少なくともひとつ含まれます。
0x00002000設定されている場合、この Phar には bzip 圧縮されたファイルが少なくともひとつ含まれます。

Phar マニフェストのファイルエントリの定義
マニフェスト内の各ファイルについて、次のような情報が含まれます。

Phar マニフェストのファイルエントリ
バイト数 説明
4 バイトファイル名の長さを表すバイト数。
?? ファイル名 (先ほど指定した長さになります)。
4 バイト圧縮前のファイルサイズを表すバイト数。
4 バイトファイルの Unix タイムスタンプ。
4 バイト圧縮後のファイルサイズを表すバイト数。
4 バイト圧縮前のファイルの CRC32 チェックサム。
4 バイトファイル固有のビットマップフラグ。
4 バイトシリアライズされたファイルのメタデータの長さ (存在しない場合は 0)。
?? シリアライズされたファイルのメタデータ。serialize() の形式で格納される。

API バージョン 1.1.1 では、空のディレクトリの最後にスラッシュをつけて my/directory/ のような形式で保存されることに注意しましょう。

ファイル固有のビットマップ値として認識される値は次のとおりです。

認識されるビットマップ値
値 説明

0x000001FF これらのビットは、ファイルの特定のパーミッションを定義するために予約されています。 このパーミッションは fstat() で用いられ、 ファイルを展開する際に特定のパーミッションを指定することができます。
0x00001000設定されている場合、このファイルは zlib で圧縮されています。
0x00002000設定されている場合、このファイルは bzip で圧縮されています。

Phar のシグネチャの書式
シグネチャを含む Phar は、常にシグネチャを保持しています。 シグネチャの場所は、 ローダ、マニフェスト、実際のファイルの内容に続く Phar アーカイブの最後の部分です。 現在サポートしているシグネチャのフォーマットは MD5 および SHA1 の二種類です。

シグネチャのフォーマット
バイト長 説明

16 あるいは 20 バイト実際のシグネチャ。SHA1 の場合は 20 バイト、 MD5 の場合は 16 バイト、 SHA256 の場合は 32 バイト、 そして SHA512 の場合は 64 バイトとなります。
4 バイト シグネチャのフラグ。0x0001 は MD5 シグネチャ、そして 0x0002 は SHA1 シグネチャ、 0x0004 は SHA256 シグネチャ、 0x0008 は SHA512 シグネチャを表します。 SHA256 および SHA512 は、API バージョン 1.1.0 以降で対応します。
4 バイト GBMB という固定値で、 シグネチャが存在することを表します。

Phar クラス
導入
Phar クラスは、phar アーカイブへのアクセスや作成のための高レベルインターフェイスを提供します。

クラス概要
Phar extends RecursiveDirectoryIterator implements Countable , ArrayAccess {
/* プロパティ */
/* メソッド */

$dirname
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void addEmptyDir ( string  )
void addFile ( string $file [, string $localname ] )
void addFromString ( string $localname , string $contents )
string apiVersion ( void )
array buildFromDirectory ( string $base_dir [, string $regex ] )
array buildFromIterator ( Iterator $iter [, string $base_directory ] )
bool canCompress ([ int $type = 0 ] )
bool canWrite ( void )
object compress ( int $compression [, string $extension ] )
bool compressAllFilesBZIP2 ( void )
bool compressAllFilesGZ ( void )
void compressFiles ( int $compression )
void __construct ( string $fname [, int $flags [, string $alias ]] )
PharData convertToData ([ int $format = 9021976 [, int $compression = 9021976 [, string $extension ]]] )
Phar convertToExecutable ([ int $format = 9021976 [, int $compression = 9021976 [, string $extension ]]] )
bool copy ( string $oldfile , string $newfile )
int count ( void )
string createDefaultStub ([ string $indexfile [, string $webindexfile ]] )
object decompress ([ string $extension ] )
bool decompressFiles ( void )
bool delMetadata ( void )
bool delete ( string $entry )
bool extractTo ( string $pathto [, string|array $files [, bool $overwrite = false ]] )
mixed getMetaData ( void )
bool getModified ( void )
array getSignature ( void )
string getStub ( void )
array getSupportedCompression ( void )
array getSupportedSignatures ( void )
string getVersion ( void )
bool hasMetadata ( void )
void interceptFileFuncs ( void )
bool isBuffering ( void )
mixed isCompressed ( void )
bool isFileFormat ( int $format )
bool isValidPharFilename ( string $filename [, bool $executable = true ] )
bool isWritable ( void )
bool loadPhar ( string $filename [, string $alias ] )
bool mapPhar ([ string $alias [, int $dataoffset = 0 ]] )
void mount ( string $pharpath , string $externalpath )
void mungServer ( array $munglist )
bool offsetExists ( string $offset )
int offsetGet ( string $offset )
void offsetSet ( string $offset , string $value )
bool offsetUnset ( string $offset )
string running ([ bool $retphar = true ] )
bool setAlias ( string $alias )
bool setDefaultStub ([ string $index [, string $webindex ]] )
void setMetadata ( mixed $metadata )
void setSignatureAlgorithm ( int $sigtype [, string $privatekey ] )
bool setStub ( string $stub )
void startBuffering ( void )
void stopBuffering ( void )
bool uncompressAllFiles ( void )
bool unlinkArchive ( string $archive )
void webPhar ([ string $alias [, string $index = "index.php" [, string $f404 [, array $mimetypes [, array $rewrites ]]]]] )
}

Phar::addEmptyDir
(Unknown)

Phar::addEmptyDir — 空のディレクトリを phar アーカイブに追加する

説明

void Phar::addEmptyDir ( string $dirname )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドを使用すると、空のディレクトリが dirname に作成されます。このメソッドは ZipArchive::addEmptyDir() と同じようなものです。
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パラメータ
dirname

phar アーカイブ内に作成する空のディレクトリの名前。

返り値

返り値はありません。失敗時には例外をスローします。

例

例1 Phar::addEmptyDir() の例
<?php
try {
    $a = new Phar('/path/to/phar.phar');

    $a->addEmptyDir('/full/path/to/file');
    // できあがったファイルを確認します
    $b = $a['full/path/to/file']->isDir();
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

PharData::addEmptyDir() - 空のディレクトリを tar/zip アーカイブに追加する
Phar::addFile() - ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::addFromString() - ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する

Phar::addFile
(Unknown)

Phar::addFile — ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する

説明

void Phar::addFile ( string $file [, string $localname ] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドを使用すると、任意のファイルあるいは URL を phar アーカイブに追加することができます。 オプションの 2 番目のパラメータ localname を指定すると、 ファイルはその名前でアーカイブ内に格納されます。指定しなかった場合は、 file パラメータをアーカイ
ブ内のパスとして使用します。 URL を使用する場合は、localname を指定しないと例外がスローされます。 このメソッドは ZipArchive::addFile() と同じようなものです。

パラメータ
file

phar アーカイブに追加したいディスク上のファイルへのフルパスあるいは相対パス。
localname

ファイルをアーカイブ内に格納するときのパス。

返り値

返り値はありません。失敗時には例外をスローします。

例

例1 Phar::addFile() の例
<?php
try {
    $a = new Phar('/path/to/phar.phar');

    $a->addFile('/full/path/to/file');
    // 格納したファイルを確認します
    $b = $a['full/path/to/file']->getContent();

    $a->addFile('/full/path/to/file', 'my/file.txt');
    $c = $a['my/file.txt']->getContent();

    // URL の使用例
    $a->addFile('http://www.example.com', 'example.html');
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
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?>

参考

Phar::offsetSet() - 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
PharData::addFile() - ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
Phar::addFromString() - ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::addEmptyDir() - 空のディレクトリを phar アーカイブに追加する

Phar::addFromString
(Unknown)

Phar::addFromString — ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する

説明

void Phar::addFromString ( string $localname , string $contents )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドを使用すると、任意の文字列を phar アーカイブに追加することができます。 アーカイブ内のファイル名は localname で指定したものとなります。 このメソッドは ZipArchive::addFromString() と同じようなものです。

パラメータ
localname

ファイルをアーカイブ内に格納するときのパス。
contents

ファイルに保存する内容。

返り値

返り値はありません。失敗時には例外をスローします。

例

例1 Phar::addFromString() の例
<?php
try {
    $a = new Phar('/path/to/phar.phar');

    $a->addFromString('path/to/file.txt', 'my simple file');
    $b = $a['path/to/file.txt']->getContent();

    // 大きなファイル用にストリームハンドルから追加するには offsetSet() を使用します
    $c = fopen('/path/to/hugefile.bin');
    $a['largefile.bin'] = $c;
    fclose($c);
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::offsetSet() - 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
PharData::addFromString() - ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
Phar::addFile() - ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::addEmptyDir() - 空のディレクトリを phar アーカイブに追加する

Phar::apiVersion
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::apiVersion — API のバージョンを返す

説明

string Phar::apiVersion ( void )
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phar ファイルフォーマットの API バージョンを返します。 phar を作成する際にこのバージョンが使用されます。 Phar 拡張モジュールが読み込みをサポートしているのは、 バージョン 1.0.0 以降の API です。 SHA-256 や SHA-512 を使用するには API バージョン 1.1.0 以
降が、 そして空のディレクトリを格納するには API バージョン 1.1.1 以降が必要です。

パラメータ

返り値

API のバージョンを、"1.0.0" のような文字列で返します。

例

例1 Phar::apiVersion() の例
<?php
echo Phar::apiVersion();
?>

上の例の出力は以下となります。
1.1.1

Phar::buildFromDirectory
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::buildFromDirectory — ディレクトリ内のファイルから phar を作成する

説明

array Phar::buildFromDirectory ( string $base_dir [, string $regex ] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

ディレクトリの中身をもとに phar アーカイブを作成します。 オプションの 2 番目のパラメータで正規表現 (pcre) を指定すると、特定のファイルを除外することができます。 正規表現にマッチするすべてのファイルがアーカイブに含められ、 それ以外のファイルは除外されま
す。より詳細に制御するには Phar::buildFromIterator() を使用します。

パラメータ
base_dir

アーカイブに追加するすべてのファイルを含むディレクトリへの フルパスあるいは相対パス。
regex

オプションで指定する pcre 正規表現。 これを使用してファイル一覧をフィルタリングします。 正規表現にマッチするファイルパスのみがアーカイブに追加されます。

返り値

Phar::buildFromDirectory() は、連想配列を返します。これは、 ファイルの内部パスをファイルシステム上のフルパスを対応させたものです。

エラー / 例外

このメソッドは、内部ディレクトリイテレータのインスタンスの作成に失敗したときに BadMethodCallException をスローします。 また、phar アーカイブの保存時にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::buildFromDirectory() の例
<?php
// "project.phar" というエイリアスで作成します
$phar = new Phar('project.phar', 0, 'project.phar');
// project 内のすべてのファイルを追加します
$phar->buildFromDirectory(dirname(__FILE__) . '/project');
$phar->setStub($phar->createDefaultWebStub('cli/index.php', 'www/index.php'));

$phar2 = new Phar('project2.phar', 0, 'project2.phar');
// project 内のファイルのうち、php ファイルだけを追加します
$phar->buildFromDirectory(dirname(__FILE__) . '/project', '/\.php$/');
$phar->setStub($phar->createDefaultWebStub('cli/index.php', 'www/index.php'));
?>

参考

Phar::buildFromIterator() - イテレータから phar アーカイブを作成する
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Phar::buildFromIterator
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::buildFromIterator — イテレータから phar アーカイブを作成する

説明

array Phar::buildFromIterator ( Iterator $iter [, string $base_directory ] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar アーカイブをイテレータから作成します。 サポートするイテレータは二種類で、 phar 内のファイル名とディスク上の実際のファイル名を対応させたものか、あるいは DirectoryIterator のように SplFileInfo オブジェクトを返すものです。 SplFileInfo オブジェクトを返す
イテレータの場合は、2 番目のパラメータが必要となります。

パラメータ
iter

phar ファイルと実際の場所の関連を返すイテレータ、 あるいは SplFileInfo オブジェクトを返すイテレータ。
base_directory

SplFileInfo オブジェクトを返すイテレータを指定した際、 phar アーカイブへの追加時にフルパスから取り除く部分。

返り値

Phar::buildFromIterator() は連想配列を返します。 これは、ファイルの内部パスとファイルシステム上のフルパスを対応させたものです。

例

例1 SplFileInfo を使用した Phar::buildFromIterator() の例

ほとんどの phar アーカイブは、実際のディレクトリ構造を反映した形式になっています。 このような場合は 2 番目の方式が最適です。 たとえば、次のようなディレクトリ構成のファイルを含む phar アーカイブを作成してみることにしましょう。
/path/to/project/
                 config/
                        dist.xml
                        debug.xml
                 lib/
                     file1.php
                     file2.php
                 src/
                     processthing.php
                 www/
                     index.php
                 cli/
                     index.php

次のコードを使用すると、これらのファイルを phar アーカイブ "project.phar" に追加します。
<?php
// "project.phar" というエイリアスで作成します
$phar = new Phar('project.phar', 0, 'project.phar');
$phar->buildFromIterator(
    new RecursiveIteratorIterator(
     new RecursiveDirectoryIterator('/path/to/project')),
    '/path/to/project');
$phar->setStub($phar->createDefaultWebStub('cli/index.php', 'www/index.php'));
?>

これで、ファイル project.phar はすぐに使えるようになります。 Phar::buildFromIterator() は圧縮やメタデータの設定を行いません。 これらは phar アーカイブを作成した後で行うことができます。

興味深いことに、Phar::buildFromIterator() を使用して既存の phar アーカイブの中身をコピーすることもできます。 というのも Phar オブジェクトは DirectoryIterator を継承しているからです。
<?php
// "project.phar" というエイリアスで作成します
$phar = new Phar('project.phar', 0, 'project.phar');
$phar->buildFromIterator(
    new RecursiveIteratorIterator(
     new Phar('/path/to/anotherphar.phar')),
    'phar:///path/to/anotherphar.phar/path/to/project');
$phar->setStub($phar->createDefaultWebStub('cli/index.php', 'www/index.php'));
?>

例2 その他のイテレータを使用した Phar::buildFromIterator() の例

それ以外の形式のイテレータでは、 key => value の対応を返すものを使用できます。たとえば ArrayIterator などです。
<?php
// "project.phar" というエイリアスで作成します
$phar = new Phar('project.phar', 0, 'project.phar');
$phar->buildFromIterator(
    new ArrayIterator(
     array(
        'internal/file.php' => dirname(__FILE__) . '/somefile.php',
        'another/file.jpg' => fopen('/path/to/bigfile.jpg', 'rb'),
     )));
$phar->setStub($phar->createDefaultWebStub('cli/index.php', 'www/index.php'));
?>
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エラー / 例外

このメソッドは、イテレータが間違った値 (たとえば文字列キーではなく整数キーなど) を返した場合に UnexpectedValueException を返します。また、SplFileInfo 型のイテレータを渡したときに base_directory を指定しなかった場合は BadMethodCallException を、 phar
アーカイブの保存時にエラーが発生した場合は PharException を返します。

参考

Phar::buildFromDirectory() - ディレクトリ内のファイルから phar を作成する

Phar::canCompress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::canCompress — phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す

説明

bool Phar::canCompress ([ int $type = 0 ] )

これは、圧縮されたファイルを含む phar を読み込む前に、 圧縮が可能かどうかを調べるために使用します。

パラメータ
type

Phar::GZ あるいは Phar::BZ2 のいずれかを指定し、指定した圧縮アルゴリズムでの圧縮が可能かどうかを調べます。

返り値

圧縮/展開 が可能な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 Phar::canCompress() の例
<?php
if (Phar::canCompress()) {
    echo file_get_contents('phar://compressedphar.phar/internal/file.txt');
} else {
    echo '圧縮はできません';
}
?>

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::convertToExecutable() - phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
Phar::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

Phar::canWrite
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::canWrite — phar 拡張モジュールが phar の書き込みや作成をサポートしているかどうかを返す

説明

bool Phar::canWrite ( void )

この静的メソッドは、書き込みアクセスが php.ini の phar.readonly で無効にされているかどうかを調べます。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

書き込みが可能な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 Phar::canWrite() の例
<?php
if (Phar::canWrite()) {
    file_put_contents('phar://myphar.phar/file.txt', 'hi there');
}
?>

参考

phar.readonly
Phar::isWritable() - phar アーカイブが変更可能な場合に true を返す

Phar::compress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::compress — Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する

説明

object Phar::compress ( int $compression [, string $extension ] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

tar 形式あるいは phar 形式の phar アーカイブの場合は、 このメソッドはアーカイブ全体を gzip あるいは bzip2 で圧縮します。 できあがったファイルは gunzip/bunzip コマンドで処理することもできますし、 Phar 拡張モジュールで直接透過的に使用することもできます。

zip 形式の phar アーカイブの場合は、このメソッドは失敗して例外が発生します。 gzip で圧縮するためには zlib 拡張モジュールが、そして bzip2 で圧縮するためには bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使
用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

さらに、このメソッドは自動的にアーカイブの名前を変更し、 .gz あるいは .bz2 を追加します。Phar::NONE を渡して圧縮を解除した場合は拡張子も削除します。 もうひとつの方法として、ファイルの拡張子を 2 番目のパラメータで指定することもできます。

パラメータ
compression

圧縮を行う場合には Phar::GZ あるいは Phar::BZ2、圧縮を解除する場合には Phar::NONE を指定します。
extension

デフォルトでは、phar 形式のアーカイブを圧縮する際の拡張子は .phar.gz あるいは .phar.bz2 となり、tar 形式のアーカイブを圧縮する際の拡張子は .phar.tar.gz あるいは .phar.tar.bz2 となります。伸長の際は、デフォルトの拡張子は .phar および .phar.tar となり
ます。

返り値

Phar オブジェクトを返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、zlib 拡張モジュールが使用できない場合、あるいは bzip2 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::compress() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
$p1 = $p->compress(Phar::GZ); // /path/to/my.phar.gz にコピーします
$p2 = $p->compress(Phar::BZ2); // /path/to/my.phar.bz2 にコピーします
$p3 = $p2->compress(Phar::NONE); // 例外: /path/to/my.phar は既に存在します
?>

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
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PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharData::compress() - tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する

Phar::compressAllFilesBZIP2
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::compressAllFilesBZIP2 — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する

説明

bool Phar::compressAllFilesBZIP2 ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は Phar::compress()、 Phar::decompress()、Phar::compressFiles() および Phar::decompressFiles() をご利用ください。

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドは、Phar アーカイブ内のすべてのファイルを bzip2 で圧縮します。この機能を使用するには bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 また、すでに gzip で圧縮されているファイルを処理するためには、 まず gzip を伸張してから bzip2 で再
圧縮するため、 zlib 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、bzip2 拡張モジュールが使用できない場合、あるいは gzip で圧縮されたファイルがあるのに zlib 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::compressAllFilesBZIP2() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
    var_dump($file->isCompressedGZ());
}
$p->compressAllFilesBZIP2();
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
    var_dump($file->isCompressedGZ());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(10) "myfile.txt"
bool(true)
bool(true)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(true)
bool(true)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
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PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

Phar::compressAllFilesGZ
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::compressAllFilesGZ — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する

説明

bool Phar::compressAllFilesGZ ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は Phar::compress()、 Phar::decompress()、Phar::compressFiles() および Phar::decompressFiles() をご利用ください。

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

tar 形式の phar アーカイブの場合は、このメソッドはアーカイブ全体を gzip で圧縮します。 できあがったファイルは gunzip コマンドで処理することもできますし、 Phar 拡張モジュールで直接透過的に使用することもできます。

zip 形式あるいは phar 形式の phar アーカイブの場合は、このメソッドは Phar アーカイブ内のすべてのファイルを gzip で圧縮します。 この機能を使用するには zlib 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 また、すでに bzip2 で圧縮されているファイルを処
理するためには、 まず bzip2 を伸張してから gzip で再圧縮するため、 bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、zlib 拡張モジュールが使用できない場合、あるいは bzip2 で圧縮されたファイルがあるのに bzip2 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::compressAllFilesGZ() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
    var_dump($file->isCompressedGZ());
}
$p->compressAllFilesGZ();
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
    var_dump($file->isCompressedGZ());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(10) "myfile.txt"
bool(true)
bool(false)
bool(true)
string(11) "myfile2.txt"
bool(true)
bool(false)
bool(true)

参考
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PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

Phar::compressFiles
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::compressFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する

説明

void Phar::compressFiles ( int $compression )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

tar 形式の phar アーカイブでは、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。 というのも、tar ファイルフォーマットではアーカイブ内の個別のファイルの圧縮をサポートしていないからです。 Phar::compress() を使用して、tar 形式の phar アーカイブ全体
を圧縮します。

zip 形式および phar 形式の phar アーカイブでは、 このメソッドは Phar アーカイブ内のすべてのファイルを指定した方式で圧縮します。 この機能を使用するには、zlib 拡張モジュールあるいは bzip2 拡張モジュールが有効になっている必要があります。さらに、 もし既に
bzip2/zlib で圧縮されているファイルがある場合は、 いったんその圧縮を解除するために対応する拡張モジュールが必要となります。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するためには INI 設定 phar.readonly が off になっている必要があります。

パラメータ
compression

圧縮を行う場合は Phar::GZ あるいは Phar::BZ2、圧縮を解除するためには Phar::NONE のいずれかを指定しなければなりません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、zlib 拡張モジュールが有効でない場合、 あるいは既に bzip2 圧縮されているファイルがあるのに bzip2 拡張モジュールが有効でない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::compressFiles() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
$p->compressFiles(Phar::GZ);
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(10) "myfile.txt"
int(4096)
bool(false)
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bool(true)
string(11) "myfile2.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する

Phar::__construct
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::__construct — Phar アーカイブオブジェクトを作成する

説明

void Phar::__construct ( string $fname [, int $flags [, string $alias ]] )

パラメータ
fname

既存の Phar アーカイブ、あるいは作成したいアーカイブへのパス。
flags

親クラス RecursiveDirectoryIterator に渡すフラグ。
alias

ストリーム機能をコールする場合に Phar アーカイブが参照するエイリアス。

エラー / 例外

二度コールされた場合に BadMethodCallException、 phar アーカイブがオープンできなかった場合に UnexpectedValueException がスローされます。

例

例1 Phar::__construct() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', CURRENT_AS_FILEINFO | KEY_AS_FILENAME,
                  'my.phar');
} catch (UnexpectedValueException $e) {
    die('my.phar をオープンできません');
} catch (BadMethodCallException $e) {
    echo 'これはありえません';
}
// これは動作します
echo file_get_contents('phar://my.phar/example.txt');
// これも動作します
echo file_get_contents('phar:///path/to/my.phar/example.txt');
?>

Phar::convertToData
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::convertToData — phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

説明

PharData Phar::convertToData ([ int $format = 9021976 [, int $compression = 9021976 [, string $extension ]]] )

このメソッドは、実行可能な phar アーカイブを tar あるいは zip ファイルに変換します。 tar あるいは zip を実行可能ではない形式にするため、 phar スタブおよび phar エイリアスファイルはアーカイブから削除されます。
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何も変更しなかった場合、もしアーカイブが phar 形式ならこのメソッドは BadMethodCallException をスローします。 tar あるいは zip 形式のアーカイブの場合は、 このメソッドはアーカイブを実行可能でない形式に変換します。

成功した場合は、このメソッドはディスク上に新しいアーカイブを作成して PharData オブジェクトを返します。 古いアーカイブは削除されずディスク上に残るので、 処理を終えたら手動で削除する必要があります。

パラメータ
format

これは Phar::TAR あるいは Phar::ZIP のいずれかとなります。 NULL を指定すると、現在のファイル形式をそのまま保持します。
compression

アーカイブ全体の圧縮を行わない場合は Phar::NONE、 zlib による圧縮の場合は Phar::GZ、そして bzip による圧縮の場合は Phar::BZ2 のいずれかを指定します。
extension

このパラメータは、変換後のアーカイブのデフォルトのファイル拡張子を変更します。 実行可能でない tar や zip アーカイブのファイル名としては .phar は使用できないことに注意しましょう。

tar 形式の phar アーカイブの場合、デフォルトの拡張子は圧縮形式によって .tar、.tar.gz、 .tar.bz2 のいずれかとなります。 zip 形式のアーカイブの場合、デフォルトの拡張子は .zip となります。

返り値

このメソッドは、成功した場合に PharData オブジェクトを返します。失敗した場合は例外をスローします。

エラー / 例外

圧縮ができない場合や無効な圧縮方式が指定された場合、あるいは Phar::startBuffering() でバッファリングしたまま Phar::stopBuffering() を実行していないアーカイブを処理しようとした場合に BadMethodCallException をスローします。 また、phar 作成中に何らかの問題
が発生した場合に PharException をスローします。

例

例1 Phar::convertToData() の例

Phar::convertToData() の使用法です。
<?php
try {
    $tarphar = new Phar('myphar.phar.tar');
    // myphar.phar.tar は削除 *されない* ことに注意しましょう
    // 実行可能ではない tar 形式に変換し
    // myphar.tar を作成します
    $tar = $tarphar->convertToData();
    // 実行可能でない zip 形式に変換し myphar.zip を作成します
    $zip = $tarphar->convertToData(Phar::ZIP);
    // myphar.tbz を作成します
    $tgz = $tarphar->convertToData(Phar::TAR, Phar::BZ2, '.tbz');
    // myphar.phar.tgz を作成します
    $phar = $tarphar->convertToData(Phar::PHAR); // 例外をスローします
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::convertToExecutable() - phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
PharData::convertToExecutable() - 実行可能でない tar/zip アーカイブを実行可能な phar アーカイブ形式に変換する
PharData::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

Phar::convertToExecutable
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::convertToExecutable — phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する

説明

Phar Phar::convertToExecutable ([ int $format = 9021976 [, int $compression = 9021976 [, string $extension ]]] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドは、phar アーカイブを別のファイル形式に変換します。 たとえば、zip 形式の実行可能な phar アーカイブあるいは phar 形式の実行可能な phar アーカイブから tar 形式の実行可能な phar アーカイブを作成することができます。 さらに、tar あるいは phar 形
式のアーカイブについてはアーカイブ全体を圧縮することもできます。

何も変更しなかった場合、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。

成功した場合は、このメソッドはディスク上に新しいアーカイブを作成して Phar オブジェクトを返します。 古いアーカイブは削除されずディスク上に残るので、 処理を終えたら手動で削除する必要があります。
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パラメータ
format

これは Phar::PHAR、Phar::TAR あるいは Phar::ZIP のいずれかとなります。 NULL を指定すると、現在のファイル形式をそのまま保持します。
compression

アーカイブ全体の圧縮を行わない場合は Phar::NONE、 zlib による圧縮の場合は Phar::GZ、そして bzip による圧縮の場合は Phar::BZ2 のいずれかを指定します。
extension

このパラメータは、変換後のアーカイブのデフォルトのファイル拡張子を変更します。 実行可能でない tar や zip アーカイブのファイル名としては .phar は使用できないことに注意しましょう。

phar 形式のアーカイブに変換する場合、デフォルトの拡張子は圧縮形式によって .phar、.phar.gz あるいは .phar.bz2 のいずれかとなります。tar 形式のアーカイブの場合、デフォルトの拡張子は .phar.tar、.phar.tar.gz および .phar.tar.bz2 です。zip 形式のアーカイ
ブの場合、 デフォルトの拡張子は .phar.zip となります。

返り値

このメソッドは、成功した場合に Phar オブジェクトを返します。失敗した場合は例外をスローします。

エラー / 例外

圧縮ができない場合や無効な圧縮方式が指定された場合、あるいは Phar::startBuffering() でバッファリングしたまま Phar::stopBuffering() を実行していないアーカイブを処理しようとした場合に BadMethodCallException をスローします。 また、書き込みサポートが無効な
場合に UnexpectedValueException、 phar 作成中に何らかの問題が発生した場合に PharException をスローします。

例

例1 Phar::convertToExecutable() の例

Phar::convertToExecutable() の使用例です。
<?php
try {
    $tarphar = new Phar('myphar.phar.tar');
    // phar ファイル形式に変換します
    // myphar.phar.tar は削除 *されない* ことに注意しましょう
    $phar = $tarphar->convertToExecutable(Phar::PHAR); // myphar.phar を作成します
    $phar->setStub($phar->createDefaultStub('cli.php', 'web/index.php'));
    // myphar.phar.tgz を作成します
    $compressed = $phar->convertToExecutable(Phar::TAR, Phar::GZ, '.phar.tgz');
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
PharData::convertToExecutable() - 実行可能でない tar/zip アーカイブを実行可能な phar アーカイブ形式に変換する
PharData::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

Phar::copy
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::copy — phar アーカイブ内のファイルを、phar 内で別の新しいファイルとしてコピーする

説明

bool Phar::copy ( string $oldfile , string $newfile )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar アーカイブ内のファイルを、そのアーカイブ内で別の新しいファイルとしてコピーします。 これは、phar ストリームラッパーでの copy() と同等の操作をオブジェクト指向で行うものです。

パラメータ
oldfile

newfile

返り値

成功した場合に TRUE を返します。しかし、より安全を期すなら try/catch ブロック内で使用して例外がスローされないことを確認するといいでしょう。

エラー / 例外
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コピー元のファイルが存在しない、コピー先のファイルが既に存在する、 書き込みアクセスが無効になっている、どちらかのファイルのオープンに失敗した、 あるいはコピー元のファイルの読み込みに失敗した場合に UnexpectedValueException をスローします。 変更内容の
phar への書き込みに失敗した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::copy() の例

この例は、Phar::copy() の使用法のほかに それと同等の操作をストリームラッパーで行う方法を示すものです。 これらの方式の最大の違いはエラー処理です。 Phar のすべてのメソッドは例外をスローしますが、ストリームラッパーの場合は trigger_error() を使用します。
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar['a'] = 'hi';
    $phar->copy('a', 'b');
    echo $phar['b']; // 出力は "hi"
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}

// 上のコードと同等の処理をストリームラッパーで行う例。
// エラー時には例外ではなく E_WARNINGS が発生します
copy('phar://myphar.phar/a', 'phar//myphar.phar/c');
echo file_get_contents('phar://myphar.phar/c'); // 出力は "hi"
?>

Phar::count
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::count — Phar アーカイブ内のエントリ (ファイル) の数を返す

説明

int Phar::count ( void )

パラメータ

返り値

この phar ファイルに含まれるファイルの数を返します。 存在しない場合は 0 (数字のゼロ) を返します。

例

例1 Phar::count() の例
<?php
// 存在しないことを確実にしておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar を作成できません', $e;
}
echo 'phar のエントリ数は ' . $p->count() . " です\n";
$p['file.txt'] = 'hi';
echo 'phar のエントリ数は ' . $p->count() . " です\n";
?>

上の例の出力は以下となります。

phar のエントリ数は 0 です
phar のエントリ数は 1 です

Phar::createDefaultStub
(Unknown)

Phar::createDefaultStub — phar ファイルフォーマット用のスタブを作成する

説明

string Phar::createDefaultStub ([ string $indexfile [, string $webindexfile ]] )

このメソッドは、phar ファイル形式のスタブを作成するためのもので、 tar 形式や zip 形式の phar アーカイブでは使用しません。

PHP でかかれた起動ローダー (スタブ) を含む Phar アーカイブを PHP から実行するには、次のようにそれをインクルードするか、
<?php
include 'myphar.phar';
?>
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あるいは単に実行します。
php myphar.phar
    

このメソッドは、phar アーカイブの起動時に実行するスタブ用のメソッドを作成します。 さらに、phar アーカイブをコマンドラインやウェブサーバから実行する際には別のファイルを指定することもできます。 ローダースタブは Phar::interceptFileFuncs() もコールで
き、PHP のアプリケーションからファイルシステムを簡単に扱えるようになります。 phar 拡張モジュールが存在しない場合は、 ローダースタブが phar アーカイブの内容を一時ディレクトリに展開し、 そのファイルを操作します。 シャットダウン関数が、この一時ファイル群
を削除します。

返り値

独自の起動ローダー (スタブ) を文字列で返します。 これを用いて作成した Phar アーカイブは、 Phar 拡張モジュールが有効になっていない環境でも実行することができます。

エラー / 例外

パラメータの長さが 400 バイトをこえる場合に UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 Phar::createDefaultStub() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar->setStub($phar->createDefaultStub('cli.php', 'web/index.php'));
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

参考

Phar::setStub() - Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する
Phar::getStub() - Phar アーカイブの PHP ローダーあるいは起動スタブを返す

Phar::decompress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::decompress — Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する

説明

object Phar::decompress ([ string $extension ] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

tar 形式あるいは phar 形式の phar アーカイブの場合は、 このメソッドはアーカイブ全体の圧縮を解除します。

zip 形式の phar アーカイブの場合は、このメソッドは失敗して例外が発生します。 gzip で圧縮されたファイルの圧縮を解除するためには zlib 拡張モジュールが、そして bzip2 で圧縮されたファイルの圧縮を解除するためには bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければ
なりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

さらに、このメソッドは自動的にアーカイブの拡張子を変更し、 phar アーカイブなら .phar、 tar 形式のアーカイブなら .phar.tar をデフォルトで追加します。 もうひとつの方法として、ファイルの拡張子を 2 番目のパラメータで指定することもできます。

パラメータ
extension

圧縮を解除する場合、デフォルトのファイル拡張子は .phar および .phar.tar です。 このパラメータを使用すると、別の拡張子を指定することができます。 実行可能な phar アーカイブは、ファイル名に必ず .phar を含まなければならないことに注意しましょう。

返り値

Phar オブジェクトを返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、zlib 拡張モジュールが使用できない場合、あるいは bzip2 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::decompress() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar.gz');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
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$p3 = $p2->decompress(); // /path/to/my.phar を作成します
?>

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharData::compress() - tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する

Phar::decompressFiles
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::decompressFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する

説明

bool Phar::decompressFiles ( void )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

tar 形式の phar アーカイブでは、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。 というのも、tar ファイルフォーマットではアーカイブ内の個別のファイルの圧縮をサポートしていないからです。 Phar::compress() を使用して、tar 形式の phar アーカイブ全体
を圧縮します。

zip 形式および phar 形式の phar アーカイブでは、 このメソッドは Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除します。 もし bzip2/zlib で圧縮されているファイルがある場合は、 この機能を使用するには、zlib 拡張モジュールあるいは bzip2 拡張モジュールが有効
になっている必要があります。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するためには INI 設定 phar.readonly が off になっている必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、zlib 拡張モジュールが有効でない場合、 あるいは既に bzip2 圧縮されているファイルがあるのに bzip2 拡張モジュールが有効でない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::decompressFiles() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
$p->compressFiles(Phar::GZ);
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
$p->decompressFiles();
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)
string(11) "myfile2.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
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bool(false)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する

Phar::delMetadata
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.0)

Phar::delMetadata — phar のグローバルメタデータを削除する

説明

bool Phar::delMetadata ( void )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar のグローバルメタデータを削除します。

パラメータ

返り値

成功した場合に TRUE を返します。しかし、より安全を期すなら try/catch ブロック内で使用して例外がスローされないことを確認するといいでしょう。

エラー / 例外

変更をディスクに書き戻す際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::delMetaData() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    var_dump($phar->getMetadata());
    $phar->setMetadata("hi there");
    var_dump($phar->getMetadata());
    $phar->delMetadata();
    var_dump($phar->getMetadata());
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
string(8) "hi there"
NULL

参考

Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す
Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す

Phar::delete
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)
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Phar::delete — phar アーカイブ内のファイルを削除する

説明

bool Phar::delete ( string $entry )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

アーカイブ内のファイルを削除します。 これは、ストリームラッパー上で unlink() をコールするのと同じ意味です。以下に例を示します。

パラメータ
entry

削除したいファイルの、アーカイブ内でのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 しかし、例外がスローされているかどうかを確認したうえで 例外がなければ成功とみなすほうがいいでしょう。

エラー / 例外

変更内容をディスクに書き込む際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::delete() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar->delete('unlink/me.php');
    // これは以下と同じ意味です
    unlink('phar://myphar.phar/unlink/me.php');
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

参考

PharData::delete() - tar/zip アーカイブ内のファイルを削除する
Phar::unlinkArchive() - phar アーカイブをディスクとメモリから完全に削除する

Phar::extractTo
(Unknown)

Phar::extractTo — phar アーカイブの内容をディレクトリに展開する

説明

bool Phar::extractTo ( string $pathto [, string|array $files [, bool $overwrite = false ]] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar アーカイブ内のすべてのファイルをディスクに展開します。 展開されたファイルやディレクトリは、アーカイブに保存されたときのパーミッションを維持しています。 オプションのパラメータを使用すると、どのファイルを展開するかを制御したり 既存のファイルを上書
きするかどうかを指定したりすることができます。 2 番目のパラメータ files には、 展開したいファイルやディレクトリの名前、あるいはその配列を指定します。 デフォルトでは、このメソッドは既存のファイルを上書きしません。 3 番目のパラメータを true にすると既存の
ファイルを上書きさせることができます。 このメソッドは ZipArchive::extractTo() と同じようなものです。

パラメータ
pathto

アーカイブ内のファイルへのパス。
files

展開したいファイル名/ディレクトリ名、あるいはその配列。
overwrite

TRUE にすると既存のファイルを上書きします。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。 しかし、例外がスローされているかどうかを確認したうえで 例外がなければ成功とみなすほうがいいでしょう。

エラー / 例外

変更内容をディスクに書き込む際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::extractTo() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar->extractTo('/full/path'); // すべてのファイルを展開します
    $phar->extractTo('/another/path', 'file.txt'); // file.txt のみを展開します
    $phar->extractTo('/this/path',
        array('file1.txt', 'file2.txt')); // 2 つのファイルだけを展開します
    $phar->extractTo('/third/path', null, true); // すべてのファイルを展開し、上書きします
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

参考

PharData::extractTo() - tar/zip アーカイブの内容をディレクトリに展開する

Phar::getMetaData
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::getMetaData — phar アーカイブのメタデータを返す

説明

mixed Phar::getMetaData ( void )

アーカイブのメタデータを取得します。メタデータは、PHP の任意の変数をシリアライズしたものです。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

Phar アーカイブのメタデータとして保存されている、シリアライズ可能な任意の PHP 変数を返します。 メタデータが保存されていない場合は NULL を返します。

例

例1 Phar::getMetaData() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['file.php'] = '<?php echo "hello";';
    $p->setMetaData(array('bootstrap' => 'file.php'));
    var_dump($p->getMetaData());
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar を変更できません:', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["bootstrap"]=>
  string(8) "file.php"
}

参考

Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::delMetadata() - phar のグローバルメタデータを削除する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
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Phar::getModified
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::getModified — phar が変更されているかどうかを返す

説明

bool Phar::getModified ( void )

このメソッドを使用すると、phar 内のファイルが 削除されたり変更されたりしているかどうかを判断できます。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

オープンした後でファイルが変更されている場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

Phar::getSignature
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::getSignature — Phar アーカイブの MD5/SHA1/SHA256/SHA512/OpenSSL シグネチャを返す

説明

array Phar::getSignature ( void )

phar アーカイブの検証用シグネチャを、 十六進文字列で返します。

パラメータ

返り値

開いているアーカイブのシグネチャを配列で返します。 キー hash にはシグネチャ自体を、そしてキー hash_type には MD5、SHA-1、 SHA-256、SHA-512 あるいは OpenSSL を格納します。 このシグネチャは phar の中身全体から計算したハッシュで、 アーカイブの整合
性を検証する際に使用します。 INI 設定 phar.require_hash が true の場合は、すべての実行可能な phar が有効なシグネチャを持っている必要があります。

Phar::getStub
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::getStub — Phar アーカイブの PHP ローダーあるいは起動スタブを返す

説明

string Phar::getStub ( void )

Phar アーカイブには、ブートストラップローダー (あるいは スタブ) というものが含まれています。これは PHP で書かれており、 そのアーカイブを PHP から実行したときに最初に実行されます。 たとえば次のようにインクルードしたり、
<?php
include 'myphar.phar';
?>
あるいは単純に実行したりなどした場合です。
php myphar.phar
    

返り値

現在の Phar アーカイブの起動用ローダー (スタブ) の内容を文字列で返します。

エラー / 例外

スタブを Phar アーカイブから読み込めない場合に RuntimeException をスローします。

例

例1 Phar::getStub() の例
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<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
echo $p->getStub();
echo "==NEXT==\n";
$p->setStub("<?php
function __autoload($class)
{
    include 'phar://' . str_replace('_', '/', $class);
}
Phar::mapPhar('myphar.phar');
include 'phar://myphar.phar/startup.php';
__HALT_COMPILER(); ?>");
echo $p->getStub();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?php __HALT_COMPILER(); ?>
==NEXT==
<?php
function __autoload($class)
{
    include 'phar://' . str_replace('_', '/', $class);
}
Phar::mapPhar('myphar.phar');
include 'phar://myphar.phar/startup.php';
__HALT_COMPILER(); ?>

参考

Phar::setStub() - Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する
Phar::createDefaultStub() - phar ファイルフォーマット用のスタブを作成する

Phar::getSupportedCompression
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.0)

Phar::getSupportedCompression — サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す

説明

array Phar::getSupportedCompression ( void )

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

Phar::GZ あるいは Phar::BZ2 を含む配列を返します。 これは、zlib 拡張モジュールと bz2 拡張モジュールが使用可能かどうかによって決まります。

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する

Phar::getSupportedSignatures
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.1.0)

Phar::getSupportedSignatures — サポートするシグネチャ型の配列を返す

説明

array Phar::getSupportedSignatures ( void )

サポートするシグネチャ型の配列を返します。

パラメータ
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パラメータはありません。

返り値

MD5、SHA-1、 SHA-256、SHA-512 あるいは OpenSSL を含む配列を返します。

参考

Phar::getSignature() - Phar アーカイブの MD5/SHA1/SHA256/SHA512/OpenSSL シグネチャを返す
Phar::setSignatureAlgorithm() - phar のシグネチャのアルゴリズムを設定する

Phar::getVersion
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::getVersion — Phar アーカイブのバージョン情報を返す

説明

string Phar::getVersion ( void )

オープンした Phar アーカイブの API バージョンを返します。

パラメータ

返り値

オープンしたアーカイブの API バージョンを返します。 これは、読み込んだ phar 拡張モジュールが新しい phar を作成する際に使用する API バージョンとは異なります。各 Phar アーカイブは、 マニフェスト内に API バージョンをハードコードして保持しています。 詳細は
Phar ファイルフォーマット のドキュメントを参照ください。

参考

Phar::apiVersion() - API のバージョンを返す

Phar::hasMetaData
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.0)

Phar::hasMetaData — ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す

説明

bool Phar::hasMetadata ( void )

ファイルがグローバルなメタデータを持っているかどうかを返します。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

メタデータが設定されている場合に TRUE、されていない場合に FALSE を返します。

例

例1 Phar::hasMetaData() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    var_dump($phar->hasMetadata());
    $phar->setMetadata(array('thing' => 'hi'));
    var_dump($phar->hasMetadata());
    $phar->delMetadata();
    var_dump($phar->hasMetadata());
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

上の例の出力は以下となります。
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bool(false)
bool(true)
bool(false)

参考

Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す
Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::delMetadata() - phar のグローバルメタデータを削除する

Phar::interceptFileFuncs
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::interceptFileFuncs — fopen、file_get_contents、opendir などの stat 関連の関数をすべて phar に横取りさせる

説明

void Phar::interceptFileFuncs ( void )

fopen() や readfile()、 file_get_contents()、opendir() などの stat 関連の関数をすべて phar に横取りさせます。 phar アーカイブ内で相対パスを指定してこれらの関数がコールされると、 それが phar アーカイブ内のファイルへのアクセスに変更されます。 絶対パスの場合
は、ファイルシステム上の外部ファイルを指すものとみなされます。

この関数を使用すると、ハードディスク上で動作するように作られている PHP アプリケーションを phar アプリケーションにまとめられるようになります。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

例

例1 Phar::interceptFileFuncs() の例
<?php
Phar::interceptFileFuncs();
include 'phar://' . __FILE__ . '/file.php';
?>

phar ファイルの場所が /path/to/myphar.phar で、その中に file.php と file2.txt が存在するものとします。 file.php にこのようなコードが含まれていた場合、

例2 Phar::interceptFileFuncs() の例
<?php
echo file_get_contents('file2.txt');
?>

通常は、PHP はカレントディレクトリの file2.txt を探します。カレントディレクトリの場所は、file.php と同じ場所かあるいは コマンドラインで実行した際のカレントディレクトリとなります。 Phar::interceptFileFuncs() を使用した場合は、 PHP はカレントディレクトリ
を phar:///path/to/myphar.phar/ とみなし、上のコードの場合は phar:///path/to/myphar.phar/file2.txt をオープンします。

Phar::isBuffering
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::isBuffering — Phar の書き込み操作がバッファリングされるか、あるいは直接ディスクに書き込まれるかを調べる

説明

bool Phar::isBuffering ( void )

このメソッドを使用すると、その Phar が変更を即時にディスクに書き込むのか それとも Phar->stopBuffering() をコールしないと変更が保存されないのかがわかります。

Phar の書き込みバッファリングはアーカイブ単位で処理されます。 Phar アーカイブ foo.phar でバッファリングが有効であったとしても、それは Phar アーカイブ bar.phar の変更には影響しません。

返り値

書込み操作がバッファリングされる場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 Phar::isBuffering() の例
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<?php
$p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
$p2 = new Phar('existingphar.phar');
$p['file1.txt'] = 'hi';
var_dump($p->isBuffering());
var_dump($p2->isBuffering());
?>
=2=
<?php
$p->startBuffering();
var_dump($p->isBuffering());
var_dump($p2->isBuffering());
$p->stopBuffering();
?>
=3=
<?php
var_dump($p->isBuffering());
var_dump($p2->isBuffering());
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(false)
=2=
bool(true)
bool(false)
=3=
bool(false)
bool(false)

参考

Phar::startBuffering() - Phar の書き込み操作のバッファリングを開始するが、ディスク上の Phar オブジェクトは変更しない
Phar::stopBuffering() - Phar アーカイブへの書き込みリクエストのバッファリングを終了し、変更内容をディスクに書き込む

Phar::isCompressed
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::isCompressed — phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す

説明

mixed Phar::isCompressed ( void )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返します。 zip 形式の phar アーカイブはファイル単位で圧縮することができません。 そのため、zip 形式の phar アーカイブを調べたときはこのメソッドは常に FALSE を
返します。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

Phar::GZ、Phar::BZ2 あるいは FALSE を返します。

例

例1 Phar::isCompressed() の例
<?php
try {
    $phar1 = new Phar('myphar.zip.phar');
    var_dump($phar1->isCompressed());
    $phar2 = new Phar('myuncompressed.tar.phar');
    var_dump($phar2->isCompressed());
    $phar2->compressAllFilesGZ();
    var_dump($phar2->isCompressed() == Phar::GZ);
} catch (Exception $e) {
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::decompress() - phar  Phar 
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内の現在の エントリの圧縮を解除する
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す

Phar::isFileFormat
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::isFileFormat — phar アーカイブが、パラメータで指定した tar/phar/zip のいずれかの形式である場合に true を返す

説明

bool Phar::isFileFormat ( int $format )

パラメータ
format

Phar::PHAR、Phar::TAR あるいは Phar::ZIP で、アーカイブの形式を指定します。

返り値

phar アーカイブのファイル形式がパラメータで指定したものと一致する場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

パラメータで指定した内容が既知の形式でない場合に PharException をスローします。

参考

Phar::convertToExecutable() - phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
Phar::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

Phar::isValidPharFilename
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.0)

Phar::isValidPharFilename — 指定したファイル名が正しい形式の phar ファイルかどうかを返す

説明

bool Phar::isValidPharFilename ( string $filename [, bool $executable = true ] )

指定したファイル名のファイルが、phar 拡張モジュールで利用できる 正しい形式の phar ファイルであるかどうかを返します。 これは、phar アーカイブを実際に開く前にそのファイルを確認する際に使用します。 これで、 無効なファイルを指定したときに当然発生するであ
ろう例外の処理を省略することができます。

パラメータ
filename

まだ作成されていない phar アーカイブの名前あるいはフルパス。
executable

このパラメータは、指定した名前のファイルを phar の実行可能アーカイブとして扱うかデータのみの非実行可能アーカイブとして扱うかを指定します。

返り値

正しい形式のファイルである場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

Phar::isWritable
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(Unknown)

Phar::isWritable — phar アーカイブが変更可能な場合に true を返す

説明

bool Phar::isWritable ( void )

このメソッドは、phar.readonly が 0 かつディスク上の実際の phar アーカイブが読み取り専用でない場合に TRUE を返します。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

phar アーカイブが変更可能な場合に TRUE を返します。

参考

Phar::canWrite() - phar 拡張モジュールが phar の書き込みや作成をサポートしているかどうかを返す
PharData::isWritable() - tar/zip アーカイブが変更可能な場合に true を返す

Phar::loadPhar
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::loadPhar — 任意の phar アーカイブを、エイリアスを指定して読み込む

説明

bool Phar::loadPhar ( string $filename [, string $alias ] )

これを使用して、外部の Phar アーカイブの内容を読み込むことができます。 phar へのエイリアスを指定することで、その後 phar を使用する場合に短い名前を使用できるので便利です。 また、データのみが含まれており、実行したり インクルードしたりする必要のない PHP
スクリプトからなる Phar アーカイブを読み込む際にも便利です。

パラメータ
filename

オープンする phar アーカイブへの完全パスあるいは相対パス。
alias

この phar アーカイブをさす際に使用するエイリアス。 多くの場合は phar アーカイブ内で明示的なエイリアスを指定しており、 このような場合に新しいエイリアスを指定すると、 PharException がスローされます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

すでに明示的なエイリアスを持っている phar アーカイブに対してエイリアスを渡すと、 PharException がスローされます。

例

例1 Phar::loadPhar() の例

Phar::loadPhar を使用すると、任意の場所にある外部の Phar アーカイブを読み込めます。 一方 Phar::mapPhar は Phar ローダのスタブ内で使用します。
<?php
try {
    Phar::loadPhar('/path/to/phar.phar', 'my.phar');
    echo file_get_contents('phar://my.phar/file.txt');
} catch (PharException $e) {
    echo $e;
}
?>

参考

Phar::mapPhar() - 現在実行されている (phar 形式の) ファイルを読み込み、その内容を登録する
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Phar::mapPhar
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::mapPhar — 現在実行されている (phar 形式の) ファイルを読み込み、その内容を登録する

説明

bool Phar::mapPhar ([ string $alias [, int $dataoffset = 0 ]] )

この静的メソッドは、直接実行されたときや 他のスクリプトからインクルードされたときに Phar アーカイブのローダスタブ内で使用され、 phar を初期化します。

パラメータ
alias

このアーカイブを参照する際にフルパスのかわりに使用する、 phar:// 形式の URL。
dataoffset

未使用。PEAR の PHP_Archive との互換性のために用意しています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

PHP から直接コールされなかった場合、 ソースファイル内に __HALT_COMPILER(); トークンがなかった場合、 あるいはファイルを読み込みモードでオープンできなかった場合に PharException をスローします。

例

例1 Phar::mapPhar() の例

mapPhar は、phar のローダスタブ内でのみ使用します。 外部の phar をメモリに読み込むには、loadPhar を使用します。

mapPhar を使用する Phar ローダスタブの例は、このようになります。
<?php
function __autoload($class)
{
    include 'phar://me.phar/' . str_replace('_', '/', $class) . '.php';
}
try {
    Phar::mapPhar('me.phar');
    include 'phar://me.phar/startup.php';
} catch (PharException $e) {
    echo $e->getMessage();
    die('Phar を初期化できません');
}
__HALT_COMPILER();

参考

Phar::loadPhar() - 任意の phar アーカイブを、エイリアスを指定して読み込む

Phar::mount
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::mount — 外部のパスあるいはファイルを phar アーカイブ内に仮想的にマウントする

説明

void Phar::mount ( string $pharpath , string $externalpath )

Unix のファイルシステムで外部のデバイスをディレクトリツリー上にマウントできるのと同様に、 Phar::mount() を使用すると 外部のファイルやディレクトリをあたかもアーカイブ内にあるかのように参照することができるようになります。 これを使用すると、外部の設定
ファイルをアーカイブ内にあるかのように扱うなどの高度な抽象化が可能となります。

パラメータ
pharpath

マウントする場所として使用する phar アーカイブ内のパス。 phar アーカイブ内で使用した場合は、これは相対パスとなります。 それ以外の場合は、完全な phar URL にしなければなりません。
externalpath

phar アーカイブ内にマウントしたい外部ファイルあるいはディレクトリのパスあるいは URL。
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返り値

返り値はありません。失敗した場合は PharException をスローします。

エラー / 例外

パスのマウント時に問題が発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::mount() の例

次の例は、外部の設定ファイルをまるでそれが phar アーカイブ内のパス上にあるかのように扱うものです。

まず、phar アーカイブ内のコードを示します。
<?php
$configuration = simplexml_load_string(file_get_contents(
    Phar::running(false) . '/config.xml'));
?>

次は、設定ファイルをマウントする外部コードです。
<?php
// まずは、抽象化した config.xml
// と実際のディスク上のファイルを関連づけます
Phar::mount('phar:///path/to/archive.phar/config.xml', '/home/example/config.xml');
// アプリケーションを実行します
include '/path/to/archive.phar';
?>

もうひとつの方法として、コードを phar アーカイブのスタブ内に置くというものがあります。 これは、ユーザが設定ファイルを指定しなかった場合にデフォルトの設定ファイルを使用する例です。
<?php
// まずは、抽象化した config.xml
// と実際のディスク上のファイルを関連づけます
if (defined('EXTERNAL_CONFIG')) {
    Phar::mount('config.xml', EXTERNAL_CONFIG);
    if (file_exists(__DIR__ . '/extra_config.xml')) {
        Phar::mount('extra.xml', __DIR__ . '/extra_config.xml');
    }
} else {
    Phar::mount('config.xml', 'phar://' . __FILE__ . '/default_config.xml');
    Phar::mount('extra.xml', 'phar://' . __FILE__ . '/default_extra.xml');
}
// アプリケーションを実行します
include 'phar://' . __FILE__ . '/index.php';
__HALT_COMPILER();
?>

...and the code externally to load this phar archive:

<?php
define('EXTERNAL_CONFIG', '/home/example/config.xml');
// アプリケーションを実行します
include '/path/to/archive.phar';
?>

Phar::mungServer
(Unknown)

Phar::mungServer — 最大 4 つまでの $_SERVER 変数を実行時に変更させる

説明

void Phar::mungServer ( array $munglist )

Phar::mungServer() は、 phar アーカイブのスタブ内でのみ使用します。

最大 4 つまでの $_SERVER 変数を指定し、 実行時に変更させます。phar の実行時に変更できる変数は REQUEST_URI、PHP_SELF、 SCRIPT_NAME そして SCRIPT_FILENAME です。

このメソッド自身は何も行いません。これが効力を発揮するのは Phar::webPhar() と組み合わせた場合で PHP ファイルがリクエストされた場合のみです。 PATH_INFO と PATH_TRANSLATED は常に変更されていることに注意しましょう。

変更前の元の値は、SERVER 配列の中で PHAR_ をつけた名前で保持されます。たとえば SCRIPT_NAME の場合は 変更前の値は PHAR_SCRIPT_NAME となります。

パラメータ
munglist

REQUEST_URI、PHP_SELF、 SCRIPT_NAME および SCRIPT_FILENAME を含む配列。その他の値を指定した場合は例外が発生暇巣。また Phar::mungServer() は大文字小文字を区別します。

返り値
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値を返しません。

エラー / 例外

渡したデータに何らかの問題があった場合は UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 Phar::mungServer() の例
<?php
// スタブのサンプル
Phar::mungServer(array('REQUEST_URI'));
Phar::webPhar();
__HALT_COMPILER();
?>

参考

Phar::webPhar() - ウェブベースの phar で使用するフロントコントローラ
Phar::setStub() - Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する

Phar::offsetExists
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::offsetExists — ファイルが phar 内に存在するかどうかを調べる

説明

bool Phar::offsetExists ( string $offset )

これは ArrayAccess インターフェイスを実装したものです。 これにより、Phar アーカイブの内容に対して配列形式の角括弧を使用したアクセスが可能となります。

offsetExists() は、isset() がコールされる際にはいつもコールされます。

パラメータ
offset

Phar 内で探すファイル名 (相対パス)。

返り値

ファイルが phar 内に存在する場合に TRUE、しない場合に FALSE を返します。

例

例1 Phar::offsetExists() の例
<?php
$p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['firstfile.txt'] = 'first file';
$p['secondfile.txt'] = 'second file';
// 以下の行では、offsetExists() が間接的にコールされます
var_dump(isset($p['firstfile.txt']));
var_dump(isset($p['nothere.txt']));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

参考

Phar::offsetGet() - 指定したファイルの PharFileInfo オブジェクトを取得する
Phar::offsetSet() - 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
Phar::offsetUnset() - ファイルを phar から削除する

Phar::offsetGet
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::offsetGet — 指定したファイルの PharFileInfo オブジェクトを取得する
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説明

int Phar::offsetGet ( string $offset )

これは ArrayAccess インターフェイスを実装したものです。 これにより、Phar アーカイブの内容に対して配列形式の角括弧を使用したアクセスが可能となります。 Phar::offsetGet() を使用して、Phar アーカイブからファイルを取得します。

パラメータ
offset

Phar 内で探すファイル名 (相対パス)。

返り値

PharFileInfo オブジェクトを返します。 これを使用して、ファイルの内容を順に処理したりファイルの情報を取得したりします。

エラー / 例外

そのファイルが Phar アーカイブ内に存在しない場合に、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::offsetGet() の例

ArrayAccess インターフェイスを実装した他のクラスと同様、 Phar::offsetGet() は [] 演算子を使用した場合に自動的にコールされます。
<?php
$p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/myphar.phar', 0, 'myphar.phar');
$p['exists.txt'] = "file exists\n";
try {
    // 自動的に offsetGet() をコールします
    echo $p['exists.txt'];
    echo $p['doesnotexist.txt'];
} catch (BadMethodCallException $e) {
    echo $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
file exists
Entry doesnotexist.txt does not exist

参考

Phar::offsetExists() - ファイルが phar 内に存在するかどうかを調べる
Phar::offsetSet() - 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
Phar::offsetUnset() - ファイルを phar から削除する

Phar::offsetSet
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::offsetSet — 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する

説明

void Phar::offsetSet ( string $offset , string $value )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

これは ArrayAccess インターフェイスを実装したものです。 これにより、Phar アーカイブの内容に対して配列形式の角括弧を使用したアクセスが可能となります。 offsetSet を使用して、Phar アーカイブの既存ファイルの変更や 新しいファイルの追加を行います。

パラメータ
offset

Phar 内で変更するファイル名 (相対パス)。
value

ファイルの内容。

返り値

値を返しません。
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エラー / 例外

phar.readonly に 1 の場合は BadMethodCallException がスローされます。 Phar の変更ができるのは phar.readonly が 0 のときだけだからです。Phar アーカイブへの変更をディスクに書き込む際に何らかのエラーが発生すると PharException がスローされます。

例

例1 Phar::offsetSet() の例

offsetSet は直接使用してはいけません。 配列に [] 演算子でアクセスする際に使用されます。
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
try {
    // offsetSet がコールされます
    $p['file.txt'] = 'Hi there';
} catch (Exception $e) {
    echo 'ファイルを変更できません: ', $e;
}
?>

参考

Phar::offsetExists() - ファイルが phar 内に存在するかどうかを調べる
Phar::offsetGet() - 指定したファイルの PharFileInfo オブジェクトを取得する
Phar::offsetUnset() - ファイルを phar から削除する

Phar::offsetUnset
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::offsetUnset — ファイルを phar から削除する

説明

bool Phar::offsetUnset ( string $offset )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

これは ArrayAccess インターフェイスを実装したものです。 これにより、Phar アーカイブの内容に対して配列形式の角括弧を使用したアクセスが可能となります。 offsetUnset を使用して、既存のファイルを削除します。また unset() が使用された場合にもコールされます。

パラメータ
offset

Phar 内で変更するファイル名 (相対パス)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

phar.readonly に 1 の場合は BadMethodCallException がスローされます。 Phar の変更ができるのは phar.readonly が 0 のときだけだからです。Phar アーカイブへの変更をディスクに書き込む際に何らかのエラーが発生すると PharException をスローします。

例

例1 Phar::offsetUnset() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
try {
    // offsetUnset がコールされ、file.txt が my.phar から削除されます
    unset($p['file.txt']);
} catch (Exception $e) {
    echo 'file.txt を削除できません: ', $e;
}
?>

参考

Phar::offsetExists() - ファイルが phar 内に存在するかどうかを調べる
Phar::offsetGet() - 指定したファイルの PharFileInfo オブジェクトを取得する
Phar::offsetSet() - 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
Phar::unlinkArchive() - phar アーカイブをディスクとメモリから完全に削除する
Phar::delete() - phar アーカイブ内のファイルを削除する
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Phar::running
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::running — 現在実行中の Phar アーカイブのフルパスあるいは完全な phar URL を返す

説明

string Phar::running ([ bool $retphar = true ] )

実行中の phar アーカイブのフルパスを返します。これはマジック定数 __FILE__ のような使い方を想定したもので、 実行中の phar アーカイブの内部でのみ有効です。

アーカイブ内のスタブでは、Phar::running() は "" を返します。現在実行中の phar にスタブ内からアクセスするには、 単純に __FILE__ を使用します。

パラメータ
retphar

FALSE の場合は phar アーカイブのディスク上でのフルパスを返します。 TRUE の場合は完全な phar URL を返します。

返り値

ファイル名が正しい形式の場合にファイル名、それ以外の場合に空文字列を返します。

例

例1 Phar::running() の例

次の例では、phar アーカイブ /path/to/phar/my.phar の中にファイル my/file.txt が存在するものとします。
<?php
$a = Phar::running(); // $a は "phar:///path/to/my.phar"
$b = Phar::running(false); // $b は "/path/to/my.phar"
?>

Phar::setAlias
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.1)

Phar::setAlias — Phar アーカイブのエイリアスを設定する

説明

bool Phar::setAlias ( string $alias )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

Phar アーカイブのエイリアスを設定し、そのアーカイブのエイリアスとして書き込みます。 エイリアスは phar アーカイブで内部的に使用するもので、 phar ストリームラッパーがアーカイブ内のファイルにアクセスする際に そのアーカイブのファイルシステム上での場所を気
にせずにすむようになります。 それ以外の方法としては、Phar が内部的に include() を横取りすることを利用したり Phar::interceptFileFuncs() を使って相対パスを利用したりといったものがあります。

パラメータ
alias

このアーカイブを指すときに使用する短い文字列。 phar ストリームラッパーがアクセスする際にこれを使用します。

返り値

エラー / 例外

書き込みアクセスが無効となっている場合に UnexpectedValueException をスローします。 また、そのエイリアスが既に使用済みである場合や 変更をディスクに書き込むときにエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::setAlias() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar->setAlias('myp.phar');
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
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?>

参考

Phar::__construct() - Phar アーカイブオブジェクトを作成する
Phar::interceptFileFuncs() - fopen、file_get_contents、opendir などの stat 関連の関数をすべて phar に横取りさせる

Phar::setDefaultStub
(Unknown)

Phar::setDefaultStub — Phar アーカイブの PHP ローダー (起動スタブ) をデフォルトのローダーに設定する

説明

bool Phar::setDefaultStub ([ string $index [, string $webindex ]] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドは、 Phar::createDefaultStub() と Phar::setStub() の両方の機能を組み合わせた便利なメソッドです。

パラメータ
index

コマンドラインからアクセスした場合に実行する、 phar アーカイブ内の相対パス。
webindex

ウェブブラウザからアクセスした場合に実行する、 phar アーカイブ内の相対パス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

phar.readonly が php.ini で有効になっている場合に UnexpectedValueException をスローします。 変更内容をディスクに書き込む際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 Phar::setDefaultStub() の例
<?php
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar->setDefaultStub('cli.php', 'web/index.php');
    // これは、以下と同じ意味です
    // $phar->setStub($phar->createDefaultStub('cli.php', 'web/index.php'));
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

参考

Phar::setStub() - Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する
Phar::createDefaultStub() - phar ファイルフォーマット用のスタブを作成する

Phar::setMetadata
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::setMetadata — phar アーカイブのメタデータを設定する

説明

void Phar::setMetadata ( mixed $metadata )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。
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Phar::setMetadata() は、 phar アーカイブ全体に関する独自の情報を保存する場合に使用します。 ファイル固有のメタデータについては PharFileInfo::setMetadata() を使うようにしましょう。大きなメタデータを使用すると、 phar アーカイブの読み込み時のパフォーマンス
が低下します。

メタデータの使用例として考えられるのは、 アーカイブの中で最初に実行するファイルはどれかを指定したり、 » PEAR の package.xml のようなマニフェストの場所を指定したりすることです。 しかし、phar アーカイブに関する有用なデータなら何を保存してもかまいませ
ん。

パラメータ
metadata

phar アーカイブについての情報を含む、PHP の変数。

返り値

値を返しません。

例

例1 Phar::setMetadata() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['file.php'] = '<?php echo "hello"';
    $p->setMetadata(array('bootstrap' => 'file.php'));
    var_dump($p->getMetadata());
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar の作成/変更ができません:', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["bootstrap"]=>
  string(8) "file.php"
}

参考

Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す
Phar::delMetadata() - phar のグローバルメタデータを削除する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す

Phar::setSignatureAlgorithm
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.1.0)

Phar::setSignatureAlgorithm — phar のシグネチャのアルゴリズムを設定して適用する

説明

void Phar::setSignatureAlgorithm ( int $sigtype [, string $privatekey ] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar のシグネチャのアルゴリズムを設定します。 シグネチャのアルゴリズムは Phar::MD5、 Phar::SHA1、Phar::SHA256、 Phar::SHA512 あるいは Phar::OPENSSL のいずれかでなければなりません。

実行可能な phar アーカイブについては、 SHA1 形式のシグネチャが デフォルトで自動的に作成されることに注意しましょう。 データ tar 形式あるいは zip 形式のアーカイブ (PharData クラスで作成したアーカイブ) の場合は、 Phar::setSignatureAlgorithm() で明示的にシグ
ネチャを作成して設定する必要があります。

パラメータ
sigtype

Phar::MD5、 Phar::SHA1、Phar::SHA256、 Phar::SHA512 あるいは Phar::OPENSSL のいずれか。
privatekey

OpenSSL 秘密鍵の中身。証明書あるいは OpenSSL 鍵ファイルから取り出したもの。
<?php
$private = openssl_get_privatekey(file_get_contents('private.pem'));
$pkey = '';
openssl_pkey_export($private, $pkey);
$p->setSignatureAlgorithm(Phar::OPENSSL, $pkey);
?>
公開鍵ファイルの名前や置き場所については phar の導入 を参照ください。

http://pear.php.net/
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返り値

値を返しません。

エラー / 例外

さまざまなエラーが発生した場合に UnexpectedValueException をスローします。 変更内容をディスクに書き込むときにエラーが発生した場合は PharException をスローします。

参考

Phar::getSupportedSignatures() - サポートするシグネチャ型の配列を返す
Phar::getSignature() - Phar アーカイブの MD5/SHA1/SHA256/SHA512/OpenSSL シグネチャを返す

Phar::setStub
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::setStub — Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する

説明

bool Phar::setStub ( string $stub )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドを使用して、新しい Phar アーカイブに PHP 起動ローダスタブを追加します。あるいは、既存の Phar アーカイブのローダスタブを置き換えます。

Phar アーカイブのローダスタブは、 このようにアーカイブを直接インクルードした際に使用されます。
<?php
include 'myphar.phar';
?>

phar ストリームラッパーを使用して次のようにファイルをインクルードした際には、 ローダにはアクセスしません。
<?php
include 'phar://myphar.phar/somefile.php';
?>

パラメータ
stub

文字列あるいはオープンしたストリームハンドル。 この phar アーカイブの実行スタブとして使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

php.ini で phar.readonly が有効になっている場合に UnexpectedValueException がスローされます。 変更をディスクに書き込む際に何らかの問題が発生した場合は PharException がスローされます。

例

例1 Phar::setStub() の例
<?php
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['a.php'] = '<?php var_dump("Hello");';
    $p->setStub('<?php var_dump("First"); Phar::mapPhar("brandnewphar.phar"); __HALT_COMPILER(); ?>');
    include 'phar://brandnewphar.phar/a.php';
    var_dump($p->getStub());
    $p['b.php'] = '<?php var_dump("World");';
    $p->setStub('<?php var_dump("Second"); Phar::mapPhar("brandnewphar.phar"); __HALT_COMPILER(); ?>');
    include 'phar://brandnewphar.phar/b.php';
    var_dump($p->getStub());
} catch (Exception $e) {
    echo 'brandnewphar.phar での書き込み操作に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(5) "Hello"
string(82) "<?php var_dump("First"); Phar::mapPhar("brandnewphar.phar"); __HALT_COMPILER(); ?>"
string(5) "World"
string(83) "<?php var_dump("Second"); Phar::mapPhar("brandnewphar.phar"); __HALT_COMPILER(); ?>"
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参考

Phar::getStub() - Phar アーカイブの PHP ローダーあるいは起動スタブを返す
Phar::createDefaultStub() - phar ファイルフォーマット用のスタブを作成する

Phar::startBuffering
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::startBuffering — Phar の書き込み操作のバッファリングを開始するが、ディスク上の Phar オブジェクトは変更しない

説明

void Phar::startBuffering ( void )

技術的には必須ではありませんが、Phar::startBuffering() メソッドを使用すると、大量のファイルを含む Phar アーカイブの作成や変更が非常に高速になります。 通常は、Phar アーカイブ内のファイルが作成あるいは変更されるたびに Phar アーカイブ全体を改めて作り直し
ます。 これによって、アーカイブが常に最新の状態となります。

しかし、単に新しい Phar アーカイブを作りたいときや アーカイブ全体を一度に書き出したいときなどは、これは不要です。 同様に、いくつかの変更を行うときに、 すべての変更がうまくいったことを確認してから実際にディスクに書き込みたい ということもあるでしょう。
これは、ちょうどデータベースのトランザクションの概念と同じようなものです。 Phar::startBuffering()/Phar::stopBuffering() の両メソッドが、このような場合のために用意されています。

Phar の書き込みバッファリングはアーカイブ単位で処理されます。 Phar アーカイブ foo.phar でバッファリングが有効であったとしても、それは Phar アーカイブ bar.phar の変更には影響しません。

返り値

値を返しません。

例

例1 Phar::startBuffering() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar を作成できません:', $e;
}
echo '新しい phar のエントリ数は ' . $p->count() . " です\n";
$p->startBuffering();
$p['file.txt'] = 'hi';
$p['file2.txt'] = 'there';
$p['file2.txt']->setCompressedGZ();
$p['file3.txt'] = 'babyface';
$p['file3.txt']->setMetaData(42);
$p->setStub("<?php
function __autoload($class)
{
    include 'phar://myphar.phar/' . str_replace('_', '/', $class) . '.php';
}
Phar::mapPhar('myphar.phar');
include 'phar://myphar.phar/startup.php';
__HALT_COMPILER();");
$p->stopBuffering();
?>

参考

Phar::stopBuffering() - Phar アーカイブへの書き込みリクエストのバッファリングを終了し、変更内容をディスクに書き込む
Phar::isBuffering() - Phar の書き込み操作がバッファリングされるか、あるいは直接ディスクに書き込まれるかを調べる

Phar::stopBuffering
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::stopBuffering — Phar アーカイブへの書き込みリクエストのバッファリングを終了し、変更内容をディスクに書き込む

説明

void Phar::stopBuffering ( void )

Phar::stopBuffering() は、 Phar::startBuffering() メソッドと組み合わせて使用します。 Phar::startBuffering() メソッドを使用すると、 大量のファイルを含む Phar アーカイブの作成や変更が非常に高速になります。 通常は、Phar アーカイブ内のファイルが作成あるいは変
更されるたびに Phar アーカイブ全体を改めて作り直します。 これによって、アーカイブが常に最新の状態となります。

しかし、単に新しい Phar アーカイブを作りたいときや アーカイブ全体を一度に書き出したいときなどは、これは不要です。 同様に、いくつかの変更を行うときに、 すべての変更がうまくいったことを確認してから実際にディスクに書き込みたい ということもあるでしょう。
これは、ちょうどデータベースのトランザクションの概念と同じようなものです。 Phar::startBuffering()/Phar::stopBuffering() の両メソッドが、このような場合のために用意されています。

Phar  Phar  foo.phar  Phar  bar.phar 
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の書き込みバッファリングはアーカイブ単位で処理されます。 アーカイブ でバッファリングが有効であったとしても、それは アーカイブ の変更には影響しません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

変更をディスクに書き出す際に何らかの問題が発生した場合は PharException がスローされます。

例

例1 Phar::stopBuffering() の例
<?php
$p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
$p['file1.txt'] = 'hi';
$p->startBuffering();
var_dump($p->getStub());
$p->setStub("<?php
function __autoload(\$class)
{
    include 'phar://brandnewphar.phar/' . str_replace('_', '/', \$class) . '.php';
}
Phar::mapPhar('brandnewphar.phar');
include 'phar://brandnewphar.phar/startup.php';
__HALT_COMPILER();");
$p->stopBuffering();
var_dump($p->getStub());
?>

上の例の出力は以下となります。
string(24) "<?php __HALT_COMPILER();"
string(195) "<?php
function __autoload($class)
{
    include 'phar://' . str_replace('_', '/', $class);
}
Phar::mapPhar('brandnewphar.phar');
include 'phar://brandnewphar.phar/startup.php';
__HALT_COMPILER();"

参考

Phar::startBuffering() - Phar の書き込み操作のバッファリングを開始するが、ディスク上の Phar オブジェクトは変更しない
Phar::isBuffering() - Phar の書き込み操作がバッファリングされるか、あるいは直接ディスクに書き込まれるかを調べる

Phar::uncompressAllFiles
(PECL phar < 2.0.0)

Phar::uncompressAllFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

説明

bool Phar::uncompressAllFiles ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は Phar::compress()、 Phar::decompress()、Phar::compressFiles() および Phar::decompressFiles() をご利用ください。

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドは、Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開します。 gzip で圧縮されているファイルが存在する場合は、それを展開するために zlib 拡張モジュールが有効でなければなりません。 また、bzip2 で圧縮されているファイルが存在する場合は、それを展開する
ために bzip2 拡張モジュールが有効でなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、bzip2 で圧縮されたファイルがあるのに bzip2 拡張モジュールが使用できない場合、 あるいは gzip で圧縮されたファイルがあるのに zlib 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 Phar::uncompressAllFiles() の例
<?php
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try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt'] = 'hi';
    $p->compressAllFilesGZ();
    foreach ($p as $file) {
        var_dump($file->getFileName());
        var_dump($file->isCompressed());
        var_dump($file->isCompressedBZIP2());
        var_dump($file->isCompressedGZ());
    }
    $p->uncompressAllFiles();
    foreach ($p as $file) {
        var_dump($file->getFileName());
        var_dump($file->isCompressed());
        var_dump($file->isCompressedBZIP2());
        var_dump($file->isCompressedGZ());
    }
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar での書き込み操作に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
bool(true)
bool(false)
bool(true)
string(11) "myfile2.txt"
bool(true)
bool(false)
bool(true)
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す

Phar::unlinkArchive
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::unlinkArchive — phar アーカイブをディスクとメモリから完全に削除する

説明

bool Phar::unlinkArchive ( string $archive )

phar アーカイブをディスクとメモリから削除します。

パラメータ
archive

ディスク上の phar アーカイブへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

phar アーカイブがオープンされたままになっている場合や 既存の Phar、PharData PharFileInfo オブジェクトがその phar アーカイブを参照している場合に PharException をスローします。

例

例1 Phar::unlinkArchive() の例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

<?php
// シンプルな使用法
Phar::unlinkArchive('/path/to/my.phar');

// より一般的な例
$p = new Phar('my.phar');
$fp = fopen('phar://my.phar/file.txt', 'r');
// これは 'my.phar.gz' を作成します
$gp = $p->compress(Phar::GZ);
// アーカイブへのすべての参照を削除します
unset($p);
fclose($fp);
// そしてアーカイブを完全に削除します
Phar::unlinkArchive('my.phar');
?>

参考

Phar::delete() - phar アーカイブ内のファイルを削除する
Phar::offsetUnset() - ファイルを phar から削除する

Phar::webPhar
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

Phar::webPhar — ウェブベースの phar で使用するフロントコントローラ

説明

void Phar::webPhar ([ string $alias [, string $index = "index.php" [, string $f404 [, array $mimetypes [, array $rewrites ]]]]] )

Phar::mapPhar() は、ウェブベースの phar で使用します。 このメソッドは、 $_SERVER['REQUEST_URI'] をパースして ウェブサーバからのリクエストを phar アーカイブ内のファイルに転送します。 要は、このメソッド自体がウェブサーバをシミュレートするということで
す。 正しいファイルにリクエストを転送し、正しいヘッダを出力し、 必要に応じて PHP ファイルをパースします。 この強力なメソッドがあることで、 既存の PHP アプリケーションを phar アーカイブ化するのが容易になります。 Phar::mungServer() や
Phar::interceptFileFuncs() と組み合わせて使用すると、任意のウェブアプリケーションをそのまま phar アーカイブ化することができます。

Phar::webPhar() をコールするのは、 phar アーカイブのスタブ内からのみとしましょう (スタブって何? という方は ここ をごらんください)。

パラメータ
alias

phar:// URL でこのアーカイブを指す際に、 フルパスの代わりに使用するエイリアス。
index

phar の中でディレクトリインデックスとなるファイルの場所。
f404

ファイルが見つからないときに実行するスクリプトの場所。 このスクリプトは HTTP 404 ヘッダを返さなければなりません。
mimetypes

ファイルの拡張子と MIME タイプを関連付けた配列。 デフォルトで、これらの関連が定義されています。
<?php
$mimes = array(
    'phps' => 2, // highlight_file() に渡します
    'c' => 'text/plain',
    'cc' => 'text/plain',
    'cpp' => 'text/plain',
    'c++' => 'text/plain',
    'dtd' => 'text/plain',
    'h' => 'text/plain',
    'log' => 'text/plain',
    'rng' => 'text/plain',
    'txt' => 'text/plain',
    'xsd' => 'text/plain',
    'php' => 1, // PHP としてパースします
    'inc' => 1, // PHP としてパースします
    'avi' => 'video/avi',
    'bmp' => 'image/bmp',
    'css' => 'text/css',
    'gif' => 'image/gif',
    'htm' => 'text/html',
    'html' => 'text/html',
    'htmls' => 'text/html',
    'ico' => 'image/x-ico',
    'jpe' => 'image/jpeg',
    'jpg' => 'image/jpeg',
    'jpeg' => 'image/jpeg',
    'js' => 'application/x-javascript',
    'midi' => 'audio/midi',
    'mid' => 'audio/midi',
    'mod' => 'audio/mod',
    'mov' => 'movie/quicktime',
    'mp3' => 'audio/mp3',
    'mpg' => 'video/mpeg',
    'mpeg' => 'video/mpeg',
    'pdf' => 'application/pdf',
    'png' => 'image/png',
    'swf' => 'application/shockwave-flash',
    'tif' => 'image/tiff',
    'tiff' => 'image/tiff',
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    'wav' => 'audio/wav',
    'xbm' => 'image/xbm',
    'xml' => 'text/xml',
);
?>

rewrites

URI と内部のファイルを関連付けた配列。apache の mod_rewrite をシミュレートしたものです。 たとえば、次のような配列を定義すると、
<?php
array(
    'myinfo' => 'myinfo.php'
);
?>
http://<host>/myphar.phar/myinfo がコールされた際に phar:///path/to/myphar.phar/myinfo.php に転送します。その際に GET/POST の内容はそのまま維持します。 これは mod_rewrite とまったく同じ挙動になるわけではありません。たとえば
http://<host>/myphar.phar/myinfo/another にはマッチしません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

出力したい内部ファイルのオープンに失敗した場合、 あるいはスタブ以外からコールした場合には PharException をスローします。 無効な配列が mimetypes あるいは rewrites に渡された場合は UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 Phar::webPhar() の例

この例で作成した phar は、/myphar.phar/index.php や /myphar.phar をブラウズしたときには Hello World を表示し、 /myphar.phar/index.phps をブラウズしたときには index.phps のソースを表示します。
<?php
// phar アーカイブを作成します
try {
    $phar = new Phar('myphar.phar');
    $phar['index.php'] = '<?php echo "Hello World"; ?>';
    $phar['index.phps'] = '<?php echo "Hello World"; ?>';
    $phar->setStub('<?php
Phar::webPhar();
__HALT_COMPILER(); ?>');
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::mungServer() - 最大 4 つまでの $_SERVER 変数を実行時に変更させる
Phar::interceptFileFuncs() - fopen、file_get_contents、opendir などの stat 関連の関数をすべて phar に横取りさせる

目次
Phar::addEmptyDir — 空のディレクトリを phar アーカイブに追加する
Phar::addFile — ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::addFromString — ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::apiVersion — API のバージョンを返す
Phar::buildFromDirectory — ディレクトリ内のファイルから phar を作成する
Phar::buildFromIterator — イテレータから phar アーカイブを作成する
Phar::canCompress — phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::canWrite — phar 拡張モジュールが phar の書き込みや作成をサポートしているかどうかを返す
Phar::compress — Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesBZIP2 — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::compressFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::__construct — Phar アーカイブオブジェクトを作成する
Phar::convertToData — phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
Phar::convertToExecutable — phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
Phar::copy — phar アーカイブ内のファイルを、phar 内で別の新しいファイルとしてコピーする
Phar::count — Phar アーカイブ内のエントリ (ファイル) の数を返す
Phar::createDefaultStub — phar ファイルフォーマット用のスタブを作成する
Phar::decompress — Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::decompressFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::delMetadata — phar のグローバルメタデータを削除する
Phar::delete — phar アーカイブ内のファイルを削除する
Phar::extractTo — phar アーカイブの内容をディレクトリに展開する
Phar::getMetaData — phar アーカイブのメタデータを返す
Phar::getModified — phar が変更されているかどうかを返す
Phar::getSignature — Phar アーカイブの MD5/SHA1/SHA256/SHA512/OpenSSL シグネチャを返す
Phar::getStub — Phar アーカイブの PHP ローダーあるいは起動スタブを返す
Phar::getSupportedCompression — サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Phar::getSupportedSignatures — サポートするシグネチャ型の配列を返す
Phar::getVersion — Phar アーカイブのバージョン情報を返す
Phar::hasMetaData — ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
Phar::interceptFileFuncs — fopen、file_get_contents、opendir などの stat 関連の関数をすべて phar に横取りさせる
Phar::isBuffering — Phar の書き込み操作がバッファリングされるか、あるいは直接ディスクに書き込まれるかを調べる
Phar::isCompressed — phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::isFileFormat — phar アーカイブが、パラメータで指定した tar/phar/zip のいずれかの形式である場合に true を返す
Phar::isValidPharFilename — 指定したファイル名が正しい形式の phar ファイルかどうかを返す
Phar::isWritable — phar アーカイブが変更可能な場合に true を返す
Phar::loadPhar — 任意の phar アーカイブを、エイリアスを指定して読み込む
Phar::mapPhar — 現在実行されている (phar 形式の) ファイルを読み込み、その内容を登録する
Phar::mount — 外部のパスあるいはファイルを phar アーカイブ内に仮想的にマウントする
Phar::mungServer — 最大 4 つまでの $_SERVER 変数を実行時に変更させる
Phar::offsetExists — ファイルが phar 内に存在するかどうかを調べる
Phar::offsetGet — 指定したファイルの PharFileInfo オブジェクトを取得する
Phar::offsetSet — 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
Phar::offsetUnset — ファイルを phar から削除する
Phar::running — 現在実行中の Phar アーカイブのフルパスあるいは完全な phar URL を返す
Phar::setAlias — Phar アーカイブのエイリアスを設定する
Phar::setDefaultStub — Phar アーカイブの PHP ローダー (起動スタブ) をデフォルトのローダーに設定する
Phar::setMetadata — phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::setSignatureAlgorithm — phar のシグネチャのアルゴリズムを設定して適用する
Phar::setStub — Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する
Phar::startBuffering — Phar の書き込み操作のバッファリングを開始するが、ディスク上の Phar オブジェクトは変更しない
Phar::stopBuffering — Phar アーカイブへの書き込みリクエストのバッファリングを終了し、変更内容をディスクに書き込む
Phar::uncompressAllFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する
Phar::unlinkArchive — phar アーカイブをディスクとメモリから完全に削除する
Phar::webPhar — ウェブベースの phar で使用するフロントコントローラ

PharData クラス
導入
PharData クラスは、実行可能形式でない tar アーカイブや zip アーカイブへのアクセスや作成のための高レベルインターフェイスを提供します。 これらのアーカイブにはスタブが含まれておらず、 phar 拡張モジュールから実行することはできません。 そのため、PharData ク
ラスによる通常の zip および tar ファイルの作成や 操作は php.ini の phar.readonly が 1 であっても可能です。

クラス概要
PharData extends Phar {
/* プロパティ */
/* メソッド */
bool addEmptyDir ( string $dirname )
void Phar::addFile ( string $file [, string $localname ] )
bool addFromString ( string $localname , string $contents )
array Phar::buildFromDirectory ( string $base_dir [, string $regex ] )
array buildFromIterator ( Iterator $iter [, string $base_directory ] )
object compress ( int $compression , string $extension )
bool compressFiles ( int $compression )
void __construct ( string $fname [, int $flags [, string $alias [, int $format = Phar::TAR ]]] )
PharData convertToData ([ int $format [, int $compression [, string $extension ]]] )
Phar convertToExecutable ([ int $format [, int $compression [, string $extension ]]] )
bool copy ( string $oldfile , string $newfile )
object decompress ([ string $extension ] )
bool decompressFiles ( void )
int delMetadata ( void )
int delete ( string $entry )
int extractTo ( string $pathto [, string|array $files [, bool $overwrite ]] )
bool isWritable ( void )
void offsetSet ( string $offset , string $value )
bool offsetUnset ( string $offset )
bool setAlias ( string $alias )
void setDefaultStub ([ string $index [, string $webindex ]] )
void Phar::setMetadata ( mixed $metadata )
void Phar::setSignatureAlgorithm ( int $sigtype )
void setStub ( string $stub )
/* 継承したメソッド */
void Phar::addEmptyDir ( string $dirname )
void Phar::addFile ( string $file [, string $localname ] )
void Phar::addFromString ( string $localname , string $contents )
string Phar::apiVersion ( void )
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array Phar::buildFromDirectory ( string $base_dir [, string $regex ] )
array Phar::buildFromIterator ( Iterator $iter [, string $base_directory ] )
bool Phar::canCompress ([ int $type = 0 ] )
bool Phar::canWrite ( void )
object Phar::compress ( int $compression [, string $extension ] )
bool Phar::compressAllFilesBZIP2 ( void )
bool Phar::compressAllFilesGZ ( void )
void Phar::compressFiles ( int $compression )
void Phar::__construct ( string $fname [, int $flags [, string $alias ]] )
PharData Phar::convertToData ([ int $format = 9021976 [, int $compression = 9021976 [, string $extension ]]] )
Phar Phar::convertToExecutable ([ int $format = 9021976 [, int $compression = 9021976 [, string $extension ]]] )
bool Phar::copy ( string $oldfile , string $newfile )
int Phar::count ( void )
string Phar::createDefaultStub ([ string $indexfile [, string $webindexfile ]] )
object Phar::decompress ([ string $extension ] )
bool Phar::decompressFiles ( void )
bool Phar::delMetadata ( void )
bool Phar::delete ( string $entry )
bool Phar::extractTo ( string $pathto [, string|array $files [, bool $overwrite = false ]] )
mixed Phar::getMetaData ( void )
bool Phar::getModified ( void )
array Phar::getSignature ( void )
string Phar::getStub ( void )
array Phar::getSupportedCompression ( void )
array Phar::getSupportedSignatures ( void )
string Phar::getVersion ( void )
bool Phar::hasMetadata ( void )
void Phar::interceptFileFuncs ( void )
bool Phar::isBuffering ( void )
mixed Phar::isCompressed ( void )
bool Phar::isFileFormat ( int $format )
bool Phar::isValidPharFilename ( string $filename [, bool $executable = true ] )
bool Phar::isWritable ( void )
bool Phar::loadPhar ( string $filename [, string $alias ] )
bool Phar::mapPhar ([ string $alias [, int $dataoffset = 0 ]] )
void Phar::mount ( string $pharpath , string $externalpath )
void Phar::mungServer ( array $munglist )
bool Phar::offsetExists ( string $offset )
int Phar::offsetGet ( string $offset )
void Phar::offsetSet ( string $offset , string $value )
bool Phar::offsetUnset ( string $offset )
string Phar::running ([ bool $retphar = true ] )
bool Phar::setAlias ( string $alias )
bool Phar::setDefaultStub ([ string $index [, string $webindex ]] )
void Phar::setMetadata ( mixed $metadata )
void Phar::setSignatureAlgorithm ( int $sigtype [, string $privatekey ] )
bool Phar::setStub ( string $stub )
void Phar::startBuffering ( void )
void Phar::stopBuffering ( void )
bool Phar::uncompressAllFiles ( void )
bool Phar::unlinkArchive ( string $archive )
void Phar::webPhar ([ string $alias [, string $index = "index.php" [, string $f404 [, array $mimetypes [, array $rewrites ]]]]] )
}

PharData::addEmptyDir
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::addEmptyDir — 空のディレクトリを tar/zip アーカイブに追加する

説明

bool PharData::addEmptyDir ( string $dirname )

このメソッドを使用すると、空のディレクトリが dirname に作成されます。このメソッドは ZipArchive::addEmptyDir() と同じようなものです。

パラメータ
dirname

phar アーカイブ内に作成する空のディレクトリの名前。

返り値
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返り値はありません。失敗時には例外をスローします。

例

例1 PharData::addEmptyDir() の例
<?php
try {
    $a = new PharData('/path/to/my.tar');

    $a->addEmptyDir('/full/path/to/file');
    // できあがったファイルを確認します
    $b = $a['full/path/to/file']->isDir();
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::addEmptyDir() - 空のディレクトリを phar アーカイブに追加する
PharData::addFile() - ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::addFromString() - ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する

PharData::addFile
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::addFile — ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する

説明

void Phar::addFile ( string $file [, string $localname ] )

このメソッドを使用すると、任意のファイルあるいは URL を tar/zip アーカイブに追加することができます。 オプションの 2 番目のパラメータ localname を指定すると、 ファイルはその名前でアーカイブ内に格納されます。指定しなかった場合は、 file パラメータをアーカ
イブ内のパスとして使用します。 URL を使用する場合は、localname を指定しないと例外がスローされます。 このメソッドは ZipArchive::addFile() と同じようなものです。

パラメータ
file

phar アーカイブに追加したいディスク上のファイルへのフルパスあるいは相対パス。
localname

ファイルをアーカイブ内に格納するときのパス。

返り値

返り値はありません。失敗時には例外をスローします。

例

例1 PharData::addFile() の例
<?php
try {
    $a = new PharData('/path/to/my.tar');

    $a->addFile('/full/path/to/file');
    // 格納したファイルを確認します
    $b = $a['full/path/to/file']->getContent();

    $a->addFile('/full/path/to/file', 'my/file.txt');
    $c = $a['my/file.txt']->getContent();

    // URL の使用例
    $a->addFile('http://www.example.com', 'example.html');
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

PharData::offsetSet() - tar/zip の内部のファイルに、外部ファイルあるいは文字列の内容を設定する
Phar::addFile() - ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
PharData::addFromString() - ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::addEmptyDir() - 空のディレクトリを tar/zip アーカイブに追加する
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PharData::addFromString
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::addFromString — ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する

説明

bool PharData::addFromString ( string $localname , string $contents )

このメソッドを使用すると、任意の文字列を tar/zip アーカイブに追加することができます。 アーカイブ内のファイル名は localname で指定したものとなります。 このメソッドは ZipArchive::addFromString() と同じようなものです。

パラメータ
localname

ファイルをアーカイブ内に格納するときのパス。
contents

ファイルに保存する内容。

返り値

返り値はありません。失敗時には例外をスローします。

例

例1 PharData::addFromString() の例
<?php
try {
    $a = new PharData('/path/to/my.tar');

    $a->addFromString('path/to/file.txt', 'my simple file');
    $b = $a['path/to/file.txt']->getContent();

    // 大きなファイル用にストリームハンドルから追加するには offsetSet() を使用します
    $c = fopen('/path/to/hugefile.bin');
    $a['largefile.bin'] = $c;
    fclose($c);
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

PharData::offsetSet() - tar/zip の内部のファイルに、外部ファイルあるいは文字列の内容を設定する
Phar::addFromString() - ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
PharData::addFile() - ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::addEmptyDir() - 空のディレクトリを tar/zip アーカイブに追加する

PharData::buildFromDirectory
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::buildFromDirectory — ディレクトリ内のファイルから tar/zip アーカイブを作成する

説明

array Phar::buildFromDirectory ( string $base_dir [, string $regex ] )

ディレクトリの中身をもとに tar/zip アーカイブを作成します。 オプションの 2 番目のパラメータで正規表現 (pcre) を指定すると、特定のファイルを除外することができます。 正規表現にマッチするすべてのファイルがアーカイブに含められ、 それ以外のファイルは除外され
ます。より詳細に制御するには PharData::buildFromIterator() を使用します。

パラメータ
base_dir

アーカイブに追加するすべてのファイルを含むディレクトリへの フルパスあるいは相対パス。
regex

オプションで指定する pcre 正規表現。 これを使用してファイル一覧をフィルタリングします。 正規表現にマッチするファイルパスのみがアーカイブに追加されます。

返り値
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Phar::buildFromDirectory() は、連想配列を返します。これは、 ファイルの内部パスをファイルシステム上のフルパスを対応させたものです。

エラー / 例外

このメソッドは、内部ディレクトリイテレータのインスタンスの作成に失敗したときに BadMethodCallException をスローします。 また、phar アーカイブの保存時にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 PharData::buildFromDirectory() の例
<?php
$phar = new PharData('project.tar');
// project 内のすべてのファイルを追加します
$phar->buildFromDirectory(dirname(__FILE__) . '/project');

$phar2 = new PharData('project2.zip');
// project 内のファイルのうち、php ファイルだけを追加します
$phar->buildFromDirectory(dirname(__FILE__) . '/project', '/\.php$/');
?>

参考

Phar::buildFromDirectory() - ディレクトリ内のファイルから phar を作成する
PharData::buildFromIterator() - イテレータから tar あるいは zip アーカイブを作成する

PharData::buildFromIterator
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::buildFromIterator — イテレータから tar あるいは zip アーカイブを作成する

説明

array PharData::buildFromIterator ( Iterator $iter [, string $base_directory ] )

tar あるいは zip アーカイブをイテレータから作成します。 サポートするイテレータは二種類で、 tar/zip 内のファイル名とディスク上の実際のファイル名を対応させたものか、あるいは DirectoryIterator のように SplFileInfo オブジェクトを返すものです。 SplFileInfo オブ
ジェクトを返すイテレータの場合は、2 番目のパラメータが必要となります。

例

例1 SplFileInfo を使用した PharData::buildFromIterator() の例

ほとんどの tar/zip アーカイブは、実際のディレクトリ構造を反映した形式になっています。 このような場合は 2 番目の方式が最適です。 たとえば、次のようなディレクトリ構成のファイルを含む tar/zip アーカイブを作成してみることにしましょう。
/path/to/project/
                 config/
                        dist.xml
                        debug.xml
                 lib/
                     file1.php
                     file2.php
                 src/
                     processthing.php
                 www/
                     index.php
                 cli/
                     index.php

次のコードを使用すると、これらのファイルを tar アーカイブ "project.tar" に追加します。
<?php
$phar = new PharData('project.tar');
$phar->buildFromIterator(
    new RecursiveIteratorIterator(
     new RecursiveDirectoryIterator('/path/to/project')),
    '/path/to/project');
?>

これで、ファイル project.tar はすぐに使えるようになります。 PharData::buildFromIterator() は圧縮やメタデータの設定を行いません。 これらは tar/zip アーカイブを作成した後で行うことができます。

興味深いことに、PharData::buildFromIterator() を使用して既存の phar や tar、あるいは zip アーカイブの中身をコピーすることもできます。 というのも PharData オブジェクトは DirectoryIterator を継承しているからです。
<?php
$phar = new PharData('project.tar');
$phar->buildFromIterator(
    new RecursiveIteratorIterator(
     new Phar('/path/to/anotherphar.phar')),
    'phar:///path/to/anotherphar.phar/path/to/project');
$phar->setStub($phar->createDefaultWebStub('cli/index.php', 'www/index.php'));
?>

例2 その他のイテレータを使用した PharData::buildFromIterator() の例

それ以外の形式のイテレータでは、 key => value の対応を返すものを使用できます。たとえば ArrayIterator などです。
<?php
$phar = new PharData('project.tar');
$phar->buildFromIterator(
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    new ArrayIterator(
     array(
        'internal/file.php' => dirname(__FILE__) . '/somefile.php',
        'another/file.jpg' => fopen('/path/to/bigfile.jpg', 'rb'),
     )));
?>

パラメータ
iter

phar ファイルと実際の場所の関連を返すイテレータ、 あるいは SplFileInfo オブジェクトを返すイテレータ。
base_directory

SplFileInfo オブジェクトを返すイテレータを指定した際、 tar/zip アーカイブへの追加時にフルパスから取り除く部分。

返り値

PharData::buildFromIterator() は連想配列を返します。 これは、ファイルの内部パスとファイルシステム上のフルパスを対応させたものです。

エラー / 例外

このメソッドは、イテレータが間違った値 (たとえば文字列キーではなく整数キーなど) を返した場合に UnexpectedValueException を返します。また、SplFileInfo 型のイテレータを渡したときに base_directory を指定しなかった場合は BadMethodCallException を、 phar
アーカイブの保存時にエラーが発生した場合は PharException を返します。

参考

Phar::buildFromIterator() - イテレータから phar アーカイブを作成する

PharData::compress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::compress — tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する

説明

object PharData::compress ( int $compression , string $extension )

tar 形式のアーカイブの場合は、 このメソッドはアーカイブ全体を gzip あるいは bzip2 で圧縮します。 できあがったファイルは gunzip/bunzip コマンドで処理することもできますし、 Phar 拡張モジュールで直接透過的に使用することもできます。

zip 形式のアーカイブの場合は、このメソッドは失敗して例外が発生します。 gzip で圧縮するためには zlib 拡張モジュールが、そして bzip2 で圧縮するためには bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。

さらに、このメソッドは自動的にアーカイブの名前を変更し、 .gz あるいは .bz2 を追加します。Phar::NONE を渡して圧縮を解除した場合は拡張子も削除します。 もうひとつの方法として、ファイルの拡張子を 2 番目のパラメータで指定することもできます。

パラメータ
compression

圧縮を行う場合には Phar::GZ あるいは Phar::BZ2、圧縮を解除する場合には Phar::NONE を指定します。
extension

デフォルトでは、tar を圧縮する際の拡張子は .tar.gz あるいは .tar.bz2、伸長する際の拡張子は .tar となります。

返り値

PharData オブジェクトを返します。

エラー / 例外

zlib 拡張モジュールが使用できない場合、あるいは bzip2 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharData::compress() の例
<?php
$p = new PharData('/path/to/my.tar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
$p1 = $p->compress(Phar::GZ); // /path/to/my.phar.gz にコピーします
$p2 = $p->compress(Phar::BZ2); // /path/to/my.phar.bz2 にコピーします
$p3 = $p2->compress(Phar::NONE); // 例外: /path/to/my.phar already exists
?>

参考
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Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する

PharData::compressFiles
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::compressFiles — 現在の tar/zip アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する

説明

bool PharData::compressFiles ( int $compression )

tar 形式の phar アーカイブでは、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。 というのも、tar ファイルフォーマットではアーカイブ内の個別のファイルの圧縮をサポートしていないからです。 PharData::compress() を使用して、tar 形式の phar アーカイブ
全体を圧縮します。

zip 形式のアーカイブでは、 このメソッドは Phar アーカイブ内のすべてのファイルを指定した方式で圧縮します。 この機能を使用するには、zlib 拡張モジュールあるいは bzip2 拡張モジュールが有効になっている必要があります。さらに、 もし既に bzip2/zlib で圧縮されて
いるファイルがある場合は、 いったんその圧縮を解除するために対応する拡張モジュールが必要となります。

パラメータ
compression

圧縮を行う場合は Phar::GZ あるいは Phar::BZ2、圧縮を解除するためには Phar::NONE のいずれかを指定しなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、zlib 拡張モジュールが有効でない場合、 あるいは既に bzip2 圧縮されているファイルがあるのに bzip2 拡張モジュールが有効でない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharData::compressFiles() の例
<?php
$p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
$p->compressFiles(Phar::GZ);
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(10) "myfile.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)
string(11) "myfile2.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
PharData::decompressFiles() - 現在の zip アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
PharData::compress() - tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
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PharData::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する

PharData::__construct
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::__construct — 実行可能でない tar あるいは zip アーカイブオブジェクトを作成する

説明

void PharData::__construct ( string $fname [, int $flags [, string $alias [, int $format = Phar::TAR ]]] )

パラメータ
fname

既存の tar/zip アーカイブあるいは作成したいアーカイブへのパス。
flags

親クラス Phar の RecursiveDirectoryIterator に渡すフラグ。
alias

この Phar アーカイブをストリーム機能からコールするときに使うエイリアス。
format

Phar クラスの ファイルフォーマット定数 のいずれか。

エラー / 例外

2 度コールされた場合に BadMethodCallException、 phar アーカイブのオープンに失敗した場合に UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 PharData::__construct() の例
<?php
try {
    $p = new PharData('/path/to/my.tar', CURRENT_AS_FILEINFO | KEY_AS_FILENAME);
} catch (UnexpectedValueException $e) {
    die('Could not open my.tar');
} catch (BadMethodCallException $e) {
    echo 'technically, this cannot happen';
}
echo file_get_contents('phar:///path/to/my.tar/example.txt');
?>

PharData::convertToData
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::convertToData — phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

説明

PharData PharData::convertToData ([ int $format [, int $compression [, string $extension ]]] )

このメソッドは、実行可能でない tar あるいは zip アーカイブを別の実行可能でない形式に変換します。

何も変更しなかった場合、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。 このメソッドは、tar アーカイブを zip 形式に変換するか あるいはその逆の変換をする場合に使用するものです。 このメソッドで単に tar アーカイブの圧縮方法だけを変更することもでき
ますが、 その場合は PharData::compress() を使うことをおすすめします。

成功した場合は、このメソッドはディスク上に新しいアーカイブを作成して PharData オブジェクトを返します。 古いアーカイブは削除されずディスク上に残るので、 処理を終えたら手動で削除する必要があります。

パラメータ
format

これは Phar::TAR あるいは Phar::ZIP のいずれかとなります。 NULL を指定すると、現在のファイル形式をそのまま保持します。
compression

アーカイブ全体の圧縮を行わない場合は Phar::NONE、 zlib による圧縮の場合は Phar::GZ、そして bzip による圧縮の場合は Phar::BZ2 のいずれかを指定します。
extension



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

このパラメータは、変換後のアーカイブのデフォルトのファイル拡張子を変更します。 実行可能でない tar や zip アーカイブのファイル名としては .phar は使用できないことに注意しましょう。

tar 形式の phar アーカイブの場合、デフォルトの拡張子は圧縮形式によって .tar、.tar.gz、 .tar.bz2 のいずれかとなります。 zip 形式のアーカイブの場合、デフォルトの拡張子は .zip となります。

返り値

このメソッドは、成功した場合に PharData オブジェクトを返します。失敗した場合は例外をスローします。

エラー / 例外

圧縮ができない場合や無効な圧縮方式が指定された場合、あるいは Phar::startBuffering() でバッファリングしたまま Phar::stopBuffering() を実行していないアーカイブを処理しようとした場合に BadMethodCallException をスローします。 また、phar 作成中に何らかの問題
が発生した場合に PharException をスローします。

例

例1 PharData::convertToData() の例

PharData::convertToData() の使用法です。
<?php
try {
    $tarphar = new PharData('myphar.tar');
    // myphar.tar は削除 *されない* ことに注意しましょう
    // 実行可能ではない tar 形式に変換し
    // myphar.zip を作成します
    $zip = $tarphar->convertToData(Phar::ZIP);
    // myphar.tbz を作成します
    $tgz = $zip->convertToData(Phar::TAR, Phar::BZ2, '.tbz');
    // myphar.phar.tgz を作成します
    $phar = $tarphar->convertToData(Phar::PHAR); // throws exception
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::convertToExecutable() - phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
Phar::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
PharData::convertToExecutable() - 実行可能でない tar/zip アーカイブを実行可能な phar アーカイブ形式に変換する

PharData::convertToExecutable
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::convertToExecutable — 実行可能でない tar/zip アーカイブを実行可能な phar アーカイブ形式に変換する

説明

Phar PharData::convertToExecutable ([ int $format [, int $compression [, string $extension ]]] )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

このメソッドは、実行可能でない tar あるいは zip アーカイブを実行可能な phar 形式に変換します。実行可能なファイル形式 3 種類 (phar, tar あるいは zip) のどれでも使用することができ、アーカイブ全体の圧縮も行うことができます。

何も変更しなかった場合、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。

成功した場合は、このメソッドはディスク上に新しいアーカイブを作成して Phar オブジェクトを返します。 古いアーカイブは削除されずディスク上に残るので、 処理を終えたら手動で削除する必要があります。

パラメータ
format

これは Phar::PHAR、Phar::TAR あるいは Phar::ZIP のいずれかとなります。 NULL を指定すると、現在のファイル形式をそのまま保持します。
compression

アーカイブ全体の圧縮を行わない場合は Phar::NONE、 zlib による圧縮の場合は Phar::GZ、そして bzip による圧縮の場合は Phar::BZ2 のいずれかを指定します。
extension

このパラメータは、変換後のアーカイブのデフォルトのファイル拡張子を変更します。 実行可能でない tar や zip アーカイブのファイル名としては .phar は使用できないことに注意しましょう。

phar 形式のアーカイブに変換する場合、デフォルトの拡張子は圧縮形式によって .phar、.phar.gz あるいは .phar.bz2 のいずれかとなります。tar 形式のアーカイブの場合、デフォルトの拡張子は .phar.tar、.phar.tar.gz および .phar.tar.bz2 です。zip 形式のアーカイ
ブの場合、 デフォルトの拡張子は .phar.zip となります。

返り値
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このメソッドは、成功した場合に Phar オブジェクトを返します。失敗した場合は例外をスローします。

エラー / 例外

圧縮ができない場合や無効な圧縮方式が指定された場合、あるいは Phar::startBuffering() でバッファリングしたまま Phar::stopBuffering() を実行していないアーカイブを処理しようとした場合に BadMethodCallException をスローします。 また、書き込みサポートが無効な
場合に UnexpectedValueException、 phar 作成中に何らかの問題が発生した場合に PharException をスローします。

例

例1 PharData::convertToExecutable() の例

PharData::convertToExecutable() の使用例です。
<?php
try {
    $tarphar = new PharData('myphar.tar');
    // phar ファイル形式に変換します
    // myphar.tar は削除 *されない* ことに注意しましょう
    $phar = $tarphar->convertToExecutable(Phar::PHAR); // creates myphar.phar
    $phar->setStub($phar->createDefaultStub('cli.php', 'web/index.php'));
    // myphar.phar.tgz を作成します
    $compressed = $tarphar->convertToExecutable(Phar::TAR, Phar::GZ, '.phar.tgz');
} catch (Exception $e) {
    // ここでエラー処理をします
}
?>

参考

Phar::convertToExecutable() - phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
Phar::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
PharData::convertToData() - phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する

PharData::copy
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::copy — phar アーカイブ内のファイルを、phar 内で別の新しいファイルとしてコピーする

説明

bool PharData::copy ( string $oldfile , string $newfile )

phar アーカイブ内のファイルを、そのアーカイブ内で別の新しいファイルとしてコピーします。 これは、phar ストリームラッパーでの copy() と同等の操作をオブジェクト指向で行うものです。

パラメータ
oldfile

newfile

返り値

成功した場合に TRUE を返します。しかし、より安全を期すなら try/catch ブロック内で使用して例外がスローされないことを確認するといいでしょう。

エラー / 例外

コピー元のファイルが存在しない、コピー先のファイルが既に存在する、 書き込みアクセスが無効になっている、どちらかのファイルのオープンに失敗した、 あるいはコピー元のファイルの読み込みに失敗した場合に UnexpectedValueException をスローします。 変更内容の
phar への書き込みに失敗した場合は PharException をスローします。

例

例1 PharData::copy() の例

この例は、PharData::copy() の使用法のほかに それと同等の操作をストリームラッパーで行う方法を示すものです。 これらの方式の最大の違いはエラー処理です。 PharData のすべてのメソッドは例外をスローしますが、ストリームラッパーの場合は trigger_error() を使用し
ます。
<?php
try {
    $phar = new PharData('myphar.tar');
    $phar['a'] = 'hi';
    $phar->copy('a', 'b');
    echo $phar['b']; // 出力は "hi"
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}

// 上のコードと同等の処理をストリームラッパーで行う例。
// エラー時には例外ではなく E_WARNINGS が発生します
copy('phar://myphar.tar/a', 'phar//myphar.tar/c');
echo file_get_contents('phar://myphar.tar/c'); // 出力は "hi"
?>
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PharData::decompress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::decompress — Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する

説明

object PharData::decompress ([ string $extension ] )

tar 形式のアーカイブの場合は、 このメソッドはアーカイブ全体の圧縮を解除します。

zip 形式のアーカイブの場合は、このメソッドは失敗して例外が発生します。 gzip で圧縮されたファイルの圧縮を解除するためには zlib 拡張モジュールが、そして bzip2 で圧縮されたファイルの圧縮を解除するためには bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければなりま
せん。

さらに、このメソッドは自動的にアーカイブの拡張子を変更し、 .tar をデフォルトで追加します。 もうひとつの方法として、ファイルの拡張子を 2 番目のパラメータで指定することもできます。

パラメータ
extension

圧縮を解除する場合、デフォルトのファイル拡張子は .phar.tar です。 このパラメータを使用すると、別の拡張子を指定することができます。 実行可能な phar アーカイブは、ファイル名に必ず .phar を含まなければならないことに注意しましょう。

返り値

PharData オブジェクトを返します。

エラー / 例外

zlib 拡張モジュールが使用できない場合、あるいは bzip2 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharData::decompress() の例
<?php
$p = new PharData('/path/to/my.tar', 0, 'my.tar.gz');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
$p3 = $p2->decompress(); // /path/to/my.tar を作成します
?>

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharData::compress() - tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
PharData::compress() - tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
PharData::compressFiles() - 現在の tar/zip アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
PharData::decompressFiles() - 現在の zip アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する

PharData::decompressFiles
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::decompressFiles — 現在の zip アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する

説明

bool PharData::decompressFiles ( void )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

tar 形式の phar アーカイブでは、このメソッドは BadMethodCallException をスローします。 というのも、tar ファイルフォーマットではアーカイブ内の個別のファイルの圧縮をサポートしていないからです。 PharData::compress() を使用して、tar 形式の phar アーカイブ
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全体を圧縮します。

zip 形式のアーカイブでは、 このメソッドはアーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除します。 もし bzip2/zlib で圧縮されているファイルがある場合は、 この機能を使用するには、zlib 拡張モジュールあるいは bzip2 拡張モジュールが有効になっている必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

zlib 拡張モジュールが有効でない場合、 あるいは既に bzip2 圧縮されているファイルがあるのに bzip2 拡張モジュールが有効でない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharData::decompressFiles() の例
<?php
$p = new PharData('/path/to/my.zip');
$p['myfile.txt'] = 'hi';
$p['myfile2.txt'] = 'hi';
$p->compressFiles(Phar::GZ);
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
$p->decompressFiles();
foreach ($p as $file) {
    var_dump($file->getFileName());
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    var_dump($file->isCompressed(Phar::GZ));
}
?>

上の例の出力は以下となります。
string(10) "myfile.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)
string(11) "myfile2.txt"
int(4096)
bool(false)
bool(true)
string(10) "myfile.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)
string(11) "myfile2.txt"
bool(false)
bool(false)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
PharData::compressFiles() - 現在の tar/zip アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
PharData::compress() - tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
PharData::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する

PharData::delMetadata
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::delMetadata — zip アーカイブのグローバルメタデータを削除する

説明

int PharData::delMetadata ( void )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

zip アーカイブのグローバルメタデータを削除します。

パラメータ
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。しかし、より安全を期すなら 例外がスローされないことを確認するといいでしょう。

エラー / 例外

変更をディスクに書き戻す際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 PharData::delMetaData() の例
<?php
try {
    $phar = new PharData('myphar.zip');
    var_dump($phar->getMetadata());
    $phar->setMetadata("hi there");
    var_dump($phar->getMetadata());
    $phar->delMetadata();
    var_dump($phar->getMetadata());
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
string(8) "hi there"
NULL

参考

Phar::delMetadata() - phar のグローバルメタデータを削除する

PharData::delete
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::delete — tar/zip アーカイブ内のファイルを削除する

説明

int PharData::delete ( string $entry )

アーカイブ内のファイルを削除します。 これは、ストリームラッパー上で unlink() をコールするのと同じ意味です。以下に例を示します。

パラメータ
entry

削除したいファイルの、アーカイブ内でのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 しかし、例外がスローされているかどうかを確認したうえで 例外がなければ成功とみなすほうがいいでしょう。

エラー / 例外

変更内容をディスクに書き込む際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 PharData::delete() の例
<?php
try {
    $phar = new PharData('myphar.zip');
    $phar->delete('unlink/me.php');
    // これは以下と同じ意味です
    unlink('phar://myphar.phar/unlink/me.php');
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

参考

Phar::delete() - phar アーカイブ内のファイルを削除する
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PharData::extractTo
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::extractTo — tar/zip アーカイブの内容をディレクトリに展開する

説明

int PharData::extractTo ( string $pathto [, string|array $files [, bool $overwrite ]] )

tar/zip アーカイブ内のすべてのファイルをディスクに展開します。 展開されたファイルやディレクトリは、アーカイブに保存されたときのパーミッションを維持しています。 オプションのパラメータを使用すると、どのファイルを展開するかを制御したり 既存のファイルを上
書きするかどうかを指定したりすることができます。 2 番目のパラメータ files には、 展開したいファイルやディレクトリの名前、あるいはその配列を指定します。 デフォルトでは、このメソッドは既存のファイルを上書きしません。 3 番目のパラメータを true にすると既存
のファイルを上書きさせることができます。 このメソッドは ZipArchive::extractTo() と同じようなものです。

パラメータ
pathto

アーカイブ内のファイルへのパス。
files

展開したいファイル名/ディレクトリ名、あるいはその配列。
overwrite

TRUE にすると既存のファイルを上書きします。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 しかし、例外がスローされているかどうかを確認したうえで 例外がなければ成功とみなすほうがいいでしょう。

エラー / 例外

変更内容をディスクに書き込む際にエラーが発生した場合は PharException をスローします。

例

例1 PharData::extractTo() の例
<?php
try {
    $phar = new PharData('myphar.tar');
    $phar->extractTo('/full/path'); // すべてのファイルを展開します
    $phar->extractTo('/another/path', 'file.txt'); // file.txt のみを展開します
    $phar->extractTo('/this/path',
        array('file1.txt', 'file2.txt')); // 2 つのファイルだけを展開します
    $phar->extractTo('/third/path', null, true); // すべてのファイルを展開し、上書きします
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

参考

Phar::extractTo() - phar アーカイブの内容をディレクトリに展開する

PharData::isWritable
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::isWritable — tar/zip アーカイブが変更可能な場合に true を返す

説明

bool PharData::isWritable ( void )

このメソッドは、ディスク上の tar/zip アーカイブが読み込み専用でない場合に TRUE を返します。Phar::isWritable() とは異なり、 データのみの tar/zip アーカイブは phar.readonly が 1 であっても変更可能です。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値
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tar/zip アーカイブが変更可能な場合に TRUE を返します。

参考

Phar::canWrite() - phar 拡張モジュールが phar の書き込みや作成をサポートしているかどうかを返す
Phar::isWritable() - phar アーカイブが変更可能な場合に true を返す

PharData::offsetSet
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::offsetSet — tar/zip の内部のファイルに、外部ファイルあるいは文字列の内容を設定する

説明

void PharData::offsetSet ( string $offset , string $value )

これは ArrayAccess インターフェイスを実装したものです。 これにより、tar/zip アーカイブの内容に対して配列形式の角括弧を使用したアクセスが可能となります。 offsetSet を使用して、tar/zip アーカイブの既存ファイルの変更や 新しいファイルの追加を行います。

パラメータ
offset

tar あるいは zip アーカイブ内で変更するファイル名 (相対パス)。
value

ファイルの内容。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

Phar アーカイブへの変更をディスクに書き込む際に何らかのエラーが発生すると PharException がスローされます。

例

例1 PharData::offsetSet() の例

offsetSet は直接使用してはいけません。 配列に [] 演算子でアクセスする際に使用されます。
<?php
$p = new PharData('/path/to/my.tar');
try {
    // offsetSet がコールされます
    $p['file.txt'] = 'Hi there';
} catch (Exception $e) {
    echo 'file.txt を変更できません: ', $e;
}
?>

参考

Phar::offsetSet() - 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する

PharData::offsetUnset
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::offsetUnset — ファイルを tar/zip アーカイブから削除する

説明

bool PharData::offsetUnset ( string $offset )

これは ArrayAccess インターフェイスを実装したものです。 これにより、Phar アーカイブの内容に対して配列形式の角括弧を使用したアクセスが可能となります。 offsetUnset を使用して、既存のファイルを削除します。また unset() が使用された場合にもコールされます。

パラメータ
offset

tar/zip アーカイブ内で変更するファイル名 (相対パス)。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

tar/zip アーカイブへの変更をディスクに書き込む際に何らかのエラーが発生すると PharException をスローします。

例

例1 PharData::offsetUnset() の例
<?php
$p = new PharData('/path/to/my.zip');
try {
    // offsetUnset がコールされ、file.txt が my.zip から削除されます
    unset($p['file.txt']);
} catch (Exception $e) {
    echo 'file.txt を削除できません: ', $e;
}
?>

参考

Phar::offsetUnset() - ファイルを phar から削除する

PharData::setAlias
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::setAlias — ダミー関数 (Phar::setAlias は PharData では使用不能)

説明

bool PharData::setAlias ( string $alias )

実行可能でない tar/zip アーカイブはエイリアスを持つことができないので、 このメソッドは単に例外をスローします。

パラメータ
alias

このアーカイブを指すときに使用する短い文字列。 phar ストリームラッパーがアクセスする際にこれを使用します。 このパラメータは無視されます。

返り値

エラー / 例外

このメソッドがコールされると必ず PharException をスローします。

参考

Phar::setAlias() - Phar アーカイブのエイリアスを設定する

PharData::setDefaultStub
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::setDefaultStub — ダミー関数 (Phar::setDefaultStub は PharData では無効)

説明

void PharData::setDefaultStub ([ string $index [, string $webindex ]] )

実行可能でない tar/zip アーカイブはスタブを持つことができません。 そのため、このメソッドは単に例外をスローするだけです。

パラメータ
index

コマンドラインからアクセスした場合に実行する、 phar アーカイブ内の相対パス。
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webindex

ウェブブラウザからアクセスした場合に実行する、 phar アーカイブ内の相対パス。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

常に PharException をスローします。

参考

Phar::setDefaultStub() - Phar アーカイブの PHP ローダー (起動スタブ) をデフォルトのローダーに設定する

Phar::setMetadata
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

Phar::setMetadata — phar アーカイブのメタデータを設定する

説明

void Phar::setMetadata ( mixed $metadata )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

Phar::setMetadata() は、 phar アーカイブ全体に関する独自の情報を保存する場合に使用します。 ファイル固有のメタデータについては PharFileInfo::setMetadata() を使うようにしましょう。大きなメタデータを使用すると、 phar アーカイブの読み込み時のパフォーマンス
が低下します。

メタデータの使用例として考えられるのは、 アーカイブの中で最初に実行するファイルはどれかを指定したり、 » PEAR の package.xml のようなマニフェストの場所を指定したりすることです。 しかし、phar アーカイブに関する有用なデータなら何を保存してもかまいませ
ん。

パラメータ
metadata

phar アーカイブについての情報を含む、PHP の変数。

返り値

値を返しません。

例

例1 Phar::setMetadata() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['file.php'] = '<?php echo "hello"';
    $p->setMetadata(array('bootstrap' => 'file.php'));
    var_dump($p->getMetadata());
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar の作成/変更ができません:', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["bootstrap"]=>
  string(8) "file.php"
}

参考

Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す
Phar::delMetadata() - phar のグローバルメタデータを削除する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す

http://pear.php.net/
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Phar::setSignatureAlgorithm
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.1.0)

Phar::setSignatureAlgorithm — phar のシグネチャのアルゴリズムを設定する

説明

void Phar::setSignatureAlgorithm ( int $sigtype )

注意:

このメソッドは、php.ini の phar.readonly が 0 でないと Phar オブジェクトで動作しません。それ以外の場合は PharException がスローされます。

phar のシグネチャのアルゴリズムを設定します。 シグネチャのアルゴリズムは Phar::MD5、 Phar::SHA1、Phar::SHA256、 Phar::SHA512 あるいは Phar::PGP のいずれかでなければなりません (pgp は現時点ではまだサポートされておらず、自動的に SHA-1 に読みかえられ
ます)。

パラメータ
sigtype

Phar::MD5、 Phar::SHA1、Phar::SHA256、 Phar::SHA512 あるいは Phar::PGP のいずれか。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

さまざまなエラーが発生した場合に UnexpectedValueException をスローします。 zip 形式や tar 形式の phar アーカイブに対してコールした場合は BadMethodCallException をスローします。 変更内容をディスクに書き込むときにエラーが発生した場合は PharException
をスローします。

参考

Phar::getSupportedSignatures() - サポートするシグネチャ型の配列を返す
Phar::getSignature() - Phar アーカイブの MD5/SHA1/SHA256/SHA512/OpenSSL シグネチャを返す

PharData::setStub
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharData::setStub — ダミー関数 (Phar::setStub は PharData では使用不能)

説明

void PharData::setStub ( string $stub )

実行可能でない tar/zip アーカイブはスタブを持つことができないので、 このメソッドは単に例外をスローします。

パラメータ
stub

文字列あるいはオープンしたストリームハンドル。 この phar アーカイブの実行スタブとして使用します。 このパラメータは無視されます。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

このメソッドがコールされると必ず PharException をスローします。

参考

Phar::setStub() - Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する

目次
PharData::addEmptyDir —  tar/zip 
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空のディレクトリを アーカイブに追加する
PharData::addFile — ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::addFromString — ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::buildFromDirectory — ディレクトリ内のファイルから tar/zip アーカイブを作成する
PharData::buildFromIterator — イテレータから tar あるいは zip アーカイブを作成する
PharData::compress — tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
PharData::compressFiles — 現在の tar/zip アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
PharData::__construct — 実行可能でない tar あるいは zip アーカイブオブジェクトを作成する
PharData::convertToData — phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
PharData::convertToExecutable — 実行可能でない tar/zip アーカイブを実行可能な phar アーカイブ形式に変換する
PharData::copy — phar アーカイブ内のファイルを、phar 内で別の新しいファイルとしてコピーする
PharData::decompress — Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
PharData::decompressFiles — 現在の zip アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
PharData::delMetadata — zip アーカイブのグローバルメタデータを削除する
PharData::delete — tar/zip アーカイブ内のファイルを削除する
PharData::extractTo — tar/zip アーカイブの内容をディレクトリに展開する
PharData::isWritable — tar/zip アーカイブが変更可能な場合に true を返す
PharData::offsetSet — tar/zip の内部のファイルに、外部ファイルあるいは文字列の内容を設定する
PharData::offsetUnset — ファイルを tar/zip アーカイブから削除する
PharData::setAlias — ダミー関数 (Phar::setAlias は PharData では使用不能)
PharData::setDefaultStub — ダミー関数 (Phar::setDefaultStub は PharData では無効)
Phar::setMetadata — phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::setSignatureAlgorithm — phar のシグネチャのアルゴリズムを設定する
PharData::setStub — ダミー関数 (Phar::setStub は PharData では使用不能)

PharFileInfo クラス
導入
PharFileInfo クラスは、 phar アーカイブ内の個々のファイルのコンテンツや属性への 高レベルインターフェイスを提供します。

クラス概要
PharFileInfo extends SplFileInfo {
/* プロパティ */
/* メソッド */
void chmod ( int $permissions )
bool compress ( int $compression )
void __construct ( string $entry )
bool decompress ( void )
bool delMetadata ( void )
int getCRC32 ( void )
int getCompressedSize ( void )
mixed getMetaData ( void )
int getPharFlags ( void )
bool hasMetadata ( void )
bool isCRCChecked ( void )
bool isCompressed ([ int $compression_type = 9021976 ] )
bool isCompressedBZIP2 ( void )
bool isCompressedGZ ( void )
bool setCompressedBZIP2 ( void )
bool setCompressedGZ ( void )
void setMetaData ( mixed $metadata )
bool setUncompressed ( void )
}

PharFileInfo::chmod
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::chmod — ファイル固有のパーミッションビットを設定する

説明

void PharFileInfo::chmod ( int $permissions )

PharFileInfo::chmod() は、ファイルパーミッションのうち実行ビットと読み込みビットを設定します。 書き込みビットについては無視されます。書き込みビットは、実行時に INI 設定 phar.readonly に基づいて自動的に設定されます。 この関数は phar の内容を変更するの
で、Phar アーカイブ内のファイルを操作するには INI 設定 phar.readonly がオフでなければなりません。 PharData アーカイブ内のファイルについては、この制約はありません。
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パラメータ
permissions

パーミッション (chmod() を参照ください)。

返り値

値を返しません。

例

例1 PharFileInfo::chmod() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar('brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['file.sh'] = '#!/usr/local/lib/php
    <?php echo "hi"; ?>';
    // 実行ビットを設定します
    $p['file.sh']->chmod(0555);
    var_dump($p['file.sh']->isExecutable());
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)

PharFileInfo::compress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharFileInfo::compress — 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する

説明

bool PharFileInfo::compress ( int $compression )

このメソッドは、Phar アーカイブ内のファイルを bzip あるいは zlib で圧縮します。 この機能を使用するには bzip2 拡張モジュールあるいは zlib 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 さらに、ファイルがすでに圧縮されている場合には、 その圧縮をいった
ん解除するために対応する拡張モジュールが必要となります。 この関数は phar の内容を変更するので、Phar アーカイブ内のファイルを扱うには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。 PharData アーカイブ内のファイルについてはこの制約はありま
せん。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、あるいは zlib/zlib 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharFileInfo::compress() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
    $p['myfile.txt']->compress(Phar::BZ2);
    var_dump($file->isCompressed(Phar::BZ2));
} catch (Exception $e) {
    echo 'Create/modify operations on my.phar failed: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
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Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す

PharFileInfo::__construct
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::__construct — Phar エントリオブジェクトを作成する

説明

void PharFileInfo::__construct ( string $entry )

これは直接コールしてはいけません。PharFileInfo オブジェクトを作成するには、 配列へのアクセスを通じて Phar::offsetGet() をコールします。

パラメータ
entry

ファイルを取得するための完全な url。 ファイル my/file.php の情報を phar boo.phar から取得したい場合は、 このエントリは phar://boo.phar/my/file.php となります。

エラー / 例外

__construct() が二度コールされた場合に BadMethodCallException、 phar の URL がおかしかったり phar がオープンできなかったり、 あるいはファイルが phar 内で見つからなかった場合に UnexpectedValueException がスローされます。

例

例1 PharFileInfo::__construct() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['testfile.txt'] = "hi\nthere\ndude";
    $file = $p['testfile.txt'];
    foreach ($file as $line => $text) {
        echo "行番号 $line: $text";
    }
    // これも動作します
    $file = new PharFileInfo('phar:///path/to/my.phar/testfile.txt');
    foreach ($file as $line => $text) {
        echo "行番号 $line: $text";
    }
} catch (Exception $e) {
    echo 'Phar 操作に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。

行番号 1: hi
行番号 2: there
行番号 3: dude
行番号 1: hi
行番号 2: there
行番号 3: dude

PharFileInfo::decompress
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 2.0.0)

PharFileInfo::decompress — phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する

説明

bool PharFileInfo::decompress ( void )

このメソッドは、Phar アーカイブ内のファイルの圧縮を解除します。 ファイルの圧縮形式に応じて、この機能を使用するには bzip2 拡張モジュールあるいは zlib 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、Phar アーカイ
ブ内のファイルを扱うには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。 PharData アーカイブ内のファイルについてはこの制約はありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外
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INI 設定 phar.readonly が on の場合、あるいは zlib/zlib 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharFileInfo::decompress() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    $file->compress(Phar::GZ);
    var_dump($file->isCompressed());
    $p['myfile.txt']->decompress();
    var_dump($file->isCompressed());
} catch (Exception $e) {
    echo 'Create/modify failed for my.phar: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
int(4096)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す

PharFileInfo::delMetadata
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.0)

PharFileInfo::delMetadata — エントリのメタデータを削除する

説明

bool PharFileInfo::delMetadata ( void )

エントリのメタデータが存在する場合にそれを削除します。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 エントリがメタデータを持っていない場合に FALSE を返します。 この関数は phar の内容を変更するので、Phar アーカイブ内のファイルを操作するには INI 設定 phar.readonly がオフでなければなりません。 PharData アーカイブ内のファ
イルについては、この制約はありません。

エラー / 例外

変更のディスクへの書き込み時にエラーが発生した場合は PharException、 書き込みアクセスが無効となっている場合は BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharFileInfo::delMetaData() の例
<?php
try {
    $a = new Phar('myphar.phar');
    $a['hi'] = 'hi';
    var_dump($a['hi']->delMetadata());
    $a['hi']->setMetadata('there');
    var_dump($a['hi']->delMetadata());
    var_dump($a['hi']->delMetadata());
} catch (Exception $e) {
    // エラー処理
}
?>

上の例の出力は以下となります。
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bool(false)
bool(true)
bool(false)

参考

PharFileInfo::setMetadata() - ファイルとともに保存する、ファイル固有のメタデータを設定する
PharFileInfo::hasMetadata() - エントリのメタデータを返す
PharFileInfo::getMetadata() - ファイルとともに保存されている、ファイル固有のメタデータを返す
Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す

PharFileInfo::getCRC32
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::getCRC32 — CRC32 コードを返すか、CRC がチェックできない場合に例外をスローする

説明

int PharFileInfo::getCRC32 ( void )

Phar アーカイブ内のファイルの crc32() チェックサムを返します。

返り値

Phar アーカイブ内のファイルの crc32() チェックサムを返します。

エラー / 例外

ファイルがまだ CRC32 で検証されていない場合に BadMethodCallException をスローします。 通常、これはありえません。CRC の検証は、 読み込みモードあるいは書き込みモードでファイルをオープンする際に行われるからです。

例

例1 PharFileInfo::getCRC32() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    echo $file->getCRC32();
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar での書き込み操作に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
3633523372

PharFileInfo::getCompressedSize
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::getCompressedSize — Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す

説明

int PharFileInfo::getCompressedSize ( void )

この関数は、Phar アーカイブ内でのファイルの大きさを返します。 圧縮されていないファイルの場合は、getCompressedSize は filesize() と同じ値を返します。

返り値

ディスク上の Phar アーカイブ内のファイルのバイト数を返します。

例

例1 PharFileInfo::getCompressedSize() の例
<?php
try {
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    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    echo $file->getCompressedSize();
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar での書き込み操作に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
2

参考

PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する

PharFileInfo::getMetaData
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::getMetaData — ファイルとともに保存されている、ファイル固有のメタデータを返す

説明

mixed PharFileInfo::getMetaData ( void )

Phar アーカイブ内で、このファイル用のマニフェストに保存されたメタデータを返します。

パラメータ

返り値

ファイルのメタデータとして保存されている、シリアライズ可能な任意の PHP 変数を返します。 メタデータが保存されていない場合は NULL を返します。

例

例1 PharFileInfo::getMetaData() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['file.txt'] = 'hello';
    $p['file.txt']->setMetaData(array('user' => 'bill', 'mime-type' => 'text/plain'));
    var_dump($p['file.txt']->getMetaData());
} catch (Exception $e) {
    echo 'brandnewphar.phar を作成/変更できません: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["user"]=>
  string(4) "bill"
  ["mime-type"]=>
  string(10) "text/plain"
}

参考

PharFileInfo::setMetadata() - ファイルとともに保存する、ファイル固有のメタデータを設定する
PharFileInfo::hasMetadata() - エントリのメタデータを返す
PharFileInfo::delMetadata() - エントリのメタデータを削除する
Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す
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PharFileInfo::getPharFlags
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::getPharFlags — Phar ファイルエントリのフラグを返す

説明

int PharFileInfo::getPharFlags ( void )

この関数は、Phar のマニフェスト内のフラグセットを返します。 現在の実装では、これは常に 0 を返します。

返り値

Phar フラグを返します (現在の実装では、常に 0 となります)。

例

例1 PharFileInfo::getPharFlags() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    var_dump($file->getPharFlags());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar を作成/変更できません: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
int(0)

PharFileInfo::hasMetadata
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.2.0)

PharFileInfo::hasMetadata — エントリのメタデータを返す

説明

bool PharFileInfo::hasMetadata ( void )

phar アーカイブ内のファイルのメタデータを返します。

パラメータ

パラメータはありません。

返り値

メタデータが設定されていないかあるいは NULL が設定されている場合に FALSE、 NULL 以外のメタデータが設定されている場合に TRUE を返します。

参考

PharFileInfo::setMetadata() - ファイルとともに保存する、ファイル固有のメタデータを設定する
PharFileInfo::getMetadata() - ファイルとともに保存されている、ファイル固有のメタデータを返す
PharFileInfo::delMetadata() - エントリのメタデータを削除する
Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す

PharFileInfo::isCRCChecked
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::isCRCChecked — ファイルエントリの CRC が検証されているかどうかを調べる

説明
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bool PharFileInfo::isCRCChecked ( void )

これは、Phar アーカイブ内のファイルが CRC 検証されているかどうかを返します。

返り値

そのファイルの CRC が検証されている場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 PharFileInfo::isCRCChecked() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    var_dump($file->isCRCChecked());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)

PharFileInfo::isCompressed
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::isCompressed — エントリが圧縮されているかどうかを調べる

説明

bool PharFileInfo::isCompressed ([ int $compression_type = 9021976 ] )

これは、Phar アーカイブ内のファイルが Gzip あるいは Bzip2 で圧縮されているかどうかを返します。

パラメータ
compression_type

Phar::GZ あるいは Phar::BZ2 のいずれか。デフォルトは任意の圧縮形式となります。

返り値

Phar アーカイブ内のファイルが圧縮されている場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 PharFileInfo::isCompressed() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt']->setCompressedGZ();
    $file = $p['myfile.txt'];
    $file2 = $p['myfile2.txt'];
    var_dump($file->isCompressed());
    var_dump($file2->isCompressed());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::decompress() - phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharFileInfo::compress() - 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
Phar::decompress() - Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::compress() - Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
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Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::decompressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::compressFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する

PharFileInfo::isCompressedBZIP2
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::isCompressedBZIP2 — エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる

説明

bool PharFileInfo::isCompressedBZIP2 ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は PharFileInfo::isCompressed()、 PharFileInfo::decompress() および PharFileInfo::compress() をご利用ください。

これは、Phar アーカイブ内のファイルが Bzip2 で圧縮されているかどうかを返します。

返り値

Phar アーカイブ内のファイルが Bzip2 で圧縮されている場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 PharFileInfo::isCompressedBZIP2() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt'] = 'hi';
    $p['myfile3.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt']->setCompressedGZ();
    $p['myfile3.txt']->setCompressedBZIP2();
    $file = $p['myfile.txt'];
    $file2 = $p['myfile2.txt'];
    $file3 = $p['myfile3.txt'];
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
    var_dump($file2->isCompressedBZIP2());
    var_dump($file3->isCompressedBZIP2());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

PharFileInfo::isCompressedGZ
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::isCompressedGZ — エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる

説明

bool PharFileInfo::isCompressedGZ ( void )
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注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は PharFileInfo::isCompressed()、 PharFileInfo::decompress() および PharFileInfo::compress() をご利用ください。

これは、Phar アーカイブ内のファイルが Gzip で圧縮されているかどうかを返します。

返り値

Phar アーカイブ内のファイルが Gzip で圧縮されている場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 PharFileInfo::isCompressedGZ() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt'] = 'hi';
    $p['myfile3.txt'] = 'hi';
    $p['myfile2.txt']->setCompressedGZ();
    $p['myfile3.txt']->setCompressedBZIP2();
    $file = $p['myfile.txt'];
    $file2 = $p['myfile2.txt'];
    $file3 = $p['myfile3.txt'];
    var_dump($file->isCompressedGZ());
    var_dump($file2->isCompressedGZ());
    var_dump($file3->isCompressedGZ());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

PharFileInfo::setCompressedBZIP2
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::setCompressedBZIP2 — phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する

説明

bool PharFileInfo::setCompressedBZIP2 ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は PharFileInfo::isCompressed()、 PharFileInfo::decompress() および PharFileInfo::compress() をご利用ください。

このメソッドは、Phar アーカイブ内のファイルを bzip2 を使用して圧縮します。この機能を使用するには、 bzip2 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 また、すでに gzip で圧縮されているファイルを処理するためには、 まず gzip を伸張するために zlib 拡
張モジュールが有効になっていなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、あるいは bzip2 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。
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例

例1 PharFileInfo::setCompressedBZIP2() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
    $p['myfile.txt']->setCompressedBZIP2();
    var_dump($file->isCompressedBZIP2());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

PharFileInfo::setCompressedGZ
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::setCompressedGZ — phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する

説明

bool PharFileInfo::setCompressedGZ ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は PharFileInfo::isCompressed()、 PharFileInfo::decompress() および PharFileInfo::compress() をご利用ください。

このメソッドは、Phar アーカイブ内のファイルを gzip を使用して圧縮します。この機能を使用するには、 zlib 拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 また、すでに bzip2 で圧縮されているファイルを処理するためには、 まず bzip2 を伸張するために bzip2
拡張モジュールが有効になっていなければなりません。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off になっていなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、あるいは zlib 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharFileInfo::setCompressedGZ() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    var_dump($file->isCompressedGZ());
    $p['myfile.txt']->setCompressedGZ();
    var_dump($file->isCompressedGZ());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
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bool(true)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setUncompressed() - phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

PharFileInfo::setMetaData
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::setMetaData — ファイルとともに保存する、ファイル固有のメタデータを設定する

説明

void PharFileInfo::setMetaData ( mixed $metadata )

PharFileInfo::setMetaData() を使用するのは、 既存のファイル情報としては表せない独自の情報を保存する場合のみに限るべきです。 メタデータを使用すると、phar アーカイブの読み込み時のパフォーマンスが劇的に低下します。これは、 メタデータのサイズが大きい場合
やメタデータを含むファイルが大量にある場合に顕著になります。 ファイルのパーミッションについては phar 自体でネイティブにサポートしており、 PharFileInfo->chmod() で設定できることを覚えておきましょう。 この関数は phar の内容を変更するので、Phar アーカイ
ブ内のファイルを操作するには INI 設定 phar.readonly がオフでなければなりません。 PharData アーカイブ内のファイルについては、この制約はありません。

メタデータの使用例として考えられるのは、ユーザ/グループ を指定し、phar からディスクに展開する際にそれを設定することなどです。 ほかには、MIME 型として返す値を明示的に指定することなどがあります。 その他、ファイルについて説明するデータであるが ファイル
自体に含むべきでないものを保存したりします。

パラメータ
metadata

ファイルとともに保存する情報を含む、PHP の変数。

返り値

値を返しません。

例

例1 PharFileInfo::setMetaData() の例
<?php
// 確実に消しておきます
@unlink('brandnewphar.phar');
try {
    $p = new Phar(dirname(__FILE__) . '/brandnewphar.phar', 0, 'brandnewphar.phar');
    $p['file.txt'] = 'hello';
    $p['file.txt']->setMetaData(array('user' => 'bill', 'mime-type' => 'text/plain'));
    var_dump($p['file.txt']->getMetaData());
} catch (Exception $e) {
    echo 'phar を作成/変更できません:', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["user"]=>
  string(4) "bill"
  ["mime-type"]=>
  string(10) "text/plain"
}

参考

PharFileInfo::hasMetadata() - エントリのメタデータを返す
PharFileInfo::getMetadata() - ファイルとともに保存されている、ファイル固有のメタデータを返す
PharFileInfo::delMetadata() - エントリのメタデータを削除する
Phar::setMetadata() - phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::hasMetadata() - ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
Phar::getMetadata() - phar アーカイブのメタデータを返す
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PharFileInfo::setUncompressed
(PHP >= 5.3.0, PECL phar >= 1.0.0)

PharFileInfo::setUncompressed — phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する

説明

bool PharFileInfo::setUncompressed ( void )

注意:

このメソッドは、phar 拡張モジュールバージョン 2.0.0 で削除されました。 今後は PharFileInfo::isCompressed()、 PharFileInfo::decompress() および PharFileInfo::compress() をご利用ください。

このメソッドは、Phar アーカイブ内のファイルを展開します。 この機能を使用するには、ファイルの圧縮形式に応じて bzip2 あるいは zlib のいずれかの拡張モジュールが必要になります。 この関数は phar の内容を変更するので、使用するには INI 設定 phar.readonly が off
になっていなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

INI 設定 phar.readonly が on の場合、あるいは bzip2/zlib 拡張モジュールが使用できない場合に BadMethodCallException をスローします。

例

例1 PharFileInfo::setUncompressed() の例
<?php
try {
    $p = new Phar('/path/to/my.phar', 0, 'my.phar');
    $p['myfile.txt'] = 'hi';
    $file = $p['myfile.txt'];
    $file->setCompressedGZ();
    var_dump($file->isCompressed());
    $p['myfile.txt']->setUncompressed();
    var_dump($file->isCompressed());
} catch (Exception $e) {
    echo 'my.phar の作成/変更に失敗しました: ', $e;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

参考

PharFileInfo::getCompressedSize() - Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::isCompressedBZIP2() - エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed() - エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ() - エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2() - phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setCompressedGZ() - phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
Phar::canCompress() - phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::isCompressed() - phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::compressAllFilesBZIP2() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::getSupportedCompression() - サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::uncompressAllFiles() - 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する

目次
PharFileInfo::chmod — ファイル固有のパーミッションビットを設定する
PharFileInfo::compress — 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::__construct — Phar エントリオブジェクトを作成する
PharFileInfo::decompress — phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharFileInfo::delMetadata — エントリのメタデータを削除する
PharFileInfo::getCRC32 — CRC32 コードを返すか、CRC がチェックできない場合に例外をスローする
PharFileInfo::getCompressedSize — Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::getMetaData — ファイルとともに保存されている、ファイル固有のメタデータを返す
PharFileInfo::getPharFlags — Phar ファイルエントリのフラグを返す
PharFileInfo::hasMetadata — エントリのメタデータを返す
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PharFileInfo::isCRCChecked — ファイルエントリの CRC が検証されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed — エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedBZIP2 — エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ — エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2 — phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setCompressedGZ — phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
PharFileInfo::setMetaData — ファイルとともに保存する、ファイル固有のメタデータを設定する
PharFileInfo::setUncompressed — phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する

PharException クラス
導入
PharException クラスは、try/catch ブロックで使用するための phar 固有の例外クラスです。

クラス概要
PharException extends Exception {
/* プロパティ */
}

PharException
(Unknown)

PharException — PharException クラスは、try/catch ブロックで使用するための phar 固有の例外クラスです

説明

目次
PharException — PharException クラスは、try/catch ブロックで使用するための phar 固有の例外クラスです

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Phar アーカイブの使用法

Phar アーカイブの使用法: 導入
Phar アーカイブの使用法: phar ストリームラッパー
Phar アーカイブの使用法: Phar クラスおよび PharData クラス

Phar アーカイブの作成
Phar アーカイブの作成: 導入

phar って、tar や zip とは何が違うの?
Phar アーカイブの原料のうち、ファイル形式に依存しないもの
Phar ファイルのスタブ
Phar 形式と Tar 形式、Zip 形式の徹底比較
Tar 形式の phar アーカイブ
Zip 形式の phar アーカイブ
Phar ファイルフォーマット
グローバルな Phar ビットマップフラグ
Phar マニフェストのファイルエントリの定義
Phar のシグネチャの書式

Phar — Phar クラス
Phar::addEmptyDir — 空のディレクトリを phar アーカイブに追加する
Phar::addFile — ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::addFromString — ファイルシステム上のファイルを phar アーカイブに追加する
Phar::apiVersion — API のバージョンを返す
Phar::buildFromDirectory — ディレクトリ内のファイルから phar を作成する
Phar::buildFromIterator — イテレータから phar アーカイブを作成する
Phar::canCompress — phar 拡張モジュールが zlib あるいは bzip2 による圧縮をサポートしているかどうかを返す
Phar::canWrite — phar 拡張モジュールが phar の書き込みや作成をサポートしているかどうかを返す
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Phar::compress — Phar アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesBZIP2 — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Bzip2 で圧縮する
Phar::compressAllFilesGZ — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを Gzip で圧縮する
Phar::compressFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
Phar::__construct — Phar アーカイブオブジェクトを作成する
Phar::convertToData — phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
Phar::convertToExecutable — phar アーカイブを実行可能な別の phar アーカイブ形式に変換する
Phar::copy — phar アーカイブ内のファイルを、phar 内で別の新しいファイルとしてコピーする
Phar::count — Phar アーカイブ内のエントリ (ファイル) の数を返す
Phar::createDefaultStub — phar ファイルフォーマット用のスタブを作成する
Phar::decompress — Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
Phar::decompressFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
Phar::delMetadata — phar のグローバルメタデータを削除する
Phar::delete — phar アーカイブ内のファイルを削除する
Phar::extractTo — phar アーカイブの内容をディレクトリに展開する
Phar::getMetaData — phar アーカイブのメタデータを返す
Phar::getModified — phar が変更されているかどうかを返す
Phar::getSignature — Phar アーカイブの MD5/SHA1/SHA256/SHA512/OpenSSL シグネチャを返す
Phar::getStub — Phar アーカイブの PHP ローダーあるいは起動スタブを返す
Phar::getSupportedCompression — サポートする圧縮アルゴリズムの配列を返す
Phar::getSupportedSignatures — サポートするシグネチャ型の配列を返す
Phar::getVersion — Phar アーカイブのバージョン情報を返す
Phar::hasMetaData — ファイルがグローバルなメタデータを持つかどうかを返す
Phar::interceptFileFuncs — fopen、file_get_contents、opendir などの stat 関連の関数をすべて phar に横取りさせる
Phar::isBuffering — Phar の書き込み操作がバッファリングされるか、あるいは直接ディスクに書き込まれるかを調べる
Phar::isCompressed — phar アーカイブ全体が (.tar.gz/tar.bz などで) 圧縮されている場合に Phar::GZ あるいは PHAR::BZ2 を返す
Phar::isFileFormat — phar アーカイブが、パラメータで指定した tar/phar/zip のいずれかの形式である場合に true を返す
Phar::isValidPharFilename — 指定したファイル名が正しい形式の phar ファイルかどうかを返す
Phar::isWritable — phar アーカイブが変更可能な場合に true を返す
Phar::loadPhar — 任意の phar アーカイブを、エイリアスを指定して読み込む
Phar::mapPhar — 現在実行されている (phar 形式の) ファイルを読み込み、その内容を登録する
Phar::mount — 外部のパスあるいはファイルを phar アーカイブ内に仮想的にマウントする
Phar::mungServer — 最大 4 つまでの $_SERVER 変数を実行時に変更させる
Phar::offsetExists — ファイルが phar 内に存在するかどうかを調べる
Phar::offsetGet — 指定したファイルの PharFileInfo オブジェクトを取得する
Phar::offsetSet — 内部ファイルに、外部ファイルの内容を設定する
Phar::offsetUnset — ファイルを phar から削除する
Phar::running — 現在実行中の Phar アーカイブのフルパスあるいは完全な phar URL を返す
Phar::setAlias — Phar アーカイブのエイリアスを設定する
Phar::setDefaultStub — Phar アーカイブの PHP ローダー (起動スタブ) をデフォルトのローダーに設定する
Phar::setMetadata — phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::setSignatureAlgorithm — phar のシグネチャのアルゴリズムを設定して適用する
Phar::setStub — Phar アーカイブの PHP ローダ (あるいは起動スタブ) を設定する
Phar::startBuffering — Phar の書き込み操作のバッファリングを開始するが、ディスク上の Phar オブジェクトは変更しない
Phar::stopBuffering — Phar アーカイブへの書き込みリクエストのバッファリングを終了し、変更内容をディスクに書き込む
Phar::uncompressAllFiles — 現在の Phar アーカイブ内のすべてのファイルを展開する
Phar::unlinkArchive — phar アーカイブをディスクとメモリから完全に削除する
Phar::webPhar — ウェブベースの phar で使用するフロントコントローラ

PharData — PharData クラス
PharData::addEmptyDir — 空のディレクトリを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::addFile — ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::addFromString — ファイルシステム上のファイルを tar/zip アーカイブに追加する
PharData::buildFromDirectory — ディレクトリ内のファイルから tar/zip アーカイブを作成する
PharData::buildFromIterator — イテレータから tar あるいは zip アーカイブを作成する
PharData::compress — tar/zip アーカイブ全体を Gzip あるいは Bzip2 で圧縮する
PharData::compressFiles — 現在の tar/zip アーカイブ内のすべてのファイルを圧縮する
PharData::__construct — 実行可能でない tar あるいは zip アーカイブオブジェクトを作成する
PharData::convertToData — phar アーカイブを実行可能でない tar あるいは zip ファイルに変換する
PharData::convertToExecutable — 実行可能でない tar/zip アーカイブを実行可能な phar アーカイブ形式に変換する
PharData::copy — phar アーカイブ内のファイルを、phar 内で別の新しいファイルとしてコピーする
PharData::decompress — Phar アーカイブ全体の圧縮を解除する
PharData::decompressFiles — 現在の zip アーカイブ内のすべてのファイルの圧縮を解除する
PharData::delMetadata — zip アーカイブのグローバルメタデータを削除する
PharData::delete — tar/zip アーカイブ内のファイルを削除する
PharData::extractTo — tar/zip アーカイブの内容をディレクトリに展開する
PharData::isWritable — tar/zip アーカイブが変更可能な場合に true を返す
PharData::offsetSet — tar/zip の内部のファイルに、外部ファイルあるいは文字列の内容を設定する
PharData::offsetUnset — ファイルを tar/zip アーカイブから削除する
PharData::setAlias — ダミー関数 (Phar::setAlias は PharData では使用不能)
PharData::setDefaultStub — ダミー関数 (Phar::setDefaultStub は PharData では無効)
Phar::setMetadata — phar アーカイブのメタデータを設定する
Phar::setSignatureAlgorithm — phar のシグネチャのアルゴリズムを設定する
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PharData::setStub — ダミー関数 (Phar::setStub は PharData では使用不能)
PharFileInfo — PharFileInfo クラス

PharFileInfo::chmod — ファイル固有のパーミッションビットを設定する
PharFileInfo::compress — 現在の Phar エントリを zlib あるいは bzip2 のいずれかで圧縮する
PharFileInfo::__construct — Phar エントリオブジェクトを作成する
PharFileInfo::decompress — phar 内の現在の Phar エントリの圧縮を解除する
PharFileInfo::delMetadata — エントリのメタデータを削除する
PharFileInfo::getCRC32 — CRC32 コードを返すか、CRC がチェックできない場合に例外をスローする
PharFileInfo::getCompressedSize — Phar アーカイブ内での実際のファイルの大きさ (圧縮された状態) を返す
PharFileInfo::getMetaData — ファイルとともに保存されている、ファイル固有のメタデータを返す
PharFileInfo::getPharFlags — Phar ファイルエントリのフラグを返す
PharFileInfo::hasMetadata — エントリのメタデータを返す
PharFileInfo::isCRCChecked — ファイルエントリの CRC が検証されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressed — エントリが圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedBZIP2 — エントリが bzip2 で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::isCompressedGZ — エントリが gz で圧縮されているかどうかを調べる
PharFileInfo::setCompressedBZIP2 — phar 内の現在の Phar エントリを、Bzip2 で圧縮する
PharFileInfo::setCompressedGZ — phar 内の現在の Phar エントリを、gz で圧縮する
PharFileInfo::setMetaData — ファイルとともに保存する、ファイル固有のメタデータを設定する
PharFileInfo::setUncompressed — phar 内の現在の Phar エントリが圧縮されている場合に、それを展開する

PharException — PharException クラス
PharException — PharException クラスは、try/catch ブロックで使用するための phar 固有の例外クラスです

Rar アーカイブ

導入
RAR は、Eugene Roshal が作成した強力で効率的なアーカイバです。 この拡張モジュールは unRAR ライブラリを使用していますが、 このライブラリは Rar アーカイブの読み込みしかサポートしていません。 unRAR のソースを使用して RAR/WinRAR アーカイバを作成する
ことは、 unRAR のライセンス上で禁じられています。

RAR および unRAR についてのより詳細な情報は » http://www.rarlabs.com/ で見つけられます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
Rar 拡張モジュールは、現在 PECL » http://pecl.php.net/package/rar で取得可能です。

また、以下のコマンドを使用して PECL インストーラで Rar 拡張モジュールを インストールすることができます。pecl -v install rar

tar.gz パッケージをダウンロードし、Rar を手動でインストールすることも可能です。

例1 Rar のインストール
gunzip rar-xxx.tgz
tar -xvf rar-xxx.tar
cd rar-xxx
phpize
./configure && make && make install

Windows ユーザがこれらの関数を使用するには、php_rar.dll を php.ini で有効にします。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

http://www.rarlabs.com/
http://pecl.php.net/package/rar
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実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールは三つの内部クラスを使います。 rar_open() が返すアーカイブをあらわすクラス RarArchive、 rar_list() や rar_entry_get() が返すエントリをあらわすクラス RarEntry、そして例外をあらわす RarException です。

この拡張モジュールは、ストリームリソース "rar" も登録します。 また、URL ラッパー "rar ラッパー" も登録し、プレフィックス "rar" で使うことができます。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

RAR_HOST_MSDOS (integer)
かわりに RarEntry::HOST_MSDOS を使います。

RAR_HOST_OS2 (integer)
かわりに RarEntry::HOST_OS2 を使います。

RAR_HOST_WIN32 (integer)
かわりに RarEntry::HOST_WIN32 を使います。

RAR_HOST_UNIX (integer)
かわりに RarEntry::HOST_UNIX を使います。

RAR_HOST_BEOS (integer)
かわりに RarEntry::HOST_BEOS を使います。

例
rar:// ラッパー の例も参照ください。

例1 オンザフライでの復元
<?php

if (!array_key_exists("i", $_GET) || !is_numeric($_GET["i"]))
    die("Index unspecified or non-numeric");
$index = (int) $_GET["i"];
    
$arch = RarArchive::open("example.rar");
if ($arch === FALSE)
    die("Cannot open example.rar");

$entries = $arch->getEntries();
if ($entries === FALSE)
    die("Cannot retrieve entries");

if (!array_key_exists($index, $entries))
    die("No such index: $index");

$orfilename = $entries[$index]->getName(); //UTF-8 encoded

$filesize = $entries[$index]->getUnpackedSize();

/* you could check HTTP_IF_MODIFIED_SINCE here and compare with
 * $entries[$index]->getFileTime(). You could also send a
 * "Last modified" header */

$fp = $entries[$index]->getStream();
if ($fp === FALSE)
    die("Cannot open file with index $index insided the archive.");

$arch->close(); //no longer needed; stream is independent

function detectUserAgent() {
    if (!array_key_exists('HTTP_USER_AGENT', $_SERVER))
        return "Other";
    
    $uas = $_SERVER['HTTP_USER_AGENT'];
    if (preg_match("@Opera/@", $uas))
        return "Opera";
    if (preg_match("@Firefox/@", $uas))
        return "Firefox";
    if (preg_match("@Chrome/@", $uas))
        return "Chrome";
    if (preg_match("@MSIE ([0-9.]+);@", $uas, $matches)) {
        if (((float)$matches[1]) >= 7.0)
            return "IE";
    }
    
    return "Other";
}

/*
 * We have 3 options:
 * - For FF and Opera, which support RFC 2231, use that format.
 * - For IE and Chrome, use attwithfnrawpctenclong
 *   (http://greenbytes.de/tech/tc2231/#attwithfnrawpctenclong)
 * - For the others, convert to ISO-8859-1, if possible
 */
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$formatRFC2231 = 'Content-Disposition: attachment; filename*=UTF-8\'\'%s';
$formatDef = 'Content-Disposition: attachment; filename="%s"';

switch (detectUserAgent()) {
    case "Opera":
    case "Firefox":
        $orfilename = rawurlencode($orfilename);
        $format = $formatRFC2231;
        break;

    case "IE":
    case "Chrome":
        $orfilename = rawurlencode($orfilename);
        $format = $formatDef;
        break;
    default:
        if (function_exists('iconv'))
            $orfilename =
                @iconv("UTF-8", "ISO-8859-1//TRANSLIT", $orfilename);
        $format = $formatDef;
}

header(sprintf($format, $orfilename));
//cannot send error messages from now on (headers already sent)

//replace by real content type, perhaps infering from the file extension
$contentType = "application/octet-stream";
header("Content-Type: $contentType");

header("Content-Transfer-Encoding: binary");

header("Content-Length: $filesize");

if ($_SERVER['REQUEST_METHOD'] == "HEAD")
    die();
    
while (!feof($fp)) {
    $s = @fread($fp, 8192);
    if ($s === false)
        break; //useless to send error messages
  
    echo $s;
}
?>

この例は、RAR ファイルを開いて指定したファイルを RAR アーカイブ内から取り出し、 クライアントにダウンロードさせます。

例2 RAR 拡張モジュールでの展開の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブをオープンできません。");
$entries = rar_list($rar_file);

foreach ($entries as $entry) {
    echo 'ファイル名: ' . $entry->getName() . "\n";
    echo '圧縮時のファイルサイズ: ' . $entry->getPackedSize() . "\n";
    echo '展開後のファイルサイズ: ' . $entry->getUnpackedSize() . "\n";
    $entry->extract('/dir/extract/to/');
}

rar_close($rar_file);

?>

この例は Rar アーカイブファイルをオープンし、 指定したディレクトリに個々のファイルを展開します。

Rar 関数

rar_wrapper_cache_stats
(PECL rar >= 3.0.0)

rar_wrapper_cache_stats — URL ラッパーのキャッシュのヒット数

説明

string rar_wrapper_cache_stats ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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目次
rar_wrapper_cache_stats — URL ラッパーのキャッシュのヒット数

RarArchive クラス
導入
このクラスは RAR アーカイブをあらわします。これは複数のパーツで構成されることもあり、 中に RAR エントリ (ファイルやディレクトリ、そしてシンボリックリンクなどの特殊なオブジェクト) を含みます。

このクラスのオブジェクトの中身を走査したり、RAR アーカイブに格納されているエントリを取り出したりすることができます。 このエントリは、 RarArchive::getEntry() や RarArchive::getEntries() を使って取得することもできます。

クラス概要
final RarArchive implements Traversable {
/* メソッド */
public bool close ( void )
public string getComment ( void )
public array getEntries ( void )
public RarEntry getEntry ( string $entryname )
public bool isBroken ( void )
public bool isSolid ( void )
public static RarArchive open ( string $filename [, string $password = NULL [, callback $volume_callback = NULL ]] )
public bool setAllowBroken ( bool $allow_broken )
public void __toString ( void )
}

RarArchive::close

rar_close
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::close -- rar_close — Rar アーカイブをクローズし、全リソースを開放する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public bool RarArchive::close ( void )

手続き型

bool rar_close ( RarArchive $rarfile )

Rar アーカイブをクローズし、割り当てられた全リソースを開放します。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.0.0 RarArchive::getEntry() や RarArchive::getEntries() が返した RAR エントリは、 このメソッドをコールした時点で無効になります。 これらのエントリのインスタンスメソッドをコールしても、成功は保証できないということです。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$rar_arch = RarArchive::open('latest_winrar.rar');
echo $rar arch."\n";
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$rar_arch->close();
echo $rar_arch."\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
RAR Archive "D:\php_rar\trunk\tests\latest_winrar.rar"
RAR Archive "D:\php_rar\trunk\tests\latest_winrar.rar" (closed)

例2 手続き型
<?php
$rar_arch = rar_open('latest_winrar.rar');
echo $rar_arch."\n";
rar_close($rar_arch);
echo $rar_arch."\n";
?>

RarArchive::getComment

rar_comment_get
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::getComment -- rar_comment_get — RAR アーカイブのコメントテキストを取得する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public string RarArchive::getComment ( void )

手続き型

string rar_comment_get ( RarArchive $rarfile )

RAR アーカイブに格納された (グローバル) コメントを取得します。長さは最大 64 KiB までです。

注意:

この拡張モジュールは、エントリごとのコメントをサポートしていません。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。

返り値

コメントを返します。コメントがない場合は NULL を返します。

注意:

RAR は現在 unicode のコメントに対応していません。この関数の結果のエンコーディングは指定されていませんが、 おそらく Windows-1252 となるでしょう。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$rar_arch = RarArchive::open('commented.rar'); 
echo $rar_arch->getComment();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
This is the comment of the file commented.rar.

例2 手続き型
<?php
$rar_arch = rar_open('commented.rar'); 
echo rar_comment_get($rar_arch);
?>

RarArchive::getEntries
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rar_list
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::getEntries -- rar_list — RAR アーカイブからエントリの全一覧を取得する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public array RarArchive::getEntries ( void )

手続き型

array rar_list ( RarArchive $rarfile )

エントリ (ファイルおよびディレクトリ) の一覧を RAR アーカイブから取得します。

注意:

アーカイブの中に同じ名前のエントリが存在する場合は、このメソッドを RarArchive の foreach と組み合わせて 数値添字の配列形式で処理するのが唯一のアクセス方法となります (つまり、 RarArchive::getEntry() と rar:// ラッパー は使えないということです)。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。

返り値

rar_list() は RarEntry オブジェクトの配列を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
3.0.0 エントリ名が繰り返される RAR アーカイブも対応するようになりました。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$rar_arch = RarArchive::open('solid.rar');
if ($rar_arch === FALSE)
    die("Could not open RAR archive.");

$rar_entries = $rar_arch->getEntries();
if ($rar_entries === FALSE)
    die("Could retrieve entries.");

echo "Found " . count($rar_entries) . " entries.\n";

foreach ($rar_entries as $e) {
    echo $e;
    echo "\n";
}
$rar_arch->close();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Found 2 entries.
RarEntry for file "tese.txt" (23b93a7a)
RarEntry for file "unrardll.txt" (2ed64b6e)

例2 手続き型
<?php
$rar_arch = rar_open('solid.rar');
if ($rar_arch === FALSE)
    die("Could not open RAR archive.");

$rar_entries = rar_list($rar_arch);
if ($rar_entries === FALSE)
    die("Could retrieve entries.");

echo "Found " . count($rar_entries) . " entries.\n";

foreach ($rar_entries as $e) {
    echo $e;
    echo "\n";
}
rar_close($rar_arch);
?>

参考

RarArchive::getEntry() - Rar アーカイブからエントリオブジェクトを取得する
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rar:// ラッパー

RarArchive::getEntry

rar_entry_get
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::getEntry -- rar_entry_get — Rar アーカイブからエントリオブジェクトを取得する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public RarEntry RarArchive::getEntry ( string $entryname )

手続き型

RarEntry rar_entry_get ( RarArchive $rarfile , string $entryname )

Rar アーカイブから、エントリオブジェクト (ファイルあるいはディレクトリ) を取得します。

注意:

RarArchive::getEntries() を使ってエントリオブジェクトを取得することもできます。

RAR アーカイブには、同じ名前のエントリを複数格納することができます。 このメソッドでは、その中の最初のものしか取得できません。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。
entryname

Rar アーカイブ内のエントリへのパス。

注意:

このパスは、 RarEntry::getName() が返すものと同じでなければなりません。

返り値

マッチした RarEntry オブジェクトを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$rar_arch = RarArchive::open('solid.rar');
if ($rar_arch === FALSE)
    die("Could not open RAR archive.");
$rar_entry = $rar_arch->getEntry('tese.txt');
if ($rar_entry === FALSE)
    die("Could get such entry");
echo get_class($rar_entry)."\n";
echo $rar_entry;
$rar_arch->close();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
RarEntry
RarEntry for file "tese.txt" (23b93a7a)

例2 手続き型
<?php
$rar_arch = rar_open('solid.rar');
if ($rar_arch === FALSE)
    die("Could not open RAR archive.");
$rar_entry = rar_entry_get($rar_arch, 'tese.txt');
if ($rar_entry === FALSE)
    die("Could get such entry");
echo get_class($rar_entry)."\n";
echo $rar_entry;
rar_close($rar_arch);
?>

参考
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RarArchive::getEntries() - RAR アーカイブからエントリの全一覧を取得する
rar:// ラッパー

RarArchive::isBroken

rar_broken_is
(PECL rar >= 3.0.0)

RarArchive::isBroken -- rar_broken_is — アーカイブが壊れている (未完成である) かどうかを調べる

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public bool RarArchive::isBroken ( void )

手続き型

bool rar_broken_is ( RarArchive $rarfile )

この関数は、アーカイブが不完全である (ボリュームがなかったり、ボリュームが途中で終わっていたりする) かどうかを調べます。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。

返り値

アーカイブが壊れている場合に TRUE、壊れていない場合に FALSE を返します。 この関数は、渡されたファイルがすでに閉じている場合にも FALSE を返します。どちらの原因かを特定するには exceptions with RarException::setUsingExceptions() で例外を有効にするしかあり
ませんが、普通は閉じたファイルを操作することはないので これは不要なはずです。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
function retnull() { return null; }
$file = dirname(__FILE__) . "/multi_broken.part1.rar";
/* Third argument is used to omit notice */
$arch = RarArchive::open($file, null, 'retnull');
var_dump($arch->isBroken());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)

例2 手続き型
<?php
function retnull() { return null; }
$file = dirname(__FILE__) . "/multi_broken.part1.rar";
/* Third argument is used to omit notice */
$arch = rar_open($file, null, 'retnull');
var_dump(rar_broken_is($arch));
?>

参考

RarArchive::setAllowBroken() - 壊れたアーカイブのオープンを許可するかどうかを設定する

RarArchive::isSolid

rar_solid_is
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::isSolid -- rar_solid_is — RAR アーカイブがソリッドであるかどうかを調べる

説明
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オブジェクト指向型 (メソッド)

public bool RarArchive::isSolid ( void )

手続き型

bool rar_solid_is ( RarArchive $rarfile )

RAR アーカイブがソリッドであるかどうかを調べます。ソリッドなアーカイブでは、 個々のファイルの抽出速度が遅くなります。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。

返り値

アーカイブがソリッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$arch1 = RarArchive::open("store_method.rar");
$arch2 = RarArchive::open("solid.rar");
echo "$arch1: " . ($arch1->isSolid()?'yes':'no') ."\n";
echo "$arch2: " . ($arch2->isSolid()?'yes':'no') . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
RAR Archive "C:\php_rar\trunk\tests\store_method.rar": no
RAR Archive "C:\php_rar\trunk\tests\solid.rar": yes

例2 手続き型
<?php
$arch1 = rar_open("store_method.rar");
$arch2 = rar_open("solid.rar");
echo "$arch1: " . (rar_solid_is($arch1)?'yes':'no') ."\n";
echo "$arch2: " . (rar_solid_is($arch2)?'yes':'no') . "\n";
?>

RarArchive::open

rar_open
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::open -- rar_open — Rar アーカイブをオープンする

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public static RarArchive RarArchive::open ( string $filename [, string $password = NULL [, callback $volume_callback = NULL ]] )

手続き型

RarArchive rar_open ( string $filename [, string $password = NULL [, callback $volume_callback = NULL ]] )

指定した RAR アーカイブをオープンし、RarArchive インスタンスを返します。

注意:

マルチボリュームのアーカイブをオープンするときには、 最初のボリュームのパスをパラメータに指定します。 そうしないとすべてのファイルを表示することはできません。これは仕様です。

パラメータ
filename

Rar アーカイブへのパス。
password

ヘッダの復号に必要な場合、プレーンテキストのパスワード。 暗号化されたファイルが見つかったときにも、これがデフォルトのパスワードとして使われます。 ヘッダのパスワードとファイルのパスワードは異なる場合があることに注意しましょう。
volume_callback
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ひとつのパラメータ (見つからなかったボリュームのパス) を受け取ってそのボリュームの正しいパスを返す関数。 この関数は、ボリュームが存在しなかったり未知であったりする場合は NULL を返さなければなりません。 この関数はループを引き起こさないようにしなけ
ればなりません。 前のコールで返されたパスがそのボリュームに対応しない場合に 関数が繰り返しコールされることがあるからです。 このパラメータを指定すると、ボリュームが見つからなかったときの notice は一切無視するようになります。したがって、 単に FALSE
を返すだけの実装を渡しておけば、 notice を無視させるためだけに使うこともできます。

警告

バージョン 2.0.0 より前では、この関数は相対パスを正しく処理できません。 回避策として realpath() を使いましょう。

返り値

RarArchive インスタンスを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
3.0.0 volume_callback が追加されました。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$rar_arch = RarArchive::open('encrypted_headers.rar', 'samplepassword');
if ($rar_arch === FALSE)
    die("Failed opening file");
    
$entries = $rar_arch->getEntries();
if ($entries === FALSE)
    die("Failed fetching entries");

echo "Found " . count($entries) . " files.\n";

if (empty($entries))
    die("No valid entries found.");
    
$stream = reset($entries)->getStream();
if ($stream === FALSE)
    die("Failed opening first file");

$rar_arch->close();

echo "Content of first one follows:\n";
echo stream_get_contents($stream);

fclose($stream);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Found 2 files.
Content of first one follows:
Encrypted file 1 contents.

例2 手続き型
<?php
$rar_arch = rar_open('encrypted_headers.rar', 'samplepassword');
if ($rar_arch === FALSE)
    die("Failed opening file");
    
$entries = rar_list($rar_arch);
if ($entries === FALSE)
    die("Failed fetching entries");

echo "Found " . count($entries) . " files.\n";

if (empty($entries))
    die("No valid entries found.");
    
$stream = reset($entries)->getStream();
if ($stream === FALSE)
    die("Failed opening first file");

rar_close($rar_arch);

echo "Content of first one follows:\n";
echo stream_get_contents($stream);

fclose($stream);
?>

例3 ボリュームコールバック
<?php
/* この例では multi_broken.part1.rar というボリュームがあり、
 * 次のボリュームが multi.part2.rar であるものとします */
function resolve($vol) {
    if (preg_match('/_broken/', $vol))
        return str_replace('_broken', '', $vol);
    else
        return null;
}
$rar_file1 = rar_open(dirname(__FILE__).'/multi_broken.part1.rar', null, 'resolve');
$entry = $rar_file1->getEntry('file2.txt');
$entry->extract(null, dirname(__FILE__) . "/temp_file2.txt");
?>

参考
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rar:// wrapper

RarArchive::setAllowBroken
(PECL rar >= 3.0.0)

RarArchive::setAllowBroken — 壊れたアーカイブのオープンを許可するかどうかを設定する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

public bool RarArchive::setAllowBroken ( bool $allow_broken )

手続き型

bool rar_allow_broken_set ( RarArchive $rarfile , bool $allow_broken )

このメソッドは、壊れたアーカイブの読み込みを許可するか、 あるいはアーカイブからエントリを抽出する操作をすべて失敗させるかを設定します。 壊れたアーカイブとは、ファイルのオープン時には何もエラーが検出されないのに エントリを読み込むときにエラーが発生する
ようなアーカイブのことです。

パラメータ
rarfile

rar_open() でオープンした RarArchive オブジェクト。
allow_broken

壊れたファイルの読み込みを許可する (TRUE) か許可しない (FALSE) か。

返り値

TRUE を返します。失敗した場合に FALSE を返します。 失敗するのは、既にファイルが閉じられているときだけです。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
function retnull() { return null; }
$file = dirname(__FILE__) . "/multi_broken.part1.rar";
/* Third argument omits "volume not found" message */
$a = RarArchive::open($file, null, 'retnull');
$a->setAllowBroken(true);
foreach ($a->getEntries() as $e) {
    echo "$e\n";
}
var_dump(count($a));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
RarEntry for file "file1.txt" (52b28202)
int(1)

例2 手続き型
<?php
function retnull() { return null; }
$file = dirname(__FILE__) . "/multi_broken.part1.rar";
/* Third argument omits "volume not found" message */
$a = rar_open($file, null, 'retnull');
rar_allow_broken_set($a, true);
foreach (rar_list($a) as $e) {
    echo "$e\n";
}
var_dump(count($a));
?>

参考

RarArchive::isBroken() - アーカイブが壊れている (未完成である) かどうかを調べる

RarArchive::__toString
(PECL rar >= 2.0.0)

RarArchive::__toString — テキスト形式で取得する
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説明

public void RarArchive::__toString ( void )

この RarArchive オブジェクトの文字列表現を取得します。 現在表示されるのは、オープンしているアーカイブボリュームのフルパスと、 そのリソースが有効なのか RarArchive::close() で閉じられた後なのかということです。

このメソッドはデバッグ用にだけ使うものです。 結果にどのような情報が含まれるか、そしてどういった書式になるかなどは保証されていません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この RarArchive オブジェクトのテキスト表現を返します。 テキストの中身については未定義です。

例

例1 RarArchive::__toString() の例
<?php
$rar_arch = RarArchive::open('latest_winrar.rar');
echo $rar_arch."\n";
$rar_arch->close();
echo $rar_arch."\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
RAR Archive "D:\php_rar\trunk\tests\latest_winrar.rar"
RAR Archive "D:\php_rar\trunk\tests\latest_winrar.rar" (closed)

目次
RarArchive::close — Rar アーカイブをクローズし、全リソースを開放する
RarArchive::getComment — RAR アーカイブのコメントテキストを取得する
RarArchive::getEntries — RAR アーカイブからエントリの全一覧を取得する
RarArchive::getEntry — Rar アーカイブからエントリオブジェクトを取得する
RarArchive::isBroken — アーカイブが壊れている (未完成である) かどうかを調べる
RarArchive::isSolid — RAR アーカイブがソリッドであるかどうかを調べる
RarArchive::open — Rar アーカイブをオープンする
RarArchive::setAllowBroken — 壊れたアーカイブのオープンを許可するかどうかを設定する
RarArchive::__toString — テキスト形式で取得する

The RarEntry class
導入
A RAR entry, representing a directory or a compressed file inside a RAR archive.

クラス概要
final RarEntry {
/* 定数 */
const integer RarEntry::HOST_MSDOS = 0 ;
const integer RarEntry::HOST_OS2 = 1 ;
const integer RarEntry::HOST_WIN32 = 2 ;
const integer RarEntry::HOST_UNIX = 3 ;
const integer RarEntry::HOST_MACOS = 4 ;
const integer RarEntry::HOST_BEOS = 5 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_READONLY = 1 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_HIDDEN = 2 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_SYSTEM = 4 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_DIRECTORY = 16 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_ARCHIVE = 32 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_DEVICE = 64 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_NORMAL = 128 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_TEMPORARY = 256 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_SPARSE_FILE = 512 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_REPARSE_POINT = 1024 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_COMPRESSED = 2048 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_OFFLINE = 4096 ;
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const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_NOT_CONTENT_INDEXED = 8192 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_ENCRYPTED = 16384 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_VIRTUAL = 65536 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_WORLD_EXECUTE = 1 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_WORLD_WRITE = 2 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_WORLD_READ = 4 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_GROUP_EXECUTE = 8 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_GROUP_WRITE = 16 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_GROUP_READ = 32 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_OWNER_EXECUTE = 64 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_OWNER_WRITE = 128 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_OWNER_READ = 256 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_STICKY = 512 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SETGID = 1024 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SETUID = 2048 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET = 61440 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FIFO = 4096 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_CHAR_DEV = 8192 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_DIRECTORY = 16384 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_BLOCK_DEV = 24576 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_REGULAR_FILE = 32768 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SYM_LINK = 40960 ;
const integer RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SOCKET = 49152 ;
/* メソッド */
public bool extract ( string $dir [, string $filepath = '' [, string $password = NULL [, bool $extended_data = false ]]] )
public int getAttr ( void )
public string getCrc ( void )
public string getFileTime ( void )
public int getHostOs ( void )
public int getMethod ( void )
public string getName ( void )
public int getPackedSize ( void )
public resource getStream ([ string $password ] )
public int getUnpackedSize ( void )
public int getVersion ( void )
public bool isDirectory ( void )
public bool isEncrypted ( void )
public string __toString ( void )
}

定義済み定数

RarEntry Node Types
RarEntry::HOST_MSDOS

If the return value of RarEntry::getHostOs() equals this constant, MS-DOS was used to add this entry. Use instead of RAR_HOST_MSDOS.

RarEntry::HOST_OS2

If the return value of RarEntry::getHostOs() equals this constant, OS/2 was used to add this entry. Intended to replace RAR_HOST_OS2.

RarEntry::HOST_WIN32

If the return value of RarEntry::getHostOs() equals this constant, Microsoft Windows was used to add this entry. Intended to replace RAR_HOST_WIN32.

RarEntry::HOST_UNIX

If the return value of RarEntry::getHostOs() equals this constant, an unspecified UNIX OS was used to add this entry. Intended to replace RAR_HOST_UNIX.

RarEntry::HOST_MACOS

If the return value of RarEntry::getHostOs() equals this constant, Mac OS was used to add this entry.

RarEntry::HOST_BEOS

If the return value of RarEntry::getHostOs() equals this constant, BeOS was used to add this entry. Intended to replace RAR_HOST_BEOS.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_READONLY

Bit that represents a Windows entry with a read-only attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_HIDDEN

Bit that represents a Windows entry with a hidden attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_SYSTEM

Bit that represents a Windows entry with a system attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_DIRECTORY

Bit that represents a Windows entry with a directory attribute (entry is a directory). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows. See also RarEntry::isDirectory(), which also works with entries that were not added
in WinRAR.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_ARCHIVE

Bit that represents a Windows entry with an archive attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_DEVICE

Bit that represents a Windows entry with a device attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_NORMAL

Bit that represents a Windows entry with a normal file attribute (entry is NOT a directory). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows. See also RarEntry::isDirectory(), which also works with entries that were not
added in WinRAR.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_TEMPORARY

Bit that represents a Windows entry with a temporary attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_SPARSE_FILE

Bit that represents a Windows entry with a sparse file attribute (file is an NTFS sparse file). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_REPARSE_POINT

Bit that represents a Windows entry with a reparse point attribute (entry is an NTFS reparse point, e.g. a directory junction or a mount file system). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_COMPRESSED

Bit that represents a Windows entry with a compressed attribute (NTFS only). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_OFFLINE

Bit that represents a Windows entry with an offline attribute (entry is offline and not accessible). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_NOT_CONTENT_INDEXED

Bit that represents a Windows entry with a not content indexed attribute (entry is to be indexed). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_ENCRYPTED

Bit that represents a Windows entry with an encrypted attribute (NTFS only). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_WIN_VIRTUAL

Bit that represents a Windows entry with a virtual attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is Microsoft Windows.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_WORLD_EXECUTE

Bit that represents a UNIX entry that is world executable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_WORLD_WRITE

Bit that represents a UNIX entry that is world writable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_WORLD_READ

Bit that represents a UNIX entry that is world readable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_GROUP_EXECUTE

Bit that represents a UNIX entry that is group executable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_GROUP_WRITE

Bit that represents a UNIX entry that is group writable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_GROUP_READ

Bit that represents a UNIX entry that is group readable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_OWNER_EXECUTE

Bit that represents a UNIX entry that is owner executable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_OWNER_WRITE

Bit that represents a UNIX entry that is owner writable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_OWNER_READ

Bit that represents a UNIX entry that is owner readable. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_STICKY

Bit that represents the UNIX sticky bit. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.
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RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SETGID

Bit that represents the UNIX setgid attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SETUID

Bit that represents the UNIX setuid attribute. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET

Mask to isolate the last four bits (nibble) of UNIX attributes (_S_IFMT, the type of file mask). To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constants RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FIFO, RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_CHAR_DEV,
RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_DIRECTORY, RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_BLOCK_DEV, RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_REGULAR_FILE, RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SYM_LINK and RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SOCKET.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FIFO

Unix FIFOs will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_CHAR_DEV

Unix character devices will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_DIRECTORY

Unix directories will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET. See also RarEntry::isDirectory(), which also
works with entries that were added in other operating systems.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_BLOCK_DEV

Unix block devices will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_REGULAR_FILE

Unix regular files (not directories) will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET. See also
RarEntry::isDirectory(), which also works with entries that were added in other operating systems.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SYM_LINK

Unix symbolic links will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET.

RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_SOCKET

Unix sockets will have attributes whose last four bits have this value. To be used with RarEntry::getAttr() on entries whose host OS is UNIX and with the constant RarEntry::ATTRIBUTE_UNIX_FINAL_QUARTET.

RarEntry::extract
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::extract — アーカイブのエントリを展開する

説明

public bool RarEntry::extract ( string $dir [, string $filepath = '' [, string $password = NULL [, bool $extended_data = false ]]] )

RarEntry::extract() は、エントリのデータを展開します。 二番目の引数が指定されていなければ、 指定した dir にエントリの名前と同名の新しいファイルを作成します。 詳細は以下を参照ください。

パラメータ
dir

ファイルを展開するディレクトリへのパス。 このパラメータが考慮されるのは filepath が指定されていないときだけです。両方のパラメータが空の場合は、 カレントディレクトリへの展開を試みます。
filepath

取り出すファイルのディレクトリとファイル名を含むパス (相対パスあるいは絶対パス)。 このパラメータは、dir の内容と元のファイル名を両方とも上書きします。
password

このエントリの暗号化に使うパスワード。 エントリが暗号化されていない場合は、この値は使われずに無視されます。 このパラメータが省略されていてエントリが暗号化されていた場合は、もし rar_open() でパスワードを指定していればそれを使います。 このパラメー
タや rar_open() で指定したパスワードが間違っていたときは、 CRC チェックが失敗してこのメソッドが失敗し、FALSE を返します。 パスワードが要求されているときにパスワードを指定していなければ、 このメソッドは失敗して FALSE を返します。 エントリが暗号化さ
れているかどうかを知るには RarEntry::isEncrypted() を使います。

extended_data

TRUE にすると、NTFS の ACL や Unix のオーナー情報といった拡張情報が アーカイブに設定されていれば、取り出したファイルにもそれを設定します。

警告

バージョン 2.0.0 より前は、この関数では相対パスを正しく扱えません。 回避策として realpath() を使いましょう。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
3.0.0 extended_data が追加されました。
3.0.0 エントリ名が繰り返される RAR アーカイブも対応するようになりました。

例

例1 RarEntry::extract() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");

$entry->extract('/dir/to'); // /dir/to/Dir/file.txt を作成します
$entry->extract(false, '/dir/to/new_name.txt'); // /dir/to/new_name.txt を作成します
?>

例2 アーカイブ内のすべてのファイルを展開する方法
<?php

/* erix こと Erik Jenssen によるサンプルです */
$filename = "foobar.rar";
$filepath = "/home/foo/bar/";

$rar_file = rar_open($filepath.$filename);
$list = rar_list($rar_file);
foreach($list as $file) {
    $entry = rar_entry_get($rar_file, $file);
    $entry->extract("."); // カレントディレクトリに展開します
}
rar_close($rar_file);

?>

参考

RarEntry::getStream() - このエントリのファイルハンドラを取得する
rar:// wrapper

RarEntry::getAttr
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getAttr — エントリの属性を取得する

説明

public int RarEntry::getAttr ( void )

アーカイブエントリの、OS に依存する属性を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

属性、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 RarEntry::getAttr() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'dir/in/the/archive') or die("そのようなエントリは見つかりません");
$host_os = $entry->getHostOs();
$attr = $entry->getAttr();

switch($host_os) {
    case RAR_HOST_MSDOS:
    case RAR_HOST_OS2:
    case RAR_HOST_WIN32:
    case RAR_HOST_MACOS:
        printf("%c%c%c%c%c%c\n",
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                ($attr & 0x08) ? 'V' : '.',
                ($attr & 0x10) ? 'D' : '.',
                ($attr & 0x01) ? 'R' : '.',
                ($attr & 0x02) ? 'H' : '.',
                ($attr & 0x04) ? 'S' : '.',
                ($attr & 0x20) ? 'A' : '.');
        break;
    case RAR_HOST_UNIX:
    case RAR_HOST_BEOS:
        switch ($attr & 0xF000)
        {
            case 0x4000:
                printf("d");
                break;
            case 0xA000:
                printf("l");
                break;
            default:
                printf("-");
                break;
        }
        printf("%c%c%c%c%c%c%c%c%c\n",
                ($attr & 0x0100) ? 'r' : '-',
                ($attr & 0x0080) ? 'w' : '-',
                ($attr & 0x0040) ? (($attr & 0x0800) ? 's':'x'):(($attr & 0x0800) ? 'S':'-'),
                ($attr & 0x0020) ? 'r' : '-',
                ($attr & 0x0010) ? 'w' : '-',
                ($attr & 0x0008) ? (($attr & 0x0400) ? 's':'x'):(($attr & 0x0400) ? 'S':'-'),
                ($attr & 0x0004) ? 'r' : '-',
                ($attr & 0x0002) ? 'w' : '-',
                ($attr & 0x0001) ? 'x' : '-');
        break;
}

rar_close($rar_file);

?>

参考

RarEntry::getHostOs() - エントリのホスト OS を取得する
The constants in RarEntry

RarEntry::getCrc
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getCrc — エントリの CRC を取得する

説明

public string RarEntry::getCrc ( void )

アーカイブエントリの CRC を、十六進文字列表現で返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

アーカイブエントリの CRC、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.0.0 複数ボリュームのアーカイブでも正しい値を返すようになりました。

RarEntry::getFileTime
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getFileTime — エントリの最終更新時刻を取得する

説明

public string RarEntry::getFileTime ( void )

エントリの最終更新時刻を取得します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリの最終更新時刻を YYYY-MM-DD HH:II:SS 形式で表した文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

RarEntry::getHostOs
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getHostOs — エントリのホスト OS を取得する

説明

public int RarEntry::getHostOs ( void )

アーカイブエントリのホスト OS のコードを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ホスト OS のコード、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 RarEntry::getHostOs() の例 (バージョン >= 2.0.0)

<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");
switch ($entry->getHostOs()) {
    case RarEntry::HOST_MSDOS:
        echo "MS-DOS\n";
        break;
    case RarEntry::HOST_OS2:
        echo "OS2\n";
        break;
    case RarEntry::HOST_WIN32:
        echo "Win32\n";
        break;
    case RarEntry::HOST_MACOS:
        echo "MacOS\n";
        break;
    case RarEntry::HOST_UNIX:
        echo "Unix/Linux\n";
        break;
    case RarEntry::HOST_BEOS:
        echo "BeOS\n";
        break;
}

?>

例2 RarEntry::getHostOs() の例 (バージョン <= 1.0.0)

<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");
switch ($entry->getHostOs()) {
    case RAR_HOST_MSDOS:
        echo "MS-DOS\n";
        break;
    case RAR_HOST_OS2:
        echo "OS2\n";
        break;
    case RAR_HOST_WIN32:
        echo "Win32\n";
        break;
    case RAR_HOST_MACOS:
        echo "MacOS\n";
        break;
    case RAR_HOST_UNIX:
        echo "Unix/Linux\n";
        break;
    case RAR_HOST_BEOS:
        echo "BeOS\n";
        break;
}

?>

参考

RarEntry::extract() - 
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アーカイブのエントリを展開する

RarEntry::getMethod
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getMethod — エントリの圧縮方法を取得する

説明

public int RarEntry::getMethod ( void )

RarEntry::getMethod() は、現在のアーカイブエントリを 追加する際に使用したメソッドの番号を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

メソッド番号、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 RarEntry::getMethod() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");

echo "メソッド番号: " . $entry->getMethod();
?>

RarEntry::getName
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getName — エントリの名前を取得する

説明

public string RarEntry::getName ( void )

アーカイブエントリの名前 (パスつき) を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリ名を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.0.0 バージョン 2.0.0 以降、返される文字列のエンコードは Unicode/UTF-8 となりました。

例

例1 RarEntry::getName() の例
<?php

// このサンプルは、ページが UTF-8 でエンコードされていなくても安全です。
// UTF-8 でエンコードされているページの場合は mb_convert_encoding は不要です。

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");
echo "Entry name: " . mb_convert_encoding(
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    htmlentities(
        $entry->getName(),
        ENT_COMPAT,
        "UTF-8"
    ),
    "HTML-ENTITIES",
    "UTF-8"
);

?>

RarEntry::getPackedSize
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getPackedSize — 圧縮後のエントリのサイズを取得する

説明

public int RarEntry::getPackedSize ( void )

圧縮後のアーカイブエントリのサイズを取得します。

注意:

調整数型が 32 ビットであるプラットフォーム (Windows x64 など) では、返されるサイズの上限は 2 GiB となります。定数 PHP_INT_MAX をチェックしましょう。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

圧縮後のサイズ、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.0.0 このメソッドは、64 ビット整数型のプラットフォームで 2 GiB を超えるサイズを正しく返せるようになりました。 また、それ以外のプラットフォームでも負の値を返すことがなくなりました。

例

例1 RarEntry::getPackedSize() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");

echo "圧縮後の " . $entry->getName() . " のサイズ = " . $entry->getPackedSize() . " バイト";
?>

RarEntry::getStream
(PECL rar >= 2.0.0)

RarEntry::getStream — このエントリのファイルハンドラを取得する

説明

public resource RarEntry::getStream ([ string $password ] )

読み込み操作をサポートするファイルハンドラを返します。 このハンドラを使って、このエントリをその場で展開します。

このハンドラは、rar_close() をコールしても無効にはなりません。

警告

返されるストリームでは、整合性の検証を行いません。 特に、ファイルの破損や間違ったキーによる復号は検出できません。 もし整合性を検証したいのなら、エントリの CRC を確認するのはプログラマ側の役割となります。

パラメータ
password
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このエントリの暗号化に使うパスワード。 エントリが暗号化されていない場合は、この値は使われずに無視されます。 このパラメータが省略されていてエントリが暗号化されていた場合は、もし rar_open() でパスワードを指定していればそれを使います。 このパラメー
タや rar_open() で指定したパスワードが間違っていたときは、 このメソッドの結果のストリームは間違った結果を出力します。 パスワードが要求されているときにパスワードを指定していなければ、 このメソッドは失敗して FALSE を返します。 エントリが暗号化されて
いるかどうかを知るには RarEntry::isEncrypted() を使います。

返り値

ファイルハンドラを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
3.0.0 エントリ名が繰り返される RAR アーカイブも対応するようになりました。

例

例1 RarEntry::getStream() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar');
if ($rar_file === false)
    die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");
$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt');
if ($entry === false)
    die("そのようなエントリは見つかりません");
$stream = $entry->getStream();
if ($stream === false)
    die("ストリームの取得に失敗しました");

rar_close($rar_file); // ストリームはファイルとは独立しています
while (!feof($stream)) {
    $buff = fread($stream, 8192);
    if ($buff !== false)
        echo $buff;
    else
        break; // fread のエラー
}

fclose($stream);

?>

参考

RarEntry::extract() - アーカイブのエントリを展開する
rar:// ラッパー

RarEntry::getUnpackedSize
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getUnpackedSize — 展開後のエントリのサイズを取得する

説明

public int RarEntry::getUnpackedSize ( void )

展開後のアーカイブエントリのサイズを取得します。

注意:

調整数型が 32 ビットであるプラットフォーム (Windows x64 など) では、返されるサイズの上限は 2 GiB となります。定数 PHP_INT_MAX をチェックしましょう。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

展開後のサイズ、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.0.0 このメソッドは、64 ビット整数型のプラットフォームで 2 GiB を超えるサイズを正しく返せるようになりました。 また、それ以外のプラットフォームでも負の値を返すことがなくなりました。

返り値
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例1 RarEntry::getUnpackedSize() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりません");

echo "展開後の " . $entry->getName() . " のサイズ = " . $entry->getUnpackedSize() . " バイト";
?>

RarEntry::getVersion
(PECL rar >= 0.1)

RarEntry::getVersion — このエントリを展開するのに必要な RAR プログラムの最低バージョンを取得する

説明

public int RarEntry::getVersion ( void )

このエントリを展開するのに必要な RAR プログラム (WinRAR など) の最低バージョンを取得します。 10 * メジャーバージョン + マイナーバージョン 形式になります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

バージョン、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 RarEntry::getVersion() の例
<?php

$rar_file = rar_open('example.rar') or die("Rar アーカイブのオープンに失敗しました");

$entry = rar_entry_get($rar_file, 'Dir/file.txt') or die("そのようなエントリは見つかりませんでした");

echo "展開に必要な Rar のバージョン: " . $entry->getVersion();
?>

RarEntry::isDirectory
(PECL rar >= 2.0.0)

RarEntry::isDirectory — このエントリがディレクトリであるかどうかを調べる

説明

public bool RarEntry::isDirectory ( void )

現在のエントリがディレクトリであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリがディレクトリである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

注意

この関数はバージョン 2.0.0 以降でしか使えませんが、 エントリの属性をチェックすればディレクトリであるかどうかを調べることができます (RAR for Windows あるいは Unix で圧縮したファイルでしか使えません)。
<?php
//...
//Open file, get entry and store in variable $e...
//...

$isDirectory = (bool) ((($e->getHostOs() == RAR_HOST_WIN32) && ($e->getAttr() & 0x10)) ||
    (($e->getHostOs() == RAR_HOST_UNIX) && (($e->getAttr() & 0xf000) == 0x4000)));
?>
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RarEntry::isEncrypted
(PECL rar >= 2.0.0)

RarEntry::isEncrypted — このエントリが暗号化されているかどうかを調べる

説明

public bool RarEntry::isEncrypted ( void )

現在のディレクトリが暗号化されているかどうかを調べます。

注意:

同じ RAR アーカイブ内でも、ファイルによってパスワードが異なることがあります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリが暗号化されている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

RarEntry::__toString
(PECL rar >= 2.0.0)

RarEntry::__toString — エントリのテキスト表現を取得する

説明

public string RarEntry::__toString ( void )

RarEntry::__toString() は、このエントリのテキスト表現を返します。 その内容は、まずエントリがファイルであるかディレクトリであるか (シンボリックリンクやその他の特殊オブジェクトはファイルとみなされます)、 そしてエントリ名を UTF-8 であらわしたものと CRC
となります。 この形式と内容は将来変更される可能性があるので、これに依存してはいけません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリのテキスト表現を返します。

目次
RarEntry::extract — アーカイブのエントリを展開する
RarEntry::getAttr — エントリの属性を取得する
RarEntry::getCrc — エントリの CRC を取得する
RarEntry::getFileTime — エントリの最終更新時刻を取得する
RarEntry::getHostOs — エントリのホスト OS を取得する
RarEntry::getMethod — エントリの圧縮方法を取得する
RarEntry::getName — エントリの名前を取得する
RarEntry::getPackedSize — 圧縮後のエントリのサイズを取得する
RarEntry::getStream — このエントリのファイルハンドラを取得する
RarEntry::getUnpackedSize — 展開後のエントリのサイズを取得する
RarEntry::getVersion — このエントリを展開するのに必要な RAR プログラムの最低バージョンを取得する
RarEntry::isDirectory — このエントリがディレクトリであるかどうかを調べる
RarEntry::isEncrypted — このエントリが暗号化されているかどうかを調べる
RarEntry::__toString — エントリのテキスト表現を取得する

RarException クラス
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導入
このクラスの役割は、RAR 拡張モジュールの関数やメソッドからスローされた例外を表す型となることと 静的メソッドを使ってエラーの詳細 (例外がスローされたのか、 それとも警告が発生しただけなのかなど) を得ることのふたつです。

次のエラーコードを使います。

-1 - UnRAR ライブラリ以外のエラー
11 - メモリの不足
12 - データ不良
13 - アーカイブ不良
14 - 未知のフォーマット
15 - ファイルオープンエラー
16 - ファイル作成エラー
17 - ファイルクローズエラー
18 - 読み込みエラー
19 - 書き込みエラー
20 - バッファ不足
21 - 未知の RAR エラー
22 - パスワードが要求されているのに指定しなかった

クラス概要
final RarException extends Exception {
/* メソッド */
public static bool isUsingExceptions ( void )
public static void setUsingExceptions ( bool $using_exceptions )
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

RarException::isUsingExceptions
(PECL rar >= 2.0.0)

RarException::isUsingExceptions — 例外によるエラー処理を使っているかどうかを調べる

説明

public static bool RarException::isUsingExceptions ( void )

RAR 関数が警告を発してエラー値を返すようになっているか、 あるいは例外をスローするようになっているかを調べます (引数の型を間違えるなどのプログラム上のエラーは含めません)。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例外を使っている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 RarException::isUsingExceptions() の例
<?php
// デフォルトでは例外を使いません
var_dump(RarException::isUsingExceptions());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(false)

参考
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RarException::setUsingExceptions() - 例外によるエラー処理の有効化および無効化を行う

RarException::setUsingExceptions
(PECL rar >= 2.0.0)

RarException::setUsingExceptions — 例外によるエラー処理の有効化および無効化を行う

説明

public static void RarException::setUsingExceptions ( bool $using_exceptions )

引数に TRUE を指定すると、UnRAR ライブラリがエラーに遭遇したときの挙動を変更し、 警告を発してエラーを示す値を返すのではなく RarException 型の例外をスローするようにします。

例外は次のエラーのときにもスローされます。これらはライブラリの外部で発生します (エラーコードは -1 です)。

既に閉じた RarArchive オブジェクトやそれに関する RarEntry オブジェクトへのアクセスを試みたとき。
存在しないエントリを RarArchive::getEntry() で取得しようと試みたとき。

パラメータ
using_exceptions

例外をスローさせるときは TRUE、例外をスローさせないときは FALSE (デフォルト)。

例

例1 RarException::setUsingExceptions() の例
<?php
var_dump(RarException::isUsingExceptions());
$arch = RarArchive::open("does_not_exist.rar");
var_dump($arch);

RarException::setUsingExceptions(true);
var_dump(RarException::isUsingExceptions());
$arch = RarArchive::open("does_not_exist.rar");
var_dump($arch); //not reached
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(false)

Warning: RarArchive::open(): Failed to open does_not_exist.rar: ERAR_EOPEN (file open error) in C:\php_rar\trunk\tests\test.php on line 3
bool(false)
bool(true)

Fatal error: Uncaught exception 'RarException' with message 'unRAR internal error: Failed to open does_not_exist.rar: ERAR_EOPEN (file open error)' in C:\php_rar\trunk\tests\test.php:8
Stack trace:
#0 C:\php_rar\trunk\tests\test.php(8): RarArchive::open('does_not_exist....')
#1 {main}
  thrown in C:\php_rar\trunk\tests\test.php on line 8

参考

RarException::isUsingExceptions() - 例外によるエラー処理を使っているかどうかを調べる

目次
RarException::isUsingExceptions — 例外によるエラー処理を使っているかどうかを調べる
RarException::setUsingExceptions — 例外によるエラー処理の有効化および無効化を行う

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Rar 関数

rar_wrapper_cache_stats — URL ラッパーのキャッシュのヒット数
RarArchive — RarArchive クラス

RarArchive::close — Rar アーカイブをクローズし、全リソースを開放する
RarArchive::getComment — RAR アーカイブのコメントテキストを取得する
RarArchive::getEntries — RAR アーカイブからエントリの全一覧を取得する
RarArchive::getEntry — Rar アーカイブからエントリオブジェクトを取得する
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RarArchive::isBroken — アーカイブが壊れている (未完成である) かどうかを調べる
RarArchive::isSolid — RAR アーカイブがソリッドであるかどうかを調べる
RarArchive::open — Rar アーカイブをオープンする
RarArchive::setAllowBroken — 壊れたアーカイブのオープンを許可するかどうかを設定する
RarArchive::__toString — テキスト形式で取得する

RarEntry — The RarEntry class
RarEntry::extract — アーカイブのエントリを展開する
RarEntry::getAttr — エントリの属性を取得する
RarEntry::getCrc — エントリの CRC を取得する
RarEntry::getFileTime — エントリの最終更新時刻を取得する
RarEntry::getHostOs — エントリのホスト OS を取得する
RarEntry::getMethod — エントリの圧縮方法を取得する
RarEntry::getName — エントリの名前を取得する
RarEntry::getPackedSize — 圧縮後のエントリのサイズを取得する
RarEntry::getStream — このエントリのファイルハンドラを取得する
RarEntry::getUnpackedSize — 展開後のエントリのサイズを取得する
RarEntry::getVersion — このエントリを展開するのに必要な RAR プログラムの最低バージョンを取得する
RarEntry::isDirectory — このエントリがディレクトリであるかどうかを調べる
RarEntry::isEncrypted — このエントリが暗号化されているかどうかを調べる
RarEntry::__toString — エントリのテキスト表現を取得する

RarException — RarException クラス
RarException::isUsingExceptions — 例外によるエラー処理を使っているかどうかを調べる
RarException::setUsingExceptions — 例外によるエラー処理の有効化および無効化を行う

Zip

導入
この拡張モジュールにより、ZIP 圧縮されたアーカイブとその内部のファイルに対する透過的な読み書きが可能となります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

PHP 4
PHP 4 に同梱されているバージョンは、Guido Draheim 氏による » ZZIPlib バージョン 0.10.6 以降を必要とします。

PHP 5.2.0 以降
この拡張モジュールは、Jean-loup Gailly 氏と Mark Adler 氏による » zlib の機能を利用します。

インストール手順

PHP 4
注意:

PHP 4.1.0 以前の Zip サポートは実験的なものです。

警告

PHP 4 の zip 拡張モジュールはメンテナンスされていませんので、 私たちはバンドルされているものよりも PECL 拡張モジュールの利用を推奨します。

http://zziplib.sourceforge.net/
http://www.zlib.net/
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Linux システム
これらの関数を使用するには、zip サポートを有効にして PHP をコンパイルしなければなりません。そのためには、設定オプション --with-zip[=DIR] を使用します。 [DIR] は、» ZZIPlib ライブラリのインストールされている場所です。

Windows
Windows ユーザは、これらの関数を使用するために php.ini 内の php_zip.dll を有効にする必要があります。

PHP 5.2.0 以降

Linux systems
これらの関数を利用するには、設定オプション --enable-zip を使用して zip サポートを有効にして PHP をコンパイルしなければなりません。

Windows
Windows ユーザは、これらの関数を使用するために php.ini 内の php_zip.dll を有効にする必要があります。

PECL 経由でのインストール
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/zip.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

PHP 4 の場合、この DLL は PHP の Windows ダウンロードバイナリの extensions/ ディレクトリ にあります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
Zip モジュールでは二種類のリソース型が使用されます。 まず最初が Zip アーカイブを表す Zip directory で、 もうひとつはアーカイブのエントリを表す Zip Entry です。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

ZipArchive はクラス定数を使用します。定数には フラグ (接頭辞 FL_)、 エラー (接頭辞 ER_) あるいはモード (接頭辞なし) の三種類があります。

ZIPARCHIVE::CREATE (integer)
アーカイブが存在しない場合に、作成します。

ZIPARCHIVE::OVERWRITE (integer)
常に新しいアーカイブを開始します。このモードは、 ファイルが既に存在する場合にはそれを上書きします。

ZIPARCHIVE::EXCL (integer)
アーカイブが既に存在する場合はエラーとします。

ZIPARCHIVE::CHECKCONS (integer)
アーカイブの一貫性チェックを別途行い、 失敗した場合はエラーとします。

ZIPARCHIVE::FL_NOCASE (integer)
名前で検索する際に大文字小文字を区別しません。

ZIPARCHIVE::FL_NODIR (integer)
ディレクトリ要素を無視します。

ZIPARCHIVE::FL_COMPRESSED (integer)
圧縮されたデータを読み込みます。

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED (integer)
元のデータを使用し、変更内容を無視します。

ZIPARCHIVE::CM_DEFAULT (integer)
圧縮あるいは保存のどちらか有効なほうを実行します。

ZIPARCHIVE::CM_STORE (integer)
保存します (圧縮しません)。

ZIPARCHIVE::CM_SHRINK (integer)
圧縮します。

ZIPARCHIVE::CM_REDUCE_1 (integer)

http://zziplib.sourceforge.net/
http://pecl.php.net/package/zip
http://pecl.php.net/package/zip
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reduced with factor 1
ZIPARCHIVE::CM_REDUCE_2 (integer)

reduced with factor 2
ZIPARCHIVE::CM_REDUCE_3 (integer)

reduced with factor 3
ZIPARCHIVE::CM_REDUCE_4 (integer)

reduced with factor 4
ZIPARCHIVE::CM_IMPLODE (integer)

imploded
ZIPARCHIVE::CM_DEFLATE (integer)

deflated
ZIPARCHIVE::CM_DEFLATE64 (integer)

deflate64
ZIPARCHIVE::CM_PKWARE_IMPLODE (integer)

PKWARE 方式。
ZIPARCHIVE::CM_BZIP2 (integer)

BZIP2 アルゴリズム。
ZIPARCHIVE::ER_OK (integer)

エラーはありません。
ZIPARCHIVE::ER_MULTIDISK (integer)

複数ディスクの zip アーカイブはサポートされません。
ZIPARCHIVE::ER_RENAME (integer)

一時ファイルの名前変更に失敗しました。
ZIPARCHIVE::ER_CLOSE (integer)

zip アーカイブのクローズに失敗しました。
ZIPARCHIVE::ER_SEEK (integer)

シークエラー。
ZIPARCHIVE::ER_READ (integer)

読み込みエラー。
ZIPARCHIVE::ER_WRITE (integer)

書き込みエラー。
ZIPARCHIVE::ER_CRC (integer)

CRC エラー。
ZIPARCHIVE::ER_ZIPCLOSED (integer)

zip アーカイブはクローズされました。
ZIPARCHIVE::ER_NOENT (integer)

そのファイルはありません。
ZIPARCHIVE::ER_EXISTS (integer)

ファイルが既に存在します。
ZIPARCHIVE::ER_OPEN (integer)

ファイルをオープンできません。
ZIPARCHIVE::ER_TMPOPEN (integer)

一時ファイルの作成に失敗しました。
ZIPARCHIVE::ER_ZLIB (integer)

Zlib エラー。
ZIPARCHIVE::ER_MEMORY (integer)

メモリの確保に失敗しました。
ZIPARCHIVE::ER_CHANGED (string)

エントリが変更されました。
ZIPARCHIVE::ER_COMPNOTSUPP (integer)

圧縮方式がサポートされていません。
ZIPARCHIVE::ER_EOF (integer)

予期せぬ EOF です。
ZIPARCHIVE::ER_INVAL (integer)

無効な引数です。
ZIPARCHIVE::ER_NOZIP (integer)

zip アーカイブではありません。
ZIPARCHIVE::ER_INTERNAL (integer)

内部エラー。
ZIPARCHIVE::ER_INCONS (integer)

矛盾した Zip アーカイブです。
ZIPARCHIVE::ER_REMOVE (integer)

ファイルを削除できません。
ZIPARCHIVE::ER_DELETED (integer)

エントリが削除されました。

例
例1 Zip アーカイブの作成
<?php
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$zip = new ZipArchive();
$filename = "./test112.zip";

if ($zip->open($filename, ZIPARCHIVE::CREATE)!==TRUE) {
    exit("cannot open <$filename>\n");
}

$zip->addFromString("testfilephp.txt" . time(), "#1 This is a test string added as testfilephp.txt.\n");
$zip->addFromString("testfilephp2.txt" . time(), "#2 This is a test string added as testfilephp2.txt.\n");
$zip->addFile($thisdir . "/too.php","/testfromfile.php");
echo "numfiles: " . $zip->numFiles . "\n";
echo "status:" . $zip->status . "\n";
$zip->close();
?>

例2 アーカイブの詳細の出力および一覧表示
<?php
$za = new ZipArchive();

$za->open('test_with_comment.zip');
print_r($za);
var_dump($za);
echo "numFiles: " . $za->numFiles . "\n";
echo "status: " . $za->status  . "\n";
echo "statusSys: " . $za->statusSys . "\n";
echo "filename: " . $za->filename . "\n";
echo "comment: " . $za->comment . "\n";

for ($i=0; $i<$za->numFiles;$i++) {
    echo "index: $i\n";
    print_r($za->statIndex($i));
}
echo "numFile:" . $za->numFiles . "\n";
?>

例3 Zip ストリームラッパーによる OpenOffice メタ情報の読み込み
<?php
$reader = new XMLReader();

$reader->open('zip://' . dirname(__FILE__) . '/test.odt#meta.xml');
$odt_meta = array();
while ($reader->read()) {
    if ($reader->nodeType == XMLREADER::ELEMENT) {
        $elm = $reader->name;
    } else {
        if ($reader->nodeType == XMLREADER::END_ELEMENT && $reader->name == 'office:meta') {
            break;
        }
        if (!trim($reader->value)) {
            continue;
        }
        $odt_meta[$elm] = $reader->value;
    }
}
print_r($odt_meta);
?>

この例は旧 API (PHP 4 用) を使用します。まず ZIP ファイルアーカイブをオープンし、アーカイブ内の各ファイルを読み込み、 その内容を出力します。この例で使用するアーカイブ test2.zip は、ZZIPlib のソース配布物に含まれているテスト用アーカイブのひとつです。

例4 Zip の使用例
<?php

$zip = zip_open("/tmp/test2.zip");

if ($zip) {
    while ($zip_entry = zip_read($zip)) {
        echo "Name:               " . zip_entry_name($zip_entry) . "\n";
        echo "Actual Filesize:    " . zip_entry_filesize($zip_entry) . "\n";
        echo "Compressed Size:    " . zip_entry_compressedsize($zip_entry) . "\n";
        echo "Compression Method: " . zip_entry_compressionmethod($zip_entry) . "\n";

        if (zip_entry_open($zip, $zip_entry, "r")) {
            echo "File Contents:\n";
            $buf = zip_entry_read($zip_entry, zip_entry_filesize($zip_entry));
            echo "$buf\n";

            zip_entry_close($zip_entry);
        }
        echo "\n";

    }

    zip_close($zip);

}
?>

ZipArchive クラス
導入
Zip で圧縮されたファイルアーカイブです。

クラス概要
ZipArchive {
/* プロパティ */
/* メソッド */
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bool addEmptyDir ( string $dirname )
bool addFile ( string $filename [, string $localname ] )
bool addFromString ( string $localname , string $contents )
bool close ( void )
bool deleteIndex ( int $index )
bool deleteName ( string $name )
bool extractTo ( string $destination [, mixed $entries ] )
string getArchiveComment ( void )
string getCommentIndex ( int $index [, int $flags ] )
string getCommentName ( string $name [, int $flags ] )
mixed getFromIndex ( int $index [, int $flags ] )
mixed getFromName ( string $name [, int $flags ] )
string getNameIndex ( int $index )
string getStatusString ( void )
resource getStream ( string $name )
mixed locateName ( string $name [, int $flags ] )
mixed open ( string $filename [, int $flags ] )
bool renameIndex ( int $index , string $newname )
bool renameName ( string $name , string $newname )
mixed setArchiveComment ( string $comment )
mixed setCommentIndex ( int $index , string $comment )
mixed setCommentName ( string $name , string $comment )
mixed statIndex ( int $index [, int $flags ] )
mixed statName ( name $name [, int $flags ] )
mixed unchangeAll ( void )
mixed unchangeArchive ( void )
mixed unchangeIndex ( int $index )
mixed unchangeName ( string $name )
}

プロパティ
status

Zip アーカイブの状態

statusSys

Zip アーカイブのシステム状態

numFiles

アーカイブ内のファイル数

filename

ファイルシステム上のファイル名

comment

アーカイブのコメント

ZipArchive::addEmptyDir
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.8.0)

ZipArchive::addEmptyDir — 新しいディレクトリを追加する

説明

bool ZipArchive::addEmptyDir ( string $dirname )

空のディレクトリをアーカイブに追加します。

パラメータ
dirname

追加するディレクトリ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 アーカイブ内での新規ディレクトリの作成
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test.zip') === TRUE) {
    if($zip->addEmptyDir('newDirectory')) {
        echo '新しいディレクトリを作成しました';
    } else {
        echo 'ディレクトリが作成できませんでした';
    }
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗しました';
}
?>

ZipArchive::addFile
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::addFile — 指定したパスからファイルを ZIP アーカイブに追加する

説明

bool ZipArchive::addFile ( string $filename [, string $localname ] )

指定したパスから、ファイルを ZIP アーカイブに追加します。

パラメータ
filename

追加するファイルへのパス。
localname

ZIP アーカイブ内部での名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

この例は、ZIP ファイルアーカイブ test.zip をオープンし、ファイル /path/to/index.txt を newname.txt という名前で追加します。

例1 オープンおよび抽出
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test.zip') === TRUE) {
    $zip->addFile('/path/to/index.txt', 'newname.txt');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

注意

注意:

アーカイブにファイルを追加するよう設定すると、PHP はそのファイルのロックを試み、ZIP の操作が完了するまで解放しません。 つまり、アーカイブを閉じてからでないと、追加したファイルの削除はできないということです。

ZipArchive::addFromString
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::addFromString — 内容を指定して、ファイルを ZIP アーカイブに追加する

説明

bool ZipArchive::addFromString ( string $localname , string $contents )

内容を指定して、ファイルを ZIP アーカイブに追加します。
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パラメータ
localname

作成するエントリの名前。
contents

エントリを作成するために使用するデータの内容。 バイナリセーフな形式で使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 新しいアーカイブへのエントリの追加
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip', ZipArchive::CREATE);
if ($res === TRUE) {
    $zip->addFromString('test.txt', 'ここにファイルの内容を書きます');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

例2 アーカイブ内のディレクトリへのファイルの追加
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test.zip') === TRUE) {
    $zip->addFromString('dir/test.txt', 'ここにファイルの内容を書きます');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::close
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::close — アクティブな (オープンされた、あるいは新しく作成された) アーカイブを閉じる

説明

bool ZipArchive::close ( void )

オープンされた、あるいは作成されたアーカイブを閉じ、 変更内容を保存します。このメソッドは、 スクリプトの最後で自動的にコールされます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ZipArchive::deleteIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::deleteIndex — インデックスを使用して、アーカイブ内のエントリを削除する

説明

bool ZipArchive::deleteIndex ( int $index )

インデックスをもとにして、アーカイブ内のエントリを削除します。

パラメータ
index
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削除するエントリのインデックス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 インデックスを使用した、アーカイブからのファイルの削除
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test.zip') === TRUE) {
    $zip->deleteIndex(2);
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::deleteName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::deleteName — 名前を使用して、アーカイブからエントリを削除する

説明

bool ZipArchive::deleteName ( string $name )

名前をもとにして、アーカイブ内のエントリを削除します。

パラメータ
name

削除するエントリの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 名前を使用した、アーカイブからのファイルやディレクトリの削除
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test1.zip') === TRUE) {
    $zip->deleteName('testfromfile.php');
    $zip->deleteName('testDir/');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::extractTo
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::extractTo — アーカイブの内容を展開する

説明

bool ZipArchive::extractTo ( string $destination [, mixed $entries ] )

アーカイブの全体あるいは指定したファイルを、 指定した場所に展開します。

パラメータ
destination

ファイルを展開する場所。
entries
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展開するエントリ。単一のエントリ名、 あるいはエントリ名の配列を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 全エントリの展開
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test.zip') === TRUE) {
    $zip->extractTo('/my/destination/dir/');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

例2 二つのエントリの展開
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test_im.zip');
if ($res === TRUE) {
    $zip->extractTo('/my/destination/dir/', array('pear_item.gif', 'testfromfile.php'));
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::getArchiveComment
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::getArchiveComment — ZIP アーカイブのコメントを返す

説明

string ZipArchive::getArchiveComment ( void )

Zip アーカイブのコメントを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Zip アーカイブのコメントを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 アーカイブのコメントの出力
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test_with_comment.zip');
if ($res === TRUE) {
    var_dump($zip->getArchiveComment());
    /* あるいはアーカイブのプロパティを使用します */
    var_dump($zip->comment);
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

ZipArchive::getCommentIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.4.0)

ZipArchive::getCommentIndex — エントリのインデックスを使用して、エントリのコメントを返す

説明

string ZipArchive::getCommentIndex ( int $index [, int $flags ] )

エントリのインデックスを使用して、エントリのコメントを返します。
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パラメータ
index

エントリのインデックス。
flags

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED を指定すると、 元の変化していないコメントが返されます。

返り値

成功した場合にコメント、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 エントリのコメントの出力
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test1.zip');
if ($res === TRUE) {
    var_dump($zip->getCommentIndex(1));
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

ZipArchive::getCommentName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.4.0)

ZipArchive::getCommentName — エントリ名を使用して、エントリのコメントを返す

説明

string ZipArchive::getCommentName ( string $name [, int $flags ] )

エントリ名を使用して、エントリのコメントを返します。

パラメータ
name

エントリの名前。
flags

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED を指定すると、 元の変化していないコメントが返されます。

返り値

成功した場合にコメント、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 エントリのコメントの出力
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test1.zip');
if ($res === TRUE) {
    var_dump($zip->getCommentName('test/entry1.txt'));
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

ZipArchive::getFromIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.3.0)

ZipArchive::getFromIndex — インデックスを使用して、エントリの内容を返す

説明

mixed ZipArchive::getFromIndex ( int $index [, int $flags ] )
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インデックスを使用して、エントリの内容を返します。

パラメータ
index

エントリのインデックス。
flags

アーカイブのオープン時に使用するフラグ。以下の値を OR で連結して使用します。

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED

ZIPARCHIVE::FL_COMPRESSED

返り値

成功した場合にエントリの内容、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ファイルの内容の取得
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test.zip') === TRUE) {
    echo $zip->getFromIndex(2);
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::getFromName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::getFromName — 名前を使用して、エントリの内容を返す

説明

mixed ZipArchive::getFromName ( string $name [, int $flags ] )

名前を使用して、エントリの内容を返します。

パラメータ
name

エントリの名前。
flags

アーカイブのオープン時に使用するフラグ。以下の値を OR で連結して使用します。

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED

ZIPARCHIVE::FL_COMPRESSED

返り値

成功した場合にエントリの内容、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ファイルの内容の取得
<?php
$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open('test1.zip') === TRUE) {
    echo $zip->getFromName('testfromfile.php');
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗';
}
?>

例2 zip エントリの画像への変換
<?php
$z = new ZipArchive();
if ($z->open(dirname(__FILE__) . '/test_im.zip')) {



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

    $im_string = $z->getFromName("pear_item.gif");
    $im = imagecreatefromstring($im_string);
    imagepng($im, 'b.png');
}
?>

ZipArchive::getNameIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::getNameIndex — インデックスを使用して、エントリの名前を返す

説明

string ZipArchive::getNameIndex ( int $index )

インデックスを使用して、エントリの名前を返します。

パラメータ
index

エントリのインデックス。

返り値

成功した場合に名前、失敗した場合に FALSE を返します。

ZipArchive::getStatusString
(PHP 5 >= 5.2.7)

ZipArchive::getStatusString — システムエラー、または ZIP メッセージに関するエラー情報を返す

説明

string ZipArchive::getStatusString ( void )

システムエラー、または ZIP メッセージに関するエラー情報を返す

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功時にはステータスメッセージを文字列で返します。失敗した場合に FALSE を返します。

ZipArchive::getStream
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::getStream — 名前を使用して、エントリのファイルハンドラ (読み込み専用) を取得する

説明

resource ZipArchive::getStream ( string $name )

名前を使用して、エントリのファイルハンドラを取得します。 現時点では読み込み操作のみに対応しています。

パラメータ
name

使用するエントリの名前。

返り値

成功した場合にファイルポインタ (リソース)、 失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 エントリの内容を fread() で取得し、それを保存する
<?php
$content = '';
$z = new ZipArchive();
if ($z->open('test.zip')) {
    $fp = $z->getStream('test');
    if(!$fp) exit("失敗\n");
    while (!feof($fp)) {
        $contents .= fread($fp, 2);
    }

    fclose($fp);
    file_put_contents('t',$contents);
    echo "終了\n";
}
?>

例2 先ほどの例と同じことを、fopen() および zip ストリームラッパーで行う
<?php
$fp = fopen('zip://' . dirname(__FILE__) . '/test.zip#test', 'r');
if (!$fp) {
    exit("オープンできません\n");
}
while (!feof($fp)) {
    $contents .= fread($fp, 2);
    echo "$contents\n";
}
fclose($fp);
echo "done.\n";
?>

例3 ストリームラッパーと画像の組み合わせ。xml 関数とでも使用可能
<?php
$im = imagecreatefromgif('zip://' . dirname(__FILE__) . '/test_im.zip#pear_item.gif');
imagepng($im, 'a.png');
?>

ZipArchive::locateName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::locateName — アーカイブ内のエントリのインデックスを返す

説明

mixed ZipArchive::locateName ( string $name [, int $flags ] )

名前を使用して、エントリの場所を取得します。

パラメータ
name

探したいエントリの名前。
flags

この関数は、アーカイブ内の指定した名前のファイルのインデックスを返します。 フラグには、次の値を OR で連結して指定します。 あるいは何もしていしない場合は 0 とします。

ZIPARCHIVE::FL_NOCASE

ZIPARCHIVE::FL_NODIR

返り値

成功した場合にエントリのインデックス、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 アーカイブを作成し、ZipArchive::locateName() を使用する
<?php
$file = 'testlocate.zip';

$zip = new ZipArchive;
if ($zip->open($file, ZIPARCHIVE::CREATE) !== TRUE) {
    exit('失敗');
}

$zip->addFromString('entry1.txt', 'entry #1');
$zip->addFromString('entry2.txt', 'entry #2');
$zip->addFromString('dir/entry2d.txt', 'entry #2');

if (!$zip->status == ZIPARCHIVE::ER_OK) {
    echo "zip の書き込みに失敗\n";
}
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$zip->close();

if ($zip->open($file) !== TRUE) {
    exit('失敗');
}

echo $zip->locateName('entry1.txt') . "\n";
echo $zip->locateName('eNtry2.txt') . "\n";
echo $zip->locateName('eNtry2.txt', ZIPARCHIVE::FL_NOCASE) . "\n";
echo $zip->locateName('enTRy2d.txt', ZIPARCHIVE::FL_NOCASE|ZIPARCHIVE::FL_NODIR) . "\n";
$zip->close();

?>

上の例の出力は以下となります。
0

1
2

ZipArchive::open
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::open — ZIP ファイルアーカイブをオープンする

説明

mixed ZipArchive::open ( string $filename [, int $flags ] )

新しい zip アーカイブを、読み込み/書き込み/変更用にオープンします。

パラメータ
filename

オープンする ZIP アーカイブのファイル名。
flags

アーカイブのオープンに使用するモード。

ZIPARCHIVE::OVERWRITE

ZIPARCHIVE::CREATE

ZIPARCHIVE::EXCL

ZIPARCHIVE::CHECKCONS

返り値
エラーコード

成功した場合に TRUE、それ以外の場合にエラーコードを返します。

ZIPARCHIVE::ER_EXISTS

ZIPARCHIVE::ER_INCONS

ZIPARCHIVE::ER_INVAL

ZIPARCHIVE::ER_MEMORY

ZIPARCHIVE::ER_NOENT

ZIPARCHIVE::ER_NOZIP

ZIPARCHIVE::ER_OPEN

ZIPARCHIVE::ER_READ

ZIPARCHIVE::ER_SEEK

例

例1 オープンおよび展開
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    echo '成功';
    $zip->extractTo('test');
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    $zip->close();
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

例2 アーカイブの作成
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip', ZipArchive::CREATE);
if ($res === TRUE) {
    $zip->addFromString('test.txt', 'ここにファイルの内容を書きます');
    $zip->addFile('data.txt', 'entryname.txt');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::renameIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::renameIndex — インデックスを使用してエントリ名を変更する

説明

bool ZipArchive::renameIndex ( int $index , string $newname )

インデックスを使用して、エントリ名を変更します。

パラメータ
index

名前を変更するエントリのインデックス。
newname

新しい名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 エントリ名の変更
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    $zip->renameIndex(2,'newname.txt');
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

ZipArchive::renameName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::renameName — 名前を使用してエントリ名を変更する

説明

bool ZipArchive::renameName ( string $name , string $newname )

名前を使用して、エントリ名を変更します。

パラメータ
name

名前を変更するエントリの名前。
newname
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新しい名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 エントリ名の変更
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    $zip->renameName('currentname.txt','newname.txt');
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

ZipArchive::setArchiveComment
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.4.0)

ZipArchive::setArchiveComment — ZIP アーカイブのコメントを設定する

説明

mixed ZipArchive::setArchiveComment ( string $comment )

ZIP アーカイブのコメントを設定します。

パラメータ
comment

コメントの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 アーカイブの作成およびコメントの設定
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip', ZipArchive::CREATE);
if ($res === TRUE) {
    $zip->addFromString('test.txt', 'ここにファイルの内容を書きます');
    $zip->setArchiveComment('新しいアーカイブのコメント');
    $zip->close();
    echo 'ok';
} else {
    echo 'failed';
}
?>

ZipArchive::setCommentIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.4.0)

ZipArchive::setCommentIndex — インデックスを使用してエントリのコメントを設定する

説明

mixed ZipArchive::setCommentIndex ( int $index , string $comment )

インデックスを使用して、エントリのコメントを設定します。

パラメータ
index

エントリのインデックス。
comment
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コメントの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 アーカイブをオープンし、エントリのコメントを設定する
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    $zip->setCommentIndex(2, '新しいエントリのコメント');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::setCommentName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.4.0)

ZipArchive::setCommentName — 名前を使用してエントリのコメントを設定する

説明

mixed ZipArchive::setCommentName ( string $name , string $comment )

名前を使用して、エントリのコメントを設定します。

パラメータ
name

エントリの名前。
comment

コメントの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 アーカイブをオープンし、エントリのコメントを設定する
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    $zip->setCommentName('entry1.txt', '新しいエントリのコメント');
    $zip->close();
    echo '成功';
} else {
    echo '失敗';
}
?>

ZipArchive::statIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::statIndex — インデックスを使用してエントリの詳細を取得する

説明

mixed ZipArchive::statIndex ( int $index [, int $flags ] )

この関数は、インデックスを使用してエントリの詳細情報を取得します。

パラメータ
index
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エントリのインデックス。
flags

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED を OR で連結すると、 アーカイブ内に最初に記録された際の情報を取得します。 変更内容は無視されます。

返り値

エントリの詳細を含む配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 エントリの情報の出力
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    print_r($zip->statIndex(3));
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [name] => foobar/baz
    [index] => 3
    [crc] => 499465816
    [size] => 27
    [mtime] => 1123164748
    [comp_size] => 24
    [comp_method] => 8
)

ZipArchive::statName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::statName — 名前を使用してエントリの詳細を取得する

説明

mixed ZipArchive::statName ( name $name [, int $flags ] )

この関数は、名前を使用してエントリの詳細情報を取得します。

パラメータ
name

エントリの名前。
flags

名前をどのように探すのかを設定します。 また ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED を OR で連結すると、 アーカイブ内に最初に記録された際の情報を取得します。 変更内容は無視されます。

ZIPARCHIVE::FL_NOCASE

ZIPARCHIVE::FL_NODIR

ZIPARCHIVE::FL_UNCHANGED

返り値

エントリの詳細を含む配列を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 エントリの情報の出力
<?php
$zip = new ZipArchive;
$res = $zip->open('test.zip');
if ($res === TRUE) {
    print_r($zip->statName('foobar/baz'));
    $zip->close();
} else {
    echo '失敗、コード:' . $res;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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Array
(
    [name] => foobar/baz
    [index] => 3
    [crc] => 499465816
    [size] => 27
    [mtime] => 1123164748
    [comp_size] => 24
    [comp_method] => 8
)

ZipArchive::unchangeAll
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::unchangeAll — アーカイブに対するすべての変更を取り消す

説明

mixed ZipArchive::unchangeAll ( void )

アーカイブに対するすべての変更を取り消します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ZipArchive::unchangeArchive
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::unchangeArchive — アーカイブ全体に対して行われたすべての変更を取り消す

説明

mixed ZipArchive::unchangeArchive ( void )

アーカイブ全体に対して行われたすべての変更を取り消します。 現在は、これはアーカイブのコメントに対する変更のみを取り消します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ZipArchive::unchangeIndex
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.1.0)

ZipArchive::unchangeIndex — 指定したインデックスのエントリに対するすべての変更を取り消す

説明

mixed ZipArchive::unchangeIndex ( int $index )

指定したインデックスのエントリに対するすべての変更を取り消します。

パラメータ
index

エントリのインデックス。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ZipArchive::unchangeName
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.5.0)

ZipArchive::unchangeName — 指定した名前のエントリに対するすべての変更を取り消す

説明

mixed ZipArchive::unchangeName ( string $name )

エントリに対するすべての変更を取り消します。

パラメータ
name

エントリの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
ZipArchive::addEmptyDir — 新しいディレクトリを追加する
ZipArchive::addFile — 指定したパスからファイルを ZIP アーカイブに追加する
ZipArchive::addFromString — 内容を指定して、ファイルを ZIP アーカイブに追加する
ZipArchive::close — アクティブな (オープンされた、あるいは新しく作成された) アーカイブを閉じる
ZipArchive::deleteIndex — インデックスを使用して、アーカイブ内のエントリを削除する
ZipArchive::deleteName — 名前を使用して、アーカイブからエントリを削除する
ZipArchive::extractTo — アーカイブの内容を展開する
ZipArchive::getArchiveComment — ZIP アーカイブのコメントを返す
ZipArchive::getCommentIndex — エントリのインデックスを使用して、エントリのコメントを返す
ZipArchive::getCommentName — エントリ名を使用して、エントリのコメントを返す
ZipArchive::getFromIndex — インデックスを使用して、エントリの内容を返す
ZipArchive::getFromName — 名前を使用して、エントリの内容を返す
ZipArchive::getNameIndex — インデックスを使用して、エントリの名前を返す
ZipArchive::getStatusString — システムエラー、または ZIP メッセージに関するエラー情報を返す
ZipArchive::getStream — 名前を使用して、エントリのファイルハンドラ (読み込み専用) を取得する
ZipArchive::locateName — アーカイブ内のエントリのインデックスを返す
ZipArchive::open — ZIP ファイルアーカイブをオープンする
ZipArchive::renameIndex — インデックスを使用してエントリ名を変更する
ZipArchive::renameName — 名前を使用してエントリ名を変更する
ZipArchive::setArchiveComment — ZIP アーカイブのコメントを設定する
ZipArchive::setCommentIndex — インデックスを使用してエントリのコメントを設定する
ZipArchive::setCommentName — 名前を使用してエントリのコメントを設定する
ZipArchive::statIndex — インデックスを使用してエントリの詳細を取得する
ZipArchive::statName — 名前を使用してエントリの詳細を取得する
ZipArchive::unchangeAll — アーカイブに対するすべての変更を取り消す
ZipArchive::unchangeArchive — アーカイブ全体に対して行われたすべての変更を取り消す
ZipArchive::unchangeIndex — 指定したインデックスのエントリに対するすべての変更を取り消す
ZipArchive::unchangeName — 指定した名前のエントリに対するすべての変更を取り消す

Zip 関数

zip_close
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_close — ZIP ファイルアーカイブを閉じる

説明
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void zip_close ( resource $zip )

ZIP ファイルアーカイブを閉じます。

パラメータ
zip

事前に zip_open() でオープンされた ZIP ファイル。

返り値

値を返しません。

参考

zip_open() - Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read() - Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

zip_entry_close
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_close — ディレクトリエントリを閉じる

説明

bool zip_entry_close ( resource $zip_entry )

指定されたディレクトリエントリを閉じます。

パラメータ
zip_entry

zip_entry_open()によりオープンされたディレクトリの エントリ

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

zip_entry_open() - 読込み用にディレクトリエントリをオープンする
zip_entry_read() - オープンされたディレクトリエントリから読み込む

zip_entry_compressedsize
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_compressedsize — ディレクトリエントリの圧縮時のサイズを取得する

説明

int zip_entry_compressedsize ( resource $zip_entry )

ディレクトリエントリの圧縮時のサイズを取得します。

パラメータ
zip_entry

zip_read()により返されたディレクトリのエントリ

返り値

圧縮後のサイズ

参考
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zip_open() - Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read() - Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

zip_entry_compressionmethod
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_compressionmethod — ディレクトリエントリの圧縮方法を取得する

説明

string zip_entry_compressionmethod ( resource $zip_entry )

zip_entryにより指定されたディレクトリエントリの 圧縮方法を返します。

パラメータ
zip_entry

zip_read()により返されたディレクトリのエントリ

返り値

圧縮方法

参考

zip_open() - Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read() - Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

zip_entry_filesize
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_filesize — ディレクトリエントリの実際のファイルサイズを取得する

説明

int zip_entry_filesize ( resource $zip_entry )

ディレクトリエントリの実際のファイルサイズを返します。

パラメータ
zip_entry

zip_read()により返されたディレクトリのエントリ

返り値

ディレクトリエントリのサイズ

参考

zip_open() - Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read() - Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

zip_entry_name
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_name — ディレクトリエントリの名前を取得する

説明

string zip_entry_name ( resource $zip_entry )
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指定したディレクトリエントリの名前を返します。

パラメータ
zip_entry

zip_read()により返されたディレクトリエントリ

返り値

ディレクトリエントリの名前

参考

zip_open() - Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read() - Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

zip_entry_open
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_open — 読込み用にディレクトリエントリをオープンする

説明

bool zip_entry_open ( resource $zip , resource $zip_entry [, string $mode ] )

読込み用にzipファイルの中にディレクトリエントリをオープンします。

パラメータ
zip

zip_open()により返された有効なリソースハンドル
zip_entry

zip_read()により返されたディレクトリエントリ
mode

fopen()のマニュアルで指定されたモードのどれか

注意:

現在、modeは無視され、 常に"rb"となります。 これは、PHPのzipサポートが読み込みのみのアクセスであるためです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意:

fopen()や他の同種の関数と異なり、 zip_entry_open()の戻り値は、 処理の結果のみを示し、ディレクトリエントリの読み込みやクローズの際には 必要とされません。

参考

zip_entry_close() - ディレクトリエントリを閉じる
zip_entry_read() - オープンされたディレクトリエントリから読み込む

zip_entry_read
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_entry_read — オープンされたディレクトリエントリから読み込む

説明

string zip_entry_read ( resource $zip_entry [, int $length ] )

オープンされたディレクトリエントリから読み込みます。
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パラメータ
zip_entry

zip_read()により返されたディレクトリエントリ
length

返すバイト数。指定されない場合、この関数は1024バイトを読み込みます。

注意:

これは、読み込むデータの非圧縮時の長さとなります。

返り値

読み込んだデータ、または、ファイルの終端に達した時に FALSE を返します。 reached.

参考

zip_entry_open() - 読込み用にディレクトリエントリをオープンする
zip_entry_close() - ディレクトリエントリを閉じる
zip_entry_filesize() - ディレクトリエントリの実際のファイルサイズを取得する

zip_open
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_open — Zip ファイルアーカイブをオープンする

説明

mixed zip_open ( string $filename )

読み込み用に新規に Zip アーカイブをオープンします。

パラメータ
filename

オープンする ZIP アーカイブのファイル名。

返り値

後で zip_read() および zip_close() で使用されるリソースハンドル、または、 filename が存在しない場合やその他のエラーが発生した場合は エラーの番号を返します。

参考

zip_read() - Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む
zip_close() - ZIP ファイルアーカイブを閉じる

zip_read
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 >= 5.2.0, PECL zip >= 1.0.0)

zip_read — Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

説明

mixed zip_read ( resource $zip )

Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込みます。

パラメータ
zip

zip_open() でオープン済みの ZIP ファイル。

返り値
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後で zip_entry_... 関数で使用されるディレクトリエントリリソース、または、 読み込むエントリがもうない場合に FALSE、 その他のエラーが発生した場合はエラー番号を返します。

参考

zip_open() - Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_close() - ZIP ファイルアーカイブを閉じる
zip_entry_open() - 読込み用にディレクトリエントリをオープンする
zip_entry_read() - オープンされたディレクトリエントリから読み込む

目次
zip_close — ZIP ファイルアーカイブを閉じる
zip_entry_close — ディレクトリエントリを閉じる
zip_entry_compressedsize — ディレクトリエントリの圧縮時のサイズを取得する
zip_entry_compressionmethod — ディレクトリエントリの圧縮方法を取得する
zip_entry_filesize — ディレクトリエントリの実際のファイルサイズを取得する
zip_entry_name — ディレクトリエントリの名前を取得する
zip_entry_open — 読込み用にディレクトリエントリをオープンする
zip_entry_read — オープンされたディレクトリエントリから読み込む
zip_open — Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read — Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
ZipArchive — ZipArchive クラス

ZipArchive::addEmptyDir — 新しいディレクトリを追加する
ZipArchive::addFile — 指定したパスからファイルを ZIP アーカイブに追加する
ZipArchive::addFromString — 内容を指定して、ファイルを ZIP アーカイブに追加する
ZipArchive::close — アクティブな (オープンされた、あるいは新しく作成された) アーカイブを閉じる
ZipArchive::deleteIndex — インデックスを使用して、アーカイブ内のエントリを削除する
ZipArchive::deleteName — 名前を使用して、アーカイブからエントリを削除する
ZipArchive::extractTo — アーカイブの内容を展開する
ZipArchive::getArchiveComment — ZIP アーカイブのコメントを返す
ZipArchive::getCommentIndex — エントリのインデックスを使用して、エントリのコメントを返す
ZipArchive::getCommentName — エントリ名を使用して、エントリのコメントを返す
ZipArchive::getFromIndex — インデックスを使用して、エントリの内容を返す
ZipArchive::getFromName — 名前を使用して、エントリの内容を返す
ZipArchive::getNameIndex — インデックスを使用して、エントリの名前を返す
ZipArchive::getStatusString — システムエラー、または ZIP メッセージに関するエラー情報を返す
ZipArchive::getStream — 名前を使用して、エントリのファイルハンドラ (読み込み専用) を取得する
ZipArchive::locateName — アーカイブ内のエントリのインデックスを返す
ZipArchive::open — ZIP ファイルアーカイブをオープンする
ZipArchive::renameIndex — インデックスを使用してエントリ名を変更する
ZipArchive::renameName — 名前を使用してエントリ名を変更する
ZipArchive::setArchiveComment — ZIP アーカイブのコメントを設定する
ZipArchive::setCommentIndex — インデックスを使用してエントリのコメントを設定する
ZipArchive::setCommentName — 名前を使用してエントリのコメントを設定する
ZipArchive::statIndex — インデックスを使用してエントリの詳細を取得する
ZipArchive::statName — 名前を使用してエントリの詳細を取得する
ZipArchive::unchangeAll — アーカイブに対するすべての変更を取り消す
ZipArchive::unchangeArchive — アーカイブ全体に対して行われたすべての変更を取り消す
ZipArchive::unchangeIndex — 指定したインデックスのエントリに対するすべての変更を取り消す
ZipArchive::unchangeName — 指定した名前のエントリに対するすべての変更を取り消す

Zip 関数
zip_close — ZIP ファイルアーカイブを閉じる
zip_entry_close — ディレクトリエントリを閉じる
zip_entry_compressedsize — ディレクトリエントリの圧縮時のサイズを取得する
zip_entry_compressionmethod — ディレクトリエントリの圧縮方法を取得する
zip_entry_filesize — ディレクトリエントリの実際のファイルサイズを取得する
zip_entry_name — ディレクトリエントリの名前を取得する
zip_entry_open — 読込み用にディレクトリエントリをオープンする
zip_entry_read — オープンされたディレクトリエントリから読み込む
zip_open — Zip ファイルアーカイブをオープンする
zip_read — Zip ファイルアーカイブの中の次のエントリを読み込む
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Zlib 圧縮

導入
このモジュールにより gzip (.gz) で圧縮されたファイルを読み書きすることが可能となります。 この際、ファイルシステム 関数の gzip 圧縮対応版 (非圧縮ファイルも扱えますが、 ソケットは扱えません)を使用します。

注意:

バージョン 4.0.4 で .gz ファイルに対応した fopen のラッパーを導入しました。 fopen() に渡すファイル名またはパス名に zlib: をつけると、通常の f*() ファイルアクセス関数を使用して圧縮ファイルに透過的にアクセスすることができます。 この機能を使用する
には、C ランタイムライブラリが fopencookie() 関数をサポートしていなければなりません。 今のところ、この条件を満たすのは GNU libc だけのようです。

PHP 4.3.0 において、':' を含むファイル名との曖昧さを避けるため zlib: は compress.zlib:// に変更されました。fopencookie() 関数は もはや必要ありません。詳細な情報は、 圧縮ストリーム にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
このモジュールは、Jean-loup Gailly および Mark Adler による » zlib の関数を使用します。 このモジュールを使用するには、zlib バージョン >= 1.0.9 を使用する必要があります。

インストール手順
PHPにおけるZlibサポートは、デフォルトでは利用できません。 Zlibサポートを有効にするには、PHPのコンパイル時にconfigureの オプションに--with-zlib[=DIR] を 指定してコンパイルする必要があります。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

注意: PHP 4.3.0 以降、zlib モジュールは Windows 用 php バイナリにビルトインされています。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

zlib 拡張モジュールは、 ブラウザがサポートする場合にページを透過的に圧縮するオプションを提供します。 ここで、 設定ファイル php.ini のオプションには、以下の 3 種類があります。

Zlib設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

zlib.output_compression "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 から利用可能
zlib.output_compression_level "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能
zlib.output_handler "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

zlib.output_compression boolean/integer

透過的なページ圧縮を行うかどうか。php.ini または Apache の設定でこのオプションが、"On" に設定された場合、 ブラウザが "Accept-Encoding: gzip" または "deflate" ヘッダを送信する場合に、ページは圧縮されます。 "Content-Encoding: gzip" (および "deflate")
と "Vary: Accept-Encoding" ヘッダが出力に追加されます。 実行時、何らかのデータを送出する前にのみ設定することが可能です。

このオプションも論理値 "On"/"Off" のかわりに整数値をとることができ、 これを用いて出力のバッファサイズ (デフォルトは 4KB) を設定することができます。

注意:

このオプションに 'On' を設定した場合、 output_handler を空にする必要があります! かわりに zlib.output_handler を使用する必要があります。

http://www.zlib.net/
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zlib.output_compression_level integer

透過的出力圧縮で使用される圧縮レベル。0 (圧縮しない) から 9 (最高レベルの圧縮をする) までの値を指定します。デフォルト値の -1 は、どのレベルを使用するかをサーバで決定させます。

zlib.output_handler string

zlib.output_compression が有効な場合、 他の出力ハンドラを指定することはできません。 この設定は、output_handler と同じですが、順番が異なります。

リソース型
この拡張モジュールでは、ファイルポインタリソースを定義しています。これは gzopen() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FORCE_GZIP (integer)
FORCE_DEFLATE (integer)

例
テンポラリファイルをオープンし、テスト用文字列を書きこみ、 続いて、このファイルの内容を 2 回出力します。

例1 簡単な Zlib の例
<?php

$filename = tempnam('/tmp', 'zlibtest') . '.gz';
echo "<html>\n<head></head>\n<body>\n<pre>\n";
$s = "Only a test, test, test, test, test, test, test, test!\n";

// 最大限の圧縮を指定して書きこみ用にファイルをオープン
$zp = gzopen($filename, "w9");

// 文字列をファイルに書きこむ
gzwrite($zp, $s);

// ファイルを閉じる
gzclose($zp);

// 読みこみ用にファイルをオープン
$zp = gzopen($filename, "r");

// 3 文字読みこむ
echo gzread($zp, 3);

// ファイルの終端まで出力して閉じる
gzpassthru($zp);
gzclose($zp);

echo "\n";

// ファイルをオープンし、内容を出力する (2回目)
if (readgzfile($filename) != strlen($s)) {
        echo "Error with zlib functions!";
}
unlink($filename);
echo "</pre>\n</body>\n</html>\n";

?>

Zlib 関数

gzclose
(PHP 4, PHP 5)

gzclose — 開かれたgzファイルへのポインタを閉じる

説明

bool gzclose ( resource $zp )

与えられた gz ファイルへのポインタを閉じます。
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パラメータ
zp

gzファイルポインタ。有効なファイルポインタであり、かつ、 gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 gzclose() の例
<?php
$gz = gzopen('somefile.gz','w9');
gzputs ($gz, 'I was added to somefile.gz');
gzclose($gz);
?>

参考

gzopen() - gz ファイルを開く

gzcompress
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

gzcompress — 文字列を圧縮する

説明

string gzcompress ( string $data [, int $level = -1 ] )

この関数は、ZLIB データフォーマットを用いて 与えられた文字列を圧縮します。

ZLIB 圧縮アルゴリズムについての詳細は、 "» ZLIB Compressed Data Format Specification version 3.3" (RFC 1950) を参照ください。

注意:

これは、いくつかのヘッダデータを有する gzip 圧縮と同じでは ありません。 gzip圧縮については、gzencode()を参照ください。

パラメータ
data

圧縮するデータ
level

圧縮レベル。0 で圧縮無し、9 で最大限の圧縮を指定できます。

返り値

圧縮された文字列、もしくはエラーの場合 FALSE 。

例

例1 gzcompress() の例
<?php
$compressed = gzcompress('Compress me', 9);
echo $compressed;
?>

参考

gzdeflate() - 文字列を deflate 圧縮する
gzinflate() - deflate圧縮された文字列を解凍する
gzuncompress() - 圧縮された文字列を解凍する
gzencode() - gzip 圧縮された文字列を作成する

gzdecode

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1950
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(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

gzdecode — gzip 圧縮された文字列をデコードする

説明

string gzdecode ( string $data [, int $length ] )

この関数は、入力された data をデコードしたものを返します。

パラメータ
data

デコードするデータ。これは gzencode() でエンコードされたものです。
length

デコードするデータの最大長。

返り値

デコードされた文字列、あるいはエラーが発生した場合に FALSE を返します。

参考

gzencode() - gzip 圧縮された文字列を作成する

gzdeflate
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gzdeflate — 文字列を deflate 圧縮する

説明

string gzdeflate ( string $data [, int $level = -1 ] )

この関数は、DEFLATE データフォーマットを用いて 与えられた文字列を圧縮します。

DEFLATE 圧縮アルゴリズムについての詳細は、 "» DEFLATE Compressed Data Format Specification version 1.3" (RFC 1951) を参照ください。

パラメータ
data

収縮させるデータ
level

圧縮レベル。圧縮しない場合に0、最大限の圧縮をする場合に9を指定可能です。 指定しない場合、デフォルトの圧縮レベルは zlib ライブラリのデフォルト圧縮レベルになります。

返り値

収縮された文字列、もしくはエラーの場合 FALSE 。

例

例1 gzdeflate() の例
<?php
$compressed = gzdeflate('Compress me', 9);
echo $compressed;
?>

参考

gzinflate() - deflate圧縮された文字列を解凍する
gzcompress() - 文字列を圧縮する
gzuncompress() - 圧縮された文字列を解凍する
gzencode() - gzip 圧縮された文字列を作成する

gzencode

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1951
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gzencode — gzip 圧縮された文字列を作成する

説明

string gzencode ( string $data [, int $level = -1 [, int $encoding_mode = FORCE_GZIP ]] )

この関数は、入力 dataを gzip プログラムの出力と互換性のある形式で圧縮 して返します。

GZIPファイルフォーマットに関する詳細な情報については、次のドキュ メントを参照ください。 » GZIP file format specification version 4.3 (RFC 1952)

パラメータ
data

エンコードするデータを指定します
level

圧縮レベルを指定します。 圧縮をしない場合に 0、最大限の圧縮を行う場合に9を指定可能です。 指定されない場合のデフォルト圧縮レベルは、 zlib ライブラリのデフォルト圧縮レベルになります。
encoding_mode

エンコーディングモードを指定します。 FORCE_GZIP (デフォルト) もしくは FORCE_DEFLATE を指定可能です。

もし FORCE_DEFLATE を使用した場合、 crc32 チェックサムが付加されていない gzip ファイルヘッダに続いて標準的な zlib 収縮文字列 (zlib ヘッダを含む) を受け取るでしょう。

返り値

エンコードされた文字列、もしくはエラー発生時に FALSE

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 パラメータ encoding_mode が追加されました。

例

結果データは標準的な .gz ファイルを構成するための適当なヘッダとデータ構造を含みます。

例1 gzip ファイルの生成
<?php
$data = implode("", file("bigfile.txt"));
$gzdata = gzencode($data, 9);
$fp = fopen("bigfile.txt.gz", "w");
fwrite($fp, $gzdata);
fclose($fp);
?>

参考

gzdecode() - gzip 圧縮された文字列をデコードする
gzdeflate() - 文字列を deflate 圧縮する
gzinflate() - deflate圧縮された文字列を解凍する
gzuncompress() - 圧縮された文字列を解凍する
gzcompress() - 文字列を圧縮する

gzeof
(PHP 4, PHP 5)

gzeof — gz ファイルポインタが EOF かどうか調べる

説明

int gzeof ( resource $zp )

与えられた GZ ファイルポインタが EOF (ファイル終端) を指すかどうかを調べます。

パラメータ
zp

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1952
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gzファイルポインタは、有効なファイルポインタであり、かつ、 gzopen()によりオープンできたファイルを指している 必要があります。

返り値

gz ファイルポインタが EOF を指す、もしくはエラーが発生した場合 TRUE、 そうでなければ FALSE を返します。

例

例1 gzeof() の例
<?php
$gz = gzopen('somefile.gz', 'r');
while (!gzeof($gz)) {
  echo gzgetc($gz);
}
gzclose($gz);
?>

gzfile
(PHP 4, PHP 5)

gzfile — gzファイル全体を配列に読み込む

説明

array gzfile ( string $filename [, int $use_include_path = 0 ] )

ファイルを配列にして返すこと以外は readgzfile() と同じです。

パラメータ
filename

ファイル名を指定します。
use_include_path

もし include_path にあるファイルも検索したい場合、 このオプションパラメータに 1 を設定することができます。

返り値

ファイルを含む配列で、要素毎に 1 行ずつ含んでいます。

例

例1 gzfile() の例
<?php
$lines = gzfile('somefile.gz');
foreach ($lines as $line) {
    echo $line;
}
?>

参考

readgzfile() - gz ファイルを出力する
gzopen() - gz ファイルを開く

gzgetc
(PHP 4, PHP 5)

gzgetc — gz ファイルへのポインタから文字を得る

説明

string gzgetc ( resource $zp )

与えられた gz ファイルポインタから (非圧縮の) 1 文字を読み込み、これを含む 文字列を返します。

パラメータ
zp
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gz ファイルポインタを指定します。 これは有効なファイルポインタであり、かつ、 gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。

返り値

非圧縮の文字列、もしくは EOF (gzeof() とは異なる) の場合に FALSE を返します。

例

例1 gzgetc() の例
<?php
$gz = gzopen('somefile.gz', 'r');
while (!gzeof($gz)) {
  echo gzgetc($gz);
}
gzclose($gz);
?>

参考

gzopen() - gz ファイルを開く
gzgets() - ファイルポインタから 1 行を得る

gzgets
(PHP 4, PHP 5)

gzgets — ファイルポインタから 1 行を得る

説明

string gzgets ( resource $zp , int $length )

与えられたファイルポインタから最大 length - 1 バイトの文字を読み込み、 これを含む (非圧縮の) 文字列を返します。 length - 1 バイトを読み込むか、改行または EOF になった場合、 (どれかが最初にきた時点で) 読み込みを終了します。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。 これは有効なファイルポインタであり、かつ、 gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。
length

取得するデータ長を指定します。

返り値

非圧縮の文字列、もしくはエラー時に FALSE

例

例1 gzgets() の例
<?php
$handle = gzopen('somefile.gz', 'r');
while (!gzeof($handle)) {
   $buffer = gzgets($handle, 4096);
   echo $buffer;
}
gzclose($handle);
?>

参考

gzopen() - gz ファイルを開く
gzgetc() - gz ファイルへのポインタから文字を得る
gzwrite() - バイナリセーフな gz ファイル書き込み

gzgetss
(PHP 4, PHP 5)

gzgetss — gzファイルへのポインタから1行を得て、HTMLタグを取り除く

説明
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string gzgetss ( resource $zp , int $length [, string $allowable_tags ] )

gzgetss()は読み込んだテキストから HTML および PHP タグを全て取り除こうとすることを除いて、 gzgets()と同じです。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。 これは有効なファイルポインタであり、かつ、 gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。
length

取得するデータ長を指定します。
allowable_tags

このオプションパラメータにより、 取り除かないタグを指定することができます。

返り値

非圧縮かつタグが取り除かれた文字列、もしくはエラー時に FALSE

例

例1 gzgetss() の例
<?php
$handle = gzopen('somefile.gz', 'r');
while (!gzeof($handle)) {
   $buffer = gzgetss($handle, 4096);
   echo $buffer;
}
gzclose($handle);
?>

参考

gzopen() - gz ファイルを開く
gzgets() - ファイルポインタから 1 行を得る
strip_tags() - 文字列から HTML および PHP タグを取り除く

gzinflate
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gzinflate — deflate圧縮された文字列を解凍する

説明

string gzinflate ( string $data [, int $length = 0 ] )

この関数は収縮された文字列を伸長します。

パラメータ
data

gzdeflate() により圧縮されたデータを指定します
length

デコードする最大データ長を指定します

返り値

オリジナルの無圧縮なデータ、もしくはエラー時に FALSE

この関数は、もし無圧縮なデータが圧縮された入力 data の 32768 倍、もしくはオプションのパラメータ length 以上の場合、エラーを返します。

例

例1 gzinflate() の例
<?php
$compressed   = gzdeflate('Compress me', 9);
$uncompressed = gzinflate($compressed);
echo $uncompressed;
?>
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参考

gzdeflate() - 文字列を deflate 圧縮する
gzcompress() - 文字列を圧縮する
gzuncompress() - 圧縮された文字列を解凍する
gzencode() - gzip 圧縮された文字列を作成する

gzopen
(PHP 4, PHP 5)

gzopen — gz ファイルを開く

説明

resource gzopen ( string $filename , string $mode [, int $use_include_path = 0 ] )

読み込みもしくは書き込みのために gzip (.gz) ファイルをオープンします。

gzopen() は、gzip フォーマットでないファイルの読み込みについても使用することができます。 この場合、gzread()は、ファイルを解凍せずに直接読み 込まれます。

パラメータ
filename

ファイル名を指定します
mode

fopen() と同じ (rb または wb) ですが、 圧縮レベル (wb9) または圧縮の方策、 つまり、wb6f のようにフィルターを通したデータを f で指定したり、h でハフマン圧縮のみを行うことを指定したりすることができます (方策に関するパラメータの詳細については、zlib.h
の中の deflateInit2 の説明を参照ください)。

use_include_path

このオプションパラメータを 1 にすることにより、 include_pathにあるファイルも 検索することができます。

返り値

オープンしたファイルへのファイルポインタを返します。その後、 このファイルディスクプリタから読み込んだ全ては透過的に解凍され、 書き込んだものは圧縮されます。

オープンに失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 gzopen() の例
<?php
$fp = gzopen("/tmp/file.gz", "r");
?>

参考

gzclose() - 開かれたgzファイルへのポインタを閉じる

gzpassthru
(PHP 4, PHP 5)

gzpassthru — gzファイルへのポインタから残りのデータ全部を出力する

説明

int gzpassthru ( resource $zp )

gz ファイルポインタについて現在位置から EOF までデータを読み込み、 標準出力に (伸長された) 結果を書き込みます。

注意:

すでにデータをファイルに書き込んでいる場合、 ファイルポインタをファイルの先頭にセットするために gzrewind() をコールする必要があるかも知れません。

ヒント
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修正や特定のオフセットへの移動なしに ファイルの内容を出力バッファにダンプしたいだけの場合、 readgzfile() 関数を使用することもできます。 これにより、gzopen() をコールする手間を省くことができます。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。これは有効なファイルポインタであり、 かつ、gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。

返り値

gz から読み込んで解凍され、入力に渡された文字数。 もしくはエラー時に FALSE 。

例

例1 gzpassthru() の例
<?php
$fp = gzopen('file.gz', 'r');
gzpassthru($fp);
gzclose($fp);
?>

gzputs
(PHP 4, PHP 5)

gzputs — のエイリアス gzwrite()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 gzwrite().

gzread
(PHP 4, PHP 5)

gzread — バイナリ対応のgzファイル読み込み

説明

string gzread ( resource $zp , int $length )

gzread() は、最大 length バイトのデータを zp が指す gz ファイルポインタ から読み込みます。(伸長された) length バイトのデータが読み込まれたか、 EOF に達したとき、読み込みは終了します。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。これは有効なファイルポインタであり、 かつ、gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。
length

読み込むバイト数を指定します。

返り値

読み込まれたデータ

例

例1 gzread() の例
<?php
// gz ファイルの内容を文字列に読み込む
$filename = "/usr/local/something.txt.gz";
$zd = gzopen($filename, "r");
$contents = gzread($zd, 10000);
gzclose($zd);
?>

参考

gzwrite() - バイナリセーフな gz ファイル書き込み
gzopen() - gz ファイルを開く
gzgets() - ファイルポインタから 1 行を得る
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gzgetss() - gzファイルへのポインタから1行を得て、HTMLタグを取り除く
gzfile() - gzファイル全体を配列に読み込む
gzpassthru() - gzファイルへのポインタから残りのデータ全部を出力する

gzrewind
(PHP 4, PHP 5)

gzrewind — gz ファイルポインタの示す位置を元に戻す

説明

bool gzrewind ( resource $zp )

与えられた gz ファイルポインタが指すファイルのファイル位置記述子を、 ファイルストリームの先頭にセットします。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。これは有効なファイルポインタであり、 かつ、gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gzseek() - gz ファイルポインタの位置を移動する
gztell() - gz ファイルポインタの読み込み/書き込み位置を返します

gzseek
(PHP 4, PHP 5)

gzseek — gz ファイルポインタの位置を移動する

説明

int gzseek ( resource $zp , int $offset [, int $whence = SEEK_SET ] )

与えられたファイルポインタが指すファイルのファイル位置記述子を、 ファイルストリーム上の与えられた offset バイトにセットします。 gzseek(zp, offset, SEEK_SET) を (C 言語において) コールするのと同じです。

ファイルが読み込み用にオープンされた場合、この関数は、 エミュレーションされますが、極端に遅くなる可能性があります。 ファイルを書き込み用にオープンした場合、 前方への移動のみがサポートされます。この場合、gzseek() は、新しい開始位置までゼロの並びのデー
タを圧縮します。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。これは有効なファイルポインタであり、 かつ、gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。
offset

移動するオフセットを指定します。
whence

whence の値は次のいずれかです。

SEEK_SET - offset バイト目に設定します。
SEEK_CUR - 現在位置から offset ぶん進んだ位置に設定します。

whence を省略した場合は SEEK_SET とみなします。

返り値

成功した場合、0を返します。それ以外の場合は、-1を返します。 移動がEOFを超える場合にもエラーは発生しないことに注意してください。

例
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例1 gzseek() の例
<?php
$gz = gzopen('somefile.gz', 'r');
gzseek($gz,2);
echo gzgetc($gz);
gzclose($gz);
?>

参考

gztell() - gz ファイルポインタの読み込み/書き込み位置を返します
gzrewind() - gz ファイルポインタの示す位置を元に戻す

gztell
(PHP 4, PHP 5)

gztell — gz ファイルポインタの読み込み/書き込み位置を返します

説明

int gztell ( resource $zp )

与えられたファイルポインタが指す位置、つまり、 圧縮されていないファイルストリームにおけるオフセット値を返します。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。これは有効なファイルポインタであり、 かつ、gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。

返り値

ファイルポインタの位置、もしくはエラーが発生した場合 FALSE

参考

gzopen() - gz ファイルを開く
gzseek() - gz ファイルポインタの位置を移動する
gzrewind() - gz ファイルポインタの示す位置を元に戻す

gzuncompress
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

gzuncompress — 圧縮された文字列を解凍する

説明

string gzuncompress ( string $data [, int $length = 0 ] )

この関数は圧縮された文字列を解凍します。

パラメータ
data

gzcompress() によって圧縮されたデータを指定します。
length

デコードするデータの最大長を指定します。

返り値

オリジナルの無圧縮なデータ、もしくはエラー時に FALSE

この関数は、もし無圧縮なデータが圧縮された入力 data の 32768 倍、もしくはオプションのパラメータ length 以上の場合、エラーを返します。

例

1 gzuncompress() 
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例 の例
<?php
$compressed   = gzcompress('Compress me', 9);
$uncompressed = gzuncompress($compressed);
echo $uncompressed;
?>

参考

gzcompress() - 文字列を圧縮する
gzinflate() - deflate圧縮された文字列を解凍する
gzdeflate() - 文字列を deflate 圧縮する
gzencode() - gzip 圧縮された文字列を作成する

gzwrite
(PHP 4, PHP 5)

gzwrite — バイナリセーフな gz ファイル書き込み

説明

int gzwrite ( resource $zp , string $string [, int $length ] )

gzwrite() は string の内容を与えられた gz ファイルに書き込みます。

パラメータ
zp

gz ファイルポインタを指定します。これは有効なファイルポインタであり、 かつ、gzopen() によりオープンできたファイルを指している必要があります。
string

書き込む文字列を指定します。
length

書き込む解凍されたバイト数を指定します。 もし指定された場合、 length バイトのデータが書き込まれたか、 string の終わりに達した時に 書き込みは終了します。

注意:

引数 length が指定された場合、 magic_quotes_runtime 設定オプションは無視されて string から スラッシュが取り除かれなくなることに注意してください。

返り値

与えられた gz ファイルストリームに書き込まれた (解凍された) バイト数を返します。

例

例1 gzwrite() の例
<?php
$string = 'Some information to compress';
$gz = gzopen('somefile.gz','w9');
gzwrite($gz, $string);
gzclose($gz);
?>

参考

gzread() - バイナリ対応のgzファイル読み込み
gzopen() - gz ファイルを開く

readgzfile
(PHP 4, PHP 5)

readgzfile — gz ファイルを出力する

説明

int readgzfile ( string $filename [, int $use_include_path = 0 ] )
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ファイルを読み込み、解凍し、標準出力に書き込みます。

readgzfile()は、gzip フォーマットでないファイルの読込にも使用可能です。この場合、 readgzfile() はファイルを解凍せずに直接読込みます。

パラメータ
filename

ファイル名を指定します。このファイルはファイルシステムからオープンされ、 内容は標準出力に書き込まれます。
use_include_path

include_path にあるファイルも検索したい場合、このオプションパラメータを 1 に設定してください。

返り値

ファイルから読み込んだ (解凍された) データのバイト数を返します。 エラーが発生した場合、FALSE が返され、@readgzfile としてコールされている場合を除き、エラーメッセージが出力されます。

参考

gzpassthru() - gzファイルへのポインタから残りのデータ全部を出力する
gzfile() - gzファイル全体を配列に読み込む
gzopen() - gz ファイルを開く

zlib_get_coding_type
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

zlib_get_coding_type — 出力圧縮に使用されたコーディングの種類を返す

説明

string zlib_get_coding_type ( void )

出力圧縮に使用されたコーディングの種類を返します。

返り値

返される値は gzip, deflate, もしくは FALSE です。

参考

zlib.output_compression ディレクティブ

目次
gzclose — 開かれたgzファイルへのポインタを閉じる
gzcompress — 文字列を圧縮する
gzdecode — gzip 圧縮された文字列をデコードする
gzdeflate — 文字列を deflate 圧縮する
gzencode — gzip 圧縮された文字列を作成する
gzeof — gz ファイルポインタが EOF かどうか調べる
gzfile — gzファイル全体を配列に読み込む
gzgetc — gz ファイルへのポインタから文字を得る
gzgets — ファイルポインタから 1 行を得る
gzgetss — gzファイルへのポインタから1行を得て、HTMLタグを取り除く
gzinflate — deflate圧縮された文字列を解凍する
gzopen — gz ファイルを開く
gzpassthru — gzファイルへのポインタから残りのデータ全部を出力する
gzputs — のエイリアス gzwrite
gzread — バイナリ対応のgzファイル読み込み
gzrewind — gz ファイルポインタの示す位置を元に戻す
gzseek — gz ファイルポインタの位置を移動する
gztell — gz ファイルポインタの読み込み/書き込み位置を返します
gzuncompress — 圧縮された文字列を解凍する
gzwrite — バイナリセーフな gz ファイル書き込み
readgzfile — gz ファイルを出力する
zlib_get_coding_type — 出力圧縮に使用されたコーディングの種類を返す
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Zlib 関数

gzclose — 開かれたgzファイルへのポインタを閉じる
gzcompress — 文字列を圧縮する
gzdecode — gzip 圧縮された文字列をデコードする
gzdeflate — 文字列を deflate 圧縮する
gzencode — gzip 圧縮された文字列を作成する
gzeof — gz ファイルポインタが EOF かどうか調べる
gzfile — gzファイル全体を配列に読み込む
gzgetc — gz ファイルへのポインタから文字を得る
gzgets — ファイルポインタから 1 行を得る
gzgetss — gzファイルへのポインタから1行を得て、HTMLタグを取り除く
gzinflate — deflate圧縮された文字列を解凍する
gzopen — gz ファイルを開く
gzpassthru — gzファイルへのポインタから残りのデータ全部を出力する
gzputs — のエイリアス gzwrite
gzread — バイナリ対応のgzファイル読み込み
gzrewind — gz ファイルポインタの示す位置を元に戻す
gzseek — gz ファイルポインタの位置を移動する
gztell — gz ファイルポインタの読み込み/書き込み位置を返します
gzuncompress — 圧縮された文字列を解凍する
gzwrite — バイナリセーフな gz ファイル書き込み
readgzfile — gz ファイルを出力する
zlib_get_coding_type — 出力圧縮に使用されたコーディングの種類を返す

Bzip2
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Bzip2 関数

LZF
導入
インストール/設定
定義済み定数
LZF 関数

Phar
導入
インストール/設定
定義済み定数
Phar アーカイブの使用法
Phar アーカイブの作成
phar って、tar や zip とは何が違うの?
Phar — Phar クラス
PharData — PharData クラス
PharFileInfo — PharFileInfo クラス
PharException — PharException クラス

Rar — Rar アーカイブ
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Rar 関数
RarArchive — RarArchive クラス
RarEntry — The RarEntry class
RarException — RarException クラス

Zip
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
ZipArchive — ZipArchive クラス
Zip 関数

Zlib — Zlib 圧縮
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導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Zlib 関数

クレジットカード処理

MCVE (Monetra) Payment

導入
以下の関数は MCVE (Monetra) API (libmonetra、以前は libmcve と呼ばれていました) のインターフェイスで、PHP スクリプトから MCVE/Monetra を直接使用することができるようになります。 MCVE/Monetra は Main Street Softworks のソリューションであり、
Linux/Unix/MacOSX/Windows 上で クレジットカード/デビットカード/ギフトカード を直接処理することが可能です (» http://www.mainstreetsoftworks.com/)。 MCVE/Monetra は、*nix マシン、モデムまたはインターネット接続により、 直接クレジットカードを処理
することを可能とします (Authorize.Net や Pay Flow Pro のような付加的なサービスは不要と なります)。 PHP で MCVE/Monetra モジュールを使用することにより、PHP スクリプトで MCVE/Monetra を通じて直接クレジットカード処理が可能となります。 以下のリファレ
ンスに処理の概要を示します。

注意:

MCVE/Monetra は、RedHat の CCVS を置き換えるものです。MCVEは 2001 年末に RedHat に採用され、全ての既存システムを MCVE プラットフォームに移行することになりました。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
LibMonetra (かつての libmcve) ライブラリを必要とします。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/mcve.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

libmonetra へのパスを指定せずにインストールした場合、 PHP は デフォルトの LibMonetra インストールパス (/usr/local) を探します。Monetra (MCVE) が標準以外の場所にある場合、 --with-mcve=$mcve_path を指定して configure を実行してください。ただ
し、$mcve_path は MCVE/Monetra を インストールしたパスです。MCVE/Monetra サポートは、$mcve_path/lib および $mcve_path/include が存在し、include ディレクトリの下に mcve.h あるいは monetra.h、 lib ディレクトリの下にlibmcve.so や libmcve.a や
libmonetra.so や libmonetra.a が存在しなければならないことに 注意してください。

MCVE/Monetra はサーバ/クライアントを完全に分離しているため、 PHP で MCVE サポートを実行する際に追加するべきものはありません。 PHP で MCVE/Monetra 拡張モジュールをテストするには、PHP API を使用し、 IP の場合は testbox.monetra.com のポート
8333、SSL の場合はポート 8444 に接続します。ユーザ名として 'vitale'、 パスワードとして 'test' を使用してください。 テスト機能に関する詳細な情報については » http://www.mainstreetsoftworks.com/ を参照ください。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

http://www.mainstreetsoftworks.com/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/mcve
http://pecl.php.net/package/mcve
http://www.mainstreetsoftworks.com/
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リソース型
この拡張モジュールでは MCVE_CONN リソースを定義しています。これは m_initconn() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

M_PENDING (integer)
M_DONE (integer)
M_ERROR (integer)
M_FAIL (integer)
M_SUCCESS (integer)

MCVE 関数

参考
MCVE/Monetra の PHP API に関する追加のドキュメントについては、 » http://www.mainstreetsoftworks.com/documentation.html にあります。 Main Streetのドキュメントは完全なものであり、関数のリファレンスは まず最初にここを参照するべきです。

m_checkstatus
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_checkstatus — トランザクションが完了したかどうかを確かめる

説明

int m_checkstatus ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_completeauthorizations
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_completeauthorizations — キューの中の認証済み件数を数え、その ID の配列を返す

説明

int m_completeauthorizations ( resource $conn , int &$array )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

http://www.mainstreetsoftworks.com/documentation.html
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array

Its description

返り値

What the function returns, first on success, then on failure. See also the &return.success; entity

m_connect
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_connect — MCVE との接続を確立する

説明

int m_connect ( resource $conn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

m_connectionerror
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_connectionerror — 接続が失敗した理由をテキストで取得する

説明

string m_connectionerror ( resource $conn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

m_deletetrans
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_deletetrans — MCVE_CONN 構造体から、指定したトランザクションを削除する

説明

bool m_deletetrans ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn
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m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_destroyconn
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_destroyconn — 接続および MCVE_CONN 構造体を破壊する

説明

bool m_destroyconn ( resource $conn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

TRUE を返します。

参考

m_initconn() - MCVE_CONN 構造体を作成し、初期化する

m_destroyengine
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_destroyengine — IP/SSL 接続に関連付けられたメモリを開放する

説明

void m_destroyengine ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

返り値

値を返しません。

m_getcell
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_getcell — カンマ区切りの応答から、カラム名を指定してセルを取得する

説明

string m_getcell ( resource $conn , int $identifier , string $column , int $row )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

column

row

返り値

m_getcellbynum
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_getcellbynum — カンマ区切りの応答から、カラム番号を指定してセルを取得する

説明

string m_getcellbynum ( resource $conn , int $identifier , int $column , int $row )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

column

row

返り値

m_getcommadelimited
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_getcommadelimited — MCVE が返すデータを、もとのカンマ区切り形式のままで取得する

説明

string m_getcommadelimited ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_getheader
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_getheader — カンマ区切りの応答から、カラム名を取得する

説明

string m_getheader ( resource $conn , int $identifier , int $column_num )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

column_num

返り値

m_initconn
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_initconn — MCVE_CONN 構造体を作成し、初期化する

説明

resource m_initconn ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

MCVE_CONN リソースを返します。

参考

m_destroyconn() - 接続および MCVE_CONN 構造体を破壊する

m_initengine
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_initengine — IP/SSL 通信のためのクライアントの準備をする

説明

int m_initengine ( string $location )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
location

返り値

m_iscommadelimited
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_iscommadelimited — 応答がカンマ区切りかどうかを調べる

説明

int m_iscommadelimited ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_maxconntimeout
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_maxconntimeout — API が MCVE への接続を試みる時間の最大値

説明

bool m_maxconntimeout ( resource $conn , int $secs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
secs

返り値

m_monitor
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_monitor — MCVE との通信 (データの送受信) を非ブロックモードで行う

説明

int m_monitor ( resource $conn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

m_numcolumns
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_numcolumns — カンマ区切りの応答の中のカラム数を返す

説明

int m_numcolumns ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_numrows
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_numrows — カンマ区切りの応答の中の行数を返す

説明

int m_numrows ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_parsecommadelimited
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_parsecommadelimited — カンマ区切りの応答をパースし、m_getcell などが動作するようにする

説明

int m_parsecommadelimited ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_responsekeys
(PHP 5 >= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_responsekeys — このトランザクションの応答パラメータとして使用することが可能な キーを表す文字列の配列を返す

説明

array m_responsekeys ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_responseparam
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_responseparam — カスタム応答パラメータを取得する

説明

string m_responseparam ( resource $conn , int $identifier , string $key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

key

返り値

m_returnstatus
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_returnstatus — トランザクションが成功したかどうかを確かめる

説明

int m_returnstatus ( resource $conn , int $identifier )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_setblocking
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_setblocking — 接続モードを、ブロックモードあるいは非ブロックモードに設定する

説明

int m_setblocking ( resource $conn , int $tf )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
tf

返り値

m_setdropfile
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_setdropfile — Drop-File への接続方法を設定する

説明

int m_setdropfile ( resource $conn , string $directory )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
directory

返り値

m_setip
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_setip — IP での接続方法を設定する

説明

int m_setip ( resource $conn , string $host , int $port )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
host

port

返り値

m_setssl_cafile
(PHP 5 >= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_setssl_cafile — サーバ証明書を検証するための SSL CA (Certificate Authority) ファイルを設定する

説明

int m_setssl_cafile ( resource $conn , string $cafile )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
cafile

返り値

m_setssl_files
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_setssl_files — サーバがクライアント証明書による検証を要求している場合に、証明書のキーファイルを設定する

説明

int m_setssl_files ( resource $conn , string $sslkeyfile , string $sslcertfile )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
sslkeyfile

sslcertfile

返り値

m_setssl
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_setssl — SSL での接続方法を設定する

説明

int m_setssl ( resource $conn , string $host , int $port )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
host

port

返り値

m_settimeout
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_settimeout — (トランザクション単位の) 最大の時間を設定する
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説明

int m_settimeout ( resource $conn , int $seconds )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
seconds

返り値

m_sslcert_gen_hash
(PECL mcve >= 5.2.0)

m_sslcert_gen_hash — SSL クライアント証明書の検証のためのハッシュを作成する

説明

string m_sslcert_gen_hash ( string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
filename

返り値

m_transactionssent
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_transactionssent — 送信バッファが空かどうかを確かめる

説明

int m_transactionssent ( resource $conn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

m_transinqueue
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_transinqueue — クライアントキューの中のトランザクション数を返す

説明

int m_transinqueue ( resource $conn )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

m_transkeyval
(PHP 5 >= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_transkeyval — トランザクションにキー/値のペアを追加する。transparam() の代替関数

説明

int m_transkeyval ( resource $conn , int $identifier , string $key , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

key

value

返り値

m_transnew
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_transnew — 新しいトランザクションを開始する

説明

int m_transnew ( resource $conn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。

返り値

m_transsend
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_transsend — トランザクションを終了し、送信する

説明

int m_transsend ( resource $conn , int $identifier )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
identifier

返り値

m_uwait
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_uwait — x マイクロ秒だけ待つ

説明

int m_uwait ( int $microsecs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
microsecs

返り値

m_validateidentifier
(PHP 5 >= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_validateidentifier — 指定したトランザクションについて、ID の検証を行うかどうか

説明

int m_validateidentifier ( resource $conn , int $tf )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
tf

返り値

m_verifyconnection
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_verifyconnection — 接続の検証を行うために PING を行うかどうかを設定する

説明

bool m_verifyconnection ( resource $conn , int $tf )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
tf

返り値

m_verifysslcert
(PHP 4 >= 4.3.9, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mcve >= 1.0.0)

m_verifysslcert — サーバの ssl 証明書を検証するかどうかを設定する

説明

bool m_verifysslcert ( resource $conn , int $tf )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
conn

m_initengine() が返す MCVE_CONN リソース。
tf

返り値

目次
m_checkstatus — トランザクションが完了したかどうかを確かめる
m_completeauthorizations — キューの中の認証済み件数を数え、その ID の配列を返す
m_connect — MCVE との接続を確立する
m_connectionerror — 接続が失敗した理由をテキストで取得する
m_deletetrans — MCVE_CONN 構造体から、指定したトランザクションを削除する
m_destroyconn — 接続および MCVE_CONN 構造体を破壊する
m_destroyengine — IP/SSL 接続に関連付けられたメモリを開放する
m_getcell — カンマ区切りの応答から、カラム名を指定してセルを取得する
m_getcellbynum — カンマ区切りの応答から、カラム番号を指定してセルを取得する
m_getcommadelimited — MCVE が返すデータを、もとのカンマ区切り形式のままで取得する
m_getheader — カンマ区切りの応答から、カラム名を取得する
m_initconn — MCVE_CONN 構造体を作成し、初期化する
m_initengine — IP/SSL 通信のためのクライアントの準備をする
m_iscommadelimited — 応答がカンマ区切りかどうかを調べる
m_maxconntimeout — API が MCVE への接続を試みる時間の最大値
m_monitor — MCVE との通信 (データの送受信) を非ブロックモードで行う
m_numcolumns — カンマ区切りの応答の中のカラム数を返す
m_numrows — カンマ区切りの応答の中の行数を返す
m_parsecommadelimited — カンマ区切りの応答をパースし、m_getcell などが動作するようにする
m_responsekeys — このトランザクションの応答パラメータとして使用することが可能な キーを表す文字列の配列を返す
m_responseparam — カスタム応答パラメータを取得する
m_returnstatus — トランザクションが成功したかどうかを確かめる
m_setblocking — 接続モードを、ブロックモードあるいは非ブロックモードに設定する
m_setdropfile — Drop-File への接続方法を設定する
m_setip — IP での接続方法を設定する
m_setssl_cafile — サーバ証明書を検証するための SSL CA (Certificate Authority) ファイルを設定する
m_setssl_files — サーバがクライアント証明書による検証を要求している場合に、証明書のキーファイルを設定する
m_setssl — SSL での接続方法を設定する
m_settimeout — (トランザクション単位の) 最大の時間を設定する
m_sslcert_gen_hash — SSL クライアント証明書の検証のためのハッシュを作成する
m_transactionssent — 送信バッファが空かどうかを確かめる
m_transinqueue — クライアントキューの中のトランザクション数を返す
m_transkeyval — トランザクションにキー/値のペアを追加する。transparam() の代替関数
m_transnew — 新しいトランザクションを開始する
m_transsend — トランザクションを終了し、送信する
m_uwait — x マイクロ秒だけ待つ
m_validateidentifier — 指定したトランザクションについて、ID の検証を行うかどうか
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m_verifyconnection — 接続の検証を行うために PING を行うかどうかを設定する
m_verifysslcert — サーバの ssl 証明書を検証するかどうかを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
MCVE 関数

m_checkstatus — トランザクションが完了したかどうかを確かめる
m_completeauthorizations — キューの中の認証済み件数を数え、その ID の配列を返す
m_connect — MCVE との接続を確立する
m_connectionerror — 接続が失敗した理由をテキストで取得する
m_deletetrans — MCVE_CONN 構造体から、指定したトランザクションを削除する
m_destroyconn — 接続および MCVE_CONN 構造体を破壊する
m_destroyengine — IP/SSL 接続に関連付けられたメモリを開放する
m_getcell — カンマ区切りの応答から、カラム名を指定してセルを取得する
m_getcellbynum — カンマ区切りの応答から、カラム番号を指定してセルを取得する
m_getcommadelimited — MCVE が返すデータを、もとのカンマ区切り形式のままで取得する
m_getheader — カンマ区切りの応答から、カラム名を取得する
m_initconn — MCVE_CONN 構造体を作成し、初期化する
m_initengine — IP/SSL 通信のためのクライアントの準備をする
m_iscommadelimited — 応答がカンマ区切りかどうかを調べる
m_maxconntimeout — API が MCVE への接続を試みる時間の最大値
m_monitor — MCVE との通信 (データの送受信) を非ブロックモードで行う
m_numcolumns — カンマ区切りの応答の中のカラム数を返す
m_numrows — カンマ区切りの応答の中の行数を返す
m_parsecommadelimited — カンマ区切りの応答をパースし、m_getcell などが動作するようにする
m_responsekeys — このトランザクションの応答パラメータとして使用することが可能な キーを表す文字列の配列を返す
m_responseparam — カスタム応答パラメータを取得する
m_returnstatus — トランザクションが成功したかどうかを確かめる
m_setblocking — 接続モードを、ブロックモードあるいは非ブロックモードに設定する
m_setdropfile — Drop-File への接続方法を設定する
m_setip — IP での接続方法を設定する
m_setssl_cafile — サーバ証明書を検証するための SSL CA (Certificate Authority) ファイルを設定する
m_setssl_files — サーバがクライアント証明書による検証を要求している場合に、証明書のキーファイルを設定する
m_setssl — SSL での接続方法を設定する
m_settimeout — (トランザクション単位の) 最大の時間を設定する
m_sslcert_gen_hash — SSL クライアント証明書の検証のためのハッシュを作成する
m_transactionssent — 送信バッファが空かどうかを確かめる
m_transinqueue — クライアントキューの中のトランザクション数を返す
m_transkeyval — トランザクションにキー/値のペアを追加する。transparam() の代替関数
m_transnew — 新しいトランザクションを開始する
m_transsend — トランザクションを終了し、送信する
m_uwait — x マイクロ秒だけ待つ
m_validateidentifier — 指定したトランザクションについて、ID の検証を行うかどうか
m_verifyconnection — 接続の検証を行うために PING を行うかどうかを設定する
m_verifysslcert — サーバの ssl 証明書を検証するかどうかを設定する

SPPLUS 決済システム

導入
この拡張モジュールにより、Caisse d'Epargne (フランスの銀行) の » SPPLUS 決済システム を使用できるようになります。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

設定の詳細については、kit_php のソース配布物に含まれる README ファイルを参照ください。

インストール/設定
目次

http://www.spplus.net/
http://www.spplus.net/
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
注意: PHP 4.1.0 以降および SPPLUS v.3 が必要です。

注意: spplus を使用するには、新しい kit_php が必要となります。 これが見つからない場合は、ご連絡ください。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/spplus.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

注意:

圧縮操作を行うには、PHP 4.3.0 以降が必要です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

SPPLUS 関数

calcul_hmac
(PECL spplus >= 1.0.0)

calcul_hmac — hmac を取得する (八つの引数が必要)

説明

string calcul_hmac ( string $clent , string $siretcode , string $price , string $reference , string $validity , string $taxation , string $devise , string $language )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

http://pecl.php.net/package/spplus
http://pecl.php.net/package/spplus
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calculhmac
(PECL spplus >= 1.0.0)

calculhmac — hmac キーを取得する (2 つの引数が必要)

説明

string calculhmac ( string $clent , string $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

nthmac
(PECL spplus >= 1.0.0)

nthmac — nthmac キーを取得する (2 つの引数が必要)

説明

string nthmac ( string $clent , string $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

signeurlpaiement
(PECL spplus >= 1.0.0)

signeurlpaiement — 決済 url を取得する (2 つの引数が必要)

説明

string nthmac ( string $clent , string $data )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

目次
calcul_hmac — hmac を取得する (八つの引数が必要)
calculhmac — hmac キーを取得する (2 つの引数が必要)
nthmac — nthmac キーを取得する (2 つの引数が必要)
signeurlpaiement — 決済 url を取得する (2 つの引数が必要)

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
SPPLUS 関数

calcul_hmac — hmac を取得する (八つの引数が必要)
calculhmac — hmac キーを取得する (2 つの引数が必要)
nthmac — nthmac キーを取得する (2 つの引数が必要)
signeurlpaiement — 決済 url を取得する (2 つの引数が必要)

MCVE — MCVE (Monetra) Payment
導入
インストール/設定
定義済み定数
MCVE 関数

SPPLUS — SPPLUS 決済システム
導入
インストール/設定
定義済み定数
SPPLUS 関数

暗号

Cracklib

導入
このモジュールの関数により、パスワードの '強度' を試すための CrackLib ライブラリが使用可能となります。パスワードの '強度' は、長さ、大文字/ 小文字の使用で確認され、指定した CrackLib の辞書を用いて確認されます。 CrackLib は、パスワードを '強化する' ために有
用な統計情報も出力します。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

http://pecl.php.net/
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CrackLib に関するより詳細な情報は、 » http://sourceforge.net/projects/cracklib にあります。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/crack.

PHP 4 の場合、この PECL 拡張モジュール のソースは、PHP のソースの ext/ ディレクトリ、または 上の PECL リンクで入手可能です。 これらの関数を使用するためには、設定オプション --with-crack[=DIR] を用いて Crackサポートを有効にしてPHPを コンパイルする必
要があります。

Windowsユーザは、これらの関数を使用するために、 php.ini の中に php_crack.dll を 追加します。 PHP 4 の場合、この DLL は PHP の Windows ダウンロードバイナリの extensions/ ディレクトリ にあります。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。
Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Crack設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

crack.default_dictionary NULL PHP_INI_PERDIR crack <= 0.2 では PHP_INI_SYSTEM。PHP 4.0.5 から利用可能です。PHP 5.0.0 で削除されました。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
CrackLib 拡張モジュールでは、crack_opendict() が返すディレクトリリソース識別子を定義しています。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
以下の例は、CrackLib 辞書をオープンする方法を示しており、 指定したパスワードを試験し、解析メッセージを取得し、辞書を閉じます。

例1 CrackLib の例
<?php
// CrackLib 辞書をオープンする
$dictionary = crack_opendict('/usr/local/lib/pw_dict')
     or die('Unable to open CrackLib dictionary');

// パスワードチェックを行う
$check = crack_check($dictionary, 'gx9A2s0x');

// メッセージを取得する
$diag = crack_getlastmessage();
echo $diag; // 'strong password'

// 辞書を閉じる
crack_closedict($dictionary);
?>

注意:

crack_check() が TRUE を返すと、 crack_getlastmessage() は 'strong password' を返します。

Crack 関数

crack_check
(PECL crack >= 0.1)

crack_check — 指定したパスワードに関して強度チェックを行う

http://sourceforge.net/projects/cracklib
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/crack
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辞書

bool crack_check ( resource $dictionary , string $password )
bool crack_check ( string $password )

指定した辞書を用いて指定したパスワードの強度チェックを行います。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
dictionary

crackライブラリの辞書。指定しない場合は、直近にオープンされた辞書が 使用されます。
password

チェックされるパスワード

返り値

password が強い場合に、 TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

crack_closedict
(PECL crack >= 0.1)

crack_closedict — オープンされているCrackLib辞書を閉じる

辞書

bool crack_closedict ([ resource $dictionary ] )

crack_closedict()は、指定した dictionaryIDを閉じます。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
dictionary

クローズする辞書。 指定されない場合、カレントの辞書がクローズされます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

crack_opendict() - 新規CrackLib辞書をオープンする

crack_getlastmessage
(PECL crack >= 0.1)

crack_getlastmessage — 直近の強度チェックからのメッセージを返す

説明

string crack_getlastmessage ( void )

crack_getlastmessage() は、 直近の強度チェックからのメッセージを返します。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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返り値

直近の強度チェックによるメッセージ、あるいはチェックがまだ行われていない場合は FALSE を返します。

メッセージは以下のいずれかです。

it's WAY too short
it is too short
it does not contain enough DIFFERENT characters
it is all whitespace
it is too simplistic/systematic
it looks like a National Insurance number.
it is based on a dictionary word
it is based on a (reversed) dictionary word
strong password

参考

crack_check() - 指定したパスワードに関して強度チェックを行う

crack_opendict
(PECL crack >= 0.1)

crack_opendict — 新規CrackLib辞書をオープンする

説明

resource crack_opendict ( string $dictionary )

crack_opendict() は、指定した CrackLib dictionary をオープンします。この辞書は、 crack_check()で使用されます。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

注意:

1度にオープンできる辞書は1つだけです。

パラメータ
dictionary

Cracklib辞書のパス。

返り値

成功時に辞書のリソースID、失敗時に FALSE 。

参考

crack_check() - 指定したパスワードに関して強度チェックを行う
crack_closedict() - オープンされているCrackLib辞書を閉じる

目次
crack_check — 指定したパスワードに関して強度チェックを行う
crack_closedict — オープンされているCrackLib辞書を閉じる
crack_getlastmessage — 直近の強度チェックからのメッセージを返す
crack_opendict — 新規CrackLib辞書をオープンする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
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Crack 関数
crack_check — 指定したパスワードに関して強度チェックを行う
crack_closedict — オープンされているCrackLib辞書を閉じる
crack_getlastmessage — 直近の強度チェックからのメッセージを返す
crack_opendict — 新規CrackLib辞書をオープンする

HASH メッセージダイジェストフレームワーク

導入
メッセージダイジェスト (ハッシュ) エンジンです。さまざまなハッシュ アルゴリズムを使用して、任意の長さのメッセージに対する 直接的あるいは段階的な処理を可能とします。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
ハッシュ拡張モジュールは外部のライブラリを必要とせず、PHP 5.1.2 ではデフォルトで有効となります。configure 時に --disable-hash を指定することで明示的に無効にすることも可能です。それ以前の バージョンの PHP にハッシュ拡張モジュールを組み込むには、 »
PECL モジュール をインストールします。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは、ハッシュコンテキストリソースを定義しています。これは hash_init() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

HASH_HMAC (integer)
hash_init() のオプションのフラグです。 現在のハッシュコンテキストに対して HMAC digest-keying アルゴリズムが適用されることを示します。

Hash 関数

hash_algos
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

http://pecl.php.net/package/hash
http://pecl.php.net/package/hash
http://pecl.php.net/package/hash
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hash_algos — 登録されているハッシュアルゴリズムの一覧を返す

説明

array hash_algos ( void )

返り値

サポートされているハッシュアルゴリズムの一覧を、数値添字の 配列として返します。

例

例1 hash_algos() の例

PHP 5.1.2 では、hash_algos() は 以下のようなアルゴリズム名の一覧を返します。
<?php
print_r(hash_algos());
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => md4
    [1] => md5
    [2] => sha1
    [3] => sha256
    [4] => sha384
    [5] => sha512
    [6] => ripemd128
    [7] => ripemd160
    [8] => whirlpool
    [9] => tiger128,3
    [10] => tiger160,3
    [11] => tiger192,3
    [12] => tiger128,4
    [13] => tiger160,4
    [14] => tiger192,4
    [15] => snefru
    [16] => gost
    [17] => adler32
    [18] => crc32
    [19] => crc32b
    [20] => haval128,3
    [21] => haval160,3
    [22] => haval192,3
    [23] => haval224,3
    [24] => haval256,3
    [25] => haval128,4
    [26] => haval160,4
    [27] => haval192,4
    [28] => haval224,4
    [29] => haval256,4
    [30] => haval128,5
    [31] => haval160,5
    [32] => haval192,5
    [33] => haval224,5
    [34] => haval256,5
)

hash_copy
(PHP 5 >= 5.3.0)

hash_copy — ハッシュコンテキストをコピーする

説明

resource hash_copy ( resource $context )

パラメータ
context

hash_init() が返すハッシュコンテキスト。

返り値

ハッシュコンテキストリソースのコピーを返します。

例

例1 hash_copy() の例
<?php
$context = hash_init("md5");
hash_update($context, "data");
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/* コンテキストをコピーし、それを使えるようにします */
$copy_context = hash_copy($context);

echo hash_final($context), "\n";

hash_update($copy_context, "data");
echo hash_final($copy_context), "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
8d777f385d3dfec8815d20f7496026dc
511ae0b1c13f95e5f08f1a0dd3da3d93

hash_file
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_file — ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する

説明

string hash_file ( string $algo , string $filename [, bool $raw_output = false ] )

パラメータ
algo

選択したアルゴリズムの名前 (すなわち "md5"、"sha256"、"haval160,4" など…)。
filename

ハッシュ対象となるファイルの位置を示す URL。 fopen ラッパーをサポートしています。
raw_output

TRUE を設定すると、生のバイナリデータを出力します。 FALSE の場合は小文字の 16 進数値となります。

返り値

raw_output が true に設定されていない場合は、 メッセージダイジェストの計算結果を小文字の 16 進数値形式の文字列で 返します。もし true に設定されていた場合は、メッセージダイジェストが そのままのバイナリ形式で返されます。

例

例1 hash_file() の使用例
<?php
/* ハッシュ値を計算するファイルを作成します */
file_put_contents('example.txt', 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.');

echo hash_file('md5', 'example.txt');
?>

上の例の出力は以下となります。
5c6ffbdd40d9556b73a21e63c3e0e904

参考

hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する
hash_hmac_file() - HMAC 方式を使用して、指定されたファイルの内容からハッシュ値を生成する
hash_update_file() - アクティブなハッシュコンテキストに、ファイルから データを投入する
md5_file() - 指定したファイルのMD5ハッシュ値を計算する
sha1_file() - ファイルの sha1 ハッシュを計算する

hash_final
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_final — 段階的なハッシュ処理を終了し、出来上がったダイジェストを返す

説明

string hash_final ( resource $context [, bool $raw_output = false ] )

パラメータ
context
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hash_init() が返すハッシュコンテキスト。
raw_output

TRUE を設定すると、生のバイナリデータを出力します。 FALSE の場合は小文字の 16 進数値となります。

返り値

raw_output が true に設定されていない場合は、 メッセージダイジェストの計算結果を小文字の 16 進数値形式の文字列で 返します。もし true に設定されていた場合は、メッセージダイジェストが そのままのバイナリ形式で返されます。

例

例1 hash_final() の例
<?php
$ctx = hash_init('sha1');
hash_update($ctx, 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.');
echo hash_final($ctx);
?>

上の例の出力は以下となります。
c0854fb9fb03c41cce3802cb0d220529e6eef94e

参考

hash_init() - 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_update() - アクティブなハッシュコンテキストにデータを投入する
hash_update_stream() - アクティブなハッシュコンテキストに、オープンしているストリームから データを投入する
hash_update_file() - アクティブなハッシュコンテキストに、ファイルから データを投入する

hash_hmac_file
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_hmac_file — HMAC 方式を使用して、指定されたファイルの内容からハッシュ値を生成する

説明

string hash_hmac_file ( string $algo , string $filename , string $key [, bool $raw_output = false ] )

パラメータ
algo

選択したアルゴリズムの名前 (すなわち "md5"、"sha256"、"haval160,4" など…)。 サポートするアルゴリズムの一覧は hash_algos() を参照ください。
filename

ハッシュ対象となるファイルの位置を示す URL。 fopen ラッパーをサポートしています。
key

HMAC 方式でのメッセージダイジェストを生成するために使用する 共有の秘密鍵。
raw_output

TRUE を設定すると、生のバイナリデータを出力します。 FALSE の場合は小文字の 16 進数値となります。

返り値

raw_output が true に設定されていない場合は、 メッセージダイジェストの計算結果を小文字の 16 進数値形式の文字列で 返します。もし true に設定されていた場合は、メッセージダイジェストが そのままのバイナリ形式で返されます。

例

例1 hash_hmac_file() の例
<?php
/* ハッシュ値を計算するファイルを作成します */
file_put_contents('example.txt', 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.');

echo hash_hmac_file('md5', 'example.txt', 'secret');
?>

上の例の出力は以下となります。
7eb2b5c37443418fc77c136dd20e859c

参考
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hash_algos() - 登録されているハッシュアルゴリズムの一覧を返す
hash_hmac() - HMAC 方式を使用してハッシュ値を生成する
hash_file() - ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する

hash_hmac
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_hmac — HMAC 方式を使用してハッシュ値を生成する

説明

string hash_hmac ( string $algo , string $data , string $key [, bool $raw_output = false ] )

パラメータ
algo

選択したアルゴリズムの名前 (すなわち "md5"、"sha256"、"haval160,4" など…)。 サポートするアルゴリズムの一覧は hash_algos() を参照ください。
data

ハッシュするメッセージ。
key

HMAC 方式でのメッセージダイジェストを生成するために使用する 共有の秘密鍵。
raw_output

TRUE を設定すると、生のバイナリデータを出力します。 FALSE の場合は小文字の 16 進数値となります。

返り値

raw_output が true に設定されていない場合は、 メッセージダイジェストの計算結果を小文字の 16 進数値形式の文字列で 返します。もし true に設定されていた場合は、メッセージダイジェストが そのままのバイナリ形式で返されます。

例

例1 hash_hmac() の例
<?php
echo hash_hmac('ripemd160', 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.', 'secret');
?>

上の例の出力は以下となります。
b8e7ae12510bdfb1812e463a7f086122cf37e4f7

参考

hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する
hash_algos() - 登録されているハッシュアルゴリズムの一覧を返す
hash_init() - 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_hmac_file() - HMAC 方式を使用して、指定されたファイルの内容からハッシュ値を生成する

hash_init
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_init — 段階的なハッシュコンテキストを初期化する

説明

resource hash_init ( string $algo [, int $options = 0 [, string $key = NULL ]] )

パラメータ
algo

選択したアルゴリズムの名前 (すなわち "md5"、"sha256"、"haval160,4" など…)。
options
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ハッシュ生成の際に使用するオプションで、現在は、ただひとつ HASH_HMAC のみをサポートしています。これが 指定された場合、key を 必ず指定しなければなりません。
key

options に HASH_HMAC が指定された場合に、HMAC 形式のハッシュで使用される共有の秘密鍵を 設定する必要があります。

返り値

hash_update()、 hash_update_stream()、hash_update_file() および hash_final() で使用するハッシュコンテキストリソースを 返します。

例

例1 段階的なハッシュの例
<?php
$ctx = hash_init('md5');
hash_update($ctx, 'The quick brown fox ');
hash_update($ctx, 'jumped over the lazy dog.');
echo hash_final($ctx);
?>

上の例の出力は以下となります。
5c6ffbdd40d9556b73a21e63c3e0e904

参考

hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する
hash_file() - ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する
hash_hmac() - HMAC 方式を使用してハッシュ値を生成する
hash_hmac_file() - HMAC 方式を使用して、指定されたファイルの内容からハッシュ値を生成する

hash_update_file
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_update_file — アクティブなハッシュコンテキストに、ファイルから データを投入する

説明

bool hash_update_file ( resource $context , string $filename [, resource $context = NULL ] )

パラメータ
context

hash_init() が返すハッシュコンテキスト。
filename

ハッシュ対象となるファイルの位置を示す URL。 fopen ラッパーをサポートしています。
context

stream_context_create() が返す ストリームコンテキスト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hash_init() - 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_update() - アクティブなハッシュコンテキストにデータを投入する
hash_update_stream() - アクティブなハッシュコンテキストに、オープンしているストリームから データを投入する
hash_final() - 段階的なハッシュ処理を終了し、出来上がったダイジェストを返す
hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する
hash_file() - ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する

hash_update_stream
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_update_stream — アクティブなハッシュコンテキストに、オープンしているストリームから データを投入する
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説明

int hash_update_stream ( resource $context , resource $handle [, int $length = -1 ] )

パラメータ
context

hash_init() が返すハッシュコンテキスト。
handle

ストリーム作成用の関数が返す、オープンしているファイルハンドル。
length

handle からハッシュコンテキストにコピーする 最大文字数。

返り値

handle からハッシュコンテキストに追加された 実際のバイト数を返します。

例

例1 hash_update_stream() の例
<?php
$fp = tmpfile();
fwrite($fp, 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.');
rewind($fp);

$ctx = hash_init('md5');
hash_update_stream($ctx, $fp);
echo hash_final($ctx);
?>

上の例の出力は以下となります。
5c6ffbdd40d9556b73a21e63c3e0e904

参考

hash_init() - 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_update() - アクティブなハッシュコンテキストにデータを投入する
hash_final() - 段階的なハッシュ処理を終了し、出来上がったダイジェストを返す
hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する
hash_file() - ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する

hash_update
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash_update — アクティブなハッシュコンテキストにデータを投入する

説明

bool hash_update ( resource $context , string $data )

パラメータ
context

hash_init() が返すハッシュコンテキスト。
data

ハッシュダイジェストに含めるメッセージ。

返り値

TRUE を返します。

参考

hash_init() - 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_update_file() - アクティブなハッシュコンテキストに、ファイルから データを投入する
hash_update_stream() - アクティブなハッシュコンテキストに、オープンしているストリームから データを投入する
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hash_final() - 段階的なハッシュ処理を終了し、出来上がったダイジェストを返す

hash
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL hash >= 1.1)

hash — ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する

説明

string hash ( string $algo , string $data [, bool $raw_output = false ] )

パラメータ
algo

選択したアルゴリズムの名前 (すなわち "md5"、"sha256"、"haval160,4" など…)。
data

ハッシュするメッセージ。
raw_output

TRUE を設定すると、生のバイナリデータを出力します。 FALSE の場合は小文字の 16 進数値となります。

返り値

raw_output が true に設定されていない場合は、 メッセージダイジェストの計算結果を小文字の 16 進数値形式の文字列で 返します。もし true に設定されていた場合は、メッセージダイジェストが そのままのバイナリ形式で返されます。

例

例1 hash() の例
<?php
echo hash('ripemd160', 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.');
?>

上の例の出力は以下となります。
ec457d0a974c48d5685a7efa03d137dc8bbde7e3

参考

hash_file() - ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する
hash_hmac() - HMAC 方式を使用してハッシュ値を生成する
hash_init() - 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
md5() - 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
sha1() - 文字列の sha1 ハッシュを計算する

目次
hash_algos — 登録されているハッシュアルゴリズムの一覧を返す
hash_copy — ハッシュコンテキストをコピーする
hash_file — ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する
hash_final — 段階的なハッシュ処理を終了し、出来上がったダイジェストを返す
hash_hmac_file — HMAC 方式を使用して、指定されたファイルの内容からハッシュ値を生成する
hash_hmac — HMAC 方式を使用してハッシュ値を生成する
hash_init — 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_update_file — アクティブなハッシュコンテキストに、ファイルから データを投入する
hash_update_stream — アクティブなハッシュコンテキストに、オープンしているストリームから データを投入する
hash_update — アクティブなハッシュコンテキストにデータを投入する
hash — ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Hash 関数
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hash_algos — 登録されているハッシュアルゴリズムの一覧を返す
hash_copy — ハッシュコンテキストをコピーする
hash_file — ファイルの内容から、ハッシュ値を生成する
hash_final — 段階的なハッシュ処理を終了し、出来上がったダイジェストを返す
hash_hmac_file — HMAC 方式を使用して、指定されたファイルの内容からハッシュ値を生成する
hash_hmac — HMAC 方式を使用してハッシュ値を生成する
hash_init — 段階的なハッシュコンテキストを初期化する
hash_update_file — アクティブなハッシュコンテキストに、ファイルから データを投入する
hash_update_stream — アクティブなハッシュコンテキストに、オープンしているストリームから データを投入する
hash_update — アクティブなハッシュコンテキストにデータを投入する
hash — ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する

Mcrypt

導入
この関数は、CBC, OFB, CFB, ECB 暗号モードの DES, TripleDES, Blowfish (デフォルト), 3-WAY, SAFER-SK64, SAFER-SK128, TWOFISH, TEA, RC2 , GOST のような広範なブロックアルゴリズムをサポートする mcrypt ライブラリへのインターフェースです。加えて、"フ
リーではない" とされている RC6 および IDEA もサポートします。 CFB 及び OFB は既定では 8bit です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
ここで示す関数は、» mcrypt を 使用して動作します。この拡張モジュールを使用するには、» http://mcrypt.sourceforge.net/ から libmcrypt-x.x.tar.gz をダウンロードし、含まれているインストール用の指示に従ってください。 Windows ユーザは、コンパイル済みの
mcrypt バイナリを » http://files.edin.dk/php/win32/mcrypt/ から入手することが可能です。

PHP 5.0.0 以降では、libmcrypt のバージョン 2.5.6 以降が必要です。

libmcrypt 2.4.x とリンクした場合、加えてブロックアルゴリズム: CAST, LOKI97, RIJNDAEL, SAFERPLUS, SERPENT および次のストリーム暗号: ENIGMA (crypt), PANAMA, RC4, WAKE がサポートされます。 libmcrypt 2.4.x を使用した場合、暗号モード nOFB もサポートさ
れます。

インストール手順
この拡張機能を利用可能にするためには、 PHP を --with-mcrypt パラメータを 付けてコンパイルする必要があります。DIR は mcrypt のインストール ディレクトリです。必ず、 --disable-posix-threads を付けて libmcrypt をコンパイルするようにしてください。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Mcrypt 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

mcrypt.algorithms_dir NULL PHP_INI_ALL  
mcrypt.modes_dir NULL PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mcrypt.algorithms_dir string

アルゴリズムが格納されているディレクトリ。 デフォルトは libcrypt をコンパイルするときに指定した場所で、通常は /usr/local/lib/libmcrypt です。 詳細は mcrypt_list_algorithms() を参照ください。

mcrypt.modes_dir string

http://mcrypt.sourceforge.net/
http://mcrypt.sourceforge.net/
http://files.edin.dk/php/win32/mcrypt/
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モードが格納されているディレクトリ。 デフォルトは libcrypt をコンパイルするときに指定した場所で、通常は /usr/local/lib/libmcrypt です。 詳細は mcrypt_list_modes() を参照ください。

リソース型
mcrypt_module_open() は暗号記述子を返します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

mcryptは 4 つのブロック暗号モード(CBC, OFB, CFB, ECB)で実行可能です。 libmcrypt-2.4.x 以降にリンクした場合、ブロック暗号モード nOFG と STREAM モードでも実行可能です。MCRYPT_MODE_mode 形式を関数で使用する 際には、いくつかの制約があります。ここ
で、これらの各モードの通常の 使用法の概要を示します。詳細なリファレンスおよび議論に関しては、 Applied Cryptography by Schneier (ISBN 0-471-11709-9) を参照ください。

MCRYPT_MODE_ECB (electronic codebook) は、他のキーを暗号化すると いったランダムデータに適しています。出力データが短くランダムであると いう ECB の短所は、都合の良い逆の効果を持っています。
MCRYPT_MODE_CBC (cipher block chaining)は、特に、ECB よりも著しく 高いセキュリティでファイルを暗号化する用途に適しています。
MCRYPT_MODE_CFB (cipher feedback) は、1 バイト毎に暗号化する必要がある バイトストリームを暗号化する際に最も適したモードです。
MCRYPT_MODE_OFB (output feedback、8 ビット形式) は CFBと互換性が ありますが、エラーの伝播が許容されないアプリケーションに使用する ことが可能です。このモードは(8 ビットモードで処理を行うため)安全では なく、使用は推奨されません。
MCRYPT_MODE_NOFB (output feedback, nビット形式) は OFB と互換ですが、 アルゴリズムのブロックサイズを変更可能なため、より安全です。
MCRYPT_MODE_STREAM は、 "WAKE" や "RC4" のようないくつかのストリーム アルゴリズムを読み込む追加のモードです。

他のモードおよびランダムデバイス定数:

MCRYPT_ENCRYPT (integer)
MCRYPT_DECRYPT (integer)
MCRYPT_DEV_RANDOM (integer)
MCRYPT_DEV_URANDOM (integer)
MCRYPT_RAND (integer)

Mcrypt 暗号
以下に、mcrypt 拡張モジュールにより現在サポートされている暗号のリストを 示します。サポートされる暗号の完全なリストについては、 mcrypt.h の最後にある define を参照ください。 mcrypt-2.2.x API に関する一般的な規則は、 MCRYPT_暗号名で PHP から暗号をア
クセス可能であるということです。 mcrypt-2.4.x および mcrypt-2.5.x の API についてもこれらの定数は 使用できますが、mcrypt_module_open() を コールする際に文字列で暗号名を指定することも可能です。

MCRYPT_3DES
MCRYPT_ARCFOUR_IV (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_ARCFOUR (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_BLOWFISH
MCRYPT_CAST_128
MCRYPT_CAST_256
MCRYPT_CRYPT
MCRYPT_DES
MCRYPT_DES_COMPAT (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_ENIGMA (libmcrypt > 2.4.x のみ、MCRYPT_CRYPT へのエイリアス)
MCRYPT_GOST
MCRYPT_IDEA (非フリー)
MCRYPT_LOKI97 (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_MARS (libmcrypt > 2.4.x のみ、非フリー)
MCRYPT_PANAMA (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_RIJNDAEL_128 (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_RIJNDAEL_192 (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_RIJNDAEL_256 (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_RC2
MCRYPT_RC4 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_RC6 (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_RC6_128 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_RC6_192 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_RC6_256 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_SAFER64
MCRYPT_SAFER128
MCRYPT_SAFERPLUS (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_SERPENT(libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_SERPENT_128 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_SERPENT_192 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_SERPENT_256 (libmcrypt 2.2.x のみ)
MCRYPT_SKIPJACK (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_TEAN (libmcrypt 2.2.x のみ)
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MCRYPT_THREEWAY
MCRYPT_TRIPLEDES (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_TWOFISH (古い mcrypt 2.x 系か、あるいは mcrypt > 2.4.x )
MCRYPT_TWOFISH128 (TWOFISHxxx は 2.x の新しいバージョンで使用可能ですが、2.4.x では使用できません)
MCRYPT_TWOFISH192
MCRYPT_TWOFISH256
MCRYPT_WAKE (libmcrypt > 2.4.x のみ)
MCRYPT_XTEA (libmcrypt > 2.4.x のみ)

(CFB および OFB モードでは)それぞれの暗号関数に初期化ベクトル(IV) を指定する必要があり、(CBC モードでは)IV を指定することが可能です。 IV はユニークである必要があり、暗号化/復号化の際に同じである 必要があります。暗号化されて保存されたデータの場合、関数の出
力を (ファイル名の MD5 キーのように) 保存されたデータの位置を表す インデックスとして使用することができます。もしくは、暗号化された データと共に IV を渡すことができます(このトピックに関する議論については、 Applied Cryptography by Schneier (ISBN 0-471-
11709-9) の 9.3 章を参照ください)。

例
mcrypt は、上に示した暗号を用いて暗号化および復号化を 行うことが可能です。libmcrypt-2.2.x とリンクした場合、4つの重要な mcrypt コマンド (mcrypt_cfb(), mcrypt_cbc(),mcrypt_ecb(), mcrypt_ofb()) は、MCRYPT_ENCRYPT および MCRYPT_DECRYPT という 2つのモード
の両方で実行可能です。

例1 入力値を 2.2.x において ECB モードの TripleDES で暗号化する
<?php
$key = "this is a secret key";
$input = "Let us meet at 9 o'clock at the secret place.";

$encrypted_data = mcrypt_ecb (MCRYPT_3DES, $key, $input, MCRYPT_ENCRYPT);
?>
この例では、$encrypted_data に文字列として 暗号化されたデータが返されます。

libmcrypt 2.4.x または 2.5.x とリンクした場合、上記の関数も利用可能 ですが、新しい関数を使用されることを推奨します。

例2 2.4.x 以降において ECB モードで TripleDES により入力を暗号化する
<?php
    $key = "this is a secret key";
    $input = "Let us meet at 9 o'clock at the secret place.";

    $td = mcrypt_module_open('tripledes', '', 'ecb', '');
    $iv = mcrypt_create_iv (mcrypt_enc_get_iv_size($td), MCRYPT_RAND);
    mcrypt_generic_init($td, $key, $iv);
    $encrypted_data = mcrypt_generic($td, $input);
    mcrypt_generic_deinit($td);
    mcrypt_module_close($td);
?>
この例は、$encrypted_data に文字列として 暗号化されたデータを取得します。詳細な例については、 mcrypt_module_open() を参照してください。

Mcrypt 関数

mcrypt_cbc
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_cbc — CBC モードでデータを暗号化/復号する

説明

string mcrypt_cbc ( int $cipher , string $key , string $data , int $mode [, string $iv ] )
string mcrypt_cbc ( string $cipher , string $key , string $data , int $mode [, string $iv ] )

最初のプロトタイプは libmcrypt 2.2.x とリンクした場合、2 番目は、 libmcrypt 2.4.x とリンクした場合のものです。 mode は MCRYPT_ENCRYPT あるいは MCRYPT_DECRYPT のいずれかです。

この関数は使用すべきではありません。代替となる関数については mcrypt_generic() および mdecrypt_generic() を参照ください。

mcrypt_cfb
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_cfb — CFB モードでデータを暗号化/復号する

説明

string mcrypt_cfb ( int $cipher , string $key , string $data , int $mode , string $iv )
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string mcrypt_cfb ( string $cipher , string $key , string $data , int $mode [, string $iv ] )

最初のプロトタイプは libmcrypt 2.2.x とリンクした場合、2 番目は、 libmcrypt 2.4.x とリンクした場合のものです。 mode は MCRYPT_ENCRYPT あるいは MCRYPT_DECRYPT のいずれかです。

この関数は使用すべきではありません。代替となる関数については mcrypt_generic() および mdecrypt_generic() を参照ください。

mcrypt_create_iv
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_create_iv — 乱数ソースから初期化ベクトル(IV)を生成する

説明

string mcrypt_create_iv ( int $size [, int $source = MCRYPT_DEV_RANDOM ] )

初期化ベクトルを、ランダムなソースから作成します。

IV は、単に暗号化ルーチンに異なる初期値を与えるためだけのものです。 この IV は、たとえ要求されていたとしても秘密にしておく必要はありません。 暗号化したデータとともに IV を送信したとしても、セキュリティを損ねる ことはありません。

パラメータ
size

IV のサイズ。 パラメータ source (デフォルトはランダムな値) で IV のソースを指定します。
source

source には、MCRYPT_RAND (システムの乱数生成器)、 MCRYPT_DEV_RANDOM (/dev/random からデータを読む)および MCRYPT_DEV_URANDOM (/dev/urandom からデータを読む) を指定できます。 5.3.0 より前は、 Windows でサポートされているのは MCRYPT_RAND のみでし
た。

注意:

MCRYPT_RAND を使用する場合、乱数生成器を初期化するために、 必ず mcrypt_create_iv() の前に srand() をコールしてください。rand() のように、自動的に 初期化されるわけではありません。

返り値

初期化ベクトル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 MCRYPT_DEV_RANDOM 及び MCRYPT_DEV_URANDOM が Windows プラットフォーム上で利用可能になりました。
5.3.0 srand() を最初に呼び出す必要はもはやありません。 これは現在自動的に行われます。

例

例1 mcrypt_create_iv() の例
<?php
    $size = mcrypt_get_iv_size(MCRYPT_CAST_256, MCRYPT_MODE_CFB);
    $iv = mcrypt_create_iv($size, MCRYPT_DEV_RANDOM);
?>

参考

» http://www.ciphersbyritter.com/GLOSSARY.HTM#IV
» http://www.quadibloc.com/crypto/co0409.htm
Chapter 9.3 of Applied Cryptography by Schneier (ISBN 0-471-11709-9)

mcrypt_decrypt
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_decrypt — 指定したパラメータで暗号化されたテキストを復号する

説明

string mcrypt_decrypt ( string $cipher , string $key , string $data , string $mode [, string $iv ] )

data を復号し、復号されたデータを返します。

http://www.ciphersbyritter.com/GLOSSARY.HTM#IV
http://www.quadibloc.com/crypto/co0409.htm
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パラメータ
cipher

cipher には、アルゴリズム名を表す定数 MCRYPT_暗号名 の一つを文字列で指定します。
key

key は、データを暗号化する際のキーです。 必要なキー長よりも短い場合には、'\0' で埋められます。
data

data は、指定した暗号およびモードで復号 されます。データの大きさが n * blocksize でない場合、データは、 '\0' で埋められます。
mode

mode には、"ecb", "cbc", "cfb", "ofb", "nofb" ,"stream" のどれかを用いて定数 MCRYPT_MODE_モード名を 指定します。
iv

パラメータ IV は、CBC, CFB, OFB モードおよび STREAM モードのいくつかのアルゴリズムの初期化の際に使用されます。 アルゴリズムで必要とする IV を指定しない場合、この関数は警告を発生し、 全てのバイトを '\0' に設定した IV を使用します。

返り値

復号されたデータを文字列で返します。

mcrypt_ecb
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_ecb — 非推奨: ECB モードでデータを暗号化/復号する

説明

string mcrypt_ecb ( int $cipher , string $key , string $data , int $mode )
string mcrypt_ecb ( string $cipher , string $key , string $data , int $mode [, string $iv ] )

最初のプロトタイプは libmcrypt 2.2.x とリンクした場合、2 番目は libmcrypt 2.4.x とリンクした場合です。 mode は MCRYPT_ENCRYPT あるいは MCRYPT_DECRYPT のいずれかとなります。

この関数は非推奨であり、使用すべきではありません。代替機能については mcrypt_generic() および mdecrypt_generic() を参照ください。

mcrypt_enc_get_algorithms_name
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_get_algorithms_name — オープンされたアルゴリズムの名前を返す

説明

string mcrypt_enc_get_algorithms_name ( resource $td )

この関数はアルゴリズム名を返します。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

オープンしたアルゴリズムの名前を文字列で返します。

例

例1 mcrypt_enc_get_algorithms_name() の例
<?php
$td = mcrypt_module_open(MCRYPT_CAST_256, '', MCRYPT_MODE_CFB, '');
echo mcrypt_enc_get_algorithms_name($td). "\n";

$td = mcrypt_module_open('cast-256', '', MCRYPT_MODE_CFB, '');
echo mcrypt_enc_get_algorithms_name($td). "\n";
?>
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上の例の出力は以下となります。
CAST-256
CAST-256

mcrypt_enc_get_block_size
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_get_block_size — オープンされたアルゴリズムのブロックサイズを返す

説明

int mcrypt_enc_get_block_size ( resource $td )

オープンされたアルゴリズムのブロックサイズを取得します。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

指定したアルゴリズムのブロック長をバイト単位で返します。

mcrypt_enc_get_iv_size
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_get_iv_size — オープンされたアルゴリズムの IV の大きさを返す

説明

int mcrypt_enc_get_iv_size ( resource $td )

この関数は、暗号化記述子で指定したアルゴリズムの iv の大きさを バイト単位で返します。IV は、cbc、cfb、ofbモード およびストリームモードのいくつかのアルゴリズムで使用されます。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

この関数は、暗号化記述子で指定したアルゴリズムの iv の大きさを バイト単位で返します。 この関数が '0' を返す場合、IV は そのアルゴリズムでは無視されます。

mcrypt_enc_get_key_size
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_get_key_size — オープンされたモードでサポートされる最大キー長を返す

説明

int mcrypt_enc_get_key_size ( resource $td )

そのアルゴリズムでサポートされる最大キー長をバイト単位で返します。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値
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そのアルゴリズムでサポートされる最大キー長をバイト単位で返します。

mcrypt_enc_get_modes_name
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_get_modes_name — オープンされたモードの名前を返す

説明

string mcrypt_enc_get_modes_name ( resource $td )

この関数はモード名を返します。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

名前を表す文字列を返します。

例

例1 mcrypt_enc_get_modes_name() の例
<?php
$td = mcrypt_module_open (MCRYPT_CAST_256, '', MCRYPT_MODE_CFB, '');
echo mcrypt_enc_get_modes_name($td). "\n";

$td = mcrypt_module_open ('cast-256', '', 'ecb', '');
echo mcrypt_enc_get_modes_name($td). "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
CFB
ECB

mcrypt_enc_get_supported_key_sizes
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_get_supported_key_sizes — オープンされたアルゴリズムでサポートされるキー長を配列にして返す

説明

array mcrypt_enc_get_supported_key_sizes ( resource $td )

オープンしたアルゴリズムでサポートするキーの長さを取得します。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

暗号化記述子で指定したアルゴリズムでサポートされるキー長を配列と して返します。返された配列が空の場合、1 と mcrypt_enc_get_key_size() の値の間のすべての キー長がアルゴリズムでサポートされます。

例

例1 mcrypt_enc_get_supported_key_sizes() の例
<?php
    $td = mcrypt_module_open('rijndael-256', '', 'ecb', '');
    var_dump(mcrypt_enc_get_supported_key_sizes($td));
?>

This will print:

array(3) {
  [0]=>
  int(16)
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  [1]=>
  int(24)
  [2]=>
  int(32)
}

mcrypt_enc_is_block_algorithm_mode
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_is_block_algorithm_mode — オープンされたモードの暗号がブロックモードで動作するかどうかを調べる

説明

bool mcrypt_enc_is_block_algorithm_mode ( resource $td )

オープンされているモードがブロックモードで動作するかどうかを調べます (たとえば素簿リームでは FALSE、cbc や cfb、ofb では TRUE)。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

モードがブロックアルゴリズムを使用している場合に TRUE、 その他の場合に FALSE を返します。

mcrypt_enc_is_block_algorithm
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_is_block_algorithm — オープンされたモードの暗号がブロックアルゴリズムであるかどうかを調べる

説明

bool mcrypt_enc_is_block_algorithm ( resource $td )

オープンされたモードの暗号がブロックアルゴリズムであるかどうかを調べます。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

アルゴリズムがブロックアルゴリズムである場合に TRUE、 ストリームアルゴリズムである場合に FALSE を返します。

mcrypt_enc_is_block_mode
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_is_block_mode — オープンされたモードがブロック出力を行うかどうかを調べる

説明

bool mcrypt_enc_is_block_mode ( resource $td )

オープンされたモードがブロック出力を行うかどうかを調べます (例: cbc と ecb の場合に TRUE、cfb と stream の場合に FALSE)。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値
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バイトブロックを出力するモードの場合に TRUE、 バイト出力を行うモードの場合に FALSE を返します。

mcrypt_enc_self_test
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_enc_self_test — オープンしたモジュールのセルフテストを実行する

説明

int mcrypt_enc_self_test ( resource $td )

この関数は、記述子 td で指定したアルゴリズムの セルフテストを実行します。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

セルフテストが成功した場合は FALSE を返します。エラーの場合は TRUE を返します。

mcrypt_encrypt
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_encrypt — 指定したパラメータでプレーンテキストを暗号化する

説明

string mcrypt_encrypt ( string $cipher , string $key , string $data , string $mode [, string $iv ] )

データを暗号化して、それを返します。

パラメータ
cipher

MCRYPT_ciphername 定数のいずれか、 あるいはアルゴリズム名をあらわす文字列。
key

データを暗号化する際のキー。必要なキー長よりも小さい場合には、 '\0' で埋められます。キーにはASCII 文字列を使わない方が良いです。

文字列からキーを生成するにはmhash関数を使用することを推奨します。
data

指定した暗号およびモードで暗号化するデータ。 データの大きさが n * blocksize でない場合、データは、 '\0'で埋められます。

返される暗号化されたテキストは、data で指定したデータの大きさよりも大きくなる可能性があります。
mode

MCRYPT_MODE_modename 定数の "ecb", "cbc", "cfb", "ofb", "nofb" あるいは "stream" のいずれか。
iv

CBC, CFB, OFB モードおよび STREAMモードのいくつかのアルゴリズムの初期化の際に使用します。 アルゴリズムで必要とするIVを指定しない場合、この関数は警告を発生し、 すべてのバイトを'\0'に設定したIVを使用します。

返り値

暗号化されたデータを文字列で返します。

例

例1 mcrypt_encrypt() の例
<?php
    $iv_size = mcrypt_get_iv_size(MCRYPT_RIJNDAEL_256, MCRYPT_MODE_ECB);
    $iv = mcrypt_create_iv($iv_size, MCRYPT_RAND);
    $key = "This is a very secret key";
    $text = "Meet me at 11 o'clock behind the monument.";
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    echo strlen($text) . "\n";

    $crypttext = mcrypt_encrypt(MCRYPT_RIJNDAEL_256, $key, $text, MCRYPT_MODE_ECB, $iv);
    echo strlen($crypttext) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
42
64

より高度な API やサンプルについては mcrypt_module_open() も参照ください。

mcrypt_generic_deinit
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

mcrypt_generic_deinit — 暗号化モジュールを終了する

説明

bool mcrypt_generic_deinit ( resource $td )

この関数は、暗号化記述子(td)で指定した 暗号化を終了します。すべてのバッファを消去しますが、モジュールは 閉じません。mcrypt_module_close() をコールする 必要があります(しかし、スクリプトの終了時に PHP が自動でこれを 行います)。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mcrypt_module_open() - 使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープンする
mcrypt_generic_init() - 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する

mcrypt_generic_end
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.1.6)

mcrypt_generic_end — 暗号処理を終了する

説明

bool mcrypt_generic_end ( resource $td )

警告

この関数は非推奨です。かわりに mcrypt_generic_deinit() を使用してください。 mcrypt_module_close() とともに使用すると、 複数バッファの開放によりクラッシュを引き起こすことがあります。

この関数は、暗号化記述子(td) で指定した暗号化処理を終了します。 この関数は全てのバッファをクリアし、使用した全てのモジュールを クローズします。エラーの場合に FALSE、成功時に TRUE を返します。

mcrypt_generic_init
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_generic_init — 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する

説明

int mcrypt_generic_init ( resource $td , string $key , string $iv )

mcrypt_generic() または mdecrypt_generic() をコールする前に、 常にこの関数をコールする必要があります。

パラメータ
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td

暗号化記述子。
key

キーの最大長は、mcrypt_enc_get_key_size() を コールした際に得られるキー長であり、この値より小さな値は全て有効です。
iv

IV は通常そのアルゴリズムのブロック長と同じ大きさですが、 mcrypt_enc_get_iv_size() をコールする ことにより、その大きさを得る必要があります。IV は ECB では 無視されます。IV は CFB、CBC、STREAM、nOFB では必須です。 IV はランダムで一意である必要が
あります(しかし、秘密ではある必要は ありません)。暗号化と復号で同じ IV を使用する必要があります。 IV を使用したくない場合にはゼロに設定しますが、これは推奨されません。

返り値

この関数は、エラー時に負の値を返します。キー長が不正な場合に -3、メモリの確保に問題があった場合に -4、そしてそれ以外の返り値は その他のエラーとなります。エラーが警告を発生させた場合、それが 表示されます。間違ったパラメータが渡された場合には FALSE が返
されます。

参考

mcrypt_module_open() - 使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープンする

mcrypt_generic
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_generic — データを暗号化する

説明

string mcrypt_generic ( resource $td , string $data )

この関数は、データを暗号化します。データ長を n * blocksize とする ために、データは "\0" で埋められます。 この関数は、暗号化されたデータを返します。 データのパディングが行われるため、返される文字列の長さは 入力よりも長いことがあることに注意してください。

暗号化したデータをデータベースに格納する場合は、mcrypt_generic が返す文字列全てを格納することを忘れないでください。さもないと、 文字列を適切に復号できなくなります。もとの文字列が 10 文字で ブロックサイズが 8 (ブロックサイズを調べるには
mcrypt_enc_get_block_size() を使用します) だった場合、データベースのフィールドには少なくとも 16 文字が 必要です。mdecrypt_generic() が返す文字列も 16 文字となることに注意しましょう。埋められた文字を取り除くには... rtrim($str, "\0") を使用します。

もし MySQL データベースにデータを格納する場合は、 varchar フィールドに値を挿入する際に末尾のスペースが取り除かれることを 覚えておきましょう。暗号化されたデータの最後にスペース(ASCII 32)が 含まれていた場合、この処理によってデータが破壊されてしまいま
す。 かわりに tinyblob/tinytext (あるいはより大きな) フィールドを 使用してください。

パラメータ
td

暗号化記述子。

この関数をコールする前には、常にキーと IV を用いて mcrypt_generic_init() で暗号化ハンドルを 初期化しておくべきです。暗号化が終了したら、 mcrypt_generic_deinit() をコールして 暗号化バッファを開放すべきです。使用例は mcrypt_module_open() を参照くだ
さい。

data

暗号化するデータ。

返り値

暗号化したデータを返します。

参考

mdecrypt_generic() - データを復号する
mcrypt_generic_init() - 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する
mcrypt_generic_deinit() - 暗号化モジュールを終了する

mcrypt_get_block_size
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_get_block_size — 指定した暗号のブロックサイズを得る

説明

int mcrypt_get_block_size ( int $cipher )
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int mcrypt_get_block_size ( string $cipher , string $module )

最初のプロトタイプは libmcrypt 2.2.x とリンクした場合であり、2 番目 のものは libmcrypt 2.4.x あるいは 2.5.x とリンクした場合です。

mcrypt_get_block_size()は、指定した cipher のブロック長を返します (暗号化モードと組み合わせます)。

mcrypt_enc_get_block_size() 関数のほうがより有用です。というのもこちらの関数は mcrypt_module_open() が返すリソースを使用するからです。

パラメータ
cipher

MCRYPT_ciphername 定数のいずれか、 あるいはアルゴリズム名をあらわす文字列。
module

モジュール。

返り値

ブロックサイズを整数値で返します。

例

例1 mcrypt_get_block_size() の例

この例は、libmcrypt 2.4.x および 2.5.x を対象にリンクした際の使用法を示すものです。
<?php

echo mcrypt_get_block_size('tripledes', 'ecb'); // 8

?>

参考

mcrypt_get_key_size() - 指定した暗号のキーの長さを得る
mcrypt_enc_get_block_size() - オープンされたアルゴリズムのブロックサイズを返す
mcrypt_encrypt() - 指定したパラメータでプレーンテキストを暗号化する

mcrypt_get_cipher_name
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_get_cipher_name — 指定した暗号の名前を得る

説明

string mcrypt_get_cipher_name ( int $cipher )
string mcrypt_get_cipher_name ( string $cipher )

mcrypt_get_cipher_name() は、指定した暗号(cipher) の名前を得るために使用されます。

mcrypt_get_cipher_name() は、暗号の番号 (libmcrypt 2.2.x)または暗号名(libmcrypt 2.4.x 以降)を引数とし、 暗号名を返します。指定した暗号が存在しない場合は FALSE を返します。

パラメータ
cipher

MCRYPT_ciphername 定数のいずれか、 あるいはアルゴリズム名をあらわす文字列。

返り値

暗号の名前、あるいは暗号が存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 mcrypt_get_cipher_name() の例
<?php
   $cipher = MCRYPT_TripleDES;

   echo mcrypt_get_cipher_name($cipher);
?>

上の例の出力は以下となります。
3DES
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mcrypt_get_iv_size
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_get_iv_size — 指定した暗号/モードの組み合わせに属する IV の大きさを返す

説明

int mcrypt_get_iv_size ( string $cipher , string $mode )

指定した cipher/mode の組み合わせにおける IV の大きさを取得します。

mcrypt_enc_get_iv_size() 関数を使用するほうが より有用です。これは mcrypt_module_open() が返すリソースを使用します。

パラメータ
cipher

MCRYPT_ciphername 定数のいずれか、 あるいはアルゴリズム名をあらわす文字列。
mode

mode は "ecb"、"cbc"、"cfb"、"ofb"、 "nofb"、"stream" のどれか、あるいは定数 MCRYPT_MODE_モード名です。 ECB モードでは IV は要求されないため、IV は無視されます。 暗号化と復号の際には、同じ IV(開始位置)を必要とします。さもないと 暗号化処理は失敗し
ます。

返り値

初期化ベクトル(IV)の大きさをバイト数で返します。 エラーの際には FALSE を返します。IV が指定した暗号/モードで無視される場合には、ゼロを返します。

例

例1 mcrypt_get_iv_size() の例
<?php
    echo mcrypt_get_iv_size(MCRYPT_CAST_256, MCRYPT_MODE_CFB) . "\n";

    echo mcrypt_get_iv_size('des', 'ecb') . "\n";
?>

参考

mcrypt_get_block_size() - 指定した暗号のブロックサイズを得る
mcrypt_enc_get_iv_size() - オープンされたアルゴリズムの IV の大きさを返す
mcrypt_create_iv() - 乱数ソースから初期化ベクトル(IV)を生成する

mcrypt_get_key_size
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_get_key_size — 指定した暗号のキーの長さを得る

説明

int mcrypt_get_key_size ( int $cipher )
int mcrypt_get_key_size ( string $cipher , string $module )

最初のプロトタイプは libmcrypt 2.2.x とリンクした場合であり、2 番目の ものは libmcrypt 2.4.x あるいは 2.5.x とリンクした場合です。

mcrypt_get_key_size() は、 cipher で(暗号化モードとあわせて)指定した キーの長さを得るために使用されます。

この例では、libmcrypt 2.4.x および 2.5.x とリンクした場合の この関数の使用法を示します。 mcrypt_enc_get_key_size() 関数を使用するほうが より有用です。これは mcrypt_module_open() が返すリソースを使用します。

例1 mcrypt_get_key_size() の例
<?php
    echo mcrypt_get_key_size('tripledes', 'ecb');
?>

Prints:
24

mcrypt_get_block_size()、 mcrypt_enc_get_key_size() および mcrypt_encrypt() も参照ください。
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mcrypt_list_algorithms
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_list_algorithms — サポートされる全ての暗号を配列として取得する

説明

array mcrypt_list_algorithms ([ string $lib_dir = ini_get("mcrypt.algorithms_dir") ] )

lib_dir パラメータにあるサポートするすべてのアルゴリズムの一覧を取得します。

パラメータ
lib_dir

すべてのアルゴリズムが存在するディレクトリを指定します。 指定しない場合は、php.ini の mcrypt.algorithms_dir ディレクティブを使用します。

返り値

サポートするすべてのアルゴリズムを配列で返します。

例

例1 mcrypt_list_algorithms() の例
<?php
    $algorithms = mcrypt_list_algorithms("/usr/local/lib/libmcrypt");

    foreach ($algorithms as $cipher) {
        echo "$cipher<br />\n";
    }
?>

上記の例は、"/usr/local/lib/libmcrypt" ディレクトリにある全ての サポートされるアルゴリズムの一覧を表示します。

mcrypt_list_modes
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_list_modes — サポートされる全てのモードの配列を取得する

説明

array mcrypt_list_modes ([ string $lib_dir = ini_get("mcrypt.modes_dir") ] )

lib_dir にあるすべてのサポートするモードの一覧を取得します。

パラメータ
lib_dir

すべてのモードが存在するディレクトリを指定します。 指定しない場合は、 php.ini ディレクティブ mcrypt.modes_dir を使用します。

返り値

サポートするすべてのモードを配列で返します。

例

例1 mcrypt_list_modes() の例
<?php
    $modes = mcrypt_list_modes();

    foreach ($modes as $mode) {
        echo "$mode <br />\n";
    }
?>

上の例は、デフォルトのモードディレクトリにあるサポートされる 全てのアルゴリズムの一覧を出力します。ini ディレクティブの mcrypt.modes_dir でこれが設定されていない場合、mcrypt の デフォルトディレクトリ(/usr/local/lib/libmcrypt)が使用されます。

mcrypt_module_close
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(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_close — mcrypt モジュールを閉じる

説明

bool mcrypt_module_close ( resource $td )

指定した暗号化ハンドルを閉じます。

パラメータ
td

暗号化記述子。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mcrypt_module_open() - 使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープンする

mcrypt_module_get_algo_block_size
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_get_algo_block_size — 指定したアルゴリズムのブロック長を返す

説明

int mcrypt_module_get_algo_block_size ( string $algorithm [, string $lib_dir ] )

指定したアルゴリズムのブロック長を取得します。

パラメータ
algorithm

アルゴリズム名。
lib_dir

オプションのパラメータで、 システム上でのモードモジュールの位置を指定することが可能です。

返り値

指定したアルゴリズムでサポートされるブロック長をバイト単位で返します。

mcrypt_module_get_algo_key_size
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_get_algo_key_size — オープンされたモードでサポートされる最大キー長を返す

説明

int mcrypt_module_get_algo_key_size ( string $algorithm [, string $lib_dir ] )

オープンされたモードでサポートされる最大キー長を取得します。

パラメータ
algorithm

アルゴリズム名。
lib_dir

オプションのパラメータで、 システム上でのモードモジュールの位置を指定することが可能です。
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返り値

この関数は、指定したアルゴリズムでサポートされる最大キー長をバイト単位で返します。

mcrypt_module_get_supported_key_sizes
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_get_supported_key_sizes — オープンされたアルゴリズムでサポートされるキーのサイズを配列として返す

説明

array mcrypt_module_get_supported_key_sizes ( string $algorithm [, string $lib_dir ] )

指定したアルゴリズムでサポートされるキーのサイズを配列で返します。 この関数が空の配列を返した場合、1 から mcrypt_module_get_algo_key_size() の返り値の間のすべてのサイズのキーがアルゴリズムでサポートされます。

パラメータ
algorithm

使用するアルゴリズム。
lib_dir

オプションのパラメータ lib_dir により、 システムでアルゴリズムモジュールがある場所を指定することが可能です。

返り値

指定したアルゴリズムでサポートするキーサイズの配列を返します。 空の配列を返した場合は、そのアルゴリズムでは 1 から mcrypt_module_get_algo_key_size() までのすべてのキーサイズをサポートすることになります。

参考

mcrypt_enc_get_supported_key_sizes() - オープンされたアルゴリズムでサポートされるキー長を配列にして返す

mcrypt_module_is_block_algorithm_mode
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_is_block_algorithm_mode — 指定したモジュールがブロックアルゴリズムであるかどうかを返す

説明

bool mcrypt_module_is_block_algorithm_mode ( string $mode [, string $lib_dir ] )

この関数は、mode がブロックアルゴリズムを使用する場合に TRUE、 その他の場合に FALSE を返します。(例: stream の場合に FALSE、 cbc、cfb、ofb の場合に TRUE)

パラメータ
mode

調べたいモード。
lib_dir

オプションのパラメータ lib_dir により、 システム上での mode モジュールの位置を指定することが可能です。

返り値

この関数は、mode がブロックアルゴリズムを使用する場合に TRUE、 その他の場合に FALSE を返します。(例: stream の場合に FALSE、 cbc、cfb、ofb の場合に TRUE)

mcrypt_module_is_block_algorithm
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_is_block_algorithm — 指定したアルゴリズムがブロックアルゴリズムであるかを調べる

説明
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bool mcrypt_module_is_block_algorithm ( string $algorithm [, string $lib_dir ] )

この関数は、指定したアルゴリズムがブロックアルゴリズムの場合に TRUE、ストリームアルゴリズムの場合に FALSE を返します。

パラメータ
algorithm

調べたいアルゴリズム。
lib_dir

オプションのパラメータ lib_dir により、 システム上での algorithm モジュールの位置を指定することが可能です。

返り値

この関数は、指定したアルゴリズムがブロックアルゴリズムの場合に TRUE、ストリームアルゴリズムの場合に FALSE を返します。

mcrypt_module_is_block_mode
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_is_block_mode — 指定したモードがブロック出力を行うかどうかを返す

説明

bool mcrypt_module_is_block_mode ( string $mode [, string $lib_dir ] )

この関数は、ブロック出力を行うモードの場合に TRUE、バイトのみを 出力する場合に FALSE を返します(例: cbc と ecb の場合に TRUE、 cfb と streamの場合に FALSE)。

パラメータ
mode

調べたいモード。
lib_dir

オプションのパラメータ lib_dir により、システム上での mode モジュールの 位置を指定することが可能です。

返り値

この関数は、ブロック出力を行うモードの場合に TRUE、バイトのみを 出力する場合に FALSE を返します(例: cbc と ecb の場合に TRUE、 cfb と streamの場合に FALSE)。

mcrypt_module_open
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_open — 使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープンする

説明

resource mcrypt_module_open ( string $algorithm , string $algorithm_directory , string $mode , string $mode_directory )

この関数は、使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープン します。アルゴリズム名は、たとえば "twofish" のように名前で指定するか定数 MCRYPT_暗号名 のいずれかを使用して指定します。 ライブラリは mcrypt_module_close() をコールする ことによりクロー
ズされます。

パラメータ
algorithm

使用するアルゴリズム。
algorithm_directory

暗号化モジュールの位置を指定する際には algorithm_directory および mode_directory が使用されます。 ディレクトリ名を指定した場合には、これが使用されます。 これらの一つに空の文字列("")を指定した場合、ini ディエクティブの mcrypt.algorithms_dir または
mcrypt.modes_dir に設定された値が使用されます。 これらが設定されていない場合、libmcrypt をコンパイルした際の デフォルトのディレクトリ (通常は/usr/local/lib/libmcrypt) が使用されます。

mode

使用するモード。
mode_directory
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返り値

通常は暗号化記述子を返します。エラー時は FALSE を返します。

例

例1 mcrypt_module_open() の例
<?php
    $td = mcrypt_module_open(MCRYPT_DES, '',
        MCRYPT_MODE_ECB, '/usr/lib/mcrypt-modes');

    $td = mcrypt_module_open('rijndael-256', '', 'ofb', '');
?>

上の例の最初の行では、デフォルトのディレクトリから DES 暗号化を、 そして /usr/lib/mcrypt-modes から EBC モードの オープンを試みます。2 行目の例では暗号化形式とモードを文字列で 指定しています。これは、libmcrypt 2.4.x あるいは 2.5.x に対して 拡張モ
ジュールがリンクされている場合にのみ使用可能です。

例2 mcrypt_module_open() を暗号化で使用する
<?php
    /* 暗号モジュールをオープンします */
    $td = mcrypt_module_open('rijndael-256', '', 'ofb', '');

    /* IV を作成し、キー長を定義します。Windows では、かわりに
     * MCRYPT_RAND を使用します */
    $iv = mcrypt_create_iv(mcrypt_enc_get_iv_size($td), MCRYPT_DEV_RANDOM);
    $ks = mcrypt_enc_get_key_size($td);

    /* キーを作成します */
    $key = substr(md5('very secret key'), 0, $ks);

    /* 暗号化処理を初期化します */
    mcrypt_generic_init($td, $key, $iv);

    /* データを暗号化します */
    $encrypted = mcrypt_generic($td, 'This is very important data');

    /* 暗号化ハンドラを終了します */
    mcrypt_generic_deinit($td);

    /* 復号用の暗号モジュールを初期化します */
    mcrypt_generic_init($td, $key, $iv);

    /* 暗号化された文字列を復号します */
    $decrypted = mdecrypt_generic($td, $encrypted);

    /* 復号ハンドルを終了し、モジュールを閉じます */
    mcrypt_generic_deinit($td);
    mcrypt_module_close($td);

    /* 文字列を表示します */
    echo trim($decrypted) . "\n";
?>

参考

mcrypt_module_close() - mcrypt モジュールを閉じる
mcrypt_generic() - データを暗号化する
mdecrypt_generic() - データを復号する
mcrypt_generic_init() - 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する
mcrypt_generic_deinit() - 暗号化モジュールを終了する

mcrypt_module_self_test
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mcrypt_module_self_test — 指定したモジュールのセルフテストを実行する

説明

bool mcrypt_module_self_test ( string $algorithm [, string $lib_dir ] )

この関数は、指定したアルゴリズムのセルフテストを実行します。

パラメータ
algorithm

テストするアルゴリズム。
lib_dir

オプションのパラメータ lib_dir により、 システム上での algorithm モジュールの位置を指定することが可能です。

返り値
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この関数は、セルフテストが成功した場合 TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mcrypt_module_self_test() の例
<?php
var_dump(mcrypt_module_self_test(MCRYPT_RIJNDAEL_128)) . "\n";
var_dump(mcrypt_module_self_test(MCRYPT_BOGUS_CYPHER));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

mcrypt_ofb
(PHP 4, PHP 5)

mcrypt_ofb — OFB モードでデータを暗号化/復号する

説明

string mcrypt_ofb ( int $cipher , string $key , string $data , int $mode , string $iv )
string mcrypt_ofb ( string $cipher , string $key , string $data , int $mode [, string $iv ] )

最初のプロトタイプは libmcrypt 2.2.x とリンクした場合、2 番目は libmcrypt 2.4.x 以降とリンクした場合です。 mode は、 MCRYPT_ENCRYPT あるいは MCRYPT_DECRYPT のいずれかです。

この関数はもはや使用すべきではありません。代替関数として mcrypt_generic() および mdecrypt_generic() を参照ください。

mdecrypt_generic
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

mdecrypt_generic — データを復号する

説明

string mdecrypt_generic ( resource $td , string $data )

この関数は、データを復号します。データのパディングが行われるため、 返される文字列の長さは暗号化前の文字列よりも長くなる可能性があることに 注意してください。

パラメータ
td

mcrypt_module_open() が返す暗号化記述子。
data

暗号化されたデータ。

例

例1 mdecrypt_generic() の例
<?php
    /* データ */
    $key = 'this is a very long key, even too long for the cipher';
    $plain_text = 'very important data';

    /* モジュールをオープンし、IV を作成します */ 
    $td = mcrypt_module_open('des', '', 'ecb', '');
    $key = substr($key, 0, mcrypt_enc_get_key_size($td));
    $iv_size = mcrypt_enc_get_iv_size($td);
    $iv = mcrypt_create_iv($iv_size, MCRYPT_RAND);

    /* 暗号化ハンドルを初期化します */
    if (mcrypt_generic_init($td, $key, $iv) != -1) {

        /* データを暗号化します */
        $c_t = mcrypt_generic($td, $plain_text);
        mcrypt_generic_deinit($td);

        /* 復号のため、バッファを再度初期化します */
        mcrypt_generic_init($td, $key, $iv);
        $p_t = mdecrypt_generic($td, $c_t);

        /* 後始末をします */
        mcrypt_generic_deinit($td);
        mcrypt_module_close($td);
    }
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    if (strncmp($p_t, $plain_text, strlen($plain_text)) == 0) {
        echo "ok\n";
    } else {
        echo "error\n";
    }
?>

上記の例は、暗号化前のデータと復号したデータと同じであるかどうかを 調べる方法を示すものです。データを復号する前に mcrypt_generic_init() で暗号化バッファを再度 初期化しておくことが重要です。

この関数をコールする前に、常に mcrypt_generic_init() でキーと IV を使用して 復号ハンドルを初期化しておくべきです。暗号化が終了した際には mcrypt_generic_deinit() をコールして暗号化 バッファを開放すべきです。 mcrypt_module_open() の例を参照ください。

参考

mcrypt_generic() - データを暗号化する
mcrypt_generic_init() - 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する
mcrypt_generic_deinit() - 暗号化モジュールを終了する

目次
mcrypt_cbc — CBC モードでデータを暗号化/復号する
mcrypt_cfb — CFB モードでデータを暗号化/復号する
mcrypt_create_iv — 乱数ソースから初期化ベクトル(IV)を生成する
mcrypt_decrypt — 指定したパラメータで暗号化されたテキストを復号する
mcrypt_ecb — 非推奨: ECB モードでデータを暗号化/復号する
mcrypt_enc_get_algorithms_name — オープンされたアルゴリズムの名前を返す
mcrypt_enc_get_block_size — オープンされたアルゴリズムのブロックサイズを返す
mcrypt_enc_get_iv_size — オープンされたアルゴリズムの IV の大きさを返す
mcrypt_enc_get_key_size — オープンされたモードでサポートされる最大キー長を返す
mcrypt_enc_get_modes_name — オープンされたモードの名前を返す
mcrypt_enc_get_supported_key_sizes — オープンされたアルゴリズムでサポートされるキー長を配列にして返す
mcrypt_enc_is_block_algorithm_mode — オープンされたモードの暗号がブロックモードで動作するかどうかを調べる
mcrypt_enc_is_block_algorithm — オープンされたモードの暗号がブロックアルゴリズムであるかどうかを調べる
mcrypt_enc_is_block_mode — オープンされたモードがブロック出力を行うかどうかを調べる
mcrypt_enc_self_test — オープンしたモジュールのセルフテストを実行する
mcrypt_encrypt — 指定したパラメータでプレーンテキストを暗号化する
mcrypt_generic_deinit — 暗号化モジュールを終了する
mcrypt_generic_end — 暗号処理を終了する
mcrypt_generic_init — 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する
mcrypt_generic — データを暗号化する
mcrypt_get_block_size — 指定した暗号のブロックサイズを得る
mcrypt_get_cipher_name — 指定した暗号の名前を得る
mcrypt_get_iv_size — 指定した暗号/モードの組み合わせに属する IV の大きさを返す
mcrypt_get_key_size — 指定した暗号のキーの長さを得る
mcrypt_list_algorithms — サポートされる全ての暗号を配列として取得する
mcrypt_list_modes — サポートされる全てのモードの配列を取得する
mcrypt_module_close — mcrypt モジュールを閉じる
mcrypt_module_get_algo_block_size — 指定したアルゴリズムのブロック長を返す
mcrypt_module_get_algo_key_size — オープンされたモードでサポートされる最大キー長を返す
mcrypt_module_get_supported_key_sizes — オープンされたアルゴリズムでサポートされるキーのサイズを配列として返す
mcrypt_module_is_block_algorithm_mode — 指定したモジュールがブロックアルゴリズムであるかどうかを返す
mcrypt_module_is_block_algorithm — 指定したアルゴリズムがブロックアルゴリズムであるかを調べる
mcrypt_module_is_block_mode — 指定したモードがブロック出力を行うかどうかを返す
mcrypt_module_open — 使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープンする
mcrypt_module_self_test — 指定したモジュールのセルフテストを実行する
mcrypt_ofb — OFB モードでデータを暗号化/復号する
mdecrypt_generic — データを復号する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Mcrypt 暗号
例
Mcrypt 関数

mcrypt_cbc — CBC モードでデータを暗号化/復号する
mcrypt_cfb — CFB モードでデータを暗号化/復号する
mcrypt_create_iv — 乱数ソースから初期化ベクトル(IV)を生成する
mcrypt_decrypt — 指定したパラメータで暗号化されたテキストを復号する
mcrypt_ecb — 非推奨: ECB モードでデータを暗号化/復号する
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mcrypt_enc_get_algorithms_name — オープンされたアルゴリズムの名前を返す
mcrypt_enc_get_block_size — オープンされたアルゴリズムのブロックサイズを返す
mcrypt_enc_get_iv_size — オープンされたアルゴリズムの IV の大きさを返す
mcrypt_enc_get_key_size — オープンされたモードでサポートされる最大キー長を返す
mcrypt_enc_get_modes_name — オープンされたモードの名前を返す
mcrypt_enc_get_supported_key_sizes — オープンされたアルゴリズムでサポートされるキー長を配列にして返す
mcrypt_enc_is_block_algorithm_mode — オープンされたモードの暗号がブロックモードで動作するかどうかを調べる
mcrypt_enc_is_block_algorithm — オープンされたモードの暗号がブロックアルゴリズムであるかどうかを調べる
mcrypt_enc_is_block_mode — オープンされたモードがブロック出力を行うかどうかを調べる
mcrypt_enc_self_test — オープンしたモジュールのセルフテストを実行する
mcrypt_encrypt — 指定したパラメータでプレーンテキストを暗号化する
mcrypt_generic_deinit — 暗号化モジュールを終了する
mcrypt_generic_end — 暗号処理を終了する
mcrypt_generic_init — 暗号化に必要な全てのバッファを初期化する
mcrypt_generic — データを暗号化する
mcrypt_get_block_size — 指定した暗号のブロックサイズを得る
mcrypt_get_cipher_name — 指定した暗号の名前を得る
mcrypt_get_iv_size — 指定した暗号/モードの組み合わせに属する IV の大きさを返す
mcrypt_get_key_size — 指定した暗号のキーの長さを得る
mcrypt_list_algorithms — サポートされる全ての暗号を配列として取得する
mcrypt_list_modes — サポートされる全てのモードの配列を取得する
mcrypt_module_close — mcrypt モジュールを閉じる
mcrypt_module_get_algo_block_size — 指定したアルゴリズムのブロック長を返す
mcrypt_module_get_algo_key_size — オープンされたモードでサポートされる最大キー長を返す
mcrypt_module_get_supported_key_sizes — オープンされたアルゴリズムでサポートされるキーのサイズを配列として返す
mcrypt_module_is_block_algorithm_mode — 指定したモジュールがブロックアルゴリズムであるかどうかを返す
mcrypt_module_is_block_algorithm — 指定したアルゴリズムがブロックアルゴリズムであるかを調べる
mcrypt_module_is_block_mode — 指定したモードがブロック出力を行うかどうかを返す
mcrypt_module_open — 使用するアルゴリズムおよびモードのモジュールをオープンする
mcrypt_module_self_test — 指定したモジュールのセルフテストを実行する
mcrypt_ofb — OFB モードでデータを暗号化/復号する
mdecrypt_generic — データを復号する

Mhash

導入
以下の関数は、» mhash と組み合わせて 動作することを前提としています。mhashは、チェックサム、メッセージ ダイジェスト、メッセージ認証コード等を作成するために使用することが できます。

この関数は、mhash ライブラリへのインターフェースです。 mhash は、MD5, SHAl, GOST や他の多くの方法といった広範なハッシュ アルゴリズムをサポートします。サポートされるハッシュの全一覧に ついては、mhash のドキュメントを参照してください。一般的な規則
として、 特定のハッシュアルゴリズムは、PHP から定数「MHASH_ハッシュ名」で アクセス可能です。例えば、TIGER の場合、PHP 定数 MHASH_TIGER を 使用します。

注意:

この拡張モジュールの後継版は Hash です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
mhash を使用するには、mhash の配布ファイルを » mhash の Web サイト から ダウンロードし、その中のインストール用の指示に従ってください。

インストール手順

http://mhash.sourceforge.net/
http://mhash.sourceforge.net/
http://mhash.sourceforge.net/
http://mhash.sourceforge.net/
http://mhash.sourceforge.net/
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この拡張機能を使用するには、PHP に --with-mhash[=DIR] パラメータを付けて コンパイルする必要があります。DIR は mhash インストールディレクトリです。

PHP 5.3.0 以降では、 Hash 拡張モジュールが mhash 拡張モジュールの動作をエミュレートするようになりました。 そのため、mhash インストールディレクトリの指定は無意味となりました。 また、hash 拡張モジュールで mhash サポートを有効にしておく必要がありま
す。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

以下に現在 mhash によりサポートされているハッシュの一覧を示します。 mhash にサポートされているハッシュがこのリストにない場合は、 このドキュメントが古いと考えてください。

MHASH_ADLER32
MHASH_CRC32
MHASH_CRC32B
MHASH_GOST
MHASH_HAVAL128
MHASH_HAVAL160
MHASH_HAVAL192
MHASH_HAVAL256
MHASH_MD4
MHASH_MD5
MHASH_RIPEMD160
MHASH_SHA1
MHASH_SHA256
MHASH_TIGER
MHASH_TIGER128
MHASH_TIGER160

例
例1 MD5 ダイジェストと hmac を計算し、16 進数で出力する
<?php
$input = "what do ya want for nothing?";
$hash = mhash(MHASH_MD5, $input);
echo "The hash is " . bin2hex($hash) . "<br />\n";
$hash = mhash(MHASH_MD5, $input, "Jefe");
echo "The hmac is " . bin2hex($hash) . "<br />\n";
?>

この例の出力は次のようになります。
The hash is d03cb659cbf9192dcd066272249f8412 
The hmac is 750c783e6ab0b503eaa86e310a5db738 

Mhash 関数

mhash_count
(PHP 4, PHP 5)

mhash_count — 利用可能なハッシュ ID の最大値を得る

説明

int mhash_count ( void )
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利用可能なハッシュ ID の最大値を取得します。

返り値

利用可能なハッシュ ID の最大値を返します。 ハッシュは、0 からこのハッシュ ID までの数字となります。

例

例1 全ハッシュをループする
<?php

$nr = mhash_count();

for ($i = 0; $i <= $nr; $i++) {
    echo sprintf("The blocksize of %s is %d\n",
        mhash_get_hash_name($i),
        mhash_get_block_size($i));
}
?>

mhash_get_block_size
(PHP 4, PHP 5)

mhash_get_block_size — 指定したハッシュのブロックサイズを得る

説明

int mhash_get_block_size ( int $hash )

指定した hash のブロックサイズを取得します。

パラメータ
hash

ハッシュ ID。MHASH_XXX 定数のいずれかを指定します。

返り値

サイズをバイト数で返します。hash が存在しない場合は FALSE を返します。

例

例1 mhash_get_block_size() の例
<?php

echo mhash_get_block_size(MHASH_MD5); // 16

?>

mhash_get_hash_name
(PHP 4, PHP 5)

mhash_get_hash_name — 指定したハッシュの名前を得る

説明

string mhash_get_hash_name ( int $hash )

指定した hash の名前を取得します。

パラメータ
hash

ハッシュ ID。MHASH_XXX 定数のいずれかを指定します。

返り値

ハッシュの名前を返します。そのハッシュが存在しない場合は、FALSE を返します。
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例

例1 mhash_get_hash_name() の例
<?php

echo mhash_get_hash_name(MHASH_MD5); // MD5

?>

mhash_keygen_s2k
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

mhash_keygen_s2k — キーを生成する

説明

string mhash_keygen_s2k ( int $hash , string $password , string $salt , int $bytes )

hash にユーザが指定した password を用いてキーを生成します。

OpenPGP のドキュメント (» RFC 2440) で規定されている、Salted S2k アルゴリズムを使用します。

ユーザが指定したパスワードは、暗号化アルゴリズムのキーとしては 適切ではないということを覚えておきましょう。ユーザが選択するのは、 通常はキーボードから入力可能なキーだからです。 これらのパスワードは、文字当たり 6 から 7 ビットのみ(もしくはそれ以下) しか
使用していません。ユーザの指定したキーに対して、 (この関数のような) ある種の変換を行うことを強く推奨します。

パラメータ
hash

キーの作成に使用するハッシュ ID。MHASH_XXX 定数のいずれかを指定します。
password

ユーザが指定したパスワード。
salt

異なったキーを生成するため、キーを生成するたびに、 十分にランダムな異なる値となる必要があります。 キーを調べる際に salt を知っている必要があるため、キーを salt に付加するというのは 良い発想です。salt は 8 バイト固定長で、これより少ない場合はゼロで 埋
められます。

bytes

キーの長さをバイト数で指定します。

返り値

生成されたキーを表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

mhash
(PHP 4, PHP 5)

mhash — ハッシュ値を計算する

説明

string mhash ( int $hash , string $data [, string $key ] )

mhash() は、 hash で指定したハッシュ関数を data に適用します。

パラメータ
hash

ハッシュ ID。MHASH_XXX 定数のいずれかを指定します。
data

ユーザが入力した文字列。
key

指定した場合は、この関数は結果の HMAC を返します。 HMAC は、メッセージ認証時のキーに基づくハッシュ、 あるいは指定したキーに基づく単なるメッセージダイジェストです。 mhash でサポートしている全てのアルゴリズムが HMAC モードで使用できるわけでは

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2440
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ありません。

返り値

結果のハッシュ (あるいはダイジェストとも言います) あるいは HMAC を表す文字列を返します。 エラー時は FALSE を返します。

目次
mhash_count — 利用可能なハッシュ ID の最大値を得る
mhash_get_block_size — 指定したハッシュのブロックサイズを得る
mhash_get_hash_name — 指定したハッシュの名前を得る
mhash_keygen_s2k — キーを生成する
mhash — ハッシュ値を計算する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Mhash 関数

mhash_count — 利用可能なハッシュ ID の最大値を得る
mhash_get_block_size — 指定したハッシュのブロックサイズを得る
mhash_get_hash_name — 指定したハッシュの名前を得る
mhash_keygen_s2k — キーを生成する
mhash — ハッシュ値を計算する

OpenSSL

導入
このモジュールは、署名の生成および認証、そして、データのシール (暗号化)およびオープン(復号化)を行うために、 » OpenSSL の関数を使用します。 OpenSSL は多くの機能を提供しますが、これらはまだこのモジュールでは サポートされていません。これらのいくつかは将
来的に追加される可能性が あります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
OpenSSL 関数を使用するためには、» OpenSSL パッケージがインストール されていることを要します。 PHP のバージョン 4.0.5 から 4.3.1 までは、OpenSSL >= 0.9.5 で動作します。他のバージョン（PHP <=4.0.4 および >= 4.3.2） では OpenSSL >= 0.9.6 を必要とし
ます。

警告

最新のバージョンの OpenSSL を使用するようにしてください。 さもないと、Web サーバへの攻撃に対しての脆弱性をかかえてしまいます。

インストール手順
PHP の OpenSSL サポートを使用するには、--with-openssl[=DIR] を指定して PHP を コンパイルする必要があります。

OpenSSL ライブラリを動作させるためには、実行時にさらに必要なものがあります。 特に、OpenSSL から乱数 (あるいは疑似乱数) 生成器にアクセスできなければなりません。 たいていの Unix および Unix 系のプラットフォーム (Linux など) の場合、 /dev/urandom ある

http://www.openssl.org/
http://www.openssl.org/
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いは /dev/random デバイスがこれにあたります。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 libeay32.dll

加えてキー生成およびサイン認証関数を使用する計画がある場合、 システムに 有効な openssl.cnf をインストールする 必要があります。PHP 4.3.0 以降では、 Win32 バイナリ配布版にサンプル設定ファイルが同梱することにしました。 PHP 4.3.x および 4.4.x の
場合は openssl ディレクトリ、 PHP 5.x および 6.x の場合は extras/openssl ディレクトリにあります。 PHP 4.2.0 以降を使用しておりこのファイルがない場合は、 » OpenSSL バイナリのページから入手するか、 あるいはより新しい版の PHP をダウンロードして
そこから設定ファイルを使用することができます。 Windows のエクスプローラは、拡張子 .cnf をデフォルトで非表示とすることに注意しましょう。この拡張子のファイルの種類は 短縮ダイヤル と表示されます。

PHP は、 以下のロジックにより openssl.cnf を探します。

環境変数 OPENSSL_CONF が設定された場合、 設定ファイルの（ファイル名を含む）パスとして使用されます。
環境変数 SSLEAY_CONF が設定された場合、 設定ファイルの（ファイル名を含む）パスとして使用されます。
ファイル openssl.cnf はデフォルトの認証エリアに あることが仮定され、openssl DLL がコンパイルされた時間で設定されます。 通常、デフォルトのファイル名が c:\usr\local\ssl\openssl.cnf であることを 意味します。

インストール時に、設定ファイルを c:\usr\local\ssl\openssl.cnf または 他の場所にインストールし、(例えば仮想ホスト毎に)環境変数に設定ファ イルの場所を指定するかを選ぶ必要があります。 設定ファイルを必要とする関数の configargs に より、デフォルトの
パスを上書きすることが可能であることに注意してください。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
目次

目的を調べるフラグ
パディングフラグ
キーの型
PKCS7 フラグ/定数
署名アルゴリズム
暗号化方式
バージョン定数
Server Name Indication 定数

以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

目的を調べるフラグ
X509_PURPOSE_SSL_CLIENT (integer)
X509_PURPOSE_SSL_SERVER (integer)
X509_PURPOSE_NS_SSL_SERVER (integer)
X509_PURPOSE_SMIME_SIGN (integer)
X509_PURPOSE_SMIME_ENCRYPT (integer)
X509_PURPOSE_CRL_SIGN (integer)
X509_PURPOSE_ANY (integer)

パディングフラグ
OPENSSL_PKCS1_PADDING (integer)
OPENSSL_SSLV23_PADDING (integer)
OPENSSL_NO_PADDING (integer)
OPENSSL_PKCS1_OAEP_PADDING (integer)

キーの型

http://www.openssl.org/related/binaries.html
http://www.openssl.org/related/binaries.html
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OPENSSL_KEYTYPE_RSA (integer)
OPENSSL_KEYTYPE_DSA (integer)
OPENSSL_KEYTYPE_DH (integer)

PKCS7 フラグ/定数
S/MIME 関数はビットフィールドを使用して指定したフラグを使用します。 このビットフィールドには、以下の値を一つ以上含むことが可能です。

PKCS7 定数
定数 説明

PKCS7_TEXT text/plain content type ヘッダを暗号化/署名されたメッセージに 追加します。復号化または認証を行う際には、このヘッダは出力から 取り除かれます。復号化または認証されたメッセージがMIME 型 text/plain でない場合、エラーとなります。

PKCS7_BINARY 通常は、入力されたメッセージは CR および LF を行端として使用した 「正規化」された形式に変換されます。こらは、S/MIME の規格に 基づくものです。このオプションが指定された場合、変換は行われません。 この機能は、MIME 形式でないバイナリデータ
を処理する際に 便利です。

PKCS7_NOINTERNメッセージを認証する際に、通常、メッセージに含まれる証明書が 証明書にサインする際に検索されます。 このオプションでは、 openssl_pkcs7_verify() の extracerts パラメータで指定した証明書 のみが使用されます。しかし、指定された証明書を信頼され
ていな い CA として使用することも可能です。

PKCS7_NOVERIFYサインつきメッセージをサインした証明書の署名について 検証しません。
PKCS7_NOCHAIN サインを行った側の証明書の認証の連鎖を行いません。 この場合、サイン付きのメッセージにある証明書を未認証の CA として使用しません。

PKCS7_NOCERTS メッセージにサインする際、通常はサインをする人の証明書が挿入 されますが、このオプションを指定した場合はそうなりません。これに よりサイン付きのメッセージのサイズは小さくなりますが、認証 側が（例えば、openssl_pkcs7_verify() の extracerts
を用いて渡すことにより） サインをした人の証明書のコピーをローカルに用意する必要があります。

PKCS7_NOATTR 通常、メッセージがサインされる時、サインした時間やサポートされる 対象アルゴリズムを含む一連の属性が付加されます。このオプションを 指定した場合、それらの属性は付加されません。

PKCS7_DETACHEDメッセージにサインをする際、MIME型 "multipart/signed" を指定してクリアテキストでサインを行います。これは、 openssl_pkcs7_sign() において フラグを指定しなかった場合の flags パラメータのデフォルトです。このオプションをオフにした場合、
メッセージは不透明なサインによりサインされます。これは、 メールリレイによる変換に対してより耐性がありますが、S/MIME を サポートしないメールエージェントでは読むことはできません。

PKCS7_NOSIGS メッセージにサインや認証を試みません。

注意:

これらの定数は、4.0.6 で追加されました。

署名アルゴリズム
OPENSSL_ALGO_DSS1 (integer)
OPENSSL_ALGO_SHA1 (integer)

openssl_sign() および openssl_verify() のデフォルトアルゴリズムとして用いられます。
OPENSSL_ALGO_MD5 (integer)
OPENSSL_ALGO_MD4 (integer)
OPENSSL_ALGO_MD2 (integer)

注意:

これらの定数は、5.0.0 で追加されました。

暗号化方式
OPENSSL_CIPHER_RC2_40 (integer)
OPENSSL_CIPHER_RC2_128 (integer)
OPENSSL_CIPHER_RC2_64 (integer)
OPENSSL_CIPHER_DES (integer)
OPENSSL_CIPHER_3DES (integer)

注意:

これらの定数は、4.3.0 で追加されました。

バージョン定数
OPENSSL_VERSION_TEXT (string)
OPENSSL_VERSION_NUMBER (integer)

注意:

これらの定数は、5.2.0 で追加されました。
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Server Name Indication 定数
OPENSSL_TLSEXT_SERVER_NAME (string)

SNI サポートが有効か否か。

注意:

この定数は 5.3.2 で追加されました。PHP を、 OpenSSL 0.9.8j 以降を使ってビルドしている必要があります。

キー/証明書パラメータ
OpenSSL 関数のうち、キーまたは証明書パラメータを必要とするものはごく一部です。 PHP 4.0.5 以前は、openssl_get_xxx() 関数により返されたキーまたは証明書リソースを使用する必要がありました。 これより後のバージョンでは、次の方法のどれかを使用することが可
能となる予定です。

証明書

1. openssl_x509_read() から返された X.509 リソース。
2. file://path/to/cert.pem 形式の文字列。 このファイルは、PEM エンコードされた証明書である必要があります。
3. PEM エンコードされた証明書の内容を含む文字列。

公開鍵/秘密鍵

1. openssl_get_publickey() あるいは openssl_get_privatekey() から返された キーリソース。
2. 公開鍵のみ: X.509リソース。
3. file://path/to/file.pem 形式の文字列。- このファイルは、PEM エンコードされた証明書/秘密鍵である 必要があります（両方を含むことも可能です）。
4. PEM エンコードされた証明書/キーの内容を含む文字列
5. 秘密鍵については array($key, $passphrase) という構文を使用することも可能です。 ただし、$key は file:// または上記のテキスト表現形式を使用して指定したキー、 $passphrase はその秘密鍵に関するパスワードを有する文字列を表します。

証明書の認証
サイン/証明書を認証する関数をコールする際、 cainfo パラメータは、ファイルと認証済みの CA ファイルの場所を指定するファイルディレクトリ名を含む配列です。 ディレクトリが指定された場合、openssl コマンドが 使用できるような正しい形式にハッシュされたディレ
クトリである必要が あります。

OpenSSL 関数

openssl_csr_export_to_file
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_csr_export_to_file — CSR をファイルにエクスポートする

説明

bool openssl_csr_export_to_file ( resource $csr , string $outfilename [, bool $notext = true ] )

openssl_csr_export_to_file() は、Certificate Signing Request csr を受け取り、 それを outfilename という名前のファイルに ASCII テキストとして保存します。

パラメータ
csr

outfilename

出力ファイルへのパス。
notext

オプションのパラメータ notext を設定すると、出力内容の冗長性が変化します。FALSE を指定すると、 人間が読むための追加情報が出力に含まれるようになります。 notext のデフォルト値は TRUE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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openssl_csr_export() - CSR を文字列としてエクスポートする
openssl_csr_new() - CSR を作成する
openssl_csr_sign() - 他の CERT（あるいは自分自身）で証明書をサインする

openssl_csr_export
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_csr_export — CSR を文字列としてエクスポートする

説明

bool openssl_csr_export ( resource $csr , string &$out [, bool $notext = true ] )

openssl_csr_export() は、Certificate Signing Request csr を受け取り、 それを out に ASCII テキストとして保存します。 このパラメータは参照で渡されます。

パラメータ
csr

out

notext

オプションのパラメータ notext を設定すると、出力内容の冗長性が変化します。FALSE を指定すると、 人間が読むための追加情報が出力に含まれるようになります。 notext のデフォルト値は TRUE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openssl_csr_export_to_file() - CSR をファイルにエクスポートする
openssl_csr_new() - CSR を作成する
openssl_csr_sign() - 他の CERT（あるいは自分自身）で証明書をサインする

openssl_csr_get_public_key
(PHP 5 >= 5.2.0)

openssl_csr_get_public_key — CERT の公開鍵を返す

説明

resource openssl_csr_get_public_key ( mixed $csr [, bool $use_shortnames = true ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

openssl_csr_get_subject
(PHP 5 >= 5.2.0)

openssl_csr_get_subject — CERT の subject を返す

説明

array openssl_csr_get_subject ( mixed $csr [, bool $use_shortnames = true ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

openssl_csr_new
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)
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openssl_csr_new — CSR を作成する

説明

mixed openssl_csr_new ( array $dn , resource &$privkey [, array $configargs [, array $extraattribs ]] )

openssl_csr_new() は、新しい CSR (Certificate Signing Request) を dn の情報に基づいて作成します。dn は、証明書で使用される識別名です。

注意: この関数を正しく動作させるには、正しい形式の openssl.cnf をインストールしておく必要があります。 詳細な情報は、インストールについてのセクション を参照ください。

パラメータ
dn

証明書で使用される識別名。
privkey

privkey には、事前に openssl_pkey_new() （あるいはその他の openssl_pkey 系の関数）で作成した秘密鍵を設定します。 これに対応する公開鍵が、CSR への署名に使用されます。
configargs

デフォルトでは、システムの openssl.conf の設定に したがってリクエストが初期化されます。configargs のキー config_section_section を設定することで、この デフォルト項目を変更することが可能です。また、キー config に別の openssl 設定ファイルを指定するこ
とで別の設定を使用することも可能です。 もし configargs に以下の表のキーが存在すれば、それらは openssl.conf の対応する項目と同じ働きをします。

設定の上書き

configargs のキー 型 openssl.conf で同等の意味を持
つ項目 説明

digest_alg string default_md 使用するダイジェストメソッドを選択します
x509_extensions string x509_extensions x509 証明書を作成する際に使用する拡張モジュールを選択します
req_extensions string req_extensions CSR を作成する際に使用する拡張モジュールを選択します
private_key_bits integer default_bits 秘密鍵を作成する際に使用するビット数を指定します

private_key_type integer none 作成する秘密鍵の型を指定します。以下の定数 OPENSSL_KEYTYPE_DSA、 OPENSSL_KEYTYPE_DH あるいは OPENSSL_KEYTYPE_RSA からひとつ選択します。 デフォルト値は OPENSSL_KEYTYPE_RSA で、 現時点でサポート
しているのはこの型のみです。

encrypt_key boolean encrypt_key （パスフレーズとともに）エクスポートされるキーを暗号化するか?

extraattribs

extraattribs は、CSR に関する追加の設定情報を 設定するために使用します。dn および extraattribs はどちらも連想配列で、それらの キーが OID に変換されたうえでリクエストの関連する部分に適用されます。

返り値

CSR を返します。

例

例1 自己署名証明書の作成
<?php
// 証明書で使用する識別名を指定します。
// ご自分の環境に応じて、名前や会社名を変更する必要があります。
// より厳密に言うなら、あなたが証明書を作成しようとしている個人あるいは
// 組織の名前と会社名です。
// SSL 証明書では、通常は証明書を使用するドメイン名を commonName に
// 指定します。しかし S/MIME 証明書では、証明書を使用する個人の名前を
// commonName に指定します。
$dn = array(
    "countryName" => "UK",
    "stateOrProvinceName" => "Somerset",
    "localityName" => "Glastonbury",
    "organizationName" => "The Brain Room Limited",
    "organizationalUnitName" => "PHP Documentation Team",
    "commonName" => "Wez Furlong",
    "emailAddress" => "wez@example.com"
);

// 新しい秘密鍵（および公開鍵）のペアを作成します
$privkey = openssl_pkey_new();

// 証明書への署名要求を作成します
$csr = openssl_csr_new($dn, $privkey);

// 認証局があなたの申請を受け付けてくれるまでは、自己署名の証明書を
// 作成したくなるでしょう。
// これは、365 日間有効な自己署名の証明書を作成します。
$sscert = openssl_csr_sign($csr, null, $privkey, 365);

// ここで、Web サーバやメールサーバ、メールクライアント（証明書の使用方法に
// 依存します）にインストールするために、
// 作成した秘密鍵・CSR および自己署名の証明書を保存したくなることでしょう。
// この例では、これらを変数に格納する方法を示します。とはいえ、もちろん
// それを直接ファイルに保存することも可能です。
// 一般的には、CSR を認証局に送り、「正式な」証明書として証明してもらう
// ことになります。
openssl_csr_export($csr, $csrout) and var_dump($csrout);
openssl_x509_export($sscert, $certout) and var_dump($certout);
openssl_pkey_export($privkey, $pkeyout, "mypassword") and var_dump($pkeyout);

// 発生したエラーを表示します。
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while (($e = openssl_error_string()) !== false) {
    echo $e . "\n";
}
?>

openssl_csr_sign
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_csr_sign — 他の CERT（あるいは自分自身）で証明書をサインする

説明

resource openssl_csr_sign ( mixed $csr , mixed $cacert , mixed $priv_key , int $days [, array $configargs [, int $serial = 0 ]] )

openssl_csr_sign() は、 指定した CSR を用いて x509 証明書リソースを作成します。

注意: この関数を正しく動作させるには、正しい形式の openssl.cnf をインストールしておく必要があります。 詳細な情報は、インストールについてのセクション を参照ください。

パラメータ
csr

openssl_csr_new() で作成した CSR。 file://path/to/csr 、あるいは openssl_csr_export() で生成した文字列で指定した場合は PEM エンコードされた CSR も使用可能です。
cacert

作成された証明書は cacert で署名されます。 cacert が NULL の場合は、自己署名の証明書となります。
priv_key

priv_key は cacert に対応する秘密鍵です。
days

days は、作成された証明書の有効期限を日数で指定します。
configargs

configargs で証明書の詳細設定が可能です。 configargs についての詳細な情報は openssl_csr_new() を参照ください。
serial

発行される証明書のシリアル番号を、オプションで指定します。 省略した場合のデフォルトは 0 です。

返り値

成功した場合に x509 証明書リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.3 serial パラメータが追加されました。

例

例1 openssl_csr_sign() の例 - CSR に署名する（あなた自身の CA を作成する）
<?php
// このスクリプトでは、前のページのテキストエリアから受け取った
// CSR を利用すると仮定します。
$csrdata = $_POST["CSR"];

// これから、私たち自身 "certificate authority" 証明書を使用して
// 署名を行います。どんな証明書でも署名は可能ですが、署名された
// 証明書がソフトウェアやユーザに信頼されない限り、その手続きは
// 無意味です。

// CA cert および秘密鍵が必要です。
$cacert = "file://path/to/ca.crt";
$privkey = array("file://path/to/ca.key", "your_ca_key_passphrase");

$userscert = openssl_csr_sign($csrdata, $cacert, $privkey, 365);

// 作成された証明書を表示します。これをコピーして、
// ローカル設定（たとえば SSL サーバへの接続設定ファイルなど）
// に貼り付けます。
openssl_x509_export($usercert, $certout);
echo $certout;

// 発生したエラーをすべて表示します。
while (($e = openssl_error_string()) !== false) {
    echo $e . "\n";
}
?>
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openssl_decrypt
(PHP 5 >= 5.3.0)

openssl_decrypt — データを復号

説明

string openssl_decrypt ( string $data , string $method , string $password [, string $raw_input = false ] )

未加工の、または base64 エンコードされた文字列を受け入れて、 与えられたメソッドとキーを使って文字列を復号します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
data

データ
method

暗号メソッド
password

パスワード
raw_input

TRUE に設定すると未加工のエンコードされた文字列が data パラメータとして仮定されます。 そうでなければ base64 文字列が仮定されます。

返り値

成功した場合復号された文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

method パラメータを通じて未知の暗号アルゴリズムが渡された場合、 E_WARNING レベルのエラーを発生します。

参考

openssl_encrypt() - データを暗号化

openssl_dh_compute_key
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

openssl_dh_compute_key — リモート DH キー及びローカル DH キーの公開値に関して、共有される秘密を計算

説明

string openssl_dh_compute_key ( string $pub_key , resource $dh_key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pub_key

公開鍵
dh_key

DH キー

返り値

成功した場合計算されたキー、失敗した場合に FALSE を返します。
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openssl_digest
(PHP 5 >= 5.3.0)

openssl_digest — ダイジェストを計算

説明

string openssl_digest ( string $data , string $method [, bool $raw_output = false ] )

与えられたメソッドを使って、与えられたデータに対するダイジェスト・ハッシュ値を計算し、 未加工の、または binhex エンコードされた文字列を返します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
data

データ
method

ダイジェスト・メソッド
raw_output

TRUE に設定すると未加工の出力データとして返します。 そうでなければ binhex エンコードされた値を返します。

返り値

成功した場合ダイジェスト・ハッシュ値、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

method パラメータを通じて未知の署名アルゴリズムが渡された場合、 E_WARNING レベルのエラーを発生します。

参考

openssl_get_cipher_methods() - 利用可能な暗号メソッドを取得

openssl_encrypt
(PHP 5 >= 5.3.0)

openssl_encrypt — データを暗号化

説明

string openssl_encrypt ( string $data , string $method , string $password [, bool $raw_output = false ] )

与えられた文字列を与えられたメソッドとキーで暗号化して、 未加工の、または base64 エンコードされた文字列を返します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
data

データ
method

暗号メソッド
password

パスワード
raw_output
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TRUE に設定すると未加工の出力データとして返します。 そうでなければ base64 エンコードされた値を返します。

返り値

成功した場合暗号化された文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

method パラメータを通じて未知の暗号アルゴリズムが渡された場合、 E_WARNING レベルのエラーを発生します。

参考

openssl_decrypt() - データを復号

openssl_error_string
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_error_string — OpenSSL エラーメッセージを返す

説明

string openssl_error_string ( void )

openssl_error_string() は、 OpenSSL ライブラリから直近のエラーを返します。 エラーメッセージはスタックにつまれており、 全ての情報を集めるにはこの関数を複数回コールする必要があります。

返り値

エラーメッセージ文字列を返します。 エラーメッセージがもうない場合は、FALSE を返します。

例

例1 openssl_error_string() の例
<?php
// ここで、処理に失敗する OpenSSL 関数をコールしたと仮定します
while ($msg = openssl_error_string())
    echo $msg . "<br />\n";
?>

openssl_free_key
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_free_key — キーリソースを開放する

説明

void openssl_free_key ( resource $key_identifier )

openssl_free_key() は、指定した key_identifier が指すキーをメモリから開放します。

パラメータ
key_identifier

返り値

値を返しません。

openssl_get_cipher_methods
(PHP 5 >= 5.3.0)

openssl_get_cipher_methods — 利用可能な暗号メソッドを取得

説明
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array openssl_get_cipher_methods ([ bool $aliases = false ] )

利用可能な暗号メソッドの一覧を取得します。

パラメータ
aliases

返される array に暗号のエイリアスを含めるべき場合、 TRUE に設定します

返り値

利用可能な暗号メソッドの array

例

例1 openssl_get_cipher_methods() の例

どのように利用可能な暗号が見るか、およびどのエイリアスが利用可能か示します。
<?php
$ciphers             = openssl_get_cipher_methods();
$ciphers_and_aliases = openssl_get_cipher_methods(true);
$cipher_aliases      = array_diff($ciphers_and_aliases, $ciphers);

print_r($ciphers);

print_r($cipher_aliases);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => AES-128-CBC
    [1] => AES-128-CFB
    [2] => AES-128-CFB1
    [3] => AES-128-CFB8
    [4] => AES-128-ECB
    [5] => AES-128-OFB
    [6] => AES-192-CBC
    [7] => AES-192-CFB
    [8] => AES-192-CFB1
    [9] => AES-192-CFB8
    [10] => AES-192-ECB
    [11] => AES-192-OFB
    [12] => AES-256-CBC
    [13] => AES-256-CFB
    [14] => AES-256-CFB1
    [15] => AES-256-CFB8
    [16] => AES-256-ECB
    [17] => AES-256-OFB
    [18] => BF-CBC
    [19] => BF-CFB
    [20] => BF-ECB
    [21] => BF-OFB
    [22] => CAST5-CBC
    [23] => CAST5-CFB
    [24] => CAST5-ECB
    [25] => CAST5-OFB
    [26] => DES-CBC
    [27] => DES-CFB
    [28] => DES-CFB1
    [29] => DES-CFB8
    [30] => DES-ECB
    [31] => DES-EDE
    [32] => DES-EDE-CBC
    [33] => DES-EDE-CFB
    [34] => DES-EDE-OFB
    [35] => DES-EDE3
    [36] => DES-EDE3-CBC
    [37] => DES-EDE3-CFB
    [38] => DES-EDE3-OFB
    [39] => DES-OFB
    [40] => DESX-CBC
    [41] => IDEA-CBC
    [42] => IDEA-CFB
    [43] => IDEA-ECB
    [44] => IDEA-OFB
    [45] => RC2-40-CBC
    [46] => RC2-64-CBC
    [47] => RC2-CBC
    [48] => RC2-CFB
    [49] => RC2-ECB
    [50] => RC2-OFB
    [51] => RC4
    [52] => RC4-40
    [53] => aes-128-cbc
    [54] => aes-128-cfb
    [55] => aes-128-cfb1
    [56] => aes-128-cfb8
    [57] => aes-128-ecb
    [58] => aes-128-ofb
    [59] => aes-192-cbc
    [60] => aes-192-cfb
    [61] => aes-192-cfb1
    [62] => aes-192-cfb8
    [63] => aes-192-ecb
    [64] => aes-192-ofb
    [65] => aes-256-cbc
    [66] => aes-256-cfb
    [67] => aes-256-cfb1
    [68] => aes-256-cfb8
    [69] => aes-256-ecb
    [70] => aes-256-ofb
    [71] => bf-cbc
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    [72] => bf-cfb
    [73] => bf-ecb
    [74] => bf-ofb
    [75] => cast5-cbc
    [76] => cast5-cfb
    [77] => cast5-ecb
    [78] => cast5-ofb
    [79] => des-cbc
    [80] => des-cfb
    [81] => des-cfb1
    [82] => des-cfb8
    [83] => des-ecb
    [84] => des-ede
    [85] => des-ede-cbc
    [86] => des-ede-cfb
    [87] => des-ede-ofb
    [88] => des-ede3
    [89] => des-ede3-cbc
    [90] => des-ede3-cfb
    [91] => des-ede3-ofb
    [92] => des-ofb
    [93] => desx-cbc
    [94] => idea-cbc
    [95] => idea-cfb
    [96] => idea-ecb
    [97] => idea-ofb
    [98] => rc2-40-cbc
    [99] => rc2-64-cbc
    [100] => rc2-cbc
    [101] => rc2-cfb
    [102] => rc2-ecb
    [103] => rc2-ofb
    [104] => rc4
    [105] => rc4-40
)
Array
(
    [18] => AES128
    [19] => AES192
    [20] => AES256
    [21] => BF
    [26] => CAST
    [27] => CAST-cbc
    [32] => DES
    [47] => DES3
    [48] => DESX
    [50] => IDEA
    [55] => RC2
    [82] => aes128
    [83] => aes192
    [84] => aes256
    [85] => bf
    [90] => blowfish
    [91] => cast
    [92] => cast-cbc
    [97] => des
    [112] => des3
    [113] => desx
    [115] => idea
    [120] => rc2
)

参考

openssl_get_md_methods() - 利用可能なダイジェスト・メソッドを取得

openssl_get_md_methods
(PHP 5 >= 5.3.0)

openssl_get_md_methods — 利用可能なダイジェスト・メソッドを取得

説明

array openssl_get_md_methods ([ bool $aliases = false ] )

利用可能なダイジェスト・メソッドの一覧を取得します。

パラメータ
aliases

返される array にダイジェストのエイリアスを含めるべき場合、 TRUE に設定します

返り値

利用可能なダイジェスト・メソッドの array

例

例1 openssl_get_md_methods() の例

どのように利用可能なダイジェストが見るか、およびどのエイリアスが利用可能か示します。
<?php
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$digests             = openssl_get_md_methods();
$digests_and_aliases = openssl_get_md_methods(true);
$digest_aliases      = array_diff($digests_and_aliases, $digests);

print_r($digests);

print_r($digest_aliases);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => DSA
    [1] => DSA-SHA
    [2] => MD2
    [3] => MD4
    [4] => MD5
    [5] => RIPEMD160
    [6] => SHA
    [7] => SHA1
    [8] => SHA224
    [9] => SHA256
    [10] => SHA384
    [11] => SHA512
    [12] => dsaEncryption
    [13] => dsaWithSHA
    [14] => ecdsa-with-SHA1
    [15] => md2
    [16] => md4
    [17] => md5
    [18] => ripemd160
    [19] => sha
    [20] => sha1
    [21] => sha224
    [22] => sha256
    [23] => sha384
    [24] => sha512
)
Array
(
    [2] => DSA-SHA1
    [3] => DSA-SHA1-old
    [4] => DSS1
    [9] => RSA-MD2
    [10] => RSA-MD4
    [11] => RSA-MD5
    [12] => RSA-RIPEMD160
    [13] => RSA-SHA
    [14] => RSA-SHA1
    [15] => RSA-SHA1-2
    [16] => RSA-SHA224
    [17] => RSA-SHA256
    [18] => RSA-SHA384
    [19] => RSA-SHA512
    [28] => dsaWithSHA1
    [29] => dss1
    [32] => md2WithRSAEncryption
    [34] => md4WithRSAEncryption
    [36] => md5WithRSAEncryption
    [37] => ripemd
    [39] => ripemd160WithRSA
    [40] => rmd160
    [43] => sha1WithRSAEncryption
    [45] => sha224WithRSAEncryption
    [47] => sha256WithRSAEncryption
    [49] => sha384WithRSAEncryption
    [51] => sha512WithRSAEncryption
    [52] => shaWithRSAEncryption
    [53] => ssl2-md5
    [54] => ssl3-md5
    [55] => ssl3-sha1
)

参考

openssl_digest() - ダイジェストを計算
openssl_get_cipher_methods() - 利用可能な暗号メソッドを取得

openssl_get_privatekey
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_get_privatekey — openssl_pkey_get_private() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 openssl_pkey_get_private().

openssl_get_publickey
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_get_publickey — openssl_pkey_get_public() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 openssl_pkey_get_public().

openssl_open
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_open — シール(暗号化)されたデータをオープン(復号)する

説明

bool openssl_open ( string $sealed_data , string &$open_data , string $env_key , mixed $priv_key_id )

openssl_open() は、キー ID priv_key_id およびエンベロープキー env_key に関連する公開鍵を使用して、 sealed_data をオープン(復号)します。 エンベロープキーは、データがシール(暗号化)された際に生成され、特定の 一つの公開鍵でのみ使用することが可能です。詳細な
情報については、 openssl_seal() を参照ください。

パラメータ
sealed_data

open_data

成功した場合、オープンしたデータをここに返します。
env_key

priv_key_id

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 openssl_open() の例
<?php
// $sealed および $env_key に暗号化されたデータおよびエンベロープキー
// が含まれていると仮定。共にシール元(暗号化側)から与えられる。

// ファイルから公開鍵を取得し、使用可能とする
$fp = fopen("/src/openssl-0.9.6/demos/sign/key.pem", "r");
$priv_key = fread($fp, 8192);
fclose($fp);
$pkeyid = openssl_get_privatekey($priv_key);

// データを復号化し、$open に保存
if (openssl_open($sealed, $open, $env_key, $pkeyid)) {
    echo "here is the opened data: ", $open;
} else {
    echo "failed to open data";
}

// 公開鍵をメモリから開放
openssl_free_key($pkeyid);
?>

参考

openssl_seal() - データをシール(暗号化)する

openssl_pkcs12_export_to_file
(PHP 5 >= 5.2.2)

openssl_pkcs12_export_to_file — PKCS#12 互換の証明書保存ファイルをエクスポートする

説明

bool openssl_pkcs12_export_to_file ( mixed $x509 , string $filename , mixed $priv_key , string $pass [, array $args ] )

openssl_pkcs12_export_to_file() は、 x509 をファイル filename に PKCS#12 フォーマットで保存します。

パラメータ
x509

使用できる値の一覧は キー/証明書パラメータ を参照ください。
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filename

出力ファイルへのパス。
priv_key

PKCS#12 ファイルのプライベートキーコンポーネント。
pass

PKCS#12 ファイルのロックを解除するためのパスワード。
args

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_pkcs12_export
(PHP 5 >= 5.2.2)

openssl_pkcs12_export — PKCS#12 互換の証明書保存ファイルを変数にエクスポートする

説明

bool openssl_pkcs12_export ( mixed $x509 , string &$out , mixed $priv_key , string $pass [, array $args ] )

openssl_pkcs12_export() は、 x509 を PKCS#12 ファイルフォーマットにしたものを out で指定した文字列に格納します。

パラメータ
x509

使用できる値の一覧は キー/証明書パラメータ を参照ください。
out

成功した場合に、ここに PKCS#12 が保存されます。
priv_key

PKCS#12 ファイルのプライベートキーコンポーネント。
pass

PKCS#12 ファイルのロックを解除するためのパスワード。
args

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_pkcs12_read
(PHP 5 >= 5.2.2)

openssl_pkcs12_read — PKCS#12 認証ストアをパースして配列形式にする

説明

bool openssl_pkcs12_read ( string $pkcs12 , array &$certs , string $pass )

openssl_pkcs12_read() は、 pkcs12 で指定した PKCS#12 認証ストアをパースして certs で指定した配列に格納します。

パラメータ
pkcs12

certs

成功した場合に、ここに認証ストアデータが格納されます。
pass
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PKCS#12 ファイルのロックを解除するためのパスワード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_pkcs7_decrypt
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_pkcs7_decrypt — S/MIME 暗号化されたメッセージを復号する

説明

bool openssl_pkcs7_decrypt ( string $infilename , string $outfilename , mixed $recipcert [, mixed $recipkey ] )

infilename で指定したファイル中の S/MIME 暗号化されたメッセージを、recipcert および recipkey で指定した証明書と公開鍵を用いて復号します。

パラメータ
infilename

outfilename

復号したメッセージは、outfilename で指定したファイルに出力されます。
recipcert

recipkey

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 openssl_pkcs7_decrypt() の例
<?php
// $cert および $key にはあなたの個人証明書と公開鍵が含まれており、
// あなたはS/MIMEメッセージの受信者であると仮定します。
$infilename = "encrypted.msg";  // 暗号化されたメッセージを含むファイル
$outfilename = "decrypted.msg"; // このファイルへの書き込み権限が必要
if (openssl_pkcs7_decrypt($infilename, $outfilename, $cert, $key)) {
    echo "復号しました!";
} else {
    echo "復号に失敗しました!";
}
?>

openssl_pkcs7_encrypt
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_pkcs7_encrypt — S/MIME メッセージを暗号化する

説明

bool openssl_pkcs7_encrypt ( string $infile , string $outfile , mixed $recipcerts , array $headers [, int $flags = 0 [, int $cipherid = OPENSSL_CIPHER_RC2_40 ]] )

openssl_pkcs7_encrypt() は、 infile という名前のファイルの内容を RC2 40 ビット暗号により暗号化します。この内容は、 recipcerts で指定した意図する受信者によってのみ読むことが可能です。

パラメータ
infile

outfile

recipcerts

X.509 証明書または X.509 証明書の配列。
headers

headers は、 暗号化された後にデータの前に付加されるヘッダの配列です。

headers  
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はヘッダ名をキーとする連想配列または添字配列であり、 各要素には、各ヘッダ行が一行ずつ含まれています。
flags

flags は オプションとして使用可能であり、エンコード処理を変更するために指定します。 PKCS7 定数 を参照ください。
cipherid

cipherid で暗号を選択可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 cipherid パラメータが追加されました。

例

例1 openssl_pkcs7_encrypt() の例
<?php
// 暗号化するメッセージを nighthawk という名前の外部の秘密の
// エージェントに送信します。送信先の証明書をファイル nighthawk.pem に
// 有しています。
$data = <<<EOD
Nighthawk,

Top secret, for your eyes only!

The enemy is closing in! Meet me at the cafe at 8.30am
to collect your forged passport!

HQ
EOD;

// キーを読み込む
$key = file_get_contents("nighthawk.pem");

// ファイルにメッセージを保存
$fp = fopen("msg.txt", "w");
fwrite($fp, $data);
fclose($fp);

// メッセージを暗号化
if (openssl_pkcs7_encrypt("msg.txt", "enc.txt", $key,
    array("To" => "nighthawk@example.com", // 連想配列の構文
          "From: HQ <hq@example.com>", // 添字配列の構文
          "Subject" => "Eyes only"))) {
    // メッセージを暗号化し、送信します!
    exec(ini_get("sendmail_path") . " < enc.txt");
}
?>

openssl_pkcs7_sign
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_pkcs7_sign — S/MIME メッセージにサインする

説明

bool openssl_pkcs7_sign ( string $infilename , string $outfilename , mixed $signcert , mixed $privkey , array $headers [, int $flags = PKCS7_DETACHED [, string $extracerts ]] )

openssl_pkcs7_sign() は、 infilename という名前のファイルの内容について パラメータ signcert および privkey で指定した証明書と公開鍵を用いてサインをします。

パラメータ
infilename

outfilename

signcert

privkey

headers

headers は、ヘッダの配列です。このヘッダは、 サインされた後でデータの前に付加されます (このパラメータの形式の詳細については openssl_pkcs7_encrypt() を参照ください)。
flags

flags を出力を変更するために使用することが可能です。 PKCS7 定数 を参照ください。
extracerts
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extracerts には、 サインに含めるための他の一連の証明書を記述したファイル名を指定します。 これは、例えば送信者が使用した証明書を受信者が検証しやすくするために使用することが可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 openssl_pkcs7_sign() の例
<?php
// 受信者が送信者を確認できるようにサインしたいメッセージ
$data = <<<EOD

You have my authorization to spend $10,000 on dinner expenses.

The CEO
EOD;
// ファイルにメッセージを保存
$fp = fopen("msg.txt", "w");
fwrite($fp, $data);
fclose($fp);
// 暗号化
if (openssl_pkcs7_sign("msg.txt", "signed.txt", "mycert.pem",
    array("file://mycert.pem", "mypassphrase"),
    array("To" => "joes@example.com", // 連想配列の構文
          "From: HQ <ceo@example.com>", // 添字配列の構文
          "Subject" => "Eyes only")
    )) {
    // メッセージはサインされました。送信しましょう!
    exec(ini_get("sendmail_path") . " < signed.txt");
}
?>

openssl_pkcs7_verify
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_pkcs7_verify — S/MIME でサインされたメッセージの署名を検証する

説明

mixed openssl_pkcs7_verify ( string $filename , int $flags [, string $outfilename [, array $cainfo [, string $extracerts [, string $content ]]]] )

openssl_pkcs7_verify() は、 指定したファイルの S/MIME メッセージを読み込み、デジタル署名を評価します。

パラメータ
filename

メッセージへのパス。
flags

flags により署名の検証方法を指定することが可能です。 詳細については、PKCS7 定数 を参照ください。
outfilename

outfilename を指定する場合、 メッセージに署名した人の証明書が PEM 形式で保存されたファイルの名前をこの変数に指定する必要があります。
cainfo

cainfo が指定された場合、 検証処理で使用するために認証済みの CA 証明書に関する情報を保持する必要があります。 このパラメータに関するより詳細な情報については、 証明書の検証 を参照ください。
extracerts

extracerts が指定された場合、 これは未認証の CA として一連の証明書を使用するためのファイルの名前となります。
content

ファイル名とともに content を指定すると、検証したデータがここに格納されます。 格納する際に、署名情報は除去されます。

返り値

署名が検証された場合は TRUE、正しくない場合 (メッセージが改暫されたか署名に用いられた証明書が無効) は FALSE、 エラーの場合に -1 を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 content パラメータが追加されました。

注意
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注意: RFC 2045 にあるように、 filename パラメータのファイル名が 76 文字より長くなってはいけません。

openssl_pkey_export_to_file
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_pkey_export_to_file — エクスポート可能な形式で、キーをファイルに取得する

説明

bool openssl_pkey_export_to_file ( mixed $key , string $outfilename [, string $passphrase [, array $configargs ]] )

openssl_pkey_export_to_file() は、ASCII 変換された (PEM エンコードされた) key を outfilename のファイルに保存します。

注意: この関数を正しく動作させるには、正しい形式の openssl.cnf をインストールしておく必要があります。 詳細な情報は、インストールについてのセクション を参照ください。

パラメータ
key

outfilename

出力ファイルへのパス。
passphrase

オプションで passphrase を使用してキーを保護することが可能です。
configargs

configargs により openssl 設定ファイルの設定を 追加したり上書きしたりすることで、エクスポート処理の詳細設定が可能です。 configargs についての詳細な情報は openssl_csr_new() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_pkey_export
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_pkey_export — エクスポート可能な形式で、キーを文字列に取得する

説明

bool openssl_pkey_export ( mixed $key , string &$out [, string $passphrase [, array $configargs ]] )

openssl_pkey_export() は、 key を PEM エンコードした文字列として取得し、 out（参照渡し）に格納します。

注意: この関数を正しく動作させるには、正しい形式の openssl.cnf をインストールしておく必要があります。 詳細な情報は、インストールについてのセクション を参照ください。

パラメータ
key

out

passphrase

オプションで passphrase を使用してキーを保護することが可能です。
configargs

configargs により openssl 設定ファイルの設定を 追加したり上書きしたりすることで、エクスポート処理の詳細設定が可能です。 configargs についての詳細な情報は openssl_csr_new() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_pkey_free
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)
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openssl_pkey_free — 秘密鍵を開放する

説明

void openssl_pkey_free ( resource $key )

この関数は、openssl_pkey_new() で作成した秘密鍵を開放します。

パラメータ
key

キーを保持するリソース。

返り値

値を返しません。

openssl_pkey_get_details
(PHP 5 >= 5.2.0)

openssl_pkey_get_details — キーの詳細の配列を返す

説明

array openssl_pkey_get_details ( resource $key )

この関数は、キーの詳細 (bits, key, type) を返します。

パラメータ
key

キーを保持する配列。

返り値

成功した場合にキーの詳細を含む配列、失敗した場合に FALSE を返します。 返される配列のキーは bits (ビット数)、 key (公開鍵を表す文字列) および type (キーの種類。 OPENSSL_KEYTYPE_RSA、 OPENSSL_KEYTYPE_DSA、 OPENSSL_KEYTYPE_DH、 OPENSSL_KEYTYPE_EC のいずれか。あ
るいは不明な場合は -1) となります。

使っているキーの型によって、さらに詳細が返されます。 常に存在するわけではない要素もあることに注意しましょう。

OPENSSL_KEYTYPE_RSA の場合は "rsa" というキーがあり、キーのデータが返されます。
キー 説明

"n"  
"e"  
"d"  
"p"  
"q"  
"dmp1"  
"dmq1"  
"iqmp"  
OPENSSL_KEYTYPE_DSA の場合は "dsa" というキーがあり、キーのデータが返されます。
キー 説明

"p"  
"q"  
"g"  
"priv_key"  
"pub_key"  
OPENSSL_KEYTYPE_DH の場合は "dh" というキーがあり、キーのデータが返されます。
キー 説明

"p"  
"g"  
"priv_key"  
"pub_key"  
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openssl_pkey_get_private
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_pkey_get_private — 秘密鍵を取得する

説明

resource openssl_pkey_get_private ( mixed $key [, string $passphrase = "" ] )

openssl_get_privatekey() は key をパースし、他の関数で使用できるよう準備します。

パラメータ
key

key は以下のいずれかです。

1. file://path/to/file.pem 形式の文字列。 このファイルは、PEM エンコードされた証明書/秘密鍵である必要が あります（両方を含むことも可能です）。
2. PEM フォーマットの秘密鍵。

passphrase

指定されたキーが（パスフレーズを用いて）暗号化されている場合は、 オプションのパラメータ passphrase を使用する必要があります。

返り値

成功した場合に正のキーリソース ID、エラー時に FALSE を返します。

openssl_pkey_get_public
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_pkey_get_public — 証明書から公開鍵を抽出し、使用できるようにする

説明

resource openssl_pkey_get_public ( mixed $certificate )

openssl_get_publickey() は公開鍵を certificate から抽出し、 他の関数で使用できるよう準備します。

パラメータ
certificate

certificate は以下のいずれかです。

1. an X.509 証明書リソース
2. file://path/to/file.pem 形式の文字列。 このファイルは、PEM エンコードされた証明書/秘密鍵である必要が あります（両方を含むことも可能です）。
3. PEM フォーマットの秘密鍵。

返り値

成功した場合に正のキーリソース ID、エラー時に FALSE を返します。

openssl_pkey_new
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_pkey_new — 新規に秘密鍵を生成する

説明

resource openssl_pkey_new ([ array $configargs ] )

openssl_pkey_new() は、 新しい秘密鍵と公開鍵の鍵ペアを作成します。鍵の公開部は、 openssl_pkey_get_public() を使用して取得可能です。

注意: この関数を正しく動作させるには、正しい形式の openssl.cnf をインストールしておく必要があります。 詳細な情報は、インストールについてのセクション を参照ください。
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パラメータ
configargs

鍵の作成方法の詳細（ビット数など）を指定するには、 configargs を使用します。 configargs の詳細な情報については openssl_csr_new() を参照ください。

返り値

成功した場合に秘密鍵のリソース ID、 エラー時に FALSE を返します。

openssl_private_decrypt
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_private_decrypt — 秘密鍵でデータを復号する

説明

bool openssl_private_decrypt ( string $data , string &$decrypted , mixed $key [, int $padding = OPENSSL_PKCS1_PADDING ] )

openssl_private_decrypt() は、事前に openssl_public_encrypt() で暗号化された data を復号し、それを decrypted に格納します。

これを使用するのは、例えばあなたにのみ送られてきたデータを復号する場合です。

パラメータ
data

decrypted

key

key は、 データの暗号化に使用したものに対応する秘密鍵である必要があります。
padding

padding には、 OPENSSL_PKCS1_PADDING、 OPENSSL_SSLV23_PADDING、 OPENSSL_PKCS1_OAEP_PADDING、 OPENSSL_NO_PADDING が指定可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openssl_public_encrypt() - 公開鍵でデータを暗号化する
openssl_public_decrypt() - 公開鍵でデータを復号する

openssl_private_encrypt
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_private_encrypt — 秘密鍵でデータを暗号化する

説明

bool openssl_private_encrypt ( string $data , string &$crypted , mixed $key [, int $padding = OPENSSL_PKCS1_PADDING ] )

openssl_private_encrypt() は、data を秘密鍵 key で暗号化し、それを crypted に格納します。暗号化されたデータは、 openssl_public_decrypt() を用いて復号可能です。

この関数を使用するのは、例えばデータ（あるいはその一部）に署名をし、 それが他人によって書かれたものでないことを証明する場合です。

パラメータ
data

crypted

key

padding

padding には OPENSSL_PKCS1_PADDING あるいは OPENSSL_NO_PADDING が指定可能です。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openssl_public_encrypt() - 公開鍵でデータを暗号化する
openssl_public_decrypt() - 公開鍵でデータを復号する

openssl_public_decrypt
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_public_decrypt — 公開鍵でデータを復号する

説明

bool openssl_public_decrypt ( string $data , string &$decrypted , mixed $key [, int $padding = OPENSSL_PKCS1_PADDING ] )

openssl_public_decrypt() は、事前に openssl_private_encrypt() で暗号化された data を復号し、それを decrypted に格納します。

これを使用するのは、例えばメッセージの作者が秘密鍵の所有者であるかどうかを調べる場合です。

パラメータ
data

decrypted

key

key は、 データの暗号化に使用したものに対応する公開鍵である必要があります。
padding

padding には OPENSSL_PKCS1_PADDING あるいは OPENSSL_NO_PADDING が指定可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openssl_private_encrypt() - 秘密鍵でデータを暗号化する
openssl_private_decrypt() - 秘密鍵でデータを復号する

openssl_public_encrypt
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_public_encrypt — 公開鍵でデータを暗号化する

説明

bool openssl_public_encrypt ( string $data , string &$crypted , mixed $key [, int $padding = OPENSSL_PKCS1_PADDING ] )

openssl_public_encrypt() は、data を公開鍵 key で暗号化し、それを crypted に格納します。暗号化されたデータは openssl_private_decrypt() を用いて復号可能です。

この関数を使用するのは、例えば秘密鍵の所有者にのみ読めるようにメッセージを暗号化する場合です。 また、データベースに格納するデータを安全な形式にするためにも使用されます。

パラメータ
data

crypted

暗号化した結果がここに格納されます。
key

公開鍵。
padding

padding には OPENSSL_PKCS1_PADDING、 OPENSSL_SSLV23_PADDING、 OPENSSL_PKCS1_OAEP_PADDING、 OPENSSL_NO_PADDING が指定可能です。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

openssl_private_encrypt() - 秘密鍵でデータを暗号化する
openssl_private_decrypt() - 秘密鍵でデータを復号する

openssl_random_pseudo_bytes
(PHP 5 >= 5.3.0)

openssl_random_pseudo_bytes — 疑似乱数のバイト文字列を生成する

説明

string openssl_random_pseudo_bytes ( string $length [, bool &$crypto_strong ] )

疑似乱数のバイト文字列を生成します。長さは length パラメータで指定します。

暗号学的に強いアルゴリズムを使って疑似乱数を生成したかどうかを知ることもできます。 オプションのパラメータ crypto_strong を使います。 これが FALSE になることはまずないでしょうが、 古いシステムなどではそうなることもあります。

パラメータ
length

希望するバイト長。正の整数でなければなりません。PHP は、 このパラメータを非 null の整数値にキャストして利用します。
crypto_strong

これを渡しておくと、使ったアルゴリズムが暗号学的に強いものであるかどうかを表す boolean 値が格納されます。「強い」とは、 GPG やパスワードなどに使っても安全であるという意味です。強い場合は TRUE、そうでない場合は FALSE となります。

返り値

成功した場合は指定したバイト長の string を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 openssl_random_pseudo_bytes() の例
<?php
for ($i = -1; $i <= 4; $i++) {
    $bytes = openssl_random_pseudo_bytes($i, $cstrong);
    $hex   = bin2hex($bytes);

    echo "Lengths: Bytes: $i and Hex: " . strlen($hex) . PHP_EOL;
    var_dump($hex);
    var_dump($cstrong);
    echo PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Lengths: Bytes: -1 and Hex: 0
string(0) ""
NULL

Lengths: Bytes: 0 and Hex: 0
string(0) ""
NULL

Lengths: Bytes: 1 and Hex: 2
string(2) "42"
bool(true)

Lengths: Bytes: 2 and Hex: 4
string(4) "dc6e"
bool(true)

Lengths: Bytes: 3 and Hex: 6
string(6) "288591"
bool(true)

Lengths: Bytes: 4 and Hex: 8
string(8) "ab86d144"
bool(true)

参考

bin2hex() - バイナリデータを16進表現に変換する
crypt() - 文字列の一方向のハッシュ化を行う
mt_rand() - よりよい乱数値を生成する
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uniqid() - 一意な ID を生成する

openssl_seal
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_seal — データをシール(暗号化)する

説明

int openssl_seal ( string $data , string &$sealed_data , array &$env_keys , array $pub_key_ids )

openssl_seal() は、ランダムに生成された秘密鍵により RC4 を使用して data をシール(暗号化) します。このキーは、pub_key_ids を ID とする 公開鍵で暗号化されます。これは、暗号化されたデータを複数の受信者に 送信できることを意味します（この際、各受信者は送信側
に公開鍵を 提供します）。各受信者は、暗号化されたデータとその受信者の 公開鍵で暗号化されたエンベロープキーを受け取る必要があります。

パラメータ
data

sealed_data

env_keys

pub_key_ids

返り値

成功時にシール(暗号化)されたデータの長さ、エラー時に FALSE を返します。成功時には、暗号化されたデータが sealed_data に、エンベロープキーが env_keys に返されます。

例

例1 openssl_seal() の例
<?php
// $data には、暗号化されるデータが含まれていると仮定

// 受信者の公開鍵を取得し、使用可能にする
$fp = fopen("/src/openssl-0.9.6/demos/maurice/cert.pem", "r");
$cert = fread($fp, 8192);
fclose($fp);
$pk1 = openssl_get_publickey($cert);
// 2 番目の受信者についても同様
$fp = fopen("/src/openssl-0.9.6/demos/sign/cert.pem", "r");
$cert = fread($fp, 8192);
fclose($fp);
$pk2 = openssl_get_publickey($cert);

// メッセージを暗号化。$pk1 および $pk2 の所有者のみが、$sealed を
// データをそれぞれ $ekeys[0] および $ekeys[1] で復号化することが
// 可能
openssl_seal($data, $sealed, $ekeys, array($pk1, $pk2));

// キーをメモリから開放する
openssl_free_key($pk1);
openssl_free_key($pk2);
?>

参考

openssl_open() - シール(暗号化)されたデータをオープン(復号)する

openssl_sign
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_sign — 署名を生成する

説明

bool openssl_sign ( string $data , string &$signature , mixed $priv_key_id [, int $signature_alg = OPENSSL_ALGO_SHA1 ] )

openssl_sign() は、指定した data に関してハッシュ計算に SHA1 を使用して 署名を計算し、その後 priv_key_id で 指定した秘密鍵を使用して暗号化を行います。data 自体は 暗号化されないことに注意してください。

パラメータ
data

signature

成功した場合、署名が signature に格納されます。
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priv_key_id

signature_alg

詳細な情報は、 署名アルゴリズム の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 signature_alg パラメータが追加されました。

例

例1 openssl_sign() の例
<?php
// $data に署名するデータが含まれていると仮定

// ファイルから秘密鍵を取得するには、使用することができます
$fp = fopen("/src/openssl-0.9.6/demos/sign/key.pem", "r");
$priv_key = fread($fp, 8192);
fclose($fp);
$pkeyid = openssl_get_privatekey($priv_key);

// 署名を計算
openssl_sign($data, $signature, $pkeyid);

// メモリからキーを開放する
openssl_free_key($pkeyid);
?>

参考

openssl_verify() - 署名を検証する

openssl_verify
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

openssl_verify — 署名を検証する

説明

int openssl_verify ( string $data , string $signature , mixed $pub_key_id [, int $signature_alg = OPENSSL_ALGO_SHA1 ] )

openssl_verify() は、 pub_key_id が指す公開鍵を使用し、 指定した data に関して signature が正しいことを確認します。 署名が正しいと判定されるためには、 その公開鍵が署名の際に使用した秘密鍵に対応していることを必要とします。

パラメータ
data

signature

pub_key_id

signature_alg

詳細な情報は、 署名アルゴリズム の一覧を参照ください。

返り値

署名 (signature) が正しい場合に 1、正しくない場合に 0、 エラーの場合に -1 を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 signature_alg パラメータが追加されました。

例

例1 openssl_verify() の例
<?php
// $data および $signature はデータおよび署名が含まれていると仮定

// 認証局から公開鍵を取得し、使用可能にする
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$fp = fopen("/src/openssl-0.9.6/demos/sign/cert.pem", "r");
$cert = fread($fp, 8192);
fclose($fp);
$pubkeyid = openssl_get_publickey($cert);

// 署名が正しいかどうかを確認
$ok = openssl_verify($data, $signature, $pubkeyid);
if ($ok == 1) {
    echo "正しいです";
} elseif ($ok == 0) {
    echo "正しくありません";
} else {
    echo "署名を確認する際にエラーが発生しました";
}
// メモリからキーを開放
openssl_free_key($pubkeyid);
?>

参考

openssl_sign() - 署名を生成する

openssl_x509_check_private_key
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_x509_check_private_key — 秘密鍵が証明書に対応するかを確認する

説明

bool openssl_x509_check_private_key ( mixed $cert , mixed $key )

key が cert に対応する秘密鍵かどうかを調べます。

パラメータ
cert

証明書。
key

秘密鍵。

返り値

key が cert に対応する秘密鍵の場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

openssl_x509_checkpurpose
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_x509_checkpurpose — 証明書が特定の目的に使用可能かどうか確認する

説明

int openssl_x509_checkpurpose ( mixed $x509cert , int $purpose [, array $cainfo = array() [, string $untrustedfile ]] )

openssl_x509_checkpurpose() は証明書を調べ、 purpose で指定した目的に使用可能であるかどうかを確認します。

パラメータ
x509cert

調べたい証明書。
purpose

openssl_x509_checkpurpose() の目的
定数 説明

X509_PURPOSE_SSL_CLIENT この証明書を SSL 接続のクライアント側で使用できるか?
X509_PURPOSE_SSL_SERVER この証明書を SSL 接続のサーバ側で使用できるか?
X509_PURPOSE_NS_SSL_SERVER この証明書を Netscape SSL サーバで使用できるか?
X509_PURPOSE_SMIME_SIGN この証明書を S/MIME email で使用できるか?
X509_PURPOSE_SMIME_ENCRYPT この証明書を S/MIME email の暗号化で使用できるか?
X509_PURPOSE_CRL_SIGN この証明書を証明書取消リスト(CRL)にサインをする際に使用できるか?
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X509_PURPOSE_ANY この証明書をあらゆる用途に使用できるか?
これらのオプションはビットフィールドではありません。 指定できるのは一つだけです!

cainfo

cainfo は、証明書の認証 で説明したような信頼できる CA ファイル/ディレクトリの配列です。
untrustedfile

指定した場合は、これが証明書を含むPEMエンコードされたファイルの名前になります。 この証明書は、検証と証明を簡単化するために使用されます。 そのファイル内にある証明書は、信頼されない(untrusted)証明書とみなされます。

返り値

証明書が意図した目的に使用可能である場合に TRUE、使用できない場合に FALSE 、エラーの場合に -1 を返します。

openssl_x509_export_to_file
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_x509_export_to_file — 証明書をファイルにエクスポートする

説明

bool openssl_x509_export_to_file ( mixed $x509 , string $outfilename [, bool $notext ] )

openssl_x509_export_to_file() は、 PEM エンコード形式の x509 をファイル outfilename に保存します。

パラメータ
x509

使用できる値の一覧は キー/証明書パラメータ を参照ください。
outfilename

出力ファイルへのパス。
notext

オプションのパラメータ notext を設定すると、出力内容の冗長性が変化します。FALSE を指定すると、 人間が読むための追加情報が出力に含まれるようになります。 notext のデフォルト値は TRUE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_x509_export
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

openssl_x509_export — 証明書を文字列としてエクスポートする

説明

bool openssl_x509_export ( mixed $x509 , string &$output [, bool $notext ] )

openssl_x509_export() は、 PEM エンコード形式の x509 を文字列 output に保存します。

パラメータ
x509

使用できる値の一覧は キー/証明書パラメータ を参照ください。
output

成功した場合に、ここに PEM が格納されます。
notext

オプションのパラメータ notext を設定すると、出力内容の冗長性が変化します。FALSE を指定すると、 人間が読むための追加情報が出力に含まれるようになります。 notext のデフォルト値は TRUE です。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

openssl_x509_free
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_x509_free — 証明書リソースを開放する

説明

void openssl_x509_free ( resource $x509cert )

openssl_x509_free() は、メモリから指定した x509cert リソースに関連した証明書を開放します。

パラメータ
x509cert

返り値

値を返しません。

openssl_x509_parse
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_x509_parse — X509 証明書をパースし、配列として情報を返す

説明

array openssl_x509_parse ( mixed $x509cert [, bool $shortnames = true ] )

openssl_x509_parse() は、指定した x509cert に関する情報を返します。この情報には 題名、発行者名、目的、発効日および有効期限等が含まれます。

パラメータ
x509cert

shortnames

shortnames は、配列中でのデータの添字付けの 方法を設定します。shortnames が TRUE の場合 (デフォルト)、フィールドは短縮型で添字が付けられます。そうでない場合、 長い名前が使用されます。例えば、CN は commonName の短縮型です。

返り値

返されるデータの構造については（わざと）まだ文書化していません。 これは、今後もデータの構造が変更される可能性があるためです。

openssl_x509_read
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

openssl_x509_read — X.509 証明書をパースし、リソース ID を返す

説明

resource openssl_x509_read ( mixed $x509certdata )

openssl_x509_read() は、 x509certdata で指定した証明書をパースし、 その証明書用のリソースIDを返します。

パラメータ
x509certdata

返り値

成功した場合にリソース ID、失敗した場合に FALSE を返します。
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目次
openssl_csr_export_to_file — CSR をファイルにエクスポートする
openssl_csr_export — CSR を文字列としてエクスポートする
openssl_csr_get_public_key — CERT の公開鍵を返す
openssl_csr_get_subject — CERT の subject を返す
openssl_csr_new — CSR を作成する
openssl_csr_sign — 他の CERT（あるいは自分自身）で証明書をサインする
openssl_decrypt — データを復号
openssl_dh_compute_key — リモート DH キー及びローカル DH キーの公開値に関して、共有される秘密を計算
openssl_digest — ダイジェストを計算
openssl_encrypt — データを暗号化
openssl_error_string — OpenSSL エラーメッセージを返す
openssl_free_key — キーリソースを開放する
openssl_get_cipher_methods — 利用可能な暗号メソッドを取得
openssl_get_md_methods — 利用可能なダイジェスト・メソッドを取得
openssl_get_privatekey — openssl_pkey_get_private のエイリアス
openssl_get_publickey — openssl_pkey_get_public のエイリアス
openssl_open — シール(暗号化)されたデータをオープン(復号)する
openssl_pkcs12_export_to_file — PKCS#12 互換の証明書保存ファイルをエクスポートする
openssl_pkcs12_export — PKCS#12 互換の証明書保存ファイルを変数にエクスポートする
openssl_pkcs12_read — PKCS#12 認証ストアをパースして配列形式にする
openssl_pkcs7_decrypt — S/MIME 暗号化されたメッセージを復号する
openssl_pkcs7_encrypt — S/MIME メッセージを暗号化する
openssl_pkcs7_sign — S/MIME メッセージにサインする
openssl_pkcs7_verify — S/MIME でサインされたメッセージの署名を検証する
openssl_pkey_export_to_file — エクスポート可能な形式で、キーをファイルに取得する
openssl_pkey_export — エクスポート可能な形式で、キーを文字列に取得する
openssl_pkey_free — 秘密鍵を開放する
openssl_pkey_get_details — キーの詳細の配列を返す
openssl_pkey_get_private — 秘密鍵を取得する
openssl_pkey_get_public — 証明書から公開鍵を抽出し、使用できるようにする
openssl_pkey_new — 新規に秘密鍵を生成する
openssl_private_decrypt — 秘密鍵でデータを復号する
openssl_private_encrypt — 秘密鍵でデータを暗号化する
openssl_public_decrypt — 公開鍵でデータを復号する
openssl_public_encrypt — 公開鍵でデータを暗号化する
openssl_random_pseudo_bytes — 疑似乱数のバイト文字列を生成する
openssl_seal — データをシール(暗号化)する
openssl_sign — 署名を生成する
openssl_verify — 署名を検証する
openssl_x509_check_private_key — 秘密鍵が証明書に対応するかを確認する
openssl_x509_checkpurpose — 証明書が特定の目的に使用可能かどうか確認する
openssl_x509_export_to_file — 証明書をファイルにエクスポートする
openssl_x509_export — 証明書を文字列としてエクスポートする
openssl_x509_free — 証明書リソースを開放する
openssl_x509_parse — X509 証明書をパースし、配列として情報を返す
openssl_x509_read — X.509 証明書をパースし、リソース ID を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
目的を調べるフラグ
パディングフラグ
キーの型
PKCS7 フラグ/定数
署名アルゴリズム
暗号化方式
バージョン定数
Server Name Indication 定数

キー/証明書パラメータ
証明書の認証
OpenSSL 関数

openssl_csr_export_to_file — CSR をファイルにエクスポートする
openssl_csr_export — CSR を文字列としてエクスポートする
openssl_csr_get_public_key — CERT の公開鍵を返す
openssl_csr_get_subject — CERT の subject を返す
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openssl_csr_new — CSR を作成する
openssl_csr_sign — 他の CERT（あるいは自分自身）で証明書をサインする
openssl_decrypt — データを復号
openssl_dh_compute_key — リモート DH キー及びローカル DH キーの公開値に関して、共有される秘密を計算
openssl_digest — ダイジェストを計算
openssl_encrypt — データを暗号化
openssl_error_string — OpenSSL エラーメッセージを返す
openssl_free_key — キーリソースを開放する
openssl_get_cipher_methods — 利用可能な暗号メソッドを取得
openssl_get_md_methods — 利用可能なダイジェスト・メソッドを取得
openssl_get_privatekey — openssl_pkey_get_private のエイリアス
openssl_get_publickey — openssl_pkey_get_public のエイリアス
openssl_open — シール(暗号化)されたデータをオープン(復号)する
openssl_pkcs12_export_to_file — PKCS#12 互換の証明書保存ファイルをエクスポートする
openssl_pkcs12_export — PKCS#12 互換の証明書保存ファイルを変数にエクスポートする
openssl_pkcs12_read — PKCS#12 認証ストアをパースして配列形式にする
openssl_pkcs7_decrypt — S/MIME 暗号化されたメッセージを復号する
openssl_pkcs7_encrypt — S/MIME メッセージを暗号化する
openssl_pkcs7_sign — S/MIME メッセージにサインする
openssl_pkcs7_verify — S/MIME でサインされたメッセージの署名を検証する
openssl_pkey_export_to_file — エクスポート可能な形式で、キーをファイルに取得する
openssl_pkey_export — エクスポート可能な形式で、キーを文字列に取得する
openssl_pkey_free — 秘密鍵を開放する
openssl_pkey_get_details — キーの詳細の配列を返す
openssl_pkey_get_private — 秘密鍵を取得する
openssl_pkey_get_public — 証明書から公開鍵を抽出し、使用できるようにする
openssl_pkey_new — 新規に秘密鍵を生成する
openssl_private_decrypt — 秘密鍵でデータを復号する
openssl_private_encrypt — 秘密鍵でデータを暗号化する
openssl_public_decrypt — 公開鍵でデータを復号する
openssl_public_encrypt — 公開鍵でデータを暗号化する
openssl_random_pseudo_bytes — 疑似乱数のバイト文字列を生成する
openssl_seal — データをシール(暗号化)する
openssl_sign — 署名を生成する
openssl_verify — 署名を検証する
openssl_x509_check_private_key — 秘密鍵が証明書に対応するかを確認する
openssl_x509_checkpurpose — 証明書が特定の目的に使用可能かどうか確認する
openssl_x509_export_to_file — 証明書をファイルにエクスポートする
openssl_x509_export — 証明書を文字列としてエクスポートする
openssl_x509_free — 証明書リソースを開放する
openssl_x509_parse — X509 証明書をパースし、配列として情報を返す
openssl_x509_read — X.509 証明書をパースし、リソース ID を返す

Crack — Cracklib
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Crack 関数

Hash — HASH メッセージダイジェストフレームワーク
導入
インストール/設定
定義済み定数
Hash 関数

Mcrypt
導入
インストール/設定
定義済み定数
Mcrypt 暗号
例
Mcrypt 関数

Mhash
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Mhash 関数

OpenSSL
導入
インストール/設定
定義済み定数
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キー/証明書パラメータ
証明書の認証
OpenSSL 関数

データベース関連

抽象化レイヤー

データベース (dbm 形式) 抽象化レイヤ

導入
これらの関数は、Berkeley DB 型データベースへのアクセス用の基本関数を構成します。

これらの関数は、複数のファイルベースのデータベース用の抽象化レイヤです。 その機能は、» Oracle Berkeley DB でサポートされているような近代的なデータベースの 機能のサブセットに制限されています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
各機能の動作は、使用するデータベースの実装に依存します。 dba_optimize() および dba_sync() のような関数は、特定のデータベースでは動作しますが、他のデータベースでは 機能しません。サポートされるdbaハンドラをダウンロードし、インストールする 必要がありま
す。

DBA ハンドラのリスト
ハンドラ 注意

dbm dbm は最も古い(元祖の)Berkeley DB 型データベースです。可能なら ば使用しない方が良いでしょう。DB2 および gdbm に組み込まれている 互換性を保つための関数は、サポートされません。これは、実装されて いるのがソースレベルの互換性のみであり、元の
dbm フォーマットを 処理することができないためです。

ndbm ndbm は、dbm に比べて新しく、dbm よりも柔軟です。 dbm 固有の制約の多くをまだ有しています（そのため、 推奨されません）。
gdbm Gdbm は、» GNU データベースマネージャ です。
db2 DB2 は、» Oracle Berkeley DB 2 用です。これは、「スタンドアローンおよびクライアント/サーバー アプリケーションの両方で高性能な組込みデータベースサポートを提供する プログラム用ツールキット」として記述されています。
db3 DB3 は、» Oracle Berkeley DB 3 用です。
db4 DB4 は、» Oracle Berkeley DB 4 あるいは 5 用です。PHP 4.3.2 以降で利用可能です。 BDB 5 を使用できるのは、PHP 5.3.3 以降です。

cdb cdb は「固定データベースの作成・読込み用の、高速で高信頼性の 軽量型パッケージ」です。これは qmail の作者によるものであり、 » http://cr.yp.to/cdb.html にあります。 固定であるため、読込操作のみがサポートされます。 PHP 4.3.0 以降、内部的な cdb
ライブラリにより（更新ではなく） 書き込みがサポートされています。

cdb_make PHP 4.3.0 以降、付属する cdb ライブラリを使用する場合に cdb ファイルの（更新ではなく）作成をサポートします。

flatfile これは、PHP 4.3.0 以降で利用可能で、古い dbm 拡張モジュールとの互換性の ためだけのものであり、使用するべきではありません。 しかし、ファイルがこの形式で作成された場所でこれを使用する ことができます。これは、configure が外部ライブラリを見付
ける ことができない場合に生じます。

inifile これは PHP 4.3.3 以降で利用可能で、PHP スクリプトから php.ini ファイルを書き換えられるようにします。ini ファイルを扱う場合は、 array(0=>group,1=>value_name) のような配列、あるいは "[group]value_name" のような文字列を渡します（group はオ
プションです）。 dba_firstkey() や dba_nextkey() はキーを文字列形式で返しますが、PHP 5 以降で利用できる dba_key_split() を用いるとそれを配列形式に 変換できます。その際に FALSE を失うこともありません。

qdbm これは PHP 5.0.0 以降で有効です。qdbm ライブラリは » http://qdbm.sourceforge.net/ にあります。

dba_open() または dba_popen() 関数を実行する際、引数にハンドラ名の一つを指定する必要があります。 実際に利用可能なハンドラのリストは、 phpinfo() または dba_handlers() をコールした際に表示されます。

インストール手順
設定オプション --enable-dba=shared を使用することにより、dbm 形式のデータベースをサポートする動的に ロード可能なモジュールを有効にして PHP を構築することができます。 また、PHP の configure 行に設定スイッチ --with-XXXX を指定することにより、少な
くとも以下のハンドラの一つのサポートを 追加する必要があります。

http://www.oracle.com/database/berkeley-db/index.html
ftp://ftp.gnu.org/pub/gnu/gdbm/
ftp://ftp.gnu.org/pub/gnu/gdbm/
ftp://ftp.gnu.org/pub/gnu/gdbm/
http://www.sleepycat.com/
http://www.sleepycat.com/
http://www.sleepycat.com/
http://www.sleepycat.com/
http://www.sleepycat.com/
http://cr.yp.to/cdb.html
http://qdbm.sourceforge.net/
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警告

PHP の configuring とコンパイルを済ませたら、コマンドラインから次の テストを実行する必要があります: php run-tests.php ext/dba これは、指定したハンドラの組み合わせが動作するかどうかを調べます。 いちばん問題のあるのは dbm と ndbm の組み合わせで、これ
らは多くの場合何らかの衝突を引き起こします。 その原因は、いくつかのシステムではこれらのライブラリが他のライブラリの 一部となっていることで。configure 時のテストでは個々のハンドラについての 設定不備は調べられますが、それらの組み合わせについてはテストで
きません。

サポートされるDBAハンドラ
ハンド
ラ configure のスイッチ

dbm

dbm のサポートを有効にするには、 --with-dbm[=DIR] を追加します。

注意:

dbm は一般的にはラッパで、しばしば失敗を引き起こします。 その動作をしっかり把握しており、ほんとうにそれを必要とする場合のみ dbm を使用するようにすべきです。

ndbm

ndbm のサポートを有効にするには、 --with-ndbm[=DIR] を追加します。

注意:

ndbm は一般的にはラッパで、しばしば失敗を引き起こします。 その動作をしっかり把握しており、ほんとうにそれを必要とする場合のみ ndbm を使用するようにすべきです。

gdbm gdbm のサポートを有効にするには、 --with-gdbm[=DIR] を追加します。

db2

Oracle Berkeley DB のサポートを有効にするには、 --with-db2[=DIR] を追加します。

注意:

db2 は db3 および db4 とは同時に使えません。

db3

Oracle Berkeley DB 3 のサポートを有効にするには、 --with-db3[=DIR] を追加します。

注意:

db3 は db2 および db4 とは同時に使えません。

db4

Oracle Berkeley DB 4 あるいは 5 のサポートを有効にするには、 --with-db4[=DIR] を追加します。

注意:

db4 は db2 および db3 とは同時に使えません。

注意:

この db4 オプションは PHP 4.3.2 で追加されました。これ以前のバージョンでは、 --with-db3=DIR を使用し、 DIR に db4 ライブラリのパスを指定する必要する必要があります。 バージョン 4.3.0 より前の PHP では、4.1 以降のバージョンの db を使
用することはできません。また、バージョン 4.1 から 4.1.24 までの db ライブラリは、どの PHP のバージョンでも利用できません。

BDB 5 のサポートは PHP 5.3.3 で追加されました。

cdb

cdb のサポートを有効にするには、 --with-cdb[=DIR] を追加します。

注意:

PHP 4.3.0 以降、付属する cdb ライブラリを使用するために DIR を省略することができます。この場合、cdb_make ハンドラが追加されます。 これにより cdb ファイルを作成したり、PHPのストリームを用いて ネットワーク上の cdb ファイルにアクセス
できるようになります。

flatfile

flatfile のサポートを有効にするには、 --with-flatfile を追加します。

注意:

これは、古い dbm 拡張モジュール との互換性のために PHP 4.3.0 で追加されました。 このハンドラは、他のハンドラで必要とされるライブラリをひとつも インストールすることができない場合、そして、付属する cdb ハンドラを使用することができない
場合にのみ使用してください。

inifile

inifile のサポートを有効にするには、 --with-inifile を追加します。

注意:

これは PHP 5.0.0 で追加されました。これにより Microsoft 形式の .ini ファイル（php.ini のような）を 読み書きできるようになります。

qdbm

qdbm のサポートを有効にするには、 --with-qdbm[=DIR] を追加します。

注意:

qdbm は dbm および gdbm とは同時に使えません。

注意:

これは PHP 5.0.0 で追加されました。qdbm ライブラリは » http://qdbm.sourceforge.net/ にあります。

http://qdbm.sourceforge.net/
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注意:

PHP 4.3.0 までは、db2 および db3 ハンドラの両方を追加することが できましたが、内部的に使用できるのは片方だけでした。 これは、両方のファイル形式を使用することができないことを意味します。 PHP 5.0.0 以降、このような設定ミスを回避するよう設定の
確認が行われます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
関数 dba_open() および dba_popen() は、指定したデータベースファイルに アクセスするためのハンドルを返します。このハンドルは、他の全ての dba 関数コールで使用されます。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

基本的な例

基本的な例
例1 DBA の例
<?php

$id = dba_open("/tmp/test.db", "n", "db2");

if (!$id) {
    echo "dba_open failed\n";
    exit;
}

dba_replace("key", "This is an example!", $id);

if (dba_exists("key", $id)) {
    echo dba_fetch("key", $id);
    dba_delete("key", $id);
}

dba_close($id);
?>

DBA はバイナリセーフであり、いかなる制限も受けません。しかし、 使用するデータベースの実装による全ての制約を継承します。

全てのファイルベースのデータベースは、完全に使用可能なものについて 新規に作成されたデータベースのファイルモードを設定する手段を、 提供する必要があります。 ファイルモードは、通常 dba_open() または dba_popen() に 4 番目の引数として渡されます。

dba_firstkey() および dba_nextkey() 関数を用いて全てのエントリに 連続的にアクセスすることができます。アクセスする際にデータベースを 変更できない可能性があります。

例2 データベースへのアクセス
<?php

// データベースをオープンする
$key = dba_firstkey($id);

while ($key != false) {
    if (true) {          // 他の操作を後で行うためにキーを記憶する
        $handle_later[] = $key;
    }
    $key = dba_nextkey($id);
}

foreach ($handle_later as $val) {
    dba_delete($val, $id);
}

?>
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DBA 関数

dba_close
(PHP 4, PHP 5)

dba_close — DBA データベースを閉じる

説明

void dba_close ( resource $handle )

dba_close() は確立されたデータベースを閉じ、 により指定したデータベースハンドルの全てのリソースを開放します。

パラメータ
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

値を返しません。

参考

dba_open() - データベースをオープンする
dba_popen() - データベースを持続的にオープンする

dba_delete
(PHP 4, PHP 5)

dba_delete — キーが指す DBA エントリを削除する

説明

bool dba_delete ( string $key , resource $handle )

dba_delete() は、指定されたエントリを データベースから削除します。

パラメータ
key

削除するエントリのキー。
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_exists() - キーが存在するかどうかを確認する
dba_fetch() - キーが指すデータを取得する
dba_insert() - エントリを挿入する
dba_replace() - エントリを置換または挿入する

dba_exists
(PHP 4, PHP 5)

dba_exists — キーが存在するかどうかを確認する
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説明

bool dba_exists ( string $key , resource $handle )

dba_exists() は、指定した key がデータベースに存在するかどうかを確認します。

パラメータ
key

確認を行うキー。
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

キーが存在する場合に TRUE 、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

dba_delete() - キーが指す DBA エントリを削除する
dba_fetch() - キーが指すデータを取得する
dba_insert() - エントリを挿入する
dba_replace() - エントリを置換または挿入する

dba_fetch
(PHP 4, PHP 5)

dba_fetch — キーが指すデータを取得する

説明

string dba_fetch ( string $key , resource $handle )
string dba_fetch ( string $key , int $skip , resource $handle )

dba_fetch() は、handle が指すデータベースから key が指すデータを 取得します。

パラメータ
key

データを取得するキー。

注意:

inifile を利用する際には、この関数は配列を受け入れることが可能です。 インデックス 0 にはグループ名、インデックス 1 には値の名前を格納します。 dba_key_split() も参照ください。
skip

dba データベースを使用する際に無視する キー / 値 の組み合わせ数。 複数のキーに同じ名前をつけることがサポートされていないデータベースです、 この値は無視されます。
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

キー / データの組が見つかった場合にそれに関連する文字列、 それ以外の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3 複数のキーに同じ名前をつけられる cdb の機能に対応するため、 skip パラメータが使用可能になりました。

参考

dba_exists() - キーが存在するかどうかを確認する
dba_delete() - キーが指す DBA エントリを削除する
dba_insert() - エントリを挿入する
dba_replace() - エントリを置換または挿入する
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dba_key_split() - 文字列形式のキーを配列形式に分割する

dba_firstkey
(PHP 4, PHP 5)

dba_firstkey — 最初のキーを取得する

説明

string dba_firstkey ( resource $handle )

dba_firstkey() はデータベースの最初のキーを返し、 内部キーポインタをリセットします。 この関数によりデータベース全体を連続的にサーチすることが可能になります。

パラメータ
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合にキー、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_nextkey() - 次のキーを取得する
dba_key_split() - 文字列形式のキーを配列形式に分割する
DBA の例の例 2

dba_handlers
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

dba_handlers — 利用可能なハンドラの一覧を得る

説明

array dba_handlers ([ bool $full_info = false ] )

dba_handlers() は、この拡張モジュールにより サポートされる全てのハンドラの一覧を返します。

パラメータ
full_info

結果の全ての情報を表示するかどうかを切り替えます。

返り値

データベースハンドラの配列を返します。full_info が TRUE の場合、この配列はハンドラ名をキー、そのバージョンを値とする 連想配列となります。それ以外の場合はハンドラ名を値に持つ数値添字の配列と なります。

注意:

cdb ライブラリが用いられている場合、 cdb および cdb_make が表示されます。

例

例1 dba_handlers() の例
<?php

echo "Available DBA handlers:\n";
foreach (dba_handlers(true) as $handler_name => $handler_version) {
  // バージョン番号を見やすくする
  $handler_version = str_replace('$', '', $handler_version);
  echo " - $handler_name: $handler_version\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Available DBA handlers:
 - cdb: 0.75, Revision: 1.3.2.3 
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 - cdb_make: 0.75, Revision: 1.2.2.4 
 - db2: Sleepycat Software: Berkeley DB 2.7.7: (08/20/99)
 - inifile: 1.0, Revision: 1.6.2.3 
 - flatfile: 1.0, Revision: 1.5.2.4 

dba_insert
(PHP 4, PHP 5)

dba_insert — エントリを挿入する

説明

bool dba_insert ( string $key , string $value , resource $handle )

dba_insert() は、 データベースに key および value で記述されるエントリを挿入します。

パラメータ
key

挿入するエントリのキー。もしこのキーが既にデータベースに存在する場合、 この関数は失敗します。既存のキーを置き換える場合は、 dba_replace() を使用してください。
value

挿入する値。
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_exists() - キーが存在するかどうかを確認する
dba_delete() - キーが指す DBA エントリを削除する
dba_fetch() - キーが指すデータを取得する
dba_replace() - エントリを置換または挿入する

dba_key_split
(PHP 5)

dba_key_split — 文字列形式のキーを配列形式に分割する

説明

mixed dba_key_split ( mixed $key )

dba_key_split() は、キー（文字列形式） を配列に分割します。

パラメータ
key

文字列形式のキー。

返り値

array(0 => group, 1 => value_name) 形式の配列を返します。 key が NULL あるいは FALSE の場合には この関数は FALSE を返します。

参考

dba_firstkey() - 最初のキーを取得する
dba_nextkey() - 次のキーを取得する
dba_fetch() - キーが指すデータを取得する
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dba_list
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

dba_list — オープンされている全データベースファイルのリストを得る

説明

array dba_list ( void )

dba_list() は、オープンされている全ての データベースファイルの一覧を返します。

返り値

resourceid => filename 形式の連想配列を返します。

dba_nextkey
(PHP 4, PHP 5)

dba_nextkey — 次のキーを取得する

説明

string dba_nextkey ( resource $handle )

dba_nextkey() は、 が指すデータベースの次のキーを返し、内部キーポインタを進めます。

パラメータ
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合にキー、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_firstkey() - 最初のキーを取得する
dba_key_split() - 文字列形式のキーを配列形式に分割する
DBA の例の例 2

dba_open
(PHP 4, PHP 5)

dba_open — データベースをオープンする

説明

resource dba_open ( string $path , string $mode [, string $handler [, mixed $... ]] )

dba_open() は、handler を用いて mode を指定し、path にデータベースインスタンスを生成します。

パラメータ
path

通常のファイルシステムのパス。
mode

既存のデータベースへの読み込みアクセスには "r"、読込み/書き込み アクセスには "w" を指定します。 読み込み/書き込みアクセスおよび存在しない場合にデータベースの作成を するには "c" を、そして作成、削除、読込み/書き込みアクセス用には "n" を指定します。
データベースは BTree モードで作られます。 その他のモード (Hash や Queue) には対応していません。

さらに、次の文字でデータベースのロック方法を指定することができます。 .lck でデータベースをロックする場合には "l"、 データベースファイル自体をロックする場合は "d" を使用してください。 アプリケーション全体で統一した方法を用いることが重要です。

アクセスのテストを行う際にロックのために待ちたくない場合、"t" を 3 番目の文字に追加することができます。明らかにデータベースのロックが 不要な場合には、"l" や "d" の代わりに "-" を使用してロックを 行わないことができます。"d"、"l" または "-" のどれも指定
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されない場合、 "d"が指定されたものとしてデータベースファイルをロックします。

注意:

ひとつのデータベースファイルに同時に書き込めるのは、ひとつだけです。 dba を Web サーバで使用している際に複数のリクエストが書き込み処理を 行う必要がある場合、他の書き込みが終わってからでないと次の書き込みを 行うことができません。また、
書き込み中に読み込むことはできません。 dba 拡張モジュールは、このようなことを防止するためにロックを使用します。 以下の表を参照してください:

DBA のロック処理
既にオープンしているデータベース mode = "rl" mode = "rlt" mode = "wl" mode = "wlt" mode = "rd" mode = "rdt" mode = "wd" mode = "wdt"
not open ok ok ok ok ok ok ok ok
mode = "rl" ok ok wait false illegal illegal illegal illegal
mode = "wl" wait false wait false illegal illegal illegal illegal
mode = "rd" illegal illegal illegal illegal ok ok wait false
mode = "wd" illegal illegal illegal illegal wait false wait false

ok: 2 番目のコールは成功します。
wait: 2 番目のコールは、最初のデータベースで dba_close() がコールされるまで待ちます。
false: 2 番目のコールは、false を返します。
illegal: mode パラメータで "l" および "d" を同時に使用することはできません。

handler

path にアクセスする際に使用する ハンドラの名前。 dba_open() に指定したすべてのオプションが 渡され、その機能を用いることができます。

返り値

成功した場合に正のハンドル、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.3.0 ネットワーク接続されたデータベースファイルをオープンすることができます。 しかし、（http や ftp のような）ソケット接続が使用された場合、 リソース自体ではなくこの接続がロックされます。このような場合、 このリソースに関してのロック処理は単に無視さ
れることになり、 他の解決策を見付ける必要があることに留意する必要があります。

4.3.0 ロック処理と mode 修正子 "l", "d", "-", "t" が追加されました。 以前のバージョンの PHP では、GDBM 以外のデータベースハンドラで 同時データベースアクセスに対する保護を行うためには、セマフォを 使用する必要がありました。 System V セマフォサポート を参
照ください。

4.3.5
以前

オープンモード 'c' はいくつかの内部ハンドラでは正常に動作せず、 既存のデータベースにデータを追加するのではなく、データベースを 切り捨ててしまっていました。また、dbm と ndbm は典型的な設定で モード 'c' の処理が正常に動作しません（これは修正でき
ません）。

参考

dba_popen() - データベースを持続的にオープンする
dba_close() - DBA データベースを閉じる

dba_optimize
(PHP 4, PHP 5)

dba_optimize — データベースを最適化する

説明

bool dba_optimize ( resource $handle )

dba_optimize() は、指定されたデータベースを最適化します。

パラメータ
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_sync() - データベースを同期する
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dba_popen
(PHP 4, PHP 5)

dba_popen — データベースを持続的にオープンする

説明

resource dba_popen ( string $path , string $mode [, string $handler [, mixed $... ]] )

dba_popen() は、handler を用いて mode で path に持続的なデータベースインスタンスを確立します。

パラメータ
path

通常のファイルシステムのパス。
mode

既存のデータベースへの読み込みアクセスには "r"、読込み/書き込み アクセスには "w" を指定します。 読み込み/書き込みアクセスおよび存在しない場合にデータベースの作成を するには "c" を、そして作成、削除、読込み/書き込みアクセス用には "n" を指定します。
handler

path にアクセスする際に使用する ハンドラの名前。 dba_popen() に指定したすべてのオプションが 渡され、その機能を用いることができます。

返り値

成功した場合に正のハンドル、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_open() - データベースをオープンする
dba_close() - DBA データベースを閉じる

dba_replace
(PHP 4, PHP 5)

dba_replace — エントリを置換または挿入する

説明

bool dba_replace ( string $key , string $value , resource $handle )

dba_replace() は、handle で 指定したデータベースに key および value で記述されるエントリを 置換または挿入します。

パラメータ
key

置換するエントリのキー。
value

置換される値。
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_exists() - キーが存在するかどうかを確認する
dba_delete() - キーが指す DBA エントリを削除する
dba_fetch() - キーが指すデータを取得する
dba_insert() - エントリを挿入する
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dba_sync
(PHP 4, PHP 5)

dba_sync — データベースを同期する

説明

bool dba_sync ( resource $handle )

dba_sync() は データベースを同期します。サポートされる場合には、 おそらくディスクへの物理的アクセスへのきっかけとなることでしょう。

パラメータ
handle

dba_open() あるいは dba_popen() によって返されたデータベースハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dba_optimize() - データベースを最適化する

目次
dba_close — DBA データベースを閉じる
dba_delete — キーが指す DBA エントリを削除する
dba_exists — キーが存在するかどうかを確認する
dba_fetch — キーが指すデータを取得する
dba_firstkey — 最初のキーを取得する
dba_handlers — 利用可能なハンドラの一覧を得る
dba_insert — エントリを挿入する
dba_key_split — 文字列形式のキーを配列形式に分割する
dba_list — オープンされている全データベースファイルのリストを得る
dba_nextkey — 次のキーを取得する
dba_open — データベースをオープンする
dba_optimize — データベースを最適化する
dba_popen — データベースを持続的にオープンする
dba_replace — エントリを置換または挿入する
dba_sync — データベースを同期する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な例
DBA 関数

dba_close — DBA データベースを閉じる
dba_delete — キーが指す DBA エントリを削除する
dba_exists — キーが存在するかどうかを確認する
dba_fetch — キーが指すデータを取得する
dba_firstkey — 最初のキーを取得する
dba_handlers — 利用可能なハンドラの一覧を得る
dba_insert — エントリを挿入する
dba_key_split — 文字列形式のキーを配列形式に分割する
dba_list — オープンされている全データベースファイルのリストを得る
dba_nextkey — 次のキーを取得する
dba_open — データベースをオープンする
dba_optimize — データベースを最適化する
dba_popen — データベースを持続的にオープンする
dba_replace — エントリを置換または挿入する
dba_sync — データベースを同期する
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dbx

導入
dbx モジュールは、データベース抽象化レイヤ（db 'X' の 'X' は、 サポートされるデータベースの一つを意味します）のことです。dbx 関数 により、サポートされる全てのデータベースを単一の呼出表記により アクセスすることが可能になります。dbx 関数自体は、データ
ベースへの 直接のインターフェイスを有しませんが、それらのデータベースをサポート するために使用されるモジュールへのインターフェイスを有します。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
dbx モジュールでデータベースを使用可能とするには、そのモジュールが PHP にリンクされるかロードされる必要があり、そのデータベースを dbx モジュールがサポートされている必要があります。現在 以下のデータベースがサポートされていますが、他のデータベースも 追
加される予定です。

FrontBase (PHP 4.1.0 以降で利用可能)
Microsoft SQL Server
MySQL
ODBC
PostgreSQL
Sybase-CT (PHP 4.2.0 以降で利用可能)
Oracle (oci8) (PHP 4.3.0 以降で利用可能)
SQLite (PHP 5).

dbx にデータベースのサポートを追加するためのドキュメントは、 » http://www.guidance.nl/php/dbx/doc/ にあります。

インストール手順
これらの関数を利用可能にするには、 --enable-dbx オプションを使用して dbx サポートを有効にし、また、使用するデータベースに関するオプション、 例えば MySQL の場合は --with-mysql=[DIR] も指定して PHP をコンパイルする必要があります。 他のサポートされ
るデータベースを dbx モジュールで動作させるには、 個別のドキュメントを参照してください。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

DBX 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

dbx.colnames_case "unchanged" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で有効です。PHP 5.1.0 で削除されました。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

dbx.colnames_case string

カラム名は、変更されず("unchanged"の場合)に返すか、大文字 ("uppercase"の場合)または小文字("lowercase"の場合)に変換すること ができます。このディレクティブは、dbx_query() のフラグで上書きすることが可能です。

リソース型

http://pecl.php.net/
http://www.guidance.nl/php/dbx/doc/
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dbx モジュールでは2種類のリソース型があります。最初のリソースは、 データベース接続用のリンク object で、2 番目はクエリ結果を 結果 object です。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

DBX_MYSQL (integer)
DBX_ODBC (integer)
DBX_PGSQL (integer)
DBX_MSSQL (integer)
DBX_FBSQL (integer)
DBX_OCI8 (integer) (PHP 4.3.0 莉･髯阪〒譛牙柑)
DBX_SYBASECT (integer)
DBX_SQLITE (integer) (PHP 5)
DBX_PERSISTENT (integer)
DBX_RESULT_INFO (integer)
DBX_RESULT_INDEX (integer)
DBX_RESULT_ASSOC (integer)
DBX_RESULT_UNBUFFERED (integer) (PHP 5)
DBX_COLNAMES_UNCHANGED (integer) (PHP 4.3.0 莉･髯阪〒譛牙柑)
DBX_COLNAMES_UPPERCASE (integer) (PHP 4.3.0 莉･髯阪〒譛牙柑)
DBX_COLNAMES_LOWERCASE (integer) (PHP 4.3.0 莉･髯阪〒譛牙柑)
DBX_CMP_NATIVE (integer)
DBX_CMP_TEXT (integer)
DBX_CMP_NUMBER (integer)
DBX_CMP_ASC (integer)
DBX_CMP_DESC (integer)

dbx 関数

dbx_close
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_close — オープンされた接続/データベースを閉じる

説明

int dbx_close ( object $link_identifier )

パラメータ
link_identifier

閉じたい DBX リンクオブジェクト。

返り値

成功した場合に 1、エラーの場合に 0 を返します。

例

例1 dbx_close() の例
<?php
$link = dbx_connect(DBX_MYSQL, "localhost", "db", "username", "password")
    or die("接続できませんでした");

echo "接続に成功しました";
dbx_close($link);
?>

注意

注意:

モジュール固有のドキュメントも参照ください。

参考
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dbx_connect() - 接続/データベースをオープンする

dbx_compare
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_compare — ソートするために二つのレコードを比較する

説明

int dbx_compare ( array $row_a , array $row_b , string $column_key [, int $flags = DBX_CMP_ASC | DBX_CMP_NATIVE ] )

dbx_compare() は dbx_sort() のヘルパ関数で、 独自のソート関数を作成しやすくします。

パラメータ
row_a

最初の行。
row_b

二番目の行。
column_key

比較するカラム。
flags

flags によって比較の方向を指定します。

DBX_CMP_ASC - 昇順
DBX_CMP_DESC - 降順

また、比較の型についても指定します。

DBX_CMP_NATIVE - 型の変換を行いません
DBX_CMP_TEXT - 文字列として比較します
DBX_CMP_NUMBER - 数値として比較します

方向からひとつ、型の定数からひとつを選び、ビット OR 演算子 (|) で 組み合わせます。

返り値

row_a[$column_key] が row_b[$column_key] に等しい場合に 0、 前者が後者より大きいかあるいは小さい場合にそれぞれ 1 あるいは -1、 もし DBX_CMP_DESC が設定されていればその逆を返します。

例

例1 dbx_compare() の例
<?php
function user_re_order($a, $b) 
{
    $rv = dbx_compare($a, $b, "parentid", DBX_CMP_DESC);
    if (!$rv) {
        $rv = dbx_compare($a, $b, "id", DBX_CMP_NUMBER);
    }
    return $rv;
}

$link   = dbx_connect(DBX_ODBC, "", "db", "username", "password")
    or die("接続できませんでした");
$result = dbx_query($link, "SELECT id, parentid, description FROM table ORDER BY id");
    // $result のデータは id で並べ替えられます
dbx_sort($result, "user_re_order");
    // $result のデータは、まず parentid の降順で並べ替えられ、次に id で並べ替えられます
dbx_close($link);
?>

参考

dbx_sort() - カスタマイズされたソート関数により、dbx_query から結果をソートする

dbx_connect
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_connect — 接続/データベースをオープンする

説明

object dbx_connect ( mixed $module , string $host , string $database , string $username , string $password [, int $persistent ] )

データベースへの接続をオープンします。

パラメータ
module

module パラメータには文字列または定数を設定します。 定数の使用が推奨されます。指定可能な値を以下に示しますが、これは 該当するモジュールが実際にロードされている場合のみ動作することに注意してください。

DBX_MYSQL あるいは "mysql"
DBX_ODBC あるいは "odbc"
DBX_PGSQL あるいは "pgsql"
DBX_MSSQL あるいは "mssql"
DBX_FBSQL あるいは "fbsql"
DBX_SYBASECT あるいは "sybase_ct"
DBX_OCI8 あるいは "oci8"
DBX_SQLITE あるいは "sqlite"

host

SQL サーバのホスト。
database

データベース名。
username

ユーザ名。
password

パスワード。
persistent

persistent パラメータに DBX_PERSISTENT を設定すると、持続的接続が作成されます。

host、database、 username および password のパラメータを受け付けますが、抽象化されたモジュールの接続関数によっては これらがすべて使われるわけではないこともあります。

返り値

dbx_connect() は成功時にオブジェクト、エラー時に FALSE を返します。接続は確立したもののデータベースが選択できなかった場合には、 接続はクローズされて FALSE を返します。

返される object は 3 つのプロパティを有します。

database
現在選択されているデータベースの名前。

handle

接続されたデータベースの有効なハンドルで、モジュール固有の関数に （必要に応じて）使用されます。
<?php
$link = dbx_connect(DBX_MYSQL, "localhost", "db", "username", "password");
mysql_close($link->handle); // dbx_close($link) の方が良いかもしれません
?>

module
dbx の内部でのみ使用され、上で述べたモジュール番号を表します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 DBX_SQLITE が追加されました。
4.3.0 DBX_OCI8 が追加されました。
4.2.0 DBX_SYBASECT が追加されました。
4.1.0 DBX_FBSQL が追加されました。

例

例1 dbx_connect() example
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<?php
$link = dbx_connect(DBX_ODBC, "", "db", "username", "password", DBX_PERSISTENT)
    or die("接続できませんでした");

echo "接続に成功しました";
dbx_close($link);
?>

注意

注意:

モジュール固有のドキュメントも参照ください。

参考

dbx_close() - オープンされた接続/データベースを閉じる

dbx_error
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_error — 使用するモジュールの最新の関数コールにおけるエラーメッセージを出力する

説明

string dbx_error ( object $link_identifier )

dbx_error() は、直近のエラーメッセージを返します。

パラメータ
link_identifier

dbx_connect() が返す DBX リンクオブジェクト。

返り値

抽象化されたモジュール（例えば mysql モジュール）の直近の関数コールからエラーメッセージを有する文字列を返します。 同じモジュールに複数の接続がある場合、 最後のエラーのみが取得されます。別のモジュールに接続がある場合、 （link_identifier パラメータで）
指定した モジュールに関する直近のエラーのみが返されます。

例

例1 dbx_error() の例
<?php
$link   = dbx_connect(DBX_MYSQL, "localhost", "db", "username", "password")
    or die("接続に失敗しました");
$result = dbx_query($link, "select id from non_existing_table");
if ($result == 0) {
    echo dbx_error($link);
}
dbx_close($link);
?>

注意

注意:

モジュール固有のドキュメントも参照ください。

Microsoft SQL Server に関するエラーメッセージは、実際には mssql_get_last_message() 関数の結果となります。

Oracle (oci8) に関するエラーメッセージは、（まだ）実装されていません。

dbx_escape_string
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_escape_string — SQL ステートメントで安全に使用できるように文字列をエスケープする

説明

string dbx_escape_string ( object $link_identifier , string $text )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

指定した文字列をエスケープし、SQL ステートメントで安全に使用できるようにします。

パラメータ
link_identifier

dbx_connect() が返す DBX リンクオブジェクト。
text

エスケープする文字列。

返り値

テキストを返します。 必要なら（クォートやバックスラッシュなど）エスケープ処理を行います。 エラー時には NULL を返します。

例

例1 dbx_escape_string() の例
<?php
$link   = dbx_connect(DBX_MYSQL, "localhost", "db", "username", "password")
    or die("接続できませんでした");
$text = dbx_escape_string($link, "It\'s quoted and backslashed (\\).");
$result = dbx_query($link, "insert into tbl (txt) values ('" . $text . "')");
if ($result == 0) {
    echo dbx_error($link);
}
dbx_close($link);
?>

参考

dbx_query() - クエリを送信し、(ある場合には)結果を全て取得する

dbx_fetch_row
(PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_fetch_row — DBX_RESULT_UNBUFFERED フラグを指定した クエリ結果から、行を取得する

説明

mixed dbx_fetch_row ( object $result_identifier )

dbx_fetch_row() は、 DBX_RESULT_UNBUFFERED フラグを指定したクエリ結果から、行を取得します。

クエリで DBX_RESULT_UNBUFFERED が指定されていない場合、 dbx_fetch_row() は失敗します。なぜなら、すでにすべての 行は取得されて data プロパティに格納されているからです。

副作用として、dbx_fetch_row() のコールのたびに クエリ結果オブジェクトの rows プロパティの 値が加算されます。

パラメータ
result_identifier

dbx_query() が返す結果セット。

返り値

成功した場合にオブジェクトを返します。このオブジェクトには、 dbx_query() の結果における data プロパティの内容と同じ情報が含まれ、dbx_query() で設定した内容に応じてインデックスあるいはフィールド名でアクセスが可能です。

失敗した場合 (例: 行がもうない場合) には 0 を返します。

例

例1 返り値を処理する方法
<?php
$result = dbx_query($link, 'SELECT id, parentid, description FROM table', DBX_RESULT_UNBUFFERED);

echo "<table>\n";
while ($row = dbx_fetch_row($result)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $field) {
        echo "<td>$field</td>";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";
?>
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参考

dbx_query() - クエリを送信し、(ある場合には)結果を全て取得する

dbx_query
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_query — クエリを送信し、(ある場合には)結果を全て取得する

説明

mixed dbx_query ( object $link_identifier , string $sql_statement [, int $flags ] )

クエリを送信し、すべての結果を取得します。

パラメータ
link_identifier

dbx_connect() が返す DBX リンクオブジェクト。
sql_statement

SQL 文。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ しておかなければなりません。
flags

flags パラメータは、返される情報の量を制御する ために使用されます。以下の定数の組み合わせを、論理 OR 演算子 (|) で連結したものとなります。DBX_COLNAMES_* フラグは php.ini の dbx.colnames_case 設定を上書きします。
DBX_RESULT_INDEX

これは常に設定され、結果に二次元配列の data プロパティを含めます。たとえば data[2][3] では 2 が行番号 （レコード番号）を表し、3 がカラム番号 （フィールド番号）を表します。最初の行やカラムの番号は 0 です。 DBX_RESULT_ASSOC が指定された場合、返さ
れる オブジェクトには DBX_RESULT_INFO に関連する 情報が（指定していなくても）含まれます。

DBX_RESULT_INFO
カラムに関する情報、つまりフィールド名とフィールドの型を含めます。

DBX_RESULT_ASSOC
返されるオブジェクトの data プロパティの キーとして、関連するカラム名の値がアクセスされます。 関連付けられた結果は数値添字となっているので、 data[0][0] を変更すると data[0]['最初のカラムのフィールド名'] も同様に 変更されます。

DBX_RESULT_UNBUFFERED
このフラグは data プロパティを作成せず、 rows プロパティの初期値を 0 に設定します。 結果セットが大きくなる場合にこのフラグを使用し、 dbx_fetch_row() を使用して結果を 1 行ごとに 取得してください。 dbx_fetch_row() 関数は、このクエリで設定した フ
ラグの内容を反映じた行を返します。また、この関数がコールされる たびに rows が更新されます。

DBX_COLNAMES_UNCHANGED
返されるカラム名の大文字小文字を変更しません。

DBX_COLNAMES_UPPERCASE
返されるカラム名を大文字に変更します。

DBX_COLNAMES_LOWERCASE
返されるカラム名を小文字に変更します。

flags パラメータの実際の値にかかわらず、常に DBX_RESULT_INDEX が有効となることに注意しましょう。 つまり、結果的に使用可能なのは以下の組み合わせだけであるということです。

DBX_RESULT_INDEX
DBX_RESULT_INDEX | DBX_RESULT_INFO
DBX_RESULT_INDEX | DBX_RESULT_INFO | DBX_RESULT_ASSOC - flags を指定しなかった場合、これがデフォルトです。

返り値

dbx_query() は、成功した場合に オブジェクトあるいは 1、失敗した場合に 0 を返します。 結果オブジェクトが返されるのは、sql_statement で指定されたクエリが結果セットを生成する場合（例: SELECT クエリ。結果が 0 件の場合も含む）のみです。

返されるオブジェクトは、flags の設定により 4 つまたは 5 つのプロパティを保持します。

handle

接続したデータベースの有効なハンドルで、モジュール専用関数で （必要ならば）使用されます。
<?php
$result = dbx_query($link, "SELECT id FROM table");
mysql_field_len($result->handle, 0);
?>

cols および rows

これらは、それぞれカラム数（フィールド数）および行数（レコード数） を表します。
<?php
$result = dbx_query($link, 'SELECT id FROM table');
echo $result->rows; // レコード数
echo $result->cols; // フィールド数
?>
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info (オプション)
flags パラメータに DBX_RESULT_INFO あるいは DBX_RESULT_ASSOC が指定されている場合のみ 返されます。2 次元の配列で、2 つのキー（name および type）を持ち、カラムの情報を取得するために 使用します。

例1 各フィールドの名前と型を一覧表示する
<?php
$result = dbx_query($link, 'SELECT id FROM table',
                     DBX_RESULT_INDEX | DBX_RESULT_INFO);

for ($i = 0; $i < $result->cols; $i++ ) {
    echo $result->info['name'][$i] . "\n";
    echo $result->info['type'][$i] . "\n";  
}
?>

data
このプロパティには結果のデータが含まれます。flags の設定によってはこのデータはカラム名と関連付けられているでしょう。 DBX_RESULT_ASSOC が設定されていた場合、 $result->data[2]["field_name"] のように使用可能です。

例2 data プロパティの内容を HTML テーブルで表示する
<?php
$result = dbx_query($link, 'SELECT id, parentid, description FROM table');

echo "<table>\n";
foreach ($result->data as $row) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $field) {
        echo "<td>$field</td>";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";
?>

例3 UNBUFFERED クエリの処理法
<?php

$result = dbx_query ($link, 'SELECT id, parentid, description FROM table', DBX_RESULT_UNBUFFERED);

echo "<table>\n";
while ($row = dbx_fetch_row($result)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $field) {
        echo "<td>$field</td>";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

?>

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 DBX_RESULT_UNBUFFERED が追加されました。
4.3.0 Introduced DBX_COLNAMES_UNCHANGED, DBX_COLNAMES_UPPERCASE および DBX_COLNAMES_LOWERCASE が追加されました。

例

例4 返り値を処理する方法
<?php
$link   = dbx_connect(DBX_ODBC, "", "db", "username", "password")
    or die("接続できませんでした");
$result = dbx_query($link, 'SELECT id, parentid, description FROM table');

if (is_object($result) ) {
    // ... ここで何かを行います。詳細は以下の例で示します。 ...
    // まず、フィールド名とデータ型を表示します。
    // 次に、返されたフィールド値をもとに表を作成します。
} else {
    exit("クエリに失敗しました");
}

dbx_close($link);
?>

注意

注意:

モジュール固有のドキュメントも参照ください。

Oracle データベースでは、クエリ結果のカラム名は小文字で返されます。

参考

dbx_escape_string() - SQL ステートメントで安全に使用できるように文字列をエスケープする
dbx_fetch_row() - DBX_RESULT_UNBUFFERED フラグを指定した クエリ結果から、行を取得する
dbx_connect() - 接続/データベースをオープンする
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dbx_sort
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL dbx >= 1.1.0)

dbx_sort — カスタマイズされたソート関数により、dbx_query から結果をソートする

説明

bool dbx_sort ( object $result , string $user_compare_function )

dbx_query() のコール結果を、 独自のソート関数で並べ替えます。

パラメータ
result

dbx_query() が返す結果セット。
user_compare_function

ユーザ定義の比較関数。二つの引数を受け取り、 第一引数が第二引数より小さい場合に負の数、等しい場合にゼロ、 大きい場合に正の数を返すものでなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 dbx_sort() の例
<?php
function user_re_order($a, $b) 
{
    $rv = dbx_compare($a, $b, "parentid", DBX_CMP_DESC);
    if (!$rv) {
        $rv = dbx_compare($a, $b, "id", DBX_CMP_NUMBER);
    }
    return $rv;
}

$link   = dbx_connect(DBX_ODBC, "", "db", "username", "password")
    or die("接続できませんでした");
$result = dbx_query($link, "SELECT id, parentid, description FROM tbl ORDER BY id");
    // $result のデータは id で並べ替えられます
dbx_sort($result, "user_re_order");
    // $result のデータは、まず parentid の降順で並べ替えられ、次に id で並べ替えられます
dbx_close($link);
?>

注意

注意:

可能ならば、dbx_sort() を使用するよりも SQL の ORDER BY 句を使用することを推奨します。

参考

dbx_compare() - ソートするために二つのレコードを比較する

目次
dbx_close — オープンされた接続/データベースを閉じる
dbx_compare — ソートするために二つのレコードを比較する
dbx_connect — 接続/データベースをオープンする
dbx_error — 使用するモジュールの最新の関数コールにおけるエラーメッセージを出力する
dbx_escape_string — SQL ステートメントで安全に使用できるように文字列をエスケープする
dbx_fetch_row — DBX_RESULT_UNBUFFERED フラグを指定した クエリ結果から、行を取得する
dbx_query — クエリを送信し、(ある場合には)結果を全て取得する
dbx_sort — カスタマイズされたソート関数により、dbx_query から結果をソートする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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定義済み定数
dbx 関数

dbx_close — オープンされた接続/データベースを閉じる
dbx_compare — ソートするために二つのレコードを比較する
dbx_connect — 接続/データベースをオープンする
dbx_error — 使用するモジュールの最新の関数コールにおけるエラーメッセージを出力する
dbx_escape_string — SQL ステートメントで安全に使用できるように文字列をエスケープする
dbx_fetch_row — DBX_RESULT_UNBUFFERED フラグを指定した クエリ結果から、行を取得する
dbx_query — クエリを送信し、(ある場合には)結果を全て取得する
dbx_sort — カスタマイズされたソート関数により、dbx_query から結果をソートする

ODBC (Unified)

導入
通常の ODBC サポートに加えて、PHP の Unified ODBC 関数では、各々の API を実装するために ODBC API のセマンティックスを借用する複数の データベースにアクセスすることが可能です。ほとんど同じ複数のデータベース ドライバを維持管理する代わりに、これらのドラ
イバは単一の ODBC 関数セットに 統合されています。

以下のデータベースが Unified ODBC でサポートされています。 » Adabas D, » IBM DB2, » iODBC, » Solid, » Sybase SQL Anywhere

注意:

iODBC を除き、上のデータベースと接続する際には ODBC は使用しません。 内部ではネイティブに通信しており、単に ODBC 関数と同じ名前や構文を用いているだけです。 しかし、PHP を iODBC サポートつきでビルドすると、 任意の ODBC 準拠のドライバを
PHP アプリケーションから使用できるようになります。 iODBC についてのより詳細な情報は » www.iodbc.org にあります。 またもうひとつの方法である unixODBC は » www.unixodbc.org にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
サポートされるデータベースにアクセスするためには、 所定のライブラリがインストールされている必要があります。

インストール手順
--with-adabas[=DIR]

Adabas D サポートを有効にします。DIR はAdabas をインストールしたディレクトリで、 /usr/local がデフォルトです。

--with-sapdb[=DIR]

SAP DB サポートを有効にします。DIR は SAP DB のベースインストールディレクトリで、 /usr/local がデフォルトです。

--with-solid[=DIR]

Solidサポートを有効にします。DIR は Solid のベースインストールディレクトリで、 /usr/local/solid がデフォルトです。

--with-ibm-db2[=DIR]

IBM DB2 サポートを有効にします。DIR は IBM DB2 のベースインストールディレクトリで、 /home/db2inst1/sqllib がデフォルトです。

--with-empress[=DIR]

Empress サポートを有効にします。DIR は Empress のベースインストールディレクトリで、 $EMPRESSPATH がデフォルトです。PHP 4 以降、 このオプションは Empress バージョン 8.60 以降のみをサポートします。

--with-empress-bcs[=DIR]

"Empress ローカルアクセス"のサポートを有効にします。DIR は Empress の ベースインストールディレクトリで、$EMPRESSPATH がデフォルトです。PHP 4 以降、 このオプションは Empress バージョン 8.60 以降のみをサポートします。

http://www.softwareag.com/Corporate/products/adabas/adad/
http://www-306.ibm.com/software/data/db2/
http://www.iodbc.org/
http://www.solidtech.com/
http://www.sybase.com/
http://www.iodbc.org/
http://www.unixodbc.org/
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--with-birdstep[=DIR]

Birdstep サポートを有効にします。DIR は Birdstep のベースインストールディレクトリで、 /usr/local/birdstep がデフォルトです。

--with-custom-odbc[=DIR]

ユーザ定義の ODBC サポートを有効にします。DIR は ODBC のベースインストールディレクトリで、 /usr/local がデフォルトです。 CUSTOM_ODBC_LIBS が定義され、odbc.h がインクルードパスに あることを確認してください。 例えば、QNX上 の Sybase SQL
Anywhere 5.5.00 では、configure スクリプトを実行する 前に以下を定義する必要があります。
   CPPFLAGS="-DODBC_QNX -DSQLANY_BUG"
   LDFLAGS=-lunix
   CUSTOM_ODBC_LIBS="-ldblib -lodbc".

--with-iodbc[=DIR]

iODBC サポートを有効にします。DIR は iODBC のベースインストールディレクトリで、 /usr/local がデフォルトです。

--with-esoob[=DIR]

Easysoft OOB サポートを有効にします。DIR は OOB のベースインストールディレクトリで、 /usr/local/easysoft/oob/client がデフォルトです。

--with-unixODBC[=DIR]

unixODBC サポートを有効にします。DIR は unixODBC のベースインストールディレクトリで、 /usr/local がデフォルトです。

--with-openlink[=DIR]

OpenLink ODBC サポートを有効にします。DIR は OpenLink のベースインストールディレクトリで、 /usr/local がデフォルトです。 これは、iODBC と同じものです。

--with-dbmaker[=DIR]

DBMaker サポートを有効にします。DIR は DBMaker のベースインストールディレクトリで、 デフォルトは最新版の DBMaker がインストールされている場所 (例えば /home/dbmaker/3.6)です。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Unified ODBC 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

odbc.default_db * NULL PHP_INI_ALL  
odbc.default_user * NULL PHP_INI_ALL  
odbc.default_pw * NULL PHP_INI_ALL  
odbc.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.check_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.defaultlrl "4096" PHP_INI_ALL  
odbc.defaultbinmode "1" PHP_INI_ALL  
odbc.default_cursortype "3" PHP_INI_ALL PHP5.3.0 以降で使用可能

注意: * マークがついているエントリは未実装です。

PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

odbc.default_db string

odbc_connect() または odbc_pconnect()でODBCデータソースが 指定されない場合に使用される ODBC データソース。

odbc.default_user string

odbc_connect() または odbc_pconnect() で名前が指定されない場合 に使用される名前。

odbc.default_pw string

odbc_connect() または odbc_pconnect() でパスワードが指定されない場合 に使用されるパスワード。

odbc.allow_persistent boolean

持続的 ODBC 接続を許可するかどうか。

odbc.check_persistent boolean
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再利用する前に接続が有効であることを確認します。

odbc.max_persistent integer

プロセス毎の持続的 ODBC 接続の最大数。

odbc.max_links integer

プロセス毎の持続的接続を含む ODBC 接続の最大数。

odbc.defaultlrl integer

LONG フィールドの処理。変数に返されるバイト数を指定します。

integerを使用する際、 その値はバイト単位で測られます。 この FAQ に記載された 短縮表記を使用することも可能です。
odbc.defaultbinmode integer

バイナリデータの処理モード。

odbc.default_cursortype integer

ODBC のカーソルモデルを制御します。 使用できる値は SQL_CURSOR_FORWARD_ONLY、 SQL_CURSOR_KEYSET_DRIVEN、 SQL_CURSOR_DYNAMIC および SQL_CURSOR_STATIC (デフォルト) です。

リソース型
この拡張モジュールでは、ODBC 接続 ID および ODBC 結果 ID の二種類のリソースを定義しています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

ODBC_TYPE (integer)
ODBC_BINMODE_PASSTHRU (integer)
ODBC_BINMODE_RETURN (integer)
ODBC_BINMODE_CONVERT (integer)
SQL_ODBC_CURSORS (integer)
SQL_CUR_USE_DRIVER (integer)
SQL_CUR_USE_IF_NEEDED (integer)
SQL_CUR_USE_ODBC (integer)
SQL_CONCURRENCY (integer)
SQL_CONCUR_READ_ONLY (integer)
SQL_CONCUR_LOCK (integer)
SQL_CONCUR_ROWVER (integer)
SQL_CONCUR_VALUES (integer)
SQL_CURSOR_TYPE (integer)
SQL_CURSOR_FORWARD_ONLY (integer)
SQL_CURSOR_KEYSET_DRIVEN (integer)
SQL_CURSOR_DYNAMIC (integer)
SQL_CURSOR_STATIC (integer)
SQL_KEYSET_SIZE (integer)
SQL_CHAR (integer)
SQL_VARCHAR (integer)
SQL_LONGVARCHAR (integer)
SQL_DECIMAL (integer)
SQL_NUMERIC (integer)
SQL_BIT (integer)
SQL_TINYINT (integer)
SQL_SMALLINT (integer)
SQL_INTEGER (integer)
SQL_BIGINT (integer)
SQL_REAL (integer)
SQL_FLOAT (integer)
SQL_DOUBLE (integer)
SQL_BINARY (integer)
SQL_VARBINARY (integer)
SQL_LONGVARBINARY (integer)
SQL_DATE (integer)
SQL_TIME (integer)
SQL_TIMESTAMP (integer)
SQL_TYPE_DATE (integer)
SQL_TYPE_TIME (integer)
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SQL_TYPE_TIMESTAMP (integer)
SQL_BEST_ROWID (integer)
SQL_ROWVER (integer)
SQL_SCOPE_CURROW (integer)
SQL_SCOPE_TRANSACTION (integer)
SQL_SCOPE_SESSION (integer)
SQL_NO_NULLS (integer)
SQL_NULLABLE (integer)
SQL_INDEX_UNIQUE (integer)
SQL_INDEX_ALL (integer)
SQL_ENSURE (integer)
SQL_QUICK (integer)

ODBC 関数

odbc_autocommit
(PHP 4, PHP 5)

odbc_autocommit — 自動コミットの動作をオンまたはオフにする

説明

mixed odbc_autocommit ( resource $connection_id [, bool $OnOff = false ] )

自動コミットの挙動を切り替えます。

デフォルトで接続の自動コミットはオンとなっています。自動コミットを 使用不可にするのは、トランザクションを開始することと等価です。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
OnOff

OnOff が TRUE の場合は自動コミットが可能であり、 FALSE の場合は自動コミットが使用不可となっています。

返り値

OnOff パラメータを指定しない場合、 この関数は、connection_id に関する 自動コミットの状態を返します。自動コミットがオンの場合に 非ゼロ、オフの場合にゼロ、エラーを生じた場合に FALSE を返します。

OnOff が設定されている場合は、 この関数は成功時に TRUE、失敗したときに FALSE を返します。

参考

odbc_commit() - ODBC トランザクションをコミットする
odbc_rollback() - トランザクションをロールバックする

odbc_binmode
(PHP 4, PHP 5)

odbc_binmode — バイナリカラムデータを処理する

説明

bool odbc_binmode ( resource $result_id , int $mode )

バイナリカラムデータを処理できるようにします (関係するODBC SQL型: BINARY, VARBINARY, LONGVARBINARY)。

バイナリ SQL データが文字データに変換される時、ソースデータの 各バイト (8 ビット) は、2 つのアスキー文字で表現されます。 これらの文字は、16 進表現で数値をアスキー文字で表現したものです。 例えば、2 進数 00000001 は "01" に変換され、 11111111 は "FF" に
変換されます。

LONGVARBINARY 処理
binmode longreadlen 結果

ODBC_BINMODE_PASSTHRU 0 通過
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ODBC_BINMODE_RETURN 0 通過
ODBC_BINMODE_CONVERT 0 通過
ODBC_BINMODE_PASSTHRU 0 通過
ODBC_BINMODE_PASSTHRU >0 通過
ODBC_BINMODE_RETURN >0 そのまま返す
ODBC_BINMODE_CONVERT >0 char として返す

odbc_fetch_into() を使用した場合、 「通過」は空文字列が対応するカラムに返されることを意味します。

パラメータ
result_id

結果 ID。

result_id に 0 を指定した場合、 ここで設定した値は、新規の結果に関するデフォルト値として用いられます。

注意: longreadlen のデフォルト値は 4096 で、mode のデフォルト値は ODBC_BINMODE_RETURN です。 バイナリロングカラムの処理は、odbc_longreadlen() の影響も受けます。
mode

mode には、以下の値が指定できます。

ODBC_BINMODE_PASSTHRU: BINARY データとして通過
ODBC_BINMODE_RETURN: そのまま返す
ODBC_BINMODE_CONVERT: char に変換し返す

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

odbc_close_all
(PHP 4, PHP 5)

odbc_close_all — 全ての ODBC 接続を閉じる

説明

void odbc_close_all ( void )

odbc_close_all()は、 データベースサーバへの全ての接続を閉じます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

この関数は、ある接続においてオープンされたトランザクションがある場合に失敗します。 この場合、この接続はオープンされたままとなります。

odbc_close
(PHP 4, PHP 5)

odbc_close — ODBC 接続を閉じる

説明

void odbc_close ( resource $connection_id )

指定された接続 ID が指すデータベースサーバへの接続を閉じます。
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パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

この関数の処理は、この接続に関してオープンされたトランザクションがある場合に失敗します。 この場合、接続はオープンされたままとなります。

odbc_columnprivileges
(PHP 4, PHP 5)

odbc_columnprivileges — 指定したテーブルに関するカラムおよび付随する権限のリストを取得する

説明

resource odbc_columnprivileges ( resource $connection_id , string $qualifier , string $owner , string $table_name , string $column_name )

指定したテーブルに関するカラムおよび付随する権限のリストを取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

修飾子。
owner

所有者。
table_name

テーブル名。
column_name

引数 column_name には検索パターン (ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_') を使用可能です。

owner, table_name および column_name には検索パターン (ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_') を使用可能です。

返り値

ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。 この結果 ID を使用して、カラムや関連する権限の一覧を取得します。

結果は以下のカラムを有します。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_OWNER
TABLE_NAME
GRANTOR
GRANTEE
PRIVILEGE
IS_GRANTABLE

結果セットは TABLE_QUALIFIER、TABLE_OWNER、TABLE_NAME でソートされます。

odbc_columns
(PHP 4, PHP 5)

odbc_columns — 指定したテーブルにあるカラム名のリストを取得する
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説明

resource odbc_columns ( resource $connection_id [, string $qualifier [, string $schema [, string $table_name [, string $column_name ]]]] )

指定したテーブルにあるカラム名のリストを取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

修飾子。
schema

所有者。
table_name

テーブル名。
column_name

カラム名。

schema, table_name および column_name には検索パターン (ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_') を使用可能です。

返り値

ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

結果セットは以下のカラムを有しています。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_SCHEM
TABLE_NAME
COLUMN_NAME
DATA_TYPE
TYPE_NAME
PRECISION
LENGTH
SCALE
RADIX
NULLABLE
REMARKS

結果セットは TABLE_QUALIFIER、TABLE_SCHEM、TABLE_NAME でソートされます。

参考

付随する権限を取得するには odbc_columnprivileges() - 指定したテーブルに関するカラムおよび付随する権限のリストを取得する

odbc_commit
(PHP 4, PHP 5)

odbc_commit — ODBC トランザクションをコミットする

説明

bool odbc_commit ( resource $connection_id )

その接続におけるすべての実行中のトランザクションをコミットします。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

odbc_connect
(PHP 4, PHP 5)

odbc_connect — データソースに接続する

説明

resource odbc_connect ( string $dsn , string $user , string $password [, int $cursor_type ] )

他の ODBC 関数を使用するには、 この関数が返す接続 ID が必要となります。 異なる db や異なる権限を使用する限り、 複数の接続を同時にオープンすることができます。

いくつかの ODBC ドライバでは、 複雑なストアド・プロシージャの実行時に次のようなエラーにより失敗する可能性があります。 "Cannot open a cursor on a stored procedure that has anything other than a single select statement in it" SQL_CUR_USE_ODBC を使用
することにより、 このようなエラーを回避できる可能性があります。 また、いくつかのドライバは odbc_fetch_row() においてオプションの row_number パラメータをサポートしません。 この場合でも、SQL_CUR_USE_ODBC により解決できる可能性があります。

パラメータ
dsn

接続に使用するデータベースソース名。 あるいは、DSNではない接続文字列を使用することもできます。
user

ユーザ名。
password

パスワード。
cursor_type

この接続で使用するカーソルの型。 通常はこのパラメータは必要ありませんが、いくつかの ODBC ドライバの問題に対処する際には有用です。

次のような定数がカーソル型として定義されています。

SQL_CUR_USE_IF_NEEDED
SQL_CUR_USE_ODBC
SQL_CUR_USE_DRIVER

返り値

ODBC 接続 ID、またはエラーの場合に 0 (FALSE) を返します。

例

例1 DSN なしの接続
<?php
// Microsoft SQL Server using the SQL Native Client 10.0 ODBC Driver - allows connection to SQL 7, 2000, 2005 and 2008
$connection = odbc_connect("Driver={SQL Server Native Client 10.0};Server=$server;Database=$database;", $user, $password);

// Microsoft Access
$connection = odbc_connect("Driver={Microsoft Access Driver (*.mdb)};Dbq=$mdbFilename", $user, $password);

// Microsoft Excel
$excelFile = realpath('C:/ExcelData.xls');
$excelDir = dirname($excelFile);
$connection = odbc_connect("Driver={Microsoft Excel Driver (*.xls)};DriverId=790;Dbq=$excelFile;DefaultDir=$excelDir" , '', '');
?>

参考

持続的な接続の場合: odbc_pconnect() - 持続的なデータベース接続を開く

odbc_cursor
(PHP 4, PHP 5)

odbc_cursor — カーソル名を得る

説明

string odbc_cursor ( resource $result_id )
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指定された接続 ID に関するカーソル名を返します。 Gets the cursorname for the given result_id.

パラメータ
result_id

結果 ID。

返り値

カーソル名を文字列で返します。

odbc_data_source
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

odbc_data_source — 現在の接続についての情報を返す

説明

array odbc_data_source ( resource $connection_id , int $fetch_type )

この関数は、有効な DSN（複数回のコールの後）のリストを返します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
fetch_type

fetch_type は次のふたつの定数 SQL_FETCH_FIRST, SQL_FETCH_NEXT のうちのどちらかです。 この関数を最初にコールする際には SQL_FETCH_FIRST を、それ以降は SQL_FETCH_NEXT を使用します。

返り値

エラー時には FALSE、成功時には配列を返します。

odbc_do
(PHP 4, PHP 5)

odbc_do — odbc_exec() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 odbc_exec().

odbc_error
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

odbc_error — 直近のエラーコードを得る

説明

string odbc_error ([ resource $connection_id ] )

6 桁の ODBC ステートを返します。エラーがない場合には、空の文字列を返します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。

返り値
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connection_id が指定された場合、 その接続の直近の状態が返されます。そうでない場合、 他の接続の直近の状態が返されます。

この関数の返り値が意味を持つのは、直近の odbc クエリが失敗した場合 (すなわち odbc_exec() が FALSE を返した場合) のみです。

参考

odbc_errormsg() - 直近のエラーメッセージを得る
odbc_exec() - SQL文を準備し、実行する

odbc_errormsg
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

odbc_errormsg — 直近のエラーメッセージを得る

説明

string odbc_errormsg ([ resource $connection_id ] )

直近の ODBC エラーメッセージを含む文字列を返します。 エラーが発生していない場合は、空の文字列を返します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。

返り値

connection_id が指定された場合、 その接続の直近の状態が返されます。さもなくば、他の接続の直近の状態が返されます。

この関数の返り値が意味を持つのは、直近の odbc クエリが失敗した場合 (すなわち odbc_exec() が FALSE を返した場合) のみです。

参考

odbc_error() - 直近のエラーコードを得る
odbc_exec() - SQL文を準備し、実行する

odbc_exec
(PHP 4, PHP 5)

odbc_exec — SQL文を準備し、実行する

説明

resource odbc_exec ( resource $connection_id , string $query_string [, int $flags ] )

SQL 命令を データベースサーバに送ります。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
query_string

SQL 文。
flags

このパラメータは現在使用していません。

返り値

SQL コマンドの実行に成功した場合には、 ODBC 結果 ID を返します。エラー時には、FALSEを返します。

参考

odbc_prepare() - 実行用に文を準備する
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odbc_execute() - プリペアドステートメントを実行する

odbc_execute
(PHP 4, PHP 5)

odbc_execute — プリペアドステートメントを実行する

説明

bool odbc_execute ( resource $result_id [, array $parameters_array ] )

odbc_prepare() で準備された命令を実行します。

パラメータ
result_id

odbc_prepare() で取得した結果 ID リソース。
parameters_array

プリペアドステートメントの中のプレースホルダが、 parameter_array 内のパラメータで順に置き換えられます。 この関数をコールした際に、配列の要素は文字列に変換されます。

parameter_array の中でシングルクォートで括られたデータがある場合、 それはファイル名と解釈されます。そのファイルの内容が、 該当するプレースホルダのデータとしてデータベースサーバに送信されます。

シングルクォートで括られたデータを純粋に文字列として使用したい場合は、 空白などの別の文字を前後に付加する必要があります。 それにより、パラメータがファイル名とみなされることがなくなります (もしこのオプションが不要なら、別の仕組み、たとえば
odbc_exec() で直接クエリを実行するなどを使用する必要があります)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 odbc_execute() および odbc_prepare() の例

次のコードは、myproc の 3 つのパラメータがすべて IN パラメータである場合にのみ $success が TRUE となります。
<?php
$a = 1;
$b = 2;
$c = 3;
$stmt    = odbc_prepare($conn, 'CALL myproc(?,?,?)');
$success = odbc_execute($stmt, array($a, $b, $c));
?>

INOUT や OUT パラメータを用いるストアドプロシージャをコールしたい場合は、 各データベース専用の拡張モジュール (たとえば MS SQL Server なら mssql、 Oracle なら oci8) を使うようにしましょう。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 parameters_array でのファイルの読み込み機能が セーフモード や open-basedir の制限に対応するようになりました。
4.1.1 リモートファイル が parameters_array でサポートされなくなりました。

参考

odbc_prepare() - 実行用に文を準備する

odbc_fetch_array
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

odbc_fetch_array — 連想配列として結果の行を取得する

説明

array odbc_fetch_array ( resource $result [, int $rownumber ] )

ODBC クエリから、連想配列を取得します。この関数が使用可能なバージョンに ついては、以下の更新履歴を参照ください。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

result

odbc_exec() の結果リソース。
rownumber

どの行番号を取得するのかを任意で指定する。

返り値

取得した行に対応する配列を返します。もう行がない場合には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.3 この関数は、IBM DB2 あるいは UnixODBC のサポートを有効にして コンパイルした場合に使用可能です。
4.3.2 この関数は、Windows 版で使用可能です。
4.0.2 この関数は DBMaker のサポートを有効にしてコンパイルした場合に 使用可能です。

参考

odbc_fetch_row() - 行を取り込む
odbc_fetch_object() - オブジェクトとして結果の行を取得する
odbc_num_rows() - 結果における行数を返す

odbc_fetch_into
(PHP 4, PHP 5)

odbc_fetch_into — 一行ぶんの結果を配列に取り込む

説明

int odbc_fetch_into ( resource $result_id , array &$result_array [, int $rownumber ] )

結果の行を array に取得します。

パラメータ
result_id

結果リソース。
result_array

結果の配列。型変換によってい配列型となるので、どんな型であっても構いません。 この配列には、添字 0 から始まるカラム番号が代入されます。
rownumber

行番号。

返り値

結果におけるカラム番号を返します。また、エラーの場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 result_array と rownumber が交換されています。これにより、 再び rownumber を定数とすることができるようになりました。
4.0.6 rownumber は定数として渡すことはできず、変数として渡します。 これは、その後 4.2.0 でまた変更されます。
4.0.5 result_array は参照渡しとする必要がなくなりました。

例

例1 odbc_fetch_into() の例
<?php
$rc = odbc_fetch_into($res_id, $my_array);
?>

あるいは
<?php
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$rc = odbc_fetch_into($res_id, $my_array, 2);
?>

odbc_fetch_object
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

odbc_fetch_object — オブジェクトとして結果の行を取得する

説明

object odbc_fetch_object ( resource $result [, int $rownumber ] )

ODBC クエリから、オブジェクトを取得します。この関数が使用可能なバージョンに ついては、以下の更新履歴を参照ください。

パラメータ
result

odbc_exec() の結果リソース。
rownumber

どの行番号を取得するのかを任意で指定する。

返り値

取得した行に対応するオブジェクトを返します。もう行がない場合には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.3 この関数は、IBM DB2 あるいは UnixODBC のサポートを有効にして コンパイルした場合に使用可能です。
4.3.2 この関数は、Windows 版で使用可能です。
4.0.2 この関数は DBMaker のサポートを有効にしてコンパイルした場合に 使用可能です。

参考

odbc_fetch_row() - 行を取り込む
odbc_fetch_array() - 連想配列として結果の行を取得する
odbc_num_rows() - 結果における行数を返す

odbc_fetch_row
(PHP 4, PHP 5)

odbc_fetch_row — 行を取り込む

説明

bool odbc_fetch_row ( resource $result_id [, int $row_number ] )

odbc_do() や odbc_exec() から返された行データを取得します。 odbc_fetch_row() がコールされた後、この行のフィールドは、 odbc_result() でアクセス可能となります。

パラメータ
result_id

結果 ID。
row_number

row_number が指定されない場合、 odbc_fetch_row() は、 結果セットにおける次の行を取り込もうと試みます。 row_number を指定した odbc_fetch_row() のコールと指定しないコールを混用することができます。

結果を複数回走査したい場合、odbc_fetch_row() を row_number に 1 を指定してコールし、 続いて結果を再度見るために row_number を指定せずに odbc_fetch_row() を実行しつづけます。 行を番号で取り込むことをドライバがサポートしていない場合、 row_number パ
ラメータは無視されます。

返り値

行があった場合には TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。
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odbc_field_len
(PHP 4, PHP 5)

odbc_field_len — フィールドの長さ (精度) を得る

説明

int odbc_field_len ( resource $result_id , int $field_number )

指定した ODBC 結果 ID の番号で参照されるフィールドの長さを取得します。

パラメータ
result_id

結果 ID。
field_number

フィールド番号。フィールド番号は 1 から始まります。

返り値

フィールド名を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

浮動小数点の精度を得るには odbc_field_scale() - フィールドの精度を得る

odbc_field_name
(PHP 4, PHP 5)

odbc_field_name — カラム名を得る

説明

string odbc_field_name ( resource $result_id , int $field_number )

指定された ODBC 結果 ID において指定されたカラム番号にあるフィールドの名前を取得します。

パラメータ
result_id

結果 ID。
field_number

フィールド番号。フィールド番号は、1 から始まります。

返り値

フィールド名を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

odbc_field_num
(PHP 4, PHP 5)

odbc_field_num — カラム番号を返す

説明

int odbc_field_num ( resource $result_id , string $field_name )

指定したODBC 結果 ID におけるフィールド名に対応するカラムスロットの数を取得します。
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パラメータ
result_id

結果 ID。
field_name

フィールド名。

返り値

フィールド番号、あるいはエラー時に FALSE を返します。 フィールド番号は、1 から始まります。

odbc_field_precision
(PHP 4, PHP 5)

odbc_field_precision — odbc_field_len() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 odbc_field_len().

参考

浮動小数点の精度を得るには odbc_field_scale() - フィールドの精度を得る

odbc_field_scale
(PHP 4, PHP 5)

odbc_field_scale — フィールドの精度を得る

説明

int odbc_field_scale ( resource $result_id , int $field_number )

指定した ODBC 結果 ID の番号で指定したフィールドの精度を取得します。

パラメータ
result_id

結果 ID。
field_number

フィールド番号。 フィールド番号は、1 から始まります。

返り値

フィールド番号、あるいはエラー時に FALSE を返します。

odbc_field_type
(PHP 4, PHP 5)

odbc_field_type — フィールドのデータ型を返す

説明

string odbc_field_type ( resource $result_id , int $field_number )

指定された ODBC 結果 ID において指定番号で参照されるフィールドの SQL 型を取得します。

パラメータ
result id
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結果 ID。
field_number

フィールド番号。フィールド番号は 1 から始まります。

返り値

フィールドの型を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

odbc_foreignkeys
(PHP 4, PHP 5)

odbc_foreignkeys — 外部キーのリストを取得する

説明

resource odbc_foreignkeys ( resource $connection_id , string $pk_qualifier , string $pk_owner , string $pk_table , string $fk_qualifier , string $fk_owner , string $fk_table )

指定したテーブルの外部キーのリスト、 または指定したテーブルの主キーを参照する他のテーブルの外部キーのリストを取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
pk_qualifier

主キーの修飾子。
pk_owner

主キーの所有者。
pk_table

主キーのテーブル。
fk_qualifier

外部キーの修飾子。
fk_owner

外部キーの所有者。
fk_table

外部キーのテーブル。

返り値

ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

結果は、以下のようなカラムを持つものとなります。

PKTABLE_QUALIFIER
PKTABLE_OWNER
PKTABLE_NAME
PKCOLUMN_NAME
FKTABLE_QUALIFIER
FKTABLE_OWNER
FKTABLE_NAME
FKCOLUMN_NAME
KEY_SEQ
UPDATE_RULE
DELETE_RULE
FK_NAME
PK_NAME

pk_table がテーブル名を有している場合、 odbc_foreignkeys() は指定したテーブルの主キー およびそのキーを参照する全ての外部キーのリストを結果として返します。

fk_table がテーブル名を有している場合、 odbc_foreignkeys() は指定したテーブルにある全ての 外部キーおよびそのキーが参照する(他のテーブルの)主キーのリストを 結果として返します。

pk_table および fk_table が共にテーブル名を有している場合、 odbc_foreignkeys() は pk_table で指定されたテーブルの主キーを参照する fk_table で指定されたテーブルの外部キーを返します。 返されるキーは最大でも一つだけです。
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odbc_free_result
(PHP 4, PHP 5)

odbc_free_result — 結果を保持するリソースを開放する

説明

bool odbc_free_result ( resource $result_id )

結果を保持するリソースを開放します。

odbc_free_result()は、スクリプトのメモリ消費量が 多すぎることが懸念される場合にのみコールする必要があります。 全ての結果保持用メモリは、スクリプト実行が終了した際に自動的に開放されます。

パラメータ
result_id

結果 ID。

返り値

常に TRUE を返します。

注意

注意:

自動コミットが無効（odbc_autocommit() を 参照ください）な時にコミットの前に odbc_free_result() をコールすると、全ての 未解決のトランザクションは、ロールバックされます。

odbc_gettypeinfo
(PHP 4, PHP 5)

odbc_gettypeinfo — データソースがサポートするデータ型についての情報を取得する

説明

resource odbc_gettypeinfo ( resource $connection_id [, int $data_type ] )

データソースがサポートするデータ型についての情報を取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
data_type

データ型。単一のデータ型に情報を制限するために使用します。

返り値

ODBC 結果 ID または失敗した場合に FALSE を返します。

結果は、以下のようなカラムを持つものとなります。

TYPE_NAME
DATA_TYPE
PRECISION
LITERAL_PREFIX
LITERAL_SUFFIX
CREATE_PARAMS
NULLABLE
CASE_SENSITIVE
SEARCHABLE
UNSIGNED_ATTRIBUTE
MONEY
AUTO_INCREMENT
LOCAL_TYPE_NAME
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MINIMUM_SCALE
MAXIMUM_SCALE

結果セットは、DATA_TYPE および TYPE_NAME でソートされます。

odbc_longreadlen
(PHP 4, PHP 5)

odbc_longreadlen — LONG カラムを処理する

説明

bool odbc_longreadlen ( resource $result_id , int $length )

LONG および LONGVARBINARY のカラムを処理できるようにします。

パラメータ
result_id

結果 ID。
length

PHP に返されるバイト数は、パラメータ length により制御されます。 これを 0 をセットした場合、ロングカラムデータは、 クライアントにそのまま渡されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

LONGVARBINARY カラムの処理は、odbc_binmode() にも影響を受けます。

odbc_next_result
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

odbc_next_result — 複数の結果が利用可能などうか確認する

説明

bool odbc_next_result ( resource $result_id )

まだ結果セットが存在して odbc_fetch_array()、odbc_fetch_row()、 odbc_result() などで次の結果セットにアクセスできるかどうかを調べます。

パラメータ
result_id

結果 ID。

返り値

結果セットがまだある場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 odbc_next_result()

<?php
$r_Connection = odbc_connect($dsn, $username, $password);

$s_SQL = <<<END_SQL
SELECT 'A'
SELECT 'B'
SELECT 'C'
END_SQL;

$r_Results = odbc_exec($r_Connection, $s_SQL);

$a_Row1 = odbc_fetch_array($r_Results);
$a Row2 = odbc fetch array($r Results);
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echo "最初の結果セットを出力します";
var_dump($a_Row1, $a_Row2);

echo "二番目の結果セットを取得します ";
var_dump(odbc_next_result($r_Results));

$a_Row1 = odbc_fetch_array($r_Results);
$a_Row2 = odbc_fetch_array($r_Results);
echo "二番目の結果セットを出力します ";
var_dump($a_Row1, $a_Row2);

echo "三番目の結果セットを取得します ";
var_dump(odbc_next_result($r_Results));

$a_Row1 = odbc_fetch_array($r_Results);
$a_Row2 = odbc_fetch_array($r_Results);
echo "三番目の結果セットを出力します ";
var_dump($a_Row1, $a_Row2);

echo "四番目の結果セットを調べてみます ";
var_dump(odbc_next_result($r_Results));
?>

上の例の出力は以下となります。

最初の結果セットを出力します array(1) {
  ["A"]=>
  string(1) "A"
}
bool(false)
二番目の結果セットを取得します bool(true)
二番目の結果セットを出力します array(1) {
  ["B"]=>
  string(1) "B"
}
bool(false)
三番目の結果セットを取得します bool(true)
三番目の結果セットを出力します array(1) {
  ["C"]=>
  string(1) "C"
}
bool(false)
四番目の結果セットを調べてみます bool(false)

odbc_num_fields
(PHP 4, PHP 5)

odbc_num_fields — 結果のカラム数を返す

説明

int odbc_num_fields ( resource $result_id )

ODBC 結果におけるフィールド (カラム) の数を取得します。

パラメータ
result_id

odbc_exec() が返す結果 ID。

返り値

フィールド数、あるいはエラー時に -1 を返します。

odbc_num_rows
(PHP 4, PHP 5)

odbc_num_rows — 結果における行数を返す

説明

int odbc_num_rows ( resource $result_id )

ODBC 結果における行の数を取得します。 INSERT、UPDATE および DELETE 命令に関しては、 odbc_num_rows() は、変更された行の数を返します。 SELECT 文の場合、この関数は利用可能な行の数を返します。

パラメータ
result_id

odbc_exec() が返す結果 ID。

返り値
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ODBC 結果における行の数を返します。 この関数は、エラー時に-1を返します。

注意

注意:

SELECT の後に利用可能な行の数を定義するために odbc_num_rows() を使用した場合、 多くのドライバにおいて、-1 が返されます。

odbc_pconnect
(PHP 4, PHP 5)

odbc_pconnect — 持続的なデータベース接続を開く

説明

resource odbc_pconnect ( string $dsn , string $user , string $password [, int $cursor_type ] )

持続的なデータベース接続を開きます。

この関数は odbc_connect() に非常に似ていますが、 スクリプトが終了した時に接続が閉じられないという点が異なります。 同じ dsn、user、 password の組み合わせ （odbc_connect() および odbc_pconnect() による）接続の場合は、 持続的な接続を再利用することが可能
です。

パラメータ

詳細は odbc_connect() を参照ください。

返り値

ODBC 接続 ID またはエラー時に 0 (FALSE) を返します。

注意

注意: 持続的な接続は、PHP を CGI プログラムとして使用する場合には使用できません。

参考

odbc_connect() - データソースに接続する
持続的データベース接続

odbc_prepare
(PHP 4, PHP 5)

odbc_prepare — 実行用に文を準備する

説明

resource odbc_prepare ( resource $connection_id , string $query_string )

実行用に文を準備します。 結果 ID は、この後 odbc_execute() で命令を実行する際に使用することができます。

(IBM DB2、MS SQL Server および Oracle のように) ストアドプロシージャが利用可能で、ODBC 仕様で定義されている IN、INOUT および OUT が利用できるものもあります。 しかし、Unified ODBC ドライバでは現在 IN 型のパラメータしかサポートしていません。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
query_string

準備するクエリ文字列。

返り値

SQL コマンドの準備に成功した場合は、ODBC 結果 ID を返します。 エラー時には、FALSE を返します。

例
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例1 odbc_execute() および odbc_prepare() の例

次のコードは、myproc の 3 つのパラメータがすべて IN パラメータである場合にのみ $success が TRUE となります。
<?php
$a = 1;
$b = 2;
$c = 3;
$stmt    = odbc_prepare($conn, 'CALL myproc(?,?,?)');
$success = odbc_execute($stmt, array($a, $b, $c));
?>

INOUT や OUT パラメータを用いるストアドプロシージャをコールしたい場合は、 各データベース専用の拡張モジュール (たとえば MS SQL Server なら mssql、 Oracle なら oci8) を使うようにしましょう。

参考

odbc_execute() - プリペアドステートメントを実行する

odbc_primarykeys
(PHP 4, PHP 5)

odbc_primarykeys — テーブルの主キーを取得する

説明

resource odbc_primarykeys ( resource $connection_id , string $qualifier , string $owner , string $table )

テーブルの主キーを有するカラムの名前を取得する際に使用可能な結果 ID を返します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

owner

table

返り値

ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

結果は以下のカラムを有します。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_OWNER
TABLE_NAME
COLUMN_NAME
KEY_SEQ
PK_NAME

odbc_procedurecolumns
(PHP 4, PHP 5)

odbc_procedurecolumns — プロシージャへのパラメータに関する情報を取得する

説明

resource odbc_procedurecolumns ( resource $connection_id )
resource odbc_procedurecolumns ( resource $connection_id , string $qualifier , string $owner , string $proc , string $column )

プロシージャへのパラメータに関する情報を取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier
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修飾子。
owner

所有者。 このパラメータには次のような検索パターンを使用できます。 "%" はゼロ個以上の文字にマッチし、"_" はひとつの文字にマッチします。
proc

プロシージャ。 このパラメータには次のような検索パターンを使用できます。 "%" はゼロ個以上の文字にマッチし、"_" はひとつの文字にマッチします。
column

カラム。 このパラメータには次のような検索パターンを使用できます。 "%" はゼロ個以上の文字にマッチし、"_" はひとつの文字にマッチします。

返り値

指定したプロシージャに関して入出力パラメータのリストとその結果を構成するカラムを返します。 ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

結果セットのカラムは次のようになります。

PROCEDURE_QUALIFIER
PROCEDURE_OWNER
PROCEDURE_NAME
COLUMN_NAME
COLUMN_TYPE
DATA_TYPE
TYPE_NAME
PRECISION
LENGTH
SCALE
RADIX
NULLABLE
REMARKS

結果セットは、PROCEDURE_QUALIFIER、PROCEDURE_OWNER、 PROCEDURE_NAME、COLUMN_TYPE でソートされます。

odbc_procedures
(PHP 4, PHP 5)

odbc_procedures — 指定したデータソースに保存されているプロシージャのリストを取得する

説明

resource odbc_procedures ( resource $connection_id )
resource odbc_procedures ( resource $connection_id , string $qualifier , string $owner , string $name )

指定した範囲の全てのプロシージャのリストを取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

修飾子。
owner

所有者。 このパラメータには次のような検索パターンを使用できます。 "%" はゼロ個以上の文字にマッチし、"_" はひとつの文字にマッチします。
name

名前。 このパラメータには次のような検索パターンを使用できます。 "%" はゼロ個以上の文字にマッチし、"_" はひとつの文字にマッチします。

返り値

情報を含む ODBC 結果 ID を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

結果セットのカラムは次のようになります。

PROCEDURE_QUALIFIER
PROCEDURE_OWNER
PROCEDURE_NAME
NUM_INPUT_PARAMS
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NUM_OUTPUT_PARAMS
NUM_RESULT_SETS
REMARKS
PROCEDURE_TYPE

odbc_result_all
(PHP 4, PHP 5)

odbc_result_all — HTML テーブルとして結果を出力する

説明

int odbc_result_all ( resource $result_id [, string $format ] )

odbc_exec() により作成された結果 ID から全ての行を出力します。結果は、HTML テーブル形式で出力されます。

パラメータ
result_id

結果 ID。
format

テーブルのフォーマット指定。

返り値

成功の場合に結果の行数、エラーの場合に FALSE を返します。

odbc_result
(PHP 4, PHP 5)

odbc_result — 結果データを得る

説明

mixed odbc_result ( resource $result_id , mixed $field )

結果データを取得します。

パラメータ
result_id

ODBC リソース。
field

取得するフィールド。 カラム番号を表す整数またはフィールド名を表す文字列のどちらを指定できます。

返り値

フィールドの内容を表す文字列を返します。エラー時には FALSE、NULL データの場合は NULL、そしてバイナリデータの場合は TRUE を返します。

例

最初の odbc_result() コールにより、クエリー結果の 現在のレコードにおける 3 番目のフィールドの値が返されます。 2 番目の odbc_result() コールにより、クエリーの 結果の現在のレコードにおける "val" というフィールド名のフィールドの 値を返します。あるフィール
ドのカラム番号パラメータが 1 より小さいか 現在のレコードのカラム(またはフィールド)の数を超える場合、 エラーを生じます。同様に、クエリーを行ったテーブルのフィールド名には ない名前をフィールドとして指定した場合にもエラーを生じます。

例1 odbc_result() の例
<?php
$item_3   = odbc_result($Query_ID, 3);
$item_val = odbc_result($Query_ID, "val");
?>

注意

フィールドインデックスは 1 から始まります。 バイナリまたはロングカラムデータの返し方に関しては、 odbc_binmode() および odbc_longreadlen() を参照ください。
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odbc_rollback
(PHP 4, PHP 5)

odbc_rollback — トランザクションをロールバックする

説明

bool odbc_rollback ( resource $connection_id )

この接続における全ての未解決の命令をロールバックします。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

odbc_setoption
(PHP 4, PHP 5)

odbc_setoption — ODBC の設定を変更する

説明

bool odbc_setoption ( resource $id , int $function , int $option , int $param )

この関数により特定の接続またはクエリー結果に関する ODBC オプションを変更することが可能となります。この関数は、気まぐれな ODBC ドライバの問題に対処する際の道具として作成されたものです。自分が ODBC プログラマであり、様々なオプションが有する効果を理
解している場合にのみこの関数を使用するべきでしょう。 使用可能な全てのオプションおよび値を理解するためには、良い ODBC リファレンスが必要です。ドライバーのバージョンが違うと、 サポートされるオプションも異なります。

この関数の効果は ODBC ドライバに依存する可能性があるので、 一般に公開するスクリプトでは、この関数の使用は避けましょう。 また、いくつかの ODBC オプションはこの関数では利用できません。 それは、これらを接続の確立またはクエリの準備の前に設定する必要があ
るからです。 しかし、特定の業務において自分の上司が商用製品の使用を指示しなかったために PHP を使用する場合、このことは実際的な問題となります。

パラメータ
id

設定を変更する接続 ID または 結果 ID。SQLSetConnectOption() の場合、これは接続 ID です。 SQLSetStmtOption() の場合、これは結果 ID です。
function

使用する ODBC 関数。 値は SQLSetConnectOption() の場合 1、 SQLSetStmtOption() の場合 2 である必要があります。
option

設定するオプション。
param

指定した option の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 odbc_setoption() の例
<?php
// 1. SQLSetConnectOption() のオプション 102 は SQL_AUTOCOMMIT です。
//    SQL_AUTOCOMMIT の値 1 は SQL_AUTOCOMMIT_ON です。
//    この例は odbc_autocommit($conn, true); と同じ結果
//    となります。
odbc_setoption($conn, 1, 102, 1);

// 2. SQLSetStmtOption() のオプション 0 は SQL_QUERY_TIMEOUT です。
//    この例は 30 秒後に時間切れとなるクエリーを設定します。
$result = odbc_prepare($conn, $sql);
odbc_setoption($result, 2, 0, 30);
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odbc_execute($result);
?>

odbc_specialcolumns
(PHP 4, PHP 5)

odbc_specialcolumns — 特殊カラムを取得する

説明

resource odbc_specialcolumns ( resource $connection_id , int $type , string $qualifier , string $owner , string $table , int $scope , int $nullable )

テーブルのレコードを特定する最適なカラムの組合せ、 またはレコードの値がトランザクションにより更新される際に自動的に更新されるカラムを取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
type

引数 type が SQL_BEST_ROWID の場合、 odbc_specialcolumns() はテーブルの各レコードを特定するカラムを返します。 引数 type が SQL_ROWVER の場合、 odbc_specialcolumns() はカラムから値を取得する ことにより指定したテーブルでレコードを特定できる最適な
カラムまたはカラムの組を返します。

qualifier

修飾子。
owner

所有者。
table

テーブル。
scope

スコープ。これは結果セットの並べかえる際に使用します。
nullable

nullable オプション。

返り値

ODBC 結果 ID または失敗した場合に FALSE を返します。

結果セットのカラムは次のようになります。

SCOPE
COLUMN_NAME
DATA_TYPE
TYPE_NAME
PRECISION
LENGTH
SCALE
PSEUDO_COLUMN

odbc_statistics
(PHP 4, PHP 5)

odbc_statistics — テーブルに関する統計情報を取得する

説明

resource odbc_statistics ( resource $connection_id , string $qualifier , string $owner , string $table_name , int $unique , int $accuracy )

テーブルおよびインデックスに関する統計情報を取得します。

パラメータ
connection_id
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ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

修飾子。
owner

所有者。
table_name

テーブル名。
unique

unique 属性。
accuracy

正確さ。

返り値

ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

結果セットのカラムは次のようになります。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_OWNER
TABLE_NAME
NON_UNIQUE
INDEX_QUALIFIER
INDEX_NAME
TYPE
SEQ_IN_INDEX
COLUMN_NAME
COLLATION
CARDINALITY
PAGES
FILTER_CONDITION

結果セットは、NON_UNIQUE、TYPE、INDEX_QUALIFIER、 INDEX_NAME、SEQ_IN_INDEX でソートされます。

odbc_tableprivileges
(PHP 4, PHP 5)

odbc_tableprivileges — 各テーブルのリストおよび関連する権限のリストを取得する

説明

resource odbc_tableprivileges ( resource $connection_id , string $qualifier , string $owner , string $name )

指定した範囲にあるテーブルおよび各テーブルに関連する権限のリストを取得します。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

修飾子。
owner

所有者。 ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_' を使用可能です。
name

名前。 ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_' を使用可能です。

返り値

ODBC 結果 ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。
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結果セットのカラムは次のようになります。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_OWNER
TABLE_NAME
GRANTOR
GRANTEE
PRIVILEGE
IS_GRANTABLE

結果セットは TABLE_QUALIFIER、TABLE_OWNER、TABLE_NAME の順番になります。

odbc_tables
(PHP 4, PHP 5)

odbc_tables — 指定したデータソースに保存されたテーブルの名前のリストを取得する

説明

resource odbc_tables ( resource $connection_id [, string $qualifier [, string $owner [, string $name [, string $types ]]]] )

指定した範囲の全てのテーブルリストを得ます。

限定子、所有者、テーブル名を数えるために、 qualifier、owner、 name、table_type について以下のような特別な記号が使用可能です。

qualifier がパーセント記号 (%) のみで、 owner および name が空文字列であった場合、結果にはそのデータソースに関する 有効な限定子のリスト (NULL を有する TABLE_QUALIFIER カラム以外の 全てのカラム)が含まれます。
owner がパーセント記号 (%) のみで、 qualifier および name が空文字列の場合、結果にはその データソースに関する有効な所有者のリスト (NULL を有する TABLE_OWNER カラム以外の全てのカラム) が含まれます。
table_type がパーセント記号 (%) のみで、 qualifier、owner、 name が空文字列の場合、結果にはそのデータソースに 関する有効なテーブル型のリスト (NULL を有する TABLE_TYPE カラム以外の全てのカラム) が含まれます。

パラメータ
connection_id

ODBC 接続 ID。詳細は odbc_connect() を参照ください。
qualifier

修飾子。
owner

所有者。 検索パターン (ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_') を指定可能です。
name

名前。 検索パターン (ゼロ以上の文字にマッチする '%' や単一の文字にマッチする '_') を指定可能です。
types

table_type が空の文字列ではない場合、検索する型に ついてカンマで区切った値のリストを指定する必要があります。 各値は、シングルクオート(')で括るかまたは括らない形で指定可能です。 例えば、"'TABLE','VIEW'" または "TABLE, VIEW" となります。データソースが
が指定したテーブル型をサポートしていない場合、 odbc_tables() はその型についていかなる結果も 返しません。

返り値

情報を含んでいる ODBC 結果 ID を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

結果セットのカラムは次のようになります。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_OWNER
TABLE_NAME
TABLE_TYPE
REMARKS

結果セットは TABLE_TYPE、TABLE_QUALIFIER、TABLE_OWNER、TABLE_NAME の順番になります。

参考

odbc_tableprivileges() - 各テーブルのリストおよび関連する権限のリストを取得する

目次
odbc_autocommit — 自動コミットの動作をオンまたはオフにする
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odbc_binmode — バイナリカラムデータを処理する
odbc_close_all — 全ての ODBC 接続を閉じる
odbc_close — ODBC 接続を閉じる
odbc_columnprivileges — 指定したテーブルに関するカラムおよび付随する権限のリストを取得する
odbc_columns — 指定したテーブルにあるカラム名のリストを取得する
odbc_commit — ODBC トランザクションをコミットする
odbc_connect — データソースに接続する
odbc_cursor — カーソル名を得る
odbc_data_source — 現在の接続についての情報を返す
odbc_do — odbc_exec のエイリアス
odbc_error — 直近のエラーコードを得る
odbc_errormsg — 直近のエラーメッセージを得る
odbc_exec — SQL文を準備し、実行する
odbc_execute — プリペアドステートメントを実行する
odbc_fetch_array — 連想配列として結果の行を取得する
odbc_fetch_into — 一行ぶんの結果を配列に取り込む
odbc_fetch_object — オブジェクトとして結果の行を取得する
odbc_fetch_row — 行を取り込む
odbc_field_len — フィールドの長さ (精度) を得る
odbc_field_name — カラム名を得る
odbc_field_num — カラム番号を返す
odbc_field_precision — odbc_field_len のエイリアス
odbc_field_scale — フィールドの精度を得る
odbc_field_type — フィールドのデータ型を返す
odbc_foreignkeys — 外部キーのリストを取得する
odbc_free_result — 結果を保持するリソースを開放する
odbc_gettypeinfo — データソースがサポートするデータ型についての情報を取得する
odbc_longreadlen — LONG カラムを処理する
odbc_next_result — 複数の結果が利用可能などうか確認する
odbc_num_fields — 結果のカラム数を返す
odbc_num_rows — 結果における行数を返す
odbc_pconnect — 持続的なデータベース接続を開く
odbc_prepare — 実行用に文を準備する
odbc_primarykeys — テーブルの主キーを取得する
odbc_procedurecolumns — プロシージャへのパラメータに関する情報を取得する
odbc_procedures — 指定したデータソースに保存されているプロシージャのリストを取得する
odbc_result_all — HTML テーブルとして結果を出力する
odbc_result — 結果データを得る
odbc_rollback — トランザクションをロールバックする
odbc_setoption — ODBC の設定を変更する
odbc_specialcolumns — 特殊カラムを取得する
odbc_statistics — テーブルに関する統計情報を取得する
odbc_tableprivileges — 各テーブルのリストおよび関連する権限のリストを取得する
odbc_tables — 指定したデータソースに保存されたテーブルの名前のリストを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
ODBC 関数

odbc_autocommit — 自動コミットの動作をオンまたはオフにする
odbc_binmode — バイナリカラムデータを処理する
odbc_close_all — 全ての ODBC 接続を閉じる
odbc_close — ODBC 接続を閉じる
odbc_columnprivileges — 指定したテーブルに関するカラムおよび付随する権限のリストを取得する
odbc_columns — 指定したテーブルにあるカラム名のリストを取得する
odbc_commit — ODBC トランザクションをコミットする
odbc_connect — データソースに接続する
odbc_cursor — カーソル名を得る
odbc_data_source — 現在の接続についての情報を返す
odbc_do — odbc_exec のエイリアス
odbc_error — 直近のエラーコードを得る
odbc_errormsg — 直近のエラーメッセージを得る
odbc_exec — SQL文を準備し、実行する
odbc_execute — プリペアドステートメントを実行する
odbc_fetch_array — 連想配列として結果の行を取得する
odbc_fetch_into — 一行ぶんの結果を配列に取り込む
odbc_fetch_object — オブジェクトとして結果の行を取得する
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odbc_fetch_row — 行を取り込む
odbc_field_len — フィールドの長さ (精度) を得る
odbc_field_name — カラム名を得る
odbc_field_num — カラム番号を返す
odbc_field_precision — odbc_field_len のエイリアス
odbc_field_scale — フィールドの精度を得る
odbc_field_type — フィールドのデータ型を返す
odbc_foreignkeys — 外部キーのリストを取得する
odbc_free_result — 結果を保持するリソースを開放する
odbc_gettypeinfo — データソースがサポートするデータ型についての情報を取得する
odbc_longreadlen — LONG カラムを処理する
odbc_next_result — 複数の結果が利用可能などうか確認する
odbc_num_fields — 結果のカラム数を返す
odbc_num_rows — 結果における行数を返す
odbc_pconnect — 持続的なデータベース接続を開く
odbc_prepare — 実行用に文を準備する
odbc_primarykeys — テーブルの主キーを取得する
odbc_procedurecolumns — プロシージャへのパラメータに関する情報を取得する
odbc_procedures — 指定したデータソースに保存されているプロシージャのリストを取得する
odbc_result_all — HTML テーブルとして結果を出力する
odbc_result — 結果データを得る
odbc_rollback — トランザクションをロールバックする
odbc_setoption — ODBC の設定を変更する
odbc_specialcolumns — 特殊カラムを取得する
odbc_statistics — テーブルに関する統計情報を取得する
odbc_tableprivileges — 各テーブルのリストおよび関連する権限のリストを取得する
odbc_tables — 指定したデータソースに保存されたテーブルの名前のリストを取得する

PHP Data Objects

導入
PHP Data Objects (PDO) 拡張モジュールは、 PHP の中からデータベースにアクセスするための軽量で高性能な インターフェイスを定義します。 PDO インターフェイスを実装する各データベースドライバは、 正規表現関数のようなデータベース固有の機能を提供することがで
きます。 PDO 拡張モジュールによりそのデータベースの全てのデータベース関数を 実行できるわけではないことに注意してください。 データベースサーバにアクセスするには、 データベース固有の PDO ドライバ を使用する必要があります。

PDO は、データアクセスの抽象化レイヤを提供します。 つまり、使用しているデータベースが何であるかにかかわらず、同じ 関数を使用してクエリの発行やデータの取得が行えるということです。 PDO は、データベースの抽象化を行うのでは ありません。つまり、SQL を書
き直したり 存在しない機能をエミュレートしたりはしないということです。 もしそのような機能が必要なら、全体を網羅する (full-blown) 別の抽象化レイヤを使用すべきです。

PDO は PHP 5.1 以降にバンドルされており、PHP 5.0 では PECL 拡張モジュールとして使用可能です。PDO は PHP 5 の新機能である オブジェクト指向機能を使用しており、それより前のバージョンの PHP では動作しません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
Unix システムへの PDO のインストール

1. PDO および PDO_SQLITE ドライバは、PHP 5.1.0 以降デフォルトで有効となっています。 必要に応じて、使用するデータベース用の PDO ドライバを有効にすることができます。 データベースごとの PDO ドライバについてのドキュメント を参照ください。 注意: PDO
を共有モジュールとしてビルドする場合 (非推奨です)、 すべての PDO ドライバは PDO 自体の後に ロードしなければなりません。

2. PDO を共有モジュールとしてインストールする場合は、php.ini ファイルを変更し、PHP の実行時に PDO 拡張モジュールが自動的に読み込まれるようにしなければなりません。 データベースごとのドライバについても同様です。 ドライバは、pdo.so ファイルの後に記述
するようにしましょう。 ドライバを読み込む前に PDO の初期化を済ませておく必要があるからです。 PDO およびデータベースドライバを静的にビルドした場合は、この部分は読み飛ばしてかまいません。
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extension=pdo.so

Windows ユーザ

1. PDO および主要なドライバは、共有モジュールとして PHP に同梱されています。 単純に php.ini ファイルを編集するだけで使用可能です。
extension=php_pdo.dll

注意:

PHP 5.3 以降ではこのステップは不要です。PDO の DLL は必須ではなくなったからです。

2. 次に、その他のデータベース固有の DLL について、実行時に dl() で読み込むか php.ini の中で php_pdo.dll に引き続いて指定します。たとえば次のようになります。
extension=php_pdo.dll
extension=php_pdo_firebird.dll
extension=php_pdo_informix.dll
extension=php_pdo_mssql.dll
extension=php_pdo_mysql.dll
extension=php_pdo_oci.dll
extension=php_pdo_oci8.dll
extension=php_pdo_odbc.dll
extension=php_pdo_pgsql.dll
extension=php_pdo_sqlite.dll  

これらの DLL は、システムの extension_dir になければなりません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PDO 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

pdo.dsn.*  php.ini only  

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

pdo.dsn.* string

DSN の別名を定義します。完全な説明については PDO::__construct() を参照ください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

警告

PHP 5.1 以降、PDO はクラス定数を使用します。 それ以前のリリースでは、PDO_PARAM_BOOL の形式のグローバル変数を使用します。

PDO::PARAM_BOOL (integer)
ブールデータ型を表します。

PDO::PARAM_NULL (integer)
SQL NULL データ型を表します。

PDO::PARAM_INT (integer)
SQL INTEGER データ型を表します。

PDO::PARAM_STR (integer)
SQL CHAR, VARCHAR, または他の文字列データ型を表します。

PDO::PARAM_LOB (integer)
SQL ラージオブジェクト型を表します。

PDO::PARAM_STMT (integer)
PDO::PARAM_INPUT_OUTPUT (integer)

パラメータがストアドプロシージャ用の入力パラメータであることを指定します。 この値は、PDO::PARAM_* データ型とのビットORとして指定する必要があります。
PDO::FETCH_LAZY (integer)

取得する方法として、 結果セットが返すカラム名と同じ名前の変数を有するオブジェクトとして各行を返す方法を 指定します。 PDO::FETCH_LAZY は、アクセスされたものと同じ名前のオブジェクト変数を作成します。
PDO::FETCH_ASSOC (integer)

結果セットの対応するカラム名にふられているものと同じキーを付けた 連想配列として各行を返す取得方法を指定します。 もし結果セットが複数のカラムを同名で含む場合、 PDO::FETCH_ASSOC はカラム名毎に 1 つの値のみ返します。
PDO::FETCH_NAMED (integer)

結果セットの対応するカラム名にふられているものと同じキーを付けた 連想配列として各行を返す取得方法を指定します。 もし結果セットが複数のカラムを同名で含む場合、 PDO::FETCH_NAMED はカラム名毎に値の配列を返します。
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PDO::FETCH_NUM (integer)
結果セットの対応するカラム番号にふられているものと同じ添字を付けた 配列として各行を返す取得方法を指定します。番号は0から始まります。

PDO::FETCH_BOTH (integer)
結果セットと同じカラム名と0から始まるカラム番号を付けた配列として各行を返す 方法を指定します。

PDO::FETCH_OBJ (integer)
結果セットが返すカラム名と同じ名前のプロパティを有する オブジェクトとして各行を返す方法を指定します。

PDO::FETCH_BOUND (integer)
結果セットのカラムの値を PDOStatement::bindParam() または PDOStatement::bindColumn() メソッドでバインドされた PHP変数に代入し、TRUEを返すという取得方法を指定します。

PDO::FETCH_COLUMN (integer)
結果セットの次の行から指定された一つのカラムのみを返す取得方法を指定します。

PDO::FETCH_CLASS (integer)
カラムをクラスのプロパティにマップしつつ、 指定されたクラスの新規インスタンスを返す取得方法を指定します。

注意: 要求されたクラスにプロパティが存在しない場合は、マジックメソッド __set() がコールされます。

PDO::FETCH_INTO (integer)
カラムをクラスのプロパティにマップしつつ、 指定されたクラスの既存のインスタンスを更新する取得方法を指定します。

PDO::FETCH_FUNC (integer)
PDO::FETCH_GROUP (integer)
PDO::FETCH_UNIQUE (integer)
PDO::FETCH_KEY_PAIR (integer)

最初のカラムの値をキー、それ以降のカラムの内容を値として持つ連想配列形式でデータを取得します。 PHP 5.2.3 以降で使用可能です。
PDO::FETCH_CLASSTYPE (integer)

最初のカラムの値からクラス名を決定します。
PDO::FETCH_SERIALIZE (integer)

PDO::FETCH_INTO と同様ですが、 シリアライズした文字列としてオブジェクトを提供します。 PHP 5.1.0 以降で使用可能です。
PDO::FETCH_PROPS_LATE (integer)

PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PDO::ATTR_AUTOCOMMIT (integer)

この値が FALSE の場合、PDO は接続がトランザクションを開始できるように オートコミットを無効にしようとします。
PDO::ATTR_PREFETCH (integer)

独自アプリケーションにおけるメモリ使用量に対する速度のバランスを 調整するためのプリフェッチサイズを設定します。 全てのデータベースとドライバの組み合わせでプリフェッチサイズの設定を サポートしているわけではありません。
PDO::ATTR_TIMEOUT (integer)

データベースとの通信に対するタイムアウト値を秒で設定します。
PDO::ATTR_ERRMODE (integer)
PDO::ATTR_SERVER_VERSION (integer)
PDO::ATTR_CLIENT_VERSION (integer)
PDO::ATTR_SERVER_INFO (integer)
PDO::ATTR_CONNECTION_STATUS (integer)
PDO::ATTR_CASE (integer)

PDO::CASE_* 定数で指定されたケースにカラム名を変更します。
PDO::ATTR_CURSOR_NAME (integer)
PDO::ATTR_CURSOR (integer)
PDO::ATTR_DRIVER_NAME (string)

ドライバ名を返します。

例1 PDO::ATTR_DRIVER_NAME の使用例
<?php
if ($db->getAttribute(PDO::ATTR_DRIVER_NAME) == 'mysql') {
  echo "mysql 上で動作しています。何か mysql 固有のことをここで行います\n";
}
?>

PDO::ATTR_ORACLE_NULLS (integer)
空文字を SQL の NULL 値に変換します。

PDO::ATTR_PERSISTENT (integer)
新規接続を生成するよりもむしろ持続的接続を要求します。

PDO::ATTR_STATEMENT_CLASS (integer)
PDO::ATTR_FETCH_CATALOG_NAMES (integer)

結果セット中の各カラム名にカタログ名を追加します。 カタログ名とカラム名は、小数点 (.) で区切られます。
PDO::ATTR_FETCH_TABLE_NAMES (integer)

結果セット中の各カラム名にテーブル名を追加します。 テーブル名とカラム名は、小数点 (.) で区切られます。
PDO::ATTR_STRINGIFY_FETCHES (integer)
PDO::ATTR_MAX_COLUMN_LEN (integer)
PDO::ATTR_DEFAULT_FETCH_MODE (integer)

PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PDO::ATTR_EMULATE_PREPARES (integer)

PHP 5.1.3 以降で使用可能です。
PDO::ERRMODE_SILENT (integer)

エラー時にエラーもしくは例外を発生しません。 開発者の方は明示的にエラーをチェックするようにしてください。 これはデフォルトのモードです。
PDO::ERRMODE_WARNING (integer)

エラーが発生した場合、PHP の E_WARNING メッセージを発行します。
PDO::ERRMODE_EXCEPTION (integer)

エラーが発生した場合、PDOException を投げます。
PDO::CASE_NATURAL (integer)

カラム名をデータベースドライバにより返されたままにします。
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PDO::CASE_LOWER (integer)
カラム名を小文字にします。

PDO::CASE_UPPER (integer)
カラム名を大文字にします。

PDO::NULL_NATURAL (integer)
PDO::NULL_EMPTY_STRING (integer)
PDO::NULL_TO_STRING (integer)
PDO::FETCH_ORI_NEXT (integer)

結果セットの次の行を取得します。スクローラブルなカーソルでのみ有効です。
PDO::FETCH_ORI_PRIOR (integer)

結果セットの前の行を取得します。スクローラブルなカーソルでのみ有効です。
PDO::FETCH_ORI_FIRST (integer)

結果セットの先頭の行を取得します。スクローラブルなカーソルでのみ有効です。
PDO::FETCH_ORI_LAST (integer)

結果セットの最後の行を取得します。スクローラブルなカーソルでのみ有効です。
PDO::FETCH_ORI_ABS (integer)

結果セットから行番号で指定した行を取得します。スクローラブルなカーソルでのみ有効です。
PDO::FETCH_ORI_REL (integer)

結果セットのカーソルの現在の位置を基準とする相対位置により指定された行を 取得します。スクローラブルなカーソルでのみ有効です。
PDO::CURSOR_FWDONLY (integer)

前進のみ可能なカーソルを有する PDOStatement オブジェクトを生成します。 これにより、アプリケーションの性能は改善しますが、 PDOStatementオブジェクトは前方にある結果セットから一度に一行を 取得するという制約を受けます。
PDO::CURSOR_SCROLL (integer)

スクローラブルカーソルを有する PDOStatement オブジェクトを作成しあす。 結果セットから取得した行を制御するための PDO::FETCH_ORI_* 定数を指定して ください。
PDO::ERR_CANT_MAP (integer)
PDO::ERR_SYNTAX (integer)
PDO::ERR_CONSTRAINT (integer)
PDO::ERR_NOT_FOUND (integer)
PDO::ERR_ALREADY_EXISTS (integer)
PDO::ERR_NOT_IMPLEMENTED (integer)
PDO::ERR_MISMATCH (integer)
PDO::ERR_TRUNCATED (integer)
PDO::ERR_DISCONNECTED (integer)
PDO::ERR_NO_PERM (integer)
PDO::ERR_NONE (string)

SQLSTATE '00000' は SQL ステートメントがエラーや警告がなく発行に成功したことを意味します。 この定数はエラーが発生したかどうかを判別するために PDO::errorCode() もしくは PDOStatement::errorCode() をチェックする際に 便利です。この場合、通常はエ
ラー状態を発生したメソッドからの戻りコードを 検査することによって検知します。

PDO::PARAM_EVT_ALLOC (integer)
割り当てられたときに発生するイベント。

PDO::PARAM_EVT_FREE (integer)
割り当てが解除されたときに発生するイベント。

PDO::PARAM_EVT_EXEC_PRE (integer)
プリペアドステートメントの実行前に発生するイベント。

PDO::PARAM_EVT_EXEC_POST (integer)
プリペアドステートメントの実行後に発生するイベント。

PDO::PARAM_EVT_FETCH_PRE (integer)
結果セットから結果を取得する前に発生するイベント。

PDO::PARAM_EVT_FETCH_POST (integer)
結果セットから結果を取得した後に発生するイベント。

PDO::PARAM_EVT_NORMALIZE (integer)
バインドパラメータの登録時に発生するイベント。 これにより、ドライバがパラメータ名を正規化できるようになります。

接続、および接続の管理
PDO 基底クラスのインスタンスを作成することにより、接続が確立されます。 どのドライバを使用するのかにかかわらず、常に PDO クラスを指定します。 コンストラクタに渡す引数により、データソース (いわゆる DSN) の指定や (もしあれば、オプションで) ユーザ名および
パスワードの指定を行います。

例2 MySQL への接続
<?php
$dbh = new PDO('mysql:host=localhost;dbname=test', $user, $pass);
?>

接続時になんらかのエラーが発生した場合、PDOException オブジェクトがスローされます。エラー処理を行いたい場合はこの例外を キャッチします。あるいはこれを無視して、 set_exception_handler() で設定した グローバル例外ハンドラに処理を任せることもできます。

例3 接続エラーの処理
<?php
try {
    $dbh = new PDO('mysql:host=localhost;dbname=test', $user, $pass);
    foreach($dbh->query('SELECT * from FOO') as $row) {
        print_r($row);
    }
    $dbh = null;
} catch (PDOException $e) {
    print "エラー!: " . $e->getMessage() . "<br/>";
    die();
}
?>
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警告

PDO コンストラクタからの例外をアプリケーション内でキャッチしない場合、 zend エンジンはスクリプトの実行を終了し、バックトレースを表示します。 このバックトレースを見れば、データベースへの接続の詳細がわかってしまいます。 その中にはユーザ名やパスワード
も含まれます。 (catch 文を使用して) 明示的に例外をキャッチするか、 あるいは set_exception_handler() を使用して 暗黙的に例外をキャッチするようにしましょう。

データベースへの接続に成功すると、PDO クラスのインスタンスが スクリプトに返されます。この PDO オブジェクトが存在する間、 接続がアクティブであり続けます。接続を閉じるには、他から 参照されていないことを保障することでオブジェクトを破棄する 必要がありま
す。それには、オブジェクトを保持している変数に対して NULL を代入します。 明示的にこれを行わなかった場合は、スクリプトの終了時に自動的に 接続が閉じられます。

例4 接続を閉じる
<?php
$dbh = new PDO('mysql:host=localhost;dbname=test', $user, $pass);
// ここで接続を使用します

// 使用を終了したので、閉じます
$dbh = null;
?>

データベースサーバへの持続的な接続による恩恵をこうむる web アプリケーションは多いでしょう。持続的な接続は、スクリプトが 終了しても閉じられずにキャッシュされ、他のスクリプトが同じ内容の 接続を要求してきた際にそれが再利用されます。持続的接続の キャッ
シュにより、スクリプトがデータベースを使用するたびに 新しい接続を確立するオーバーヘッドを避けることができます。 それにより、結果として web アプリケーションを高速化できるように なります。

例5 持続的な接続
<?php
$dbh = new PDO('mysql:host=localhost;dbname=test', $user, $pass, array(
    PDO::ATTR_PERSISTENT => true
));
?>

注意:

持続的な接続を使用したい場合は、ドライバのオプションを表す配列に PDO::ATTR_PERSISTENT を設定して PDO のコンストラクタに渡す必要があります。この属性を PDO::setAttribute() を用いてインスタンス作成後に設定した場合は、 そのドライバは持続的な接続
を使用しません。

注意:

PDO ODBC ドライバを使用しており、ODBC ライブラリが ODBC 接続プーリングをサポートしている場合 (unixODBC および Windows はこれをサポートしています。他にもあるかもしれません) は、 PDO の持続的接続を使用せずに ODBC の接続プーリングに 接
続キャッシュ処理を任せることを推奨します。 ODBC の接続プールは、プロセス内で他のモジュールと共有されています。 PDO が接続をキャッシュしてしまうと、その接続は ODBC の 接続プールに返されなくなり、他のモジュールによって新たな接続が 作成され
てしまうようになります。

トランザクションおよび自動コミット
さあ、PDO を使用してデータベースに接続することができました。 クエリを発行する前に、PDO がトランザクションをどのように扱うのかを 理解しなければなりません。トランザクションについてよくわからない方の ために説明すると、これは以下の 4 つの機能、つまり 原
子性 - Atomicity、一貫性 - Consistency、独立性 - Isolation および 永続性 - Durability (ACID) を提供するものです。 一般的な言葉で言うと、トランザクション内で実行された作業は たとえ段階的に行われたものであってもデータベースに安全に反映される ことが保証され
ています。トランザクションのコミット時に他の接続の 干渉を受けることはありません。また、トランザクション内での作業は (まだコミットされていなければ) いつでも自動的に取り消すことが できます。これにより、スクリプト内でのエラー処理がより楽になります。

トランザクションの一般的な実装は、変更内容を一時的に「蓄えて」おき、 それを一気に適用するようになっています。この実装には、更新処理の 性能を劇的に向上させるという効果もあります。つまり、 トランザクションによってあなたの書くスクリプトはより高速になり、
また、より堅牢になるということです (これらの恩恵をうけるためには、トランザクションを正しく使用する 必要があります)。

残念ながら、すべてのデータベースがトランザクションをサポートしていると いうわけではありません。そのため、PDO で最初に接続をオープンした際には、 いわゆる「自動コミット」モードで動作します。自動コミットモードとは、 もしデータベースがトランザクションを
サポートしていたら個々のクエリが 暗黙的なトランザクションのもとで実行され、サポートしていなかったら トランザクションを使用せずに実行されることを意味します。 トランザクションを使用する場合は、 PDO::beginTransaction() メソッドを使用して トランザクション
を初期化する必要があります。使用しているドライバが トランザクションをサポートしていない場合は PDOException が スローされます (これは深刻な状態であるため、エラー処理の設定に かかわらず常にスローされます)。初期化した後でトランザクションを 終了させるに
は、トランザクション内でのコードが成功したか否かに応じて PDO::commit() あるいは PDO::rollBack() を使用します。

警告

PDO は、トランザクション機能をドライバレベルでしかチェックしません。 実行時に何らかの条件でトランザクションが使えない場合でも、 データベースサーバがトランザクション開始要求を受け付けた場合には PDO::beginTransaction() は TRUE を返します。エラーとはな
りません。

たとえば、MySQL データベースの MyISAM テーブルでトランザクションを使おうとした場合にこの現象が発生します。

スクリプトが終了したり接続が閉じられようとした際に、もし処理が 完了していないトランザクションがあれば PDO が自動的に ロールバックします。これは、スクリプトが予期せぬ状態で終了した場合に データの不整合が発生するのを避けるための安全装置です。もし 明示的
にコミットしていなければ、おそらく何かおかしなことが 起こったのだろうと推測されます。そのため、データを守るために ロールバックが行われるのです。

警告

自動的にロールバックが行われるのは、トランザクションを PDO::beginTransaction() で開始した場合のみです。 トランザクションを開始するクエリを手動で発行した場合、 PDO はそれを知ることができません。そのため、何か問題が発生しても ロールバックすることはでき
ないのです。

例6 トランザクション内で一括処理を行う

以下の例では、新しい従業員のデータを作成しているものとします。 この従業員には ID 番号 23 を割り当てます。この人物についての 基礎データを入力するだけでなく、その給与についても登録する 必要があります。以下では単純に 2 つの別々の更新を行っていますが、 そ
れらは PDO::beginTransaction() および PDO::commit() のコールで囲まれています。 これにより、変更が完了するまでは他からは一切変更内容が 見えないことが保証されます。もし何か問題が発生すれば、 catch ブロック内でトランザクション開始以降のすべての変更が
ロールバックされます。そしてエラーメッセージを表示します。
<?php
try {
  $dbh = new PDO('odbc:SAMPLE', 'db2inst1', 'ibmdb2', 
      array(PDO::ATTR PERSISTENT => true));
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  echo "接続しました\n";
  $dbh->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE, PDO::ERRMODE_EXCEPTION);

  $dbh->beginTransaction();
  $dbh->exec("insert into staff (id, first, last) values (23, 'Joe', 'Bloggs')");
  $dbh->exec("insert into salarychange (id, amount, changedate) 
      values (23, 50000, NOW())");
  $dbh->commit();
  
} catch (Exception $e) {
  $dbh->rollBack();
  echo "失敗しました。" . $e->getMessage();
}
?>

トランザクション内で行える処理は、更新には限りません。たとえば 何か複雑なクエリを発行してデータを抽出し、その情報をもとに データの更新をしたり別のクエリを実行したりすることも可能です。 トランザクションがアクティブな間は、作業中のデータについては 他か
ら一切変更が加えられないことが保証されます。 トランザクションについての詳細は、 使用するデータベースサーバのドキュメントを参照ください。

プリペアドステートメントおよびストアドプロシージャ
より成熟したデータベースの多くは、プリペアドステートメントという 概念をサポートしています。プリペアドステートメントとはいったい何の ことでしょう? これは、実行したい SQL をコンパイルした 一種のテンプレートのようなものです。パラメータ変数を使用すること
で SQL をカスタマイズすることが可能です。プリペアドステートメントには 2 つの大きな利点があります。

クエリのパース (あるいは準備) が必要なのは最初の一回だけで、 同じパラメータ (あるいは別のパラメータ) を指定して何度でも クエリを実行することができます。クエリを実行するには、準備として クエリの解析やコンパイル、そして実行プランの最適化が行われま
す。 クエリが複雑になると、この処理には時間がかかるようになります。 同じクエリを異なったパラメータで何度も実行すると、アプリケーションの 動作は目に見えて遅くなるでしょう。 プリペアドステートメントを使用すると、この 解析/コンパイル/最適化 の繰り返
しを避けることができます。 端的に言うと、プリペアドステートメントは使用するリソースが少なくいため 高速に動作するということです。
プリペアドステートメントに渡すパラメータは、引用符で括る必要は ありません。それはドライバが自動的に行います。 アプリケーションで明示的にプリペアドステートメントを使用するように すれば、SQL インジェクションは決して発生しません (しかし、もし信頼で
きない入力をもとにクエリの他の部分を構築している のならば、その部分に対するリスクを負うことになります)。

プリペアドステートメントは非常に有用な機能なので、もしドライバが サポートしていなくても、例外的に PDO がこの機能をエミュレートします。 これにより、データベースの機能にかかわらず同じ仕組みで データベースへのアクセスができることが保証されます。

例7 プリペアドステートメントを使用して、繰り返し挿入処理を行う

この例は、name および value を名前つきプレースホルダで置き換えて INSERT クエリを実行します。
<?php
$stmt = $dbh->prepare("INSERT INTO REGISTRY (name, value) VALUES (:name, :value)");
$stmt->bindParam(':name', $name);
$stmt->bindParam(':value', $value);

// 行を挿入します
$name = 'one';
$value = 1;
$stmt->execute();

// パラメータを変更し、別の行を挿入します
$name = 'two';
$value = 2;
$stmt->execute();
?>

例8 プリペアドステートメントを使用して、繰り返し挿入処理を行う

この例は、name および value をプレースホルダ ? で置き換えて INSERT クエリを実行します。
<?php
$stmt = $dbh->prepare("INSERT INTO REGISTRY (name, value) VALUES (?, ?)");
$stmt->bindParam(1, $name);
$stmt->bindParam(2, $value);

// 行を挿入します
$name = 'one';
$value = 1;
$stmt->execute();

// パラメータを変更し、別の行を挿入します
$name = 'two';
$value = 2;
$stmt->execute();
?>

例9 プリペアドステートメントを使用してデータを取得する

この例では、フォームで入力したキーの値に応じたデータを取得します。 ユーザの入力内容は自動的に引用符で括られるので、SQL インジェクション攻撃の 恐れはありません。
<?php
$stmt = $dbh->prepare("SELECT * FROM REGISTRY where name = ?");
if ($stmt->execute(array($_GET['name']))) {
  while ($row = $stmt->fetch()) {
    print_r($row);
  }
}
?>

データベースドライバがサポートしていれば、入力パラメータだけでなく 出力パラメータもバインドすることが可能です。出力パラメータは、 一般にストアドプロシージャから値を受け取るために使用します。この場合、 返される値の大きさがどの程度になるのかをバインド時
に知っておく必要が あります。指定した大きさよりも大きな値が返されると、エラーが発生します。

例10 出力パラメータを指定してストアドプロシージャをコールする
<?php
$stmt = $dbh->prepare("CALL sp_returns_string(?)");
$stmt->bindParam(1, $return_value, PDO::PARAM_STR, 4000); 

// ストアドプロシージャをコールします
$stmt->execute();
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print "プロシージャが返した値は $return_value です\n";
?>

入出力の両方に使用するパラメータを指定することもできます。 このパラメータの書式は、出力パラメータと同じです。 次の例では、ストアドプロシージャに文字列 'hello' を渡しています。 プロシージャの結果が返ってくると、 この文字列はプロシージャの返す値に置き換え
られます。

例11 入出力パラメータを指定してストアドプロシージャをコールする
<?php
$stmt = $dbh->prepare("CALL sp_takes_string_returns_string(?)");
$value = 'hello';
$stmt->bindParam(1, $value, PDO::PARAM_STR|PDO::PARAM_INPUT_OUTPUT, 4000); 

// ストアドプロシージャをコールします
$stmt->execute();

print "プロシージャが返した値は $value です\n";
?>

例12 プレースホルダの間違った使用法
<?php
$stmt = $dbh->prepare("SELECT * FROM REGISTRY where name LIKE '%?%'");
$stmt->execute(array($_GET['name']));

// プレースホルダは、値全体に対して使用しなければなりません
$stmt = $dbh->prepare("SELECT * FROM REGISTRY where name LIKE ?");
$stmt->execute(array("%$_GET[name]%"));
?>

エラーおよびエラー処理
PDO が提供するエラー処理方法は 3 通り存在し、 アプリケーションの開発形態によって使い分けることができます。

PDO::ERRMODE_SILENT

デフォルトのモードです。ステートメントおよびデータベースオブジェクトの エラーについて、PDO は単にそのエラーコードのみを設定します。 これを取得するには PDO::errorCode() および PDO::errorInfo() メソッドを使用します。 ステートメントオブジェクトへの
コールによってエラーが発生した場合は、 そのオブジェクトの PDOStatement::errorCode() あるいは PDOStatement::errorInfo() メソッドを呼び出します。 データベースオブジェクトへのコールによってエラーが発生した場合は、 その代わりにデータベースオブジェク
ト上の同じメソッドを呼び出します。

PDO::ERRMODE_WARNING

エラーコードを設定することに加え、PDO は 伝統的な E_WARNING メッセージも出力します。この設定はデバッグ/テストの際に有用で、 アプリケーションの動作を妨げることなしに問題点を確認できるように なります。

PDO::ERRMODE_EXCEPTION

エラーコードを設定することに加え、PDO は PDOException をスローします。エラーコードや 関連情報が、クラスのプロパティとして設定されます。 この設定もまたデバッグ時に有用で、エラーが発生した時点で スクリプトの実行を停止させることによりコード内の問
題点を 見つけやすくなります (例外によりスクリプトが終了した際には、トランザクションは自動的に ロールバックされることを覚えておきましょう)。

このモードが有用である理由のひとつとして、伝統的な PHP 形式の警告よりも より明確にエラー処理コードが書けることがあります。例外を発生させず、 データベースへのコールのたびに毎回明示的に返り値をチェックすることに 比べると、コードの量やネストを減らす
ことができます。

PHP の例外についての詳細な情報は、 例外 を参照ください。

PDO のエラーコードは、SQL-92 の SQLSTATE エラーコード文字列に 標準化されています。 ネイティブのコードを適切な SQLSTATE コードに変換するのは、個々の PDO ドライバの仕事となります。 PDO::errorCode() メソッドは SQLSTATE コードを返します。 エラーにつ
いての詳細な銃尾法が知りたい場合、PDO では PDO::errorInfo() メソッドも提供しており、 これは SQLSTATE コード、ドライバ固有のエラーコードおよびドライバ固有の エラーメッセージを含む配列を返します。

ラージオブジェクト (LOB)
アプリケーション内で、データベースに「大きな」データを格納する 必要を感じることがあるかもしれません。「大きな」とは、一般的には 「4kb 程度以上」を指しますが、データベースによっては 32kb くらいまでは 「大きい」と判断されずにすむこともあります。ラージ
オブジェクトは テキストあるいはバイナリの両方の形式をとり得ます。 PDO でこのラージデータ型を扱うには、 PDOStatement::bindParam() や PDOStatement::bindColumn() のコール時に 型コードとして PDO::PARAM_LOB を使用します。 PDO::PARAM_LOB を指定する
と、PDO は データをストリームにマップします。これにより、 PHP ストリーム API を使用してデータを扱えるようになります。

例13 データベース内の画像を表示する

この例では $lob という名前の変数に LOB をバインドし、 fpassthru() を使用してそれをブラウザに送信します LOB はストリームで表されるので、 fgets()、fread() および stream_get_contents() といった関数を 使用することができます。
<?php
$db = new PDO('odbc:SAMPLE', 'db2inst1', 'ibmdb2');
$stmt = $db->prepare("select contenttype, imagedata from images where id=?");
$stmt->execute(array($_GET['id']));
$stmt->bindColumn(1, $type, PDO::PARAM_STR, 256);
$stmt->bindColumn(2, $lob, PDO::PARAM_LOB);
$stmt->fetch(PDO::FETCH_BOUND);

header("Content-Type: $type");
fpassthru($lob);
?>

例14 画像をデータベースに挿入する

この例では、ファイルをオープンしてそのハンドルを PDO に渡し、 LOB としてデータベースに挿入します。PDO は、データベースに応じた もっとも適切な方法でデータを取得します。
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<?php
$db = new PDO('odbc:SAMPLE', 'db2inst1', 'ibmdb2');
$stmt = $db->prepare("insert into images (id, contenttype, imagedata) values (?, ?, ?)");
$id = get_new_id(); // 新しい ID を割り当てるための何らかの関数

// フォームからファイルをアップロードしていると仮定します。
// 詳細な情報は PHP のドキュメントを参照ください。
$fp = fopen($_FILES['file']['tmp_name'], 'rb');

$stmt->bindParam(1, $id);
$stmt->bindParam(2, $_FILES['file']['type']);
$stmt->bindParam(3, $fp, PDO::PARAM_LOB);

$db->beginTransaction();
$stmt->execute();
$db->commit();
?>

例15 画像をデータベースに挿入する: Oracle

Oracle は、ファイルから LOB を挿入する方法が他とは少し違います。 また、必ずトランザクション内で挿入しなければなりません。 それ以外の場合、新しく挿入された LOB は長さゼロとなり、クエリの 実行時に暗黙的にコミットされます。
<?php
$db = new PDO('oci:', 'scott', 'tiger');
$stmt = $db->prepare("insert into images (id, contenttype, imagedata) " .
"VALUES (?, ?, EMPTY_BLOB()) RETURNING imagedata INTO ?");
$id = get_new_id(); // 新しい ID を割り当てるための何らかの関数

// フォームからファイルをアップロードしていると仮定します。
// 詳細な情報は PHP のドキュメントを参照ください。
$fp = fopen($_FILES['file']['tmp_name'], 'rb');

$stmt->bindParam(1, $id);
$stmt->bindParam(2, $_FILES['file']['type']);
$stmt->bindParam(3, $fp, PDO::PARAM_LOB);

$stmt->beginTransaction();
$stmt->execute();
$stmt->commit();
?>

PDO クラス
導入
PHP とデータベースサーバの間の接続を表します。

クラス概要
PDO {
__construct ( string $dsn [, string $username [, string $password [, array $driver_options ]]] )
bool beginTransaction ( void )
bool commit ( void )
mixed errorCode ( void )
array errorInfo ( void )
int exec ( string $statement )
mixed getAttribute ( int $attribute )
array getAvailableDrivers ( void )
array inTransaction ( void )
string lastInsertId ([ string $name = NULL ] )
PDOStatement prepare ( string $statement [, array $driver_options = array() ] )
PDOStatement query ( string $statement )
string quote ( string $string [, int $parameter_type = PDO::PARAM_STR ] )
bool rollBack ( void )
bool setAttribute ( int $attribute , mixed $value )
}

PDO::beginTransaction
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::beginTransaction — トランザクションを開始する

説明

bool PDO::beginTransaction ( void )

オートコミットモードをオフにします。オートコミットモードがオフの間、 PDO オブジェクトを通じてデータベースに加えた変更は PDO::commit() をコールするまでコミットされません。 PDO::rollback() をコールすると、 データベースへの全ての変更をロールバックし、
オートコミットモードに設定された接続を返します。

MySQL を含むいくつかのデータベースでは、DROP TABLE や CREATE TABLE のようなデータベース定義言語 (DDL) ステートメントがトランザクション中に 発行される場合、暗黙的なコミットが自動的に発行されます。 この暗黙的なコミットにより、そのトランザクション境



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

界で 他のあらゆる変更をロールバックすることができなくなるでしょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 トランザクションをロールバックする

以下の例は、トランザクションを開始し、 変更をロールバックする前にデータベースを修正する 2 つのステートメントを発行します。 しかしながら MySQL では、DROP TABLE ステートメントは 自動的にトランザクションをコミットするので、 トランザクション中のどの変更
もロールバックされません。
<?php
/* トランザクションを開始する。オートコミットがオフになる */
$dbh->beginTransaction();

/* データベーススキーマとデータを変更する */
$sth = $dbh->exec("DROP TABLE fruit");
$sth = $dbh->exec("UPDATE dessert
    SET name = 'hamburger'");

/* ミスに気づき、変更をロールバックする */
$dbh->rollBack();

/* データベース接続はオートコミットモードに戻る */
?>

参考

PDO::commit() - トランザクションをコミットする
PDO::rollBack() - トランザクションをロールバックする
トランザクションおよび自動コミット

PDO::commit
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::commit — トランザクションをコミットする

説明

bool PDO::commit ( void )

トランザクションをコミットし、 次に PDO::beginTransaction() で新たなトランザクションが開始されるまで、 データベース接続をオートコミットモードに戻します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 トランザクションをコミットする
<?php
/* トランザクションを開始する。オートコミットがオフになる */
$dbh->beginTransaction();

/* データベーススキーマを変更する */
$sth = $dbh->exec("DROP TABLE fruit");

/* 変更をコミットする */
$dbh->commit();

/* データベース接続はオートコミットモードに戻る */
?>

参考

PDO::beginTransaction() - トランザクションを開始する
PDO::rollBack() - トランザクションをロールバックする
トランザクションおよび自動コミット

PDO::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::__construct — データベースへの接続を表す PDO インスタンスを生成する
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説明

PDO::__construct() ( string $dsn [, string $username [, string $password [, array $driver_options ]]] )

指定されたデータベースへの接続を表す PDO インスタンスを生成します。

パラメータ

dsn

データソース名(Data Source Name)またはDSN。データベースに接続するために 必要な情報が含まれます。

一般に、DSNはPDOドライバ名の後にコロンが続き、 各PDOドライバに固有の接続構文が続きます。より多くの情報は PDO driver-specific documentation にあります。

dsn パラメータは、データベースへの接続を生成する ために必要な引数を指定する方法として、3種類の方法をサポートします。

ドライバ呼び出し

dsn に完全な DSN を指定します。

URI 呼び出し

dsn は、uri: の後に DSN 文字列を含むファイルの位置を定義する URI が続く形式となります。 この URI には、ローカルファイルまたはリモート URL を指定することができます。
uri:file:///path/to/dsnfile

エイリアス

dsn は、DSN 文字列を定義する php.ini の pdo.dsn.name へマップする名前 name からなります。

注意:

エイリアスは、.htaccess や httpd.conf ではなく、 php.ini で定義する必要があります。

username

DSN 文字列のユーザ名。このパラメータは、いくつかの PDO ドライバではオプションです。

password

パスワード。DSN 文字列で必要とされる場合に指定。

driver_options

ドライバ固有の接続オプションを指定するキー=> 値の配列。

返り値

成功時に PDO オブジェクトを返します。

エラー / 例外

PDO::__construct() は、 指定されたデータベースへの接続に失敗した場合、 PDOException を投げます。

例

例1 ドライバ呼び出しにより PDO インスタンスを生成する
<?php
/* ドライバ呼び出しを使用して ODBC データベースに接続する */
$dsn = 'mysql:dbname=testdb;host=127.0.0.1';
$user = 'dbuser';
$password = 'dbpass';

try {
    $dbh = new PDO($dsn, $user, $password);
} catch (PDOException $e) {
    echo 'Connection failed: ' . $e->getMessage();
}

?>

例2 URI 呼び出しにより PDO インスタンスを生成する

以下の例では、ファイル /usr/local/dbconnect が存在し、 PHP がこのファイルを読み込む権限を有していることを仮定します。 このファイルには、 PDO_ODBC により DB2 データベースに接続するための PDO DSN が含まれています。
odbc:DSN=SAMPLE;UID=john;PWD=mypass

これにより、PHP スクリプトでは、単に uri: パラメータを渡し、 ファイルの URI を示すだけでデータベース接続を作成することができるようになります。
<?php
/* ドライバ呼び出しを使用して ODBC データベースに接続する */
$dsn = 'uri:file:///usr/local/dbconnect';
$user = '';
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$password = '';

try {
    $dbh = new PDO($dsn, $user, $password);
} catch (PDOException $e) {
    echo 'Connection failed: ' . $e->getMessage();
}

?>

例3 エイリアスにより PDO インスタンスを生成する

以下の例では、php.ini にエイリアス mydb のみで MySQL データベースに接続できるようにするための以下のエントリが含まれることを 仮定します。
[PDO]
pdo.dsn.mydb="mysql:dbname=testdb;host=localhost"

<?php
/* エイリアスを使用して ODBC データベースに接続する */
$dsn = 'mydb';
$user = '';
$password = '';

try {
    $dbh = new PDO($dsn, $user, $password);
} catch (PDOException $e) {
    echo '接続に失敗しました: ' . $e->getMessage();
}

?>

PDO::errorCode
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::errorCode — データベースハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する

説明

mixed PDO::errorCode ( void )

返り値

SQLSTATE を返します。これは、ANSI SQL-92 標準で定義された英数 5 文字の ID です。簡潔に言えば、SQLSTATE は 2文字のクラス値の後に 3 文字のサブクラス値が続きます。クラス値 01 はワーニングを表し、 戻り値のコード SQL_SUCCESS_WITH_INFO を伴います。
クラス 'IM' を除く '01' 以外のクラス値はエラーを表します。 クラス 'IM' は PDO 自身の実装 (もしくは ODBC ドライバを使用している場合は ODBC かも知れません) に由来するワーニングやエラーに固有の値です。 あらゆるクラスでのサブクラス値 '000' は SQLSTATE に対
するサブクラスがない事を示しています。

PDO::errorCode() はデータベースハンドラに 直接行った操作に対するエラーコードのみを取得します。 もし PDO::prepare() や PDO::query() を通して PDOStatement オブジェクトを生成し、 文でエラーが発生した場合、PDO::errorCode() はエラーを反映しません。 特定
の文ハンドラに対して実行された操作についてのエラーコードを返すには PDOStatement::errorCode() をコールしなければなりません。

そのデータベースハンドル上で何も操作が行われていない場合は NULL を返します。

例

例1 SQLSTATE コードを取得する
<?php
/* エラーを発生させる -- BONES テーブルは存在しない */
$dbh->exec("INSERT INTO bones(skull) VALUES ('lucy')");

echo "\nPDO::errorCode(): ";
print $dbh->errorCode();
?>

上の例の出力は以下となります。
PDO::errorCode(): 42S02

参考

PDO::errorInfo() - データベースハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDOStatement::errorCode() - 文ハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDOStatement::errorInfo() - 文ハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する

PDO::errorInfo
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::errorInfo — データベースハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する

説明
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array PDO::errorInfo ( void )

返り値

PDO::errorInfo() は、 このデータベースハンドラによって実行された直近の操作に関するエラー情報を 配列として返します。この配列は次のフィールドを含みます。

要素 情報
0 SQLSTATE エラーコード (これは、ANSI SQL 標準で定義された英数 5 文字の ID)
1 ドライバ固有のエラーコード
2 ドライバ固有のエラーメッセージ

注意:

SQLSTATE エラーコードが設定されていない場合やドライバ固有のエラーがない場合は、 要素 0 に続く要素は NULL となります。

PDO::errorInfo() はデータベースハンドラに 直接行った操作に対するエラーコードのみを取得します。 もし PDO::prepare() や PDO::query() を通して PDOStatement オブジェクトを生成し、 文でエラーが発生した場合、PDO::errorInfo() はそのエラーを反映しません。 特
定の文ハンドラに対して実行された操作についてのエラーコードを返すには PDOStatement::errorInfo() をコールしなければなりません。

例

例1 DB2 データベースに対する PDO_ODBC 接続の errorInfo() フィールドを表示する
<?php
/* エラーを発生させる -- 無効な SQL シンタックス */
$stmt = $dbh->prepare('bogus sql');
if (!$stmt) {
    echo "\nPDO::errorInfo():\n";
    print_r($dbh->errorInfo());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
PDO::errorInfo():
Array
(
    [0] => HY000
    [1] => 1
    [2] => near "bogus": syntax error
)

参考

PDO::errorCode() - データベースハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDOStatement::errorCode() - 文ハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDOStatement::errorInfo() - 文ハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する

PDO::exec
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::exec — SQL ステートメントを実行し、作用した行数を返す

説明

int PDO::exec ( string $statement )

PDO::exec() は、一度の関数コールで SQL 文を実行し、文によって作用した行数を返します。

PDO::exec() は SELECT 文からは結果を返しません。 プログラム中で一度だけ発行が必要になる SELECT 文に対しては、 PDO::query() の発行を検討してください。 複数回発行が必要な文については、PDO::prepare() による PDOStatement オブジェクトの準備と
PDOStatement::execute() による文の発行を行ってください。

パラメータ
statement

準備、実行する SQL ステートメントを指定します。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。

返り値

PDO::exec() は、発行した SQL ステートメントによって更新もしくは 削除された行数を返します。 1 行も作用しなかった場合、PDO::exec() は 0 を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。
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以下の例は PDO::exec() の戻り値の使用法を間違っています。結果として一行も更新されなかった場合に die() がコールされてしまうからです。
<?php
$db->exec() or die(print_r($db->errorInfo(), true));
?>

例

例1 DELETE 文の発行

WHERE 句を伴う DELETE 文によって削除された行数をカウントします。
<?php
$dbh = new PDO('odbc:sample', 'db2inst1', 'ibmdb2');

/* FRUIT テーブルから全ての行を削除する */
$count = $dbh->exec("DELETE FROM fruit WHERE colour = 'red'");

/* 削除された行数を返す */
print("Deleted $count rows.\n");
?>

上の例の出力は以下となります。
Deleted 1 rows.

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDO::query() - SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する

PDO::getAttribute
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDO::getAttribute — データベース接続の属性を取得する

説明

mixed PDO::getAttribute ( int $attribute )

この関数はデータベース接続の属性値を返します。PDOStatement 属性を取得する場合、PDOStatement::getAttribute() を参照ください。

いくつかのデータベースもしくはドライバは、 データベース接続の属性の全てのをサポートしていないかも知れないことに 注意してください。

パラメータ
attribute

PDO_ATTR_* 定数の 1 つを指定します。 データベース接続に適用される定数は以下の通りです。

PDO::ATTR_AUTOCOMMIT
PDO::ATTR_CASE
PDO::ATTR_CLIENT_VERSION
PDO::ATTR_CONNECTION_STATUS
PDO::ATTR_DRIVER_NAME
PDO::ATTR_ERRMODE
PDO::ATTR_ORACLE_NULLS
PDO::ATTR_PERSISTENT
PDO::ATTR_PREFETCH
PDO::ATTR_SERVER_INFO
PDO::ATTR_SERVER_VERSION
PDO::ATTR_TIMEOUT

返り値

コールに成功した場合は要求された PDO 属性の値を返します。 コールに失敗した場合は null を返します。

例

例1 データベース接続の属性を取得する
<?php
$conn = new PDO('odbc:sample', 'db2inst1', 'ibmdb2');
$attributes = array(
    "AUTOCOMMIT", "ERRMODE", "CASE", "CLIENT_VERSION", "CONNECTION_STATUS",
    "ORACLE_NULLS", "PERSISTENT", "PREFETCH", "SERVER_INFO", "SERVER_VERSION",
    "TIMEOUT"
);
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foreach ($attributes as $val) {
    echo "PDO::ATTR_$val: ";
    echo $conn->getAttribute(constant("PDO::ATTR_$val")) . "\n";
}
?>

参考

PDO::setAttribute() - 属性を設定する
PDOStatement::getAttribute() - 文の属性を取得する
PDOStatement::setAttribute() - 文の属性を設定する

PDO::getAvailableDrivers
(PHP 5 >= 5.1.3, PECL pdo >= 1.0.3)

PDO::getAvailableDrivers — 利用可能な PDO ドライバの配列を返す

説明

array PDO::getAvailableDrivers ( void )
array pdo_drivers ( void )

この関数は、PDO::__construct() の DSN パラメータで利用可能な全ての有効な PDO ドライバを返します。これはスタティックメソッドです。

返り値

PDO::getAvailableDrivers() は PDO ドライバ名の配列を返します。 もしドライバが何も利用できない場合、空の配列を返します。

例

例1 PDO::getAvailableDrivers() の例
<?php
print_r(PDO::getAvailableDrivers());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => mysql
    [1] => sqlite
)

PDO::inTransaction
(PHP 5 >= 5.3.3, Bundled pdo_pgsql)

PDO::inTransaction — Checks if inside a transaction

説明

array PDO::inTransaction ( void )

Checks if a transaction is currently active within the driver.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns TRUE if a transaction is currently active, and FALSE if not.

返り値

注意:

Note that currently only the PostgreSQL driver implements this method.

PDO::lastInsertId
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(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::lastInsertId — 最後に挿入された行の ID あるいはシーケンスの値を返す

説明

string PDO::lastInsertId ([ string $name = NULL ] )

最後に挿入された行の ID、 あるいはシーケンスオブジェクトから次の値をを返します。 これは、構成しているドライバに依存します。例えば PDO_PGSQL() の場合、name パラメータにシーケンスオブジェクト名を指定する必要があります。

注意:

このメソッドは、異なる PDO ドライバ間で意味のあるもしくは 一貫性のある結果を返さないかも知れません。 構成しているデータベースが自動インクリメントフィールド、 もしくはシーケンスの概念をサポートしていないかも知れないためです。

パラメータ
name

ID が返されるべきシーケンスオブジェクト名を指定します。

返り値

もし name パラメータにシーケンス名が指定されなかった場合、 PDO::lastInsertId() はデータベースに挿入された最後の行の行IDに相当する文字列を返します。

もし name パラメータにシーケンス名が指定された場合、 PDO::lastInsertId() は指定されたシーケンスオブジェクトから取得した最後の値に相当する 文字列を返します。

もし PDO ドライバがサポートしていない場合、 PDO::lastInsertId() は IM001 SQLSTATE を発生させます。

PDO::prepare
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::prepare — 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す

説明

PDOStatement PDO::prepare ( string $statement [, array $driver_options = array() ] )

PDOStatement::execute() メソッドによって実行される SQL ステートメントを準備します。 SQL ステートメントは、文が実行されるときに実際の値に置き換えられる 0 個もしくはそれ以上の名前 (:name) もしくは疑問符 (?) パラメータマークを含むことができます。 名前と
疑問符パラメータを同一 SQL ステートメント中で使用することはできません。 どちらか一方か、他のパラメータ形式を使用してください。 ユーザの入力をバインドする際にはこれらのパラメータを使います。 ユーザの入力を直接クエリに含めてはいけません。

PDOStatement::execute() をコールする際には、 文に渡すパラメータにはそれぞれ固有のパラメータマークを設定する必要があります。 ひとつのプリペアドステートメントの中で、同じ名前のパラメータマークを 複数使用することはできません。SQL 文の IN() 句などで、 ひ
とつのパラメータに複数の値を 割り当てることはできません。

異なるパラメータを用いて複数回実行されるような文に対し PDO::prepare() と PDOStatement::execute() をコールすることで、 ドライバがクライアントまたはサーバ側にクエリプランやメタ情報を キャッシュさせるよう調整するため、 アプリケーションのパフォーマンスを
最適化します。また、 パラメータに手動でクオートする必要がなくなるので SQL インジェクション攻撃から保護する助けになります。

PDO は元々この機能をサポートしていないドライバに対して プリペアドステートメントとバインドパラメータをエミュレートします。 このため、ある形式をサポートしているがその他の形式をサポートしていない ドライバの場合、名前もしくは疑問符形式のパラメータを他の
適当な値に 書き換えることも可能です。

パラメータ
statement

これは対象のデータベースサーバに対して有効な SQL 文でなければなりません。
driver_options

この配列は、このメソッドによって返される PDOStatement オブジェクトに対して 1 もしくはそれ以上の key=>value の組を含みます。 通常、スクロール可能なカーソルを要求するために PDO::ATTR_CURSOR に PDO::CURSOR_SCROLL を設定する場合に使用するこ
とになるでしょう。 いくつかのドライバには、準備する際に利用可能なドライバ固有の オプションがあります。

返り値

もしデータベースサーバが正常に文を準備する場合、 PDO::prepare() は PDOStatement オブジェクトを返します。 もしデータベースサーバが文を準備できなかった場合、 PDO::prepare() は FALSE を返すか PDOException を発行します (エラー処理 の方法に依存します)。

注意:

プリペアドステートメントをエミュレートする際にデータベースサーバとの通信は行いません。 したがって PDO::prepare() はステートメントのチェックを行いません。

例

例1 名前付きパラメータを用いて SQL ステートメントを準備する
<?php
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/* 値の配列を渡してプリペアドステートメントを実行する */
$sql = 'SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour';
$sth = $dbh->prepare($sql, array(PDO::ATTR_CURSOR => PDO::CURSOR_FWDONLY));
$sth->execute(array(':calories' => 150, ':colour' => 'red'));
$red = $sth->fetchAll();
$sth->execute(array('calories' => 175, 'colour' => 'yellow'));
$yellow = $sth->fetchAll();
?>

例2 疑問符パラメータを用いて SQL ステートメントを準備する
<?php
/* 値の配列を渡してプリペアドステートメントを実行する */
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?');
$sth->execute(array(150, 'red'));
$red = $sth->fetchAll();
$sth->execute(array(175, 'yellow'));
$yellow = $sth->fetchAll();
?>

参考

PDO::exec() - SQL ステートメントを実行し、作用した行数を返す
PDO::query() - SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する

PDO::query
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDO::query — SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す

説明

PDOStatement PDO::query ( string $statement )
PDOStatement PDO::query ( string $statement , int $PDO::FETCH_COLUMN , int $colno )
PDOStatement PDO::query ( string $statement , int $PDO::FETCH_CLASS , string $classname , array $ctorargs )
PDOStatement PDO::query ( string $statement , int $PDO::FETCH_INTO , object $object )

PDO::query() は、一回の関数コールの中で SQL ステートメントを実行し、このステートメントにより返された 結果セット (ある場合) を PDOStatement オブジェクトとして返します。

複数回発行する必要があるステートメントの場合、 PDO::prepare() で PDOStatement ステートメントを準備し、 PDOStatement::execute() でそのステートメントを 複数回発行する方がより良いパフォーマンスを得られると実感するでしょう。

PDO::query() を次にコールする前に 結果セット内の全てのデータを取得しない場合、そのコールは失敗します。 PDOStatement::closeCursor() をコールし、 次に PDO::query() をコールする前に PDOStatement オブジェクトに関連付けられたリソースを解放してください。

注意:

この関数はパラメータをひとつだけしかとらないと記述されていますが、 追加のパラメータを渡すことも可能です。これらのパラメータは、 返される結果のオブジェクトに対して PDOStatement::setFetchMode() をコールするのと同じような扱いになります。

パラメータ
statement

準備、発行する SQL ステートメント。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。

返り値

PDO::query() は、PDOStatement オブジェクトを返します。 失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 PDO::query の例

PDO::query() の優れた機能は、 実行に成功したSELECTステートメントにより返されたレコードセットで 反復処理が可能であることです。
<?php
function getFruit($conn) {
    $sql = 'SELECT name, color, calories FROM fruit ORDER BY name';
    foreach ($conn->query($sql) as $row) {
        print $row['name'] . "\t";
        print $row['color'] . "\t";
        print $row['calories'] . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
apple   red     150
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banana  yellow  250
kiwi    brown   75
lemon   yellow  25
orange  orange  300
pear    green   150
watermelon      pink    90

参考

PDO::exec() - SQL ステートメントを実行し、作用した行数を返す
PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する

PDO::quote
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.1)

PDO::quote — クエリ用の文字列をクオートする

説明

string PDO::quote ( string $string [, int $parameter_type = PDO::PARAM_STR ] )

PDO::quote() は入力文字列のまわりに引用符を付け (必要であれば) 、 入力文字列にあるシングルクオートをエスケープします。その場合、 構成しているドライバに適したクオート形式が使用されます。

この関数を SQL の構築に使用する場合、 SQL ステートメントにユーザーの入力値を埋め込むための PDO::quote() を使用する代わりに、 バインドパラメータを用いて SQL を準備するための PDO::prepare() を使用することが強く推奨されます。 バインドパラメータを用いるプ
リペアドステートメントは、 補間されたクエリした場合に比べ、 移植性や利便性に優れ、SQL インジェクションに対する免疫力を持つだけでなく しばしばより高速で、サーバやクライアント側でコンパイル済みの形式でクエリを キャッシュする事が可能です。

全ての PDO ドライバがこのメソッドを実装しているわけではありません (たとえば PDO_ODBC などの例があります)。 代わりにプリペアドステートメントを使用することを検討してください。

パラメータ
string

クオートされる文字列を指定します。
parameter_type

クオートするスタイルを変更するため、 ドライバにデータ型のヒントを提供します。

返り値

理論上安全なクオートされた SQL ステートメントの文字列を返します。 ドライバがこの方法での引用符付けをサポートしていない場合は FALSE を返します。

例

例1 通常の文字列をクオートする
<?php
$conn = new PDO('sqlite:/home/lynn/music.sql3');

/* 単純な文字列 */
$string = 'Nice';
print "Unquoted string: $string\n";
print "Quoted string: " . $conn->quote($string) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Unquoted string: Nice
Quoted string: 'Nice'

例2 危険な文字列をクオートする
<?php
$conn = new PDO('sqlite:/home/lynn/music.sql3');

/* 危険な文字列 */
$string = 'Naughty \' string';
print "Unquoted string: $string\n";
print "Quoted string:" . $conn->quote($string) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Unquoted string: Naughty ' string
Quoted string: 'Naughty '' string'

例3 複雑な文字列をクオートする
<?php
$conn = new PDO('sqlite:/home/lynn/music.sql3');

/* 複雑な文字列 */
$string = "Co'mpl''ex \"st'\"ring";
print "Unquoted string: $string\n";
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print "Quoted string: " . $conn->quote($string) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Unquoted string: Co'mpl''ex "st'"ring
Quoted string: 'Co''mpl''''ex "st''"ring'

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する

PDO::rollBack
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::rollBack — トランザクションをロールバックする

説明

bool PDO::rollBack ( void )

PDO::beginTransaction() によって開始された 現在のトランザクションをロールバックします 有効なトランザクションがない場合にこのメソッドをコールすると エラーになります。

データベースがオートコミットモードに設定されている場合、 この関数はトランザクションをロールバックした後に オートコミットモードを元に戻します。

MySQL を含むいくつかのデータベースでは、DROP TABLE や CREATE TABLE のようなデータベース定義言語 (DDL) ステートメントがトランザクション中に 発行される場合、暗黙的なコミットが自動的に発行されます。 この暗黙的なコミットにより、そのトランザクション境
界で 他のあらゆる変更をロールバックすることができなくなるでしょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 トランザクションをロールバックする

以下の例は、トランザクションを開始し、 変更をロールバックする前にデータベースを修正する 2 つのステートメントを発行します。 しかしながら MySQL では、DROP TABLE ステートメントは 自動的にトランザクションをコミットするので、 トランザクション中のどの変更
もロールバックされません。
<?php
/* トランザクションを開始する。オートコミットがオフになる */
$dbh->beginTransaction();

/* データベーススキーマとデータを変更する */
$sth = $dbh->exec("DROP TABLE fruit");
$sth = $dbh->exec("UPDATE dessert
    SET name = 'hamburger'");

/* ミスに気づき、変更をロールバックする */
$dbh->rollBack();

/* データベース接続はオートコミットモードに戻る */
?>

参考

PDO::beginTransaction() - トランザクションを開始する
PDO::commit() - トランザクションをコミットする
トランザクションおよび自動コミット

PDO::setAttribute
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDO::setAttribute — 属性を設定する

説明

bool PDO::setAttribute ( int $attribute , mixed $value )

データベースハンドルの属性を設定します。 利用可能な通常の属性は以下の一覧の通りです。いくつかのドライバでは、 ドライバ固有の属性を使用することが可能です。

PDO::ATTR_CASE: 強制的にカラム名を指定したケースにする
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PDO::CASE_LOWER: 強制的にカラム名を小文字にする

PDO::CASE_NATURAL: データベースドライバによって返されるカラム名をそのままにする

PDO::CASE_UPPER: 強制的にカラム名を大文字にする

PDO::ATTR_ERRMODE: エラーレポート

PDO::ERRMODE_SILENT: エラーコードのみ設定する

PDO::ERRMODE_WARNING: E_WARNING を発生させる

PDO::ERRMODE_EXCEPTION: 例外 を投げる

PDO::ATTR_ORACLE_NULLS (Oracle だけでなく、全てのドライバで利用可能): NULL と空文字列の変換

PDO::NULL_NATURAL: 変換しない

PDO::NULL_EMPTY_STRING: 空文字は NULL に変換される

PDO::NULL_TO_STRING: NULL は空文字に変換される

PDO::ATTR_STRINGIFY_FETCHES: フェッチする際、数値を文字列に変換する。bool を必要とする

PDO::ATTR_STATEMENT_CLASS: PDOStatement に由来するユーザーが提供するステートメントクラスを設定する。 永続的な PDO インスタンスは使用できない。 array(string classname, array(mixed constructor_args)) を必要とする。

PDO::ATTR_TIMEOUT: タイムアウト秒数を指定する。すべてのドライバがこのオプションに対応しているわけではなく、 またドライバによってこのオプションの扱いは異なる。たとえば sqlite は書き込み可能なロックを確保するのをこの秒数まで待ち続けるが、 他のド
ライバではこの秒数を接続時のタイムアウトや読み込みのタイムアウトとして扱うこともある。 int を渡す。

PDO::ATTR_AUTOCOMMIT (OCI, Firebird そして MySQL で利用可能): それぞれの単一文で自動コミットするかどうか。

PDO::MYSQL_ATTR_USE_BUFFERED_QUERY (MySQL で利用可能): バッファされたクエリを使用する。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
PDO::beginTransaction — トランザクションを開始する
PDO::commit — トランザクションをコミットする
PDO::__construct — データベースへの接続を表す PDO インスタンスを生成する
PDO::errorCode — データベースハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDO::errorInfo — データベースハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDO::exec — SQL ステートメントを実行し、作用した行数を返す
PDO::getAttribute — データベース接続の属性を取得する
PDO::getAvailableDrivers — 利用可能な PDO ドライバの配列を返す
PDO::inTransaction — Checks if inside a transaction
PDO::lastInsertId — 最後に挿入された行の ID あるいはシーケンスの値を返す
PDO::prepare — 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDO::query — SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す
PDO::quote — クエリ用の文字列をクオートする
PDO::rollBack — トランザクションをロールバックする
PDO::setAttribute — 属性を設定する

PDOStatement クラス
導入
プリペアドステートメントを表します。ステートメント実行後は関連する結果セットを表します。

クラス概要
PDOStatement implements Traversable {
/* プロパティ */
readonlystring $queryString;
/* メソッド */
bool bindColumn ( mixed $column , mixed &$param [, int $type [, int $maxlen [, mixed $driverdata ]]] )
bool bindParam ( mixed $parameter , mixed &$variable [, int $data_type = PDO::PARAM_STR [, int $length [, mixed $driver_options ]]] )
bool bindValue ( mixed $parameter , mixed $value [, int $data_type = PDO::PARAM_STR ] )
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bool closeCursor ( void )
int columnCount ( void )
bool debugDumpParams ( void )
string errorCode ( void )
array errorInfo ( void )
bool execute ([ array $input_parameters = array() ] )
mixed fetch ([ int $fetch_style = PDO::FETCH_BOTH [, int $cursor_orientation = PDO::FETCH_ORI_NEXT [, int $cursor_offset = 0 ]]] )
array fetchAll ([ int $fetch_style = PDO::FETCH_BOTH [, int $fetch_argument = 0 [, array $ctor_args = array() ]]] )
string fetchColumn ([ int $column_number = 0 ] )
mixed fetchObject ([ string $class_name = "stdClass" [, array $ctor_args ]] )
mixed getAttribute ( int $attribute )
array getColumnMeta ( int $column )
bool nextRowset ( void )
int rowCount ( void )
bool setAttribute ( int $attribute , mixed $value )
bool setFetchMode ( int $mode )
}

プロパティ
queryString

使ったクエリ文字列。

PDOStatement->bindColumn
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->bindColumn — カラムを PHP 変数にバインドする

説明

bool PDOStatement::bindColumn ( mixed $column , mixed &$param [, int $type [, int $maxlen [, mixed $driverdata ]]] )

PDOStatement::bindColumn() は、 クエリからの結果セット中にあるカラムにバインドされた特定の値を 取得するための準備をします。 PDOStatement::fetch() もしくは PDOStatement::fetchAll() がコールされる度に、カラムにバインドされた全ての変数は更新されます。

注意:

カラムに関する情報はステートメントが実行されるまで常に PDO から利用できないため、移植可能なアプリケーションでは PDOStatement::execute(). の 後に この関数をコールするようにしてください。

しかし、LOB カラムをストリームにバインドする際に PgSQL ドライバ を使用するときには、 このメソッドを PDOStatement::execute() の 前に コールしなければなりません。 そうしないと、ラージオブジェクトの OID が integer で返されます。

パラメータ
column

結果セット中のカラム番号 (1 から始まる) を指定します。 カラム名を使用する場合、 ドライバによって返されるカラムの大文字小文字が一致する必要が あることをご承知おきください。
param

カラムがバインドされる PHP 変数名を指定します。
type

パラメータのデータ型を PDO::PARAM_* 定数で指定します。
maxlen

領域を事前に確保するためのヒント。
driverdata

ドライバのオプションパラメータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 バインドした結果セットを PHP 変数に出力する

PHP 変数にバインドしている結果セットのカラムは、 アプリケーションで利用可能な各行に含まれるデータを作成するための 効果的な方法です。 以下のサンプルは、どうやって PDO が様々なオプションやを理にかなったデフォルト値を用いて カラムをバインド、取得するか
を例示しています。
<?php
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function readData($dbh) {
  $sql = 'SELECT name, colour, calories FROM fruit';
  try {
    $stmt = $dbh->prepare($sql);
    $stmt->execute();

    /* カラム番号によってバインドする */
    $stmt->bindColumn(1, $name);
    $stmt->bindColumn(2, $colour);
    
    /* カラム名によってバインドする */
    $stmt->bindColumn('calories', $cals);

    while ($row = $stmt->fetch(PDO::FETCH_BOUND)) {
      $data = $name . "\t" . $colour . "\t" . $cals . "\n";
      print $data;
    }
  }
  catch (PDOException $e) {
    print $e->getMessage();
  }
}
readData($dbh);
?>

上の例の出力は以下となります。
apple   red     150
banana  yellow  175
kiwi    green   75
orange  orange  150
mango   red     200
strawberry      red     25

参考

PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement::fetch() - 結果セットから次の行を取得する
PDOStatement::fetchAll() - 全ての結果行を含む配列を返す
PDOStatement::fetchColumn() - 結果セットの次行から単一カラムを返す

PDOStatement->bindParam
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->bindParam — 指定された変数名にパラメータをバインドする

説明

bool PDOStatement::bindParam ( mixed $parameter , mixed &$variable [, int $data_type = PDO::PARAM_STR [, int $length [, mixed $driver_options ]]] )

準備された SQL ステートメント中で、 対応する名前もしくは疑問符プレースホルダにパラメータをバインドします。 PDOStatement::bindValue() と異なり、 変数は参照としてバインドされ、PDOStatement::execute() がコールされたときのみ評価されます。

ほとんどのパラメータは入力パラメータです。つまり、クエリを構築する際、 パラメータは読み込み専用で使用されます。 いくつかのドライバは、出力パラメータとしてデータを返す ストアドプロシージャの実行をサポートしており、 またいくつかのドライバは、データを渡
し更新された値を受け取る、 といった入出力パラメータもサポートしています。

パラメータ
parameter

パラメータ ID を指定します。名前付けされたプレースホルダを使った文に 対しては、:name 形式のパラメータ名となります。 疑問符プレースホルダを使った文に対しては、1 から始まるパラメータの 位置となります。
variable

SQL ステートメントパラメータにバインドする PHP 変数名を指定します。
data_type

パラメータに対して PDO::PARAM_* 定数を使った明示的なデータ型を指定します。 ストアドプロシージャからの INOUT パラメータの場合、 data_type パラメータに PDO::PARAM_INPUT_OUTPUT ビットを設定するためにビット OR を使用してください。
length

データ型の長さを指定します。パラメータがストアドプロシージャからの OUT パラメータであることを示す場合、 明示的に長さを設定しなければなりません。
driver_options

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 名前付けされたプレースホルダを用いてプリペアドステートメントを実行する
<?php
/* バインドされた PHP 変数によってプリペアドステートメントを実行する */
$calories = 150;
$colour = 'red';
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$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour');
$sth->bindParam(':calories', $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindParam(':colour', $colour, PDO::PARAM_STR, 12);
$sth->execute();
?>

例2 疑問符プレースホルダを用いてプリペアドステートメントを実行する
<?php
/* バインドされた PHP 変数によってプリペアドステートメントを実行する */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?');
$sth->bindParam(1, $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindParam(2, $colour, PDO::PARAM_STR, 12);
$sth->execute();
?>

例3 INOUT パラメータを持つストアドプロシージャをコールする
<?php
/* INOUT パラメータを持つストアドプロシージャをコールする */
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('CALL puree_fruit(?)');
$sth->bindParam(1, $colour, PDO::PARAM_STR|PDO::PARAM_INPUT_OUTPUT, 12);
$sth->execute();
print("After pureeing fruit, the colour is: $colour");
?>

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement::bindValue() - 値をパラメータにバインドする

PDOStatement->bindValue
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 1.0.0)

PDOStatement->bindValue — 値をパラメータにバインドする

説明

bool PDOStatement::bindValue ( mixed $parameter , mixed $value [, int $data_type = PDO::PARAM_STR ] )

プリペアドステートメントで使用する SQL 文の中で、 対応する名前あるいは疑問符のプレースホルダに値をバインドします。

パラメータ
parameter

パラメータ ID。名前つきプレースホルダを使用する プリペアドステートメントの場合は、 :name 形式のパラメータ名となります。 疑問符プレースホルダを使用するプリペアドステートメントの場合は、 1 から始まるパラメータの位置となります。
value

パラメータにバインドする値。
data_type

パラメータに対して PDO::PARAM_* 定数を使った明示的なデータ型を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 名前付けされたプレースホルダを用いてプリペアドステートメントを実行する
<?php
/* バインドされた PHP 変数によってプリペアドステートメントを実行する */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour');
$sth->bindValue(':calories', $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindValue(':colour', $colour, PDO::PARAM_STR);
$sth->execute();
?>

例2 疑問符プレースホルダを用いてプリペアドステートメントを実行する
<?php
/* バインドされた PHP 変数によってプリペアドステートメントを実行する */
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$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?');
$sth->bindValue(1, $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindValue(2, $colour, PDO::PARAM_STR);
$sth->execute();
?>

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement::bindParam() - 指定された変数名にパラメータをバインドする

PDOStatement->closeCursor
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.9.0)

PDOStatement->closeCursor — カーソルを閉じてステートメントを再実行できるようにする

説明

bool PDOStatement::closeCursor ( void )

PDOStatement::closeCursor() は、 他の SQL ステートメントを発行できるようにサーバへの接続を解放しますが、 ステートメントは再実行可能な状態のまま残されます。

このメソッドは以前に実行された PDOStatement オブジェクトが行をまだフェッチしていない場合に PDOStatement オブジェクトの実行をサポートしていないデータベースドライバに対して有用です。 もし使用しているデータベースドライバがこの制限を受ける場合、 out-
of-sequence エラーが出力されます。

PDOStatement::closeCursor() は、 オプションのドライバ固有のメソッド (最大の効率を得るため) もしくはドライバ固有の関数がインストールされていない場合の汎用的な PDO フォールバックとして実装されています。 汎用的な PDO フォールバックは、PHP スクリプト中
に以下のようなコードを書くことと意味的に等価です。
<?php
do {
    while ($stmt->fetch())
        ;
    if (!$stmt->nextRowset())
        break;
} while (true);
?>

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PDOStatement::closeCursor() の例

以下の例では、PDOStatement オブジェクト $stmt は複数の行を返しますが、このアプリケーションは先頭行のみフェッチし、 PDOStatement オブジェクトをフェッチしていない行がある状態のままにします。 このアプリケーションがが全てのデータベースドライバで動作す
るよう、 PDOStatement オブジェクト $otherStmt を実行する前に $stmt に対して PDOStatement::closeCursor() の呼び出しを挿入しています。
<?php
/* PDOStatement オブジェクトを生成する */
$stmt = $dbh->prepare('SELECT foo FROM bar');

/* 第二の PDOStatement オブジェクトを生成する */
$otherStmt = $dbh->prepare('SELECT foobaz FROM foobar');

/* 最初の文を実行する */
$stmt->execute();

/* 結果から先頭行のみフェッチする */
$stmt->fetch();

/* 続く closeCursor() のコールはいくつかのドライバでは必要となる */
$stmt->closeCursor();

/* ここで第二の文を実行することができる */
$otherStmt->execute();
?>

参考

PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する

PDOStatement->columnCount
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDOStatement->columnCount — 結果セット中のカラム数を返す
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説明

int PDOStatement::columnCount ( void )

PDOStatement オブジェクトに相当する結果セットにあるカラム数を返すために PDOStatement::columnCount() を使用します。

もし PDOStatement オブジェクトが PDO::query() から返された場合、カラム数は直ちに利用可能です。

もし PDOStatement オブジェクトが PDO::prepare() から返された場合、正確なカラム数は PDOStatement::execute() を実行するまで利用可能になりません。

返り値

PDOStatement オブジェクトに相当する結果セットにあるカラム数を返します。 もし結果セットがなければ、PDOStatement::columnCount() は 0 を返します。

例

例1 カラム数を数える

この例は、結果セットがある場合とない場合で、 PDOStatement::columnCount() がどのように動作するかを例示しています。
<?php
$dbh = new PDO('odbc:sample', 'db2inst1', 'ibmdb2');

$sth = $dbh->prepare("SELECT name, colour FROM fruit");

/* (存在しない) 結果セットにあるカラム数を数える */
$colcount = $sth->columnCount();
print("Before execute(), result set has $colcount columns (should be 0)\n");

$sth->execute();

/* 結果セットにあるカラム数を数える */
$colcount = $sth->columnCount();
print("After execute(), result set has $colcount columns (should be 2)\n");

?>

上の例の出力は以下となります。
Before execute(), result set has 0 columns (should be 0)
After execute(), result set has 2 columns (should be 2)

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement::rowCount() - 直近の SQL ステートメントによって作用した行数を返す

PDOStatement->debugDumpParams
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.9.0)

PDOStatement->debugDumpParams — SQL プリペアドコマンドを出力する

説明

bool PDOStatement::debugDumpParams ( void )

プリペアドステートメントに含まれる以下のような情報を直接出力します。 使用する SQL クエリ、使用するパラメータ数 (Params)、パラメータリスト、パラメータ名、 パラメータの型 (paramtype) をあらわす整数値、 そのキーの名前あるいは位置、値、そしてクエリ内での
位置 (PDO ドライバがサポートしている場合のみ。サポートしていない場合は -1 となります) 。

これはデバッグ用関数です。結果を標準出力にそのまま出力します。

ヒント

ブラウザに直接結果を出力する すべてのものと同様に、出力制御関数 を使用してこの関数の出力をキャプチャーし、(例えば)文字列 (string)に保存することが可能です。

これは、出力時にステートメント内にあるパラメータのみを出力します。 追加パラメータはステートメントに格納されておらず、出力されません。

返り値

値を返しません。

例

例1 名前つきパラメータを用いた PDOStatement::debugDumpParams() の例
<?php
/* プリペアドステートメントを、PHP の変数をバインドして実行します */
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$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour');
$sth->bindParam(':calories', $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindValue(':colour', $colour, PDO::PARAM_STR, 12);
$sth->execute();

$sth->debugDumpParams();

?>

上の例の出力は以下となります。
SQL: [96] SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour
Params:  2
Key: Name: [9] :calories
paramno=-1
name=[9] ":calories"
is_param=1
param_type=1
Key: Name: [7] :colour
paramno=-1
name=[7] ":colour"
is_param=1
param_type=2

例2 名前なしパラメータを用いた PDOStatement::debugDumpParams() の例
<?php

/* プリペアドステートメントを、PHP の変数をバインドして実行します */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$name = 'apple';

$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?');
$sth->bindParam(1, $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindValue(2, $colour, PDO::PARAM_STR);
$sth->execute();

$sth->debugDumpParams();

?>

上の例の出力は以下となります。
SQL: [82] SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?
Params:  2
Key: Position #0:
paramno=0
name=[0] ""
is_param=1
param_type=1
Key: Position #1:
paramno=1
name=[0] ""
is_param=1
param_type=2

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::bindParam() - 指定された変数名にパラメータをバインドする
PDOStatement::bindValue() - 値をパラメータにバインドする

PDOStatement->errorCode
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->errorCode — 文ハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する

説明

string PDOStatement::errorCode ( void )

返り値

PDOStatement::errorCode() は PDOStatement オブジェクトを用いて実行された操作に対する エラーコードを取得することを除き、 PDO::errorCode() と等価です。

例

例1 SQLSTATE コードを取得する
<?php
/* エラーを発生させる -- BONES テーブルは存在しない */
$err = $dbh->prepare('SELECT skull FROM bones');
$err->execute();
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echo "\nPDOStatement::errorCode(): ";
print $err->errorCode();
?>

上の例の出力は以下となります。
PDOStatement::errorCode(): 42S02

参考

PDO::errorCode() - データベースハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDO::errorInfo() - データベースハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDOStatement::errorInfo() - 文ハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する

PDOStatement->errorInfo
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->errorInfo — 文ハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する

説明

array PDOStatement::errorInfo ( void )

返り値

PDOStatement::errorInfo() は、 この文ハンドラによって実行された直近の操作に関するエラー情報を 配列として返します。この配列は次のフィールドを含みます。

要素 情報
0 SQLSTATE エラーコード (これは、ANSI SQL 標準で定義された英数 5 文字の ID)
1 ドライバ固有のエラーコード
2 ドライバ固有のエラーメッセージ

例

例1 DB2 データベースに対する PDO_ODBC 接続の errorInfo() フィールドを表示する
<?php
/* エラーを発生させる -- BONES テーブルは存在しない */
$sth = $dbh->prepare('SELECT skull FROM bones');
$sth->execute();

echo "\nPDOStatement::errorInfo():\n";
$arr = $sth->errorInfo();
print_r($arr);
?>

上の例の出力は以下となります。
PDOStatement::errorInfo():
Array
(
    [0] => 42S02
    [1] => -204
    [2] => [IBM][CLI Driver][DB2/LINUX] SQL0204N  "DANIELS.BONES" is an undefined name.  SQLSTATE=42704
)

参考

PDO::errorCode() - データベースハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDO::errorInfo() - データベースハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDOStatement::errorCode() - 文ハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する

PDOStatement->execute
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->execute — プリペアドステートメントを実行する

説明

bool PDOStatement::execute ([ array $input_parameters = array() ] )

プリペアドステートメントを実行します。もし、プリペアドステートメントが パラメータマーカを含む場合、次のいずれかを行わなければなりません。

パラメータマーカに PHP 変数をバインドするため PDOStatement::bindParam() をコールする。 関連づけされたパラメータマーカがあれば、バインドされた変数は入力値を渡す もしくは出力値を受け取ります。
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あるいは、入力専用のパラメータ値の配列を渡す

パラメータ
input_parameters

実行される SQL 文の中のバインドパラメータと同数の要素からなる、 値の配列。すべての値は PDO::PARAM_STR として扱われます。

ひとつのパラメータに対して複数の値をバインドすることはできません。 例えば、IN() 句の中のひとつのパラメータに対して 2 つの値をバインドすることはできません。

指定した数よりも多い値をバインドすることはできません。 input_parameters のキーが PDO::prepare() で指定した SQL にある数より多い場合は、 ステートメントが失敗してエラーが発生します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 input_parameters のキーが SQL で宣言したものと一致しなければならないようになりました。 PHP 5.2.0 より前のバージョンでは一致しない場合は単に無視されるだけでした。

例

例1 バインド変数を伴うプリペアドステートメントの実行
<?php
/* バインド変数を伴うプリペアドステートメントの実行 */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour');
$sth->bindParam(':calories', $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindParam(':colour', $colour, PDO::PARAM_STR, 12);
$sth->execute();
?>

例2 入力値の配列を伴うプリペアドステートメントの実行 (名前つきパラメータ)

<?php
/* 入力値の配列を伴うプリペアドステートメントの実行 */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < :calories AND colour = :colour');
$sth->execute(array(':calories' => $calories, ':colour' => $colour));
?>

例3 入力値の配列を伴うプリペアドステートメントの実行 (プレースホルダ)

<?php
/* 入力値の配列を伴うプリペアドステートメントの実行 */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?');
$sth->execute(array($calories, $colour));
?>

例4 疑問符プレースホルダを伴うプリペアドステートメントの実行
<?php
/* バインド変数を伴うプリペアドステートメントの実行 */
$calories = 150;
$colour = 'red';
$sth = $dbh->prepare('SELECT name, colour, calories
    FROM fruit
    WHERE calories < ? AND colour = ?');
$sth->bindParam(1, $calories, PDO::PARAM_INT);
$sth->bindParam(2, $colour, PDO::PARAM_STR, 12);
$sth->execute();
?>

注意

注意:

ドライバによっては、次のステートメントを実行する前に カーソルを閉じ なければならないものもあります。

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::bindParam() - 指定された変数名にパラメータをバインドする
PDOStatement::fetch() - 結果セットから次の行を取得する
PDOStatement::fetchAll() - 全ての結果行を含む配列を返す
PDOStatement::fetchColumn() - 結果セットの次行から単一カラムを返す
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PDOStatement->fetch
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->fetch — 結果セットから次の行を取得する

説明

mixed PDOStatement::fetch ([ int $fetch_style = PDO::FETCH_BOTH [, int $cursor_orientation = PDO::FETCH_ORI_NEXT [, int $cursor_offset = 0 ]]] )

PDOStatementオブジェクトに関連付けられた結果セットから1行取得します。 fetch_style パラメータは、PDO がその行をどの様に返すかを決定します。

パラメータ
fetch_style

次のレコードを呼び出し元に返す方法を制御します。 この値は、PDO::FETCH_* 定数のどれかで、 PDO::FETCH_BOTHがデフォルトです。

PDO::FETCH_ASSOC: は、結果セットに 返された際のカラム名で添字を付けた配列を返します。

PDO::FETCH_BOTH (デフォルト): 結果セットに返された際のカラム名と 0 で始まるカラム番号で添字を付けた配列を返します。

PDO::FETCH_BOUND: TRUE を返し、結果セットのカラムの値を PDOStatement::bindColumn() メソッドでバインドされた PHP 変数に代入します。

PDO::FETCH_CLASS: 結果セットのカラムがクラス内の名前付けされたプロパティに マッピングされている、要求されたクラスの新規インスタンスを返します。 fetch_style に PDO::FETCH_CLASSTYPE が 含まれている場合 (例: PDO::FETCH_CLASS |
PDO::FETCH_CLASSTYPE) は、最初のカラムの値から クラス名を決定します。

PDO::FETCH_INTO: 結果セットのカラムがクラス内の名前付けされたプロパティに マッピングされている要求された既存インスタンスを更新します。

PDO::FETCH_LAZY: PDO::FETCH_BOTH とPDO::FETCH_OBJの 組合せで、オブジェクト変数名を作成します。

PDO::FETCH_NUM: 結果セットに返された際の 0 から始まるカラム番号を添字とする配列を返します。

PDO::FETCH_OBJ: 結果セットに返された際のカラム名と同名のプロパティを有する 匿名のオブジェクトを返します。
cursor_orientation

スクロール可能なカーソルを表す PDOStatement オブジェクトの場合、 この値により呼び出し側に返される行を定義します。 この値は、PDO::FETCH_ORI_* 定数のどれかと する必要があり、 PDO::FETCH_ORI_NEXT がデフォルトとなっています。 PDOStatement に対
してスクロール可能なカーソルを要求するためには、 PDO::prepare() を用いて SQL ステートメントを 準備する際、 PDO::CURSOR_SCROLL に PDO::ATTR_CURSOR 属性を設定する必要があります。

offset

スクロール可能なカーソルを表すPDOStatementオブジェクトの場合で、 cursor_orientationパラメータが PDO::FETCH_ORI_ABSに設定された場合、この値により 取得される結果セットの行の絶対位置が指定されます。

スクロール可能なカーソルを表すPDOStatementオブジェクトの場合で、 cursor_orientationパラメータが PDO::FETCH_ORI_RELに設定された場合、この値は、 PDOStatement::fetch() がコールされる前のカーソルの 位置を基準として取得する行の位置を指定します。

返り値

この関数が成功した場合の返り値は、取得形式によって異なります。 失敗した場合は常に FALSE を返します。

例

例1 異なる取得方法で行を取得する
<?php
$sth = $dbh->prepare("SELECT name, colour FROM fruit");
$sth->execute();

/* Exercise PDOStatement::fetch styles */
print("PDO::FETCH_ASSOC: ");
print("Return next row as an array indexed by column name\n");
$result = $sth->fetch(PDO::FETCH_ASSOC);
print_r($result);
print("\n");

print("PDO::FETCH_BOTH: ");
print("Return next row as an array indexed by both column name and number\n");
$result = $sth->fetch(PDO::FETCH_BOTH);
print_r($result);
print("\n");

print("PDO::FETCH_LAZY: ");
print("Return next row as an anonymous object with column names as properties\n");
$result = $sth->fetch(PDO::FETCH_LAZY);
print_r($result);
print("\n");

print("PDO::FETCH_OBJ: ");
print("Return next row as an anonymous object with column names as properties\n");
$result = $sth->fetch(PDO::FETCH_OBJ);
print $result->NAME;
print("\n");
?>

上の例の出力は以下となります。
PDO::FETCH_ASSOC: Return next row as an array indexed by column name
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Array
(
    [NAME] => apple
    [COLOUR] => red
)

PDO::FETCH_BOTH: Return next row as an array indexed by both column name and number
Array
(
    [NAME] => banana
    [0] => banana
    [COLOUR] => yellow
    [1] => yellow
)

PDO::FETCH_LAZY: Return next row as an anonymous object with column names as properties
PDORow Object
(
    [NAME] => orange
    [COLOUR] => orange
)

PDO::FETCH_OBJ: Return next row as an anonymous object with column names as properties
kiwi

例2 スクロール可能なカーソルで行を取得する
<?php
function readDataForwards($dbh) {
  $sql = 'SELECT hand, won, bet FROM mynumbers ORDER BY BET';
  try {
    $stmt = $dbh->prepare($sql, array(PDO::ATTR_CURSOR => PDO::CURSOR_SCROLL));
    $stmt->execute();
    while ($row = $stmt->fetch(PDO::FETCH_NUM, PDO::FETCH_ORI_NEXT)) {
      $data = $row[0] . "\t" . $row[1] . "\t" . $row[2] . "\n";
      print $data;
    }
    $stmt = null;
  }
  catch (PDOException $e) {
    print $e->getMessage();
  }
}
function readDataBackwards($dbh) {
  $sql = 'SELECT hand, won, bet FROM mynumbers ORDER BY bet';
  try {
    $stmt = $dbh->prepare($sql, array(PDO::ATTR_CURSOR => PDO::CURSOR_SCROLL));
    $stmt->execute();
    $row = $stmt->fetch(PDO::FETCH_NUM, PDO::FETCH_ORI_LAST);
    do {
      $data = $row[0] . "\t" . $row[1] . "\t" . $row[2] . "\n";
      print $data;
    } while ($row = $stmt->fetch(PDO::FETCH_NUM, PDO::FETCH_ORI_PRIOR));
    $stmt = null;
  }
  catch (PDOException $e) {
    print $e->getMessage();
  }
}

print "Reading forwards:\n";
readDataForwards($conn);

print "Reading backwards:\n";
readDataBackwards($conn);
?>

上の例の出力は以下となります。
Reading forwards:
21    10    5
16    0     5
19    20    10

Reading backwards:
19    20    10
16    0     5
21    10    5

参考

PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement::fetchAll() - 全ての結果行を含む配列を返す
PDOStatement::fetchColumn() - 結果セットの次行から単一カラムを返す
PDOStatement::fetchObject() - 次の行を取得し、それをオブジェクトとして返す
PDOStatement::setFetchMode() - この文に対するデフォルトのフェッチモードを設定する

PDOStatement->fetchAll
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->fetchAll — 全ての結果行を含む配列を返す

説明

array PDOStatement::fetchAll ([ int $fetch_style = PDO::FETCH_BOTH [, int $fetch_argument = 0 [, array $ctor_args = array() ]]] )

パラメータ
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fetch_style

PDOStatement::fetch() に文章化されているような 返される配列の内容を制御します。

結果セットから単一カラムの全ての値を含む配列を返す場合、 PDO::FETCH_COLUMN を指定します。 column-index パラメータにどのカラムを返すかを 指定することができます。

結果セットから単一カラムの一意な値のみ取得する場合、 PDO::FETCH_UNIQUE をビット OR した PDO::FETCH_COLUMN を指定します。

指定したカラムの値によってグループ化した連想配列を返す場合、 PDO::FETCH_GROUP をビット OR した PDO::FETCH_COLUMN を指定します。
fetch_argument

この引数は、fetch_style の値によって意味が異なります。

PDO::FETCH_COLUMN: ここで指定した、 0 から始まる番号のカラムを返します。

PDO::FETCH_CLASS: 取得した結果を格納するクラス名を設定します。
ctor_args

fetch_style が PDO::FETCH_CLASS のときに使う、独自のクラスコンストラクタへの引数。

返り値

PDOStatement::fetchAll() は、 結果セットに残っている全ての行を含む配列を返します。 この配列は、カラム値の配列 もしくは各カラム名に対応するプロパティを持つオブジェクトをして 各行を表します。

大きな結果セットをフェッチするためにこのメソッドを使用することは、 システムとネットワークリソースに大量の要求を行うことになります。 PHP で全てのデータ処理と操作を行うよりも、データベースサーバ側で 結果セットを操作することを検討してください。例え
ば、PHP で処理を行う前に SQL で WHERE 句や SORT BY 句を使用し、結果を制限することです。

例

例1 結果セットに残っている全ての行をフェッチする
<?php
$sth = $dbh->prepare("SELECT name, colour FROM fruit");
$sth->execute();

/* 結果セットに残っている全ての行をフェッチする */
print("Fetch all of the remaining rows in the result set:\n");
$result = $sth->fetchAll();
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Fetch all of the remaining rows in the result set:
Array
(
    [0] => Array
        (
            [NAME] => pear
            [0] => pear
            [COLOUR] => green
            [1] => green
        )

    [1] => Array
        (
            [NAME] => watermelon
            [0] => watermelon
            [COLOUR] => pink
            [1] => pink
        )

)

例2 結果セットから単一カラムの全ての値を取得する

以下の例は、 SQL ステートメント自身が行毎に複数のカラムを返す場合において、 どのように結果セットから単一カラムの全ての値を取得するかを 例示しています。
<?php
$sth = $dbh->prepare("SELECT name, colour FROM fruit");
$sth->execute();

/* 最初のカラムの全ての値を取得する */
$result = $sth->fetchAll(PDO::FETCH_COLUMN, 0);
var_dump($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array(3)
(
    [0] =>
    string(5) => apple
    [1] =>
    string(4) => pear
    [2] =>
    string(10) => watermelon
)

例3 単一カラムによる全ての値のグループ化

以下の例は、どのように結果セット中の特定のカラムの値によって グループ化された連想配列を返すかを例示しています。 その配列は 3 つのキーを有します。値 apple、 pear は異なる 2 つの異なる色を有する配列として返され、 一方 watermelon は 1 つの色のみ有する配列
として返されます。
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<?php
$insert = $dbh->prepare("INSERT INTO fruit(name, colour) VALUES (?, ?)");
$insert->execute(array('apple', 'green'));
$insert->execute(array('pear', 'yellow'));

$sth = $dbh->prepare("SELECT name, colour FROM fruit");
$sth->execute();

/* 最初のカラムの値によってグループ化する */
var_dump($sth->fetchAll(PDO::FETCH_COLUMN|PDO::FETCH_GROUP));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  ["apple"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(5) "green"
    [1]=>
    string(3) "red"
  }
  ["pear"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(5) "green"
    [1]=>
    string(6) "yellow"
  }
  ["watermelon"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(5) "green"
  }
}

参考

PDO::query() - SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す
PDOStatement::fetch() - 結果セットから次の行を取得する
PDOStatement::fetchColumn() - 結果セットの次行から単一カラムを返す
PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::setFetchMode() - この文に対するデフォルトのフェッチモードを設定する

PDOStatement->fetchColumn
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.9.0)

PDOStatement->fetchColumn — 結果セットの次行から単一カラムを返す

説明

string PDOStatement::fetchColumn ([ int $column_number = 0 ] )

結果セットの次行から単一カラムを返します。 行がもうない場合には FALSE を返します。

パラメータ
column_number

行から処理したい 0 で始まるカラム番号を指定します。 何も値が与えられない場合、 PDOStatement::fetchColumn() は最初のカラムをフェッチします。

返り値

PDOStatement::fetchColumn() は結果セットの次行から単一カラムを返します。

警告

PDOStatement::fetchColumn() を使用してデータを処理する場合、同一行から 他のカラムを返す方法はありません。

例

例1 次行の最初のカラムを返す
<?php
$sth = $dbh->prepare("SELECT name, colour FROM fruit");
$sth->execute();

/* 結果セットの次行から最初のカラムをフェッチする */
print("Fetch the first column from the next row in the result set:\n");
$result = $sth->fetchColumn();
print("name = $result\n");

print("Fetch the second column from the next row in the result set:\n");
$result = $sth->fetchColumn(1);
print("colour = $result\n");
?>
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上の例の出力は以下となります。
Fetch the first column from the next row in the result set:
name = lemon
Fetch the second column from the next row in the result set:
colour = red

参考

PDO::query() - SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す
PDOStatement::fetch() - 結果セットから次の行を取得する
PDOStatement::fetchAll() - 全ての結果行を含む配列を返す
PDO::prepare() - 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
PDOStatement::setFetchMode() - この文に対するデフォルトのフェッチモードを設定する

PDOStatement->fetchObject
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.4)

PDOStatement->fetchObject — 次の行を取得し、それをオブジェクトとして返す

説明

mixed PDOStatement::fetchObject ([ string $class_name = "stdClass" [, array $ctor_args ]] )

次の行を取得し、それをオブジェクトとして返します。この関数は、 PDOStatement::fetch() で PDO::FETCH_CLASS あるいは PDO::FETCH_OBJ を指定することの代替関数となります。

パラメータ
class_name

作成されるクラスの名前。
ctor_args

この配列の要素がコンストラクタに渡されます。

返り値

カラム名に対応するプロパティを保持する、要求されたクラスの インスタンスを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

参考

PDOStatement::fetch() - 結果セットから次の行を取得する

PDOStatement->getAttribute
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDOStatement->getAttribute — 文の属性を取得する

説明

mixed PDOStatement::getAttribute ( int $attribute )

文の属性を取得します。現時点で共通の属性は存在しませんが、 ドライバ固有の属性のみ存在します。

PDO::ATTR_CURSOR_NAME (Firebird と ODBC 固有): UPDATE ... WHERE CURRENT OF に対するカーソル名を取得する

返り値

属性の値を返します。

参考

PDO::getAttribute() - データベース接続の属性を取得する
PDO::setAttribute() - 属性を設定する
PDOStatement::setAttribute() - 文の属性を設定する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

PDOStatement->getColumnMeta
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDOStatement->getColumnMeta — 結果セットのカラムに対するメタデータを返す

説明

array PDOStatement::getColumnMeta ( int $column )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

結果セットの 0 から始まるカラムに対するメタデータを連想配列で取得します。

警告

PDO ドライバの全てが PDOStatement::getColumnMeta(). をサポートしているわけではありません。

パラメータ
column

結果セットの 0 から始まるカラムを指定します。

返り値

1つのカラムについてのメタデータに相当する次の値を含んだ連想配列を返します。

カラムのメタデータ
名前 値

native_type カラム値を表現するために使用される PHP のネイティブ型
driver:decl_type データベースにおけるカラム値を表現するために使用される SQL 型。 もし、結果セットのカラムが関数から返される場合、 この値は PDOStatement::getColumnMeta(). よって返されません。
flags このカラムにセットされているあらゆるフラグ
name データベースによって返されるこのカラムの名前
table データベースによって返されるこのカラムのテーブル名
len カラム長。浮動小数点数以外の型については通常 -1 となる。
precision カラムの数値精度。浮動小数点数以外の型については通常 0 となる。
pdo_type PDO::PARAM_* 定数によって表現されるカラムの型

要求されたカラムが結果セットに存在しない、 もしくは結果セットが存在しない場合、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.3 table フィールド

例

例1 カラムのメタデータを取得する

以下の例は、PDO_SQLITE ドライバでの関数 (COUNT) によって生成された単一のカラムに対するメタデータの 取得結果を表示します。
<?php
$select = $DB->query('SELECT COUNT(*) FROM fruit');
$meta = $select->getColumnMeta(0);
var_dump($meta);
?>

上の例の出力は以下となります。
array(6) {
  ["native_type"]=>
  string(7) "integer"
  ["flags"]=>
  array(0) {
  }
  ["name"]=>
  string(8) "COUNT(*)"
  ["len"]=>
  int(-1)
  ["precision"]=>
  int(0)
  ["pdo_type"]=>
  int(2)
}

参考
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PDOStatement::columnCount() - 結果セット中のカラム数を返す
PDOStatement::rowCount() - 直近の SQL ステートメントによって作用した行数を返す

PDOStatement->nextRowset
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDOStatement->nextRowset — 複数の行セットを返す文ハンドラで次の行セットに移動する

説明

bool PDOStatement::nextRowset ( void )

いくつかのデータベースサーバは、1つ以上の行セット (結果セットとしても知られる) を返すストアドプロシージャをサポートしています。 PDOStatement::nextRowSet() により、2 番目以降の PDOStatement オブジェクトに関連する行セットにアクセスすることができま
す。 それぞれの行セットは、 前の行セットと異なるカラムセットを含むことができます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ストアドプロシージャから複数の行セットをフェッチする

以下のサンプルは、3つの行セットを返すストアドプロシージャの コールの仕方を示しています。 PDOStatement::nextRowset() を併用した do / while ループを使用しており、行セットが返されなくなったとき false を返しループを終了します。
<?php
$sql = 'CALL multiple_rowsets()';
$stmt = $conn->query($sql);
$i = 1;
do {
    $rowset = $stmt->fetchAll(PDO::FETCH_NUM);
    if ($rowset) {
        printResultSet($rowset, $i);
    }
    $i++;
} while ($stmt->nextRowset());

function printResultSet(&$rowset, $i) {
    print "Result set $i:\n";
    foreach ($rowset as $row) {
        foreach ($row as $col) {
            print $col . "\t";
        }
        print "\n";
    }
    print "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Result set 1:
apple    red
banana   yellow

Result set 2:
orange   orange    150
banana   yellow    175

Result set 3:
lime     green
apple    red
banana   yellow

参考

PDOStatement::columnCount() - 結果セット中のカラム数を返す
PDOStatement::execute() - プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement::getColumnMeta() - 結果セットのカラムに対するメタデータを返す
PDO::query() - SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す

PDOStatement->rowCount
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.1.0)

PDOStatement->rowCount — 直近の SQL ステートメントによって作用した行数を返す

説明

int PDOStatement::rowCount ( void )
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PDOStatement::rowCount() は 相当する PDOStatement オブジェクトによって実行された 直近の DELETE, INSERT, UPDATE 文によって作用した行数を返します。

関連する PDOStatement によって実行された直近の SQL ステートメントが SELECT 文の場合、いくつかのデータベースは文によって返された 行数を返すかも知れません。しかしながら、 この振る舞いは全てのデータベースで保証されていません。 さまざまな場所で使用する
アプリケーションでは、 これに頼ってはいけません。

返り値

行の数を返します。

例

例1 削除された行数を返す

PDOStatement::rowCount() は DELETE, INSERT, UPDATE 文によって作用した行数を返します。
<?php
/* FRUIT テーブルから全ての行を削除する */
$del = $dbh->prepare('DELETE FROM fruit');
$del->execute();

/* 削除された行数を返す */
print("Return number of rows that were deleted:\n");
$count = $del->rowCount();
print("Deleted $count rows.\n");
?>

上の例の出力は以下となります。
Deleted 9 rows.

例2 SELECT 文によって返された行をカウントする

ほとんどのデータベースでは、PDOStatement::rowCount() は SELECT 文によって作用した行数を返しません。代わりに、 PDO::query() を使って 意図する SELECT 文として同様の述部を持つ SELECT COUNT(*) 文を発行し、PDOStatement::fetchColumn() を使って返され
る行数を取得することができます。 そうすることで、アプリケーションは正しい動作をすることができます。
<?php
$sql = "SELECT COUNT(*) FROM fruit WHERE calories > 100";
if ($res = $conn->query($sql)) {

    /* SELECT 文にマッチする行数をチェックする */
  if ($res->fetchColumn() > 0) {

        /* 実際の SELECT 文を発行し、結果を処理する */
         $sql = "SELECT name FROM fruit WHERE calories > 100";
       foreach ($conn->query($sql) as $row) {
           print "Name: " .  $row['NAME'] . "\n";
         }
    }
    /* 行がマッチしなかった場合 -- 他に何かをする */
  else {
      print "No rows matched the query.";
    }
}

$res = null;
$conn = null;
?>

上の例の出力は以下となります。
apple
banana
orange
pear

参考

PDOStatement::columnCount() - 結果セット中のカラム数を返す
PDOStatement::fetchColumn() - 結果セットの次行から単一カラムを返す
PDO::query() - SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す

PDOStatement->setAttribute
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDOStatement->setAttribute — 文の属性を設定する

説明

bool PDOStatement::setAttribute ( int $attribute , mixed $value )

文の属性を設定します。現時点で共通の属性は存在しませんが、 ドライバ固有の属性のみ存在します。

PDO::ATTR_CURSOR_NAME (Firebird と ODBC 固有): UPDATE ... WHERE CURRENT OF に対するカーソル名を取得する

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

PDO::getAttribute() - データベース接続の属性を取得する
PDO::setAttribute() - 属性を設定する
PDOStatement::getAttribute() - 文の属性を取得する

PDOStatement->setFetchMode
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo >= 0.2.0)

PDOStatement->setFetchMode — この文に対するデフォルトのフェッチモードを設定する

説明

bool PDOStatement::setFetchMode ( int $mode )
bool PDOStatement::setFetchMode ( int $PDO::FETCH_COLUMN , int $colno )
bool PDOStatement::setFetchMode ( int $PDO::FETCH_CLASS , string $classname , array $ctorargs )
bool PDOStatement::setFetchMode ( int $PDO::FETCH_INTO , object $object )

パラメータ
mode

フェッチモードは、PDO::FETCH_* 定数の 1 つでなければなりません。
colno

カラム番号。
classname

クラス名。
ctorargs

コンストラクタの引数。
object

オブジェクト。

返り値

成功時は 1、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 フェッチモードを設定する

以下の例は PDOStatement::setFetchMode() がどの様に PDOStatementオブジェクトに対するデフォルトのフェッチモードを 変更するかを例示しています。
<?php
$sql = 'SELECT name, colour, calories FROM fruit';
try {
  $stmt = $dbh->query($sql);
  $result = $stmt->setFetchMode(PDO::FETCH_NUM);
  while ($row = $stmt->fetch()) {
    print $row[0] . "\t" . $row[1] . "\t" . $row[2] . "\n";
  }
}
catch (PDOException $e) {
  print $e->getMessage();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
apple   red     150
banana  yellow  250
orange  orange  300
kiwi    brown   75
lemon   yellow  25
pear    green   150
watermelon      pink    90

目次
PDOStatement->bindColumn — カラムを PHP 変数にバインドする
PDOStatement->bindParam — 指定された変数名にパラメータをバインドする
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PDOStatement->bindValue — 値をパラメータにバインドする
PDOStatement->closeCursor — カーソルを閉じてステートメントを再実行できるようにする
PDOStatement->columnCount — 結果セット中のカラム数を返す
PDOStatement->debugDumpParams — SQL プリペアドコマンドを出力する
PDOStatement->errorCode — 文ハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDOStatement->errorInfo — 文ハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDOStatement->execute — プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement->fetch — 結果セットから次の行を取得する
PDOStatement->fetchAll — 全ての結果行を含む配列を返す
PDOStatement->fetchColumn — 結果セットの次行から単一カラムを返す
PDOStatement->fetchObject — 次の行を取得し、それをオブジェクトとして返す
PDOStatement->getAttribute — 文の属性を取得する
PDOStatement->getColumnMeta — 結果セットのカラムに対するメタデータを返す
PDOStatement->nextRowset — 複数の行セットを返す文ハンドラで次の行セットに移動する
PDOStatement->rowCount — 直近の SQL ステートメントによって作用した行数を返す
PDOStatement->setAttribute — 文の属性を設定する
PDOStatement->setFetchMode — この文に対するデフォルトのフェッチモードを設定する

PDOException クラス
導入
PDO が発するエラーを表します。あなた自身が書いたコードから PDOException をスローしてはいけません。 PHP の例外についての詳細な情報は、 例外 を参照ください。

クラス概要
PDOException extends RuntimeException {
/* プロパティ */
public array $errorInfo ;
protected string $message ;
protected string $code ;
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

プロパティ
errorInfo

PDO::errorInfo() あるいは PDOStatement::errorInfo() に対応します。

message

テキストのエラーメッセージ。Exception::getMessage() でアクセスします。

code

SQLSTATE エラーコード。 Exception::getCode() でアクセスします。

PDO ドライバ
目次

MS SQL Server (PDO)
Firebird/Interbase (PDO)
IBM (PDO)
Informix (PDO)
MySQL (PDO)
Oracle (PDO)
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ODBC and DB2 (PDO)
PostgreSQL (PDO)
SQLite (PDO)
4D (PDO)

以下のドライバが現在 PDO インターフェイスを実装しています。

ドライバ名 サポートされるデータベース
PDO_DBLIB FreeTDS / Microsoft SQL Server / Sybase
PDO_FIREBIRD Firebird/Interbase 6
PDO_IBM IBM DB2
PDO_INFORMIX IBM Informix Dynamic Server
PDO_MYSQL MySQL 3.x/4.x/5.x
PDO_OCI Oracle Call Interface
PDO_ODBC ODBC v3 (IBM DB2、unixODBC そして win32 ODBC)
PDO_PGSQL PostgreSQL
PDO_SQLITE SQLite 3 と SQLite 2
PDO_4D 4D

Microsoft SQL Server および Sybase 関数 (PDO_DBLIB)
導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

PDO_DBLIB は PHP Data Objects (PDO) インターフェイスを実装したドライバで、 PHP から Microsoft SQL Server および Sybase データベースに対して FreeTDS ライブラリを使用したアクセスが可能となります。

この拡張モジュールは、Windows 版では PHP 5.3 以降使うことができません。

Windows では、Microsoft が » http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx で公開しているもうひとつの MS SQL 用ドライバである SqlSrv を使わなければなりません。 ドキュメントは » http://msdn.microsoft.com/en-
us/library/cc296221.aspx にあります。

SqlSrv を使うことができない場合は、 PDO_ODBC ドライバを使えば Microsoft SQL Server や Sybase データベースに接続することができます。 Windows ネイティブの DB-LIB は既に古くなっており、 スレッドセーフでもなく Microsoft ももうサポートしていません。

PDO_DBLIB DSN
(PECL PDO_DBLIB >= 0.9.0)

PDO_DBLIB DSN — Microsoft SQL Server および Sybase データベースに接続する

説明

PDO_DBLIB データソース名 (DSN) は以下の要素で構成されます。

DSN 接頭辞

PDO_DBLIB が Sybase ct-lib ライブラリに対してリンクされている場合は DSN 接頭辞は sybase: です。 Microsoft SQL Server ライブラリに対してリンクされている場合は mssql:、そして FreeTDS ライブラリに対してリンクされている場合は dblib: となります。
host

データベースサーバが存在するホスト名を指定します。 デフォルトは 127.0.0.1 です。
dbname

データベース名を指定します。
charset

クライアントの文字セットを指定します。
appname

アプリケーション名を指定します (sysprocesses で使用します)。 デフォルトは "PHP Generic DB-lib" あるいは "PHP freetds" です。
secure

現在は未使用です。

例

http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc296221.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc296221.aspx
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例1 PDO_DBLIB DSN の例

以下の例は、Microsoft SQL Server および Sybase データベースに接続するための PDO_DBLIB DSN を表します。
mssql:host=localhost;dbname=testdb
sybase:host=localhost;dbname=testdb
dblib:host=localhost;dbname=testdb

目次
PDO_DBLIB DSN — Microsoft SQL Server および Sybase データベースに接続する

Firebird/Interbase 関数 (PDO_FIREBIRD)
導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

PDO_FIREBIRD は、PHP から Firebird および Interbase データベースへのアクセスを可能にするための PHP Data Objects (PDO) インターフェース を実装したドライバです。

定義済み定数
このドライバでは以下の定数が定義されて います。これは拡張モジュールが PHP に組み込まれているか、実行時に動的にロード されている場合のみ使用可能です。さらに、これらのドライバ固有の定数は そのドライバを使用している場合にのみ使用されます。 あるドライバ固
有の属性を別のドライバで使うと、予期せぬ結果を引き起こします。 もし複数のドライバを使用しているコードを実行している場合、 PDO::getAttribute() で PDO_ATTR_DRIVER_NAME 属性を使用することで、使用中のドライバ名を調べることが可能です。

PDO::FB_ATTR_DATE_FORMAT (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能。

日付フォーマットを設定します。

PDO::FB_ATTR_TIME_FORMAT (integer)

時刻フォーマットを設定します。

PHP 5.3.0 以降で使用可能。

PDO::FB_ATTR_TIMESTAMP_FORMAT (integer)

タイムスタンプフォーマットを設定します。

PHP 5.3.0 以降で使用可能。

PDO_FIREBIRD DSN
(PECL PDO_FIREBIRD >= 0.1.0)

PDO_FIREBIRD DSN — Firebird および Interbase データベースに接続する

説明

PDO_FIREBIRD データソース名 (DSN) は以下の要素で構成されます。

DSN 接頭辞

DSN 接頭辞は firebird: です。
dbname

データベース名を指定します。
charset

文字セット。
role

SQL のロール名。
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例

例1 PDO_FIREBIRD DSN の例

以下の例は、Firebird および Interbase データベースに接続するための PDO_FIREBIRD DSN を表します。
firebird:dbname=DATABASE.GDE

目次
PDO_FIREBIRD DSN — Firebird および Interbase データベースに接続する

IBM 関数 (PDO_IBM)
導入
PDO_IBM は PHP Data Objects (PDO) インターフェイスを実装したドライバで、 PHP から IBM のデータベースにアクセスできるようになります。

インストール手順
PDO_IBM 拡張モジュールをビルドするには、DB2 クライアントの v9.1 以降がシステムにインストールされている必要があります。 DB2 クライアントは、IBM の » Application Development Site からダウンロードできます。

注意: 注意

DB2 クライアント v9.1 以降では、DB2 for Linux、 UNIX および Windows の v8、v9.1 サーバへの直接接続がサポートされています。

DB2 クライアント v9.1 は、DB2 UDB for i5 および DB2 UDB for z/OS servers への接続もサポートしています。この接続には、 別途 » DB2 Connect product を購入します。

PDO_IBM は » PECL 拡張モジュールです。 PECL 拡張モジュールのインストール の手順に従って PDO_IBM 拡張モジュールをインストールします。configure コマンドを発行し、 DB2 クライアントのヘッダファイルやライブラリの位置をこのように指定します。
bash$ ./configure --with-pdo-ibm=/path/to/sqllib[,shared]

configure コマンドは、デフォルトでは環境変数 DB2DIR の値を使用します。

PDO_IBM DSN
(PECL PDO_IBM >= 0.9.0)

PDO_IBM DSN — IBM データベースへの接続

説明

PDO_IBM のデータソース名 (DSN) は、IBM CLI DSN にもとづいています。 PDO_IBM DSN は、主に以下の部分から構成されます。

DSN プレフィックス

DSN プレフィックスは ibm: です。
DSN

DSN は、次のうちのいずれかです。

a) db2cli.ini あるいは odbc.ini を使用したデータソースの設定

b) カタログされたデータベース名、つまり、 DB2 クライアントにおけるデータベースエイリアス

c) 完全な接続文字列。次のような形式になります。 DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=database;HOSTNAME=hostname;PORT=port;PROTOCOL=TCPIP;UID=username;PWD=password; 各パラメータは次の内容を表します。
database

データベースの名前。
hostname

データベースサーバのホスト名あるいは IP アドレス。
port

データベースが要求を待ち受けている TCP/IP ポート。
username

データベースに接続する際のユーザ名。

http://www.ibm.com/software/data/db2/ad
http://www.ibm.com/software/data/db2/db2connect
http://pecl.php.net/
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password

データベースに接続する際のパスワード。

例

例1 db2cli.ini を使用した PDO_IBM DSN の例

この例は、PDO_IBM DSN で DB2 データベースに接続する方法を示すものです。 このデータベースは、DB2_9 という名前で db2cli.ini にカタログされています。
$db = new PDO("ibm:DSN=DB2_9", "", "");

[DB2_9]
Database=testdb
Protocol=tcpip
Hostname=11.22.33.444
Servicename=56789

例2 接続文字列を使用した PDO_IBM DSN の例

この例は、PDO_IBM DSN で DB2 データベースに接続する方法を示すものです。 このデータベースの名前は testdb で、DB2 CLI の接続文字列構文を使用します。
$db = new PDO("ibm:DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=testdb;" .
  "HOSTNAME=11.22.33.444;PORT=56789;PROTOCOL=TCPIP;", "testuser", "tespass");

目次
PDO_IBM DSN — IBM データベースへの接続

Informix 関数 (PDO_INFORMIX)
導入
PDO_INFORMIX は、PHP から Informix データベースへのアクセスを可能にするための PHP Data Objects (PDO) インターフェース を実装したドライバです。

インストール手順
PDO_INFORMIX 拡張モジュールをビルドするには、PHP と同じシステムに Informix Client SDK 2.81 UC1 以降がインストールされている必要があります。 Informix Client SDK は、» IBM Informix Support Site で入手できます。

PDO_INFORMIX は » PECL 拡張モジュールです。 そのため、PDO_INFORMIX 拡張モジュールをインストールするには PECL 拡張モジュールのインストール の手順に従います。 Informix Client SDK ヘッダファイルおよびライブラリの場所を指定するため、 次のように
configure コマンドを実行します。
   bash$ ./configure --with-pdo-informix=/path/to/SDK[,shared]

configure コマンドのデフォルトは、 環境変数 INFORMIXDIR の値となります。

スクロール可能なカーソル
PDO_INFORMIX は、スクロール可能なカーソルをサポートしています。 しかし、デフォルトでは有効になっていません。 スクロール可能なカーソルのサポートを有効にするには、 odbc.ini での対応する ODBC 接続設定で ENABLESCROLLABLECURSORS=1 を設定するか、 DSN 接続
文字列に EnableScrollableCursors=1 句を指定しなければなりません。

PDO_INFORMIX DSN
(PECL PDO_INFORMIX >= 0.1.0)

PDO_INFORMIX DSN — Informix データベースに接続する

説明

PDO_INFORMIX データソース名 (DSN) は、Informix ODBC DSN 文字列を基にしています。 Informix ODBC DSN の設定についての詳細は、 » Informix Dynamic Server Information Center にあります。PDO_INFORMIX DSN の主要な部分は以下のようになります。

DSN 接頭辞

DSN 接頭辞は informix: です。
DSN

DSN は、odbc.ini を使用したデータソース設定、あるいは完全な » 接続文字列 のいずれかです。

例

例1 odbc.ini を使用した PDO_INFORMIX DSN の例

http://www-306.ibm.com/software/data/informix/tools/csdk/
http://pecl.php.net/
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/idshelp/v10/index.jsp
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/idshelp/v10/topic/com.ibm.odbc.doc/odbc66.htm#sii02998361
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/idshelp/v10/topic/com.ibm.odbc.doc/odbc66.htm#sii02998361
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以下の例は、odbc.ini で Infdrv33 として登録されている Informix データベースに接続するための PDO_INFORMIX DSN を表します。
$db = new PDO("informix:DSN=Infdrv33", "", "");

[ODBC Data Sources]
Infdrv33=INFORMIX 3.3 32-BIT

[Infdrv33]
Driver=/opt/informix/csdk_2.81.UC1G2/lib/cli/iclis09b.so
Description=INFORMIX 3.3 32-BIT
Database=common_db
LogonID=testuser
pwd=testpass
Servername=ids_server
DB_LOCALE=en_US.819
OPTIMIZEAUTOCOMMIT=1
ENABLESCROLLABLECURSORS=1

例2 接続文字列を使用した PDO_INFORMIX DSN の例

以下の例は、common_db という名前の Informix データベースに接続文字列を使用して接続するための PDO_INFORMIX DSN を表します。
$db = new PDO("informix:host=host.domain.com; service=9800;
    database=common_db; server=ids_server; protocol=onsoctcp;
    EnableScrollableCursors=1", "testuser", "tespass");

目次
PDO_INFORMIX DSN — Informix データベースに接続する

MySQL 関数 (PDO_MYSQL)
導入
PDO_MYSQL は、PHP から MySQL 3.x、4.x および 5.x データベースへのアクセスを可能にするための PHP Data Objects (PDO) インターフェース を実装したドライバです。

PDO_MYSQL は、MySQL 4.1 以降に存在するプリペアドステートメントを ネイティブにサポートしているという利点があります。 古いバージョンの mysql クライアントライブラリを使用している場合は、 PDO がこの機能をエミュレートします。

警告

注意: MySQL のテーブル型 (ストレージエンジン) の中には、 トランザクションをサポートしていないものがあります。 トランザクションをサポートしていないテーブル型を使用して トランザクションを使用するコードを書くと、 MySQL はトランザクションが正常に使用でき
たかのように振舞います。 さらに、DDL クエリを実行する際には、 実行中のトランザクションが暗黙的にコミットされます。

定義済み定数
このドライバでは以下の定数が定義されて います。これは拡張モジュールが PHP に組み込まれているか、実行時に動的にロード されている場合のみ使用可能です。さらに、これらのドライバ固有の定数は そのドライバを使用している場合にのみ使用されます。 あるドライバ固
有の属性を別のドライバで使うと、予期せぬ結果を引き起こします。 もし複数のドライバを使用しているコードを実行している場合、 PDO::getAttribute() で PDO_ATTR_DRIVER_NAME 属性を使用することで、使用中のドライバ名を調べることが可能です。

PDO::MYSQL_ATTR_USE_BUFFERED_QUERY (integer)
PDOStatement でこの属性を TRUE に設定すると、 MySQL ドライバはバッファ版の MySQL API を使用します。 移植性の高いコードを書くには、代わりに PDOStatement::fetchAll() を使用すべきです。

例3 mysql でクエリのバッファリングを強制する
<?php
if ($db->getAttribute(PDO::ATTR_DRIVER_NAME) == 'mysql') {
    $stmt = $db->prepare('select * from foo',
        array(PDO::MYSQL_ATTR_USE_BUFFERED_QUERY => true));
} else {
    die("このアプリケーションは mysql でしか動作しません。代わりに \$stmt->fetchAll() を使用すべきです");
}
?>

PDO::MYSQL_ATTR_LOCAL_INFILE (integer)

LOAD LOCAL INFILE を有効にします。

この定数を使うのは、新しいデータベースハンドルを作るときの driver_options 配列内だけであることに注意しましょう。

PDO::MYSQL_ATTR_INIT_COMMAND (integer)

MySQL サーバへの接続時に実行するコマンドを指定します。 再接続の際には自動的に再実行されます。

この定数を使うのは、新しいデータベースハンドルを作るときの driver_options 配列内だけであることに注意しましょう。

PDO::MYSQL_ATTR_READ_DEFAULT_FILE (integer)

my.cnf ではなく、 指定した名前のファイルからオプションを読み込みます。 このオプションは、mysqlnd を使っている場合は利用できません。 mysqlnd は mysql の設定ファイルを読んでいないからです。

PDO::MYSQL_ATTR_READ_DEFAULT_GROUP (integer)

my.cnf あるいは 別のファイル (MYSQL_READ_DEFAULT_FILE で指定したもの) の中の、指定した名前のグループからオプションを読み込みます。 このオプションは、mysqlnd を使っている場合は利用できません。 mysqlnd は mysql の設定ファイルを読んでいないからで
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す。

PDO::MYSQL_ATTR_MAX_BUFFER_SIZE (integer)

バッファの最大サイズ。デフォルトは 1 MiB です。 mysqlnd を指定してコンパイルした場合は、この定数はサポートされていません。

PDO::MYSQL_ATTR_DIRECT_QUERY (integer)

プリペアドステートメントではなく、直接クエリを実行します。

PDO::MYSQL_ATTR_FOUND_ROWS (integer)

変更された行数ではなく、見つかった (マッチした) 行数を返します。

PDO::MYSQL_ATTR_IGNORE_SPACE (integer)

関数名の後に続く空白を許可します。 すべての関数名を予約語にします。

PDO::MYSQL_ATTR_COMPRESS (integer)

ネットワーク通信の圧縮を有効にします。これは、 mysqlnd を使ってコンパイルした場合はサポートされていません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PDO_MYSQL Configuration Options
Name Default Changeable

pdo_mysql.default_socket "/tmp/mysql.sock" PHP_INI_SYSTEM
pdo_mysql.debug NULL PHP_INI_SYSTEM
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

pdo_mysql.default_socket string

Sets a Unix domain socket. This value can either be set at compile time if a domain socket is found at configure. This ini setting is Unix only.

pdo_mysql.debug boolean

Enables debugging for PDO_MYSQL. This setting is only available when PDO_MYSQL is compiled against mysqlnd and in PDO debug mode.

PDO_MYSQL DSN
(PECL PDO_MYSQL >= 0.1.0)

PDO_MYSQL DSN — MySQL データベースに接続する

説明

PDO_MYSQL データソース名 (DSN) は以下の要素で構成されます。

DSN 接頭辞

DSN 接頭辞は mysql: です。
host

データベースサーバが存在するホスト名を指定します。
port

データベースサーバが待機しているポートを指定します。
dbname

データベース名を指定します。
unix_socket

MySQL の unix ソケットを指定します (host あるいは port と同時に使用することはできません)。
charset

現在は無視されます。

例
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例1 PDO_MYSQL DSN の例

以下の例は、MySQL データベースに接続するための PDO_MYSQL DSN を表します。
mysql:host=localhost;dbname=testdb

より完全な例は、このようになります。
mysql:host=localhost;port=3307;dbname=testdb
mysql:unix_socket=/tmp/mysql.sock;dbname=testdb

注意

注意: Unix のみ

ホスト名を "localhost" にすると、 サーバへの接続はドメインソケットを使って行われます。 libmysql を使って PDO_MYSQL をコンパイルした場合は、 ソケットファイルの場所は libmysql のコンパイル時の場所になります。 mysqlnd を使って PDO_MYSQL をコ
ンパイルした場合は、デフォルトのソケットは pdo_mysql.default_socket の設定を使って作られます。

目次
PDO_MYSQL DSN — MySQL データベースに接続する

Oracle 関数 (PDO_OCI)
導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

PDO_OCI は、OCI ライブラリを通じて PHP から Oracle データベースへのアクセスを可能にするための PHP Data Objects (PDO) インターフェース を実装したドライバです。

PDO_OCI DSN
(PECL PDO_OCI >= 0.1.0)

PDO_OCI DSN — Oracle データベースに接続する

説明

PDO_OCI データソース名 (DSN) は以下の要素で構成されます:

DSN 接頭辞

DSN 接頭辞は oci: です。

dbname (Oracle Instant Client)

Oracle Instant Client 接続に対する URI は dbname=//hostname:port-number/database のような形式です。 もし tnsnames.ora で定義されたデータベースに接続する場合は、データベース名のみを使用して dbname=database とします。
charset

現在の環境ハンドルにおける、クライアント側の文字セットです。

例

例1 PDO_OCI DSN の例

以下の例は、Oracle データベースに接続するための PDO_OCI DSN を表します:

// tnsnames.ora で定義したデータベースに接続します
oci:dbname=mydb

// Oracle Instant Client を使用して接続します
oci:dbname=//localhost:1521/mydb

目次
PDO_OCI DSN — Oracle データベースに接続する
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ODBC および DB2 関数 (PDO_ODBC)
導入
PDO_ODBC は PHP Data Objects (PDO) インターフェイスを実装したドライバで、 PHP から ODBC ドライバあるいは IBM DB2 Call Level Interface (DB2 CLI) ライブラリを使用した データベースへのアクセスが可能となります。 PDO_ODBC は、現在 3 種類のデータベース
ドライバをサポートしています。

ibm-db2

DB2 クライアントを使用した、 IBM DB2 Universal Database、Cloudscape および Apache Derby サーバへのアクセスをサポートします。

unixODBC

unixODBC ドライバマネージャおよびデータベースごとの ODBC ドライバを使用した、データベースサーバへのアクセスをサポートします。

generic

PDO_ODBC が明示的にサポートしていない ODBC ドライバマネージャのためのコンパイルオプションを提供します。

Windows では、PDO_ODBC はデフォルトで PHP コアに組み込まれています。 これは Windows ODBC ドライバマネージャに対してリンクされており、 システムの DSN に登録されているあらゆるデータベースに対して PHP から接続することができます。Microsoft SQL
Server データベースに接続する際には、このドライバの使用を推奨します。

インストール手順
UNIX システムでの PDO_ODBC

1. PHP 5.1 では、PDO_ODBC は PHP ソースの中に含まれています。 PDO_ODBC 拡張モジュールを静的モジュールあるいは共有モジュールとして コンパイルするには次のような configure コマンドを実行します。

ibm_db2

./configure --with-pdo-odbc=ibm-db2,/opt/IBM/db2/V8.1/

PDO_ODBC を ibm-db2 形式でビルドするには、PDO_ODBC をコンパイルするのと同じマシンに DB2 アプリケーション開発用ヘッダが インストールされていなければなりません。DB2 アプリケーション開発ヘッダは DB2 サーバのインストールオプションに 含ま
れており、また IBM DB2 Universal Database の » サポートサイト からフリーでダウンロードできる DB2 Application Development Client にも含まれています。

configure コマンドに DB2 ライブラリおよび ヘッダの場所を指定しなかった場合は、PDO_ODBC はデフォルトとして /home/db2inst1/sqllib を使用します。

unixODBC

./configure --with-pdo-odbc=unixODBC,/usr/local

configure コマンドに unixODBC ライブラリおよび ヘッダの場所を指定しなかった場合は、PDO_ODBC はデフォルトとして /usr/local を使用します。

generic
./configure --with-pdo-odbc=generic,/usr/local,libname,ldflags,cflags

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PDO_ODBC 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

pdo_odbc.connection_pooling "strict" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で使用可能です。
pdo_odbc.db2_instance_name NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.1 以降で使用可能です。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

pdo_odbc.connection_pooling string

ODBC 接続のプール方法を指定します。"strict"、"relaxed" あるいは "off" ("" と同じ) のいずれかです。このパラメータは、 プールされている既存の接続との比較をどの程度厳密に行うのかを 接続マネージャに指定します。 strict は推奨されているデフォルト設定で、 接
続パラメータが完全に一致する場合にのみ既存の接続を使用します。 relaxed は、接続パラメータが似ている場合に 既存の接続を使用します。これはキャッシュの再利用率を高めますが、 (例えば) 仮想ホスト間での接続情報がおかしくなってしまう恐れがあります。

この設定は php.ini ファイルでのみ変更可能で、 その内容はプロセス全体に影響します。同じ ODBC ライブラリを使用している すべてのモジュール、たとえば Unified ODBC 拡張モジュール などが影響を受けます。

警告

relaxed を共有サーバで使用してはいけません。 これはセキュリティの問題があるためです。

ヒント

どうしても変更する必要がない限り、この設定はデフォルトの strict のままにしておきましょう。

pdo_odbc.db2_instance_name string

http://www-306.ibm.com/software/data/db2/udb/support/downloadv8.html
http://www-306.ibm.com/software/data/db2/udb/support/downloadv8.html
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db2 方式で PDO_ODBC をコンパイルした場合、 Linux および UNIX 上で DB2 インスタンスを指定するための環境変数 DB2INSTANCE の値を設定します。これによって PDO_ODBC が DB2 ライブラリの場所を見つけられるようになり、 DB2 データベースへのカタログ
接続が可能になります。

この設定は php.ini ファイルでのみ変更可能で、 その内容はプロセス全体に影響します。同じ ODBC ライブラリを使用している すべてのモジュール、たとえば Unified ODBC 拡張モジュール などが影響を受けます。

この設定は、Windows 上では何の意味も持ちません。

PDO_ODBC DSN
(PECL PDO_ODBC >= 0.1.0)

PDO_ODBC DSN — ODBC あるいは DB2 データベースに接続する

説明

PDO_ODBC データソース名 (DSN) は以下の要素で構成されます。

DSN 接頭辞

DSN 接頭辞は odbc: です。 ODBC ドライバマネージャや DB2 カタログに登録されている データベースに接続する際には、登録されている名前を DSN に追加することができます。
DSN

ODBC ドライバマネージャあるいは DB2 カタログに登録されている データベース名を指定します。それ以外の方法として、 » http://www.connectionstrings.com/ で説明されている完全な ODBC 接続文字列を使用して データベースに接続することもできます。
UID

接続に使用するユーザの名前を指定します。DSN と同じユーザ名を指定した場合は、PDO はコンストラクタの引数で指定された ユーザ名を無視します。
PWD

接続するユーザのパスワードを指定します。DSN と同じパスワードを指定した場合は、PDO はコンストラクタの引数で指定された パスワードを無視します。

例

例1 PDO_ODBC DSN の例 (ODBC ドライバマネージャ)

以下の例は、ODBC ドライバマネージャで testdb として登録されている ODBC データベースに接続するための PDO_ODBC DSN を表します。
odbc:testdb

例2 PDO_ODBC DSN の例 (IBM DB2 非カタログ接続)

以下の例は、完全な ODBC DSN 構文を使用して SAMPLE という名前の IBM DB2 データベースに接続するための PDO_ODBC DSN を表します。
odbc:DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};HOSTNAME=localhost;PORT=50000;DATABASE=SAMPLE;PROTOCOL=TCPIP;UID=db2inst1;PWD=ibmdb2;

例3 PDO_ODBC DSN の例 (Microsoft Access 非カタログ接続)

以下の例は、完全な ODBC DSN 構文を使用して C:\db.mdb にある Microsoft Access データベースに接続するための PDO_ODBC DSN を表します。
odbc:Driver={Microsoft Access Driver (*.mdb)};Dbq=C:\\db.mdb;Uid=Admin

目次
PDO_ODBC DSN — ODBC あるいは DB2 データベースに接続する

PostgreSQL 関数 (PDO_PGSQL)
導入
PDO_PGSQL は、PHP から PostgreSQL データベースへのアクセスを可能にするための PHP Data Objects (PDO) インターフェース を実装したドライバです。

リソース型
この拡張モジュールでは、ストリームリソースを定義しています。これは PDO::pgsqlLOBOpen() が返すものです。

PDO_PGSQL DSN

http://www.connectionstrings.com/
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(PECL PDO_PGSQL >= 0.1.0)

PDO_PGSQL DSN — PostgreSQL データベースに接続する

説明

PDO_PGSQL データソース名 (DSN) は以下の要素で構成され、 スペースあるいはセミコロンで区切られます:

DSN 接頭辞

DSN 接頭辞は pgsql: です。
host

データベースサーバが存在するホスト名を指定します。
port

データベースサーバが起動しているポートを指定します。
dbname

データベース名を指定します。
user

接続するユーザー名を指定します。もし DSN でユーザー名を指定する場合、 PDO は PDO コンストラクタにおけるユーザー名引数の値を無視します。
password

接続するユーザーのパスワードを指定します。もし DSN でパスワードを指定する場合、 PDO は PDO コンストラクタにおけるパスワード引数の値を無視します。

注意:

bytea フィールドはストリームとして返されます。

例

例1 PDO_PGSQL DSN の例

以下の例は、PostgreSQL データベースに接続するための PDO_PGSQL DSN を表します:

pgsql:host=localhost;port=5432;dbname=testdb;user=bruce;password=mypass

PDO::pgsqlLOBCreate
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL pdo_pgsql >= 1.0.2)

PDO::pgsqlLOBCreate — 新しいラージオブジェクトを作成する

説明

string PDO::pgsqlLOBCreate ( void )

PDO::pgsqlLOBCreate() は、 ラージオブジェクトを作成してその OID を返します。 このオブジェクトに対するデータの読み書きを行う際には、 PDO::pgsqlLOBOpen() を使用してストリームをオープンします。 OID は OID 型のカラムに格納され、ラージオブジェクトを参
照するために使用されます。 これにより、行のサイズがどんどん拡大してしまうことを防ぎます。 PDO::pgsqlLOBUnlink() をコールして削除するまで、 ラージオブジェクトはデータベース内に残り続けます。

ラージオブジェクトの大きさは最大 2GB まで拡大できますが、扱い方はめんどうです。 オブジェクトの OID を参照している行をデータベースから削除する際には、 必ず事前に PDO::pgsqlLOBUnlink() がコールされていなければなりません。 さらに、ラージオブジェクトには
アクセス権の設定がありません。 ラージオブジェクトの代替策として、bytea 型のカラムも検討ください。 最近のバージョンの PostgreSQL では bytea 型のカラムに最大 1GB まで保存でき、行サイズを最適化したうえでデータを透過的に扱うことができます。

注意: この関数は、トランザクション内でコールしなければなりません。

パラメータ

PDO::pgsqlLOBCreate() は、パラメータを受け取りません。

返り値

新しく作成されたラージオブジェクトの OID、あるいは失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PDO::pgsqlLOBCreate() の例

この例では、新しいラージオブジェクトを作成し、 ファイルの内容をそこにコピーします。その後、OID がテーブルに保存されます。
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<?php
$db = new PDO('pgsql:dbname=test host=localhost', $user, $pass);
$db->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE, PDO::ERRMODE_EXCEPTION);
$db->beginTransaction();
$oid = $db->pgsqlLOBCreate();
$stream = $db->pgsqlLOBOpen($oid, 'w');
$local = fopen($filename, 'rb');
stream_copy_to_stream($local, $stream);
$local = null;
$stream = null;
$stmt = $db->prepare("INSERT INTO BLOBS (ident, oid) VALUES (?, ?)");
$stmt->execute(array($some_id, $oid));
$db->commit();
?>

参考

PDO::pgsqlLOBOpen() - 既存のラージオブジェクトのストリームをオープンする
PDO::pgsqlLOBUnlink() - ラージオブジェクトを削除する
pg_lo_create() - ラージオブジェクトを生成する

PDO::pgsqlLOBOpen
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL pdo_pgsql >= 1.0.2)

PDO::pgsqlLOBOpen — 既存のラージオブジェクトのストリームをオープンする

説明

resource PDO::pgsqlLOBOpen ( string $oid [, string $mode = "rb" ] )

PDO::pgsqlLOBOpen() は、oid が指すデータにアクセスするためのストリームをオープンします。 mode が r の場合、 ストリームは読み込み用にオープンされます。 mode が w の場合、 ストリームは書き込み用にオープンされます。 fread()、fwrite() および fgets() のような
通常のファイルシステム関数を使用して、 ストリームの内容を操作することができます。

注意: この関数およびラージオブジェクトに対するすべての操作は、 トランザクション内で処理される必要があります。

パラメータ
oid

ラージオブジェクトの ID。
mode

モードが r の場合、読み込み用のストリームをオープンします。 モードが w の場合、書き込み用のストリームをオープンします。

返り値

成功した場合にストリームリソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PDO::pgsqlLOBOpen() の例

PDO::pgsqlLOBCreate() の例に引き続き、 このコード片はデータベースからラージオブジェクトを取得して それをブラウザに出力します。
<?php
$db = new PDO('pgsql:dbname=test host=localhost', $user, $pass);
$db->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE, PDO::ERRMODE_EXCEPTION);
$db->beginTransaction();
$stmt = $db->prepare("select oid from BLOBS where ident = ?");
$stmt->execute(array($some_id));
$stmt->bindColumn('oid', $lob, PDO::PARAM_LOB);
$stmt->fetch(PDO::FETCH_BOUND);
fpassthru($lob);
?>

参考

PDO::pgsqlLOBCreate() - 新しいラージオブジェクトを作成する
PDO::pgsqlLOBUnlink() - ラージオブジェクトを削除する
pg_lo_open() - ラージオブジェクトをオープンする

PDO::pgsqlLOBUnlink
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL pdo_pgsql >= 1.0.2)

PDO::pgsqlLOBUnlink — ラージオブジェクトを削除する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

bool PDO::pgsqlLOBUnlink ( string $oid )

OID が指すラージオブジェクトをデータベースから削除します。

注意: この関数は、トランザクション内でコールしなければなりません。

パラメータ
oid

ラージオブジェクトの ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PDO::pgsqlLOBUnlink() の例

PDO::pgsqlLOBCreate() および PDO::pgsqlLOBOpen() の例で使用した blob テーブルからラージオブジェクトを参照している行を削除する前に、 この例ではラージオブジェクトをデータベースから削除します。
<?php
$db = new PDO('pgsql:dbname=test host=localhost', $user, $pass);
$db->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE, PDO::ERRMODE_EXCEPTION);
$db->beginTransaction();
$db->pgsqlLOBUnlink($oid);
$stmt = $db->prepare("DELETE FROM BLOBS where ident = ?");
$stmt->execute(array($some_id));
$db->commit();
?>

参考

PDO::pgsqlLOBOpen() - 既存のラージオブジェクトのストリームをオープンする
PDO::pgsqlLOBCreate() - 新しいラージオブジェクトを作成する

目次
PDO_PGSQL DSN — PostgreSQL データベースに接続する
PDO::pgsqlLOBCreate — 新しいラージオブジェクトを作成する
PDO::pgsqlLOBOpen — 既存のラージオブジェクトのストリームをオープンする
PDO::pgsqlLOBUnlink — ラージオブジェクトを削除する

SQLite 関数 (PDO_SQLITE)
導入
PDO_SQLITE は、PHP から SQLite 2 や SQLite 3 データベースへのアクセスを可能にするための PHP Data Objects (PDO) インターフェース を実装したドライバです。

PHP 5.1 では、SQLite 拡張モジュールも SQLite 2 データベースに対するドライバを提供しています。 理論的には PDO_SQLITE ドライバの一部ではなく動作も同様なので、 平行してドキュメント化されています。PDO 用 SQLite 2 ドライバは主に レガシーな SQLite 2 データ
ベースファイルをより高速でより効果的な SQLite 3 ドライバを使用するアプリケーションへ 簡単にインポートするために提供されています。 結果として、SQLite 2 ドライバは SQLite 3 ドライバよりも機能豊富ではありません。

注意:

PDO_SQLITE は、文字列と PDO::PARAM_LOB のストリームを区別して使うことができます。

PDO_SQLITE DSN
(PECL PDO_SQLITE >= 0.2.0)

PDO_SQLITE DSN — SQLite データベースに接続する

説明

PDO_SQLITE データソース名 (DSN) は以下の要素で構成されます:

DSN 接頭辞 (SQLite 3)

DSN 接頭辞は sqlite: です。
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ディスク上のデータベースにアクセスするには、 DSN 接頭辞に絶対パスを付加してください。

メモリ内にデータベースを生成するには、 DSN 接頭辞に :memory: を付加してください。

DSN 接頭辞 (SQLite 2)

PHP 5.1 における SQLite 拡張モジュールは SQLite 2 データベースへのアクセスと生成機能を サポートする PDO ドライバを提供しています。 これにより、PHP の以前のバージョンにおける SQLite 拡張を用いて生成したデータベースにアクセスすることが可能です。

注意:

SQLite 2 ドライバは PDO と ext/sqlite を有効にした場合、 PHP 5.1.x でのみ利用可能です。現時点では PECL 経由では利用できません。

SQLite 2 データベースに接続するための DSN 接頭辞は sqlite2: です。

ディスク上のデータベースにアクセスするには、 DSN 接頭辞に絶対パスを付加してください。

メモリ内にデータベースを生成するには、 DSN 接頭辞に memory: を付加してください。

例

例1 PDO_SQLITE DSN の例

以下の例は、SQLite データベースへの接続するための PDO_SQLITE DSN を表します:

sqlite:/opt/databases/mydb.sq3
sqlite::memory:
sqlite2:/opt/databases/mydb.sq2
sqlite2::memory:

PDO::sqliteCreateAggregate
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo_sqlite >= 1.0.0)

PDO::sqliteCreateAggregate — SQL 文で使用する集約ユーザ定義関数 (UDF) を登録する

説明

bool PDO::sqliteCreateAggregate ( string $function_name , callback $step_func , callback $finalize_func [, int $num_args ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このメソッドは PDO::sqliteCreateFunction と似ていますが、 この関数で登録した関数は、クエリのすべての行の内容を集約する関数を登録します。

この関数と PDO::sqliteCreateFunction の最大の違いは、 集約関数を作成するためには 2 つの関数が必要であるということです。

パラメータ
function_name

SQL 文で使用する関数の名前。
step_func

結果セットの各行についてコールされるコールバック関数。 この PHP 関数は、結果を蓄積して集約コンテキストに保存しなければなりません。

この関数は次のように定義しなければなりません。

step ( mixed $context , int $rownumber , mixed $value1 [, mixed $value2 [, mixed $.. ]] )

context は最初の行では NULL となります。 それ以降の行では、その前の step 関数が返した値を保持します。 これを使用して、集約の状態を管理します。

rownumber は現在の行番号を保持します。
finalize_func

すべての行が処理された後でコールされるコールバック関数。 ここでは、集約コンテキストからデータを取得して結果を返します。 コールバック関数の返す値は、SQLite が理解できる形式 (すなわち スカラー型) でなければなりません。

この関数は次のように定義しなければなりません。

fini ( mixed $context , int $rownumber )

context には、最後の step 関数の返り値が格納されます。

rownumber は、この集約関数が処理した行数を保持します。

この関数の返り値が、集約の返り値となります。
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num_args

コールバック関数があらかじめ定義済みの引数を受け取る場合に、 SQLite のパーサに渡すヒント。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 集約関数 max_length の例
<?php
$data = array(
   'one',
   'two',
   'three',
   'four',
   'five',
   'six',
   'seven',
   'eight',
   'nine',
   'ten',
   );
$db = new PDO('sqlite::memory:');
$db->exec("CREATE TABLE strings(a)");
$insert = $db->prepare('INSERT INTO strings VALUES (?)');
foreach ($data as $str) {
    $insert->execute(array($str));
}
$insert = null;

function max_len_step(&$context, $rownumber, $string) 
{
    if (strlen($string) > $context) {
        $context = strlen($string);
    }
    return $context;
}

function max_len_finalize(&$context, $rownumber) 
{
    return $context;
}

$db->sqliteCreateAggregate('max_len', 'max_len_step', 'max_len_finalize');

var_dump($db->query('SELECT max_len(a) from strings')->fetchAll());

?>

この例では、 テーブルのカラムの中で一番長い文字列の長さを計算する集約関数を作成します。 各行について max_len_step 関数がコールされ、 context パラメータが渡されます。 このパラメータには、他の PHP 変数と同様に、配列やオブジェクトが設定されます。 この例
では、これまでに登場した値のうち長さが最大のものの長さを保持しています。 string が現在の最大値より長い場合に、 その値で現在の最大値を更新します。

すべての行に対する処理が終わると、SQLite は max_len_finalize 関数をコールして集約結果を決定します。 ここでは、context の内容に基づいた、 なんらかの計算を行うことができます。 しかし、この例ではクエリを処理している過程で既に結果が決定しているので、 ここ
では単に context の値を返しているだけです。

ヒント

結果の値を context に溜め込んでおき、最後に一括して処理するという方法は推奨 「しません」。これは、SQLite のメモリ消費量が大きくなるからです。 仮に 32 バイトの長さのデータが百万件あったとして、 それを溜め込むためにどれだけのメモリが必要になるか考えてみ
ましょう。

ヒント

PDO::sqliteCreateFunction および PDO::sqliteCreateAggregate を使用して、 SQLite のネイティブ SQL 関数を上書きすることができます。

注意:

このメソッドは、SQLite2 ドライバでは使用できません。 代わりに、古い形式の sqlite API を使用してください。

参考

PDO::sqliteCreateFunction
sqlite_create_function() - SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_create_aggregate() - SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する

PDO::sqliteCreateFunction
(PHP 5 >= 5.1.0, PECL pdo_sqlite >= 1.0.0)

PDO::sqliteCreateFunction — SQL 文で使用するユーザ定義関数 (UDF) を登録する

説明

bool PDO::sqliteCreateFunction ( string $function_name , callback $callback [, int $num_args ] )
警告
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この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このメソッドを使用すると、 PHP の関数を、UDF (User Defined Function: ユーザ定義関数) として SQLite に登録できるようになります。 登録した関数は、SQL 文の中で使用することが可能です。

UDF は、関数をコールできるあらゆる SQL 文 (SELECT および UPDATE 文、そしてトリガなど) で使用することが可能です。

パラメータ
function_name

SQL 文で使用する関数の名前。
callback

定義した SQL 関数を処理するコールバック関数。

注意: コールバック関数の返す値は、SQLite が理解できる形式 (すなわち スカラー型) でなければなりません。
num_args

コールバック関数があらかじめ定義済みの引数を受け取る場合に、 SQLite のパーサに渡すヒント。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PDO::sqliteCreateFunction() の例
<?php
function md5_and_reverse($string) 
{
    return strrev(md5($string));
}

$db = new PDO('sqlite:sqlitedb');
$db->sqliteCreateFunction('md5rev', 'md5_and_reverse', 1);
$rows = $db->query('SELECT md5rev(filename) FROM files')->fetchAll();
?>

この例では、文字列の md5 を計算してそれを反転させる関数を定義しています。 SQL 文が実行されると、filename をこの関数で変換した値が返されます。 $rows に返されるデータの中に、処理結果が含まれます。

この方法を使用すると、データを取得した後に foreach で結果をひとつひとつ処理していく必要がなくなり、美しいコードが記述できます。

ヒント

PDO::sqliteCreateFunction および PDO::sqliteCreateAggregate を使用して、 SQLite のネイティブ SQL 関数を上書きすることができます。

注意:

このメソッドは、SQLite2 ドライバでは使用できません。 代わりに、古い形式の sqlite API を使用してください。

参考

PDO::sqliteCreateAggregate
sqlite_create_function() - SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_create_aggregate() - SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する

目次
PDO_SQLITE DSN — SQLite データベースに接続する
PDO::sqliteCreateAggregate — SQL 文で使用する集約ユーザ定義関数 (UDF) を登録する
PDO::sqliteCreateFunction — SQL 文で使用するユーザ定義関数 (UDF) を登録する

4D 関数 (PDO_4D)
導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

PDO_4D は PHP Data Objects (PDO) インターフェイスを実装したドライバで、PHP から 4D データベースにアクセスできるようにします。

4D は業務アプリケーションの開発や展開を高速かつシンプルに行うための統合プラットフォームです。 70 を超える国々で使われており、数千人規模の開発者や統合型ソリューションプロバイダのコミュニティが存在し、 世界中で数百万のエンドユーザに利用されています。
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ANSI SQL リレーショナルデータベースやグラフィカルな開発環境、 1000 以上のハイレベルコマンドを持つ第四世代言語、 組み込みの HTTP サーバやアプリケーションサーバなどの統合されたツール群が提供されており、 何百人ものユーザが同時に使うアプリケーションを
(Windows、Mac あるいはウェブクライアントとして) 作ってメンテナンスすることができます。

4D はオープンなプラットフォームでもあります。 プラグインを作るための完全な API を提供しており、 他の環境のバックエンドあるいはフロントエンドとして動かすためのコネクタも含まれています (OCI を使った Oracle への接続、 SOAP クライアントあるいはサー
バ、Flex データソース、 ODBC 接続、XML over HTTP など)。

4D アプリケーションにウェブサービス経由でアクセスするだけでなく、 PDO_4D ドライバを使えば 4D データベースに直接アクセスできるようになりました。

4D 開発環境についての詳細は » http://www.4d.com/ を参照ください。

PDO_4D は、4D バージョン 12 ベータ以降の Mac OS X 版と Windows 版で動作確認されてます。 それより前のバージョンでも動くかもしれませんが、サポートされていません。

PDO_4D DSN
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

PDO_4D DSN — 4D SQL サーバへの接続

説明

PDO_4D の DSN は、このような構成になっています。

DSN プレフィックス

DSN プレフィックスは 4D: です。
host

4D SQL サーバのあるホスト。
port

サーバのポート番号。必須ではありません。
user

データベースへの接続時に使うログイン名。
password

ログイン用のパスワード。
dbname

データベース名。このパラメータは必須ではなく、使われません。
charset

4D 文字セット。

例

例1 PDO_4D の DSN の例

PDO_4D で 4D データベースに接続するための DSN の例をふたつ示します。
4D:host=localhost;charset=UTF-8

このように書くこともできます。
4D:host=localhost
4D:

PDO_4D の定数
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

PDO_4D の定数 — PDO_4D の定数

定義済み定数

このドライバでは以下の定数が定義されて います。これは拡張モジュールが PHP に組み込まれているか、実行時に動的にロード されている場合のみ使用可能です。さらに、これらのドライバ固有の定数は そのドライバを使用している場合にのみ使用されます。 あるドライバ固
有の属性を別のドライバで使うと、予期せぬ結果を引き起こします。 もし複数のドライバを使用しているコードを実行している場合、 PDO::getAttribute() で PDO_ATTR_DRIVER_NAME 属性を使用することで、使用中のドライバ名を調べることが可能です。

PDO::FOURD_ATTR_CHARSET (integer)

http://www.4d.com/
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4D が返すデータの文字セット (デフォルトは UTF-8)。

PDO::FOURD_ATTR_PREFERRED_IMAGE_TYPES (integer)

PICTURE 型のカラムを含む行を選択するときの画像フォーマット。 4D がサポートする任意の型となります。

PDO_4D および PHP で使う SQL の型
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

PDO_4D および PHP で使う SQL の型 — PDO_4D および PHP で使う SQL の型

サポートする SQL 型
SQL 4D 型 4D での同等な型 注意

ALPHA_NUMERIC TEXT  
VARCHAR TEXT  
TEXT TEXT  
TIMESTAMP DATE  
INTERVAL HOUR  
DURATION HOUR  
BOOLEAN BOOLEAN  
BIT BOOLEAN  
BYTE INT32  
INT16 SMALLINT  
SMALLINT SMALLINT  
INT32 INT32  
INT INT32  
INT64 INT64  
NUMERIC INT64  
REAL REAL 未サポート (VARCHAR の変換を使います)
FLOAT FLOAT 未サポート (VARCHAR の変換を使います)
DOUBLE PRECISION FLOAT  
BLOB BLOB プリペアドステートメントで PDO::PARAM_LOB を使わなければなりません
BIT VARYING BLOB プリペアドステートメントで PDO::PARAM_LOB を使わなければなりません
CLOB TEXT  
PICTURE PICTURE プリペアドステートメントで PDO::PARAM_LOB を使わなければなりません

4D で使える SQL
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

4D で使える SQL — PDO および SQL 4D

説明

4D は ANSI 89 標準規格を厳密に実装しています。 使えるコマンドについて学ぶには 4D SQL ドキュメントを読むことを推奨します。 マニュアルの URL は » http://doc.4d.com/ です。以下に 4D SQL 独特の特徴をまとめました。 包括的なものではありませんが、導入とし
ては使えるでしょう。

4D SQL 独特の特徴
特徴 代替策 注意

INTEGER INT を使うよう SQL を変更する 4Dv12.0 で整数をサポートする型は INT です。
CHAR かわりに VARCHAR を使う 4Dv12.0 ではサポートしていません。
UNION 未サポート。クエリを分割する 4Dv12.0 ではサポートしていません。
SELECT 1 + 1; SELECT 1 + 1 FROM _USER_SCHEMAS; FROM は必須です。

FLOAT FLOAT 値を SQL 4D 関数 (CAST, ROUND, TRUNC あるいは
TRUNCATE) で FLOAT あるいは STRING にキャストする 現在のバージョンの PDO_4D ドライバではサポートしていません。

強い型付け SQL クエリの作成時に気をつけ、PHP のコードがきちんと期待通りの
型のデータを渡すようにする 正しい型を 4D に渡さなければなりません。'1' (文字列) を INTEGER のカラムに挿入することはできません。

PDO::execute($row)() は、テーブルのすべてのカラムが
TEXT 型あるいは VARCHAR 型のときのみ動作する プリペアドステートメントを使い、正しい型を渡す PDO 拡張モジュールは、execute() の実行時にすべての値を文字列へキャストします。そして SQL データベース側で値をパースさせようとし

ます。
SELECT NULL FROM TABLE 定数 NULL を使わず、テーブルから取り出す select のリストに定数 NULL を使うことはできません。
SELECT * FROM TABLE WHERE 1 WHERE 1 = 1 を使う WHERE 句で定数を使うことはできません。

http://doc.4d.com/
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SHOW TABLES システムテーブルを使う テーブルやスキーマ、インデックスなどの一覧は、 _USER_TABLES, _USER_COLUMNS, _USER_INDEXES, _USER_CONSTRAINTS,
_USER_IND_COLUMNS, _USER_CONS_COLUMNS および _USER_SCHEMAS といったシステムテーブルから取得します。

SQL 構文の区切り文字
次の関数を使って SQL の要素を保護する function
sqlEscapeElement(elem) { return '[' . str_replace(']',']]', $elem) .
']'; }

SQL の要素名 (テーブル、フィールド、ユーザ、グループ、 スキーマ、主キーなど) をエスケープするには、 識別子全体を角括弧で囲み、さら
に閉じ角括弧 ']' は二重にしておかなければなりません。

PDO_4D の例
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

PDO_4D の例 — PDO_4D の例

この例は、4D SQL サーバへの接続からクエリの実行、 データの読み込み、そしてサーバからの切断までの方法を示したものです。

例1 PDO_4D の基本例
<?php
$dsn = '4D:host=localhost;charset=UTF-8';
$user = 'test';
$pass = 'test';

// 4D SQL サーバに接続します
$db = new PDO($dsn, $user, $pass);

try {
    $db->exec('CREATE TABLE test(id varCHAR(1) NOT NULL, val VARCHAR(10))');
} catch (PDOException $e) {
    die("Erreur 4D : " . $e->getMessage());
}
        
$db->exec("INSERT INTO test VALUES('A', 'A')");
$db->exec("INSERT INTO test VALUES('B', 'A')");
$db->exec("INSERT INTO test VALUES('C', 'C')");

$stmt = $db->prepare('SELECT id, val from test');

$stmt->execute();
print_r($stmt->fetchAll());

unset($stmt);
unset($db);
?>

上の例の出力は以下となります。
    Array
(
    [0] => Array
        (
            [ID] => A
            [0] => A
            [VAL] => B
            [1] => B
        )

    [1] => Array
        (
            [ID] => C
            [0] => C
            [VAL] => D
            [1] => D
        )

    [2] => Array
        (
            [ID] => E
            [0] => E
            [VAL] => F
            [1] => F
        )

)

この例は、4D 言語でクエリを実行してその結果を PDO_4D で読み込む方法を示すものです。

例2 pdo_4d からの 4D 言語へのアクセス

method という 4D メソッドを準備します。 メソッドのプロパティで、オプション Available via SQL をチェックしておくことを忘れないようにしましょう。 4D のコードは次のようになります。
C_TEXTE($0)
$0:=Version application(*);

この 4D メソッドを使うための PHP のコードは以下のとおりです。
<?php
$dsn = '4D:host=localhost;charset=UTF-8';
$user = 'test';
$pass = 'test';

// 4D SQL サーバに接続します
$db = new PDO($dsn, $user, $pass);

$stmt = $db->prepare('SELECT {FN method() AS VARCHAR } FROM _USER_SCHEMAS LIMIT 1');

$stmt->execute();
print_r($stmt->fetchAll());

unset($stmt);
unset($db);
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?>

上の例の出力は以下となります。
(
    [0] => Array
        (
            [<expression>] => F0011140
            [0] => F0011140
        )

)

例3 4D テーブル名のエスケープ

この例では、4D SQL クエリ内の文字をエスケープする方法を示します。
<?php
$dsn = '4D:host=localhost;charset=UTF-8';
$user = 'test';
$pass = 'test';

// 4D SQL サーバに接続します
$db = new PDO($dsn, $user, $pass);

$objects = array('[',']','[]','][','[[',']]','[[[',']]]','TBL ]]32[23');

foreach($objects as $id => $object) {
    $object = str_replace(']',']]', $object);
    print "$object\n";
    
    $db->exec('CREATE TABLE IF NOT EXISTS ['.$object.'](['.$object.'] FLOAT)');

    $req = "INSERT INTO [$object] ([$object]) VALUES ($id);";
    $db->query($req);

    $q = $db->prepare("SELECT [$object] FROM [$object]");
    $q->execute();
    $x[] = $q->fetch(PDO::FETCH_NUM);

    $db->exec('DROP TABLE ['.$object.'];');
}

?>

上の例の出力は以下となります。
[
]]
[]]
]][
[[
]]]]
[[[
]]]]]]
TBL ]]]]32[23

目次
PDO_4D DSN — 4D SQL サーバへの接続
PDO_4D の定数 — PDO_4D の定数
PDO_4D および PHP で使う SQL の型 — PDO_4D および PHP で使う SQL の型
4D で使える SQL — PDO および SQL 4D
PDO_4D の例 — PDO_4D の例

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
接続、および接続の管理
トランザクションおよび自動コミット
プリペアドステートメントおよびストアドプロシージャ
エラーおよびエラー処理
ラージオブジェクト (LOB)
PDO — PDO クラス

PDO::beginTransaction — トランザクションを開始する
PDO::commit — トランザクションをコミットする
PDO::__construct — データベースへの接続を表す PDO インスタンスを生成する
PDO::errorCode — データベースハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDO::errorInfo — データベースハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDO::exec — SQL ステートメントを実行し、作用した行数を返す
PDO::getAttribute — データベース接続の属性を取得する
PDO::getAvailableDrivers — 利用可能な PDO ドライバの配列を返す
PDO::inTransaction — Checks if inside a transaction
PDO::lastInsertId — 最後に挿入された行の ID あるいはシーケンスの値を返す
PDO::prepare — 文を実行する準備を行い、文オブジェクトを返す
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PDO::query — SQL ステートメントを実行し、結果セットを PDOStatement オブジェクトとして返す
PDO::quote — クエリ用の文字列をクオートする
PDO::rollBack — トランザクションをロールバックする
PDO::setAttribute — 属性を設定する

PDOStatement — PDOStatement クラス
PDOStatement->bindColumn — カラムを PHP 変数にバインドする
PDOStatement->bindParam — 指定された変数名にパラメータをバインドする
PDOStatement->bindValue — 値をパラメータにバインドする
PDOStatement->closeCursor — カーソルを閉じてステートメントを再実行できるようにする
PDOStatement->columnCount — 結果セット中のカラム数を返す
PDOStatement->debugDumpParams — SQL プリペアドコマンドを出力する
PDOStatement->errorCode — 文ハンドラにおける直近の操作に関連する SQLSTATE を取得する
PDOStatement->errorInfo — 文ハンドラにおける直近の操作に関連する拡張エラー情報を取得する
PDOStatement->execute — プリペアドステートメントを実行する
PDOStatement->fetch — 結果セットから次の行を取得する
PDOStatement->fetchAll — 全ての結果行を含む配列を返す
PDOStatement->fetchColumn — 結果セットの次行から単一カラムを返す
PDOStatement->fetchObject — 次の行を取得し、それをオブジェクトとして返す
PDOStatement->getAttribute — 文の属性を取得する
PDOStatement->getColumnMeta — 結果セットのカラムに対するメタデータを返す
PDOStatement->nextRowset — 複数の行セットを返す文ハンドラで次の行セットに移動する
PDOStatement->rowCount — 直近の SQL ステートメントによって作用した行数を返す
PDOStatement->setAttribute — 文の属性を設定する
PDOStatement->setFetchMode — この文に対するデフォルトのフェッチモードを設定する

PDOException — PDOException クラス
PDO ドライバ

MS SQL Server (PDO) — Microsoft SQL Server および Sybase 関数 (PDO_DBLIB)
Firebird/Interbase (PDO) — Firebird/Interbase 関数 (PDO_FIREBIRD)
IBM (PDO) — IBM 関数 (PDO_IBM)
Informix (PDO) — Informix 関数 (PDO_INFORMIX)
MySQL (PDO) — MySQL 関数 (PDO_MYSQL)
Oracle (PDO) — Oracle 関数 (PDO_OCI)
ODBC and DB2 (PDO) — ODBC および DB2 関数 (PDO_ODBC)
PostgreSQL (PDO) — PostgreSQL 関数 (PDO_PGSQL)
SQLite (PDO) — SQLite 関数 (PDO_SQLITE)
4D (PDO) — 4D 関数 (PDO_4D)

DBA — データベース (dbm 形式) 抽象化レイヤ
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
DBA 関数

dbx
導入
インストール/設定
定義済み定数
dbx 関数

ODBC — ODBC (Unified)
導入
インストール/設定
定義済み定数
ODBC 関数

PDO — PHP Data Objects
導入
インストール/設定
定義済み定数
接続、および接続の管理
トランザクションおよび自動コミット
プリペアドステートメントおよびストアドプロシージャ
エラーおよびエラー処理
ラージオブジェクト (LOB)
PDO — PDO クラス
PDOStatement — PDOStatement クラス
PDOException — PDOException クラス
PDO ドライバ

ベンダー固有のモジュール
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Cubrid

導入
These functions allow you to access CUBRID database servers. More information about CUBRID can be found at » CUBRID.

Documentation for CUBRID can be found at » CUBRID Documentation.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
In order to have these functions available, you must install CUBRID, and compile CUBRID PHP Library with CUBRID support.

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/cubrid.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

For information about manual installation on Linux and Windows systems, please read the file build-guide.html included in the package.

実行時設定
There is no runtime configuration now.

リソース型
There are two resource types used in the CUBRID. The first one is the link identifier for a database connection, the second a resource which holds the result of a query.

connection identifier
A connection identifier returned by cubrid_connect() and cubrid_connect_with_url().

request identifier
A request identifier returned by cubrid_prepare() and cubrid_execute().

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CUBRID_INCLUDE_OID (integer)
Is used to determine whether to get OID after query execution.

CUBRID_ASYNC (integer)
Is used to execute the query in asynchronous mode.

CUBRID_NUM (integer)

http://www.cubrid.org/
http://www.cubrid.org/documentation/
http://pecl.php.net/package/cubrid
http://pecl.php.net/package/cubrid
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Is used to get the query result as a numeric array (0-default).
CUBRID_ASSOC (integer)

Is used to get the query result as an associative array.
CUBRID_BOTH (integer)

Is used to get the query result as both numeric and associative arrays (default value).
CUBRID_OBJECT (integer)

Is used to get the query result an object that has the attribute whose name is the same as the column name.
CUBRID_CURSOR_FIRST (integer)

Is used to move the current cursor to the first position in the result.
CUBRID_CURSOR_CURRENT (integer)

Is used to move the current cursor as a default value if the origin is not specified.
CUBRID_CURSOR_LAST (integer)

Is used to move the current cursor to the last position in the result.
CUBRID_CURSOR_SUCCESS (integer)

Is the returned value of cubrid_move_cursor() function in case of success.
CUBRID_NO_MORE_DATA (integer)

Is the returned value of cubrid_move_cursor() function in case of failure.
CUBRID_CURSOR_ERROR (integer)

Is the returned value of cubrid_move_cursor() function in case of failure.
CUBRID_SCH_CLASS (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_VCLASS (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_QUERY_SPEC (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_ATTRIBUTE (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_CLASS_ATTRIBUTE (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_METHOD (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_CLASS_METHOD (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_METHOD_FILE (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_SUPERCLASS (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_SUBCLASS (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_CONSTRAINT (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_TRIGGER (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_CLASS_PRIVILEGE (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_ATTR_PRIVILEGE (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_DIRECT_SUPER_CLASS (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_SCH_ATTR_PRIMARY_KEY (integer)

Is a schema type used for cubrid_schema() function.
CUBRID_FACILITY_DBMS (integer)

Is the facility code of the occurred error code when using cubrid_error_code_facility() function.
CUBRID_FACILITY_CAS (integer)

Is the facility code of the occurred error code when using cubrid_error_code_facility() function.
CUBRID_FACILITY_CCI (integer)

Is the facility code of the occurred error code when using cubrid_error_code_facility() function.
CUBRID_FACILITY_CLIENT (integer)

Is the facility code of the occurred error code when using cubrid_error_code_facility() function.

例
The following is a simple example that establishes a connection between PHP and CUBRID. This section will cover the most basic and notable features. The following code required to connect to CUBRID database, which means CUBRID Server and CUBRID
Broker have to be running.

The example below uses the demodb database as an examples. By default it is created during the installation. Make sure it has been created.

例1 Example of Data Retrieval

<html>
    <head>
    <meta http-equiv="content-type" content="text/html; charset=euc-kr">
    </head>
    <body>
    <center>
    <table border=2>
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    <?php
        /**
         * Set server information for CUBRID connection. host_ip is the IP
         * address where the CUBRID Broker is installed (localhost in this
         * example), and host_port is the port number of the CUBRID Broker.
         * The port number is the default given during the installation.
         * For details, see "Administrator's Guide."
         */
        $host_ip = "localhost";
        $host_port = 33000;
        $db_name = "demodb";
        /**
         * Connect to CUBRID Server. Do not make the actual connection, but
         * only retain the connection information. The reason for not making
         * the actual connection is to handle transaction more efficiently
         * in the 3-tier architecture. 
         */
        $cubrid_con = @cubrid_connect($host_ip, $host_port, $db_name);
 
        if (!$cubrid_con) {
            echo "Database Connection Error";
            exit;
        }
    ?>
    <?php
        $sql = "select sports, count(players) as players from event group by sports";
        /**
         * Request the CUBRID Server for the results of the SQL statement.
         * Now make the actual connection to the CUBRID Server.
         */
        $result = cubrid_execute($cubrid_con, $sql);
 
        if ($result) {
            /**
             * Get the column names from the result set created by the SQL query.
             */
            $columns = cubrid_column_names($result);
            /**
             * Get the number of columns in the result set created by the SQL query.
             */
            $num_fields = cubrid_num_cols($result);
            /**
             * List the column names of the result set on the screen. 
             */
            echo("<tr>");
 
            while (list($key, $colname) = each($columns)) {
                echo("<td align=center>$colname</td>");
            }
 
            echo("</tr>");
 
            /**
             * Get the results from the result set.
             */
            while ($row = cubrid_fetch($result)) {
                echo("<tr>");
 
                for ($i = 0; $i < $num_fields; $i++) {
                    echo("<td align=center>");
                    echo($row[$i]);
                    echo("</td>");
                }
 
                echo("</tr>");
            }
        }
        /**
         * The PHP module in the CUBRID runs in a 3-tier architecture. Even when
         * calling SELECT for transaction processing, it is processed as a part
         * of the transaction. Therefore, the transaction needs to be rolled back
         * by calling commit or rollback even though SELECT was called for smooth
         * performance.
         */
        cubrid_commit($cubrid_con);
        cubrid_disconnect($cubrid_con);
    ?>
    </body>
    </html>

例2 Example of Data Insertion

<html>
    <head>
    <meta http-equiv="content-type" content="text/html; charset=euc- kr">
    </head>
    <body>
    <center>
    <table border=2>
    <?php
        /**
         * host_ip is the IP address where the CUBRID Broker is installed
         * host_port is the port number of the CUBRID Broker
         * db_name is the name of CUBRID Database
         */
        $host_ip = "localhost";
        $host_port = 33000;
        $db_name = "demodb";
        $cubrid_con = @cubrid_connect($host_ip, $host_port, $db_name);
 
        if (!$cubrid_con) {
            echo "Database Connection Error";
            exit;
        }
    ?>
    <?php
        $sql = "insert into olympic (host_year,host_nation,host_city,"
            . "opening_date,closing_date) values (2008, 'China', 'Beijing',"
            . "to_date('08-08-2008','mm-dd- yyyy'),to_date('08-24-2008','mm-dd-yyyy')) ;"
        $result = cubrid_execute($cubrid_con, $sql);
        if ($result) {
            /**
             * Handled successfully, so commit.
             */
            cubrid_commit($cubrid_con);
            echo("Inserted successfully ");
        } else {
            /**
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             * Error occurred, so the error message is output and rollback is called.
             */
            echo(cubrid_error_msg());
            cubrid_rollback($cubrid_con);
        }
        cubrid_disconnect($cubrid_con);
    ?>
    </body>
    </html>

Cubrid 関数

cubrid_affected_rows
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_affected_rows — Get number of affected rows in previous Cubrid operation

説明

int cubrid_affected_rows ( resource $req_identifier )

The cubrid_affected_rows() function is used to get the number of rows affected by the SQL sentence (INSERT, DELETE, UPDATE).

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

Number of rows affected by the SQL sentence, when process is successful.

-1, when SQL sentence is not INSERT, DELETE or UPDATE.

例

例1 cubrid_affected_rows() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "delete from person where name like ’j%’ ");
if ($req) {
   $row_count = cubrid_affected_rows ($req);
   echo $row_count;
   cubrid_close_request ($req);
}
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.

cubrid_bind
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_bind — Is used to bind values

説明

int cubrid_bind ( resource $req_identifier , int $bind_index , string $bind_value [, string $bind_value_type ] )

The cubrid_bind() function is used to bind values in a cubrid_prepare() variable, a various types in PHP and corresponding types in SQL. If bind_value_type is not given, string will be the default.

Note: Collection type (set, multiset or sequence) value can't be bind now.

パラメータ
req_identifier

Request identifier as a result of cubrid_prepare.()

bind_index

Index for binding.
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bind_value

Actual value for binding.

bind_index

A type of the value to bind. (It is omitted by default. Thus, system internally use string by default. However, you need to specify the exact type of the value as an argument when they are either NCHAR or BIT).

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_bind() example

<?php
$con = cubrid_connect ("dbsvr.cubrid.com", 12345, "demodb");
if ($con) {
$sql = "insert into tbl values ( ?,?,?)"; 
 $req = cubrid_prepare( $con, $sql, CUBRID_INCLUDE_OID ); 
 $i = 0;
 while ( $i < 2 ) { 
 $res = cubrid_bind( $req, 1, "1", "NUMBER"); 
 $res = cubrid_bind( $req, 2, "2"); 
 $res = cubrid_bind( $req, 3, "04:22:34 PM 08/07/2007"); 
 $res = cubrid_execute( $req );  
 $i = $i + 1; 
}} 
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_prepare() - Is a sort of API which represents SQL statements

cubrid_close_prepare
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_close_prepare — Closes the request handle

説明

int cubrid_close_prepare ( resource $req_identifier )

The cubrid_close_prepare() function closes the request handle given by the req_identifier argument, and releases the memory region related to the handle.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_close_prepare() example

<?php
$con = cubrid_connect ("dbsvr.cubrid.com", 12345, "demodb");
if ($con) {
   echo "connected successfully";
   $req = cubrid_execute ( $con, "select * from members", 
                           CUBRID_INCLUDE_OID | CUBRID_ASYNC);
   if ($req) {
      while ( list ($id, $name) = cubrid_fetch ($req) ){
         echo $id;
         echo $name;
      } 
      cubrid_close_prepare($re1);
   }
   cubrid_discommect($con);
}
?>

参考
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cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.

cubrid_close_request
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_close_request — Closes the request handle

説明

int cubrid_close_request ( resource $req_identifier )

The cubrid_close_request() function closes the request handle given by the req_identifier argument, and releases the memory region related to the handle.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_close_request() example

<?php
$con = cubrid_connect ("dbsvr.cubrid.com", 12345, "demodb");
if ($con) {
   echo "connected successfully";
   $req = cubrid_execute ( $con, "select * from members", 
                           CUBRID_INCLUDE_OID | CUBRID_ASYNC);
   if ($req) {
      while ( list ($id, $name) = cubrid_fetch ($req) ){
         echo $id;
         echo $name;
      } 
      cubrid_close_request($re1);
   }
   cubrid_discommect($con);
}
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.

cubrid_col_get
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_col_get — Is used to get contents of the elements

説明

array cubrid_col_get ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name )

The cubrid_col_get() function is used to get contents of the elements of the collection type (set, multiset, sequence) attribute you requested as an array.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to read.

attr_name

Attribute name that you want to read from the instance.

返り値
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Array (0-based numerical array) containing the elements you requested, when process is successful;

FALSE (to distinguish the error from the situation of attribute having empty collection or NULL, in case of error, a warning message is shown; in such case you can check the error by using cubrid_error_code()), when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_col_get() example

<?php
$elem_array = cubrid_col_get ($con, $oid, "tel");
while (list ($key, $val) = each ($elem_array)) {
   echo "tel: $val\n";
}
?>

cubrid_col_size
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_col_size — Is used to get the number of elements

説明

int cubrid_col_size ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name )

The cubrid_col_size() function is used to get the number of elements in a collection type (set, multiset, sequence) attribute.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid the instance that you want to work with.

attr_name

Name of the attribute that you want to work with.

返り値

Number of elements, when process is successful.

-1, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_col_size() example

<?php
$elem_count = cubrid_col_size ($con, $oid, "tel");
echo "$oid (tel) has $elem_count elements\n";
?>

cubrid_column_names
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_column_names — Is used to get the column names

説明

array cubrid_column_names ( resource $req_identifier )

The cubrid_column_names() function is used to get the column names of the query result by using req_identifier.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値
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Array of string which containing column names, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_column_names() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select * from person");
if ($req) {
   $coltypes = cubrid_column_types ($req);
   $colnames = cubrid_column_names ($req);
   while (list ($key, $coltype) = each ($coltypes))
      echo $coltype;
   while (list ($key, $colname) = each ($colnames))
      echo $colname;
   cubrid_close_request ($req);
}
?>

参考

cubrid_prepare() - Is a sort of API which represents SQL statements
cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_column_types() - Gets column types

cubrid_column_types
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_column_types — Gets column types

説明

array cubrid_column_types ( resource $req_identifier )

The cubrid_column_types() function gets column types of query results by using req_identifier.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

Array of string which containing column types, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_column_types() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select * from person");
if ($req) {
   $coltypes = cubrid_column_types ($req);
   $colnames = cubrid_column_names ($req);
   while (list ($key, $coltype) = each ($coltypes))
      echo $coltype;
   while (list ($key, $colname) = each ($colnames))
      echo $colname;
   cubrid_close_request ($req);
}
?>

参考

cubrid_column_names() - Is used to get the column names
cubrid_prepare() - Is a sort of API which represents SQL statements
cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.

cubrid_commit
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_commit — Is used to execute commit on the transaction
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説明

int cubrid_commit ( resource $conn_identifier )

The cubrid_commit() function is used to execute commit on the transaction pointed by conn_handle, currently on progress. Connection to the server is closed after the cubrid_commit() function is called; the connection handle is still valid, however.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_commit() example

<?php
$req = cubrid_execute ($oid, "insert into person values (2,’John’)");
if ($req) {
   cubrid_close_request ($req);
   if ($failed) {
      cubrid_rollback ($con);
   } else {
      cubrid_commit ($con);
   }
}
?>

参考

cubrid_rollback() - Executes rollback on the transaction

cubrid_connect_with_url
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_connect_with_url — Is used to establish the environment for connecting to your server

説明

resource cubrid_connect_with_url ( string $conn_url [, string $userid [, string $passwd ]] )

The cubrid_connect_with_url() function is used to establish the environment for connecting to your server by using connection information passed with an url string argument. If the HA feature is enabled in CUBRID, you must specify the connection
information of the standby server, which is used for failover when failure occurs, in the url string argument of this function. If the user name and password is not given, then the "PUBLIC" connection will be made by default.

<url> ::= cci:CUBRID:<host>:<db_name>:<db_user>:<db_password>:[?<properties>] <properties> ::= <property> [&<propertygt;] <alternative_hosts> ::= <standby_broker1_host>:<port> [,<standby_broker2_host>:<port>] <host> := HOSTNAME |
IP_ADDR <time> := SECOND

host : A host name or IP address of the master database
db_name : A name of the database
db_user : A name of the database user
db_password : A database user password
alhosts: Specifies the broker information of the standby server, which is used for failover when it is impossible to connect to the active server. You can specify multiple brokers for failover, and the connection to the brokers is attempted in the order
listed in alhosts
rctime : An interval between the attempts to connect to the active broker in which failure occurred. After a failure occurs, the system connects to the broker specified by althosts (failover), terminates the transaction, and then attempts to connect to
the active broker of the master database at every rctime. The default value is 600 seconds.

パラメータ
conn_url

A character string that contains server connection information.

userid

User name for the database.

passwd

User password.

返り値
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Connection identifier, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_connect_with_url() url without properties example

<?php
$conn_url = "cci:CUBRID:127.0.0.1:33088:demodb:dba:123456:"
$con = cubrid_connect_with_url ($conn_url);

if ($con) {
   echo "connected successfully";
   $req =cubrid_execute($con, "insert into person values(1,’James’)");

   if ($req) {
      cubrid_close_request ($req);
      cubrid_commit ($con);
   } else {
      cubrid_rollback ($con);
   }
   cubrid_disconnect ($con);
}
?>

例2 cubrid_connect_with_url() url with properties example

<?php
$conn_url = "cci:CUBRID:127.0.0.1:33088:demodb:dba:123456:?althost=10.34.63.132:33088&rctime=100"
$con = cubrid_connect_with_url ($conn_url);

if ($con) {
   echo "connected successfully";
   $req =cubrid_execute($con, "insert into person values(1,’James’)");

   if ($req) {
      cubrid_close_request ($req);
      cubrid_commit ($con);
   } else {
      cubrid_rollback ($con);
   }
   cubrid_disconnect ($con);
}
?>

参考

cubrid_connect() - Is used to establish the environment for connecting to your server
cubrid_disconnect() - Ends the transaction currently on process

cubrid_connect
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_connect — Is used to establish the environment for connecting to your server

説明

resource cubrid_connect ( string $host , int $port , string $dbname [, string $userid [, string $passwd ]] )

The cubrid_connect() function is used to establish the environment for connecting to your server by using your server address, port number, database name, user name, and password. If the user name and password is not given, then the "PUBLIC"
connection will be made by default.

Calling the cubrid_connect() function does not necessarily make the connection to your server. The actual connection will be made when an operation is requested by using the connection handle.

パラメータ
host

Host name or IP address of CAS server.

port

Port number of CAS server (BROKER_PORT configured in $CUBRID/conf/cubrid_broker.conf).

dbname

Name of database.

userid

User name for the database.

passwd

User password.

返り値
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Connection identifier, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_connect() example

<?php
$con = cubrid_connect ("210.211.133.100", 12345, "demodb");

if ($con) {
   echo "connected successfully";
   $req =cubrid_execute($con, "insert into person values(1,’James’)");

   if ($req) {
      cubrid_close_request ($req);
      cubrid_commit ($con);
   } else {
      cubrid_rollback ($con);
   }
   cubrid_disconnect ($con);
}
?>

参考

cubrid_disconnect() - Ends the transaction currently on process

cubrid_current_oid
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_current_oid — Is used to get the oid of the current cursor location

説明

string cubrid_current_oid ( resource $req_identifier )

The cubrid_current_oid() function is used to get the oid of the current cursor location from the query result. To use cubrid_current_oid(), the query executed must be a updatable query, and the CUBRID_INCLUDE_OID option must be included during the
query execution.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

Oid of current cursor location, when process is successful

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_current_oid() example

<?php
$req =cubrid_execute($con,"select * from person where id =1",
                           CUBRID_INCLUDE_OID);
if ($req) {
   cubrid_fetch ($req);
   $oid = cubrid_current_oid ($req);
   cubrid_close_request ($req);
   echo "OID is $oid";
}
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.

cubrid_data_seek
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_data_seek — Moves the internal row pointer of the CUBRID result
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説明

bool cubrid_data_seek ( resource $req_identifier , int $row_number )

This function performs the moving of the internal row pointer of the CUBRID result (associated with the specified result identifier) to point to a specific row number. There are functions, such as cubrid_fetch_assoc(), which use the current stored value of
row number.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

row_number

This is the desired row number of the new result pointer.

返り値

CUBRID_CURSOR_SUCCESS, on success.

CUBRID_NO_MORE_DATA, when it is not a valid cursor location.

FALSE on CAS error, row count is 0, or invalid offset.

例

例1 cubrid_data_seek() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo "seek to row 0 and fetching fields: ";
        cubrid_data_seek($result, 0);
        $row = cubrid_fetch_assoc($result);
        echo $row["name"]."|". $row["address"]."|".$row["salary"]."<br>";

        echo "seek to row 2 and fetching fields: ";    
        cubrid_data_seek($result, 2);
        $row = cubrid_fetch_assoc($result);
        echo $row["name"]."|". $row["address"]."|".$row["salary"]."<br>";

        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
seek to row 0 and fetching fields: Peter|1st Avenue, New York|1000.0000000000000000
seek to row 2 and fetching fields: Peter Norton|81254, CA|19834.0000000000000000

cubrid_disconnect
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_disconnect — Ends the transaction currently on process

説明

int cubrid_disconnect ( resource $conn_identifier )

The cubrid_disconnect() function ends the transaction currently on process, closes the connection handle and disconnects from server. If there exists any request handle not closed yet at this point, it will be closed.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例
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例1 cubrid_disconnect() example

<?php
$con = cubrid_connect ("210.211.133.100", 12345, "demodb");
if ($con) {
   echo "connected successfully";
   $req = cubrid_execute ( $con, "insert into person values(1,’James’)");
   if ($req) {
      cubrid_close_request ($req);
      cubrid_commit ($con);
   } else {
      cubrid_rollback ($con);
   }
   cubrid_disconnect ($con);
}
?>

参考

cubrid_connect() - Is used to establish the environment for connecting to your server

cubrid_drop
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_drop — Is used to delete an instance

説明

int cubrid_drop ( resource $conn_identifier , string $oid )

The cubrid_drop() function is used to delete an instance from database by using oid.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to delete.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_drop() example

<?php
$deloid = cubrid_get ($con, $oid, "order");
$res = cubrid_drop ($con, $deloid);  
if ($res) {
   cubrid_commit ($con);
} else {
   cubrid_rollback ($con);
}
?>

参考

cubrid_is_instance() - Is used to check whether the instance

cubrid_error_code_facility
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_error_code_facility — Is used to get the facility code

説明

int cubrid_error_code_facility ( void )

The cubrid_error_code_facility() function is used to get the facility code (level in which the error occurred) from the error code of the error that occurred during the API execution. Usually, you can get the error code when API returns false as its return
value.
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Facility code of the error code that occurred: CUBRID_FACILITY_DBMS, CUBRID_FACILITY_CAS, CUBRID_FACILITY_CCI, CUBRID_FACILITY_CLIENT

例

例1 cubrid_error_code_facility() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select id, name from person");
if ($req) {
   while (list ($id, $name) = cubrid_fetch($req)) 
      echo $id, $name;
} else {
   echo "Error Code: ", cubrid_error_code ();
   echo "Error Facility: ", cubrid_error_code_facility ();
   echo "Error Message: ", cubrid_error_msg ();
}
?>

参考

cubrid_error_code() - Is used to get the error code
cubrid_error_msg() - Is used to get the error message

cubrid_error_code
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_error_code — Is used to get the error code

説明

int cubrid_error_code ( void )

The cubrid_error_code() function is used to get the error code of the error that occurred during the API execution. Usually, it gets the error code when API returns false as its return value.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Error code of the error that occurred.

例

例1 cubrid_error_code() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select id, name from person");
if ($req) {
   while (list ($id, $name) = cubrid_fetch($req)) 
       echo $id, $name;
} else {
    echo "Error Code: ", cubrid_error_code ();
    echo "Error Facility: ", cubrid_error_code_facility ();
    echo "Error Message: ", cubrid_error_msg ();
}
?>

参考

cubrid_error_code_facility() - Is used to get the facility code
cubrid_error_msg() - Is used to get the error message

cubrid_error_msg
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_error_msg — Is used to get the error message
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説明

string cubrid_error_msg ( void )

The cubrid_error_msg() function is used to get the error message that occurred during the use of CUBRID API. Usually, it gets error message when API returns false as its return value.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Error message that occurred.

例

例1 cubrid_error_msg() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select id, name from person");
if ($req) {
  while (list ($id, $name) = cubrid_fetch($req)) 
    echo $id, $name;
} else {
  echo "Error Code: ", cubrid_error_code ();
  echo "Error Facility: ", cubrid_error_code_facility ();
  echo "Error Message: ", cubrid_error_msg ();
}
?>

参考

cubrid_error_code() - Is used to get the error code
cubrid_error_code_facility() - Is used to get the facility code

cubrid_execute
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_execute — Is used to execute the given SQL sentence.

説明

resource cubrid_execute ( resource $conn_identifier , string $SQL [, int $option ] )
int cubrid_execute ( resource $request_identifier [, int $option ] )

The cubrid_execute() function is used to execute the given SQL sentence. It executes the query by using conn_identifier and SQL, and then returns the request identifier created. It is used for simple execution of query, where the parameter binding is not
needed. In addition, the cubrid_execute() function is used to execute the prepared statement by means of cubrid_prepare() and cubrid_bind(). At this time, you need to specify arguments of request_identifier and option.

You can use the option argument to tell whether to receive oid of the row after the execution, and, whether to execute the query in asynchronous mode. You can use it by setting the CUBRID_INCLUDE_OID and CUBRID_ASYNC using bitwise or operator. If
the both variables are not explicitly given, they are not selected by default.

If the first argument is request_identifier to execute the cubrid_prepare() function, you can specify an option, CUBRID_ASYNC only.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

SQL

SQL to be executed.

option

Query execution option CUBRID_INCLUDE_OID, CUBRID_ASYNC.

request_identifier

cubrid_prepare() identifier.

返り値

Request identifier, when process is successful and first param is conn_identifier; TRUE, when process is successful and first argument is request_identifier.

FALSE, when process is unsuccessful.

例
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例1 cubrid_execute() example

<?php
$con = cubrid_connect ("dbsvr.cubrid.com", 33000, "demodb"); 
if ($con) {
 
                echo "connected successfully"; 
                $req = cubrid_execute ($con, "select * from members", CUBRID_INCLUDE_OID | CUBRID_ASYNC);
 
                if ($req) {
                                while (list ($id, $name) = cubrid_fetch ($req)) {
                                                echo $id;
                                                echo $name;
                                }
                                cubrid_close_request ($req);
                }

                cubrid_disconnect ($con);
}

            
$con = cubrid_connect ("dbsvr.cubrid.com", 33000, "demodb"); 
if ($con) {
 
                echo "connected successfully"; 
                $sql = "insert into tbl values (?, ?, ?)";
 
                $req = cubrid_prepare($con, $sql, CUBRID_INCLUDE_OID); 

                $i = 0;
                while ( $i < 2 ) {
                                $res = cubrid_bind($req, 1, "1", "NUMBER");
                                $res = cubrid_bind($req, 2, "2");
                                $res = cubrid_bind($req, 3, "04:22:34 PM 08/07/2007");
                                $res = cubrid_execute($req);
                                $i = $i + 1;
                }
}
?>

参考

cubrid_close_request() - Closes the request handle
cubrid_commit() - Is used to execute commit on the transaction
cubrid_rollback() - Executes rollback on the transaction
cubrid_prepare() - Is a sort of API which represents SQL statements
cubrid_bind() - Is used to bind values

cubrid_fetch_assoc
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_fetch_assoc — Returns the associative array that corresponds to the fetched row

説明

array cubrid_fetch_assoc ( resource $req_identifier )

This function returns the associative array, that corresponds to the fetched row and, then, moves the internal data pointer ahead, or it returns FALSE when the end is reached.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

返り値

Associative array, when process is successful.

FALSE when the end is reached, or error.

例

例1 cubrid_fetch_assoc() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo "seek to row 0 and fetching fields: ";
        cubrid_data_seek($result, 0);
        $row = cubrid_fetch_assoc($result);
        echo $row["name"]."|". $row["address"]."|".$row["salary"]."<br>";

        echo "seek to row 2 and fetching fields: ";    
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        cubrid_data_seek($result, 2);
        $row = cubrid_fetch_assoc($result);
        echo $row["name"]."|". $row["address"]."|".$row["salary"]."<br>";

        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
seek to row 0 and fetching fields: Peter|1st Avenue, New York|1000.0000000000000000
seek to row 2 and fetching fields: Peter Norton|81254, CA|19834.0000000000000000

cubrid_fetch_field
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_fetch_field — Returns an object with certain properties

説明

object cubrid_fetch_field ( resource $req_identifier [, int $field_offset = 0 ] )

This function returns an object with certain properties of the specific column. The properties of the object are:

name

column name

table

name of the table that the column belongs to

def

default value of the column

max_length

maximum length of the column

not_null

1 if the column cannot be NULL

unique_key

1 if the column is an unique key

multiple_key

1 if the column is a non-unique key

numeri

1 if the column is numeric

type

the type of the column

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

field_offset

The numerical field offset. If the field offset is not specified, the next field (that was not yet retrieved by this function) is retrieved. The field_offset starts at 0.

返り値

Object with certain properties of the specific column, when process is successful.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_fetch_field() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo "Fetching column 0 fields: ";
        $meta = cubrid_fetch_field($result, 0);
        if (!$meta) 
        {
            echo "No information available<br />\n";
        }
        echo "<pre>
        max_length:        $meta->max_length
        multiple_key:        $meta->multiple_key
        name:            $meta->name
        not_null:        $meta->not_null
        numeric:        $meta->numeric
        table:            $meta->table
        type:            $meta->type
        default:        $meta->def
        unique_key:        $meta->unique_key
        </pre>";
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Fetching column 0 fields: 
        max_length:        13
        multiple_key:    1
        name:            name
        not_null:        1
        numeric:        0
        table:        employees
        type:            STRING
        default:        [noname]
        unique_key:        0

cubrid_fetch_lengths
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_fetch_lengths — Returns an array with the lengths of the values of each field from the current row

説明

array cubrid_fetch_lengths ( resource $req_identifier )

This function returns an numeric array with the lengths of the values of each field from the current row of the result set or it returns FALSE on failure.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

返り値

An numeric array, when process is successful.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_fetch_lengths() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $row= cubrid_fetch_assoc($result);
        $lengths = cubrid_fetch_lengths($result);
        print_r($row);
        echo "<br>";
        print_r($lengths);
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Array ( [name] => Peter [address] => 1st Avenue, New York [salary] => 1000.0000000000000000 ) 
Array ( [0] => 5 [1] => 20 [2] => 21 )
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cubrid_fetch_object
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_fetch_object — Returns an object with the column names

説明

object cubrid_fetch_object ( resource $req_identifier )

This function returns an object with the column names of the result set as properties. The values of these properties are extracted from the current row of the result.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

返り値

An object, when process is successful.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_fetch_object() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $row = cubrid_fetch_object($result);
        echo $row->name."<BR>";
        echo $row->address."<BR>";
        echo $row->salary;
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Peter
1st Avenue, New York
1000.0000000000000000

cubrid_fetch_row
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_fetch_row — Returns a numerical array with the values of the current row

説明

array cubrid_fetch_row ( resource $req_identifier )

This function returns a numerical array with the values of the current row from the result set, starting from 0.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

返り値

A numerical array, when process is successful.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_fetch_row() example
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<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $row = cubrid_fetch_row($result);
        echo $row[0]."<BR>".$row[1]."<BR>".$row[2]."<BR>";

        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Peter
1st Avenue, New York
1000.0000000000000000

cubrid_fetch
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_fetch — Is used to get a single row

説明

mixed cubrid_fetch ( resource $req_identifier [, int $type ] )

The cubrid_fetch() function is used to get a single row from the query result. The cursor automatically moves to the next row after getting the result.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

type

Array type of the fetched result CUBRID_NUM, CUBRID_ASSOC, CUBRID_BOTH, CUBRID_OBJECT.

返り値

Result array or object, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

The result can be received either as an array or as an object, and you can decide which data type to use by setting the type argument. The type variable can be set to one of the following values:

CUBRID_NUM : Numerical array (0-based)
CUBRID_ASSOC : Associative array
CUBRID_BOTH : Numerical & Associative array (default)
CUBRID_OBJECT : object that has the attribute name as the column name of query result

When type argument is omitted, the result will be received using CUBRID_BOTH option as default. When you want to receive query result in object data type, the column name of the result must obey the naming rules for identifiers in PHP. For example,
column name such as "count(*)" cannot be received in object type.

例

例1 cubrid_fetch() example

<?php
$req = cubrid_execute ( $con, "select * from members", CUBRID_INCLUDE_OID | CUBRID_ASYNC);
if ($req) {
   while ( list ($id, $name) = cubrid_fetch ($req) ){
      echo $id;
      echo $name;
   }
   cubrid_close_request ($req);
}
$req = cubrid_execute ($con, "select * from teams");
if ($req) {
   while ($row = cubrid_fetch ($req, CUBRID_OBJECT)) {
      echo $row->id;
      echo $row->name;
   }
}
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.
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cubrid_field_flags
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_field_flags — Returns a string with the flags of the given field offset

説明

string cubrid_field_flags ( resource $req_identifier , int $field_offset )

This function returns a string with the flags of the given field offset separated by space. You can split the returned value using explode. The possible flags could be: not_null, primary_key, unique_key, foreign_key, auto_increment, shared, reverse_index,
reverse_unique and timestamp.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

field_offset

The numerical field offset. The field_offset starts at 0. If field_offset does not exist, an error of level E_WARNING is also issued.

返り値

A string with flags, when process is successful.

FALSE when invalid field_offset value.

-1 if SQL sentence is not SELECT.

例

例1 cubrid_field_flags() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $flags = cubrid_field_flags($result, 0);
        print_r(explode(' ', $flags));
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Array ( [0] => not_null [1] => unique_key [2] => auto_increment )

cubrid_field_len
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_field_len — Returns the maximum length of the specified field

説明

int cubrid_field_len ( resource $req_identifier , int $field_offset )

This function returns the maximum length of the specified field on success, or it returns FALSE on failure.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

field_offset

The numerical field offset. The field_offset starts at 0. If field_offset does not exist, an error of level E_WARNING is also issued.

返り値
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Maximum length, when process is successful.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_field_len() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $length = cubrid_field_len($result, 1);
        echo "Length of NAME field is ".$length;

        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Length of NAME field is 256

cubrid_field_name
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_field_name — Returns the name of the specified field index

説明

string cubrid_field_name ( resource $req_identifier , int $field_offset )

This function returns the name of the specified field index on success or it returns FALSE on failure.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

field_offset

The numerical field offset. The field_offset starts at 0. If field_offset does not exist, an error of level E_WARNING is also issued.

返り値

Name of specified field index, on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_field_name() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo cubrid_field_name($result, 0)."<BR>";
        echo cubrid_field_name($result, 2);
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
id
address
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cubrid_field_seek
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_field_seek — Moves the result set cursor to the specified field offset

説明

bool cubrid_field_seek ( resource $req_identifier , int $field_offset )

This function moves the result set cursor to the specified field offset. This offset is used by cubrid_fetch_field() if it doesn't include a field offset. It returns TRUE on success or FALSE on failure.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

field_offset

The numerical field offset. The field_offset starts at 0. If field_offset does not exist, an error of level E_WARNING is also issued.

返り値

TRUE on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_field_seek() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        cubrid_field_seek($result,2);
        $meta = cubrid_fetch_field($result);
        if (!$meta) 
        {
            echo "No information available<br />\n";
        }
        echo "<pre>
        max_length:        $meta->max_length
        multiple_key:        $meta->multiple_key
        name:            $meta->name
        not_null:        $meta->not_null
        numeric:        $meta->numeric
        table:            $meta->table
        type:            $meta->type
        default:        $meta->def
        unique_key:        $meta->unique_key
        </pre>";

        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
    max_length:        21
    multiple_key:        1
    name:            address
    not_null:        0
    numeric:            0
    table:            employees
    type:            STRING
    default:        
    unique_key:        0

cubrid_field_table
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_field_table — Returns the name of the table of the specified field

説明

string cubrid_field_table ( resource $req_identifier , int $field_offset )

This function returns the name of the table of the specified field. This is useful when using large select queries with JOINS.
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パラメータ
req_identifier

This is the request identifier .

field_offset

The numerical field offset. The field_offset starts at 0. If field_offset does not exist, an error of level E_WARNING is also issued.

返り値

Name of the table of the specified field, on success.

FALSE when invalid field_offset value.

-1 if SQL sentence is not SELECT.

例

例1 cubrid_field_table() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo "Field 0 (<b>". cubrid_field_name($result, 0) . "</b>) is from table <i>" . cubrid_field_table($result, 0) . "</i><br>";
        echo "Field 1 (<b>". cubrid_field_name($result, 1) . "</b>) is from table <i>" . cubrid_field_table($result, 1) . "</i><br>";
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Field 0 (id) is from table employees
Field 1 (name) is from table employees

cubrid_field_type
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_field_type — Returns the type of the column corresponding to the given field offset

説明

string cubrid_field_type ( resource $req_identifier , int $field_offset )

This function returns the type of the column corresponding to the given field offset. The returned field type could be one of the following: "int", "real", "string", etc.

パラメータ
req_identifier

This is the requeset identifier.

field_offset

The numerical field offset. The field_offset starts at 0. If field_offset does not exist, an error of level E_WARNING is also issued.

返り値

Type of the column, on success.

FALSE when invalid field_offset value.

-1 if SQL sentence is not SELECT.

例

例1 cubrid_field_type() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
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    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo "Field 0 (<b>". cubrid_field_name($result, 0) . "</b>) has type <i>" . cubrid_field_type($result, 0) . "</i><br>";
        echo "Field 1 (<b>". cubrid_field_name($result, 1) . "</b>) has type <i>" . cubrid_field_type($result, 1) . "</i><br>";
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Field 0 (id) has type INT
Field 1 (name) has type STRING

cubrid_free_result
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_free_result — Frees the memory occupied by the result data

説明

bool cubrid_free_result ( resource $req_identifier )

This function frees the memory occupied by the result data. It returns TRUE on success or FALSE on failure.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

返り値

TRUE on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_free_result() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $row = cubrid_fetch_assoc($result);
        /* Now we free up the result and continue on with our script */
        cubrid_free_result($result);
        echo $row['id']."<br>".$row['address'];
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
1
1st Avenue, New York

cubrid_get_charset
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_get_charset — Returns the current CUBRID connection charset

説明

string cubrid_get_charset ( resource $conn_identifier )

This function returns This function returns the current CUBRID connection charset.

パラメータ
conn_identifier
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The CUBRID connection. If the connection identifier is not specified, the last link opened by cubrid_connect() is assumed.

返り値

A string that represents the CUBRID connection charset; on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_get_charset() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }

    printf("CUBRID current charset: %s\n", cubrid_get_charset ($link));
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
CUBRID current charset: iso8859-1

cubrid_get_class_name
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_get_class_name — Is used to get the class name

説明

string cubrid_get_class_name ( resource $conn_identifier , string $oid )

The cubrid_get_class_name() function is used to get the class name from oid.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to check the existence.

返り値

Class name when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_get_class_name() example

<?php
$target_oid = cubrid_get ($con, $oid, "customer");
$class_name = cubrid_get_class_name ($con, $target_oid);
if ($class_name) {
  echo "class name of $oid is $class_name\n";
} else {
  echo "error\n";
}
?>

参考

cubrid_is_instance() - Is used to check whether the instance
cubrid_drop() - Is used to delete an instance

cubrid_get_client_info
(PECL CUBRID >= 8.3.0)
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cubrid_get_client_info — Returns a string that represents the client library version

説明

string cubrid_get_client_info ( void )

This function returns a string that represents the client library version.

パラメータ

返り値

A string that represents the client library version; on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_get_client_info() example

<?php
printf("CUBRID client info: %s\n", cubrid_get_client_info());
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
CUBRID client info: 8.2.1

cubrid_get_db_parameter
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_get_db_parameter — Returns the CUBRID database parameters

説明

array cubrid_get_db_parameter ( resource $conn_identifier )

This function returns the CUBRID database parameters or it returns FALSE on failure. It returns an associative array with the values for the following parameters:

CCI_PARAM_ISOLATION_LEVEL
CCI_PARAM_LOCK_TIMEOUT
CCI_PARAM_MAX_STRING_LENGTH
CCI_PARAM_AUTO_COMMIT

パラメータ
conn_identifier

The CUBRID connection. If the connection identifier is not specified, the last link opened by cubrid_connect() is assumed.

返り値

An associative array with CUBRID database parameters; on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_get_db_parameter() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    echo "CUBRID parameters:<br>";
    print_r(cubrid_get_db_parameter($link));
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
CUBRID parameters:
Array ( [PARAM_ISOLATION_LEVEL] => 3 [LOCK_TIMEOUT] => -1 [MAX_STRING_LENGTH] => 1073741823 )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

cubrid_get_server_info
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_get_server_info — Returns a string that represents the CUBRID server version

説明

string cubrid_get_server_info ( resource $conn_identifier )

This function returns a string that represents the CUBRID server version.

パラメータ
conn_identifier

The CUBRID connection. If the connection identifier is not specified, the last link opened by cubrid_connect() is assumed.

返り値

A string that represents the CUBRID server version; on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_get_server_info() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }

    printf("CUBRID server info: %s\n", cubrid_get_server_info($link));
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
CUBRID server info: 8.2.1.0209

cubrid_get
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_get — Is used to get the attribute

説明

mixed cubrid_get ( resource $conn_identifier , string $oid [, mixed $attr ] )

The cubrid_get() function is used to get the attribute of the instance of the given oid. You can get single attribute by using string data type for the attr argument, or many attributes by using array data type for the attr argument.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to read.

attr

Name of the attribute that you want to read.

返り値

Content of the requested attribute, when process is successful; When attr is set with string data type, the result is returned as a string; when attr is set with array data type (0-based numerical array), then the result is returned in associative array. When
attr is omitted, then all attributes are received in array form.

FALSE when process is unsuccessful or result is NULL (If error occurs to distinguish empty string from NULL, then it prints the warning message. You can check the error by using cubrid_error_code())

例
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例1 cubrid_get() example

<?php
$attrarray = cubrid_get ($con, $oid);
echo $attrarray["id"];
echo $attrarray["name"];
?>

参考

cubrid_put() - Is used to update an attribute

cubrid_insert_id
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_insert_id — Returns an array with the IDs generated for the AUTO_INCREMENT columns

説明

array cubrid_insert_id ( string $class_name [, resource $conn_identifier ] )

This function returns an array with the IDs generated for the AUTO_INCREMENT columns that were updated by the previous INSERT query. It returns an array with all the AUTO_INCREMENT columns and their values. It returns 0 if the previous query does not
generate new rows, or it returns FALSE on failure.

パラメータ
class_name

The name of the class (table) that was used in the last INSERT statement for which the auto increment values are retrieved.

conn_identifier

The connection identifier previously obtained by a call to cubrid_connect().

返り値

An associative array with all the AUTO_INCREMENT columns and their values, on success.

0, if the previous query does not generate new rows.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_insert_id() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = "insert into employees (name, address, salary) values ('Michael', 'Boston, MA', 3750)";
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $array_id = cubrid_insert_id("employees");
        echo "Last insert id was ".$array_id["id"];
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
Last insert id was 10

cubrid_is_instance
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_is_instance — Is used to check whether the instance

説明

int cubrid_is_instance ( resource $conn_identifier , string $oid )

The cubrid_is_instance() function is used to check whether the instance pointed by the given oid exists or not.
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パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to check the existence.

返り値

1, if such instance exists;

0, if such instance does not exist;

-1, in case of error

例

例1 cubrid_is_instance() example

<?php
$target_oid = cubrid_get ($con, $oid, "customer");
$res = cubrid_is_instance ($con, $target_oid);
if ($res == 1) {
   echo "$oid is presents.\n";
} else if ($res == 0){
   echo "$oid is not presents.\n";
} else {
   echo "error\n";
}
?>

参考

cubrid_drop() - Is used to delete an instance
cubrid_get_class_name() - Is used to get the class name

cubrid_list_dbs
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_list_dbs — Returns an array with the list of all existing Cubrid databases

説明

array cubrid_list_dbs ( resource $conn_identifier )

This function returns an array with the list of all existing Cubrid databases.

パラメータ
conn_identifier

The CUBRID connection. If the connection identifier is not specified, the last link opened by cubrid_connect() is assumed.

返り値

An numeric array with all existing Cubrid databases; on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_list_dbs() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    echo "CUBRID databases:<br>";
    print_r(cubrid_list_dbs($link));
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
CUBRID databases:
Array ( [0] => demodb2 [1] => cubrid3 )
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cubrid_load_from_glo
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_load_from_glo — Is used to read a data

説明

int cubrid_load_from_glo ( resource $conn_identifier , string $oid , string $file_name )

The cubrid_load_from_glo() function is used to read a data from a glo instance, and saves it in a designated file.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the glo instance that you want to read the data from.

file_name

Name of the file where you want to save the data in.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_load_from_glo() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select image from person where id=1");
if ($req) {
   list ($oid) = cubrid_fetch($req);
   cubrid_close_request($req);
   $res = cubrid_load_from_glo ($con, $oid, "output.jpg");
   if ($res) {
      echo "image changed successfully";
   }
}
?>

参考

cubrid_new_glo() - Is used to create a glo instance
cubrid_save_to_glo() - Is used to save requested file
cubrid_send_glo() - Is used to read data from glo

cubrid_lock_read
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_lock_read — Is used to put read lock

説明

int cubrid_lock_read ( resource $conn_identifier , string $oid )

The cubrid_lock_read() function is used to put read lock on the instance pointed by given oid.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to put read lock on.

返り値
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TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_lock_read() example

<?php
$lock_oid = cubrid_get ($con, $oid, "next_id");
$res = cubrid_lock_read ($con, $lock_oid);
?>

参考

cubrid_lock_write() - Is used to put write lock

cubrid_lock_write
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_lock_write — Is used to put write lock

説明

int cubrid_lock_write ( resource $conn_identifier , string $oid )

The cubrid_lock_write() function is used to put write lock on the instance pointed by the given oid.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance that you want to put write lock on.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_lock_write() example

<?php
$lock_oid = cubrid_get ($con, $oid, "next_id");
$res = cubrid_lock_write ($con, $lock_oid);
?>

参考

cubrid_lock_read() - Is used to put read lock

cubrid_move_cursor
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_move_cursor — Is used to move the current cursor location

説明

int cubrid_move_cursor ( resource $req_identifier , int $offset [, int $origin ] )

The cubrid_move_cursor() function is used to move the current cursor location of req_identifier by the value set in the offset argument, to the direction set in the origin argument. To set the origin argument, you can use CUBRID_CURSOR_FIRST for the
first part of the result, CUBRID_CURSOR_CURRENT for the current location of the result, or CUBRID_CURSOR_LAST for the last part of the result. If origin argument is not explicitly designated, then the function uses CUBRID_CURSOR_CURRENT as its default
value.

If the value of cursor movement range goes over the valid limit, then the cursor moves to the next location after the valid range for the cursor. For example, if you move 20 units in the result with the size of 10, then the cursor will move to 11th place and
return CUBRID_NO_MORE_DATA.
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パラメータ
req_identifier

Request identifier.

offset

Number of units you want to move the cursor.

origin

Location where you want to move the cursor from CUBRID_CURSOR_FIRST, CUBRID_CURSOR_CURRENT, CUBRID_CURSOR_LAST.

返り値

CUBRID_CURSOR_SUCCESS, when process is successful.

CUBRID_NO_MORE_DATA, when it is not a valid cursor location.

CUBRID_CURSOR_ERROR, in case of error.

例

例1 cubrid_move_cursor() example

<?php
cubrid_move_cursor ($req_handle, 1, CUBRID_CURSOR_FIRST);  
// move to the first possible cursor location
$row = cubrid_fetch ($req_handle);
echo $row["id"], $row["name"];

cubrid_move_cursor ($req_handle, 1, CUBRID_CURSOR_LAST);  
// move to the last possible cursor location
$row = cubrid_fetch ($req_handle);
echo $row["id"], $row["name"];
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.

cubrid_new_glo
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_new_glo — Is used to create a glo instance

説明

string cubrid_new_glo ( resource $conn_identifier , string $class_name , string $file_name )

The cubrid_new_glo() function is used to create a glo instance in the requested class (glo class). The glo created is a LO type, and is stored in the file_name file.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

class_name

Name of the class that you want to create a glo in.

file_name

The file name that you want to save in the newly created glo.

返り値

Oid of the instance created, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_new_glo() example

<?php
$oid = cubrid_new_glo ($con, "glo", "input.jpg");
if ($oid){
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   // the type of column "image" is "object"
   $req = cubrid_execute ($con, "insert into person(image) values($oid)");
   if ($req) {
      echo "image inserted successfully";
      cubrid_close_request ($req);
      cubrid_commit($con);
   }
}
?>

参考

cubrid_save_to_glo() - Is used to save requested file
cubrid_load_from_glo() - Is used to read a data
cubrid_send_glo() - Is used to read data from glo

cubrid_num_cols
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_num_cols — Is used to get the number of columns

説明

int cubrid_num_cols ( resource $req_identifier )

The cubrid_num_cols() function is used to get the number of columns from the query result. It can only be used when the query executed is a select sentence.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

Number of columns, when process is successful.

-1, if SQL sentence is not SELECT.

例

例1 cubrid_num_cols() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select * from member");
if ($req) {
  $rows_count = cubrid_num_rows ($req);
  $cols_count = cubrid_num_cols ($req);
  echo "result set rows count : $rows\n";
  echo "result set columns count : $cols\n";
  cubrid_close_request ($req);
}
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_num_rows() - Is used to get the number of rows

cubrid_num_fields
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_num_fields — Returns the number of columns in the result set

説明

int cubrid_num_fields ( resource $req_identifier )

This function returns the number of columns in the result set, on success, or it returns FALSE on failure.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.
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返り値

Number of columns, on success.

-1 if SQL sentence is not SELECT.

例

例1 cubrid_num_fields() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        $n = cubrid_num_fields($result);
        echo "The resultset contains ".$n. " fields: ";
        for ($i = 0; $i < $n; $i++)
            echo cubrid_field_name($result, $i)." ";
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
The resultset contains 4 fields: id name address salary

cubrid_num_rows
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_num_rows — Is used to get the number of rows

説明

int cubrid_num_rows ( resource $req_identifier )

The cubrid_num_rows() function is used to get the number of rows from the query result. You can use it only when the query executed is a select sentence. When you want to know such value for INSERT, UPDATE, or DELETE query, you have to use the
cubrid_affected_rows() function.

Note: The cubrid_num_rows() function can only be used for synchronous query; it returns 0 when it is used for asynchronous query.

パラメータ
req_identifier

Request identifier.

返り値

Number of rows, when process is successful.

0 when the query was done in async mode.

-1, if SQL sentence is not SELECT.

例

例1 cubrid_num_rows() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select * from member");
if ($req) {
   $rows_count = cubrid_num_rows ($req);
   $cols_count = cubrid_num_cols ($req);
   echo "result set rows count : $rows\n";
   echo "result set columns count : $cols\n";
   cubrid_close_request ($req);
}
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_num_cols() - Is used to get the number of columns
cubrid_affected_rows() - Get number of affected rows in previous Cubrid operation
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cubrid_prepare
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_prepare — Is a sort of API which represents SQL statements

説明

resource cubrid_prepare ( resource $conn_identifier , string $prepare_stmt [, int $option ] )

The cubrid_prepare() function is a sort of API which represents SQL statements compiled previously to a given connection handle. This pre-compiled SQL statement will be included in the cubrid_prepare().

Accccordingly, you can use this statement effectively to execute several times repeatedly or to process long data. Only a single statement can be used and a parameter may put a question mark (?) to appropriate area in the SQL statement. Add a parameter
when you bind a value in the VALUES cluse of INSERT statement or in the WHERE clause. Note that it is allowed to bind a value to a MARK(?) by the cubrid_bind() only.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

prepare_stmt

Prepare query.

option

OID return option CUBRID_INCLUDE_OID.

返り値

Request identifier, if process is successful;

FALSE, if process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_prepare() example

<?php
if ($con) {
$sql = "insert into tbl values ( ?,?,?)"; 
 $req = cubrid_prepare( $con, $sql, CUBRID_INCLUDE_OID ); 
 $i = 0;
 while ( $i < 2 ) { 
 $res = cubrid_bind( $req, 1, "1", "NUMBER"); 
 $res = cubrid_bind( $req, 2, "2"); 
 $res = cubrid_bind( $req, 3, "04:22:34 PM 08/07/2007"); 
 $res = cubrid_execute( $req );  
 $i = $i + 1; 
}} 
?>

参考

cubrid_execute() - Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_bind() - Is used to bind values

cubrid_put
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_put — Is used to update an attribute

説明

int cubrid_put ( resource $conn_identifier , string $oid [, string $attr ], mixed $value )

The cubrid_put() function is used to update an attribute of the instance of the given oid.

You can update single attribute by using string data type to set attr. In such case, you can use integer, float-point, or string type data for the value argument. To update multiple number of attributes, you can disregard the attr argument, and set value
argument with associative array data type. However, you cannot use the method for attribute of collection type. You have to use APIs related to collection type (cubrid_set_add(), cubrid_set_drop(), etc) when you want to use cubrid_put() on collection
typed attribute.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.
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oid

Oid of the instance that you want to update.

attr

Name of the attribute that you want to update.

value

New value that you want to assign to the attribute.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_put() example

<?php
$attrarray = cubrid_get ($con, $oid);
$attrarray["name"] = "New Name";
cubrid_put ($con, $oid, $attrarray);
cubrid_put ($con, $oid, "name", "New Name2");
cubrid_put ($con, $oid, "hobbies", array("aa", "bb"));
?>

参考

cubrid_get() - Is used to get the attribute
cubrid_set_add() - Is used to insert a single element
cubrid_set_drop() - Is used to delete an element
cubrid_seq_insert() - Is used to insert an element to a sequence
cubrid_seq_drop() - Is used to delete an element
cubrid_seq_put() - Is used to update the content

cubrid_real_escape_string
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_real_escape_string — Returns the escaped string version of the given string

説明

string cubrid_real_escape_string ( string $unescaped_string [, resource $conn_identifier ] )

This function returns the escaped string version of the given string. It pre-appends backslashes to the following characters: '. This function must always (with few exceptions) be used to make data safe before sending a query to CUBRID.

パラメータ
unescaped_string

The string that is to be escaped.

conn_identifier

The CUBRID connection. If the connection identifier is not specified, the last link opened by cubrid_connect() is assumed.

返り値

Escaped string version of the given string, on success.

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_real_escape_string() example

<?php
    $user = "'username'";
    $password = "\"pass\"";
    $query = sprintf("SELECT * FROM users WHERE user='%s' AND password='%s'",
            cubrid_real_escape_string($user),
            cubrid_real_escape_string($password));
    
    echo $query;
?>
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上の例の出力は以下となります。
Result:
SELECT * FROM users WHERE user='\'username\'' AND password='\"pass\"'

cubrid_result
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_result — Returns the value of a specific field in a specific row

説明

string cubrid_result ( resource $req_identifier , int $row [, mixed $field = 0 ] )

This function returns the value of a specific field in a specific row from a result set.

パラメータ
req_identifier

This is the request identifier.

row

The row number from the result that is being retrieved. Row numbers start at 0.

field

The name or offset of the field being retrieved. It can be the field's offset, the field's name, or the field's table dot field name (tablename.fieldname). If the column name has been aliased ('select foo as bar from...'), use the alias instead of the column
name. If undefined, the first field is retrieved.

返り値

Value of a specific field, on success (NULL if value if null).

FALSE on failure.

例

例1 cubrid_result() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = 'SELECT id, name, address, salary FROM employees';
    $result = cubrid_execute($link, $query);
    if ($result) 
    {
        echo "The address value of third record is ".cubrid_result($result, 2, 2);
        
        cubrid_close_request($result); 
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Result:
The address value of third record is 81254, CA

cubrid_rollback
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_rollback — Executes rollback on the transaction

説明

int cubrid_rollback ( resource $conn_identifier )

The cubrid_rollback() function executes rollback on the transaction pointed by conn_handle, currently in progress.

Connection to server is closed after calling cubrid_rollback(). Connection handle, however, is still valid.

パラメータ
conn_identifier
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Connection identifier.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_rollback() example

<?php
$req = cubrid_execute ($oid, "insert into person values (2,’John’)");
if ($req) {
   cubrid_close_request ($req);
   if ($failed) {
      cubrid_rollback ($con);
   } else {
      cubrid_commit ($con);
   }
}
?>

参考

cubrid_commit() - Is used to execute commit on the transaction
cubrid_disconnect() - Ends the transaction currently on process

cubrid_save_to_glo
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_save_to_glo — Is used to save requested file

説明

int cubrid_save_to_glo ( resource $conn_identifier , string $oid , string $file_name )

The cubrid_save_to_glo() function is used to save requested file in a glo instance.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the glo instance that you want to save a file in.

file_name

The name of the file that you want to save.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_save_to_glo() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select image from person where id=1");
if ($req) {
   list ($oid) = cubrid_fetch($req);
   cubrid_close_request($req);
   $res = cubrid_save_to_glo ($con, $oid, "input.jpg");
   if ($res) {
      echo "image changed successfully";
   }
}
?>

参考

cubrid_new_glo() - Is used to create a glo instance
cubrid_load_from_glo() - Is used to read a data
cubrid_send_glo() - Is used to read data from glo
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cubrid_schema
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_schema — Is used to get the requested schema information

説明

array cubrid_schema ( resource $conn_identifier , int $schema_type [, string $class_name [, string $attr_name ]] )

The cubrid_schema() function is used to get the requested schema information from database. You have to designate class_name, if you want to get information on certain class, attr_name, if you want to get information on certain attribute (can be used
only with CUBRID_ SCH_ATTR_PRIVILEGE).

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

schema_type

Schema data that you want to know.

class_name

Class you want to know the schema of.

attr_name

Attribute you want to know the schema of.

返り値

Array containing the schema information, when process is successful;

-1, when process is unsuccessful

例

例1 cubrid_schema() example

<?php
$attrs = cubrid_schema ($con, CUBRID_SCH_ATTRIBUTE, "person");
while (list($key, $value) = each($attrs)) {
   echo $value["NAME"];
   echo $value["DOMAIN"];
}
?>

cubrid_send_glo
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_send_glo — Is used to read data from glo

説明

int cubrid_send_glo ( resource $conn_identifier , string $oid )

The cubrid_send_glo() function is used to read data from glo instance and sends it to the PHP standard output.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the glo instance that you want to read data from.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.
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例

例1 cubrid_send_glo() example

<?php
$req = cubrid_execute ($con, "select image from person where id =1");
if ($req) {
  list ($oid) = cubrid_fetch($req);
  cubrid_close_request($req);
  Header ("Content-type: image/jpeg");
  cubrid_send_glo ($con, $oid);
}
?>

参考

cubrid_new_glo() - Is used to create a glo instance
cubrid_save_to_glo() - Is used to save requested file
cubrid_load_from_glo() - Is used to read a data

cubrid_seq_drop
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_seq_drop — Is used to delete an element

説明

int cubrid_seq_drop ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name , int $index )

The cubrid_seq_drop() function is used to delete an element you request from the given sequence type attribute in the database.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance you want to work with.

attr_name

Name of the attribute that you want to delete an element from.

index

Index of the element that you want to delete (1-based).

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_seq_drop() example

<?php
$elems = cubrid_col_get ($con, $oid, "style");
$i = 1;
while (list ($key, $val) = each($elems)) {
if ($val == "1") {
    echo $val;
    cubrid_seq_drop ($con, $oid, "style", $i);
  }
  $i++;
}
?>

参考

cubrid_seq_insert() - Is used to insert an element to a sequence
cubrid_seq_put() - Is used to update the content

cubrid_seq_insert
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(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_seq_insert — Is used to insert an element to a sequence

説明

int cubrid_seq_insert ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name , int $index , string $seq_element )

The cubrid_col_insert() function is used to insert an element to a sequence type attribute in a requested location.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance you want to work with.

attr_name

Name of the attribute you want to insert an instance to.

index

Location of the element, you want to insert the element to (1-based).

seq_element

Content of the element that you want to insert.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_seq_insert() example

<?php
cubrid_seq_insert ($con, $oid, "tel", 1, "02-3430-1200");
cubrid_seq_insert ($con, $oid, "tel", 1, "02-3430-1300");
?>

参考

cubrid_seq_drop() - Is used to delete an element
cubrid_seq_put() - Is used to update the content

cubrid_seq_put
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_seq_put — Is used to update the content

説明

int cubrid_seq_put ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name , int $index , string $seq_element )

The cubrid_seq_put() function is used to update the content of the requested element in a sequent type attribute.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance you want to work with.

attr_name

Name of the attribute that you want to update an element.

index
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Index (1-based) of the element that you want to update.

seq_element

New content that you want to use for the update.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_seq_put() example

<?php
cubrid_seq_put ($con, $oid, "tel", 1, "02-3430-1200");
cubrid_seq_put ($con, $oid, "tel", 2, "02-3430-1300");
?>

参考

cubrid_seq_drop() - Is used to delete an element
cubrid_seq_insert() - Is used to insert an element to a sequence

cubrid_set_add
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_set_add — Is used to insert a single element

説明

int cubrid_set_add ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name , string $set_element )

The cubrid_set_add() function is used to insert a single element to a set type attribute (set, multiset) you requested.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance you want to work with.

attr_name

Name of the attribute you want to insert an element.

set_element

Content of the element you want to insert.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_set_add() example

<?php
cubrid_set_add ($con, $oid, "friend", "James");
cubrid_set_add ($con, $oid, "friend", "Michael");
?>

参考

cubrid_seq_drop() - Is used to delete an element

cubrid_set_drop
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(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_set_drop — Is used to delete an element

説明

int cubrid_set_drop ( resource $conn_identifier , string $oid , string $attr_name , string $set_element )

The cubrid_set_drop() function is used to delete an element that you request from the given set type (set, multiset) attribute of the database.

パラメータ
conn_identifier

Connection identifier.

oid

Oid of the instance you want to work with.

attr_name

Name of the attribute you want to delete an element from.

set_element

Content of the element you want to delete.

返り値

TRUE, when process is successful.

FALSE, when process is unsuccessful.

例

例1 cubrid_set_drop() example

<?php
cubrid_set_drop ($con, $oid, "friend", "James");
cubrid_set_drop ($con, $oid, "friend", "Michael");
?>

参考

cubrid_set_add() - Is used to insert a single element

cubrid_unbuffered_query
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_unbuffered_query — Performs a query without fetching the results into memory

説明

resource cubrid_unbuffered_query ( string $query [, resource $conn_identifier ] )

This function performs a query without fetching the results into memory.

Known issue: it currently uses the normal version - the one that fetches the results.

パラメータ
query

A SQL query.

conn_identifier

The CUBRID connection. If the connection identifier is not specified, the last link opened by cubrid_connect() is assumed.

返り値

For SELECT, SHOW, DESCRIBE or EXPLAIN statements returns a connection identifier resource on success.

For other type of SQL statements, UPDATE, DELETE, DROP, etc, returns TRUE on success.
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FALSE on failure.

例

例1 cubrid_unbuffered_query() example

<?php
    $link = cubrid_connect("localhost", 30000, "demodb2", "dba", "");
    if (!$link)
    {
        die('Could not connect.');
    }
    $query = "insert into employees (name, address, salary) values ('Michael', 'Boston, MA', 3750)";
    cubrid_unbuffered_query($query, $link);
?>

cubrid_version
(PECL CUBRID >= 8.3.0)

cubrid_version — Is used to get the CUBRID PHP module’s version

説明

string cubrid_version ( void )

The cubrid_version() function is used to get the CUBRID PHP module’s version.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Version information (eg. "1.2.0").

例

例1 cubrid_version() example

<?php
echo cubrid_version();
?>

参考

cubrid_error_code() - Is used to get the error code
cubrid_error_code_facility() - Is used to get the facility code

目次
cubrid_affected_rows — Get number of affected rows in previous Cubrid operation
cubrid_bind — Is used to bind values
cubrid_close_prepare — Closes the request handle
cubrid_close_request — Closes the request handle
cubrid_col_get — Is used to get contents of the elements
cubrid_col_size — Is used to get the number of elements
cubrid_column_names — Is used to get the column names
cubrid_column_types — Gets column types
cubrid_commit — Is used to execute commit on the transaction
cubrid_connect_with_url — Is used to establish the environment for connecting to your server
cubrid_connect — Is used to establish the environment for connecting to your server
cubrid_current_oid — Is used to get the oid of the current cursor location
cubrid_data_seek — Moves the internal row pointer of the CUBRID result
cubrid_disconnect — Ends the transaction currently on process
cubrid_drop — Is used to delete an instance
cubrid_error_code_facility — Is used to get the facility code
cubrid_error_code — Is used to get the error code
cubrid_error_msg — Is used to get the error message
cubrid_execute — Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_fetch_assoc — Returns the associative array that corresponds to the fetched row
cubrid_fetch_field — Returns an object with certain properties
cubrid_fetch_lengths — Returns an array with the lengths of the values of each field from the current row
cubrid_fetch_object — Returns an object with the column names
cubrid_fetch_row — Returns a numerical array with the values of the current row
cubrid_fetch — Is used to get a single row
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cubrid_field_flags — Returns a string with the flags of the given field offset
cubrid_field_len — Returns the maximum length of the specified field
cubrid_field_name — Returns the name of the specified field index
cubrid_field_seek — Moves the result set cursor to the specified field offset
cubrid_field_table — Returns the name of the table of the specified field
cubrid_field_type — Returns the type of the column corresponding to the given field offset
cubrid_free_result — Frees the memory occupied by the result data
cubrid_get_charset — Returns the current CUBRID connection charset
cubrid_get_class_name — Is used to get the class name
cubrid_get_client_info — Returns a string that represents the client library version
cubrid_get_db_parameter — Returns the CUBRID database parameters
cubrid_get_server_info — Returns a string that represents the CUBRID server version
cubrid_get — Is used to get the attribute
cubrid_insert_id — Returns an array with the IDs generated for the AUTO_INCREMENT columns
cubrid_is_instance — Is used to check whether the instance
cubrid_list_dbs — Returns an array with the list of all existing Cubrid databases
cubrid_load_from_glo — Is used to read a data
cubrid_lock_read — Is used to put read lock
cubrid_lock_write — Is used to put write lock
cubrid_move_cursor — Is used to move the current cursor location
cubrid_new_glo — Is used to create a glo instance
cubrid_num_cols — Is used to get the number of columns
cubrid_num_fields — Returns the number of columns in the result set
cubrid_num_rows — Is used to get the number of rows
cubrid_prepare — Is a sort of API which represents SQL statements
cubrid_put — Is used to update an attribute
cubrid_real_escape_string — Returns the escaped string version of the given string
cubrid_result — Returns the value of a specific field in a specific row
cubrid_rollback — Executes rollback on the transaction
cubrid_save_to_glo — Is used to save requested file
cubrid_schema — Is used to get the requested schema information
cubrid_send_glo — Is used to read data from glo
cubrid_seq_drop — Is used to delete an element
cubrid_seq_insert — Is used to insert an element to a sequence
cubrid_seq_put — Is used to update the content
cubrid_set_add — Is used to insert a single element
cubrid_set_drop — Is used to delete an element
cubrid_unbuffered_query — Performs a query without fetching the results into memory
cubrid_version — Is used to get the CUBRID PHP module’s version

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Cubrid 関数

cubrid_affected_rows — Get number of affected rows in previous Cubrid operation
cubrid_bind — Is used to bind values
cubrid_close_prepare — Closes the request handle
cubrid_close_request — Closes the request handle
cubrid_col_get — Is used to get contents of the elements
cubrid_col_size — Is used to get the number of elements
cubrid_column_names — Is used to get the column names
cubrid_column_types — Gets column types
cubrid_commit — Is used to execute commit on the transaction
cubrid_connect_with_url — Is used to establish the environment for connecting to your server
cubrid_connect — Is used to establish the environment for connecting to your server
cubrid_current_oid — Is used to get the oid of the current cursor location
cubrid_data_seek — Moves the internal row pointer of the CUBRID result
cubrid_disconnect — Ends the transaction currently on process
cubrid_drop — Is used to delete an instance
cubrid_error_code_facility — Is used to get the facility code
cubrid_error_code — Is used to get the error code
cubrid_error_msg — Is used to get the error message
cubrid_execute — Is used to execute the given SQL sentence.
cubrid_fetch_assoc — Returns the associative array that corresponds to the fetched row
cubrid_fetch_field — Returns an object with certain properties
cubrid_fetch_lengths — Returns an array with the lengths of the values of each field from the current row
cubrid_fetch_object — Returns an object with the column names
cubrid_fetch_row — Returns a numerical array with the values of the current row
cubrid_fetch — Is used to get a single row
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cubrid_field_flags — Returns a string with the flags of the given field offset
cubrid_field_len — Returns the maximum length of the specified field
cubrid_field_name — Returns the name of the specified field index
cubrid_field_seek — Moves the result set cursor to the specified field offset
cubrid_field_table — Returns the name of the table of the specified field
cubrid_field_type — Returns the type of the column corresponding to the given field offset
cubrid_free_result — Frees the memory occupied by the result data
cubrid_get_charset — Returns the current CUBRID connection charset
cubrid_get_class_name — Is used to get the class name
cubrid_get_client_info — Returns a string that represents the client library version
cubrid_get_db_parameter — Returns the CUBRID database parameters
cubrid_get_server_info — Returns a string that represents the CUBRID server version
cubrid_get — Is used to get the attribute
cubrid_insert_id — Returns an array with the IDs generated for the AUTO_INCREMENT columns
cubrid_is_instance — Is used to check whether the instance
cubrid_list_dbs — Returns an array with the list of all existing Cubrid databases
cubrid_load_from_glo — Is used to read a data
cubrid_lock_read — Is used to put read lock
cubrid_lock_write — Is used to put write lock
cubrid_move_cursor — Is used to move the current cursor location
cubrid_new_glo — Is used to create a glo instance
cubrid_num_cols — Is used to get the number of columns
cubrid_num_fields — Returns the number of columns in the result set
cubrid_num_rows — Is used to get the number of rows
cubrid_prepare — Is a sort of API which represents SQL statements
cubrid_put — Is used to update an attribute
cubrid_real_escape_string — Returns the escaped string version of the given string
cubrid_result — Returns the value of a specific field in a specific row
cubrid_rollback — Executes rollback on the transaction
cubrid_save_to_glo — Is used to save requested file
cubrid_schema — Is used to get the requested schema information
cubrid_send_glo — Is used to read data from glo
cubrid_seq_drop — Is used to delete an element
cubrid_seq_insert — Is used to insert an element to a sequence
cubrid_seq_put — Is used to update the content
cubrid_set_add — Is used to insert a single element
cubrid_set_drop — Is used to delete an element
cubrid_unbuffered_query — Performs a query without fetching the results into memory
cubrid_version — Is used to get the CUBRID PHP module’s version

dBase

導入
これらの関数は、dBase 形式 (dbf) のデータベースに保存されたレコードにアクセスすることを可能にします。

dBase ファイルは、固定長の単純なシーケンシャルファイルです。 レコードはファイルの終りに追加され、削除されたレコードは dbase_pack() がコールされるまで保持されます。

dBase フィールドの型として有効なものは以下のとおりです。

有効なフィールド型
フィールド dBase 型 フォーマット 補足情報
M Memo n/a この型は PHP ではサポートされていません。 このフィールドは無視されます。
D Date YYYYMMDD フィールドの最大長は 8 です。
N Number 数字 長さと精度（小数点以下の桁数）を指定する必要があります。
C String 文字列 長さを指定する必要があります。データを取得する際、指定した長さに 満たない文字列にはその右側に空白文字が付加されます。
L Boolean T あるいは Y が TRUE、 F あるいは N が FALSE です。読み書きは整数値（1 または 0）で行われます。
F Float 浮動小数点数値 この型のフィールドのサポートは PHP 5.2.0 で追加されました。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.3.0.

警告

これらの関数では、インデックスおよびメモフィールドのサポートは 行われません。ロックのサポートも行われません。ふたつの Web サーバ プロセスが同時に同じ dBase ファイルを修正しようとした場合、 データベースはほぼ確実に駄目になってしまうでしょう。

商用データベースとして dBase ファイルを使用しないことを推奨します。 本物の SQL サーバーを替わりに選んでください。通常は、» MySQL または » Postgres が PHP で使用されています。dBase サポートの目的は、 Web データベースのデータのインポート・エクスポート
を行うことです。 なぜなら、Windows の表計算ソフトや統合ソフトでこのフォーマットが 通常サポートされているからです。

http://pecl.php.net/
http://www.mysql.com/
http://www.postgresql.org/
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
付属する dbase ライブラリを有効にしてこれらの関数を使用するには、 --enable-dbase オプションを 指定して PHP をコンパイルする必要があります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

dBase 関数
例
このリファレンスの例の多くは dBase データベースを必要とします。ここでは dbase_create() の例で作成した /tmp/test.dbf を利用しています。

dbase_add_record
(PHP 4, PHP 5)

dbase_add_record — データベースにレコードを追加する

説明

bool dbase_add_record ( int $dbase_identifier , array $record )

与えられたデータをデータベースに追加します。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。
record
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データの配列。要素の数がデータベースのフィールド数と一致している 必要があります。それ以外の場合はdbase_add_record() は失敗します。

注意:

dbase_get_record() が返す値をこのパラメータに 使用する際は、deleted という名前のキーを リセットすることを忘れないでください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 dBase データベースにレコードを追加する
<?php

// read-write モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 2);

if ($db) {
  dbase_add_record($db, array(
      date('Ymd'), 
      'Maxim Topolov', 
      '23', 
      'max@example.com',
      'T'));   
  dbase_close($db);
}

?>

参考

dbase_delete_record() - データベースからレコードを削除する
dbase_replace_record() - データベースのレコードを置換する

dbase_close
(PHP 4, PHP 5)

dbase_close — データベースを閉じる

説明

bool dbase_close ( int $dbase_identifier )

指定されたデータベースリンク ID を閉じます。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 dBase データベースファイルを閉じる
<?php

// read-only モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 0);

if ($db) {
  // データを読む ..
  
  dbase_close($db);
}

?>

参考

dbase_open() - データベースをオープンする
dbase_create() - データベースを作成する
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dbase_create
(PHP 4, PHP 5)

dbase_create — データベースを作成する

説明

int dbase_create ( string $filename , array $fields )

dbase_create() は、指定された定義で dBase データベースを作成します。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

注意:

この関数の動作は、open_basedir の設定に依存します。

パラメータ
filename

データベースの名前。dBase がデータを格納するファイルの 相対パスあるいは絶対パス。
fields

配列の配列で、各配列はデータベースにおけるひとつのフィールドの フォーマットを記述します。各フィールドは、名前・フィールド型を 示す文字・長さ（オプション）・精度（オプション）から構成されます。

注意:

フィールド名の長さは、10 文字までに制限されています。

返り値

データベースの作成に成功した場合にリンク ID 、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 dBase データベースファイルの作成
<?php

// データベースの定義
$def = array(
  array("date",     "D"),
  array("name",     "C",  50),
  array("age",      "N",   3, 0),
  array("email",    "C", 128),
  array("ismember", "L")
);

// 作成
if (!dbase_create('/tmp/test.dbf', $def)) {
  echo "Error, can't create the database\n";
}

?>

参考

dbase_open() - データベースをオープンする
dbase_close() - データベースを閉じる

dbase_delete_record
(PHP 4, PHP 5)

dbase_delete_record — データベースからレコードを削除する

説明

bool dbase_delete_record ( int $dbase_identifier , int $record_number )

データベースから削除したいレコードをマークします。

注意:

実際にデータベースからレコードを削除するには、 dbase_pack() もコールする必要があります。
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パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。
record_number

1 からデータベース内のレコード数 （dbase_numrecords() が返す） までの範囲の整数値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

dbase_add_record() - データベースにレコードを追加する
dbase_replace_record() - データベースのレコードを置換する

dbase_get_header_info
(PHP 5)

dbase_get_header_info — データベースのヘッダ情報を得る

説明

array dbase_get_header_info ( int $dbase_identifier )

指定したデータベースリンク ID のカラム構造についての情報を返します。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。

返り値

データベースの各カラムについての要素を格納した配列を返します。 配列の添字は 0 から始まります。

配列の各要素には、以下に述べるような形式の連想配列で カラムの情報が格納されます。

name
カラム名。

type
カラムのデータ型を可読形式（例: date、boolean など）で格納。

length
カラムのバイト数。

precision
カラムの数値の精度。

format
カラムに対して推奨される printf() でのフォーマット指定。

offset
行の最初からのバイトオフセット。

ヘッダ情報が読み込めない場合には FALSE を返します。

例

例1 dBase データベースファイルの情報の表示
<?php
// dbase ファイルのパス
$db_path = "/tmp/test.dbf";

// dbase ファイルのオープン
$dbh = dbase_open($db_path, 0)
  or die("Error! Could not open dbase database file '$db_path'.");

// カラム情報の取得
$column_info = dbase_get_header_info($dbh);

// 情報の表示
print_r($column_info);
?>
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dbase_get_record_with_names
(PHP 4, PHP 5)

dbase_get_record_with_names — データベースからレコードを連想配列として得る

説明

array dbase_get_record_with_names ( int $dbase_identifier , int $record_number )

dBase データベースから、レコードを連想配列として取得します。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。
record_number

レコードのインデックス。

返り値

レコードの連想配列を返します。これには deleted という名前のキーも含まれており、もしレコードに削除マークがつけられている 場合にはその値が 1 となります （dbase_delete_record() を参照ください）。

各フィールドは、適切な PHP の型に変換されます。ただし以下の例外を除きます。

日付は文字列のままとなります。
オーバーフローを発生するような整数（> 32 ビット）は、 文字列として返されます。

エラー時には dbase_get_record_with_names() は FALSE を返します。

例

例1 データベースに登録されているメンバの一覧表示
<?php
// read-only モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 0);

if ($db) {
  $record_numbers = dbase_numrecords($db);
  for ($i = 1; $i <= $record_numbers; $i++) {
      $row = dbase_get_record_with_names($db, $i);
      if ($row['ismember'] == 1) {
          echo "Member #$i: " . trim($row['name']) . "\n";
      }
  }
}
?>

参考

dbase_get_record() - データベースからレコードを配列形式で得る

dbase_get_record
(PHP 4, PHP 5)

dbase_get_record — データベースからレコードを配列形式で得る

説明

array dbase_get_record ( int $dbase_identifier , int $record_number )

データベースから、レコードを配列形式で取得します。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。
record_number

レコードのインデックス。
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返り値

レコードの連想配列を返します。これには deleted という名前のキーも含まれており、もしレコードに削除マークがつけられている 場合にはその値が 1 となります （dbase_delete_record() を参照ください）。

各フィールドは、適切な PHP の型に変換されます。ただし以下の例外を除きます。

日付は文字列のままとなります。
オーバーフローを発生するような整数（> 32 ビット）は、 文字列として返されます。

エラー時には dbase_get_record() は FALSE を返します。

参考

dbase_get_record_with_names() - データベースからレコードを連想配列として得る

dbase_numfields
(PHP 4, PHP 5)

dbase_numfields — データベースのフィールド数を得る

説明

int dbase_numfields ( int $dbase_identifier )

指定したデータベースにおけるフィールド（カラム）数を取得します。

注意:

フィールド番号は 0 から dbase_numfields($db)-1 までで、 一方レコード番号は 1 から dbase_numrecords($db) までです。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。

返り値

データベースのフィールド数を返します。エラーが発生した場合には FALSE を返します。

例

例1 dbase_numfields() の例
<?php

$rec = dbase_get_record($db, $recno);
$nf  = dbase_numfields($db);
for ($i = 0; $i < $nf; $i++) {
  echo $rec[$i], "\n";
}

?>

参考

dbase_numrecords() - データベースのレコード数を得る

dbase_numrecords
(PHP 4, PHP 5)

dbase_numrecords — データベースのレコード数を得る

説明

int dbase_numrecords ( int $dbase_identifier )

指定したデータベースのレコード（行）数を取得します。

注意:
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レコード番号は 1 から dbase_numrecords($db) までで、 一方フィールド番号は 0 から dbase_numfields($db)-1 までです。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。

返り値

データベースのレコード数を返します。エラーが発生した場合には FALSE を返します。

例

例1 データベースの全レコードをループする
<?php

// read-only モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 0);

if ($db) {
  $record_numbers = dbase_numrecords($db);
  for ($i = 1; $i <= $record_numbers; $i++) {
      // 各レコードに対して、ここで何かをする
  }
}

?>

参考

dbase_numfields() - データベースのフィールド数を得る

dbase_open
(PHP 4, PHP 5)

dbase_open — データベースをオープンする

説明

int dbase_open ( string $filename , int $mode )

dbase_open() は、指定したアクセスモードで dBase データベースをオープンします。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

注意:

この関数の動作は、open_basedir の設定に依存します。

パラメータ
filename

データベースの名前。dBase がデータを格納するファイルの 相対パスあるいは絶対パス。
mode

open() システムコールに対応する整数値（通常、0 は読み込みのみ可・ 1 は書き込みのみ可・2 は読み書き両方可を意味します）。

注意:

dBase ファイルを write-only モードでオープンしようとすると、 ヘッダ情報を読み込むことができないために関数は失敗します。 つまり、mode に 1 を指定することはできません。

例

例1 dBase データベースファイルのオープン
<?php

// read-only モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 0);

if ($db) {
  // データを読み込む ..
  
  dbase_close($db);
}

?>
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返り値

データベースのオープンに成功した場合にリンク ID 、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

参考

dbase_create() - データベースを作成する
dbase_close() - データベースを閉じる

dbase_pack
(PHP 4, PHP 5)

dbase_pack — データベースを圧縮する

説明

bool dbase_pack ( int $dbase_identifier )

dbase_delete_record() を使用して削除マークがつけられた レコードを完全に削除することで、指定したデータベースを圧縮します。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 dBase データベースを空にする
<?php

// read-write モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 2);

if ($db) {
  $record_numbers = dbase_numrecords($db);
  for ($i = 1; $i <= $record_numbers; $i++) {
      dbase_delete_record($db, $i);
  }
  // データベースを消す
  dbase_pack($db);
}

?>

参考

dbase_delete_record() - データベースからレコードを削除する

dbase_replace_record
(PHP 4, PHP 5)

dbase_replace_record — データベースのレコードを置換する

説明

bool dbase_replace_record ( int $dbase_identifier , array $record , int $record_number )

データベースの指定したレコードを、指定した値で置換します。

パラメータ
dbase_identifier

データベースのリンク ID 。dbase_open() あるいは dbase_create() によって返されます。
record

データの配列。要素の数がデータベースのフィールド数と一致している 必要があります。それ以外の場合はdbase_replace_record() は失敗します。
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注意:

dbase_get_record() が返す値をこのパラメータに 使用する際は、deleted という名前のキーを リセットすることを忘れないでください。
record_number

1 からデータベース内のレコード数 （dbase_numrecords() が返す） までの範囲の整数値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 データベースのレコードの更新
<?php

// read-write モードでオープンする
$db = dbase_open('/tmp/test.dbf', 2);

if ($db) {
  // 変更前の行を取得する
  $row = dbase_get_record_with_names($db, 1);
  
  // 'deleted' エントリを削除する
  unset($row['deleted']);
  
  // 現在のタイムスタンプでフィールドを更新する
  $row['date'] = date('Ymd');
  
  // レコードを置換する
  dbase_replace_record($db, $row, 1);
  dbase_close($db);
}

?>

参考

dbase_add_record() - データベースにレコードを追加する
dbase_delete_record() - データベースからレコードを削除する

目次
dbase_add_record — データベースにレコードを追加する
dbase_close — データベースを閉じる
dbase_create — データベースを作成する
dbase_delete_record — データベースからレコードを削除する
dbase_get_header_info — データベースのヘッダ情報を得る
dbase_get_record_with_names — データベースからレコードを連想配列として得る
dbase_get_record — データベースからレコードを配列形式で得る
dbase_numfields — データベースのフィールド数を得る
dbase_numrecords — データベースのレコード数を得る
dbase_open — データベースをオープンする
dbase_pack — データベースを圧縮する
dbase_replace_record — データベースのレコードを置換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
dBase 関数

dbase_add_record — データベースにレコードを追加する
dbase_close — データベースを閉じる
dbase_create — データベースを作成する
dbase_delete_record — データベースからレコードを削除する
dbase_get_header_info — データベースのヘッダ情報を得る
dbase_get_record_with_names — データベースからレコードを連想配列として得る
dbase_get_record — データベースからレコードを配列形式で得る
dbase_numfields — データベースのフィールド数を得る
dbase_numrecords — データベースのレコード数を得る
dbase_open — データベースをオープンする
dbase_pack — データベースを圧縮する
dbase_replace_record — データベースのレコードを置換する
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DB++

導入
db++ は、ドイツの企業 » Concept asa により作成された高性能でかつメモリ使用量とディスク使用量が 小さいことを特徴とするリレーショナルデータベースシステムです。 db++ では、SQL は補助的なインターフェイス原語として提供されており、 元来の SQL データベー
スであるわけではありませんが、SQL よりも 関係代数にはるかに強く影響された固有の AQL クエリ言語が提供されています。

Concept asa は、常にオープンソース言語のサポートに関心を持って来ており、 db++ は Perl、Tcl コールのインターフェイスを何年も前から有し、 Tcl を内部的なストアドプロシージャ言語として使用しています。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールは外部クライアントライブラリに依存しており、 この拡張モジュールを使用したいシステム上に db++ クライアントがインストールされている必要があります。

» Concept asa が、 Linux および他のいくつかの Unix 版の » db++ デモ版 および » ドキュメント を提供しています。また、Windows 版の db++ もありますが、 この拡張モジュールでは(まだ)サポートしていません。

インストール手順
この拡張モジュールをビルドするためには、db++ クライアントライブラリおよび ヘッダファイルがシステムにインストールされていることが必要です (db++ のインストールアーカイブには、これらがデフォルトで含まれています)。 この拡張モジュールをビルドするために
は、configure の際にオプション --with-dbplus を設定する必要があります。

configure は、クライアントライブラリおよびヘッダファイルを デフォルトのパス /usr/dbplus、 /usr/local/dbplus および /opt/dblus から探します。もし db++ を別の場所にインストールしている場合、 以下のようにしてインストール場所を configure オプションに 指
定する必要があります。 --with-dbplus=/your/installation/path

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型

dbplus_relation
多くの db++ 関数は、dbplus_relation リソースを操作または返します。 dbplus_relation は、 保存された関係またはクエリの結果として生成された関係へのハンドルです。

定義済み定数
目次

db++ エラーコード

以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

http://www.concept-asa.de/index_gb.html
http://www.concept-asa.de/index_gb.html
http://www.concept-asa.de/down-eng.html
http://www.concept-asa.de/down-eng.html
http://www.concept-asa.de/downloads/doc-eng.tar.gz
http://www.concept-asa.de/downloads/doc-eng.tar.gz
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db++ エラーコード
DB++ エラーコード

PHP 定数 db++ 定数 意味
DBPLUS_ERR_NOERR (integer) ERR_NOERR Null エラー条件
DBPLUS_ERR_DUPLICATE (integer) ERR_DUPLICATE 重複するタプルを挿入した
DBPLUS_ERR_EOSCAN (integer) ERR_EOSCAN rget()からスキャン終了
DBPLUS_ERR_EMPTY (integer) ERR_EMPTY 関係が空(サーバ)
DBPLUS_ERR_CLOSE (integer) ERR_CLOSE サーバをクローズできない
DBPLUS_ERR_WLOCKED (integer) ERR_WLOCKED レコードは書き込みロックされている
DBPLUS_ERR_LOCKED (integer) ERR_LOCKED 関係は既にロックされている
DBPLUS_ERR_NOLOCK (integer) ERR_NOLOCK 関係をロックできない
DBPLUS_ERR_READ (integer) ERR_READ 関係の読み込みエラー
DBPLUS_ERR_WRITE (integer) ERR_WRITE 関係の書き込みエラー
DBPLUS_ERR_CREATE (integer) ERR_CREATE create() システムコールが失敗
DBPLUS_ERR_LSEEK (integer) ERR_LSEEK lseek() システムコールが失敗
DBPLUS_ERR_LENGTH (integer) ERR_LENGTH 最大長を越えるタプル
DBPLUS_ERR_OPEN (integer) ERR_OPEN open() システムコールが失敗
DBPLUS_ERR_WOPEN (integer) ERR_WOPEN 関係は既に書き込みオープンされている
DBPLUS_ERR_MAGIC (integer) ERR_MAGIC ファイルは関係でない
DBPLUS_ERR_VERSION (integer) ERR_VERSION ファイルは非常に古い関係である
DBPLUS_ERR_PGSIZE (integer) ERR_PGSIZE 関係は異なったページサイズを使用している
DBPLUS_ERR_CRC (integer) ERR_CRC 不正な CRC がスーパーページにある
DBPLUS_ERR_PIPE (integer) ERR_PIPE パイプ上の関係は lseek() を要求している
DBPLUS_ERR_NIDX (integer) ERR_NIDX セカンダリインデックスが多すぎる
DBPLUS_ERR_MALLOC (integer) ERR_MALLOC malloc() コールが失敗した
DBPLUS_ERR_NUSERS (integer) ERR_NUSERS 最大ユーザ数エラー
DBPLUS_ERR_PREEXIT (integer) ERR_PREEXIT 無効な使用法により発生
DBPLUS_ERR_ONTRAP (integer) ERR_ONTRAP シグナルにより発生
DBPLUS_ERR_PREPROC (integer) ERR_PREPROC プリプロセッサにおけるエラー
DBPLUS_ERR_DBPARSE (integer) ERR_DBPARSE パーサ上のエラー
DBPLUS_ERR_DBRUNERR (integer) ERR_DBRUNERR dbにおける実行エラー
DBPLUS_ERR_DBPREEXIT (integer) ERR_DBPREEXIT prexit() * プロシージャにより発生した終了条件
DBPLUS_ERR_WAIT (integer) ERR_WAIT 少し待つ(simple のみ)
DBPLUS_ERR_CORRUPT_TUPLE (integer) ERR_CORRUPT_TUPLEクライアントが壊れたタプルを送信した
DBPLUS_ERR_WARNING0 (integer) ERR_WARNING0 simple ルーチンが、修正済みの致命的でないエラーを発見した
DBPLUS_ERR_PANIC (integer) ERR_PANIC サーバは実際に実行中断していないが、全てのクライアントに ERR_PANIC が送信された
DBPLUS_ERR_FIFO (integer) ERR_FIFO fifo を作成できない
DBPLUS_ERR_PERM (integer) ERR_PERM 不許可
DBPLUS_ERR_TCL (integer) ERR_TCL TCL_error
DBPLUS_ERR_RESTRICTED (integer) ERR_RESTRICTED ユーザ二人のみ
DBPLUS_ERR_USER (integer) ERR_USER アプリケーションプログラマによるライブラリの使用エラー
DBPLUS_ERR_UNKNOWN (integer) ERR_UNKNOWN  

DB++ 関数

dbplus_add
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_add — リレーションにタプルを追加する

説明

int dbplus_add ( resource $relation , array $tuple )

タプルをリレーション relation に追加します。
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パラメータ
relation

tuple

属性/値の組の配列であり、 指定した relation に挿入されます。

実行に成功すると tuple 配列には新規に生成されたタプルの 完全なデータが含まれ、そこにはシーケンスのような暗黙の内に設定 される全てのドメインが含まれます。

返り値

この関数は、成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_errcode() - 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する

dbplus_aql
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_aql — AQL クエリを実行する

説明

resource dbplus_aql ( string $query [, string $server [, string $dbpath ]] )

AQL query を、指定した server および dbpath で実行します。

パラメータ
query

AQL (Algebraic Query Language) に関するより詳細な情報については、 オリジナルの db++ マニュアルで提供されています。
server

dbpath

返り値

成功時に関係ハンドルを返します。結果データは、 dbplus_next() および dbplus_curr() をコールすることにより、このリレーションから取得可能です。 他のリレーションアクセス関数は結果のリレーションで動作しません。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_chdir
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_chdir — データベース仮想カレントディレクトリを設定/取得する

説明

string dbplus_chdir ([ string $newdir ] )

dbplus_open() でリレーションファイルを探す際の 仮想カレントディレクトリを変更します。

パラメータ
newdir
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リレーションファイルの新しいディレクトリ。このパラメータを省略すると、 現在の作業ディレクトリで探します。

返り値

カレントディレクトリの絶対パスを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_close
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_close — リレーションを閉じる

説明

mixed dbplus_close ( resource $relation )

dbplus_open() でオープンしたリレーションを閉じます。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

成功した場合に TRUE、失敗した場合に DBPLUS_ERR_UNKNOWN を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_curr
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_curr — リレーションからカレントタプルを取得する

説明

int dbplus_curr ( resource $relation , array &$tuple )

指定した relation について、カレントタプルに関するデータを読み込みます。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

データがこのパラメータに連想配列として返されます。

返り値

この関数は、成功時にゼロ (すなわち DBPLUS_ERR_NOERR)、失敗時に db++ エラーコードを返します。

注意

警告
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この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_first() - リレーションから最初のタプルを取得する
dbplus_prev() - リレーションから前のタプルを取得する
dbplus_next() - リレーションから次のタプルを取得する
dbplus_last() - リレーションから直近のタプルを取得する
dbplus_errcode() - 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する

dbplus_errcode
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_errcode — 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する

説明

string dbplus_errcode ([ int $errno ] )

指定したエラーコードに対応するエラー文字列を返します。

パラメータ
errno

エラーコード。指定しなかった場合は、直近の db++ 操作の結果コードを使用します。

返り値

エラーメッセージを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_errno
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_errno — 直近の操作に関するエラーコードを取得する

説明

int dbplus_errno ( void )

直近の db++ 操作からのエラーコードを返します。

返り値

エラーコードを表す整数値を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_errcode() - 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する

dbplus_find



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_find — リレーションに拘束を設定する

説明

int dbplus_find ( resource $relation , array $constraints , mixed $tuple )

指定したリレーション relation に拘束を設定します。

この後、dbplus_curr() または dbplus_next() のような関数をコールすると、 指定した拘束にマッチするタプルのみが取得されます。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
constraints

拘束は、ドメイン名、比較演算子、比較値を含む複合文字列です。 パラメータ配列 constraints は文字列の配列で、 この各要素は、ドメイン、演算子、値を含むか、 複数の三要素からなる文字列の配列です。

比較演算子は、以下の文字列のどれかとなります。 正規表現による検索には、'==', '>', '>=', '<', '<=', '!=', '~'、ビット演算には 'BAND' または 'BOR' を使用します。
tuple

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_unselect() - リレーションから制約を削除する

dbplus_first
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_first — リレーションから最初のタプルを取得する

説明

int dbplus_first ( resource $relation , array &$tuple )

指定したリレーション relation の最初のタプルのデータを読み込み、 連想配列として tuple に返します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_curr() - リレーションからカレントタプルを取得する
dbplus_prev() - リレーションから前のタプルを取得する
dbplus_next() - リレーションから次のタプルを取得する
dbplus_last() - リレーションから直近のタプルを取得する
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dbplus_errcode() - 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する

dbplus_flush
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_flush — リレーションに行った全ての変更をフラッシュする

説明

int dbplus_flush ( resource $relation )

直近のフラッシュ以降にリレーション relation に適用されたすべての変更をディスクに書き込みます。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_errcode() - 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する

dbplus_freealllocks
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_freealllocks — このクライアントにより保持された全てのロックを解放する

説明

int dbplus_freealllocks ( void )

このクライアントによりロックされたタプルを全て解放します。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_getlock() - タプルの書き込みロックを取得する
dbplus_freelock() - タプルの書き込みロックを解放する
dbplus_freerlocks() - 指定したリレーションに関する全てのタプルロックを解放する

dbplus_freelock
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_freelock — タプルの書き込みロックを解放する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

int dbplus_freelock ( resource $relation , string $tuple )

dbplus_getlock() より以前に得た指定 tuple の書き込みロックを解放します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_getlock() - タプルの書き込みロックを取得する
dbplus_freerlocks() - 指定したリレーションに関する全てのタプルロックを解放する
dbplus_freealllocks() - このクライアントにより保持された全てのロックを解放する

dbplus_freerlocks
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_freerlocks — 指定したリレーションに関する全てのタプルロックを解放する

説明

int dbplus_freerlocks ( resource $relation )

指定した relation で保持されている全てのタプルロックを解放します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_getlock() - タプルの書き込みロックを取得する
dbplus_freelock() - タプルの書き込みロックを解放する
dbplus_freealllocks() - このクライアントにより保持された全てのロックを解放する

dbplus_getlock
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_getlock — タプルの書き込みロックを取得する

説明

int dbplus_getlock ( resource $relation , string $tuple )
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指定した tuple へ書き込みロックを要求します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

成功時にゼロ、失敗時にゼロでないコード、特に DBPLUS_ERR_WLOCKED を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_freelock() - タプルの書き込みロックを解放する
dbplus_freerlocks() - 指定したリレーションに関する全てのタプルロックを解放する
dbplus_freealllocks() - このクライアントにより保持された全てのロックを解放する

dbplus_getunique
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_getunique — あるリレーションのユニークな ID 番号を取得する

説明

int dbplus_getunique ( resource $relation , int $uniqueid )

指定した relation に関してユニークであることが保証 された数を取得し、uniqueid で指定した変数にその数を代入します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
uniqueid

返り値

成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_info
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_info — リレーションについての情報を取得する

説明

int dbplus_info ( resource $relation , string $key , array &$result )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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relation

dbplus_open() が返すリレーション。
key

result

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_last
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_last — リレーションから直近のタプルを取得する

説明

int dbplus_last ( resource $relation , array &$tuple )

指定した relation から直近のタプルに関するデータを読み込み、 tuple に連想配列として代入します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。 code on failure.

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_first() - リレーションから最初のタプルを取得する
dbplus_curr() - リレーションからカレントタプルを取得する
dbplus_prev() - リレーションから前のタプルを取得する
dbplus_next() - リレーションから次のタプルを取得する

dbplus_lockrel
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_lockrel — リレーションに書き込みロックを要求する

説明

int dbplus_lockrel ( resource $relation )

指定した relation に書き込みロックを要求します。

他のクライアントからリレーションに対してクエリを実行することはできますが、 ロックされている間は更新できません。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値
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注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_next
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_next — リレーションから次のタプルを取得する

説明

int dbplus_next ( resource $relation , array &$tuple )

指定した relation の次のタプルからデータを読み込み、 tuple に連想配列として返します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_first() - リレーションから最初のタプルを取得する
dbplus_curr() - リレーションからカレントタプルを取得する
dbplus_prev() - リレーションから前のタプルを取得する
dbplus_last() - リレーションから直近のタプルを取得する

dbplus_open
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_open — リレーションファイルをオープンする

説明

resource dbplus_open ( string $name )

指定したリレーションファイルをオープンします。

パラメータ
name

ファイル名またはリレーション、絶対パス名とします。 これは、指定したパス名及びサーバ上の絶対リレーションファイル パス名を常にマップします。

返り値

成功時にリレーションファイルリソース(カーソル)が返されます。これは、 このリレーションを参照する以降の全てのコマンドで使用されます。 失敗時にはゼロが返されます。実際のエラーコードは、 dbplus_errno() により取得可能です。

注意

警告
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この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_prev
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_prev — リレーションから前のタプルを取得する

説明

int dbplus_prev ( resource $relation , array &$tuple )

指定した relation から前のタプルのデータを読み込み、 tuple に連想配列として返します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

成功した場合に DBPLUS_ERR_NOERR、 失敗した場合に db++ エラーコードを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_first() - リレーションから最初のタプルを取得する
dbplus_curr() - リレーションからカレントタプルを取得する
dbplus_next() - リレーションから次のタプルを取得する
dbplus_last() - リレーションから直近のタプルを取得する

dbplus_rchperm
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rchperm — リレーションの許可属性を変更する

説明

int dbplus_rchperm ( resource $relation , int $mask , string $user , string $group )

mask, user,group で 指定した許可属性に変更します。これらの値はオペレーティングシステムに依存します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
mask

user

group

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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dbplus_rcreate
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rcreate — 新しい DB++ リレーションを作成する

説明

resource dbplus_rcreate ( string $name , mixed $domlist [, bool $overwrite ] )

新しいリレーションを作成します。同名の既存のリレーションは、 そのリレーションが現在使用されておらず、 overwrite に TRUE が設定されている場合にのみ上書きされます。

パラメータ
name

domlist

ドメインの組み合わせ。単一のドメイン名を表す文字列か、 ドメイン名の配列となります。

このパラメータにはドメインを示す文字列の配列で 新規リレーションのドメインを指定する必要があります。 ドメイン指定文字列は、このリレーションへのユニークなドメイン名、スラッシュ、 型指定文字からなります。利用可能な型指定子及びその意味については、
db++ のドキュメント、特に dbcreate(1) のマニュアルを参照ください。

注意:

この関数には、複数のドメインを空白で区切った文字列を指定することもできます。 しかし、配列を使用することを推奨します。
overwrite

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_rcrtexact
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rcrtexact — インデックスを含む、リレーションの空のコピーを作成する

説明

mixed dbplus_rcrtexact ( string $name , resource $relation [, bool $overwrite ] )

dbplus_rcrtexact() は、 指定した relation の空のコピーを name という名前で作成します。

パラメータ
name

relation

コピーするリレーション。dbplus_open() でオープンしたもの。
overwrite

このパラメータが TRUE であり 他のプロセスがそのリレーションを使用していない場合にのみ、 同じ名前の既存のリレーションが上書きされます。

返り値

成功した場合にリソース、失敗した場合に DBPLUS_ERR_UNKNOWN を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

dbplus_rcrtlike
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rcrtlike — デフォルトのインデックスで、リレーションの空のコピーを作成する

説明

mixed dbplus_rcrtlike ( string $name , resource $relation [, int $overwrite ] )

dbplus_rcrtlike() は、 指定した relation の空のコピーを name という名前で作成しますが、デフォルトの インデックスを使用します。

パラメータ
name

relation

コピーするリレーション。dbplus_open() でオープンしたもの。
overwrite

このパラメータが TRUE であり 他のプロセスがそのリレーションを使用していない場合にのみ、 同じ名前の既存のリレーションが上書きされます。

返り値

成功した場合にリソース、失敗した場合に DBPLUS_ERR_UNKNOWN を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_resolve
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_resolve — リレーションのホスト情報を取得する

説明

array dbplus_resolve ( string $relation_name )

dbplus_resolve() は指定された relation_name を解決し、内部サーバ ID・ 実際のホスト名およびホスト上のデータベースのパスを取得します。

パラメータ
relation_name

リレーション名。

返り値

キー sid、host および host_path を含む配列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_tcl() - サーバ側で TCL コードを実行する

dbplus_restorepos
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)
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dbplus_restorepos — 位置を復元する

説明

int dbplus_restorepos ( resource $relation , array $tuple )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_rkeys
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rkeys — リレーションの主キーを新規に指定する

説明

mixed dbplus_rkeys ( resource $relation , mixed $domlist )

dbplus_rkeys() は、 relation に指定された現在の主キーを、 domlist で指定されたドメインに変更します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
domlist

ドメインの組み合わせ。ドメイン名を含む文字列あるいは 複数のドメイン名を含む配列を渡します。

返り値

成功した場合にリソース、失敗した場合に DBPLUS_ERR_UNKNOWN を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_ropen
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_ropen — リレーションファイルをローカルにオープンする

説明

resource dbplus_ropen ( string $name )

dbplus_ropen() は、クライアント/サーバ間の オーバーヘッドを防いですばやくアクセスするために、リレーション file をローカルにオープンします。 アクセスは読み込み専用となり、返されるリレーションを利用できるのは dbplus_curr() および dbplus_next() のみとな
ります。

パラメータ
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name

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_rquery
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rquery — ローカル (raw) AQL クエリを実行する

説明

resource dbplus_rquery ( string $query [, string $dbpath ] )

dbplus_rquery() は、db++ クライアントライブラリに組み込まれた AQL インタプリタを使用してローカル(raw) AQL クエリを実行します。 dbplus_rquery() は dbplus_aql() より高速ですが、 ローカルのデータについてのみしか実行できません。

パラメータ
query

dbpath

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_rrename
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rrename — リレーションの名前を変更する

説明

int dbplus_rrename ( resource $relation , string $name )

dbplus_rrename() は、 relation の名前を name に変更します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
name

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_rsecindex
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)
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dbplus_rsecindex — リレーションに新規セカンダリインデックスを作成する

説明

mixed dbplus_rsecindex ( resource $relation , mixed $domlist , int $type )

dbplus_rsecindex() は、 relation に新しいセカンダリインデックスを作成します。 このインデックスには domlist で指定したドメインが含まれ、型は type です。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
domlist

ドメイン名の組み合わせ。単一のドメイン名を含む文字列あるいは 複数のドメイン名を含む配列を渡します。
type

返り値

成功した場合にリソース、失敗した場合に DBPLUS_ERR_UNKNOWN を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_runlink
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_runlink — ファイルシステムからリレーションを削除する

説明

int dbplus_runlink ( resource $relation )

dbplus_runlink() は、 relation を閉じて削除します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_rzap
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_rzap — リレーションから全てのタプルを削除する

説明

int dbplus_rzap ( resource $relation )

dbplus_rzap() は、 relation からタプルをすべて削除します。

パラメータ
relation
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dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_savepos
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_savepos — 位置を保存する

説明

int dbplus_savepos ( resource $relation )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_setindex
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_setindex — インデックスを設定する

説明

int dbplus_setindex ( resource $relation , string $idx_name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
idx_name

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_setindexbynumber
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(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_setindexbynumber — インデックスを数字で設定する

説明

int dbplus_setindexbynumber ( resource $relation , int $idx_number )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
idx_number

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_sql
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_sql — SQL クエリを実行する

説明

resource dbplus_sql ( string $query [, string $server [, string $dbpath ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
query

server

dbpath

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_tcl
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_tcl — サーバ側で TCL コードを実行する

説明

string dbplus_tcl ( int $sid , string $script )

db++ サーバは、各クライアント接続について TCL インタプリタを準備します。 このインタプリタは、ある種のストアドプロシージャとしてクライアントに 指定された TCL コードをサーバで実行するもので、 クライアント/サーバ間のデータ伝送及びコンテキスト切替を回避
し、 データベース処理性能を改善するために使用されます。

dbplus_tcl() は、TCL script コードが実行される、クライアント接続 ID を必要とします。dbplus_resolve() が、この接続 ID を返します。この関数は、TCL コードの返り値または TCL コードが失敗 した場合には、TCL エラーメッセージを返します。
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パラメータ
sid

script

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_resolve() - リレーションのホスト情報を取得する

dbplus_tremove
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_tremove — タプルを削除し、新規カレントタプルを返す

説明

int dbplus_tremove ( resource $relation , array $tuple [, array &$current ] )

dbplus_tremove() は、関係の中のタプルに完全に 一致する場合、tuple を削除します。 current が指定された場合、 dbplus_tremove() をコールした後、新規のカレントの タプルのデータが代入されます。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
tuple

current

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_undo
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_undo — 元に戻す

説明

int dbplus_undo ( resource $relation )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_undoprepare
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_undoprepare — 元に戻す準備をする

説明

int dbplus_undoprepare ( resource $relation )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_unlockrel
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_unlockrel — リレーションの書き込みロックを中断する

説明

int dbplus_unlockrel ( resource $relation )

以前 dbplus_lockrel() により得られた書き込みロックを開放します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_unselect
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_unselect — リレーションから制約を削除する

説明

int dbplus_unselect ( resource $relation )
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dbplus_unselect() をコールすると、 dbplus_find() により relation に設定された制約が削除されます。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_update
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_update — リレーション内の指定したタプルを更新する

説明

int dbplus_update ( resource $relation , array $old , array $new )

dbplus_update() は、old で指定したタプル new からのデータで置換します。 置換が行われるのは、old が relation の中のタプルに完全に一致する場合のみです。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。
old

古いタプルの内容。
new

新しいタプルの内容。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

dbplus_xlockrel
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_xlockrel — リレーションの排他的ロックを要求する

説明

int dbplus_xlockrel ( resource $relation )

relation に他のクライアントからの読み込み アクセスさえ拒否する排他的ロックを要求します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

dbplus_xunlockrel() - リレーションの排他的ロックを解放する

dbplus_xunlockrel
(PHP 4 <= 4.1.0, PECL dbplus >= 0.9)

dbplus_xunlockrel — リレーションの排他的ロックを解放する

説明

int dbplus_xunlockrel ( resource $relation )

以前に dbplus_xlockrel() で取得した排他的ロックを開放します。

パラメータ
relation

dbplus_open() でオープンしたリレーション。

返り値

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

目次
dbplus_add — リレーションにタプルを追加する
dbplus_aql — AQL クエリを実行する
dbplus_chdir — データベース仮想カレントディレクトリを設定/取得する
dbplus_close — リレーションを閉じる
dbplus_curr — リレーションからカレントタプルを取得する
dbplus_errcode — 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する
dbplus_errno — 直近の操作に関するエラーコードを取得する
dbplus_find — リレーションに拘束を設定する
dbplus_first — リレーションから最初のタプルを取得する
dbplus_flush — リレーションに行った全ての変更をフラッシュする
dbplus_freealllocks — このクライアントにより保持された全てのロックを解放する
dbplus_freelock — タプルの書き込みロックを解放する
dbplus_freerlocks — 指定したリレーションに関する全てのタプルロックを解放する
dbplus_getlock — タプルの書き込みロックを取得する
dbplus_getunique — あるリレーションのユニークな ID 番号を取得する
dbplus_info — リレーションについての情報を取得する
dbplus_last — リレーションから直近のタプルを取得する
dbplus_lockrel — リレーションに書き込みロックを要求する
dbplus_next — リレーションから次のタプルを取得する
dbplus_open — リレーションファイルをオープンする
dbplus_prev — リレーションから前のタプルを取得する
dbplus_rchperm — リレーションの許可属性を変更する
dbplus_rcreate — 新しい DB++ リレーションを作成する
dbplus_rcrtexact — インデックスを含む、リレーションの空のコピーを作成する
dbplus_rcrtlike — デフォルトのインデックスで、リレーションの空のコピーを作成する
dbplus_resolve — リレーションのホスト情報を取得する
dbplus_restorepos — 位置を復元する
dbplus_rkeys — リレーションの主キーを新規に指定する
dbplus_ropen — リレーションファイルをローカルにオープンする
dbplus_rquery — ローカル (raw) AQL クエリを実行する
dbplus_rrename — リレーションの名前を変更する
dbplus_rsecindex — リレーションに新規セカンダリインデックスを作成する
dbplus_runlink — ファイルシステムからリレーションを削除する
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dbplus_rzap — リレーションから全てのタプルを削除する
dbplus_savepos — 位置を保存する
dbplus_setindex — インデックスを設定する
dbplus_setindexbynumber — インデックスを数字で設定する
dbplus_sql — SQL クエリを実行する
dbplus_tcl — サーバ側で TCL コードを実行する
dbplus_tremove — タプルを削除し、新規カレントタプルを返す
dbplus_undo — 元に戻す
dbplus_undoprepare — 元に戻す準備をする
dbplus_unlockrel — リレーションの書き込みロックを中断する
dbplus_unselect — リレーションから制約を削除する
dbplus_update — リレーション内の指定したタプルを更新する
dbplus_xlockrel — リレーションの排他的ロックを要求する
dbplus_xunlockrel — リレーションの排他的ロックを解放する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
db++ エラーコード

DB++ 関数
dbplus_add — リレーションにタプルを追加する
dbplus_aql — AQL クエリを実行する
dbplus_chdir — データベース仮想カレントディレクトリを設定/取得する
dbplus_close — リレーションを閉じる
dbplus_curr — リレーションからカレントタプルを取得する
dbplus_errcode — 指定したエラーコードまたは直近のエラーに関するエラー文字列を取得する
dbplus_errno — 直近の操作に関するエラーコードを取得する
dbplus_find — リレーションに拘束を設定する
dbplus_first — リレーションから最初のタプルを取得する
dbplus_flush — リレーションに行った全ての変更をフラッシュする
dbplus_freealllocks — このクライアントにより保持された全てのロックを解放する
dbplus_freelock — タプルの書き込みロックを解放する
dbplus_freerlocks — 指定したリレーションに関する全てのタプルロックを解放する
dbplus_getlock — タプルの書き込みロックを取得する
dbplus_getunique — あるリレーションのユニークな ID 番号を取得する
dbplus_info — リレーションについての情報を取得する
dbplus_last — リレーションから直近のタプルを取得する
dbplus_lockrel — リレーションに書き込みロックを要求する
dbplus_next — リレーションから次のタプルを取得する
dbplus_open — リレーションファイルをオープンする
dbplus_prev — リレーションから前のタプルを取得する
dbplus_rchperm — リレーションの許可属性を変更する
dbplus_rcreate — 新しい DB++ リレーションを作成する
dbplus_rcrtexact — インデックスを含む、リレーションの空のコピーを作成する
dbplus_rcrtlike — デフォルトのインデックスで、リレーションの空のコピーを作成する
dbplus_resolve — リレーションのホスト情報を取得する
dbplus_restorepos — 位置を復元する
dbplus_rkeys — リレーションの主キーを新規に指定する
dbplus_ropen — リレーションファイルをローカルにオープンする
dbplus_rquery — ローカル (raw) AQL クエリを実行する
dbplus_rrename — リレーションの名前を変更する
dbplus_rsecindex — リレーションに新規セカンダリインデックスを作成する
dbplus_runlink — ファイルシステムからリレーションを削除する
dbplus_rzap — リレーションから全てのタプルを削除する
dbplus_savepos — 位置を保存する
dbplus_setindex — インデックスを設定する
dbplus_setindexbynumber — インデックスを数字で設定する
dbplus_sql — SQL クエリを実行する
dbplus_tcl — サーバ側で TCL コードを実行する
dbplus_tremove — タプルを削除し、新規カレントタプルを返す
dbplus_undo — 元に戻す
dbplus_undoprepare — 元に戻す準備をする
dbplus_unlockrel — リレーションの書き込みロックを中断する
dbplus_unselect — リレーションから制約を削除する
dbplus_update — リレーション内の指定したタプルを更新する
dbplus_xlockrel — リレーションの排他的ロックを要求する
dbplus_xunlockrel — リレーションの排他的ロックを解放する
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FrontBase

導入
このモジュールの関数により、FrontBase データベースサーバに アクセスすることが可能になります。FrontBase に関する詳細については、» http://www.frontbase.com/ で入手可能です。

FrontBase に関するドキュメントは、» http://www.frontbase.com/cgi-bin/WebObjects/FrontBase.woa/wa/productsPage?currentPage=Documentation から入手可能です。

Frontbase のサポートは、PHP 4.0.6 で追加されました。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.3.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この関数を使用するには、FrontBase データベースサーバまたは少なくとも fbsql クライアントライブラリをインストールする必要があります。 » http://www.frontbase.com/ から FrontBase を 取得することができます。

インストール手順
これらの関数を使用するには、オプション --with-fbsql[=DIR] を使用し、fbsql のサポートを有効にして PHP をコンパイルする必要があります。 fbsql へのパスを指定せずにこのオプションを 使用した場合、PHP は fbsql クライアントライブラリをそのプラットフォームの
デフォルトのインストール位置で探します。FrontBase を標準以外の 場所にインストールしているユーザは、必ず次のように fbsql へのパスを 指定する必要があります。 --with-fbsql=/path/to/fbsql これにより、PHP は、間違いなく FrontBase によりインストールされ
た クライアントライブラリを探すことができるようになります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

FrontBase 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

fbsql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で使用可能です。
fbsql.generate_warnings "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.autocommit "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.max_links "128" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.max_connections "128" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.max_results "128" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.batchSize "1000" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で使用可能です。PHP 5.1.0 で削除されました。
fbsql.default_host NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.default_user "_SYSTEM" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.default_password "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.default_database "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
fbsql.default_database_password "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型

http://www.frontbase.com/
http://www.frontbase.com/cgi-bin/WebObjects/FrontBase.woa/wa/productsPage?currentPage=Documentation
http://pecl.php.net/
http://www.frontbase.com/
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リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FBSQL_ASSOC (integer)
FBSQL_NUM (integer)
FBSQL_BOTH (integer)
FBSQL_LOCK_DEFERRED (integer)
FBSQL_LOCK_OPTIMISTIC (integer)
FBSQL_LOCK_PESSIMISTIC (integer)
FBSQL_ISO_READ_UNCOMMITTED (integer)
FBSQL_ISO_READ_COMMITTED (integer)
FBSQL_ISO_REPEATABLE_READ (integer)
FBSQL_ISO_SERIALIZABLE (integer)
FBSQL_ISO_VERSIONED (integer)
FBSQL_UNKNOWN (integer)
FBSQL_STOPPED (integer)
FBSQL_STARTING (integer)
FBSQL_RUNNING (integer)
FBSQL_STOPPING (integer)
FBSQL_NOEXEC (integer)
FBSQL_LOB_DIRECT (integer)
FBSQL_LOB_HANDLE (integer)

FrontBase 関数

fbsql_affected_rows
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_affected_rows — 直近の FrontBase 操作により変更されたレコードの数を得る

説明

int fbsql_affected_rows ([ resource $link_identifier ] )

fbsql_affected_rows() は、 link_identifier が指す接続において 直近の INSERT、UPDATE、DELETE クエリで変更されたレコードの数を返します。

注意:

トランザクションを使用している場合、コミットの後ではなくINSERT、 UPDATE、DELETE クエリの後で fbsql_affected_rows() をコールする必要があります。

直近のクエリが WHERE 句のない DELETE クエリの場合、全てのレコードが テーブルから削除されますが、この関数はゼロを返します。

注意:

UPDATE を使用する場合、FrontBase は新しい値が古い値と同じ場合には カラムを更新しません。このため、 fbsql_affected_rows() は、実際にはマッチした 行の数と一致しない可能性があり、クエリにより実際に変更された行の 数だけとなります。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

直近のクエリが失敗した場合、この関数は -1 を返します。

参考

fbsql_num_rows() - 結果のレコード数を得る
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fbsql_autocommit
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_autocommit — autocommit を有効または無効にする

説明

bool fbsql_autocommit ( resource $link_identifier [, bool $OnOff ] )

autocommit の状態を返します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
OnOff

このオプションのパラメータを指定すると、 オートコミットステータスは変更されます。

OnOff を TRUE に設定すると、 エラーがない場合に各命令が自動的にコミットされます。

OnOff を FALSE に設定すると、ユーザは fbsql_commit() あるいは fbsql_rollback() によりコミットまたはロールバックを行う必要があります。

返り値

現在の autocommit の状態を boolean 値で返します。

参考

fbsql_commit() - データベースへのトランザクションをコミットする
fbsql_rollback() - データベースへのトランザクションをロールバックする

fbsql_blob_size
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_blob_size — BLOB の大きさを取得する

説明

int fbsql_blob_size ( string $blob_handle [, resource $link_identifier ] )

指定した BLOB の大きさを返します。

パラメータ
blob_handle

fbsql_create_blob() が返す BLOB ハンドル。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

BLOB の大きさを整数値で返します。エラー時には FALSE を返します。

参考

fbsql_clob_size() - CLOB の大きさを取得する

fbsql_change_user
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_change_user — アクティブな接続にログインしているユーザを変更する

説明

bool fbsql_change_user ( string $user , string $password [, string $database [, resource $link_identifier ]] )

fbsql_change_user() は、指定した接続にログインするユーザを変更します。 ユーザおよびパスワードの認証に失敗した場合は、現在の接続ユーザがアクティブなままとなります。

パラメータ
user

新しいユーザ名。
password

新しいユーザのパスワード。
database

指定した場合、これがユーザ変更後のデフォルトまたはカレントデータベースとなります。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

fbsql_clob_size
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_clob_size — CLOB の大きさを取得する

説明

int fbsql_clob_size ( string $clob_handle [, resource $link_identifier ] )

指定した CLOB の大きさを取得します。

パラメータ
clob_handle

fbsql_create_clob() が返す CLOB ハンドル。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

CLOB の大きさを整数値で返します。エラー時には FALSE を返します。

参考

fbsql_blob_size() - BLOB の大きさを取得する

fbsql_close
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_close — FrontBase 接続を閉じる
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説明

bool fbsql_close ([ resource $link_identifier ] )

指定したリンク ID に関連する FrontBase サーバへの接続を閉じます。

持続的でないオープンされたリンクは、スクリプト実行終了時に自動的に クローズされるため、fbsql_close() は通常は不要です。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_close() の例
<?php
$link = fbsql_connect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
echo "接続に成功しました";
fbsql_close($link);
?>

参考

fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする
fbsql_pconnect() - FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする

fbsql_commit
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_commit — データベースへのトランザクションをコミットする

説明

bool fbsql_commit ([ resource $link_identifier ] )

ディスクへの insert、update、 delete を全て書き込んでトランザクションを終了し、トランザクションにより 保持された全ての行及びテーブルのロックを解除します。このコマンドは、 autocommit が false に設定されている場合のみ必要です。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_autocommit() - autocommit を有効または無効にする
fbsql_rollback() - データベースへのトランザクションをロールバックする

fbsql_connect
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_connect — FrontBase サーバへの接続をオープンする

説明
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resource fbsql_connect ([ string $hostname = ini_get("fbsql.default_host") [, string $username = ini_get("fbsql.default_user") [, string $password = ini_get("fbsql.default_password") ]]] )

fbsql_connect() は、FrontBase サーバへの接続を確立します。

同じ引数で fbsql_connect() が 2 度目に コールされた場合、新規のリンクは確立されず、替わりに既に オープンされているリンク ID が返されます。

fbsql_close() をコールすることにより事前に 明示的にクローズされていない限り、サーバへのリンクはスクリプトの 実行終了時にクローズされます。

パラメータ
hostname

サーバのホスト名。
username

接続用のユーザ名。
password

接続用のパスワード。

返り値

成功時に正の FrontBase リンク ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_connect() の例
<?php

$link = fbsql_connect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
echo "接続に成功しました";
fbsql_close($link);

?>

参考

fbsql_pconnect() - FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする
fbsql_close() - FrontBase 接続を閉じる

fbsql_create_blob
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_create_blob — BLOB を作成する

説明

string fbsql_create_blob ( string $blob_data [, resource $link_identifier ] )

指定したデータから BLOB を作成します。

パラメータ
blob_data

BLOB データ。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

新しく作成した BLOB のリソースハンドルを返します。 これを insert や update コマンドで使用すると、 データベースに BLOB を保存することができます。

例

例1 fbsql_create_blob() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
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    or die("接続できません");
$filename = "blobfile.bin";
$fp = fopen($filename, "rb");
$blobdata = fread($fp, filesize($filename));
fclose($fp);

$blobHandle = fbsql_create_blob($blobdata, $link);

$sql = "INSERT INTO BLOB_TABLE (BLOB_COLUMN) VALUES ($blobHandle);";
$rs = fbsql_query($sql, $link);
?>

参考

fbsql_create_clob() - CLOB を作成する
fbsql_read_blob() - データベースから BLOB を読み込む
fbsql_read_clob() - データベースから CLOB を読み込む
fbsql_set_lob_mode() - FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する

fbsql_create_clob
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_create_clob — CLOB を作成する

説明

string fbsql_create_clob ( string $clob_data [, resource $link_identifier ] )

指定したデータから CLOB を作成します。

パラメータ
clob_data

CLOB データ。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

新しく作成した CLOB のリソースハンドルを返します。 これを insert や update コマンドで使用すると、 データベースに CLOB を保存することができます。

例

例1 fbsql_create_clob() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
$filename = "clob_file.txt";
$fp = fopen($filename, "rb");
$clobdata = fread($fp, filesize($filename));
fclose($fp);

$clobHandle = fbsql_create_clob($clobdata, $link);

$sql = "INSERT INTO CLOB_TABLE (CLOB_COLUMN) VALUES ($clobHandle);";
$rs = fbsql_query($sql, $link);
?>

参考

fbsql_create_blob() - BLOB を作成する
fbsql_read_blob() - データベースから BLOB を読み込む
fbsql_read_clob() - データベースから CLOB を読み込む
fbsql_set_lob_mode() - FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する

fbsql_create_db
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_create_db — FrontBase データベースを作成する

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

bool fbsql_create_db ( string $database_name [, resource $link_identifier [, string $database_options ]] )

指定したサーバ上で新しいデータベースの作成を試みます。

パラメータ
database_name

データベース名を表す文字列。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
database_options

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_create_db() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
if (fbsql_create_db("my_db")) {
    echo "データベースの作成に成功しました\n";
} else {
    printf("データベース作成エラー: %s\n", fbsql_error());
}
?>

参考

fbsql_drop_db() - FrontBase データベースを破棄(削除)する

fbsql_data_seek
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_data_seek — 内部結果ポインタを移動する

説明

bool fbsql_data_seek ( resource $result , int $row_number )

指定した結果 ID が指す FrontBase 結果の内部行ポインタを指定した行番号に移動します。

これ以降に fbsql_fetch_row() をコールすると、 その行が返されます。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
row_number

行番号。0 からはじまります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_data_seek() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
fbsql_select_db("samp_db")
    or die("データベースを選択できません");
$query = "SELECT last_name, first_name FROM friends;";
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$result = fbsql_query($query)
    or die("クエリに失敗しました");

// 行を逆順に取得します
for ($i = fbsql_num_rows($result) - 1; $i >=0; $i--) {
    if (!fbsql_data_seek($result, $i)) {
        printf("行 %d\ に移動できませんn", $i);
        continue;
    }

    if (!($row = fbsql_fetch_object($result)))
        continue;

    echo $row->last_name . $row->first_name . "<br />\n";
}

fbsql_free_result($result);
?>

fbsql_database_password
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_database_password — FrontBase データベースのパスワードを設定または取得する

説明

string fbsql_database_password ( resource $link_identifier [, string $database_password ] )

現在の接続で 使用されているデータベースのパスワードを設定または取得します。 データベースがパスワードで保護されている場合は、 fbsql_select_db() の前にこの関数をコールする必要があります。

リンクがオープンされていない場合、この関数は fbsql_connect() がコールされた場合と同様にリンクを確立し、使用します。

この関数はデータベース内のデータベースパスワードを変更しませんし、 またデータベースのデータベースパスワードを取得することもしません。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
database_password

データベースのパスワードを表す文字列。 指定したリンク ID が指すサーバのデータベースパスワードを設定します。

返り値

リンク ID により表されるデータベースのデータベースパスワードを返します。

例

例1 fbsql_create_clob() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
fbsql_database_password($link, "secret db password");
fbsql_select_db($database, $link);
?>

参考

fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする
fbsql_pconnect() - FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする
fbsql_select_db() - FrontBase データベースを選択する

fbsql_database
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_database — 接続で使用するデータベース名を取得あるいは設定する

説明

string fbsql_database ( resource $link_identifier [, string $database ] )

接続で使用するデータベース名を取得あるいは設定します。
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パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
database

データベース名。指定すると、接続で使用するデフォルトのデータベースが database に変わります。

返り値

この接続で使用するデータベースの名前を返します。

fbsql_db_query
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_db_query — FrontBase クエリを送信する

説明

resource fbsql_db_query ( string $database , string $query [, resource $link_identifier ] )

データベースを選択し、そこでクエリを実行します。

パラメータ
database

選択したデータベース。
query

実行する SQL クエリ。

注意:

クエリ文字列の最後には、セミコロンをつけなければなりません。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

クエリ結果への正の FrontBase 結果 ID、またはエラー時には FALSE を返します。

参考

fbsql_query() - FrontBase クエリを送信する
fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする

fbsql_db_status
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

fbsql_db_status — 指定したデータベースの状態を取得する

説明

int fbsql_db_status ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

指定したデータベースの現在の状態を取得します。

パラメータ
database_name
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データベース名。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

現在の状態を表す整数値を返します。これは、以下の定数のいずれかです。

FALSE - host の exec ハンドラが無効です。このエラーは、 link_identifier がポート番号を用いてデータベースへ直接接続する場合に発生します。 FBExec はサーバで利用可能ですが、接続が行われていません。
FBSQL_UNKNOWN - 状態は不明です。
FBSQL_STOPPED - FBSQL_STOPPED - データベースは実行されていません。 データベースを開始するには、fbsql_start_db() を使用してください。
FBSQL_STARTING - データベースは起動中です。
FBSQL_RUNNING - データベースは実行中で、SQL 処理を実行可能です。
FBSQL_STOPPING - データベースは停止中です。
FBSQL_NOEXEC - FBExec がサーバで実行されておらず、 データベースの状態を取得することはできません。

参考

fbsql_start_db() - ローカルまたはリモートサーバのデータベースを開始する
fbsql_stop_db() - ローカルまたはリモートサーバのデータベースを停止する

fbsql_drop_db
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_drop_db — FrontBase データベースを破棄(削除)する

説明

bool fbsql_drop_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

fbsql_drop_db() は、指定したリンク ID が指す サーバからデータベース全体を破棄(削除)します。

パラメータ
database_name

データベース名を表す文字列。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_create_db() - FrontBase データベースを作成する

fbsql_errno
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_errno — 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの数値を返す

説明

int fbsql_errno ([ resource $link_identifier ] )

直近の FrontBase 操作からのエラーメッセージを表す数値を返します。

fbsql データベースのバックエンドから返されるエラーは、警告を発生しません。 その代わりに、fbsql_errno() を使用してエラーコードを 取得します。この関数は、直近に実行した fbsql 関数 (fbsql_error() および fbsql_errno() は除く) のエラーコードのみを返すことに注
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意しましょう。 もしこれを使用するつもりなら、他の fbsql 関数をコールする前に値を調べる必要があります。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

直近の fbsql 関数のエラー番号、あるいはエラーが発生しなかった場合に 0 (ゼロ) を返します。

例

例1 fbsql_errno() の例
<?php
fbsql_connect("marliesle");
echo fbsql_errno() . ": " . fbsql_error() . "<br />";
fbsql_select_db("nonexistentdb");
echo fbsql_errno() . ": " . fbsql_error() . "<br />";
$conn = fbsql_query("SELECT * FROM nonexistenttable;");
echo fbsql_errno() . ": " . fbsql_error() . "<br />";
?>

参考

fbsql_error() - 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの文字列を返す
fbsql_warnings() - FrontBase 警告を有効または無効にする

fbsql_error
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_error — 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの文字列を返す

説明

string fbsql_error ([ resource $link_identifier ] )

直近の FrontBase 操作のエラー文字列を返します。

fbsql データベースのバックエンドから返されるエラーは、警告を発生しません。 その代わりに、fbsql_error() を使用してエラー文字列を 取得します。この関数は、直近に実行した fbsql 関数 (fbsql_error() および fbsql_errno() は除く)のエラーコードのみを返すことに注意
しましょう。もしこれを使用 するつもりなら、他の fbsql 関数をコールする前に値を調べる必要があります。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

直近の fbsql 関数のエラー文字列を返します。エラーが発生していない場合は '' (空の文字列) を返します。

例

例1 fbsql_error() の例
<?php
fbsql_connect("marliesle");
echo fbsql_errno() . ": " . fbsql_error() . "<br />";
fbsql_select_db("nonexistentdb");
echo fbsql_errno() . ": " . fbsql_error() . "<br />";
$conn = fbsql_query("SELECT * FROM nonexistenttable;");
echo fbsql_errno() . ": " . fbsql_error() . "<br />";
?>

参考

fbsql_errno() - 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの数値を返す
fbsql_warnings() - FrontBase 警告を有効または無効にする
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fbsql_fetch_array
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_fetch_array — 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する

説明

array fbsql_fetch_array ( resource $result [, int $result_type ] )

fbsql_fetch_array() は fbsql_fetch_row() と fbsql_fetch_assoc() を組み合わせたものです。

注意してほしいのは、 fbsql_fetch_array() は fbsql_fetch_row() と比べてそれほど遅くはないのに その追加機能がとても優れているということです。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
result_type

FBSQL_ASSOC、FBSQL_NUM あるいは FBSQL_BOTH のいずれかの定数値。

FBSQL_BOTH を使用すると、 数値添字の結果配列にデータを格納するだけでなく、フィールド名を キーとする連想配列にもデータを格納します。

返り値

取得した行に対応する配列を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

2 つ以上のカラムが同じ名前を持っている場合、最後にあらわれたカラムが 優先されます。他のカラムにアクセスするには、カラムの数値インデックスを 使用するか、カラムに別名をつける必要があります。
select t1.f1 as foo t2.f1 as bar from t1, t2

例

例1 fbsql_fetch_array() の例
<?php
fbsql_connect($host, $user, $password);
$result = fbsql_db_query("database", "select user_id, fullname from table");
while ($row = fbsql_fetch_array($result)) {
    echo "user_id: " . $row["user_id"] . "<br />\n";
    echo "user_id: " . $row[0] . "<br />\n";
    echo "fullname: " . $row["fullname"] . "<br />\n";
    echo "fullname: " . $row[1] . "<br />\n";
}
fbsql_free_result($result);
?>

参考

fbsql_fetch_row() - 数値配列として結果レコードを得る
fbsql_fetch_assoc() - 連想配列として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_object() - オブジェクトとして結果レコードを取得する

fbsql_fetch_assoc
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_fetch_assoc — 連想配列として結果レコードを取得する

説明

array fbsql_fetch_assoc ( resource $result )

fbsql_fetch_assoc() は、 fbsql_fetch_array() のオプションの第 2 引数に FBSQL_ASSOC を指定してコールするのと等価です。この関数は 連想配列のみを返します。

fbsql_fetch_array() も、当初はこのように動作していました。もし連想配列だけでなく 数値添字の配列も必要な場合は fbsql_fetch_array() を使用してください。

注意してほしいのは、 fbsql_fetch_assoc() は fbsql_fetch_row() と比べてそれほど遅くはないのに その追加機能がとても優れているということです。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
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返り値

取得した行に対応する連想配列を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

2 つ以上のカラムが同じ名前を持っている場合、最後にあらわれたカラムが 優先されます。他のカラムにアクセスするには、 fbsql_fetch_array() を使用して数値添字の配列を 取得する必要があります。

例

例1 fbsql_fetch_assoc() の例
<?php
fbsql_connect($host, $user, $password);
$result = fbsql_db_query("database", "select * from table");
while ($row = fbsql_fetch_assoc($result)) {
    echo $row["user_id"];
    echo $row["fullname"];
}
fbsql_free_result($result);
?>

参考

fbsql_fetch_row() - 数値配列として結果レコードを得る
fbsql_fetch_array() - 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_object() - オブジェクトとして結果レコードを取得する

fbsql_fetch_field
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_fetch_field — 結果からカラム情報を得て、オブジェクトとして返す

説明

object fbsql_fetch_field ( resource $result [, int $field_offset ] )

クエリ結果のフィールドについての情報を取得するために使用されます。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
field_offset

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。 省略した場合は、まだ fbsql_fetch_field() で取得されていない フィールドのうちで最小のものが取得されます。

返り値

フィールド情報を含むオブジェクト、あるいはエラー時に FALSE を返します。

オブジェクトのプロパティは以下のとおりです。

name - カラム名。
table - カラムが属するテーブルの名前。
max_length - カラムの最大長。
not_null - カラムが NULL にならない場合に 1。
type - カラムの型。

例

例1 fbsql_fetch_field() の例
<?php
fbsql_connect($host, $user, $password)
    or die("接続できません");
$result = fbsql_db_query("database", "select * from table")
    or die("クエリに失敗");
# get column metadata
$i = 0;
while ($i < fbsql_num_fields($result)) {
    echo "カラム $i の情報:<br />\n";
    $meta = fbsql_fetch_field($result);
    if (!$meta) {
        echo "使用可能な情報がありません<br />\n";
    }
    echo "<pre>
max_length:   $meta->max_length
name:         $meta->name
not_null:     $meta->not_null
table:        $meta->table
type:         $meta->type
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</pre>";
    $i++;
}
fbsql_free_result($result);
?>

参考

fbsql_field_seek() - 指定したフィールドオフセットに結果ポインタを設定する

fbsql_fetch_lengths
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_fetch_lengths — 結果の各出力の長さを得る

説明

array fbsql_fetch_lengths ( resource $result )

fbsql_fetch_row()、 fbsql_fetch_array() および fbsql_fetch_object() によって返された直近の行について 各カラムの長さを格納した配列を返します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

オフセット 0 から始まる配列を返します。各要素は、 fbsql_fetch_row() で取得した行の各フィールドの長さを表します。 エラー時には FALSE を返します。

参考

fbsql_fetch_row() - 数値配列として結果レコードを得る

fbsql_fetch_object
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_fetch_object — オブジェクトとして結果レコードを取得する

説明

object fbsql_fetch_object ( resource $result )

fbsql_fetch_object() は fbsql_fetch_array() と似ていますが 1 点だけ違いが あります。それは、返されるのが配列ではなくオブジェクトであるという点です。 つまり、データへのアクセスはフィールド名によってのみ可能で、 そのオフセットではアクセスできない(数値はプ
ロパティ名として使用できません) ということです。

速度面では、この関数は fbsql_fetch_array() とまったく同等で、fbsql_fetch_row() と比べても ほぼ同じです (その差はごくわずかです)。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

取得した行に対応するプロパティをもつオブジェクトを返します。 行がもうない場合には FALSE を返します。

例

例1 fbsql_fetch_object() の例
<?php
fbsql_connect($host, $user, $password);
$result = fbsql_db_query("database", "select * from table");
while ($row = fbsql_fetch_object($result)) {
    echo $row->user_id;
    echo $row->fullname;
}
fbsql_free_result($result);
?>
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参考

fbsql_fetch_array() - 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_row() - 数値配列として結果レコードを得る
fbsql_fetch_assoc() - 連想配列として結果レコードを取得する

fbsql_fetch_row
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_fetch_row — 数値配列として結果レコードを得る

説明

array fbsql_fetch_row ( resource $result )

fbsql_fetch_row() は、指定した結果 ID に 関連付けられた結果から、1 行分のデータを取得します。

fbsql_fetch_row() を続けてコールすると、 結果セットの次の行を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

取得した行は配列として返されます。各カラムは、配列の 0 からはじまる オフセットに格納されます。行がもうない場合には FALSE を返します。

参考

fbsql_fetch_array() - 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_assoc() - 連想配列として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_object() - オブジェクトとして結果レコードを取得する
fbsql_data_seek() - 内部結果ポインタを移動する
fbsql_fetch_lengths() - 結果の各出力の長さを得る
fbsql_result() - 結果データを得る

fbsql_field_flags
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_field_flags — クエリ結果において指定したフィールドに関するフラグを得る

説明

string fbsql_field_flags ( resource $result [, int $field_offset ] )

結果の指定したフィールドに関連付けられたフラグを取得します。

パラメータ
result

fbsql_list_fields() が返す結果ポインタ。
field_offset

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。

返り値

指定したフィールドの フィールドフラグを返します。フラグは、単語ごとに空白 1 文字で 区切られた形式で報告されます。そのため、explode() を使用して返り値を分割することが可能です。

fbsql_field_len
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_field_len — 指定したフィールドの長さを返す

説明

int fbsql_field_len ( resource $result [, int $field_offset ] )

指定したフィールドの長さを返します。

パラメータ
result

fbsql_list_fields() が返す結果ポインタ。
field_offset

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。

返り値

指定したフィールドの長さを返します。

fbsql_field_name
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_field_name — 結果の指定したフィールドの名前を得る

説明

string fbsql_field_name ( resource $result [, int $field_index ] )

指定したフィールドインデックスの名前を返します。

パラメータ
result

fbsql_list_fields() が返す結果ポインタ。
field_index

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。

返り値

名前を表す文字列、あるいはフィールドが存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_field_name() の例
<?php
// users テーブルには以下の 3 つのフィールドがあります
//   user_id
//   username
//   password.

$res = fbsql_db_query("users", "select * from users", $link);

echo fbsql_field_name($res, 0) . "\n";
echo fbsql_field_name($res, 2);
?>

上の例の出力は以下となります。
user_id
password

参考

fbsql_field_type() - 結果の中で指定したフィールドの型を得る

fbsql_field_seek
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_field_seek — 指定したフィールドオフセットに結果ポインタを設定する

説明

bool fbsql_field_seek ( resource $result [, int $field_offset ] )

指定したフィールドオフセットに移動します。 fbsql_fetch_field() がフィールドオフセットを 指定せずにコールされた場合、fbsql_field_seek() で指定したフィールドオフセットが返されます。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
field_offset

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_fetch_field() - 結果からカラム情報を得て、オブジェクトとして返す

fbsql_field_table
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_field_table — 指定したフィールドがあるテーブルの名前を得る

説明

string fbsql_field_table ( resource $result [, int $field_offset ] )

指定したフィールドがあるテーブルの名前を返します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
field_offset

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。

返り値

テーブル名を文字列で返します。

fbsql_field_type
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_field_type — 結果の中で指定したフィールドの型を得る

説明

string fbsql_field_type ( resource $result [, int $field_offset ] )

fbsql_field_type() は fbsql_field_name() 関数と同じですが、 返される内容がフィールドの型となります。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
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field_offset

フィールドの数値オフセット。フィールドのインデックスは 0 からはじまります。

返り値

フィールドの型を文字列で返します。

これは int、real、 string、blob あるいは » FrontBase のドキュメント で詳細が説明されている型のいずれかです。

例

例1 fbsql_field_type() の例
<?php

fbsql_connect("localhost", "_SYSTEM", "");
fbsql_select_db("wisconsin");
$result = fbsql_query("SELECT * FROM onek;");
$fields = fbsql_num_fields($result);
$rows   = fbsql_num_rows($result);
$i = 0;
$table = fbsql_field_table($result, $i);
echo "テーブル '" . $table . "' には、フィールドが " . $fields . " そしてレコードが " . $rows . " 件あります <br />";
echo "テーブルのフィールドは以下のとおりです <br />"; 
while ($i < $fields) {
    $type  = fbsql_field_type($result, $i);
    $name  = fbsql_field_name($result, $i);
    $len   = fbsql_field_len($result, $i);
    $flags = fbsql_field_flags($result, $i);
    echo $type . " " . $name . " " . $len . " " . $flags . "<br />";
    $i++;
}
fbsql_close();

?>

参考

fbsql_field_name() - 結果の指定したフィールドの名前を得る

fbsql_free_result
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_free_result — 結果メモリを開放する

説明

bool fbsql_free_result ( resource $result )

result で指定した ID に関連付けられた全メモリを開放します。

fbsql_free_result() は、大きな結果セットを返す クエリでメモリの使用量が心配な場合にのみコールします。 結果に関連付けられたメモリは、スクリプトの実行が終了した際に自動的に開放されます。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

fbsql_get_autostart_info
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

fbsql_get_autostart_info —

説明

array fbsql_get_autostart_info ([ resource $link_identifier ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

http://www.frontbase.com/cgi-bin/WebObjects/FrontBase.woa/wa/productsPage?currentPage=Documentation
http://www.frontbase.com/cgi-bin/WebObjects/FrontBase.woa/wa/productsPage?currentPage=Documentation
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パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

fbsql_hostname
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_hostname — 接続で使用されているホスト名を取得あるいは設定する

説明

string fbsql_hostname ( resource $link_identifier [, string $host_name ] )

接続で使用されているホスト名を取得あるいは設定します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
host_name

指定した場合は、これが新しい接続のホスト名となります。

返り値

現在の接続で使用しているホスト名を返します。

参考

fbsql_username() - 接続に使用するホストユーザを取得あるいは設定する
fbsql_password() - 接続に対して使用するユーザパスワードを取得あるいは設定する

fbsql_insert_id
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_insert_id — 直近の INSERT 処理により生成された ID を得る

説明

int fbsql_insert_id ([ resource $link_identifier ] )

直近の INSERT クエリにおいて、DEFAULT UNIQUE 定義されているカラムで生成された ID を返します。

注意:

FrontBase SQL関数 fbsql_insert_id() の値は 直近に生成された DEFAULT UNIQUE の値を常に含み、 クエリ間でリセットすることはありません。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

直近の INSERT クエリが生成した ID を返します。 直近のクエリが DEFAULT UNIQUE 値を生成していない場合は 0 を返します。

後のために値を保存する必要がある場合、値を生成するクエリの 直後にこの関数をコールするようにしてください。
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参考

fbsql_affected_rows() - 直近の FrontBase 操作により変更されたレコードの数を得る

fbsql_list_dbs
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_list_dbs — FrontBase サーバで利用可能なデータベースの一覧を得る

説明

resource fbsql_list_dbs ([ resource $link_identifier ] )

fbsql デーモンで現在使用可能なデータベースを含む結果ポインタを返します。 この結果ポインタの内容を取得するには fbsql_tablename() 関数を使用します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

結果ポインタあるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_list_dbs() の例
<?php
$link = fbsql_connect('localhost', 'myname', 'secret');
$db_list = fbsql_list_dbs($link);

while ($row = fbsql_fetch_object($db_list)) {
    echo $row->Database . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
database1
database2
database3
...

注意:

上記のコードは、fbsql_fetch_row() または他の 類似の関数でも簡単に同じことが可能です。

参考

fbsql_list_fields() - FrontBase 結果フィールドの一覧を得る
fbsql_list_tables() - FrontBase データベースのテーブル一覧を得る

fbsql_list_fields
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_list_fields — FrontBase 結果フィールドの一覧を得る

説明

resource fbsql_list_fields ( string $database_name , string $table_name [, resource $link_identifier ] )

指定したテーブルについての情報を取得します。

パラメータ
database_name

データベース名。
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table_name

テーブル名。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

結果ポインタを返します。これは、 fbsql_field_xxx で使用できます。 エラー時には FALSE を返します。

エラー / 例外

エラーの内容は $phperrmsg に書き込まれ、関数が @fbsql() のようにコールされていない限り このエラー内容が出力されます。

例

例1 fbsql_list_fields() の例
<?php
$link = fbsql_connect('localhost', 'myname', 'secret');

$fields = fbsql_list_fields("database1", "table1", $link);
$columns = fbsql_num_fields($fields);

for ($i = 0; $i < $columns; $i++) {
    echo fbsql_field_name($fields, $i) . "\n";;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
field1
field2
field3
...

参考

fbsql_field_len() - 指定したフィールドの長さを返す
fbsql_field_name() - 結果の指定したフィールドの名前を得る
fbsql_field_type() - 結果の中で指定したフィールドの型を得る
fbsql_field_flags() - クエリ結果において指定したフィールドに関するフラグを得る

fbsql_list_tables
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_list_tables — FrontBase データベースのテーブル一覧を得る

説明

resource fbsql_list_tables ( string $database [, resource $link_identifier ] )

database について説明する結果ポインタを返します。

パラメータ
database

データベース名。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

結果ポインタを返します。これを fbsql_tablename() 関数で使用すると、 実際のテーブル名が取得できます。エラー時には FALSE を返します。

参考

fbsql_list_fields() - FrontBase 結果フィールドの一覧を得る
fbsql_list_dbs() - FrontBase サーバで利用可能なデータベースの一覧を得る
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fbsql_next_result
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_next_result — 内部結果ポインタを次の結果に移動する

説明

bool fbsql_next_result ( resource $result )

サーバに複数の SQL 文を送信したり、複数の結果を返す ストアドプロシージャを実行したりすると、複数の結果セットが返されます。 この関数は、サーバからの追加の結果セットが存在するかどうかを調べます。 結果が存在した場合、現在の結果セットを開放して新しい結果
セットを取得します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

追加の結果セットが使用可能な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 fbsql_next_result() の例
<?php
$link = fbsql_connect("localhost", "_SYSTEM", "secret");
fbsql_select_db("MyDB", $link);
$SQL = "Select * from table1; select * from table2;";
$rs = fbsql_query($SQL, $link);
do {
    while ($row = fbsql_fetch_row($rs)) {
    }
} while (fbsql_next_result($rs));
fbsql_free_result($rs);
fbsql_close($link);
?>

fbsql_num_fields
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_num_fields — 結果のフィールド数を得る

説明

int fbsql_num_fields ( resource $result )

指定した結果セット result のフィールド数を返します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

フィールドの数を整数値で返します。

参考

fbsql_db_query() - FrontBase クエリを送信する
fbsql_query() - FrontBase クエリを送信する
fbsql_fetch_field() - 結果からカラム情報を得て、オブジェクトとして返す
fbsql_num_rows() - 結果のレコード数を得る

fbsql_num_rows
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_num_rows — 結果のレコード数を得る

説明

int fbsql_num_rows ( resource $result )

指定した結果セット result の行数を取得します。

このコマンドは SELECT 文に対してのみ使用可能です。 INSERT、UPDATE あるいは DELETE クエリの行数を取得するには、 fbsql_affected_rows() を使用します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

直近の SELECT 文が返す行の数を返します。

例

例1 fbsql_num_rows() の例
<?php

$link = fbsql_connect("localhost", "username", "password");
fbsql_select_db("database", $link);

$result = fbsql_query("SELECT * FROM table1;", $link);
$num_rows = fbsql_num_rows($result);

echo "$num_rows Rows\n";

?>

参考

fbsql_affected_rows() - 直近の FrontBase 操作により変更されたレコードの数を得る
fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする
fbsql_select_db() - FrontBase データベースを選択する
fbsql_query() - FrontBase クエリを送信する

fbsql_password
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_password — 接続に対して使用するユーザパスワードを取得あるいは設定する

説明

string fbsql_password ( resource $link_identifier [, string $password ] )

接続時のユーザパスワードを取得あるいは設定します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
password

指定した場合は、これが新しい接続パスワードとなります。

返り値

現在の接続パスワードを返します。

参考

fbsql_username() - 接続に使用するホストユーザを取得あるいは設定する
fbsql_hostname() - 接続で使用されているホスト名を取得あるいは設定する
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fbsql_pconnect
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_pconnect — FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする

説明

resource fbsql_pconnect ([ string $hostname = ini_get("fbsql.default_host") [, string $username = ini_get("fbsql.default_user") [, string $password = ini_get("fbsql.default_password") ]]] )

FrontBase サーバへの持続的な接続を確立します。

サーバのポート番号を指定するには fbsql_select_db() を使用します。

fbsql_pconnect() は fbsql_connect() とほとんど同じように動作しますが、 2 つの大きな違いがあります。

まず、接続の際に、この関数は事前に同じホスト・ユーザ名・パスワードで オープンされている (持続的) リンクを探そうとします。 見つかった場合には、新しい接続をオープンせずにその接続の ID を 返します。

次に、SQL サーバへの接続はスクリプトが終了しても閉じられません。 その代わりに、今後利用されるときのためにオープンされたままとなります。

これらにより、この形式のリンクは「持続的(persistent)」と呼ばれます。

パラメータ
hostname

ホスト名。
username

接続時のユーザ名。
password

接続時のパスワード。

返り値

成功した場合には正の FrontBase 持続的リンク ID、 エラー時には FALSE を返します。

参考

fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする

fbsql_query
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_query — FrontBase クエリを送信する

説明

resource fbsql_query ( string $query [, resource $link_identifier [, int $batch_size ]] )

クエリ query を、 サーバ上の現在アクティブなデータベースに送信します。

クエリが成功したと仮定すると、 fbsql_num_rows() を使用して SELECT 文から 返された行数を取得したり fbsql_affected_rows() を使用して DELETE、INSERT、REPLACE あるいは UPDATE 文で変更された行数を 取得したりすることが可能です。

パラメータ
query

実行する SQL クエリ。

注意:

クエリ文字列の最後はセミコロンで終わらなければなりません。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
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batch_size

返り値

fbsql_query() は、クエリが成功したかどうかを 示すために TRUE (非ゼロ) あるいは FALSE を返します。 返り値が TRUE の場合、クエリは正しい形式であってサーバで実行された ことを示します。変更された行数や返された行数については何も示しません。 クエリが成功しても
1 行も変更しなかったり 1 行も返さなかったりすることは 十分にありえることです。

SELECT 文の場合は fbsql_query() は新しい結果 ID を返し、これを fbsql_result() に渡すことができます。

クエリが参照しているテーブルへのアクセス権がない場合にも fbsql_query() は失敗し、FALSE を返します。

例

以下のクエリは文法的に間違っています。そのため fbsql_query() は失敗して FALSE を返します。

例1 fbsql_query() の例
<?php
$result = fbsql_query("SELECT * WHERE 1=1")
    or die ("不正なクエリ");
?>

テーブル my_tbl に my_col というカラムが存在しない場合、以下のクエリは意味的に間違ったものと なります。そのため fbsql_query() は失敗して FALSE を返します。

例2 fbsql_query() の例
<?php
$result = fbsql_query ("SELECT my_col FROM my_tbl;")
    or die ("不正なクエリ");
?>

参考

fbsql_affected_rows() - 直近の FrontBase 操作により変更されたレコードの数を得る
fbsql_db_query() - FrontBase クエリを送信する
fbsql_free_result() - 結果メモリを開放する
fbsql_result() - 結果データを得る
fbsql_select_db() - FrontBase データベースを選択する
fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする

fbsql_read_blob
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_read_blob — データベースから BLOB を読み込む

説明

string fbsql_read_blob ( string $blob_handle [, resource $link_identifier ] )

データベースから BLOB データを読み込みます。

select 文が BLOB や CLOB のカラムを含んでいる場合、 FrontBase はデータが取得される際にはそのデータを直接返します。 このデフォルトの動作は fbsql_set_lob_mode() で変更することが可能で、そうするとデータの取得時には BLOB および CLOB データのハンドルを返
します。ハンドルを取得した場合は、 データベースから実際の BLOB データを取得するために fbsql_read_blob() をコールする必要があります。

パラメータ
blob_handle

fbsql_create_blob() が返す BLOB ハンドル。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

指定した BLOB データを含む文字列を返します。

例

例1 fbsql_read_blob() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
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    or die("接続できません");
$sql = "SELECT BLOB_COLUMN FROM BLOB_TABLE;";
$rs = fbsql_query($sql, $link);
$row_data = fbsql_fetch_row($rs);
// $row_data[0] には最初の行の blob データが含まれています
fbsql_free_result($rs);

$rs = fbsql_query($sql, $link);
fbsql_set_lob_mode($rs, FBSQL_LOB_HANDLE);
$row_data = fbsql_fetch_row($rs);
// $row_data[0] には最初の行の BLOB データへのハンドルが含まれています
$blob_data = fbsql_read_blob($row_data[0]);
fbsql_free_result($rs);

?>

参考

fbsql_create_blob() - BLOB を作成する
fbsql_read_clob() - データベースから CLOB を読み込む
fbsql_set_lob_mode() - FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する

fbsql_read_clob
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_read_clob — データベースから CLOB を読み込む

説明

string fbsql_read_clob ( string $clob_handle [, resource $link_identifier ] )

データベースから CLOB データを読み込みます。

select 文が BLOB や CLOB のカラムを含んでいる場合、 FrontBase はデータが取得される際にはそのデータを直接返します。 このデフォルトの動作は fbsql_set_lob_mode() で変更することが可能で、そうするとデータの取得時には BLOB および CLOB データのハンドルを返
します。ハンドルを取得した場合は、 データベースから実際の CLOB データを取得するために fbsql_read_clob() をコールする必要があります。

パラメータ
clob_handle

fbsql_create_clob() が返す CLOB ハンドル。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

指定した CLOB データを含む文字列を返します。

例

例1 fbsql_read_clob() の例
<?php
$link = fbsql_pconnect("localhost", "_SYSTEM", "secret")
    or die("接続できません");
$sql = "SELECT CLOB_COLUMN FROM CLOB_TABLE;";
$rs = fbsql_query($sql, $link);
$row_data = fbsql_fetch_row($rs);
// $row_data[0] には最初の行の clob データが含まれています
fbsql_free_result($rs);

$rs = fbsql_query($sql, $link);
fbsql_set_lob_mode($rs, FBSQL_LOB_HANDLE);
$row_data = fbsql_fetch_row($rs);
// $row_data[0] には最初の行の CLOB データへのハンドルが含まれています
$clob_data = fbsql_read_clob($row_data[0]);
fbsql_free_result($rs);

?>

参考

fbsql_create_clob() - CLOB を作成する
fbsql_read_blob() - データベースから BLOB を読み込む
fbsql_set_lob_mode() - FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する

fbsql_result
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_result — 結果データを得る

説明

mixed fbsql_result ( resource $result [, int $row [, mixed $field ]] )

FrontBase の結果セット result から、ひとつのセルの内容を返します。

大きな結果セットを処理する場合には、(以下で示すような) 行全体を 取得する関数のうちのひとつを使用することを考慮すべきでしょう。 これらの関数は複数のセルの内容を一度の関数コールで取得することが 可能で、fbsql_result() にくらべてかなり高速です。

fbsql_result() は、その他の結果セットを扱う関数と 一緒に使用すべきではありません。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
row

field

フィールドのオフセット・フィールド名・テーブル名とフィールド名をドットで 連結した形式 (テーブル名.フィールド名) のいずれかが指定可能です。

カラム名にエイリアスが指定されている場合 ('select foo as bar from...') は、カラム名のかわりにエイリアスを使用します。

注意:

フィールド名やテーブル名.フィールド名を引数に渡すのに比べると、 フィールドの数値オフセットを指定するほうが高速となります。

返り値

参考

推奨される高機能な代替関数は、以下のようになります。

fbsql_fetch_row() - 数値配列として結果レコードを得る
fbsql_fetch_array() - 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_assoc() - 連想配列として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_object() - オブジェクトとして結果レコードを取得する

fbsql_rollback
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_rollback — データベースへのトランザクションをロールバックする

説明

bool fbsql_rollback ([ resource $link_identifier ] )

直近のコミット以降に発行されたすべての文をロールバックし、 現在のトランザクションを終了します。

このコマンドは、autocommit が false に設定されている場合にのみ必要となります。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_autocommit() - autocommit を有効または無効にする
fbsql_commit() - データベースへのトランザクションをコミットする
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fbsql_rows_fetched
(PHP 5 >= 5.1.0)

fbsql_rows_fetched — 直近の文で影響をうけた行の数を取得する

説明

int fbsql_rows_fetched ( resource $result )

直近の文で影響をうけた行の数を取得します。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。

返り値

行の数を整数値で返します。

fbsql_select_db
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_select_db — FrontBase データベースを選択する

説明

bool fbsql_select_db ([ string $database_name [, resource $link_identifier ]] )

指定したリンク ID 上の、現在アクティブなデータベースを設定します。

クライアントは、データベースへの接続時に使用するポート番号を取得する ために FBExec を使用します。データベース名が番号の場合、システムは これをポート番号として使用し、FBExec にポート番号を問い合わせません。 FrontBase サーバを開始するには、 FRontBase -
FBExec=No -port=<port number> <database name> のようにします。

この後の fbsql_query() のコールは、 アクティブなデータベースが対象となります。

パラメータ
database_name

選択するデータベースの名前。

データベースがパスワードで保護されている場合は、データベースを選択する前に fbsql_database_password() をコールする必要があります。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_connect() - FrontBase サーバへの接続をオープンする
fbsql_pconnect() - FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする
fbsql_database_password() - FrontBase データベースのパスワードを設定または取得する
fbsql_query() - FrontBase クエリを送信する

fbsql_set_characterset
(PHP 5 >= 5.1.0)
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fbsql_set_characterset — 入出力文字セットを変更する

説明

void fbsql_set_characterset ( resource $link_identifier , int $characterset [, int $in_out_both ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

fbsql_set_lob_mode
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_set_lob_mode — FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する

説明

bool fbsql_set_lob_mode ( resource $result , int $lob_mode )

データベースから LOB データを取得する際のモードを設定します。

BLOB および CLOB のデータが FrontBase に格納されている場合、 それは直接的あるいは間接的に保存することが可能です。直接保存された LOB データは lob モードの設定にかかわらず常に取得されます。LOB データが 512 バイトより小さい場合は常に直接保存されます。

パラメータ
result

fbsql_query() あるいは fbsql_db_query() が返す結果 ID。
lob_mode

以下のいずれかです。

FBSQL_LOB_DIRECT - LOB データは直接取得されます。 データベースから fbsql_fetch_row() やその他の関数を使用してデータを取得した場合、すべての CLOB あるいは BLOB カラムはその内容が直接返されます。 これは新規 FrontBase 結果のデフォルト値です。
FBSQL_LOB_HANDLE - LOB データは、実際のデータへのハンドルとして 取得されます。fbsql_fetch_row() あるいはその他の 関数によってデータが取得された際、LOB データが間接的に格納されていた 場合はそのハンドルを、直接格納されていた場合はデータそのも
のを返します。 ハンドルが返された場合、それは @'000000000000000000000000' のような形式の 27 バイトの文字列となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_create_blob() - BLOB を作成する
fbsql_create_clob() - CLOB を作成する
fbsql_read_blob() - データベースから BLOB を読み込む
fbsql_read_clob() - データベースから CLOB を読み込む

fbsql_set_password
(PHP 5)

fbsql_set_password — 指定したユーザのパスワードを変更する

説明

bool fbsql_set_password ( resource $link_identifier , string $user , string $password , string $old_password )

指定したユーザ user のパスワードを変更します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
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user

ユーザ名。
password

設定する新しいパスワード。
old_password

もとのパスワード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

fbsql_set_transaction
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_set_transaction — トランザクションのロックと分離レベルを設定する

説明

void fbsql_set_transaction ( resource $link_identifier , int $locking , int $isolation )

トランザクションのロック locking および分離レベル isolation を設定します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
locking

設定するロックの形式。定数 FBSQL_LOCK_DEFERRED、 FBSQL_LOCK_OPTIMISTIC あるいは FBSQL_LOCK_PESSIMISTIC のいずれかとなります。
isolation

設定する分離レベル。定数 FBSQL_ISO_READ_UNCOMMITTED、 FBSQL_ISO_READ_COMMITTED、 FBSQL_ISO_REPEATABLE_READ、 FBSQL_ISO_SERIALIZABLE および FBSQL_ISO_VERSIONED のいずれかとなります。

返り値

値を返しません。

fbsql_start_db
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_start_db — ローカルまたはリモートサーバのデータベースを開始する

説明

bool fbsql_start_db ( string $database_name [, resource $link_identifier [, string $database_options ]] )

ローカルまたはリモートサーバのデータベースを開始します。

パラメータ
database_name

データベース名。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
database_options
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_db_status() - 指定したデータベースの状態を取得する
fbsql_stop_db() - ローカルまたはリモートサーバのデータベースを停止する

fbsql_stop_db
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_stop_db — ローカルまたはリモートサーバのデータベースを停止する

説明

bool fbsql_stop_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

ローカルまたはリモートサーバのデータベースを停止します。

パラメータ
database_name

データベース名。
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fbsql_db_status() - 指定したデータベースの状態を取得する
fbsql_start_db() - ローカルまたはリモートサーバのデータベースを開始する

fbsql_table_name
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_table_name — フィールドのテーブル名を得る

説明

string fbsql_table_name ( resource $result , int $index )

fbsql_table_name() は、指定した結果セット result から現在のテーブル名を取得します。

fbsql_num_rows() 関数を使用して、 現在の結果ポインタ内のテーブルの数を判断します。

パラメータ
result

fbsql_list_tables() が返す結果ポインタ。
index

現在のテーブルの整数値インデックス。

返り値

テーブル名を文字列で返します。

例
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例1 fbsql_table_name() の例
<?php
fbsql_connect("localhost", "_SYSTEM", "");
$result = fbsql_list_tables("wisconsin");
$i = 0;
while ($i < fbsql_num_rows($result)) {
    $tb_names[$i] = fbsql_table_name($result, $i);
    echo $tb_names[$i] . "<br />";
    $i++;
}
?>

fbsql_tablename
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fbsql_tablename — fbsql_table_name() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 fbsql_table_name().

fbsql_username
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_username — 接続に使用するホストユーザを取得あるいは設定する

説明

string fbsql_username ( resource $link_identifier [, string $username ] )

接続で使用するユーザ名を取得あるいは設定します。

パラメータ
link_identifier

fbsql_connect() あるいは fbsql_pconnect() が返す FrontBase リンク ID。

指定しなかった場合は、この関数は FrontBase サーバでオープンしているリンクを探します。見つからないときは fbsql_connect() に引数を指定せずにコールしたときと同様にして作成します。
username

指定した場合は、これを新しいユーザ名として設定します。

返り値

この接続で使用する現在のユーザ名を文字列で返します。

参考

fbsql_password() - 接続に対して使用するユーザパスワードを取得あるいは設定する
fbsql_hostname() - 接続で使用されているホスト名を取得あるいは設定する

fbsql_warnings
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

fbsql_warnings — FrontBase 警告を有効または無効にする

説明

bool fbsql_warnings ([ bool $OnOff ] )

FrontBase の警告を有効または無効にします。

パラメータ
OnOff
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警告を有効にするかしないか。

返り値

警告をオンにした場合は TRUE、そうでない場合は FALSE を返します。

参考

fbsql_errno() - 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの数値を返す
fbsql_error() - 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの文字列を返す

目次
fbsql_affected_rows — 直近の FrontBase 操作により変更されたレコードの数を得る
fbsql_autocommit — autocommit を有効または無効にする
fbsql_blob_size — BLOB の大きさを取得する
fbsql_change_user — アクティブな接続にログインしているユーザを変更する
fbsql_clob_size — CLOB の大きさを取得する
fbsql_close — FrontBase 接続を閉じる
fbsql_commit — データベースへのトランザクションをコミットする
fbsql_connect — FrontBase サーバへの接続をオープンする
fbsql_create_blob — BLOB を作成する
fbsql_create_clob — CLOB を作成する
fbsql_create_db — FrontBase データベースを作成する
fbsql_data_seek — 内部結果ポインタを移動する
fbsql_database_password — FrontBase データベースのパスワードを設定または取得する
fbsql_database — 接続で使用するデータベース名を取得あるいは設定する
fbsql_db_query — FrontBase クエリを送信する
fbsql_db_status — 指定したデータベースの状態を取得する
fbsql_drop_db — FrontBase データベースを破棄(削除)する
fbsql_errno — 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの数値を返す
fbsql_error — 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの文字列を返す
fbsql_fetch_array — 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_assoc — 連想配列として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_field — 結果からカラム情報を得て、オブジェクトとして返す
fbsql_fetch_lengths — 結果の各出力の長さを得る
fbsql_fetch_object — オブジェクトとして結果レコードを取得する
fbsql_fetch_row — 数値配列として結果レコードを得る
fbsql_field_flags — クエリ結果において指定したフィールドに関するフラグを得る
fbsql_field_len — 指定したフィールドの長さを返す
fbsql_field_name — 結果の指定したフィールドの名前を得る
fbsql_field_seek — 指定したフィールドオフセットに結果ポインタを設定する
fbsql_field_table — 指定したフィールドがあるテーブルの名前を得る
fbsql_field_type — 結果の中で指定したフィールドの型を得る
fbsql_free_result — 結果メモリを開放する
fbsql_get_autostart_info — 説明
fbsql_hostname — 接続で使用されているホスト名を取得あるいは設定する
fbsql_insert_id — 直近の INSERT 処理により生成された ID を得る
fbsql_list_dbs — FrontBase サーバで利用可能なデータベースの一覧を得る
fbsql_list_fields — FrontBase 結果フィールドの一覧を得る
fbsql_list_tables — FrontBase データベースのテーブル一覧を得る
fbsql_next_result — 内部結果ポインタを次の結果に移動する
fbsql_num_fields — 結果のフィールド数を得る
fbsql_num_rows — 結果のレコード数を得る
fbsql_password — 接続に対して使用するユーザパスワードを取得あるいは設定する
fbsql_pconnect — FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする
fbsql_query — FrontBase クエリを送信する
fbsql_read_blob — データベースから BLOB を読み込む
fbsql_read_clob — データベースから CLOB を読み込む
fbsql_result — 結果データを得る
fbsql_rollback — データベースへのトランザクションをロールバックする
fbsql_rows_fetched — 直近の文で影響をうけた行の数を取得する
fbsql_select_db — FrontBase データベースを選択する
fbsql_set_characterset — 入出力文字セットを変更する
fbsql_set_lob_mode — FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する
fbsql_set_password — 指定したユーザのパスワードを変更する
fbsql_set_transaction — トランザクションのロックと分離レベルを設定する
fbsql_start_db — ローカルまたはリモートサーバのデータベースを開始する
fbsql_stop_db — ローカルまたはリモートサーバのデータベースを停止する
fbsql_table_name — フィールドのテーブル名を得る
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fbsql_tablename — fbsql_table_name のエイリアス
fbsql_username — 接続に使用するホストユーザを取得あるいは設定する
fbsql_warnings — FrontBase 警告を有効または無効にする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
FrontBase 関数

fbsql_affected_rows — 直近の FrontBase 操作により変更されたレコードの数を得る
fbsql_autocommit — autocommit を有効または無効にする
fbsql_blob_size — BLOB の大きさを取得する
fbsql_change_user — アクティブな接続にログインしているユーザを変更する
fbsql_clob_size — CLOB の大きさを取得する
fbsql_close — FrontBase 接続を閉じる
fbsql_commit — データベースへのトランザクションをコミットする
fbsql_connect — FrontBase サーバへの接続をオープンする
fbsql_create_blob — BLOB を作成する
fbsql_create_clob — CLOB を作成する
fbsql_create_db — FrontBase データベースを作成する
fbsql_data_seek — 内部結果ポインタを移動する
fbsql_database_password — FrontBase データベースのパスワードを設定または取得する
fbsql_database — 接続で使用するデータベース名を取得あるいは設定する
fbsql_db_query — FrontBase クエリを送信する
fbsql_db_status — 指定したデータベースの状態を取得する
fbsql_drop_db — FrontBase データベースを破棄(削除)する
fbsql_errno — 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの数値を返す
fbsql_error — 前の FrontBase 操作によるエラーメッセージの文字列を返す
fbsql_fetch_array — 連想配列、数値配列、またはその両方として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_assoc — 連想配列として結果レコードを取得する
fbsql_fetch_field — 結果からカラム情報を得て、オブジェクトとして返す
fbsql_fetch_lengths — 結果の各出力の長さを得る
fbsql_fetch_object — オブジェクトとして結果レコードを取得する
fbsql_fetch_row — 数値配列として結果レコードを得る
fbsql_field_flags — クエリ結果において指定したフィールドに関するフラグを得る
fbsql_field_len — 指定したフィールドの長さを返す
fbsql_field_name — 結果の指定したフィールドの名前を得る
fbsql_field_seek — 指定したフィールドオフセットに結果ポインタを設定する
fbsql_field_table — 指定したフィールドがあるテーブルの名前を得る
fbsql_field_type — 結果の中で指定したフィールドの型を得る
fbsql_free_result — 結果メモリを開放する
fbsql_get_autostart_info — 説明
fbsql_hostname — 接続で使用されているホスト名を取得あるいは設定する
fbsql_insert_id — 直近の INSERT 処理により生成された ID を得る
fbsql_list_dbs — FrontBase サーバで利用可能なデータベースの一覧を得る
fbsql_list_fields — FrontBase 結果フィールドの一覧を得る
fbsql_list_tables — FrontBase データベースのテーブル一覧を得る
fbsql_next_result — 内部結果ポインタを次の結果に移動する
fbsql_num_fields — 結果のフィールド数を得る
fbsql_num_rows — 結果のレコード数を得る
fbsql_password — 接続に対して使用するユーザパスワードを取得あるいは設定する
fbsql_pconnect — FrontBase サーバへの持続的接続をオープンする
fbsql_query — FrontBase クエリを送信する
fbsql_read_blob — データベースから BLOB を読み込む
fbsql_read_clob — データベースから CLOB を読み込む
fbsql_result — 結果データを得る
fbsql_rollback — データベースへのトランザクションをロールバックする
fbsql_rows_fetched — 直近の文で影響をうけた行の数を取得する
fbsql_select_db — FrontBase データベースを選択する
fbsql_set_characterset — 入出力文字セットを変更する
fbsql_set_lob_mode — FrontBase 結果セットの LOB 取得モードを設定する
fbsql_set_password — 指定したユーザのパスワードを変更する
fbsql_set_transaction — トランザクションのロックと分離レベルを設定する
fbsql_start_db — ローカルまたはリモートサーバのデータベースを開始する
fbsql_stop_db — ローカルまたはリモートサーバのデータベースを停止する
fbsql_table_name — フィールドのテーブル名を得る
fbsql_tablename — fbsql_table_name のエイリアス
fbsql_username — 接続に使用するホストユーザを取得あるいは設定する
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fbsql_warnings — FrontBase 警告を有効または無効にする

filePro

導入
これらの関数により、filePro データベースに保存されたデータに 読み込みのみのアクセスが可能になります。

filePro は、fP Technologies 社の登録商標です。filePro に関する詳細な情報は » http://www.fptech.com/ で得る事が出来ます。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.2.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP の filePro サポートは、デフォルトでは有効となっていません。 組み込みの read-only filePro サポートを 有効にするには、PHP をコンパイルする際に設定オプション --enable-filepro を指定する必要があります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

filePro 関数

filepro_fieldcount
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro_fieldcount — filePro データベース中のフィールド数を返す

http://www.fptech.com/
http://pecl.php.net/
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説明

int filepro_fieldcount ( void )

オープンした filePro データベースのフィールド（カラム）の数を返します。

返り値

オープンした filePro データベースのフィールド数、 あるいはエラーの場合に FALSE を返します。

参考

filepro() - map ファイルの読み込みと照合を行う

filepro_fieldname
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro_fieldname — フィールド名を取得する

説明

string filepro_fieldname ( int $field_number )

field_number に対応するフィールド名を返します。

パラメータ
field_number

フィールド番号。

返り値

フィールド名を表す文字列、あるいはエラーの場合に FALSE を返します。

filepro_fieldtype
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro_fieldtype — フィールド型を取得する

説明

string filepro_fieldtype ( int $field_number )

field_number に対応した編集フィールド型を返します。

パラメータ
field_number

フィールド番号。

返り値

編集フィールド型を表す文字列、あるいはエラーの場合に FALSE を返します。

filepro_fieldwidth
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro_fieldwidth — フィールド幅を取得する

説明

int filepro_fieldwidth ( int $field_number )
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field_number に対応するフィールドの幅を返します。

パラメータ
field_number

フィールド番号。

返り値

フィールドの幅を表す整数値、あるいはエラーの場合に FALSE を返します。

filepro_retrieve
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro_retrieve — filePro データベースからデータを取得する

説明

string filepro_retrieve ( int $row_number , int $field_number )

データベースの指定された位置から読み込んだデータを返します。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

パラメータ
row_number

行番号。ゼロから 全行数マイナス 1 までの間である必要があります (0..filepro_rowcount() - 1)。
field_number

フィールド番号。ゼロから 全フィールド数マイナス 1 までの間である必要があります (0..filepro_fieldcount() - 1)。

返り値

指定したデータ、あるいはエラーの場合に FALSE を返します。

filepro_rowcount
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro_rowcount — filePro データベースの行の数を返します

説明

int filepro_rowcount ( void )

オープンされた filePro データベースにおける行の数を返します。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

返り値

オープンされた filePro データベースにおける行の数を返します。 エラーの場合は FALSE を返します。

参考

filepro() - map ファイルの読み込みと照合を行う

filepro
(PHP 4, PHP 5 <= 5.1.6)

filepro — map ファイルの読み込みと照合を行う
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説明

bool filepro ( string $directory )

この関数は、map ファイルを読み込み、照合を行います。 続いて、フィールドの数および情報を保存します。

データベースのロックを行わないため、PHP でオープンしている間は、 filePro データベースの修正を避ける必要があります。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

パラメータ
directory

map ディレクトリ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
filepro_fieldcount — filePro データベース中のフィールド数を返す
filepro_fieldname — フィールド名を取得する
filepro_fieldtype — フィールド型を取得する
filepro_fieldwidth — フィールド幅を取得する
filepro_retrieve — filePro データベースからデータを取得する
filepro_rowcount — filePro データベースの行の数を返します
filepro — map ファイルの読み込みと照合を行う

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
filePro 関数

filepro_fieldcount — filePro データベース中のフィールド数を返す
filepro_fieldname — フィールド名を取得する
filepro_fieldtype — フィールド型を取得する
filepro_fieldwidth — フィールド幅を取得する
filepro_retrieve — filePro データベースからデータを取得する
filepro_rowcount — filePro データベースの行の数を返します
filepro — map ファイルの読み込みと照合を行う

Firebird/InterBase

導入
Firebird/InterBase は ANSI SQL-92 の多くの機能をサポートする リレーショナルデータベースで、Linux・Windows その他多くの Unix プラットフォーム上で動作します。Firebird/InterBase は 優れた同時実行性・パフォーマンス、そしてストアドプロシージャや トリガで
の強力な言語サポートを提供します。1981 年以降、このデータベースは さまざまな名前の製品として使用されています。

InterBase はこの RDBMS のクローズドソース版の名前で、Borland/Inprise によって開発されました。InterBase についての詳細な情報は » http://www.borland.com/interbase/ にあります。

Firebird は C・C++プログラムやテクニカルアドバイザやサポーターたちによる 商業的に独立したプロジェクトです。Inprise Corp（現在は Borland Software Corp という名で知られています）が 2000 年 7 月 25 日に InterBase Public License v.1.0 の下で公開したソース
コードをもとにして、 マルチプラットフォームなリレーショナルデータベースの開発と機能拡張を 行っています。Firebird についての詳細な情報は » http://www.firebirdsql.org/ にあります。

注意:

この拡張モジュールは、InterBase のバージョン 5 以降とすべてのバージョンの Firebird をサポートします。InterBase バージョン 5.x のサポートは、PHP 5 で削除されました。

このデータベースは、シングルクオート(')文字をエスケープに使用します。 この動作は Sybase データベースに似ており、以下のディレクティブを php.ini に追加してください。
magic_quotes_sybase = On

http://www.borland.com/interbase/
http://www.firebirdsql.org/
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP で InterBase サポートを有効にするには、 --with-interbase[=DIR] を指定して 設定を行います。ただし、DIR は InterBase のベースインストールディレクトリで、 デフォルトは /usr/interbase です。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 gds32.dll

InterBase データベースサーバを PHP と同じマシンにインストールしている場合は、 すでに DLL が存在するはずです。その場合は特に何も考える必要はありません。 というのも gds32.dll はすでに PATH の通った場所に存在するからです。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

InterBase設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

ibase.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
ibase.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
ibase.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
ibase.default_db NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
ibase.default_user NULL PHP_INI_ALL  
ibase.default_password NULL PHP_INI_ALL  
ibase.default_charset NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
ibase.timestampformat "%Y-%m-%d %H:%M:%S" PHP_INI_ALL  
ibase.dateformat "%Y-%m-%d" PHP_INI_ALL  
ibase.timeformat "%H:%M:%S" PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

ibase.allow_persistent boolean

Firebird/InterBase 持続的な接続 を許可するかどうか。

ibase.max_persistent integer

プロセスごとの、Firebird/InterBase の持続的接続の最大数。 この数を超えた場合、ibase_pconnect() による新しい接続は 持続的ではない接続になります。

ibase.max_links integer

プロセスごとの Firebird/InterBase の接続の最大数。持続的な接続の数も 含みます。

ibase.default_db string

データベース名を指定せずに ibase_[p]connect() がコールされた場合に 接続するデフォルトのデータベース。この値が設定されており、かつ SQL セーフモードが有効な場合、このデータベース以外への接続は一切許可されません。

ibase.default_user string

ユーザ名を指定せずにデータベースに接続した際に使用されるユーザ名。

ibase.default_password string
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パスワードを指定せずにデータベースに接続した際に使用されるパスワード。

ibase.default_charset string

文字セットを指定せずにデータベースに接続した際に使用される文字セット。

ibase.timestampformat string

ibase.dateformat string

ibase.timeformat string

これらのディレクティブは日付や時間のフォーマットを指定します。 結果セットの中の日付や時間のデータ、そしてパラメータとしてバインドする 日付や時間のデータに適用されます。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

トランザクションの挙動を設定するため、以下の定数を ibase_trans() に渡すことが可能です。

Firebird/InterBase トランザクションフラグ
定数 説明

IBASE_DEFAULT デフォルトのトランザクション設定が使用されます。デフォルト設定は クライアントライブラリによって決定され、たいていの場合は IBASE_WRITE|IBASE_CONCURRENCY|IBASE_WAIT です。
IBASE_READ 読み込み専用のトランザクションを開始します。
IBASE_WRITE 読み書き可能なトランザクションを開始します。
IBASE_CONSISTENCY 分離レベルを 'consistency' にしてトランザクションを開始します。 他のトランザクションによって変更中のテーブルを読み込むことは できません。
IBASE_CONCURRENCY分離レベルを 'concurrency' (あるいは 'snapshot') にして トランザクションを開始します。すべてのテーブルへのアクセスが 可能ですが、トランザクションの開始以降に別のトランザクションに よってコミットされた内容を見ることはできません。

IBASE_COMMITTED 分離レベルを 'read committed' にしてトランザクションを開始します。 このフラグは IBASE_REC_VERSION あるいは IBASE_REC_NO_VERSION とともに使用する必要があります。 トランザクションの開始以降にコミットされた内容についてもアクセス可能
と なります。IBASE_REC_NO_VERSION が指定された場合、 最新バージョンのデータのみが読み込み可能となります。 IBASE_REC_VERSION が指定された場合、他の トランザクションで処理が完了していない変更についても読み込むことが できます。

IBASE_WAIT 衝突が発生した場合に、トランザクションが処理を再試行することを示します。
IBASE_NOWAIT 衝突が発生した場合に、トランザクションがその場で処理を中断して 処理が失敗することを示します。

データの取得方法を指定するために、以下の定数を ibase_fetch_row()、 ibase_fetch_assoc() あるいは ibase_fetch_object() に渡すことが可能です。

Firebird/InterBase フェッチフラグ
定数 説明

IBASE_FETCH_BLOBS 過去との互換性を保持するため、IBASE_TEXT としても使用可能です。BLOB データを読み込む際に、BLOB ID ではなく 直接データそのものを読み込みます。
IBASE_FETCH_ARRAYS配列をインラインで読み込みます。指定しなかった場合は、配列の ID を返します。配列 ID は INSERT 操作への引数としてのみ使用可能で、 配列 ID を処理できる関数は現在存在しません。
IBASE_UNIXTIME 日付や時刻のフィールド値を、文字列ではなく UNIX タイムスタンプ (1-Jan-1970 0:00 UTC からの経過秒数)で返します。 1970 年より前の日付に対してこれを使用すると、環境によっては 問題を引き起こす可能性があります。

要求内容やオプションを指定するために、以下の定数を サービス API 関数(ibase_server_info(), ibase_db_info(), ibase_backup(), ibase_restore() および ibase_maintain_db())に渡すことが可能です。 これらのオプションの意味については Firebird/InterBase のマニュアル
を 参照ください。
IBASE_BKP_IGNORE_CHECKSUMS
IBASE_BKP_IGNORE_LIMBO
IBASE_BKP_METADATA_ONLY
IBASE_BKP_NO_GARBAGE_COLLECT
IBASE_BKP_OLD_DESCRIPTIONS
IBASE_BKP_NON_TRANSPORTABLE
IBASE_BKP_CONVERT

ibase_backup() へのオプション
IBASE_RES_DEACTIVATE_IDX
IBASE_RES_NO_SHADOW
IBASE_RES_NO_VALIDITY
IBASE_RES_ONE_AT_A_TIME
IBASE_RES_REPLACE
IBASE_RES_CREATE
IBASE_RES_USE_ALL_SPACE

ibase_restore() へのオプション
IBASE_PRP_PAGE_BUFFERS
IBASE_PRP_SWEEP_INTERVAL
IBASE_PRP_SHUTDOWN_DB
IBASE_PRP_DENY_NEW_TRANSACTIONS
IBASE_PRP_DENY_NEW_ATTACHMENTS
IBASE_PRP_RESERVE_SPACE
IBASE_PRP_RES_USE_FULL
IBASE_PRP_RES
IBASE_PRP_WRITE_MODE
IBASE_PRP_WM_ASYNC
IBASE_PRP_WM_SYNC
IBASE_PRP_ACCESS_MODE
IBASE_PRP_AM_READONLY
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IBASE_PRP_AM_READWRITE
IBASE_PRP_SET_SQL_DIALECT
IBASE_PRP_ACTIVATE
IBASE_PRP_DB_ONLINE
IBASE_RPR_CHECK_DB
IBASE_RPR_IGNORE_CHECKSUM
IBASE_RPR_KILL_SHADOWS
IBASE_RPR_MEND_DB
IBASE_RPR_VALIDATE_DB
IBASE_RPR_FULL
IBASE_RPR_SWEEP_DB

ibase_maintain_db() へのオプション
IBASE_STS_DATA_PAGES
IBASE_STS_DB_LOG
IBASE_STS_HDR_PAGES
IBASE_STS_IDX_PAGES
IBASE_STS_SYS_RELATIONS

ibase_db_info() へのオプション
IBASE_SVC_SERVER_VERSION
IBASE_SVC_IMPLEMENTATION
IBASE_SVC_GET_ENV
IBASE_SVC_GET_ENV_LOCK
IBASE_SVC_GET_ENV_MSG
IBASE_SVC_USER_DBPATH
IBASE_SVC_SVR_DB_INFO
IBASE_SVC_GET_USERS

ibase_server_info() へのオプション

Firebird/InterBase 関数

ibase_add_user
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ibase_add_user — セキュリティデータベースにユーザを追加する(IB6 以降のみ)

説明

bool ibase_add_user ( resource $service_handle , string $user_name , string $password [, string $first_name [, string $middle_name [, string $last_name ]]] )

PHP 4 では、service_handle パラメータの かわりに server、 dba_user_name および dba_user_password を使用します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_modify_user() - セキュリティデータベースのユーザを変更する(IB6 以降のみ)
ibase_delete_user() - セキュリティデータベースからユーザを削除する(IB6 以降のみ)

ibase_affected_rows
(PHP 5)

ibase_affected_rows — 直近のクエリで変更された行の数を返す

説明

int ibase_affected_rows ([ resource $link_identifier ] )

この関数は、link_identifier で指定された トランザクション内で実行された直近のクエリ(INSERT、UPDATE あるいは DELETE)によって変更された行の数を返します。

パラメータ
link_identifier

トランザクションのコンテキスト。 link_identifier が接続リソースの場合、 そのデフォルトのトランザクションが使用されます。

返り値
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変更された行数を整数値で返します。

参考

ibase_query() - InterBase データベースでクエリを実行する
ibase_execute() - 準備されたクエリを実行する

ibase_backup
(PHP 5)

ibase_backup — サービスマネージャのバックアップタスクを起動し、すぐに結果を返す

説明

mixed ibase_backup ( resource $service_handle , string $source_db , string $dest_file [, int $options = 0 [, bool $verbose = false ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ibase_blob_add
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_add — 生成された blob にデータを追加する

説明

void ibase_blob_add ( resource $blob_handle , string $data )

ibase_blob_add() は、 ibase_blob_create() で作成した blob にデータを追加します。

パラメータ
blob_handle

ibase_blob_create() でオープンした blob ハンドル。
data

追加するデータ。

返り値

値を返しません。

参考

ibase_blob_cancel() - blob の生成を取り消す
ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_create() - データを追加するために blob を生成する
ibase_blob_import() - blob を生成し、ファイルをコピーし、閉じる

ibase_blob_cancel
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_cancel — blob の生成を取り消す

説明

bool ibase_blob_cancel ( resource $blob_handle )

この関数は、まだ ibase_blob_close() で閉じられていない場合に BLOB を捨てます。

パラメータ
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blob_handle

ibase_blob_create() でオープンした blob ハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_create() - データを追加するために blob を生成する
ibase_blob_import() - blob を生成し、ファイルをコピーし、閉じる

ibase_blob_close
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_close — blob を閉じる

説明

mixed ibase_blob_close ( resource $blob_handle )

この関数は、読み込み用に ibase_blob_open() でオープンされたかあるいは書き込み用に ibase_blob_create() でオープンされた BLOB を閉じます。

パラメータ
blob_handle

ibase_blob_create() あるいは ibase_blob_open() でオープンした blob ハンドル。

返り値

BLOB が読み込み用であった場合、 この関数は成功時に TRUE を返します。一方 BLOB が書き込み用であった場合、 データベースによって割り当てられた BLOB ID を文字列で返します。 失敗した場合は、この関数は FALSE を返します。

参考

ibase_blob_cancel() - blob の生成を取り消す
ibase_blob_open() - データの一部を取得するために blob をオープンする

ibase_blob_create
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_create — データを追加するために blob を生成する

説明

resource ibase_blob_create ([ resource $link_identifier = NULL ] )

ibase_blob_create() は、 データを書き込むための新しい BLOB を生成します。

パラメータ
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。

返り値

ibase_blob_add() で使用するための BLOB ハンドルを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_blob_add() - 生成された blob にデータを追加する
ibase_blob_cancel() - blob の生成を取り消す
ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_import() - blob を生成し、ファイルをコピーし、閉じる
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ibase_blob_echo
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_echo — ブラウザに blob の内容を出力する

説明

bool ibase_blob_echo ( string $blob_id )
bool ibase_blob_echo ( resource $link_identifier , string $blob_id )

この関数は読み込み用に BLOB をオープンし、直接その内容を標準出力 (たいていの場合はブラウザ) に送信します。

パラメータ
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。
blob_id

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_blob_open() - データの一部を取得するために blob をオープンする
ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_get() - オープンした blob から len バイト分のデータを取得する

ibase_blob_get
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_get — オープンした blob から len バイト分のデータを取得する

説明

string ibase_blob_get ( resource $blob_handle , int $len )

この関数は、ibase_blob_open() によって読み込み用に オープンした BLOB から最大 len バイトを返します。

注意:

ibase_blob_create() で書き込み用にオープンした BLOB から読み込むことはできません。

パラメータ
blob_handle

ibase_blob_open() でオープンした BLOB ハンドル。
len

返されるデータのサイズ。

返り値

BLOB から最大 len バイトを返します。 失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 ibase_blob_get() の例
<?php
$result    = ibase_query("SELECT blob_value FROM table");
$data      = ibase_fetch_object($result);
$blob_data = ibase_blob_info($data->BLOB_VALUE);
$blob_hndl = ibase_blob_open($data->BLOB_VALUE);
echo         ibase_blob_get($blob_hndl, $blob_data[0]);
?>
この例では 'ibase_blob_echo($data->BLOB_VALUE)' が行う以上のことは 行っていませんが、結果を変数に代入して操作する方法を示しています。
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参考

ibase_blob_open() - データの一部を取得するために blob をオープンする
ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_echo() - ブラウザに blob の内容を出力する

ibase_blob_import
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_import — blob を生成し、ファイルをコピーし、閉じる

説明

string ibase_blob_import ( resource $link_identifier , resource $file_handle )
string ibase_blob_import ( resource $file_handle )

この関数は BLOB を作成し、その中にファイルのすべての内容を読み込み、 それを閉じ、関連付けられた BLOB ID を返します。

パラメータ
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。
file_handle

fopen() が返すファイルハンドル。

返り値

成功した場合に BLOB の ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 ibase_blob_import() の例
<?php
$dbh = ibase_connect($host, $username, $password);
$filename = '/tmp/bar';

$fd = fopen($filename, 'r');
if ($fd) {

    $blob = ibase_blob_import($dbh, $fd);
    fclose($fd);

    if (!is_string($blob)) {
        // インポートに失敗しました
    } else {
        $query = "INSERT INTO foo (name, data) VALUES ('$filename', ?)";
        $prepared = ibase_prepare($dbh, $query);
        if (!ibase_execute($prepared, $blob)) {
            // レコードの挿入に失敗しました
        }
    }
} else {
    // データファイルをオープンできませんでした
}
?>

参考

ibase_blob_add() - 生成された blob にデータを追加する
ibase_blob_cancel() - blob の生成を取り消す
ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_create() - データを追加するために blob を生成する

ibase_blob_info
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_info — blob の長さと他の便利な情報を返す

説明

array ibase_blob_info ( resource $link_identifier , string $blob_id )
array ibase_blob_info ( string $blob_id )
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BLOB の長さや他の便利な情報を返します。

パラメータ
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。
blob_id

BLOB の ID。

返り値

BLOB についての情報を含む配列を返します。返される情報には BLOB の長さ・含んでいるセグメントの数・最大のセグメントのサイズ・ ストリーム BLOB とセグメント BLOB のどちらであるかなどがあります。

ibase_blob_open
(PHP 4, PHP 5)

ibase_blob_open — データの一部を取得するために blob をオープンする

説明

resource ibase_blob_open ( resource $link_identifier , string $blob_id )
resource ibase_blob_open ( string $blob_id )

既存の BLOB を読み込み用にオープンします。

パラメータ
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。
blob_id

BLOB の ID。

返り値

後で ibase_blob_get() とともに使用する BLOB ハンドルを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_blob_close() - blob を閉じる
ibase_blob_echo() - ブラウザに blob の内容を出力する
ibase_blob_get() - オープンした blob から len バイト分のデータを取得する

ibase_close
(PHP 4, PHP 5)

ibase_close — InterBase データベースへの接続を閉じる

説明

bool ibase_close ([ resource $connection_id = NULL ] )

ibase_connect() から返された接続 ID が指す InterBase データベースへのリンクを閉じます。 接続 ID が省略された場合、最後にオープンされたリンクが仮定されます。 リンクにおけるデフォルトのトランザクションがコミットされ、 他のトランザクションはロールバックさ
れます。

パラメータ
connection_id

ibase_connect() が返す InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

ibase_connect() - InterBase データベースへの接続をオープンする
ibase_pconnect() - InterBase データベースへの持続的接続をオープンする

ibase_commit_ret
(PHP 5)

ibase_commit_ret — トランザクションを閉じずにコミットする

説明

bool ibase_commit_ret ([ resource $link_or_trans_identifier = NULL ] )

トランザクションを閉じずにコミットします。

パラメータ
link_or_trans_identifier

引数なしでコールされた場合、この関数はデフォルトリンクのデフォルトの トランザクションをコミットします。引数が接続 ID だった場合、対応する 接続のデフォルトのトランザクションをコミットします。引数が トランザクション ID だった場合、対応するトランザク
ションをコミットします。 トランザクションコンテキストはそのまま維持され、このトランザクション内で 実行された文は取り消されません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_commit
(PHP 4, PHP 5)

ibase_commit — トランザクションをコミットする

説明

bool ibase_commit ([ resource $link_or_trans_identifier = NULL ] )

トランザクションをコミットします。

パラメータ
link_or_trans_identifier

引数なしでコールされた場合、この関数はデフォルトリンクの デフォルトのトランザクションをコミットします。引数が接続 ID であった場合は、対応する接続のデフォルトのトランザクションを コミットします。引数がトランザクション ID であった場合は、 対応するト
ランザクションがコミットされます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_connect
(PHP 4, PHP 5)

ibase_connect — InterBase データベースへの接続をオープンする

説明

resource ibase_connect ([ string $database [, string $username [, string $password [, string $charset [, int $buffers [, int $dialect [, string $role [, int $sync ]]]]]]]] )

InterBaseサーバへの接続を確立します。

同じ引数で ibase_connect() が再度コールされた場合、 新規のリンクは作成されず、代わりに既にオープンされているリンクの リンク ID が返されます。 ibase_close() を明示的にコールしない限り、 サーバへのリンクはスクリプトの実行終了時に閉じられます。

パラメータ
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database

databaseは接続するサーバ上のデータベース ファイルへの正しいパスである必要があります。ローカルなサーバへの 接続でない場合、使用する接続プロトコルに応じてこの引数の前に' hostname:' (TCP/IP)、'//hostname/' (NetBEUI)、'hostname@' (IPX/SPX)のどれかを
つける必要があります。

username

ユーザ名。php.ini ディレクティブ ibase.default_user で設定します。
password

username のパスワード。 php.ini ディレクティブ ibase.default_password で設定します。
charset

charset はデータベースに関するデフォルトの文字セットです。
buffers

buffers はサーバ側のキャッシュに確保されるデータベースバッファの数です。0 または省略された場合、サーバーはデフォルト値を用います。
dialect

dialect は、接続時に実行される全ての命令に 関する SQL 方言のデフォルト値を選択し、デフォルトではクライアント ライブラリでサポートされる方言のうち、最高位のものになります。 InterBase 6 以降でのみ有効です。
role

InterBase 5 以降でのみ有効です。
sync

返り値

成功した場合に InterBase リンク ID、エラー時に FALSE を返します。

エラー / 例外

この関数を使用して ibase_query() をコールした後に "arithmetic exception, numeric overflow, or string truncation. Cannot transliterate character between character sets" のようなエラーが発生した場合 (たとえばアクセント記号つきの文字を使用した場合などに発生
します)、 文字セットを指定する必要があります (例: ISO8859_1 あるいは現在の文字セット)。

例

例1 ibase_connect() の例
<?php
$host = 'localhost:/path/to/your.gdb';

$dbh = ibase_connect($host, $username, $password);
$stmt = 'SELECT * FROM tblname';
$sth = ibase_query($dbh, $stmt);
while ($row = ibase_fetch_object($sth)) {
    echo $row->email, "\n";
}
ibase_free_result($sth);
ibase_close($dbh);
?>

参考

ibase_pconnect() - InterBase データベースへの持続的接続をオープンする
ibase_close() - InterBase データベースへの接続を閉じる

ibase_db_info
(PHP 5)

ibase_db_info — データベースについての統計情報を要求する

説明

string ibase_db_info ( resource $service_handle , string $db , int $action [, int $argument = 0 ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ibase_delete_user
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)
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ibase_delete_user — セキュリティデータベースからユーザを削除する(IB6 以降のみ)

説明

bool ibase_delete_user ( resource $service_handle , string $user_name )

PHP 4 では、service_handle パラメータの かわりに server、 dba_user_name および dba_user_password を使用します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_add_user() - セキュリティデータベースにユーザを追加する(IB6 以降のみ)
ibase_modify_user() - セキュリティデータベースのユーザを変更する(IB6 以降のみ)

ibase_drop_db
(PHP 5)

ibase_drop_db — データベースを削除する

説明

bool ibase_drop_db ([ resource $connection = NULL ] )

この関数は、ibase_connect() あるいは ibase_pconnect() のいずれかによってオープンされたデータベースを削除します。 データベースがクローズされ、サーバから削除されます。

パラメータ
connection

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_connect() - InterBase データベースへの接続をオープンする
ibase_pconnect() - InterBase データベースへの持続的接続をオープンする

ibase_errcode
(PHP 5)

ibase_errcode — エラーコードを返す

説明

int ibase_errcode ( void )

直近の InterBase 関数のコールによって得られたエラーコードを返します。

返り値

エラーコードを表す整数、あるいはエラーが発生しなかった場合は FALSE を返します。

参考

ibase_errmsg() - エラーメッセージを返す
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ibase_errmsg
(PHP 4, PHP 5)

ibase_errmsg — エラーメッセージを返す

説明

string ibase_errmsg ( void )

直近の InterBase 関数コールの結果として得られるエラーメッセージを返します。

返り値

エラーメッセージを表す文字列、あるいはエラーが発生しなかった場合は FALSE を返します。

参考

ibase_errcode() - エラーコードを返す

ibase_execute
(PHP 4, PHP 5)

ibase_execute — 準備されたクエリを実行する

説明

resource ibase_execute ( resource $query [, mixed $bind_arg [, mixed $... ]] )

ibase_prepare() で準備したクエリを実行します。

いくつかのパラメータが変わるだけで同じクエリを 複数回実行する場合には、この関数は ibase_query() を使用するよりもずっと効率的です。

パラメータ
query

ibase_prepare() で準備した InterBase クエリ。
bind_arg

...

返り値

クエリがエラーを発生させた場合は FALSE を返します。 クエリが成功し、結果セット(空のセットとなる可能性もありえます)を 返した場合(SELECT クエリなど)は結果 ID を返します。クエリが成功し、 結果セットが返されなかった場合は TRUE を返します。

注意:

PHP 5.0.0 以降では、この関数はクエリによって変更された行の数を 返します(行を変更するクエリで、結果が 0 より大きかった場合)。 クエリは成功したが、どの行も変更されなかった場合(例: 存在しない 行に対する UPDATE)は TRUE を返します。

例

例1 ibase_execute() の例
<?php

$dbh = ibase_connect($host, $username, $password);

$updates = array(
    1 => 'Eric',
    5 => 'Filip',
    7 => 'Larry'
);

$query = ibase_prepare($dbh, "UPDATE FOO SET BAR = ? WHERE BAZ = ?");

foreach ($updates as $baz => $bar) {
    ibase_execute($query, $bar, $baz);
}

?>

参考

ibase_query() - InterBase データベースでクエリを実行する
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ibase_fetch_assoc
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ibase_fetch_assoc — クエリの結果から、行を連想配列として取得する

説明

array ibase_fetch_assoc ( resource $result [, int $fetch_flag = 0 ] )

クエリの結果の行を連想配列で返します。

ibase_fetch_assoc() は、 result から結果を 1 行取得します。 同じフィールド名のカラムが 2 つ以上存在する場合、最後のカラムが 優先されます。同名のその他のカラムにアクセスするには、 ibase_fetch_row() を使用して数値添字を用いるか あるいはクエリ中でカラムに
別名をつけます。

パラメータ
result

結果ハンドル。
fetch_flag

fetch_flag は、定数 IBASE_TEXT および IBASE_UNIXTIME を論理和で指定します。IBASE_TEXT を渡すと、BLOB ID のかわりに BLOB の内容自体を返します。IBASE_UNIXTIME を渡すと、日付/時刻の値を文字列ではなく Unix タイムスタンプで返します。

返り値

ibase_fetch_assoc() は、取得した行に対応する連想配列を返します。 続けてコールすると、結果セットの次の行を返し、 行がもうない場合には FALSE を返します。

参考

ibase_fetch_row() - InterBase データベースから 1 行分の結果を取得する
ibase_fetch_object() - InterBase データベースからオブジェクトを得る

ibase_fetch_object
(PHP 4, PHP 5)

ibase_fetch_object — InterBase データベースからオブジェクトを得る

説明

object ibase_fetch_object ( resource $result_id [, int $fetch_flag = 0 ] )

指定した結果 ID から、行を疑似オブジェクトとして取得します。

ibase_fetch_object() を続けてコールすると、 結果セットの次の行を返します。

パラメータ
result_id

ibase_query() あるいは ibase_execute() で取得した InterBase 結果 ID。
fetch_flag

fetch_flag は、定数 IBASE_TEXT および IBASE_UNIXTIME を論理和で指定します。IBASE_TEXT を渡すと、BLOB ID のかわりに BLOB の内容自体を返します。IBASE_UNIXTIME を渡すと、日付/時刻の値を文字列ではなく Unix タイムスタンプで返します。

返り値

次の行の情報を含むオブジェクト、 あるいは行がもうない場合には FALSE を返します。

例

例1 ibase_fetch_object() の例
<?php
$dbh = ibase_connect($host, $username, $password);
$stmt = 'SELECT * FROM tblname';
$sth = ibase_query($dbh, $stmt);
while ($row = ibase_fetch_object($sth)) {
    echo $row->email . "\n";
}
ibase_close($dbh);
?>
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参考

ibase_fetch_row() - InterBase データベースから 1 行分の結果を取得する
ibase_fetch_assoc() - クエリの結果から、行を連想配列として取得する

ibase_fetch_row
(PHP 4, PHP 5)

ibase_fetch_row — InterBase データベースから 1 行分の結果を取得する

説明

array ibase_fetch_row ( resource $result_identifier [, int $fetch_flag = 0 ] )

ibase_fetch_row() は、指定した result_identifier に関連付けられた結果からデータを 1 行取得します。

ibase_fetch_row() を続けてコールすると、 結果セットの次の行を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

パラメータ
result_identifier

InterBase 結果 ID。
fetch_flag

fetch_flag は、定数 IBASE_TEXT および IBASE_UNIXTIME を論理和で指定します。IBASE_TEXT を渡すと、BLOB ID のかわりに BLOB の内容自体を返します。IBASE_UNIXTIME を渡すと、日付/時刻の値を文字列ではなく Unix タイムスタンプで返します。

返り値

取得した行に対応する配列を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。 結果の各行は配列のオフセットに格納され、 このオフセットは 0 から始まります。

参考

ibase_fetch_assoc() - クエリの結果から、行を連想配列として取得する
ibase_fetch_object() - InterBase データベースからオブジェクトを得る

ibase_field_info
(PHP 4, PHP 5)

ibase_field_info — フィールドに関する情報を得る

説明

array ibase_field_info ( resource $result , int $field_number )

select クエリが実行された後、フィールドに関する情報を配列として返します。

パラメータ
result

InterBase 結果 ID。
field_number

フィールドのオフセット。

返り値

配列を返します。配列に含まれるキーは name、 alias、relation、 length そして type です。

例

例1 ibase_field_info() の例
<?php
$rs = ibase_query("SELECT * FROM tablename");
$coln = ibase_num_fields($rs);
for ($i = 0; $i < $coln; $i++) {
    $col_info = ibase_field_info($rs, $i);
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    echo "name: ". $col_info['name']. "\n";
    echo "alias: ". $col_info['alias']. "\n";
    echo "relation: ". $col_info['relation']. "\n";
    echo "length: ". $col_info['length']. "\n";
    echo "type: ". $col_info['type']. "\n";
}
?>

参考

ibase_num_fields() - 結果セットにおけるフィールド数を得る

ibase_free_event_handler
(PHP 5)

ibase_free_event_handler — 登録済みのイベントハンドラをキャンセルする

説明

bool ibase_free_event_handler ( resource $event )

この関数は、event で指定した登録済みの イベントハンドラをキャンセルします。イベントに対応して登録されていた コールバック関数は、もはやコールされません。

パラメータ
event

ibase_set_event_handler() で作成したイベントリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ibase_set_event_handler() - イベントが発生した際にコールされるコールバック関数を登録する

ibase_free_query
(PHP 4, PHP 5)

ibase_free_query — プリペアドクエリにより確保されたメモリを解放する

説明

bool ibase_free_query ( resource $query )

プリペアドクエリを解放します。

パラメータ
query

ibase_prepare() で準備したクエリ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_free_result
(PHP 4, PHP 5)

ibase_free_result — 結果セットを解放する

説明

bool ibase_free_result ( resource $result_identifier )
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結果セットを解放します。

パラメータ
result_identifier

ibase_query() あるいは ibase_execute() で作成した結果セット。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_gen_id
(PHP 5)

ibase_gen_id — 指定した名前のジェネレータをひとつ加算し、その新しい値を返す

説明

mixed ibase_gen_id ( string $generator [, int $increment = 1 [, resource $link_identifier = NULL ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

新しいジェネレータの値を整数で返します。値が大きくなりすぎた場合は文字列で返します。

ibase_maintain_db
(PHP 5)

ibase_maintain_db — データベースサーバでメンテナンスコマンドを実行する

説明

bool ibase_maintain_db ( resource $service_handle , string $db , int $action [, int $argument = 0 ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_modify_user
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ibase_modify_user — セキュリティデータベースのユーザを変更する(IB6 以降のみ)

説明

bool ibase_modify_user ( resource $service_handle , string $user_name , string $password [, string $first_name [, string $middle_name [, string $last_name ]]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

PHP 4 では、service_handle パラメータのかわりに server、 dba_user_name および dba_user_password を使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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ibase_add_user() - セキュリティデータベースにユーザを追加する(IB6 以降のみ)
ibase_delete_user() - セキュリティデータベースからユーザを削除する(IB6 以降のみ)

ibase_name_result
(PHP 5)

ibase_name_result — 結果セットに名前を割り当てる

説明

bool ibase_name_result ( resource $result , string $name )

この関数は、結果セットに新しい名前を割り当てます。この名前は、後で UPDATE|DELETE ... WHERE CURRENT OF name 文で使用します。

パラメータ
result

InterBase 結果セット。
name

割り当てる名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ibase_name_result() の例
<?php
$result = ibase_query("SELECT field1,field2 FROM table FOR UPDATE");
ibase_name_result($result, "my_cursor");

$updateqry = ibase_prepare("UPDATE table SET field2 = ? WHERE CURRENT OF my_cursor");

for ($i = 0; ibase_fetch_row($result); ++$i) {
    ibase_execute($updateqry, $i);
}
?>

参考

ibase_prepare() - 後でパラメータのバインド及び実行を行うためにクエリを準備する
ibase_execute() - 準備されたクエリを実行する

ibase_num_fields
(PHP 4, PHP 5)

ibase_num_fields — 結果セットにおけるフィールド数を得る

説明

int ibase_num_fields ( resource $result_id )

結果セットにおけるフィールド数を整数として返します。

パラメータ
result_id

InterBase 結果 ID。

返り値

フィールドの数を整数値で返します。

例

例1 ibase_num_fields() の例
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<?php
$rs = ibase_query("SELECT * FROM tablename");
$coln = ibase_num_fields($rs);
for ($i = 0; $i < $coln; $i++) {
    $col_info = ibase_field_info($rs, $i);
    echo "name: " . $col_info['name'] . "\n";
    echo "alias: " . $col_info['alias'] . "\n";
    echo "relation: " . $col_info['relation'] . "\n";
    echo "length: " . $col_info['length'] . "\n";
    echo "type: " . $col_info['type'] . "\n";
}
?>

参考

ibase_field_info() - フィールドに関する情報を得る

ibase_num_params
(PHP 5)

ibase_num_params — プリペアドクエリのパラメータ数を返す

説明

int ibase_num_params ( resource $query )

この関数は、query で指定した プリペアドクエリのパラメータの数を返します。 ibase_execute() をコールする際に、 この数と同じだけのバインド引数が割り当てられている必要があります。

パラメータ
query

プリペアドクエリのハンドル。

返り値

パラメータの数を整数値で返します。

参考

ibase_prepare() - 後でパラメータのバインド及び実行を行うためにクエリを準備する
ibase_param_info() - プリペアドクエリのパラメータに関する情報を返す

ibase_param_info
(PHP 5)

ibase_param_info — プリペアドクエリのパラメータに関する情報を返す

説明

array ibase_param_info ( resource $query , int $param_number )

クエリが準備された後に、パラメータについての情報を配列で返します。

パラメータ
query

InterBase プリペアドクエリのハンドル。
param_number

パラメータのオフセット。

返り値

配列を返します。配列に含まれるキーは name、 alias、relation、 length および type となります。

参考

ibase_field_info() - フィールドに関する情報を得る
ibase_num_params() - プリペアドクエリのパラメータ数を返す
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ibase_pconnect
(PHP 4, PHP 5)

ibase_pconnect — InterBase データベースへの持続的接続をオープンする

説明

resource ibase_pconnect ([ string $database [, string $username [, string $password [, string $charset [, int $buffers [, int $dialect [, string $role [, int $sync ]]]]]]]] )

InterBase データベースへの持続的な接続をオープンします。

ibase_pconnect() の動作は ibase_connect() と非常に似ていますが、 大きな違いが二つあります。

まず、この関数は接続時に同じパラメータで既にオープンされている (持続的)リンクを探します。見つかった場合、新規接続をオープンする 代わりにそのリンクの ID が返されます。

2 番目の違いとしては、InterBase サーバへの接続は スクリプト終了時にも閉じられないということです。 代わりに、そのリンクは今後使用するためにオープンされたままとなります (ibase_close() は ibase_pconnect() によりオープンされたリンクを閉じません)。 このた
め、この型のリンクは'持続的(persistent)'と呼ばれます。

パラメータ
database

databaseは接続するサーバ上のデータベース ファイルへの正しいパスである必要があります。ローカルなサーバへの 接続でない場合、使用する接続プロトコルに応じてこの引数の前に' hostname:' (TCP/IP)、'//hostname/' (NetBEUI)、'hostname@' (IPX/SPX)のどれかを
つける必要があります。

username

ユーザ名。php.ini ディレクティブ ibase.default_user で設定します。
password

username のパスワード。 php.ini ディレクティブ ibase.default_password で設定します。
charset

charset はデータベースに関するデフォルトの文字セットです。
buffers

buffers はサーバ側のキャッシュに確保されるデータベースバッファの数です。0 または省略された場合、サーバーはデフォルト値を用います。
dialect

dialect は、接続時に実行される全ての命令に 関する SQL 方言のデフォルト値を選択し、デフォルトではクライアント ライブラリでサポートされる方言のうち、最高位のものになります。 InterBase 6 以降でのみ有効です。
role

InterBase 5 以降でのみ有効です。
sync

返り値

成功した場合に InterBase リンク ID、エラー時に FALSE を返します。

参考

ibase_close() - InterBase データベースへの接続を閉じる
ibase_connect() - InterBase データベースへの接続をオープンする

ibase_prepare
(PHP 4, PHP 5)

ibase_prepare — 後でパラメータのバインド及び実行を行うためにクエリを準備する

説明

resource ibase_prepare ( string $query )
resource ibase_prepare ( resource $link_identifier , string $query )
resource ibase_prepare ( resource $link_identifier , string $trans , string $query )

対応するパラメータのバインドや (ibase_execute() による) 実行をするためのクエリを準備します。
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パラメータ
query

InterBase クエリ。

返り値

プリペアドクエリのハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

ibase_query
(PHP 4, PHP 5)

ibase_query — InterBase データベースでクエリを実行する

説明

resource ibase_query ([ resource $link_identifier ], string $query [, int $bind_args ] )

InterBase データベース上でクエリを実行します。

パラメータ
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。
query

InterBase クエリ。
bind_args

返り値

クエリが失敗した場合、FALSE を返します。成功した場合、 (SELECT クエリのような) 結果の行がある場合、結果 ID を返します。 クエリが成功し、結果がない場合は TRUE を返します。

注意:

PHP 5.0.0 以降では、INSERT・UPDATE・DELETE 文に対してはこの関数は 変更された行数を返します。後方互換性を確保するため、これらの文で クエリが成功したものの 1 行も更新されなかった場合には TRUE を返します。

エラー / 例外

ibase_query() の実行後に "arithmetic exception, numeric overflow, or string truncation. Cannot transliterate character between character sets" のようなエラーに遭遇した場合 (アクセント記号つきの文字を使用した場合などに起こります)、 文字セットを(ISO8859_1
あるいは現在の文字セットに)設定する必要があります。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.1 成功した場合で変更された行がなかったときに TRUE を返すようになりました。 これまでは 0 (ゼロの後ろにスペースが続きます) を返していました。

例

例1 ibase_query() の例
<?php

$host = 'localhost:/path/to/your.gdb';

$dbh = ibase_connect($host, $username, $password);
$stmt = 'SELECT * FROM tblname';

$sth = ibase_query($dbh, $stmt) or die(ibase_errmsg());

?>

参考

ibase_errmsg() - エラーメッセージを返す
ibase_fetch_row() - InterBase データベースから 1 行分の結果を取得する
ibase_fetch_object() - InterBase データベースからオブジェクトを得る
ibase_free_result() - 結果セットを解放する
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ibase_restore
(PHP 5)

ibase_restore — サービスマネージャのリストアタスクを起動し、すぐに結果を返す

説明

mixed ibase_restore ( resource $service_handle , string $source_file , string $dest_db [, int $options = 0 [, bool $verbose = false ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ibase_rollback_ret
(PHP 5)

ibase_rollback_ret — トランザクションを閉じずにロールバックする

説明

bool ibase_rollback_ret ([ resource $link_or_trans_identifier = NULL ] )

トランザクションを閉じずにロールバックします。

パラメータ
link_or_trans_identifier

引数なしでコールされた場合、この関数はデフォルトリンクのデフォルトの トランザクションをロールバックします。引数が接続 ID だった場合、対応する 接続のデフォルトのトランザクションをロールバックします。引数が トランザクション ID だった場合、対応するト
ランザクションをロールバックします。 トランザクションコンテキストはそのまま維持され、このトランザクション内で 実行された文は取り消されません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_rollback
(PHP 4, PHP 5)

ibase_rollback — トランザクションをロールバックする

説明

bool ibase_rollback ([ resource $link_or_trans_identifier = NULL ] )

トランザクションをロールバックします。

パラメータ
link_or_trans_identifier

引数なしでコールされた場合、この関数はデフォルトリンクのデフォルトの トランザクションをロールバックします。引数として接続 ID が渡された場合、 対応する接続のデフォルトのトランザクションをロールバックします。 引数としてトランザクション ID が渡された
場合、対応するトランザクションを ロールバックします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_server_info
(PHP 5)

ibase_server_info — データベースサーバについての情報を要求する

説明
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string ibase_server_info ( resource $service_handle , int $action )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ibase_service_attach
(PHP 5)

ibase_service_attach — サービスマネージャに接続する

説明

resource ibase_service_attach ( string $host , string $dba_username , string $dba_password )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ibase_service_detach
(PHP 5)

ibase_service_detach — サービスマネージャとの接続を切断する

説明

bool ibase_service_detach ( resource $service_handle )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ibase_set_event_handler
(PHP 5)

ibase_set_event_handler — イベントが発生した際にコールされるコールバック関数を登録する

説明

resource ibase_set_event_handler ( callback $event_handler , string $event_name1 [, string $event_name2 [, string $... ]] )
resource ibase_set_event_handler ( resource $connection , callback $event_handler , string $event_name1 [, string $event_name2 [, string $... ]] )

この関数は、指定したイベントのハンドラとして PHP ユーザ関数を登録します。

パラメータ
event_handler

コールバックは、データベースから特定のイベントが送信された場合に、 イベント名とリンクリソースを引数としてコールされます。

イベントハンドラがキャンセルされた場合は、 コールバックは FALSE を返す必要があります。 その他の返り値は無視されます。 この関数は、最大 15 のイベントを引数として受け取ります。
event_name1

イベントの名前。
event_name2

最大で 15 のイベントを指定できます。

返り値

返される値はイベントのリソースです。このリソースは、 ibase_free_event_handler() でイベントハンドラを開放する際に使用可能です。
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例

例1 ibase_set_event_handler() の例
<?php

function event_handler($event_name, $link)
{
    if ($event_name == "NEW ORDER") {
        // 新しい注文を処理します
        ibase_query($link, "UPDATE orders SET status='handled'");
    } else if ($event_name == "DB_SHUTDOWN") {
        // イベントハンドラを解放します
        return false;
    }
}

ibase_set_event_handler($link, "event_handler", "NEW_ORDER", "DB_SHUTDOWN");
?>

参考

ibase_free_event_handler() - 登録済みのイベントハンドラをキャンセルする
ibase_wait_event() - データベースでイベントが発生するのを待つ

ibase_timefmt
(PHP 4)

ibase_timefmt — クエリから返される timestamp、data、time 型カラムのフォーマットを設定する

説明

bool ibase_timefmt ( string $format [, int $columntype ] )

クエリから返される timestamp、data、time 型カラムのフォーマットを設定します。

PHP 設定ディレクティブ ibase.timestampformat、 ibase.dateformat および ibase.timeformat によりこれらのフォーマットのデフォルト値を設定することが可能です。

注意:

この関数は PHP 5 で削除されました。かわりに ini_set() を使用してください。

パラメータ
format

内部的にこれらのカラムは C 言語の関数 strftime() により フォーマットされます。このため、文字列のフォーマットについては この C 言語の関数ドキュメントを参照ください。
columntype

columntype は IBASE_TIMESTAMP、IBASE_DATE および IBASE_TIME のいずれかとなります。 省略した場合は、下位互換性を保つために IBASE_TIMESTAMP を使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ibase_timefmt() の例
<?php
/* InterBase 6 TIME型カラムが
 * '05 hours 37 minutes'の形式で返されます */
ibase_timefmt("%H hours %M minutes", IBASE_TIME);
?>

ibase_trans
(PHP 4, PHP 5)

ibase_trans — トランザクションを開始する

説明

resource ibase_trans ([ int $trans_args [, resource $link_identifier ]] )
resource ibase_trans ([ resource $link_identifier [, int $trans_args ]] )
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トランザクションを開始します。

注意:

この関数の挙動は PHP 5.0.0 で変更されました。The first call ibase_trans() を最初にコールした際には、接続の デフォルトのトランザクションを返しません。ibase_trans() によって開始されたすべてのトランザクションは、ibase_commit() や ibase_rollback()
を使用してコミットあるいは ロールバックを明示的に行わない限り、スクリプトの終了時に自動的に ロールバックされます。

注意:

PHP 5.0.0 以降では、この関数は複数の trans_args および link_identifier を指定することが可能です。これにより、 複数のデータベース接続にまたがるトランザクションを扱えるようになり、 2 フェーズコミット機能を使用したコミットが可能になります。つま
り、複数の データベースの更新内容が成功したか失敗したかによる判断ができるということです。 これは、ひとつのクエリで異なるデータベースのテーブルを同時に使用できるという ことではありません!

複数データベースにまたがるトランザクションを使用する場合、 ibase_query() および ibase_prepare() をコールする際には link_id および transaction_id の両方を指定する必要があります。

パラメータ
trans_args

trans_args は、以下の IBASE_READ、 IBASE_WRITE、 IBASE_COMMITTED、 IBASE_CONSISTENCY、 IBASE_CONCURRENCY、 IBASE_REC_VERSION、 IBASE_REC_NO_VERSION、 IBASE_WAIT および IBASE_NOWAIT の組み合わせとなります。
link_identifier

InterBase リンク ID。省略した場合は、 最後にオープンしたリンクを使用します。

返り値

トランザクションハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

ibase_wait_event
(PHP 5)

ibase_wait_event — データベースでイベントが発生するのを待つ

説明

string ibase_wait_event ( string $event_name1 [, string $event_name2 [, string $... ]] )
string ibase_wait_event ( resource $connection , string $event_name1 [, string $event_name2 [, string $... ]] )

この関数は、指定したイベントのうちのひとつがデータベースで発生するまで スクリプトの実行を停止します。発生したイベントの名前を返します。 この関数は、最大 15 のイベントを指定可能です。

パラメータ
event_name1

イベントの名前。
event_name2

...

返り値

発生したイベントの名前を返します。

参考

ibase_set_event_handler() - イベントが発生した際にコールされるコールバック関数を登録する
ibase_free_event_handler() - 登録済みのイベントハンドラをキャンセルする

目次
ibase_add_user — セキュリティデータベースにユーザを追加する(IB6 以降のみ)
ibase_affected_rows — 直近のクエリで変更された行の数を返す
ibase_backup — サービスマネージャのバックアップタスクを起動し、すぐに結果を返す
ibase_blob_add — 生成された blob にデータを追加する
ibase_blob_cancel — blob の生成を取り消す
ibase_blob_close — blob を閉じる
ibase_blob_create — データを追加するために blob を生成する
ibase_blob_echo — ブラウザに blob の内容を出力する
ibase_blob_get — オープンした blob から len バイト分のデータを取得する
ibase_blob_import — blob を生成し、ファイルをコピーし、閉じる
ibase_blob_info — blob の長さと他の便利な情報を返す
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ibase_blob_open — データの一部を取得するために blob をオープンする
ibase_close — InterBase データベースへの接続を閉じる
ibase_commit_ret — トランザクションを閉じずにコミットする
ibase_commit — トランザクションをコミットする
ibase_connect — InterBase データベースへの接続をオープンする
ibase_db_info — データベースについての統計情報を要求する
ibase_delete_user — セキュリティデータベースからユーザを削除する(IB6 以降のみ)
ibase_drop_db — データベースを削除する
ibase_errcode — エラーコードを返す
ibase_errmsg — エラーメッセージを返す
ibase_execute — 準備されたクエリを実行する
ibase_fetch_assoc — クエリの結果から、行を連想配列として取得する
ibase_fetch_object — InterBase データベースからオブジェクトを得る
ibase_fetch_row — InterBase データベースから 1 行分の結果を取得する
ibase_field_info — フィールドに関する情報を得る
ibase_free_event_handler — 登録済みのイベントハンドラをキャンセルする
ibase_free_query — プリペアドクエリにより確保されたメモリを解放する
ibase_free_result — 結果セットを解放する
ibase_gen_id — 指定した名前のジェネレータをひとつ加算し、その新しい値を返す
ibase_maintain_db — データベースサーバでメンテナンスコマンドを実行する
ibase_modify_user — セキュリティデータベースのユーザを変更する(IB6 以降のみ)
ibase_name_result — 結果セットに名前を割り当てる
ibase_num_fields — 結果セットにおけるフィールド数を得る
ibase_num_params — プリペアドクエリのパラメータ数を返す
ibase_param_info — プリペアドクエリのパラメータに関する情報を返す
ibase_pconnect — InterBase データベースへの持続的接続をオープンする
ibase_prepare — 後でパラメータのバインド及び実行を行うためにクエリを準備する
ibase_query — InterBase データベースでクエリを実行する
ibase_restore — サービスマネージャのリストアタスクを起動し、すぐに結果を返す
ibase_rollback_ret — トランザクションを閉じずにロールバックする
ibase_rollback — トランザクションをロールバックする
ibase_server_info — データベースサーバについての情報を要求する
ibase_service_attach — サービスマネージャに接続する
ibase_service_detach — サービスマネージャとの接続を切断する
ibase_set_event_handler — イベントが発生した際にコールされるコールバック関数を登録する
ibase_timefmt — クエリから返される timestamp、data、time 型カラムのフォーマットを設定する
ibase_trans — トランザクションを開始する
ibase_wait_event — データベースでイベントが発生するのを待つ

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Firebird/InterBase 関数

ibase_add_user — セキュリティデータベースにユーザを追加する(IB6 以降のみ)
ibase_affected_rows — 直近のクエリで変更された行の数を返す
ibase_backup — サービスマネージャのバックアップタスクを起動し、すぐに結果を返す
ibase_blob_add — 生成された blob にデータを追加する
ibase_blob_cancel — blob の生成を取り消す
ibase_blob_close — blob を閉じる
ibase_blob_create — データを追加するために blob を生成する
ibase_blob_echo — ブラウザに blob の内容を出力する
ibase_blob_get — オープンした blob から len バイト分のデータを取得する
ibase_blob_import — blob を生成し、ファイルをコピーし、閉じる
ibase_blob_info — blob の長さと他の便利な情報を返す
ibase_blob_open — データの一部を取得するために blob をオープンする
ibase_close — InterBase データベースへの接続を閉じる
ibase_commit_ret — トランザクションを閉じずにコミットする
ibase_commit — トランザクションをコミットする
ibase_connect — InterBase データベースへの接続をオープンする
ibase_db_info — データベースについての統計情報を要求する
ibase_delete_user — セキュリティデータベースからユーザを削除する(IB6 以降のみ)
ibase_drop_db — データベースを削除する
ibase_errcode — エラーコードを返す
ibase_errmsg — エラーメッセージを返す
ibase_execute — 準備されたクエリを実行する
ibase_fetch_assoc — クエリの結果から、行を連想配列として取得する
ibase_fetch_object — InterBase データベースからオブジェクトを得る
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ibase_fetch_row — InterBase データベースから 1 行分の結果を取得する
ibase_field_info — フィールドに関する情報を得る
ibase_free_event_handler — 登録済みのイベントハンドラをキャンセルする
ibase_free_query — プリペアドクエリにより確保されたメモリを解放する
ibase_free_result — 結果セットを解放する
ibase_gen_id — 指定した名前のジェネレータをひとつ加算し、その新しい値を返す
ibase_maintain_db — データベースサーバでメンテナンスコマンドを実行する
ibase_modify_user — セキュリティデータベースのユーザを変更する(IB6 以降のみ)
ibase_name_result — 結果セットに名前を割り当てる
ibase_num_fields — 結果セットにおけるフィールド数を得る
ibase_num_params — プリペアドクエリのパラメータ数を返す
ibase_param_info — プリペアドクエリのパラメータに関する情報を返す
ibase_pconnect — InterBase データベースへの持続的接続をオープンする
ibase_prepare — 後でパラメータのバインド及び実行を行うためにクエリを準備する
ibase_query — InterBase データベースでクエリを実行する
ibase_restore — サービスマネージャのリストアタスクを起動し、すぐに結果を返す
ibase_rollback_ret — トランザクションを閉じずにロールバックする
ibase_rollback — トランザクションをロールバックする
ibase_server_info — データベースサーバについての情報を要求する
ibase_service_attach — サービスマネージャに接続する
ibase_service_detach — サービスマネージャとの接続を切断する
ibase_set_event_handler — イベントが発生した際にコールされるコールバック関数を登録する
ibase_timefmt — クエリから返される timestamp、data、time 型カラムのフォーマットを設定する
ibase_trans — トランザクションを開始する
ibase_wait_event — データベースでイベントが発生するのを待つ

Informix

導入
Informix (IDS) 7.x, SE 7.x, Universal Server (IUS) 9.x ,IDS 2000 用の Informix ドライバは、informix 拡張機能用ディレクトリの "ifx.ec" および "php_informix.h" に実装されています。 IDS 7.x のサポートは BYTE および TEXT カラムを完全にサポートしており、 完成度
はかなり高いです。 IUS 9.x のサポートは部分的に完成しています。つまり、 新しいデータ型はサポートされていますが、SLOB および CLOB のサポートについてはまだ作業中です。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.2.1.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
注意: 設定に関する注意

PHP Informix ドライバをコンパイルするには、ESQL/C が必要です。 7.2x 以降のバージョンに付属する ESQL/C は問題なく使用できます。 現在では、ESQL/C は Informix クライアント SDK に含まれています。

"configure" スクリプトを実行する前に、必ず "INFORMIXDIR" 変数を 設定し、PATH に $INFORMIXDIR/bin を設定しておいてください。

インストール手順
このモジュールで定義した関数を使用可能とするには、configure に --with_informix[=DIR] を指定して PHP インタプリタをコンパイルする必要があります。ただし、DIR は Informix のベースインストールディレクトリで、デフォルトはありません。

実行時設定

http://pecl.php.net/
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php.ini の設定により動作が変化します。

注意:

Informix 用環境変数 INFORMIXDIR および INFORMIXSERVER が PHP ifx ドライバで利用可能であり、INFORMIX のバイナリがあるディレクトリに パスが通っていることを確認してください。テストを始める前に phpinfo() と書いたスクリプトを実行し、 これを確
認してください。 phpinfo() があるスクリプトは、これらの環境変数の 一覧を出力します。これは、CGI 版の PHP および Apache mod_php で 共に行われます。これらの環境変数は Apache のスタートアップスクリプトで 設定する必要があります。

また、Informix 共有ライブラリがローダーで利用可能である必要があります (LD_LINBRARY_PATH または ld.so.conf/ldconfig を確認してください)。

注意: BLOB (TEXT および BYTE カラム)の使用に関する注意 

通常、BLOB は BLOB ID により指定されます。 select クエリは、BYTE および TEXT カラム毎に "blob id" を返します。 ("ifx_blobinfile(0);" により) メモリー上で BLOB を得ることを選択した場合、 "string_var = ifx_get_blob($blob_id);" で内容を得ることができ
ます。 BLOB カラムの内容をファイルに取得したい場合、 "ifx_blobinfile(1);" を使用してください。 "ifx_get_blob($blob_id);" によりファイル名を得ることができます。 BLOB の内容を得る際には、通常のファイル入出力を行ってください。

insert/update クエリーに関しては、 "ifx_create_blob();" により自分で "blob id" を作成する必要があります。 その後、blob id を配列に代入し、 クエリー文字列の中の blob カラムを疑問符 (?) で置換します。 updates/inserts の場合、ifx_update_blob() で
blob の内容を設定するのが便利でしょう。

BLOB カラムの動作は、設定用変数で変更することができます。 これらの変数は、実行時にも設定可能です。

設定変数 : ifx.textasvarchar

設定変数 : ifx.byteasvarchar

ランタイム関数 :

ifx_textasvarchar(0) : TEXT カラムを有する select クエリーに blob id を使用する

ifx_byteasvarchar(0) : BYTE カラムを有する select クエリーに blob id を使用する

ifx_textasvarchar(1) : TEXT カラムを VARCHAR カラムとして返します。 このため、select クエリにおいて blob id を使用する必要はありません。

ifx_byteasvarchar(1) : BYTE カラムを VARCHAR カラムとして返します。 このため、select クエリにおいて blob id を使用する必要はありません。

設定変数 : ifx.blobinfile

ランタイム関数 :

ifx_blobinfile_mode(0) : メモリに BYTE カラムを返し、blob id によりその内容を取り出す

ifx_blobinfile_mode(1) : メモリに BYTE カラムを返し、blob id によりそのファイル名を取り出す

ifx_text/byteasvarchar を 1 に設定した場合、 通常の(しかしやや長い) VARCHAR フィールドのように select クエリーで TEXT や BYTE カラムを使用することが可能です。 全ての文字列は、PHP で "数えられる" ので、これにより、 "バイナリ・セーフ"が維持され
ます。 これを正しく処理するのはあなた次第です。 返されるデータには何でも含むことができますが、その内容について 責任を負うことになります。

ifx_blobinfile を 1 に設定した場合、blob の内容を得るために ifx_get_blob(..) により返されたファイル名を使用してください。 この場合、行を取得する際に「Informix により作成された テンポラリファイルを削除する」責任があります。 取得された新規の行
は、BYTE カラム毎に新規のテンポラリファイルを 作成します。

テンポラリファイルの位置は、環境変数 "blobdir" により設定することが できます。デフォルトは、"." (カレントディレクトリ)です。 putenv(blobdir="tmpblob"); のようにすることにより、誤って残って しまったテンポラリファイルを削除することが容易になりま
す (テンポラリファイルの名前は "blb" で始まります)。

注意: 自動的に "char" (SQLCHAR および SQLNCHAR) データを取り去る

これは、次の設定変数により設定することが可能です。

ifx.charasvarchar : 最後尾のスペースを何らかの削除処理を行わずに 自動的に取り去る場合に 1 に設定します。

注意: NULL 値

設定変数 ifx.nullformat (およびランタイム関数 ifx_nullformat()) を TRUE に設定した場合、文字列 "NULL" として NULL カラムを返します。FALSE に設定した場合は 空文字列を返します。これにより、NULL カラムと空のカラムを識別することが 可能となります。

Informix 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

ifx.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.default_host NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.default_user NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.default_password NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.blobinfile "1" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.textasvarchar "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.byteasvarchar "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.charasvarchar "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.nullformat "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。
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以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

ifx.allow_persistent boolean

持続的な Informix 接続を可能とするかどうか。

ifx.max_persistent integer

プロセス毎の持続的 Informix 接続の最大数。

ifx.max_links integer

持続的接続を含むプロセス毎の Informix 接続の最大数。

ifx.default_host string

ifx_connect() または ifx_pconnect() において、ホストが指定されない 場合のデフォルトのホスト。 セーフモード では適用されません。

ifx.default_user string

ifx_connect() または ifx_pconnect() において、 ユーザが指定されない場合のデフォルトのユーザ。 セーフモード では適用されません。

ifx.default_password string

ifx_connect() または ifx_pconnect() において、 パスワードが指定されない場合のデフォルトのパスワード。 セーフモード では適用されません。

ifx.blobinfile boolean

blob カラムをファイルに返したい場合には TRUE を指定します。 メモリ内に返したい場合には FALSE を指定します。 ifx_blobinfile_mode() により、実行時にこの設定を 上書きすることができます。

ifx.textasvarchar boolean

select 文において TEXT カラムを通常の文字列として返したい場合は TRUE を指定し、blob id パラメータを使用したい場合は FALSE を指定します。 ifx_textasvarchar() により、実行時にこの設定を 上書きすることができます。

ifx.byteasvarchar boolean

select 文において BYTE カラムを通常の文字列として返したい場合は TRUE を指定し、blob id パラメータを使用したい場合は FALSE を指定します。 ifx_byteasvarchar() により、実行時にこの設定を 上書きすることができます。

ifx.charasvarchar boolean

取得時に CHAR カラムから末尾の空白を取り除きたい場合に TRUE を指定してください。

ifx.nullformat boolean

リテラル文字列 "NULL" として NULL カラムを返したい場合に TRUE、 空の文字列として返したい場合は FALSE を指定してください。 ifx_nullformat() により、実行時にこの設定を 上書きすることができます。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

IFX_SCROLL (integer)
IFX_HOLD (integer)
IFX_LO_RDONLY (integer)
IFX_LO_WRONLY (integer)
IFX_LO_APPEND (integer)
IFX_LO_RDWR (integer)
IFX_LO_BUFFER (integer)
IFX_LO_NOBUFFER (integer)

Informix 関数

ifx_affected_rows
(PHP 4, PHP <=5.2.0)
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ifx_affected_rows — クエリで変更された行の数を得る

説明

int ifx_affected_rows ( resource $result_id )

result_id に関連するクエリにより変更された 行の数を返します。

insert, update ,delete の場合、その数は、実際に作用された行の数 (sqlerrd[2]) です。select の場合、これは推定値 (sqlerrd[0]) です。 この値を信用してはいけません。データベースサーバは、SELECT により 実際に返される行の数を返すことはありません。これは、この段
階 (オプティマイザがクエリ手順を定義している場合には、"PREPARE" を 行った直後) では、行の取得を始めてさえもいないためです。

ifx_prepare() の実行後に、クエリ結果を適当な量に 制限するために使用すると便利です。

パラメータ
result_id

ifx_query() または ifx_prepare() により返される有効な結果 ID です。

返り値

行の数を整数値で返します。

例

例1 Informix で変更された行
<?php
$rid = ifx_prepare("select * from emp
                     where name like " . $name, $connid);
if (! $rid) {
    /* ... error ... */
}
$rowcount = ifx_affected_rows($rid);
if ($rowcount > 1000) {
    printf ("Too many rows in result set (%d)\n<br />", $rowcount);
    die ("Please restrict your query<br />\n");
}
?>

参考

ifx_num_rows() - クエリから既に取得された行の数を数える

ifx_blobinfile_mode
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_blobinfile_mode — 全ての select クエリに関するデフォルトの BLOB モードを設定する

説明

bool ifx_blobinfile_mode ( int $mode )

全ての select クエリに関するデフォルトの BLOB モードを設定します。

パラメータ
mode

モード "0" は、BLOB をメモリーに保存することを意味し、 モード "1" は、BLOB をファイルに保存することを意味します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ifx_byteasvarchar
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_byteasvarchar — デフォルトのバイトモードを設定する

説明
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bool ifx_byteasvarchar ( int $mode )

全ての select クエリに関するデフォルトのバイトモードを設定します。

パラメータ
mode

モード "0" は BLOB ID を返し、モード "1" がテキストの内容を有する varchar を返します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_textasvarchar() - デフォルトのテキストモードを設定する

ifx_close
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_close — Informix 接続を閉じる

説明

bool ifx_close ([ resource $link_identifier ] )

ifx_close() は、 指定したリンク ID に関連づけられた Informix データベースへの接続を閉じます。

非持続的接続としてオープンされたリンクはスクリプトの実行終了時に 自動的に閉じられるため、 この関数は通常は必要ではないことに注意してください。

ifx_close() は、ifx_pconnect() により作成された持続的リンクは閉じません。

パラメータ
link_identifier

リンク ID。指定しなかった場合は、最後にオープンされたリンクが仮定されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Informix 接続を閉じる
<?php
$conn_id = ifx_connect ("mydb@ol_srv", "itsme", "mypassword");
/* ... クエリ等を実行 ... */
ifx_close($conn_id);
?>

参考

ifx_connect() - Informix サーバへの接続をオープンする
ifx_pconnect() - 持続的 Informix 接続をオープンする

ifx_connect
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_connect — Informix サーバへの接続をオープンする

説明

resource ifx_connect ([ string $database [, string $userid [, string $password ]]] )

ifx_connect() は、Informix サーバへの接続を確立します。

同じ引数で ifx_connect() を 2 回目にコールした際には、 新規のリンクは確立されず、代わりに既にオープンされたリンクの リンク ID が返されます。
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サーバへのリンクは、ifx_close() のコールに より明示的に事前に閉じない限り、スクリプトの実行終了直後に閉じられます。

パラメータ

全ての引数はオプションであり、指定されない場合には、 設定ファイルにて指定された値 がデフォルト値として設定されます。 (ホストに関して ifx.default_host (定義されていない場合、Informix ライブラリは、環境変数INFORMIXSERVERを参照します) , ユーザーに関して
ifx.default_user, パスワードに関して ifx.default_password (定義されていない場合は無し) となります。
database

データベース名を表す文字列。
userid

ユーザ名を表す文字列。
password

パスワードを表す文字列。

返り値

成功時に接続 ID を、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 Informix データベースへの接続
<?php
$conn_id = ifx_connect ("mydb@ol_srv1", "imyself", "mypassword");
?>

参考

ifx_pconnect() - 持続的 Informix 接続をオープンする
ifx_close() - Informix 接続を閉じる

ifx_copy_blob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_copy_blob — 指定した BLOB オブジェクトを二重化する

説明

int ifx_copy_blob ( int $bid )

指定した BLOB オブジェクトを二重化します。

パラメータ
bid

BLOB オブジェクトの ID。

返り値

新規の BLOB オブジェクト ID を返します。 エラーの場合に FALSE を返します。

参考

ifx_create_blob() - BLOB オブジェクトを作成する
ifx_free_blob() - BLOB オブジェクトを削除する

ifx_create_blob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_create_blob — BLOB オブジェクトを作成する

説明

int ifx_create_blob ( int $type , int $mode , string $param )
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BLOB オブジェクトを作成します。

パラメータ
type

1 = TEXT, 0 = BYTE

mode

0 = BLOB オブジェクトはメモリーに内容を保持する, 1 = BLOB オブジェクトはファイルに内容を保持する。
param

mode = 0 の場合: 内容へのポインタ mode = 1 の場合: ファイル文字列へのポインタ

返り値

新規の BLOB オブジェクト ID を返します。 エラーの場合に FALSE を返します。

参考

ifx_copy_blob() - 指定した BLOB オブジェクトを二重化する
ifx_free_blob() - BLOB オブジェクトを削除する

ifx_create_char
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_create_char — 文字オブジェクトを作成する

説明

int ifx_create_char ( string $param )

文字オブジェクトを作成します。

パラメータ
param

内容となる文字。

返り値

新しい文字オブジェクトの ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifx_free_char() - 文字オブジェクトを削除する

ifx_do
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_do — 事前に準備された SQL 文を実行する

説明

bool ifx_do ( resource $result_id )

事前に準備されたクエリを実行し、カーソルをオープンします。

エラーの際に、result_id を解放しないでください。

select 文でない場合に、ifx_affected_rows() に数を設定します。 これは、ifx_affected_rows() で取得可能です。

パラメータ
result_id
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result_id は、 ifx_query() あるいは ifx_prepare() が返す有効な結果 ID です (select 型のクエリのみです!)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

例1 ifx_do() の例
<?php
$conn = fx_connect( "db", "user", "password" );
$result = ifx_prepare("SELECT customer_num, company FROM customer", $conn);
ifx_do($result);
?>

参考

ifx_prepare() - SQL 文を実行用に準備する

ifx_error
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_error — 直近の Informix コールのエラーコードを返す

説明

string ifx_error ([ resource $link_identifier ] )

文の結果を表す一文字の文字列、そして、 直近に実行された SQL 文についての SQLSTATE と SQLCODE を返します。

パラメータ
link_identifier

リンク ID。

返り値

Informix エラーコード (SQLSTATE & SQLCODE) は、 x [SQLSTATE = aa bbb SQLCODE=cccc] のような形式になります。

x = 空白 : エラーなし

E : エラー

N : データがもうない

W : 警告

? : 未定義

文字 "x" が空白以外の文字だった場合、SQLSTATE および SQLCODE でエラーの詳細情報を取得します。

SQLSTATE および SQLCODE の詳細については、Informix マニュアルを参照ください。

参考

ifx_errormsg() - 直近の Informix コールのエラーメッセージを返す

ifx_errormsg
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_errormsg — 直近の Informix コールのエラーメッセージを返す

説明

string ifx_errormsg ([ int $errorcode ] )

直近の Informix エラーに関する Informix エラーメッセージを返します。
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パラメータ
errorcode

指定すると、指定したコードに対応するエラーメッセージを返します。

返り値

エラーメッセージを文字列で返します。

例

例1 ifx_errormsg() の例
<?php
printf("%s\n<br>", ifx_errormsg(-201));
?>

参考

ifx_error() - 直近の Informix コールのエラーコードを返す

ifx_fetch_row
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_fetch_row — 行を連想配列として取得する

説明

array ifx_fetch_row ( resource $result_id [, mixed $position ] )

結果 ID で指定した結果に対応するデータのひとつの行を取得します。

ifx_fetch_row() を続けてコールした場合、結果セットの 次の行が返されるます。 行がもうない場合は、FALSE が返されます。

パラメータ
result_id

ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。
position

オプションのパラメータで、"スクロール" カーソルで "取得" 操作を行うためのものです。 NEXT, PREVIOUS, CURRENT, FIRST, LAST あるいは番号を指定します。 番号を指定した場合、"絶対" 行の取得が行われます。このパラメータは オプションであり、SCROLL カーソ
ルの場合にのみ有効です。

返り値

取得された行に対応する連想配列を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

BLOB カラムは、ifx_get_blob() で使用するために 整数値 BLOB ID として返されます。ただし、ifx_textasvarchar(1) または ifx_byteasvarchar(1) を指定している場合を除きます。この場合、 BLOB は文字列として返されます。エラーの場合は FALSE が返されます。

例

例1 Informix 行の取得
<?php
$rid = ifx_prepare ("select * from emp where name like " . $name,
                     $connid, IFX_SCROLL);
if (! $rid) {
    /* ... error ... */
}
$rowcount = ifx_affected_rows($rid);
if ($rowcount > 1000) {
    printf ("Too many rows in result set (%d)\n<br />", $rowcount);
    die ("Please restrict your query<br />\n");
}
if (! ifx_do ($rid)) {
   /* ... error ... */
}
$row = ifx_fetch_row ($rid, "NEXT");
while (is_array($row)) {
    for (reset($row); $fieldname=key($row); next($row)) {
        $fieldvalue = $row[$fieldname];
        printf ("%s = %s,", $fieldname, $fieldvalue);
    }
    printf("\n<br />");
    $row = ifx_fetch_row($rid, "NEXT");
}
ifx_free_result ($rid);
?>
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ifx_fieldproperties
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_fieldproperties — SQL フィールドプロパティのリスト

説明

array ifx_fieldproperties ( resource $result_id )

クエリ中の全てのフィールドの Informix SQL フィールドプロパティを 連想配列として返します。プロパティは、以下のような形式となります。 "SQLTYPE;length;precision;scale;ISNULLABLE" ただし、SQLTYPE は、 "SQLVCHAR" 等の Informix 型。ISNULLABLE は、"Y" ま
たは "N" となります。

パラメータ
result_id

result_id は、 ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。

返り値

result_id のクエリについて、フィールド名を キーとし、SQL フィールドプロパティをデータとした連想配列を返します。 エラーの場合に FALSE を返します。

例

例1 Informix SQL フィールドプロパティ
<?php
$properties = ifx_fieldproperties($resultid);
if (!isset($properties)) {
    /* ... エラー ... */
}
foreach ($properties as $fname => $val) {
    echo "$fname:\t property = $val\n";
}
?>

参考

ifx_fieldtypes() - Informix SQL フィールドのリスト

ifx_fieldtypes
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_fieldtypes — Informix SQL フィールドのリスト

説明

array ifx_fieldtypes ( resource $result_id )

result_id のクエリについて、フィールド名をキーとし、 SQL フィールド型をデータとした連想配列を返します。

パラメータ
result_id

result_id は、 ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。

返り値

result_id のクエリについて、フィールド名をキーとし、 SQL フィールド型をデータとした連想配列を返します。 エラーの場合に FALSE を返します。

例

例1 フィールド名および SQL フィールド型
<?php
$types = ifx_fieldtypes($resultid);
if (is_array($types)) {
    foreach ($types as $fname => $val) {
        echo "$fname:\t type = $val\n";
    }
}
?>

参考
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ifx_fieldproperties() - SQL フィールドプロパティのリスト

ifx_free_blob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_free_blob — BLOB オブジェクトを削除する

説明

bool ifx_free_blob ( int $bid )

指定された BLOB オブジェクト ID の BLOB オブジェクトを削除します。

パラメータ
bid

BLOB オブジェクト ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_create_blob() - BLOB オブジェクトを作成する

ifx_free_char
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_free_char — 文字オブジェクトを削除する

説明

bool ifx_free_char ( int $bid )

指定したオブジェクト ID の文字オブジェクトを削除します。

パラメータ
bid

文字オブジェクト ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_create_char() - 文字オブジェクトを作成する

ifx_free_result
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_free_result — クエリに関するリソースを解放する

説明

bool ifx_free_result ( resource $result_id )

result_id に間連するクエリの リソースを解放します。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

result_id

result_id は、 ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_do() - 事前に準備された SQL 文を実行する

ifx_get_blob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_get_blob — BLOB オブジェクトの内容を返す

説明

string ifx_get_blob ( int $bid )

BLOB オブジェクトの内容を返します。

パラメータ
bid

BLOB オブジェクト ID。

返り値

BLOB の内容を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifx_get_char() - 文字オブジェクトの内容を返す

ifx_get_char
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_get_char — 文字オブジェクトの内容を返す

説明

string ifx_get_char ( int $bid )

文字オブジェクトの内容を返します。

パラメータ
bid

文字オブジェクト ID。

返り値

文字の内容を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifx_get_blob() - BLOB オブジェクトの内容を返す

ifx_getsqlca
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(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_getsqlca — クエリ実行後、sqlca.sqlerrd[0..5] の値を得る

説明

array ifx_getsqlca ( resource $result_id )

result_id に関連するクエリを実行した後の sqlca.sqlerrd[0] から sqlca.sqlerrd[5] に関する擬似レコードを返します。

insert、update、delete の場合、クエリが実行された後、サーバにより 設定される場合と同様にレコードの値が返されます。 これにより、作用を受けた行の数および連番の挿入値にアクセスすることが 可能となります。 SELECT の場合、この値は PREPARE 文の後で保存され
た値となります。 この値から作用を受けた行の数の"推測"値が分かります。 ifx ドライバにより適当な時に保存された値が取得されるため、 この関数を使用することにより、 SELECT dbinfo('sqlca.sqlerrdx') クエリを実行するオーバーヘッドを防止することができます。

パラメータ
result_id

result_id は、 ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。

返り値

連想配列を返します。含まれるエントリは sqlerrd0、sqlerrd1、 sqlerrd2、sqlerrd3、 sqlerrd4 および sqlerrd5 です。

例

例1 Informix sqlca.sqlerrd[x] の値を取得する
<?php
/* 'sometable' の最初のカラムは連番であると仮定する */
$qid = ifx_query("insert into sometable
                  values (0, '2nd column', 'another column') ", $connid);
if (!$qid) {
    /* ... error ... */
}
$sqlca = ifx_getsqlca($qid);
$serial_value = $sqlca["sqlerrd1"];
echo "挿入された行の続き番号は : " . "$serial_value<br>\n";       
?>

ifx_htmltbl_result
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_htmltbl_result — クエリ結果の全行を HTML テーブルにフォーマットする

説明

int ifx_htmltbl_result ( resource $result_id [, string $html_table_options ] )

クエリ結果 result_id の全ての行を HTML テーブルにフォーマットします。

パラメータ
result_id

result_id is a valid resultid returned by ifx_query() or ifx_prepare() (select type queries only!).

html_table_options

このオプション引数は、<table> タグのオプションとする文字列です。

返り値

取得された行の数、あるいはエラーの場合に FALSE を返します。

例

例1 Informix 結果を HTML テーブルとして出力する
<?php
$rid = ifx_prepare ("select * from emp where name like " . $name,
                     $connid, IFX_SCROLL);
if (! $rid) {
    /* ... error ... */
}
$rowcount = ifx_affected_rows ($rid);
if ($rowcount > 1000) {
    printf ("Too many rows in result set (%d)\n<br />", $rowcount);
    die ("Please restrict your query<br />\n");
}
if (! ifx_do($rid)) {
    /* ... error ... */
}
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ifx_htmltbl_result ($rid, "border=\"2\"");

ifx_free_result($rid);
?>

ifx_nullformat
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_nullformat — 取得する行のデフォルトの返り値を設定する

説明

bool ifx_nullformat ( int $mode )

取得する行のデフォルトの返り値を NULL 値に設定します。

パラメータ
mode

モード "0" は "" を返し、モード "1" は "NULL" を返します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ifx_num_fields
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_num_fields — クエリのカラム数を返す

説明

int ifx_num_fields ( resource $result_id )

クエリを準備または実行された後、この関数をコールすることにより、 クエリ結果中でカラム数が得られます。

パラメータ
result_id

result_id は、 ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。

返り値

result_id に関するクエリ結果のカラム数、 あるいはエラーの場合にFALSEを返します。

例

例1 ifx_num_fields() の例
<?php
$conn_id = ifx_connect("db", "user", "password");
$res_id = ifx_query("select * from systables", $conn_id);
echo ifx_num_fields($res_id);
?>

参考

ifx_num_rows() - クエリから既に取得された行の数を数える

ifx_num_rows
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_num_rows — クエリから既に取得された行の数を数える

説明
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int ifx_num_rows ( resource $result_id )

ifx_query() または ifx_do() クエリの後、result_id を有する クエリに関してこれまで取得された行の数を返します。

パラメータ
result_id

result_id は、 ifx_query() または ifx_prepare() (select 型のクエリのみ!) により返された有効な結果 ID です。

返り値

取得した行の数、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifx_num_fields() - クエリのカラム数を返す

ifx_pconnect
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_pconnect — 持続的 Informix 接続をオープンする

説明

resource ifx_pconnect ([ string $database [, string $userid [, string $password ]]] )

ifx_pconnect() は、二つの大きな違いはあるものの、 ifx_connect() と非常に似た動作をします。

まず、接続時に、関数は、既にオープンされている同じホスト、ユーザ名、 パスワードの (持続的) リンクを探します。 そのリンクが見つかった場合、新規に接続をオープンする代わりに その ID が返されます。

第二に、SQL サーバーへの接続は、スクリプトの実行終了時に閉じられません。 代わりにリンクは、後の使用のためにオープンされたままとなります。 (ifx_close() は ifx_pconnect() により確立されたリンクを閉じません。)

この型のリンクは、このため、'持続的' であると呼ばれます。

パラメータ

全ての引数はオプションであり、指定されない場合には、 設定ファイルにて指定された値 がデフォルト値として設定されます。 (ホストに関して ifx.default_host (定義されていない場合、Informix ライブラリは、環境変数INFORMIXSERVERを参照します) , ユーザーに関して
ifx.default_user, パスワードに関して ifx.default_password (定義されていない場合は無し) となります。
database

データベース名を表す文字列。
userid

ユーザ名を表す文字列。
password

パスワードを表す文字列。

返り値

返り値: 成功時に有効な Informix 持続的リンク ID 、エラー時に FALSE

参考

ifx_connect() - Informix サーバへの接続をオープンする

ifx_prepare
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_prepare — SQL 文を実行用に準備する

説明

resource ifx_prepare ( string $query , resource $link_identifier [, int $cursor_def ], mixed $blobidarray )
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あとで ifx_do() で使用するための query を準備します。

"select 型" のクエリの場合はカーソルを宣言してオープンします。 select 以外のクエリは、直接実行されます。

どちらのタイプのクエリにおいても、(予測または実際の数として) 作用された行の数は ifx_affected_rows() により 取得可能です。

TEXT (または BYTE) カラムの内容が許すならば、 "ifx_textasvarchar(1)" または "ifx_byteasvarchar(1)" を使用する ことも可能です。 これにより、TEXT (または BYTE) カラムは、select クエリの 通常の (しかし長い) VARCHAR カラムと同様に処理され、 BLOB ID で悩むこ
ともなくなります。

ifx_textasvarchar(0) または ifx_byteasvarchar(0) (デフォルト値) の場合、select クエリは、BLOB ID (整数値) に属するものとして BLOB カラムを返します。 BLOB 関数により文字列またはファイルとして BLOB の値を得ることが 可能です (下記を参照ください)。

パラメータ
query

クエリ文字列。
link_identifier

リンク ID。
cursor_def

オプションのパラメータで、そのカーソルを "スクロール" または "ホールド" カーソルとすることができます。 このオプションはビットマスクであり、 IFX_SCROLL、 IFX_HOLD あるいは 両方とも指定することができます。
blobidarray

もし、クエリにおいて BLOB (BYTE または TEXT) カラムがある場合、 対応する "BLOB ID" を有する blobidarray パラメータを追加することが可能です。この場合、クエリテキストの これらのカラムを "?" で置換することが必要です。

返り値

後で ifx_do() で使用するための結果 ID、 あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifx_do() - 事前に準備された SQL 文を実行する

ifx_query
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_query — Informix クエリを送信する

説明

resource ifx_query ( string $query , resource $link_identifier [, int $cursor_type [, mixed $blobidarray ]] )

指定したリンク ID が指す現在アクティブなデータベースに クエリ query を送信します。

"select 型" のクエリの場合はカーソルを宣言してオープンします。 select 以外のクエリは、直接実行されます。

どちらのタイプのクエリにおいても、(予測または実際の数として) 作用された行の数は ifx_affected_rows() により 取得可能です。

TEXT (または BYTE) カラムの内容が許すならば、 "ifx_textasvarchar(1)" または "ifx_byteasvarchar(1)" を使用する ことも可能です。 これにより、TEXT (または BYTE) カラムは、select クエリの 通常の (しかし長い) VARCHAR カラムと同様に処理され、 BLOB ID で悩むこ
ともなくなります。

ifx_textasvarchar(0) または ifx_byteasvarchar(0) (デフォルト値) の場合、select クエリは、BLOB ID (整数値) に属するものとして BLOB カラムを返します。 BLOB 関数により文字列またはファイルとして BLOB の値を得ることが 可能です (下記を参照ください)。

パラメータ
query

クエリ文字列。
link_identifier

リンク ID。
cursor_def

オプションのパラメータで、そのカーソルを "スクロール" または "ホールド" カーソルとすることができます。 このオプションはビットマスクであり、 IFX_SCROLL、 IFX_HOLD あるいは 両方とも指定することができます。
blobidarray

もし、クエリにおいて BLOB (BYTE または TEXT) カラムがある場合、 対応する "BLOB ID" を有する blobidarray パラメータを追加することが可能です。この場合、クエリテキストの これらのカラムを "?" で置換することが必要です。

返り値
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成功した場合に Informix 結果 ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 "orders" テーブルの全行を HTML テーブルとして表示する
<?php
ifx_textasvarchar(1);      // BLOB 用に "text mode" を使用する
$res_id = ifx_query("select * from orders", $conn_id);
if (! $res_id) {
    printf("Can't select orders : %s\n<br />%s<br />\n", ifx_error(), ifx_errormsg());
    die;
}
ifx_htmltbl_result($res_id, "border=\"1\"");
ifx_free_result($res_id);
?>

例2 値を "catalog" テーブルに挿入する
<?php

// バイトおよびテキストカラムに関する BLOB ID を作成する。
$textid = ifx_create_blob(0, 0, "Text column in memory");
$byteid = ifx_create_blob(1, 0, "Byte column in memory");

// blob id を blobid 配列に保存
$blobidarray[] = $textid;
$blobidarray[] = $byteid;

// クエリを実行
$query = "insert into catalog (stock_num, manu_code, " .
         "cat_descr,cat_picture) values(1,'HRO',?,?)";
$res_id = ifx_query($query, $conn_id, $blobidarray);
if (! $res_id) {
    /* ... エラー ... */
}

// 結果 id を解放
ifx_free_result($res_id);
?>

参考

ifx_connect() - Informix サーバへの接続をオープンする

ifx_textasvarchar
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_textasvarchar — デフォルトのテキストモードを設定する

説明

bool ifx_textasvarchar ( int $mode )

全ての select クエリに関するデフォルトのテキストモードを設定します。

パラメータ
mode

モード "0" は、BLOB を返し、"1" は、テキストの内容を有する varchar を 返します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_byteasvarchar() - デフォルトのバイトモードを設定する

ifx_update_blob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_update_blob — BLOB オブジェクトの内容を更新する

説明

bool ifx_update_blob ( int $bid , string $content )
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指定したBLOB オブジェクト ID bid に関する BLOB オブジェクトの内容を更新します。

パラメータ
bid

BLOB オブジェクト ID。
content

新規データの文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_update_char() - 文字オブジェクトの内容を更新する

ifx_update_char
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifx_update_char — 文字オブジェクトの内容を更新する

説明

bool ifx_update_char ( int $bid , string $content )

指定した文字オブジェクト bid に関して 文字オブジェクトの内容を更新します。

パラメータ
bid

文字オブジェクト ID。
content

新規データの文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifx_update_blob() - BLOB オブジェクトの内容を更新する

ifxus_close_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_close_slob — SLOB オブジェクトを削除する

説明

bool ifxus_close_slob ( int $bid )

指定した SLOB オブジェクト ID bid の SLOB オブジェクトを削除します。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

ifxus_open_slob() - SLOB オブジェクトをオープンする

ifxus_create_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_create_slob — SLOB オブジェクトを作成し、オープンする

説明

int ifxus_create_slob ( int $mode )

SLOB オブジェクトを作成し、オープンします。

パラメータ
mode

IFX_LO_RDONLY、 IFX_LO_WRONLY、IFX_LO_APPEND、 IFX_LO_RDWR、IFX_LO_BUFFER、 IFX_LO_NOBUFFER の組み合わせ。

返り値

新しい SLOB オブジェクトの ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifxus_close_slob() - SLOB オブジェクトを削除する
ifxus_free_slob() - SLOB オブジェクトを削除する

ifxus_free_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_free_slob — SLOB オブジェクトを削除する

説明

bool ifxus_free_slob ( int $bid )

SLOB オブジェクトを削除します。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ifxus_close_slob() - SLOB オブジェクトを削除する

ifxus_open_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_open_slob — SLOB オブジェクトをオープンする

説明

int ifxus_open_slob ( int $bid , int $mode )
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SLOB オブジェクトをオープンします。 bid は存在する SLOB ID である必要があります。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。
mode

IFX_LO_RDONLY、 IFX_LO_WRONLY、IFX_LO_APPEND、 IFX_LO_RDWR、IFX_LO_BUFFER、 IFX_LO_NOBUFFER の組み合わせ。

返り値

新しい SLOB オブジェクトの ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifxus_close_slob() - SLOB オブジェクトを削除する
ifxus_free_slob() - SLOB オブジェクトを削除する

ifxus_read_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_read_slob — SLOB オブジェクトから n バイト読みこむ

説明

string ifxus_read_slob ( int $bid , int $nbytes )

SLOB オブジェクトから nbytes バイトを読みこみます。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。
nbytes

読み込むバイト数。

返り値

SLOB の内容を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifxus_write_slob() - SLOB オブジェクトに文字列を書きこむ

ifxus_seek_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_seek_slob — 現在のファイル位置またはシーク位置を返す

説明

int ifxus_seek_slob ( int $bid , int $mode , int $offset )

オープンされた SLOB オブジェクトに関する 現在のファイルまたはシーク位置を設定します。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。
mode

0 = LO_SEEK_SET, 1 = LO_SEEK_CUR, 2 = LO_SEEK_END.
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offset

バイトオフセット。

返り値

シーク位置を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifxus_tell_slob() - 現在のファイルまたはシーク位置を返す

ifxus_tell_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_tell_slob — 現在のファイルまたはシーク位置を返す

説明

int ifxus_tell_slob ( int $bid )

オープンされた SLOB オブジェクトに関して 現在のファイルまたはシーク位置を返します。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。

返り値

シーク位置を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifxus_seek_slob() - 現在のファイル位置またはシーク位置を返す

ifxus_write_slob
(PHP 4, PHP <=5.2.0)

ifxus_write_slob — SLOB オブジェクトに文字列を書きこむ

説明

int ifxus_write_slob ( int $bid , string $content )

SLOB オブジェクトを文字列に書きこみます。

パラメータ
bid

既存の SLOB の ID。
content

書き込む内容を表す文字列。

返り値

書き込んだバイト数を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ifxus_read_slob() - SLOB オブジェクトから n バイト読みこむ

目次
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ifx_affected_rows — クエリで変更された行の数を得る
ifx_blobinfile_mode — 全ての select クエリに関するデフォルトの BLOB モードを設定する
ifx_byteasvarchar — デフォルトのバイトモードを設定する
ifx_close — Informix 接続を閉じる
ifx_connect — Informix サーバへの接続をオープンする
ifx_copy_blob — 指定した BLOB オブジェクトを二重化する
ifx_create_blob — BLOB オブジェクトを作成する
ifx_create_char — 文字オブジェクトを作成する
ifx_do — 事前に準備された SQL 文を実行する
ifx_error — 直近の Informix コールのエラーコードを返す
ifx_errormsg — 直近の Informix コールのエラーメッセージを返す
ifx_fetch_row — 行を連想配列として取得する
ifx_fieldproperties — SQL フィールドプロパティのリスト
ifx_fieldtypes — Informix SQL フィールドのリスト
ifx_free_blob — BLOB オブジェクトを削除する
ifx_free_char — 文字オブジェクトを削除する
ifx_free_result — クエリに関するリソースを解放する
ifx_get_blob — BLOB オブジェクトの内容を返す
ifx_get_char — 文字オブジェクトの内容を返す
ifx_getsqlca — クエリ実行後、sqlca.sqlerrd[0..5] の値を得る
ifx_htmltbl_result — クエリ結果の全行を HTML テーブルにフォーマットする
ifx_nullformat — 取得する行のデフォルトの返り値を設定する
ifx_num_fields — クエリのカラム数を返す
ifx_num_rows — クエリから既に取得された行の数を数える
ifx_pconnect — 持続的 Informix 接続をオープンする
ifx_prepare — SQL 文を実行用に準備する
ifx_query — Informix クエリを送信する
ifx_textasvarchar — デフォルトのテキストモードを設定する
ifx_update_blob — BLOB オブジェクトの内容を更新する
ifx_update_char — 文字オブジェクトの内容を更新する
ifxus_close_slob — SLOB オブジェクトを削除する
ifxus_create_slob — SLOB オブジェクトを作成し、オープンする
ifxus_free_slob — SLOB オブジェクトを削除する
ifxus_open_slob — SLOB オブジェクトをオープンする
ifxus_read_slob — SLOB オブジェクトから n バイト読みこむ
ifxus_seek_slob — 現在のファイル位置またはシーク位置を返す
ifxus_tell_slob — 現在のファイルまたはシーク位置を返す
ifxus_write_slob — SLOB オブジェクトに文字列を書きこむ

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Informix 関数

ifx_affected_rows — クエリで変更された行の数を得る
ifx_blobinfile_mode — 全ての select クエリに関するデフォルトの BLOB モードを設定する
ifx_byteasvarchar — デフォルトのバイトモードを設定する
ifx_close — Informix 接続を閉じる
ifx_connect — Informix サーバへの接続をオープンする
ifx_copy_blob — 指定した BLOB オブジェクトを二重化する
ifx_create_blob — BLOB オブジェクトを作成する
ifx_create_char — 文字オブジェクトを作成する
ifx_do — 事前に準備された SQL 文を実行する
ifx_error — 直近の Informix コールのエラーコードを返す
ifx_errormsg — 直近の Informix コールのエラーメッセージを返す
ifx_fetch_row — 行を連想配列として取得する
ifx_fieldproperties — SQL フィールドプロパティのリスト
ifx_fieldtypes — Informix SQL フィールドのリスト
ifx_free_blob — BLOB オブジェクトを削除する
ifx_free_char — 文字オブジェクトを削除する
ifx_free_result — クエリに関するリソースを解放する
ifx_get_blob — BLOB オブジェクトの内容を返す
ifx_get_char — 文字オブジェクトの内容を返す
ifx_getsqlca — クエリ実行後、sqlca.sqlerrd[0..5] の値を得る
ifx_htmltbl_result — クエリ結果の全行を HTML テーブルにフォーマットする
ifx_nullformat — 取得する行のデフォルトの返り値を設定する
ifx_num_fields — クエリのカラム数を返す
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ifx_num_rows — クエリから既に取得された行の数を数える
ifx_pconnect — 持続的 Informix 接続をオープンする
ifx_prepare — SQL 文を実行用に準備する
ifx_query — Informix クエリを送信する
ifx_textasvarchar — デフォルトのテキストモードを設定する
ifx_update_blob — BLOB オブジェクトの内容を更新する
ifx_update_char — 文字オブジェクトの内容を更新する
ifxus_close_slob — SLOB オブジェクトを削除する
ifxus_create_slob — SLOB オブジェクトを作成し、オープンする
ifxus_free_slob — SLOB オブジェクトを削除する
ifxus_open_slob — SLOB オブジェクトをオープンする
ifxus_read_slob — SLOB オブジェクトから n バイト読みこむ
ifxus_seek_slob — 現在のファイル位置またはシーク位置を返す
ifxus_tell_slob — 現在のファイルまたはシーク位置を返す
ifxus_write_slob — SLOB オブジェクトに文字列を書きこむ

IBM DB2、Cloudscape および Apache Derby

導入
これらの関数により、DB2 Call Level Interface (DB2 CLI) を使用した IBM DB2 Universal Database、IBM Cloudscape および Apache Derby データベースへのアクセスが可能となります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
IBM DB2 Universal Database for Linux・UNIX・Windows、 IBM Cloudscape、Apache Derby に接続するには、 PHP を稼動させるコンピュータ上に IBM DB2 Universal Database client がインストールされていなければなりません。 この拡張モジュールは、DB2 バージョ
ン 8.2 を対象にして開発およびテストが行われています。

IBM DB2 Universal Database for z/OS・iSeries に接続するには、IBM DB2 Connect あるいはそれと同等の DRDA ゲートウェイソフトウェアも必要となります。

Linux あるいは Unix についての要件
これらの関数を使用する前には、PHP 実行ファイルあるいは SAPI を実行するユーザで DB2 インスタンスを指定する必要があります。 php.ini で ibm_db2.instance_name を使用して DB2 インスタンス名を指定するか、 PHP 実行ファイルの起動前に DB2 インスタンスプロ
ファイルを 読み込むことができます。

例えば、db2inst1 という名前の DB2 インスタンスを /home/db2inst1/ に作成した場合には php.ini に以下の行を追加します。
ibm_db2.instance_name=db2inst1

php.ini にこれを指定しない場合は、 DB2 へのアクセス用の環境変数を設定するために 以下のコマンドを実行しなければなりません。
bash$ source /home/db2inst1/sqllib/db2profile

PHP が使用できる Web サーバからこれらの関数を使用するには、 php.ini で ibm_db2.instance_name を設定するか、 Web サーバの起動スクリプト (/etc/init.d/httpd あるいは /etc/init.d/apache であることが多いでしょう) で DB2 インスタンス環境変数を読み込む必要
があります。

インストール手順
ibm_db2 拡張モジュールをビルドするには、 DB2 アプリケーション開発用のヘッダファイルおよびライブラリが システムにインストールされていなければなりません。 これらのファイルはデフォルトではインストールされないので、 DB2 のインストーラをもう一度起動して
このオプションを追加する必要があります。 IBM DB2 Universal Database の » サポートサイト にてフリーで公開されている DB2 Application Development Client に、これらのヘッダファイルが含まれています。

既に DB2 がインストールされている Linux や Unix 上に DB2 アプリケーション開発用のヘッダおよびライブラリを追加した場合は、 DB2 インスタンス内のヘッダファイルやライブラリに対する シンボリックリンクを更新するため、 コマンド db2iupdt -e を実行しなければ
なりません。

ibm_db2 は » PECL 拡張モジュールなので、 PECL 拡張モジュールのインストール の手順にしたがって PHP にインストールすることができます。 まず、DB2 ヘッダファイルおよびライブラリの場所を指定するために 次のように configure コマンドを実行します。

http://www-306.ibm.com/software/data/db2/udb/support/downloadv8.html
http://www-306.ibm.com/software/data/db2/udb/support/downloadv8.html
http://pecl.php.net/
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bash$ ./configure --with-IBM_DB2=/path/to/DB2

configure コマンドのデフォルト値は /opt/IBM/db2/V8.1 となっています。

注意: IIS ユーザ向けの注意

ibm_db2 ドライバを Microsoft Internet Information Server (IIS) で使用する場合は、以下ようにする必要があります。

DB2 を、拡張オペレーティングセキュリティ (extended operating system security) つきでインストールします。
PHP のバイナリへのパス (デフォルトは C:\php\) を、システムの環境変数 PATH に追加します。
システムの環境変数をもうひとつ作成し、PHP.INI のある場所を指定します (例: PHPRC = C:\php\)。
IUSR_COMPUTERNAME を DB2USERS グループに追加します。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

ibm_db2 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

ibm_db2.binmode "1" PHP_INI_ALL  
ibm_db2.i5_all_pconnect "0" PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.6.5 以降で利用可能。
ibm_db2.i5_allow_commit "0" PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.4.9 以降で利用可能。
ibm_db2.i5_dbcs_alloc "0" PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.5.0 以降で利用可能。
ibm_db2.instance_name NULL PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.0.2 以降で利用可能。
ibm_db2.i5_ignore_userid "0" PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.8.0 以降で利用可能。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

ibm_db2.binmode integer

このオプションは、バイナリデータを PHP アプリケーションで 使用する際のモードを制御します。

1 (DB2_BINARY)

2 (DB2_CONVERT)

3 (DB2_PASSTHRU)

ibm_db2.i5_all_pconnect integer

このオプションは、PHP アプリケーションにおける i5 db2_connect() のオープンおよびクローズをオーバーライドします。 ibm_db2.i5_all_pconnect = 1 の場合は、すべての db2 接続が持続的なもの (db2_pconnect()) となります。i5/OS 上での db2_pconnect() は、
db2_connect() よりはるかによいパフォーマンスを提供します。 このオプションは、PHP のソースコードを変更せずに db2_connect() を db2_pconnect() として動作させられるので便利です。

0 db2_connect() のデフォルトのオープンおよびクローズです。

1 db2_connect() は db2_pconnect() でオーバーライドされ、持続的な接続のみを使用します。

ibm_db2.i5_allow_commit integer

このオプションは、i5 スキーマコレクションで使用するコミットモードを PHP アプリケーションで使用する際のモードを制御します。

0 はコミットしません (オーバーライドについては i5_commit を参照ください)。

1 はコミットを許可します (オーバーライドについては i5_commit を参照ください)。

ibm_db2.i5_dbcs_alloc integer

このオプションは、ラージ DBCS カラムバッファ用の内部 ibm_db2 アロケーションスキームを制御します。

0 は拡張アロケーションを使用しません (オーバーライドについては i5_dbcs_alloc を参照ください)。

1 は拡張アロケーションを使用します (オーバーライドについては i5_dbcs_alloc を参照ください)。

ibm_db2.instance_name string

Linux および UNIX では、カタログデータベースへの接続に使用する インスタンス名をこのオプションで指定します。 このオプションは、環境変数 DB2INSTANCE の設定を上書きします。

Windows では、このオプションは無視されます。

ibm_db2.i5_ignore_userid integer

このオプションは、PHP アプリケーション内での i5 db2_(p)connect のユーザ ID とパスワードをオーバーライドします。 ibm_db2.i5_ignore_userid = 1 の場合は、 すべての db2 (p)connections がユーザ ID とパスワードに null を使用するようになります。 したがっ
て、Apache のジョブは現在のプロファイル (NOBODY) で接続するようになります。 このオーバーライドを使用するのは、シンプルな DB2 ベースのウェブサイトで プロファイルの切り替えが不要な場合のみです。これを使用すると、 サーバモードで追加の QSQSRVR
ジョブを行うオーバーヘッドを回避できます。 これは、db2_(p)connect でユーザ ID とパスワードに null 値を設定するという作業を PHP のソースコードを変更することなしに行えるようにするものです。 このオーバーライドは ibm_db2.i5_all_pconnect = 1 でも使用す
ることができます。
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0 db2_(p)connect で、指定したユーザ ID とパスワードで接続します。

1 db2_(p)connect は、ユーザ ID とパスワードを null でオーバーライドします。

リソース型
ibm_db2 拡張モジュールは、接続リソース・ステートメントリソース および結果セットリソースを返します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

DB2_BINARY (integer)
バイナリデータをそのままの形式で返します。デフォルトのモードです。

DB2_CONVERT (integer)
バイナリデータを十六進表現にエンコードし、ASCII 文字列として返します。

DB2_PASSTHRU (integer)
バイナリデータを NULL 値に変換します。

DB2_SCROLLABLE (integer)
ステートメントのリソースとして、スクロール可能なカーソルを指定します。 このモードでは結果セット内の行へのランダムアクセスが可能となりますが、 現在は IBM DB2 Universal Database でしかサポートされていません。

DB2_FORWARD_ONLY (integer)
ステートメントのリソースとして、前進のみ可能なカーソルを指定します。 これはデフォルトのカーソル型であり、 すべてのデータベースサーバでサポートされています。

DB2_PARAM_IN (integer)
PHP 変数を、ストアドプロシージャの IN パラメータとしてバインドします。

DB2_PARAM_OUT (integer)
PHP 変数を、ストアドプロシージャの OUT パラメータとしてバインドします。

DB2_PARAM_INOUT (integer)
PHP 変数を、ストアドプロシージャの INOUT パラメータとしてバインドします。

DB2_PARAM_FILE (integer)
カラムを直接ファイルにバインドし、そのデータを読み込みます。

DB2_AUTOCOMMIT_ON (integer)
自動コミットを有効にします。

DB2_AUTOCOMMIT_OFF (integer)
自動コミットを無効にします。

DB2_DOUBLE (integer)
変数を、データ型 DOUBLE、FLOAT あるいは REAL にバインドします。

DB2_LONG (integer)
変数を、データ型 SMALLINT、INTEGER あるいは BIGINT にバインドします。

DB2_CHAR (integer)
変数を、データ型 CHAR あるいは VARCHAR にバインドします。

DB2_CASE_NATURAL (integer)
カラム名の大文字小文字を変換せずに返します。

DB2_CASE_LOWER (integer)
カラム名を小文字に変換して返します。

DB2_CASE_UPPER (integer)
カラム名を大文字に変換して返します。

DB2_DEFERRED_PREPARE_ON (integer)
指定したステートメントリソースについて、遅延プリペアを有効にします。

DB2_DEFERRED_PREPARE_OFF (integer)
指定したステートメントリソースについて、遅延プリペアを無効にします。

IBM DB2 関数

db2_autocommit
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_autocommit — データベース接続の AUTOCOMMIT の状態を取得または設定する

説明

mixed db2_autocommit ( resource $connection [, bool $value ] )

指定した接続リソースについての AUTOCOMMIT の状態を設定あるいは取得します。
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パラメータ
connection

db2_connect() あるいは db2_pconnect() が返した有効なデータベース接続リソース。
value

以下の定数のいずれか。

DB2_AUTOCOMMIT_OFF

AUTOCOMMIT を無効にします。

DB2_AUTOCOMMIT_ON

AUTOCOMMIT を有効にします。

返り値

db2_autocommit() に connection パラメータのみを渡した場合、 指定した接続の AUTOCOMMIT の状態を整数値で返します。 0 の場合は無効、1 の場合は有効です。

db2_autocommit() に connection および autocommit の両方のパラメータを渡した場合、 指定した接続の AUTOCOMMIT を対応する状態に設定します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 接続の AUTOCOMMIT 値の取得

以下の例では、AUTOCOMMIT を無効にした接続について db2_autocommit() 関数で調べます。
<?php
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF);
$conn = db2_connect($database, $user, $password, $options);
$ac = db2_autocommit($conn);
if ($ac == 0) {
    print "$ac -- AUTOCOMMIT は無効です。";
} else {
    print "$ac -- AUTOCOMMIT が有効です。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

0 -- AUTOCOMMIT は無効です。

例2 接続の AUTOCOMMIT 値の設定

以下の例では、AUTOCOMMIT を無効にして作成した接続の AUTOCOMMIT を変更し、有効にします。
<?php
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF);
$conn = db2_connect($database, $user, $password, $options);

// AUTOCOMMIT を有効にします
$rc = db2_autocommit($conn, DB2_AUTOCOMMIT_ON);
if ($rc) {
    print "AUTOCOMMIT を有効にしました。\n";
}

// AUTOCOMMIT の状態を調べます
$ac = db2_autocommit($conn);
if ($ac == 0) {
    print "$ac -- AUTOCOMMIT は無効です。";
} else {
    print "$ac -- AUTOCOMMIT が有効です。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

AUTOCOMMIT を有効にしました。
1 -- AUTOCOMMIT が有効です。

参考

db2_connect() - データベースへの接続を返す
db2_pconnect() - データベースへの持続的接続を返す

db2_bind_param
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_bind_param — PHP 変数を SQL 文のパラメータにバインドする

説明
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bool db2_bind_param ( resource $stmt , int $parameter-number , string $variable-name [, int $parameter-type [, int $data-type = 0 [, int $precision = -1 [, int $scale = 0 ]]]] )

db2_prepare() が返したステートメントリソース内の SQL 文のパラメータに PHP 変数をバインドします。 db2_execute() へのオプション配列の一部として 変数を渡すのに比べ、この関数を使用すると パラメータの型、データの型、精度、位取りなどの詳細を制御できるよう
になります。

パラメータ
stmt

db2_prepare() が返すプリペアドステートメント。
parameter-number

プリペアドステートメントのパラメータの位置。 1 から始まります。
variable-name

parameter-number で指定したパラメータに バインドする PHP 変数の名前を表す文字列。
parameter-type

A constant specifying whether the PHP variable should be bound to the PHP 変数を SQL パラメータにバインドする際に 入力パラメータとするのか (DB2_PARAM_IN) 出力パラメータとするのか (DB2_PARAM_OUT) あるいは入出力両方を許可するのか
(DB2_PARAM_INOUT) を指定する定数。 メモリのオーバーヘッドを避けるため、DB2_PARAM_FILE を指定して PHP 変数をファイルにバインドし、 ファイルからラージオブジェクト (BLOB、CLOB あるいは DBCLOB) データを読み込むようにするすることも可能です。

data-type

PHP 変数をどの SQL データ型にバインドするのかを指定する定数。 DB2_BINARY、 DB2_CHAR、DB2_DOUBLE あるいは DB2_LONG のうちのいずれか。
precision

変数をデータベースにバインドする際の精度を指定します。 このパラメータは、ストアドプロシージャから XML 出力の値を取得する際にも使用します。 非負の値を指定すると、それがデータベースから取得する XML データの最大サイズとなります。 このパラメータを使
用しない場合は、 ストアドプロシージャから XML 出力を取得する際の最大サイズを デフォルトの 1MB とみなします。

scale

変数をデータベースにバインドする際の位取りを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PHP 変数をプリペアドステートメントにバインドする

以下の例の SQL 文では、WHERE 句の中で 2 つの入力パラメータを使用しています。 この 2 つのパラメータに PHP 変数をバインドするために db2_bind_param() をコールします。 db2_bind_param() をコールする前に PHP 変数を宣言したり代入したりする必要がないこと
に注意しましょう。 この例では、$lower_limit については db2_bind_param() がコールされる前に 値が代入されていますが、$upper_limit については db2_bind_param() をコールした後で代入されています。 db2_execute() をコールする前には、 必ず変数をバインドし
なければなりません。また、入力パラメータについては 何らかの値を代入しておく必要があります。
<?php

$sql = 'SELECT name, breed, weight FROM animals
    WHERE weight > ? AND weight < ?';
$conn = db2_connect($database, $user, $password);
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);

// db2_bind_param() のコール前に変数を宣言できます
$lower_limit = 1;

db2_bind_param($stmt, 1, "lower_limit", DB2_PARAM_IN);
db2_bind_param($stmt, 2, "upper_limit", DB2_PARAM_IN);

// また、db2_bind_param() をコールした後で変数を宣言することも可能です
$upper_limit = 15.0;

if (db2_execute($stmt)) {
    while ($row = db2_fetch_array($stmt)) {
        print "{$row[0]}, {$row[1]}, {$row[2]}\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Pook, cat, 3.2
Rickety Ride, goat, 9.7
Peaches, dog, 12.3

例2 IN および OUT パラメータを使用したストアドプロシージャのコール

以下の例のストアドプロシージャ match_animal は、 3 つのさまざまなパラメータを受け取ります。

1. 最初の動物の名前を入力として受け取る 入力 (IN) パラメータ。

2. 2 番目の動物の名前を入力として受け取り、その名前に一致する動物が データベースに存在する場合に文字列 TRUE を返す、入出力 (INOUT) パラメータ。

3. 指定した 2 匹の動物の合計体重を返す、出力 (OUT) パラメータ。
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さらにこのストアドプロシージャは結果セットを返します。その内容は、 最初のパラメータで指定した動物から 2 番目のパラメータで指定した動物までの 動物の一覧をアルファベット順に並べたものとなります。
<?php

$sql = 'CALL match_animal(?, ?, ?)';
$conn = db2_connect($database, $user, $password);
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);

$name = "Peaches";
$second_name = "Rickety Ride";
$weight = 0;

db2_bind_param($stmt, 1, "name", DB2_PARAM_IN);
db2_bind_param($stmt, 2, "second_name", DB2_PARAM_INOUT);
db2_bind_param($stmt, 3, "weight", DB2_PARAM_OUT);

print "コール前のバインド変数の値:\n";
print "  1: {$name} 2: {$second_name} 3: {$weight}\n\n";

if (db2_execute($stmt)) {
    print "コール後のバインド変数の値:\n";
    print "  1: {$name} 2: {$second_name} 3: {$weight}\n\n";

    print "結果:\n";
    while ($row = db2_fetch_array($stmt)) {
        print "  {$row[0]}, {$row[1]}, {$row[2]}\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。

コール前のバインド変数の値:
  1: Peaches 2: Rickety Ride 3: 0

コール後のバインド変数の値:
  1: Peaches 2: TRUE 3: 22

結果:
  Peaches, dog, 12.3
  Pook, cat, 3.2
  Rickety Ride, goat, 9.7

例3 バイナリラージオブジェクト (BLOB) をファイルから直接挿入する

ラージオブジェクトのデータは、通常は XML ドキュメントあるいは 音声ファイルのようなファイルに保存されています。 いったんファイルの内容を PHP 変数に読み込んだうえで SQL 文にバインドする代わりに、ファイルを直接 sql 文の入力パラメータに バインドすることで
メモリのオーバーヘッドを避けることができます。 以下の例で、BLOB カラムにファイルを直接バインドする方法を説明します。
<?php
$stmt = db2_prepare($conn, "INSERT INTO animal_pictures(picture) VALUES (?)");

$picture = "/opt/albums/spook/grooming.jpg";
$rc = db2_bind_param($stmt, 1, "picture", DB2_PARAM_FILE);
$rc = db2_execute($stmt);
?>

参考

db2_execute() - プリペアドステートメントを実行する
db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する

db2_client_info
(PECL ibm_db2 >= 1.1.1)

db2_client_info — DB2 データベースクライアントの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す

説明

object db2_client_info ( resource $connection )

この関数は、DB2 データベースクライアントについての情報を 読み取り専用のプロパティに保持するオブジェクトを返します。 以下の表は、DB2 クライアントプロパティの一覧です。

DB2 クライアントプロパティ

プロパティ名 返り値の
型 説明

APPL_CODEPAGE int アプリケーションのコードページ。
CONN_CODEPAGE int 現在の接続のコードページ。
DATA_SOURCE_NAME string 現在のデータベース接続に使用されているデータソース名 (DSN)。
DRIVER_NAME string DB2 コールレベルインターフェイス (CLI) の仕様を実装した ライブラリの名前。
DRIVER_ODBC_VER string DB2 クライアントがサポートしている ODBC のバージョン。 "MM.mm" という形式の文字列で、MM がメジャーバージョン、mm がマイナーバージョンを表します。DB2 クライアントは、 常に "03.51" を返します。

DRIVER_VER string クライアントのバージョン。"MM.mm.uuuu" という形式の文字列で、 MM がメジャーバージョン、 mm がマイナーバージョン、 そして uuuu がアップデートを表します。 例えば "08.02.0001" は メジャーバージョン 8、マイナー
バージョン 2、アップデート 1 を表します。
クライアントがサポートする ODBC SQL 構文レベル。

MINIMUM
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ODBC_SQL_CONFORMANCE string

最小限の ODBC SQL 構文をサポートします。

CORE

コア ODBC SQL をサポートします。

EXTENDED

拡張 ODBC SQL 構文をサポートします。

ODBC_VER string ODBC ドライバマネージャがサポートする ODBC のバージョン。 "MM.mm.rrrr" という形式の文字列で、 MM がメジャーバージョン、 mm がマイナーバージョン、 そして rrrr がリリースを表します。 DB2 クライアントは、常に
"03.01.0000" を返します。

パラメータ
connection

アクティブな DB2 クライアント接続を指定します。

返り値

成功した場合にオブジェクト、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 db2_client_info() の例

クライアントの情報を取得するには、有効なデータベース接続リソースを db2_client_info() に渡す必要があります。
<?php
$conn = db2_connect( 'SAMPLE', 'db2inst1', 'ibmdb2' );
$client = db2_client_info( $conn );

if ($client) {
    echo "DRIVER_NAME: ";           var_dump( $client->DRIVER_NAME );
    echo "DRIVER_VER: ";            var_dump( $client->DRIVER_VER );
    echo "DATA_SOURCE_NAME: ";      var_dump( $client->DATA_SOURCE_NAME );
    echo "DRIVER_ODBC_VER: ";       var_dump( $client->DRIVER_ODBC_VER );
    echo "ODBC_VER: ";              var_dump( $client->ODBC_VER );
    echo "ODBC_SQL_CONFORMANCE: ";  var_dump( $client->ODBC_SQL_CONFORMANCE );
    echo "APPL_CODEPAGE: ";         var_dump( $client->APPL_CODEPAGE );
    echo "CONN_CODEPAGE: ";         var_dump( $client->CONN_CODEPAGE );
}
else {
    echo "クライアント情報の取得エラー。
     おそらくデータベース接続が無効です。";
}
db2_close($conn);

?>

上の例の出力は以下となります。
DRIVER_NAME: string(8) "libdb2.a"
DRIVER_VER: string(10) "08.02.0001"
DATA_SOURCE_NAME: string(6) "SAMPLE"
DRIVER_ODBC_VER: string(5) "03.51"
ODBC_VER: string(10) "03.01.0000"
ODBC_SQL_CONFORMANCE: string(8) "EXTENDED"
APPL_CODEPAGE: int(819)
CONN_CODEPAGE: int(819)

参考

db2_server_info() - DB2 データベースサーバの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す

db2_close
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_close — データベース接続を閉じる

説明

bool db2_close ( resource $connection )

この関数は、db2_connect() で作成した DB2 クライアント接続を閉じ、データベースサーバへのリソースを返します。

db2_pconnect() で作成した持続的 DB2 クライアント接続を閉じようとするとその要求は無視され、 次にコールされるときまで持続的 DB2 クライアント接続はそのまま残ります。

パラメータ
connection
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アクティブな DB2 クライアント接続を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 接続を閉じる

以下では IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースとの接続が正常に閉じられた場合の例を示します。
<?php
$conn = db2_connect('SAMPLE', 'db2inst1', 'ibmdb2');
$rc = db2_close($conn);
if ($rc) {
    echo "接続が正しく閉じられました。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

接続が正しく閉じられました。

参考

db2_connect() - データベースへの接続を返す
db2_pclose() - 持続的データベース接続を閉じる
db2_pconnect() - データベースへの持続的接続を返す

db2_column_privileges
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_column_privileges — テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す

説明

resource db2_column_privileges ( resource $connection [, string $qualifier [, string $schema [, string $table-name [, string $column-name ]]]] )

テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。すべてのスキーマに一致させるには、 NULL あるいは空の文字列を渡します。
table-name

テーブルあるいはビューの名前。データベース内のすべてのテーブルに一致させるには、 NULL あるいは空の文字列を渡します。
column-name

カラムの名前。テーブル内のすべてのカラムに一致させるには、 NULL あるいは空の文字列を渡します。

返り値

指定したパラメータに一致するカラムの権限情報を含むステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
TABLE_CAT カタログの名前。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
TABLE_SCHEM スキーマの名前。
TABLE_NAME テーブルあるいはビューの名前。
COLUMN_NAME カラムの名前。
GRANTOR その権限を与えたユーザの認証 ID。
GRANTEE その権限を与えられたユーザの認証 ID。
PRIVILEGE カラムの権限。
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IS_GRANTABLE GRANTEE が、この権限を他のユーザに与えることができるかどうか。

参考

db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_columns
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_columns — テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

説明

resource db2_columns ( resource $connection [, string $qualifier [, string $schema [, string $table-name [, string $column-name ]]]] )

テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。すべてのスキーマに一致させるには、 '%' を渡します。
table-name

テーブルあるいはビューの名前。データベース内のすべてのテーブルに一致させるには、 NULL あるいは空の文字列を渡します。
column-name

カラムの名前。テーブル内のすべてのカラムに一致させるには、 NULL あるいは空の文字列を渡します。

返り値

指定したパラメータに一致するカラムの情報を含む結果セットの ステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
TABLE_CAT カタログの名前。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
TABLE_SCHEM スキーマの名前。
TABLE_NAME テーブルあるいはビューの名前。
COLUMN_NAME カラムの名前。
DATA_TYPE カラムの SQL データ型を整数値で表したもの。
TYPE_NAME カラムのデータ型を文字列で表したもの。
COLUMN_SIZE カラムのサイズを表す整数値。
BUFFER_LENGTH このカラムのデータを保存するために必要な最大のバイト数。
DECIMAL_DIGITS カラムの位取り。位取りが適用できない場合は NULL。
NUM_PREC_RADIX 10 (正確な数値データ型を表す)、 2 (概数データ型を表す)、 あるいは NULL (基数が適用できないデータ型を表す) のいずれか。
NULLABLE カラムが null 値をとることができるかどうかを表す整数値。
REMARKS カラムの説明。
COLUMN_DEF カラムのデフォルト値。
SQL_DATA_TYPE カラムのサイズを表す整数値。
SQL_DATETIME_SUB datetime 型のコードを表す整数値、 あるいはこれが適用できない SQL データ型である場合に NULL。
CHAR_OCTET_LENGTH文字型のカラムにおける最大のオクテット数。 シングルバイト文字セットのデータの場合、これは COLUMN_SIZE に一致します。文字型でないカラムの場合は NULL となります。
ORDINAL_POSITION テーブル内でのカラムの位置を表す、1 から始まるインデックス。
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IS_NULLABLE カラムが null 値をとることができるかどうかを表す文字列。 'YES' の場合は null 値をとることができ、 'NO' の場合はできません。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_commit
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_commit — トランザクションをコミットする

説明

bool db2_commit ( resource $connection )

指定した接続リソース上で実行中のトランザクションをコミットし、 新しいトランザクションを開始します。PHP アプリケーションのデフォルトは AUTOCOMMIT モードなので、接続リソースに対して AUTOCOMMIT を無効にしていない限り db2_commit() は必要ありませ
ん。

パラメータ
connection

db2_connect() あるいは db2_pconnect() が返した有効なデータベース接続リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

db2_autocommit() - データベース接続の AUTOCOMMIT の状態を取得または設定する
db2_rollback() - トランザクションをロールバックする

db2_conn_error
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_conn_error — 直近の接続から返された SQLSTATE を含む文字列を返す

説明

string db2_conn_error ([ resource $connection ] )

db2_conn_error() は、データベースへの直近の接続が 失敗した原因を表す SQLSTATE を返します。接続が失敗した場合には、 db2_connect() は FALSE を返します。 この場合、SQLSTATE の値を取得するために db2_conn_error() に何もパラメータを渡す必要はありませ
ん。

しかし、接続は成功したもののその後に無効になった場合は、 パラメータ connection を指定することで 特定の接続についての SQLSTATE を取得することができます。

SQLSTATE の値の意味を調べるには、DB2 コマンドラインプロセッサのプロンプトで 次のコマンドを発行します。 db2 '? sqlstate-value' また、db2_conn_errormsg() をコールして、 明示的なエラーメッセージと、それに関連する SQLCODE の値を取得することも可能で
す。

パラメータ
connection

当初は成功したものの、その後に無効になった接続に 関連付けられた接続リソース。

返り値

失敗した接続試行の結果を表す SQLSTATE を返します。 直近の接続試行に関連するエラーがない場合には空の文字列を返します。
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例

例1 失敗した接続試行からの SQLSTATE の取得

以下の例では、db2_connect() に わざと無効なパラメータを渡し、SQLSTATE を取得しています。
<?php
$conn = db2_connect('badname', 'baduser', 'badpassword');
if (!$conn) {
    print "SQLSTATE の値: " . db2_conn_error();
}
?>

上の例の出力は以下となります。

SQLSTATE の値: 08001

参考

db2_conn_errormsg() - 直近の接続エラーメッセージおよび SQLCODE を返す
db2_connect() - データベースへの接続を返す
db2_stmt_error() - SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_stmt_errormsg() - 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す

db2_conn_errormsg
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_conn_errormsg — 直近の接続エラーメッセージおよび SQLCODE を返す

説明

string db2_conn_errormsg ([ resource $connection ] )

db2_conn_errormsg() は、データベースへの直近の接続が 失敗した原因を表す SQLCODE およびエラーメッセージを返します。 接続が失敗した場合には、db2_connect() は FALSE を返します。 この場合、エラーメッセージおよび SQLSTATE の値を取得するために
db2_conn_errormsg() に何もパラメータを渡す必要はありません。

しかし、接続は成功したもののその後に無効になった場合は、 パラメータ connection を指定することで 特定の接続についてのエラーメッセージおよび SQLSTATE を取得することができます。

パラメータ
connection

当初は成功したものの、その後に無効になった接続に 関連付けられた接続リソース。

返り値

失敗した接続試行の結果を表すエラーメッセージおよび SQLSTATE を返します。 直近の接続試行に関連するエラーがない場合には、 db2_conn_errormsg() はn空の文字列を返します。

例

例1 失敗した接続試行からのエラーメッセージの取得

以下の例では、db2_connect() に わざと無効なパラメータを渡し、エラーメッセージおよび SQLSTATE を取得しています。
<?php
$conn = db2_connect('badname', 'baduser', 'badpassword');
if (!$conn) {
    print db2_conn_errormsg();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
[IBM][CLI Driver] SQL1013N  The database alias name
or database name "BADNAME" could not be found.  SQLSTATE=42705
 SQLCODE=-1013

参考

db2_conn_error() - 直近の接続から返された SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_connect() - データベースへの接続を返す
db2_stmt_error() - SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_stmt_errormsg() - 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す

db2_connect
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(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_connect — データベースへの接続を返す

説明

resource db2_connect ( string $database , string $username , string $password [, array $options ] )

IBM DB2 Universal Database、IBM Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの新しい接続を作成します。

パラメータ
database

データベースへのカタログ接続の場合には、database は DB2 クライアントカタログ内でのデータベースエイリアスを表します。

データベースへの非カタログ接続の場合には、 database は以下のような形式の接続文字列を表します。
DATABASE=database;HOSTNAME=hostname;PORT=port;PROTOCOL=TCPIP;UID=username;PWD=password;

それぞれのパラメータは以下の内容を表します。
database

データベースの名前。
hostname

データベースサーバのホスト名あるいは IP アドレス。
port

データベースが要求を待ち受ける TCP/IP ポート。
username

データベースに接続するユーザ名。
password

データベースに接続するパスワード。
username

データベースに接続するユーザ名。

カタログでない接続の場合は、NULL あるいは空の文字列を渡す必要があります。
password

データベースに接続するパスワード。

カタログでない接続の場合は、NULL あるいは空の文字列を渡す必要があります。
options

接続の振る舞いを指定する接続オプションの連想配列。 使用可能なキーは以下のとおりです。
autocommit

DB2_AUTOCOMMIT_ON を渡すと、 この接続ハンドルで自動コミットを有効にします。

DB2_AUTOCOMMIT_OFF を渡すと、 この接続ハンドルで自動コミットを無効にします。
DB2_ATTR_CASE

DB2_CASE_NATURAL を渡すと、 カラム名の大文字小文字を変換せずに返します。

DB2_CASE_LOWER を渡すと、 カラム名を小文字に変換して返します。

DB2_CASE_UPPER を渡すと、 カラム名を大文字に変換して返します。
CURSOR

DB2_FORWARD_ONLY を渡すと、 ステートメントリソースで前進のみのカーソルを使用します。 これはデフォルトのカーソル型であり、 すべてのデータベースサーバでサポートされています。

DB2_SCROLLABLE を渡すと、 ステートメントリソースでスクロール可能なカーソルを使用します。 このモードでは結果セット内の行へのランダムアクセスが可能となりますが、 現在は IBM DB2 Universal Database でしかサポートされていません。

以下の新しいオプションは、ibm_db2 のバージョン 1.7.0 以降で使用可能です。
trustedcontext

DB2_TRUSTED_CONTEXT_ENABLE を渡すと、この接続ハンドルでの信頼済みコンテキストを有効にします。 このパラメータを db2_set_option() で設定することはできません。
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このキーは、カタログ接続の場合 (たとえローカルデータベースであっても) あるいは接続時に完全な DSN を指定した場合にのみ動作します。

データベースをカタログするには次のコマンドを実行します。
db2 catalog tcpip node loopback remote <SERVERNAME> server <SERVICENAME>
db2 catalog database <LOCALDBNAME> as <REMOTEDBNAME> at node loopback
db2 "update dbm cfg using svcename <SERVICENAME>"
db2set DB2COMM=TCPIP

以下の新しい i5/OS オプションは、ibm_db2 のバージョン 1.5.1 以降で使用可能です。
i5_lib

未解決のファイル参照を解決する際に使用するデフォルトのライブラリを指定します。 システムのネーミングモードを使用している接続の場合は、これは無効です。
i5_naming

DB2_I5_NAMING_ON は、DB2 UDB CLI iSeries のシステムネーミングモードを有効にします。ファイルの識別の際、 区切り文字としてスラッシュ (/) を使用します。 識別されないファイルの解決には、ジョブのライブラリ一覧を使用します。

DB2_I5_NAMING_OFF は、DB2 UDB CLI のデフォルトのネーミングモード (SQL ネーミング) を無効にします。 ファイルの識別の際、区切り文字としてピリオド (.) を使用します。 識別されないファイルの解決には、 デフォルトのライブラリあるいは現在のユーザ
ID を使用します。

i5_commit

i5_commit 属性は、 db2_connect() の前に設定しなければなりません。 接続が確立された後にこの値が変更され、その接続がリモートデータソースに対するものだった場合は、 その接続ハンドルに対してもう一度 db2_connect() がコールされるまで変更は反映さ
れません。

注意:

php.ini の設定は ibm_db2.i5_allow_commit==0 あるいは DB2_I5_TXN_NO_COMMIT がデフォルトです。 しかし、その設定よりも i5_commit オプションの内容のほうが優先されます。

DB2_I5_TXN_NO_COMMIT - コミットの管理を使用しません。

DB2_I5_TXN_READ_UNCOMMITTED - ダーティリード、 反復不能読み取り、ファントムリードが発生する可能性があります。

DB2_I5_TXN_READ_COMMITTED - ダーティリードは発生しません。 反復不能読み取り、ファントムリードが発生する可能性があります。

DB2_I5_TXN_REPEATABLE_READ - ダーティリード、 反復不能読み取りは発生しません。 ファントムリードが発生する可能性があります。

DB2_I5_TXN_SERIALIZABLE - トランザクションの一貫性を保持します。 ダーティリード、反復不能読み取り、ファントムリードは発生しません。
i5_query_optimize

DB2_FIRST_IO すべてのクエリは、結果の一行目をできるだけ早く返すように最適化されます。 これが有効なのは、出力の制御をユーザが行う場合です。出力の制御とは、 たとえば、出力の最初のページを見てそこで処理を停止させるなどのことです。 OPTIMIZE
FOR nnn ROWS 句を指定したクエリは、その指定が優先されます。

DB2_ALL_IO すべてのクエリは、結果全体をできるだけ短時間で取得できるように最適化されます。 これは、結果をファイルや帳票に書き出す場合に有用なオプションです。 あるいは出力データを順次処理するインターフェイスなどにも有用です。 OPTIMIZE FOR
nnn ROWS 句を指定したクエリは、その指定が優先されます。 これはデフォルトの設定です。

i5_dbcs_alloc

DB2_I5_DBCS_ALLOC_ON は、 DBCS トランザクションカラムサイズ用の DB2 6X アロケーションを有効にします。

DB2_I5_DBCS_ALLOC_OFF は、 DBCS トランザクションカラムサイズ用の DB2 6X アロケーションを無効にします。

注意: php.ini では ibm_db2.i5_dbcs_alloc==0 あるいは DB2_I5_DBCS_ALLOC_OFF がデフォルト設定となっています。 しかし、i5_dbcs_alloc の値のほうが優先されます。
i5_date_fmt

DB2_I5_FMT_ISO - 国際標準化機構 (ISO) の日付書式 yyyy-mm-dd を使用します。デフォルトです。

DB2_I5_FMT_USA - 合衆国の日付書式 mm/dd/yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_EUR - 欧州の日付書式 dd.mm.yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_JIS - 日本工業規格 (JIS) の日付書式 yyyy-mm-dd を使用します。

DB2_I5_FMT_MDY - 日付書式 mm/dd/yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_DMY - 日付書式 dd/mm/yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_YMD - 日付書式 yy/mm/dd を使用します。

DB2_I5_FMT_JUL - ユリウス日 yy/ddd を使用します。

DB2_I5_FMT_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。
i5_date_sep

DB2_I5_SEP_SLASH - スラッシュ ( / ) を日付の区切り文字として使用します。 デフォルトです。

DB2_I5_SEP_DASH - ダッシュ ( - ) を日付の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_PERIOD - ピリオド ( . ) を日付の区切り文字として使用します。
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DB2_I5_SEP_COMMA - カンマ ( , ) を日付の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_BLANK - ブランクを日付の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。
i5_time_fmt

DB2_I5_FMT_ISO - 国際標準化機構 (ISO) の時刻書式 hh.mm.ss を使用します。デフォルトです。

DB2_I5_FMT_USA - 合衆国の時刻書式 hh:mmxx を使用します。xx には AM あるいは PM が入ります。

DB2_I5_FMT_EUR - 欧州の時刻書式 hh.mm.ss を使用します。

DB2_I5_FMT_JIS - 日本工業規格 (JIS) の時刻書式 hh:mm:ss を使用します。

DB2_I5_FMT_HMS - hh:mm:ss を使用します。
i5_time_sep

DB2_I5_SEP_COLON - コロン ( : ) を時刻の区切り文字として使用します。 デフォルトです。

DB2_I5_SEP_PERIOD - ピリオド ( . ) を時刻の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_COMMA - カンマ ( , ) を時刻の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_BLANK - ブランクを時刻の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。
i5_decimal_sep

DB2_I5_SEP_PERIOD - ピリオド ( . ) を小数点として使用します。 デフォルトです。

DB2_I5_SEP_COMMA - カンマ ( , ) を小数点として使用します。

DB2_I5_SEP_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。

以下の新しい i5/OS オプションは、ibm_db2 のバージョン 1.8.0 以降で使用可能です。
i5_libl

ファイル参照を解決する際に用いるライブラリ一覧を表す文字。 ライブラリ一覧の項目を指定する際は、空白で区切って 'i5_libl'=>"MYLIB YOURLIB ANYLIB" のようにします。

注意:

i5_libl は qsys2/qcmdexc('cmd',cmdlen) をコールします。 これは i5/OS V5R4 以降でのみ使用可能です。

返り値

接続に成功した場合は接続ハンドルリソースを返します。 接続に失敗した場合は、db2_connect() は FALSE を返します。

例

例1 カタログ接続の作成

カタログ接続を行うには、DB2 コマンドラインプロセッサ (CLP) あるいは DB2 Configuration Assistant を使用して 事前に対象データベースをカタログしておく必要があります。
<?php
$database = 'SAMPLE';
$user = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

$conn = db2_connect($database, $user, $password);

if ($conn) {
    echo "接続に成功しました。";
    db2_close($conn);
}
else {
    echo "接続に失敗しました。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

接続に成功しました。

例2 非カタログ接続の作成

非カタログ接続の場合は、データベースに動的に接続することができます。
<?php
$database = 'SAMPLE';
$user = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';
$hostname = 'localhost';
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$port = 50000;

$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;" .
  "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=TCPIP;UID=$user;PWD=$password;";
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

if ($conn) {
    echo "接続に成功しました。";
    db2_close($conn);
}
else {
    echo "接続に失敗しました。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

接続に成功しました。

例3 自動コミットをデフォルトで無効にした接続の作成

オプションの配列を db2_connect() に渡すことで、接続ハンドルのデフォルトの振る舞いを変更できます。
<?php
$database = 'SAMPLE';
$user = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF);

$conn = db2_connect($database, $user, $password, $options);

if ($conn) {
    echo "接続に成功しました。\n";
    if (db2_autocommit($conn)) {
         echo "自動コミットが有効です。\n";
    }
    else {
         echo "自動コミットは無効です。\n";
    }
    db2_close($conn);
}
else {
    echo "接続に失敗しました。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

接続に成功しました。
自動コミットは無効です。

例4 i5/OS best performance

i5/OS で最高のパフォーマンスを引き出すためには、ibm_db2 1.5.1 を使用した PHP アプリケーションで db2_connect() にデフォルトのホスト、ユーザ ID およびパスワードを使用します。
<?php
  $library = "ADC";
  $i5 = db2_connect("", "", "", array("i5_lib"=>"qsys2"));
  $result = db2_exec($i5, 
       "select * from systables where table_schema = '$library'");
  while ($row = db2_fetch_both($result)) {               
     echo $row['TABLE_NAME']."</br>";                     
  }                                                      
  db2_close($i5);
?>

上の例の出力は以下となります。
ANIMALS
NAMES
PICTURES

例5 信頼済みコンテキストの使用

次の例は、信頼済みのコンテキストを有効にしてユーザを変更し、現在のユーザ ID を取得するものです。
<?php

$database = "SAMPLE";
$hostname = "localhost";
$port = 50000;
$authID = "db2inst1";
$auth_pass = "ibmdb2";

$tc_user = "tcuser";
$tc_pass = "tcpassword";

$dsn = "DATABASE=$database;HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;
  PROTOCOL=TCPIP;UID=$authID;PWD=$auth_pass;";
$options = array ("trustedcontext" => DB2_TRUSTED_CONTEXT_ENABLE);

$tc_conn = db2_connect($dsn, "", "", $options);
if($tc_conn) {
    echo "Explicit trusted connection succeeded.\n";

    if(db2_get_option($tc_conn, "trustedcontext")) {
        $userBefore = db2_get_option($tc_conn, "trusted_user");
        
        // user 1 で何らかの作業をします

        // 信頼済みユーザに切り替えます
        $parameters = array("trusted_user" => $tc_user, 
          "trusted_password" => $tcuser_pass);
        $res = db2_set_option ($tc_conn, $parameters, 1);

        $userAfter = db2_get_option($tc_conn, "trusted_user");
        // 信頼済みユーザとして何らかの作業をします
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        if($userBefore != $userAfter) {
            echo "User has been switched." . "\n";    
        }
    }

    db2_close($tc_conn);
}
else {
    echo "Explicit trusted connection failed.\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Explicit trusted connection succeeded.
User has been switched.

参考

db2_close() - データベース接続を閉じる
db2_pconnect() - データベースへの持続的接続を返す

db2_cursor_type
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_cursor_type — ステートメントリソースが使用しているカーソルの型を返す

説明

int db2_cursor_type ( resource $stmt )

ステートメントリソースが使用しているカーソルの型を返します。 使用中のカーソルが前進のみなのかスクロール可能なのかを調べるために、 これを使用します。

パラメータ
stmt

有効なステートメントリソース。

返り値

ステートメントリソースが前進のみのカーソルを使用している場合に DB2_FORWARD_ONLY、スクロール可能なカーソルを 使用している場合に DB2_SCROLLABLE を返します。

参考

db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する

db2_escape_string
(PECL ibm_db2 >= 1.6.0)

db2_escape_string — 特定の文字をエスケープする

説明

string db2_escape_string ( string $string_literal )

引数で指定した文字列中の特殊文字の前にバックスラッシュを追加します。

パラメータ
string_literal

変更すべき特殊文字を含む文字列。 \x00、 \n、\r、\、 '、" および \x1a について、その前にバックスラッシュを追加します。

返り値

string_literal の中の上で挙げた文字について、 その前にバックスラッシュを追加した文字列を返します。

例

例1 db2_escape_string() の例

db2_escape_string() 関数を使用した結果
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<?php

$conn = db2_connect($database, $user, $password);

if ($conn) {
    $str[0] = "All characters: \x00 , \n , \r , \ , ' , \" , \x1a .";
    $str[1] = "Backslash (\). Single quote ('). Double quote (\")";
    $str[2] = "The NULL character \0 must be quoted as well";
    $str[3] = "Intersting characters: \x1a , \x00 .";
    $str[4] = "Nothing to quote";
    $str[5] = 200676;
    $str[6] = "";

    foreach( $str as $string ) {
        echo "db2_escape_string: " . db2_escape_string($string). "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
db2_escape_string: All characters: \0 , \n , \r , \\ , \' , \" , \Z .
db2_escape_string: Backslash (\\). Single quote (\'). Double quote (\")
db2_escape_string: The NULL character \0 must be quoted as well
db2_escape_string: Intersting characters: \Z , \0 .
db2_escape_string: Nothing to quote
db2_escape_string: 200676
db2_escape_string:

参考

db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する

db2_exec
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_exec — SQL 文を直接実行する

説明

resource db2_exec ( resource $connection , string $statement [, array $options ] )

SQL 文を直接実行します。

PHP 変数の内容を SQL 文に組み込みたい場合は、この関数を使用すると 典型的なセキュリティ上の問題を引き起こしかねないことを知っておきましょう。 db2_prepare() をコールして入力パラメータつきの SQL 文を準備することを検討してください。その後で
db2_execute() をコールして入力値を渡すことで、 SQL インジェクション攻撃を避けることができます。

同じ SQL 文にさまざまなパラメータを指定して何度も発行する場合は、 db2_prepare() および db2_execute() の使用を検討してください。 これにより、データベースサーバが実行計画を再利用することができて データベースアクセスの効率が向上します。

パラメータ
connection

db2_connect() あるいは db2_pconnect() が返した有効なデータベース接続リソース。
statement

SQL 文。パラメータマーカを含めることはできません。
options

文のオプションを含む連想配列。 データベースサーバがその機能をサポートしている場合に、 このパラメータを使用してスクロール可能なカーソルの使用を 要求することができます。

オプションについての説明は db2_set_option() を参照ください。

返り値

SQL 文の実行に成功した場合にステートメントリソース、 SQL 文の実行に失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 db2_exec() でのテーブルの作成

以下の例では、db2_exec() を使用して テーブルを作成する DDL 文を発行します。
<?php
$conn = db2_connect($database, $user, $password);

// テストテーブルを作成します
$create = 'CREATE TABLE animals (id INTEGER, breed VARCHAR(32),
    name CHAR(16), weight DECIMAL(7,2))';
$result = db2_exec($conn, $create);
if ($result) {
    print "テーブルの作成に成功しました。\n";
}
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// テストテーブルに値を投入します
$animals = array(
    array(0, 'cat', 'Pook', 3.2),
    array(1, 'dog', 'Peaches', 12.3),
    array(2, 'horse', 'Smarty', 350.0),
    array(3, 'gold fish', 'Bubbles', 0.1),
    array(4, 'budgerigar', 'Gizmo', 0.2),
    array(5, 'goat', 'Rickety Ride', 9.7),
    array(6, 'llama', 'Sweater', 150)
);

foreach ($animals as $animal) {
    $rc = db2_exec($conn, "INSERT INTO animals (id, breed, name, weight)
      VALUES ({$animal[0]}, '{$animal[1]}', '{$animal[2]}', {$animal[3]})");
    if ($rc) {
        print "Insert... ";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。

テーブルの作成に成功しました。
Insert... Insert... Insert... Insert... Insert... Insert... Insert... 

例2 スクロール可能なカーソルでの SELECT 文の実行

以下の例では、db2_exec() で発行された SQL 文にスクロール可能なカーソルを要求する方法を説明します。
<?php
$conn = db2_connect($database, $user, $password);
$sql = "SELECT name FROM animals
    WHERE weight < 10.0
    ORDER BY name";
if ($conn) {
    require_once('prepare.inc');
    $stmt = db2_exec($conn, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));
    while ($row = db2_fetch_array($stmt)) {
        print "$row[0]\n";
    }
} 
?>

上の例の出力は以下となります。
Bubbles
Gizmo
Pook
Rickety Ride

例3 XML データを SQL の結果セットとして返す

次の例は、XML カラムに格納されたデータの扱い方を、SAMPLE データベースを用いて説明するものです。ごく単純な SQL/XML を使用して、この例では XML ドキュメントのいくつかのノードを みなさんおなじみの SQL 結果セット形式で返します。
<?php

$conn = db2_connect("SAMPLE", "db2inst1", "ibmdb2");

$query = 'SELECT * FROM XMLTABLE(
    XMLNAMESPACES (DEFAULT \'http://posample.org\'),
    \'db2-fn:xmlcolumn("CUSTOMER.INFO")/customerinfo\'
    COLUMNS
    "CID" VARCHAR (50) PATH \'@Cid\',
    "NAME" VARCHAR (50) PATH \'name\',
    "PHONE" VARCHAR (50) PATH \'phone [ @type = "work"]\'
    ) AS T
    WHERE NAME = \'Kathy Smith\'
    ';
$stmt = db2_exec($conn, $query);

while($row = db2_fetch_object($stmt)){
    printf("$row->CID     $row->NAME     $row->PHONE\n");
}
db2_close($conn);

?>

上の例の出力は以下となります。
1000     Kathy Smith     416-555-1358
1001     Kathy Smith     905-555-7258

例4 XML データの "JOIN"

次の例は、SAMPLE データベースの 2 つの異なる XML カラムに格納されたドキュメントを使用します。 まず、2 つの異なるカラムの XML ドキュメントをもとにして 2 つのテンポラリテーブルを作成します。 そして特定の顧客の配送情報を SQL 結果セットで返します。
<?php

$conn = db2_connect("SAMPLE", "db2inst1", "ibmdb2");

$query = '
    SELECT A.CID, A.NAME, A.PHONE, C.PONUM, C.STATUS
    FROM
    XMLTABLE(
    XMLNAMESPACES (DEFAULT \'http://posample.org\'),
    \'db2-fn:xmlcolumn("CUSTOMER.INFO")/customerinfo\'
    COLUMNS
    "CID" BIGINT PATH \'@Cid\',
    "NAME" VARCHAR (50) PATH \'name\',
    "PHONE" VARCHAR (50) PATH \'phone [ @type = "work"]\'
    ) as A,
    PURCHASEORDER AS B,
    XMLTABLE (
    XMLNAMESPACES (DEFAULT \'http://posample.org\'),
    \'db2-fn:xmlcolumn("PURCHASEORDER.PORDER")/PurchaseOrder\'
    COLUMNS
    "PONUM"  BIGINT PATH \'@PoNum\',
    "STATUS" VARCHAR (50) PATH \'@Status\'
    ) as C
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    WHERE A.CID = B.CUSTID AND
    B.POID = C.PONUM AND
    A.NAME = \'Kathy Smith\'
';
    
$stmt = db2_exec($conn, $query);
    
while($row = db2_fetch_object($stmt)){
    printf("$row->CID     $row->NAME     $row->PHONE     $row->PONUM     $row->STATUS\n");
}
    
db2_close($conn);

?>

上の例の出力は以下となります。
1001     Kathy Smith     905-555-7258     5002     Shipped

例5 大きな XML ドキュメントの一部を SQL データとして返す

次の例は、SAMPLE データベースのドキュメント PRODUCT.DESCRIPTION の一部を使用します。これは、商品の説明 (XML データ) および価格情報 (SQL データ) を含む XML ドキュメントを返します。
<?php

$conn = db2_connect("SAMPLE", "db2inst1", "ibmdb2");

$query = '
SELECT
XMLSERIALIZE(
XMLQUERY(\'
    declare boundary-space strip;
    declare default element namespace "http://posample.org";
    <promoList> {
    for $prod in $doc/product
    where $prod/description/price < 10.00
    order by $prod/description/price ascending
    return(
        <promoitem> {
        $prod,
        <startdate> {$start} </startdate>,
        <enddate> {$end} </enddate>,
        <promoprice> {$promo} </promoprice>
        } </promoitem>
    )
    } </promoList>
\' passing by ref DESCRIPTION AS "doc",
PROMOSTART as "start",
PROMOEND as "end",
PROMOPRICE as "promo"
RETURNING SEQUENCE)
AS CLOB (32000))
AS NEW_PRODUCT_INFO
FROM PRODUCT
WHERE PID = \'100-100-01\'
';

$stmt = db2_exec($conn, $query);

while($row = db2_fetch_array($stmt)){
    printf("$row[0]\n");
}
db2_close($conn);

?>
?>

上の例の出力は以下となります。
<promoList xmlns="http://posample.org">
    <promoitem>
    <product pid="100-100-01">
        <description>
            <name>Snow Shovel, Basic 22 inch</name>
            <details>Basic Snow Shovel, 22 inches wide, straight handle with D-Grip</details>
            <price>9.99</price>
            <weight>1 kg</weight>
        </description>
    </product>
    <startdate>2004-11-19</startdate>
    <enddate>2004-12-19</enddate>
    <promoprice>7.25</promoprice>
    </promoitem>
</promoList>

参考

db2_execute() - プリペアドステートメントを実行する
db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する

db2_execute
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_execute — プリペアドステートメントを実行する

説明

bool db2_execute ( resource $stmt [, array $parameters ] )
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db2_execute() は、 db2_prepare() で準備された SQL 文を実行します。

SQL 文が結果セットを返す場合、例えば SELECT 文であったり 結果セットを返すストアドプロシージャの CALL であったりした場合には、 stmt から結果の行を配列として取得することができます。 取得には db2_fetch_assoc()、 db2_fetch_both() あるいは
db2_fetch_array() を使用します。 あるいは、db2_fetch_row() を使用して 結果セットポインタを次の行に移動させ、 db2_result() で行の内容をその都度取得することも可能です。

db2_exec() の代わりに db2_prepare() および db2_execute() を使用することの利点については、 db2_prepare() での簡単な説明を参照ください。

パラメータ
stmt

db2_prepare() が返すプリペアドステートメント。
parameters

プリペアドステートメント内に含まれるパラメータマーカに対応する、 入力パラメータの配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 パラメータマーカを使用した SQL 文の準備と実行

以下の例では、4 つのパラメータマーカを含む INSERT 文を準備し、 入力値の配列を含む配列を順に処理しながら db2_execute() に値を渡します。
<?php
$pet = array(0, 'cat', 'Pook', 3.2);

$insert = 'INSERT INTO animals (id, breed, name, weight)
    VALUES (?, ?, ?, ?)';

$stmt = db2_prepare($conn, $insert);
if ($stmt) {
    $result = db2_execute($stmt, $pet);
    if ($result) {
        print "新しいペットの追加に成功しました。";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。

新しいペットの追加に成功しました。

例2 OUT パラメータを使用したストアドプロシージャのコール

以下の例では、まずひとつの OUT パラメータをパラメータマーカで受け取る CALL 文を準備し、db2_bind_param() を使用して PHP 変数 $my_pets をそのパラメータにバインドし、 db2_execute() で CALL 文を実行します。 ストアドプロシージャの CALL 終了後
は、$num_pets にはストアドプロシージャの OUT パラメータに返された値が反映されています。
<?php
$num_pets = 0;
$res = db2_prepare($conn, "CALL count_my_pets(?)");
$rc = db2_bind_param($res, 1, "num_pets", DB2_PARAM_OUT);
$rc = db2_execute($res);
print "私の飼っているペットの数は $num_pets です!";
?>

上の例の出力は以下となります。

私の飼っているペットの数は 7 です!

例3 XML データを SQL の結果セットとして返す

次の例は、XML カラムに格納されたデータの扱い方を、SAMPLE データベースを用いて説明するものです。ごく単純な SQL/XML を使用して、この例では XML ドキュメントのいくつかのノードを みなさんおなじみの SQL 結果セット形式で返します。
<?php

$conn = db2_connect("SAMPLE", "db2inst1", "ibmdb2");

$query = 'SELECT * FROM XMLTABLE(
    XMLNAMESPACES (DEFAULT \'http://posample.org\'),
    \'db2-fn:xmlcolumn("CUSTOMER.INFO")/customerinfo\'
    COLUMNS
    "CID" VARCHAR (50) PATH \'@Cid\',
    "NAME" VARCHAR (50) PATH \'name\',
    "PHONE" VARCHAR (50) PATH \'phone [ @type = "work"]\'
    ) AS T
    WHERE NAME = ?
    ';

$stmt = db2_prepare($conn, $query);

$name = 'Kathy Smith';

if ($stmt) {
    db2_bind_param($stmt, 1, "name", DB2_PARAM_IN);
    db2_execute($stmt);

    while($row = db2_fetch_object($stmt)){
    printf("$row->CID     $row->NAME     $row->PHONE\n");
    }
}
db2_close($conn);

?>
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上の例の出力は以下となります。
1000     Kathy Smith     416-555-1358
1001     Kathy Smith     905-555-7258

例4 XML データの "JOIN"

次の例は、SAMPLE データベースの 2 つの異なる XML カラムに格納されたドキュメントを使用します。 まず、2 つの異なるカラムの XML ドキュメントをもとにして 2 つのテンポラリテーブルを作成します。 そして特定の顧客の配送情報を SQL 結果セットで返します。
<?php

$conn = db2_connect("SAMPLE", "db2inst1", "ibmdb2");

$query = '
SELECT A.CID, A.NAME, A.PHONE, C.PONUM, C.STATUS
FROM
XMLTABLE(
XMLNAMESPACES (DEFAULT \'http://posample.org\'),
\'db2-fn:xmlcolumn("CUSTOMER.INFO")/customerinfo\'
COLUMNS
"CID" BIGINT PATH \'@Cid\',
"NAME" VARCHAR (50) PATH \'name\',
"PHONE" VARCHAR (50) PATH \'phone [ @type = "work"]\'
) as A,
PURCHASEORDER AS B,
XMLTABLE (
XMLNAMESPACES (DEFAULT \'http://posample.org\'),
\'db2-fn:xmlcolumn("PURCHASEORDER.PORDER")/PurchaseOrder\'
COLUMNS
"PONUM"  BIGINT PATH \'@PoNum\',
"STATUS" VARCHAR (50) PATH \'@Status\'
) as C
WHERE A.CID = B.CUSTID AND
    B.POID = C.PONUM AND
    A.NAME = ?
';

$stmt = db2_prepare($conn, $query);

$name = 'Kathy Smith';

if ($stmt) {
    db2_bind_param($stmt, 1, "name", DB2_PARAM_IN);
    db2_execute($stmt);

    while($row = db2_fetch_object($stmt)){
    printf("$row->CID     $row->NAME     $row->PHONE     $row->PONUM     $row->STATUS\n");
    }
}

db2_close($conn);

?>

上の例の出力は以下となります。
1001     Kathy Smith     905-555-7258     5002     Shipped

例5 大きな XML ドキュメントの一部を SQL データとして返す

次の例は、SAMPLE データベースのドキュメント PRODUCT.DESCRIPTION の一部を使用します。これは、商品の説明 (XML データ) および価格情報 (SQL データ) を含む XML ドキュメントを返します。
<?php

$conn = db2_connect("SAMPLE", "db2inst1", "ibmdb2");

$query = '
SELECT
XMLSERIALIZE(
XMLQUERY(\'
    declare boundary-space strip;
    declare default element namespace "http://posample.org";
    <promoList> {
    for $prod in $doc/product
    where $prod/description/price < 10.00
    order by $prod/description/price ascending
    return(
        <promoitem> {
        $prod,
        <startdate> {$start} </startdate>,
        <enddate> {$end} </enddate>,
        <promoprice> {$promo} </promoprice>
            } </promoitem>
    )
    } </promoList>
\' passing by ref DESCRIPTION AS "doc",
PROMOSTART as "start",
PROMOEND as "end",
PROMOPRICE as "promo"
RETURNING SEQUENCE)
AS CLOB (32000))
AS NEW_PRODUCT_INFO
FROM PRODUCT
WHERE PID = ?
';

$stmt = db2_prepare($conn, $query);

$pid = "100-100-01";

if ($stmt) {
    db2_bind_param($stmt, 1, "pid", DB2_PARAM_IN);
    db2_execute($stmt);

    while($row = db2_fetch_array($stmt)){
    printf("$row[0]\n");
    }
}

db2_close($conn);

?>
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上の例の出力は以下となります。
<promoList xmlns="http://posample.org">
    <promoitem>
    <product pid="100-100-01">
        <description>
            <name>Snow Shovel, Basic 22 inch</name>
            <details>Basic Snow Shovel, 22 inches wide, straight handle with D-Grip</details>
            <price>9.99</price>
            <weight>1 kg</weight>
        </description>
    </product>
    <startdate>2004-11-19</startdate>
    <enddate>2004-12-19</enddate>
    <promoprice>7.25</promoprice>
    </promoitem>
</promoList>

参考

db2_exec() - SQL 文を直接実行する
db2_fetch_array() - 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc() - 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both() - 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する
db2_result() - 結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_fetch_array
(PECL ibm_db2 >= 1.0.1)

db2_fetch_array — 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す

説明

array db2_fetch_array ( resource $stmt [, int $row_number = -1 ] )

結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返します。 インデックスは 0 から始まります。

パラメータ
stmt

結果セットを含む有効な stmt リソース。
row_number

結果セット内の 1 から始まる行番号を指定します。 結果セットで前進のみのカーソルを使用している場合にこのパラメータを渡すと、 PHP の警告が発生します。

返り値

結果セットの次の行あるいは要求した行のデータを表す配列を返します。 配列の 0 から始まるインデックスが、カラムの位置を表します。 結果セットに行がもうない場合、あるいは row_number で指定された行が結果セットに存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 前進のみのカーソルを使用して順に処理する

行番号を指定せずに db2_fetch_array() をコールすると、 自動的に結果セットの次の行を取得します。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);
$result = db2_execute($stmt);

while ($row = db2_fetch_array($stmt)) {
    printf ("%-5d %-16s %-32s %10s\n", 
        $row[0], $row[1], $row[2], $row[3]);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0     Pook             cat                                    3.20
5     Rickety Ride     goat                                   9.70
2     Smarty           horse                                350.00

例2 スクロール可能なカーソルから、指定した行を db2_fetch_array() で取得する

スクロール可能なカーソルを使用している場合は、行番号を指定して db2_fetch_array() をコールすることができます。 次の例は、結果セットの 2 行目から始めて 1 行おきにデータを取得します。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
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$result = db2_exec($stmt, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));

$i=2;
while ($row = db2_fetch_array($result, $i)) {
    printf ("%-5d %-16s %-32s %10s\n", 
        $row[0], $row[1], $row[2], $row[3]);
    $i = $i + 2;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0     Pook             cat                                    3.20
5     Rickety Ride     goat                                   9.70
2     Smarty           horse                                350.00

参考

db2_fetch_assoc() - 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both() - 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object() - 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_result() - 結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_fetch_assoc
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_fetch_assoc — 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す

説明

array db2_fetch_assoc ( resource $stmt [, int $row_number = -1 ] )

結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含む有効な stmt リソース。
row_number

結果セット内の 1 から始まる行番号を指定します。 結果セットで前進のみのカーソルを使用している場合にこのパラメータを渡すと、 PHP の警告が発生します。

返り値

結果セットの次の行あるいは要求した行のデータを表す、 カラム名をインデックスとした連想配列を返します。 結果セットに行がもうない場合、あるいは row_number で指定された行が結果セットに存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 前進のみのカーソルを使用して順に処理する

行番号を指定せずに db2_fetch_assoc() をコールすると、 自動的に結果セットの次の行を取得します。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);
$result = db2_execute($stmt);

while ($row = db2_fetch_assoc($stmt)) {
    printf ("%-5d %-16s %-32s %10s\n", 
        $row['ID'], $row['NAME'], $row['BREED'], $row['WEIGHT']);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0     Pook             cat                                    3.20
5     Rickety Ride     goat                                   9.70
2     Smarty           horse                                350.00

例2 スクロール可能なカーソルから、指定した行を db2_fetch_assoc() で取得する

スクロール可能なカーソルを使用している場合は、行番号を指定して db2_fetch_assoc() をコールすることができます。 次の例は、結果セットの 2 行目から始めて 1 行おきにデータを取得します。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
$result = db2_exec($stmt, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));

$i=2;
while ($row = db2_fetch_assoc($result, $i)) {
    printf ("%-5d %-16s %-32s %10s\n", 
        $row['ID'], $row['NAME'], $row['BREED'], $row['WEIGHT']);
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    $i = $i + 2;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0     Pook             cat                                    3.20
5     Rickety Ride     goat                                   9.70
2     Smarty           horse                                350.00

参考

db2_fetch_array() - 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both() - 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object() - 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_result() - 結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_fetch_both
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_fetch_both — 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す

説明

array db2_fetch_both ( resource $stmt [, int $row_number = -1 ] )

結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返します。 db2_fetch_both() が返す行は、 一種類のインデックスしか返さない db2_fetch_assoc() あるいは db2_fetch_array() よりもメモリを消費することに注意しましょう。

パラメータ
stmt

結果セットを含む有効な stmt リソース。
row_number

結果セット内の 1 から始まる行番号を指定します。 結果セットで前進のみのカーソルを使用している場合にこのパラメータを渡すと、 PHP の警告が発生します。

返り値

結果セットの次の行あるいは要求した行のデータを表す、 カラム名および (0 から始まる) カラム番号の両方をインデックスとした連想配列を返します。 結果セットに行がもうない場合、あるいは row_number で指定された行が結果セットに存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 前進のみのカーソルを使用して順に処理する

行番号を指定せずに db2_fetch_both() をコールすると、 自動的に結果セットの次の行を取得します。次の例では、 返された配列に対してカラム名および数値インデックスの両方でアクセスします。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);
$result = db2_execute($stmt);

while ($row = db2_fetch_both($stmt)) {
    printf ("%-5d %-16s %-32s %10s\n", 
        $row['ID'], $row[0], $row['BREED'], $row[3]);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0     Pook             cat                                    3.20
5     Rickety Ride     goat                                   9.70
2     Smarty           horse                                350.00

例2 スクロール可能なカーソルから、指定した行を db2_fetch_both() で取得する

スクロール可能なカーソルを使用している場合は、行番号を指定して db2_fetch_both() をコールすることができます。 次の例は、結果セットの 2 行目から始めて 1 行おきにデータを取得します。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
$result = db2_exec($stmt, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));

$i=2;
while ($row = db2_fetch_both($result, $i)) {
    printf ("%-5d %-16s %-32s %10s\n", 
        $row[0], $row['NAME'], $row[2], $row['WEIGHT']);
    $i = $i + 2;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
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0     Pook             cat                                    3.20
5     Rickety Ride     goat                                   9.70
2     Smarty           horse                                350.00

参考

db2_fetch_array() - 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc() - 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object() - 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_result() - 結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_fetch_object
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_fetch_object — 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す

説明

object db2_fetch_object ( resource $stmt [, int $row_number = -1 ] )

結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含む有効な stmt リソース。
row_number

結果セット内の 1 から始まる行番号を指定します。 結果セットで前進のみのカーソルを使用している場合にこのパラメータを渡すと、 PHP の警告が発生します。

返り値

結果セット内の行を表すオブジェクトを返します。 オブジェクトのプロパティが、結果セット内のカラム名に対応します。

IBM DB2、Cloudscape および Apache Derby データベースサーバは、 通常はカラム名を大文字として扱います。そのため、 オブジェクトのプロパティも同じようになります。

SELECT 文の中でスカラ関数をコールすることでカラムの値を変更している場合、 データベースサーバは、そのカラムの名前としてカラム番号を返します。 もし何らかの意味のある名前をオブジェクトのプロパティとして使用したいのなら、 AS 句を使用して結果セット内のカ
ラムに名前を割り当てる必要があります。

行が取得されなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 db2_fetch_object() の例

次の例では、スカラ関数 RTRIM を使用した SELECT 文を発行します。 この関数は、カラムの最後の空白を取り除きます。プロパティ "BREED" および "2" を持つオブジェクトを作成するのではなく、 SELECT 文で AS 句を使用し、変更したカラムに "name" という名前をつけま
す。 データベースサーバはカラム名を大文字に変換するので、 返されるオブジェクトのプロパティは "BREED" および "NAME" となります。
<?php
$conn = db2_connect($database, $user, $password);

$sql = "SELECT breed, RTRIM(name) AS name
    FROM animals
    WHERE id = ?";

if ($conn) {
    $stmt = db2_prepare($conn, $sql);
    db2_execute($stmt, array(0));

    while ($pet = db2_fetch_object($stmt)) {
        echo "Come here, {$pet->NAME}, my little {$pet->BREED}!";
    }
    db2_close($conn);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Come here, Pook, my little cat!

参考

db2_fetch_array() - 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc() - 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both() - 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_result() - 
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結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_fetch_row
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_fetch_row — 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する

説明

bool db2_fetch_row ( resource $stmt [, int $row_number ] )

db2_fetch_row() を使用して結果セットを順に処理します。 あるいは、スクロール可能なカーソルを使用している場合は 指定した行を指すようにします。

結果セットから個々のフィールドを取得するには db2_result() 関数をコールします。

db2_fetch_row() および db2_result() をコールするのではなく、 ほとんどのアプリケーションでは db2_fetch_assoc()、db2_fetch_both()、 および db2_fetch_array() のいずれかをコールするでしょう。 これらは、結果セットのポインタを前に進めたうえで行の内容を配列
として取得します。

パラメータ
stmt

有効な stmt リソース。
row_number

スクロール可能なカーソルの場合に、結果セットの行番号を指定します。 行番号は 1 から始まります。

返り値

結果セットに指定した行が存在する場合に TRUE、存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 結果セットを順に処理する

次の例では、db2_fetch_row() を使用して結果セットを順に処理し、db2_result() で結果セットからカラムを取得する方法を示します。
<?php
$sql = 'SELECT name, breed FROM animals WHERE weight < ?';
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);
db2_execute($stmt, array(10));
while (db2_fetch_row($stmt)) {
    $name = db2_result($stmt, 0);
    $breed = db2_result($stmt, 1);
    print "$name $breed";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
cat Pook
gold fish Bubbles
budgerigar Gizmo
goat Rickety Ride

例2 i5/OS recommended alternatives to db2_fetch_row/db2_result

i5/OS では、db2_fetch_row()/db2_result() ではなく db2_fetch_both()、 db2_fetch_array() あるいは db2_fetch_object() を使用することを推奨します。一般に db2_fetch_row()/db2_result() は、さまざまなカラム型で EBCIDIC から ASCII への変換の際に問題が発生し
ます。 DBCS アプリケーションではデータが切り捨てられてしまう可能性もあります。 また、パフォーマンス面でも db2_fetch_both()、 db2_fetch_array() および db2_fetch_object() は db2_fetch_row()/db2_result() よりすぐれています。
<?php
  $conn = db2_connect("","","");
  $sql = 'SELECT SPECIFIC_SCHEMA, SPECIFIC_NAME, ROUTINE_SCHEMA, ROUTINE_NAME, ROUTINE_TYPE, ROUTINE_CREATED, ROUTINE_BODY, IN_PARMS, OUT_PARMS, INOUT_PARMS, PARAMETER_STYLE, EXTERNAL_NAME, EXTERNAL_LANGUAGE FROM QSYS2.SYSROUTINES FETCH FIRST 2 ROWS ONLY'
;
  $stmt = db2_exec($conn, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));
  while ($row = db2_fetch_both($stmt)){
    echo "<br>db2_fetch_both {$row['SPECIFIC_NAME']} {$row['ROUTINE_CREATED']} {$row[5]}";
  }
  $stmt = db2_exec($conn, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));
  while ($row = db2_fetch_array($stmt)){
    echo "<br>db2_fetch_array {$row[1]}  {$row[5]}";
  }
  $stmt = db2_exec($conn, $sql, array('cursor' => DB2_SCROLLABLE));
  while ($row = db2_fetch_object($stmt)){
    echo "<br>db2_fetch_object {$row->SPECIFIC_NAME} {$row->ROUTINE_CREATED}";
  }
  db2_close($conn);
?>

上の例の出力は以下となります。
db2_fetch_both MATCH_ANIMAL 2006-08-25-17.10.23.775000 2006-08-25-17.10.23.775000
db2_fetch_both MULTIRESULTS 2006-10-17-10.11.05.308000 2006-10-17-10.11.05.308000
db2_fetch_array MATCH_ANIMAL 2006-08-25-17.10.23.775000
db2_fetch_array MULTIRESULTS 2006-10-17-10.11.05.308000
db2_fetch_object MATCH_ANIMAL 2006-08-25-17.10.23.775000



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

db2_fetch_object MULTIRESULTS 2006-10-17-10.11.05.308000

参考

db2_fetch_array() - 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc() - 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both() - 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object() - 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
db2_result() - 結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_field_display_size
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_display_size — カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す

説明

int db2_field_display_size ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内のカラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

指定したカラムを表示するために必要な最大バイト数を表す整数値を返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_display_size() は FALSE を返します。

参考

db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_field_name
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_name — 結果セット内のカラムの名前を返す

説明

string db2_field_name ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内の指定したカラムの名前を返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

指定したカラムの名前を含む文字列を返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_name() は FALSE を返します。
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参考

db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_field_num
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_num — 結果セット内の指定したカラムの位置を返す

説明

int db2_field_num ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内の指定したカラムの位置を返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

結果セット内でのカラムの位置を、0 から始まる整数値で返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_num() は FALSE を返します。

参考

db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_field_precision
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_precision — 結果セット内の指定したカラムの精度を返す

説明

int db2_field_precision ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内の指定したカラムの精度を返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

指定したカラムの精度を表す整数値を返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_precision() は FALSE を返します。
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参考

db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_field_scale
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_scale — 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す

説明

int db2_field_scale ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内の指定したカラムの位取りを返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

指定したカラムの位取りを整数値で返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_scale() は FALSE を返します。

参考

db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_field_type
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_type — 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す

説明

string db2_field_type ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内の指定したカラムのデータ型を返します。

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

指定したカラムに定義されているデータ型を表す文字列を返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_type() は FALSE を返します。
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参考

db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_field_width
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_field_width — 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

説明

int db2_field_width ( resource $stmt , mixed $column )

結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返します。 固定長のデータ型では、この値はカラムの最大幅になります。 可変長のデータ型では、実際のカラムの幅となります。

パラメータ
stmt

結果セットを含むステートメントリソースを指定します。
column

結果セット内のカラムを指定します。0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列のいずれかが使用可能です。

返り値

結果セット内の文字型あるいはバイナリデータ型のカラムについて、 その幅を整数値で返します。 結果セット内にそのカラムが存在しない場合には、 db2_field_width() は FALSE を返します。

参考

db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す

db2_foreign_keys
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_foreign_keys — テーブルの外部キーを含む結果セットを返す

説明

resource db2_foreign_keys ( resource $connection , string $qualifier , string $schema , string $table-name )

テーブルの外部キーを含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。schema が NULL の場合は、db2_foreign_keys() 現在の接続のスキーマに一致します。
table-name
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テーブルの名前。

返り値

指定したテーブルの外部キーを含む結果セットのステートメントリソースを返します。 結果セットは、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
PKTABLE_CAT 主キーを含むテーブルのカタログの名前。 テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
PKTABLE_SCHEM 主キーを含むテーブルのスキーマの名前。
PKTABLE_NAME 主キーを含むテーブルの名前。
PKCOLUMN_NAME主キーを含むカラムの名前。
FKTABLE_CAT 外部キーを含むテーブルのカタログの名前。 テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
FKTABLE_SCHEM 外部キーを含むテーブルのスキーマの名前。
FKTABLE_NAME 外部キーを含むテーブルの名前。
FKCOLUMN_NAME 外部キーを含むカラムの名前。
KEY_SEQ 1 から始まる数字で表した、キー内のカラムの位置。
UPDATE_RULE SQL で UPDATE 操作を行った際に外部キーに適用される動作を表す整数値。
DELETE_RULE SQL で DELETE 操作を行った際に外部キーに適用される動作を表す整数値。
FK_NAME 外部キーの名前。
PK_NAME 主キーの名前。
DEFERRABILITY 外部キーの遅延度を表す整数値。 SQL_INITIALLY_DEFERRED、SQL_INITIALLY_IMMEDIATE あるいは SQL_NOT_DEFERRABLE のいずれか。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_free_result
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_free_result — 結果セットに関連付けられたリソースを開放する

説明

bool db2_free_result ( resource $stmt )

結果セットに関連付けられたシステムリソースおよびデータベースリソースを 開放します。これらのリソースはスクリプトの終了時に暗黙的に開放されますが、 スクリプトの終了前に db2_free_result() をコールすることで、明示的に結果セットリソースを開放することがで
きます。

パラメータ
stmt

有効なステートメントリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

db2_free_stmt() - 指定されたステートメントリソースに関連付けられたリソースを開放する

db2_free_stmt
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)
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db2_free_stmt — 指定されたステートメントリソースに関連付けられたリソースを開放する

説明

bool db2_free_stmt ( resource $stmt )

ステートメントリソースに関連付けられたシステムリソースおよびデータベースリソースを 開放します。これらのリソースはスクリプトの終了時に暗黙的に開放されますが、 スクリプトの終了前に db2_stmt_result() をコールすることで、明示的にステートメントリソースを
開放することができます。

パラメータ
stmt

有効なステートメントリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

db2_free_result() - 結果セットに関連付けられたリソースを開放する

db2_get_option
(PECL ibm_db2 >= 1.6.0)

db2_get_option — ステートメントリソースあるいは接続リソースからオプションの値を取得する

説明

string db2_get_option ( resource $resource , string $option )

ステートメントリソースあるいは接続リソースから、指定したオプションの値を取得します。

パラメータ
resource

db2_prepare() が返す有効なステートメントリソース、 あるいは db2_connect() や db2_pconnect() が返す有効な接続リソース。
option

ステートメントや接続の、有効なオプション。 以下の新しいオプションが、ibm_db2 バージョン 1.6.0 以降で使用可能です。 これらは、有用な情報を提供します。これらの情報は、 db2_get_option() によって取得します。

注意:

以前のバージョンの ibm_db2 では、これらの新しいオプションはサポートしていません。

各オプションの値を設定する際、 サーバによっては指定したすべての内容を処理できないことがあります。 その場合、値が切り詰められます。

指定したオプションが正しく変換されてホストシステムに送信されることを確実にするには、 A から Z までの文字と 0 から 9 までの数字、そしてアンダースコア (_) とピリオド (.) のみを使用するようにします。
userid

SQL_ATTR_INFO_USERID - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのユーザ ID として使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 16 文字までの長さをサポートしています。 このユーザ ID を、認証時に使用するユーザ ID と混同しないでください。 これは識別のためだけに使用するものであり、認証には用いられません。
acctstr

SQL_ATTR_INFO_ACCTSTR - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのアカウンティング・ストリングとして使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 200 文字までの長さをサポートしています。
applname

SQL_ATTR_INFO_APPLNAME - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのアプリケーション名として使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 32 文字までの長さをサポートしています。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

wrkstnname

SQL_ATTR_INFO_WRKSTNNAME - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのワークステーション名として使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 18 文字までの長さをサポートしています。

次の表は、どのオプションがどのリソース型で使用できるのかをまとめたものです。

リソースとパラメータの対応
キー 値 リソース型

  接続ステートメント結果セット
userid SQL_ATTR_INFO_USERID X X -
acctstr SQL_ATTR_INFO_ACCTSTR X X -
applname SQL_ATTR_INFO_APPLNAME X X -
wrkstnname SQL_ATTR_INFO_WRKSTNNAME X X -

返り値

成功した場合に接続属性の現在の設定内容、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 接続リソースのパラメータの設定および取得
<?php
/* データベースへの接続パラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$user     = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続リソースの取得 */
$conn = db2_connect($database, $user, $password);

echo "Client attributes passed through connection string:\n";

/* Create the associative options array with valid key-value pairs */
/* Assign the attributes through connection string */
/* Access the options specified */
$options1 = array('userid' => 'db2inst1');
$conn1 = db2_connect($database, $user, $password, $options1);
$val = db2_get_option($conn1, 'userid');
echo $val . "\n";

$options2 = array('acctstr' => 'account');
$conn2 = db2_connect($database, $user, $password, $options2);
$val = db2_get_option($conn2, 'acctstr');
echo $val . "\n";

$options3 = array('applname' => 'myapp');
$conn3 = db2_connect($database, $user, $password, $options3);
$val = db2_get_option($conn3, 'applname');
echo $val . "\n";

$options4 = array('wrkstnname' => 'workstation');
$conn4 = db2_connect($database, $user, $password, $options4);
$val = db2_get_option($conn4, 'wrkstnname');
echo $val . "\n";

echo "Client attributes passed post-connection:\n";

/* Create the associative options array with valid key-value pairs */
/* Assign the attributes after a connection is made */
/* Access the options specified */
$options5 = array('userid' => 'db2inst1');
$conn5 = db2_connect($database, $user, $password);
$rc = db2_set_option($conn5, $options5, 1);
$val = db2_get_option($conn5, 'userid');
echo $val . "\n";

$options6 = array('acctstr' => 'account');
$conn6 = db2_connect($database, $user, $password);
$rc = db2_set_option($conn6, $options6, 1);
$val = db2_get_option($conn6, 'acctstr');
echo $val . "\n";

$options7 = array('applname' => 'myapp');
$conn7 = db2_connect($database, $user, $password);
$rc = db2_set_option($conn7, $options7, 1);
$val = db2_get_option($conn7, 'applname');
echo $val . "\n";

$options8 = array('wrkstnname' => 'workstation');
$conn8 = db2_connect($database, $user, $password);
$rc = db2_set_option($conn8, $options8, 1);
$val = db2_get_option($conn8, 'wrkstnname');
echo $val . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Client attributes passed through connection string:
db2inst1
account
myapp
workstation
Client attributes passed post-connection:
db2inst1
account
myapp
workstation
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参考

db2_connect() - データベースへの接続を返す
db2_cursor_type() - ステートメントリソースが使用しているカーソルの型を返す
db2_exec() - SQL 文を直接実行する
db2_set_option() - 接続リソースあるいはステートメントリソースのオプションを設定する
db2_pconnect() - データベースへの持続的接続を返す
db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する

db2_last_insert_id
(PECL ibm_db2 >= 1.7.1)

db2_last_insert_id — この接続上で最後に成功した insert クエリが自動生成した ID を返す

説明

int db2_last_insert_id ( resource $resource )

この接続上で最後に成功した insert クエリが自動生成した ID を返します。

この関数の結果は、以下のいずれにも影響を受けません。

VALUE 句を使用した単一行の INSERT 文で、ID カラムを指定していないもの

VALUE 句を使用した複数行の INSERT 文

全選択からの INSERT 文

ROLLBACK TO SAVEPOINT 文

パラメータ
resource

db2_connect() あるいは db2_pconnect() が返す接続リソース。 このパラメータにはステートメントリソースや結果セットリソースを指定することはできません。

返り値

この接続上で最後に成功した insert クエリが自動生成した ID を返します。

例

例1 db2_last_insert_id() の例

次の例は、この接続上で最後に成功した insert クエリが自動生成した ID を返す方法を示します。
<?php

$database = "SAMPLE";
$user = "db2inst1";
$password = "ibmdb2";

$conn = db2_connect($database, $user, $password);
if($conn) {
    $createTable = "CREATE TABLE lastInsertID 
      (id integer GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY, name varchar(20))";
    $insertTable = "INSERT INTO lastInsertID (name) VALUES ('Temp Name')";

    $stmt = @db2_exec($conn, $createTable);

    /* Checking for single row inserted. */
    $stmt = db2_exec($conn, $insertTable);
    $ret =  db2_last_insert_id($conn);
    if($ret) {
        echo "Last Insert ID is : " . $ret . "\n";
    } else {
        echo "No Last insert ID.\n";
    }
    
    db2_close($conn);
}
else {
    echo "Connection failed.";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Last Insert ID is : 1
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db2_lob_read
(PECL ibm_db2 >= 1.6.0)

db2_lob_read — LOB ファイルから、ユーザが定義したサイズの内容を取得する

説明

string db2_lob_read ( resource $stmt , int $colnum , int $length )

db2_lob_read() により、 結果セットの指定したカラムから、指定したサイズの LOB データを取得します。

パラメータ
stmt

LOB データを含む有効な stmt リソース。
colnum

stmt リソースの結果セット内の、有効なカラム番号。
length

stmt リソースから取得する LOB データのサイズ。

返り値

指定したサイズのデータを返します。データが取得できない場合は FALSE を返します。

例

例1 さまざまな型のデータの取得
<?php

/* データベースへの接続パラメータ */
$db = 'SAMPLE';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続リソースの取得 */
$conn = db2_connect($db,$username,$password);

if ($conn) {
    $drop = 'DROP TABLE clob_stream';
    $result = @db2_exec( $conn, $drop );

    $create = 'CREATE TABLE clob_stream (id INTEGER, my_clob CLOB)';
    $result = db2_exec( $conn, $create );

    $variable = "";
    $stmt = db2_prepare($conn, "INSERT INTO clob_stream (id,my_clob) VALUES (1, ?)");
    $variable = "THIS IS A CLOB TEST. THIS IS A CLOB TEST.";
    db2_bind_param($stmt, 1, "variable", DB2_PARAM_IN);
    db2_execute($stmt);

    $sql = "SELECT id,my_clob FROM clob_stream";
    $result = db2_prepare($conn, $sql);
    db2_execute($result);
    db2_fetch_row($result);
    $i = 0;
    /* LOB データの読み込み */
    while ($data = db2_lob_read($result, 2, 6)) {
        echo "Loop $i: $data\n";
        $i = $i + 1;
    }

    $drop = 'DROP TABLE blob_stream';
    $result = @db2_exec( $conn, $drop );

    $create = 'CREATE TABLE blob_stream (id INTEGER, my_blob CLOB)';
    $result = db2_exec( $conn, $create );

    $variable = "";
    $stmt = db2_prepare($conn, "INSERT INTO blob_stream (id,my_blob) VALUES (1, ?)");
    $variable = "THIS IS A BLOB TEST. THIS IS A BLOB TEST.";
    db2_bind_param($stmt, 1, "variable", DB2_PARAM_IN);
    db2_execute($stmt);

    $sql = "SELECT id,my_blob FROM blob_stream";
    $result = db2_prepare($conn, $sql);
    db2_execute($result);
    db2_fetch_row($result);
    $i = 0;
    /* LOB データの読み込み */
    while ($data = db2_lob_read($result, 2, 6)) {
        echo "Loop $i: $data\n";
        $i = $i + 1;
    }
} else {
    echo '接続に失敗しました: ' . db2_conn_errormsg();
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Loop 0: THIS I
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Loop 1: S A CL
Loop 2: OB TES
Loop 3: T. THI
Loop 4: S IS A
Loop 5:  CLOB 
Loop 6: TEST.
Loop 0: THIS I
Loop 1: S A BL
Loop 2: OB TES
Loop 3: T. THI
Loop 4: S IS A
Loop 5:  BLOB 
Loop 6: TEST.

参考

db2_bind_param() - PHP 変数を SQL 文のパラメータにバインドする
db2_exec() - SQL 文を直接実行する
db2_execute() - プリペアドステートメントを実行する
db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する
db2_result() - 結果セットの行からひとつのカラムを返す

db2_next_result
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_next_result — ストアドプロシージャから、次の結果セットを要求する

説明

resource db2_next_result ( resource $stmt )

ストアドプロシージャは、複数の結果セットを返すことができます。 単純な SELECT 文が返す結果を処理するのと同じように最初の結果セットを 扱った後でそれ以降の結果セットを処理する際には、 db2_next_result() 関数をコールして その返り値を PHP 変数に代入しなけ
ればなりません。

パラメータ
stmt

db2_exec() あるいは db2_execute() から返されるプリペアドステートメント。

返り値

ストアドプロシージャが別の結果セットを返している場合には 次の結果セットを含む新しいステートメントリソース、 別の結果セットを返していない場合には FALSE を返します。

例

例1 複数の結果セットを返すストアドプロシージャをコールする

次の例では、3 つの結果セットを返すストアドプロシージャをコールします。 最初の結果セットは CALL 文を起動したのと同じステートメントリソースから 直接取得できますが、2 番目および 3 番目の結果セットは db2_next_result() が返すステートメントリソースから取得
します。
<?php
$conn = db2_connect($database, $user, $password);

if ($conn) {
  $stmt = db2_exec($conn, 'CALL multiResults()');

  print "最初の結果セットを取得します\n";
  while ($row = db2_fetch_array($stmt)) {
    var_dump($row);
  }

  print "\n2 番目の結果セットを取得します\n";
  $res = db2_next_result($stmt);
  if ($res) {
    while ($row = db2_fetch_array($res)) {
      var_dump($row);
    }
  }

  print "\n3 番目の結果セットを取得します\n";
  $res2 = db2_next_result($stmt);
  if ($res2) {
    while ($row = db2_fetch_array($res2)) {
      var_dump($row);
    }
  }

  db2_close($conn);
}
?>

上の例の出力は以下となります。

最初の結果セットを取得します
array(2) {
  [0]=>
  string(16) "Bubbles         "
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  [1]=>
  int(3)
}
array(2) {
  [0]=>
  string(16) "Gizmo           "
  [1]=>
  int(4)
}

2 番目の結果セットを取得します
array(4) {
  [0]=>
  string(16) "Sweater         "
  [1]=>
  int(6)
  [2]=>
  string(5) "llama"
  [3]=>
  string(6) "150.00"
}
array(4) {
  [0]=>
  string(16) "Smarty          "
  [1]=>
  int(2)
  [2]=>
  string(5) "horse"
  [3]=>
  string(6) "350.00"
}

3 番目の結果セットを取得します
array(1) {
  [0]=>
  string(16) "Bubbles         "
}
array(1) {
  [0]=>
  string(16) "Gizmo           "
}

db2_num_fields
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_num_fields — 結果セットに含まれるフィールドの数を返す

説明

int db2_num_fields ( resource $stmt )

結果セットに含まれるフィールドの数を返します。動的に生成されたクエリが返す 結果セットを処理する場合、あるいはストアドプロシージャから返された結果セットを 処理する場合など、結果セットの使用法がアプリケーションにわからない場合に有用です。

パラメータ
stmt

結果セットを含む有効なステートメントリソース。

返り値

指定したステートメントリソースに関連付けられた結果セット内の フィールドの数を表す整数値を返します。ステートメントリソースが 不正な値の場合には FALSE を返します。

例

例1 結果セットのフィールド数の取得

以下の例では、結果セットが返すフィールドの数を取得する方法を説明します。
<?php

$sql = "SELECT id, name, breed, weight FROM animals ORDER BY breed";
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);
db2_execute($stmt, $sql);
$columns = db2_num_fields($stmt);

echo "結果セット内には {$columns} つのカラムがあります。";
?>

上の例の出力は以下となります。

結果セット内には 4 つのカラムがあります。

参考

db2_execute() - プリペアドステートメントを実行する
db2_field_display_size() - カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name() - 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num() - 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision() - 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
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db2_field_scale() - 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type() - 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width() - 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す

db2_num_rows
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_num_rows — SQL 文によって変更された行の数を返す

説明

int db2_num_rows ( resource $stmt )

SQL 文によって削除、挿入あるいは更新された行の数を返します。

SELECT 文が返す行の数を取得するには、調べたい SELECT 文と同じ述部を持つ SELECT COUNT(*) を発行し、その値を取得します。

SELECT 文が返す行の数を調べて 0 の場合には別の処理を行うようなロジックを アプリケーションで使用している場合、その代わりに db2_fetch_assoc()、db2_fetch_both()、 db2_fetch_array() あるいは db2_fetch_row() を使用して最初の行を取得し、 結果が FALSE の場合
には別の処理を行うという方法を検討してください。

注意:

スクロール可能なカーソルを使用して SELECT 文を発行した場合は、 db2_num_rows() は SELECT 文の結果の行数を返します。 しかし、スクロール可能なカーソルを使用すると、 アプリケーションのパフォーマンスが急激に低下します。 そのため、SELECT 文の
結果の行数を知りたいというだけの理由で スクロール可能なカーソルを使用するのは避けましょう。 前進のみのカーソルを使用し、SELECT COUNT(*) をコールするか フェッチ関数の返す boolean 値を調べるほうが、 同じ機能をずっと高速に実現できます。

パラメータ
stmt

結果セットを含む有効な stmt リソース。

返り値

指定したステートメントハンドルによって発行された、 直近の SQL 文によって変更された行の数を返します。

db2_pclose
(PECL ibm_db2 >= 1.8.0)

db2_pclose — 持続的データベース接続を閉じる

説明

bool db2_pclose ( resource $resource )

この関数は、 db2_pconnect() で作成した DB2 クライアント接続を閉じ、 対応するリソースをデータベースサーバに返します。

注意:

この関数は、i5/OS で i5/OS システム管理リクエストに対する応答としてのみ使用可能です。

持続的 DB2 クライアント接続を db2_pconnect() で作成した場合は、 この関数で接続を閉じることができるでしょう。それ以降の接続のパフォーマンスのことを考えて、 この関数使うのは特別な場合だけにしておかなければなりません。 たとえば持続的接続が無反応になった
り 当分の間は持続的接続が不要になったりした場合です。

パラメータ
connection

アクティブな DB2 クライアント接続。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 持続的接続の終了

次の例は、IBM DB2 i5/OS データベースへの接続を閉じるものです。
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<?php
$conn = db2_pconnect('', '', '');
$rc = db2_pclose($conn);
if ($rc) {
    echo "Connection was successfully closed.";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Connection was successfully closed.

参考

db2_close() - データベース接続を閉じる
db2_pconnect() - データベースへの持続的接続を返す

db2_pconnect
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_pconnect — データベースへの持続的接続を返す

説明

resource db2_pconnect ( string $database , string $username , string $password [, array $options ] )

IBM DB2 Universal Database、IBM Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの持続的接続を返します。

持続的接続についての詳細な情報は、 持続的データベース接続 を参照ください。

持続的接続に対して db2_close() をコールすると、 常に TRUE を返します。しかし DB2 クライアント接続はオープンされたままであり、 条件に一致する次の db2_pconnect() リクエストを待ち続けます。

ibm_db2 のバージョン 1.9.0 以降を使っている場合は、 持続的接続上ではリクエストが終了するたびにトランザクションがロールバックされることに気をつけましょう。 リクエストが終了するたびにトランザクションも終了します。 これは、トランザクションによるブロック
が次のリクエストまで持ち越されてしまって 同じ接続を利用する別のスクリプトの実行に影響するのを防ぐためです。

パラメータ
database

DB2 クライアントカタログ内のデータベースエイリアス。
username

データベースに接続するユーザ名。
password

データベースに接続するパスワード。
options

接続の振る舞いを指定する接続オプションの連想配列。 使用可能なキーは以下のとおりです。
autocommit

DB2_AUTOCOMMIT_ON を渡すと、 この接続ハンドルで自動コミットを有効にします。

DB2_AUTOCOMMIT_OFF を渡すと、 この接続ハンドルで自動コミットを無効にします。
DB2_ATTR_CASE

DB2_CASE_NATURAL を渡すと、 カラム名の大文字小文字を変換せずに返します。

DB2_CASE_LOWER を渡すと、 カラム名を小文字に変換して返します。

DB2_CASE_UPPER を渡すと、 カラム名を大文字に変換して返します。
CURSOR

DB2_FORWARD_ONLY を渡すと、 ステートメントリソースで前進のみのカーソルを使用します。 これはデフォルトのカーソル型であり、 すべてのデータベースサーバでサポートされています。

DB2_SCROLLABLE を渡すと、 ステートメントリソースでスクロール可能なカーソルを使用します。 このモードでは結果セット内の行へのランダムアクセスが可能となりますが、 現在は IBM DB2 Universal Database でしかサポートされていません。

以下の新しいオプションは、ibm_db2 のバージョン 1.7.0 以降で使用可能です。
trustedcontext

DB2_TRUSTED_CONTEXT_ENABLE を渡すと、この接続ハンドルでの信頼済みコンテキストを有効にします。 このパラメータを db2_set_option() で設定することはできません。

このキーは、カタログ接続の場合 (たとえローカルデータベースであっても) あるいは接続時に完全な DSN を指定した場合にのみ動作します。
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データベースをカタログするには次のコマンドを実行します。
db2 catalog tcpip node loopback remote <SERVERNAME> server <SERVICENAME>
db2 catalog database <LOCALDBNAME> as <REMOTEDBNAME> at node loopback
db2 "update dbm cfg using svcename <SERVICENAME>"
db2set DB2COMM=TCPIP

以下の新しい i5/OS オプションは、ibm_db2 のバージョン 1.5.1 以降で使用可能です。

ヒント

持続的接続と衝突する属性を使用すると、i5/OS では結果は未定義となります。 持続的接続のユーザプロファイルを使用するすべてのアプリケーションについて、 サイトポリシーを確立しておく必要があります。持続的接続を使用する場合は、 デフォルトの
DB2_AUTOCOMMIT_ON をおすすめします。
i5_lib

未解決のファイル参照を解決する際に使用するデフォルトのライブラリを指定します。 システムのネーミングモードを使用している接続の場合は、これは無効です。
i5_naming

DB2_I5_NAMING_ON は、DB2 UDB CLI iSeries のシステムネーミングモードを有効にします。ファイルの識別の際、 区切り文字としてスラッシュ (/) を使用します。 識別されないファイルの解決には、ジョブのライブラリ一覧を使用します。

DB2_I5_NAMING_OFF は、DB2 UDB CLI のデフォルトのネーミングモード (SQL ネーミング) を無効にします。 ファイルの識別の際、区切り文字としてピリオド (.) を使用します。 識別されないファイルの解決には、 デフォルトのライブラリあるいは現在のユーザ
ID を使用します。

i5_commit

i5_commit 属性は、 db2_pconnect() の前に設定しなければなりません。 接続が確立された後にこの値が変更され、その接続がリモートデータソースに対するものだった場合は、 その接続ハンドルに対してもう一度 db2_pconnect() がコールされるまで変更は反映
されません。

注意:

php.ini の設定は ibm_db2.i5_allow_commit==0 あるいは DB2_I5_TXN_NO_COMMIT がデフォルトです。 しかし、その設定よりも i5_commit オプションの内容のほうが優先されます。

DB2_I5_TXN_NO_COMMIT - コミットの管理を使用しません。

DB2_I5_TXN_READ_UNCOMMITTED - ダーティリード、 反復不能読み取り、ファントムリードが発生する可能性があります。

DB2_I5_TXN_READ_COMMITTED - ダーティリードは発生しません。 反復不能読み取り、ファントムリードが発生する可能性があります。

DB2_I5_TXN_REPEATABLE_READ - ダーティリード、 反復不能読み取りは発生しません。 ファントムリードが発生する可能性があります。

DB2_I5_TXN_SERIALIZABLE - トランザクションの一貫性を保持します。 ダーティリード、反復不能読み取り、ファントムリードは発生しません。
i5_query_optimize

DB2_FIRST_IO すべてのクエリは、結果の一行目をできるだけ早く返すように最適化されます。 これが有効なのは、出力の制御をユーザが行う場合です。出力の制御とは、 たとえば、出力の最初のページを見てそこで処理を停止させるなどのことです。 OPTIMIZE
FOR nnn ROWS 句を指定したクエリは、その指定が優先されます。

DB2_ALL_IO すべてのクエリは、結果全体をできるだけ短時間で取得できるように最適化されます。 これは、結果をファイルや帳票に書き出す場合に有用なオプションです。 あるいは出力データを順次処理するインターフェイスなどにも有用です。 OPTIMIZE FOR
nnn ROWS 句を指定したクエリは、その指定が優先されます。 これはデフォルトの設定です。

i5_dbcs_alloc

DB2_I5_DBCS_ALLOC_ON は、 DBCS トランザクションカラムサイズ用の DB2 6X アロケーションを有効にします。

DB2_I5_DBCS_ALLOC_OFF は、 DBCS トランザクションカラムサイズ用の DB2 6X アロケーションを無効にします。

注意:

php.ini では ibm_db2.i5_dbcs_alloc==0 あるいは DB2_I5_DBCS_ALLOC_OFF がデフォルト設定となっています。 しかし、i5_dbcs_alloc の値のほうが優先されます。
i5_date_fmt

DB2_I5_FMT_ISO - 国際標準化機構 (ISO) の日付書式 yyyy-mm-dd を使用します。デフォルトです。

DB2_I5_FMT_USA - 合衆国の日付書式 mm/dd/yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_EUR - 欧州の日付書式 dd.mm.yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_JIS - 日本工業規格 (JIS) の日付書式 yyyy-mm-dd を使用します。

DB2_I5_FMT_MDY - 日付書式 mm/dd/yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_DMY - 日付書式 dd/mm/yyyy を使用します。

DB2_I5_FMT_YMD - 日付書式 yy/mm/dd を使用します。

DB2_I5_FMT_JUL - ユリウス日 yy/ddd を使用します。

DB2_I5_FMT_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。
i5_date_sep
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DB2_I5_SEP_SLASH - スラッシュ ( / ) を日付の区切り文字として使用します。 デフォルトです。

DB2_I5_SEP_DASH - ダッシュ ( - ) を日付の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_PERIOD - ピリオド ( . ) を日付の区切り文字として使用します。 separator.

DB2_I5_SEP_COMMA - カンマ ( , ) を日付の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_BLANK - ブランクを日付の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。
i5_time_fmt

DB2_I5_FMT_ISO - 国際標準化機構 (ISO) の時刻書式 hh.mm.ss を使用します。デフォルトです。

DB2_I5_FMT_USA - 合衆国の時刻書式 hh:mmxx を使用します。xx には AM あるいは PM が入ります。

DB2_I5_FMT_EUR - 欧州の時刻書式 hh.mm.ss を使用します。

DB2_I5_FMT_JIS - 日本工業規格 (JIS) の時刻書式 hh:mm:ss を使用します。

DB2_I5_FMT_HMS - hh:mm:ss を使用します。
i5_time_sep

DB2_I5_SEP_COLON - コロン ( : ) を時刻の区切り文字として使用します。 デフォルトです。

DB2_I5_SEP_PERIOD - ピリオド ( . ) を時刻の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_COMMA - カンマ ( , ) を時刻の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_BLANK - ブランクを時刻の区切り文字として使用します。

DB2_I5_SEP_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。
i5_decimal_sep

DB2_I5_SEP_PERIOD - ピリオド ( . ) を小数点として使用します。 デフォルトです。

DB2_I5_SEP_COMMA - カンマ ( , ) を小数点として使用します。

DB2_I5_SEP_JOB - そのジョブのデフォルトを使用します。

以下の新しい i5/OS オプションは、ibm_db2 のバージョン 1.8.0 以降で使用可能です。
i5_libl

ファイル参照を解決する際に用いるライブラリ一覧を表す文字。 ライブラリ一覧の項目を指定する際は、空白で区切って 'i5_libl'=>"MYLIB YOURLIB ANYLIB" のようにします。

注意:

i5_libl は qsys2/qcmdexc('cmd',cmdlen) をコールします。 これは i5/OS V5R4 以降でのみ使用可能です。

返り値

接続に成功した場合は接続ハンドルリソースを返します。 パラメータ database、username および password に完全に一致する接続が 既に存在した場合、db2_pconnect() はそれを再利用します。接続に失敗した場合は db2_pconnect() は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
ibm_db2 1.9.0持続的接続上のアクティブなトランザクションは、各接続の終了時にロールバックされるようになりました。
ibm_db2 1.8.0 i5/OS ユーザは i5_libl オプションが使えるようになりました。
ibm_db2 1.7.0 trustedcontext オプションが使えるようになりました。
ibm_db2 1.5.1 i5/OS ユーザは i5_lib, i5_naming, i5_commit, i5_query_optimize, i5_dbcs_alloc, i5_date_fmt, i5_date_sep, i5_time_fmt, i5_time_sep および i5_decimal_sep が使えるようになりました。

例

例1 db2_pconnect() の例

以下の例で、最初に db2_pconnect() をコールした際には新しい持続的接続リソースを返します。 二度目に db2_pconnect() をコールすると、 最初の持続的接続のリソースが再利用されます。
<?php
$database = 'SAMPLE';
$user = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

$pconn = db2_pconnect($database, $user, $password);

if ($pconn) {
    echo "持続的接続に成功しました。";
}
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else {
    echo "持続的接続に失敗しました。";
}

$pconn2 = db2_pconnect($database, $user, $password);
if ($pconn) {
    echo "2 回目の持続的接続に成功しました。";
}
else {
    echo "2 回目の持続的接続に失敗しました。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

持続的接続に成功しました。
2 回目の持続的接続に成功しました。

例2 信頼済みコンテキストの使用

次の例は、信頼済みのコンテキストを有効にしてユーザを変更し、現在のユーザ ID を取得するものです。
<?php

$database = "SAMPLE";
$hostname = "localhost";
$port = 50000;
$authID = "db2inst1";
$auth_pass = "ibmdb2";

$tc_user = "tcuser";
$tc_pass = "tcpassword";

$dsn = "DATABASE=$database;HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;
  PROTOCOL=TCPIP;UID=$authID;PWD=$auth_pass;";
$options = array ("trustedcontext" => DB2_TRUSTED_CONTEXT_ENABLE);

$tc_conn = db2_pconnect($dsn, "", "", $options);
if($tc_conn) {
    echo "Explicit trusted connection succeeded.\n";

    if(db2_get_option($tc_conn, "trustedcontext")) {
        $userBefore = db2_get_option($tc_conn, "trusted_user");
        
        // user 1 で何らかの作業をします

        // 信頼済みユーザに切り替えます
        $parameters = array("trusted_user" => $tc_user, 
          "trusted_password" => $tcuser_pass);
        $res = db2_set_option ($tc_conn, $parameters, 1);

        $userAfter = db2_get_option($tc_conn, "trusted_user");
        // 信頼済みユーザとして何らかの作業をします
        if($userBefore != $userAfter) {
            echo "User has been switched." . "\n";    
        }
    }

    db2_close($tc_conn);
}
else {
    echo "Explicit trusted connection failed.\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Explicit trusted connection succeeded.
User has been switched.

参考

db2_connect() - データベースへの接続を返す

db2_prepare
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_prepare — 実行する SQL 文を準備する

説明

resource db2_prepare ( resource $connection , string $statement [, array $options ] )

db2_prepare() は、プリペアドステートメントを作成します。 このプリペアドステートメントには、入力パラメータ・出力パラメータ あるいは入出力パラメータを表すパラメータマーカ (?) を含めることができます。プリペアドステートメントにパラメータを渡すには
db2_bind_param() を使用します。 入力パラメータの場合についてのみ、db2_execute() に渡す配列で指定することも可能です。

アプリケーション内でプリペアドステートメントを使用する利点は、 以下の 3 つです。 application:

パフォーマンス: 事前に文を準備しておくと、 その文によってデータを取得するための実行計画をデータベースサーバが 最適化します。その後 db2_execute() でプリペアドステートメントを実行する際にはこの実行計画が再利用され、 実行時に実行計画を毎回作成するこ
とによるオーバーヘッドを避けられます。

セキュリティ: 事前に文を準備する際に、 入力値にパラメータマーカを含めることができます。 入力値にプレースホルダを使用してプリペアドステートメントを実行すると、 入力値の型がカラム定義あるいはパラメータ定義と一致することを データベースサーバがチェッ
クします。
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高機能: パラメータマーカの機能は、 単に入力値をプリペアドステートメントに渡すだけではありません。 db2_bind_param() を使用すると、 ストアドプロシージャの OUT パラメータおよび INOUT パラメータから 値を取得することも可能です。

パラメータ
connection

db2_connect() あるいは db2_pconnect() が返した有効なデータベース接続リソース。
statement

ひとつ以上のパラメータマーカを含む SQL 文。
options

文のオプションを含む連想配列。 データベースサーバがその機能をサポートしている場合に、 このパラメータを使用してスクロール可能なカーソルの使用を 要求することができます。

オプションについての説明は db2_set_option() を参照ください。

返り値

SQL 文のパースに成功し、データベースサーバ内で正しく準備された場合に ステートメントリソースを返します。データベースサーバがエラーを返した場合に FALSE を返します。返されたエラーの詳細を調べるには、 db2_stmt_error() あるいは db2_stmt_errormsg() をコー
ルします。

例

例1 パラメータマーカを使用した SQL 文の準備と実行

以下の例では、4 つのパラメータマーカを含む INSERT 文を準備し、 入力値の配列を含む配列を順に処理しながら db2_execute() に値を渡します。
<?php
$animals = array(
    array(0, 'cat', 'Pook', 3.2),
    array(1, 'dog', 'Peaches', 12.3),
    array(2, 'horse', 'Smarty', 350.0),
);

$insert = 'INSERT INTO animals (id, breed, name, weight)
    VALUES (?, ?, ?, ?)';
$stmt = db2_prepare($conn, $insert);
if ($stmt) {
    foreach ($animals as $animal) {
        $result = db2_execute($stmt, $animal);
    }
}
?>

参考

db2_bind_param() - PHP 変数を SQL 文のパラメータにバインドする
db2_execute() - プリペアドステートメントを実行する
db2_stmt_error() - SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_stmt_errormsg() - 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す

db2_primary_keys
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_primary_keys — テーブルの主キーを含む結果セットを返す

説明

resource db2_primary_keys ( resource $connection , string $qualifier , string $schema , string $table-name )

テーブルの主キーを含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。schema が NULL の場合、db2_primary_keys() は現在の接続のスキーマを使用します。
table-name
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テーブルの名前。

返り値

指定したテーブルの主キーを含む結果セットのステートメントリソースを返します。 結果セットは、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
TABLE_CAT 主キーを含むテーブルのカタログの名前。 テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
TABLE_SCHEM 主キーを含むテーブルのスキーマの名前。
TABLE_NAME 主キーを含むテーブルの名前。
COLUMN_NAME 主キーを含むカラムの名前。
KEY_SEQ 1 から始まる数字で表した、キー内のカラムの位置。
PK_NAME 主キーの名前。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_procedure_columns
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_procedure_columns — ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す

説明

resource db2_procedure_columns ( resource $connection , string $qualifier , string $schema , string $procedure , string $parameter )

ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

プロシージャを含むスキーマ。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。
procedure

プロシージャの名前。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。
parameter

パラメータの名前。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。 このパラメータが NULL の場合、指定したストアドプロシージャの すべてのパラメータが返されます。

返り値

指定したパラメータに一致するストアドプロシージャのパラメータ情報を含む結果セットの ステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
PROCEDURE_CAT プロシージャを含むカタログ。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
PROCEDURE_SCHEM ストアドプロシージャを含むスキーマの名前。
PROCEDURE_NAME プロシージャの名前。
COLUMN_NAME パラメータの名前。

パラメータの型を表す整数値。
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COLUMN_TYPE
返される値 パラメータの型

1 (SQL_PARAM_INPUT) 入力 (IN) パラメータ。
2 (SQL_PARAM_INPUT_OUTPUT)入力/出力 (INOUT) パラメータ。
3 (SQL_PARAM_OUTPUT) 出力 (OUT) パラメータ。

DATA_TYPE パラメータの SQL データ型を表す整数値。
TYPE_NAME パラメータのデータ型を表す文字列。
COLUMN_SIZE パラメータのサイズを表す整数値。
BUFFER_LENGTH このパラメータのデータを保存するために必要な最大バイト数。
DECIMAL_DIGITS パラメータの位取り。位取りが適用できない場合は NULL。
NUM_PREC_RADIX 10 (正確な数値データ型を表す)、 2 (概数データ型を表す)、 あるいは NULL (基数が適用できないデータ型を表す) のいずれか。
NULLABLE パラメータが null 値をとることができるかどうかを表す整数値。
REMARKS パラメータの説明。
COLUMN_DEF パラメータのデフォルト値。
SQL_DATA_TYPE パラメータのサイズを表す整数値。
SQL_DATETIME_SUB datetime 型のコードを表す整数値、 あるいはこれが適用できない SQL データ型である場合に NULL。
CHAR_OCTET_LENGTH文字型のパラメータにおける最大のオクテット数。 シングルバイト文字セットのデータの場合、これは COLUMN_SIZE に一致します。文字型でないカラムの場合は NULL となります。
ORDINAL_POSITION CALL 文の中でのパラメータの位置を表す、1 から始まるインデックス。
IS_NULLABLE パラメータが null 値をとることができるかどうかを表す文字列。 'YES' の場合は null 値をとることができ、 'NO' の場合はできません。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_procedures
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_procedures — データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す

説明

resource db2_procedures ( resource $connection , string $qualifier , string $schema , string $procedure )

データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

プロシージャを含むスキーマ。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。
procedure

プロシージャの名前。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。

返り値

指定したパラメータに一致するストアドプロシージャの情報を含む結果セットの ステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
PROCEDURE_CAT プロシージャを含むカタログ。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
PROCEDURE_SCHEM
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ストアドプロシージャを含むスキーマの名前。
PROCEDURE_NAME プロシージャの名前。
NUM_INPUT_PARAMS ストアドプロシージャの入力 (IN) パラメータの数。
NUM_OUTPUT_PARAMSストアドプロシージャの出力 (OUT) パラメータの数。
NUM_RESULT_SETS ストアドプロシージャが返す結果セットの数。
REMARKS ストアドプロシージャのコメント。
PROCEDURE_TYPE 常に 1 を返します。これは、 ストアドプロシージャが返り値を返さないことを意味します。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_result
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_result — 結果セットの行からひとつのカラムを返す

説明

mixed db2_result ( resource $stmt , mixed $column )

db2_result() を使用して、 結果セットの現在の行から指定したカラムの値を取得します。 結果セットポインタの位置を指定するため、db2_result() のコール前には db2_fetch_row() をコールする必要があります。

パラメータ
stmt

有効な stmt リソース。
column

結果セット内のカラムの位置を表す 0 から始まるインデックス、 あるいはカラム名を表す文字列。

返り値

指定したフィールドが結果セットに存在する場合にそのフィールドの値を返します。 フィールドが存在しない場合には NULL を返し、警告を発生させます。

例

例1 db2_result() の例

以下の例では、db2_fetch_row() で結果セットを 順に処理し、db2_result() で結果セットから カラムを取得する方法を説明します。
<?php
$sql = 'SELECT name, breed FROM animals WHERE weight < ?';
$stmt = db2_prepare($conn, $sql);
db2_execute($stmt, array(10));
while (db2_fetch_row($stmt)) {
    $name = db2_result($stmt, 0);
    $breed = db2_result($stmt, 'BREED');
    print "$name $breed";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
cat Pook
gold fish Bubbles
budgerigar Gizmo
goat Rickety Ride

参考

db2_fetch_array() - 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc() - 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both() - 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object() - 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
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db2_fetch_row() - 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する

db2_rollback
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_rollback — トランザクションをロールバックする

説明

bool db2_rollback ( resource $connection )

指定した接続リソース上で実行中のトランザクションをロールバックし、 新しいトランザクションを開始します。PHP アプリケーションのデフォルトは AUTOCOMMIT モードなので、接続リソースに対して AUTOCOMMIT を無効にしていない限り db2_rollback() は何の意味
もありません。

パラメータ
connection

db2_connect() あるいは db2_pconnect() が返した有効なデータベース接続リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DELETE 文のロールバック

以下の例では、テーブルの行数を数えた後にデータベース接続の AUTOCOMMIT を無効にし、テーブルのすべての行を削除した上で、 行数が 0 となっていることを確認します。 それから、db2_rollback() を発行して再度行数を取得し、 DELETE 文の発行前の状態に戻ってい
ることを確認します。 これにより、トランザクションのロールバックが正常に行われたことを示します。
<?php
$conn = db2_connect($database, $user, $password);

if ($conn) {
    $stmt = db2_exec($conn, "SELECT count(*) FROM animals");
    $res = db2_fetch_array( $stmt );
    echo $res[0] . "\n";
    
    // AUTOCOMMIT を無効にします
    db2_autocommit($conn, DB2_AUTOCOMMIT_OFF);
   
    // ANIMALS のすべての行を削除します
    db2_exec($conn, "DELETE FROM animals");
    
    $stmt = db2_exec($conn, "SELECT count(*) FROM animals");
    $res = db2_fetch_array( $stmt );
    echo $res[0] . "\n";
    
    // DELETE 文をロールバックします
    db2_rollback( $conn );
    
    $stmt = db2_exec( $conn, "SELECT count(*) FROM animals" );
    $res = db2_fetch_array( $stmt );
    echo $res[0] . "\n";
    db2_close($conn);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
7
0
7

参考

db2_autocommit() - データベース接続の AUTOCOMMIT の状態を取得または設定する
db2_commit() - トランザクションをコミットする

db2_server_info
(PECL ibm_db2 >= 1.1.1)

db2_server_info — DB2 データベースサーバの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す

説明

object db2_server_info ( resource $connection )
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この関数は、IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースサーバについての情報を 読み取り専用のプロパティに保持するオブジェクトを返します。 以下の表は、データベースサーバのプロパティの一覧です。

データベースサーバのプロパティ

プロパティ名 返り値の
型 説明

DBMS_NAME string 接続中のデータベースサーバの名前。DB2 サーバの場合は、 DB2 の後にサーバが稼動している OS の名前が続きます。

DBMS_VER string データベースサーバのバージョン。"MM.mm.uuuu" という形式の文字列で、 MM がメジャーバージョン、 mm がマイナーバージョン、 そして uuuu がアップデートを表します。 例えば "08.02.0001" は メジャーバージョン 8、マイ
ナーバージョン 2、アップデート 1 を表します。

DB_CODEPAGE int 接続中のデータベースのコードページ。
DB_NAME string 接続中のデータベースの名前。

DFT_ISOLATION string

サーバがサポートしているデフォルトのトランザクション分離レベル。

UR

Uncommitted read: 変更内容は、他のトランザクションからも すぐに見えるようになります。

CS

Cursor stability: あるトランザクションで読み込まれた行を、 別のトランザクションから変更してコミットすることができます。

RS

Read stability: 検索条件あるいは実行中のトランザクションに 一致する行を、トランザクションから追加したり削除したりできます。

RR

Repeatable read: 実行中のトランザクションに影響を受けるデータは、 他のトランザクションからは見えません。

NC

No commit: 変更内容は、操作が終了した時点で見えるようになります。 明示的なコミットやロールバックはできません。

IDENTIFIER_QUOTE_CHAR string 識別子を区切るための文字。
INST_NAME string データベースを含むデータベースサーバのインスタンス名。
ISOLATION_OPTION array データベースサーバがサポートする分離オプション。 分離オプションについては DFT_ISOLATION プロパティの説明を参照ください。
KEYWORDS array データベースサーバの予約語の配列。
LIKE_ESCAPE_CLAUSE bool データベースサーバがワイルドカード文字 % および _ の使用をサポートしている場合に TRUE、 これらのワイルドカードをサポートしていない場合に FALSE。
MAX_COL_NAME_LEN int データベースサーバがサポートするカラム名の最大バイト数。
MAX_IDENTIFIER_LEN int データベースサーバがサポートする SQL 識別子の最大文字数。
MAX_INDEX_SIZE int データベースサーバがサポートするインデックスつきカラムの最大バイト数。
MAX_PROC_NAME_LEN int データベースサーバがサポートするプロシージャ名の最大バイト数。
MAX_ROW_SIZE int データベースサーバがサポートするベーステーブルの行の最大バイト数。
MAX_SCHEMA_NAME_LEN int データベースサーバがサポートするスキーマ名の最大バイト数。
MAX_STATEMENT_LEN int データベースサーバがサポートする SQL 文の最大バイト数。
MAX_TABLE_NAME_LEN int データベースサーバがサポートするテーブル名の最大バイト数。
NON_NULLABLE_COLUMNS bool データベースサーバがカラムの NOT NULL 定義をサポートしている場合に TRUE、サポートしていない場合に FALSE。
PROCEDURES bool データベースサーバがストアドプロシージャをコールするための CALL 文をサポートしている場合に TRUE、サポートしていない場合に FALSE。
SPECIAL_CHARS string 識別子として使用可能な文字のうち、 a-Z、0-9 およびアンダースコア以外の文字。

SQL_CONFORMANCE string

データベースサーバの ANSI/ISO SQL-92 仕様への対応レベル。

ENTRY

SQL-92 エントリレベルに準拠しています。

FIPS127

FIPS-127-2 transitional に準拠しています。

FULL

SQL-92 完全レベルに準拠しています。

INTERMEDIATE

SQL-92 中間レベルに準拠しています。

パラメータ
connection

アクティブな DB2 クライアント接続を指定します。
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返り値

成功した場合にオブジェクト、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 db2_server_info() の例

サーバの情報を取得するには、有効なデータベース接続リソースを db2_server_info() に渡す必要があります。
<?php

$conn = db2_connect('sample', 'db2inst1', 'ibmdb2');

$server = db2_server_info( $conn );

if ($server) {
    echo "DBMS_NAME: ";                 var_dump( $server->DBMS_NAME );
    echo "DBMS_VER: ";                  var_dump( $server->DBMS_VER );
    echo "DB_CODEPAGE: ";               var_dump( $server->DB_CODEPAGE );
    echo "DB_NAME: ";                   var_dump( $server->DB_NAME );
    echo "INST_NAME: ";                 var_dump( $server->INST_NAME );
    echo "SPECIAL_CHARS: ";             var_dump( $server->SPECIAL_CHARS );
    echo "KEYWORDS: ";                  var_dump( sizeof($server->KEYWORDS) );
    echo "DFT_ISOLATION: ";             var_dump( $server->DFT_ISOLATION );
    echo "ISOLATION_OPTION: ";
    $il = '';
    foreach( $server->ISOLATION_OPTION as $opt )
    {
       $il .= $opt." ";
    }
    var_dump( $il );
    echo "SQL_CONFORMANCE: ";           var_dump( $server->SQL_CONFORMANCE );
    echo "PROCEDURES: ";                var_dump( $server->PROCEDURES );
    echo "IDENTIFIER_QUOTE_CHAR: ";     var_dump( $server->IDENTIFIER_QUOTE_CHAR );
    echo "LIKE_ESCAPE_CLAUSE: ";        var_dump( $server->LIKE_ESCAPE_CLAUSE );
    echo "MAX_COL_NAME_LEN: ";          var_dump( $server->MAX_COL_NAME_LEN );
    echo "MAX_ROW_SIZE: ";              var_dump( $server->MAX_ROW_SIZE );
    echo "MAX_IDENTIFIER_LEN: ";        var_dump( $server->MAX_IDENTIFIER_LEN );
    echo "MAX_INDEX_SIZE: ";            var_dump( $server->MAX_INDEX_SIZE );
    echo "MAX_PROC_NAME_LEN: ";         var_dump( $server->MAX_PROC_NAME_LEN );
    echo "MAX_SCHEMA_NAME_LEN: ";       var_dump( $server->MAX_SCHEMA_NAME_LEN );
    echo "MAX_STATEMENT_LEN: ";         var_dump( $server->MAX_STATEMENT_LEN );
    echo "MAX_TABLE_NAME_LEN: ";        var_dump( $server->MAX_TABLE_NAME_LEN );
    echo "NON_NULLABLE_COLUMNS: ";      var_dump( $server->NON_NULLABLE_COLUMNS );

    db2_close($conn);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
DBMS_NAME: string(9) "DB2/LINUX"
DBMS_VER: string(10) "08.02.0000"
DB_CODEPAGE: int(1208)
DB_NAME: string(6) "SAMPLE"
INST_NAME: string(8) "db2inst1"
SPECIAL_CHARS: string(2) "@#"
KEYWORDS: int(179)
DFT_ISOLATION: string(2) "CS"
ISOLATION_OPTION: string(12) "UR CS RS RR "
SQL_CONFORMANCE: string(7) "FIPS127"
PROCEDURES: bool(true)
IDENTIFIER_QUOTE_CHAR: string(1) """
LIKE_ESCAPE_CLAUSE: bool(true)
MAX_COL_NAME_LEN: int(30)
MAX_ROW_SIZE: int(32677)
MAX_IDENTIFIER_LEN: int(18)
MAX_INDEX_SIZE: int(1024)
MAX_PROC_NAME_LEN: int(128)
MAX_SCHEMA_NAME_LEN: int(30)
MAX_STATEMENT_LEN: int(2097152)
MAX_TABLE_NAME_LEN: int(128)
NON_NULLABLE_COLUMNS: bool(true)

参考

db2_client_info() - DB2 データベースクライアントの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す

db2_set_option
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_set_option — 接続リソースあるいはステートメントリソースのオプションを設定する

説明

bool db2_set_option ( resource $resource , array $options , int $type )

ステートメントリソースあるいは接続リソースのオプションを設定します。 結果セットリソースのオプションを設定することはできません。

パラメータ
resource
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db2_prepare() が返す有効なステートメントリソースか、 あるいは db2_connect() や db2_pconnect() が返す有効な接続リソース。
options

ステートメントあるいは接続のオプションを含む連想配列。 このパラメータは、自動コミットの値を変更したりカーソルの型を (スクロール可能、あるいは前進のみに) 変更したり、結果セットに表示されるカラム名を (小文字、大文字、あるいは元のままに) 設定したりす
る際に使用します。
autocommit

DB2_AUTOCOMMIT_ON を渡すと、 指定した接続リソースの自動コミットをオンにします。

DB2_AUTOCOMMIT_OFF を渡すと、 指定した接続リソースの自動コミットをオフにします。
cursor

DB2_FORWARD_ONLY を渡すと、 ステートメントリソースに前進のみのカーソルを指定します。 これはデフォルトのカーソル型であり、 すべてのデータベースサーバでサポートされています。

DB2_SCROLLABLE を渡すと、 ステートメントリソースにスクロール可能なカーソルを指定します。 このカーソルは、順番どおり以外の方法で結果セットの行にアクセス可能です。 しかし、IBM DB2 Universal Database でしかサポートされていません。
binmode

DB2_BINARY を渡すと、 バイナリデータがそのままの形式で返されるようになります。 これはデフォルトのモードです。php.ini で ibm_db2.binmode=1 とするのと同じことです。

DB2_CONVERT を渡すと、 バイナリデータを十六進エンコーディングで変換して返します。 これは、php.ini で ibm_db2.binmode=2 とするのと同じことです。

DB2_PASSTHRU を渡すと、 バイナリデータを NULL に変換するようになります。これは php.ini で ibm_db2.binmode=3 とするのと同じことです。
db2_attr_case

DB2_CASE_LOWER を渡すと、 結果セットのカラム名を小文字で返します。

DB2_CASE_UPPER を渡すと、 結果セットのカラム名を大文字で返します。

DB2_CASE_NATURAL を渡すと、 結果セットのカラム名をそのまま何もせずに返します。
deferred_prepare

DB2_DEFERRED_PREPARE_ON を渡すと、 指定したステートメントリソースについて遅延プリペアを有効にします。

DB2_DEFERRED_PREPARE_OFF を渡すと、 指定したステートメントリソースについて遅延プリペアを無効にします。

以下の新しい i5/OS オプションは、ibm_db2 のバージョン 1.5.1 以降で使用可能です。 これらのオプションが適用されるのは、PHP と ibm_db2 が i5 システム上でネイティブに動作している場合のみです。
i5_fetch_only

DB2_I5_FETCH_ON - カーソルは読み込み専用となり、場所を指定しての更新や削除には使用できません。 これは、SQL_ATTR_FOR_FETCH_ONLY が SQL_FALSE に設定されていない場合のデフォルト設定です。

DB2_I5_FETCH_OFF - カーソルは、場所を指定しての更新や削除に使用できるようになります。

以下の新しいオプションが、ibm_db2 バージョン 1.8.0 以降で使用可能です。
rowcount

DB2_ROWCOUNT_PREFETCH_ON - クライアントは、取得する前に全行数を問い合わせることができます。つまり、 ROLLFORWARD_ONLY カーソルを使っている場合でも 選択された行数を db2_num_rows() で取得することができます。

DB2_ROWCOUNT_PREFETCH_OFF - クライアントは、取得する前に全行数を問い合わせることができません。

以下の新しいオプションが、ibm_db2 バージョン 1.7.0 以降で使用可能です。
trusted_user

ユーザを信頼済みユーザに変更する際に、信頼済みユーザのユーザ ID (文字列) をこのキーの値として渡します。 このオプションは、接続リソース上でのみ設定可能です。 このオプションを使用するには、 信頼済みコンテキストを接続リソース上で有効にしなければ
なりません。

trusted_password

trusted_user キーで指定したユーザに対応するパスワード (文字列)。

以下の新しいオプションが、ibm_db2 バージョン 1.6.0 以降で使用可能です。 これらは、有用な情報を提供します。これらの情報は、 db2_get_option() によって取得します。

注意:

各オプションの値を設定する際、 サーバによっては指定したすべての内容を処理できないことがあります。 その場合、値が切り詰められます。

指定したオプションが正しく変換されてホストシステムに送信されることを確実にするには、 A から Z までの文字と 0 から 9 までの数字、そしてアンダースコア (_) とピリオド (.) のみを使用するようにします。
userid

SQL_ATTR_INFO_USERID - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのユーザ ID として使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 16 文字までの長さをサポートしています。 このユーザ ID を、認証時に使用するユーザ ID と混同しないでください。 これは識別のためだけに使用するものであり、認証には用いられません。
acctstr
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SQL_ATTR_INFO_ACCTSTR - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのアカウンティング・ストリングとして使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 200 文字までの長さをサポートしています。
applname

SQL_ATTR_INFO_APPLNAME - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのアプリケーション名として使用します。

注意: 注意

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 32 文字までの長さをサポートしています。
wrkstnname

SQL_ATTR_INFO_WRKSTNNAME - ヌル終端の文字列へのポインタで、DB2 接続の際にホストデータベースサーバに送信する クライアントのワークステーション名として使用します。

注意:

z/OS および OS/390 サーバ版の DB2 は 18 文字までの長さをサポートしています。
type

この関数に渡すリソースの型を、整数値で指定します。 リソースの型とこの値は必ず一致していなければなりません。

1 は、 接続リソースがこの関数に渡されることを表します。

1 以外の整数を指定すると、 ステートメントリソースがこの関数に渡されることを表します。

次の表は、それぞれのオプションがどのリソース型で使用可能かをまとめたものです。

リソースとパラメータの対応
キー 値 リソースの型

  接続ステートメント結果セット
autocommit DB2_AUTOCOMMIT_ON X - -
autocommit DB2_AUTOCOMMIT_OFF X - -
cursor DB2_SCROLLABLE - X -
cursor DB2_FORWARD_ONLY - X -
binmode DB2_BINARY X X -
binmode DB2_CONVERT X X -
binmode DB2_PASSTHRU X X -
db2_attr_case DB2_CASE_LOWER X X -
db2_attr_case DB2_CASE_UPPER X X -
db2_attr_case DB2_CASE_NATURAL X X -
deferred_prepare DB2_DEFERRED_PREPARE_ON - X -
deferred_prepare DB2_DEFERRED_PREPARE_OFF - X -
i5_fetch_only DB2_I5_FETCH_ON - X -
i5_fetch_only DB2_I5_FETCH_OFF - X -
trusted_user <USER NAME> (文字列) X - -
trusted_password <PASSWORD> (文字列) X - -
userid SQL_ATTR_INFO_USERID X X -
acctstr SQL_ATTR_INFO_ACCTSTR X X -
applname SQL_ATTR_INFO_APPLNAME X X -
wrkstnname SQL_ATTR_INFO_WRKSTNNAME X X -

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 接続リソースにひとつのパラメータを設定する
<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";
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/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_ON);

/* 正しいリソースとオプションの配列、そして型を表す値を指定して関数をコールします */
$result = db2_set_option($conn, $options, 1);

/* すべてのオプションが正しく設定できたかどうかを調べます */
if($result)
{
  echo 'オプションの設定に成功しました';
}
else
{
  echo 'オプションが設定できませんでした';
}
?>

上の例の出力は以下となります。

オプションの設定に成功しました

例2 接続リソースに複数のパラメータを設定する
<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";

/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF, 
                    'binmode' => DB2_PASSTHRU,
              'db2_attr_case' => DB2_CASE_UPPER,
                     'cursor' => DB2_SCROLLABLE);

/* 正しいリソースとオプションの配列、そして型を表す値を指定して関数をコールします */
$result = db2_set_option($conn, $options, 1);

/* すべてのオプションが正しく設定できたかどうかを調べます */
if($result)
{
  echo 'オプションの設定に成功しました';
}
else
{
  echo 'オプションが設定できませんでした';
}
?>

上の例の出力は以下となります。

オプションの設定に成功しました

例3 複数のパラメータを間違ったキーで設定する
<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";

/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF, 
             'MY_INVALID_KEY' => DB2_PASSTHRU,
              'db2_attr_case' => DB2_CASE_UPPER,
                     'cursor' => DB2_SCROLLABLE);

/* 正しいリソースとオプションの配列、そして型を表す値を指定して関数をコールします */
$result = db2_set_option($conn, $options, 1);

/* すべてのオプションが正しく設定できたかどうかを調べます */
if($result)
{
  echo 'オプションの設定に成功しました';
}
else
{
  echo 'オプションが設定できませんでした';
}
?>

上の例の出力は以下となります。

オプションが設定できませんでした



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例4 複数のパラメータを間違った値で設定する
<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";

/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF, 
                    'binmode' => 'INVALID_VALUE',
              'db2_attr_case' => DB2_CASE_UPPER,
                     'cursor' => DB2_SCROLLABLE);

/* 正しいリソースとオプションの配列、そして型を表す値を指定して関数をコールします */
$result = db2_set_option($conn, $options, 1);

/* すべてのオプションが正しく設定できたかどうかを調べます */
if($result)
{
  echo 'オプションの設定に成功しました';
}
else
{
  echo 'オプションが設定できませんでした';
}
?>

上の例の出力は以下となります。

オプションが設定できませんでした

例5 複数のパラメータを接続リソースに設定する (間違った型を指定する)

<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";

/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF, 
                    'binmode' => DB2_PASSTHRU,
              'db2_attr_case' => DB2_CASE_UPPER,
                     'cursor' => DB2_SCROLLABLE);

/* 正しいリソースとオプションの配列、そして間違った型を表す値を指定して関数をコールします */
$result = db2_set_option($conn, $options, 2);

/* すべてのオプションが正しく設定できたかどうかを調べます */
if($result)
{
  echo 'オプションの設定に成功しました';
}
else
{
  echo 'オプションが設定できませんでした';
}
?>

上の例の出力は以下となります。

オプションが設定できませんでした

例6 複数のパラメータを間違ったリソースに設定する
<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";

/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('autocommit' => DB2_AUTOCOMMIT_OFF, 
                    'binmode' => DB2_PASSTHRU,
              'db2_attr_case' => DB2_CASE_UPPER,
                     'cursor' => DB2_SCROLLABLE);

$stmt = db2 prepare($conn, 'SELECT * FROM EMPLOYEE');
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/* 間違ったリソース、そして正しいオプションの配列と型を表す値を指定して関数をコールします */
$result = db2_set_option($stmt, $options, 1);

/* すべてのオプションが正しく設定できたかどうかを調べます */
if($result)
{
  echo 'オプションの設定に成功しました';
}
else
{
  echo 'オプションが設定できませんでした';
}
?>

上の例の出力は以下となります。

オプションが設定できませんでした

例7 すべてひとつにまとめる
<?php
/* データベース接続用のパラメータ */
$database = 'SAMPLE';
$hostname = 'localhost';
$port = 50000;
$protocol = 'TCPIP';
$username = 'db2inst1';
$password = 'ibmdb2';

/* 接続文字列 */
$conn_string = "DRIVER={IBM DB2 ODBC DRIVER};DATABASE=$database;";
$conn_string .= "HOSTNAME=$hostname;PORT=$port;PROTOCOL=$protocol;";
$conn_string .= "UID=$username;PWD=$password;";

/* 接続リソースを取得します */
$conn = db2_connect($conn_string, '', '');

/* 有効なキーと値を使用して、オプションの連想配列を作成します */
$options = array('db2_attr_case' => DB2_CASE_LOWER,
                        'cursor' => DB2_SCROLLABLE);

$stmt = db2_prepare($conn, 'SELECT * FROM EMPLOYEE WHERE EMPNO = ? OR EMPNO = ?');

/* 正しいリソースとオプションの配列、そして型を表す値を指定して関数をコールします */
$option_result = db2_set_option($stmt, $options, 2);
$result = db2_execute($stmt, array('000130', '000140'));

/* スクロール可能なカーソルのため、1 行目より先に 2 行目を取得します */
print_r(db2_fetch_assoc($stmt, 2));
print '<br /><br />';
print_r(db2_fetch_assoc($stmt, 1));

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [empno] => 000140
    [firstnme] => HEATHER
    [midinit] => A
    [lastname] => NICHOLLS
    [workdept] => C01
    [phoneno] => 1793
    [hiredate] => 1976-12-15
    [job] => ANALYST
    [edlevel] => 18
    [sex] => F
    [birthdate] => 1946-01-19
    [salary] => 28420.00
    [bonus] => 600.00
    [comm] => 2274.00
)

Array
(
    [empno] => 000130
    [firstnme] => DELORES
    [midinit] => M
    [lastname] => QUINTANA
    [workdept] => C01
    [phoneno] => 4578
    [hiredate] => 1971-07-28
    [job] => ANALYST
    [edlevel] => 16
    [sex] => F
    [birthdate] => 1925-09-15
    [salary] => 23800.00
    [bonus] => 500.00
    [comm] => 1904.00
)

例8 i5/OS カーソルは読み込み専用
<?php
  $conn = db2_connect("", "", "", array("i5_lib"=>"nobody"));
  $stmt = db2_prepare($conn, 'select * from names where first = ?');
  $name = "first2";
  db2_bind_param($stmt, 1, "name", DB2_PARAM_IN);
  $options = array("i5_fetch_only"=>DB2_I5_FETCH_ON);
  db2_set_option($stmt,$options,0);
  if (db2_execute($stmt)) {
    while ($row = db2_fetch_array($stmt)) {
      echo "{$row[0]} {$row[1]}";
    }
  }
?>

上の例の出力は以下となります。
first2 last2
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参考

db2_connect() - データベースへの接続を返す
db2_pconnect() - データベースへの持続的接続を返す
db2_exec() - SQL 文を直接実行する
db2_prepare() - 実行する SQL 文を準備する
db2_cursor_type() - ステートメントリソースが使用しているカーソルの型を返す

db2_special_columns
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_special_columns — テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す

説明

resource db2_special_columns ( resource $connection , string $qualifier , string $schema , string $table_name , int $scope )

テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。
table_name

テーブルの名前。
scope

ユニーク行 ID の有効期間の最小値を表す整数値。 以下の値のいずれかとなります。

整数値 SQL 定数 説明
0 SQL_SCOPE_CURROW 行 ID は、カーソルがその行にある場合にのみ有効です。
1 SQL_SCOPE_TRANSACTION 行 ID は、そのトランザクションの間のみ有効です。
2 SQL_SCOPE_SESSION 行 ID は、その接続の間のみ有効です。

返り値

テーブルのユニーク行 ID 情報を含む結果セットの ステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明

SCOPE

整数値 SQL 定数 説明
0 SQL_SCOPE_CURROW 行 ID は、カーソルがその行にある場合にのみ有効です。
1 SQL_SCOPE_TRANSACTION 行 ID は、そのトランザクションの間のみ有効です。
2 SQL_SCOPE_SESSION 行 ID は、その接続の間のみ有効です。

COLUMN_NAME ユニークカラムの名前。
DATA_TYPE カラムの SQL データ型。
TYPE_NAME カラムの SQL データ型を文字列で表したもの。
COLUMN_SIZE カラムのサイズを表す整数値。
BUFFER_LENGTH このカラムのデータを保存するために必要な最大のバイト数。
DECIMAL_DIGITS カラムの位取り。位取りが適用できない場合は NULL。
NUM_PREC_RADIX 10 (正確な数値データ型を表す)、 2 (概数データ型を表す)、 あるいは NULL (基数が適用できないデータ型を表す) のいずれか。
PSEUDO_COLUMN 常に 1 を返します。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
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db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_statistics
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_statistics — インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す

説明

resource db2_statistics ( resource $connection , string $qualifier , string $schema , string $table-name , bool $unique )

インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

対象となるテーブルを含むスキーマ。 このパラメータを NULL にすると、現在のユーザのスキーマについての 統計およびインデックスが返されます。
table_name

テーブルの名前。
unique

返されるインデックスの型を表す整数値。
0

テーブルのユニークインデックスについての情報のみを返します。
1

テーブルのすべてのインデックスについての情報を返します。

返り値

指定したパラメータに一致するテーブルの統計およびインデックスを含む ステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
TABLE_CAT テーブルを含むカタログの名前。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
TABLE_SCHEM テーブルを含むスキーマの名前。
TABLE_NAME テーブルの名前。

NON_UNIQUE

インデックスが一意でなければならないかどうか、 あるいはその行がテーブルの統計情報であるかどうかを表す整数値。

返り値 パラメータの型
0 (SQL_FALSE)インデックスは、重複した値をとることができます。
1 (SQL_TRUE) インデックスは、一意でなければなりません。
NULL この行は、テーブル自身についての統計情報です。

INDEX_QUALIFIER インデックスの資格を満たすため、INDEX_NAME の先頭に付加しなければならない修飾子を表す文字列。
INDEX_NAME インデックスの名前を表す文字列。

結果セットのこの行に含まれる情報の型を表す整数値。

返り値 パラメータの型
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TYPE 0 (SQL_TABLE_STAT) この行は、テーブル自身の統計情報を含みます。
1 (SQL_INDEX_CLUSTERED)この行は、クラスタ化インデックスについての情報を含みます。
2 (SQL_INDEX_HASH) この行は、ハッシュインデックスについての情報を含みます。
3 (SQL_INDEX_OTHER) この行は、クラスタ化もハッシュも行われていない インデックスについての情報を含みます。

ORDINAL_POSITION インデックス内の、1 から始まるカラムの位置。 その行がテーブル自身についての統計情報を含んでいる場合は NULL。
COLUMN_NAME インデックス内のカラムの名前。 その行がテーブル自身についての統計情報を含んでいる場合は NULL。
ASC_OR_DESC カラムの並び順が昇順の場合は A、 降順の場合は D、 その行がテーブル自身についての統計情報を含んでいる場合は NULL。

CARDINALITY
その行がインデックスの情報を含んでいる場合、このカラムには インデックス内の一意な値の数を表す整数値が含まれます。

その行がテーブル自身についての情報を含んでいる場合、 このカラムにはテーブルの行数を表す整数値が含まれます。

PAGES
その行がインデックスの情報を含んでいる場合、このカラムには インデックスを保存するために使用しているページ数を表す整数値が含まれます。

その行がテーブル自身についての情報を含んでいる場合、このカラムには テーブルを保存するために使用しているページ数を表す整数値が含まれます。

FILTER_CONDITION 常に NULL。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_stmt_error
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_stmt_error — SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す

説明

string db2_stmt_error ([ resource $stmt ] )

SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返します。

db2_stmt_error() の引数にステートメントリソースを 渡さなかった場合は、直近で (例えば db2_prepare() あるいは db2_exec() を使用して) 返そうとしたステートメントリソースに関連する SQLSTATE を返します。

SQLSTATE の値の意味を調べるには、DB2 コマンドラインプロセッサのプロンプトで 次のコマンドを発行します。 db2 '? sqlstate-value' また、db2_stmt_errormsg() をコールして、 明示的なエラーメッセージと、それに関連する SQLCODE の値を取得することも可能で
す。

パラメータ
stmt

有効なステートメントリソース。

返り値

SQLSTATE を含む文字列を返します。

参考

db2_conn_error() - 直近の接続から返された SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_conn_errormsg() - 直近の接続エラーメッセージおよび SQLCODE を返す
db2_stmt_errormsg() - 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す

db2_stmt_errormsg
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

db2_stmt_errormsg — 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す

説明

string db2_stmt_errormsg ([ resource $stmt ] )

直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返します。

db2_stmt_errormsg() の引数にステートメントリソースを 渡さなかった場合は、直近で (例えば db2_prepare() あるいは db2_exec() を使用して) 返そうとしたステートメントリソースに関連するエラーメッセージを返します。

パラメータ
stmt

有効なステートメントリソース。

返り値

SQL 文の発行により直近に発生したエラーを表す エラーメッセージおよび SQLSTATE を返します。

参考

db2_conn_error() - 直近の接続から返された SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_conn_errormsg() - 直近の接続エラーメッセージおよび SQLCODE を返す
db2_stmt_error() - SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す

db2_table_privileges
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_table_privileges — データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す

説明

resource db2_table_privileges ( resource $connection [, string $qualifier [, string $schema [, string $table_name ]]] )

データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。このパラメータには、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを指定することができます。
table_name

テーブルの名前。このパラメータには、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを指定することができます。

返り値

指定したパラメータに一致するテーブルの権限情報を含むステートメントリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
TABLE_CAT テーブルを含むカタログの名前。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
TABLE_SCHEM テーブルを含むスキーマの名前。
TABLE_NAME テーブルの名前。
GRANTOR その権限を与えたユーザの認証 ID。
GRANTEE その権限を与えられたユーザの認証 ID。
PRIVILEGE 与えられた権限。ALTER、 CONTROL、DELETE、INDEX、INSERT、REFERENCES、SELECT あるいは UPDATE のいずれかです。
IS_GRANTABLE grantee が、この権限を他のユーザに与えることができるかどうかを、 文字列 "YES" あるいは "NO" で表す。

参考
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db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_tables() - データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

db2_tables
(PECL ibm_db2 >= 1.0.0)

db2_tables — データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

説明

resource db2_tables ( resource $connection [, string $qualifier [, string $schema [, string $table-name [, string $table-type ]]]] )

データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返します。

パラメータ
connection

IBM DB2、Cloudscape あるいは Apache Derby データベースへの有効な接続。
qualifier

OS/390 あるいは z/OS サーバ上で稼動している DB2 データベースの修飾子。 その他のデータベースの場合には NULL あるいは空の文字列を渡します。
schema

テーブルを含むスキーマ。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。
table-name

テーブルの名前。このパラメータでは、ワイルドカードとして _ および % を含む検索パターンを使用可能です。
table-type

テーブル型の識別子をカンマで区切ったリスト。 すべてのテーブル型を指定するには、NULL あるいは空の文字列を指定します。 有効なテーブル型識別子は ALIAS、HIERARCHY TABLE、INOPERATIVE VIEW、NICKNAME、 MATERIALIZED QUERY TABLE、SYSTEM
TABLE、TABLE、TYPED TABLE、TYPED VIEW および VIEW です。

返り値

指定したパラメータに一致するテーブルの情報を含む結果セットのリソースを返します。 行の内容は、以下のカラムで構成されています。

カラム名 説明
TABLE_CAT テーブルを含むカタログ。テーブルがカタログを保持していない場合は NULL。
TABLE_SCHEMテーブルを含むスキーマの名前。
TABLE_NAME テーブルの名前。
TABLE_TYPE テーブルの型識別子。
REMARKS テーブルの説明。

参考

db2_column_privileges() - テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns() - テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_foreign_keys() - テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_primary_keys() - テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns() - ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures() - データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_special_columns() - テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics() - インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_table_privileges() - データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す

目次
db2_autocommit — データベース接続の AUTOCOMMIT の状態を取得または設定する
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db2_bind_param — PHP 変数を SQL 文のパラメータにバインドする
db2_client_info — DB2 データベースクライアントの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す
db2_close — データベース接続を閉じる
db2_column_privileges — テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns — テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_commit — トランザクションをコミットする
db2_conn_error — 直近の接続から返された SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_conn_errormsg — 直近の接続エラーメッセージおよび SQLCODE を返す
db2_connect — データベースへの接続を返す
db2_cursor_type — ステートメントリソースが使用しているカーソルの型を返す
db2_escape_string — 特定の文字をエスケープする
db2_exec — SQL 文を直接実行する
db2_execute — プリペアドステートメントを実行する
db2_fetch_array — 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc — 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both — 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object — 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
db2_fetch_row — 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_field_display_size — カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name — 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num — 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision — 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale — 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type — 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width — 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す
db2_foreign_keys — テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_free_result — 結果セットに関連付けられたリソースを開放する
db2_free_stmt — 指定されたステートメントリソースに関連付けられたリソースを開放する
db2_get_option — ステートメントリソースあるいは接続リソースからオプションの値を取得する
db2_last_insert_id — この接続上で最後に成功した insert クエリが自動生成した ID を返す
db2_lob_read — LOB ファイルから、ユーザが定義したサイズの内容を取得する
db2_next_result — ストアドプロシージャから、次の結果セットを要求する
db2_num_fields — 結果セットに含まれるフィールドの数を返す
db2_num_rows — SQL 文によって変更された行の数を返す
db2_pclose — 持続的データベース接続を閉じる
db2_pconnect — データベースへの持続的接続を返す
db2_prepare — 実行する SQL 文を準備する
db2_primary_keys — テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns — ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures — データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_result — 結果セットの行からひとつのカラムを返す
db2_rollback — トランザクションをロールバックする
db2_server_info — DB2 データベースサーバの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す
db2_set_option — 接続リソースあるいはステートメントリソースのオプションを設定する
db2_special_columns — テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics — インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_stmt_error — SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_stmt_errormsg — 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す
db2_table_privileges — データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables — データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
IBM DB2 関数

db2_autocommit — データベース接続の AUTOCOMMIT の状態を取得または設定する
db2_bind_param — PHP 変数を SQL 文のパラメータにバインドする
db2_client_info — DB2 データベースクライアントの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す
db2_close — データベース接続を閉じる
db2_column_privileges — テーブルのカラムおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_columns — テーブルのカラムおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す
db2_commit — トランザクションをコミットする
db2_conn_error — 直近の接続から返された SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_conn_errormsg — 直近の接続エラーメッセージおよび SQLCODE を返す
db2_connect — データベースへの接続を返す
db2_cursor_type — ステートメントリソースが使用しているカーソルの型を返す
db2_escape_string — 特定の文字をエスケープする
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db2_exec — SQL 文を直接実行する
db2_execute — プリペアドステートメントを実行する
db2_fetch_array — 結果セット内の行を表す、カラム位置をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_assoc — 結果セット内の行を表す、カラム名をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_both — 結果セット内の行を表す、 カラム位置およびカラム名の両方をインデックスとする配列を返す
db2_fetch_object — 結果セット内の行を表す、カラムをプロパティとするオブジェクトを返す
db2_fetch_row — 結果セットポインタを次の行あるいは要求された行に設定する
db2_field_display_size — カラムを表示するために必要な最大のバイト数を返す
db2_field_name — 結果セット内のカラムの名前を返す
db2_field_num — 結果セット内の指定したカラムの位置を返す
db2_field_precision — 結果セット内の指定したカラムの精度を返す
db2_field_scale — 結果セット内の指定したカラムの位取りを返す
db2_field_type — 結果セット内の指定したカラムのデータ型を返す
db2_field_width — 結果セット内の指定したカラムの現在値の幅を返す
db2_foreign_keys — テーブルの外部キーを含む結果セットを返す
db2_free_result — 結果セットに関連付けられたリソースを開放する
db2_free_stmt — 指定されたステートメントリソースに関連付けられたリソースを開放する
db2_get_option — ステートメントリソースあるいは接続リソースからオプションの値を取得する
db2_last_insert_id — この接続上で最後に成功した insert クエリが自動生成した ID を返す
db2_lob_read — LOB ファイルから、ユーザが定義したサイズの内容を取得する
db2_next_result — ストアドプロシージャから、次の結果セットを要求する
db2_num_fields — 結果セットに含まれるフィールドの数を返す
db2_num_rows — SQL 文によって変更された行の数を返す
db2_pclose — 持続的データベース接続を閉じる
db2_pconnect — データベースへの持続的接続を返す
db2_prepare — 実行する SQL 文を準備する
db2_primary_keys — テーブルの主キーを含む結果セットを返す
db2_procedure_columns — ストアドプロシージャのパラメータを含む結果セットを返す
db2_procedures — データベース内に登録されているストアドプロシージャの一覧を含む結果セットを返す
db2_result — 結果セットの行からひとつのカラムを返す
db2_rollback — トランザクションをロールバックする
db2_server_info — DB2 データベースサーバの情報をプロパティに保持するオブジェクトを返す
db2_set_option — 接続リソースあるいはステートメントリソースのオプションを設定する
db2_special_columns — テーブルのユニーク行 ID カラムを含む結果セットを返す
db2_statistics — インデックスの情報およびテーブルの統計情報を含む結果セットを返す
db2_stmt_error — SQL 文が返す SQLSTATE を含む文字列を返す
db2_stmt_errormsg — 直近の SQL 文のエラーメッセージを含む文字列を返す
db2_table_privileges — データベース内のテーブルおよび関連する権限情報を含む結果セットを返す
db2_tables — データベース内のテーブルおよび関連するメタデータを含む結果セットを返す

Ingres DBMS, EDBC および Enterprise Access Gateways

導入
PHP 用の Ingres ドライバを使用すると、Ingres DBMS, EDBC および Enterprise Access Gateways への接続と問い合わせが可能となります。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Ingres 拡張モジュールを使用したりビルドしたりするには、 Ingres クライアント環境が動作することが必要となります。Ingres クライアントソフトウェアは » http://esd.ingres.com/ でダウンロードできます。

http://pecl.php.net/
http://esd.ingres.com/
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インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/ingres.

この PECL 拡張モジュールの DLL は » http://esd.ingres.com/product/drivers/PHP/ からダウンロードできます。

これらの関数を利用可能とするには、 この拡張モジュールを » ダウンロード し、--with-ingres[=DIR] を付け、Ingres サポートを有効にして PHP をコンパイルする必要があります。ただし、DIR は Ingres ベースディレクトリで、/II/ingres が デフォルトです。環境変数
II_SYSTEM が正しく設定されていない場合、 Ingres をインストールしたディレクトリを指定するために --with-ingres=DIR を使用することが 必要となる可能性があります。

バージョン 2.x 以降用に書かれた PHP コードは、この PHP 拡張モジュールの以前のバージョンとの互換性はありません。 しかし、--enable-ingres2 オプションを使用すれば、互換性のないふたつのリリースを同一の PHP 環境で動かすことができます。この設定オプション
は、 拡張モジュールの名前を ingres2 に変更し、 関数名や設定項目名そして定数名も変更します。 たとえば、このオプションを有効にした場合 ingres_connect() は ingres2_connect() となります。

この拡張モジュールを使用するには、環境変数 II_SYSTEM を定義しておかなければなりません。Linux や UNIX のユーザは、 さらに LD_LIBRARY_PATH などで共有ライブラリのサーチパスも定義しなければなりません。 Apache web server で使用する場合は、これらの変数
を Apache の起動スクリプトで明示的に設定する必要があります。 さらに、Ingres 拡張モジュールが正しい共有ライブラリを読み込めるように PassEnv ディレクティブも必要となります。

例1 Ingres 用の PassEnv の使用例
<IfModule mod_env.c>
    PassEnv II_SYSTEM
    PassEnv LD_LIBRARY_PATH
</IfModule>

注意:

さまざまなウェブサーバやオペレーティングシステム用の設定例については » http://community.ingres.com/wiki/Ingres_Articles#Ingres_and_Web_Servers を参照ください。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Ingres 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

ingres.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM ingres 1.0.0 以降で使用可能です。
ingres.array_index_start "1" PHP_INI_ALL ingres 1.4.0 以降で使用可能です。
ingres.auto "1" PHP_INI_ALL ingres 2.0.0 以降で使用可能です。
ingres.blob_segment_length "4096" PHP_INI_ALL ingres 1.2.0 以降で使用可能です。
ingres.cursor_mode "0" PHP_INI_ALL ingres 1.1.0 以降で使用可能です。
ingres.default_database NULL PHP_INI_ALL ingres 1.0.0 以降で使用可能です。
ingres.default_password NULL PHP_INI_ALL ingres 1.0.0 以降で使用可能です。
ingres.default_user NULL PHP_INI_ALL ingres 1.0.0 以降で使用可能です。
ingres.describe 1 PHP_INI_ALL ingres 2.1.0 以降で使用可能です。
ingres.fetch_buffer_size 100 PHP_INI_ALL ingres 2.1.0 以降で使用可能です。
ingres.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM ingres 1.0.0 以降で使用可能です。
ingres.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM ingres 1.0.0 以降で使用可能です。
ingres.reuse_connection "1" PHP_INI_ALL ingres 2.0.0 以降で使用可能です。
ingres.scrollable "1" PHP_INI_ALL ingres 2.0.0 以降で使用可能です。
ingres.trace "0" PHP_INI_ALL ingres 2.0.0 以降で使用可能です。
ingres.trace_connect "0" PHP_INI_ALL ingres 1.2.1 以降で使用可能です。
ingres.utf8 "1" PHP_INI_ALL ingres 2.0.0 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

ingres.allow_persistent boolean

Ingres への 持続的接続 を許可するかどうかを設定します。

ingres.array_index_start integer

ingres_fetch_row() あるいは ingres_fetch_array() が生成する配列の整数キーの開始値を指定します。 デフォルトでは ingres.array_index_start は 1 となります。ingres 拡張モジュールの動作を他のデータベース用の拡張モジュールとそろえるには、 これを 0 に設定し
ます。

ingres.auto boolean

自動コミットのエミュレート機能を有効あるいは無効にします。 Ingres で複数のカーソルを開くには、自動コミットを有効にしなければなりません。 これを有効にすると、ドライバが自動コミット機能をエミュレートします。

ingres.blob_segment_length integer

BLOB データの読み込み時に使用するメモリの量をバイト単位で指定します。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/ingres
http://esd.ingres.com/product/drivers/PHP/
http://pecl.php.net/package/ingres
http://pecl.php.net/package/ingres
http://community.ingres.com/wiki/Ingres_Articles#Ingres_and_Web_Servers
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ingres.cursor_mode integer

ingres_prepare() でカーソルを開く際のデフォルトのモードを指定します。 INGRES_CURSOR_UPDATE あるいは INGRES_CURSOR_READONLY のいずれかです。

ingres.default_database string

データベースサーバへの接続時に名前を指定しなかった場合に使用する デフォルトのデータベース名を指定します。 SQL セーフモード の場合は適用されません。

ingres.default_password string

データベースサーバへの接続時に名前を指定しなかった場合に使用する デフォルトのパスワードを指定します。 SQL セーフモード の場合は適用されません。

ingres.default_user string

データベースサーバへの接続時に名前を指定しなかった場合に使用する デフォルトのユーザ名を指定します。 SQL セーフモード の場合は適用されません。

ingres.describe boolean

パラメータを使うクエリで期待しているデータ型を DESCRIBE INPUT で調べられるようにします。 Ingres 9.1.0 以降で使用可能です。無効にすると、パラメータつきクエリを渡された場合に ingres_query() の types パラメータで型を自分で調べなければならなくなりま
す。

注意:

この機能を有効にして ingres_query() を使用すると、 この拡張モジュールとサーバとの間でのトラフィックが増加します。 トラフィックの増加を最小限に抑えるには、ingres_prepare() および ingres_execute() を使用します。

ingres.fetch_buffer_size integer

ingres_fetch_array()、 ingres_fetch_object() および ingres_fetch_row() が一度のフェッチ操作で事前取得を試みる行数を指定します。

ingres.max_links integer

プロセス単位あるいはスレッド単位で使用できる Ingres セッションの最大数を指定します。 このセッション数は、Ingres で設定されている接続セッション数の総数を超えてはいけません。

ingres.max_persistent integer

プロセス単位あるいはスレッド単位で使用できる持続的 Ingres セッションの最大数を指定します。 このセッション数は、Ingres で設定されている接続セッション数の総数を超えてはいけません。

ingres.reuse_connection boolean

同一データベースへの同一ユーザ名での接続があった場合に、 既存のアクティブな接続を再利用します。

ingres.scrollable boolean

スクロール可能なカーソルのサポートを有効にします。CLOB あるいは BLOB データを取得する際にはこれを FALSE にしておかなければなりません。 Ingres 9.2.0 以降で使用可能です。

ingres.trace boolean

E_NOTICE メッセージによるシンプルなトレース機能を有効にします。

ingres.trace_connect boolean

ingres_connect() あるいは ingres_pconnect() のコール時に E_NOTICE メッセージを表示します。

ingres.utf8 boolean

National Character 型のカラム (NVARCHAR あるいは NCHAR) に渡された文字列が UTF8 エンコーディングを使用しているものとみなし、 サーバ用に UTF16 に変換します。

リソース型
ingres_connect() および ingres_pconnect() は Ingres リンク ID を返します。

ingres_query() および ingres_unbuffered_query() は Ingres 結果 ID を返します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

INGRES_ASSOC (integer)
フィールド名をキーとする配列でカラムデータを返します。 ingres_fetch_array() で使用します。

INGRES_NUM (integer)
数値添字の配列でカラムデータを返します。 デフォルトでは、結果の最初のフィールドの添字は 1 となります。 これを変更するには ingres.array_index_start を参照ください。 ingres_fetch_array() で使用します。

INGRES_BOTH (integer)
数値添字・フィールド名キーの両方の形式でカラムデータを返します。 ingres_fetch_array() で使用します。
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INGRES_EXT_VERSION (string)
Ingres 拡張モジュールのバージョンを表します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。

INGRES_API_VERSION (integer)
この拡張モジュールがビルドされた際の Ingres OpenAPI のバージョンを表します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。

INGRES_CURSOR_READONLY (integer)
Ingres カーソルが "readonly" モードでオープンされていることを表します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres.cursor_mode で使用します。

INGRES_CURSOR_UPDATE (integer)
Ingres カーソルが "for update" モードでオープンされていることを表します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres.cursor_mode で使用します。

INGRES_DATE_MULTINATIONAL (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 MULTINATIONAL と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照くださ
い。

INGRES_DATE_MULTINATIONAL4 (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 MULTINATIONAL4 と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照くだ
さい。

INGRES_DATE_FINNISH (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 FINNISH と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_DATE_ISO (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 ISO と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_DATE_ISO4 (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 ISO4 と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_DATE_GERMAN (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 GERMAN と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_DATE_MDY (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 MDY と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_DATE_DMY (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 DMY と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_DATE_YMD (integer)
II_DATE_FORMAT の設定 YMD と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。 ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_MONEY_LEADING (integer)
金額の値の先頭に表示する文字を表します。 II_MONEY_FORMAT の設定 "L:" と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。
ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_MONEY_TRAILING (integer)
金額の値の最後に表示する文字を表します。 II_MONEY_FORMAT の設定 "T:" と等価です。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.2.0 以降で使用可能です。 ingres_connect()、ingres_pconnect() および ingres_set_environment() で使用します。
ingres_set_environment() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_BTREE (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を BTREE に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。 ingres_connect() およ
び ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_CBTREE (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を COMPRESSED BTREE に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。
ingres_connect() および ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_HASH (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を HASH に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。 ingres_connect() およ
び ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_CHASH (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を COMPRESSED HASH に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。
ingres_connect() および ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_HEAP (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を HEAP に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。 ingres_connect() および
ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_CHEAP (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を COMPRESSED HEAP に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。
ingres_connect() および ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_ISAM (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を ISAM に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。 ingres_connect() および
ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

INGRES_STRUCTURE_CISAM (integer)
デフォルトのテーブル構造あるいはインデックス構造を COMPRESSED ISAM に設定します。 これは、接続時のオプション table_structure あるいは index_structure と組み合わせて使用します。 PECL 拡張モジュールのバージョン 1.4.0 以降で使用可能です。
ingres_connect() および ingres_pconnect() で使用します。 ingres_connect() の オプション も参照ください。

例
目次

シンプルな Ingres の例

この例では、Ingres データベースに対する接続、クエリの実行、 結果の表示および接続解除の方法を説明します。

例1 シンプルな Ingres の例
<?php
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// 接続し、データベースを選択します
$link = ingres_connect("database", "user", "password")
    or die("接続できなせんでした: " . ingres_error($link));
echo "接続に成功しました";

// すべての Ingres データベース内に存在するテーブルから select します
$query = "SELECT * FROM iitables";
$result = ingres_query($link,$query) or die("問い合わせに失敗しました: " .
ingres_error($link));

// 結果を HTML で出力します
// relid - テーブル名
// relowner - テーブルの所有者
echo "<table>\n";
while ($iitables = ingres_fetch_object($result)) {
    echo "\t<tr>\n";
    echo "\t\t<td>" . $iitables->relid . "</td>\n";
    echo "\t\t<td>" . $iitables->relowner . "</td>\n";
    echo "\t</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

// 結果を開放します
ingres_free_result($result);

// トランザクションをコミットします
ingres_commit($link);

// 接続を閉じます
ingres_close($link);
?>

Ingres 関数

ingres_autocommit_state
(PECL ingres >= 2.0.0)

ingres_autocommit_state — 接続が autocommit を使っているかどうかを調べる

説明

bool ingres_autocommit_state ( resource $link )

ingres_autocommit_state() をコールして、 現在のリンクで autocommit が有効になっているかどうかを調べます。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

autocommit が有効な場合に TRUE、無効な場合に FALSE を返します。

参考

ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する

ingres_autocommit
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_autocommit — autocommit をオンまたはオフに切替える

説明

bool ingres_autocommit ( resource $link )

ingres_autocommit() は、サーバの autocommit モードをオンまたはオフに切替えるために、トランザクションをオープンする前 (最初に ingres_query() をコールする前、または ingres_rollback() あるいは ingres_commit() をコールした直後) にコールされます (スクリプ
トの実行開始には、autocommit モードはオフです)。

autocommit モードがオンの場合、各クエリはサーバにより自動的にコミットされます。 これは、ingres_query() をコールした後に常に ingres_commit() をコールすることと等価です。 autocommit が有効かどうかを調べるには ingres_autocommit_state() を使用します。

デフォルトで、Ingres will はリクエストの終了時に未コミットのトランザクションをロールバックします。 この関数あるいは ingres_commit() を使うことで、データを確実にデータベースにコミットすることができます。
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パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_autocommit_state() - 接続が autocommit を使っているかどうかを調べる
ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_rollback() - トランザクションをロールバックする
ingres_commit() - トランザクションをコミットする

ingres_charset
(PECL ingres >= 2.1.0)

ingres_charset — 文字セットを返す

説明

string ingres_charset ( resource $link )

ingres_charset() をコールして、 Ingres クライアントが使っている文字セットを取得します。 II_CHARSETxx (xx は導入されているコード) 形式となります。

注意:

返される値をオーバーライドするには putenv() を使います。 実行中の Ingres における II_CHARSETxx の値の変更は、データが破壊されてしまう原因となります。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

II_CHARSETxx の文字列を返します。値を取得できなかった場合は NULL を返します。

例

例1 ingres_charset() - 導入している文字セットの取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

echo ingres_charset($link) . "\n";

ingres_close($link);
?>

参考

ingres_connect() - Ingres データベースへの接続をオープンする
ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する

ingres_close
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_close — Ingres データベース接続を閉じる

説明

bool ingres_close ( resource $link )

ingres_close() は、指定したリンクが指す Ingres サーバへの接続をクローズします。パラメータ
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持続的接続をクローズすることはできず、 持続的でない接続はスクリプトの終了時に自動的にクローズされるため、 ingres_close() は通常は不要です。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_connect() - Ingres データベースへの接続をオープンする
ingres_pconnect() - Ingres データベースへの持続的接続をオープンする

ingres_commit
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_commit — トランザクションをコミットする

説明

bool ingres_commit ( resource $link )

ingres_commit() は、 現在オープンしているトランザクションをコミットし、 全ての変更をデータベースに保存します。

この関数はトランザクションをクローズします。 ingres_query() によりクエリを送信することで、 新規のトランザクションをオープンすることが可能です。

トランザクションをオープンする前に ingres_autocommit() をコールすることにより、 各クエリの後に自動的にサーバ側でコミットを行うことも可能です。

デフォルトで、Ingres will はリクエストの終了時に未コミットのトランザクションをロールバックします。 この関数あるいは ingres_autocommit() を使うことで、データを確実にデータベースにコミットすることができます。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_rollback() - トランザクションをロールバックする
ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える

ingres_connect
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_connect — Ingres データベースへの接続をオープンする

説明

resource ingres_connect ([ string $database [, string $username [, string $password [, array $options ]]]] )

ingres_connect() は、指定した Ingres database との接続をオープンします。

この接続は、スクリプトの実行終了時または、このリンクについて ingres_close() がコールされた場合に クローズされます。

パラメータ

いくつかのパラメータが欠けている場合、 ingres_connect() は、 ingres.default_database、 ingres.default_user、 ingres.default_password に関して php.ini の値を使用します。
database
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データベース名。

[vnode::]dbname[/svr_class] 形式でなければなりません。
username

Ingres のユーザ名。
password

username のパスワード。
options

ingres_connect() のオプション

オプション名 型 説明 例
date_century_boundary integer 2桁で指定した年を、今世紀と判断するか来世紀と判断するかの閾値。 II_DATE_CENTURY_BOUNDARY と同等です。 50
group string ユーザのグループ ID を指定します。"-G" フラグと同等です。 payroll
role string アプリケーションのロール ID。ロールのパスワードが必要な場合は、 このパラメータは "role/password" 形式で指定する必要があります。
effective_user string 使用する ingres ユーザアカウント。"-u" フラグと同等です。 another_user
dbms_password string ユーザが Ingres に接続する際に使用する、内部データベースのパスワード。 s3cr3t
table_structure string

新規テーブルのデフォルトの構造。以下のいずれかが指定可能です。

INGRES_STRUCTURE_BTREE
INGRES_STRUCTURE_HASH
INGRES_STRUCTURE_HEAP
INGRES_STRUCTURE_ISAM
INGRES_STRUCTURE_CBTREE
INGRES_STRUCTURE_CISAM
INGRES_STRUCTURE_CHASH
INGRES_STRUCTURE_CHEAP

INGRES_STRUCTURE_BTREE

index_structure string
新規セカンダリインデックスのデフォルトの構造。以下のいずれかが指定可能です。

INGRES_STRUCTURE_CBTREE
INGRES_STRUCTURE_CISAM
INGRES_STRUCTURE_CHASH
INGRES_STRUCTURE_BTREE
INGRES_STRUCTURE_HASH
INGRES_STRUCTURE_ISAM

INGRES_STRUCTURE_HASH

login_local boolean 対象データベースの文字列に VNODE が含まれていた場合に ユーザ ID とパスワードをどのように使用して接続するかを指定します。 TRUE に設定すると、ユーザ ID とパスワードで VNODE にローカ
ルアクセスし、 VNODE のログイン情報を使用してデータベースとの接続を確立します。 FALSE に設定すると、プロセスのユーザ ID を使用して VNODE にアクセスし、 接続用のユーザ ID とパス
ワードを VNODE のログイン情報の代わりに使用して データベースとの接続を確立します。対象データベースの文字列に VNODE が含まれていない場合は、このパラメータは無視されます。 デフォル
トは FALSE です。

TRUE

timezone string このセッションのタイムゾーンを設定します。設定しなかった場合は II_TIMEZONE_NAME の値が使用されます。II_TIMEZONE_NAME も設定されていない場合は、NA-PACIFIC (GMT-8 に夏時間を適
用) が用いられます。

date_format integer
Ingres の日付として指定可能な入出力書式を設定します。 デフォルトは II_DATE_FORMAT で指定された値です。II_DATE_FORMAT が設定されていない場合は、デフォルトは US の日付フォーマッ
ト、すなわち mm/dd/yy となります。以下のいずれかが使用可能です。

INGRES_DATE_DMY
INGRES_DATE_FINISH
INGRES_DATE_GERMAN
INGRES_DATE_ISO
INGRES_DATE_ISO4
INGRES_DATE_MDY
INGRES_DATE_MULTINATIONAL
INGRES_DATE_MULTINATIONAL4
INGRES_DATE_YMD
INGRES_DATE_US

INGRES_DATE_MULTINATIONAL4

decimal_separator string 小数点を表す文字。 ","
money_lort integer

通貨記号を先頭あるいは末尾のどちらにつけるか。以下のいずれかが使用可能です。

INGRES_MONEY_LEADING
INGRES_MONEY_TRAILING

INGRES_MONEY_TRAILING

money_sign string MONEY データ型で使用する通貨記号。 €
money_precision integer MONEY データ型の精度。 3
float4_precision integer FLOAT4 データ型の精度。 10
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float8_precision integer FLOAT8 データの精度。 10
blob_segment_length integer BLOB/CLOB データを読み込む際に、一度に取得するデータのバイト数。 明示的に指定しなかった場合、デフォルトは 4096 バイトです。 8192

返り値

成功時に Ingres リンクリソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Ingres データベースへの接続のオープン
<?php
$link = ingres_connect("mydb", "user", "pass")
    or die("接続できませんでした");
echo "接続に成功しました";
ingres_close($link);
?>

参考

ingres_pconnect() - Ingres データベースへの持続的接続をオープンする
ingres_close() - Ingres データベース接続を閉じる

ingres_cursor
(PECL ingres >= 1.1.0)

ingres_cursor — 指定した結果リソースのカーソル名を取得する

説明

string ingres_cursor ( resource $result )

アクティブなカーソルの名前を文字列で返します。 アクティブなカーソルがない場合は NULL を返します。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

アクティブなカーソルの名前を含む文字列を返します。 アクティブなカーソルがない場合は NULL が返されます。

例

例1 クエリリソースのカーソル名の取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_prepare($link, "select * from table");

$cursor_name = ingres_cursor($result);

echo $cursor_name;

?>

参考

ingres_prepare() - 後で実行するためのクエリを準備する
ingres_execute() - プリペアドクエリを実行する

ingres_errno
(PECL ingres >= 1.1.0)

ingres_errno — 直近に発生した ingres エラー番号を取得する

説明

int ingres_errno ([ resource $link ] )
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直近のエラー番号を整数値で返します。エラーが発生していない場合は 0 を返します。

link リソースが ingres_errno() に渡された場合、そのリンクに記録された直近のエラーを返します。 リンクが渡されなかった場合、ingres_errno() はデフォルトのリンクを使用して直近のエラーを返します。

この関数 ingres_errno() は、 データベースクエリを実行した直後にコールしなければなりません。 ingres_errno() の前に他の関数がコールされると、 直近の Ingres 関数のコールで発生したエラーコードが書き換えられてしまいます。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

直近のエラー番号を整数値で返します。エラーが発生していない場合は 0 を返します。

例

例1 直近の Ingres エラー番号の取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link, "select * from table");

$error_code = ingres_errno($link);

if ( $error_code != 0 ) {
   echo "エラーが発生しました - " . $error_code;
}
?>

参考

ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する
ingres_errsqlstate() - 直近に発生した SQLSTATE エラーコードを取得する
ingres_next_error() - 次の Ingres エラーを取得する

ingres_error
(PECL ingres >= 1.1.0)

ingres_error — 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する

説明

string ingres_error ([ resource $link ] )

直近のエラーの内容を文字列で返します。エラーが発生していない場合は NULL を返します。

link リソースが ingres_error() に渡された場合、そのリンクに記録された直近のエラーを返します。 リンクが渡されなかった場合、ingres_error() はデフォルトのリンクを使用して直近のエラーを返します。

この関数 ingres_error() は、 データベースクエリを実行した直後にコールしなければなりません。 ingres_error() の前に他の関数がコールされると、 直近の Ingres 関数のコールで発生したエラーメッセージが書き換えられてしまいます。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

直近のエラーの内容を文字列で返します。エラーが発生していない場合は NULL を返します。

例

例1 直近のエラーメッセージの取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link, "select * from table");

$error_text = ingres_error();

if (!is_null($error_text)) {
   echo "エラーが発生しました - " . $error_text;
}
?>

参考
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ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_errsqlstate() - 直近に発生した SQLSTATE エラーコードを取得する
ingres_next_error() - 次の Ingres エラーを取得する

ingres_errsqlstate
(PECL ingres >= 1.1.0)

ingres_errsqlstate — 直近に発生した SQLSTATE エラーコードを取得する

説明

string ingres_errsqlstate ([ resource $link ] )

直近の SQLSTATE を文字列で返します。エラーが発生していない場合は NULL を返します。

link リソースが ingres_errsqlstate() に渡された場合、そのリンクに記録された直近のエラーを返します。 リンクが渡されなかった場合、ingres_errsqlstate() はデフォルトのリンクを使用して直近のエラーを返します。

この関数 ingres_errsqlstate() は、 データベースクエリを実行した直後にコールしなければなりません。 ingres_errsqlstate() の前に他の関数がコールされると、 直近の Ingres 関数のコールで発生したエラーメッセージが書き換えられてしまいます。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

直近の SQLSTATE を文字列で返します。エラーが発生していない場合は NULL を返します。

例

例1 直近の SQLSTATE エラーコードの取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link, "select * from table");

$error_sqlstate = ingres_errsqlstate($link);

if (!is_null($error_sqlstate)) {
   echo "エラーが発生しました - " . $error_sqlstate;
}
?>

参考

ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する
ingres_next_error() - 次の Ingres エラーを取得する

ingres_escape_string
(PECL ingres >= 2.1.0)

ingres_escape_string — クエリで使うために特殊文字をエスケープする

説明

string ingres_escape_string ( resource $link , string $source_string )

ingres_escape_string() を使って、 文字列内の特殊文字をエスケープしてからデータベースに送信します。

パラメータ
link

接続リンク ID。
source_string

パースする文字列。
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返り値

エスケープしたデータを含む文字列を返します。

例

例1 クエリで使うための特殊文字のエスケープ
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$last_name = "O'Connor";

$sql = sprintf("select * from user_profile where up_last = '%s'", ingres_escape_string( $link, $last_name));

$result = ingres_query($link, $sql);

while ($user = ingres_fetch_object($result))
{
  echo $user->up_first . '<BR/>';
}

ingres_commit($link);

ingres_close($link);

?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する

ingres_execute
(PECL ingres >= 1.1.0)

ingres_execute — プリペアドクエリを実行する

説明

boolean ingres_execute ( resource $result [, array $params [, string $types ]] )

ingres_prepare() で準備したクエリを実行します。

注意: 関連する設定項目

実行時設定での ingres.describe、 ingres.scrollable および ingres.utf8 の説明も参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
params

このクエリで使うパラメータの値の配列。
types

パラメータに渡した値の型を表す文字列。型コードの一覧は ingres_query() の types パラメータを参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_unbuffered_query() - 未バッファ SQL クエリを Ingres に送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
ingres_commit() - トランザクションをコミットする
ingres_rollback() - トランザクションをロールバックする
ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_set_environment() - 環境を設定して出力オプションを制御する
ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する
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ingres_fetch_array
( PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_fetch_array — 1 行分の結果を配列に取得する

説明

array ingres_fetch_array ( resource $result [, int $result_type ] )

この関数は、ingres_fetch_row() の拡張版です。 結果として返される配列の数値添字にデータを保存するだけでなく、 フィールド名をキーとして連想配列にもデータが保存されます。

結果において複数のカラムが同じフィールド名を有している場合、後の カラムが優先されます。同名の他のカラムにアクセスするには、カラムの 添字番号を使用するか、カラムのエイリアスを作成する必要があります。
<?php

$result = ingres_query($link, "select ap_place as city, ap_ccode as country from airport where ap_iatacode = 'VLL'"); 
$result = ingres_fetch_array($result);
$foo = $result["city"];
$bar = $result["country"];

?>

速度面では、この関数は ingres_fetch_object() と同じで、ingres_fetch_row() とほぼ同等です (差は僅かです)。

デフォルトでは、ingres_fetch_array() が作成する配列のインデックスは 1 から始まります。これは、 他の DBMS の拡張モジュールが 0 から始めるのと異なっています。 他と同様に 0 から始めるようにするには、設定パラメータ ingres.array_index_start を使用します。

注意: 関連する設定項目

実行時設定 の ingres.array_index_start, ingres.fetch_buffer_size および ingres.utf8 ディレクティブも参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
result_type

result_type には、数値添字の場合に INGRES_NUM、連想配列の場合に INGRES_ASSOC、両方の場合に INGRES_BOTH (デフォルト)を指定可能です。

返り値

取得したレコード(行)に対応する配列を返します。 レコードがもうない場合は FALSE を返します。

例

例1 配列への結果の行の取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link,"select * from table");
while ($row = ingres_fetch_array($result)) {
    echo $row["user_id"];  // 連想配列を使用する
    echo $row["fullname"];
    echo $row[1];          // 数値添字配列を使用する
    echo $row[2];
}
?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_num_fields() - 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る
ingres_field_name() - クエリ結果においてフィールド名を得る
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_fetch_assoc
(PECL ingres >= 2.2.2)

ingres_fetch_assoc — 1 行分の結果を連想配列に取得する

説明
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array ingres_fetch_assoc ( resource $result )

この関数は、ingres_query() で実行したクエリから取得したデータを連想配列に保存します。 フィールド名が連想配列のキーとなります。

速度面では、この関数は ingres_fetch_object() と同じで、ingres_fetch_row() とほぼ同等です (差は僅かです)。

デフォルトでは、ingres_fetch_assoc() が作成する配列のインデックスは 1 から始まります。これは、 他の DBMS の拡張モジュールが 0 から始めるのと異なっています。 他と同様に 0 から始めるようにするには、設定パラメータ ingres.array_index_start を使用します。

注意: 関連する設定項目

実行時設定での ingres.array_index_start、 ingres.fetch_buffer_size および ingres.utf8 の説明も参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

取得した行に対応する連想配列を返します。 行がもうない場合は FALSE を返します。

例

例1 連想配列への行の取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link,"select * from table");
while ($row = ingres_fetch_assoc($result)) {
    echo $row["user_id"];  // 連想配列を使用する
    echo $row["fullname"];
}
?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_num_fields() - 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る
ingres_field_name() - クエリ結果においてフィールド名を得る
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_fetch_object
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_fetch_object — 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する

説明

object ingres_fetch_object ( resource $result [, int $result_type ] )

この関数は ingres_fetch_array() に似ていますが、 配列の代わりにオブジェクトが返されるという違いが一つあります。 間接的なアクセス、つまり、オフセットではなくフィールド名によりデータを アクセスすることのみが可能です(数値はプロパティ名としては使用 できませ
ん)。

速度の面では、この関数は ingres_fetch_array() と等価であり、ingres_fetch_row() とほぼ同等です (違いは僅かです)。

注意: 関連する設定項目

実行時設定 の ingres.array_index_start, ingres.fetch_buffer_size および ingres.utf8 ディレクティブも参照ください。

パラメータ
link

クエリ結果 ID。
result_type

オプションの引数 result_type は定数であり、 次の値のどれかとなります: INGRES_ASSOC, INGRES_NUM, INGRES_BOTH

返り値

取得したレコード(行)をオブジェクトとして返します。 レコードがもうない場合は FALSE を返します。
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例

例1 オブジェクトへの行の取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);
$result = ingres_query($link, "select * from table");
while ($row = ingres_fetch_object($result)) {
    echo $row->user_id;
    echo $row->fullname;
}
?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_num_fields() - 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る
ingres_field_name() - クエリ結果においてフィールド名を得る
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_fetch_proc_return
(PECL ingres >= 1.4.0)

ingres_fetch_proc_return — プロシージャコールからの返り値を取得する

説明

int ingres_fetch_proc_return ( resource $result )

この関数を使って、Ingres データベースプロシージャ (ストアドプロシージャ) からの返り値を取得します。

注意:

行を処理する関数と組み合わせて使う場合は、 ingres_fetch_array() や ingres_fetch_object()、 ingres_fetch_row() を使ってすべての行を取得し終えてからでないと この関数をコールしてはいけません。 この関数をコールすると、残っている行をすべて破棄してし
まいます。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

返り値がある場合は integer、それ以外の場合は NULL を返します。

例

例1 プロシージャコールの返り値の取得
<?php

$link = ingres_connect($database);

if ( ingres_errno() != 0 ) {
    $error_text = ingres_error();
    die($error_text);
}

$result = ingres_query($link, "execute procedure php_proc (value = 1000)");

if ( ingres_errno() != 0 ) {
    $error_text = ingres_error();
    die($error_text);
}

echo "return value - " . ingres_fetch_proc_return($result) . "\n";

ingres_close($link);

?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
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ingres_fetch_row
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_fetch_row — 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

説明

array ingres_fetch_row ( resource $result )

ingres_fetch_row() は取得したレコード(行)を有 する配列を返します。レコードがもうない場合は FALSE を返します。各 カラムは、オフセット1から始まる配列オフセットに保存されます。

ingres_fetch_row() を連続的にコールした場合、 結果集合の中の次のレコードが返され、もうレコードがない場合はFALSE を返します。

デフォルトでは、ingres_fetch_row() が作成する配列のインデックスは 1 から始まります。これは、 他の DBMS の拡張モジュールが 0 から始めるのと異なっています。 他と同様に 0 から始めるようにするには、設定パラメータ ingres.array_index_start を使用します。

注意: 関連する設定項目

実行時設定 の ingres.array_index_start, ingres.fetch_buffer_size および ingres.utf8 ディレクティブも参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

取得したレコード(行)を有する配列を返します。 レコードがもうない場合は FALSE を返します。

例

例1 クエリの結果からの行の取得
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link, "select * from table");
while ($row = ingres_fetch_row($result)) {
    echo $row[1];
    echo $row[2];
}
?>

参考

ingres_num_fields() - 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る
ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する

ingres_field_length
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_field_length — フィールド長を得る

説明

int ingres_field_length ( resource $result , int $index )

ingres_field_length() はフィールド長を返します。 フィールド長は、フィールドをサーバに保存する際に使用されるバイト数です。 詳細な情報については、Ingres OpenAPI User Guide の Appendix "Data Types" を参照ください。

注意: 関連する設定

実行時設定 の ingres.array_index_start を参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
index
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index は、長さを取得したいカラムの番号です。

index の取りうる値は ingres.array_index_start の値に依存します。 ingres.array_index_start が 1 (デフォルト) の場合は、index は 1 以上 ingres_num_fields() 以下でなければなりません。 ingres.array_index_start が 0 の場合は、index は 0 以上
ingres_num_fields() 未満でなければなりません。

返り値

フィールドの長さを返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_field_name
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_field_name — クエリ結果においてフィールド名を得る

説明

string ingres_field_name ( resource $result , int $index )

ingres_field_name() は、クエリ結果のフィールド名を返します。

注意: 関連する設定

実行時設定 の ingres.array_index_start を参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
index

index は、名前を取得したいフィールドです。

index の取りうる値は ingres.array_index_start の値に依存します。 ingres.array_index_start が 1 (デフォルト) の場合は、index は 1 以上 ingres_num_fields() 以下でなければなりません。 ingres.array_index_start が 0 の場合は、index は 0 以上
ingres_num_fields() 未満でなければなりません。

返り値

クエリ結果のフィールド名を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_field_nullable
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_field_nullable — フィールドに NULL 値を設定可能かどうか調べる

説明

bool ingres_field_nullable ( resource $result , int $index )

フィールドに null を設定可能かどうかを調べます。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意: 関連する設定

実行時設定 の ingres.array_index_start を参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
index

index は、null が設定可能かどうかを取得したいフィールドです。

index の取りうる値は ingres.array_index_start の値に依存します。 ingres.array_index_start が 1 (デフォルト) の場合は、index は 1 以上 ingres_num_fields() 以下でなければなりません。 ingres.array_index_start が 0 の場合は、index は 0 以上
ingres_num_fields() 未満でなければなりません。

返り値

ingres_field_nullable() は、フィールドに NULL が設定可能な場合に TRUE、設定できない場合に FALSE を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_field_precision
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_field_precision — フィールドの精度を得る

説明

int ingres_field_precision ( resource $result , int $index )

ingres_field_precision() はフィールドの精度を返します。 この値は、decimal、float、SQLデータ money 型でのみ使用されます。 詳細な情報については、Ingres OpenAPI User Guide の Appendix "Data Types" を参照ください。

注意: 関連する設定

実行時設定 の ingres.array_index_start を参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
index

index は、精度を取得したいフィールドです。

index の取りうる値は ingres.array_index_start の値に依存します。 ingres.array_index_start が 1 (デフォルト) の場合は、index は 1 以上 ingres_num_fields() 以下でなければなりません。 ingres.array_index_start が 0 の場合は、index は 0 以上
ingres_num_fields() 未満でなければなりません。

返り値

フィールドの精度を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_field_scale
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(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_field_scale — フィールドのスケールを得る

説明

int ingres_field_scale ( resource $result , int $index )

ingres_field_scale() はフィールドのスケールを返します。 この値は、SQLデータ decimal 型でのみ使用されます。 詳細な情報については、Ingres OpenAPI User Guide の Appendix "Data Types" を参照ください。

注意: 関連する設定

実行時設定 の ingres.array_index_start を参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
index

index は、スケールを取得したいフィールドです。

index の取りうる値は ingres.array_index_start の値に依存します。 ingres.array_index_start が 1 (デフォルト) の場合は、index は 1 以上 ingres_num_fields() 以下でなければなりません。 ingres.array_index_start が 0 の場合は、index は 0 以上
ingres_num_fields() 未満でなければなりません。

返り値

フィールドのスケールを返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_field_type
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_field_type — クエリ結果においてフィールドの型を得る

説明

string ingres_field_type ( resource $result , int $index )

クエリ結果においてフィールドの型を取得します。

注意: 関連する設定

実行時設定 の ingres.array_index_start を参照ください。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。
index

index は、型を取得したいフィールドです。

index の取りうる値は ingres.array_index_start の値に依存します。 ingres.array_index_start が 1 (デフォルト) の場合は、index は 1 以上 ingres_num_fields() 以下でなければなりません。 ingres.array_index_start が 0 の場合は、index は 0 以上
ingres_num_fields() 未満でなければなりません。

返り値

ingres_field_type() はクエリ結果のフィールド型、 失敗した場合に FALSE を返します。返される型は、例えば、 IIAPI_BYTE_TYPE, IIAPI_CHA_TYPE, IIAPI_DTE_TYPE, IIAPI_FLT_TYPE, IIAPI_INT_TYPE, IIAPI_VCH_TYPE になります。 これらの型のいくつかは、フィールド長
に応じて複数の SQL 型を マップすることが可能です(ingres_field_length() を参照ください)。例えば IIAPI_FLT_TYPE は、float4 または float8 とすることが可能です。詳細な情報については、Ingres OpenAPI User Guide の Appendix "Data Types" を参照ください。

参考
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ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_free_result
(PECL ingres >= 2.0.0)

ingres_free_result — 結果 ID に関連づけられたリソースを解放する

説明

bool ingres_free_result ( resource $result )

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 結果リソースの解放
<?php
$link = ingres_connect($database, $user, $password);

$result = ingres_query($link, "select * from table");

while ($row = ingres_fetch_row($result)) {
    echo $row[1];
    echo $row[2];
}
ingres_free_result($result);

ingres_close($link)

?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する

ingres_next_error
(PECL ingres >= 2.0.0)

ingres_next_error — 次の Ingres エラーを取得する

説明

bool ingres_next_error ([ resource $link ] )

最後に実行したクエリについての、次の Ingres エラーを取得します。 ingres_next_error() をコールするたびに、続けて ingres_errno()、ingres_error() あるいは ingres_errsqlstate() をコールしてエラー番号、エラーテキスト、SQL STATE を取得することができます。
ingres_next_error() が TRUE を返す間は、取得できるエラーがまだ残っています。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

ingres_next_error() は、 取得できるエラーがまだ残っている場合に TRUE を返します。 もうエラーがない場合は FALSE を返します。

参考
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ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する
ingres_errsqlstate() - 直近に発生した SQLSTATE エラーコードを取得する

ingres_num_fields
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_num_fields — 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る

説明

int ingres_num_fields ( resource $result )

ingres_num_fields() は、 ingres_query() をコールした後で、Ingres サーバにより返された結果のフィールド数を返します。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

フィールドの数を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_num_rows
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_num_rows — クエリが変更したり返したりしたレコードの数を取得する

説明

int ingres_num_rows ( resource $result )

この関数は、主にデータベースで修正されたレコードの数を得る際に有用です。 しかし、SELECT 分で取得した行の数を取得するために使うこともできます。

注意:

スクロール可能なカーソル が無効な状態でこの関数が ingres_fetch_array()、 ingres_fetch_object()、 ingres_fetch_row() を使用する前にコールされた場合、 サーバは結果のデータを削除し、スクリプトは結果を得ることができなくなります。

代わりにこれらの取得用関数のどれかをもう結果が残っていないという意味で FALSE を返すまでループ処理を行い、結果のデータを取得する必要があります。

パラメータ
result

クエリ結果 ID。

返り値

delete, insert, update クエリの場合、 ingres_num_rows() は、そのクエリにより作用された行 (レコード)の数を返します。その他のクエリの場合、 ingres_num_rows() はクエリ結果のレコード数を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
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ingres_pconnect
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_pconnect — Ingres データベースへの持続的接続をオープンする

説明

resource ingres_pconnect ([ string $database [, string $username [, string $password [, array $options ]]]] )

Ingres データベースへの持続的接続をオープンします。

この関数と ingres_connect() の違いは次の 2 つだけです。 まず、接続時にこの関数は、まず同じパラメータ既にオープンされている (持続的な)リンクを探すことです。第2に、Ingres サーバへの接続は スクリプトの実行終了時にもクローズされないところです。代わりに、 リ
ンクは、後で使用するためにオープンされたままとなります (ingres_close() は、 ingres_pconnect() により確立されたリンクを クローズしません)。このため、この型のリンクは「持続的(persistent)」 であると呼ばれます。

パラメータ
database

データベース名。

[vnode::]dbname[/svr_class] のような形式でなければなりません。
username

Ingres のユーザ名。
password

username のパスワード。
options

渡せるオプションの一覧は ingres_connect() を参照ください。

返り値

成功した際に Ingres リンクリソース、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_connect() - Ingres データベースへの接続をオープンする
ingres_close() - Ingres データベース接続を閉じる

ingres_prepare
(PECL ingres >= 1.1.0)

ingres_prepare — 後で実行するためのクエリを準備する

説明

mixed ingres_prepare ( resource $link , string $query )

ingres_execute() で実行するためのクエリを準備します。

クエリは、現在開いているトランザクションの一部となります。 開いているトランザクションがない場合は ingres_query() が新しいトランザクションを開きます。 トランザクションを閉じるには、ingres_commit() をコールして変更をデータベースにコミットするか
ingres_rollback() で変更をキャンセルします。 スクリプトが終了すると、開いているトランザクションはすべて (ingres_rollback() をコールして) ロールバックされます。 新しいトランザクションを開く前に ingres_autocommit() をコールすると、 SQL を実行するたびにその
場で自動的にコミットするようになります。

注意: 関連する設定項目

実行時設定での ingres.describe、 ingres.scrollable および ingres.utf8 の説明も参照ください。

パラメータ
link

接続リンク ID。
query

Ingres のドキュメント (Ingres SQL reference guide を参照ください) に書かれた正しい形式の SQL クエリ。 ingres_prepare() を使って実行できない SQL 文の一覧は、 ingres_query() の query パラメータを参照ください。
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返り値

ingres_prepare() はクエリの結果 ID を返します。 ingres_execute() でクエリを実行するときに、これを使います。 エラーが発生したかどうかを知るには、ingres_errno()、 ingres_error() あるいは ingres_errsqlstate() を使います。

参考

ingres_unbuffered_query() - 未バッファ SQL クエリを Ingres に送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
ingres_commit() - トランザクションをコミットする
ingres_rollback() - トランザクションをロールバックする
ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_set_environment() - 環境を設定して出力オプションを制御する
ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する

ingres_query
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_query — Ingres に SQL クエリを送信する

説明

mixed ingres_query ( resource $link , string $query [, array $params [, string $types ]] )

ingres_query() は、指定した query を Ingres サーバに送信します。

クエリは、現在オープンされているトランザクションの一部となります。 オープンされているトランザクションがない場合、 ingres_query() は新規のトランザクションをオープンします。 トランザクションをクローズするには、データベースへの変更をコミットする場合に
ingres_commit() を、 これらの変更をキャンセルする場合に ingres_rollback() のどちらかを使用することが可能です。 スクリプト終了時に、全てのオープンされたトランザクションは (ingres_rollback() をコールすることにより) ロールバックされます。新規トランザクショ
ンをオープンする前に ingres_autocommit() を使用することも可能です。 この場合、各 SQL クエリは直ちにコミットされます。

注意: 関連する設定項目

実行時設定 での ingres.describe、 ingres.scrollable および ingres.utf8 の説明も参照ください。

パラメータ
link

接続リンク ID。
query

有効な SQL クエリ (Ingres ドキュメントにある Ingres SQL リファレンスガイド を参照ください)。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ しておかなければなりません。

次の型の SQL クエリは、この関数で送信できません。

close (ingres_close() を参照)
commit (ingres_commit() を参照)
connect (ingres_connect() を参照)
disconnect (ingres_close() を参照)
get dbevent
prepare to commit
rollback (ingres_rollback() を参照)
savepoint
set autocommit (ingres_autocommit() を参照)
カーソルに関係するクエリはサポートされていません

params

クエリで使用するパラメータの値の配列。
types

渡されたパラメータの値の型を含む文字列。 ingres.describe が有効な場合は このパラメータは無視され、サーバが期待している型をドライバが自動的に取得します。

型コード Ingres の型
a BOOLEAN



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

b BYTE
B LONG BYTE/BLOB
c CHAR
d DATE/ANSIDATE/TIMESTAMP/TIME
f FLOAT
i INTEGER
L LONG TEXT
m MONEY
M LONG NVARCHAR
n NCHAR
N NVARCHAR
t TEXT
v VARCHAR
V LONG VARCHAR

返り値

ingres_query() は、 成功した場合にクエリ結果 ID、それ以外の場合に FALSE を返します。 エラーが発生したかどうかを知るには ingres_errno()、 ingres_error() あるいは ingres_errsqlstate() を使用します。

例

例1 単純な select の送信
<?php
$link = ingres_connect("demodb");

$result = ingres_query($link, "select * from user_profile");
while ($row = ingres_fetch_row($result)) {
    echo $row[1];
    echo $row[2];
}
?>

例2 ingres_query() へクエリパラメータを渡す
<?php
$link = ingres_connect("demodb");

$params[] = "Emma";
$query = "select * from user_profile where up_first = ?";
$result = ingres_query($link, $query, $params);
while ($row = ingres_fetch_row($result)) {
    echo $row[1];
    echo $row[2];
}
?>

例3 パラメータの型を指定した BLOB の挿入
<?php
$link = ingres_connect("demodb");

// 写真をオープンします
$fh = fopen("photo.jpg","r");
$blob_data = stream_get_contents($fh);
fclose($fh);

// パラメータを準備します
$params[] = $blob_data;
$params[] = 1201;

// パラメータの型を定義します
$param_types = "Bi";

$query = "update user_profile set up_image = ? where up_id = ?";
$result = ingres_query($link, $query , $params, $param_types);

if (ingres_errno())
{
    echo ingres_errno() . "-" . ingres_error() . "\n";
}

ingres_commit($link);

ingres_close($link);
?>

参考

ingres_unbuffered_query() - 未バッファ SQL クエリを Ingres に送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
ingres_commit() - トランザクションをコミットする
ingres_rollback() - トランザクションをロールバックする
ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_set_environment() - 環境を設定して出力オプションを制御する
ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
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ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する

ingres_result_seek
(PECL ingres >= 2.1.0)

ingres_result_seek — データを取得する前に行の位置を設定する

説明

boolean ingres_result_seek ( resource $result , integer $position )

この関数を使って、フェッチを実行する前に結果セットのカーソルを移動することができます。 ingres.array_index_start が 0 の場合は最初の行が 0 番目、それ以外の場合は最初の行は 1 番目となります。 ingres_result_seek() は、 スクロール可能なカーソル を使ったクエ
リでのみ使うことができます。 ingres_unbuffered_query() では使うことができません。

注意: 関連する設定項目

実行時設定での ingres.scrollable および ingres.array_index_start の説明も参照ください。

パラメータ
result

クエリの結果 ID。
position

カーソルを移動させる場所。ingres.array_index_start が 0 の場合は最初の行が 0 番目、それ以外の場合は最初の行は 1 番目となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 3 行目へのカーソルの移動
<?php

$result=ingres_query($link, "select * from airport where ap_ccode = 'ES' order by ap_place asc");

/* 3 行目に移動します */
if (!ingres_result_seek($result, 3))
{
    echo ingres_errno() . " - " . ingres_error . "\n";
    die("i died");
}
else
{
    $airport = ingres_fetch_object ($result);
    {
        echo $airport->ap_iatacode . " - " .  $airport->ap_name . "\n";
    }
}

ingres_commit($link);

?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する

ingres_rollback
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5 <= 5.0.5, PECL ingres >= 1.0.0)

ingres_rollback — トランザクションをロールバックする

説明

bool ingres_rollback ( resource $link )

ingres_rollback() は現在オープンされているトランザクションをロールバックし、 トランザクションの間にデータベースに行われた全ての変更をキャンセルします。
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この関数は、トランザクションをクローズします。 ingres_query() によりクエリを送信することによって、 新規のトランザクションをオープンすることが可能です。

パラメータ
link

接続リンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_commit() - トランザクションをコミットする
ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える

ingres_set_environment
(PECL ingres >= 1.2.0)

ingres_set_environment — 環境を設定して出力オプションを制御する

説明

bool ingres_set_environment ( resource $link , array $options )

ingres_set_environment() をコールして、 Ingres からの値の出力に影響する環境設定をします。 タイムゾーンや日付の書式、桁区切り文字や小数点の桁数などが含まれます。

パラメータ
link

接続リンク ID。
options

オプション名とその値のペアの配列。 オプション名と型は次のとおりです。

オプション名 型 説明 例
date_century_boundary integer 2 桁表記の年が今世紀を表すのか来世紀を表すのかの区切り。 II_DATE_CENTURY_BOUNDARY と同じです。 50
timezone string セッションのタイムゾーンを設定します。未設定の場合は II_TIMEZONE_NAME で定義したデフォルトを使います。 II_TIMEZONE_NAME が定義されていない場合は NA-PACIFIC (GMT-8 +夏時間) を使いま

す。
UNITED-KINGDOM

date_format integer
Ingres の日付の入出力フォーマットを設定します。 デフォルトは II_DATE_FORMAT で定義した値です。II_DATE_FORMAT が未設定の場合は デフォルトの日付フォーマットは US、つまり mm/dd/yy 形式と
なります。 date_format には次の値を使えます。

INGRES_DATE_DMY
INGRES_DATE_FINISH
INGRES_DATE_GERMAN
INGRES_DATE_ISO
INGRES_DATE_ISO4
INGRES_DATE_MDY
INGRES_DATE_MULTINATIONAL
INGRES_DATE_MULTINATIONAL4
INGRES_DATE_YMD
INGRES_DATE_US

INGRES_DATE_ISO4

decimal_separator string 数値の桁区切り文字 ","
money_lort integer

通貨記号を先頭と末尾のどちらにつけるか。 money_lort には次の値を使えます。

INGRES_MONEY_LEADING
INGRES_MONEY_TRAILING

INGRES_MONEY_LEADING

money_sign string MONEY 型で使う通貨記号 €
money_precision integer MONEY 型の小数点以下の桁数 2
float4_precision integer FLOAT4 型の小数点以下の桁数 10
float8_precision integer FLOAT8 型の小数点以下の桁数 10
blob_segment_length integer BLOB や CLOB のデータを取得するときの一回あたりの取得バイト数。 明示的に指定しない場合のデフォルトは 4096 バイト。 8192
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 date_format を ISO4 に設定する例
<?php
$options = array( "date_format" => INGRES_DATE_ISO4 );

if (ingres_set_environment($link, $options))
{
    $result=ingres_query($link,"select date('now') as date");

    while ( $object = ingres_fetch_object ($result) ) {
        echo $object->date."\n";
    }
}
?>

例2 タイムゾーンを HONG-KONG に設定する例
<?php

$options = array( "timezone" => "HONG-KONG");

if (ingres_set_environment($link, $options))
{
    $result=ingres_query($link,"select date('now') as date");

    while ( $object = ingres_fetch_object ($result) ) {
        echo $object->date."\n";
    }
}
?>

参考

ingres_connect() - Ingres データベースへの接続をオープンする
ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する

ingres_unbuffered_query
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ingres_unbuffered_query — 未バッファ SQL クエリを Ingres に送信する

説明

mixed ingres_unbuffered_query ( resource $link , string $query [, array $params [, string $types ]] )

ingres_unbuffered_query() は、指定したクエリを Ingres サーバに送信します。

クエリは、現在開いているトランザクションの一部となります。 開いているトランザクションがない場合は ingres_unbuffered_query() が新しいトランザクションを開きます。 トランザクションを閉じるには、ingres_commit() をコールして変更をデータベースにコミット
するか ingres_rollback() で変更をキャンセルします。 スクリプトが終了すると、開いているトランザクションはすべて (ingres_rollback() をコールして) ロールバックされます。 新しいトランザクションを開く前に ingres_autocommit() をコールすると、 SQL を実行するた
びにその場で自動的にコミットするようになります。 Ingres は、未バッファの文を一度にひとつしかアクティブにできません。 この拡張モジュールは、アクティブな未バッファの文をすべて閉じてから SQL を実行します。さらに、フェッチを始める前に ingres_result_seek()
で行の位置を移動することはできません。

注意: 関連する設定項目

実行時設定での ingres.describe および ingres.utf8 の説明も参照ください。

パラメータ
link

接続リンク ID。
query

Ingres のドキュメント (Ingres SQL reference guide を参照ください) に書かれた正しい形式の SQL クエリ。 ingres_unbuffered_query() を使って実行できない SQL 文の一覧は、ingres_query() の query パラメータを参照ください。

クエリ内のデータは、適切にエスケープ しておかなければなりません。
params

このクエリで使うパラメータの値の配列。
types

パラメータに渡した値の型を表す文字列。型コードの一覧は ingres_query() の types パラメータを参照ください。

返り値
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ingres_unbuffered_query() は、行を取得した場合にクエリ結果 ID を返します。行がない場合、たとえば INSERT や UPDATE あるいは DELETE 文を実行した場合は FALSE を返します。 エラーが発生したかどうかを知るには ingres_errno()、 ingres_error() あるいは
ingres_errsqlstate() を使用します。

例

例1 シンプルな未バッファ select 文の発行
<?php
$link = ingres_connect("demodb");

$result = ingres_unbuffered_query($link, "select * from user_profile");
while ($row = ingres_fetch_row($result)) {
    echo $row[1];
    echo $row[2];
}
?>

例2 ingres_unbuffered_query() へのクエリパラメータのパース
<?php
$link = ingres_connect("demodb");

$params[] = "Emma";
$query = "select * from user_profile where up_first = ?";
$result = ingres_unbuffered_query($link, $query, $params);
while ($row = ingres_fetch_row($result)) {
    echo $row[1];
    echo $row[2];
}
?>

例3 BLOB 型のパラメータの挿入
<?php
$link = ingres_connect("demodb");

//Open a photo
$fh = fopen("photo.jpg","r");
$blob_data = stream_get_contents($fh);
fclose($fh);

//Prepare parameters
$params[] = $blob_data;
$params[] = 1201;

//Define parameter types
$param_types = "Bi";

$query = "update user_profile set up_image = ? where up_id = ?";
$result = ingres_unbuffered_query($link, $query , $params, $param_types);

if (ingres_errno())
{
    echo ingres_errno() . "-" . ingres_error() . "\n";
}
?>

参考

ingres_query() - Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_fetch_array() - 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc() - 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object() - 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_row() - 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
ingres_commit() - トランザクションをコミットする
ingres_rollback() - トランザクションをロールバックする
ingres_autocommit() - autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_set_environment() - 環境を設定して出力オプションを制御する
ingres_errno() - 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error() - 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する

目次
ingres_autocommit_state — 接続が autocommit を使っているかどうかを調べる
ingres_autocommit — autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_charset — 文字セットを返す
ingres_close — Ingres データベース接続を閉じる
ingres_commit — トランザクションをコミットする
ingres_connect — Ingres データベースへの接続をオープンする
ingres_cursor — 指定した結果リソースのカーソル名を取得する
ingres_errno — 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error — 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する
ingres_errsqlstate — 直近に発生した SQLSTATE エラーコードを取得する
ingres_escape_string — クエリで使うために特殊文字をエスケープする
ingres_execute — プリペアドクエリを実行する
ingres_fetch_array — 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc — 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object — 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
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ingres_fetch_proc_return — プロシージャコールからの返り値を取得する
ingres_fetch_row — 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
ingres_field_length — フィールド長を得る
ingres_field_name — クエリ結果においてフィールド名を得る
ingres_field_nullable — フィールドに NULL 値を設定可能かどうか調べる
ingres_field_precision — フィールドの精度を得る
ingres_field_scale — フィールドのスケールを得る
ingres_field_type — クエリ結果においてフィールドの型を得る
ingres_free_result — 結果 ID に関連づけられたリソースを解放する
ingres_next_error — 次の Ingres エラーを取得する
ingres_num_fields — 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る
ingres_num_rows — クエリが変更したり返したりしたレコードの数を取得する
ingres_pconnect — Ingres データベースへの持続的接続をオープンする
ingres_prepare — 後で実行するためのクエリを準備する
ingres_query — Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_result_seek — データを取得する前に行の位置を設定する
ingres_rollback — トランザクションをロールバックする
ingres_set_environment — 環境を設定して出力オプションを制御する
ingres_unbuffered_query — 未バッファ SQL クエリを Ingres に送信する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

シンプルな Ingres の例
Ingres 関数

ingres_autocommit_state — 接続が autocommit を使っているかどうかを調べる
ingres_autocommit — autocommit をオンまたはオフに切替える
ingres_charset — 文字セットを返す
ingres_close — Ingres データベース接続を閉じる
ingres_commit — トランザクションをコミットする
ingres_connect — Ingres データベースへの接続をオープンする
ingres_cursor — 指定した結果リソースのカーソル名を取得する
ingres_errno — 直近に発生した ingres エラー番号を取得する
ingres_error — 直近に発生したエラーのエラーメッセージを取得する
ingres_errsqlstate — 直近に発生した SQLSTATE エラーコードを取得する
ingres_escape_string — クエリで使うために特殊文字をエスケープする
ingres_execute — プリペアドクエリを実行する
ingres_fetch_array — 1 行分の結果を配列に取得する
ingres_fetch_assoc — 1 行分の結果を連想配列に取得する
ingres_fetch_object — 1 行分の結果をオブジェクトとして取得する
ingres_fetch_proc_return — プロシージャコールからの返り値を取得する
ingres_fetch_row — 1 行分の結果を数値添字配列として取得する
ingres_field_length — フィールド長を得る
ingres_field_name — クエリ結果においてフィールド名を得る
ingres_field_nullable — フィールドに NULL 値を設定可能かどうか調べる
ingres_field_precision — フィールドの精度を得る
ingres_field_scale — フィールドのスケールを得る
ingres_field_type — クエリ結果においてフィールドの型を得る
ingres_free_result — 結果 ID に関連づけられたリソースを解放する
ingres_next_error — 次の Ingres エラーを取得する
ingres_num_fields — 直近のクエリにより返されたフィールドの数を得る
ingres_num_rows — クエリが変更したり返したりしたレコードの数を取得する
ingres_pconnect — Ingres データベースへの持続的接続をオープンする
ingres_prepare — 後で実行するためのクエリを準備する
ingres_query — Ingres に SQL クエリを送信する
ingres_result_seek — データを取得する前に行の位置を設定する
ingres_rollback — トランザクションをロールバックする
ingres_set_environment — 環境を設定して出力オプションを制御する
ingres_unbuffered_query — 未バッファ SQL クエリを Ingres に送信する

MaxDB
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導入
MaxDB PHP 拡張モジュールにより、MaxDB 7.5.0 以降にアクセスできるようになります。 MaxDB データベースサーバについての詳細な情報は » http://www.sdn.sap.com/irj/sdn/maxdb で得られます。

MaxDB PHP 拡張モジュールは、MySQL の mysqli 拡張モジュールと互換性があります。 これらの間にはほんの少しの違いしかなく、その違いは MaxDB と MySQL の違いに基づくものです。

mysqli との主な相違点は、以下のようになります。

maxdb_character_set_name() - ascii あるいは unicode しか返しません。
maxdb_get_client_info() - 異なるバージョン文字列を返します。
maxdb_get_client_version() - 異なるバージョン文字列を返します。
maxdb_get_host_info() - localhost あるいはホスト名を返します。
maxdb_get_server_info() - 異なるバージョン文字列を返します。
maxdb_get_server_version() - 異なるバージョン文字列を返します。
maxdb_kill() - 単にセッションを切断するだけです。
maxdb_multi_query() - 複数の SQL 文を扱うことはできません。
maxdb_next_result() - 常に false を返します。
maxdb_options() - サポートするオプションが異なります。
maxdb_report() - サポートする繰り返しモードが異なります。
maxdb_stat() - 異なるシステム状態文字列を返します。
maxdb_stmt_store_result() - MaxDB では不要です。
maxdb_store_result() - MaxDB では不要です。

MaxDB についてのドキュメントは » http://maxdb.sap.com/documentation/ にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
これらの関数を使用するには、MaxDB のサポートを有効にして PHP をコンパイルする必要があります。さらに、MaxDB サーバにアクセスするために MaxDB SQLDBC ランタイムライブラリが必要です。

MaxDB SQLDBC についてのドキュメントは » http://maxdb.sap.com/documentation/ にあります。

MaxDB SQLDBC パッケージは » http://www.sdn.sap.com/irj/sdn/maxdb-downloads からダウンロードします。

インストール手順
設定オプション --with-maxdb[=DIR] を使用すると、PHP から MaxDB データベースへのアクセス機能が有効となります。 [DIR] には、MaxDB SQLDBC パッケージのインストールされているディレクトリを指定します。

Windows ユーザは、php.ini の中で php_maxdb.dll を有効にする必要があります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

MaxDB 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

maxdb.default_host NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.default_db NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.default_user NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.default_pw NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.long_readlen "200" PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

maxdb.default_host string

http://www.sdn.sap.com/irj/sdn/maxdb
http://maxdb.sap.com/documentation/
http://maxdb.sap.com/documentation/
http://www.sdn.sap.com/irj/sdn/maxdb-downloads
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データベースサーバへの接続時、ホスト名が指定されていない場合に 使用するデフォルトのホスト。

maxdb.default_db string

データベースが指定されていない場合に、 接続時に使用するデフォルトのサーバデータベース。

maxdb.default_user string

データベースサーバへの接続時、ユーザ名が指定されていない場合に 使用するデフォルトのユーザ名。

maxdb.default_pw string

データベースサーバへの接続時、パスワードが指定されていない場合に 使用するデフォルトのパスワード。

maxdb.long_readlen integer

MaxDB データベースサーバからロングデータを取得した場合に、 クライアントに転送される最大バイト数のデフォルト値。

リソース型
この拡張モジュールではリソースを定義しています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

以下の定数が、maxdb_options() で使用するために定義されています。これらの定数についての詳細な情報は » http://maxdb.sap.com/documentation/ を参照ください。

MaxDB PHP クライアント定数
定数 説明

MAXDB_COMPNAME SQLDBC ランタイム環境を初期化するために使用するコンポーネント名。
MAXDB_APPLICATION データベースに接続しているアプリケーション。
MAXDB_APPVERSION アプリケーションのバージョン。
MAXDB_SQLMODE SQL モード。
MAXDB_UNICODE unicode (UCS2) クライアントによる接続の場合に TRUE、そうでない場合に FALSE。
MAXDB_TIMEOUT データベースへの接続がシステムによって閉じられるまでの 最大無活動時間。
MAXDB_ISOLATIONLEVEL 共有ロックおよび排他ロックを暗黙的に要求/開放するかどうか、 またどのように行うかを指定します。
MAXDB_PACKETCOUNT 接続に使用するリクエストパケットの数。
MAXDB_STATEMENTCACHESIZE 接続内での再利用のためにキャッシュされるプリペアドステートメントの数。
MAXDB_CURSORPREFIX 自動的に命名される結果テーブルに使用するプレフィックス。

maxdb_fetch_array() 関数は、 結果の配列の型を指定するために定数を使用します。 以下の定数が定義されています。

MaxDB フェッチ定数
定数 説明

MAXDB_ASSOC フィールド名をインデックスとする配列で、カラムを返します。
MAXDB_ASSOC_UPPER 大文字に変換したフィールド名をインデックスとする配列で、 カラムを返します。
MAXDB_ASSOC_LOWER小文字に変換したフィールド名をインデックスとする配列で、 カラムを返します。
MAXDB_BOTH 数値インデックスおよびフィールド名インデックスの両方を含む配列で、 カラムを返します。
MAXDB_NUM フィールドの数値インデックスを持つ配列で、カラムを返します。 インデックスは 0 から始まり、これが結果の最初のフィールドを表します。

例
目次

MaxDB 拡張モジュールの概要

MaxDB PHP マニュアルの全ての例は、MaxDB から得られるデモデータベース HOTELDB を使用しています。このデータベースについての情報は » http://maxdb.sap.com/doc/7_7/44/d8c25164bb38d0e10000000a1553f7/content.htm で得られます。

MaxDB PHP マニュアルのデータベースを使用するには、チュートリアルのデータを データベースに読み込む必要があります。その後、php.ini の中の maxdb.default_db に、チュートリアルデータを含むデータベースを設定します。

この単純な例では、MaxDB データベースへの接続・クエリの実行・ 結果の行の表示・接続の切断の方法を示します。

http://maxdb.sap.com/documentation/
http://maxdb.sap.com/doc/7_7/44/d8c25164bb38d0e10000000a1553f7/content.htm
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例1 MaxDB 拡張モジュールの概要
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");
   
/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* SQL クエリを実行します */
$query = "SELECT * FROM hotel.city";
$result = maxdb_query($link, $query) or die("クエリに失敗しました: " . maxdb_error());

/* 結果を HTML で表示します */
echo "<table>\n";
while ($line = maxdb_fetch_array($result, MAXDB_ASSOC)) {
    echo "  <tr>\n";
    foreach ($line as $col_value) {
        echo "    <td>$col_value</td>\n";
    }
    echo "  </tr>\n";
}
echo "</table>\n";

/* 結果セットを開放します */
maxdb_free_result($result);

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

以下の例では、SELECT INTO 文に変数をバインドする方法を示します。

例2 SELECT INTO 文の使用例
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
   
/* SQL クエリを実行します */
$stmt = maxdb_prepare ($link, "SELECT percentage INTO ? FROM hotel.countrylanguage where language = ?");
if (!$stmt) {
  printf ("準備に失敗しました: %s\n", maxdb_error($link));
}

$name = "Mbundu";

maxdb_stmt_bind_param($stmt, 'ds', $percentage, $name);
maxdb_stmt_execute($stmt);

printf ("%f\n", $percentage);

maxdb_stmt_close ($stmt);
?>

以下の例では、MaxDB のプロシージャを使用する方法を示します。

例3 データベースプロシージャの使用
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
maxdb_query($link,"DROP DBPROC test_proc");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

$query = "create dbproc test_proc (INOUT e_text char(72)) AS select * from SYSDBA.DUAL; fetch into :e_text;";

maxdb_query($link, $query);

/* SQL クエリを実行します */
$stmt = maxdb_prepare ($link, "CALL test_proc (?)");
if (!$stmt) {
  printf ("準備に失敗しました: %s\n", maxdb_error($link));
}

maxdb_stmt_bind_param($stmt, 's', $result);
maxdb_stmt_execute($stmt);

printf ("%s\n", $result);

maxdb_stmt_close ($stmt);
?>

MaxDB 関数
定義済みクラス



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

maxdb
PHP と MaxDB データベースとの間の接続を表します。

コンストラクタ
maxdb - 新しい maxdb オブジェクトを作成する

メソッド
autocommit - データベースの変更内容の自動コミット機能を有効あるいは無効にする

change_user - 指定したデータベース接続のユーザ名を変更する

character_set_name - データベース接続のデフォルト文字セットを返す

close - 事前にオープンされた接続を閉じる

commit - 現在のトランザクションをコミットする

connect - MaxDB データベースサーバへの新しい接続をオープンする

debug - デバッグ操作を実行する

dump_debug_info - デバッグ情報を出力する

get_client_info - クライアントのバージョンを返す

get_host_info - 使用している接続の型を返す

get_server_info - MaxDB サーバのバージョンを返す

get_server_version - MaxDB サーバのバージョンを返す

init - maxdb オブジェクトを初期化する

info - 直近で実行されたクエリの情報を取得する

kill - MaxDB スレッドの終了をサーバに要求する

multi_query - 複数のクエリを実行する

more_results - 現在実行している複数クエリに次の結果があるかどうかを調べる

next_result - 現在実行している複数クエリの次の結果を読み込む

options - オプションを設定する

ping - サーバとの接続を確認し、接続されていない場合には再接続する

prepare - SQL クエリを準備する

query - クエリを実行する

real_connect - MaxDB データベースサーバとの接続をオープンする

escape_string - 接続の現在の文字セットを考慮したうえで、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする

rollback - 現在のトランザクションをロールバックする

select_db - デフォルトのデータベースを選択する

ssl_set - ssl パラメータを設定する

stat - 現在のシステム状態を取得する

stmt_init- maxdb_stmt_prepare で使用するステートメントを初期化する

store_result - 最後に実行したクエリの結果を転送する

use_result - 最後に実行したクエリのバッファ化されていない結果を転送する

thread-safe - スレッドセーフかどうかを返す

プロパティ
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affected_rows - 直前の MaxDB 操作で変更された行数を取得する

client_info - MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す

client_version - MaxDB クライアントのバージョンを整数で返す

errno - 直近の関数コールのエラーコードを返す

error - 直近の関数コールのエラー文字列を返す

field_count - 直近のクエリのカラム数を返す

host_info - 使用している接続の型を表す文字列を返す

info - 直近に実行されたクエリについての情報を取得する

insert_id - 直近のクエリで使用した自動生成 ID を返す

protocol_version - 使用している MaxDB プロトコルのバージョンを返す

sqlstate - 直近のエラーについての SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返す

thread_id - 現在の接続のスレッド ID を返す

warning_count - 直前の SQL 文の実行中に発生した警告の数を返す

maxdb_stmt
プリペアドステートメントを表します。

メソッド
bind_param - プリペアドステートメントに変数をバインドする

bind_result - 結果を保存するために、プリペアドステートメントに変数をバインドする

close - プリペアドステートメントを閉じる

data-seek - ステートメントの結果セットの任意の行に移動する

execute - プリペアドステートメントを実行する

fetch - プリペアドステートメントから結果を取得してバインド変数に保存する

free_result - 指定したステートメントハンドルの結果メモリを開放する

result_metadata - プリペアドステートメントからメタデータ情報の結果セットを取得する

prepare - SQL クエリを準備する

send_long_data - データをチャンクに送る

close_long_data - long データの送信を終了する

reset - プリペアドステートメントをリセットする

store_result - プリペアドステートメントから結果セット全体をバッファに保存する

プロパティ
affected_rows - 直近のステートメントの実行で変更された行数を返す

errno - 直近のステートメント関数のエラーコードを返す

errno - 直近のステートメントｋな数のエラーメッセージを返す

param_count - 指定したプリペアドステートメントのパラメータの数を返す

sqlstate - 直近のステートメント関数の SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返す

maxdb_result
データベースに対するクエリによって取得した結果セットを表します。

メソッド
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close - 結果セットを閉じる

data_seek - 内部結果ポインタを移動する

fetch_field - 結果セットからカラム情報を取得する

fetch_fields - 結果セットの全てのカラムの情報を取得する

fetch_field_direct - 指定したカラムの情報を取得する

fetch_array - 連想配列、数値添字配列あるいはその両方で結果の行を取得する

fetch_assoc - 結果の行を連想配列で取得する

fetch_object - 結果の行をオブジェクトとして取得する

fetch_row - 結果の行を数値添字の配列で取得する

close - 結果のメモリを開放する

field_seek - 指定したフィールドオフセットに結果ポインタを移動する

プロパティ
current_field - 現在のフィールドポインタのオフセットを返す

field_count - 結果セットのフィールド数を返す

lengths - カラムの長さの配列を返す

num_rows - 結果セットの行数を返す

maxdb_affected_rows

maxdb->affected_rows
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_affected_rows -- maxdb->affected_rows — 直前の MaxDB の操作で変更された行数を取得する

説明

手続き型

int maxdb_affected_rows ( resource $link )

オブジェクト指向型

int $affected_rows;

maxdb_affected_rows() は、与えられた link パラメータに関連した直近の INSERT、UPDATE あるいは DELETE クエリによって変更された行の数を返します。 この数が決定できない場合には、-1 を返します。

注意:

SELECT 文の場合には、maxdb_affected_rows() は maxdb_num_rows() と同じように動作します。

maxdb_affected_rows() 関数は、 テーブルを変更するようなクエリについてのみ動作します。 SELECT クエリの返す行数を調べるには、代わりに maxdb_num_rows() を使用してください。

返り値

ゼロより大きい整数の場合は、変更された行数あるいは取得された行数を表します。 ゼロの場合は、UPDATE ステートメントで行が更新されなかった、 WHERE 句に一致する行がなかった、あるいはクエリが実行されなかったなどを表します。 -1 の場合は、変更された行数が
取得できなかったことを表します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
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maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
$maxdb->query("DROP TABLE mycustomer");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

/* 行を挿入します */
$maxdb->query("CREATE TABLE mycustomer AS SELECT * from hotel.customer");
printf("Affected rows (INSERT): %d\n", $maxdb->affected_rows);

$maxdb->query("ALTER TABLE mycustomer ADD Status int default 0");

/* 行を更新します */
$maxdb->query("UPDATE mycustomer SET Status=1 WHERE cno > 50");
printf("Affected rows (UPDATE): %d\n", $maxdb->affected_rows);

/* 行を削除します */
$maxdb->query("DELETE FROM mycustomer WHERE cno < 50");
printf("Affected rows (DELETE): %d\n", $maxdb->affected_rows);

/* すべての行を選択します */
$result = $maxdb->query("SELECT title FROM mycustomer");
printf("Affected rows (SELECT): %d\n", $maxdb->affected_rows);

$result->close();

/* テーブルを削除します */
$maxdb->query("DROP TABLE mycustomer");

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

if (!$link) {
   printf("localhost 接続できません。エラー: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
maxdb_query($link,"DROP TABLE mycustomer");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

/* 行を挿入します */
maxdb_query($link, "CREATE TABLE mycustomer AS SELECT * from hotel.customer");
printf("Affected rows (INSERT): %d\n", maxdb_affected_rows($link));

maxdb_query($link, "ALTER TABLE mycustomer ADD Status int default 0");

/* 行を更新します */
maxdb_query($link, "UPDATE mycustomer SET Status=1 WHERE cno > 50");
printf("Affected rows (UPDATE): %d\n", maxdb_affected_rows($link));

/* 行を削除します */
maxdb_query($link, "DELETE FROM mycustomer WHERE cno < 50");
printf("Affected rows (DELETE): %d\n", maxdb_affected_rows($link));

/* すべての行を選択します */
$result = maxdb_query($link, "SELECT title FROM mycustomer");
printf("Affected rows (SELECT): %d\n", maxdb_affected_rows($link));

maxdb_free_result($result);

/* テーブルを削除します */
maxdb_query($link, "DROP TABLE mycustomer");

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Affected rows (INSERT): 15
Affected rows (UPDATE): 15
Affected rows (DELETE): 0
Affected rows (SELECT): 15

参考

maxdb_num_rows() - 結果の行数を取得する
maxdb_info() - 直近に実行したクエリについての情報を取得する

maxdb_autocommit

maxdb::auto_commit
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_autocommit -- maxdb::auto_commit — データベースの変更内容の自動コミット機能を有効あるいは無効にする

説明

手続き型

bool maxdb_autocommit ( resource $link , bool $mode )
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オブジェクト指向型

bool maxdb::auto_commit ( bool $mode )

maxdb_autocommit() は、link リソースが表すデータベース接続上のクエリについて、 自動コミットモードを有効または無効にするために使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 自動コミットを有効にします */
$maxdb->autocommit(TRUE);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

if (!$link) {
   printf("localhost に接続できません。エラー: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 自動コミットを有効にします */
maxdb_autocommit($link, TRUE);

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

maxdb_commit() - 現在のトランザクションをコミットする
maxdb_rollback() - 現在のトランザクションをロールバックする

maxdb_bind_param
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_bind_param — maxdb_stmt_bind_param() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_bind_param()

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_bind_result
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_bind_result — maxdb_stmt_bind_result() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_bind_result().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。
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maxdb_change_user

maxdb::change_user
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_change_user -- maxdb::change_user — 指定したデータベース接続のユーザを変更する

説明

手続き型

bool maxdb_change_user ( resource $link , string $user , string $password , string $database )

オブジェクト指向型

bool maxdb::change_user ( string $user , string $password , string $database )

maxdb_change_user() は、パラメータ link で指定したデータベース接続のユーザを変更し、現在のデータベースを database で指定したものに変更するために使用します。

ユーザの変更を行うには、username および password に有効な値が指定されていること、 そして指定したデータベースに対する適切なアクセス権がユーザに与えられていることが必要です。 何らかの理由で認証に失敗すると、現在のユーザ認証のままの状態となります。

注意:

このコマンドを使用すると、その操作が正常に終了したか否かにかかわらず、 新しくデータベースに接続したのと同じように扱われます。つまり、 現在アクティブなトランザクションはすべてロールバックされ、 一時テーブルはすべて閉じられ、テーブルに対する
ロックもすべて解除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php

/* test データベースに接続します */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($result = $maxdb->query("SELECT * FROM dual")) {
   $row = $result->fetch_row();
   printf("結果: %s\n", $row[0]);
   $result->free();
}

/* すべてをリセットし、新しいデータベースを選択します */
if (!$maxdb->change_user("DBADMIN", "SECRET", "DEMODB")) {
  printf("データベースが稼動していません\n");
} else {
  printf("データベースが稼動中です\n");
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($result = maxdb_query($link, "SELECT * FROM dual")) {
   $row = maxdb_fetch_row($result);
   printf("結果: %s\n", $row[0]);
   maxdb_free_result($result);
}

/* すべてをリセットし、新しいデータベースを選択します */
if (!maxdb_change_user($link, "DBADMIN", "SECRET", "DEMODB")) {
  printf("データベースが稼動していません\n");
} else {
  printf("データベースが稼動中です\n");
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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結果: a
データベースが稼動中です

参考

maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_select_db() - データベースクエリ用のデフォルトデータベースを選択する

maxdb_character_set_name

maxdb::character_set_name
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_character_set_name -- maxdb::character_set_name — データベース接続のデフォルトの文字セットを返す

説明

手続き型

string maxdb_character_set_name ( resource $link )

オブジェクト指向型

string maxdb::character_set_name ( void )

link パラメータで指定したデータベース接続の、 現在の文字セットを返します。

返り値

現在の接続のデフォルトの文字セットを、ascii あるいは unicode で返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 現在の文字セットを表示します */
$charset = $maxdb->character_set_name();
printf ("現在の文字セットは %s です\n", $charset);
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 現在の文字セットを表示します */
$charset = maxdb_character_set_name($link);
printf ("現在の文字セットは %s です\n", $charset);

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

現在の文字セットは ascii です

参考

maxdb_client_encoding() - maxdb_character_set_name のエイリアス
maxdb_real_escape_string() - 現在の接続の文字セットを考慮したうえで、 SQL 文で使用される文字列中の特殊文字をエスケープする
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maxdb_client_encoding
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_client_encoding — maxdb_character_set_name() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_character_set_name().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_close_long_data

maxdb->close_long_data
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_close_long_data -- maxdb->close_long_data — maxdb_stmt_close_long_data() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_close_long_data().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_close

maxdb::close
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_close -- maxdb::close — 事前にオープンされたデータベース接続を閉じる

説明

手続き型

bool maxdb_close ( resource $link )

オブジェクト指向型

bool maxdb::close ( void )

maxdb_close() 関数は、link パラメータで指定したデータベース接続 (事前にオープンされたもの) を閉じます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_init() - MaxDB を初期化し、maxdb_real_connect で使用するリソースを返す
maxdb_real_connect() - MaxDB サーバへの接続をオープンする

maxdb_commit

maxdb::commit
(PECL maxdb >= 1.0)
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maxdb_commit -- maxdb::commit — 現在のトランザクションをコミットする

説明

手続き型

bool maxdb_commit ( resource $link )

オブジェクト指向型

bool maxdb::commit ( void )

link パラメータで指定したデータベース接続について、 現在のトランザクションをコミットします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 自動コミットを無効にします */
$maxdb->autocommit(FALSE);

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
$maxdb->query("DROP TABLE mycustomer");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

$maxdb->query("CREATE TABLE mycustomer LIKE hotel.customer");

/* 何かの値を挿入します */
$maxdb->query("INSERT INTO mycustomer VALUES (3000,'Mrs','Jenny','Porter','10580','1340 N.Ash Street, #3')");
$maxdb->query("INSERT INTO mycustomer VALUES (3100,'Mr','Peter','Brown','48226','1001 34th Str., APT.3')");

/* トランザクションをコミットします */
$maxdb->commit();

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 自動コミットを無効にします */
maxdb_autocommit($link, FALSE);

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
maxdb_query($link,"DROP TABLE mycustomer");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

maxdb_query($link, "CREATE TABLE mycustomer LIKE hotel.customer");

/* 何かの値を挿入します */
maxdb_query($link, "INSERT INTO mycustomer VALUES (3000,'Mrs','Jenny','Porter','10580','1340 N.Ash Street, #3')");
maxdb_query($link, "INSERT INTO mycustomer VALUES (3100,'Mr','Peter','Brown','48226','1001 34th Str., APT.3')");

/* トランザクションをコミットします */
maxdb_commit($link);

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例は、なにも出力しません。

参考

maxdb_autocommit() - データベースの変更内容の自動コミット機能を有効あるいは無効にする
maxdb_rollback() - 現在のトランザクションをロールバックする

maxdb_connect_errno
(PECL maxdb >= 1.0)
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maxdb_connect_errno — 直近の接続コールのエラーコードを返す

説明

int maxdb_connect_errno ( void )

maxdb_connect_errno() 関数は、 直近の maxdb_connect() のコールのエラーコードを返します。 エラーが発生しなかった場合は、この関数はゼロを返します。

返り値

直近の maxdb_connect() のコールのエラーコードを返します。 ゼロの場合は、エラーが発生しなかったことを意味します。

例

例1 maxdb_connect_errno の例
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "XXXXXXXX", "YYYYYYYYY");

if (!$link) {
   printf("localhost に接続できません。エラーコード: %d\n", maxdb_connect_errno());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
PHP Warning:  maxdb_connect(): -4008 POS(1) Unknown user name/password combination [08004] <...>
localhost に接続できません。エラーコード: -4008

参考

maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_connect_error() - 直近の接続エラーについての説明を文字列で返す
maxdb_errno() - 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_error() - 直近のエラーについて説明する文字列を返す
maxdb_sqlstate() - 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します

maxdb_connect_error
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_connect_error — 直近の接続エラーについての説明を文字列で返す

説明

string maxdb_connect_error ( void )

maxdb_connect_error() 関数は、対応する maxdb_connect_errno() 関数とほぼ同じですが、 直近の maxdb_connect() call で発生したエラーについて、 エラーコードの代わりに文字列を返します。エラーが発生しなかった場合は、 この関数は空の文字列を返します。

返り値

エラーについての文字列を返します。 エラーが発生しなかった場合は空の文字列を返します。

例

例1 maxdb_connect_error の例
<?php

$link = maxdb_connect("localhost", "nonexisting_user", "");

if (!$link) {
   printf("localhost に接続できません。エラー: %s\n", maxdb_connect_error());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
PHP Warning:  maxdb_connect(): -4008 POS(1) Unknown user name/password combination <...>
localhost に接続できません。エラー: POS(1) Unknown user name/password combination

参考

maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_connect_errno() - 直近の接続コールのエラーコードを返す
maxdb_errno() - 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_error() - 直近のエラーについて説明する文字列を返す
maxdb_sqlstate() - 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します
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maxdb_connect

maxdb::__construct
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_connect -- maxdb::__construct — MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする

説明

手続き型

resource maxdb_connect ([ string $host [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket ]]]]]] )

オブジェクト指向型

maxdb::__construct() ([ string $host [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket ]]]]]] )

maxdb_connect() 関数は、host で稼動している MaxDB サーバへの接続をオープンしようと試みます。 host にはホスト名あるいは IP アドレスが指定可能です。 "localhost" を渡すと、ローカルホストが使用されます。接続に成功すると、 maxdb_connect() はデータベース
への接続を表すリソースを返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

username および password で、MaxDB サーバに接続する際のユーザ名およびパスワードを指定します。 パスワードが指定されなかった場合 (NULL が渡された場合) は、php.ini の maxdb.default_pw を使用して MaxDB サーバへの接続を試みます。

dbname では、 クエリを実行する際のデフォルトのデータベースを指定します。 指定されなかった場合は、php.ini の maxdb.default_db エントリの内容が使用されます。

port および socket は、MaxDB サーバでは無視されます。

返り値

MaxDB サーバへの接続を表す文字列、あるいは接続に失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

printf("ホスト情報: %s\n", $maxdb->host_info);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

printf("ホスト情報: %s\n", maxdb_get_host_info($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

ホスト情報: localhost

maxdb_data_seek

maxdb_result::data_seek
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_data_seek -- maxdb_result::data_seek — 結果ポインタを、結果の任意の行に移動する
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説明

手続き型

bool maxdb_data_seek ( resource $result , int $offset )

オブジェクト指向型

bool maxdb_result::data_seek ( int $offset )

maxdb_data_seek() 関数は、result が表す結果セットの offset で指定した任意の位置に、 結果ポインタを移動します。offset は、 ゼロから全行数マイナス 1 の間 (0..maxdb_num_rows() - 1) でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($result = $maxdb->query( $query)) {

   /* 行番号 10 に移動します */
   $result->data_seek(10);

   /* 行を取得します */
   $row = $result->fetch_row();

   printf ("City: %s  State: %s\n", $row[0], $row[1]);

   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER BY name";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* 行番号 10 に移動します */
   maxdb_data_seek($result, 10);

   /* 行を取得します */
   $row = maxdb_fetch_row($result);

   printf ("City: %s  State: %s\n", $row[0], $row[1]);

   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
City: Irvine  State: CA

参考

maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_fetch_row() - 結果の行を数値添字の配列として取得する
maxdb_num_rows() - 結果の行数を取得する

maxdb_debug
(PECL maxdb >= 1.0)
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maxdb_debug — デバッグ操作を行う

説明

void maxdb_debug ( string $debug )

maxdb_debug() は、SQLDBC 通信をトレースするために使用されます。以下の文字列が、 maxdb_debug() に対するパラメータとして使用可能です。

TRACE SHORT ON|OFF - メソッドコールのトレースを有効/無効にします。
TRACE LONG ON|OFF - メソッドの引数および詳細なデバッグトレースを有効/無効にします。
TRACE PACKET ON|OFF|<size> - パケットのトレースを有効/無効にし、 トレースされるオブジェクトのバイト数の制限を指定します。 サイズが指定されなかった場合は 1000 バイトとなります。
TRACE SQL ON|OFF - 高レベルの API トレースを有効/無効にします。
TRACE TIMESTAMP ON|OFF - トレースされた各行へのプレフィックスとして、 タイムスタンプの付加を有効/無効にします。
TRACE SIZE <size> - トレースファイルのサイズを最大 <size> バイトに制限します。少なくとも 8192 バイトが必要です。

返り値

maxdb_debug() は、何も値を返しません。

例

例1 手続き型
<?php

maxdb_debug("trace packet 200");

$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例は、何も出力しません。

maxdb_disable_reads_from_master

maxdb::disable_reads_from_master
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_disable_reads_from_master -- maxdb::disable_reads_from_master — マスタからの読み込みを無効にする

説明

手続き型

bool maxdb_disable_reads_from_master ( resource $link )

オブジェクト指向型

void maxdb::disable_reads_from_master ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_disable_rpl_parse
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_disable_rpl_parse — RPL のパースを無効にする

説明

bool maxdb_disable_rpl_parse ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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maxdb_dump_debug_info
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_dump_debug_info — デバッグ情報をログに出力する

説明

bool maxdb_dump_debug_info ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_embedded_connect
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_embedded_connect — 組み込み MaxDB サーバへの接続をオープンする

説明

resource maxdb_embedded_connect ([ string $dbname ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_enable_reads_from_master
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_enable_reads_from_master — マスタからの読み込みを有効にする

説明

bool maxdb_enable_reads_from_master ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_enable_rpl_parse
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_enable_rpl_parse — RPL のパースを有効にする

説明

bool maxdb_enable_rpl_parse ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_errno

maxdb->errno
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_errno -- maxdb->errno — 直近の関数コールのエラーコードを返す
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説明

手続き型

int maxdb_errno ( resource $link )

オブジェクト指向型

int $errno;

maxdb_errno() 関数は、link で指定したデータベースリンクに関して、直近の MaxDB 関数コールのエラーコードを返します。 エラーが発生しなかった場合は、この関数はゼロを返します。

返り値

直近のコールのエラーコードの値を返します。 ゼロの場合は、エラーが発生しなかったことを意味します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if (!$maxdb->query("SELECT xxx FROM hotel.city")) {
   printf("エラーコード: %d\n", $maxdb->errno);
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if (!maxdb_query($link, "SELECT xxx FROM hotel.city")) {
   printf("エラーコード: %d\n", maxdb_errno($link));
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
PHP Warning:  maxdb_query(): -4005 POS(8) Unknown column name:XXX [42000] <...>
エラーコード: -4005

参考

maxdb_connect_errno() - 直近の接続コールのエラーコードを返す
maxdb_connect_error() - 直近の接続エラーについての説明を文字列で返す
maxdb_error() - 直近のエラーについて説明する文字列を返す
maxdb_sqlstate() - 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します

maxdb_error

maxdb->error
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_error -- maxdb->error — 直近のエラーについて説明する文字列を返す

説明

手続き型

string maxdb_error ( resource $link )

オブジェクト指向型
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string $error;

maxdb_error() 関数は、対応する maxdb_errno() 関数とあらゆる点で同じです。 ただ maxdb_error() は、 整数のエラーコードは返しません。代わりに、 link で表されるデータベース接続で、 直近に発生したエラーを説明する文字列を返します。 エラーが発生しなかった
場合は、この関数は空の文字列を返します。

返り値

エラーを表す文字列を返します。 エラーが発生しなかった場合は空の文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if (!$maxdb->query("SELECT xxx FROM hotel.city")) {
   printf("エラーメッセージ: %s\n", $maxdb->error);
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if (!maxdb_query($link, "SELECT xxx FROM hotel.city")) {
   printf("エラーメッセージ: %s\n", $maxdb->error);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
PHP Warning:  maxdb_query(): -4005 POS(8) Unknown column name:XXX [42000]
エラーメッセージ: POS(8) Unknown column name:XXX

参考

maxdb_connect_errno() - 直近の接続コールのエラーコードを返す
maxdb_connect_error() - 直近の接続エラーについての説明を文字列で返す
maxdb_errno() - 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_sqlstate() - 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します

maxdb_escape_string
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_escape_string — maxdb_real_escape_string() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_real_escape_string().

maxdb_execute
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_execute — maxdb_stmt_execute() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_execute().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。
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maxdb_fetch_array

maxdb_result::fetch_array
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_array -- maxdb_result::fetch_array — 結果の行を連想配列、数値添字配列あるいはその両方で取得する

説明

手続き型

mixed maxdb_fetch_array ( resource $result [, int $resulttype ] )

オブジェクト指向型

mixed maxdb_result::fetch_array ([ int $resulttype ] )

取得した行に対応する配列を返します。 result が表す結果セットに行がもう存在しない場合には NULL を返します。

maxdb_fetch_array() は maxdb_fetch_row() 関数を拡張したものです。 データを数値添字の配列に保存することに加え、 maxdb_fetch_array() 関数は結果を連想配列でも保存します。 その際は、結果セットのフィールド名をキーとして使用します。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

結果の中に同名のカラムが複数存在する場合は、最後のカラムが優先され、 その前に現れたデータを上書きします。同名の複数のカラムにアクセスするには、 数値添字形式の配列を使用します。

オプションの 2 番目の引数 resulttype は、 行データからどのような形式の配列を作成するかを指定する定数です。 このパラメータに指定可能な値は、 MAXDB_ASSOC、MAXDB_ASSOC_UPPER、MAXDB_ASSOC_LOWER、MAXDB_NUM あるいは MAXDB_BOTH のいずれかで
す。デフォルトでは maxdb_fetch_array() 関数は MAXDB_BOTH を使用します。これは、このパラメータに MAXDB_NUM および MAXDB_ASSOC を指定したのと同じ動作をします。

定数 MAXDB_ASSOC を使用すると、この関数は maxdb_fetch_assoc() と同じように動作します。一方、MAXDB_NUM の場合は maxdb_fetch_row() と同じ動作となります。 最後のオプション MAXDB_BOTH は、両方の属性をひとつの配列に含めます。

定数 MAXDB_ASSOC_UPPER を使用すると、この関数の動作は MAXDB_ASSOC を使用した場合とほぼ同じになります。ただ、 配列のインデックスが、フィールド名を大文字にしたものになるという点が違います。

定数 MAXDB_ASSOC_LOWER を使用すると、この関数の動作は MAXDB_ASSOC を使用した場合とほぼ同じになります。ただ、 配列のインデックスが、フィールド名を小文字にしたものになるという点が違います。

返り値

取得した行に対応する配列、あるいは結果セットに行がもうない場合に NULL を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
 
$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";
$result = $maxdb->query($query);

/* 数値添字の配列 */
$row = $result->fetch_array(MAXDB_NUM);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);  

/* 連想配列 */
$row = $result->fetch_array(MAXDB_ASSOC);
printf ("%s (%s)\n", $row["NAME"], $row["STATE"]);  

/* 連想配列および数値添字の配列 */
$row = $result->fetch_array(MAXDB_BOTH);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row["STATE"]);  

/* 結果セットを開放します */
$result->close();

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
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$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";
$result = maxdb_query($link, $query);

/* 数値添字の配列 */
$row = maxdb_fetch_array($result, MAXDB_NUM);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);  

/* 連想配列 */
$row = maxdb_fetch_array($result, MAXDB_ASSOC);
printf ("%s (%s)\n", $row["NAME"], $row["STATE"]);  

/* 連想配列および数値添字の配列 */
$row = maxdb_fetch_array($result, MAXDB_BOTH);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row["STATE"]);  

/* 結果セットを開放します */
maxdb_free_result($result);

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
New York (NY)
New York (NY)
Long Island (NY)

参考

maxdb_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列として取得する
maxdb_fetch_row() - 結果の行を数値添字の配列として取得する
maxdb_fetch_resource()

maxdb_fetch_assoc

maxdb_result::fetch_assoc
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_assoc -- maxdb_result::fetch_assoc — 結果の行を連想配列として取得する

説明

手続き型

array maxdb_fetch_assoc ( resource $result )

オブジェクト指向型

array maxdb_result::fetch_assoc ( void )

取得した行に対応する連想配列を返します。行がもう存在しない場合には NULL を返します。

maxdb_fetch_assoc() 関数は、result が表す結果の結果セット内の次の行を表す連想配列を返すために使用されます。 連想配列の各キーは、結果セットのカラム名を表します。

結果の中に同名のカラムが複数存在する場合は、最後のカラムが優先されます。 同名の他のカラムにアクセスするには、 maxdb_fetch_row() を使用して数値添字の配列を使用するか、 あるいはカラム名のエイリアスを使用します。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

返り値

取得した行に対応する配列、あるいは結果セットに行がもうない場合に NULL を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
 
$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* 連想配列を取得します */
   while ($row = $result->fetch_assoc()) {
       printf ("%s (%s)\n", $row["NAME"], $row["STATE"]);
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   }

   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* 連想配列を取得します */
   while ($row = maxdb_fetch_assoc($result)) {
       printf ("%s (%s)\n", $row["NAME"], $row["STATE"]);
   }

   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
New York (NY)
New York (NY)
Long Island (NY)
Albany (NY)
Washington (DC)
Washington (DC)
Washington (DC)
Silver Spring (MD)
Daytona Beach (FL)
Deerfield Beach (FL)
Clearwater (FL)
Cincinnati (OH)
Detroit (MI)
Rosemont (IL)
Chicago (IL)
Chicago (IL)
New Orleans (LA)
Dallas (TX)
Los Angeles (CA)
Hollywood (CA)
Long Beach (CA)
Palm Springs (CA)
Irvine (CA)
Santa Clara (CA)
Portland (OR)

参考

maxdb_fetch_array() - 結果の行を連想配列、数値添字配列あるいはその両方で取得する
maxdb_fetch_row() - 結果の行を数値添字の配列として取得する
maxdb_fetch_resource()

maxdb_fetch_field_direct

maxdb_result::fetch_field_direct
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_field_direct -- maxdb_result::fetch_field_direct — 単一のフィールドのメタデータを取得する

説明

手続き型

mixed maxdb_fetch_field_direct ( resource $result , int $fieldnr )

オブジェクト指向型

mixed maxdb_result::fetch_field_direct ( int $fieldnr )

maxdb_fetch_field_direct() は、 指定した結果セットのフィールド定義情報を含むリソースを返します。 fieldnr の値は、0 から フィールド数 - 1 の間でなければなりません。

返り値
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フィールド定義情報を含むリソースを返します。 指定した fieldnr に対応するフィールド情報が存在しない場合は FALSE を返します。

オブジェクトの属性
属性 説明

name カラムの名前
max_length結果セットのフィールドの最大幅
type このフィールドのデータ型
decimals 使用している桁数 (整数フィールドの場合)

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY name";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* 'SurfaceArea' のフィールド情報を取得します */
   $finfo = $result->fetch_field_direct(1);
 
   printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
   printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
   printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
   printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
   printf("Type:     %d\n", $finfo->type);
   
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY name";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* 'SurfaceArea' のフィールド情報を取得します */
   $finfo = maxdb_fetch_field_direct($result, 1);
 
   printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
   printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
   printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
   printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
   printf("Type:     %d\n", $finfo->type);

   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Name:     CNO
Table:
max. Len: 4
Flags:    -1
Type:     0

参考

maxdb_num_fields() - 結果のフィールド数を取得する
maxdb_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す
maxdb_fetch_fields() - 結果セット内のフィールドを表すリソースの配列を返す

maxdb_fetch_field

maxdb_result::fetch_field
(PECL maxdb >= 1.0)
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maxdb_fetch_field -- maxdb_result::fetch_field — 結果セットの次のフィールドを返す

説明

手続き型

mixed maxdb_fetch_field ( resource $result )

オブジェクト指向型

mixed maxdb_result::fetch_field ( void )

maxdb_fetch_field() は、結果セットのカラムの定義を リソースとして返します。この関数を繰り返しコールすると、 結果セットのすべてのカラムの情報を取得できます。 maxdb_fetch_field() は、フィールドがもう残っていない場合に FALSE を返します。

返り値

フィールド定義の情報を含むリソースを返します。 フィールド情報が取得できない場合には FALSE を返します。

オブジェクトのプロパティ
プロパティ 説明
name カラムの名前
max_length結果セットのフィールドの最大幅
type このフィールドのデータ型
decimals 使用している桁数 (整数フィールドの場合)

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
   while ($finfo = $result->fetch_field()) {
 
       printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
       printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
       printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
       printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
       printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
   }    
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
   while ($finfo = maxdb_fetch_field($result)) {
 
       printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
       printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
       printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
       printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
       printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
   }
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Name:     NAME
Table:
max. Len: 10
Flags:    -1
Type:     2
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Name:     CNO
Table:
max. Len: 4
Flags:    -1
Type:     0

参考

maxdb_num_fields() - 結果のフィールド数を取得する
maxdb_fetch_field_direct() - 単一のフィールドのメタデータを取得する
maxdb_fetch_fields() - 結果セット内のフィールドを表すリソースの配列を返す
maxdb_field_seek() - 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに移動する

maxdb_fetch_fields

maxdb_result::fetch_fields
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_fields -- maxdb_result::fetch_fields — 結果セット内のフィールドを表すリソースの配列を返す

説明

手続き型

mixed maxdb_fetch_fields ( resource $result )

オブジェクト指向型

mixed maxdb_result::fetch_fields ( void )

この関数は、maxdb_fetch_field() と同じ目的で使用します。ただひとつの違いは、 各フィールドに対してひとつづつリソースを返すのではなく、 リソースの配列を返すという点です。

返り値

フィールド定義の情報を含む、リソースの配列を返します。 フィールド情報が存在しない場合には FALSE を返します。

オブジェクトのプロパティ
プロパティ 説明
name カラムの名前
max_length結果セットのフィールドの最大幅
type このフィールドのデータ型
decimals 使用している桁数 (整数フィールドの場合)

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
   $finfo = $result->fetch_fields();

   foreach ($finfo as $val) {
       printf("Name:     %s\n", $val->name);
       printf("Table:    %s\n", $val->table);
       printf("max. Len: %d\n", $val->max_length);
       printf("Flags:    %d\n", $val->flags);
       printf("Type:     %d\n\n", $val->type);
   }    
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
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if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
   $finfo = maxdb_fetch_fields($result);
 
   foreach ($finfo as $val) {
       printf("Name:     %s\n", $val->name);
       printf("Table:    %s\n", $val->table);
       printf("max. Len: %d\n", $val->max_length);
       printf("Flags:    %d\n", $val->flags);
       printf("Type:     %d\n\n", $val->type);
   }    
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Name:     NAME
Table:
max. Len: 10
Flags:    -1
Type:     2

Name:     CNO
Table:
max. Len: 4
Flags:    -1
Type:     0

参考

maxdb_num_fields() - 結果のフィールド数を取得する
maxdb_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す
maxdb_fetch_field_direct() - 単一のフィールドのメタデータを取得する

maxdb_fetch_lengths

maxdb_result->lengths
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_lengths -- maxdb_result->lengths — 結果セットの現在の行のカラムの長さを返す

説明

手続き型

array maxdb_fetch_lengths ( resource $result )

オブジェクト指向型

array $lengths;

maxdb_fetch_lengths() 関数は、result が表す結果セット内の現在の行の、すべてのカラムの長さを配列で返します。 成功した場合はカラムの長さを含む数値添字の配列、 失敗した場合に FALSE を返します。

返り値

各カラムの長さ (終端の null 文字を含まない) を表す整数値の配列、 あるいはエラー時には FALSE を返します。

maxdb_fetch_lengths() は、 結果セットの現在の行に対してのみ有効です。 maxdb_fetch_row/array/resource をコールする前や、 結果セットのすべての行を取得した後にこの関数をコールすると、 FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT * from hotel.customer WHERE cno = 3000";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   $row = $result->fetch_row();
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   /* カラムの長さを表示します */
   foreach ($result->lengths as $i => $val) {
       printf("フィールド %2d の長さは %2d\n", $i+1, $val);
   }
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT * from hotel.customer WHERE cno = 3000";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   $row = maxdb_fetch_row($result);

   /* カラムの長さを表示します */
   foreach (maxdb_fetch_lengths($result) as $i => $val) {
       printf("フィールド %2d の長さは %2d\n", $i+1, $val);
   }
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

フィールド  1 の長さは  4
フィールド  2 の長さは  3
フィールド  3 の長さは  5
フィールド  4 の長さは  6
フィールド  5 の長さは  5
フィールド  6 の長さは 21

maxdb_fetch_object

maxdb_result::fetch_object
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_object -- maxdb_result::fetch_object — 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す

説明

手続き型

object maxdb_fetch_object ( object $result )

オブジェクト指向型

object maxdb_result::fetch_object ( void )

maxdb_fetch_object() は、結果セットの現在の行を オブジェクトとして返します。オブジェクトの属性が結果セットのフィールド名に対応します。 現在の結果セットに行がもう存在しない場合は NULL が返されます。

返り値

取得した行に対応するオブジェクトを返します。行がもう存在しない場合には NULL を返します。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
 
$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";
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if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* オブジェクトの配列を取得します */
   while ($obj = $result->fetch_object()) {
       printf ("%s (%s)\n", $obj->NAME, $obj->STATE);
   }

   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* オブジェクトの配列を取得します */
   while ($obj = maxdb_fetch_object($result)) {
       printf ("%s (%s)\n", $obj->NAME, $obj->STATE);
   }

   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
New York (NY)
New York (NY)
Long Island (NY)
Albany (NY)
Washington (DC)
Washington (DC)
Washington (DC)
Silver Spring (MD)
Daytona Beach (FL)
Deerfield Beach (FL)
Clearwater (FL)
Cincinnati (OH)
Detroit (MI)
Rosemont (IL)
Chicago (IL)
Chicago (IL)
New Orleans (LA)
Dallas (TX)
Los Angeles (CA)
Hollywood (CA)
Long Beach (CA)
Palm Springs (CA)
Irvine (CA)
Santa Clara (CA)
Portland (OR)

参考

maxdb_fetch_array() - 結果の行を連想配列、数値添字配列あるいはその両方で取得する
maxdb_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列として取得する
maxdb_fetch_row() - 結果の行を数値添字の配列として取得する

maxdb_fetch_row

maxdb_result::fetch_row
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_fetch_row -- maxdb_result::fetch_row — 結果の行を数値添字の配列として取得する

説明

手続き型

mixed maxdb_fetch_row ( resource $result )

オブジェクト指向型

mixed maxdb_result::fetch_row ( void )
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取得した行に対応する連想配列を返します。行がもう存在しない場合には NULL を返します。

maxdb_fetch_row() は、result で表される結果セットから行のデータを取得し、 それを数値添字の配列で返します。各カラムは、0 (ゼロ) から始まる添字で保存されます。これ以降の maxdb_fetch_row() 関数のコールでは、 結果セット内の次の行を返します。もう行が存
在しない場合には FALSE を返します。

返り値

maxdb_fetch_row() は、取得した行に対応する配列を返します。 結果セットに行がもうない場合には NULL を返します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
 
$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* 数値添字の配列を取得します */
   while ($row = $result->fetch_row()) {
       printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);
   }

   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, state FROM hotel.city ORDER by zip";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* 数値添字の配列を取得します */
   while ($row = maxdb_fetch_row($result)) {
       printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);
   }

   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
New York (NY)
New York (NY)
Long Island (NY)
Albany (NY)
Washington (DC)
Washington (DC)
Washington (DC)
Silver Spring (MD)
Daytona Beach (FL)
Deerfield Beach (FL)
Clearwater (FL)
Cincinnati (OH)
Detroit (MI)
Rosemont (IL)
Chicago (IL)
Chicago (IL)
New Orleans (LA)
Dallas (TX)
Los Angeles (CA)
Hollywood (CA)
Long Beach (CA)
Palm Springs (CA)
Irvine (CA)
Santa Clara (CA)
Portland (OR)

参考

maxdb_fetch_array() - 結果の行を連想配列、数値添字配列あるいはその両方で取得する
maxdb_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列として取得する
maxdb_fetch_resource()
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maxdb_fetch
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_fetch — maxdb_stmt_fetch() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_fetch().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_field_count

maxdb::field_count
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_field_count -- maxdb::field_count — 直近のクエリのカラム数を返す

説明

手続き型

int maxdb_field_count ( resource $link )

オブジェクト指向型

int maxdb::field_count ( void )

link で表される接続の、 直近のクエリのカラム数を返します。クエリの詳細を知らなくても そのクエリが結果を返すかどうかを知ることができるので、 この関数は maxdb_store_result() を使用する際に有用です。

返り値

結果セットのフィールド数を表す整数値を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
$maxdb->query("DROP TABLE friends");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

$maxdb->query( "CREATE TABLE friends (id int, name varchar(20))"); 
 
$maxdb->query( "INSERT INTO friends VALUES (1,'Hartmut')");
$maxdb->query( "INSERT INTO friends VALUES (2, 'Ulf')");

if ($maxdb->field_count()) {
   /* select/show あるいは describe クエリだった場合 */
   $result = $maxdb->store_result();
   
   /* 結果セットを処理します */
   $row = $result->fetch_row();

   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
maxdb_query($link,"DROP TABLE friends");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

maxdb_query($link, "CREATE TABLE friends (id int, name varchar(20))"); 
 
maxdb_query($link, "INSERT INTO friends VALUES (1,'Hartmut')");
maxdb_query($link, "INSERT INTO friends VALUES (2, 'Ulf')");

if (maxdb_field_count($link)) {
   /* select/show あるいは describe クエリだった場合 */
   $result = maxdb_store_result($link);
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   /* 結果セットを処理します */
   $row = maxdb_fetch_row($result);

   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例は、何も出力しません。

maxdb_field_seek

maxdb_result::field_seek
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_field_seek -- maxdb_result::field_seek — 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに移動する

説明

手続き型

bool maxdb_field_seek ( resource $result , int $fieldnr )

オブジェクト指向型

bool maxdb_result::field_seek ( int $fieldnr )

フィールドカーソルを、指定したオフセットに移動します。 次に maxdb_fetch_field() をコールすると、 そのオフセットに関連付けられたカラムのフィールド定義が取得されます。

注意:

行の最初に移動するには、オフセットの値にゼロを指定します。

返り値

maxdb_field_seek() は、 フィールドカーソルの変更前の値を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* 2 番目のカラムのフィールド情報を取得します */
   $result->field_seek(1);
   $finfo = $result->fetch_field();
 
   printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
   printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
   printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
   printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
   printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
   
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* 2 番目のカラムのフィールド情報を取得します */
   maxdb field seek($result, 1);



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

   $finfo = maxdb_fetch_field($result);
 
   printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
   printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
   printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
   printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
   printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);

   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Name:     NAME
Table:
max. Len: 10
Flags:    -1
Type:     2

参考

maxdb_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す

maxdb_field_tell

maxdb_result->current_field
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_field_tell -- maxdb_result->current_field — 結果ポインタの現在のフィールドオフセットを取得する

説明

手続き型

int maxdb_field_tell ( resource $result )

オブジェクト指向型

int $current_field;

直近の maxdb_fetch_field() コールで使用した フィールドカーソルの位置を返します。この値は、 maxdb_field_seek() の引数として使用されます。

返り値

フィールドカーソルの現在のオフセットを返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = $maxdb->query($query)) {

   /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
   while ($finfo = $result->fetch_field()) {

       /* フィールドポインタのオフセットを取得します */
       $currentfield = $result->current_field;

       printf("Column    %d:\n", $currentfield); 
       printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
       printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
       printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
       printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
       printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
   }    
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
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$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, cno from hotel.customer ORDER BY cno";

if ($result = maxdb_query($link, $query)) {

   /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
   while ($finfo = maxdb_fetch_field($result)) {
 
       /* フィールドポインタのオフセットを取得します */
       $currentfield = maxdb_field_tell($result);

       printf("Column    %d:\n", $currentfield); 
       printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
       printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
       printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
       printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
       printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
   }
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Column    1:
Name:     NAME
Table:
max. Len: 10
Flags:    -1
Type:     2

Column    2:
Name:     CNO
Table:
max. Len: 4
Flags:    -1
Type:     0

参考

maxdb_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す
maxdb_field_seek() - 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに移動する

maxdb_free_result

maxdb_result::free
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_free_result -- maxdb_result::free — 結果に関連付けられたメモリを開放する

説明

手続き型

void maxdb_free_result ( resource $result )

オブジェクト指向型

void maxdb_result::free ( void )

maxdb_free_result() 関数は、 result が表す結果に関連付けられたメモリを開放します。 このメモリは、maxdb_query()、 maxdb_store_result() あるいは maxdb_use_result() で割り当てられたものです。

注意:

結果リソースが必要なくなった際には、常に maxdb_free_result() で結果を開放すべきです。

返り値

この関数は値を返しません。

参考

maxdb_query() - データベース上でクエリを実行する
maxdb_stmt_store_result() - プリペアドステートメントから結果を転送する
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する
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maxdb_get_client_info
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_get_client_info — MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す

説明

string maxdb_get_client_info ( void )

maxdb_get_client_info() 関数は、 MaxDB 拡張モジュールで使用されている、 クライアントのバージョンを表す文字列を返すために使用されます。

返り値

MaxDB クライアントライブラリのバージョンを表す文字列を返します。

例

例1 maxdb_get_client_info

<?php

/* MaxDB クライアントライブラリのバージョンを
   知るには、接続する必要はありません。 */

printf("クライアントライブラリのバージョン: %s\n", maxdb_get_client_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

クライアントライブラリのバージョン: libSQLDBC <...>

参考

maxdb_get_client_version() - MaxDB クライアントの情報を取得する
maxdb_get_server_info() - MaxDB サーバのバージョンを返す
maxdb_get_server_version() - MaxDB サーバのバージョンを整数値で返す

maxdb_get_client_version
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_get_client_version — MaxDB クライアントの情報を取得する

説明

int maxdb_get_client_version ( void )

クライアントのバージョン番号を整数値で返します。

返り値

MaxDB クライアントライブラリのバージョンを表す数値を、 以下のフォーマットで返します。 main_version*10000 + minor_version *100 + sub_version 例えば、7.5.0 の場合は 70500 となります。

これは、何らかの機能が存在するかどうかを知るために クライアントライブラリのバージョンを手早く取得するなどの際に有用です。

例

例1 maxdb_get_client_version

<?php

/* MaxDB クライアントライブラリのバージョンを
   知るには、接続する必要はありません。 */

printf("クライアントライブラリのバージョン: %d\n", maxdb_get_client_version());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

クライアントライブラリのバージョン: 7.<...>

参考

maxdb_get_client_info() - MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す
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maxdb_get_server_info() - MaxDB サーバのバージョンを返す
maxdb_get_server_version() - MaxDB サーバのバージョンを整数値で返す

maxdb_get_host_info

maxdb->get_host_info
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_get_host_info -- maxdb->get_host_info — 使用している接続の型を表す文字列を返す

説明

手続き型

string maxdb_get_host_info ( resource $link )

オブジェクト指向型

string $host_info;

maxdb_get_host_info() 関数は、 link で表される接続を表す文字列を返します。

返り値

サーバのホスト名および接続の型を表す文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* ホスト情報を表示します */
printf("ホスト情報: %s\n", $maxdb->host_info);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* ホスト情報を表示します */
printf("ホスト情報: %s\n", maxdb_get_host_info($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

ホスト情報: localhost

参考

maxdb_get_proto_info() - 使用している MaxDB プロトコルのバージョンを返す

maxdb_get_metadata
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_get_metadata — maxdb_stmt_result_metadata() のエイリアス

説明
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この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_result_metadata().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_get_proto_info

maxdb->protocol_version
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_get_proto_info -- maxdb->protocol_version — 使用している MaxDB プロトコルのバージョンを返す

説明

手続き型

int maxdb_get_proto_info ( resource $link )

オブジェクト指向型

string $protocol_version;

link で表される接続で使用している MaxDB プロトコルのバージョンを表す整数値を返します。

返り値

プロトコルのバージョンを表す整数値 (定数の 10) を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* プロトコルのバージョンを出力します */
printf("プロトコルのバージョン: %d\n", $maxdb->protocol_version);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* プロトコルのバージョンを出力します */
printf("プロトコルのバージョン: %d\n", maxdb_get_proto_info($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

プロトコルのバージョン: 10

参考

maxdb_get_host_info() - 使用している接続の型を表す文字列を返す

maxdb_get_server_info

maxdb->server_info
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(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_get_server_info -- maxdb->server_info — MaxDB サーバのバージョンを返す

説明

手続き型

string maxdb_get_server_info ( resource $link )

オブジェクト指向型

string $server_info;

MaxDB 拡張モジュールが接続している (link パラメータで表される) MaxDB サーバのバージョンを表す文字列を返します。

返り値

サーバのバージョンを表す文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("サーバのバージョン: %s\n", maxdb_get_server_info($link));

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("サーバのバージョン: %s\n", maxdb_get_server_info($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

サーバのバージョン: Kernel    7<...>

参考

maxdb_get_client_info() - MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す
maxdb_get_client_version() - MaxDB クライアントの情報を取得する
maxdb_get_server_version() - MaxDB サーバのバージョンを整数値で返す

maxdb_get_server_version

maxdb->server_version
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_get_server_version -- maxdb->server_version — MaxDB サーバのバージョンを整数値で返す

説明

手続き型

int maxdb_get_server_version ( resource $link )

オブジェクト指向型
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int $server_version;

maxdb_get_server_version() 関数は、 MaxDB 拡張モジュールが接続している (link パラメータで表される) MaxDB サーバのバージョンを表す整数値を返します。

バージョン番号のフォーマットは main_version * 10000 + minor_version * 100 + sub_version (つまり、バージョン 7.5.0 は 70500) となります。

返り値

サーバのバージョンを表す整数値を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("サーバのバージョン: %d\n", $maxdb->server_version);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("サーバのバージョン: %d\n", maxdb_get_server_version($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

サーバのバージョン: 7<...>

参考

maxdb_get_client_info() - MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す
maxdb_get_client_version() - MaxDB クライアントの情報を取得する
maxdb_get_server_info() - MaxDB サーバのバージョンを返す

maxdb_info

maxdb->info
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_info -- maxdb->info — 直近に実行したクエリについての情報を取得する

説明

手続き型

string maxdb_info ( resource $link )

オブジェクト指向型

string $info;

maxdb_info() は、最後に実行されたクエリについての情報を 文字列で返します。文字列の内容は、以下のようになります。

maxdb_info の返す値
クエリの型 返される文字列の例

INSERT INTO...SELECT... Records: 100 Duplicates: 0 Warnings: 0
INSERT INTO...VALUES (...),(...),(...) Records: 3 Duplicates: 0 Warnings: 0
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LOAD DATA INFILE ... Records: 1 Deleted: 0 Skipped: 0 Warnings: 0
ALTER TABLE ... Records: 3 Duplicates: 0 Warnings: 0
UPDATE ... Rows matched: 40 Changed: 40 Warnings: 0

注意:

上のいずれにもあてはまらない形式のクエリはサポートされていません。 そのような場合、maxdb_info() は空の文字列を返します。

返り値

直近に実行されたクエリについての追加情報を表す文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.t1 LIKE hotel.city");

/* INSERT INTO .. SELECT */
$maxdb->query("INSERT INTO temp.t1 SELECT * FROM hotel.city");
printf("%s\n", $maxdb->info);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.t1 LIKE hotel.city");

/* INSERT INTO .. SELECT */
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.t1 SELECT * FROM hotel.city");
printf("%s\n", maxdb_info($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Records: 25 Duplicates: 0 Warnings: 0

参考

maxdb_affected_rows() - 直前の MaxDB の操作で変更された行数を取得する
maxdb_warning_count() - 指定したリンクの直近のクエリで発生した警告の数を返す
maxdb_num_rows() - 結果の行数を取得する

maxdb_init
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_init — MaxDB を初期化し、maxdb_real_connect で使用するリソースを返す

説明

resource maxdb_init ( void )

maxdb_options() および maxdb_real_connect() で使用する MaxDB リソースを確保、あるいは初期化します。

注意:

maxdb_real_connect() がコールされるまでは、 これ以降の (maxdb_options() 以外の) maxdb 関数のコールは失敗します。

返り値

リソースを返します。
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参考

maxdb_options() - オプションを設定する
maxdb_close() - 事前にオープンされたデータベース接続を閉じる
maxdb_real_connect() - MaxDB サーバへの接続をオープンする
maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする

maxdb_insert_id

maxdb->insert_id
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_insert_id -- maxdb->insert_id — 直近のクエリで使用した、自動生成 ID を返す

説明

手続き型

mixed maxdb_insert_id ( resource $link )

オブジェクト指向型

mixed $insert_id;

maxdb_insert_id() 関数は、DEFAULT SERIAL 属性をもつカラムが存在するテーブルに対するクエリが生成した ID を返します。 直近のクエリが INSERT や UPDATE でなかった場合、 あるいは対象のテーブルに DEFAULT SERIAL 属性をもつカラムが存在しなかった場合は、
この関数はゼロを返します。

返り値

直近のクエリによって更新された DEFAULT SERIAL フィールドの値を返します。直近のクエリがない場合、 あるいは直近のクエリが DEFAULT_SERIAL を更新しなかった場合はゼロを返します。

注意:

結果の数値が int の最大値をこえる場合は、maxdb_insert_id() は文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
$maxdb->query("DROP TABLE mycity");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

$maxdb->query("CREATE TABLE mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query("ALTER TABLE mycity ADD id FIXED(11) DEFAULT SERIAL");

$query = "INSERT INTO mycity (zip,name,state) VALUES ('12203','Albany' ,'NY')";
$maxdb->query($query);

printf ("新しいレコードの ID は、%d です。\n", $maxdb->insert_id);

/* テーブルを削除します */
$maxdb->query("DROP TABLE mycity");

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
maxdb_query($link,"DROP TABLE mycity");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

maxdb_query($link, "CREATE TABLE mycity LIKE hotel.city");
maxdb_query($link, "ALTER TABLE mycity ADD id FIXED(11) DEFAULT SERIAL");

$query = "INSERT INTO mycity (zip,name,state) VALUES ('12203','Albany' ,'NY')";
maxdb_query($link, $query);
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printf ("新しいレコードの ID は、%d です。\n", $maxdb->insert_id);

/* テーブルを削除します */
maxdb_query($link, "DROP TABLE mycity");

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

新しいレコードの ID は、1 です。

maxdb_kill

maxdb::kill
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_kill -- maxdb::kill — MaxDB サーバから切断する

説明

手続き型

bool maxdb_kill ( resource $link , int $processid )

オブジェクト指向型

bool maxdb::kill ( int $processid )

この関数は、processid で指定した MaxDB サーバから切断するために使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* スレッド ID を調べます */
$thread_id = $maxdb->thread_id;

/* 接続を殺します */
$maxdb->kill($thread_id);

/* これは、エラーとなります */
if (!$maxdb->query("CREATE TABLE myCity LIKE City")) {
   printf("エラー: %s\n", $maxdb->error);
   exit;
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* スレッド ID を調べます */
$thread_id = maxdb_thread_id($link);

/* 接続を殺します */
maxdb_kill($link, $thread_id);

/* これは、エラーとなります */
if (!maxdb_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City")) {
   printf("エラー: %s\n", maxdb_error($link));
   exit;
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

エラー: Session not connected

参考

maxdb_thread_id() - 現在の接続のスレッド ID を返す

maxdb_master_query
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_master_query — マスタ/スレーブ構成において、クエリをマスタ側で実行することを強制する

説明

bool maxdb_master_query ( resource $link , string $query )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_more_results

maxdb->more_results
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_more_results -- maxdb->more_results — 複数クエリの結果の中に結果セットがまだあるかどうかを調べる

説明

bool maxdb_more_results ( resource $link )

maxdb_more_results() は、事前の maxdb_multi_query() のコールによって取得した結果に まだ結果セットが含まれているかどうかを示します。

返り値

常に FALSE を返します。

例

maxdb_multi_query() を参照ください。

参考

maxdb_multi_query() - データベース上でクエリを実行する
maxdb_next_result() - multi_query の、次の結果を準備する
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する

maxdb_multi_query

maxdb::multi_query
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_multi_query -- maxdb::multi_query — データベース上でクエリを実行する

説明

手続き型

bool maxdb_multi_query ( resource $link , string $query )
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オブジェクト指向型

bool maxdb::multi_query ( string $query )

maxdb_multi_query() は、 maxdb_query() と同様の動作をします。 複数クエリは、まだサポートされていません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query  = "SELECT * FROM dual";

/* 複数クエリを実行します */
if ($maxdb->multi_query($query)) {
   do {
       /* 最初の結果セットを保存します */
       if ($result = $maxdb->store_result()) {
           while ($row = $result->fetch_row()) {
               printf("%s\n", $row[0]);
           }
           $result->close();
       }
       /* 区切りを表示します */
       if ($maxdb->more_results()) {
           printf("-----------------\n");
       }
   } while ($maxdb->next_result());
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT * FROM dual";

/* 複数クエリを実行します */
if (maxdb_multi_query($link, $query)) {
   do {
       /* 最初の結果セットを保存します */
       if ($result = maxdb_store_result($link)) {
           while ($row = maxdb_fetch_row($result)) {
               printf("%s\n", $row[0]);
           }
           maxdb_free_result($result);
       }
       /* 区切りを表示します */
       if (maxdb_more_results($link)) {
           printf("-----------------\n");
       }
   } while (maxdb_next_result($link));
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a

参考

maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_next_result() - multi_query の、次の結果を準備する
maxdb_more_results() - 複数クエリの結果の中に結果セットがまだあるかどうかを調べる

maxdb_next_result

maxdb->next_result
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(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_next_result -- maxdb->next_result — multi_query の、次の結果を準備する

説明

bool maxdb_next_result ( resource $link )

複数クエリはまだサポートされていないので、maxdb_next_result() は常に FALSE を返します。

返り値

FALSE を返します。

参考

maxdb_multi_query() - データベース上でクエリを実行する
maxdb_more_results() - 複数クエリの結果の中に結果セットがまだあるかどうかを調べる
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する

maxdb_num_fields

maxdb_result->field_count
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_num_fields -- maxdb_result->field_count — 結果のフィールド数を取得する

説明

手続き型

int maxdb_num_fields ( resource $result )

オブジェクト指向型

int $field_count;

maxdb_num_fields() は、 指定した結果セットのフィールド数を返します。

返り値

結果セットのフィールド数を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($result = $maxdb->query("SELECT * FROM hotel.city ORDER BY zip")) {

   /* 結果セットのフィールド数を調べます */
   $field_cnt = $result->field_count;

   printf("結果セットのフィールド数は %d です。\n", $field_cnt);

   /* 結果セットを閉じます */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
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}

if ($result = maxdb_query($link, "SELECT * FROM hotel.city ORDER BY zip")) {

   /* 結果セットのフィールド数を調べます */
   $field_cnt = maxdb_num_fields($result);

   printf("結果セットのフィールド数は %d です。\n", $field_cnt);

   /* 結果セットを閉じます */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

結果セットのフィールド数は 3 です。

参考

maxdb_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す

maxdb_num_rows

maxdb->num_rows
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_num_rows -- maxdb->num_rows — 結果の行数を取得する

説明

手続き型

int maxdb_num_rows ( resource $result )

オブジェクト指向型

int $num_rows;

結果セットの行数を返します。

使用している結果セットがバッファ化されているかどうかによって、 maxdb_num_rows() の使用法は変わります。 バッファ化されていない結果セットの場合、 結果セットのすべての行を取得するまでは maxdb_num_rows() は正しい結果を返しません。

返り値

結果セットの行の数を返します。

注意:

行数が int 型の最大値をこえる場合は、結果が文字列として返されます。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($result = $maxdb->query("SELECT cno, name FROM hotel.customer ORDER BY name")) {

   /* 結果セットの行数を取得します */
   $row_cnt = $result->num_rows;

   printf("Result set has %d rows.\n", $row_cnt);

   /* 結果セットを閉じます */
   $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");
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/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($result = maxdb_query($link, "SELECT cno, name FROM hotel.customer ORDER BY name")) {

   /* 結果セットの行数を取得します */
   $row_cnt = maxdb_num_rows($result);

   printf("Result set has %d rows.\n", $row_cnt);

   /* 結果セットを閉じます */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Result set has 15 rows.

参考

maxdb_affected_rows() - 直前の MaxDB の操作で変更された行数を取得する
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する
maxdb_query() - データベース上でクエリを実行する

maxdb_options

maxdb::options
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_options -- maxdb::options — オプションを設定する

説明

手続き型

bool maxdb_options ( resource $link , int $option , mixed $value )

オブジェクト指向型

bool maxdb::options ( int $option , mixed $value )

maxdb_options() は、 接続時の追加のオプションを設定し、接続の振る舞いを変更するために使用されます。

この関数は、いくつかのオプションを設定するために複数回コールすることが可能です。

maxdb_options() は、 maxdb_init() をコールした後、 maxdb_real_connect() がコールされるまでにコールしなければなりません。

パラメータ option は設定したいオプションで、 value はオプションの値です。 オプションについての詳細な説明は、 » http://maxdb.sap.com/documentation/ を参照ください。 パラメータ option は、以下のいずれかの値となります。

使用可能なオプション
名前 説明

MAXDB_COMPNAME SQLDBC 実行環境の初期化に使用するコンポーネントの名前。
MAXDB_APPLICATION データベースに接続するアプリケーション。
MAXDB_APPVERSION アプリケーションのバージョン。
MAXDB_SQLMODE SQL モード。
MAXDB_UNICODE unicode (UCS2) クライアントからの接続の場合に TRUE、そうでない場合に FALSE。
MAXDB_TIMEOUT データベースへの接続がシステムによって閉じられるまでの、 無通信時間の最大値。
MAXDB_ISOLATIONLEVEL 共有ロックおよび排他ロックのどちらがどのように要求/開放されるかを指定します。
MAXDB_PACKETCOUNT 接続に使用される、要求パケットの数。
MAXDB_STATEMENTCACHESIZE再利用のために接続にキャッシュされるプリペアドステートメントの数。
MAXDB_CURSORPREFIX 自動的に命名された結果テーブルに使用するプレフィックス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

http://maxdb.sap.com/documentation/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

maxdb_real_connect() を参照ください。

参考

maxdb_init() - MaxDB を初期化し、maxdb_real_connect で使用するリソースを返す
maxdb_real_connect() - MaxDB サーバへの接続をオープンする

maxdb_param_count
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_param_count — maxdb_stmt_param_count() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_param_count().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_ping

maxdb::ping
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_ping -- maxdb::ping — サーバとの接続を確認し、接続が確立されていない場合は再接続を試みる

説明

手続き型

bool maxdb_ping ( resource $link )

オブジェクト指向型

bool maxdb::ping ( void )

サーバとの接続が正常に動作しているかどうかを調べます。 もし接続が確立できていない場合、グローバルオプション maxdb.reconnect が有効になっていれば、 自動的に再接続が試みられます。

この関数は、クライアント側で長時間アイドル状態が続いた場合などに、 サーバが接続を閉じてしまったかどうかを調べ、 必要なら再度接続するために使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* サーバが動作中かどうかを調べます */
if ($maxdb->ping()) {
   printf ("接続は有効です!\n");
} else {
   printf ("エラー: %s\n", $maxdb->error);
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
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}

/* サーバが動作中かどうかを調べます */
if (maxdb_ping($link)) {
   printf ("接続は有効です!\n");
} else {
   printf ("エラー: %s\n", $maxdb->error);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

接続は有効です!

maxdb_prepare

maxdb::prepare
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_prepare -- maxdb::prepare — 後で実行するための SQL 文を準備する

説明

手続き型

resource maxdb_prepare ( resource $link , string $query )

オブジェクト指向型

maxdb_stmt maxdb::prepare ( string $query )

maxdb_prepare() は、 後で実行するための SQLクエリをヌル終端の文字列で準備し、 今後のステートメントに対する操作に使用するためのハンドルを返します。 クエリは、単一の SQL 文である必要があります。

注意:

文の最後に、セミコロンや \g をつけてはいけません。

query では、SQL 文の中に、 ひとつあるいは複数のパラメータマーカを含めることが可能です。 適切な場所にクエスチョンマーク (?) を埋め込みます。

注意:

マーカは、SQL 文の中の適切な箇所にある場合にのみ有効です。 例えば INSERT 文の VALUES() リスト (その行のカラムの値を指定する) あるいは WHERE 句でカラムの値と 比較する条件を指定する場合などが有効です。

しかし、識別子 (テーブル名やカラム名)、SELECT 文が返すカラム名の一覧、 あるいは (例えば = のような) 二項演算子の両側などに マーカを指定することはできません。最後の制限が必要なのは、 この場合にパラメータの型が決定できなくなるからです。 一般的
に、パラメータはデータ操作言語 (DML) 文で使用し、 データ定義言語 (DDL) 文では使用しません。

パラメータマーカは、文を実行したり行を取得したりする前に、必ず maxdb_stmt_bind_param() や maxdb_stmt_bind_result() でアプリケーションの変数にバインドしなければなりません。

返り値

maxdb_prepare() は、ステートメントリソースを返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$city = "Rosemont";

/* プリペアドステートメントを作成します */
if ($stmt = $maxdb->prepare("SELECT state FROM hotel.city WHERE name=?")) {

   /* マーカにパラメータをバインドします */
   $stmt->bind_param("s", $city);

   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   /* 結果変数にバインドします */
   $stmt->bind_result($district);

   /* 値を取得します */
   $stmt->fetch();

   printf("%s is in district %s\n", $city, $district);
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   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
} 

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$city = "Rosemont";

/* プリペアドステートメントを作成します */
if ($stmt = maxdb_prepare($link, "SELECT state FROM hotel.city WHERE name=?")) {

   /* マーカにパラメータをバインドします */
   maxdb_stmt_bind_param($stmt, "s", $city);

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   /* 結果変数にバインドします */
   maxdb_stmt_bind_result($stmt, $district);

   /* 値を取得します */
   maxdb_stmt_fetch($stmt);

   printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
} 

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Rosemont is in district IL

参考

maxdb_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
maxdb_stmt_fetch() - プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する
maxdb_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする
maxdb_stmt_bind_result() - 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする
maxdb_stmt_close() - プリペアドステートメントを閉じる

maxdb_query

maxdb::query
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_query -- maxdb::query — データベース上でクエリを実行する

説明

手続き型

mixed maxdb_query ( resource $link , string $query [, int $resultmode ] )

オブジェクト指向型

mixed maxdb::query ( string $query )

maxdb_query() 関数は、link が表すデータベースに対するクエリの実行を単純化するために使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 SELECT, SHOW, DESCRIBE あるいは EXPLAIN の場合は、maxdb_query() は結果リソースを返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
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$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* テーブルの作成の場合は結果セットを返しません */
if ($maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city") === TRUE) {
   printf("mycity テーブルの作成に成功しました。\n");
}

/* select クエリは結果セットを返します */
if ($result = $maxdb->query("SELECT name FROM hotel.city")) {
   printf("select が %d 行のデータを返しました。\n", maxdb_num_rows($result));

   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* 大量のデータを取得しなければならない場合は MAXDB_USE_RESULT を使用します */
if ($result = $maxdb->query("SELECT * FROM hotel.city", MAXDB_USE_RESULT)) {
   $result->close();
}

$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* テーブルの作成の場合は結果セットを返しません */
if (maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city") === TRUE) {
   printf("mycity テーブルの作成に成功しました。\n");
}

/* select クエリは結果セットを返します */
if ($result = maxdb_query($link, "SELECT name FROM hotel.city")) {
   printf("select が %d 行のデータを返しました。\n", maxdb_num_rows($result));

   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* 大量のデータを取得しなければならない場合は MAXDB_USE_RESULT を使用します */
if ($result = maxdb_query($link, "SELECT * FROM hotel.city", MAXDB_USE_RESULT)) {
   maxdb_free_result($result);
}

maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

mycity テーブルの作成に成功しました。
select が 25 行のデータを返しました。

参考

maxdb_real_query() - SQL クエリを実行する
maxdb_multi_query() - データベース上でクエリを実行する
maxdb_free_result() - 結果に関連付けられたメモリを開放する

maxdb_real_connect

maxdb::real_connect
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_real_connect -- maxdb::real_connect — MaxDB サーバへの接続をオープンする

説明

手続き型

bool maxdb_real_connect ( resource $link [, string $hostname [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket ]]]]]] )

オブジェクト指向型

bool maxdb::real_connect ([ string $hostname [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket ]]]]]] )

maxdb_real_connect() は、 hostname で稼動中の MaxDB データベースエンジンに対して、 接続の確立を試みます。

この関数は、maxdb_connect() とは以下の点で違います。
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maxdb_real_connect() には、 maxdb_init() で作成した有効なリソースが必要です。

maxdb_options() 関数により、 接続の際のさまざまなオプションを設定することが可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php

/* 接続オブジェクトを作成しますが、まだ接続していません */
$maxdb = maxdb_init();

/* 接続オプションを設定します */
$maxdb->options(MAXDB_UNICODE, "FALSE");
$maxdb->options(MAXDB_TIMEOUT, 5);

/* サーバに接続します */
$maxdb->real_connect('localhost', 'MONA', 'RED', 'DEMODB');

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

printf ("接続: %s\n.", $maxdb->host_info);
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php

/* 接続オブジェクトを作成しますが、まだ接続していません */
$link = maxdb_init();

/* 接続オプションを設定します */
maxdb_options($link, MAXDB_UNICODE, "FALSE");
maxdb_options($link, MAXDB_TIMEOUT, 5);

/* サーバに接続します */
maxdb_real_connect($link, 'localhost', 'MONA', 'RED', 'DEMODB');

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

printf ("接続: %s\n.", maxdb_get_host_info($link));
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

接続: localhost <...>

参考

maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_init() - MaxDB を初期化し、maxdb_real_connect で使用するリソースを返す
maxdb_options() - オプションを設定する
maxdb_ssl_set() - SSL を使用したセキュアな接続を確立するために使用する
maxdb_close() - 事前にオープンされたデータベース接続を閉じる

maxdb_real_escape_string

maxdb::real_escape_string
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_real_escape_string -- maxdb::real_escape_string — 現在の接続の文字セットを考慮したうえで、 SQL 文で使用される文字列中の特殊文字をエスケープする

説明

手続き型

string maxdb_real_escape_string ( resource $link , string $escapestr )

オブジェクト指向型
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string maxdb::real_escape_sring ( string $escapestr )

この関数は、SQL 文で使用するために、SQL で使用可能な文字列を作成するために使用します。 文字列 escapestr が、エスケープされた SQL 文字列にエンコードされます。その際、接続の現在の文字セットを考慮します。

エンコードされる文字は ', " です。

返り値

エスケープされた文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");

$city = "'s Hertogenbosch";

/* $city をエスケープしていないため、このクエリは失敗します */
if (!$maxdb->query("INSERT into temp.mycity VALUES ('11111','$city','NY')")) {
   printf("エラー: %s\n", $maxdb->sqlstate);
}

$city = $maxdb->real_escape_string($city);

/* このクエリは、$city をエスケープしているので動作します */
if ($maxdb->query("INSERT into temp.mycity VALUES ('22222','$city','NY')")) {
   printf("%d 行挿入されました。\n", $maxdb->affected_rows);
} 

$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");

$city = "'s Hertogenbosch";

/* $city をエスケープしていないため、このクエリは失敗します */
if (!maxdb_query($link, "INSERT into temp.mycity VALUES ('11111','$city','NY')")) {
   printf("エラー: %s\n", maxdb_sqlstate($link));
}

$city = maxdb_real_escape_string($link, $city);

/* このクエリは、$city をエスケープしているので動作します */
if (maxdb_query($link, "INSERT into temp.mycity VALUES ('22222','$city','NY')")) {
   printf("%d 行挿入されました。\n", $maxdb->affected_rows);
} 

maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_query(): -5016 POS(43) Missing delimiter: ) <...>
エラー: 42000
1 行挿入されました。

参考

maxdb_character_set_name() - データベース接続のデフォルトの文字セットを返す

maxdb_real_query

maxdb::real_query
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_real_query -- maxdb::real_query — SQL クエリを実行する

説明
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手続き型

bool maxdb_real_query ( resource $link , string $query )

オブジェクト指向型

bool maxdb::real_query ( string $query )

maxdb_real_query() は、機能的に maxdb_query() とまったく同じです。

注意:

指定したクエリが結果セットを返すかどうかを調べるには、 maxdb_field_count() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

maxdb_query() - データベース上でクエリを実行する
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する

maxdb_report
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_report — 内部のレポート関数を有効あるいは無効にする

説明

bool maxdb_report ( int $flags )

パラメータ
flags

MAXDB_REPORT_XXX 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型
<?php
/* レポートを有効にします */
maxdb_report(MAXDB_REPORT_ERROR);

$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* このクエリはエラーを報告します */
$result = maxdb_query($link,"SELECT Name FROM Nonexistingtable WHERE population > 50000");

maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_query(): -4004 POS(18) Unknown table name:NONEXISTINGTABLE <...>

maxdb_rollback

maxdb::rollback
(PECL maxdb >= 1.0)
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maxdb_rollback -- maxdb::rollback — 現在のトランザクションをロールバックする

説明

手続き型

bool maxdb_rollback ( resource $link )

オブジェクト指向型

bool maxdb::rollback ( void )

link パラメータで指定したデータベース接続について、 現在のトランザクションをロールバックします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 自動コミットを無効にします */
$maxdb->autocommit(FALSE);

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query("INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

/* insert をコミットします */
$maxdb->commit();

/* すべての行を削除します */
$maxdb->query("DELETE FROM temp.mycity");

if ($result = $maxdb->query("SELECT COUNT(*) FROM temp.mycity")) {
   $row = $result->fetch_row();
   printf("%d rows in table mycity.\n", $row[0]);
   /* 結果を開放します */
   $result->close();
}

/* ロールバックします */
$maxdb->rollback();

if ($result = $maxdb->query("SELECT COUNT(*) FROM temp.mycity")) {
   $row = $result->fetch_row();
   printf("%d rows in table mycity (after rollback).\n", $row[0]);
   /* 結果を開放します */
   $result->close();
}

/* myCity テーブルを削除します */
$maxdb->query("DROP TABLE temp.mycity");

$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 自動コミットを無効にします */
maxdb_autocommit($link, FALSE);

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

/* commit insert */
maxdb_commit($link);

/* delete all rows */
maxdb_query($link, "DELETE FROM temp.mycity");

if ($result = maxdb_query($link, "SELECT COUNT(*) FROM temp.mycity")) {
   $row = maxdb_fetch_row($result);
   printf("%d rows in table mycity.\n", $row[0]);
   /* 結果を開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* ロールバックします */
maxdb_rollback($link);

if ($result = maxdb_query($link, "SELECT COUNT(*) FROM temp.mycity")) {
   $row = maxdb_fetch_row($result);
   printf("%d rows in table mycity (after rollback).\n", $row[0]);
   /* 結果を開放します */
   maxdb_free_result($result);
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}

/* myCity テーブルを削除します */
maxdb_query($link, "DROP TABLE temp.mycity");

maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0 rows in table mycity.
25 rows in table mycity (after rollback).

参考

maxdb_commit() - 現在のトランザクションをコミットする
maxdb_autocommit() - データベースの変更内容の自動コミット機能を有効あるいは無効にする

maxdb_rpl_parse_enabled
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_rpl_parse_enabled — RPL のパースが有効かどうかを調べる

説明

int maxdb_rpl_parse_enabled ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_rpl_probe
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_rpl_probe — RPL を調べる

説明

bool maxdb_rpl_probe ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_rpl_query_type

maxdb::rpl_query_type
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_rpl_query_type -- maxdb::rpl_query_type — RPL クエリ型を返す

説明

手続き型

int maxdb_rpl_query_type ( resource $link )

オブジェクト指向型

int maxdb::rpl_query_type ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_select_db
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maxdb->select_db
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_select_db -- maxdb->select_db — データベースクエリ用のデフォルトデータベースを選択する

説明

bool maxdb_select_db ( resource $link , string $dbname )

maxdb_select_db() 関数は、 link が表すデータベース接続に対して クエリを実行する際に使用するデフォルトのデータベースを (dbname で指定したものに) 選択します。

注意:

この関数は、接続のデフォルトデータベースを変更する場合にのみ使用すべきです。 デフォルトのデータベースは、maxdb_connect() の 4 番目のパラメータで指定することができます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 現在のデフォルトデータベースの名前を返します */
if ($result = $maxdb->query("SELECT SERVERDB FROM USERS WHERE USERNAME='MONA'")) {
   $row = $result->fetch_row();
   printf("デフォルトデータベースは %s です。\n", $row[0]);
   $result->close();
}

/* 存在しない db に変更します */
$maxdb->select_db("XXXXXXXX");

/* 現在のデフォルトデータベースの名前を返します */
if ($result = $maxdb->query("SELECT SERVERDB FROM USERS WHERE USERNAME='MONA'")) {
   $row = $result->fetch_row();
   printf("デフォルトデータベースは %s です。\n", $row[0]);
   $result->close();
}

$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 現在のデフォルトデータベースの名前を返します */
if ($result = maxdb_query($link, "SELECT SERVERDB FROM USERS WHERE USERNAME='MONA'")) {
   $row = maxdb_fetch_row($result);
   printf("デフォルトデータベースは %s です。\n", $row[0]);
   maxdb_free_result($result);
}

/* 存在しない db に変更します */
maxdb_select_db($link, "XXXXXXXX");

/* 現在のデフォルトデータベースの名前を返します */
if ($result = maxdb_query($link, "SELECT SERVERDB FROM USERS WHERE USERNAME='MONA'")) {
   $row = maxdb_fetch_row($result);
   printf("デフォルトデータベースは %s です。\n", $row[0]);
   maxdb_free_result($result);
}

maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

デフォルトデータベースは <...> です。
Warning: maxdb_select_db(): -10709 Connection failed (RTE:database not running) <...>

Warning: maxdb_query(): -10821 Session not connected [] <...>

Warning: maxdb_close(): -10821 Session not connected [] <...>

参考

maxdb_connect() - MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
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maxdb_real_connect() - MaxDB サーバへの接続をオープンする

maxdb_send_long_data
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_send_long_data — maxdb_stmt_send_long_data() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_stmt_send_long_data().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

maxdb_send_query

maxdb::send_query
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_send_query -- maxdb::send_query — クエリを送信する

説明

手続き型

bool maxdb_send_query ( resource $link , string $query )

オブジェクト指向型

bool maxdb::send_query ( string $query )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_server_end
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_server_end — 埋め込みサーバをシャットダウンする

説明

void maxdb_server_end ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_server_init
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_server_init — 埋め込みサーバを初期化する

説明

bool maxdb_server_init ([ array $server [, array $groups ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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maxdb_set_opt
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_set_opt — maxdb_options() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 maxdb_options().

maxdb_sqlstate

maxdb->sqlstate
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_sqlstate -- maxdb->sqlstate — 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します

説明

手続き型

string maxdb_sqlstate ( resource $link )

オブジェクト指向型

string $sqlstate;

直近のエラーの SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 つの文字で構成されています。'00000' は、エラーが発生しなかったことを意味します。 コードの内容は ANSI SQL および ODBC で指定されています。

注意:

今のところ、すべての MaxDB エラーが SQLSTATE に関連付けられているわけではないことに注意しましょう。 関連付けられていないエラーについては、 HY000 (一般的なエラー) が使用されます。

返り値

直近のエラーについての SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 つの文字で構成されています。'00000' は、エラーが発生しなかったことを意味します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* City テーブルは既に存在するので、エラーとなります */
if (!$maxdb->query("CREATE TABLE hotel.city (ID INT, Name VARCHAR(30))")) {
   printf("Error - SQLSTATE %s.\n", $maxdb->sqlstate);
}

$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* City テーブルは既に存在するので、エラーとなります */
if (!maxdb_query($link, "CREATE TABLE hotel.city (ID INT, Name VARCHAR(30))")) {
   printf("Error - SQLSTATE %s.\n", maxdb_sqlstate($link));
}

maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_query(): -6000 POS(20) Duplicate table name:CITY [I6000] <...>
Error - SQLSTATE I6000.
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参考

maxdb_errno() - 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_error() - 直近のエラーについて説明する文字列を返す

maxdb_ssl_set

maxdb::ssl_set
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_ssl_set -- maxdb::ssl_set — SSL を使用したセキュアな接続を確立するために使用する

説明

手続き型

bool maxdb_ssl_set ( resource $link , string $key , string $cert , string $ca , string $capath , string $cipher )

オブジェクト指向型

bool maxdb::ssl_set ( string $key , string $cert , string $ca , string $capath , string $cipher )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_stat

maxdb::stat
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stat -- maxdb::stat — 現在のシステム状態を取得する

説明

手続き型

string maxdb_stat ( resource $link )

オブジェクト指向型

string maxdb::stat ( void )

maxdb_stat() は、稼動中の MaxDB サーバに関する情報を含む文字列を返します。

返り値

サーバの状態を説明する文字列、あるいはエラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

printf ("システムの状態: %s\n", $maxdb->stat());
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
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if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

printf("システムの状態: %s\n", maxdb_stat($link));
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

システムの状態: Kernel    7<...>

参考

maxdb_get_server_info() - MaxDB サーバのバージョンを返す

maxdb_stmt_affected_rows

maxdb_stmt->affected_rows
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_affected_rows -- maxdb_stmt->affected_rows — 直近のステートメントによって変更、削除あるいは挿入された行の数を返す

説明

手続き型

int maxdb_stmt_affected_rows ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

int $affected_rows;

maxdb_stmt_affected_rows() は、 INSERT、UPDATE あるいは DELETE クエリによって変更された行の数を返します。 直近のクエリが無効だった場合、あるいは行数が取得できなかった場合は、 この関数は -1 を返します。

返り値

ゼロより大きい整数の場合は、変更された行数あるいは取得した行数を表します。 ゼロの場合は、UPDATE/DELETE 文で 1 行も更新されなかったか、 クエリの WHERE 句にマッチする行がなかった、 あるいはクエリがまだ実行されていないことを表します。 -1 は、クエリが
エラーを返したか行数が取得できなかったことを表します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* 一時テーブルを作成します */
$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");

$query = "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city WHERE state LIKE ?";

/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* 変数をプレースホルダにバインドします */
   $code = 'N%';
   $stmt->bind_param("s", $code);
   
   /* ステートメントを実行します */
   $stmt->execute();

   printf("挿入された行数: %d\n", $stmt->affected_rows);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
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}

/* 一時テーブルを作成します */
maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");

$query = "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city WHERE state LIKE ?";

/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* 変数をプレースホルダにバインドします */
   $code = 'N%';
   maxdb_stmt_bind_param($stmt, "s", $code);
   
   /* ステートメントを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   printf("挿入された行数: %d\n", maxdb_stmt_affected_rows($stmt));

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

挿入された行数: 4

参考

maxdb_stmt_num_rows() - ステートメントの結果セットの行数を返す
maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する

maxdb_stmt_bind_param

maxdb_stmt::bind_param
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_bind_param -- maxdb_stmt::bind_param — プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_bind_param ( resource $stmt , string $types , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::bind_param ( string $types , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

手続き型 (拡張構文):

bool maxdb_stmt_bind_param ( resource $stmt , string $types , array &$var )

オブジェクト指向型 (拡張構文):

bool maxdb_stmt::bind_param ( string $types , array &$var )

maxdb_stmt_bind_param() は、 maxdb_prepare() に渡された SQL 文のパラメータマーカに、 変数をバインドするために使用されます。 文字列 types にはひとつあるいは複数の文字が含まれ、 これによって対応するバインド変数の型を指定します。

maxdb_stmt_bind_param() の拡張構文では、 パラメータを、PHP の変数リストではなくひとつの配列として渡せるようになります。 maxdb_stmt_bind_param() のコール前に配列変数が使用されていない場合は、空の配列として初期化されます。
maxdb_stmt_bind_param() の拡張構文の使用法については、 例を参照ください。

SELECT INTO SQL 文の変数は、maxdb_stmt_bind_param() でバインドすることも可能です。データベースプロシージャのパラメータについては maxdb_stmt_bind_param() を使用してバインドできます。 このような場合の maxdb_stmt_bind_param() の使用法につい
ては、例を参照ください。

SQL 文の INTO 変数にバインドする変数が事前に使用されていた場合は、 その変数の内容は SELECT INTO 文のデータで上書きされます。 maxdb_stmt_bind_param() をコールした後は、 この変数への参照は無効になります。

データベースプロシージャの INOUT パラメータの場合、 バインドされた INOUT 変数の内容は、データベースプロシージャの出力で 上書きされます。 maxdb_stmt_bind_param() をコールした後は、 この変数への参照は無効になります。

型指定文字
文字 説明
i 対応する変数は integer 型です
d 対応する変数は double 型です
s 対応する変数は string 型です
b 対応する変数は blob で、一括して送信されます
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb('localhost', 'MONA', 'RED', 'DEMODB');

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query ("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query ("INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$stmt = $maxdb->prepare("INSERT INTO temp.mycity VALUES (?, ?, ?)");
$stmt->bind_param('sss', $zip, $name, $state);

$zip = '11111';
$name = 'Georgetown';
$state = 'NY';

/* プリペアドステートメントを実行します */
$stmt->execute();

printf("%d 行挿入されました。\n", $stmt->affected_rows);

/* ステートメントおよび接続を閉じます */
$stmt->close();

/* CountryLanguage テーブルを掃除します */
$maxdb->query("DELETE FROM temp.mycity WHERE name='Georgetown'");
printf("%d 行削除されました。\n", $maxdb->affected_rows);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query ($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
maxdb_query ($link, "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$stmt = maxdb_prepare($link, "INSERT INTO temp.mycity VALUES (?, ?, ?)");
maxdb_stmt_bind_param($stmt, 'sss', $zip, $name, $state);

$zip = '11111';
$name = 'Georgetown';
$state = 'NY';

/* プリペアドステートメントを実行します */
maxdb_stmt_execute($stmt);

printf("%d 行挿入されました。\n", maxdb_stmt_affected_rows($stmt));

/* ステートメントおよび接続を閉じます */
maxdb_stmt_close($stmt);

/* CountryLanguage テーブルを掃除します */
maxdb_query($link, "DELETE FROM temp.mycity WHERE name='Georgetown'");
printf("%d 行削除されました。\n", maxdb_affected_rows($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

1 行挿入されました。
1 行削除されました。

例3 手続き型 (SELECT INTO)

<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
   
/* SQL クエリを実行します */
$stmt = maxdb_prepare ($link, "SELECT price INTO ? FROM hotel.room where hno = ? and type = ?");
if (!$stmt) {
  printf ("Prepare failed: %s\n", maxdb_error($link));
}

$hno = "50";
$rtype = "suite";

maxdb_stmt_bind_param($stmt, 'dss', $price, $hno, $rtype);
maxdb_stmt_execute($stmt);

printf ("%f\n", $price);
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maxdb_stmt_close ($stmt);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
21.600000

例4 手続き型 (DB プロシージャ)

<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_report (MAXDB_REPORT_OFF);
maxdb_query($link,"DROP DBPROC test_proc");
maxdb_report (MAXDB_REPORT_ERROR);

$query = "create dbproc test_proc (INOUT e_text char(72)) AS select * from SYSDBA.DUAL; fetch into :e_text;";

maxdb_query($link, $query);

/* SQL クエリを実行します */
$stmt = maxdb_prepare ($link, "CALL test_proc (?)");
if (!$stmt) {
  printf ("Prepare failed: %s\n", maxdb_error($link));
}

maxdb_stmt_bind_param($stmt, 's', $result);
maxdb_stmt_execute($stmt);

printf ("%s\n", $result);

maxdb_stmt_close ($stmt);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a

例5 オブジェクト指向型 (拡張構文)

<?php
$maxdb = new maxdb('localhost', 'MONA', 'RED', 'DEMODB');

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query ("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query ("INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$stmt = $maxdb->prepare("INSERT INTO temp.mycity VALUES (?, ?, ?)");

$arr = array();

$stmt->bind_param('iss', $arr);

$arr[0] = 11111;
$arr[1] = 'Georgetown';
$arr[2] = 'NY';

/* プリペアドステートメントを実行します */
$stmt->execute();

printf("%d 行挿入されました。\n", maxdb_stmt_affected_rows($stmt));
$arr[0] = 22222;
$arr[1] = 'New Orleans';
$arr[2] = 'LA';

/* プリペアドステートメントを実行します */
$stmt->execute();

printf("%d 行挿入されました。\n", $stmt->affected_rows);

/* ステートメントおよび接続を閉じます */
$stmt->close();

$result = $maxdb->query("SELECT * from temp.mycity WHERE zip = '11111' OR zip = '22222'");
if ($result) {
  while ($row = $result->fetch_row()) {
    printf ("%s %s %s\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
  }
}

/* CountryLanguage テーブルを掃除します */
$maxdb->query("DELETE FROM temp.mycity WHERE name='Georgetown'");
$maxdb->query("DELETE FROM temp.mycity WHERE name='New Orleans'");
printf("%d 行削除されました。\n", $maxdb->affected_rows);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

1 行挿入されました。
1 行挿入されました。
11111 Georgetown NY
22222 New Orleans LA
2 行削除されました。
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参考

maxdb_stmt_bind_result() - 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする
maxdb_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
maxdb_stmt_fetch() - プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する
maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_send_long_data() - データを複数ブロックで送信する
maxdb_stmt_errno() - 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_error() - 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す

maxdb_stmt_bind_result

maxdb_stmt::bind_result
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_bind_result -- maxdb_stmt::bind_result — 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_bind_result ( resource $stmt , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::bind_result ( mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

maxdb_stmt_bind_result() は、 結果セット内のカラムを変数に関連付ける (バインドする) ために使用されます。 データを取得するために maxdb_stmt_fetch() をコールすると、MaxDB クライアント/サーバプロトコルが、 バインドされたカラムのデータを指定した変数
var1, ... に保存します。

注意:

すべてのカラムは、maxdb_stmt_fetch() のコール前にバインドされなければならないことに注意しましょう。 バインド変数は、カラムの型に応じて自動的に対応する PHP 型に変換されます。

結果セットが部分的に取得された後であっても、カラムはいつでも バインド/再バインドできます。新しいバインド内容は、次に maxdb_stmt_fetch() がコールされた時点で反映されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = $maxdb->prepare("SELECT zip, name FROM hotel.city ORDER BY name")) {
   $stmt->execute();

   /* 変数をプリペアドステートメントにバインドします */
   $stmt->bind_result($col1, $col2);

   /* 値を取得します */
   while ($stmt->fetch()) {
       printf("%s %s\n", $col1, $col2);
   }

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}
/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();

?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (!$link) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* ステートメントを準備します */
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if ($stmt = maxdb_prepare($link, "SELECT zip, name FROM hotel.city ORDER BY name")) {
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   /* 変数をプリペアドステートメントにバインドします */
   maxdb_stmt_bind_result($stmt, $col1, $col2);

   /* 値を取得します */
   while (maxdb_stmt_fetch($stmt)) {
       printf("%s %s\n", $col1, $col2);
   }

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
12203 Albany
60601 Chicago
60615 Chicago
45211 Cincinnati
33575 Clearwater
75243 Dallas
32018 Daytona Beach
33441 Deerfield Beach
48226 Detroit
90029 Hollywood
92714 Irvine
90804 Long Beach
11788 Long Island
90018 Los Angeles
70112 New Orleans
10019 New York
10580 New York
92262 Palm Springs
97213 Portland
60018 Rosemont
95054 Santa Clara
20903 Silver Spring
20005 Washington
20019 Washington
20037 Washington

参考

maxdb_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする
maxdb_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
maxdb_stmt_fetch() - プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する
maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_init() - ステートメントを初期化し、maxdb_stmt_prepare で使用するリソースを返す
maxdb_stmt_errno() - 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_error() - 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す

maxdb_stmt_close_long_data

maxdb_stmt::close_long_data
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_stmt_close_long_data -- maxdb_stmt::close_long_data — maxdb_stmt_send_long_data() のシーケンスを終了する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_close_long_data ( resource $stmt , int $param_nr )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::close_long_data ( void )

この関数は、maxdb_execute() で開始した後、 maxdb_stmt_send_long_data() のシーケンスの後にコールする必要があります。

param_nr は、 データの最後にどのパラメータを関連付けるかを示します。 パラメータは、0 番から順に番号がつけられます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
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maxdb_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする

maxdb_stmt_close

maxdb_stmt::close
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_close -- maxdb_stmt::close — プリペアドステートメントを閉じる

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_close ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::close ( void )

プリペアドステートメントを閉じます。 maxdb_stmt_close() は、 stmt が指すステートメントハンドルを開放します。 現在のステートメントに処理中あるいはまだ読み込まれていない結果がある場合、 この関数はそれらをキャンセルし、次のクエリを実行できるようにしま
す。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する

maxdb_stmt_data_seek

maxdb_stmt::data_seek
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_data_seek -- maxdb_stmt::data_seek — ステートメントの結果セットの、任意の行に移動する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_data_seek ( resource $statement , int $offset )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::data_seek ( int $offset )

maxdb_stmt_data_seek() 関数は、statement が表すステートメント結果セットの中の offset で指定した任意のオフセットに結果ポインタを移動します。 offset は、ゼロから全行数マイナス 1 までの間 (0..maxdb_stmt_num_rows() - 1) である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, zip FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {
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   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   /* 結果変数にバインドします */
   $stmt->bind_result($name, $code);

   /* 結果を保存します */
   $stmt->store_result();

   /* 行番号 5 に移動します */
   $stmt->data_seek(5);

   /* 値を取得します */
   $stmt->fetch();

   printf ("City: %s  Zip: %s\n", $name, $code);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, zip FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   /* 結果変数にバインドします */
   maxdb_stmt_bind_result($stmt, $name, $code);

   /* 結果を保存します */
   maxdb_stmt_store_result($stmt);

   /* 行番号 5 に移動します */
   maxdb_stmt_data_seek($stmt, 5);

   /* 値を取得します */
   maxdb_stmt_fetch($stmt);

   printf ("City: %s  Zip: %s\n", $name, $code);

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
City: Dallas  Zip: 75243

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する

maxdb_stmt_errno

maxdb_stmt->errno
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_errno -- maxdb_stmt->errno — 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す

説明

手続き型

int maxdb_stmt_errno ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

int $errno;

stmt で指定したステートメントについて、 maxdb_stmt_errno() は 直近に実行されたステートメントのエラーコードを返します。

注意:
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返される可能性のあるエラーコードについては、SQLDBC のドキュメント » http://maxdb.sap.com/documentation/ を参照ください。

返り値

エラーコードの値を返します。エラーが発生しなかった場合はゼロを返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query("INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$query = "SELECT name, zip FROM temp.mycity ORDER BY name";
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* テーブルを削除します */
   $maxdb->query("DROP TABLE temp.mycity");

   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   printf("エラー: %d.\n", $stmt->errno);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$query = "SELECT name, zip FROM temp.mycity ORDER BY name";
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* テーブルを削除します */
   maxdb_query($link, "DROP TABLE temp.mycity");

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   printf("エラー: %d.\n", maxdb_stmt_errno($stmt));

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_stmt_execute(): -4004 POS(23) Unknown table name:MYCITY [42000] <...>
エラー: -4004.

参考

maxdb_stmt_error() - 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す
maxdb_stmt_sqlstate() - 事前のステートメントの捜査からの SQLSTATE エラーを返す

maxdb_stmt_error

maxdb_stmt->error
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_error -- maxdb_stmt->error — 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す

http://maxdb.sap.com/documentation/
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説明

手続き型

string maxdb_stmt_error ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

string $error;

stmt で指定したステートメントについて、 maxdb_stmt_error() は 直近に実行されたステートメントのエラーメッセージを返します。

返り値

エラーを説明する文字列を返します。エラーが発生しなかった場合は空の文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query("INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$query = "SELECT name, zip FROM temp.mycity ORDER BY name";
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* テーブルを削除します */
   $maxdb->query("DROP TABLE temp.mycity");

   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   printf("エラー: %s.\n", $stmt->error);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$query = "SELECT name, zip FROM temp.mycity ORDER BY name";
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* テーブルを削除します */
   maxdb_query($link, "DROP TABLE temp.mycity");

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   printf("エラー: %s.\n", maxdb_stmt_error($stmt));

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_stmt_execute(): -4004 POS(23) Unknown table name:MYCITY [42000] <...>
エラー: POS(23) Unknown table name:MYCITY.

参考

maxdb_stmt_errno() - 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_sqlstate() - 事前のステートメントの捜査からの SQLSTATE エラーを返す
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maxdb_stmt_execute

maxdb_stmt::execute
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_execute -- maxdb_stmt::execute — プリペアドクエリを実行する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_execute ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::execute ( void )

maxdb_stmt_execute() 関数は、 stmt で表される、事前に maxdb_prepare() で準備したクエリを実行します。実行の際には、 すべてのパラメータマーカが適切な値に置き換えられます。

UPDATE、DELETE あるいは INSERT 文の場合は、 maxdb_stmt_affected_rows() 関数を使用すると 変更された行の総数が取得できます。同じく、 結果セットを返すクエリの場合は maxdb_fetch() 関数を使用して結果を取得できます。

注意:

maxdb_stmt_execute() を使用する際は、 他のクエリを実行する前に必ず maxdb_fetch() でデータを取得しなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");
   
/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
   
$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
 
/* insert 文を準備します */
$query = "INSERT INTO temp.mycity (zip, name, state) VALUES (?,?,?)";
$stmt = $maxdb->prepare($query);

$stmt->bind_param("sss", $val1, $val2, $val3);

$val1 = '11111';
$val2 = 'Georgetown';
$val3 = 'NY';
   
/* ステートメントを実行します */
$stmt->execute();

$val1 = '22222';
$val2 = 'Hubbatown';
$val3 = 'CA';
   
/* ステートメントを実行します */
$stmt->execute();

/* ステートメントを閉じます */
$stmt->close();

/* myCity からすべての行を取得します */
$query = "SELECT zip, name, state FROM temp.mycity";
if ($result = $maxdb->query($query)) {
   while ($row = $result->fetch_row()) {
       printf("%s (%s,%s)\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
   }
   /* 結果セットを開放します */
   $result->close();
}

/* テーブルを削除します */
$maxdb->query("DROP TABLE temp.mycity");

/* 接続を閉じます */    
$maxdb->close(); 
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");
   
/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
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}
   
maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
 
/* insert 文を準備します */
$query = "INSERT INTO temp.mycity (zip, name, state) VALUES (?,?,?)";
$stmt = maxdb_prepare($link, $query);

maxdb_stmt_bind_param($stmt, "sss", $val1, $val2, $val3);

$val1 = '11111';
$val2 = 'Georgetown';
$val3 = 'NY';
   
/* ステートメントを実行します */
maxdb_stmt_execute($stmt);

$val1 = '22222';
$val2 = 'Hubbatown';
$val3 = 'CA';
   
/* ステートメントを実行します */
maxdb_stmt_execute($stmt);

/* ステートメントを閉じます */
maxdb_stmt_close($stmt);

/* myCity からすべての行を取得します */
$query = "SELECT zip, name, state FROM temp.mycity";
if ($result = maxdb_query($link, $query)) {
   while ($row = maxdb_fetch_row($result)) {
       printf("%s (%s,%s)\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
   }
   /* 結果セットを開放します */
   maxdb_free_result($result);
}

/* テーブルを削除します */
maxdb_query($link, "DROP TABLE temp.mycity");

/* 接続を閉じます */    
maxdb_close($link); 
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
11111 (Georgetown,NY)
22222 (Hubbatown,CA)

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする

maxdb_stmt_fetch

maxdb_stmt::fetch
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_fetch -- maxdb_stmt::fetch — プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_fetch ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::fetch ( void )

maxdb_stmt_fetch() は、 maxdb_stmt_bind_result() でバインドした変数を使用して、 行のデータを返します。

注意:

maxdb_stmt_fetch() をコールする前に、 すべてのカラムがアプリケーションによってバインドされている必要があることに注意しましょう。

返り値

返り値
値 説明

TRUE 成功。データが取得されました。
FALSE エラーが発生しました。
NULL 行/データが、もう存在しません。

例
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例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}
 
$query = "SELECT zip, name FROM hotel.city ORDER by name";

if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* ステートメントを実行します */
   $stmt->execute();

   /* 結果変数にバインドします */
   $stmt->bind_result($name, $code);

   /* 値を取得します */
   while ($stmt->fetch()) {
       printf ("%s (%s)\n", $name, $code);
   }

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT zip, name FROM hotel.city ORDER by name";

if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* ステートメントを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   /* 結果変数にバインドします */
   maxdb_stmt_bind_result($stmt, $name, $code);

   /* 値を取得します */
   while (maxdb_stmt_fetch($stmt)) {
       printf ("%s (%s)\n", $name, $code);
   }

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
12203 (Albany)
60601 (Chicago)
60615 (Chicago)
45211 (Cincinnati)
33575 (Clearwater)
75243 (Dallas)
32018 (Daytona Beach)
33441 (Deerfield Beach)
48226 (Detroit)
90029 (Hollywood)
92714 (Irvine)
90804 (Long Beach)
11788 (Long Island)
90018 (Los Angeles)
70112 (New Orleans)
10019 (New York)
10580 (New York)
92262 (Palm Springs)
97213 (Portland)
60018 (Rosemont)
95054 (Santa Clara)
20903 (Silver Spring)
20005 (Washington)
20019 (Washington)
20037 (Washington)

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_errno() - 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_error() - 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す
maxdb_stmt_bind_result() - 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする

maxdb_stmt_free_result
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maxdb_stmt::free_result
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_free_result -- maxdb_stmt::free_result — 指定したステートメントハンドルの結果を保存しているメモリを開放する

説明

手続き型

void maxdb_stmt_free_result ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

void maxdb_stmt::free_result ( void )

maxdb_stmt_free_result() 関数は、 stmt パラメータで指定した結果メモリ (これは maxdb_stmt_store_result() によって確保されたものです) を開放します。

返り値

この関数は、なにも値を返しません。

参考

maxdb_stmt_store_result() - プリペアドステートメントから結果を転送する

maxdb_stmt_init

maxdb->stmt_init
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_init -- maxdb->stmt_init — ステートメントを初期化し、maxdb_stmt_prepare で使用するリソースを返す

説明

手続き型

resource maxdb_stmt_init ( resource $link )

オブジェクト指向型

object maxdb::stmt_init ( void )

maxdb_stmt_prepare() で使用するステートメントリソースを 確保して初期化します。

注意:

maxdb_stmt_prepare() がコールされるまでは、 これ以降のすべての maxdb_stmt 関数のコールは失敗します。

返り値

リソースを返します。

参考

maxdb_stmt_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する

maxdb_stmt_num_rows

maxdb_stmt->num_rows
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_num_rows -- maxdb_stmt->num_rows — ステートメントの結果セットの行数を返す
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説明

手続き型

int maxdb_stmt_num_rows ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

int $num_rows;

結果セット内の行の数を返します。

返り値

結果セット内の行の数を表す整数値を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT zip, name FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   /* 結果を保存します */
   $stmt->store_result();

   printf("行数: %d.\n", $stmt->num_rows);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT zip, name FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   /* 結果を保存します */
   maxdb_stmt_store_result($stmt);

   printf("行数: %d.\n", maxdb_stmt_num_rows($stmt));

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

行数: 25.

参考

maxdb_stmt_affected_rows() - 直近のステートメントによって変更、削除あるいは挿入された行の数を返す
maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_store_result() - プリペアドステートメントから結果を転送する

maxdb_stmt_param_count
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maxdb_stmt->param_count
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_param_count -- maxdb_stmt->param_count — 指定したステートメントのパラメータ数を返す

説明

手続き型

int maxdb_stmt_param_count ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

int $param_count;

maxdb_stmt_param_count() は、 プリペアドステートメント内に存在するパラメータマーカの数を返します。

返り値

パラメータ数を表す整数値を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($stmt = $maxdb->prepare("SELECT name FROM hotel.city WHERE name=? OR state=?")) {

   $marker = $stmt->param_count;
   printf("ステートメントのパラメータ数は %d です。\n", $marker);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

if ($stmt = maxdb_prepare($link, "SELECT name FROM hotel.city WHERE name=? OR state=?")) {

   $marker = maxdb_stmt_param_count($stmt);
   printf("ステートメントのパラメータ数は %d です。\n", $marker);

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

ステートメントのパラメータ数は 2 です。

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する

maxdb_stmt_prepare

maxdb_stmt::prepare
(PECL maxdb >= 1.0)
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maxdb_stmt_prepare -- maxdb_stmt::prepare — 後で実行するための SQL 文を準備する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_prepare ( resource $stmt , string $query )

オブジェクト指向型

mixed maxdb_stmt::prepare ( string $query )

maxdb_stmt_prepare() は、 後で実行するための SQLクエリをヌル終端の文字列で準備します。 ステートメントのリソースは、maxdb_stmt_init() で確保しなければなりません。 クエリは、単一の SQL 文である必要があります。

注意:

文の最後に、セミコロンや \g をつけてはいけません。

query では、SQL 文の中に、 ひとつあるいは複数のパラメータマーカを含めることが可能です。 適切な場所にクエスチョンマーク (?) を埋め込みます。

注意:

マーカは、SQL 文の中の適切な箇所にある場合にのみ有効です。 例えば INSERT 文の VALUES() リスト (その行のカラムの値を指定する) あるいは WHERE 句でカラムの値と 比較する条件を指定する場合などが有効です。

しかし、識別子 (テーブル名やカラム名)、SELECT 文が返すカラム名の一覧、 あるいは (例えば = のような) 二項演算子の両側などに マーカを指定することはできません。最後の制限が必要なのは、 この場合にパラメータの型が決定できなくなるからです。 一般的
に、パラメータはデータ操作言語 (DML) 文で使用し、 データ定義言語 (DDL) 文では使用しません。

パラメータマーカは、文を実行したり行を取得したりする前に、必ず maxdb_stmt_bind_param() や maxdb_stmt_bind_result() でアプリケーションの変数にバインドしなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$city = "Portland";

/* プリペアドステートメントを作成します */
$stmt =  $maxdb->stmt_init();
if ($stmt->prepare("SELECT state FROM hotel.city WHERE name=?")) {

   /* マーカにパラメータをバインドします */
   $stmt->bind_param("s", $city);

   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   /* 結果変数にバインドします */
   $stmt->bind_result($district);

   /* 値を取得します */
   $stmt->fetch();

   printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
} 

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$city = "Portland";

/* プリペアドステートメントを作成します */
$stmt = maxdb_stmt_init($link);
if (maxdb_stmt_prepare($stmt, "SELECT state FROM hotel.city WHERE name=?")) {

   /* マーカにパラメータをバインドします */
   maxdb_stmt_bind_param($stmt, "s", $city);

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);
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   /* 結果変数にバインドします */
   maxdb_stmt_bind_result($stmt, $district);

   /* 値を取得します */
   maxdb_stmt_fetch($stmt);

   printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
} 

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Portland is in district OR

参考

maxdb_stmt_init() - ステートメントを初期化し、maxdb_stmt_prepare で使用するリソースを返す
maxdb_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
maxdb_stmt_fetch() - プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する
maxdb_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする
maxdb_stmt_bind_result() - 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする
maxdb_stmt_close() - プリペアドステートメントを閉じる

maxdb_stmt_reset

maxdb_stmt::reset
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_reset -- maxdb_stmt::reset — プリペアドステートメントをリセットする

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_reset ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::reset ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

maxdb_stmt_result_metadata

maxdb_stmt::result_metadata
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_result_metadata -- maxdb_stmt::result_metadata — プリペアドステートメントから、結果セットのメタデータを返す

説明

手続き型

resource maxdb_stmt_result_metadata ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

resource maxdb_stmt::result_metadata ( void )

maxdb_prepare() に渡されたステートメントが 結果セットを作成するものであった場合に、 maxdb_stmt_result_metadata() は結果リソースを返します。 これを使用することで、フィールドの総数や各フィールドの情報といったメタ情報を 処理することができます。

注意:

この結果セットポインタは、結果セットメタデータを処理するフィールドベースの関数、 例えば以下のような関数への引数として渡すことができます。
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maxdb_num_fields()

maxdb_fetch_field()

maxdb_fetch_field_direct()

maxdb_fetch_fields()

maxdb_field_count()

maxdb_field_seek()

maxdb_field_tell()

maxdb_free_result()

結果セットの構造体は、使用が終わったあとに開放しなければなりません。 そのためには、それをmaxdb_free_result() に渡します。

注意:

maxdb_stmt_result_metadata() が返す結果セットには、 メタデータのみが含まれます。結果の行は含まれません。行を取得するには、 ステートメントハンドルを maxdb_fetch() に渡します。

返り値

maxdb_stmt_result_metadata() は結果リソースを返します。 エラーが発生した場合には FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.friends (id int, name varchar(20))"); 
 
$maxdb->query("INSERT INTO temp.friends VALUES (1,'Hartmut')");
$maxdb->query("INSERT INTO temp.friends VALUES (2, 'Ulf')");

$stmt = $maxdb->prepare("SELECT id, name FROM temp.friends");
$stmt->execute();

/* メタデータの結果セットを取得します */
$result = $stmt->result_metadata();

/* メタデータの結果セットからフィールド情報を取得します */
$field = $result->fetch_field();

printf("フィールド名: %s\n", $field->name);

/* 結果セットを閉じます */
$result->close();

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.friends (id int, name varchar(20))"); 
 
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.friends VALUES (1,'Hartmut')");
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.friends VALUES (2, 'Ulf')");

$stmt = maxdb_prepare($link, "SELECT id, name FROM temp.friends");
maxdb_stmt_execute($stmt);

/* メタデータの結果セットを取得します */
$result = maxdb_stmt_result_metadata($stmt);

/* メタデータの結果セットからフィールド情報を取得します */
$field = maxdb_fetch_field($result);

printf("フィールド名: %s\n", $field->name);

/* 結果セットを閉じます */
maxdb_free_result($result);

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

フィールド名: ID

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_free_result() - 結果に関連付けられたメモリを開放する
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maxdb_stmt_send_long_data

maxdb_stmt::send_long_data
(PECL maxdb 1.0)

maxdb_stmt_send_long_data -- maxdb_stmt::send_long_data — データを複数ブロックで送信する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_send_long_data ( resource $stmt , int $param_nr , string $data )

オブジェクト指向型

bool maxdb_stmt::stmt_send_long_data ( int $param_nr , string $data )

パラメータのデータを、いくつかに分割してサーバに送信できるようにします。 この関数は、文字データやバイナリデータをカラムに送信するために 複数回コールすることができます。このカラムは TEXT 型あるいは BLOB 型でなければなりません。

param_nr は、データに関連付けるパラメータを指定します。 パラメータは 0 から数え始めます。 data は、送信するデータを含む文字列です。

注意:

効率を考えると、この関数は maxdb_execute() をコールした後にコールすべきです。この場合、 データはクライアント側には保存されません。このシーケンスを終える際には、 最後に maxdb_stmt_close_long_data() をコールしなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする

maxdb_stmt_sqlstate
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_sqlstate — 事前のステートメントの捜査からの SQLSTATE エラーを返す

説明

string maxdb_stmt_sqlstate ( resource $stmt )

直近に起動したプリペアドステートメントについての SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 つの文字で構成されています。'00000' は、エラーが発生しなかったことを意味します。 コードの内容は ANSI SQL および ODBC で指定されています。

注意:

今のところ、すべての MaxDB エラーが SQLSTATE に関連付けられているわけではないことに注意しましょう。 関連付けられていないエラーについては、 HY000 (一般的なエラー) が使用されます。

返り値

直近のエラーについての SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 つの文字で構成されています。'00000' は、エラーが発生しなかったことを意味します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
$maxdb->query("INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$query = "SELECT name, zip FROM temp.mycity ORDER BY name";
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* テーブルを削除します */
   $maxdb->query("DROP TABLE temp.mycity");
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   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   printf("エラー: %s.\n", $stmt->sqlstate);

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");
maxdb_query($link, "INSERT INTO temp.mycity SELECT * FROM hotel.city");

$query = "SELECT name, zip FROM temp.mycity ORDER BY name";
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* テーブルを削除します */
   maxdb_query($link, "DROP TABLE temp.mycity");

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   printf("エラー: %s.\n", maxdb_stmt_sqlstate($stmt));

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_stmt_execute(): -4004 POS(23) Unknown table name:MYCITY [42000] <...>
エラー: 42000.

参考

maxdb_stmt_errno() - 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_error() - 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す

maxdb_stmt_store_result

maxdb::store_result
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_stmt_store_result -- maxdb::store_result — プリペアドステートメントから結果を転送する

説明

手続き型

bool maxdb_stmt_store_result ( resource $stmt )

オブジェクト指向型

object maxdb::store_result ( void )

maxdb_stmt_store_result() は、何の動作もしません。 MaxDB サーバからデータを取得するために使用すべきではありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");
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/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, zip FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($stmt = $maxdb->prepare($query)) {

   /* クエリを実行します */
   $stmt->execute();

   /* 結果を保存します */
   $stmt->store_result();

   printf("行数: %d.\n", $stmt->num_rows);
   /* free result */
   $stmt->free_result();

   /* ステートメントを閉じます */
   $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */ 
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query = "SELECT name, zip FROM hotel.city ORDER BY name";
if ($stmt = maxdb_prepare($link, $query)) {

   /* クエリを実行します */
   maxdb_stmt_execute($stmt);

   /* 結果を保存します */
   maxdb_stmt_store_result($stmt);

   printf("行数: %d.\n", maxdb_stmt_num_rows($stmt));
   /* free result */
   maxdb_stmt_free_result($stmt);

   /* ステートメントを閉じます */
   maxdb_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

行数: 25.

参考

maxdb_prepare() - 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_result_metadata() - プリペアドステートメントから、結果セットのメタデータを返す
maxdb_fetch() - maxdb_stmt_fetch のエイリアス

maxdb_store_result

maxdb::store_result
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_store_result -- maxdb::store_result — 直近のクエリから結果セットを転送する

説明

手続き型

resource maxdb_store_result ( resource $link )

オブジェクト指向型

object maxdb::store_result ( void )

この関数は、何の機能も持ちません。

返り値
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結果リソース、あるいはエラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

maxdb_multi_query() を参照ください。

参考

maxdb_real_query() - SQL クエリを実行する
maxdb_use_result() - 結果セットの取得を開始する

maxdb_thread_id

maxdb->thread_id
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_thread_id -- maxdb->thread_id — 現在の接続のスレッド ID を返す

説明

手続き型

int maxdb_thread_id ( resource $link )

オブジェクト指向型

int $thread_id;

maxdb_thread_id() 関数は、現在の接続のスレッド ID を返します。maxdb_kill() 関数を使用することで、 この接続を殺すことが可能です。接続を見失ったあとで maxdb_ping() を使用して再接続した場合には、 スレッド ID は別の値になります。そのため、スレッド ID
は、必要になった時点でのみ取得すべきです。

注意:

スレッド ID は、接続ごとに割り当てられます。したがって、 接続が壊れてしまい改めて確立しなおした場合には、スレッド ID は別の値が割り当てられます。

返り値

maxdb_thread_id() は、 現在の接続のスレッド ID を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* スレッド ID を調べます */
$thread_id = $maxdb->thread_id;

/* 接続を殺します */
$maxdb->kill($thread_id);

/* これは、エラーとなります */
if (!$maxdb->query("CREATE TABLE mycity LIKE hotel.city")) {
   printf("エラー: %s\n", $maxdb->error);
   exit;
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

/* スレッド ID を調べます */
$thread_id = maxdb_thread_id($link);

/* 接続を殺します */
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maxdb_kill($link, $thread_id);

/* これは、エラーとなります */
if (!maxdb_query($link, "CREATE TABLE mycity LIKE hotel.city")) {
   printf("エラー: %s\n", maxdb_error($link));
   exit;
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_query(): -10821 Session not connected <...>
エラー: Session not connected

参考

maxdb_kill() - MaxDB サーバから切断する

maxdb_thread_safe
(PECL maxdb >= 7.6.06.04)

maxdb_thread_safe — スレッドセーフであるかどうかを返す

説明

bool maxdb_thread_safe ( void )

maxdb_thread_safe() は、 クライアントライブラリがスレッドセーフにコンパイルされているかどうかを示します。

返り値

クライアントライブラリがスレッドセーフである場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

maxdb_use_result

maxdb::use_result
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_use_result -- maxdb::use_result — 結果セットの取得を開始する

説明

手続き型

resource maxdb_use_result ( resource $link )

オブジェクト指向型

resource maxdb::use_result ( void )

maxdb_use_result() は何の動作もしません。

返り値

結果、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query  = "SELECT * FROM DUAL";

/* 複数クエリを実行します */
if ($maxdb->multi_query($query)) {
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   do {
       /* 最初の結果セットを保存します */
       if ($result = $maxdb->use_result()) {
           while ($row = $result->fetch_row()) {
               printf("%s\n", $row[0]);
           }
           $result->close();
       }
       /* 区切りを表示します */
       if ($maxdb->more_results()) {
           printf("-----------------\n");
       }
   } while ($maxdb->next_result());
}

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$query  = "SELECT * FROM DUAL";

/* 複数クエリを実行します */
if (maxdb_multi_query($link, $query)) {
   do {
       /* 最初の結果セットを保存します */
       if ($result = maxdb_use_result($link)) {
           while ($row = maxdb_fetch_row($result)) {
               printf("%s\n", $row[0]);
           }
           maxdb_free_result($result);
       }
       /* 区切りを表示します */
       if (maxdb_more_results($link)) {
           printf("-----------------\n");
       }
   } while (maxdb_next_result($link));
}

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
a

参考

maxdb_real_query() - SQL クエリを実行する
maxdb_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する

maxdb_warning_count

maxdb->warning_count
(PECL maxdb >= 1.0)

maxdb_warning_count -- maxdb->warning_count — 指定したリンクの直近のクエリで発生した警告の数を返す

説明

手続き型

int maxdb_warning_count ( resource $link )

オブジェクト指向型

int $warning_count;

maxdb_warning_count() は、 link で表される接続の、 直近のクエリから返される警告の数を返します。

返り値

警告の数、あるいは警告が発生しなかった場合にはゼロを返します。

例

例1 オブジェクト指向型
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<?php
$maxdb = new maxdb("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

$maxdb->query("CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");

/* ウェールズにある、珍しい地名です */
$query = "INSERT INTO temp.mycity (zip, name) VALUES('11111',
       'Llanfairpwllgwyngyllgogerychwyrndrobwllllantysiliogogogoch')";

$maxdb->query($query);

printf ("警告の数: %d\n", $maxdb->warning_count);

/* 接続を閉じます */
$maxdb->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = maxdb_connect("localhost", "MONA", "RED", "DEMODB");

/* 接続を調べます */
if (maxdb_connect_errno()) {
   printf("接続に失敗しました: %s\n", maxdb_connect_error());
   exit();
}

maxdb_query($link, "CREATE TABLE temp.mycity LIKE hotel.city");

/* ウェールズにある、とても長い名前の市です */
$query = "INSERT INTO temp.mycity (zip, name) VALUES('11111',
       'Llanfairpwllgwyngyllgogerychwyrndrobwllllantysiliogogogoch')";

maxdb_query($link, $query);

printf ("警告の数: %d\n", maxdb_warning_count($link));

/* 接続を閉じます */
maxdb_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Warning: maxdb_query(): -8004 POS(62) Constant must be compatible with column type and length <...>
警告の数: 0

参考

maxdb_errno() - 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_error() - 直近のエラーについて説明する文字列を返す
maxdb_sqlstate() - 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します

目次
maxdb_affected_rows — 直前の MaxDB の操作で変更された行数を取得する
maxdb_autocommit — データベースの変更内容の自動コミット機能を有効あるいは無効にする
maxdb_bind_param — maxdb_stmt_bind_param のエイリアス
maxdb_bind_result — maxdb_stmt_bind_result のエイリアス
maxdb_change_user — 指定したデータベース接続のユーザを変更する
maxdb_character_set_name — データベース接続のデフォルトの文字セットを返す
maxdb_client_encoding — maxdb_character_set_name のエイリアス
maxdb_close_long_data — maxdb_stmt_close_long_data のエイリアス
maxdb_close — 事前にオープンされたデータベース接続を閉じる
maxdb_commit — 現在のトランザクションをコミットする
maxdb_connect_errno — 直近の接続コールのエラーコードを返す
maxdb_connect_error — 直近の接続エラーについての説明を文字列で返す
maxdb_connect — MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_data_seek — 結果ポインタを、結果の任意の行に移動する
maxdb_debug — デバッグ操作を行う
maxdb_disable_reads_from_master — マスタからの読み込みを無効にする
maxdb_disable_rpl_parse — RPL のパースを無効にする
maxdb_dump_debug_info — デバッグ情報をログに出力する
maxdb_embedded_connect — 組み込み MaxDB サーバへの接続をオープンする
maxdb_enable_reads_from_master — マスタからの読み込みを有効にする
maxdb_enable_rpl_parse — RPL のパースを有効にする
maxdb_errno — 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_error — 直近のエラーについて説明する文字列を返す
maxdb_escape_string — maxdb_real_escape_string のエイリアス
maxdb_execute — maxdb_stmt_execute のエイリアス
maxdb_fetch_array — 結果の行を連想配列、数値添字配列あるいはその両方で取得する
maxdb_fetch_assoc — 結果の行を連想配列として取得する
maxdb_fetch_field_direct — 単一のフィールドのメタデータを取得する
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maxdb_fetch_field — 結果セットの次のフィールドを返す
maxdb_fetch_fields — 結果セット内のフィールドを表すリソースの配列を返す
maxdb_fetch_lengths — 結果セットの現在の行のカラムの長さを返す
maxdb_fetch_object — 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
maxdb_fetch_row — 結果の行を数値添字の配列として取得する
maxdb_fetch — maxdb_stmt_fetch のエイリアス
maxdb_field_count — 直近のクエリのカラム数を返す
maxdb_field_seek — 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに移動する
maxdb_field_tell — 結果ポインタの現在のフィールドオフセットを取得する
maxdb_free_result — 結果に関連付けられたメモリを開放する
maxdb_get_client_info — MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す
maxdb_get_client_version — MaxDB クライアントの情報を取得する
maxdb_get_host_info — 使用している接続の型を表す文字列を返す
maxdb_get_metadata — maxdb_stmt_result_metadata のエイリアス
maxdb_get_proto_info — 使用している MaxDB プロトコルのバージョンを返す
maxdb_get_server_info — MaxDB サーバのバージョンを返す
maxdb_get_server_version — MaxDB サーバのバージョンを整数値で返す
maxdb_info — 直近に実行したクエリについての情報を取得する
maxdb_init — MaxDB を初期化し、maxdb_real_connect で使用するリソースを返す
maxdb_insert_id — 直近のクエリで使用した、自動生成 ID を返す
maxdb_kill — MaxDB サーバから切断する
maxdb_master_query — マスタ/スレーブ構成において、クエリをマスタ側で実行することを強制する
maxdb_more_results — 複数クエリの結果の中に結果セットがまだあるかどうかを調べる
maxdb_multi_query — データベース上でクエリを実行する
maxdb_next_result — multi_query の、次の結果を準備する
maxdb_num_fields — 結果のフィールド数を取得する
maxdb_num_rows — 結果の行数を取得する
maxdb_options — オプションを設定する
maxdb_param_count — maxdb_stmt_param_count のエイリアス
maxdb_ping — サーバとの接続を確認し、接続が確立されていない場合は再接続を試みる
maxdb_prepare — 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_query — データベース上でクエリを実行する
maxdb_real_connect — MaxDB サーバへの接続をオープンする
maxdb_real_escape_string — 現在の接続の文字セットを考慮したうえで、 SQL 文で使用される文字列中の特殊文字をエスケープする
maxdb_real_query — SQL クエリを実行する
maxdb_report — 内部のレポート関数を有効あるいは無効にする
maxdb_rollback — 現在のトランザクションをロールバックする
maxdb_rpl_parse_enabled — RPL のパースが有効かどうかを調べる
maxdb_rpl_probe — RPL を調べる
maxdb_rpl_query_type — RPL クエリ型を返す
maxdb_select_db — データベースクエリ用のデフォルトデータベースを選択する
maxdb_send_long_data — maxdb_stmt_send_long_data のエイリアス
maxdb_send_query — クエリを送信する
maxdb_server_end — 埋め込みサーバをシャットダウンする
maxdb_server_init — 埋め込みサーバを初期化する
maxdb_set_opt — maxdb_options のエイリアス
maxdb_sqlstate — 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します
maxdb_ssl_set — SSL を使用したセキュアな接続を確立するために使用する
maxdb_stat — 現在のシステム状態を取得する
maxdb_stmt_affected_rows — 直近のステートメントによって変更、削除あるいは挿入された行の数を返す
maxdb_stmt_bind_param — プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする
maxdb_stmt_bind_result — 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする
maxdb_stmt_close_long_data — maxdb_stmt_send_long_data のシーケンスを終了する
maxdb_stmt_close — プリペアドステートメントを閉じる
maxdb_stmt_data_seek — ステートメントの結果セットの、任意の行に移動する
maxdb_stmt_errno — 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_error — 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す
maxdb_stmt_execute — プリペアドクエリを実行する
maxdb_stmt_fetch — プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する
maxdb_stmt_free_result — 指定したステートメントハンドルの結果を保存しているメモリを開放する
maxdb_stmt_init — ステートメントを初期化し、maxdb_stmt_prepare で使用するリソースを返す
maxdb_stmt_num_rows — ステートメントの結果セットの行数を返す
maxdb_stmt_param_count — 指定したステートメントのパラメータ数を返す
maxdb_stmt_prepare — 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_reset — プリペアドステートメントをリセットする
maxdb_stmt_result_metadata — プリペアドステートメントから、結果セットのメタデータを返す
maxdb_stmt_send_long_data — データを複数ブロックで送信する
maxdb_stmt_sqlstate — 事前のステートメントの捜査からの SQLSTATE エラーを返す
maxdb_stmt_store_result — プリペアドステートメントから結果を転送する
maxdb_store_result — 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_thread_id — 現在の接続のスレッド ID を返す
maxdb_thread_safe — スレッドセーフであるかどうかを返す
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maxdb_use_result — 結果セットの取得を開始する
maxdb_warning_count — 指定したリンクの直近のクエリで発生した警告の数を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

MaxDB 拡張モジュールの概要
MaxDB 関数

maxdb_affected_rows — 直前の MaxDB の操作で変更された行数を取得する
maxdb_autocommit — データベースの変更内容の自動コミット機能を有効あるいは無効にする
maxdb_bind_param — maxdb_stmt_bind_param のエイリアス
maxdb_bind_result — maxdb_stmt_bind_result のエイリアス
maxdb_change_user — 指定したデータベース接続のユーザを変更する
maxdb_character_set_name — データベース接続のデフォルトの文字セットを返す
maxdb_client_encoding — maxdb_character_set_name のエイリアス
maxdb_close_long_data — maxdb_stmt_close_long_data のエイリアス
maxdb_close — 事前にオープンされたデータベース接続を閉じる
maxdb_commit — 現在のトランザクションをコミットする
maxdb_connect_errno — 直近の接続コールのエラーコードを返す
maxdb_connect_error — 直近の接続エラーについての説明を文字列で返す
maxdb_connect — MaxDB サーバへの新しい接続をオープンする
maxdb_data_seek — 結果ポインタを、結果の任意の行に移動する
maxdb_debug — デバッグ操作を行う
maxdb_disable_reads_from_master — マスタからの読み込みを無効にする
maxdb_disable_rpl_parse — RPL のパースを無効にする
maxdb_dump_debug_info — デバッグ情報をログに出力する
maxdb_embedded_connect — 組み込み MaxDB サーバへの接続をオープンする
maxdb_enable_reads_from_master — マスタからの読み込みを有効にする
maxdb_enable_rpl_parse — RPL のパースを有効にする
maxdb_errno — 直近の関数コールのエラーコードを返す
maxdb_error — 直近のエラーについて説明する文字列を返す
maxdb_escape_string — maxdb_real_escape_string のエイリアス
maxdb_execute — maxdb_stmt_execute のエイリアス
maxdb_fetch_array — 結果の行を連想配列、数値添字配列あるいはその両方で取得する
maxdb_fetch_assoc — 結果の行を連想配列として取得する
maxdb_fetch_field_direct — 単一のフィールドのメタデータを取得する
maxdb_fetch_field — 結果セットの次のフィールドを返す
maxdb_fetch_fields — 結果セット内のフィールドを表すリソースの配列を返す
maxdb_fetch_lengths — 結果セットの現在の行のカラムの長さを返す
maxdb_fetch_object — 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
maxdb_fetch_row — 結果の行を数値添字の配列として取得する
maxdb_fetch — maxdb_stmt_fetch のエイリアス
maxdb_field_count — 直近のクエリのカラム数を返す
maxdb_field_seek — 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに移動する
maxdb_field_tell — 結果ポインタの現在のフィールドオフセットを取得する
maxdb_free_result — 結果に関連付けられたメモリを開放する
maxdb_get_client_info — MaxDB クライアントのバージョンを文字列で返す
maxdb_get_client_version — MaxDB クライアントの情報を取得する
maxdb_get_host_info — 使用している接続の型を表す文字列を返す
maxdb_get_metadata — maxdb_stmt_result_metadata のエイリアス
maxdb_get_proto_info — 使用している MaxDB プロトコルのバージョンを返す
maxdb_get_server_info — MaxDB サーバのバージョンを返す
maxdb_get_server_version — MaxDB サーバのバージョンを整数値で返す
maxdb_info — 直近に実行したクエリについての情報を取得する
maxdb_init — MaxDB を初期化し、maxdb_real_connect で使用するリソースを返す
maxdb_insert_id — 直近のクエリで使用した、自動生成 ID を返す
maxdb_kill — MaxDB サーバから切断する
maxdb_master_query — マスタ/スレーブ構成において、クエリをマスタ側で実行することを強制する
maxdb_more_results — 複数クエリの結果の中に結果セットがまだあるかどうかを調べる
maxdb_multi_query — データベース上でクエリを実行する
maxdb_next_result — multi_query の、次の結果を準備する
maxdb_num_fields — 結果のフィールド数を取得する
maxdb_num_rows — 結果の行数を取得する
maxdb_options — オプションを設定する
maxdb_param_count — maxdb_stmt_param_count のエイリアス
maxdb_ping — サーバとの接続を確認し、接続が確立されていない場合は再接続を試みる
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maxdb_prepare — 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_query — データベース上でクエリを実行する
maxdb_real_connect — MaxDB サーバへの接続をオープンする
maxdb_real_escape_string — 現在の接続の文字セットを考慮したうえで、 SQL 文で使用される文字列中の特殊文字をエスケープする
maxdb_real_query — SQL クエリを実行する
maxdb_report — 内部のレポート関数を有効あるいは無効にする
maxdb_rollback — 現在のトランザクションをロールバックする
maxdb_rpl_parse_enabled — RPL のパースが有効かどうかを調べる
maxdb_rpl_probe — RPL を調べる
maxdb_rpl_query_type — RPL クエリ型を返す
maxdb_select_db — データベースクエリ用のデフォルトデータベースを選択する
maxdb_send_long_data — maxdb_stmt_send_long_data のエイリアス
maxdb_send_query — クエリを送信する
maxdb_server_end — 埋め込みサーバをシャットダウンする
maxdb_server_init — 埋め込みサーバを初期化する
maxdb_set_opt — maxdb_options のエイリアス
maxdb_sqlstate — 直近の MaxDB 操作の SQLSTATE エラーを返します
maxdb_ssl_set — SSL を使用したセキュアな接続を確立するために使用する
maxdb_stat — 現在のシステム状態を取得する
maxdb_stmt_affected_rows — 直近のステートメントによって変更、削除あるいは挿入された行の数を返す
maxdb_stmt_bind_param — プリペアドステートメントに、変数をパラメータとしてバインドする
maxdb_stmt_bind_result — 結果を保存するために、変数をプリペアドステートメントにバインドする
maxdb_stmt_close_long_data — maxdb_stmt_send_long_data のシーケンスを終了する
maxdb_stmt_close — プリペアドステートメントを閉じる
maxdb_stmt_data_seek — ステートメントの結果セットの、任意の行に移動する
maxdb_stmt_errno — 直近のステートメントコール時のエラーコードを返す
maxdb_stmt_error — 直近のステートメントコール時のエラー文字列を返す
maxdb_stmt_execute — プリペアドクエリを実行する
maxdb_stmt_fetch — プリペアドステートメントの結果を取得し、バインド変数に格納する
maxdb_stmt_free_result — 指定したステートメントハンドルの結果を保存しているメモリを開放する
maxdb_stmt_init — ステートメントを初期化し、maxdb_stmt_prepare で使用するリソースを返す
maxdb_stmt_num_rows — ステートメントの結果セットの行数を返す
maxdb_stmt_param_count — 指定したステートメントのパラメータ数を返す
maxdb_stmt_prepare — 後で実行するための SQL 文を準備する
maxdb_stmt_reset — プリペアドステートメントをリセットする
maxdb_stmt_result_metadata — プリペアドステートメントから、結果セットのメタデータを返す
maxdb_stmt_send_long_data — データを複数ブロックで送信する
maxdb_stmt_sqlstate — 事前のステートメントの捜査からの SQLSTATE エラーを返す
maxdb_stmt_store_result — プリペアドステートメントから結果を転送する
maxdb_store_result — 直近のクエリから結果セットを転送する
maxdb_thread_id — 現在の接続のスレッド ID を返す
maxdb_thread_safe — スレッドセーフであるかどうかを返す
maxdb_use_result — 結果セットの取得を開始する
maxdb_warning_count — 指定したリンクの直近のクエリで発生した警告の数を返す

Mongo

導入
この拡張モジュールを使うと、MongoDB に PHP で接続することができます。

マニュアル
目次

インストール手順
php.ini オプション
チュートリアル
接続
書き込み
問い合わせ
セキュリティ
ドライバのテストの実行
トラブルシューティング
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インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/mongo.

» *NIX へのインストール

» 手動インストール

» OS X

» Gentoo

» Fedora

» Windows へのインストール

» その他のインストール説明

*NIX へのインストール

$ sudo pecl install mongo

を実行します。

CentOS あるいは Redhat を使っている場合は、Csoke Arpad が作った » RPM を使うことができます。

php.ini ファイルに次の行を追加します。

extension=mongo.so

pecl の実行中に out of memory となる場合は、php.ini の memory_limit が 32M 以上あるかどうかを確認しましょう。

手動インストール
ドライバの開発者や最新のバグフィックス版に興味のあるかたは、 » Github にある最新のソースからドライバをコンパイルすることもできます。 Github に行き、"download" ボタンをクリックしましょう。そして以下のようにします。

$ tar zxvf mongodb-mongodb-php-driver-<commit_id>.tar.gz
$ cd mongodb-mongodb-php-driver-<commit_id>
$ phpize
$ ./configure
$ sudo make install

php.ini を次のように変更します。

1. ビルド中に、PHP ドライバをどこにインストールするのかがこのように表示されます。

      Installing '/usr/lib/php/extensions/no-debug-zts-20060613/mongo.so'

この場所が PHP の拡張モジュール用ディレクトリと一致するかどうかは、次のようにして確認します。

      $ php -i | grep extension_dir
        extension_dir => /usr/lib/php/extensions/no-debug-zts-20060613 =>
      /usr/lib/php/extensions/no-debug-zts-20060613  

もし一致しない場合は、php.ini の extension_dir を変更するか、あるいは mongo.so を移動させます。

2. PHP の起動時に拡張モジュールを読み込むために、次の行を追加します。

      extension=mongo.so

OS X
autoconf が見つからない場合は、Xcode をインストールしなければなりません (これは、OS X のインストール DVD の中にあります)。

XAMPP を使っている場合は、次のコマンドでドライバをコンパイルすることができます。

sudo /Applications/XAMPP/xamppfiles/bin/pecl install mongo

MAMP を使っている (あるいは XAMPP を使っているけれども上のコマンドがうまく動かない) 場合は、コンパイル済みのバイナリを » Github から取得します (最新版の "osx" の中から、PHP のバージョンにあわせたものをダウンロードします)。 アーカイブから mongo.so を
取り出して MAMP あるいは XAMPP の拡張モジュール用ディレクトリに追加し、 php.ini に

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/mongo
http://csaapi.hu/RHEL/x86_64/php_mongo/
http://github.com/mongodb/mongo-php-driver
http://github.com/mongodb/mongo-php-driver/downloads
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      extension=mongo.so

を追加してからサーバを再起動します。

Gentoo
Gentoo には PHP ドライバのパッケージ dev-php5/mongo があり、 次のようにすればインストールできます。

$ sudo emerge -va dev-php5/mongo

PECL を使う場合は、libtool のバージョンが違うというエラーが出るかもしれません。 ソースからコンパイルするには、aclocal と autoconf を実行しなければなりません。

$ phpize && aclocal && autoconf && ./configure && make && make install

Fedora
php.ini を直接変更したくない場合は、mongo.ini というファイルを別途作成します。 /etc/php.d ディレクトリの中に mongo (あるいはそれ以外のお好みの名前) というサブディレクトリを作り、そこに mongo.ini ファイルをおいて 以下のように書きましょう。

extension=mongo.so

; その他、mongo のオプションなど (実行時設定のセクションを参照ください)

Windows へのインストール
リリースごとのコンパイル済みバイナリが » Github にあります。 バージョン、スレッドセーフ/非スレッドセーフ、VCのライブラリのさまざまな組み合わせに対応しています。 アーカイブを Unzip して、php_mongo.dll を PHP 拡張モジュールのディレクトリ (デフォルトは
"ext") に置きましょう。

最新の (リリース前の) コードをコンパイルした Windows バイナリも、 コミットのたびに作られています。この zip には、php_mongo.dll が入った zip と version.txt が含まれています。version.txt は常に手元に置いてください。 疑問や問題が発生した場合に、それを使え
ば正確なバージョンを開発者に伝えることができます (バージョン番号は非常に長くて意味がなさそうな数値ですが、 開発者たちにとってはそれが重要な意味を持つのです!)。

最新のバグフィックス版を取得するは、 インストールしている PHP に対応したバイナリをダウンロードします。

» PHP 5.2 VC6 Non-Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.2 VC6 Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.3 VC6 Non-Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.3 VC6 Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.3 VC8 Non-Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.3 VC8 Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.3 VC9 Non-Thread-Safe Mongo extension

» PHP 5.3 VC9 Thread-Safe Mongo extension

そして、php.ini に次の行を追加します。

extension=php_mongo.dll

その他のインストール説明
PHP 用ドライバのインストールに関するすばらしいチュートリアルが、 多くのかたによって公開されています。

» PHP 5.3.1 with Xdebug, MongoDB and Lithium on Ubuntu 9.10 / Apache 2.2

Jon Adams によるすばらしい動画です。 Apache, PHP, Xdebug, MongoDB, そして Lithium のインストール手順をひとつひとつ説明しています。

» Installing MongoDB and the PHP driver on Ubuntu 9.04

Javier Aranda によるスペイン語の記事です (» 英語訳)。

» OS X: Installing MongoDB and the PHP Mongo Driver

Matt Butcher によるものです。

php.ini オプション

http://github.com/mongodb/mongo-php-driver/downloads
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.2vc6.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.2vc6ts.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.3vc6.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.3vc6ts.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.3vc8.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.3vc8ts.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.3vc9.zip
http://downloads.mongodb.org/mongo-latest-php5.3vc9ts.zip
http://www.vimeo.com/8005503
http://javierav.com/articulos/php/2009-10-instalando-mongodb-driver-php-en-ubuntu-9-04
http://translate.google.com/translate?js=y&prev=_t&hl=en&ie=UTF-8&u=http%3A%2F%2Fjavierav.com%2Farticulos%2Fphp%2F2009-10-instalando-mongodb-driver-php-en-ubuntu-9-04&sl=auto&tl=en&history_state0=auto%7Cen%7C%2523MongoDB%2520%25C3%25A9%2520o%2520futuro%21
http://translate.google.com/translate?js=y&prev=_t&hl=en&ie=UTF-8&u=http%3A%2F%2Fjavierav.com%2Farticulos%2Fphp%2F2009-10-instalando-mongodb-driver-php-en-ubuntu-9-04&sl=auto&tl=en&history_state0=auto%7Cen%7C%2523MongoDB%2520%25C3%25A9%2520o%2520futuro%21
http://technosophos.com/content/os-x-installing-mongodb-and-php-mongo-driver
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php.ini の設定により動作が変化します。

Mongo 設定オプション
名前 デフォルト 変更履歴

mongo.native_long false* PHP_INI_ALL
mongo.long_as_object false PHP_INI_ALL
mongo.default_host "localhost" PHP_INI_ALL
mongo.default_port 27017 PHP_INI_ALL
mongo.auto_reconnect true PHP_INI_SYSTEM
mongo.allow_persistent true PHP_INI_SYSTEM
mongo.chunk_size 262144 PHP_INI_SYSTEM
mongo.cmd "$" PHP_INI_ALL
mongo.utf8 "1" PHP_INI_ALL
mongo.allow_empty_keys false PHP_INI_ALL
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mongo.native-long int

この項目のデフォルトは 1.1.0 からは TRUE に変わりました。 設定したい値 (おそらく TRUE でしょう) をきちんと設定しておくようにしましょう。 そうすれば、ドライバをアップグレードしたときにいきなり挙動が変わることがなくなります。

64 ビットプラットフォームでは、mongo.native_long を設定すれば 64 ビット整数値を MongoDB に格納できるようになります。 設定しなければ、保存できるのは 32 ビット整数値だけです。 この項目を設定したときに使われる MongoDB のデータ型は BSON LONG
です。 この設定を off にしたときに使われるデータ型は BSON INT となります。

この設定は、MongoDB から BSON LONG を読み込んだときの振る舞いにも影響します。 mongo.native_long を有効にしなければ、 ドライバは BSON LONG をすべて PHP の double 型に変換するので、精度が失われる可能性があります。

32 ビットプラットフォームでは、mongo.native_log の設定は整数値を MongoDB に格納する際には何の影響も及ぼしません。 整数値はこれまで通り BSON INT で格納されます。しかし、この設定を有効にして BSON LONG を MongoDB から読み込むと
MongoCursorException がスローされ、 もとの精度のままではデータが読み込めないということを警告します。

32 ビットシステム上では特に、この項目とあわせて mongo.long_as_object を有効にしておくことを推奨します。

mongo.long_as_object string

BSON_LONG を、プリミティブ型ではなく MongoInt64 のインスタンスで返します。

mongo.default_host string

コンストラクタに何も渡さなかったときに使う、デフォルトのホスト名。

mongo.default_port string

データベースサーバへの接続に使用する TCP ポート番号。 ポート番号が指定されなかった場合にこれを使用します。 データベースのデフォルトは 27017 です。

mongo.auto_reconnect bool

接続が切れた場合にデータベースに再接続するかどうか。

mongo.allow_persistent bool

持続的接続を許可するかどうか。

mongo.chunk_size int

チャンクあたりのバイト数。GridFS ファイルを分配する際に使用します。 この数値は、少なくとも 100 以上で 4 メガバイト未満 (最大値: 4194204)、そして小さめにすることを推奨します。

mongo.cmd string

修飾子や比較において $ のかわりに使う文字。

mongo.utf8 int

非 UTF8 文字列に対して例外をスローするかどうか。 バージョン 1.0.4 になるまでは、PHP ドライバは非 UTF8 文字列を無視していました。 たとえそれが追加するつもりのなかったものであったとしてもです。 1.0.4 以降は、ドライバが MongoException をスローする
ようになりました。 非 UTF8 文字列を追加するアプリケーションの移行時の手間を軽減するため、 このオプションをオフにすれば以前のように例外をスローしない設定にすることができます。 このオプションはバージョン 1.1.0 以降で廃止され、非 UTF8 文字列に対して
は常に例外をスローするようになります。

mongo.allow_empty_keys int

バージョン 1.0.11 で追加されました。

空文字列 ("") をキーの名前として許可するか否か。 デフォルトでは、データベースに空文字列のキーを渡そうとすると ドライバが例外を発生させます。 ダブルクォートの中で $ 演算子を使う場合などに、 不注意で空文字列を渡してしまうことは非常にありがちです。 こ
の設定はデフォルトのままにしておくことを推奨します。 しかし、空文字列のキーを保存する必要がある場合はこのオプションを true にします。そうすると、ドライバが空文字列をそのままデータベースに送るようになります。

チュートリアル
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接続の作成
データベースサーバに接続するには、次のいずれかの方法を使います。
<?php

$connection = new Mongo(); // localhost:27017 に接続します
$connection = new Mongo( "example.com" ); // リモートホスト (デフォルトのポート) に接続します
$connection = new Mongo( "example.com:65432" ); // リモートホストの指定したポートに接続します
?>
これで、$connection を使ってデータベースを取得できるようになります。

データベースの取得
データベースを選択するには次のようにします。
<?php

$db = $connection->dbname;

?>
データベースを事前に作っておく必要はありません。 存在しないデータベースを選択すれば、新しいデータベースを作ることができます。 Typo には注意しましょう! 意図せずに新しいデータベースを作ってしまい、 エラーで悩まされる原因になります。
<?php

$db = $connection->mybiglongdbname;
// 何かをします
$db = $connection->mybiglongdbnme;
// これは別のデータベースに接続してしまいます!
?>

コレクションの取得
コレクションの取得は、データベースの取得と同じ構文で行えます。
<?php

$db = $connection->baz;
$collection = $db->foobar;

// あるいは、もうすこし簡潔に
$collection = $connection->baz->foobar;

?>

ドキュメントの追加
連想配列は、データベース内のコレクションに保存できる基本的なオブジェクトです。 何らかの "ドキュメント" はこのような形式になります。
<?php

$doc = array( "name" => "MongoDB",
   "type" => "database",
   "count" => 1,
   "info" => (object)array( "x" => 203,
       "y" => 102),
   "versions" => array("0.9.7", "0.9.8", "0.9.9")
);

?>
配列やオブジェクトをネストできることに注目しましょう。 MongoDB において、オブジェクトとドキュメントはほぼ同じ意味になります。 $doc のことをドキュメントと言ってもかまいませんしオブジェクトと呼んでもかまいません。 しかし、"info" フィールドは常にオブ
ジェクトでドキュメントではありません。 この決まりは、すべてのドキュメントについて適用されます。

ドキュメントを追加するには MongoCollection::insert() を使います。
<?php

$m = new Mongo();
$collection = $m->foo->bar;
$collection->insert( $doc );

?>

MongoCollection::findOne() によるドキュメントの検索
追加したドキュメントがそこにあることを表示して確かめるには、 findOne() を使ってコレクション内の最初のドキュメントを取得します。 このメソッドは単一のドキュメントを返します (一方、 MongoCollection::find() は MongoCursor を返します)。 クエリにマッチする
ドキュメントがひとつしかない場合や ひとつの結果だけを知りたい場合に便利です。
<?php

$obj = $collection->findOne();
var_dump( $obj );

?>
結果は、このようになります。
array(5) {
  ["_id"]=>
  object(MongoId)#6 (0) {
  }
  ["name"]
  string(7) "MongoDB"
  ["type"]=>
  string(8) "database"
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  ["count"]=>
  int(1)
  ["info"]=>
  array (2) {
    ["x"]=>
    int(203)
    ["y"]=>
    int(102)
  }
  ["versions"]
  array(3) {
    [0]=>
    string(5) "0.9.7"
    [1]=>
    string(5) "0.9.8"
    [2]=>
    string(5) "0.9.9"
  }
}

_id フィールドが自動的にドキュメントに追加されたことに注目しましょう。 MongoDB は、_ と $ で始まる要素名を 内部的な動作のために予約しています。

複数のドキュメントの追加
もう少し意味のある問い合わせをするために、複数のシンプルなドキュメントをコレクションに追加しましょう。 これから追加するドキュメントは次のようなものです。
<?php

array( "i" => value );

?>
効率的に、ループで処理します。
<?php

for($i=0; $i<100; $i++) {
    $collection->insert( array( "i" => $i ) );
}

?>

先ほどと同じコレクションに、別のキーを持つ配列を追加していることに注目しましょう。 MongoDB が「スキーマフリー」であると言われるのは、こういう側面があるからです。

コレクション内のドキュメント数
これで 101 件のドキュメントを追加したことになります (先ほどのループで 100 件、そして最初の 1 件)。 本当にそうなっているか、count() メソッドで確認してみましょう。
<?php

echo $collection->count();

?>
結果は 101 と表示されます。

MongoCollection::count() には、クエリとフィールドを渡すこともできます。また、 MongoCursor (以下を参照) の数を数えることもできます。 この場合、クエリで指定したフィルタを考慮して数えます。

カーソルを使った全ドキュメントの取得
コレクション内のすべてのドキュメントを取得するには MongoCollection::find() を使います。 find() メソッドは MongoCursor オブジェクトを返し、 これを使うとクエリにマッチしたドキュメントすべてに対する反復処理ができるようになります。 では、すべてのドキュメ
ントを取得して表示させてみましょう。
<?php

$cursor = $collection->find();
foreach ($cursor as $id => $value) {
    echo "$id: ";
    var_dump( $value );
}

?>
これは、コレクション内の全 101 ドキュメントを表示します。 $id はドキュメントの _id フィールドで、 $value はドキュメントそのものです。

問い合わせの条件の設定
クエリを作って find() メソッドに渡せば、 コレクション内のドキュメントのサブセットを取得することができます。 たとえば、"i" フィールドの値が 71 であるドキュメントを探したいときは、 このようにします。
<?php

$query = array( "i" => 71 );
$cursor = $collection->find( $query );

while( $cursor->hasNext() ) {
    var_dump( $cursor->getNext() );
}

?>
そうすると、ひとつのドキュメントだけが表示されます。
array(2) {
  ["_id"]=>
  object(MongoId)#6 (0) {
  }
  ["i"]=>
  int(71)
  ["_ns"]=>
  "testCollection"
}
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クエリによる複数ドキュメントの取得
クエリを使って、コレクションからドキュメントのセットを取得することができます。 たとえば、"i" > 50 であるすべてのドキュメントを取得したい場合は次のようにします。
<?php

$query = array( "i" => array( '$gt' => 50 ) ); // '$gt' と、シングルクォートで囲んでいることに注意しましょう
$cursor = $coll->find( $query );

while( $cursor->hasNext() ) {
    var_dump( $cursor->getNext() );
}

?>
これは、i > 50 であるドキュメントをすべて表示します。 また、20 < i <= 30 のような範囲を指定することもできます。
<?php

$query = array( "i" => array( "\$gt" => 20, "\$lte" => 30 ) );
$cursor = $coll->find( $query );

while( $cursor->hasNext() ) {
    var_dump( $cursor->getNext() );
}

?>
"$" をエスケープするのをつい忘れてしまいがちになるときは、 '$' 以外の文字を特殊文字として使うようにすることもできます。 キーの中にはあらわれないような特殊文字、たとえば ":" をひとつ選び、php.ini に次の行を追加します。
mongo.cmd = ":"

すると、先ほどの例を次のように書けるようになります。
<?php

$query = array( "i" => array( ":gt" => 20, ":lte" => 30 ) );

?>
これは、コードの中でも ini_set("mongo.cmd", ":") のように変更することができます。 もちろん、単に $ を使うときはシングルクォートで囲むようにするだけでもかまいません。

インデックスの作成
MongoDB はインデックスをサポートしています。コレクションにインデックスを追加するのは簡単です。 インデックスを作るには、対象となるフィールドと並び順を指定します。 並び順は、昇順 (1) あるいは降順 (-1) のいずれかです。 この例では、"i" フィールドの昇順でイ
ンデックスを作成しています。
<?php

$coll->ensureIndex( array( "i" => 1 ) );  // "i" にインデックスを作ります
$coll->ensureIndex( array( "i" => -1, "j" => 1 ) );  // "i" の降順、"j" の昇順でインデックスを作ります
?>

簡単な例
この例では、MongoDB への接続からオブジェクトの追加、 オブジェクトの問い合わせ、その結果の反復処理、そして接続の切断までを行っています。
<?php

// 接続
$m = new Mongo();

// データベースの選択
$db = $m->comedy;
$collection = $db->cartoons;

// 要素の追加
$obj = array( "title" => "Calvin and Hobbes", "author" => "Bill Watterson" );
$collection->insert($obj);

// 構造が違う別の要素の追加
$obj = array( "title" => "XKCD", "online" => true );
$collection->insert($obj);

// コレクション内のすべての内容の検索
$cursor = $collection->find();

// 結果の反復処理
foreach ($cursor as $obj) {
    echo $obj["title"] . "\n";
}

// 切断
$m->close();

?>

結果は次のようになります。
Calvin and Hobbes
XKCD

接続
MongoDB への接続は単に new Mongo とするだけの簡単なものですが、 オプションや設定項目が多数あります。 Mongo::__construct() のページにすべての API オプションをまとめましたが、ここではより実用的な使用例をとりあげます。

接続時のログイン
MongoDB を --auth オプションつきで起動すると、 接続時の認証が必須となります。データベース単位でこれを設定するには MongoDB::authenticate() を使います。
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<?php

$m = new Mongo();
$db = $m->admin;

$db->authenticate($username, $password);

?>

この方法には大きな弱点があります。 データベースとの接続が切れてしまってから再接続をしたときには、 認証されていない状態になってしまうということです。

Mongo::__construct() で説明した接続文字列形式を使えば、 接続を再確立したときにも再び認証を行うことができます。

これは上のコードと同じ意味ですが、 再接続したときにも自動的に認証を行います。
<?php

$m = new Mongo("mongodb://${username}:${password}@localhost");

?>

デフォルトでは、ユーザの認証は admin データベースに対して行います。 別のデータベースへの認証を行うには、ホスト名のあとにデータベース名を指定します。 この例は、"blog" データベースにログインします。
<?php

$m = new Mongo("mongodb://${username}:${password}@localhost/blog");

?>

レプリカセット
レプリカセットに接続するには、セットに属するサーバをひとつ以上指定して、 さらに replicaSet オプションを使います。
<?php

$m = new Mongo("mongodb://localhost:27017", array("replicaSet" => true));

?>

バージョン 1.0.9 以降のドライバでは、レプリカセットへの接続が必須となります (それより前のバージョンでは、マスタの自動検出や再接続が正しく動作しません)。

PHP ドライバは、指定したサーバ群に問い合わせてどれがマスタなのかを調べます。 リストにあげたサーバのうち少なくともひとつに接続でき、 マスタが見つかってさえいれば接続が成功したとみなされます。 どのサーバにも接続できない、あるいはマスタが見つからないと
いった場合は MongoConnectionException がスローされます。

マスタが使えなくなったときに、スレーブがマスタになるには数秒かかります。 その間は、この接続では一切のデータベース操作ができなくなります (スレーブに接続して読み込みを行うことは可能です)。 したがって、このときに何らかの読み書き操作をすると例外が発生しま
す。

新しいマスタが選ばれると、読み込みや書き込みの操作時にドライバが新しいマスタを検出できるようになります。 そして、ドライバがデータベース接続を切り替えて通常の操作を続行できるようになります。

レプリカセットについての詳細は、 » コアドキュメント を参照ください。

分散読み込み
レプリカセットの使いかたのひとつとして、 読み込みをスレーブから行うようにしてマスタの負荷を軽減させるという方法があります。 これはドライバが自動で行うものではないので、自分で設定することになります。

まず、replicaSet オプションを指定してレプリカセットに接続します。 これで、レプリカセットのマスタへの接続が得られます。 この接続で ismaster コマンドをコールすると、 レプリカセットのすべてのスレーブの一覧を取得できます。
<?php

$m = new Mongo("mongodb://localhost:27017", array("replicaSet" => true));
$result = $m->admin->command(array("ismaster" => 1));

?>

次に、"hosts" フィールドおよび "passives" フィールドにあげられたホストへの接続を作成します (passives とは、セットのメンバーの中で決してマスタになることがないものです)。 このときには replicaSet => true を指定しません。 (指定してしまうと、マスタを探して自
動的にマスタへの接続に切り替えられてしまいます)。 これらの接続を使い分けると、読み込みを分散させることができます。 スレーブからの読み込みを行う前には MongoCursor::slaveOkay を TRUE に設定しておくことを忘れないようにしましょう。

持続的接続
データベースへの接続を新たに確立させるには、非常に時間がかかります。 データベースへ接続の作成回数を最小限にするには、持続的接続を使うことができます。 持続的接続は PHP が保持するので、同じ接続を使って複数のリクエストを送ることができます。

たとえば、この単純なプログラムはデータベースに 1000 回接続します。
<?php

for ($i=0; $i<1000; $i++) {
  $m = new Mongo();
}

?>

実行時間は約 18 秒です。これを、持続的接続を使うように変更してみましょう。
<?php

for ($i=0; $i<1000; $i++) {
  $m = new Mongo("localhost:27017", array("persist" => "x"));
}

?>

http://www.mongodb.org/display/DOCS/Replication
http://www.mongodb.org/display/DOCS/Replication
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実行時間は .02 秒未満になりました。データベースへの接続は 1 回だけしか行わないからです。

持続的接続には識別用の文字列 (上の例では "x") が必要で、これを使って接続を識別します。 持続的接続を使うには、ホスト名とポート、持続文字列、そしてユーザ名とパスワード(指定した場合) が既存の持続的接続と一致しなければなりません。 一致しない場合は、この識別
情報で新しい接続を作成します。

持続的接続を使うことを強く推奨します。 実運用環境では、やむを得ぬ理由がない限り常に持続的接続を使うべきです。 リレーショナルデータベースにおいて持続的接続を推奨しない理由はいくつかありますが、 その大半は MongoDB には無関係なものです。

ドメインソケット
MongoDB をローカルで動かしていてバージョン 1.0.9 以降のドライバを使っている場合は、ファイル経由でデータベースに接続することができます。 MongoDB は、起動時に自動的にソケットファイル /tmp/mongodb-<port>.sock をオープンします。

ソケットファイルに接続するには、このパスを MongoDB 接続文字列に指定します。
<?php

$m = new Mongo("mongodb:///tmp/mongo-27017.sock");

?>

上で示したようなソケットファイルへの接続で認証を使いたい場合は、 ポート番号 0 を指定しなければなりません。 接続文字列のパーサは、これを接続文字列の終端と見なします。
<?php

$m = new Mongo("mongodb://username:password@/tmp/mongo-27017.sock:0/foo");

?>

書き込み

安全な操作
デフォルトでは、書き込み (追加、更新および削除) の際にドライバはデータベースの応答を待ちません。 書き込み操作は高速に行われるけれども、それが実際に成功したのかどうかは判断できないということです。 書き込みに失敗する可能性はいくつか考えられます。ネット
ワークに問題があったり、 データベースサーバが停止していたり、単に無効な書き込み操作だったり (システムコレクションに書き込もうとしたなど) といった原因です。

データベースからの応答を取得するには、safe オプションを使います。 このオプションは、すべての書き込み操作で使うことができます。 このオプションを指定すると、データベースに書き込まれたのを確認してから 成功したと判断して結果を返すようになります。書き込み
に失敗した場合は、 失敗した原因を示す MongoCursorException() をスローします。

開発中は、常に安全な書き込み操作を行うようにすべきでしょう (キーの重複エラーなどのうっかりミスを防ぐためにも)。 運用時は、それほど "重要でない" データについては安全でない書き込みをしてもよいでしょう。 何が "重要でない" かはアプリケーションによって異なり
ますが、一般的には (ユーザが作成するものではなく) 自動的に生成されるデータや秒間数千件のレコードを取得するデータなどを指します。 たとえばクリック追跡データや GPS の位置データなどです。

パフォーマンスへの悪影響を抑えつつ安全な書き込みを行うには、 一連の書き込み操作の最後に安全な書き込みを行うことを推奨します。たとえばこのようになります。
$collection->insert($someDoc);
$collection->update($criteria, $newObj);
$collection->insert($somethingElse);
$collection->remove($something, array("safe" => true));

そうすれば、もしデータベースに何か問題が発生すれば 最後の書き込みが例外をスローするので気づくことができます。

書き込みの安全性を確かめるためのオプションは、他にもいくつかあります。 "fsync" => true を指定すると、この時点までのすべての書き込みを fsync して強制的にディスクに書き出します (デフォルトでは、MongoDB への書き込みの fsync は一分おきに行われます)。

書き込みを最も安全に行うには、レプリケーションを使い、 最低何台のサーバへの書き込みが完了したら成功と見なすのかを指定します (運用時には常にレプリケーションを使うべきです。レプリカセットに関する詳細な情報は "接続" のセクションを参照ください)。
$collection->insert($someDoc, array("safe" => 3));

"safe" => N と設定すると、最低 N 台のサーバに書き込みが反映されるまで MongoDB サーバは書き込みに成功したと判断しません。 つまり、N を 3 にすると、 マスタと 2 台のスレーブには確実に書き込まれたことになります。

ネストしたオブジェクトの更新
次のドキュメントで、コメントの author を変更することを考えましょう。
{ 
    "_id" : ObjectId("4b06c282edb87a281e09dad9"), 
    "content" : "this is a blog post.",
    "comments" : 
    [
        {
            "author" : "Mike",
            "comment" : "I think that blah blah blah...",
        },
        {
            "author" : "John",
            "comment" : "I disagree."
        }
    ]
}

内部のフィールドを変更するには、$set (他のフィールドが削除されてしまわないように!) を使って変更したいコメントのインデックスを指定します。
<?php

$blog->update($criteria, array('$set' => array("comments.1" => array("author" => "Jim"))));

?>

位置指定演算子
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位置指定演算子 $ は、配列内のオブジェクトを更新するときに有用です。 たとえば上の例で、実際に変更したいコメントのインデックスがわからないけれども "John" を "Jim" に変更しなければならないという状況を考えてみましょう。 そんなときには $ が使えます。
<?php

$blog->update(
    array("comments.author" => "John"), 
    array('$set' => array('comments.$.author' => "Jim")));

?>

問い合わせ

_id による問い合わせ
追加されたすべてのオブジェクトには、一意な _id フィールドが自動的に付加されます。 これは、問い合わせで使うフィールドとして便利です。

今追加したばかりのドキュメントを探すことを考えてみましょう。 追加するとドキュメントに _id フィールドができるので、それを問い合わせればいいのです。
<?php

$person = array("name" => "joe");

$people->insert($person);

// $joe には _id フィールドがあります
$joe = $people->findOne(array("_id" => $person['_id']));

?>

ユーザが別途指定しない限り、_id フィールドは MongoId となります。ありがちな間違いは、 文字列を MongoId とマッチさせようとすることです。 文字列とは別の型であり、そのままではマッチしないことを覚えておきましょう。 これは、文字列 "array()" と空の配列が別
のものであるというのと同じことです。 次の例を参照ください。
<?php

$person = array("name" => "joe");

$people->insert($person);

// _id を文字列に変換します
$pid = $person['_id'] . "";

// 失敗 - $pid は文字列であり、MongoId ではありません
$joe = $people->findOne(array("_id" => $pid));

?>

配列
配列には特殊な点がいくつかあります。 まず、MongoDB が扱う配列には二種類あります。 "普通の" 配列と連想配列です。連想配列には、任意の型のキーと値を組み合わせることができます。 "普通の" 配列は、0 から始まってひとつずつ増えていく数値のインデックスに それ
ぞれ要素を関連づけます。 これらは、ほぼ PHP の配列や連想配列と同じようなものです。

たとえば、受賞の一覧をドキュメントに保存するときには次のようにできます。
<?php

$collection->save(array("awards" => array("gold", "silver", "bronze")));

?>

問い合わせでは、配列の要素も探すことができます。 指定した値が配列の要素に含まれるすべてのドキュメントを探すことを考えましょう。 たとえば、受賞 (awards) に金賞 (gold) が含まれる次のようなドキュメントです。
{ "_id" : ObjectId("4b06c282edb87a281e09dad9"), "awards" : ["gold", "silver", "bronze"]}

これは、単純なクエリで問い合わせることができます。"awards" が配列であるということを気にせず、次のようにすればいいのです。
<?php

  $cursor = $collection->find(array("awards" => "gold"));

?>

もう少し複雑なオブジェクトを考えてみましょう。 配列の各要素のオブジェクトになっている、次のような例だとどうでしょう。
{ 
     "_id" : ObjectId("4b06c282edb87a281e09dad9"), 
     "awards" : 
     [
        {
            "first place" : "gold"
        },
        {
            "second place" : "silver" 
        },
        {
            "third place" :  "bronze"
        }
     ]
}

このような場合でも、配列であることを特別視する必要はありません。 内部のオブジェクトへの問い合わせには、ドット記法が使えます。
<?php

$cursor = $collection->find(array("awards.first place" => "gold"));

?>
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フィールド名にスペースが含まれていてもかまわないことに注目しましょう (スペースを使わないにこしたことはありませんが、可読性を考慮しました)。

配列を使って、取り得る値を複数指定した問い合わせを行うこともできます。 "gold" あるいは "copper" を含むドキュメントを探すには、このようにします。
<?php

$cursor = $collection->find(array("awards" => array('$in' => array("gold", "copper"))));

?>

セキュリティ

リクエストインジェクション攻撃
クエリに $_GET パラメータを渡している場合は、 まず最初にそれを文字列にキャストすることを忘れないようにしましょう。 GET リクエストには連想配列を入れることもでき、 そのまま使うと期待通りのクエリにはなりません。

当たり障りのない例を示します。ユーザの情報を調べるときに http://www.example.com?username=bob のようなリクエストを送っているとしましょう。アプリケーション側では $collection->find(array("username" => $_GET['username'])) のような問い合わせをしま
す。

ここで、誰かが http://www.example.com?password[$ne]=foo のようなリクエストを送ったとします。PHP はこれを自動的に連想配列に変換するので、クエリは $collection->find(array("username" => array('$ne' => "foo"))) のようになります。これは、名前が "foo"
ではないユーザすべて (おそらく全員でしょうね) の情報を返すことになります。

この攻撃を防ぐのはきわめて簡単です。$_GET パラメータが期待通りの型であることを確かめてから データベースにリクエストを送ればよいのです (この場合は、文字列にキャストすることになります)。

» Phil の指摘に感謝します。

ドライバのテストの実行
PECL パッケージには PHP のテストが含まれていませんが、 » Github で公開しています。 ドライバのソースをダウンロードすると、tests/ ディレクトリ内にテストがあります。 ドライバのテストには » PHPUnit を使っており、これは PEAR でインストールすることができま
す。

すべてのテストを成功させるには、php.ini の error_reporting を E_STRICT | E_ALL に設定しなければなりません。 そうしないと、発生するはずの警告やエラーが出ないせいでいくつかのテストが失敗します。

テストを実行する際には、MongoDB サーバをローカルのポート 27017 で動かしておきましょう。 Github からダウンロードしたソースのメインディレクトリで、次のコマンドを実行します。

$ phpunit tests/MongoSuite.php

テストに失敗したりエラーが発生したりした場合は、 » バグトラッカーへのレポートをお願いします。 いくつかのテストがスキップされることがありますが、 これは通常の動作であり無視してもかまいません。

新しいテストの提供も歓迎します! 型のテスト、機能のテストなど、新しいテストの提供を楽しみにしています。

トラブルシューティング
何か問題が発生した場合は、これらが参考になるでしょう。

IRC

MongoDB の公式 IRC ルームは irc.freenode.net/#mongodb です。ここが、一番すばやく反応が得られるところでしょう… 人がいれば。

メーリングリスト

» MongoDB のメーリングリスト に質問すれば、(通常はとても早く反応があり) よい答えが得られるでしょう。

バグトラッカー

バグを見つけた? 機能を追加して欲しい? 疑問がある? » PHP ドライバ用のバグトラッカー にそれを登録してください。

詳細なデバッグ出力を有効にするには、ドライバのコンパイル時にデバッグ用のフラグを指定します。
$ ./configure CFLAGS=-DDEBUG

DEBUG は、すべてのデバッグ機能を有効にします。 すべてではなく、特定のデバッグフラグだけを指定することもできます。 最新のコードで使えるフラグは次のとおりです。

DEBUG_CONN

接続のデバッグ。

参考
» Developing Scalable PHP Applications Using MongoDB は、MongoDB の入門用のすばらしい記事です。フランス語がわかる人なら、 » NoSQL - MongoDB et PHP: Première Approche もよくまとまっています。

http://www.idontplaydarts.com/2010/07/mongodb-is-vulnerable-to-sql-injection-in-php-at-least/
http://github.com/mongodb/mongo-php-driver
file:///Users/nojima/Desktop/www.phpunit.de/manual/2.3/en/installation.html
http://jira.mongodb.org/browse/PHP
http://jira.mongodb.org/browse/PHP
http://groups.google.com/group/mongodb-user/
http://groups.google.com/group/mongodb-user/
http://jira.mongodb.org/browse/PHP
http://jira.mongodb.org/browse/PHP
http://www.phpclasses.org/blog/post/118-Developing-scalable-PHP-applications-using-MongoDB.html
http://www.lafermeduweb.net/billet/nosql-mongodb-et-php-premiere-approche-781.html
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コアクラス群
目次

Mongo
MongoDB
MongoCollection
MongoCursor

これらのクラスは、ドライバの最も重要な部分です。

Mongo クラス
導入
MongoDB と PHP を接続します。

このクラスを使用して接続を確立し、 データベースサーバのコマンドを実行します。使い方は次のようになります。
<?php

$m = new Mongo(); // 接続
$db = $m->foo; // "foo" というデータベースの取得
?>

接続の作成に関する詳細な情報は Mongo::__construct() を参照ください。

クラス概要
Mongo {
/* 定数 */
const string Mongo::VERSION ;
const string Mongo::DEFAULT_HOST = "localhost" ;
const int Mongo::DEFAULT_PORT = 27017 ;
/* Fields */
public boolean $connected = FALSE ;
protected string $server = localhost:27017 ;
protected boolean $persistent = FALSE ;
/* メソッド */
public boolean close ( void )
public boolean connect ( void )
protected boolean connectUtil ( void )
__construct ([ string $server = "mongodb://localhost:27017" [, array $options = array("connect" => TRUE) ]] )
public array dropDB ( mixed $db )
public MongoDB __get ( string $dbname )
public array listDBs ( void )
public MongoCollection selectCollection ( string $db , string $collection )
public MongoDB selectDB ( string $name )
public string __toString ( void )
}

定義済み定数

Mongo Constants
Mongo::VERSION

PHP ドライバのバージョン。中間バージョンの場合は最後に "+" や "-" がつくことがあります。
Mongo::DEFAULT_HOST 
"localhost"

ホストを指定しない場合に接続するホスト。
Mongo::DEFAULT_PORT 
27017

ポートを指定しない場合に接続するポート。

参考
MongoDB コアドキュメントの » 接続 を参照ください。

http://dochub.mongodb.org/core/connections
http://dochub.mongodb.org/core/connections
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Mongo::close
(PECL mongo >=0.9.0)

Mongo::close — データベースとの接続を閉じる

説明

public boolean Mongo::close ( void )

このメソッドは、普通はコールする必要はありません。 Mongo オブジェクトがスコープから外れるときに、ドライバが接続をきちんと閉じます。

リクエスト感でオブジェクトがスコープ外に出ないサービスを使っている場合は、 プログラムの最後に close() をコールして古い接続をきちんと後始末することになります。 しかし、そのような場合は単に持続的接続を使うようにするほうがきっと効率的です。 持続的接続は、
必要に応じて自動的に接続を作成し、 アプリケーションサーバが許す範囲で複数のリクエストで使い回します。

接続の状態がはっきりしないときに、 確実に新しい接続を開始させるために close() をコールすることもあるでしょう。 たとえば次のようになります。
<?php

$mongo = new Mongo();

/* 接続が失われてしまう可能性のある何らかの作業 */

/* $mongo が接続されている状態なら何もしません */
$mongo->connect(); 

?>

vs.

<?php

$mongo = new Mongo();

/* 接続が失われてしまう可能性のある何らかの作業 */

/* これは、確実にサーバと再接続を行います */
$mongo->close();
$mongo->connect(); 

?>

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

接続を閉じるのに成功したかどうかを返します。

Mongo::connect
(PECL mongo >=0.9.0)

Mongo::connect — データベースサーバに接続する

説明

public boolean Mongo::connect ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

接続に成功したかどうかを返します。

エラー / 例外

データベースとの接続に失敗した場合に MongoConnectionException をスローします。

Mongo::connectUtil
(PECL mongo >=0.9.0)
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Mongo::connectUtil — データベースサーバに接続する

説明

protected boolean Mongo::connectUtil ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

接続に成功したかどうかを返します。

エラー / 例外

データベースとの接続に失敗した場合に MongoConnectionException をスローします。

Mongo::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

Mongo::__construct — 新しいデータベース接続オブジェクトを作成する

説明

Mongo::__construct ([ string $server = "mongodb://localhost:27017" [, array $options = array("connect" => TRUE) ]] )

パラメータを省略した場合は、"localhost:27017" (あるいは php.ini の mongo.default_host と mongo.default_port で設定した場所) に接続します。

server は次のような形式にしなければなりません。
mongodb://[username:password@]host1[:port1][,host2[:port2:],...]/db

接続文字列は常に mongodb:// で始まります。 この部分が、接続文字列であることを表しています。

username と password を指定すれば、コンストラクタが接続を確立する際にデータベースへの認証を試みます。 ユーザ名とパスワードはオプションで、もし指定するならその後に @ を続けなければなりません。

少なくともひとつのホストを指定しなければなりません (ポートはオプションで、デフォルトは常に 27017 となります)。 そのあとに、接続させたいホストをいくつでも続けることができます。 ホスト名はカンマ区切りで並べ、少なくともひとつのホストへの接続が成功すれば
コンストラクタは正常な結果を返します。 どのホストにも接続できなかった場合は MongoConnectionException をスローします。

ユーザ名とパスワードを指定したときには、認証先のデータベースも指定することになるでしょう。 db を省略した場合は "admin" を使います。

その時点での接続はしないことにした (オプション array("connect" => false) を渡した) 場合は、 データベースを操作する前に Mongo::connect() をコールしなければなりません。
<?php

$mongo = new Mongo("mongodb://localhost", array("connect" => false));

// MongoException をスローします。$mongo はまだ完全には初期化されていないからです
$mongo->selectDB("foo")->command(array("distinct" => "bar", "key" => "age"));

// これで成功します
$mongo->connect();
$mongo->selectDB("foo")->command(array("distinct" => "bar", "key" => "age"));

?>

パラメータ
server

サーバ名。
options

接続オプションの配列。現在使用できるオプションは次のとおりです。

"connect"

コンストラクタで接続を行うか。デフォルトは TRUE。

"persist"

持続的な接続を行うかどうか。これを設定すると、接続が持続的なものとなります。 文字列の値を接続 ID として使うので、 array("persist" => "foobar") で初期化した Mongo のインスタンスがふたつあれば、 それは同じデータベース接続をあらわします。一方、
array("persist" => "barbaz") で初期化したインスタンスは別のデータベース接続を使います。

"timeout"
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ドライバがデータベースへの接続を試みる時間の長さ (ミリ秒単位)。

"replicaSet"

指定したホストがレプリカセットのシードであるか否か。 シードである場合は、シードのデータベースコマンド ismaster を使ってマスタを決定します。 ドライバは、リストに上がっていないサーバに接続することになるかもしれません。 詳細は、以下のレプリカ
セットの例を参照ください。

返り値

新しいデータベース接続オブジェクトを返します。

エラー / 例外

指定したすべてのホスト名へのデータベースへの接続に失敗した場合に MongoConnectionException をスローします。 指定したユーザ名やパスワードが間違っている場合にも MongoConnnectionException をスローします。 一般的な例外とその原因については
MongoConnectionException のドキュメントを参照ください。

変更履歴

バージョン 説明

1.0.2

コンストラクタがオプションの配列を受け取るようになりました。 以前のバージョンでは、コンストラクタは以下のパラメータを受け取っていました。
server

サーバ名。
connect

オプションの boolean パラメータで、 コンストラクタがデータベースに接続するかどうかを示します。 デフォルトは TRUE です。
persistent

持続的な接続を行うかどうか。
paired

ペア接続を行うかどうか。

1.0.9 replicaSet オプションが追加されました。

例

例1 Mongo::__construct() でのレプリカセットの例

この例は、レプリカセットに接続する方法を示します。 このでは、次の三つのサーバ sf1.example.com、sf2.example.com および ny1.example.com があるものと仮定します。 マスタは、これらのうちのいずれかひとつとなります。
<?php

// カンマ区切りのサーバ名をコンストラクタに渡します
$m1 = new Mongo("mongodb://sf2.example.com,ny1.example.com", array("replicaSet" => true));

// ひとつのシードを渡すだけで、ドライバがそこから完全なリストを取得して
// シードからマスタを探します
$m2 = new Mongo("mongodb://ny1.example.com", array("replicaSet" => true));

?>

現在のマスタで処理に失敗した場合、 セカンダリサーバのうちのどれを新しいマスタにするかをドライバが判断し、 自動的にその接続を開始させます。この自動フェイルオーバー機能は、 replicaSet を指定しなければ正しく動作しません。

シードリストの中の少なくともひとつのシードに接続できなければ、 ドライバからレプリカセットに接続することはできません。

二つの別のレプリカセットからのシードを指定した場合の挙動は未定義です。

レプリカセットに関する詳細な情報は » コアドキュメント を参照ください。

例2 ドメインソケットへの接続

バージョン 1.0.9 以降では、ローカルで実行している MongoDB への接続に UNIX ドメインソケットを使えるようになりました。これは、 ネットワーク経由で接続するよりもわずかに高速です。

バージョン 1.5.0 では、MongoDB サーバは自動的に /tmp/mongodb-<port>.sock でソケットをオープンします。 ここに接続するには、接続文字列でこのパスを指定します。
<?php

// MongoDB サーバが、ローカルのポート 20000 で起動しています
$m = new Mongo("mongodb:///tmp/mongodb-20000.sock");

?>

これは、その他の接続とも組み合わせることができます。
<?php

// まずドメインソケットに接続し、失敗したときにはローカルホストへの接続を使います
$m = new MongoDB("mongodb:///tmp/mongodb-27017.sock,localhost:27017");

?>

http://dochub.mongodb.org/core/rs
http://dochub.mongodb.org/core/rs
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例3 Mongo::__construct() での持続的接続の例

持続的な接続は、ひとつのリクエストだけでなく別のリクエストまでも持続します (普通は…。どの程度続くかはサーバ次第です)。 接続の再利用ができ、おおきな時間の節約になります。 接続は、時間のかかる処理だからです。

持続的な接続の識別は、サーバ文字列と ID 文字列で行います。
<?php

// 持続的な接続を作成します
$m1 = new Mongo("mongodb://localhost", array("persist" => ""));

// $m1 と同じ接続を使います
$m2 = new Mongo("mongodb://localhost", array("persist" => ""));

// 新しい接続を作ります
$m3 = new Mongo("mongodb://127.0.0.1", array("persist" => ""));

// 新しい接続を作ります
$m4 = new Mongo("mongodb://127.0.0.1:27017", array("persist" => ""));

// 新しい接続を作ります
$m5 = new Mongo("mongodb://localhost", array("persist" => "foo"));

// $m5 の接続を使います
$m6 = new Mongo("mongodb://localhost", array("persist" => "foo"));

?>

例4 Mongo::__construct() での認証の例

認証を使うには、admin データベースにユーザが存在しなければなりません。 Mongo シェルでユーザを作るには、次のようにします。
> use admin
switched to db admin
> db.addUser("testUser", "testPass");
{
        "_id" : ObjectId("4b21272fd9ab21611d19095c"),
        "user" : "testUser",
        "pwd" : "03b9b27e0abf1865e2f6fcbd9845dd59"
}
>

ユーザを作ったら、このユーザ名 "testUser" とパスワード "testPass" で次のようにして認証させることができます。
<?php

$m = new Mongo("mongodb://testUser:testPass@localhost");

?>

Mongo::dropDB
(PECL mongo >=0.9.0)

Mongo::dropDB — データベースを削除する [非推奨]

説明

public array Mongo::dropDB ( mixed $db )
警告

非推奨
かわりに MongoDB::drop() を使ってください。

パラメータ
db

削除したいデータベース。MongoDB オブジェクト、あるいはデータベース名を指定します。

返り値

データベースからの応答を返します。

Mongo::__get
(PECL mongo >=1.0.2)

Mongo::__get — データベースを取得する

説明
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public MongoDB Mongo::__get ( string $dbname )

これは、データベースを取得するための一番すっきりとした方法です。 データベース名に特殊文字が含まれている場合は Mongo::selectDB() を使う必要があります。しかし、ほとんどの場合はこれで十分でしょう。
<?php

$mongo = new Mongo();

// 次の 2 行はどちらも同じ意味です。
$db = $mongo->selectDB("foo");
$db = $mongo->foo;

?>

パラメータ
dbname

データベース名。

返り値

新しいデータベースオブジェクトを返します。

エラー / 例外

データベース名が無効な場合に例外をスローします。

Mongo::listDBs()
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

— すべてのデータベースの一覧を取得する

説明

public array Mongo::listDBs ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

三つのフィールドを含む連想配列を返します。 最初のフィールドは databases で、 その中身もまた配列となります。 配列の各要素は個々のデータベースに対応する連想配列で、 データベース名とサイズ、空かどうかを保持します。 残りの二つのフィールドは totalSize (バイ
ト単位) と ok (このメソッドが正しく実行できた場合に 1) です。

例

例1 Mongo::listDBs() の例

listDBs の使いかたと返されるデータの構造を示します。
<?php

$mongo = new Mongo();
$dbs = $mongo->listDBs();
print_r($dbs);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [databases] => Array
        (
            [0] => Array
                (
                    [name] => doctrine
                    [sizeOnDisk] => 218103808
                    [empty] => 
                )
        )

    [totalSize] => 218103808
    [ok] => 1
)

Mongo::selectCollection()
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(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

— データベースコレクションを取得する

説明

public MongoCollection Mongo::selectCollection ( string $db , string $collection )

パラメータ
db

データベース名。
collection

コレクション名。

返り値

新しいコレクションオブジェクトを返します。

エラー / 例外

データベース名あるいはコレクション名が不正な場合に InvalidArgumentException をスローします。

例

例1 Mongo::selectCollection() の例
<?php
$m = new Mongo();

$c1 = $m->selectCollection("foo", "bar.baz");
// これは、以下と同等です
$c2 = $m->selectDB("foo")->selectCollection("bar.baz");

// $c1 と $c2 は同じコレクションを表します
?>

Mongo::selectDB
(PECL mongo >=0.9.0)

Mongo::selectDB — データベースを取得する

説明

public MongoDB Mongo::selectDB ( string $name )

パラメータ
name

データベース名。

返り値

新しいデータベースオブジェクトを返します。

エラー / 例外

データベース名が不正な場合に InvalidArgumentException をスローします。

Mongo::__toString
(PECL mongo >=0.9.0)

Mongo::__toString — この接続の文字列表現

説明

public string Mongo::__toString ( void )
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この接続のホスト名とポートを返します。

目次
Mongo::close — データベースとの接続を閉じる
Mongo::connect — データベースサーバに接続する
Mongo::connectUtil — データベースサーバに接続する
Mongo::__construct — 新しいデータベース接続オブジェクトを作成する
Mongo::dropDB — データベースを削除する [非推奨]
Mongo::__get — データベースを取得する
Mongo::listDBs — すべてのデータベースの一覧を取得する
Mongo::selectCollection — データベースコレクションを取得する
Mongo::selectDB — データベースを取得する
Mongo::__toString — この接続の文字列表現

MongoDB クラス
導入
このクラスのインスタンスを使用してデータベースとのやりとりを行います。 データベースを取得するには、このようにします。
<?php

$m = new Mongo(); // 接続
$db = $m->selectDB("example");

?>
データベース名には、ASCII の範囲内でほとんどの文字を使うことができます。 しかし、" " や "." を使うことはできず、空文字列にすることもできません。 "system" という名前も予約済みで、使うことができません。

あまり一般的ではありませんが、 "null"、"[x,y]"、"3"、"\""、"/" などは正しい形式のデータベース名です。

コレクション名とは異なり、データベース名には "$" を含めてもかまいません。

クラス概要
MongoDB {
/* 定数 */
const int MongoDB::PROFILING_OFF = 0 ;
const int MongoDB::PROFILING_SLOW = 1 ;
const int MongoDB::PROFILING_ON = 2 ;
/* フィールド */
public integer $w = 1 ;
public integer $wtimeout = 10000 ;
/* メソッド */
public array authenticate ( string $username , string $password )
public array command ( array $data )
__construct ( Mongo $conn , string $name )
public MongoCollection createCollection ( string $name [, bool $capped = FALSE [, int $size = 0 [, int $max = 0 ]]] )
public array createDBRef ( string $collection , mixed $a )
public array drop ( void )
public array dropCollection ( mixed $coll )
public array execute ( mixed $code [, array $args = array() ] )
public bool forceError ( void )
public MongoCollection __get ( string $name )
public array getDBRef ( array $ref )
public MongoGridFS getGridFS ([ string $prefix = "fs" ] )
public int getProfilingLevel ( void )
public array lastError ( void )
public array listCollections ( void )
public array prevError ( void )
public array repair ([ bool $preserve_cloned_files = FALSE [, bool $backup_original_files = FALSE ]] )
public array resetError ( void )
public MongoCollection selectCollection ( string $name )
public int setProfilingLevel ( int $level )
public string __toString ( void )
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}

定義済み定数

MongoDB ログレベル
MongoDB::PROFILING_OFF 
0

プロファイリングをオフにします。
MongoDB::PROFILING_SLOW 
1

襲い接続 (>100 ms) に対するプロファイリングをオンにします。
MongoDB::PROFILING_ON 
2

すべての操作に対するプロファイリングをオンにします。

フィールド
w 
1

成功を返す前に変更をレプリケートするサーバの数。このクラスの派生クラスである MongoCollection に継承されます。 w の機能が使えるのは、バージョン 1.5.1 以降の MongoDB サーバと バージョン 1.0.8 以降のドライバを使っている場合のみです。

w は、"安全な" 操作をするときに常に用いられます (MongoCollection::insert() や MongoCollection::update()、 MongoCollection::remove()、 MongoCollection::save() そして MongoCollection::ensureIndex() はすべて、安全なオプションをサポートしています)。
デフォルト値 (1) の場合、安全な操作は、 データベースサーバでの操作が一度成功すれば結果を返します。 スレーブへのレプリケーションが完了する前にサーバが落ちてしまうと、 その操作が永遠に失われてしまう可能性があります。そこで w の値を 1 より大きく設定
し、 少なくとも一台のスレーブでの操作が完了してからでないと処理が成功したと見なさないようにするのです。

たとえば w を 2 にすると、メインのサーバ以外に ひとつのスレーブ上で操作が記録されない限り、ドライバは MongoCursorException をスローします。 w の数をマスタと全スレーブの総数に設定したくなるかもしれませんが、 もしそうすると、ひとつのスレーブがダ
ウンしただけで操作が失敗して例外が発生するようになります。 通常は、w=2 (マスタ、そしてスレーブ一台) としておくのがいちばん安全でしょう。

wtimeout 
10000

MongoDB::$w のレプリケーションが完了するまでに待つミリ秒数。 このクラスの派生クラスである MongoCollection に継承されます。 w の機能が使えるのは、バージョン 1.5.1 以降の MongoDB サーバと バージョン 1.0.8 以降のドライバを使っている場合のみで
す。

wtimeout を設定しなければ、w のサーバへのレプリケーションが完了するまでずっと待ち続けます。 ドライバのデフォルトは 10 秒ですが、この値を変更して挙動を変えることができます。

参考
MongoDB コアドキュメントの » データベース を参照ください。

MongoDB::authenticate
(PECL mongo >=1.0.1)

MongoDB::authenticate — このデータベースにログインする

説明

public array MongoDB::authenticate ( string $username , string $password )

このメソッドは、接続を認証済みの状態にします。 データベースサーバで認証を有効にしていると (デフォルトでは有効になっていません)、 ログインするまでは何もすることができません。

一般に認証は、このメソッドを使うよりも Mongo::__construct() に組み込むことを推奨します。 接続時に認証を済ませておけば、接続が中断されて再接続したときにも自動的に認証をやり直します。 このメソッドで後から認証した場合は、 接続が中断されて再接続したらまた
このメソッドをコールし直さなければなりません。

このメソッドは、次のコードを実行するのと同じ意味です。
<?php

$salted = "${username}:mongo:${password}";
$hash = md5($salted);

$nonce = $db->command(array("getnonce" => 1));

$saltedHash = md5($nonce["nonce"]."${username}${hash}");

$result = $db->command(array("authenticate" => 1, 
    "user" => $username,
    "nonce" => $nonce["nonce"],
    "key" => $saltedHash
));

?>

いったん認証を済ませた後、認証前の状態に戻すには データベースの "logout" コマンドを実行します。
<?php

http://dochub.mongodb.org/core/databases
http://dochub.mongodb.org/core/databases
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$db->command(array("logout" => 1));

?>

パラメータ
username

ユーザ名。
password

パスワード (プレーンテキスト)。

返り値

データベースからの応答を返します。ログインに成功すると、次のようになります。
<?php
array("ok" => 1);
?>
何かが失敗した場合は、次のようになります。
<?php
array("ok" => 0, "errmsg" => "auth fails");
?>
("auth fails" は別のメッセージかもしれません。 データベースのバージョンや問題の原因によって変わります)。

参考

MongoDB コアドキュメントの » authenticate を参照ください。

MongoDB::command
(PECL mongo >=0.9.2)

MongoDB::command — データベースコマンドを実行する

説明

public array MongoDB::command ( array $data )

CRUD 操作以外のほとんどすべての操作は、データベースコマンドで行います。 データベースのバージョンを知りたい? それ用のコマンドがあります。 集約が必要ですって? そのためのコマンドがあります。 ログを記録したい? もちろん可能です。

このメソッドは、次のような関数と同じ働きをします。
<?php

public function command($data) {
    return $this->selectCollection('$cmd')->findOne($data);
}

?>

パラメータ
data

送信したいクエリ。

返り値

データベースの応答を返します。

例

例1 MongoDB::command() による "distinct" の例

あるキーの、すべての異なる値を探します。
<?php

$people = $db->people;

$people->insert(array("name" => "Joe", "age" => 4));
$people->insert(array("name" => "Sally", "age" => 22));
$people->insert(array("name" => "Dave", "age" => 22));
$people->insert(array("name" => "Molly", "age" => 87));

$ages = $db->command(array("distinct" => "people", "key" => "age"));

foreach ($ages['values'] as $age) {
    echo "$age\n";
}

?>

http://dochub.mongodb.org/core/authenticate
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

4
22
87

例2 MongoDB::command() での MapReduce の例

"sale" イベント上のすべてのユーザと、各ユーザが何回販売したかを取得します。
<?php

// サンプルイベントドキュメント
$events->insert(array("user_id" => $id, 
    "type" => $type, 
    "time" => new MongoDate(), 
    "desc" => $description));

// map 関数と reduce 関数を作ります
$map = new MongoCode("function() { emit(this.user_id,1); }");
$reduce = new MongoCode("function(k, vals) { ".
    "var sum = 0;".
    "for (var i in vals) {".
        "sum += vals[i];". 
    "}".
    "return sum; }");

$sales = $db->command(array(
    "mapreduce" => "events", 
    "map" => $map,
    "reduce" => $reduce,
    "query" => array("type" => "sale")));

$users = $db->selectCollection($sales['result'])->find();

foreach ($users as $user) {
    echo "{$user['_id']} had {$user['value']} sale(s).\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

User 47cc67093475061e3d9536d2 had 3 sale(s).
User 49902cde5162504500b45c2c had 14 sale(s).
User 4af467e4fd543cce7b0ea8e2 had 1 sale(s).

注意: MongoCode の使用

この例で使っている MongoCode には、引数でスコープを渡すこともできます。しかし現時点では、 MongoDB は MapReduce におけるスコープの使用に対応していません。 クライアントサイドの変数を MapReduce 関数で使いたい場合は、 データベースコマンド
でオプションの scope フィールドを使って グローバルスコープに追加してください。詳細な情報は » MapReduce を参照ください。

MapReduce を使いたい人たちのために、Prajwal Tuladhar が Mongo PHP ユーザ用の API を作成しました。これは、生のコマンドよりもよいインターフェイスを提供します。 » Github からダウンロードしましょう。 使いかたは » blog の記事 を参照ください。

参考

MongoDB コアドキュメントの » database commands そして各コマンドのドキュメント » findAndModify、 » getLastError および » repair (他にもたくさんあります。これは単なる例です) を参照ください。

MongoDB::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::__construct — 新しいデータベースを作成する

説明

MongoDB::__construct ( Mongo $conn , string $name )

このメソッドは、直接コールすることを想定したものではありません。 MongoDB のインスタンスを作成するための方法としておすすめするのは Mongo::__get() あるいは Mongo::selectDB() です。

上の説明を読んだうえで、それでも直接コールするつもりなら、このようにします。
<?php

$m = new Mongo();
$db = new MongoDB($m, 'mydbname');

?>

でも、こっちのほうがずっとよいでしょう。
<?php

$m = new Mongo();
$db = $m->mydbname;

// あるいは、名前の中に変わった文字が含まれているのならこちら

http://dochub.mongodb.org/core/mapreduce
http://technosophos.com/content/os-x-installing-mongodb-and-php-mongo-driver
http://prajwal-tuladhar.net.np/2009/11/15/496/mapreduce-api-for-mongodb/
http://prajwal-tuladhar.net.np/2009/11/15/496/mapreduce-api-for-mongodb/
http://dochub.mongodb.org/core/commands
http://dochub.mongodb.org/core/findandmodify
http://dochub.mongodb.org/core/getlasterror
http://dochub.mongodb.org/core/repair
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$db = $m->selectDB('my,db:name');

?>

パラメータ

Mongo conn

データベース接続。
name

データベース名。

返り値

データベースを返します。

エラー / 例外

データベース名が無効な場合にデフォルトの例外をスローします。

MongoDB::createCollection
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::createCollection — コレクションを作成する

説明

public MongoCollection MongoDB::createCollection ( string $name [, bool $capped = FALSE [, int $size = 0 [, int $max = 0 ]]] )

このメソッドを使って、固定サイズのコレクションや 特別なオプションを要するその他のコレクションを作成します。 これは、次の操作と同じ意味です。
<?php

$collection = $db->command(array("create" => $name, "size" => $size, "capped" => $capped, "max" => $max));

?>
データベースコマンドについての詳細な情報は MongoDB::command() を参照ください。

パラメータ
name

コレクションの名前。
capped

コレクションが固定サイズかどうか。
size

コレクションが固定サイズの場合にそのバイト数を指定します。
max

コレクションが固定サイズの場合に、コレクション内に格納できる要素の最大数。

返り値

新しいコレクションをあらわすコレクションオブジェクトを返します。

例

例1 MongoDB::createCollection() での固定サイズコレクションの例

固定サイズのコレクションは特別な形式のコレクションで、 固定長あるいは決まった数の要素を持ちます。 コレクションがいっぱいになると、 新しい要素が追加されたときにいちばん古いものから削除されていきます。 固定サイズのコレクションは、ログ記録などのアプリ
ケーションで有用です。 ログ用の領域をいちど確保しておけば、それが大きくなりすぎることを気にせずにすみます。

この例は、最大で 10 のドキュメントを保持する小さなログコレクションを作ります。
<?php

$log = $db->createCollection("logger", true, 10*1024, 10); 

for ($i = 0; $i < 100; $i++) {
    $log->insert(array("level" => WARN, "msg" => "sample log message #$i", "ts" => new MongoDate()));
}

$msgs = $log->find();
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foreach ($msgs as $msg) {
    echo $msg['msg']."\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

sample log message #90
sample log message #91
sample log message #92
sample log message #93
sample log message #94
sample log message #95
sample log message #96
sample log message #97
sample log message #98
sample log message #99

MongoDB::createDBRef
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::createDBRef — データベース参照を作成する

説明

public array MongoDB::createDBRef ( string $collection , mixed $a )

このメソッドは、データベース参照を作るための柔軟なインターフェイスです (MongoDBRef を参照ください)。

パラメータ
collection

データベース参照が指すコレクション。
a

参照を作成するオブジェクトあるいは _id。オブジェクトあるいは連想配列を渡した場合は、 _id フィールドを使って参照を作成します。

返り値

データベース参照配列を返します。

例

例1 MongoDB::createDBRef() の例

この例は、ドキュメントからデータベース参照配列を作成する方法を示します。
<?php

$articles = $db->articles;

$article = array(
 'title' => 'Test article',
 'description' => 'Test article description'
);

$articles->insert($article);
$ref = $db->createDBRef('articles', $article);

print_r($article);
print_r($ref);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
     Array
     (
         [title] => Test article
         [description] => Test article description
         [_id] => MongoId Object
             (
             )

     )
     Array
     (
         [$ref] => articles
         [$id] => MongoId Object
             (
             )

     )
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これで、別のドキュメントに $ref を格納して、それを後から MongoDB::getDBRef() や MongoCollection::getDBRef() で取得できるようになりました。

例2 MongoDB::createDBRef() の例

この例は、id からデータベース参照配列を作成する方法を示します。
<?php

$id = new MongoId('47cc67093475061e3d9536d2');
$ref = $db->createDBRef('articles', $id);
?>

MongoDB::drop
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::drop — このデータベースを削除する

説明

public array MongoDB::drop ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

データベースの応答を返します。

例

例1 MongoDB::drop() の例

この例は、mongo データベースを削除する方法とその応答を示します。
<?php

$db = $mongo->foo;
$response = $db->drop();
print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [dropped] => foo.$cmd
    [ok] => 1
)

MongoDB::dropCollection
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::dropCollection — コレクションを削除する [非推奨]

説明

public array MongoDB::dropCollection ( mixed $coll )
警告

非推奨
かわりに MongoCollection::drop() を使ってください。

この関数は、バージョン 1.0.7 以前ではメモリリークが発生します!

パラメータ
coll

削除したい MongoCollection あるいはコレクション名。
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返り値

データベースの応答を返します。

MongoDB::execute
(PECL mongo >=0.9.3)

MongoDB::execute — JavaScript コードをデータベースサーバ上で実行する

説明

public array MongoDB::execute ( mixed $code [, array $args = array() ] )

Mongo データベースサーバは JavaScript エンジンを持っています。 このメソッドを使うと、任意の JavaScript をデータベース上で実行することができます。 大量のコレクションの操作を軽量に行ったり、 結果に対する何らかの処理をデータベース側で行うことでクライアン
ト側への送信量を減らしたり といった際に有用です。

パラメータ
code

実行したい MongoCode あるいは文字列。
args

code に渡す引数。

返り値

評価した結果を返します。

例

例1 単純な MongoDB::execute() の例
<?php

$response = $db->execute("function() { return 'Hello, world!'; }");
echo $response['retval'];

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

Hello, world!

例2 パラメータつきの MongoDB::execute() の例

オプションのパラメータ配列を JavaScript の関数に渡します。
<?php

$response = $db->execute("function(greeting, name) { return greeting+', '+name+'!'; }", array("Good bye", "Joe"));
echo $response['retval'];

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

Good bye, Joe!

例3 スコープの例

文字列のかわりに MongoCode オブジェクトを最初のパラメータに使うと、 JavaScript を実行するスコープを渡すことができます。
<?php

$func = 
    "function(greeting, name) { ".
        "return greeting+', '+name+', says '+greeter;".
    "}";
$scope = array("greeter" => "Fred");

$code = new MongoCode($func, $scope);

$response = $db->execute($code, array("Goodbye", "Joe"));
echo $response['retval'];

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Goodbye, Joe, says Fred 

MongoDB::forceError()
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

— データベースのエラーを作成する

説明

public bool MongoDB::forceError ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

データベースからの応答を返します。

MongoDB::__get
(PECL mongo >=1.0.2)

MongoDB::__get — コレクションを取得する

説明

public MongoCollection MongoDB::__get ( string $name )

データベースオブジェクトからコレクションを取得するための最も簡単な方法です。 コレクション名に特殊な文字が含まれている場合は、かわりに MongoDB::selectCollection() を使います。
<?php

$mongo = new Mongo();

// 次の 2 行はどちらも同じ意味です。
$collection = $mongo->selectDB("foo")->selectCollection("bar");
$collection = $mongo->foo->bar;

?>

パラメータ
name

コレクションの名前。

返り値

コレクションを返します。

MongoDB::getDBRef
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::getDBRef — データベース参照が指すドキュメントを取得する

説明

public array MongoDB::getDBRef ( array $ref )

パラメータ
ref

データベース参照。

返り値
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参照が指すドキュメントを返します。

例

例1 MongoDB::getDBRef() の例

この例は、データベース参照を取得してその入力が何であるかを知る方法を示します。
<?php

 $ref = array(
   '$ref' => 'profiles',
   '$id' => '47cc67093475061e3d9536d2'
 );
 
 $profile = $db->getDBRef($ref);
 ?>

データベース参照を作る方法についての詳細な情報は MongoDB::createDBRef() を参照ください。

MongoDB::getGridFS
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::getGridFS — このデータベースに格納されているファイルを扱うためのツールキットを取得する

説明

public MongoGridFS MongoDB::getGridFS ([ string $prefix = "fs" ] )

パラメータ

prefix arg1

ファイルやチャンクのコレクションのプレフィックス。

返り値

このデータベースの新しい gridfs オブジェクトを返します。

例

例1 MongoDB::getGridFS() の例

この例は、MongoGridFS のインスタンスを取得する方法を示します。
<?php

$db = $mongo->my_db;

$prefix = 'files';
$collection = $db->getGridFS($prefix);

?>

MongoDB にファイルを格納する方法についての詳細は MongoGridFS を参照ください。

MongoDB::getProfilingLevel
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::getProfilingLevel — このデータベースのプロファイリングレベルを取得する

説明

public int MongoDB::getProfilingLevel ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

プロファイリングレベルを返します。
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参考

MongoDB コアドキュメントの » profiling および MongoDB::setProfilingLevel() - このデータベースのプロファイリングレベルを設定する を参照ください。

MongoDB::lastError
(PECL mongo >=0.9.5)

MongoDB::lastError — 直近のデータベース操作でエラーが発生したかどうかを調べる

説明

public array MongoDB::lastError ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エラーがあった場合はそれを返します。

例

例1 MongoDB::lastError() の NULL の例
<?php
$db->resetError();
var_dump($db->lastError());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["err"]=>
  NULL
  ["n"]=>
  int(0)
  ["ok"]=>
  float(1)
}

例2 MongoDB::lastError() のキー重複の例
<?php
$c = $db->selectCollection("foo");

// 同じ _id のふたつのドキュメントを追加します
$c->insert(array("_id" => 1));
$c->insert(array("_id" => 1));

var_dump($db->lastError());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["err"]=>
  string(64) "E11000 duplicate key errorindex: foo.foo.$_id_  dup key: { : 1 }"
  ["n"]=>
  int(0)
  ["ok"]=>
  float(1)
}

MongoDB::listCollections
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::listCollections — このデータベース内のコレクション一覧を取得する

説明

public array MongoDB::listCollections ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

http://dochub.mongodb.org/core/profiling
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MongoCollection の一覧を返します。

例

例1 MongoDB::listCollections() の例

次の例は、データベース内の各コレクションを削除します。
<?php

$m = new Mongo();
$db = $m->selectDB("sample");

$list = $db->listCollections();
foreach ($list as $collection) {
    echo "removing $collection... ";
    $collection->drop();
    echo "gone\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
removing sample.blog.posts... gone
removing sample.critical.docs... gone
removing sample.taxes... gone
...

MongoDB::prevError
(PECL mongo >=0.9.5)

MongoDB::prevError — データベース操作中の直近に発生したエラーを調べる

説明

public array MongoDB::prevError ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エラーと、それが何回前の操作で発生したかを返します。

MongoDB::repair
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::repair — このデータベースを修復・圧縮する

説明

public array MongoDB::repair ([ bool $preserve_cloned_files = FALSE [, bool $backup_original_files = FALSE ]] )

パラメータ
preserve_cloned_files

修復に失敗した場合に、コピーしたファイルを保持します。
backup_original_files

元ファイルをバックアップするかどうか。

返り値

データベースの応答を返します。

参考

MongoDB コアドキュメントの » repair を参照ください。

例

http://dochub.mongodb.org/core/repair
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例1 MongoDB::repair() の例

この例は、データベースを修復・圧縮する方法を示します。
<?php

$db = $mongo->foo;

$response = $db->repair();
print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [ok] => 1
)

MongoDB::resetError
(PECL mongo >=0.9.5)

MongoDB::resetError — データベースで発生したすべてのエラーをクリアする

説明

public array MongoDB::resetError ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

データベースからの応答を返します。

MongoDB::selectCollection
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::selectCollection — コレクションを取得する

説明

public MongoCollection MongoDB::selectCollection ( string $name )

パラメータ
name

コレクションの名前。

返り値

コレクションを返します。

MongoDB::setProfilingLevel
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::setProfilingLevel — このデータベースのプロファイリングレベルを設定する

説明

public int MongoDB::setProfilingLevel ( int $level )

パラメータ
level
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プロファイリングレベル。

返り値

前に設定されていたプロファイリングレベルを返します。

MongoDB::__toString
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoDB::__toString — このデータベースの名前

説明

public string MongoDB::__toString ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このデータベースの名前を返します。

目次
MongoDB::authenticate — このデータベースにログインする
MongoDB::command — データベースコマンドを実行する
MongoDB::__construct — 新しいデータベースを作成する
MongoDB::createCollection — コレクションを作成する
MongoDB::createDBRef — データベース参照を作成する
MongoDB::drop — このデータベースを削除する
MongoDB::dropCollection — コレクションを削除する [非推奨]
MongoDB::execute — JavaScript コードをデータベースサーバ上で実行する
MongoDB::forceError — データベースのエラーを作成する
MongoDB::__get — コレクションを取得する
MongoDB::getDBRef — データベース参照が指すドキュメントを取得する
MongoDB::getGridFS — このデータベースに格納されているファイルを扱うためのツールキットを取得する
MongoDB::getProfilingLevel — このデータベースのプロファイリングレベルを取得する
MongoDB::lastError — 直近のデータベース操作でエラーが発生したかどうかを調べる
MongoDB::listCollections — このデータベース内のコレクション一覧を取得する
MongoDB::prevError — データベース操作中の直近に発生したエラーを調べる
MongoDB::repair — このデータベースを修復・圧縮する
MongoDB::resetError — データベースで発生したすべてのエラーをクリアする
MongoDB::selectCollection — コレクションを取得する
MongoDB::setProfilingLevel — このデータベースのプロファイリングレベルを設定する
MongoDB::__toString — このデータベースの名前

MongoCollection クラス
導入
データベース接続を表します。

コレクション名は ASCII セット内の任意の文字を使用できます。たとえば ""、"..."、"my collection" そして "*&#@" といった名前をつけることができます。

ユーザ定義のコレクション名には $ 記号を含めることができません。システムコレクションの中には $ を名前に使うものがあります (local.oplog.$main など) が、 これは予約文字です。名前に $ を含むコレクションを作ったり使ったりしようとすると、 MongoDB が assert
を出します。

クラス概要
MongoCollection {
/* 定数 */
const int MongoCollection::ASCENDING = 1 ;
const int MongoCollection::DESCENDING = -1 ;
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/* フィールド */
public MongoDB $db = NULL ;
public integer $w ;
public integer $wtimeout ;
/* メソッド */
public mixed batchInsert ( array $a [, array $options = array() ] )
public __construct ( MongoDB $db , string $name )
public int count ([ array $query = array() [, int $limit = 0 [, int $skip = 0 ]]] )
public array createDBRef ( array $a )
public array deleteIndex ( string|array $keys )
public array deleteIndexes ( void )
public array drop ( void )
public boolean ensureIndex ( array $keys , array $options )
public MongoCursor find ([ array $query = array() [, array $fields = array() ]] )
public array findOne ([ array $query = array() [, array $fields = array() ]] )
public MongoCollection __get ( string $name )
public array getDBRef ( array $ref )
public array getIndexInfo ( void )
public string getName ( void )
public array group ( mixed $keys , array $initial , MongoCode $reduce [, array $options = array() ] )
public mixed insert ( array $a [, array $options = array() ] )
public mixed remove ( array $criteria [, array $options = array() ] )
public mixed save ( array $a [, array $options = array() ] )
public string __toString ( void )
public boolean update ( array $criteria , array $newobj [, array $options = array() ] )
public array validate ([ bool $scan_data = FALSE ] )
}

定義済み定数
MongoCollection::ASCENDING 
1

ソートやインデックス作成時に使用する「昇順」。
MongoCollection::DESCENDING 
-1

ソートやインデックス作成時に使用する「降順」。

フィールド
db

このコレクションの "親" データベース。

w

成功を返す前に変更をレプリケートするサーバの数。 この値は親データベースから引き継ぎます。 MongoDB クラスのマニュアルに、 w の挙動についてのより詳細な説明があります。

wtimeout

$this->w のレプリケーションが完了するまでに待つミリ秒数。 この値は親データベースから引き継ぎます。 MongoDB クラスのマニュアルに、 wtimeout の挙動についてのより詳細な説明があります。

参考
MongoDB コアドキュメントの » コレクション を参照ください。

MongoCollection::batchInsert
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::batchInsert — 複数のドキュメントをコレクションに追加する

説明

public mixed MongoCollection::batchInsert ( array $a [, array $options = array() ] )

パラメータ
a

配列の配列。
options

http://dochub.mongodb.org/core/collections
http://dochub.mongodb.org/core/collections
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追加時のオプション。

"safe"

boolean あるいは整数値で、デフォルトは FALSE です。FALSE の場合、データベースからの応答を待たずにプログラムを続行します。 TRUE の場合、プログラムはデータベースからの応答を待ち、 追加に失敗したときには MongoCursorException をスローします。

safe が整数値の場合は、 指定した数のマシンで追加が成功するまでは成功したと見なしません (処理がタイムアウトした場合は例外をスローします。wtimeout を参照ください)。 これは、コレクションに設定された w 変数をオーバーライドします。

"fsync"

boolean で、デフォルトは FALSE です。 追加操作がディスク上に同期されるまで成功とは見なさないようにさせます。 TRUE の場合は "安全な" 追加操作が前提となり、 safe の設定を FALSE にオーバーライドします。

返り値

"safe" が設定されているときは、追加の状況 ("ok") と発生したエラー ("err") を連想配列で返します。設定されていないときは、一括追加の送信に成功すれば TRUE、失敗すれば FALSE を返します。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されていて追加に失敗した場合に MongoCursorException をスローします。

"safe" オプションが 1 より大きい整数値に設定されているとき、 MongoCollection::$wtimeout ミリ秒以内に処理が終わらなかった場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.5 "options" パラメータが追加されました。
1.0.9 "safe" オプションに整数値がわたせるようになり (以前は booleans のみでした)、さらに "fsync" オプションが追加されました。

例

例1 MongoCollection::batchInsert() の例

バッチ挿入を使用すると、多くの要素を一度にデータベースに追加できます。
<?php

$users = array();
for ($i = 0; $i<100; $i++) {
  $users[] = array('username' => 'user'.$i, 'i' => $i);
}

$mongo = new Mongo();
$collection = $mongo->my_db->users;
$collection->drop();

$collection->batchInsert($users);

foreach ($users as $user) {
  echo $user['_id']."\n"; // MongoId のインスタンスが格納されています
}

$users = $collection->find()->sort(array('i' => 1));
foreach ($users as $user) {
    var_dump($user['username']);
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
4bf43ac68ead0e1971000000
4bf43ac68ead0e1971010000
4bf43ac68ead0e1971020000
...
string(5) "user1"
string(5) "user2"
string(5) "user3"
...

MongoCollection::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::__construct — 新しいコレクションを作成する

説明

public MongoCollection::__construct ( MongoDB $db , string $name )

パラメータ

MongoDB db

親データベース。
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name

コレクション名。

返り値

新しいコレクションオブジェクトを返します。

エラー / 例外

コレクション名が不正な場合に、デフォルトの例外をスローします。

MongoCollection::count
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::count — コレクション内のドキュメント数を数える

説明

public int MongoCollection::count ([ array $query = array() [, int $limit = 0 [, int $skip = 0 ]]] )

パラメータ
query

マッチさせるフィールドを持つ連想配列あるいはオブジェクト。
limit

返す件数の上限を指定します。
skip

数え始めるまでに読み飛ばす結果の数を指定します。

返り値

query にマッチするドキュメントの数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.7 パラメータ limit および skip が追加されました。

例

例1 MongoCollection::count() の例
<?php

$collection->insert(array('x'=>1));
$collection->insert(array('x'=>2));
$collection->insert(array('x'=>3));

var_dump($collection->count());
var_dump($collection->count(array('x'=>1)));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(3)
int(1)

MongoCollection::createDBRef
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::createDBRef — データベースへの参照を作成する

説明

public array MongoCollection::createDBRef ( array $a )
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パラメータ
a

参照を作成したいオブジェクト。

返り値

データベース参照配列を返します。

例

例1 MongoCollection::createDBRef() の例
<?php

$songs = $db->songs;
$playlists = $db->playlists;

// 曲への参照を作成します
$manamana = $songs->findOne(array('title' => 'Ma na ma na'));
$refToSong = $songs->createDBRef($manamana);

// プレイリストへの参照を追加します
$playlists->update(array('username' => 'me'), array('$push' => array('songlist' => $refToSong)));

?>

参考

MongoCollection::getDBRef() - データベース参照が指すドキュメントを取得する

MongoCollection::deleteIndex
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::deleteIndex — コレクションからインデックスを削除する

説明

public array MongoCollection::deleteIndex ( string|array $keys )

このメソッドは、以下と同等です。
<?php

public function deleteIndexes($keys) {
  // toIndexString は protected メソッドで、文字列や配列そしてオブジェクトを
  // インデックス名に変換します
  $index = $this->toIndexString($keys);

  return $this->db->command(array("deleteIndexes" => $this->getName(), 
    "index" => $index);
}

?>

インデックスの作成時に、一意な名前が与えられます。この名前は、ユーザが設定する (MongoCollection::ensureIndex() の "name" オプション) こともあれば、キーの名前や方向の組み合わせからドライバが自動生成することもあります。 この名前を使っ
て、MongoCollection::deleteIndex() による削除を行います。

残念ながら、MongoCollection::ensureIndex() が生成する名前はシェルで作るものとは微妙に異なります。 そして過去との互換性の問題のため、MongoCollection::deleteIndex() では自分で設定した名前のインデックスを削除できません。 シェルで作ったり自分で名前を設
定したりしたインデックスを削除するいちばんの方法は、 データベースコマンド deleteIndexes を使うことになります。

"superfast query" という名前のインデックスを作った場合、それを削除するには次のようにします。
<?php

$db->command(array("deleteIndexes" => $collection->getName(), "index" => "superfast query");

?>

インデックスの名前を調べるには、データベースの system.indexes コレクションを検索して name フィールドを調べます。

パラメータ
keys

インデックスを削除したいフィールド。

返り値

データベースの応答を返します。

例
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例1 MongoCollection::deleteIndex() の例

この例は、文字列パラメータおよび配列パラメータを関数に渡します。
<?php
$m = new Mongo();
$c = $m->example->indices;

// インデックスを作成します
$c->ensureIndex(array("i"=>1));

// シンプルなインデックスを削除します
$c->deleteIndex("i");

// 複数キーのインデックスを作成します
$c->ensureIndex(array("j" => 1, "k" => 1));

// 複数キーのインデックスを削除します
$c->deleteIndex(array("j" => 1, "k" => 1));
?>

MongoCollection::deleteIndexes
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::deleteIndexes — コレクションのすべてのインデックスを削除する

説明

public array MongoCollection::deleteIndexes ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

データベースの応答を返します。

例

例1 MongoCollection::deleteIndexes() の例

この例は、コレクションからすべてのインデックスを削除する方法とその応答を示します。
<?php

$collection = $mongo->my_db->articles;
$response = $collection->deleteIndexes();
print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [nIndexesWas] => 1
    [msg] => all indexes deleted for collection
    [ok] => 1
)

MongoCollection::drop
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::drop — コレクションを削除する

説明

public array MongoCollection::drop ( void )

コレクションと、そのインデックスを削除します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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データベースの応答を返します。

例

例1 MongoCollection::drop() の例

この例は、コレクションを削除する方法とその応答を示します。
<?php

$collection = $mongo->my_db->articles;
$response = $collection->drop();
print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [nIndexesWas] => 1
    [msg] => all indexes deleted for collection
    [ns] => my_db.articles
    [ok] => 1
)

MongoCollection::ensureIndex
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::ensureIndex — 指定したフィールドにインデックスを作成する (すでに存在する場合は何もしない)

説明

public boolean MongoCollection::ensureIndex ( array $keys , array $options )

そのフィールドを持たないドキュメントが複数ある場合は、 そこに一意なインデックスを作成することはできません。 フィールドが存在しないときは事実上そのフィールドは NULL ということになり、それが複数存在すると既に一意ではなくなっているからです。

パラメータ
keys

インデックスとして使用するフィールド。
options

このパラメータは array("optionname" => <boolean>, ...) 形式の連想配列で、現在サポートしているオプションは次の通りです。

"unique"

一意なインデックスを作ります。

"dropDups"

一意なインデックスを作ったときに重複する値が存在すれば、 ひとつを除いてその他すべてを削除します。

"background"

MongoDB バージョン 1.3.2 以降を使っている場合は、 他の操作をしながらバックグラウンドでインデックスを作ることができます。 デフォルトでは、インデックスの作成を同期処理で行います。 このオプションを TRUE にすると、インデックスの作成が非同期で行
われます。

"safe"

ドライバのバージョン 1.0.4 以降では、 インデックスの作成に成功したかどうかを確認できるようになりました。 このオプションを指定すると、インデックスの作成に失敗したときに MongoCursorException をスローします。

"name"

ドライバの 1.0.4 より後のバージョン (1.0.4 は含みません) では、インデックスの名前を指定できます。 これは、多くのキーを作ろうとして Mongo にインデックス名が長くなりすぎると言われた場合などに有用です。

返り値

TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.2 "options" パラメータが boolean から配列に変わりました。 1.0.2 より前のバージョンでは二番目のパラメータはオプションの boolean 値で、一意なインデックスを指定するものでした。

例
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例1 MongoCollection::ensureIndex() の例
<?php

$c = new MongoCollection($db, 'foo');

// 'x' の昇順にインデックスを作成します
$c->ensureIndex(array('x' => 1));

// 'z' の昇順、'zz' の降順にインデックスを作成します
$c->ensureIndex(array('z' => 1, 'zz' => -1));

// 'x' に一意なインデックスを作成します
$c->ensureIndex(array('x' => 1), array("unique" => true));

?>

例2 重複を削除する例
<?php

$collection->insert(array("username" => "joeschmoe"));
$collection->insert(array("username" => "joeschmoe"));

/*
 * インデックスの作成に失敗します。重複する値があるキーに
 * 一意なインデックスを作ることはできません。
 */
$collection->ensureIndex(array("username" => 1), array("unique" => 1));

/*
 * インデックスの作成に成功します。ドキュメントのひとつがコレクションから削除されます。
 */
$collection->ensureIndex(array("username" => 1), array("unique" => 1, "dropDups" => 1));

/* 
 * 一意なインデックスができたあとは、同じユーザ名を
 * このように追加しようとしても失敗します。
 */
$collection->insert(array("username" => "joeschmoe"));

?>

例3 地理空間のインデックス

Mongo は地理空間のインデックスをサポートしています。 これを使うと、指定した場所のそば、あるいは図形の範囲内にあるドキュメントを探すことができます。 たとえば、"loc" フィールドに地理空間のインデックスを作るには次のようにします。
<?php

$collection->ensureIndex(array("loc" => "2d"));

?>

参考

MongoDB コアドキュメントの » vanilla indexes および » geospatial indexes を参照ください。

MongoCollection::find
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::find — コレクションに問い合わせる

説明

public MongoCursor MongoCollection::find ([ array $query = array() [, array $fields = array() ]] )

パラメータ
query

検索したいフィールド。
fields

返される結果のフィールド。

返り値

検索結果のカーソルを返します。

例

例1 MongoCollection::find() の例

この例は、範囲指定検索の方法を示します。
<?php

// 5 < x < 20 であるドキュメントを検索します

http://dochub.mongodb.org/core/indexes
http://dochub.mongodb.org/core/geo
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$rangeQuery = array('x' => array( '$gt' => 5, '$lt' => 20 ));

$cursor = $collection->find($rangeQuery);

?>

カーソルの挙動についての詳細な情報は MongoCursor を参照ください。

例2 MongoCollection::find() での $where の使用例

この例は、コレクションの検索に javascript コードを使って結果セットを小さくする方法を示します。
<?php

$collection = $db->my_db->articles;

$js = "function() {
  return this.type == 'homepage' || this.featured == true;
}";
$articles = $collection->find(array('$where' => $js));

?>

例3 MongoCollection::find() での $in の使用例

この例は、コレクションの検索に $in 演算子を使う方法を示します。
<?php

$collection = $db->my_db->articles;
$articles = $collection->find(array(
  'type' => array('$in' => array('homepage', 'editorial'))
));

?>

例4 配列形式での結果の取得

このメソッドは MongoCursor を返します。 しかし、配列形式のほうが使いやすいという人もいるでしょう。 カーソルを配列に変換するには iterator_to_array() 関数を使います。
<?php

$cursor = $collection->find();
$array = iterator_to_array($cursor);

?>

iterator_to_array() を使うと、結果全体をメモリに展開することになります。 メモリサイズを超える結果セットではこれを使わないでください!

参考

MongoDB コアドキュメントの » find を参照ください。

MongoCollection::findOne
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::findOne — コレクションに問い合わせ、単一の要素を返す

説明

public array MongoCollection::findOne ([ array $query = array() [, array $fields = array() ]] )

パラメータ
query

検索したいフィールド。
fields

結果を返したいフィールド。

返り値

検索にマッチしたレコード、あるいは NULL を返します。

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException をスローします。

例

例1 MongoCollection::findOne() での id による検索

http://dochub.mongodb.org/core/find
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この例は、コレクション内のドキュメントを id から検索する方法を示します。
<?php

$articles = $mongo->my_db->articles;

$article = $articles->findOne(array('_id' => new MongoId('47cc67093475061e3d9536d2')));

?>

例2 MongoCollection::findOne() での複数条件の使用

この例は、コレクション内のドキュメントを複数の条件で検索し、返されるフィールドを絞り込む方法を示します。
<?php

$users = $mongo->my_db->users;
$user = $users->findOne(array('username' => 'jwage'), array('password'));
print_r($user);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [_id] => MongoId Object
        (
        )

    [password] => test
)

たとえドキュメントに username フィールドがあっても、 返される結果には password フィールドしか含まれないことに注目しましょう。

MongoCollection::__get
(PECL mongo >=1.0.2)

MongoCollection::__get — コレクションを取得する

説明

public MongoCollection MongoCollection::__get ( string $name )

ドット区切りの名前でコレクションを取得する簡潔な構文です。 コレクション名に特殊な文字が含まれている場合は MongoDB::selectCollection() を使います。
<?php

$mongo = new Mongo();

// 次の 2 行はどちらも同じ意味です。
$collection = $mongo->selectDB("foo")->selectCollection("bar.baz");
$collection = $mongo->foo->bar->baz;

?>

パラメータ
name

コレクション名の中の次の文字列。

返り値

コレクションを返します。

MongoCollection::getDBRef
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::getDBRef — データベース参照が指すドキュメントを取得する

説明

public array MongoCollection::getDBRef ( array $ref )

パラメータ
ref

データベース参照。
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返り値

参照が指し示すデータベースドキュメントを返します。

例

例1 MongoCollection::getDBRef() の例
<?php

$playlists = $db->playlists;

$myList = $playlists->findOne(array('username' => 'me'));

// プレイリストの各曲を取得します
foreach ($myList['songlist'] as $songRef) {
    $song = $playlists->getDBRef($songRef);
    echo $song['title'] . "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Dazed and Confused
Ma na ma na
Bohemian Rhapsody

上の例で、それぞれの $songRef の中身は次のような形式になります。
    Array
    (
        [$ref] => songs
        [$id] => 49902cde5162504500b45c2c
    )
    

参考

MongoCollection::createDBRef() - データベースへの参照を作成する

MongoCollection::getIndexInfo
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::getIndexInfo — コレクションのインデックス名の配列を返す

説明

public array MongoCollection::getIndexInfo ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

インデックス名の一覧を返します。

MongoCollection::getName
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::getName — コレクションの名前を返す

説明

public string MongoCollection::getName ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

コレクションの名前を返します。
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例

例1 MongoCollection::getName() の例
<?php

$m = new Mongo();
$c = $m->foo->bar->baz;

echo "Working with collection " . $c->getName() . ".\n";

// 完全な名前空間は MongoCollection::__toString() メソッドで取得します
echo "Working in namespace $c.\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Working with collection bar.baz.
Working in namespace foo.bar.baz.

MongoCollection::group
(PECL mongo >=0.9.2)

MongoCollection::group — SQL の GROUP BY コマンドと似た処理を行う

説明

public array MongoCollection::group ( mixed $keys , array $initial , MongoCode $reduce [, array $options = array() ] )

パラメータ
keys

group by したいフィールド。 配列あるいは非コードオブジェクトが渡された場合は、 結果をグループ化するキーとして扱います。

1.0.4+: keys が MongoCode のインスタンスである場合は、 keys はグループ化のキーを返す関数であると見なします (下の例 "keys へ関数を渡す" を参照ください)。
initial

集約カウンタオブジェクトの初期値。
reduce

ふたつの引数 (現在のドキュメント、 そして集約する点) を受け取って集約をする関数。
options

group コマンドへのオプションのパラメータ。次のオプションが使えます。

"condition"

集約処理に含めるドキュメントの条件。

"finalize"

一意なキーごとに一度だけコールされる関数。 reduce 関数の最後の出力を受け取ります。

返り値

結果を含む配列を返します。

例

例1 MongoCollection::group() の例

これは、ドキュメントをカテゴリー別にまとめて カテゴリーごとの名前の一覧を作ります。
<?php

$collection->insert(array("category" => "fruit", "name" => "apple"));
$collection->insert(array("category" => "fruit", "name" => "peach"));
$collection->insert(array("category" => "fruit", "name" => "banana"));
$collection->insert(array("category" => "veggie", "name" => "corn"));
$collection->insert(array("category" => "veggie", "name" => "broccoli"));

$keys = array("category" => 1);

$initial = array("items" => array());

$reduce = "function (obj, prev) { prev.items.push(obj.name); }";

$g = $collection->group($keys, $initial, $reduce);

echo json_encode($g['retval']);
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?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
[{"category":"fruit","items":["apple","peach","banana"]},{"category":"veggie","items":["corn","broccoli"]}]

例2 MongoCollection::group() の例

この例ではキーを使わないので、すべてのドキュメントがそれ自身のグループに属します。 また、この例では条件を使います。 この条件にマッチするドキュメントのみがグループ関数による処理の対象となります。
<?php

$collection->save(array("a" => 2));
$collection->save(array("b" => 5));
$collection->save(array("a" => 1));

// すべてのフィールドを使用します
$keys = array();

// 初期値を設定します
$initial = array("count" => 0);

// 実行する JavaScript 関数
$reduce = "function (obj, prev) { prev.count++; }";

// "a" フィールドが 1 より大きいドキュメントのみを使用します
$condition = array("a" => array( '$gt' => 1));

$g = $collection->group($keys, $initial, $reduce, $condition);

var_dump($g);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  ["retval"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    array(1) {
      ["count"]=>
      float(1)
    }
  }
  ["count"]=>
  float(1)
  ["keys"]=>
  int(1)
  ["ok"]=>
  float(1)
}

例3 keys へ関数を渡す

フィールド名以外の何かでグループ化したい場合は、 MongoCollection::group() の最初のパラメータに関数を渡すと 各ドキュメントに対してそれを実行します。 関数の返り値を使ってグループ化することができます。

この例は、num フィールドを 4 で割ったあまりでグループ化する方法を示すものです。
<?php

$c->group(new MongoCode('function(doc) { return {mod : doc.num % 4}; }'),
     array("count" => 0),
     new MongoCode('function(current, total) { total.count++; }'));

?>

MongoCollection::insert
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::insert — 配列をコレクションに追加する

説明

public mixed MongoCollection::insert ( array $a [, array $options = array() ] )

データベースに送信する文字列は UTF-8 でなければなりません。 UTF-8 以外の文字列を送信した場合は MongoException がスローされます。非 UTF-8 文字列を追加 (あるいは問い合わせ) するには MongoBinData を使います。

パラメータ
a

配列。
options

追加時のオプション。

"safe"

boolean あるいは整数値で、デフォルトは FALSE です。FALSE の場合、データベースからの応答を待たずにプログラムを続行します。 TRUE の場合、プログラムはデータベースからの応答を待ち、 追加に失敗したときには MongoCursorException をスローします。
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safe が整数値の場合は、 指定した数のマシンで追加が成功するまでは成功したと見なしません (処理がタイムアウトした場合は例外をスローします。wtimeout を参照ください)。 これは、コレクションに設定された w 変数をオーバーライドします。

"fsync"

boolean で、デフォルトは FALSE です。 追加操作がディスク上に同期されるまで成功とは見なさないようにさせます。 TRUE の場合は "安全な" 追加操作が前提となり、 safe の設定を FALSE にオーバーライドします。

返り値

safe が設定されている場合は、 追加結果を含む配列を返します。設定されていない場合は、 配列が空でなかったかどうかをあらわす boolean 値を返します (空の配列は追加されません)。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されていて追加に失敗した場合に MongoCursorException をスローします (バージョン 1.0.1 以降)。

"safe" オプションが 1 より大きい整数値に設定されているとき、 MongoCollection::$wtimeout ミリ秒以内に処理が終わらなかった場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.5 二番目のパラメータがオプションの配列に変わりました。1.0.5 より前のバージョンでは、二番目のパラメータは "safe" オプションを表す boolean 値でした。
1.0.9 "safe" オプションに整数値がわたせるようになり (以前は booleans のみでした)、さらに "fsync" オプションが追加されました。

例

例1 MongoCollection::insert() の _id の例

オブジェクトを挿入すると、参照渡しでない限りはそこに _id フィールドを追加します。
<?php

$a = array('x' => 1);
$collection->insert($a);
var_dump($a);

$b = array('x' => 1);
$ref = &$b;
$collection->insert($ref);
var_dump($ref);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["x"]=>
  int(1)
  ["_id"]=>
  object(MongoId)#4 (0) {
  }
}
array(1) {
  ["x"]=>
  int(1)
}

例2 MongoCollection::insert() での safe の例

この例は、同じ _id を持つ二つの要素を追加しようとするものです。 safe が設定されていれば、 MongoCursorException がスローされます。
<?php

$person = array("name" => "Joe", "age" => 20);
$collection->insert($person, true);

// $person には _id フィールドができたので、
// もう一度追加しようとすると例外が発生します
try {
    $collection->insert($person, true);
}
catch(MongoCursorException $e) {
    echo "Can't save the same person twice!\n";
}

?>

参考

MongoDB コアドキュメントの » insert を参照ください。

MongoCollection::remove
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::remove — レコードをコレクションから削除する

説明

http://dochub.mongodb.org/core/insert
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public mixed MongoCollection::remove ( array $criteria [, array $options = array() ] )

パラメータ
criteria

削除したいレコードの条件。
options

削除時のオプション。

"justOne"

条件にマッチするレコードを 1 件だけ削除します。

"safe"

boolean あるいは整数値で、デフォルトは FALSE です。FALSE の場合、データベースからの応答を待たずにプログラムを続行します。 TRUE の場合、プログラムはデータベースからの応答を待ち、 更新に失敗したときには MongoCursorException をスローします。

safe が整数値の場合は、 指定した数のマシンで更新が成功するまでは成功したと見なしません (処理がタイムアウトした場合は例外をスローします。wtimeout を参照ください)。 これは、コレクションに設定された w 変数をオーバーライドします。

"fsync"

boolean で、デフォルトは FALSE です。 更新操作がディスク上に同期されるまで成功とは見なさないようにさせます。 TRUE の場合は "安全な" 追加操作が前提となり、 safe の設定を FALSE にオーバーライドします。

返り値

"safe" が設定されているときは、削除の状況 ("ok") と削除されたアイテム数 ("n") そして発生したエラー ("err") を連想配列で返します。設定されていないときは、削除の送信に成功すれば TRUE、失敗すれば FALSE を返します。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されていて削除に失敗した場合に MongoCursorException をスローします。

"safe" オプションが 1 より大きい整数値に設定されているとき、 MongoCollection::$wtimeout ミリ秒以内に処理が終わらなかった場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.9 "safe" オプションに整数値がわたせるようになり (以前は booleans のみでした)、さらに "fsync" オプションが追加されました。
1.0.5 二番目のパラメータがオプションの配列に変わりました。1.0.5 より前のバージョンでは、二番目のパラメータは "justOne" オプションを表す boolean 値で、safe オプションはありませんでした。

例

例1 MongoCollection::remove() で justOne を使う例
<?php

$radioactive = $db->radioactive;

// プルトニウムがあとどれだけ残っているかを数えます
$remaining = $radioactive->count(array('type' => 94));

$halflife = $remaining/2;

// それを半減させます
while ($halflife > 0) {
    $radioactive->remove(array('type' => 94), array("justOne" => true));
    $halflife--;
}

?>

参考

MongoDB コアドキュメントの » remove を参照ください。

MongoCollection::save
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::save — オブジェクトをコレクションに保存する

説明

public mixed MongoCollection::save ( array $a [, array $options = array() ] )

データベースから取得したオブジェクトの場合はデータベース上の既存のオブジェクトを更新し、 それ以外の場合はオブジェクトを追加します。

http://dochub.mongodb.org/core/remove
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パラメータ
a

保存したい配列。
options

保存時のオプション。

"safe"

boolean あるいは整数値で、デフォルトは FALSE です。FALSE の場合、データベースからの応答を待たずにプログラムを続行します。 TRUE の場合、プログラムはデータベースからの応答を待ち、 追加に失敗したときには MongoCursorException をスローします。

safe が整数値の場合は、 指定した数のマシンで追加が成功するまでは成功したと見なしません (処理がタイムアウトした場合は例外をスローします。wtimeout を参照ください)。 これは、コレクションに設定された w 変数をオーバーライドします。

"fsync"

boolean で、デフォルトは FALSE です。 追加操作がディスク上に同期されるまで成功とは見なさないようにさせます。 TRUE の場合は "安全な" 追加操作が前提となり、 safe の設定を FALSE にオーバーライドします。

返り値

safe が設定されている場合は、 保存結果を含む配列を返します。設定されていない場合は、 配列が空でなかったかどうかをあらわす boolean 値を返します (空の配列は追加されません)。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されていて保存に失敗した場合に MongoCursorException をスローします。

"safe" オプションが 1 より大きい整数値に設定されているとき、 MongoCollection::$wtimeout ミリ秒以内に処理が終わらなかった場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.5 "options" パラメータが追加されました。
1.0.9 "safe" オプションに整数値がわたせるようになり (以前は booleans のみでした)、さらに "fsync" オプションが追加されました。

例

例1 MongoCollection::save() の例
<?php

$obj = array('x' => 1);

// $obj を db に追加します
$collection->save($obj);

// 別のフィールドを追加します
$obj['foo'] = 'bar';

// $obj をもう一度追加することはできません。_id が重複しているからです
$collection->insert($obj);

// 新しいフィールドつきの $obj で上書きします
$collection->save($obj);

?>

MongoCollection::__toString
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::__toString — このコレクションの文字列表現

説明

public string MongoCollection::__toString ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このコレクションの完全な名前を返します。

例
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例1 MongoCollection::__toString() の例
<?php

$m = new Mongo();

$c1 = $m->foo->bar->baz;
echo "Working with collection $c1.";

$c2 = $m->selectCollection('[]', '&');
echo "Working with collection $c2.";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Working with collection foo.bar.baz.
Working with collection [].&.

MongoCollection::update
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::update — 指定した条件にもとづいてレコードを更新する

説明

public boolean MongoCollection::update ( array $criteria , array $newobj [, array $options = array() ] )

パラメータ
criteria

更新したいオブジェクトの条件。
newobj

マッチするレコードを更新するオブジェクト。
options

このパラメータは array("optionname" => <boolean>, ...) 形式の連想配列で、現在サポートしているオプションは次の通りです。

"upsert"

$criteria にマッチするレコードが見つからない場合に $criteria と $newobj から新しいオブジェクトを作ります (以下の upsert の例を参照ください)。

"multiple"

$criteria にマッチするすべてのドキュメントを更新します。 MongoCollection::update() は MongoCollection::remove() と正反対の動きをします。 デフォルトでは、マッチするすべてのドキュメントではなく ひとつのドキュメントだけを更新するのです。 複数
ドキュメントを更新したいのかそうでないのかは、 常に指定しておくことを推奨します。 将来、データベースのデフォルトの挙動が変わる可能性があるからです。

"safe"

boolean あるいは整数値で、デフォルトは FALSE です。FALSE の場合、データベースからの応答を待たずにプログラムを続行します。 TRUE の場合、プログラムはデータベースからの応答を待ち、 更新に失敗したときには MongoCursorException をスローします。

safe が整数値の場合は、 指定した数のマシンで更新が成功するまでは成功したと見なしません (処理がタイムアウトした場合は例外をスローします。wtimeout を参照ください)。 これは、コレクションに設定された w 変数をオーバーライドします。

"fsync"

boolean で、デフォルトは FALSE です。 更新操作がディスク上に同期されるまで成功とは見なさないようにさせます。 TRUE の場合は "安全な" 追加操作が前提となり、 safe の設定を FALSE にオーバーライドします。

返り値

更新のデータベースへの送信が成功したかどうかを返します。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されているときに更新に失敗した場合は、 MongoCursorException をスローします。

"safe" オプションが 1 より大きい整数値に設定されているとき、 MongoCollection::$wtimeout ミリ秒以内に処理が終わらなかった場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.1 "options" パラメータが boolean から配列に変わりました。 1.0.1 より前のバージョンでは二番目のパラメータはオプションの boolean 値で、upsert を指定するものでした。
1.0.5 "safe" オプションが追加されました。
1.0.9 "safe" オプションに整数値がわたせるようになり (以前は booleans のみでした)、さらに "fsync" オプションが追加されました。
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例

例1 MongoCollection::update()

address フィールドをドキュメントに追加します。
<?php

$c->insert(array("firstname" => "Bob", "lastname" => "Jones" ));
$newdata = array('$set' => array("address" => "1 Smith Lane"));
$c->update(array("firstname" => "Bob"), $newdata);

var_dump($c->findOne(array("firstname" => "Bob")));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  ["_id"]=>
  object(MongoId)#6 (0) {
  }
  ["firstname"]=>
  string(3) "Bob"
  ["lastname"]=>
  string(5) "Jones"
  ["address"]=>
  string(12) "1 Smith Lane"
}

例2 MongoCollection::update() での upsert

upsert を使うとコードを簡潔にすることができます。 オブジェクトが存在しない場合は新たに作成し、 存在する場合はそれを更新するという操作を一行で書けるからです。
<?php

$c->drop();
$c->update(array("uri" => "/summer_pics"), array('$inc' => array("page hits" => 1)), array("upsert" => true));
var_dump($c->findOne());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["_id"]=>
  object(MongoId)#9 (0) {
  }
  ["uri"]=>
  string(12) "/summer_pics"
  ["page hits"]=>
  int(1)
}

例3 MongoCollection::update() での複数更新

デフォルトでは MongoCollection::update() は、 $criteria にマッチするドキュメントが複数見つかっても最初のものだけを更新します。 必要なら、"multiple" オプションでその挙動を変えることができます。

この例は、翌日が誕生日である全員に "gift" フィールドを追加します。
<?php

$today = array('$gt' => new MongoDate(), '$lt' => new MongoDate(strtotime("+1 day")));
$people->update(array("birthday" => $today), array('$set' => array('gift' => $surprise)), array("multiple" => true));

?>

参考

MongoDB コアドキュメントの » update を参照ください。

MongoCollection::validate
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCollection::validate — コレクションを検証する

説明

public array MongoCollection::validate ([ bool $scan_data = FALSE ] )

パラメータ
scan_data

インデックスの検証のみを行い、コレクションは検証しない。

返り値

http://dochub.mongodb.org/core/update
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このオブジェクトをデータベースで評価した結果を返します。

目次
MongoCollection::batchInsert — 複数のドキュメントをコレクションに追加する
MongoCollection::__construct — 新しいコレクションを作成する
MongoCollection::count — コレクション内のドキュメント数を数える
MongoCollection::createDBRef — データベースへの参照を作成する
MongoCollection::deleteIndex — コレクションからインデックスを削除する
MongoCollection::deleteIndexes — コレクションのすべてのインデックスを削除する
MongoCollection::drop — コレクションを削除する
MongoCollection::ensureIndex — 指定したフィールドにインデックスを作成する (すでに存在する場合は何もしない)
MongoCollection::find — コレクションに問い合わせる
MongoCollection::findOne — コレクションに問い合わせ、単一の要素を返す
MongoCollection::__get — コレクションを取得する
MongoCollection::getDBRef — データベース参照が指すドキュメントを取得する
MongoCollection::getIndexInfo — コレクションのインデックス名の配列を返す
MongoCollection::getName — コレクションの名前を返す
MongoCollection::group — SQL の GROUP BY コマンドと似た処理を行う
MongoCollection::insert — 配列をコレクションに追加する
MongoCollection::remove — レコードをコレクションから削除する
MongoCollection::save — オブジェクトをコレクションに保存する
MongoCollection::__toString — このコレクションの文字列表現
MongoCollection::update — 指定した条件にもとづいてレコードを更新する
MongoCollection::validate — コレクションを検証する

MongoCursor クラス
導入
データベースクエリの結果を表すオブジェクトです。

MongoCursor には二段階の「ライフステージ」があります。 クエリ前とクエリ後です。カーソルを作成するにはコンストラクタをコールすることもできますが、 たいていは MongoCollection::find() をコールすることになります。 カーソルを作った時点ではまだデータベー
スに接続していません。 つまり、クエリ前の段階です。この段階では、クエリに何をしてほしいのかをさらに指定することができます。 取得数の制限や読み飛ばし、ソートなどのオプションを指定できるのです。

クライアントが結果を取得しようとする (直接的あるいは間接的に MongoCursor::next() をコールする) と、 そのカーソルはクエリ後の段階に進みます。この時点では すでにデータベースでクエリが実行されており、クエリを変更することはできません。 使える関数
は、Iterator の関数や MongoCursor::hasNext()、および MongoCursor::getNext() だけとなります。
<?php

$cursor = $collection->find()->limit(10);

// まだデータベースへの問い合わせは行われていないので、検索オプションをさらに追加することができます
$cursor = $cursor->sort(array("a" => 1));

var_dump($cursor->getNext());
// ここでデータベースへの問い合わせが行われるので、これ以降はオプションを追加することはできません

// つまり、これは例外をスローします
$cursor->skip(4);
?>

クラス概要
implements Iterator {
/* 静的フィールド */
static boolean $slaveOkay = FALSE ;
static integer $timeout = 20000 ;
/* メソッド */
public MongoCursor addOption ( string $key , mixed $value )
__construct ( resource $connection , string $ns [, array $query = array() [, array $fields = array() ]] )
public int count ([ boolean $foundOnly = FALSE ] )
public array current ( void )
public boolean dead ( void )
protected void doQuery ( void )
public array explain ( void )
public MongoCursor fields ( array $f )
public array getNext ( void )
public boolean hasNext ( void )
public MongoCursor hint ( array $key_pattern )
public MongoCursor immortal ([ boolean $liveForever = true ] )
public array info ( void )
public string key ( void )
public MongoCursor limit ( int $num )
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public void next ( void )
public void reset ( void )
public void rewind ( void )
public MongoCursor skip ( int $num )
public MongoCursor slaveOkay ([ boolean $okay = true ] )
public MongoCursor snapshot ( void )
public MongoCursor sort ( array $fields )
public MongoCursor tailable ([ boolean $tail = true ] )
public MongoCursor timeout ( int $ms )
public boolean valid ( void )
}

静的変数
MongoCursor::slaveOkay

クエリに "slaveOkay" フラグが設定されていると、スレーブ側での読み込みを許可します (スレーブは、デフォルトでは単なるバックアップ用であり読み込みはできません)。 MongoCursor::slaveOkay() で上書きすることができます。

MongoCursor::timeout

データベースからのすべての応答に対するタイムアウトをミリ秒単位で設定します。 ずっと待ち続ける場合は -1 を指定します。 MongoCursor::timeout() で上書きすることができます。 これは MongoDB サーバに対する操作をキャンセルするわけではなく、 単にドライ
バ側で応答を待つのをやめて MongoCursorTimeoutException をスローするだけです。

参考
MongoDB コアドキュメントの » カーソル を参照ください。

MongoCursor::addOption
(PECL mongo >=1.0.4)

MongoCursor::addOption — トップレベルの キー/値 のペアをクエリに追加する

説明

public MongoCursor MongoCursor::addOption ( string $key , mixed $value )

これは高度な関数なので、今何をしているのかをわかっている人以外は使ってはいけません。

ソートやヒントなどの他のオプションを指定する場合は、クエリを "query" フィールドに書くこともできます。 たとえばソートを追加した場合は、 クエリは次のようにサブフィールドのひとつとなります。
<?php

$query = array("query" => $query, "orderby" => $sort);

?>

このメソッドは、トップレベルのフィールドをクエリに追加します。 クエリにサブオブジェクトを作成 (まだ存在しない場合) し、 指定した キー/値 のペアをトップレベルに追加します。

警告

クエリにその場で条件を追加するという目的で使うことはできません。たとえば、 これは正しく動作しません。
<?php

// 間違った使いかた
$cursor = $users->find()->addOption("name", "joe")->addOption("age", 20);

?>
これは、名前が "joe" で 20 才のユーザを捜すというクエリには なりません。

パラメータ
key

追加したいフィールド名。
value

追加したい値。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

カーソルの反復処理が始まっている場合は MongoCursorException をスローします。

http://dochub.mongodb.org/core/cursors
http://dochub.mongodb.org/core/cursors
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例

例1 MongoCursor::addOption() の例

MongoCursor::skip() を使って何百万件もの結果をスキップすると、 処理速度が低下します。これを回避する方法のひとつが、クエリのオプション $min あるいは $max を使うことです。 これらは便利ですが、検索するフィールドにインデックスがなければなりません。 この
例は、$min を MongoCursor::skip() の代替として使う方法を示します。
<?php

// インデックスがなければなりません
$c->ensureIndex(array("ts" => 1));

// マシンの性能によって、この値を適宜変更しなければならないかもしれません
// (性能の良いマシンで 30 秒ほどかかります)
for ($i = 0; $i < 30000000; $i++) {
    $c->insert(array("ts" => new MongoDate(), "i" => $i));
}

$now = strtotime("now");

// 最後の 2 秒で追加されたドキュメントを探します
$cursor = $c->find()->addOption('$min', array("ts" => $now-2));

?>

MongoCursor::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::__construct — 新しいカーソルを作成する

説明

MongoCursor::__construct ( resource $connection , string $ns [, array $query = array() [, array $fields = array() ]] )

パラメータ
connection

データベース接続。
ns

データベースおよびコレクションのフルネーム。
query

データベースクエリ。
fields

返すフィールド。

返り値

新しいカーソルを返します。

MongoCursor::count
(PECL mongo >=0.9.2)

MongoCursor::count — このクエリの結果の数を数える

説明

public int MongoCursor::count ([ boolean $foundOnly = FALSE ] )

このメソッドはカーソルの状態には何の影響も及ぼしません。 もしまだクエリを実行していないのなら、limit や skip を適用することもできます。 結果の反復処理が始まっている場合は、このメソッドを実行してもカーソルの現在位置は変わりません。 カーソルの最後まで達
している場合は、このメソッドを実行してもカーソルをリセットしません。

パラメータ
foundOnly

カーソルの limit を送信し、制限に達した場合に count 関数への情報の送信をスキップします。

返り値
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このカーソルのクエリが返すドキュメントの数を返します。

例

例1 MongoCursor::count() の例
<?php

$collection->insert(array('x'=>1));
$collection->insert(array('x'=>2));
$collection->insert(array('x'=>3));

$cursor = $collection->find();

var_dump($cursor->count());
var_dump($cursor->count(true));

$cursor->limit(2);

var_dump($cursor->count());
var_dump($cursor->count(true));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(3)
int(3)
int(3)
int(2)

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException をスローします。

MongoCursor::current
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::current — 現在の要素を返す

説明

public array MongoCursor::current ( void )

MongoCursor::next() がコールされるまでは、これは NULL を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の結果を連想配列で返します。

MongoCursor::dead
(PECL mongo >=0.9.6)

MongoCursor::dead — このカーソルにまだデータベースから送信されていないドキュメントがあるかどうかを調べる

説明

public boolean MongoCursor::dead ( void )

データベースは、一回の応答で最大 4Mb までのドキュメントをひとまとめにして送信します。 このメソッドは、まだ送信されていないまとまりがあるか もう結果セットはなくなったのかを調べます。

カーソルが "死んでいる" というのは MongoCursor::hasNext() が FALSE を返すという意味ではなく、 単にデータベースがクライアントに結果を送信し終えたという意味です。 クライアント側では、 MongoCursor::hasNext() が FALSE になるまで反復処理を続けなければなり
ません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

クライアントにまだ送られていない結果が残っているかどうかを返します。
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MongoCursor::doQuery
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

MongoCursor::doQuery — クエリを実行する

説明

protected void MongoCursor::doQuery ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

NULL を返します。

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException をスローします。

MongoCursor::explain
(PECL mongo >=0.9.2)

MongoCursor::explain — 最適化やデバッグの際に有効な、クエリの explain を返す

説明

public array MongoCursor::explain ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

クエリの explain を返します。

例

例1 MongoCursor::explain() の例
<?php

$cursor = $collection->find(array("x"=>1), array("y"));
$cursor->sort(array("z" => 1))->limit(4)->skip(5);

var_dump($cursor->explain());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(8) {
  ["cursor"]=>
  string(15) "BtreeCursor x_1"
  ["startKey"]=>
  array(1) {
    ["x"]=>
    int(1)
  }
  ["endKey"]=>
  array(1) {
    ["x"]=>
    int(1)
  }
  ["nscanned"]=>
  float(4)
  ["n"]=>
  int(4)
  ["scanAndOrder"]=>
  int(1)
  ["millis"]=>
  int(3)
  ["allPlans"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    array(3) {
      ["cursor"]=>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

      string(15) "BtreeCursor x_1"
      ["startKey"]=>
      array(1) {
        ["x"]=>
        int(1)
      }
      ["endKey"]=>
      array(1) {
        ["x"]=>
        int(1)
      }
    }
    [1]=>
    array(3) {
      ["cursor"]=>
      string(11) "BasicCursor"
      ["startKey"]=>
      array(0) {
      }
      ["endKey"]=>
      array(0) {
      }
    }
  }
}

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException をスローします。

参考

MongoDB コアドキュメントの » explain を参照ください。

MongoCursor::fields
(PECL mongo >=1.0.6)

MongoCursor::fields — クエリのフィールドを設定する

説明

public MongoCursor MongoCursor::fields ( array $f )

フィールドは "fieldname" : bool 形式で指定します。 TRUE はそのフィールドを返すこと、そして FALSE はそのフィールドを返さないことを意味します。 1 および 0 を、それぞれ TRUE および FALSE のかわりに使うこともできます。

"summary" フィールドだけを返すようにするには次のようにします。
<?php

$cursor->fields(array("summary" => true));

?>

"hidden" 以外のすべてのフィールドを返すには次のようにします。
<?php

$cursor->fields(array("hidden" => false));

?>

パラメータ
f

返したい (あるいは返したくない) フィールド。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合、あるいはスカラー型の引数を渡した場合に MongoCursorException をスローします。

MongoCursor::getNext
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::getNext — このカーソルがさす次のオブジェクトを返し、カーソルを進める

説明

http://dochub.mongodb.org/core/explain
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public array MongoCursor::getNext ( void )

これは、次の関数と同等です。
<?php

public function getNext() {
    $this->next();
    return $this->current();
}

?>

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

次のオブジェクトを返します。

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException、 そしてタイムアウトに達した場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

MongoCursor::hasNext
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::hasNext — このカーソルにまだ要素があるかどうかを調べる

説明

public boolean MongoCursor::hasNext ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

まだ要素があるかどうかを返します。

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException、 そしてタイムアウトに達した場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

MongoCursor::hint
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::hint — クエリについてのヒントをデータベースに与える

説明

public MongoCursor MongoCursor::hint ( array $key_pattern )

パラメータ
key_pattern

クエリで使用するインデックス。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。
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MongoCursor::immortal
(PECL mongo >=1.0.1)

MongoCursor::immortal — このカーソルをタイムアウトさせるかどうかを設定する

説明

public MongoCursor MongoCursor::immortal ([ boolean $liveForever = true ] )

一定の時間何もしない状態が続けば、デフォルトではカーソルは "死にます"。 一般的に、これは期待通りの挙動です。 すべての結果をクライアントに送信し終えると、データベースはカーソルの後始末をします。 しかし、もしクライアントが結果をすべて要求しなければ、
カーソルはそこに残り続けてリソースを消費します。 したがって、数秒経過するとカーソルは "タイムアウト" し、クライアントは必要な情報をすべて取得し終えたと見なしてリソースの後始末を始めます。

何らかの理由でカーソルを長時間そのままで置いておきたい場合は、 このメソッドを使ってタイムアウトしないように設定します。 しかし、もしカーソルを死なないようにするのなら、結果をすべて (あるいは、少なくとも Cursor::dead() が TRUE を返すようになるまで) 反復
処理しなければなりません。 そうしないとカーソルがいつまでもデータベース上に残り続け、リソースを浪費してしまいます。

パラメータ
liveForever

カーソルを不死にするかどうか。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。

MongoCursor::info
(PECL mongo >=1.0.5)

MongoCursor::info — Gets the query, fields, limit, and skip for this cursor

説明

public array MongoCursor::info ( void )

This can be called before or after the query.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the namespace, limit, skip, query, and fields for this cursor. In version 1.0.10+, it also returns whether the cursor is pre- or post-query.

例

例1 MongoCursor::info() example

<?php

$m = new Mongo();
$cursor = $m->foo->bar->find(array("x" => 4), array("y" => false));
var_dump($cursor->info());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(5) {
  ["ns"]=>
  string(7) "foo.bar"
  ["limit"]=>
  int(0)
  ["skip"]=>
  int(0)
  ["query"]=>
  array(1) {
    ["x"]=>
    int(4)
  }
  ["fields"]=>
  array(1) {



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

    ["y"]=>
    int(0)
  }
}

MongoCursor::key
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::key — 現在の結果の _id を返す

説明

public string MongoCursor::key ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の結果の _id を文字列で返します。

MongoCursor::limit
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::limit — 返す結果の数を制限する

説明

public MongoCursor MongoCursor::limit ( int $num )

パラメータ
num

返したい結果の数。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。

参考

MongoDB コアドキュメントの » limit を参照ください。

MongoCursor::next
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::next — カーソルを次の結果に進める

説明

public void MongoCursor::next ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

http://dochub.mongodb.org/core/limit
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NULL を返します。

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException、 そしてタイムアウトに達した場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

MongoCursor::reset
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::reset — カーソルを消去する

説明

public void MongoCursor::reset ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

NULL を返します。

MongoCursor::rewind
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::rewind — カーソルを結果セットの先頭に戻す

説明

public void MongoCursor::rewind ( void )

これは、次の関数と同等です。
<?php

public function rewind() {
    $this->reset();
    $this->next();
}

?>

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

NULL を返します。

エラー / 例外

データベースに接続できない場合に MongoConnectionException、 そしてタイムアウトに達した場合に MongoCursorTimeoutException をスローします。

MongoCursor::skip
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::skip — 結果をスキップする

説明

public MongoCursor MongoCursor::skip ( int $num )

パラメータ
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num

スキップしたい結果の数。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。

MongoCursor::slaveOkay
(PECL mongo >=0.9.4)

MongoCursor::slaveOkay — このクエリをスレーブ上で完了できるかどうかを設定する

説明

public MongoCursor MongoCursor::slaveOkay ([ boolean $okay = true ] )

このメソッドは、静的クラス変数 slaveOkay を上書きします。

パラメータ
okay

スレーブに問い合わせることが可能かどうか。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。

例

例1 MongoCursor::slaveOkay() の例
<?php

MongoCursor::$slaveOkay = false;

// スレーブには問い合わせられません
$cursor = $collection->find();

// スレーブに問い合わせることができます
$cursor = $collection->find()->slaveOkay();

MongoCursor::$slaveOkay = true;

// スレーブに問い合わせることができます
$cursor = $collection->find();

// スレーブには問い合わせられません
$cursor = $collection->find()->slaveOkay(false);

?>

MongoCursor::snapshot
(PECL mongo >=0.9.4)

MongoCursor::snapshot — このクエリでスナップショットモードを使う

説明

public MongoCursor MongoCursor::snapshot ( void )

このクエリでスナップショットモードを使います。 スナップショットモードは、複製を返したりオブジェクトが失われたりせず クエリの実行開始時と終了時の両方でオブジェクトが存在することを保証します (クエリの途中でオブジェクトが新しくなったり削除されたりした場
合は、 スナップショットモードであってもそれが返されることもあれば返されないこともあります)。

短い (1MB 未満の) クエリの応答は、常に事実上スナップショットになることに注意しましょう。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

現在は、ソートや明示的なヒントを指定している場合はスナップショットモードは用いられません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。

MongoCursor::sort
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::sort — 指定したフィールドで結果をソートする

説明

public MongoCursor MongoCursor::sort ( array $fields )

パラメータ
fields

ソートに使用するフィールド。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルの反復処理が始まっている場合に MongoCursorException をスローします。

例

例1 MongoCursor::sort() の例
<?php
// x の昇順でソートします
$cursor->sort(array('x' => 1));

// 連想配列はその順にしたがって処理されるので、
// たとえば次のふたつの結果は異なる可能性があります

// date の昇順、age の降順でソートします
$cursor->sort(array('date' => 1, 'age' => -1));

// age の降順、date の昇順でソートします
$cursor->sort(array('age' => -1, 'date' => 1));
?>

MongoCursor::tailable
(PECL mongo >=0.9.4)

MongoCursor::tailable — このカーソルが、最後の結果を取得した後もオープンしたままにしておくかどうかを設定する

説明

public MongoCursor MongoCursor::tailable ([ boolean $tail = true ] )

Mongo には、追尾可能 (tailable) カーソルという機能があります。これは、Unix の "tail -f" コマンドと似ています。

追尾可能とは、最後のデータを取得した後もカーソルを閉じないということです。 カーソルは、最後のオブジェクトの位置を指したままとなります。 あとでそのカーソルを使い続けることもできます。もしその後さらにデータを取得したのなら、 カーソルが指す位置から処理を
再開できます。

他の "潜在カーソル (latent cursor)" 同様、カーソルはどこかで無効な状態になります。 参照しているオブジェクトがすべて削除された場合などです。 したがって、カーソルが MongoCursor::dead() になったら再びクエリを実行できるようにしておかなければなりません。

パラメータ
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tail

カーソルが追尾可能かどうか。

返り値

このカーソルを返します。

エラー / 例外

このカーソルが反復処理を始めている場合に MongoCursorException をスローします。

例

例1 MongoCursor::tailable() の例
<?php

$cursor = $collection->find()->tailable();

$results = array();

while (1) {
    if (!$cursor->hasNext()) {
        // すべての結果を読み終えたら終了します
        if ($cursor->dead()) {
            break;
        }
        // これまでのすべての結果を読み、さらに待ちます
        sleep(10);
    }
    else {
        $results[] = $cursor->getNext();
    }
}

?>

MongoCursor::timeout
(PECL mongo >=1.0.3)

MongoCursor::timeout — このクエリのクライアント側のタイムアウトを設定する

説明

public MongoCursor MongoCursor::timeout ( int $ms )

タイムアウトはいつでも設定可能で、同じカーソルでのそれ以降のクエリに影響を及ぼします。 また、データベースからのさらなる結果の取得にもこれは影響します。 たとえば、最初のレスポンスはずっと待ち続けるけれども それ以降の結果は 100 ミリ秒でタイムアウトさせ
たいというときは、このようにします。
<?php

$cursor = $collection->find();

// $cursor->hasNext() はクエリを実行します。タイムアウトが設定されていなければ
// レスポンスが得られるまでずっと待ち続けます
while ($cursor->hasNext()) {
    $cursor->timeout(100);

    // タイムアウトが設定されました。カーソルからデータベースにさらに
    // 結果を問い合わせるときは、データベースからのレスポンスを 100 ミリ秒しか待ちません
    try {
        print_r($cursor->getNext());
    }
    catch(MongoCursorTimeoutException $e) {
        echo "query took too long!";
    }
}

?>

タイムアウトに 0 (あるいは負の数) を指定するとずっと待ち続けるようになります。 いったん設定したタイムアウトを取り消すときにこれを使うことができます。

パラメータ
ms

カーソルがレスポンスを待つミリ秒数。 デフォルトではいつまでも待ち続けます。

返り値

このカーソルを返します。

例
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例1 MongoCursor::timeout() の例

このクエリは、レスポンスを 1 秒間待ち続けます。
<?php

$cursor = $collection->find()->timeout(1000);

try {
  foreach ($cursor as $value) {
    print_r($value);
  }
}
catch(MongoCursorTimeoutException $e) {
  echo "query took too long!";
}

?>

エラー / 例外

指定したミリ秒数を超える長さのクエリを実行すると MongoCursorTimeoutException をスローします。

MongoCursor::valid
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoCursor::valid — カーソルが正しい結果を読んでいるかどうかを調べる

説明

public boolean MongoCursor::valid ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の結果が null でないかどうかを返します。

目次
MongoCursor::addOption — トップレベルの キー/値 のペアをクエリに追加する
MongoCursor::__construct — 新しいカーソルを作成する
MongoCursor::count — このクエリの結果の数を数える
MongoCursor::current — 現在の要素を返す
MongoCursor::dead — このカーソルにまだデータベースから送信されていないドキュメントがあるかどうかを調べる
MongoCursor::doQuery — クエリを実行する
MongoCursor::explain — 最適化やデバッグの際に有効な、クエリの explain を返す
MongoCursor::fields — クエリのフィールドを設定する
MongoCursor::getNext — このカーソルがさす次のオブジェクトを返し、カーソルを進める
MongoCursor::hasNext — このカーソルにまだ要素があるかどうかを調べる
MongoCursor::hint — クエリについてのヒントをデータベースに与える
MongoCursor::immortal — このカーソルをタイムアウトさせるかどうかを設定する
MongoCursor::info — Gets the query, fields, limit, and skip for this cursor
MongoCursor::key — 現在の結果の _id を返す
MongoCursor::limit — 返す結果の数を制限する
MongoCursor::next — カーソルを次の結果に進める
MongoCursor::reset — カーソルを消去する
MongoCursor::rewind — カーソルを結果セットの先頭に戻す
MongoCursor::skip — 結果をスキップする
MongoCursor::slaveOkay — このクエリをスレーブ上で完了できるかどうかを設定する
MongoCursor::snapshot — このクエリでスナップショットモードを使う
MongoCursor::sort — 指定したフィールドで結果をソートする
MongoCursor::tailable — このカーソルが、最後の結果を取得した後もオープンしたままにしておくかどうかを設定する
MongoCursor::timeout — このクエリのクライアント側のタイムアウトを設定する
MongoCursor::valid — カーソルが正しい結果を読んでいるかどうかを調べる

型
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目次
MongoId
MongoCode
MongoDate
MongoRegex
MongoBinData
MongoInt32
MongoInt64
MongoDBRef
MongoMinKey
MongoMaxKey
MongoTimestamp

MongoDB では、PHP のすべての基本データ型や複合型 (配列、連想配列 そしてオブジェクト) を保存したり問い合わせたりすることができます。 それ以外にも、MongoDB PHP ドライバには (正規表現や 日付、その他さまざまな用途に特化した) クラスが用意されています。

単純な型
組み込みの型は次のとおりです。

型 説明 MongoDB 内でのサイズ (バイト)
NULL その名のとおり 0
boolean TRUE および FALSE 1
int 整数値 4
float 浮動小数点値 8
string UTF-8 文字列 文字列の長さ + 1

配列およびオブジェクト
配列やオブジェクトもデータベースに格納することができます。 数値添字の配列は配列として、 それ以外のものはすべてオブジェクトとして格納されます。
<?php

// $scores は配列として格納されます
$scores = array(98, 100, 73, 85);
$collection->insert(array("scores" => $scores));

// $scores はオブジェクトとして格納されます
$scores = array("quiz1" => 98, "midterm" => 100, "quiz2" => 73, "final" => 85);
$collection->insert(array("scores" => $scores));

?>

データベースのシェルからこれらのオブジェクトを問い合わせると、このようになります。
> db.students.find()
{ "_id" : ObjectId("4b06beada9ad6390dab17c43"), "scores" : [ 98, 100, 73, 85 ] }
{ "_id" : ObjectId("4b06bebea9ad6390dab17c44"), "scores" : { "quiz1" : 98, "midterm" : 100, "quiz2" : 73, "final" : 85 } }

任意の PHP オブジェクトもデータベースに格納することができます (返されるときは連想配列となります)。 フィールドは キー/値 のペアに使います。 たとえば、blogへの投稿を表す次のようなオブジェクトを考えましょう。
<?php

  // blog投稿クラス
  class Post {

  var $author;
  var $content;
  var $comments = array();
  var $date;

  public function __construct($author, $content) {
  $this->author = $author;
$this->content = $content;
    $this->date = new MongoDate();
  }

  public function setTitle($title) {
    $this->title = $title;
  }
}

// 単純なblog投稿を作り、データベースに追加します
$post1 = new Post("Adam", "This is a blog post");

$blog->insert($post1);

// "author" フィールドの型には何も制約がないので、
// オブジェクトをネストさせることができます
$author = array("name" => "Fred", "karma" => 42);
$post2 = new Post($author, "This is another blog post.");

// タイトルを設定して、別のフィールドを追加することができます
$post2->setTitle("Second Post");

$blog->insert($post2);

?>

データベースのシェルからは、次のように見えます。
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> db.blog.find()
{ "_id" : ObjectId("4b06c263edb87a281e09dad8"), "author" : "Adam", "content" : "This is a blog post", "comments" : [ ], "date" : "Fri Nov 20 2009 11:22:59 GMT-0500 (EST)" }
{ "_id" : ObjectId("4b06c282edb87a281e09dad9"), "author" : { "name" : "Fred", "karma" : 42 }, "content" : "This is a blog post", "comments" : [ ], "date" : "Fri Nov 20 2009 11:23:30 GMT-0500 (EST)", "title" : "Second Post" }

このドライバは、配列やオブジェクトの循環参照を検出することができません。 たとえば、これは致命的なエラーとなります。
<?php

$collection->insert($GLOBALS);

?>

Fatal error: Nesting level too deep - recursive dependency?

再帰構造になる可能性のあるドキュメントを追加しなければならない場合は、 ドライバに渡す前に自分でチェックしておかなければなりません。

MongoDB の型
Mongo PHP ドライバでは、データベースで使える新しい型もいくつか用意しています。 詳細や仕様例は、各クラスのドキュメントを参照ください。

型 説明 MongoDB 内でのサイズ (バイト)
MongoBinData バイナリデータ バイナリデータのバイト数 + 5
MongoCode JavaScript のコード コードの文字列長 + スコープのオブジェクトサイズ
MongoDate エポックからの経過ミリ秒数で表した日付・時刻 8

MongoId

一意なドキュメント id:

タイムスタンプ 4 バイト

別の時刻に追加されたオブジェクトが同じ id になることはありません。 times.

マシン id 3 バイト

別のマシンから追加されたオブジェクトが同じ id になることはありません。

スレッド id 2 バイト

同じマシン上の別のスレッドから追加されたオブジェクトが同じ id になることはありません。

増分 3 バイト

id が新たに作られるたびにグローバルなカウンタがひとつ増加します。 次の id を作るときに、この値を使います。

従って、同一マシン上の単一のプロセスで 1 秒間に 256^3 件 (1600万件以上) のドキュメントを追加 (増分領域を使い切る) しようとしない限り、 同じ id になることはありません。

12

MongoMinKey 他の何よりも小さい値  
MongoMaxKey 他の何よりも大きい値  
MongoRegex 正規表現 正規表現内の文字数 + フラグの数
MongoTimestampレプリケーションのタイムスタンプ 8

BSON
MongoDB は "BSON" という格納フォーマットを使います。 これは Binary Serializable Object Notation の略で、 JSON と似ていますがよりコンパクトでさまざまな型を表現できます。 以下に、各型の正確なバイト数 (あるいは可変長の型の場合は サイズを算出するために必
要な情報) をまとめました。 このサイズにはフィールド名は含まれていないことに注意しましょう。 オブジェクトのサイズは手動で算出することもできますが、プログラマなら bson_encode() 関数の返す文字列の長さを調べるほうが簡単でしょう。 string.

array("x" => null, "y" => 40) を保存するオブジェクトの BSON サイズを手動で算出する例です。

4 バイト (オブジェクトのサイズ)

1 バイト ("x" フィールドの型)
2 バイト ("x" および "\0")
0 バイト (null)

1 バイト ("y" フィールドの型)
2 バイト ("y" および "\0")
4 バイト (整数値)

1 バイト (オブジェクトの終端バイト)
-----------------------
15 バイト

MongoId クラス
導入
データベース用に作成した一意な識別子です。オブジェクトをデータベースに挿入するときに _id フィールドを指定しなければ、_id フィールドが追加されてその値は MongoId のインスタンスとなります。 データの中に必然的に一意になるフィールド (ユーザ名やタイムスタン
プなど) があるのなら、それを _id フィールドの代わりに使うといいでしょう。 この場合は MongoId で置き換えられることはありません。

MongoId クラスのインスタンスは、 リレーショナルデータベースにおける自動インクリメントの役割を果たします。 つまり、データ自体が必然的にもつ一意なキーがない場合にそれを提供するということです。 自動インクリメントは共有データベースではうまく動作しませ
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ん。 次の番号を瞬時に見つけることが不可能だからです。 このクラスは、共有環境であっても一意となる値をすばやく生成することができます。

MongoId は 12 バイトです (文字列形式にすると、十六進 24 桁となります)。 最初の 4 バイトはタイムスタンプ、次の 3 バイトはクライアントマシンのホスト名のハッシュ、 その次の 2 バイトはスクリプトを動かしているプロセス ID の下位バイト、 そして最後の 3 バイト
はインクリメントする値となります。

MongoId はシリアライズ/アンシリアライズすることができます。 シリアライズした形式は、文字列形式と似ています。
C:7:"MongoId":24:{4af9f23d8ead0e1d32000000}

クラス概要
MongoId {
/* メソッド */
__construct ([ string $id = NULL ] )
publicstaticstring getHostname ( void )
public int getTimestamp ( void )
publicstaticMongoId __set_state ( array $props )
public string __toString ( void )
}

参考
MongoDB コアドキュメントの » id を参照ください。

MongoId::__construct
(PECL mongo >= 0.8.0)

MongoId::__construct — 新しい ID を作成する

説明

MongoId::__construct ([ string $id = NULL ] )

パラメータ
id

ID として使用する文字列。24 桁の十六進数でなければなりません。 無効な文字列をコンストラクタに渡すと、それを無視して新たな id 値を作成します。

返り値

新しい ID を返します。

例

例1 MongoId::__construct() example

この例は、新しい ID を作成する方法を示します。 これが必要となることはめったにありません。データベースに保存する前に、 ドライバが自動的に ID を作成して配列に追加するからです。
<?php

  $id1 = new MongoId();
  echo "$id1\n";

  $id2 = new MongoId();
  echo "$id2\n";

  ?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
49a7011a05c677b9a916612a
49a702d5450046d3d515d10d

例2 パラメータの例

この例は、文字列パラメータを使用して MongoId を指定した値で初期化する方法を示します。
<?php
  $id1 = new MongoId();

  // 新しい ID を $id1 から作成します
  $id2 = new MongoId("$id1");

  // $id1 と $id2 が同一の 16 進値を持つことを示します
  var_dump($id1 == $id2);
  ?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

http://dochub.mongodb.org/core/objectids
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bool(true)

参考

MongoId::__toString() - この ID の 16 進表現を返す

MongoId::getHostname
(PECL mongo >= 1.0.8)

MongoId::getHostname — このマシンの id に使うホスト名を取得する

説明

publicstaticstring MongoId::getHostname ( void )

MongoId が一意な id を作るために使うホスト名を返します。 これは gethostname() の返り値と同じものとなります。

これは、次の関数と同じ意味です。
<?php

public static function getHostname() {
    return gethostname();
}

?>

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ホスト名を返します。

MongoId::getTimestamp
(PECL mongo >= 1.0.1)

MongoId::getTimestamp — この id が作られたときのエポックからの経過秒数を取得する

説明

public int MongoId::getTimestamp ( void )

これは、id が作られたときに time() を実行した結果と同じものを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この id が作られたときのエポックからの経過秒数を返します。 タイムスタンプの格納領域は 4 バイトしかないので、実際の時刻や幅広い時間を格納するには MongoDate のほうが適しています。

MongoId::__set_state
(PECL mongo >= 1.0.8)

MongoId::__set_state — ダミー MongoId を作成する

説明

publicstaticMongoId MongoId::__set_state ( array $props )

この関数は PHP が内部的に使うためだけのもので、 ユーザがコールする必要はありません。

これは、次の関数と同じ意味です。
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<?php

public static function __set_state($props) {
    return new MongoId("000000000000000000000000");
}

?>

パラメータ
props

理論上は、新しい id を作るときに使うプロパティの配列です。 しかし、MongoId のインスタンスにはプロパティがないので、これは使いません。

返り値

値 "000000000000000000000000" を持つ新しい id を返します。

MongoId::__toString
(PECL mongo >= 0.8.0)

MongoId::__toString — この ID の 16 進表現を返す

説明

public string MongoId::__toString ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この ID を返します。

例

例1 MongoId::__toString() の例
<?php

$m = new Mongo();
$collection = $m->selectDB("foo")->selectCollection("bar");

$collection->insert(array( "x" => "y" ));
$collection->insert(array( "x" => "y" ));

$cursor = $collection->find();
$r1 = $cursor->next();
$r2 = $cursor->next();

echo $r1["_id"] . "\n";
echo $r2["_id"] . "\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
49a7011a05c677b9a916612a
49a702d5450046d3d515d10d

目次
MongoId::__construct — 新しい ID を作成する
MongoId::getHostname — このマシンの id に使うホスト名を取得する
MongoId::getTimestamp — この id が作られたときのエポックからの経過秒数を取得する
MongoId::__set_state — ダミー MongoId を作成する
MongoId::__toString — この ID の 16 進表現を返す

MongoCode クラス
導入
データベース用の JavaScript コードを表します。

MongoCode オブジェクトはふたつの部分からなります。 コード文字列、そしてオプションのスコープです。 コード文字列は JavaScript として正しい形式でなければなりません。 スコープは、変数名とその値のペアからなる連想配列です。
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クラス概要
MongoCode {
/* メソッド */
__construct ( string $code [, array $scope = array() ] )
public string __toString ( void )
}

MongoCode::__construct
(PECL mongo >= 0.8.3)

MongoCode::__construct — 新しいコードオブジェクトを作成する

説明

MongoCode::__construct ( string $code [, array $scope = array() ] )

パラメータ
code

コード文字列。
scope

このコードで使用するスコープ。

返り値

新しいコードオブジェクトを返します。

例

例1 MongoCode::__construct() の例
<?php

$code = new MongoCode('function() { '.
    'for(i=0;i<10;i++) {'.
        'db.foo.update({z : i}, {z : x});'.
    '}'.
    'return x-1;'.
 '}', array("x" => 4));
var_dump($code);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(MongoCode)#1 (2) {
  ["scope"]=>
  array(1) {
    ["x"]=>
    int(4)
  }
  ["code"]=>
  string(80) "function() { for(i=0;i<10;i++) { db.foo.update({z : i}, {z : x}); } return x-1; }"
}

例2 MongoCode() での $where の使用例

この例では、コレクションに対して 'x' フィールドが $y 未満である要素を問い合わせます。 PHP オブジェクトを JavaScript のスコープに渡すことができること、 そして JavaScript の関数は boolean 値を返すことに注意しましょう。
<?php

$cursor = $collection->find(array('$where' => new MongoCode('function() { return this.x < y; }', array('y'=>$y))));

?>

MongoCode::__toString
(PECL mongo >= 0.8.3)

MongoCode::__toString — このコードを文字列で返す

説明

public string MongoCode::__toString ( void )
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このコードを返します。スコープは返しません。

例

例1 MongoCode::__toString() の例
<?php

$code = new MongoCode('return x;', array("x"=>"hi"));
echo "$code\n";

$code = new MongoCode('function() { for(i=0;i<10;i++) { db.foo.update({x:i}, {x:i+1}); } }');
echo "$code\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
return x;
function() { for(i=0;i<10;i++) { db.foo.update({x:i}, {x:i+1}); } }

目次
MongoCode::__construct — 新しいコードオブジェクトを作成する
MongoCode::__toString — このコードを文字列で返す

MongoDate クラス
導入
データベースの日付オブジェクトを表します。日付をデータベースに保存したり、 日付を問い合わせたりするときにはこのクラスを使わなければなりません。 次のように使います。
<?php

// 日付をデータベースに保存します
$collection->save(array("ts" => new MongoDate()));

$start = new MongoDate(strtotime("2010-01-15 00:00:00"));
$end = new MongoDate(strtotime("2010-01-30 00:00:00"));

// 2010/1/15 から 2010/1/30 までの日付を検索します
$collection->find(array("ts" => array('$gt' => $start, '$lte' => $end)));

?>

MongoDB は、日付データをエポックからの経過ミリ秒数で格納します。 つまり、日付にはタイムゾーンの情報が 含まれないということです。 タイムゾーンが必要なら、別のフィールドを用意する必要があります。 また、データベースとの間でドキュメントをやりとりする
と、 ミリ秒より細かい単位の情報は失われてしまいます。

クラス概要
MongoDate {
/* フィールド */
public int $sec ;
public int $usec ;
/* メソッド */
__construct ([ long $sec [, long $usec ]] )
publicstring __toString ( void )
}

MongoDate::__construct
(PECL mongo >= 0.8.1)

MongoDate::__construct — 新しい日付を作成する

説明

MongoDate::__construct ([ long $sec [, long $usec ]] )

新しい日付を作成します。パラメータを指定しなかった場合は現在時刻を使用します。
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パラメータ
sec

1970年1月1日からの経過秒数。
usec

マイクロ秒。

返り値

新しい日付を返します。

例

例1 MongoDate::__construct() の例

この例は、現在時刻および指定した時刻で新しい日付を作成する方法を示すものです。
<?php

$d = new MongoDate();
echo "$d\n";
$d = new MongoDate(1234567890);
echo "$d\n";
$d = new MongoDate(strtotime("2009-05-01 00:00:01"));
echo "$d\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0.23660600 1235685067
0.00000000 1234567890

参考

MongoDate::__toString() - この日付の文字列表現を返す

MongoDate::__toString
(PECL mongo >= 0.8.1)

MongoDate::__toString — この日付の文字列表現を返す

説明

publicstring MongoDate::__toString ( void )

この日付の文字列表現を返します。microtime() が返す形式と同じようになります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この日付を返します。

目次
MongoDate::__construct — 新しい日付を作成する
MongoDate::__toString — この日付の文字列表現を返す

MongoRegex クラス
導入
このクラスを使うと正規表現を作ることができます。 典型的な使い道は、データベースへの問い合わせでマッチする文字列を検索することです。 それ以外に、正規表現をデータベースに格納したりデータベースから取得したりすることもできます。

Mongo は 6 つの正規表現フラグに対応しています。
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i

大文字小文字を区別しない

m

複数行

x

コメントを含めることができる

l

ロケール

s

"." が、改行を含むすべてにマッチする

u

unicode にマッチする

クラス概要
MongoRegex {
/* フィールド */
public string $regex ;
public string $flags ;
/* メソッド */
__construct ( string $regex )
public string __toString ( void )
}

MongoRegex::__construct
(PECL mongo >= 0.8.1)

MongoRegex::__construct — 新しい正規表現を作成する

説明

MongoRegex::__construct ( string $regex )

新しい正規表現を作成します。

パラメータ
regex

正規表現 (/expr/flags 形式の文字列)。

返り値

新しい正規表現を返します。

例

例1 MongoRegex::__construct() の例

この例は、正規表現を使用してすべてのドキュメントに問い合わせ、username フィールドがその正規表現にマッチするドキュメントを取得します。
<?php

$joe_search = new MongoRegex("/j[o0]e/i");
$cursor = $collection->find(array("username" => $joe_search));

?>

参考

MongoRegex::__toString() - この正規表現の文字列表現
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MongoRegex::__toString
(PECL mongo >= 0.8.1)

MongoRegex::__toString — この正規表現の文字列表現

説明

public string MongoRegex::__toString ( void )

この正規表現の文字列表現を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

正規表現を "/expr/flags" 形式で返します。

例

例1 MongoRegex::__toString() の例
<?php

$r = new MongoRegex( "/[a-fA-F0-9]{16}/g" );
echo $r->regex . "\n";
echo $r->flags . "\n";
echo "$r\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
[a-fA-F0-9]{16}
g
/[a-fA-F0-9]{16}/g

目次
MongoRegex::__construct — 新しい正規表現を作成する
MongoRegex::__toString — この正規表現の文字列表現

MongoBinData クラス
導入
データベースからのバイナリデータを保存したり取得したりする際に使用するオブジェクトです。

データベースに挿入できるひとつのオブジェクトの最大サイズは 4Mb です。 それよりも大きいデータ (動画や音楽、キッシンジャーの自伝など) の場合は MongoGridFS を使います。4Mb より小さなデータの場合は、 MongoBinData を使ってドキュメントに埋め込むほうが
簡単でしょう。

たとえば画像をドキュメントに埋め込むには、このようにします。
<?php

$profile = array("username" => "foobity",
    "pic" => new MongoBinData(file_get_contents("gravatar.jpg"))
);

$users->save($profile);

?>

このクラスには type フィールドがありますが、 現時点ではこのフィールドはドライバやデータベースに対して何の効果も及ぼしません。 5 種類の型が定義済み (以下のクラス定数を参照ください) です。 (BSON 仕様からはずれることを覚悟の上で) ユーザが自分で定義するこ
ともできます。 デフォルトでは、PHP ドライバは常に type 2: バイト配列を使います。

クラス概要
MongoBinData {
/* 定数 */
const int MongoBinData::FUNC = 1 ;
const int MongoBinData::BYTE_ARRAY = 2 ;
const int MongoBinData::UUID = 3 ;
const int MongoBinData::MD5 = 5 ;
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const int MongoBinData::CUSTOM = 128 ;
/* フィールド */
public string $bin ;
public int $type = 2 ;
/* メソッド */
public __construct ( string $data [, int $type ] )
public string __toString ( void )
}

定義済み定数

バイナリデータ型
MongoBinData::FUNC 
0x01

関数。
MongoBinData::BYTE_ARRAY 
0x02

バイト配列。
MongoBinData::UUID 
0x03

全体で一意な識別子。
MongoBinData::MD5 
0x05

MD5。
MongoBinData::CUSTOM 
0xf0

ユーザ定義型。

MongoBinData::__construct
(PECL mongo >= 0.8.1)

MongoBinData::__construct — 新しいバイナリデータオブジェクトを作成する

説明

public MongoBinData::__construct ( string $data [, int $type ] )

新しいバイナリデータオブジェクトを作成します。

現在の BSON 仕様には、次の 5 種類のバイナリデータ型があります。 関数 (0x01), バイト配列 (0x02), UUID (0x03), MD5 (0x05), そしてユーザ定義型 (0x80) です。デフォルトの型はバイト配列 (0x02) です。 ドライバやサーバがこの型の違いによって処理を変えることは
ないので、 今のところこれは無意味です。0 から 255 までの任意の数を型に使うことができますが、 将来データベースが型を見てバイナリデータの処理を変えるようになる可能性を考えなければ鳴りません。

パラメータ
data

バイナリデータ。
type

データ型。

返り値

新しいバイナリデータオブジェクトを返します。

MongoBinData::__toString
(PECL mongo >= 0.8.1)

MongoBinData::__toString — このバイナリデータオブジェクトの文字列表現

説明

public string MongoBinData::__toString ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

文字列 "<Mongo Binary Data>" を返します。 MongoBinData の中身にアクセスするには、bin フィールドを使います。

目次
MongoBinData::__construct — 新しいバイナリデータオブジェクトを作成する
MongoBinData::__toString — このバイナリデータオブジェクトの文字列表現

MongoInt32 クラス
導入
このクラスを使うと、32 ビット整数値を 64 ビットシステム上のデータベースに保存することができます。

クラス概要
MongoInt32 {
/* メソッド */
public __construct ( string $value )
public __toString ( void )
}

MongoInt32::__construct
(PECL mongo >= 1.0.9)

MongoInt32::__construct — 新しい 32 ビット整数値を作成する

説明

public MongoInt32::__construct ( string $value )

新しい 32 ビット整数値を、指定した値で作成します。

パラメータ
value

数値。

返り値

新しい整数値を返します。

MongoInt32::__toString
(PECL mongo >= 1.0.9)

MongoInt32::__toString — この 32 ビット整数値の文字列表現を返す

説明

public MongoInt32::__toString ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この整数値の文字列表現を返します。
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目次
MongoInt32::__construct — 新しい 32 ビット整数値を作成する
MongoInt32::__toString — この 32 ビット整数値の文字列表現を返す

MongoInt64 クラス
導入
このクラスを使うと、64 ビット整数値を 32 ビットシステム上のデータベースに保存することができます。

クラス概要
MongoInt64 {
/* メソッド */
public __construct ( string $value )
public __toString ( void )
}

MongoInt64::__construct
(PECL mongo >= 1.0.9)

MongoInt64::__construct — 新しい 64 ビット整数値を作成する

説明

public MongoInt64::__construct ( string $value )

新しい 64 ビット整数値を、指定した値で作成します。

パラメータ
value

数値。

返り値

新しい整数値を返します。

MongoInt64::__toString
(PECL mongo >= 1.0.9)

MongoInt64::__toString — この 64 ビット整数値の文字列表現を返す

説明

public MongoInt64::__toString ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この整数値の文字列表現を返します。

目次
MongoInt64::__construct — 新しい 64 ビット整数値を作成する
MongoInt64::__toString — この 64 ビット整数値の文字列表現を返す
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MongoDBRef クラス
導入
このクラスを使用して、別々のコレクション内にあるオブジェクト間の軽量なリンクを作成します。

動機: 別のコレクションにあるドキュメントを参照する必要が出てきたとしましょう。 いちばん簡単な方法は、現在のドキュメントにフィールドを作ることです。 たとえば、"people" コレクションと "addresses" コレクションがあるときに 人物のドキュメントと住所のドキュ
メントをリンクさせたいことがあるでしょう。
<?php

$people = $db->people;
$addresses = $db->addresses;

$myAddress = array("line 1" => "123 Main Street", 
    "line 2" => null,
    "city" => "Springfield",
    "state" => "Vermont",
    "country" => "USA");

// 住所を保存します
$addresses->insert($myAddress);

// その住所を参照する人物を保存します
$me = array("name" => "Fred", "address" => $myAddress['_id']);
$people->insert($me);

?>

そうすれば、誰かの住所を知りたくなったときには、 "people" コレクションに保存した MongoId を使って "addresses" コレクションを検索することができます。

もう少し一般化してみましょう。参照したいドキュメントがどのコレクション (あるいはどのデータベース) にあるかわからない場合です。こんな場合に MongoDBRef が使えます。 これは共通のフォーマットであり、すべてのドライバやデータベースが理解できるからです。

各個人が「好きなもの」リストを持っており、それはいろいろなコレクション ("hobbies", "sports", "books" など) にあるとしましょう。 MongoDBRef を使えば、それぞれがどのコレクションからのものかを管理できます。
<?php

$people = $db->selectCollection("people");

// 鉄道模型は "hobbies" コレクションにあります
$trainRef = MongoDBRef::create("hobbies", $modelTrains['_id']);
// サッカーは "sports" コレクションにあります
$soccerRef = MongoDBRef::create("sports", $soccer['_id']);

// このドキュメントを取得したときに、"likes" 配列の各項目がどのドキュメントのものなのかを
// 知ることができます
$people->insert(array("name" => "Fred", "likes" => array($trainRef, $soccerRef)));

?>

データベース参照は、ハイパーリンクのようなものととらえることができます。 別のドキュメントに関する一意なアドレスを提供しますが、 それを読み込んだり自動的にリンク先/参照先をたどったりはしません。

データベース参照は単なる連想配列であり、 MongoDBRef のインスタンスではありません。 そのため、このクラスは他のデータ型クラスとは多少異なります。 このクラスに含まれているのは、 データベース参照を操作するための静的メソッドだけです。

クラス概要
MongoDBRef {
/* メソッド */
public static array create ( string $collection , mixed $id [, string $database ] )
public static array get ( MongoDB $db , array $ref )
public static boolean isRef ( mixed $ref )
}

参考
MongoDB コアドキュメントの » データベース参照 を参照ください。

MongoDBRef::create
(PECL mongo >= 0.9.0)

MongoDBRef::create — 新しいデータベース参照を作成する

説明

public static array MongoDBRef::create ( string $collection , mixed $id [, string $database ] )

データベースを指定しない場合は、現在のデータベースを使います。

パラメータ
collection

http://dochub.mongodb.org/core/dbrefs
http://dochub.mongodb.org/core/dbrefs
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コレクションの名前 (データベース名を除く)。
id

リンクするオブジェクトの _id フィールド。
database

データベースの名前。

返り値

参照を返します。

例

例1 MongoDBRef::create() の例

これは、addresses コレクション内のドキュメントへのデータベース参照を作ります。 MongoCollection::getName() 関数は、 コレクションの名前 (データベース名を含みません) を返します。
<?php
$addresses = $db->addresses;
$people = $db->people;

// $address を保存します
$addresses->insert($address);

// 参照を作成します
$ref = MongoDBRef::create($addresses->getName(), $address['_id']);

// $person のフィールドを設定します
$person['address'] = $ref;
$people->save($person);
?>

参考

MongoDB::createDBRef() - データベース参照を作成する
MongoCollection::createDBRef() - データベースへの参照を作成する

MongoDBRef::get
(PECL mongo >= 0.9.0)

MongoDBRef::get — 参照が指すオブジェクトを取得する

説明

public static array MongoDBRef::get ( MongoDB $db , array $ref )

パラメータ
db

使用するデータベース。
ref

取得したい参照。

返り値

参照が指すドキュメントを返します。ドキュメントが存在しない (参照が壊れている) 場合は NULL を返します。

例

例1 MongoCollection::createDBRef() の例
<?php

// $person を db から取得します
$person = $people->findOne();

// 住所を取得します
$address = MongoDBRef::get($people->db, $person['address']);

?>

参考

MongoDB::getDBRef() - データベース参照が指すドキュメントを取得する
MongoCollection::getDBRef() - データベース参照が指すドキュメントを取得する
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MongoDBRef::isRef
(PECL mongo >= 0.9.0)

MongoDBRef::isRef — 配列がデータベース参照か否かを調べる

説明

public static boolean MongoDBRef::isRef ( mixed $ref )

これは実際に参照先をたどることはありません。そのため、参照が壊れているかどうかは判断できません。 単に、ref が正しいデータベース参照形式 (オブジェクトあるいは配列で、$ref フィールドおよび $id フィールドを持つ) であるかどうかを調べるだけです。

パラメータ
ref

調べたい配列あるいはオブジェクト。

返り値

ref が参照であるかどうかを返します。

目次
MongoDBRef::create — 新しいデータベース参照を作成する
MongoDBRef::get — 参照が指すオブジェクトを取得する
MongoDBRef::isRef — 配列がデータベース参照か否かを調べる

MongoMinKey クラス
導入
MongoMinKey はデータベースが使う特別な型で、 他のどんな型よりも小さいと評価されます。したがって、 特定のフィールドの昇順でクエリを並べ替えると、値が MongoMinKey であるドキュメントが最初となります。

MongoMinKey にはフィールドやメソッド、定数はありません。 データベースに追加するときに使う、単なる "いちばん小さい" ものです。

クラス概要
MongoMinKey {
}

MongoMinKey の使用例
<?php

$collection->insert(array("task" => "lunch", "do by" => new MongoMinKey));
$collection->insert(array("task" => "staff meeting", "do by" => new MongoDate(strtotime("+4 days"))));

$cursor = $collection->find()->sort(array("do by" => 1));

?>

このカーソルの中身は、まずlunchドキュメント、次にstaff meetingドキュメントとなります。 lunchドキュメントは、今後コレクションに何が追加されたとしても必ず最初になります ("do by" フィールドが MongoMinKey である別のドキュメントが追加されない限りは)。

MongoMaxKey クラス
導入
MongoMaxKey はデータベースが使う特別な型で、 他のどんな型よりも大きいと評価されます。したがって、 特定のフィールドの昇順でクエリを並べ替えると、値が MongoMaxKey であるドキュメントが最後となります。

MongoMaxKey にはフィールドやメソッド、定数はありません。 データベースに追加するときに使う、単なる "いちばん大きい" ものです。

クラス概要
MongoMaxKey {
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}

MongoMaxKey の使用例
<?php

$collection->insert(array("task" => "dishes", "do by" => new MongoMaxKey));
$collection->insert(array("task" => "staff meeting", "do by" => new MongoDate(strtotime("+4 days"))));

$cursor = $collection->find()->sort(array("do by" => 1));

?>

このカーソルの中身は、まずstaff meetingドキュメント、次にdishesドキュメントとなります。 dishesドキュメントは、今後コレクションに何が追加されたとしても必ず最後になります ("do by" フィールドが MongoMaxKey である別のドキュメントが追加されない限り
は)。

MongoTimestamp クラス
導入
MongoTimestamp は、シャーディングで使います。 シャーディングツールに書き込むつもりがないのなら、 MongoDate を使うとよいでしょう。

MongoTimestamp は、タイムスタンプ (エポックからの経過秒数) 4 バイトと増分 4 で構成されています。

このクラスは、時間を計測したりドキュメントにタイムスタンプを追加したり ドキュメント上のタイムスタンプを自動的に更新したりするためのものではありません。 シャーディングにかかわる書き込みをしているのでなければ、さっさと MongoDate のほうに行きましょう。
このクラスはあなたの求めているものではありません。

シャーディングツールに書き込んでいるという場合は、このまま読み続けてください。

クラス概要
MongoTimestamp {
/* Fields */
public int $sec = 0 ;
public int $inc = 0 ;
/* メソッド */
__construct ([ long $sec [, long $inc ]] )
publicstring __toString ( void )
}

MongoTimestamp::__construct
(PECL mongo >= 1.0.1)

MongoTimestamp::__construct — 新しいタイムスタンプを作成する

説明

MongoTimestamp::__construct ([ long $sec [, long $inc ]] )

新しいタイムスタンプを作成します。 パラメータを指定しなければ、現在時刻を使って増分は自動的に提供します。 増分はモジュールが読み込まれたときに 0 に設定され、 このコンストラクタがコールされるたびに ($inc パラメータを渡した場合は除く) ひとつずつ増えていき
ます。

パラメータ
sec

1970 年 1 月 1 日からの経過秒数。
inc

増分。

返り値

新しいタイムスタンプを返します。

参考

MongoTimestamp::__toString() - このタイムスタンプを文字列形式で返す
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MongoTimestamp::__toString
(PECL mongo >= 1.0.1)

MongoTimestamp::__toString — このタイムスタンプを文字列形式で返す

説明

publicstring MongoTimestamp::__toString ( void )

このタイムスタンプの "sec" フィールドを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このタイムスタンプが表す、エポックからの経過秒数を返します。

目次
MongoTimestamp::__construct — 新しいタイムスタンプを作成する
MongoTimestamp::__toString — このタイムスタンプを文字列形式で返す

GridFS クラス群
目次

MongoGridFS
MongoGridFSFile
MongoGridFSCursor

MongoGridFS クラス
導入
データベースにファイルを格納したり、データベースからファイルを取得したりするためのユーティリティです。

GridFS はストレージの仕様で、すべてのドライバがこれを実装しています。 基本的に、これはふたつのコレクションを定義しています。 ファイルのメタデータ用の files、 そしてファイルの中身用の chunks です。 大きなファイルの場合は自動的に小さなチャンクに分割し、
各チャンクが chunks コレクションのドキュメントとして保存されます。

files コレクション内の各ドキュメントには、ファイル名とアップロードした日付、 そして md5 ハッシュが含まれています。 また、一意な _id フィールドも持っており、 これを使ってそのファイルの中身がある chunks コレクションを探すことができます。 chunks コレク
ション内の各ドキュメントには、バイナリデータのチャンクの他に そのファイルの _id フィールドにマッチする files_id フィールドが含まれ、さらに ファイル全体の中でそのチャンクがどの位置にあるのかという情報も含まれます。

files ドキュメントの内容は、たとえばこのようになります。
<?php
array("_id" => 123456789, "filename" => "foo.txt", "chunkSize" => 3, "length" => 12);
?>
そして chunks ドキュメントはこのようになります。
<?php
array("files_id" => 123456789, "n" => 0, "data" => new MongoBinData("abc"));
array("files_id" => 123456789, "n" => 1, "data" => new MongoBinData("def"));
array("files_id" => 123456789, "n" => 2, "data" => new MongoBinData("ghi"));
array("files_id" => 123456789, "n" => 3, "data" => new MongoBinData("jkl"));
?>
もちろん、デフォルトのチャンクサイズはもっと大きなものになります。 ただそれでは例が見づらくなるのでこのようにしました。

言語間の互換性
MongoGridFS で作ったファイルは他のどのドライバでも使えなければなりませんし、 逆もまたそうです。しかし中には、ファイルに関連するすべてのメタデータが "metadata" フィールドにあるという前提で動くドライバもあります。 他の言語を使う可能性があるのなら、見
せたい情報を "metadata" フィールドに入れておくといいでしょう。たとえば、
<?php

$grid->storeFile("somefile.txt", array("date" => new MongoDate()));

?>
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こう書くかわりに、下のようにするのです。
<?php

$grid->storeFile("somefile.txt", array("metadata" => array("date" => new MongoDate())));

?>

MongoGridFS ファミリー
MongoGridFS は files コレクションと chunks コレクションを表します。MongoGridFS は MongoCollection を継承しており、MongoGridFS のインスタンスは MongoCollection のすべてのメソッドにアクセスできます。 これは files コレクションに対する操作となりま
す。
<?php

$grid = $db->getGridFS();
$grid->update(array("filename" => "foo"), $newObj); // files コレクションを更新します
?>

メタデータを操作する別の例を示します。
<?php

// ファイルを保存します
$id = $grid->storeFile("game.tgz");
$game = $grid->findOne();

// ダウンロードカウンタを追加します
$game->file['downloads'] = 0;
$grid->save($game->file);

// カウンタをひとつ加算します
$grid->update(array("_id" => $id), array('$inc' => array("downloads" => 1)));

?>

MongoGridFS のインスタンスから、 chunks コレクションにアクセスすることもできます。
<?php

  $chunks = $grid->chunks; // $chunks は通常の MongoCollection です
$chunks->insert(array("x" => 4));

?>

MongoGridFS のメソッドの中には MongoCollection のメソッドと同じ名前のものもあります。 これらのメソッドの挙動は微妙に異なります。 たとえば MongoGridFS::remove() は、条件にマッチするすべてのオブジェクトを files コレクションから削除し、 対応する
chunks コレクションの中身も同時に削除します。

新しい何かを GridFS に格納する際にはいくつかのオプションがあります。 ファイル名がわかる場合は、次のように書くことができます。
<?php

$grid->storeFile($filename, array("whatever" => "metadata", "you" => "want"));

?>

ファイルではない文字列やバイト列の場合は、 MongoGridFS::storeBytes() を使うこともできます。
<?php

$grid->storeBytes($bytes, array("whatever" => "metadata", "you" => "want"));

?>

MongoGridFS コレクションへの問い合わせ結果として返されるのは MongoGridFSCursor です。これは通常の MongoCursor とほぼ同様の動きをしますが、連想配列ではなく MongoGridFSFiles を返すという点が異なります。

MongoGridFSFiles をディスクに書き出すには MongoGridFSFile::write() を、メモリに取り込むには MongoGridFSFile::getBytes() を使います。 自動的にチャンクをつなげるメソッドは今のところありませんが、 $grid->chunks コレクションに問い合わせて自分でつなげる
のはきわめて簡単です。

MongoGridFSFile オブジェクトには、 ファイルのメタデータを格納する file フィールドが含まれます。

クラス概要
extends MongoCollection {
/* フィールド */
public MongoCollection $chunks = NULL ;
protected string $filesName = NULL ;
protected string $chunksName = NULL ;
/* メソッド */
__construct ( MongoDB $db [, string $prefix = "fs" ] )
public boolean delete ( mixed $id )
public array drop ( void )
public MongoGridFSCursor find ([ array $query = array() [, array $fields = array() ]] )
public MongoGridFSFile findOne ([ mixed $query = array() ] )
public MongoGridFSFile get ( mixed $id )
public mixed put ( string $filename [, array $extra = array() ] )
public boolean remove ([ array $criteria = array() [, array $options = array() ]] )
public mixed storeBytes ( string $bytes [, array $extra = array() [, array $options = array() ]] )
public mixed storeFile ( string $filename [, array $extra = array() [, array $options = array() ]] )
public mixed storeUpload ( string $name [, string $filename ] )
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}

参考
MongoDB コアドキュメントの » GridFS を参照ください。LightCubeSolutions.com には、 » ユーザがアップロードした内容の保存 や » メタデータの追加 に関するすばらしい解説もあります。

MongoGridFS::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::__construct — 新しいファイルコレクションを作成する

説明

MongoGridFS::__construct ( MongoDB $db [, string $prefix = "fs" ] )

ファイルはふたつのコレクションにまたがって格納されます。 最初のコレクションにはファイルのメタ情報が、 そしてふたつめのコレクションには実際のファイルのチャンクが含まれます。 デフォルトでは、fs.files および fs.chunks は使用するコレクション名となります。

"fs" 以外のプレフィックスを使用するには引数をひとつ使用します。
$fs = new MongoGridFS($db, "myfiles");

これは、コレクション myfiles.files および myfiles.chunks を使用します。

パラメータ
db

データベース。
files

オプションのコレクション名プレフィックス。

MongoGridFS::delete
(PECL mongo >=1.0.8)

MongoGridFS::delete — ファイルをデータベースから削除する

説明

public boolean MongoGridFS::delete ( mixed $id )

パラメータ
id

削除したいファイルの _id。

返り値

ファイルをデータベースから削除できたか否かを返します。

MongoGridFS::drop
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::drop — ファイルコレクションおよびチャンクコレクションを削除する

説明

public array MongoGridFS::drop ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

http://dochub.mongodb.org/core/gridfs
http://www.lightcubesolutions.com/blog/?p=209
http://www.lightcubesolutions.com/blog/?p=209
http://www.lightcubesolutions.com/blog/?p=228
http://www.lightcubesolutions.com/blog/?p=228
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データベースの応答を返します。

MongoGridFS::find
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::find — ファイルを問い合わせる

説明

public MongoGridFSCursor MongoGridFS::find ([ array $query = array() [, array $fields = array() ]] )

パラメータ
query

クエリ。
fields

返したいフィールド。

返り値

MongoGridFSCursor を返します。

MongoGridFS::findOne
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::findOne — 条件にマッチする単一のファイルを返す

説明

public MongoGridFSFile MongoGridFS::findOne ([ mixed $query = array() ] )

パラメータ
query

探したいファイル名あるいは条件。

返り値

MongoGridFSFile、あるいは NULL を返します。

例

例1 MongoGridFS::findOne() の例

この例は、MongoGridFS からファイルを検索する方法を示します。
<?php

$downloads = $mongo->my_db->getGridFS('downloads');

$downloads->storeFile('filename.tgz');

$download = $downloads->findOne('filename.tgz'); // MongoGridFSFile のインスタンス
print_r($download);
?>

ファイルの挙動についての詳細な情報は MongoGridFSFile を参照ください。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
MongoGridFSFile Object
(
    [file] => Array
        (
            [_id] => MongoId Object
                (
                )

            [filename] => filename.tgz
            [uploadDate] => MongoDate Object
                (
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                    [sec] => 1274288014
                    [usec] => 467000
                )

            [chunkSize] => 262144
            [md5] => d41d8cd98f00b204e9800998ecf8427e
        )

    [gridfs:protected] => MongoGridFS Object
        (
            [chunks] => MongoCollection Object
                (
                )

            [filesName:protected] => downloads.files
            [chunksName:protected] => downloads.chunks
        )

)

MongoGridFS::get
(PECL mongo >=1.0.8)

MongoGridFS::get — ファイルをデータベースから取得する

説明

public MongoGridFSFile MongoGridFS::get ( mixed $id )

パラメータ
id

探したいファイルの _id。

返り値

見つかった場合はそのファイル、見つからない場合は NULL を返します。

MongoGridFS::put
(PECL mongo >=1.0.8)

MongoGridFS::put — ファイルをデータベースに格納する

説明

public mixed MongoGridFS::put ( string $filename [, array $extra = array() ] )

パラメータ
filename

ファイルの名前。
extra

保存するファイルに追加したいその他のメタデータ。

返り値

保存したオブジェクトの _id を返します。

MongoGridFS::remove
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::remove — ファイルをコレクションから削除する

説明

public boolean MongoGridFS::remove ([ array $criteria = array() [, array $options = array() ]] )

パラメータ
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query

探したいファイル名あるいは条件。
options

削除時のオプション。以下のオプションが使えます。

"safe"

削除に成功したかどうかをチェックします。

返り値

削除がデータベースに正しく送信されたかどうかを返します。

MongoGridFS::storeBytes
(PECL mongo >=0.9.2)

MongoGridFS::storeBytes — バイト列を分割してデータベースに格納する

説明

public mixed MongoGridFS::storeBytes ( string $bytes [, array $extra = array() [, array $options = array() ]] )

パラメータ
bytes

格納したいバイト列。
extra

保存されるファイルに追加するメタデータ。
options

格納時のオプション。

"safe"

格納に成功したかどうかを調べます。

返り値

保存されたオブジェクトの _id を返します。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されていれば、追加に失敗した場合に MongoCursorException をスローします。

MongoGridFS::storeFile
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::storeFile — ファイルをデータベースに格納する

説明

public mixed MongoGridFS::storeFile ( string $filename [, array $extra = array() [, array $options = array() ]] )

パラメータ
filename

ファイルの名前。
extra

保存するファイルに追加したいメタデータ。
options



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

格納時のオプション。

"safe"

格納に成功したかどうかを調べます。

返り値

保存されたオブジェクトの _id を返します。

エラー / 例外

"safe" オプションが設定されていれば、追加に失敗した場合に MongoCursorException をスローします。

MongoGridFS::storeUpload
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFS::storeUpload — アップロードされたファイルをデータベースに格納する

説明

public mixed MongoGridFS::storeUpload ( string $name [, string $filename ] )

パラメータ
name

アップロードされたファイルの name フィールド。
filename

データベースの filename フィールドに使用する文字列。

返り値

アップロードされたファイルの _id を返します。

目次
MongoGridFS::__construct — 新しいファイルコレクションを作成する
MongoGridFS::delete — ファイルをデータベースから削除する
MongoGridFS::drop — ファイルコレクションおよびチャンクコレクションを削除する
MongoGridFS::find — ファイルを問い合わせる
MongoGridFS::findOne — 条件にマッチする単一のファイルを返す
MongoGridFS::get — ファイルをデータベースから取得する
MongoGridFS::put — ファイルをデータベースに格納する
MongoGridFS::remove — ファイルをコレクションから削除する
MongoGridFS::storeBytes — バイト列を分割してデータベースに格納する
MongoGridFS::storeFile — ファイルをデータベースに格納する
MongoGridFS::storeUpload — アップロードされたファイルをデータベースに格納する

MongoGridFSFile クラス
導入
データベースファイルオブジェクト。

クラス概要
MongoGridFSFile {
/* フィールド */
public array $file = NULL ;
protected MongoGridFS $gridfs = NULL ;
/* メソッド */
MongoGridfsFile::__construct ( MongoGridFS $gridfs , array $file )
public string getBytes ( void )
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public string getFilename ( void )
public int getSize ( void )
public int write ([ string $filename = NULL ] )
}

MongoGridfsFile::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridfsFile::__construct — 新しい GridFS ファイルを作成する

説明

MongoGridfsFile::__construct ( MongoGridFS $gridfs , array $file )

パラメータ
gridfs

親の MongoGridFS インスタンス。
file

データベースからのファイル。

返り値

新しい MongoGridFSFile を返します。

MongoGridFSFile::getBytes
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSFile::getBytes — このファイルの内容をバイト文字列で返す

説明

public string MongoGridFSFile::getBytes ( void )

これはファイルをメモリに読み込みます。 ファイルのサイズがメモリの量より大きい場合は問題が発生することに注意しましょう。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの内容をバイト文字列で返します。

例

例1 MongoGridFSFile::getBytes() の例
<?php

$images = $db->my_db->getGridFS('images');

$image = $images->findOne('jwage.png');

header('Content-type: image/png;');
echo $image->getBytes();
?>

MongoGridFSFile::getFilename
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSFile::getFilename — このファイルのファイル名を返す

説明

public string MongoGridFSFile::getFilename ( void )
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイル名を返します。

MongoGridFSFile::getSize
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSFile::getSize — このファイルのサイズを返す

説明

public int MongoGridFSFile::getSize ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このファイルのサイズを返します。

MongoGridFSFile::write
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSFile::write — このファイルをファイルシステムに書き込む

説明

public int MongoGridFSFile::write ([ string $filename = NULL ] )

パラメータ
filename

ファイルの書き込み先。指定しなかった場合は、 格納されているファイル名を使用します。

返り値

書き込んだバイト数を返します。

例

例1 MongoGridFSFile::write() の例
<?php

$images = $db->my_db->getGridFS('images');

$image = $images->findOne('jwage.png');
$image->write('/path/to/write/jwage.png');
?>

目次
MongoGridfsFile::__construct — 新しい GridFS ファイルを作成する
MongoGridFSFile::getBytes — このファイルの内容をバイト文字列で返す
MongoGridFSFile::getFilename — このファイルのファイル名を返す
MongoGridFSFile::getSize — このファイルのサイズを返す
MongoGridFSFile::write — このファイルをファイルシステムに書き込む

MongoGridFSCursor クラス
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導入
データベースからのファイル用のカーソルです。

クラス概要
extends MongoCursor {
/* フィールド */
protected MongoGridFS $gridfs = NULL ;
/* メソッド */
__construct ( MongoGridFS $gridfs , resource $connection , string $ns [, array $query = array() [, array $fields = array() ]] )
public MongoGridFSFile current ( void )
public MongoGridFSFile getNext ( void )
public string key ( void )
}

MongoGridFSCursor::__construct
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSCursor::__construct — 新しいカーソルを作成する

説明

MongoGridFSCursor::__construct ( MongoGridFS $gridfs , resource $connection , string $ns [, array $query = array() [, array $fields = array() ]] )

パラメータ
gridfs

関連する GridFS コレクション。
connection

データベース接続。
ns

データベースおよびコレクションのフルネーム。
query

データベースクエリ。
fields

返したいフィールド。

返り値

新しいカーソルを返します。

MongoGridFSCursor::current
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSCursor::current — 現在のファイルを返す

説明

public MongoGridFSFile MongoGridFSCursor::current ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のファイルを返します。
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MongoGridFSCursor::getNext
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSCursor::getNext — カーソルが指す次のファイルを返し、カーソルを進める

説明

public MongoGridFSFile MongoGridFSCursor::getNext ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

次のファイルを返します。

MongoGridFSCursor::key
(PECL mongo >=0.9.0)

MongoGridFSCursor::key — 現在の結果のファイル名を返す

説明

public string MongoGridFSCursor::key ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の結果のファイル名を返します。

目次
MongoGridFSCursor::__construct — 新しいカーソルを作成する
MongoGridFSCursor::current — 現在のファイルを返す
MongoGridFSCursor::getNext — カーソルが指す次のファイルを返し、カーソルを進める
MongoGridFSCursor::key — 現在の結果のファイル名を返す

関数
目次

Mongo 関数

Mongo 関数

bson_decode
(PECL mongo >=1.0.1)

bson_decode — BSON オブジェクトを PHP の配列に復元する

説明

array bson_decode ( string $bson )
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この関数はまさにベータ版であり、99% のユーザにとっては使い道のないものです。 この関数を使うとすれば、PHP ドライバ上でさらに自前のドライバを書くなど よっぽど変わったことをしている人だけです。

パラメータ
bson

復元したい BSON。

返り値

BSON オブジェクトを復元したものを返します。

bson_encode
(PECL mongo >=1.0.1)

bson_encode — PHP の変数を BSON 文字列に変換する

説明

string bson_encode ( mixed $anything )

この関数はまさにベータ版であり、99% のユーザにとっては使い道のないものです。 この関数を使うとすれば、PHP ドライバ上でさらに自前のドライバを書くなど よっぽど変わったことをしている人だけです。

パラメータ
anything

変換したい変数。

返り値

変換した文字列を返します。

目次
bson_decode — BSON オブジェクトを PHP の配列に復元する
bson_encode — PHP の変数を BSON 文字列に変換する

例外
目次

MongoException
MongoCursorException
MongoCursorTimeoutException
MongoConnectionException
MongoGridFSException

VMWare のふしぎ
Windows 上で VMWare を動かして CIFS を使っているときに VM を一時停止すると CIFS が同期されなくなってしまい、停止から復帰するときに不可解なエラー ("The Mongo object has not been correctly initialized by its constructor") が発生します。 Windows 共有を常
にマウントさせるようにするとこの問題は発生せず、 自由に一時停止・再開をすることができます。

Windows 共有を常にマウントさせるには、次のコマンドを実行します。
$ sudo update-rc.d -f umountnfs.sh remove
$ sudo update-rc.d umountnfs.sh stop 15 0 6 .

最新情報については、 » Ubuntu のドキュメント を参照ください。

MongoException クラス
導入

https://help.ubuntu.com/community/MountWindowsSharesPermanently
https://help.ubuntu.com/community/MountWindowsSharesPermanently


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Mongo のデフォルトの例外です。

さまざまなエラー条件を扱います。最終的にはより詳細な例外にたどり着きますが、 それらもすべて MongoException を継承しています。

非 utf8 文字列

このエラーが発生するのは、非 utf8 文字列をデータベースに送信しようとしたときです。 データベースに送る文字列はすべて UTF8 でなければなりません。 この例外を発生させなくする移行用オプションは、php.ini のオプションを参照ください。

無効な正規表現

渡した正規表現が /regex/flags 形式になっていません。

MongoSomething オブジェクトがコンストラクタで適切に初期化されなかった

おそらく Mongo オブジェクトがデータベースサーバに接続されていないのでしょう。

クラス概要
extends Exception {
}

MongoCursorException クラス
導入
カーソルへの不正なアクセスや応答を受け取る際のエラーが原因です。

応答を受け取る際にエラーがあった場合は、より詳細なエラーメッセージが得られます。 問題の原因を調べるために役立つでしょう。 エラーメッセージをプログラム上で読み取るのは少し面倒なので、 例外の個々の要因に対してエラーコードも割り当てられています。

cannot modify cursor after beginning iteration

Code: 0

クエリを実行した後で、クエリの設定を変えるメソッドをコールしました。 いったんカーソルをリセットしてからやりなおしてください。

さまざまな送信エラー

Code: 1

クエリをデータベースに送信できませんでした。 データベースが立ち上がっていることとネットワークが正常であることを確認してください。

cursor not found

Code: 2

ドライバがデータベースから結果を取得しようとしましたが、 データベース側にクエリが残っていませんでした。 たいていは、カーソルがサーバ側でタイムアウトしたことを意味します。 やりとりがない状況が数秒続くと、データベースはカーソルを消します (これを防
ぐための方法は MongoCursor::immortal() を参照ください)。

さまざまなデータベースエラー

Code: 4

データベースへのクエリで問題が発生しました。 エラーメッセージを見れば何が悪かったかがわかりますが、 データベースのログで詳細を調べることもできます。

couldn't get response header

Code: 3

ドライバがデータベースからのリプライヘッダを取得できず、取得をあきらめました。 データベースが立ち上がっていることとネットワークがつながっていることを確認し、 もう一度クエリを実行してみましょう。

no db response

Code: 5

これはエラーではないかもしれません。たとえば、データベースの "shutdown" コマンドは何も応答を返しません。 しかし、もし何らかの応答を得ることを期待していたのにこのエラーになったのなら、 データベースがその応答を返さなかったことを意味します。

no db response

Code: 5

bad response length: %d, max: %d, did the db assert?

Code: 6

これは、データベースの応答が 4MB を超えるかあるいは 0 未満であることを意味します。 5MB を超えるような値が返ってくるようなら、データベースのバグである可能性があります (応答の最大長は 4MB です)。開発者に報告しましょう。 0 未満の応答は、たいてい
データベースのアサーションが発生したことを意味します。
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incomplete header/response

Code: 7

めったにありませんが、 データベースの応答が正常にはじまったけれど途中で終わってしまった場合に発生します。 おそらくネットワークの問題でしょう。

error getting database response: errstr

WSA error getting database response: errstr

"errstr" は、C のソケットから直接返ってきた入出力エラーです。 Windows では、エラーメッセージの先頭に "WSA" がつきます。

error getting database response: <various>

Code: 8

ソケット層で何か問題が発生しました。 C のソケットライブラリからのエラーを返します。

couldn't find a response

Code: 9

レスポンスがキャッシュされましたが、その場所を特定できませんでした。

さまざまなメッセージ

Code: 10

データベースからは何もコードが返されませんでした。

E11000 duplicate key error index: foo.bar.$X dup key: { /* ... */ }

Code: 11000

キーの重複を表すデータベースエラー。

クラス概要
extends MongoException {
}

MongoCursorTimeoutException クラス
導入
クエリのタイムアウトで発生します。 この例外がスローされるようになるまでの時間の長さを設定することができます。 そのためには、MongoCursor::timeout() をカーソルで実行するか、 あるいは MongoCursor::$timeout を設定します。 静的変数を設定する方法は、デー
タベースコマンドや MongoCollection::findOne() のようなクエリで便利です。 これらはどちらもカーソルの内部で暗黙的に使うからです。

クラス概要
extends MongoCursorException {
}

MongoConnectionException クラス
導入
ドライバがデータベースへの接続に失敗した場合にスローします。

エラーメッセージにはさまざまなものがあり、 接続時にどんな問題が発生したのかを調べるために役立ちます。 以下にエラーメッセージの例を示します。

No server name given.

このエラーが発生するのは、サーバ名に "" を渡した場合です。 考えられる原因は、文字列中での変数展開用の変数の書き間違い (たとえば "$server" とすべきところを "$servr" にした) などです。

failed to get host [hostname] or port [portnum] from [server].

このエラーがあらわすのは、サーバ文字列が不正な形式であるということです。 "[hostname]" および "[portnum]" の部分が、 ドライバがなんとかそれを判読した結果を示しています。

Operation in progress
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データベースへの接続がタイムアウトしました。

Transport endpoint is not connected

一般的には、接続文字列が間違っていて ドライバがデータベースサーバを見つけられなかったことを意味します。

couldn't determine master

ペア接続のどちらのサーバもマスタではありません。

couldn't get host info for [server]

これがあらわすのは、指定したサーバアドレスを DNS が解決できなかったということです。 打ち間違い ("$server" と書くべきところを "server" とするなど) があると容易にこのエラーが発生します。

Invalid Argument

これは、マシン自体は立ち上がっているもののデータベースは稼動していないマシンに接続しようとした場合などに発生します。 接続前に、データベースサーバが起動しているかどうか確認しておきましょう。

Permission denied

権限に関する問題があってソケットをオープンできなかったことをあらわします。 Red Hat 系の OS のデフォルト設定では Apache からネットワーク接続を作成できないようになっているので、 デフォルトでこれが発生します。この設定を書き換えるには、
$ /usr/sbin/setsebool -P httpd_can_network_connect 1

を実行してから Apache を再起動します。

これら以外のメッセージが出た場合、おそらくそれは C のソケットからのエラーです。 主な原因についてはウェブを検索して調べましょう。

クラス概要
extends MongoException {
}

MongoGridFSException クラス
導入
データベースのファイルの読み書きでエラーが発生した場合にスローします。

クラス概要
extends MongoException {
}

導入
マニュアル

インストール手順
php.ini オプション
チュートリアル
接続
書き込み
問い合わせ
セキュリティ
ドライバのテストの実行
トラブルシューティング

コアクラス群
Mongo — Mongo クラス
MongoDB — MongoDB クラス
MongoCollection — MongoCollection クラス
MongoCursor — MongoCursor クラス

型
MongoId — MongoId クラス
MongoCode — MongoCode クラス
MongoDate — MongoDate クラス
MongoRegex — MongoRegex クラス
MongoBinData — MongoBinData クラス
MongoInt32 — MongoInt32 クラス
MongoInt64 — MongoInt64 クラス
MongoDBRef — MongoDBRef クラス
MongoMinKey — MongoMinKey クラス
MongoMaxKey — MongoMaxKey クラス
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MongoTimestamp — MongoTimestamp クラス
GridFS クラス群

MongoGridFS — MongoGridFS クラス
MongoGridFSFile — MongoGridFSFile クラス
MongoGridFSCursor — MongoGridFSCursor クラス

関数
Mongo 関数

例外
MongoException — MongoException クラス
MongoCursorException — MongoCursorException クラス
MongoCursorTimeoutException — MongoCursorTimeoutException クラス
MongoConnectionException — MongoConnectionException クラス
MongoGridFSException — MongoGridFSException クラス

mSQL

導入
以下の関数により mSQL データベースサーバにアクセスすることが 可能になります。mSQL に関する詳細な情報は、 » http://www.hughes.com.au/ にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
以下の関数を利用可能とするには、 --with-msql[=dir] オプションにより mSQL サポートを追加して PHP をコンパイルする必要があります。DIR は mSQL のインストールディレクトリで、デフォルトの位置は /usr/local/msql3 です。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 msql.dll

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

mSQL 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

msql.allow_persistent "1" PHP_INI_ALL  
msql.max_persistent "-1" PHP_INI_ALL  
msql.max_links "-1" PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

msql.allow_persistent boolean

持続的な mSQL 接続を許可するかどうか。

http://www.hughes.com.au/
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msql.max_persistent integer

プロセスごとの、持続的 mSQL 接続の最大数。

msql.max_links integer

プロセスごとの mSQL 接続の最大数。持続的接続の数も含めます。

リソース型
mSQL モジュールでは 2 種類のリソース型が使用されます。ひとつは データベース接続のリンク ID で、もうひとつはクエリ結果を保持する リソースです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

MSQL_ASSOC (integer)
MSQL_NUM (integer)
MSQL_BOTH (integer)

例
目次

mSQL の使用例

ここでは、mSQL データベースへの接続、クエリの実行、結果の表示 そして接続の切断を行う簡単な例を示します。

例1 mSQL の使用例
<?php
/* 接続し、データベースを選択する */
$link = msql_connect('localhost', 'username', 'password')
    or die('Could not connect : ' . msql_error($link));

msql_select_db('database', $link)
    or die('Could not select database');

/* SQL クエリを発行する */
$query = 'SELECT * FROM my_table';
$result = msql_query($query, $link) or die('Query failed : ' . msql_error());

/* 結果を HTML で表示する */
echo "<table>\n";
while ($row = msql_fetch_array($result, MSQL_ASSOC)) {
    echo "\t<tr>\n";
    foreach ($row as $col_value) {
        echo "\t\t<td>$col_value</td>\n";
    }
    echo "\t</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

/* 結果セットを開放する */
msql_free_result($result);

/* 接続をクローズする */
msql_close($link);
?>

mSQL 関数

msql_affected_rows
(PHP 4, PHP 5)

msql_affected_rows — 変更された行の数を返す

説明

int msql_affected_rows ( resource $result )
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result に関連する直近の SELECT、UPDATE あるいは DELETE クエリにより変更された行の数を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

成功した場合には変更された行の数、エラー時に FALSE を返します。

参考

msql_query() - mSQL クエリを送信する

msql_close
(PHP 4, PHP 5)

msql_close — mSQL 接続を閉じる

説明

bool msql_close ([ resource $link_identifier ] )

msql_close() は、指定したリンク ID に関連付けられた mSQL サーバとの持続的でない接続を閉じます。

通常は msql_close() を使用する必要はありません。 なぜなら、持続的でないリンクはスクリプトの実行終了時に自動的に 閉じられるからです。 リソースの開放 も参照ください。

パラメータ
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msql_connect() - mSQL 接続を開く
msql_pconnect() - 持続的な mSQL 接続をオープンする

msql_connect
(PHP 4, PHP 5)

msql_connect — mSQL 接続を開く

説明

resource msql_connect ([ string $hostname ] )

msql_connect() は mSQL サーバとの接続を確立します。

同じ引数で msql_connect() が再度コールされた場合、 新しいリンクは作成されません。替わりに、既に開かれているリンクの ID が返されます。

msql_close() を明示的にコールしなければ、サーバとの リンクはスクリプトの実行終了直後に閉じられます。

パラメータ
hostname

ホスト名にはポート番号を含めることも可能です。例: hostname,port

指定されなかった場合、接続は Unix ドメインソケットで確立されます。 これは、ローカルホストへの TCP ソケット接続より効率的です。

注意:
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この関数はホスト名とポートの区切りとしてコロン（:） も受け付けますが、カンマ（,）で区切るほうが 推奨されます。

返り値

成功した場合には正の mSQL リンク IDを、エラー時には FALSE を返します。

参考

msql_pconnect() - 持続的な mSQL 接続をオープンする
msql_close() - mSQL 接続を閉じる

msql_create_db
(PHP 4, PHP 5)

msql_create_db — mSQL データベースを作成する

説明

bool msql_create_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

msql_create_db() は、mSQL サーバ上に データベースの作成を試みます。

パラメータ
database_name

mSQL データベース名。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msql_drop_db() - mSQL データベースを破棄(削除)する

msql_createdb
(PHP 4, PHP 5)

msql_createdb — msql_create_db() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_create_db()

msql_data_seek
(PHP 4, PHP 5)

msql_data_seek — 行に関する内部ポインタを移動する

説明

bool msql_data_seek ( resource $result , int $row_number )

msql_data_seek() は、指定したクエリー ID (query_identfier)が指す mSQL の結果行への内部ポインタが指定した行番号 (row_number)を指すようにします。 次に msql_fetch_row() をコールした際には、 その行を返します。

パラメータ
result
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評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
row_number

指定する行番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msql_fetch_array() - 結果の行を配列として取得する
msql_fetch_object() - 結果の行をオブジェクトとして取得する
msql_fetch_row() - 結果の行を数値配列として取得する
msql_result() - 結果のデータを得る

msql_db_query
(PHP 4, PHP 5)

msql_db_query — mSQL クエリを送信する

説明

resource msql_db_query ( string $database , string $query [, resource $link_identifier ] )

msql_db_query() はデータベースを選択し、 そこに対してクエリを実行します。

パラメータ
database

mSQL データベースの名前。
query

SQL クエリ。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

成功した場合には正の mSQL リンク IDを、エラー時には FALSE を返します。

参考

msql_query() - mSQL クエリを送信する

msql_dbname
(PHP 4, PHP 5)

msql_dbname — msql_result() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_result()

msql_drop_db
(PHP 4, PHP 5)

msql_drop_db — mSQL データベースを破棄(削除)する

説明
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bool msql_drop_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

msql_drop_db() は、mSQL サーバから データベースを削除することを試みます。

パラメータ
database_name

データベースの名前。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msql_create_db() - mSQL データベースを作成する

msql_error
(PHP 4, PHP 5)

msql_error — 最後の msql コールに関するエラーメッセージを返す

説明

string msql_error ( void )

msql_error() は、mSQL サーバで最後に発生したエラーを 返します。msql_error() でアクセス可能なのは 直近のエラーメッセージだけであることに注意しましょう。

返り値

直近のエラーメッセージを返します。エラーが発生しなかった場合は 空文字列を返します。

msql_fetch_array
(PHP 4, PHP 5)

msql_fetch_array — 結果の行を配列として取得する

説明

array msql_fetch_array ( resource $result [, int $result_type ] )

msql_fetch_array() は、 msql_fetch_row() の拡張版です。 結果配列のデータを数値インデックスに格納することに加え、 フィールド名をキーとして連想配列にも格納します。

msql_fetch_array() の使用に際して注意すべきことは、 かなりの付加機能を提供するにもかかわらず、 msql_fetch_row() を使用する場合より そんなに遅くないということです。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
result_type

以下の定数 MSQL_ASSOC、MSQL_NUM、および MSQL_BOTH のうちのいずれか。 MSQL_BOTH がデフォルト。

返り値

取得した行に対応する配列を返します。行が残っていない場合には FALSE を返します。

例

例1 msql_fetch_array() の例
<?php
$con = msql_connect();



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

if (!$con) {
    die('Server connection problem: ' . msql_error());
}

if (!msql_select_db('test', $con)) {
    die('Database connection problem: ' . msql_error());
}

$result = msql_query('SELECT id, name FROM people', $con);
if (!$result) {
    die('Query execution problem: ' . msql_error());
}

while ($row = msql_fetch_array($result, MSQL_ASSOC)) {
    echo $row['id'] . ': ' . $row['name'] . "\n";
}

msql_free_result($result);
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.11 および 5.0.4 NULL 値を含むカラムからデータを取得する際のバグが修正されました。 そのようなカラムは結果の配列に含まれていませんでした。

参考

msql_fetch_row() - 結果の行を数値配列として取得する
msql_fetch_object() - 結果の行をオブジェクトとして取得する
msql_data_seek() - 行に関する内部ポインタを移動する
msql_result() - 結果のデータを得る

msql_fetch_field
(PHP 4, PHP 5)

msql_fetch_field — フィールド情報を得る

説明

object msql_fetch_field ( resource $result [, int $field_offset ] )

msql_fetch_field() はあるクエリ結果に含まれる フィールドの情報を取得する際に使用することができます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

フィールドオフセット。指定されていない場合は、まだ msql_fetch_field() で取得されていない 次のフィールドが返されます。

返り値

フィールド情報を含むオブジェクトを返します。プロパティは以下のとおりです。

name - カラム名

table - カラムが属するテーブル名

not_null - カラムが NULL になることができない場合に 1

unique - カラムがユニークキーである場合に 1

type - カラムの型

参考

msql_field_seek() - フィールドオフセットを設定する

msql_fetch_object
(PHP 4, PHP 5)

msql_fetch_object — 結果の行をオブジェクトとして取得する
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説明

object msql_fetch_object ( resource $result )

msql_fetch_object() は、 msql_fetch_array() に似ていますが、配列の代わりに オブジェクトを返すところだけが異なっています。遠まわしに言うと、 オフセット値によってではなくフィールド名によってのみデータを アクセスすることができることを意味しています （数
字は、プロパティ名として使用できません）。

速度面でこの関数は msql_fetch_array() と同等です。そして、ほぼ msql_fetch_row() と同等の速度を有しています（その差は無視できるほどです）。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

得た行に対応するプロパティを有するオブジェクトを返します。 もう行がない場合には FALSE を返します。

例

例1 msql_fetch_object() の例
<?php
$con = msql_connect();
if (!$con) {
    die('Server connection problem: ' . msql_error());
}

if (!msql_select_db('test', $con)) {
    die('Database connection problem: ' . msql_error());
}

$result = msql_query('SELECT id, name FROM people', $con);
if (!$result) {
    die('Query execution problem: ' . msql_error());
}

while ($row = msql_fetch_object($result, MSQL_ASSOC)) {
    echo $row->id . ': ' . $row->name . "\n";
}

msql_free_result($result);
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.11 および 5.0.4 NULL 値を含むカラムからデータを取得する際のバグが修正されました。 そのようなカラムは結果の配列に含まれていませんでした。

参考

msql_fetch_array() - 結果の行を配列として取得する
msql_fetch_row() - 結果の行を数値配列として取得する
msql_data_seek() - 行に関する内部ポインタを移動する
msql_result() - 結果のデータを得る

msql_fetch_row
(PHP 4, PHP 5)

msql_fetch_row — 結果の行を数値配列として取得する

説明

array msql_fetch_row ( resource $result )

msql_fetch_row() は、指定したリンク ID が指す 結果から 1 行分のデータを得ます。行は、配列として返されます。 各結果のカラムは、0 から始まる配列オフセットに保存されます。

連続して msql_fetch_row() をコールした場合、 次の行を結果として返します。もう行がない場合には FALSE を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。

返り値
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結果の行に対応する配列を返します。もう行がない場合には FALSE を返します。

例

例1 msql_fetch_row() の例
<?php
$con = msql_connect();
if (!$con) {
    die('Server connection problem: ' . msql_error());
}

if (!msql_select_db('test', $con)) {
    die('Database connection problem: ' . msql_error());
}

$result = msql_query('SELECT id, name FROM people', $con);
if (!$result) {
    die('Query execution problem: ' . msql_error());
}

while ($row = msql_fetch_row($result)) {
    echo $row[0] . ': ' . $row[1] . "\n";
}

msql_free_result($result);
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.11 および 5.0.4 NULL 値を含むカラムからデータを取得する際のバグが修正されました。 そのようなカラムは結果の配列に含まれていませんでした。

参考

msql_fetch_array() - 結果の行を配列として取得する
msql_fetch_object() - 結果の行をオブジェクトとして取得する
msql_data_seek() - 行に関する内部ポインタを移動する
msql_result() - 結果のデータを得る

msql_field_flags
(PHP 4, PHP 5)

msql_field_flags — フィールドのフラグを取得する

説明

string msql_field_flags ( resource $result , int $field_offset )

msql_field_flags() は、指定したフィールドの フィールドフラグを返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は、1から始まります。

返り値

指定したキーのフィールドフラグを含む文字列を返します。 とりうる値は: primary key not null、 not null、primary key、 unique not null あるいは unique です。

msql_field_len
(PHP 4, PHP 5)

msql_field_len — フィールドの長さを取得する

説明

int msql_field_len ( resource $result , int $field_offset )

msql_field_len() は指定したフィールドの長さを返します。
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パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は、1から始まります。

返り値

指定したフィールドの長さを返します。エラー時には FALSE を返します。

msql_field_name
(PHP 4, PHP 5)

msql_field_name — 結果における指定したフィールドの名前を取得する

説明

string msql_field_name ( resource $result , int $field_offset )

msql_field_name() は、指定したフィールドインデックスの 名前を取得します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は、1から始まります。

返り値

フィールドの名前を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msql_field_len() - フィールドの長さを取得する

msql_field_seek
(PHP 4, PHP 5)

msql_field_seek — フィールドオフセットを設定する

説明

bool msql_field_seek ( resource $result , int $field_offset )

指定されたフィールドオフセットに移動します。 この後で msql_fetch_field() を フィールドオフセットを指定せずにコールした場合は、 ここで指定したフィールドが返されます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は、1から始まります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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msql_fetch_field() - フィールド情報を得る

msql_field_table
(PHP 4, PHP 5)

msql_field_table — フィールドのテーブル名を取得する

説明

int msql_field_table ( resource $result , int $field_offset )

指定したフィールドが含まれるテーブルの名前を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は、1から始まります。

返り値

成功した場合はテーブルの名前、失敗した場合に FALSE を返します。

msql_field_type
(PHP 4, PHP 5)

msql_field_type — フィールドの型を取得する

説明

string msql_field_type ( resource $result , int $field_offset )

msql_field_type() は、指定したフィールドインデックスの 型を取得します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は、1から始まります。

返り値

フィールドの型。int、 char、real、ident、 null あるいは unknown のいずれか。 失敗した場合には FALSE を返します。

msql_fieldflags
(PHP 4, PHP 5)

msql_fieldflags — msql_field_flags() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_field_flags()

msql_fieldlen
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(PHP 4, PHP 5)

msql_fieldlen — msql_field_len() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_field_len()

msql_fieldname
(PHP 4, PHP 5)

msql_fieldname — msql_field_name() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_field_name()

msql_fieldtable
(PHP 4, PHP 5)

msql_fieldtable — msql_field_table() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_field_table()

msql_fieldtype
(PHP 4, PHP 5)

msql_fieldtype — msql_field_type() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_field_type()

msql_free_result
(PHP 4, PHP 5)

msql_free_result — 結果保持用メモリを開放する

説明

bool msql_free_result ( resource $result )

msql_free_result() は、 query_identifier が指すメモリを開放します。 リクエストの処理を完了した時、このメモリは自動的に開放されます。 よって、この関数を使用する必要があるのは、 スクリプトの実行時に大量のメモリを使用しないことを 確実にしたい場合のみで
す。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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msql_list_dbs
(PHP 4, PHP 5)

msql_list_dbs — サーバー上の mSQL データベースのリストを返す

説明

resource msql_list_dbs ([ resource $link_identifier ] )

msql_list_dbs() は、指定した link_identifier 上で使用可能なデータベースの 一覧を返します。

パラメータ
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

結果セットを返します。これは msql_fetch_array() のような結果セットを読み込む関数によって処理が可能です。失敗した場合は、 この関数は FALSE を返します。

参考

msql_list_tables() - mSQL データベースにおけるテーブルのリストを得ます
msql_list_fields() - 結果フィールドのリストを得る

msql_list_fields
(PHP 4, PHP 5)

msql_list_fields — 結果フィールドのリストを得る

説明

resource msql_list_fields ( string $database , string $tablename [, resource $link_identifier ] )

msql_list_fields() は、指定したテーブルに関する情報を返します。

パラメータ
database

データベースの名前。
tablename

テーブルの名前。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

結果セットを返します。これは msql_fetch_array() のような結果セットを読み込む関数によって処理が可能です。失敗した場合は、 この関数は FALSE を返します。

参考

msql_list_tables() - mSQL データベースにおけるテーブルのリストを得ます
msql_list_dbs() - サーバー上の mSQL データベースのリストを返す

msql_list_tables
(PHP 4, PHP 5)

msql_list_tables — mSQL データベースにおけるテーブルのリストを得ます

説明
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resource msql_list_tables ( string $database [, resource $link_identifier ] )

msql_list_tables() は、指定した database 上のテーブルのリストを返します。

パラメータ
database

データベースの名前。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

結果セットを返します。これは msql_fetch_array() のような結果セットを読み込む関数によって処理が可能です。失敗した場合は、 この関数は FALSE を返します。

参考

msql_list_fields() - 結果フィールドのリストを得る
msql_list_dbs() - サーバー上の mSQL データベースのリストを返す

msql_num_fields
(PHP 4, PHP 5)

msql_num_fields — 結果におけるフィールドの数を得る

説明

int msql_num_fields ( resource $result )

msql_num_fields()は、結果セットにおける フィールドの数を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

結果セットにおけるフィールドの数を返します。

参考

msql_query() - mSQL クエリを送信する
msql_fetch_field() - フィールド情報を得る
msql_num_rows() - 結果における行の数を得る

msql_num_rows
(PHP 4, PHP 5)

msql_num_rows — 結果における行の数を得る

説明

int msql_num_rows ( resource $query_identifier )

msql_num_rows() は、結果セットにおける 行の数を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。

返り値



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

結果セットにおける行の数を返します。

参考

msql_num_fields() - 結果におけるフィールドの数を得る

msql_numfields
(PHP 4, PHP 5)

msql_numfields — msql_num_fields() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_num_fields()

msql_numrows
(PHP 4, PHP 5)

msql_numrows — msql_num_rows() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_num_rows()

msql_pconnect
(PHP 4, PHP 5)

msql_pconnect — 持続的な mSQL 接続をオープンする

説明

resource msql_pconnect ([ string $hostname ] )

msql_pconnect() は msql_connect() とほぼ同じ動作をしますが、 大きな違いがふたつあります。

ひとつめは、この関数は接続する際に同じホストにおいてすでに確立された （持続的な）リンクを探そうとすることです。そのようなリンクが見つかった 場合、新たな接続をオープンするかわりにそのリンクの ID が返されます。

ふたつめは、スクリプトの実行が終了しても SQL サーバへの接続が閉じられない ということです。そのかわりに、次に利用するときのために リンクが開かれたままとなります（msql_close() はこの関数によって確立されたリンクを閉じません）。

パラメータ
hostname

ホスト名にはポート番号を含めることも可能です。例: hostname,port

指定されなかった場合、接続は Unix ドメインソケットで確立されます。 これは、ローカルホストへの TCP ソケット接続より効率的です。

注意: この関数はホスト名とポートの区切りとしてコロン（:） も受け付けますが、カンマ（,）で区切るほうが 推奨されます。

返り値

成功した場合には正の mSQL リンク IDを、エラー時には FALSE を返します。

参考

msql_connect() - mSQL 接続を開く
msql_close() - mSQL 接続を閉じる

msql_query
(PHP 4, PHP 5)
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msql_query — mSQL クエリを送信する

説明

resource msql_query ( string $query [, resource $link_identifier ] )

msql_query() は、指定されたリンク ID に 関連付けられたサーバ上の現在アクティブなデータベースに クエリを送信します。

パラメータ
query

SQL クエリ。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

成功した場合には正の mSQL リンク IDを、エラー時には FALSE を返します。

例

例1 msql_query() の例
<?php 
$link = msql_connect("dbserver")
   or die("unable to connect to msql server: " . msql_error());
msql_select_db("db", $link)
   or die("unable to select database 'db': " . msql_error());

$result = msql_query("SELECT * FROM table WHERE id=1", $link);
if (!$result) {
   die("query failed: " . msql_error());
}

while ($row = msql_fetch_array($result)) {
    echo $row["id"];
}
?>

参考

msql_db_query() - mSQL クエリを送信する
msql_select_db() - mSQL データベースを選択する
msql_connect() - mSQL 接続を開く

msql_regcase
(PHP 4, PHP 5)

msql_regcase — sql_regcase() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 sql_regcase()

msql_result
(PHP 4, PHP 5)

msql_result — 結果のデータを得る

説明

string msql_result ( resource $result , int $row [, mixed $field ] )

msql_result() は、mSQL 結果セットの セルの内容を返します。

大きな結果セットを処理する際には、（以下に指定した） 行全体を取り出す関数のどれかの使用を考慮するべきです。 これらの関数は 1 度のコールで複数セルの内容を返し、msql_result() よりもかなり高速に動作します。

推奨される方法は以下のとおりです。 msql_fetch_row()、 msql_fetch_array()、および msql_fetch_object()

パラメータ
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result

評価された結果 リソース。 この結果は、msql_query() のコールにより得られたものです。
row

行オフセット。
field

フィールドのオフセット、あるいはフィールド名、またはテーブル名 .フィールド名 のいずれか。カラム名がエイリアス定義されている （'select foo as bar from ...'）場合、カラム名のかわりに エイリアスを使用します。

注意:

フィールド名やテーブル名.フィールド名を指定するよりも フィールドのオフセットを数値で指定するほうがはるかに高速です。

返り値

指定した mSQL 結果セットから、行とオフセットに対応するセルの内容を返します。

msql_select_db
(PHP 4, PHP 5)

msql_select_db — mSQL データベースを選択する

説明

bool msql_select_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

msql_select_db() は、指定した link_identifier に関連付けられたサーバ上の アクティブなデータベースを設定します。

これ以降の msql_query() のコールは、アクティブな データベースに対して行われます。

パラメータ
database_name

データベース名。
link_identifier

mSQL 接続。 指定されない場合、msql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、この関数は、 msql_connect()をコールした時と同様にリンクを確立し、使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msql_connect() - mSQL 接続を開く
msql_pconnect() - 持続的な mSQL 接続をオープンする
msql_query() - mSQL クエリを送信する

msql_tablename
(PHP 4, PHP 5)

msql_tablename — msql_result() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_result()

msql
(PHP 4, PHP 5)

msql — msql_db_query() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 msql_db_query()

目次
msql_affected_rows — 変更された行の数を返す
msql_close — mSQL 接続を閉じる
msql_connect — mSQL 接続を開く
msql_create_db — mSQL データベースを作成する
msql_createdb — msql_create_db のエイリアス
msql_data_seek — 行に関する内部ポインタを移動する
msql_db_query — mSQL クエリを送信する
msql_dbname — msql_result のエイリアス
msql_drop_db — mSQL データベースを破棄(削除)する
msql_error — 最後の msql コールに関するエラーメッセージを返す
msql_fetch_array — 結果の行を配列として取得する
msql_fetch_field — フィールド情報を得る
msql_fetch_object — 結果の行をオブジェクトとして取得する
msql_fetch_row — 結果の行を数値配列として取得する
msql_field_flags — フィールドのフラグを取得する
msql_field_len — フィールドの長さを取得する
msql_field_name — 結果における指定したフィールドの名前を取得する
msql_field_seek — フィールドオフセットを設定する
msql_field_table — フィールドのテーブル名を取得する
msql_field_type — フィールドの型を取得する
msql_fieldflags — msql_field_flags のエイリアス
msql_fieldlen — msql_field_len のエイリアス
msql_fieldname — msql_field_name のエイリアス
msql_fieldtable — msql_field_table のエイリアス
msql_fieldtype — msql_field_type のエイリアス
msql_free_result — 結果保持用メモリを開放する
msql_list_dbs — サーバー上の mSQL データベースのリストを返す
msql_list_fields — 結果フィールドのリストを得る
msql_list_tables — mSQL データベースにおけるテーブルのリストを得ます
msql_num_fields — 結果におけるフィールドの数を得る
msql_num_rows — 結果における行の数を得る
msql_numfields — msql_num_fields のエイリアス
msql_numrows — msql_num_rows のエイリアス
msql_pconnect — 持続的な mSQL 接続をオープンする
msql_query — mSQL クエリを送信する
msql_regcase — sql_regcase のエイリアス
msql_result — 結果のデータを得る
msql_select_db — mSQL データベースを選択する
msql_tablename — msql_result のエイリアス
msql — msql_db_query のエイリアス

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

mSQL の使用例
mSQL 関数

msql_affected_rows — 変更された行の数を返す
msql_close — mSQL 接続を閉じる
msql_connect — mSQL 接続を開く
msql_create_db — mSQL データベースを作成する
msql_createdb — msql_create_db のエイリアス
msql_data_seek — 行に関する内部ポインタを移動する
msql_db_query — mSQL クエリを送信する
msql_dbname — msql_result のエイリアス
msql_drop_db — mSQL データベースを破棄(削除)する
msql_error — 最後の msql コールに関するエラーメッセージを返す
msql_fetch_array — 結果の行を配列として取得する
msql_fetch_field — フィールド情報を得る
msql_fetch_object — 結果の行をオブジェクトとして取得する
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msql_fetch_row — 結果の行を数値配列として取得する
msql_field_flags — フィールドのフラグを取得する
msql_field_len — フィールドの長さを取得する
msql_field_name — 結果における指定したフィールドの名前を取得する
msql_field_seek — フィールドオフセットを設定する
msql_field_table — フィールドのテーブル名を取得する
msql_field_type — フィールドの型を取得する
msql_fieldflags — msql_field_flags のエイリアス
msql_fieldlen — msql_field_len のエイリアス
msql_fieldname — msql_field_name のエイリアス
msql_fieldtable — msql_field_table のエイリアス
msql_fieldtype — msql_field_type のエイリアス
msql_free_result — 結果保持用メモリを開放する
msql_list_dbs — サーバー上の mSQL データベースのリストを返す
msql_list_fields — 結果フィールドのリストを得る
msql_list_tables — mSQL データベースにおけるテーブルのリストを得ます
msql_num_fields — 結果におけるフィールドの数を得る
msql_num_rows — 結果における行の数を得る
msql_numfields — msql_num_fields のエイリアス
msql_numrows — msql_num_rows のエイリアス
msql_pconnect — 持続的な mSQL 接続をオープンする
msql_query — mSQL クエリを送信する
msql_regcase — sql_regcase のエイリアス
msql_result — 結果のデータを得る
msql_select_db — mSQL データベースを選択する
msql_tablename — msql_result のエイリアス
msql — msql_db_query のエイリアス

Microsoft SQL Server

導入
以下の関数によりMS SQL Server データベースにアクセス可能となります。

この拡張モジュールは、Windows 版では PHP 5.3 以降使うことができません。

SQLSRV という、別の MS SQL ドライバが Microsoft から公開されています » http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx 。ドキュメントは » http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc296221.aspx にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Win32 プラットフォームでの要件

この拡張モジュールは、PHP がインストールされているシステムに MS SQL クライアントツールのインストールを要します。クライアントツールは、 MS SQL Server CD か、またはサーバの \winnt\system32 から ntwdblib.dll を PHP システムの \winnt\system32 にコピー
することによりインストール可能です。 ntwdblib.dll のコピーでは、名前付きパイプでのアクセスのみが可能となります。 クライアントの設定には全てのツールのインストールが必要です。

この拡張モジュールは、Windows 版では PHP 5.3 以降使うことができません。

MS SQL 用のもうひとつのドライバである SqlSrv が、Microsoft から » http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx で公開されています。 ドキュメントは » http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc296221.aspx にあります。

Unix/Linux プラットフォームでの要件

MSSQL 拡張モジュールを Unix/Linux で使用するには、まず最初に FreeTDS ライブラリをビルドしてインストールする必要があります。ソースコードや インストール手順は FreeTDS のホームページ » http://www.freetds.org/ にあります。

注意:

http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc296221.aspx
http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc296221.aspx
http://www.freetds.org/
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Windows では、Microsoft の DBLIB が使用されます。カラム名を返す関数は、 DBLIB の dbcolname() 関数を使用しています。 DBLIB は SQL Server 6.x 用に開発されており、識別子の最大長は 30 です。 そのため、カラム名は最大 30 文字までとなりま
す。FreeTDS を使用する プラットフォーム（Linux）ではこの問題は発生しません。

注意:

Windows で MSSQL 2005 以降を使用する場合は、 PHP をインストールしたディレクトリに ntwdblib.dll をコピーして既存のファイルを上書きしなければなりません。 PHP の配布物に含まれるファイルはバージョンが古く、新しいバージョンに対応していないから
です。 あるいは、» http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx や ODBC、 PDO_DBLIB、 PDO_ODBC といった拡張モジュールを使用して MSSQL とやりとりすることもできます。

インストール手順
MSSQL 拡張モジュールは、extension=php_mssql.dll を php.ini に追加する ことにより、利用可能となります。

これらの関数を使用するには、 --with-mssql[=DIR] を指定して PHP を コンパイルする必要があります。DIR は FreeTDS のインストール先です。 また、FreeTDS は --enable-msdblib を指定してコンパイルする必要があります。

警告

PHP のコンパイル時に Sybase 拡張モジュールを指定して MS SQL 拡張モジュールを指定しなかった場合、 MS SQL 関数は Sybase 関数へのエイリアスとなります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

MS SQL Server 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

mssql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
mssql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mssql.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mssql.min_error_severity "10" PHP_INI_ALL  
mssql.min_message_severity "10" PHP_INI_ALL  
mssql.compatability_mode "0" PHP_INI_ALL  
mssql.connect_timeout "5" PHP_INI_ALL  
mssql.timeout "60" PHP_INI_ALL PHP 4.1.0 以降で使用可能です。
mssql.textsize "-1" PHP_INI_ALL  
mssql.textlimit "-1" PHP_INI_ALL  
mssql.batchsize "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.4 以降で使用可能です。
mssql.datetimeconvert "1" PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 以降で使用可能です。
mssql.secure_connection "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で使用可能です。
mssql.max_procs "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で使用可能です。
mssql.charset "" PHP_INI_ALL PHP 5.1.2 以降で、FreeTDS 7.0 以降を用いてビルドした場合に使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型

mssql link
mssql_connect() および mssql_pconnect() が返す接続リンク。

mssql result
mssql_query() の SELECT クエリが返す結果ハンドル。

mssql statement
mssql_init() が返すステートメントハンドル。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

MSSQL_ASSOC (integer)
 mssql_fetch_array()  result_type 

http://www.microsoft.com/sqlserver/2005/en/us/PHP-Driver.aspx
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連想配列で返します。 の パラメータで使用します。
MSSQL_NUM (integer)

数値キーの配列で返します。 mssql_fetch_array() の result_type パラメータで使用します。
MSSQL_BOTH (integer)

数値キーとフィールド名キーの両方を含む配列で返します。 mssql_fetch_array() の result_type パラメータのデフォルト値です。
SQLTEXT (integer)

MSSQL の 'TEXT' 型を表します。 mssql_bind() の type パラメータで使用します。
SQLVARCHAR (integer)

MSSQL の 'VARCHAR' 型を表します。 mssql_bind() の type パラメータで使用します。
SQLCHAR (integer)

MSSQL の 'CHAR' 型を表します。 mssql_bind() の type パラメータで使用します。
SQLINT1 (integer)

1 バイト、-128 から 127 までの範囲を表します。
SQLINT2 (integer)

2 バイト、-32768 から 32767 までの範囲を表します。
SQLINT4 (integer)

4 バイト、-2147483648 から 2147483647 までの範囲を表します。
SQLBIT (integer)

MSSQL の 'BIT' 型を表します。 mssql_bind() の type パラメータで使用します。
SQLFLT4 (integer)

4 バイトの float を表します。
SQLFLT8 (integer)

8 バイトの float を表します。

Mssql 関数

mssql_bind
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_bind — ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータを追加する

説明

bool mssql_bind ( resource $stmt , string $param_name , mixed &$var , int $type [, bool $is_output = false [, bool $is_null = false [, int $maxlen = -1 ]]] )

ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータをバインドします。

パラメータ
stmt

mssql_init() で取得したステートメントリソース。
param_name

パラメータ名を表す文字列。

注意:

T-SQL 構文のように @ 文字を含めなければなりません。 mssql_execute() にある例を参照ください。
var

MSSQL パラメータとしてバインドする PHP 変数。 値渡し、参照渡しのどちらも可能です。実行後に OUTPUT や RETVAL を取得するには参照渡しとします。
type

SQLTEXT, SQLVARCHAR, SQLCHAR, SQLINT1, SQLINT2, SQLINT4, SQLBIT, SQLFLT4, SQLFLT8, SQLFLTN のいずれか。
is_output

値が OUTPUT パラメータであるかどうか。OUTPUT パラメータであることに気づかなかった場合、それは通常の INPUT パラメータとして扱われ、エラーは発生しません。
is_null

パラメータが NULL かどうか。NULL 値を var に渡しても正しく動作しません。
maxlen

char/varchar 値で使用します。データの長さを指定する必要があります。 たとえばパラメータが varchar(50) の場合、型は SQLVARCHAR で、この値が 50 となります。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_bind() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// 新しいストアドプロシージャを作成します
$stmt = mssql_init('NewUserRecord');

// フィールド名をバインドします
mssql_bind($stmt, '@username',  'Kalle',  SQLVARCHAR,  false,  false,  60);
mssql_bind($stmt, '@name',      'Kalle',  SQLVARCHAR,  false,  false,  60);
mssql_bind($stmt, '@age',       19,       SQLINT1,     false,  false,   3);

// 実行します
mssql_execute($stmt);

// ステートメントを開放します
mssql_free_statement($stmt);
?>

参考

mssql_execute() - MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行する
mssql_free_statement() - ステートメントのメモリを開放する
mssql_init() - ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化する

mssql_close
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_close — MS SQL Server への接続を閉じる

説明

bool mssql_close ([ resource $link_identifier ] )

指定したリンク ID が指す MS SQL Server データベースへのリンクを閉じます。 リンク ID が指定されない場合、最後にオープンされたリンクが指定されたと仮定します。

持続的でないリンクはスクリプト実行終了時に自動的に閉じられるので この関数は通常は必要ではありません。

パラメータ
link_identifier

mssql_connect() が返す MS SQL リンク ID。

この関数は、 mssql_pconnect() が作成した持続的リンクを閉じません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_close() example

<?php
// MSSQL に接続します
$link = mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');

// ここで何かの操作を行います

// MSSQL へのリンクを閉じます
mssql_close($link);
?>

参考

mssql_connect() - MS SQL サーバ接続をオープンする
mssql_pconnect() - 持続的 MS SQL 接続をオープンする

mssql_connect
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(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_connect — MS SQL サーバ接続をオープンする

説明

resource mssql_connect ([ string $servername [, string $username [, string $password [, bool $new_link ]]]] )

mssql_connect() はMS SQL サーバへの接続を確立します。

サーバへのリンクは、事前に mssql_close() により 明示的に閉じられていない限り、スクリプト終了後すぐに閉じられます。

パラメータ
servername

MS SQL サーバ。 hostname:port (Linux) あるいは hostname,port (Windows) のようにしてポート番号を含めることもできます。
username

ユーザ名。
password

パスワード。
new_link

同じ引数で mssql_connect() が再度コールされた場合、 新規のリンクは作成されず、代わりに既にオープンされたリンク ID が返されます。 このパラメータは、この振る舞いを変更し、mssql_connect() が常に新しいリンクを返すようにします。同じパラメータで事前
に mssql_connect() がコールされていたとしても、 新しいリンクを返します。

返り値

成功時に MS SQL リンク ID、エラー発生時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.4.1 および 5.1.0パラメータ new_link が追加されました。

例

例1 mssql_connect() の例
<?php
// サーバの書式は <computer>\<instance name>、
// あるいはデフォルト以外のポートを使う場合は <server>,<port> となります
$server = 'KALLESPC\SQLEXPRESS';

// MSSQL に接続します
$link = mssql_connect($server, 'sa', 'phpfi');

if (!$link) {
    die('Something went wrong while connecting to MSSQL');
}
?>

参考

mssql_close() - MS SQL Server への接続を閉じる
mssql_pconnect() - 持続的 MS SQL 接続をオープンする

mssql_data_seek
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_data_seek — 内部行ポインタを移動する

説明

bool mssql_data_seek ( resource $result_identifier , int $row_number )

mssql_data_seek() は、指定した結果 ID が指す MS SQL 結果に関する内部行ポインタを指定した行番号に移動します。 最初の行は行番号 0 となります。 この後、mssql_fetch_row() をコールした場合、 その行を返します。

パラメータ
result_identifier
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処理対象となる結果リソース。
row_number

新しい結果ポインタの行番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_data_seek() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link = mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php', $link);

// すべての人を選択します
$result = mssql_query('SELECT [name], [age] FROM [persons] WHERE [age] >= 13');

if (!$result) {
    die('Query failed.');
}

// 結果の中から 4 人おきに学生を選択します
for ($i = mssql_num_rows($result) - 1; $i % 4; $i++) {
    if (!mssql_data_seek($result, $i)) {
        continue;
    }

    // 行を取得します ...
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($result);
?>

mssql_execute
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_execute — MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行する

説明

mixed mssql_execute ( resource $stmt [, bool $skip_results = false ] )

MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行します。

パラメータ
stmt

mssql_init() で取得したステートメントハンドル.

skip_results

結果をスキップするかどうか。

例

例1 mssql_execute() の例
<?php
// 新しいステートメントを作成します
$stmt = mssql_init('NewBlogEntry');

// データ文字列
$title = 'Test of blogging system';
$content = 'If you can read this, then the new system is compatible with MSSQL';

// 値をバインドします
mssql_bind($stmt, '@author',    'Felipe Pena',  SQLVARCHAR,     false,  false,   60);
mssql_bind($stmt, '@date',      '08/10/2008',   SQLVARCHAR,     false,  false,   20);
mssql_bind($stmt, '@title',     $title,         SQLVARCHAR,     false,  false,   60);
mssql_bind($stmt, '@content',   $content,       SQLTEXT);

// ステートメントを実行します
mssql_execute($stmt);

// そして、次のように開放します
mssql_free_statement($stmt);
?>

注意

注意:
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ストアドプロシージャが返すパラメータや返り値は、ストアドプロシージャが 複数の結果セットを返す場合を除いて mssql_execute() のコール後に使用可能となります。複数の結果セットを返す場合は mssql_next_result() を使用して結果に移動します。 最後の結
果セットが処理されてはじめてパラメータや返り値が使用可能と なります。

参考

mssql_bind() - ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータを追加する
mssql_free_statement() - ステートメントのメモリを開放する
mssql_init() - ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化する

mssql_fetch_array
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_fetch_array — 連想配列・数値添字配列・あるいはその両方で結果の行を取得する

説明

array mssql_fetch_array ( resource $result [, int $result_type = MSSQL_BOTH ] )

mssql_fetch_array() は、 mssql_fetch_row() の拡張版です。 この関数は、結果の配列に数値インデックスにデータを保持するのに加えて、 フィールド名をキーとしてデータを連想配列にも保存します。

機能がかなり増えているにもかかわらず、mssql_fetch_array() は mssql_fetch_row() よりもそれほど遅くはないということを強調しておきます。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
result_type

取得する配列の形式。定数で、以下のいずれかの値となります。 MSSQL_ASSOC、 MSSQL_NUM あるいは MSSQL_BOTH。

返り値

取得された行に対応する配列、行がもうない場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_fetch_array() の例
<?php
// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [username], [name] FROM [php].[dbo].[userlist]');

// レコードがあるかどうかを調べます
if (!mssql_num_rows($query)) {
    echo 'No records found';
} else {
    // 次のコードは、これと同じ意味です
    //
    // while ($row = mssql_fetch_row($query)) {

    while ($row = mssql_fetch_array($query, MSSQL_NUM)) {
        // ...
    }
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

注意

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mssql_fetch_row() - 配列として行を取得する

mssql_fetch_assoc
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_fetch_assoc — 結果の現在行を連想配列として返す
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説明

array mssql_fetch_assoc ( resource $result_id )

取得した行に対応する連想配列を返し、内部データポインタをひとつ進めます。 mssql_fetch_assoc() は、 mssql_fetch_array() の二番目のオプションパラメータに MSSQL_ASSOC を指定してコールするのと同等です。

パラメータ
result_id

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

取得した行に対応する連想配列を返します。もう行がない場合は FALSE を返します。

例

例1 mssql_fetch_assoc() の例
<?php
// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [username], [name] FROM [php].[dbo].[userlist]');

// レコードが存在するかどうかを調べます
if (!mssql_num_rows($query)) {
    echo 'No records found';
}
else
{
    // ユーザ一覧を
    // * name (username) 形式で出力します
    echo '<ul>';

    while ($row = mssql_fetch_assoc($query)) {
        echo '<li>' . $row['name'] . ' (' . $row['username'] . ')</li>';
    }

    echo '</ul>';
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

mssql_fetch_batch
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_fetch_batch — レコードの次のバッチを返す

説明

int mssql_fetch_batch ( resource $result )

レコードの次のバッチを返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

バッチ番号を整数値で返します。

例

例1 mssql_fetch_batch() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link = mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php', $link);

// クエリを送信します
$result = mssql_query('SELECT * FROM [php].[dbo].[people]', $link, 100);
$records = 10;

while ($records >= 0) {
    while ($row = mssql_fetch_assoc($result)) {
        // 何らかの処理 ...
    }

    --$records;
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}

if ($batchsize = mssql_fetch_batch($result)) {
    // $batchsize は、結果に残っているレコード数で
    // 上で表示されていないものとなります
}
?>

mssql_fetch_field
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_fetch_field — フィールド情報を取得する

説明

object mssql_fetch_field ( resource $result [, int $field_offset = -1 ] )

mssql_fetch_field() は、あるクエリー結果のフィールドに関して情報を得るために使用します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
field_offset

フィールドオフセット。フィールドオフセットが指定されない場合、 mssql_fetch_field() によりまだ取得されていない次のフィールドが取得されます。 field_offset は 0 から始まります。

返り値

フィールド情報を含むオブジェクトを返します。

オブジェクトのプロパティは次のようになります。

name - カラム名。カラムが関数の結果である場合、このプロパティは computed#N に設定されます。ただし、#N はシリアル番号です。
column_source - そのカラムが取得されたテーブル
max_length - カラムの最大長
numeric - そのカラムが数字である場合に 1
type - カラムの型

例

例1 mssql_fetch_field() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT * FROM [php].[dbo].[persons]');

// テーブルを作成します
echo '<h3>Table structure for \'persons\'</h3>';
echo '<table border="1">';

// テーブルのヘッダ
echo '<thead>';
echo '<tr>';
echo '<td>Field name</td>';
echo '<td>Data type</td>';
echo '<td>Max length</td>';
echo '</tr>';
echo '</thead>';

// すべてのフィールドの出力
echo '<tbody>';

for ($i = 0; $i < mssql_num_fields($query); ++$i) {
    // フィールド情報を取得します
    $field = mssql_fetch_field($query, $i);

    // 行を表示します
    echo '<tr>';
    echo '<td>' . $field->name . '</td>';
    echo '<td>' . strtoupper($field->type) . '</td>';
    echo '<td>' . $field->max_length . '</td>';
    echo '</tr>';
}

echo '</tbody>';
echo '</table>';

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

参考
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mssql_field_seek() - 指定したフィールドオフセットに移動する

mssql_fetch_object
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_fetch_object — オブジェクトとして行を取得する

説明

object mssql_fetch_object ( resource $result )

mssql_fetch_object() は mssql_fetch_array() に似ていますが、配列の代わりに オブジェクトが返されるという違いがあります。 間接的にこのことは、データをフィールド名でのみアクセスすることが 可能であり、そのオフセットではアクセスできないことを意味します (番
号はプロパティ名としては使用できません)。

速度面でこの関数は mssql_fetch_array() と同等であり、 mssql_fetch_row() とほとんど同じです (違いは僅かです)。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

取得された行に対応するプロパティを有するオブジェクト、 またはもう行がない場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_fetch_object() の例
<?php
// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [username], [name] FROM [php].[dbo].[userlist]');

// レコードが存在するかどうかを調べます
if (!mssql_num_rows($query)) {
    echo 'No records found';
} else {
    // ユーザ一覧を
    // * name (username) 形式で表示します
    echo '<ul>';

    while ($row = mssql_fetch_object($query)) {
        echo '<li>' . $row->name . ' (' . $row->username . ')</li>';
    }

    echo '</ul>';
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

注意

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mssql_fetch_array() - 連想配列・数値添字配列・あるいはその両方で結果の行を取得する
mssql_fetch_row() - 配列として行を取得する

mssql_fetch_row
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_fetch_row — 配列として行を取得する

説明

array mssql_fetch_row ( resource $result )

mssql_fetch_row() は指定した結果 ID に関連する結果から 1 行分のデータを取得します。行は配列として返されます。 配列オフセットに保存された各結果カラムは、オブセット 0 から始まります。
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mssql_fetch_rows() を続けてコールした場合、 結果セットの次の行が返され、行がもうない場合は FALSE が返されます。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

取得された行に対応する配列、または行がもうない場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_fetch_row() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link = mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php', $link);

// クエリを実行します
$query = mssql_query('SELECT [id], [quote] FROM [quotes] WHERE [id] = \'42\'', $link);

// クエリが失敗したか?
if (!$query) {
    die('MSSQL error: ' . mssql_get_last_message());
}

// 行を取得します
$row = mssql_fetch_row($query);

// 'quote' を表示します
echo 'Quote #' . $row[0] . ': "' . $row[1] . '"';
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Quote #42: "The answer to everything..."

注意

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mssql_fetch_array() - 連想配列・数値添字配列・あるいはその両方で結果の行を取得する
mssql_fetch_object() - オブジェクトとして行を取得する
mssql_data_seek() - 内部行ポインタを移動する
mssql_result() - 結果データを得る

mssql_field_length
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_field_length — フィールド長を得る

説明

int mssql_field_length ( resource $result [, int $offset = -1 ] )

結果 result のフィールド番号 offset のフィールド長を返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
offset

フィールドオフセット。0 から始まります。 省略した場合は現在のフィールドを使用します。

返り値

成功した場合は指定したフィールドの長さ、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_field_length() の例
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<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [name], [age] FROM [php].[dbo].[persons]');

// フィールドの長さを表示します
echo 'The field \'age\' has a data length of ' . mssql_field_length($query, 1);

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
The field 'age' has a data length of 4

注意

注意: Windows ユーザへの注意

PHP が使用している API（MS DbLib C API）の制限により、 VARCHAR フィールドの長さは 255 までに限定されます。それ以上のデータを保存したい場合は、かわりに TEXT フィールドを使用します。

参考

mssql_field_name() - フィールド名を得る
mssql_field_type() - フィールド型を得る

mssql_field_name
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_field_name — フィールド名を得る

説明

string mssql_field_name ( resource $result [, int $offset = -1 ] )

result のフィールド番号 offset の名前を返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
offset

フィールドオフセット。0 から始まります。省略した場合は現在のフィールドを使用します。

返り値

成功した場合は指定したフィールドインデックスの名前、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_field_name() の例
<?php
// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [username], [name], [email] FROM [php].[dbo].[userlist]');

echo 'Result set contains the following field(s):', PHP_EOL;

// 結果のすべてのフィールド名を出力します
for ($i = 0; $i < mssql_num_fields($query); ++$i) {
    echo ' - ' . mssql_field_name($query, $i), PHP_EOL;
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Result set contains the following field(s):
 - username
 - name
 - email

参考

mssql_field_length() - フィールド長を得る
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mssql_field_type() - フィールド型を得る

mssql_field_seek
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_field_seek — 指定したフィールドオフセットに移動する

説明

bool mssql_field_seek ( resource $result , int $field_offset )

指定したフィールドオフセットを探します。この後、フィールドオフセット を指定せずに mssql_fetch_field() をコールした 場合、このフィールドが返されます。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
field_offset

フィールドオフセット。0 から始まります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_fetch_field() の例での mssql_field_seek() の使用法
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT * FROM [php].[dbo].[persons]');

// テーブルを作成します
echo '<h3>Table structure for \'persons\'</h3>';
echo '<table border="1">';

// テーブルのヘッダ
echo '<thead>';
echo '<tr>';
echo '<td>Field name</td>';
echo '<td>Data type</td>';
echo '<td>Max length</td>';
echo '</tr>';
echo '</thead>';

// すべてのフィールドを出力します
echo '<tbody>';

for ($i = 0; $i < mssql_num_fields($query); ++$i) {
    // フィールド情報を取得します。
    // field_offset parameter が設定されていないことに注目しましょう。
    // 以下で mssql_field_seek をコールしているところを参照ください。
    $field = mssql_fetch_field($query);

    // 行を表示します
    echo '<tr>';
    echo '<td>' . $field->name . '</td>';
    echo '<td>' . strtoupper($field->type) . '</td>';
    echo '<td>' . $field->max_length . '</td>';
    echo '</tr>';

    // 内部のシークポインタを、
    // 結果セットの次の行に移動します
    mssql_field_seek($query, $i + 1);
}

echo '</tbody>';
echo '</table>';

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

参考

mssql_fetch_field() - フィールド情報を取得する

mssql_field_type
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(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_field_type — フィールド型を得る

説明

string mssql_field_type ( resource $result [, int $offset = -1 ] )

result のフィールド番号 offset の型を返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
offset

フィールドオフセット。0 から始まります。省略した場合は現在のフィールドを使用します。

返り値

成功した場合は指定したフィールドインデックスの型、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_field_type() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [name] FROM [php].[dbo].[persons]');

// フィールドの型と長さを表示します
echo '\'' . mssql_field_name($query, 0) . '\' is a type of ' . 
     strtoupper(mssql_field_type($query, 0)) . 
     '(' . mssql_field_length($query, 0) . ')';

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
'name' is a type of CHAR(50)

参考

mssql_field_length() - フィールド長を得る
mssql_field_name() - フィールド名を得る

mssql_free_result
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_free_result — 結果保持用メモリを解放する

説明

bool mssql_free_result ( resource $result )

スクリプト実行時のメモリ使用量が過大であると懸念される場合のみ mssql_free_result() はコールするべきです。 全ての結果保持用メモリはスクリプト実行終了時に自動的に解放されます。 引数に結果 ID を指定して mssql_free_result() を コールすることが可能です。 こ
の場合、関連する結果保持用メモリが解放されます。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 mssql_free_result() の例
<?php
// テーブルからデータを取得します
$query = mssql_query('SELECT * FROM [php].[dbo].[persons]', $link);

// 結果をここで操作します

// 処理を終えたら、このように
// mssql_free_result をコールして結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

参考

mssql_free_statement() - ステートメントのメモリを開放する

mssql_free_statement
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_free_statement — ステートメントのメモリを開放する

説明

bool mssql_free_statement ( resource $stmt )

mssql_free_statement() をコールする必要があるのは、 スクリプトの実行中に大量のメモリを使用することが気になる場合のみです。 すべてのステートメントメモリはスクリプトが終了する際に自動的に開放 されます。ステートメント ID を引数に指定して
mssql_free_statement() をコールすることで、 関連付けられたステートメントのメモリが開放されます。

パラメータ
stmt

mssql_init() で取得したステートメントリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_free_statement() の例
<?php
// 新しいステートメントを作成します
$stmt = mssql_init('test');

// ここで値をバインドし、ステートメントを実行します

// 処理を終えたら、次のように
// mssql_free_statement をコールしてメモリ上から削除します
mssql_free_statement($stmt);
?>

参考

mssql_bind() - ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータを追加する
mssql_execute() - MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行する
mssql_init() - ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化する
mssql_free_result() - 結果保持用メモリを解放する

mssql_get_last_message
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_get_last_message — サーバの直近のメッセージを返す

説明

string mssql_get_last_message ( void )

MS-SQL サーバからの直近のメッセージを取得します。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

この関数にはパラメータはありません。

返り値

サーバからの直近のエラーメッセージ、 あるいは MSSQL でエラーが発生していない場合は空の文字列を返します。

例

例1 mssql_get_last_message() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// 失敗するクエリを作成します
$query = @mssql_query('SELECT * FROM [php].[dbo].[not-found]');

if (!$query) {
    // クエリが失敗したら、
    // mssql_get_last_message() でエラーメッセージを出力します
    die('MSSQL error: ' . mssql_get_last_message());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
MSSQL error: Invalid object name 'php.dbo.not-found'.

参考

mssql_min_error_severity() - 最小のエラー深刻度を設定する
mssql_min_message_severity() - 最小のメッセージ深刻度を設定する

mssql_guid_string
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_guid_string — 16 バイトバイナリ GUID を文字列に変換する

説明

string mssql_guid_string ( string $binary [, bool $short_format = false ] )

16 バイトのバイナリ GUID を文字列に変換します。

パラメータ
binary

16 バイトのバイナリ GUID。
short_format

短い形式を使うかどうか。

返り値

成功したばあいに変換後の文字列を返します。

例

例1 mssql_guid_string() の例
<?php
$binary = '19555081977808608437941339997619274330352755554827939936';

var_dump(mssql_guid_string($binary));
var_dump(mssql_guid_string($binary, true));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(36) "35353931-3035-3138-3937-373830383630"
string(32) "31393535353038313937373830383630"

mssql_init
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)
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mssql_init — ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化する

説明

resource mssql_init ( string $sp_name [, resource $link_identifier ] )

ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化します。

パラメータ
sp_name

ストアドプロシージャ名。たとえば ownew.sp_name や otherdb.owner.sp_name のようになります。
link_identifier

mssql_connect() が返す MS SQL リンク ID。

返り値

"statement" リソースの ID を返します。これを使用して、 mssql_bind() や mssql_execute() をコールします。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 mssql_init() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// 新しいステートメントを作成します
$stmt = mssql_init('StatementTest', $link);

// ここで値をバインドします

// 値をバインドしたら、
// mssql_execute でステートメントを実行します
mssql_execute($stmt);

// そして次のようにして開放します
mssql_free_statement($stmt);
?>

参考

mssql_bind() - ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータを追加する
mssql_execute() - MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行する
mssql_free_statement() - ステートメントのメモリを開放する

mssql_min_error_severity
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_min_error_severity — 最小のエラー深刻度を設定する

説明

void mssql_min_error_severity ( int $severity )

最小のエラー深刻度を設定します。

パラメータ
severity

新しいエラー深刻度。

返り値

値を返しません。

例

例1 mssql_min_error_severity() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');
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// 最小のエラー深刻度に SQL 構文エラーを含めないようにするには
// 1 以上の値を設定します
mssql_min_error_severity(1);

// 構文エラーを含むクエリを送信してみます。
// ここでは、フィールド名とテーブル名を角括弧ではなく
// MySQL のクォート記号で囲んでいます。
$query = mssql_query('SELECT `syntax`, `error` FROM `MSSQL`');

if (!$query) {
    // 自作のエラーハンドラ ...
}
?>

mssql_min_message_severity
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_min_message_severity — 最小のメッセージ深刻度を設定する

説明

void mssql_min_message_severity ( int $severity )

最小のメッセージ深刻度を設定します。

パラメータ
severity

新しいメッセージ深刻度。

返り値

値を返しません。

例

例1 mssql_min_message_severity() の例
<?php
// MSSQL に接続します
mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');

// 最小のメッセージ深刻度を 17 に設定します。これは、
// 存在しないデータベースを選択しようとしたときに
// API が発行するメッセージを一切表示しません。
mssql_min_message_severity(17);

// 存在しないデータベースを選択します
mssql_select_db('THIS_DATABASE_DOES_NOT_EXISTS');
?>

上の例の出力は以下となります。
mssql_select_db(): Unable to select database:  THIS_DATABASE_DOES_NOT_EXISTS

mssql_next_result
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_next_result — 次の結果に内部結果ポインタを移動する

説明

bool mssql_next_result ( resource $result_id )

サーバへ複数の SQL 命令を送信するか複数の結果を有するストアドプロシージャを 実行する場合、この関数はサーバが複数の結果集合を返すようにします。 この関数は、サーバから追加の結果が存在するかどうかを調べます。 追加の結果集合が存在する場合、既存の結果集合
を解放し、新しい 結果集合から行を取得するための準備を行います。

パラメータ
result_id

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

追加の結果集合が取得可能な場合に TRUE、 その他の場合に FALSE を返します。
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例

例1 mssql_next_result() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link = mssql_connect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php', $link);

// クエリを MSSQL に送信します
$sql = 'SELECT [name], [age] FROM [php].[dbo].[persons]';
$query = mssql_query($sql, $link);

// 返されたレコードを順に処理します
do {
    while ($row = mssql_fetch_row($query)) {
        // レコードの操作 ...
    }
} while (mssql_next_result($query));

// 後始末
mssql_free_result($query);
mssql_close($link);
?>

mssql_num_fields
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_num_fields — 結果のフィールド数を得る

説明

int mssql_num_fields ( resource $result )

mssql_num_fields() は結果のフィールド数を返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

フィールドの数を整数値で返します。

例

例1 mssql_num_fields() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link = mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php', $link);

// データをデータベースから取得します
$data = mssql_query('SELECT [name], [age] FROM [php].[dbo].[persons]');

// テーブルを作成します
echo '<table border="1">';

$header = false;

// 返された結果を順に処理します
while ($row = mssql_fetch_array($data)) {
    // テーブルのヘッダを作成します
    if (!$header) {
        echo '<thead>';
        echo '<tr>';

        for ($i = 1; ($i + 1) <= mssql_num_fields($data); ++$i) {
            echo '<td>' . ucfirst($row[$i]) . '</td>';
        }

        echo '</tr>';
        echo '</thead>';
        echo '<tbody>';

        $header = true;
    }

    // 行を作成します
    echo '<tr>';

    foreach($row as $value) {
        echo '<td>' . $value . '</td>';
    }

    echo '</tr>';
}

// テーブルを閉じます
echo '</tbody>';
echo '</table>';
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// 後始末
mssql_free_result($data);
mssql_close($link);
?>

参考

mssql_query() - MS SQL クエリを送る
mssql_fetch_field() - フィールド情報を取得する
mssql_num_rows() - 結果の行数を得る

mssql_num_rows
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_num_rows — 結果の行数を得る

説明

int mssql_num_rows ( resource $result )

mssql_num_rows() は結果の行数を返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。

返り値

行の数を整数値で返します。

例

例1 mssql_num_rows() の例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link = mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php');

// テーブルからすべてのレコードを取得します
$query = mssql_query('SELECT * FROM [php].[dbo].[persons]');

echo 'Total records in database: ' . mssql_num_rows($query);

// 後始末
mssql_free_result($query);
?>

参考

mssql_query() - MS SQL クエリを送る
mssql_fetch_row() - 配列として行を取得する

mssql_pconnect
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_pconnect — 持続的 MS SQL 接続をオープンする

説明

resource mssql_pconnect ([ string $servername [, string $username [, string $password [, bool $new_link ]]]] )

mssql_pconnect() は mssql_connect() とほとんど同じく動作しますが、違う点が 2 つあります。

第 1 に、この関数は接続時に同じホスト、ユーザ名、パスワードで既に オープンされている(持続的)リンクを探そうとします。 もし見つかった場合、新規の接続をオープンせずにその ID を返します。

第 2 に、SQL サーバはスクリプトの実行終了時に接続を閉じません。 代わりに、リンクは後に使用されるためにオープンされたままとします (mssql_close() は mssql_pconnect() により確立されたリンクを閉じません)。

この型のリンクはこのため '持続的である' と呼ばれます。

パラメータ
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servername

MS SQL サーバ。 hostname:port のようにポート番号を含めることもできます。
username

ユーザ名。
password

パスワード。
new_link

同じ引数で mssql_pconnect() が再度コールされた場合、 新規のリンクは作成されず、代わりに既にオープンされたリンク ID が返されます。 このパラメータは、この振る舞いを変更し、mssql_pconnect() が常に新しいリンクを返すようにします。同じパラメータで事
前に mssql_pconnect() がコールされていたとしても、 新しいリンクを返します。

返り値

成功時に正の MS SQL 持続的リンク ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 mssql_pconnect() で new_link を使う例
<?php
// MSSQL に接続し、データベースを選択します
$link1 = mssql_pconnect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');
mssql_select_db('php', $link1);

// 新しいリンクを作成します
$link2 = mssql_pconnect('MANGO\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi', true);
mssql_select_db('random', $link2);
?>

mssql_query
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_query — MS SQL クエリを送る

説明

mixed mssql_query ( string $query [, resource $link_identifier [, int $batch_size = 0 ]] )

mssql_query() は指定したリンク ID が指すサーバ上の現在アクティブなデータベースにクエリを送信します。

パラメータ
query

SQL クエリ。
link_identifier

mssql_connect() あるいは mssql_pconnect() が返す MS SQL リンク ID。

リンク ID が指定されない場合、最後にオープンされたリンクが 仮定されます。リンクがオープンされない場合、この関数は mssql_connect() がコールされた時と同様に リンクの確立を試み、これを使用します。
batch_size

バッファにまとめるレコードの数。

返り値

成功時に MS SQL 結果 ID、結果が返されなかった場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 mssql_query() の例
<?php
// MSSQL に接続します
$link = mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');

if (!$link || !mssql_select_db('php', $link)) {
    die('Unable to connect or select database!');
}

// MSSQL のバージョンを取得するシンプルなクエリを実行し、
// 結果を表示します
$version = mssql_query('SELECT @@VERSION');
$row = mssql_fetch_array($version);
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echo $row[0];

// 後始末
mssql_free_result($version);
?>

注意

注意:

クエリが複数の結果を返す場合は、 mssql_next_result() ですべての結果を取得するか、 次のクエリを実行する前に mssql_free_result() で結果を解放する必要があります。

参考

mssql_select_db() - MS SQL データベースを選択する
mssql_connect() - MS SQL サーバ接続をオープンする

mssql_result
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_result — 結果データを得る

説明

string mssql_result ( resource $result , int $row , mixed $field )

mssql_result()は、MS SQL 結果行からセルの内容を返します。

パラメータ
result

処理対象となる結果リソース。これは mssql_query() のコールによって取得します。
row

行番号。
field

フィールドオフセット、フィールド名または テーブル名.フィールド名の形式で指定することができます。 カラム名がエイリアス定義されている場合 ('select foo as bar from...')、そのカラム名の代わりにエイリアスが使用されます。

注意:

field 引数でオフセット番号を指定する方が、フィールド名または テーブル名.フィールド名で引数で指定するよりもかなり高速です。

返り値

指定したセルの内容を返します。

例

例1 mssql_result() の例
<?php
// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [username] FROM [php].[dbo].[userlist]');

// レコードが存在するかどうかを調べます
if (!mssql_num_rows($query)) {
    echo 'No records found';
} else {
    for ($i = 0; $i < mssql_num_rows($query); ++$i) {
        echo mssql_result($query, $i, 'username'), PHP_EOL;
    }
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Kalle
Felipe
Emil
Ross

例2 上の例をより高速化したもの
<?php
// select クエリを MSSQL に送信します
$query = mssql_query('SELECT [username] FROM [php].[dbo].[userlist]');
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// レコードが存在するかどうかを調べます
if (!mssql_num_rows($query)) {
    echo 'No records found';
} else {
    while ($row = mssql_fetch_array($query)) {
        echo $row['username'], PHP_EOL;
    }
}

// 結果を開放します
mssql_free_result($query);
?>

注意

注意:

大量の結果を処理する場合、(以下に示す)行全体を取得する関数のどれかを 使用することを考える必要があります。これらの関数は一回の関数 コールで複数のセルの内容を返すので、 mssql_result() よりもかなり高速です。

参考

推奨される高性能な代替関数:

mssql_fetch_row() - 配列として行を取得する
mssql_fetch_array() - 連想配列・数値添字配列・あるいはその両方で結果の行を取得する
mssql_fetch_assoc() - 結果の現在行を連想配列として返す
mssql_fetch_object() - オブジェクトとして行を取得する

mssql_rows_affected
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_rows_affected — クエリによって変更されたレコード数を返す

説明

int mssql_rows_affected ( resource $link_identifier )

直近の書き込みクエリによって変更されたレコード数を返します。

パラメータ
link_identifier

mssql_connect() あるいは mssql_pconnect() が返す MS SQL リンク ID。

返り値

直近の書き込みクエリによって変更されたレコード数を返します。

例

例1 mssql_rows_affected() の例
<?php
// テーブルのすべての行を削除します
mssql_query('TRUNCATE TABLE [php].[dbo].[persons]');

echo 'Deleted ' . mssql_rows_affected($link) . ' row(s)';
?>

mssql_select_db
(PHP 4, PHP 5, PECL odbtp >= 1.1.1)

mssql_select_db — MS SQL データベースを選択する

説明

bool mssql_select_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

mssql_select_db() は、指定したリンク ID が指すサーバの 現在アクティブなデータベースを設定します。

以降の mssql_query() のコールは アクティブなデータベースに対して行われます。

パラメータ
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database_name

The database name.

スペースやハイフン（"-"）、あるいはその他の例外文字を含むデータベース名を エスケープするには、下の例で示すようにデータベース名をブラケットで囲む 必要があります。この手法は、データベースの名前に予約語（たとえば primary）が含まれている場合にも同様
に使用する必要があります。

link_identifier

mssql_connect() あるいは mssql_pconnect() が返す MS SQL リンク ID。

リンク ID が指定されない場合、最後にオープンされたリンクが仮定されます。 リンクがオープンされない場合、関数は mssql_connect() がコールされた場合と同様に リンクを確立し、これを使用しようとします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mssql_select_db() の例
<?php
// MSSQL へのリンクを作成します
$link = mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');

// データベース 'php' を選択します
mssql_select_db('php', $link);
?>

例2 角括弧によるデータベース名のエスケープ
<?php
// MSSQL へのリンクを作成します
$link = mssql_connect('KALLESPC\SQLEXPRESS', 'sa', 'phpfi');

// データベース 'my.database-name' を選択します
mssql_select_db('[my.database-name]', $link);
?>

参考

mssql_connect() - MS SQL サーバ接続をオープンする
mssql_pconnect() - 持続的 MS SQL 接続をオープンする
mssql_query() - MS SQL クエリを送る

目次
mssql_bind — ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータを追加する
mssql_close — MS SQL Server への接続を閉じる
mssql_connect — MS SQL サーバ接続をオープンする
mssql_data_seek — 内部行ポインタを移動する
mssql_execute — MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行する
mssql_fetch_array — 連想配列・数値添字配列・あるいはその両方で結果の行を取得する
mssql_fetch_assoc — 結果の現在行を連想配列として返す
mssql_fetch_batch — レコードの次のバッチを返す
mssql_fetch_field — フィールド情報を取得する
mssql_fetch_object — オブジェクトとして行を取得する
mssql_fetch_row — 配列として行を取得する
mssql_field_length — フィールド長を得る
mssql_field_name — フィールド名を得る
mssql_field_seek — 指定したフィールドオフセットに移動する
mssql_field_type — フィールド型を得る
mssql_free_result — 結果保持用メモリを解放する
mssql_free_statement — ステートメントのメモリを開放する
mssql_get_last_message — サーバの直近のメッセージを返す
mssql_guid_string — 16 バイトバイナリ GUID を文字列に変換する
mssql_init — ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化する
mssql_min_error_severity — 最小のエラー深刻度を設定する
mssql_min_message_severity — 最小のメッセージ深刻度を設定する
mssql_next_result — 次の結果に内部結果ポインタを移動する
mssql_num_fields — 結果のフィールド数を得る
mssql_num_rows — 結果の行数を得る
mssql_pconnect — 持続的 MS SQL 接続をオープンする
mssql_query — MS SQL クエリを送る
mssql_result — 結果データを得る
mssql_rows_affected — クエリによって変更されたレコード数を返す
mssql_select_db — MS SQL データベースを選択する
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Mssql 関数

mssql_bind — ストアドプロシージャまたはリモートストアドプロシージャへパラメータを追加する
mssql_close — MS SQL Server への接続を閉じる
mssql_connect — MS SQL サーバ接続をオープンする
mssql_data_seek — 内部行ポインタを移動する
mssql_execute — MS SQL サーバデータベースでストアドプロシージャを実行する
mssql_fetch_array — 連想配列・数値添字配列・あるいはその両方で結果の行を取得する
mssql_fetch_assoc — 結果の現在行を連想配列として返す
mssql_fetch_batch — レコードの次のバッチを返す
mssql_fetch_field — フィールド情報を取得する
mssql_fetch_object — オブジェクトとして行を取得する
mssql_fetch_row — 配列として行を取得する
mssql_field_length — フィールド長を得る
mssql_field_name — フィールド名を得る
mssql_field_seek — 指定したフィールドオフセットに移動する
mssql_field_type — フィールド型を得る
mssql_free_result — 結果保持用メモリを解放する
mssql_free_statement — ステートメントのメモリを開放する
mssql_get_last_message — サーバの直近のメッセージを返す
mssql_guid_string — 16 バイトバイナリ GUID を文字列に変換する
mssql_init — ストアドプロシージャまたはリモートのストアドプロシージャを初期化する
mssql_min_error_severity — 最小のエラー深刻度を設定する
mssql_min_message_severity — 最小のメッセージ深刻度を設定する
mssql_next_result — 次の結果に内部結果ポインタを移動する
mssql_num_fields — 結果のフィールド数を得る
mssql_num_rows — 結果の行数を得る
mssql_pconnect — 持続的 MS SQL 接続をオープンする
mssql_query — MS SQL クエリを送る
mssql_result — 結果データを得る
mssql_rows_affected — クエリによって変更されたレコード数を返す
mssql_select_db — MS SQL データベースを選択する

MySQL

導入
以下の関数は、MySQL データベースサーバへのアクセスを可能にします。 MySQL に関するより詳細な情報は、 » http://www.mysql.com/ にあります。

MySQL のドキュメントは、» http://dev.mysql.com/doc/にあります。

MySQL データベース接続に関連する用語や製品については Overview を参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
以下の関数を利用可能とするには、MySQL サポートを指定して PHP を コンパイルする必要があります。

http://www.mysql.com/
http://dev.mysql.com/doc/
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インストール手順
コンパイルするには、単純に --with-mysql[=DIR] 設定オプションを利用してください。ここで、オプションの [DIR] は MySQL がインストールされているディレクトリを表します。

この MySQL 拡張モジュールは MySQL 4.1.0 以降とも互換性がありますが、 それ以降のバージョンが提供する新機能はサポートしていません。 この機能を使用するには、 MySQLi 拡張モジュールを使用してください。

もし mysql 拡張モジュールと mysqli 拡張モジュールを同時にインストールしたい場合は、 衝突を避けるために両方で同じクライアントライブラリを用いる必要があります。

Linux へのインストール

PHP 4
オプション --with-mysql はデフォルトで有効となっています。configureオプション --without-mysql を使用すると、 この動作は無効になります。 MySQL インストールディレクトリへのパスを指定しなかった場合、 PHP はバンドルされた MySQL クライアントライブ
ラリを使用します。

（auth-mysqlのような）MySQL を使用する他のアプリケーションを実行するユーザは、 バンドルされたライブラリを使わず --with-mysql=/path/to/mysql のように MySQL のインストールディレクトリを指定するべきです。 これにより、MySQL によりインストールさ
れたクライアントライブラリを PHP が使用するようになり、衝突が回避されます。

PHP 5.0.x, 5.1.x, 5.2.x
MySQL はデフォルトでは有効とならず、PHP に MySQL ライブラリも付属しません。 この理由の詳細については、 FAQ を参照してください。 ヘッダとライブラリ は、 » MySQL からダウンロードできます。

PHP 5.3.0+
PHP 5.3.0 以降、MySQL 関連のデータベース用拡張モジュールはデフォルトで MySQL Native Driver を使うようになりました。つまり、MySQL クライアントライブラリ (libmysql) がなくても MySQL データベースに接続できるようになったということです。 mysql、mysqli
および PHP_PDO_MYSQL はすべて、PHP 5.3.0 以降ではデフォルトで有効になっており、 またデフォルトで MySQL Native Driver を使うようになっています。 これらの拡張モジュールを使うために別途何かをインストールする必要はありません。 しかし、必要に応じて
php.ini の設定をすることになるかもしれません。

Windows へのインストール

PHP 4
MySQL 拡張モジュールは、PHP に組み込まれています。

PHP 5.0.x, 5.1.x, 5.2.x
MySQL はもはやデフォルトでは有効となりません。したがって php.ini で php_mysql.dll DLL を有効にしておく必要があります。 また、PHP が MySQL クライアントライブラリにアクセスできなければなりません。 libmysql.dll というファイルが Windows 版の PHP 配布
ファイルに含まれており、PHP が MySQL と話すためにはこのファイルが Windows の PATH にある必要があります。そのための方法については、 "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" という FAQ を参照してください。
libmysql.dll を Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作しますが (システムディレクトリは、デフォルトでシステムの PATH に含まれています)、お勧めしません。

(php_mysql.dll も含めた) PHP 拡張モジュールを有効にするには、PHP ディレクティブ extension_dir に拡張モジュールの存在する場所を設定するべきです。 Windows へのマニュアルインストール方法 も参照してください。PHP 5 での extension_dir の例は c:\php\ext で
す。

注意:

Web サーバの起動時に以下のようなエラーが発生する場合： "Unable to load dynamic library './php_mysql.dll'" これは php_mysql.dll や libmysql.dll がシステムによって見つけられなかったことが原因です。

PHP 5.3.0+
PHP 5.3.0 以降で MySQL サポートを導入するときには こちらの説明 を参照ください。

MySQL インストールの注意
警告

この拡張モジュールと recode 拡張モジュールを同時にロードした場合、 PHP のクラッシュと起動に関する問題が発生する可能性があります。 より詳細な情報については、recode 拡張モジュールを参照してください。

注意:

latin（デフォルト）以外の文字セットを必要とする場合、 使用する文字セットのサポートを有効にしてコンパイルした（バンドル版でない） libmysql をインストールする必要があります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

MySQL 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

http://www.mysql.com/
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mysql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
mysql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mysql.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mysql.trace_mode "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で使用可能です。
mysql.default_port NULL PHP_INI_ALL  
mysql.default_socket NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.1 以降で使用可能です。
mysql.default_host NULL PHP_INI_ALL  
mysql.default_user NULL PHP_INI_ALL  
mysql.default_password NULL PHP_INI_ALL  
mysql.connect_timeout "60" PHP_INI_ALL PHP <= 4.3.2 では PHP_INI_SYSTEM で、PHP 4.3.0 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mysql.allow_persistent boolean

MySQL への 持続的接続 を可能にするかどうか。

mysql.max_persistent integer

プロセス毎の持続的 MySQL 接続の最大数。

mysql.max_links integer

持続的接続を含むプロセス毎の MySQL 接続の最大数。

mysql.trace_mode boolean

トレースモード。mysql.trace_mode が有効の場合、 テーブル/インデックスのスキャン時の警告・結果セットの未開放・SQL エラー などが画面に表示されます（PHP 4.3.0 以降で使用可能です）。

mysql.default_port string

他のポートが指定されない場合、データベースサーバ接続時に使用される デフォルトの TCP ポート番号。デフォルトが指定されない場合は、 環境変数 MYSQL_TCP_PORT・ /etc/services の mysql-tcpエントリ・コンパイル時の MYSQL_PORT 定数の順番でポートが取得さ
れます。 Win32 では、MYSQL_PORT 定数のみが使用されます。

mysql.default_socket string

他にソケット名が指定されない場合、ローカルなデータベースサーバに 接続する時のデフォルトのソケット名。

mysql.default_host string

他のサーバ名が指定されない場合に、データベースサーバへの接続時に 使用されるデフォルトのサーバ名。 SQL セーフモード では適用されません。

mysql.default_user string

他のユーザ名が指定されない場合に、データベースサーバへの接続時に 使用されるデフォルトのユーザ名。 SQL セーフモード では適用されません。

mysql.default_password string

他のパスワードが指定されない場合に、データベースサーバへの接続時に 使用されるデフォルトのパスワード。 SQL セーフモード では適用されません。

mysql.connect_timeout integer

接続の有効時間(単位:秒)。Linux では、この有効時間はサーバからの 最初の応答の待ち時間としても使用されます。

リソース型
MySQL モジュールでは、2 種類のリソース型が使用されています。 最初のリソースはデータベース接続のリンク ID で、2 番目のリソースは クエリ結果を保持するリソースです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

PHP 4.3.0 以降では、mysql_connect() や mysql_pconnect() で追加のクライアントフラグを 指定できるようになりました。以下の定数が定義されています。

MySQL クライアント定数
定数 説明

MYSQL_CLIENT_COMPRESS 圧縮プロトコルを利用します。
MYSQL_CLIENT_IGNORE_SPACE 関数名の後のスペースを許可します。
MYSQL_CLIENT_INTERACTIVE interactive_timeout wait_timeout  
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で指定された秒数（ のかわり） の無通信が続くまで接続を閉じません。
MYSQL_CLIENT_SSL SSL による暗号化を使用します。このフラグは、バージョン 4.x 以降の MySQL クライアントライブラリを利用している場合にのみ有効です。 PHP 4 や、Windows 版の PHP 5 にバンドルされているのは、バージョン 3.23.x のライブラリです。

mysql_fetch_array() 関数は、結果の配列の形式を 指定するための定数を使用します。以下の定数が定義されています。

MySQL フェッチ定数
定数 説明

MYSQL_ASSOCカラムは、フィールド名を添字とする配列形式で返されます。
MYSQL_BOTH カラムは、数値の添字とフィールド名の添字のどちらでもアクセスできる 配列形式で返されます。
MYSQL_NUM カラムは、数値の添字を持つ配列形式で返されます。添字は 0 からはじまり、 結果の最初のフィールドです。

例
目次

MySQL 拡張モジュールに関する例

以下は、MySQL データベースに接続し、クエリを実行し、結果レコードを 出力、接続を切断する例です。

例1 MySQL 拡張モジュールに関する例
<?php
// データベースに接続し、選択する
$link = mysql_connect('mysql_host', 'mysql_user', 'mysql_password')
    or die('Could not connect: ' . mysql_error());
echo 'Connected successfully';
mysql_select_db('my_database') or die('Could not select database');

// SQL クエリを実行する
$query = 'SELECT * FROM my_table';
$result = mysql_query($query) or die('Query failed: ' . mysql_error());

// HTML に結果を出力する
echo "<table>\n";
while ($line = mysql_fetch_array($result, MYSQL_ASSOC)) {
    echo "\t<tr>\n";
    foreach ($line as $col_value) {
        echo "\t\t<td>$col_value</td>\n";
    }
    echo "\t</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

// 結果セットを開放する
mysql_free_result($result);

// 接続を閉じる
mysql_close($link);
?>

MySQL 関数
注意

注意:

ほとんどの MySQL 関数は、link_identifier を 最後のパラメータとしてオプションで受け付けます。これを指定しなかった場合、 直近にオープンされた接続が使用されます。もし直近の接続が存在しない場合、 php.ini のデフォルトパラメータを使用して接続を確
立しようとします。 この試行にも失敗した場合、関数は FALSE を返します。

mysql_affected_rows
(PHP 4, PHP 5)

mysql_affected_rows — 一番最近の操作で変更された行の数を得る

説明

int mysql_affected_rows ([ resource $link_identifier ] )

link_identifier と関連付けられた直近の INSERT、UPDATE、REPLACE、DELETE クエリによって変更された行の数を取得します。

パラメータ
link_identifier
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MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に変更された行の数を、直近のクエリが失敗した場合に -1 を返します。

直近のクエリが WHERE 句を含まない DELETE だった場合、テーブルから すべてのレコードが削除されますが、MySQL 4.1.2 以前のバージョンでは この関数はゼロを返します。

UPDATE を使用する場合、MySQL では新旧の値が同じときには更新処理を行いません。 このことから、必ずしも mysql_affected_rows() の返す値が マッチする行の数と一致するとは限りません。返す値は実際に更新処理が行われた 行の数です。

REPLACE ステートメントは、まず最初に同じ主キーのレコードを削除した後に 新しいレコードを挿入します。この関数は、削除された行の数と 挿入された行の数を足したものを返します。

例

例1 mysql_affected_rows() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
mysql_select_db('mydb');

/* これは、削除されたレコードの正しい数をかえずはず */
mysql_query('DELETE FROM mytable WHERE id < 10');
printf("Records deleted: %d\n", mysql_affected_rows());

/* 決して真にはならない where 条件なので、結果は 0 となるはず */
mysql_query('DELETE FROM mytable WHERE 0');
printf("Records deleted: %d\n", mysql_affected_rows());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Records deleted: 10
Records deleted: 0

例2 トランザクションを利用した mysql_affected_rows() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
mysql_select_db('mydb');

/* レコードの更新 */
mysql_query("UPDATE mytable SET used=1 WHERE id < 10");
printf ("Updated records: %d\n", mysql_affected_rows());
mysql_query("COMMIT");
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Updated Records: 10

注意

注意: トランザクション

トランザクションを使用する場合には、コミット後ではなく INSERT, UPDATE, DELETE クエリの後に mysql_affected_rows() をコールする必要があります。

注意: SELECT ステートメント

SELECT から返される行の数を得る際には、 mysql_num_rows() が利用できます。

注意: 外部キーによる連鎖

mysql_affected_rows() は、外部キー制約の ON DELETE CASCADE や ON UPDATE CASCADE で暗黙のうちに変更された行については数えません。

参考

mysql_num_rows() - 結果における行の数を得る
mysql_info() - 直近のクエリについての情報を得る

mysql_client_encoding
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mysql_client_encoding — 文字セット名を返す

説明
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string mysql_client_encoding ([ resource $link_identifier ] )

MySQL の character_set 変数の値を取得します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

カレントの接続から、デフォルトの文字セット名を返します。

例

例1 mysql_client_encoding() の例
<?php
$link    = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
$charset = mysql_client_encoding($link);

echo "カレントの文字セットは: $charset\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

カレントの文字セットは: latin1

参考

mysql_set_charset() - クライアントの文字セットを設定する
mysql_real_escape_string() - SQL 文中で用いる文字列の特殊文字をエスケープする

mysql_close
(PHP 4, PHP 5)

mysql_close — MySQL 接続を閉じる

説明

bool mysql_close ([ resource $link_identifier ] )

mysql_close() は、指定した link_identifier が指す MySQL データベースへの非持続的リンクを閉じます。 link_identifier が指定されない場合、最後に オープンされたリンクが使用されます。

持続的でないリンクはスクリプトの実行終了時に自動的に閉じられるの で、通常は mysql_close() を使用する必要はありません。 リソースの解放 を参照ください。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_close() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
echo '接続に成功しました';
mysql_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。

接続に成功しました

注意
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注意:

mysql_close() は、mysql_pconnect() により生成された持続的リンクを閉じません。

参考

mysql_connect() - MySQL サーバへの接続をオープンする
mysql_free_result() - 結果保持用メモリを開放する

mysql_connect
(PHP 4, PHP 5)

mysql_connect — MySQL サーバへの接続をオープンする

説明

resource mysql_connect ([ string $server = ini_get("mysql.default_host") [, string $username = ini_get("mysql.default_user") [, string $password = ini_get("mysql.default_password") [, bool $new_link = false [, int $client_flags = 0 ]]]]] )

MySQL サーバへの接続をオープンあるいは再利用します。

パラメータ
server

MySQL サーバ。"hostname:port" のようにポート番号を 指定することが可能で、localhost では ":/path/to/socket" のようにソケットへのパスを指定することも可能です。

PHP ディレクティブ mysql.default_host が指定されない場合（デフォルト）、 'localhost:3306' が使用されます。 SQL セーフモード の場合はこのパラメータは無視され、常に 'localhost:3306' が用いられます。
username

ユーザ名。デフォルト値は mysql.default_user で定義されている値です。SQL セーフモード の場合はこのパラメータは無視され、 サーバプロセスの所有ユーザ名が用いられます。
password

パスワード。デフォルト値は mysql.default_password で定義されている値です。SQL セーフモード の場合はこのパラメータは無視され、 空のパスワードが用いられます。
new_link

同じ引数で 2 回 mysql_connect() をコールした場合、 2 回目は新規のリンクが確立されるのではなく、代わりにすでにオープンされた リンクのリンク ID が返されます。 パラメータ new_link はこの動作を変更し、既に mysql_connect() が同じパラメータでコールされ
て いる場合でも常に新規のリンクがオープンされるようにします。 SQL セーフモード の場合はこのパラメータは無視されます。

client_flags

パラメータ client_flags は、 以下の定数の組み合わせです： 128 (LOAD DATA LOCAL の処理を有効にする)、 MYSQL_CLIENT_SSL、 MYSQL_CLIENT_COMPRESS、 MYSQL_CLIENT_IGNORE_SPACE または MYSQL_CLIENT_INTERACTIVE。 詳細な情報については MySQL クライアント定
数 を参照ください。 SQL セーフモード の場合はこのパラメータは無視されます。

返り値

成功した場合に MySQL リンク ID を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 パラメータ client_flags が追加されました。
4.2.0 パラメータ new_link が追加されました。

例

例1 mysql_connect() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
echo '接続に成功しました';
mysql_close($link);
?>

例2 mysql_connect() で hostname:port 構文を使用する例
<?php
// example.com のポート 3307 に接続します
$link = mysql_connect('example.com:3307', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
echo '接続に成功しました';
mysql_close($link);
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// localhost のポート 3307 に接続します
$link = mysql_connect('127.0.0.1:3307', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
echo '接続に成功しました';
mysql_close($link);
?>

例3 mysql_connect() で ":/path/to/socket" 構文を使用する例
<?php
// localhost のソケット（例: /tmp/mysql.sock）に接続します

// 方法 1: localhost を省略する
$link = mysql_connect(':/tmp/mysql', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
echo '接続に成功しました';
mysql_close($link);

// 方法 2: localhost を指定する
$link = mysql_connect('localhost:/tmp/mysql.sock', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
echo '接続に成功しました';
mysql_close($link);
?>

注意

注意:

サーバ名に "localhost" や "localhost:port" を指定した場合、MySQL クライアントライブラリはそれをオーバーライドし、 ローカルソケット（Windows では名前つきパイプ）に接続しようとします。 TCP/IP を用いたい場合は、"localhost" のかわりに "127.0.0.1"
を用いてください。もし MySQL クライアントライブラリが 間違ったローカルソケットへ接続しようとしている場合、これを修正するには PHP 設定の に正しいパスを 指定したうえでサーバ名を空白にしておくべきです。

注意:

サーバへのリンクは、mysql_close() のコールにより 明示的に閉じられない限り、スクリプトの実行終了と同時に閉じられます。

注意:

関数名の前に @ を付けることで 接続に失敗した場合のエラーメッセージを出力しないようにできます。

注意:

エラー "Can't create TCP/IP socket (10106)" が発生するのは、たいていは variables_order 設定ディレクティブに E が含まれていない場合です。 Windows では、これが含まれていなければ SYSTEMROOT 環境変数が使用できず、PHP が Winsock の読み込みに失
敗します。

参考

mysql_pconnect() - MySQL サーバへの持続的な接続をオープンする
mysql_close() - MySQL 接続を閉じる

mysql_create_db
(PHP 4, PHP 5)

mysql_create_db — MySQL データベースを作成する

説明

bool mysql_create_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

mysql_create_db() は、指定したリンク ID が指す サーバ上に新規のデータベースを作成します。

パラメータ
database_name

作成されるデータベースの名前です。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 mysql_create_db() の別の例

mysql_create_db() は廃止予定です。代わりに mysql_query() を用いて CREATE DATABASE ステートメントを発行する方法が 推奨されます。
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できません: ' . mysql_error());
}

$sql = 'CREATE DATABASE my_db';
if (mysql_query($sql, $link)) {
    echo "データベース my_db の作成に成功しました\n";
} else {
    echo 'データベースの作成に失敗しました: ' . mysql_error() . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

データベース my_db の作成に成功しました

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_createdb()

注意:

MySQL 4.x クライアントライブラリを用いて MySQL 拡張モジュールを ビルドした場合、この関数は利用できません。

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する
mysql_select_db() - MySQL データベースを選択する

mysql_data_seek
(PHP 4, PHP 5)

mysql_data_seek — 内部的な結果ポインタを移動する

説明

bool mysql_data_seek ( resource $result , int $row_number )

mysql_data_seek() は、指定した結果 ID （result_identifier）が指す MySQL 結果の内部ポインタが指定した行番号 （row_number）を指すように移動します。 この後、たとえば mysql_fetch_assoc() のような MySQL のフェッチ関数をコールした場合には、 ここで指定し
た行の内容が返されます。

row_number は 0 から始まります。 row_number は 0 から mysql_num_rows() - 1 までの範囲にあるべきです。 しかし、もし結果セットが空（mysql_num_rows() == 0） の場合、0 へのシークは E_WARNING を発生して失敗し、mysql_data_seek() は FALSE を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
row_number

新しく結果ポインタを設定したい行番号です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_data_seek() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('接続できませんでした: ' . mysql_error());
}
$db_selected = mysql_select_db('sample_db');
if (!$db_selected) {
    die('データベースを選択できませんでした: ' . mysql_error());
}
$query = 'SELECT last_name, first_name FROM friends';
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$result = mysql_query($query);
if (!$result) {
    die('クエリは失敗しました: ' . mysql_error());
}
/* 行を逆順で取得する */
for ($i = mysql_num_rows($result) - 1; $i >= 0; $i--) {
    if (!mysql_data_seek($result, $i)) {
        echo "行 $i をシークできません: " . mysql_error() . "\n";
        continue;
    }

    if (!($row = mysql_fetch_assoc($result))) {
        continue;
    }

    echo $row['last_name'] . ' ' . $row['first_name'] . "<br />\n";
}

mysql_free_result($result);
?>

注意

注意:

mysql_data_seek() は、 mysql_query() との組み合わせでのみ利用可能です。 mysql_unbuffered_query() と組み合わせることはできません。

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する
mysql_num_rows() - 結果における行の数を得る
mysql_fetch_row() - 結果を添字配列として取得する
mysql_fetch_assoc() - 連想配列として結果の行を取得する
mysql_fetch_array() - 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_fetch_object() - 結果の行をオブジェクトとして取得する

mysql_db_name
(PHP 4, PHP 5)

mysql_db_name — データベース名を得る

説明

string mysql_db_name ( resource $result , int $row [, mixed $field ] )

mysql_list_dbs() をコールした結果からデータベース名を取得します。

パラメータ
result

mysql_list_dbs() をコールして 得られた結果ポインタ。
row

結果セット内のインデックス。
field

フィールド名。

返り値

成功した場合にデータベース名を、失敗した場合に FALSE を返します。 FALSE が返された場合、エラーの発生源を特定するには mysql_error() を使用してください。

例

例1 mysql_db_name() の例
<?php
error_reporting(E_ALL);

$link = mysql_connect('dbhost', 'username', 'password');
$db_list = mysql_list_dbs($link);

$i = 0;
$cnt = mysql_num_rows($db_list);
while ($i < $cnt) {
    echo mysql_db_name($db_list, $i) . "\n";
    $i++;
}
?>

注意



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_dbname()

参考

mysql_list_dbs() - MySQL サーバ上で利用可能なデータベースのリストを得る
mysql_tablename() - フィールドのテーブル名を得る

mysql_db_query
(PHP 4, PHP 5)

mysql_db_query — MySQL クエリーを送信する

説明

resource mysql_db_query ( string $database , string $query [, resource $link_identifier ] )

mysql_db_query() はデータベースを選択し、 そこでクエリーを実行します。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
database

選択するデータベース名。
query

MySQL クエリー。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

クエリーの結果を指す MySQL 結果リソースを正の値で返します。 エラー時には FALSE を返します。また、 INSERT/UPDATE/DELETE クエリーの場合には TRUE または FALSE を返し、これらはそれぞれ クエリーが 成功した / 失敗した ことを示します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は E_DEPRECATED をスローするようになりました。
4.0.6 この関数は廃止予定です。使用しないでください。かわりに mysql_select_db() あるいは mysql_query() を使用してください。

例

例1 mysql_db_query() の別の例
<?php

if (!$link = mysql_connect('mysql_host', 'mysql_user', 'mysql_password')) {
    echo 'Could not connect to mysql';
    exit;
}

if (!mysql_select_db('mysql_dbname', $link)) {
    echo 'Could not select database';
    exit;
}

$sql    = 'SELECT foo FROM bar WHERE id = 42';
$result = mysql_query($sql, $link);

if (!$result) {
    echo "DB Error, could not query the database\n";
    echo 'MySQL Error: ' . mysql_error();
    exit;
}

while ($row = mysql_fetch_assoc($result)) {
    echo $row['foo'];
}

mysql_free_result($result);
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?>

注意

注意:

この関数の終了後、直前に選択されていたデータベースに自動的に戻ることは ないということに注意してください。 言い換えれば、一時的に別のデータベース上でクエリーを 実行するという目的でこの関数を利用することはできないということです。 もしそのよう
な場合は、もとのデータベースに改めて接続しなおす必要があります。 この関数のかわりに、SQL クエリーの中で database.table 構文を用いたり mysql_select_db() を利用したりすることが 強く推奨されています。

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する
mysql_select_db() - MySQL データベースを選択する

mysql_drop_db
(PHP 4, PHP 5)

mysql_drop_db — MySQLデータベースを破棄(削除)する

説明

bool mysql_drop_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

mysql_drop_db() は、指定した link_identifier が指す データベース全体をサーバから破棄(削除)しようとします。 この関数は非推奨です。かわりに、 mysql_query() を用いて DROP DATABASE 文を発行する方法が推奨されます。

パラメータ
database_name

削除するデータベースの名前。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_drop_db() の別の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}

$sql = 'DROP DATABASE my_db';
if (mysql_query($sql, $link)) {
    echo "Database my_db was successfully dropped\n";
} else {
    echo 'Error dropping database: ' . mysql_error() . "\n";
}
?>

注意

警告

MySQL 4.x のクライアントライブラリを用いて MySQL 拡張モジュールを ビルドした場合、この関数は利用できません。

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_dropdb()

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する

mysql_errno



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4, PHP 5)

mysql_errno — 直近の MySQL 処理からエラーメッセージのエラー番号を返す

説明

int mysql_errno ([ resource $link_identifier ] )

直近の MySQL 関数で発生したエラーの番号を返します。

MySQL データベースバックエンドから返ってくるエラーは、 警告を発生しません。代わりに mysql_errno() を用いて エラー番号を取得してください。この関数が返すのは、直近に実行された MySQL 関数（mysql_error() と mysql_errno() は除く）のエラーコードだけであ
ることに 注意しましょう。この関数を利用するなら、別の MySQL 関数をコールする前に 値を調べることを忘れないようにしましょう。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

直近の MySQL 関数からのエラー番号を返します。エラーが発生していない 場合は、0 (ゼロ)を返します。

例

例1 mysql_errno() の例
<?php
$link = mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password");

if (!mysql_select_db("nonexistentdb", $link)) {
    echo mysql_errno($link) . ": " . mysql_error($link). "\n";
}

mysql_select_db("kossu", $link);
if (!mysql_query("SELECT * FROM nonexistenttable", $link)) {
    echo mysql_errno($link) . ": " . mysql_error($link) . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1049: Unknown database 'nonexistentdb'
1146: Table 'kossu.nonexistenttable' doesn't exist

参考

mysql_error() - 直近に実行された MySQL 操作のエラーメッセージを返す
» MySQL エラーコード

mysql_error
(PHP 4, PHP 5)

mysql_error — 直近に実行された MySQL 操作のエラーメッセージを返す

説明

string mysql_error ([ resource $link_identifier ] )

直近の MySQL 関数からのエラー文字列を返します。 MySQL データベースバックエンドから返ってくるエラーは、 警告を発生しません。代わりに mysql_error() を用いて エラー文字列を取得してください。この関数が返すのは、直近に実行された MySQL 関数
（mysql_error() と mysql_errno() は除く）のエラー文字列だけであることに 注意しましょう。この関数を利用するなら、別の MySQL 関数をコールする前に 値を調べることを忘れないようにしましょう。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

直近の MySQL 関数からのエラー文字列を返します。エラーが発生していない 場合には、'' (空文字列) を返します。

例

例1 mysql_error() の例

http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
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<?php
$link = mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password");

mysql_select_db("nonexistentdb", $link);
echo mysql_errno($link) . ": " . mysql_error($link). "\n";

mysql_select_db("kossu", $link);
mysql_query("SELECT * FROM nonexistenttable", $link);
echo mysql_errno($link) . ": " . mysql_error($link) . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1049: Unknown database 'nonexistentdb'
1146: Table 'kossu.nonexistenttable' doesn't exist

参考

mysql_errno() - 直近の MySQL 処理からエラーメッセージのエラー番号を返す
» MySQL エラーコード

mysql_escape_string
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

mysql_escape_string — mysql_query で使用するために文字列をエスケープする

説明

string mysql_escape_string ( string $unescaped_string )

この関数は、mysql_query() で指定可能なように unescaped_string をエスケープします。 この関数は非推奨です。

この関数は mysql_real_escape_string() とほぼ同じです。ただ mysql_real_escape_string() はコネクションハンドラを用い、 カレントの文字セットを考慮したエスケープを行うという点が違います。 mysql_escape_string() はコネクションに関する引数を 持たず、カレント
の文字セット設定を考慮しません。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
unescaped_string

エスケープされる文字列。

返り値

エスケープされた文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は E_DEPRECATED をスローするようになりました。
4.3.0 この関数は非推奨となりました。利用しないでください。代わりに mysql_real_escape_string() を利用してください。

例

例1 mysql_escape_string() の例
<?php
$item = "Zak's Laptop";
$escaped_item = mysql_escape_string($item);
printf("Escaped string: %s\n", $escaped_item);
?>

上の例の出力は以下となります。
Escaped string: Zak\'s Laptop

注意

注意:

mysql_escape_string() は、 % および _ をエスケープしません。

参考

http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
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mysql_real_escape_string() - SQL 文中で用いる文字列の特殊文字をエスケープする
addslashes() - 文字列をスラッシュでクォートする
magic_quotes_gpc ディレクティブ

mysql_fetch_array
(PHP 4, PHP 5)

mysql_fetch_array — 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する

説明

array mysql_fetch_array ( resource $result [, int $result_type = MYSQL_BOTH ] )

取得した行に対応する配列を返し、内部のデータポインタを前に進めます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
result_type

取得する配列の形式です。以下の定数値をとります。: MYSQL_ASSOC, MYSQL_NUM, そして MYSQL_BOTH

返り値

取得した行をあらわす文字列の配列を返します。もし行が存在しない場合は FALSE を返します。返される配列の形式は、result_type がどのように指定されているかによります。MYSQL_BOTH（デフォルト） を利用すると、連想添字と数値添字を共に持つ配列を取得します。
MYSQL_ASSOC を利用すると（ mysql_fetch_assoc() の動作と同様に）連想添字のみが取得され、 MYSQL_NUM を利用すると （mysql_fetch_row() の動作と同様に）数値添字のみが 取得されます。

結果の中で同じフィールド名のカラムが 2 つ以上ある場合、 最後のカラムが優先されます。 同名の他のカラムにアクセスするには、そのカラムの数値インデックスを 使うかまたはカラムの別名を定義する必要があります。 カラムの別名を定義した場合は、本来の列名でそのカ
ラムにアクセスすることは できません。

例

例1 重複した列名に対して別名を定義する問い合わせ
SELECT table1.field AS foo, table2.field AS bar FROM table1, table2

例2 mysql_fetch_array() を MYSQL_NUM とともに利用する
<?php
mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password") or
    die("Could not connect: " . mysql_error());
mysql_select_db("mydb");

$result = mysql_query("SELECT id, name FROM mytable");

while ($row = mysql_fetch_array($result, MYSQL_NUM)) {
    printf("ID: %s  Name: %s", $row[0], $row[1]);
}

mysql_free_result($result);
?>

例3 mysql_fetch_array() を MYSQL_ASSOC とともに利用する
<?php
mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password") or
    die("Could not connect: " . mysql_error());
mysql_select_db("mydb");

$result = mysql_query("SELECT id, name FROM mytable");

while ($row = mysql_fetch_array($result, MYSQL_ASSOC)) {
    printf("ID: %s  Name: %s", $row["id"], $row["name"]);
}

mysql_free_result($result);
?>

例4 mysql_fetch_array() を MYSQL_BOTH とともに利用する
<?php
mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password") or
    die("Could not connect: " . mysql_error());
mysql_select_db("mydb");

$result = mysql_query("SELECT id, name FROM mytable");

while ($row = mysql_fetch_array($result, MYSQL_BOTH)) {
    printf ("ID: %s  Name: %s", $row[0], $row["name"]);
}

mysql_free_result($result);
?>

注意
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注意: パフォーマンス

特筆すべき点として、mysql_fetch_array() が 著しい付加価値があるにもかかわらず、 mysql_fetch_row()より それほど遅くはないということが言えます。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mysql_fetch_row() - 結果を添字配列として取得する
mysql_fetch_assoc() - 連想配列として結果の行を取得する
mysql_data_seek() - 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_query() - MySQL クエリを送信する

mysql_fetch_assoc
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

mysql_fetch_assoc — 連想配列として結果の行を取得する

説明

array mysql_fetch_assoc ( resource $result )

取得した行に対応する連想配列を返し、内部のデータポインタを前に進めます。 mysql_fetch_assoc() は、 mysql_fetch_array() の 2 番目のパラメータを MYSQL_ASSOC に指定してコールするのと同じ働きをします。つまり、 連想配列のみを返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

取得した行に対応する文字列の連想配列を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

結果の複数のカラムが同じフィールド名を有している場合、最後のカラ ムが優先されます。同じ名前を有する他のカラムにアクセスするには、 mysql_fetch_row()を使用して数値添字を返すか、 エイリアス名を追加する必要があります。エイリアスの説明については、
mysql_fetch_array()の例を参照ください。

例

例1 mysql_fetch_assoc() のいろいろな例
<?php

$conn = mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password");

if (!$conn) {
    echo "Unable to connect to DB: " . mysql_error();
    exit;
}

if (!mysql_select_db("mydbname")) {
    echo "Unable to select mydbname: " . mysql_error();
    exit;
}

$sql = "SELECT id as userid, fullname, userstatus
        FROM   sometable
        WHERE  userstatus = 1";

$result = mysql_query($sql);

if (!$result) {
    echo "Could not successfully run query ($sql) from DB: " . mysql_error();
    exit;
}

if (mysql_num_rows($result) == 0) {
    echo "No rows found, nothing to print so am exiting";
    exit;
}

// データ行が存在する間、それを $row に連想配列形式でセットする
// 注: 結果が 1 行であることがわかっているのなら、ループを利用しなくてもよい
// 注: ループ内で extract($row); を実行すれば、
//     $userid, $fullname, そして $userstatus を利用できる
while ($row = mysql_fetch_assoc($result)) {
    echo $row["userid"];
    echo $row["fullname"];
    echo $row["userstatus"];
}

mysql_free_result($result);

?>
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注意

注意: パフォーマンス

特筆すべき点として、mysql_fetch_assoc() が 著しい付加価値があるにもかかわらず、 mysql_fetch_row()より それほど遅くはないということが言えます。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mysql_fetch_row() - 結果を添字配列として取得する
mysql_fetch_array() - 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_data_seek() - 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_query() - MySQL クエリを送信する
mysql_error() - 直近に実行された MySQL 操作のエラーメッセージを返す

mysql_fetch_field
(PHP 4, PHP 5)

mysql_fetch_field — 結果からカラム情報を取得し、オブジェクトとして返す

説明

object mysql_fetch_field ( resource $result [, int $field_offset = 0 ] )

フィールド情報を含むオブジェクトを返します。特定のクエリー結果の中の フィールドに関する情報を得るために使用可能です。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数字で表したフィールドの位置です。もし指定されなければ、 まだこの関数で情報を取得していないフィールドのうち最初のものが 選択されます。field_offset は、 0 からはじまります。

返り値

フィールド情報を含むobjectを返します。オブジェクトの プロパティは次のとおりです。

name - カラム名
table - カラムが属しているテーブルの名前
max_length - カラムの最大長
not_null - カラムが NULL 値をとることができない場合 1
primary_key - カラムが主キーであれば 1
unique_key - カラムがユニークキーであれば 1
multiple_key - カラムが非ユニークキーであれば 1
numeric - カラムが数値(numeric)であれば 1
blob - カラムがBLOBであれば 1
type - カラムの型
unsigned - カラムが符号無し(unsigned)であれば 1
zerofill - カラムがゼロで埋められている(zero-filled)場合に 1

例

例1 mysql_fetch_field() の例
<?php
$conn = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$conn) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
mysql_select_db('database');
$result = mysql_query('select * from table');
if (!$result) {
    die('Query failed: ' . mysql_error());
}
/* カラムのメタデータを取得する */
$i = 0;
while ($i < mysql_num_fields($result)) {
    echo "Information for column $i:<br />\n";
    $meta = mysql_fetch_field($result, $i);
    if (!$meta) {
        echo "No information available<br />\n";
    }
    echo "<pre>
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blob:         $meta->blob
max_length:   $meta->max_length
multiple_key: $meta->multiple_key
name:         $meta->name
not_null:     $meta->not_null
numeric:      $meta->numeric
primary_key:  $meta->primary_key
table:        $meta->table
type:         $meta->type
unique_key:   $meta->unique_key
unsigned:     $meta->unsigned
zerofill:     $meta->zerofill
</pre>";
    $i++;
}
mysql_free_result($result);
?>

注意

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

参考

mysql_field_seek() - 結果ポインタを指定したフィールドオフセットにセットする

mysql_fetch_lengths
(PHP 4, PHP 5)

mysql_fetch_lengths — 結果における各出力の長さを得る

説明

array mysql_fetch_lengths ( resource $result )

MySQL により一番最近に取得された行における各フィールドの長さを 格納した配列を返します。

mysql_fetch_lengths()は、 mysql_fetch_row(), mysql_fetch_assoc(), mysql_fetch_array(), そして mysql_fetch_object() により一番最近に返された 各結果カラムの長さを格納した配列を返します。この配列のオフセットは 0 から始まります。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

成功した場合に長さの配列（array）を、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_fetch_lengths() の例
<?php
$result = mysql_query("SELECT id,email FROM people WHERE id = '42'");
if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}
$row     = mysql_fetch_assoc($result);
$lengths = mysql_fetch_lengths($result);

print_r($row);
print_r($lengths);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [id] => 42
    [email] => user@example.com
)
Array
(
    [0] => 2
    [1] => 16
)

参考

mysql_field_len() - 指定したフィールドの長さを返す
mysql_fetch_row() - 結果を添字配列として取得する
strlen() - 文字列の長さを得る
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mysql_fetch_object
(PHP 4, PHP 5)

mysql_fetch_object — 結果の行をオブジェクトとして取得する

説明

object mysql_fetch_object ( resource $result [, string $class_name [, array $params ]] )

取得された行を表すプロパティを有するオブジェクトを返し、 内部のデータポインタを前に進めます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
class_name

インスタンス化し、プロパティを設定して返すクラスの名前。 指定しなかった場合は stdClass オブジェクトが返されます。
params

class_name オブジェクトのコンストラクタに渡す オプションのパラメータの配列。

返り値

取得された行を表す文字列プロパティを有するオブジェクト(object)を返します。 もう行が残っていない場合は、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 さまざまな型のオブジェクトで結果を返せるようになりました。

例

例1 mysql_fetch_object() の例
<?php
mysql_connect("hostname", "user", "password");
mysql_select_db("mydb");
$result = mysql_query("select * from mytable");
while ($row = mysql_fetch_object($result)) {
    echo $row->user_id;
    echo $row->fullname;
}
mysql_free_result($result);
?>

例2 mysql_fetch_object() の例
<?php
class foo {
    public $name;
}

mysql_connect("hostname", "user", "password");
mysql_select_db("mydb");

$result = mysql_query("select name from mytable limit 1");
$obj = mysql_fetch_object($result, 'foo');
var_dump($obj);

注意

注意: パフォーマンス

速度面では、この関数は mysql_fetch_array() と同等で、 mysql_fetch_row() とほぼ同等です(違いはわずかです)。

注意:

mysql_fetch_object()は、配列の代わりに オブジェクトが返されるという一つの違いを除いて mysql_fetch_array()と類似しています。 つまり、オフセットによってではなく、フィールド名によってのみ データにアクセスすることができます (数字は、プロパティ名
として使用できません)。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mysql_fetch_array() - 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_fetch_assoc() - 
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連想配列として結果の行を取得する
mysql_fetch_row() - 結果を添字配列として取得する
mysql_data_seek() - 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_query() - MySQL クエリを送信する

mysql_fetch_row
(PHP 4, PHP 5)

mysql_fetch_row — 結果を添字配列として取得する

説明

array mysql_fetch_row ( resource $result )

取得された行に対応する配列を返し、内部のデータポインタを前に進めます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

取得された行に対応する文字列の配列を返します。もう行がない場合は、 FALSE を返します。

mysql_fetch_row()は、指定した結果 ID が指す結果から 1 行分のデータを取得します。 各結果カラムは、オフセット 0 から始まる配列に格納されます。

例

例1 mysql_fetch_row() で行を取得する
<?php
$result = mysql_query("SELECT id,email FROM people WHERE id = '42'");
if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}
$row = mysql_fetch_row($result);

echo $row[0]; // 42
echo $row[1]; // 'email' の値
?>

注意

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

参考

mysql_fetch_array() - 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_fetch_assoc() - 連想配列として結果の行を取得する
mysql_fetch_object() - 結果の行をオブジェクトとして取得する
mysql_data_seek() - 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_fetch_lengths() - 結果における各出力の長さを得る
mysql_result() - 結果データを得る

mysql_field_flags
(PHP 4, PHP 5)

mysql_field_flags — 結果において指定したフィールドのフラグを取得する

説明

string mysql_field_flags ( resource $result , int $field_offset )

mysql_field_flags()は、指定したフィールドの フィールドフラグを返します。個々のフラグは、空白一つで区切られた 形式で返されます。このため、返された値を explode() で分割することができます。

パラメータ
result
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評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は 0 から始まります。 field_offset が存在しない場合、 E_WARNING レベルのエラーが発行されます。

返り値

結果についてのフラグを文字列で返します。失敗した場合に FALSE を返します。

運用システム上のMySQLがサポートしている場合、次のフラグがレポート されます。 "not_null", "primary_key", "unique_key", "multiple_key", "blob", "unsigned", "zerofill", "binary", "enum", "auto_increment" そして "timestamp"

例

例1 mysql_field_flags() の例
<?php
$result = mysql_query("SELECT id,email FROM people WHERE id = '42'");
if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}
$flags = mysql_field_flags($result, 0);

echo $flags;
print_r(explode(' ', $flags));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
not_null primary_key auto_increment
Array
(
    [0] => not_null
    [1] => primary_key
    [2] => auto_increment
)

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_fieldflags()

参考

mysql_field_type() - 結果において指定したフィールドの型を取得する
mysql_field_len() - 指定したフィールドの長さを返す

mysql_field_len
(PHP 4, PHP 5)

mysql_field_len — 指定したフィールドの長さを返す

説明

int mysql_field_len ( resource $result , int $field_offset )

mysql_field_len()は指定したフィールドの長さを 返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は 0 から始まります。 field_offset が存在しない場合、 E_WARNING レベルのエラーが発行されます。

返り値

成功した場合には指定したフィールドの長さ、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_field_len() の例
<?php
$result = mysql_query("SELECT id,email FROM people WHERE id = '42'");
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if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}

// データベーススキーマで定義されている、id フィールドの
// 長さを取得する
$length = mysql_field_len($result, 0);
echo $length;
?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_fieldlen()

参考

mysql_fetch_lengths() - 結果における各出力の長さを得る
strlen() - 文字列の長さを得る

mysql_field_name
(PHP 4, PHP 5)

mysql_field_name — 結果において指定したフィールド名を取得する

説明

string mysql_field_name ( resource $result , int $field_offset )

mysql_field_name()は、指定したフィールドの 名前を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は 0 から始まります。 field_offset が存在しない場合、 E_WARNING レベルのエラーが発行されます。

返り値

成功した場合に指定したフィールドの名前を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_field_name() の例
<?php
/* users テーブルには以下の 3 つのフィールドがある
*   user_id
*   username
*   password.
*/
$link = @mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect to MySQL server: ' . mysql_error());
}
$dbname = 'mydb';
$db_selected = mysql_select_db($dbname, $link);
if (!$db_selected) {
    die("Could not set $dbname: " . mysql_error());
}
$res = mysql_query('select * from users', $link);

echo mysql_field_name($res, 0) . "\n";
echo mysql_field_name($res, 2);
?>

上の例の出力は以下となります。
user_id
password

注意

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_fieldname()
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参考

mysql_field_type() - 結果において指定したフィールドの型を取得する
mysql_field_len() - 指定したフィールドの長さを返す

mysql_field_seek
(PHP 4, PHP 5)

mysql_field_seek — 結果ポインタを指定したフィールドオフセットにセットする

説明

bool mysql_field_seek ( resource $result , int $field_offset )

指定したフィールドオフセットに移動します。 mysql_field_seek() をコールした後、 mysql_fetch_field() をフィールドオフセットを付けずに コールした場合、このフィールドが返されます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は 0 から始まります。 field_offset が存在しない場合、 E_WARNING レベルのエラーが発行されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mysql_fetch_field() - 結果からカラム情報を取得し、オブジェクトとして返す

mysql_field_table
(PHP 4, PHP 5)

mysql_field_table — 指定したフィールドが含まれるテーブルの名前を取得する

説明

string mysql_field_table ( resource $result , int $field_offset )

指定したフィールドが含まれるテーブルの名前を返します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は 0 から始まります。 field_offset が存在しない場合、 E_WARNING レベルのエラーが発行されます。

返り値

成功した場合にテーブルの名前を返します。

例

例1 mysql_field_table() の例
<?php

$query = "SELECT account.*, country.* FROM account, country WHERE country.name = 'Portugal' AND account.country_id = country.id";

// 結果を DB から取得します
$result = mysql_query($query);

// テーブル名とフィールド名を一覧表示します
for ($i = 0; $i < mysql_num_fields($result); ++$i) {
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    $table = mysql_field_table($result, $i);
    $field = mysql_field_name($result, $i);

    echo  "$table: $field\n";
}

?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_fieldtable()

参考

mysql_list_tables() - MySQL データベース上のテーブルのリストを得る

mysql_field_type
(PHP 4, PHP 5)

mysql_field_type — 結果において指定したフィールドの型を取得する

説明

string mysql_field_type ( resource $result , int $field_offset )

mysql_field_type() は、 mysql_field_name() 関数に似ています。 引数は同じですが、この関数ではフィールドの型が返されます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
field_offset

数値フィールドオフセット。 field_offset は 0 から始まります。 field_offset が存在しない場合、 E_WARNING レベルのエラーが発行されます。

返り値

返されるフィールド型は "int", "real", "string", "blob", そして その他 » MySQL ドキュメント で詳細が規定されている型のうちのひとつになります。

例

例1 mysql_field_type() の例
<?php
mysql_connect("localhost", "mysql_username", "mysql_password");
mysql_select_db("mysql");
$result = mysql_query("SELECT * FROM func");
$fields = mysql_num_fields($result);
$rows   = mysql_num_rows($result);
$table  = mysql_field_table($result, 0);
echo "Your '" . $table . "' table has " . $fields . " fields and " . $rows . " record(s)\n";
echo "The table has the following fields:\n";
for ($i=0; $i < $fields; $i++) {
    $type  = mysql_field_type($result, $i);
    $name  = mysql_field_name($result, $i);
    $len   = mysql_field_len($result, $i);
    $flags = mysql_field_flags($result, $i);
    echo $type . " " . $name . " " . $len . " " . $flags . "\n";
}
mysql_free_result($result);
mysql_close();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Your 'func' table has 4 fields and 1 record(s)
The table has the following fields:
string name 64 not_null primary_key binary
int ret 1 not_null
string dl 128 not_null
string type 9 not_null enum

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_fieldtype()

参考

http://dev.mysql.com/doc/
http://dev.mysql.com/doc/
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mysql_field_name() - 結果において指定したフィールド名を取得する
mysql_field_len() - 指定したフィールドの長さを返す

mysql_free_result
(PHP 4, PHP 5)

mysql_free_result — 結果保持用メモリを開放する

説明

bool mysql_free_result ( resource $result )

mysql_free_result() は、結果 ID result に関するすべてのメモリを開放します。

mysql_free_result() は、 スクリプト実行のメモリの使用量が多すぎると懸念される場合にのみ 必要になります。指定した結果 ID に関する全ての結果保持用メモリは、 スクリプトの実行後に自動的に開放されます。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

result がリソースではなかった場合、 E_WARNING レベルのエラーが発生します。 mysql_query() が resource を返すのは SELECT, SHOW, EXPLAIN, そして DESCRIBE の場合だけであることに注意しましょう。

例

例1 mysql_free_result() の例
<?php
$result = mysql_query("SELECT id,email FROM people WHERE id = '42'");
if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}
/* 結果を利用する。ここでは、その後結果を利用したものと仮定する */
$row = mysql_fetch_assoc($result);

/* 結果を開放し、さらにスクリプトの処理を進める */
mysql_free_result($result);

echo $row['id'];
echo $row['email'];
?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_freeresult()

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する
is_resource() - 変数がリソースかどうかを調べる

mysql_get_client_info
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

mysql_get_client_info — MySQL クライアント情報を取得する

説明

string mysql_get_client_info ( void )

mysql_get_client_info() は、 クライアントライブラリのバージョンを表す文字列を返します。

返り値

MySQL クライアントのバージョンを返します。
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例

例1 mysql_get_client_info() の例
<?php
printf("MySQL client info: %s\n", mysql_get_client_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
MySQL client info: 3.23.39

参考

mysql_get_host_info() - MySQL ホスト情報を取得する
mysql_get_proto_info() - MySQL プロトコル情報を取得する
mysql_get_server_info() - MySQL サーバ情報を取得する

mysql_get_host_info
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

mysql_get_host_info — MySQL ホスト情報を取得する

説明

string mysql_get_host_info ([ resource $link_identifier ] )

使用されている接続の型を返します。その中にはサーバのホスト名も含まれます。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

使用されている MySQL 接続の型を表す文字列を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_get_host_info() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
printf("MySQL host info: %s\n", mysql_get_host_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
MySQL host info: Localhost via UNIX socket

参考

mysql_get_client_info() - MySQL クライアント情報を取得する
mysql_get_proto_info() - MySQL プロトコル情報を取得する
mysql_get_server_info() - MySQL サーバ情報を取得する

mysql_get_proto_info
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

mysql_get_proto_info — MySQL プロトコル情報を取得する

説明

int mysql_get_proto_info ([ resource $link_identifier ] )

MySQL プロトコルを取得します。
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パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に MySQL プロトコル、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_get_proto_info() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
printf("MySQL protocol version: %s\n", mysql_get_proto_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
MySQL protocol version: 10

参考

mysql_get_client_info() - MySQL クライアント情報を取得する
mysql_get_host_info() - MySQL ホスト情報を取得する
mysql_get_server_info() - MySQL サーバ情報を取得する

mysql_get_server_info
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

mysql_get_server_info — MySQL サーバ情報を取得する

説明

string mysql_get_server_info ([ resource $link_identifier ] )

MySQL サーバのバージョンを取得します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に MySQL サーバのバージョン、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_get_server_info() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
printf("MySQL server version: %s\n", mysql_get_server_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
MySQL server version: 4.0.1-alpha

参考

mysql_get_client_info() - MySQL クライアント情報を取得する
mysql_get_host_info() - MySQL ホスト情報を取得する
mysql_get_proto_info() - MySQL プロトコル情報を取得する
phpversion() - 現在の PHP バージョンを取得する
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mysql_info
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mysql_info — 直近のクエリについての情報を得る

説明

string mysql_info ([ resource $link_identifier ] )

直近のクエリについての詳細な情報を返します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に文についての情報、失敗した場合に FALSE を返します。 どんな文が情報を返し、またそれがどのように見えるのかについては、以下の 例を参照ください。ここに挙げられていない文では FALSE が返されます。

例

例1 該当する MySQL 文

情報を返す文の例です。数値はあくまで説明用の例で、実際の値は クエリの内容によって変わります。
INSERT INTO ... SELECT ...
String format: Records: 23 Duplicates: 0 Warnings: 0 
INSERT INTO ... VALUES (...),(...),(...)...
String format: Records: 37 Duplicates: 0 Warnings: 0 
LOAD DATA INFILE ...
String format: Records: 42 Deleted: 0 Skipped: 0 Warnings: 0 
ALTER TABLE
String format: Records: 60 Duplicates: 0 Warnings: 0 
UPDATE
String format: Rows matched: 65 Changed: 65 Warnings: 0

注意

注意:

INSERT ... VALUES 文で mysql_info() が非 FALSE 値を 返すのは、文中で複数の値のリストが指定された場合に限ります。

参考

mysql_affected_rows() - 一番最近の操作で変更された行の数を得る
mysql_insert_id() - 直近のクエリで生成された ID を得る
mysql_stat() - 現在のシステムの状態を取得する

mysql_insert_id
(PHP 4, PHP 5)

mysql_insert_id — 直近のクエリで生成された ID を得る

説明

int mysql_insert_id ([ resource $link_identifier ] )

直近のクエリ (通常は INSERT) により AUTO_INCREMENT カラム用に生成された ID を取得します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値
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直近のクエリにより AUTO_INCREMENT カラム用に生成された ID を返します。直近のクエリが AUTO_INCREMENT な値を生成しなかった 場合に 0、MySQL 接続が確立されていなかった 場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_insert_id() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
mysql_select_db('mydb');

mysql_query("INSERT INTO mytable (product) values ('kossu')");
printf("最後に挿入されたレコードの ID は、%d\n", mysql_insert_id());
?>

注意

警告

mysql_insert_id() は、MySQL C API 関数 mysql_insert_id() の返り値の型を long 型（PHP では int と呼ばれる） に変換します。 AUTO_INCREMENT カラムが BIGINT 型 (64 ビット) である場合、 変換結果は不正確になります。 かわりに、MySQL の SQL 関数
LAST_INSERT_ID() を SQL 内で使いましょう。 PHP の integer 型の最大値に関する詳細な説明は、 integer のドキュメントをごらんください。

注意:

mysql_insert_id() は直近のクエリに対して働くので、 値を生成したクエリの直後に mysql_insert_id() をコールすることを忘れないようにしてください。

注意:

MySQL の SQL 関数 LAST_INSERT_ID() の値には、 常に直近の AUTO_INCREMENT の値が含まれており、クエリの間では リセットされません。

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する
mysql_info() - 直近のクエリについての情報を得る

mysql_list_dbs
(PHP 4, PHP 5)

mysql_list_dbs — MySQL サーバ上で利用可能なデータベースのリストを得る

説明

resource mysql_list_dbs ([ resource $link_identifier ] )

カレントの mysql デーモンから、利用可能なデータベースを含む 結果ポインタを返します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に結果ポインタ resource を、失敗した場合に FALSE を返します。結果ポインタの中身を調べるために mysql_tablename() 関数を利用し、取得したテーブルを 利用するには mysql_fetch_array() などの関数を 利用してください。

例

例1 mysql_list_dbs() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
$db_list = mysql_list_dbs($link);

while ($row = mysql_fetch_object($db_list)) {
     echo $row->Database . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
database1
database2
database3

注意
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注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_listdbs()

参考

mysql_db_name() - データベース名を得る
mysql_select_db() - MySQL データベースを選択する

mysql_list_fields
(PHP 4, PHP 5)

mysql_list_fields — MySQL テーブルのフィールドのリストを得る

説明

resource mysql_list_fields ( string $database_name , string $table_name [, resource $link_identifier ] )

指定された名前のテーブルについての情報を取得します。

この関数は非推奨です。かわりに mysql_query() を利用して SHOW COLUMNS FROM table [LIKE 'name'] 文を発行することを推奨します。

パラメータ
database_name

クエリの対象となるデータベース名。
table_name

クエリの対象となるテーブル名。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に結果ポインタ resource 、失敗した場合に FALSE を返します。

返された結果は mysql_field_flags(), mysql_field_len(), mysql_field_name() そして mysql_field_type() で利用可能です。

例

例1 非推奨である mysql_list_fields() の代替例
<?php
$result = mysql_query("SHOW COLUMNS FROM sometable");
if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}
if (mysql_num_rows($result) > 0) {
    while ($row = mysql_fetch_assoc($result)) {
        print_r($row);
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [Field] => id
    [Type] => int(7)
    [Null] =>  
    [Key] => PRI
    [Default] =>
    [Extra] => auto_increment
)
Array
(
    [Field] => email
    [Type] => varchar(100)
    [Null] =>
    [Key] =>
    [Default] =>
    [Extra] =>
)

注意

注意:
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下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_listfields()

参考

mysql_field_flags() - 結果において指定したフィールドのフラグを取得する
mysql_info() - 直近のクエリについての情報を得る

mysql_list_processes
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mysql_list_processes — MySQL プロセスのリストを得る

説明

resource mysql_list_processes ([ resource $link_identifier ] )

現在の MySQL サーバのスレッドを取得します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に結果ポインタ resource 、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_list_processes() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');

$result = mysql_list_processes($link);
while ($row = mysql_fetch_assoc($result)){
    printf("%s %s %s %s %s\n", $row["Id"], $row["Host"], $row["db"],
        $row["Command"], $row["Time"]);
}
mysql_free_result($result);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1 localhost test Processlist 0
4 localhost mysql sleep 5

参考

mysql_thread_id() - カレントのスレッド ID を返す
mysql_stat() - 現在のシステムの状態を取得する

mysql_list_tables
(PHP 4, PHP 5)

mysql_list_tables — MySQL データベース上のテーブルのリストを得る

説明

resource mysql_list_tables ( string $database [, resource $link_identifier ] )

MySQL データベースから、テーブル名のリストを取得します。

この関数は廃止されました。かわりに mysql_query() を利用して SHOW TABLES [FROM db_name] [LIKE 'pattern'] 文を発行することを推奨します。

パラメータ
database

データベース名。
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link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に結果ポインタ resource 、 失敗した場合に FALSE を返します。

結果ポインタの中身を調べるためには mysql_tablename() 関数を利用し、 取得したテーブルを利用するには mysql_fetch_array() などの関数を利用してください。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.7 この関数は廃止されました。

例

例1 mysql_list_tables() の別の例
<?php
$dbname = 'mysql_dbname';

if (!mysql_connect('mysql_host', 'mysql_user', 'mysql_password')) {
    echo 'Could not connect to mysql';
    exit;
}

$sql = "SHOW TABLES FROM $dbname";
$result = mysql_query($sql);

if (!$result) {
    echo "DB Error, could not list tables\n";
    echo 'MySQL Error: ' . mysql_error();
    exit;
}

while ($row = mysql_fetch_row($result)) {
    echo "Table: {$row[0]}\n";
}

mysql_free_result($result);
?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_listtables()

参考

mysql_list_dbs() - MySQL サーバ上で利用可能なデータベースのリストを得る
mysql_tablename() - フィールドのテーブル名を得る

mysql_num_fields
(PHP 4, PHP 5)

mysql_num_fields — 結果におけるフィールドの数を得る

説明

int mysql_num_fields ( resource $result )

クエリから、フィールドの数を取得します。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

成功した場合に結果セット resource のフィールド数、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_num_fields() の例
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<?php
$result = mysql_query("SELECT id,email FROM people WHERE id = '42'");
if (!$result) {
    echo 'Could not run query: ' . mysql_error();
    exit;
}

/* id,email の 2 つのフィールドがあるので、2 を返す */
echo mysql_num_fields($result);
?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_numfields()

参考

mysql_select_db() - MySQL データベースを選択する
mysql_query() - MySQL クエリを送信する
mysql_fetch_field() - 結果からカラム情報を取得し、オブジェクトとして返す
mysql_num_rows() - 結果における行の数を得る

mysql_num_rows
(PHP 4, PHP 5)

mysql_num_rows — 結果における行の数を得る

説明

int mysql_num_rows ( resource $result )

結果セットから行の数を取得します。このコマンドは、 SELECT や SHOW のような、実際に結果セットを返す文に対してのみ有効です。 INSERT、UPDATE、REPLACE、DELETE クエリで変更された行の数を得るには、 mysql_affected_rows() を使用してください。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。

返り値

成功した場合に結果セットの行の数、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_num_rows() の例
<?php

$link = mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password");
mysql_select_db("database", $link);

$result = mysql_query("SELECT * FROM table1", $link);
$num_rows = mysql_num_rows($result);

echo "$num_rows Rows\n";

?>

注意

注意:

mysql_unbuffered_query() を使用した場合、 結果セットのすべての行を取得するまで mysql_num_rows() は正しい値を返しません。

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_numrows()

参考

mysql_affected_rows() - 一番最近の操作で変更された行の数を得る
mysql_connect() - MySQL サーバへの接続をオープンする
mysql_data_seek() - 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_select_db() - MySQL データベースを選択する
mysql_query() - MySQL クエリを送信する
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mysql_pconnect
(PHP 4, PHP 5)

mysql_pconnect — MySQL サーバへの持続的な接続をオープンする

説明

resource mysql_pconnect ([ string $server = ini_get("mysql.default_host") [, string $username = ini_get("mysql.default_user") [, string $password = ini_get("mysql.default_password") [, int $client_flags ]]]] )

MySQL サーバとの持続的な接続を確立します。

mysql_pconnect()は、 mysql_connect()とよく似た動作をしますが、 2 つの大きな違いがあります。

1 番目の違いとして、この関数は接続時にまず 同じホスト、ユーザ名、パスワードを有する(持続的)リンクが すでにオープンされていないかどうかを調べます。 それがみつかった場合、新規の接続をオープンする代わりに そのリンクの ID が返されます。

2 番目の違いは、スクリプトの実行が終了しても SQL サーバとの接続が 閉じられないということです。そのかわりに、将来再利用されるために リンクがオープンされたままとなります（mysql_close() は、mysql_pconnect() によって確立されたリンクを 閉じません）。

このため、この型のリンクは、'持続的(persistent)'であると言われます。

パラメータ
server

MySQL サーバ。"hostname:port" のようにポート番号を 指定することが可能で、localhost では ":/path/to/socket" のようにソケットへのパスを指定することも可能です。

PHP ディレクティブ mysql.default_host が指定されない場合（デフォルト）、 'localhost:3306' が使用されます。
username

ユーザ名。デフォルト値はサーバプロセスの所有ユーザ名です。
password

パスワード。デフォルト値は空のパスワードです。
client_flags

パラメータ client_flags は、 以下の定数の組み合わせです： 128 (LOAD DATA LOCAL の処理を有効にする)、 MYSQL_CLIENT_SSL、 MYSQL_CLIENT_COMPRESS、 MYSQL_CLIENT_IGNORE_SPACE または MYSQL_CLIENT_INTERACTIVE

返り値

成功した場合に MySQL 持続的リンク ID を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 パラメータ client_flags が追加されました。

注意

注意:

この接続方法は、モジュールバージョンの PHP でのみ使用可能であることに 注意しましょう。詳しい情報は 持続的 データベース接続 を参照ください。

警告

持続的接続を利用する場合、MySQL の同時接続数の制限をこえないように Apache や MySQL の設定を多少変更する必要があるかも知れません。

注意:

関数名の前に @ を追加すると、失敗した場合のエラーメッセージを抑制できます。

参考

mysql_connect() - MySQL サーバへの接続をオープンする
Persistent Database Connections

mysql_ping
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)
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mysql_ping — サーバとの接続状況を調べ、接続されていない場合は再接続する

説明

bool mysql_ping ([ resource $link_identifier ] )

サーバとの接続が有効かどうかを調べます。 もし接続が切れていた場合、自動的に再接続が試みられます。 この関数は、アイドル期間が長いスクリプトで利用し、 サーバが接続を切断したかどうかを確認するために用いられます。

注意:

MySQL 5.0.13 以降、自動再接続機能は使えなくなりました。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

MySQL サーバとの接続が有効な場合に TRUE そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_ping() の例
<?php
set_time_limit(0);

$conn = mysql_connect('localhost', 'mysqluser', 'mypass');
$db   = mysql_select_db('mydb');

/* このクエリは非常に時間がかかるものと仮定する */
$result = mysql_query($sql);
if (!$result) {
    echo 'Query #1 failed, exiting.';
    exit;
}

/* 接続が有効かどうかを確かめる。切断されていたら再接続する */
if (!mysql_ping($conn)) {
    echo 'Lost connection, exiting after query #1';
    exit;
}
mysql_free_result($result);

/* 接続が有効であることが確かめられたので、別のクエリを実行する */
$result2 = mysql_query($sql2);
?>

参考

mysql_thread_id() - カレントのスレッド ID を返す
mysql_list_processes() - MySQL プロセスのリストを得る

mysql_query
(PHP 4, PHP 5)

mysql_query — MySQL クエリを送信する

説明

resource mysql_query ( string $query [, resource $link_identifier ] )

mysql_query() は、 ひとつのクエリを送信します (複数クエリの送信はサポートしません)。 送信先は、link_identifier で指定したサーバ上にある、現在アクティブなデータベースです。

パラメータ
query

SQL クエリ。

クエリ文字列は、セミコロンで終えてはいけません。 クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値
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SELECT, SHOW, DESCRIBE や EXPLAIN 文、その他結果セットを返す文では、 mysql_query() は成功した場合に resource を返します。エラー時には FALSE を返します。

それ以外の SQL 文 INSERT, UPDATE, DELETE, DROP などでは、 mysql_query() は成功した場合に TRUE 、エラー時に FALSE を返します。

返された結果にアクセスするためには、結果リソースを mysql_fetch_array() やその他の関数に渡します。

SELECT 文によって返された行の数を知るには mysql_num_rows() を用います。また DELETE, INSERT, REPLACE, または UPDATE 文で変更された行の数を 知るには mysql_affected_rows() を用います。

クエリが参照するテーブルにアクセスする権限がない場合も mysql_query()は失敗し、FALSE が返されます。

例

例1 間違ったクエリ

次のクエリは文法的に間違っているので、 mysql_query()は失敗し FALSEを返します。
<?php
$result = mysql_query('SELECT * WHERE 1=1');
if (!$result) {
    die('Invalid query: ' . mysql_error());
}

?>

例2 正しいクエリ

次のクエリは正しいので、mysql_query() は resource を返します。
<?php
// これはユーザが指定する。たとえば
$firstname = 'fred';
$lastname  = 'fox';

// クエリの作成
// これは SQL クエリを実行する最良の方法です。
// さらなる例は、mysql_real_escape_string() を参照ください。
$query = sprintf("SELECT firstname, lastname, address, age FROM friends WHERE firstname='%s' AND lastname='%s'",
    mysql_real_escape_string($firstname),
    mysql_real_escape_string($lastname));

// クエリの実行
$result = mysql_query($query);

// 結果のチェック
// MySQL に送られたクエリと返ってきたエラーをそのまま表示します。デバッグに便利です。
if (!$result) {
    $message  = 'Invalid query: ' . mysql_error() . "\n";
    $message .= 'Whole query: ' . $query;
    die($message);
}

// 結果の利用
// $result をそのまま出力してもリソースの内部の情報にはアクセスできません。
// 結果にたいして MySQL の関数を適用する必要があります。
// mysql_result(), mysql_fetch_array(), mysql_fetch_row() なども参照ください。
while ($row = mysql_fetch_assoc($result)) {
    echo $row['firstname'];
    echo $row['lastname'];
    echo $row['address'];
    echo $row['age'];
}

// 結果セットに関連付けられているリソースの開放
// これは、スクリプトが終了する際に自動的に実行されます。
mysql_free_result($result);
?>

参考

mysql_connect() - MySQL サーバへの接続をオープンする
mysql_error() - 直近に実行された MySQL 操作のエラーメッセージを返す
mysql_real_escape_string() - SQL 文中で用いる文字列の特殊文字をエスケープする
mysql_result() - 結果データを得る
mysql_fetch_assoc() - 連想配列として結果の行を取得する
mysql_unbuffered_query() - MySQL に SQL クエリを送信するが、結果に対してのフェッチやバッファリングは行わない

mysql_real_escape_string
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mysql_real_escape_string — SQL 文中で用いる文字列の特殊文字をエスケープする

説明

string mysql_real_escape_string ( string $unescaped_string [, resource $link_identifier ] )

現在の接続の文字セットで unescaped_string の特殊文字をエスケープし、 mysql_query() で安全に利用できる形式に変換します。バイナリデータを挿入しようとしている場合、 必ずこの関数を利用しなければなりません。
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mysql_real_escape_string() は、MySQL のライブラリ関数 mysql_real_escape_string をコールしています。 これは以下の文字について先頭にバックスラッシュを付加します。 \x00, \n, \r, \, ', " そして \x1a.

データの安全性を確保するため、MySQL へクエリを送信する場合には （わずかな例外を除いて）常にこの関数を用いなければなりません。

パラメータ
unescaped_string

エスケープされる文字列。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合にエスケープ後の文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 単純な mysql_real_escape_string() の例
<?php
// 接続
$link = mysql_connect('mysql_host', 'mysql_user', 'mysql_password')
    OR die(mysql_error());

// クエリ
$query = sprintf("SELECT * FROM users WHERE user='%s' AND password='%s'",
            mysql_real_escape_string($user),
            mysql_real_escape_string($password));
?>

例2 SQL インジェクション攻撃の例
<?php
// データベース上のユーザに一致するかどうかを調べる
$query = "SELECT * FROM users WHERE user='{$_POST['username']}' AND password='{$_POST['password']}'";
mysql_query($query);

// $_POST['password'] をチェックしなければ、このような例でユーザに望みどおりの情報を取得されてしまう
$_POST['username'] = 'aidan';
$_POST['password'] = "' OR ''='";

// MySQL に送信されたクエリは、
echo $query;
?>

MySQL に送信されたクエリは次のとおり:

SELECT * FROM users WHERE user='aidan' AND password='' OR ''=''

これでは、パスワードを知らなくても誰でもログインできてしまいます。

注意

注意:

mysql_real_escape_string() を利用する前に、MySQL 接続が確立されている必要があります。もし存在しなければ、 E_WARNING レベルのエラーが生成され、FALSE が返されます。link_identifier が指定されなかった場合は、 直近の MySQL 接続が用いられます。

注意:

magic_quotes_gpc が有効な場合は、 まず最初に stripslashes() を適用します。そうしないと、 すでにエスケープされているデータに対してさらにエスケープ処理を してしまうことになります。

注意:

この関数を用いてデータをエスケープしなければ、クエリは SQL インジェクション攻撃 に対しての脆弱性を持ったものになります。

注意: mysql_real_escape_string() は % や _ をエスケープしません。 MySQL では、これらの文字を LIKE, GRANT, または REVOKE とともに用いることで、 ワイルドカードを表現します。

参考

mysql_client_encoding() - 文字セット名を返す
addslashes() - 文字列をスラッシュでクォートする
stripslashes() - クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
The magic_quotes_gpc ディレクティブ
The magic_quotes_runtime ディレクティブ

mysql_result
(PHP 4, PHP 5)
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mysql_result — 結果データを得る

説明

string mysql_result ( resource $result , int $row [, mixed $field = 0 ] )

MySQL の結果セットからひとつのセルの内容を取得します。

大量の結果セットで作業を行う際は、行全体を取り込む関数のうちひとつを 使用することを検討するべきです（以下で説明します）。 これらの関数は一回の関数コールで複数のセルの内容を返すので、 mysql_result() よりもかなり高速です。 また、フィールド引数としてオフ
セット数値を指定する方が フィールド名やテーブル名.フィールド名のように指定するよりも かなり高速です。

パラメータ
result

評価された結果 リソース。 この結果は、mysql_query() のコールにより得られたものです。
row

結果から取得する行の番号。行番号は 0 からはじまります。
field

取得したいフィールド名またはフィールドのオフセット。

フィールドのオフセット、フィールド名またはテーブル名.フィールド名を 指定可能です。カラム名のエイリアスが定義されている （'select foo as bar from...'）場合、そのカラム名の代わりに エイリアスを使用してください。指定しなかった場合は最初のフィールドを
取得します。

返り値

成功した場合に MySQL 結果セットのひとつのセルの内容、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_result() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Could not connect: ' . mysql_error());
}
if (!mysql_select_db('database_name')) {
    die('Could not select database: ' . mysql_error());
}
$result = mysql_query('SELECT name FROM work.employee');
if (!$result) {
    die('Could not query:' . mysql_error());
}
echo mysql_result($result, 2); // 3 番目の employee の name を出力する
mysql_close($link);
?>

注意

注意:

mysql_result() は、 結果セットを処理するほかの関数と混用することはできません。

参考

mysql_fetch_row() - 結果を添字配列として取得する
mysql_fetch_array() - 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_fetch_assoc() - 連想配列として結果の行を取得する
mysql_fetch_object() - 結果の行をオブジェクトとして取得する

mysql_select_db
(PHP 4, PHP 5)

mysql_select_db — MySQL データベースを選択する

説明

bool mysql_select_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

指定したリンク ID が指すサーバ上のデータベースを、アクティブな データベースに設定します。それ以降にコールされる mysql_query() は、すべてアクティブなデータベース上で 実行されます。

パラメータ
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database_name

選択するデータベース名。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_select_db() の例
<?php

$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
if (!$link) {
    die('Not connected : ' . mysql_error());
}

// foo をカレントの db に指定する
$db_selected = mysql_select_db('foo', $link);
if (!$db_selected) {
    die ('Can\'t use foo : ' . mysql_error());
}
?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 mysql_selectdb()

参考

mysql_connect() - MySQL サーバへの接続をオープンする
mysql_pconnect() - MySQL サーバへの持続的な接続をオープンする
mysql_query() - MySQL クエリを送信する

mysql_set_charset
(PHP 5 >= 5.2.3)

mysql_set_charset — クライアントの文字セットを設定する

説明

bool mysql_set_charset ( string $charset [, resource $link_identifier ] )

現在の接続における、デフォルトの文字セットを設定します。

パラメータ
charset

有効な文字セット名。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

この関数は、MySQL 5.0.7 以降でないと使用できません。

注意:
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文字セットを変更するにはこの方法を使うことを推奨します。 mysql_query() で SET NAMES .. を実行する方法はお勧めできません。

参考

mysql_client_encoding() - 文字セット名を返す
» MySQL がサポートする文字セットの一覧

mysql_stat
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mysql_stat — 現在のシステムの状態を取得する

説明

string mysql_stat ([ resource $link_identifier ] )

mysql_stat() は現在のサーバの状態を返します。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

稼働時間、スレッド、クエリ、オープンされているテーブル、フラッシュされた テーブル、そして 1 秒あたりのクエリ数を文字列で返します。その他のデータも 含めた完全な状態を得るには、SHOW STATUS SQL コマンドを 実行する必要があります。link_identifier が不正
な 場合には NULL が返されます。

例

例1 mysql_stat() の例
<?php
$link   = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
$status = explode('  ', mysql_stat($link));
print_r($status);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Uptime: 5380
    [1] => Threads: 2
    [2] => Questions: 1321299
    [3] => Slow queries: 0
    [4] => Opens: 26
    [5] => Flush tables: 1
    [6] => Open tables: 17
    [7] => Queries per second avg: 245.595
)

例2 mysql_stat() の別の例
<?php
$link   = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
$result = mysql_query('SHOW STATUS', $link);
while ($row = mysql_fetch_assoc($result)) {
    echo $row['Variable_name'] . ' = ' . $row['Value'] . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
back_log = 50
basedir = /usr/local/
bdb_cache_size = 8388600
bdb_log_buffer_size = 32768
bdb_home = /var/db/mysql/
bdb_max_lock = 10000
bdb_logdir =
bdb_shared_data = OFF
bdb_tmpdir = /var/tmp/
...

参考

mysql_get_server_info() - MySQL サーバ情報を取得する
mysql_list_processes() - MySQL プロセスのリストを得る

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/charset-charsets.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/charset-charsets.html
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mysql_tablename
(PHP 4, PHP 5)

mysql_tablename — フィールドのテーブル名を得る

説明

string mysql_tablename ( resource $result , int $i )

result からテーブル名を取得します。

この関数は非推奨です。かわりに mysql_query() を利用して SHOW TABLES [FROM db_name] [LIKE 'pattern'] 文を発行することを推奨します。

パラメータ
result

mysql_list_tables() から返される 結果ポインタ resource 。
i

整数のインデックス（行/テーブル 番号）。

返り値

成功した場合にテーブル名、失敗した場合に FALSE を返します。

結果ポインタの中身を調べるために mysql_tablename() 関数を利用し、取得したテーブルを 利用するには mysql_fetch_array() などの関数を 利用してください。

例

例1 mysql_tablename() の例
<?php
mysql_connect("localhost", "mysql_user", "mysql_password");
$result = mysql_list_tables("mydb");
$num_rows = mysql_num_rows($result);
for ($i = 0; $i < $num_rows; $i++) {
    echo "Table: ", mysql_tablename($result, $i), "\n";
}

mysql_free_result($result);
?>

注意

注意:

結果ポインタに含まれるテーブル数を調べるには mysql_num_rows() 関数を利用します。

参考

mysql_list_tables() - MySQL データベース上のテーブルのリストを得る
mysql_field_table() - 指定したフィールドが含まれるテーブルの名前を取得する
mysql_db_name() - データベース名を得る

mysql_thread_id
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mysql_thread_id — カレントのスレッド ID を返す

説明

int mysql_thread_id ([ resource $link_identifier ] )

カレントのスレッド ID を取得します。接続が一度切断され、 mysql_ping() によって再接続された場合には、 スレッド ID は変わります。つまり、スレッド ID は必要になったその時点で 取得すべきだということです。

パラメータ
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。
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返り値

成功した場合にスレッド ID 、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysql_thread_id() の例
<?php
$link = mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_password');
$thread_id = mysql_thread_id($link);
if ($thread_id){
    printf("current thread id is %d\n", $thread_id);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
current thread id is 73

参考

mysql_ping() - サーバとの接続状況を調べ、接続されていない場合は再接続する
mysql_list_processes() - MySQL プロセスのリストを得る

mysql_unbuffered_query
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mysql_unbuffered_query — MySQL に SQL クエリを送信するが、結果に対してのフェッチやバッファリングは行わない

説明

resource mysql_unbuffered_query ( string $query [, resource $link_identifier ] )

mysql_unbuffered_query() は SQL クエリ query を MySQL に送信します。その際、 mysql_query() が行っているような自動バッファリングを 行いません。一方、この挙動により SQL クエリが消費するメモリの量を おさえられます。また、最初の 1 行目が取得されたらす
ぐに処理を はじめることができます。SQL の処理が完全に終わるまで待つ必要がありません。 複数の DB 接続を利用する場合には、オプションのパラメータ link_identifier を指定する必要があります。

パラメータ
query

実行する SQL クエリ。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
link_identifier

MySQL 接続。 指定されない場合、mysql_connect() により直近にオープンされたリンクが 指定されたと仮定されます。そのようなリンクがない場合、引数を指定せずに mysql_connect() がコールした時と同様にリンクを確立します。 リンクが見付からない、または、確
立できない場合、 E_WARNING レベルのエラーが生成されます。

返り値

SELECT, SHOW, DESCRIBE あるいは EXPLAIN では、 mysql_unbuffered_query() は 成功した場合に resource 、エラー時に FALSE を返します。

UPDATE, DELETE, DROP, などその他の SQL 文では、 mysql_unbuffered_query() は 成功した場合に TRUE 、エラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

mysql_unbuffered_query() の利点には、以下のような 代償があります: mysql_unbuffered_query() から返される結果セットには mysql_num_rows() や mysql_data_seek() が使用できません。また、結果の行をすべてフェッチするまで、MySQL に 新しいクエ
リを送信することができません。

参考

mysql_query() - MySQL クエリを送信する

目次
mysql_affected_rows — 一番最近の操作で変更された行の数を得る
mysql_client_encoding — 文字セット名を返す
mysql_close — MySQL 接続を閉じる
mysql_connect — MySQL サーバへの接続をオープンする



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

mysql_create_db — MySQL データベースを作成する
mysql_data_seek — 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_db_name — データベース名を得る
mysql_db_query — MySQL クエリーを送信する
mysql_drop_db — MySQLデータベースを破棄(削除)する
mysql_errno — 直近の MySQL 処理からエラーメッセージのエラー番号を返す
mysql_error — 直近に実行された MySQL 操作のエラーメッセージを返す
mysql_escape_string — mysql_query で使用するために文字列をエスケープする
mysql_fetch_array — 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_fetch_assoc — 連想配列として結果の行を取得する
mysql_fetch_field — 結果からカラム情報を取得し、オブジェクトとして返す
mysql_fetch_lengths — 結果における各出力の長さを得る
mysql_fetch_object — 結果の行をオブジェクトとして取得する
mysql_fetch_row — 結果を添字配列として取得する
mysql_field_flags — 結果において指定したフィールドのフラグを取得する
mysql_field_len — 指定したフィールドの長さを返す
mysql_field_name — 結果において指定したフィールド名を取得する
mysql_field_seek — 結果ポインタを指定したフィールドオフセットにセットする
mysql_field_table — 指定したフィールドが含まれるテーブルの名前を取得する
mysql_field_type — 結果において指定したフィールドの型を取得する
mysql_free_result — 結果保持用メモリを開放する
mysql_get_client_info — MySQL クライアント情報を取得する
mysql_get_host_info — MySQL ホスト情報を取得する
mysql_get_proto_info — MySQL プロトコル情報を取得する
mysql_get_server_info — MySQL サーバ情報を取得する
mysql_info — 直近のクエリについての情報を得る
mysql_insert_id — 直近のクエリで生成された ID を得る
mysql_list_dbs — MySQL サーバ上で利用可能なデータベースのリストを得る
mysql_list_fields — MySQL テーブルのフィールドのリストを得る
mysql_list_processes — MySQL プロセスのリストを得る
mysql_list_tables — MySQL データベース上のテーブルのリストを得る
mysql_num_fields — 結果におけるフィールドの数を得る
mysql_num_rows — 結果における行の数を得る
mysql_pconnect — MySQL サーバへの持続的な接続をオープンする
mysql_ping — サーバとの接続状況を調べ、接続されていない場合は再接続する
mysql_query — MySQL クエリを送信する
mysql_real_escape_string — SQL 文中で用いる文字列の特殊文字をエスケープする
mysql_result — 結果データを得る
mysql_select_db — MySQL データベースを選択する
mysql_set_charset — クライアントの文字セットを設定する
mysql_stat — 現在のシステムの状態を取得する
mysql_tablename — フィールドのテーブル名を得る
mysql_thread_id — カレントのスレッド ID を返す
mysql_unbuffered_query — MySQL に SQL クエリを送信するが、結果に対してのフェッチやバッファリングは行わない

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

MySQL 拡張モジュールに関する例
MySQL 関数

mysql_affected_rows — 一番最近の操作で変更された行の数を得る
mysql_client_encoding — 文字セット名を返す
mysql_close — MySQL 接続を閉じる
mysql_connect — MySQL サーバへの接続をオープンする
mysql_create_db — MySQL データベースを作成する
mysql_data_seek — 内部的な結果ポインタを移動する
mysql_db_name — データベース名を得る
mysql_db_query — MySQL クエリーを送信する
mysql_drop_db — MySQLデータベースを破棄(削除)する
mysql_errno — 直近の MySQL 処理からエラーメッセージのエラー番号を返す
mysql_error — 直近に実行された MySQL 操作のエラーメッセージを返す
mysql_escape_string — mysql_query で使用するために文字列をエスケープする
mysql_fetch_array — 連想配列、添字配列、またはその両方として結果の行を取得する
mysql_fetch_assoc — 連想配列として結果の行を取得する
mysql_fetch_field — 結果からカラム情報を取得し、オブジェクトとして返す
mysql_fetch_lengths — 結果における各出力の長さを得る
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mysql_fetch_object — 結果の行をオブジェクトとして取得する
mysql_fetch_row — 結果を添字配列として取得する
mysql_field_flags — 結果において指定したフィールドのフラグを取得する
mysql_field_len — 指定したフィールドの長さを返す
mysql_field_name — 結果において指定したフィールド名を取得する
mysql_field_seek — 結果ポインタを指定したフィールドオフセットにセットする
mysql_field_table — 指定したフィールドが含まれるテーブルの名前を取得する
mysql_field_type — 結果において指定したフィールドの型を取得する
mysql_free_result — 結果保持用メモリを開放する
mysql_get_client_info — MySQL クライアント情報を取得する
mysql_get_host_info — MySQL ホスト情報を取得する
mysql_get_proto_info — MySQL プロトコル情報を取得する
mysql_get_server_info — MySQL サーバ情報を取得する
mysql_info — 直近のクエリについての情報を得る
mysql_insert_id — 直近のクエリで生成された ID を得る
mysql_list_dbs — MySQL サーバ上で利用可能なデータベースのリストを得る
mysql_list_fields — MySQL テーブルのフィールドのリストを得る
mysql_list_processes — MySQL プロセスのリストを得る
mysql_list_tables — MySQL データベース上のテーブルのリストを得る
mysql_num_fields — 結果におけるフィールドの数を得る
mysql_num_rows — 結果における行の数を得る
mysql_pconnect — MySQL サーバへの持続的な接続をオープンする
mysql_ping — サーバとの接続状況を調べ、接続されていない場合は再接続する
mysql_query — MySQL クエリを送信する
mysql_real_escape_string — SQL 文中で用いる文字列の特殊文字をエスケープする
mysql_result — 結果データを得る
mysql_select_db — MySQL データベースを選択する
mysql_set_charset — クライアントの文字セットを設定する
mysql_stat — 現在のシステムの状態を取得する
mysql_tablename — フィールドのテーブル名を得る
mysql_thread_id — カレントのスレッド ID を返す
mysql_unbuffered_query — MySQL に SQL クエリを送信するが、結果に対してのフェッチやバッファリングは行わない

MySQL 改良版拡張モジュール

導入
mysqli 拡張サポートによって MySQL 4.1 以上で提供される機能を利用することができるようになります。MySQL データベースサーバに関する詳細は » http://www.mysql.com/ をご覧ください。

PHP から MySQL を使うために使用できるソフトウェアの概要は Overview にあります。

MySQL に関するドキュメントは » http://dev.mysql.com/doc/ にあります。

このドキュメントの一部は、Oracle Corporation の許可を得て MySQL マニュアルから引用したものです。

例
mysqli ドキュメンテーションのすべての例では、 world データベースを使用しています。これは » http://downloads.mysql.com/docs/world.sql.gz にあります。

Overview
This section provides an introduction to the options available to you when developing a PHP application that needs to interact with a MySQL database.

What is an API?

An Application Programming Interface, or API, defines the classes, methods, functions and variables that your application will need to call in order to carry out its desired task. In the case of PHP applications that need to communicate with databases the
necessary APIs are usually exposed via PHP extensions.

APIs can be procedural or object-oriented. With a procedural API you call functions to carry out tasks, with the object-oriented API you instantiate classes and then call methods on the resulting objects. Of the two the latter is usually the preferred
interface, as it is more modern and leads to better organised code.

When writing PHP applications that need to connect to the MySQL server there are several API options available. This document discusses what is available and how to select the best solution for your application.

What is a Connector?

In the MySQL documentation, the term connector refers to a piece of software that allows your application to connect to the MySQL database server. MySQL provides connectors for a variety of languages, including PHP.

http://www.mysql.com/
http://dev.mysql.com/doc/
http://downloads.mysql.com/docs/world.sql.gz
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If your PHP application needs to communicate with a database server you will need to write PHP code to perform such activities as connecting to the database server, querying the database and other database-related functions. Software is required to
provide the API that your PHP application will use, and also handle the communication between your application and the database server, possibly using other intermediate libraries where necessary. This software is known generically as a connector, as it
allows your application to connect to a database server.

What is a Driver?

A driver is a piece of software designed to communicate with a specific type of database server. The driver may also call a library, such as the MySQL Client Library or the MySQL Native Driver. These libraries implement the low-level protocol used to
communicate with the MySQL database server.

By way of an example, the PHP Data Objects (PDO) database abstraction layer may use one of several database-specific drivers. One of the drivers it has available is the PDO MYSQL driver, which allows it to interface with the MySQL server.

Sometimes people use the terms connector and driver interchangeably, this can be confusing. In the MySQL-related documentation the term "driver" is reserved for software that provides the database-specific part of a connector package.

What is an Extension?

In the PHP documentation you will come across another term - extension. The PHP code consists of a core, with optional extensions to the core functionality. PHP's MySQL-related extensions, such as the mysqli extension, and the mysql extension, are
implemented using the PHP extension framework.

An extension typically exposes an API to the PHP programmer, to allow its facilities to be used programmatically. However, some extensions which use the PHP extension framework do not expose an API to the PHP programmer.

The PDO MySQL driver extension, for example, does not expose an API to the PHP programmer, but provides an interface to the PDO layer above it.

The terms API and extension should not be taken to mean the same thing, as an extension may not necessarily expose an API to the programmer.

What are the main PHP API offerings for using MySQL?

There are three main API options when considering connecting to a MySQL database server:

PHP's MySQL Extension

PHP's mysqli Extension

PHP Data Objects (PDO)

Each has its own advantages and disadvantages. The following discussion aims to give a brief introduction to the key aspects of each API.

What is PHP's MySQL Extension?

This is the original extension designed to allow you to develop PHP applications that interact with a MySQL database. The mysql extension provides a procedural interface and is intended for use only with MySQL versions older than 4.1.3. This extension
can be used with versions of MySQL 4.1.3 or newer, but not all of the latest MySQL server features will be available.

注意:

If you are using MySQL versions 4.1.3 or later it is strongly recommended that you use the mysqli extension instead.

The mysql extension source code is located in the PHP extension directory ext/mysql.

For further information on the mysql extension, see MySQL.

What is PHP's mysqli Extension?

The mysqli extension, or as it is sometimes known, the MySQL improved extension, was developed to take advantage of new features found in MySQL systems versions 4.1.3 and newer. The mysqli extension is included with PHP versions 5 and later.

The mysqli extension has a number of benefits, the key enhancements over the mysql extension being:

Object-oriented interface

Support for Prepared Statements

Support for Multiple Statements

Support for Transactions

Enhanced debugging capabilities

Embedded server support

注意:

If you are using MySQL versions 4.1.3 or later it is strongly recommended that you use this extension.

As well as the object-oriented interface the extension also provides a procedural interface.

The mysqli extension is built using the PHP extension framework, its source code is located in the directory ext/mysqli.

For further information on the mysqli extension, see Mysqli.

What is PDO?

PHP Data Objects, or PDO, is a database abstraction layer specifically for PHP applications. PDO provides a consistent API for your PHP application regardless of the type of database server your application will connect to. In theory, if you are using the PDO
API, you could switch the database server you used, from say Firebird to MySQL, and only need to make minor changes to your PHP code.
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Other examples of database abstraction layers include JDBC for Java applications and DBI for Perl.

While PDO has its advantages, such as a clean, simple, portable API, its main disadvantage is that it doesn't allow you to use all of the advanced features that are available in the latest versions of MySQL server. For example, PDO does not allow you to use
MySQL's support for Multiple Statements.

PDO is implemented using the PHP extension framework, its source code is located in the directory ext/pdo.

For further information on PDO, see the PDO.

What is the PDO MYSQL driver?

The PDO MYSQL driver is not an API as such, at least from the PHP programmer's perspective. In fact the PDO MYSQL driver sits in the layer below PDO itself and provides MySQL-specific functionality. The programmer still calls the PDO API, but PDO uses
the PDO MYSQL driver to carry out communication with the MySQL server.

The PDO MYSQL driver is one of several available PDO drivers. Other PDO drivers available include those for the Firebird and PostgreSQL database servers.

The PDO MYSQL driver is implemented using the PHP extension framework. Its source code is located in the directory ext/pdo_mysql. It does not expose an API to the PHP programmer.

For further information on the PDO MYSQL driver, see MySQL (PDO).

What is PHP's MySQL Native Driver?

In order to communicate with the MySQL database server the mysql extension, mysqli and the PDO MYSQL driver each use a low-level library that implements the required protocol. In the past, the only available library was the MySQL Client Library,
otherwise known as libmysql.

However, the interface presented by libmysql was not optimized for communication with PHP applications, as libmysql was originally designed with C applications in mind. For this reason the MySQL Native Driver, mysqlnd, was developed as an alternative
to libmysql for PHP applications.

The mysql extension, the mysqli extension and the PDO MySQL driver can each be individually configured to use either libmysql or mysqlnd. As mysqlnd is designed specifically to be utilised in the PHP system it has numerous memory and speed
enhancements over libmysql. You are strongly encouraged to take advantage of these improvements.

注意:

The MySQL Native Driver can only be used with MySQL server versions 4.1.3 and later.

The MySQL Native Driver is implemented using the PHP extension framework. The source code is located in ext/mysqlnd. It does not expose an API to the PHP programmer.

Comparison of Features

The following table compares the functionality of the three main methods of connecting to MySQL from PHP:

 
PHP's
mysqli

Extension

PDO (Using
PDO MySQL
Driver and

MySQL
Native
Driver)

PHP's
MySQL

Extension

PHP version
introduced 5.0 5.0 Prior to 3.0

Included with
PHP 5.x yes yes Yes

MySQL
development
status

Active
development

Active
development
as of PHP
5.3

Maintenance
only

Recommended
by MySQL for
new projects

Yes -
preferred
option

Yes No

API supports
Charsets Yes Yes No

API supports
server-side
Prepared
Statements

Yes Yes No

API supports
client-side
Prepared
Statements

No Yes No

API supports
Stored
Procedures

Yes Yes No

API supports
Multiple
Statements

Yes Most No

Supports all
MySQL 4.1+ Yes Most No
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functionality

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
これらの関数を有効にするには、mysqli 拡張サポートを 有効にして PHP をコンパイルする必要があります。

注意:

mysqli 拡張サポートは MySQL 4.1.3 以上、あるいは 5.0.7 以上で動作するよう設計されています。 それ以前のバージョンについては MySQL 拡張サポートのドキュメントをご覧ください。

インストール手順
mysqli 拡張モジュールが使えるようになったのは PHP バージョン 5.0.0 以降です。また、MySQL Native Driver が PHP に含まれるようになったのはバージョン 5.3.0 以降です。

Linux でのインストール
一般的な Unix ディストリビューションには、バイナリ版の PHP がインストールされています。 これらのバイナリ版は、通常は MySQL 拡張モジュールに対応したものになっています。 しかし、拡張モジュールライブラリ自身を別パッケージでインストールする必要があるで
しょう。 使用しているディストリビューションのパッケージマネージャで確認してみましょう。

もしご利用の Unix ディストリビューションの提供するバイナリパッケージに mysqli 拡張モジュールが含まれていない場合は、 PHP をソースコードからビルドしなければなりません。 PHP をソースからビルドすれば、使いたい MySQL 拡張モジュールを指定したり 各拡張モ
ジュールが使用するクライアントライブラリを選択したりすることができます。

PHP 5.0, 5.1, 5.2
mysqli 拡張モジュールを PHP で有効にするには、 PHP のソースコードを configure する際に mysqli を使うよう指定する必要があります。そのためには configure スクリプトにオプション --with-mysqli=mysql_config_path/mysql_config を指定して実行してから
PHP をビルドします。これで mysqli が有効となり、 MySQL Client Library (libmysql) を用いて MySQL Server と通信できるようになります。

mysql_config_path は、MySQL Server に含まれる mysql_config プログラムの場所を表します。

PHP 5.3.0+
PHP 5.3 以降のバージョンでは、新しい MySQL Native Driver を mysqli で使うことができます。 これは libmysql を使うよりも多くの点で有利です。

このオプションを指定することを推奨します。MySQL Native Driver を使うとパフォーマンスが向上し、MySQL Client Library を使用した場合には使えない機能も使用することができます。 PHP の MySQL Native Driver とは? に、MySQL Native Driver の利点が簡単にまとめ
られています。

MySQL Native Driver を mysqli で使用するには、 PHP ソースコードの configure の際に --with-mysqli=mysqlnd オプションを指定して PHP をビルドします。

MySQL 拡張モジュールとクライアントライブラリの組み合わせは自由であることに注意しましょう。 たとえば、MySQL 拡張モジュールは MySQL Client Library (libmysql) を使うようにして有効にし、 一方 mysqli 拡張モジュールは MySQL Native Driver を使うようにすると
いうことも可能です。 しかし、それ以外にも拡張モジュールとクライアントライブラリのすべての組み合わせが使用可能です。

次の例は、MySQL 拡張モジュールを MySQL Client Library を使うようにビルドし、一方 mysqli と PDO MYSQL 拡張モジュールでは MySQL Native Driver を使うようにするものです。
./configure --with-mysql=/usr/bin/mysql_config  \
--with-mysqli=mysqlnd \
--with-pdo-mysql=mysqlnd
[other options]

Windows システムでのインストール
Windows の場合、PHP のインストールにはたいていバイナリインストーラを使用します。

PHP 5.0, 5.1, 5.2
PHP をインストールしたら、mysqli を有効にしてクライアントライブラリを指定するためにいくつかの設定が必要です。

mysqli 拡張モジュールはデフォルトでは有効になりません。そこで、 php_mysqli.dll DLL を php.ini の中で有効化しなければなりません。有効化するには、まず php.ini を探し (通常は c:\php にあります)、 そして extension=php_mysqli.dll という行の最初にあるコメン
ト (セミコロン) を削除します。この行は [PHP_MYSQLI] というセクションにあります。
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また、MySQL Client Library を mysqli で使いたい場合は、PHP からクライアントライブラリのファイルにアクセスできるようにしなければなりません。 MySQL Client Library は libmysql.dll という名前のファイルで、これは Windows 版の PHP に含まれています。 この
ファイルを Windows の環境変数 PATH で指定された場所に置けば読み込めるようになります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" に、その方法が説明されています。 libmysql.dll を Windows のシステムディレクト
リ (通常は c:\Windows\system) にコピーしても動作します。 システムディレクトリは、デフォルトでシステムの PATH に含まれているからです。 しかし、これはできるだけ避けるようにしましょう。

その他の PHP 拡張モジュール (php_mysqli.dll など) を有効にするときと同様、PHP のディレクティブ extension_dir を設定して PHP 拡張モジュールのある場所を指定する必要があります。 Windows での手動インストールの手順 も参照ください。PHP 5 の extension_dir の
値は、たとえば c:\php\ext のようになります。

注意:

ウェブサーバの起動時に "Unable to load dynamic library './php_mysqli.dll'" のようなエラーが出たら、それは php_mysqli.dll や libmysql.dll をシステムが見つけられないことが原因です。

PHP 5.3.0+
Windows の PHP バージョン 5.3 以降では、 mysqli 拡張モジュールはデフォルトで有効になっており、 また MySQL Native Driver を使うようになっています。つまり、 libmysql.dll にアクセスできるようにする必要はないということです。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

MySQLi 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

mysqli.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
mysqli.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
mysqli.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
mysqli.default_port "3306" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
mysqli.default_socket NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
mysqli.default_host NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
mysqli.default_user NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
mysqli.default_pw NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
mysqli.reconnect "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.5 以降で使用可能です。
mysqli.allow_local_infile "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.4 以降で使用可能です。
mysqli.cache_size "2000" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

これらの PHP_INI_* 定数の詳細と定義については、 設定の変更 を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mysqli.allow_persistent integer

mysqli_connect() による持続的接続の作成機能を有効にします。

mysqli.max_persistent integer

作成できる持続的接続の最大数。0 を設定すると無制限となります。

mysqli.max_links integer

プロセス毎の MySQL 接続の最大数。

mysqli.default_port integer

他のポートが指定されない場合、データベースサーバ接続時に使用される デフォルトの TCP ポート番号。デフォルトが指定されない場合は、 環境変数 MYSQL_TCP_PORT・ /etc/services の mysql-tcpエントリ・コンパイル時の MYSQL_PORT 定数の順番でポートが取得さ
れます。 Win32 では、MYSQL_PORT 定数のみが使用されます。

mysqli.default_socket string

他にソケット名が指定されない場合、ローカルな データベースサーバに接続する時のデフォルトのソケット名。

mysqli.default_host string

他のサーバ名が指定されない場合に、データベースサーバへの接続時に 使用されるデフォルトのサーバ名。 safe mode では適用されません。

mysqli.default_user string

他のユーザ名が指定されない場合に、データベースサーバへの接続時に 使用されるデフォルトのユーザ名。 safe mode では適用されません。

mysqli.default_password string

他のパスワードが指定されない場合に、データベースサーバへの接続時に 使用されるデフォルトのパスワード。 safe mode では適用されません。

mysqli.reconnect integer
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接続が失われたときに自動的に再接続するかどうか。

mysqli.allow_local_infile integer

mysqli.cache_size integer

mysqlnd でのみ使用可能です。

MYSQL_OPT_READ_TIMEOUT を、 API コールや実行時の設定で指定することはできません。 もしそんなことができてしまうと、libmysql とストリームで MYSQL_OPT_READ_TIMEOUT の値の解釈する方法が違ってしまう可能性があることに注意しましょう。

リソース型
リソース型は定義されていません。

mysqli 拡張モジュールでの持続的接続
PHP 5.3 以降、mysqli 拡張モジュールで持続的接続がサポートされるようになりました。 PDO MYSQL や ext/mysql では以前からサポートされていました。 持続的接続とは、クライアントプロセスとデータベースとの間の接続を 何度も作っては破棄するかわりにクライアン
トプロセス側で再利用しようというものです。 これにより、必要なときに毎回新規接続を作成するというオーバーヘッドが軽減でき、 未使用の接続はキャッシュされて再利用できるようになります。

他の mysql 用拡張モジュールとは異なり、mysqli には持続的接続のオープン専用の関数はありません。 持続的な接続をオープンするには、接続時にホスト名の前に p: をつけなければなりません。

持続的接続の問題は、予期せぬ状態でクライアント側に残ってしまう可能性があるということです。 たとえば、テーブルロックを行った状態でクライアントが突然終了してしまったとしましょう。 新しいクライアントプロセスがこの持続的接続を使用する際には、 "そのまま" の
状態でこれを使うことになります。 新しいクライアントプロセスがこの持続的接続をきちんと使うためには事前になんらかの後始末が必要となります。 これはプログラマにとっては面倒な作業です。

しかし、mysqli 拡張モジュールの持続的接続には後始末を行うコードが組み込まれています。 mysqli は、以下のような後始末を行います。

アクティブなトランザクションのロールバック

一時テーブルを閉じて drop

テーブルロックの解除

セッション変数の初期化

プリペアドステートメントを閉じる (PHP では常に発生)

ハンドラを閉じる

GET_LOCK() で取得したロックの開放

これにより、コネクションプールから取得する接続がクリーンな状態であることが確実になり、 そのままクライアントプロセスで使用できるようになります。

mysqli 拡張モジュールのクリーンアップ処理は、 C の API 関数 mysql_change_user() を自動的にコールすることで行っています。

しかし、自動クリーンアップ処理にはいい面もあれば悪い面もあります。 利点としては、プログラマがクリーンアップのコードを書くことを気にせずにすむということがあります。 自動的にコールされるからです。しかし、多少動作が遅くなるという 可能性 もあります。 接続
がコネクションプールに戻される際に毎回クリーンアップが必要となるからです。

自動クリーンアップのコードを無効にしたい場合は、 MYSQLI_NO_CHANGE_USER_ON_PCONNECT を define して PHP をコンパイルします。

注意:

mysqli 拡張モジュールは、 MySQL Native Drive あるいは MySQL Client Library のどちらを使っている場合でも持続的接続をサポートします。

定義済み定数
MYSQLI_READ_DEFAULT_GROUP

my.cnf の指定した名前のグループか、 あるいは MYSQLI_READ_DEFAULT_FILE で指定したファイルからオプションを読み込みます。
MYSQLI_READ_DEFAULT_FILE

my.cnf のかわりに、指定したファイルからオプションを 読み込みます。
MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT

接続のタイムアウトまでの秒数。
MYSQLI_OPT_LOCAL_INFILE

LOAD LOCAL INFILE コマンドを有効にします。
MYSQLI_INIT_COMMAND
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MySQL サーバへの接続時に実行するコマンド。 再接続時にも自動的に再実行されます。
MYSQLI_CLIENT_SSL

SSL（暗号化プロトコル）を使用します。このオプションは、アプリケーション プログラムで指定することはできず、MySQL クライアントライブラリの内部で設定します。
MYSQLI_CLIENT_COMPRESS

圧縮プロトコルを使用します。
MYSQLI_CLIENT_INTERACTIVE

（wait_timeout のかわりに）interactive_timeout の秒数を使用できるように します。クライアントセッションの wait_timeout 変数の値は、interactive_timeout 変数の値に設定されます。
MYSQLI_CLIENT_IGNORE_SPACE

関数名に続く空白文字を許可します。すべての関数名を予約語とします。
MYSQLI_CLIENT_NO_SCHEMA

db_name.tbl_name.col_name 形式の使用を禁止します。
MYSQLI_CLIENT_MULTI_QUERIES

セミコロンで区切られた複数のクエリを、 一度の mysqli_query() コールで実行することを許可します。
MYSQLI_STORE_RESULT

結果セットをバッファに格納します。
MYSQLI_USE_RESULT

結果セットをバッファに格納しません。
MYSQLI_ASSOC

行データを、カラム名をインデックスとする配列に格納して返します。
MYSQLI_NUM

行データを、数値インデックスの配列に格納して返します。
MYSQLI_BOTH

行データを、数値インデックス・カラム名インデックスの両方を 保持する配列に格納して返します。
MYSQLI_NOT_NULL_FLAG

フィールドは、NOT NULL と定義されています。
MYSQLI_PRI_KEY_FLAG

フィールドは、プライマリキーの一部です。
MYSQLI_UNIQUE_KEY_FLAG

フィールドは、ユニークキーの一部です。
MYSQLI_MULTIPLE_KEY_FLAG

フィールドは、インデックスの一部です。
MYSQLI_BLOB_FLAG

フィールドは BLOB と定義されています。
MYSQLI_UNSIGNED_FLAG

フィールドは UNSIGNED と定義されています。
MYSQLI_ZEROFILL_FLAG

フィールドは ZEROFILL と定義されています。
MYSQLI_AUTO_INCREMENT_FLAG

フィールドは AUTO_INCREMENT と定義されています。
MYSQLI_TIMESTAMP_FLAG

フィールドは TIMESTAMP と定義されています。
MYSQLI_SET_FLAG

フィールドは SET と定義されています。
MYSQLI_NUM_FLAG
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フィールドは NUMERIC と定義されています。
MYSQLI_PART_KEY_FLAG

フィールドは、マルチインデックスの一部です。
MYSQLI_GROUP_FLAG

フィールドは GROUP BY の一部です。
MYSQLI_TYPE_DECIMAL

フィールドは DECIMAL と定義されています。
MYSQLI_TYPE_NEWDECIMAL

精密な DECIMAL あるいは NUMERIC のフィールドです (MySQL 5.0.3 以降)。
MYSQLI_TYPE_BIT

フィールドは BIT と定義されています (MySQL 5.0.3 以降)。
MYSQLI_TYPE_TINY

フィールドは TINYINT と定義されています。
MYSQLI_TYPE_SHORT

フィールドは SMALLINT と定義されています。
MYSQLI_TYPE_LONG

フィールドは INT と定義されています。
MYSQLI_TYPE_FLOAT

フィールドは FLOAT と定義されています。
MYSQLI_TYPE_DOUBLE

フィールドは DOUBLE と定義されています。
MYSQLI_TYPE_NULL

フィールドは DEFAULT NULL と定義されています。
MYSQLI_TYPE_TIMESTAMP

フィールドは TIMESTAMP と定義されています。
MYSQLI_TYPE_LONGLONG

フィールドは BIGINT と定義されています。
MYSQLI_TYPE_INT24

フィールドは MEDIUMINT と定義されています。
MYSQLI_TYPE_DATE

フィールドは DATE と定義されています。
MYSQLI_TYPE_TIME

フィールドは TIME と定義されています。
MYSQLI_TYPE_DATETIME

フィールドは DATETIME と定義されています。
MYSQLI_TYPE_YEAR

フィールドは YEAR と定義されています。
MYSQLI_TYPE_NEWDATE

フィールドは DATE と定義されています。
MYSQLI_TYPE_INTERVAL

フィールドは INTERVAL と定義されています。
MYSQLI_TYPE_ENUM

フィールドは ENUM と定義されています。
MYSQLI_TYPE_SET
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フィールドは SET と定義されています。
MYSQLI_TYPE_TINY_BLOB

フィールドは TINYBLOB と定義されています。
MYSQLI_TYPE_MEDIUM_BLOB

フィールドは MEDIUMBLOB と定義されています。
MYSQLI_TYPE_LONG_BLOB

フィールドは LONGBLOB と定義されています。
MYSQLI_TYPE_BLOB

フィールドは BLOB と定義されています。
MYSQLI_TYPE_VAR_STRING

フィールドは VARCHAR と定義されています。
MYSQLI_TYPE_STRING

フィールドは STRING と定義されています。
MYSQLI_TYPE_CHAR

フィールドは CHAR と定義されています。
MYSQLI_TYPE_GEOMETRY

フィールドは GEOMETRY と定義されています。
MYSQLI_NEED_DATA

バインド変数に、さらにデータを使用可能です。
MYSQLI_NO_DATA

バインド変数に使用可能なデータがありません。
MYSQLI_DATA_TRUNCATED

データのトランケーションが発生しました。PHP 5.1.0 および MySQL 5.0.5 以降で使用可能です。
MYSQLI_ENUM_FLAG

フィールドが ENUM として定義されています。PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
MYSQLI_CURSOR_TYPE_FOR_UPDATE

MYSQLI_CURSOR_TYPE_NO_CURSOR

MYSQLI_CURSOR_TYPE_READ_ONLY

MYSQLI_CURSOR_TYPE_SCROLLABLE

MYSQLI_STMT_ATTR_CURSOR_TYPE

MYSQLI_STMT_ATTR_PREFETCH_ROWS

MYSQLI_STMT_ATTR_UPDATE_MAX_LENGTH

MYSQLI_SET_CHARSET_NAME

The MySQLi Extension Function Summary
MySQLi Class
OOP Interface Procedural Interface Alias (Do not use) Description

Properties
$mysqli->affected_rows mysqli_affected_rows() N/A Gets the number of affected rows in a previous MySQL operation
$mysqli->client_info mysqli_get_client_info() N/A Returns the MySQL client version as a string
$mysqli->client_version mysqli_get_client_version() N/A Returns MySQL client version info as an integer
$mysqli->connect_errno mysqli_connect_errno() N/A Returns the error code from last connect call
$mysqli->connect_error mysqli_connect_error() N/A Returns a string description of the last connect error
$mysqli->errno mysqli_errno() N/A Returns the error code for the most recent function call
$mysqli->error mysqli_error() N/A Returns a string description of the last error
$mysqli->field_count mysqli_field_count() N/A Returns the number of columns for the most recent query
$mysqli->host_info mysqli_get_host_info() N/A Returns a string representing the type of connection used
$mysqli->protocol_version mysqli_get_proto_info() N/A Returns the version of the MySQL protocol used
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$mysqli->server_info mysqli_get_server_info() N/A Returns the version of the MySQL server
$mysqli->server_version mysqli_get_server_version() N/A Returns the version of the MySQL server as an integer
$mysqli->info mysqli_info() N/A Retrieves information about the most recently executed query
$mysqli->insert_id mysqli_insert_id() N/A Returns the auto generated id used in the last query
$mysqli->sqlstate mysqli_sqlstate() N/A Returns the SQLSTATE error from previous MySQL operation
$mysqli->warning_count mysqli_warning_count() N/A Returns the number of warnings from the last query for the given link
Methods
mysqli->autocommit() mysqli_autocommit() N/A Turns on or off auto-commiting database modifications
mysqli->change_user() mysqli_change_user() N/A Changes the user of the specified database connection
mysqli->character_set_name(), mysqli->client_encoding mysqli_character_set_name() mysqli_client_encoding() Returns the default character set for the database connection
mysqli->close() mysqli_close() N/A Closes a previously opened database connection
mysqli->commit() mysqli_commit() N/A Commits the current transaction
mysqli::__construct() mysqli_connect() N/A Open a new connection to the MySQL server [Note: static (i.e. class) method]
mysqli->debug() mysqli_debug() N/A Performs debugging operations
mysqli->dump_debug_info() mysqli_dump_debug_info() N/A Dump debugging information into the log
mysqli->get_charset() mysqli_get_charset() N/A Returns a character set object
mysqli->get_connection_stats() mysqli_get_connection_stats() N/A Returns client connection statistics. mysqlnd でのみ使用可能です。
mysqli->get_client_info() mysqli_get_client_info() N/A Returns the MySQL client version as a string
mysqli->get_client_stats() mysqli_get_client_stats() N/A Returns client per-process statistics. mysqlnd でのみ使用可能です。
mysqli->get_cache_stats() mysqli_get_cache_stats() N/A Returns client Zval cache statistics. mysqlnd でのみ使用可能です。
mysqli->get_server_info() mysqli_get_server_info() N/A NOT DOCUMENTED
mysqli->get_warnings() mysqli_get_warnings() N/A NOT DOCUMENTED
mysqli::init() mysqli_init() N/A Initializes MySQLi and returns a resource for use with mysqli_real_connect. [Not called on an object, as it returns a $mysqli object.]
mysqli->kill() mysqli_kill() N/A Asks the server to kill a MySQL thread
mysqli->more_results() mysqli_more_results() N/A Check if there are any more query results from a multi query
mysqli->multi_query() mysqli_multi_query() N/A Performs a query on the database
mysqli->next_result() mysqli_next_result() N/A Prepare next result from multi_query
mysqli->options() mysqli_options() mysqli_set_opt() Set options
mysqli->ping() mysqli_ping() N/A Pings a server connection, or tries to reconnect if the connection has gone down
mysqli->prepare() mysqli_prepare() N/A Prepare an SQL statement for execution
mysqli->query() mysqli_query() N/A Performs a query on the database
mysqli->real_connect() mysqli_real_connect() N/A Opens a connection to a mysql server
mysqli->real_escape_string(), mysqli->escape_string() mysqli_real_escape_string() mysqli_escape_string() Escapes special characters in a string for use in an SQL statement, taking into account the current charset of the connection
mysqli->real_query() mysqli_real_query() N/A Execute an SQL query
mysqli->rollback() mysqli_rollback() N/A Rolls back current transaction
mysqli->select_db() mysqli_select_db() N/A Selects the default database for database queries
mysqli->set_charset() mysqli_set_charset() N/A Sets the default client character set
mysqli->set_local_infile_default() mysqli_set_local_infile_default() N/A Unsets user defined handler for load local infile command
mysqli->set_local_infile_handler() mysqli_set_local_infile_handler() N/A Set callback function for LOAD DATA LOCAL INFILE command
mysqli->ssl_set() mysqli_ssl_set() N/A Used for establishing secure connections using SSL
mysqli->stat() mysqli_stat() N/A Gets the current system status
mysqli->stmt_init() mysqli_stmt_init() N/A Initializes a statement and returns an object for use with mysqli_stmt_prepare
mysqli->store_result() mysqli_store_result() N/A Transfers a result set from the last query
mysqli->thread_id() mysqli_thread_id() N/A Returns the thread ID for the current connection
mysqli->thread_safe() mysqli_thread_safe() N/A Returns whether thread safety is given or not
mysqli->use_result() mysqli_use_result() N/A Initiate a result set retrieval

MySQL_STMT
OOP Interface Procedural Interface Alias (Do not use) Description

Properties
$mysqli_stmt->affected_rows mysqli_stmt_affected_rows() N/A Returns the total number of rows changed, deleted, or inserted by the last executed statement
$mysqli_stmt->errno mysqli_stmt_errno() N/A Returns the error code for the most recent statement call
$mysqli_stmt->error mysqli_stmt_error() N/A Returns a string description for last statement error
$mysqli_stmt->field_count mysqli_stmt_field_count() N/A Returns the number of field in the given statement - not documented
$mysqli_stmt->insert_id mysqli_stmt_insert_id() N/A Get the ID generated from the previous INSERT operation
$mysqli_stmt->num_rows mysqli_stmt_num_rows() N/A Return the number of rows in statements result set
$mysqli_stmt->param_count mysqli_stmt_param_count() mysqli_param_count() Returns the number of parameter for the given statement
$mysqli_stmt->sqlstate mysqli_stmt_sqlstate() N/A Returns SQLSTATE error from previous statement operation
Methods
mysqli_stmt->attr_get() mysqli_stmt_attr_get() N/A Used to get the current value of a statement attribute
mysqli_stmt->attr_set() mysqli_stmt_attr_set() N/A Used to modify the behavior of a prepared statement
mysqli_stmt->bind_param() mysqli_stmt_bind_param() mysqli_bind_param() Binds variables to a prepared statement as parameters
mysqli_stmt->bind_result() mysqli_stmt_bind_result() mysqli_bind_result() Binds variables to a prepared statement for result storage
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mysqli_stmt->close() mysqli_stmt_close() N/A Closes a prepared statement
mysqli_stmt->data_seek() mysqli_stmt_data_seek() N/A Seeks to an arbitrary row in statement result set
mysqli_stmt->execute() mysqli_stmt_execute() mysqli_execute() Executes a prepared Query
mysqli_stmt->fetch() mysqli_stmt_fetch() mysqli_fetch() Fetch results from a prepared statement into the bound variables
mysqli_stmt->free_result() mysqli_stmt_free_result() N/A Frees stored result memory for the given statement handle
$mysqli_stmt->get_result() mysqli_stmt_get_result N/A NOT DOCUMENTED mysqlnd でのみ使用可能です。
mysqli_stmt->get_warnings() mysqli_stmt_get_warnings() N/A NOT DOCUMENTED
$mysqli_stmt->more_results() mysqli_stmt_more_results() N/A NOT DOCUMENTED mysqlnd でのみ使用可能です。
$mysqli_stmt->next_result() mysqli_stmt_next_result() N/A NOT DOCUMENTED mysqlnd でのみ使用可能です。
mysqli_stmt->num_rows() mysqli_stmt_num_rows() N/A See also property $mysqli_stmt->num_rows
mysqli_stmt->prepare() mysqli_stmt_prepare() N/A Prepare an SQL statement for execution
mysqli_stmt->reset() mysqli_stmt_reset() N/A Resets a prepared statement
mysqli_stmt->result_metadata() mysqli_stmt_result_metadata() mysqli_get_metadata() Returns result set metadata from a prepared statement
mysqli_stmt->send_long_data() mysqli_stmt_send_long_data() mysqli_send_long_data() Send data in blocks
mysqli_stmt->store_result() mysqli_stmt_store_result() N/A Transfers a result set from a prepared statement

MySQLi_RESULT
OOP Interface Procedural Interface Alias (Do not use) Description

Properties
$mysqli_result->current_field mysqli_field_tell() N/A Get current field offset of a result pointer
$mysqli_result->field_count mysqli_num_fields() N/A Get the number of fields in a result
$mysqli_result->lengths mysqli_fetch_lengths() N/A Returns the lengths of the columns of the current row in the result set
$mysqli_result->num_rows mysqli_num_rows() N/A Gets the number of rows in a result
Methods
mysqli_result->data_seek() mysqli_data_seek() N/A Adjusts the result pointer to an arbitary row in the result
mysqli_result->fetch_all() mysqli_fetch_all() N/A Fetches all result rows and returns the result set as an associative array, a numeric array, or both. mysqlnd でのみ使用可能です。
mysqli_result->fetch_array() mysqli_fetch_array() N/A Fetch a result row as an associative, a numeric array, or both
mysqli_result->fetch_assoc() mysqli_fetch_assoc() N/A Fetch a result row as an associative array
mysqli_result->fetch_field_direct() mysqli_fetch_field_direct() N/A Fetch meta-data for a single field
mysqli_result->fetch_field() mysqli_fetch_field() N/A Returns the next field in the result set
mysqli_result->fetch_fields() mysqli_fetch_fields() N/A Returns an array of objects representing the fields in a result set
mysqli_result->fetch_object() mysqli_fetch_object() N/A Returns the current row of a result set as an object
mysqli_result->fetch_row() mysqli_fetch_row() N/A Get a result row as an enumerated array
mysqli_result->field_seek() mysqli_field_seek() N/A Set result pointer to a specified field offset
mysqli_result->free(), mysqli_result->close, mysqli_result->free_result mysqli_free_result() N/A Frees the memory associated with a result

MySQL_Driver
OOP Interface Procedural Interface Alias (Do not use) Description

Properties
N/A
Methods
mysqli_driver->embedded_server_end() mysqli_embedded_server_end() N/A NOT DOCUMENTED
mysqli_driver->embedded_server_start() mysqli_embedded_server_start() N/A NOT DOCUMENTED

注意:

Alias functions are provided for backward compatibility purposes only. Do not use them in new projects.

MySQLi クラス
導入
PHP と MySQL データベースの間の接続を表します。

クラス概要
MySQLi {
/* プロパティ */
int $affected_rows;
string $client_info;
int $client_version;
string $connect_errno;
string $connect_error;
int $errno;
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string $error;
int $field_count;
int $client_version;
string $host_info;
string $protocol_version;
string $server_info;
int $server_version;
string $info;
mixed $insert_id;
string $sqlstate;
int $thread_id;
int $warning_count;
/* メソッド */
int MySQLi::mysqli_affected_rows ( mysqli $link )
bool mysqli::autocommit ( bool $mode )
bool mysqli::change_user ( string $user , string $password , string $database )
string mysqli::character_set_name ( void )
string mysqli_get_client_info ( mysqli $link )
int mysqli_get_client_version ( mysqli $link )
bool mysqli::close ( void )
bool mysqli::commit ( void )
int mysqli_connect_errno ( void )
string mysqli_connect_error ( void )
mysqli mysqli_connect ([ string $host = ini_get("mysqli.default_host") [, string $username = ini_get("mysqli.default_user") [, string $passwd = ini_get("mysqli.default_pw") [, string $dbname = "" [, int $port = ini_get("mysqli.default_port") [, string $socket =
ini_get("mysqli.default_socket") ]]]]]] )
bool mysqli::debug ( string $message )
bool mysqli::dump_debug_info ( void )
int mysqli_errno ( mysqli $link )
string mysqli_error ( mysqli $link )
int mysqli_field_count ( mysqli $link )
object mysqli::get_charset ( void )
string mysqli::get_client_info ( void )
int mysqli_get_client_version ( mysqli $link )
bool mysqli::get_connection_stats ( void )
string mysqli_get_host_info ( mysqli $link )
int mysqli_get_proto_info ( mysqli $link )
string mysqli_get_server_info ( mysqli $link )
int mysqli_get_server_version ( mysqli $link )
mysqli_warning mysqli::get_warnings ( void )
string mysqli_info ( mysqli $link )
mysqli mysqli::init ( void )
mixed mysqli_insert_id ( mysqli $link )
bool mysqli::kill ( int $processid )
bool mysqli::more_results ( void )
bool mysqli::multi_query ( string $query )
bool mysqli::next_result ( void )
bool mysqli::options ( int $option , mixed $value )
bool mysqli::ping ( void )
public int mysqli::poll ( array &$read , array &$error , array &$reject , int $sec [, int $usec ] )
mysqli_stmt mysqli::prepare ( string $query )
mixed mysqli::query ( string $query [, int $resultmode ] )
bool mysqli::real_connect ([ string $host [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket [, int $flags ]]]]]]] )
string mysqli::escape_string ( string $escapestr )
bool mysqli::real_query ( string $query )
public mysqli_result mysqli::reap_async_query ( void )
bool mysqli::rollback ( void )
bool mysqli::select_db ( string $dbname )
bool mysqli::set_charset ( string $charset )
void mysqli_set_local_infile_default ( mysqli $link )
bool mysqli::set_local_infile_handler ( mysqli $link , callback $read_func )
string mysqli_sqlstate ( mysqli $link )
bool mysqli::ssl_set ( string $key , string $cert , string $ca , string $capath , string $cipher )
string mysqli::stat ( void )
mysqli_stmt mysqli::stmt_init ( void )
mysqli_result mysqli::store_result ( void )
int mysqli_thread_id ( mysqli $link )
bool mysqli_thread_safe ( void )
mysqli_result mysqli::use_result ( void )
int mysqli_warning_count ( mysqli $link )
}

mysqli->affected_rows
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mysqli_affected_rows
(PHP 5)

mysqli->affected_rows -- mysqli_affected_rows — 直前の MySQL の操作で変更された行の数を得る

説明

オブジェクト指向型

int $affected_rows;

手続き型

int mysqli::mysqli_affected_rows ( mysqli $link )

直近の INSERT、 UPDATE、REPLACE あるいは DELETE クエリにより変更された行の数を返します。

SELECT 文の場合は、mysqli_affected_rows() は mysqli_num_rows() と同じように動作します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

正の整数が返された場合、それは変更された行数かあるいは取得された行数を 示します。ゼロが返された場合、それは UPDATE 文でレコードが更新されなかったか WHERE 条件に当てはまる行がなかった、またはクエリが実行されなかったことを 示します。-1 は、クエリがエ
ラーを返したことを示します。

注意:

変更された行数が整数型の最大値をこえた場合、結果の行数は 文字列として返されます。

例

例1 mysqli->affected_rows の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 行を挿入します */
$mysqli->query("CREATE TABLE Language SELECT * from CountryLanguage");
printf("Affected rows (INSERT): %d\n", $mysqli->affected_rows);

$mysqli->query("ALTER TABLE Language ADD Status int default 0");

/* 行を更新します */
$mysqli->query("UPDATE Language SET Status=1 WHERE Percentage > 50");
printf("Affected rows (UPDATE): %d\n", $mysqli->affected_rows);

/* 行を削除します */
$mysqli->query("DELETE FROM Language WHERE Percentage < 50");
printf("Affected rows (DELETE): %d\n", $mysqli->affected_rows);

/* すべての行を選択します */
$result = $mysqli->query("SELECT CountryCode FROM Language");
printf("Affected rows (SELECT): %d\n", $mysqli->affected_rows);

$result->close();

/* Language テーブルを削除します */
$mysqli->query("DROP TABLE Language");

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

if (!$link) {
    printf("Can't connect to localhost. Error: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 行を挿入します */
mysqli_query($link, "CREATE TABLE Language SELECT * from CountryLanguage");
printf("Affected rows (INSERT): %d\n", mysqli_affected_rows($link));

mysqli_query($link, "ALTER TABLE Language ADD Status int default 0");
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/* 行を更新します */
mysqli_query($link, "UPDATE Language SET Status=1 WHERE Percentage > 50");
printf("Affected rows (UPDATE): %d\n", mysqli_affected_rows($link));

/* 行を削除します */
mysqli_query($link, "DELETE FROM Language WHERE Percentage < 50");
printf("Affected rows (DELETE): %d\n", mysqli_affected_rows($link));

/* すべての行を選択します */
$result = mysqli_query($link, "SELECT CountryCode FROM Language");
printf("Affected rows (SELECT): %d\n", mysqli_affected_rows($link));

mysqli_free_result($result);

/* Language テーブルを削除します */
mysqli_query($link, "DROP TABLE Language");

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Affected rows (INSERT): 984
Affected rows (UPDATE): 168
Affected rows (DELETE): 815
Affected rows (SELECT): 169

参考

mysqli_num_rows() - 結果の行数を取得する
mysqli_info() - 直近に実行されたクエリの情報を取得する

mysqli::autocommit

mysqli_autocommit
(PHP 5)

mysqli::autocommit -- mysqli_autocommit — データベース更新の自動コミットをオンまたはオフにする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::autocommit ( bool $mode )

手続き型

bool mysqli_autocommit ( mysqli $link , bool $mode )

指定されたデータベース接続リソースに対するクエリの 自動コミットモードをオンまたはオフにします。

現在の自動コミットモードを知るには、SQL コマンド SELECT @@autocommit を使用します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
mode

自動コミットを有効にするかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

この関数は、トランザクションに 対応していないテーブル型（MyISAM あるいは ISAM など）では 動作しません。

例

例1 mysqli::autocommit() の例

オブジェクト指向型
<?php
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$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 自動コミットを on にします */
$mysqli->autocommit(TRUE);

if ($result = $mysqli->query("SELECT @@autocommit")) {
    $row = $result->fetch_row();
    printf("Autocommit is %s\n", $row[0]);
    $result->free();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

if (!$link) {
    printf("Can't connect to localhost. Error: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 自動コミットを on にします */
mysqli_autocommit($link, TRUE);

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT @@autocommit")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    printf("Autocommit is %s\n", $row[0]);
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Autocommit is 1

参考

mysqli_commit() - 現在のトランザクションをコミットする
mysqli_rollback() - 現在のトランザクションをロールバックする

mysqli::change_user

mysqli_change_user
(PHP 5)

mysqli::change_user -- mysqli_change_user — 指定されたデータベース接続のユーザ名を変更する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::change_user ( string $user , string $password , string $database )

手続き型

bool mysqli_change_user ( mysqli $link , string $user , string $password , string $database )

指定されたデータベース接続のユーザ名を変更し、 現在のデータベースを設定します。

ユーザを正しく変更するには、username と password 引数を正しく渡す必要があります。 またそのユーザが対象のデータベースに対する適切なパーミッションを 持っている必要があります。どんな理由であれ、認証に失敗するとカレントユーザの 認証が継続されます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
user

MySQL のユーザ名。
password

MySQL のパスワード。
database
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変更するデータベース。

引数には NULL 値を渡すこともできます。 その場合ユーザの変更だけでデータベースの選択はされません。 そのようなケースでデータベースを選択したい場合には mysqli_select_db() 関数を使用してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

このコマンドを使用すると、常に、カレントのデータベース接続は あたかも完全に新しいデータベース接続であるかのようになります。 これにより、全てのアクティブなトランザクションはロールバックされ、 一時テーブルは全てクローズされ、ロックされたテーブ
ルはすべて 開放されます。

例

例1 mysqli::change_user() の例

オブジェクト指向型
<?php

/* データベース test に接続します */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "test");

/* 接続をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 変数 a を設定します */
$mysqli->query("SET @a:=1");

/* すべてをリセットし、新しいデータベースを選択します */
$mysqli->change_user("my_user", "my_password", "world");

if ($result = $mysqli->query("SELECT DATABASE()")) {
    $row = $result->fetch_row();
    printf("デフォルトデータベース: %s\n", $row[0]);
    $result->close();
}

if ($result = $mysqli->query("SELECT @a")) {
    $row = $result->fetch_row();
    if ($row[0] === NULL) {
        printf("変数 a の値は NULL\n");
    }
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
/* データベース test に接続します */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "test");

/* 接続をチェックします */
if (!$link) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 変数 a を設定します */
mysqli_query($link, "SET @a:=1");

/* すべてをリセットし、新しいデータベースを選択します */
mysqli_change_user($link, "my_user", "my_password", "world");

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT DATABASE()")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    printf("デフォルトデータベース: %s\n", $row[0]);
    mysqli_free_result($result);
}

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT @a")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    if ($row[0] === NULL) {
        printf("変数 a の値は NULL\n");
    }
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。

デフォルトデータベース: world
変数 a の値は NULL

参考

mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス
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mysqli_select_db() - クエリを実行するためのデフォルトのデータベースを選択する

mysqli::character_set_name

mysqli_character_set_name
(PHP 5)

mysqli::character_set_name -- mysqli_character_set_name — データベース接続のデフォルトの文字コードセットを返す

説明

オブジェクト指向型

string mysqli::character_set_name ( void )

手続き型

string mysqli_character_set_name ( mysqli $link )

データベース接続の現在の文字コードセットを返します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

現在の接続のデフォルト文字セットを返します。

例

例1 mysqli::character_set_name() の例

オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 現在の文字セットを表示します */
$charset = $mysqli->character_set_name();
printf ("Current character set is %s\n", $charset);

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (!$link) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 現在の文字セットを表示します */
$charset = mysqli_character_set_name($link);
printf ("Current character set is %s\n",$charset);

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Current character set is latin1_swedish_ci

参考

mysqli_client_encoding() - mysqli_character_set_name のエイリアス
mysqli_real_escape_string() - 接続の現在の文字セットを考慮して、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする
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mysqli->client_info

mysqli_get_client_info
(PHP 5)

mysqli->client_info -- mysqli_get_client_info — MySQL クライアントバージョン文字列を返す

説明

オブジェクト指向型

string $client_info;

手続き型

string mysqli::mysqli_get_client_info ( mysqli $link )

MySQL クライアントライブラリのバージョンを表す文字列を返します。

返り値

MySQL クライアントライブラリのバージョンを表す文字列を返します。

例

例1 mysqli_get_client_info

<?php

/* データベースに接続しなくても
   クライアントライブラリのバージョンを知ることができます */
printf("Client library version: %s\n", mysqli_get_client_info());
?>

参考

mysqli_get_client_version() - MySQL クライアント情報を取得する
mysqli_get_server_info() - MySQL サーバのバージョンを返す
mysqli_get_server_version() - MySQL サーバのバージョンを整数値で返す

mysqli->client_version

mysqli_get_client_version
(PHP 5)

mysqli->client_version -- mysqli_get_client_version — MySQL クライアントの情報を取得する

説明

オブジェクト指向型

int $client_version;

手続き型

int mysqli::mysqli_get_client_version ( mysqli $link )

クライアントのバージョン番号を整数値で返します。

返り値

MySQL クライアントライブラリのバージョンを表す整数値を返します。書式は main_version*10000 + minor_version *100 + sub_version で、たとえば 4.1.0 の場合は 40100 となります。

これは、今使っているバージョンのクライアントライブラリで 何らかの機能が使えるかどうかを手早く調べるときに便利です。

例

例1 mysqli_get_client_version
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<?php

/* データベースに接続しなくても
   クライアントライブラリのバージョンを知ることができます */
printf("Client library version: %d\n", mysqli_get_client_version());
?>

参考

mysqli_get_client_info() - MySQL クライアントのバージョンを文字列で返す
mysqli_get_server_info() - MySQL サーバのバージョンを返す
mysqli_get_server_version() - MySQL サーバのバージョンを整数値で返す

mysqli::close

mysqli_close
(PHP 5)

mysqli::close -- mysqli_close — 事前にオープンしているデータベース接続を閉じる

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::close ( void )

手続き型

bool mysqli_close ( mysqli $link )

既に開いているデータベース接続を閉じます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

mysqli_connect() を参照ください。

参考

mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス
mysqli_init() - MySQLi を初期化し、mysqli_real_connect() で使用するリソースを返す
mysqli_real_connect() - mysql サーバとの接続をオープンする

mysqli::commit

mysqli_commit
(PHP 5)

mysqli::commit -- mysqli_commit — 現在のトランザクションをコミットする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::commit ( void )

手続き型
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bool mysqli_commit ( mysqli $link )

データベース接続の現在のトランザクションをコミットします。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::commit() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE Language LIKE CountryLanguage");

/* autocommit を off にします */
$mysqli->autocommit(FALSE);

/* データを挿入します */
$mysqli->query("INSERT INTO Language VALUES ('DEU', 'Bavarian', 'F', 11.2)");
$mysqli->query("INSERT INTO Language VALUES ('DEU', 'Swabian', 'F', 9.4)");

/* トランザクションをコミットします */
$mysqli->commit();

/* テーブルを削除します */
$mysqli->query("DROP TABLE Language");

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "test");

/* 接続をチェックします */
if (!$link) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* autocommit を off にします */
mysqli_autocommit($link, FALSE);

mysqli_query($link, "CREATE TABLE Language LIKE CountryLanguage");

/* データを挿入します */
mysqli_query($link, "INSERT INTO Language VALUES ('DEU', 'Bavarian', 'F', 11.2)");
mysqli_query($link, "INSERT INTO Language VALUES ('DEU', 'Swabian', 'F', 9.4)");

/* トランザクションをコミットします */
mysqli_commit($link);

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

参考

mysqli_autocommit() - データベース更新の自動コミットをオンまたはオフにする
mysqli_rollback() - 現在のトランザクションをロールバックする

mysqli->connect_errno

mysqli_connect_errno
(PHP 5)

mysqli->connect_errno -- mysqli_connect_errno — 直近の接続コールに関するエラーコードを返す

説明
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オブジェクト指向型

string $connect_errno;

手続き型

int mysqli::mysqli_connect_errno ( void )

直近の mysqli_connect() コールのエラー番号を返します。

注意:

クライアントのエラーメッセージ番号は MySQL の errmsg.h ヘッダファイルで、そしてサーバのエラーメッセージ番号は mysqld_error.h で定義されています。MySQL のソース配布の中には、エラーメッセージの 完全なリストが Docs/mysqld_error.txt に含まれ
ています。

返り値

直近の mysqli_connect() コールが失敗した場合、 エラーコードを返します。ゼロは、何もエラーが発生しなかったことを示します。

例

例1 mysqli->connect_errno の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = @new mysqli('localhost', 'fake_user', 'my_password', 'my_db');

if ($mysqli->connect_errno) {
    die('Connect Error: ' . $mysqli->connect_errno);
}
?>

手続き型
<?php
$link = @mysqli_connect('localhost', 'fake_user', 'my_password', 'my_db');

if (!$link) {
    die('Connect Error: ' . mysqli_connect_errno());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Connect Error: 1045

参考

mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス
mysqli_connect_error() - 直近の接続エラーの内容を文字列で返す
mysqli_errno() - 直近の関数コールによるエラーコードを返す
mysqli_error() - 直近のエラーの内容を文字列で返す
mysqli_sqlstate() - 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す

mysqli->connect_error

mysqli_connect_error
(PHP 5)

mysqli->connect_error -- mysqli_connect_error — 直近の接続エラーの内容を文字列で返す

説明

オブジェクト指向型

string $connect_error;

手続き型

string mysqli::mysqli_connect_error ( void )

mysqli_connect() が指すデータベースの 直近のエラーについての文字列表現を返します。

返り値

エラーの内容を表す文字列を返します。エラーが発生しなかった場合は NULL を返します。
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例

例1 mysqli->connect_error の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = @new mysqli('localhost', 'fake_user', 'my_password', 'my_db');

// PHP 5.2.9 および 5.3.0 以降で動作します
if ($mysqli->connect_error) {
    die('Connect Error: ' . $mysqli->connect_error);
}
?>

手続き型
<?php
$link = @mysqli_connect('localhost', 'fake_user', 'my_password', 'my_db');

if (!$link) {
    die('Connect Error: ' . mysqli_connect_error());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Connect Error: Access denied for user 'fake_user'@'localhost' (using password: YES)

注意

警告

mysqli->connect_error プロパティが正しく動作するのは PHP バージョン 5.2.9 および 5.3.0 以降のみです。 それより前のバージョンの PHP との互換性を保つ必要がある場合は mysqli_connect_error() 関数を使用します。

参考

mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス
mysqli_connect_errno() - 直近の接続コールに関するエラーコードを返す
mysqli_errno() - 直近の関数コールによるエラーコードを返す
mysqli_error() - 直近のエラーの内容を文字列で返す
mysqli_sqlstate() - 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す

mysqli::__construct

mysqli_connect
(PHP 5)

mysqli::__construct -- mysqli_connect — 新規に MySQL サーバへの接続をオープンする

説明

オブジェクト指向型

mysqli::__construct() ([ string $host = ini_get("mysqli.default_host") [, string $username = ini_get("mysqli.default_user") [, string $passwd = ini_get("mysqli.default_pw") [, string $dbname = "" [, int $port = ini_get("mysqli.default_port") [, string $socket =
ini_get("mysqli.default_socket") ]]]]]] )

手続き型

mysqli mysqli_connect ([ string $host = ini_get("mysqli.default_host") [, string $username = ini_get("mysqli.default_user") [, string $passwd = ini_get("mysqli.default_pw") [, string $dbname = "" [, int $port = ini_get("mysqli.default_port") [, string $socket =
ini_get("mysqli.default_socket") ]]]]]] )

実行中の MySQL サーバへの接続をオープンします。

パラメータ
host

ホスト名または IP アドレスです。この引数に NULL または "localhost" を渡すと ローカルホストとみなされます。もし可能な場合、TCP/IP プロトコルの代わりに パイプが使用されます。

ホストの前に p: をつけると、持続的な接続を開きます。 接続プールから開いた接続上で mysqli_change_user() が自動的にコールされます。
username

MySQL のユーザ名。
passwd
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省略したり NULL を渡したりした場合、MySQL サーバは パスワードを持たないユーザレコードについてのみ認証を試みます。 これによってひとつのユーザ名において(パスワードが指定されたか 否かによって)違うパーミッションを与えることができます。
dbname

指定した場合は、 クエリが行われるデフォルトのデータベースとなります。
port

MySQL サーバに接続する際のポート番号を指定します。
socket

使用するソケットあるいは名前つきパイプを指定します。

注意:

socket 引数を指定しても、MySQL サーバへの 接続時の型を明示的に定義することにはなりません。MySQL サーバへの 接続方法については host 引数で定義されます。

返り値

MySQL サーバへの接続を表すオブジェクトを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 持続的な接続機能が追加されました。

例

例1 mysqli::__construct() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli('localhost', 'my_user', 'my_password', 'my_db');

/*
 * これは "公式な" オブジェクト指向のやりかたですが、
 * PHP 5.2.9 および 5.3.0 より前のバージョンでは $connect_error は動作していませんでした
 */
if ($mysqli->connect_error) {
    die('Connect Error (' . $mysqli->connect_errno . ') '
            . $mysqli->connect_error);
}

/*
 * PHP 5.2.9 および 5.3.0 より前のバージョンとの互換性を保ちたい場合は
 * $connect_error のかわりにこのようにします
 */
if (mysqli_connect_error()) {
    die('Connect Error (' . mysqli_connect_errno() . ') '
            . mysqli_connect_error());
}

echo 'Success... ' . $mysqli->host_info . "\n";

$mysqli->close();
?>

オブジェクト指向型で mysqli クラスを継承する例
<?php

class foo_mysqli extends mysqli {
    public function __construct($host, $user, $pass, $db) {
        parent::__construct($host, $user, $pass, $db);

        if (mysqli_connect_error()) {
            die('Connect Error (' . mysqli_connect_errno() . ') '
                    . mysqli_connect_error());
        }
    }
}

$db = new foo_mysqli('localhost', 'my_user', 'my_password', 'my_db');

echo 'Success... ' . $db->host_info . "\n";

$db->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect('localhost', 'my_user', 'my_password', 'my_db');

if (!$link) {
    die('Connect Error (' . mysqli_connect_errno() . ') '
            . mysqli_connect_error());
}

echo 'Success... ' . mysqli_get_host_info($link) . "\n";

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
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Success... MySQL host info: localhost via TCP/IP

注意

注意:

MySQLnd は常に、サーバのデフォルト文字セットを想定しています。この文字セットは接続時の ハンドシェイク/認証 のときに送信され、これを mysqlnd が使います。

Libmysql が使うデフォルトの文字セットは my.cnf で設定したものです。あるいは明示的に mysqli_options() をコールして設定することもできます。 これは、mysqli_init() のあとで mysqli_real_connect() を実行する前にコールします。

注意:

オブジェクト指向の構文に関する注意: 接続に失敗した場合にもオブジェクトが返されます。 接続が失敗したかどうかを確かめるには、先ほどの例のように mysqli_connect_error() 関数あるいは mysqli->connect_error プロパティを使用しましょう。

注意:

接続タイムアウトなどのオプションを設定する必要がある場合は、かわりに mysqli_real_connect() を使わなければなりません。

注意:

コンストラクタをパラメータなしでコールするのは、 mysqli_init() をコールするのと同じ意味になります。

注意:

エラー "Can't create TCP/IP socket (10106)" が発生するのは、たいていは variables_order 設定ディレクティブに E が含まれていない場合です。 Windows では、これが含まれていなければ SYSTEMROOT 環境変数が使用できず、PHP が Winsock の読み込みに失
敗します。

参考

mysqli_real_connect() - mysql サーバとの接続をオープンする
mysqli_options() - オプションを設定する
mysqli_connect_errno() - 直近の接続コールに関するエラーコードを返す
mysqli_connect_error() - 直近の接続エラーの内容を文字列で返す
mysqli_close() - 事前にオープンしているデータベース接続を閉じる

mysqli::debug

mysqli_debug
(PHP 5)

mysqli::debug -- mysqli_debug — デバッグ操作を行う

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::debug ( string $message )

手続き型

bool mysqli_debug ( string $message )

Fred Fish debugging library を使用してデバッグを行います。

パラメータ
message

実行するデバッグ操作を表す文字列。

返り値

Returns TRUE.

注意

注意:

mysqli_debug() 関数を使用するには、 MySQL クライアントライブラリを、デバッグ機能を有効にしてコンパイルする 必要があります。

例
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例1 トレースファイルの作成
<?php

/* ローカル（クライアント）マシンの '/tmp/client.trace' に
   トレースファイルを作成します */
mysqli_debug("d:t:o,/tmp/client.trace");

?>

参考

mysqli_dump_debug_info() - デバッグ情報をログに出力する
mysqli_report() - 内部のレポート関数を有効あるいは無効にする

mysqli::dump_debug_info

mysqli_dump_debug_info
(PHP 5)

mysqli::dump_debug_info -- mysqli_dump_debug_info — デバッグ情報をログに出力する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::dump_debug_info ( void )

手続き型

bool mysqli_dump_debug_info ( mysqli $link )

この関数は SUPER 権限を持ったユーザによって実行されるされることを 想定しており、link で指定した接続に関連する MySQL サーバのデバッグ情報をログに出力します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mysqli_debug() - デバッグ操作を行う

mysqli->errno

mysqli_errno
(PHP 5)

mysqli->errno -- mysqli_errno — 直近の関数コールによるエラーコードを返す

説明

オブジェクト指向型

int $errno;

手続き型

int mysqli::mysqli_errno ( mysqli $link )

直近の MySQLi 関数のコールが成功あるいは失敗した際のエラーコードを返します。

クライアントのエラーメッセージ番号は MySQL の errmsg.h ヘッダファイルで、そしてサーバのエラーメッセージ番号は mysqld_error.h で定義されています。MySQL のソース配布の中には、エラーメッセージの 完全なリストが Docs/mysqld_error.txt に含まれています。
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パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

直近のコールが失敗した場合、エラーコードを返します。 ゼロは、何もエラーが発生しなかったことを示します。

例

例1 mysqli->errno の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if (!$mysqli->query("SET a=1")) {
    printf("Errorcode: %d\n", $mysqli->errno);
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if (!mysqli_query($link, "SET a=1")) {
    printf("Errorcode: %d\n", mysqli_errno($link));
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Errorcode: 1193

参考

mysqli_connect_errno() - 直近の接続コールに関するエラーコードを返す
mysqli_connect_error() - 直近の接続エラーの内容を文字列で返す
mysqli_error() - 直近のエラーの内容を文字列で返す
mysqli_sqlstate() - 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す

mysqli->error

mysqli_error
(PHP 5)

mysqli->error -- mysqli_error — 直近のエラーの内容を文字列で返す

説明

オブジェクト指向型

string $error;

手続き型

string mysqli::mysqli_error ( mysqli $link )

直近の MySQLi 関数のコールが成功あるいは失敗した際のエラーメッセージを返します。

パラメータ
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link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

エラーの内容を表す文字列を返します。エラーが発生しなかった場合は空文字列を返します。

例

例1 mysqli->error の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if (!$mysqli->query("SET a=1")) {
    printf("Errormessage: %s\n", $mysqli->error);
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if (!mysqli_query($link, "SET a=1")) {
    printf("Errormessage: %s\n", mysqli_error($link));
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Errormessage: Unknown system variable 'a'

参考

mysqli_connect_errno() - 直近の接続コールに関するエラーコードを返す
mysqli_connect_error() - 直近の接続エラーの内容を文字列で返す
mysqli_errno() - 直近の関数コールによるエラーコードを返す
mysqli_sqlstate() - 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す

mysqli->field_count

mysqli_field_count
(PHP 5)

mysqli->field_count -- mysqli_field_count — 直近のクエリのカラムの数を返す

説明

オブジェクト指向型

int $field_count;

手続き型

int mysqli_result::mysqli_field_count ( mysqli $link )

link が指す接続における直近のクエリの カラムの数を返します。この関数は、クエリが空でない結果セットを 生成すべきなのかそうではないのかを判断するために mysqli_store_result() 関数を使用する際に有用です。

パラメータ
link
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手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

結果セットのフィールド数を整数で返します。

例

例1 mysqli->field_count の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "test");

$mysqli->query( "DROP TABLE IF EXISTS friends");
$mysqli->query( "CREATE TABLE friends (id int, name varchar(20))");

$mysqli->query( "INSERT INTO friends VALUES (1,'Hartmut'), (2, 'Ulf')");

$mysqli->real_query("SELECT * FROM friends");

if ($mysqli->field_count) {
    /* これは select/show あるいは describe クエリです */
    $result = $mysqli->store_result();

    /* 結果セットを処理します */
    $row = $result->fetch_row();

    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "test");

mysqli_query($link, "DROP TABLE IF EXISTS friends");
mysqli_query($link, "CREATE TABLE friends (id int, name varchar(20))");

mysqli_query($link, "INSERT INTO friends VALUES (1,'Hartmut'), (2, 'Ulf')");

mysqli_real_query($link, "SELECT * FROM friends");

if (mysqli_field_count($link)) {
    /* これは select/show あるいは describe クエリです */
    $result = mysqli_store_result($link);

    /* 結果セットを処理します */
    $row = mysqli_fetch_row($result);

    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

mysqli::get_charset

mysqli_get_charset
(PHP 5 >= 5.1.0)

mysqli::get_charset -- mysqli_get_charset — 文字セットオブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型

object mysqli::get_charset ( void )

手続き型

object mysqli_get_charset ( mysqli $link )

文字セットオブジェクトを返します。 これは、現在アクティブな文字セットについてのプロパティを提供します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
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返り値

この関数は、以下のプロパティを持つ文字セットオブジェクトを返します。
charset

文字セット名
collation

照合規則名
dir

文字セットの設定を読み込むディレクトリ。組み込みの文字セットについては ""

min_length

最小の文字の長さ (バイト数)

max_length

最大の文字の長さ (バイト数)

number

内部文字セット番号
state

文字セットの状態

例

例1 mysqli::get_charset() の例

オブジェクト指向型
<?php
  $db = mysqli_init();
  $db->real_connect("localhost","root","","test");
  var_dump($db->get_charset());
?>

手続き型
<?php
  $db = mysqli_init();
  mysqli_real_connect($db, "localhost","root","","test");
  var_dump($db->get_charset());
?>

上の例の出力は以下となります。
object(stdClass)#2 (7) {
  ["charset"]=>
  string(6) "latin1"
  ["collation"]=>
  string(17) "latin1_swedish_ci"
  ["dir"]=>
  string(0) ""
  ["min_length"]=>
  int(1)
  ["max_length"]=>
  int(1)
  ["number"]=>
  int(8)
  ["state"]=>
  int(801)
}

参考

mysqli_character_set_name() - データベース接続のデフォルトの文字コードセットを返す
mysqli_set_charset() - クライアントのデフォルト文字セットを設定する

mysqli->get_client_info

mysqli_get_client_info
(PHP 5)

mysqli->get_client_info -- mysqli_get_client_info — MySQL クライアントのバージョンを文字列で返す

説明
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オブジェクト指向型

string mysqli::get_client_info ( void )

手続き型

string mysqli_get_client_info ( mysqli $link )

MySQL クライアントライブラリのバージョンを文字列で返します。

返り値

MySQL クライアントライブラリのバージョンを文字列で返します。

例

例1 mysqli_get_client_info

<?php

/* mysql クライアントライブラリのバージョンを
   調べるために、接続する必要はありません */
printf("Client library version: %s\n", mysqli_get_client_info());
?>

参考

mysqli_get_client_version() - MySQL クライアント情報を取得する
mysqli_get_server_info() - MySQL サーバのバージョンを返す
mysqli_get_server_version() - MySQL サーバのバージョンを整数値で返す

mysqli->client_version

mysqli_get_client_version
(PHP 5)

mysqli->client_version -- mysqli_get_client_version — MySQL クライアント情報を取得する

説明

オブジェクト指向型

int $client_version;

手続き型

int mysqli::mysqli_get_client_version ( mysqli $link )

クライアントのバージョン番号を整数値で返します。

返り値

MySQL クライアントライブラリのバージョンを、以下の書式で返します。 main_version*10000 + minor_version *100 + sub_version 例えば、4.1.0 は 40100 となります。

これは、ある機能が使用可能かどうかを知るため、クライアントライブラリの バージョンを手っ取り早く調べたい場合に有用です。

例

例1 mysqli_get_client_version

<?php

/* mysql クライアントライブラリのバージョンを
   調べるために、接続する必要はありません */
printf("Client library version: %d\n", mysqli_get_client_version());
?>

参考

mysqli_get_client_info() - MySQL クライアントのバージョンを文字列で返す
mysqli_get_server_info() - MySQL サーバのバージョンを返す
mysqli_get_server_version() - MySQL サーバのバージョンを整数値で返す
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mysqli::get_connection_stats

mysqli_get_connection_stats
(PHP 5 >= 5.3.0)

mysqli::get_connection_stats -- mysqli_get_connection_stats — クライアント接続に関する統計情報を返す

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::get_connection_stats ( void )

手続き型

array mysqli_get_connection_stats ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クライアント接続に関する統計情報を返します。 mysqlnd でのみ使用可能です。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に接続の統計情報を含む配列、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli_get_connection_stats() の例
<?php
$link = mysqli_connect();
print_r(mysqli_get_connection_stats($link));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [bytes_sent] => 43
    [bytes_received] => 80
    [packets_sent] => 1
    [packets_received] => 2
    [protocol_overhead_in] => 8
    [protocol_overhead_out] => 4
    [bytes_received_ok_packet] => 11
    [bytes_received_eof_packet] => 0
    [bytes_received_rset_header_packet] => 0
    [bytes_received_rset_field_meta_packet] => 0
    [bytes_received_rset_row_packet] => 0
    [bytes_received_prepare_response_packet] => 0
    [bytes_received_change_user_packet] => 0
    [packets_sent_command] => 0
    [packets_received_ok] => 1
    [packets_received_eof] => 0
    [packets_received_rset_header] => 0
    [packets_received_rset_field_meta] => 0
    [packets_received_rset_row] => 0
    [packets_received_prepare_response] => 0
    [packets_received_change_user] => 0
    [result_set_queries] => 0
    [non_result_set_queries] => 0
    [no_index_used] => 0
    [bad_index_used] => 0
    [slow_queries] => 0
    [buffered_sets] => 0
    [unbuffered_sets] => 0
    [ps_buffered_sets] => 0
    [ps_unbuffered_sets] => 0
    [flushed_normal_sets] => 0
    [flushed_ps_sets] => 0
    [ps_prepared_never_executed] => 0
    [ps_prepared_once_executed] => 0
    [rows_fetched_from_server_normal] => 0
    [rows_fetched_from_server_ps] => 0
    [rows_buffered_from_client_normal] => 0
    [rows_buffered_from_client_ps] => 0
    [rows_fetched_from_client_normal_buffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_normal_unbuffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_buffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_unbuffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_cursor] => 0
    [rows_skipped_normal] => 0
    [rows_skipped_ps] => 0
    [copy_on_write_saved] => 0



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

    [copy_on_write_performed] => 0
    [command_buffer_too_small] => 0
    [connect_success] => 1
    [connect_failure] => 0
    [connection_reused] => 0
    [reconnect] => 0
    [pconnect_success] => 0
    [active_connections] => 1
    [active_persistent_connections] => 0
    [explicit_close] => 0
    [implicit_close] => 0
    [disconnect_close] => 0
    [in_middle_of_command_close] => 0
    [explicit_free_result] => 0
    [implicit_free_result] => 0
    [explicit_stmt_close] => 0
    [implicit_stmt_close] => 0
    [mem_emalloc_count] => 0
    [mem_emalloc_ammount] => 0
    [mem_ecalloc_count] => 0
    [mem_ecalloc_ammount] => 0
    [mem_erealloc_count] => 0
    [mem_erealloc_ammount] => 0
    [mem_efree_count] => 0
    [mem_malloc_count] => 0
    [mem_malloc_ammount] => 0
    [mem_calloc_count] => 0
    [mem_calloc_ammount] => 0
    [mem_realloc_count] => 0
    [mem_realloc_ammount] => 0
    [mem_free_count] => 0
    [proto_text_fetched_null] => 0
    [proto_text_fetched_bit] => 0
    [proto_text_fetched_tinyint] => 0
    [proto_text_fetched_short] => 0
    [proto_text_fetched_int24] => 0
    [proto_text_fetched_int] => 0
    [proto_text_fetched_bigint] => 0
    [proto_text_fetched_decimal] => 0
    [proto_text_fetched_float] => 0
    [proto_text_fetched_double] => 0
    [proto_text_fetched_date] => 0
    [proto_text_fetched_year] => 0
    [proto_text_fetched_time] => 0
    [proto_text_fetched_datetime] => 0
    [proto_text_fetched_timestamp] => 0
    [proto_text_fetched_string] => 0
    [proto_text_fetched_blob] => 0
    [proto_text_fetched_enum] => 0
    [proto_text_fetched_set] => 0
    [proto_text_fetched_geometry] => 0
    [proto_text_fetched_other] => 0
    [proto_binary_fetched_null] => 0
    [proto_binary_fetched_bit] => 0
    [proto_binary_fetched_tinyint] => 0
    [proto_binary_fetched_short] => 0
    [proto_binary_fetched_int24] => 0
    [proto_binary_fetched_int] => 0
    [proto_binary_fetched_bigint] => 0
    [proto_binary_fetched_decimal] => 0
    [proto_binary_fetched_float] => 0
    [proto_binary_fetched_double] => 0
    [proto_binary_fetched_date] => 0
    [proto_binary_fetched_year] => 0
    [proto_binary_fetched_time] => 0
    [proto_binary_fetched_datetime] => 0
    [proto_binary_fetched_timestamp] => 0
    [proto_binary_fetched_string] => 0
    [proto_binary_fetched_blob] => 0
    [proto_binary_fetched_enum] => 0
    [proto_binary_fetched_set] => 0
    [proto_binary_fetched_geometry] => 0
    [proto_binary_fetched_other] => 0
)

参考

統計情報についての説明

mysqli->host_info

mysqli_get_host_info
(PHP 5)

mysqli->host_info -- mysqli_get_host_info — 使用している接続の型を文字列で返す

説明

オブジェクト指向型

string $host_info;

手続き型

string mysqli::mysqli_get_host_info ( mysqli $link )

link が使用している接続の情報を文字列で返します（サーバのホスト名を 含みます）。
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パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

サーバのホスト名と接続の型を文字列で返します。

例

例1 mysqli->host_info の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* ホスト情報を表示します */
printf("Host info: %s\n", $mysqli->host_info);

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* ホスト情報を表示します */
printf("Host info: %s\n", mysqli_get_host_info($link));

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Host info: Localhost via UNIX socket

参考

mysqli_get_proto_info() - 使用している MySQL プロトコルのバージョンを返す

mysqli->protocol_version

mysqli_get_proto_info
(PHP 5)

mysqli->protocol_version -- mysqli_get_proto_info — 使用している MySQL プロトコルのバージョンを返す

説明

オブジェクト指向型

string $protocol_version;

手続き型

int mysqli::mysqli_get_proto_info ( mysqli $link )

link で表される接続で使用している MySQL プロトコルのバージョンを整数値で返します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
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返り値

プロトコルバージョンを整数値で返します。

例

例1 mysqli->protocol_version の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* プロトコルのバージョンを表示します */
printf("Protocol version: %d\n", $mysqli->protocol_version);

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* プロトコルのバージョンを表示します */
printf("Protocol version: %d\n", mysqli_get_proto_info($link));

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Protocol version: 10

参考

mysqli_get_host_info() - 使用している接続の型を文字列で返す

mysqli->server_info

mysqli_get_server_info
(PHP 5)

mysqli->server_info -- mysqli_get_server_info — MySQL サーバのバージョンを返す

説明

オブジェクト指向型

string $server_info;

手続き型

string mysqli::mysqli_get_server_info ( mysqli $link )

MySQLi 拡張モジュールが接続している MySQL サーバのバージョンを文字列で返します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

サーバのバージョンを文字列で返します。

例
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例1 mysqli->server_info の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("Server version: %s\n", $mysqli->server_info);

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("Server version: %s\n", mysqli_get_server_info($link));

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Server version: 4.1.2-alpha-debug

参考

mysqli_get_client_info() - MySQL クライアントのバージョンを文字列で返す
mysqli_get_client_version() - MySQL クライアント情報を取得する
mysqli_get_server_version() - MySQL サーバのバージョンを整数値で返す

mysqli->server_version

mysqli_get_server_version
(PHP 5)

mysqli->server_version -- mysqli_get_server_version — MySQL サーバのバージョンを整数値で返す

説明

オブジェクト指向型

int $server_version;

手続き型

int mysqli::mysqli_get_server_version ( mysqli $link )

mysqli_get_server_version() 関数は 接続している（link で表される）サーバの バージョンを整数値で返します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

サーバのバージョンを整数値で返します。

バージョン番号の書式は以下のようになります。 main_version * 10000 + minor_version * 100 + sub_version (つまり、バージョン 4.1.0 は 40100 となります)

例

例1 mysqli->server_version の例
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オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password");

/* 接続の状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* サーバのバージョンを表示します */
printf("Server version: %d\n", $mysqli->server_version);

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password");

/* 接続の状況をチェックする */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* サーバのバージョンを表示する */
printf("Server version: %d\n", mysqli_get_server_version($link));

/* 接続を閉じる */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Server version: 40102

参考

mysqli_get_client_info() - MySQL クライアントのバージョンを文字列で返す
mysqli_get_client_version() - MySQL クライアント情報を取得する
mysqli_get_server_info() - MySQL サーバのバージョンを返す

mysqli::get_warnings

mysqli_get_warnings
(PHP 5 >= 5.1.0)

mysqli::get_warnings -- mysqli_get_warnings — SHOW WARNINGS の結果を取得する

説明

オブジェクト指向型

mysqli_warning mysqli::get_warnings ( void )

手続き型

mysqli_warning mysqli_get_warnings ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

mysqli->info

mysqli_info
(PHP 5)

mysqli->info -- mysqli_info — 直近に実行されたクエリの情報を取得する

説明

オブジェクト指向型
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string $info;

手続き型

string mysqli::mysqli_info ( mysqli $link )

mysqli_info() 関数は、直近に実行されたクエリに ついての情報を文字列で返します。文字列の詳細は以下のとおりです。

mysqli_info のとりうる返り値
クエリの型 結果文字列の例

INSERT INTO...SELECT... Records: 100 Duplicates: 0 Warnings: 0
INSERT INTO...VALUES (...),(...),(...) Records: 3 Duplicates: 0 Warnings: 0
LOAD DATA INFILE ... Records: 1 Deleted: 0 Skipped: 0 Warnings: 0
ALTER TABLE ... Records: 3 Duplicates: 0 Warnings: 0
UPDATE ... Rows matched: 40 Changed: 40 Warnings: 0

注意:

これらのどれにも当てはまらない形式のクエリはサポートされません。 そのような場合、mysqli_info() は空文字列を返します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

直近に実行されたクエリについての追加情報を文字列で返します。

例

例1 mysqli->info の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TEMPORARY TABLE t1 LIKE City");

/* INSERT INTO .. SELECT */
$mysqli->query("INSERT INTO t1 SELECT * FROM City ORDER BY ID LIMIT 150");
printf("%s\n", $mysqli->info);

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TEMPORARY TABLE t1 LIKE City");

/* INSERT INTO .. SELECT */
mysqli_query($link, "INSERT INTO t1 SELECT * FROM City ORDER BY ID LIMIT 150");
printf("%s\n", mysqli_info($link));

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Records: 150  Duplicates: 0  Warnings: 0

参考

mysqli_affected_rows() - 直前の MySQL の操作で変更された行の数を得る
mysqli_warning_count() - 指定した接続の直近のクエリから発生した警告の数を返す
mysqli_num_rows() - 結果の行数を取得する
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mysqli::init

mysqli_init
(PHP 5)

mysqli::init -- mysqli_init — MySQLi を初期化し、mysqli_real_connect() で使用するリソースを返す

説明

オブジェクト指向型

mysqli mysqli::init ( void )

手続き型

mysqli mysqli_init ( void )

mysqli_options() および mysqli_real_connect() で使用可能な MYSQL オブジェクトを割り当て、初期化します。

注意:

mysqli_real_connect() がコールされるまで、これ以降の あらゆる mysqli 関数コールは失敗します（mysqli_options() は除きます）。

返り値

オブジェクトを返します。

例

mysqli_real_connect() を参照ください。

参考

mysqli_options() - オプションを設定する
mysqli_close() - 事前にオープンしているデータベース接続を閉じる
mysqli_real_connect() - mysql サーバとの接続をオープンする
mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス

mysqli->insert_id

mysqli_insert_id
(PHP 5)

mysqli->insert_id -- mysqli_insert_id — 直近のクエリで使用した自動生成の ID を返す

説明

オブジェクト指向型

mixed $insert_id;

手続き型

mixed mysqli::mysqli_insert_id ( mysqli $link )

mysqli_insert_id() 関数は、AUTO_INCREMENT 属性を 持つカラムがあるテーブル上でのクエリにより生成された ID を返します。 直近のクエリが INSERT あるいは UPDATE ではなかった場合、あるいは 変更されたテーブルに AUTO_INCREMENT 属性を持つカラムがなかっ
た場合は この関数はゼロを返します。

注意:

LAST_INSERT_ID() 関数を使用して INSERT あるいは UPDATE ステートメントを 実行すると、mysqli_insert_id() 関数の返す値も 変更されます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
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返り値

直前のクエリで更新された AUTO_INCREMENT フィールドの値を返します。接続での直前のクエリがない場合や クエリが AUTO_INCREMENT の値を更新しなかった場合は ゼロを返します。

注意:

もし数値が int の最大値をこえた場合、mysqli_insert_id() は文字列で結果を返します。

例

例1 mysqli->insert_id の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE myCity LIKE City");

$query = "INSERT INTO myCity VALUES (NULL, 'Stuttgart', 'DEU', 'Stuttgart', 617000)";
$mysqli->query($query);

printf ("New Record has id %d.\n", $mysqli->insert_id);

/* テーブルを削除します */
$mysqli->query("DROP TABLE myCity");

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City");

$query = "INSERT INTO myCity VALUES (NULL, 'Stuttgart', 'DEU', 'Stuttgart', 617000)";
mysqli_query($link, $query);

printf ("New Record has id %d.\n", mysqli_insert_id($link));

/* テーブルを削除します */
mysqli_query($link, "DROP TABLE myCity");

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
New Record has id 1.

mysqli::kill

mysqli_kill
(PHP 5)

mysqli::kill -- mysqli_kill — サーバに MySQL スレッドの停止を問い合わせる

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::kill ( int $processid )

手続き型

bool mysqli_kill ( mysqli $link , int $processid )

この関数は、processid で指定した MySQL スレッドの停止をサーバに問い合わせます。この値は、 mysqli_thread_id() 関数で取得したものである 必要があります。

実行中のクエリを停止するには、SQL コマンド KILL QUERY processid を使用する必要があります。

パラメータ
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link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::kill() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* スレッド ID を取得します */
$thread_id = $mysqli->thread_id;

/* 接続を終了します */
$mysqli->kill($thread_id);

/* これはエラーとなります */
if (!$mysqli->query("CREATE TABLE myCity LIKE City")) {
    printf("Error: %s\n", $mysqli->error);
    exit;
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* スレッド ID を取得します */
$thread_id = mysqli_thread_id($link);

/* 接続を終了します */
mysqli_kill($link, $thread_id);

/* これはエラーとなります */
if (!mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City")) {
    printf("Error: %s\n", mysqli_error($link));
    exit;
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error: MySQL server has gone away

参考

mysqli_thread_id() - 現在の接続のスレッド ID を返す

mysqli::more_results

mysqli_more_results
(PHP 5)

mysqli::more_results -- mysqli_more_results — マルチクエリからの結果がまだ残っているかどうかを調べる

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::more_results ( void )

手続き型
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bool mysqli_more_results ( mysqli $link )

直前の mysqli_multi_query() のコール結果に ひとつ以上の結果セットが残っているかどうかを調べます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

mysqli_multi_query() を参照ください。

参考

mysqli_multi_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_next_result() - multi_query の、次の結果を準備する
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する

mysqli::multi_query

mysqli_multi_query
(PHP 5)

mysqli::multi_query -- mysqli_multi_query — データベース上でクエリを実行する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::multi_query ( string $query )

手続き型

bool mysqli_multi_query ( mysqli $link , string $query )

セミコロンで連結されたひとつまたは複数のクエリを実行します。

最初のクエリの結果セットを取得するには、 mysqli_use_result() あるいは mysqli_store_result() を使用します。その他のクエリの結果は、 mysqli_more_results() および mysqli_next_result() を使用して取得します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
query

クエリを表す文字列。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。

返り値

最初のステートメントが失敗した場合にのみ FALSE を返します。 その他のステートメントのエラーを取得するには、まず mysqli_next_result() をコールする必要があります。

例

例1 mysqli::multi_query() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli connect error());
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    exit();
}

$query  = "SELECT CURRENT_USER();";
$query .= "SELECT Name FROM City ORDER BY ID LIMIT 20, 5";

/* マルチクエリを実行します */
if ($mysqli->multi_query($query)) {
    do {
        /* 最初の結果セットを格納します */
        if ($result = $mysqli->store_result()) {
            while ($row = $result->fetch_row()) {
                printf("%s\n", $row[0]);
            }
            $result->free();
        }
        /* 区切り線を表示します */
        if ($mysqli->more_results()) {
            printf("-----------------\n");
        }
    } while ($mysqli->next_result());
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query  = "SELECT CURRENT_USER();";
$query .= "SELECT Name FROM City ORDER BY ID LIMIT 20, 5";

/* マルチクエリを実行します */
if (mysqli_multi_query($link, $query)) {
    do {
        /* 最初の結果セットを格納します */
        if ($result = mysqli_store_result($link)) {
            while ($row = mysqli_fetch_row($result)) {
                printf("%s\n", $row[0]);
            }
            mysqli_free_result($result);
        }
        /* 区切り線を表示します */
        if (mysqli_more_results($link)) {
            printf("-----------------\n");
        }
    } while (mysqli_next_result($link));
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
my_user@localhost
-----------------
Amersfoort
Maastricht
Dordrecht
Leiden
Haarlemmermeer

参考

mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_next_result() - multi_query の、次の結果を準備する
mysqli_more_results() - マルチクエリからの結果がまだ残っているかどうかを調べる

mysqli::next_result

mysqli_next_result
(PHP 5)

mysqli::next_result -- mysqli_next_result — multi_query の、次の結果を準備する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::next_result ( void )

手続き型

bool mysqli_next_result ( mysqli $link )
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直近の mysqli_multi_query() コールから次の結果セットを用意します。 これは mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() で取得することが可能です。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

mysqli_multi_query() を参照ください。

参考

mysqli_multi_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_more_results() - マルチクエリからの結果がまだ残っているかどうかを調べる
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する

mysqli::options

mysqli_options
(PHP 5)

mysqli::options -- mysqli_options — オプションを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::options ( int $option , mixed $value )

手続き型

bool mysqli_options ( mysqli $link , int $option , mixed $value )

接続に関する追加オプションを設定し、 接続の振る舞いに影響を与えるために使用します。

この関数は、いくつかのオプションを設定して複数回コールされることがあります。

mysqli_options() は、 mysqli_init() がコールされた後、 mysqli_real_connect() の前にコールしなければなりません。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
option

指定するオプション。以下の値のいずれかです。

使用可能なオプション
名前 説明

MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT接続のタイムアウト秒数 (PHP 5.3.1 以降、Windows 上での TCP/IP 接続をサポートします)。
MYSQLI_OPT_LOCAL_INFILE LOAD LOCAL INFILE の使用可/不可。
MYSQLI_INIT_COMMAND MySQL サーバへの接続後に実行するコマンド。
MYSQLI_READ_DEFAULT_FILE my.cnf の代わりに、指定した名前のファイルから 設定を読み込みます。
MYSQLI_READ_DEFAULT_GROUP my.cnf の指定した名前のグループ、あるいは MYSQL_READ_DEFAULT_FILE で指定したファイルから 設定を読み込みます。

value

オプションに設定する値。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

mysqli_real_connect() を参照ください。

注意

注意:

MySQLnd は常に、サーバのデフォルト文字セットを想定しています。この文字セットは接続時の ハンドシェイク/認証 のときに送信され、これを mysqlnd が使います。

Libmysql が使うデフォルトの文字セットは my.cnf で設定したものです。あるいは明示的に mysqli_options() をコールして設定することもできます。 これは、mysqli_init() のあとで mysqli_real_connect() を実行する前にコールします。

参考

mysqli_init() - MySQLi を初期化し、mysqli_real_connect() で使用するリソースを返す
mysqli_real_connect() - mysql サーバとの接続をオープンする

mysqli::ping

mysqli_ping
(PHP 5)

mysqli::ping -- mysqli_ping — サーバとの接続をチェックし、もし切断されている場合は再接続を試みる

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::ping ( void )

手続き型

bool mysqli_ping ( mysqli $link )

サーバとの接続が動作中かどうかを確かめます。もし切断されており、 グローバルオプション mysqli.reconnect が有効な場合は再接続を試みます。

この関数は、長期間アイドル状態にあるクライアントが、 サーバの状態を確認して必要なら再接続するために使用します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::ping() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* サーバが稼動中かどうかを確認します */
if ($mysqli->ping()) {
    printf ("Our connection is ok!\n");
} else {
    printf ("Error: %s\n", $mysqli->error);
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
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<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* サーバが稼動中かどうかを確認します */
if (mysqli_ping($link)) {
    printf ("Our connection is ok!\n");
} else {
    printf ("Error: %s\n", mysqli_error($link));
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Our connection is ok!

mysqli::poll

mysqli_poll
(PHP 5 >= 5.3.0)

mysqli::poll -- mysqli_poll — 接続を問い合わせる

説明

オブジェクト指向型

public int mysqli::poll ( array &$read , array &$error , array &$reject , int $sec [, int $usec ] )

手続き型

int mysqli_poll ( array &$read , array &$error , array &$reject , int $sec [, int $usec ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

接続を問い合わせます。 mysqlnd でのみ使用可能です。

パラメータ
read

error

reject

sec

待ち続ける秒数。非負の数でなければなりません。
usec

待ち続けるマイクロ秒数。非負の数でなければなりません。

返り値

成功した場合に使用できる接続の数、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli_poll() の例
<?php
$link1 = mysqli_connect();
$link1->query("SELECT 'test'", MYSQLI_ASYNC);
$all_links = array($link1);
$processed = 0;
do {
    $links = $errors = $reject = array();
    foreach ($all_links as $link) {
        $links[] = $errors[] = $reject[] = $link;
    }
    if (!mysqli_poll($links, $errors, $reject, 1)) {
        continue;
    }
    foreach ($links as $link) {
        if ($result = $link->reap_async_query()) {
            print_r($result->fetch_row());
            mysqli_free_result($result);
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            $processed++;
        }
    }
} while ($processed < count($all_links));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => test
)

参考

mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_reap_async_query() - 非同期クエリから結果を取得する

mysqli::prepare

mysqli_prepare
(PHP 5)

mysqli::prepare -- mysqli_prepare — 実行するための SQL ステートメントを準備する

説明

オブジェクト指向型

mysqli_stmt mysqli::prepare ( string $query )

手続き型

mysqli_stmt mysqli_prepare ( mysqli $link , string $query )

SQL クエリを準備し、後でそのステートメントを操作するために使用する ステートメントハンドルを返します。 クエリは、単一の SQL 文である必要があります。

パラメータマーカは、ステートメントの実行や行の取得の前に mysqli_stmt_bind_param() や mysqli_stmt_bind_result() を使用して アプリケーション変数にバインドする必要があります。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
query

クエリを表す文字列。

注意:

ステートメントの最後にセミコロンや \g を追加してはいけません。

query にはひとつまたは複数のパラメータを 含めることが可能です。そのためには、適切な位置にクエスチョンマーク (?) を埋め込みます。

注意:

パラメータのマーカは、それが SQL 文の適切な位置にある場合のみ有効です。 例えば INSERT 文の VALUES() リストの中 (行に登録するカラム値を指定する) や WHERE 句で列のデータと比較する値などが 適切な位置の例です。

しかし、識別子 (テーブルやカラムの名前) や SELECT 文で選択する項目の名前に指定したり、 (等号 = のような) 二項演算子の両側にパラメータを指定したりすることはできません。 後者の制限は、パラメータの型が判断できなくなることによるものです。 ま
た、パラメータのマーカを NULL と比較して ? IS NULL のようにすることもできません。 一般に、パラメータが使用可能なのはデータ操作言語 (DML) ステートメントであり、データ定義言語 (DDL) ステートメントでは使用できません。

返り値

mysqli_prepare() はステートメントオブジェクトを返します。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 mysqli::prepare() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
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    exit();
}

$city = "Amersfoort";

/* プリペアドステートメントを作成します */
if ($stmt = $mysqli->prepare("SELECT District FROM City WHERE Name=?")) {

    /* マーカにパラメータをバインドします */
    $stmt->bind_param("s", $city);

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    /* 結果変数をバインドします */
    $stmt->bind_result($district);

    /* 値を取得します */
    $stmt->fetch();

    printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$city = "Amersfoort";

/* プリペアドステートメントを作成します */
if ($stmt = mysqli_prepare($link, "SELECT District FROM City WHERE Name=?")) {

    /* マーカにパラメータをバインドします */
    mysqli_stmt_bind_param($stmt, "s", $city);

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* 結果変数をバインドします */
    mysqli_stmt_bind_result($stmt, $district);

    /* 値を取得します */
    mysqli_stmt_fetch($stmt);

    printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Amersfoort is in district Utrecht

参考

mysqli_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
mysqli_stmt_fetch() - プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する
mysqli_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする
mysqli_stmt_bind_result() - 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする
mysqli_stmt_close() - プリペアドステートメントを閉じる

mysqli::query

mysqli_query
(PHP 5)

mysqli::query -- mysqli_query — データベース上でクエリを実行する

説明

オブジェクト指向型

mixed mysqli::query ( string $query [, int $resultmode ] )

手続き型
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mixed mysqli_query ( mysqli $link , string $query [, int $resultmode ] )

データベースに対してクエリ query を実行します。

機能的には、この関数は mysqli_real_query() に続けて mysqli_use_result() あるいは mysqli_store_result() をコールすることと同等です。

注意:

サーバの max_allowed_packet よりも長いステートメントを mysqli_query() に渡した場合、 返ってくるエラーコードは MySQL Native Driver (mysqlnd) を使っているか MySQL Client Library (libmysql) を使っているかで異なります。 それぞれ、次のように振
る舞います。

Linux 上の mysqlnd では、エラーコード 1153 を返します。 エラーメッセージは "got a packet bigger than max_allowed_packet bytes" です。

Windows 上の mysqlnd では、エラーコード 2006 を返します。 エラーメッセージは "server has gone away" です。

すべてのプラットフォームの libmysql では、エラーコード 2006 を返します。エラーメッセージは "server has gone away" です。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
query

クエリ文字列。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ. する必要があります。
resultmode

定数 MYSQLI_USE_RESULT あるいは MYSQLI_STORE_RESULT で、望みの挙動を指定します。 デフォルトでは MYSQLI_STORE_RESULT を使用します。

MYSQLI_USE_RESULT を使用すると、 mysqli_free_result() をコールするまでは それ以降のコールはすべて Commands out of sync エラーを返します。

MYSQLI_ASYNC (mysqlnd で使用可能) を使用すると、クエリを非同期実行できるようになります。 このクエリの結果を取得するには mysqli_poll() を使用します。

返り値

失敗した場合に FALSE を返します。 SELECT, SHOW, DESCRIBE あるいは EXPLAIN が成功した場合は、mysqli_query() は結果オブジェクトを返します。それ以外のクエリが成功した場合は、 mysqli_query() は TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 非同期クエリ機能が追加されました。

例

例1 mysqli::query() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* テーブルを作成します。これは結果セットを返しません */
if ($mysqli->query("CREATE TEMPORARY TABLE myCity LIKE City") === TRUE) {
    printf("Table myCity successfully created.\n");
}

/* Select クエリを実行します。これは結果セットを返します */
if ($result = $mysqli->query("SELECT Name FROM City LIMIT 10")) {
    printf("Select returned %d rows.\n", $result->num_rows);

    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* 大量のデータを取得する必要がある場合は MYSQLI_USE_RESULT を使用します */
if ($result = $mysqli->query("SELECT * FROM City", MYSQLI_USE_RESULT)) {

    /* この結果セットが閉じられるまで、サーバとやりとりする関数は
       一切実行できないことに注意しましょう。関数をコールすると、
       'out of sync' エラーが発生します */
    if (!$mysqli->query("SET @a:='this will not work'")) {
        printf("Error: %s\n", $mysqli->error);
    }
    $result->close();
}

$mysqli->close();
?>

手続き型
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<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* テーブルを作成します。これは結果セットを返しません */
if (mysqli_query($link, "CREATE TEMPORARY TABLE myCity LIKE City") === TRUE) {
    printf("Table myCity successfully created.\n");
}

/* Select クエリを実行します。これは結果セットを返します */
if ($result = mysqli_query($link, "SELECT Name FROM City LIMIT 10")) {
    printf("Select returned %d rows.\n", mysqli_num_rows($result));

    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 大量のデータを取得する必要がある場合は MYSQLI_USE_RESULT を使用します */
if ($result = mysqli_query($link, "SELECT * FROM City", MYSQLI_USE_RESULT)) {

    /* この結果セットが閉じられるまで、サーバとやりとりする関数は
       一切実行できないことに注意しましょう。関数をコールすると、
       'out of sync' エラーが発生します */
    if (!mysqli_query($link, "SET @a:='this will not work'")) {
        printf("Error: %s\n", mysqli_error($link));
    }
    mysqli_free_result($result);
}

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Table myCity successfully created.
Select returned 10 rows.
Error: Commands out of sync;  You can't run this command now

参考

mysqli_real_query() - SQL クエリを実行する
mysqli_multi_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_free_result() - 結果に関連付けられたメモリを開放する

mysqli::real_connect

mysqli_real_connect
(PHP 5)

mysqli::real_connect -- mysqli_real_connect — mysql サーバとの接続をオープンする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::real_connect ([ string $host [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket [, int $flags ]]]]]]] )

手続き型

bool mysqli_real_connect ( mysqli $link [, string $host [, string $username [, string $passwd [, string $dbname [, int $port [, string $socket [, int $flags ]]]]]]] )

MySQL データベースエンジンとの接続を確立します。

この関数は、以下の点で mysqli_connect() とは異なります。

mysqli_real_connect() は、 mysqli_init() が作成した接続オブジェクトを必要とします。

mysqli_options() 関数を使用して、 さまざまな接続オプションを設定することが可能です。

flags パラメータが使用できます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
host

ホスト名あるいは IP アドレス。NULL 値あるいは文字列 "localhost" をこのパラメータに指定すると、ローカルホストを使用します。 使用可能な場合は、TCP/IP プロトコルよりもパイプを優先して使用します。
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username

MySQL ユーザ名。
passwd

NULL を指定した場合は、MySQL サーバは パスワードを持たないユーザレコードについてのみ認証を試みます。 これにより、同一のユーザ名に対して (パスワードが指定されたか 否かによって) 違う権限を与えることができます。
dbname

指定した場合は、 クエリが行われるデフォルトのデータベースとなります。
port

MySQL サーバに接続する際のポート番号を指定します。
socket

使用するソケットあるいは名前つきパイプを指定します。

注意:

socket 引数を指定しても、MySQL サーバへの 接続時の型を明示的に定義することにはなりません。MySQL サーバへの 接続方法については host 引数で定義されます。
flags

パラメータ flags で、接続時のさまざまなオプションを設定します。

サポートするフラグ
名前 説明

MYSQLI_CLIENT_COMPRESS 圧縮プロトコルを使用します。
MYSQLI_CLIENT_FOUND_ROWS 変更された行数ではなく、マッチした行数を返します。
MYSQLI_CLIENT_IGNORE_SPACE関数名に続く空白文字を許可します。すべての関数名を予約語とします。
MYSQLI_CLIENT_INTERACTIVE 接続を閉じるまでのタイムアウト時間として、 (wait_timeout のかわりに) interactive_timeout の使用を許可します。
MYSQLI_CLIENT_SSL SSL (暗号化) を使用します。

注意:

セキュリティの観点から、PHP では MULTI_STATEMENT フラグはサポートされていません。複数のクエリを実行したい場合は、 mysqli_multi_query() 関数を使用してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::real_connect() の例

オブジェクト指向型
<?php

$mysqli = mysqli_init();
if (!$mysqli) {
    die('mysqli_init failed');
}

if (!$mysqli->options(MYSQLI_INIT_COMMAND, 'SET AUTOCOMMIT = 0')) {
    die('Setting MYSQLI_INIT_COMMAND failed');
}

if (!$mysqli->options(MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT, 5)) {
    die('Setting MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT failed');
}

if (!$mysqli->real_connect('localhost', 'my_user', 'my_password', 'my_db')) {
    die('Connect Error (' . mysqli_connect_errno() . ') '
            . mysqli_connect_error());
}

echo 'Success... ' . $mysqli->host_info . "\n";

$mysqli->close();
?>

オブジェクト指向型 で mysqli クラスを継承する例
<?php

class foo_mysqli extends mysqli {
    public function __construct($host, $user, $pass, $db) {
        parent::init();

        if (!parent::options(MYSQLI_INIT_COMMAND, 'SET AUTOCOMMIT = 0')) {
            die('Setting MYSQLI_INIT_COMMAND failed');
        }

        if (!parent::options(MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT, 5)) {
            die('Setting MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT failed');
        }

        if (!parent::real_connect($host, $user, $pass, $db)) {
            die('Connect Error (' . mysqli_connect_errno() . ') '
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                    . mysqli_connect_error());
        }
    }
}

$db = new foo_mysqli('localhost', 'my_user', 'my_password', 'my_db');

echo 'Success... ' . $db->host_info . "\n";

$db->close();
?>

手続き型
<?php

$link = mysqli_init();
if (!$link) {
    die('mysqli_init failed');
}

if (!mysqli_options($link, MYSQLI_INIT_COMMAND, 'SET AUTOCOMMIT = 0')) {
    die('Setting MYSQLI_INIT_COMMAND failed');
}

if (!mysqli_options($link, MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT, 5)) {
    die('Setting MYSQLI_OPT_CONNECT_TIMEOUT failed');
}

if (!mysqli_real_connect($link, 'localhost', 'my_user', 'my_password', 'my_db')) {
    die('Connect Error (' . mysqli_connect_errno() . ') '
            . mysqli_connect_error());
}

echo 'Success... ' . mysqli_get_host_info($link) . "\n";

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Success... MySQL host info: localhost via TCP/IP

注意

注意:

MySQLnd は常に、サーバのデフォルト文字セットを想定しています。この文字セットは接続時の ハンドシェイク/認証 のときに送信され、これを mysqlnd が使います。

Libmysql が使うデフォルトの文字セットは my.cnf で設定したものです。あるいは明示的に mysqli_options() をコールして設定することもできます。 これは、mysqli_init() のあとで mysqli_real_connect() を実行する前にコールします。

参考

mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス
mysqli_init() - MySQLi を初期化し、mysqli_real_connect() で使用するリソースを返す
mysqli_options() - オプションを設定する
mysqli_ssl_set() - SSL を使用したセキュアな接続を確立する
mysqli_close() - 事前にオープンしているデータベース接続を閉じる

mysqli::real_escape_string

mysqli_real_escape_string
(PHP 5)

mysqli::real_escape_string -- mysqli_real_escape_string — 接続の現在の文字セットを考慮して、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする

説明

オブジェクト指向型

string mysqli::escape_string ( string $escapestr )
string mysqli::real_escape_string ( string $escapestr )

手続き型

string mysqli_real_escape_string ( mysqli $link , string $escapestr )

この関数を使用して、SQL 文中で使用できる正当な形式の SQL 文字列を作成します。 文字列 escapestr が、エスケープされた SQL に変換されます。その際、接続で使用している現在の文字セットが考慮されます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
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escapestr

エスケープする文字列。

エンコードされる文字は NUL (ASCII 0), \n, \r, \, ', ", および Control-Z です。

返り値

エスケープ済みの文字列を返します。

例

例1 mysqli::real_escape_string() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TEMPORARY TABLE myCity LIKE City");

$city = "'s Hertogenbosch";

/* このクエリは失敗します。なぜなら $city をエスケープしていないからです */
if (!$mysqli->query("INSERT into myCity (Name) VALUES ('$city')")) {
    printf("Error: %s\n", $mysqli->sqlstate);
}

$city = $mysqli->real_escape_string($city);

/* $city をエスケープしたので、このクエリは正しく動作します */
if ($mysqli->query("INSERT into myCity (Name) VALUES ('$city')")) {
    printf("%d Row inserted.\n", $mysqli->affected_rows);
}

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TEMPORARY TABLE myCity LIKE City");

$city = "'s Hertogenbosch";

/* このクエリは失敗します。なぜなら $city をエスケープしていないからです */
if (!mysqli_query($link, "INSERT into myCity (Name) VALUES ('$city')")) {
    printf("Error: %s\n", mysqli_sqlstate($link));
}

$city = mysqli_real_escape_string($link, $city);

/* $city をエスケープしたので、このクエリは正しく動作します */
if (mysqli_query($link, "INSERT into myCity (Name) VALUES ('$city')")) {
    printf("%d Row inserted.\n", mysqli_affected_rows($link));
}

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error: 42000
1 Row inserted.

参考

mysqli_character_set_name() - データベース接続のデフォルトの文字コードセットを返す

mysqli::real_query

mysqli_real_query
(PHP 5)

mysqli::real_query -- mysqli_real_query — SQL クエリを実行する

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

オブジェクト指向型

bool mysqli::real_query ( string $query )

手続き型

bool mysqli_real_query ( mysqli $link , string $query )

データベースに対して単一のクエリを実行します。 その結果を取得したり保存したりするには、関数 mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() を使用します。

指定したクエリが結果を返すかどうかを調べるには、 mysqli_field_count() を参照ください。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
query

クエリを表す文字列。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ. する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する

mysqli::reap_async_query

mysqli_reap_async_query
(PHP 5 >= 5.3.0)

mysqli::reap_async_query -- mysqli_reap_async_query — 非同期クエリから結果を取得する

説明

オブジェクト指向型

public mysqli_result mysqli::reap_async_query ( void )

手続き型

mysqli_result mysqli_reap_async_query ( mysql $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

非同期クエリから結果を取得します。 mysqlnd でのみ使用可能です。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に mysqli_result、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

mysqli_poll() - 接続を問い合わせる
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mysqli::rollback

mysqli_rollback
(PHP 5)

mysqli::rollback -- mysqli_rollback — 現在のトランザクションをロールバックする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::rollback ( void )

手続き型

bool mysqli_rollback ( mysqli $link )

データベースの現在のトランザクションをロールバックします。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::rollback() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 自動コミットを無効にします */
$mysqli->autocommit(FALSE);

$mysqli->query("CREATE TABLE myCity LIKE City");
$mysqli->query("ALTER TABLE myCity Type=InnoDB");
$mysqli->query("INSERT INTO myCity SELECT * FROM City LIMIT 50");

/* insert をコミットします */
$mysqli->commit();

/* すべての行を削除します */
$mysqli->query("DELETE FROM myCity");

if ($result = $mysqli->query("SELECT COUNT(*) FROM myCity")) {
    $row = $result->fetch_row();
    printf("%d rows in table myCity.\n", $row[0]);
    /* 結果を開放します */
    $result->close();
}

/* ロールバックします */
$mysqli->rollback();

if ($result = $mysqli->query("SELECT COUNT(*) FROM myCity")) {
    $row = $result->fetch_row();
    printf("%d rows in table myCity (after rollback).\n", $row[0]);
    /* 結果を開放します */
    $result->close();
}

/* myCity テーブルを削除します */
$mysqli->query("DROP TABLE myCity");

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 自動コミットを無効にします */
mysqli_autocommit($link, FALSE);
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mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City");
mysqli_query($link, "ALTER TABLE myCity Type=InnoDB");
mysqli_query($link, "INSERT INTO myCity SELECT * FROM City LIMIT 50");

/* insert をコミットします */
mysqli_commit($link);

/* すべての行を削除します */
mysqli_query($link, "DELETE FROM myCity");

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT COUNT(*) FROM myCity")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    printf("%d rows in table myCity.\n", $row[0]);
    /* 結果を開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* ロールバックします */
mysqli_rollback($link);

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT COUNT(*) FROM myCity")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    printf("%d rows in table myCity (after rollback).\n", $row[0]);
    /* 結果を開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* myCity テーブルを削除します */
mysqli_query($link, "DROP TABLE myCity");

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
0 rows in table myCity.
50 rows in table myCity (after rollback).

参考

mysqli_commit() - 現在のトランザクションをコミットする
mysqli_autocommit() - データベース更新の自動コミットをオンまたはオフにする

mysqli::select_db

mysqli_select_db
(PHP 5)

mysqli::select_db -- mysqli_select_db — クエリを実行するためのデフォルトのデータベースを選択する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::select_db ( string $dbname )

手続き型

bool mysqli_select_db ( mysqli $link , string $dbname )

データベース接続に対してクエリを実行する際に使用する、 デフォルトのデータベースを設定します。

注意:

この関数は、接続のデフォルトデータベースを変更する際にのみ使用します。 デフォルトデータベースは、mysqli_connect() の 4 番目の引数でも指定可能です。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
dbname

データベース名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::select_db() の例
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オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "test");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 現在のデフォルトデータベース名を返します */
if ($result = $mysqli->query("SELECT DATABASE()")) {
    $row = $result->fetch_row();
    printf("Default database is %s.\n", $row[0]);
    $result->close();
}

/* データベースを world に変更します */
$mysqli->select_db("world");

/* 現在のデフォルトデータベース名を返します */
if ($result = $mysqli->query("SELECT DATABASE()")) {
    $row = $result->fetch_row();
    printf("Default database is %s.\n", $row[0]);
    $result->close();
}

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "test");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 現在のデフォルトデータベース名を返します */
if ($result = mysqli_query($link, "SELECT DATABASE()")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    printf("Default database is %s.\n", $row[0]);
    mysqli_free_result($result);
}

/* データベースを world に変更します */
mysqli_select_db($link, "world");

/* 現在のデフォルトデータベース名を返します */
if ($result = mysqli_query($link, "SELECT DATABASE()")) {
    $row = mysqli_fetch_row($result);
    printf("Default database is %s.\n", $row[0]);
    mysqli_free_result($result);
}

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Default database is test.
Default database is world.

参考

mysqli_connect() - mysqli::__construct のエイリアス
mysqli_real_connect() - mysql サーバとの接続をオープンする

mysqli::set_charset

mysqli_set_charset
(PHP 5 >= 5.0.5)

mysqli::set_charset -- mysqli_set_charset — クライアントのデフォルト文字セットを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::set_charset ( string $charset )

手続き型

bool mysqli_set_charset ( mysqli $link , string $charset )

データベースサーバとのデータの送受信に使用する、 デフォルトの文字セットを設定します。

パラメータ
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link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
charset

デフォルトとして設定する文字セット。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

Windows プラットフォームでこの関数を使用するには、MySQL クライアント ライブラリのバージョン 4.1.11 以降（MySQL 5.0 の場合は 5.0.6 以降） が必要です。

注意:

文字セットを変更するにはこの方法を使うことを推奨します。 mysqli::query() で SET NAMES .. を実行する方法はお勧めできません。

例

例1 mysqli::set_charset() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "test");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 文字セットを utf8 に変更します */
if (!$mysqli->set_charset("utf8")) {
    printf("Error loading character set utf8: %s\n", $mysqli->error);
} else {
    printf("Current character set: %s\n", $mysqli->character_set_name());
}

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect('localhost', 'my_user', 'my_password', 'test');

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 文字セットを utf8 に変更します */
if (!mysqli_set_charset($link, "utf8")) {
    printf("Error loading character set utf8: %s\n", mysqli_error($link));
} else {
    printf("Current character set: %s\n", mysqli_character_set_name($link));
}

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Current character set: utf8

参考

mysqli_character_set_name() - データベース接続のデフォルトの文字コードセットを返す
mysqli_real_escape_string() - 接続の現在の文字セットを考慮して、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする
» MySQL がサポートする文字セットの一覧

mysqli::set_local_infile_default

mysqli_set_local_infile_default
(PHP 5)

mysqli::set_local_infile_default -- mysqli_set_local_infile_default — load local infile コマンド用のユーザ定義ハンドラを削除する

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/charset-charsets.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/charset-charsets.html
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説明

void mysqli_set_local_infile_default ( mysqli $link )

mysqli_set_local_infile_handler() で設定した LOAD DATA INFILE LOCAL ハンドラを削除します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

値を返しません。

例

mysqli_set_local_infile_handler() の例を参照ください。

参考

mysqli_set_local_infile_handler() - LOAD DATA LOCAL INFILE コマンド用のコールバック関数を設定する

mysqli::set_local_infile_handler

mysqli_set_local_infile_handler
(PHP 5)

mysqli::set_local_infile_handler -- mysqli_set_local_infile_handler — LOAD DATA LOCAL INFILE コマンド用のコールバック関数を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::set_local_infile_handler ( mysqli $link , callback $read_func )

手続き型

bool mysqli_set_local_infile_handler ( mysqli $link , callback $read_func )

LOAD DATA LOCAL INFILE コマンド用のコールバック関数を設定します。

コールバック関数では、LOAD DATA LOCAL INFILE で指定したファイルの内容を読み込んで、それを LOAD DATA INFILE で使用できる形式に変換します。

返されるデータは、 LOAD DATA で指定した書式にマッチする必要があります。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
read_func

以下のパラメータを受け取るコールバック関数あるいはオブジェクトのメソッド。
stream

SQL の INFILE コマンドに関連付けられた PHP ストリーム
&buffer

入力を書き換えた内容を保存する文字列バッファ
buflen

バッファに格納する最大文字数
&errormsg

エラーが発生した場合にエラーメッセージを保存する場所

コールバック関数の返り値は、buffer に書き込んだ文字数となります。エラー発生時は負の値を返します。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli::set_local_infile_handler() の例

オブジェクト指向型
<?php
  $db = mysqli_init();
  $db->real_connect("localhost","root","","test");

  function callme($stream, &$buffer, $buflen, &$errmsg)
  {
    $buffer = fgets($stream);

    echo $buffer;

    // 大文字に変換し、"," を [TAB] に変換します
    $buffer = strtoupper(str_replace(",", "\t", $buffer));

    return strlen($buffer);
  }

  echo "Input:\n";

  $db->set_local_infile_handler("callme");
  $db->query("LOAD DATA LOCAL INFILE 'input.txt' INTO TABLE t1");
  $db->set_local_infile_default();

  $res = $db->query("SELECT * FROM t1");

  echo "\nResult:\n";
  while ($row = $res->fetch_assoc()) {
    echo join(",", $row)."\n";
  }
?>

手続き型
<?php
  $db = mysqli_init();
  mysqli_real_connect($db, "localhost","root","","test");

  function callme($stream, &$buffer, $buflen, &$errmsg)
  {
    $buffer = fgets($stream);

    echo $buffer;

    // 大文字に変換し、"," を [TAB] に変換します
    $buffer = strtoupper(str_replace(",", "\t", $buffer));

    return strlen($buffer);
  }

  echo "Input:\n";

  mysqli_set_local_infile_handler($db, "callme");
  mysqli_query($db, "LOAD DATA LOCAL INFILE 'input.txt' INTO TABLE t1");
  mysqli_set_local_infile_default($db);

  $res = mysqli_query($db, "SELECT * FROM t1");

  echo "\nResult:\n";
  while ($row = mysqli_fetch_assoc($res)) {
    echo join(",", $row)."\n";
  }
?>

上の例の出力は以下となります。
Input:
23,foo
42,bar

Output:
23,FOO
42,BAR

参考

mysqli_set_local_infile_default() - load local infile コマンド用のユーザ定義ハンドラを削除する

mysqli->sqlstate

mysqli_sqlstate
(PHP 5)

mysqli->sqlstate -- mysqli_sqlstate — 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す
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説明

オブジェクト指向型

string $sqlstate;

手続き型

string mysqli::mysqli_sqlstate ( mysqli $link )

直近のエラーについて、SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 つの文字で構成されています。'00000' はエラーが発生しなかったことを意味します。この値は、ANSI SQL および ODBC で定義されています。とりうる値の一覧は »
http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html を参照ください。

注意:

すべての MySQL エラーが SQLSTATE に対応しているわけではないことに 注意してください。そのようなエラーが発生した場合は、 HY000（一般的なエラー）が返されます。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

直前のエラーに関する SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 文字で構成され、'00000' はエラーが発生しなかったことを意味します。

例

例1 mysqli->sqlstate の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* City テーブルはすでに存在します。そのためエラーとなります */
if (!$mysqli->query("CREATE TABLE City (ID INT, Name VARCHAR(30))")) {
    printf("Error - SQLSTATE %s.\n", $mysqli->sqlstate);
}

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* City テーブルはすでに存在します。そのためエラーとなります */
if (!mysqli_query($link, "CREATE TABLE City (ID INT, Name VARCHAR(30))")) {
    printf("Error - SQLSTATE %s.\n", mysqli_sqlstate($link));
}

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error - SQLSTATE 42S01.

参考

mysqli_errno() - 直近の関数コールによるエラーコードを返す
mysqli_error() - 直近のエラーの内容を文字列で返す

mysqli::ssl_set

mysqli_ssl_set
(PHP 5)

http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
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mysqli::ssl_set -- mysqli_ssl_set — SSL を使用したセキュアな接続を確立する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::ssl_set ( string $key , string $cert , string $ca , string $capath , string $cipher )

手続き型

bool mysqli_ssl_set ( mysqli $link , string $key , string $cert , string $ca , string $capath , string $cipher )

SSL を使用してセキュアな接続を確立します。 mysqli_real_connect() より前にコールする必要があります。この関数は、 OpenSSL サポートが有効になっていない場合は何もしません。

MySQL ネイティブドライバは SSL をサポートしていないことに注意しましょう。 MySQL ネイティブドライバを使っているときにこの関数をコールすると、エラーとなります。 MySQL ネイティブドライバは、Microsoft Windows 版の PHP バージョン 5.3 以降はデフォルトで
有効となっています。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
key

鍵ファイルへのパス。
cert

証明書ファイルへのパス。
ca

CA ファイルへのパス。
capath

信頼された SSL CA 証明書が PEM フォーマットで格納されているディレクトリへのパス。
cipher

SSL の暗号化に使用可能な暗号形式の一覧。

未使用の SSL パラメータには NULL を渡します。

返り値

この関数は、常に TRUE を返します。もし SSL が正しく設定できていない場合、 mysqli_real_connect() は接続時にエラーを返します。

参考

mysqli_options() - オプションを設定する
mysqli_real_connect() - mysql サーバとの接続をオープンする

mysqli::stat

mysqli_stat
(PHP 5)

mysqli::stat -- mysqli_stat — 現在のシステム状態を取得する

説明

オブジェクト指向型

string mysqli::stat ( void )

手続き型

string mysqli_stat ( mysqli $link )

mysqli_stat() は、'mysqladmin status' コマンドが 返すのと同じ情報を返します。この中には、起動からの秒数・起動中の スレッドの数・リロード数および開かれているテーブルなどが含まれます。

パラメータ
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link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

サーバの状態を示す文字列を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 mysqli::stat() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

printf ("System status: %s\n", $mysqli->stat());

$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

printf("System status: %s\n", mysqli_stat($link));

mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
System status: Uptime: 272  Threads: 1  Questions: 5340  Slow queries: 0
Opens: 13  Flush tables: 1  Open tables: 0  Queries per second avg: 19.632
Memory in use: 8496K  Max memory used: 8560K

参考

mysqli_get_server_info() - MySQL サーバのバージョンを返す

mysqli::stmt_init

mysqli_stmt_init
(PHP 5)

mysqli::stmt_init -- mysqli_stmt_init — ステートメントを初期化し、mysqli_stmt_prepare で使用するオブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型

mysqli_stmt mysqli::stmt_init ( void )

手続き型

mysqli_stmt mysqli_stmt_init ( mysqli $link )

mysqli_stmt_prepare() で使用可能な ステートメントオブジェクトを割り当て、初期化します。

注意:

mysqli_stmt_prepare() がコールされるまで、 これ以降のあらゆる mysqli_stmt 関数のコールは失敗します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。
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返り値

オブジェクトを返します。

参考

mysqli_stmt_prepare() - SQL ステートメントを実行するために準備する

mysqli::store_result

mysqli_store_result
(PHP 5)

mysqli::store_result -- mysqli_store_result — 直近のクエリから結果セットを転送する

説明

オブジェクト指向型

mysqli_result mysqli::store_result ( void )

手続き型

mysqli_result mysqli_store_result ( mysqli $link )

mysqli_data_seek() で使用される、 link で表されたデータベース接続の直近のクエリ から結果セットを転送します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

バッファに格納した結果オブジェクトを返します。エラー時には FALSE を返します。

注意:

mysqli_store_result() は、クエリが結果セットを 返さなかった場合（例えば、クエリが INSERT 文であった場合）に FALSE を返します。また、結果セットの読み込みに失敗した場合にも FALSE を返します。エラーが発生したかどうかを調べるには、 mysqli_error()
が空文字列以外を返す・ mysqli_errno() がゼロ以外の値を返す・あるいは mysqli_field_count() がゼロ以外の値を返す のいずれかを確認します。それ以外にこの関数が FALSE を返す理由としては mysqli_query() のコールに成功して返された 結果セットが大きすぎ
る（メモリに割り当てられない）場合がありえます。 もし mysqli_field_count() がゼロ以外の値を 返した場合、文は空でない結果セットを生成しています。

注意

注意:

クエリ結果が使用するメモリを mysqli_free_result() 関数で開放するのは、どんな場合でも大切です。しかし、大きい結果セットを mysqli_store_result() で転送した際は、特にこれが 重要となります。

例

mysqli_multi_query() を参照ください。

参考

mysqli_real_query() - SQL クエリを実行する
mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する

mysqli->thread_id

mysqli_thread_id
(PHP 5)

mysqli->thread_id -- mysqli_thread_id — 現在の接続のスレッド ID を返す
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説明

オブジェクト指向型

int $thread_id;

手続き型

int mysqli::mysqli_thread_id ( mysqli $link )

mysqli_thread_id() 関数は、現在の接続の スレッド ID を返します。この ID を使用すると、mysqli_kill() 関数でセッションを切断することが可能です。接続が切断し mysqli_ping() で再接続した場合は、スレッド ID は別のものになります。そのため、必要になったそのとき
にスレッド ID を取得するべきです。

注意:

スレッド ID は接続単位で割り当てられます。そのため、もし いったん切断した接続が再度確立された場合、新しいスレッド ID が割り当てられます。

実行中のクエリを停止するには、SQL コマンド KILL QUERY processid を使用します。

パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

現在の接続のスレッド ID を返します。

例

例1 mysqli->thread_id の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* スレッド ID を取得します */
$thread_id = $mysqli->thread_id;

/* 接続を切断します */
$mysqli->kill($thread_id);

/* これはエラーとなります */
if (!$mysqli->query("CREATE TABLE myCity LIKE City")) {
    printf("Error: %s\n", $mysqli->error);
    exit;
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* スレッド ID を取得します */
$thread_id = mysqli_thread_id($link);

/* 接続を切断します */
mysqli_kill($link, $thread_id);

/* これはエラーとなります */
if (!mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City")) {
    printf("Error: %s\n", mysqli_error($link));
    exit;
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error: MySQL server has gone away

参考

mysqli_kill() - サーバに MySQL スレッドの停止を問い合わせる
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mysqli::thread_safe

mysqli_thread_safe
(PHP 5)

mysqli::thread_safe -- mysqli_thread_safe — スレッドセーフであるかどうかを返す

説明

手続き型

bool mysqli_thread_safe ( void )

クライアントライブラリがスレッドセーフでコンパイルされているかどうかを返します。

返り値

クライアントライブラリがスレッドセーフの場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

mysqli::use_result

mysqli_use_result
(PHP 5)

mysqli::use_result -- mysqli_use_result — 結果セットの取得を開始する

説明

オブジェクト指向型

mysqli_result mysqli::use_result ( void )

手続き型

mysqli_result mysqli_use_result ( mysqli $link )

データベース接続上で mysqli_real_query() 関数を使用して実行した直近のクエリから、結果セットの取得を開始します。

この関数あるいは mysqli_store_result() 関数は、 クエリ結果を取得する前にコールされる必要があります。また、どちらかの 関数をコールしなければ、データベース接続上の次のクエリは失敗します。

注意:

mysqli_use_result() は、データベースから結果セットの 全体を転送するわけではありません。そのため、セット内の行を移動するために mysqli_data_seek() を使用することはできません。 この機能を使用するには、mysqli_store_result() を使用して結果をバッ
ファに取得する必要があります。クライアント側で 大量の処理を行う際は、mysqli_use_result() を 使用すべきではありません。なぜなら、この関数はサーバとの接続を保持 し続け、取得しているデータに関連するテーブルについて、他のスレッドから 更新ができ
なくなるからです。

返り値

バッファに取得しないで結果オブジェクトを返します。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 mysqli::use_result() の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query  = "SELECT CURRENT_USER();";
$query .= "SELECT Name FROM City ORDER BY ID LIMIT 20, 5";

/* 複数のクエリを実行します */
if ($mysqli->multi_query($query)) {
    do {
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        /* 最初の結果セットを取得します */
        if ($result = $mysqli->use_result()) {
            while ($row = $result->fetch_row()) {
                printf("%s\n", $row[0]);
            }
            $result->close();
        }
        /* 区切り線を表示します */
        if ($mysqli->more_results()) {
            printf("-----------------\n");
        }
    } while ($mysqli->next_result());
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query  = "SELECT CURRENT_USER();";
$query .= "SELECT Name FROM City ORDER BY ID LIMIT 20, 5";

/* 複数のクエリを実行します */
if (mysqli_multi_query($link, $query)) {
    do {
        /* 最初の結果セットを取得します */
        if ($result = mysqli_use_result($link)) {
            while ($row = mysqli_fetch_row($result)) {
                printf("%s\n", $row[0]);
            }
            mysqli_free_result($result);
        }
        /* 区切り線を表示します */
        if (mysqli_more_results($link)) {
            printf("-----------------\n");
        }
    } while (mysqli_next_result($link));
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
my_user@localhost
-----------------
Amersfoort
Maastricht
Dordrecht
Leiden
Haarlemmermeer

参考

mysqli_real_query() - SQL クエリを実行する
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する

mysqli->warning_count

mysqli_warning_count
(PHP 5)

mysqli->warning_count -- mysqli_warning_count — 指定した接続の直近のクエリから発生した警告の数を返す

説明

オブジェクト指向型

int $warning_count;

手続き型

int mysqli::mysqli_warning_count ( mysqli $link )

この接続の直近のクエリについて、発生した警告の数を返します。

注意:

警告の内容を取得するには、SQL コマンド SHOW WARNINGS [limit row_count] を使用します。
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パラメータ
link

手続き型のみ: mysqli_connect() あるいは mysqli_init() が返すリンク ID。

返り値

警告の数を返します。警告がなかった場合はゼロを返します。

例

例1 mysqli->warning_count の例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE myCity LIKE City");

/* ウェールズの珍しい地名です */
$query = "INSERT INTO myCity (CountryCode, Name) VALUES('GBR',
        'Llanfairpwllgwyngyllgogerychwyrndrobwllllantysiliogogogoch')";

$mysqli->query($query);

if ($mysqli->warning_count) {
    if ($result = $mysqli->query("SHOW WARNINGS")) {
        $row = $result->fetch_row();
        printf("%s (%d): %s\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
        $result->close();
    }
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City");

/* ウェールズの珍しい地名です */
$query = "INSERT INTO myCity (CountryCode, Name) VALUES('GBR',
        'Llanfairpwllgwyngyllgogerychwyrndrobwllllantysiliogogogoch')";

mysqli_query($link, $query);

if (mysqli_warning_count($link)) {
    if ($result = mysqli_query($link, "SHOW WARNINGS")) {
        $row = mysqli_fetch_row($result);
        printf("%s (%d): %s\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
        mysqli_free_result($result);
    }
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Warning (1264): Data truncated for column 'Name' at row 1

参考

mysqli_errno() - 直近の関数コールによるエラーコードを返す
mysqli_error() - 直近のエラーの内容を文字列で返す
mysqli_sqlstate() - 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す

目次
mysqli->affected_rows — 直前の MySQL の操作で変更された行の数を得る
mysqli::autocommit — データベース更新の自動コミットをオンまたはオフにする
mysqli::change_user — 指定されたデータベース接続のユーザ名を変更する
mysqli::character_set_name — データベース接続のデフォルトの文字コードセットを返す
mysqli->client_info — MySQL クライアントバージョン文字列を返す
mysqli->client_version — MySQL クライアントの情報を取得する
mysqli::close — 事前にオープンしているデータベース接続を閉じる
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mysqli::commit — 現在のトランザクションをコミットする
mysqli->connect_errno — 直近の接続コールに関するエラーコードを返す
mysqli->connect_error — 直近の接続エラーの内容を文字列で返す
mysqli::__construct — 新規に MySQL サーバへの接続をオープンする
mysqli::debug — デバッグ操作を行う
mysqli::dump_debug_info — デバッグ情報をログに出力する
mysqli->errno — 直近の関数コールによるエラーコードを返す
mysqli->error — 直近のエラーの内容を文字列で返す
mysqli->field_count — 直近のクエリのカラムの数を返す
mysqli::get_charset — 文字セットオブジェクトを返す
mysqli->get_client_info — MySQL クライアントのバージョンを文字列で返す
mysqli->client_version — MySQL クライアント情報を取得する
mysqli::get_connection_stats — クライアント接続に関する統計情報を返す
mysqli->host_info — 使用している接続の型を文字列で返す
mysqli->protocol_version — 使用している MySQL プロトコルのバージョンを返す
mysqli->server_info — MySQL サーバのバージョンを返す
mysqli->server_version — MySQL サーバのバージョンを整数値で返す
mysqli::get_warnings — SHOW WARNINGS の結果を取得する
mysqli->info — 直近に実行されたクエリの情報を取得する
mysqli::init — MySQLi を初期化し、mysqli_real_connect() で使用するリソースを返す
mysqli->insert_id — 直近のクエリで使用した自動生成の ID を返す
mysqli::kill — サーバに MySQL スレッドの停止を問い合わせる
mysqli::more_results — マルチクエリからの結果がまだ残っているかどうかを調べる
mysqli::multi_query — データベース上でクエリを実行する
mysqli::next_result — multi_query の、次の結果を準備する
mysqli::options — オプションを設定する
mysqli::ping — サーバとの接続をチェックし、もし切断されている場合は再接続を試みる
mysqli::poll — 接続を問い合わせる
mysqli::prepare — 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli::query — データベース上でクエリを実行する
mysqli::real_connect — mysql サーバとの接続をオープンする
mysqli::real_escape_string — 接続の現在の文字セットを考慮して、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする
mysqli::real_query — SQL クエリを実行する
mysqli::reap_async_query — 非同期クエリから結果を取得する
mysqli::rollback — 現在のトランザクションをロールバックする
mysqli::select_db — クエリを実行するためのデフォルトのデータベースを選択する
mysqli::set_charset — クライアントのデフォルト文字セットを設定する
mysqli::set_local_infile_default — load local infile コマンド用のユーザ定義ハンドラを削除する
mysqli::set_local_infile_handler — LOAD DATA LOCAL INFILE コマンド用のコールバック関数を設定する
mysqli->sqlstate — 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す
mysqli::ssl_set — SSL を使用したセキュアな接続を確立する
mysqli::stat — 現在のシステム状態を取得する
mysqli::stmt_init — ステートメントを初期化し、mysqli_stmt_prepare で使用するオブジェクトを返す
mysqli::store_result — 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli->thread_id — 現在の接続のスレッド ID を返す
mysqli::thread_safe — スレッドセーフであるかどうかを返す
mysqli::use_result — 結果セットの取得を開始する
mysqli->warning_count — 指定した接続の直近のクエリから発生した警告の数を返す

MySQLi_STMT クラス
導入
プリペアドステートメントを表します。

クラス概要
MySQLi_STMT {
/* プロパティ */
int $affected_rows;
int $errno;
string $error;
int $field_count;
int $insert_id;
int $num_rows;
int $param_count;
string $sqlstate;
/* メソッド */
int MySQLi_STMT::mysqli_stmt_affected_rows ( mysqli_stmt $stmt )
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int mysqli_stmt::attr_get ( int $attr )
bool mysqli_stmt::attr_set ( int $attr , int $mode )
bool mysqli_stmt::bind_param ( string $types , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )
bool mysqli_stmt::bind_result ( mixed &$var1 [, mixed &$... ] )
bool mysqli_stmt::close ( void )
void mysqli_stmt::data_seek ( int $offset )
int mysqli_stmt_errno ( mysqli_stmt $stmt )
string mysqli_stmt_error ( mysqli_stmt $stmt )
bool mysqli_stmt::execute ( void )
bool mysqli_stmt::fetch ( void )
int mysqli_stmt_field_count ( mysqli_stmt $stmt )
void mysqli_stmt::free_result ( void )
object mysqli_stmt::get_warnings ( mysqli_stmt $stmt )
mixed mysqli_stmt_insert_id ( mysqli_stmt $stmt )
int mysqli_stmt_num_rows ( mysqli_stmt $stmt )
int mysqli_stmt_param_count ( mysqli_stmt $stmt )
mixed mysqli_stmt::prepare ( string $query )
bool mysqli_stmt::reset ( void )
mysqli_result mysqli_stmt::result_metadata ( void )
bool mysqli_stmt::send_long_data ( int $param_nr , string $data )
string mysqli_stmt_sqlstate ( mysqli_stmt $stmt )
bool mysqli_stmt::store_result ( void )
}

mysqli_stmt->affected_rows

mysqli_stmt_affected_rows
(PHP 5)

mysqli_stmt->affected_rows -- mysqli_stmt_affected_rows — 直近に実行されたステートメントで変更・削除・あるいは追加された行の総数を返す

説明

オブジェクト指向型

int $affected_rows;

手続き型

int mysqli_stmt::mysqli_stmt_affected_rows ( mysqli_stmt $stmt )

INSERT、 UPDATE あるいは DELETE クエリによって変更された行の数を返します。

この関数は、テーブルを更新するクエリに対してのみ働きます。 SELECT クエリが返す行の数を知るには、 mysqli_stmt_num_rows() 関数を代わりに使用します。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

ゼロより大きい整数の場合、変更した行の数を示します。ゼロの場合は、 UPDATE/DELETE で 1 行も更新されなかった・WHERE 句にマッチする行がなかった・ あるいはまだクエリが実行されていないのいずれかであることを示します。 -1 は、クエリがエラーを返したことを
示します。 NULL は、関数に無効な引数が渡されたことを示します。

注意:

変更された行の数が PHP の int 型の最大値をこえる場合は、変更された 行の数は文字列として返されます。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 一時テーブルを作成します */
$mysqli->query("CREATE TEMPORARY TABLE myCountry LIKE Country");

$query = "INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country WHERE Code LIKE ?";
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/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* プレースホルダに変数をバインドします */
    $code = 'A%';
    $stmt->bind_param("s", $code);

    /* ステートメントを実行します */
    $stmt->execute();

    printf("rows inserted: %d\n", $stmt->affected_rows);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* 一時テーブルを作成します */
mysqli_query($link, "CREATE TEMPORARY TABLE myCountry LIKE Country");

$query = "INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country WHERE Code LIKE ?";

/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* プレースホルダに変数をバインドします */
    $code = 'A%';
    mysqli_stmt_bind_param($stmt, "s", $code);

    /* ステートメントを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    printf("rows inserted: %d\n", mysqli_stmt_affected_rows($stmt));

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
rows inserted: 17

参考

mysqli_stmt_num_rows() - ステートメントの結果セットの行数を返す
mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する

mysqli_stmt::attr_get

mysqli_stmt_attr_get
(PHP 5)

mysqli_stmt::attr_get -- mysqli_stmt_attr_get — ステートメントの属性の現在の値を取得する

説明

オブジェクト指向型

int mysqli_stmt::attr_get ( int $attr )

手続き型

int mysqli_stmt_attr_get ( mysqli_stmt $stmt , int $attr )

ステートメントの属性の現在の値を取得します。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
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attr

取得したい属性。

返り値

属性がみつからない場合は FALSE を、 それ以外の場合はその属性の値を返します。

mysqli_stmt::attr_set

mysqli_stmt_attr_set
(PHP 5)

mysqli_stmt::attr_set -- mysqli_stmt_attr_set — プリペアドステートメントの振る舞いを変更する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::attr_set ( int $attr , int $mode )

手続き型

bool mysqli_stmt_attr_set ( mysqli_stmt $stmt , int $attr , int $mode )

プリペアドステートメントの振る舞いを変更します。 複数の属性を設定するには、この関数を複数回コールします。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
attr

設定したい属性。次のいずれかの値となります。

属性の値
文字 説明

MYSQLI_STMT_ATTR_UPDATE_MAX_LENGTH 1 に設定すると、mysqli_stmt_store_result() は メタデータ MYSQL_FIELD->max_length の値を上書きします。
MYSQLI_STMT_ATTR_CURSOR_TYPE mysqli_stmt_execute() が起動された際にステートメントをオープンするためのカーソル型。 mode は、MYSQLI_CURSOR_TYPE_NO_CURSOR (デフォルト) あるいは MYSQLI_CURSOR_TYPE_READ_ONLY となります。
MYSQLI_STMT_ATTR_PREFETCH_ROWS カーソルの使用時にサーバからいちどに取得する行数。 mode に指定できる値の範囲は 1 から unsigned long の最大値までで、デフォルトは 1 です。

MYSQLI_STMT_ATTR_CURSOR_TYPE オプションで MYSQLI_CURSOR_TYPE_READ_ONLY を使用すると、 mysqli_stmt_execute() を起動した際にそのステートメント用のカーソルをオープンします。 以前に mysqli_stmt_execute() をコールした際にオープンしたカー
ソルが残っている場合は、 それを閉じてから新しいカーソルをオープンします。また mysqli_stmt_reset() も、オープンしているカーソルをすべて閉じてからステートメント再実行の準備をします。 mysqli_stmt_free_result() は、オープンしているカーソルをすべて閉じ
ます。

プリペアドステートメント用のカーソルをオープンするのなら mysqli_stmt_store_result() は不要です。
mode

属性に割り当てるモード。

mysqli_stmt::bind_param

mysqli_stmt_bind_param
(PHP 5)

mysqli_stmt::bind_param -- mysqli_stmt_bind_param — プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::bind_param ( string $types , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

手続き型
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bool mysqli_stmt_bind_param ( mysqli_stmt $stmt , string $types , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

変数を、SQL ステートメントのパラメータマーカにバインドします。 この変数は、mysqli_prepare() に渡されたものです。

注意:

データのサイズがパケットサイズの最大値（max_allowed_packet）を こえた場合、types に b を 指定して mysqli_stmt_send_long_data() を使用し、 データをパケットに分割して送信する必要があります。

注意:

mysqli_stmt_bind_param() と call_user_func_array() を組み合わせて使う場合は注意が必要です。 mysqli_stmt_bind_param() へのパラメータは参照渡しでなければなりませんが、 call_user_func_array() には変数のリストをパラメータとして渡すことができ
ます。 この変数は参照であっても値であってもかまいません。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
types

ひとつあるいは複数の文字で、対応するバインド変数の型を表します。

型指定文字
文字 説明
i 対応する変数の型は integer です。
d 対応する変数の型は double です。
s 対応する変数の型は string です。
b 対応する変数の型は blob で、複数のパケットに分割して送信されます。

var1

変数の数。文字列 types の長さは、ステートメント中のパラメータの数と一致する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli('localhost', 'my_user', 'my_password', 'world');

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$stmt = $mysqli->prepare("INSERT INTO CountryLanguage VALUES (?, ?, ?, ?)");
$stmt->bind_param('sssd', $code, $language, $official, $percent);

$code = 'DEU';
$language = 'Bavarian';
$official = "F";
$percent = 11.2;

/* プリペアドステートメントを実行します */
$stmt->execute();

printf("%d Row inserted.\n", $stmt->affected_rows);

/* ステートメントと接続を閉じます */
$stmt->close();

/* CountryLanguage テーブルをクリアします */
$mysqli->query("DELETE FROM CountryLanguage WHERE Language='Bavarian'");
printf("%d Row deleted.\n", $mysqli->affected_rows);

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect('localhost', 'my_user', 'my_password', 'world');

/* 接続状況をチェックします */
if (!$link) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$stmt = mysqli_prepare($link, "INSERT INTO CountryLanguage VALUES (?, ?, ?, ?)");
mysqli_stmt_bind_param($stmt, 'sssd', $code, $language, $official, $percent);

$code = 'DEU';
$language = 'Bavarian';
$official = "F";
$percent = 11.2;
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/* プリペアドステートメントを実行します */
mysqli_stmt_execute($stmt);

printf("%d Row inserted.\n", mysqli_stmt_affected_rows($stmt));

/* ステートメントと接続を閉じます */
mysqli_stmt_close($stmt);

/* CountryLanguage テーブルをクリアします */
mysqli_query($link, "DELETE FROM CountryLanguage WHERE Language='Bavarian'");
printf("%d Row deleted.\n", mysqli_affected_rows($link));

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
1 Row inserted.
1 Row deleted.

参考

mysqli_stmt_bind_result() - 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする
mysqli_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
mysqli_stmt_fetch() - プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する
mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_send_long_data() - データをブロックで送信する
mysqli_stmt_errno() - 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt_error() - 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す

mysqli_stmt::bind_result

mysqli_stmt_bind_result
(PHP 5)

mysqli_stmt::bind_result -- mysqli_stmt_bind_result — 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::bind_result ( mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

手続き型

bool mysqli_stmt_bind_result ( mysqli_stmt $stmt , mixed &$var1 [, mixed &$... ] )

結果セットのカラムを変数にバインドします。

データを取得するために mysqli_stmt_fetch() がコールされた場合、MySQL クライアント/ サーバ プロトコルはバインドされたカラムのデータを var1, ... に格納します。

注意:

すべてのカラムを、mysqli_stmt_execute() をコールしてから mysqli_stmt_fetch() をコールするまでの間に バインドしておく必要があることに注意しましょう。カラムの型に 応じて、バインド変数の型も対応する PHP の型に自動的に変換されます。

カラムのバインドや再バインドはいつでも可能で、たとえ結果セットを途中まで 取得した後であっても可能です。新しくバインドした内容が効力を発揮するのは、 次に mysqli_stmt_fetch() がコールされたときからです。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
var1

バインドする変数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");
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if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = $mysqli->prepare("SELECT Code, Name FROM Country ORDER BY Name LIMIT 5")) {
    $stmt->execute();

    /* プリペアドステートメントに変数をバインドします */
    $stmt->bind_result($col1, $col2);

    /* 値を取得します */
    while ($stmt->fetch()) {
        printf("%s %s\n", $col1, $col2);
    }

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}
/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();

?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (!$link) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

/* ステートメントを準備します */
if ($stmt = mysqli_prepare($link, "SELECT Code, Name FROM Country ORDER BY Name LIMIT 5")) {
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* プリペアドステートメントに変数をバインドします */
    mysqli_stmt_bind_result($stmt, $col1, $col2);

    /* 値を取得します */
    while (mysqli_stmt_fetch($stmt)) {
        printf("%s %s\n", $col1, $col2);
    }

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
AFG Afghanistan
ALB Albania
DZA Algeria
ASM American Samoa
AND Andorra

参考

mysqli_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする
mysqli_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する
mysqli_stmt_fetch() - プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する
mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_prepare() - SQL ステートメントを実行するために準備する
mysqli_stmt_init() - ステートメントを初期化し、mysqli_stmt_prepare で使用するオブジェクトを返す
mysqli_stmt_errno() - 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt_error() - 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す

mysqli_stmt::close

mysqli_stmt_close
(PHP 5)

mysqli_stmt::close -- mysqli_stmt_close — プリペアドステートメントを閉じる

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::close ( void )

手続き型

bool mysqli_stmt_close ( mysqli_stmt $stmt )
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プリペアドステートメントを閉じます。また、mysqli_stmt_close() は stmt が指すステートメントハンドルを開放します。 現在のステートメントが実行中あるいはまだ結果を取得していない場合、 この関数はキャンセルされ、次のクエリが実行されます。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する

mysqli_stmt::data_seek

mysqli_stmt_data_seek
(PHP 5)

mysqli_stmt::data_seek -- mysqli_stmt_data_seek — ステートメントの結果セットの任意の行に移動する

説明

オブジェクト指向型

void mysqli_stmt::data_seek ( int $offset )

手続き型

void mysqli_stmt_data_seek ( mysqli_stmt $stmt , int $offset )

ステートメントの結果セット内で、 任意の位置に結果ポインタを移動します。

mysqli_stmt_store_result() は、 mysqli_stmt_data_seek() より前にコールしなければなりません。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
offset

ゼロから行の総数 - 1（0..mysqli_stmt_num_rows() - 1） までの間である必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name";
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    /* 結果変数をバインドします */
    $stmt->bind_result($name, $code);

    /* 結果を取得します */
    $stmt->store_result();

    /* 行番号 400 に移動します */
    $stmt->data_seek(399);
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    /* 値を取得します */
    $stmt->fetch();

    printf ("City: %s  Countrycode: %s\n", $name, $code);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name";
if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* 結果変数をバインドします */
    mysqli_stmt_bind_result($stmt, $name, $code);

    /* 結果を取得します */
    mysqli_stmt_store_result($stmt);

    /* 行番号 400 に移動します */
    mysqli_stmt_data_seek($stmt, 399);

    /* 値を取得します */
    mysqli_stmt_fetch($stmt);

    printf ("City: %s  Countrycode: %s\n", $name, $code);

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
City: Benin City  Countrycode: NGA

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する

mysqli_stmt->errno

mysqli_stmt_errno
(PHP 5)

mysqli_stmt->errno -- mysqli_stmt_errno — 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す

説明

オブジェクト指向型

int $errno;

手続き型

int mysqli_stmt::mysqli_stmt_errno ( mysqli_stmt $stmt )

直近に実行されたステートメントが 成功あるいは失敗した際のエラーコードを返します。

クライアントのエラーメッセージ番号は MySQL の errmsg.h ヘッダファイルで、そしてサーバのエラーメッセージ番号は mysqld_error.h で定義されています。MySQL のソース配布の中には、エラーメッセージの 完全なリストが Docs/mysqld_error.txt に含まれています。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値
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エラーコードの値を返します。ゼロはエラーが発生しなかったことを示します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE myCountry LIKE Country");
$mysqli->query("INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country");

$query = "SELECT Name, Code FROM myCountry ORDER BY Name";
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* テーブルを削除します */
    $mysqli->query("DROP TABLE myCountry");

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    printf("Error: %d.\n", $stmt->errno);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCountry LIKE Country");
mysqli_query($link, "INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country");

$query = "SELECT Name, Code FROM myCountry ORDER BY Name";
if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* テーブルを削除します */
    mysqli_query($link, "DROP TABLE myCountry");

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    printf("Error: %d.\n", mysqli_stmt_errno($stmt));

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error: 1146.

参考

mysqli_stmt_error() - 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す
mysqli_stmt_sqlstate() - 直前のステートメントの操作での SQLSTATE エラーを返す

mysqli_stmt->error

mysqli_stmt_error
(PHP 5)

mysqli_stmt->error -- mysqli_stmt_error — 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す

説明

オブジェクト指向型



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

string $error;

手続き型

string mysqli_stmt::mysqli_stmt_error ( mysqli_stmt $stmt )

直近に実行されたステートメントが 成功あるいは失敗した際のエラーメッセージを返します。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

エラーの内容を文字列で返します。エラーが発生しなかった場合は空文字列を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE myCountry LIKE Country");
$mysqli->query("INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country");

$query = "SELECT Name, Code FROM myCountry ORDER BY Name";
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* テーブルを削除します */
    $mysqli->query("DROP TABLE myCountry");

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    printf("Error: %s.\n", $stmt->error);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCountry LIKE Country");
mysqli_query($link, "INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country");

$query = "SELECT Name, Code FROM myCountry ORDER BY Name";
if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* テーブルを削除します */
    mysqli_query($link, "DROP TABLE myCountry");

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    printf("Error: %s.\n", mysqli_stmt_error($stmt));

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error: Table 'world.myCountry' doesn't exist.

参考

mysqli_stmt_errno() - 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt_sqlstate() - 直前のステートメントの操作での SQLSTATE エラーを返す
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mysqli_stmt::execute

mysqli_stmt_execute
(PHP 5)

mysqli_stmt::execute -- mysqli_stmt_execute — プリペアドクエリを実行する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::execute ( void )

手続き型

bool mysqli_stmt_execute ( mysqli_stmt $stmt )

事前に mysqli_prepare() 関数で用意されたクエリを実行します。 パラメータマーカが存在する場合、その内容は自動的に適切なデータに置き換えられます。

ステートメントが UPDATE、DELETE あるいは INSERT であった場合、 変更された行の総数は mysqli_stmt_affected_rows() 関数を使用することで取得可能です。同様に、クエリが結果セットを返す場合は mysqli_stmt_fetch() 関数を使用できます。

注意:

mysqli_stmt_execute() を使用した際には、 他のクエリを実行する前に mysqli_stmt_fetch() 関数を使用する必要があります。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE myCity LIKE City");

/* insert ステートメントを準備します */
$query = "INSERT INTO myCity (Name, CountryCode, District) VALUES (?,?,?)";
$stmt = $mysqli->prepare($query);

$stmt->bind_param("sss", $val1, $val2, $val3);

$val1 = 'Stuttgart';
$val2 = 'DEU';
$val3 = 'Baden-Wuerttemberg';

/* ステートメントを実行します */
$stmt->execute();

$val1 = 'Bordeaux';
$val2 = 'FRA';
$val3 = 'Aquitaine';

/* ステートメントを実行します */
$stmt->execute();

/* ステートメントを閉じます */
$stmt->close();

/* myCity からすべての行を取得します */
$query = "SELECT Name, CountryCode, District FROM myCity";
if ($result = $mysqli->query($query)) {
    while ($row = $result->fetch_row()) {
        printf("%s (%s,%s)\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
    }
    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* テーブルを削除します */
$mysqli->query("DROP TABLE myCity");

/* 接続を閉じます */    
$mysqli->close();
?>
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例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCity LIKE City");

/* insert ステートメントを準備します */
$query = "INSERT INTO myCity (Name, CountryCode, District) VALUES (?,?,?)";
$stmt = mysqli_prepare($link, $query);

mysqli_stmt_bind_param($stmt, "sss", $val1, $val2, $val3);

$val1 = 'Stuttgart';
$val2 = 'DEU';
$val3 = 'Baden-Wuerttemberg';

/* ステートメントを実行します */
mysqli_stmt_execute($stmt);

$val1 = 'Bordeaux';
$val2 = 'FRA';
$val3 = 'Aquitaine';

/* ステートメントを実行します */
mysqli_stmt_execute($stmt);

/* ステートメントを閉じます */
mysqli_stmt_close($stmt);

/* myCity からすべての行を取得します */
$query = "SELECT Name, CountryCode, District FROM myCity";
if ($result = mysqli_query($link, $query)) {
    while ($row = mysqli_fetch_row($result)) {
        printf("%s (%s,%s)\n", $row[0], $row[1], $row[2]);
    }
    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* テーブルを削除します */
mysqli_query($link, "DROP TABLE myCity");

/* 接続を閉じます */    
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Stuttgart (DEU,Baden-Wuerttemberg)
Bordeaux (FRA,Aquitaine)

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする

mysqli_stmt::fetch

mysqli_stmt_fetch
(PHP 5)

mysqli_stmt::fetch -- mysqli_stmt_fetch — プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::fetch ( void )

手続き型

bool mysqli_stmt_fetch ( mysqli_stmt $stmt )

プリペアドステートメントから結果を読み込み、 mysqli_stmt_bind_result() でバインドした変数に格納します。

注意:

mysqli_stmt_fetch() をコールする前に、すべての カラムがバインド済みである必要があることに注意しましょう。

注意:

データの転送はバッファを用いずに行います。 mysqli_stmt_store_result() をコールするとバッファを使用し、パフォーマンスが減少します (しかしメモリのコストは下がります)。
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パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

返り値
値 説明

TRUE 成功。データが取得されました。
FALSE エラーが発生しました。
NULL 行/データがもうありません。あるいは、データの切り詰めが発生しました。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 150,5";

if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* ステートメントを実行します */
    $stmt->execute();

    /* 結果変数をバインドします */
    $stmt->bind_result($name, $code);

    /* 値を取得します */
    while ($stmt->fetch()) {
        printf ("%s (%s)\n", $name, $code);
    }

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 150,5";

if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* ステートメントを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* 結果変数をバインドします */
    mysqli_stmt_bind_result($stmt, $name, $code);

    /* 値を取得します */
    while (mysqli_stmt_fetch($stmt)) {
        printf ("%s (%s)\n", $name, $code);
    }

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Rockford (USA)
Tallahassee (USA)
Salinas (USA)
Santa Clarita (USA)
Springfield (USA)

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_errno() - 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt_error() - 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す
mysqli_stmt_bind_result() - 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする
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mysqli_stmt->field_count

mysqli_stmt_field_count
(PHP 5)

mysqli_stmt->field_count -- mysqli_stmt_field_count — 指定したステートメントのフィールド数を返す

説明

オブジェクト指向型

int $field_count;

手続き型

int mysqli_stmt::mysqli_stmt_field_count ( mysqli_stmt $stmt )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

mysqli_stmt::free_result

mysqli_stmt_free_result
(PHP 5)

mysqli_stmt::free_result -- mysqli_stmt_free_result — 指定したステートメントハンドルの結果を格納したメモリを開放する

説明

オブジェクト指向型

void mysqli_stmt::free_result ( void )

手続き型

void mysqli_stmt_free_result ( mysqli_stmt $stmt )

ステートメントに関連する結果のメモリを開放します。このメモリは mysqli_stmt_store_result() によって割り当てられたものです。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

値を返しません。

参考

mysqli_stmt_store_result() - プリペアドステートメントから結果を転送する

mysqli_stmt::get_warnings

mysqli_stmt_get_warnings
(PHP 5 >= 5.1.0)

mysqli_stmt::get_warnings -- mysqli_stmt_get_warnings — SHOW WARNINGS の結果を取得する

説明
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オブジェクト指向型

object mysqli_stmt::get_warnings ( mysqli_stmt $stmt )

手続き型

object mysqli_stmt_get_warnings ( mysqli_stmt $stmt )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

mysqli_stmt->insert_id

mysqli_stmt_insert_id
(PHP 5)

mysqli_stmt->insert_id -- mysqli_stmt_insert_id — 直近の INSERT 操作で生成した ID を取得する

説明

オブジェクト指向型

int $insert_id;

手続き型

mixed mysqli_stmt::mysqli_stmt_insert_id ( mysqli_stmt $stmt )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

mysqli_stmt::num_rows

mysqli_stmt_num_rows
(PHP 5)

mysqli_stmt::num_rows -- mysqli_stmt_num_rows — ステートメントの結果セットの行数を返す

説明

オブジェクト指向型

int $num_rows;

手続き型

int mysqli_stmt::mysqli_stmt_num_rows ( mysqli_stmt $stmt )

結果セットの行の数を返します。mysqli_stmt_num_rows() が使用できるかどうかは、mysqli_stmt_store_result() を用いて結果をステートメントハンドルにバッファリングしているかどうかに 依存します。

mysqli_stmt_store_result() を使用した場合は、 すぐに mysqli_stmt_num_rows() をコールできます。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

結果セットの行数を表す整数値を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
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/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name LIMIT 20";
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    /* 結果を格納します */
    $stmt->store_result();

    printf("Number of rows: %d.\n", $stmt->num_rows);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name LIMIT 20";
if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* 結果を格納します */
    mysqli_stmt_store_result($stmt);

    printf("Number of rows: %d.\n", mysqli_stmt_num_rows($stmt));

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Number of rows: 20.

参考

mysqli_stmt_affected_rows() - 直近に実行されたステートメントで変更・削除・あるいは追加された行の総数を返す
mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_store_result() - プリペアドステートメントから結果を転送する

mysqli_stmt->param_count

mysqli_stmt_param_count
(PHP 5)

mysqli_stmt->param_count -- mysqli_stmt_param_count — 指定したステートメントのパラメータ数を返す

説明

オブジェクト指向型

int $param_count;

手続き型

int mysqli_stmt::mysqli_stmt_param_count ( mysqli_stmt $stmt )

プリペアドステートメント内のパラメータマーカの数を返します。

パラメータ
stmt
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手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

パラメータの数を整数で返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if ($stmt = $mysqli->prepare("SELECT Name FROM Country WHERE Name=? OR Code=?")) {

    $marker = $stmt->param_count;
    printf("Statement has %d markers.\n", $marker);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if ($stmt = mysqli_prepare($link, "SELECT Name FROM Country WHERE Name=? OR Code=?")) {

    $marker = mysqli_stmt_param_count($stmt);
    printf("Statement has %d markers.\n", $marker);

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Statement has 2 markers.

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する

mysqli_stmt::prepare

mysqli_stmt_prepare
(PHP 5)

mysqli_stmt::prepare -- mysqli_stmt_prepare — SQL ステートメントを実行するために準備する

説明

オブジェクト指向型

mixed mysqli_stmt::prepare ( string $query )

手続き型

bool mysqli_stmt_prepare ( mysqli_stmt $stmt , string $query )

null で終わる文字列で指定した SQL クエリを準備します。

パラメータマーカは、ステートメントの実行や行の取得の前に mysqli_stmt_bind_param() や mysqli_stmt_bind_result() を使用して アプリケーション変数にバインドする必要があります。

注意:
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サーバの max_allowed_packet よりも長いステートメントを mysqli_stmt_prepare() に渡した場合、 返ってくるエラーコードは MySQL Native Driver (mysqlnd) を使っているか MySQL Client Library (libmysql) を使っているかで異なります。 それぞれ、次の
ように振る舞います。

Linux 上の mysqlnd では、エラーコード 1153 を返します。 エラーメッセージは "got a packet bigger than max_allowed_packet bytes" です。

Windows 上の mysqlnd では、エラーコード 2006 を返します。 エラーメッセージは "server has gone away" です。

すべてのプラットフォームの libmysql では、エラーコード 2006 を返します。エラーメッセージは "server has gone away" です。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
query

クエリを表す文字列。単一の SQL 文で構成されている必要があります。

ひとつまたは複数のパラメータを SQL 文に含めることができます。 そのためには、適切な位置にクエスチョンマーク (?) を埋め込みます。

注意:

ステートメントの最後にセミコロンや \g を追加してはいけません。

注意:

パラメータのマーカは、それが SQL 文の適切な位置にある場合のみ 有効です。例えば INSERT 文の VALUES() リストの中 (行に登録するカラム値を指定する) や WHERE 句で列のデータと比較する値などが適切な位置の例です。

しかし、識別子 (テーブルやカラムの名前) や SELECT 文で選択する 項目の名前に指定したり、(等号 = のような) 二項演算子の両側にパラメータを指定したりすることはできません。 後者の制限は、パラメータの型が判断できなくなることによるものです。 ま
た、パラメータのマーカを NULL と比較して ? IS NULL のようにすることもできません。 一般に、パラメータが使用可能なのはデータ操作言語 (DML) ステートメントであり、データ定義言語 (DDL) ステートメントでは 使用できません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$city = "Amersfoort";

/* プリペアドステートメントを作成します */
$stmt =  $mysqli->stmt_init();
if ($stmt->prepare("SELECT District FROM City WHERE Name=?")) {

    /* マーカにパラメータをバインドします */
    $stmt->bind_param("s", $city);

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    /* 結果変数をバインドします */
    $stmt->bind_result($district);

    /* 値を取得します */
    $stmt->fetch();

    printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$city = "Amersfoort";

/* プリペアドステートメントを作成します */
$stmt = mysqli_stmt_init($link);
if (mysqli_stmt_prepare($stmt, 'SELECT District FROM City WHERE Name=?')) {

    /* マーカにパラメータをバインドします */
    mysqli_stmt_bind_param($stmt, "s", $city);
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    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* 結果変数をバインドします */
    mysqli_stmt_bind_result($stmt, $district);

    /* 値を取得します */
    mysqli_stmt_fetch($stmt);

    printf("%s is in district %s\n", $city, $district);

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Amersfoort is in district Utrecht

参考

mysqli_stmt_init() - ステートメントを初期化し、mysqli_stmt_prepare で使用するオブジェクトを返す, mysqli_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する, mysqli_stmt_fetch() - プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する,
mysqli_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする, mysqli_stmt_bind_result() - 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする mysqli_stmt_close() - プリペアドステートメントを閉じる.

mysqli_stmt::reset

mysqli_stmt_reset
(PHP 5)

mysqli_stmt::reset -- mysqli_stmt_reset — プリペアドステートメントをリセットする

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::reset ( void )

手続き型

bool mysqli_stmt_reset ( mysqli_stmt $stmt )

クライアントおよびサーバで、実行後のプリペアドステートメントをリセットします。

サーバ上のステートメント、mysqli_stmt_send_long_data() で送信したデータ、バッファリングされていない結果、そして現在のエラーをリセットします。 バインド内容や保存された結果セットはクリアされません。保存された結果がクリアされるのは、 プリペアドステート
メントを実行した (あるいは閉じた) ときです。

別のクエリを元にプリペアドステートメントを用意する場合は、 mysqli_stmt_prepare() 関数を使用します。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する

mysqli_stmt::result_metadata

mysqli_stmt_result_metadata
(PHP 5)

mysqli_stmt::result_metadata -- mysqli_stmt_result_metadata — プリペアドステートメントから結果セットのメタデータを返す
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説明

オブジェクト指向型

mysqli_result mysqli_stmt::result_metadata ( void )

手続き型

mysqli_result mysqli_stmt_result_metadata ( mysqli_stmt $stmt )

mysqli_prepare() に渡したステートメントが 結果セットを返すものであった場合、mysqli_stmt_result_metadata() はオブジェクトを返します。このオブジェクトは、結果のフィールド数や 各フィールドの情報などのメタ情報を取得するために使用可能です。

注意:

メタデータを取得するには、この結果セットポインタを、以下のいずれかの (フィールドベースの) 関数に渡します。

mysqli_num_fields()

mysqli_fetch_field()

mysqli_fetch_field_direct()

mysqli_fetch_fields()

mysqli_field_count()

mysqli_field_seek()

mysqli_field_tell()

mysqli_free_result()

結果セットは、使用終了後に開放すべきです。そのためには、結果セットを mysqli_free_result() に渡します。

注意:

mysqli_stmt_result_metadata() が返す結果セットには メタデータのみが含まれています。実際の行データは含まれません。行データを 取得するには、ステートメントハンドルを mysqli_stmt_fetch() に渡してください。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

結果のオブジェクトを返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "test");

$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS friends");
$mysqli->query("CREATE TABLE friends (id int, name varchar(20))");

$mysqli->query("INSERT INTO friends VALUES (1,'Hartmut'), (2, 'Ulf')");

$stmt = $mysqli->prepare("SELECT id, name FROM friends");
$stmt->execute();

/* メタデータの結果セットを取得します */
$result = $stmt->result_metadata();

/* メタデータ結果セットからフィールド情報を取得します */
$field = $result->fetch_field();

printf("Fieldname: %s\n", $field->name);

/* 結果セットを閉じます */
$result->close();

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

例2 手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "test");

mysqli_query($link, "DROP TABLE IF EXISTS friends");
mysqli_query($link, "CREATE TABLE friends (id int, name varchar(20))");

mysqli_query($link, "INSERT INTO friends VALUES (1,'Hartmut'), (2, 'Ulf')");

$stmt = mysqli_prepare($link, "SELECT id, name FROM friends");
mysqli_stmt_execute($stmt);
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/* メタデータの結果セットを取得します */
$result = mysqli_stmt_result_metadata($stmt);

/* メタデータ結果セットからフィールド情報を取得します */
$field = mysqli_fetch_field($result);

printf("Fieldname: %s\n", $field->name);

/* 結果セットを閉じます */
mysqli_free_result($result);

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_free_result() - 結果に関連付けられたメモリを開放する

mysqli_stmt::send_long_data

mysqli_stmt_send_long_data
(PHP 5)

mysqli_stmt::send_long_data -- mysqli_stmt_send_long_data — データをブロックで送信する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::send_long_data ( int $param_nr , string $data )

手続き型

bool mysqli_stmt_send_long_data ( mysqli_stmt $stmt , int $param_nr , string $data )

パラメータのデータを、サーバに分割して送信します。例えば blob のサイズが max_allowed_packet を越えてしまう場合などに使用します。 この関数は、カラムに文字やバイナリのデータを送信するために複数回 コールすることが可能です。そのカラムの型は TEXT あるい
は BLOB である 必要があります。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。
param_nr

データに関連付けるパラメータを示します。 パラメータの番号は 0 から始まります。
data

送信するデータを含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$stmt = $mysqli->prepare("INSERT INTO messages (message) VALUES (?)");
$null = NULL;
$stmt->bind_param("b", $null);
$fp = fopen("messages.txt", "r");
while (!feof($fp)) {
    $stmt->send_long_data(0, fread($fp, 8192));
}
fclose($fp);
$stmt->execute();
?>

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする
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mysqli_stmt::sqlstate

mysqli_stmt_sqlstate
(PHP 5)

mysqli_stmt::sqlstate -- mysqli_stmt_sqlstate — 直前のステートメントの操作での SQLSTATE エラーを返す

説明

オブジェクト指向型

string $sqlstate;

手続き型

string mysqli_stmt::mysqli_stmt_sqlstate ( mysqli_stmt $stmt )

直近に実行されたプリペアドステートメントのエラーについて、 SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 つの文字で構成されています。'00000' はエラーが発生しなかったことを意味します。この値は、ANSI SQL および ODBC で定義されていま
す。とりうる値の一覧は » http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html を参照ください。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

直前のエラーに関する SQLSTATE エラーコードを含む文字列を返します。 エラーコードは 5 文字で構成され、'00000' はエラーが発生しなかったことを意味します。

注意

注意:

すべての MySQL エラーが SQLSTATE に対応しているわけではないことに 注意してください。そのようなエラーが発生した場合は、 HY000（一般的なエラー）が返されます。

例

オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$mysqli->query("CREATE TABLE myCountry LIKE Country");
$mysqli->query("INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country");

$query = "SELECT Name, Code FROM myCountry ORDER BY Name";
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* テーブルを削除します */
    $mysqli->query("DROP TABLE myCountry");

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    printf("Error: %s.\n", $stmt->sqlstate);

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

mysqli_query($link, "CREATE TABLE myCountry LIKE Country");
mysqli_query($link, "INSERT INTO myCountry SELECT * FROM Country");

$query = "SELECT Name, Code FROM myCountry ORDER BY Name";

http://dev.mysql.com/doc/mysql/en/error-handling.html
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if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* テーブルを削除します */
    mysqli_query($link, "DROP TABLE myCountry");

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    printf("Error: %s.\n", mysqli_stmt_sqlstate($stmt));

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Error: 42S02.

参考

mysqli_stmt_errno() - 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt_error() - 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す

mysqli_stmt::store_result

mysqli_stmt_store_result
(PHP 5)

mysqli_stmt::store_result -- mysqli_stmt_store_result — プリペアドステートメントから結果を転送する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_stmt::store_result ( void )

手続き型

bool mysqli_stmt_store_result ( mysqli_stmt $stmt )

クエリが結果セットを返す場合（SELECT, SHOW, DESCRIBE, EXPLAIN）、常に mysqli_stmt_store_result() をコールする必要があります。また、この関数は結果セットをクライアントの バッファに格納するだけであり、データを取得するには続けて mysqli_stmt_fetch() を
コールします。

注意:

その他のクエリでは mysqli_stmt_store_result() をコールする必要はありません。しかし、もしコールしてしまったとしても なんらかの悪影響を及ぼすことは一切ありません。クエリが結果セットを 返すかどうかは、mysqli_stmt_result_metadata() が NULL を
返すかどうかで調べられます。

パラメータ
stmt

手続き型のみ: mysqli_stmt_init() が返すステートメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name LIMIT 20";
if ($stmt = $mysqli->prepare($query)) {

    /* クエリを実行します */
    $stmt->execute();

    /* 結果を保存します */
    $stmt->store_result();
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    printf("Number of rows: %d.\n", $stmt->num_rows);

    /* 結果を開放します */
    $stmt->free_result();

    /* ステートメントを閉じます */
    $stmt->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
/* 接続をオープンします */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name LIMIT 20";
if ($stmt = mysqli_prepare($link, $query)) {

    /* クエリを実行します */
    mysqli_stmt_execute($stmt);

    /* 結果を格納します */
    mysqli_stmt_store_result($stmt);

    printf("Number of rows: %d.\n", mysqli_stmt_num_rows($stmt));

    /* 結果を開放します */
    mysqli_stmt_free_result($stmt);

    /* ステートメントを閉じます */
    mysqli_stmt_close($stmt);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Number of rows: 20.

参考

mysqli_prepare() - 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli_stmt_result_metadata() - プリペアドステートメントから結果セットのメタデータを返す
mysqli_stmt_fetch() - プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する

目次
mysqli_stmt->affected_rows — 直近に実行されたステートメントで変更・削除・あるいは追加された行の総数を返す
mysqli_stmt::attr_get — ステートメントの属性の現在の値を取得する
mysqli_stmt::attr_set — プリペアドステートメントの振る舞いを変更する
mysqli_stmt::bind_param — プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする
mysqli_stmt::bind_result — 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする
mysqli_stmt::close — プリペアドステートメントを閉じる
mysqli_stmt::data_seek — ステートメントの結果セットの任意の行に移動する
mysqli_stmt->errno — 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt->error — 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す
mysqli_stmt::execute — プリペアドクエリを実行する
mysqli_stmt::fetch — プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する
mysqli_stmt->field_count — 指定したステートメントのフィールド数を返す
mysqli_stmt::free_result — 指定したステートメントハンドルの結果を格納したメモリを開放する
mysqli_stmt::get_warnings — SHOW WARNINGS の結果を取得する
mysqli_stmt->insert_id — 直近の INSERT 操作で生成した ID を取得する
mysqli_stmt::num_rows — ステートメントの結果セットの行数を返す
mysqli_stmt->param_count — 指定したステートメントのパラメータ数を返す
mysqli_stmt::prepare — SQL ステートメントを実行するために準備する
mysqli_stmt::reset — プリペアドステートメントをリセットする
mysqli_stmt::result_metadata — プリペアドステートメントから結果セットのメタデータを返す
mysqli_stmt::send_long_data — データをブロックで送信する
mysqli_stmt::sqlstate — 直前のステートメントの操作での SQLSTATE エラーを返す
mysqli_stmt::store_result — プリペアドステートメントから結果を転送する

The MySQLi_Result class
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MySQLi_Result クラス
導入
データベースへのクエリにより得られた結果セットを表します。

クラス概要
MySQLi_Result {
/* プロパティ */
int $current_field ;
int $field_count;
array $lengths;
int $num_rows;
/* メソッド */
int MySQLi_Result::mysqli_field_tell ( mysqli_result $result )
bool mysqli_result::data_seek ( int $offset )
mixed mysqli_result::fetch_all ([ int $resulttype = MYSQLI_NUM ] )
mixed mysqli_result::fetch_array ([ int $resulttype = MYSQLI_BOTH ] )
array mysqli_result::fetch_assoc ( void )
object mysqli_result::fetch_field_direct ( int $fieldnr )
object mysqli_result::fetch_field ( void )
array mysqli_result::fetch_fields ( void )
object mysqli_result::fetch_object ([ string $class_name [, array $params ]] )
mixed mysqli_result::fetch_row ( void )
int mysqli_num_fields ( mysqli_result $result )
bool mysqli_result::field_seek ( int $fieldnr )
void mysqli_result::free ( void )
array mysqli_fetch_lengths ( mysqli_result $result )
int mysqli_num_rows ( mysqli_result $result )
}

mysqli_result->current_field

mysqli_field_tell
(PHP 5)

mysqli_result->current_field -- mysqli_field_tell — 結果ポインタにおける現在のフィールドオフセットを取得する

説明

オブジェクト指向型

int $current_field ;

手続き型

int mysqli_result::mysqli_field_tell ( mysqli_result $result )

直近の mysqli_fetch_field() のコールで使用した フィールドカーソルの位置を返します。この値は mysqli_field_seek() の引数として使用可能です。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

フィールドカーソルの現在のオフセットを返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
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}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
    while ($finfo = $result->fetch_field()) {

        /* フィールドポインタのオフセットを取得します */
        $currentfield = $result->current_field;

        printf("Column %d:\n", $currentfield);
        printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
        printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
        printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
        printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
        printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
    }
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
    while ($finfo = mysqli_fetch_field($result)) {

        /* フィールドポインタのオフセットを取得します */
        $currentfield = mysqli_field_tell($result);

        printf("Column %d:\n", $currentfield);
        printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
        printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
        printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
        printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
        printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
    }
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Column 1:
Name:     Name
Table:    Country
max. Len: 11
Flags:    1
Type:     254

Column 2:
Name:     SurfaceArea
Table:    Country
max. Len: 10
Flags:    32769
Type:     4

参考

mysqli_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す
mysqli_field_seek() - 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに設定する

mysqli_result::data_seek

mysqli_data_seek
(PHP 5)

mysqli_result::data_seek -- mysqli_data_seek — 結果の任意の行にポインタを移動する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_result::data_seek ( int $offset )

手続き型
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bool mysqli_data_seek ( mysqli_result $result , int $offset )

mysqli_data_seek() 関数は、 結果セットの任意の行 offset にポインタを移動します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。
offset

フィールドオフセット。ゼロから全行数 - 1 までの間 （0..mysqli_num_rows() - 1）である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

この関数は、mysqli_store_result() あるいは mysqli_query() によって取得した、 バッファに格納されている結果に対してのみ使用可能です。

例

オブジェクト指向型
<?php
/* 接続をオープンします */
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name";
if ($result = $mysqli->query( $query)) {

    /* 行番号 400 に移動します */
    $result->data_seek(399);

    /* 行を取得します */
    $row = $result->fetch_row();

    printf ("City: %s  Countrycode: %s\n", $row[0], $row[1]);

    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
/* 接続を開きます */
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */ 
if (!$link) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER BY Name";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* 行番号 400 に移動します */
    mysqli_data_seek($result, 399);

    /* 行を取得します */
    $row = mysqli_fetch_row($result);

    printf ("City: %s  Countrycode: %s\n", $row[0], $row[1]);

    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
City: Benin City  Countrycode: NGA

参考

mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_fetch_row() - 結果の行を数値添字配列で取得する
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mysqli_fetch_array() - 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列で取得する
mysqli_fetch_object() - 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_num_rows() - 結果の行数を取得する

mysqli_result::fetch_all

mysqli_fetch_all
(PHP 5 >= 5.3.0)

mysqli_result::fetch_all -- mysqli_fetch_all — 結果のすべての行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する

説明

オブジェクト指向型

mixed mysqli_result::fetch_all ([ int $resulttype = MYSQLI_NUM ] )

手続き型

mixed mysqli_fetch_all ( mysqli_result $result [, int $resulttype = MYSQLI_NUM ] )

mysqli_fetch_all() は、 すべての結果の行を取得してその結果セットを連想配列・数値添字配列あるいはその両方で返します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。
resulttype

このオプションは、 結果の行データから返す配列の型を指定します。ここで指定可能な値は 定数 MYSQLI_ASSOC、 MYSQLI_NUM あるいは MYSQLI_BOTH. のいずれかです。

返り値

結果の行を含む連想配列あるいは数値添字配列の配列を返します。

MySQL ネイティブドライバ限定

mysqlnd でのみ使用可能です。

mysqli_fetch_all() は、すべての行を配列にまとめて一括で返します。 そのため、mysqli_fetch_array() のように結果セットから一行ずつ返す同等の関数に比べるとメモリの消費量が多くなる可能性があります。 また、結果セットを順に処理していく際にはループ構造が必要
となり、 さらにパフォーマンスに影響を及ぼすでしょう。これらを考慮すると、 mysqli_fetch_all() を使うのは 結果セットを別のレイヤーに渡して処理させるなどの特別な場合に限定しなければなりません。

参考

mysqli_fetch_array() - 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する

mysqli_result::fetch_array

mysqli_fetch_array
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_array -- mysqli_fetch_array — 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する

説明

オブジェクト指向型

mixed mysqli_result::fetch_array ([ int $resulttype = MYSQLI_BOTH ] )

手続き型
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mixed mysqli_fetch_array ( mysqli_result $result [, int $resulttype = MYSQLI_BOTH ] )

取得した行に対応する配列を返します。もし result が指す結果にもう行がない場合は NULL を返します。

mysqli_fetch_array() は mysqli_fetch_row() 関数の拡張版です。データを数値添字の 配列に格納することに加えて、mysqli_fetch_array() 関数は、フィールド名をキーとする連想配列にもデータを格納します。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

もし 2 つ以上のカラムが同じフィールド名であった場合は、最後に現れた カラムが優先され、以前のデータを上書きします。同名の複数のカラムに アクセスする場合、数値添字版の行データを使用しなければなりません。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。
resulttype

このオプションは、 結果の行データから返す配列の型を指定します。ここで指定可能な値は 定数 MYSQLI_ASSOC、 MYSQLI_NUM あるいは MYSQLI_BOTH. のいずれかです。

MYSQLI_ASSOC 定数を指定すると、この関数は mysqli_fetch_assoc() と同じ結果を返します。一方 MYSQLI_NUM を指定すると、mysqli_fetch_row() 関数と同じ結果となります。最後の MYSQLI_BOTH を指定すると、 ひとつの配列にこれら両方の属性を含めます。

返り値

取得した行に対応する文字列の配列を返します。結果セットにもう行がない場合には NULL を返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID LIMIT 3";
$result = $mysqli->query($query);

/* 数値添字配列 */
$row = $result->fetch_array(MYSQLI_NUM);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);

/* 連想配列 */
$row = $result->fetch_array(MYSQLI_ASSOC);
printf ("%s (%s)\n", $row["Name"], $row["CountryCode"]);

/* 連想配列および数値添字配列 */
$row = $result->fetch_array(MYSQLI_BOTH);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row["CountryCode"]);

/* 結果セットを開放します */
$result->close();

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID LIMIT 3";
$result = mysqli_query($link, $query);

/* 数値添字配列 */
$row = mysqli_fetch_array($result, MYSQLI_NUM);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);

/* 連想配列 */
$row = mysqli_fetch_array($result, MYSQLI_ASSOC);
printf ("%s (%s)\n", $row["Name"], $row["CountryCode"]);

/* 連想配列および数値添字配列 */
$row = mysqli_fetch_array($result, MYSQLI_BOTH);
printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row["CountryCode"]);

/* 結果セットを開放します */
mysqli_free_result($result);

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Kabul (AFG)
Qandahar (AFG)
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Herat (AFG)

参考

mysqli_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列で取得する
mysqli_fetch_row() - 結果の行を数値添字配列で取得する
mysqli_fetch_object() - 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_data_seek() - 結果の任意の行にポインタを移動する

mysqli_result::fetch_assoc

mysqli_fetch_assoc
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_assoc -- mysqli_fetch_assoc — 結果の行を連想配列で取得する

説明

オブジェクト指向型

array mysqli_result::fetch_assoc ( void )

手続き型

array mysqli_fetch_assoc ( mysqli_result $result )

取得した行に対応する連想配列を返します。もしもう行がない場合には NULL を返します。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

取得した行に対応する文字列の連想配列を返します。 連想配列の各キーが、結果セットのカラムを表します。 結果セットにもう行がない場合には NULL を返します。

もし 2 つ以上のカラムが同じフィールド名であった場合は、最後に現れた カラムが優先され、以前のデータを上書きします。同名の複数のカラムに アクセスする場合、mysqli_fetch_row() を用いて 数値添字配列を使用するか、あるいはカラム名にエイリアスを指定する 必要が
あります。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 50,5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* 連想配列を取得します */
    while ($row = $result->fetch_assoc()) {
        printf ("%s (%s)\n", $row["Name"], $row["CountryCode"]);
    }

    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
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if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 50,5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* 連想配列を取得します */
    while ($row = mysqli_fetch_assoc($result)) {
        printf ("%s (%s)\n", $row["Name"], $row["CountryCode"]);
    }

    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Pueblo (USA)
Arvada (USA)
Cape Coral (USA)
Green Bay (USA)
Santa Clara (USA)

参考

mysqli_fetch_array() - 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_fetch_row() - 結果の行を数値添字配列で取得する
mysqli_fetch_object() - 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_data_seek() - 結果の任意の行にポインタを移動する

mysqli_result::fetch_field_direct

mysqli_fetch_field_direct
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_field_direct -- mysqli_fetch_field_direct — 単一のフィールドのメタデータを取得する

説明

オブジェクト指向型

object mysqli_result::fetch_field_direct ( int $fieldnr )

手続き型

object mysqli_fetch_field_direct ( mysqli_result $result , int $fieldnr )

指定した結果セットから、フィールド定義情報を含むオブジェクトを返します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。
fieldnr

フィールド番号。この値は 0 から フィールド数 - 1 までの範囲でなければなりません。

返り値

フィールド定義情報を含むオブジェクトを返します。もし、指定した fieldnr のフィールドの情報が取得できない場合は FALSE を返します。

オブジェクトの属性
属性 説明

name カラムの名前。
orgname もしエイリアスが指定されている場合の、本来の名前。
table フィールドが属するテーブルの名前。
orgtable もしエイリアスが指定されている場合の、本来のテーブル名。
def フィールドのデフォルト値。文字列形式。
max_length結果セットにおけるフィールドの最大幅。
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length テーブルの定義で指定されているフィールド幅。
charsetnr フィールドの文字セット番号。
flags フィールドのビットフラグを整数型で表す。
type フィールドのデータ型。
decimals フィールドの桁数（integer 型のフィールド）。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Name LIMIT 5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* カラム 'SurfaceArea' のフィールド情報を取得します */
    $finfo = $result->fetch_field_direct(1);

    printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
    printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
    printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
    printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
    printf("Type:     %d\n", $finfo->type);

    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Name LIMIT 5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* カラム 'SurfaceArea' のフィールド情報を取得します */
    $finfo = mysqli_fetch_field_direct($result, 1);

    printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
    printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
    printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
    printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
    printf("Type:     %d\n", $finfo->type);

    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Name:     SurfaceArea
Table:    Country
max. Len: 10
Flags:    32769
Type:     4

参考

mysqli_num_fields() - 結果のフィールド数を取得する
mysqli_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す
mysqli_fetch_fields() - 結果セットのフィールド情報をオブジェクトの配列で返す

mysqli_result::fetch_field

mysqli_fetch_field
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_field -- mysqli_fetch_field — 結果セットの次のフィールドを返す
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説明

オブジェクト指向型

object mysqli_result::fetch_field ( void )

手続き型

object mysqli_fetch_field ( mysqli_result $result )

結果セットから ひとつのカラムの情報をオブジェクトとして返します。この関数を 繰り返しコールすることで、結果セットのすべてのカラムについての情報が 取得可能です。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

フィールド定義情報を含むオブジェクトを返します。もし フィールドの情報が取得できない場合は、FALSE を返します。

オブジェクトのプロパティ
プロパティ 説明
name カラムの名前。
orgname もしエイリアスが指定されている場合の、本来の名前。
table フィールドが属するテーブルの名前。
orgtable もしエイリアスが指定されている場合の、本来のテーブル名。
max_length結果セットにおけるフィールドの最大幅。
length テーブルの定義で指定されているフィールド幅。
charsetnr フィールドの文字セット番号。
flags フィールドのビットフラグを整数型で表す。
type フィールドのデータ型。
decimals フィールドの桁数（integer 型のフィールド）。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
    while ($finfo = $result->fetch_field()) {

        printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
        printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
        printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
        printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
        printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
    }
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
    while ($finfo = mysqli_fetch_field($result)) {

        printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
        printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
        printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
        printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
        printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);
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    }
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Name:     Name
Table:    Country
max. Len: 11
Flags:    1
Type:     254

Name:     SurfaceArea
Table:    Country
max. Len: 10
Flags:    32769
Type:     4

参考

mysqli_num_fields() - 結果のフィールド数を取得する
mysqli_fetch_field_direct() - 単一のフィールドのメタデータを取得する
mysqli_fetch_fields() - 結果セットのフィールド情報をオブジェクトの配列で返す
mysqli_field_seek() - 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに設定する

mysqli_result::fetch_fields

mysqli_fetch_fields
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_fields -- mysqli_fetch_fields — 結果セットのフィールド情報をオブジェクトの配列で返す

説明

オブジェクト指向型

array mysqli_result::fetch_fields ( void )

手続き型

array mysqli_fetch_fields ( mysqli_result $result )

この関数は mysqli_fetch_field() 関数と同じ目的で 使用しますが、ひとつ違いがあります。一度にひとつずつフィールド情報を 取得するのではなく、複数のカラムの情報をオブジェクトの配列で返します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

フィールド定義情報を含むオブジェクトの配列を返します。もし フィールドの情報が取得できない場合は、FALSE を返します。

オブジェクトのプロパティ
プロパティ 説明
name カラムの名前。
orgname もしエイリアスが指定されている場合の、本来の名前。
table フィールドが属するテーブルの名前。
orgtable もしエイリアスが指定されている場合の、本来のテーブル名。
max_length結果セットにおけるフィールドの最大幅。
length テーブルの定義で指定されているフィールド幅。
charsetnr フィールドの文字セット番号。
flags フィールドのビットフラグを整数型で表す。
type フィールドのデータ型。
decimals フィールドの桁数（integer 型のフィールド）。

例

オブジェクト指向型
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<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
    $finfo = $result->fetch_fields();

    foreach ($finfo as $val) {
        printf("Name:     %s\n", $val->name);
        printf("Table:    %s\n", $val->table);
        printf("max. Len: %d\n", $val->max_length);
        printf("Flags:    %d\n", $val->flags);
        printf("Type:     %d\n\n", $val->type);
    }
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* すべてのカラムのフィールド情報を取得します */
    $finfo = mysqli_fetch_fields($result);

    foreach ($finfo as $val) {
        printf("Name:     %s\n", $val->name);
        printf("Table:    %s\n", $val->table);
        printf("max. Len: %d\n", $val->max_length);
        printf("Flags:    %d\n", $val->flags);
        printf("Type:     %d\n\n", $val->type);
    }
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Name:     Name
Table:    Country
max. Len: 11
Flags:    1
Type:     254

Name:     SurfaceArea
Table:    Country
max. Len: 10
Flags:    32769
Type:     4

参考

mysqli_num_fields() - 結果のフィールド数を取得する
mysqli_fetch_field_direct() - 単一のフィールドのメタデータを取得する
mysqli_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す

mysqli_result::fetch_object

mysqli_fetch_object
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_object -- mysqli_fetch_object — 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す

説明

オブジェクト指向型

object mysqli_result::fetch_object ([ string $class_name [, array $params ]] )
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手続き型

object mysqli_fetch_object ( mysqli_result $result [, string $class_name [, array $params ]] )

mysqli_fetch_object() は、結果セットの現在の行を オブジェクトで返します。このオブジェクトは、結果セットのフィールド名を 属性として持ちます。

mysqli_fetch_object() がオブジェクトのプロパティを設定するのは、 オブジェクトのコンストラクタをコールする前であることに注意しましょう。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。
class_name

インスタンス化してプロパティを設定後に返すクラスの名前。 省略した場合は stdClass オブジェクトを返します。
params

オプションのパラメータの配列で、 class_name オブジェクトのコンストラクタに渡します。

返り値

取得した行に対応する文字列プロパティを有するオブジェクトを返します。 もし結果セットにもう行がない場合には NULL を返します。

注意: この関数により返されるフィー ルド名は 大文字小文字を区別 します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 さまざまな型のオブジェクトで結果を返せるようになりました。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 50,5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* オブジェクトの配列を取得します */
    while ($obj = $result->fetch_object()) {
        printf ("%s (%s)\n", $obj->Name, $obj->CountryCode);
    }

    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 50,5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* オブジェクトの配列を取得します */
    while ($obj = mysqli_fetch_object($result)) {
        printf ("%s (%s)\n", $obj->Name, $obj->CountryCode);
    }

    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
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Pueblo (USA)
Arvada (USA)
Cape Coral (USA)
Green Bay (USA)
Santa Clara (USA)

参考

mysqli_fetch_array() - 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列で取得する
mysqli_fetch_row() - 結果の行を数値添字配列で取得する
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_data_seek() - 結果の任意の行にポインタを移動する

mysqli_result::fetch_row

mysqli_fetch_row
(PHP 5)

mysqli_result::fetch_row -- mysqli_fetch_row — 結果の行を数値添字配列で取得する

説明

オブジェクト指向型

mixed mysqli_result::fetch_row ( void )

手続き型

mixed mysqli_fetch_row ( mysqli_result $result )

結果セットからデータを 1 行取得し、それを数値添字の配列で 返します。各カラムは 0（ゼロ）から始まる添字に格納されます。 mysqli_fetch_row() 関数を続けてコールすると、 結果セットの次の行を返します。もしもう行がない場合には NULL を返します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

mysqli_fetch_row() は取得した行に対応する文字列の配列を 返します。もしもう行がない場合には NULL を返します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 50,5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* 配列を取得します */
    while ($row = $result->fetch_row()) {
        printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);
    }

    /* 結果セットを開放します */
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}
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$query = "SELECT Name, CountryCode FROM City ORDER by ID DESC LIMIT 50,5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* 配列を取得します */
    while ($row = mysqli_fetch_row($result)) {
        printf ("%s (%s)\n", $row[0], $row[1]);
    }

    /* 結果セットを開放します */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Pueblo (USA)
Arvada (USA)
Cape Coral (USA)
Green Bay (USA)
Santa Clara (USA)

参考

mysqli_fetch_array() - 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列で取得する
mysqli_fetch_object() - 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_data_seek() - 結果の任意の行にポインタを移動する

mysqli_result->field_count

mysqli_num_fields
(PHP 5)

mysqli_result->field_count -- mysqli_num_fields — 結果のフィールド数を取得する

説明

オブジェクト指向型

int $field_count;

手続き型

int mysqli_result::mysqli_num_fields ( mysqli_result $result )

指定した結果セットからフィールドの数を返します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

結果セットのフィールド数を返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if ($result = $mysqli->query("SELECT * FROM City ORDER BY ID LIMIT 1")) {

    /* 結果セットのフィールド数を取得します */
    $field_cnt = $result->field_count;

    printf("Result set has %d fields.\n", $field_cnt);

    /* 結果セットを閉じます */
    $result->close();
}
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/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT * FROM City ORDER BY ID LIMIT 1")) {

    /* 結果セットのフィールド数を取得します */
    $field_cnt = mysqli_num_fields($result);

    printf("Result set has %d fields.\n", $field_cnt);

    /* 結果セットを閉じます */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Result set has 5 fields.

参考

mysqli_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す

mysqli_result::field_seek

mysqli_field_seek
(PHP 5)

mysqli_result::field_seek -- mysqli_field_seek — 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに設定する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_result::field_seek ( int $fieldnr )

手続き型

bool mysqli_field_seek ( mysqli_result $result , int $fieldnr )

フィールドカーソルを指定したオフセットに設定します。 mysqli_fetch_field() を次にコールした際に、 設定したオフセットに関連するカラムのフィールド定義を取得します。

注意:

行のはじめに移動するには、オフセットとしてゼロを指定します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。
fieldnr

フィールド番号。これは 0 から フィールド数 - 1 までの範囲でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
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if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    /* 2 番目のカラムのフィールド情報を取得します */
    $result->field_seek(1);
    $finfo = $result->fetch_field();

    printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
    printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
    printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
    printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
    printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);

    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT Name, SurfaceArea from Country ORDER BY Code LIMIT 5";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    /* 2 番目のカラムのフィールド情報を取得します */
    mysqli_field_seek($result, 1);
    $finfo = mysqli_fetch_field($result);

    printf("Name:     %s\n", $finfo->name);
    printf("Table:    %s\n", $finfo->table);
    printf("max. Len: %d\n", $finfo->max_length);
    printf("Flags:    %d\n", $finfo->flags);
    printf("Type:     %d\n\n", $finfo->type);

    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Name:     SurfaceArea
Table:    Country
max. Len: 10
Flags:    32769
Type:     4

参考

mysqli_fetch_field() - 結果セットの次のフィールドを返す

mysqli_result::free

mysqli_free_result
(PHP 5)

mysqli_result::free -- mysqli_free_result — 結果に関連付けられたメモリを開放する

説明

オブジェクト指向型

void mysqli_result::free ( void )
void mysqli_result::close ( void )
void mysqli_result::free_result ( void )

手続き型

void mysqli_free_result ( mysqli_result $result )

結果に関連付けられたメモリを開放します。

注意:
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結果オブジェクトが必要なくなった場合は、常に mysqli_free_result() でメモリを開放すべきです。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

値を返しません。

参考

mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する
mysqli_stmt_store_result() - プリペアドステートメントから結果を転送する
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する

mysqli_result->lengths

mysqli_fetch_lengths
(PHP 5)

mysqli_result->lengths -- mysqli_fetch_lengths — 結果セットにおける現在の行のカラムの長さを返す

説明

オブジェクト指向型

array $lengths;

手続き型

array mysqli_result::mysqli_fetch_lengths ( mysqli_result $result )

mysqli_fetch_lengths() 関数は、result が指す結果セットの現在の行について、すべてのカラムの長さを含む 配列を返します。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

各カラムのサイズ（終端の null 文字は含みません）を表す整数の配列を 返します。エラー時には FALSE を返します。

mysqli_fetch_lengths() は、結果セットの現在の行に ついてのみ有効です。mysqli_fetch_row/array/object をコールする前、あるいは 結果のすべての行を取得した後にこの関数をコールすると、FALSE を返します。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT * from Country ORDER BY Code LIMIT 1";

if ($result = $mysqli->query($query)) {

    $row = $result->fetch_row();

    /* カラムの長さを表示します */
    foreach ($result->lengths as $i => $val) {
        printf("Field %2d has Length %2d\n", $i+1, $val);
    }
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>
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手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

$query = "SELECT * from Country ORDER BY Code LIMIT 1";

if ($result = mysqli_query($link, $query)) {

    $row = mysqli_fetch_row($result);

    /* カラムの長さを表示します */
    foreach (mysqli_fetch_lengths($result) as $i => $val) {
        printf("Field %2d has Length %2d\n", $i+1, $val);
    }
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Field  1 has Length  3
Field  2 has Length  5
Field  3 has Length 13
Field  4 has Length  9
Field  5 has Length  6
Field  6 has Length  1
Field  7 has Length  6
Field  8 has Length  4
Field  9 has Length  6
Field 10 has Length  6
Field 11 has Length  5
Field 12 has Length 44
Field 13 has Length  7
Field 14 has Length  3
Field 15 has Length  2

mysqli_result->num_rows

mysqli_num_rows
(PHP 5)

mysqli_result->num_rows -- mysqli_num_rows — 結果の行数を取得する

説明

オブジェクト指向型

int $num_rows;

手続き型

int mysqli_result::mysqli_num_rows ( mysqli_result $result )

結果セットの行数を返します。

mysqli_num_rows() が使用可能かどうかは、 結果セットをバッファに格納しているかどうかに依存します。結果セットを バッファに格納していない場合、すべての行を取得し終えるまで mysqli_num_rows() は正確な行数を返しません。

パラメータ
result

手続き型のみ: mysqli_query()、mysqli_store_result() あるいは mysqli_use_result() が返す結果セット ID。

返り値

結果セットの行数を返します。

注意:

行数が int の最大値をこえる場合、行数は文字列で返されます。

例

オブジェクト指向型
<?php
$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");
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/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if ($result = $mysqli->query("SELECT Code, Name FROM Country ORDER BY Name")) {

    /* 結果セットの行数を調べます */
    $row_cnt = $result->num_rows;

    printf("Result set has %d rows.\n", $row_cnt);

    /* 結果セットを閉じます */
    $result->close();
}

/* 接続を閉じます */
$mysqli->close();
?>

手続き型
<?php
$link = mysqli_connect("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}

if ($result = mysqli_query($link, "SELECT Code, Name FROM Country ORDER BY Name")) {

    /* 結果セットの行数を調べます */
    $row_cnt = mysqli_num_rows($result);

    printf("Result set has %d rows.\n", $row_cnt);

    /* 結果セットを閉じます */
    mysqli_free_result($result);
}

/* 接続を閉じます */
mysqli_close($link);
?>

上の例の出力は以下となります。
Result set has 239 rows.

参考

mysqli_affected_rows() - 直前の MySQL の操作で変更された行の数を得る
mysqli_store_result() - 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli_use_result() - 結果セットの取得を開始する
mysqli_query() - データベース上でクエリを実行する

目次
mysqli_result->current_field — 結果ポインタにおける現在のフィールドオフセットを取得する
mysqli_result::data_seek — 結果の任意の行にポインタを移動する
mysqli_result::fetch_all — 結果のすべての行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_result::fetch_array — 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_result::fetch_assoc — 結果の行を連想配列で取得する
mysqli_result::fetch_field_direct — 単一のフィールドのメタデータを取得する
mysqli_result::fetch_field — 結果セットの次のフィールドを返す
mysqli_result::fetch_fields — 結果セットのフィールド情報をオブジェクトの配列で返す
mysqli_result::fetch_object — 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
mysqli_result::fetch_row — 結果の行を数値添字配列で取得する
mysqli_result->field_count — 結果のフィールド数を取得する
mysqli_result::field_seek — 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに設定する
mysqli_result::free — 結果に関連付けられたメモリを開放する
mysqli_result->lengths — 結果セットにおける現在の行のカラムの長さを返す
mysqli_result->num_rows — 結果の行数を取得する

MySQLi_Driver クラス
導入
MySQLi ドライバです。

クラス概要
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MySQLi_Driver {
/* プロパティ */
public readonly string $client_info ;
public readonly string $client_version ;
public readonly string $driver_version ;
public readonly string $embedded ;
public bool $reconnect ;
public int $report_mode ;
/* メソッド */
void mysqli_driver::embedded_server_end ( void )
bool mysqli_driver::embedded_server_start ( bool $start , array $arguments , array $groups )
}

プロパティ
client_info

クライアント API ヘッダのバージョン

client_version

クライアントのバージョン

driver_version

MySQLi ドライバのバージョン

embedded

MySQLi Embedded のサポートが有効かどうか

reconnect

再接続を許可するかどうか ()

report_mode

MYSQLI_REPORT_OFF、 MYSQLI_REPORT_ALL あるいは以下の MYSQLI_REPORT_STRICT (エラー時に例外をスローする)、 MYSQLI_REPORT_ERROR (エラーを報告する) および MYSQLI_REPORT_INDEX (インデックス関連のエラーを報告する) の組み合わせを設定します。 mysqli_report() も
参照ください。

mysqli_driver::embedded_server_end

mysqli_embedded_server_end
(PHP 5)

mysqli_driver::embedded_server_end -- mysqli_embedded_server_end — 組み込みサーバを停止する

説明

オブジェクト指向型

void mysqli_driver::embedded_server_end ( void )

手続き型

void mysqli_embedded_server_end ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

mysqli_driver::embedded_server_start

mysqli_embedded_server_start
(PHP 5)

mysqli_driver::embedded_server_start -- mysqli_embedded_server_start — 組み込みサーバを初期化して開始する
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説明

オブジェクト指向型

bool mysqli_driver::embedded_server_start ( bool $start , array $arguments , array $groups )

手続き型

bool mysqli_embedded_server_start ( bool $start , array $arguments , array $groups )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
mysqli_driver::embedded_server_end — 組み込みサーバを停止する
mysqli_driver::embedded_server_start — 組み込みサーバを初期化して開始する

MySQLi_Warning クラス
導入
MySQL の警告を表します。

クラス概要
mysqli_warning {
/* プロパティ */
public $message ;
public $sqlstate ;
public $errno ;
/* メソッド */
__construct ( void )
public void next ( void )
}

プロパティ
message

メッセージ文字列

sqlstate

SQL state

errno

エラー番号

mysqli_warning::__construct
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqli_warning::__construct — コンストラクタ

説明

mysqli_warning::__construct ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

mysqli_warning::next
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqli_warning::next — next

説明

public void mysqli_warning::next ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

目次
mysqli_warning::__construct — コンストラクタ
mysqli_warning::next — next

エイリアスおよび非推奨の Mysqli 関数

mysqli_bind_param
(PHP 5)

mysqli_bind_param — mysqli_stmt_bind_param() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_bind_param() のエイリアスです。

注意

注意:

mysqli_bind_param() は非推奨で、将来は削除される予定です。

参考

mysqli_stmt_bind_param() - プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする

mysqli_bind_result
(PHP 5)

mysqli_bind_result — mysqli_stmt_bind_result() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_bind_result() のエイリアスです。

注意

注意:
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mysqli_bind_result() は非推奨で、廃止予定です。

参考

mysqli_stmt_bind_result() - 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする

mysqli_client_encoding
(PHP 5)

mysqli_client_encoding — mysqli_character_set_name() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_character_set_name() のエイリアスです。

参考

mysqli_real_escape_string() - 接続の現在の文字セットを考慮して、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする

mysqli_connect
(PHP 5)

mysqli_connect — mysqli::__construct() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 mysqli::__construct()

mysqli_disable_reads_from_master

mysqli->disable_reads_from_master
(PHP 5)

mysqli_disable_reads_from_master -- mysqli->disable_reads_from_master — マスタからの読み込みを無効にする

説明

オブジェクト指向型

void mysqli::disable_reads_from_master ( void )

手続き型

bool mysqli_disable_reads_from_master ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_disable_rpl_parse
(PHP 5)

mysqli_disable_rpl_parse — RPL のパースを無効にする

説明
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bool mysqli_disable_rpl_parse ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_enable_reads_from_master
(PHP 5)

mysqli_enable_reads_from_master — マスタからの読み込みを有効にする

説明

bool mysqli_enable_reads_from_master ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_enable_rpl_parse
(PHP 5)

mysqli_enable_rpl_parse — RPL のパースを有効にする

説明

bool mysqli_enable_rpl_parse ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_escape_string
(PHP 5)

mysqli_escape_string — mysqli_real_escape_string() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 mysqli_real_escape_string().

mysqli_execute
(PHP 5)

mysqli_execute — mysqli_stmt_execute() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_execute() のエイリアスです。

注意
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注意:

mysqli_execute() は非推奨で、廃止予定です。

参考

mysqli_stmt_execute() - プリペアドクエリを実行する

mysqli_fetch
(PHP 5)

mysqli_fetch — mysqli_stmt_fetch() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_fetch() のエイリアスです。

注意

注意:

mysqli_fetch() は非推奨で、廃止予定です。

参考

mysqli_stmt_fetch() - プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する

mysqli_get_cache_stats
(PHP 5 >= 5.3.0)

mysqli_get_cache_stats — クライアントの Zval キャッシュの統計情報を返す

説明

array mysqli_get_cache_stats ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クライアントの Zval キャッシュの統計情報を返します。 mysqlnd でのみ使用可能です。

パラメータ

返り値

成功した場合にクライアントの Zval キャッシュの統計情報を含む配列、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli_get_cache_stats() の例
<?php
$link = mysqli_connect();
print_r(mysqli_get_cache_stats());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [bytes_sent] => 43
    [bytes_received] => 80
    [packets_sent] => 1
    [packets_received] => 2
    [protocol_overhead_in] => 8
    [protocol_overhead_out] => 4
    [bytes_received_ok_packet] => 11
    [bytes_received_eof_packet] => 0
    [bytes_received_rset_header_packet] => 0
    [bytes_received_rset_field_meta_packet] => 0
    [bytes_received_rset_row_packet] => 0
    [bytes_received_prepare_response_packet] => 0
    [bytes_received_change_user_packet] => 0
    [packets_sent_command] => 0
    [packets_received_ok] => 1
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    [packets_received_eof] => 0
    [packets_received_rset_header] => 0
    [packets_received_rset_field_meta] => 0
    [packets_received_rset_row] => 0
    [packets_received_prepare_response] => 0
    [packets_received_change_user] => 0
    [result_set_queries] => 0
    [non_result_set_queries] => 0
    [no_index_used] => 0
    [bad_index_used] => 0
    [slow_queries] => 0
    [buffered_sets] => 0
    [unbuffered_sets] => 0
    [ps_buffered_sets] => 0
    [ps_unbuffered_sets] => 0
    [flushed_normal_sets] => 0
    [flushed_ps_sets] => 0
    [ps_prepared_never_executed] => 0
    [ps_prepared_once_executed] => 0
    [rows_fetched_from_server_normal] => 0
    [rows_fetched_from_server_ps] => 0
    [rows_buffered_from_client_normal] => 0
    [rows_buffered_from_client_ps] => 0
    [rows_fetched_from_client_normal_buffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_normal_unbuffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_buffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_unbuffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_cursor] => 0
    [rows_skipped_normal] => 0
    [rows_skipped_ps] => 0
    [copy_on_write_saved] => 0
    [copy_on_write_performed] => 0
    [command_buffer_too_small] => 0
    [connect_success] => 1
    [connect_failure] => 0
    [connection_reused] => 0
    [reconnect] => 0
    [pconnect_success] => 0
    [active_connections] => 1
    [active_persistent_connections] => 0
    [explicit_close] => 0
    [implicit_close] => 0
    [disconnect_close] => 0
    [in_middle_of_command_close] => 0
    [explicit_free_result] => 0
    [implicit_free_result] => 0
    [explicit_stmt_close] => 0
    [implicit_stmt_close] => 0
    [mem_emalloc_count] => 0
    [mem_emalloc_ammount] => 0
    [mem_ecalloc_count] => 0
    [mem_ecalloc_ammount] => 0
    [mem_erealloc_count] => 0
    [mem_erealloc_ammount] => 0
    [mem_efree_count] => 0
    [mem_malloc_count] => 0
    [mem_malloc_ammount] => 0
    [mem_calloc_count] => 0
    [mem_calloc_ammount] => 0
    [mem_realloc_count] => 0
    [mem_realloc_ammount] => 0
    [mem_free_count] => 0
    [proto_text_fetched_null] => 0
    [proto_text_fetched_bit] => 0
    [proto_text_fetched_tinyint] => 0
    [proto_text_fetched_short] => 0
    [proto_text_fetched_int24] => 0
    [proto_text_fetched_int] => 0
    [proto_text_fetched_bigint] => 0
    [proto_text_fetched_decimal] => 0
    [proto_text_fetched_float] => 0
    [proto_text_fetched_double] => 0
    [proto_text_fetched_date] => 0
    [proto_text_fetched_year] => 0
    [proto_text_fetched_time] => 0
    [proto_text_fetched_datetime] => 0
    [proto_text_fetched_timestamp] => 0
    [proto_text_fetched_string] => 0
    [proto_text_fetched_blob] => 0
    [proto_text_fetched_enum] => 0
    [proto_text_fetched_set] => 0
    [proto_text_fetched_geometry] => 0
    [proto_text_fetched_other] => 0
    [proto_binary_fetched_null] => 0
    [proto_binary_fetched_bit] => 0
    [proto_binary_fetched_tinyint] => 0
    [proto_binary_fetched_short] => 0
    [proto_binary_fetched_int24] => 0
    [proto_binary_fetched_int] => 0
    [proto_binary_fetched_bigint] => 0
    [proto_binary_fetched_decimal] => 0
    [proto_binary_fetched_float] => 0
    [proto_binary_fetched_double] => 0
    [proto_binary_fetched_date] => 0
    [proto_binary_fetched_year] => 0
    [proto_binary_fetched_time] => 0
    [proto_binary_fetched_datetime] => 0
    [proto_binary_fetched_timestamp] => 0
    [proto_binary_fetched_string] => 0
    [proto_binary_fetched_blob] => 0
    [proto_binary_fetched_enum] => 0
    [proto_binary_fetched_set] => 0
    [proto_binary_fetched_geometry] => 0
    [proto_binary_fetched_other] => 0
)

参考

統計情報についての説明

mysqli_get_client_stats
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(PHP 5 >= 5.3.0)

mysqli_get_client_stats — クライアントのプロセス単位の統計情報を返す

説明

array mysqli_get_client_stats ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クライアントのプロセス単位の統計情報を返します。 mysqlnd でのみ使用可能です。

パラメータ

返り値

成功した場合にクライアントの統計情報を含む配列、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 mysqli_get_client_stats() の例
<?php
$link = mysqli_connect();
print_r(mysqli_get_client_stats());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [bytes_sent] => 43
    [bytes_received] => 80
    [packets_sent] => 1
    [packets_received] => 2
    [protocol_overhead_in] => 8
    [protocol_overhead_out] => 4
    [bytes_received_ok_packet] => 11
    [bytes_received_eof_packet] => 0
    [bytes_received_rset_header_packet] => 0
    [bytes_received_rset_field_meta_packet] => 0
    [bytes_received_rset_row_packet] => 0
    [bytes_received_prepare_response_packet] => 0
    [bytes_received_change_user_packet] => 0
    [packets_sent_command] => 0
    [packets_received_ok] => 1
    [packets_received_eof] => 0
    [packets_received_rset_header] => 0
    [packets_received_rset_field_meta] => 0
    [packets_received_rset_row] => 0
    [packets_received_prepare_response] => 0
    [packets_received_change_user] => 0
    [result_set_queries] => 0
    [non_result_set_queries] => 0
    [no_index_used] => 0
    [bad_index_used] => 0
    [slow_queries] => 0
    [buffered_sets] => 0
    [unbuffered_sets] => 0
    [ps_buffered_sets] => 0
    [ps_unbuffered_sets] => 0
    [flushed_normal_sets] => 0
    [flushed_ps_sets] => 0
    [ps_prepared_never_executed] => 0
    [ps_prepared_once_executed] => 0
    [rows_fetched_from_server_normal] => 0
    [rows_fetched_from_server_ps] => 0
    [rows_buffered_from_client_normal] => 0
    [rows_buffered_from_client_ps] => 0
    [rows_fetched_from_client_normal_buffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_normal_unbuffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_buffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_unbuffered] => 0
    [rows_fetched_from_client_ps_cursor] => 0
    [rows_skipped_normal] => 0
    [rows_skipped_ps] => 0
    [copy_on_write_saved] => 0
    [copy_on_write_performed] => 0
    [command_buffer_too_small] => 0
    [connect_success] => 1
    [connect_failure] => 0
    [connection_reused] => 0
    [reconnect] => 0
    [pconnect_success] => 0
    [active_connections] => 1
    [active_persistent_connections] => 0
    [explicit_close] => 0
    [implicit_close] => 0
    [disconnect_close] => 0
    [in_middle_of_command_close] => 0
    [explicit_free_result] => 0
    [implicit_free_result] => 0
    [explicit_stmt_close] => 0
    [implicit_stmt_close] => 0
    [mem_emalloc_count] => 0
    [mem_emalloc_ammount] => 0
    [mem_ecalloc_count] => 0
    [mem_ecalloc_ammount] => 0
    [mem_erealloc_count] => 0
    [mem_erealloc_ammount] => 0
    [mem_efree_count] => 0
    [mem_malloc_count] => 0
    [mem_malloc_ammount] => 0
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    [mem_calloc_count] => 0
    [mem_calloc_ammount] => 0
    [mem_realloc_count] => 0
    [mem_realloc_ammount] => 0
    [mem_free_count] => 0
    [proto_text_fetched_null] => 0
    [proto_text_fetched_bit] => 0
    [proto_text_fetched_tinyint] => 0
    [proto_text_fetched_short] => 0
    [proto_text_fetched_int24] => 0
    [proto_text_fetched_int] => 0
    [proto_text_fetched_bigint] => 0
    [proto_text_fetched_decimal] => 0
    [proto_text_fetched_float] => 0
    [proto_text_fetched_double] => 0
    [proto_text_fetched_date] => 0
    [proto_text_fetched_year] => 0
    [proto_text_fetched_time] => 0
    [proto_text_fetched_datetime] => 0
    [proto_text_fetched_timestamp] => 0
    [proto_text_fetched_string] => 0
    [proto_text_fetched_blob] => 0
    [proto_text_fetched_enum] => 0
    [proto_text_fetched_set] => 0
    [proto_text_fetched_geometry] => 0
    [proto_text_fetched_other] => 0
    [proto_binary_fetched_null] => 0
    [proto_binary_fetched_bit] => 0
    [proto_binary_fetched_tinyint] => 0
    [proto_binary_fetched_short] => 0
    [proto_binary_fetched_int24] => 0
    [proto_binary_fetched_int] => 0
    [proto_binary_fetched_bigint] => 0
    [proto_binary_fetched_decimal] => 0
    [proto_binary_fetched_float] => 0
    [proto_binary_fetched_double] => 0
    [proto_binary_fetched_date] => 0
    [proto_binary_fetched_year] => 0
    [proto_binary_fetched_time] => 0
    [proto_binary_fetched_datetime] => 0
    [proto_binary_fetched_timestamp] => 0
    [proto_binary_fetched_string] => 0
    [proto_binary_fetched_blob] => 0
    [proto_binary_fetched_enum] => 0
    [proto_binary_fetched_set] => 0
    [proto_binary_fetched_geometry] => 0
    [proto_binary_fetched_other] => 0
)

参考

統計情報についての説明

mysqli_get_metadata
(PHP 5)

mysqli_get_metadata — mysqli_stmt_result_metadata() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_result_metadata() のエイリアスです。

注意

注意:

mysqli_get_metadata() は非推奨で、廃止予定です。

参考

mysqli_stmt_result_metadata() - プリペアドステートメントから結果セットのメタデータを返す

mysqli_master_query
(PHP 5)

mysqli_master_query — マスタ/スレーブ設定で、マスタ側のクエリを実行する

説明

bool mysqli_master_query ( mysqli $link , string $query )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告
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この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_param_count
(PHP 5)

mysqli_param_count — mysqli_stmt_param_count() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_param_count() のエイリアスです。

注意

注意:

mysqli_param_count() は非推奨で、廃止予定です。

参考

mysqli_stmt_param_count() - 指定したステートメントのパラメータ数を返す

mysqli_report
(PHP 5)

mysqli_report — 内部のレポート関数を有効あるいは無効にする

説明

bool mysqli_report ( int $flags )

mysqli_report() は、開発やテストのフェーズにおいて クエリの機能を向上させる強力な関数です。フラグの設定により、この関数は インデックスを使用しない（あるいは間違ったインデックスを使用している） mysqli 関数コールやクエリに対してエラーを報告します。

パラメータ
flags

使用できるフラグ
名前 説明

MYSQLI_REPORT_OFF レポート機能をオフにします。
MYSQLI_REPORT_ERROR mysqli 関数コールのエラーを報告します。
MYSQLI_REPORT_STRICT エラーが発生したときに、警告を発するのではなく mysqli_sql_exception をスローします。
MYSQLI_REPORT_INDEX クエリでインデックスを使用しない (あるいは 間違ったインデックスを使用している) 場合に報告します。
MYSQLI_REPORT_ALL すべてのオプションを設定します（report all）。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.15 & 5.3.4レポートモードをリクエスト単位で変更できるようになりました。 これまではプロセス単位でしか変更できませんでした。

例

オブジェクト指向型
<?php
/* レポート機能を有効にします */
mysqli_report(MYSQLI_REPORT_ALL);

$mysqli = new mysqli("localhost", "my_user", "my_password", "world");

/* 接続状況をチェックします */
if (mysqli_connect_errno()) {
    printf("Connect failed: %s\n", mysqli_connect_error());
    exit();
}
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/* このクエリはエラーを報告します */
$result = $mysqli->query("SELECT Name FROM Nonexistingtable WHERE population > 50000");

/* このクエリは警告を発生させます */
$result = $mysqli->query("SELECT Name FROM City WHERE population > 50000");
$result->close();

$mysqli->close();
?>

参考

mysqli_debug() - デバッグ操作を行う
mysqli_dump_debug_info() - デバッグ情報をログに出力する

mysqli_rpl_parse_enabled
(PHP 5)

mysqli_rpl_parse_enabled — RPL のパースが有効かどうかを確認する

説明

int mysqli_rpl_parse_enabled ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_rpl_probe
(PHP 5)

mysqli_rpl_probe — RPL の調査

説明

bool mysqli_rpl_probe ( mysqli $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_rpl_query_type

mysqli->rpl_query_type
(PHP 5)

mysqli_rpl_query_type -- mysqli->rpl_query_type — RPL クエリの型を返す

説明

オブジェクト指向型

int mysqli::rpl_query_type ( string $query )

手続き型

int mysqli_rpl_query_type ( mysqli $link , string $query )

クエリの型により、 MYSQLI_RPL_MASTER、 MYSQLI_RPL_SLAVE あるいは MYSQLI_RPL_ADMIN のいずれかを返します。 INSERT・UPDATE およびそれに類する ものは master クエリで、SELECT は slave、そして FLUSH・ REPAIR およびそれに類するものは admin です。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_send_long_data
(PHP 5)

mysqli_send_long_data — mysqli_stmt_send_long_data() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_stmt_send_long_data() のエイリアスです。

注意

注意:

mysqli_send_long_data() は非推奨で、廃止予定です。

参考

mysqli_stmt_send_long_data() - データをブロックで送信する

mysqli_send_query

mysqli->send_query
(PHP 5)

mysqli_send_query -- mysqli->send_query — クエリを送信する

説明

オブジェクト指向型

bool mysqli::send_query ( string $query )

手続き型

bool mysqli_send_query ( mysqli $link , string $query )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。

mysqli_set_opt
(PHP 5)

mysqli_set_opt — mysqli_options() のエイリアス

説明

この関数は mysqli_options() のエイリアスです。

mysqli_slave_query
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(PHP 5)

mysqli_slave_query — マスタ/スレーブ設定で、スレーブ側のクエリを実行する

説明

bool mysqli_slave_query ( mysqli $link , string $query )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

警告

この関数は 非推奨 であり、PHP 5.3.0 で 削除 されます。
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mysqli->client_version — MySQL クライアント情報を取得する
mysqli::get_connection_stats — クライアント接続に関する統計情報を返す
mysqli->host_info — 使用している接続の型を文字列で返す
mysqli->protocol_version — 使用している MySQL プロトコルのバージョンを返す
mysqli->server_info — MySQL サーバのバージョンを返す
mysqli->server_version — MySQL サーバのバージョンを整数値で返す
mysqli::get_warnings — SHOW WARNINGS の結果を取得する
mysqli->info — 直近に実行されたクエリの情報を取得する
mysqli::init — MySQLi を初期化し、mysqli_real_connect() で使用するリソースを返す
mysqli->insert_id — 直近のクエリで使用した自動生成の ID を返す
mysqli::kill — サーバに MySQL スレッドの停止を問い合わせる
mysqli::more_results — マルチクエリからの結果がまだ残っているかどうかを調べる
mysqli::multi_query — データベース上でクエリを実行する
mysqli::next_result — multi_query の、次の結果を準備する
mysqli::options — オプションを設定する
mysqli::ping — サーバとの接続をチェックし、もし切断されている場合は再接続を試みる
mysqli::poll — 接続を問い合わせる
mysqli::prepare — 実行するための SQL ステートメントを準備する
mysqli::query — データベース上でクエリを実行する
mysqli::real_connect — mysql サーバとの接続をオープンする
mysqli::real_escape_string — 接続の現在の文字セットを考慮して、SQL 文で使用する文字列の特殊文字をエスケープする
mysqli::real_query — SQL クエリを実行する
mysqli::reap_async_query — 非同期クエリから結果を取得する
mysqli::rollback — 現在のトランザクションをロールバックする
mysqli::select_db — クエリを実行するためのデフォルトのデータベースを選択する
mysqli::set_charset — クライアントのデフォルト文字セットを設定する
mysqli::set_local_infile_default — load local infile コマンド用のユーザ定義ハンドラを削除する
mysqli::set_local_infile_handler — LOAD DATA LOCAL INFILE コマンド用のコールバック関数を設定する
mysqli->sqlstate — 直前の MySQL の操作での SQLSTATE エラーを返す
mysqli::ssl_set — SSL を使用したセキュアな接続を確立する
mysqli::stat — 現在のシステム状態を取得する
mysqli::stmt_init — ステートメントを初期化し、mysqli_stmt_prepare で使用するオブジェクトを返す
mysqli::store_result — 直近のクエリから結果セットを転送する
mysqli->thread_id — 現在の接続のスレッド ID を返す
mysqli::thread_safe — スレッドセーフであるかどうかを返す
mysqli::use_result — 結果セットの取得を開始する
mysqli->warning_count — 指定した接続の直近のクエリから発生した警告の数を返す

MySQLi_STMT — MySQLi_STMT クラス
mysqli_stmt->affected_rows — 直近に実行されたステートメントで変更・削除・あるいは追加された行の総数を返す
mysqli_stmt::attr_get — ステートメントの属性の現在の値を取得する
mysqli_stmt::attr_set — プリペアドステートメントの振る舞いを変更する
mysqli_stmt::bind_param — プリペアドステートメントのパラメータに変数をバインドする
mysqli_stmt::bind_result — 結果を保存するため、プリペアドステートメントに変数をバインドする
mysqli_stmt::close — プリペアドステートメントを閉じる
mysqli_stmt::data_seek — ステートメントの結果セットの任意の行に移動する
mysqli_stmt->errno — 直近のステートメントのコールに関するエラーコードを返す
mysqli_stmt->error — 直近のステートメントのエラー内容を文字列で返す
mysqli_stmt::execute — プリペアドクエリを実行する
mysqli_stmt::fetch — プリペアドステートメントから結果を取得し、バインド変数に格納する
mysqli_stmt->field_count — 指定したステートメントのフィールド数を返す
mysqli_stmt::free_result — 指定したステートメントハンドルの結果を格納したメモリを開放する
mysqli_stmt::get_warnings — SHOW WARNINGS の結果を取得する
mysqli_stmt->insert_id — 直近の INSERT 操作で生成した ID を取得する
mysqli_stmt::num_rows — ステートメントの結果セットの行数を返す
mysqli_stmt->param_count — 指定したステートメントのパラメータ数を返す
mysqli_stmt::prepare — SQL ステートメントを実行するために準備する
mysqli_stmt::reset — プリペアドステートメントをリセットする
mysqli_stmt::result_metadata — プリペアドステートメントから結果セットのメタデータを返す
mysqli_stmt::send_long_data — データをブロックで送信する
mysqli_stmt::sqlstate — 直前のステートメントの操作での SQLSTATE エラーを返す
mysqli_stmt::store_result — プリペアドステートメントから結果を転送する

The MySQLi_Result class
mysqli_result->current_field — 結果ポインタにおける現在のフィールドオフセットを取得する
mysqli_result::data_seek — 結果の任意の行にポインタを移動する
mysqli_result::fetch_all — 結果のすべての行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_result::fetch_array — 結果の行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_result::fetch_assoc — 結果の行を連想配列で取得する
mysqli_result::fetch_field_direct — 単一のフィールドのメタデータを取得する
mysqli_result::fetch_field — 結果セットの次のフィールドを返す
mysqli_result::fetch_fields — 結果セットのフィールド情報をオブジェクトの配列で返す
mysqli_result::fetch_object — 結果セットの現在の行をオブジェクトとして返す
mysqli_result::fetch_row — 結果の行を数値添字配列で取得する
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mysqli_result->field_count — 結果のフィールド数を取得する
mysqli_result::field_seek — 結果ポインタを、指定したフィールドオフセットに設定する
mysqli_result::free — 結果に関連付けられたメモリを開放する
mysqli_result->lengths — 結果セットにおける現在の行のカラムの長さを返す
mysqli_result->num_rows — 結果の行数を取得する

MySQLi_Driver — MySQLi_Driver クラス
mysqli_driver::embedded_server_end — 組み込みサーバを停止する
mysqli_driver::embedded_server_start — 組み込みサーバを初期化して開始する

MySQLi_Warning — MySQLi_Warning クラス
mysqli_warning::__construct — コンストラクタ
mysqli_warning::next — next

エイリアスおよび非推奨の Mysqli 関数
mysqli_bind_param — mysqli_stmt_bind_param のエイリアス
mysqli_bind_result — mysqli_stmt_bind_result のエイリアス
mysqli_client_encoding — mysqli_character_set_name のエイリアス
mysqli_connect — mysqli::__construct のエイリアス
mysqli_disable_reads_from_master — マスタからの読み込みを無効にする
mysqli_disable_rpl_parse — RPL のパースを無効にする
mysqli_enable_reads_from_master — マスタからの読み込みを有効にする
mysqli_enable_rpl_parse — RPL のパースを有効にする
mysqli_escape_string — mysqli_real_escape_string のエイリアス
mysqli_execute — mysqli_stmt_execute のエイリアス
mysqli_fetch — mysqli_stmt_fetch のエイリアス
mysqli_get_cache_stats — クライアントの Zval キャッシュの統計情報を返す
mysqli_get_client_stats — クライアントのプロセス単位の統計情報を返す
mysqli_get_metadata — mysqli_stmt_result_metadata のエイリアス
mysqli_master_query — マスタ/スレーブ設定で、マスタ側のクエリを実行する
mysqli_param_count — mysqli_stmt_param_count のエイリアス
mysqli_report — 内部のレポート関数を有効あるいは無効にする
mysqli_rpl_parse_enabled — RPL のパースが有効かどうかを確認する
mysqli_rpl_probe — RPL の調査
mysqli_rpl_query_type — RPL クエリの型を返す
mysqli_send_long_data — mysqli_stmt_send_long_data のエイリアス
mysqli_send_query — クエリを送信する
mysqli_set_opt — mysqli_options のエイリアス
mysqli_slave_query — マスタ/スレーブ設定で、スレーブ側のクエリを実行する

MySQL Native Driver

導入
This section of the manual provides an overview of the MySQL Native Driver.

Overview
MySQL Native Driver is a replacement for the MySQL Client Library (libmysql). MySQL Native Driver is part of the official PHP sources as of PHP 5.3.0.

The MySQL database extensions MySQL extension, mysqli and PDO MYSQL all communicate with the MySQL server. In the past, this was done by the extension using the services provided by the MySQL Client Library. The extensions were compiled against
the MySQL Client Library in order to use its client-server protocol.

With MySQL Native Driver there is now an alternative, as the MySQL database extensions can be compiled to use MySQL Native Driver instead of the MySQL Client Library.

MySQL Native Driver is written in C as a PHP extension.

What it is not

Although MySQL Native Driver is written as a PHP extension, it is important to note that it does not provide a new API to the PHP programmer. The programmer APIs for MySQL database connectivity are provided by the MySQL extension, mysqli and PDO
MYSQL. These extensions can now use the services of MySQL Native Driver to communicate with the MySQL Server. Therefore, you should not think of MySQL Native Driver as an API.

Why use it?

Using the MySQL Native Driver offers a number of advantages over using the MySQL Client Library.

The older MySQL Client Library was written by MySQL AB (now Oracle Corporation) and so was released under the MySQL license. This ultimately led to MySQL support being disabled by default in PHP. However, the MySQL Native Driver has been developed
as part of the PHP project, and is therefore released under the PHP license. This removes licensing issues that have been problematic in the past.

Also, in the past, you needed to build the MySQL database extensions against a copy of the MySQL Client Library. This typically meant you needed to have MySQL installed on a machine where you were building the PHP source code. Also, when your PHP
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application was running, the MySQL database extensions would call down to the MySQL Client library file at run time, so the file needed to be installed on your system. With MySQL Native Driver that is no longer the case as it is included as part of the
standard distribution. So you do not need MySQL installed in order to build PHP or run PHP database applications.

Because MySQL Native Driver is written as a PHP extension, it is tightly coupled to the workings of PHP. This leads to gains in efficiency, especially when it comes to memory usage, as the driver uses the PHP memory management system. It also supports
the PHP memory limit. Using MySQL Native Driver leads to comparable or better performance than using MySQL Client Library, it always ensures the most efficient use of memory. One example of the memory efficiency is the fact that when using the
MySQL Client Library, each row is stored in memory twice, whereas with the MySQL Native Driver each row is only stored once in memory.

Special features

MySQL Native Driver also provides some special features not available when the MySQL database extensions use MySQL Client Library. These special features are listed below:

Improved persistent connections

The special function mysqli_fetch_all()

Performance statistics calls: mysqli_get_cache_stats(), mysqli_get_client_stats(), mysqli_get_connection_stats()

The performance statistics facility can prove to be very useful in identifying performance bottlenecks.

MySQL Native Driver also allows for persistent connections when used with the mysqli extension.

SSL Support

MySQL Native Driver has supported SSL since PHP version 5.3.3

Compressed Protocol Support

As of PHP 5.3.2 MySQL Native Driver supports the compressed client server protocol. MySQL Native Driver did not support this in 5.3.0 and 5.3.1. Extensions such as ext/mysql, ext/mysqli, that are configured to use MySQL Native Driver, can also take
advantage of this feature. Note that PDO_MYSQL does NOT support compression when used together with mysqlnd.

Named Pipes Support

Named pipes support for Windows was added in PHP version 5.3.4.

Installation
Installation on Unix

By default the MySQL database extensions are configured to use MySQL Client Library. In order to use the MySQL Native Driver, PHP needs to be built specifying that the MySQL database extensions are compiled with MySQL Native Driver support. This is
done through configuration options prior to building the PHP source code.

For example, to build the MySQL extension, mysqli and PDO MYSQL using the MySQL Native Driver, the following command would be given:

./configure --with-mysql=mysqlnd \
--with-mysqli=mysqlnd \
--with-pdo-mysql=mysqlnd \
[other options]

Installation on Windows

In the official PHP distributions from 5.3 onwards, MySQL Native Driver is enabled by default, so no additional configuration is required to use it. All MySQL database extensions will use MySQL Native Driver in this case.

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

MySQL Native Driver Configuration Options
Name Default Changeable Changelog

mysqlnd.collect_statistics "1" PHP_INI_SYSTEM Available since PHP 5.3.0.
mysqlnd.collect_memory_statistics "0" PHP_INI_SYSTEM Available since PHP 5.3.0.
mysqlnd.debug "0" PHP_INI_SYSTEM Available since PHP 5.3.0.
mysqlnd.net_read_timeout "31536000" PHP_INI_SYSTEM Available since PHP 5.3.0.
mysqlnd.net_cmd_buffer_size 5.3.0 - "2048", 5.3.1 - "4096" PHP_INI_SYSTEM Available since PHP 5.3.0.
mysqlnd.net_read_buffer_size "32768" PHP_INI_SYSTEM Available since PHP 5.3.0.
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mysqlnd.collect_statistics boolean

Enables the collection of various client statistics which can be accessed through mysqli_get_client_stats(), mysqli_get_connection_stats(), mysqli_get_cache_stats() and are shown in mysqlnd section of the output of the phpinfo() function as well.

This configuration setting enables all MySQL Native Driver statistics except those relating to memory management.
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mysqlnd.collect_memory_statistics boolean

Enable the collection of various memory statistics which can be accessed through mysqli_get_client_stats(), mysqli_get_connection_stats(), mysqli_get_cache_stats() and are shown in mysqlnd section of the output of the phpinfo() function as well.

This configuration setting enables the memory management statistics within the overall set of MySQL Native Driver statistics.

mysqlnd.debug boolean

Records everything from all extensions using mysqlnd. Only available with a debug build of PHP.

mysqlnd.net_read_timeout integer

mysqlnd and the MySQL Client Library, libmysql use different networking APIs. mysqlnd uses PHP streams, whereas libmysql uses its own wrapper around the operating level network calls. PHP, by default, sets a read timeout of 60s for streams. This
is set via php.ini, default_socket_timeout. This default applies to all streams that set no other timeout value. mysqlnd does not set any other value and therefore connections of long running queries can be disconnected after default_socket_timeout
seconds resulting in an error message "2006 - MySQL Server has gone away". The MySQL Client Library sets a default timeout of 365 * 24 * 3600 seconds (1 year) and waits for other timeouts to occur, such as TCP/IP timeouts. mysqlnd now uses the
same very long timeout. The value is configurable through a new php.ini setting: mysqlnd.net_read_timeout. mysqlnd.net_read_timeout gets used by any extension (ext/mysql, ext/mysqli, PDO_MySQL) that uses mysqlnd. mysqlnd tells PHP Streams
to use mysqlnd.net_read_timeout. Please note that there may be subtle differences between MYSQL_OPT_READ_TIMEOUT from the MySQL Client Library and PHP Streams, for example MYSQL_OPT_READ_TIMEOUT is documented to work only for
TCP/IP connections and, prior to MySQL 5.1.2, only for Windows. PHP streams may not have this limitation. Please check the streams documentation, if in doubt.

mysqlnd.net_cmd_buffer_size long

mysqlnd allocates an internal command/network buffer of mysqlnd.net_cmd_buffer_size (in php.ini) bytes for every connection. If a MySQL Client Server protocol command, for example, COM_QUERY ("normal" query), does not fit into the buffer,
mysqlnd will grow the buffer to the size required for sending the command. Whenever the buffer gets extended for one connection, command_buffer_too_small will be incremented by one.

If mysqlnd has to grow the buffer beyond its initial size of mysqlnd.net_cmd_buffer_size bytes for almost every connection, you should consider increasing the default size to avoid re-allocations.

The default buffer size is 2048 bytes in PHP 5.3.0. In later versions the default is 4096 bytes. The default can changed either through the php.ini setting mysqlnd.net_cmd_buffer_size or using mysqli_options(MYSQLI_OPT_NET_CMD_BUFFER_SIZE, int
size).

It is recommended that the buffer size be set to no less than 4096 bytes because mysqlnd also uses it when reading certain communication packet from MySQL. In PHP 5.3.0, mysqlnd will not grow the buffer if MySQL sends a packet that is larger
than the current size of the buffer. As a consequence, mysqlnd is unable to decode the packet and the client application will get an error. There are only two situations when the packet can be larger than the 2048 bytes default of
mysqlnd.net_cmd_buffer_size in PHP 5.3.0: the packet transports a very long error message, or the packet holds column meta data from COM_LIST_FIELD (mysql_list_fields() and the meta data come from a string column with a very long default value
(>1900 bytes).

As of PHP 5.3.2 mysqlnd does not allow setting buffers smaller than 4096 bytes.

The value can also be set using mysqli_option(link, MYSQLI_OPT_NET_CMD_BUFFER_SIZE, size).

mysqlnd.net_read_buffer_size long

Maximum read chunk size in bytes when reading the body of a MySQL command packet. The MySQL client server protocol encapsulates all its commands in packets. The packets consist of a small header and a body with the actual payload. The size
of the body is encoded in the header. mysqlnd reads the body in chunks of MIN(header.size, mysqlnd.net_read_buffer_size) bytes. If a packet body is larger than mysqlnd.net_read_buffer_size bytes, mysqlnd has to call read() multiple times.

The value can also be set using mysqli_optionS(link, MYSQLI_OPT_NET_READ_BUFFER_SIZE, size).

Persistent Connections
Using Persistent Connections

If mysqli is used with mysqlnd, when a persistent connection is created it generates a COM_CHANGE_USER (mysql_change_user()) call on the server. This ensures that re-authentication of the connection takes place.

As there is some overhead associated with the COM_CHANGE_USER call, it is possible to switch this off at compile time. Reusing a persistent connection will then generate a COM_PING (mysql_ping) call to simply test the connection is reusable.

Generation of COM_CHANGE_USER can be switched off with the compile flag MYSQLI_NO_CHANGE_USER_ON_PCONNECT. For example:

shell# CFLAGS="-DMYSQLI_NO_CHANGE_USER_ON_PCONNECT" ./configure --with-mysql=/usr/local/mysql/ --with-mysqli=/usr/local/mysql/bin/mysql_config --with-pdo-mysql=/usr/local/mysql/bin/mysql_config --enable-debug && make clean && make -j6

Or alternatively:

shell# export CFLAGS="-DMYSQLI_NO_CHANGE_USER_ON_PCONNECT"
shell# configure --whatever-option
shell# make clean
shell# make

Note that only mysqli on mysqlnd uses COM_CHANGE_USER. Other extension-driver combinations use COM_PING on initial use of a persistent connection.

Statistics
Using Statistical Data

MySQL Native Driver contains support for gathering statistics on the communication between the client and the server. The statistics gathered are of three main types:

Client statistics

Connection statistics
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Zval cache statistics

If you are using the mysqli extension, these statistics can be obtained through three API calls:

mysqli_get_client_stats()

mysqli_get_connection_stats()

mysqli_get_cache_stats()

注意:

Statistics are aggregated among all extensions that use MySQL Native Driver. For example, when compiling both ext/mysql and ext/mysqli against MySQL Native Driver, both function calls of ext/mysql and ext/mysqli will change the statistics.
There is no way to find out how much a certain API call of any extension that has been compiled against MySQL Native Driver has impacted a certain statistic. You can configure the PDO MySQL Driver, ext/mysql and ext/mysqli to optionally use
the MySQL Native Driver. When doing so, all three extensions will change the statistics.

Accessing Client Statistics

To access client statistics, you need to call mysqli_get_client_stats(). The function call does not require any parameters.

The function returns an associative array that contains the name of the statistic as the key and the statistical data as the value.

Client statistics can also be accessed by calling the phpinfo() function.

Accessing Connection Statistics

To access connection statistics call mysqli_get_connection_stats(). This takes the database connection handle as the parameter.

The function returns an associative array that contains the name of the statistic as the key and the statistical data as the value.

Accessing Zval Cache Statistics

The MySQL Native Driver also collects statistics from its internal Zval cache. These statistics can be accessed by calling mysqli_get_cache_stats().

The Zval cache statistics obtained may lead to a tweaking of php.ini settings related to the Zval cache, resulting in better performance.

Buffered and Unbuffered Result Sets

Result sets can be buffered or unbuffered. Using default settings, ext/mysql and ext/mysqli work with buffered result sets for normal (non prepared statement) queries. Buffered result sets are cached on the client. After the query execution all results are
fetched from the MySQL Server and stored in a cache on the client. The big advantage of buffered result sets is that they allow the server to free all resources allocated to a result set, once the results have been fetched by the client.

Unbuffered result sets on the other hand are kept much longer on the server. If you want to reduce memory consumption on the client, but increase load on the server, use unbuffered results. If you experience a high server load and the figures for
unbuffered result sets are high, you should consider moving the load to the clients. Clients typically scale better than servers. "Load" does not only refer to memory buffers - the server also needs to keep other resources open, for example file handles
and threads, before a result set can be freed.

Prepared Statements use unbuffered result sets by default. However, you can use mysqli_stmt_store_result() to enable buffered result sets.

Statistics returned by MySQL Native Driver

The following tables show a list of statistics returned by the mysqli_get_client_stats(), mysqli_get_connection_stats() and mysqli_get_cache_stats() functions.

Network

Statistic Scope Description Notes

bytes_sent Connection Number of bytes sent from PHP to the
MySQL server

Can be used to
check the
efficiency of the
compression
protocol

bytes_received Connection Number of bytes received from MySQL
server

Can be used to
check the
efficiency of the
compression
protocol

packets_sent Connection Number of MySQL Client Server protocol
packets sent

Used for
debugging
Client Server
protocol
implementation

packets_received Connection Number of MySQL Client Server protocol
packets received

Used for
debugging
Client Server
protocol
implementation

protocol_overhead_in Connection

MySQL Client Server protocol overhead
in bytes for incoming traffic. Currently
only the Packet Header (4 bytes) is
considered as overhead.

Used for
debugging
Client Server
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protocol_overhead_in =
packets_received * 4

protocol
implementation

protocol_overhead_out Connection

MySQL Client Server protocol overhead
in bytes for outgoing traffic. Currently
only the Packet Header (4 bytes) is
considered as overhead.
protocol_overhead_out = packets_sent *
4

Used for
debugging
Client Server
protocol
implementation

bytes_received_ok_packet Connection

Total size of bytes of MySQL Client
Server protocol OK packets received. OK
packets can contain a status message.
The length of the status message can
vary and thus the size of an OK packet is
not fixed.

Used for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

packets_received_ok Connection Number of MySQL Client Server protocol
OK packets received.

Used for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

bytes_received_eof_packet Connection

Total size in bytes of MySQL Client
Server protocol EOF packets received.
EOF can vary in size depending on the
server version. Also, EOF can transport
an error message.

Used for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

packets_received_eof Connection

Number of MySQL Client Server protocol
EOF packets. Like with other packet
statistics the number of packets will be
increased even if PHP does not receive
the expected packet but, for example,
an error message.

Used for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

bytes_received_rset_header_packet Connection

Total size in bytes of MySQL Client
Server protocol result set header
packets. The size of the packets varies
depending on the payload (LOAD LOCAL
INFILE, INSERT, UPDATE, SELECT, error
message).

Used for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

Number of MySQL Client Server protocol

Used for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
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packets_received_rset_header Connection result set header packets. bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

bytes_received_rset_field_meta_packet Connection

Total size in bytes of MySQL Client
Server protocol result set meta data
(field information) packets. Of course
the size varies with the fields in the
result set. The packet may also
transport an error or an EOF packet in
case of COM_LIST_FIELDS.

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

packets_received_rset_field_meta Connection
Number of MySQL Client Server protocol
result set meta data (field information)
packets.

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

bytes_received_rset_row_packet Connection

Total size in bytes of MySQL Client
Server protocol result set row data
packets. The packet may also transport
an error or an EOF packet. You can
reverse engineer the number of error
and EOF packets by substracting
rows_fetched_from_server_normal and
rows_fetched_from_server_ps from
bytes_received_rset_row_packet.

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

packets_received_rset_row Connection
Number of MySQL Client Server protocol
result set row data packets and their
total size in bytes.

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

bytes_received_prepare_response_packet Connection

Total size in bytes of MySQL Client
Server protocol OK for Prepared
Statement Initialization packets
(prepared statement init packets). The
packet may also transport an error. The
packet size depends on the MySQL
version: 9 bytes with MySQL 4.1 and 12
bytes from MySQL 5.0 on. There is no
safe way to know how many errors
happened. You may be able to guess
that an error has occurred if, for
example, you always connect to MySQL
5.0 or newer and,
bytes_received_prepare_response_packet
!= packets_received_prepare_response *
12. See also
ps_prepared_never_executed,
ps_prepared_once_executed.

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

Only useful for
debugging CS
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packets_received_prepare_response Connection
Number of MySQL Client Server protocol
OK for Prepared Statement Initialization
packets (prepared statement init
packets).

protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

bytes_received_change_user_packet Connection
Total size in bytes of MySQL Client
Server protocol COM_CHANGE_USER
packets. The packet may also transport
an error or EOF.

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

packets_received_change_user Connection Number of MySQL Client Server protocol
COM_CHANGE_USER packets

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.
Note that the
total size in
bytes includes
the size of the
header packet
(4 bytes, see
protocol
overhead).

packets_sent_command Connection

Number of MySQL Client Server protocol
commands sent from PHP to MySQL.
There is no way to know which specific
commands and how many of them have
been sent. At its best you can use it to
check if PHP has sent any commands to
MySQL to know if you can consider to
disable MySQL support in your PHP
binary. There is also no way to reverse
engineer the number of errors that may
have occurred while sending data to
MySQL. The only error recoded is
command_buffer_too_small (see below).

Only useful for
debugging CS
protocol
implementation.

Result Set

Statistic Scope Description Notes

result_set_queries Connection

Number of queries that have
generated a result set. Examples of
queries that generate a result set:
SELECT, SHOW. The statistic will not
be incremented if there is an error
reading the result set header packet
from the line.

You may use it as an indirect measure
for the number of queries PHP has sent
to MySQL, for example, to identify a
client that causes a high database load.

non_result_set_queries Connection

Number of queries that did not
generate a result set. Examples of
queries that do not generate a result
set: INSERT, UPDATE, LOAD DATA,
SHOW. The statistic will not be
incremented if there is an error
reading the result set header packet
from the line.

You may use it an an indirect measure
for the number of queries PHP has sent
to MySQL, for example, to identify a
client that causes a high database load.

no_index_used Connection

Number of queries that have
generated a result set but did not use
an index (see also mysqld start
option –log-queries-not-using-
indexes). If you want these queries to
be reported you can use
mysqli_report(MYSQLI_REPORT_INDEX)
to make ext/mysqli throw an
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exception. If you prefer a warning
instead of an exception use
mysqli_report(MYSQLI_REPORT_INDEX
^ MYSQLI_REPORT_STRICT).

bad_index_used Connection
Number of queries that have
generated a result set and did not use
a good index (see also mysqld start
option –log-slow-queries).

If you want these queries to be
reported you can use
mysqli_report(MYSQLI_REPORT_INDEX)
to make ext/mysqli throw an exception.
If you prefer a warning instead of an
exception use
mysqli_report(MYSQLI_REPORT_INDEX ^
MYSQLI_REPORT_STRICT)

slow_queries Connection

SQL statements that took more than
long_query_time seconds to execute
and required at least
min_examined_row_limit rows to be
examined.

Not reported through mysqli_report()

buffered_sets Connection
Number of buffered result sets
returned by "normal" queries.
"Normal" means "not prepared
statement" in the following notes.

Examples of API calls that will buffer
result sets on the client: mysql_query(),
mysqli_query(), mysqli_store_result(),
mysqli_stmt_get_result(). Buffering
result sets on the client ensures that
server resources are freed as soon as
possible and it makes result set
scrolling easier. The downside is the
additional memory consumption on the
client for buffering data. Note that
mysqlnd (unlike the MySQL Client
Library) respects the PHP memory limit
because it uses PHP internal memory
management functions to allocate
memory. This is also the reason why
memory_get_usage() reports a higer
memory consumption when using
mysqlnd instead of the MySQL Client
Library. memory_get_usage() does not
measure the memory consumption of
the MySQL Client Library at all because
the MySQL Client Library does not use
PHP internal memory management
functions monitored by the function!

unbuffered_sets Connection
Number of unbuffered result sets
returned by normal (non prepared
statement) queries.

Examples of API calls that will not
buffer result sets on the client:
mysqli_use_result()

ps_buffered_sets Connection
Number of buffered result sets
returned by prepared statements. By
default prepared statements are
unbuffered.

Examples of API calls that will not
buffer result sets on the client:
mysqli_stmt_store_result

ps_unbuffered_sets Connection Number of unbuffered result sets
returned by prepared statements.

By default prepared statements are
unbuffered.

flushed_normal_sets Connection

Number of result sets from normal
(non prepared statement) queries with
unread data which have been flushed
silently for you. Flushing happens
only with unbuffered result sets.

Unbuffered result sets must be fetched
completely before a new query can be
run on the connection otherwise MySQL
will throw an error. If the application
does not fetch all rows from an
unbuffered result set, mysqlnd does
implicitly fetch the result set to clear
the line. See also rows_skipped_normal,
rows_skipped_ps. Some possible
causes for an implicit flush:

Faulty client application

Client stopped reading after it
found what it was looking for but
has made MySQL calculate more
records than needed

Client application has stopped
unexpectedly

Unbuffered result sets must be fetched
completely before a new query can be
run on the connection otherwise MySQL
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flushed_ps_sets Connection

Number of result sets from prepared
statements with unread data which
have been flushed silently for you.
Flushing happens only with
unbuffered result sets.

will throw an error. If the application
does not fetch all rows from an
unbuffered result set, mysqlnd does
implicitly fetch the result set to clear
the line. See also rows_skipped_normal,
rows_skipped_ps. Some possible
causes for an implicit flush:

Faulty client application

Client stopped reading after it
found what it was looking for but
has made MySQL calculate more
records than needed

Client application has stopped
unexpectedly

ps_prepared_never_executed Connection Number of statements prepared but
never executed.

Prepared statements occupy server
resources. You should not prepare a
statement if you do not plan to execute
it.

ps_prepared_once_executed Connection Number of prepared statements
executed only one.

One of the ideas behind prepared
statements is that the same query gets
executed over and over again (with
different parameters) and some parsing
and other preparation work can be
saved, if statement execution is split up
in separate prepare and execute stages.
The idea is to prepare once and "cache"
results, for example, the parse tree to
be reused during multiple statement
executions. If you execute a prepared
statement only once the two stage
processing can be inefficient compared
to "normal" queries because all the
caching means extra work and it takes
(limited) server resources to hold the
cached information. Consequently,
prepared statements that are executed
only once may cause performance
hurts.

rows_fetched_from_server_normal,
rows_fetched_from_server_ps Connection

Total number of result set rows
successfully fetched from MySQL
regardless if the client application has
consumed them or not. Some of the
rows may not have been fetched by
the client application but have been
flushed implicitly.

See also packets_received_rset_row

rows_buffered_from_client_normal,
rows_buffered_from_client_ps Connection

Total number of succesfully buffered
rows originating from a "normal"
query or a prepared statement. This is
the number of rows that have been
fetched from MySQL and buffered on
client. Note that there are two distinct
statistics on rows that have been
buffered (MySQL to mysqlnd internal
buffer) and buffered rows that have
been fetched by the client application
(mysqlnd internal buffer to client
application). If the number of
buffered rows is higher than the
number of fetched buffered rows it
can mean that the client application
runs queries that cause larger result
sets than needed resulting in rows
not read by the client.

Examples of queries that will buffer
results: mysqli_query(),
mysqli_store_result()

rows_fetched_from_client_normal_buffered,
rows_fetched_from_client_ps_buffered Connection

Total number of rows fetched by the
client from a buffered result set
created by a normal query or a
prepared statement.

 

rows_fetched_from_client_normal_unbuffered,
rows_fetched_from_client_ps_unbuffered Connection

Total number of rows fetched by the
client from a unbuffered result set
created by a "normal" query or a
prepared statement.
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rows_fetched_from_client_ps_cursor Connection
Total number of rows fetch by the
client from a cursor created by a
prepared statement.

 

rows_skipped_normal, rows_skipped_ps Connection Reserved for future use (currently not
supported)  

copy_on_write_saved,
copy_on_write_performed Process

With mysqlnd, variables returned by
the extensions point into mysqlnd
internal network result buffers. If you
do not change the variables, fetched
data will be kept only once in
memory. If you change the variables,
mysqlnd has to perform a copy-on-
write to protect the internal network
result buffers from being changed.
With the MySQL Client Library you
always hold fetched data twice in
memory. Once in the internal MySQL
Client Library buffers and once in the
variables returned by the extensions.
In theory mysqlnd can save up to 40%
memory. However, note that the
memory saving cannot be measured
using memory_get_usage().

 

explicit_free_result, implicit_free_result

Connection,
Process
(only
during
prepared
statement
cleanup)

Total number of freed result sets.

The free is always considered explicit
but for result sets created by an init
command, for example,
mysqli_options(MYSQLI_INIT_COMMAND
, ...)

proto_text_fetched_null,
proto_text_fetched_bit,
proto_text_fetched_tinyint
proto_text_fetched_short,
proto_text_fetched_int24,
proto_text_fetched_int
proto_text_fetched_bigint,
proto_text_fetched_decimal,
proto_text_fetched_float
proto_text_fetched_double,
proto_text_fetched_date,
proto_text_fetched_year
proto_text_fetched_time,
proto_text_fetched_datetime,
proto_text_fetched_timestamp
proto_text_fetched_string,
proto_text_fetched_blob,
proto_text_fetched_enum

Connection
Total number of columns of a certain
type fetched from a normal query
(MySQL text protocol).

Mapping from C API / MySQL meta data
type to statistics name:

MYSQL_TYPE_NULL -
proto_text_fetched_null

MYSQL_TYPE_BIT -
proto_text_fetched_bit

MYSQL_TYPE_TINY -
proto_text_fetched_tinyint

MYSQL_TYPE_SHORT -
proto_text_fetched_short

MYSQL_TYPE_INT24 -
proto_text_fetched_int24

MYSQL_TYPE_LONG -
proto_text_fetched_int

MYSQL_TYPE_LONGLONG -
proto_text_fetched_bigint

MYSQL_TYPE_DECIMAL,
MYSQL_TYPE_NEWDECIMAL -
proto_text_fetched_decimal

MYSQL_TYPE_FLOAT -
proto_text_fetched_float

MYSQL_TYPE_DOUBLE -
proto_text_fetched_double

MYSQL_TYPE_DATE,
MYSQL_TYPE_NEWDATE -
proto_text_fetched_date

MYSQL_TYPE_YEAR -
proto_text_fetched_year

MYSQL_TYPE_TIME -
proto_text_fetched_time

MYSQL_TYPE_DATETIME -
proto_text_fetched_datetime
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proto_text_fetched_set,
proto_text_fetched_geometry,
proto_text_fetched_other

MYSQL_TYPE_TIMESTAMP -
proto_text_fetched_timestamp

MYSQL_TYPE_STRING,
MYSQL_TYPE_VARSTRING,
MYSQL_TYPE_VARCHAR -
proto_text_fetched_string

MYSQL_TYPE_TINY_BLOB,
MYSQL_TYPE_MEDIUM_BLOB,
MYSQL_TYPE_LONG_BLOB,
MYSQL_TYPE_BLOB -
proto_text_fetched_blob

MYSQL_TYPE_ENUM -
proto_text_fetched_enum

MYSQL_TYPE_SET -
proto_text_fetched_set

MYSQL_TYPE_GEOMETRY -
proto_text_fetched_geometry

Any MYSQL_TYPE_* not listed
before (there should be none) -
proto_text_fetched_other

Note that the MYSQL_*-type constants
may not be associated with the very
same SQL column types in every
version of MySQL.

proto_binary_fetched_null,
proto_binary_fetched_bit,
proto_binary_fetched_tinyint
proto_binary_fetched_short,
proto_binary_fetched_int24,
proto_binary_fetched_int,
proto_binary_fetched_bigint,
proto_binary_fetched_decimal,
proto_binary_fetched_float,
proto_binary_fetched_double,
proto_binary_fetched_date,
proto_binary_fetched_year,
proto_binary_fetched_time,
proto_binary_fetched_datetime,
proto_binary_fetched_timestamp,
proto_binary_fetched_string,
proto_binary_fetched_blob,
proto_binary_fetched_enum,
proto_binary_fetched_set,
proto_binary_fetched_geometry,
proto_binary_fetched_other

Connection
Total number of columns of a certain
type fetched from a prepared
statement (MySQL binary protocol).

For type mapping see proto_text_*
described in the preceding text.

Connection

Statistic Scope Description Notes

connect_success,
connect_failure Connection Total number of successful / failed

connection attempt.
Reused connections and all
other kinds of connections are
included.

reconnect Process
Total number of (real_)connect
attempts made on an already opened
connection handle.

The code sequence $link =
new mysqli(...); $link-
>real_connect(...) will cause a
reconnect. But $link = new
mysqli(...); $link->connect(...)
will not because $link-
>connect(...) will explicitly
close the existing connection
before a new connection is
established.

pconnect_success Connection Total number of successful persistent
connection attempts.

Note that connect_success
holds the sum of successful
persistent and non-persistent
connection attempts. The
number of successful non-
persistent connection
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attempts is connect_success -
pconnect_success.

active_connections Connection Total number of active persistent and
non-persistent connections.  

active_persistent_connections Connection Total number of active persistent
connections.

The total number of active
non-persistent connections is
active_connections -
active_persistent_connections.

explicit_close Connection Total number of explicitly closed
connections (ext/mysqli only).

Examples of code snippets
that cause an explicit close :
$link = new mysqli(...); 
$link->close(...)
$link = new mysqli(...); 
$link->connect(...)

implicit_close Connection Total number of implicitly closed
connections (ext/mysqli only).

Examples of code snippets
that cause an implicit close :

$link = new mysqli(...);
$link->real_connect(...)

unset($link)

Persistent connection:
pooled connection has
been created with
real_connect and there
may be unknown options
set - close implicitly to
avoid returning a
connection with unknown
options

Persistent connection:
ping/change_user fails
and ext/mysqli closes the
connection

end of script execution:
close connections that
have not been closed by
the user

disconnect_close Connection
Connection failures indicated by the C
API call mysql_real_connect() during
an attempt to establish a connection.

It is called disconnect_close
because the connection
handle passed to the C API
call will be closed.

in_middle_of_command_close Process

A connection has been closed in the
middle of a command execution
(outstanding result sets not fetched,
after sending a query and before
retrieving an answer, while fetching
data, while transferring data with LOAD
DATA).

Unless you use asynchronous
queries this should only
happen if your script stops
unexpectedly and PHP shuts
down the connections for you.

init_command_executed_count Connection
Total number of init command
executions, for example,
mysqli_options(MYSQLI_INIT_COMMAND
, ...).

The number of successful
executions is
init_command_executed_count
- init_command_failed_count.

init_command_failed_count Connection Total number of failed init commands.  

COM_* Commands

Statistic Scope Description Notes

com_quit, com_init_db,

The statistics are
incremented after
checking the line and
immediately before
sending the
corresponding MySQL
client server protocol
packet. If mysqlnd fails
to send the packet over
the wire the statistics
will not be decremented.
In case of a failure
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com_query, com_field_list,
com_create_db,
com_drop_db,
com_refresh,
com_shutdown,
com_statistics,
com_process_info,
com_connect,
com_process_kill,
com_debug, com_ping,
com_time,
com_delayed_insert,
com_change_user,
com_binlog_dump,
com_table_dump,
com_connect_out,
com_register_slave,
com_stmt_prepare,
com_stmt_execute,
com_stmt_send_long_data,
com_stmt_close,
com_stmt_reset,
com_stmt_set_option,
com_stmt_fetch,
com_daemon

Connection

Total
number of
attempts to
send a
certain
COM_*
command
from PHP to
MySQL.

mysqlnd emits a PHP
warning "Error while
sending %s packet.
PID=%d."

Usage examples:

Check if PHP sends
certain commands
to MySQL, for
example, check if a
client sends
COM_PROCESS_KILL

Calculate the
average number of
prepared statement
executions by
comparing
COM_EXECUTE with
COM_PREPARE

Check if PHP has
run any non-
prepared SQL
statements by
checking if
COM_QUERY is
zero

Identify PHP scripts
that run an
excessive number
of SQL statements
by checking
COM_QUERY and
COM_EXECUTE

Miscellaneous

Statistic Scope Description Notes

explicit_stmt_close,
implicit_stmt_close Process

Total
number of
close
prepared
statements.

A close is always considered explicit but for a failed
prepare.

mem_emalloc_count,
mem_emalloc_ammount,
mem_ecalloc_count,
mem_ecalloc_ammount,
mem_erealloc_count,
mem_erealloc_ammount,
mem_efree_count,
mem_malloc_count,
mem_malloc_ammount,
mem_calloc_count,
mem_calloc_ammount,
mem_realloc_count,
mem_realloc_ammount,
mem_free_count

Process
Memory
management
calls.

Development only.

mysqlnd allocates an internal command/network
buffer of mysqlnd.net_cmd_buffer_size (php.ini)
bytes for every connection. If a MySQL Client Server
protocol command, for example, COM_QUERY
(normal query), does not fit into the buffer, mysqlnd
will grow the buffer to what is needed for sending
the command. Whenever the buffer gets extended
for one connection command_buffer_too_small will
be incremented by one.

If mysqlnd has to grow the buffer beyond its initial
size of mysqlnd.net_cmd_buffer_size (php.ini) bytes
for almost every connection, you should consider to
increase the default size to avoid re-allocations.
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command_buffer_too_small Connection

Number of
network
command
buffer
extensions
while
sending
commands
from PHP to
MySQL.

The default buffer size is 2048 bytes in PHP 5.3.0.
In future versions the default will be 4kB or larger.
The default can changed either through the php.ini
setting mysqlnd.net_cmd_buffer_size or using
mysqli_options(MYSQLI_OPT_NET_CMD_BUFFER_SIZE,
int size).

It is recommended to set the buffer size to no less
than 4096 bytes because mysqlnd also uses it when
reading certain communication packet from MySQL.
In PHP 5.3.0, mysqlnd will not grow the buffer if
MySQL sends a packet that is larger than the current
size of the buffer. As a consequence mysqlnd is
unable to decode the packet and the client
application will get an error. There are only two
situations when the packet can be larger than the
2048 bytes default of mysqlnd.net_cmd_buffer_size
in PHP 5.3.0: the packet transports a very long error
message or the packet holds column meta data
from COM_LIST_FIELD (mysql_list_fields()) and the
meta data comes from a string column with a very
long default value (>1900 bytes). No bug report on
this exists - it should happen rarely.

As of PHP 5.3.2 mysqlnd does not allow setting
buffers smaller than 4096 bytes.

connection_reused    

Notes
This section provides a collection of miscellaneous notes on MySQL Native Driver usage.

Using mysqlnd means using PHP streams for underlying connectivity. For mysqlnd, the PHP streams documentation (ストリーム) should be consulted on such details as timeout settings, not the documentation for the MySQL Client Library.

MySQL Native Driver Plugin API
目次

A comparison of mysqlnd plugins with MySQL Proxy
Obtaining the mysqlnd plugin API
MySQL Native Driver Plugin Architecture
The mysqlnd plugin API
Getting started building a mysqlnd plugin

The MySQL Native Driver Plugin API is a feature of MySQL Native Driver, or mysqlnd. Mysqlnd plugins operate in the layer between PHP applications and the MySQL server. This is comparable to MySQL Proxy. MySQL Proxy operates on a layer between any
MySQL client application, for example, a PHP application and, the MySQL server. Mysqlnd plugins can undertake typical MySQL Proxy tasks such as load balancing, monitoring and performance optimizations. Due to the different architecture and location,
mysqlnd plugins do not have some of MySQL Proxy's disadvantages. For example, with plugins, there is no single point of failure, no dedicated proxy server to deploy, and no new programming language to learn (Lua).

A mysqlnd plugin can be thought of as an extension to mysqlnd. Plugins can intercept the majority of mysqlnd functions. The mysqlnd functions are called by the PHP MySQL extensions such as ext/mysql, ext/mysqli, and PDO_MYSQL. As a result, it is
possible for a mysqlnd plugin to intercept all calls made to these extensions from the client application.

Internal mysqlnd function calls can also be intercepted, or replaced. There are no restrictions on manipulating mysqlnd internal function tables. It is possible to set things up so that when certain mysqlnd functions are called by the extensions that use
mysqlnd, the call is directed to the appropriate function in the mysqlnd plugin. The ability to manipulate mysqlnd internal function tables in this way allows maximum flexibility for plugins.

Mysqlnd plugins are in fact PHP Extensions, written in C, that use the mysqlnd plugin API (which is built into MySQL Native Driver, mysqlnd). Plugins can be made 100% transparent to PHP applications. No application changes are needed because plugins
operate on a different layer. The mysqlnd plugin can be thought of as operating in a layer below mysqlnd.

The following list represents some possible applications of mysqlnd plugins.

Load Balancing

Read/Write Splitting. An example of this is the PECL/mysqlnd_ms (Master Slave) extension. This extension splits read/write queries for a replication setup.

Failover

Round-Robin, least loaded

Monitoring

Query Logging
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Query Analysis

Query Auditing. An example of this is the PECL/mysqlnd_sip (SQL Injection Protection) extension. This extension inspects queries and executes only those that are allowed according to a ruleset.

Performance

Caching. An example of this is the PECL/mysqlnd_qc (Query Cache) extension.

Throttling

Sharding. An example of this is the PECL/mysqlnd_mc (Multi Connect) extension. This extension will attempt to split a SELECT statement into n-parts, using SELECT ... LIMIT part_1, SELECT LIMIT part_n. It sends the queries to distinct MySQL
servers and merges the result at the client.

MySQL Native Driver Plugins Available

There are a number of mysqlnd plugins already available. These include:

PECL/mysqlnd_mc - Multi Connect plugin.

PECL/mysqlnd_ms - Master Slave plugin.

PECL/mysqlnd_qc - Query Cache plugin.

PECL/mysqlnd_pscache - Prepared Statement Handle Cache plugin.

PECL/mysqlnd_sip - SQL Injection Protection plugin.

PECL/mysqlnd_uh - User Handler plugin.

A comparison of mysqlnd plugins with MySQL Proxy
Mysqlnd plugins and MySQL Proxy are different technologies using different approaches. Both are valid tools for solving a variety of common tasks such as load balancing, monitoring, and performance enhancements. An important difference is that MySQL
Proxy works with all MySQL clients, whereas mysqlnd plugins are specific to PHP applications.

As a PHP Extension, a mysqlnd plugin gets installed on the PHP application server, along with the rest of PHP. MySQL Proxy can either be run on the PHP application server or can be installed on a dedicated machine to handle multiple PHP application
servers.

Deploying MySQL Proxy on the application server has two advantages:

1. No single point of failure

2. Easy to scale out (horizontal scale out, scale by client)

MySQL Proxy (and mysqlnd plugins) can solve problems easily which otherwise would have required changes to existing applications.

However, MySQL Proxy does have some disadvantages:

MySQL Proxy is a new component and technology to master and deploy.

MySQL Proxy requires knowledge of the Lua scripting language.

MySQL Proxy can be customized with C and Lua programming. Lua is the preferred scripting language of MySQL Proxy. For most PHP experts Lua is a new language to learn. A mysqlnd plugin can be written in C. It is also possible to write plugins in PHP
using » PECL/mysqlnd_uh.

MySQL Proxy runs as a daemon - a background process. MySQL Proxy can recall earlier decisions, as all state can be retained. However, a mysqlnd plugin is bound to the request-based lifecycle of PHP. MySQL Proxy can also share one-time computed
results among multiple application servers. A mysqlnd plugin would need to store data in a persistent medium to be able to do this. Another daemon would need to be used for this purpose, such as Memcache. This gives MySQL Proxy an advantage in this
case.

MySQL Proxy works on top of the wire protocol. With MySQL Proxy you have to parse and reverse engineer the MySQL Client Server Protocol. Actions are limited to those that can be achieved by manipulating the communication protocol. If the wire protocol
changes (which happens very rarely) MySQL Proxy scripts would need to be changed as well.

Mysqlnd plugins work on top of the C API, which mirrors the libmysql client and Connector/C APIs. This C API is basically a wrapper around the MySQL Client Server protocol, or wire protocol, as it is sometimes called. You can intercept all C API calls. PHP
makes use of the C API, therefore you can hook all PHP calls, without the need to program at the level of the wire protocol.

Mysqlnd implements the wire protocol. Plugins can therefore parse, reverse engineer, manipulate and even replace the communication protocol. However, this is usually not required.

As plugins allow you to create implementations that use two levels (C API and wire protocol), they have greater flexibility than MySQL Proxy. If a mysqlnd plugin is implemented using the C API, any subsequent changes to the wire protocol do not require
changes to the plugin itself.

Obtaining the mysqlnd plugin API
The mysqlnd plugin API is simply part of the MySQL Native Driver PHP extension, ext/mysqlnd. Development started on the mysqlnd plugin API in December 2009. It is developed as part of the PHP source repository, and as such is available to the public
either via SVN, or through source snapshot downloads.

The following table shows PHP versions and the corresponding mysqlnd version contained within.

http://pecl.php.net/package/mysqlnd_uh
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PHP Version MySQL Native Driver version
5.3.0 5.0.5
5.3.1 5.0.5
5.3.2 5.0.7
5.3.3 5.0.7
5.3.4 5.0.7

Plugin developers can determine the mysqlnd version through accessing MYSQLND_VERSION, which is a string of the format "mysqlnd 5.0.7-dev - 091210 - $Revision: 300535", or through MYSQLND_VERSION_ID, which is an integer such as 50007.
Developers can calculate the version number as follows:

Version (part) Example
Major*10000 5*10000 = 50000
Minor*100 0*100 = 0
Patch 7 = 7
MYSQLND_VERSION_ID 50007

During development, developers should refer to the mysqlnd version number for compatibility and version tests, as several iterations of mysqlnd could occur during the lifetime of a PHP development branch with a single PHP version number.

MySQL Native Driver Plugin Architecture
This section provides an overview of the mysqlnd plugin architecture.

MySQL Native Driver Overview

Before developing mysqlnd plugins, it is useful to know a little of how mysqlnd itself is organized. Mysqlnd consists of the following modules:

Modules Statistics mysqlnd_statistics.c
Connection mysqlnd.c
Resultset mysqlnd_result.c
Resultset Metadata mysqlnd_result_meta.c
Statement mysqlnd_ps.c
Network mysqlnd_net.c
Wire protocol mysqlnd_wireprotocol.c

C Object Oriented Paradigm

At the code level, mysqlnd uses a C pattern for implementing object orientation.

In C you use a struct to represent an object. Members of the struct represent object properties. Struct members pointing to functions represent methods.

Unlike with other languages such as C++ or Java, there are no fixed rules on inheritance in the C object oriented paradigm. However, there are some conventions that need to be followed that will be discussed later.

The PHP Life Cycle

When considering the PHP life cycle there are two basic cycles:

PHP engine startup and shutdown cycle

Request cycle

When the PHP engine starts up it will call the module initialization (MINIT) function of each registered extension. This allows each module to setup variables and allocate resources that will exist for the lifetime of the PHP engine process. When the PHP
engine shuts down it will call the module shutdown (MSHUTDOWN) function of each extension.

During the lifetime of the PHP engine it will receive a number of requests. Each request constitutes another life cycle. On each request the PHP engine will call the request initialization function of each extension. The extension can perform any variable
setup and resource allocation required for request processing. As the request cycle ends the engine calls the request shutdown (RSHUTDOWN) function of each extension so the extension can perform any cleanup required.

How a plugin works

A mysqlnd plugin works by intercepting calls made to mysqlnd by extensions that use mysqlnd. This is achieved by obtaining the mysqlnd function table, backing it up, and replacing it by a custom function table, which calls the functions of the plugin as
required.

The following code shows how the mysqlnd function table is replaced:

/* a place to store orginal function table */
struct st_mysqlnd_conn_methods org_methods;

void minit_register_hooks(TSRMLS_D) {
  /* active function table */
  struct st_mysqlnd_conn_methods * current_methods
    = mysqlnd_conn_get_methods();

  /* backup original function table */
  memcpy(&org_methods, current_methods,
    sizeof(struct st_mysqlnd_conn_methods);

  /* install new methods */
  current_methods->query = MYSQLND_METHOD(my_conn_class, query);
}
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Connection function table manipulations must be done during Module Initialization (MINIT). The function table is a global shared resource. In an multi-threaded environment, with a TSRM build, the manipulation of a global shared resource during the
request processing will almost certainly result in conflicts.

注意:

Do not use any fixed-size logic when manipulating the mysqlnd function table: new methods may be added at the end of the function table. The function table may change at any time in the future.

Calling parent methods

If the original function table entries are backed up, it is still possible to call the original function table entries - the parent methods.

In some cases, such as for Connection::stmt_init(), it is vital to call the parent method prior to any other activity in the derived method.

MYSQLND_METHOD(my_conn_class, query)(MYSQLND *conn,
  const char *query, unsigned int query_len TSRMLS_DC) {

  php_printf("my_conn_class::query(query = %s)\n", query);

  query = "SELECT 'query rewritten' FROM DUAL";
  query_len = strlen(query);

  return org_methods.query(conn, query, query_len); /* return with call to parent */
}

Extending properties

A mysqlnd object is represented by a C struct. It is not possible to add a member to a C struct at run time. Users of mysqlnd objects cannot simply add properties to the objects.

Arbitrary data (properties) can be added to a mysqlnd objects using an appropriate function of the mysqlnd_plugin_get_plugin_<object>_data() family. When allocating an object mysqlnd reserves space at the end of the object to hold a void * pointer to
arbitrary data. mysqlnd reserves space for one void * pointer per plugin.

The following table shows how to calculate the position of the pointer for a specific plugin:

Memory address Contents
0 Beginning of the mysqlnd object C struct
n End of the mysqlnd object C struct
n + (m x sizeof(void*)) void* to object data of the m-th plugin

If you plan to subclass any of the mysqlnd object constructors, which is allowed, you must keep this in mind!

The following code shows extending properties:

/* any data we want to associate */
typedef struct my_conn_properties {
  unsigned long query_counter;
} MY_CONN_PROPERTIES;

/* plugin id */
unsigned int my_plugin_id;

void minit_register_hooks(TSRMLS_D) {
  /* obtain unique plugin ID */
  my_plugin_id = mysqlnd_plugin_register();
  /* snip - see Extending Connection: methods */
}

static MY_CONN_PROPERTIES** get_conn_properties(const MYSQLND *conn TSRMLS_DC) {
  MY_CONN_PROPERTIES** props;
  props = (MY_CONN_PROPERTIES**)mysqlnd_plugin_get_plugin_connection_data(
    conn, my_plugin_id);
  if (!props || !(*props)) {
    *props = mnd_pecalloc(1, sizeof(MY_CONN_PROPERTIES), conn->persistent);
    (*props)->query_counter = 0;
  }
  return props;
}

The plugin developer is responsible for the management of plugin data memory.

Use of the mysqlnd memory allocator is recommended for plugin data. These functions are named using the convention: mnd_*loc(). The mysqlnd allocator has some useful features, such as the ability to use a debug allocator in a non-debug build.

When and how to subclass

 When to subclass? Each instance has its own private function table? How to subclass?
Connection (MYSQLND) MINIT No mysqlnd_conn_get_methods()
Resultset (MYSQLND_RES) MINIT or later Yes mysqlnd_result_get_methods() or object method function table manipulation
Resultset Meta (MYSQLND_RES_METADATA) MINIT No mysqlnd_result_metadata_get_methods()
Statement (MYSQLND_STMT) MINIT No mysqlnd_stmt_get_methods()
Network (MYSQLND_NET) MINIT or later Yes mysqlnd_net_get_methods() or object method function table manipulation
Wire protocol (MYSQLND_PROTOCOL) MINIT or later Yes mysqlnd_protocol_get_methods() or object method function table manipulation

You must not manipulate function tables at any time later than MINIT if it is not allowed according to the above table.

Some classes contain a pointer to the method function table. All instances of such a class will share the same function table. To avoid chaos, in particular in threaded environments, such function tables must only be manipulated during MINIT.

Other classes use copies of a globally shared function table. The class function table copy is created together with the object. Each object uses its own function table. This gives you two options: you can manipulate the default function table of an object at
MINIT, and you can additionally refine methods of an object without impacting other instances of the same class.

The advantage of the shared function table approach is performance. There is no need to copy a function table for each and every object.
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Constructors

 Allocation, construction, reset Can be modified? Caller
Connection (MYSQLND) mysqlnd_init() No mysqlnd_connect()

Resultset(MYSQLND_RES)

Allocation:

Connection::result_init()

Reset and re-initialized during:

Result::use_result()

Result::store_result

Yes, but call parent!

Connection::list_fields()

Statement::get_result()

Statement::prepare() (Metadata only)

Statement::resultMetaData()

Resultset Meta (MYSQLND_RES_METADATA) Connection::result_meta_init() Yes, but call parent! Result::read_result_metadata()
Statement (MYSQLND_STMT) Connection::stmt_init() Yes, but call parent! Connection::stmt_init()
Network (MYSQLND_NET) mysqlnd_net_init() No Connection::init()
Wire protocol (MYSQLND_PROTOCOL) mysqlnd_protocol_init() No Connection::init()

It is strongly recommended that you do not entirely replace a constructor. The constructors perform memory allocations. The memory allocations are vital for the mysqlnd plugin API and the object logic of mysqlnd. If you do not care about warnings and
insist on hooking the constructors, you should at least call the parent constructor before doing anything in your constructor.

Regardless of all warnings, it can be useful to subclass constructors. Constructors are the perfect place for modifying the function tables of objects with non-shared object tables, such as Resultset, Network, Wire Protocol.

Destruction

 Derived method must call parent? Destructor
Connection yes, after method execution free_contents(), end_psession()
Resultset yes, after method execution free_result()
Resultset Meta yes, after method execution free()
Statement yes, after method execution dtor(), free_stmt_content()
Network yes, after method execution free()
Wire protocol yes, after method execution free()

The destructors are the appropriate place to free properties, mysqlnd_plugin_get_plugin_<object>_data().

The listed destructors may not be equivalent to the actual mysqlnd method freeing the object itself. However, they are the best possible place for you to hook in and free your plugin data. As with constructors you may replace the methods entirely but this
is not recommended. If multiple methods are listed in the above table you will need to hook all of the listed methods and free your plugin data in whichever method is called first by mysqlnd.

The recommended method for plugins is to simply hook the methods, free your memory and call the parent implementation immediately following this.

警告

Due to a bug in PHP versions 5.3.0 to 5.3.3, plugins do not associate plugin data with a persistent connection. This is because ext/mysql and ext/mysqli do not trigger all the necessary mysqlnd end_psession() method calls and the plugin may therefore
leak memory. This has been fixed in PHP 5.3.4.

The mysqlnd plugin API
The following is a list of functions provided in the mysqlnd plugin API:

mysqlnd_plugin_register()

mysqlnd_plugin_count()

mysqlnd_plugin_get_plugin_connection_data()

mysqlnd_plugin_get_plugin_result_data()

mysqlnd_plugin_get_plugin_stmt_data()

mysqlnd_plugin_get_plugin_net_data()

mysqlnd_plugin_get_plugin_protocol_data()

mysqlnd_conn_get_methods()

mysqlnd_result_get_methods()

mysqlnd_result_meta_get_methods()

mysqlnd_stmt_get_methods()

mysqlnd_net_get_methods()
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mysqlnd_protocol_get_methods()

There is no formal definition of what a plugin is and how a plugin mechanism works.

Components often found in plugins mechanisms are:

A plugin manager

A plugin API

Application services (or modules)

Application service APIs (or module APIs)

The mysqlnd plugin concept employs these features, and additionally enjoys an open architecture.

No Restrictions

A plugin has full access to the inner workings of mysqlnd. There are no security limits or restrictions. Everything can be overwritten to implement friendly or hostile algorithms. It is recommended you only deploy plugins from a trusted source.

As discussed previously, plugins can use pointers freely. These pointers are not restricted in any way, and can point into another plugin's data. Simple offset arithmetic can be used to read another plugin's data.

It is recommended that you write cooperative plugins, and that you always call the parent method. The plugins should always cooperate with mysqlnd itself.

Issues: an example of chaining and cooperation

Extension mysqlnd.query() pointer call stack if calling parent
ext/mysqlnd mysqlnd.query() mysqlnd.query

ext/mysqlnd_cache mysqlnd_cache.query()
1. mysqlnd_cache.query()

2. mysqlnd.query

ext/mysqlnd_monitor mysqlnd_monitor.query()

1. mysqlnd_monitor.query()

2. mysqlnd_cache.query()

3. mysqlnd.query

In this scenario, a cache (ext/mysqlnd_cache) and a monitor (ext/mysqlnd_monitor) plugin are loaded. Both subclass Connection::query(). Plugin registration happens at MINIT using the logic shown previously. PHP calls extensions in alphabetical order by
default. Plugins are not aware of each other and do not set extension dependencies.

By default the plugins call the parent implementation of the query method in their derived version of the method.

PHP Extension Recap

This is a recap of what happens when using an example plugin, ext/mysqlnd_plugin, which exposes the mysqlnd C plugin API to PHP:

Any PHP MySQL application tries to establish a connection to 192.168.2.29

The PHP application will either use ext/mysql, ext/mysqli or PDO_MYSQL. All three PHP MySQL extensions use mysqlnd to establish the connection to 192.168.2.29.

Mysqlnd calls its connect method, which has been subclassed by ext/mysqlnd_plugin.

ext/mysqlnd_plugin calls the userspace hook proxy::connect() registered by the user.

The userspace hook changes the connection host IP from 192.168.2.29 to 127.0.0.1 and returns the connection established by parent::connect().

ext/mysqlnd_plugin performs the equivalent of parent::connect(127.0.0.1) by calling the original mysqlnd method for establishing a connection.

ext/mysqlnd establishes a connection and returns to ext/mysqlnd_plugin. ext/mysqlnd_plugin returns as well.

Whatever PHP MySQL extension had been used by the application, it receives a connection to 127.0.0.1. The PHP MySQL extension itself returns to the PHP application. The circle is closed.

Getting started building a mysqlnd plugin
It is important to remember that a mysqlnd plugin is itself a PHP extension.

The following code shows the basic structure of the MINIT function that will be used in the typical mysqlnd plugin:

/* my_php_mysqlnd_plugin.c */

 static PHP_MINIT_FUNCTION(mysqlnd_plugin) {
  /* globals, ini entries, resources, classes */

  /* register mysqlnd plugin */
  mysqlnd_plugin_id = mysqlnd_plugin_register();

  conn_m = mysqlnd_get_conn_methods();
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  memcpy(org_conn_m, conn_m,
    sizeof(struct st_mysqlnd_conn_methods));

  conn_m->query = MYSQLND_METHOD(mysqlnd_plugin_conn, query);
  conn_m->connect = MYSQLND_METHOD(mysqlnd_plugin_conn, connect);
}

/* my_mysqlnd_plugin.c */

 enum_func_status MYSQLND_METHOD(mysqlnd_plugin_conn, query)(/* ... */) {
  /* ... */
}
enum_func_status MYSQLND_METHOD(mysqlnd_plugin_conn, connect)(/* ... */) {
  /* ... */
}

Task analysis: from C to userspace

 class proxy extends mysqlnd_plugin_connection {
  public function connect($host, ...) { .. }
}
mysqlnd_plugin_set_conn_proxy(new proxy());

Process:

1. PHP: user registers plugin callback

2. PHP: user calls any PHP MySQL API to connect to MySQL

3. C: ext/*mysql* calls mysqlnd method

4. C: mysqlnd ends up in ext/mysqlnd_plugin

5. C: ext/mysqlnd_plugin

1. Calls userspace callback

2. Or orginal mysqlnd method, if userspace callback not set

You need to carry out the following:

1. Write a class "mysqlnd_plugin_connection" in C

2. Accept and register proxy object through "mysqlnd_plugin_set_conn_proxy()"

3. Call userspace proxy methods from C (optimization - zend_interfaces.h)

Userspace object methods can either be called using call_user_function() or you can operate at a level closer to the Zend Engine and use zend_call_method().

Optimization: calling methods from C using zend_call_method

The following code snippet shows the prototype for the zend_call_method function, taken from zend_interfaces.h.

 ZEND_API zval* zend_call_method(
  zval **object_pp, zend_class_entry *obj_ce,
  zend_function **fn_proxy, char *function_name,
  int function_name_len, zval **retval_ptr_ptr,
  int param_count, zval* arg1, zval* arg2 TSRMLS_DC
);

Zend API supports only two arguments. You may need more, for example:

 enum_func_status (*func_mysqlnd_conn__connect)(
  MYSQLND *conn, const char *host,
  const char * user, const char * passwd,
  unsigned int passwd_len, const char * db,
  unsigned int db_len, unsigned int port,
  const char * socket, unsigned int mysql_flags TSRMLS_DC
);

To get around this problem you will need to make a copy of zend_call_method() and add a facility for additional parameters. You can do this by creating a set of MY_ZEND_CALL_METHOD_WRAPPER macros.

Calling PHP userspace

This code snippet shows the optimized method for calling a userspace function from C:

 
/* my_mysqlnd_plugin.c */

MYSQLND_METHOD(my_conn_class,connect)(
  MYSQLND *conn, const char *host /* ... */ TSRMLS_DC) {
  enum_func_status ret = FAIL;
  zval * global_user_conn_proxy = fetch_userspace_proxy();
  if (global_user_conn_proxy) {
    /* call userspace proxy */
    ret = MY_ZEND_CALL_METHOD_WRAPPER(global_user_conn_proxy, host, /*...*/);
  } else {
    /* or original mysqlnd method = do nothing, be transparent */
    ret = org_methods.connect(conn, host, user, passwd,
          passwd_len, db, db_len, port,
          socket, mysql_flags TSRMLS_CC);
  }
  return ret;
}

Calling userspace: simple arguments

/* my_mysqlnd_plugin.c */
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 MYSQLND_METHOD(my_conn_class,connect)(
  /* ... */, const char *host, /* ...*/) {
  /* ... */
  if (global_user_conn_proxy) {
    /* ... */
    zval* zv_host;
    MAKE_STD_ZVAL(zv_host);
    ZVAL_STRING(zv_host, host, 1);
    MY_ZEND_CALL_METHOD_WRAPPER(global_user_conn_proxy, zv_retval, zv_host /*, ...*/);
    zval_ptr_dtor(&zv_host);
    /* ... */
  }
  /* ... */
}

Calling userspace: structs as arguments

/* my_mysqlnd_plugin.c */

MYSQLND_METHOD(my_conn_class, connect)(
  MYSQLND *conn, /* ...*/) {
  /* ... */
  if (global_user_conn_proxy) {
    /* ... */
    zval* zv_conn;
    ZEND_REGISTER_RESOURCE(zv_conn, (void *)conn, le_mysqlnd_plugin_conn);
    MY_ZEND_CALL_METHOD_WRAPPER(global_user_conn_proxy, zv_retval, zv_conn, zv_host /*, ...*/);
    zval_ptr_dtor(&zv_conn);
    /* ... */
  }
  /* ... */
}

The first argument of many mysqlnd methods is a C "object". For example, the first argument of the connect() method is a pointer to MYSQLND. The struct MYSQLND represents a mysqlnd connection object.

The mysqlnd connection object pointer can be compared to a standard I/O file handle. Like a standard I/O file handle a mysqlnd connection object shall be linked to the userspace using the PHP resource variable type.

From C to userspace and back

 class proxy extends mysqlnd_plugin_connection {
  public function connect($conn, $host, ...) {
    /* "pre" hook */
    printf("Connecting to host = '%s'\n", $host);
    debug_print_backtrace();
    return parent::connect($conn);
  }

  public function query($conn, $query) {
    /* "post" hook */
    $ret = parent::query($conn, $query);
    printf("Query = '%s'\n", $query);
    return $ret;
  }
}
mysqlnd_plugin_set_conn_proxy(new proxy());

PHP users must be able to call the parent implementation of an overwritten method.

As a result of subclassing it is possible to refine only selected methods and you can choose to have "pre" or "post" hooks.

Buildin class: mysqlnd_plugin_connection::connect()

/*  my_mysqlnd_plugin_classes.c */

 PHP_METHOD("mysqlnd_plugin_connection", connect) {
  /* ... simplified! ... */
  zval* mysqlnd_rsrc;
  MYSQLND* conn;
  char* host; int host_len;
  if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "rs",
    &mysqlnd_rsrc, &host, &host_len) == FAILURE) {
    RETURN_NULL();
  }
  ZEND_FETCH_RESOURCE(conn, MYSQLND* conn, &mysqlnd_rsrc, -1,
    "Mysqlnd Connection", le_mysqlnd_plugin_conn);
  if (PASS == org_methods.connect(conn, host, /* simplified! */ TSRMLS_CC))
    RETVAL_TRUE;
  else
    RETVAL_FALSE;
}

導入
Overview
Installation
実行時設定
Persistent Connections
Statistics
Notes
MySQL Native Driver Plugin API

A comparison of mysqlnd plugins with MySQL Proxy
Obtaining the mysqlnd plugin API
MySQL Native Driver Plugin Architecture
The mysqlnd plugin API
Getting started building a mysqlnd plugin

Mysqlnd query result cache plugin
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導入
The mysqlnd query result cache plugin adds easy to use client-side query caching to all PHP MySQL extensions using mysqlnd.

As of version PHP 5.3.3 the MySQL native driver for PHP ( mysqlnd) features an internal plugin C API. C plugins, such as the query cache plugin, can extend the functionality of mysqlnd.

The MySQL native driver for PHP is a C library which ships together with PHP as of PHP 5.3.0. It serves as a drop-in replacement for the MySQL Client Library (AKA libmysql/libmysqlclient). Using mysqlnd has several advantages: no extra downloads
because it comes with PHP, PHP license, lower memory consumption in certain cases, new functionality such as asynchronous queries.

Mysqlnd plugins such as the query cache plugin operate transparent from a user perspective. The cache plugin supports all PHP applications and all PHP MySQL extensions ( mysqli, mysql, PDO_MYSQL). It does not change existing APIs.

No significant application changes are required to cache a query. The cache has two operation modes. It will either cache all queries (not recommended) or only those queries marked with a certain SQL hint (recommended).

Key Features
Transparent and therefore easy to use

supports all PHP MySQL extensions

no API changes

very little application changes required

Flexible invalidation strategy

Time-to-Live (TTL)

user-defined

Storage with different scope and life-span

Default (Hash)

APC

MEMCACHE

sqlite

user-defined

Limitations
The query cache plugin prototype will not cache unbuffered queries or results from prepared statements. This limitation is likely to be lifted soon.

The following popular user API calls use buffered queries which can be cached:

mysqli

mysqli_query()

mysqli_real_query() + mysqli_store_result()

PDO_MYSQL

PDO::query() if PDO::ATTR_EMULATE_PREPARES = 1 (default setting)

mysql

mysql_query()

Architecture
The query cache is implemented as a PHP extension. It is written in C and operates under the hood of PHP. During the startup of the PHP interpreter it gets registered as a mysqlnd plugin to replace selected mysqlnd C methods.

At PHP run time it proxies queries send from mysqlnd (PHP) to the MySQL server. If a query string starts with the SQL hint ( /*qc=on*/) to enable caching of it and the query is not cached (cache miss), the query cache plugin will record the raw wire
protocol data send from MySQL to PHP to answer the query. The query cache records the wire protocol data in its cache and replays it, if still valid, on a cache hit.

Note that the query cache does not hold decoded result sets consisting of zvals (C struct representing a PHP variable). It stores the raw wire data of the MySQL client server protocol. In case of a cache hits, mysqlnd still needs to decode the cached raw
wire data into PHP variables before passing the result to the user space. This approach has one major advantage: simplicity. Furthermore this approach eliminates the need for serializing data for cache storage.

インストール/設定
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目次
要件
インストール手順
実行時設定

要件
PHP 5.3.3 or newer.

For using APC storage handler: APC 3.1.3p1-beta or newer.

For using MEMCACHE storage handler: libmemcache 0.38 or newer.

For using sqlite storage handler: sqlite3 bundled with PHP.

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/mysqlnd_qc

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

mysqlnd_qc 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

mysqlnd_qc.enable_qc 1 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.ttl 30 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.cache_by_default 0 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.cache_no_table 0 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.use_request_time 0 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.time_statistics 1 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.collect_statistics 0 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.collect_query_trace 0 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.query_trace_bt_depth 3 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.slam_defense 0 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.slam_defense_ttl 30 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.collect_normalized_query_trace 0 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.std_data_copy 0 PHP_INI_SYSTEM
mysqlnd_qc.apc_prefix qc_ PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.memc_server 127.0.0.1 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.memc_port 11211 PHP_INI_ALL
mysqlnd_qc.sqlite_data_file :memory: PHP_INI_ALL

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mysqlnd_qc.enable_qc integer

Enables or disables the plugin. If disabled the extension will not plug into mysqlnd to proxy internal mysqlnd C API calls.

mysqlnd_qc.ttl integer

Default Time-to-Live (TTL) for cache entries in seconds.

mysqlnd_qc.cache_by_default integer

Cache all queries regardless if they begin with the SQL hint that enables caching of a query or not. Storage handler cannot overrule the setting. It is evaluated by the core of the plugin.

mysqlnd_qc.cache_no_table integer

Cache queries with no table name in any of columns meta data of their result set, e.g. SELECT SLEEP(1)?

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/mysqlnd_qc
http://pecl.php.net/package/mysqlnd_qc
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mysqlnd_qc.use_request_time integer

Use PHP global request time to avoid gettimeofday() system calls? If using APC storage handler it should be set to the value of apc.use_request_time , if not warnings will be generated.

mysqlnd_qc.time_statistics integer

Collect run time and store time statistics using gettimeofday() system call? Data will be collected only if you also set mysqlnd_qc.collect_statistics = 1,

mysqlnd_qc.collect_statistics integer

Collect statistics for mysqlnd_qc_get_core_stats()()? Does not influence storage handler statistics! Handler statistics can be an integral part of the handler internal storage format. Thereofore, collection of some handler statistics cannot be disabled.

mysqlnd_qc.collect_query_trace integer

Collect query back traces?

mysqlnd_qc.query_trace_bt_depth integer

Maximum depth/level of a query code backtrace.

mysqlnd_qc.slam_defense integer

Activates handler based slam defense if available. Supported by Default and APC storage handler

mysqlnd_qc.slam_defense_ttl integer

TTL for stale cache entries which are served while another client updates the entries. Supported by APC storage handler.

mysqlnd_qc.collect_normalized_query_trace integer

Collect aggregated normalized query traces? The setting has no effect by default. You compile the extension using the define NORM_QUERY_TRACE_LOG to make use of the setting.

mysqlnd_qc.std_data_copy integer

Default storage handler: copy cached wire data? EXPERIMENTAL – use default setting!

mysqlnd_qc.apc_prefix string

The APC storage handler stores data in the APC user cache. The setting sets a prefix to be used for cache entries.

mysqlnd_qc.memc_server string

MEMCACHE storage handler: memcache server host.

mysqlnd_qc.memc_port integer

MEMCACHE storage handler: memcached server port.

mysqlnd_qc.sqlite_data_file string

sqlite storage handler: data file. Any setting but :memory: may be of little practical value.

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SQL hint related

The query cache is controled by SQL hints. SQL hints are used to enable and disable caching. SQL hints can be used to set the TTL of a query.

The SQL hints recognized by the query cache can be manually changed at compile time. This makes it possible to use mysqlnd_qc in environments in which the default SQL hints are already taken and interpreted by other systems. Therefore it is
recommended to use the SQL hint string constants instead of manually adding the default SQL hints to the query string.

<?php
/* Use constants for maximum portability */
$query = "/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/SELECT id FROM test";

/* Valid but less portable: default TTL */
$query = "/*qc=on*/SELECT id FROM test";

/* Valid but less portable: per statement TTL */
$query = "/*qc=on*//*qc_ttl=5*/SELECT id FROM test";

printf("MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH: %s\n", MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH);
printf("MYSQLND_QC_DISABLE_SWITCH: %s\n", MYSQLND_QC_DISABLE_SWITCH);
printf("MYSQLND_QC_TTL_SWITCH: %s\n", MYSQLND_QC_TTL_SWITCH);
?>

上の例の出力は以下となります。
MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH: qc=on
MYSQLND_QC_DISABLE_SWITCH: qc=off
MYSQLND_QC_TTL_SWITCH: qc_ttl=
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MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH ( string)
SQL hint used to enable caching of a query.

MYSQLND_QC_DISABLE_SWITCH ( string)
SQL hint used to disable caching of a query if mysqlnd_qc.cache_by_default = 1.

MYSQLND_QC_TTL_SWITCH ( string)
SQL hint used to set the TTL of a result set.

例
目次

Basic usage
Setting the TTL
Cache by default
Procedural user-defined storage handler

Basic usage
The Query Cache plugin supports caching of queries issued by the following user API calls:

mysqli

mysqli_query()

mysqli_real_query() + mysqli_store_result()

PDO_MYSQL

PDO::query() if PDO::ATTR_EMULATE_PREPARES = 1 (default setting)

mysql

mysql_query()

A query which shall be cached must begin with the SQL hint /*qc=on*/. It is recommended to use the PHP constant MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH instead of using the string value.

uncached: SELECT id FROM test

cached: /*qc=on*/SELECT id FROM test

Example using the most advanced PHP MySQL API, which is mysqli :

<?php
/* Enable collection of query cache statistics */
ini_set("mysqlnd_qc.collect_statistics", 1);

/* Connect, create and populate test table */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema", "port", "socket");
$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS test");
$mysqli->query("CREATE TABLE test(id INT)");
$mysqli->query("INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)");

/* Will be cached because of the SQL hint: cache put and cache_miss */
$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/" . "SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

/* Will NOT be cached and will NOT hit the cache: no SQL hint */
$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 2");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

/* Display cache statistics */
$stats = mysqlnd_qc_get_core_stats();
printf("Cache hit\t: %d\n",  $stats['cache_hit']);
printf("Cache miss\t: %d\n", $stats['cache_miss']);
printf("Cache put\t: %d\n",  $stats['cache_put']);

?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "2"
}
Cache hit       : 0
Cache miss      : 1
Cache put       : 1

The default invalidation strategy of the cache is Time-to-Live ( TTL). Cache entries are valid for a certain duration. The default duration is set by the PHP configuration directive mysqlnd_qc.tll
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Setting the TTL
The default invalidation strategy of the query cache plugin is Time-to-Live ( TTL). The built-in storage handler will use the default TTL defined by the PHP configuration value mysqlnd_qc.ttl unless the query string contains a hint for setting a different
TTL. The TTL is specified in seconds.

Any TTL based cache can serve stale data. Cache entries are not automatically invalidated, if underlying data changes.

User-defined cache storage handler can implement any invalidation strategy to work around this limitation.

<?php
/* Connect, create and populate test table */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema", "port", "socket");
$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS test");
$mysqli->query("CREATE TABLE test(id INT)");
$mysqli->query("INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)");

printf("Default TTL\t: %d seconds\n", ini_get("mysqlnd_qc.ttl"));

/* Will be cached because of the SQL hint */
$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/" . "SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

$mysqli->query("DELETE FROM test WHERE id = 1");

/* Cache hit - no automatic invalidation! */
$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/" . "SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

sleep(ini_get("mysqlnd_qc.ttl"));

/* Cache miss - cache entry has expired */
$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/" . "SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

?>

上の例の出力は以下となります。
Default TTL:    : 30 seconds
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
NULL

The default TTL can be overruled using the SQL hint /*qc_tt=seconds*/. The SQL hint must be appear immediately after the SQL hint which enables caching. It is recommended to use the PHP constant MYSQLND_QC_TTL_SWITCH instead of using the string
value.

<?php
$start = microtime(true);

/* Connect, create and populate test table */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema", "port", "socket");
$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS test");
$mysqli->query("CREATE TABLE test(id INT)");
$mysqli->query("INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)");

printf("Default TTL\t: %d seconds\n", ini_get("mysqlnd_qc.ttl"));

/* Will be cached for 2 seconds */
$sql = sprintf("/*%s*//*%s%d*/SELECT id FROM test WHERE id = 1",
 MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH,
 MYSQLND_QC_TTL_SWITCH,
 2);
$res = $mysqli->query($sql);
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

$mysqli->query("DELETE FROM test WHERE id = 1");
sleep(1);

/* Cache hit - no automatic invalidation and still valid! */
$res = $mysqli->query($sql);
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

sleep(2);

/* Cache miss - cache entry has expired */
$res = $mysqli->query($sql);
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

printf("Script runtime\t: %d seconds\n", microtime(true) - $start);

?>

上の例の出力は以下となります。
Default TTL     : 30 seconds
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
NULL
Script runtime  : 3 seconds
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Cache by default
The query cache plugin will cache all queries regardless if the query string begins with the SQL hint which enables caching or not, if the PHP configuration directive mysqlnd_qc.cache_by_default is set to 1. The setting mysqlnd_qc.cache_by_default is
evaluated by the core of the query cache plugins. Neither the built-in nor user-defined storage handler can overrule the setting.

The SQL hint /*qc=off*/ can be used to disable caching of individual queries if mysqlnd_qc.cache_by_default = 1 It is recommended to use the PHP constant MYSQLND_QC_DISABLE_SWITCH instead of using the string value.

<?php
/* Enable default caching of all statements */
ini_set("mysqlnd_qc.cache_by_default", 1);

/* Connect, create and populate test table */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema", "port", "socket");
$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS test");
$mysqli->query("CREATE TABLE test(id INT)");
$mysqli->query("INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)");

/* Will be cached although no SQL hint is present because of mysqlnd_qc.cache_by_default = 1*/
$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

$mysqli->query("DELETE FROM test WHERE id = 1");

/* Cache hit - no automatic invalidation and still valid! */
$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

/* Cache miss - query must not be cached or served from cache because of the SQL hint */
$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_DISABLE_SWITCH . "*/SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
NULL

Procedural user-defined storage handler
The query cache plugin supports the use of user-defined storage handler. User-defined storage handler can use arbitrarily complex invalidation algorithms and support arbitrary storage media.

All user-defined storage handlers have to provide a certain interface. The functions of the user-defined storage handler will be called by the core of the cache plugin. The necessary interface consists of seven public functions. Both procedural and object
oriented user-defined storage handler must implement the same set of functions.

Please check the example for details.

<?php
/* Enable default caching of all statements */
ini_set("mysqlnd_qc.cache_by_default", 1);

/* Procedural user defined storage handler functions */

$__cache = array();

function get_hash($host_info, $port, $user, $db, $query) {
  global $__cache;
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());

  return md5(sprintf("%s%s%s%s%s", $host_info, $port, $user, $db, $query));
}

function find_query_in_cache($key) {
  global $__cache;
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());

  if (isset($__cache[$key])) {
    $tmp = $__cache[$key];
    if ($tmp["valid_until"] < time()) {
      unset($__cache[$key]);
      $ret = NULL;
    } else {
      $ret = $__cache[$key]["data"];
    }
  } else {
    $ret = NULL;
  }

  return $ret;
}

function return_to_cache($key) {
  /*
     Called on cache hit after cached data has been processed,
     may be used for reference counting
  */
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());
}

function add_query_to_cache_if_not_exists($key, $data, $ttl, $run_time, $store_time, $row_count) {
  global $__cache;
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());
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  $__cache[$key] = array(
    "data"               => $data,
    "row_count"          => $row_count,
    "valid_until"        => time() + $ttl,
    "hits"               => 0,
    "run_time"           => $run_time,
    "store_time"         => $store_time,
    "cached_run_times"   => array(),
    "cached_store_times" => array(),
  );

  return TRUE;
}

function query_is_select($query) {
  printf("\t%s('%s'): ", __FUNCTION__, $query);

  $ret = FALSE;
  if (stristr($query, "SELECT") !== FALSE) {
    /* cache for 5 seconds */
    $ret = 5;
  }

  printf("%s\n", (FALSE === $ret) ? "FALSE" : $ret);
  return $ret;
}

function update_query_run_time_stats($key, $run_time, $store_time) {
  global $__cache;
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());

  if (isset($__cache[$key])) {
    $__cache[$key]['hits']++;
    $__cache[$key]["cached_run_times"][] = $run_time;
    $__cache[$key]["cached_store_times"][] = $store_time;
  }
}

function get_stats($key = NULL) {
  global $__cache;
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());

  if ($key && isset($__cache[$key])) {
    $stats = $__cache[$key];
  } else {
    $stats = array();
    foreach ($__cache as $key => $details) {
      $stats[$key] = array(
        'hits'              => $details['hits'],
        'bytes'             => strlen($details['data']),
        'uncached_run_time' => $details['run_time'],
        'cached_run_time'   => (count($details['cached_run_times']))
                                  ? array_sum($details['cached_run_times']) / count($details['cached_run_times'])
                                  : 0,
      );
    }
  }

  return $stats;
}

function clear_cache() {
  global $__cache;
  printf("\t%s(%d)\n", __FUNCTION__, func_num_args());

  $__cache = array();
  return TRUE;
}

/* Install procedural user-defined storage handler */
if (!mysqlnd_qc_set_user_handlers("get_hash", "find_query_in_cache",
      "return_to_cache", "add_query_to_cache_if_not_exists",
      "query_is_select", "update_query_run_time_stats",
       "get_stats", "clear_cache")) {
  printf("Failed to install user-defined storage handler\n");
}

/* Connect, create and populate test table */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema", "port", "socket");
$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS test");
$mysqli->query("CREATE TABLE test(id INT)");
$mysqli->query("INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)");

printf("\nCache put/cache miss\n");

$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

/* Delete record to verify we get our data from the cache */
$mysqli->query("DELETE FROM test WHERE id = 1");

printf("\nCache hit\n");

$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

printf("\nDisplay cache statistics\n");
var_dump(mysqlnd_qc_get_cache_info());

printf("\nFlushing cache, cache put/cache miss");
var_dump(mysqlnd_qc_clear_cache());

$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();
?>

上の例の出力は以下となります。
        query_is_select('DROP TABLE IF EXISTS test'): FALSE
        query_is_select('CREATE TABLE test(id INT)'): FALSE
        query_is_select('INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)'): FALSE

Cache put/cache miss
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        query_is_select('SELECT id FROM test WHERE id = 1'): 5
        get_hash(5)
        find_query_in_cache(1)
        add_query_to_cache_if_not_exists(6)
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
        query_is_select('DELETE FROM test WHERE id = 1'): FALSE

Cache hit
        query_is_select('SELECT id FROM test WHERE id = 1'): 5
        get_hash(5)
        find_query_in_cache(1)
        return_to_cache(1)
        update_query_run_time_stats(3)
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}

Display cache statistics
        get_stats(0)
array(4) {
  ["num_entries"]=>
  int(1)
  ["handler"]=>
  string(4) "user"
  ["handler_version"]=>
  string(5) "1.0.0"
  ["data"]=>
  array(1) {
    ["18683c177dc89bb352b29965d112fdaa"]=>
    array(4) {
      ["hits"]=>
      int(1)
      ["bytes"]=>
      int(71)
      ["uncached_run_time"]=>
      int(398)
      ["cached_run_time"]=>
      int(4)
    }
  }
}

Flushing cache, cache put/cache miss    clear_cache(0)
bool(true)
        query_is_select('SELECT id FROM test WHERE id = 1'): 5
        get_hash(5)
        find_query_in_cache(1)
        add_query_to_cache_if_not_exists(6)
NULL

mysqlnd_qc 関数

mysqlnd_qc_change_handler
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqlnd_qc_change_handler — Change current storage handler

説明

bool mysqlnd_qc_change_handler ( mixed $handler )

Sets the storage handler used by the query cache. A list of available storage handler can be obtained from mysqlnd_qc_get_handler(). Which storage are available depends on the compile time configuration of the query cache plugin. The default storage
handler is always available. All other storage handler must be enabled explicitly when building the extension.

パラメータ
handler

Handler can be of type string representing the name of a built-in storage handler or an object of type mysqlnd_qc_handler_default. The names of the built-in storage handler are default, APC, MEMCACHE, sqlite.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

If changing the storage handler fails a catchable fatal error will be thrown. The query cache cannot operate if the previous storage handler has been shutdown but no new storage handler has been installed.

例

The example shows the output from the built-in default storage handler. Other storage handler may report different data.

<?php
var_dump(mysqlnd_qc_change_handler("memcache"));

if (true === mysqlnd_qc_change_handler("default"))
  printf("Default storage handler activated");

/* Catchable fatal error */
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var_dump(mysqlnd_qc_change_handler("unknown"));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
Default storage handler activated
Catchable fatal error: mysqlnd_qc_change_handler(): Unknown handler 'unknown' in (file) on line (line)

参考

Installation
mysqlnd_qc_get_handler() - Returns a list of available storage handler

mysqlnd_qc_clear_cache
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqlnd_qc_clear_cache — Flush all cache contents

説明

bool mysqlnd_qc_clear_cache ( void )

Flush all cache contents.

Flushing the cache is a storage handler responsibility. All built-in storage handler but the memcache storage handler support flushing the cache. The memcache storage handler cannot flush its cache contents.

User-defined storage handler may or may not support the operation.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

A return value of FALSE indicates that flushing all cache contents has failed or the operation is not supported by the active storage handler. Applications must not expect that calling the function will always flush the cache.

mysqlnd_qc_get_cache_info
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqlnd_qc_get_cache_info — Returns information on the current handler, the number of cache entries and cache entries, if available

説明

array mysqlnd_qc_get_cache_info ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns information on the current handler, the number of cache entries and cache entries, if available. If and what data will be returned for the cache entries is subject to the active storage handler. Storage handler are free to return any data. Storage
handler are recommended to return at least the data provided by the default handler, if technically possible.

例

The example shows the output from the built-in default storage handler. Other storage handler may report different data.

<?php
/* Populate the cache, e.g. using mysqli */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema");
$mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/SELECT id FROM test");

/* Display cache information */
var_dump(mysqlnd_qc_get_cache_info());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(4) {
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 ["num_entries"]=>
 int(1)
 ["handler"]=>
 string(7) "default"
 ["handler_version"]=>
 string(5) "1.0.0"
 ["data"]=>
 array(1) {
   ["Localhost via UNIX socket 3306 user schema|/*qc=on*/SELECT id FROM test"]=>
   array(2) {
     ["statistics"]=>
     array(11) {
       ["rows"]=>
       int(6)
       ["stored_size"]=>
       int(101)
       ["cache_hits"]=>
       int(0)
       ["run_time"]=>
       int(471)
       ["store_time"]=>
       int(27)
       ["min_run_time"]=>
       int(0)
       ["max_run_time"]=>
       int(0)
       ["min_store_time"]=>
       int(0)
       ["max_store_time"]=>
       int(0)
       ["avg_run_time"]=>
       int(0)
       ["avg_store_time"]=>
       int(0)
     }
     ["metadata"]=>
     array(1) {
       [0]=>
       array(8) {
         ["name"]=>
         string(2) "id"
         ["orig_name"]=>
         string(2) "id"
         ["table"]=>
         string(4) "test"
         ["orig_table"]=>
         string(4) "test"
         ["db"]=>
         string(4) "schema"
         ["max_length"]=>
         int(1)
         ["length"]=>
         int(11)
         ["type"]=>
         int(3)
       }
     }
   }
 }
}

mysqlnd_qc_get_core_stats
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqlnd_qc_get_core_stats — Statistics collected by the core of the query cache

説明

array mysqlnd_qc_get_core_stats ( void )

Returns an array of statistics collected by the core of the cache plugin. The same data fields will be reported for any storage handler because the data is collected by the core.

The PHP configuration setting mysqlnd_qc.collect_statistics controls the collection of statistics. The collection of statistics is disabled by default for performance reasons. Disabling the collection of statistics will also disable the collection of time related
statistics.

The PHP configuration setting mysqlnd_qc.collect_time_statistics controls the collection of time related statistics.

The scope of the core statistics is the PHP process. Depending on your deployment model a PHP process may handle one or multiple requests.

Statistics are aggregated for all cache entries. It is not possible to tell how much queries originating from mysqli, PDO_MySQL or mysql API calls have contributed to the aggregated data values.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Array of core statistics

Statistic Description Version
Statement is considered
cacheable and cached data has
been reused. Statement is
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cache_hit
considered cacheable and a
cache miss happened but the
statement got cached by
someone else while we process
it and thus we can fetch the
result from the refreshed cache.

Since
1.0.0.

cache_miss

Statement is considered
cacheable...

... and has been added to
the cache

... but the PHP
configuration directive
setting of
mysqlnd_qc.cache_no_table
= 1 has prevented caching.

... but an unbuffered result
set is requested.

... but a buffered result set
was empty.

Since
1.0.0.

cache_put

Statement is considered
cacheable and has been added
to the cache. Take care when
calculating derived statistics.
Storage handler with a storage
life time beyond process scope
may report cache_put = 0
together with cache_hit > 0, if
another process has filled the
cache. You may want to use
num_entries from
mysqlnd_qc_get_cache_info() if
the handler supports it ( default,
APC).

Since
1.0.0.

query_should_cache

Statement is considered
cacheable based on query string
analysis. The statement may or
may not be added to the cache.
See also cache_put.

Since
1.0.0.

query_should_not_cache
Statement is considered not
cacheable based on query string
analysis.

Since
1.0.0.

query_not_cached

Statement is considered not
cacheable or it is considered
cachable but the storage
handler has not returned a hash
key for it.

Since
1.0.0.

query_could_cache

Statement is considered
cacheable...

... and statement has been
run without errors

... and meta data shows at
least one column in the
result set

The statement may or may not
be in the cache already. It may
or may not be added to the
cache later on.

Since
1.0.0.

query_found_in_cache

Statement is considered
cacheable and we have found it
in the cache but we have not
replayed the cached data yet
and we have not send the result
set to the client yet. This is not
considered a cache hit because
the client might not fetch the
result or the cached data may
be faulty.

Since
1.0.0.
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query_uncached_other

Statement is considered
cacheable and it may or may not
be in the cache already but
either replaying cached data has
failed, no result set is available
or some other error has
happened.

query_uncached_no_table

Statement has not been cached
because the result set has at
least one column which has no
table name in its meta data. An
example of such a query is
SELECT SLEEP(1). To cache those
statements you have to change
default value of the PHP
configuration directive
mysqlnd_qc.cache_no_table and
set mysqlnd_qc.cache_no_table
= 1. Often is is not desired to
cache such statements.

Since
1.0.0.

query_uncached_use_result

Statement would have been
cached if a buffered result set
had been used. The situation is
also consiered as a cache miss
and cache_miss will be
incremented as well.

Since
1.0.0.

query_aggr_run_time_cache_hit
Aggregated run time (ms) of all
cached queries. Cached queries
are those which have
incremented cache_hit.

Since
1.0.0.

query_aggr_run_time_cache_put
Aggregated run time (ms) of all
uncached queries that have
been put into the cache. See
also cache_put.

Since
1.0.0.

query_aggr_run_time_total
Aggregated run time (ms) of all
uncached and cached queries
that have been inspected and
executed by the query cache.

Since
1.0.0.

query_aggr_store_time_cache_hit
Aggregated store time (ms) of
all cached queries. Cached
queries are those which have
incremented cache_hit.

Since
1.0.0.

query_aggr_store_time_cache_put
Aggregated store time ( ms) of
all uncached queries that have
been put into the cache. See
also cache_put.

Since
1.0.0.

query_aggr_store_time_total
Aggregated store time (ms) of
all uncached and cached queries
that have been inspected and
executed by the query cache.

Since
1.0.0.

receive_bytes_recorded

Recorded incoming network
traffic ( bytes) send from MySQL
to PHP. The traffic may or may
not have been added to the
cache. The traffic is the total for
all queries regardless if cached
or not.

Since
1.0.0.

receive_bytes_replayed

Network traffic replayed during
cache. This is the total amount
of incoming traffic saved
because of the usage of the
query cache plugin.

Since
1.0.0.

send_bytes_recorded

Recorded outgoing network
traffic ( bytes) send from MySQL
to PHP. The traffic may or may
not have been added to the
cache. The traffic is the total for
all queries regardless if cached
or not.

Since
1.0.0.

send_bytes_replayed

Network traffic replayed during
cache. This is the total amount
of outgoing traffic saved
because of the usage of the

Since
1.0.0.
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query cache plugin.

slam_stale_refresh

Number of cache misses which
triggered serving stale data until
the client causing the cache
miss has refreshed the cache
entry.

Since
1.0.0.

slam_stale_hit Number of cache hits while a
stale cache entry gets refreshed.

Since
1.0.0.

例
<?php
/* Enable collection of statistics - default: disabled */
ini_set("mysqlnd_qc.collect_statistics", 1);

/* Enable collection of all timing related statistics -
default: enabled but overruled by mysqlnd_qc.collect_statistics = 0 */
ini_set("mysqlnd_qc.collect_time_statistics", 1);

/* Populate the cache, e.g. using mysqli */
$mysqli = new mysqli('host', 'user', 'password', 'schema');

/* Cache miss and cache put */
$mysqli->query("/*qc=on*/SELECT id FROM test");
/* Cache hit */
$mysqli->query("/*qc=on*/SELECT id FROM test");

/* Display core statstics */
var_dump(mysqlnd_qc_get_core_stats());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(26) {
  ["cache_hit"]=>
  string(1) "1"
  ["cache_miss"]=>
  string(1) "1"
  ["cache_put"]=>
  string(1) "1"
  ["query_should_cache"]=>
  string(1) "2"
  ["query_should_not_cache"]=>
  string(1) "0"
  ["query_not_cached"]=>
  string(1) "0"
  ["query_could_cache"]=>
  string(1) "2"
  ["query_found_in_cache"]=>
  string(1) "1"
  ["query_uncached_other"]=>
  string(1) "0"
  ["query_uncached_no_table"]=>
  string(1) "0"
  ["query_uncached_no_result"]=>
  string(1) "0"
  ["query_uncached_use_result"]=>
  string(1) "0"
  ["query_aggr_run_time_cache_hit"]=>
  string(1) "4"
  ["query_aggr_run_time_cache_put"]=>
  string(3) "395"
  ["query_aggr_run_time_total"]=>
  string(3) "399"
  ["query_aggr_store_time_cache_hit"]=>
  string(1) "2"
  ["query_aggr_store_time_cache_put"]=>
  string(1) "8"
  ["query_aggr_store_time_total"]=>
  string(2) "10"
  ["receive_bytes_recorded"]=>
  string(2) "65"
  ["receive_bytes_replayed"]=>
  string(2) "65"
  ["send_bytes_recorded"]=>
  string(2) "29"
  ["send_bytes_replayed"]=>
  string(2) "29"
  ["slam_stale_refresh"]=>
  string(1) "0"
  ["slam_stale_hit"]=>
  string(1) "0"
  ["request_counter"]=>
  int(1)
  ["process_hash"]=>
  int(3547549858)
}

参考

Runtime configuration
mysqlnd_qc.collect_statistics
mysqlnd_qc.time_statistics

mysqlnd_qc_get_handler
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)
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mysqlnd_qc_get_handler — Returns a list of available storage handler

説明

array mysqlnd_qc_get_handler ( void )

Which storage are available depends on the compile time configuration of the query cache plugin. The default storage handler is always available. All other storage handler must be enabled explicitly when building the extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array of available built-in storage handler. For each storage handler the version number and version string is given.

例
<?php
var_dump(mysqlnd_qc_get_handler());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(5) {
  ["default"]=>
  array(2) {
    ["version"]=>
    string(5) "1.0.0"
    ["version_number"]=>
    int(100000)
  }
  ["user"]=>
  array(2) {
    ["version"]=>
    string(5) "1.0.0"
    ["version_number"]=>
    int(100000)
  }
  ["APC"]=>
  array(2) {
    ["version"]=>
    string(5) "1.0.0"
    ["version_number"]=>
    int(100000)
  }
  ["MEMCACHE"]=>
  array(2) {
    ["version"]=>
    string(5) "1.0.0"
    ["version_number"]=>
    int(100000)
  }
  ["sqlite"]=>
  array(2) {
    ["version"]=>
    string(5) "1.0.0"
    ["version_number"]=>
    int(100000)
  }
}

参考

Installation
mysqlnd_qc_change_handler() - Change current storage handler

mysqlnd_qc_get_query_trace_log
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqlnd_qc_get_query_trace_log — Returns a backtrace for each query inspected by the query cache

説明

array mysqlnd_qc_get_query_trace_log ( void )

Returns a backtrace for each query inspected by the query cache. The collection of the backtrace is disabled by default. To collect the backtrace you have to set the PHP configuration directive mysqlnd_qc.collect_query_trace to 1

The maximum depth of the backtrace is limited to the depth set with the PHP configuration directive mysqlnd_qc.query_trace_bt_depth.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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An array of query backtrace. Every list entry contains the query string, a backtrace and further detail information.

Key Description
query Query string.
origin Code backtrace.

run_time

Query run time in
milliseconds. The collection
of of all times and the
necessary gettimeofday
system calls can be disabled
by setting the PHP
configuration directive
mysqlnd_qc.time_statistics
to 0

store_time

Query result set store time
in milliseconds. The
collection of of all times
and the necessary
gettimeofday system calls
can be disabled by setting
the PHP configuration
directive
mysqlnd_qc.time_statistics
to 0

eligible_for_caching TRUE if query is cacheble
otherwise FALSE.

no_table

TRUE if the query has
generated a result set and
at least one column from
the result set has no table
name set in its metadata.
This is usually the case with
queries which one probably
do not want to cache such
as SELECT SLEEP(1). By
default any such query will
not be added to the cache.
See also PHP configuration
directive
mysqlnd_qc.cache_no_table.

was_added
TRUE if the query result has
been put into the cache,
otherwise FALSE.

was_already_in_cache

TRUE if the query result
would have been added to
the cache if it was not
already in the cache (cache
hit). Otherwise FALSE.

例
<?php
/* Connect, create and populate test table */
$mysqli = new mysqli("host", "user", "password", "schema", "port", "socket");
$mysqli->query("DROP TABLE IF EXISTS test");
$mysqli->query("CREATE TABLE test(id INT)");
$mysqli->query("INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)");

$res = $mysqli->query("SELECT id FROM test WHERE id = 1");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/" . "SELECT id FROM test WHERE id = 2");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();

$res = $mysqli->query("/*" . MYSQLND_QC_ENABLE_SWITCH . "*/" . "SELECT id FROM test WHERE id = 2");
var_dump($res->fetch_assoc());
$res->free();
?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "1"
}
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "2"
}
array(1) {
  ["id"]=>
  string(1) "2"
}
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array(6) {
  [0]=>
  array(8) {
    ["query"]=>
    string(25) "DROP TABLE IF EXISTS test"
    ["origin"]=>
    string(85) "#0 /home/nixnutz/php/phpdoc/foo.php(7): mysqli->query('DROP TABLE IF E...')
#1 {main}"
    ["run_time"]=>
    int(0)
    ["store_time"]=>
    int(0)
    ["eligible_for_caching"]=>
    bool(false)
    ["no_table"]=>
    bool(false)
    ["was_added"]=>
    bool(false)
    ["was_already_in_cache"]=>
    bool(false)
  }
  [1]=>
  array(8) {
    ["query"]=>
    string(25) "CREATE TABLE test(id INT)"
    ["origin"]=>
    string(85) "#0 /home/nixnutz/php/phpdoc/foo.php(8): mysqli->query('CREATE TABLE te...')
#1 {main}"
    ["run_time"]=>
    int(0)
    ["store_time"]=>
    int(0)
    ["eligible_for_caching"]=>
    bool(false)
    ["no_table"]=>
    bool(false)
    ["was_added"]=>
    bool(false)
    ["was_already_in_cache"]=>
    bool(false)
  }
  [2]=>
  array(8) {
    ["query"]=>
    string(36) "INSERT INTO test(id) VALUES (1), (2)"
    ["origin"]=>
    string(85) "#0 /home/nixnutz/php/phpdoc/foo.php(9): mysqli->query('INSERT INTO tes...')
#1 {main}"
    ["run_time"]=>
    int(0)
    ["store_time"]=>
    int(0)
    ["eligible_for_caching"]=>
    bool(false)
    ["no_table"]=>
    bool(false)
    ["was_added"]=>
    bool(false)
    ["was_already_in_cache"]=>
    bool(false)
  }
  [3]=>
  array(8) {
    ["query"]=>
    string(32) "SELECT id FROM test WHERE id = 1"
    ["origin"]=>
    string(86) "#0 /home/nixnutz/php/phpdoc/foo.php(11): mysqli->query('SELECT id FROM ...')
#1 {main}"
    ["run_time"]=>
    int(0)
    ["store_time"]=>
    int(15)
    ["eligible_for_caching"]=>
    bool(false)
    ["no_table"]=>
    bool(false)
    ["was_added"]=>
    bool(false)
    ["was_already_in_cache"]=>
    bool(false)
  }
  [4]=>
  array(8) {
    ["query"]=>
    string(41) "/*qc=on*/SELECT id FROM test WHERE id = 2"
    ["origin"]=>
    string(86) "#0 /home/nixnutz/php/phpdoc/foo.php(15): mysqli->query('/*qc=on*/SELECT...')
#1 {main}"
    ["run_time"]=>
    int(340)
    ["store_time"]=>
    int(3)
    ["eligible_for_caching"]=>
    bool(true)
    ["no_table"]=>
    bool(false)
    ["was_added"]=>
    bool(true)
    ["was_already_in_cache"]=>
    bool(false)
  }
  [5]=>
  array(8) {
    ["query"]=>
    string(41) "/*qc=on*/SELECT id FROM test WHERE id = 2"
    ["origin"]=>
    string(86) "#0 /home/nixnutz/php/phpdoc/foo.php(19): mysqli->query('/*qc=on*/SELECT...')
#1 {main}"
    ["run_time"]=>
    int(4)
    ["store_time"]=>
    int(2)
    ["eligible_for_caching"]=>
    bool(true)
    ["no_table"]=>
    bool(false)
    ["was_added"]=>
    bool(false)
    ["was_already_in_cache"]=>
    bool(true)
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  }
}

参考

Runtime configuration
mysqlnd_qc.collect_query_trace
mysqlnd_qc.query_trace_bt_depth
mysqlnd_qc.time_statistics
mysqlnd_qc.cache_no_table

mysqlnd_qc_set_user_handlers
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

mysqlnd_qc_set_user_handlers — Sets the callback functions for a user-defined procedural storage handler

説明

bool mysqlnd_qc_set_user_handlers ( string $get_hash , string $find_query_in_cache , string $return_to_cache , string $add_query_to_cache_if_not_exists , string $query_is_select , string $update_query_run_time_stats , string $get_stats , string $clear_cache )

Sets the callback functions for a user-defined procedural storage handler.

パラメータ
get_hash

Name of the user function implementing the storage handler get_hash functionality.

find_query_in_cache

Name of the user function implementing the storage handler find_in_cache functionality.

return_to_cache

Name of the user function implementing the storage handler return_to_cache functionality.

add_query_to_cache_if_not_exists

Name of the user function implementing the storage handler add_query_to_cache_if_not_exists functionality.

query_is_select

Name of the user function implementing the storage handler query_is_select functionality.

update_query_run_time_stats

Name of the user function implementing the storage handler update_query_run_time_stats functionality.

get_stats

Name of the user function implementing the storage handler get_stats functionality.

clear_cache

Name of the user function implementing the storage handler clear_cache functionality.

返り値

Returns TRUE on success or FALSE on FAILURE.

参考

Procedural user-defined storage handler example

目次
mysqlnd_qc_change_handler — Change current storage handler
mysqlnd_qc_clear_cache — Flush all cache contents
mysqlnd_qc_get_cache_info — Returns information on the current handler, the number of cache entries and cache entries, if available
mysqlnd_qc_get_core_stats — Statistics collected by the core of the query cache
mysqlnd_qc_get_handler — Returns a list of available storage handler
mysqlnd_qc_get_query_trace_log — Returns a backtrace for each query inspected by the query cache
mysqlnd_qc_set_user_handlers — Sets the callback functions for a user-defined procedural storage handler

導入
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インストール/設定
要件
インストール手順
実行時設定

定義済み定数
例

Basic usage
Setting the TTL
Cache by default
Procedural user-defined storage handler

mysqlnd_qc 関数
mysqlnd_qc_change_handler — Change current storage handler
mysqlnd_qc_clear_cache — Flush all cache contents
mysqlnd_qc_get_cache_info — Returns information on the current handler, the number of cache entries and cache entries, if available
mysqlnd_qc_get_core_stats — Statistics collected by the core of the query cache
mysqlnd_qc_get_handler — Returns a list of available storage handler
mysqlnd_qc_get_query_trace_log — Returns a backtrace for each query inspected by the query cache
mysqlnd_qc_set_user_handlers — Sets the callback functions for a user-defined procedural storage handler

Oracle OCI8

導入
これらの関数により、 Oracle データベース 11g, 10g, 9i 及び 8i にアクセスできます。 これらは SQL 及び PL/SQL 文をサポートします。基本的なフィーチャーには、 トランザクション制御、 PHP 変数の Oracle プレースホルダへのバインディング、 及び、ラージ・オブジェ
クト (LOB) 型やコレクションのサポートが含まれます。 データベース常駐接続プーリングや結果キャッシングのような、 オラクルのスケーラビリティ・フィーチャーもサポートされます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
テスト
実行時設定

要件
OCI8 拡張モジュールには、Oracle 9iR2、10g あるいは 11g のクライアントライブラリが必要です。 もし Oracle Database が PHP と同じマシンで動いているのなら、 必要なライブラリはすでにそこに含まれています。 PHP が別のマシンで動いている場合は、無料で入手で
きる » Oracle Instant Client のライブラリを使いましょう。

Oracle Instant Client を使うには、basic 版あるいは basiclite 版の ZIP ファイルか RPM パッケージを使います。PHP をソースコードからビルドする場合は、 さらに sdk の ZIP ファイルあるいは devel RPM パッケージも必要です。

Windows で OCI8 を使うには、バージョン 10gR2 以降のクライアントライブラリが必要です。 Instant Client のバージョンによっては、さらに mfc71.dll と msvcr71.dll が必要になるかもしれません。

PHP を動かすときには、少なくとも OCI8 をビルドしたときと同じバージョン以降の Oracle ライブラリをつかわなければなりません。

注意:

OCI8 が 9iR2 あるいは 10g のクライアントライブラリを使っている場合は、PHP から Oracle Database 8i, 9iR2, 10g あるいは 11g に接続することができます。 OCI8 が 11g のクライアントライブラリを使っている場合は、 接続できるデータベースは 9iR2,
10g あるいは 11g です。

注意:

OCI8 の全機能が使えるのは、 最新バージョンのクライアントライブラリとデータベースを使っているときだけです。

インストール手順

OCI8 とともに PHP を構成
OCI8 を構成する前に前述の 要件 節に 目を通してください。

OCI8 エクステンションを有効にするには、オプション --with-oci8 とともに PHP を構成します。

http://www.oracle.com/technetwork/database/features/instant-client/index-100365.html
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Web サーバーを開始する前に、一般的に OCI8 はいくつかの Oracle 環境変数（下記参照）を 必要とします。それらはライブラリの場所を指定したり、構成ファイルを指示したり、 Oracle ライブラリで使用する文字セットのような基本的ないくつかのプロパティを設定しま
す。 あらゆる PHP プロセスが開始される 前にそれらの変数が設定されるべきです。

PHP を構成したのと同じか、またはより最新の Oracle ライブラリのメジャー・バージョンとともに PHP を実行すべきです。 例えば Oracle 11.2 ライブラリで OCI8 をビルドするなら、 PHP も Oracle 11.2 ライブラリとともにデプロイして実行すべきです。

OCI8 を共有エクステンションとしてインストール
構成 shared オプションでは、 PHP に動的にロードできるように OCI8 を共有ライブラリとしてビルドします。 共有エクステンションをビルドすることにより、 PHP のほかの部分に影響を与えることなく、 OCI8 を簡単に更新出来ます。

下記の構成オプションの一つを使って OCI8 を構成します

Oracle Instant Client を使用している場合、こうします
./configure --with-oci8=shared,instantclient,/path/to/instant/client/lib

Instant Client を ZIP ファイルからインストールした場合、例えば ln -s libclntsh.so.11.1 libclntsh.so のようにライブラリのシンボリックリンクを作成したことを確認してください。

RPM ベースの Oracle Instant Client インストールを使った場合、 構成の行はこのようになります。
./configure --with-oci8=shared,instantclient,/usr/lib/oracle/<version>/client/lib

例えば、 --with-oci8=shared,instantclient,/usr/lib/oracle/11.2/client/lib .

Oracle Instant Client は PHP バージョン 4.3.11 と 5.0.4 で最初にサポートされ、 PHP を構成するために当初は --with-oci8-instant-client オプションが使用されていたことに注意してください。

Oracle データベース、または Oracle Client のフルインストールを使用している場合、こうします
./configure --with-oci8=shared,$ORACLE_HOME

Web サーバーのユーザー (nobody, www) が、 $ORACLE_HOME ディレクトリ配下のライブラリ、初期化ファイル、 （使用されていれば） tnsnames.ora を利用する権利を 所持していることを確認してください。 Oracle 10gR2 では、ディレクトリ利用権を与えるため
に $ORACLE_HOME/install/changePerm.sh ユーティリティを実行する必要があるでしょう。

構成後、通常の PHP ビルド処理を続行します。例えば、 make install 。 OCI8 共有エクステンション oci8.so ライブラリが作成されます。 php.ini ファイルの extension_dir オプションで 示される、 PHP エクステンションディレクトリに手動で移動する必要があるでしょ
う。

OCI8 のインストールを完了するために、 php.ini を編集して行を追加します。
extension=oci8.so

OCI8 を静的にコンパイルされたエクステンションとしてインストール
下記の構成オプションの一つを使って OCI8 を構成します

Oracle Instant Client を使用している場合、こうします
./configure --with-oci8=instantclient,/path/to/instant/client/lib

Oracle データベース、または Oracle Client のフルインストールを使用している場合、こうします
./configure --with-oci8=$ORACLE_HOME

構成後、通常の PHP ビルド処理を続行します。例えば、 make install 。 コンパイル成功後、 php.ini ファイルに oci8.so を追加する必要はありません。 追加のビルドステップは不要です。

PECL から OCI8 をインストール
既存の PHP インストール内容に» http://pecl.php.net/から OCI8 エクステンションを自動または手動で追加できます。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウン
ロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/oci8.

自動インストールでは、これらのステップを続けます。

もしあなたがファイアウォールの内側にいるなら、 PEAR のプロキシを設定します。例えば、
pear config-set http_proxy http://my-proxy.example.com:80/

実行します
pecl install oci8

プロンプトが表示されたら、 $ORACLE_HOME の値か、または instantclient,/path/to/instant/client/lib を入力します。

注意: $ORACLE_HOME 変数は展開されないので入力しないでください。 代わりに、 Oracle ホーム・ディレクトリの実際のパスを入力します。

手動インストールでは、 PECL の OCI8 パッケージをダウンロードします。 例えば、 oci8-1.3.5.tgz。

パッケージを解凍します。
tar -zxf oci8-1.3.5.tgz
cd oci8-1.3.5

パッケージを準備します。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/oci8
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phpize

パッケージを構成します。 $ORACLE_HOME か、または Instant Client を使います。
./configure -with-oci8=shared,$ORACLE_HOME

または
./configure -with-oci8=shared,instantclient,/path/to/instant/client/lib

パッケージをインストールします。
make install

自動または手動インストール後に php.ini ファイルを編集して、行を追加します。
extension=oci8.so

php.ini の extension_dir ディレクティブを oci8.so がインストールされたディレクトリに 設定したことを確認してください。

Windows で OCI8 をインストール
Windows では、 Oracle 10gR2 クライアント・ライブラリを使用する際は、 php.ini の extension=php_oci8.dll 行のコメントをはずします。 Oracle 11g クライアント・ライブラリを使用する際は、 extension=php_oci8_11g.dll のコメントをはずします。 これら 2 つの
DLL は同等の機能を含みます。 そして一度に一つだけ使用可能でしょう。 extension_dir を PHP エクステンション DLL を含むディレクトリに設定したことを確認してください。

もし Instant Client を使用する場合、システムの PATH 環境変数を Oracle ライブラリ・ディレクトリに設定します。

Oracle 環境を設定
このエクステンションを使用する前に、 Web デーモンのユーザーのために Oracle の環境変数が 適切に設定されたか確認してください。 もし Web サーバーがブート時に自動起動される場合は、ブート時の環境も正しく設定されていることを 確認してください。

注意:

PHP スクリプトで putenv() を使って Oracle の環境変数を 設定しないでください。それは、スクリプトが実行される前に Oracle のライブラリがロードされて 初期化されるかもしれないからです。 putenv() で変数を設定すると、コンフリクト、クラッシュ、 または
予測出来ない動作の原因となるかもしれません。 ある関数は動作し、他の関数は捉えがたいエラーを示すかもしれません。 Web サーバー開始前に変数を設定するべきです。

Red Hat Linux と変種では、 /etc/sysconfig/httpd の最後で変数を export してください。 Apache 2 を伴う他のシステムでは Apache bin ディレクトリーで envvars スクリプトを使用するかもしれません。 ３番目のオプション、 httpd.conf の Apache SetEnv ディレク
ティブは、一部のシステムでは 動作するかもしれませんが、他のシステムでは不適切であることが知られています。

環境変数が正しく設定されたかチェックするには、 phpinfo() を使って Environment セクション (Apache Environment ではありません) に期待される変数が含まれるかどうかチェックしてください。

必要かもしれない変数が下記の表に含まれます。 変数の全てについての詳細は Oracle ドキュメントを参照してください。

一般的な Oracle 環境変数
名前 目的

ORACLE_HOME フルの Oracle データベース・ソフトウェアのディレクトリを含みます。 Oracle Instant Client を使用する際は、これを設定しないでください。 設定することは余計なことで、インストール時に問題を引き起こすかもしれませんので。
ORACLE_SID ローカルマシン上の、接続されるデータベース名を含みます。 Oracle Instant Client を使用するか、または oci_connect() に常に接続パラメータを渡す場合は、この設定は不要です。

LD_LIBRARY_PATHこれ (または、 DYLD_LIBRARY_PATH や LIBPATH や SHLIB_PATH のような、そのプラットフォーム相当のもの) を Oracle ライブラリの場所、例えば $ORACLE_HOME/lib または /usr/lib/oracle/11.1/client/lib に設定します。 ldconfig または
LD_PRELOAD のようなもので 異なる検索メカニズムでライブラリの場所を指定される場合、この変数は不要です。

NLS_LANG これは Oracle ライブラリで使用される文字セットや 国際化情報を設定するためのプライマリ変数です。
ORA_SDTZ Oracle セッションのタイムゾーンを設定します。

TNS_ADMIN tnsnames.ora や sqlnet.ora のような Oracle ネット・サービス構成ファイルが保持されるディレクトリを含みます。 もし oci_connect() 接続文字列が、 localhost/XE のような Easy Connect という名前の構文を使っていれば不要です。 もしネットワー
ク構成ファイルが $ORACLE_HOME/network/admin や /etc のような既定の場所のひとつにあれば不要です。

頻度は高くありませんが、 TWO_TASK 、 ORA_TZFILE 、及び NLS* や ORA_NLS_* 変数のような 様々な Oracle 国際化設定値を含む Oracle 環境変数が使用されます。

トラブルシューティング
OCI8 をインストールする際に最も一般的な問題は、 Oracle 環境が 正しく設定されないことです。通常、これは oci_connect() や oci_pconnect() 使用上の問題として現れます。 このエラーは Call to undefined function oci_connect() のような PHP エラーや、 ORA-12705
のような Oracle エラー、さらには Apache のクラッシュになるかもしれません。 この問題を解決するために、起動時のエラーについて Apache のログファイルをチェックして、 上記のセクションをご覧下さい。

ORA-12154 または ORA-12514 のようなネットワークエラーは Oracle のネットワーク・ネーミングまたは構成の問題を示唆する反面、 根本の原因は、 PHP 環境が誤って設定されたことや、 Oracle ライブラリが tnsnames.ora 構成ファイルの場所を指定できないためかも
しれません。

Windows では、一つのマシン上に Oracle の複数のバージョンを持つと、 PHP が Oracle の正しいバージョンだけを使用することを確認するために注意を払わない限り、 すぐにライブラリのクラッシュを引き起こします。

特に Windows 上では、どのライブラリが検索されてロードされるか調べるユーティリティは、 欠けていたりクラッシュしているライブラリの問題の解決に役立ちます。

注意: Web サーバーが開始しないか、または起動時にクラッシュする場合

Apache が pthread ライブラリとリンクされていることをチェックします。
# ldd /www/apache/bin/httpd
  libpthread.so.0 => /lib/libpthread.so.0 (0x4001c000)
  libm.so.6 => /lib/libm.so.6 (0x4002f000)
  libcrypt.so.1 => /lib/libcrypt.so.1 (0x4004c000)
  libdl.so.2 => /lib/libdl.so.2 (0x4007a000)
  libc.so.6 => /lib/libc.so.6 (0x4007e000)
  /lib/ld-linux.so.2 => /lib/ld-linux.so.2 (0x40000000)
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libpthread が一覧に表示されなければ、 Apache を再インストールします。
# cd /usr/src/apache_1.3.xx
# make clean
# LIBS=-lpthread ./config.status
# make
# make install

UnixWare のような一部のシステムでは、それは libpthread の代わりに libthread であることに注意してください。 PHP 及び Apache を EXTRA_LIBS=-lthread とともに構成しなければいけません。

テスト
OCI8 のテストスイートは ext/oci8/tests にあります。 OCI8 のテストを実行すると、テストが失敗したときのログがこのディレクトリに記録されます。

PHP のテストを実行する前に、details.inc を編集して $user、$password と接続文字列 $dbase を編集します。 OCI8 のテストスイートでは SYSTEM アカウントを利用します。 テストユーザにそれと同等の権限がなければ、いくつかのテストが失敗します。

データベースが PHP と同じマシンにある場合は $oracle_on_localhost を TRUE に設定します。

Oracle 11g Database Resident Connection Pooling をテストする場合は $test_drcp を TRUE に設定し、 適切な DRCP プールサーバに接続するための接続文字列を指定します。

details.inc を編集する以外の方法として、 次のように環境変数で設定することもできます。
    $ export PHP_OCI8_TEST_USER=system
    $ export PHP_OCI8_TEST_PASS=oracle
    $ export PHP_OCI8_TEST_DB=localhost/XE
    $ export PHP_OCI8_TEST_DB_ON_LOCALHOST=TRUE
    $ export PHP_OCI8_TEST_DRCP=FALSE

シェルによっては、これらの変数が適切に PHP のプロセスに展開されず、 この方法ではテストに失敗することもあります。

次に、Oracle データベース用の環境を適切に設定します。 Oracle 10g XE の場合は次のようにします。
    $ . /usr/lib/oracle/xe/app/oracle/product/10.2.0/server/bin/oracle_env.sh

それ以外のバージョンの Oracle の場合は次のようにします。
    $ . /usr/local/bin/oraenv

シェルによっては、php.ini の variables_order parameter パラメータに E を設定しておかなければならないこともあります。
    variables_order = "EGPCS"

すべての PHP のテストを実行するには、次のようにします。
    $ cd your_php_src_directory
    $ make test

OCI8 のテストだけを実行する場合は、このようにします。
    $ cd your_php_src_directory
    $ make test TESTS=ext/oci8

テストが終了したら、失敗したテストを見直します。 遅いシステムで実行した場合は、run-tests.php のデフォルトのタイムアウトよりも長い時間がかかるテストも出てくるかもしれません。 その場合は、環境変数 TEST_TIMEOUT を大きめに設定します。

高速なマシンで、軽量な設定のデータベース (Oracle 10g XE など) をローカルで動かしていると、いくつかのテストが ORA-12516 あるいは ORA-12520 エラーで終了することがあります。 これを避けるには、データベースのパラメータ PROCESSES を次の手順で増やしま
す。

Oracle ソフトウェアのオーナーとして接続します。
    $ su - oracle

Oracle 用の環境を、上で説明した oracle_env.sh あるいは oraenv で設定します。

SQL*Plus を立ち上げ、 PROCESSES を増やします。
    $ sqlplus / as sysdba
    SQL> alter system set processes=100 scope=spfile

データベースを再起動します。
    SQL> startup force

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

OCI8 設定オプション
名称 デフォルト 変更可否 変更履歴

oci8.connection_class "" PHP_INI_ALL PHP 5.3 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.3)
oci8.default_prefetch "100" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)
oci8.events Off PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.3)
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oci8.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)
oci8.old_oci_close_semantics Off PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)
oci8.persistent_timeout "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)
oci8.ping_interval "60" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)
oci8.privileged_connect Off PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)
oci8.statement_cache_size "20" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で使用可能 (PECL OCI8 1.1)

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

oci8.connection_class string

このユーザー定義テキストは、接続プールの下位区画への Oracle 11g データベース常駐接続プーリング (DRCP) 接続によって使用されます。 これにより、アプリケーションによる OCI8 持続的接続で、 前の PHP スクリプト由来のデータベース・セッションを再利用でき
ます。 その結果、より良い拡張性が得られます。 異なる接続クラスで以前に使用された処理をプールしたデータベースをアプリケーションで使用する際に、 既定の Oracle 日付フォーマットのようなセッション設定はリセットされます。 これにより、異なるアプリケー
ションの間で情報を思いがけずに共有することを防ぎます。

接続する前に、 ini_set() で実行時に 値を設定できます。

DRCP を使用するには、 OCI8 は Oracle 11g ライブラリとリンクされ、 データベースは Oracle 11g でなければいけません。 接続プールはデータベース内で有効にしなければいけません。 oci8.connection_class は、 同一のアプリケーションを稼動する web サーバの
全てで同じ文字列を設定しなければいけません。 そして、 OCI8 接続文字列 はプールされたサーバを使用することを指定しなければいけません。

oci8.default_prefetch int

このオプションは、データベースからのデータに対する低レベルの 要求が作成されたときにいつでも自動的にフェッチされ、キャッシュ されるデフォルトの追加行数を設定します。 プリフェッチを無効にするには、値を 0 に 設定します。

プリフェッチ値は、 oci_fetch_array() のような関数がユーザーに返す行数を変えません。 行のプリフェッチ及びキャッシングは OCI8 の内部で取り扱われます。

その値は、ステートメント実行の前に oci_set_prefetch() でステートメントごとに設定できます。

PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3.4) で既定値が 10 から 100 に増やされました。

PHP 5.3.2 (PECL OCI8 1.4) では、設定可能な最小値が 1 から 0 に減らされました。 これにより、プリフェッチをオフにできます。

注意: プリフェッチをより大きくすると、メモリ使用量の増加と引き替えに パフォーマンスの改善につながります。 大量のデータを返す照会に対しては、パフォーマンスの利点は重要な意義を持てます。

oci8.events boolean

On を使うと、 PHP でデータベースの Fast Application Notification (FAN) イベントが通知されます。

FAN 無しでは、データベース・インスタンスやマシン・ノードが予期せず故障した際、 PHP アプリケーションは、 TCP タイムアウトの満期になるまでデータペースのレスポンスを待って ブロックされてしまうかもしれません。 FAN イベントにより、確立したデータベー
ス接続に影響する故障が PHP アプリケーションに素早く通知されます。 The OCI8 エクステンションでは、 持続的接続キャッシュ内の利用されていない接続をクリーンアップします。

On を使う際は、 FAN イベントをポストするように データベースも構成しなければいけません。

FAN サポートは、 OCI8 が Oracle 10gR2 以降のライブラリとリンクされ、 Oracle データベース 10gR2 以降に接続する場合に利用できます。

oci8.max_persistent int

PHP プロセスあたりの持続的な OCI8 接続の最大値を指定します。 このオプションを -1 に設定することは、制限なしを意味します。

oci8.old_oci_close_semantics boolean

このオプションは oci_close() の動作を制御します。有効にすると、oci_close() は何も行いません。接続はスクリプトの終了まで閉じられません。 これは後方互換性のためのみに存在しています。 この設定を有効にする必要があると判明した場合、 このオプションを有効
にする代わりに、 アプリケーションで oci_close() を調整することが 強く推奨されます。

oci8.persistent_timeout int

アイドル状態の持続的接続を PHP プロセスが開いたままにする最大秒数 を指定します。 このオプションを -1 に設定すると、 PHP 処理が終了するか、または 接続が oci_close() で明示的に終了されるまで、 アイドル状態の持続的接続が保持されます。

注意: PHP では、アイドル状態のリソースの消滅は、警報ベースではありません。 PHP がスクリプト処理を終了して、リソースの最終使用タイムスタンプをチェックする際に発生します。 そのため、 (OCI8 関係に限らず) PHP 処理内で何らかの活動がある場合
にのみ、 アイドル状態の接続が閉じられるというパラドックスがあります。 Oracle 11g でデータベース常駐接続プーリング (DRCP) が導入されたことにより、 oci8.max_persistent や oci8.persistent_timeout が以前に克服しようとしたメモリ及びリソース
の問題が解決されます。

注意: PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3) では、持続的接続は oci_close() で閉じることができます。

oci8.ping_interval int

oci_pconnect() の間、ping を発行するまでに経過させる秒数を指定します。 ping はデータベース接続が有効か確認します。 0 に設定した場合、持続的接続は oci_pconnect() が 呼び出される度に ping を発行します。 ping を完全に無効にするためには、このオプショ
ンを -1 に設定します。

注意: ping を無効にすることにより oci_pconnect() は最高の効率で処理できますが、ネットワークの脱落や PHP が接続した後に Oracle データベースがダウンした場合、 その後のスクリプトで接続が使われるまで 利用できない接続を PHP は検出できないで
しょう。 詳細な情報は oci_pconnect() を参照ください。

oci8.privileged_connect boolean

このオプションにより特権のある外部の信用 (OCI_SYSOPER, OCI_SYSDBA) を利用して接続できます。

注意: これを On に設定することにより、 適切な OS ユーザー権限で稼動している Web サーバ上のスクリプトで データベースのパスワードを必要とせずに、 特権を持つデータベース・ユーザーとして接続できます。 これはセキュリティーのリスクになりえま
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す。

oci8.statement_cache_size int

このオプションはステートメントキャッシュを有効にします。 また、キャッシュするステートメントの数を指定します。 ステートメントキャッシュを無効にする場合、このオプションを 0 に設定してください。

ステートメントキャッシングにより、 ステートメント・テキストをデータベースに渡したり、 ステートメントに関するあらゆるメタデータを PHP に戻したりする必要性がなくなります。 これにより、接続の有効期間中、ステートメントを再利用するアプリケーションで、
全体的なシステム・パフォーマンスを大幅に向上させられます。 一部の特別なデータベース "カーソル" では、 ステートメントが再利用されるであろうという仮定の下に、 開いたまま保たれるかもしれません。

アプリケーションで使用されるステートメントのワーキングセットのサイズに この値を設定します。小さすぎる値を設定すると、 それらが再利用される前にキャッシュからステートメントがフラッシュされる結果になります。

このオプションは、持続的接続の利用の多くの場合に役立ちます。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

OCI8 関数およびメソッドのモード
定数 説明

OCI_ASSOC oci_fetch_all() と oci_fetch_array() で結果を連想配列で取得するために使います。
OCI_BOTH oci_fetch_all() と oci_fetch_array() で結果を配列と連想配列の両方で取得するために使います。
OCI_COMMIT_ON_SUCCESS oci_execute() のステートメント実行モード。 ステートメントが成功したときに、自動的に変更をコミットします。
OCI_CRED_EXT oci_connect() と組み合わせ、 Oracles の External 認証あるいは OS 認証を利用します。 PHP 5.3 および PECL OCI8 1.3.4 で追加されました。
OCI_DEFAULT oci_execute() のステートメント実行モード。 このモードでは、トランザクションの自動コミットは行われません。 5.3.2 (PECL OCI8 1.4) 以降では、 OCI_DEFAULT よりも OCI_NO_AUTO_COMMIT を推奨します。
OCI_DESCRIBE_ONLY oci_execute() のステートメント実行モード。 このモードをは、カラム名などのメタデータは欲しいけれど クエリから行を取得したくないという場合に使います。

OCI_EXACT_FETCH 現在はサポートされていません。文の取得モードを指定します。 アプリケーションがあらかじめ何行取得すればよいか分かっている場合に使います。 このモードは Oracle リリース 8 以降ではプリフェッチ機能をオフにします。 カーソ
ルは希望する行を取得した後キャンセルされ、 サーバ側のリソースの使用は軽減されます。

OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN oci_fetch_all() のデフォルトのモード。
OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW oci_fetch_all() でのもうひとつのモード。
OCI_LOB_BUFFER_FREE 使用されたバッファを解放するために OCI-Lob->flush と併用します。

OCI_NO_AUTO_COMMIT oci_execute() のステートメント実行モード。 このモードでは、トランザクションの自動コミットは行われません。 コードの可読性を考慮して、今までの OCI_DEFAULT ではなくこちらを使うようにしましょう。 PHP 5.3.2 (PECL OCI8
1.4) 以降で使用可能です。

OCI_NUM oci_fetch_all() と oci_fetch_array() で結果を配列で取得するために使います。
OCI_RETURN_LOBS oci_fetch_array() でディスクリプタの代わりに LOB の値を取得するために使います。
OCI_RETURN_NULLS oci_fetch_array() でフィールド値が NULL の場合に空の配列要素を取得するために使います。
OCI_SEEK_CUR OCI-Lob->seek でシーク位置を設定するために使います。
OCI_SEEK_END OCI-Lob->seek でシーク位置を設定するために使います。
OCI_SEEK_SET OCI-Lob->seek でシーク位置を設定するために使います。
OCI_SYSDATE サポートされなくなりました。
OCI_SYSDBA oci_connect() で、SYSDBA として接続するために使います。 php.ini 設定 oci8.privileged_connect を有効にしないと使えません。
OCI_SYSOPER oci_connect() で、SYSOPER として接続するために使います。 php.ini 設定 oci8.privileged_connect を有効にしないと使えません。
OCI_TEMP_BLOB 一時的な BLOB が生成されるよう明示的に指定するため OCI-Lob->writeTemporary と併用します。
OCI_TEMP_CLOB 一時的な CLOB が生成されるよう明示的に指定するため OCI-Lob->writeTemporary と併用します。

OCI8 バインドおよび定義の型
定数 説明

OCI_B_BFILE oci_bind_by_name() で BFILE をバインドする場合に使います。
OCI_B_BIN  
OCI_B_BLOB oci_bind_by_name() で BLOB をバインドする場合に使います。
OCI_B_CFILEE oci_bind_by_name() で CFILE をバインドする場合に使います。
OCI_B_CLOB oci_bind_by_name() で CLOB をバインドする場合に使います。
OCI_B_CURSOR oci_bind_by_name() で oci_new_descriptor() によってあらかじめ割り当てられたカーソルをバインドする場合に使います。
OCI_B_INT oci_bind_array_by_name() で INTEGER の配列をバインドする場合に使います。
OCI_B_NTY oci_bind_by_name() で 名前付けされたデータ型をバインドする場合に使います。 注意: PHP < 5.0 では OCI_B_SQLT_NTY と呼ばれます。
OCI_B_NUM oci_bind_array_by_name() で NUMBER の配列をバインドする場合に使います。
OCI_B_ROWID oci_bind_by_name() で ROWID をバインドする場合に使います。
SQLT_AFC oci_bind_array_by_name() で CHAR の配列をバインドする場合に使います。
SQLT_AVC oci_bind_array_by_name() で CHARZ の配列をバインドする場合に使います。
SQLT_BDOUBLE  
SQLT_BFILEE OCI_B_BFILE と等価です。
SQLT_BFLOAT  
SQLT_BIN oci_bind_by_name() で RAW 値をバインドする際に使います。
SQLT_BLOB OCI_B_BLOB と等価です。
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SQLT_CFILEE OCI_B_CFILEE と等価です。
SQLT_CHR oci_bind_array_by_name() で VARCHAR2 の配列をバインドする場合に使います。 oci_bind_by_name() でも使います。
SQLT_CLOB OCI_B_CLOB と等価です。
SQLT_FLT oci_bind_array_by_name() で FLOAT の配列をバインドする場合に使います。
SQLT_INT OCI_B_INT と等価です。
SQLT_LBI oci_bind_by_name() で LONG RAW 値をバインドする際に使います。
SQLT_LNG oci_bind_by_name() で LONG 値をバインドする際に使います。
SQLT_LVC oci_bind_array_by_name() で LONG VARCHAR の配列をバインドする場合に使います。
SQLT_NTY OCI_B_NTY と等価です。
SQLT_NUM OCI_B_NUM と等価です。
SQLT_ODT oci_bind_array_by_name() で LONG の配列をバインドする場合に使います。
SQLT_RDD OCI_B_ROWID と等価です。
SQLT_RSET OCI_B_CURSOR と等価です。
SQLT_STR oci_bind_array_by_name() で STRING の配列をバインドする場合に使います。
SQLT_UIN  
SQLT_VCS oci_bind_array_by_name() で VARCHAR の配列をバインドする際に使います。

OCI8 ディスクリプタの型
定数 説明

OCI_DTYPE_FILE このフラグは oci_new_descriptor() に新しい FILE ディスクリプタを初期化するように伝えます。
OCI_DTYPE_LOB このフラグは oci_new_descriptor() に新しい LOB ディスクリプタを初期化するように伝えます。
OCI_DTYPE_ROWIDこのフラグは oci_new_descriptor() に新しい ROWID ディスクリプタを初期化するように伝えます。
OCI_D_FILE OCI_DTYPE_FILE と等価です。
OCI_D_LOB OCI_DTYPE_LOB と等価です。
OCI_D_ROWID OCI_DTYPE_ROWID と等価です。

例
これらの例では HR として接続しています。 これは、Oracle データベースに付属するサンプルのスキーマ "Human Resources" 用のユーザです。このユーザを使うには、 ユーザのロックを解除してパスワードをリセットしなければなりません。

このサンプルでは、ローカルマシン上にある XE データベースに接続しています。それぞれの環境にあわせて 接続文字列を変更してください。

例1 基本的なクエリ

ここでは、クエリの結果を表示させます。OCI8 のステートメントは 準備-実行-フェッチ という手順をとります。
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

// 文を準備します
$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM departments');
if (!$stid) {
    $e = oci_error($conn);
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

// クエリを実行します
$r = oci_execute($stid);
if (!$r) {
    $e = oci_error($stid);
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

// クエリの結果を取得します
print "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    print "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        print "    <td>" . ($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;") . "</td>\n";
    }
    print "</tr>\n";
}
print "</table>\n";

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 バインド変数を用いた挿入

バインド変数を使うと、実行コンテキストをキャッシュして再利用できるので パフォーマンスが向上します。また、バインド変数を使うと SQL インジェクション対策にもなって安全性が向上します。
<?php

// 実行前に表を作成します
//   CREATE TABLE MYTABLE (mid NUMBER, myd VARCHAR2(20));

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
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    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO MYTABLE (mid, myd) VALUES(:myid, :mydata)');

$id = 60;
$data = 'Some data';

oci_bind_by_name($stid, ':myid', $id);
oci_bind_by_name($stid, ':mydata', $data);

$r = oci_execute($stid);  // 実行してコミットします
if ($r) {
    print "One row inserted";
}

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例3 CLOB カラムにデータを挿入する

巨大なデータに対しては、バイナリラージオブジェクト (BLOB) あるいはキャラクタラージオブジェクト (CLOB) 型を使います。 この例では CLOB を使います。
<?php

// 実行前に表を作成します
//     CREATE TABLE MYTABLE (mykey NUMBER, myclob CLOB);

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$mykey = 12343;  // この例で用いる任意のキー
$sql = "INSERT INTO mytable (mykey, myclob)
        VALUES (:mykey, EMPTY_CLOB())
        RETURNING myclob INTO :myclob";

$stid = oci_parse($conn, $sql);
$clob = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_LOB);
oci_bind_by_name($stid, ":mykey", $mykey, 5);
oci_bind_by_name($stid, ":myclob", $clob, -1, OCI_B_CLOB);
oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT); // PHP <= 5.3.1 では OCI_DEFAULT を使います
$clob->save("A very long string");

oci_commit($conn);

// CLOB データを取得します
$query = 'SELECT myclob FROM mytable WHERE mykey = :mykey';

$stid = oci_parse ($conn, $query);
oci_bind_by_name($stid, ":mykey", $mykey, 5);
oci_execute($stid);

print '<table border="1">';
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC)) {
    $result = $row['MYCLOB']->load();
    print '<tr><td>'.$result.'</td></tr>';
}
print '</table>';

?>

例4 PL/SQL ストアドファンクションの使用

返り値に変数をバインドしなければなりません。 オプションで PL/SQL 関数の引数がある場合はそこにも変数をバインドしなければなりません。
<?php

/*
  PHP プログラムを実行する前に、ストアドファンクションを
  SQL*Plus あるいは SQL Developer で作成します
  CREATE OR REPLACE FUNCTION myfunc(p IN NUMBER) RETURN NUMBER AS
  BEGIN
      RETURN p * 3;
  END;

*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$p = 8;

$stid = oci_parse($conn, 'begin :r := myfunc(:p); end;');
oci_bind_by_name($stid, ':p', $p);
oci_bind_by_name($stid, ':r', $r, 40);

oci_execute($stid);

print "$r\n";   // 24 と表示します
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例5 PL/SQL ストアドプロシージャの使用

ストアドプロシージャでは、すべての引数に変数をバインドしなければなりません。
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<?php

/*
  PHP プログラムを実行する前に、ストアドプロシージャを
  SQL*Plus あるいは SQL Developer で作成します
  CREATE OR REPLACE PROCEDURE myproc(p1 IN NUMBER, p2 OUT NUMBER) AS
  BEGIN
      p2 := p1 * 2;
  END;

*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$p1 = 8;

$stid = oci_parse($conn, 'begin myproc(:p1, :p2); end;');
oci_bind_by_name($stid, ':p1', $p1);
oci_bind_by_name($stid, ':p2', $p2, 40);

oci_execute($stid);

print "$p2\n";   // 16 と表示します
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例6 REF CURSOR を返す PL/SQL ファンクションのコール

クエリが返す値が REF CURSOR となり、そこから値を取得することができます。
<?php
/*
  このような PL/SQL ストアドファンクションを作成します
  CREATE OR REPLACE FUNCTION myfunc(p1 IN NUMBER) RETURN SYS_REFCURSOR AS
      rc SYS_REFCURSOR;
  BEGIN
      OPEN rc FOR SELECT city FROM locations WHERE ROWNUM < p1;
      RETURN rc;
  END;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT myfunc(5) AS mfrc FROM dual');
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while (($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC))) {
    echo "<tr>\n";
    $rc = $row['MFRC'];
    oci_execute($rc);  // returned column value from the query is a ref cursor
    while (($rc_row = oci_fetch_array($rc, OCI_ASSOC))) {   
        echo "    <td>" . $rc_row['CITY'] . "</td>\n";
    }
    oci_free_statement($rc);
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

// 出力は
//   Beijing
//   Bern
//   Bombay
//   Geneva

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

接続のハンドリング
接続関数
oci8 拡張モジュールは Oracle に接続するための 3 つの異なる関数を提供しています。標準の接続関数は oci_connect() です。これは Oracle データベースへの接続を作成し、 それ以降のデータベースで使うリソースを返します。

Oracle サーバへの接続は、完了まで要する時間という点から見ると、 かなりコストのかかる操作です。oci_pconnect() 関数は、 異なるスクリプトリクエスト間で接続の再利用が可能な 持続的キャッシュを使用します。 これは、PHP プロセス (もしくは Apache の子プロセス)
毎の接続に関するオーバーヘッドを一度のみ負うということを意味しています。

もしアプリケーションが信用された異なる Web ユーザー毎に Oracle に接続する場合、oci_pconnect() による持続的キャッシュは、 同時ユーザー数の増加と共に有効ではなくなるでしょう。 これは、多くのアイドル状態の接続が維持されることが原因で、 Oracle サーバ全体
のパフォーマンスに不利な影響を与え始めるためです。 もしアプリケーションがこの方法で構成されている場合、 oci8.max_persistent や oci8.persistent_timeout (持続的接続のキャッシュサイズや生存期間の制御が可能になります) を使用してアプリケーションをチューニン
グする、もしくは代わりに oci_connect() を使用することが推奨されます。

oci_connect() と oci_pconnect() の両者とも接続キャッシュを使用します。もし、同一パラメータと共に oci_connect() を複数回コールする場合、 2 番目以降は既存の接続ハンドルを返します。oci_connect() によって使用されるキャッシュは、スクリプト実行終了時、 もしく
は明示的に接続ハンドルを閉じた時にクリアされます。 oci_pconnect() も同様の動作をしますが、 キャッシュは独立して維持され、リクエスト間で残存します。

このキャッシュ機能は忘れてはならないほど重要です。 それは、2 つのハンドルがトランザクション的に独立していない (実際には同じ接続なので、どのような種類の独立もありません) ためです。もしアプリケーションが 2 つの別々でトランザクション的に独立した接続を必要
とする場合、 oci_new_connect() を使用すべきです。

PHP プロセス終了時に oci_pconnect() キャッシュは消去され、 データベース接続は全て閉じられます。 そのため、持続的接続を効果的に使用するには、 PHP は Apache のモジュールであるか、または FCGI によって使用されるか、 または同様のものでなければいけません。
PHP が CGI によって、またはコマンドラインを介して使用される場合、 持続的接続には oci_connect() 以上に全く利益がありません。
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oci_new_connect() は、他の既存の接続が存在したとしても 常に Oracle サーバへの新規接続を生成します。 特にアプリケーションの最も負荷が高い部分など、 高トラフィックな Web アプリケーションに対しては oci_new_connect() の使用を避けてください。

DRCP 接続プーリング
PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3) では、 Oracle 11g のデータベース常駐接続プーリング (DRCP) をサポートします。 DRCP によりデータベースマシンのメモリをより効率的に使用し、 高い拡張性が得られます。 DRCP を使うためにアプリケーションを変更する必要はないか、または
最小限です。

DRCP は、ごく少数のデータベーススキーマを使用し、データベース接続を短時間オープン状態に 保つアプリケーションに適しています。 その他のアプリケーションは、 Oracle のデフォルトの Dedicated データベースサーバプロセスか、または Shared サーバを使用しなけれ
ばいけません。

DRCP は３つの接続機能全てに有益ですが、 oci_pconnect() で接続を作成すると最高の拡張性が得られます。

OCI8 で DRCP を利用可能にするには、 PHP で使用する Oracle クライアントライブラリ、 及び Oracle データベースのバージョンが共に 11g でなければいけません。

DRCP についてのドキュメントはいくつかの Oracle マニュアルに見つかります。 例えば、使用法の情報のために、 Oracle ドキュメントで » データベース常駐接続プーリングの構成 をご覧ください。 » DRCP ホワイトペーパー には、 DRCP についての 予備知識となる情報が
含まれています。

DRCP を使用するには、 OCI8 1.3 エクステンション及び Oracle 11g ライブラリと共に PHP をビルドし、これらのステップを続けます。

データベース内の接続プールを開始するために、 特権を持つデータベース管理者として SQL*Plus のようなプログラムを使います。
    SQL> execute dbms_connection_pool.start_pool;

DRCP の設定を構成するために、 任意で dbms_connection_pool.alter_param() を使用します。 現行のプール設定は、 DBA_CPOOL_INFO ビューで照会できます。

使用する接続文字列を更新します。 MYDB のようなネットワーク接続名を使って現在接続する PHP アプリケーションでは、
    $c = oci_pconnect("myuser", "mypassword", "MYDB");

tnsnames.ora ファイルを修正して、 (SERVER=POOLED) 節を追加します。 例えば、
    MYDB = (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=myhost.dom.com)
           (PORT=1521))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales)
           (SERVER=POOLED)))

あるいは、 PHP で Easy Connect 構文を修正して、サービス名の後に :POOLED を追加します。
    $c = oci_pconnect("myuser", "mypassword", "myhost.dom.com:1521/sales:POOLED");

php.ini を編集して、接続クラス名を選択してください。 この名前は、接続プールの論理的なディビジョンを指示し、 個別のアプリケーションごとにプーリングを分離するために使われます。 同一のユーザー名と接続クラスをもつ PHP アプリケーションは、 プール内の接
続を共有できます。これにより、より大きな拡張性が得られます。
    oci8.connection_class = "MY_APPLICATION_NAME"

アプリケーションを実行して、 11g データベースに接続します。

注意:

持続的接続のパフォーマンスを必要とする Oracle 10g を使うアプリケーションでは、 Oracle Shared サーバ(マルチスレッドサーバとして既知)を使用することにより、 必要なデータベース・メモリー量を減らせます。 詳細は Oracle ドキュメントを参照してくださ
い。

DRCP 推奨事項と既知の制約
Changing a password over DRCP connections will fail with the error ORA-56609: Usage not supported with DRCP. This is a documented restriction of Oracle Database 11g.

With the OCI8 1.3 extension, 持続的接続 can now be closed by the user, allowing greater control over connection resource usage. 持続的接続 will now also be closed automatically when there is no PHP variable referencing them, such as at the end of scope
of a PHP user function. This will rollback any uncommitted transaction. These changes to persistent connections make them behave similarly to non-persistent connections, simplifying the interface, allowing for greater application consistency and
predictability. Use oci8.old_oci_close_semantics set to On to retain the historical behavior.

If the Oracle Database is version 11.1.0.6, then the Oracle database patch for Oracle bug 6474441 must be applied to use DRCP. Without this patch, errors such as ORA-01000: maximum open cursors exceeded, ORA-01001 invalid cursor or ORA-01002
fetch out of sequence may occur. This bug was fixed in Oracle 11.1.0.7 onwards.

If the Oracle 11.1.0.6 database patch cannot be applied, one of the following three workarounds can be used instead:

Connect using Oracle Dedicated or Shared servers instead of DRCP.
Set PHP's oci8.statement_cache_size to 0.
Set an event in the database initialization parameter file: event="56699 trace name context forever, level 128".

Oracle Database 11.1.0.7 and the Oracle Database 11.1.0.6 patch for Oracle bug 6474441 allow PHP applications with DRCP connection to use a database LOGON trigger to set session properties at the time of session creation. Examples of such settings
are the NLS language and the date format.

If the Oracle 11.1.0.6 database patch cannot be applied, one of the following workarounds can be used instead of using LOGON triggers:

After logon, explicitly set the session properties using PHP application code.
DRCP の代わりに、 Oracle Dedicated または Shared サーバを使って接続します。

The automatic re-establishment of PHP 持続的接続 after an Apache or FGCI process respawns means LOGON triggers in PHP are only recommended for setting session attributes and not for per-application user connection requests. This is even more so
with DRCP due to the automatic pool sizing and with the way LOGON triggers fire with DRCP authentication.

http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/server.112/e17120/manproc004.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/server.112/e17120/manproc004.htm
http://www.oracle.com/technetwork/topics/php/whatsnew/php-scalability-ha-twp-128842.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/php/whatsnew/php-scalability-ha-twp-128842.pdf
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Fast Application Notification (FAN) サポート
FAN サポートにより、高速な接続フェールオーバが得られます。これは高可用性フィーチャーです。 これにより、データベース・マシンまたはデータベース・インスタンスが利用できなくなると、 PHP OCI8 スクリプトに通知されます。 FAN 無しでは、 TCP のタイムアウト
が起きてエラーが返されるまで OCI8 はハングする場合があります。 それは数分間かもしれません。 OCI8 で FAN を有効にすると、 web のユーザーが機能不全を気づかないように、 アプリケーションでエラーを検出して利用可能なデータベース・インスタンスに再接続できま
す。

FAN サポートは、 PHP がリンクする Oracle クライアント・ライブラリーと Oracle データベースがバージョン 10gR2 かまたは 11g の場合に利用可能です。

FAN は、 Oracle の クラスタリング・テクノロジー (RAC) の利用者に有益です。 なぜなら、生き残ったデータベース・インスタンスへの接続を直ちに作成できるからです。 ブローカーを持つ Oracle の Data Guard の利用者は、 スタンバイ・データベースがオンラインになる
際に生成される FAN イベントに気づくでしょう。 スタンドアロンのデータベースは、データベース再起動の際に FAN イベントを送信します。

アクティブな接続に関して、マシンまたはデータベース・インスタンスが利用できなくなると、 現在コールされている OCI エクステンションの関数によって、 接続失敗エラーが返されます。 以降の PHP スクリプト再接続で、 生き残ったデータベース・インスタンスへの接続
が確立されます。 データベースマシンやインスタンスの失敗で影響を受けたアイドル状態の接続を OCI8 エクステンションも全て透過的にクリーンアップします。 こうして、スクリプトでサービスの中断に気づくことなく、 PHP 接続コールにより新たな接続が確立されます。

oci8.events が On の場合、 疎通確認を無効にするために oci8.ping_interval を -1 に設定することを提案します。 なぜなら、 FAN イベントを有効にすると、アイドル状態の接続の能動的な接続管理を サービスの中断によって無効にしてしまうからです。

PHP で FAN サポートを有効にするには、 Oracle 10gR2 または 11g ライブラリと共にPHP をビルドし、これらのステップを続けます。

FAN イベントをポストするデータベースサービスを有効にするために、 特権を持つデータベース管理者として SQL*Plus のようなプログラムを使います。 例えば、
    SQL> execute dbms_service.modify_service(
                   SERVICE_NAME        => 'sales',
                   AQ_HA_NOTIFICATIONS => TRUE);

php.ini を編集して追加します
    oci8.events = On

アプリケーションが早くも OCI8 エラーの状況を処理しないなら、 失敗を検出して、適切なアクションを行なうためにそれを修正します。 これには、再接続やステートメント再実行が含まれるかもしれません。
アプリケーションを実行して、 Oracle 10gR2 または 11g データベースに接続します。

ドライバでサポートされるデータ型
oci_bind_by_name() 関数を使用してパラメータをバインドする場合、 ドライバは次の型をサポートします

型 マッピング
SQLT_NTY oci_new_collection() によって生成されたような PHP のコレクションオブジェクトからネイティブのコレクション型に マップします
SQLT_BFILEE oci_new_descriptor() によって生成されたような PHP のディスクリプタオブジェクトからネイティブのディスクリプタ型に マップします
SQLT_CFILEE oci_new_descriptor() によって生成されたような PHP のディスクリプタオブジェクトからネイティブのディスクリプタ型に マップします
SQLT_CLOB oci_new_descriptor() によって生成されたような PHP のディスクリプタオブジェクトからネイティブのディスクリプタ型に マップします
SQLT_BLOB oci_new_descriptor() によって生成されたような PHP のディスクリプタオブジェクトからネイティブのディスクリプタ型に マップします
SQLT_RDD oci_new_descriptor() によって生成されたような PHP のディスクリプタオブジェクトからネイティブのディスクリプタ型に マップします
SQLT_NUM PHP パラメータを 'C' の long 型に変換し、 その値をバインドします
SQLT_RSET oci_parse() によって生成されたもしくは他の OCI クエリから処理されたような PHP のステートメントハンドルからネイティブのステートメントハンドルに マップします
SQLT_CHR and any other type PHP パラメータを文字列型に変換し、その文字列をバインドします
以下の型は結果セットからカラムを処理する際にサポートされます
型 マッピング

SQLT_RSET カーソルを表す OCI ステートメントリソースを生成します
SQLT_RDD ROWID オブジェクトを生成します
SQLT_BLOB LOB オブジェクトを生成します
SQLT_CLOB LOB オブジェクトを生成します
SQLT_BFILE LOB オブジェクトを生成します
SQLT_LNG SQLT_CHR としてバインドし、文字列として返します
SQLT_LBI SQLT_BIN としてバインドし、文字列として返します
その他の型 SQLT_CHR としてバインドし、文字列として返します

OCI8 関数

oci_bind_array_by_name
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL OCI8 >= 1.2.0)

oci_bind_array_by_name — PHP の配列を Oracle PL/SQL の配列に名前でバインドする

説明
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bool oci_bind_array_by_name ( resource $statement , string $name , array &$var_array , int $max_table_length [, int $max_item_length = -1 [, int $type = SQLT_AFC ]] )

oci_bind_array_by_name() は、PHP の配列 var_array を Oracle のプレースホルダ name にバインドします。 このプレースホルダは Oracle PL/SQL の配列を指しています。 入力変数あるいは出力変数のどちらとして使用されるのかは、 実行時に決められます。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント識別子
name

Oracle のプレースホルダ
var_array

配列
max_table_length

入力配列および結果の配列の両方の最大長を設定する
max_item_length

配列要素の最大長を設定する。もし指定されない、もしくは -1 が指定された場合、oci_bind_array_by_name() は入力の配列の中で最も長い要素を探し、その長さを最大長とする。
type

PL/SQL 配列の項目の型を指定するために利用される。 指定可能な型については以下を参照のこと。

SQLT_NUM - NUMBER の配列

SQLT_INT - INTEGER の配列 (注意: INTEGER は、実際には NUMBER(38) のシノニムだが、 SQLT_NUM ではこの場合うまく動作しない)。

SQLT_FLT - FLOAT の配列

SQLT_AFC - CHAR の配列

SQLT_CHR - VARCHAR2 の配列

SQLT_VCS - VARCHAR の配列

SQLT_AVC - CHARZ の配列

SQLT_STR - STRING の配列

SQLT_LVC - LONG VARCHAR の配列

SQLT_ODT - DATE の配列

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_bind_array_by_name() の例
<?php

$c = oci_connect("scott", "tiger");

$create = "CREATE TABLE bind_example(name VARCHAR(20))";
$statement = oci_parse($c, $create);
oci_execute($statement);

$create_pkg = "
CREATE OR REPLACE PACKAGE ARRAYBINDPKG1 AS
  TYPE ARRTYPE IS TABLE OF VARCHAR(20) INDEX BY BINARY_INTEGER;
  PROCEDURE iobind(c1 IN OUT ARRTYPE);
END ARRAYBINDPKG1;";
$statement = oci_parse($c, $create_pkg);
oci_execute($statement);

$create_pkg_body = "
CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY ARRAYBINDPKG1 AS
  CURSOR CUR IS SELECT name FROM bind_example;
  PROCEDURE iobind(c1 IN OUT ARRTYPE) IS
    BEGIN
    FOR i IN 1..5 LOOP
      INSERT INTO bind_example VALUES (c1(i));
    END LOOP;
    IF NOT CUR%ISOPEN THEN
      OPEN CUR;
    END IF;
    FOR i IN REVERSE 1..5 LOOP
      FETCH CUR INTO c1(i);
      IF CUR%NOTFOUND THEN
        CLOSE CUR;
        EXIT;
      END IF;
    END LOOP;
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  END iobind;
END ARRAYBINDPKG1;";
$statement = oci_parse($c, $create_pkg_body);
oci_execute($statement);

$statement = oci_parse($c, "BEGIN ARRAYBINDPKG1.iobind(:c1); END;");

$array = array("one", "two", "three", "four", "five");

oci_bind_array_by_name($statement, ":c1", $array, 5, -1, SQLT_CHR);

oci_execute($statement);

var_dump($array);

 ?>

注意

注意:

この関数は、OCI8 リリース 1.2 から利用可能です。

oci_bind_by_name
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_bind_by_name — Oracle プレースホルダに PHP 変数をバインドする

説明

bool oci_bind_by_name ( resource $statement , string $bv_name , mixed &$variable [, int $maxlength = -1 [, int $type = SQLT_CHR ]] )

PHP の変数 variable を Oracle プレースホルダ bv_name にバインドします。 バインドは Oracle データベースのパフォーマンスに影響を及ぼす重要な仕組みで、 SQL インジェクション攻撃を防ぐための方法にもなります。

バインドを使うとデータベースでステートメントのコンテキストを (たとえ別のユーザやプロセスが実行したものであっても) 再利用することができるようになります。 バインドによって SQL インジェクションの心配を軽減できる理由は、 バインド変数で代入したデータが決し
て SQL 文の一部と見なされることがないからです。 クォートやエスケープは不要です。

バインドする PHP 変数の中身を変更してステートメントを再実行するときにも、 ステートメントをパースしなおしたり変数をバインドしなおしたりする必要はありません。

Oracle のバインド変数は、データベースに渡す値に使う IN 変数と PHP に返される値に使う OUT 変数のふたつに大別できます。 バインド変数は IN あるいは OUT のどちらかの形式になります。バインド変数を入力用に使うか出力用に使うかは、 実行時に決まります。

OUT 変数を使う場合は maxlength を指定しなければなりません。 これを用いて、返される値を格納するのに必要なメモリを PHP が確保します。

IN 変数の場合も、もし PHP の変数にさまざまな値を格納してステートメントを何度も実行するのであれば maxlength を設定しておくことを推奨します。 そうしないと、最初に渡した PHP の変数の値にあわせて Oracle がデータの長さを切り詰めてしまう可能性があります。 最
大長がどの程度になるかわからない場合は現在のデータサイズで oci_bind_by_name() を再コールしてから oci_execute() を実行するようにしましょう。 不必要に大きなサイズでバインドすると、 データベースのプロセスのメモリ使用量に影響を及ぼします。

バインドは、Oracle にデータをどのメモリアドレスから読み込むのかを指示します。 IN 変数の場合、oci_execute() がコールされたときにそのメモリアドレスに正しいデータがなければなりません。 つまり、バインドされる変数は実行時までスコープ内に残っていなければな
らないということです。 もしそうでなければ、 "ORA-01460: unimplemented or unreasonable conversion requested" のような予期せぬエラーが発生します。 OUT 変数の場合は、PHP の変数に何も値が格納されないといったことになるでしょう。

繰り返し実行されるステートメントで決して値が変わることのないバインド変数を使っていると、 Oracle のオプティマイザが最適な実行プランを選びにくくなる可能性があります。 実行に長い時間がかかり、再実行されることもめったにないようなステートメントは、 バイン
ドの恩恵を受けられないでしょう。 しかし、どちらの場合であっても、文字列を連結して SQL 文を作るよりはバインドを使ったほうが安全です。 ユーザの入力をフィルタリングせずに埋め込んでしまうというリスクをなくせるからです。

パラメータ
statement

有効な OCI8 ステートメント識別子。
bv_name

コロンを先頭につけたバインド変数プレースホルダをステートメント内で使います。 コロンは bv_name では必須ではありません。 Oracle はクエスチョンマークをプレースホルダとして使いません。
variable

bv_name に関連づける PHP の変数。
maxlength

バインド時の最大長。-1 に設定した場合、 variable の現在の長さを最大長として設定します。 この場合は、oci_bind_by_name() がコールされたときに variable が存在してデータが格納されている必要があります。
type

Oracle がデータを扱うときのデータ型。デフォルトの type は SQLT_CHR です。 Oracle は、可能な場合はこの型とデータベースのカラム (あるいは PL/SQL の変数) の型の間で変換を行います。

抽象データ型 (LOB/ROWID/BFILE) をバインドする必要がある場合、まず oci_new_descriptor() 関数を使用してこれを確保する必要があります。 length は抽象データ型用には 使用されず、-1 を設定する必要があります。

type に設定できる値は以下のとおりです。

SQLT_BFILEE or OCI_B_BFILE - BFILE 用

SQLT_CFILEE or OCI_B_CFILEE - CFILE 用
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SQLT_CLOB or OCI_B_CLOB - CLOB 用

SQLT_BLOB or OCI_B_BLOB - BLOB 用

SQLT_RDD or OCI_B_ROWID - ROWID 用

SQLT_NTY or OCI_B_NTY - 名前付けされたデータ型用

SQLT_INT or OCI_B_INT - integer 用

SQLT_CHR - VARCHAR 用

SQLT_BIN or OCI_B_BIN - RAW カラム用

SQLT_LNG - LONG カラム用

SQLT_LBI - LONG RAW カラム用

SQLT_RSET - カーソル用。 oci_new_cursor() により、前もって生成されたもの。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_bind_by_name() によるデータの挿入
<?php

// このようなテーブルを作ります
//   CREATE TABLE mytab (id NUMBER, text VARCHAR2(40));

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn,"INSERT INTO mytab (id, text) VALUES(:id_bv, :text_bv)");

$id = 1;
$text = "Data to insert     ";
oci_bind_by_name($stid, ":id_bv", $id);
oci_bind_by_name($stid, ":text_bv", $text);
oci_execute($stid);

// テーブルに入る内容: 1, 'Data to insert     '
?>

例2 一度組み立てたものを複数回実行
<?php

// このようなテーブルを作ります
//   CREATE TABLE mytab (id NUMBER);

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$a = array(1,3,5,7,11);  // 挿入するデータ
$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO mytab (id) VALUES (:bv)');
oci_bind_by_name($stid, ':bv', $v, 20);
foreach ($a as $v) {
    $r = oci_execute($stid, OCI_DEFAULT);  // 自動コミットはしません
}
oci_commit($conn); // すべてをここでコミットします

// テーブルには次の 5 行が含まれます: 1, 3, 5, 7, 11
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例3 foreach() ループでのバインド
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT * FROM departments WHERE department_name = :dname AND location_id = :loc';
$stid = oci_parse($conn, $sql);

$ba = array(':dname' => 'IT Support', ':loc' => 1700);

foreach ($ba as $key => $val) {

    // oci_bind_by_name($stid, $key, $val) ではうまくいきません。
    // これは、すべてのプレースホルダを同じ内容にバインドしてしまうからです。
    // $val ではなく、データの実際の位置を表す $ba[$key] を使いましょう。
    oci_bind_by_name($stid, $key, $ba[$key]);
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}

oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS);
foreach ($row as $item) {
    print $item."<br>\n";
}

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例4 WHERE 句でのバインド
<?php

$conn = oci_connect("hr", "hrpwd", "localhost/XE");
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT last_name FROM employees WHERE employee_id = :eidbv';
$stid = oci_parse($conn, $sql);
$myeid = 101;
oci_bind_by_name($stid, ':eidbv', $myeid);
oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC);
echo $row['LAST_NAME'] ."<br>\n";

// 出力は
//    Kochhar

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例5 LIKE 句でのバインド
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

// 'South' からはじまるすべての都市を探します
$stid = oci_parse($conn, "SELECT city FROM locations WHERE city LIKE :bv");
$city = 'South%';  // '%' は SQL でのワイルドカードです
oci_bind_by_name($stid, ":bv", $city);
oci_execute($stid);
oci_fetch_all($stid, $res);

foreach ($res['CITY'] as $c) {
    print $c . "<br>\n";
}
// 出力は
//   South Brunswick
//   South San Francisco
//   Southlake

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例6 REGEXP_LIKE でのバインド
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

// 'ing' を含むすべての都市を探します
$stid = oci_parse($conn, "SELECT city FROM locations WHERE REGEXP_LIKE(city, :bv)");
$city = '.*ing.*';
oci_bind_by_name($stid, ":bv", $city);
oci_execute($stid);
oci_fetch_all($stid, $res);

foreach ($res['CITY'] as $c) {
    print $c . "<br>\n";
}
// 出力は
//   Beijing
//   Singapore

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

IN 句の中の条件数が少なくて固定なのであれば、個々にバインド変数を割り当てればいいでしょう。 実行時に不明な値は NULL が設定されます。 こうすればひとつのステートメントをすべてのユーザで使い回すことができ、 Oracle の DB キャッシュの効率を最大化させること
ができます。

例7 IN 句での複数の値のバインド
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT last_name FROM employees WHERE employee_id in (:e1, :e2, :e3)';
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$stid = oci_parse($conn, $sql);
$mye1 = 103;
$mye2 = 104;
$mye3 = NULL; // pretend we were not given this value
oci_bind_by_name($stid, ':e1', $mye1);
oci_bind_by_name($stid, ':e2', $mye2);
oci_bind_by_name($stid, ':e3', $mye3);
oci_execute($stid);
oci_fetch_all($stid, $res);
foreach ($res['LAST_NAME'] as $name) {
    print $name ."<br>\n";
}

// 出力は
//   Ernst
//   Hunold

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例8 クエリが返す ROWID のバインド
<?php

// このようなテーブルを作ります
//   CREATE TABLE mytab (id NUMBER, salary NUMBER, name VARCHAR2(40));
//   INSERT INTO mytab (id, salary, name) VALUES (1, 100, 'Chris');
//   COMMIT;

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT ROWID, name FROM mytab WHERE id = :id_bv FOR UPDATE');
$id = 1;
oci_bind_by_name($stid, ':id_bv', $id);
oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS);
$rid = $row['ROWID'];
$name = $row['NAME'];

// 名前を大文字に変換してそれを保存します
$name = strtoupper($name);
$stid = oci_parse($conn, 'UPDATE mytab SET name = :n_bv WHERE ROWID = :r_bv');
oci_bind_by_name($stid, ':n_bv', $name);
oci_bind_by_name($stid, ':r_bv', $rid, -1, OCI_B_ROWID);
oci_execute($stid);

// テーブルに入る内容: 1, 100, CHRIS
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例9 INSERT での ROWID のバインド
<?php

// この例では id と name を挿入し、それから salary を更新します
// このようなテーブルを作ります
//   CREATE TABLE mytab (id NUMBER, salary NUMBER, name VARCHAR2(40));
//
// Based on original ROWID example by thies at thieso dot net (980221)

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $m = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($m['message']), E_USER_ERROR);
}

$sql = "INSERT INTO mytab (id, name) VALUES(:id_bv, :name_bv)
        RETURNING ROWID INTO :rid";

$ins_stid = oci_parse($conn, $sql);

$rowid = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_ROWID);
oci_bind_by_name($ins_stid, ":id_bv",   $id,    10);
oci_bind_by_name($ins_stid, ":name_bv", $name,  32);
oci_bind_by_name($ins_stid, ":rid",     $rowid, -1, OCI_B_ROWID);

$sql = "UPDATE mytab SET salary = :salary WHERE ROWID = :rid";
$upd_stid = oci_parse($conn, $sql);
oci_bind_by_name($upd_stid, ":rid", $rowid, -1, OCI_B_ROWID);
oci_bind_by_name($upd_stid, ":salary", $salary,   32);

// 挿入する id と name
$data = array(1111 => "Larry",
              2222 => "Bill",
              3333 => "Jim");

// それぞれの salary
$salary = 10000;

// 挿入し、その後すぐに各行を更新します
foreach ($data as $id => $name) {
    oci_execute($ins_stid);
    oci_execute($upd_stid);
}

$rowid->free();
oci_free_statement($upd_stid);
oci_free_statement($ins_stid);

// 新しい行を表示します
$stid = oci_parse($conn, "SELECT * FROM mytab");
oci_execute($stid);
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    var_dump($row);
}

oci_free_statement($stid);
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oci_close($conn);

?>

例10 PL/SQL ストアドファンクションでのバインド
<?php

//  PHP プログラムを実行する前に、ストアドファンクションを
//  SQL*Plus あるいは SQL Developer で作ります
//
//  CREATE OR REPLACE FUNCTION myfunc(p IN NUMBER) RETURN NUMBER AS
//  BEGIN
//      RETURN p * 3;
//  END;

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

$p = 8;

$stid = oci_parse($conn, 'begin :r := myfunc(:p); end;');
oci_bind_by_name($stid, ':p', $p);

// 返り値は OUT 変数に格納されます。デフォルトの型は文字列型なので、
// length が 40 ということは最大で 40 まで返される可能性があるということです
oci_bind_by_name($stid, ':r', $r, 40);

oci_execute($stid);

print "$r\n";   // 24 と表示します
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例11 PL/SQL ストアドプロシージャでのパラメータのバインド
<?php

//  PHP プログラムを実行する前に、ストアドプロシージャを
//  SQL*Plus あるいは SQL Developer で作ります
//
//  CREATE OR REPLACE PROCEDURE myproc(p1 IN NUMBER, p2 OUT NUMBER) AS
//  BEGIN
//      p2 := p1 * 2;
//  END;

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

$p1 = 8;

$stid = oci_parse($conn, 'begin myproc(:p1, :p2); end;');
oci_bind_by_name($stid, ':p1', $p1);

// プロシージャの 2 番目のパラメータは OUT 変数です。デフォルトの型は文字列型なので、
// length が 40 ということは最大で 40 まで返される可能性があるということです
oci_bind_by_name($stid, ':p2', $p2, 40);

oci_execute($stid);

print "$p2\n";   // 16 と表示します
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例12 CLOB 列のバインド
<?php

// 実行する前にテーブルを作成します。
//     CREATE TABLE mytab (mykey NUMBER, myclob CLOB);

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

$mykey = 12343;  // この例のための任意のキー
$sql = "INSERT INTO mytab (mykey, myclob)
        VALUES (:mykey, EMPTY_CLOB())
        RETURNING myclob INTO :myclob";

$stid = oci_parse($conn, $sql);
$clob = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_LOB);
oci_bind_by_name($stid, ":mykey", $mykey, 5);
oci_bind_by_name($stid, ":myclob", $clob, -1, OCI_B_CLOB);
oci_execute($stid, OCI_DEFAULT);
$clob->save("A very long string");

oci_commit($conn);

// CLOB データを取得します
$query = 'SELECT myclob FROM mytab WHERE mykey = :mykey';

$stid = oci_parse ($conn, $query);
oci_bind_by_name($stid, ":mykey", $mykey, 5);
oci_execute($stid);

print '<table border="1">';
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC)) {
  $result = $row['MYCLOB']->load();
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  print '<tr><td>'.$result.'</td></tr>';
}
print '</table>';

?>

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

クォートは不要なので、magic_quotes_gpc や addslashes() を oci_bind_by_name() と同時に使わないでください。 自動的に追加されたクォートはデータベースの中にそのまま書き込まれてしまいます。 oci_bind_by_name() はデータをそのままの形で追加し、クォートや
エスケープ文字の除去は行わないからです。

注意:

WHERE 句の中の CHAR 型のカラムに文字列をバインドするときには、 Oracle における CHAR 型のカラムの比較が スペースで埋めた (固定長形式で) 行われることを覚えておきましょう。 WHERE 句を期待通りに動作させるには、 PHP の変数側でもスペースを追加
してカラムの幅と同じにしておく必要があります。

注意:

PHP の variable 引数は参照渡しです。 ループの形式によっては期待通りの動きをしないこともあります。
<?php
foreach ($myarray as $key => $value)  {
    oci_bind_by_name($stid, $key, $value);
}
?>

これは、それぞれのキーに対して $value の指す場所をバインドします。 つまり、すべてのバインド変数の値は ループの最後の処理で $value が指す値となります。 期待通りに動かすには、次のようにします。
<?php
foreach ($myarray as $key => $value) {
    oci_bind_by_name($stid, $key, $myarray[$key]);
}
?>

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocibindbyname() を使用します。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_bind_array_by_name() - PHP の配列を Oracle PL/SQL の配列に名前でバインドする
oci_parse() - 実行のために Oracle の文をパースする

oci_cancel
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_cancel — カーソルからの読み込みをキャンセルする

説明

bool oci_cancel ( resource $statement )

カーソルを無効にして関連付けられた全てのリソースを開放し、 読み込みをキャンセルします。

パラメータ
statement

OCI ステートメント

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

oci_close
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_close — Oracleとの接続を閉じる
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説明

bool oci_close ( resource $connection )

接続 connection を閉じます。 他のいかなるリソースも利用しない、なおかつ oci_connect() または oci_new_connect() で作成された場合、 基礎となるデータベース接続が閉じられます。

もはや不要となった接続を閉じることを推奨します。 なぜなら、これにより他のユーザーがデータベースリソースを利用できるようになるからです。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 接続を閉じる

基礎となるデータベース接続がきちんと終了され、データベースリソースが解放されることを確実にするために、 接続に関連したリソースは閉じられるべきです。
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM departments');
$r = oci_execute($stid);
oci_fetch_all($stid, $res);
var_dump($res);

// 接続を閉じるときにステートメント識別子を解放します
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 参照の全てが閉じられるまでデータベース接続は閉じられません

基礎となるデータベースへの接続が閉じられる前に 接続の内部的な参照回数識別子はゼロで無ければいけません
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM departments');  // これは $conn の参照回数を増やします
oci_execute($stid);
oci_fetch_all($stid, $res);
var_dump($res);

oci_close($conn);

// $conn はもはやスクリプトで使用できませんが、基礎となるデータベース接続は
// $stid が解放されるまで開かれたまま保たれます。
var_dump($conn);  // NULL を出力 

// PHP が活動していない間にターミナルウィンドウで Oracle の V$SESSION ビューを
// 参照すると、データベースユーザーがまだ接続されていると表示します。
sleep(10);

// $stid が解放されると、データベース接続は物理的に閉じられます。
oci_free_statement($stid);  

// PHP が活動していない間にターミナルウィンドウで Oracle の V$SESSION ビューを
// 参照すると、データベースユーザーが切断されたと表示します。
sleep(10);

?>

例3 一回以上開かれた接続を閉じる

データベースクレデンシャルが再利用されるときは、基礎となるデータベース接続が閉じられる前に、 両方の接続がともに閉じられていなければいけません。
<?php

$conn1 = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

// 同じ基礎となるデータベース接続を再利用するクレデンシャルを使用すると、
// $conn1 上でなされたコミットされていない変更は全て、 $conn2 で認識できます。
$conn2 = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

// PHP が活動していない間にターミナルウィンドウで Oracle の V$SESSION ビューを
// 参照すると、データベースユーザーが一つだけ接続されたと表示します。
sleep(10);

oci_close($conn1); // 基礎となるデータベース接続を閉じません。
var_dump($conn1);  // 変数 $conn1 がもはや利用できないので NULL を出力します
var_dump($conn2);  // $conn2 はまだ有効な接続リソースと表示されます。
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?>

例4 変数がスコープから外れると接続が閉じられます

接続を参照する変数の全てがスコープを外れてPHPにより解放されると、 （必要に応じて）ロールバックが発生します。 そしてデータベースへの基礎となる接続が閉じられます。
<?php

function myfunc() {
    $conn = oci_connect('hr', 'hrpwd', 'localhost/XE');
    if (!$conn) {
        $e = oci_error();
        trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
    }

    $stid = oci_parse($conn, 'UPDATE mytab SET id = 100');
    oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);
    return "Finished";
}

$r = myfunc();
// この時点でロールバックが発生し、基礎となるデータベース接続が閉じられます。

print $r;  // 関数の返り値 "Finished" を表示します
?>

注意

注意:

接続識別子に依存する変数、たとえば oci_parse() により返される ステートメント識別子のような変数は、基礎となるデータベース接続が閉じられる前に 解放されなければいけません。

注意:

PHP 5.1.2 (PECL OCI8 1.1) より前のバージョンでは、oci_close() は実際には何もしませんでした。最近のバージョンでは、きちんと Oracle 接続を閉じます。 この関数の古い動作をさせる場合は oci8.old_oci_close_semantics オプションを使用してください。

注意:

oci_close() 関数は oci_pconnect() で作成された基礎となるデータベース接続を 閉じません。

注意:

5.0.0 より前の PHP バージョンでは、代わりに ocilogoff() を使用しなければいけません。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_connect() - Oracle データベースに接続する
oci_free_statement() - 文やカーソルに関連付けられた全てのリソースを解放する

OCI-Collection->append
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->append — コレクションに要素を追加する

説明

bool OCI-Collection::append ( mixed $value )

コレクションの最後に要素を追加します。

パラメータ
value

コレクションに追加する値を指定します。文字列か数値です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Collection->assign

OCI-Collection->assign
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(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->assign — コレクションに他の存在するコレクションから値を割り当てる

説明

bool OCI-Collection::assign ( OCI-Collection $from )

事前に生成された他のコレクションからコレクションの値を割り当てます。 両方のコレクションは、使用する前に oci_new_collection() を使って生成される必要があります。

パラメータ
from

OCI-Collection のインスタンスを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Collection->append

OCI-Collection->assignElem
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->assignElem — コレクションの要素に値を割り当てる

説明

bool OCI-Collection::assignElem ( int $index , mixed $value )

インデックス index の要素に値を割り当てます。

パラメータ
index

要素のインデックス。最初のインデックスは 1 です。
value

文字列あるいは数値です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Collection->getElem

OCI-Collection->free
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->free — コレクションオブジェクトに関連付けられたリソースを解放する

説明

bool OCI-Collection::free ( void )

コレクションオブジェクトに関連付けられたリソースを解放します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

oci_new_collection

OCI-Collection->getElem
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->getElem — 要素の値を返す

説明

mixed OCI-Collection::getElem ( int $index )

インデックス index (1 から始まる) を持つ要素の値を返します。

パラメータ
index

要素のインデックス。最初のインデックスは 1 です。

返り値

もし要素が存在しない場合 FALSE 、要素が NULL 文字列なら NULL 、要素が文字データ型なら文字列、 要素が数値フィールドなら数値を返します。

参考

OCI-Collection->assignElem

OCI-Collection->max
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->max — コレクション内の要素の最大数を取得する

説明

int OCI-Collection::max ( void )

コレクション内の要素の最大数を返します。

返り値

コレクション内の要素の最大数、あるいはエラー時に FALSE を返します。

返り値が 0 の場合、要素の数に制限はありません。

参考

OCI-Collection->size

OCI-Collection->size
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->size — コレクションのサイズを返す

説明

int OCI-Collection::size ( void )

コレクションのサイズを返します。

返り値

コレクション内の要素の数、もしくはエラー時に FALSE を返します。
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参考

OCI-Collection->max

OCI-Collection->trim
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Collection->trim — コレクションの最後から要素を切り取る

説明

bool OCI-Collection::trim ( int $num )

コレクションの最後から num 個の要素を切り取ります。

パラメータ
num

切り取る要素の数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Collection->size

oci_commit
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_commit — 未解決のトランザクションをコミットする

説明

bool oci_commit ( resource $connection )

Oracle接続connection 上の未解決なトランザクションをコミットします。 コミットすると、現在のトランザクションを終了してすべての変更を確定させます。 また、保持しているロックをすべて解放します。

トランザクションが始まるのは、データを変更する最初の SQL 文が OCI_NO_AUTO_COMMIT フラグつきで oci_execute() によって実行されたときです。 それ以降、他の文によるデータの変更も同じトランザクションの一部となります。 トランザクション内でのデータの変更は、 そ
のトランザクションがコミットあるいはロールバックされるまでは一時的なものとなります。 データベース上の他のユーザは、 トランザクションがコミットされるまでその変更内容を見ることができません。

データを追加したり更新したりする際には、 リレーショナルデータの一貫性やパフォーマンスなどを考慮して トランザクションを使うことを推奨します。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_commit() の例
<?php

// 複数のテーブルに挿入し、エラーが発生したときにはロールバックします
$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, "INSERT INTO mysalary (id, name) VALUES (1, 'Chris')");

// OCI_NO_AUTO_COMMIT フラグは、INSERT の直後にコミットしないよう Oracle に指示します
// PHP <= 5.3.1 では OCI_DEFAULT フラグを使いましょう。どちらのフラグも同じ意味です
$r = oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);
if (!$r) {    
    $e = oci_error($stid);
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    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO myschedule (startday) VALUES (12)');
$r = oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);
if (!$r) {    
    $e = oci_error($stid);
    oci_rollback($conn);  // 両方のテーブルへの変更をロールバックします
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

// 両方のテーブルへの変更をコミットします
$r = oci_commit($conn);
if (!r) {
    $e = oci_error($conn);
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

?>

注意

注意:

トランザクションは接続を閉じたとき、 もしくはスクリプトの終了時のいずれの場合でも すぐに自動的にロールバックされます。 トランザクションをコミットするには oci_commit() をコールする必要があります。

OCI_COMMIT_ON_SUCCESS モードを指定するか、 あるいはデフォルトの状態で oci_execute() をコールすると、 それ以前の未コミットのトランザクションをコミットします。

CREATE や DROP といった Oracle の DDL は、未コミットのトランザクションを自動的にコミットします。

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocicommit() を使用します。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_execute() - 文を実行する
oci_rollback() - 未解決のデータベーストランザクションをロールバックする

oci_connect
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_connect — Oracle データベースに接続する

説明

resource oci_connect ( string $username , string $password [, string $connection_string [, string $character_set [, int $session_mode ]]] )

他のほとんどの OCI8 コールで必要な接続 ID を返します。

接続の管理及び接続プーリングについての一般的な情報は 接続のハンドリングをご覧下さい。

PHP 5.1.2 (PECL OCI8 1.1) 以降で、接続を閉じるために oci_close()を使用できます。

同一の引数で oci_connect() を呼び出すと、 ２回目以降は最初の呼び出しで返された接続ハンドルを返します。 これは、あるハンドル内のトランザクションが、他のハンドル内にも あることを意味します、なぜなら、それらは同一の 基礎となるデータベース接続を使用するか
らです。 もし２つのハンドルを互いにトランザクション的に分離する必要があれば、 替わりに oci_new_connect() を使用してください。

パラメータ
username

Oracle ユーザ名
password

username に対するパスワード
connection_string

接続先の Oracle インスタンス。 » Easy Connect 文字列、tnsnames.ora ファイルの接続文字列、あるいはローカルの Oracle インスタンス名を指定します。

省略した場合、PHP は環境変数 TWO_TASK (Linux) あるいは LOCAL (Windows) と ORACLE_SID を用いて接続先の Oracle インスタンス を判断します。

Easy Connect 方式を使うには、PHP を Oracle 10g 以降のクライアントライブラリとリンクさせる必要があります。Oracle 10g の Easy Connect 文字列の形式は [//]host_name[:port][/service_name] です。Oracle 11g の場合は、この構文は
[//]host_name[:port][/service_name][:server_type][/instance_name] となります。サービス名を調べるには、Oracle のユーティリティ lsnrctl status をデータベースサーバ上で実行します。

tnsnames.ora ファイルは Oracle Net のサーチパス上にあります。 サーチパスに含まれるのは $ORACLE_HOME/network/admin や /etc です。もうひとつの方法として、 TNS_ADMIN を指定して $TNS_ADMIN/tnsnames.ora を読み込ませることもできます。 ウェブ
デーモンにそのファイルの読み込み権限を与えておきましょう。

character_set

http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/network.112/e10836/naming.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/network.112/e10836/naming.htm
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Oracle クライアントライブラリが使う文字セットを指定します。 これは、データベースが用いる文字セットと一致させる必要はありません。 一致していない場合は、Oracle が最善を尽くしてデータベースの文字セットとの間の変換を行います。 文字セットによっては、
この変換結果がうまく使えないこともあります。 また、変換にはそれなりの時間を要します。

省略した場合は、 Oracle クライアントライブラリは環境変数 NLS_LANG の値をもとに文字セットを判断します。

このパラメータを渡すことで、 接続に要する時間を短縮できます。
session_mode

このパラメータは PHP 5 (PECL OCI8 1.1) 以降で使え、 OCI_DEFAULT、 OCI_SYSOPER そして OCI_SYSDBA といった値を指定することができます。OCI_SYSOPER あるいは OCI_SYSDBA を指定した場合は、 この関数は外部の証明書を使った特権接続の確立を試みます。 特権接続
は、デフォルトでは無効になっています。有効にするには oci8.privileged_connect を On に設定しなければなりません。

PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3.4) 以降、 OCI_CRED_EXT モードを使えるようになりました。 これは、Oracle に外部認証あるいは OS 認証を使うよう指示します。 どちらかをデータベースで設定しておかなければなりません。 OCI_CRED_EXT フラグを使えるのは、ユーザ名が "/"
でパスワードが空のときだけです。 oci8.privileged_connect は On あるいは Off のどちらでもかまいません。

OCI_CRED_EXT は、 OCI_SYSOPER あるいは OCI_SYSDBA モードと組み合わせて使います。

OCI_CRED_EXT は、セキュリティ上の理由により Windows ではサポートされていません。

返り値

接続 ID、もしくはエラー時は FALSE を返します。

例

例1 Easy Connect 構文を使った基本的な oci_connect() の使用例
<?php

// "localhost" マシン上の XE サービス(例えばデータベース)に接続します。
$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM employees');
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>" . ($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;") . "</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

?>

例2 Network Connect 名を使った基本的な oci_connect() の使用例
<?php

// tnsnames.ora ファイルに記載された MYDB データベースに接続します。
// MYDB 用の tnsnames.ora エントリーの一例です。
//   MYDB =
//     (DESCRIPTION =
//       (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = mymachine.oracle.com)(PORT = 1521))
//       (CONNECT_DATA =
//         (SERVER = DEDICATED)
//         (SERVICE_NAME = XE)
//       )
//     )

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'MYDB');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM employees');
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>" . ($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;") . "</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

?>

例3 oci_connect() での明示的な文字セットの指定
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE', 'AL32UTF8');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM employees');
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
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    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>" . ($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;") . "</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

?>

例4 oci_connect() での複数コールの使用
<?php

$c1 = oci_connect("hr", "welcome", 'localhost/XE');
$c2 = oci_connect("hr", "welcome", 'localhost/XE');

// 同一の基礎となるデータベース接続を使用することを意味する、
// 同一の PHP リソース id を $c1 及び $c2 の両方が示します。
echo "c1 is $c1<br>\n";
echo "c2 is $c2<br>\n";

function create_table($conn)
{
    $stmt = oci_parse($conn, "create table hallo (test varchar2(64))");
    oci_execute($stmt);
    echo "Created table<br>\n";
}

function drop_table($conn)
{
    $stmt = oci_parse($conn, "drop table hallo");
    oci_execute($stmt);
    echo "Dropped table<br>\n";
}

function insert_data($connname, $conn)
{
    $stmt = oci_parse($conn, "insert into hallo
              values(to_char(sysdate,'DD-MON-YY HH24:MI:SS'))");
    oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
    echo "$connname inserted row without committing<br>\n";
}

function rollback($connname, $conn)
{
    oci_rollback($conn);
    echo "$connname rollback<br>\n";
}

function select_data($connname, $conn)
{
    $stmt = oci_parse($conn, "select * from hallo");
    oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
    echo "$connname ----selecting<br>\n";
    while (oci_fetch($stmt)) {
        echo "    " . oci_result($stmt, "TEST") . "<br>\n";
    }
    echo "$connname ----done<br>\n";
}

create_table($c1);

insert_data('c1', $c1);   // c1 を使用して行を挿入
sleep(2);                 // ２行目で異なるタイムスタンプを表示するためにスリープします
insert_data('c2', $c2);   // c2 を使用して行を挿入

select_data('c1', $c1);   // 両方の挿入結果が返されます
select_data('c2', $c2);   // 両方の挿入結果が返されます

rollback('c1', $c1);      // c1 を使用してロールパック

select_data('c1', $c1);   // 両方の挿入行為がロールバックされました
select_data('c2', $c2);

drop_table($c1);

// 接続のうちの一つを閉じると、その PHP 変数が利用できなくなりますが、
// もう一つは使用できます。
oci_close($c1);
echo "c1 is $c1<br>\n";
echo "c2 is $c2<br>\n";

// 出力です。
//    c1 is Resource id #5
//    c2 is Resource id #5
//    Created table
//    c1 inserted row without committing
//    c2 inserted row without committing
//    c1 ----selecting
//        09-DEC-09 12:14:43
//        09-DEC-09 12:14:45
//    c1 ----done
//    c2 ----selecting
//        09-DEC-09 12:14:43
//        09-DEC-09 12:14:45
//    c2 ----done
//    c1 rollback
//    c1 ----selecting
//    c1 ----done
//    c2 ----selecting
//    c2 ----done
//    Dropped table
//    c1 is 
//    c2 is Resource id #5

?>

注意

注意:

OCI8 拡張モジュールのインストールや設定に不備があると、 接続時に問題やエラーが発生します。解決策は インストール/設定 を参照ください。
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注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocilogon() を使用します。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_pconnect() - 持続的接続を使用してOracle データベースに接続する
oci_new_connect() - 一意な接続を使って Oracle サーバへ接続する
oci_close() - Oracleとの接続を閉じる

oci_define_by_name
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_define_by_name — PHP の変数を、クエリで取得するカラムに関連づける

説明

bool oci_define_by_name ( resource $statement , string $column_name , mixed &$variable [, int $type = SQLT_CHR ] )

PHP の変数を、oci_fetch() で取得するクエリのカラムに関連づけます。

oci_define_by_name() は、 oci_execute() を実行する前にコールしなければなりません。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。
column_name

クエリで使用するカラム名。

Oracle のデフォルトである大文字小文字を区別しないカラム名では大文字を使います。 大文字小文字を区別するカラム名の場合は、正確なカラム名を使います。
variable

返されるカラムの値を格納する PHP 変数。
type

返されるデータの型。一般的には不要です。 Oracle 式のデータ変換は行われないことに注意しましょう。たとえば、 SQLT_INT は無視され、返されるデータの型は SQLT_CHR のままとなります。

オプションで、oci_new_descriptor() を使って LOB/ROWID/BFILE の領域を確保することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_define_by_name() の例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT location_id, city FROM locations WHERE location_id < 1200';
$stid = oci_parse($conn, $sql);

// 実行する前に定義しなければなりません
oci_define_by_name($stid, 'LOCATION_ID', $locid);
oci_define_by_name($stid, 'CITY', $city);

oci_execute($stid);

// フェッチするたびに、さきほど定義した変数に次の行のデータが格納されます
while (oci_fetch($stid)) {
    echo "Location id $locid is $city<br>\n";
}

// 表示:
//   Location id 1000 is Roma
//   Location id 1100 is Venice

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>
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例2 oci_define_by_name() での大文字小文字を区別するカラム名の使用
<?php

/*
  実行する前に、大文字小文字を区別するカラム名のテーブルを作っておきます
    CREATE TABLE mytab (id NUMBER, "MyDescription" VARCHAR2(30));
    INSERT INTO mytab (id, "MyDescription") values (1, 'Iced Coffee');
    COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM mytab');

// 大文字小文字を区別しないカラム名の場合は、大文字を使います
oci_define_by_name($stid, 'ID', $id);

// 大文字小文字を区別するカラム名の場合は、カラム名にあわせます
oci_define_by_name($stid, 'MyDescription', $mydesc);

oci_execute($stid);

while (oci_fetch($stid)) {
    echo "id $id is $mydesc<br>\n";
}

// 表示:
//   id 1 is Iced Coffee

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例3 oci_define_by_name() での LOB カラムの使用
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作ります
    CREATE TABLE mytab (id NUMBER, fruit CLOB);
    INSERT INTO mytab (id, fruit) values (1, 'apple');
    INSERT INTO mytab (id, fruit) values (2, 'orange');
    COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM mytab');

// 実行する前に定義しなければなりません
oci_define_by_name($stid, 'ID', $id);
oci_define_by_name($stid, 'FRUIT', $fruit);  // $fruit will become a LOB descriptor

oci_execute($stid);

while (oci_fetch($stid)) {
    echo $id . " is " . $fruit->load(100) . "<br>\n";
}

// 表示:
//   1 is apple
//   2 is orange

$fruit->free();
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例4 oci_define_by_name() での型の明示
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作ります
    CREATE TABLE mytab (id NUMBER, fruit CLOB);
    INSERT INTO mytab (id, fruit) values (1, 'apple');
    INSERT INTO mytab (id, fruit) values (2, 'orange');
    COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM mytab');

// 実行する前に定義しなければなりません
oci_define_by_name($stid, 'ID', $id);

$fruit = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_LOB);
oci_define_by_name($stid, 'FRUIT', $fruit, OCI_D_CLOB);

oci_execute($stid);

while (oci_fetch($stid)) {
    echo $id . " is " . $fruit->load(100) . "<br>\n";
}

// 表示:
//   1 is apple
//   2 is orange
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$fruit->free();
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

注意

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocidefinebyname() を使用します。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_fetch() - クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_new_descriptor() - 空の新規 LOB あるいは FILE ディスクリプタを初期化する

oci_error
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_error — 最後に見つかったエラーを返す

説明

array oci_error ([ resource $resource ] )

最後に見つかったエラーを返します。

この関数は、エラーが発生した直後にコールしなければなりません。 文の実行が成功すると、エラーはクリアされてしまいます。

パラメータ
resource

大半のエラーでは、resource は関数コール時に渡されたリソースハンドルとなります。 oci_connect() や oci_new_connect()、 oci_pconnect() の接続エラーの場合は resource を渡しません。

返り値

もしエラーが見つからない場合、oci_error() は FALSE を返します。それ以外の場合は、 oci_error() はエラーの情報を連想配列で返します。

oci_error() の配列の形式
配列のキー 型 説明
code integer Oracle のエラーコード。
message string Oracle のエラーメッセージ。
offset integer SQL 文の中でのエラーが発生した場所のバイト位置。SQL 文がない場合は 0 となります。
sqltext string SQL 文のテキスト。SQL 文がない場合は空文字列となります。

変更履歴

バージョン 説明
PHP 4.3 offset と sqltext が追加されました。

例

例1 接続エラー後の Oracle エラーメッセージの表示
<?php
$conn = oci_connect("hr", "welcome", "localhost/XE");
if (!$conn) {
    $e = oci_error();   // oci_connect のエラーの場合、ハンドルを渡しません
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}
?>

例2 パースエラー時の Oracle エラーメッセージの表示
<?php
$stid = oci_parse($conn, "select ' from dual");  // クォートが間違っていることに注意
if (!$stid) {
    $e = oci_error($conn);  // oci_parse エラーの場合は接続ハンドルを渡します
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}
?>

例3 実行エラー時の、 Oracle エラーメッセージと問題となった文の表示
<?php
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$stid = oci_parse($conn, "select does_not_exist from dual");
$r = oci_execute($stid);
if (!$r) {
    $e = oci_error($stid);  // oci_execute のエラーの場合、ステートメントハンドルを渡します
    print htmlentities($e['message']);
    print "\n<pre>\n";
    print htmlentities($e['sqltext']);
    printf("\n%".($e['offset']+1)."s", "^");
    print  "\n</pre>\n";
}
?>

注意

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocierror() を使います。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

oci_execute
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_execute — 文を実行する

説明

bool oci_execute ( resource $statement [, int $mode = OCI_COMMIT_ON_SUCCESS ] )

oci_parse() が返した statement を実行します。

実行後、INSERT 文などの場合はデフォルトでデータをデータベースにコミットします。 SELECT 文などの場合は問い合わせを実行します。 問い合わせの結果をその後 PHP で取得するには oci_fetch_array() などの関数を使います。

一度パースした文は何度でも実行することができ、 これを使えば毎回パースするコストを節約することができます。 この方法は、oci_bind_by_name() でデータをバインドした INSERT 文で一般的に使われています。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
mode

オプションの二番目のパラメータは、次の定数のいずれかとなります。

実行モード
定数 説明

OCI_COMMIT_ON_SUCCESSステートメントの実行に成功すると、 この接続においてまだ確定していない変更をすべてコミットします。 これがデフォルトです。
OCI_DEFAULT PHP 5.3.2 (PECL OCI8 1.4) で非推奨となりますが、 過去との互換性のためにまだ使用可能です。新しく書くコードでは、 同じ意味となる OCI_NO_AUTO_COMMIT を使いましょう。
OCI_DESCRIBE_ONLY oci_field_name() 関数などでクエリのメタデータを使えるようにしますが、 結果セットは作りません。続けて oci_fetch_array() などをコールすると失敗します。
OCI_NO_AUTO_COMMIT 変更を自動的にはコミットしません。PHP 5.3.2 (PECL OCI8 1.4) より前のバージョンでは OCI_DEFAULT を使います。これは、今では OCI_NO_AUTO_COMMIT のエイリアスとなっています。

OCI_NO_AUTO_COMMIT モードを使うとトランザクションを開始します。 接続を閉じたりスクリプトが終了したりしたときに、 トランザクションは自動的にロールバックされます。 トランザクションをコミットするには oci_commit() を、破棄するには oci_rollback() をコー
ルします。

データを追加したり更新したりする際には、 リレーショナルデータの一貫性やパフォーマンスなどを考慮して トランザクションを使うことを推奨します。

OCI_NO_AUTO_COMMIT モードを使った文を実行した後に oci_commit() あるいは oci_rollback() をコールしなかった場合、 たとえデータが変更されていなくても スクリプトの終了時に OCI8 がロールバックを実行します。 不要なロールバックを避けるために、多くのスクリ
プトはクエリや PL/SQL で OCI_NO_AUTO_COMMIT モードを使いません。 同じスクリプトの中で異なるモードで oci_execute() を実行する場合は、 アプリケーション内で適切なトランザクションの一貫性を確保するよう注意しましょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_execute() での問い合わせの例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM employees');
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>" . ($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;") . "</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
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echo "</table>\n";

?>

例2 モードを指定せずに oci_execute() を実行する例
<?php

// 実行する前にテーブルを作成します。
//   CREATE TABLE MYTABLE (col1 NUMBER);

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO mytab (col1) VALUES (123)');

oci_execute($stid); // 結果はコミットされ、他のユーザからもすぐに見えるようになります
?>

例3 oci_execute() で OCI_NO_AUTO_COMMIT を使う例
<?php

// 実行する前にテーブルを作成します。
//   CREATE TABLE MYTABLE (col1 NUMBER);

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO mytab (col1) VALUES (:bv)');
oci_bind_by_name($stid, ':bv', $i, 10);
for ($i = 1; $i <= 5; ++$i) {
    oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);  // PHP <= 5.3.1 の場合は OCI_DEFAULT を使います
}
oci_commit($conn);  // 新しい値 1, 2, 3, 4, 5 をすべてコミットします
?>

例4 oci_execute() でさまざまなコミットモードを使う例
<?php

// 実行する前にテーブルを作成します。
//   CREATE TABLE MYTABLE (col1 NUMBER);

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO mytab (col1) VALUES (123)');
oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);  // データはコミットされません
$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO mytab (col1) VALUES (456)');
oci_execute($stid);  // 123 と 456 が両方コミットされます
?>

例5 oci_execute() で OCI_DESCRIBE_ONLY を使う例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM locations');
oci_execute($s, OCI_DESCRIBE_ONLY);
for ($i = 1; $i <= oci_num_fields($stid); ++$i) {
    echo oci_field_name($stid, $i) . "<br>\n";
}

?>

注意

注意:

トランザクションは接続を閉じたとき、 もしくはスクリプトの終了時のいずれの場合でも すぐに自動的にロールバックされます。 トランザクションをコミットするには oci_commit() をコールする必要があります。

OCI_COMMIT_ON_SUCCESS モードを指定するか、 あるいはデフォルトの状態で oci_execute() をコールすると、 それ以前の未コミットのトランザクションをコミットします。

CREATE や DROP といった Oracle の DDL は、未コミットのトランザクションを自動的にコミットします。

注意:

oci_execute() 関数は 通常はステートメントをデータベースに送信するので、 ステートメントの構文エラーなどを特定することもできます。 軽量なローカル版の oci_parse() ではこれはできません。

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ociexecute() を使用します。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_parse() - 実行のために Oracle の文をパースする

oci_fetch_all
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)
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oci_fetch_all — クエリからの複数の行を二次元配列に取得する

説明

int oci_fetch_all ( resource $statement , array &$output [, int $skip = 0 [, int $maxrows = -1 [, int $flags = OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN + OCI_ASSOC ]]] )

クエリからの複数の行を二次元配列に取得します。 デフォルトでは、すべての行を返します。

この関数は、クエリを oci_execute() で実行した後でのみコールすることができます。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。
output

返された行を格納する変数。

LOB 列は文字列として返されます。 Oracle は変換をサポートしています。

データや型の取得についての詳細な情報は oci_fetch_array() を参照ください。
skip

結果を取得する際に無視する行数 (デフォルトの値は 0 で、最初の行から開始されます)。
maxrows

読み込む行数。デフォルトは -1 で、これは skip + 1 番目の行以降のすべての行を意味します。
flags

パラメータ flags は、 配列の構造をあらわし、また連想配列を使うかどうかもあらわします。

oci_fetch_all() の配列構造モード
定数 説明

OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW 配列の配列で、内側の配列はクエリの行単位となります。
OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN配列の配列で、内側の配列はクエリの列単位となります。 これがデフォルトです。

配列のインデックスには、カラム名あるいは数値を使うことができます。

oci_fetch_all() の配列インデックスモード
定数 説明

OCI_NUM 各列の配列に数値添字を使います。
OCI_ASSOC各カラムを連想配列にします。 これがデフォルトです。

加算演算子 "+" を使って、 配列の構造とインデックス形式の組み合わせを選択します。

Oracle のデフォルトである大文字小文字を区別しないカラム名の場合は、 配列のキーは大文字となります。大文字小文字を区別するカラム名の場合は、 配列のキーの大文字小文字は実際のカラム名と同じになります。 var_dump() で output を確認し、大文字小文字を適
切に指定するようにしましょう。

同じ名前のカラムが複数あるクエリでは、カラムの別名を使わなければなりません。 そうしないと、連想配列にあらわれるのはその中の一つのカラムだけとなってしまいます。

返り値

output の行数を返します。これは 0 以上の値となります。 失敗した場合に FALSE を返します.

例

例1 oci_fetch_all() の例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT POSTAL_CODE, CITY FROM locations WHERE ROWNUM < 3');
oci_execute($stid);

$nrows = oci_fetch_all($stid, $res);

echo "$nrows rows fetched<br>\n";
var_dump($res);

// var_dump 出力は
//    2 rows fetched
//    array(2) {
//      ["POSTAL_CODE"]=>
//      array(2) {
//        [0]=>
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//        string(6) "00989x"
//        [1]=>
//        string(6) "10934x"
//      }
//      ["CITY"]=>
//      array(2) {
//        [0]=>
//        string(4) "Roma"
//        [1]=>
//        string(6) "Venice"
//      }
//    }

// 結果を見やすく表示します
echo "<table border='1'>\n";
foreach ($res as $col) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($col as $item) {
        echo "    <td>".($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;")."</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 oci_fetch_all() で OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW を使う例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT POSTAL_CODE, CITY FROM locations WHERE ROWNUM < 3');
oci_execute($stid);

$nrows = oci_fetch_all($stid, $res, null, null, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW);

echo "$nrows rows fetched<br>\n";
var_dump($res);

// 出力は
//    2 rows fetched
//    array(2) {
//      [0]=>
//      array(2) {
//        ["POSTAL_CODE"]=>
//        string(6) "00989x"
//        ["CITY"]=>
//        string(4) "Roma"
//      }
//      [1]=>
//      array(2) {
//        ["POSTAL_CODE"]=>
//        string(6) "10934x"
//        ["CITY"]=>
//        string(6) "Venice"
//      }
//    }

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例3 oci_fetch_all() で OCI_NUM を使う例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT POSTAL_CODE, CITY FROM locations WHERE ROWNUM < 3');
oci_execute($stid);

$nrows = oci_fetch_all($stid, $res, null, null, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW + OCI_NUM);

echo "$nrows rows fetched<br>\n";
var_dump($res);

// 出力は
//    2 rows fetched
//    array(2) {
//      [0]=>
//      array(2) {
//        [0]=>
//        string(6) "00989x"
//        [1]=>
//        string(4) "Roma"
//      }
//      [1]=>
//      array(2) {
//        [0]=>
//        string(6) "10934x"
//        [1]=>
//        string(6) "Venice"
//      }
//    }

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

注意
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注意:

skip を使うのは、非常に非効率的です。 読み飛ばす行もすべて PHP がデータベースから受け取る結果セットに含まれ、 そのあとで読み飛ばす部分が捨てられます。 それよりは、SQL を使って取得開始位置と取得範囲をはじめから指定した方がより効率的です。
oci_fetch_array() の例を参照ください。

注意:

大量の行を返すクエリでは、oci_fetch_array() のような単一行の取得関数を使ったほうがメモリを浪費せずに済みます。

注意:

大量の行を返すクエリの場合、 oci8.default_prefetch を増やすか oci_set_prefetch() を使えばパフォーマンスが劇的に向上します。

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocifetchstatement() を使用します。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_fetch() - クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_fetch_array() - クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_assoc() - クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object() - クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row() - クエリの次の行を配列で返す
oci_set_prefetch() - クエリがプリフェッチする行数を設定する

oci_fetch_array
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_fetch_array — クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す

説明

array oci_fetch_array ( resource $statement [, int $mode ] )

クエリから、結果セットの次の行を含む配列を返します。 配列の各エントリが行の各カラムをあらわします。 この関数の典型的な使い方は、ループの中で FALSE を返すまでコールすることです。 FALSE は、もう行がないことを意味します。

OCI8 拡張モジュールによるデータ型マッピングの 詳細については、ドライバが サポートするデータ型 を参照ください。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。
mode

オプションの第2引数は、次の定数の組み合わせが可能です。

oci_fetch_array() のモード
定数 説明

OCI_BOTH 連想配列と配列の両方を返します。 これは OCI_ASSOC + OCI_NUM と同等で、 デフォルトの動作です。
OCI_ASSOC 連想配列を返します。
OCI_NUM 数値添字配列を返します。
OCI_RETURN_NULLS NULL フィールドの要素も作成します。この要素の値は PHP の NULL となります。
OCI_RETURN_LOBS LOB ディスクリプタではなく LOB の中身を返します。

デフォルトの mode は OCI_BOTH です。

加算演算子 "+" を使うと、複数のモードを動じに指定できます。

返り値

連想配列や数値添字配列を返します。 statement にもう行がない場合は FALSE を返します。

デフォルトでは、LOB カラムは LOB ディスクリプタを返します。

DATE カラムは、現行のデータフォーマットにフォーマットされた 文字列として返されます。既定のフォーマットは NLS_LANG のような Oracle 環境変数で変更したり、またはあらかじめ ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT コマンドを実行して変更します。

Oracle のデフォルトでは、大文字小文字を区別しないカラム名はすべて大文字となり、 結果の連想配列のインデックスも大文字になります。 大文字小文字を区別するカラム名は、配列のインデックスもそれと同じになります。 結果の配列を var_dump() すれば、 各クエリの大
文字小文字を確かめることができます。
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例

例1 oci_fetch_array() での OCI_BOTH の使用例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT department_id, department_name FROM departments');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_array($stid, OCI_BOTH))) {
    // 連想配列の指標として大文字のカラム名を使用します
    echo $row[0] . " and " . $row['DEPARTMENT_ID']   . " are the same<br>\n";
    echo $row[1] . " and " . $row['DEPARTMENT_NAME'] . " are the same<br>\n";
}

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 oci_fetch_array() での OCI_NUM の使用例
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作成します。
      CREATE TABLE mytab (id NUMBER, description CLOB);
      INSERT INTO mytab (id, description) values (1, 'A very long string');
      COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT id, description FROM mytab');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_array($stid, OCI_NUM))) {
    echo $row[0] . "<br>\n";
    echo $row[1]->read(11) . "<br>\n"; // DESCRIPTION から最初の 11 バイトを出力します
}

// 出力です。
//    1
//    A very long

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例3 oci_fetch_array() での OCI_ASSOC の使用例
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作成します。
      CREATE TABLE mytab (id NUMBER, description CLOB);
      INSERT INTO mytab (id, description) values (1, 'A very long string');
      COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT id, description FROM mytab');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC))) {
    echo $row['ID'] . "<br>\n";
    echo $row['DESCRIPTION']->read(11) . "<br>\n"; // DESCRIPTION から最初の 11 バイトを出力します
}

// 出力です。
//    1
//    A very long

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例4 oci_fetch_array() での OCI_RETURN_NULLS の使用例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT 1, null FROM dual');
oci_execute($stid);
while (($row = oci_fetch_array ($stid, OCI_ASSOC))) { // NULL を無視
    var_dump($row);
}

/*
上記のコードの出力です。
  array(1) {
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    [1]=>
    string(1) "1"
  }
*/

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT 1, null FROM dual');
oci_execute($stid);
while (($row = oci_fetch_array ($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS))) { // NULL をフェッチ
    var_dump($row);
}

/*
上記のコードの出力です。
  array(2) {
    [1]=>
    string(1) "1"
    ["NULL"]=>
    NULL
  }
*/

?>

例5 oci_fetch_array() での OCI_RETURN_LOBS の使用例
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作成します。
      CREATE TABLE mytab (id NUMBER, description CLOB);
      INSERT INTO mytab (id, description) values (1, 'A very long string');
      COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT id, description FROM mytab');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_LOBS))) {
    echo $row['ID'] . "<br>\n";
    echo $row['DESCRIPTION'] . "<br>\n"; // DESCRIPTION の全てが含まれます
}

// 出力です。
//    1
//    A very long string

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例6 oci_fetch_array() での文字の大小を区別するカラムの使用例
<?php

/*
   実行する前にテーブルを作成します。
      CREATE TABLE mytab ("Name" VARCHAR2(20), city VARCHAR2(20));
      INSERT INTO mytab ("Name", city) values ('Chris', 'Melbourne');
      COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'select * from mytab');
oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS);

// 'Name' は文字の大小を区別するカラムとして作成されたので、配列の指標として
// 同一のケースを使用します。しかしながら、文字の大小を区別しないカラムの
// 指標としては、大文字の 'CITY' を使わなければいけません。
print $row['Name'] . "<br>\n";   //  Chris を出力
print $row['CITY'] . "<br>\n";   //  Melbourne を出力
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例7 oci_fetch_array() での同じ名前のカラムの使用例
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作成します。
      CREATE TABLE mycity (id NUMBER, name VARCHAR2(20));
      INSERT INTO mycity (id, name) values (1, 'Melbourne');
      CREATE TABLE mycountry (id NUMBER, name VARCHAR2(20));
      INSERT INTO mycountry (id, name) values (1, 'Australia');
      COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT mycity.name, mycountry.name
        FROM mycity, mycountry
        WHERE mycity.id = mycountry.id';
$stid = oci_parse($conn, $sql);
oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC);
var_dump($row);
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// 出力には "NAME" 項目一つだけが含まれます。
//    array(1) {
//      ["NAME"]=>
//      string(9) "Australia"
//    }

// 度重なるカラム名を照会するには、 "AS ctnm" のような SQL カラムのエイリアスを使います。
$sql = 'SELECT mycity.name AS ctnm, mycountry.name 
        FROM mycity, mycountry 
        WHERE mycity.id = mycountry.id';
$stid = oci_parse($conn, $sql);
oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC);
var_dump($row);

// これで出力には選択したカラムが両方含まれます。
//    array(2) {
//      ["CTNM"]=>
//      string(9) "Melbourne"
//      ["NAME"]=>
//      string(9) "Australia"
//    }

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例8 oci_fetch_array() での DATE カラムの使用例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

// この接続に対して日付フォーマットを設定します。
// パフォーマンス上の理由で、トリガー、またはその代わりに環境変数で
// フォーマットを変更することを検討します
$stid = oci_parse($conn, "ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT = 'YYYY-MM-DD'");
oci_execute($stid);

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT hire_date FROM employees WHERE employee_id = 188');
oci_execute($stid);
$row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC);
echo $row['HIRE_DATE'] . "<br>\n";  // 1997-06-14 を出力
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例9 oci_fetch_array() での REF CURSOR の使用例
<?php
/*
  下記のようにして PL/SQL ストアド・プロシジャーを作成します。
  CREATE OR REPLACE PROCEDURE myproc(p1 OUT SYS_REFCURSOR) AS
  BEGIN
    OPEN p1 FOR SELECT * FROM all_objects WHERE ROWNUM < 5000;
  END;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'BEGIN myproc(:rc); END;');
$refcur = oci_new_cursor($conn);
oci_bind_by_name($stid, ':rc', $refcur, -1, OCI_B_CURSOR);
oci_execute($stid);

// 返された REF CURSOR を実行して、ステートメント識別子のようにそこからフェッチします
oci_execute($refcur);  
echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($refcur, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>".($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;")."</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

oci_free_statement($refcur);
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例10 oci_fetch_array() での LIMIT 風のクエリの使用例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

// これが実行したいクエリーです
$sql = 'SELECT city, postal_code FROM locations ORDER BY city';

// このネストしたクエリーにより、 $sql から行のサブセットが選択されます。
// 製品環境では、連結した SQL 文による SQL インジェクションの問題を
// 防止するよう気をつけてください
$limit_sql = 
   'select *
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    from ( select a.*, rownum as rnum
        from (' . $sql . ') a
        where rownum < :FIRST_ROW + :NUM_ROWS )
    where rnum >= :FIRST_ROW';

$first = 1;  // 最初の行で開始
$num   = 5;  // 5 行を返す
$stid = oci_parse($conn, $limit_sql);
oci_bind_by_name($stid, ':FIRST_ROW', $first);
oci_bind_by_name($stid, ':NUM_ROWS', $num);
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC))) {
    echo $row['CITY'] . " " . $row['POSTAL_CODE'] . "<br>\n";
}

// 出力です。
//    Beijing 190518x
//    Bern 3095x
//    Bombay 490231x
//    Geneva 1730x
//    Hiroshima 6823x

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

注意

注意:

大文字小文字を区別せずにつくった Oracle のカラムでは、 連想配列のインデックスはすべて大文字となることに注意しましょう。

注意:

大量の行を返すクエリの場合、 oci8.default_prefetch を増やすか oci_set_prefetch() を使えばパフォーマンスが劇的に向上します。

注意:

oci_fetch_array() は ほんの少しだけ oci_fetch_assoc() や oci_fetch_row() より低速ですが、 ずっと柔軟性があります。

参考

oci_fetch() - クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_fetch_all() - クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_assoc() - クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object() - クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row() - クエリの次の行を配列で返す
oci_set_prefetch() - クエリがプリフェッチする行数を設定する

oci_fetch_assoc
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_fetch_assoc — クエリの次の行を連想配列で返す

説明

array oci_fetch_assoc ( resource $statement )

クエリの次の結果セット行を含む連想配列を返します。 配列の各エントリが、カラムに対応します。 この関数の典型的な使い方は、ループの中でコールすることです。 FALSE が返された場合は、もう行がないことをあらわします。

oci_fetch_assoc() をコールするのは、 oci_fetch_array() で OCI_ASSOC + OCI_RETURN_NULLS を指定してコールするのと同じです。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。

返り値

連想配列を返します。 statement にもう行がない場合は FALSE を返します。

注意

注意:

行の取得例は oci_fetch_array() を参照ください。

参考
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oci_fetch() - クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_fetch_all() - クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_array() - クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_object() - クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row() - クエリの次の行を配列で返す

oci_fetch_object
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_fetch_object — クエリの次の行をオブジェクトとして返す

説明

object oci_fetch_object ( resource $statement )

クエリから、結果セットの次の行を含むオブジェクトを返します。 オブジェクトの各属性が行の各カラムをあらわします。 この関数の典型的な使い方は、ループの中で FALSE を返すまでコールすることです。 FALSE は、もう行がないことを意味します。

OCI8 拡張モジュールによるデータ型マッピングの 詳細については、ドライバが サポートするデータ型 を参照ください。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。

返り値

オブジェクトを返します。 オブジェクトの属性は文中のフィールドと一致しています。 statement にもう行がない場合は FALSE を返します。

LOB カラムは LOB ディスクリプタを返します。

DATE カラムは、現行のデータフォーマットにフォーマットされた 文字列として返されます。既定のフォーマットは NLS_LANG のような Oracle 環境変数で変更したり、またはあらかじめ ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT コマンドを実行して変更します。

Oracle のデフォルトでは、文字の大小を区別しないカラム名はすべて大文字となります。 文字の大小を区別するカラム名は、属性の名前もそれと同じになります。 結果のオブジェクト配列を var_dump() すれば、 各クエリの文字の大小を確かめられます。

NULL データ・フィールドの全てに対して、属性の値は NULL になります。

例

例1 oci_fetch_object() の例
<?php

/*
  実行する前にテーブルを作成します。
    CREATE TABLE mytab (id NUMBER, description VARCHAR2(30));
    INSERT INTO mytab (id, description) values (1, 'Fish and Chips');
    COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT id, description FROM mytab');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_object($stid))) {
    // 標準的な Oracle カラム それぞれに対して大文字の属性名を使います
    echo $row->ID . "<br>\n";
    echo $row->DESCRIPTION . "<br>\n"; 
}

// 出力です。
//    1
//    Fish and Chips

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 文字の大小を区別するカラム名を持つ oci_fetch_object()

<?php

/*
  実行する前に、文字の大小を区別するカラム名を持つテーブルを作成します。
    CREATE TABLE mytab (id NUMBER, "MyDescription" VARCHAR2(30));
    INSERT INTO mytab (id, "MyDescription") values (1, 'Iced Coffee');
    COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger error(htmlentities($e['message'], ENT QUOTES), E USER ERROR);
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}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT id, "MyDescription" FROM mytab');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_object($stid))) {
    // 標準的な Oracle カラム それぞれに対して大文字の属性名を使います
    echo $row->ID . "<br>\n";
    // 文字の大小を区別するカラム名と同じケースを使います
    echo $row->MyDescription . "<br>\n";   
}

// 出力です。
//    1
//    Iced Coffee

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例3 LOB を持つ oci_fetch_object()

<?php

/*
  実行する前にテーブルを作成します。
    CREATE TABLE mytab (id NUMBER, description CLOB);
    INSERT INTO mytab (id, description) values (1, 'A very long string');
    COMMIT;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'SELECT id, description FROM mytab');
oci_execute($stid);

while (($row = oci_fetch_object($stid))) {
    echo $row->ID . "<br>\n";
    // 下記では、 DESCRIPTION から最初の 11 バイトを出力します
    echo $row->DESCRIPTION->read(11) . "<br>\n"; 
}

// 出力です。
//    1
//    A very long

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

参考

oci_fetch() - クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_fetch_all() - クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_assoc() - クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_array() - クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_row() - クエリの次の行を配列で返す

oci_fetch_row
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_fetch_row — クエリの次の行を配列で返す

説明

array oci_fetch_row ( resource $statement )

クエリから、結果セットの次の行を含む数値添字配列を返します。 配列の各エントリが行の各カラムに対応します。 この関数の典型的な使用法は、ループの中で FALSE を返すまで繰り返すことです。 FALSE は、もう行がないことをあらわします。

oci_fetch_row() をコールすることは、 oci_fetch_array() で OCI_NUM + OCI_RETURN_NULLS を指定してコールすることと同じです。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。

返り値

数値添字配列を返します。 statement にもう行がない場合は FALSE を返します。

注意

注意:
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行の取得例は oci_fetch_array() を参照ください。

参考

oci_fetch() - クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_fetch_all() - クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_array() - クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_assoc() - クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object() - クエリの次の行をオブジェクトとして返す

oci_fetch
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_fetch — クエリの次の行を内部バッファに取得する

説明

bool oci_fetch ( resource $statement )

クエリの次の行を内部バッファに取得します。このバッファへは oci_result() でアクセスできます。あるいは、 oci_define_by_name() で事前に定義した変数を使ってアクセスすることもできます。

データの取得に関する全般的な情報は oci_fetch_array() を参照ください。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE、 statement にもう行がない場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_fetch() での定義済みの変数の使用
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT location_id, city FROM locations WHERE location_id < 1200';
$stid = oci_parse($conn, $sql);

// 実行前に定義しておく必要があります
oci_define_by_name($stid, 'LOCATION_ID', $locid);
oci_define_by_name($stid, 'CITY', $city);

oci_execute($stid);

// フェッチするたびに、次の行のデータが定義済みの変数に格納されます
while (oci_fetch($stid)) {
    echo "Location id $locid is $city<br>\n";
}

// 表示:
//   Location id 1000 is Roma
//   Location id 1100 is Venice

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 oci_fetch() と oci_result() の使用例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
}

$sql = 'SELECT location_id, city FROM locations WHERE location_id < 1200';
$stid = oci_parse($conn, $sql);
oci_execute($stid);

while (oci_fetch($stid)) {
    echo oci_result($stid, 'LOCATION_ID') . " is ";
    echo oci_result($stid, 'CITY') . "<br>\n";
}

// 表示:
//   1000 is Roma
//   1100 is Venice
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oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

注意

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocifetch() を使用します。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_define_by_name() - PHP の変数を、クエリで取得するカラムに関連づける
oci_fetch_all() - クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_array() - クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_assoc() - クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object() - クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row() - クエリの次の行を配列で返す
oci_result() - フェッチした行からフィールドの値を取得する

oci_field_is_null
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_is_null — フィールドが NULL であるかどうかを確認する

説明

bool oci_field_is_null ( resource $statement , mixed $field )

statement の、 指定したフィールド field が NULL であるかどうかを調べます。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field

フィールド番号またはフィールド名 (大文字)。

返り値

field が NULL の場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumnisnull() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_is_null() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_field_name
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_name — 文からのフィールド名を返す

説明

string oci_field_name ( resource $statement , int $field )

field の名前を返します。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field
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フィールド番号 (1 から始まる) あるいは名前のいずれか。

返り値

名前を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_field_name() の例
<?php
$conn = oci_connect("scott", "tiger");
$stmt = oci_parse($conn, "SELECT * FROM emp");
oci_execute($stmt);

echo "<table border=\"1\">";
echo "<tr>";
echo "<th>名前</th>";
echo "<th>型</th>";
echo "<th>長さ</th>";
echo "</tr>";

$ncols = oci_num_fields($stmt);

for ($i = 1; $i <= $ncols; $i++) {
    $column_name  = oci_field_name($stmt, $i);
    $column_type  = oci_field_type($stmt, $i);
    $column_size  = oci_field_size($stmt, $i);

    echo "<tr>";
    echo "<td>$column_name</td>";
    echo "<td>$column_type</td>";
    echo "<td>$column_size</td>";
    echo "</tr>";
}

echo "</table>\n";
oci_free_statement($stmt);
oci_close($conn);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumnname() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_name() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_num_fields() - ある文における結果のカラム数を返す
oci_field_type() - フィールドのデータ型を返す
oci_field_size() - フィールドサイズを返す

oci_field_precision
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_precision — フィールドの精度を問い合わせる

説明

int oci_field_precision ( resource $statement , int $field )

field の精度を返します。

FLOAT 型カラムの精度は 0 でなく桁数は -127 となります。 もし精度が 0 の場合、カラムは NUMBER 型、そうでなければ NUMBER(精度, 桁数) となります。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field

フィールド番号 (1 から始まる) あるいは名前のいずれか。

返り値

精度を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意
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注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumnprecision() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_precision() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_field_scale() - フィールドの桁数を問い合わせる
oci_field_type() - フィールドのデータ型を返す

oci_field_scale
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_scale — フィールドの桁数を問い合わせる

説明

int oci_field_scale ( resource $statement , int $field )

field に対応するカラムの桁数を返します。

FLOAT 型カラムの精度は 0 でなく桁数は -127 となります。 もし精度が 0 の場合、カラムは NUMBER 型、そうでなければ NUMBER(精度, 桁数) となります。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field

フィールド番号 (1 から始まる) あるいは名前のいずれか。

返り値

桁数を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumnscale() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_scale() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_field_precision() - フィールドの精度を問い合わせる
oci_field_type() - フィールドのデータ型を返す

oci_field_size
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_size — フィールドサイズを返す

説明

int oci_field_size ( resource $statement , mixed $field )

フィールド field のサイズを返します。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field

フィールドのインデックス (1 から始まるもの) あるいは名前。

返り値
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フィールド field のサイズを表すバイト数、あるいは エラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_field_size() の例
<?php
$conn = oci_connect("scott", "tiger");
$stmt = oci_parse($conn, "SELECT * FROM emp");
oci_execute($stmt);

echo "<table border=\"1\">";
echo "<tr>";
echo "<th>Name</th>";
echo "<th>Type</th>";
echo "<th>Length</th>";
echo "</tr>";

$ncols = oci_num_fields($stmt);

for ($i = 1; $i <= $ncols; $i++) {
    $column_name  = oci_field_name($stmt, $i);
    $column_type  = oci_field_type($stmt, $i);
    $column_size  = oci_field_size($stmt, $i);
    echo "<tr>";
    echo "<td>$column_name</td>";
    echo "<td>$column_type</td>";
    echo "<td>$column_size</td>";
    echo "</tr>";
}

echo "</table>";

oci_free_statement($stmt);
oci_close($conn);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumnsize() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_size() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_num_fields() - ある文における結果のカラム数を返す
oci_field_name() - 文からのフィールド名を返す

oci_field_type_raw
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_type_raw — Oracle におけるフィールドの型を問い合わせる

説明

int oci_field_type_raw ( resource $statement , int $field )

フィールド field の、Oracle における型を返します。

しかしながら、フィールドの方を取得したい場合、 oci_field_type() の方が良いでしょう。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field

フィールド番号 (1 から始まる) あるいは名前のいずれか。

返り値

Oracle のデータ型を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumntyperaw() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_type_raw() への別名として残されていますが、 推奨されません。
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oci_field_type
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_field_type — フィールドのデータ型を返す

説明

mixed oci_field_type ( resource $statement , int $field )

フィールドのデータ型を返します。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。
field

フィールド番号 (1 から始まる) あるいは名前のいずれか。

返り値

フィールドのデータ型を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

返り値

例1 oci_field_type() の例
<?php
$conn = oci_connect("scott", "tiger");
$stmt = oci_parse($conn, "SELECT * FROM emp");
oci_execute($stmt);

echo "<table border=\"1\">";
echo "<tr>";
echo "<th>名前</th>";
echo "<th>型</th>";
echo "<th>長さ</th>";
echo "</tr>";

$ncols = oci_num_fields($stmt);

for ($i = 1; $i <= $ncols; $i++) {
    $column_name  = oci_field_name($stmt, $i);
    $column_type  = oci_field_type($stmt, $i);
    $column_size  = oci_field_size($stmt, $i);

    echo "<tr>";
    echo "<td>$column_name</td>";
    echo "<td>$column_type</td>";
    echo "<td>$column_size</td>";
    echo "</tr>";
}

echo "</table>\n";

oci_free_statement($stmt);
oci_close($conn);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocicolumntype() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_field_type() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_num_fields() - ある文における結果のカラム数を返す
oci_field_name() - 文からのフィールド名を返す
oci_field_size() - フィールドサイズを返す

oci_free_statement
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_free_statement — 文やカーソルに関連付けられた全てのリソースを解放する

説明

bool oci_free_statement ( resource $statement )
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oci_parse() の結果や Oracle から取得した、 Oracle のカーソルおよび文に関連付けられた全てのリソースを解放します。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

oci_internal_debug
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_internal_debug — 内部デバッグ用の出力を有効または無効にする

説明

void oci_internal_debug ( bool $onoff )

内部デバッグ用の出力を有効あるいは無効にします。

パラメータ
onoff

これを FALSE にするとデバッグ出力をオフにし、 TRUE にするとオンになります。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ociinternaldebug() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_internal_debug() への別名として残されていますが、 推奨されません。

OCI-Lob->append
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->append — ラージオブジェクトのデータを他のラージオブジェクトに追加する

説明

bool OCI-Lob::append ( OCI-Lob $lob_from )

ラージオブジェクトのデータを他のラージオブジェクトに追加します。

前もってバッファリングが有効になっている場合、 OCI-Lob->append() を使ったラージオブジェクトの書き込みは失敗するでしょう。 追加の前にバッファリングを無効にしなければなりません。 バッファリングを無効にする前に、 OCI-Lob->flush によってバッファをフ
ラッシュする必要があるかも知れません。

パラメータ
lob_from

コピーする LOB。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->flush
OCI-Lob->setBuffering
OCI-Lob->getBuffering
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OCI-Lob->close
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->close — LOB ディスクリプタを閉じる

説明

bool OCI-Lob::close ( void )

OCI-Lob->close() は LOB あるいは FILE のディスクリプタを閉じます。この関数は OCI-Lob->writeTemporary を併用した場合のみ使用されるべきです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->writeTemporary

oci_lob_copy
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_lob_copy — ラージオブジェクトをコピーする

説明

bool oci_lob_copy ( OCI-Lob $lob_to , OCI-Lob $lob_from [, int $length = 0 ] )

ラージオブジェクトあるいはラージオブジェクトの一部を 他のラージオブジェクトにコピーします。 受け取り側の LOB の古いデータは上書きされます。

もし LOB の特定部分を LOB の特定の位置にコピーする必要がある場合、 oci_lob_seek() を使用して LOB の内部ポインタを移動させることができます。

パラメータ
lob_to

コピー先の LOB。
lob_from

コピー元の LOB。
length

コピーされるデータの長さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

OCI-Lob->eof
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->eof — ラージオブジェクトのディスクリプタが EOF かどうかを調べる

説明

bool OCI-Lob::eof ( void )

ラージオブジェクトの内部ポインタが LOB の最後にあるかどうかを調べます。

返り値

もし、ラージオブジェクトの内部ポインタが LOB の最後にあるとき、 TRUE を返します。その他の場合は FALSE を返します。
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参考

OCI-Lob->size

OCI-Lob->erase
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->erase — 内部 LOB データの特定の位置を消去する

説明

int OCI-Lob::erase ([ int $offset [, int $length ]] )

指定された offset から始まる内部 LOB データの特定の位置を消去します。 パラメータなしでコールすると、すべての LOB データを消去します。

BLOB の場合、消去するということは存在する LOB の値が 0 バイトで上書きされる、ということを意味します。 CLOB の場合、存在する LOB の値はスペースで上書きされる、ということです。

パラメータ
offset

length

返り値

消去された実際の文字数あるいはバイト数、失敗した場合に FALSE を返します

参考

OCI-Lob->truncate

OCI-Lob->export
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->export — LOB の内容をファイルに出力する

説明

bool OCI-Lob::export ( string $filename [, int $start [, int $length ]] )

LOB の内容をファイルに出力します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
start

出力を開始する位置。
length

出力するデータの長さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->import

OCI-Lob->flush
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)
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OCI-Lob->flush — LOB のバッファをサーバにフラッシュする、あるいは書き込む

説明

bool OCI-Lob::flush ([ int $flag ] )

OCI-Lob->flush() は実際にサーバにデータを書き込みます。

パラメータ
flag

デフォルトではリソースは解放されませんが、フラグ OCI_LOB_BUFFER_FREE を使用することで明示的に行うことができます。 あなたが何をしようとしているかを理解しておいてください - 次に LOB の同じ箇所に読み書きしようとする場合、 サーバへのラウンドトリップを
伴い、 新しいバッファリソースが初期化されるでしょう。 もはや LOB に対して何も行わない場合のみ、 OCI_LOB_BUFFER_FREE フラグを使用することが推奨されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

バッファリングが有効でない、あるいはエラーが発生した場合、 FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->getBuffering
OCI-Lob->setBuffering

OCI-Lob->free
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->free — LOB ディスクリプタに関連付けられたりソースを解放する

説明

bool OCI-Lob::free ( void )

事前に oci_new_descriptor() を使用して割り当てられた ディスクリプタに関連付けられたりソースを解放します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

OCI-Lob->getBuffering
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->getBuffering — ラージオブジェクトに対する現在のバッファリングの状態を返す

説明

bool OCI-Lob::getBuffering ( void )

ラージオブジェクトに対するバッファリングが有効か無効かを調べます。

返り値

もしラージオブジェクトに対するバッファリングが無効な場合は FALSE、 有効な場合は TRUE を返します。

参考

OCI-Lob->setBuffering

OCI-Lob->import
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)
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OCI-Lob->import — ファイルデータを LOB にインポートする

説明

bool OCI-Lob::import ( string $filename )

filename からのデータをラージオブジェクトの現在の位置に書き込みます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->export
OCI-Lob->write

oci_lob_is_equal
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_lob_is_equal — 2 つの LOB/FILE ロケータの等価性を比較する

説明

bool oci_lob_is_equal ( OCI-Lob $lob1 , OCI-Lob $lob2 )

2 つの LOB/FILE ロケータを比較します。

パラメータ
lob1

LOB の ID。
lob2

LOB の ID。

返り値

これらのオブジェクトが等しい場合 TRUE を返し、 そうでなければ FALSE を返します。

OCI-Lob->load
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->load — ラージオブジェクトの内容を返す

説明

string OCI-Lob::load ( void )

ラージオブジェクトの内容を返します。 memory_limit に達した場合、 スクリプトの実行が終了されますので、 LOB がこの制限を超えないことを確認してください。 多くの場合、代わりに OCI-Lob->read を使用することが推奨されます。

返り値

オブジェクトの内容、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->read
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OCI-Lob->read
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->read — ラージオブジェクトの一部を読み込む

説明

string OCI-Lob::read ( int $length )

LOB の内部ポインタの現在位置から length バイト読み込みます。

length バイトが読み込まれた、 あるいはラージオブジェクトの終わりに達したとき、読み込みを停止します。 ラージオブジェクトの内部ポインタは、 読み込まれたバイト数分だけシフトされます。

パラメータ
length

読み込むバイト数。

返り値

読み込んだ内容を表す文字列、失敗した場合に FALSE を返します

参考

OCI-Lob->load
OCI-Lob->write

OCI-Lob->rewind
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->rewind — 内部ポインタをラージオブジェクトの先頭に移動する

説明

bool OCI-Lob::rewind ( void )

内部ポインタをラージオブジェクトの先頭にセットします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->seek
OCI-Lob->tell

OCI-Lob->save
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->save — データをラージオブジェクトに保存する

説明

bool OCI-Lob::save ( string $data [, int $offset ] )

data をラージオブジェクトに保存します。

パラメータ
data

保存するデータ。
offset
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ラージオブジェクトの先頭からのオフセットを指定するために利用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->write
OCI-Lob->import

OCI-Lob->saveFile
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->saveFile — oci_lob_import() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_lob_import().

OCI-Lob->seek
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->seek — ラージオブジェクトの内部ポインタをセットする

説明

bool OCI-Lob::seek ( int $offset [, int $whence = OCI_SEEK_SET ] )

ラージオブジェクトの内部ポインタをセットします。

パラメータ
offset

内部ポインタを whence で示された位置から移動させるバイト数を表します。
whence

以下のいずれかです。

OCI_SEEK_SET - offset と等しい位置にセットします
OCI_SEEK_CUR - 現在の位置に offset バイト追加します
OCI_SEEK_END - ラージオブジェクトの終端に offset バイト追加します (ラージオブジェクトの終端より前の位置に移動するには負の値を指定します)

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->rewind
OCI-Lob->tell
OCI-Lob->eof

OCI-Lob->setBuffering
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->setBuffering — 現在のラージオブジェクト用のバッファリング状態を変更する

説明

bool OCI-Lob::setBuffering ( bool $on_off )
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ラージオブジェクト用のバッファリングを on_off パラメータの値で設定します。

この関数を使用することで、LOB の細かな読み込みや書き込みがバッファリングされことにより ネットワークのラウンドトリップや LOB バージョニングの回数が低減され、 パフォーマンスが改善されます。 oci_lob_flush() はラージオブジェクトの処理が完了した際、 バッ
ファをフラッシュするために使用します。

パラメータ
on_off

TRUE は有効、FALSE は無効を表します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 同じフラグで繰り返しコールすると TRUE を返します。

参考

OCI-Lob->getBuffering

OCI-Lob->size
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->size — ラージオブジェクトのサイズを返す

説明

int OCI-Lob::size ( void )

ラージオブジェクトのサイズを取得します。

返り値

ラージオブジェクトのサイズを返します。 失敗した場合に FALSE を返します。 空のオブジェクトは長さ 0 となります。

OCI-Lob->tell
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->tell — ラージオブジェクトの内部ポインタの現在位置を返す

説明

int OCI-Lob::tell ( void )

LOB の内部ポインタの現在位置を取得します。

返り値

LOB の内部ポインタの現在位置を返します。 エラーの場合、FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->rewind
OCI-Lob->size
OCI-Lob->eof

OCI-Lob->truncate
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->truncate — ラージオブジェクトを切りつめる

説明

bool OCI-Lob::truncate ([ int $length = 0 ] )
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LOB を切りつめます。

パラメータ
length

指定した場合は、このメソッドはラージオブジェクトを length バイトに切りつめます。 そうでない場合は、LOB を完全に消去します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->erase

OCI-Lob->write
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->write — データをラージオブジェクトに書き込む

説明

int OCI-Lob::write ( string $data [, int $length ] )

パラメータ data からのデータを LOB の内部ポインタの現在位置に書き込みます。

パラメータ
data

LOB に書き込むデータ。
length

このパラメータを指定すると、 length バイト書き込むか data の終端に達するか、 いずれか早い方の後に書き込みが停止します。

返り値

書き込んだバイト数、失敗した場合に FALSE を返します

参考

OCI-Lob->read

OCI-Lob->writeTemporary
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->writeTemporary — 一時的なラージオブジェクトを書き込む

説明

bool OCI-Lob::writeTemporary ( string $data [, int $lob_type = OCI_TEMP_CLOB ] )

一時的なラージオブジェクトを生成し、 data を書き込みます。

オブジェクトの使用後、OCI-Lob->close を使用するべきです。

パラメータ
data

書き込むデータ。
lob_type

以下のいずれかです。

OCI_TEMP_BLOB が一時的な BLOB を生成するために使われます
OCI_TEMP_CLOB が一時的な CLOB を生成するために使われます
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OCI-Lob->close

OCI-Lob->writeToFile
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

OCI-Lob->writeToFile — oci_lob_export() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_lob_export().

oci_new_collection
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_new_collection — 新しいコレクションオブジェクトを割り当てる

説明

OCI-Collection oci_new_collection ( resource $connection , string $tdo [, string $schema = NULL ] )

新しいコレクションオブジェクトを割り当てます。

パラメータ
connection

oci_connect() あるいは oci_pconnect() が返す Oracle 接続 ID。
tdo

有効な型名 (大文字)。
schema

型を作成したスキーマを指定しなければなりません。 現在のユーザ名がデフォルト値となります。

返り値

新しい OCICollection オブジェクト、 あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocinewcollection() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_new_collection() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_new_connect
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_new_connect — 一意な接続を使って Oracle サーバへ接続する

説明

resource oci_new_connect ( string $username , string $password [, string $connection_string [, string $character_set [, int $session_mode ]]] )

Oracle サーバへの新規接続を確立し、ログオンします。

oci_connect() や oci_pconnect() と異なり、oci_new_connect() は接続をキャッシュしません。また、 常に新しくオープンされた接続ハンドルを返します。 これは、もしアプリケーションが 2 セットのクエリ間でトランザクション的な独立を必要とする場合に有効です。
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パラメータ
username

Oracle のユーザ名。
password

username のパスワード。
connection_string

接続先の Oracle インスタンス。 » Easy Connect 文字列、tnsnames.ora ファイルの接続文字列、あるいはローカルの Oracle インスタンス名を指定します。

省略した場合、PHP は環境変数 TWO_TASK (Linux) あるいは LOCAL (Windows) と ORACLE_SID を用いて接続先の Oracle インスタンス を判断します。

Easy Connect 方式を使うには、PHP を Oracle 10g 以降のクライアントライブラリとリンクさせる必要があります。Oracle 10g の Easy Connect 文字列の形式は [//]host_name[:port][/service_name] です。Oracle 11g の場合は、この構文は
[//]host_name[:port][/service_name][:server_type][/instance_name] となります。サービス名を調べるには、Oracle のユーティリティ lsnrctl status をデータベースサーバ上で実行します。

tnsnames.ora ファイルは Oracle Net のサーチパス上にあります。 サーチパスに含まれるのは $ORACLE_HOME/network/admin や /etc です。もうひとつの方法として、 TNS_ADMIN を指定して $TNS_ADMIN/tnsnames.ora を読み込ませることもできます。 ウェブ
デーモンにそのファイルの読み込み権限を与えておきましょう。

character_set

Oracle クライアントライブラリが使う文字セットを指定します。 これは、データベースが用いる文字セットと一致させる必要はありません。 一致していない場合は、Oracle が最善を尽くしてデータベースの文字セットとの間の変換を行います。 文字セットによっては、
この変換結果がうまく使えないこともあります。 また、変換にはそれなりの時間を要します。

省略した場合は、 Oracle クライアントライブラリは環境変数 NLS_LANG の値をもとに文字セットを判断します。

このパラメータを渡すことで、 接続に要する時間を短縮できます。
session_mode

このパラメータは PHP 5 (PECL OCI8 1.1) 以降で使え、 OCI_DEFAULT、 OCI_SYSOPER そして OCI_SYSDBA といった値を指定することができます。OCI_SYSOPER あるいは OCI_SYSDBA を指定した場合は、 この関数は外部の証明書を使った特権接続の確立を試みます。 特権接続
は、デフォルトでは無効になっています。有効にするには oci8.privileged_connect を On に設定しなければなりません。

PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3.4) 以降、 OCI_CRED_EXT モードを使えるようになりました。 これは、Oracle に外部認証あるいは OS 認証を使うよう指示します。 どちらかをデータベースで設定しておかなければなりません。 OCI_CRED_EXT フラグを使えるのは、ユーザ名が "/"
でパスワードが空のときだけです。 oci8.privileged_connect は On あるいは Off のどちらでもかまいません。

OCI_CRED_EXT は、 OCI_SYSOPER あるいは OCI_SYSDBA モードと組み合わせて使います。

OCI_CRED_EXT は、セキュリティ上の理由により Windows ではサポートされていません。

返り値

接続 ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

以下の例は、接続がどのように分割されるかを示すものです。

例1 oci_new_connect() の例
<?php
echo "<html><pre>";
$db = "";

$c1 = oci_connect("scott", "tiger", $db);
$c2 = oci_new_connect("scott", "tiger", $db);

function create_table($conn)
{
  $stmt = oci_parse($conn, "create table scott.hallo (test
varchar2(64))");
  oci_execute($stmt);
  echo $conn . " created table\n\n";
}

function drop_table($conn)
{
  $stmt = oci_parse($conn, "drop table scott.hallo");
  oci_execute($stmt);
  echo $conn . " dropped table\n\n";
}

function insert_data($conn)
{
  $stmt = oci_parse($conn, "insert into scott.hallo
            values('$conn' || ' ' || to_char(sysdate,'DD-MON-YY HH24:MI:SS'))");
  oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
  echo $conn . " inserted hallo\n\n";
}

function delete_data($conn)
{
  $stmt = oci_parse($conn, "delete from scott.hallo");
  oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
  echo $conn . " deleted hallo\n\n";
}

function commit($conn)
{
  oci_commit($conn);
  echo $conn . " committed\n\n";

http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/network.112/e10836/naming.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/network.112/e10836/naming.htm


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

}

function rollback($conn)
{
  oci_rollback($conn);
  echo $conn . " rollback\n\n";
}

function select_data($conn)
{
  $stmt = oci_parse($conn, "select * from scott.hallo");
  oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
  echo $conn . "----selecting\n\n";
  while (oci_fetch($stmt)) {
    echo $conn . " <" . oci_result($stmt, "TEST") . ">\n\n";
  }
  echo $conn . "----done\n\n";
}

create_table($c1);
insert_data($c1);

select_data($c1);
select_data($c2);

rollback($c1);

select_data($c1);
select_data($c2);

insert_data($c2);
commit($c2);

select_data($c1);

delete_data($c1);
select_data($c1);
select_data($c2);
commit($c1);

select_data($c1);
select_data($c2);

drop_table($c1);
echo "</pre></html>";
?>

注意

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocinlogon() を使用します。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_connect() - Oracle データベースに接続する
oci_pconnect() - 持続的接続を使用してOracle データベースに接続する

oci_new_cursor
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_new_cursor — 新規カーソル (ステートメントハンドル) を割り当て、それを返す

説明

resource oci_new_cursor ( resource $connection )

指定された接続に新規カーソルを割り当てます。

パラメータ
connection

oci_connect() あるいは oci_pconnect() が返す Oracle 接続 ID。

返り値

新しいステートメントハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 Oracle ストアドプロシージャにおける REF CURSOR の使用例
<?php
// ストアドプロシージャ info.output が :data の REF CURSOR を返すと仮定する
$conn = oci_connect("scott", "tiger");
$curs = oci_new_cursor($conn);
$stmt = oci_parse($conn, "begin info.output(:data); end;");

oci_bind_by_name($stmt, "data", $curs, -1, OCI_B_CURSOR);
oci_execute($stmt);
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oci_execute($curs);

while ($data = oci_fetch_row($curs)) {
    var_dump($data);
}

oci_free_statement($stmt);
oci_free_statement($curs);
oci_close($conn);
?>

例2 Oracle の select 文における REF CURSOR の使用例
<?php
echo "<html><body>";
$conn = oci_connect("scott", "tiger");
$count_cursor = "CURSOR(select count(empno) num_emps from emp " .
                "where emp.deptno = dept.deptno) as EMPCNT from dept";
$stmt = oci_parse($conn, "select deptno,dname,$count_cursor");

oci_execute($stmt);
echo "<table border=\"1\">";
echo "<tr>";
echo "<th>DEPT NAME</th>";
echo "<th>DEPT #</th>";
echo "<th># EMPLOYEES</th>";
echo "</tr>";

while ($data = oci_fetch_assoc($stmt)) {
    echo "<tr>";
    $dname  = $data["DNAME"];
    $deptno = $data["DEPTNO"];
    echo "<td>$dname</td>";
    echo "<td>$deptno</td>";
    oci_execute($data["EMPCNT"]);
    while ($subdata = oci_fetch_assoc($data["EMPCNT"])) {
        $num_emps = $subdata["NUM_EMPS"];
        echo  "<td>$num_emps</td>";
    }
    echo "</tr>";
}
echo "</table>";
echo "</body></html>";
oci_free_statement($stmt);
oci_close($conn);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocinewcursor() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_new_cursor() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_new_descriptor
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_new_descriptor — 空の新規 LOB あるいは FILE ディスクリプタを初期化する

説明

OCI-Lob oci_new_descriptor ( resource $connection [, int $type = OCI_DTYPE_LOB ] )

ディスクリプタあるいは LOB ロケータを保持するリソースを確保します。

パラメータ
connection

oci_connect() あるいは oci_pconnect() が返す Oracle 接続 ID。
type

type として有効な値は、 OCI_DTYPE_FILE、OCI_DTYPE_LOB および OCI_DTYPE_ROWID です。

返り値

成功した場合に新しい LOB あるいは FILE ディスクリプタ、 エラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_new_descriptor() の例
<?php
/* このスクリプトは HTML フォームからコールされるよう設計されています。
 * また、$user, $passwor, $table, $where, $commitsizeがフォームから
 * 渡されることを前提にしています。このスクリプトは、ROWID を用いて
 * 選択された行を削除し、$commitsize 行毎にコミットします。
 * (ロールバックがないので、注意して使用してください。)
 */
$conn = oci_connect($user, $password);
$stmt = oci_parse($conn, "select rowid from $table $where");
$rowid = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_ROWID);
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oci_define_by_name($stmt, "ROWID", $rowid);
oci_execute($stmt);
while (oci_fetch($stmt)) {
    $nrows = oci_num_rows($stmt);
    $delete = oci_parse($conn, "delete from $table where ROWID = :rid");
    oci_bind_by_name($delete, ":rid", $rowid, -1, OCI_B_ROWID);
    oci_execute($delete);
    echo "$nrows\n";
    if (($nrows % $commitsize) == 0) {
        oci_commit($conn);
    }
}
$nrows = oci_num_rows($stmt);
echo "$nrows deleted...\n";
oci_free_statement($stmt);
oci_close($conn);
?>
<?php
    /* このスクリプトは LOB カラムにファイルをアップロードする例を示します。
     * LOBカラムにアップロードを行うこの例に関するフォームは、
     * <form action="upload.php3" method="post" enctype="multipart/form-data">
     * <input type="file" name="lob_upload" />
     * ... のようなものが使用されます。
     */
  if (!isset($lob_upload) || $lob_upload == 'none'){
?>
<form action="upload.php" method="post" enctype="multipart/form-data">
Upload file: <input type="file" name="lob_upload" /><br />
<input type="submit" value="Upload" /> - <input type="reset" value="Reset" />
</form>
<?php
  } else {

     // $lob_upload には、アップロードされたファイルの一時的なファイル名が含まれます

     // 安全にアップロードしたい場合は、マニュアルの
     // ファイルアップロードに関する節を参照ください
     $conn = oci_connect($user, $password);
     $lob = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_LOB);
     $stmt = oci_parse($conn, "insert into $table (id, the_blob)
               values(my_seq.NEXTVAL, EMPTY_BLOB()) returning the_blob into :the_blob");
     oci_bind_by_name($stmt, ':the_blob', $lob, -1, OCI_B_BLOB);
     oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
     if ($lob->savefile($lob_upload)){
        oci_commit($conn);
        echo "Blob のアップロードは成功しました\n";
     }else{
        echo "Blob をアップロードできませんでした\n";
     }
     oci_free_descriptor($lob);
     oci_free_statement($stmt);
     oci_close($conn);
  }
?>

例2 oci_new_descriptor() の例
<?php
/* 入力パラメータとして clob を含む PL/SQLストアドプロシージャを
 * コールする (PHP 4 >= 4.0.6) 。
 * PL/SQL ストアドプロシージャのシグネチャは次の通り。
 *
 * PROCEDURE save_data
 *   Argument Name                  Type                    In/Out Default?
 *   ------------------------------ ----------------------- ------ --------
 *   KEY                            NUMBER(38)              IN
 *   DATA                           CLOB                    IN
 *
 */

$conn = oci_connect($user, $password);
$stmt = oci_parse($conn, "begin save_data(:key, :data); end;");
$clob = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_LOB);
oci_bind_by_name($stmt, ':key', $key);
oci_bind_by_name($stmt, ':data', $clob, -1, OCI_B_CLOB);
$clob->write($data);
oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
oci_commit($conn);
$clob->free();
oci_free_statement($stmt);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocinewdescriptor() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_new_descriptor() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_bind_by_name() - Oracle プレースホルダに PHP 変数をバインドする

oci_num_fields
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_num_fields — ある文における結果のカラム数を返す

説明
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int oci_num_fields ( resource $statement )

指定した文 statement におけるカラムの数を返します。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。

返り値

カラムの数を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_num_fields() の例
<?php
$conn = oci_connect("scott", "tiger");
$stmt = oci_parse($conn, "select * from emp");

oci_execute($stmt);

while (oci_fetch($stmt)) {
    echo "\n";
    $ncols = oci_num_fields($stmt);
    for ($i = 1; $i <= $ncols; $i++) {
        $column_name  = oci_field_name($stmt, $i);
        $column_value = oci_result($stmt, $i);
        echo $column_name . ': ' . $column_value . "\n";
    }
    echo "\n";
}

oci_free_statement($stmt);
oci_close($conn);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocinumcols() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_num_fields() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_num_rows
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_num_rows — 文の実行で作用された行数を取得する

説明

int oci_num_rows ( resource $statement )

文の実行で作用された行数を取得します。

パラメータ
statement

有効な OCI ステートメント ID。

返り値

作用された行の数を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_num_rows() の例
<?php
$conn = oci_connect("scott", "tiger");

$stmt = oci_parse($conn, "create table emp2 as select * from emp");
oci_execute($stmt);
echo oci_num_rows($stmt) . " rows inserted.<br />";
oci_free_statement($stmt);

$stmt = oci_parse($conn, "delete from emp2");
oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
echo oci_num_rows($stmt) . " rows deleted.<br />";
oci_commit($conn);
oci_free_statement($stmt);

$stmt = oci_parse($conn, "drop table emp2");
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oci_execute($stmt);
oci_free_statement($stmt);

oci_close($conn);
?>

注意

注意:

この関数は、select が返す行の数は 返しません ! SELECT 文の場合、この関数は oci_fetch*() 関数によってバッファに取得された行数を返します。

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocirowcount() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_num_rows() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_parse
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_parse — 実行のために Oracle の文をパースする

説明

resource oci_parse ( resource $connection , string $sql_text )

connection を使って sql_text をパースし、ステートメント ID を返します。この ID は、oci_bind_by_name(), oci_execute() や他の関数で使用されます。

ステートメント ID を解放するには、 oci_free_statement() を使うか、あるいは 変数に null を代入します。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。
sql_text

SQL あるいは PL/SQL ステートメント。

SQL の最後にセミコロン (";") をつけては いけません。一方、PL/SQL ステートメントの最後はセミコロン (";") を つけなければなりません。

返り値

成功した場合にステートメントハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_parse() での SQL 文の例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

// パースします。SQL 文の最後にはセミコロンがないことに注意しましょう
$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM employees');
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>" . ($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;") . "</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

?>

例2 oci_parse() での PL/SQL の例
<?php

/*
  この PHP プログラムを実行する前に、SQL*Plus や SQL Developer で
  ストアドプロシージャを作っておきます
  CREATE OR REPLACE PROCEDURE myproc(p1 IN NUMBER, p2 OUT NUMBER) AS
  BEGIN
      p2 := p1 * 2;
  END;

*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
if (!$conn) {
    $e = oci_error();
    trigger_error(htmlentities($e['message'], ENT_QUOTES), E_USER_ERROR);
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}

$p1 = 8;

// PL/SQL プログラムをパースするには、文字列の最後にセミコロンが必要です
$stid = oci_parse($conn, 'begin myproc(:p1, :p2); end;');
oci_bind_by_name($stid, ':p1', $p1);
oci_bind_by_name($stid, ':p2', $p2, 40);

oci_execute($stid);

print "$p2\n";   // 16 と表示します
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

注意

注意:

この関数は sql_text を検証 しません。 sql_text が有効な SQL あるいは PL/SQL 文かどうかを検証する唯一の方法 - それは実行することです。

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ociparse() を使用します。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_execute() - 文を実行する
oci_free_statement() - 文やカーソルに関連付けられた全てのリソースを解放する

oci_password_change
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_password_change — Oracle ユーザのパスワードを変更する

説明

bool oci_password_change ( resource $connection , string $username , string $old_password , string $new_password )
resource oci_password_change ( string $dbname , string $username , string $old_password , string $new_password )

ユーザ username のパスワードを変更します。

oci_password_change() が役立つのは、 PHP コマンドラインスクリプトで使う場合や PHP アプリケーションで持続的でない接続を使う場合です。

パラメータ
connection

oci_connect() あるいは oci_pconnect() が返す Oracle 接続 ID。
username

Oracle のユーザ名。
old_password

旧パスワード。
new_password

設定したい、新しいパスワード。
dbname

データベース名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

この関数を使うにせよ Oracle から直接操作するにせよ、 パスワードを変更する際には十分注意しましょう。 持続的接続を使っている場合、PHP アプリケーションからは古いパスワードでも認証できてしまいます。 ユーザのパスワードを変更したら、ウェブサーバを
すべて再起動させるのがお勧めの方法です。
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注意: oci_password_change() の 2 番目の書式は OCI8 バージョン 1.1 から利用可能です。

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocipasswordchange() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_password_change() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_pconnect
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_pconnect — 持続的接続を使用してOracle データベースに接続する

説明

resource oci_pconnect ( string $username , string $password [, string $connection_string [, string $character_set [, int $session_mode ]]] )

Oracle サーバへの持続的接続を生成し、ログオンします。

持続的接続はキャッシュされ、リクエスト間で再利用されることで、 各ページロードのオーバーヘッドを軽減します。 典型的な PHP アプリケーションでは、Apache の子プロセス (もしくは PHP FastCGI/CGI プロセス) ごとに Oracle サーバに対してオープンされた単一の持続
的接続を有します。 より詳細な情報については、持続的データベース接続 のセクションを参照してください。

パラメータ
username

Oracle のユーザ名。
password

username のパスワード。
connection_string

接続先の Oracle インスタンス。 » Easy Connect 文字列、tnsnames.ora ファイルの接続文字列、あるいはローカルの Oracle インスタンス名を指定します。

省略した場合、PHP は環境変数 TWO_TASK (Linux) あるいは LOCAL (Windows) と ORACLE_SID を用いて接続先の Oracle インスタンス を判断します。

Easy Connect 方式を使うには、PHP を Oracle 10g 以降のクライアントライブラリとリンクさせる必要があります。Oracle 10g の Easy Connect 文字列の形式は [//]host_name[:port][/service_name] です。Oracle 11g の場合は、この構文は
[//]host_name[:port][/service_name][:server_type][/instance_name] となります。サービス名を調べるには、Oracle のユーティリティ lsnrctl status をデータベースサーバ上で実行します。

tnsnames.ora ファイルは Oracle Net のサーチパス上にあります。 サーチパスに含まれるのは $ORACLE_HOME/network/admin や /etc です。もうひとつの方法として、 TNS_ADMIN を指定して $TNS_ADMIN/tnsnames.ora を読み込ませることもできます。 ウェブ
デーモンにそのファイルの読み込み権限を与えておきましょう。

character_set

Oracle クライアントライブラリが使う文字セットを指定します。 これは、データベースが用いる文字セットと一致させる必要はありません。 一致していない場合は、Oracle が最善を尽くしてデータベースの文字セットとの間の変換を行います。 文字セットによっては、
この変換結果がうまく使えないこともあります。 また、変換にはそれなりの時間を要します。

省略した場合は、 Oracle クライアントライブラリは環境変数 NLS_LANG の値をもとに文字セットを判断します。

このパラメータを渡すことで、 接続に要する時間を短縮できます。
session_mode

このパラメータは PHP 5 (PECL OCI8 1.1) 以降で使え、 OCI_DEFAULT、 OCI_SYSOPER そして OCI_SYSDBA といった値を指定することができます。OCI_SYSOPER あるいは OCI_SYSDBA を指定した場合は、 この関数は外部の証明書を使った特権接続の確立を試みます。 特権接続
は、デフォルトでは無効になっています。有効にするには oci8.privileged_connect を On に設定しなければなりません。

PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3.4) 以降、 OCI_CRED_EXT モードを使えるようになりました。 これは、Oracle に外部認証あるいは OS 認証を使うよう指示します。 どちらかをデータベースで設定しておかなければなりません。 OCI_CRED_EXT フラグを使えるのは、ユーザ名が "/"
でパスワードが空のときだけです。 oci8.privileged_connect は On あるいは Off のどちらでもかまいません。

OCI_CRED_EXT は、 OCI_SYSOPER あるいは OCI_SYSDBA モードと組み合わせて使います。

OCI_CRED_EXT は、セキュリティ上の理由により Windows ではサポートされていません。

返り値

接続 ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意

注意: PHP 5.1.2 および PECL oci8 1.1 から、持続的 Oracle 接続の生存時間と最大数が次の設定値を設定することで調整可能になりました: oci8.persistent_timeout, oci8.ping_interval, oci8.max_persistent 。

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ociplogon() を使用しなければなりません。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/network.112/e10836/naming.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/network.112/e10836/naming.htm
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参考

oci_connect() - Oracle データベースに接続する
oci_new_connect() - 一意な接続を使って Oracle サーバへ接続する

oci_result
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_result — フェッチした行からフィールドの値を取得する

説明

mixed oci_result ( resource $statement , mixed $field )

oci_fetch() によってフェッチされた現在の行のフィールド fieldからデータを返します。

OCI8 拡張モジュールによるデータ型マッピングの 詳細については、ドライバが サポートするデータ型 を参照ください。

パラメータ
statement

field

カラム番号 (1から始まる) またはカラム名 (大文字) のどちらかを使用可能です。

返り値

抽象型 (ROWID, LOB, FILE) を除き、全てを文字列として返します。 エラーの場合、FALSE を返します。

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ociresult() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_result() への別名として残されていますが、 推奨されません。

参考

oci_fetch_array() - クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_assoc() - クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object() - クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row() - クエリの次の行を配列で返す
oci_fetch_all() - クエリからの複数の行を二次元配列に取得する

oci_rollback
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_rollback — 未解決のデータベーストランザクションをロールバックする

説明

bool oci_rollback ( resource $connection )

Oracle 接続 connection について、 コミットされていないすべての変更を取り消します。 取得しているロックはすべて解放します。また、すべての Oracle SAVEPOINTS を削除します。

トランザクションが始まるのは、データを変更する最初の SQL 文が OCI_NO_AUTO_COMMIT フラグつきの oci_execute() で実行されたときです。 それ以降、他の文で実行されたデータの変更は、同じトランザクションの一部となります。 トランザクション内でのデータの変更は、
コミットあるいはロールバックされるまでは一時的なものとなります。 トランザクションがコミットされるまで、 データベースの他のユーザはその変更を見ることができません。

データを追加したり更新したりする場合にはトランザクションを使うことを推奨します。 これは、データの一貫性やパフォーマンスを考慮したものです。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect(). が返す Oracle 接続 ID。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 oci_rollback() の例
<?php

// 複数のテーブルにデータを追加し、エラーが発生したらロールバックします
$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, "INSERT INTO mysalary (id, name) VALUES (1, 'Chris')");

// OCI_NO_AUTO_COMMIT フラグで、INSERT 直後にコミットしないよう Oracle に指示します。
// PHP <= 5.3.1 では OCI_DEFAULT を使います。これらふたつのフラグは同じ意味です
$r = oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);
if (!$r) {    
    $e = oci_error($stid);
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

$stid = oci_parse($conn, 'INSERT INTO myschedule (startday) VALUES (12)');
$r = oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);
if (!$r) {    
    $e = oci_error($stid);
    oci_rollback($conn);  // 両方のテーブルへの変更をロールバックします
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

// 両方のテーブルへの変更をコミットします
$r = oci_commit($conn);
if (!r) {
    $e = oci_error($conn);
    trigger_error(htmlentities($e['message']), E_USER_ERROR);
}

?>

例2 SAVEPOINT へのロールバックの例
<?php
$stid = oci_parse($conn, 'UPDATE mytab SET id = 1111');
oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);

// セーブポイントを作成します
$stid = oci_parse($conn, 'SAVEPOINT mysavepoint');
oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);

$stid = oci_parse($conn, 'UPDATE mytab SET id = 2222');
oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);

// セーブポイントにロールバックする SQL 文を使います
$stid = oci_parse($conn, 'ROLLBACK TO SAVEPOINT mysavepoint');
oci_execute($stid, OCI_NO_AUTO_COMMIT);

oci_commit($conn);  // mytab の id は、この時点で 1111 となります
?>

注意

注意:

トランザクションは接続を閉じたとき、 もしくはスクリプトの終了時のいずれの場合でも すぐに自動的にロールバックされます。 トランザクションをコミットするには oci_commit() をコールする必要があります。

oci_execute() を、 OCI_COMMIT_ON_SUCCESS モードや デフォルト状態でコールすると、 その時点までの未確定のトランザクションをすべてコミットします。

Oracle の DDL 文 (CREATE や DROP など) を実行すると、 その時点までの未確定のトランザクションをすべてコミットします。

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocirollback() を使用します。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci_commit() - 未解決のトランザクションをコミットする
oci_execute() - 文を実行する

oci_server_version
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_server_version — サーバのバージョンを返す

説明

string oci_server_version ( resource $connection )

Oracle サーバのバージョン情報を文字列で返します。 その際、指定した接続 connection を使用します。
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パラメータ
connection

返り値

バージョン情報を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 oci_server_version() の例
<?php
    $conn = oci_connect("scott", "tiger");
    echo "サーバのバージョン: " . oci_server_version($conn);
    oci_close($conn);
?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ociserverversion() を使用しなければなりません。 まだこの名前を使用することができ、下位互換性のため oci_server_version() への別名として残されていますが、 推奨されません。

oci_set_action
(PHP 5.3.2, PECL OCI8 >= 1.4.0)

oci_set_action — アクション名を設定します

説明

bool oci_set_action ( resource $connection , string $action_name )

Oracle が追跡するアクション名を設定します

PHP からデータベースへの次の「ラウンドトリップ」が起きると、 アクション名がデータベースに登録されます。これは一般的にSQLステートメントが実行されるときに起こります。

V$SESSION のようなデータベース管理ビューから、 アクション名を後に問い合わせることができます。 それは例えば、 V$SQLAREA 及び DBMS_MONITOR.SERV_MOD_ACT_STAT_ENABLE と一緒に追跡とモニタリングのために使われることができます。

この関数で設定した値は、持続的接続をまたがって保持される可能性があります。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。
action_name

ユーザーが選んだ、長さが最高32バイトの文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 アクションを設定する
<?php

$c = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

// アクションを登録する
oci_set_action($c, 'Friend Lookup');

// クエリを実行することで、ラウンドトリップを起こすコードの例:
$s = oci_parse($c, 'select * from dual');
oci_execute($s);
oci_fetch_all($s, $res);

sleep(30);

?>

// スクリプトを実行中、管理者は実行されるアクションを見ることができる
sqlplus system/welcome
SQL> select action from v$session;

注意
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注意: Oracle のバージョン

この関数が使えるのは、PHP をバージョン 10g 以降の Oracle データベースライブラリとリンクさせた場合だけです。

ヒント

パフォーマンス
古いバージョンの OCI8 や Oracle データベースでは、クライアントの情報を Oracle の DBMS_APPLICATION_INFO パッケージで設定することができました。 それよりも oci_set_client_info() を使うほうが効率的です。

警告

データベースとのやりとりに関するメモ
OCI8 関数の中には、データベースとのやりとりを伴わないものもあります。 たとえば、結果のキャッシングが有効になっている場合、 クエリを実行してもデータベースとのやりとりを行わない可能性があります。

参考

oci_set_module_name() - モジュール名を設定します
oci_set_client_info() - クライアント情報を設定します
oci_set_client_identifier() - クライアント識別子を設定します

oci_set_client_identifier
(PHP 5.3.2, PECL OCI8 >= 1.4.0)

oci_set_client_identifier — クライアント識別子を設定します

説明

bool oci_set_client_identifier ( resource $connection , string $client_identifier )

同一のデータベース・ユーザーとして認証するライトウェイト・アプリケーションのユーザーを識別するために、 様々なデータベースコンポーネントによって使用されるクライアント識別子を設定します。

PHP からデータベースへの次の「ラウンドトリップ」が起きると、 クライアント識別子がデータベースに登録されます。これは一般的にSQLステートメントが実行されるときに起こります。

V$SESSION のようなデータベース管理ビューから、 クライアント識別子を後に問い合わせることができます。 それは DBMS_MONITOR.CLIENT_ID_TRACE_ENABLE と一緒に追跡のために使われることができます。 それは監査のために使われることができます。

この関数で設定した値は、持続的接続をまたがって保持される可能性があります。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。
client_identifier

ユーザーが選んだ、長さが最高64バイトの文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 クライアント識別子をアプリケーションのユーザーに設定する
<?php

// アプリケーションのユーザーログイン名を検索
session_start();
$un = my_validate_session($_SESSION['username']);
$c = oci_connect('myschema', 'welcome', 'localhost/XE');

// そのユーザーが誰であるか Oracle に通知
oci_set_client_identifier($c, $un);

// データベースへの次の「ラウンドトリップ」がその識別子を背負うでしょう
$s = oci_parse($c, 'select mydata from mytable');
oci_execute($s);

// ...

?>

注意
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警告

データベースとのやりとりに関するメモ
OCI8 関数の中には、データベースとのやりとりを伴わないものもあります。 たとえば、結果のキャッシングが有効になっている場合、 クエリを実行してもデータベースとのやりとりを行わない可能性があります。

参考

oci_set_module_name() - モジュール名を設定します
oci_set_action() - アクション名を設定します
oci_set_client_info() - クライアント情報を設定します

oci_set_client_info
(PHP 5.3.2, PECL OCI8 >= 1.4.0)

oci_set_client_info — クライアント情報を設定します

説明

bool oci_set_client_info ( resource $connection , string $client_info )

Oracle が追跡するクライアント情報を設定します

PHP からデータベースへの次の「ラウンドトリップ」が起きると、 クライアント情報がデータベースに登録されます。これは一般的にSQLステートメントが実行されるときに起こります。

V$SESSION のようなデータベース管理ビューから、 クライアント情報を後に問い合わせることができます。

この関数で設定した値は、持続的接続をまたがって保持される可能性があります。

パラメータ

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。

ユーザーが選んだ、長さが最高64バイトの文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 クライアント情報を設定する
<?php

$c = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

// クライアント情報を登録する
oci_set_client_info($c, 'My Application Version 2');

// クエリを実行することで、ラウンドトリップを起こすコードの例:
$s = oci_parse($c, 'select * from dual');
oci_execute($s);
oci_fetch_all($s, $res);

sleep(30);

?>

// スクリプトを実行中、管理者はクライアント情報を見ることができる
sqlplus system/welcome
SQL> select client_info from v$session;

注意

注意: Oracle のバージョン

この関数が使えるのは、PHP をバージョン 10g 以降の Oracle データベースライブラリとリンクさせた場合だけです。

ヒント

パフォーマンス
古いバージョンの OCI8 や Oracle データベースでは、クライアントの情報を Oracle の DBMS_APPLICATION_INFO パッケージで設定することができました。 それよりも oci_set_client_info() を使うほうが効率的です。
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警告

データベースとのやりとりに関するメモ
OCI8 関数の中には、データベースとのやりとりを伴わないものもあります。 たとえば、結果のキャッシングが有効になっている場合、 クエリを実行してもデータベースとのやりとりを行わない可能性があります。

参考

oci_set_module_name() - モジュール名を設定します
oci_set_action() - アクション名を設定します
oci_set_client_identifier() - クライアント識別子を設定します

oci_set_edition
(PHP 5.3.2, PECL OCI8 >= 1.4.0)

oci_set_edition — データベース・エディション を設定します

説明

bool oci_set_edition ( string $edition )

後続の接続で使用する、オブジェクトのデータベース・エディション を設定します。

オラクル・エディション により、同じスキーマ名とオブジェクト名を使って、複数のバージョンのアプリケーションが稼動できます。これは、稼動中のシステムをアップグレードするときに便利です。

oci_connect(), oci_pconnect() や oci_new_connect() を呼び出す前に、oci_set_edition() をコールして下さい。

データベースで無効なエディションが設定されると、たとえ oci_set_edition() が成功しても接続は失敗します。

持続的接続を使用している場合、リクエストされたエディション設定値による接続がもしすでにあれば、それが再利用されます。それ以外の場合、持続的接続が別途作成されます。

パラメータ
edition

SQLコマンド "CREATE EDITION" であらかじめ作成されたオラクル・データベース・エディション名

注意

注意: Oracle バージョン必要条件

この関数は Oracle 11gR2 以降で利用可能です

警告

持続的接続
持続的接続を使用しているときに "ALTER SESSION SET EDITION" を使ってデータベース・エディションを変更してはいけません。これは設定の不整合や予想外のエラーを避けるためです。

警告

DRCP 接続プーリング
Oracle 11.2.0.1 でエディションや DRCP を使用する際の設定の不整合や予想外のエラーを避けるため、oci8.connection_class と アプリケーションで使用されるエディション名との間が１対１の対応になるように保ってください。 与えられた接続クラスのプールされたサーバ
はそれぞれ、１つのエディションだけで使われるべきです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 異なるバージョンの myfunc() が利用できる例
<?php

// File 1

echo "Version 1 of application\n";
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oci_set_edition('ORA$BASE');
$c = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$s = oci_parse($c, "begin :r := myfunc(); end;");
oci_bind_by_name($s, ":r", $r, 20);
oci_execute($s);
echo "The result is $r\n";

?>
<?php

// File 2

echo "Version 2 of application\n";

oci_set_edition('E1');
$c = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$s = oci_parse($c, "begin :r := myfunc(); end;");
oci_bind_by_name($s, ":r", $r, 20);
oci_execute($s);
echo "The result is $r\n";

?>

oci_set_module_name
(PHP 5.3.2, PECL OCI8 >= 1.4.0)

oci_set_module_name — モジュール名を設定します

説明

bool oci_set_module_name ( resource $connection , string $module_name )

Oracle が追跡するモジュール名を設定します

PHP からデータベースへの次の「ラウンドトリップ」が起きると、 モジュール名がデータベースに登録されます。これは一般的にSQLステートメントが実行されるときに起こります。

V$SESSION のようなデータベース管理ビューから、 名称を後に問い合わせることができます。 それは例えば、 V$SQLAREA 及び DBMS_MONITOR.SERV_MOD_ACT_STAT_ENABLE と一緒に追跡とモニタリングのために使われることができます。

この関数で設定した値は、持続的接続をまたがって保持される可能性があります。

パラメータ
connection

oci_connect()、oci_pconnect() あるいは oci_new_connect() が返す Oracle 接続 ID。
module_name

ユーザーが選んだ、長さが最高48バイトの string 。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: Oracle のバージョン

この関数が使えるのは、PHP をバージョン 10g 以降の Oracle データベースライブラリとリンクさせた場合だけです。

ヒント

パフォーマンス
古いバージョンの OCI8 や Oracle データベースでは、クライアントの情報を Oracle の DBMS_APPLICATION_INFO パッケージで設定することができました。 それよりも oci_set_client_info() を使うほうが効率的です。

警告

データベースとのやりとりに関するメモ
OCI8 関数の中には、データベースとのやりとりを伴わないものもあります。 たとえば、結果のキャッシングが有効になっている場合、 クエリを実行してもデータベースとのやりとりを行わない可能性があります。

例

例1 モジュール名を設定する
<?php
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$c = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

// モジュールを登録する
oci_set_module_name($c, 'Home Page');

// クエリを実行することで、ラウンドトリップを起こすコードの例:
$s = oci_parse($c, 'select * from dual');
oci_execute($s);
oci_fetch_all($s, $res);

sleep(30);
?>

// スクリプトを実行中、管理者は使用中のモジュールを見ることができる
sqlplus system/welcome
SQL> select module from v$session;

参考

oci_set_action() - アクション名を設定します
oci_set_client_info() - クライアント情報を設定します
oci_set_client_identifier() - クライアント識別子を設定します

oci_set_prefetch
(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_set_prefetch — クエリがプリフェッチする行数を設定する

説明

bool oci_set_prefetch ( resource $statement , int $rows )

oci_execute() のコール、およびそれに伴う内部的なデータベースへのリクエストがすべて成功した後に Oracle Client ライブラリがバッファに取り込む行数を設定します。 クエリが返す結果の行数が多くなる場合は、プリフェッチ行数をデフォルトの oci8.default_prefetch よ
り大きくしておくとパフォーマンスが劇的に向上します。

プリフェッチは、Oracle がデータベースからデータを取得する際の効率的な方法で、 一回のネットワークリクエストで複数の行を取得します。こうすれば、 ネットワークや CPU の利用効率がよくなります。 行のバッファリングは OCI8 の内部的なものであり、 プリフェッチ
行数が変わっても OCI8 のフェッチ関数群の挙動は変わりません。 たとえば、oci_fetch_row() は、常に一行だけを返します。 プリフェッチバッファはステートメント単位で設定されるものであり、 ステートメントを再実行したときや他の接続から実行したときには使われませ
ん。

oci_set_prefetch() は oci_execute() の前にコールします。

ネットワークやデータベースの状況を考慮して、 プリフェッチの値を適切な大きさに設定することがチューニングの目標です。 大量の行を返すクエリの場合は、データベースからの行の取得を いくつかの塊に分けて行うとシステム全体の効率が良くなるかもしれません (つま
り、プリフェッチの値を行数より小さめに設定するということです)。 こうすれば、PHP スクリプトが現在の行を処理している間にも データベースが別のユーザからのステートメントを処理できるようになります。

クエリのプリフェッチが導入されたのは、Oracle 8i からです。 REF CURSOR のプリフェッチが導入されたのは Oracle 11gR2 からで、 PHP を Oracle 11gR2 クライアントライブラリとリンクして 11gR2 あるいはそれ以前のバージョンのデータベースに接続すれば使うこと
ができます。 ネストしたカーソルのプリフェッチが導入されたのは Oracle 11gR2 からで、 これを使うには Oracle クライアントライブラリと接続先のデータベースがどちらも 11gR2 でなければなりません。

プリフェッチは、LONG あるいは LOB 列を含むクエリには対応していません。 プリフェッチに対応していないクエリの場合はプリフェッチの値は無視され、 どんな場合でも一行単位でフェッチします。

パラメータ
statement

oci_parse() で作成して oci_execute() で実行した有効な OCI8 ステートメント ID、 あるいは REF CURSOR ステートメント ID。
rows

プリフェッチする行数。>= 0

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
PHP 5.3.2 (PECL OCI8 1.4)これより前のバージョンでは、rows は 1 以上でなければなりませんでした。
PHP 5.3 (PECL OCI8 1.3.4)これより前のバージョンでは、プリフェッチの上限は rows 行と 1024 * rows バイトのうちの少ないほうでした。 バイト数の制限は、このバージョンで取り除かれました。

例

例1 クエリのデフォルトプリフェッチ値の変更
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');
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$stid = oci_parse($conn, 'SELECT * FROM myverybigtable');
oci_set_prefetch($stid, 300);  // oci_execute() のコール前に設定します
oci_execute($stid);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>".($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;")."</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

例2 REF CURSOR のデフォルトプリフェッチの変更
<?php
/*
  下記のようにして PL/SQL ストアド・プロシジャーを作成します。
  CREATE OR REPLACE PROCEDURE myproc(p1 OUT SYS_REFCURSOR) AS
  BEGIN
    OPEN p1 FOR SELECT * FROM all_objects WHERE ROWNUM < 5000;
  END;
*/

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'BEGIN myproc(:rc); END;');
$refcur = oci_new_cursor($conn);
oci_bind_by_name($stid, ':rc', $refcur, -1, OCI_B_CURSOR);
oci_execute($stid);

// プリフェッチはカーソルの実行前に変更します。
// REF CURSOR のプリフェッチが使えるのは、PHP を Oracle 11gR2 クライアントライブラリとリンクしたときです。
oci_set_prefetch($refcur, 200);
oci_execute($refcur);

echo "<table border='1'>\n";
while ($row = oci_fetch_array($refcur, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    echo "<tr>\n";
    foreach ($row as $item) {
        echo "    <td>".($item !== null ? htmlentities($item, ENT_QUOTES) : "&nbsp;")."</td>\n";
    }
    echo "</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

oci_free_statement($refcur);
oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

PHP OCI8 で REF CURSOR からフェッチした内容を別の PL/SQL プロシージャに渡すときには、REF CURSOR のプリフェッチ行数を 0 に設定して行が結果セットから "失われる" ことを防ぎます。 プリフェッチの値は OCI8 内部でのデータベースへのリクエスト時に余計に取得
する行数です。 つまり、0 に設定すると一度に一行だけ取得するということになります。

例3 REF CURSOR を Oracle に戻すときのプリフェッチの設定
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/orcl');

// REF CURSOR を取得します
$stid = oci_parse($conn, 'BEGIN myproc(:rc_out); END;');
$refcur = oci_new_cursor($conn);
oci_bind_by_name($stid, ':rc_out', $refcur, -1, OCI_B_CURSOR);
oci_execute($stid);

// ふたつの行を表示しますが、それ以上の余計な行はプリフェッチしません。
// 余計な行は myproc_use_rc() には戻されません。
// プリフェッチに 0 を設定できるようになったのは PHP 5.3.2 および PECL OCI8 1.4 からです。
oci_set_prefetch($refcur, 0);
oci_execute($refcur);
$row = oci_fetch_array($refcur);
var_dump($row);
$row = oci_fetch_array($refcur);
var_dump($row);

// REF CURSOR を myproc_use_rc() に渡して、
// 結果セットに対してさらにデータ処理を行います
$stid = oci_parse($conn, 'begin myproc_use_rc(:rc_in); end;'); 
oci_bind_by_name($stid, ':rc_in', $refcur, -1, OCI_B_CURSOR);
oci_execute($stid);

?>

注意

注意:

PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、かわりに ocisetprefetch() を使用します。現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

参考

oci8.default_prefetch ini オプション

oci_statement_type
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(PHP 5, PECL OCI8 >= 1.1.0)

oci_statement_type — ステートメントの種類を返す

説明

string oci_statement_type ( resource $statement )

OCI ステートメント statement の種類をあらわすキーワードを返します。

パラメータ
statement

oci_parse() が返す、有効な OCI8 ステートメント ID。

返り値

ステートメント statement の種類を次のいずれかの値で返します。

ステートメントの種類
返される文字列 注意
ALTER  
BEGIN  
CALL PHP 5.2.1 (PECL OCI8 1.2.3) 以降で使用可能です。
CREATE  
DECLARE  
DELETE  
DROP  
INSERT  
SELECT  
UPDATE  
UNKNOWN  

エラー時には FALSE を返します。

例

例1 oci_statement_type() の例
<?php

$conn = oci_connect('hr', 'welcome', 'localhost/XE');

$stid = oci_parse($conn, 'DELETE FROM departments WHERE department_id = 130;');
if (oci_statement_type($stid) == "DELETE") {
    trigger_error('このテーブルを削除する権限がありません', E_USER_ERROR);
}
else {
    oci_execute($stid);  // 行を削除します
}

oci_free_statement($stid);
oci_close($conn);

?>

注意

注意:

PHP バージョン 5.0.0 以前では、代わりに ocistatementtype() を使用しなければなりません。 現在のバージョンでは、古い関数名もまだ使えます。 しかし、これは廃止予定であり非推奨です。

目次
oci_bind_array_by_name — PHP の配列を Oracle PL/SQL の配列に名前でバインドする
oci_bind_by_name — Oracle プレースホルダに PHP 変数をバインドする
oci_cancel — カーソルからの読み込みをキャンセルする
oci_close — Oracleとの接続を閉じる
OCI-Collection->append — コレクションに要素を追加する
OCI-Collection->assign — コレクションに他の存在するコレクションから値を割り当てる
OCI-Collection->assignElem — コレクションの要素に値を割り当てる
OCI-Collection->free — コレクションオブジェクトに関連付けられたリソースを解放する
OCI-Collection->getElem — 要素の値を返す
OCI-Collection->max — コレクション内の要素の最大数を取得する
OCI-Collection->size — コレクションのサイズを返す
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OCI-Collection->trim — コレクションの最後から要素を切り取る
oci_commit — 未解決のトランザクションをコミットする
oci_connect — Oracle データベースに接続する
oci_define_by_name — PHP の変数を、クエリで取得するカラムに関連づける
oci_error — 最後に見つかったエラーを返す
oci_execute — 文を実行する
oci_fetch_all — クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_array — クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_assoc — クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object — クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row — クエリの次の行を配列で返す
oci_fetch — クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_field_is_null — フィールドが NULL であるかどうかを確認する
oci_field_name — 文からのフィールド名を返す
oci_field_precision — フィールドの精度を問い合わせる
oci_field_scale — フィールドの桁数を問い合わせる
oci_field_size — フィールドサイズを返す
oci_field_type_raw — Oracle におけるフィールドの型を問い合わせる
oci_field_type — フィールドのデータ型を返す
oci_free_statement — 文やカーソルに関連付けられた全てのリソースを解放する
oci_internal_debug — 内部デバッグ用の出力を有効または無効にする
OCI-Lob->append — ラージオブジェクトのデータを他のラージオブジェクトに追加する
OCI-Lob->close — LOB ディスクリプタを閉じる
oci_lob_copy — ラージオブジェクトをコピーする
OCI-Lob->eof — ラージオブジェクトのディスクリプタが EOF かどうかを調べる
OCI-Lob->erase — 内部 LOB データの特定の位置を消去する
OCI-Lob->export — LOB の内容をファイルに出力する
OCI-Lob->flush — LOB のバッファをサーバにフラッシュする、あるいは書き込む
OCI-Lob->free — LOB ディスクリプタに関連付けられたりソースを解放する
OCI-Lob->getBuffering — ラージオブジェクトに対する現在のバッファリングの状態を返す
OCI-Lob->import — ファイルデータを LOB にインポートする
oci_lob_is_equal — 2 つの LOB/FILE ロケータの等価性を比較する
OCI-Lob->load — ラージオブジェクトの内容を返す
OCI-Lob->read — ラージオブジェクトの一部を読み込む
OCI-Lob->rewind — 内部ポインタをラージオブジェクトの先頭に移動する
OCI-Lob->save — データをラージオブジェクトに保存する
OCI-Lob->saveFile — oci_lob_import のエイリアス
OCI-Lob->seek — ラージオブジェクトの内部ポインタをセットする
OCI-Lob->setBuffering — 現在のラージオブジェクト用のバッファリング状態を変更する
OCI-Lob->size — ラージオブジェクトのサイズを返す
OCI-Lob->tell — ラージオブジェクトの内部ポインタの現在位置を返す
OCI-Lob->truncate — ラージオブジェクトを切りつめる
OCI-Lob->write — データをラージオブジェクトに書き込む
OCI-Lob->writeTemporary — 一時的なラージオブジェクトを書き込む
OCI-Lob->writeToFile — oci_lob_export のエイリアス
oci_new_collection — 新しいコレクションオブジェクトを割り当てる
oci_new_connect — 一意な接続を使って Oracle サーバへ接続する
oci_new_cursor — 新規カーソル (ステートメントハンドル) を割り当て、それを返す
oci_new_descriptor — 空の新規 LOB あるいは FILE ディスクリプタを初期化する
oci_num_fields — ある文における結果のカラム数を返す
oci_num_rows — 文の実行で作用された行数を取得する
oci_parse — 実行のために Oracle の文をパースする
oci_password_change — Oracle ユーザのパスワードを変更する
oci_pconnect — 持続的接続を使用してOracle データベースに接続する
oci_result — フェッチした行からフィールドの値を取得する
oci_rollback — 未解決のデータベーストランザクションをロールバックする
oci_server_version — サーバのバージョンを返す
oci_set_action — アクション名を設定します
oci_set_client_identifier — クライアント識別子を設定します
oci_set_client_info — クライアント情報を設定します
oci_set_edition — データベース・エディション を設定します
oci_set_module_name — モジュール名を設定します
oci_set_prefetch — クエリがプリフェッチする行数を設定する
oci_statement_type — ステートメントの種類を返す

OCI8 廃止されたエイリアスと関数
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ocibindbyname
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocibindbyname — oci_bind_by_name() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_bind_by_name().

ocicancel
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicancel — oci_cancel() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_cancel().

ocicloselob
(PHP 4 >= 4.0.6, PECL OCI8 1.0)

ocicloselob — OCI-Lob->close のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->close.

ocicollappend
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicollappend — OCI-Collection->append のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->append.

ocicollassign
(PHP 4 >= 4.0.6, PECL OCI8 1.0)

ocicollassign — OCI-Collection->assign のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->assign.

ocicollassignelem
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicollassignelem — OCI-Collection->assignElem のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->assignElem.
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ocicollgetelem
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicollgetelem — OCI-Collection->getElem のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->getElem.

ocicollmax
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicollmax — OCI-Collection->max のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->max.

ocicollsize
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicollsize — OCI-Collection->size のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->size.

ocicolltrim
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolltrim — OCI-Collection->trim のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->trim.

ocicolumnisnull
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumnisnull — oci_field_is_null() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_is_null().

ocicolumnname
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumnname — oci_field_name() のエイリアス

説明
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この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_name().

ocicolumnprecision
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumnprecision — oci_field_precision() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_precision().

ocicolumnscale
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumnscale — oci_field_scale() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_scale().

ocicolumnsize
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumnsize — oci_field_size() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_size().

ocicolumntype
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumntype — oci_field_type() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_type().

ocicolumntyperaw
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicolumntyperaw — oci_field_type_raw() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_field_type_raw().

ocicommit
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocicommit — oci_commit() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_commit().

ocidefinebyname
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocidefinebyname — oci_define_by_name() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_define_by_name().

ocierror
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocierror — oci_error() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_error().

ociexecute
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociexecute — oci_execute() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_execute().

ocifetch
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifetch — oci_fetch() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_fetch().

ocifetchinto
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifetchinto — 結果配列の次の行を取得する (非推奨)

説明

int ocifetchinto ( resource $statement , array &$result [, int $mode = OCI_ASSOC + OCI_NUM ] )

この関数は推奨されません。代わりに推奨されるものは、 oci_fetch_array()、 oci_fetch_object()、 oci_fetch_assoc() および oci_fetch_row() です。

ocifetchstatement
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(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifetchstatement — oci_fetch_all() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_fetch_all().

ocifreecollection
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifreecollection — OCI-Collection->free のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Collection->free.

ocifreecursor
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifreecursor — oci_free_statement() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_free_statement().

ocifreedesc
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifreedesc — OCI-Lob->free のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->free.

ocifreestatement
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocifreestatement — oci_free_statement() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_free_statement().

ociinternaldebug
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociinternaldebug — oci_internal_debug() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_internal_debug().
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ociloadlob
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociloadlob — OCI-Lob->load のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->load.

ocilogoff
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocilogoff — oci_close() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_close().

ocilogon
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocilogon — oci_connect() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_connect().

ocinewcollection
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocinewcollection — oci_new_collection() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_new_collection().

ocinewcursor
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocinewcursor — oci_new_cursor() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_new_cursor().

ocinewdescriptor
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocinewdescriptor — oci_new_descriptor() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_new_descriptor().



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ocinlogon
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocinlogon — oci_new_connect() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_new_connect().

ocinumcols
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocinumcols — oci_num_fields() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_num_fields().

ociparse
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociparse — oci_parse() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_parse().

ociplogon
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociplogon — oci_pconnect() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_pconnect().

ociresult
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociresult — oci_result() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_result().

ocirollback
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocirollback — oci_rollback() のエイリアス

説明
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この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_rollback().

ocirowcount
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocirowcount — oci_num_rows() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_num_rows().

ocisavelob
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocisavelob — OCI-Lob->save のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->save.

ocisavelobfile
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocisavelobfile — OCI-Lob->import のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->import.

ociserverversion
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociserverversion — oci_server_version() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_server_version().

ocisetprefetch
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocisetprefetch — oci_set_prefetch() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_set_prefetch().

ocistatementtype
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ocistatementtype — oci_statement_type() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 oci_statement_type().

ociwritelobtofile
(PHP 4, PHP 5, PECL OCI8 >= 1.0.0)

ociwritelobtofile — OCI-Lob->export のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->export.

ociwritetemporarylob
(PHP 4 >= 4.0.6, PECL OCI8 1.0)

ociwritetemporarylob — OCI-Lob->writeTemporary のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 OCI-Lob->writeTemporary.

目次
ocibindbyname — oci_bind_by_name のエイリアス
ocicancel — oci_cancel のエイリアス
ocicloselob — のエイリアス
ocicollappend — のエイリアス
ocicollassign — のエイリアス
ocicollassignelem — のエイリアス
ocicollgetelem — のエイリアス
ocicollmax — のエイリアス
ocicollsize — のエイリアス
ocicolltrim — のエイリアス
ocicolumnisnull — oci_field_is_null のエイリアス
ocicolumnname — oci_field_name のエイリアス
ocicolumnprecision — oci_field_precision のエイリアス
ocicolumnscale — oci_field_scale のエイリアス
ocicolumnsize — oci_field_size のエイリアス
ocicolumntype — oci_field_type のエイリアス
ocicolumntyperaw — oci_field_type_raw のエイリアス
ocicommit — oci_commit のエイリアス
ocidefinebyname — oci_define_by_name のエイリアス
ocierror — oci_error のエイリアス
ociexecute — oci_execute のエイリアス
ocifetch — oci_fetch のエイリアス
ocifetchinto — 結果配列の次の行を取得する (非推奨)
ocifetchstatement — oci_fetch_all のエイリアス
ocifreecollection — のエイリアス
ocifreecursor — oci_free_statement のエイリアス
ocifreedesc — のエイリアス
ocifreestatement — oci_free_statement のエイリアス
ociinternaldebug — oci_internal_debug のエイリアス
ociloadlob — のエイリアス
ocilogoff — oci_close のエイリアス
ocilogon — oci_connect のエイリアス
ocinewcollection — oci_new_collection のエイリアス
ocinewcursor — oci_new_cursor のエイリアス
ocinewdescriptor — oci_new_descriptor のエイリアス
ocinlogon — oci_new_connect のエイリアス
ocinumcols — oci_num_fields のエイリアス
ociparse — oci_parse のエイリアス
ociplogon — oci_pconnect のエイリアス
ociresult — oci_result のエイリアス



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ocirollback — oci_rollback のエイリアス
ocirowcount — oci_num_rows のエイリアス
ocisavelob — のエイリアス
ocisavelobfile — のエイリアス
ociserverversion — oci_server_version のエイリアス
ocisetprefetch — oci_set_prefetch のエイリアス
ocistatementtype — oci_statement_type のエイリアス
ociwritelobtofile — のエイリアス
ociwritetemporarylob — のエイリアス

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
テスト
実行時設定

定義済み定数
例
接続のハンドリング
ドライバでサポートされるデータ型
OCI8 関数

oci_bind_array_by_name — PHP の配列を Oracle PL/SQL の配列に名前でバインドする
oci_bind_by_name — Oracle プレースホルダに PHP 変数をバインドする
oci_cancel — カーソルからの読み込みをキャンセルする
oci_close — Oracleとの接続を閉じる
OCI-Collection->append — コレクションに要素を追加する
OCI-Collection->assign — コレクションに他の存在するコレクションから値を割り当てる
OCI-Collection->assignElem — コレクションの要素に値を割り当てる
OCI-Collection->free — コレクションオブジェクトに関連付けられたリソースを解放する
OCI-Collection->getElem — 要素の値を返す
OCI-Collection->max — コレクション内の要素の最大数を取得する
OCI-Collection->size — コレクションのサイズを返す
OCI-Collection->trim — コレクションの最後から要素を切り取る
oci_commit — 未解決のトランザクションをコミットする
oci_connect — Oracle データベースに接続する
oci_define_by_name — PHP の変数を、クエリで取得するカラムに関連づける
oci_error — 最後に見つかったエラーを返す
oci_execute — 文を実行する
oci_fetch_all — クエリからの複数の行を二次元配列に取得する
oci_fetch_array — クエリの次の行を連想配列あるいは数値添字配列で返す
oci_fetch_assoc — クエリの次の行を連想配列で返す
oci_fetch_object — クエリの次の行をオブジェクトとして返す
oci_fetch_row — クエリの次の行を配列で返す
oci_fetch — クエリの次の行を内部バッファに取得する
oci_field_is_null — フィールドが NULL であるかどうかを確認する
oci_field_name — 文からのフィールド名を返す
oci_field_precision — フィールドの精度を問い合わせる
oci_field_scale — フィールドの桁数を問い合わせる
oci_field_size — フィールドサイズを返す
oci_field_type_raw — Oracle におけるフィールドの型を問い合わせる
oci_field_type — フィールドのデータ型を返す
oci_free_statement — 文やカーソルに関連付けられた全てのリソースを解放する
oci_internal_debug — 内部デバッグ用の出力を有効または無効にする
OCI-Lob->append — ラージオブジェクトのデータを他のラージオブジェクトに追加する
OCI-Lob->close — LOB ディスクリプタを閉じる
oci_lob_copy — ラージオブジェクトをコピーする
OCI-Lob->eof — ラージオブジェクトのディスクリプタが EOF かどうかを調べる
OCI-Lob->erase — 内部 LOB データの特定の位置を消去する
OCI-Lob->export — LOB の内容をファイルに出力する
OCI-Lob->flush — LOB のバッファをサーバにフラッシュする、あるいは書き込む
OCI-Lob->free — LOB ディスクリプタに関連付けられたりソースを解放する
OCI-Lob->getBuffering — ラージオブジェクトに対する現在のバッファリングの状態を返す
OCI-Lob->import — ファイルデータを LOB にインポートする
oci_lob_is_equal — 2 つの LOB/FILE ロケータの等価性を比較する
OCI-Lob->load — ラージオブジェクトの内容を返す
OCI-Lob->read — ラージオブジェクトの一部を読み込む
OCI-Lob->rewind — 内部ポインタをラージオブジェクトの先頭に移動する
OCI-Lob->save — データをラージオブジェクトに保存する
OCI-Lob->saveFile — oci_lob_import のエイリアス
OCI-Lob->seek — ラージオブジェクトの内部ポインタをセットする
OCI-Lob->setBuffering — 現在のラージオブジェクト用のバッファリング状態を変更する
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OCI-Lob->size — ラージオブジェクトのサイズを返す
OCI-Lob->tell — ラージオブジェクトの内部ポインタの現在位置を返す
OCI-Lob->truncate — ラージオブジェクトを切りつめる
OCI-Lob->write — データをラージオブジェクトに書き込む
OCI-Lob->writeTemporary — 一時的なラージオブジェクトを書き込む
OCI-Lob->writeToFile — oci_lob_export のエイリアス
oci_new_collection — 新しいコレクションオブジェクトを割り当てる
oci_new_connect — 一意な接続を使って Oracle サーバへ接続する
oci_new_cursor — 新規カーソル (ステートメントハンドル) を割り当て、それを返す
oci_new_descriptor — 空の新規 LOB あるいは FILE ディスクリプタを初期化する
oci_num_fields — ある文における結果のカラム数を返す
oci_num_rows — 文の実行で作用された行数を取得する
oci_parse — 実行のために Oracle の文をパースする
oci_password_change — Oracle ユーザのパスワードを変更する
oci_pconnect — 持続的接続を使用してOracle データベースに接続する
oci_result — フェッチした行からフィールドの値を取得する
oci_rollback — 未解決のデータベーストランザクションをロールバックする
oci_server_version — サーバのバージョンを返す
oci_set_action — アクション名を設定します
oci_set_client_identifier — クライアント識別子を設定します
oci_set_client_info — クライアント情報を設定します
oci_set_edition — データベース・エディション を設定します
oci_set_module_name — モジュール名を設定します
oci_set_prefetch — クエリがプリフェッチする行数を設定する
oci_statement_type — ステートメントの種類を返す

OCI8 廃止されたエイリアスと関数
ocibindbyname — oci_bind_by_name のエイリアス
ocicancel — oci_cancel のエイリアス
ocicloselob — のエイリアス
ocicollappend — のエイリアス
ocicollassign — のエイリアス
ocicollassignelem — のエイリアス
ocicollgetelem — のエイリアス
ocicollmax — のエイリアス
ocicollsize — のエイリアス
ocicolltrim — のエイリアス
ocicolumnisnull — oci_field_is_null のエイリアス
ocicolumnname — oci_field_name のエイリアス
ocicolumnprecision — oci_field_precision のエイリアス
ocicolumnscale — oci_field_scale のエイリアス
ocicolumnsize — oci_field_size のエイリアス
ocicolumntype — oci_field_type のエイリアス
ocicolumntyperaw — oci_field_type_raw のエイリアス
ocicommit — oci_commit のエイリアス
ocidefinebyname — oci_define_by_name のエイリアス
ocierror — oci_error のエイリアス
ociexecute — oci_execute のエイリアス
ocifetch — oci_fetch のエイリアス
ocifetchinto — 結果配列の次の行を取得する (非推奨)
ocifetchstatement — oci_fetch_all のエイリアス
ocifreecollection — のエイリアス
ocifreecursor — oci_free_statement のエイリアス
ocifreedesc — のエイリアス
ocifreestatement — oci_free_statement のエイリアス
ociinternaldebug — oci_internal_debug のエイリアス
ociloadlob — のエイリアス
ocilogoff — oci_close のエイリアス
ocilogon — oci_connect のエイリアス
ocinewcollection — oci_new_collection のエイリアス
ocinewcursor — oci_new_cursor のエイリアス
ocinewdescriptor — oci_new_descriptor のエイリアス
ocinlogon — oci_new_connect のエイリアス
ocinumcols — oci_num_fields のエイリアス
ociparse — oci_parse のエイリアス
ociplogon — oci_pconnect のエイリアス
ociresult — oci_result のエイリアス
ocirollback — oci_rollback のエイリアス
ocirowcount — oci_num_rows のエイリアス
ocisavelob — のエイリアス
ocisavelobfile — のエイリアス
ociserverversion — oci_server_version のエイリアス
ocisetprefetch — oci_set_prefetch のエイリアス
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ocistatementtype — oci_statement_type のエイリアス
ociwritelobtofile — のエイリアス
ociwritetemporarylob — のエイリアス

Ovrimos SQL

導入
Ovrimos SQL サーバはクライアント/サーバ形式で トランザクション機能を持つ RDBMS で、Web に対応しており 高速なトランザクション処理が可能です。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 4.4.5 および PHP 5.1.0。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Ovrimos SQL サーバの配布ファイルから入手可能な sqlcli ライブラリを インストールする必要があります。

インストール手順
PHP で Ovrimos サポートを有効にするには、パラメータ --with-ovrimos[=DIR] を configure スクリプト に指定して PHP をコンパイルします。ただし、DIR は Ovrimos の libsqlcli をインストールしたディレクトリです。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

Ovrimos SQL サーバに接続し、システムテーブルからデータを読み込む

http://pecl.php.net/
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例1 Ovrimos SQL サーバに接続し、システムテーブルからデータを読み込む
<?php
$conn = ovrimos_connect("server.domain.com", "8001", "admin", "password");
if ($conn != 0) {
    echo "Connection ok!";
    $res = ovrimos_exec($conn, "select table_id, table_name from sys.tables");
    if ($res != 0) {
        echo "Statement ok!";
        ovrimos_result_all($res);
        ovrimos_free_result($res);
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>

Ovrimos SQL 関数

ovrimos_close
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_close — ovrimos への接続を閉じる

説明

void ovrimos_close ( int $connection )

Ovrimos への指定した接続 connection を閉じます。コミットしていないトランザクションはロールバックされます。

パラメータ
connection

ovrimos_connect() が返す Ovrimos 接続 ID。

返り値

値を返しません。

参考

ovrimos_connect() - 指定したデータベースに接続する

ovrimos_commit
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_commit — トランザクションをコミットする

説明

bool ovrimos_commit ( int $connection_id )

トランザクションをコミットします。

パラメータ
connection_id

ovrimos_connect() が返す Ovrimos 接続 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ovrimos_rollback() - トランザクションをロールバックする
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ovrimos_connect
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_connect — 指定したデータベースに接続する

説明

int ovrimos_connect ( string $host , string $dborport , string $user , string $password )

指定したデータベースに接続します。

パラメータ
host

ホスト名あるいは IP アドレス。
dborport

データベース名、あるいは接続するポート番号。
user

ユーザ名。
password

user のパスワード。

返り値

成功した場合に接続 ID (0 より大きい値)、 失敗した場合に 0 を返します。

例

例1 ovrimos_connect() の例
<?php
$conn = ovrimos_connect("server.example.com", "8001", "admin", "password");
if ($conn != 0) {
    echo "Connection ok!";
    $res = ovrimos_exec($conn, "select table_id, table_name from sys.tables");
    if ($res != 0) {
        echo "Statement ok!";
        ovrimos_result_all($res);
        ovrimos_free_result($res);
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>

参考

ovrimos_close() - ovrimos への接続を閉じる

ovrimos_cursor
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_cursor — カーソルの名前を返す

説明

string ovrimos_cursor ( int $result_id )

カーソルの名前を返します。 位置を指定した update または delete を実行する際に便利です。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。

返り値

名前を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。
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ovrimos_exec
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_exec — SQL 文を実行する

説明

int ovrimos_exec ( int $connection_id , string $query )

SQL 文 (クエリまたは更新) を実行し、結果 ID を返します。

パラメータ
connection_id

ovrimos_connect() が返す Ovrimos 接続 ID。
query

SQL 命令。パラメータを含めてはいけません。プリペアドステートメントの場合は ovrimos_prepare() を使用します。

返り値

結果 ID を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ovrimos_execute() - 準備された SQL 命令を実行する
ovrimos_prepare() - SQL 命令を準備する

ovrimos_execute
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_execute — 準備された SQL 命令を実行する

説明

bool ovrimos_execute ( int $result_id [, array $parameters_array ] )

プリペアドステートメントを実行します。

パラメータ
result_id

ovrimos_prepare() が返す Ovrimos 結果 ID。
parameters_array

プリペアドステートメントにパラメータが含まれる (文の中に クエスチョンマークがある) 場合に、 正しい数のパラメータを配列で渡します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ovrimos_prepare() - SQL 命令を準備する

ovrimos_fetch_into
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_fetch_into — 結果セットから行を取得する

説明
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bool ovrimos_fetch_into ( int $result_id , array &$result_array [, string $how [, int $rownumber ]] )

指定した結果セットから行を取得し、 result_array に格納します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
result_array

配列は参照として渡さなければなりません。 取得した結果がそこに格納されます。
how

行の取得方法を指定します。以下の文字列のいずれかひとつとなります (大文字小文字を区別しません)。

オプション 説明
Next 現在位置から後方へ。 これはデフォルト値です。
Prev 現在位置から前方へ。
First 先頭から順方向へ。
Last 終端から逆方向へ。
Absolute 先頭からの絶対位置。 rownumber を指定する必要があります。

rownumber

行番号。先頭は 0 です。 how が Absolute の場合にのみ必要となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 取得の例
<?php
$conn=ovrimos_connect("neptune", "8001", "admin", "password");
if ($conn!=0) {
    echo "Connection ok!";
    $res=ovrimos_exec($conn, "select table_id, table_name from sys.tables");
    if ($res != 0) {
        echo "Statement ok!";
        if (ovrimos_fetch_into($res, $row)) {
            list($table_id, $table_name) = $row;
            echo "table_id=" . $table_id . ", table_name=" . $table_name . "\n";
            if (ovrimos_fetch_into($res, $row)) {
                list($table_id, $table_name) = $row;
                echo "table_id=" . $table_id . ", table_name=" . $table_name . "\n";
            } else {
                echo "Next: error\n";
            }
        } else {
            echo "First: error\n";
        }
        ovrimos_free_result($res);
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>

参考

ovrimos_fetch_row() - 結果セットからレコードを取得する

ovrimos_fetch_row
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_fetch_row — 結果セットからレコードを取得する

説明

bool ovrimos_fetch_row ( int $result_id [, int $how [, int $row_number ]] )

結果セットから行を取得します。カラムの値は、 別のコールで取得する必要があります。

パラメータ
result_id
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ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
how

行を取得する方法を指定します。以下の文字列のいずれかです (大文字小文字は区別しません)。

オプション 説明
Next 現在位置から後方へ。 これはデフォルト値です。
Prev 現在位置から前方へ。
First 先頭から順方向へ。
Last 終端から逆方向へ。
Absolute 先頭からの絶対位置。 rownumber を指定する必要があります。

rownumber

行番号。先頭は 0 です。 how が Absolute の場合にのみ必要となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 取得の例
<?php
$conn = ovrimos_connect("remote.host", "8001", "admin", "password");
if ($conn != 0) {
    echo "Connection ok!";
    $res=ovrimos_exec($conn, "select table_id, table_name from sys.tables");
    if ($res != 0) {
        echo "Statement ok!";
        if (ovrimos_fetch_row($res, "First")) {
            $table_id = ovrimos_result($res, 1);
            $table_name = ovrimos_result($res, 2);
            echo "table_id=" . $table_id . ", table_name=" . $table_name . "\n";
            if (ovrimos_fetch_row($res, "Next")) {
                $table_id = ovrimos_result($res, "table_id");
                $table_name = ovrimos_result($res, "table_name");
                echo "table_id=" . $table_id . ", table_name=" . $table_name . "\n";
            } else {
                echo "Next: error\n";
            }
        } else {
            echo "First: error\n";
        }
        ovrimos_free_result($res);
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>
この例は、行を取得し、結果を出力します。

参考

ovrimos_fetch_into() - 結果セットから行を取得する

ovrimos_field_len
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_field_len — 出力カラムの長さを返す

説明

int ovrimos_field_len ( int $result_id , int $field_number )

指定した出力カラムの長さを取得します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
field_number

フィールド番号。1 から始まります。

返り値

フィールドの長さを表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。
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参考

ovrimos_field_name() - 出力のカラム名を返す
ovrimos_field_num() - 出力カラムの (1 から始まる) インデックスを返す
ovrimos_field_type() - 出力カラムの型を返す

ovrimos_field_name
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_field_name — 出力のカラム名を返す

説明

string ovrimos_field_name ( int $result_id , int $field_number )

指定したインデックスに対応する出力カラム名を返します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
field_number

フィールド番号。1 から始まります。

返り値

フィールド名を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ovrimos_field_len() - 出力カラムの長さを返す
ovrimos_field_num() - 出力カラムの (1 から始まる) インデックスを返す
ovrimos_field_type() - 出力カラムの型を返す

ovrimos_field_num
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_field_num — 出力カラムの (1 から始まる) インデックスを返す

説明

int ovrimos_field_num ( int $result_id , string $field_name )

指定した出力カラムの、1 からはじまるインデックスを返します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
field_name

フィールド名。

返り値

1 からはじまるインデックス、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ovrimos_field_len() - 出力カラムの長さを返す
ovrimos_field_name() - 出力のカラム名を返す
ovrimos_field_type() - 出力カラムの型を返す
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ovrimos_field_type
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_field_type — 出力カラムの型を返す

説明

int ovrimos_field_type ( int $result_id , int $field_number )

出力カラムの型を返します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
field_number

1 からはじまるインデックス。

返り値

フィールドの型を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ovrimos_field_len() - 出力カラムの長さを返す
ovrimos_field_name() - 出力のカラム名を返す
ovrimos_field_num() - 出力カラムの (1 から始まる) インデックスを返す

ovrimos_free_result
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_free_result — 指定した result_id を開放する

説明

bool ovrimos_free_result ( int $result_id )

指定した結果 ID を開放します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。

返り値

TRUE を返します。

ovrimos_longreadlen
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_longreadlen — long データ型から取得されるバイト数を指定する

説明

bool ovrimos_longreadlen ( int $result_id , int $length )

long データ型 (long varchar とlong varbinary) から取得するバイト数を指定します。

パラメータ
result_id
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ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
length

取得するバイト数。デフォルトはゼロ。

返り値

TRUE を返します。

ovrimos_num_fields
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_num_fields — カラム数を返す

説明

int ovrimos_num_fields ( int $result_id )

指定した結果 ID のカラムの数を返します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。

返り値

カラムの数を表す整数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

ovrimos_num_rows() - update 命令により変更された行の数を返す

ovrimos_num_rows
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_num_rows — update 命令により変更された行の数を返す

説明

int ovrimos_num_rows ( int $result_id )

update 操作で変更された行の数を取得します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。

返り値

行の数を表す整数値、あるいはエラー時 FALSE を返します。

参考

ovrimos_num_fields() - カラム数を返す

ovrimos_prepare
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_prepare — SQL 命令を準備する
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説明

int ovrimos_prepare ( int $connection_id , string $query )

SQL 文を準備します。

パラメータ
connection_id

ovrimos_connect() が返す Ovrimos 接続 ID。
query

SQL 文。

返り値

成功した場合に結果 ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 ovrimos_prepare() の例
<?php
$conn=ovrimos_connect("db_host", "8001", "admin", "password");
if ($conn!=0) {
    echo "Connection ok!";
    
    // Prepare the statement
    $res=ovrimos_prepare($conn, "select table_id, table_name
                                  from sys.tables where table_id=1");
    if ($res != 0) {
        echo "Prepare ok!";
        // Execute the prepared statement
        if (ovrimos_execute($res)) {
            echo "Execute ok!\n";
            ovrimos_result_all($res);
        } else {
            echo "Execute not ok!";
        }
        ovrimos_free_result($res);
    } else {
        echo "Prepare not ok!\n";
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>

ovrimos_result_all
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_result_all — 結果全体を HTML テーブルとして出力する

説明

int ovrimos_result_all ( int $result_id [, string $format ] )

結果全体を HTML の表として出力します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
format

作成される table 要素にオプションで指定する、HTML 属性。

返り値

作成された表の行数を返します。

例

これにより SQL 命令が実行され、結果が HTML テーブルとして出力されます。

例1 命令を準備、実行、結果を表示する
<?php
$conn = ovrimos_connect("db_host", "8001", "admin", "password");
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if ($conn != 0) {
    echo "Connection ok!";
    $res = ovrimos_prepare($conn, "select table_id, table_name
                                    from sys.tables where table_id = 7");
    if ($res != 0) {
        echo "Prepare ok!";
        if (ovrimos_execute($res, array(3))) {
            echo "Execute ok!\n";
            ovrimos_result_all($res);
        } else {
            echo "Execute not ok!";
        }
        ovrimos_free_result($res);
    } else {
        echo "Prepare not ok!\n";
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>

例2 メタ情報つきの ovrimos_result_all()

<?php
$conn = ovrimos_connect("db_host", "8001", "admin", "password");
if ($conn != 0) {
    echo "Connection ok!";
    $res = ovrimos_exec($conn, "select table_id, table_name
                                 from sys.tables where table_id = 1");
    if ($res != 0) {
        echo "Statement ok! cursor=" . ovrimos_cursor($res) . "\n";
        $colnb = ovrimos_num_fields($res);
        echo "Output columns=" . $colnb . "\n";
        for ($i=1; $i <= $colnb; $i++) {
            $name = ovrimos_field_name($res, $i);
            $type = ovrimos_field_type($res, $i);
            $len = ovrimos_field_len($res, $i);
            echo "Column " . $i . " name=" . $name . " type=" . $type . " len=" . $len . "\n";
        }
        ovrimos_result_all($res);
        ovrimos_free_result($res);
    }
    ovrimos_close($conn);
}
?>

ovrimos_result
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_result — 出力カラムを取得する

説明

string ovrimos_result ( int $result_id , mixed $field )

field で指定した出力カラムを取得します。

パラメータ
result_id

ovrimos_execute() あるいは ovrimos_exec() が返す結果 ID。
field

フィールド名を表す文字列、あるいは 1 から始まるインデックスとなります。

返り値

カラムを表す文字列、あるいは失敗した場合に FALSE を返します。

ovrimos_rollback
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5 <= 5.0.5)

ovrimos_rollback — トランザクションをロールバックする

説明

bool ovrimos_rollback ( int $connection_id )

トランザクションをロールバックします。

パラメータ
connection_id
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ovrimos_connect() が返す Ovrimos 接続 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ovrimos_commit() - トランザクションをコミットする

目次
ovrimos_close — ovrimos への接続を閉じる
ovrimos_commit — トランザクションをコミットする
ovrimos_connect — 指定したデータベースに接続する
ovrimos_cursor — カーソルの名前を返す
ovrimos_exec — SQL 文を実行する
ovrimos_execute — 準備された SQL 命令を実行する
ovrimos_fetch_into — 結果セットから行を取得する
ovrimos_fetch_row — 結果セットからレコードを取得する
ovrimos_field_len — 出力カラムの長さを返す
ovrimos_field_name — 出力のカラム名を返す
ovrimos_field_num — 出力カラムの (1 から始まる) インデックスを返す
ovrimos_field_type — 出力カラムの型を返す
ovrimos_free_result — 指定した result_id を開放する
ovrimos_longreadlen — long データ型から取得されるバイト数を指定する
ovrimos_num_fields — カラム数を返す
ovrimos_num_rows — update 命令により変更された行の数を返す
ovrimos_prepare — SQL 命令を準備する
ovrimos_result_all — 結果全体を HTML テーブルとして出力する
ovrimos_result — 出力カラムを取得する
ovrimos_rollback — トランザクションをロールバックする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

Ovrimos SQL サーバに接続し、システムテーブルからデータを読み込む
Ovrimos SQL 関数

ovrimos_close — ovrimos への接続を閉じる
ovrimos_commit — トランザクションをコミットする
ovrimos_connect — 指定したデータベースに接続する
ovrimos_cursor — カーソルの名前を返す
ovrimos_exec — SQL 文を実行する
ovrimos_execute — 準備された SQL 命令を実行する
ovrimos_fetch_into — 結果セットから行を取得する
ovrimos_fetch_row — 結果セットからレコードを取得する
ovrimos_field_len — 出力カラムの長さを返す
ovrimos_field_name — 出力のカラム名を返す
ovrimos_field_num — 出力カラムの (1 から始まる) インデックスを返す
ovrimos_field_type — 出力カラムの型を返す
ovrimos_free_result — 指定した result_id を開放する
ovrimos_longreadlen — long データ型から取得されるバイト数を指定する
ovrimos_num_fields — カラム数を返す
ovrimos_num_rows — update 命令により変更された行の数を返す
ovrimos_prepare — SQL 命令を準備する
ovrimos_result_all — 結果全体を HTML テーブルとして出力する
ovrimos_result — 出力カラムを取得する
ovrimos_rollback — トランザクションをロールバックする

Paradox ファイルアクセス
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導入
このモジュールにより、Paradox データベースおよび プライマリインデックスファイル、blob ファイルへの読み書きが可能となります。 書き込み機能はきわめて信頼性の高いものとなっていますが、 出来上がったファイルが他のアプリケーションから読み込めない可能性もあ
ります。 というのも、Paradox についての資料があまりないからです。 pxlib >= 0.5.0 を使用すると、パスワードを指定しなくても 暗号化されたデータベースを読み込めます。

注意:

このモジュールは開発途中であり、今後変更される可能性があります。 とはいえ、API に大きな変更を加えるつもりはありません。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
関数の基本セットを使用するには、少なくとも PHP 5.0.0 および pxlib >= 0.4.4 が必要です。いくつかの新しい関数は、 pxlib >= 0.6.0 でのみ使用可能となります。 暗号化されたデータベースの読み書きには、少なくとも pxlib >= 0.5.0 が必要です。 paradox ライブラ
リ (pxlib) は、 » http://pxlib.sourceforge.net で取得できます。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/paradox

事前に pxlib をインストールしておいてください。 rpm や debian パッケージで pxlib をインストールした場合は、 開発者向けパッケージも忘れずにインストールしてください。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
px_new() は新しい Paradox オブジェクトを作成します。 これは、すべての Paradox 関数で必要となります。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

以下のふたつの表で、paradox 拡張モジュールで定義されている全ての定数を示します。

フィールド型の定数
名前 意味

PX_FIELD_ALPHA 固定長の文字データ
PX_FIELD_DATE 日付。0000 年 1 月 1 日からの経過日数
PX_FIELD_SHORT Short 型の整数 (2 バイト)
PX_FIELD_LONG Long 型の整数 (4 バイト)
PX_FIELD_CURRENCY PX_FIELD_NUMBER と同じ
PX_FIELD_NUMBER Double
PX_FIELD_LOGICAL Boolean
PX_FIELD_MEMOBLOB バイナリラージオブジェクト

http://pxlib.sourceforge.net/
http://pecl.php.net/package/paradox
http://pecl.php.net/package/paradox
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PX_FIELD_BLOB バイナリラージオブジェクト (サポートされません)
PX_FIELD_FMTMEMOBLOBバイナリラージオブジェクト
PX_FIELD_OLE OLE オブジェクト (基本的に blob です。サポートされません)
PX_FIELD_GRAPHIC 画像 (基本的に blob です。サポートされません)
PX_FIELD_TIME 時刻。深夜 0 時からの経過ミリ秒数
PX_FIELD_TIMESTAMP タイムスタンプ。0000 年 1 月 1 日からの経過ミリ秒数
PX_FIELD_AUTOINC 自動インクリメントの整数 (PX_FIELD_LONG と似ています)
PX_FIELD_BCD bcd フォーマットで保存された十進数 (サポートされません)
PX_FIELD_BYTES 255 バイトをこえないバイト配列 (サポートされません)
PX_KEYTOLOWER すべてのフィールド名を小文字にします
PX_KEYTOUPPER すべてのフィールド名を大文字にします

ファイル型の定数
名前 意味

PX_FILE_INDEX_DB インデックス化されたデータベース
PX_FILE_PRIM_INDEX プライマリインデックス
PX_FILE_NON_INDEX_DB インデックス化されていないデータベース
PX_FILE_NON_INC_SEC_INDEX インクリメンタルでないセカンダリインデックス
PX_FILE_SEC_INDEX セカンダリインデックス
PX_FILE_INC_SEC_INDEX インクリメンタルなセカンダリインデックス
PX_FILE_NON_INC_SEC_INDEX_Gインクリメンタルでないセカンダリインデックス
PX_FILE_SEC_INDEX_G セカンダリインデックス
PX_FILE_INC_SEC_INDEX_G インクリメンタルなセカンダリインデックス

Paradox 関数
オブジェクト指向の API
paradox 拡張モジュールは、オブジェクト指向の API も提供しています。 この中に含まれるクラスは paradox_db だけです。 そのメソッドと関数の違いは、まず名前、 そしてもちろん最初のパラメータがないことです。 次の表に、すべてのメソッドとそれに対応する関数を
示します。

paradox_db クラスのメソッド
メソッド名 同等な関数

コンストラクタ px_new()
デストラクタ px_delete()
open_fp() px_open_fp()
create_fp() px_create_fp()
close() px_close()
numrecords() px_numrecords()
numfields() px_numfields()
get_record() px_get_record()
put_record() px_put_record()
retrieve_record() px_retrieve_record()
delete_record() px_delete_record()
insert_record() px_insert_record()
update_record() px_update_record()
get_field() px_get_field()
get_schema() px_get_schema()
get_info() px_get_info()
set_parameter() px_set_parameter()
get_parameter() px_get_parameter()
set_value() px_set_value()
get_value() px_get_value()
get_info() px_get_info()
set_targetencoding() px_set_targetencoding()
set_tablename() px_set_tablename()
set_blob_file() px_set_blob_file()
date2string() px_date2string()
timestamp2string() px_timestamp2string()
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px_close
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_close — paradox データベースを閉じる

説明

bool px_close ( resource $pxdoc )

paradox データベースを閉じます。この関数は、ファイルは閉じません。 この後で fclose() をコールする必要があります。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

px_open_fp() - paradox データベースをオープンする
px_new() - 新しい paradox オブジェクトを作成する の例

px_create_fp
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_create_fp — 新しい paradox データベースを作成する

説明

bool px_create_fp ( resource $pxdoc , resource $file , array $fielddesc )

新しい paradox データベースファイルを作成します。 実際のファイルは、事前に fopen() でオープンしておく必要があります。 ファイルが書き込み可能であることを確認してください。

注意:

この関数をコールすると「テーブル名が空である」という警告が発生しますが、 これは無視できます。単に、px_set_parameter() を使用して後からテーブル名を設定すればよいのです。

注意:

paradox のファイルフォーマットについての資料が不足しているため、 この関数は、きわめて実験的なものです。 この関数で作成したデータベースファイルは px_open_fp() や Paradox ソフトウェアでオープンできます。 しかしそこから先の道のりは大変でしょ
う。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
file

fopen() が返すファイルハンドル。
fielddesc

fielddesc は、各フィールドの設定を保持する配列です。 それぞれのフィールド設定は、2 つあるいは 3 つの要素を含む配列です。 最初の要素は常に文字列で、フィールドの名前を表します。 10 文字より長くなってはいけません。2 番目の要素にはフィールドの型を指
定します。 これは、 フィールド型の定数 の表の中のどれかになります。文字列フィールドや bcd フィールドでは、 3 番目の要素でその要素の精度を指定します。 フィールド定義の中に blob フィールドが含まれている場合は、 確実にすべての値を格納できるだけの
フィールドサイズを確保するか、 あるいは blob を保存する際に px_set_blob_file() でファイルを指定しなければなりません。さもないと、 フィールドのデータが切り詰められてしまいます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 2 つのフィールドを持つ Paradox データベースを作成する
<?php
if(!$pxdoc = px_new()) {
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  /* エラー処理 */
}
$fp = fopen("test.db", "w+");
$fields = array(array("col1", "S"), array("col2", "I"));
if(!px_create_fp($pxdoc, $fp, $fields)) {
  /* エラー処理 */
}
px_set_parameter($pxdoc, "tablename", "testtable");
for($i=-50; $i<50; $i++) {
  $rec = array($i, -$i);
  px_put_record($pxdoc, $rec);
}   
px_close($pxdoc);
px_delete($pxdoc);
fclose($fp);
?>

参考

px_new() - 新しい paradox オブジェクトを作成する
px_put_record() - paradox データベースにレコードを保存する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする

px_date2string
(PECL paradox >= 1.4.0)

px_date2string — 日付を文字列に変換する

説明

string px_date2string ( resource $pxdoc , int $value , string $format )

paradox ファイルに保存されている日付を、人間が理解しやすい形式に変換します。 paradox の日付は、0000 年 1 月 1 日からの経過日数で保存されています。 この関数は利便性を高めるためだけのもので、 以下の例のように数学関数やカレンダー関数で同等のことを実現
できます。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
value

PX_FIELD_DATE 型の paradox データベースフィールドに格納される値。
format

date() で使用するのと同じ形式の文字列フォーマット。 この関数がサポートするプレースホルダは、date() でサポートしているもの (Y, y, m, n, d, j, L) のサブセットです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 paradox の日付を人間が理解しやすい形式に変換する
<?php
$px = px_new();

/* paradox db 形式の日付データを再現します。*/
/* 0000 年 1 月 1 日から 700000 日後です。*/
$days = 700000;

/* カレンダー関数を使用して、人間が理解しやすい形式で */
/* 日付を表示します。                                 */
echo jdtogregorian($days+1721425)."\n";
/* px_date2string() で同じように出力します。*/
echo px_date2string($px, $days, "n/d/Y")."\n";

px_delete($px);
?>

上の例の出力は以下となります。
7/15/1917
7/15/1917

参考

px_timestamp2string() - タイムスタンプを文字列に変換する
jdtogregorian() - ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する
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px_delete_record
(PECL paradox >= 1.4.0)

px_delete_record — paradox データベースからレコードを削除する

説明

bool px_delete_record ( resource $pxdoc , int $num )

この関数は、データベースからレコードを削除します。 データベースファイル内の領域を開放するわけではなく、単に削除マークをつけます。 その後、新しいレコードが挿入される際にこの領域が再利用されます。

注意:

この関数は、pxlib >= 0.6.0 が使用されている場合にのみ有効です。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
num

レコード番号は人為的な番号で、レコードがデータベースに格納された順番を表します。 最初のレコードの番号は 0 です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

px_delete
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_delete — paradox データベースのリソースを削除する

説明

bool px_delete ( resource $pxdoc )

paradox ファイルのリソースを削除し、メモリを開放します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

px_get_field
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_get_field — 単一のフィールドの仕様を返す

説明

array px_get_field ( resource $pxdoc , int $fieldno )

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
fieldno

フィールド番号。最初のフィールドが 0 番となります。 0 より小さい番号やフィールド数以上の番号を指定すると、 エラーが発生します。
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返り値

fieldno 番目のデータベースフィールドの仕様を、 連想配列で返します。 name、type および size という 3 つのフィールドが含まれます。

px_get_info
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_get_info — paradox ファイルに関する多くの情報を返す

説明

array px_get_info ( resource $pxdoc )

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。

返り値

paradox ファイルに関する多くの情報を含む連想配列を返します。 この配列は、将来的にさらに拡張される予定です。

fileversion

ファイルのバージョンを 10 倍した値。例えば 70。

tablename

ファイルに格納されているテーブルの名前。pxlib が作成したデータベースの場合は、 ファイル名から拡張子を取り除いたものになります。

numrecords

このテーブルのレコード数。

numfields

このテーブルのフィールド数。

headersize

ヘッダが使用しているバイト数。通常は 0x800。

recordsize

各レコードが使用しているバイト数。すべてのフィールドサイズの和です (バージョン 1.4.2 以降で使用可能です)。

maxtablesize

データブロックのバイト数に 0x400 をかけた値。

numdatablocks

ファイル内のデータブロック数。各データブロックには 複数のレコードが含まれます。そのレコード数は、 レコードサイズおよびデータブロックサイズ (maxtablesize) に依存します。データブロック内が完全にデータで埋め尽くされる必要はありません。

numindexfields

プライマリインデックスに使用されるフィールドの数。 このフィールドは、常にフィールド番号 1 番から始まります。

codepage

文字データのフィールドをエンコードするために使用される DOS コードページ。px_set_targetencoding() で対象のエンコーディングが指定されていない場合、これが、 px_get_record() あるいは px_retrieve_record() でレコードが関連付けられた際の 文字フィールド
のエンコーディングとなります。

参考

px_numfields() - データベース内のフィールドの数を返す
px_numrecords() - データベース内のレコードの数を返す

px_get_parameter
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(PECL paradox >= 1.1.0)

px_get_parameter — パラメータを取得する

説明

string px_get_parameter ( resource $pxdoc , string $name )

さまざまなパラメータを取得します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
name

name は、以下のいずれかです。

tablename

データベースヘッダに格納されるテーブル名。

targetencoding

出力用のエンコーディング。 px_get_record() あるいは px_retrieve_record() で文字フィールドから読み込まれたデータは、 targetencoding で記録されます。指定されていない場合は、 データベースファイルに保存されている形式が使用されます。

inputencoding

入力データをデータベースに保存する際のエンコーディング。 文字フィールドのデータをデータベースに保存する際には、 データをこのエンコーディングに変換することになります。

返り値

パラメータの値、失敗した場合に FALSE を返します。

px_get_record
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_get_record — paradox データベースのレコードを返す

説明

array px_get_record ( resource $pxdoc , int $num [, int $mode = 0 ] )

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
num

レコード番号は人為的な番号で、レコードがデータベースに格納された順番を表します。 最初のレコードの番号は 0 です。
mode

返される配列のキーを小文字または大文字に変換するために、 オプションの mode に PX_KEYTOLOWER あるいは PX_KEYTOUPPER を指定することができます。mode が渡されなかったりあるいは 0 であった場合は、 キーはフィールド名そのものとなります。 要素の値にはフィー
ルドの値が含まれます。 NULL 値もそのまま残ります。NULL は 0.0、0 あるいは 空の文字列とはことなる値です。PX_FIELD_TIME 型のフィールドは、深夜 0 時から数えたミリ秒数を整数で返します。 timestamp は浮動小数点値で、ユリウス暦の開始時からの経過ミリ秒
数を返します。 timestamp (PX_FIELD_TIMESTAMP) および date (PX_FIELD_DATE) は浮動小数点値で、 それぞれユリウス暦の開始時からの経過ミリ秒数、日数を返します。 これらの値を文字列表現に変換するには px-timestamp2string() および px-date2string() を使用し
ます。

返り値

paradox データベースから、num 番目のレコードを返します。 レコードは連想配列形式で返され、フィールド名がキーとなります。

参考

px_retrieve_record() - paradox データベースのレコードを返す

px_get_schema
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(PECL paradox >= 1.0.0)

px_get_schema — データベーススキーマを返す

説明

array px_get_schema ( resource $pxdoc [, int $mode = 0 ] )

px_get_schema() は、データベーススキーマを返します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
mode

返される配列のキーを小文字または大文字に変換するために、 オプションの mode に PX_KEYTOLOWER あるいは PX_KEYTOUPPER を指定することができます。mode が渡されなかったりあるいは 0 であった場合は、 キーはフィールド名そのものとなります。

返り値

データベースファイルのスキーマを連想配列で返します。 キーの名前はフィールド名と等しくなります。 配列の各要素もまた連想配列となっており、2 つのフィールド type および size が含まれます。type は、 フィールド型の定数 の中のいずれかです。 size は、レコード内
でこのフィールドが使用するバイト数です。 すべてのフィールドのサイズを合計したものが、 px-get-info() で得られるレコードサイズと等しくなります。

px_get_value
(PECL paradox >= 1.1.0)

px_get_value — 値を取得する

説明

float px_get_value ( resource $pxdoc , string $name )

さまざまな値を取得します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
name

name は以下のいずれかです。

numprimkeys

プライマリキーの数。paradox データベースは、 常に最初の numprimkeys フィールドを プライマリキーとして扱います。

返り値

パラメータの値、失敗した場合に FALSE を返します。

px_insert_record
(PECL paradox >= 1.4.0)

px_insert_record — paradox データベースにレコードを挿入する

説明

int px_insert_record ( resource $pxdoc , array $data )

データベースに新しいレコードを挿入します。新しいレコードは、 必ずデータベースの最後に格納されるとは限りません。 最初に見つかった空きスロットの位置に格納されることになります。

レコードのデータは、フィールド値の配列として渡します。 配列の要素がデータベースのフィールドに対応していなければなりません。 配列の要素数がデータベースのフィールド数より少ない場合は、 それ以降のフィールドには null が設定されます。

ほとんどのフィールドは、その型に対応する PHP の型でデータを渡します。 例えば PX_FIELD_LONG、PX_FIELD_SHORT および PX_FIELD_AUTOINC の場合は long 型、PX_FIELD_CURRENCy および PX_FIELD_NUMBER の場合は double 型が使用されます。blob 型や alpha
型のフィールドには、文字列を使用します。
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PX_FIELD_TIME および PX_FIELD_DATE については long 型を指定します。 前者は深夜 0 時からの経過ミリ秒数、後者は 0000 年 1 月 1 日からの 経過日数を指定します。以下に、現在の日付および時刻を paradox のフィールドで使用できる値に変換する例を 2 種類示しま
す。

注意:

この関数は、pxlib >= 0.6.0 が使用されている場合にのみ有効です。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
data

px_retrieve_record() などが返す、 フィールド値を含む連想配列あるいは数値添字配列。

返り値

失敗した場合には FALSE、成功した場合にはレコード数を返します。

例

例1 paradox データベースの日付/時刻フィールドに、現在の日付/時刻を設定する
<?php
$px = px_new();
$fp = fopen("test.db", "w+");
px_create_fp($px, $fp, array(array("timestamp", "@"), array("time", "T"), array("date", "D")));

$curdate = getdate();
$jd = gregoriantojd($curdate["mon"], $curdate["mday"], $curdate["year"]);
$days = $jd - 1721425; /* 紀元前 4714 年 1 月 1 日と 0000 年 1 月 1 日の差 */
$secs = $curdate["hours"]*3600 + $curdate["minutes"]*60 + $curdate["seconds"];
px_insert_record($px, array($days*86400000.0 + $secs*1000.0, $secs*1000.0, $days));

$curtimestamp = microtime(true);
$days = (int) ($curtimestamp/86400);
$secs = $curtimestamp - ($days * 86400.0);
$days += 2440588; /* 紀元前 4714 年 1 月 1 日と 1970 年 1 月 1 日の差 */
$days -= 1721425; /* 紀元前 4714 年 1 月 1 日と 0000 年 1 月 1 日の差 */
px_insert_record($px, array($days*86400000.0 + $secs*1000.0, $secs*1000.0, $days));
for($i=0; $i<2; $i++) {
    $rec = px_retrieve_record($px, $i);
    echo px_timestamp2string($px, $rec["timestamp"], "n/d/Y H:i:s")."\n";
    echo px_date2string($px, $rec["date"], "n/d/Y")."\n";
}
px_close($px);
px_delete($px);
?>

上の例の出力は以下となります。
2/21/2006 21:42:30
2/21/2006
2/21/2006 20:42:30
2/21/2006

jdtogregorian() に渡すユリウス日は、 紀元前 4714 年 1 月 1 日を基準としており、paradox ファイルで使用している値に変換するには 1721425 日ぶん加算しなければなりません。 日数をタイムスタンプに変換するのは簡単で、 日数に 86400000.0 を掛ければミリ秒数に
なります。

参考

px_update_record() - paradox データベースのレコードを更新する

px_new
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_new — 新しい paradox オブジェクトを作成する

説明

resource px_new ( void )

新しい paradox オブジェクトを作成します。この関数は、 その他の関数をコールする前にコールする必要があります。 px_new() は、ディスク上にファイルを作成するのではなく、 ただ単に paradox オブジェクトのインスタンスを作成するだけです。 オブジェクト指向のイ
ンターフェイスを使用している場合は、 この関数をコールしてはいけません。代わりに new paradox_db() を使用してください。

返り値

失敗した場合は FALSE を返します。

例
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例1 Paradox データベースをオープンする
<?php
if(!$pxdoc = px_new()) {
  /* エラー処理 */
}
$fp = fopen("test.db", "r");
if(!px_open_fp($pxdoc, $fp)) {
  /* エラー処理 */
}
// ...
px_close($pxdoc);
px_delete($pxdoc);
fclose($fp);
?>

オブジェクト指向の API がお好みなら、上の例は、このようになります。

例2 Paradox データベースをオープンする
<?php
$fp = fopen("test.db", "r");
$pxdoc = new paradox_db();
if(!$pxdoc->open_fp($fp)) {
  /* エラー処理 */
}
// ...
$pxdoc->close();
fclose($fp);
?>

参考

px_delete() - paradox データベースのリソースを削除する
px_open_fp() - paradox データベースをオープンする

px_numfields
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_numfields — データベース内のフィールドの数を返す

説明

int px_numfields ( resource $pxdoc )

データベースファイル内のフィールドの数を返します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。

返り値

データベースファイル内のフィールドの数を返します。この関数の返す値は、 px_get_info() が返す配列における要素 numfields の値と等しくなります。

px_numrecords
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_numrecords — データベース内のレコードの数を返す

説明

int px_numrecords ( resource $pxdoc )

データベースファイル内のレコードの数を取得します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。

返り値

データベースファイル内のレコードの数を返します。この関数の返す値は、 px_get_info() が返す配列における要素 numrecords の値と等しくなります。
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px_open_fp
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_open_fp — paradox データベースをオープンする

説明

bool px_open_fp ( resource $pxdoc , resource $file )

既存の paradox データベースファイルをオープンします。事前に fopen() で実際のファイルをオープンしておく必要があります。 この関数は、プライマリインデックスファイルをオープンして、 それを paradox データベースのように扱うために使用することもできます。 こ
の機能は、プライマリインデックスの内容を調査したい人のためにサポートされています。 データベースファイルへのアクセスを高速化するなどのために使用することはできません。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
file

file は、 実際のデータベースファイルをパラメータに指定して fopen() をコールしたときの返り値です。レコードの更新や挿入を考えているのならば、 ファイルが書き込み可能でなければならないことに注意しましょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
The example at px_new() - 新しい paradox オブジェクトを作成する

px_put_record
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_put_record — paradox データベースにレコードを保存する

説明

bool px_put_record ( resource $pxdoc , array $record [, int $recpos = -1 ] )

paradox データベースにレコードを保存します。たとえ空きスロットがあったとしても、 レコードは常にデータベースの最後に追記されます。 最初に見つかった空きスロットにデータを書き込みたい場合は、 px_insert_record() を使用します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
record

例えば px_retrieve_record() が返すような形式でのフィールド値を含む、 連想配列あるいは数値添字配列。
recpos

このオプションパラメータで、データベース内の現在の位置以降の レコード番号を指定します。この関数は、必要なだけ空のレコードを追加します。 このパラメータが必要になることは、まずないでしょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

px_retrieve_record
(PECL paradox >= 1.4.0)

px_retrieve_record — paradox データベースのレコードを返す
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説明

array px_retrieve_record ( resource $pxdoc , int $num [, int $mode = 0 ] )

この関数は px_get_record() と非常によく似ていますが、 関数内でデータを取得するために使用している方法が違います。 この関数は、各フィールドの値を取得するのに pxlib の機能を使用しており、 結果としてより多くのフィールド型をサポートしています。

注意:

この関数は、pxlib >= 0.6.0 が使用されている場合にのみ有効です。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
num

レコード番号は人為的な番号で、レコードがデータベースに格納された順番を表します。 最初のレコードの番号は 0 です。
mode

キーを小文字または大文字に変換するために、 オプションの mode に PX_KEYTOLOWER あるいは PX_KEYTOUPPER を指定することができます。mode が渡されなかったりあるいは 0 であった場合は、 キーはフィールド名そのものとなります。 要素の値にはフィールドの値が含ま
れます。 NULL 値もそのまま残ります。NULL は 0.0、0 あるいは 空の文字列とはことなる値です。PX_FIELD_TIME 型のフィールドは、深夜 0 時から数えたミリ秒数を整数で返します。 timestamp は浮動小数点値で、ユリウス暦の開始時からの経過ミリ秒数を返します。

返り値

paradox データベースから、num 番目のレコードを返します。 レコードは連想配列形式で返され、フィールド名がキーとなります。

参考

px_get_record() - paradox データベースのレコードを返す

px_set_blob_file
(PECL paradox >= 1.3.0)

px_set_blob_file — blob を読み込むファイル名を設定する

説明

bool px_set_blob_file ( resource $pxdoc , string $filename )

blob の読み込みあるいは書き込みを行おうとしているファイルの名前を設定します。 この関数をコールしていない場合、もしデータがレコードの一部であるが blob ファイルに保存されていないときには、 px_get_record() あるいは px_retrieve_record() は blob フィールド
のデータのみを返します。 blob データが blob フィールドのサイズに収まるほど小さい場合は、 それはレコード内に保存されます。

px_set_blob_file() をコールせずに px_put_record()、 px_insert_record() あるいは px_update_record() をコールすると、 データベースファイルに収まらない場合にデータが切り詰められます。

この関数を 2 度コールすると、 最初の blob ファイルを閉じて新しいほうをオープンします。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
filename

ファイルの名前。拡張子は .MB でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

px_set_parameter
(PECL paradox >= 1.1.0)

px_set_parameter — パラメータを設定する

説明
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bool px_set_parameter ( resource $pxdoc , string $name , string $value )

さまざまなパラメータを設定します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
name

設定したいパラメータの内容に応じて、name には以下のいずれかを指定します。

tablename

データベースヘッダに格納されるテーブル名。

targetencoding

出力用のエンコーディング。文字フィールドから読み込まれたデータは、 targetencoding で記録されます。

inputencoding

入力データをデータベースに保存する際のエンコーディング。
value

パラメータに設定する値。inputencoding および targetencoding の場合は、iconv あるいは recode が理解できるエンコーディング名 (例: iso-8859-1、utf-8、cp850) である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOS コードページについては px_get_info() - paradox ファイルに関する多くの情報を返す を参照ください。

px_set_tablename
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_set_tablename — テーブルの名前を設定する (非推奨)

説明

void px_set_tablename ( resource $pxdoc , string $name )

px_create_fp() で作成した、paradox データベースのテーブル名を設定します。この関数は非推奨です。代わりに px_set_parameter() を使用してください。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
tablename

テーブルの名前。明示的に設定されなかった場合は データベースファイルの名前が設定されます。

返り値

成功した場合に NULL、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

px_set_parameter() - パラメータを設定する

px_set_targetencoding
(PECL paradox >= 1.0.0)

px_set_targetencoding — 文字フィールドのエンコーディングを設定する (非推奨)
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説明

bool px_set_targetencoding ( resource $pxdoc , string $encoding )

文字フィールドからデータを取得する際のエンコーディングを設定します。 すべての文字フィールドは、この関数で設定したエンコーディングに変換されます。 エンコーディングが指定されていない場合は、データベースファイルで指定した DOS コードページでデータが返さ
れます。 encoding には iconv あるいは recode が理解できる文字列 ID を指定することができます。 Unix システムでは、iconv -l を実行すると使用可能なエンコーディングの一覧を取得できます。

この関数は非推奨です。代わりに px_set_parameter() を使用してください。

データベースファイルに保存されている DOS コードページを知るには px_get_info() も参照ください。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す paradox データベースのリソース ID。
encoding

出力用のエンコーディング。文字フィールドから読み込まれたデータは targetencoding で記録されます。

返り値

エンコーディングが設定されていない場合は FALSE を返します。 これは、例えば未知のエンコーディングが設定されていたり、 pxlib がコード変換をサポートしていない場合にも起こります。 後者の場合は警告が発生します。

参考

px_set_parameter() - パラメータを設定する

px_set_value
(PECL paradox >= 1.1.0)

px_set_value — 値を設定する

説明

bool px_set_value ( resource $pxdoc , string $name , float $value )

さまざまな値を設定します。

パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
name

name は以下のいずれかです。

numprimkeys

プライマリキーの数。paradox データベースは、 常に最初の numprimkeys フィールドを プライマリキーとして扱います。
value

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

px_set_parameter() - パラメータを設定する

px_timestamp2string
(PECL paradox >= 1.4.0)

px_timestamp2string — タイムスタンプを文字列に変換する
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説明

string px_timestamp2string ( resource $pxdoc , float $value , string $format )

paradox ファイルに保存されているタイムスタンプを、 人間が理解しやすい形式に変換します。 paradox のタイムスタンプは、0000 年 1 月 1 日からの経過ミリ秒数で保存されています。 この関数は利便性を高めるためだけのもので、 以下の例のように数学関数やカレン
ダー関数で同等のことを実現できます。

パラメータ
pxdoc

paradox データベースのリソース ID。
value

paradox データベースフィールドに保存された、 PX_FIELD_TIME 型あるいは PX_FIELD_TIMESTAMP 型の値。
format

date() で使用するのと同じ形式の文字列フォーマット。 この関数がサポートするプレースホルダは、date() でサポートしているもの (Y, y, m, n, d, j, H, h, G, g, i, s, A, a, L) のサブセットです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 paradox のタイムスタンプを人間が理解しやすい形式に変換する
<?php
$px = px_new();

/* paradox db 形式の日付データを再現します。*/
/* 0000 年 1 月 1 日から 700000 日後です。*/
$days = 700000;

/* カレンダー関数を使用して、人間が理解しやすい形式で */
/* 日付を表示します。                                 */
echo jdtogregorian($days+1721425)."\n";

/* paradox データベースのタイムスタンプに変換します。        */
/* タイムスタンプは 0000 年 1 月 1 日からの経過ミリ秒数です。*/
$stamp = $days * 86400.0 * 1000.0;
/* 一時間足します */
$stamp += 3600000.0;
/* これは '7/15/1917 01:00:00' を出力します。*/
echo px_timestamp2string($px, $stamp, "n/d/Y H:i:s")."\n";

px_delete($px);
?>

上の例の出力は以下となります。
7/15/1917
7/15/1917 01:00:00

jdtogregorian() に渡すユリウス日は、 紀元前 4714 年 1 月 1 日を基準としており、paradox ファイルで使用している値に変換するには 1721425 日ぶん加算しなければなりません。 日数をタイムスタンプに変換するのは簡単で、 日数に 86400000.0 を掛ければミリ秒数に
なります。

参考

px_date2string() - 日付を文字列に変換する
jdtogregorian() - ユリウス積算日をグレゴリウス日に変換する

px_update_record
(PECL paradox >= 1.4.0)

px_update_record — paradox データベースのレコードを更新する

説明

bool px_update_record ( resource $pxdoc , array $data , int $num )

データベース内のレコードを更新します。レコード番号は 0 から始まります。

レコードのデータは、フィールド値の配列として渡します。 配列の要素がデータベースのフィールドに対応していなければなりません。 配列の要素数がデータベースのフィールド数より少ない場合は、 それ以降のフィールドには null が設定されます。

注意:

この関数は、pxlib >= 0.6.0 が使用されている場合にのみ有効です。
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パラメータ
pxdoc

px_new() が返す、 paradox データベースのリソース ID。
data

px_retrieve_record() が返すフィールド値を含む連想配列。
num

レコード番号は人為的な番号で、レコードがデータベースに格納された順番を表します。 最初のレコードの番号は 0 です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

px_insert_record() - paradox データベースにレコードを挿入する

目次
px_close — paradox データベースを閉じる
px_create_fp — 新しい paradox データベースを作成する
px_date2string — 日付を文字列に変換する
px_delete_record — paradox データベースからレコードを削除する
px_delete — paradox データベースのリソースを削除する
px_get_field — 単一のフィールドの仕様を返す
px_get_info — paradox ファイルに関する多くの情報を返す
px_get_parameter — パラメータを取得する
px_get_record — paradox データベースのレコードを返す
px_get_schema — データベーススキーマを返す
px_get_value — 値を取得する
px_insert_record — paradox データベースにレコードを挿入する
px_new — 新しい paradox オブジェクトを作成する
px_numfields — データベース内のフィールドの数を返す
px_numrecords — データベース内のレコードの数を返す
px_open_fp — paradox データベースをオープンする
px_put_record — paradox データベースにレコードを保存する
px_retrieve_record — paradox データベースのレコードを返す
px_set_blob_file — blob を読み込むファイル名を設定する
px_set_parameter — パラメータを設定する
px_set_tablename — テーブルの名前を設定する (非推奨)
px_set_targetencoding — 文字フィールドのエンコーディングを設定する (非推奨)
px_set_value — 値を設定する
px_timestamp2string — タイムスタンプを文字列に変換する
px_update_record — paradox データベースのレコードを更新する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Paradox 関数

px_close — paradox データベースを閉じる
px_create_fp — 新しい paradox データベースを作成する
px_date2string — 日付を文字列に変換する
px_delete_record — paradox データベースからレコードを削除する
px_delete — paradox データベースのリソースを削除する
px_get_field — 単一のフィールドの仕様を返す
px_get_info — paradox ファイルに関する多くの情報を返す
px_get_parameter — パラメータを取得する
px_get_record — paradox データベースのレコードを返す
px_get_schema — データベーススキーマを返す
px_get_value — 値を取得する
px_insert_record — paradox データベースにレコードを挿入する
px_new — 新しい paradox オブジェクトを作成する
px_numfields — データベース内のフィールドの数を返す
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px_numrecords — データベース内のレコードの数を返す
px_open_fp — paradox データベースをオープンする
px_put_record — paradox データベースにレコードを保存する
px_retrieve_record — paradox データベースのレコードを返す
px_set_blob_file — blob を読み込むファイル名を設定する
px_set_parameter — パラメータを設定する
px_set_tablename — テーブルの名前を設定する (非推奨)
px_set_targetencoding — 文字フィールドのエンコーディングを設定する (非推奨)
px_set_value — 値を設定する
px_timestamp2string — タイムスタンプを文字列に変換する
px_update_record — paradox データベースのレコードを更新する

PostgreSQL

導入
PostgreSQL データベースはオープンソースの製品であり、無料で 使用可能です。Postgres は元々 UCB（カリフォルニア大学バークレイ校） コンピュータ・サイエンス学部で開発されたものです。この Postgres は、 現在いくつかの商用データベースにおいてサポートされつ
つある オブジェクトリレーショナルデータベース的概念の多くの先駆けでした。 Postgres は、SQL92/SQL99 言語サポート・トランザクション・参照整合性・ ストアドプロシージャ・拡張可能な型を提供しています。PostgreSQL は、 バークレイ校での Postgres のオリジナ
ルコードの、オープンソースの 子孫にあたります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PostgreSQL サポートを使用するには、PostgreSQL 6.5 以降が必要です。 PostgreSQL 8.0 以降では PostgreSQL モジュールの全ての機能を使用可能 です。PostgreSQL は、マルチバイト文字エンコーディングを含む多くの 文字エンコーディングをサポートしています。現在
のバージョン及び PostgreSQLに関するより詳細な情報は、 » http://www.postgresql.org/ と » PostgreSQL Documentation で入手可能です。

インストール手順
PostgreSQLサポートを利用可能とするには、PHPコンパイル時に --with-pgsql[=DIR] を指定することが必要です。DIR は PostgreSQL のインストールディレクトリで、デフォルトは /usr/local/pgsql です。 共有オブジェクトモジュールが利用可能な場合、php.ini の
extension ディレクティブ または dl() 関数によりPostgreSQLモジュール をロードすることが可能です。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PostgreSQL設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

pgsql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
pgsql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
pgsql.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
pgsql.auto_reset_persistent "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で有効です。
pgsql.ignore_notice "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
pgsql.log_notice "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

pgsql.allow_persistent boolean

持続的な Postgres 接続を可能にするかどうか。

http://www.postgresql.org/
http://www.postgresql.org/docs/current/interactive/
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pgsql.max_persistent integer

プロセス毎の持続的 Postgres 接続の最大数。

pgsql.max_links integer

持続的接続を含むプロセス毎の Postgres 接続の最大数。

pgsql.auto_reset_persistent integer

pg_pconnect() で作成した持続的接続の障害を 検出する。少々のオーバーヘッドを要します。

pgsql.ignore_notice integer

PostgreSQL バックエンドの通知メッセージを無視するかどうか。

pgsql.log_notice integer

PostgreSQL バックエンドの通知メッセージをログに記録するかしないか。 ログに記録するには、PHP ディレクティブ pgsql.ignore_notice を off にする必要があります。

リソース型
PostgreSQL モジュールで使用されるリソース型は 2 種類あります。ひとつは データベース接続のリンク ID で、もうひとつはクエリの結果を保持する リソースです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

PGSQL_ASSOC (integer)
pg_fetch_array() に渡します。 フィールド名と値の連想配列を返します。

PGSQL_NUM (integer)
pg_fetch_array() に渡します。 フィールド番号と値の数値添字配列を返します。

PGSQL_BOTH (integer)
pg_fetch_array() に渡します。 フィールド値の配列を、数値添字（フィールド番号で）と 連想配列（フィールド名で）の両方で返します。

PGSQL_CONNECT_FORCE_NEW (integer)
pg_connect() に渡し、既存の同一接続を無視して 新しい接続を確立させるようにします。

PGSQL_CONNECTION_BAD (integer)
pg_connection_status() から返され、データベースとの 接続が不正な状態になっていることを示します。

PGSQL_CONNECTION_OK (integer)
pg_connection_status() から返され、データベースとの 接続が正常であることを示します。

PGSQL_SEEK_SET (integer)
pg_lo_seek() に渡します。シーク操作は オブジェクトの先頭から始められます。

PGSQL_SEEK_CUR (integer)
pg_lo_seek() に渡します。シーク操作は カレントの位置から始められます。

PGSQL_SEEK_END (integer)
pg_lo_seek() に渡します。シーク操作は オブジェクトの最後から始められます。

PGSQL_EMPTY_QUERY (integer)
pg_result_status() から返されます。 サーバに送信された文字列が空でした。

PGSQL_COMMAND_OK (integer)
pg_result_status() から返されます。 コマンドは正常に終了し、何もデータを返しませんでした。

PGSQL_TUPLES_OK (integer)
pg_result_status() から返されます。 コマンドは正常に終了し、データを返しました （SELECT や SHOW など）。

PGSQL_COPY_OUT (integer)
pg_result_status() から返されます。 （サーバからの）データのコピーが始まりました。

PGSQL_COPY_IN (integer)
pg_result_status() から返されます。 （サーバへの）データのコピーが始まりました。

PGSQL_BAD_RESPONSE (integer)
pg_result_status() から返されます。 サーバからの応答を判別できませんでした。

PGSQL_NONFATAL_ERROR (integer)
pg_result_status() から返されます。 致命的ではないエラー（通知や警告など）が発生しました。

PGSQL_FATAL_ERROR (integer)
pg_result_status() から返されます。 致命的なエラーが発生しました。

PGSQL_TRANSACTION_IDLE (integer)
pg_transaction_status() から返されます。 接続は現在アイドル状態で、トランザクション内ではありません。

PGSQL_TRANSACTION_ACTIVE (integer)
pg_transaction_status() から返されます。 接続内でコマンドを実行中です。クエリが接続を通じて送信され、 まだ完了していません。

PGSQL_TRANSACTION_INTRANS (integer)
pg_transaction_status() から返されます。 接続は現在アイドル状態で、トランザクションブロック内にあります。

PGSQL_TRANSACTION_INERROR (integer)
pg_transaction_status() から返されます。 接続は現在アイドル状態で、トランザクション処理に失敗しています。
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PGSQL_TRANSACTION_UNKNOWN (integer)
pg_transaction_status() から返されます。 接続が正常ではありません。

PGSQL_DIAG_SEVERITY (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 深刻度です。その内容は ERROR、 FATAL、あるいは PANIC （エラーメッセージ内）、あるいは WARNING、 NOTICE、DEBUG、 INFO、あるいは LOG （通知メッセージ内）、あるいはこれらの各国語版のうちのどれかです。 常に
存在します。

PGSQL_DIAG_SQLSTATE (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 エラーの SQLSTATE コードです。SQLSTATE コードは発生したエラーの種別を 特定します。これは、データベースエラーに対してフロントエンドの アプリケーションが適切な操作（エラー処理など）をできるようにするために 使用
されます。このフィールドはローカライズされていません。また、 常に存在します。

PGSQL_DIAG_MESSAGE_PRIMARY (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 人間が判読できる最初のエラーメッセージ（たいてい 1 行）です。常に存在します。

PGSQL_DIAG_MESSAGE_DETAIL (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 オプションの 2 番目のエラーメッセージで、問題に対する詳細な情報を 含みます。複数行にまたがることもあります。

PGSQL_DIAG_MESSAGE_HINT (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 オプションのメッセージで、問題に対してどのように対応すべきかを指摘 します。エラーの詳細情報と違う点は、発生した事実ではなくアドバイス （時に不適切な場合もある）をするところです。複数行にまたがることも あります。

PGSQL_DIAG_STATEMENT_POSITION (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 エラーカーソルの位置を、もとのステートメント中の位置として表す 整数値を保持する文字列です。 最初の文字の位置は 1 で、それ以降（バイト数ではなく）文字数で 位置を数えます。

PGSQL_DIAG_INTERNAL_POSITION (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 PG_DIAG_STATEMENT_POSITION と同じ定義ですが、 こちらはカーソル位置が内部で生成されたコマンドを参照している場合に 使用されます。このフィールドが存在する場合は、常に PG_DIAG_INTERNAL_QUERY フィールドも存在します。

PGSQL_DIAG_INTERNAL_QUERY (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 失敗した内部生成コマンドのテキストです。例としては、PL/pgSQL 関数で 発行された SQL クエリなどがあてはまります。

PGSQL_DIAG_CONTEXT (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 エラーが発生した状況を指定します。現在ここに含まれているのは、 アクティブなプロシージャの関数や内部生成クエリのコール履歴です。 これはエントリごとに 1 行のデータとなっており、直近のデータが 先頭にきます。

PGSQL_DIAG_SOURCE_FILE (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 エラーが報告された箇所の、PostgreSQL ソースコードでのファイル名です。

PGSQL_DIAG_SOURCE_LINE (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 エラーが報告された箇所の、PostgreSQL ソースコードでの行番号です。

PGSQL_DIAG_SOURCE_FUNCTION (integer)
pg_result_error_field() に渡します。 エラーが報告された箇所の、PostgreSQL ソースコードでの関数名です。

PGSQL_ERRORS_TERSE (integer)
pg_set_error_verbosity() に渡します。 返されるメッセージを指定します。ここには深刻度・短い説明および 発生位置のみを含めます。通常は 1 行に収まるでしょう。

PGSQL_ERRORS_DEFAULT (integer)
pg_set_error_verbosity() に渡します。 デフォルトで返されるメッセージで、上の内容に加えて詳細・ ヒントあるいは詳細情報を含めます（複数行にまたがるかもしれません）。

PGSQL_ERRORS_VERBOSE (integer)
pg_set_error_verbosity() に渡します。 詳細モードでのメッセージで、有効なフィールドをすべて含めます。

PGSQL_STATUS_LONG (integer)
pg_result_status() に渡します。 結果として数値が要求されていることを示します。

PGSQL_STATUS_STRING (integer)
pg_result_status() に渡します。 結果としてテキストのコマンドタグが要求されていることを示します。

PGSQL_CONV_IGNORE_DEFAULT (integer)
pg_convert() に渡します。 変換時に、テーブルのデフォルト値を無視します。

PGSQL_CONV_FORCE_NULL (integer)
pg_convert() に渡します。 空文字列に対して、SQL の NULL を使用します。

PGSQL_CONV_IGNORE_DEFAULT (integer)
pg_convert() に渡します。 NULL を SQL の NOT NULL に変換しないように します。

例
目次

PostgreSQL 拡張モジュールの概要

この例では、PostgreSQL への接続・クエリの実行・結果の表示 そして切断の方法を説明します。

例1 PostgreSQL 拡張モジュールの概要
<?php
// 接続し、データベースを選択する
$dbconn = pg_connect("host=localhost dbname=publishing user=www password=foo")
    or die('Could not connect: ' . pg_last_error());

// SQL クエリを実行する
$query = 'SELECT * FROM authors';
$result = pg_query($query) or die('Query failed: ' . pg_last_error());

// 結果を HTML で表示する
echo "<table>\n";
while ($line = pg_fetch_array($result, null, PGSQL_ASSOC)) {
    echo "\t<tr>\n";
    foreach ($line as $col_value) {
        echo "\t\t<td>$col_value</td>\n";
    }
    echo "\t</tr>\n";
}
echo "</table>\n";

// 結果セットを開放する
pg_free_result($result);

// 接続をクローズする
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pg_close($dbconn);
?>

PostgreSQL 関数
注意

注意:

すべての関数がすべての構築環境でサポートされるわけではありません。 サポートされる関数は、使用する libpq（PostgreSQL の C クライアント ライブラリ）のバージョンと libpq のコンパイル方法に依存します。 もし PHP の PostgreSQL 拡張モジュールに足り
ない関数がある場合、 その原因は libpq はその関数をサポートしていないことです。

注意:

ほとんどの PostgreSQL 関数は、オプションの第 1 引数として connection を受け付けます。もしこれを 指定しなかった場合、直近にオープンされた接続を使用します。 そのような接続が存在しなかった場合、関数は FALSE を返します。

注意:

PostgreSQL は、オブジェクトの生成時やクエリの実行時に 識別子（例: テーブル名・カラム名）を自動的に小文字に変換します。 この自動変換を防ぐには、識別子をダブルクォート（""）でエスケープする 必要があります。

注意:

PostgreSQL には、データベースのスキーマ情報（例: データベース内の すべてのテーブルなど）を取得するための特別なコマンドがありません。 その代わりに、PostgreSQL 7.4 以降では information_schema という標準スキーマが存在し、必要な情報が検索しや
すい形式で格納されています。 詳しい情報は » PostgreSQL ドキュメンテーション を参照ください。

pg_affected_rows
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_affected_rows — 変更されたレコード(タプル)の数を返す

説明

int pg_affected_rows ( resource $result )

pg_affected_rows() は、INSERT, UPDATE, DELETE クエリにより変更されたタプル(インスタンス/レコード/行)の数を 返します。

注意:

この関数は、以前は pg_cmdtuples() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

クエリによって変更された行の数を返します。もし変更されたタプルがない場合は 0 を返します。

例

例1 pg_affected_rows() の例
<?php
$result = pg_query($conn, "INSERT INTO authors VALUES ('オーウェル', 2002, '動物農場')");
$cmdtuples = pg_affected_rows($result);

echo $cmdtuples . " タプルが変更されました。\n";
?>

上の例の出力は以下となります。

1 タプルが変更されました。

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_query_params() - SQL コマンドとパラメータを分割してサーバにを送信し、その結果を待つ
pg_execute() - 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ
pg_num_rows() - 行数を返す

http://www.postgresql.org/docs/current/interactive/
http://www.postgresql.org/docs/current/interactive/
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pg_cancel_query
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_cancel_query — 非同期クエリを取り消す

説明

bool pg_cancel_query ( resource $connection )

pg_cancel_query() は、 pg_send_query()・pg_send_query_params() あるいは pg_send_execute() により送信された非同期クエリを キャンセルします。pg_query() により実行されたクエリを キャンセルすることはできません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_cancel_query() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
      pg_send_query($dbconn, "select * from authors; select count(*) from authors;");
  }
  
  $res1 = pg_get_result($dbconn);
  echo "First call to pg_get_result(): $res1\n";
  $rows1 = pg_num_rows($res1);
  echo "$res1 has $rows1 records\n\n";
  
  // 実行中のクエリをキャンセルする。もしまだ実行中なら、2 番目のクエリが
  // 対象となるだろう。
  pg_cancel_query($dbconn);
?>

上の例の出力は以下となります。
First call to pg_get_result(): Resource id #3
Resource id #3 has 3 records

参考

pg_send_query() - 非同期クエリを送信する
pg_connection_busy() - 接続がビジーかどうか調べる

pg_client_encoding
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

pg_client_encoding — クライアントのエンコーディングを取得する

説明

string pg_client_encoding ([ resource $connection ] )

PostgreSQL は、ある種の文字セットについてはサーバとクライアントの間の 自動文字コード変換をサポートしています。 pg_client_encoding() は、クライアントの エンコーディングを文字列として返します。返される値は、標準の PostgreSQL エンコーディング識別子のな
かのひとつとなります。

注意:

この関数を使用するには、PHP 4.0.3 以降と PostgreSQL 7.0 以降が必要です。 libpq がマルチバイトエンコーディングのサポートを有効にせずに コンパイルされている場合、pg_client_encoding() は常に SQL_ASCII を返します。サポートされる エンコーディン
グは PostgreSQL のバージョンに依存します。サポートされる エンコーディングの詳細については PostgreSQL のドキュメントを参照ください。

この関数は、以前は pg_clientencoding() と呼ばれていました。

パラメータ
connection
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PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

クライアントのエンコーディングを返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_client_encoding() の例
<?php
// $conn の接続先のエンコーディングは ISO-8859-1 であるとする
$encoding = pg_client_encoding($conn);

echo "Client encoding is: ", $encoding, "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Client encoding is: ISO-8859-1

参考

pg_set_client_encoding() - クライアントのエンコーディングを設定する

pg_close
(PHP 4, PHP 5)

pg_close — PostgreSQL 接続をクローズする

説明

bool pg_close ([ resource $connection ] )

pg_close() は、 connection リソースで指定した PostgreSQL データベースへの持続的でない接続を閉じます。

注意:

持続的でない接続はスクリプトの実行終了時に自動的にクローズされるため、 pg_close() は通常は必要ありません。

接続の中でラージオブジェクトをオープンしている場合は、すべての ラージオブジェクトリソースをクローズするまで接続を閉じないでください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_close() の例
<?php
$dbconn = pg_connect("host=localhost port=5432 dbname=mary")
   or die("Could not connect");
echo "Connected successfully";
pg_close($dbconn);
?>

上の例の出力は以下となります。
Connected successfully

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする

pg_connect
(PHP 4, PHP 5)
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pg_connect — PostgreSQL 接続をオープンする

説明

resource pg_connect ( string $connection_string [, int $connect_type ] )

pg_connect() は、connection_string で指定された情報を用いてデータベースとの接続をオープンします。

同じ connection_string 引数で 2 回 pg_connect() 関数がコールされた場合は、 connect_type に PGSQL_CONNECT_FORCE_NEW を指定していない限り 既存の接続が返されます。

複数のパラメータをサポートする古い構文 $conn = pg_connect("host", "port", "options", "tty", "dbname") は推奨されません。

パラメータ
connection_string

すべてデフォルトのパラメータを使用する場合には connection_string を空にすることが可能です。 または 1 つ以上のパラメータを空白で区切って指定することも可能です。 個々のパラメータは keyword = value の形式で 設定します。等号の前後の空白はあってもなく
てもかまいません。 空の値や空白を含む値を指定する場合は、その値をシングルクォートで 囲みます（例: keyword = 'a value'）。値の中に シングルクォートやバックスラッシュが含まれる場合は、それらを バックスラッシュでエスケープする必要があります（例: \' お
よび \\）。

現在利用できるパラメータは以下のとおりです。 host, hostaddr, port, dbname (デフォルトは user の値), user, password, connect_timeout, options, tty（無視されます）, sslmode, requiressl（非推奨。代わりに sslmode を推奨します） および service 。これらのうち実
際にどの パラメータが使えるかは、PostgreSQL のバージョンに依存します。

options パラメータを使うと、 サーバ側で実行されるコマンドラインパラメータを指定することができます。
connect_type

PGSQL_CONNECT_FORCE_NEW が渡された場合は、 たとえ connection_string が既存の接続と まったく同一であっても新しい接続をオープンします。

返り値

成功した場合に PostgreSQL の接続リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_connect() の使用法
<?php
$dbconn = pg_connect("dbname=mary");
// "mary"という名前のデータベースに接続
$dbconn2 = pg_connect("host=localhost port=5432 dbname=mary");
// "localhost"のポート"5432"にて"mary"という名前のデータベースに接続
$dbconn3 = pg_connect("host=sheep port=5432 dbname=mary user=lamb password=foo");
// ユーザ名とパスワードを指定してホスト"sheep"上の"mary"という名前のデータベースに接続
$conn_string = "host=sheep port=5432 dbname=test user=lamb password=bar";
$dbconn4 = pg_connect($conn_string);
// ユーザ名とパスワードを指定してホスト"sheep"上の"test"という名前のデータベースへ接続
$dbconn5 = pg_connect("host=localhost options='--client_encoding=UTF8'");
// "localhost" のデータベースに接続する際に、エンコーディングを UTF-8 に指定
?>

参考

pg_pconnect() - 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする
pg_close() - PostgreSQL 接続をクローズする
pg_host() - 接続に関連するホスト名を返す
pg_port() - 接続に関連するポート番号を返す
pg_tty() - 接続に関する TTY 名を返す
pg_options() - 接続に関連するオプションを取得する
pg_dbname() - データベース名を取得する

pg_connection_busy
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_connection_busy — 接続がビジーかどうか調べる

説明

bool pg_connection_busy ( resource $connection )

pg_connection_busy() は、接続がビジーかどうかを調べます。 接続がビジーである場合、以前のクエリがまだ実行中です。 もしこの接続に pg_get_result() がコールされた場合、 それはブロックされます。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

接続がビジーの場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_connection_busy() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");
  $bs = pg_connection_busy($dbconn);
  if ($bs) {
      echo 'connection is busy';
  } else {
     echo 'connection is not busy';
  }
?>

参考

pg_connection_status() - 接続ステータスを取得する
pg_get_result() - 非同期クエリの結果を取得する

pg_connection_reset
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_connection_reset — 接続をリセット(再接続)する

説明

bool pg_connection_reset ( resource $connection )

pg_connection_reset() は接続をリセットします。 エラーからの復旧の際に有用です。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_connection_reset() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");
  $dbconn2 = pg_connection_reset($dbconn);
  if ($dbconn2) {
      echo "reset successful\n";
  } else {
      echo "reset failed\n";
  }
?>

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする
pg_pconnect() - 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする
pg_connection_status() - 接続ステータスを取得する

pg_connection_status
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_connection_status — 接続ステータスを取得する

説明
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int pg_connection_status ( resource $connection )

pg_connection_status() は、 connection で指定した接続のステータスを返します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

PGSQL_CONNECTION_OK あるいは PGSQL_CONNECTION_BAD 。

例

例1 pg_connection_status() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");
  $stat = pg_connection_status($dbconn);
  if ($stat === PGSQL_CONNECTION_OK) {
      echo 'Connection status ok';
  } else {
      echo 'Connection status bad';
  }    
?>

参考

pg_connection_busy() - 接続がビジーかどうか調べる

pg_convert
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_convert — 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する

説明

array pg_convert ( resource $connection , string $table_name , array $assoc_array [, int $options = 0 ] )

pg_convert() は、assoc_array の中の値をチェックし、SQL 文の中で使用可能な形式に変換します。 少なくとも assoc_array の要素数以上のカラムを持つ テーブル table_name が存在することが前提条件と なります。assoc_array の要素名が table_name のフィールド名と一致
し、また 要素に対応する値はフィールドのデータ型と互換性がなければなりません。 成功した場合に変換後の値の配列、それ以外の場合に FALSE を返します。

注意:

論理型のフィールドが table_name にあった場合、 対応する assoc_array では定数 TRUE を使用 しないでください。これは文字列 'TRUE' に変換されてしまい、PostgreSQL では論理型として無効な形式になります。代わりに t、true、1、y、yes のうちのひとつを用
いてください。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

変換対象となるテーブルの名前。
assoc_array

変換されるデータ。
options

PGSQL_CONV_IGNORE_DEFAULT, PGSQL_CONV_FORCE_NULL あるいは PGSQL_CONV_IGNORE_NOT_NULL の組み合わせ。

返り値

変換された値の配列を返します。エラー時には FALSE を返します。

例
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例1 pg_convert() の例
<?php 
  $dbconn = pg_connect('dbname=foo');
  
  $tmp = array(
      'author' => 'Joe Thackery',
      'year' => 2005,
      'title' => 'My Life, by Joe Thackery'
  );
  
  $vals = pg_convert($dbconn, 'authors', $tmp);
?>

参考

pg_meta_data() - テーブルからメタデータを取得する

pg_copy_from
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_copy_from — 配列からテーブルに挿入する

説明

bool pg_copy_from ( resource $connection , string $table_name , array $rows [, string $delimiter [, string $null_as ]] )

pg_copy_from() は、rows の内容をテーブルに挿入します。レコードを挿入するために、内部では COPY FROM SQL コマンドを発行します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

rows をコピーするテーブルの名前。
rows

table_name にコピーするデータの配列。 rows の個々の値が table_name のひとつの行となります。rows の個々の値は、 それぞれのフィールドに対応する値が区切り文字で区切られており、最後は 改行で終了していなければなりません。
delimiter

rows の要素内で、各フィールドに対応する値を 区切る文字。デフォルトは TAB です。
null_as

rows の中で、SQL の NULL をどのように表現するか。デフォルトは \N ("\\N") です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_copy_from() の例
<?php
   $db = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");
   
   $rows = pg_copy_to($db, $table_name);
   
   pg_query($db, "DELETE FROM $table_name");
   
   pg_copy_from($db, $table_name, $rows);
?>

参考

pg_copy_to() - 配列にテーブルをコピーする

pg_copy_to
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_copy_to — 配列にテーブルをコピーする
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説明

array pg_copy_to ( resource $connection , string $table_name [, string $delimiter [, string $null_as ]] )

pg_copy_to() は、テーブルを配列にコピーします。 レコードを取得するために、内部では COPY TO SQL コマンドを発行します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

データを rows にコピーするテーブルの名前。
delimiter

rows の要素内で、各フィールドに対応する値を 区切る文字。デフォルトは TAB です。
null_as

rows の中で、SQL の NULL をどのように表現するか。デフォルトは \N ("\\N") です。

返り値

COPY されたデータが 1 行ごとにひとつの要素と なっている配列を返します。失敗した場合には FALSE を返します。

例

例1 pg_copy_to() の例
<?php
   $db = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");
   
   $rows = pg_copy_to($db, $table_name);
   
   pg_query($db, "DELETE FROM $table_name");
   
   pg_copy_from($db, $table_name, $rows);
?>

参考

pg_copy_from() - 配列からテーブルに挿入する

pg_dbname
(PHP 4, PHP 5)

pg_dbname — データベース名を取得する

説明

string pg_dbname ([ resource $connection ] )

pg_dbname() は、 PostgreSQL connection リソースで指定した データベースの名前を返します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

connection が指すデータベースの名前を表す 文字列を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_dbname() の例
<?php
  error_reporting(E_ALL);

  pg_connect("host=localhost port=5432 dbname=mary");
  echo pg_dbname(); // mary
?>
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pg_delete
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_delete — レコードを削除する

説明

mixed pg_delete ( resource $connection , string $table_name , array $assoc_array [, int $options = PGSQL_DML_EXEC ] )

pg_delete() は、assoc_array で指定したキーと値を用いてテーブルからレコードを削除します。 options が指定された場合、指定したオプションを つけて pg_convert() が assoc_array に適用されます。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

行を削除するテーブルの名前。
assoc_array

そのキーが table_name テーブルのフィールド名、 値が削除したいフィールドの値となっている配列。
options

PGSQL_CONV_FORCE_NULL、 PGSQL_DML_NO_CONV、 PGSQL_DML_EXEC あるいは PGSQL_DML_STRING を組み合わせた数。 options に PGSQL_DML_STRING が含まれている場合、クエリ文字列が返されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 options で PGSQL_DML_STRING が渡された場合は文字列を返します。

例

例1 pg_delete() の例
<?php 
  $db = pg_connect('dbname=foo');
  // これは安全です。なぜなら $_POST は自動的に変換されるからです
  $res = pg_delete($db, 'post_log', $_POST);
  if ($res) {
      echo "POST data is deleted: $res\n";
  } else {
      echo "User must have sent wrong inputs\n";
  }
?>

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

pg_convert() - 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する

pg_end_copy
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

pg_end_copy — PostgreSQL バックエンドと同期する

説明

bool pg_end_copy ([ resource $connection ] )

pg_end_copy() は、pg_put_line() によるコピー操作の後で PostgreSQL フロントエンド（通常は Web サーバ プロセス）と PostgreSQL サーバを同期させます。 pg_end_copy() を実行しなければ、PostgreSQL サーバが フロントエンドとの同期を失ってしまい、エラーが発
生します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_end_copy() の例
<?php 
  $conn = pg_pconnect("dbname=foo");
  pg_query($conn, "create table bar (a int4, b char(16), d float8)");
  pg_query($conn, "copy bar from stdin");
  pg_put_line($conn, "3\thello world\t4.5\n");
  pg_put_line($conn, "4\tgoodbye world\t7.11\n");
  pg_put_line($conn, "\\.\n");
  pg_end_copy($conn);
?>

参考

pg_put_line() - NULL で終わる文字列を PostgreSQL バックエンドに送信する

pg_escape_bytea
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_escape_bytea — bytea フィールドに挿入するために文字列をエスケープする

説明

string pg_escape_bytea ([ resource $connection ], string $data )

pg_escape_bytea() は、bytea 型のために文字列を エスケープし、エスケープした文字列を返します。

注意:

bytea 型を SELECT した場合、PostgreSQL は '\' で 始まる 8 進数のバイト値（例: \032）を返します。これをユーザが手動で コンバートすることを期待されています。

この関数は PostgreSQL 7.2 以降のバージョンを必要とします。PostgreSQL 7.2.0 および 7.2.1 では、マルチバイトのサポートを有効にした場合は bytea の値をキャストする必要があります。例: INSERT INTO test_table (image) VALUES
('$image_escaped'::bytea); PostgreSQL 7.2.2 以降ではキャストする必要はありません。 クライアントとバックエンドの文字エンコーディングが一致しない場合は 例外で、この場合はマルチバイトストリームエラーが発生します。この エラーを避けるためには
bytea 型へのキャストが必要になります。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。 connection が存在しない場合は、 デフォルトの接続を使用します。デフォルトの接続は、 pg_connect() あるいは pg_pconnect() で直近に作成されたものとなります。
data

bytea 型のカラムに挿入するテキストまたはバイナリデータを含む 文字列。

返り値

エスケープされたデータを文字列で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 connection が追加されました。

例

例1 pg_escape_bytea() の例
<?php 
  // データベースに接続する
  $dbconn = pg_connect('dbname=foo');
  
  // バイナリファイルを読み込む
  $data = file_get_contents('image1.jpg');
  
  // バイナリデータをエスケープする
  $escaped = pg_escape_bytea($data);
  
  // それをデータベースに挿入する
  pg_query("INSERT INTO gallery (name, data) VALUES ('Pine trees', '{$escaped}')");
?>

参考

pg_unescape_bytea() - bytea 型のバイナリをアンエスケープする
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pg_escape_string() - テキスト型フィールドに挿入するために、文字列をエスケープする

pg_escape_string
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_escape_string — テキスト型フィールドに挿入するために、文字列をエスケープする

説明

string pg_escape_string ([ resource $connection ], string $data )

pg_escape_string() は、データベースに挿入するための 文字列をエスケープします。PostgreSQL フォーマットにエスケープされた 文字列を返します。addslashes() の代わりにこの関数を 使用することを推奨します。カラム型が bytea の場合は、代わりに
pg_escape_bytea() を使用しなければなりません。

注意:

この関数は、PostgreSQL 7.2 以降が必要です。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。 connection が存在しない場合は、 デフォルトの接続を使用します。デフォルトの接続は、 pg_connect() あるいは pg_pconnect() で直近に作成されたものとなります。
data

エスケープするテキスト文字列。

返り値

エスケープされたデータを文字列で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 connection が追加されました。

例

例1 pg_escape_string() の例
<?php 
  // データベースに接続する
  $dbconn = pg_connect('dbname=foo');
  
  // テキストファイルを読み込む（アポストロフィやスラッシュが含まれている）
  $data = file_get_contents('letter.txt');
  
  // テキストデータをエスケープする
  $escaped = pg_escape_string($data);
  
  // それをデータベースに挿入する
  pg_query("INSERT INTO correspondence (name, data) VALUES ('My letter', '{$escaped}')");
?>

参考

pg_escape_bytea() - bytea フィールドに挿入するために文字列をエスケープする

pg_execute
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_execute — 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ

説明

resource pg_execute ([ resource $connection ], string $stmtname , array $params )

指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待ちます。

pg_execute() は pg_query_params() と似ています。しかし、実行するコマンドはクエリを指定することで 決まるのではなく、事前に準備されたステートメントに値を指定する ことによって決まります。この機能のおかげで、繰り返し使用される コマンドに構文解析や実行計
画作成が最初の一度だけで済みます。 実行するステートメントは、カレントのセッションで事前に準備しておく 必要があります。pg_execute() は、PostgreSQL 7.4 以降のバージョンの接続にのみ対応しています。それ以前のバージョンでは 失敗します。
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パラメータは pg_query_params() と同じですが、 クエリ文字列のかわりにプリペアドステートメントの名前を指定する という点だけが違います。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
stmtname

実行するプリペアドステートメントの名前。"" が指定された場合は 無名ステートメントが実行されます。名前は、事前に pg_prepare()・pg_send_prepare() あるいは PREPARE SQL コマンドで準備されたものである 必要があります。
params

プリペアドステートメント中の $1、$2 などのプレースホルダを 置き換えるパラメータの配列。配列の要素数はプレースホルダの 数と一致する必要があります。

警告

この関数をコールする際に、要素の内容は文字列に変換されます。

返り値

成功した場合にクエリ結果リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_execute() の使用法
<?php
// "mary"という名前のデータベースに接続
$dbconn = pg_connect("dbname=mary");

// 実行するクエリを準備
$result = pg_prepare($dbconn, "my_query", 'SELECT * FROM shops WHERE name = $1');

// プリペアドクエリの実行。文字列 "Joe's Widgets" のエスケープ処理は
// 一切必要ないことに注意
$result = pg_execute($dbconn, "my_query", array("Joe's Widgets"));

// 同じプリペアドクエリを違うパラメータで実行
$result = pg_execute($dbconn, "my_query", array("Clothes Clothes Clothes"));

?>

参考

pg_prepare() - 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その完了を待つ
pg_send_prepare() - 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_query_params() - SQL コマンドとパラメータを分割してサーバにを送信し、その結果を待つ

pg_fetch_all_columns
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_fetch_all_columns — 指定したカラムの全ての行を配列として取得する

説明

array pg_fetch_all_columns ( resource $result [, int $column = 0 ] )

pg_fetch_all_columns() は、結果リソースの 指定したカラムについて全ての行（レコード）を含む配列を返します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
column

結果リソースから取得するカラムの番号。0 から始まります。 指定しない場合のデフォルトは最初のカラムです。

返り値

結果カラムの全ての値を配列で返します。

column が結果のカラム数より大きい場合や その他のエラーが発生した場合に FALSE を返します。
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例

例1 pg_fetch_all_columns() の例
<?php 
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

$result = pg_query($conn, "SELECT title, name, address FROM authors");
if (!$result) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

// 全ての著者名を配列で得る
$arr = pg_fetch_all_columns($result, 1);

var_dump($arr);

?>

参考

pg_fetch_all() - 取得されたすべての行を配列として取得する

pg_fetch_all
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_fetch_all — 取得されたすべての行を配列として取得する

説明

array pg_fetch_all ( resource $result )

pg_fetch_all()は、結果リソースのすべての行 （レコード）を保持する配列を返します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

結果のすべての行を含む配列を返します。それぞれの行は、フィールド名を 添字とするフィールド値の配列です。

結果の行数が 0 だった場合、あるいはその他のエラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 PostgreSQL fetch all

<?php 
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
    echo "An error occured.\n";
    exit;
}

$result = pg_query($conn, "SELECT * FROM authors");
if (!$result) {
    echo "An error occured.\n";
    exit;
}

$arr = pg_fetch_all($result);

print_r($arr);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [id] => 1
            [name] => Fred
        )

    [1] => Array
        (
            [id] => 2
            [name] => Bob
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        )

)

参考

pg_fetch_row() - 数値添字の配列として行を得る
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する
pg_fetch_object() - 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result() - 結果リソースから値を返す

pg_fetch_array
(PHP 4, PHP 5)

pg_fetch_array — 行を配列として取得する

説明

array pg_fetch_array ( resource $result [, int $row [, int $result_type ]] )

pg_fetch_array() は、取得した行（レコード）を 配列で返します。

pg_fetch_array() は拡張版の pg_fetch_row() です。結果配列のフィールド番号に 対応する要素にデータを格納し、それに加えてフィールド名をキーとした 連想配列にも格納します。デフォルトで、両方ともが有効になっています。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

pg_fetch_array() は、 pg_fetch_row() に比べてきわめて遅いというわけでは 「ありません」。そして、きわめて簡単に使用できます。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

取得する行番号。最初の行は 0 です。指定されなかった場合、 次の行が取得されます。
result_type

result_type は、返り値の形式を制御する オプションのパラメータです。result_type は定数であり、次の値のどれかとすることが可能です。 PGSQL_ASSOC、PGSQL_NUM および PGSQL_BOTH。 PGSQL_NUM を使用すると、pg_fetch_array() は数値添字の配列を返します。ま
た、PGSQL_ASSOC を使用すると連想配列形式で返します。PGSQL_BOTH がデフォルト設定で、これは数値添字の配列と連想配列の両方を返します。

返り値

0 から始まる数値添字の配列か連想配列（フィールド名をキーとする）、 あるいはその両方を返します。配列の各要素の値は文字列です。 データベースの NULL 値は、NULL として返します。

row が結果の行数より大きい場合や行が存在しない場合、 そしてそれ以外のエラーが発生した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 row パラメータがオプションとなりました。

例

例1 pg_fetch_array() の例
<?php 

$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

$result = pg_query($conn, "SELECT author, email FROM authors");
if (!$result) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

$arr = pg_fetch_array($result, 0, PGSQL_NUM);
echo $arr[0] . " <- Row 1 Author\n";
echo $arr[1] . " <- Row 1 E-mail\n";

// PHP 4.1.0 以降、row パラメータはオプションです。result_type を指定
// したい場合は NULL を渡しておきます。pg_fetch_array を続けてコール
// すると、次の行を取得します。
$arr = pg_fetch_array($result, NULL, PGSQL_ASSOC);
echo $arr["author"] . " <- Row 2 Author\n";
echo $arr["email"] . " <- Row 2 E-mail\n";
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$arr = pg_fetch_array($result);
echo $arr["author"] . " <- Row 3 Author\n";
echo $arr[1] . " <- Row 3 E-mail\n";

?>

参考

pg_fetch_row() - 数値添字の配列として行を得る
pg_fetch_object() - 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result() - 結果リソースから値を返す

pg_fetch_assoc
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_fetch_assoc — 行を連想配列として取得する

説明

array pg_fetch_assoc ( resource $result [, int $row ] )

pg_fetch_assoc() は、取得した行（レコード）を 保持する連想配列を返します。

pg_fetch_assoc() は、オプションの第 3 パラメータに PGSQL_ASSOC を指定して pg_fetch_array() をコールするのと同じです。連想配列のみを返します。もし数値添字の配列が 必要な場合は pg_fetch_row() を使用してください。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

pg_fetch_assoc() は、 pg_fetch_row() に比べてきわめて遅いというわけでは 「ありません」。そして、きわめて簡単に使用できます。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

取得する行番号。最初の行は 0 です。指定されなかった場合、 次の行が取得されます。

返り値

連想配列（フィールド名をキーとする）を返します。 配列の各要素の値は文字列です。 データベースの NULL 値は、NULL として返します。

row が結果の行数より大きい場合、行が存在しない場合、 そしてそれ以外のエラーが発生した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 row パラメータがオプションとなりました。

例

例1 pg_fetch_assoc() の例
<?php 
$conn = pg_connect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

$result = pg_query($conn, "SELECT id, author, email FROM authors");
if (!$result) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

while ($row = pg_fetch_assoc($result)) {
  echo $row['id'];
  echo $row['author'];
  echo $row['email'];
}
?>

参考

pg_fetch_row() - 数値添字の配列として行を得る
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する
pg_fetch_object() - 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result() - 
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結果リソースから値を返す

pg_fetch_object
(PHP 4, PHP 5)

pg_fetch_object — 行をオブジェクトとして得る

説明

object pg_fetch_object ( resource $result [, int $row [, int $result_type = PGSQL_ASSOC ]] )
object pg_fetch_object ( resource $result [, int $row [, string $class_name [, array $params ]]] )

pg_fetch_object() は、取得した行のフィールド名に 対応するプロパティを有するオブジェクトを返します。オプションとして、 指定したクラスのコンストラクタにパラメータを渡してインスタンス化する ことも可能です。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

速度面では、この関数は pg_fetch_array() と同じであり、 pg_fetch_row() とほとんど同じ程度です （違いはわずかです）。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

取得する行番号。最初の行は 0 です。指定されなかった場合、 次の行が取得されます。
result_type

非推奨で、無視されます。
class_name

インスタンス化し、プロパティを設定して返り値とするクラスの名前。 指定しない場合は stdClass オブジェクトが返されます。
params

class_name オブジェクトのコンストラクタに 渡すオプションの配列。

返り値

結果の各フィールドに対応する属性を持つ object を返します。 データベースの NULL 値は NULL として返します。

row が結果の行数より大きい場合・行が存在しない場合 、そしてそれ以外のエラーが発生した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 class_name と params が追加されました。result_type を用いた古い形式は、過去のバージョンとの互換性を保つために残されています。
4.3.0 result_type のデフォルト値が、 PGSQL_BOTH から PGSQL_ASSOC に変わりました。数値インデックスが使用できないためです。
4.1.0 row パラメータがオプションとなりました。

例

例1 pg_fetch_object() の例
<?php 

$database = "store";

$db_conn = pg_connect("host=localhost port=5432 dbname=$database");
if (!$db_conn) {
  echo "Failed connecting to postgres database $database\n";
  exit;
}

$qu = pg_query($db_conn, "SELECT * FROM books ORDER BY author");

while ($data = pg_fetch_object($qu)) {
  echo $data->author . " (";
  echo $data->year . "): ";
  echo $data->title . "<br />";
}

pg_free_result($qu);
pg_close($db_conn);

?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する
pg_fetch_assoc() - 行を連想配列として取得する
pg_fetch_row() - 数値添字の配列として行を得る
pg_fetch_result() - 結果リソースから値を返す

pg_fetch_result
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_fetch_result — 結果リソースから値を返す

説明

string pg_fetch_result ( resource $result , int $row , mixed $field )
string pg_fetch_result ( resource $result , mixed $field )

pg_fetch_result() は、PostgreSQL 結果リソースから 特定の行とフィールド（カラム）の値を返します。

注意:

この関数は、以前は pg_result() という名前でした。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

結果から取得する行の番号。行番号は 0 から始まります。指定しなかった 場合は、次の行が読み込まれます。
field

取得するフィールド（カラム）の名前を表す文字列、あるいは取得する フィールドの番号。フィールド番号は 0 から始まります。

返り値

論理型の値は "t" あるいは "f" の形式で返します。 配列を含むそれ以外の型は、PostgreSQL のやりかたにしたがって文字列として フォーマットされた形式で返します。これは psql プログラムの出力と同じ形式です。データベースの NULL 値は、NULL として返します。

row が結果の行数より大きい場合、 あるいはそれ以外のエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 pg_fetch_result() の例
<?php
$db = pg_connect("dbname=users user=me") || die();

$res = pg_query($db, "SELECT 1 UNION ALL SELECT 2");

$val = pg_fetch_result($res, 1, 0);

echo "First field in the second row is: ", $val, "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
First field in the second row is: 2

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する

pg_fetch_row
(PHP 4, PHP 5)

pg_fetch_row — 数値添字の配列として行を得る

説明
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array pg_fetch_row ( resource $result [, int $row ] )

pg_fetch_row() は、指定した result リソースが指す結果から 1 行分のデータを取得します。

注意: この関数は、 NULL フィールドに PHPの NULL 値を設定します。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

結果から取得する行の番号。行番号は 0 から始まります。指定しなかった 場合は、次の行が読み込まれます。

返り値

個々の値を文字列として格納した配列を返します。配列の添字は 0 から 始まります。データベースの NULL 値は NULL として返します。

row が結果の行数より大きい場合・行が存在しない場合 、そしてそれ以外のエラーが発生した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 row パラメータがオプションとなりました。

例

例1 pg_fetch_row() の例
<?php

$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

$result = pg_query($conn, "SELECT author, email FROM authors");
if (!$result) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

while ($row = pg_fetch_row($result)) {
  echo "Author: $row[0]  E-mail: $row[1]";
  echo "<br />\n";
}
 
?>

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する
pg_fetch_object() - 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result() - 結果リソースから値を返す

pg_field_is_null
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_field_is_null — フィールドが SQL の NULL かどうか調べる

説明

int pg_field_is_null ( resource $result , int $row , mixed $field )
int pg_field_is_null ( resource $result , mixed $field )

pg_field_is_null() は、PostgreSQL 結果リソースの フィールドが SQL の NULL であるかどうかを調べます。

注意:

この関数は、以前は pg_fieldisnull() と呼ばれていました。

パラメータ
result
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pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

取得する結果の行番号。行番号は 0 から始まります。指定しなかった場合は カレントの行を取得します。
field

（0 から始まる）フィールド番号を表す数値、 あるいはフィールド名を表す文字列。

返り値

指定した行のフィールドが SQL の NULL だった場合に 1、そうでない場合に 0 を返します。 もし範囲外の行を指定したりその他のエラーが発生したりした場合には FALSE を返します。

例

例1 pg_field_is_null() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die ("Could not connect");
  $res = pg_query($dbconn, "select * from authors where author = 'Orwell'");
  if ($res) {
      if (pg_field_is_null($res, 0, "year") == 1) {
          echo "The value of the field year is null.\n";
      }
      if (pg_field_is_null($res, 0, "year") == 0) {
          echo "The value of the field year is not null.\n";
    }
 }
?>

pg_field_name
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_field_name — フィールドの名前を返す

説明

string pg_field_name ( resource $result , int $field_number )

pg_field_name() は、指定した PostgreSQL result リソースの指定した field_number にあるフィールドの名前を 返します。フィールド番号は 0 から始まります。

注意:

この関数は、以前は pg_fieldname() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
field_number

フィールド番号。0 から始まります。

返り値

フィールド名を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 フィールド情報を取得する
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  $res = pg_query($dbconn, "select * from authors where author = 'Orwell'");
  $i = pg_num_fields($res);
  for ($j = 0; $j < $i; $j++) {
      echo "column $j\n";
      $fieldname = pg_field_name($res, $j);
      echo "fieldname: $fieldname\n";
      echo "printed length: " . pg_field_prtlen($res, $fieldname) . " characters\n";
      echo "storage length: " . pg_field_size($res, $j) . " bytes\n";
      echo "field type: " . pg_field_type($res, $j) . " \n\n";
  }
?>

上の例の出力は以下となります。
column 0
fieldname: author
printed length: 6 characters
storage length: -1 bytes
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field type: varchar 

column 1
fieldname: year
printed length: 4 characters
storage length: 2 bytes
field type: int2 

column 2
fieldname: title
printed length: 24 characters
storage length: -1 bytes
field type: varchar 

参考

pg_field_num() - 指定されたフィールドのフィールド番号を返す

pg_field_num
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_field_num — 指定されたフィールドのフィールド番号を返す

説明

int pg_field_num ( resource $result , string $field_name )

pg_field_num() は、指定した PostgreSQL の 結果リソース(result)において field_name に相当するカラム(フィールド) のフィールド番号を返します。

注意:

この関数は、以前は pg_fieldnum() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
field_name

フィールドの名前。

返り値

フィールド番号（0 から始まります）を返します。エラー時には -1 を返します。

例

例1 フィールドの情報を取得する
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  $res = pg_query($dbconn, "select author, year, title from authors where author = 'Orwell'");
  
  echo "Column 'title' is field number: ", pg_field_num($res, 'title');
?>

上の例の出力は以下となります。
Column 'title' is field number: 2

参考

pg_field_name() - フィールドの名前を返す

pg_field_prtlen
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_field_prtlen — 表示される長さを返す

説明

int pg_field_prtlen ( resource $result , int $row_number , mixed $field_name_or_number )
int pg_field_prtlen ( resource $result , mixed $field_name_or_number )
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pg_field_prtlen() は、PostgreSQL の result の指定した値に関して、実際に 表示した場合の長さ(文字の数)を返します。行番号(row_number)は 0 から始まります。この関数は、エラーの場合に-1を返します。

field_name_or_number は、integer または string のどちらかで渡すことが可能です。 integer で渡された場合、PHP はそれをフィールド番号と判断 します。それ以外の場合はフィールド名と判断します。

pg_field_name() ページの例を参照ください。

注意:

この関数は、以前は pg_fieldprtlen() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
row

結果の行番号。行番号は 0 から始まります。指定しなかった場合は カレントの行を取得します。

返り値

フィールドの表示される長さを返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 フィールドの情報を取得する
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  $res = pg_query($dbconn, "select * from authors where author = 'Orwell'");
  $i = pg_num_fields($res);
  for ($j = 0; $j < $i; $j++) {
      echo "column $j\n";
      $fieldname = pg_field_name($res, $j);
      echo "fieldname: $fieldname\n";
      echo "printed length: " . pg_field_prtlen($res, $fieldname) . " characters\n";
      echo "storage length: " . pg_field_size($res, $j) . " bytes\n";
      echo "field type: " . pg_field_type($res, $j) . " \n\n";
  }
?>

上の例の出力は以下となります。
column 0
fieldname: author
printed length: 6 characters
storage length: -1 bytes
field type: varchar 

column 1
fieldname: year
printed length: 4 characters
storage length: 2 bytes
field type: int2 

column 2
fieldname: title
printed length: 24 characters
storage length: -1 bytes
field type: varchar 

参考

pg_field_size() - 指定したフィールドの内部記憶領域におけるサイズを返す

pg_field_size
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_field_size — 指定したフィールドの内部記憶領域におけるサイズを返す

説明

int pg_field_size ( resource $result , int $field_number )

pg_field_size() は、指定した PostgreSQL の 結果において、指定したフィールド番号の内部記憶領域のサイズを (バイト数で)返します。

注意:

この関数は、以前は pg_fieldsize() と呼ばれていました。

パラメータ
result
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pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
field_number

フィールド番号。0 から始まります。

返り値

内部記憶領域のサイズ（バイト数）を返します。-1 は可変長フィールドを 示します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 フィールドの情報を取得する
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  $res = pg_query($dbconn, "select * from authors where author = 'Orwell'");
  $i = pg_num_fields($res);
  for ($j = 0; $j < $i; $j++) {
      echo "column $j\n";
      $fieldname = pg_field_name($res, $j);
      echo "fieldname: $fieldname\n";
      echo "printed length: " . pg_field_prtlen($res, $fieldname) . " characters\n";
      echo "storage length: " . pg_field_size($res, $j) . " bytes\n";
      echo "field type: " . pg_field_type($res, $j) . " \n\n";
  }
?>

上の例の出力は以下となります。
column 0
fieldname: author
printed length: 6 characters
storage length: -1 bytes
field type: varchar 

column 1
fieldname: year
printed length: 4 characters
storage length: 2 bytes
field type: int2 

column 2
fieldname: title
printed length: 24 characters
storage length: -1 bytes
field type: varchar 

参考

pg_field_prtlen() - 表示される長さを返す
pg_field_type() - フィールド番号に対応する型名を返す

pg_field_table
(PHP 5 >= 5.2.0)

pg_field_table — tables フィールドの名前あるいは oid を返す

説明

mixed pg_field_table ( resource $result , int $field_number [, bool $oid_only = false ] )

pg_field_table() は、フィールドが属するテーブルの名前か あるいは oid_only が TRUE の場合にテーブルの oid を返します。

パラメータ
result

pg_query()、pg_query_params() あるいは pg_execute() (その他も含む) から返された、PostgreSQL クエリ結果リソース。
field_number

0 から始まるフィールド番号。
oid_only

デフォルトでは、フィールドが属するテーブルの名前が返されます。 しかし oid_only をTRUE に設定すると、 その代わりに oid が返されます。

返り値

成功した場合にフィールドのテーブル名あるいは oid、 あるいは失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 フィールドについてのテーブル情報の取得
<?php
$dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("接続できません");
$res = pg_query($dbconn, "SELECT bar FROM foo");

echo pg_field_table($res, 0);
echo pg_field_table($res, 0, true);

$res = pg_query($dbconn, "SELECT version()");
var_dump(pg_field_table($res, 0));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
foo
14379580

bool(false)

注意

注意:

テーブル名を返すよりも oid を返すほうがずっと高速です。 なぜなら、テーブル名を取得するには、 データベースのシステムテーブルにクエリを発行しなければならないからです。

参考

pg_field_name() - フィールドの名前を返す
pg_field_type() - フィールド番号に対応する型名を返す

pg_field_type_oid
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_field_type_oid — フィールド番号に対応する型 ID（OID）を返す

説明

int pg_field_type_oid ( resource $result , int $field_number )

pg_field_type_oid() は、指定した PostgreSQL result リソースにおける指定した field_number の型の OID を返します。

フィールド型についての詳細な情報を得るには、PostgreSQL のシステムテーブル pg_type に対して、この関数で取得した OID を用いて 問い合わせます。PostgreSQL の format_type() 関数は、 型の OID を SQL の型名に変換します。

注意:

フィールドが（基本型ではなく）PostgreSQL ドメインを使用している場合は、 ドメインそのものの OID ではなくドメインの元となっている型の OID を返します。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
field_number

フィールド番号。0 から始まります。

返り値

フィールドの型に対応する OID を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 フィールドの情報を得る
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  // 'title' は varchar 型であると仮定する
  $res = pg_query($dbconn, "select title from authors where author = 'Orwell'");

  echo "Title field type OID: ", pg_field_type_oid($res, 0);
?>

上の例の出力は以下となります。
Title field type OID: 1043

参考
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pg_field_type() - フィールド番号に対応する型名を返す
pg_field_prtlen() - 表示される長さを返す
pg_field_name() - フィールドの名前を返す

pg_field_type
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_field_type — フィールド番号に対応する型名を返す

説明

string pg_field_type ( resource $result , int $field_number )

pg_field_type() は、指定した PostgreSQL の result リソースにおいて、指定した field_number の型名を保持する文字列を 返します。

注意:

フィールドが（基本型ではなく）PostgreSQL ドメインを使用している場合は、 ドメインそのものの名前ではなくドメインの元となっている型の名前を返します。

注意:

この関数は、以前は pg_fieldtype() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
field_number

フィールド番号。0 から始まります。

返り値

フィールド型の名前を文字列で返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 フィールドの情報を取得する
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  // 'title' は varchar 型と仮定する
  $res = pg_query($dbconn, "select title from authors where author = 'Orwell'");

  echo "Title field type: ", pg_field_type($res, 0);
?>

上の例の出力は以下となります。
Title field type: varchar

参考

pg_field_prtlen() - 表示される長さを返す
pg_field_name() - フィールドの名前を返す
pg_field_type_oid() - フィールド番号に対応する型 ID（OID）を返す

pg_free_result
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_free_result — メモリを開放する

説明

bool pg_free_result ( resource $result )

pg_free_result() は、指定された PostgreSQL クエリ 結果 resource に関するメモリとデータを開放します。

この関数は、スクリプト実行中のメモリ使用量を抑制したい場合にのみ コールする必要があります。それ以外の場合は、すべての結果保持用 メモリは、スクリプトが終了する際に自動的に開放されます。
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注意:

この関数は、以前は pg_freeresult() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_free_result() の例
<?php
$db = pg_connect("dbname=users user=me") || die();

$res = pg_query($db, "SELECT 1 UNION ALL SELECT 2");

$val = pg_fetch_result($res, 1, 0);

echo "First field in the second row is: ", $val, "\n";

pg_free_result($res);
?>

上の例の出力は以下となります。
First field in the second row is: 2

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_query_params() - SQL コマンドとパラメータを分割してサーバにを送信し、その結果を待つ
pg_execute() - 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ

pg_get_notify
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_get_notify — SQL NOTIFY メッセージを取得する

説明

array pg_get_notify ( resource $connection [, int $result_type ] )

pg_get_notify()は、NOTIFY SQL コマンドにより送信された通知メッセージを取得します。 通知メッセージを取得するには、LISTEN SQL コマンドを発行する必要があります。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
result_type

result_type は、返り値の形式を制御する オプションのパラメータです。result_type は定数であり、次の値のどれかとすることが可能です。 PGSQL_ASSOC、PGSQL_NUM および PGSQL_BOTH。 PGSQL_NUM を使用すると、pg_get_notify() は数値添字の配列を返します。ま
た、PGSQL_ASSOC を使用すると連想配列形式で返します。PGSQL_BOTH がデフォルト設定で、これは数値添字の配列と連想配列の両方を返します。

返り値

NOTIFY メッセージ名とバックエンドの PID を含む 配列を返します。もし待ち受ける NOTIFY が存在しない 場合は then FALSE を返します。

例

例1 PostgreSQL NOTIFY メッセージ
<?php 
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

// 他のプロセスからの 'author_updated' メッセージを監視する
pg_query($conn, 'LISTEN author_updated;');
$notify = pg_get_notify($conn);
if (!$notify) {
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  echo "No messages\n";
} else {
  print_r($notify);
}
?>

参考

pg_get_pid() - バックエンドのプロセス ID を得る

pg_get_pid
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_get_pid — バックエンドのプロセス ID を得る

説明

int pg_get_pid ( resource $connection )

pg_get_pid() は、バックエンド(データベースサーバ のプロセス)のプロセス ID を取得します。プロセス ID は、 NOTIFY メッセージが他のプロセスから送信されている かどうかを調べるために有用です。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

バックエンドのデータベースのプロセス ID 。

例

例1 PostgreSQL バックエンドの PID

<?php 
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

// バックエンドのプロセスIDを取得。このプロセスIDをpg_get_notify()で使用
$pid = pg_get_pid($conn);
?>

参考

pg_get_notify() - SQL NOTIFY メッセージを取得する

pg_get_result
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_get_result — 非同期クエリの結果を取得する

説明

resource pg_get_result ([ resource $connection ] )

pg_get_result() は、 pg_send_query()・pg_send_query_params() あるいは pg_send_execute() で実行した非同期クエリから結果リソースを取得します。

pg_send_query() およびその他の非同期クエリ関数は、 複数のクエリを PostgreSQL サーバに送信することが可能です。クエリの結果を ひとつずつ取得するには、pg_get_result() を使用します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

結果 resource を返します。結果がもうない場合に FALSE を返します。
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例

例1 pg_get_result() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
      pg_send_query($dbconn, "select * from authors; select count(*) from authors;");
  }
  
  $res1 = pg_get_result($dbconn);
  echo "First call to pg_get_result(): $res1\n";
  $rows1 = pg_num_rows($res1);
  echo "$res1 has $rows1 records\n\n";
  
  $res2 = pg_get_result($dbconn);
  echo "Second call to pg_get_result(): $res2\n";
  $rows2 = pg_num_rows($res2);
  echo "$res2 has $rows2 records\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
First call to pg_get_result(): Resource id #3
Resource id #3 has 3 records

Second call to pg_get_result(): Resource id #4
Resource id #4 has 1 records

参考

pg_send_query() - 非同期クエリを送信する

pg_host
(PHP 4, PHP 5)

pg_host — 接続に関連するホスト名を返す

説明

string pg_host ([ resource $connection ] )

pg_host() は、指定した PostgreSQL connection リソースが接続しているホストの 名前を返します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

connection が接続しているホストの名前を 文字列で返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_host() の例
<?php
$pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");

if ($pgsql_conn) {
   print "Successfully connected to: " . pg_host($pgsql_conn) . "<br/>\n";
} else {
   print pg_last_error($pgsql_conn);
   exit;
}
?>

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする
pg_pconnect() - 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする

pg_insert
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_insert — テーブルに配列を挿入する
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説明

mixed pg_insert ( resource $connection , string $table_name , array $assoc_array [, int $options = PGSQL_DML_EXEC ] )

pg_insert() は、 table_name で指定したテーブルに assoc_array の値をを挿入します。 options が指定されている場合、そのオプションと ともに pg_convert() が assoc_array に適用されます。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

行を挿入するテーブルの名前。テーブル table_name は、少なくとも assoc_array の要素数ぶんのカラムを 保持している必要があります。
assoc_array

テーブル table_name のフィールド名をキーに、 挿入する内容を値にもつ配列。
options

PGSQL_CONV_OPTS、 PGSQL_DML_NO_CONV、 PGSQL_DML_EXEC、 PGSQL_DML_ASYNC あるいは PGSQL_DML_STRING を組み合わせた数。 PGSQL_DML_STRING が options に含まれていた場合、 クエリ文字列が返されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 options で PGSQL_DML_STRING が渡された場合は文字列を返します。

例

例1 pg_insert() の例
<?php 
  $dbconn = pg_connect('dbname=foo');
  // これは安全です。なぜなら $_POST は自動的に変換されるからです。
  $res = pg_insert($dbconn, 'post_log', $_POST);
  if ($res) {
      echo "POST data is successfully logged\n";
  } else {
      echo "User must have sent wrong inputs\n";
  }
?>

参考

pg_convert() - 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する

pg_last_error
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_last_error — 特定の接続から直近のエラーメッセージ文字列を取得する

説明

string pg_last_error ([ resource $connection ] )

pg_last_error() は、指定した connection から直近のエラーメッセージを返します。

エラーメッセージは、内部的な PostgreSQL(libpq) 関数コールにより 上書きされる可能性があります。PostgreSQL モジュール関数の中で複数の エラーが発生した場合には、この関数は適切なエラーメッセージを返さない 可能性があります。

エラー処理を改善するために pg_result_error()、pg_result_error_field()、 pg_result_status() および pg_connection_status() を使用ください。

注意:

この関数は、以前は pg_errormessage() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値
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指定した connection の直近のエラーメッセージを 含む文字列を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_last_error() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("接続できませんでした");

  // 失敗するクエリ
  $res = pg_query($dbconn, "select * from doesnotexist");
  
  echo pg_last_error($dbconn);
?>

参考

pg_result_error() - 結果に関連するエラーメッセージを取得する
pg_result_error_field() - エラー報告の各フィールドを返す

pg_last_notice
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

pg_last_notice — PostgreSQL サーバからの直近の通知メッセージを返す

説明

string pg_last_notice ( resource $connection )

pg_last_notice() は、connection で指定した PostgreSQL サーバからの直近の通知メッセージを返します。 たとえば、テーブルに SERIAL カラムを作成する場合などに PostgreSQL サーバは通知メッセージを送信します。

pg_last_notice() でトランザクションに関連する通知 メッセージがあるかないかをチェックすることで、無意味なクエリの発行を 避けることが可能です。

php.ini で pgsql.ignore_notice に 1 を指定することで、通知メッセージの追跡をしないようにすることが可能です。

php.ini で pgsql.log_notice に 0 を指定することで、通知メッセージをログに記録しないようにすることが可能です。 pgsql.ignore_notice が 0 に設定されていない限り、 通知メッセージをログに記録することはできません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

指定された connection の直近の通知を文字列で 返します。エラー時には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 この関数の実装が完成しました。 以前のバージョンではデータベースの接続パラメータを無視していました。
4.3.0 php.ini の設定 pgsql.ignore_notice および pgsql.log_notice が追加されました。
4.0.6 PHP 4.0.6 には通知メッセージ処理の問題があります。 pg_last_notice() を使用しない場合でも PHP 4.0.6 で PostgreSQL モジュールを使用することは推奨されません。

例

例1 pg_last_notice() の例
<?php
  $pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");
  
  $res = pg_query("CREATE TABLE test (id SERIAL)");
  
  $notice = pg_last_notice($pgsql_conn);
  
  echo $notice;
?>

上の例の出力は以下となります。
CREATE TABLE will create implicit sequence "test_id_seq" for "serial" column "test.id"

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_last_error() - 特定の接続から直近のエラーメッセージ文字列を取得する
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pg_last_oid
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_last_oid — 直近の行のオブジェクト ID を返す

説明

string pg_last_oid ( resource $result )

pg_last_oid() は、挿入された行に割り当てられた OID を取得します。

OID フィールドは PostgreSQL 7.2 からはオプションとなり、 PostgreSQL 8.1 ではデフォルトで存在しません。OID フィールドが テーブルに存在しない場合、プログラマは pg_result_status() を使用して挿入が成功したことを 確かめる必要があります。

挿入された行の SERIAL フィールドの値を取得するには、 PostgreSQL の CURRVAL 関数を使用してシーケンス内で 直近に要求された値を取得する必要があります。シーケンス名がわからない 場合は、PostgreSQL 8.0 の関数 pg_get_serial_sequence が必要になります。

PostgreSQL 8.1 には LASTVAL 関数が存在し、セッション内で 直近に使用されたシーケンスの値を返します。これを用いれば、シーケンスや テーブルやカラムの名前を指定する必要がなくなります。

注意:

この関数は、以前は pg_getlastoid() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

指定された connection で、直近に挿入された行に 割り当てられた OID を文字列で返します。エラー時や有効な OID のない場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_last_oid() の例
<?php
  $pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");
  
  $res1 = pg_query("CREATE TABLE test (a INTEGER) WITH OIDS");

  $res2 = pg_query("INSERT INTO test VALUES (1)");
  
  $oid = pg_last_oid($res2);
?>

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_result_status() - クエリ結果のステータスを取得する

pg_lo_close
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_close — ラージオブジェクトをクローズする

説明

bool pg_lo_close ( resource $large_object )

pg_lo_close() はラージオブジェクトをクローズします。 large_object は、pg_lo_open() でオープンされたラージオブジェクトのリソースです。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

This function used to be called pg_loclose().

パラメータ
result

PostgreSQL large object (LOB) resource, returned by pg_lo_open().
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_close() example

<?php
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $oid = pg_lo_create($database);
   echo "$oid\n";
   $handle = pg_lo_open($database, $oid, "w");
   echo "$handle\n";
   pg_lo_write($handle, "large object data");
   pg_lo_close($handle);
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_open() - ラージオブジェクトをオープンする
pg_lo_create() - ラージオブジェクトを生成する
pg_lo_import() - ファイルからラージオブジェクトをインポートする

pg_lo_create
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_create — ラージオブジェクトを生成する

説明

int pg_lo_create ([ resource $connection [, mixed $object_id ]] )
int pg_lo_create ( mixed $object_id )

pg_lo_create() はラージオブジェクトを 生成し、そのラージオブジェクトの OID を返します。 PostgreSQL アクセスモード INV_READ、INV_WRITE および INV_ARCHIVE はサポートされません。オブジェクトは 常に読み書き可のアクセス権で生成されます。 INV_ARCHIVE は
PostgreSQL 自身からも削除されました （バージョン 6.3 以降）。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

ラージオブジェクトインターフェース（アクセス制御もできないし使用が面倒） を使用するかわりに、PostgreSQL の bytea カラム型と pg_escape_bytea() を試してください。

注意:

この関数は、以前は pg_locreate() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
object_id

object_id が指定されると、 この関数は指定された ID のラージオブジェクトを作成しようとします。 それ以外の場合は、サーバから割り当てられたオブジェクト ID を使用します。 このパラメータは PHP 5.3 で追加されたもので、 PostgreSQL 8.1 以降の新機能に依存
しています。

返り値

ラージオブジェクトの OID を返します。 エラー時には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明

5.3.0 オプションの object_id が追加されました。

例

例1 pg_lo_create() の例
<?php
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $oid = pg_lo_create($database);
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   echo "$oid\n";
   $handle = pg_lo_open($database, $oid, "w");
   echo "$handle\n";
   pg_lo_write($handle, "large object data");
   pg_lo_close($handle);
   pg_query($database, "commit");
?>

pg_lo_export
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_export — ラージオブジェクトをファイルにエクスポートする

説明

bool pg_lo_export ([ resource $connection ], int $oid , string $pathname )

pg_lo_export() は PostgreSQL データベースから ラージオブジェクトを取得し、その内容をローカルファイルシステム上の ファイルに保存します。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

この関数は、以前は pg_loexport() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
oid

データベース内のラージオブジェクトの OID 。
pathname

ラージオブジェクトをクライアントのファイルシステムに書き込む際の フルパスとファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_export() の例
<?php
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $oid = pg_lo_create($database);
   $handle = pg_lo_open($database, $oid, "w");
   pg_lo_write($handle, "large object data");
   pg_lo_close($handle);
   pg_lo_export($database, $oid, '/tmp/lob.dat');
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_import() - ファイルからラージオブジェクトをインポートする

pg_lo_import
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_import — ファイルからラージオブジェクトをインポートする

説明

int pg_lo_import ([ resource $connection ], string $pathname [, mixed $object_id ] )

pg_lo_import() は、ファイルシステム上のファイルの データをもとにして新しいラージオブジェクトをデータベース内に作成します。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。
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注意:

この関数は、以前は pg_loimport() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
pathname

クライアントのファイルシステムからラージオブジェクト用データを 読み込む際のフルパスとファイル名。
object_id

object_id が指定されると、 この関数は指定された ID のラージオブジェクトを作成しようとします。 それ以外の場合は、サーバから割り当てられたオブジェクト ID を使用します。 このパラメータは PHP 5.3 で追加されたもので、 PostgreSQL 8.1 以降の新機能に依存
しています。

返り値

作成されたラージオブジェクトの OID を返します。 失敗した場合には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明

5.3.0 オプションの object_id が追加されました。

4.2.0 関数の構文が変わりました。以前は次のようなものでした。
int pg_lo_import ( string $pathname [, resource $connection ] )

例

例1 pg_lo_import() の例
<?php
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $oid = pg_lo_import($database, '/tmp/lob.dat');
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_export() - ラージオブジェクトをファイルにエクスポートする
pg_lo_open() - ラージオブジェクトをオープンする

pg_lo_open
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_open — ラージオブジェクトをオープンする

説明

resource pg_lo_open ( resource $connection , int $oid , string $mode )

pg_lo_open() はデータベース内にラージオブジェクトを オープンし、それを操作するためのラージオブジェクトリソースを返します。

警告

ラージオブジェクトのリソースを閉じる前にデータベースへの接続を 閉じないでください。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

この関数は、以前は pg_loopen() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
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oid

データベース内のラージオブジェクトの OID 。
mode

読み込み専用の "r"、書き込み専用の "w"、読み書き可能な "rw" のいずれか。

返り値

ラージオブジェクトのリソースを返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_open() の例
<?php
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $oid = pg_lo_create($database);
   echo "$oid\n";
   $handle = pg_lo_open($database, $oid, "w");
   echo "$handle\n";
   pg_lo_write($handle, "large object data");
   pg_lo_close($handle);
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_close() - ラージオブジェクトをクローズする
pg_lo_create() - ラージオブジェクトを生成する

pg_lo_read_all
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_read_all — ラージオブジェクト全体を読み込みブラウザに直接送信する

説明

int pg_lo_read_all ( resource $large_object )

pg_lo_read_all() は、ラージオブジェクトを読み込み 未送信のヘッダを全て送信した後、ブラウザに直接ラージオブジェクトを 送信します。これは主に、イメージや音などのバイナリデータを送信するために 使用します。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

この関数は、以前は pg_loreadall() と呼ばれていました。

パラメータ
large_object

pg_lo_open() によって返された PostgreSQL ラージオブジェクト (LOB) リソース。

返り値

読み込んだバイト数を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_read_all() の例
<?php
   header('Content-type: image/jpeg');
   $image_oid = 189762345;
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $handle = pg_lo_open($database, $image_oid, "r");
   pg_lo_read_all($handle);
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_read() - ラージオブジェクトを読み込む
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pg_lo_read
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_read — ラージオブジェクトを読み込む

説明

string pg_lo_read ( resource $large_object [, int $len = 8192 ] )

pg_lo_read()は、ラージオブジェクトから最大 len バイト分読み込み、文字列として返します。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

この関数は、以前は pg_loread() と呼ばれていました。

パラメータ
large_object

pg_lo_open() によって返された PostgreSQL ラージオブジェクト (LOB) リソース。
len

返すデータの最大バイト数（オプション）。

返り値

ラージオブジェクトから len バイトのデータを 文字列で返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_read() の例
<?php
   $doc_oid = 189762345;
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $handle = pg_lo_open($database, $doc_oid, "r");
   $data = pg_lo_read($handle, 50000);
   pg_query($database, "commit");
   echo $data;
?>

参考

pg_lo_read_all() - ラージオブジェクト全体を読み込みブラウザに直接送信する

pg_lo_seek
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_seek — ラージオブジェクトの位置をシークする

説明

bool pg_lo_seek ( resource $large_object , int $offset [, int $whence = PGSQL_SEEK_CUR ] )

pg_lo_seek() はラージオブジェクトリソースの位置を シークします。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

パラメータ
large_object

pg_lo_open() が返す PostgreSQL の ラージオブジェクト(LOB)リソース。
offset

シークするバイト数。
whence

定数 PGSQL_SEEK_SET（オブジェクトの先頭からシークする）、 PGSQL_SEEK_CUR（カレントの位置からシークする）、 あるいは PGSQL_SEEK_END（オブジェクトの最後からシークする） の中のひとつ。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_seek() の例
<?php
   $doc_oid = 189762345;
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $handle = pg_lo_open($database, $doc_oid, "r");
   // 最初の 50000 バイトをスキップする
   pg_lo_seek($handle, 50000, PGSQL_SEEK_SET);
   // 次の 10000 バイトを読み込む
   $data = pg_lo_read($handle, 10000);
   pg_query($database, "commit");
   echo $data;
?>

参考

pg_lo_tell() - ラージオブジェクトのカレントのシーク位置を返す

pg_lo_tell
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_tell — ラージオブジェクトのカレントのシーク位置を返す

説明

int pg_lo_tell ( resource $large_object )

pg_lo_tell() は、ラージオブジェクトのカレントの位置 （先頭からのオフセット）を返します。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

パラメータ
large_object

pg_lo_open() が返す PostgreSQL の ラージオブジェクト(LOB)リソース。

返り値

ラージオブジェクトの先頭からのカレントのシーク位置（バイト数）を返します。 エラーが発生した場合は、負の数を返します。

例

例1 pg_lo_tell() の例
<?php
   $doc_oid = 189762345;
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $handle = pg_lo_open($database, $doc_oid, "r");
   // 最初の 50000 バイトをスキップする
   pg_lo_seek($handle, 50000, PGSQL_SEEK_SET);
   // どれだけスキップしたのかを調べる
   $offset = pg_lo_tell($handle);
   echo "Seek position is: $offset";
   pg_query($database, "commit");
?>

上の例の出力は以下となります。
Seek position is: 50000

参考

pg_lo_seek() - ラージオブジェクトの位置をシークする

pg_lo_unlink
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_unlink — ラージオブジェクトを削除する
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説明

bool pg_lo_unlink ( resource $connection , int $oid )

pg_lo_unlink()は、oidで 関連付けられたラージオブジェクトを削除します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

この関数は、以前は pg_lounlink() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
oid

データベース内のラージオブジェクトの OID 。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_unlink() の例
<?php
   // 削除するラージオブジェクトの OID
   $doc_oid = 189762345;
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   pg_lo_unlink($database, $doc_oid);
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_create() - ラージオブジェクトを生成する
pg_lo_import() - ファイルからラージオブジェクトをインポートする

pg_lo_write
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_lo_write — ラージオブジェクトを書く

説明

int pg_lo_write ( resource $large_object , string $data [, int $len ] )

pg_lo_write() は、ラージオブジェクトの カレントのシーク位置にデータを書き込みます。

ラージオブジェクトインターフェースは、トランザクションブロックの中で 使用する必要があります。

注意:

この関数は、以前は pg_lowrite() と呼ばれていました。

パラメータ
large_object

pg_lo_open() によって返された PostgreSQL ラージオブジェクト (LOB) リソース。
data

ラージオブジェクトに書き込むデータ。len が data の長さより小さく指定されている場合、 len バイトのみが書き込まれます。
len

書き込むデータの最大バイト数（オプション）。0 より大きく、かつ data のサイズ以下でなければなりません。 デフォルトは data の長さです。

返り値
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ラージオブジェクトに書き込んだバイト数を返します。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_lo_write() の例
<?php
   $doc_oid = 189762345;
   $data = "This will overwrite the start of the large object.";
   $database = pg_connect("dbname=jacarta");
   pg_query($database, "begin");
   $handle = pg_lo_open($database, $doc_oid, "w");
   $data = pg_lo_write($handle, $data);
   pg_query($database, "commit");
?>

参考

pg_lo_create() - ラージオブジェクトを生成する
pg_lo_open() - ラージオブジェクトをオープンする

pg_meta_data
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_meta_data — テーブルからメタデータを取得する

説明

array pg_meta_data ( resource $connection , string $table_name )

pg_meta_data() は、table_name のテーブル定義を配列として返します。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

テーブルの名前。

返り値

テーブル定義の配列を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 テーブルのメタデータを得る
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  $meta = pg_meta_data($dbconn, 'authors');
  if (is_array($meta)) {
      echo '<pre>';
      var_dump($meta);
      echo '</pre>';
  }
?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
["author"]=>
array(5) {
  ["num"]=>
  int(1)
  ["type"]=>
  string(7) "varchar"
  ["len"]=>
  int(-1)
  ["not null"]=>
  bool(false)
  ["has default"]=>
  bool(false)
}
["year"]=>
array(5) {
  ["num"]=>
  int(2)
  ["type"]=>
  string(4) "int2"
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  ["len"]=>
  int(2)
  ["not null"]=>
  bool(false)
  ["has default"]=>
  bool(false)
}
["title"]=>
array(5) {
  ["num"]=>
  int(3)
  ["type"]=>
  string(7) "varchar"
  ["len"]=>
  int(-1)
  ["not null"]=>
  bool(false)
  ["has default"]=>
  bool(false)
}
}

参考

pg_convert() - 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する

pg_num_fields
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_num_fields — フィールド数を返す

説明

int pg_num_fields ( resource $result )

pg_num_fields() は、PostgreSQL 結果リソースから フィールド（カラム）の数を返します。

注意:

この関数は、以前は pg_numfields() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

結果のフィールド（カラム）数を返します。エラー時には -1 を返します。

例

例1 pg_num_fields() の例
<?php
$result = pg_query($conn, "SELECT 1, 2");

$num = pg_num_fields($result);

echo $num . " field(s) returned.\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2 field(s) returned.

参考

pg_num_rows() - 行数を返す
pg_affected_rows() - 変更されたレコード(タプル)の数を返す

pg_num_rows
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_num_rows — 行数を返す

説明
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int pg_num_rows ( resource $result )

pg_num_rows() は、PostgreSQL の結果リソースの 行数を返します。

注意:

この関数は、以前は pg_numrows() と呼ばれていました。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

結果の行数を返します。エラー時には -1 を返します。

例

例1 pg_num_rows() の例
<?php
$result = pg_query($conn, "SELECT 1");

$rows = pg_num_rows($result);

echo $rows . " row(s) returned.\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1 row(s) returned.

参考

pg_num_fields() - フィールド数を返す
pg_affected_rows() - 変更されたレコード(タプル)の数を返す

pg_options
(PHP 4, PHP 5)

pg_options — 接続に関連するオプションを取得する

説明

string pg_options ([ resource $connection ] )

pg_options() は、指定した PostgreSQL connection リソースの オプションを保持する文字列を返します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

connection のオプションを文字列で返します。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_options() の例
<?php
   $pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");
   echo pg_options($pgsql_conn);
?>

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする

pg_parameter_status
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(PHP 5)

pg_parameter_status — サーバのパラメータ設定を検索する

説明

string pg_parameter_status ([ resource $connection ], string $param_name )

サーバのパラメータ設定を検索します。

いくつかのパラメータについては、接続の確立時や値の変更時にサーバから 自動的に通知されます。pg_parameter_status() は これらの設定問い合わせるために使用可能です。指定したパラメータが存在する 場合にその値を、存在しない場合に FALSE を返します。

PostgreSQL 8.0 で指定できるパラメータには以下が含まれます。 server_version、 server_encoding、client_encoding、 is_superuser、session_authorization、 DateStyle、TimeZone および integer_datetimes （server_encoding、TimeZone および
integer_datetimes は 8.0 より前のバージョンでは指定できません）。 server_version、server_encoding および integer_datetimes は、PostgreSQL の稼動中には変更できないことに注意しましょう。

PostgreSQL 7.3 以前のサーバはパラメータ設定を通知する機能を持っていません。 しかし、pg_parameter_status() には server_version および client_encoding を取得する機能を組み込んでいます。これらの値を取得するためにアプリケーションで アドホックなコードを
書くのではなく、pg_parameter_status() を使用することを推奨します。

警告

7.4 より前の PostgreSQL サーバでは、接続の確立後に SET を用いて client_encoding を変更しても pg_parameter_status() には反映されません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
param_name

指定可能な param_name には以下が含まれます。 server_version、 server_encoding、client_encoding、 is_superuser、session_authorization、 DateStyle、TimeZone および integer_datetimes。

返り値

パラメータの値を文字列で返します。失敗した場合や param_name が間違っている場合には FALSE を返します。

例

例1 pg_parameter_status() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  echo "Server encoding: ", pg_parameter_status($dbconn, "server_encoding");
?>

上の例の出力は以下となります。
Server encoding: SQL_ASCII

pg_pconnect
(PHP 4, PHP 5)

pg_pconnect — 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする

説明

resource pg_pconnect ( string $connection_string [, int $connect_type ] )

pg_pconnect() は PostgreSQL への接続を オープンします。この関数は、他の PostgreSQL関数 が必要とする 接続リソースを返します。

既存の接続と同じ connection_string を用いて pg_pconnect() が 2 回目にコールされた場合は、 既存の接続を返します。ただし、connect_type に PGSQL_CONNECT_FORCE_NEW を指定している場合は 除きます。

持続的接続を有効にするには、php.ini のディレクティブ pgsql.allow_persistent を "On" に設定する必要があります（デフォルトは On です）。 持続的接続の最大数は php.ini ディレクティブ pgsql.max_persistent で設定可能です（デフォルトは制限無しを意味する -1 で
す）。 接続全体の数は php.ini ディレクティブ pgsql.max_links で設定可能です。

pg_close() は、 pg_pconnect() によりオープンされた持続的接続は 閉じません。

パラメータ
connection_string

すべてデフォルトのパラメータを使用する場合には connection_string を空にすることが可能です。 または 1 つ以上のパラメータを空白で区切って指定することも可能です。 個々のパラメータは keyword = value の形式で 設定します。等号の前後の空白はあってもなく
てもかまいません。 空の値や空白を含む値を指定する場合は、その値をシングルクォートで 囲みます（例: keyword = 'a value'）。値の中に シングルクォートやバックスラッシュが含まれる場合は、それらを バックスラッシュでエスケープする必要があります（例: \' お
よび \\）。
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現在利用できるパラメータは以下のとおりです。 host, hostaddr, port, dbname, user, password, connect_timeout, options, tty（無視されます）, sslmode, requiressl（非推奨。代わりに sslmode を推奨します） および service 。これらのうち実際にどの パラメータが使え
るかは、PostgreSQL のバージョンに依存します。

connect_type

PGSQL_CONNECT_FORCE_NEW が渡された場合は、 たとえ connection_string が既存の接続と まったく同一であっても新しい接続をオープンします。

返り値

成功した場合に PostgreSQL の接続リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_pconnect() の使用法
<?php
$dbconn = pg_pconnect("dbname=mary");
// "mary"という名前のデータベースに接続
$dbconn2 = pg_pconnect("host=localhost port=5432 dbname=mary");
// "localhost"のポート"5432"にて"mary"という名前のデータベースに接続
$dbconn3 = pg_pconnect("host=sheep port=5432 dbname=mary user=lamb password=foo");
// ユーザ名とパスワードを指定してホスト"sheep"上の"mary"という名前のデータベースに接続
$conn_string = "host=sheep port=5432 dbname=test user=lamb password=bar";
$dbconn4 = pg_pconnect($conn_string);
// ユーザ名とパスワードを指定してホスト"sheep"上の"test"という名前のデータベースへ接続
?>

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする
持続的データベース接続

pg_ping
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_ping — データベース接続を調べる

説明

bool pg_ping ([ resource $connection ] )

pg_ping() はデータベース接続を調べ、その接続が 壊れている場合には再度接続を試みます。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_ping() の例
<?php 
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "エラーが発生しました。\n";
  exit;
}

if (!pg_ping($conn))
  die("接続は壊れています。\n");
?>

参考

pg_connection_status() - 接続ステータスを取得する
pg_connection_reset() - 接続をリセット(再接続)する

pg_port
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(PHP 4, PHP 5)

pg_port — 接続に関連するポート番号を返す

説明

int pg_port ([ resource $connection ] )

pg_port() は、指定した PostgreSQL connection リソースが接続している ポートの番号を返します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

connection が指しているデータベースのポート番号を 含む int を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_port() の例
<?php
$pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");

if ($pgsql_conn) {
   print "Successfully connected to port: " . pg_port($pgsql_conn) . "<br/>\n";
} else {
   print pg_last_error($pgsql_conn);
   exit;
}
?>

pg_prepare
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_prepare — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その完了を待つ

説明

resource pg_prepare ([ resource $connection ], string $stmtname , string $query )

pg_prepare() は、 pg_execute() あるいは pg_send_execute() で後に実行するためのプリペアドステートメントを作成します。これにより、 繰り返し使用されるコマンドについての構文解析や実行計画作成が最初の 一度だけですみます。pg_prepare() は PostgreSQL 7.4 以
降の接続でのみ使用可能です。それ以前のバージョンでは失敗します。

この関数は stmtname という名前の プリペアドステートメントを query 文字列から作成します。 この文字列には 1 つの SQL コマンドが含まれている必要があります。 stmtname を "" にすることで無名ステートメントを 作成することが可能で、既存の無名ステートメントは自動
的に上書きされます。 それ以外の場合、もしカレントのセッションで既に定義済みのステートメント名を 使用した場合にはエラーとなります。パラメータを使用する際は、 query 内で $1、$2 のような形式で参照されます。

pg_prepare() で使用するプリペアドステートメントは、 SQLの PREPARE 文を実行することでも作成可能です （しかし、パラメータの型を事前に指定する必要がないという点で pg_prepare() のほうがより柔軟です）。 また、PHP にはプリペアドステートメントを削除する関
数がありませんが、 この目的のためには SQLの DEALLOCATE 文が使用可能です。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
stmtname

プリペアドステートメントにつける名前。接続内で一意である必要があります。 "" が指定された場合は無名ステートメントが作成され、以前に定義された 無名ステートメントを上書きします。
query

パラメータ化した SQL 文。ひとつの文のみである必要があります （複数の文をセミコロンで区切る形式は使用できません）。パラメータを 使用する際は $1、$2 などの形式で参照されます。

返り値

成功した場合にクエリ結果リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_prepare() の使用法
<?php
// "mary"という名前のデータベースに接続
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$dbconn = pg_connect("dbname=mary");

// 実行するクエリの準備
$result = pg_prepare($dbconn, "my_query", 'SELECT * FROM shops WHERE name = $1');

// プリペアドクエリを実行する。文字列 "Joe's Widgets" は
// エスケープの必要がないことに注意
$result = pg_execute($dbconn, "my_query", array("Joe's Widgets"));

// 同一プリペアドクエリを別のパラメータで実行する
$result = pg_execute($dbconn, "my_query", array("Clothes Clothes Clothes"));

?>

参考

pg_execute() - 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ
pg_send_execute() - 指定したパラメータでプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待たない

pg_put_line
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

pg_put_line — NULL で終わる文字列を PostgreSQL バックエンドに送信する

説明

bool pg_put_line ([ resource $connection ], string $data )

pg_put_line() は、NULL で終わる文字列を PostgreSQL バックエンドサーバに送信します。これは、PostgreSQL の COPY FROM コマンドとともに使用する場合に必要となります。

COPY は、PostgreSQL によってサポートされている 高速なデータ読み込みインターフェースです。データの内容はパースされず、 一度のトランザクションで実行されます。

低レベルな pg_put_line() コマンドを用いない別の方法は、 pg_copy_from() を使用することです。これは、はるかに シンプルなインターフェースです。

注意:

pg_end_copy() を実行する際には、送信データの最後に 明示的に "\." の 2 文字を送信する必要があります。これによって、 バックエンドに対してデータ送信の終了を通知します。

警告

pg_put_line() の使用は、pg_lo_read() や pg_lo_tell() などを含むラージオブジェクトの操作を 発生させ、これが失敗することもあります。そのような場合、かわりに pg_copy_from() および pg_copy_to() が使用可能です。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
data

PostgreSQL バックエンドに直接送信されるテキストデータ。 最後に NULL が自動的に付加されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_put_line() の例
<?php 
  $conn = pg_pconnect("dbname=foo");
  pg_query($conn, "create table bar (a int4, b char(16), d float8)");
  pg_query($conn, "copy bar from stdin");
  pg_put_line($conn, "3\thello world\t4.5\n");
  pg_put_line($conn, "4\tgoodbye world\t7.11\n");
  pg_put_line($conn, "\\.\n");
  pg_end_copy($conn);
?>

参考

pg_end_copy() - PostgreSQL バックエンドと同期する

pg_query_params
(PHP 5 >= 5.1.0)
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pg_query_params — SQL コマンドとパラメータを分割してサーバにを送信し、その結果を待つ

説明

resource pg_query_params ([ resource $connection ], string $query , array $params )

コマンドをサーバに送信し、その結果を待ちます。パラメータを SQL コマンド とは別に渡すことが可能です。

pg_query_params() は pg_query() と似ていますが、追加の機能を有しています。それはパラメータ値が コマンド文字列と分離しているということです。 pg_query_params() は PostgreSQL 7.4 以降の接続でのみ サポートされます。それ以前のバージョンでは失敗しま
す。

パラメータを使用する際は、query 文字列内で $1、$2 のように参照されます。params で 実際の値を指定します。NULL を指定すると、SQL の NULL とみなされます。

pg_query() に対する pg_query_params() の最大の利点は、パラメータの値を query 文字列から 分離できることです。そのため、退屈でエラーの元となりやすいクォート・ エスケープなどをしなくてもよくなります。pg_query() と異なり、pg_query_params() ではひとつ
の SQL コマンドしか実行できません（クエリ文字列にセミコロンを含めることは 可能です。しかしそれ以降にコマンドを続けることはできません）。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
query

パラメータ化した SQL 文。ひとつの文のみである必要があります （複数の文をセミコロンで区切る形式は使用できません）。パラメータを 使用する際は $1、$2 などの形式で参照されます。
params

プリペアドステートメント中の $1、$2 などのプレースホルダを 置き換えるパラメータの配列。配列の要素数はプレースホルダの 数と一致する必要があります。

返り値

成功した場合にクエリ結果リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_query_params() の使用法
<?php
// "mary"という名前のデータベースに接続
$dbconn = pg_connect("dbname=mary");

// Joe's Widgets という名前の店を探す。"Joe's Widgets" を
// エスケープする必要がないことに注意
$result = pg_query_params($dbconn, 'SELECT * FROM shops WHERE name = $1', array("Joe's Widgets"));

// pg_query を使用した場合と比較
$str = pg_escape_string("Joe's Widgets");
$result = pg_query($dbconn, "SELECT * FROM shops WHERE name = '{$str}'");

?>

参考

pg_query() - クエリを実行する

pg_query
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_query — クエリを実行する

説明

resource pg_query ([ resource $connection ], string $query )

pg_query() 指定したデータベース connection 上で query を実行します。

エラーが発生して FALSE が返された場合、もし接続が正常なら pg_last_error() 関数を使用してエラーの詳細情報が 取得可能です。

注意: connectionは省略可能ですが、それは推奨されません。 なぜならスクリプトのバグが発見しにくくなるためです。

注意:

この関数は、以前は pg_exec() と呼ばれていました。 pg_exec() は互換性確保のためにまだ使用可能ですが、 新しい名前を使用することが推奨されています。

パラメータ
connection
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PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
query

実行する 1 つまたは複数の SQL 文。複数の文が関数に渡された場合は、 明示的に BEGIN/COMMIT コマンドを指定していない限りはそれらの文は ひとつのトランザクションとして実行されます。しかし、1 回のコールで 複数のトランザクションを実行することは推奨さ
れません。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。

返り値

成功した場合にクエリ結果リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_query() の例
<?php

$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

$result = pg_query($conn, "SELECT author, email FROM authors");
if (!$result) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

while ($row = pg_fetch_row($result)) {
  echo "Author: $row[0]  E-mail: $row[1]";
  echo "<br />\n";
}
 
?>

例2 pg_query() で複数の文を使用する例
<?php

$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");

// これらの文がひとつのトランザクションとして実行されます
$query = "UPDATE authors SET author=UPPER(author) WHERE id=1;";
$query .= "UPDATE authors SET author=LOWER(author) WHERE id=2;";
$query .= "UPDATE authors SET author=NULL WHERE id=3;";

pg_query($conn, $query);

?>

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする
pg_pconnect() - 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する
pg_fetch_object() - 行をオブジェクトとして得る
pg_num_rows() - 行数を返す
pg_affected_rows() - 変更されたレコード(タプル)の数を返す

pg_result_error_field
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_result_error_field — エラー報告の各フィールドを返す

説明

string pg_result_error_field ( resource $result , int $fieldcode )

pg_result_error_field() は、result リソースに関するエラーメッセージの特定のフィールドを返します。 PostgreSQL 7.4 以降のサーバでのみ有効です。エラーフィールドは fieldcode で定義します。

pg_query() や pg_query_params() はクエリが失敗した場合に FALSE を返すので、結果のハンドルを得るには pg_send_query() および pg_get_result() を使用する必要があります。

失敗した pg_query() クエリから詳細なエラー情報を 取得する必要がある場合は、pg_set_error_verbosity() および pg_last_error() を使用してその結果をパース します。

パラメータ
result

実行したステートメントのクエリ結果リソース。
fieldcode
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以下の fieldcode が使用可能です。 PGSQL_DIAG_SEVERITY、 PGSQL_DIAG_SQLSTATE、PGSQL_DIAG_MESSAGE_PRIMARY、 PGSQL_DIAG_MESSAGE_DETAIL、 PGSQL_DIAG_MESSAGE_HINT、PGSQL_DIAG_STATEMENT_POSITION、 PGSQL_DIAG_INTERNAL_POSITION（PostgreSQL 8.0+ のみ）、
PGSQL_DIAG_INTERNAL_QUERY（PostgreSQL 8.0+ のみ）、 PGSQL_DIAG_CONTEXT、PGSQL_DIAG_SOURCE_FILE、 PGSQL_DIAG_SOURCE_LINE あるいは PGSQL_DIAG_SOURCE_FUNCTION 。

返り値

エラーフィールドの内容を文字列で返します。 フィールドが存在しない場合に NULL 、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_result_error_field() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
      pg_send_query($dbconn, "select * from doesnotexist;");
  }
  
  $res1 = pg_get_result($dbconn);
  echo pg_result_error_field($res1, PGSQL_DIAG_SQLSTATE);
?>

参考

pg_result_error() - 結果に関連するエラーメッセージを取得する

pg_result_error
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_result_error — 結果に関連するエラーメッセージを取得する

説明

string pg_result_error ( resource $result )

pg_result_error() は、結果リソース (result)に関連したエラーメッセージを返します。 このため、ユーザーが pg_last_error() よりも適切な エラーメッセージを得る可能性があります。

pg_result_error_field() は、 pg_result_error() よりもさらに詳細なエラー情報を 返します。

pg_query() はクエリが失敗した場合に FALSE を返すので、 結果ハンドルを取得するには pg_send_query() および pg_get_result() を使用する必要があります。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。

返り値

result パラメータに関連付けられたエラーがある場合は それを文字列で返し、それ以外の場合は FALSE を返します。

例

例1 pg_result_error() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("接続できませんでした");
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
      pg_send_query($dbconn, "select * from doesnotexist;");
  }
  
  $res1 = pg_get_result($dbconn);
  echo pg_result_error($res1);
?>

参考

pg_result_error_field() - エラー報告の各フィールドを返す
pg_query() - クエリを実行する
pg_send_query() - 非同期クエリを送信する
pg_get_result() - 非同期クエリの結果を取得する
pg_last_error() - 特定の接続から直近のエラーメッセージ文字列を取得する
pg_last_notice() - PostgreSQL サーバからの直近の通知メッセージを返す
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pg_result_seek
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_result_seek — 結果リソースの内部行オフセットを設定する

説明

bool pg_result_seek ( resource $result , int $offset )

pg_result_seek()は、結果リソースの行の位置を 指定された offset にセットします。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
offset

結果リソース内で、内部オフセットを移動させる行。 行番号はゼロから始まります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_result_seek() の例
<?php

// データベースに接続する
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");

// クエリを実行する
$result = pg_query($conn, "SELECT author, email FROM authors");

// 3 行目をシークする（結果が 3 行あると仮定する）
pg_result_seek($result, 2);

// 3 行目を取得する
$row = pg_fetch_row($result);
 
?>

参考

pg_fetch_row() - 数値添字の配列として行を得る
pg_fetch_assoc() - 行を連想配列として取得する
pg_fetch_array() - 行を配列として取得する
pg_fetch_object() - 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result() - 結果リソースから値を返す

pg_result_status
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_result_status — クエリ結果のステータスを取得する

説明

mixed pg_result_status ( resource $result [, int $type ] )

pg_result_status() は、結果リソースのステータス あるいは結果に関するコマンド補完タグを返します。

パラメータ
result

pg_query(), pg_query_params() あるいは pg_execute() から返される PostgreSQL の クエリ結果リソース。
type

result の数値ステータスを返す PGSQL_STATUS_LONG、あるいは result のコマンドタグを返す PGSQL_STATUS_STRING のいずれかです。 指定しない場合は PGSQL_STATUS_LONG がデフォルトです。

返り値
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PGSQL_STATUS_LONG が指定された場合の返り値は 以下のいずれかです。 PGSQL_EMPTY_QUERY、 PGSQL_COMMAND_OK、PGSQL_TUPLES_OK、PGSQL_COPY_OUT、 PGSQL_COPY_IN、PGSQL_BAD_RESPONSE、PGSQL_NONFATAL_ERROR および PGSQL_FATAL_ERROR 。 それ以外の場合は、PostgreSQL コマ
ンドタグを含む文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 パラメータ type が追加されました。

例

例1 pg_result_status() の例
<?php

// データベースに接続する
$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");

// COPY を実行する
$result = pg_query($conn, "COPY authors FROM STDIN;");

// 結果ステータスを得る
$status = pg_result_status($result);

// ステータスの内容を調べる
if ($status == PGSQL_COPY_IN)
   echo "Copy began.";
else
   echo "Copy failed.";
 
?>

上の例の出力は以下となります。
Copy began.

参考

pg_connection_status() - 接続ステータスを取得する

pg_select
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_select — レコードを選択する

説明

mixed pg_select ( resource $connection , string $table_name , array $assoc_array [, int $options = PGSQL_DML_EXEC ] )

pg_select() は、field=>value 形式の assoc_array で指定したレコードを選択します。 クエリに成功した場合、assoc_array で指定した条件に マッチする全てのレコードとフィールドを含む配列が返されます。

options が指定された場合、 指定したフラグとともに pg_convert() が assoc_array に適用されます。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

行を選択するテーブルの名前。
assoc_array

テーブル table_name のフィールド名をキーに、 そして取得対象となる行にマッチするデータを値にもつ配列。
options

PGSQL_CONV_FORCE_NULL、 PGSQL_DML_NO_CONV、 PGSQL_DML_EXEC、 PGSQL_DML_ASYNC あるいは PGSQL_DML_STRING の組み合わせ。 options の一部に PGSQL_DML_STRING が含まれていた場合、 クエリ文字列が返されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 options に PGSQL_DML_STRING が渡された場合は文字列を返します。

例
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例1 pg_select() の例
<?php 
  $db = pg_connect('dbname=foo');
  // これは安全です。なぜなら $_POST は自動的に変換されるからです。
  $rec = pg_select($db, 'post_log', $_POST);
  if ($rec) {
      echo "選択されたレコード:\n";
      var_dump($rec);
  } else {
      echo "ユーザが誤った入力を送信しました。\n";
  }
?>

参考

pg_convert() - 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する

pg_send_execute
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_send_execute — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待たない

説明

bool pg_send_execute ( resource $connection , string $stmtname , array $params )

指定したパラメータでプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待ちません。

これは pg_send_query_params() と似ています。 しかし、実行するコマンドは指定したクエリ文字列で決まるのではなく 事前に準備されたステートメントの名前で決まります。関数のパラメータは pg_execute() と同じように処理されます。 pg_execute() と同様に、7.4 より
前のバージョンの PostgreSQL では動作しません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
stmtname

実行するプリペアドステートメントの名前。"" が指定された場合は 無名ステートメントが実行されます。名前は、事前に pg_prepare()・pg_send_prepare() あるいは PREPARE SQL コマンドで準備されたものである 必要があります。
params

プリペアドステートメント中の $1、$2 などのプレースホルダを 置き換えるパラメータの配列。配列の要素数はプレースホルダの 数と一致する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE 、失敗した場合に FALSE を返します。 クエリの結果を確認するには pg_get_result() を使用します。

例

例1 pg_send_execute() の使用法
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  // 実行するクエリを準備する
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
    pg_send_prepare($dbconn, "my_query", 'SELECT * FROM shops WHERE name = $1');
    $res1 = pg_get_result($dbconn);
  }

  // プリペアドクエリを実行する。 文字列 "Joe's Widgets" は
  // エスケープの必要がないことに注意
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
    pg_send_execute($dbconn, "my_query", array("Joe's Widgets"));
    $res2 = pg_get_result($dbconn);
  }
  
  // 同じプリペアドクエリを異なるパラメータで実行する
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
    pg_send_execute($dbconn, "my_query", array("Clothes Clothes Clothes"));
    $res3 = pg_get_result($dbconn);
  }
  
?>

参考

pg_prepare() - 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その完了を待つ
pg_send_prepare() - 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_execute() - 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ
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pg_send_prepare
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_send_prepare — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その結果を待たない

説明

bool pg_send_prepare ( resource $connection , string $stmtname , string $query )

指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その結果を待ちません。

これは pg_prepare() の非同期バージョンです。 リクエストが受け付けられた場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。コールが成功した後、実際にプリペアドステートメントが 作成されたかどうかを調べるには pg_get_result() を使用します。関数のパラメータは
pg_prepare() と同じように処理されます。pg_prepare() と同様、 7.4 より前の PostgreSQL のバージョンでは正しく動作しません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
stmtname

プリペアドステートメントにつける名前。接続内で一意である必要があります。 "" が指定された場合は無名ステートメントが作成され、以前に定義された 無名ステートメントを上書きします。
query

パラメータ化した SQL 文。ひとつの文のみである必要があります （複数の文をセミコロンで区切る形式は使用できません）。パラメータを 使用する際は $1、$2 などの形式で参照されます。

返り値

成功した場合に TRUE 、失敗した場合に FALSE を返します。 クエリの結果を確かめるには pg_get_result() を使用します。

例

例1 pg_send_prepare() の使用法
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  // 実行するクエリを準備する
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
    pg_send_prepare($dbconn, "my_query", 'SELECT * FROM shops WHERE name = $1');
    $res1 = pg_get_result($dbconn);
  }

  // プリペアドクエリを実行する。文字列 "Joe's Widgets" は
  // エスケープの必要がないことに注意
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
    pg_send_execute($dbconn, "my_query", array("Joe's Widgets"));
    $res2 = pg_get_result($dbconn);
  }
  
  // 同一プリペアドクエリを別のパラメータで実行する
  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
    pg_send_execute($dbconn, "my_query", array("Clothes Clothes Clothes"));
    $res3 = pg_get_result($dbconn);
  }
  
?>

参考

pg_connect() - PostgreSQL 接続をオープンする
pg_pconnect() - 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする
pg_execute() - 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ
pg_send_execute() - 指定したパラメータでプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_send_query_params() - コマンドとパラメータを分割してサーバに送信し、その結果を待たない

pg_send_query_params
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_send_query_params — コマンドとパラメータを分割してサーバに送信し、その結果を待たない

説明

bool pg_send_query_params ( resource $connection , string $query , array $params )

コマンドとパラメータを分割してサーバに送信します。その結果を待つことは しません。
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これは pg_send_query() とほぼ同じですが、パラメータが query とは別に分かれている点が違います。 関数のパラメータは、pg_query_params() によって 完全に制御されます。pg_query_params() と同様、 7.4 より前の PostgreSQL では動作しません。またクエリ文字列に
は ひとつのコマンドのみを含めることができます。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
query

パラメータ化した SQL 文。ひとつの文のみである必要があります （複数の文をセミコロンで区切る形式は使用できません）。パラメータを 使用する際は $1、$2 などの形式で参照されます。
params

プリペアドステートメント中の $1、$2 などのプレースホルダを 置き換えるパラメータの配列。配列の要素数はプレースホルダの 数と一致する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

クエリの結果を判断するには pg_get_result() を使用します。

例

例1 pg_send_query_params() の使用法
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  // パラメータを使用する。パラメータにはクォートやエスケープが
  // 必要ないことに注意
  pg_send_query_params($dbconn, 'select count(*) from authors where city = $1', array('Perth'));
  
  // 基本的な pg_send_query の使用法との比較
  $str = pg_escape_string('Perth');
  pg_send_query($dbconn, "select count(*) from authors where city = '${str}'");
?>

参考

pg_send_query() - 非同期クエリを送信する

pg_send_query
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pg_send_query — 非同期クエリを送信する

説明

bool pg_send_query ( resource $connection , string $query )

pg_send_query() は、connection に非同期クエリを送信します。pg_query() とは異なり、 PostgreSQL へ一度に複数のクエリを送信することができ、 pg_get_result() を用いて結果を一つずつ取得することが可能です。

スクリプトの実行は、クエリを実行中もブロックされません。 接続がビジーである(すなわち、クエリが実行中である)ことを調べるには、 pg_connection_busy() を使用してください。 クエリは、pg_cancel_query() をコールすることによりキャンセルすることが可能です。

ユーザは複数のクエリを一度に送信することができますが、 複数のクエリをビジー状態の接続に送信することはできません。 クエリがビジー状態の接続に送信された場合、 最後のクエリが終了するまで待ち、全ての結果は破棄されます。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。
query

実行するひとつまたは複数の SQL 文。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

クエリの結果を利用するには pg_get_result() を使用します。

例
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例1 pg_send_query() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
      pg_send_query($dbconn, "select * from authors; select count(*) from authors;");
  }
  
  $res1 = pg_get_result($dbconn);
  echo "First call to pg_get_result(): $res1\n";
  $rows1 = pg_num_rows($res1);
  echo "$res1 has $rows1 records\n\n";
  
  $res2 = pg_get_result($dbconn);
  echo "Second call to pg_get_result(): $res2\n";
  $rows2 = pg_num_rows($res2);
  echo "$res2 has $rows2 records\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
First call to pg_get_result(): Resource id #3
Resource id #3 has 3 records

Second call to pg_get_result(): Resource id #4
Resource id #4 has 1 records

参考

pg_query() - クエリを実行する
pg_cancel_query() - 非同期クエリを取り消す
pg_get_result() - 非同期クエリの結果を取得する
pg_connection_busy() - 接続がビジーかどうか調べる

pg_set_client_encoding
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

pg_set_client_encoding — クライアントのエンコーディングを設定する

説明

int pg_set_client_encoding ([ resource $connection ], string $encoding )

pg_set_client_encoding() はクライアントの エンコーディングを設定し、成功した場合に 0、エラー時に -1 を 返します。

PostgreSQL は、バックエンドのデータベースエンコーディングを自動的に フロントエンドのエンコーディングに変換します。

注意:

この関数は、以前は pg_setclientencoding() と呼ばれていました。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
encoding

クライアントエンコーディング。以下のうちのひとつです。SQL_ASCII、EUC_JP、 EUC_CN、EUC_KR、EUC_TW、 UNICODE、MULE_INTERNAL、LATINX (X=1...9)、 KOI8、WIN、ALT、SJIS、 BIG5 あるいは WIN1250 。

利用可能なエンコーディングの完全なリストは、使用している PostgreSQL のバージョンに依存します。詳細な情報については PostgreSQL のマニュアルを 参照ください。

返り値

成功した場合に 0 、エラー時に -1 を返します。

例

例1 pg_set_client_encoding() の例
<?php

$conn = pg_pconnect("dbname=publisher");
if (!$conn) {
  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

// クライアントのエンコーディングを UNICODE にする。
// データは、バックエンドのエンコーディングから自動的に変換される。
pg_set_client_encoding($conn, "UNICODE");

$result = pg_query($conn, "SELECT author, email FROM authors");
if (!$result) {
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  echo "An error occured.\n";
  exit;
}

// UTF-8 データを書き出す。
while ($row = pg_fetch_row($result)) {
  echo "Author: $row[0]  E-mail: $row[1]";
  echo "<br />\n";
}
 
?>

参考

pg_client_encoding() - クライアントのエンコーディングを取得する

pg_set_error_verbosity
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_set_error_verbosity — pg_last_error() および pg_result_error() が返すメッセージの詳細度を指定する

説明

int pg_set_error_verbosity ([ resource $connection ], int $verbosity )

pg_last_error() および pg_result_error() が返すメッセージの詳細度を指定します。

pg_set_error_verbosity() は詳細度を設定し、その接続の これまでの設定を返します。PGSQL_ERRORS_TERSE モードでは、返されるメッセージは深刻度・概要 および 発生位置のみです。 これはたいていの場合 1 行に収まります。デフォルトのモード （PGSQL_ERRORS_DEFAULT）
では、それに加えて何らかの 詳細情報・ヒントあるいは状況フィールドを含みます（これらは複数行に またがる可能性があります）。PGSQL_ERRORS_VERBOSE モードは、有効なフィールドをすべて含みます。詳細度の設定変更内容は それ以降に新しく作成した結果オブジェクト
にのみ反映され、既存の 結果オブジェクトには影響を与えません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。
verbosity

指定する詳細度。PGSQL_ERRORS_TERSE、 PGSQL_ERRORS_DEFAULT あるいは PGSQL_ERRORS_VERBOSE 。

返り値

変更前の詳細度レベル。PGSQL_ERRORS_TERSE、 PGSQL_ERRORS_DEFAULT あるいは PGSQL_ERRORS_VERBOSE のいずれかを 返します。

例

例1 pg_set_error_verbosity() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");

  if (!pg_connection_busy($dbconn)) {
      pg_send_query($dbconn, "select * from doesnotexist;");
  }
  
  pg_set_error_verbosity($dbconn, PGSQL_ERRORS_VERBOSE);
  $res1 = pg_get_result($dbconn);
  echo pg_result_error($res1);
?>

参考

pg_last_error() - 特定の接続から直近のエラーメッセージ文字列を取得する
pg_result_error() - 結果に関連するエラーメッセージを取得する

pg_trace
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

pg_trace — PostgreSQL 接続のトレースを有効にする

説明

bool pg_trace ( string $pathname [, string $mode = "w" [, resource $connection ]] )

pg_trace() は、PostgreSQL フロントエンド/ バックエンド間の通信をデバック用のファイルにトレースすることを有効にします。 このトレース結果を完全に理解するためには、PostgreSQL 通信プロトコルの詳細に 精通している必要があります。
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そうでない人にとっても、サーバに送られたクエリのエラーを トレースすることは有用です。試しに grep '^To backend' trace.log を実行し、実際に PostgreSQL サーバに送信される クエリを見てみるとよいでしょう。詳細な情報は » PostgreSQL ドキュメントを 参照くだ
さい。

パラメータ
pathname

トレースログを書き込むファイルの名前（フルパスを含む）。 fopen() と同じ。
mode

オプションのファイルアクセスモード。fopen() と同じです。
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_trace() の例
<?php
$pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");

if ($pgsql_conn) {
   pg_trace('/tmp/trace.log', 'w', $pgsql_conn);
   pg_query("SELECT 1");
   pg_untrace($pgsql_conn);
   // /tmp/trace.log にバックエンドの通信が記録される
} else {
   print pg_last_error($pgsql_conn);
   exit;
}
?>

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
pg_untrace() - PostgreSQL 接続のトレースを無効にする

pg_transaction_status
(PHP 5 >= 5.1.0)

pg_transaction_status — サーバ上で実行中のトランザクションの状態を返す

説明

int pg_transaction_status ( resource $connection )

サーバ上で実行中のトランザクションの状態を返します。

警告

PostgreSQL 7.3 サーバで autocommit を off に 設定している場合、pg_transaction_status() は 不正確な値を返します。サーバ側での自動コミット機能は非推奨と されており、最近のバージョンのサーバでは存在しません。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。

返り値

PGSQL_TRANSACTION_IDLE（アイドル状態）、 PGSQL_TRANSACTION_ACTIVE（コマンドの実行中）、 PGSQL_TRANSACTION_INTRANS（正常なトランザクション内でアイドル状態）、 あるいは PGSQL_TRANSACTION_INERROR（失敗したトランザクション内でアイドル状態） のいずれかを返し
ます。 接続が異常な場合は PGSQL_TRANSACTION_UNKNOWN を返します。 PGSQL_TRANSACTION_ACTIVE が返されるのは、クエリを サーバに送信した後まだそれが完了していない場合のみです。

例

例1 pg_transaction_status() の例
<?php
  $dbconn = pg_connect("dbname=publisher") or die("Could not connect");
  $stat = pg_transaction_status($dbconn);
  if ($stat === PGSQL_TRANSACTION_UNKNOWN) {
      echo 'Connection is bad';
  } else if ($stat === PGSQL_TRANSACTION_IDLE) {

http://www.postgresql.org/docs/current/interactive/
http://www.postgresql.org/docs/current/interactive/
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      echo 'Connection is currently idle';
  } else {
      echo 'Connection is in a transaction state';
  }    
?>

pg_tty
(PHP 4, PHP 5)

pg_tty — 接続に関する TTY 名を返す

説明

string pg_tty ([ resource $connection ] )

pg_tty() は、指定した PostgreSQL connection リソースで、サーバ側のデバッグ出力が 送られる tty 名を返します。

注意:

pg_tty() は現在は使用されません。今はサーバが TTY 設定を気にする必要がないからです。しかし、過去との互換性を 保持するためにこの関数は残されています。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

connection のデバッグ TTY を文字列で返します。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 pg_tty() の例
<?php
$pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");

if ($pgsql_conn) {
   print "Server debug TTY is: " . pg_tty($pgsql_conn) . "<br/>\n";
} else {
   print pg_last_error($pgsql_conn);
   exit;
}
?>

pg_unescape_bytea
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_unescape_bytea — bytea 型のバイナリをアンエスケープする

説明

string pg_unescape_bytea ( string $data )

pg_unescape_bytea() は、bytea 型のデータ文字列を アンエスケープし、エスケープしていない文字列(バイナリ)を返します。

注意:

bytea 型を SELECT した場合、PostgreSQL は '\' で 始まる 8 進数のバイト値（例: \032）を返します。これをユーザが手動で コンバートすることを期待されています。

この関数は PostgreSQL 7.2 以降のバージョンを必要とします。PostgreSQL 7.2.0 および 7.2.1 では、マルチバイトのサポートを有効にした場合は bytea の値をキャストする必要があります。例: INSERT INTO test_table (image) VALUES
('$image_escaped'::bytea); PostgreSQL 7.2.2 以降ではキャストする必要はありません。 クライアントとバックエンドの文字エンコーディングが一致しない場合は 例外で、この場合はマルチバイトストリームエラーが発生します。この エラーを避けるためには
bytea 型へのキャストが必要になります。

パラメータ
data

PHP のバイナリ文字列に変換する PostgreSQL の bytea データを含む 文字列。

返り値

アンエスケープされたデータを文字列で返します。
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例

例1 pg_unescape_bytea() の例
<?php 
  // データベースに接続する
  $dbconn = pg_connect('dbname=foo');
  
  // bytea データを取得する
  $res = pg_query("SELECT data FROM gallery WHERE name='Pine trees'");  
  $raw = pg_fetch_result($res, 'data');
  
  // バイナリに変換し、ブラウザに送信する
  header('Content-type: image/jpeg');
  echo pg_unescape_bytea($raw);
?>

参考

pg_escape_bytea() - bytea フィールドに挿入するために文字列をエスケープする
pg_escape_string() - テキスト型フィールドに挿入するために、文字列をエスケープする

pg_untrace
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

pg_untrace — PostgreSQL 接続のトレースを無効にする

説明

bool pg_untrace ([ resource $connection ] )

pg_trace() で開始したトレースを停止します。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

Always returns TRUE.

例

例1 pg_untrace() の例
<?php
$pgsql_conn = pg_connect("dbname=mark host=localhost");

if ($pgsql_conn) {
   pg_trace('/tmp/trace.log', 'w', $pgsql_conn);
   pg_query("SELECT 1");
   pg_untrace($pgsql_conn);
   // バックエンド通信のトレースを無効にする
} else {
   print pg_last_error($pgsql_conn);
   exit;
}
?>

参考

pg_trace() - PostgreSQL 接続のトレースを有効にする

pg_update
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pg_update — テーブルを更新する

説明

mixed pg_update ( resource $connection , string $table_name , array $data , array $condition [, int $options = PGSQL_DML_EXEC ] )

pg_update() は、data に関して condition にマッチするレコードを更新します。 options が指定された場合、指定したオプションとともに pg_convert() が data に適用されます。
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベースの接続リソース。
table_name

行を更新するテーブルの名前。
data

テーブル table_name のフィールド名をキーに、 そしてマッチした対象を更新するデータを値にもつ配列。
condition

テーブル table_name のフィールド名をキーに、 そして取得対象となる行にマッチするデータを値にもつ配列。
options

PGSQL_CONV_OPTS、 PGSQL_DML_NO_CONV、 PGSQL_DML_EXEC あるいは PGSQL_DML_STRING の組み合わせ。 options の一部に PGSQL_DML_STRING が含まれていた場合、 クエリ文字列が返されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 options に PGSQL_DML_STRING が渡された場合は文字列を返します。

例

例1 pg_update() の例
<?php 
  $db = pg_connect('dbname=foo');
  $data = array('field1'=>'AA', 'field2'=>'BB');
  
  // これは安全です。なぜなら $_POST は自動的に変換されるからです。
  $res = pg_update($db, 'post_log', $_POST, $data);
  if ($res) {
      echo "データが更新されました: $res\n";
  } else {
      echo "ユーザが誤った入力を送信しました。\n";
  }
?>

参考

pg_convert() - 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する

pg_version
(PHP 5)

pg_version — クライアント・プロトコル・サーバのバージョンを配列で返す

説明

array pg_version ([ resource $connection ] )

pg_version() はクライアント・プロトコル およびサーバのバージョンを配列で返します。プロトコルおよびサーバの バージョンは、PHP が PostgreSQL 7.4 以降とともにコンパイルされている 場合のみ有効です。

詳細なサーバ情報を取得するには pg_parameter_status() を参照ください。

パラメータ
connection

PostgreSQL データベース接続リソース。connection が指定されていない場合はデフォルトの接続が使用されます。 デフォルトの接続は、直近の pg_connect() あるいは pg_pconnect() によって作成されたものです。

返り値

client, protocol および server のキーとその値を持つ配列を 返します（有効な場合）。エラー時や接続が正常でない場合に FALSE を返します。

例

例1 pg_version() の例
<?php
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  $dbconn = pg_connect("host=localhost port=5432 dbname=mary")
     or die("Could not connect");
     
  $v = pg_version($dbconn);
  
  echo $v['client'];
?>

上の例の出力は以下となります。
7.4

参考

pg_parameter_status() - サーバのパラメータ設定を検索する

目次
pg_affected_rows — 変更されたレコード(タプル)の数を返す
pg_cancel_query — 非同期クエリを取り消す
pg_client_encoding — クライアントのエンコーディングを取得する
pg_close — PostgreSQL 接続をクローズする
pg_connect — PostgreSQL 接続をオープンする
pg_connection_busy — 接続がビジーかどうか調べる
pg_connection_reset — 接続をリセット(再接続)する
pg_connection_status — 接続ステータスを取得する
pg_convert — 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する
pg_copy_from — 配列からテーブルに挿入する
pg_copy_to — 配列にテーブルをコピーする
pg_dbname — データベース名を取得する
pg_delete — レコードを削除する
pg_end_copy — PostgreSQL バックエンドと同期する
pg_escape_bytea — bytea フィールドに挿入するために文字列をエスケープする
pg_escape_string — テキスト型フィールドに挿入するために、文字列をエスケープする
pg_execute — 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ
pg_fetch_all_columns — 指定したカラムの全ての行を配列として取得する
pg_fetch_all — 取得されたすべての行を配列として取得する
pg_fetch_array — 行を配列として取得する
pg_fetch_assoc — 行を連想配列として取得する
pg_fetch_object — 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result — 結果リソースから値を返す
pg_fetch_row — 数値添字の配列として行を得る
pg_field_is_null — フィールドが SQL の NULL かどうか調べる
pg_field_name — フィールドの名前を返す
pg_field_num — 指定されたフィールドのフィールド番号を返す
pg_field_prtlen — 表示される長さを返す
pg_field_size — 指定したフィールドの内部記憶領域におけるサイズを返す
pg_field_table — tables フィールドの名前あるいは oid を返す
pg_field_type_oid — フィールド番号に対応する型 ID（OID）を返す
pg_field_type — フィールド番号に対応する型名を返す
pg_free_result — メモリを開放する
pg_get_notify — SQL NOTIFY メッセージを取得する
pg_get_pid — バックエンドのプロセス ID を得る
pg_get_result — 非同期クエリの結果を取得する
pg_host — 接続に関連するホスト名を返す
pg_insert — テーブルに配列を挿入する
pg_last_error — 特定の接続から直近のエラーメッセージ文字列を取得する
pg_last_notice — PostgreSQL サーバからの直近の通知メッセージを返す
pg_last_oid — 直近の行のオブジェクト ID を返す
pg_lo_close — ラージオブジェクトをクローズする
pg_lo_create — ラージオブジェクトを生成する
pg_lo_export — ラージオブジェクトをファイルにエクスポートする
pg_lo_import — ファイルからラージオブジェクトをインポートする
pg_lo_open — ラージオブジェクトをオープンする
pg_lo_read_all — ラージオブジェクト全体を読み込みブラウザに直接送信する
pg_lo_read — ラージオブジェクトを読み込む
pg_lo_seek — ラージオブジェクトの位置をシークする
pg_lo_tell — ラージオブジェクトのカレントのシーク位置を返す
pg_lo_unlink — ラージオブジェクトを削除する
pg_lo_write — ラージオブジェクトを書く
pg_meta_data — テーブルからメタデータを取得する
pg_num_fields — フィールド数を返す
pg_num_rows — 行数を返す
pg_options — 接続に関連するオプションを取得する
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pg_parameter_status — サーバのパラメータ設定を検索する
pg_pconnect — 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする
pg_ping — データベース接続を調べる
pg_port — 接続に関連するポート番号を返す
pg_prepare — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その完了を待つ
pg_put_line — NULL で終わる文字列を PostgreSQL バックエンドに送信する
pg_query_params — SQL コマンドとパラメータを分割してサーバにを送信し、その結果を待つ
pg_query — クエリを実行する
pg_result_error_field — エラー報告の各フィールドを返す
pg_result_error — 結果に関連するエラーメッセージを取得する
pg_result_seek — 結果リソースの内部行オフセットを設定する
pg_result_status — クエリ結果のステータスを取得する
pg_select — レコードを選択する
pg_send_execute — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_send_prepare — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_send_query_params — コマンドとパラメータを分割してサーバに送信し、その結果を待たない
pg_send_query — 非同期クエリを送信する
pg_set_client_encoding — クライアントのエンコーディングを設定する
pg_set_error_verbosity — pg_last_error および pg_result_error が返すメッセージの詳細度を指定する
pg_trace — PostgreSQL 接続のトレースを有効にする
pg_transaction_status — サーバ上で実行中のトランザクションの状態を返す
pg_tty — 接続に関する TTY 名を返す
pg_unescape_bytea — bytea 型のバイナリをアンエスケープする
pg_untrace — PostgreSQL 接続のトレースを無効にする
pg_update — テーブルを更新する
pg_version — クライアント・プロトコル・サーバのバージョンを配列で返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

PostgreSQL 拡張モジュールの概要
PostgreSQL 関数

pg_affected_rows — 変更されたレコード(タプル)の数を返す
pg_cancel_query — 非同期クエリを取り消す
pg_client_encoding — クライアントのエンコーディングを取得する
pg_close — PostgreSQL 接続をクローズする
pg_connect — PostgreSQL 接続をオープンする
pg_connection_busy — 接続がビジーかどうか調べる
pg_connection_reset — 接続をリセット(再接続)する
pg_connection_status — 接続ステータスを取得する
pg_convert — 連想配列の値を、SQL 文として実行可能な形式に変換する
pg_copy_from — 配列からテーブルに挿入する
pg_copy_to — 配列にテーブルをコピーする
pg_dbname — データベース名を取得する
pg_delete — レコードを削除する
pg_end_copy — PostgreSQL バックエンドと同期する
pg_escape_bytea — bytea フィールドに挿入するために文字列をエスケープする
pg_escape_string — テキスト型フィールドに挿入するために、文字列をエスケープする
pg_execute — 指定したパラメータを用いてプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待つ
pg_fetch_all_columns — 指定したカラムの全ての行を配列として取得する
pg_fetch_all — 取得されたすべての行を配列として取得する
pg_fetch_array — 行を配列として取得する
pg_fetch_assoc — 行を連想配列として取得する
pg_fetch_object — 行をオブジェクトとして得る
pg_fetch_result — 結果リソースから値を返す
pg_fetch_row — 数値添字の配列として行を得る
pg_field_is_null — フィールドが SQL の NULL かどうか調べる
pg_field_name — フィールドの名前を返す
pg_field_num — 指定されたフィールドのフィールド番号を返す
pg_field_prtlen — 表示される長さを返す
pg_field_size — 指定したフィールドの内部記憶領域におけるサイズを返す
pg_field_table — tables フィールドの名前あるいは oid を返す
pg_field_type_oid — フィールド番号に対応する型 ID（OID）を返す
pg_field_type — フィールド番号に対応する型名を返す
pg_free_result — メモリを開放する
pg_get_notify — SQL NOTIFY メッセージを取得する
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pg_get_pid — バックエンドのプロセス ID を得る
pg_get_result — 非同期クエリの結果を取得する
pg_host — 接続に関連するホスト名を返す
pg_insert — テーブルに配列を挿入する
pg_last_error — 特定の接続から直近のエラーメッセージ文字列を取得する
pg_last_notice — PostgreSQL サーバからの直近の通知メッセージを返す
pg_last_oid — 直近の行のオブジェクト ID を返す
pg_lo_close — ラージオブジェクトをクローズする
pg_lo_create — ラージオブジェクトを生成する
pg_lo_export — ラージオブジェクトをファイルにエクスポートする
pg_lo_import — ファイルからラージオブジェクトをインポートする
pg_lo_open — ラージオブジェクトをオープンする
pg_lo_read_all — ラージオブジェクト全体を読み込みブラウザに直接送信する
pg_lo_read — ラージオブジェクトを読み込む
pg_lo_seek — ラージオブジェクトの位置をシークする
pg_lo_tell — ラージオブジェクトのカレントのシーク位置を返す
pg_lo_unlink — ラージオブジェクトを削除する
pg_lo_write — ラージオブジェクトを書く
pg_meta_data — テーブルからメタデータを取得する
pg_num_fields — フィールド数を返す
pg_num_rows — 行数を返す
pg_options — 接続に関連するオプションを取得する
pg_parameter_status — サーバのパラメータ設定を検索する
pg_pconnect — 持続的な PostgreSQL 接続をオープンする
pg_ping — データベース接続を調べる
pg_port — 接続に関連するポート番号を返す
pg_prepare — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その完了を待つ
pg_put_line — NULL で終わる文字列を PostgreSQL バックエンドに送信する
pg_query_params — SQL コマンドとパラメータを分割してサーバにを送信し、その結果を待つ
pg_query — クエリを実行する
pg_result_error_field — エラー報告の各フィールドを返す
pg_result_error — 結果に関連するエラーメッセージを取得する
pg_result_seek — 結果リソースの内部行オフセットを設定する
pg_result_status — クエリ結果のステータスを取得する
pg_select — レコードを選択する
pg_send_execute — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを実行するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_send_prepare — 指定したパラメータでプリペアドステートメントを作成するリクエストを 送信し、その結果を待たない
pg_send_query_params — コマンドとパラメータを分割してサーバに送信し、その結果を待たない
pg_send_query — 非同期クエリを送信する
pg_set_client_encoding — クライアントのエンコーディングを設定する
pg_set_error_verbosity — pg_last_error および pg_result_error が返すメッセージの詳細度を指定する
pg_trace — PostgreSQL 接続のトレースを有効にする
pg_transaction_status — サーバ上で実行中のトランザクションの状態を返す
pg_tty — 接続に関する TTY 名を返す
pg_unescape_bytea — bytea 型のバイナリをアンエスケープする
pg_untrace — PostgreSQL 接続のトレースを無効にする
pg_update — テーブルを更新する
pg_version — クライアント・プロトコル・サーバのバージョンを配列で返す

SQLite

導入
この拡張モジュールは、SQLLite Embeddable SQL Database Engine 用の 拡張モジュールです。SQLiteは、組込み可能なSQLデータベースエンジン を実装するCライブラリです。SQLiteライブラリをリンクするプログラム は、別のRDBMSプロセスを実行することなくSQLデー
タベースにアクセス することができます。

SQLiteは、巨大なデータベースサーバーに接続するために使用される クライアントライブラリではありません。 SQLiteがそのサーバーなのです。 SQLiteライブラリは、ディスク上のデータベースを直接読み書きします。

注意:

より詳細な情報については、SQLiteのWebサイト (» http://sqlite.org/) を参照してください。

インストール/設定
目次

http://sqlite.org/
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
SQLite 拡張モジュールは PHP 5 以降デフォルトで有効となります。 それより前のバージョンでは SQLite ライブラリが必要でした。

インストール手順
PHP 5 以降、この拡張モジュールはデフォルトで有効となりました。 無効にしない限り、そのままで使用可能です。

警告

PECL 版の拡張モジュールは使ってはいけません。 これは保守されていないからです。 たとえ共有モジュールとしてコンパイルされていたとしても、 PHP のソースに付属する SQLite 拡張モジュールを使いましょう。 ソースは php-src-dir/ext/sqlite にあり、phpize 方式で
ビルドすることができます。

Windows ユーザがこれらの関数を使用するには、php_sqlite.dll を php.ini で有効にしなければなりません。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

Windows 版では PDO も有効にする必要があります。PHP 5.1.0 以降、 PDO に依存するようになったからです。つまり、最終的に php.ini ファイルはこのようになります。
extension=php_pdo.dll
extension=php_sqlite.dll

Linux あるいは Unix オペレーティングシステムでは、 もし PDO を共有モジュールとしてビルドしたのなら SQLite も共有モジュールとしてビルドする必要があります。 そのためには、設定オプション --with-sqlite=shared を指定します。

Windows 版の PHP 5.0.x ではこの拡張モジュールがデフォルトで有効となっており、 DLL ファイルは不要です。

SQLite 3 は、PDO SQLite でサポートされます。

注意: 権限を持たないアカウントに対する Windows 版のインストール

Windows オペレーティングシステムでは、権限のないアカウントは デフォルトで設定される TMP 環境変数を利用できません。 これにより SQLite は Windows ディレクトリにテンポラリファイルを作成しますが、 望まれるものではありません。 そのため Web サー
バもしくは Web サーバが動作しているユーザーアカウントに対して TMP 環境変数を設定すべきです。 もし、Apache を使用しているなら、httpd.conf ファイル内で SetEnv ディレクティブを使用することで実現可能です。 例えば、次のような感じです。
SetEnv TMP c:/temp

もしサーバレベルでこの設定を行うことができないのであれば、 スクリプト内で設定することができます。
<?php
putenv('TMP=C:/temp');
?>
この設定は Web サーバがファイルを生成した後で書き込んだり削除したりする 権限を持たせるディレクトリを指定する必要があります。 そうでない場合、次のようなエラーメッセージを受け取るでしょう。 malformed database schema - unable to open a
temporary database file for storing temporary tables

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

SQLite設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

sqlite.assoc_case 0 PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 から利用可能です
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

sqlite.assoc_case int

ハッシュのインデックスに大文字小文字混用(0)、 大文字(1)、小文字 (2)のど れを使用するかを指定します。

このオプションは、データベーススキーマ中での実際のフィールド名の ケースによらず、カラム名が常に大文字または小文字で返されるような 他のデータベースシステムとの互換性が必要な場合に特に有用です。

SQLiteライブラリは、カラム名をそのままのケース(これは、 スキーマで使用したケースに一致します)で返します。 sqlite.assoc_case に 0 を指定した場合、そのままのケースは保持されます。このオプションを 1 または 2 に設定した場合、 PHPはハッシュキーのケース
をそれぞれ大文字または小文字のキーに変 換します。

このオプションを使用することで若干の性能劣化がありますが、 PHPスクリプトで自分で大文字/小文字変換を行うよりはかなり高速です。

リソース型
SQLiteインターフェイスでは2種類のリソースが使用されています。 最初のリソースはデータベース接続で、2番目は結果セットです。
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定義済の定数
関数sqlite_fetch_array() と sqlite_current() は、結果配列の種別を表すために定 数を使用します。以下の定数が定義されています。

SQLite 結果型定数
SQLITE_ASSOC (int)

カラムは、フィールド名を配列インデックスとする配列に返されます。
SQLITE_BOTH (int)

カラムは、数値インデックスとフィールド名による配列インデックスを 共に有する配列に返されます。
SQLITE_NUM (int)

カラムは、フィールドへの数値インデックスを有する配列に返されます。 このインデックスは 0 から始まり、結果の先頭フィールドとなります。

関数の戻り値はステータスコードです。以下の定数が定義されています。

SQLite ステータスコード定数
SQLITE_OK (int)

成功しました
SQLITE_ERROR (int)

SQL エラーあるいはデータベースが存在しません
SQLITE_INTERNAL (int)

SQLiteの内部ロジックエラーです
SQLITE_PERM (int)

アクセス権限がありません
SQLITE_ABORT (int)

コールバックルーチンが中断を要求しました
SQLITE_BUSY (int)

データベースファイルがロックされています
SQLITE_LOCKED (int)

データベース内のテーブルがロックされています
SQLITE_NOMEM (int)

メモリの割り当てに失敗しました
SQLITE_READONLY (int)

読み込み専用データベースに書き込もうとしました
SQLITE_INTERRUPT (int)

処理が内部的に終了しました
SQLITE_IOERR (int)

ディスク I/O エラーが発生しました
SQLITE_NOTADB (int)

データベースファイルではないファイルをオープンしました
SQLITE_CORRUPT (int)

データベースのディスクイメージが不正です
SQLITE_FORMAT (int)

データベースのフォーマットエラー
SQLITE_NOTFOUND (int)

(内部的な) テーブルもしくはレコードが存在しません
SQLITE_FULL (int)

データベースが一杯のため挿入に失敗しました
SQLITE_CANTOPEN (int)

データベースファイルをオープンできません
SQLITE_PROTOCOL (int)

データベースロックプロトコルエラーです
SQLITE_EMPTY (int)

(内部的な) データベーステーブルが空です
SQLITE_SCHEMA (int)

データベーススキーマが変更されました
SQLITE_TOOBIG (int)

テーブルの 1 行に対するデータが多すぎます
SQLITE_CONSTRAINT (int)

制約違反のため中止しました
SQLITE_MISMATCH (int)

データ型が一致しません
SQLITE_MISUSE (int)

ライブラリが不正確に使用されました
SQLITE_NOLFS (int)

OS 機能の使用はホスト上でサポートされていません
SQLITE_AUTH (int)

認証に失敗しました
SQLITE_ROW (int)

内部プロセスが他の行を準備しました
SQLITE_DONE (int)
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内部プロセスが実行を完了しました

SQLite 関数
定義済みクラス

SQLiteDatabase
オープンされている SQLite データベースを表す

コンストラクタ
__construct - 新規 SQLiteDatabase オブジェクトを生成する

メソッド
query - クエリを実行する
queryExec - 結果を返さないクエリを実行する
arrayQuery - クエリを実行し、結果を配列として返す
singleQuery - クエリを実行し、単一カラムに対する配列もしくは先頭行の値を返す
unbufferedQuery - バッファされていないクエリを実行する
lastInsertRowid - 直近に挿入された行の行 ID を返す
changes - 直近のステートメントにより更新された行数を返す
createAggregate - SQL ステートメントで使用する集約 UDF を登録する
createFunction - SQL ステートメントで使用する UDF を登録する
busyTimeout - ビジータイムアウト時間を設定または無効にする
lastError - 直近に発生したエラーのエラーコードを返す
fetchColumnTypes - 特定のテーブルからカラム型の配列を返す

SQLiteResult
バッファされた SQLite の結果セットを表す

メソッド
fetch - 結果セットから次行を配列として取得する
fetchObject - 結果セットから次行をオブジェクトとして取得する
fetchSingle - 結果セットから先頭カラムを文字列として取得する
fetchAll - 結果セットから全行を配列の配列として取得する
column - 結果セットの現在行からカラムを取得する
numFields - 結果セット内のフィールド数を返す
fieldName - 結果セット内の特定フィールドの名前を返す
current - 結果セットから現在行を配列として取得する
key - 現在行のインデックスを返す
next - 次の行番号へシークする
valid - まだ行が残っているかどうかを返す
rewind - 結果セットの先頭の行番号へシークする
prev - 結果セットの前の行番号へシークする
hasPrev - 前の行が利用可能かどうかを返す
numRows - 結果セットの行数を返す
seek - 特定の行番号へシークする

SQLiteUnbuffered
バッファされていない SQLite 結果セットを表します。 バッファされていない結果セットはシーケンシャルで、前方シークのみ可能です。

メソッド
fetch - 結果セットから次行を配列として取得する
fetchObject - 結果セットから次行をオブジェクトとして取得する
fetchSingle - 結果セットから先頭カラムを文字列として取得する
fetchAll - 結果セットから全行を配列の配列として取得する
column - 結果セットの現在行からカラムを取得する
numFields - 結果セット内のフィールド数を返す
fieldName - 結果セット内の特定フィールドの名前を返す
current - 結果セットから現在行を配列として取得する
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next - 次の行番号へシークする
valid - まだ行が残っているかどうかを返す

sqlite_array_query

SQLiteDatabase->arrayQuery
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_array_query -- SQLiteDatabase->arrayQuery — 指定したデータベースに対してクエリを実行し、配列を返す

説明

array sqlite_array_query ( resource $dbhandle , string $query [, int $result_type [, bool $decode_binary ]] )
array sqlite_array_query ( string $query , resource $dbhandle [, int $result_type [, bool $decode_binary ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

array SQLiteDatabase::arrayQuery ( string $query [, int $result_type [, bool $decode_binary ]] )

sqlite_array_query() は与えられたクエリを実行し、 結果セット全体を配列で返します。これは、結果セットの各レコードに関して sqlite_query()に続いて sqlite_fetch_array()をコールすることに似ています。 sqlite_array_query() は前述の方法よりも著しく高速です。

ヒント

sqlite_array_query() は、返すレコードが45件以下 のクエリーで最も有効です。これ以上のデータがある場合には、 より性能を最適化するために、代わりに sqlite_unbuffered_query()を使用するようなスクリ プトを書くことをお薦めします。

パラメータ
query

実行するクエリ

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
result_type

オプションの result_type パラメータには定数を指定でき、返される配列の添字を定義します。 SQLITE_ASSOC を用いると、連想配列の添字(名前フィールド)のみが 返されます。一方、SQLITE_NUM は、 数値の添字(フィールド番号)のみを返します。SQLITE_BOTH は、 連想配
列の添字と数値の添字の両方を返します。 SQLITE_BOTH がこの関数のデフォルトです。

decode_binary

decode_binary パラメータが TRUE (デフォルト)に 設定された場合、PHP はバイナリエンコーディングをデコードします。 これは、sqlite_escape_string() によりエンコードされたデータに 適用されます。sqlite をサポートする他のアプリケーションにより 作成されたデー
タベースを処理する時以外は、この値をデフォルトのままにしておくべきです。

注意: (MySQL のような)他のデータベースエクステンションとの互換性のため、 2 種類の構文がサポートされています。 推奨されるのは最初の構文で、dbhandle パラメータを 関数の最初のパラメータとするものです。

返り値

結果セット全体の配列、その他の場合は FALSE を返します。

SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

例

例1 手続き言語型スタイル
<?php
$dbhandle = sqlite_open('sqlitedb');
$result = sqlite_array_query($dbhandle, 'SELECT name, email FROM users LIMIT 25', SQLITE_ASSOC);
foreach ($result as $entry) {
    echo 'Name: ' . $entry['name'] . '  E-mail: ' . $entry['email'];
}
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイル
<?php
$dbhandle = new SQLiteDatabase('sqlitedb');
$result = $dbhandle->arrayQuery('SELECT name, email FROM users LIMIT 25', SQLITE_ASSOC);
foreach ($result as $entry) {
    echo 'Name: ' . $entry['name'] . '  E-mail: ' . $entry['email'];
}
?>

参考
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sqlite_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す
sqlite_fetch_array() - 結果セットから次のレコードを配列として取得する
sqlite_fetch_string() - sqlite_fetch_single のエイリアス

sqlite_busy_timeout

SQLiteDatabase->busyTimeout
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_busy_timeout -- SQLiteDatabase->busyTimeout — ビジータイムアウト時間を設定またはビジーハンドラを無効にする

説明

void sqlite_busy_timeout ( resource $dbhandle , int $milliseconds )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

void SQLiteDatabase::busyTimeout ( int $milliseconds )

SQLite データベース databaseが利用可能となるまでの 最大の待ち時間を milliseconds に設定します。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
milliseconds

ミリ秒での数。 milliseconds が 0の場合、 ビジーハンドラは無効となり、他のプロセス/スレッドが更新用にデータベー スをロックしている際に、sqliteはSQLITE_BUSYを 直ちに返します。

PHPはデフォルトでデータベースがオープンされる際のビジータイムアウト を 60 秒に設定しています。

注意:

1 秒は 1000 ミリ秒です。

返り値

値を返しません。

例

例1 手続き言語型スタイル
<?php
$dbhandle = sqlite_open('sqlitedb');
sqlite_busy_timeout($dbhandle, 10000); // タイムアウトを 10 秒に設定する
sqlite_busy_timeout($dbhandle, 0); // ビジーハンドラを無効にする
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイル
<?php
$dbhandle = new SQLiteDatabase('sqlitedb');
$dbhandle->busyTimeout(10000); // 10 秒にする
$dbhandle->busyTimeout(0); // 無効にする
?>

参考

sqlite_open() - SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する

sqlite_changes

SQLiteDatabase->changes
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_changes -- SQLiteDatabase->changes — 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す
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説明

int sqlite_changes ( resource $dbhandle )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

int SQLiteDatabase::changes ( void )

データベースハンドル dbhandle に対して実行された 直近のSQLステートメントによって変更されたレコード数を返します。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

返り値

変更された行数を返します。

例

例1 手続き言語型スタイル
<?php
$dbhandle = sqlite_open('mysqlitedb');
$query = sqlite_query($dbhandle, "UPDATE users SET email='jDoe@example.com' WHERE username='jDoe'");
if (!$query) {
    exit('Error in query.');
} else {
    echo 'Number of rows modified: ', sqlite_changes($dbhandle);
}
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイル
<?php
$dbhandle = new SQLiteDatabase('mysqlitedb');
$query = $dbhandle->query("UPDATE users SET email='jDoe@example.com' WHERE username='jDoe'");
if (!$query) {
    exit('Error in query.');
} else {
    echo 'Number of rows modified: ', $dbhandle->changes();
}
?>

参考

sqlite_open() - SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する

sqlite_close
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_close — オープンされたSQLiteデータベースを閉じる

説明

void sqlite_close ( resource $dbhandle )

指定したデータベースハンドル database を閉じます。 このデータベースに持続性がある場合、このデータベースは閉じられ、 持続的データベースリストから削除されます。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。

返り値

値を返しません。

例

例1 sqlite_close() の例
<?php
$dbhandle = sqlite_open('sqlitedb');
sqlite_close($dbhandle);
?>
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参考

sqlite_open() - SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する
sqlite_popen() - SQLiteデータベースへの持続的ハンドルをオープンする。存在しない場合 には、データベースを作成する

sqlite_column

SQLiteResult->column

SQLiteUnbuffered->column
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_column -- SQLiteResult->column -- SQLiteUnbuffered->column — カレントの結果セットのレコードからカラムを1列取得する

説明

mixed sqlite_column ( resource $result , mixed $index_or_name [, bool $decode_binary = true ] )
mixed SQLiteResult::column ( mixed $index_or_name [, bool $decode_binary = true ] )
mixed SQLiteUnbuffered::column ( mixed $index_or_name [, bool $decode_binary = true ] )

クエリ結果ハンドルresult の現在のレコードから index_or_name (文字列の場合) というカラム名、 または、カラム番号 index_or_name (整数の場合) の値を取得します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
index_or_name

取得するカラムインデックス、もしくは名前
decode_binary

decode_binary パラメータが TRUE (デフォルト)に 設定された場合、PHP はバイナリエンコーディングをデコードします。 これは、sqlite_escape_string() によりエンコードされたデータに 適用されます。sqlite をサポートする他のアプリケーションにより 作成されたデー
タベースを処理する時以外は、この値をデフォルトのままにしておくべきです。

返り値

カラムの値を返します。

注意

注意:

多くのカラムもしくは膨大なデータを含んでいるカラムを含むような 大量の結果セットの反復処理を行う場合にこの関数を使用してください。

参考

sqlite_fetch_string() - sqlite_fetch_single のエイリアス

sqlite_create_aggregate

SQLiteDatabase->createAggregate
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_create_aggregate -- SQLiteDatabase->createAggregate — SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する

説明

void sqlite_create_aggregate ( resource $dbhandle , string $function_name , callback $step_func , callback $finalize_func [, int $num_args = -1 ] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

void SQLiteDatabase::createAggregate ( string $function_name , callback $step_func , callback $finalize_func [, int $num_args = -1 ] )
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sqlite_create_aggregate() は、 sqlite_create_function() に似ていますが、 クエリの全レコードを通じて集約された結果を計算するために使用される 関数を登録するところが異なります。

この関数と sqlite_create_function() の主な違い は、二つの関数が集約を管理するために必要であることです。 step_funcは、結果セットの各レコードに関して コールされます。PHP関数は、結果を加算し、集約コンテキストに保存する 必要があります。 全レコードが処理され
た後、 finalize_funcがコールされ、 集約コンテキストからデータが取得され、結果が返されます。 コールバック関数は SQLite が認識可能な型 (すなわち スカラー型) を返す必要があります。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
function_name

SQL ステートメントで使用される関数名
step_func

結果セットの各レコードに対してコールされるコールバック関数。 この関数のパラメータは &$context, $value, ... です。
finalize_func

各レコードからの "段階的な" データを集約するためのコールバック関数。 この関数のパラメータは &$context で、 集約の最終的な結果を返さなければなりません。
num_args

見積もられた引数の数をコールバック関数が受け入れる場合に SQLite パーサへ渡すヒント

返り値

値を返しません。

例

例1 max_length 集約関数の例
<?php
$data = array(
   'one',
   'two',
   'three',
   'four',
   'five',
   'six',
   'seven',
   'eight',
   'nine',
   'ten',
   );
$dbhandle = sqlite_open(':memory:');
sqlite_query($dbhandle, "CREATE TABLE strings(a)");
foreach ($data as $str) {
    $str = sqlite_escape_string($str);
    sqlite_query($dbhandle, "INSERT INTO strings VALUES ('$str')");
}

function max_len_step(&$context, $string)
{
    if (strlen($string) > $context) {
        $context = strlen($string);
    }
}

function max_len_finalize(&$context)
{
    return $context;
}

sqlite_create_aggregate($dbhandle, 'max_len', 'max_len_step', 'max_len_finalize');

var_dump(sqlite_array_query($dbhandle, 'SELECT max_len(a) from strings'));

?>

この例では、テーブルのあるカラムに存在する最長な文字列長を計算する 集約関数を生成します。各レコードに対して max_len_step 関数がコールされ、context パラメータが渡されます。 コンテキストパラメータは他の PHP 変数と同様で、 配列もしくはオブジェクト値を保
持するよう設定されます。 この例では、単純にこれまでの最大長を保持するために使用しています。 もし string が現在の最大長よりも長い場合、 新しい最大長を保持するためにコンテキストを更新します。

全てのレコードが処理された後、SQLite は集約結果を決定するために max_len_finalize 関数をコールします。 ここで、context 内に見つかったデータに基づいた 計算のような処理を実行することができます。 ただ、この簡単な例では、クエリの処理が進むと共に結果を計算し
ているので、 単純にコンテキストの値を返す必要があります。

注意:

上記の例は、カラムがバイナリデータを含む場合に正しく動作しません。 なぜそうなるか、またどのようにバイナリエンコーディングを考慮するか についてはマニュアルページの sqlite_udf_decode_binary() を参照ください。

ヒント

SQLite がクエリを処理するために大量のメモリを使用する原因になるので、 コンテキストの値のコピーをストアした後でそれらを処理することは 推奨されません。 もし 32 バイトの文字列を含む 100 万レコードがメモリにストアされた場合、 どの程度のメモリが必要になる
か考えてみてください。

ヒント

sqlite_create_function() や sqlite_create_aggregate() を用いることで、 SQLite のネイティブな SQL 関数をオーバーライドすることが可能です。
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参考

sqlite_create_function() - SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_udf_encode_binary() - UDFから返す前にバイナリデータをエンコードする
sqlite_udf_decode_binary() - UDFにパラメータとして渡されたバイナリデータをデコードする

sqlite_create_function

SQLiteDatabase->createFunction
(PHP 5, sqlite >= 1.0.0)

sqlite_create_function -- SQLiteDatabase->createFunction — SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する

説明

void sqlite_create_function ( resource $dbhandle , string $function_name , callback $callback [, int $num_args = -1 ] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

void SQLiteDatabase::createFunction ( string $function_name , callback $callback [, int $num_args = -1 ] )

sqlite_create_function() により、SQLiteにPHP関数 をUDF (ユーザ定義関数)として登録することが可能で す。この関数は、SQLステートメントの中からコールできます。

UDFは、SELECTおよびUPDATEステートメント、そして、トリガーの中のよう に関数をコールできる全てのSQLステートメントで使用可能です。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
function_name

SQL ステートメントで使用する関数名
callback

定義された SQL 関数を処理するためのコールバック関数

注意: コールバック関数は SQLite で有効な型 (例えば スカラー型) を返す必要があります
num_args

コールバック関数が規定の引数の数を受け入れるかどうかを決定するため SQLite パーサに渡すヒント

注意: (MySQL のような)他のデータベースエクステンションとの互換性のため、 2 種類の構文がサポートされています。 推奨されるのは最初の構文で、dbhandle パラメータを 関数の最初のパラメータとするものです。

返り値

値を返しません。

例

例1 sqlite_create_function() の例
<?php
function md5_and_reverse($string)
{
    return strrev(md5($string));
}

if ($dbhandle = sqlite_open('mysqlitedb', 0666, $sqliteerror)) {

    sqlite_create_function($dbhandle, 'md5rev', 'md5_and_reverse', 1);

    $sql  = 'SELECT md5rev(filename) FROM files';
    $rows = sqlite_array_query($dbhandle, $sql);
} else {
    echo 'Error opening sqlite db: ' . $sqliteerror;
    exit;
}
?>

この例では、文字列のMD5サムを計算し、順番を反転する関数が記述されています。 このSQLステートメントが実行された場合、 関数により変換されたファイル名の値を返します。 $rows により返されるデータには、 処理結果が含まれています。

この技術の美しいところは、データのクエリーを実行した後で foreach ループにより結果を処理する必要がないことです。

PHP は、データベースが最初にオープンされる際に php という名前の特別な関数を登録します。 このphp関数は、事前に登録することなしにあらゆるPHP関数をコールする ために使用可能です。
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例2 PHP 関数の使用例
<?php
$rows = sqlite_array_query($dbhandle, "SELECT php('md5', filename) from files");
?>

この例は、データベースの各 filename カラムにつ いて md5() をコールし、その結果を $rowsに返します。

注意:

性能上の理由から、PHPはUDFとの間で送受信されるバイナリデータを自動 的にエンコード/デコードしません。この方法でバイナリデータを処理す る必要がある場合、パラメータを手動でエンコード/デコードし、 値を返すようにする必要があります。 詳細につい
ては、sqlite_udf_encode_binary() およびsqlite_udf_decode_binary()を参照して下さ い。

ヒント

適用するアプリケーションの主要な要求が高い性能でない限り、バイナリ データの処理を行うためにUDFを使用することは推奨されません。

ヒント

SQLiteのネーティブSQL関数をオーバーライドするために sqlite_create_function()および sqlite_create_aggregate()も使用可能です。

参考

sqlite_create_aggregate() - SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する

sqlite_current

SQLiteResult->current

SQLiteUnbuffered->current
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_current -- SQLiteResult->current -- SQLiteUnbuffered->current — 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する

説明

array sqlite_current ( resource $result [, int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

array SQLiteResult::current ([ int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )
array SQLiteUnbuffered::current ([ int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )

sqlite_current() は sqlite_fetch_array() と同じですが、 データを返す前に次のレコードに移動せず、カレントの位置からのみデー タを返すという違いがあります。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
result_type

オプションの result_type パラメータには定数を指定でき、返される配列の添字を定義します。 SQLITE_ASSOC を用いると、連想配列の添字(名前フィールド)のみが 返されます。一方、SQLITE_NUM は、 数値の添字(フィールド番号)のみを返します。SQLITE_BOTH は、 連想配
列の添字と数値の添字の両方を返します。 SQLITE_BOTH がこの関数のデフォルトです。

decode_binary

decode_binary パラメータが TRUE (デフォルト)に 設定された場合、PHP はバイナリエンコーディングをデコードします。 これは、sqlite_escape_string() によりエンコードされたデータに 適用されます。sqlite をサポートする他のアプリケーションにより 作成されたデー
タベースを処理する時以外は、この値をデフォルトのままにしておくべきです。

返り値

結果セットからカレントレコードの配列を返します。 現在の位置が最終レコード以降の場合、 FALSE を返します。

SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

参考

sqlite_seek() - 特定のレコード番号へシークする
sqlite_next() - 次のレコード番号へシークする
sqlite_fetch_array() - 結果セットから次のレコードを配列として取得する
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sqlite_error_string
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_error_string — エラーコードの説明を返す

説明

string sqlite_error_string ( int $error_code )

sqlite_last_error()から返される error_codeの可読性が高い説明を返します。

パラメータ
error_code

使用するエラーコード。これは sqlite_last_error() から返されたものです。

返り値

error_code に対応する可読形式の説明を文字列で返します。

参考

sqlite_last_error() - データベースに関する直近のエラーコードを返す

sqlite_escape_string
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_escape_string — クエリパラメータ用に文字列をエスケープする

説明

string sqlite_escape_string ( string $item )

sqlite_escape_string() は、 item で指定した文字列を SQLite SQLステートメントで使用できるように正しくクオートします。 この際、シングルクオート(')は2重にされ、 クエリ文字列のバイナリセーフでない文字がチェックされます。

このエンコーディングは、データ挿入を安全に行いますが、 テキスト比較は単純化され、バイナリデータを含むカラムについては クエリの中でLIKE句を使用できません。 実際には、バイナリカラムでこのようなことをするスキーマにはしないの で、これが問題になることはな
いでしょう (実際には、ファイルのような他の手段でバイナリデータを保存する方が良 いでしょう)。

パラメータ
item

クォートしたい文字列。

itemがNUL文字を含む場合、 または、16進表現の0x01で始まる場合、 PHPはバイナリデータを安全に保存/取得するためのバイナリエンコーディ ングを適用します。

返り値

SQLite の SQL 文で使用できる形式にエスケープした文字列を返します。

注意

注意: この関数を sqlite_create_function()または sqlite_create_aggregate()により作成したUDFから 返す値をエンコードするために使用しないでください。 代わりに sqlite_udf_encode_binary() を使用して ください。

警告

addslashes()をSQLiteクエリの文字列をクオート するために使用するべきではありません。さもないと、 データを取得する際に奇妙な結果を発生する可能性があります。

参考

sqlite_udf_encode_binary() - UDFから返す前にバイナリデータをエンコードする

sqlite_exec
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SQLiteDatabase->exec
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.3)

sqlite_exec -- SQLiteDatabase->exec — 与えられたデータベースに対して結果を伴わないクエリを実行する

説明

bool sqlite_exec ( resource $dbhandle , string $query [, string &$error_msg ] )
bool sqlite_exec ( string $query , resource $dbhandle )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteDatabase::queryExec ( string $query [, string &$error_msg ] )

与えられたデータベースハンドル (dbhandle パラメータで指定される) に対して query によって指定される SQL ステートメントを実行します。

警告

SQLiteは、セミコロンで区切られた複数のクエリを実行します。 これにより、ファイルからロードするかスクリプトに埋め込んだ SQL をバッチ実行することができます。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
query

実行するクエリを指定します。

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
error_msg

エラーが発生した場合、指定された変数に詰め込まれます。 SQL 文法エラーは sqlite_last_error() 関数では取得できないので、これは特に重要です。

注意: (MySQL のような)他のデータベースエクステンションとの互換性のため、 2 種類の構文がサポートされています。 推奨されるのは最初の構文で、dbhandle パラメータを 関数の最初のパラメータとするものです。

返り値

この関数はブール型の結果を返します。 成功時は TRUE、失敗時は FALSE を返します。 もしレコードを返すクエリを実行する必要がある場合は sqlite_query() を参照ください。

SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 error_msg パラメータが追加されました。

例

例1 手続き型言語スタイルでの例
<?php
$dbhandle = sqlite_open('mysqlitedb');
$query = sqlite_exec($dbhandle, "UPDATE users SET email='jDoe@example.com' WHERE username='jDoe'", $error);
if (!$query) {
    exit("Error in query: '$error'");
} else {
    echo 'Number of rows modified: ', sqlite_changes($dbhandle);
}
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイルでの例
<?php
$dbhandle = new SQLiteDatabase('mysqlitedb');
$query = $dbhandle->queryExec("UPDATE users SET email='jDoe@example.com' WHERE username='jDoe'", $error);
if (!$query) {
    exit("Error in query: '$error'");
} else {
    echo 'Number of rows modified: ', $dbhandle->changes();
}
?>

参考

sqlite_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す
sqlite_unbuffered_query() - 事前取得していないクエリを実行し、全てのデータをバッファリングする
sqlite_array_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、配列を返す
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sqlite_factory
(PHP 5)

sqlite_factory — SQLite データベースをオープンし、SQLiteDatabse オブジェクトを返す

説明

SQLiteDatabase sqlite_factory ( string $filename [, int $mode = 0666 [, string &$error_message ]] )

sqlite_factory() は sqlite_open() と同様に SQLite データベースをオープン、もしくはデータベースが存在しない場合は生成しようと試みます。しかしながら、リソースの代わりに SQLiteDatabase オブジェクトが返されます。詳細な使用法と注意事項については、
sqlite_open() を参照ください。

パラメータ
filename

SQLite データベースのファイル名
mode

ファイルのモード。読み込み専用モードでデータベースをオープンするために 使用することを目的としています。現在、このパラメータは SQLite ライブラリに無視されます。このモードのデフォルト値は、 8 進数値 0666 で、これは推奨される値です。
error_message

参照として渡され、エラーが発生した場合に データベースがオープンできなかった原因を説明する 記述的なエラーメッセージを保持するために設定されます。

返り値

成功時に SQLiteDatabase オブジェクト、失敗時に NULL を返します。

例

例1 sqlite_factory() の例
<?php
$dbhandle = sqlite_factory('sqlitedb');
$dbhandle->query('SELECT user_id, username FROM users');

/* functionally equivalent to: */

$dbhandle = new SQLiteDatabase('sqlitedb');
$dbhandle->query('SELECT user_id, username FROM users');

?>

参考

sqlite_open() - SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する
sqlite_popen() - SQLiteデータベースへの持続的ハンドルをオープンする。存在しない場合 には、データベースを作成する

sqlite_fetch_all

SQLiteResult->fetchAll

SQLiteUnbuffered->fetchAll
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_fetch_all -- SQLiteResult->fetchAll -- SQLiteUnbuffered->fetchAll — 結果セットから全てのレコードを配列の配列として取得する

説明

array sqlite_fetch_all ( resource $result [, int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

array SQLiteResult::fetchAll ([ int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )
array SQLiteUnbuffered::fetchAll ([ int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )

sqlite_fetch_all() は結果リソース result から全結果セットの配列を返します。 これは sqlite_query() (もしくは sqlite_unbuffered_query()) の後に結果セットの各レコードに対して sqlite_fetch_array() を行うことと等価です。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
result_type

オプションの result_type パラメータには定数を指定でき、返される配列の添字を定義します。 SQLITE_ASSOC を用いると、連想配列の添字(名前フィールド)のみが 返されます。一方、SQLITE_NUM は、 数値の添字(フィールド番号)のみを返します。SQLITE_BOTH は、 連想配
列の添字と数値の添字の両方を返します。 SQLITE_BOTH がこの関数のデフォルトです。

decode_binary

decode_binary パラメータが TRUE (デフォルト)に 設定された場合、PHP はバイナリエンコーディングをデコードします。 これは、sqlite_escape_string() によりエンコードされたデータに 適用されます。sqlite をサポートする他のアプリケーションにより 作成されたデー
タベースを処理する時以外は、この値をデフォルトのままにしておくべきです。

返り値

結果セットからのカレントレコードの配列を返します。 sqlite_query() の直後にコールされた場合、 全ての行を返します。sqlite_fetch_array() の後にコールされた場合、残りの行を返します。 結果セットに行が残っていない場合、空の配列を返します。

SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

例

例1 手続き型言語スタイルでの例
<?php
$dbhandle = sqlite_open('sqlitedb');
$query = sqlite_query($dbhandle, 'SELECT name, email FROM users LIMIT 25');
$result = sqlite_fetch_all($query, SQLITE_ASSOC);
foreach ($result as $entry) {
    echo 'Name: ' . $entry['name'] . '  E-mail: ' . $entry['email'];
}
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイルでの例
<?php
$dbhandle = new SQLiteDatabase('sqlitedb');

$query = $dbhandle->query('SELECT name, email FROM users LIMIT 25'); // buffered result set
$query = $dbhandle->unbufferedQuery('SELECT name, email FROM users LIMIT 25'); // unbuffered result set

$result = $query->fetchAll(SQLITE_ASSOC);
foreach ($result as $entry) {
    echo 'Name: ' . $entry['name'] . '  E-mail: ' . $entry['email'];
}
?>

参考

sqlite_fetch_array() - 結果セットから次のレコードを配列として取得する

sqlite_fetch_array

SQLiteResult->fetch

SQLiteUnbuffered->fetch
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_fetch_array -- SQLiteResult->fetch -- SQLiteUnbuffered->fetch — 結果セットから次のレコードを配列として取得する

説明

array sqlite_fetch_array ( resource $result [, int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

array SQLiteResult::fetch ([ int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )
array SQLiteUnbuffered::fetch ([ int $result_type = SQLITE_BOTH [, bool $decode_binary = true ]] )

指定した結果ハンドル result から次のレコードを取得 します。レコードがもうない場合は FALSEを返し、それ以外は レコードデータを含む連想配列を返します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
result_type
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オプションの result_type パラメータには定数を指定でき、返される配列の添字を定義します。 SQLITE_ASSOC を用いると、連想配列の添字(名前フィールド)のみが 返されます。一方、SQLITE_NUM は、 数値の添字(フィールド番号)のみを返します。SQLITE_BOTH は、 連想配
列の添字と数値の添字の両方を返します。 SQLITE_BOTH がこの関数のデフォルトです。

decode_binary

decode_binary パラメータが TRUE (デフォルト)に 設定された場合、PHP はバイナリエンコーディングをデコードします。 これは、sqlite_escape_string() によりエンコードされたデータに 適用されます。sqlite をサポートする他のアプリケーションにより 作成されたデー
タベースを処理する時以外は、この値をデフォルトのままにしておくべきです。

返り値

結果セットの次レコードの配列を返します。 次レコードの位置が最終レコード以降の場合、FALSE を返します。

SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

例

例1 手続き型言語スタイルでの例
<?php
$dbhandle = sqlite_open('sqlitedb');
$query = sqlite_query($dbhandle, 'SELECT name, email FROM users LIMIT 25');
while ($entry = sqlite_fetch_array($query, SQLITE_ASSOC)) {
    echo 'Name: ' . $entry['name'] . '  E-mail: ' . $entry['email'];
}
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイルでの例
<?php
$dbhandle = new SQLiteDatabase('sqlitedb');

$query = $dbhandle->query('SELECT name, email FROM users LIMIT 25'); // buffered result set
$query = $dbhandle->unbufferedQuery('SELECT name, email FROM users LIMIT 25'); // unbuffered result set

while ($entry = $query->fetch(SQLITE_ASSOC)) {
    echo 'Name: ' . $entry['name'] . '  E-mail: ' . $entry['email'];
}
?>

参考

sqlite_array_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、配列を返す
sqlite_fetch_string() - sqlite_fetch_single のエイリアス

sqlite_fetch_column_types

SQLiteDatabase->fetchColumnTypes
(PHP 5)

sqlite_fetch_column_types -- SQLiteDatabase->fetchColumnTypes — 特定のテーブルからカラム型の配列を返す

説明

array sqlite_fetch_column_types ( string $table_name , resource $dbhandle [, int $result_type ] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

array SQLiteDatabase::fetchColumnTypes ( string $table_name [, int $result_type ] )

sqlite_fetch_column_types() は、 指定されたテーブル table_name からカラムのデータ型の配列を返します。

パラメータ
table_name

問い合わせるテーブル名
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
result_type

オプションパラメータ result_type は定数を受け付け、 返される配列をどの様にインデックス付けするかを決定します。 SQLITE_ASSOC を使用すると連想インデックス (名前付けられたフィールド) のみを返し、 SQLITE_NUM の場合は数値インデックス (順序を表すフィールド
番号) のみを返します。 SQLITE_BOTH は、連想、 数値の両インデックスを返します。 SQLITE_ASSOC がこの関数のデフォルトです。

返り値

カラムのデータ型の配列を返します。エラー時は FALSE を返します。
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SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 result_type が追加されました。

例

例1 手続き型言語スタイルでの例
<?php
$db = sqlite_open('mysqlitedb');
sqlite_query($db, 'CREATE TABLE foo (bar varchar(10), arf text)');
$cols = sqlite_fetch_column_types('foo', $db, SQLITE_ASSOC);

foreach ($cols as $column => $type) {
    echo "Column: $column  Type: $type";
}
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイルでの例
<?php
$db = new SQLiteDatabase('mysqlitedb');
$db->query('CREATE TABLE foo (bar varchar(10), arf text)');
$cols = $db->fetchColumnTypes('foo', SQLITE_ASSOC);

foreach ($cols as $column => $type) {
    echo "Column: $column  Type: $type";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Column: bar  Type: VARCHAR
Column: arf  Type: TEXT

sqlite_fetch_object

SQLiteResult->fetchObject

SQLiteUnbuffered->fetchObject
(PHP 5)

sqlite_fetch_object -- SQLiteResult->fetchObject -- SQLiteUnbuffered->fetchObject — 結果セットから次のレコードをオブジェクトとして取得する

説明

object sqlite_fetch_object ( resource $result [, string $class_name [, array $ctor_params [, bool $decode_binary = true ]]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

object SQLiteResult::fetchObject ([ string $class_name [, array $ctor_params [, bool $decode_binary = true ]]] )
object SQLiteUnbuffered::fetchObject ([ string $class_name [, array $ctor_params [, bool $decode_binary = true ]]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

sqlite_fetch_single

SQLiteResult->fetchSingle

SQLiteUnbuffered->fetchSingle
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.1)

sqlite_fetch_single -- SQLiteResult->fetchSingle -- SQLiteUnbuffered->fetchSingle — 結果セットの最初のカラムを文字列として取得する

説明
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string sqlite_fetch_single ( resource $result [, bool $decode_binary = true ] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

string SQLiteResult::fetchSingle ([ bool $decode_binary = true ] )
string SQLiteUnbuffered::fetchSingle ([ bool $decode_binary = true ] )

sqlite_fetch_single() は、 レコードセットの最初のカラムの値を返すことを除いて sqlite_fetch_array() と等価です。

この関数は、データの単一カラムの値を確認するだけの場合に データを処理する最善の方法です。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
decode_binary

decode_binary パラメータが TRUE (デフォルト)に 設定された場合、PHP はバイナリエンコーディングをデコードします。 これは、sqlite_escape_string() によりエンコードされたデータに 適用されます。sqlite をサポートする他のアプリケーションにより 作成されたデー
タベースを処理する時以外は、この値をデフォルトのままにしておくべきです。

返り値

最初のカラムの値を文字列で返します。

例

例1 sqlite_fetch_single() の例
<?php
if ($dbhandle = sqlite_open('mysqlitedb', 0666, $sqliteerror)) {

    $sql = "SELECT id FROM sometable WHERE id = 42";
    $res = sqlite_query($dbhandle, $sql);

    if (sqlite_num_rows($res) > 0) {
        echo sqlite_fetch_single($res); // 42
    }

    sqlite_close($dbhandle);
}
?>

参考

sqlite_fetch_array() - 結果セットから次のレコードを配列として取得する

sqlite_fetch_string
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_fetch_string — sqlite_fetch_single() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 sqlite_fetch_single().

sqlite_field_name

SQLiteResult->fieldName

SQLiteUnbuffered->fieldName
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_field_name -- SQLiteResult->fieldName -- SQLiteUnbuffered->fieldName — 特定のフィールドの名前を返す

説明

string sqlite_field_name ( resource $result , int $field_index )

Object oriented style (method):
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string SQLiteResult::fieldName ( int $field_index )
string SQLiteUnbuffered::fieldName ( int $field_index )

Given the ordinal column number, field_index, sqlite_field_name() returns the name of that field in the result set result.

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
field_index

結果セットにおけるオリジナルのカラム番号

返り値

与えられたオリジナルのカラム番号での SQLite 結果セット中のフィールド名を返します。エラーの場合は、FALSE を返します。

SQLITE_ASSOC および SQLITE_BOTH で 返されるカラム名は、設定オプション sqlite.assoc_case の値に基づき、 大文字小文字が変換されます。

sqlite_has_more
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_has_more — まだレコードがあるかないかを返す

説明

bool sqlite_has_more ( resource $result )

与えられた結果セット中にまだレコードがあるかどうかを見つけます。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース

返り値

result ハンドルにまだレコードがある場合 TRUE を返します。そうでない場合 FALSE を返します。

参考

sqlite_num_rows() - 結果セットのレコード数を返す
sqlite_changes() - 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す

sqlite_has_prev

SQLiteResult->hasPrev
(PHP 5)

sqlite_has_prev -- SQLiteResult->hasPrev — 前のレコードがあるかどうかを返す

説明

bool sqlite_has_prev ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteResult::hasPrev ( void )

与えられた結果ハンドルに前のレコードがあるかどうかを検査します。

パラメータ
result
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SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

結果ハンドル result に前のレコードがある場合 TRUE、 そうでない場合 FALSE を返します。

参考

sqlite_prev() - 結果セットの前のレコード番号へシークする
sqlite_has_more() - まだレコードがあるかないかを返す
sqlite_num_rows() - 結果セットのレコード数を返す

sqlite_key

SQLiteResult->key
(PHP 5 >= 5.1.0)

sqlite_key -- SQLiteResult->key — カレントレコードのインデックスを返す

説明

int sqlite_key ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

int SQLiteResult::key ( void )

sqlite_key() は、バッファされた結果セット result のカレントレコードのインデックスを返します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

バッファされた結果セット result のカレントレコードのインデックスを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.4 PHP 5.0.4 以降、sqlite_key() は SQLiteResult オブジェクトのメソッドとしてコールする場合のみ利用可能です。 手続き型としてはコールできません。

参考

sqlite_next() - 次のレコード番号へシークする
sqlite_current() - 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する
sqlite_rewind() - 先頭レコード番号へシークする

sqlite_last_error

SQLiteDatabase->lastError
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_last_error -- SQLiteDatabase->lastError — データベースに関する直近のエラーコードを返す
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説明

int sqlite_last_error ( resource $dbhandle )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

int SQLiteDatabase::lastError ( void )

dbhandle (データベースハンドル)、 上で実行された直近の処理のエラーコード、 あるいはエラーが発生しなかった場合に 0 を返します。人が読み取れるエラーコードの詳細は、 sqlite_error_string() で取得可能です。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

返り値

エラーコード、あるいはエラーが発生していない場合に 0 を返します。

参考

sqlite_error_string() - エラーコードの説明を返す

sqlite_last_insert_rowid

SQLiteDatabase->lastInsertRowid
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_last_insert_rowid -- SQLiteDatabase->lastInsertRowid — 直近に挿入されたレコードのrowidを返す

説明

int sqlite_last_insert_rowid ( resource $dbhandle )

Object oriented style (method):

int SQLiteDatabase::lastInsertRowid ( void )

データベースdbhandleに直近に挿入されたレコードの rowid を返します。ただし、この rowid が auto-increment フィールドとして作成されている場合に限ります。

ヒント

テーブルスキーマで INTEGER PRIMARY KEYと宣言することにより、 SQLiteでauto-incrementフィールドを作成することができます。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

返り値

行 ID を整数値で返します。

sqlite_libencoding
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_libencoding — リンクされているSQLiteライブラリのエンコーディングを返す

説明

string sqlite_libencoding ( void )

SQLiteライブラリは、ISO-8859-1またはUTF-8 互換モードのどちらかでコンパイルすることができます。この関数により、 使用するライブラリのエンコーディングを特定することが可能です。

警告
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デフォルトのPHPのディストリビューションでは、libsqliteを ISO-8859-1エンコーディングモードで構築します。しかし、この名前は誤りです。 ISO-8859-1を処理するというのではなく、 このモードは文字列の比較やソートに使用するカレントのロケールを使用します。
このため、ISO-8859-1ではなく、'8ビット'とみなすべきです。

UTF-8サポートを指定してコンパイルした場合、sqliteは データ中の UTF-8マルチバイト文字のエンコードおよびデコードを行います。 しかし、データ処理を完全に行うことはまだできず (例えば、正規化は行われません)、いくつかの比較処理は、まだ、正しく行うことがで
きません。

警告

UTF-8サポートを指定してコンパイルされたバージョンのSQLite ライブラリを組み込んでWebサーバ版のPHPを使用することは推奨されません。 これは、UTF-8エンコーディングで問題が検出された場合にlibsqlite がプロセスを強制終了するためです。

返り値

ライブラリのエンコーディングを返します。

参考

sqlite_lib_version()

sqlite_libversion
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_libversion — リンクされているSQLiteライブラリのバージョンを返す

説明

string sqlite_libversion ( void )

リンクされているSQLiteライブラリのバージョンを文字列として返します。

返り値

librart のバージョンを文字列で返します。

参考

sqlite_libencoding() - リンクされているSQLiteライブラリのエンコーディングを返す

sqlite_next

SQLiteResult->next

SQLiteUnbuffered->next
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_next -- SQLiteResult->next -- SQLiteUnbuffered->next — 次のレコード番号へシークする

説明

bool sqlite_next ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteResult::next ( void )
bool SQLiteUnbuffered::next ( void )

sqlite_next()は、結果ハンドル resultを次のレコードへ進めます。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

返り値
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成功時は TRUE、もしレコードがない場合は FALSE を返します。

参考

sqlite_seek() - 特定のレコード番号へシークする
sqlite_current() - 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する
sqlite_rewind() - 先頭レコード番号へシークする

sqlite_num_fields

SQLiteResult->numFields

SQLiteUnbuffered->numFields
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_num_fields -- SQLiteResult->numFields -- SQLiteUnbuffered->numFields — 結果セットのフィールド数を返す

説明

int sqlite_num_fields ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

int SQLiteResult::numFields ( void )
int SQLiteUnbuffered::numFields ( void )

結果セット result のフィールド数を返します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

返り値

フィールド数を整数値で返します。

参考

sqlite_changes() - 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す
sqlite_num_rows() - 結果セットのレコード数を返す

sqlite_num_rows
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_num_rows — 結果セットのレコード数を返す

説明

int sqlite_num_rows ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

int SQLiteResult::numRows ( void )

バッファされた結果セット result のレコード数を返します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:
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この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

行数を整数値で返します。

例

例1 手続き型言語スタイルでの例
<?php
$db = sqlite_open('mysqlitedb');
$result = sqlite_query($db, "SELECT * FROM mytable WHERE name='John Doe'");
$rows = sqlite_num_rows($result);

echo "Number of rows: $rows";
?>

例2 オブジェクト指向言語型スタイルでの例
<?php
$db = new SQLiteDatabase('mysqlitedb');
$result = $db->query("SELECT * FROM mytable WHERE name='John Doe'");
$rows = $result->numRows();

echo "Number of rows: $rows";
?>

参考

sqlite_changes() - 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す
sqlite_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す
sqlite_num_fields() - 結果セットのフィールド数を返す

sqlite_open
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_open — SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する

説明

resource sqlite_open ( string $filename [, int $mode = 0666 [, string &$error_message ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

SQLiteDatabase::__construct ( string $filename [, int $mode = 0666 [, string &$error_message ]] )

SQLite データベースをオープン、 もしくは存在しない場合データベースを生成します。

パラメータ
filename

SQLite データベースのファイル名。もしこのファイルが存在しない場合、 SQLite はファイルを生成しようとします。 データを挿入したり、データベーススキーマを変更、 もしくはデータベースが存在しない場合にデータベースを生成する場合、 PHP はファイルに対する
書き込み権限を持っている必要があります。

mode

ファイルのモード。読み込み専用モードでデータベースをオープンするために 使用することを目的としています。現在、このパラメータは SQLite ライブラリに無視されます。このモードのデフォルト値は、 8 進数値 0666 で、これは推奨される値です。
error_message

参照として渡され、エラーが発生した場合に データベースがオープンできなかった原因を説明する 記述的なエラーメッセージを保持するために設定されます。

返り値

成功時にリソース (データベースハンドル)、失敗時に FALSE を返します。

例

例1 sqlite_open() の例
<?php
if ($db = sqlite_open('mysqlitedb', 0666, $sqliteerror)) {
    sqlite_query($db, 'CREATE TABLE foo (bar varchar(10))');
    sqlite_query($db, "INSERT INTO foo VALUES ('fnord')");
    $result = sqlite_query($db, 'select bar from foo');
    var_dump(sqlite_fetch_array($result));
} else {
    die($sqliteerror);
}
?>
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注意

ヒント

Unix環境では、SQLiteはシステムコールfork()を使用するスクリプトの影 響を受け易いです。このようなスクリプトがある場合、 子プロセスを生成する前にハンドルを閉じ、子プロセスまたは親プロセス から再度オープンすることが推奨されます。 この問題に関する詳細な情
報については、 マルチスレッドおよびSQLiteという名前のセクショ ンにある » SQLiteライブラリへのC言語インターフェイス を参照してください。

ヒント

NFSパーティションにマウントされたSQLiteデータベースを処理すること は推奨されません。ロックに関してNFSは著しい問題があるので、 データベースを全くオープンすることさえできない可能性があります。ま た、成功した場合でも、ロックに関する動作は予測できない結
果を生む可 能性があります。

注意: SQLiteライブラリ バージョン2.8.2以降、 コンピュータのメモリ上にのみ存在するデータベースを作成するために filenameに:memory:を指定 することができます。 これは、メモリ上のデータベースは処理完了時に破棄されるため、 テンポラリな処理を行う場
合には有用です。他のデータベースをロードし、 データを相互に移動したりクエリを実行したりするために ATTACH DATABASE SQLステートメントと組み合わせる 場合にも有用です。

注意: SQLite は セーフモード および open_basedir に対応しています。

参考

sqlite_popen() - SQLiteデータベースへの持続的ハンドルをオープンする。存在しない場合 には、データベースを作成する
sqlite_close() - オープンされたSQLiteデータベースを閉じる
sqlite_factory() - SQLite データベースをオープンし、SQLiteDatabse オブジェクトを返す

sqlite_popen
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_popen — SQLiteデータベースへの持続的ハンドルをオープンする。存在しない場合 には、データベースを作成する

説明

resource sqlite_popen ( string $filename [, int $mode = 0666 [, string &$error_message ]] )

この関数はsqlite_open()と同じように動作しますが、 PHPの持続的リソース機能を使用するところが異なります。 パラメータの意味に関する詳細については、マニュアルの sqlite_open() を参照してください。

sqlite_popen() は、まず、持続的ハンドルが指定し たfilenameに関してすでにオープンされているか どうかを調べます。みつかった場合には、スクリプトのそのハンドルを返 し、それ以外は、データベースのハンドルを新規にオープンします。

この手法の利点は、持続性のあるWebサーバ SAPI(通常のCGIまたはCLI以外 の全てのSAPI)により処理される各ページについてデータベースやインデッ クススキーマを再読み込みする性能上のコストを払うことがないことです。

注意: 持続的ハンドルを使用している時にデータベースが(crontab等の)バック グラウンドプロセスにより更新され、このプロセスが上書きすることによ り(消去して、再構築するか、カレントのバージョンを置換するために更 新後のバージョンを移動)データベースを
再生成する場合、 古いバージョンのデータベースに関する持続的ハンドルが再利用されると いった予測できない動作を引き起こす可能性があります。 この問題を回避するために、バックグラウンドプロセスが同じデータベー スファイルをオープンするようにし、更
新をトランザクションで行うよう にしてください。

パラメータ
filename

SQLite データベースのファイル名。もしこのファイルが存在しない場合、 SQLite はファイルを生成しようとします。 データを挿入したり、データベーススキーマを変更、 もしくはデータベースが存在しない場合にデータベースを生成する場合、 PHP はファイルに対する
書き込み権限を持っている必要があります。

mode

ファイルのモード。読み込み専用モードでデータベースをオープンするために 使用することを目的としています。現在、このパラメータは SQLite ライブラリに無視されます。このモードのデフォルト値は、 8 進数値 0666 で、これは推奨される値です。
error_message

参照として渡され、エラーが発生した場合に データベースがオープンできなかった原因を説明する 記述的なエラーメッセージを保持するために設定されます。

返り値

成功時にリソース (データベースハンドル)、失敗時に FALSE を返します。

参考

sqlite_open() - SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する
sqlite_close() - オープンされたSQLiteデータベースを閉じる
sqlite_factory() - SQLite データベースをオープンし、SQLiteDatabse オブジェクトを返す

sqlite_prev

http://sqlite.org/c_interface.html
http://sqlite.org/c_interface.html
http://sqlite.org/c_interface.html
http://sqlite.org/c_interface.html
http://sqlite.org/c_interface.html
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SQLiteResult->prev
(PHP 5)

sqlite_prev -- SQLiteResult->prev — 結果セットの前のレコード番号へシークする

説明

bool sqlite_prev ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteResult::prev ( void )

sqlite_prev() は、結果ハンドル result を前のレコードに戻します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

成功時は TRUE、もしレコードがない場合は FALSE を返します。

参考

sqlite_has_prev() - 前のレコードがあるかどうかを返す
sqlite_rewind() - 先頭レコード番号へシークする
sqlite_next() - 次のレコード番号へシークする

sqlite_query
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_query — 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す

説明

resource sqlite_query ( resource $dbhandle , string $query [, int $result_type [, string &$error_msg ]] )
resource sqlite_query ( string $query , resource $dbhandle [, int $result_type [, string &$error_msg ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

SQLiteResult SQLiteDatabase::query ( string $query [, int $result_type [, string &$error_msg ]] )

指定したデータベースにより query で指定した SQL ステートメントを実行します。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
query

実行するクエリ

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
result_type

オプションの result_type パラメータには定数を指定でき、返される配列の添字を定義します。 SQLITE_ASSOC を用いると、連想配列の添字(名前フィールド)のみが 返されます。一方、SQLITE_NUM は、 数値の添字(フィールド番号)のみを返します。SQLITE_BOTH は、 連想配
列の添字と数値の添字の両方を返します。 SQLITE_BOTH がこの関数のデフォルトです。

error_msg

もしエラーが発生した場合、ここに保存されます。SQL 構文のエラーは sqlite_last_error() 関数で取得することが できないため、このパラメータが特に重要となります。

注意: (MySQL のような)他のデータベースエクステンションとの互換性のため、 2 種類の構文がサポートされています。 推奨されるのは最初の構文で、dbhandle パラメータを 関数の最初のパラメータとするものです。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

この関数は結果ハンドルを返します。失敗した場合に FALSE を返します。 レコードを返すクエリの場合、結果ハンドルは sqlite_fetch_array() や sqlite_seek() のような関数で使用することができます。

クエリの型によらず、この関数はクエリが失敗した場合にFALSE を返し ます。

sqlite_query() は、バッファリングされ、シーク可 能な結果ハンドルを返します。これは、レコードにランダムにアクセスす る必要がある小さなクエリの場合に有用です。バッファリングされた結果 ハンドルは、結果全体を保持するためのメモリを確保し、結果が取得され る
までは値を返しません。 データに連続的にアクセスしたい場合、かわりにより高性能な sqlite_unbuffered_query() を使用することが 推奨されます。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 error_msg パラメータが追加されました。

注意

警告

SQLiteは、セミコロンで区切られた複数のクエリを実行します。 これにより、ファイルからロードするかスクリプトに埋め込んだ SQL をバッチ実行することができます。 しかしながら、これは関数の結果が使用されない場合のみ動作します。 使用されない場合、最初の SQL
ステートメントのみ実行されます。 関数 sqlite_exec() は常に複数の SQL ステートメントを実行します。

複数のクエリを実行する際、この関数の返り値は、エラーの場合に FALSEとなります。しかし、それ以外の場合は不定となります。 (成功した場合にTRUEとなるか、結果ハンドルを返す可能性があります)

参考

sqlite_unbuffered_query() - 事前取得していないクエリを実行し、全てのデータをバッファリングする
sqlite_array_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、配列を返す

sqlite_rewind

SQLiteResult->rewind
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_rewind -- SQLiteResult->rewind — 先頭レコード番号へシークする

説明

bool sqlite_rewind ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteResult::rewind ( void )

sqlite_rewind()は、 結果セットの先頭レコードへシークします。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

結果セットにレコードがもうない場合は、FALSE、 そうでない場合は TRUE を返します。

参考

sqlite_next() - 次のレコード番号へシークする
sqlite_current() - 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する
sqlite_seek() - 特定のレコード番号へシークする

sqlite_seek
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SQLiteResult->seek
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_seek -- SQLiteResult->seek — 特定のレコード番号へシークする

説明

bool sqlite_seek ( resource $result , int $rownum )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteResult::seek ( int $rownum )

sqlite_seek()は、パラメータ rownumで指定したレコードにシークします。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。
rownum

シークするオリジナルのレコード番号。 レコード番号は 0 から始まります (0 が先頭レコード) 。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

レコードが存在しない場合は FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

参考

sqlite_next() - 次のレコード番号へシークする
sqlite_current() - 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する
sqlite_rewind() - 先頭レコード番号へシークする

sqlite_single_query

SQLiteDatabase->singleQuery
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.1)

sqlite_single_query -- SQLiteDatabase->singleQuery — クエリを実行し、単一カラムもしくは先頭レコードの値に対する配列を返す

説明

array sqlite_single_query ( resource $db , string $query [, bool $first_row_only [, bool $decode_binary ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

array SQLiteDatabase::singleQuery ( string $query [, bool $first_row_only [, bool $decode_binary ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

sqlite_udf_decode_binary
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_udf_decode_binary — UDFにパラメータとして渡されたバイナリデータをデコードする
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説明

string sqlite_udf_decode_binary ( string $data )

パラメータで渡されたバイナリデータを UDF にデコードします。

バイナリデータをUDFにより処理させる必要がある場合、UDFに渡されたパ ラメータに関してこの関数をコールする必要があります。 これは、PHPにより適用されたバイナリエンコーディングが内容と元のパラ メータを隠蔽するためです。

PHP は、自動的にエンコード/デコード処理を行いません。これは、これを 行うと著しい性能劣化を生じる可能性があるためです。

パラメータ
data

デコード対象となる、エンコードされたデータ。これは sqlite_udf_encode_binary() あるいは sqlite_escape_string() で作成したものです。

返り値

デコードされた文字列を返します。

例

例1 バイナリ対応 max_length 集約関数の例
<?php
$data = array(
   'one',
   'two',
   'three',
   'four',
   'five',
   'six',
   'seven',
   'eight',
   'nine',
   'ten',
   );
$db = sqlite_open(':memory:');
sqlite_query($db, "CREATE TABLE strings(a)");
foreach ($data as $str) {
    $str = sqlite_escape_string($str);
    sqlite_query($db, "INSERT INTO strings VALUES ('$str')");
}

function max_len_step(&$context, $string)
{
    $string = sqlite_udf_decode_binary($string);
    if (strlen($string) > $context) {
        $context = strlen($string);
    }
}

function max_len_finalize(&$context)
{
    return $context;
}

sqlite_create_aggregate($db, 'max_len', 'max_len_step', 'max_len_finalize');

var_dump(sqlite_array_query($db, 'SELECT max_len(a) from strings'));

?>

参考

sqlite_udf_encode_binary() - UDFから返す前にバイナリデータをエンコードする
sqlite_create_function() - SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_create_aggregate() - SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する

sqlite_udf_encode_binary
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_udf_encode_binary — UDFから返す前にバイナリデータをエンコードする

説明

string sqlite_udf_encode_binary ( string $data )

sqlite_udf_encode_binary() は (元のlibsqlite APIはバイナリ対応ではないため)、 クエリから安全に値を返せるようにdata にバイ ナリエンコーディングを適用します。

バイナリセーフでないと思われるデータ(例: ヌルバイトを末尾以外の場所 に含むデータや先頭文字に0x01を含むデータ)の場合、 UDFからの返り値をエンコードするために、この関数をコールする必要があ ります。

PHPは、このエンコード/デコード処理を自動的に行いません。 これは、性能上著しい影響があるためです。

注意:
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UDFから返す文字列をクオートするために sqlite_escape_string()を使用しないでください。 代わりにこの関数を使用してください。

パラメータ
data

エンコードしたい文字列。

返り値

エンコードされた文字列を返します。

参考

sqlite_udf_decode_binary() - UDFにパラメータとして渡されたバイナリデータをデコードする
sqlite_escape_string() - クエリパラメータ用に文字列をエスケープする
sqlite_create_function() - SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_create_aggregate() - SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する

sqlite_unbuffered_query

SQLiteDatabase->unbufferedQuery
(PHP 5, PECL sqlite >= 1.0.0)

sqlite_unbuffered_query -- SQLiteDatabase->unbufferedQuery — 事前取得していないクエリを実行し、全てのデータをバッファリングする

説明

resource sqlite_unbuffered_query ( resource $dbhandle , string $query [, int $result_type [, string &$error_msg ]] )
resource sqlite_unbuffered_query ( string $query , resource $dbhandle [, int $result_type [, string &$error_msg ]] )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

SQLiteUnbuffered SQLiteDatabase::unbufferedQuery ( string $query [, int $result_type [, string &$error_msg ]] )

sqlite_unbuffered_query() は sqlite_query() と同じですが、 連続的に前方のみにアクセス可能な結果セットが返され、 各レコードを１件ずつ読み込むことだけしかできないところが異なります。

この関数は、一度に１件ずつレコードを処理するだけでよく、ランダムに データをアクセスする必要がない、HTMLテーブルのようなものを生成する のに適しています。

注意:

sqlite_seek(), sqlite_rewind(), sqlite_next(), sqlite_current() および sqlite_num_rows() のような関数は、この関数から返 された結果ハンドルでは動作しません。

パラメータ
dbhandle

SQLite データベースリソース。手続きに従って、 sqlite_open() から返されます。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。
query

実行するクエリ

クエリ内のデータは 適切にエスケープ する必要があります。
result_type

オプションの result_type パラメータには定数を指定でき、返される配列の添字を定義します。 SQLITE_ASSOC を用いると、連想配列の添字(名前フィールド)のみが 返されます。一方、SQLITE_NUM は、 数値の添字(フィールド番号)のみを返します。SQLITE_BOTH は、 連想配
列の添字と数値の添字の両方を返します。 SQLITE_BOTH がこの関数のデフォルトです。

error_msg

もしエラーが発生した場合、ここに保存されます。SQL 構文のエラーは sqlite_last_error() 関数で取得することが できないため、このパラメータが特に重要となります。

注意: (MySQL のような)他のデータベースエクステンションとの互換性のため、 2 種類の構文がサポートされています。 推奨されるのは最初の構文で、dbhandle パラメータを 関数の最初のパラメータとするものです。

返り値

結果セットを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

sqlite_unbuffered_query() は、 各レコードを順番に読み込む場合にのみ利用可能な シーケンシャルで前進のみ可能な結果セットを返します。

変更履歴
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バージョン 説明
5.1.0 error_msg パラメータが追加されました。

参考

sqlite_query() - 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す

sqlite_valid

SQLiteResult->valid

SQLiteUnbuffered->valid
(PHP 5)

sqlite_valid -- SQLiteResult->valid -- SQLiteUnbuffered->valid — まだレコードが残っているかどうかを返す

説明

bool sqlite_valid ( resource $result )

オブジェクト指向言語型スタイル (メソッド):

bool SQLiteResult::valid ( void )
bool SQLiteUnbuffered::valid ( void )

与えられた結果ハンドルにまだレコードが残っているかを検査します。

パラメータ
result

SQLite 結果リソース。 このパラメータは、 オブジェクト指向言語型メソッドを使用する場合は不要です。

注意:

この関数は、 バッファなしの結果ハンドルで使用することはできません。

返り値

結果ハンドル result にレコードが残っている場合 TRUE、そうでない場合は FALSE を返します。

参考

sqlite_num_rows() - 結果セットのレコード数を返す
sqlite_changes() - 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す

目次
sqlite_array_query — 指定したデータベースに対してクエリを実行し、配列を返す
sqlite_busy_timeout — ビジータイムアウト時間を設定またはビジーハンドラを無効にする
sqlite_changes — 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す
sqlite_close — オープンされたSQLiteデータベースを閉じる
sqlite_column — カレントの結果セットのレコードからカラムを1列取得する
sqlite_create_aggregate — SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する
sqlite_create_function — SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_current — 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する
sqlite_error_string — エラーコードの説明を返す
sqlite_escape_string — クエリパラメータ用に文字列をエスケープする
sqlite_exec — 与えられたデータベースに対して結果を伴わないクエリを実行する
sqlite_factory — SQLite データベースをオープンし、SQLiteDatabse オブジェクトを返す
sqlite_fetch_all — 結果セットから全てのレコードを配列の配列として取得する
sqlite_fetch_array — 結果セットから次のレコードを配列として取得する
sqlite_fetch_column_types — 特定のテーブルからカラム型の配列を返す
sqlite_fetch_object — 結果セットから次のレコードをオブジェクトとして取得する
sqlite_fetch_single — 結果セットの最初のカラムを文字列として取得する
sqlite_fetch_string — sqlite_fetch_single のエイリアス
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sqlite_field_name — 特定のフィールドの名前を返す
sqlite_has_more — まだレコードがあるかないかを返す
sqlite_has_prev — 前のレコードがあるかどうかを返す
sqlite_key — カレントレコードのインデックスを返す
sqlite_last_error — データベースに関する直近のエラーコードを返す
sqlite_last_insert_rowid — 直近に挿入されたレコードのrowidを返す
sqlite_libencoding — リンクされているSQLiteライブラリのエンコーディングを返す
sqlite_libversion — リンクされているSQLiteライブラリのバージョンを返す
sqlite_next — 次のレコード番号へシークする
sqlite_num_fields — 結果セットのフィールド数を返す
sqlite_num_rows — 結果セットのレコード数を返す
sqlite_open — SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する
sqlite_popen — SQLiteデータベースへの持続的ハンドルをオープンする。存在しない場合 には、データベースを作成する
sqlite_prev — 結果セットの前のレコード番号へシークする
sqlite_query — 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す
sqlite_rewind — 先頭レコード番号へシークする
sqlite_seek — 特定のレコード番号へシークする
sqlite_single_query — クエリを実行し、単一カラムもしくは先頭レコードの値に対する配列を返す
sqlite_udf_decode_binary — UDFにパラメータとして渡されたバイナリデータをデコードする
sqlite_udf_encode_binary — UDFから返す前にバイナリデータをエンコードする
sqlite_unbuffered_query — 事前取得していないクエリを実行し、全てのデータをバッファリングする
sqlite_valid — まだレコードが残っているかどうかを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済の定数
SQLite 関数

sqlite_array_query — 指定したデータベースに対してクエリを実行し、配列を返す
sqlite_busy_timeout — ビジータイムアウト時間を設定またはビジーハンドラを無効にする
sqlite_changes — 直近のSQLステートメントにより変更されたレコード数を返す
sqlite_close — オープンされたSQLiteデータベースを閉じる
sqlite_column — カレントの結果セットのレコードからカラムを1列取得する
sqlite_create_aggregate — SQLステートメントで使用する集約UDFを登録する
sqlite_create_function — SQLステートメントで使用するために"通常の"ユーザ定義関数を登録する
sqlite_current — 結果セットからカレントのレコードを配列として取得する
sqlite_error_string — エラーコードの説明を返す
sqlite_escape_string — クエリパラメータ用に文字列をエスケープする
sqlite_exec — 与えられたデータベースに対して結果を伴わないクエリを実行する
sqlite_factory — SQLite データベースをオープンし、SQLiteDatabse オブジェクトを返す
sqlite_fetch_all — 結果セットから全てのレコードを配列の配列として取得する
sqlite_fetch_array — 結果セットから次のレコードを配列として取得する
sqlite_fetch_column_types — 特定のテーブルからカラム型の配列を返す
sqlite_fetch_object — 結果セットから次のレコードをオブジェクトとして取得する
sqlite_fetch_single — 結果セットの最初のカラムを文字列として取得する
sqlite_fetch_string — sqlite_fetch_single のエイリアス
sqlite_field_name — 特定のフィールドの名前を返す
sqlite_has_more — まだレコードがあるかないかを返す
sqlite_has_prev — 前のレコードがあるかどうかを返す
sqlite_key — カレントレコードのインデックスを返す
sqlite_last_error — データベースに関する直近のエラーコードを返す
sqlite_last_insert_rowid — 直近に挿入されたレコードのrowidを返す
sqlite_libencoding — リンクされているSQLiteライブラリのエンコーディングを返す
sqlite_libversion — リンクされているSQLiteライブラリのバージョンを返す
sqlite_next — 次のレコード番号へシークする
sqlite_num_fields — 結果セットのフィールド数を返す
sqlite_num_rows — 結果セットのレコード数を返す
sqlite_open — SQLiteデータベースをオープンする。データベースが存在しない場合は作 成する
sqlite_popen — SQLiteデータベースへの持続的ハンドルをオープンする。存在しない場合 には、データベースを作成する
sqlite_prev — 結果セットの前のレコード番号へシークする
sqlite_query — 指定したデータベースに対してクエリを実行し、結果ハンドル を返す
sqlite_rewind — 先頭レコード番号へシークする
sqlite_seek — 特定のレコード番号へシークする
sqlite_single_query — クエリを実行し、単一カラムもしくは先頭レコードの値に対する配列を返す
sqlite_udf_decode_binary — UDFにパラメータとして渡されたバイナリデータをデコードする
sqlite_udf_encode_binary — UDFから返す前にバイナリデータをエンコードする
sqlite_unbuffered_query — 事前取得していないクエリを実行し、全てのデータをバッファリングする
sqlite_valid — まだレコードが残っているかどうかを返す
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SQLite3

導入
SQLite バージョン 3 のデータベースをサポートします。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
SQLite3 拡張モジュールは、PHP 5.3.0 以降デフォルトで有効となります。 無効にするには、コンパイル時に --without-sqlite3 を指定します。

Windows ユーザは、この拡張モジュールを使用するには php_sqlite3.dll を有効にしなければなりません。 この DLL は、PHP 5.3.0 以降の Windows 版 PHP に含まれています。

注意:

この拡張モジュールは一時 PECL 拡張モジュールとして存在していましたが、 そちらについては実験的な用途でのみ使用することが推奨されています。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

SQLite3 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

sqlite3.extension_dir NULL PHP_INI_SYSTEM  

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

sqlite3.extension_dir string

SQLite 用のロードモジュールが存在するディレクトリへのパス。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SQLITE3_ASSOC (integer)
SQLite3_result::fetchArray() が返す結果セットが、 カラム名をインデックスとする配列であることを指定します。

SQLITE3_NUM (integer)
SQLite3_result::fetchArray() が返す結果セットが、 カラム番号をインデックスとする配列であることを指定します。 カラム番号は 0 からはじまります。
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SQLITE3_BOTH (integer)
SQLite3_result::fetchArray() が返す結果セットが、 カラム名とカラム番号の両方をインデックスとする配列であることを指定します。 カラム番号は 0 からはじまります。

SQLITE3_INTEGER (integer)
SQLite3 INTEGER 型を表します。

SQLITE3_FLOAT (integer)
SQLite3 REAL (FLOAT) 型を表します。

SQLITE3_TEXT (integer)
SQLite3 TEXT 型を表します。

SQLITE3_BLOB (integer)
SQLite3 BLOB 型を表します。

SQLITE3_NULL (integer)
SQLite3 NULL 型を表します。

SQLITE3_OPEN_READONLY (integer)
SQLite3 データベースを読み込み専用でオープンすることを指定します。

SQLITE3_OPEN_READWRITE (integer)
SQLite3 データベースを読み書き両用でオープンすることを指定します。

SQLITE3_OPEN_CREATE (integer)
データベースが存在しない場合に SQLite3 データベースを新規作成することを指定します。

SQLite3 クラス
導入
SQLite 3 データベースとのインターフェイスとなるクラスです。

クラス概要
SQLite3 {
/* メソッド */
public bool busyTimeout ( integer $msecs )
public int changes ( void )
public bool close ( void )
__construct ( string $filename [, int $flags [, string $encryption_key ]] )
public bool createAggregate ( string $name , mixed $step_callback , mixed $final_callback [, int $argument_count = -1 ] )
public bool createFunction ( string $name , mixed $callback [, int $argument_count = -1 ] )
public string escapeString ( string $value )
public bool exec ( string $query )
public int lastErrorCode ( void )
public string lastErrorMsg ( void )
public int lastInsertRowID ( void )
public bool loadExtension ( string $shared_library )
public bool open ( string $filename [, int $flags = SQLITE3_OPEN_READWRITE | SQLITE3_OPEN_CREATE [, string $encryption_key ]] )
public SQLite3Stmt prepare ( string $query )
public SQLite3Result query ( string $query )
public mixed querySingle ( string $query [, bool $entire_row = false ] )
public array version ( void )
}

SQLite3::busyTimeout
(PHP 5 >= 5.3.3)

SQLite3::busyTimeout — Sets the busy connection handler

説明

public bool SQLite3::busyTimeout ( integer $msecs )

Sets a busy handler that will sleep until the database is not locked or the timeout is reached.

パラメータ
msecs

The milliseconds to sleep. Setting this value to a value less than or equal to zero, will turn off an already set timeout handler.

返り値

Returns TRUE on success, FALSE on failure.
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SQLite3::changes
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::changes — 直近の SQL 文で変更 (あるいは挿入、削除) された行の数を返す

説明

public int SQLite3::changes ( void )

直近の SQL 文で変更 (あるいは挿入、削除) された行の数を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の SQL 文で変更 (あるいは挿入、削除) された行の数を表す integer 値を返します。

例

例1 SQLite3::changes() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

$query = $db->exec('UPDATE counter SET views=0 WHERE page="test"');
if ($query) {
    echo '変更された行の数: ', $db->changes();
}
?>

SQLite3::close
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::close — データベースとの接続を閉じる

説明

public bool SQLite3::close ( void )

データベースとの接続を閉じます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::close() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');
$db->close();
?>

SQLite3::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::__construct — SQLite3 オブジェクトを作成し、SQLite 3 データベースをオープンする

説明

SQLite3::__construct ( string $filename [, int $flags [, string $encryption_key ]] )
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SQLite3 オブジェクトを作成し、SQLite 3 データベースをオープンします。 暗号化込みでビルドされている場合は、キーの使用を試みます。

パラメータ
filename

SQLite データベースへのパス。
flags

SQLite データベースのオープン方法を指定するフラグ。 デフォルトでは SQLITE3_OPEN_READWRITE | SQLITE3_OPEN_CREATE を使用してオープンします。

SQLITE3_OPEN_READONLY: データベースを読み込み専用でオープンする

SQLITE3_OPEN_READWRITE: データベースを読み書き共用でオープンする

SQLITE3_OPEN_CREATE: データベースが存在しない場合は作成する
encryption_key

オプションの暗号キー。SQLite データベースの暗号化と復号に使用します。

返り値

成功した場合に SQLite3 オブジェクトを返します。

例

例1 SQLite3::__construct() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

$db->exec('CREATE TABLE foo (bar STRING)');
$db->exec("INSERT INTO foo (bar) VALUES ('This is a test')");

$result = $db->query('SELECT bar FROM foo');
var_dump($result->fetchArray());
?>

SQLite3::createAggregate
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::createAggregate — SQL の集約関数として使用する PHP 関数を登録する

説明

public bool SQLite3::createAggregate ( string $name , mixed $step_callback , mixed $final_callback [, int $argument_count = -1 ] )

SQL の集約関数として使用する PHP 関数を登録します。 これは SQL 文の中で使用されるものです。

パラメータ
name

作成あるいは再定義したい SQL 集約関数の名前。
step_callback

集約対象のすべての項目に適用するコールバックとして指定する、 PHP の関数あるいはユーザ定義関数の名前。
final_callback

集約処理の最後に適用するコールバックとして指定する、 PHP の関数あるいはユーザ定義関数の名前。
argument_count

SQL 集約関数が受け取るパラメータの数。 負の値を指定すると、SQL 集約関数は任意の数の引数を受け取るようになります。

返り値

集約関数の作成に成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

SQLite3::createFunction
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(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::createFunction — SQL のスカラー関数として使用する PHP 関数を登録する

説明

public bool SQLite3::createFunction ( string $name , mixed $callback [, int $argument_count = -1 ] )

SQL のスカラー関数として使用する PHP 関数を登録します。 これは SQL 文の中で使用されるものです。

パラメータ
name

作成あるいは再定義したい SQL 関数の名前。
callback

コールバックとして指定する、 PHP の関数あるいはユーザ定義関数の名前。 これが SQL 関数の振る舞いを定義します。
argument_count

SQL 関数が受け取るパラメータの数。 負の値を指定すると、SQL 関数は任意の数の引数を受け取るようになります。

返り値

関数の作成に成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::createFunction() の例
<?php
function my_udf_md5($string) {
    return md5($string);
}

$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');
$db->createFunction('my_udf_md5', 'my_udf_md5');

var_dump($db->querySingle('SELECT my_udf_md5("test")'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(32) "098f6bcd4621d373cade4e832627b4f6"

SQLite3::escapeString
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::escapeString — 適切にエスケープされた文字列を返す

説明

public string SQLite3::escapeString ( string $value )

SQL 文の中で使えるよう適切にエスケープされた文字列を返します。

パラメータ
value

エスケープしたい文字列。

返り値

SQL 文の中で安全に使えるよう適切にエスケープされた文字列を返します。

注意

警告

SQLite クエリの文字列をクォートする際に addslashes() を使っては いけません。 予期せぬ結果を引き起こしてしまいます。

SQLite3::exec
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(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::exec — 指定したデータベースに、結果を返さないクエリを実行する

説明

public bool SQLite3::exec ( string $query )

指定したデータベースに、結果を返さないクエリを実行します。

パラメータ
query

実行したい SQL クエリ (通常は INSERT、UPDATE あるいは DELETE クエリ)。

返り値

クエリが成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::exec() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

$db->exec('CREATE TABLE bar (bar STRING)');
?>

SQLite3::lastErrorCode
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::lastErrorCode — 直近で失敗した SQLite リクエストの結果コードを数値で返す

説明

public int SQLite3::lastErrorCode ( void )

直近で失敗した SQLite リクエストの結果コードを数値で返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近で失敗した SQLite リクエストの結果コードを数値で返します。

SQLite3::lastErrorMsg
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::lastErrorMsg — 直近で失敗した SQLite リクエストについての英文テキストの説明を返す

説明

public string SQLite3::lastErrorMsg ( void )

直近で失敗した SQLite リクエストについての英文テキストの説明を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近で失敗した SQLite リクエストについての英文テキストの説明を返します。
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SQLite3::lastInsertRowID
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::lastInsertRowID — 直近の INSERT 文でデータベースに追加された行の ID を返す

説明

public int SQLite3::lastInsertRowID ( void )

直近の INSERT 文でデータベースに追加された行の ID を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の INSERT 文でデータベースに追加された行の ID を返します。

SQLite3::loadExtension
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::loadExtension — SQLite 拡張ライブラリを読み込む

説明

public bool SQLite3::loadExtension ( string $shared_library )

SQLite 拡張ライブラリを読み込みます。

パラメータ
shared_library

読み込みたいライブラリの名前。ライブラリは、設定オプション sqlite3.extension_dir で指定したディレクトリになければなりません。

返り値

拡張ライブラリの読み込みに成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::loadExtension() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');
$db->loadExtension('libagg.so');
?>

SQLite3::open
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::open — SQLite データベースをオープンする

説明

public bool SQLite3::open ( string $filename [, int $flags = SQLITE3_OPEN_READWRITE | SQLITE3_OPEN_CREATE [, string $encryption_key ]] )

SQLite 3 データベースをオープンします。 暗号化込みでビルドされている場合は、キーの使用を試みます。

パラメータ
filename

SQLite データベースへのパス。
flags



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

SQLite データベースのオープン方法を指定するフラグ。 デフォルトでは SQLITE3_OPEN_READWRITE | SQLITE3_OPEN_CREATE を使用してオープンします。

SQLITE3_OPEN_READONLY: データベースを読み込み専用でオープンする

SQLITE3_OPEN_READWRITE: データベースを読み書き共用でオープンする

SQLITE3_OPEN_CREATE: データベースが存在しない場合は作成する
encryption_key

オプションの暗号キー。SQLite データベースの暗号化と復号に使用します。

返り値

データベースのオープンに成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::open() の例
<?php
/**
 * SQLite3 クラスを継承して __construct を変更し、
 * open メソッドで DB を初期化します
 */
class MyDB extends SQLite3
{
    function __construct()
    {
        $this->open('mysqlitedb.db');
    }
}

$db = new MyDB();

$db->exec('CREATE TABLE foo (bar STRING)');
$db->exec("INSERT INTO foo (bar) VALUES ('This is a test')");

$result = $db->query('SELECT bar FROM foo');
var_dump($result->fetchArray());
?>

SQLite3::prepare
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::prepare — 実行する SQL 文を準備する

説明

public SQLite3Stmt SQLite3::prepare ( string $query )

実行する SQL 文を準備し、SQLite3Stmt オブジェクトを返します。

パラメータ
query

準備したい SQL クエリ。

返り値

成功した場合に SQLite3Stmt オブジェクト、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::prepare() の例
<?php
unlink('mysqlitedb.db');
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

$db->exec('CREATE TABLE foo (id INTEGER, bar STRING)');
$db->exec("INSERT INTO foo (id, bar) VALUES (1, 'This is a test')");

$stmt = $db->prepare('SELECT bar FROM foo WHERE id=:id');
$stmt->bindValue(':id', 1, SQLITE3_INTEGER);

$result = $stmt->execute();
var_dump($result->fetchArray());
?>

SQLite3::query
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(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::query — SQL クエリを実行する

説明

public SQLite3Result SQLite3::query ( string $query )

SQL クエリを実行し、クエリが結果を返す場合は SQLite3Result オブジェクトを返します。

パラメータ
query

実行したい SQL クエリ。

返り値

クエリが結果を返す場合は SQLite3Result オブジェクトを返します。 それ以外の場合は、成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::query() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

$results = $db->query('SELECT bar FROM foo');
while ($row = $results->fetchArray()) {
    var_dump($row);
}
?>

SQLite3::querySingle
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::querySingle — クエリを実行し、単一の結果を返す

説明

public mixed SQLite3::querySingle ( string $query [, bool $entire_row = false ] )

クエリを実行し、単一の結果を返します。

パラメータ
query

実行したい SQL クエリ。
entire_row

デフォルトでは、querySingle() はクエリが返す結果の最初のカラムの値を返します。 entire_row が TRUE の場合は、最初の行全体を配列で返します。

返り値

結果の最初のカラムの値あるいは最初の行全体の配列 (entire_row が TRUE の場合) を返します。

クエリ自体は有効であるけれども結果が返されなかった場合の返り値は、 entire_row が FALSE なら NULL、 そうでなければ空の配列となります。

クエリが無効な場合やクエリの実行に失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 SQLite3::querySingle() の例
<?php
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

var_dump($db->querySingle('SELECT username FROM user WHERE userid=1'));
print_r($db->querySingle('SELECT username, email FROM user WHERE userid=1', true));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "Scott"
Array
(
    [username] => Scott
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    [email] => scott@example.com
)

SQLite3::version
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3::version — SQLite3 ライブラリのバージョンを、文字列定数と数値で返す

説明

public array SQLite3::version ( void )

SQLite3 ライブラリのバージョンを、文字列定数と数値で返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

キー "versionString" および "versionNumber" を持つ連想配列を返します。

例

例1 SQLite3::version() の例
<?php
print_r(SQLite3::version());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [versionString] => 3.5.9
    [versionNumber] => 3005009
)

目次
SQLite3::busyTimeout — Sets the busy connection handler
SQLite3::changes — 直近の SQL 文で変更 (あるいは挿入、削除) された行の数を返す
SQLite3::close — データベースとの接続を閉じる
SQLite3::__construct — SQLite3 オブジェクトを作成し、SQLite 3 データベースをオープンする
SQLite3::createAggregate — SQL の集約関数として使用する PHP 関数を登録する
SQLite3::createFunction — SQL のスカラー関数として使用する PHP 関数を登録する
SQLite3::escapeString — 適切にエスケープされた文字列を返す
SQLite3::exec — 指定したデータベースに、結果を返さないクエリを実行する
SQLite3::lastErrorCode — 直近で失敗した SQLite リクエストの結果コードを数値で返す
SQLite3::lastErrorMsg — 直近で失敗した SQLite リクエストについての英文テキストの説明を返す
SQLite3::lastInsertRowID — 直近の INSERT 文でデータベースに追加された行の ID を返す
SQLite3::loadExtension — SQLite 拡張ライブラリを読み込む
SQLite3::open — SQLite データベースをオープンする
SQLite3::prepare — 実行する SQL 文を準備する
SQLite3::query — SQL クエリを実行する
SQLite3::querySingle — クエリを実行し、単一の結果を返す
SQLite3::version — SQLite3 ライブラリのバージョンを、文字列定数と数値で返す

SQLite3Stmt クラス
導入
SQLite 3 拡張モジュールのプリペアドステートメントを扱うクラスです。

クラス概要
SQLite3Stmt {
/* メソッド */
public bool bindParam ( string $sql_param , mixed &$param [, int $type ] )
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public bool bindValue ( string $sql_param , mixed $value [, int $type ] )
public bool clear ( void )
public bool close ( void )
public SQLite3Result execute ( void )
public int paramCount ( void )
public bool reset ( void )
}

SQLite3Stmt::bindParam
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::bindParam — パラメータを変数にバインドする

説明

public bool SQLite3Stmt::bindParam ( string $sql_param , mixed &$param [, int $type ] )

パラメータを変数にバインドします。

パラメータ
sql_param

パラメータをどの変数にバインドするかを表す文字列。
param

変数にバインドするパラメータ。
type

バインドするパラメータのデータ型。

SQLITE3_INTEGER: 符号付き整数。 値の大きさに応じて 1, 2, 3, 4, 6, あるいは 8 バイトで格納されます。

SQLITE3_FLOAT: 浮動小数点数値。 8 バイトの IEEE 浮動小数点数値として格納されます。

SQLITE3_TEXT: テキスト文字列。 データベースのエンコーディング (UTF-8, UTF-16BE あるいは UTF-16-LE) を用いて格納されます。

SQLITE3_BLOB: blob データ。 入力がそのままの形式で格納されます。

SQLITE3_NULL: NULL 値。

返り値

パラメータを変数にバインドした場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

SQLite3Stmt::bindValue
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::bindValue — パラメータの値を変数にバインドする

説明

public bool SQLite3Stmt::bindValue ( string $sql_param , mixed $value [, int $type ] )

パラメータの値を変数にバインドします。

パラメータ
sql_param

値をどの変数にバインドするかを表す文字列。
value

変数にバインドする値。
type

バインドする値のデータ型。

SQLITE3_INTEGER: 符号付き整数。 値の大きさに応じて 1, 2, 3, 4, 6, あるいは 8 バイトで格納されます。
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SQLITE3_FLOAT: 浮動小数点数値。 8 バイトの IEEE 浮動小数点数値として格納されます。

SQLITE3_TEXT: テキスト文字列。 データベースのエンコーディング (UTF-8, UTF-16BE あるいは UTF-16-LE) を用いて格納されます。

SQLITE3_BLOB: blob データ。 入力がそのままの形式で格納されます。

SQLITE3_NULL: NULL 値。

返り値

値を変数にバインドした場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SQLite3Stmt::bindValue() の例
<?php
unlink('mysqlitedb.db');
$db = new SQLite3('mysqlitedb.db');

$db->exec('CREATE TABLE foo (id INTEGER, bar STRING)');
$db->exec("INSERT INTO foo (id, bar) VALUES (1, 'This is a test')");

$stmt = $db->prepare('SELECT bar FROM foo WHERE id=:id');
$stmt->bindValue(':id', 1, SQLITE3_INTEGER);

$result = $stmt->execute();
var_dump($result->fetchArray());
?>

SQLite3Stmt::clear
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::clear — 現在バインドされているすべてのパラメータをクリアする

説明

public bool SQLite3Stmt::clear ( void )

現在バインドされているすべてのパラメータをクリアします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

バインドされているパラメータのクリアに成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

SQLite3Stmt::close
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::close — プリペアドステートメントを閉じる

説明

public bool SQLite3Stmt::close ( void )

プリペアドステートメントを閉じます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

TRUE を返します。

SQLite3Stmt::execute
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(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::execute — プリペアドステートメントを実行し、結果セットオブジェクトを返す

説明

public SQLite3Result SQLite3Stmt::execute ( void )

プリペアドステートメントを実行し、結果セットオブジェクトを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

プリペアドステートメントの実行に成功した場合に SQLite3Result オブジェクト、 失敗した場合に FALSE を返します。

SQLite3Stmt::paramCount
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::paramCount — プリペアドステートメント内のパラメータの数を返す

説明

public int SQLite3Stmt::paramCount ( void )

プリペアドステートメント内のパラメータの数を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

プリペアドステートメント内のパラメータの数を返します。

SQLite3Stmt::reset
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Stmt::reset — プリペアドステートメントをリセットする

説明

public bool SQLite3Stmt::reset ( void )

プリペアドステートメントをリセットし、実行前の状態に戻します。 バインドした内容は、リセットしてもそのまま残ります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ステートメントのリセットに成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

目次
SQLite3Stmt::bindParam — パラメータを変数にバインドする
SQLite3Stmt::bindValue — パラメータの値を変数にバインドする
SQLite3Stmt::clear — 現在バインドされているすべてのパラメータをクリアする
SQLite3Stmt::close — プリペアドステートメントを閉じる
SQLite3Stmt::execute — プリペアドステートメントを実行し、結果セットオブジェクトを返す
SQLite3Stmt::paramCount — プリペアドステートメント内のパラメータの数を返す
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SQLite3Stmt::reset — プリペアドステートメントをリセットする

SQLite3Result クラス
導入
SQLite 3 拡張モジュールの結果セットを扱うクラスです。

クラス概要
SQLite3Result {
/* メソッド */
public string columnName ( int $column_number )
public int columnType ( int $column_number )
public array fetchArray ([ int $mode = SQLITE3_BOTH ] )
public bool finalize ( void )
public int numColumns ( void )
public bool reset ( void )
}

SQLite3Result::columnName
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Result::columnName — n 番目のカラムの名前を返す

説明

public string SQLite3Result::columnName ( int $column_number )

column_number で指定したカラムの名前を返します。

パラメータ
column_number

0 から始まるカラムの数値インデックス。

返り値

column_number で指定したカラムの名前を文字列で返します。

SQLite3Result::columnType
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Result::columnType — n 番目のカラムの型を返す

説明

public int SQLite3Result::columnType ( int $column_number )

column_number で指定したカラムの型を返します。

パラメータ
column_number

0 から始まるカラムの数値インデックス。

返り値

column_number で指定したカラムのデータ型インデックス (SQLITE3_INTEGER、SQLITE3_FLOAT、 SQLITE3_TEXT、SQLITE3_BLOB あるいは SQLITE3_NULL のいずれか) を返します。
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SQLite3Result::fetchArray
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Result::fetchArray — 結果の行を、連想配列あるいは数値添字配列あるいはその両方で取得する

説明

public array SQLite3Result::fetchArray ([ int $mode = SQLITE3_BOTH ] )

結果の行を、連想配列あるいは数値添字配列あるいはその両方で取得します。 デフォルトでは両方で取得します。

パラメータ
mode

次の行をどのように返すかを制御します。値は SQLITE3_ASSOC か SQLITE3_NUM、SQLITE3_BOTH のいずれかでなければなりません。

SQLITE3_ASSOC: 返された結果セットのカラム名をインデックスとする配列を返します。

SQLITE3_NUM: 返された結果セットのカラム番号をインデックスとする配列を返します。 カラム番号は 0 から始まります。

SQLITE3_BOTH: 返された結果セットのカラム名とカラム番号の両方をインデックスとする配列を返します。 カラム番号は 0 から始まります。

返り値

結果の行を、連想配列あるいは数値添字配列あるいはその両方で取得します。

SQLite3Result::finalize
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Result::finalize — 結果セットを閉じる

説明

public bool SQLite3Result::finalize ( void )

結果セットを閉じます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

TRUE を返します。

SQLite3Result::numColumns
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Result::numColumns — 結果セットのカラム数を返す

説明

public int SQLite3Result::numColumns ( void )

結果セットのカラム数を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

結果セットのカラム数を返します。
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SQLite3Result::reset
(PHP 5 >= 5.3.0)

SQLite3Result::reset — 結果セットを最初の行に戻す

説明

public bool SQLite3Result::reset ( void )

結果セットを最初の行に戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

結果セットを最初の行に戻すことに成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

目次
SQLite3Result::columnName — n 番目のカラムの名前を返す
SQLite3Result::columnType — n 番目のカラムの型を返す
SQLite3Result::fetchArray — 結果の行を、連想配列あるいは数値添字配列あるいはその両方で取得する
SQLite3Result::finalize — 結果セットを閉じる
SQLite3Result::numColumns — 結果セットのカラム数を返す
SQLite3Result::reset — 結果セットを最初の行に戻す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
SQLite3 — SQLite3 クラス

SQLite3::busyTimeout — Sets the busy connection handler
SQLite3::changes — 直近の SQL 文で変更 (あるいは挿入、削除) された行の数を返す
SQLite3::close — データベースとの接続を閉じる
SQLite3::__construct — SQLite3 オブジェクトを作成し、SQLite 3 データベースをオープンする
SQLite3::createAggregate — SQL の集約関数として使用する PHP 関数を登録する
SQLite3::createFunction — SQL のスカラー関数として使用する PHP 関数を登録する
SQLite3::escapeString — 適切にエスケープされた文字列を返す
SQLite3::exec — 指定したデータベースに、結果を返さないクエリを実行する
SQLite3::lastErrorCode — 直近で失敗した SQLite リクエストの結果コードを数値で返す
SQLite3::lastErrorMsg — 直近で失敗した SQLite リクエストについての英文テキストの説明を返す
SQLite3::lastInsertRowID — 直近の INSERT 文でデータベースに追加された行の ID を返す
SQLite3::loadExtension — SQLite 拡張ライブラリを読み込む
SQLite3::open — SQLite データベースをオープンする
SQLite3::prepare — 実行する SQL 文を準備する
SQLite3::query — SQL クエリを実行する
SQLite3::querySingle — クエリを実行し、単一の結果を返す
SQLite3::version — SQLite3 ライブラリのバージョンを、文字列定数と数値で返す

SQLite3Stmt — SQLite3Stmt クラス
SQLite3Stmt::bindParam — パラメータを変数にバインドする
SQLite3Stmt::bindValue — パラメータの値を変数にバインドする
SQLite3Stmt::clear — 現在バインドされているすべてのパラメータをクリアする
SQLite3Stmt::close — プリペアドステートメントを閉じる
SQLite3Stmt::execute — プリペアドステートメントを実行し、結果セットオブジェクトを返す
SQLite3Stmt::paramCount — プリペアドステートメント内のパラメータの数を返す
SQLite3Stmt::reset — プリペアドステートメントをリセットする

SQLite3Result — SQLite3Result クラス
SQLite3Result::columnName — n 番目のカラムの名前を返す
SQLite3Result::columnType — n 番目のカラムの型を返す
SQLite3Result::fetchArray — 結果の行を、連想配列あるいは数値添字配列あるいはその両方で取得する
SQLite3Result::finalize — 結果セットを閉じる
SQLite3Result::numColumns — 結果セットのカラム数を返す
SQLite3Result::reset — 結果セットを最初の行に戻す
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Sybase

導入

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
Sybase-DB サポートを有効にするには、PHP の configure で --with-sybase[=DIR] を指定して ください。DIR は Sybase のホームディレクトリで、デフォルトは /home/sybase です。 Sybase-CT サポートを有効にするには、PHP の configure で --with-sybase-
ct[=DIR] を指定して ください。DIR は Sybase のホームディレクトリで、デフォルトは /home/sybase です。

注意:

PHP 5.3.0 以降、Sybase 拡張モジュールは sybase_ct 拡張モジュールに置き換えられます。 この拡張モジュールはメンテナンスされなくなるので、 sybase を使い続ける場合は sybase_ct 拡張モジュールを使用する必要があります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Sybase 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

sybase.allow_persistent "1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP <= 4.0.3 では PHP_INI_SYSTEM。
sybase.max_persistent "-1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP <= 4.0.3 では PHP_INI_SYSTEM。
sybase.max_links "-1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP <= 4.0.3 では PHP_INI_SYSTEM。
sybase.interface_file "/usr/sybase/interfaces" PHP_INI_SYSTEM  
sybase.min_error_severity "10" PHP_INI_ALL  
sybase.min_message_severity "10" PHP_INI_ALL  
sybase.compatability_mode "0" PHP_INI_ALL  
magic_quotes_sybase "0" PHP_INI_ALL PHP 5.3.0 で非推奨となり、この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

sybase.allow_persistent boolean

持続的な Sybase 接続を使用可能とするかどうか。

sybase.max_persistent integer

プロセス毎の持続的な Sybase 接続の最大数。-1 は制限無しを意味します。

sybase.max_links integer

プロセス毎の持続的接続を含む Sybase 接続の最大数。 ｰ1 は制限無しを意味します。

sybase.min_error_severity integer

出力するエラーの重要度の下限。
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sybase.min_message_severity integer

出力するエラーの重要度の下限。

magic_quotes_sybase boolean

magic_quotes_sybaseがonの場合、 magic_quotes_gpc またはmagic_quotes_runtime が有効の時にシングルクオートはバックスラッシュではなく シングルクオートでエスケープされます。 この設定は addslashes() および stripslashes() にも影響します。

注意:

magic_quotes_sybaseがONの時に、 magic_quotes_gpcの設定を完全に上書きする ことに注意してください。この場合、たとえ magic_quotes_gpcが有効の場合でも ダブルクオートもバックスラッシュもNULもエスケープされません。

警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

Sybase-CT configuration options
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

sybct.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.2 以降で使用可能です。PHP 4.0.3 で削除されました。
sybct.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.2 以降で使用可能です。PHP 4.0.3 で削除されました。
sybct.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.2 以降で使用可能です。PHP 4.0.3 で削除されました。
sybct.min_server_severity "10" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で使用可能です。PHP 4.0.3 で削除されました。
sybct.min_client_severity "10" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で使用可能です。PHP 4.0.3 で削除されました。
sybct.hostname NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で使用可能です。PHP 4.0.3 で削除されました。
sybct.deadlock_retry_count "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で使用可能です。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

sybct.allow_persistent boolean

持続的なSybase-CT接続を使用可能にするかどうか。 デフォルトは、onです。

sybct.max_persistent integer

プロセス毎の持続的なSybase接続の最大数。-1は制限無しを意味します。

sybct.max_links integer

プロセス毎の持続的接続を含むSybase-CT接続の最大数。 ｰ1は制限無しを意味します。

sybct.min_server_severity integer

sybct.min_server_severity以上の重要度を有するサーバーメッセージ は警告を出力します。この値は、スクリプト内で sybase_min_server_severity()をコールすること により設定することも可能です。デフォルトは10で、 重要度がこの値以上の情報が出力されます。

sybct.min_client_severity integer

sybct.min_client_severity以上の重要度を有する クライアントライブラリメッセージが警告として出力されます。 この値は、スクリプトで sybase_min_client_severity()をコールすること により設定することも可能です。デフォルトは10で、 出力を結果的に無効にして
います。

sybct.login_timeout integer

接続の試みが失敗した場合に、成功するまで待ち続ける最大の秒数。 接続の試みがタイムアウトした際にもし max_exeution_time をこえていたら、 接続失敗の処理をする前にスクリプトが終了してしまうことに注意しましょう。 デフォルトは 1 分です。

sybct.timeout integer

select_db やクエリ操作が失敗した場合に、成功するまで待ち続ける秒数。 操作がタイムアウトした際にもし max_exeution_time をこえていたら、 接続失敗の処理をする前にスクリプトが終了してしまうことに注意しましょう。 デフォルトは無制限です。

sybct.hostname string

sp_whoで表示するための接続を行うホスト名。デフォルトはありません。

sybct.deadlock_retry_count int

デッドロックが発生した場合に何回目まで再試行するかを設定します。 デフォルトは 0 で、-1 は "永遠に" を意味します。

PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
リソース型は定義されていません。
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定義済み定数
定数は定義されていません。

Sybase 関数

sybase_affected_rows
(PHP 4, PHP 5)

sybase_affected_rows — 直近のクエリで変更された行の数を得る

説明

int sybase_affected_rows ([ resource $link_identifier ] )

sybase_affected_rows() は、指定したリンク ID が 指すサーバにおいて直近の INSERT、UPDATE、DELETE クエリで変更された レコードの数を返します。

このコマンドは、SELECT 文には使用できません。レコードを変更する 文のみに使用できます。SELECT から返された行の数を得たい場合は sybase_num_rows() を使用してください。

パラメータ
link_identifier

リンク ID を省略した場合は、最後にオープンしたリンクを使用します。

返り値

変更された行数を整数値で返します。

例

例1 削除クエリ
<?php
/* データベースに接続します */
sybase_connect('SYBASE', '', '') or
die("接続できません");
sybase_select_db("db");

sybase_query("DELETE FROM sometable WHERE id < 10");
printf("削除したレコード数: %d\n", sybase_affected_rows());
?>

上の例の出力は以下となります。

削除したレコード数: 10

参考

sybase_num_rows() - 結果における行の数を取得する

sybase_close
(PHP 4, PHP 5)

sybase_close — Sybase 接続を閉じる

説明

bool sybase_close ([ resource $link_identifier ] )

sybase_close()は、指定されたリンク link_identifier が指す Sybase データベースへのリンクを閉じます。

持続的でないリンクは、スクリプトの実行終了時に自動的に閉じられるため、 この関数は、通常の場合コールする必要がないことに注意してください。

sybase_close() は、 sybase_pconnect() により生成された 持続的なリンクは閉じません。

パラメータ
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link_identifier

リンク ID を省略した場合は、最後にオープンしたリンクを使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sybase_connect() - Sybase サーバ接続をオープンする
sybase_pconnect() - Sybase の持続的な接続をオープンする

sybase_connect
(PHP 4, PHP 5)

sybase_connect — Sybase サーバ接続をオープンする

説明

resource sybase_connect ([ string $servername [, string $username [, string $password [, string $charset [, string $appname [, bool $new = false ]]]]]] )

sybase_connect() は、Sybase サーバへの接続を確立します。

同じ引数で sybase_connect() を 2 度コールした場合、 新たなリンクは確立されず、代わりに既にオープンされたリンクのリンク ID が返されます。

sybase_close() をコールすることにより明示的に閉じた場合を除き、 サーバへのリンクはスクリプトの実行終了時に閉じられます。

パラメータ
servername

引数 servername は、'interfaces' ファイル中で定義された 有効なサーバ名である必要があります。
username

Sybase のユーザ名。
password

username のパスワード。
charset

接続に使用する文字セットを指定します。
appname

Sybase 接続用の appname を指定します。 これにより、ひとつのスクリプトから同じデータベースに複数の接続を行えるようになります。 現在の接続でトランザクションを開始し、 トランザクション内では実行できない別のクエリを実行したい場合などに便利です。
new

新しい接続を開くか、あるいは既存の接続を使用するかを指定します。

返り値

成功した場合に正の Sybase リンク ID、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 new パラメータが追加されました。
4.2.0 appname パラメータが追加されました。
4.0.2 charset パラメータが追加されました。

例

例1 sybase_connect() の例
<?php
$link = sybase_connect('SYBASE', '', '')
        or die("接続できません !");
echo "接続に成功しました";
sybase_close($link);
?>
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参考

sybase_pconnect() - Sybase の持続的な接続をオープンする
sybase_close() - Sybase 接続を閉じる

sybase_data_seek
(PHP 4, PHP 5)

sybase_data_seek — 内部行ポインタを移動する

説明

bool sybase_data_seek ( resource $result_identifier , int $row_number )

sybase_data_seek()は、指定された結果 ID が指す Sybase 結果の内部行ポインタを指定した行番号に移動します。 sybase_fetch_row() を次にコールした場合、 その行が返されます。

パラメータ
result_identifier

row_number

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sybase_fetch_row() - 行を配列として取得する

sybase_deadlock_retry_count
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

sybase_deadlock_retry_count — デッドロックの再試行回数を設定する

説明

void sybase_deadlock_retry_count ( int $retry_count )

sybase_deadlock_retry_count() を使用して、デッドロックの 際の再試行回数を定義することが可能です。デフォルトでは、デッドロックが 発生した際は Sybase によってプロセスが停止されたり実行中のスクリプトが 停止したり（例えば set_time_limit()）、あるいは ク
エリが成功するまでずっと再試行を繰り返します。

パラメータ
retry_count

retry_count の値
-1 永遠に再試行します（デフォルト）。
0 再試行しません。
n n 回再試行します。

返り値

値を返しません。

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

sybase_fetch_array
(PHP 4, PHP 5)

sybase_fetch_array — 行を配列として取り込む
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説明

array sybase_fetch_array ( resource $result )

sybase_fetch_array() は sybase_fetch_row() の拡張版です。データを結果配列の 数値インデックスに保存するのに加えて、フィールド名をキーとした 連想インデックスにもデータを保存します。

sybase_fetch_array() を使用した場合でも、 かなりの機能が付加されるにもかかわらず、 sybase_fetch_row() を使用した場合に比べて著しく 遅くなるということはないということを重要なこととして記しておきます。

パラメータ
result

返り値

取り込んだ行を表す配列を返します。もう行がない場合には FALSE を返します。

注意:

同じ名前のフィールドを選択する場合（たとえば join を行った場合など）、 連想インデックスは順に番号を付加します。 詳細は例を参照ください。

例

例1 同一フィールド名
<?php

$dbh = sybase_connect('SYBASE', '', '');
$q = sybase_query('SELECT * FROM p, a WHERE p.person_id= a.person_id');
var_dump(sybase_fetch_array($q));
sybase_close($dbh);
?>

上の例の出力は以下のようになります（2 つのテーブルには、ともに "person_id" という名前のカラムがあると仮定します）。
array(4) {
  [0]=>
  int(1)
  ["person_id"]=>
  int(1)
  [1]=>
  int(1)
  ["person_id1"]=>
  int(1)
}

参考

sybase_fetch_row() - 行を配列として取得する
sybase_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列として取得する
sybase_fetch_object() - 行をオブジェクトとして取り込む

sybase_fetch_assoc
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

sybase_fetch_assoc — 結果の行を連想配列として取得する

説明

array sybase_fetch_assoc ( resource $result )

sybase_fetch_assoc() は sybase_fetch_row() で数値インデックスのかわりに カラム名を使用するバージョンです。複数のテーブルから同じ名前の カラムが取得された場合、それらの名前は name, name1, name2, ..., nameN のような形式で返されます。

sybase_fetch_assoc() を使用した場合でも、 かなりの機能が付加されるにもかかわらず、 sybase_fetch_row() を使用した場合に比べて著しく 遅くなるということはないということを重要なこととして記しておきます。

パラメータ
result

返り値

取得した行に対応する配列を返します。行がもうない場合には FALSE を返します。

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

参考
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sybase_fetch_row() - 行を配列として取得する
sybase_fetch_array() - 行を配列として取り込む
sybase_fetch_object() - 行をオブジェクトとして取り込む

sybase_fetch_field
(PHP 4, PHP 5)

sybase_fetch_field — 結果からフィールド情報を取得する

説明

object sybase_fetch_field ( resource $result [, int $field_offset = -1 ] )

sybase_fetch_field() は、あるクエリーの結果において、 フィールドに関する情報を得るために使用します。

パラメータ
result

field_offset

フィールドオフセットが指定されない場合、 sybase_fetch_field() によりまだ取り込まれていない次のフィールドが取り込まれます。

返り値

フィールド情報を含むオブジェクトを返します。

オブジェクトのプロパティを以下に示します。

name - カラム名。そのカラムがある関数の結果である場合、 このプロパティは、computed#N にセットされます。ただし、#N はシリアルナンバーです。
column_source - そのカラムが取り出されたテーブル
max_length - カラムの最大長
numeric - そのカラムが数値である場合に 1
type - カラムのデータ型

参考

sybase_field_seek() - フィールドオフセットを設定する

sybase_fetch_object
(PHP 4, PHP 5)

sybase_fetch_object — 行をオブジェクトとして取り込む

説明

object sybase_fetch_object ( resource $result [, mixed $object ] )

sybase_fetch_object() は sybase_fetch_array() に似ていますが、 違いが一つあります。それは、配列の代わりにオブジェクトを返すことです。

速度面では、この関数は sybase_fetch_array() と同等であり、 sybase_fetch_row() とほとんど同じです （違いはわずかです）。

パラメータ
result

object

返されれるオブジェクトの型を指定するには、2 番目のパラメータ object を使用します。このパラメータを指定しなかった場合は、 オブジェクトは stdClass 型となります。

返り値

取り込まれた行に対するプロパティを有するオブジェクトを返します。 また、行がもうない場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
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4.3.0

この関数は数値のオブジェクトメンバを返さなくなりました。 以前はこのような挙動でした。
object(stdclass)(3) {
  [0]=>
  string(3) "foo"
  ["foo"]=>
  string(3) "foo"
  [1]=>
  string(3) "bar"
  ["bar"]=>
  string(3) "bar"
}

しかし、新しい挙動は次のようになります。
object(stdclass)(3) {
  ["foo"]=>
  string(3) "foo"
  ["bar"]=>
  string(3) "bar"
}

例

例1 sybase_fetch_object() の結果を Foo で返す
<?php
    class Foo {
        var $foo, $bar, $baz;
    }

    // {...]
    $qrh= sybase_query('SELECT foo, bar, baz FROM example');
    $foo= sybase_fetch_object($qrh, 'Foo');
    $bar= sybase_fetch_object($qrh, new Foo());
    // {...]
?>

参考

sybase_fetch_array() - 行を配列として取り込む
sybase_fetch_row() - 行を配列として取得する

sybase_fetch_row
(PHP 4, PHP 5)

sybase_fetch_row — 行を配列として取得する

説明

array sybase_fetch_row ( resource $result )

sybase_fetch_row() は、指定された結果 ID が指す結果から 1 行分のデータを取り込みます。

連続的に sybase_fetch_rows() をコールした場合、 結果セットにおける次の行が返されます。 また、もう行がない場合は FALSE が返されます。

パラメータ
result

返り値

取り込まれた行に対応する配列を返します。もう行がない場合は FALSE を返します。 各結果カラムは 0 から始まる配列オフセットに保持されます。

データ型
PHP Sybase

string VARCHAR, TEXT, CHAR, IMAGE, BINARY, VARBINARY, DATETIME
int NUMERIC（小数点以下なし）, DECIMAL（小数点以下なし）, INT, BIT, TINYINT, SMALLINT
float NUMERIC（小数点以下あり）, DECIMAL（小数点以下あり）, REAL, FLOAT, MONEY
NULL NULL

参考

sybase_fetch_array() - 行を配列として取り込む
sybase_fetch_assoc() - 結果の行を連想配列として取得する
sybase_fetch_object() - 行をオブジェクトとして取り込む
sybase_data_seek() - 内部行ポインタを移動する
sybase_result() - 結果データを取得する
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sybase_field_seek
(PHP 4, PHP 5)

sybase_field_seek — フィールドオフセットを設定する

説明

bool sybase_field_seek ( resource $result , int $field_offset )

指定したフィールドオフセットに移動します。次にフィールドオフセットを指定しないで sybase_fetch_field() をコールした場合、 このフィールドが返されます。

パラメータ
result

field_offset

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sybase_fetch_field() - 結果からフィールド情報を取得する

sybase_free_result
(PHP 4, PHP 5)

sybase_free_result — 結果メモリを開放する

説明

bool sybase_free_result ( resource $result )

sybase_free_result() は、スクリプト実行時に大量の メモリを使用することが懸念される場合にのみコールする必要があります。 すべての結果メモリは、スクリプト終了時に自動的に開放されます。 結果 ID を引数として sybase_freeresult() を コールすることが可能で、
関連する結果メモリは開放されます。

パラメータ
result

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

sybase_get_last_message
(PHP 4, PHP 5)

sybase_get_last_message — サーバから直近のメッセージを返す

説明

string sybase_get_last_message ( void )

sybase_get_last_message() はサーバからの直近のメッセージを返します。

返り値

メッセージを文字列で返します。

参考

sybase_min_message_severity() - メッセージの severity の最小値を設定する
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sybase_min_client_severity
(PHP 4, PHP 5)

sybase_min_client_severity — クライアントの severity の最小値を設定する

説明

void sybase_min_client_severity ( int $severity )

sybase_min_client_severity() はクライアントの severity レベルの最小値を設定します。

パラメータ
severity

返り値

値を返しません。

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

参考

sybase_min_server_severity() - サーバの severity の最小値を設定する

sybase_min_error_severity
(PHP 4, PHP 5)

sybase_min_error_severity — エラーの severity の最小値を設定する

説明

void sybase_min_error_severity ( int $severity )

sybase_min_error_severity() はエラー severity レベルの最小値を設定します。

パラメータ
severity

返り値

値を返しません。

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

参考

sybase_min_message_severity() - メッセージの severity の最小値を設定する

sybase_min_message_severity
(PHP 4, PHP 5)

sybase_min_message_severity — メッセージの severity の最小値を設定する

説明

void sybase_min_message_severity ( int $severity )

sybase_min_message_severity() はメッセージの severity レベルの最小値を設定します。
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パラメータ
severity

返り値

値を返しません。

注意

注意: この関数は、Sybase の DB ライブラリインターフェイスを使用する場合のみ利用可能で、 CT ライブラリでは利用できません。

参考

sybase_min_error_severity() - エラーの severity の最小値を設定する

sybase_min_server_severity
(PHP 4, PHP 5)

sybase_min_server_severity — サーバの severity の最小値を設定する

説明

void sybase_min_server_severity ( int $severity )

sybase_min_server_severity() はサーバの severity レベルの最小値を設定します。

パラメータ
severity

返り値

値を返しません。

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

参考

sybase_min_client_severity() - クライアントの severity の最小値を設定する

sybase_num_fields
(PHP 4, PHP 5)

sybase_num_fields — 結果におけるフィールドの数を取得する

説明

int sybase_num_fields ( resource $result )

sybase_num_fields() は、 結果セットにおけるフィールド数を返します。

パラメータ
result

返り値

フィールドの数を返します。

参考

sybase_query() - Sybase クエリを送信する
sybase_fetch_field() - 結果からフィールド情報を取得する
sybase_num_rows() - 結果における行の数を取得する
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sybase_num_rows
(PHP 4, PHP 5)

sybase_num_rows — 結果における行の数を取得する

説明

int sybase_num_rows ( resource $result )

sybase_num_rows() は、結果セットの行数を返します。

パラメータ
result

返り値

結果セットの行の数を返します。

参考

sybase_num_fields() - 結果におけるフィールドの数を取得する
sybase_query() - Sybase クエリを送信する
sybase_fetch_row() - 行を配列として取得する

sybase_pconnect
(PHP 4, PHP 5)

sybase_pconnect — Sybase の持続的な接続をオープンする

説明

resource sybase_pconnect ([ string $servername [, string $username [, string $password [, string $charset [, string $appname ]]]]] )

sybase_pconnect() は、2 つの違いを除いて sybase_connect() と全く同様に動作します。

まず、接続時にこの関数は最初同じホスト、ユーザ名、パスワードで オープンされた（持続的）リンクを見つけようとします。 見つかった場合、新しい接続をオープンする代わりにこれに関する ID が返されます。

第二に、SQL サーバーへの接続はスクリプト実行終了時にクローズされません。 代わりに、このリンクは将来的に使用するためにオープンされたままに なります（sybase_close() は、 sybase_pconnect() により確立されたリンクを 閉じません）。

このため、この型のリンクは'持続的'と呼ばれます。

パラメータ
servername

引数 servername は、'interfaces' ファイル中で定義された 有効なサーバ名である必要があります。
username

Sybase のユーザ名。
password

username のパスワード。
charset

接続に使用する文字セットを指定します。
appname

Sybase 接続用の appname を指定します。 これにより、ひとつのスクリプトから同じデータベースに複数の接続を行えるようになります。 現在の接続でトランザクションを開始し、 トランザクション内では実行できない別のクエリを実行したい場合などに便利です。

返り値

成功時に正の Sybase 持続リンク ID を、エラー時に FALSE を返します。

変更履歴
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バージョン 説明
4.2.0 appname パラメータが追加されました。
4.0.2 charset パラメータが追加されました。

参考

sybase_connect() - Sybase サーバ接続をオープンする

sybase_query
(PHP 4, PHP 5)

sybase_query — Sybase クエリを送信する

説明

mixed sybase_query ( string $query [, resource $link_identifier ] )

sybase_query()は、指定されたリンク ID が指すサーバ上で現在アクティブなデータベースにクエリを送信します。

パラメータ
query

link_identifier

リンク ID が指定されない場合、最後にオープンされたリンクが指定されたと 仮定されます。リンクがオープンされていない場合、この関数は、 sybase_connect() がコールされた時と同様にリンクを 確立しようと試み、これを使用します。

返り値

成功時に正の Sybase 結果 ID を、エラー時に FALSE を返します。 クエリは成功したが、結果としてカラムを何も返さなかった場合は TRUE を返します。

参考

sybase_select_db() - Sybase データベースを選択する
sybase_connect() - Sybase サーバ接続をオープンする

sybase_result
(PHP 4, PHP 5)

sybase_result — 結果データを取得する

説明

string sybase_result ( resource $result , int $row , mixed $field )

指定された Sybase 結果セットにおいて、指定した行および オフセットにおけるセルの内容を返します。

大きな結果セットを処理する際には、(以下に示す) 行全体を取り込む関数の一つを使用することを考慮すべきです。 これらの関数は、一回の関数コールで複数のセルの内容を返すので、 sybase_result()よりも著しく高速です。 また、field 引数において数値オフセットで指定
するほうが、 フィールド名やテーブル名.フィールド名で指定するよりも 著しく高速であるということにも注意してください。

推奨される高性能な代替案は次のようなものです。 sybase_fetch_row()、 sybase_fetch_array() および sybase_fetch_object()。

パラメータ
result

row

field

引数 field は、フィールドのオフセット、フィールド名、 またはテーブル名.フィールド名とすることができます。カラム名の エイリアスが定義されている場合('select foo as bar from...')、カラム名の 代わりにエイリアスを使用してください。

返り値

sybase_result() は、Sybase 結果セットからセルの内容を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

sybase_select_db
(PHP 4, PHP 5)

sybase_select_db — Sybase データベースを選択する

説明

bool sybase_select_db ( string $database_name [, resource $link_identifier ] )

sybase_select_db() は、指定されたリンク ID が指す データベースをサーバ上の現在アクティブなデータベースに設定します。

その後の sybase_query() のコールは、 このアクティブなデータベースにおいて行われます。

パラメータ
database_name

link_identifier

リンク ID が指定されない場合、最後にオープンされたリンクが指定されたものとみなします。 リンクがオープンされていない場合、この関数は、 sybase_connect() がコールされた時と同様に リンクを確立しようと試み、これを使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sybase_connect() - Sybase サーバ接続をオープンする
sybase_pconnect() - Sybase の持続的な接続をオープンする
sybase_query() - Sybase クエリを送信する

sybase_set_message_handler
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

sybase_set_message_handler — サーバでメッセージが発生した際にコールされるハンドラを指定する

説明

bool sybase_set_message_handler ( callback $handler [, resource $connection ] )

sybase_set_message_handler() は、 サーバからのメッセージを処理するユーザ関数を設定します。グローバル関数の名前、 あるいはオブジェクトへの参照とメソッド名を保持する配列を指定します。

パラメータ
handler

ハンドラは、以下の 5 つの引数をこの順に受け取ります。 number, severity, state, line number そして description。 最初の 4 つは整数値で、最後は文字列です。関数が FALSE を返した場合、PHP は通常のエラーメッセージを表示します。
connection

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.5 connection パラメータが追加されました。

例

例1 sybase_set_message_handler() コールバック関数
<?php
    function msg_handler($msgnumber, $severity, $state, $line, $text)
    {
        var_dump($msgnumber, $severity, $state, $line, $text);
    }

    sybase_set_message_handler('msg_handler');
?>

例2 クラスへの sybase_set_message_handler() コールバック
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<?php
    class Sybase {
        function handler($msgnumber, $severity, $state, $line, $text)
        {
            var_dump($msgnumber, $severity, $state, $line, $text);
        }
    }

    $sybase= new Sybase();
    sybase_set_message_handler(array($sybase, 'handler'));
?>

例3 sybase_set_message_handler() が処理しないメッセージ
<?php
    // この関数から FALSE を返すことは、それをこの関数では処理しないことを
    // 意味します。エラーは警告として表示され、ハンドラが何も設定されていない
    // 場合と同様に処理できます。
    function msg_handler($msgnumber, $severity, $state, $line, $text)
    {
        if (257 == $msgnumber) {
            return false;
        }
        var_dump($msgnumber, $severity, $state, $line, $text);
    }

    sybase_set_message_handler('msg_handler');
?>

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

sybase_unbuffered_query
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

sybase_unbuffered_query — Sybase クエリを送信し、ブロックしない

説明

resource sybase_unbuffered_query ( string $query , resource $link_identifier [, bool $store_result ] )

sybase_unbuffered_query() は、指定したリンク ID に 関連付けられたサーバ上の現在アクティブなデータベースにクエリを送信します。 リンク ID が指定されていない場合は、直近にオープンされたリンクが 指定されたものと仮定します。リンクがオープンされていない場
合は、 sybase_connect() がコールされた場合と同様の手順で リンクのオープンを試み、それを使用します。

sybase_query() とは異なり、 sybase_unbuffered_query() は結果セットの最初の 行のみを読み込みます。それ以降の行は、必要に応じて sybase_fetch_array() またはそれに類する関数で 読み込みます。sybase_data_seek() は指定した 行を読み込みます。この挙動によ
り、大きな結果セットを扱う際に よりよいパフォーマンスを確保できます。

sybase_num_rows() が正確な行数を返すのは、結果セット 全体が読み込まれた場合のみです。Sybase は行数を知ることができず、 クライアントの実装によって行数を計算しています。

注意:

結果セットをすべて読み込む前に次のクエリを実行しようとした場合、 PHP は警告を発生し、未処理の結果をすべてキャンセルします。これを 避けるには、sybase_free_result() を使用します。 この関数は、バッファリングされていないクエリで未処理の結果を す
べてキャンセルします。

パラメータ
query

link_identifier

store_result

結果セットをメモリ中に読み込む必要がないことを指示するため、 オプションの store_result に FALSE を 指定することが可能です。これによってメモリの使用量を抑えることができ、 大きな結果セットを扱う場合に有用です。

返り値

成功時に正の Sybase 結果 ID 、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 sybase_unbuffered_query() の例
<?php

$dbh = sybase_connect('SYBASE', '', '');
$q = sybase_unbuffered_query('select firstname, lastname from huge_table', $dbh, false);
sybase_data_seek($q, 10000);
$i = 0;

while ($row = sybase_fetch_row($q)) {
    echo $row[0], ' ', $row[1], '<br />';
    if ($i++ > 40000) {
        break;
    }
}
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sybase_free_result($q);
sybase_close($dbh);

?>

注意

注意: この関数は、Sybase の CT ライブラリインターフェイスでのみ使用可能で、DB ライブラリでは使用できません。

参考

sybase_query() - Sybase クエリを送信する

目次
sybase_affected_rows — 直近のクエリで変更された行の数を得る
sybase_close — Sybase 接続を閉じる
sybase_connect — Sybase サーバ接続をオープンする
sybase_data_seek — 内部行ポインタを移動する
sybase_deadlock_retry_count — デッドロックの再試行回数を設定する
sybase_fetch_array — 行を配列として取り込む
sybase_fetch_assoc — 結果の行を連想配列として取得する
sybase_fetch_field — 結果からフィールド情報を取得する
sybase_fetch_object — 行をオブジェクトとして取り込む
sybase_fetch_row — 行を配列として取得する
sybase_field_seek — フィールドオフセットを設定する
sybase_free_result — 結果メモリを開放する
sybase_get_last_message — サーバから直近のメッセージを返す
sybase_min_client_severity — クライアントの severity の最小値を設定する
sybase_min_error_severity — エラーの severity の最小値を設定する
sybase_min_message_severity — メッセージの severity の最小値を設定する
sybase_min_server_severity — サーバの severity の最小値を設定する
sybase_num_fields — 結果におけるフィールドの数を取得する
sybase_num_rows — 結果における行の数を取得する
sybase_pconnect — Sybase の持続的な接続をオープンする
sybase_query — Sybase クエリを送信する
sybase_result — 結果データを取得する
sybase_select_db — Sybase データベースを選択する
sybase_set_message_handler — サーバでメッセージが発生した際にコールされるハンドラを指定する
sybase_unbuffered_query — Sybase クエリを送信し、ブロックしない

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Sybase 関数

sybase_affected_rows — 直近のクエリで変更された行の数を得る
sybase_close — Sybase 接続を閉じる
sybase_connect — Sybase サーバ接続をオープンする
sybase_data_seek — 内部行ポインタを移動する
sybase_deadlock_retry_count — デッドロックの再試行回数を設定する
sybase_fetch_array — 行を配列として取り込む
sybase_fetch_assoc — 結果の行を連想配列として取得する
sybase_fetch_field — 結果からフィールド情報を取得する
sybase_fetch_object — 行をオブジェクトとして取り込む
sybase_fetch_row — 行を配列として取得する
sybase_field_seek — フィールドオフセットを設定する
sybase_free_result — 結果メモリを開放する
sybase_get_last_message — サーバから直近のメッセージを返す
sybase_min_client_severity — クライアントの severity の最小値を設定する
sybase_min_error_severity — エラーの severity の最小値を設定する
sybase_min_message_severity — メッセージの severity の最小値を設定する
sybase_min_server_severity — サーバの severity の最小値を設定する
sybase_num_fields — 結果におけるフィールドの数を取得する
sybase_num_rows — 結果における行の数を取得する
sybase_pconnect — Sybase の持続的な接続をオープンする
sybase_query — Sybase クエリを送信する
sybase_result — 結果データを取得する
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sybase_select_db — Sybase データベースを選択する
sybase_set_message_handler — サーバでメッセージが発生した際にコールされるハンドラを指定する
sybase_unbuffered_query — Sybase クエリを送信し、ブロックしない

tokyo_tyrant

導入
tokyo_tyrant 拡張モジュールは、Tokyo Tyrant クライアントライブラリのラッパーです。 通常の key-value API とテーブル API を用意しています。

"Tokyo Tyrant は、Tokyo Cabinet という DBM へのネットワークインターフェイスのパッケージです。 Tokyo Cabinet のパフォーマンスは優れていますが、複数プロセスに同じデータベースを共有させたり リモートプロセスにデータベースをアクセスさせたりすると少し面
倒です。そこで、 Tokyo Cabinet への同時接続やリモート接続機能を持つ Tokyo Tyrant を作ったのです。 これは、データベースを管理するサーバプロセスと クライアントアプリケーション用のアクセスライブラリから構成されています" (Tokyo Tyrant のドキュメント より)

Tokyo Tyrant は平林幹雄 (Mikio Hirabayashi) さんの作品で、GNU Lesser General Public License で公開されています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには Tokyo Cabinet と Tokyo Tyrant をインストールする必要があります。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/tokyo_tyrant

設定オプション
--with-tokyo-tyrant[=DIR] DIR は Tokyo Tyrant のインストール先のプレフィックス
--with-tokyo-cabinet-dir[=DIR] DIR は Tokyo Cabinet のインストール先のプレフィックス
--disable-tokyo-tyrant-session Tokyo Tyrant セッションハンドラのサポートを無効にする

この拡張モジュールの有効化
この拡張モジュールを使うには、INI 設定に extension=tokyo_tyrant.so を追加します。

Tokyo Tyrant セッションハンドラの実行
ttserver -port 2000 -ext /path/to/expire.lua -extpc expire 30.0 '/tmp/sessions.tct#idx=ts:dec'

注意: expire.lua は、tokyo_tyrant 拡張モジュールのソースに含まれています。

セッションハンドラの設定
tokyo_tyrant.session_salt="randomlongstring"
session.save_handler=tokyo_tyrant
session.save_path="tcp://hostname1:2000,tcp://hostname2:2000"

注意: tokyo_tyrant.session_salt はすべてのサーバ上でマッチしなければなりません。

動作原理
このセッションハンドラは、次のようなセッション ID を作成します。 8b0e27a823fa4a6cf7246945b82c1d51-a5eadbbed1f2075952900628456bfd6830541629-0-5460

http://pecl.php.net/package/tokyo_tyrant
http://pecl.php.net/package/tokyo_tyrant
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各パートは、左から順に次のような意味となります。

セッション ID - 生成されたセッション ID
チェックサム - セッションの salt、セッション ID、ノード ID そして主キーのチェックサム
ノード ID - セッションが対応付けられるノードの ID
主キー - セッションが格納される行の主キー

チェックサムは、ノード ID、主キー、セッション ID そして salt の SHA1 サムとなります。 これを使うことで、セッション ID からノードや主キーへのマッピングが高速に行えるようになります。 わざわざ検索する必要がないからです。セッション ID を再生成すると最初のふ
たつの部分が変わりますが、 ノードと主キーのマッピングはそのままとなります。

一部のノードがダウンしたときのフェイルオーバー処理は、INI 設定 tokyo_tyrant.allow_failover、 tokyo_tyrant.fail_threshold および tokyo_tyrant.health_check_divisor で制御します。フェイルオーバーが許可されると、 セッションハンドラは正常なノードにセッション
をマップして新たに空のセッションを作成します。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

tokyo_tyrant 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

tokyo_tyrant.default_timeout 2.0 PHP_INI_ALL
tokyo_tyrant.session_salt NULL PHP_INI_ALL
tokyo_tyrant.key_prefix NULL PHP_INI_ALL
tokyo_tyrant.allow_failover 1 PHP_INI_ALL
tokyo_tyrant.fail_threshold 5 PHP_INI_ALL
tokyo_tyrant.health_check_divisor 1000 PHP_INI_ALL
tokyo_tyrant.php_expiration 0 PHP_INI_ALL

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

tokyo_tyrant.default_timeout integer

データベースへの接続時のデフォルトのタイムアウト。

tokyo_tyrant.session_salt string

セッション ID の salt として使う秘密の値。

tokyo_tyrant.key_prefix string

すべてのキーの先頭につけるプレフィックス。 このプレフィックスは開発者に見えてしまうものですが、 複数のアプリケーションが同じデータベースを使う場合にキーが衝突しないようにできます。

tokyo_tyrant.allow_failover integer

サーバが死んだときにフェイルオーバーを許可するかどうか。

tokyo_tyrant.fail_threshold integer

読み書き、あるいは接続時の失敗を何度繰り返したときにそのサーバが死んだとみなすか。

tokyo_tyrant.health_check_divisor integer

Defines the divisor for the health check probability. If there are failed servers and the probability matches, the servers are health checked and in case the server seems healthy, it will be added back to the pool.

tokyo_tyrant.php_expiration integer

組み込みのセッション有効期限管理を使うか、 あるいはサーバ側の lua スクリプトに有効期限管理を委譲するか。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
TokyoTyrant の定数
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例
基本的な使用法

例1 key-value ペアの格納と取得
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost");
$tt->put("key", "value");
echo $tt->get("key");
?>

上の例の出力は以下となります。
value

TokyoTyrant クラス
導入
Tokyo Tyrant のメインクラスです。

クラス概要
TokyoTyrant {
/* 定数 */
const integer TokyoTyrant::RDBDEF_PORT = 1978 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STREQ = 0 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STRINC = 1 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STRBW = 2 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STREW = 3 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STRAND = 4 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STROR = 5 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STROREQ = 6 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_STRRX = 7 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMEQ = 8 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMGT = 9 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMGE = 10 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMLT = 11 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMLE = 12 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMBT = 13 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NUMOREQ = 14 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NEGATE = 16777216 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQC_NOIDX = 33554432 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQO_STRASC = 0 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQO_STRDESC = 1 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQO_NUMASC = 2 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQO_NUMDESC = 3 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_LEXICAL = 0 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_DECIMAL = 1 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_TOKEN = 2 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_QGRAM = 3 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_OPT = 9998 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_VOID = 9999 ;
const integer TokyoTyrant::RDBIT_KEEP = 16777216 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQCFTS_PH = 15 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQCFTS_AND = 16 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQCFTS_OR = 17 ;
const integer TokyoTyrant::RDBQCFTS_EX = 18 ;
const integer TokyoTyrant::RDBXO_LCKREC = 1 ;
const integer TokyoTyrant::RDBXOLCK_GLB = 2 ;
const integer TokyoTyrant::RDBREC_INT = 1 ;
const integer TokyoTyrant::RDBREC_DBL = 2 ;
const integer TokyoTyrant::RDBMS_UNION = 0 ;
const integer TokyoTyrant::RDBMS_ISECT = 1 ;
const integer TokyoTyrant::RDBMS_DIFF = 2 ;
const integer TokyoTyrant::RDBT_RECON = 1 ;
/* メソッド */
public number add ( string $key , number $increment [, int $type = 0 ] )
public TokyoTyrant connect ( string $host [, int $port = TokyoTyrant::RDBDEF_PORT [, array $options ]] )
public TokyoTyrant connectUri ( string $uri )
__construct ([ string $host [, int $port = TokyoTyrant::RDBDEF_PORT [, array $options ]]] )
public TokyoTyrant copy ( string $path )
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public string ext ( string $name , int $options , string $key , string $value )
public array fwmKeys ( string $prefix , int $max_recs )
public mixed get ( mixed $keys )
public TokyoTyrantIterator getIterator ( void )
public int num ( void )
public TokyoTyrant out ( mixed $keys )
public TokyoTyrant put ( mixed $keys [, string $value = NULL ] )
public TokyoTyrant putCat ( mixed $keys [, string $value ] )
public TokyoTyrant putKeep ( mixed $keys [, string $value ] )
public TokyoTyrant putNr ( mixed $keys [, string $value = NULL ] )
public mixed putShl ( string $key , string $value , int $width )
public mixed restore ( string $log_dir , int $timestamp [, bool $check_consistency = true ] )
public mixed setMaster ( string $host , int $port , int $timestamp [, bool $check_consistency = true ] )
public int size ( string $key )
public array stat ( void )
public mixed sync ( void )
public TokyoTyrant tune ( float $timeout [, int $options = TokyoTyrant::RDBT_RECON ] )
public mixed vanish ( void )
}

定義済み定数

TokyoTyrant の定数
TokyoTyrant::RDBDEF_PORT

Tokyo Tyrant データベースのデフォルトのポート
TokyoTyrant::RDBQC_STREQ

文字列が～に等しい
TokyoTyrant::RDBQC_STRINC

文字列が～に含まれる
TokyoTyrant::RDBQC_STRBW

文字列が～で始まる
TokyoTyrant::RDBQC_STREW

文字列が～で終わる
TokyoTyrant::RDBQC_STRAND

文字列が～のすべてのトークンを含む
TokyoTyrant::RDBQC_STROR

文字列が～の少なくともひとつのトークンを含む
TokyoTyrant::RDBQC_STROREQ

文字列が～の少なくともひとつのトークンに等しい
TokyoTyrant::RDBQC_STRRX

文字列が正規表現にマッチする
TokyoTyrant::RDBQC_NUMEQ

数値が～に等しい
TokyoTyrant::RDBQC_NUMGT

数値が～より大きい
TokyoTyrant::RDBQC_NUMGE

数値が～以上
TokyoTyrant::RDBQC_NUMLT

数値が～未満
TokyoTyrant::RDBQC_NUMLE

数値が～以下
TokyoTyrant::RDBQC_NUMBT

数値が～と～の間にある
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TokyoTyrant::RDBQC_NUMOREQ

数値が～のすくなくともひとつのトークンに等しい
TokyoTyrant::RDBQC_NEGATE

否定フラグ
TokyoTyrant::RDBQC_NOIDX

非インデックスフラグ
TokyoTyrant::RDBQO_STRASC

文字列の昇順
TokyoTyrant::RDBQO_STRDESC

文字列の降順
TokyoTyrant::RDBQO_NUMASC

数値の昇順
TokyoTyrant::RDBQO_NUMDESC

数値の降順
TokyoTyrant::RDBIT_LEXICAL

レキシカル文字列
TokyoTyrant::RDBIT_DECIMAL

十進文字列
TokyoTyrant::RDBIT_TOKEN

トークン転置インデックス (Tokyo Tyrant >= 1.1.29)

TokyoTyrant::RDBIT_QGRAM

QGRAM 転置インデックス (Tokyo Tyrant >= 1.1.29)

TokyoTyrant::RDBIT_OPT

最適化
TokyoTyrant::RDBIT_VOID

void

TokyoTyrant::RDBIT_KEEP

既存のインデックスを保持する
TokyoTyrant::RDBQCFTS_PH

フレーズによる全文検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.29)

TokyoTyrant::RDBQCFTS_AND

すべてのトークンを含むものを全文検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.29)

TokyoTyrant::RDBQCFTS_OR

少なくともひとつのトークンを含むものを全文検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.29)

TokyoTyrant::RDBQCFTS_EX

複合式による全文検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.29)

TokyoTyrant::RDBQCFTS_AND

レコード間の union メタ検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.33)

TokyoTyrant::RDBQCFTS_OR

レコード間の intersection メタ検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.33)

TokyoTyrant::RDBQCFTS_EX

レコード間の difference メタ検索 (Tokyo Tyrant >= 1.1.33)

TokyoTyrant::RDBT_RECON

接続失敗時に再接続するかどうか。 持続的な接続の場合はこのパラメータを on にしておくことを推奨します。
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TokyoTyrant::RDBXOLCK_REC

レコードロック
TokyoTyrant::RDBXOLCK_GLB

グローバルロック
TokyoTyrant::RDBREC_INT

レコード型 int

TokyoTyrant::RDBREC_DBL

レコード型 float (double)

TokyoTyrant::TTE_SUCCESS

成功
TokyoTyrant::TTE_INVALID

無効な操作
TokyoTyrant::TTE_NOHOST

ホストが見つからない
TokyoTyrant::TTE_REFUSED

接続が拒否された
TokyoTyrant::TTE_SEND

送信エラー
TokyoTyrant::TTE_RECV

受信エラー
TokyoTyrant::TTE_KEEP

レコードが存在する
TokyoTyrant::TTE_NOREC

レコードが見つからない
TokyoTyrant::TTE_MISC

その他雑多なエラー

TokyoTyrant::add
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::add — 数値キーを加算する

説明

public number TokyoTyrant::add ( string $key , number $increment [, int $type = 0 ] )

int あるいは double 値を加算します。 これは、指定した値を加算して新しい値を返します。 キーが存在しない場合は、新しいキーを作成してここで指定した値を初期値とします。

パラメータ
key

文字列キー。
increment

加算する値。
type

TokyoTyrant::RDB_RECINT あるいは TokyoTyrant::RDB_RECDBL 定数。 このパラメータを省略した場合は、increment の型をもとに型を推測します。

返り値

成功した場合に新しい値を返します。
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例

例1 TokyoTyrant::add() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost", TokyoTyrant::RDBDEF_PORT);
/* 数値 3 をキーに追加し、新しいキーを作成します */
$tt->add("test", 3);

/* 文字列は double に変換されます */
echo $tt->add("test", "3.5", TokyoTyrant::RDB_RECDBL);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
6.5

参考

TokyoTyrant::put() - 値を格納する
TokyoTyrant::putcat() - レコードを連結する
TokyoTyrant::putkeep() - レコードを書き込む

TokyoTyrant::connect
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::connect — データベースに接続する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::connect ( string $host [, int $port = TokyoTyrant::RDBDEF_PORT [, array $options ]] )

リモートデータベースに接続します。

パラメータ
host

ホスト名。
port

ポート番号。デフォルトは 1978。
options

接続のオプション。timeout (デフォルト: 5.0), reconnect (デフォルト: TRUE) および persistent (デフォルト: TRUE)。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::connect() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant();
$tt->connect("localhost", TokyoTyrant::RDBDEF_PORT)->put("test", "value");
?>

参考

TokyoTyrant::connectUri() - データベースに接続する

TokyoTyrant::connectUri
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::connectUri — データベースに接続する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::connectUri ( string $uri )
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URI を使用してデータベースに接続します。

パラメータ
uri

データベースへの URI。たとえば tcp://localhost:1979/ のようになります。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::connectUri() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant();
$tt->connectUri("tcp://localhost:1978/")->put("test", "hi");
?>

参考

TokyoTyrant::connect() - データベースに接続する

TokyoTyrant::__construct
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::__construct — 新しい TokyoTyrant オブジェクトを作成する

説明

TokyoTyrant::__construct ([ string $host [, int $port = TokyoTyrant::RDBDEF_PORT [, array $options ]]] )

新しい TokyoTyrant オブジェクトを作成し、オプションでデータベースに接続する

パラメータ
host

ホスト名。デフォルトは NULL です。
port

ポート番号。デフォルトは 1978 です。
options

接続のオプション。timeout (デフォルト: 5.0), reconnect (デフォルト: TRUE) および persistent (デフォルト: TRUE)。

返り値

データベースへの接続が失敗した場合に TokyoTyrantException をスローします。

参考

TokyoTyrant::connect() - データベースに接続する
TokyoTyrant::connectUri() - データベースに接続する

TokyoTyrant::copy
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::copy — データベースをコピーする

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::copy ( string $path )

現在のデータベースのコピーを作成します。
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パラメータ
path

データベースのコピー先へのパス。リモートデータベースを実行しているユーザが、 そのディレクトリへの書き込みアクセス権を持っている必要があります。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::copy() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost", 1978);
$tt->copy("/tmp/foobar.tct");
?>

参考

TokyoTyrant::restore() - データベースをリストアする

TokyoTyrant::ext
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::ext — リモートスクリプトを実行する

説明

public string TokyoTyrant::ext ( string $name , int $options , string $key , string $value )

リモートスクリプトを実行します。

パラメータ
name

実行したい関数の名前。
options

レコードロックの場合は TokyoTyrant::RDBXO_LCKREC、 グローバルロックの場合は TokyoTyrant::RDBXO_LCKGLB。
key

関数に渡すキー。
value

関数に渡す値。

返り値

スクリプト関数の結果を返します。

例

例1 TokyoTyrant::ext() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost", 1978);
echo $tt->ext("somefunc", TokyoTyrant::RDBXO_LCKREC, "some_key", "some_value");
?>

TokyoTyrant::fwmKeys
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::fwmKeys — 前方一致でマッチするキーを返す

説明

public array TokyoTyrant::fwmKeys ( string $prefix , int $max_recs )
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前方一致でマッチするキーをデータベースから返します。

パラメータ
prefix

キーのプレフィックス。
max_recs

返すレコードの最大数。

返り値

マッチしたキーの配列を返します。値は返しません。

例

例1 TokyoTyrant::fwmKeys() の例
<?php

$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* マッチするキーを 20 件作成します */
for ($i = 0; $i < 20; $i++) {
    $tt->put("key_" . $i, "value_" . $i);
}

/* マッチしないキーを 20 件作成します */
for ($i = 0; $i < 20; $i++) {
    $tt->put("something_" . $i, "data_" . $i);
}

/* マッチするキーを 5 件取得します */
var_dump($tt->fwmKeys("key_", 5));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(5) {
  [0]=>
  string(5) "key_5"
  [1]=>
  string(6) "key_14"
  [2]=>
  string(5) "key_6"
  [3]=>
  string(6) "key_15"
  [4]=>
  string(5) "key_7"
}

TokyoTyrant::get
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::get — 値を取得する

説明

public mixed TokyoTyrant::get ( mixed $keys )

このメソッドは、値を返します。文字列あるいは配列を渡すことができます。

パラメータ
keys

キーをあらわす文字列、あるいは文字列の配列。

返り値

指定した引数に応じて、文字列あるいは配列を返します。 エラー時に TokyoTyrantException をスローします。 文字列を渡したときに、もしそのキーが見つからなければ null を返します。 配列を渡したときは、存在するキーのみを返します。存在しないキーを渡してもエラー
にはなりません。

例

例1 TokyoTyrant::get() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost", 1978);
$tt->put("key1", "value1");
$tt->put("key2", "value2");
var_dump($tt->get(array("key1", "key2")));
var_dump($tt->get("key1"));
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?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["key1"]=>
  string(6) "value1"
  ["key2"]=>
  string(6) "value2"
}
string(6) "value1"

参考

TokyoTyrant::put() - 値を格納する

TokyoTyrant::getIterator
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

TokyoTyrant::getIterator — イテレータを取得する

説明

public TokyoTyrantIterator TokyoTyrant::getIterator ( void )

イテレータを取得し、データベース内のすべての キー/値 を反復処理できるようにします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

TokyoTyrantIterator オブジェクトを返します。失敗した場合に TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::getIterator() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost");
$it = $tt->getIterator();

foreach ($it as $k => $v) {

}
?>

参考

TokyoTyrantTable::getQuery() - クエリオブジェクトを取得する
TokyoTyrantTable::getIterator() - イテレータを取得する

TokyoTyrant::num
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::num — データベース内のレコードの数を取得する

説明

public int TokyoTyrant::num ( void )

データベース内のレコードの数を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

データベース内のレコードの数を返します。

例
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例1 TokyoTyrant::num() の例
<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* レコード数を表示します */
echo $tt->num();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1234

参考

TokyoTyrant::stat() - 統計情報を取得する

TokyoTyrant::out
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::out — レコードを削除する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::out ( mixed $keys )

レコードを削除します。単一のキーの場合は文字列で、複数のレコードのキーの場合は配列で指定します。

パラメータ
keys

文字列のキー、あるいは文字列のキーの配列。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::out() の例
<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

$tt->put("test1", "value1");
$tt->put("test2", "value2");

$tt->out(array("test1", "test2"));
?>

参考

TokyoTyrant::put() - 値を格納する

TokyoTyrant::put
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::put — 値を格納する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::put ( mixed $keys [, string $value = NULL ] )

key-value ペアをデータベースに格納します。keys が文字列の場合は、二番目のパラメータ value で値を指定します。 keys が文字列の場合は二番目のパラメータは必須です。 指定したキーがすでに存在する場合は、新しい値で上書きされます。

パラメータ
keys

文字列のキー、あるいは key-value ペアの配列。
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value

文字列のキーを指定した場合の値。

返り値

現在のオブジェクトへの参照を返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::put() の例
<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* 単一の key-value ペアを書き込みます */
$tt->put("key", "value");

/* 複数の key-value ペアを書き込みます。古い値は上書きされます */
$tt->put(array("key1" => "value1", "key" => "value2"));

/* 単一のキーを取得します */
echo $tt->get("key");
?>

上の例の出力は以下となります。
value2

参考

TokyoTyrant::putKeep() - レコードを書き込む
TokyoTyrant::putCat() - レコードを連結する

TokyoTyrant::putCat
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::putCat — レコードを連結する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::putCat ( mixed $keys [, string $value ] )

ある値を既存のキーに追記します。keys が配列の場合は複数の値となります。keys が文字列の場合は二番目のパラメータは必須です。レコードが存在しない場合は新しいレコードを作成します。

パラメータ
keys

文字列のキー、あるいは key-value ペアの配列。
value

文字列のキーを使用した場合の値。

返り値

現在のオブジェクトへの参照を返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::putCat() の例
<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* 新しいキーを作成します */
$tt->put("key", "value");

/* 単一の key-value ペアを連結します */
$tt->putCat("key", " has more data");

/* キーを表示します */
echo $tt->get("key");
?>

上の例の出力は以下となります。
value has more data

参考



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

TokyoTyrant::put() - 値を格納する
TokyoTyrant::putKeep() - レコードを書き込む

TokyoTyrant::putKeep
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::putKeep — レコードを書き込む

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::putKeep ( mixed $keys [, string $value ] )

key-value ペアをデータベースに格納します。keys が文字列の場合は、二番目のパラメータ value で値を指定します。 keys が文字列の場合は二番目のパラメータは必須です。 指定したキーがすでに存在する場合は、すでにレコードが存在するという例外をスローします。

パラメータ
keys

文字列のキー、あるいは key-value ペアの配列。
value

文字列の値。

返り値

現在のオブジェクトへの参照を返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 tokyotyrant::putKeep() の例
<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* 新しいキーを作成します */
$tt->put("key", "value");

try {
    $tt->putKeep("key", "new value");
} catch (TokyoTyrantException $e) {
    if ($e->getCode() === TokyoTyrant::TTE_KEEP) {
        echo "Existing record! Not modified\n";
    } else {
        echo "Error: " , $e->getMessage() , "\n"; 
    }
}
echo $tt->get("key");
?>

上の例の出力は以下となります。
Existing record! Not modified
value

参考

TokyoTyrant::put() - 値を格納する
TokyoTyrant::putCat() - レコードを連結する

TokyoTyrant::putNr
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::putNr — 値を格納する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::putNr ( mixed $keys [, string $value = NULL ] )

key-value ペアをデータベースに格納します。keys が文字列の場合は、二番目のパラメータ value で値を指定します。 keys が文字列の場合は二番目のパラメータは必須です。 このメソッドは、サーバからの応答を待ちません。

パラメータ
keys



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

文字列のキー、あるいは key-value ペアの配列。
value

文字列の値。

返り値

現在のオブジェクトへの参照を返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::putNr() の例
<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* 単一の key-value ペアを書き込みます */
$tt->putNr("key", "value");

/* 複数の key-value ペアを書き込みます */
$tt->putNr(array("key1" => "value1", "key2" => "value2"));

/* 単一のキーを取得します */
echo $tt->get("key1");
?>

上の例の出力は以下となります。
value1

参考

TokyoTyrant::putNr()
TokyoTyrant::putKeep() - レコードを書き込む
TokyoTyrant::putCat() - レコードを連結する

TokyoTyrant::putShl
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::putShl — レコードを連結する

説明

public mixed TokyoTyrant::putShl ( string $key , string $value , int $width )

レコードを連結し、左にシフトします。

パラメータ
key

文字列のキー。
value

連結する値。
width

レコードの幅。

返り値

現在のオブジェクトへの参照を返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::putShl() example

<?php
/* データベースのデフォルトポートに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

/* 新しいキーを作成します */
$tt->put("key", "just a long piece of data");

/* 連結し、左にシフトします */
$tt->putShl("key", " and string", 15);

/* キーを表示します */
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echo $tt->get("key");
?>

上の例の出力は以下となります。
data and string

参考

TokyoTyrant::put() - 値を格納する
TokyoTyrant::putKeep() - レコードを書き込む
TokyoTyrant::putCat() - レコードを連結する

TokyoTyrant::restore
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::restore — データベースをリストアする

説明

public mixed TokyoTyrant::restore ( string $log_dir , int $timestamp [, bool $check_consistency = true ] )

更新ログからデータベースをリストアします。

警告

このメソッドは 32 ビットプラットフォームではサポートしていません。

パラメータ
log_dir

ログが存在するディレクトリ。
timestamp

開始時刻のタイムスタンプ (マイクロ秒)。
check_consistency

整合性のチェックを行うかどうか。デフォルトは TRUE です。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

TokyoTyrant::setMaster
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::setMaster — レプリケーションのマスタを設定する

説明

public mixed TokyoTyrant::setMaster ( string $host , int $port , int $timestamp [, bool $check_consistency = true ] )

データベースレプリケーションのマスタを設定します。

警告

このメソッドは 32 ビットプラットフォームではサポートしていません。

パラメータ
host

レプリケーションマスタのホスト名。NULL の場合はレプリケーションが無効となります。
port

レプリケーションマスタのポート。
timestamp
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開始時刻のタイムスタンプ (マイクロ秒)。
check_consistency

整合性のチェックを行うかどうか。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::setMaster() の例
<?php
/* データベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrant("tokyotyrant.example.com");

/* レプリケーションを無効にします */
$tt->setMaster(NULL, 0, 0);
?>

参考

Classname::Method()

TokyoTyrant::size
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::size — 値のサイズを返す

説明

public int TokyoTyrant::size ( string $key )

指定したキーに対応する値のサイズを返します。

パラメータ
key

サイズを調べたいキー。

返り値

値のサイズを返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::size() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

$tt->put("test_key", "12345");

echo $tt->size("test_key");
?>

上の例の出力は以下となります。
5

TokyoTyrant::stat
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::stat — 統計情報を取得する

説明

public array TokyoTyrant::stat ( void )

リモートデータベースの統計情報を取得します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

統計情報をあらわす key-value ペアの配列を返します。

例

例1 TokyoTyrant::stat() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost");

var_dump($tt->stat());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(19) {
  ["version"]=>
  string(6) "1.1.28"
  ["libver"]=>
  string(3) "311"
  ["protver"]=>
  string(4) "0.91"
  ["os"]=>
  string(5) "Linux"
  ["time"]=>
  string(17) "1247358357.665630"
  ["pid"]=>
  string(5) "14348"
  ["sid"]=>
  string(8) "59025947"
  ["type"]=>
  string(9) "on-memory"
  ["path"]=>
  string(1) "*"
  ["rnum"]=>
  string(1) "4"
  ["size"]=>
  string(6) "262856"
  ["bigend"]=>
  string(1) "0"
  ["fd"]=>
  string(1) "5"
  ["loadavg"]=>
  string(8) "0.000000"
  ["memsize"]=>
  string(8) "77328384"
  ["memrss"]=>
  string(7) "1183744"
  ["ru_real"]=>
  string(13) "162776.042152"
  ["ru_user"]=>
  string(8) "0.476029"
  ["ru_sys"]=>
  string(8) "8.652540"
}

参考

Classname::Method()

TokyoTyrant::sync
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::sync — データベースを同期させる

説明

public mixed TokyoTyrant::sync ( void )

データベースを物理デバイスに同期させます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

TokyoTyrant::tune
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(PECL tokyo_tyrant >= 0.2.0)

TokyoTyrant::tune — 接続の値を調節する

説明

public TokyoTyrant TokyoTyrant::tune ( float $timeout [, int $options = TokyoTyrant::RDBT_RECON ] )

データベースの接続オプションを調節します。

パラメータ
timeout

オブジェクトのタイムアウト値 (デフォルトは 5.0)。
options

調節するオプションのビットマスク。0 あるいは TokyoTyrant::RDBT_RECON とすることができます。このパラメータは変更しないことを推奨します。

返り値

このメソッドは現在のオブジェクトへの参照を返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

TokyoTyrant::vanish
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrant::vanish — データベースを空にする

説明

public mixed TokyoTyrant::vanish ( void )

リモートデータベースを空にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrant::vanish() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrant("localhost");
$tt->vanish();
?>

参考

TokyoTyrant::out() - レコードを削除する

目次
TokyoTyrant::add — 数値キーを加算する
TokyoTyrant::connect — データベースに接続する
TokyoTyrant::connectUri — データベースに接続する
TokyoTyrant::__construct — 新しい TokyoTyrant オブジェクトを作成する
TokyoTyrant::copy — データベースをコピーする
TokyoTyrant::ext — リモートスクリプトを実行する
TokyoTyrant::fwmKeys — 前方一致でマッチするキーを返す
TokyoTyrant::get — 値を取得する
TokyoTyrant::getIterator — イテレータを取得する
TokyoTyrant::num — データベース内のレコードの数を取得する
TokyoTyrant::out — レコードを削除する
TokyoTyrant::put — 値を格納する
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TokyoTyrant::putCat — レコードを連結する
TokyoTyrant::putKeep — レコードを書き込む
TokyoTyrant::putNr — 値を格納する
TokyoTyrant::putShl — レコードを連結する
TokyoTyrant::restore — データベースをリストアする
TokyoTyrant::setMaster — レプリケーションのマスタを設定する
TokyoTyrant::size — 値のサイズを返す
TokyoTyrant::stat — 統計情報を取得する
TokyoTyrant::sync — データベースを同期させる
TokyoTyrant::tune — 接続の値を調節する
TokyoTyrant::vanish — データベースを空にする

TokyoTyrantTable クラス
導入
テーブルデータベースへの API を提供します。 テーブルデータベースを作成するには ttserver -port 1979 /tmp/tt_table.tct のようなコマンドを実行します。Tokyo Tyrant のテーブル API はスキーマのないデータベースで、任意の数の key-value ペアをひとつの主キーのも
とに格納することができます。

クラス概要
TokyoTyrantTable extends TokyoTyrant {
/* メソッド */
public void add ( string $key , mixed $increment [, string $type ] )
public int genUid ( void )
public void get ( mixed $keys )
public TokyoTyrantIterator getIterator ( void )
public TokyoTyrantQuery getQuery ( void )
public void out ( mixed $keys )
public int put ( string $key , array $columns )
public void putCat ( string $key , array $columns )
public void putKeep ( string $key , array $columns )
public void putNr ( mixed $keys [, string $value ] )
public void putShl ( string $key , string $value , int $width )
public mixed setIndex ( string $column , int $type )
/* 継承したメソッド */
public number TokyoTyrant::add ( string $key , number $increment [, int $type = 0 ] )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::connect ( string $host [, int $port = TokyoTyrant::RDBDEF_PORT [, array $options ]] )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::connectUri ( string $uri )
TokyoTyrant::__construct ([ string $host [, int $port = TokyoTyrant::RDBDEF_PORT [, array $options ]]] )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::copy ( string $path )
public string TokyoTyrant::ext ( string $name , int $options , string $key , string $value )
public array TokyoTyrant::fwmKeys ( string $prefix , int $max_recs )
public mixed TokyoTyrant::get ( mixed $keys )
public TokyoTyrantIterator TokyoTyrant::getIterator ( void )
public int TokyoTyrant::num ( void )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::out ( mixed $keys )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::put ( mixed $keys [, string $value = NULL ] )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::putCat ( mixed $keys [, string $value ] )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::putKeep ( mixed $keys [, string $value ] )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::putNr ( mixed $keys [, string $value = NULL ] )
public mixed TokyoTyrant::putShl ( string $key , string $value , int $width )
public mixed TokyoTyrant::restore ( string $log_dir , int $timestamp [, bool $check_consistency = true ] )
public mixed TokyoTyrant::setMaster ( string $host , int $port , int $timestamp [, bool $check_consistency = true ] )
public int TokyoTyrant::size ( string $key )
public array TokyoTyrant::stat ( void )
public mixed TokyoTyrant::sync ( void )
public TokyoTyrant TokyoTyrant::tune ( float $timeout [, int $options = TokyoTyrant::RDBT_RECON ] )
public mixed TokyoTyrant::vanish ( void )
}

TokyoTyrantTable::add
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::add — レコードを追加する

説明
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public void TokyoTyrantTable::add ( string $key , mixed $increment [, string $type ] )

このメソッドは、テーブルデータベースではサポートしていません。

パラメータ
key

文字列キー。
increment

加算する値。
type

TokyoTyrant::RDB_RECINT あるいは TokyoTyrant::RDB_RECDBL 定数。 このパラメータを省略した場合は、increment の型をもとに型を推測します。

返り値

このクラスでこのメソッドを使うと TokyoTyrantException をスローします。

参考

TokyoTyrant::add() - 数値キーを加算する

TokyoTyrantTable::genUid
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::genUid — 一意な id を生成する

説明

public int TokyoTyrantTable::genUid ( void )

一意な id をテーブルデータベースに生成します。 テーブルデータベース内での行の参照は、数値の主キーを使って行います。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

一意な id を返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::genUid() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1122);

echo $tt->genUid();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
4

参考

TokyoTyrantTable::put() - 行を格納する

TokyoTyrantTable::get
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::get — 行を取得する

説明

public void TokyoTyrantTable::get ( mixed $keys )
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行をテーブルデータベースから取得します。 keys は、行を表す主キーの整数値か 複数行を表す整数値の配列となります。

パラメータ
keys

主キー。文字列あるいは整数値。

返り値

行を配列で返します。

例

例1 TokyoTyrantTable::get() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* null を渡して新しい uid を生成します */
$index = $tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "more data"));

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["column1"]=>
  string(9) "some data"
  ["column2"]=>
  string(9) "more data"
}

注意

注意:

バージョン 0.3.0、このメソッドはパラメータとして配列を受け付けるようになりました。 テーブルからの複数レコードの取得はバイナリセーフではないことに注意しましょう。

参考

TokyoTyrantTable::put() - 行を格納する

TokyoTyrantTable::getIterator
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

TokyoTyrantTable::getIterator — イテレータを取得する

説明

public TokyoTyrantIterator TokyoTyrantTable::getIterator ( void )

イテレータを取得し、データベース内のすべての キー/値 を反復処理できるようにします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

TokyoTyrantIterator オブジェクトを返します。失敗した場合に TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::getIterator() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost");
$it = $tt->getIterator();

foreach ($it as $k => $v) {
  var_dump($k, $v);
}
?>

参考
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TokyoTyrantTable::getQuery() - クエリオブジェクトを取得する
TokyoTyrant::getIterator() - イテレータを取得する

TokyoTyrantTable::getQuery
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::getQuery — クエリオブジェクトを取得する

説明

public TokyoTyrantQuery TokyoTyrantTable::getQuery ( void )

データベース上で検索を実行するためのクエリオブジェクトを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TokyoTyrantQuery を返します。エラー時に TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::getQuery() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$table = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$table->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "more data"));
$table->put(null, array("something" => "value", "data" => "good data"));

/* クエリオブジェクトを取得します */
$query = $table->getQuery();

/* 条件をクエリに追加します */
$query->addCond('data', TokyoTyrant::RDBQC_STREQ, 'good data');

/* マッチする行を取得します */
var_dump($query->search());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [11]=>
  array(2) {
    ["something"]=>
    string(5) "value"
    ["data"]=>
    string(9) "good data"
  }
}

参考

TokyoTyrantQuery::search() - レコードを検索する
TokyoTyrantQuery::out() - クエリに基づいてレコードを削除する

TokyoTyrantTable::out
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::out — レコードを削除する

説明

public void TokyoTyrantTable::out ( mixed $keys )

テーブルデータベースからレコードを削除します。

パラメータ
keys

整数のキー、あるいはその配列。
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返り値

このメソッドは現在のオブジェクトを返します。失敗した場合に TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::out() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* null を渡して新しい uid を生成します */
$index = $tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "more data"));

/* 行を削除します */
$tt->out($index);
?>

参考

TokyoTyrantTable::put() - 行を格納する

TokyoTyrantTable::put
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::put — 行を格納する

説明

public int TokyoTyrantTable::put ( string $key , array $columns )

新しい行をデータベースに格納します。このメソッドのパラメータ key は行の主キーで、NULL を渡すと一意な id を新たに生成します。value は配列で、行の内容を表します。通常は、キーと値のペアとなります。

パラメータ
key

行の主キー。
columns

行の内容。

返り値

成功した場合に主キーを返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::put() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* null を渡して新しい uid を生成します */
$index = $tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "more data"));

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));

/* 既存の行を変更します */
$tt->put($index, array("column1" => "other data", "column2" => "better data"));

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["column1"]=>
  string(9) "some data"
  ["column2"]=>
  string(9) "more data"
}
array(2) {
  ["column1"]=>
  string(10) "other data"
  ["column2"]=>
  string(11) "better data"
}

参考
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TokyoTyrantTable::get() - 行を取得する

TokyoTyrantTable::putCat
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::putCat — 行を連結する

説明

public void TokyoTyrantTable::putCat ( string $key , array $columns )

このメソッドを使うと、新しいカラムを既存のレコードに追加することができます。 既存のキーはそのまま変わらず残り、任意の新しいカラムを行に追加することができます。 key に null を渡すと、新しい行を生成します。

パラメータ
key

行の主キー、あるいは NULL。
columns

行の内容の配列。

返り値

主キーを返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::putCat() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* null を渡して新しい uid を生成します */
$index = $tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "more data"));

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));

/* 既存の行を変更します */
$tt->putcat($index, array("column1" => "something new", "new_column" => "other data"));

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["column1"]=>
  string(9) "some data"
  ["column2"]=>
  string(9) "more data"
}
array(3) {
  ["column1"]=>
  string(9) "some data"
  ["column2"]=>
  string(9) "more data"
  ["new_column"]=>
  string(10) "other data"
}

参考

TokyoTyrantTable::put() - 行を格納する

TokyoTyrantTable::putKeep
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::putKeep — 新しいレコードを書き込む

説明

public void TokyoTyrantTable::putKeep ( string $key , array $columns )

新しいレコードをデータベースに書き込みます。 もしそのキーがすでに存在する場合は、レコードが存在することをあらわす例外をスローします。
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パラメータ
key

行の主キー、あるいは NULL。
columns

行の内容の配列。

返り値

主キーを返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantTable::putKeep() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* null を渡して新しい uid を生成します */
$index = $tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "more data"));

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));

try {
    $tt->putKeep($index, array("column1" => "something new", "new_column" => "other data"));
} catch (TokyoTyrantException $e) {
    if ($e->getCode() === TokyoTyrant::TTE_KEEP) {
        echo "Existing record! Not modified\n";
    } else {
        echo "Error: " , $e->getMessage() , "\n"; 
    }
}

/* 行を取得します */
var_dump($tt->get($index));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["column1"]=>
  string(9) "some data"
  ["column2"]=>
  string(9) "more data"
}
Existing record! Not modified
array(2) {
  ["column1"]=>
  string(9) "some data"
  ["column2"]=>
  string(9) "more data"
}

参考

TokyoTyrantTable::put() - 行を格納する

TokyoTyrantTable::putNr
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::putNr — 値を格納する

説明

public void TokyoTyrantTable::putNr ( mixed $keys [, string $value ] )

このメソッドは、テーブルデータベースではサポートしていません。 このメソッドを TokyoTyrantTable でコールするとエラーと見なされ、 TokyoTyrantException をスローします。

パラメータ
keys

文字列のキー、あるいは key-value ペアの配列。
value

文字列の値。

返り値

このメソッドは、テーブルデータベースではサポートしていません。 このメソッドを TokyoTyrantTable でコールするとエラーと見なされ、 TokyoTyrantException をスローします。
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参考

TokyoTyrant::putNr() - 値を格納する
TokyoTyrant::putKeep() - レコードを書き込む
TokyoTyrant::putCat() - レコードを連結する

TokyoTyrantTable::putShl
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::putShl — レコードを連結する

説明

public void TokyoTyrantTable::putShl ( string $key , string $value , int $width )

このメソッドは、テーブルデータベースではサポートしていません。 このメソッドを TokyoTyrantTable でコールするとエラーと見なされ、 TokyoTyrantException をスローします。

パラメータ
key

文字列のキー。
value

連結する値。
width

レコードの幅。

返り値

このメソッドは、テーブルデータベースではサポートしていません。

参考

TokyoTyrant::put() - 値を格納する
TokyoTyrant::putKeep() - レコードを書き込む
TokyoTyrant::putCat() - レコードを連結する
TokyoTyrantTable::put() - 行を格納する
TokyoTyrantTable::putKeep() - 新しいレコードを書き込む
TokyoTyrantTable::putCat() - 行を連結する

TokyoTyrantTable::setIndex
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantTable::setIndex — インデックスを設定する

説明

public mixed TokyoTyrantTable::setIndex ( string $column , int $type )

指定したカラムにインデックスを設定します。 インデックスの型は、TokyoTyrant::RDBIT_* 定数のいずれかで指定します。TokyoTyrant::RDBIT_VOID を渡すとインデックスを削除します。

パラメータ
column

カラム名。
type

インデックスの型。

返り値

このメソッドは現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。
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目次
TokyoTyrantTable::add — レコードを追加する
TokyoTyrantTable::genUid — 一意な id を生成する
TokyoTyrantTable::get — 行を取得する
TokyoTyrantTable::getIterator — イテレータを取得する
TokyoTyrantTable::getQuery — クエリオブジェクトを取得する
TokyoTyrantTable::out — レコードを削除する
TokyoTyrantTable::put — 行を格納する
TokyoTyrantTable::putCat — 行を連結する
TokyoTyrantTable::putKeep — 新しいレコードを書き込む
TokyoTyrantTable::putNr — 値を格納する
TokyoTyrantTable::putShl — レコードを連結する
TokyoTyrantTable::setIndex — インデックスを設定する

TokyoTyrantQuery クラス
導入
このクラスは、テーブルデータベースへの問い合わせに使用します。

クラス概要
TokyoTyrantQuery implements Iterator , Traversable {
/* メソッド */
public mixed addCond ( string $name , int $op , string $expr )
__construct ( TokyoTyrantTable $table )
public int count ( void )
public array current ( void )
public string hint ( void )
public string key ( void )
public array metaSearch ( array $queries , int $type )
public array next ( void )
public TokyoTyrantQuery out ( void )
public bool rewind ( void )
public array search ( void )
public mixed setLimit ([ int $max [, int $skip ]] )
public mixed setOrder ( string $name , int $type )
public bool valid ( void )
}

TokyoTyrantQuery::addCond
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::addCond — 条件をクエリに追加する

説明

public mixed TokyoTyrantQuery::addCond ( string $name , int $op , string $expr )

条件をクエリに追加します。 条件とは、たとえば「ある式にマッチするすべてのキーを取得する」 といったものです。

パラメータ
name

条件で使うカラムの名前。
op

演算子。TokyoTyrant::RDBQC_* 定数のいずれか。
expr

式。

返り値
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このメソッドは現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery::addCond() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "not here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 検索結果を出力します */
var_dump($query->search());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [1]=>
  array(2) {
    ["column1"]=>
    string(9) "some data"
    ["column2"]=>
    string(14) "something here"
  }
  [4]=>
  array(2) {
    ["column45"]=>
    string(11) "random data"
    ["column2"]=>
    string(25) "something along the lines"
  }
}

参考

Classname::Method()

TokyoTyrantQuery::__construct
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::__construct — 新しいクエリを作成する

説明

TokyoTyrantQuery::__construct ( TokyoTyrantTable $table )

新しいクエリオブジェクトを作成します。

パラメータ
table

アクティブなデータベースに接続している TokyoTyrantTable オブジェクト。

返り値

新しい TokyoTyrantQuery オブジェクトを返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery::__construct() の例
<?php
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

$query = new TokyoTyrantQuery($tt);

/* $query を使って何かをします */
?>

参考

TokyoTyrantTable::getQuery() - クエリオブジェクトを取得する
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TokyoTyrantQuery::count
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

TokyoTyrantQuery::count — レコードを数える

説明

public int TokyoTyrantQuery::count ( void )

クエリが返すレコードの数を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

マッチした行の数を返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery::count() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "not here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 結果を数えます */
var_dump($query->count());
?>

上の例の出力は以下となります。
int(2)

参考

TokyoTyrantQuery::out() - クエリに基づいてレコードを削除する
TokyoTyrantQuery::search() - レコードを検索する
TokyoTyrantQuery::metaSearch() - 複数のクエリからレコードを取得する

TokyoTyrantQuery::current
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::current — 現在の要素を返す

説明

public array TokyoTyrantQuery::current ( void )

現在の要素を返します。Iterator インターフェイスを実装したものです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の行を返します。

例
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例1 TokyoTyrantQuery のイテレータの例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "foobar here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 結果を反復処理します */
foreach ($query as $key => $value) {
    echo "pk: $key, columns: ", count($value) ,"\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
pk: 1, columns: 2
pk: 4, columns: 2

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する

TokyoTyrantQuery::hint
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

TokyoTyrantQuery::hint — クエリのヒント文字列を取得する

説明

public string TokyoTyrantQuery::hint ( void )

クエリのヒント文字列を取得します。 ヒント文字列には、実行されたクエリについての情報が含まれています。 たとえば MySQL の EXPLAIN ステートメントのようなものです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

常に文字列を返します。

例

例1 TokyoTyrantQuery::hint の例
<?php
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);
$tt->vanish();

for ($i = 0; $i < 11; $i++) {
     $tt->put(null, array('a_col' => 'a' . $i, 'b_col' => 'b' . $i));
}

$query = $tt->getQuery();
$query->addCond('a_col', TokyoTyrant::RDBQC_STRBW, 'a');

$query->search();
var_dump($query->hint());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(72) "
scanning the whole table
result set size: 11
leaving the natural order
"

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する
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TokyoTyrantQuery::key
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::key — 現在のキーを返す

説明

public string TokyoTyrantQuery::key ( void )

現在のキーを返します。Iterator インターフェイスを実装したものです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のキーを返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery のイテレータの例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "foobar here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 結果を反復処理します */
foreach ($query as $key => $value) {
    echo "pk: $key, columns: ", count($value) ,"\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
pk: 1, columns: 2
pk: 4, columns: 2

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する

TokyoTyrantQuery::metaSearch
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

TokyoTyrantQuery::metaSearch — 複数のクエリからレコードを取得する

説明

public array TokyoTyrantQuery::metaSearch ( array $queries , int $type )

複数のクエリをデータベース上で実行し、マッチするレコードを返します。 現在のオブジェクトは常に、検索結果の一番左側のオブジェクトとなります。

パラメータ
queries

TokyoTyrantQuery オブジェクトの配列。
type

TokyoTyrant::RDBMS_* 定数のいずれか。

返り値
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マッチする行を返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery::metaSearch() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* テストデータを追加します */
$tt->put('cherry',     array('color' => 'red'));
$tt->put('strawberry', array('color' => 'red'));
$tt->put('apple',      array('color' => 'green'));
$tt->put('lemon',      array('color' => 'yellow'));

/* 最初のクエリ */
$query = $tt->getQuery();
$query->addCond('color', TokyoTyrant::RDBQC_STREQ, 'red')->setOrder('color', TokyoTyrant::RDBQO_STRASC);

/* 次のクエリ */
$query1 = $tt->getQuery();
$query1->addCond('color', TokyoTyrant::RDBQC_STREQ, 'yellow');

/* ふたつのクエリの和集合を取得します */
var_dump($query->metaSearch(array($query1), TokyoTyrant::RDBMS_UNION));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  ["cherry"]=>
  array(1) {
    ["color"]=>
    string(3) "red"
  }
  ["strawberry"]=>
  array(1) {
    ["color"]=>
    string(3) "red"
  }
  ["lemon"]=>
  array(1) {
    ["color"]=>
    string(6) "yellow"
  }
}

参考

TokyoTyrantQuery::search() - レコードを検索する

TokyoTyrantQuery::next
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::next — イテレータを次のエントリに移動する

説明

public array TokyoTyrantQuery::next ( void )

結果セットの次の結果を返します。Iterator インターフェイスを実装したものです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

次の行を返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery のイテレータの例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "foobar here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 結果を反復処理します */
foreach ($query as $key => $value) {
    echo "pk: $key, columns: ", count($value) ,"\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
pk: 1, columns: 2
pk: 4, columns: 2

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する

TokyoTyrantQuery::out
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::out — クエリに基づいてレコードを削除する

説明

public TokyoTyrantQuery TokyoTyrantQuery::out ( void )

クエリにマッチするすべてのレコードを削除します。 検索と同じように動作しますが、結果を返すのではなく結果を削除します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このメソッドは現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery::out() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "foobar here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* マッチするレコードを削除します */
$query->out();
?>

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する

TokyoTyrantQuery::rewind
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::rewind — イテレータを巻き戻す

説明

public bool TokyoTyrantQuery::rewind ( void )

結果セットを巻き戻し、クエリをまだ実行していない場合は実行します。 Iterator インターフェイスを実装したものです。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

TRUE を返します。

例

例1 TokyoTyrantQuery のイテレータの例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "foobar here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 結果を反復処理します */
foreach ($query as $key => $value) {
    echo "pk: $key, columns: ", count($value) ,"\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
pk: 1, columns: 2
pk: 4, columns: 2

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する

TokyoTyrantQuery::search
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::search — レコードを検索する

説明

public array TokyoTyrantQuery::search ( void )

テーブルデータベース上で検索を実行します。 マッチしたレコードを含む、配列の配列を返します。 返される配列の最初のレベルにはデータの主キーが、 そしてその次のレベルに行のデータが格納されます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

マッチした行を返します。エラー時には TokyoTyrantException をスローします。

例

例1 TokyoTyrantQuery::search() の例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "not here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 検索結果を出力します */
var_dump($query->search());
?>
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上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [1]=>
  array(2) {
    ["column1"]=>
    string(9) "some data"
    ["column2"]=>
    string(14) "something here"
  }
  [4]=>
  array(2) {
    ["column45"]=>
    string(11) "random data"
    ["column2"]=>
    string(25) "something along the lines"
  }
}

参考

TokyoTyrantQuery::out() - クエリに基づいてレコードを削除する
TokyoTyrantQuery::metaSearch() - 複数のクエリからレコードを取得する

TokyoTyrantQuery::setLimit
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::setLimit — 結果を制限する

説明

public mixed TokyoTyrantQuery::setLimit ([ int $max [, int $skip ]] )

クエリが返す結果の最大数を設定します。

パラメータ
max

レコードの最大数。デフォルトは -1 です。
skip

先頭から何件のレコードを読み飛ばすか。デフォルトは -1 です。

返り値

このメソッドは現在のオブジェクトを返します。失敗した場合は TokyoTyrantException をスローします。

TokyoTyrantQuery::setOrder
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::setOrder — Orders results

説明

public mixed TokyoTyrantQuery::setOrder ( string $name , int $type )

Sets the order of a query

パラメータ
name

The column name to apply the ordering on.

type

The type can be one of the following constants:

TokyoTyrant::RDBQO_STRASC - String ascending
TokyoTyrant::RDBQO_STRDESC - String descending
TokyoTyrant::RDBQO_NUMASC - Numberic ascending
TokyoTyrant::RDBQO_NUMDESC - String descending
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返り値

This method returns the current object.

TokyoTyrantQuery::valid
(PECL tokyo_tyrant >= 0.1.0)

TokyoTyrantQuery::valid — 現在のアイテムの有効性をチェックする

説明

public bool TokyoTyrantQuery::valid ( void )

現在のアイテムが有効かどうかを調べます。。Iterator インターフェイスを実装したものです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のアイテムが有効な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 TokyoTyrantQuery のイテレータの例
<?php
/* テーブルデータベースに接続します */
$tt = new TokyoTyrantTable("localhost", 1979);

/* 行を追加します */
$tt->put(null, array("column1" => "some data", "column2" => "something here"));
$tt->put(null, array("column1" => "more data", "column2" => "best data this far"));
$tt->put(null, array("column1" => "again data", "column3" => "foobar here"));
$tt->put(null, array("column45" => "random data", "column2" => "something along the lines"));
$tt->put(null, array("column21" => "test data", "column2" => "generating.."));
$tt->put(null, array("column1" => "foobar data", "column2" => "value here"));

/* 新しいクエリオブジェクトを取得します */
$query = $tt->getQuery();

/* 検索条件を追加します */
$query->addCond("column2", TokyoTyrant::RDBQC_STROR, "something");

/* 結果を反復処理します */
foreach ($query as $key => $value) {
    echo "pk: $key, columns: ", count($value) ,"\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
pk: 1, columns: 2
pk: 4, columns: 2

参考

TokyoTyrantQuery::addCond() - 条件をクエリに追加する

目次
TokyoTyrantQuery::addCond — 条件をクエリに追加する
TokyoTyrantQuery::__construct — 新しいクエリを作成する
TokyoTyrantQuery::count — レコードを数える
TokyoTyrantQuery::current — 現在の要素を返す
TokyoTyrantQuery::hint — クエリのヒント文字列を取得する
TokyoTyrantQuery::key — 現在のキーを返す
TokyoTyrantQuery::metaSearch — 複数のクエリからレコードを取得する
TokyoTyrantQuery::next — イテレータを次のエントリに移動する
TokyoTyrantQuery::out — クエリに基づいてレコードを削除する
TokyoTyrantQuery::rewind — イテレータを巻き戻す
TokyoTyrantQuery::search — レコードを検索する
TokyoTyrantQuery::setLimit — 結果を制限する
TokyoTyrantQuery::setOrder — Orders results
TokyoTyrantQuery::valid — 現在のアイテムの有効性をチェックする
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
TokyoTyrant — TokyoTyrant クラス

TokyoTyrant::add — 数値キーを加算する
TokyoTyrant::connect — データベースに接続する
TokyoTyrant::connectUri — データベースに接続する
TokyoTyrant::__construct — 新しい TokyoTyrant オブジェクトを作成する
TokyoTyrant::copy — データベースをコピーする
TokyoTyrant::ext — リモートスクリプトを実行する
TokyoTyrant::fwmKeys — 前方一致でマッチするキーを返す
TokyoTyrant::get — 値を取得する
TokyoTyrant::getIterator — イテレータを取得する
TokyoTyrant::num — データベース内のレコードの数を取得する
TokyoTyrant::out — レコードを削除する
TokyoTyrant::put — 値を格納する
TokyoTyrant::putCat — レコードを連結する
TokyoTyrant::putKeep — レコードを書き込む
TokyoTyrant::putNr — 値を格納する
TokyoTyrant::putShl — レコードを連結する
TokyoTyrant::restore — データベースをリストアする
TokyoTyrant::setMaster — レプリケーションのマスタを設定する
TokyoTyrant::size — 値のサイズを返す
TokyoTyrant::stat — 統計情報を取得する
TokyoTyrant::sync — データベースを同期させる
TokyoTyrant::tune — 接続の値を調節する
TokyoTyrant::vanish — データベースを空にする

TokyoTyrantTable — TokyoTyrantTable クラス
TokyoTyrantTable::add — レコードを追加する
TokyoTyrantTable::genUid — 一意な id を生成する
TokyoTyrantTable::get — 行を取得する
TokyoTyrantTable::getIterator — イテレータを取得する
TokyoTyrantTable::getQuery — クエリオブジェクトを取得する
TokyoTyrantTable::out — レコードを削除する
TokyoTyrantTable::put — 行を格納する
TokyoTyrantTable::putCat — 行を連結する
TokyoTyrantTable::putKeep — 新しいレコードを書き込む
TokyoTyrantTable::putNr — 値を格納する
TokyoTyrantTable::putShl — レコードを連結する
TokyoTyrantTable::setIndex — インデックスを設定する

TokyoTyrantQuery — TokyoTyrantQuery クラス
TokyoTyrantQuery::addCond — 条件をクエリに追加する
TokyoTyrantQuery::__construct — 新しいクエリを作成する
TokyoTyrantQuery::count — レコードを数える
TokyoTyrantQuery::current — 現在の要素を返す
TokyoTyrantQuery::hint — クエリのヒント文字列を取得する
TokyoTyrantQuery::key — 現在のキーを返す
TokyoTyrantQuery::metaSearch — 複数のクエリからレコードを取得する
TokyoTyrantQuery::next — イテレータを次のエントリに移動する
TokyoTyrantQuery::out — クエリに基づいてレコードを削除する
TokyoTyrantQuery::rewind — イテレータを巻き戻す
TokyoTyrantQuery::search — レコードを検索する
TokyoTyrantQuery::setLimit — 結果を制限する
TokyoTyrantQuery::setOrder — Orders results
TokyoTyrantQuery::valid — 現在のアイテムの有効性をチェックする

Cubrid
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Cubrid 関数

dBase
導入
インストール/設定
定義済み定数
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dBase 関数
DB++

導入
インストール/設定
定義済み定数
DB++ 関数

FrontBase
導入
インストール/設定
定義済み定数
FrontBase 関数

filePro
導入
インストール/設定
定義済み定数
filePro 関数

Firebird/InterBase
導入
インストール/設定
定義済み定数
Firebird/InterBase 関数

Informix
導入
インストール/設定
定義済み定数
Informix 関数

IBM DB2 — IBM DB2、Cloudscape および Apache Derby
導入
インストール/設定
定義済み定数
IBM DB2 関数

Ingres — Ingres DBMS, EDBC および Enterprise Access Gateways
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Ingres 関数

MaxDB
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
MaxDB 関数

Mongo
導入
マニュアル
コアクラス群
型
GridFS クラス群
関数
例外

mSQL
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
mSQL 関数

Mssql — Microsoft SQL Server
導入
インストール/設定
定義済み定数
Mssql 関数

MySQL
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
MySQL 関数

Mysqli — MySQL 改良版拡張モジュール
導入
Overview
インストール/設定
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mysqli 拡張モジュールでの持続的接続
定義済み定数
The MySQLi Extension Function Summary
MySQLi — MySQLi クラス
MySQLi_STMT — MySQLi_STMT クラス
The MySQLi_Result class
MySQLi_Driver — MySQLi_Driver クラス
MySQLi_Warning — MySQLi_Warning クラス
エイリアスおよび非推奨の Mysqli 関数

Mysqlnd — MySQL Native Driver
導入
Overview
Installation
実行時設定
Persistent Connections
Statistics
Notes
MySQL Native Driver Plugin API

mysqlnd_qc — Mysqlnd query result cache plugin
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
mysqlnd_qc 関数

OCI8 — Oracle OCI8
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
接続のハンドリング
ドライバでサポートされるデータ型
OCI8 関数
OCI8 廃止されたエイリアスと関数

Ovrimos SQL
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Ovrimos SQL 関数

Paradox — Paradox ファイルアクセス
導入
インストール/設定
定義済み定数
Paradox 関数

PostgreSQL
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
PostgreSQL 関数

SQLite
導入
インストール/設定
定義済の定数
SQLite 関数

SQLite3
導入
インストール/設定
定義済み定数
SQLite3 — SQLite3 クラス
SQLite3Stmt — SQLite3Stmt クラス
SQLite3Result — SQLite3Result クラス

Sybase
導入
インストール/設定
定義済み定数
Sybase 関数

tokyo_tyrant
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
TokyoTyrant — TokyoTyrant クラス
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TokyoTyrantTable — TokyoTyrantTable クラス
TokyoTyrantQuery — TokyoTyrantQuery クラス

抽象化レイヤー
DBA — データベース (dbm 形式) 抽象化レイヤ
dbx
ODBC — ODBC (Unified)
PDO — PHP Data Objects

ベンダー固有のモジュール
Cubrid
dBase
DB++
FrontBase
filePro
Firebird/InterBase
Informix
IBM DB2 — IBM DB2、Cloudscape および Apache Derby
Ingres — Ingres DBMS, EDBC および Enterprise Access Gateways
MaxDB
Mongo
mSQL
Mssql — Microsoft SQL Server
MySQL
Mysqli — MySQL 改良版拡張モジュール
Mysqlnd — MySQL Native Driver
mysqlnd_qc — Mysqlnd query result cache plugin
OCI8 — Oracle OCI8
Ovrimos SQL
Paradox — Paradox ファイルアクセス
PostgreSQL
SQLite
SQLite3
Sybase
tokyo_tyrant

ファイルシステム

ダイレクト IO

導入
PHP は、POSIX 標準(第 6 章)に記述されたダイレクト IO 関数をサポートします。 これらは、C 言語のストリーム I/O 関数 (fopen(), fread(),..) よりも低レベルの I/O 関数の実装です。 DIO 関数の使用は、あるデバイスを直接制御することが必要な場合のみ考えるべきです。
その他の場合は、標準の ファイルシステム関数の方が適切です。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

この拡張モジュールは、Windows プラットフォーム上では PHP 5.0.0 以降でのみ使用可能です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

http://pecl.php.net/
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外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/dio.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは、1 種類のリソース型、すなわち dio_open() により返されるファイル記述子が定義されています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

F_DUPFD (integer)

F_GETFD (integer)

F_GETFL (integer)

F_GETLK (integer)

F_GETOWN (integer)

F_RDLCK (integer)

F_SETFL (integer)

F_SETLK (integer)

F_SETLKW (integer)

F_SETOWN (integer)

F_UNLCK (integer)

F_WRLCK (integer)

O_APPEND (integer)

O_ASYNC (integer)

O_CREAT (integer)

O_EXCL (integer)

O_NDELAY (integer)

O_NOCTTY (integer)

O_NONBLOCK (integer)

O_RDONLY (integer)

O_RDWR (integer)

O_SYNC (integer)

O_TRUNC (integer)

O_WRONLY (integer)

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/dio
http://pecl.php.net/package/dio
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S_IRGRP (integer)

S_IROTH (integer)

S_IRUSR (integer)

S_IRWXG (integer)

S_IRWXO (integer)

S_IRWXU (integer)

S_IWGRP (integer)

S_IWOTH (integer)

S_IWUSR (integer)

S_IXGRP (integer)

S_IXOTH (integer)

S_IXUSR (integer)

ダイレクト IO 関数

dio_close
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_close — fd で指定したファイル記述子を閉じる

説明

void dio_close ( resource $fd )

関数 dio_close() は、ファイル記述子 fd を閉じます。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。

返り値

値を返しません。

例

例1 開いているファイル記述子を閉じる
<?php
$fd = dio_open('/dev/ttyS0', O_RDWR);

dio_close($fd);
?>

参考

dio_open() - C ライブラリの入出力ストリーム関数が許すよりも低レベルでファイルをオープンする (必要ならファイルを作成する)

dio_fcntl
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_fcntl — fd について C ライブラリの fcntl を実行する

説明
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mixed dio_fcntl ( resource $fd , int $cmd [, mixed $args ] )

関数 dio_fcntl() は、ファイル記述子 fd において cmd で指定された処理を行います。いくつかのコマンドでは、オプションの引数 args の指定が必要となります。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。
cmd

以下の処理のいずれか。

F_SETLK - ロックが設定あるいはクリアされます。 ロックが他の誰かに設定されている場合、dio_fcntl() は -1 を返します。

F_SETLKW - F_SETLK と似ていますが、ロックが他の誰かに設定されている場合は dio_fcntl() はそのロックが開放されるまで待ちます。

F_GETLK - dio_fcntl() は、他の誰かがロックを妨げる場合、（上で述べた）連想配列を返します。 妨げるものがない場合、キー "type" は F_UNLCK に設定されます。

F_DUPFD - args 以上で最小のファイル記述子を探し、それを返します。

F_SETFL - ファイル記述子のフラグを args で指定した値に設定します。指定できる値は O_APPEND、O_NONBLOCK あるいは O_ASYNC のいずれかです。 O_ASYNC を使用するには、 PCNTL 拡張モジュールが必要です。
args

args は連想配列で、 cmd が F_SETLK あるいは F_SETLLW の際に以下のキーを保持します。

"start" - ロックを開始するオフセット。

"length" - ロックする領域の大きさ。ゼロはファイルの終端までを意味します。

"wenth" - l_start の相対位置指定。 SEEK_SET、 SEEK_END および SEEK_CUR のいずれか。

"type" - ロックの種類。F_RDLCK（読み込み ロック）、F_WRLCK（書き込みロック）あるいは F_UNLCK（ロック解除）のいずれか。

返り値

C ライブラリをコールした結果を返します。

例

例1 ロックの設定と解除
<?php

$fd = dio_open('/dev/ttyS0', O_RDWR);

if (dio_fcntl($fd, F_SETLK, Array("type"=>F_WRLCK)) == -1) {
   // ファイル記述子がロックされている
   echo "ロックを解除できません。別のプロセスによってロックされています。";
} else {
   echo "ロックが正常に設定/解除できました。";
}

dio_close($fd);
?>

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

dio_open
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_open — C ライブラリの入出力ストリーム関数が許すよりも低レベルでファイルをオープンする (必要ならファイルを作成する)

説明

resource dio_open ( string $filename , int $flags [, int $mode = 0 ] )

dio_open() は、ファイルをオープンして そのファイル記述子を返します。

パラメータ
filename

オープンするファイルのパス。
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flags

flags パラメータには、 以下のフラグの組み合わせを指定します。 この値は、O_RDONLY、O_WRONLY、 あるいは O_RDWR のいずれかでなければなりません。 さらに、このリストからその他の値を組み合わせることもできます。

O_RDONLY - 読み込み専用でファイルをオープンします。

O_WRONLY - 書き込み専用でファイルをオープンします。

O_RDWR - 読み書き両用でファイルをオープンします。

O_CREAT - ファイルが存在しなければ 新しいファイルを作成します。

O_EXCL - O_CREAT および O_EXCL をともに指定すると、 すでにファイルが存在する場合に dio_open() が失敗します。

O_TRUNC - すでにファイルが存在し、書き込み アクセス用にオープンされている場合、ファイルの長さをゼロに切り詰めます。

O_APPEND - 書き込み時は、ファイルの終端に 追記します。

O_NONBLOCK - 非ブロッキングモードを指定します。

O_NOCTTY - TTY デバイスファイルをオープンするときに、 オープンしたファイルをプロセスが自動的に制御端末としないようにします。
mode

flags が O_CREAT を含む場合に、mode でファイルのモード (作成許可) を指定します。O_CREAT が指定されている場合には Mode が必須となり、それ以外の場合は無視されます。

ファイルを作成したときに実際に設定されるモードは、プロセスの umask 設定によって変わります。

返り値

ファイル記述子を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 ファイル記述子をオープンする
<?php

$fd = dio_open('/dev/ttyS0', O_RDWR | O_NOCTTY | O_NONBLOCK);

dio_close($fd);
?>

参考

dio_close() - fd で指定したファイル記述子を閉じる

dio_read
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_read — ファイル記述子からバイトデータを読み込む

説明

string dio_read ( resource $fd [, int $len = 1024 ] )

関数 dio_read() は 記述子 fd で示されるファイルから len バイトを読み込み、それを返します。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。
len

読み込むバイト数。指定されなかった場合は dio_read() は 1K サイズのブロックを読み込みます。

返り値

fd から読み込んだバイトデータを返します。

参考

dio_write() - オプションで丸め長さを指定してデータを書き込む
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dio_seek
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_seek — fd 上で whence から pos に移動する

説明

int dio_seek ( resource $fd , int $pos [, int $whence = SEEK_SET ] )

関数 dio_seek() は、指定されたファイル記述子の ファイル内の位置を変更する際に使用されます。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。
pos

新しい位置。
whence

位置 pos をどのように解釈するかを指示します。

SEEK_SET（デフォルト）- pos がファイル先頭からの位置であることを 指定します。

SEEK_CUR - pos が現在のファイル位置からの文字数である ことを指定します。このカウントは正にも負にもなりえます。

SEEK_END - pos がファイル終端からの文字数であることを 指定します。負の値は、現在のファイルの範囲内の位置を指定します。 正の値は、現在のファイル終端を越えた位置を指定します。ファイル終端を 超える位置を指定して実際にデータを書き込んだ場合、ファ
イルは その位置までゼロバイトで埋めて拡張されます。

返り値

例

例1 ファイル内の位置の指定
<?php

$fd = dio_open('/dev/ttyS0', O_RDWR);

dio_seek($fd, 10, SEEK_SET);
// ファイル先頭から 10 文字目
dio_seek($fd, -2, SEEK_CUR);
// ファイル先頭から 8 文字目
dio_seek($fd, -5, SEEK_END);
// ファイル終端から 5 文字戻ったところ
dio_seek($fd, 10, SEEK_END);
// ファイル終端からさらに 10 文字進んだところ。
// ファイル終端と現在の位置の間は ゼロ で埋められる。
dio_close($fd);
?>

dio_stat
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_stat — ファイル記述子 fd に関する stat 情報を取得する

説明

array dio_stat ( resource $fd )

dio_stat() は、与えられたファイル記述子に関する 情報を返します。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。

返り値
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以下のキーを含む連想配列を返します。

"device" - デバイス

"inode" - i ノード

"mode" - モード

"nlink" - ハードリンク数

"uid" - ユーザ ID

"gid" - グループ ID

"device_type" - デバイス型（inode デバイスの場合）

"size" - サイズ（バイト数）

"blocksize" - ブロック長

"blocks" - 割り当てられたブロック数

"atime" - 最終アクセス時刻

"mtime" - 最終更新時刻

"ctime" - 最終変更時刻

エラー時には dio_stat() は NULL を返します。

dio_tcsetattr
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_tcsetattr — シリアルポートの端末属性とボーレートを設定する

説明

bool dio_tcsetattr ( resource $fd , array $options )

dio_tcsetattr() は、オープンした fd の端末属性とボーレートを指定します。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。
options

現在使用可能なオプションは以下のとおりです。

'baud' - ポートのボーレート - とりうる値は 38400,19200,9600,4800,2400,1800, 1200,600,300,200,150,134,110,75 あるいは 50 で、デフォルト値は 9600 。

'bits' - データビット - とりうる値は 8,7,6 あるいは 5 で、デフォルト値は 8 。

'stop' - ストップビット - とりうる値は 1 あるいは 2 で、デフォルト値は 1 。

'parity' - とりうる値は 0,1 あるいは 2 で、デフォルト値は 0 。

返り値

値を返しません。

例

例1 シリアルポートのボーレートを設定する
<?php

$fd = dio_open('/dev/ttyS0', O_RDWR | O_NOCTTY | O_NONBLOCK);

dio_fcntl($fd, F_SETFL, O_SYNC);

dio_tcsetattr($fd, array(
  'baud' => 9600,
  'bits' => 8,
  'stop'  => 1,
  'parity' => 0
)); 
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while (1) {

  $data = dio_read($fd, 256);

  if ($data) {
      echo $data;
  }
} 

?>

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

dio_truncate
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_truncate — ファイル記述子 fd をオフセットバイトへ丸める

説明

bool dio_truncate ( resource $fd , int $offset )

dio_truncate() は、ファイルの大きさを 最大 offset バイトまでに丸めます。

ファイルがこのサイズより大きかった場合は、残りのデータは失われます。 ファイルがこのサイズより小さかった場合は、ファイルがそのままになるか 拡張されるかは未定義です。後者の場合、拡張された部分のデータはゼロと なります。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。
offset

オフセットのバイト数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

dio_write
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5)

dio_write — オプションで丸め長さを指定してデータを書き込む

説明

int dio_write ( resource $fd , string $data [, int $len = 0 ] )

dio_write() は、data から最大 len バイトを ファイル fd に書き込みます。

パラメータ
fd

dio_open() が返すファイル記述子。
data

書き込むデータ。
len

書き込むデータのバイト長。指定しなかった場合は、データ全体を 指定したファイルに書き込みます。

返り値
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fd に書き込んだバイト数を返します。

参考

dio_read() - ファイル記述子からバイトデータを読み込む

目次
dio_close — fd で指定したファイル記述子を閉じる
dio_fcntl — fd について C ライブラリの fcntl を実行する
dio_open — C ライブラリの入出力ストリーム関数が許すよりも低レベルでファイルをオープンする (必要ならファイルを作成する)
dio_read — ファイル記述子からバイトデータを読み込む
dio_seek — fd 上で whence から pos に移動する
dio_stat — ファイル記述子 fd に関する stat 情報を取得する
dio_tcsetattr — シリアルポートの端末属性とボーレートを設定する
dio_truncate — ファイル記述子 fd をオフセットバイトへ丸める
dio_write — オプションで丸め長さを指定してデータを書き込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
ダイレクト IO 関数

dio_close — fd で指定したファイル記述子を閉じる
dio_fcntl — fd について C ライブラリの fcntl を実行する
dio_open — C ライブラリの入出力ストリーム関数が許すよりも低レベルでファイルをオープンする (必要ならファイルを作成する)
dio_read — ファイル記述子からバイトデータを読み込む
dio_seek — fd 上で whence から pos に移動する
dio_stat — ファイル記述子 fd に関する stat 情報を取得する
dio_tcsetattr — シリアルポートの端末属性とボーレートを設定する
dio_truncate — ファイル記述子 fd をオフセットバイトへ丸める
dio_write — オプションで丸め長さを指定してデータを書き込む

ディレクトリ

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。
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リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

DIRECTORY_SEPARATOR (string)
PATH_SEPARATOR (string)

注意: PATH_SEPARATOR は PHP 4.3.0-RC2 で導入されました。

ディレクトリ 関数

参考
dirname(), is_dir(), mkdir(), rmdir()等の関数については、 ファイルシステム の節を参照ください。

chdir
(PHP 4, PHP 5)

chdir — ディレクトリを変更する

説明

bool chdir ( string $directory )

PHP のカレントディレクトリを directory に変更します。

パラメータ
directory

新しいカレントディレクトリ

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 chdir() の例
<?php

// カレントディレクトリ
echo getcwd() . "\n";

chdir('public_html');

// カレントディレクトリ
echo getcwd() . "\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/home/vincent
/home/vincent/public_html

注意

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は、 操作を行うディレクトリが、実行するスクリプトと同じ UID (所有者)を有しているか どうかを確認します。

参考

getcwd() - カレントのワーキングディレクトリを取得する
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chroot
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

chroot — ルートディレクトリを変更する

説明

bool chroot ( string $directory )

カレントのプロセスのルートディレクトリを directoryに変更します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意:

使用しているシステムがサポートし、 かつCLI,CGI,Embed SAPIを使用している場合でのみ この関数は有効です。

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

dir
(PHP 4, PHP 5)

dir — ディレクトリクラスのインスタンスを返す

説明

Directory {
string $path ;
resource $handle ;
string read ( void )
void rewind ( void )
void close ( void )
}

ディレクトリを読むための疑似オブジェクト指向の機構です。 指定した directory がオープンされます。 いったんディレクトリがオープンされると、2 つのプロパティを使用 できるようになります。handle プロパティは、readdir (), rewinddir(), closedir() のような他の
ディレクトリ関数と組み合わせて 使用可能です。path プロパティには、オープンするディレクトリのパス がセットされます。read, rewind, close の 3 種類のメソッドが 使用できます。

例

例1 dir() の例

以下の例で、dir::read() の返り値をどのように調べているかに 注目してください。返り値が FALSE と一致することを、明示的に （値が等しく、かつ型も等しい - 詳細は 比較演算子 を参照ください）調べています。なぜなら、そうしないと FALSE と評価されてしまうディレク
トリエントリがあった場合にループが とまってしまうからです。
<?php
$d = dir("/etc/php5");
echo "Handle: " . $d->handle . "\n";
echo "Path: " . $d->path . "\n";
while (false !== ($entry = $d->read())) {
   echo $entry."\n";
}
$d->close();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Handle: Resource id #2
Path: /etc/php5
.
..
apache
cgi
cli

注意

注意:

読み込みにより返されるディレクトリエントリの順番は、システムに依存します。

closedir
(PHP 4, PHP 5)
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closedir — ディレクトリハンドルをクローズする

説明

void closedir ([ resource $dir_handle ] )

dir_handle で指定したディレクトリのストリームをクローズします。このストリームは、 opendir()により事前にオープンされていなければ なりません。

パラメータ
dir_handle

opendir() が事前にオープンした ディレクトリハンドルリソース。 ディレクトリハンドルを指定しなかった場合は、 opendir() が最後にオープンしたものを使用します。

例

例1 closedir() の例
<?php
$dir = "/etc/php5/";

// 既知のディレクトリをオープンし、変数にディレクトリを読み込んで閉じる
if (is_dir($dir)) {
    if ($dh = opendir($dir)) {
        $directory = readdir($dh);
        closedir($dh);
    }
}
?>

getcwd
(PHP 4, PHP 5)

getcwd — カレントのワーキングディレクトリを取得する

説明

string getcwd ( void )

カレントのワーキングディレクトリを返します。

返り値

成功時はカレントのワーキングディレクトリを返します。 失敗時は FALSE を返します。

いくつかの UNIX の派生系では、親ディレクトリが読み込めない、 もしくは検索モードが設定されている場合、カレントディレクトリが可能だとしても getcwd() は FALSE を返します。 モードと権限についての詳細は、chmod() を参照ください。

例

例1 getcwd() の例
<?php

// カレントディレクトリ
echo getcwd() . "\n";

chdir('cvs');

// カレントディレクトリ
echo getcwd() . "\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/home/didou
/home/didou/cvs

参考

chdir() - ディレクトリを変更する
chmod() - ファイルのモードを変更する

opendir
(PHP 4, PHP 5)

opendir — ディレクトリハンドルをオープンする
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説明

resource opendir ( string $path [, resource $context ] )

ディレクトリハンドルをオープンします。このハンドルは、この後 closedir(), readdir(), rewinddir() 関数コールで使用されます。

パラメータ
path

オープンするディレクトリのパス。
context

context パラメータの詳細については マニュアルのストリーム を参照ください。

返り値

成功した場合にディレクトリハンドルの resource 、 失敗した場合に FALSE を返します。

path が有効なディレクトリでないかまたは権限が 制限されているかファイルシステムのエラーによりディレクトリが オープンできない場合、opendir() は FALSE を返し、 E_WARNING エラーが発行されます。 opendir() のこのエラー出力は、 関数名の前に '@' を付けること
により抑制できます。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 path が ftp:// URL ラッパをサポートします。
4.3.0 path に、ディレクトリの一覧表示をサポートする URL を指定することが可能です。しかし、PHP 4 では file:// URL ラッパのみをサポートしています。

例

例1 opendir() の例
<?php
$dir = "/etc/php5/";

// 既知のディレクトリをオープンし、その内容を読み込みます。
if (is_dir($dir)) {
    if ($dh = opendir($dir)) {
        while (($file = readdir($dh)) !== false) {
            echo "filename: $file : filetype: " . filetype($dir . $file) . "\n";
        }
        closedir($dh);
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
filename: . : filetype: dir
filename: .. : filetype: dir
filename: apache : filetype: dir
filename: cgi : filetype: dir
filename: cli : filetype: dir

参考

is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
readdir() - ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
Dir

readdir
(PHP 4, PHP 5)

readdir — ディレクトリハンドルからエントリを読み込む

説明

string readdir ([ resource $dir_handle ] )

ディレクトリから次のファイルのファイル名を返します。 ファイル名はファイルシステム上に格納されている順番で返されます。

パラメータ
dir_handle

opendir() が事前にオープンした ディレクトリハンドルリソース。 ディレクトリハンドルを指定しなかった場合は、 opendir() が最後にオープンしたものを使用します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

成功した場合にファイル名、失敗した場合に FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 ディレクトリ内の全てのファイルのリストを得る

以下の例で、readdir() の返り値をどのように調べているかに 注目してください。返り値が FALSE と一致することを、明示的に （値が等しく、かつ型も等しい - 詳細は 比較演算子 を参照ください）調べています。なぜなら、そうしないと FALSE と評価されてしまうディレクト
リエントリ （例: "0" という名前のディレクトリ）があった場合にループが とまってしまうからです。
<?php

if ($handle = opendir('/path/to/files')) {
    echo "Directory handle: $handle\n";
    echo "Files:\n";

    /* ディレクトリをループする際の正しい方法です */
    while (false !== ($file = readdir($handle))) {
        echo "$file\n";
    }

    /* ディレクトリをループする際の「間違った」方法です */
    while ($file = readdir($handle)) {
        echo "$file\n";
    }

    closedir($handle);
}
?>

例2 カレントディレクトリの全てのファイルを一覧する。ただし . および .. は取り除く
<?php
if ($handle = opendir('.')) {
    while (false !== ($file = readdir($handle))) {
        if ($file != "." && $file != "..") {
            echo "$file\n";
        }
    }
    closedir($handle);
}
?>

参考

is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
glob() - パターンにマッチするパス名を探す
opendir() - ディレクトリハンドルをオープンする
scandir() - 指定されたパスのファイルとディレクトリのリストを取得する

rewinddir
(PHP 4, PHP 5)

rewinddir — ディレクトリハンドルを元に戻す

説明

void rewinddir ([ resource $dir_handle ] )

dir_handle で指定されたディレクトリの ストリームをディレクトリの先頭にリセットします。

パラメータ
dir_handle

opendir() が事前にオープンした ディレクトリハンドルリソース。 ディレクトリハンドルを指定しなかった場合は、 opendir() が最後にオープンしたものを使用します。

scandir
(PHP 5)

scandir — 指定されたパスのファイルとディレクトリのリストを取得する

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

array scandir ( string $directory [, int $sorting_order = 0 [, resource $context ]] )

directory 内のファイルおよびディレクトリを 配列で返します。

パラメータ
directory

調べるディレクトリ。
sorting_order

デフォルトでは、ソート順はアルファベット昇順です。 オプションの sorting_order にゼロ以外を設定した場合、ソート順はアルファベット降順になります。
context

context パラメータの説明については、 マニュアルのストリーム を参照ください。

返り値

成功した場合にファイル名の配列、失敗した場合に FALSE を返します。 directory がディレクトリではない場合は、 FALSE を返し、E_WARNING レベルのエラーを 発行します。

例

例1 scandir() の簡単な例
<?php
$dir    = '/tmp';
$files1 = scandir($dir);
$files2 = scandir($dir, 1);

print_r($files1);
print_r($files2);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => .
    [1] => ..
    [2] => bar.php
    [3] => foo.txt
    [4] => somedir
)
Array
(
    [0] => somedir
    [1] => foo.txt
    [2] => bar.php
    [3] => ..
    [4] => .
)

例2 PHP 4 での scandir() の代用方法
<?php
$dir = "/tmp";
$dh  = opendir($dir);
while (false !== ($filename = readdir($dh))) {
    $files[] = $filename;
}

sort($files);

print_r($files);

rsort($files);

print_r($files);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => .
    [1] => ..
    [2] => bar.php
    [3] => foo.txt
    [4] => somedir
)
Array
(
    [0] => somedir
    [1] => foo.txt
    [2] => bar.php
    [3] => ..
    [4] => .
)

注意

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。
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参考

opendir() - ディレクトリハンドルをオープンする
readdir() - ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
glob() - パターンにマッチするパス名を探す
is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
sort() - 配列をソートする

目次
chdir — ディレクトリを変更する
chroot — ルートディレクトリを変更する
dir — ディレクトリクラスのインスタンスを返す
closedir — ディレクトリハンドルをクローズする
getcwd — カレントのワーキングディレクトリを取得する
opendir — ディレクトリハンドルをオープンする
readdir — ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
rewinddir — ディレクトリハンドルを元に戻す
scandir — 指定されたパスのファイルとディレクトリのリストを取得する

インストール/設定
要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
ディレクトリ 関数

chdir — ディレクトリを変更する
chroot — ルートディレクトリを変更する
dir — ディレクトリクラスのインスタンスを返す
closedir — ディレクトリハンドルをクローズする
getcwd — カレントのワーキングディレクトリを取得する
opendir — ディレクトリハンドルをオープンする
readdir — ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
rewinddir — ディレクトリハンドルを元に戻す
scandir — 指定されたパスのファイルとディレクトリのリストを取得する

ファイル情報

導入
このモジュールの関数は、ファイル内の特定の位置から magic バイトシーケンスを見つけることで、 ファイルの content type とエンコーディングを推測します。 これは完全な手法ではありませんが、経験上かなりうまく動作しています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP 5.3.0 より前のバージョンでは、この拡張モジュールをビルドするには magic_open ライブラリが必要です。

インストール手順
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この拡張モジュールは、PHP 5.3.0 以降デフォルトで有効となります。 それまでは fileinfo は PECL 拡張モジュールでしたが、もう PECL ではメンテナンスされていません。 5.3 より前のバージョンでは、 » メンテナンスが終了した PECL 拡張モジュール を使うこともできま
す。

Windows ユーザがこの拡張モジュールを使うには、同梱されている DLL ファイル php_fileinfo.dll を php.ini で有効にしなければなりません。

libmagic ライブラリは PHP に同梱されていますが、PHP 用に変更されています。 libmagic へのパッチは libmagic.patch で、これは PHP fileinfo 拡張モジュールのソースの中に含まれています。

同梱されている libmagic ライブラリの更
新履歴

PHP バージョン libmagic バージョン注意
5.3.2 5.03  
5.3.0 5.02  

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
Fileinfo 拡張モジュールでは、一種類のリソースが使用されています。 それは、finfo_open() が返す magic データベース記述子です。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FILEINFO_NONE (integer)
特別な処理を行いません。

FILEINFO_SYMLINK (integer)
シンボリックリンクのリンク先をたどります。

FILEINFO_MIME_TYPE (integer)
mime タイプを返します。 PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

FILEINFO_MIME_ENCODING (integer)
ファイルの mime エンコーディングを返します。 PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

FILEINFO_MIME (integer)
RFC 2045 で定義された mime タイプと mime エンコーディングを返します。

FILEINFO_COMPRESS (integer)
圧縮されたファイルを伸張します。 スレッドセーフに関連する問題のため、PHP 5.3.0 以降は無効化されています。

FILEINFO_DEVICES (integer)
ブロックデバイスあるいはキャラクタデバイスの内容を探します。

FILEINFO_CONTINUE (integer)
最初に見つかったものだけでなく、一致するものをすべて返します。

FILEINFO_PRESERVE_ATIME (integer)
可能な限り、元の最終アクセス時刻を保持します。

FILEINFO_RAW (integer)
表示できない文字を \ooo 形式の 8 進表現に変換しません。

Fileinfo 関数

finfo_buffer
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL fileinfo >= 0.1.0)

finfo_buffer — 文字列バッファの情報を返す

説明

手続き型

string finfo_buffer ( resource $finfo , string $string = NULL [, int $options = FILEINFO_NONE [, resource $context = NULL ]] )

オブジェクト指向型

http://pecl.php.net/package/fileinfo
http://pecl.php.net/package/fileinfo
http://pecl.php.net/package/fileinfo
http://pecl.php.net/package/fileinfo
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string finfo::buffer ( string $string = NULL [, int $options = FILEINFO_NONE [, resource $context = NULL ]] )

この関数は、バイナリデータの情報を文字列形式で返すために使用します。

パラメータ
finfo

finfo_open() が返す fileinfo リソース。
string

調べるファイルの内容。
options

ひとつあるいは複数のFileinfo 定数の組み合わせ。
context

返り値

string のテキスト表現、あるいはエラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 finfo_buffer() の例
<?php
$finfo = new finfo(FILEINFO_MIME);
echo $finfo->buffer($_POST["script"]) . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
application/x-sh; charset=us-ascii

参考

finfo_file() - ファイルについての情報を返す

finfo_close
(PHP >= 5.3.0, PECL fileinfo >= 0.1.0)

finfo_close — fileinfo リソースを閉じる

説明

手続き型

bool finfo_close ( resource $finfo )

オブジェクト指向型

finfo::__destruct ( void )

この関数は、finfo_open() がオープンしたリソースを閉じます。

パラメータ
finfo

finfo_open() が返す fileinfo リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

finfo_file
(PHP >= 5.3.0, PECL fileinfo >= 0.1.0)

finfo_file — ファイルについての情報を返す
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説明

手続き型

string finfo_file ( resource $finfo , string $file_name = NULL [, int $options = FILEINFO_NONE [, resource $context = NULL ]] )

オブジェクト指向型

string finfo::file ( string $file_name = NULL [, int $options = FILEINFO_NONE [, resource $context = NULL ]] )

この関数は、ファイルについての情報を返すために使用します。

パラメータ
finfo

finfo_open() が返す fileinfo リソース。
file_name

調べるファイルの名前。
options

ひとつあるいは複数のFileinfo 定数の組み合わせ。
context

contexts の説明については、ストリーム 関数 を参照ください。

返り値

filename のテキスト表現、あるいはエラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 finfo_file() の例
<?php
$finfo = finfo_open(FILEINFO_MIME_TYPE); // mimetype 拡張モジュール風に mime タイプを返します
foreach (glob("*") as $filename) {
    echo finfo_file($finfo, $filename) . "\n";
}
finfo_close($finfo);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
text/html
image/gif
application/vnd.ms-excel

参考

finfo_buffer() - 文字列バッファの情報を返す

finfo_open

finfo->__construct
(PHP >= 5.3.0, PECL fileinfo >= 0.1.0)

finfo_open -- finfo->__construct — 新しい fileinfo リソースを作成する

説明

手続き型

resource finfo_open ([ int $options = FILEINFO_NONE [, string $magic_file = NULL ]] )

オブジェクト指向型 (コンストラクタ)

finfo::__construct ([ int $options = FILEINFO_NONE [, string $magic_file = NULL ]] )

この関数は、magic データベースをオープンしてそのリソースを返します。

パラメータ
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options

ひとつあるいは複数のFileinfo 定数の組み合わせ。
magic_file

magic データベースファイルの名前。通常は /path/to/magic.mime のようになります。 指定されなかった場合は、環境変数 MAGIC の値が使用されます。この環境変数も設定されていない場合、 /usr/share/misc/magic をデフォルトで使用します。 必要に応じ
て、.mime や .mgc が追加されます。

NULL あるいは空文字列は、デフォルト値と同じ意味となります。

返り値

成功した場合に magic データベースリソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 オブジェクト指向型
<?php
$finfo = new finfo(FILEINFO_MIME, "/usr/share/misc/magic"); // return mime type ala mimetype extension

if (!$finfo) {
    echo "fileinfo データベースのオープンに失敗しました";
    exit();
}

/* 指定したファイルの mime タイプを取得します */
$filename = "/usr/local/something.txt";
echo $finfo->file($filename);

?>

例2 手続き型
<?php
$finfo = finfo_open(FILEINFO_MIME, "/usr/share/misc/magic"); // return mime type ala mimetype extension

if (!$finfo) {
    echo "fileinfo データベースのオープンに失敗しました";
    exit();
}

/* 指定したファイルの mime タイプを取得します */
$filename = "/usr/local/something.txt";
echo finfo_file($finfo, $filename);

/* 接続を閉じます */
finfo_close($finfo);
?>

上の例の出力は以下となります。
text/plain; charset=us-ascii

参考

finfo_close() - fileinfo リソースを閉じる

finfo_set_flags
(PHP >= 5.3.0, PECL fileinfo >= 0.1.0)

finfo_set_flags — libmagic のオプションを設定する

説明

手続き型

bool finfo_set_flags ( resource $finfo , int $options )

オブジェクト指向型

bool finfo::set_flags ( int $options )

この関数は、さまざまな Fileinfo オプションを設定します。 finfo_open() やその他の Fileinfo 関数で、 オプションを直接指定することも可能です。

パラメータ
finfo

finfo_open() が返す fileinfo リソース。
options

ひとつあるいは複数のFileinfo 定数の組み合わせ。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

mime_content_type
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mime_content_type — ファイルの MIME Content-type を検出する (非推奨)

説明

string mime_content_type ( string $filename )

magic.mime ファイルの情報を用いて、 ファイルの MIME content type を返します。

パラメータ
filename

調べるファイルへのパス。

返り値

Content type を MIME 形式で返します。 たとえば text/plain あるいは application/octet-stream のような形式です。

注意

警告

この関数は非推奨です。PECL 拡張モジュール Fileinfo が、同等の機能 (それ以上のもの) をもっときれいな方法で提供しています。

例

例1 mime_content_type() の例
<?php
echo mime_content_type('php.gif') . "\n";
echo mime_content_type('test.php');
?>

上の例の出力は以下となります。
image/gif
text/plain

参考

Fileinfo を代わりに使用してください。

目次
finfo_buffer — 文字列バッファの情報を返す
finfo_close — fileinfo リソースを閉じる
finfo_file — ファイルについての情報を返す
finfo_open — 新しい fileinfo リソースを作成する
finfo_set_flags — libmagic のオプションを設定する
mime_content_type — ファイルの MIME Content-type を検出する (非推奨)

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Fileinfo 関数

finfo_buffer — 文字列バッファの情報を返す
finfo_close — fileinfo リソースを閉じる
finfo_file — ファイルについての情報を返す
finfo_open — 新しい fileinfo リソースを作成する
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finfo_set_flags — libmagic のオプションを設定する
mime_content_type — ファイルの MIME Content-type を検出する (非推奨)

ファイルシステム

導入
この拡張モジュールを構築するには外部ライブラリを必要としませんが、 Linux 上で LFS (ラージファイル) をサポートする PHP を希望する場合は、 最新の glibc を入手し、次のコンパイラフラグ -D_LARGEFILE_SOURCE -D_FILE_OFFSET_BITS=64 を付けて PHP をコンパイ
ルする必要があります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

ファイルシステムおよびストリーム設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

allow_url_fopen "1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.3.4 では PHP_INI_ALL、PHP < 6 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.0.4 から利用可能です。
allow_url_include "0" PHP_INI_ALL PHP 5 では PHP_INI_SYSTEM。PHP 5.2.0 から利用可能です。
user_agent NULL PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能です。
default_socket_timeout "60" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能です。
from "" PHP_INI_ALL  
auto_detect_line_endings "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能です。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

allow_url_fopen boolean

このオプションにより、URL対応のfopenラッパーが使用可能となり、 ファイルのようにURLオブジェクトをアクセスできるようになります。 デフォルトのラッパーが、ftpまたはhttpプロトコルを用いて リモートファイルに アクセスするために提供されています。zlibの
ようないくつかの拡張モジュールが ラッパーを追加することがあります。

注意:

この設定はセキュリティ上の理由で php.ini 中でのみ設定可能です。

注意:

このオプションは、バージョン4.0.3のリリース直後に追加されました。 4.0.3を含む以前のバージョンでは、この機能は、設定スイッチ --disable-url-fopen-wrapperを使用することに より、コンパイル時にのみ無効にすることができます。

警告

PHP 4.3より前のWindows版では、以下の関数は、リモートファイルの アクセスをサポートしません。: include(), include_once(), require(), require_once(), GD および Image 関数 拡張モジュールの imagecreatefromXXX

allow_url_include boolean
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このオプションを指定すると include()、include_once()、 require()、require_once() で URL 対応の fopen ラッパーが使用できるようになります。

注意:

この設定を使用するには、allow_url_fopen が on でないといけません。

user_agent string

送信する PHP 用のユーザエージェントを定義します。

default_socket_timeout integer

ソケットベースのストリームのデフォルトの有効時間(単位は秒)を定義します。

注意: この設定は、PHP 4.3で追加されました。

from string

認証なしの FTP 接続で使ったり、あるいは HTTP 接続の From ヘッダで使ったりするためのメールアドレス。 それぞれ、ftp ラッパーおよび http ラッパーに対応します。

auto_detect_line_endings boolean

onにした場合、PHPは fgets() および file() により読み込まれたデータを評価し、UNIX、MS-DOS、Machintoshの行末 表記を使用しているかどうかを調べます。

これにより、PHPがMacintoshシステムと相互運用できるようになりますが、 デフォルトはOffとなっています。これは、最初の行の行末表記を検出 する際にごく僅かな性能劣化があるためと、UNIXシステムのもとで復改 文字を項目セパレータとして使用している人が従
来のバージョンと互換 性がない動作であると感じる可能性があるためです。

注意: この設定オプションは、PHP 4.3で追加されました。

リソース型
ファイルシステム関数では、ストリームリソースを用います。 ストリームに関するドキュメントは、ひとつの章として独立しています。 ストリーム を参照ください。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

GLOB_BRACE (integer)
GLOB_ONLYDIR (integer)
GLOB_MARK (integer)
GLOB_NOSORT (integer)
GLOB_NOCHECK (integer)
GLOB_NOESCAPE (integer)
GLOB_AVAILABLE_FLAGS (integer)
PATHINFO_DIRNAME (integer)
PATHINFO_BASENAME (integer)
PATHINFO_EXTENSION (integer)
PATHINFO_FILENAME (integer)

PHP 5.2.0 以降。
FILE_USE_INCLUDE_PATH (integer)

filename を include_path から探します (PHP 5 以降)。
FILE_NO_DEFAULT_CONTEXT (integer)
FILE_APPEND (integer)

既存のファイルに追記します。
FILE_IGNORE_NEW_LINES (integer)

EOL (行末) 文字を取り除きます (PHP 5 以降)。
FILE_SKIP_EMPTY_LINES (integer)

空行を読み飛ばします (PHP 5 以降)。
FILE_BINARY (integer)

バイナリモード (PHP 5.2.7 以降)。

注意:

この定数は何の効果もありません。 前方互換性 のためだけに用意されています。

FILE_TEXT (integer)

テキストモード (PHP 5.2.7 以降)。

注意:
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この定数は何の効果もありません。 前方互換性 のためだけに用意されています。

INI_SCANNER_NORMAL (integer)
通常の INI スキャナモード (PHP 5.3 以降)。

INI_SCANNER_RAW (integer)
生の INI スキャナモード (PHP 5.3 以降)。

FNM_NOESCAPE (integer)
バックスラッシュのエスケープを無効にする。

FNM_PATHNAME (integer)
文字列中のスラッシュが、指定したパターン内のスラッシュにのみマッチする。

FNM_PERIOD (integer)
文字列の先頭のピリオドが、指定したパターン内のピリオドにのみマッチする。

FNM_CASEFOLD (integer)
大文字小文字を区別しないマッチを行う。GNU 拡張の一部。

ファイルシステム 関数

参考
関連する関数については、ディレクトリ およびプログラム実行の節を 参照してください。

リモートファイルとして使用することができる種々のURLラッパーの一覧 と説明については、サポートするプロトコル/ラッパーも参照してください。

basename
(PHP 4, PHP 5)

basename — パス中のファイル名の部分を返す

説明

string basename ( string $path [, string $suffix ] )

この関数は、ファイルへのパスを有する文字列を引数とし、 ファイルのベース名を返します。

パラメータ
path

パス。

Windows では、スラッシュ(/) とバックスラッシュ (\) の両方がディレクトリ区切り文字として使われます。 その他の環境ではスラッシュ(/)になります。
suffix

ファイル名が、 suffix で終了する場合、 この部分もカットされます。

返り値

指定した path のベース名を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 パラメータ suffix が追加されました。

例

例1 basename() の例
<?php
$path = "/home/httpd/html/index.php";
$file = basename($path);         // $file は "index.php" に設定される
$file = basename($path,".php");  // $file は "index" に設定される
?>

参考

dirname() - パス中のディレクトリ名の部分を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す
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chgrp
(PHP 4, PHP 5)

chgrp — ファイルのグループを変更する

説明

bool chgrp ( string $filename , mixed $group )

(名前または番号で指定した)ファイル filename のグループを group に変更しようと試みます。

スーパーユーザのみがファイルのグループを任意に変更できます。 その他のユーザは、ファイルのグループをそのユーザがメンバーとして 属しているグループに変更できます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
group

グループ名あるいはグループ番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ファイルのグループの変更
<?php
$filename = 'shared_file.txt';
$format = "%s's Group ID @ %s: %d\n";
printf($format, $filename, date('r'), filegroup($filename));
chgrp($filename, 8);
printf($format, $filename, date('r'), filegroup($filename));
?>

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

参考

chown() - ファイルの所有者を変更する
chmod() - ファイルのモードを変更する

chmod
(PHP 4, PHP 5)

chmod — ファイルのモードを変更する

説明

bool chmod ( string $filename , int $mode )

指定されたファイルのモードを mode で指定したものに変更しようと試みます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
mode

mode は自動的には 8 進数と見なされないので注意してください。 このため、("g+w" のような)文字列は正常に動作しません。 意図した操作を行うには、mode の前にゼロ(0)を付ける必要があります。
<?php
chmod("/somedir/somefile", 755);   // 10 進数; おそらく間違い
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chmod("/somedir/somefile", "u+rwx,go+rx"); // 文字列; 正しくない
chmod("/somedir/somefile", 0755);  // 8 進数; 正しいモードの値
?>

mode 引数は 3 つの 8 進法による数値で構成され、 所有者自身、所有者が属するグループ、その他のユーザーの順で アクセス制限を設定します。一つ一つの数字はそのターゲットに対し 許可を与えます。1 は実行権限、2 はファイルに対する書き込み権限、 4 はファイル
に対する読み込み権限を与えます。 必要な権限にあわせ数値を加算してください。 許可モードに関する詳細は Unix システムの 「man 1 chmod」や「man 2 chmod」をご覧ください。
<?php
// 所有者に読み込み、書き込みの権限を与え、その他には何も許可しない。
chmod("/somedir/somefile", 0600);

// 所有者に読み込み、書き込みの権限を与え、その他には読み込みだけ許可する。
chmod("/somedir/somefile", 0644);

// 所有者に全ての権限を与え、その他には読み込みと実行を許可する。
chmod("/somedir/somefile", 0755);

// 所有者に全ての権限を与え、所有者が属するグループに読み込みと実行を許可する。
chmod("/somedir/somefile", 0750);
?>

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

現在のユーザは PHP を実行しているユーザです。 これは普通のシェルや FTP アクセスでのユーザとはたいてい違います。 たいていのシステムでは、ファイルの所有者のみがそのモードを 変更可能です。

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

注意:

セーフモード が有効な場合、操作しようとしているファイルあるいは ディレクトリの UID（所有者）がスクリプトの実行ユーザと同じかどうかを PHP がチェックします。さらに、SUID・SGID や sticky ビットを 設定することはできません。

参考

chown() - ファイルの所有者を変更する
chgrp() - ファイルのグループを変更する
fileperms() - ファイルのパーミッションを取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する

chown
(PHP 4, PHP 5)

chown — ファイルの所有者を変更する

説明

bool chown ( string $filename , mixed $user )

ファイルfilenameの所有者を(名前または番号で指定した) ユーザuserに変更しようと試みます。 スーパーユーザのみがファイルの所有者を変更できます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
user

ユーザ名あるいはユーザ番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンプルな chown() の例
<?php

// 使用するファイル名とユーザ名
$file_name= "foo.php";
$path = "/home/sites/php.net/public_html/sandbox/" . $file_name ;
$user_name = "root";

// ユーザを設定します
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chown($path, $user_name);

// 結果を確認します
$stat = stat($path);
print_r(posix_getpwuid($stat['uid']));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(7) {
  ["name"]=>
  string(13) "php.net"
  ["passwd"]=>
  string(1) "x"
  ["uid"]=>
  int(148864)
  ["gid"]=>
  int(148910)
  ["gecos"]=>
  string(13) "php.net"
  ["dir"]=>
  string(25) "/home/sites/php.net"
  ["shell"]=>
  string(13) "/sbin/nologin"
}

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

参考

chmod() - ファイルのモードを変更する

clearstatcache
(PHP 4, PHP 5)

clearstatcache — ファイルのステータスのキャッシュをクリアする

説明

void clearstatcache ([ bool $clear_realpath_cache = false [, string $filename ]] )

statやlstat、 またはその他の関数（後述）を使用すると、PHPはパフォーマンス向上のために それらの関数の戻り値をキャッシュします。しかし、ケースによっては、 キャッシュされた情報を消去したい場合もあるでしょう。 例えば、一つのスクリプト上で同じファイルが何
度もチェックされ、 そのファイルが変更されたり削除されたりする可能性がある場合、 ステータスキャッシュを消去しなければならないと感じるでしょう。 このようなケースでは、clearstatcache()を使用することで ファイルの情報に関してPHPが持っているキャッシュをク
リアすることができます。

PHP は存在しないファイルについての情報はキャッシュしないことにも 注意してください。もし存在しないファイルに対して file_exists() をコールする場合、ファイルを作成するまで この関数は FALSE を返します。もしファイルを作成した場合、 たとえファイルを削除したと
しても TRUE を返します。 しかし、unlink() はキャッシュを自動的にクリアします。

注意:

この関数は特定のファイルに関する情報をキャッシュします。したがって、 同じファイルについて複数回の操作を行いそのファイルに関する情報を キャッシュされないようにするためには、 clearstatcache()をコールするだけです。

影響を受ける関数を以下に示します。 stat(), lstat(), file_exists(), is_writable(), is_readable(), is_executable(), is_file(), is_dir(), is_link(), filectime(), fileatime(), filemtime(), fileinode(), filegroup(), fileowner(), filesize(), filetype(), および fileperms().

パラメータ
clear_realpath_cache

realpath キャッシュをクリアするか否か。
filename

realpath キャッシュを特定のファイル名にクリアする。 clear_realpath_cache が TRUE の場合にのみ使用。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションのパラメータ clear_realpath_cache と filename が追加されました。

例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例1 clearstatcache() の例
<?php
$file = 'output_log.txt';

function get_owner($file)
{
    $stat = stat($file);
    $user = posix_getpwuid($stat['uid']);
    return $user['name'];
}

$format = "UID @ %s: %s\n";

printf($format, date('r'), get_owner($file));

chown($file, 'ross');
printf($format, date('r'), get_owner($file));

clearstatcache();
printf($format, date('r'), get_owner($file));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
UID @ Sun, 12 Oct 2008 20:48:28 +0100: root
UID @ Sun, 12 Oct 2008 20:48:28 +0100: root
UID @ Sun, 12 Oct 2008 20:48:28 +0100: ross

copy
(PHP 4, PHP 5)

copy — ファイルをコピーする

説明

bool copy ( string $source , string $dest [, resource $context ] )

ファイル source を dest にコピーします。

ファイルを移動したいならば、rename() 関数を使用してください。

パラメータ
source

コピー元ファイルへのパス。
dest

コピー先のパス。dest が URL の場合、 既存ファイルへの上書きをラッパーがサポートしていない場合にはコピーが失敗します。

警告

コピー先のファイルが既に存在する場合、上書きされます。
context

stream_context_create() で作成した有効なコンテキストリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 コンテキストのサポートが追加されました。
4.3.0 "fopen wrappers" が有効の場合は source と dest のどちらにも URL を指定することができます。 詳細は fopen() を参照ください。

例

例1 copy() の例
<?php
$file = 'example.txt';
$newfile = 'example.txt.bak';

if (!copy($file, $newfile)) {
    echo "failed to copy $file...\n";
}
?>

参考
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move_uploaded_file() - アップロードされたファイルを新しい位置に移動する
rename() - ファイルをリネームする
マニュアルの ファイルアップロード処理

delete
delete — unlink() か unset() を参照してください

説明

void delete ( void )

この関数はダミーの関数エントリであり、間違った場所で unlink() または unset() を要求する人の要求を満足させるためのものです。

返り値

値を返しません。

参考

unlink() - ファイルを削除する
unset() - 指定した変数の割当を解除する

dirname
(PHP 4, PHP 5)

dirname — パス中のディレクトリ名の部分を返す

説明

string dirname ( string $path )

この関数は、ファイルへのパス名を有する文字列を引数とし、 ディレクトリの名前を返します。

パラメータ
path

パス。

Windows では、スラッシュ(/)とバックスラッシュ (\)の両方がディレクトリ区切り文字として使われます。 その他の環境ではスラッシュ(/)になります。

返り値

ディレクトリの名前を返します。 path にスラッシュが無い場合は、 カレントディレクトリを示すドット ('.') を返します。それ以外の場合は、スラッシュ以降の /component 部分を取り除いた path を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 dirname() がバイナリセーフとなりました。
4.0.3 dirname() が POSIX 準拠となりました。

例

例1 dirname() の例
<?php
$path = "/etc/passwd";
$file = dirname($path); // $file は "/etc" となります
?>

注意

注意:

PHP 4.3.0 以降では、これまでは dirname() が空文字列を返していたような状況で スラッシュやドットを返すことが多くなりました。

以下の例で変更点をご確認ください。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

<?php

// PHP 4.3.0 より前のバージョン
dirname('c:/'); // '.' を返します

// PHP 4.3.0 以降のバージョン
dirname('c:/x'); // 'c:\' を返します
dirname('c:/Temp/x'); // 'c:/Temp' を返します
dirname('/x'); // '\' を返します
?>

参考

basename() - パス中のファイル名の部分を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す
realpath() - 絶対パス名を返す

disk_free_space
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

disk_free_space — ファイルシステムあるいはディスクパーティション上で利用可能な領域を返す

説明

float disk_free_space ( string $directory )

ディレクトリを指定することにより、 この関数は対応するファイルシステムまたはディスクパーティションで 利用可能なバイト数を返します。

パラメータ
directory

ファイルシステムのディレクトリあるいはディスクパーティション。

注意:

ディレクトリのかわりにファイル名を指定したときの挙動は未定義です。 OS や PHP のバージョンによって結果は異なります。

返り値

利用可能なバイト数を float 型で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 disk_free_space() の例
<?php
// $df は「/」で利用可能なバイト数となります。
$df = disk_free_space("/");

// Windows の場合:
$df_c = disk_free_space("C:");
$df_d = disk_free_space("D:");
?>

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

参考

disk_total_space() - ファイルシステムあるいはディスクパーティションの全体サイズを返す

disk_total_space
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

disk_total_space — ファイルシステムあるいはディスクパーティションの全体サイズを返す

説明

float disk_total_space ( string $directory )

ディレクトリを含む文字列を指定してください。この関数は、 ファイルシステムまたはディスクパーティションに対応する全体バイト数を返します。
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パラメータ
directory

ファイルシステムのディレクトリあるいはディスクパーティション。

返り値

総バイト数を float 型で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 disk_total_space() の例
<?php
// $ds は、「/」で利用可能な全体バイト数
$ds = disk_total_space("/");

// Windows の場合:
$ds = disk_total_space("C:");
$ds = disk_total_space("D:");
?>

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

参考

disk_free_space() - ファイルシステムあるいはディスクパーティション上で利用可能な領域を返す

diskfreespace
(PHP 4, PHP 5)

diskfreespace — disk_free_space() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 disk_free_space().

fclose
(PHP 4, PHP 5)

fclose — オープンされたファイルポインタをクローズする

説明

bool fclose ( resource $handle )

handleが指しているファイルをクローズします。

パラメータ
handle

ファイルポインタは有効なものでなければならず、また fopen()またはfsockopen() で正常にオープンされたファイルを指している必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンプルな fclose() の例
<?php

$handle = fopen('somefile.txt', 'r');

fclose($handle);

?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする

feof
(PHP 4, PHP 5)

feof — ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる

説明

bool feof ( resource $handle )

ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうかを調べます。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。

返り値

ファイルポインタが EOF に達しているかまたはエラー (ソケットタイムアウトを含みます) の場合に TRUE 、 その他の場合に FALSE を返します。

注意

警告

fsockopen() でオープンした接続がサーバによって閉じられていない場合、feof() はハングします。回避策は以下の例を参照ください。

例1 feof() のタイムアウト処理
<?php
function safe_feof($fp, &$start = NULL) {
 $start = microtime(true);

 return feof($fp);
}

/* $fp は事前に fsockopen() でオープンしているものとします */
$start = NULL;
$timeout = ini_get('default_socket_timeout');

while(!safe_feof($fp, $start) && (microtime(true) - $start) < $timeout)
{
 /* 処理 */
}
?>

警告

無効なファイルポインタを渡した場合、無限ループに陥ることがあります。 なぜなら feof() が TRUE を返すことができないからです。

例2 feof() に無効なファイルポインタを使用する例
<?php
// ファイルを読み込めなかったりファイルが存在しなかったりした場合、
// fopen 関数は FALSE を返します。
$file = @fopen("no_such_file", "r");

// fopen からの FALSE が警告を発生させ、ここで無限ループとなります。
while (!feof($file)) {
}

fclose($file);
?>

fflush
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

fflush — 出力をファイルにフラッシュする

説明

bool fflush ( resource $handle )
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この関数は、バッファリングされた全ての出力をファイルファイルハンドル handle が指すリソースに強制的に書き込みます。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 fflush() を使用するファイル書き込みの例
<?php
$filename = 'bar.txt';

$file = fopen($filename, 'r+');
rewind($file);
fwrite($file, 'Foo');
fflush($file);
ftruncate($file, ftell($file));
fclose($file);
?>

参考

clearstatcache() - ファイルのステータスのキャッシュをクリアする
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

fgetc
(PHP 4, PHP 5)

fgetc — ファイルポインタから1文字取り出す

説明

string fgetc ( resource $handle )

指定したファイルポインタから 1 文字読み出します。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。

返り値

handleが指すファイルポインタから 1 文字読み出し、 その文字からなる文字列を返します。EOF の場合に FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 fgetc() の例
<?php
$fp = fopen('somefile.txt', 'r');
if (!$fp) {
    echo 'somefile.txt をオープンできませんでした';
}
while (false !== ($char = fgetc($fp))) {
    echo "$char\n";
}
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
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fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する

fgetcsv
(PHP 4, PHP 5)

fgetcsv — ファイルポインタから行を取得し、CSVフィールドを処理する

説明

array fgetcsv ( resource $handle [, int $length [, string $delimiter = ',' [, string $enclosure = '"' [, string $escape = '\\' ]]]] )

fgets() に動作は似ていますが、 fgetcsv() は行を CSV フォーマットのフィールドとして読込み処理を行い、 読み込んだフィールドを含む配列を返すという違いがあります。

パラメータ
handle

ファイルポインタは有効なものでなければならず、また fopen(), popen(), もしくは fsockopen() で正常にオープンされたファイルを指している必要があります。
length

(行末文字を考慮して) CSV ファイルにある最も長い行よりも大きい必要があります。 PHP 5 でオプションになりました。このパラメータを省略 (もしくは PHP 5.0.4 かそれ以降で 0 を設定) すると、 最大行長は制限されません。この場合、若干動作が遅くなります。
delimiter

フィールドのデリミタ (1 文字のみ) を設定します。
enclosure

フィールド囲いこみ文字 (1 文字のみ) を設定します。
escape

エスケープ文字 (1 文字のみ) を設定します。

返り値

読み込んだフィールドの内容を含む数値添字配列を返します。

注意:

CSV ファイルの空行は null フィールドを一つだけ含む配列として返され、 エラーにはなりません。

注意: マッキントッシュコンピュータ上で作成されたファイルを読み込む際に、 PHP が行末を認識できないという問題が発生した場合、 実行時の設定オプションauto_detect_line_endings を有効にする必要が生じるかもしれません。

fgetcsv() は、無効な handle を受け取った場合に NULL を返します。 また、ファイルの終端に達した場合を含めたその他のエラー時には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 escape パラメータが追加されました。
4.3.5 fgetcsv() はバイナリセーフとなりました。
4.3.0 enclosure パラメータが追加されました。

例

例1 CSV ファイルの全てのコンテンツを読み込み、表示する
<?php
$row = 1;
if (($handle = fopen("test.csv", "r")) !== FALSE) {
    while (($data = fgetcsv($handle, 1000, ",")) !== FALSE) {
        $num = count($data);
        echo "<p> $num fields in line $row: <br /></p>\n";
        $row++;
        for ($c=0; $c < $num; $c++) {
            echo $data[$c] . "<br />\n";
        }
    }
    fclose($handle);
}
?>

注意
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注意:

この関数はロケール設定を考慮します。もし LANG が例えば en_US.UTF-8 の場合、 ファイル中の 1 バイトエンコーディングは間違って読み込まれます。

参考

str_getcsv() - CSV 文字列をパースして配列に格納する
explode() - 文字列を文字列により分割する
file() - ファイル全体を読み込んで配列に格納する
pack() - データをバイナリ文字列にパックする
fputcsv() - 行を CSV 形式にフォーマットし、ファイルポインタに書き込む

fgets
(PHP 4, PHP 5)

fgets — ファイルポインタから 1 行取得する

説明

string fgets ( resource $handle [, int $length ] )

ファイルポインタから 1 行取得します。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。
length

読み出しは、length - 1 バイト読み出したか、(返り値に含まれる) 改行文字を検出したか、EOF に達したかのいずれかが起こった時点で終了します。 length が指定されない場合は、行末に達するまで読み続けます。

注意:

PHP 4.3.0 より前のバージョンでは、もしこのパラメータが省略された場合、 行の長さを 1024 と仮定していました。 もしもファイル内の行の多くが 8KB を超えている場合は、 行の最大長を指定するとスクリプトのリソース効率がよくなります。

返り値

handle で指定したファイルポインタから最大 length - 1 バイト読み出し、 その文字列を返します。ファイルポインタから読み込むデータがもうない場合は FALSE を返します。

エラーが起こった場合、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 fgets() はバイナリセーフとなりました。
4.2.0 length パラメータがオプションとなりました。

例

例1 行毎にファイルを読み込む
<?php
$handle = @fopen("/tmp/inputfile.txt", "r");
if ($handle) {
    while (($buffer = fgets($handle, 4096)) !== false) {
        echo $buffer;
    }
    if (!feof($handle)) {
        echo "Error: unexpected fgets() fail\n";
    }
    fclose($handle);
}
?>

注意

注意: マッキントッシュコンピュータ上で作成されたファイルを読み込む際に、 PHP が行末を認識できないという問題が発生した場合、 実行時の設定オプションauto_detect_line_endings を有効にする必要が生じるかもしれません。

注意:

C 言語の fgets() の動作に慣れている人は、 EOF を返す条件の違いについて注意する必要があります。

参考
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fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fgetc() - ファイルポインタから1文字取り出す
stream_get_line() - 指定されたデリミタの位置までのデータを一行分としてストリームから読み込む
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する

fgetss
(PHP 4, PHP 5)

fgetss — ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く

説明

string fgetss ( resource $handle [, int $length [, string $allowable_tags ]] )

fgets() と同じですが、 fgetss() は読み込んだテキストから NUL バイト や HTML および PHP のタグを取り除こうとすることが異なります。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。
length

取得したいデータの長さ。
allowable_tags

オプションの 3 番目の引数を使用して、 取り除く必要がないタグを指定することができます。

返り値

handle で指定したファイルポインタから最大 length - 1 バイト読み出し、 HTML や PHP コードを取り除いた文字列を返します。

エラーが発生した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 length パラメータがオプションとなりました。

例1 PHP ファイルの 1 行ごとの読み込み
<?php
$str = <<<EOD
<html><body>
 <p>Welcome! Today is the <?php echo(date('jS')); ?> of <?= date('F'); ?>.</p>
</body></html>
Text outside of the HTML block.
EOD;
file_put_contents('sample.php', $str);

$handle = @fopen("sample.php", "r");
if ($handle) {
    while (!feof($handle)) {
        $buffer = fgetss($handle, 4096);
        echo $buffer;
    }
    fclose($handle);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
 Welcome! Today is the  of .

Text outside of the HTML block.

注意

注意: マッキントッシュコンピュータ上で作成されたファイルを読み込む際に、 PHP が行末を認識できないという問題が発生した場合、 実行時の設定オプションauto_detect_line_endings を有効にする必要が生じるかもしれません。

参考

fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
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popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
strip_tags() - 文字列から HTML および PHP タグを取り除く

file_exists
(PHP 4, PHP 5)

file_exists — ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる

説明

bool file_exists ( string $filename )

ファイルあるいはディレクトリが存在するかどうかを調べます。

パラメータ
filename

ファイルあるいはディレクトリへのパス。

Windows 上でネットワーク共有上のファイルを調べるには、 //computername/share/filename または \\computername\share\filename のように指定してください。

返り値

filename で指定したファイルまたはディレクトリが存在すれば TRUE を返し、そうでなければ FALSE を返します。

注意:

この関数は、シンボリックリンクの指す先のファイルが存在しない場合は FALSE を返します。

警告

この関数は セーフモード の制限のためファイルにアクセスできない場合 FALSE を返します。 しかし safe_mode_include_dir で指定されたディレクトリに存在する場合は include することができます。

注意:

チェックは、実効ユーザではなく実ユーザの UID/GID で行います。

例

例1 あるファイルが存在するかどうか調べる
<?php
$filename = '/path/to/foo.txt';

if (file_exists($filename)) {
    echo "$filename が存在します";
} else {
    echo "$filename は存在しません";
}
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

is_readable() - ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る
is_writable() - ファイルが書き込み可能かどうかを調べる
is_file() - 通常ファイルかどうかを調べる
file() - ファイル全体を読み込んで配列に格納する
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file_get_contents
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

file_get_contents — ファイルの内容を全て文字列に読み込む

説明

string file_get_contents ( string $filename [, bool $use_include_path = false [, resource $context [, int $offset = -1 [, int $maxlen = -1 ]]]] )

この関数は file() と似ていますが、 offset で指定した場所から開始し maxlen バイト分だけ ファイルの内容を文字列に読み込むという点が異なります。 失敗した場合、file_get_contents() は FALSE を返します。

file_get_contents()はファイルの内容を文字列に読み込む 方法として好ましいものです。もしOSがサポートしていれば パフォーマンス向上のためにメモリマッピング技術が使用されます。

注意:

空白のような特殊な文字を有する URI をオープンする場合には、 urlencode() でその URI をエンコードする必要があります。

注意:

maxlen のデフォルト値は -1 ではありません。PHP の内部で使用する値で、 ファイル終端に達するまでストリーム全体をコピーするという意味を持つものとなります。 このデフォルト値を指定する唯一の方法は、パラメータリストからこのパラメータをはずすことで
す。

パラメータ
filename

データを読み込みたいファイルの名前。
use_include_path

注意:

PHP 5 以降では、FILE_USE_INCLUDE_PATH を使用して インクルードパス から探すことができます。
context

stream_context_create() で作成したコンテキストリソース。 独自のコンテキストを使用する必要がない場合は、このパラメータに NULL を指定します。
offset

元のストリーム上で、読み込みを開始するオフセット位置。
maxlen

読み込むデータの最大バイト数。 デフォルトは、ファイル終端に達するまで読み込みます。 このパラメータは、フィルタが処理した後のストリームに適用されることに注意しましょう。

返り値

読み込んだデータを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 とあるウェブサイトのホームページのソースの取得と出力
<?php
$homepage = file_get_contents('http://www.example.com/');
echo $homepage;
?>

例2 include_path の検索
<?php
// <= PHP 5
$file = file_get_contents('./people.txt', true);
// > PHP 5
$file = file_get_contents('./people.txt', FILE_USE_INCLUDE_PATH);
?>

例3 ファイルの一部の読み込み
<?php
// 21 文字目から 14 文字ぶん読み込みます
$section = file_get_contents('./people.txt', NULL, NULL, 20, 14);
var_dump($section);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(14) "lle Bjori Ro" 

例4 ストリームコンテキストの使用
<?php
// ストリームを作成します
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$opts = array(
  'http'=>array(
    'method'=>"GET",
    'header'=>"Accept-language: en\r\n" .
              "Cookie: foo=bar\r\n"
  )
);

$context = stream_context_create($opts);

// 上で設定した HTTP ヘッダを使用してファイルをオープンします
$file = file_get_contents('http://www.example.com/', false, $context);
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 offset と maxlen パラメータが追加されました。
5.0.0 コンテキストサポートが追加されました。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

警告

IIS のような、いくつかの標準に 対応してない Web サーバは、PHP に警告を発生させるような手順でデータを送信します。 このようなサーバを使用する場合は、 error_reporting を警告を発生しないレベルまで小さくする必要があります。 PHP 4.3.7 以降では、https:// ラッ
パーでストリームをオープンする際に バグがある IIS サーバソフトウエアを検出することができ、この警告を抑制することができます。 あなたが ssl:// ソケットを作成するために fsockopen() を使用している場合、 自らこの警告を検出し、抑制する必要があります。

参考

file() - ファイル全体を読み込んで配列に格納する
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
readfile() - ファイルを出力する
file_put_contents() - 文字列をファイルに書き込む
stream_get_contents() - 残りのストリームを文字列に読み込む
stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する
$http_response_header

file_put_contents
(PHP 5)

file_put_contents — 文字列をファイルに書き込む

説明

int file_put_contents ( string $filename , mixed $data [, int $flags = 0 [, resource $context ]] )

この関数は、fopen()、fwrite()、 fclose() を続けてコールしてデータをファイルに書き込むのと等価です。

filename が存在しない場合はファイルを作成します。 存在する場合はそのファイルを上書きします。ただし FILE_APPEND フラグが設定されている場合は別です。

パラメータ
filename

データを書き込むファイルへのパス。
data

書き込むデータ。文字列, 配列 もしくは ストリーム リソースのいずれかを指定可能です。

data が ストリーム リソースの場合は、 ストリームのバッファに残っている内容が指定したファイルにコピーされます。 これは、stream_copy_to_stream() の挙動と似ています。

data に一次元の配列を指定することもできます。この場合は file_put_contents($filename, implode('', $array)) と同じ意味になります。
flags

flags の値は、以下のフラグを組み合わせたものとなります 組み合わせる際には、論理 OR (|) 演算子で連結します。

使用できるフラグ
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フラグ 説明
FILE_USE_INCLUDE_PATH filename をインクルードディレクトリから探します。 詳細な情報は include_path を参照ください。
FILE_APPEND filename がすでに存在する場合に、 データをファイルに上書きするするのではなく追記します。
LOCK_EX 書き込み処理中に、ファイルに対する排他ロックを確保します。

context

stream_context_create() で作成したコンテキストリソース。

返り値

この関数はファイルに書き込まれたバイト数を返します。 あるいは失敗した場合には FALSE を返します。

例

例1 シンプルな使用例
<?php
$file = 'people.txt';
// ファイルをオープンして既存のコンテンツを取得します
$current = file_get_contents($file);
// 新しい人物をファイルに追加します
$current .= "John Smith\n";
// 結果をファイルに書き出します
file_put_contents($file, $current);
?>

例2 フラグの使用
<?php
$file = 'people.txt';
// 新しい人物をファイルに追加します
$person = "John Smith\n";
// 中身をファイルに書き出します。
// FILE_APPEND フラグはファイルの最後に追記することを表し、
// LOCK_EX フラグは他の人が同時にファイルに書き込めないことを表します。
file_put_contents($file, $person, FILE_APPEND | LOCK_EX);
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 コンテキストがサポートされるようになりました。
5.1.0 LOCK_EX のサポートが追加され、 data パラメータにストリームリソースを指定することが可能になりました。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理
file_get_contents() - ファイルの内容を全て文字列に読み込む
stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する

file
(PHP 4, PHP 5)

file — ファイル全体を読み込んで配列に格納する

説明

array file ( string $filename [, int $flags = 0 [, resource $context ]] )

ファイル全体を配列に読み込みます。

注意:

ファイルの内容を文字列として返すには file_get_contents() を使用します。
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パラメータ
filename

ファイルへのパス。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数
などの情報がまとめられています。

flags

オプションのパラメータ flags は、以下の定数のうちのひとつ、あるいは複数の組み合わせとなります。
FILE_USE_INCLUDE_PATH

include_path のファイルを探します。
FILE_IGNORE_NEW_LINES

配列の各要素の最後に改行文字を追加しません。
FILE_SKIP_EMPTY_LINES

空行を読み飛ばします。
context

stream_context_create() 関数で作成したコンテキストリソース。

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

返り値

ファイルを配列に入れて返します。 配列の各要素はファイルの各行に対応します。改行記号はついたままとなります。 失敗すると file() は FALSE を返します。

注意:

FILE_IGNORE_NEW_LINES を指定しない限り、 配列に取り込まれた各行は行末文字も含みます。 行末文字を取り除きたい場合には rtrim() を使用する必要があります。

注意: マッキントッシュコンピュータ上で作成されたファイルを読み込む際に、 PHP が行末を認識できないという問題が発生した場合、 実行時の設定オプションauto_detect_line_endings を有効にする必要が生じるかもしれません。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 context パラメータが追加されました。
5.0.0 PHP 5.0.0 より前のバージョンでは、パラメータ flags でカバーしているのは include_path の設定だけでした。これを有効にするには 1 を指定します。
4.3.0 file() はバイナリセーフとなりました。

例

例1 file() の例
<?php
// ファイルの内容を配列に取り込みます。
// この例ではHTTPを通してURL上のHTMLソースを取得します。
$lines = file('http://www.example.com/');

// 配列をループしてHTMLをHTMLソースとして表示し、行番号もつけます。
foreach ($lines as $line_num => $line) {
    echo "Line #<b>{$line_num}</b> : " . htmlspecialchars($line) . "<br />\n";
}

// 他の例として、Webページを文字列に取り込みます。file_get_contents()も参照してください。
$html = implode('', file('http://www.example.com/'));

// オプションのパラメータは PHP 5 以降で使用できます
$trimmed = file('somefile.txt', FILE_IGNORE_NEW_LINES | FILE_SKIP_EMPTY_LINES);
?>

注意

警告

IIS のような、いくつかの標準に 対応してない Web サーバは、PHP に警告を発生させるような手順でデータを送信します。 このようなサーバを使用する場合は、 error_reporting を警告を発生しないレベルまで小さくする必要があります。 PHP 4.3.7 以降では、https:// ラッ
パーでストリームをオープンする際に バグがある IIS サーバソフトウエアを検出することができ、この警告を抑制することができます。 あなたが ssl:// ソケットを作成するために fsockopen() を使用している場合、 自らこの警告を検出し、抑制する必要があります。

参考

readfile() - ファイルを出力する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
file_get_contents() - ファイルの内容を全て文字列に読み込む
include() - include
stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する
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fileatime
(PHP 4, PHP 5)

fileatime — ファイルの最終アクセス時刻を取得する

説明

int fileatime ( string $filename )

指定したファイルの最終アクセス時刻を取得します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルの最終アクセス時刻を返し、失敗した場合に FALSE を返します。 時間は Unix タイムスタンプとして返されます。

例

例1 fileatime() の例
<?php

// 出力例 somefile.txt was last accessed: December 29 2002 22:16:23.
$filename = 'somefile.txt';
if (file_exists($filename)) {
    echo "$filename was last accessed: " . date("F d Y H:i:s.", fileatime($filename));
}

?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意:

ファイルの atime は、 ファイルのデータブロックが読み込まれる度に変更されるとみなされます。 この仕様は、アプリケーションが非常に多くのファイルまたはディレクトリに 常にアクセスする場合に性能上の負荷となる可能性があります。

Unix のファイルシステムの中には、 このようなアプリケーションの性能を向上させるために atime の更新を無効としてマウントできるものもあります。 USENET のニューススプールが一般的な例です。 このようなファイルシステムでは、この関数は使用できませ
ん。

注意:

時刻の精度は、 ファイルシステムによって異なることがあります。

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

filemtime() - ファイルの更新時刻を取得する
fileinode() - ファイルの inode を取得する
date() - ローカルの日付/時刻を書式化する

filectime
(PHP 4, PHP 5)

filectime — ファイルの inode 変更時刻を取得する

説明
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int filectime ( string $filename )

ファイルの inode 変更時刻を取得します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルの最終更新時刻を返し、失敗した場合に FALSE を返します。 時間は Unix タイムスタンプとして返されます。

例

例1 filectime() の例
<?php

// 出力例 somefile.txt was last changed: December 29 2002 22:16:23.
$filename = 'somefile.txt';
if (file_exists($filename)) {
    echo "$filename was last changed: " . date("F d Y H:i:s.", filectime($filename));
}

?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意:

注意: 多くの Unix ファイルシステムでは、i-ノードが変更された際、つまり、 パーミッション、所有者、グループ、または他のメタデータが書き込まれた際に、 ファイルが変更されたとみなされます。 filemtime() (この関数は、Web ページ上に "最終更新時刻" を
表示させたい場合に使用するものです) および fileatime() も参照ください。

注意:

いくつかの Unix では、ファイルの ctime はファイルの作成時間として参照されます。 これは間違っています。多くの Unix ファイルシステムでは Unix ファイルの作成時間は存在しません。

注意:

時刻の精度は、 ファイルシステムによって異なることがあります。

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

filemtime() - ファイルの更新時刻を取得する

filegroup
(PHP 4, PHP 5)

filegroup — ファイルのグループを取得する

説明

int filegroup ( string $filename )

ファイルのグループを取得します。返り値は、数値形式のグループ ID です。 グループ名を取得するには posix_getgrgid() を使用します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
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返り値

ファイルの所有者のグループ ID を返し、エラーの場合は FALSE を返します。 グループ ID は数値で返されます。グループ名に変換するには posix_getgrgid() を使用してください。 失敗すると FALSE を返します。

例

例1 ファイルのグループの取得
<?php
$filename = 'index.php';
print_r(posix_getgrgid(filegroup($filename)));
?>

エラー / 例外

失敗時には E_WARNING レベルのエラーを発行します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

fileowner() - ファイルの所有者を取得する
posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
safe_mode_gid

fileinode
(PHP 4, PHP 5)

fileinode — ファイルの inode を取得する

説明

int fileinode ( string $filename )

ファイルの inode を取得します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルの inode 番号を返し、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 現在のファイルとのファイルの inode の比較
<?php
$filename = 'index.php';
if (getmyinode() == fileinode($filename)) {
    echo 'You are checking the current file.';
}
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。
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参考

getmyinode() - 現在のスクリプトの inode を取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する

filemtime
(PHP 4, PHP 5)

filemtime — ファイルの更新時刻を取得する

説明

int filemtime ( string $filename )

この関数は、ファイルのブロックデータが書き込まれた時間を返します。 これは、ファイルの内容が変更された際の時間です。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルの最終更新時刻を返し、失敗した場合に FALSE を返します 時間は Unix タイムスタンプとして返されます。 この関数の結果は date() 等で使用できます。

例

例1 filemtime() の例
<?php
// 出力例 somefile.txt was last modified: December 29 2002 22:16:23.
$filename = 'somefile.txt';
if (file_exists($filename)) {
    echo "$filename was last modified: " . date ("F d Y H:i:s.", filemtime($filename));
}
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意:

時刻の精度は、 ファイルシステムによって異なることがあります。

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

filectime() - ファイルの inode 変更時刻を取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する
touch() - ファイルの最終アクセス時刻および最終更新日をセットする
getlastmod() - 最終更新時刻を取得する

fileowner
(PHP 4, PHP 5)

fileowner — ファイルの所有者を取得する

説明

int fileowner ( string $filename )
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ファイルの所有者を取得します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルの所有者のユーザ ID を返し、失敗した場合に FALSE を返します。 ユーザ ID は数値で返されます。ユーザ名に変換するには posix_getpwuid() を使用してください。

例

例1 ファイルの所有者の取得
<?php
$filename = 'index.php';
print_r(posix_getpwuid(fileowner($filename)));
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

filegroup() - ファイルのグループを取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する
posix_getpwuid() - 指定 ID のユーザに関する情報を返す

fileperms
(PHP 4, PHP 5)

fileperms — ファイルのパーミッションを取得する

説明

int fileperms ( string $filename )

指定したファイルのパーミッションを取得します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルのパーミッションを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 八進形式でのパーミッションの表示
<?php
echo substr(sprintf('%o', fileperms('/tmp')), -4);
echo substr(sprintf('%o', fileperms('/etc/passwd')), -4);
?>

上の例の出力は以下となります。
1777
0644

例2 完全なパーミッションの表示
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<?php
$perms = fileperms('/etc/passwd');

if (($perms & 0xC000) == 0xC000) {
    // ソケット
    $info = 's';
} elseif (($perms & 0xA000) == 0xA000) {
    // シンボリックリンク
    $info = 'l';
} elseif (($perms & 0x8000) == 0x8000) {
    // 通常のファイル
    $info = '-';
} elseif (($perms & 0x6000) == 0x6000) {
    // ブロックスペシャルファイル
    $info = 'b';
} elseif (($perms & 0x4000) == 0x4000) {
    // ディレクトリ
    $info = 'd';
} elseif (($perms & 0x2000) == 0x2000) {
    // キャラクタスペシャルファイル
    $info = 'c';
} elseif (($perms & 0x1000) == 0x1000) {
    // FIFO パイプ
    $info = 'p';
} else {
    // 不明
    $info = 'u';
}

// 所有者
$info .= (($perms & 0x0100) ? 'r' : '-');
$info .= (($perms & 0x0080) ? 'w' : '-');
$info .= (($perms & 0x0040) ?
            (($perms & 0x0800) ? 's' : 'x' ) :
            (($perms & 0x0800) ? 'S' : '-'));

// グループ
$info .= (($perms & 0x0020) ? 'r' : '-');
$info .= (($perms & 0x0010) ? 'w' : '-');
$info .= (($perms & 0x0008) ?
            (($perms & 0x0400) ? 's' : 'x' ) :
            (($perms & 0x0400) ? 'S' : '-'));

// 全体
$info .= (($perms & 0x0004) ? 'r' : '-');
$info .= (($perms & 0x0002) ? 'w' : '-');
$info .= (($perms & 0x0001) ?
            (($perms & 0x0200) ? 't' : 'x' ) :
            (($perms & 0x0200) ? 'T' : '-'));

echo $info;
?>

上の例の出力は以下となります。
-rw-r--r--

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

chmod() - ファイルのモードを変更する
is_readable() - ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る
stat() - ファイルに関する情報を取得する

filesize
(PHP 4, PHP 5)

filesize — ファイルのサイズを取得する

説明

int filesize ( string $filename )

指定したファイルのサイズを取得します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
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返り値

ファイルのサイズを返し、エラーの場合は FALSE を返します (また E_WARNING レベルのエラーを発生させます) 。

注意: PHP の数値型は符号付整数であり、 多くのプラットフォームでは 32 ビットの整数を取るため、 filesize() は 2GB より大きなファイルについては期待とは違う値を返すことがあります。 2GB から 4GB のサイズのファイルについては sprintf("%u",
filesize($file)) を使うことで打開されます。

例

例1 filesize() の例
<?php

// 出力例 somefile.txt: 1024 bytes
$filename = 'somefile.txt';
echo $filename . ': ' . filesize($filename) . ' bytes';

?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

file_exists() - ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる

filetype
(PHP 4, PHP 5)

filetype — ファイルタイプを取得する

説明

string filetype ( string $filename )

指定したファイルのタイプを返します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルのタイプを返します。返される値は fifo、char、dir、 block、link、file、socket および unknown のいずれかです。

エラーが発生すると FALSE を返します。 また filetype() は stat コールに失敗したり、 未知のファイルタイプであったりした場合に E_NOTICE メッセージを発行します。

例

例1 filetype() の例
<?php

echo filetype('/etc/passwd');  // ファイル
echo filetype('/etc/');        // ディレクトリ
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意
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注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
is_file() - 通常ファイルかどうかを調べる
is_link() - ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる
file_exists() - ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる
stat() - ファイルに関する情報を取得する
mime_content_type() - ファイルの MIME Content-type を検出する (非推奨)

flock
(PHP 4, PHP 5)

flock — 汎用のファイルロックを行う

説明

bool flock ( resource $handle , int $operation [, int &$wouldblock ] )

flock() を使うと、(ほとんどの Unix、そして Windows さえ含む) 事実上すべてのプラットフォームで使用可能な、簡易な読み手/書き手モデルを実現できます。

PHP 5.3.2 より前のバージョンでは、fclose() でロックの解放も行います (これは、スクリプトが終了した場合にも自動的にコールされます)。

PHP は、恣意的にファイルをロックする汎用の手段を提供します (これは、アクセスする全プログラムが同一のロックの方法を使用する必要があり、 そうでない場合は動作しないことを意味します)。 デフォルトでは、要求したロックが確保されるまでこの関数はブロックしま
す。 (非 Windows プラットフォームでは) 以下で説明する LOCK_NB オプションでこの挙動を制御することができます。

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。
operation

operation は以下のいずれかとなります。

共有ロック(読み手)とするには LOCK_SH をセットします。
排他的ロック(書き手)とするには LOCK_EX をセットします。
(共有または排他的)ロックを開放するには LOCK_UN をセットします。

上の操作のいずれかに LOCK_NB をビットマスクとして追加すれば、 ロック中に flock() でブロックを行わないことができます (Windows ではサポートされていません)。
wouldblock

ロックがブロックされた (errno が EWOULDBLOCK となった) 場合に、オプションの 3 番目の引数に TRUE が設定されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 ファイルのリソースハンドルを閉じたときにロックを自動的に解放する機能が削除されました。 ロックの解放は、常に手動で行わなければなりません。
4.0.1 定数 LOCK_XXX が追加されました。以前のバージョンでは LOCK_SH のかわりに 1、 LOCK_EX のかわりに 2、 LOCK_UN のかわりに 3、そして LOCK_NB のかわりに 4 を使用しなければなりません。

例

例1 flock() の例
<?php

$fp = fopen("/tmp/lock.txt", "r+");

if (flock($fp, LOCK_EX)) { // 排他ロックを行います
    ftruncate($fp, 0); // ファイルを切り詰めます
    fwrite($fp, "Write something here\n");
    flock($fp, LOCK_UN); // ロックを解放します
} else {
    echo "ファイルを取得できません!";
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}

fclose($fp);

?>

例2 flock() で LOCK_NB オプションを使う例
<?php
$fp = fopen('/tmp/lock.txt', 'r+');

/* LOCK_NB オプションを LOCK_EX で有効にします */
if(!flock($fp, LOCK_EX | LOCK_NB)) {
    echo 'Unable to obtain lock';
    exit(-1);
}

/* ... */

fclose($fp);
?>

注意

注意:

flock() は、Windows 上ではアドバイザリロックではなく 強制ロックを使います。強制ロックは Linux や System V 系の OS でもサポートされています。 これは、そのファイルに setgid パーミッションが設定されていて グループの実行ビットがクリアされている
場合に fcntl() システムコールが通常サポートしている方式です。 Linux では、これを行うには mand オプションつきでファイルシステムをマウントしておく必要があります。

注意:

flock()は、ファイルポインタを必要とするため、 (fopen()へ引数"w"または"w+"を指定して)書き込 みモードでオープンすることにより丸めるファイルにアクセス保護する 特別なロックファイルを使用する必要があるかもしれません。

注意:

fopen() が返すローカルファイルへのポインタ、あるいは streamWrapper::stream_lock() メソッドを実装した ユーザ空間のストリームを指すファイルポインタに対してのみ使うことができます。

警告

一連のコードで別の値を handle 引数に代入すると、 それ以降のコードでロックを解放します。

警告

いくつかのオーペレーティングシステムでflock() はプロセスレベルで実装されています。ISAPIのようなマルチスレッド 型のサーバーAPIを使用している場合、同じサーバーインスタンスの並 列スレッドで実行されている他のPHPスクリプトに対してファイルを保 護する際に
flock()を使用することはできません!

flock()はFATのような 旧式のファイルシステムではサポートされていないため、 そのような環境の場合は常にFALSEを返すことになります。 （これは特にWindows98ユーザーにとって常に真です）

fnmatch
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fnmatch — ファイル名がパターンにマッチするか調べる

説明

bool fnmatch ( string $pattern , string $string [, int $flags = 0 ] )

fnmatch()はstring で指定された文字列が pattern で指定されたシェルワイルドカードにマッチするかどうかチェックします。

パラメータ
pattern

シェルのワイルドカードパターン。
string

調べたい文字列。この機能は特にファイル名のマッチに便利ですが、 通常の文字列に関しても使用できます。

一般的なユーザにとって、シェルパターンやあるいは少なくとも '?'と'*'によるワイルドカードのほうが 慣れていると思われます。そのため、 preg_match() の代わりに fnmatch() をフロントエンドの検索表現として使うことは、 プログラマではないユーザにとってより便
利でしょう。

flags

flags の値は、以下のフラグを 論理 OR (|) 演算子 で連結した任意の組み合わせです。

fnmatch() で使えるフラグ
フラグ 説明

FNM_NOESCAPEバックスラッシュのエスケープを無効にする。
FNM_PATHNAME文字列内のスラッシュは、指定したパターン内のスラッシュにのみマッチする。
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FNM_PERIOD 文字列の先頭のピリオドは、指定したパターン内のピリオドにマッチしなければならない。
FNM_CASEFOLD大文字小文字を区別しないマッチ。GNU 拡張の一部。

返り値

マッチした場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は Windows プラットフォームでも動作するようになりました。

例

例1 シェルのワイルドカードパターンによる色の名前のチェック
<?php
if (fnmatch("*gr[ae]y", $color)) {
  echo "some form of gray ...";
}
?>

注意

警告

今のところ、この機能は POSIX に準拠していないシステムで利用できません。

参考

glob() - パターンにマッチするパス名を探す
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す

fopen
(PHP 4, PHP 5)

fopen — ファイルまたは URL をオープンする

説明

resource fopen ( string $filename , string $mode [, bool $use_include_path = false [, resource $context ]] )

fopen() は、filename で指定されたリソースをストリームに結び付けます。

パラメータ
filename

filename が "スキーム://..." の形式である場合、 それは URL とみなされ、PHP はそのプロトコルのハンドラ (ラッパーともいいます) を探します。 もしもそのプロトコルに対するラッパが登録されていない場合、 PHP はスクリプトに潜在的な問題があることを示す
NOTICE を発行したうえで、 filename を通常のファイルとみなしてオープンすることを試みます。

PHP は、filename がローカルのファイルを示しているとみなすと、 そのファイルへのストリームをオープンします。 そのファイルはPHPからアクセスできるものでなければなりません。 ファイルのパーミッションが (パラメータで指定された) アクセスを許可されている
かどうか確認する必要があります。 セーフモード または open_basedir を有効にしている場合は更なるアクセス制限が加えられることがあります。

filename が登録されているプロトコルを示していると PHP が判断し、かつそのプロトコルがネットワーク URL として登録されていれば、 PHP は allow_url_fopen が有効となっているかどうかチェックします。 もしこれがオフになっていると、PHP は warning を発行し
fopen は失敗します。

注意:

サポートされているプロトコルのリストは サポートするプロトコル/ラッパー にあります。 いくつかのプロトコル (wrappersにも関連する) は context かつ/または php.ini のオプションをサポートします。 使用するプロトコルについてセットされるオプショ
ンのリストについては、 それぞれのページを見てください (例えば、 php.ini 上の user_agent の値は http ラッパーが使用します)。

Windows 環境では、ファイルパスで用いる全てのバックスラッシュを エスケープするかフォワードスラッシュを使用することに注意してください。
<?php
$handle = fopen("c:\\folder\\resource.txt", "r");
?>

mode

パラメータ mode は、 そのストリームに要するアクセス形式を指定します。 この指定は、下表のうちのどれかとなります。
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fopen() で使用可能な mode のリスト
mode 説明
'r' 読み込みのみでオープンします。ファイルポインタをファイルの先頭に置きます。
'r+' 読み込み／書き出し用にオープンします。 ファイルポインタをファイルの先頭に置きます。
'w' 書き出しのみでオープンします。ファイルポインタをファイルの先頭に置き、 ファイルサイズをゼロにします。ファイルが存在しない場合には、 作成を試みます。
'w+'読み込み／書き出し用でオープンします。 ファイルポインタをファイルの先頭に置き、 ファイルサイズをゼロにします。 ファイルが存在しない場合には、作成を試みます。
'a' 書き出し用のみでオープンします。ファイルポインタをファイルの終端に置きます。 ファイルが存在しない場合には、作成を試みます。
'a+' 読み込み／書き出し用でオープンします。 ファイルポインタをファイルの終端に置きます。 ファイルが存在しない場合には、作成を試みます。

'x' 書き込みのみでオープンします。ファイルポインタをファイルの先頭に置きます。 ファイルが既に存在する場合には fopen() は失敗し、 E_WARNING レベルのエラーを発行します。 ファイルが存在しない場合には新規作成を試みます。 これは open(2) システムコール
における O_EXCL|O_CREAT フラグの指定と等価です。 このオプションはPHP4.3.2以降でサポートされ、また、 ローカルファイルに対してのみ有効です。

'x+' 読み込み／書き出し用でオープンします。 それ以外のふるまいは 'x' と同じです。

'c'
書き込みのみでオープンします。ファイルが存在しない場合には新規作成を試みます。 ファイルが既に存在する場合でもそれを ('w' のように) 切り詰めたりせず、 また ('x' のように) 関数のコールが失敗することもありません。 ファイルポインタをファイルの先頭に
置きます。これは、アドバイザリ・ロック (flock() を参照ください) を確保してからファイルを変更したい場合に便利です。 'w' を使うと、ロックを取得する前にファイルを切り詰めてしまいます (もしファイルを切り詰めたいのなら、ロックを要求した後で
ftruncate() を使うこともできます)。

'c+' 読み込み／書き出し用でオープンします。 それ以外のふるまいは 'c' と同じです。

注意:

オペレーティングシステムファミリが異なると行末も異なります。 テキストファイルに書き出し、そこに改行を加えたいとき、 オペレーティングシステムにあわせた正しい改行コードを使用する必要があります。 Unix ベースのシステムでは改行に \n キャラク
タを使用します。 Windows ベースのシステムでは \r\n を使用します。 マッキントッシュベースのシステムでは \r を使用します。

間違った改行コードでファイルに書き込むと、 他のアプリケーション上でそのファイルを開いた際に変な風に見えてしまいます。

Windows上では、\nを\r\nに透過的に変換する text-mode変換フラグ('t')が提供されます。 それに対し、'b'を使って強制的にバイナリモードにすることもできます。 その場合データの変換はされません。 このフラグを使用するには、'b' または 't'を mode引数
の最後に追加してください。

デフォルトの変換モードは SAPI と使用している PHP のバージョンによって異なります。 したがって、互換性の意味から、常に適切なフラグを指定することが推奨されます。 plain-text ファイルを使用する場合には 't' モードを指定すべきであり、 改行に \n
を使用すると、 メモ帳のようなアプリケーションで読めることを期待できます。 それ以外のケースでは 'b' を使うべきです。

バイナリファイルを扱っている際に 'b' フラグを指定しなかった場合、 画像ファイルが壊れたり、\r\n キャラクタがおかしくなる等の問題を抱えてしまうでしょう。

注意:

互換性維持のために、fopen() でファイルをオープンする際は 常に 'b' フラグを指定することが強く推奨されます。

注意:

互換性維持のために、't' モードを使用または依存しているコードを書き直し、 正しい改行コードと 'b' モードを代わりに使用することが、 強く推奨されます。
use_include_path

オプションの３番目の引数use_include_pathに'1'又は TRUE を設定することにより、include_path のファイルの検索も行うこともできます。
context

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

返り値

成功した場合にファイルポインタリソース、エラー時に FALSE を返します。

エラー / 例外

オープンが失敗するとこの関数は FALSE を返し、 E_WARNING レベルのエラーを発行します。 @ を使ってこの warning を抑制することもできます。

変更履歴

バージョ
ン 説明

4.3.2 PHP 4.3.2 以降では、バイナリモードとテキストモードを区別する全ての プラットフォームにおいて、デフォルトのモードはバイナリにセットされます。 アップグレード後にスクリプトに問題が起きた場合は、 以上に述べたスクリプトの互換性を確保するまでの次善
策として、 't' フラグを試してみてください。

4.3.2 'x' および 'x+' が追加されました。
5.2.6 'c' および 'c+' が追加されました。

例

例1 fopen() の例
<?php
$handle = fopen("/home/rasmus/file.txt", "r");
$handle = fopen("/home/rasmus/file.gif", "wb");
$handle = fopen("http://www.example.com/", "r");
$handle = fopen("ftp://user:password@example.com/somefile.txt", "w");
?>
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注意

警告

IIS のような、いくつかの標準に 対応してない Web サーバは、PHP に警告を発生させるような手順でデータを送信します。 このようなサーバを使用する場合は、 error_reporting を警告を発生しないレベルまで小さくする必要があります。 PHP 4.3.7 以降では、https:// ラッ
パーでストリームをオープンする際に バグがある IIS サーバソフトウエアを検出することができ、この警告を抑制することができます。 あなたが ssl:// ソケットを作成するために fsockopen() を使用している場合、 自らこの警告を検出し、抑制する必要があります。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は、 操作を行うディレクトリが、実行するスクリプトと同じ UID (所有者)を有しているか どうかを確認します。

ファイルの読みこみ・書きこみ時に問題が発生し、 サーバーモジュール版のPHPを使用している場合、 使用するファイル・ディレクトリがサーバプロセスからアクセス可能かどうかを確認してください。

参考

サポートするプロトコル/ラッパー
fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
file() - ファイル全体を読み込んで配列に格納する
file_exists() - ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる
is_readable() - ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する

fpassthru
(PHP 4, PHP 5)

fpassthru — ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する

説明

int fpassthru ( resource $handle )

与えられたファイルポインタを EOF まで読み、結果を出力バッファに書き出します。

ファイルに既にデータを書き終えている場合で ファイルポインタをファイルの先頭にリセットするには rewind() をコールする必要があります。

ファイルを更新したり特定のオフセットを探すのではなく 内容を出力バッファにダンプしたいだけの場合、 readfile() を使用することが可能です。 この場合、fopen() コールは必要ありません。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。

返り値

エラーが起こった場合、fpassthru() は FALSE を返します。 それ以外の場合、fpassthru() は handle から読み込んだ文字の数を返し、出力へ渡します。

例

例1 バイナリファイルに対する fpassthru() の使用例
<?php

// バイナリモードでファイルをオープンする
$name = './img/ok.png';
$fp = fopen($name, 'rb');

// 正しいヘッダを送出する
header("Content-Type: image/png");
header("Content-Length: " . filesize($name));

// 画像をダンプしスクリプトを終了する
fpassthru($fp);
exit;

?>

注意

注意:

fpassthru() を Windows システムのバイナリファイルで 使用する場合、fopen() をコールする際に モードに b を追加してバイナリモードでファイルを オープンするようにしてください。
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バイナリファイルを扱う場合は、必要でなくても b フラグを使用するようにしましょう。 それにより、スクリプトの可搬性がより高くなります。

参考

readfile() - ファイルを出力する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする

fputcsv
(PHP 5 >= 5.1.0)

fputcsv — 行を CSV 形式にフォーマットし、ファイルポインタに書き込む

説明

int fputcsv ( resource $handle , array $fields [, string $delimiter = ',' [, string $enclosure = '"' ]] )

fputcsv() は、行（fields 配列として渡されたもの）を CSV としてフォーマットし、それを handle で指定したファイルに書き込みます (いちばん最後に改行を追加します)。

パラメータ
handle

ファイルポインタは、有効なファイルポインタである必要があり、 fopen() または fsockopen() で正常にオープンされた （そしてまだ fclose() でクローズされていない） ファイルを指している必要があります。
fields

値の配列。
delimiter

オプションの delimiter はフィールド区切り文字 (一文字だけ) を指定します。
enclosure

オプションの enclosure はフィールドを囲む文字 (一文字だけ) を指定します。

返り値

書き込んだ文字列の長さを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 fputcsv() の例
<?php

$list = array (
    array('aaa', 'bbb', 'ccc', 'dddd'),
    array('123', '456', '789'),
    array('"aaa"', '"bbb"')
);

$fp = fopen('file.csv', 'w');

foreach ($list as $fields) {
    fputcsv($fp, $fields);
}

fclose($fp);
?>

上の例が書き出す file.csv の内容は、このようになります。
aaa,bbb,ccc,dddd
123,456,789
"""aaa""","""bbb"""

注意

注意: マッキントッシュコンピュータ上で作成されたファイルを読み込む際に、 PHP が行末を認識できないという問題が発生した場合、 実行時の設定オプションauto_detect_line_endings を有効にする必要が生じるかもしれません。

参考

fgetcsv() - ファイルポインタから行を取得し、CSVフィールドを処理する
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fputs
(PHP 4, PHP 5)

fputs — fwrite() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 fwrite().

fread
(PHP 4, PHP 5)

fread — バイナリセーフなファイルの読み込み

説明

string fread ( resource $handle , int $length )

fread() は、handle が指すファイルポインタから最高 length バイト読み込みます。 以下のいずれかの条件を満たしたら、読み込みを終了します。

length バイトぶん読み込んだ
EOF (ファイルの終端) に達した
パケットが利用可能になるか、あるいは ソケットのタイムアウト が発生した (ネットワークストリームの場合)
8192 バイトぶん読み込んだ (ユーザ定義ストリームをオープンした後)

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。
length

最大 length バイトまで読み込む。

返り値

読み込んだ文字列を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンプルな fread() の例
<?php
// ファイルの中身を読んで文字列に格納する
$filename = "/usr/local/something.txt";
$handle = fopen($filename, "r");
$contents = fread($handle, filesize($filename));
fclose($handle);
?>

例2 バイナリの fread() の例

警告

バイナリとテキストファイルの形式が異なるシステム(すなわち Windows)では、fopen()の mode パラメータに 'b' を指定してファイルをオープンする必要があります。
<?php
$filename = "c:\\files\\somepic.gif";
$handle = fopen($filename, "rb");
$contents = fread($handle, filesize($filename));
fclose($handle);
?>

例3 リモートファイルの fread() の例

警告

通常のローカルファイル以外のもの、例えば リモートファイル や popen()、fsockopen() が返す ストリームを読み込んでいる場合には、 パケットが有効になった後に読み込みはストップします。 つまり以下の例のように分割されたデータを結合すべきであるということです。
<?php
// PHP 5 以降での例
$handle = fopen("http://www.example.com/", "rb");
$contents = stream_get_contents($handle);
fclose($handle);
?>
<?php
$handle = fopen("http://www.example.com/", "rb");
$contents = '';
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while (!feof($handle)) {
  $contents .= fread($handle, 8192);
}
fclose($handle);
?>

注意

注意:

ファイルの中身を文字列に格納したいだけならば、file_get_contents() を使うほうが上記の例よりも効率的です。

注意:

fread() は、 ファイルポインタが現在指している位置から読み込みを開始することに注意しましょう。 ポインタの現在位置を調べるには ftell() を、 そしてポインタの位置を巻き戻すには rewind() を使用します。

参考

fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
file() - ファイル全体を読み込んで配列に格納する
fpassthru() - ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する
ftell() - ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す
rewind() - ファイルポインタの位置を先頭に戻す

fscanf
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

fscanf — フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する

説明

mixed fscanf ( resource $handle , string $format [, mixed &$... ] )

関数fscanf() は sscanf() に似ていますが、handle が指すファイルから入力を取得し、 指定したフォーマット format に基づき解釈を行います。 フォーマットについては sprintf() に解説されています。

フォーマット文字列におけるあらゆる空白は 入力ストリームのあらゆる空白にマッチします。 これはつまりフォーマット文字列の\t（タブ）すらも 入力ストリームの空白1個にマッチしてしまうことを意味します。

fscanf() をコールするたびに、ファイルから 1 行ずつ読み込みます。

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。
format

sprintf() のドキュメントに説明されているフォーマット。
...

オプションで代入する値。

返り値

この関数のパラメータが二つだけの場合、処理された値は配列として返されます。 他方、オプションのパラメータが指定された場合、 この関数は、代入された値の数を返します。 オプション引数は参照渡しとする必要があります。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 このバージョンまでは、ファイルから読み込む文字の最大数は512 （または最初に\nが現れるまで）でした。 これ以降では任意の長い行を読みスキャンすることができます。

例

例1 fscanf() の例
<?php
$handle = fopen("users.txt", "r");
while ($userinfo = fscanf($handle, "%s\t%s\t%s\n")) {
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    list ($name, $profession, $countrycode) = $userinfo;
    //... これらの値を使用して何か行う
}
fclose($handle);
?>

例2 users.txt の内容
javier  argonaut        pe
hiroshi sculptor        jp
robert  slacker us
luigi   florist it

参考

fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す

fseek
(PHP 4, PHP 5)

fseek — ファイルポインタを移動する

説明

int fseek ( resource $handle , int $offset [, int $whence = SEEK_SET ] )

handle が指しているファイルのファイル位置識別子を ファイル・ストリーム中の offset バイト目に セットします。新規位置は、ファイルの先頭からのバイト数で 測られます。これは whence で指定した位置に offset を追加することにより得られます。

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。
offset

オフセット。

ファイルの終端から数えた位置に移動するには、負の値を offset に渡して whence を SEEK_END に設定しなければなりません。
whence

whence の値は以下のようになります。

SEEK_SET - 位置を offset バイト目に設定する
SEEK_CUR - 現在の位置に offset を加えた位置に設定する
SEEK_END - ファイル終端に offset を加えた位置に設定する

返り値

成功すると 0 を返し、そうでなければ -1 を返します。EOF より先の位置にシークしてもエラーとはならないので注意してください。

例

例1 fseek() の例
<?php

$fp = fopen('somefile.txt', 'r');

// データを読み込む
$data = fgets($fp, 4096);

// ファイルの先頭に移動する。
// rewind($fp); と等価。
fseek($fp, 0);

?>

注意

注意:

追加モード (a あるいは a+) でファイルをオープンした場合、 ファイル位置によらず、ファイルに書き込むあらゆるデータが追加されます。また fseek() の結果は未定義となります。

:
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注意

http:// あるいは ftp:// スキームを使った fopen () により返されたファイルポインタに対しては、使わないでください。

参考

ftell() - ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す
rewind() - ファイルポインタの位置を先頭に戻す

fstat
(PHP 4, PHP 5)

fstat — オープンしたファイルポインタからファイルに関する情報を取得する

説明

array fstat ( resource $handle )

ファイルポインタhandleによりオープンされたファイルの統計情報を取得します。 この関数は関数stat()に似ていますが、 ファイル名の代わりにオープンされたファイルポインタを指定するところが異なります。

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。

返り値

ファイルの統計情報の配列を返します。配列のフォーマットについては stat()のマニュアルをご覧ください。

例

例1 fstat() の例
<?php

// ファイルをオープンする
$fp = fopen("/etc/passwd", "r");

// 統計情報を収集する
$fstat = fstat($fp);

// ファイルをクローズする
fclose($fp);

// 連想配列部のみ表示する
print_r(array_slice($fstat, 13));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [dev] => 771
    [ino] => 488704
    [mode] => 33188
    [nlink] => 1
    [uid] => 0
    [gid] => 0
    [rdev] => 0
    [size] => 1114
    [atime] => 1061067181
    [mtime] => 1056136526
    [ctime] => 1056136526
    [blksize] => 4096
    [blocks] => 8
)

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

ftell
(PHP 4, PHP 5)

ftell — ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す

説明
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int ftell ( resource $handle )

handle ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返します。

パラメータ
handle

ファイルポインタは有効なものでなければならず、また fopen()、popen() で正常にオープンされたファイルを指している必要があります。 ftell() は、("a" フラグ付きでオープンされた) 追加のみ可能なストリームに対する結果も未定義です。

返り値

handle が示すファイルポインタの位置、 すなわちファイル・ストリーム上のオフセットを整数値で返します。

エラーが起こった場合 FALSE を返します。

例

例1 ftell() の例
<?php

// ファイルをオープンし、データを読み込む
$fp = fopen("/etc/passwd", "r");
$data = fgets($fp, 12);

// どこにいるんだ ?
echo ftell($fp); // 11

fclose($fp);

?>

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
fseek() - ファイルポインタを移動する
rewind() - ファイルポインタの位置を先頭に戻す

ftruncate
(PHP 4, PHP 5)

ftruncate — ファイルを指定した長さに丸める

説明

bool ftruncate ( resource $handle , int $size )

ファイルポインタhandleを引数とし、 ファイルを指定した長さ、サイズに丸めます。

パラメータ
handle

ファイルポインタ。

注意:

handle は書き込みモードでオープンする必要があります。
size

丸める大きさ。

注意:

size がファイルのサイズより大きい場合は、 null バイトを用いてファイルを拡大します。

size がファイルのサイズより小さい場合は、 余分なデータは失われます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴
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バージョン 説明
PHP 4.3.3 これより前のバージョンでは、ftruncate() が成功した場合の値は boolean TRUE ではなく integer 型の 1 でした。

例

例1 ファイルの丸めの例
<?php
$filename = 'lorem_ipsum.txt';

$handle = fopen($filename, 'r+');
ftruncate($handle, rand(1, filesize($filename)));
rewind($handle);
echo fread($handle, filesize($filename));
fclose($handle);
?>

注意

注意:

ファイルポインタは変更 されません。

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fseek() - ファイルポインタを移動する

fwrite
(PHP 4, PHP 5)

fwrite — バイナリセーフなファイル書き込み処理

説明

int fwrite ( resource $handle , string $string [, int $length ] )

fwrite()はstringの内容を handleが指しているファイル・ストリームに書き込みます。

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。
string

書き込む文字列。
length

lengthパラメータが与えられている場合、 lengthバイト数分の書き込みが完了したか、 stringが終わりに達したかのいずれか早い方の 事象により書き込みは中止されます。

length パラメータが指定されている場合、 magic_quotes_runtime 構成オプションは無視され、stringからの スラッシュ文字の取り除きは行われないことに注意してください。

返り値

fwrite() は、 書き込んだバイト数、またはエラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

ネットワークストリームへの書き込みは、 すべての文字列を書き込み終える前に終了する可能性があります。 fwrite() の返り値を確かめるようにしましょう。
<?php
function fwrite_stream($fp, $string) {
    for ($written = 0; $written < strlen($string); $written += $fwrite) {
        $fwrite = fwrite($fp, substr($string, $written));
        if ($fwrite === false) {
            return $written;
        }
    }
    return $written;
}
?>

注意:

(Windowsのように)バイナリとテキストファイルの形式が異なるシステムにおいては、ファイルをオープンする際に fopen()の mode パラメータに 'b' を指定する必要があります。
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注意:

fopen() を使用して追記モードでオープンした handle の場合、 fwrite() はアトミックになります (ただし、一部のプラットフォームにおいて string がファイルシステムのブロックサイズを超えない場合、 そしてローカルファイルシステム上のファイルである場合に
限ります)。 アトミックであるとは、つまり fwrite() をコールする前にリソースを flock() する必要がないということです。データの書き込みが中断されることはありません。

注意:

同じファイルポインタに 2 回書き込みを行うと、 データはファイルの末尾に追記されます。
<?php
$fp = fopen('data.txt', 'w');
fwrite($fp, '1');
fwrite($fp, '23');
fclose($fp);

// 'data.txt' の中身は 123 となります。23 ではありません!
?>

例

例1 簡単な fwrite() の例
<?php
$filename = 'test.txt';
$somecontent = "Add this to the file\n";

// ファイルが存在しかつ書き込み可能かどうか確認します
if (is_writable($filename)) {

    // この例では$filenameを追加モードでオープンします。
    // ファイルポインタはファイルの終端になりますので
    // そこがfwrite()で$somecontentが追加される位置になります。
    if (!$handle = fopen($filename, 'a')) {
         echo "Cannot open file ($filename)";
         exit;
    }

    // オープンしたファイルに$somecontentを書き込みます
    if (fwrite($handle, $somecontent) === FALSE) {
        echo "Cannot write to file ($filename)";
        exit;
    }

    echo "Success, wrote ($somecontent) to file ($filename)";

    fclose($handle);

} else {
    echo "The file $filename is not writable";
}
?>

参考

fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
file_get_contents() - ファイルの内容を全て文字列に読み込む

glob
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

glob — パターンにマッチするパス名を探す

説明

array glob ( string $pattern [, int $flags = 0 ] )

glob() 関数は libc の glob() 関数で使われるルールに基づいて pattern にマッチする全てのパス名を検索します。 ルールは、一般のシェルで使われるルールと似ています。

パラメータ
pattern

パターン。チルダの展開やパラメータ置換は行いません。
flags

有効なフラグは次のとおりです。

GLOB_MARK - 各ディレクトリにスラッシュを追加します
GLOB_NOSORT - ディレクトリに存在するファイルを返します (ソートはされません)
GLOB_NOCHECK - 検索パターンにマッチするファイルが見つからない場合に、 検索パターン自身を返します
GLOB_NOESCAPE - バックスラッシュによるメタ文字のクォートを行いません
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GLOB_BRACE - {a,b,c} を展開し「a」、「b」あるいは「c」のいずれかにマッチさせます
GLOB_ONLYDIR - パターンにマッチするディレクトリのみを返します
GLOB_ERR - (ディレクトリが読めないなどの) 読み込みエラー時に停止します。デフォルトではエラーは無視されます。

返り値

マッチするファイル／ディレクトリを含む配列を返します。 マッチするファイルがなかった場合には空の配列、 そして失敗した場合には FALSE を返します。

注意:

システムによっては、何もマッチしなかった場合とエラーが発生した場合を区別できないものもあります。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 GLOB_ERR が追加されました。
4.3.3 PHP 4.3.3 以前では、GLOB_ONLYDIR が、 Windows やその他の GNU C ライブラリを使用しないシステムでも利用できるようになりました。

例

例1 glob() が opendir() と関連する関数群の代替策になるかを示す簡便な方法
<?php
foreach (glob("*.txt") as $filename) {
    echo "$filename size " . filesize($filename) . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
funclist.txt size 44686
funcsummary.txt size 267625
quickref.txt size 137820

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

注意: この関数が使用できないシステムも存在します (例: 昔の Sun OS など)。

注意: GLOB_BRACE フラグは、Solaris などの非 GNU システムでは動作しないことがあります。

参考

opendir() - ディレクトリハンドルをオープンする
readdir() - ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
closedir() - ディレクトリハンドルをクローズする
fnmatch() - ファイル名がパターンにマッチするか調べる

is_dir
(PHP 4, PHP 5)

is_dir — ファイルがディレクトリかどうかを調べる

説明

bool is_dir ( string $filename )

指定したファイルがディレクトリかどうかを調べます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。filename が相対パスの場合は、現在の作業ディレクトリからの相対パスとして処理します。 filename がシンボリックリンクあるいはハードリンクの場合は、 リンク先を解決して処理します。セーフモード あるいは open_basedir を有効にすると、 さ
らに制限がかかるでしょう。

返り値

ファイルがが存在して、かつそれがディレクトリであれば TRUE、それ以外の場合は FALSE を返します。

例
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例1 is_dir() の例
<?php
var_dump(is_dir('a_file.txt'));
var_dump(is_dir('bogus_dir/abc'));

var_dump(is_dir('..')); //一つ上のディレクトリ
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(false)
bool(true)

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

chdir() - ディレクトリを変更する
dir
opendir() - ディレクトリハンドルをオープンする
is_file() - 通常ファイルかどうかを調べる
is_link() - ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる

is_executable
(PHP 4, PHP 5)

is_executable — ファイルが実行可能かどうかを調べる

説明

bool is_executable ( string $filename )

ファイルが実行可能かどうかを調べます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルが存在し、かつそれが実行可能な場合に TRUE、 エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 is_executable() は Windows でも使用可能となりました。

例

例1 is_executable() の例
<?php

$file = '/home/vincent/somefile.sh';

if (is_executable($file)) {
    echo $file.' は実行可能です';
} else {
    echo $file.' は実行可能ではありません';
}

?>

エラー / 例外
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失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

is_file() - 通常ファイルかどうかを調べる
is_link() - ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる

is_file
(PHP 4, PHP 5)

is_file — 通常ファイルかどうかを調べる

説明

bool is_file ( string $filename )

指定したファイルが通常のファイルかどうかを調べます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

ファイルが存在し、かつそれが通常のファイルである場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_file() の例
<?php
var_dump(is_file('a_file.txt')) . "\n";
var_dump(is_file('/usr/bin/')) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
is_link() - ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる

is_link
(PHP 4, PHP 5)
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is_link — ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる

説明

bool is_link ( string $filename )

指定したファイルがシンボリックリンクかどうかを調べます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

filename が存在し、かつシンボリックリンクであれば TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 シンボリックリンクの作成と、ファイルがシンボリックリンクかどうかの確認
<?php
$link = 'uploads';

if (is_link($link)) {
    echo(readlink($link));
} else {
    symlink('uploads.php', $link);
}
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
is_file() - 通常ファイルかどうかを調べる
readlink() - シンボリックリンク先を返す

is_readable
(PHP 4, PHP 5)

is_readable — ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る

説明

bool is_readable ( string $filename )

ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを調べます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

filename で指定したファイルあるいはディレクトリが存在し、 それが読み込み可能であれば TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_readable() の例
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<?php
$filename = 'test.txt';
if (is_readable($filename)) {
    echo 'このファイルは読み込み可能です';
} else {
    echo 'このファイルは読み込み可能ではありません';
}
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

PHP は、Web サーバを実行しているユーザ ID (たいていは 'nobody') でファイルにアクセスすることを覚えておいてください。 PHP 5.1.5 より前のバージョンでは、セーフモードの制限は働きません。

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

注意:

チェックは、実効ユーザではなく実ユーザの UID/GID で行います。

参考

is_writable() - ファイルが書き込み可能かどうかを調べる
file_exists() - ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する

is_uploaded_file
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

is_uploaded_file — HTTP POST でアップロードされたファイルかどうかを調べる

説明

bool is_uploaded_file ( string $filename )

filename という名前のファイルが HTTP POST によりアップロードされたものである場合に TRUE を返します。 悪意のあるユーザがスクリプトをだまして、 本来見られてはいけないはずのファイル (/etc/passwd など) にアクセスすることを防止したい場合に、この関数は有用
です。

この種の確認は、アップロードされたファイルに関して何でもできる場合には、 その内容をユーザ、または同じシステム上の他のユーザにさえ 暴かれる可能性があるため、特に重要です。

適切に動作させるため、関数 is_uploaded_file() は $_FILES['userfile']['tmp_name'] のような引数を必要とします。 アップロードされたファイルのクライアントマシン上での名前 $_FILES['userfile']['name'] では動作しません。

パラメータ
filename

調べたいファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 is_uploaded_file() の例
<?php

if (is_uploaded_file($_FILES['userfile']['tmp_name'])) {
   echo "ファイル ". $_FILES['userfile']['name'] ." のアップロードに成功しました。\n";
   echo "その中身を表示します\n";
   readfile($_FILES['userfile']['tmp_name']);
} else {
   echo "おそらく何らかの攻撃を受けました。";
   echo "ファイル名 '". $_FILES['userfile']['tmp_name'] . "'.";
}

?>

参考
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move_uploaded_file() - アップロードされたファイルを新しい位置に移動する
$_FILES
簡単な使用例については ファイルアップロードの処理

is_writable
(PHP 4, PHP 5)

is_writable — ファイルが書き込み可能かどうかを調べる

説明

bool is_writable ( string $filename )

filenameが存在して、かつそれが書き込み可能であれば TRUEを返します。引数filenameはディレクトリ名とすることができ、 ディレクトリが書き込み可能であることを調べることが可能です。

PHP は、Web サーバが実行されているユーザ ID('nobody' が多い) でファイルにアクセスすることを覚えておいてください。 セーフモードの制限は働きません。

パラメータ
filename

調べたいファイル名。

返り値

filename が存在して書き込み可能な場合に TRUE を返します。

例

例1 is_writable() の例
<?php
$filename = 'test.txt';
if (is_writable($filename)) {
    echo 'このファイルは書き込み可能です';
} else {
    echo 'このファイルは書き込みできません';
}
?>

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

is_readable() - ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る
file_exists() - ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

is_writeable
(PHP 4, PHP 5)

is_writeable — is_writable() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 is_writable().

lchgrp
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(PHP 5 >= 5.1.2)

lchgrp — シンボリックリンクのグループ所有権を変更する

説明

bool lchgrp ( string $filename , mixed $group )

シンボリックリンク filename のグループを group に変更しようと試みます。

スーバーユーザは、 シンボリックリンクのグループを任意のものに変更できます。 その他のユーザは、自分自身がメンバーの一員となっているグループにのみ変更できます。

パラメータ
filename

シンボリックリンクへのパス。
group

グループ名あるいはグループ番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンボリックリンクのグループの変更
<?php
$target = 'output.php';
$link = 'output.html';
symlink($target, $link);

lchgrp($link, 8);
?>

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

参考

chgrp() - ファイルのグループを変更する
lchown() - シンボリックリンクの所有者を変更する
chown() - ファイルの所有者を変更する
chmod() - ファイルのモードを変更する

lchown
(PHP 5 >= 5.1.2)

lchown — シンボリックリンクの所有者を変更する

説明

bool lchown ( string $filename , mixed $user )

シンボリックリンク filename の所有者を user に変更しようと試みます。

シンボリックリンクの所有者を変更できるのは、スーパーユーザのみです。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
user

ユーザ名あるいはユーザ番号。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンボリックリンクの所有者の変更
<?php
$target = 'output.php';
$link = 'output.html';
symlink($target, $link);

lchown($link, 8);
?>

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

参考

chown() - ファイルの所有者を変更する
lchgrp() - シンボリックリンクのグループ所有権を変更する
chgrp() - ファイルのグループを変更する
chmod() - ファイルのモードを変更する

link
(PHP 4, PHP 5)

link — ハードリンクを作成する

説明

bool link ( string $from_path , string $to_path )

link() はハードリンクを作成します。

パラメータ
from_path

リンクの名前。
to_path

リンクの対象。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: Windows のみ: この関数を使用するには、 権限を昇格させたモード、あるいは UAC を無効にした状態で PHP を実行しなければなりません。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォーム (Vista 以降、あるいは Server 2008 以降) でも動作するようになりました。

例

例1 シンプルなハードリンクの作成
<?php

$from_path = 'source.ext';  // これは、既存のファイル名です
$to_path   = 'newfile.ext'; // これは、リンク先としたいファイル名です
link($from_path, $to_path);
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?>

注意

注意: この関数では、 リモートファイル を 使用することはできません。これは、処理されるファイルがサーバの ファイルシステムによりアクセスできる必要があるためです。

参考

symlink() - シンボリックリンクを作成する
readlink() - シンボリックリンク先を返す
linkinfo() - リンクに関する情報を取得する

linkinfo
(PHP 4, PHP 5)

linkinfo — リンクに関する情報を取得する

説明

int linkinfo ( string $path )

リンクに関する情報を取得します。

この関数を使用して (pathが指している) リンクが実際に存在するかどうかを、 (stat.h で定義されている S_ISLNK マクロと同じ方法で) チェックします。

パラメータ
path

リンクへのパス。

返り値

linkinfo()は、lstat システムコールで返された Unix C 言語の stat 構造体の st_dev フィールドを返します。 0 を返し、エラーの場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォーム (Vista 以降、あるいは Server 2008 以降) でも動作するようになりました。

例

例1 linkinfo() の例
<?php

echo linkinfo('/vmlinuz'); // 835

?>

参考

symlink() - シンボリックリンクを作成する
link() - ハードリンクを作成する
readlink() - シンボリックリンク先を返す

lstat
(PHP 4, PHP 5)

lstat — ファイルあるいはシンボリックリンクの情報を取得する

説明

array lstat ( string $filename )

filename という名前のファイル、 またはシンボリックリンクの情報を得ます。

パラメータ
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filename

ファイルあるいはシンボリックリンクへのパス。

返り値

lstat() が返す配列の内容については stat() のマニュアルをご覧ください。 この関数の動作は stat() 関数と同じですが、 パラメータ filename がシンボリックリンクであった場合に、 シンボリック先のファイルのステータスではなく、 シンボリックリンクのステータスが返され
るところが異なります。

例

例1 stat() と lstat() の比較
<?php
symlink('uploads.php', 'uploads');

// uploads.php と uploads の情報の比較
array_diff(stat('uploads'), lstat('uploads'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

ふたつのファイルの相違点が表示されます。
Array
(
    [ino] => 97236376
    [mode] => 33188
    [size] => 34
    [atime] => 1223580003
    [mtime] => 1223581848
    [ctime] => 1223581848
    [blocks] => 8
)

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

stat() - ファイルに関する情報を取得する

mkdir
(PHP 4, PHP 5)

mkdir — ディレクトリを作る

説明

bool mkdir ( string $pathname [, int $mode = 0777 [, bool $recursive = false [, resource $context ]]] )

指定したディレクトリを作成します。

パラメータ
pathname

ディレクトリのパス。
mode

モードは 0777 がデフォルトです。 これは最も緩やかなアクセス制限を意味します。 モードに関する詳細は chmod() をご覧ください。

注意:

Windows では mode は無視されます。

モードを八進数で指定したくなることもあるかもしれません。 その場合は先頭にゼロをつける必要があります。 また、モードは、現在設定されている umask の影響も受けます。 umask を変更するには umask() を使用します。
recursive
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pathname で、入れ子構造のディレクトリの作成を許可します。 デフォルトは FALSE です。
context

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 recursive パラメータが追加されました。
5.0.0 PHP 5.0.0 以降、mkdir() は いくつかの URL ラッパーを併用することが可能です。 mkdir() をサポートしているラッパーの一覧については、 サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。
4.2.0 mode パラメータがオプションとなりました。

例

例1 mkdir() の例
<?php
mkdir("/path/to/my/dir", 0700);
?>

例2 mkdir() での recursive パラメータの使用例
<?php
// 作りたいフォルダ構造
$structure = './depth1/depth2/depth3/';

// 入れ子構造を作るには、$recursive パラメータを
// mkdir() に指定しなければなりません
if (!mkdir($structure, 0, true)) {
    die('Failed to create folders...');
}

// ...
?>

注意

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は、 操作を行うディレクトリが、実行するスクリプトと同じ UID (所有者)を有しているか どうかを確認します。

参考

rmdir() - ディレクトリを削除する

move_uploaded_file
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

move_uploaded_file — アップロードされたファイルを新しい位置に移動する

説明

bool move_uploaded_file ( string $filename , string $destination )

この関数は、filename で指定されたファイルが (PHP の HTTP POST アップロード機構によりアップロードされたという意味で) 有効なアップロードファイルであるかどうかを確認します。 そのファイルが有効な場合、destination で指定したファイル名に移動されます。

この種の確認は、アップロードされたファイルに関して何でもできる場 合には、その内容をユーザ、または同じシステム上の他のユーザにさえ 暴かれる可能性があるため、特に重要です。

パラメータ
filename

アップロードしたファイルのファイル名。
destination

ファイルの移動先。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

filename が有効なアップロードファイルでない場合、 処理は行われず、move_uploaded_file() は FALSE を返します。
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filename が有効なアップロードファイルであるが、 何らかの理由により、移動できない場合、処理は行われず、 move_uploaded_file() は FALSE を返します。加えて、警告が出力されます。

例

例1 複数のファイルのアップロード
<?php
$uploads_dir = '/uploads';
foreach ($_FILES["pictures"]["error"] as $key => $error) {
    if ($error == UPLOAD_ERR_OK) {
        $tmp_name = $_FILES["pictures"]["tmp_name"][$key];
        $name = $_FILES["pictures"]["name"][$key];
        move_uploaded_file($tmp_name, "$uploads_dir/$name");
    }
}
?>

注意

注意:

move_uploaded_file() は セーフモード と open_basedir の両者を考慮しています。 しかしながら、アップロードされたファイルを移動する destination パスのみ制限が設けられます。 そこでは filename がそれらの制限に抵触する可能性があるためです。
move_uploaded_file() は PHP を通じてアップロードされたファイルのみを移動できるようにすることで この操作の安全性を保証しています。

警告

コピー先のファイルが既に存在する場合、上書きされます。

参考

is_uploaded_file() - HTTP POST でアップロードされたファイルかどうかを調べる
簡単な使用例については ファイルアップロードの処理

parse_ini_file
(PHP 4, PHP 5)

parse_ini_file — 設定ファイルをパースする

説明

array parse_ini_file ( string $filename [, bool $process_sections = false [, int $scanner_mode = INI_SCANNER_NORMAL ]] )

parse_ini_file() は、 filename で指定した ini ファイルをロードし、 連想配列としてその設定値を返します。

ini ファイルの構造は、php.ini の構造と同じです。

パラメータ
filename

パースしたい ini ファイルのファイル名。
process_sections

process_sections パラメータに TRUE を設定すると、セクション名と設定が含まれた多次元の配列を得ることができます。 デフォルトでは、process_sections は FALSE です。
scanner_mode

INI_SCANNER_NORMAL (デフォルト) あるいは INI_SCANNER_RAW。INI_SCANNER_RAW を指定すると、オプションの値はパースされません。

返り値

成功した場合に設定を連想配列形式で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションのパラメータ scanner_mode が追加されました。 シングルクォートも変数の代入に使うことができます。 ハッシュ記号 (#) はコメントとしては扱われなくなり、 もし使うと警告が発生します。
5.2.7 構文エラーが発生した場合は、空の配列ではなく FALSE を返すようになりました。
5.2.4 数字から始まるキーおよびセクション名は、PHP では 整数 として評価されます。 よって、0 で始まる数字は 8 進数として評価され、0x で始まる数字は 16 進数として評価されます。
5.0.0 値をダブルクォートで囲めばその中で改行を使用することもできます。
4.2.1 この関数は セーフモード と open_basedir の影響を受けます。

例
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例1 sample.ini の内容

; これは設定ファイルのサンプルです。
; php.ini と同様、';' で始まる行はコメントです。
[first_section]
one = 1
five = 5
animal = BIRD

[second_section]
path = "/usr/local/bin"
URL = "http://www.example.com/~username"

[third_section]
phpversion[] = "5.0"
phpversion[] = "5.1"
phpversion[] = "5.2"
phpversion[] = "5.3"

例2 parse_ini_file() の例

定数も ini ファイル上でパースされます。 そのため、parse_ini_file() をコールする前に ini ファイル上の値として定数を定義した場合、返り値に統合されます。 ini ファイル上の値だけが評価されます。以下は例です：
<?php

define('BIRD', 'Dodo bird');

// セクションを無視してパースします。
$ini_array = parse_ini_file("sample.ini");
print_r($ini_array);

// セクションを意識してパースします。
$ini_array = parse_ini_file("sample.ini", true);
print_r($ini_array);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [one] => 1
    [five] => 5
    [animal] => Dodo bird
    [path] => /usr/local/bin
    [URL] => http://www.example.com/~username
    [phpversion] => Array
        (
            [0] => 5.0
            [1] => 5.1
            [2] => 5.2
            [3] => 5.3
        )

)
Array
(
    [first_section] => Array
        (
            [one] => 1
            [five] => 5
            [animal] => Dodo bird
        )

    [second_section] => Array
        (
            [path] => /usr/local/bin
            [URL] => http://www.example.com/~username
        )

    [third_section] => Array
        (
            [phpversion] => Array
                (
                    [0] => 5.0
                    [1] => 5.1
                    [2] => 5.2
                    [3] => 5.3
                )

        )

)

例3 parse_ini_file() による php.ini ファイルのパース
<?php
// 以下の結果を比較するための簡単な関数
function yesno($expression)
{
    return($expression ? 'Yes' : 'No');
}

// php.ini へのパスを the php_ini_loaded_file() 関数で取得します
// この関数は PHP 5.2.4 以降で使用可能です
$ini_path = php_ini_loaded_file();

// php.ini をパースします
$ini = parse_ini_file($ini_path);

// 結果を表示して比較します。get_cfg_var() を使用すると、
// ここでパースして読み込んだのと同じ結果が得られることに注意しましょう
echo '(parsed) magic_quotes_gpc = ' . yesno($ini['magic_quotes_gpc']) . PHP_EOL;
echo '(loaded) magic_quotes_gpc = ' . yesno(get_cfg_var('magic_quotes_gpc')) . PHP_EOL;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
(parsed) magic_quotes_gpc = Yes
(loaded) magic_quotes_gpc = Yes
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注意

注意:

この関数は、php.ini ファイルには何もしません。 このファイルはスクリプトを実行している時には既に処理されています。 この関数は、アプリケーション個有の設定ファイルを読み込む際に使用可能です。

注意:

ini ファイル上の値に英数字ではないものがある場合、 ダブルクォート(")で囲う必要があります。

注意: ini ファイル上でキーとして使ってはいけない単語があります。 null, yes, no, true, false, on, off, none などです。 null, no および false は "" となり、yes および true は "1" となります。 次の文字 ?{}|&~![()^" は、キーで使ってはいけません。 また、値の
中で特別な意味を持ちます。

参考

parse_ini_string() - 設定文字列をパースする

parse_ini_string
(PHP 5 >= 5.3.0)

parse_ini_string — 設定文字列をパースする

説明

array parse_ini_string ( string $ini [, bool $process_sections = false [, int $scanner_mode = INI_SCANNER_NORMAL ]] )

parse_ini_string() は、文字列 ini の設定を連想配列で返します。

文字列の構造は、php.ini の構造と同じです。

パラメータ
ini

パースしたい ini ファイルの内容。
process_sections

process_sections を TRUE に設定すると、セクション名と設定を含む多次元配列を返します。 process_sections のデフォルトは FALSE です。
scanner_mode

INI_SCANNER_NORMAL (デフォルト) あるいは INI_SCANNER_RAW。INI_SCANNER_RAW を指定すると、オプションの値はパースされません。

返り値

成功した場合に設定を連想配列形式で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: ini ファイル上でキーとして使ってはいけない単語があります。 null, yes, no, true, false, on, off, none などです。 null, no および false は "" となり、yes および true は "1" となります。 次の文字 ?{}|&~![()^" は、キーで使ってはいけません。 また、値の
中で特別な意味を持ちます。

参考

parse_ini_file() - 設定ファイルをパースする

pathinfo
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

pathinfo — ファイルパスに関する情報を返す

説明

mixed pathinfo ( string $path [, int $options = PATHINFO_DIRNAME | PATHINFO_BASENAME | PATHINFO_EXTENSION | PATHINFO_FILENAME ] )

pathinfo() は、path に関する情報を有する連想配列を返します。
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パラメータ
path

調べたいパス。
options

どの要素を返すのかをオプションのパラメータ options で指定します。これは PATHINFO_DIRNAME、 PATHINFO_BASENAME、 PATHINFO_EXTENSION および PATHINFO_FILENAME の組み合わせとなります。 デフォルトではすべての要素を返します。

返り値

以下の要素を含む連想配列を返します。 dirname (ディレクトリ名)、basename (ファイル名) そして、もし存在すれば extension (拡張子)。

options を使用すると、 すべての要素を選択しない限りこの関数の返り値は文字列となります。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 定数 PATHINFO_FILENAME が追加されました。

例

例1 pathinfo() の例
<?php
$path_parts = pathinfo('/www/htdocs/inc/lib.inc.php');

echo $path_parts['dirname'], "\n";
echo $path_parts['basename'], "\n";
echo $path_parts['extension'], "\n";
echo $path_parts['filename'], "\n"; // PHP 5.2.0 以降
?>

上の例の出力は以下となります。
/www/htdocs/inc
lib.inc.php
php
lib.inc

注意

注意:

カレントのパスに関する情報を取得するには、 定義済みの変数 のセクションをご覧ください。

参考

dirname() - パス中のディレクトリ名の部分を返す
basename() - パス中のファイル名の部分を返す
parse_url() - URL を解釈し、その構成要素を返す
realpath() - 絶対パス名を返す

pclose
(PHP 4, PHP 5)

pclose — プロセスのファイルポインタをクローズする

説明

int pclose ( resource $handle )

popen() でオープンしたパイプへの ファイルポインタをクローズします。

パラメータ
handle

ファイルポインタは有効なものでなければならず、また popen() で正常にオープンされたものである必要があります。

返り値

実行していたプロセスの終了ステータスを返します。 エラーが発生した場合は -1 を返します。

例
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例1 pclose() の例
<?php
$handle = popen('/bin/ls', 'r');
pclose($handle);
?>

注意

注意: Unix のみ

proc_close() の内部的な実装は、 waitpid(3) システムコールを使っています。 実際の終了ステータスを知るには、pcntl_wexitstatus() 関数を使わなければなりません。

参考

popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする

popen
(PHP 4, PHP 5)

popen — プロセスへのファイルポインタをオープンする

説明

resource popen ( string $command , string $mode )

command で指定したコマンドのフォークによってできたプロセスへのパイプをオープンします。

パラメータ
command

コマンド。
mode

モード。

返り値

fopen() により返されたファイルポインタと同様のものを返しますが、 それは(読み書きのいずれか一方でのみ使われる)片方向ストリームであり、 pclose() によりクローズされなければならないところが異なります。 このポインタは、fgets()、fgetss() および fwrite() のいずれ
かで使うことができます。

エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 popen() の例
<?php
$handle = popen("/bin/ls", "r");
?>

実行すべきコマンドが見つからない場合には、正常なリソースが返されます。 おかしなことと思われるかもしれませんが、これには意味があります。 これによってシェルから返されたエラーメッセージにアクセスすることができるのです。

例2 popen() の例
<?php
error_reporting(E_ALL);

/* リダイレクトにより、標準エラー出力を取得します */
$handle = popen('/path/to/executable 2>&1', 'r');
echo "'$handle'; " . gettype($handle) . "\n";
$read = fread($handle, 2096);
echo $read;
pclose($handle);
?>

注意

注意:

双方向(two-way)のサポートを求めているのなら、 proc_open() を使用してください。

注意: セーフモード が有効な場合、 safe_mode_exec_dirの中にある実行プログラムのみ実行可能です。 実際的な理由により、現在、実行プログラムへのパスに ..を 含めることはできません。

警告
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セーフモードが有効な場合、コマンド文字列は escapeshellcmd() でエスケープされます。 つまり、echo y | echo x は、echo y \| echo x となります。

参考

pclose() - プロセスのファイルポインタをクローズする
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
proc_open() - コマンドを実行し、入出力用にファイルポインタを開く

readfile
(PHP 4, PHP 5)

readfile — ファイルを出力する

説明

int readfile ( string $filename [, bool $use_include_path = false [, resource $context ]] )

ファイルを読んで標準出力に書き出します。

パラメータ
filename

読み込もうとするファイルの名前。
use_include_path

オプションの2番目の引数を使用して、これにTRUEを設定することにより、 include_path のファイルの検索も行うことができます。
context

コンテキストストリームリソース。

返り値

ファイルから読み込んだバイト数を返します。エラーが起こると FALSEを返し、また@readfile()という名前でコールされない限り、 エラーメッセージが表示されます。

例

例1 readfile() によるダウンロードの強制
<?php
$file = 'monkey.gif';

if (file_exists($file)) {
    header('Content-Description: File Transfer');
    header('Content-Type: application/octet-stream');
    header('Content-Disposition: attachment; filename='.basename($file));
    header('Content-Transfer-Encoding: binary');
    header('Expires: 0');
    header('Cache-Control: must-revalidate, post-check=0, pre-check=0');
    header('Pragma: public');
    header('Content-Length: ' . filesize($file));
    ob_clean();
    flush();
    readfile($file);
    exit;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おお / おお おおおおお

注意

ヒント
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fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

参考

fpassthru() - ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する
file() - ファイル全体を読み込んで配列に格納する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
include() - include
require() - require
virtual() - Apache サブリクエストを実行する
file_get_contents() - ファイルの内容を全て文字列に読み込む
サポートするプロトコル/ラッパー

readlink
(PHP 4, PHP 5)

readlink — シンボリックリンク先を返す

説明

string readlink ( string $path )

readlink() は同名の C 関数と同じ動作をします。

パラメータ
path

シンボリックリンクのパス。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォーム (Vista 以降、あるいは Server 2008 以降) でも動作するようになりました。

返り値

シンボリックリンク・パスの内容を返します。エラーの場合は FALSE を返します。

例

例1 readlink() の例
<?php

// 出力例 /boot/vmlinux-2.4.20-xfs
echo readlink('/vmlinuz');

?>

参考

is_link() - ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる
symlink() - シンボリックリンクを作成する
linkinfo() - リンクに関する情報を取得する

realpath_cache_get
(PHP 5 >= 5.3.2)

realpath_cache_get — realpath キャッシュ・エントリーを取得

説明

array realpath_cache_get ( void )

realpath キャッシュ内容を取得します。
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返り値

realpath キャッシュ・エントリーの配列を返します。キーは元のパス・エントリーで、 値はデータ項目の配列です。それには、解決されたパス、失効日、キャッシュに保持されるその他のオプションを含みます。

例

例1 realpath_cache_get() 例
<?php
var_dump(realpath_cache_get());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["/test"]=>
  array(4) {
    ["key"]=>
    int(123456789)
    ["is_dir"]=>
    bool(true)
    ["realpath"]=>
    string(5) "/test"
    ["expires"]=>
    int(1260318939)
  }
  ["/test/test.php"]=>
  array(4) {
    ["key"]=>
    int(987654321)
    ["is_dir"]=>
    bool(false)
    ["realpath"]=>
    string(12) "/root/test.php"
    ["expires"]=>
    int(1260318939)
  }
}

参考

realpath_cache_size() - realpath キャッシュサイズを取得

realpath_cache_size
(PHP 5 >= 5.3.2)

realpath_cache_size — realpath キャッシュサイズを取得

説明

int realpath_cache_size ( void )

realpath キャッシュで使用されるメモリー量を取得します。

返り値

realpath キャッシュが使用中のメモリ量を返します。

例

例1 realpath_cache_size() 例
<?php
var_dump(realpath_cache_size());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(412)

参考

realpath_cache_get() - realpath キャッシュ・エントリーを取得

realpath
(PHP 4, PHP 5)

realpath — 絶対パス名を返す
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説明

string realpath ( string $path )

realpath() は、 入力 path のシンボリックリンクをすべて展開し、 「/./」「/../」「/」などの参照をすべて解決することにより、正規化した絶対パスを返します。

パラメータ
path

調べたいパス。

返り値

成功した場合は正規化した絶対パス名を返します。 返されるパスはシンボリックリンクや「/./」「/../」要素を含みません。

realpath() は、 たとえばファイルが存在しないなどの失敗時に FALSE を返します。

注意:

指定した階層にあるすべてのディレクトリに対して、 実行中のスクリプトからの実行権限が必要です。もし権限がなければ realpath() は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 これより前のバージョンでは、*BSD システムでは realpath() は最後の path コンポーネントのみが存在しない場合には失敗となりませんでした。

例

例1 realpath() の例
<?php
chdir('/var/www/');
echo realpath('./../../etc/passwd');
?>

上の例の出力は以下となります。
/etc/passwd

例2 Windows 上での realpath()

Windows 上で realpath() を実行すると、Unix 形式のパスを Windows 形式に変更します。
<?php
echo realpath('/windows/system32');
?>

上の例の出力は以下となります。
C:\WINDOWS\System32

参考

basename() - パス中のファイル名の部分を返す
dirname() - パス中のディレクトリ名の部分を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す

rename
(PHP 4, PHP 5)

rename — ファイルをリネームする

説明

bool rename ( string $oldname , string $newname [, resource $context ] )

oldname を newname にリネームしようと試みます。

パラメータ
oldname

注意:
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変更前の名前。 oldname で使用されるラッパーは、 newname で使用するラッパーと適合 している必要があります 。
newname

変更後の名前。
context

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョ
ン 説明

5.3.1 rename() は Windows で別のドライブにリネームできるようになりました。
5.0.0 rename() は いくつかの URL ラッパーを併用することができるようになりました。 rename() をサポートしているラッパーの一覧については、 サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。

4.3.3 rename() は *nix ベースシステムで パーティション越しにファイル名を変更できるようになりました。 適切なパーミッションが保持されます。 移動先のファイルシステムで chown() あるいは chmod() といったシステムコールが実行できない場合 (移動先のファイル
システムが FAT である場合など) は警告が発生します。

例

例1 rename() の例
<?php
rename("/tmp/tmp_file.txt", "/home/user/login/docs/my_file.txt");
?>

参考

copy() - ファイルをコピーする
unlink() - ファイルを削除する
move_uploaded_file() - アップロードされたファイルを新しい位置に移動する

rewind
(PHP 4, PHP 5)

rewind — ファイルポインタの位置を先頭に戻す

説明

bool rewind ( resource $handle )

handle のファイル位置指示子を、 ファイルストリームの先頭にセットします。

注意:

追記モード ("a" もしくは "a+") でファイルをオープンした場合、 ファイル位置によらずファイルに書き込まれるデータは常に追加されます。

パラメータ
handle

ファイルポインタは有効なものでなければならず、 また fopen() で正常にオープンされたファイルを指している必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 rewind() での上書きの例
<?php
$handle = fopen('output.txt', 'r+');

fwrite($handle, 'Really long sentence.');
rewind($handle);
fwrite($handle, 'Foo');
rewind($handle);

echo fread($handle, filesize('output.txt'));
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fclose($handle);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Foolly long sentence.

参考

fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fseek() - ファイルポインタを移動する
ftell() - ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

rmdir
(PHP 4, PHP 5)

rmdir — ディレクトリを削除する

説明

bool rmdir ( string $dirname [, resource $context ] )

dirnameで指定されたディレクトリを 削除しようと試みます。ディレクトリは空でなくてはならず、また 適切なパーミッションが設定されていなければなりません。 失敗した場合は E_WARNING レベルのエラーが発生します。

パラメータ
dirname

ディレクトリへのパス。
context

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 PHP 5.0.0 以降、rmdir() は いくつかの URL ラッパーを併用することが可能です。 rmdir() をサポートしているラッパーの一覧については、 サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。

例

例1 rmdir() の例
<?php
if (!is_dir('examples')) {
    mkdir('examples');
}

rmdir('examples');
?>

注意

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は、 操作を行うディレクトリが、実行するスクリプトと同じ UID (所有者)を有しているか どうかを確認します。

参考

is_dir() - ファイルがディレクトリかどうかを調べる
mkdir() - ディレクトリを作る
unlink() - ファイルを削除する

set_file_buffer
(PHP 4, PHP 5)

set_file_buffer — stream_set_write_buffer() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 stream_set_write_buffer().

stat
(PHP 4, PHP 5)

stat — ファイルに関する情報を取得する

説明

array stat ( string $filename )

filenameで指定されたファイルに ついての統計情報を取得します。 filename がシンボリックリンクの場合、 シンボリックリンクではなくファイルの実体の統計情報が返されます。

lstat() はシンボリックリンクの統計情報を返すという違いを除いて stat() と等価です。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。

返り値

stat() と fstat() の結果のフォーマット
数値連想 (PHP 4.0.6 以上) 説明
0 dev デバイス番号
1 ino inode 番号(*)
2 mode inode プロテクトモード
3 nlink リンク数
4 uid 所有者のユーザ ID(*)
5 gid 所有者のグループ ID(*)
6 rdev inode デバイス の場合、デバイスの種類
7 size バイト単位のサイズ
8 atime 最終アクセス時間 (Unix タイムスタンプ)
9 mtime 最終修正時間 (Unix タイムスタンプ)
10 ctime 最終 inode 変更時間 (Unix タイムスタンプ)
11 blksize ファイル IO のブロックサイズ(**)
12 blocks 512 バイトのブロックの確保数(**)
* Windows では常に 0 となります。

** st_blksize タイプをサポートするシステムでのみ有効です。 その他のシステム(例えば Windows)では -1 を返します。

stat() はエラーの場合 FALSE を返します。

エラー / 例外

失敗した場合は E_WARNING が発生します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.6 数値添字の配列に加えて、 各パラメータ毎の連想配列としてもアクセスできるようになりました。

例

例1 stat() の例
<?php
/* ファイルの状態を取得します */
$stat = stat('C:\php\php.exe');

/*
 * ファイルのアクセス日時を表示します。
 * これは fileatime() をコールするのと同じです
 */
echo 'アクセス日時: ' . $stat['atime'];
/*
 * ファイルの更新日時を表示します。
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 * これは filemtime() をコールするのと同じです
 */
echo '更新日時: ' . $stat['mtime'];

/* デバイス番号を表示します */
echo 'デバイス番号: ' . $stat['dev'];
?>

例2 stat() の情報を touch() と組み合わせる例
<?php
/* ファイルの状態を取得します */
$stat = stat('C:\php\php.exe');

/* 情報の取得に失敗した? */
if (!$stat) {
    echo 'stat() のコールに失敗しました...';
} else {
    /*
     * アクセス日時を、現在のアクセス日時の
     * 一週間後に設定します
     */
    $atime = $stat['atime'] + 604800;

    /* ファイルを作成します */
    if (!touch('some_file.txt', time(), $atime)) {
        echo 'ファイルの作成に失敗しました...';
    } else {
        echo 'touch() が成功しました...';
    }
}
?>

注意

注意:

時刻の精度は、 ファイルシステムによって異なることがあります。

注意: この関数の結果は キャッシュされます。詳細は、clearstatcache() を参照してください。

ヒント

PHP 5.0.0 以降、この関数は、 何らかの URL ラッパーと組合せて使用することができます。 どのラッパーが stat() ファミリーをサポートしているか のリストについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照してください。

参考

lstat() - ファイルあるいはシンボリックリンクの情報を取得する
fstat() - オープンしたファイルポインタからファイルに関する情報を取得する
filemtime() - ファイルの更新時刻を取得する
filegroup() - ファイルのグループを取得する

symlink
(PHP 4, PHP 5)

symlink — シンボリックリンクを作成する

説明

bool symlink ( string $target , string $link )

symlink()は、指定されたリンク名 link で既存のファイル target へのシンボリックリンクを作成します。

パラメータ
target

リンクの対象。
link

リンクの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォーム (Vista 以降、あるいは Server 2008 以降) でも動作するようになりました。
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例

例1 シンボリックリンクの作成
<?php
$target = 'uploads.php';
$link = 'uploads';
symlink($target, $link);

echo readlink($link);
?>

注意

注意: Windows のみ: この関数が動作するのは、Windows Vista/Windows Server 2008 以降で PHP を動作させている場合のみです。それより前のバージョンの Windows では、シンボリックリンクをサポートしていません。

参考

link() - ハードリンクを作成する
readlink() - シンボリックリンク先を返す
linkinfo() - リンクに関する情報を取得する

tempnam
(PHP 4, PHP 5)

tempnam — 一意なファイル名を生成する

説明

string tempnam ( string $dir , string $prefix )

一意なテンポラリファイル名を、パーミッションを 0600 に設定し、 指定したディレクトリに作成します。 指定したディレクトリが存在しない場合、tempnam() はシステムのテンポラリディレクトリにあるファイル名を生成し、 その名前を返します。

パラメータ
dir

テンポラリファイルを作成したいディレクトリ。
prefix

作成されるテンポラリファイルのプレフィックス。

注意: Windows では、プレフィックスの最初の 3 文字のみを使用します。

返り値

新しいテンポラリファイル名を返し、失敗した場合には FALSE を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.0.6 PHP 4.0.6 より前では、関数 tempnam() の動作はシステムに依存していました。Windows において TMP 環境変数は dir パラメータを上書きします。Linux においては、 TMPDIR 環境変数が優先されます。一方 SVR4 においては、 指定したディレクトリが存在する
場合は、常に dir パラメータを使用します。疑問がある場合は、tempnam(3) に関するシステムドキュメントを参照ください。

4.0.3 この関数の動作は 4.0.3 で変更されました。文字列が生成された時間の間や スクリプトがファイルの作成にとりかかる前にファイルシステムに現れ る可能性がある場合のファイルとの競合を回避するためにもテンポラリ ファイルは作成されます。このファイルは自動
的に削除されないため、 不要となった場合にはこのファイルを削除する必要があることに注意してください。

例

例1 tempnam() の例
<?php
$tmpfname = tempnam("/tmp", "FOO");

$handle = fopen($tmpfname, "w");
fwrite($handle, "writing to tempfile");
fclose($handle);

// ここで何か行う
unlink($tmpfname);
?>

注意

注意: PHP が指定されたパラメータ dir にファイルを生成することができない場合、 システム標準のフォールバックが実行されます。 NTFS では、指定した dir に 65534 を超える数のファイルが存在する場合にも同じことが起こります。
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参考

tmpfile() - テンポラリファイルを作成する
sys_get_temp_dir() - 一時ファイル用に使用されるディレクトリのパスを返す
unlink() - ファイルを削除する

tmpfile
(PHP 4, PHP 5)

tmpfile — テンポラリファイルを作成する

説明

resource tmpfile ( void )

書き込み可のモード (w+) でユニークな名前を有するテンポラリファイルを作成し、 ファイルハンドルを返します。

ファイルが (fclose() を用いて) クローズされた時、 またはスクリプトが終了された際に自動的にファイルが削除されます。

詳細については、関数 tmpfile(3) のシステムドキュメント、およびヘッダファイル stdio.h を参照ください。

返り値

ファイルのハンドルを返します。 これは、 fopen() により返されるハンドルと同じものです。 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 tmpfile() の例
<?php
$temp = tmpfile();
fwrite($temp, "writing to tempfile");
fseek($temp, 0);
echo fread($temp, 1024);
fclose($temp); // ファイルを削除します
?>

上の例の出力は以下となります。
writing to tempfile

参考

tempnam() - 一意なファイル名を生成する
sys_get_temp_dir() - 一時ファイル用に使用されるディレクトリのパスを返す

touch
(PHP 4, PHP 5)

touch — ファイルの最終アクセス時刻および最終更新日をセットする

説明

bool touch ( string $filename [, int $time = time() [, int $atime ]] )

filename で指定されたファイルの最終更新日を、 time で指定された値に セットしようと試みます。 パラメータの数にかかわらず、アクセス時刻は 常に変更されることに注意しましょう。

ファイルが存在しない場合、ファイルが生成されます。

パラメータ
filename

処理したいファイルの名前。
time

設定する時刻。 time を省略した場合は、 現在時刻を使用します。
atime

指定されたファイルの最終アクセス時刻が存在する場合は、 その値が atime にセットされます。 存在しない場合は time が設定されます。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 Windows 環境でディレクトリの最終更新日が変更できるようになりました。

例

例1 touch() の例
<?php
if (touch($filename)) {
    echo $filename . ' modification time has been changed to present time';
} else {
    echo 'Sorry, could not change modification time of ' . $filename;
}
?>

例2 touch() で time パラメータを使用する例
<?php
// 作成時刻を、ここでは 1 時間前に設定します
$time = time() - 3600;

// ファイルを作成します
if (!touch('some_file.txt', $time)) {
    echo 'おっと、何かがおかしいようです...';
} else {
    echo 'ファイルの作成に成功しました';
}
?>

注意

注意:

時刻の精度は、 ファイルシステムによって異なることがあります。

警告

PHP 5.3.0 より前のバージョンでは、Windows 環境のもとでは この関数によってディレクトリの最終更新日を変更することはできませんでした。

umask
(PHP 4, PHP 5)

umask — 現在の umask を変更する

説明

int umask ([ int $mask ] )

umask() は PHP の umask を mask & 0777 にセットし、 元の umask 値を返します。 PHP がサーバ・モジュールとして動作中の場合、 各リクエストが終了するたびに umask は元の値に戻されます。

パラメータ
mask

新しい umask。

返り値

umask()を引数無しで実行すると、単に現在の umask値を返します。

例

例1 umask() の例
<?php
$old = umask(0);
chmod("/path/some_dir/some_file.txt", 0755);
umask($old);

// チェック
if ($old != umask()) {
    die('An error occured while changing back the umask');
}
?>
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注意

注意:

マルチスレッドな Web サーバでこの関数を使用することは避けてください。 ファイルを生成後、chmod() を使用してファイル権限を 変更するのがより良い方法です。全て同じ umask が使用されるので、 umask() の使用は、スクリプトを同時に実行する場合や
Web サーバ自身の予期しない動作を引き起こす原因になる可能性があります。

unlink
(PHP 4, PHP 5)

unlink — ファイルを削除する

説明

bool unlink ( string $filename [, resource $context ] )

filename を削除します。 Unix C 言語の関数 unlink() と動作は同じです。 失敗した場合は E_WARNING レベルのエラーが発生します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
context

注意: コンテキストのサポートは、 PHP 5.0.0 で追加されました。contexts の説明に関しては、 ストリーム 関数 を参照してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 PHP 5.0.0 以降、unlink()は いくつかのURL ラッパと共に使用することもできます。 unlink()をサポートするラッパのリストについては サポートするプロトコル/ラッパーをご覧ください。

例

例1 基本的な unlink() の使用法
<?php
$fh = fopen('test.html', 'a');
fwrite($fh, '<h1>Hello world!</h1>');
fclose($fh);

unlink('test.html');
?>

参考

rmdir() - ディレクトリを削除する

目次
basename — パス中のファイル名の部分を返す
chgrp — ファイルのグループを変更する
chmod — ファイルのモードを変更する
chown — ファイルの所有者を変更する
clearstatcache — ファイルのステータスのキャッシュをクリアする
copy — ファイルをコピーする
delete — unlink か unset を参照してください
dirname — パス中のディレクトリ名の部分を返す
disk_free_space — ファイルシステムあるいはディスクパーティション上で利用可能な領域を返す
disk_total_space — ファイルシステムあるいはディスクパーティションの全体サイズを返す
diskfreespace — disk_free_space のエイリアス
fclose — オープンされたファイルポインタをクローズする
feof — ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
fflush — 出力をファイルにフラッシュする
fgetc — ファイルポインタから1文字取り出す
fgetcsv — ファイルポインタから行を取得し、CSVフィールドを処理する
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fgets — ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss — ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
file_exists — ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる
file_get_contents — ファイルの内容を全て文字列に読み込む
file_put_contents — 文字列をファイルに書き込む
file — ファイル全体を読み込んで配列に格納する
fileatime — ファイルの最終アクセス時刻を取得する
filectime — ファイルの inode 変更時刻を取得する
filegroup — ファイルのグループを取得する
fileinode — ファイルの inode を取得する
filemtime — ファイルの更新時刻を取得する
fileowner — ファイルの所有者を取得する
fileperms — ファイルのパーミッションを取得する
filesize — ファイルのサイズを取得する
filetype — ファイルタイプを取得する
flock — 汎用のファイルロックを行う
fnmatch — ファイル名がパターンにマッチするか調べる
fopen — ファイルまたは URL をオープンする
fpassthru — ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する
fputcsv — 行を CSV 形式にフォーマットし、ファイルポインタに書き込む
fputs — fwrite のエイリアス
fread — バイナリセーフなファイルの読み込み
fscanf — フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
fseek — ファイルポインタを移動する
fstat — オープンしたファイルポインタからファイルに関する情報を取得する
ftell — ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す
ftruncate — ファイルを指定した長さに丸める
fwrite — バイナリセーフなファイル書き込み処理
glob — パターンにマッチするパス名を探す
is_dir — ファイルがディレクトリかどうかを調べる
is_executable — ファイルが実行可能かどうかを調べる
is_file — 通常ファイルかどうかを調べる
is_link — ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる
is_readable — ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る
is_uploaded_file — HTTP POST でアップロードされたファイルかどうかを調べる
is_writable — ファイルが書き込み可能かどうかを調べる
is_writeable — is_writable のエイリアス
lchgrp — シンボリックリンクのグループ所有権を変更する
lchown — シンボリックリンクの所有者を変更する
link — ハードリンクを作成する
linkinfo — リンクに関する情報を取得する
lstat — ファイルあるいはシンボリックリンクの情報を取得する
mkdir — ディレクトリを作る
move_uploaded_file — アップロードされたファイルを新しい位置に移動する
parse_ini_file — 設定ファイルをパースする
parse_ini_string — 設定文字列をパースする
pathinfo — ファイルパスに関する情報を返す
pclose — プロセスのファイルポインタをクローズする
popen — プロセスへのファイルポインタをオープンする
readfile — ファイルを出力する
readlink — シンボリックリンク先を返す
realpath_cache_get — realpath キャッシュ・エントリーを取得
realpath_cache_size — realpath キャッシュサイズを取得
realpath — 絶対パス名を返す
rename — ファイルをリネームする
rewind — ファイルポインタの位置を先頭に戻す
rmdir — ディレクトリを削除する
set_file_buffer — stream_set_write_buffer のエイリアス
stat — ファイルに関する情報を取得する
symlink — シンボリックリンクを作成する
tempnam — 一意なファイル名を生成する
tmpfile — テンポラリファイルを作成する
touch — ファイルの最終アクセス時刻および最終更新日をセットする
umask — 現在の umask を変更する
unlink — ファイルを削除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
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リソース型
定義済み定数
ファイルシステム 関数

basename — パス中のファイル名の部分を返す
chgrp — ファイルのグループを変更する
chmod — ファイルのモードを変更する
chown — ファイルの所有者を変更する
clearstatcache — ファイルのステータスのキャッシュをクリアする
copy — ファイルをコピーする
delete — unlink か unset を参照してください
dirname — パス中のディレクトリ名の部分を返す
disk_free_space — ファイルシステムあるいはディスクパーティション上で利用可能な領域を返す
disk_total_space — ファイルシステムあるいはディスクパーティションの全体サイズを返す
diskfreespace — disk_free_space のエイリアス
fclose — オープンされたファイルポインタをクローズする
feof — ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
fflush — 出力をファイルにフラッシュする
fgetc — ファイルポインタから1文字取り出す
fgetcsv — ファイルポインタから行を取得し、CSVフィールドを処理する
fgets — ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss — ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
file_exists — ファイルまたはディレクトリが存在するかどうか調べる
file_get_contents — ファイルの内容を全て文字列に読み込む
file_put_contents — 文字列をファイルに書き込む
file — ファイル全体を読み込んで配列に格納する
fileatime — ファイルの最終アクセス時刻を取得する
filectime — ファイルの inode 変更時刻を取得する
filegroup — ファイルのグループを取得する
fileinode — ファイルの inode を取得する
filemtime — ファイルの更新時刻を取得する
fileowner — ファイルの所有者を取得する
fileperms — ファイルのパーミッションを取得する
filesize — ファイルのサイズを取得する
filetype — ファイルタイプを取得する
flock — 汎用のファイルロックを行う
fnmatch — ファイル名がパターンにマッチするか調べる
fopen — ファイルまたは URL をオープンする
fpassthru — ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する
fputcsv — 行を CSV 形式にフォーマットし、ファイルポインタに書き込む
fputs — fwrite のエイリアス
fread — バイナリセーフなファイルの読み込み
fscanf — フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
fseek — ファイルポインタを移動する
fstat — オープンしたファイルポインタからファイルに関する情報を取得する
ftell — ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す
ftruncate — ファイルを指定した長さに丸める
fwrite — バイナリセーフなファイル書き込み処理
glob — パターンにマッチするパス名を探す
is_dir — ファイルがディレクトリかどうかを調べる
is_executable — ファイルが実行可能かどうかを調べる
is_file — 通常ファイルかどうかを調べる
is_link — ファイルがシンボリックリンクかどうかを調べる
is_readable — ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る
is_uploaded_file — HTTP POST でアップロードされたファイルかどうかを調べる
is_writable — ファイルが書き込み可能かどうかを調べる
is_writeable — is_writable のエイリアス
lchgrp — シンボリックリンクのグループ所有権を変更する
lchown — シンボリックリンクの所有者を変更する
link — ハードリンクを作成する
linkinfo — リンクに関する情報を取得する
lstat — ファイルあるいはシンボリックリンクの情報を取得する
mkdir — ディレクトリを作る
move_uploaded_file — アップロードされたファイルを新しい位置に移動する
parse_ini_file — 設定ファイルをパースする
parse_ini_string — 設定文字列をパースする
pathinfo — ファイルパスに関する情報を返す
pclose — プロセスのファイルポインタをクローズする
popen — プロセスへのファイルポインタをオープンする
readfile — ファイルを出力する
readlink — シンボリックリンク先を返す
realpath_cache_get — realpath キャッシュ・エントリーを取得
realpath_cache_size — realpath キャッシュサイズを取得
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realpath — 絶対パス名を返す
rename — ファイルをリネームする
rewind — ファイルポインタの位置を先頭に戻す
rmdir — ディレクトリを削除する
set_file_buffer — stream_set_write_buffer のエイリアス
stat — ファイルに関する情報を取得する
symlink — シンボリックリンクを作成する
tempnam — 一意なファイル名を生成する
tmpfile — テンポラリファイルを作成する
touch — ファイルの最終アクセス時刻および最終更新日をセットする
umask — 現在の umask を変更する
unlink — ファイルを削除する

Inotify

導入
inotify 拡張モジュールは、inotify 関数 inotify_init()、 inotify_add_watch() および inotify_rm_watch() を公開しています。

C の inotify_init() 関数はファイル記述子を返しますが、PHP の inotify_init() はストリームリソースを返します。これは、標準のストリーム関数 stream_select() や stream_set_blocking()、 fclose() などで利用することができます。 inotify_read() は、C の流儀での inotify
イベントの読み込みを置き換えるものです。

インストール/設定
目次

要件
インストール/設定
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールには、Linux 2.6.13 以降と最新の libC が必要です。

インストール/設定
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/inotify.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは、 inotify_init() が返すストリームリソースを定義しています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

inotify_add_watch() で使ったり inotify_read() が返したりする inotify 定数

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/inotify
http://pecl.php.net/package/inotify
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IN_ACCESS (integer)
ファイルがアクセスされた (読み込み) (*)

IN_MODIFY (integer)
ファイルが変更された (*)

IN_ATTRIB (integer)
メタデータ (パーミッションや修正時刻など) が変更された (*)

IN_CLOSE_WRITE (integer)
書き込みモードで開いたファイルが閉じられた (*)

IN_CLOSE_NOWRITE (integer)
非書き込みモードで開いたファイルが閉じられた (*)

IN_OPEN (integer)
ファイルが開かれた (*)

IN_MOVED_TO (integer)
ファイルが監視対象ディレクトリ内に移動された (*)

IN_MOVED_FROM (integer)
ファイルが監視対象ディレクトリ外に移動された (*)

IN_CREATE (integer)
ファイルあるいはディレクトリが監視対象ディレクトリ内で作成された (*)

IN_DELETE (integer)
ファイルあるいはディレクトリが監視対象ディレクトリ内で削除された (*)

IN_DELETE_SELF (integer)
監視対象のファイルあるいはディレクトリが削除された

IN_MOVE_SELF (integer)
監視対象のファイルあるいはディレクトリが移動した

IN_CLOSE (integer)
IN_CLOSE_WRITE | IN_CLOSE_NOWRITE と同等

IN_MOVE (integer)
IN_MOVED_FROM | IN_MOVED_TO と同等

IN_ALL_EVENTS (integer)
上記の定数すべてのビットマスク

IN_UNMOUNT (integer)
監視対象オブジェクトを含むファイルシステムがアンマウントされた

IN_Q_OVERFLOW (integer)
イベントキューがオーバーフローした (このイベントの監視記述子は -1)

IN_IGNORED (integer)
監視が削除された (明示的に inotify_rm_watch() したか、ファイルが削除されたりファイルシステムがアンマウントされたりした)

IN_ISDIR (integer)
このイベントの対象はディレクトリ

IN_ONLYDIR (integer)
ディレクトリの場合はパス名のみを監視する (Linux 2.6.15 以降)

IN_DONT_FOLLOW (integer)
シンボリックリンクの場合にパス名の参照先を解決しない (Linux 2.6.15 以降)

IN_MASK_ADD (integer)
このパス名が既に存在する場合に、(マスクを上書きするのではなく) マスクにイベントを追加する

IN_ONESHOT (integer)
単一のイベントについてのみパス名を監視し、その後は監視リストから削除する

注意: 上のイベントのうちアスタリスク (*) がついているものは、 監視対象ディレクトリ内のファイルごとに発生する可能性があります。

Inotify 関数

inotify_add_watch
(PECL inotify >= 0.1.2)

inotify_add_watch — 初期化済みの inotify インスタンスに監視対象を追加する

説明

int inotify_add_watch ( resource $inotify_instance , string $pathname , int $mask )

inotify_add_watch() は、pathname で指定したファイルあるいはディレクトリへの監視を追加あるいは変更します。

既存の監視対象に対して inotify_add_watch() を使用すると、 監視内容を上書きします。定数 IN_MASK_ADD を使用すると、 既存の監視対象を上書きせずにイベントを追加します。

パラメータ
inotify_instance

inotify_init() が返すリソース
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pathname

監視対象のファイルあるいはディレクトリ。
mask

監視するイベント。定義済みの定数 を参照ください。

返り値

返り値は、(inotify インスタンス内で) 一意な監視記述子です。

参考

inotify_init() - inotify インスタンスを初期化する

inotify_init
(PECL inotify >= 0.1.2)

inotify_init — inotify インスタンスを初期化する

説明

resource inotify_init ( void )

inotify_add_watch() で使用するための inotify インスタンスを初期化します。

返り値

ストリームリソース、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 inotify の使用例
<?php
// inotify インスタンスを開きます
$fd = inotify_init();

// __FILE__ のメタデータ (変更時刻など) の変更を監視します
$watch_descriptor = inotify_add_watch($fd, __FILE__, IN_ATTRIB);

// イベントを発生させます
touch(__FILE__);

// イベントを読み込みます
$events = inotify_read($fd);
print_r($events);

// 以下の方法を使うと、inotify_read() でブロックせずに inotify 関数を使用できます

// - stream_select() を $fd で使用します
$read = array($fd);
$write = null;
$except = null;
stream_select($read,$write,$except,0);

// - stream_set_blocking() を $fd で使用します
stream_set_blocking($fd, 0);
inotify_read($fd); // ブロックしません。待ち状態のイベントがなければ false を返します

// - inotify_queue_len() を使用して、イベントキューが空でないかどうかを調べます
$queue_len = inotify_queue_len($fd); // If > 0, inotify_read() will not block

// __FILE__ のメタデータ変更の監視を終了します
inotify_rm_watch($fd, $watch_descriptor);

// inotify インスタンスを閉じます
// 未完了の監視があれば、それらもすべて閉じられます
fclose($fd);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(
  array(
    'wd' => 1,     // Equals $watch_descriptor
    'mask' => 4,   // IN_ATTRIB bit is set
    'cookie' => 0, // unique id to connect related events (e.g. 
                   // IN_MOVE_FROM and IN_MOVE_TO events)
    'name' => '',  // the name of a file (e.g. if we monitored changes
                   // in a directory)
  ),
);

参考
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inotify_add_watch() - 初期化済みの inotify インスタンスに監視対象を追加する
inotify_rm_watch() - 既存の監視を inotify インスタンスから削除する
inotify_queue_len() - 待機中のイベントがある場合に正の数を返す
inotify_read() - inotify インスタンスからイベントを読み込む
fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする

inotify_queue_len
(PECL inotify >= 0.1.2)

inotify_queue_len — 待機中のイベントがある場合に正の数を返す

説明

int inotify_queue_len ( resource $inotify_instance )

この関数で、inotify_read() がブロックされるかどうかを知ることができます。 ゼロより大きい数が返された場合は待機中のイベントがあることを意味し、 この場合 inotify_read() はブロックされません。

パラメータ
inotify_instance

inotify_init() が返すリソース

返り値

待機中のイベントがある場合に正の数を返します。

参考

inotify_init() - inotify インスタンスを初期化する
stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う
stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する

inotify_read
(PECL inotify >= 0.1.2)

inotify_read — inotify インスタンスからイベントを読み込む

説明

array inotify_read ( resource $inotify_instance )

inotify イベントを inotify インスタンスから読み込みます。

パラメータ
inotify_instance

inotify_init() が返すリソース

返り値

inotify イベントの配列、を返します。待機中のイベントがなく、かつ inotify_instance が非ブロックモードである場合は FALSE を返します。各イベントは次のキーを持つ配列となります。

wd は、inotify_add_watch() が返す監視記述子です
mask は、events のビットマスクです
cookie は、接続関連のイベント (たとえば IN_MOVE_FROM や IN_MOVE_TO) の一意な ID です
name は、ファイル名 (たとえば 監視対象のディレクトリ内でファイルが変更された場合) です

参考

inotify_init() - inotify インスタンスを初期化する
stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う
stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
inotify_queue_len() - 待機中のイベントがある場合に正の数を返す
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inotify_rm_watch
(PECL inotify >= 0.1.2)

inotify_rm_watch — 既存の監視を inotify インスタンスから削除する

説明

bool inotify_rm_watch ( resource $inotify_instance , int $watch_descriptor )

inotify_rm_watch() は、 watch_descriptor がさす監視を inotify インスタンス inotify_instance から削除します。

パラメータ
inotify_instance

inotify_init() が返すリソース
watch_descriptor

インスタンスから削除したい監視。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

inotify_init() - inotify インスタンスを初期化する

目次
inotify_add_watch — 初期化済みの inotify インスタンスに監視対象を追加する
inotify_init — inotify インスタンスを初期化する
inotify_queue_len — 待機中のイベントがある場合に正の数を返す
inotify_read — inotify インスタンスからイベントを読み込む
inotify_rm_watch — 既存の監視を inotify インスタンスから削除する

導入
インストール/設定

要件
インストール/設定
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Inotify 関数

inotify_add_watch — 初期化済みの inotify インスタンスに監視対象を追加する
inotify_init — inotify インスタンスを初期化する
inotify_queue_len — 待機中のイベントがある場合に正の数を返す
inotify_read — inotify インスタンスからイベントを読み込む
inotify_rm_watch — 既存の監視を inotify インスタンスから削除する

Mimetype

導入
警告

この拡張モジュールは廃止予定です。PECL の Fileinfo 拡張モジュールが、同等の機能（に加えてそれ以上の機能）を よりきれいな方法で提供しています。

このモジュールの関数は、ファイル内の特定の位置にある magic バイトシーケンスを探すことにより ファイルの content type とエンコーディングの推定を試みます。 この手法は失敗する可能性がないわけではありませんが、経験上 非常に良い結果が得られます。

この拡張モジュールは、Apache の mod_mime_magic から派生したものです。 mod_mime_magic は、Ian F. Darwin により管理されている file コマンドに基づいています。 より詳細な履歴や著作権についてはソースコードを参照してください。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
警告

Mimetype 拡張モジュールは PHP 5.3.0 で削除されました。後継は Fileinfo です。

mime-type 関数をサポートするためには、configure スイッチ --with-mime-magic を付けて PHP をコンパイルする必要があります。この拡張モジュールは、 Apache httpd と共に配布されているシンプル版の magic ファイルのコピーを必要とします。

注意:

configure オプションは、PHP 4.3.2 以降 --enable-mime-magic から --with-mime-magic に変更されています。

注意:

この拡張モジュールには、付加機能が多くついた magic ファイルを処理する機能はありません（この magic ファイルは、標準的なLinuxディストリビューションに付属しており、 最近のバージョンの file コマンドで使用されている ようです）。

注意: Win32 ユーザへの注意

このモジュールを Windows 環境で使用するには、バンドルされた magic.mime へのパスを php.ini に設定する必要 があります。

例1 magic.mime のパスの設定例
mime_magic.magicfile = "$PHP_INSTALL_DIR\magic.mime"

上の例の $PHP_INSTALL_DIR を実際の PHP のパス、例えば、c:\php に置き換えてください。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Mimetype 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

mime_magic.debug "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能
mime_magic.magicfile "/path/to/php/magic.mime" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mime_magic.debug bool

デバッグを有効/無効にする

mime_magic.magicfile string

magic.mime ファイルへのパス

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
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定数は定義されていません。

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数

xattr

導入
xattr 拡張モジュールは、ファイルシステムの拡張属性を操作します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
xattr を使用するには、libattr がインストールされている必要があります。 これは » http://oss.sgi.com/projects/xfs/ から取得可能です。

注意:

これらの関数は、ファイルシステムが拡張属性をサポートしており、 マウント時にそれを有効にしている場合にのみ動作します。 一般に使用されているファイルシステムのうち、拡張属性を サポートしているものには ext2、ext3、reiserfs、jfs および xfs などがあ
ります。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/xattr.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

http://oss.sgi.com/projects/xfs/
http://pecl.php.net/package/xattr
http://pecl.php.net/package/xattr
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XATTR_ROOT (integer)
root (信頼された) 名前空間に属性を設定します。 root 権限が必要です。

XATTR_DONTFOLLOW (integer)
シンボリックリンクのリンク先をたどらず、リンクそのものを操作します。

XATTR_CREATE (integer)
拡張属性が既に存在する場合、関数は失敗します。

XATTR_REPLACE (integer)
拡張属性が存在しない場合、関数は失敗します。

xattr 関数

xattr_get
(PECL xattr >= 0.9.0)

xattr_get — 拡張属性を取得する

説明

string xattr_get ( string $filename , string $name [, int $flags = 0 ] )

この関数は、ファイルの拡張属性の値を取得します。

拡張属性には二種類の異なる名前空間、つまり、ユーザとルートがあります。 ユーザ名前空間は、すべてのユーザで利用可能ですが、ルート名前空間は、ルート権限を有するユーザのみ利用可能です。 xattr はデフォルトでユーザ名前空間で処理を行いますが、 flags 引数によ
りこれを変更することができます。

パラメータ
filename

属性を取得するファイル。
name

属性の名前。
flags

サポートされる xattr のフラグ
XATTR_DONTFOLLOWシンボリックリンクのリンク先をたどらず、リンクそのものを操作します。
XATTR_ROOT root (信頼された) 名前空間に属性を設定します。root 権限が必要です。

返り値

値を含む文字列、あるいは属性が存在しない場合には FALSE を返します。

例

例1 システム管理者がファイルに署名をしているかどうかを調べる
<?php
$file = '/usr/local/sbin/some_binary';
$signature = xattr_get($file, 'Root signature', XATTR_ROOT);

/* ... $signature が正しいものかどうかを調べます ... */
?>

参考

xattr_list() - 拡張属性の一覧を取得する
xattr_set() - 拡張属性を設定する
xattr_remove() - 拡張属性を削除する

xattr_list
(PECL xattr >= 0.9.0)

xattr_list — 拡張属性の一覧を取得する
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説明

array xattr_list ( string $filename [, int $flags = 0 ] )

この関数は、ファイルの拡張属性の名前の一覧を取得します。

拡張属性には二種類の異なる名前空間、つまり、ユーザとルートがあります。 ユーザ名前空間は、すべてのユーザで利用可能ですが、ルート名前空間は、ルート権限を有するユーザのみ利用可能です。 xattr はデフォルトでユーザ名前空間で処理を行いますが、 flags 引数によ
りこれを変更することができます。

パラメータ
filename

ファイルのパス。
flags

サポートされる xattr のフラグ
XATTR_DONTFOLLOWシンボリックリンクのリンク先をたどらず、リンクそのものを操作します。
XATTR_ROOT root (信頼された) 名前空間に属性を設定します。root 権限が必要です。

返り値

この関数は、拡張属性の名前を配列で返します。

例

例1 ファイルのすべての拡張属性の名前を表示する
<?php
$file = 'some_file';
$root_attributes = xattr_list($file, XATTR_ROOT);
$user_attributes = xattr_list($file);

echo "Root 属性: \n";
foreach ($root_attributes as $attr_name) {
    printf("%s\n", $attr_name);
}

echo "\n User 属性: \n";
foreach ($attributes as $attr_name) {
    printf("%s\n", $attr_name);
}

?>

参考

xattr_get() - 拡張属性を取得する

xattr_remove
(PECL xattr >= 0.9.0)

xattr_remove — 拡張属性を削除する

説明

bool xattr_remove ( string $filename , string $name [, int $flags = 0 ] )

この関数は、ファイルの拡張属性を削除します。

拡張属性には二種類の異なる名前空間、つまり、ユーザとルートがあります。 ユーザ名前空間は、すべてのユーザで利用可能ですが、ルート名前空間は、ルート権限を有するユーザのみ利用可能です。 xattr はデフォルトでユーザ名前空間で処理を行いますが、 flags 引数によ
りこれを変更することができます。

パラメータ
filename

属性を削除するファイル。
name

削除する属性の名前。
flags

サポートされる xattr のフラグ
XATTR_DONTFOLLOWシンボリックリンクのリンク先をたどらず、リンクそのものを操作します。
XATTR_ROOT root (信頼された) 名前空間に属性を設定します。root 権限が必要です。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ファイルのすべての拡張属性を削除する
<?php
$file = 'some_file';
$attributes = xattr_list($file);

foreach ($attributes as $attr_name) {
    xattr_remove($file, $attr_name);
}
?>

参考

xattr_list() - 拡張属性の一覧を取得する
xattr_set() - 拡張属性を設定する
xattr_get() - 拡張属性を取得する

xattr_set
(PECL xattr >= 0.9.0)

xattr_set — 拡張属性を設定する

説明

bool xattr_set ( string $filename , string $name , string $value [, int $flags = 0 ] )

この関数は、ファイルの拡張属性の値を設定します。

拡張属性には二種類の異なる名前空間、つまり、ユーザとルートがあります。 ユーザ名前空間は、すべてのユーザで利用可能ですが、ルート名前空間は、ルート権限を有するユーザのみ利用可能です。 xattr はデフォルトでユーザ名前空間で処理を行いますが、 flags 引数によ
りこれを変更することができます。

パラメータ
filename

属性を設定するファイル。
name

拡張属性の名前。もし属性が存在しない場合は新しく作成され、 存在する場合は上書きされます。この振る舞いは、 flags パラメータを使用することで変更可能です。
value

属性の値。
flags

サポートされる xattr のフラグ
XATTR_CREATE 拡張属性が既に存在する場合、関数は失敗します。
XATTR_REPLACE 拡張属性が存在しない場合、関数は失敗します。
XATTR_DONTFOLLOWシンボリックリンクのリンク先をたどらず、リンクそのものを操作します。
XATTR_ROOT root (信頼された) 名前空間に属性を設定します。root 権限が必要です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 .wav ファイルに拡張属性を設定する
<?php
$file = 'my_favourite_song.wav';
xattr_set($file, 'Artist', 'Someone');
xattr_set($file, 'My ranking', 'Good');
xattr_set($file, 'Listen count', '34');

/* ... その他のコード ... */

printf("あなたは、この曲を %d 回再生しました", xattr_get($file, 'Listen count')); 
?>
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参考

xattr_get() - 拡張属性を取得する
xattr_remove() - 拡張属性を削除する

xattr_supported
(PECL xattr >= 1.0.0)

xattr_supported — ファイルシステムが拡張属性をサポートしているかどうかを調べる

説明

bool xattr_supported ( string $filename [, int $flags = 0 ] )

この関数は、指定したファイルを保持するファイルシステムが 拡張属性をサポートしているかどうかを調べます。ファイルに対する 読み込みアクセス権限を必要とします。

パラメータ
filename

調べるファイルのパス。
flags

サポートされる xattr のフラグ
XATTR_DONTFOLLOWシンボリックリンクのリンク先をたどらず、リンクそのものを操作します。

返り値

この関数は、ファイルシステムが拡張属性をサポートしている場合に TRUE、 していない場合に FALSE、そして判断できない場合 (たとえばパスが 間違っていたりファイルへのアクセス権限がない場合) には NULL を返します。

例

例1 xattr_supported() の例

以下のコードは、拡張属性が使用可能かどうかを調べます。
<?php
$file = 'some_file';

if (xattr_supported($file)) {
    /* ... xattr_* 関数が使用できます ... */
}

?>

参考

xattr_get() - 拡張属性を取得する
xattr_list() - 拡張属性の一覧を取得する

目次
xattr_get — 拡張属性を取得する
xattr_list — 拡張属性の一覧を取得する
xattr_remove — 拡張属性を削除する
xattr_set — 拡張属性を設定する
xattr_supported — ファイルシステムが拡張属性をサポートしているかどうかを調べる

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
xattr 関数

xattr_get — 拡張属性を取得する
xattr_list — 拡張属性の一覧を取得する
xattr_remove — 拡張属性を削除する
xattr_set — 拡張属性を設定する
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xattr_supported — ファイルシステムが拡張属性をサポートしているかどうかを調べる

xdiff

導入
xdiff 拡張モジュールを使用すると、 異なるリビジョンのファイルの差分を含むパッチファイルの作成やその適用ができるようになります。

この拡張モジュールは、文字列に対する操作とファイルに対する操作の 2 通りのモードに対応しています。また、unified 形式とバイナリ形式の 2 通りのパッチフォーマットに対応しています。 Unified 形式のパッチはテキストファイルに最適です。 人間が読みやすい形式であ
ることから、容易にレビューできるようになります。 アーカイブファイルや画像ファイルなどのバイナリファイルの場合は バイナリ形式を使うのがよいでしょう。この形式はバイナリセーフであり、 非表示文字も扱えるからです。

バージョン 1.5.0 以降、バイナリ形式のパッチを作成するための方法が 2 通り用意されています。新しい関数である xdiff_string_rabdiff() と xdiff_file_rabdiff() の出力は、 以前の関数と互換性のあるものとなります。 しかし、より高速でよりサイズが小さいものとなりま
す。 どのようにバイナリパッチを作成しているのかや これまでの関数とどのように違うのかといった情報については » libxdiff のウェブサイトを参照ください。

この拡張モジュールは、libxdiff を用いてこれらの機能を実装しています。 詳細な情報は » http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html を参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
xdiff を使用するには libxdiff がインストールされている必要があります。 これは libxdiff のホームページ » http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html で取得可能です。

注意:

memory_limit を考慮してこれらの関数を使用するには、すくなくとも libxdiff 0.7 が必要です。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/xdiff.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

XDIFF_PATCH_NORMAL (integer)
このフラグは、xdiff_string_patch() 関数および xdiff_file_patch() 関数が元のファイルにパッチを適用して新しいバージョンのファイルを作成することを意味します。 デフォルトの操作モードです。

XDIFF_PATCH_REVERSE (integer)
このフラグは、xdiff_string_patch() 関数および xdiff_file_patch() 関数がパッチを逆に適用し、新しいバージョンから元のバージョンを作成することを意味します。

http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html
http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html
http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html
http://pecl.php.net/package/xdiff
http://pecl.php.net/package/xdiff
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xdiff 関数

xdiff_file_bdiff_size
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_bdiff_size — バイナリ diff を適用して作成するファイルのサイズを読み込む

説明

int xdiff_file_bdiff_size ( string $file )

ファイル file のバイナリパッチを 元ファイルに適用して作成するファイルのサイズを返します。

パラメータ
file

xdiff_string_bdiff() 関数あるいは xdiff_string_rabdiff() 関数で作成したバイナリパッチファイルへのパス。

返り値

作成されるファイルのサイズを返します。

例

例1 xdiff_file_bdiff_size() の例

次のコードは、バイナリ diff を適用してできあがるファイルのサイズを読み込みます。
<?php
$length = xdiff_string_bdiff_size('file.bdiff');
echo "Resulting file will be $length bytes long";
?>

参考

xdiff_file_bdiff() - 2 つのファイルのバイナリ diff を作成する
xdiff_file_rabdiff() - 2 つのファイルのバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する
xdiff_file_bpatch() - ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_file_bdiff
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_bdiff — 2 つのファイルのバイナリ diff を作成する

説明

bool xdiff_file_bdiff ( string $old_file , string $new_file , string $dest )

ふたつのファイルのバイナリ diff を作成し、その結果をパッチファイルとして保存します。 この関数はテキストファイルとバイナリファイルの両方に適用可能です。 できあがったパッチファイルを後で適用するには xdiff_file_bpatch()/xdiff_string_bpatch() を使用します。

パラメータ
old_file

最初のファイルへのパス。"旧" ファイルです。
new_file

2 番目のファイルへのパス。"新" ファイルです。
dest

結果のパッチファイルへのパス。 "旧" ファイルと "新" ファイルの差分がこのファイルの内容となります。 このファイルはバイナリフォーマットで、人間には読めない形式です。

返り値

 TRUE  FALSE 
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成功した場合に を、失敗した場合に を返します。

例

例1 xdiff_file_bdiff() の例

以下のコードは 2 つのアーカイブのバイナリ diff を作成します。
<?php
$old_version = 'my_script_1.0.tgz';
$new_version = 'my_script_1.1.tgz';

xdiff_file_bdiff($old_version, $new_version, 'my_script.bdiff');
?>

注意

注意:

両方のファイルがメモリに読み込まれるので、 memory_limit が十分大きな値に設定されていることを確認しましょう。

参考

xdiff_file_bpatch() - ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_file_bpatch
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_bpatch — ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する

説明

bool xdiff_file_bpatch ( string $file , string $patch , string $dest )

ファイル file にバイナリ形式のパッチファイル patch を適用し、結果をファイル dest に保存します。 この関数は、xdiff_file_bdiff() 関数あるいは xdiff_file_rabdiff()、 そしてそれぞれの文字列版が作成したパッチを受け取ることができます。

パラメータ
file

元のファイル。
patch

バイナリのパッチファイル。
dest

結果のファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_file_bpatch() の例

以下のコードはバイナリ diff 形式のパッチをファイルに適用します。
<?php
$old_version = 'archive-1.0.tgz';
$patch = 'archive.bpatch';

$result = xdiff_file_bpatch($old_version, $patch, 'archive-1.1.tgz');
if ($result) {
   echo "パッチが適用されました";
} else {
   echo "パッチが適用できませんでした";
}

?>

注意

注意:

両方のファイル (file および patch) がメモリに読み込まれるので、 memory_limit が十分大きな値に設定されていることを確認しましょう。
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参考

xdiff_file_bdiff() - 2 つのファイルのバイナリ diff を作成する
xdiff_file_rabdiff() - 2 つのファイルのバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

xdiff_file_diff_binary
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_diff_binary — xiff_file_bdiff のエイリアス

説明

bool xdiff_file_diff_binary ( string $old_file , string $new_file , string $dest )

ふたつのファイルのバイナリ diff を作成し、その結果をパッチファイルとして保存します。 この関数はテキストファイルとバイナリファイルの両方に適用可能です。 できあがったパッチファイルを後で適用するには xdiff_file_bpatch(). を使用します。

バージョン 1.5.0 以降では、この関数は xdiff_file_bdiff() のエイリアスです。

パラメータ
old_file

最初のファイルへのパス。"旧" ファイルです。
new_file

2 番目のファイルへのパス。"新" ファイルです。
dest

結果のパッチファイルへのパス。 "旧" ファイルと "新" ファイルの差分がこのファイルの内容となります。 このファイルはバイナリフォーマットで、人間には読めない形式です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_file_diff_binary() の例

以下のコードは 2 つのアーカイブのバイナリ diff を作成します。
<?php
$old_version = 'my_script_1.0.tgz';
$new_version = 'my_script_1.1.tgz';

xdiff_file_diff_binary($old_version, $new_version, 'my_script.bdiff');
?>

注意

注意:

両方のファイルがメモリに読み込まれるので、 memory_limit が十分大きな値に設定されていることを確認しましょう。

参考

xdiff_file_bdiff() - 2 つのファイルのバイナリ diff を作成する
xdiff_file_bpatch() - ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_file_diff
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_diff — 2 つのファイルの unified diff を作成する

説明

bool xdiff_file_diff ( string $old_file , string $new_file , string $dest [, int $context = 3 [, bool $minimal = false ]] )

old_file と new_file の差分を含む unified diff を作成し、ファイル dest に保存します。結果は可読形式のファイルとなります。 オプションのパラメータ context で、 変更部分の前後にどれだけの行を含めるかを指定します。 パラメータ minimal を true にすると、 できる限
り短い長さのパッチファイルを出力します (長い時間がかかります)。
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パラメータ
old_file

最初のファイルへのパス。"旧" ファイルです。
new_file

2 番目のファイルへのパス。"新" ファイルです。
dest

結果のパッチファイルへのパス。
context

diff の結果の前後に含める行の数を指定します。
minimal

このパラメータを TRUE にすると、結果のファイルが最小になります (長い時間がかかります)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_file_diff() の例

以下のコードは 2 つの php ファイルの unified diff を context length 2 で作成します。
<?php
$old_version = 'my_script.php';
$new_version = 'my_new_script.php';

xdiff_file_diff($old_version, $new_version, 'my_script.diff', 2);
?>

注意

注意:

この関数はバイナリファイルに対しては動作しません。バイナリファイルの 差分を作成するには xdiff_file_bdiff()/xdiff_file_rabdiff() 関数を使用してください。

参考

xdiff_file_patch() - ファイルに unified diff 形式のパッチを適用する

xdiff_file_merge3
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_merge3 — 3 つのファイルをひとつに統合する

説明

mixed xdiff_file_merge3 ( string $old_file , string $new_file1 , string $new_file2 , string $dest )

3 つのファイルをひとつに統合し、結果をファイル dest に保存します。 old_file が元のバージョンで、new_file1 と new_file2 が修正したバージョンとなります。

パラメータ
old_file

最初のファイルへのパス。"旧" ファイルです。
new_file1

2 番目のファイルへのパス。old_file の修正版です。
new_file2

3 番目のファイルへのパス。old_file の修正版です。
dest

結果のファイルへのパス。new_file1 と new_file2 の両方の変更点をマージした結果が保存されます。
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返り値

成功した場合に TRUE 、もし拒否された部分がある場合にはその文字列、 内部エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_file_merge3() の例

以下のコードは、3 つのファイルをひとつに統合します。
<?php
$old_version = 'original_script.php';
$fix1 = 'script_with_fix1.php';
$fix2 = 'script_with_fix2.php';

$errors = xdiff_file_merge3($old_version, $fix1, $fix2, 'fixed_script.php');
if (is_string($errors)) {
    echo "Rejects:\n";
    echo $errors;
}
?>

参考

xdiff_string_merge3() - 3 つの文字列をひとつに統合する

xdiff_file_patch_binary
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_patch_binary — xdiff_file_bpatch のエイリアス

説明

bool xdiff_file_patch_binary ( string $file , string $patch , string $dest )

ファイル file にバイナリ形式のパッチファイル patch を適用し、結果をファイル dest に保存します。 この関数は、xdiff_file_bdiff() 関数あるいは xdiff_file_rabdiff()、 そしてそれぞれの文字列版が作成したパッチを受け取ることができます。

バージョン 1.5.0 以降、この関数は xdiff_file_bpatch() のエイリアスとなりました。

パラメータ
file

元のファイル。
patch

バイナリのパッチファイル。
dest

結果のファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_file_patch_binary() の例

以下のコードはバイナリ diff 形式のパッチをファイルに適用します。
<?php
$old_version = 'archive-1.0.tgz';
$patch = 'archive.bpatch';

$result = xdiff_file_patch_binary($old_version, $patch, 'archive-1.1.tgz');
if ($result) {
   echo "パッチが適用されました";
} else {
   echo "パッチが適用できませんでした";
}

?>

注意

注意:

両方のファイル (file および patch) がメモリに読み込まれるので、 memory_limit が十分大きな値に設定されていることを確認しましょう。
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参考

xdiff_string_patch_binary() - xdiff_string_bpatch のエイリアス

xdiff_file_patch
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_patch — ファイルに unified diff 形式のパッチを適用する

説明

mixed xdiff_file_patch ( string $file , string $patch , string $dest [, int $flags = DIFF_PATCH_NORMAL ] )

ファイル file にパッチファイル patch を適用し、結果をファイルに保存します。 patch は、 xdiff_file_diff()/xdiff_string_diff() 関数で作成した unified diff 形式でなければなりません。 オプションのパラメータ flags で、操作モードを指定します。

パラメータ
file

元のファイル。
patch

unified 形式のパッチファイル。 xdiff_string_diff() 関数や xdiff_file_diff() 関数、 あるいは互換性のあるツールで作成したものでなければなりません。
dest

結果のファイルへのパス。
flags

XDIFF_PATCH_NORMAL（デフォルト。通常のパッチ）あるいは XDIFF_PATCH_REVERSE（逆パッチ） のいずれか。

バージョン 1.5.0 以降では、バイナリ OR を使用して XDIFF_PATCH_IGNORESPACE フラグを有効にすることもできます。

返り値

内部エラーが発生した場合に FALSE を返します。 パッチの適用に失敗した場合はパッチが拒否された部分の文字列、 そして成功した場合は TRUE を返します。

例

例1 xdiff_file_patch() の例

以下のコードは、unified diff 形式のパッチをファイルに適用します。
<?php
$old_version = 'my_script-1.0.php';
$patch = 'my_script.patch';

$errors = xdiff_file_patch($old_version, $patch, 'my_script-1.1.php');
if (is_string($errors)) {
   echo "Rejects:\n";
   echo $errors;
}

?>

例2 逆パッチの例

以下のコードは、パッチを逆方向に適用します。
<?php
$new_version = 'my_script-1.1.php';
$patch = 'my_script.patch';

$errors = xdiff_file_patch($new_version, $patch, 'my_script-1.0.php', XDIFF_PATCH_REVERSE);
if (is_string($errors)) {
   echo "Rejects:\n";
   echo $errors;
}

?>

参考

xdiff_file_diff() - 2 つのファイルの unified diff を作成する

xdiff_file_rabdiff
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(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_file_rabdiff — 2 つのファイルのバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

説明

bool xdiff_file_rabdiff ( string $old_file , string $new_file , string $dest )

ふたつのファイルのバイナリ diff を作成し、その結果をパッチファイルとして保存します。 この関数と xdiff_file_bdiff() との違いは、 使用するアルゴリズムです。この関数のほうが実行速度が速く、より小さな diff を生成します。 この関数はテキストファイルとバイナリファ
イルの両方に適用可能です。 できあがったパッチファイルを後で適用するには xdiff_file_bpatch()/xdiff_string_bpatch() を使用します。

アルゴリズムの違いについての詳細は、 » libxdiff のウェブサイトを参照ください。

パラメータ
old_file

最初のファイルへのパス。"旧" ファイルです。
new_file

2 番目のファイルへのパス。"新" ファイルです。
dest

結果のパッチファイルへのパス。 "旧" ファイルと "新" ファイルの差分がこのファイルの内容となります。 このファイルはバイナリフォーマットで、人間には読めない形式です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_file_rabdiff() の例

以下のコードは 2 つのアーカイブのバイナリ diff を作成します。
<?php
$old_version = 'my_script_1.0.tgz';
$new_version = 'my_script_1.1.tgz';

xdiff_file_rabdiff($old_version, $new_version, 'my_script.bdiff');
?>

注意

注意:

両方のファイルがメモリに読み込まれるので、 memory_limit が十分大きな値に設定されていることを確認しましょう。

参考

xdiff_file_bpatch() - ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_string_bdiff_size
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_bdiff_size — バイナリ diff を適用して作成するファイルのサイズを読み込む

説明

int xdiff_string_bdiff_size ( string $patch )

バイナリパッチ patch を元ファイルに適用して作成するファイルのサイズを返します。

パラメータ
patch

xdiff_string_bdiff() 関数あるいは xdiff_string_rabdiff() 関数で作成したバイナリパッチ。

返り値

作成されるファイルのサイズを返します。

http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html
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例

例1 xdiff_string_bdiff_size() の例

次のコードは、バイナリ diff を適用してできあがるファイルのサイズを読み込みます。
<?php
$binary_patch = file_get_contents('file.bdiff');
$length = xdiff_string_bdiff_size($binary_patch);
echo "Resulting file will be $length bytes long";
?>

参考

xdiff_string_bdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する
xdiff_string_rabdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する
xdiff_string_bpatch() - 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_string_bdiff
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_bdiff — 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する

説明

string xdiff_string_bdiff ( string $old_data , string $new_data )

ふたつの文字列のバイナリ diff を作成して結果を返します。 この関数はテキストファイルとバイナリファイルの両方に適用可能です。 できあがったパッチファイルを後で適用するには xdiff_string_bpatch()/xdiff_file_bpatch() を使用します。

パラメータ
old_data

バイナリデータを含む最初の文字列。"旧" データです。
new_data

バイナリデータを含む 2 番目の文字列。"新" データです。

返り値

"旧" データと "新" データの差分を含むバイナリ diff 文字列、 あるいは内部エラーが発生した場合は FALSE を返します。

参考

xdiff_string_bpatch() - 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_string_bpatch
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_bpatch — 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する

説明

string xdiff_string_bpatch ( string $str , string $patch )

文字列 str に、バイナリ形式のパッチ patch を適用します。 この関数は、xdiff_string_bdiff() 関数あるいは xdiff_string_rabdiff() そしてそれぞれのファイル版が作成したパッチを受け取ることができます。

パラメータ
str

元のバイナリ文字列。
patch

バイナリパッチ文字列。

返り値

パッチ適用後の文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。
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参考

xdiff_string_bdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する
xdiff_string_rabdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

xdiff_string_diff_binary
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_diff_binary — xdiff_string_bdiff のエイリアス

説明

string xdiff_string_bdiff ( string $old_data , string $new_data )

ふたつの文字列のバイナリ diff を作成して結果を返します。 この関数はテキストファイルとバイナリファイルの両方に適用可能です。 できあがったパッチファイルを後で適用するには xdiff_string_bpatch()/xdiff_file_bpatch() を使用します。

バージョン 1.5.0 以降では、この関数は xdiff_string_bdiff() のエイリアスです。

パラメータ
old_data

バイナリデータを含む最初の文字列。"旧" データです。
new_data

バイナリデータを含む 2 番目の文字列。"新" データです。

返り値

成功した場合に結果の文字列、内部エラーが発生した場合に FALSE を返します。

参考

xdiff_string_bdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する
xdiff_string_bpatch() - 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する

xdiff_string_diff
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_diff — 2 つの文字列の unified diff を作成する

説明

string xdiff_string_diff ( string $old_data , string $new_data [, int $context = 3 [, bool $minimal = false ]] )

old_data 文字列と new_data 文字列の差分を含む unified diff を作成し、 結果を返します。結果は可読形式となります。 オプションのパラメータ context で、 変更部分の前後にどれだけの行を含めるかを指定します。 パラメータ minimal を true にすると、 できる限り短い長
さのパッチファイルを出力します (長い時間がかかります)。

パラメータ
old_data

データを含む最初の文字列。"旧" データです。
new_data

データを含む 2 番目の文字列。"新" データです。
context

diff の結果の前後に含める行の数を指定します。
minimal

このパラメータを TRUE にすると、結果のファイルが最小になります (非常に時間がかかります)。結果のファイルは可読形式となります。

返り値

成功した場合はその結果の diff、内部エラーが発生した場合に FALSE を返します。
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例

例1 xdiff_string_diff() の例

以下のコードは 2 つの記事の unified diff を作成します。
<?php
$old_article = file_get_contents('./old_article.txt');
$new_article = $_REQUEST['article']; /* Let's say that someone pasted a new article to html form */

$diff = xdiff_string_diff($old_article, $new_article, 1);
if (is_string($diff)) {
    echo "2 つの記事の差分:\n";
    echo $diff;
}

?>

注意

注意:

この関数はバイナリ文字列に対しては動作しません。バイナリ文字列の 差分を作成するには xdiff_string_bdiff()/xdiff_string_rabdiff() を使用してください。

参考

xdiff_string_patch() - 文字列に unified diff 形式のパッチを適用する

xdiff_string_merge3
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_merge3 — 3 つの文字列をひとつに統合する

説明

mixed xdiff_string_merge3 ( string $old_data , string $new_data1 , string $new_data2 [, string &$error ] )

3 つの文字列をひとつに結合し、その結果を返します。 old_data が元のバージョンで、 new_file1 と new_file2 が修正したバージョンとなります。オプションの error を使用すると、結合時に拒否された部分がそこに渡されます。

パラメータ
old_data

最初のデータ文字列。"旧" データです。
new_data1

2 番目のデータ文字列。old_data の修正版です。
new_data2

3 番目のデータ文字列。old_data の修正版です。
error

指定した場合、パッチを拒否された部分がこの変数に保存されます。

返り値

統合された文字列を返します。内部エラーが発生した場合は FALSE、 統合された文字列が空の文字列の場合は TRUE を返します。

参考

xdiff_file_merge3() - 3 つのファイルをひとつに統合する

xdiff_string_patch_binary
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_patch_binary — xdiff_string_bpatch のエイリアス

説明

string xdiff_string_patch_binary ( string $str , string $patch )
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文字列 str に、バイナリ形式のパッチ patch を適用します。 この関数は、xdiff_string_bdiff() 関数あるいは xdiff_string_rabdiff() そしてそれぞれのファイル版が作成したパッチを受け取ることができます。

バージョン 1.5.0 以降、この関数は xdiff_string_bpatch() のエイリアスとなりました。

パラメータ
str

元のバイナリ文字列。
patch

バイナリパッチ文字列。

返り値

パッチ適用後の文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

xdiff_string_bpatch() - 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する
xdiff_string_bdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する
xdiff_string_rabdiff() - 2 つの文字列のバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

xdiff_string_patch
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_patch — 文字列に unified diff 形式のパッチを適用する

説明

string xdiff_string_patch ( string $str , string $patch [, int $flags [, string &$error ]] )

ある文字列 str に、unified 形式のパッチ文字列 patch を適用してその結果を返します。 patch は、 xdiff_file_diff()/xdiff_string_diff() 関数で作成した unified diff 形式でなければなりません。 オプションのパラメータ flags で、操作モードを指定します。パッチが拒否され
た部分については、 もし error を指定していればそこに保存されます。

パラメータ
str

元の文字列。
patch

unified 形式のパッチ文字列。 xdiff_string_diff() 関数や xdiff_file_diff() 関数、 あるいは互換性のあるツールで作成したものでなければなりません。
flags

flags は XDIFF_PATCH_NORMAL (デフォルト。通常のパッチ) あるいは XDIFF_PATCH_REVERSE (逆パッチ) のいずれかです。

バージョン 1.5.0 以降では、バイナリ OR を使用して XDIFF_PATCH_IGNORESPACE フラグを有効にすることもできます。
error

これを指定すると、パッチを拒否された部分がここに保存されます。

返り値

パッチ適用後の文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 xdiff_string_patch() の例

以下のコードは、ある記事に対して変更を適用します。
<?php
$old_article = file_get_contents('./old_article.txt');
$diff = $_SERVER['patch']; /* だれかが html フォームからパッチを投稿したとしましょう */
$errors = '';

$new_article = xdiff_string_patch($old_article, $diff, XDIFF_PATCH_NORMAL, $errors);
if (is_string($new_article)) {
    echo "新しい記事:\n";
    echo $new_article;
}
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if (strlen($errors)) {
    echo "Rejects: \n";
    echo $errors;
}

?>

参考

xdiff_string_diff() - 2 つの文字列の unified diff を作成する

xdiff_string_rabdiff
(PECL xdiff >= 0.2.0)

xdiff_string_rabdiff — 2 つの文字列のバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

説明

string xdiff_string_bdiff ( string $old_data , string $new_data )

ふたつの文字列のバイナリ diff を作成して結果を返します。 この関数と xdiff_string_bdiff() との違いは、 使用するアルゴリズムです。この関数のほうが実行速度が速く、より小さな diff を生成します。 この関数はテキストファイルとバイナリファイルの両方に適用可能で
す。 できあがったパッチファイルを後で適用するには xdiff_string_bpatch()/xdiff_file_bpatch() を使用します。

アルゴリズムの違いについての詳細は、 » libxdiff のウェブサイトを参照ください。

パラメータ
old_data

バイナリデータを含む最初の文字列。"旧" データです。
new_data

バイナリデータを含む 2 番目の文字列。"新" データです。

返り値

"旧" データと "新" データの差分を含むバイナリ diff 文字列、 あるいは内部エラーが発生した場合は FALSE を返します。

参考

xdiff_string_bpatch() - 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する

目次
xdiff_file_bdiff_size — バイナリ diff を適用して作成するファイルのサイズを読み込む
xdiff_file_bdiff — 2 つのファイルのバイナリ diff を作成する
xdiff_file_bpatch — ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する
xdiff_file_diff_binary — xiff_file_bdiff のエイリアス
xdiff_file_diff — 2 つのファイルの unified diff を作成する
xdiff_file_merge3 — 3 つのファイルをひとつに統合する
xdiff_file_patch_binary — xdiff_file_bpatch のエイリアス
xdiff_file_patch — ファイルに unified diff 形式のパッチを適用する
xdiff_file_rabdiff — 2 つのファイルのバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する
xdiff_string_bdiff_size — バイナリ diff を適用して作成するファイルのサイズを読み込む
xdiff_string_bdiff — 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する
xdiff_string_bpatch — 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する
xdiff_string_diff_binary — xdiff_string_bdiff のエイリアス
xdiff_string_diff — 2 つの文字列の unified diff を作成する
xdiff_string_merge3 — 3 つの文字列をひとつに統合する
xdiff_string_patch_binary — xdiff_string_bpatch のエイリアス
xdiff_string_patch — 文字列に unified diff 形式のパッチを適用する
xdiff_string_rabdiff — 2 つの文字列のバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数

http://www.xmailserver.org/xdiff-lib.html


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

xdiff 関数
xdiff_file_bdiff_size — バイナリ diff を適用して作成するファイルのサイズを読み込む
xdiff_file_bdiff — 2 つのファイルのバイナリ diff を作成する
xdiff_file_bpatch — ファイルにバイナリ diff 形式のパッチを適用する
xdiff_file_diff_binary — xiff_file_bdiff のエイリアス
xdiff_file_diff — 2 つのファイルの unified diff を作成する
xdiff_file_merge3 — 3 つのファイルをひとつに統合する
xdiff_file_patch_binary — xdiff_file_bpatch のエイリアス
xdiff_file_patch — ファイルに unified diff 形式のパッチを適用する
xdiff_file_rabdiff — 2 つのファイルのバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する
xdiff_string_bdiff_size — バイナリ diff を適用して作成するファイルのサイズを読み込む
xdiff_string_bdiff — 2 つの文字列のバイナリ diff を作成する
xdiff_string_bpatch — 文字列にバイナリ diff 形式のパッチを適用する
xdiff_string_diff_binary — xdiff_string_bdiff のエイリアス
xdiff_string_diff — 2 つの文字列の unified diff を作成する
xdiff_string_merge3 — 3 つの文字列をひとつに統合する
xdiff_string_patch_binary — xdiff_string_bpatch のエイリアス
xdiff_string_patch — 文字列に unified diff 形式のパッチを適用する
xdiff_string_rabdiff — 2 つの文字列のバイナリ diff を、Rabin の polynomial fingerprinting アルゴリズムで作成する

ダイレクト IO
導入
インストール/設定
定義済み定数
ダイレクト IO 関数

ディレクトリ
インストール/設定
定義済み定数
ディレクトリ 関数

Fileinfo — ファイル情報
導入
インストール/設定
定義済み定数
Fileinfo 関数

ファイルシステム
導入
インストール/設定
定義済み定数
ファイルシステム 関数

Inotify
導入
インストール/設定
定義済み定数
Inotify 関数

Mimetype
導入
インストール/設定
定義済み定数

xattr
導入
インストール/設定
定義済み定数
xattr 関数

xdiff
導入
インストール/設定
定義済み定数
xdiff 関数

自然言語および文字エンコーディング

Enchant スペリングライブラリ

導入
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Enchant は、» Enchant ライブラリ を PHP から利用できるようにしたものです。Enchant は、 すべてのスペリングライブラリの上位に位置するもので、 統一された操作性を提供します。 また、各ライブラリが搭載していないかもしれない機能についても実装しています。 す
べての機能が "動作します"。 いろんな意味で、あらゆる意味で "動作しています"。

Enchat は以下のバックエンドをサポートしています。

Aspell/Pspell (Ispell の後継です)

Ispell (昔からあり、デファクトスタンダードとされています)

MySpell/Hunspell (OOo プロジェクトや Mozilla が使用しています)

Uspell (イディッシュ語、ヘブライ語および東欧諸国語用のもので、AbiWord の CVS 内で "uspell" モジュールとしてホストされています)

Hspell (ヘブライ語)

AppleSpell (Mac OSX)

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
このバージョンは、Dom Lachowicz による » Enchant ライブラリ の関数を使用しています。 Enchant 1.2.4 以降が必要です。

Enchant には » Glib 2.6 以降も必要です。 Windows 用のコンパイル済みのライブラリは » http://ftp.gnome.org/pub/gnome/binaries/win32/glib/ にあります。

インストール手順
この拡張モジュールは、PHP 5.3.0 以降に同梱されています。 それより前のバージョンでは、enchant は PECL 拡張モジュールでした。 5.3.0 より前のバージョンのユーザは » PECL 拡張モジュール を使いましょう。

必須ライブラリ がインストールされていれば、PHP 5.3.0 以降のユーザは PHP のコンパイル時に --with-enchant[=dir] オプションを追加するだけで enchant を有効にできます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは二種類のリソースを使用しています。ひとつは ブローカー (バックエンドマネージャ) で、もうひとつが辞書です。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
例1 Enchant の使用例
<?php
$tag = 'en_US';
$r = enchant_broker_init();
$bprovides = enchant_broker_describe($r);
echo "現在のブローカーは、次のバックエンドを提供します。\n";
print_r($bprovides);

http://www.abisource.com/projects/enchant/
http://www.abisource.com/projects/enchant/
http://www.abisource.com/projects/enchant/
http://www.abisource.com/projects/enchant/
http://ftp.gnome.org/pub/gnome/sources/glib/
http://ftp.gnome.org/pub/gnome/binaries/win32/glib/
http://pecl.php.net/package/enchant
http://pecl.php.net/package/enchant
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$dicts = enchant_broker_list_dicts($r);
print_r($dicts);
if (enchant_broker_dict_exists($r,$tag)) {
    $d = enchant_broker_request_dict($r, $tag);
    $dprovides = enchant_dict_describe($d);
    echo "dictionary $tag provides:\n";
    $wordcorrect = enchant_dict_check($d, "soong");
    print_r($dprovides);
    if (!$wordcorrect) {
        $suggs = enchant_dict_suggest($d, "soong");
        echo "'soong' の修正候補:";
        print_r($suggs);
    }
    enchant_broker_free_dict($d);
} else {
}
enchant_broker_free($r);
?>

Enchant 関数

enchant_broker_describe
(PECL enchant >= 0.1.0)

enchant_broker_describe — Enchant プロバイダを列挙する

説明

array enchant_broker_describe ( resource $broker )

Enchant プロバイダを列挙し、その基本情報を通知します。 同じ情報が phpinfo() からでも取得できます。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 指定したブローカーが提供するバックエンドの一覧
<?php
$r = enchant_broker_init();
$bprovides = enchant_broker_describe($r);
echo "現在のブローカーは、次のバックエンドを提供します。\n";
print_r($bprovides);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

現在のブローカーは、次のバックエンドを提供します。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [name] => aspell
            [desc] => Aspell Provider
            [file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
        )

    [1] => Array
        (
            [name] => hspell
            [desc] => Hspell Provider
            [file] => /usr/lib/enchant/libenchant_hspell.so
        )

    [2] => Array
        (
            [name] => ispell
            [desc] => Ispell Provider
            [file] => /usr/lib/enchant/libenchant_ispell.so
        )

    [3] => Array
        (
            [name] => myspell
            [desc] => Myspell Provider
            [file] => /usr/lib/enchant/libenchant_myspell.so
        )

)
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enchant_broker_dict_exists
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_dict_exists — 辞書が存在するかどうかを調べる。空でないタグを使用する

説明

bool enchant_broker_dict_exists ( resource $broker , string $tag )

辞書が存在するかどうかを調べます。空でないタグを使用します。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。
tag

空でない、LOCALE 形式のタグ。例: us_US、ch_DE など。

返り値

タグが存在する場合に TRUE、存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 enchant_broker_dict_exists() の例
<?php
$tag = 'en_US';
$r = enchant_broker_init();
if (enchant_broker_dict_exists($r,$tag)) {
    echo $tag . " の辞書が見つかりました。\n";
}
?>

参考

enchant_broker_describe() - Enchant プロバイダを列挙する

enchant_broker_free_dict
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_free_dict — 辞書リソースを開放する

説明

bool enchant_broker_free_dict ( resource $dict )

辞書リソースを開放します。

パラメータ
dict

辞書リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

enchant_broker_request_dict() - タグを使用して新しい辞書を作成する
enchant_broker_request_pwl_dict() - PWL ファイルを使用して辞書を作成する

enchant_broker_free
(PECL enchant >= 0.1.0 )
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enchant_broker_free — ブローカーリソースおよびその辞書を開放する

説明

bool enchant_broker_free ( resource $broker )

ブローカーリソースを、その辞書とともに開放します。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

enchant_broker_init() - 要求を満たすブローカーオブジェクトを作成する

enchant_broker_get_error
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_get_error — ブローカーの直近のエラーを返す

説明

string enchant_broker_get_error ( resource $broker )

このブローカーで発生した直近のエラーを返します。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。

返り値

エラーが見つかった場合にメッセージ文字列、それ以外の場合に FALSE を返します。

enchant_broker_init
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_init — 要求を満たすブローカーオブジェクトを作成する

説明

resource enchant_broker_init ( void )

パラメータ

返り値

成功した場合にブローカーリソース、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

enchant_broker_free() - ブローカーリソースおよびその辞書を開放する

enchant_broker_list_dicts
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(PECL enchant >= 1.0.1)

enchant_broker_list_dicts — 使用可能な辞書の一覧を返す

説明

mixed enchant_broker_list_dicts ( resource $broker )

使用可能な辞書の一覧と、その詳細を返します。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 あるブローカーで使用可能なすべての辞書を表示する
<?php
$r = enchant_broker_init();
$dicts = enchant_broker_list_dicts($r);
print_r($dicts);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [lang_tag] => de
            [provider_name] => aspell
            [provider_desc] => Aspell Provider
            [provider_file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
        )

    [1] => Array
        (
            [lang_tag] => de_DE
            [provider_name] => aspell
            [provider_desc] => Aspell Provider
            [provider_file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
        )

    [3] => Array
        (
            [lang_tag] => en
            [provider_name] => aspell
            [provider_desc] => Aspell Provider
            [provider_file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
        )

    [4] => Array
        (
            [lang_tag] => en_GB
            [provider_name] => aspell
            [provider_desc] => Aspell Provider
            [provider_file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
        )

    [5] => Array
        (
            [lang_tag] => en_US
            [provider_name] => aspell
            [provider_desc] => Aspell Provider
            [provider_file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
        )

    [6] => Array
        (
            [lang_tag] => hi_IN
            [provider_name] => myspell
            [provider_desc] => Myspell Provider
            [provider_file] => /usr/lib/enchant/libenchant_myspell.so
        )

)

参考

enchant_broker_describe() - Enchant プロバイダを列挙する

enchant_broker_request_dict
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_request_dict — タグを使用して新しい辞書を作成する
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説明

resource enchant_broker_request_dict ( resource $broker , string $tag )

タグを使用して新しい辞書を作成します。空でない言語タグで、 使用したい辞書を指定します ("en_US"、"de_DE"、...)。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。
tag

ロケールを表すタグ。例えば en_US、de_DE など。

返り値

成功した場合に辞書リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 enchant_broker_request_dict() の例

辞書が存在するかどうかを enchant_broker_dict_exists() で調べ、それを要求します。
<?php
$tag = 'en_US';
$broker = enchant_broker_init();
if (enchant_broker_dict_exists($broker,$tag)) {
    $dict = enchant_broker_request_dict($r, $tag);
}
?>

参考

enchant_dict_describe() - 個々の辞書について説明する
enchant_broker_dict_exists() - 辞書が存在するかどうかを調べる。空でないタグを使用する
enchant_broker_free_dict() - 辞書リソースを開放する

enchant_broker_request_pwl_dict
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_request_pwl_dict — PWL ファイルを使用して辞書を作成する

説明

resource enchant_broker_request_pwl_dict ( resource $broker , string $filename )

PWL ファイルを使用して辞書を作成します。 PWL ファイルは、一行にひとつの単語を記述したパーソナル単語ファイルです。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。
filename

PWL ファイルへのパス。

返り値

成功した場合に辞書リソース、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

enchant_dict_describe() - 個々の辞書について説明する
enchant_broker_dict_exists() - 辞書が存在するかどうかを調べる。空でないタグを使用する
enchant_broker_free_dict() - 辞書リソースを開放する

enchant_broker_set_ordering
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(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_broker_set_ordering — その言語で使用する辞書の優先順位を宣言する

説明

bool enchant_broker_set_ordering ( resource $broker , string $tag , string $ordering )

'タグ' で表される言語で使用する辞書の優先順位を宣言します。 順位は、プロバイダ名をカンマ区切りでつないだリストで表します。 例外として、言語タグに "*" を使用すると、あらゆる言語についての デフォルトの順位を宣言します。 明示的に順位を指定しなかった言語につ
いてはこれが使用されます。

パラメータ
broker

ブローカーリソース。
tag

言語タグ。"*" を使用すると、あらゆる言語についての デフォルトの順位を宣言します。 明示的に順位を指定しなかった言語についてはこれが使用されます。
ordering

プロバイダ名をカンマ区切りでつないだリスト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

enchant_dict_add_to_personal
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_add_to_personal — パーソナル単語リストに単語を追加する

説明

void enchant_dict_add_to_personal ( resource $dict , string $word )

指定した辞書のパーソナル単語リストに、単語を追加します。

パラメータ
dict

辞書リソース。
word

追加する単語。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

enchant_broker_request_pwl_dict() - PWL ファイルを使用して辞書を作成する
enchant_broker_request_dict() - タグを使用して新しい辞書を作成する

enchant_dict_add_to_session
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_add_to_session — '単語' を、このスペルチェックセッションに追加する

説明

void enchant_dict_add_to_session ( resource $dict , string $word )

指定した辞書に単語を追加します。 追加されるのは、アクティブなスペルチェックセッションについてのみです。
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パラメータ
dict

辞書リソース。
word

追加する単語。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

enchant_broker_request_dict() - タグを使用して新しい辞書を作成する

enchant_dict_check
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_check — 単語のスペルが正しいかどうかを調べる

説明

bool enchant_dict_check ( resource $dict , string $word )

単語のスペルが正しい場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

パラメータ
dict

辞書リソース。
word

調べる単語。

返り値

単語のスペルが正しい場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

enchant_dict_describe
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_describe — 個々の辞書について説明する

説明

mixed enchant_dict_describe ( resource $dict )

辞書の詳細を返します。

パラメータ
dict

辞書リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 enchant_broker_dict_describe() の例

辞書が存在するかどうかを enchant_broker_dict_exists() で調べ、 その詳細を表示します。
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<?php
$tag = 'en_US';
$broker = enchant_broker_init();
if (enchant_broker_dict_exists($broker,$tag)) {
    $dict = enchant_broker_request_dict($r, $tag);
    $dict_details = enchant_dict_describe($dict);
    print_r($dict_details);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [lang] => en_US
    [name] => aspell
    [desc] => Aspell Provider
    [file] => /usr/lib/enchant/libenchant_aspell.so
)

enchant_dict_get_error
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_get_error — 現在のスペリングセッションの直近のエラーを返す

説明

string enchant_dict_get_error ( resource $dict )

現在のスペリングセッションの、直近のエラーを返します。

パラメータ
dict

辞書リソース。

返り値

エラーメッセージを表す文字列、あるいはエラーが発生していない場合に FALSE を返します。

enchant_dict_is_in_session
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_is_in_session — このスペリングセッションに '単語' が存在するかどうかを調べる

説明

bool enchant_dict_is_in_session ( resource $dict , string $word )

ある単語が、現在のセッション内に既に存在するかどうかを調べます。

パラメータ
dict

辞書リソース。
word

探す単語。

返り値

単語が存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

enchant_dict_add_to_session() - '単語' を、このスペルチェックセッションに追加する

enchant_dict_quick_check
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(PECL enchant:0.2.0-1.0.1)

enchant_dict_quick_check — 単語のスペルが正しいかどうかを調べ、修正候補を提供する

説明

bool enchant_dict_quick_check ( resource $dict , string $word [, array &$suggestions ] )

単語のスペルが正しい場合は TRUE、そうでない場合は FALSE を返します。変数 suggestions を指定している場合は、 そこに修正候補が格納されます。

パラメータ
dict

辞書リソース。
word

調べる単語。
suggestions

単語のスペルが間違っている場合に、 この変数の中に修正候補の配列が格納されます。

返り値

単語のスペルが正しい場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 enchant_dict_quick_check() の例
<?php
$tag = 'en_US';
$r = enchant_broker_init();

if (enchant_broker_dict_exists($r,$tag)) {
    $d = enchant_broker_request_dict($r, $tag);
    enchant_dict_quick_check($d, 'soong', $suggs);
    print_r($suggs);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => song
    [1] => snog
    [2] => soon
    [3] => Sang
    [4] => Sung
    [5] => sang
    [6] => sung
    [7] => sponge
    [8] => spongy
    [9] => snag
    [10] => snug
    [11] => sonic
    [12] => sing
    [13] => songs
    [14] => Son
    [15] => Sonja
    [16] => Synge
    [17] => son
    [18] => Sejong
    [19] => sarong
    [20] => sooner
    [21] => Sony
    [22] => sown
    [23] => scone
    [24] => song's
)

参考

enchant_dict_check() - 単語のスペルが正しいかどうかを調べる
enchant_dict_suggest() - 修正候補となる値の一覧を返す

enchant_dict_store_replacement
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_store_replacement — 単語の修正候補を追加する

説明

void enchant_dict_store_replacement ( resource $dict , string $mis , string $cor )
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'mis' の修正候補として 'cor' を使用します。 @mis が @cor に置き換えられることに注意しましょう。 今後 @mis が登場すると、それは @cor で置き換えられます。 そのため、@cor が修正候補の中で衝突するかもしれません。

パラメータ
dict

辞書リソース。
mis

修正する単語。
cor

正しい単語。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

enchant_dict_suggest
(PECL enchant >= 0.1.0 )

enchant_dict_suggest — 修正候補となる値の一覧を返す

説明

array enchant_dict_suggest ( resource $dict , string $word )

パラメータ
dict

辞書リソース。
word

修正候補を調べる単語。

返り値

単語のスペルが間違っている場合に、修正候補の配列を返します。

例

例1 enchant_dict_suggest() の例
<?php
$tag = 'en_US';
$r = enchant_broker_init();
if (enchant_broker_dict_exists($r,$tag)) {
    $d = enchant_broker_request_dict($r, $tag);

    $wordcorrect = enchant_dict_check($d, "soong");
    if (!$wordcorrect) {
        $suggs = enchant_dict_suggest($d, "soong");
        echo "'soong' の修正候補:";
        print_r($suggs);
    }
    enchant_broker_free_dict($d);
}
enchant_broker_free($r);
?>

参考

enchant_dict_check() - 単語のスペルが正しいかどうかを調べる
enchant_dict_quick_check() - 単語のスペルが正しいかどうかを調べ、修正候補を提供する

目次
enchant_broker_describe — Enchant プロバイダを列挙する
enchant_broker_dict_exists — 辞書が存在するかどうかを調べる。空でないタグを使用する
enchant_broker_free_dict — 辞書リソースを開放する
enchant_broker_free — ブローカーリソースおよびその辞書を開放する
enchant_broker_get_error — ブローカーの直近のエラーを返す
enchant_broker_init — 要求を満たすブローカーオブジェクトを作成する
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enchant_broker_list_dicts — 使用可能な辞書の一覧を返す
enchant_broker_request_dict — タグを使用して新しい辞書を作成する
enchant_broker_request_pwl_dict — PWL ファイルを使用して辞書を作成する
enchant_broker_set_ordering — その言語で使用する辞書の優先順位を宣言する
enchant_dict_add_to_personal — パーソナル単語リストに単語を追加する
enchant_dict_add_to_session — '単語' を、このスペルチェックセッションに追加する
enchant_dict_check — 単語のスペルが正しいかどうかを調べる
enchant_dict_describe — 個々の辞書について説明する
enchant_dict_get_error — 現在のスペリングセッションの直近のエラーを返す
enchant_dict_is_in_session — このスペリングセッションに '単語' が存在するかどうかを調べる
enchant_dict_quick_check — 単語のスペルが正しいかどうかを調べ、修正候補を提供する
enchant_dict_store_replacement — 単語の修正候補を追加する
enchant_dict_suggest — 修正候補となる値の一覧を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Enchant 関数

enchant_broker_describe — Enchant プロバイダを列挙する
enchant_broker_dict_exists — 辞書が存在するかどうかを調べる。空でないタグを使用する
enchant_broker_free_dict — 辞書リソースを開放する
enchant_broker_free — ブローカーリソースおよびその辞書を開放する
enchant_broker_get_error — ブローカーの直近のエラーを返す
enchant_broker_init — 要求を満たすブローカーオブジェクトを作成する
enchant_broker_list_dicts — 使用可能な辞書の一覧を返す
enchant_broker_request_dict — タグを使用して新しい辞書を作成する
enchant_broker_request_pwl_dict — PWL ファイルを使用して辞書を作成する
enchant_broker_set_ordering — その言語で使用する辞書の優先順位を宣言する
enchant_dict_add_to_personal — パーソナル単語リストに単語を追加する
enchant_dict_add_to_session — '単語' を、このスペルチェックセッションに追加する
enchant_dict_check — 単語のスペルが正しいかどうかを調べる
enchant_dict_describe — 個々の辞書について説明する
enchant_dict_get_error — 現在のスペリングセッションの直近のエラーを返す
enchant_dict_is_in_session — このスペリングセッションに '単語' が存在するかどうかを調べる
enchant_dict_quick_check — 単語のスペルが正しいかどうかを調べ、修正候補を提供する
enchant_dict_store_replacement — 単語の修正候補を追加する
enchant_dict_suggest — 修正候補となる値の一覧を返す

FriBiDi

導入
FriBiDiは、» Unicode Bidirectional Algorithm のフリーの実装です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
» FriBiDiパッケージ をダウンロードし、インストールする必要があります。

http://www.unicode.org/unicode/reports/tr9/
http://fribidi.org/
http://fribidi.org/
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インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/fribidi.

これらの関数を使用するには、 --with-fribidi[=DIR] を指定し、 Fribidi のサポートを有効にして PHP をコンパイルしてください。

Windows ユーザは、php.ini の内部で php_fribidi.dll を有効にすることで、これらの関数を使用可能です。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FRIBIDI_CHARSET_UTF8 (integer)
Unicode

FRIBIDI_CHARSET_8859_6 (integer)
アラビア語

FRIBIDI_CHARSET_8859_8 (integer)
ヘブライ語

FRIBIDI_CHARSET_CP1255 (integer)
ヘブライ語/イディッシュ語

FRIBIDI_CHARSET_CP1256 (integer)
アラビア語

FRIBIDI_CHARSET_ISIRI_3342 (integer)
ペルシア語

FRIBIDI_CHARSET_CAP_RTL (integer)
テスト用。CAPS を非英文字として扱います

FRIBIDI_RTL (integer)
右から左へ

FRIBIDI_LTR (integer)
左から右へ

FRIBIDI_AUTO (integer)
方向の自動検出

FriBiDi 関数

fribidi_log2vis
(PHP 4 >= 4.0.4 and PHP 4 <= 4.1.0, PECL fribidi >= 1.0)

fribidi_log2vis — 論理表記を物理表記に変換する

説明

string fribidi_log2vis ( string $str , string $direction , int $charset )

論理表記を物理表記に変換します。

パラメータ
str

論理表記の文字列。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/fribidi
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direction

FRIBIDI_RTL、 FRIBIDI_LTR あるいは FRIBIDI_AUTO のいずれかひとつ。
charset

FRIBIDI_CHARSET_XXX のいずれかひとつ。

返り値

成功した場合に物理表記の文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
fribidi_log2vis — 論理表記を物理表記に変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
FriBiDi 関数

fribidi_log2vis — 論理表記を物理表記に変換する

Gettext

導入
gettext 関数は、NLS (Native Language Support) API を実装するもので、 PHP アプリケーションを国際化する際に使用することが可能です。 これらの関数の詳細については、システムの gettext ドキュメントを 参照するか、 »
http://www.gnu.org/software/gettext/manual/gettext.html のドキュメントをごらんください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
以下の関数を使用するには、» http://www.gnu.org/software/gettext/gettext.html から GNU gettext パッケージをダウンロードし、インストールする必要があります。

インストール手順
PHP で GNU gettext サポートを有効にするには、オプション --with-gettext[=DIR] を追加する必要が あります。ただし、DIR は gettext をインストールするディレクトリで、 デフォルトは /usr/local です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://www.gnu.org/software/gettext/manual/gettext.html
http://www.gnu.org/software/gettext/manual/gettext.html
http://www.gnu.org/software/gettext/gettext.html
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定義済み定数
定数は定義されていません。

Gettext 関数

bind_textdomain_codeset
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

bind_textdomain_codeset — DOMAIN メッセージカタログから返されるメッセージの文字エンコーディングを指定する

説明

string bind_textdomain_codeset ( string $domain , string $codeset )

bind_textdomain_codeset() を使用することで、 gettext() やその類似の関数において返される、 domain からのメッセージの文字エンコーディングを 設定することが可能です。

パラメータ
domain

ドメイン。
codeset

コードセット。

返り値

成功した場合に文字列を返します。

bindtextdomain
(PHP 4, PHP 5)

bindtextdomain — ドメインのパスを設定する

説明

string bindtextdomain ( string $domain , string $directory )

bindtextdomain() 関数は、ドメインへのパスを設定します。

パラメータ
domain

ドメイン。
directory

ディレクトリのパス。

返り値

現在設定されているドメインへのフルパスを返します。

例

例1 bindtextdomain() の例
<?php

$domain = 'myapp';
echo bindtextdomain($domain, '/usr/share/myapp/locale');
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?>

上の例の出力は以下となります。
/usr/share/myapp/locale

dcgettext
(PHP 4, PHP 5)

dcgettext — 単一の参照に関するドメインを上書きする

説明

string dcgettext ( string $domain , string $message , int $category )

この関数により単一の参照についてカレントのドメインを上書きすることができます。

パラメータ
domain

ドメイン。
message

メッセージ。
category

カテゴリ。

返り値

成功した場合に文字列を返します。

参考

gettext() - 現在のドメインのメッセージを参照する

dcngettext
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

dcngettext — dcgettext の複数形版

説明

string dcngettext ( string $domain , string $msgid1 , string $msgid2 , int $n , int $category )

この関数により単一の複数形メッセージの参照について カレントのドメインを上書きすることができます。

パラメータ
domain

ドメイン。
msgid1

msgid2

n

category

返り値

成功した場合に文字列を返します。

参考

ngettext() - gettext の複数形版
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dgettext
(PHP 4, PHP 5)

dgettext — 現在のドメインを上書きする

説明

string dgettext ( string $domain , string $message )

dgettext() 関数により、単一のメッセージ参照について 現在のドメインを上書きすることができます。

パラメータ
domain

ドメイン。
message

メッセージ。

返り値

成功した場合に文字列を返します。

参考

gettext() - 現在のドメインのメッセージを参照する

dngettext
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

dngettext — dgettext の複数形版

説明

string dngettext ( string $domain , string $msgid1 , string $msgid2 , int $n )

dngettext() 関数により、単一の複数形メッセージ参照について 現在のドメインを上書きすることができます。

パラメータ
domain

ドメイン。
msgid1

msgid2

n

返り値

成功した場合に文字列を返します。

参考

ngettext() - gettext の複数形版

gettext
(PHP 4, PHP 5)

gettext — 現在のドメインのメッセージを参照する

説明
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string gettext ( string $message )

現在のドメインのメッセージを参照します。

パラメータ
message

翻訳するメッセージ。

返り値

翻訳テーブルに翻訳文字列が見つかった場合にその文字列、 あるいは見つからなかった場合に元の文字列を返します。

例

例1 gettext() のチェック
<?php
// ドイツ語に設定します
putenv('LC_ALL=de_DE');
setlocale(LC_ALL, 'de_DE');

// 変換テーブルの場所を指定します
bindtextdomain("myPHPApp", "./locale");

// ドメインを選択します
textdomain("myPHPApp");

// 翻訳内容は ./locale/de_DE/LC_MESSAGES/myPHPApp.mo から検索されます

// テストメッセージを出力します
echo gettext("Welcome to My PHP Application");

// あるいは、gettext() のかわりに _() も使用可能です
echo _("Have a nice day");
?>

注意

注意:

この関数のエイリアスとして、アンダースコア文字 '_' を使用することができます。

注意:

言語を設定するだけではだめなシステムもあり、 putenv() を使って正しいロケールを定義しなければなりません。

参考

setlocale() - ロケール情報を設定する

ngettext
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ngettext — gettext の複数形版

説明

string ngettext ( string $msgid1 , string $msgid2 , int $n )

複数形版の gettext() です。 言語によっては、数量に応じていくつかの複数形が存在することがあります。

パラメータ
msgid1

msgid2

n

返り値

msgid1 および msgid2 で表されるメッセージの、数 n に対応する複数形を返します。

例

例1 ngettext() の例
<?php
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setlocale(LC_ALL, 'cs_CZ');
printf(ngettext("%d window", "%d windows", 1), 1); // 1 okino
printf(ngettext("%d window", "%d windows", 2), 2); // 2 okna
printf(ngettext("%d window", "%d windows", 5), 5); // 5 oken

?>

textdomain
(PHP 4, PHP 5)

textdomain — デフォルトドメインを設定する

説明

string textdomain ( string $text_domain )

この関数は、gettext() がコールされた際に検索を 行うドメインを設定します。このドメインは、通常はアプリケーション名から 付けられます。

パラメータ
text_domain

新しいメッセージドメイン。NULL を指定すると、現在の設定をそのまま 取得し、変更しません。

返り値

成功すると、この関数はドメインを変更した後に現在のメッセージドメインを 返します。

目次
bind_textdomain_codeset — DOMAIN メッセージカタログから返されるメッセージの文字エンコーディングを指定する
bindtextdomain — ドメインのパスを設定する
dcgettext — 単一の参照に関するドメインを上書きする
dcngettext — dcgettext の複数形版
dgettext — 現在のドメインを上書きする
dngettext — dgettext の複数形版
gettext — 現在のドメインのメッセージを参照する
ngettext — gettext の複数形版
textdomain — デフォルトドメインを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Gettext 関数

bind_textdomain_codeset — DOMAIN メッセージカタログから返されるメッセージの文字エンコーディングを指定する
bindtextdomain — ドメインのパスを設定する
dcgettext — 単一の参照に関するドメインを上書きする
dcngettext — dcgettext の複数形版
dgettext — 現在のドメインを上書きする
dngettext — dgettext の複数形版
gettext — 現在のドメインのメッセージを参照する
ngettext — gettext の複数形版
textdomain — デフォルトドメインを設定する

iconv

導入
このモジュールには、iconv による文字集合の変換機能へのインターフェースが含まれています。 このモジュールにより、ローカルな文字集合で表された文字列を、Unicode 文字集合のような 他の文字集合で表わされた文字列に変換することができます。 サポートされる文字
集合は、使用するシステムの iconv の実装に依存します。 いくつかのシステムでは iconv 関数は意図した通りに動作しない可能性があることに注意してください。 この場合は、» GNU libiconv ライブラリをインストール すると良いでしょう。 このライブラリの出力は、多く

http://www.gnu.org/software/libiconv/
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の場合、より妥当なものとなります。

PHP 5.0.0以降、この拡張モジュールには、 多言語スクリプトを書く際に有用な種々のユーティリティが附属しています。 この新機能については、以下のセクションを参照してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
使用しているシステムが、最近のPOSIX対応システムのどれかである場合には、標準C 言語ライブラリの中にiconv機能が含まれているため、何かをする必要はありません。 そうでない場合は、 » libiconvライブラリを入手して使用する システムにインストールする必要があり
ます。

インストール手順
この拡張モジュールはデフォルトで有効となります。無効にしたい場合は、コンパイル時に --without-iconv を指定します。

オプションのディレクティブ --with-iconv-dir を使うと、PHP のコンパイル時に使うシステム上の iconv の場所を指定できます。指定しなかった場合はデフォルトの場所を探します。

注意: PHP 4 ユーザへの注意
この拡張モジュールを有効にするには --with-iconv=[DIR] を指定してビルドしなければなりません。Windows ユーザの場合は、 iconv.dll をシステムの PATH が通った場所に置いて php.ini で php_iconv.dll を有効にします。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Iconv 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

iconv.input_encoding "ISO-8859-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で使用可能です。
iconv.output_encoding "ISO-8859-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で使用可能です。
iconv.internal_encoding "ISO-8859-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

警告

(IBM AIX のように)いくつかのシステムでは "ISO-8859-1" ではなく "ISO8859-1" を使用することがあります。そのような場合は、設定オプションや 関数のパラメータにはこの値を使用しなければなりません。

注意:

設定オプション iconv.input_encoding は、 今のところ一切利用されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
PHP 4.3.0以降、この拡張モジュールで使用される iconv 実装の種類を実行時に調べることができます。

iconv定数
名前 型 説明

ICONV_IMPL string実装の名前
ICONV_VERSION string実装のバージョン

http://www.gnu.org/software/libiconv/
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注意:

これらの定数を用いて実装に依存するスクリプトを書くことは全く推奨されません。

PHP 5.0.0以降、以下の定数も利用可能です。

PHP 5.0.0以降で利用可能なiconv定数
名前 型 説明

ICONV_MIME_DECODE_STRICT integer iconv_mime_decode()で使用されるビットマスク
ICONV_MIME_DECODE_CONTINUE_ON_ERROR integer iconv_mime_decode()で使用されるビットマスク

iconv 関数

参考
GNU Recode 関数も参照してください。

iconv_get_encoding
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

iconv_get_encoding — iconv 拡張モジュールの内部設定変数を取得する

説明

mixed iconv_get_encoding ([ string $type = "all" ] )

iconv 拡張モジュールの内部設定変数を取得します。

パラメータ
type

オプション type の値は以下のどれかとすることができます。

all
input_encoding
output_encoding
internal_encoding

返り値

成功時に内部設定変数の現在の設定、失敗した場合に FALSE を返します。

type が省略されるか、"all"が指定された場合、 iconv_get_encoding() は上記変数全てを格納した 配列を返します。

例

例1 iconv_get_encoding() の例
<pre>
<?php
iconv_set_encoding("internal_encoding", "UTF-8");
iconv_set_encoding("output_encoding", "ISO-8859-1");
var_dump(iconv_get_encoding('all'));
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [input_encoding] => ISO-8859-1
    [output_encoding] => ISO-8859-1
    [internal_encoding] => UTF-8
)

参考

iconv_set_encoding() - 文字エンコーディング変換用の設定を行なう
ob_iconv_handler() - 出力バッファハンドラとして文字エンコーディングを変換する
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iconv_mime_decode_headers
(PHP 5)

iconv_mime_decode_headers — 複数の MIME ヘッダフィールドを一度にデコードする

説明

array iconv_mime_decode_headers ( string $encoded_headers [, int $mode = 0 [, string $charset = ini_get("iconv.internal_encoding") ]] )

複数の MIME ヘッダフィールドを一度にデコードします。

パラメータ
encoded_headers

エンコードされたヘッダを表す文字列。
mode

mode は、iconv_mime_decode_headers() が不正な形式の MIME ヘッダフィールドに遭遇した場合の 振る舞いを定義します。以下のビットマスクの組み合わせで指定が可能です。

iconv_mime_decode_headers() で指定できるビットマスク
値 定数名 説明

1 ICONV_MIME_DECODE_STRICT 指定すると、ヘッダは » RFC2047 で定義されている標準に完全準拠する形式でデコードされます。 このオプションはデフォルトでは無効になっています。なぜなら、世の中には おかしなメールソフトが多く存在し、
それらは規格に従わずに間違った MIME ヘッダを生成するからです。

2 ICONV_MIME_DECODE_CONTINUE_ON_ERROR指定すると、iconv_mime_decode_headers() は文法的なエラーを無視し、デコード作業を継続します。

charset

オプションの charset パラメータは、結果の 文字セットを指定します。指定されなかった場合は iconv.internal_encoding が用いられます。

返り値

成功した場合は連想配列を返します。その中身には encoded_headers で指定した MIME ヘッダフィールドがすべて含まれています。 デコード中にエラーが発生した場合は FALSE を返します。

連想配列の個々のキーがフィールド名を表し、対応する要素がフィールドの 値を表します。同じ名前のフィールドが複数存在する場合は、 iconv_mime_decode_headers() が自動的に連番つきの 配列をつくり、出現順にその配列に入れられます。

例

例1 iconv_mime_decode_headers() の例
<?php
$headers_string = <<<EOF
Subject: =?UTF-8?B?UHLDvGZ1bmcgUHLDvGZ1bmc=?=
To: example@example.com
Date: Thu, 1 Jan 1970 00:00:00 +0000
Message-Id: <example@example.com>
Received: from localhost (localhost [127.0.0.1]) by localhost
    with SMTP id example for <example@example.com>;
    Thu, 1 Jan 1970 00:00:00 +0000 (UTC)
    (envelope-from example-return-0000-example=example.com@example.com)
Received: (qmail 0 invoked by uid 65534); 1 Thu 2003 00:00:00 +0000

EOF;

$headers =  iconv_mime_decode_headers($headers_string, 0, "ISO-8859-1");
print_r($headers);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [Subject] => Pr?ung Pr?ung
    [To] => example@example.com
    [Date] => Thu, 1 Jan 1970 00:00:00 +0000
    [Message-Id] => <example@example.com>
    [Received] => Array
        (
            [0] => from localhost (localhost [127.0.0.1]) by localhost with SMTP id example for <example@example.com>; Thu, 1 Jan 1970 00:00:00 +0000 (UTC) (envelope-from example-return-0000-example=example.com@example.com)
            [1] => (qmail 0 invoked by uid 65534); 1 Thu 2003 00:00:00 +0000
        )

)

参考

iconv_mime_decode() - MIME ヘッダフィールドをデコードする
mb_decode_mimeheader() - MIME ヘッダフィールドの文字列をデコードする
imap_mime_header_decode() - MIME ヘッダ要素をデコードする
imap_base64() - BASE64 でエンコードされたテキストをデコードする
imap_qprint() - quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047
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iconv_mime_decode
(PHP 5)

iconv_mime_decode — MIME ヘッダフィールドをデコードする

説明

string iconv_mime_decode ( string $encoded_header [, int $mode = 0 [, string $charset = ini_get("iconv.internal_encoding") ]] )

MIME ヘッダフィールドをデコードします。

パラメータ
encoded_header

エンコードされたヘッダを表す文字列。
mode

mode は、iconv_mime_decode() が不正な形式の MIME ヘッダフィールドに遭遇した場合の 振る舞いを定義します。以下のビットマスクの組み合わせで指定が可能です。

iconv_mime_decode() で指定できるビットマスク
値 定数名 説明

1 ICONV_MIME_DECODE_STRICT 指定すると、ヘッダは » RFC2047 で定義されている標準に完全準拠する形式でデコードされます。 このオプションはデフォルトでは無効になっています。なぜなら、世の中には おかしなメールソフトが多く存在し、
それらは規格に従わずに間違った MIME ヘッダを生成するからです。

2 ICONV_MIME_DECODE_CONTINUE_ON_ERROR指定すると、iconv_mime_decode_headers() は文法的なエラーを無視し、デコード作業を継続します。

charset

オプションの charset パラメータは、結果の 文字セットを指定します。指定されなかった場合は iconv.internal_encoding が用いられます。

返り値

成功した場合はデコードされた MIME フィールドを、 デコード中にエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 iconv_mime_decode() の例
<?php
// この結果は "Subject: Prüfung Prüfung" となります。
echo iconv_mime_decode("Subject: =?UTF-8?B?UHLDvGZ1bmcgUHLDvGZ1bmc=?=",
                       0, "ISO-8859-1");
?>

参考

iconv_mime_decode_headers() - 複数の MIME ヘッダフィールドを一度にデコードする
mb_decode_mimeheader() - MIME ヘッダフィールドの文字列をデコードする
imap_mime_header_decode() - MIME ヘッダ要素をデコードする
imap_base64() - BASE64 でエンコードされたテキストをデコードする
imap_qprint() - quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する

iconv_mime_encode
(PHP 5)

iconv_mime_encode — MIME ヘッダフィールドを作成する

説明

string iconv_mime_encode ( string $field_name , string $field_value [, array $preferences = NULL ] )

有効な MIME ヘッダフィールドを作成し、返します。 これは以下のような形式になります。
Subject: =?ISO-8859-1?Q?Pr=FCfung_f=FCr?= Entwerfen von einer MIME kopfzeile

上の例では "Subject" がフィールド名、"=?ISO-8859-1?..." で始まる部分が フィールドの値となります。

パラメータ
field_name

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

フィールド名。
field_value

フィールドの値。
preferences

iconv_mime_encode() の振る舞いを変更するには、 ここで設定項目を含む連想配列を指定します。 iconv_mime_encode() でサポートされている項目は 以下のとおりです。項目名の大文字・小文字は区別されることに注意してください。

iconv_mime_encode() でサポートされる設定項目
項目 型 説明 デフォルト値 例

scheme string フィールドの値のエンコード方法を指定します。"B" か "Q" の どちらかを指定することになるでしょう。"B" は base64 エンコードを、また "Q" は quoted-printable エンコードを表します。 B B

input-
charset string 第 1 パラメータ field_name と第 2 パラメータ field_value の文字セットを指定します。 指定されなかった場合は、iconv_mime_encode() は ini 設定 iconv.internal_encoding であると仮定します。 iconv.internal_encoding

ISO-
8859-
1

output-
charset string MIME ヘッダを作成する文字セットを指定します。 iconv.internal_encoding UTF-8

line-length integerヘッダ行の長さの最大値を指定します。もし結果がこの値より 長くなった場合は、 » RFC2822 - Internet Message Format に基づいてヘッダを "折りたたんで" 複数行に分割します。 指定されなかった場合は、長
さは 76 文字に限定されます。 76 996

line-break-
chars string 長いヘッダフィールドに対して "折りたたみ" 処理が行われる場合に 個々の行の後ろに付加される文字列を指定します。 指定されなかった場合は、"\r\n" （CR LF）が用いられます。 このパラメータは、input-

charset の値にかかわらず 常に ASCII 文字列として扱われることに注意してください。 \r\n \n

返り値

成功した場合はエンコードした MIME フィールド、 エンコード時にエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 iconv_mime_encode() の例:

<?php
$preferences = array(
    "input-charset" => "ISO-8859-1",
    "output-charset" => "UTF-8",
    "line-length" => 76,
    "line-break-chars" => "\n"
);
$preferences["scheme"] = "Q";
// この結果は "Subject: =?UTF-8?Q?Pr=C3=BCfung=20Pr=C3=BCfung?=" となります。
echo iconv_mime_encode("Subject", "Prüfung Prüfung", $preferences);

$preferences["scheme"] = "B";
// この結果は "Subject: =?UTF-8?B?UHLDvGZ1bmcgUHLDvGZ1bmc=?=" となります。
echo iconv_mime_encode("Subject", "Prüfung Prüfung", $preferences);
?>

参考

imap_binary() - 8 ビット文字列を base64 文字列に変換する
mb_encode_mimeheader() - MIMEヘッダの文字列をエンコードする
imap_8bit() - 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する
quoted_printable_encode() - 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する

iconv_set_encoding
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

iconv_set_encoding — 文字エンコーディング変換用の設定を行なう

説明

bool iconv_set_encoding ( string $type , string $charset )

type で指定された内部設定変数の値を、 charset に変更します。

パラメータ
type

type には以下の値のどれかを指定できます。

input_encoding
output_encoding
internal_encoding

charset

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

文字セット。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 iconv_set_encoding() の例
<?php
iconv_set_encoding("internal_encoding", "UTF-8");
iconv_set_encoding("output_encoding", "ISO-8859-1");
?>

参考

iconv_get_encoding() - iconv 拡張モジュールの内部設定変数を取得する
ob_iconv_handler() - 出力バッファハンドラとして文字エンコーディングを変換する

iconv_strlen
(PHP 5)

iconv_strlen — 文字列の文字数を返す

説明

int iconv_strlen ( string $str [, string $charset = ini_get("iconv.internal_encoding") ] )

strlen() とは違い、iconv_strlen() は与えられたバイト列 str 中に現れる文字の数を 指定された文字セットに基づいて数えます。この結果は、必ずしも文字列の バイト数と一致するとは限りません。

パラメータ
str

文字列。
charset

charset パラメータが指定されなかった場合、 str のエンコードは iconv.internal_encoding であると判断されます。

返り値

str の文字数を返します。

参考

strlen() - 文字列の長さを得る
mb_strlen() - 文字列の長さを得る

iconv_strpos
(PHP 5)

iconv_strpos — 文字列が最初に現れる場所を見つける

説明

int iconv_strpos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 [, string $charset = ini_get("iconv.internal_encoding") ]] )

needle が haystack の中で最初に現れる位置を探します。

strpos() の返り値は needle が見つかった位置の 先頭からのバイト数でしたが、それとは異なり iconv_strpos() の返り値は needle が見つかった 位置の先頭からの文字数となります。文字数は charset で指定された文字セットに基づいて 数えられます。

パラメータ
haystack

文字列全体。
needle
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検索する文字列。
offset

オプションの offset パラメータは 検索を開始する位置を指定します。
charset

charset パラメータが指定されなかった場合、 string のエンコードは iconv.internal_encoding であると判断されます。

haystack や needle が文字列でない場合、文字列に変換され、文字が並んだ値として適用されます。

返り値

needle が haystack の中で最初に現れる位置を探します。

もし needle が見つからなかった場合、 iconv_strpos() は FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

参考

strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
iconv_strrpos() - 文字列が最後に現れる場所を見つける
mb_strpos() - 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける

iconv_strrpos
(PHP 5)

iconv_strrpos — 文字列が最後に現れる場所を見つける

説明

int iconv_strrpos ( string $haystack , string $needle [, string $charset = ini_get("iconv.internal_encoding") ] )

strrpos() の返り値は needle が見つかった位置の 先頭からのバイト数でしたが、それとは異なり iconv_strrpos() の返り値は needle が見つかった 位置の先頭からの文字数となります。

パラメータ
haystack

文字列全体。
needle

検索する文字列。
charset

charset パラメータが指定されなかった場合、 string のエンコードは iconv.internal_encoding であると判断されます。

haystack や needle が文字列でない場合、文字列に変換され、文字が並んだ値として適用されます。

返り値

文字列 haystack の中で、 needle が最後に現れた位置を数字で返します。 文字数は charset で指定された文字セットに基づいて 数えられます。

もし needle が見つからなかった場合、 iconv_strrpos() は FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

参考

strrpos() - 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す
iconv_strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
mb_strrpos() - 文字列の中に指定した文字列が最後に現れる位置を見つける

iconv_substr
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(PHP 5)

iconv_substr — 文字列の一部を切り出す

説明

string iconv_substr ( string $str , int $offset [, int $length = strlen($str) [, string $charset = ini_get("iconv.internal_encoding") ]] )

文字列 str の、 start と length で指定された一部を返します。

パラメータ
str

元の文字列。
offset

start が負でない場合、 iconv_substr() は str の start 番目の文字（ゼロから数えて）から切り出します。

start が負の場合、 iconv_substr() は str の最後から数えて start 番目の文字から切り出します。
length

length が指定され、かつ正である場合、 返される文字列は start から数えて最大 length 文字数分となります (string の長さに依存します)。

もし負の length が渡された場合に iconv_substr() が切り出す文字列は、 str の start 番目の文字からはじまり、文字列の最後から数えて length 文字分戻ったところまでとなります。 start も負の場合、開始位置は 上で説明した方式で計算されます。
charset

charset が指定されなかった場合、文字セットは ini 設定 iconv.internal_encoding で定義された値とみなされます。

offset や length のパラメータは、常に charset で定義された 文字セットにおける文字数と判断されることに注意してください。 一方、substr() の場合はこれらの値を常に バイト数として判断します。

返り値

文字列 str の、 offset と length で指定された一部を返します。

もし str が start の文字列長より短い場合は、FALSE が返されます。

参考

substr() - 文字列の一部分を返す
mb_substr() - 文字列の一部を得る
mb_strcut() - 文字列の一部を得る

iconv
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

iconv — 文字列を指定した文字エンコーディングに変換する

説明

string iconv ( string $in_charset , string $out_charset , string $str )

文字列 str の文字セットを in_charset から out_charset に変換します。

パラメータ
in_charset

入力文字セット。
out_charset

出力文字セット。

文字列 //TRANSLIT を out_charset に追加すると、翻字機能が有効になります。これは、指定された文字集合で 表せない文字を、見た目の似ている別の文字に置き換える機能です。 文字列 //IGNORE を追加すると、指定された文字集合で 表せない文字は黙って切り捨て
られます。 それ以外の場合は、str の中に変換できない文字が 出現した時点で変換が打ち切られ、E_NOTICE が発生します。

str

変換する文字列。
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返り値

変換された文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 iconv() の例
<?php
$text = "This is the Euro symbol '€'.";

echo 'Original : ', $text, PHP_EOL;
echo 'TRANSLIT : ', iconv("UTF-8", "ISO-8859-1//TRANSLIT", $text), PHP_EOL;
echo 'IGNORE   : ', iconv("UTF-8", "ISO-8859-1//IGNORE", $text), PHP_EOL;
echo 'Plain    : ', iconv("UTF-8", "ISO-8859-1", $text), PHP_EOL;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Original : This is the Euro symbol '€'.
TRANSLIT : This is the Euro symbol 'EUR'.
IGNORE   : This is the Euro symbol ''.
Plain    :
Notice: iconv(): Detected an illegal character in input string in .\iconv-example.php on line 7
This is the Euro symbol '

ob_iconv_handler
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

ob_iconv_handler — 出力バッファハンドラとして文字エンコーディングを変換する

説明

string ob_iconv_handler ( string $contents , int $status )

internal_encoding でエンコードされた文字列を output_encodingに変換します。

internal_encoding および output_encoding は、 iconv_set_encoding() または設定ファイル php.ini で定義されている必要があります。

パラメータ

このハンドラのパラメータについての情報は ob_start() を参照ください。

返り値

このハンドラの返り値についての情報は ob_start() を参照ください。

例

例1 ob_iconv_handler() の例
<?php
iconv_set_encoding("internal_encoding", "UTF-8");
iconv_set_encoding("output_encoding", "ISO-8859-1");
ob_start("ob_iconv_handler"); // 出力バッファリングを開始
?>

参考

iconv_get_encoding() - iconv 拡張モジュールの内部設定変数を取得する
iconv_set_encoding() - 文字エンコーディング変換用の設定を行なう
出力制御関数 (output control)

目次
iconv_get_encoding — iconv 拡張モジュールの内部設定変数を取得する
iconv_mime_decode_headers — 複数の MIME ヘッダフィールドを一度にデコードする
iconv_mime_decode — MIME ヘッダフィールドをデコードする
iconv_mime_encode — MIME ヘッダフィールドを作成する
iconv_set_encoding — 文字エンコーディング変換用の設定を行なう
iconv_strlen — 文字列の文字数を返す
iconv_strpos — 文字列が最初に現れる場所を見つける
iconv_strrpos — 文字列が最後に現れる場所を見つける
iconv_substr — 文字列の一部を切り出す
iconv — 文字列を指定した文字エンコーディングに変換する
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ob_iconv_handler — 出力バッファハンドラとして文字エンコーディングを変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
iconv 関数

iconv_get_encoding — iconv 拡張モジュールの内部設定変数を取得する
iconv_mime_decode_headers — 複数の MIME ヘッダフィールドを一度にデコードする
iconv_mime_decode — MIME ヘッダフィールドをデコードする
iconv_mime_encode — MIME ヘッダフィールドを作成する
iconv_set_encoding — 文字エンコーディング変換用の設定を行なう
iconv_strlen — 文字列の文字数を返す
iconv_strpos — 文字列が最初に現れる場所を見つける
iconv_strrpos — 文字列が最後に現れる場所を見つける
iconv_substr — 文字列の一部を切り出す
iconv — 文字列を指定した文字エンコーディングに変換する
ob_iconv_handler — 出力バッファハンドラとして文字エンコーディングを変換する

国際化関数

導入
国際化用拡張モジュール (これ以降では Intl と略します) は » ICU ライブラリのラッパーです。 PHP プログラマが、UCS 準拠の照合順序 (collation) や日付/時刻/数値/通貨のフォーマットを扱えるようにします。

ICU の API に従って作成されているので、 C/C++ や Java で ICU を使ったことがあるかたは簡単に PHP の API も使えることでしょう。 また、ICU のドキュメントを参考にすればさまざまな ICU の関数について知ることができます。

Intl はいくつかのモジュールで構成されており、 各モジュールが対応する ICU API を公開しています。

Collator: ロケールに応じた適切な並び順を考慮して、文字列の比較を行います。
Number Formatter: 各地域固有の書式、あるいは指定した規則に基づいて数値を表示したり、 文字列を数値として解釈したりします。
Message Formatter: メッセージ関連のデータ (数値や日付など) をパターンやロケールにあわせて適切にフォーマットしたり、 メッセージをパースしてデータを取り出したりします。
Normalizer: テキストに対して Unicode の正規化を行ったり、 指定した文字列が正規化済みかどうかを調べたりします。
Locale: ロケール識別子を扱うための機能を提供します。 たとえばロケール識別子のパースや作成、検索などを行います。

リンク
» ICU のドキュメント

» ICU ユーザガイド

» Unicode Collation Algorithm

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールをビルドするには » ICU ライブラリのバージョン 3.6 以降をインストールする必要があります。

この拡張モジュールは PHP 5.3.0 以降のバージョンに同梱されています。 それとは別に PECL 版も存在し、これは 5.2.0 以降のすべてのバージョンの PHP で使うことができます (5.2.4 以降を推奨します)。

http://www.icu-project.org/
http://www.icu-project.org/docs/
http://www.icu-project.org/docs/
http://www.icu-project.org/userguide/
http://www.icu-project.org/userguide/
http://www.unicode.org/reports/tr10/
http://www.icu-project.org/
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インストール手順
この拡張モジュールは、PHP 5.3.0 以降には同梱されています。一方 PHP 5.2.0 以降では PECL 版がインストールできます。つまり、intl 拡張モジュールのインストール方法は二通りあるということです。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/intl.

一方、同梱されているバージョンを使うには、PHP のコンパイル時に --enable-intl を指定して有効化します。

ICU のインストール場所が標準と異なる場合は、その場所を環境変数 LD_LIBRARY_PATH に指定しましょう。 そうすればリンカがライブラリを見つけてくれるようになります。

$ export LD_LIBRARY_PATH=/opt/icu/lib

PHP と ICU をデフォルトの場所にインストールしている場合は、 `configure' 時の追加のオプションは不要です。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Intl 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

intl.default_locale  PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

intl.default_locale string

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
INTL_MAX_LOCALE_LEN (integer)

ロケール名の長さの制限。PHP コード内では 80 文字までに制限されており、 それより長いロケール名は使用できません。
IDNA_DEFAULT (integer)

IDN 関数の入力で、アサインされていないコードポイントの処理を拒否し、 入力がドメイン名 ASCII 規則を満たすかどうかをチェックしません。
IDNA_ALLOW_UNASSIGNED (integer)

IDN 関数の入力で、アサインされていないコードポイントの処理を許可します。
IDNA_USE_STD3_RULES (integer)

IDN 関数の入力がドメイン名 ASCII 規則を満たすかどうかをチェックします。

例
目次

基本的な使用法

基本的な使用法
各モジュールには、 手続き型とオブジェクト指向型の二種類の API が存在します。 それぞれの API について、対応するドキュメントで説明します。

注意:

入力文字列は、すべて UTF-8 でエンコードされていなければなりません。 出力文字列も、すべて UTF-8 となります。

例1 手続き型 API の使用例
<?php
$coll  = collator_create('en_US');
$result = collator_compare($coll, "string#1", "string#2");
?>

http://pecl.php.net/package/intl
http://pecl.php.net/package/intl
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例2 オブジェクト指向型 API の使用例
<?php
$coll = new Collator('en_US');
$al   = $coll->getLocale(Locale::ACTUAL_LOCALE);
echo "実際のロケール: $al\n";
$formatter = new NumberFormatter('en_US', NumberFormatter::DECIMAL);
echo $formatter->format(1234567);
?>

Collator クラス
導入
各ロケール固有の並び順を考慮した文字列の比較機能を提供します。

クラス概要
Collator {
/* メソッド */
__construct ( string $locale )
bool asort ( array &$arr [, int $sort_flag ] )
int compare ( string $str1 , string $str2 )
static Collator create ( string $locale )
int getAttribute ( int $attr )
int getErrorCode ( void )
string getErrorMessage ( void )
string getLocale ([ int $type ] )
string getSortKey ( string $str )
int getStrength ( void )
bool setAttribute ( int $attr , int $val )
bool setStrength ( int $strength )
bool sortWithSortKeys ( array &$arr )
bool sort ( array &$arr [, int $sort_flag ] )
}

定義済み定数
Collator::FRENCH_COLLATION (integer)

文字列の後に続くさまざまなアクセントによる並べ替えを行います。 この属性は、フランス語などの一部のロケールでは自動的に On となります。 通常は、この属性を明示的に設定する必要はありません。 これを On にすると文字列の比較の効率が落ちますが、 ソート
キーの長さは影響を受けません。 使用できる値は次のとおりです。

Collator::ON

Collator::OFF(デフォルト)
Collator::DEFAULT_VALUE

例3 FRENCH_COLLATION のルール

F=OFF cote < coté < côte < côté
F=ON cote < côte < coté < côté

Collator::ALTERNATE_HANDLING (integer)

Alternate 属性は、UCA における、いわゆる "可変文字 (variable characters)"、 つまり空白や句読点、記号の処理方法を制御するものです。 Alternate を NonIgnorable (N) に設定すると、これらの文字の違いを通常の文字の違いと同じように扱います。 Alternate を
Shifted (S) に設定すると、これらの文字の違いの重要度を低くします。 Shifted は、Strength を Quaternary (第四段階) に指定して使用することが多くなります。 この場合、文字列の比較において空白や句読点そして記号の違いを考慮するのは それ以外の要素 (文字、ア
クセント、大文字小文字) がすべて一致する場合のみとなります。 Alternate を Shifted 以外にした場合は、 Strength が 3 のときと 4 のときの違いがなくなります。 詳細な情報やサンプルは、 » UCA の Variable_Weighting を参照ください。 Alternate の値を単なる
On や Off にしていない理由は、将来的にさらに別の値が追加される可能性があるからです。 UCA のオプション Blanked を表すには、Strength を 3 そして Alternate を Shifted に設定します。 大半のロケールでは、デフォルトは NonIgnorable です。 Shifted を選択
すると、記号類以外が等しい文字列がたくさんあるときに処理速度が低下します。 強度レベルを上げない限り、ソートキーの長さには影響を与えません。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::NON_IGNORABLE(デフォルト)
Collator::SHIFTED
Collator::DEFAULT_VALUE

例4 ALTERNATE_HANDLING のルール

S=3, A=N di Silva < Di Silva < diSilva < U.S.A. < USA
S=3, A=S di Silva = diSilva < Di Silva < U.S.A. = USA
S=4, A=S di Silva < diSilva < Di Silva < U.S.A. < USA

Collator::CASE_FIRST (integer)

http://www.unicode.org/reports/tr10/
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Case_First 属性は、 文字列のその他の部分に違いがないときに 大文字と小文字のどちらが前にくるかを指定するものです。 使用できる値は、 Uppercase_First (U) と Lowercase_First (L)、そして標準の Default と Off です。 Off と Lowercase_First は、結果に関して
いえばほとんど違いはありません。 そのため、普通は Lowercase_First を使うことはありません。 Off あるいは Uppercase_First を使用することになります (X と L の違いを知りたい人は、Collation Customization を調べてください)。 L あるいは U のいずれを指定し
ても、文字列比較の処理速度には影響を与えません。 しかし、ソートキーの長さには影響を与えます。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::OFF(デフォルト)
Collator::LOWER_FIRST
Collator::UPPER_FIRST
Collator:DEFAULT

例5 CASE_FIRST のルール

C=X or C=L "china" < "China" < "denmark" < "Denmark"
C=U "China" < "china" < "Denmark" < "denmark"

Collator::CASE_LEVEL (integer)

Case_Level 属性は、アクセントは無視するものの大文字小文字は区別したい場合に使用します。 そんな場合は、Strength を Primary にして Case_Level を On とします。 大半のロケールでは、この設定はデフォルトで Off となっています。 この属性を On にすると、
文字列の比較のパフォーマンスやソートキーに多少影響を及ぼします。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::OFF(デフォルト)
Collator::ON
Collator::DEFAULT_VALUE

例6 CASE_LEVEL のルール

S=1, E=X role = Role = rôle
S=1, E=O role = rôle < Role

Collator::NORMALIZATION_MODE (integer)

Normalization 設定は、比較時にテキストを正規化するか否かを指定します。 この設定を off (多くのロケールにおけるデフォルト設定です) にしても、 一般的な使用法ではほぼ正確に利用できます (詳細は UTN #5 を参照ください)。 問題となるのは、アクセント記号が
正規の位置以外に登場する場合などです。 この設定を On にすると、 どんなテキストが与えられたとしても可能な限り結果を保証するようにします。 この属性を On にすると、 文字列比較のパフォーマンスに中程度の影響を及ぼします。 影響の程度は、正規化を要する
並びの登場頻度に依存します。 ソートキーの長さには、目立った影響は及ぼしません。 入力テキストが NFD あるいは NFKD 形式で正規化されている場合は、 このオプションを有効にする必要はありません。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::OFF(デフォルト)
Collator::ON
Collator::DEFAULT_VALUE

Collator::STRENGTH (integer)

ICU Collation Service は、多くの比較レベルをサポートしています ("レベル" という名前ですが、"強度" と呼ばれることもあります)。 これらのカテゴリを用いることで、ICU は、 各地域の規約にあわせた適切な文字列の並べ替えを正確に行えるようになります。 また、
各段階を選択して採用することで、 テキスト内の文字列検索をさまざまな条件で行うことも可能になります。 詳細な情報は collator_set_strength() を参照ください。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::PRIMARY
Collator::SECONDARY

Collator::TERTIARY(デフォルト)
Collator::QUATERNARY
Collator::IDENTICAL
Collator::DEFAULT_VALUE

Collator::HIRAGANA_QUATERNARY_MODE (integer)

JIS x 4061 との互換性を維持するには、さらなるレベルを追加して ひらがなとカタカナを区別する必要があります。 標準規格との互換性を要する場合は、この属性を On にして強度を Quaternary にしなければなりません。 これは、ソートキーの長さにも文字列比較のパ
フォーマンスにも影響を及ぼします。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::OFF(デフォルト)
Collator::ON
Collator::DEFAULT_VALUE

Collator::NUMERIC_COLLATION (integer)

on にすると、数値形式の文字列の各桁を数値として使用した照合キーを生成します。 これにより、'100' のほうが '2' より「後」に並ぶようになります。

使用できる値は次のとおりです。

Collator::OFF(デフォルト)
Collator::ON
Collator::DEFAULT_VALUE
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Collator::DEFAULT_VALUE (integer)
Collator::PRIMARY (integer)
Collator::SECONDARY (integer)
Collator::TERTIARY (integer)
Collator::DEFAULT_STRENGTH (integer)
Collator::QUATERNARY (integer)
Collator::IDENTICAL (integer)
Collator::OFF (integer)
Collator::ON (integer)
Collator::SHIFTED (integer)
Collator::NON_IGNORABLE (integer)
Collator::LOWER_FIRST (integer)
Collator::UPPER_FIRST (integer)

Collator::asort

collator_asort
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::asort -- collator_asort — インデックスの情報を保持しつつ配列を並べ替える

説明

オブジェクト指向型

bool Collator::asort ( array &$arr [, int $sort_flag ] )

手続き型

bool collator_asort ( Collator $coll , array &$arr [, int $sort_flag ] )

この関数は、インデックスと値の関係を保持したうえで配列を並べ替えます。 これを主に使用するのは、実際の並び順も重要となる連想配列です。 配列の要素には、現在のロケールの規則にしたがった並び順が適用されます。

PHP の標準関数 asort() と同等です。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
arr

並べ替えたい文字列の配列。
sort_flag

オプションの並べ替え方式。以下のいずれか。

Collator::SORT_REGULAR - 通常の比較 (型を変更しない)

Collator::SORT_NUMERIC - 数値としての比較

Collator::SORT_STRING - 文字列としての比較

デフォルトの $sort_flag の値は Collator::SORT_REGULAR です。 $sort_flag に無効な値が指定された場合も、このデフォルトを使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 collator_asort() の例
<?php
$coll = collator_create( 'en_US' );
$arr = array(
     'a' => '100',
     'b' => '50',
     'c' => '7'
);
collator_asort( $coll, $arr, Collator::SORT_NUMERIC );
var_export( $arr );

collator_asort( $coll, $arr, Collator::SORT_STRING );
var_export( $arr );
?>
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上の例の出力は以下となります。
array (
  'c' => '7',
  'b' => '50',
  'a' => '100',
)array (
  'a' => '100',
  'b' => '50',
  'c' => '7',
)

参考

Collator の定数
collator_sort() - 指定した collator で配列を並べ替える
collator_sort_with_sort_keys() - 指定した collator とキーで配列を並べ替える

Collator::compare

collator_compare
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::compare -- collator_compare — ふたつの Unicode 文字列を比較する

説明

オブジェクト指向型

int Collator::compare ( string $str1 , string $str2 )

手続き型

int collator_compare ( Collator $coll , string $str1 , string $str2 )

ふたつの Unicode 文字列を、比較規則にもとづいて比較します。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
str1

最初の文字列。
str2

2 番目の文字列。

返り値

比較結果を返します。

str1 が str2 より 大きい ときは 1

str1 と str2 が 等しい ときは 0

str1 が str2 より 小さい ときは -1

エラー時には boolean FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 collator_compare() の例
<?php
$s1 = 'Hello';
$s2 = 'hello';

$coll = collator_create( 'en_US' );
$res  = collator_compare( $coll, $s1, $s2 );
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if ($res === false) {
    echo collator_get_error_message( $coll );
} else if( $res > 0 ) {
    echo "s1 is greater than s2\n";
} else if( $res < 0 ) {
    echo "s1 is less than s2\n";
} else {
    echo "s1 is equal to s2\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

s1 is greater than s2

参考

collator_sort() - 指定した collator で配列を並べ替える

Collator::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::__construct — collator を作成する

説明

Collator::__construct() ( string $locale )

新しい Collator のインスタンスを作成します。

パラメータ
locale

照合規則を使用するロケール。特殊な場合として、 null を渡した場合はデフォルトのロケールの照合規則を使用します。 また、空文字列 ("") や "root" を渡した場合は UCA の規則を使用します。

Locale 属性は、各国・各地域のユーザの期待通りに並べ替えやマッチングを行うために もっとも重要な属性です。デフォルトの » UCA の並び順で正しく ("正しく" とは、その言語を使用する人の期待通りにということです) 処理できるのは、オランダ語やポルトガル語な
どの一部の言語だけです。 それ以外の場合は、UCA にロケールを指定して その言語に応じた適切な照合を行えるようにする必要があります。 従って、各ロケールにあわせて正しく設定した collator を使用する必要があります。 ロケールを選択すると、その他の属性の値
も適切な物に自動設定されます。 従って、その他の属性については明示的に設定する必要はほとんどありません。 選択したロケールによっては、文字列比較のパフォーマンスやソートキーの長さに違いが出ることがあります。

返り値

Collator のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時には "空の" オブジェクトを返します。何が起こったのかを知るには intl_get_error_code() や intl_get_error_message() を使用します。

例

例1 Collator::__construct() の例
<?php
$coll = new Collator( 'en_CA' );
?>

参考

Collator::create() - collator を作成する
collator_create() - collator を作成する

Collator::create

collator_create
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::create -- collator_create — collator を作成する

説明

http://www.unicode.org/reports/tr10/
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オブジェクト指向型

static Collator Collator::create ( string $locale )

手続き型

Collator collator_create ( string $locale )

すでに指定しているオプションを用いて文字列を比較します。

パラメータ
locale

照合規則を使用するロケール。特殊な場合として、 null を渡した場合はデフォルトのロケールの照合規則を使用します。 また、空文字列 ("") や "root" を渡した場合は UCA の規則を使用します。

返り値

新しい Collator オブジェクトのインスタンス、 あるいはエラー時に NULL を返します。

例

例1 collator_create() の例
<?php
$coll = collator_create( 'en_US' );

if( !isset( $coll ) ) {
    printf( "Collator creation failed: %s\n", intl_get_error_message() );
    exit( 1 );
}
?>

参考

Collator::__construct() - collator を作成する

Collator::getAttribute

collator_get_attribute
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::getAttribute -- collator_get_attribute — 照合用の属性の値を取得する

説明

オブジェクト指向型

int Collator::getAttribute ( int $attr )

手続き型

int collator_get_attribute ( Collator $coll , int $attr )

collator の属性の値を取得します。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
attr

値を取得したい属性。

返り値

属性の値、あるいはエラー時に boolean FALSE を返します。

例

例1 collator_get_attribute() の例
<?php
$coll = collator create( 'en CA' );
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$val = collator_get_attribute( $coll, Collator::NUMERIC_COLLATION );
if( $val === false )
{
    // エラー処理
}
?>

参考

Collator の定数
collator_set_attribute() - 照合用の属性を設定する
collator_get_strength() - 現在の照合強度を取得する

Collator::getErrorCode

collator_get_error_code
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::getErrorCode -- collator_get_error_code — collator の直近のエラーコードを取得する

説明

オブジェクト指向型

int Collator::getErrorCode ( void )

手続き型

int collator_get_error_code ( Collator $coll )

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。

返り値

直近の Collator API 関数コールが返したエラーコードを返します。

例

例1 collator_get_error_code() の例
<?php
$coll = collator_create( 'en_US' );
if( collator_get_attribute( $coll, Collator::FRENCH_COLLATION ) === false )
        handle_error( collator_get_error_code() );
?>

参考

collator_get_error_message() - collator の直近のエラーコードのテキストを取得する

Collator::getErrorMessage

collator_get_error_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::getErrorMessage -- collator_get_error_message — collator の直近のエラーコードのテキストを取得する

説明

オブジェクト指向型

string Collator::getErrorMessage ( void )

手続き型

string collator_get_error_message ( Collator $coll )
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直近のエラーのメッセージを取得します。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。

返り値

直近の Collator API 関数コールで発生したエラーの説明を返します。

例

例1 collator_get_error_message() の例
<?php
$coll = collator_create( 'lt' );
if( collator_compare( $coll, 'y', 'k' ) === false ) {
    echo collator_get_error_message( $coll );
}
?>

参考

collator_get_error_code() - collator の直近のエラーコードを取得する

Collator::getLocale

collator_get_locale
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::getLocale -- collator_get_locale — collator のロケール名を取得する

説明

オブジェクト指向型

string Collator::getLocale ([ int $type ] )

手続き型

string collator_get_locale ( Collator $coll , int $type )

collector のロケール名を取得します。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
type

妥当なロケールか実際のロケール (それぞれ Locale::VALID_LOCALE および Locale::ACTUAL_LOCALE)。 デフォルトは実際のロケールです。

返り値

照合データの実際のロケール名を返します。ルールベースの collator のインスタンスの場合やエラーが発生した場合は boolean FALSE を返します。

例

例1 collator_get_locale() の例
<?php
$coll    = collator_create( 'en_US_California' );
$res_val = collator_get_locale( $coll, Locale::VALID_LOCALE );
$res_act = collator_get_locale( $coll, Locale::ACTUAL_LOCALE );
printf( "Valid locale name: %s\nActual locale name: %s\n",
         $res_req, $res_val, $res_act );
?>

上の例の出力は以下となります。
Requested locale name: en_US_California
Valid locale name: en_US
Actual locale name: en
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参考

collator_create() - collator を作成する

Collator::getSortKey

collator_get_sort_key
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Collator::getSortKey -- collator_get_sort_key — 文字列のソート用のキーを取得する

説明

オブジェクト指向型

string Collator::getSortKey ( string $str )

手続き型

string collator_get_sort_key ( Collator $coll , string $str )

文字列用の照合キーを返します。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
str

キーの生成元となる文字列。

返り値

文字列の照合キーを返します。照合キーを、文字列のかわりに直接比較することができます。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 collator_get_sort_key() の例
<?php
$s1 = 'Hello';

$coll = collator_create( 'en_US' );
$res  = collator_get_sort_key( $coll, $s1);

echo urlencode($res);
?>

上の例の出力は以下となります。

71%3F%3FE%01%09%01%8F%08%00

参考

collator_sort() - 指定した collator で配列を並べ替える
collator_sort_with_sort_keys() - 指定した collator とキーで配列を並べ替える

Collator::getStrength

collator_get_strength
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)
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Collator::getStrength -- collator_get_strength — 現在の照合強度を取得する

説明

オブジェクト指向型

int Collator::getStrength ( void )

手続き型

int collator_get_strength ( Collator $coll )

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。

返り値

現在の照合強度、あるいはエラー時に boolean FALSE を返します。

例

例1 collator_get_strength() の例
<?php
$coll     = collator_create( 'en_US' );
$strength = collator_get_strength( $coll );
?>

参考

Collator の定数
collator_set_strength() - 照合強度を設定する
collator_get_attribute() - 照合用の属性の値を取得する

Collator::setAttribute

collator_set_attribute
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::setAttribute -- collator_set_attribute — 照合用の属性を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool Collator::setAttribute ( int $attr , int $val )

手続き型

bool collator_set_attribute ( Collator $coll , int $attr , int $val )

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
attr

属性。
val

属性の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 collator_set_attribute() の例
<?php
$coll = collator_create( 'en_CA' );
$val  = collator_get_attribute( $coll, Collator::NUMERIC_COLLATION );
if ($val === false) {
    // エラー処理
} elseif ($val === Collator::ON) {
    // 何かすてきなこと
}
?>

参考

Collator の定数
collator_get_attribute() - 照合用の属性の値を取得する
collator_set_strength() - 照合強度を設定する

Collator::setStrength

collator_set_strength
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::setStrength -- collator_set_strength — 照合強度を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool Collator::setStrength ( int $strength )

手続き型

bool collator_set_strength ( Collator $coll , int $strength )

» ICU Collation Service は、多くの比較レベルをサポートしています ("レベル" という名前ですが、"強度" と呼ばれることもあります)。 これらのカテゴリを用いることで、ICU は、 各地域の規約にあわせた適切な文字列の並べ替えを正確に行えるようになります。 また、各段
階を選択して採用することで、 テキスト内の文字列検索をさまざまな条件で行うことも可能になります。

1. 第一段階 (Primary Level): 一般に、これは元となる文字自体の違いを表すものとして使用します (たとえば "a" < "b")。これが、いちばん強い違いとなります。 たとえば、辞書などではこれを用いてセクション分けしています。 これは、レベル 1 の強度 (level1 strength)
ともいいます。

2. 第二段階 (Secondary Level): 文字のアクセント記号を、第二段階の違いとします (たとえば "as" < "às" < "at")。 言語によっては、その他の文字の違いも第二段階の違いとみなすこともあります。 文字列のどこかで第一段階の違いがある場合、第二段階の違いは無視しま
す。 これは、レベル 2 の強度 (level2 strength) ともいいます。

注意:

注意: 言語によっては (たとえばデンマーク語)、 アクセント記号は元の文字とは別の文字とみなすものもあります。 しかし、たいていの言語では、 アクセントなしの文字とアクセントつきの文字の違いは第二段階とみなします。

3. 第三段階 (Tertiary Level): 大文字と小文字の違いを区別するのが第二段階の違いです (たとえば "ao" < "Ao" < "aò")。 さらに、ある文字とその派生形の違い (たとえば "A" と " ") も第三段階と判断します。さらに、カナの大文字と小文字の違い (訳注: たとえば "や" と
"ゃ") もこの段階になります。 文字列のどこかで第一段階や第二段階の違いがある場合、 第三段階の違いは無視します。 これは、レベル 3 の強度 (level3 strength) ともいいます。

4. 第四段階 (Quaternary Level): レベル 1 から 3 までで句読点を無視する場合 ("句読点の無視" を参照)、 追加の段階を使用して句読点つきの単語となしの単語を区別します (たとえば "ab" < "a-b" < "aB")。 どこかに第一段階や第二段階、第三段階の違いがある場合、 第四
段階の違いは無視します。 これは、レベル 4 の強度 (level4 strength) ともいいます。 第四段階を使用するのは、句読点を無視する必要がある場合や 日本語のテキスト ("ひらがなの処理" を参照) を処理する場合のみです。

5. 一致段階 (Identical Level): それ以外のすべてのレベルで等しかった場合に、最後の手段として一致段階を用います。 この段階で比較するのは、NFD 形式の文字列の Unicode コードポイントです。 レベル 1 から 4 までで違いがない場合にのみ比較します。 たとえば、ヘ
ブライ語の朗誦記号 (cantillation mark) は、 この段階でしか識別できません。 この段階は慎重に使うようにしましょう。 ふたつの文字列でコードポイントの値のみが違うなどということは、 めったにないことだからです。 この段階を使用すると、(ソートキーの強度が上
がるのと同時に) インクリメンタルな比較やソートキーの生成のパフォーマンスが劇的に低下します。 これは、レベル 5 の強度 (level5 strength) ともいいます。

たとえば、「アクセントを無視」したり「アクセントと大文字小文字の区別を無視」 したりしてテキストの検索を行いたいこともあります。 ほぼすべての文字は第三段階までで識別できるので、 大半のロケールではデフォルトの指定は第三段階となっています。 しかし、場合
によっては第四段階の強度を使用することになります。 これを用いると、空白や句読点や記号など、 他の強度では無視されるような違いも識別するようになります。 文字の識別を非常に厳密に行うには、一致段階の強度を使用します (たとえばこれを使用する
と、Mathematical Bold Small A と Mathematical Italic Small A が別の文字とみなされます)。 しかし、第三段階を超える強度を使用すると、 ソートキーが非常に長くなってしまい、 また同じ文字列に対する比較処理も非常に遅くなってしまいます。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
strength

設定する強度。

以下のいずれかです。

Collator::PRIMARY

http://www.icu-project.org/
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Collator::SECONDARY

Collator::TERTIARY

Collator::QUATERNARY

Collator::IDENTICAL

Collator::DEFAULT

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 collator_set_strength() の例
<?php
$arr  = array( 'aò', 'Ao', 'ao' );
$coll = collator_create( 'en_US' );

// デフォルトの強度で配列を並べ替えます
collator_sort( $coll, $arr ); 
var_export( $arr );

// 第一段階の強度で配列を並べ替えます
collator_set_strength( $coll, Collator::PRIMARY );
collator_sort( $coll, $arr );
var_export( $arr );
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
  0 => 'ao',
  1 => 'Ao',
  2 => 'aò',
)
array (
  0 => 'aò',
  1 => 'Ao',
  2 => 'ao',
)

参考

Collator の定数
collator_get_strength() - 現在の照合強度を取得する

Collator::sortWithSortKeys

collator_sort_with_sort_keys
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::sortWithSortKeys -- collator_sort_with_sort_keys — 指定した collator とキーで配列を並べ替える

説明

オブジェクト指向型

bool Collator::sortWithSortKeys ( array &$arr )

手続き型

bool collator_sort_with_sort_keys ( Collator $coll , array &$arr )

collator_sort() と似ていますが、 ucol_getSortKey() が作成した ICU ソートキーを用いることで 大きな配列をより高速に処理できます。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
arr

並べ替えたい文字列の配列。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 collator_sort_with_sort_keys() の例
<?php
$arr  = array( 'Köpfe', 'Kypper', 'Kopfe' );
$coll = collator_create( 'sv' );

collator_sort_with_sort_keys( $coll, $arr );
var_export( $arr );
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
  0 => 'Kopfe',
  1 => 'Kypper',
  2 => 'Köpfe',
)

参考

Collator の定数
collator_sort() - 指定した collator で配列を並べ替える
collator_asort() - インデックスの情報を保持しつつ配列を並べ替える

Collator::sort

collator_sort
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Collator::sort -- collator_sort — 指定した collator で配列を並べ替える

説明

オブジェクト指向型

bool Collator::sort ( array &$arr [, int $sort_flag ] )

手続き型

bool collator_sort ( Collator $coll , array &$arr [, int $sort_flag ] )

この関数は、現在のロケールの規則にもとづいて配列を並べ替えます。

PHP の標準関数 sort() と同等です。

パラメータ
coll

Collator オブジェクト。
arr

並べ替えたい文字列の配列。
sort_flag

オプションの並べ替え方式。以下のいずれか。

Collator::SORT_REGULAR - 通常の比較 (型を変更しない)

Collator::SORT_NUMERIC - 数値としての比較

Collator::SORT_STRING - 文字列としての比較

デフォルトの並べ替え方式は Collator::SORT_REGULAR です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 collator_sort() の例
<?php
$coll = collator_create( 'en_US' );
$arr  = array( 'at', 'às', 'as' );

var_export( $arr );
collator_sort( $coll, $arr );
var_export( $arr );
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
  0 => 'at',
  1 => 'às',
  2 => 'as',
)array (
  0 => 'as',
  1 => 'às',
  2 => 'at',
)

参考

Collator の定数
collator_asort() - インデックスの情報を保持しつつ配列を並べ替える
collator_sort_with_sort_keys() - 指定した collator とキーで配列を並べ替える

目次
Collator::asort — インデックスの情報を保持しつつ配列を並べ替える
Collator::compare — ふたつの Unicode 文字列を比較する
Collator::__construct — collator を作成する
Collator::create — collator を作成する
Collator::getAttribute — 照合用の属性の値を取得する
Collator::getErrorCode — collator の直近のエラーコードを取得する
Collator::getErrorMessage — collator の直近のエラーコードのテキストを取得する
Collator::getLocale — collator のロケール名を取得する
Collator::getSortKey — 文字列のソート用のキーを取得する
Collator::getStrength — 現在の照合強度を取得する
Collator::setAttribute — 照合用の属性を設定する
Collator::setStrength — 照合強度を設定する
Collator::sortWithSortKeys — 指定した collator とキーで配列を並べ替える
Collator::sort — 指定した collator で配列を並べ替える

NumberFormatter クラス
導入
プログラムで数値を保存したり操作したりする際には、 ロケールに依存しないバイナリ表現を使用します。 数値を表示するときに、ロケールにあわせた文字列形式に変換します。 たとえば 12345.67 という数値の表記はアメリカでは "12,345.67"、 フランスでは "12
345,67"、そしてドイツでは "12.345,67" となります。

NumberFormatter クラスのメソッドを実行すると、 数値や通貨、パーセンテージなどの値をロケールに応じた形式にフォーマットすることができます。 NumberFormatter はロケールを考慮した処理を行うので、 ロケールごとに別の NumberFormatter を用意する必要があ
ります。 NumberFormatter のメソッドは、浮動小数点数値のような数値を ロケールにあわせた文字列に変換します。

通貨の場合は、通貨用の書式を使用してフォーマッタを作成します。 これは、ロケールにあわせて数値を適切な書式にして通貨記号をつけた文字列を返します。 もちろん、NumberFormatter クラスは為替レートの変換などは考慮しません。 指定した通貨にかかわらず、出力さ
れる数値は同じものとなります。 つまり、ロケールによって同じ数値が違う額を表すことになるということです。 9988776.65 という数値を指定したときの結果は次のようになります。

9 988 776,65 € (フランス)
9.988.776,65 € (ドイツ)
$9,988,776.65 in (アメリカ)

パーセンテージをフォーマットするには、 パーセンテージ用の書式を指定したフォーマッタを作成します。 これを使用すると、たとえば 0.75 のような小数が 75% と表示されるようになります。

spelled-out numbers のような複雑な書式を設定する場合は、 ルールベースの数値フォーマッタを使用します。

クラス概要
NumberFormatter {
/* メソッド */
__construct ( string $locale , int $style [, string $pattern ] )
static NumberFormatter create ( string $locale , int $style [, string $pattern ] )
string formatCurrency ( float $value , string $currency )
string format ( number $value [, int $type ] )
int getAttribute ( int $attr )
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int getErrorCode ( void )
string getErrorMessage ( void )
string getLocale ([ int $type ] )
string getPattern ( void )
string getSymbol ( int $attr )
string getTextAttribute ( int $attr )
float parseCurrency ( string $value , string &$currency [, int &$position ] )
mixed parse ( string $value [, int $type [, int &$position ]] )
bool setAttribute ( int $attr , int $value )
bool setPattern ( string $pattern )
bool setSymbol ( int $attr , string $value )
bool setTextAttribute ( int $attr , string $value )
}

定義済み定数
これらのスタイルは numfmt_create() で使用するもので、フォーマッタの形式を定義します。

NumberFormatter::PATTERN_DECIMAL (integer)
パターンで定義する十進形式

NumberFormatter::DECIMAL (integer)
十進形式

NumberFormatter::CURRENCY (integer)
通貨形式

NumberFormatter::PERCENT (integer)
パーセント形式

NumberFormatter::SCIENTIFIC (integer)
科学形式

NumberFormatter::SPELLOUT (integer)
ルールベースの省略しない形式

NumberFormatter::ORDINAL (integer)
ルールベースの序数形式

NumberFormatter::DURATION (integer)
ルールベースの連続形式

NumberFormatter::PATTERN_RULEBASED (integer)
パターンで定義するルールベースの形式

NumberFormatter::DEFAULT_STYLE (integer)
そのロケールのデフォルトの形式

NumberFormatter::IGNORE (integer)
PATTERN_DECIMAL のエイリアス

これらの定数は、数値のパースやフォーマットの方法を定義します。 numfmt_format() や numfmt_parse() の引数として使用します。

NumberFormatter::TYPE_DEFAULT (integer)
変数の型に由来する型

NumberFormatter::TYPE_INT32 (integer)
32 ビット整数値としてフォーマット/パースする

NumberFormatter::TYPE_INT64 (integer)
64 ビット整数値としてフォーマット/パースする

NumberFormatter::TYPE_DOUBLE (integer)
浮動小数点数値としてフォーマット/パースする

NumberFormatter::TYPE_CURRENCY (integer)
通貨値としてフォーマット/パースする

numfmt_get_attribute() および numfmt_set_attribute() で使用する数値フォーマット属性です。

NumberFormatter::PARSE_INT_ONLY (integer)
整数値のみをパースする

NumberFormatter::GROUPING_USED (integer)
グループ区切り文字を使用する

NumberFormatter::DECIMAL_ALWAYS_SHOWN (integer)
常に小数点を表示する

NumberFormatter::MAX_INTEGER_DIGITS (integer)
整数部の最大桁数

NumberFormatter::MIN_INTEGER_DIGITS (integer)
整数部の最小桁数

NumberFormatter::INTEGER_DIGITS (integer)
整数部の桁数

NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS (integer)
小数部の最大桁数

NumberFormatter::MIN_FRACTION_DIGITS (integer)
小数部の最小桁数

NumberFormatter::FRACTION_DIGITS (integer)
小数部の桁数
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NumberFormatter::MULTIPLIER (integer)
乗数

NumberFormatter::GROUPING_SIZE (integer)
グループ化のサイズ

NumberFormatter::ROUNDING_MODE (integer)
丸めモード

NumberFormatter::ROUNDING_INCREMENT (integer)
切り上げ

NumberFormatter::FORMAT_WIDTH (integer)
format() の出力のパディング幅

NumberFormatter::PADDING_POSITION (integer)
パディングを行う位置。 使用できる引数の値についてはパディング位置に関する定数を参照ください。

NumberFormatter::SECONDARY_GROUPING_SIZE (integer)
第二段階のグループ化のサイズ

NumberFormatter::SIGNIFICANT_DIGITS_USED (integer)
有効数字を使用する

NumberFormatter::MIN_SIGNIFICANT_DIGITS (integer)
有効数字の最小桁数

NumberFormatter::MAX_SIGNIFICANT_DIGITS (integer)
有効数字の最大桁数

NumberFormatter::LENIENT_PARSE (integer)
ルールベースのフォーマットで使用する Lenient パースモード

numfmt_get_text_attribute() および numfmt_set_text_attribute() で使用する数値フォーマットテキスト属性です。

NumberFormatter::POSITIVE_PREFIX (integer)
正の数のプレフィックス

NumberFormatter::POSITIVE_SUFFIX (integer)
正の数のサフィックス

NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX (integer)
負の数のプレフィックス

NumberFormatter::NEGATIVE_SUFFIX (integer)
負の数のサフィックス

NumberFormatter::PADDING_CHARACTER (integer)
余白を埋める際に使用する文字

NumberFormatter::CURRENCY_CODE (integer)
ISO 通貨コード

NumberFormatter::DEFAULT_RULESET (integer)
デフォルトのルールセット。 ルールベースのフォーマッタでのみ有効です。

NumberFormatter::PUBLIC_RULESETS (integer)
パブリックルールセット。 これは、ルールベースのフォーマッタでのみ有効です。 これは読み込み専用の属性です。 パブリックルールセットは文字列として返され、 個々のルールセットは ';' (セミコロン) で区切られています。

numfmt_get_symbol() および numfmt_set_symbol() で使用する数値フォーマット記号です。

NumberFormatter::DECIMAL_SEPARATOR_SYMBOL (integer)
小数点

NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL (integer)
グループ区切り文字

NumberFormatter::PATTERN_SEPARATOR_SYMBOL (integer)
パターン区切り文字

NumberFormatter::PERCENT_SYMBOL (integer)
パーセント記号

NumberFormatter::ZERO_DIGIT_SYMBOL (integer)
ゼロ

NumberFormatter::DIGIT_SYMBOL (integer)
パターン内で数字を表す文字

NumberFormatter::MINUS_SIGN_SYMBOL (integer)
マイナス記号

NumberFormatter::PLUS_SIGN_SYMBOL (integer)
プラス記号

NumberFormatter::CURRENCY_SYMBOL (integer)
通貨記号

NumberFormatter::INTL_CURRENCY_SYMBOL (integer)
国際通貨記号

NumberFormatter::MONETARY_SEPARATOR_SYMBOL (integer)
金額の区切り文字

NumberFormatter::EXPONENTIAL_SYMBOL (integer)
指数記号

NumberFormatter::PERMILL_SYMBOL (integer)
パーミル記号

NumberFormatter::PAD_ESCAPE_SYMBOL (integer)
パディング文字のエスケープ記号

NumberFormatter::INFINITY_SYMBOL (integer)
無限大記号
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NumberFormatter::NAN_SYMBOL (integer)
非数値記号

NumberFormatter::SIGNIFICANT_DIGIT_SYMBOL (integer)
有効数字記号

NumberFormatter::MONETARY_GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL (integer)
金額のグループ区切り文字

numfmt_get_attribute() および numfmt_set_attribute() で、 NumberFormatter::ROUNDING_MODE 属性に使用する丸めモードの値です。

NumberFormatter::ROUND_CEILING (integer)
正の無限大に向けて丸めるモード

NumberFormatter::ROUND_DOWN (integer)
ゼロに向けて丸めるモード

NumberFormatter::ROUND_FLOOR (integer)
負の無限大に向けて丸めるモード

NumberFormatter::ROUND_HALFDOWN (integer)
"一番近いところ" に向けて丸めるモード。 両方から等距離にある場合はゼロに向けて丸めます。

NumberFormatter::ROUND_HALFEVEN (integer)
"一番近いところ" に向けて丸めるモード。 両方から等距離にある場合は偶数になるように丸めます。

NumberFormatter::ROUND_HALFUP (integer)
"一番近いところ" に向けて丸めるモード。 両方から等距離にある場合はゼロから離れる方向に丸めます。

NumberFormatter::ROUND_UP (integer)
ゼロから離れる方向に丸めるモード

numfmt_get_attribute() および numfmt_set_attribute() で、 NumberFormatter::PADDING_POSITION 属性に使用するパディング位置の値です。

NumberFormatter::PAD_AFTER_PREFIX (integer)
プレフィックスの後にパディング文字を入れる

NumberFormatter::PAD_AFTER_SUFFIX (integer)
サフィックスの後にパディング文字を入れる

NumberFormatter::PAD_BEFORE_PREFIX (integer)
プレフィックスの前にパディング文字を入れる

NumberFormatter::PAD_BEFORE_SUFFIX (integer)
サフィックスの前にパディング文字を入れる

参考
» ICU formatting documentation
» ICU number formatters
» ICU decimal formatters
» ICU rule-based number formatters

NumberFormatter::create

numfmt_create

NumberFormatter::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::create -- numfmt_create -- NumberFormatter::__construct — 数値フォーマッタを作成する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

static NumberFormatter NumberFormatter::create ( string $locale , int $style [, string $pattern ] )

手続き型

NumberFormatter numfmt_create ( string $locale , int $style [, string $pattern ] )

オブジェクト指向型 (コンストラクタ):

NumberFormatter::__construct() ( string $locale , int $style [, string $pattern ] )

数値フォーマッタを作成します。

パラメータ
locale

http://icu-project.org/userguide/formatParse.html
http://icu-project.org/userguide/formatNumbers.html
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classDecimalFormat.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classRuleBasedNumberFormat.html#_details
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数値フォーマットするロケール (ロケール名。たとえば en_CA)。
style

フォーマットの形式。 フォーマット形式 定数のいずれか。 NumberFormatter::PATTERN_DECIMAL あるいは NumberFormatter::PATTERN_RULEBASED を指定した場合は指定したパターンの数値フォーマットをオープンします。 これは、それぞれ » ICU DecimalFormat ドキュメン
ト あるいは » ICU RuleBasedNumberFormat ドキュメント で述べられている構文を満たす必要があります。

pattern

選択した形式がパターンを要求するものである場合のパターン文字列。

返り値

NumberFormatter オブジェクト、 あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_create() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
$fmt = numfmt_create( 'it', NumberFormatter::SPELLOUT );
echo numfmt_format($fmt, 1142)."\n";
?>

例2 NumberFormatter::create() の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
$fmt = new NumberFormatter( 'it', NumberFormatter::SPELLOUT );
echo $fmt->format(1142)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1.234.567,891
millicentoquarantadue

参考

numfmt_format() - 数値をフォーマットする
numfmt_parse() - 数値をパースする

NumberFormatter::formatCurrency

numfmt_format_currency
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::formatCurrency -- numfmt_format_currency — 通貨の値をフォーマットする

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::formatCurrency ( float $value , string $currency )

手続き型

string numfmt_format_currency ( NumberFormatter $fmt , float $value , string $currency )

通貨の値をフォーマット規則にしたがってフォーマットします。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
value

通貨の値。
currency

使用する通貨を表す、3 文字の ISO 4217 通貨コード。

http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classDecimalFormat.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classDecimalFormat.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classDecimalFormat.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classRuleBasedNumberFormat.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classRuleBasedNumberFormat.html#_details
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返り値

通貨の値をフォーマットした文字列を返します。

例

例1 numfmt_format_currency() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::CURRENCY );
echo numfmt_format_currency($fmt, 1234567.891234567890000, "EUR")."\n";
echo numfmt_format_currency($fmt, 1234567.891234567890000, "RUR")."\n";
$fmt = numfmt_create( 'ru_RU', NumberFormatter::CURRENCY );
echo numfmt_format_currency($fmt, 1234567.891234567890000, "EUR")."\n";
echo numfmt_format_currency($fmt, 1234567.891234567890000, "RUR")."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::CURRENCY );
echo $fmt->formatCurrency(1234567.891234567890000, "EUR")."\n";
echo $fmt->formatCurrency(1234567.891234567890000, "RUR")."\n";
$fmt = new NumberFormatter( 'ru_RU', NumberFormatter::CURRENCY );
echo $fmt->formatCurrency(1234567.891234567890000, "EUR")."\n";
echo $fmt->formatCurrency(1234567.891234567890000, "RUR")."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1.234.567,89 €
1.234.567,89 RUR
1 234 567,89€
1 234 567,89р.

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_format() - 数値をフォーマットする
numfmt_parse_currency() - 通貨をパースする

NumberFormatter::format

numfmt_format
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::format -- numfmt_format — 数値をフォーマットする

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::format ( number $value [, int $type ] )

手続き型

string numfmt_format ( NumberFormatter $fmt , number $value [, int $type ] )

数値をフォーマット規則にしたがってフォーマットします。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
value

フォーマットする値。integer あるいは double で指定します。その他の型は数値に変換されます。
type

使用する フォーマット形式。

返り値

フォーマットした値を文字列で返します。 エラー時には FALSE を返します。

例
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例1 numfmt_format() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$data = numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000);
if(intl_is_failure(numfmt_format($fmt))) {
    report_error("Formatter error");
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$fmt->format(1234567.891234567890000);
if(intl_is_failure($fmt->getErrorCode())) {
    report_error("Formatter error");
}
?>

上の例の出力は以下となります。
1.234.567,891

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_format_currency() - 通貨の値をフォーマットする
numfmt_parse() - 数値をパースする

NumberFormatter::getAttribute

numfmt_get_attribute
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getAttribute -- numfmt_get_attribute — 属性を取得する

説明

オブジェクト指向型

int NumberFormatter::getAttribute ( int $attr )

手続き型

int numfmt_get_attribute ( NumberFormatter $fmt , int $attr )

フォーマッタの数値属性を取得します。 数値属性の例としては、フォーマッタが作成する整数部の桁数などがあります。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
attr

属性指定子。 数値属性 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に属性の値、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_get_attribute() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Digits: ".numfmt_get_attribute($fmt, NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_attribute($fmt, NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS, 2);
echo "Digits: ".numfmt_get_attribute($fmt, NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Digits: ".$fmt->getAttribute(NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
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$fmt->setAttribute(NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS, 2);
echo "Digits: ".$fmt->getAttribute(NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Digits: 3
1.234.567,891
Digits: 2
1.234.567,89

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_get_text_attribute() - テキストの属性を取得する
numfmt_set_attribute() - 属性を設定する

NumberFormatter::getErrorCode

numfmt_get_error_code
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getErrorCode -- numfmt_get_error_code — フォーマッタの直近のエラーコードを取得する

説明

オブジェクト指向型

int NumberFormatter::getErrorCode ( void )

手続き型

int numfmt_get_error_code ( NumberFormatter $fmt )

フォーマッタが直近に実行した関数のエラーコードを取得します。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。

返り値

直近の関数コールのエラーコードを返します。

例

例1 numfmt_get_error_code() の例
<?php
$fmt  = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$data = numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000);
if(intl_is_failure(numfmt_get_error_code($fmt))) {
    report_error("Formatter error");
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$fmt->format(1234567.891234567890000);
if(intl_is_failure($fmt->getErrorCode())) {
    report_error("Formatter error");
}
?>

参考

numfmt_get_error_message() - フォーマッタの直近のエラーメッセージを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

NumberFormatter::getErrorMessage
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numfmt_get_error_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getErrorMessage -- numfmt_get_error_message — フォーマッタの直近のエラーメッセージを取得する

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::getErrorMessage ( void )

手続き型

string numfmt_get_error_message ( NumberFormatter $fmt )

フォーマッタが直近に実行した関数のエラーメッセージを取得します。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。

返り値

直近の関数コールのエラーメッセージを返します。

例

例1 numfmt_get_error_message() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$data = numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000);
if(intl_is_failure(numfmt_get_error_code($fmt))) {
    report_error("Formatter error");
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$fmt->format(1234567.891234567890000);
if(intl_is_failure($fmt->getErrorCode())) {
    report_error("Formatter error");
}
?>

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

NumberFormatter::getLocale

numfmt_get_locale
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getLocale -- numfmt_get_locale — フォーマッタのロケールを取得する

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::getLocale ([ int $type ] )

手続き型

string numfmt_get_locale ( NumberFormatter $fmt [, int $type ] )

フォーマッタのロケール名を取得します。
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パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
type

妥当なロケールあるいは正確なロケールのいずれか ( Locale::VALID_LOCALE, Locale::ACTUAL_LOCALE, respectively) を選択します。デフォルトは実際のロケールです。

返り値

フォーマッタの作成時に使用したロケールを返します。

例

例1 numfmt_get_locale() の例
<?php
$req     = 'fr_FR_PARIS';
$fmt     = numfmt_create( $req,  NumberFormatter::DECIMAL);
$res_val = numfmt_get_locale( $fmt, Locale::VALID_LOCALE );
$res_act = numfmt_get_locale( $fmt, Locale::ACTUAL_LOCALE );
printf( "Requested locale name: %s\nValid locale name: %s\nActual locale name: %s\n",
         $req, $res_val, $res_act );
?>

上の例の出力は以下となります。
Requested locale name: fr_FR_PARIS
Valid locale name: fr_FR
Actual locale name: fr

参考

numfmt_create() - 数値フォーマッタを作成する
numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する

NumberFormatter::getPattern

numfmt_get_pattern
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getPattern -- numfmt_get_pattern — フォーマッタのパターンを取得する

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::getPattern ( void )

手続き型

string numfmt_get_pattern ( NumberFormatter $fmt )

フォーマッタが使用するパターンを取り出します。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。

返り値

このフォーマッタが使用するパターン文字列、 あるいはエラー発生時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_get_pattern() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Pattern: ".numfmt_get_pattern($fmt)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_pattern($fmt, "#0.# kg");
echo "Pattern: ".numfmt_get_pattern($fmt)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
?>
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例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Pattern: ".$fmt->getPattern()."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setPattern("#0.# kg");
echo "Pattern: ".$fmt->getPattern()."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Pattern: #,##0.###
1.234.567,891
Pattern: #0.# kg
1234567,9 kg

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_set_pattern() - フォーマッタのパターンを設定する
numfmt_create() - 数値フォーマッタを作成する

NumberFormatter::getSymbol

numfmt_get_symbol
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getSymbol -- numfmt_get_symbol — 記号を取得する

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::getSymbol ( int $attr )

手続き型

string numfmt_get_symbol ( NumberFormatter $fmt , int $attr )

フォーマッタに関連づけられている記号を取得します。 フォーマッタでは、この記号で数値の中のロケールに依存する文字 (パーセント記号など) を扱います。 この API は、ルールベースのフォーマッタではサポートしていません。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
attr

記号指定子。 フォーマット記号 定数のいずれか。

返り値

記号文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_get_symbol() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Sep: ".numfmt_get_symbol($fmt, NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_symbol($fmt, NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL, "*");
echo "Sep: ".numfmt_get_symbol($fmt, NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Sep: ".$fmt->getSymbol(NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setSymbol(NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL, "*");
echo "Sep: ".$fmt->getSymbol(NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
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Sep: .
1.234.567,891
Sep: *
1*234*567,891

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_set_symbol() - 記号の値を設定する

NumberFormatter::getTextAttribute

numfmt_get_text_attribute
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::getTextAttribute -- numfmt_get_text_attribute — テキストの属性を取得する

説明

オブジェクト指向型

string NumberFormatter::getTextAttribute ( int $attr )

手続き型

string numfmt_get_text_attribute ( NumberFormatter $fmt , int $attr )

フォーマッタに関連づけられているテキスト属性を取得します。 テキスト属性の例としては、正の数字のサフィックスなどがあります。 属性が理解できない場合は、エラー U_UNSUPPORTED_ERROR が発生します。 ルールベースのフォーマッタでは、
NumberFormatter::DEFAULT_RULESET および NumberFormatter::PUBLIC_RULESETS のみが使用できます。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
attr

属性指定子。 テキスト属性 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に属性の値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_get_text_attribute() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Prefix: ".numfmt_get_text_attribute($fmt, NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo numfmt_format($fmt, -1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_text_attribute($fmt, NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX, "MINUS");
echo "Prefix: ".numfmt_get_text_attribute($fmt, NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo numfmt_format($fmt, -1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Prefix: ".$fmt->getTextAttribute(NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo $fmt->format(-1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setTextAttribute(NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX, "MINUS");
echo "Prefix: ".$fmt->getTextAttribute(NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo $fmt->format(-1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Prefix: -
-1.234.567,891
Prefix: MINUS
MINUS1.234.567,891

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_get_attribute() - 属性を取得する
numfmt_set_text_attribute() - テキスト属性を設定する
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NumberFormatter::parseCurrency

numfmt_parse_currency
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::parseCurrency -- numfmt_parse_currency — 通貨をパースする

説明

オブジェクト指向型

float NumberFormatter::parseCurrency ( string $value , string &$currency [, int &$position ] )

手続き型

float numfmt_parse_currency ( NumberFormatter $fmt , string $value , string &$currency [, int &$position ] )

現在のフォーマッタを使用して、文字列を数値と通貨にパースします。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
currency

通貨名 (3 文字の ISO 4217 通貨コード) を受け取るパラメータ。
position

文字列中でパースを開始する位置のオフセット。 結果を返す際に、この値はパース終了時のオフセットを保持します。

返り値

パースした数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_parse_currency() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::CURRENCY );
$num = "1.234.567,89 $";
echo "We have ".numfmt_parse_currency($fmt, $num, $curr)." in $curr\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::CURRENCY );
$num = "1.234.567,89 $";
echo "We have ".$fmt->parseCurrency($num, $curr)." in $curr\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
We have 1234567.89 in USD

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_parse() - 数値をパースする
numfmt_format_currency() - 通貨の値をフォーマットする

NumberFormatter::parse

numfmt_parse
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::parse -- numfmt_parse — 数値をパースする
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説明

オブジェクト指向型

mixed NumberFormatter::parse ( string $value [, int $type [, int &$position ]] )

手続き型

mixed numfmt_parse ( NumberFormatter $fmt , string $value [, int $type [, int &$position ]] )

現在のフォーマット規則を使用して、文字列を数値にパースします。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
type

使用する フォーマット形式。デフォルトでは NumberFormatter::TYPE_DOUBLE を使用します。
position

文字列中でパースを開始する位置のオフセット。 結果を返す際に、この値はパース終了時のオフセットを保持します。

返り値

パースした数値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_parse() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$num = "1.234.567,891";
echo numfmt_parse($fmt, $num)."\n";
echo numfmt_parse($fmt, $num, NumberFormatter::TYPE_INT32)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
$num = "1.234.567,891";
echo $fmt->parse($num)."\n";
echo $fmt->parse($num, NumberFormatter::TYPE_INT32)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1234567.891
1234567

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_format() - 数値をフォーマットする
numfmt_parse_currency() - 通貨をパースする

NumberFormatter::setAttribute

numfmt_set_attribute
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::setAttribute -- numfmt_set_attribute — 属性を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool NumberFormatter::setAttribute ( int $attr , int $value )

手続き型

bool numfmt_set_attribute ( NumberFormatter $fmt , int $attr , int $value )
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フォーマッタに関連づけられている数値属性を設定します。 数値属性の例としては、フォーマッタが作成する整数部の桁数などがあります。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
attr

属性指定子。 数値属性 定数のいずれか。
value

属性の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_set_attribute() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Digits: ".numfmt_get_attribute($fmt, NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_attribute($fmt, NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS, 2);
echo "Digits: ".numfmt_get_attribute($fmt, NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Digits: ".$fmt->getAttribute(NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setAttribute(NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS, 2);
echo "Digits: ".$fmt->getAttribute(NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Digits: 3
1.234.567,891
Digits: 2
1.234.567,89

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_get_attribute() - 属性を取得する
numfmt_set_text_attribute() - テキスト属性を設定する

NumberFormatter::setPattern

numfmt_set_pattern
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::setPattern -- numfmt_set_pattern — フォーマッタのパターンを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool NumberFormatter::setPattern ( string $pattern )

手続き型

bool numfmt_set_pattern ( NumberFormatter $fmt , string $pattern )

フォーマッタが使用するパターンを設定します。 ルールベースのフォーマッタでは使用できません。

パラメータ
fmt
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NumberFormatter オブジェクト。
pattern

» ICU DecimalFormat ドキュメント で述べられている構文によるパターン。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_set_pattern() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Pattern: ".numfmt_get_pattern($fmt)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_pattern($fmt, "#0.# kg");
echo "Pattern: ".numfmt_get_pattern($fmt)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Pattern: ".$fmt->getPattern()."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setPattern("#0.# kg");
echo "Pattern: ".$fmt->getPattern()."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Pattern: #,##0.###
1.234.567,891
Pattern: #0.# kg
1234567,9 kg

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_create() - 数値フォーマッタを作成する
numfmt_get_pattern() - フォーマッタのパターンを取得する

NumberFormatter::setSymbol

numfmt_set_symbol
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::setSymbol -- numfmt_set_symbol — 記号の値を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool NumberFormatter::setSymbol ( int $attr , string $value )

手続き型

bool numfmt_set_symbol ( NumberFormatter $fmt , int $attr , string $value )

フォーマッタに関連づけられている記号を設定します。 フォーマッタでは、この記号で数値の中のロケールに依存する文字 (パーセント記号など) を扱います。 この API は、ルールベースのフォーマッタではサポートしていません。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
attr

記号指定子。 フォーマット記号 定数のいずれか。
value

その記号に対応するテキスト。

http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classDecimalFormat.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classDecimalFormat.html#_details
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 numfmt_set_symbol() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Sep: ".numfmt_get_symbol($fmt, NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_symbol($fmt, NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL, "*");
echo "Sep: ".numfmt_get_symbol($fmt, NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo numfmt_format($fmt, 1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Sep: ".$fmt->getSymbol(NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setSymbol(NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL, "*");
echo "Sep: ".$fmt->getSymbol(NumberFormatter::GROUPING_SEPARATOR_SYMBOL)."\n";
echo $fmt->format(1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Sep: .
1.234.567,891
Sep: *
1*234*567,891

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_get_symbol() - 記号を取得する

NumberFormatter::setTextAttribute

numfmt_set_text_attribute
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

NumberFormatter::setTextAttribute -- numfmt_set_text_attribute — テキスト属性を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool NumberFormatter::setTextAttribute ( int $attr , string $value )

手続き型

bool numfmt_set_text_attribute ( NumberFormatter $fmt , int $attr , string $value )

フォーマッタに関連づけられているテキスト属性を設定します。 テキスト属性の例としては、正の数字のサフィックスなどがあります。 属性が理解できない場合は、エラー U_UNSUPPORTED_ERROR が発生します。 ルールベースのフォーマッタでは、
NumberFormatter::DEFAULT_RULESET および NumberFormatter::PUBLIC_RULESETS のみが使用できます。

パラメータ
fmt

NumberFormatter オブジェクト。
attr

属性指定子。 テキスト属性 定数のいずれか。
value

属性の値を表すテキスト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 numfmt_set_text_attribute() の例
<?php
$fmt = numfmt_create( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Prefix: ".numfmt_get_text_attribute($fmt, NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo numfmt_format($fmt, -1234567.891234567890000)."\n";
numfmt_set_text_attribute($fmt, NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX, "MINUS");
echo "Prefix: ".numfmt_get_text_attribute($fmt, NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo numfmt_format($fmt, -1234567.891234567890000)."\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new NumberFormatter( 'de_DE', NumberFormatter::DECIMAL );
echo "Prefix: ".$fmt->getTextAttribute(NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo $fmt->format(-1234567.891234567890000)."\n";
$fmt->setTextAttribute(NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX, "MINUS");
echo "Prefix: ".$fmt->getTextAttribute(NumberFormatter::NEGATIVE_PREFIX)."\n";
echo $fmt->format(-1234567.891234567890000)."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Prefix: -
-1.234.567,891
Prefix: MINUS
MINUS1.234.567,891

参考

numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
numfmt_get_text_attribute() - テキストの属性を取得する
numfmt_set_attribute() - 属性を設定する

目次
NumberFormatter::create — 数値フォーマッタを作成する
NumberFormatter::formatCurrency — 通貨の値をフォーマットする
NumberFormatter::format — 数値をフォーマットする
NumberFormatter::getAttribute — 属性を取得する
NumberFormatter::getErrorCode — フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
NumberFormatter::getErrorMessage — フォーマッタの直近のエラーメッセージを取得する
NumberFormatter::getLocale — フォーマッタのロケールを取得する
NumberFormatter::getPattern — フォーマッタのパターンを取得する
NumberFormatter::getSymbol — 記号を取得する
NumberFormatter::getTextAttribute — テキストの属性を取得する
NumberFormatter::parseCurrency — 通貨をパースする
NumberFormatter::parse — 数値をパースする
NumberFormatter::setAttribute — 属性を設定する
NumberFormatter::setPattern — フォーマッタのパターンを設定する
NumberFormatter::setSymbol — 記号の値を設定する
NumberFormatter::setTextAttribute — テキスト属性を設定する

Locale クラス
導入
"ロケール" とは、言語や文化等の地域固有の内容を API で取得する際に使用する識別子のことです。PHP で使用しているロケールは、 ICU (そして他の多くの Unix 系 OS や Mac、Java など) が採用している CLDR ロケールと同じです。 ロケールは、RFC 4646 形式の言語タグ
(アンダースコアではなくハイフンを使用したもの) を使用します。古くから用いられているアンダースコア形式の識別子も使用できます。 特にことわりがない限り、このクラスの関数では両方の形式の識別子を使用可能です。

識別子の例を以下にあげます。

en-US (英語、米国)
zh-Hant-TW (中国語、繁体字、台湾 )
fr-CA, fr-FR (それぞれ、カナダのフランス語とフランスのフランス語)

Locale クラス (そしてそれに対応する手続き型の関数) を使用して、ロケール識別子に対する操作を行います。 たとえばその識別子が妥当な形式かどうかを調べたりします。 CLDR が UAX #35 で使用している (そして ICU も継承している) 拡張は、ICU で普通に用いることがで
きます。

Locale クラスのインスタンスを作成することはできません。 すべての関数/メソッドは静的に使用します。

null や空文字列は "root" ロケールとなります。 この "root" ロケールは、CLDR においては "en_US_POSIX" と同じ意味になります。言語タグ (そして ロケール識別子) は大文字小文字を区別しません。 仕様にあわせて大文字小文字の正規化を行う関数が存在します。

クラス概要
Locale {
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/* メソッド */
static string acceptFromHttp ( string $header )
static string composeLocale ( array $subtags )
static bool filterMatches ( string $langtag , string $locale [, bool $canonicalize = false ] )
static array getAllVariants ( string $locale )
static string getDefault ( void )
static string getDisplayLanguage ( string $locale [, string $in_locale ] )
static string getDisplayName ( string $locale [, string $in_locale ] )
static string getDisplayRegion ( string $locale [, string $in_locale ] )
static string getDisplayScript ( string $locale [, string $in_locale ] )
static string getDisplayVariant ( string $locale [, string $in_locale ] )
static array getKeywords ( string $locale )
static string getPrimaryLanguage ( string $locale )
static string getRegion ( string $locale )
static string getScript ( string $locale )
static string lookup ( array $langtag , string $locale [, bool $canonicalize = false [, string $default ]] )
static array parseLocale ( string $locale )
static bool setDefault ( string $locale )
}

定義済み定数
Locale::DEFAULT_LOCALE (null)

NumberFormatter のようなロケールの影響を受けるさまざまなクラスのメソッドの locale パラメータとして使用します。 この定数は、デフォルトのロケールをメソッドで使用するようにします。

これらの定数は、さまざまなクラスの getLocale メソッドでロケールを選択するために使用します。

Locale::ACTUAL_LOCALE (string)
これは、データが実際にやってくる元のロケールです。

Locale::VALID_LOCALE (string)
これは、ICU がサポートする最も明確なロケールです。

これらの定数は、ロケールのパースや合成の方法を定義します。 locale_compose() の引数に渡す配列のキーとして使用し、 また locale_parse() が返す連想配列のキーとしても用いられます。

Locale::LANG_TAG (string)
言語サブタグ

Locale::EXTLANG_TAG (string)
拡張言語サブタグ

Locale::SCRIPT_TAG (string)
文字サブタグ

Locale::REGION_TAG (string)
地域サブタグ

Locale::VARIANT_TAG (string)
変化形サブタグ

Locale::GRANDFATHERED_LANG_TAG (string)
先祖言語 (Grandfathered Language) サブタグ

Locale::PRIVATE_TAG (string)
プライベートサブタグ

参考
» RFC 4646 - Tags for Identifying Languages
» RFC 4647 - Matching of Language Tags
» Unicode CLDR Project:Common Locale Data Repository
» IANA Language Subtags Registry
» ICU User Guide - Locale
» ICU Locale api

Locale::acceptFromHttp

locale_accept_from_http
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::acceptFromHttp -- locale_accept_from_http — 最もあてはまるロケールを HTTP "Accept-Language" ヘッダにもとづいて探す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::acceptFromHttp ( string $header )

http://www.faqs.org/rfcs/rfc4646
http://www.faqs.org/rfcs/rfc4647
http://www.unicode.org/cldr/
http://www.iana.org/assignments/language-subtag-registry
http://www.icu-project.org/userguide/locale.html
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/uloc_8h.html#_details
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手続き型

string locale_accept_from_http ( string $header )

HTTP "Accept-Language" ヘッダが要求する言語リストを満たすロケールを探します。

パラメータ
header

"Accept-Language" ヘッダを含む文字列。RFC 2616 形式。

返り値

対応するロケール ID を返します。

例

例1 locale_accept_from_http() の例
<?php
$locale = locale_accept_from_http($_SERVER['HTTP_ACCEPT_LANGUAGE']);
echo $locale;
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$locale = Locale::acceptFromHttp($_SERVER['HTTP_ACCEPT_LANGUAGE']);
echo $locale;
?>

上の例の出力は以下となります。
en_US

参考

locale_lookup() - その言語にマッチする言語タグの一覧を検索する

Locale::composeLocale

locale_compose
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::composeLocale -- locale_compose — 正しく並べ替えて区切られたロケール ID を返す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::composeLocale ( array $subtags )

手続き型

string locale_compose ( array $subtags )

正しく並べ替えて区切られたロケール ID を返します。 キーが特定のロケール ID サブタグを表し、 サブタグの値がそのキーに対応する値となります。

パラメータ
subtags

キーと値のペアを含む配列。 キーには特定のロケール ID サブタグを指定し、 そのサブタグの値を関連付けます。

注意:

サブタグ 'variant' と 'private' には最大で 15 の値を指定できますが、 'extlang' には最大で 3 つの値しか指定できません。 variant には 0 から 14 までのサフィックスをつけることができ、 配列のキーは variant0, variant1, ...,variant14 となります。 返され
るロケール ID において、このサブタグは variant0、variant1、variant2、……の順に並びます。

'variant'、'private' および 'extlang' で複数の値を指定するには、 そのキー (例 'variant') の値に配列を指定するか、数字つきの複数のキー (例 'variant0'、'variant1' など) を使用します。

返り値

対応するロケール識別子を返します。
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例

例1 locale_compose() の例
<?php
$arr = array(
    'language'=>'en' ,
    'script'  =>'Hans' ,
    'region'  =>'CN',
    'variant2'=>'rozaj' ,
    'variant1'=>'nedis' ,
    'private1'=>'prv1' ,
    'private2'=>'prv2'
);
echo locale_compose( $arr );
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$arr = array(
    'language'=>'en' ,
    'script'  =>'Hans' ,
    'region'  =>'CN',
    'variant2'=>'rozaj' ,
    'variant1'=>'nedis' ,
    'private1'=>'prv1' ,
    'private2'=>'prv2'
);
echo Locale::composeLocale( $arr );
?>

上の例の出力は以下となります。
Locale: en_Hans_CN_nedis_rozaj_x_prv1_prv2

参考

locale_parse() - ロケール ID のサブタグ要素を連想配列で返す

Locale::filterMatches

locale_filter_matches
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::filterMatches -- locale_filter_matches — 言語タグフィルタがロケールにマッチするかどうかを調べる

説明

オブジェクト指向型

static bool Locale::filterMatches ( string $langtag , string $locale [, bool $canonicalize = false ] )

手続き型

bool locale_filter_matches ( string $langtag , string $locale [, bool $canonicalize = false ] )

$langtag フィルタが $locale でマッチするかどうかを RFC 4647 の基本フィルタリングアルゴリズムで調べます。

パラメータ
langtag

調べたい言語タグ。
locale

調べる対象となる言語の範囲。
canonicalize

true の場合は、引数を正式な形式に変換してからマッチを行います。

返り値

$locale が $langtag にマッチする場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 locale_filter_matches() の例
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<?php
echo (locale_filter_matches('de-DEVA','de-DE', false)) ? "Matches" : "Does not match"; 
echo '; ';
echo (locale_filter_matches('de-DE_1996','de-DE', false)) ? "Matches" : "Does not match"; 
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo (Locale::filterMatches('de-DEVA','de-DE', false)) ? "Matches" : "Does not match"; 
echo '; ';
echo (Locale::filterMatches('de-DE-1996','de-DE', false)) ? "Matches" : "Does not match"; 
?>

上の例の出力は以下となります。
Does not match; Matches

参考

locale_lookup() - その言語にマッチする言語タグの一覧を検索する

Locale::getAllVariants

locale_get_all_variants
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getAllVariants -- locale_get_all_variants — 入力ロケールの変化系を取得する

説明

オブジェクト指向型

static array Locale::getAllVariants ( string $locale )

手続き型

array locale_get_all_variants ( string $locale )

入力ロケールの変化系を取得します。

パラメータ
locale

変化系を取得したいロケール。

返り値

そのロケールのすべての variant サブタグを含む配列、あるいは存在しない場合に NULL を返します。

例

例1 locale_get_all_variants() の例
<?php
$arr = locale_get_all_variants('sl_IT_NEDIS_ROJAZ_1901');
var_export( $arr );
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
 $arr = Locale::getAllVariants('sl_IT_NEDIS_ROJAZ_1901');
 var_export( $arr );
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
    0 => 'NEDIS',
    1 => 'ROJAZ',
    2 => '1901',
)

参考

locale_get_primary_language() - 入力ロケールのプライマリ言語を取得する
locale_get_script() - 入力ロケールの文字を取得する
locale_get_region() - 入力ロケールの地域を取得する
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Locale::getDefault

locale_get_default
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getDefault -- locale_get_default — INTL のグローバル 'default_locale' からデフォルトのロケールを取得する

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getDefault ( void )

手続き型

string locale_get_default ( void )

デフォルトのロケールの値を取得します。PHP の国際化においては、 この値は php.ini の 'intl.default_locale' の値となります。 この値が存在しない場合は ICU の関数 uloc_getDefault() で取得します。

パラメータ

返り値

現在の実行時ロケールを返します。

例

例1 locale_get_default() の例
<?php
ini_set('intl.default_locale', 'de-DE');
echo locale_get_default();
echo '; ';
locale_set_default('fr');
echo locale_get_default();
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
ini_set('intl.default_locale', 'de-DE');
echo Locale::getDefault();
echo '; ';
Locale::setDefault('fr');
echo Locale::getDefault();
?>

上の例の出力は以下となります。
de-DE; fr

参考

locale_set_default() - デフォルトの実行時ロケールを設定する

Locale::getDisplayLanguage

locale_get_display_language
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getDisplayLanguage -- locale_get_display_language — 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getDisplayLanguage ( string $locale [, string $in_locale ] )

手続き型

string locale_get_display_language ( string $locale [, string $in_locale ] )
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入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返します。 NULL の場合はデフォルトのロケールを使用します。

パラメータ
locale

表示言語を返したいロケール。
in_locale

オプションのフォーマットロケール。 言語名の表示に使用します。

返り値

$locale に対応する言語の表示名を、 $in_locale にあわせた形式で返します。

例

例1 locale_get_display_language() の例
<?php
echo locale_get_display_language('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo locale_get_display_language('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo locale_get_display_language('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getDisplayLanguage('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayLanguage('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayLanguage('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

上の例の出力は以下となります。
Slovenian;
slov\xc3\xa8ne;
Slowenisch

参考

locale_get_display_name() - 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_script() - 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_region() - 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_variant() - 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す

Locale::getDisplayName

locale_get_display_name
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getDisplayName -- locale_get_display_name — 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getDisplayName ( string $locale [, string $in_locale ] )

手続き型

string locale_get_display_name ( string $locale [, string $in_locale ] )

入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返します。 NULL の場合はデフォルトのロケールを使用します。

パラメータ
locale

表示名を返したいロケール。
in_locale

オプションのフォーマットロケール。
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返り値

ロケールの表示名を、 $in_locale にあわせた形式で返します。

例

例1 locale_get_display_name() の例
<?php
echo locale_get_display_name('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo locale_get_display_name('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo locale_get_display_name('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getDisplayName('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayName('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayName('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

上の例の出力は以下となります。
Slovenian (Latin, Italy, Natisone dialect);
slov\xc3\xa8ne (latin, Italie, dialecte de Natisone;
Slowenisch (Lateinisch, Italien, NEDIS)
  

参考

locale_get_display_language() - 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_script() - 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_region() - 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_variant() - 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す

Locale::getDisplayRegion

locale_get_display_region
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getDisplayRegion -- locale_get_display_region — 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getDisplayRegion ( string $locale [, string $in_locale ] )

手続き型

string locale_get_display_region ( string $locale [, string $in_locale ] )

入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返します。 NULL の場合はデフォルトのロケールを使用します。

パラメータ
locale

表示地域を返したいロケール。
in_locale

オプションのフォーマットロケール。 地域名の表示に使用します。

返り値

$locale に対応する地域の表示名を、 $in_locale にあわせた形式で返します。

例

例1 locale_get_display_region() の例
<?php
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echo locale_get_display_region('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo locale_get_display_region('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo locale_get_display_region('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getDisplayRegion('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayRegion('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayRegion('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

上の例の出力は以下となります。
Italy;
Italie;
Italien

参考

locale_get_display_name() - 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_language() - 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_script() - 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_variant() - 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す

Locale::getDisplayScript

locale_get_display_script
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getDisplayScript -- locale_get_display_script — 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getDisplayScript ( string $locale [, string $in_locale ] )

手続き型

string locale_get_display_script ( string $locale [, string $in_locale ] )

入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返します。 NULL の場合はデフォルトのロケールを使用します。

パラメータ
locale

表示文字を返したいロケール。
in_locale

オプションのフォーマットロケール。 文字名の表示に使用します。

返り値

$locale に対応する文字の表示名を、 $in_locale にあわせた形式で返します。

例

例1 locale_get_display_script() の例
<?php
echo locale_get_display_script('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo locale_get_display_script('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo locale_get_display_script('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getDisplayScript('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayScript('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayScript('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
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?>

上の例の出力は以下となります。
Latin;
latin;
Lateinisch

参考

locale_get_display_name() - 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_language() - 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_region() - 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_variant() - 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す

Locale::getDisplayVariant

locale_get_display_variant
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getDisplayVariant -- locale_get_display_variant — 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getDisplayVariant ( string $locale [, string $in_locale ] )

手続き型

string locale_get_display_variant ( string $locale [, string $in_locale ] )

入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返します。 NULL の場合はデフォルトのロケールを使用します。

パラメータ
locale

表示変化形を返したいロケール。
in_locale

オプションのフォーマットロケール。 変化形の表示に使用します。

返り値

$locale に対応する変化形の表示名を、 $in_locale にあわせた形式で返します。

例

例1 locale_get_display_variant() の例
<?php
echo locale_get_display_variant('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo locale_get_display_variant('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo locale_get_display_variant('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getDisplayVariant('sl-Latn-IT-nedis', 'en');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayVariant('sl-Latn-IT-nedis', 'fr');
echo ";\n";
echo Locale::getDisplayVariant('sl-Latn-IT-nedis', 'de');
?>

上の例の出力は以下となります。
Natisone dialect;
dialecte de Natisone;
NEDIS
  

参考

locale_get_display_name() - 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す
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locale_get_display_language() - 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_script() - 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す
locale_get_display_region() - 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す

Locale::getKeywords

locale_get_keywords
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getKeywords -- locale_get_keywords — 入力ロケールのキーワードを取得する

説明

オブジェクト指向型

static array Locale::getKeywords ( string $locale )

手続き型

array locale_get_keywords ( string $locale )

入力ロケールのキーワードを取得します。

パラメータ
locale

キーワードを取り出したいロケール。

返り値

このロケールのキーワードと値のペアを連想配列で返します。

例

例1 locale_get_keywords() の例
<?php
$keywords_arr = locale_get_keywords( 'de_DE@currency=EUR;collation=PHONEBOOK' );
if ($keywords_arr) {
    foreach ($keywords_arr as $key => $value) {
        echo "$key = $value\n"; 
    }
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$keywords_arr = Locale::getKeywords( 'de_DE@currency=EUR;collation=PHONEBOOK' );
if ($keywords_arr) {
    foreach( $keywords_arr as $key => $value){
        echo "$key = $value\n"; 
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
collation = PHONEBOOK
currency = EUR

参考

locale_get_all_variants() - 入力ロケールの変化系を取得する

Locale::getPrimaryLanguage

locale_get_primary_language
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getPrimaryLanguage -- locale_get_primary_language — 入力ロケールのプライマリ言語を取得する
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説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getPrimaryLanguage ( string $locale )

手続き型

string locale_get_primary_language ( string $locale )

入力ロケールのプライマリ言語を取得します。

パラメータ
locale

プライマリ言語コードを取り出したいロケール。

返り値

このロケールの言語コード、あるいはエラー時に NULL を返します。

例

例1 locale_get_primary_language() の例
<?php
echo locale_get_primary_language('zh-Hant');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getPrimaryLanguage('zh-Hant');
?>

上の例の出力は以下となります。
zh

参考

locale_get_script() - 入力ロケールの文字を取得する
locale_get_region() - 入力ロケールの地域を取得する
locale_get_all_variants() - 入力ロケールの変化系を取得する

Locale::getRegion

locale_get_region
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getRegion -- locale_get_region — 入力ロケールの地域を取得する

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getRegion ( string $locale )

手続き型

string locale_get_region ( string $locale )

入力ロケールの地域を取得します。

パラメータ
locale

地域コードを取り出したいロケール。

返り値

このロケールの地域サブタグ、あるいは存在しない場合に NULL を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 locale_get_region() の例
<?php
echo locale_get_region('de-CH-1901');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getRegion('de-CH-1901');
?>

上の例の出力は以下となります。
CH

参考

locale_get_primary_language() - 入力ロケールのプライマリ言語を取得する
locale_get_script() - 入力ロケールの文字を取得する
locale_get_all_variants() - 入力ロケールの変化系を取得する

Locale::getScript

locale_get_script
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::getScript -- locale_get_script — 入力ロケールの文字を取得する

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::getScript ( string $locale )

手続き型

string locale_get_script ( string $locale )

入力ロケールの文字を取得します。

パラメータ
locale

文字を取り出したいロケール。

返り値

このロケールの文字サブタグ、あるいは存在しない場合に NULL を返します。

例

例1 locale_get_script() の例
<?php
echo locale_get_script('sr-Cyrl');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo Locale::getScript('sr-Cyrl');
?>

上の例の出力は以下となります。
Cyrl

参考

locale_get_primary_language() - 入力ロケールのプライマリ言語を取得する
locale_get_region() - 入力ロケールの地域を取得する
locale_get_all_variants() - 入力ロケールの変化系を取得する
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Locale::lookup

locale_lookup
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::lookup -- locale_lookup — その言語にマッチする言語タグの一覧を検索する

説明

オブジェクト指向型

static string Locale::lookup ( array $langtag , string $locale [, bool $canonicalize = false [, string $default ]] )

手続き型

string locale_lookup ( array $langtag , string $locale [, bool $canonicalize = false [, string $default ]] )

langtag の中から、 locale で指定した言語の範囲に最もマッチするものを RFC 4647 の検索アルゴリズムで調べます。

パラメータ
langtag

locale と比較したい言語タグの一覧を含む配列。 最大で 100 件まで指定できます。
locale

調べる対象となる言語の範囲として使用するロケール。
canonicalize

true の場合は、引数を正式な形式に変換してからマッチを行います。
default

マッチしなかったときに使用するロケール。

返り値

最も近い言語タグ、あるいはデフォルトの値を返します。

例

例1 locale_lookup() の例
<?php
$arr = array(
    'de-DEVA',
    'de-DE-1996',
    'de',
    'de-De'
);
echo locale_lookup($arr, 'de-DE-1996-x-prv1-prv2', 'en_US');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$arr = array(
    'de-DEVA',
    'de-DE-1996',
    'de',
    'de-De'
);
echo Locale::lookup($arr, 'de-DE-1996-x-prv1-prv2', 'en_US');
?>

上の例の出力は以下となります。
de_de_1996

参考

locale_filter_matches() - 言語タグフィルタがロケールにマッチするかどうかを調べる

Locale::parseLocale
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locale_parse
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::parseLocale -- locale_parse — ロケール ID のサブタグ要素を連想配列で返す

説明

オブジェクト指向型

static array Locale::parseLocale ( string $locale )

手続き型

array locale_parse ( string $locale )

ロケール ID のサブタグ要素を連想配列で返します。

パラメータ
locale

サブタグの配列を取り出したいロケール。 注意: サブタグ 'variant' と 'private' には最大で 15 の値を指定できますが、 'extlang' には最大で 3 つの値しか指定できません。

返り値

連想配列を返します。キーがロケール ID サブタグを表し、 そのサブタグの値が関連付けられています。 この配列の並び順はロケール ID サブタグの順となります。変化形が '-varX-varY-varZ' の場合、返される配列は variant0=>varX , variant1=>varY , variant2=>varZ の
ようになります。

例

例1 locale_parse() の例
<?php
$arr = locale_parse('sl-Latn-IT-nedis');
if ($arr) {
    foreach ($arr as $key => $value) {
        echo "$key : $value , ";
    }
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$arr = Locale::parseLocale('sl-Latn-IT-nedis');
if ($arr) {
    foreach ($arr as $key => $value) {
        echo "$key : $value , ";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
language : sl , script : Latn , region : IT , variant0 : NEDIS ,

参考

locale_compose() - 正しく並べ替えて区切られたロケール ID を返す

Locale::setDefault

locale_set_default
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Locale::setDefault -- locale_set_default — デフォルトの実行時ロケールを設定する

説明

オブジェクト指向型

static bool Locale::setDefault ( string $locale )

手続き型

bool locale_set_default ( string $locale )
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デフォルトの実行時ロケールを $locale に設定します。 これは INTL のグローバル 'default_locale' のロケール ID となります。UAX #35 拡張も使用可能です。

パラメータ
locale

BCP 47 準拠の言語タグ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 locale_set_default() の例
<?php
locale_set_default('de-DE');
echo locale_get_default();
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
Locale::setDefault('de-DE');
echo Locale::getDefault();
?>

上の例の出力は以下となります。
de-DE

参考

locale_get_default() - INTL のグローバル 'default_locale' からデフォルトのロケールを取得する

目次
Locale::acceptFromHttp — 最もあてはまるロケールを HTTP "Accept-Language" ヘッダにもとづいて探す
Locale::composeLocale — 正しく並べ替えて区切られたロケール ID を返す
Locale::filterMatches — 言語タグフィルタがロケールにマッチするかどうかを調べる
Locale::getAllVariants — 入力ロケールの変化系を取得する
Locale::getDefault — INTL のグローバル 'default_locale' からデフォルトのロケールを取得する
Locale::getDisplayLanguage — 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayName — 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayRegion — 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayScript — 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayVariant — 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getKeywords — 入力ロケールのキーワードを取得する
Locale::getPrimaryLanguage — 入力ロケールのプライマリ言語を取得する
Locale::getRegion — 入力ロケールの地域を取得する
Locale::getScript — 入力ロケールの文字を取得する
Locale::lookup — その言語にマッチする言語タグの一覧を検索する
Locale::parseLocale — ロケール ID のサブタグ要素を連想配列で返す
Locale::setDefault — デフォルトの実行時ロケールを設定する

Normalizer クラス
導入
正規化とは、文字や文字列を正式に決められた表現に変換する処理のことです。 これは、検索や並べ替えなどの際に比較をするときに特に重要となります。 ただ、それだけではなく、テキストを保存する際に表記を統一するために用いることもあります。

Unicode Consortium では、 アプリケーション側でのさまざまなニーズにあわせていくつかの正規化方式を定義しています。

Normalization Form D (NFD) - Canonical Decomposition
Normalization Form C (NFC) - Canonical Decomposition followed by Canonical Composition
Normalization Form KD (NFKD) - Compatibility Decomposition
Normalization Form KC (NFKC) - Compatibility Decomposition followed by Canonical Composition

これらの方式は、テキストに対する変換 (transformation) のセットとして定義されます。変換 (transformation) は、アルゴリズムとデータファイルの両方で表現します。

クラス概要
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Normalizer {
/* メソッド */
static bool isNormalized ( string $input [, string $form = Normalizer::FORM_C ] )
static string normalize ( string $input [, string $form = Normalizer::FORM_C ] )
}

定義済み定数
以下の定数は、使用する正規化方式を定義するものです。

Normalizer::FORM_C (string)
Normalization Form C (NFC) - Canonical Decomposition followed by Canonical Composition

Normalizer::FORM_D (string)
Normalization Form D (NFD) - Canonical Decomposition

Normalizer::FORM_KC (string)
Normalization Form KC (NFKC) - Compatibility Decomposition, followed by Canonical Composition

Normalizer::FORM_KD (string)
Normalization Form KD (NFKD) - Compatibility Decomposition

Normalizer::NONE (string)
分解/合成を行わない

Normalizer::OPTION_DEFAULT (string)
デフォルトの正規化オプション

参考
» Unicode Normalization
» Unicode Normalization FAQ
» ICU User Guide - Normalization
» ICU API Reference - Normalization

Normalizer::isNormalized

normalizer_is_normalized
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Normalizer::isNormalized -- normalizer_is_normalized — 渡された文字列が、指定した正規化を適用済みかどうかを調べる

説明

オブジェクト指向型

static bool Normalizer::isNormalized ( string $input [, string $form = Normalizer::FORM_C ] )

手続き型

bool normalizer_is_normalized ( string $input [, string $form = Normalizer::FORM_C ] )

渡された文字列が、指定した正規化を適用済みかどうかを調べます。

パラメータ
input

正規化する入力文字列。
form

正規化方式のいずれか。

返り値

正規化されている場合に TRUE、正規化されていない場合やエラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 normalizer_is_normalized() の例
<?php
$char_A_ring = "\xC3\x85"; // 'LATIN CAPITAL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00C5)
$char_combining_ring_above = "\xCC\x8A";  // 'COMBINING RING ABOVE' (U+030A)

$char_orig = 'A' . $char_combining_ring_above;
$char_norm = normalizer_normalize( 'A' . $char_combining_ring_above, Normalizer::FORM_C );

http://unicode.org/reports/tr15/
http://unicode.org/faq/normalization.html
http://www.icu-project.org/userguide/normalization.html
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/unorm_8h.html
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echo ( normalizer_is_normalized($char_orig, Normalizer::FORM_C) ) ? "normalized" : "not normalized";
echo '; ';
echo ( normalizer_is_normalized($char_norm, Normalizer::FORM_C) ) ? "normalized" : "not normalized";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$char_A_ring = "\xC3\x85"; // 'LATIN CAPITAL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00C5)
$char_combining_ring_above = "\xCC\x8A";  // 'COMBINING RING ABOVE' (U+030A)

$char_orig = 'A' . $char_combining_ring_above;
$char_norm = Normalizer::normalize( 'A' . $char_combining_ring_above, Normalizer::FORM_C );

echo ( Normalizer::isNormalized($char_orig, Normalizer::FORM_C) ) ? "normalized" : "not normalized";
echo '; ';
echo ( Normalizer::isNormalized($char_norm, Normalizer::FORM_C) ) ? "normalized" : "not normalized";
?>

上の例の出力は以下となります。
not normalized; normalized

参考

normalizer_normalize() - 渡された入力を正規化し、正規化後の文字列を返す

Normalizer::normalize

normalizer_normalize
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

Normalizer::normalize -- normalizer_normalize — 渡された入力を正規化し、正規化後の文字列を返す

説明

オブジェクト指向型

static string Normalizer::normalize ( string $input [, string $form = Normalizer::FORM_C ] )

手続き型

string normalizer_normalize ( string $input [, string $form = Normalizer::FORM_C ] )

渡された入力を正規化し、正規化後の文字列を返します。

パラメータ
input

正規化する入力文字列。
form

正規化方式のいずれか。

返り値

正規化後の文字列、あるいはエラーが発生した場合に NULL を返します。

例

例1 normalizer_normalize() の例
<?php
$char_A_ring = "\xC3\x85"; // 'LATIN CAPITAL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00C5)
$char_combining_ring_above = "\xCC\x8A";  // 'COMBINING RING ABOVE' (U+030A)

$char_1 = normalizer_normalize( $char_A_ring, Normalizer::FORM_C );
$char_2 = normalizer_normalize( 'A' . $char_combining_ring_above, Normalizer::FORM_C );

echo urlencode($char_1);
echo ' ';
echo urlencode($char_2);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$char_A_ring = "\xC3\x85"; // 'LATIN CAPITAL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00C5)
$char_combining_ring_above = "\xCC\x8A";  // 'COMBINING RING ABOVE' (U+030A)

$char_1 = Normalizer::normalize( $char_A_ring, Normalizer::FORM_C );
$char_2 = Normalizer::normalize( 'A' . $char_combining_ring_above, Normalizer::FORM_C );
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echo urlencode($char_1);
echo ' ';
echo urlencode($char_2);
?>

上の例の出力は以下となります。
%C3%85 %C3%85

参考

normalizer_is_normalized() - 渡された文字列が、指定した正規化を適用済みかどうかを調べる

目次
Normalizer::isNormalized — 渡された文字列が、指定した正規化を適用済みかどうかを調べる
Normalizer::normalize — 渡された入力を正規化し、正規化後の文字列を返す

MessageFormatter クラス
導入
MessageFormatter は、言語に依存しない連結されたメッセージを作成するための具象クラスです。 このクラスのメソッドを使用して、 エンドユーザ向けのすべてのメッセージを作成します。

MessageFormatter クラスは、プログラムから渡したさまざまな部品 (テキスト、数値、日付など) を組み合わせてメッセージを作成します。 MessageFormatter クラスでは、 プログラム側が部品の順序を気にする必要はありません。 このクラスでは、各部品に対して書式指定
を使用し、 リソースバンドル内のひとつの文字列にメッセージをまとめます。 たとえば、 "Finished printing x out of y files..." のようなメッセージがあった場合に MessageFormatter は各翻訳に対して柔軟な表示を行います。

これまでは、エンドユーザ向けのメッセージは文章として作成し、 文字列で処理していました。 これは地域化の際にさまざまな問題を引き起こしていました。 文章の構造や単語の並び順、そして数値の書式などは 各言語によってさまざまに異なっているからです。 言語に依存
しない方法でメッセージを作成するには、 メッセージの各部分を分割し、そこにデータへのキーを指定するようにします。 このキーを使用して、MessageFormatter クラスはメッセージの各部分を連結します。 そして地域化して適切な書式にした文字列をエンドユーザ向けに
表示します。

MessageFormatter はオブジェクトのセットを受け取ってそれをフォーマットし、 フォーマットした文字列を適切な位置に埋め込みます。 MessageFormatter のフォーマットを選択することで、 数値にあわせて複数形を選択することができます。 一般的には、メッセージの
フォーマットはリソースから取得し、 引数は実行時に動的に与えるようになります。

クラス概要
MessageFormatter {
/* メソッド */
__construct ( string $locale , string $pattern )
MessageFormatter create ( string $locale , string $pattern )
static string formatMessage ( string $locale , string $pattern , array $args )
string format ( array $args )
int getErrorCode ( void )
string getErrorMessage ( void )
string getLocale ( void )
string getPattern ( void )
static array parseMessage ( string $locale , string $pattern , string $source )
array parse ( string $value )
bool setPattern ( string $pattern )
}

参考
» ICU formatting documentation
» ICU message formatting description
» ICU message formatters
» ICU choice formatters

MessageFormatter::create

MessageFormatter::__construct

msgfmt_create
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

http://icu-project.org/userguide/formatParse.html
http://icu-project.org/userguide/formatMessages.html
http://icu-project.org/apiref/icu4c/classMessageFormat.html#_details
http://icu-project.org/apiref/icu4c/classChoiceFormat.html#_details


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

MessageFormatter::create -- MessageFormatter::__construct -- msgfmt_create — 新しいメッセージフォーマッタを作成する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

MessageFormatter MessageFormatter::create ( string $locale , string $pattern )

オブジェクト指向型 (コンストラクタ):

MessageFormatter::__construct() ( string $locale , string $pattern )

手続き型

MessageFormatter msgfmt_create ( string $locale , string $pattern )

新しい Message Formatter を作成します。

パラメータ
locale

引数のフォーマットに用いるロケール。
pattern

引数を埋め込むパターン文字列。 パターンには、'アポストロフィに優しい' 構文を使用します。 » umsg_autoQuoteApostrophe を通してから解釈が行われます。

返り値

フォーマッタオブジェクトを返します。

例

例1 msgfmt_create() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create("en_US", "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree");
echo msgfmt_format($fmt, array(4560, 123, 4560/123));
$fmt = msgfmt_create("de", "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum");
echo msgfmt_format($fmt, array(4560, 123, 4560/123));
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter("en_US", "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree");
echo $fmt->format(array(4560, 123, 4560/123));
$fmt = new MessageFormatter("de", "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum");
echo $fmt->format(array(4560, 123, 4560/123));
?>

上の例の出力は以下となります。
4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree
4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum

参考

msgfmt_format() - メッセージをフォーマットする
msgfmt_parse() - パターンを使用して入力文字列をパースする
msgfmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
msgfmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

MessageFormatter::formatMessage

msgfmt_format_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::formatMessage -- msgfmt_format_message — 手早くメッセージをフォーマットする

説明

オブジェクト指向型

static string MessageFormatter::formatMessage ( string $locale , string $pattern , array $args )

http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/umsg_8h.html#9da796210146ff51d395affe4928f0b7
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手続き型

string msgfmt_format_message ( string $locale , string $pattern , array $args )

明示的にフォーマッタオブジェクトを作成せずに、 手早くメッセージをフォーマットする関数です。 この関数を使用するのは、 一度きりのフォーマット処理であってパラメータや状態を保持する必要がない場合です。

パラメータ
locale

ロケールに依存する部分をフォーマットする際に使用するロケール。
pattern

使用するパターン文字列。 パターンには、'アポストロフィに優しい' 構文を使用します。 » umsg_autoQuoteApostrophe を通してから解釈が行われます。
args

フォーマット文字列に埋め込む値の配列。

返り値

フォーマットしたパターン文字列を返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 msgfmt_format_message() の例
<?php
echo msgfmt_format_message("en_US", "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree", array(4560, 123, 4560/123));
echo msgfmt_format_message("de", "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum", array(4560, 123, 4560/123));
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
echo msgfmt_format_message("en_US", "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree", array(4560, 123, 4560/123));
echo msgfmt_format_message("de", "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum", array(4560, 123, 4560/123));
?>

上の例の出力は以下となります。
4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree
4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する
msgfmt_parse() - パターンを使用して入力文字列をパースする
msgfmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
msgfmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

MessageFormatter::format

msgfmt_format
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::format -- msgfmt_format — メッセージをフォーマットする

説明

オブジェクト指向型

string MessageFormatter::format ( array $args )

手続き型

string msgfmt_format ( MessageFormatter $fmt , array $args )

ロケールの規則にしたがってデータをフォーマット文字列に埋め込み、 メッセージをフォーマットします。

パラメータ
fmt

メッセージのフォーマッタ。

http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/umsg_8h.html#9da796210146ff51d395affe4928f0b7
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args

フォーマット文字列に埋め込む引数。

返り値

フォーマットした文字列を返します。 あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 msgfmt_format() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create("en_US", "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree");
echo msgfmt_format($fmt, array(4560, 123, 4560/123));
$fmt = msgfmt_create("de", "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum");
echo msgfmt_format($fmt, array(4560, 123, 4560/123));
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter("en_US", "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree");
echo $fmt->format(array(4560, 123, 4560/123));
$fmt = new MessageFormatter("de", "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum");
echo $fmt->format(array(4560, 123, 4560/123));
?>

上の例の出力は以下となります。
4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree
4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する
msgfmt_parse() - パターンを使用して入力文字列をパースする
msgfmt_format_message() - 手早くメッセージをフォーマットする
msgfmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
msgfmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

MessageFormatter::getErrorCode

msgfmt_get_error_code
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::getErrorCode -- msgfmt_get_error_code — 直近の操作のエラーコードを取得する

説明

オブジェクト指向型

int MessageFormatter::getErrorCode ( void )

手続き型

int msgfmt_get_error_code ( MessageFormatter $fmt )

直近の操作のエラーコードを取得します。

パラメータ
fmt

メッセージのフォーマッタ。

返り値

エラーコードを返します。UErrorCode の値のいずれかです。 初期値は U_ZERO_ERROR となります。

例

例1 msgfmt_get_error_code() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create("en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees");
$str = msgfmt_format($fmt, array());
if(!$str) {
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    echo "ERROR: ".msgfmt_get_error_message($fmt) . " (" . msgfmt_get_error_code($fmt) . ")\n";
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter("en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees");
$str = $fmt->format(array());
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".$fmt->getErrorMessage() . " (" . $fmt->getErrorCode() . ")\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
ERROR: msgfmt_format: not enough parameters: U_ILLEGAL_ARGUMENT_ERROR (1)

参考

msgfmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

MessageFormatter::getErrorMessage

msgfmt_get_error_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::getErrorMessage -- msgfmt_get_error_message — 直近の操作のエラーテキストを取得する

説明

オブジェクト指向型

string MessageFormatter::getErrorMessage ( void )

手続き型

string msgfmt_get_error_message ( MessageFormatter $fmt )

直近の操作のエラーテキストを取得します。

パラメータ
fmt

メッセージのフォーマッタ。

返り値

直近のエラーの説明を返します。

例

例1 msgfmt_get_error_message() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create("en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees");
$str = msgfmt_format($fmt, array());
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".msgfmt_get_error_message($fmt) . " (" . msgfmt_get_error_code($fmt) . ")\n";
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter("en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees");
$str = $fmt->format(array());
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".$fmt->getErrorMessage() . " (" . $fmt->getErrorCode() . ")\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
ERROR: msgfmt_format: not enough parameters: U_ILLEGAL_ARGUMENT_ERROR (1)

参考
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msgfmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

MessageFormatter::getLocale

msgfmt_get_locale
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::getLocale -- msgfmt_get_locale — フォーマッタを作成した際のロケールを取得する

説明

オブジェクト指向型

string MessageFormatter::getLocale ( void )

手続き型

string msgfmt_get_locale ( NumberFormatter $formatter )

フォーマッタを作成した際のロケールを取得します。

パラメータ
formatter

フォーマッタリソース。

返り値

ロケール名を返します。

例

例1 msgfmt_get_locale() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create('en_US', "Number {0,number}");
echo msgfmt_get_locale($fmt);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter('en_US', "Number {0,number}");
echo $fmt->getLocale();
?>

上の例の出力は以下となります。
en_US

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する

MessageFormatter::getPattern

msgfmt_get_pattern
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::getPattern -- msgfmt_get_pattern — フォーマッタが使用するパターンを取得する

説明

オブジェクト指向型

string MessageFormatter::getPattern ( void )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

手続き型

string msgfmt_get_pattern ( MessageFormatter $fmt )

フォーマッタが使用するパターンを取得します。

パラメータ
fmt

メッセージのフォーマッタ。

返り値

このメッセージフォーマッタのパターン文字列を返します。

例

例1 msgfmt_get_pattern() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create( "en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees" );
echo "Default pattern: '" . msgfmt_get_pattern( $fmt ) . "'\n";
echo "Formatting result: " . msgfmt_format( $fmt, array(123, 456) ) . "\n";

msgfmt_set_pattern( $fmt, "{0, number} trees hosting {1, number} monkeys" );
echo "New pattern: '" . msgfmt_get_pattern( $fmt ) . "'\n";
echo "Formatted number: " . msgfmt_format( $fmt, array(123, 456) ) . "\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter( "en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees" );
echo "Default pattern: '" . $fmt->getPattern() . "'\n";
echo "Formatting result: " . $fmt->format(array(123, 456)) . "\n";

$fmt->setPattern("{0, number} trees hosting {1, number} monkeys" );
echo "New pattern: '" . $fmt->getPattern() . "'\n";
echo "Formatted number: " . $fmt->format(array(123, 456)) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Default pattern: '{0,number} monkeys on {1,number} trees'
Formatting result: 123 monkeys on 456 trees
New pattern: '{0,number} trees hosting {1,number} monkeys'
Formatted number: 123 trees hosting 456 monkeys

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する
msgfmt_set_pattern() - フォーマッタが使用するパターンを設定する

MessageFormatter::parseMessage

msgfmt_parse_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::parseMessage -- msgfmt_parse_message — 手早く入力文字列をパースする

説明

オブジェクト指向型

static array MessageFormatter::parseMessage ( string $locale , string $pattern , string $source )

手続き型

array msgfmt_parse_message ( string $locale , string $pattern , string $value )

明示的にフォーマッタオブジェクトを作成せずに、 手早く入力文字列をパースします。 この関数を使用するのは、 一度きりのフォーマット処理であってパラメータや状態を保持する必要がない場合です。

パラメータ
locale

ロケールに依存する部分をパースする際に使用するロケール。
pattern
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value のパースに使うパターン。
source

パースする文字列。pattern を満たします。

返り値

取り出した項目を含む配列を返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 msgfmt_parse_message() の例
<?php
$fmt = msgfmt_parse_message('en_US', "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree",
                            "4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree");
var_export($fmt);

$fmt = msgfmt_parse_message('de', "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum", 
                            "4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum");
var_export($fmt);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = MessageFormatter::parseMessage('en_US', "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree",
                            "4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree");
var_export($fmt);

$fmt = MessageFormatter::parseMessage('de', "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum", 
                            "4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum");
var_export($fmt);
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
  0 => 4560,
  1 => 123,
  2 => 37.073,
)
array (
  0 => 4560,
  1 => 123,
  2 => 37.073,
)

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する
msgfmt_format_message() - 手早くメッセージをフォーマットする
msgfmt_parse() - パターンを使用して入力文字列をパースする

MessageFormatter::parse

msgfmt_parse
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::parse -- msgfmt_parse — パターンを使用して入力文字列をパースする

説明

オブジェクト指向型

array MessageFormatter::parse ( string $value )

手続き型

array msgfmt_parse ( MessageFormatter $fmt , string $value )

入力文字列をパースし、取り出した項目を配列で返します。

パラメータ
fmt

メッセージのフォーマッタ。
value

パースする文字列。
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返り値

取り出した項目を含む配列を返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 msgfmt_parse() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create('en_US', "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree");
$res = msgfmt_parse($fmt, "4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree");
var_export($res);

$fmt = msgfmt_create('de', "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum");
$res = msgfmt_parse($fmt, "4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum");
var_export($res);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter('en_US', "{0,number,integer} monkeys on {1,number,integer} trees make {2,number} monkeys per tree");
$res = $fmt->parse("4,560 monkeys on 123 trees make 37.073 monkeys per tree");
var_export($res);

$fmt = new MessageFormatter('de', "{0,number,integer} Affen auf {1,number,integer} Bäumen sind {2,number} Affen pro Baum");
$res = $fmt->parse("4.560 Affen auf 123 Bäumen sind 37,073 Affen pro Baum");
var_export($res);
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
  0 => 4560,
  1 => 123,
  2 => 37.073,
)
array (
  0 => 4560,
  1 => 123,
  2 => 37.073,
)

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する
msgfmt_format() - メッセージをフォーマットする
msgfmt_parse_message() - 手早く入力文字列をパースする

MessageFormatter::setPattern

msgfmt_set_pattern
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

MessageFormatter::setPattern -- msgfmt_set_pattern — フォーマッタが使用するパターンを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool MessageFormatter::setPattern ( string $pattern )

手続き型

bool msgfmt_set_pattern ( MessageFormatter $fmt , string $pattern )

フォーマッタが使用するパターンを設定します。

パラメータ
fmt

メッセージのフォーマッタ。
pattern

このメッセージフォーマッタで使用するパターン文字列。 パターンには、'アポストロフィに優しい' 構文を使用します。 » umsg_autoQuoteApostrophe を通してから解釈が行われます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/umsg_8h.html#9da796210146ff51d395affe4928f0b7
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例

例1 msgfmt_set_pattern() の例
<?php
$fmt = msgfmt_create( "en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees" );
echo "Default pattern: '" . msgfmt_get_pattern( $fmt ) . "'\n";
echo "Formatting result: " . msgfmt_format( $fmt, array(123, 456) ) . "\n";

msgfmt_set_pattern( $fmt, "{0, number} trees hosting {1, number} monkeys" );
echo "New pattern: '" . msgfmt_get_pattern( $fmt ) . "'\n";
echo "Formatted number: " . msgfmt_format( $fmt, array(123, 456) ) . "\n";
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new MessageFormatter( "en_US", "{0, number} monkeys on {1, number} trees" );
echo "Default pattern: '" . $fmt->getPattern() . "'\n";
echo "Formatting result: " . $fmt->format(array(123, 456)) . "\n";

$fmt->setPattern("{0, number} trees hosting {1, number} monkeys" );
echo "New pattern: '" . $fmt->getPattern() . "'\n";
echo "Formatted number: " . $fmt->format(array(123, 456)) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Default pattern: '{0,number} monkeys on {1,number} trees'
Formatting result: 123 monkeys on 456 trees
New pattern: '{0,number} trees hosting {1,number} monkeys'
Formatted number: 123 trees hosting 456 monkeys

参考

msgfmt_create() - 新しいメッセージフォーマッタを作成する
msgfmt_get_pattern() - フォーマッタが使用するパターンを取得する

目次
MessageFormatter::create — 新しいメッセージフォーマッタを作成する
MessageFormatter::formatMessage — 手早くメッセージをフォーマットする
MessageFormatter::format — メッセージをフォーマットする
MessageFormatter::getErrorCode — 直近の操作のエラーコードを取得する
MessageFormatter::getErrorMessage — 直近の操作のエラーテキストを取得する
MessageFormatter::getLocale — フォーマッタを作成した際のロケールを取得する
MessageFormatter::getPattern — フォーマッタが使用するパターンを取得する
MessageFormatter::parseMessage — 手早く入力文字列をパースする
MessageFormatter::parse — パターンを使用して入力文字列をパースする
MessageFormatter::setPattern — フォーマッタが使用するパターンを設定する

IntlDateFormatter クラス
導入
Date Formatter は、パターン文字列や出来合いのパターンを使用して ロケールに依存する日付のフォーマット/パースを行う具象クラスです。

このクラスは ICU の日付フォーマット機能を表します。 これを使用すると、パターン文字列や出来合いのパターンを使用して 日付を各地域のフォーマットで表示したり、 文字列をパースして PHP の日付として扱ったりすることができます。

クラス概要
IntlDateFormatter {
/* メソッド */
__construct ( string $locale , int $datetype , int $timetype [, string $timezone [, int $calendar [, string $pattern ]]] )
static IntlDateFormatter create ( string $locale , int $datetype , int $timetype [, string $timezone [, int $calendar [, string $pattern ]]] )
string format ( mixed $value )
int getCalendar ( void )
int getDateType ( void )
int getErrorCode ( void )
string getErrorMessage ( void )
string getLocale ([ int $which ] )
string getPattern ( void )
int getTimeType ( void )
string getTimeZoneId ( void )
bool isLenient ( void )
array localtime ( string $value [, int &$position ] )
int parse ( string $value [, int &$position ] )

$which
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bool setCalendar ( int  )
bool setLenient ( bool $lenient )
bool setPattern ( string $pattern )
bool setTimeZoneId ( string $zone )
}

参考
» ICU Date formatter

» ICU Date formats

定義済み定数
これらの定数は、DateType や TimeType のコンストラクタでさまざまなフォーマットを指定するために使用します。

IntlDateFormatter::NONE (integer)
この要素を含まない

IntlDateFormatter::FULL (integer)
完全に指定した形式 (Tuesday, April 12, 1952 AD あるいは 3:30:42pm PST)

IntlDateFormatter::LONG (integer)
長い形式 (January 12, 1952 あるいは 3:30:32pm)

IntlDateFormatter::MEDIUM (integer)
中間の形式 (Jan 12, 1952)

IntlDateFormatter::SHORT (integer)
不可欠なデータのみを扱う最も省略した形式 (12/13/52 あるいは 3:30pm)

次の整数定数は、暦の種類を指定するものです。 これらの暦は、すべてグレゴリオ暦にもとづくものです。 グレゴリオ暦以外の暦はロケールで指定しなければなりません。 たとえば、 locale="hi@calendar=BUDDHIST" のようになります。

IntlDateFormatter::TRADITIONAL (integer)
非グレゴリオ暦

IntlDateFormatter::GREGORIAN (integer)
グレゴリオ暦

IntlDateFormatter::create

datefmt_create

IntlDateFormatter::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::create -- datefmt_create -- IntlDateFormatter::__construct — Date Formatter を作成する

説明

オブジェクト指向型

static IntlDateFormatter IntlDateFormatter::create ( string $locale , int $datetype , int $timetype [, string $timezone [, int $calendar [, string $pattern ]]] )

オブジェクト指向型 (コンストラクタ)

IntlDateFormatter::__construct() ( string $locale , int $datetype , int $timetype [, string $timezone [, int $calendar [, string $pattern ]]] )

手続き型

IntlDateFormatter datefmt_create ( string $locale , int $datetype , int $timetype [, string $timezone [, int $calendar [, string $pattern ]]] )

Date Formatter を作成します。

パラメータ
locale

フォーマットやパースの際に使用するロケール。
datetype

使用する日付の形式 (none, short, medium, long, full)。 IntlDateFormatter の定数 のいずれかとなります。
timetype

http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/udat_8h.html#_details
http://www.icu-project.org/apiref/icu4c/classSimpleDateFormat.html#_details
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使用する時刻の形式 (none, short, medium, long, full)。 IntlDateFormatter の定数 のいずれかとなります。
timezone

タイムゾーン ID。デフォルトはシステムの設定となります。
calendar

フォーマットやパースの際に使用するカレンダー。デフォルトは Gregorian (グレゴリオ暦) です。これは IntlDateFormatter のカレンダー定数 のいずれかとなります。
pattern

フォーマットやパースの際に使用するオプションのパターン。 使えるパターンについては » http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime を参照ください。

返り値

例

例1 datefmt_create() の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL,
    'America/Los_Angeles', IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = datefmt_create( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL,
    'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);

$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL,
     'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "First Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = datefmt_create( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL,
     'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "Second Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL,
    'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "First Formatted output is ".$fmt->format(0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL, 
    'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second Formatted output is ".$fmt->format(0);

$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL, 
     'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "First Formatted output with pattern is ".$fmt->format(0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL,
      'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN , "MM/dd/yyyy");
echo "Second Formatted output with pattern is ".$fmt->format(0);
?>

上の例の出力は以下となります。
First Formatted output is Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT
Second Formatted output is Mittwoch, 31. Dezember 1969 16:00 Uhr GMT-08:00
First Formatted output with pattern is 12/31/1969
Second Formatted output with pattern is 12/31/1969
         

参考

datefmt_format() - 日付/時刻 の値を文字列としてフォーマットする
datefmt_parse() - 文字列をパースしてタイムスタンプにする
datefmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
datefmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

IntlDateFormatter::format

datefmt_format
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::format -- datefmt_format — 日付/時刻 の値を文字列としてフォーマットする

説明

オブジェクト指向型

string IntlDateFormatter::format ( mixed $value )

手続き型

string datefmt_format ( IntlDateFormatter $fmt , mixed $value )

http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime
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時刻の値を文字列としてフォーマットします。

パラメータ
fmt

Date Formatter リソース。
value

フォーマットする値。Unix タイムスタンプ (epoch からの経過秒数、UTC) を表す整数値、あるいは localtime() 用の配列となります。

返り値

フォーマットされた文字列、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 datefmt_format() の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = datefmt_create( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);

$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "First Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = datefmt_create( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "Second Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "First Formatted output is ".$fmt->format(0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second Formatted output is ".$fmt->format(0);

$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "First Formatted output with pattern is ".$fmt->format(0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN , "MM/dd/yyyy");
echo "Second Formatted output with pattern is ".$fmt->format(0);
?>

上の例の出力は以下となります。
First Formatted output is Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT
Second Formatted output is Mittwoch, 31. Dezember 1969 16:00 Uhr GMT-08:00
First Formatted output with pattern is 12/31/1969
Second Formatted output with pattern is 12/31/1969

参考

datefmt_create() - Date Formatter を作成する
datefmt_parse() - 文字列をパースしてタイムスタンプにする
datefmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
datefmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

IntlDateFormatter::getCalendar

datefmt_get_calendar
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getCalendar -- datefmt_get_calendar — IntlDateFormatter が使用するカレンダーを取得する

説明

オブジェクト指向型

int IntlDateFormatter::getCalendar ( void )

手続き型

int datefmt_get_calendar ( IntlDateFormatter $fmt )

パラメータ
fmt

Formatter 
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リソース。

返り値

Formatter が使用するカレンダーを返します。

例

例1 datefmt_get_calendar() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "calendar of the formatter is : ".datefmt_get_calendar($fmt);
datefmt_set_calendar($fmt,IntlDateFormatter::TRADITIONAL);
echo "Now calendar of the formatter is : ".datefmt_get_calendar($fmt);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "calendar of the formatter is : ".$fmt->getCalendar();
$fmt->setCalendar(IntlDateFormatter::TRADITIONAL);
echo "Now calendar of the formatter is : ".$fmt->getCalendar();

?>

上の例の出力は以下となります。
calendar of the formatter is : 1
Now calendar of the formatter is : 0

参考

datefmt_set_calendar() - 使用するカレンダーを設定する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::getDateType

datefmt_get_datetype
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getDateType -- datefmt_get_datetype — IntlDateFormatter が使用する日付形式を取得する

説明

オブジェクト指向型

int IntlDateFormatter::getDateType ( void )

手続き型

int datefmt_get_datetype ( IntlDateFormatter $fmt )

Formatter が使用する日付形式を返します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

Formatter の現在の 日付形式 の値を返します。

例

例1 datefmt_get_datetype() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "datetype of the formatter is : ".datefmt_get_datetype($fmt);
echo "First Formatted output with datetype is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::SHORT,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Now datetype of the formatter is : ".datefmt_get_datetype($fmt);
echo "Second Formatted output with datetype is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>
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例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN);
echo "datetype of the formatter is : ".$fmt->getDateType();
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::SHORT,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN);
echo "Now datetype of the formatter is : ".$fmt->getDateType();
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

上の例の出力は以下となります。
datetype of the formatter is : 0
First Formatted output is Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT
Now datetype of the formatter is : 2
Second Formatted output is 12/31/69 4:00:00 PM PT

参考

datefmt_get_timetype() - IntlDateFormatter が使用する時刻形式を取得する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::getErrorCode

datefmt_get_error_code
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getErrorCode -- datefmt_get_error_code — 直近の操作のエラーコードを取得する

説明

オブジェクト指向型

int IntlDateFormatter::getErrorCode ( void )

手続き型

int datefmt_get_error_code ( IntlDateFormatter $fmt )

直近の操作のエラーコードを取得します。 直近の数値フォーマット操作のエラーコードを返します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

エラーコードを返します。UErrorCode のいずれかの値となります。初期値は U_ZERO_ERROR です。

例

例1 datefmt_get_error_code() の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
$str = datefmt_format($fmt);
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".datefmt_get_error_message($fmt) . " (" . datefmt_get_error_code($fmt) . ")\n";
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
$str = $fmt->format();
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".$fmt->getErrorMessage() . " (" . $fmt->getErrorCode() . ")\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
ERROR: U_ZERO_ERROR (0)

参考

datefmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する
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intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

IntlDateFormatter::getErrorMessage

datefmt_get_error_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getErrorMessage -- datefmt_get_error_message — 直近の操作のエラーテキストを取得する

説明

オブジェクト指向型

string IntlDateFormatter::getErrorMessage ( void )

手続き型

string datefmt_get_error_message ( IntlDateFormatter $fmt )

直近の操作のエラーテキストを取得します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

直近のエラーの説明を返します。

例

例1 datefmt_get_error_message() の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
$str = datefmt_format($fmt);
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".datefmt_get_error_message($fmt) . " (" . datefmt_get_error_code($fmt) . ")\n";
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
$str = $fmt->format();
if(!$str) {
    echo "ERROR: ".$fmt->getErrorMessage() . " (" . $fmt->getErrorCode() . ")\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
ERROR: U_ZERO_ERROR (0)

参考

datefmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

IntlDateFormatter::getLocale

datefmt_get_locale
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getLocale -- datefmt_get_locale — Formatter が使用するロケールを取得する
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説明

オブジェクト指向型

string IntlDateFormatter::getLocale ([ int $which ] )

手続き型

string datefmt_get_locale ( IntlDateFormatter $fmt [, int $which ] )

Formatter が使用するロケールを取得します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
hich

妥当なロケールか実際のロケール (それぞれ Locale::VALID_LOCALE、 Locale::ACTUAL_LOCALE) のいずれかを選択します。デフォルトは「実際の (actual)」ロケールです。

返り値

この Formatter のロケール、あるいはエラーの場合は 'false' を返します。

例

例1 datefmt_get_locale() の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "locale of the formatter is : ".datefmt_get_locale($fmt);
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
echo "locale of the formatter is : ".datefmt_get_locale($fmt);
$fmt = datefmt_create( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "locale of the formatter is : ".$fmt->getLocale();
echo "First Formatted output is ".$fmt->format(0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "locale of the formatter is : ".$fmt->getLocale();
echo "Second Formatted output is ".$fmt->format(0);

?>

上の例の出力は以下となります。
locale of the formatter is : en
First Formatted output is Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT
locale of the formatter is : de
Second Formatted output is Mittwoch, 31. Dezember 1969 16:00 Uhr GMT-08:00

参考

datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::getPattern

datefmt_get_pattern
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getPattern -- datefmt_get_pattern — IntlDateFormatter が使用するパターンを取得する

説明

オブジェクト指向型

string IntlDateFormatter::getPattern ( void )

手続き型

string datefmt_get_pattern ( IntlDateFormatter $fmt )
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Formatter が使用するパターンを取得します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

フォーマット/パース 時に使用するパターン文字列を返します。

例

例1 datefmt_get_pattern() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "pattern of the formatter is : ".datefmt_get_pattern($fmt);
echo "First Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);
datefmt_set_pattern($fmt,'yyyymmdd hh:mm:ss z');
echo "Now pattern of the formatter is : ".datefmt_get_pattern($fmt);
echo "Second Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN,"MM/dd/yyyy"  );
echo "pattern of the formatter is : ".$fmt->getPattern();
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt->setPattern('yyyymmdd hh:mm:ss z');
echo "Now pattern of the formatter is : ".$fmt->getPattern();
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
?>

上の例の出力は以下となります。
pattern of the formatter is : MM/dd/yyyy
First Formatted output is 12/31/1969
Now pattern of the formatter is : yyyymmdd hh:mm:ss z
Second Formatted output is 19690031 04:00:00 PST

参考

datefmt_set_pattern() - IntlDateFormatter が使用するパターンを設定する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::getTimeType

datefmt_get_timetype
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getTimeType -- datefmt_get_timetype — IntlDateFormatter が使用する時刻形式を取得する

説明

オブジェクト指向型

int IntlDateFormatter::getTimeType ( void )

手続き型

int datefmt_get_timetype ( IntlDateFormatter $fmt )

Formatter が使用する時刻形式を返します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

Formatter の現在の 日付形式 の値を返します。

例
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例1 datefmt_get_timetype() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "timetype of the formatter is : ".datefmt_get_timetype($fmt);
echo "First Formatted output with timetype is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::SHORT,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Now timetype of the formatter is : ".datefmt_get_timetype($fmt);
echo "Second Formatted output with timetype is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN);
echo "timetype of the formatter is : ".$fmt->getTimeType();
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::SHORT,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN);
echo "Now timetype of the formatter is : ".$fmt->getTimeType();
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

上の例の出力は以下となります。
timetype of the formatter is : 0
First Formatted output is Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT
Now timetype of the formatter is : 3
Second Formatted output is Wednesday, December 31, 1969 4:00 PM

参考

datefmt_get_datetype() - IntlDateFormatter が使用する日付形式を取得する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::getTimeZoneId

datefmt_get_timezone_id
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::getTimeZoneId -- datefmt_get_timezone_id — IntlDateFormatter が使用するタイムゾーン ID を取得する

説明

オブジェクト指向型

string IntlDateFormatter::getTimeZoneId ( void )

手続き型

string datefmt_get_timezone_id ( IntlDateFormatter $fmt )

IntlDateFormatter が使用するタイムゾーン ID を取得します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

この Formatter が使用するタイムゾーンの ID 文字列を返します。

例

例1 datefmt_get_timezone_id() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "timezone_id of the formatter is : ".datefmt_get_timezone_id($fmt);
datefmt_set_timezone_id($fmt,'CN');
echo "Now timezone_id of the formatter is : ".datefmt_get_timezone_id($fmt);

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "timezone_id of the formatter is : ".$fmt->getTimezoneId();
$fmt->setTimezoneId('CN');



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

echo "Now timezone_id of the formatter is : ".$fmt->getTimezoneId();

?>

上の例の出力は以下となります。
timezone_id of the formatter is : America/Los_Angeles
Now timezone_id of the formatter is : CN

参考

datefmt_set_timezone_id() - 使用するタイムゾーンを設定する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::isLenient

datefmt_is_lenient
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::isLenient -- datefmt_is_lenient — IntlDateFormatter で使用する寛大さを取得する

説明

オブジェクト指向型

bool IntlDateFormatter::isLenient ( void )

手続き型

bool datefmt_is_lenient ( IntlDateFormatter $fmt )

パターンに正確にマッチしていない入力の処理を、 パーサが厳格に行うのか寛大に行うのかを調べます。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。

返り値

寛大なパーサの場合は TRUE、厳格なパーサの場合は FALSE 返します。 デフォルトのパーサは厳格なパーサです。

例

例1 datefmt_is_lenient() の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US", IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL, 'America/Los_Angeles', IntlDateFormatter::GREGORIAN, "dd/mm/yyyy");
echo "lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}
datefmt_set_lenient($fmt,false);
echo "Now lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter("en_US", IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL, 'America/Los_Angeles', IntlDateFormatter::GREGORIAN, "dd/mm/yyyy"  );
echo "lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
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$fmt->parse("35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .$fmt->parse("35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}

$fmt->setLenient(FALSE);
echo "Now lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
$fmt->parse("35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .$fmt->parse("35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}

?>

上の例の出力は以下となります。
lenient of the formatter is : TRUE
Trying to do parse('35/13/1971').
Result is : -2147483
Now lenient of the formatter is : FALSE
Trying to do parse('35/13/1971').
Result is : Error_msg is : Date parsing failed: U_PARSE_ERROR Error_code is : 9

参考

datefmt_set_lenient() - パーサの寛大さを設定する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::localtime

datefmt_localtime
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::localtime -- datefmt_localtime — 文字列をパースして、フィールドベースの時刻値にする

説明

オブジェクト指向型

array IntlDateFormatter::localtime ( string $value [, int &$position ] )

手続き型

array datefmt_localtime ( IntlDateFormatter $fmt , string $value [, int &$position ] )

文字列 $value を変換し、フィールドベースの時刻値 (各フィールドを含む配列) にします。$parse_pos からパースを開始し、入力値を可能な限り使用します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
value

時間に変換する文字列。
position

$value のパースを開始する位置 (ゼロから数えます)。 $value を処理する前にエラーが発生していない場合は $parse_pos は -1 となります。それ以外の場合はパースが終了した位置となります (そしてエラーが発生します)。 この変数には、パースが失敗した場合にその
終了位置が含まれます。 $parse_pos > strlen($value) の場合、パースは即時に失敗します。

返り値

Localtime 互換の、整数値の配列を返します。 tm_hour フィールド内の、24 時間制の時刻の値を含みます。

例

例1 datefmt_localtime() の例
<?php

$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
$arr = datefmt_localtime( $fmt, "Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT",0);
echo "First parsed output is ";
if ($arr) {
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    foreach ($arr as $key => $value) {
        echo "$key : $value , ";
    }
}

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
$arr = $fmt->localtime( "Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT",0);
echo "First parsed output is ";
if ($arr) {
    foreach ($arr as $key => $value) {
        echo "$key : $value , ";
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
First parsed output is tm_sec : 0 , tm_min : 0 , tm_hour : 16 , tm_year : 1969 , 
tm_mday : 31 , tm_wday : 4 , tm_yday : 365 , tm_mon : 11 , tm_isdst : 0 , 

参考

datefmt_create() - Date Formatter を作成する
datefmt_format() - 日付/時刻 の値を文字列としてフォーマットする
datefmt_parse() - 文字列をパースしてタイムスタンプにする
datefmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
datefmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

IntlDateFormatter::parse

datefmt_parse
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::parse -- datefmt_parse — 文字列をパースしてタイムスタンプにする

説明

オブジェクト指向型

int IntlDateFormatter::parse ( string $value [, int &$position ] )

手続き型

int datefmt_parse ( IntlDateFormatter $fmt , string $value [, int &$position ] )

文字列 $value を時間に変換します。$parse_pos からパースを開始し、 入力値を可能な限り使用します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
value

時間に変換する文字列。
position

$value のパースを開始する位置 (ゼロから数えます)。 $value を処理する前にエラーが発生していない場合は $parse_pos は -1 となります。それ以外の場合はパースが終了した位置となります (そしてエラーが発生します)。 この変数には、パースが失敗した場合にその
終了位置が含まれます。 $parse_pos > strlen($value) の場合、パースは即時に失敗します。

返り値

タイムスタンプとしてパースされた値を返します。

例

例1 datefmt_parse() の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "First parsed output is ".$fmt->parse("Wednesday, December 31, 1969 4:00:00 PM PT");
$fmt = new IntlDateFormatter( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second parsed output is ".$fmt->parse("Mittwoch, 31. Dezember 1969 16:00 Uhr GMT-08:00");
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?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = datefmt_create( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "First parsed output is ".datefmt_parse( $fmt ,  "Wednesday, December 20, 1989 4:00:00 PM PT");
$fmt = datefmt_create( "de-DE" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "Second parsed output is ".datefmt_parse( $fmt , "Mittwoch, 20. Dezember 1989 16:00 Uhr GMT-08:00");
?>

上の例の出力は以下となります。
First parsed output is 630201600
Second parsed output is 630201600

参考

datefmt_create() - Date Formatter を作成する
datefmt_format() - 日付/時刻 の値を文字列としてフォーマットする
datefmt_localtime() - 文字列をパースして、フィールドベースの時刻値にする
datefmt_get_error_code() - 直近の操作のエラーコードを取得する
datefmt_get_error_message() - 直近の操作のエラーテキストを取得する

IntlDateFormatter::setCalendar

datefmt_set_calendar
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::setCalendar -- datefmt_set_calendar — 使用するカレンダーを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool IntlDateFormatter::setCalendar ( int $which )

手続き型

bool datefmt_set_calendar ( IntlDateFormatter $fmt , int $which )

Formatter が使用するカレンダーを設定します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
which

使用する カレンダー。 デフォルトは IntlDateFormatter::GREGORIAN です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 datefmt_set_calendar() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "calendar of the formatter is : ".datefmt_get_calendar($fmt);
datefmt_set_calendar($fmt,IntlDateFormatter::TRADITIONAL);
echo "Now calendar of the formatter is : ".datefmt_get_calendar($fmt);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "calendar of the formatter is : ".$fmt->getCalendar();
$fmt->setCalendar(IntlDateFormatter::TRADITIONAL);
echo "Now calendar of the formatter is : ".$fmt->getCalendar();
?>

上の例の出力は以下となります。
calendar of the formatter is : 1
Now calendar of the formatter is : 0
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参考

datefmt_get_calendar() - IntlDateFormatter が使用するカレンダーを取得する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::setLenient

datefmt_set_lenient
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::setLenient -- datefmt_set_lenient — パーサの寛大さを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool IntlDateFormatter::setLenient ( bool $lenient )

手続き型

bool datefmt_set_lenient ( IntlDateFormatter $fmt , bool $lenient )

パターンに正確にマッチしていない入力の処理を、 パーサが厳格に行うのか寛大に行うのかを定義します。 寛大なパースを有効にすると、日付や時刻のパターンに不備がある場合でも 可能な限り値を取得しようと試みます。余計な空白があったり 理解不能なトークンがあった
り、あるいは値が無効な場合 ("Feburary 30th") は処理できません。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
lenient

パーサを寛大なものにするかどうか。デフォルトは FALSE (厳格) です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 datefmt_set_lenient() の例
<?php
$fmt = datefmt_create("en_US", IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL, 'America/Los_Angeles', IntlDateFormatter::GREGORIAN, "dd/mm/yyyy");
echo "lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}
datefmt_set_lenient($fmt,false);
echo "Now lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .datefmt_parse($fmt,"35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}

?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter("en_US", IntlDateFormatter::FULL, IntlDateFormatter::FULL, 'America/Los_Angeles', IntlDateFormatter::GREGORIAN, "dd/mm/yyyy");
echo "lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
$fmt->parse("35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .$fmt->parse("35/13/1971");
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if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}

$fmt->setLenient(FALSE);
echo "Now lenient of the formatter is : ";
if( $fmt->isLenient() ){
        echo('TRUE');
}else{
        echo('FALSE');
}
$fmt->parse("35/13/1971");
echo "\n Trying to do parse('35/13/1971').Result is : " .$fmt->parse("35/13/1971");
if( intl_get_error_code() !=0 ){
        echo "Error_msg is : ".intl_get_error_message();
        echo "Error_code is : ".intl_get_error_code();
}

?>

上の例の出力は以下となります。
lenient of the formatter is : TRUE
Trying to do parse('35/13/1971').
Result is : -2147483
Now lenient of the formatter is : FALSE
Trying to do parse('35/13/1971').
Result is : Error_msg is : Date parsing failed: U_PARSE_ERROR Error_code is : 9

参考

datefmt_is_lenient() - IntlDateFormatter で使用する寛大さを取得する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::setPattern

datefmt_set_pattern
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::setPattern -- datefmt_set_pattern — IntlDateFormatter が使用するパターンを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool IntlDateFormatter::setPattern ( string $pattern )

手続き型

bool datefmt_set_pattern ( IntlDateFormatter $fmt , string $pattern )

IntlDateFormatter が使用するパターンを取得します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
pattern

使用するパターン文字列。 使えるパターンについては » http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 間違ったフォーマット文字列を指定すると、失敗します。

例

例1 datefmt_set_pattern() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  ,"MM/dd/yyyy");
echo "pattern of the formatter is : ".datefmt_get_pattern($fmt);
echo "First Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);
datefmt_set_pattern($fmt,'yyyymmdd hh:mm:ss z');
echo "Now pattern of the formatter is : ".datefmt_get_pattern($fmt);
echo "Second Formatted output with pattern is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

例2 オブジェクト指向の例

http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime
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<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN,"MM/dd/yyyy"  );
echo "pattern of the formatter is : ".$fmt->getPattern();
echo "First Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);
$fmt->setPattern('yyyymmdd hh:mm:ss z');
echo "Now pattern of the formatter is : ".$fmt->getPattern();
echo "Second Formatted output is ".datefmt_format( $fmt , 0);

?>

上の例の出力は以下となります。
pattern of the formatter is : MM/dd/yyyy
First Formatted output with pattern is 12/31/1969
Now pattern of the formatter is : yyyymmdd hh:mm:ss z
Second Formatted output with pattern is 19690031 04:00:00 PST

参考

datefmt_get_pattern() - IntlDateFormatter が使用するパターンを取得する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

IntlDateFormatter::setTimeZoneId

datefmt_set_timezone_id
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

IntlDateFormatter::setTimeZoneId -- datefmt_set_timezone_id — 使用するタイムゾーンを設定する

説明

オブジェクト指向型

bool IntlDateFormatter::setTimeZoneId ( string $zone )

手続き型

bool datefmt_set_timezone_id ( IntlDateFormatter $fmt , string $zone )

使用するタイムゾーンを設定します。

パラメータ
fmt

Formatter リソース。
zone

使用するタイムゾーンのゾーン ID 文字列。 NULL あるいは空文字列を指定すると、 実行時のデフォルトタイムゾーンを使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 datefmt_set_timezone_id() の例
<?php
$fmt = datefmt_create(  "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "timezone_id of the formatter is : ".datefmt_get_timezone_id($fmt);
datefmt_set_timezone_id($fmt,'CN');
echo "Now timezone_id of the formatter is : ".datefmt_get_timezone_id($fmt);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$fmt = new IntlDateFormatter( "en_US" ,IntlDateFormatter::FULL,IntlDateFormatter::FULL,'America/Los_Angeles',IntlDateFormatter::GREGORIAN  );
echo "timezone_id of the formatter is : ".$fmt->getTimezoneId();
$fmt->setTimezoneId('CN');
echo "Now timezone_id of the formatter is : ".$fmt->getTimezoneId();

?>

上の例の出力は以下となります。
timezone_id of the formatter is : America/Los_Angeles
Now timezone_id of the formatter is : CN

参考
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datefmt_get_timezone_id() - IntlDateFormatter が使用するタイムゾーン ID を取得する
datefmt_create() - Date Formatter を作成する

目次
IntlDateFormatter::create — Date Formatter を作成する
IntlDateFormatter::format — 日付/時刻 の値を文字列としてフォーマットする
IntlDateFormatter::getCalendar — IntlDateFormatter が使用するカレンダーを取得する
IntlDateFormatter::getDateType — IntlDateFormatter が使用する日付形式を取得する
IntlDateFormatter::getErrorCode — 直近の操作のエラーコードを取得する
IntlDateFormatter::getErrorMessage — 直近の操作のエラーテキストを取得する
IntlDateFormatter::getLocale — Formatter が使用するロケールを取得する
IntlDateFormatter::getPattern — IntlDateFormatter が使用するパターンを取得する
IntlDateFormatter::getTimeType — IntlDateFormatter が使用する時刻形式を取得する
IntlDateFormatter::getTimeZoneId — IntlDateFormatter が使用するタイムゾーン ID を取得する
IntlDateFormatter::isLenient — IntlDateFormatter で使用する寛大さを取得する
IntlDateFormatter::localtime — 文字列をパースして、フィールドベースの時刻値にする
IntlDateFormatter::parse — 文字列をパースしてタイムスタンプにする
IntlDateFormatter::setCalendar — 使用するカレンダーを設定する
IntlDateFormatter::setLenient — パーサの寛大さを設定する
IntlDateFormatter::setPattern — IntlDateFormatter が使用するパターンを設定する
IntlDateFormatter::setTimeZoneId — 使用するタイムゾーンを設定する

ResourceBundle クラス
導入
ローカライズしたソフトウェア製品には、 現在のロケールによって切り替えるデータのセットが必要となることがよくあります。 たとえばメッセージやラベル、書式パターンなどです。 ICU のリソース機能を使うと、リソースセットを定義することができます。 ロケールに基
づいてアプリケーションからこれを読み込み、 ロケールにかかわらず統一された方法でアクセスすることができます。

このクラスは ICU のリソースデータファイルへのアクセスを実装しています。 このファイルはバイナリデータの配列で、ICU がローカライズしたデータを保存するために使っています。

ICU リソースバンドルには、シンプルなリソースと複雑なリソースを保持することができます。 複雑なリソースとはコンテナ形式のもので、数値添字あるいは文字列添字 (PHP の配列と同じ) のいずれかの形式になります。シンプルなリソースは 文字列、整数、バイナリデータ
フィールド、整数の配列 のいずれかの型となります。

ResourceBundle からデータにアクセスするには、 配列を使う方法と foreach を使う方法、そしてクラスメソッドを使う方法があります。 シンプルなリソースの場合は PHP の値、複雑なリソースの場合は ResourceBundle オブジェクトとして取得できます。 リソースはす
べて読み込み専用となります。

クラス概要
ResourceBundle {
/* メソッド */
__construct ( string $locale , string $bundlename [, bool $fallback ] )
int count ( void )
static ResourceBundle create ( string $locale , string $bundlename [, bool $fallback ] )
int getErrorCode ( void )
string getErrorMessage ( void )
mixed get ( string|int $index )
array getLocales ( void )
}

参考
» ICU Resource Management
» ICU Data

ResourceBundle::count

resourcebundle_count
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ResourceBundle::count -- resourcebundle_count — バンドル内の要素数を取得する

説明

http://userguide.icu-project.org/locale/resources
http://userguide.icu-project.org/icudata
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オブジェクト指向型

int ResourceBundle::count ( void )

手続き型

int resourcebundle_count ( ResourceBundle $r )

バンドル内の要素数を取得します。

パラメータ
r

ResourceBundle オブジェクト。

返り値

バンドル内の要素数を返します。

例

例1 resourcebundle_count() の例
<?php
$r = resourcebundle_create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo resourcebundle_count($r);
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$r = new ResourceBundle( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r->count();
?>

上の例の出力は以下となります。
42

参考

resourcebundle_get() - バンドルからデータを取得する

ResourceBundle::create

resourcebundle_create

ResourceBundle::__construct
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ResourceBundle::create -- resourcebundle_create -- ResourceBundle::__construct — リソースバンドルを作成する

説明

オブジェクト指向型 (メソッド)

static ResourceBundle ResourceBundle::create ( string $locale , string $bundlename [, bool $fallback ] )

手続き型

ResourceBundle resourcebundle_create ( string $locale , string $bundlename [, bool $fallback ] )

オブジェクト指向型 (コンストラクタ)

ResourceBundle::__construct() ( string $locale , string $bundlename [, bool $fallback ] )

リソースバンドルを作成します。

パラメータ
locale

リソースバンドルを読み込むロケール (en_CA などのロケール名)。
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bundlename

データが格納されているディレクトリ、あるいは .dat ファイル名。
fallback

ロケールを完全一致とするか、あるいは代替として親ロケールを使うことを許可するか。

返り値

ResourceBundle オブジェクト、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 resourcebundle_create() の例
<?php
$r = resourcebundle_create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r['teststring'];
?>

例2 ResourceBundle::create() の例
<?php
$r = ResourceBundle::create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r['teststring'];
?>

上の例の出力は以下となります。
¡Hola, mundo!

参考

resourcebundle_get() - バンドルからデータを取得する

ResourceBundle::getErrorCode

resourcebundle_get_error_code
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ResourceBundle::getErrorCode -- resourcebundle_get_error_code — バンドルの直近のエラーコードを取得する

説明

オブジェクト指向型

int ResourceBundle::getErrorCode ( void )

手続き型

int resourcebundle_get_error_code ( ResourceBundle $r )

バンドルオブジェクトが最後に実行した関数のエラーコードを取得します。

パラメータ
r

ResourceBundle オブジェクト。

返り値

バンドルオブジェクトの最後の関数コールからのエラーコードを返します。

例

例1 resourcebundle_get_error_code() の例
<?php
$r = resourcebundle_create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r['somestring'];
if(intl_is_failure(resourcebundle_get_error_code($r))) {
    report_error("Bundle error");
}
?>
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例2 オブジェクト指向の例
<?php
$r = new ResourceBundle( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r['somestring'];
if(intl_is_failure(ResourceBundle::getErrorCode($r))) {
    report_error("Bundle error");
}
?>

参考

resourcebundle_get_error_message() - バンドルの直近のエラーメッセージを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

ResourceBundle::getErrorMessage

resourcebundle_get_error_message
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ResourceBundle::getErrorMessage -- resourcebundle_get_error_message — バンドルの直近のエラーメッセージを取得する

説明

オブジェクト指向型

string ResourceBundle::getErrorMessage ( void )

手続き型

string resourcebundle_get_error_message ( ResourceBundle $r )

バンドルオブジェクトが最後に実行した関数のエラーメッセージを取得します。

パラメータ
r

ResourceBundle オブジェクト。

返り値

バンドルオブジェクトの最後の関数コールからのエラーメッセージを返します。

例

例1 resourcebundle_get_error_message() の例
<?php
$r = resourcebundle_create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r['somestring'];
if(intl_is_failure(resourcebundle_get_error_code($r))) {
    report_error("Bundle error: ".resourcebundle_get_error_message($r));
}
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$r = new ResourceBundle( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r['somestring'];
if(intl_is_failure(ResourceBundle::getErrorCode($r))) {
    report_error("Bundle error: ".ResourceBundle::getErrorMessage($r));
}
?>

参考

resourcebundle_get_error_code() - バンドルの直近のエラーコードを取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

ResourceBundle::get
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resourcebundle_get
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ResourceBundle::get -- resourcebundle_get — バンドルからデータを取得する

説明

オブジェクト指向型

mixed ResourceBundle::get ( string|int $index )

手続き型

mixed resourcebundle_get ( ResourceBundle $r , string|int $index )

インデックスあるいは文字列キーを指定して、バンドルからデータを取得します。

パラメータ
r

ResourceBundle オブジェクト。
index

データのインデックス。文字列あるいは整数値となります。

返り値

指定したインデックスのデータ、あるいはエラー時に NULL を返します。 文字列、整数値、バイナリデータ文字列は、それぞれに対応する PHP の型として返します。 整数の配列は PHP の配列として返します。複雑な型は ResourceBundle オブジェクトとして返します。

例

例1 resourcebundle_get() の例
<?php
$r = resourcebundle_create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo resourcebundle_get($r, 'somestring');
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$r = new ResourceBundle( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo $r->get('somestring');
?>

上の例の出力は以下となります。
?Hola, mundo!

参考

resourcebundle_count() - バンドル内の要素数を取得する

ResourceBundle::getLocales

resourcebundle_locales
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

ResourceBundle::getLocales -- resourcebundle_locales — サポートするロケールを取得する

説明

オブジェクト指向型

array ResourceBundle::getLocales ( void )

手続き型

array resourcebundle_locales ( ResourceBundle $r )

バンドルがサポートするロケールの一覧を取得します。 この一覧は res_index というバンドルテーブルから取得します。 ここには InstalledLocales というテーブルが含まれており、 ロケールがキーとして格納されています。 この関数を動作させるためには、データディレクト
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リ内の .res ファイルあるいは .dat ファイルの一部としてバンドルが存在しなければなりません。

パラメータ
r

ResourceBundle オブジェクト。

返り値

このバンドルがサポートするロケールの一覧を返します。

例

例1 resourcebundle_locales() の例
<?php
$r = resourcebundle_create( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo join("\n", resourcebundle_locales($r));
?>

例2 オブジェクト指向の例
<?php
$r = new ResourceBundle( 'es', "/usr/share/data/myapp");
echo join("\n", $r->getLocales());
?>

上の例の出力は以下となります。
es
root

参考

resourcebundle_get() - バンドルからデータを取得する

目次
ResourceBundle::count — バンドル内の要素数を取得する
ResourceBundle::create — リソースバンドルを作成する
ResourceBundle::getErrorCode — バンドルの直近のエラーコードを取得する
ResourceBundle::getErrorMessage — バンドルの直近のエラーメッセージを取得する
ResourceBundle::get — バンドルからデータを取得する
ResourceBundle::getLocales — サポートするロケールを取得する

Grapheme 関数

grapheme_extract
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_extract — デフォルトの書記素クラスタシーケンスをテキストバッファから取り出す関数。 テキストは UTF-8 でエンコードされている必要があります

説明

手続き型

string grapheme_extract ( string $haystack , int $size [, int $extract_type [, int $start = 0 [, int &$next ]]] )

デフォルトの書記素クラスタシーケンスをテキストバッファから取り出す関数です。 テキストは UTF-8 でエンコードされている必要があります。

パラメータ
haystack

検索する文字列。
size

返す項目 ($extract_type に基づく) の最大数。
extract_type
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$size パラメータの単位の形式を指定します。

GRAPHEME_EXTR_COUNT (default) - $size は、 抽出するデフォルト書記素クラスタの数です。
GRAPHEME_EXTR_MAXBYTES - $size は、返すバイト数の最大値です。
GRAPHEME_EXTR_MAXCHARS - $size は、返す UTF-8 文字数の最大値です。

start

$haystack 内での開始位置をバイト数で指定します。 指定する場合は、0 から $haystack のバイト数までの値でなければなりません。 $start が指す位置が UTF-8 文字の先頭バイトでない場合は、 その次の文字の先頭から開始します。
next

次の開始位置への参照が設定されます。 この関数をコールすると、文字列の最後の部分の先頭バイトを指すことになります。

返り値

オフセット $start から始まり、 指定した $size と $extract_type を満たす、 デフォルトの書記素クラスタバウンダリで終わる文字列を返します。

例

例1 grapheme_extract() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

print urlencode(grapheme_extract( $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd, 1, GRAPHEME_EXTR_COUNT, 2));

?>

上の例の出力は以下となります。
o%CC%88

参考

grapheme_substr() - 部分文字列を返す
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_stripos
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_stripos — 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける

説明

手続き型

int grapheme_stripos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つけます。

パラメータ
haystack

探す対象となる文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
needle

探したい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
offset

オプションの $offset パラメータで、$haystack のどの位置 (バイト数や文字数ではなく、書記素単位) から探し始めるのかを指定します。 $offset の値にかかわらず、返される値は常に haystack の先頭からの位置になります。

返り値

位置を表す整数値を返します。needle が見つからない場合は grapheme_stripos() は FALSE を返します。

例

例1 grapheme_stripos() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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$char_O_diaeresis_nfd = "O\xCC\x88"; // 'LATIN CAPITAL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00D6) normalization form "D"

print grapheme_stripos( $char_a_ring_nfd . $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd, $char_O_diaeresis_nfd);

?>

上の例の出力は以下となります。
2

参考

grapheme_stristr() - 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_strpos() - 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strrpos() - 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr() - haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_stristr
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_stristr — 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す

説明

手続き型

string grapheme_stristr ( string $haystack , string $needle [, bool $before_needle = false ] )

大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返します。

パラメータ
haystack

入力文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
needle

探したい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
before_needle

TRUE の場合、grapheme_strstr() は needle が最初に登場した場所より前の部分文字列を返します。

返り値

$haystack の部分文字列、あるいは $needle が見つからなかった場合に FALSE を返します。

例

例1 grapheme_stristr() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"
$char_O_diaeresis_nfd = "O\xCC\x88"; // 'LATIN CAPITAL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00D6) normalization form "D"

print urlencode(grapheme_stristr( $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd . $char_a_ring_nfd, $char_O_diaeresis_nfd));

?>

上の例の出力は以下となります。
o%CC%88a%CC%8A

参考

grapheme_stripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strpos() - 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strrpos() - 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr() - haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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grapheme_strlen
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_strlen — 書記素単位で文字列の長さを取得する

説明

手続き型

int grapheme_strlen ( string $input )

書記素単位 (バイト数や文字数ではありません) で文字列の長さを取得します。

パラメータ
input

長さを調べたい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。

返り値

成功した場合に文字列の長さ。文字列が空の場合に 0 を返します。

例

例1 grapheme_strlen() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

print grapheme_strlen( 'abc' . $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd . $char_a_ring_nfd);

?>

上の例の出力は以下となります。
6

参考

» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_strpos
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_strpos — 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける

説明

手続き型

int grapheme_strpos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つけます。

パラメータ
haystack

探す対象となる文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
needle

探したい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
offset

オプションの $offset パラメータで、$haystack のどの位置 (バイト数や文字数ではなく、書記素単位) から探し始めるのかを指定します。 $offset の値にかかわらず、返される値は常に haystack の先頭からの位置になります。

返り値

位置を表す整数値を返します。needle が見つからない場合は strpos() は FALSE を返します。

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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例

例1 grapheme_strpos() example

<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

print grapheme_strpos( $char_a_ring_nfd . $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd, $char_o_diaeresis_nfd);

?>

上の例の出力は以下となります。
2

参考

grapheme_stripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_stristr() - 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_strripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strrpos() - 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr() - haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_strripos
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_strripos — 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける

説明

手続き型

int grapheme_strripos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つけます。

パラメータ
haystack

探す対象となる文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
needle

探したい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
offset

オプションの $offset パラメータで、$haystack のどの位置 (バイト数や文字数ではなく、書記素単位) から探し始めるのかを指定します。 $offset の値にかかわらず、返される値は常に haystack の先頭からの位置になります。

返り値

位置を表す整数値を返します。needle が見つからない場合は grapheme_strripos() は FALSE を返します。

例

例1 grapheme_strripos() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"
$char_O_diaeresis_nfd = "O\xCC\x88"; // 'LATIN CAPITAL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00D6) normalization form "D"

print grapheme_strripos( $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd . $char_o_diaeresis_nfd, $char_O_diaeresis_nfd);

?>

上の例の出力は以下となります。
2

参考

grapheme_stripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_stristr() - 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_strpos() - 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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grapheme_strrpos() - 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr() - haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_strrpos
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_strrpos — 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける

説明

手続き型

int grapheme_strrpos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つけます。

パラメータ
haystack

探す対象となる文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
needle

探したい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
offset

オプションの $offset パラメータで、$haystack のどの位置 (バイト数や文字数ではなく、書記素単位) から探し始めるのかを指定します。 $offset の値にかかわらず、返される値は常に haystack の先頭からの位置になります。

返り値

位置を表す整数値を返します。needle が見つからない場合は grapheme_strrpos() は FALSE を返します。

例

例1 grapheme_strrpos() example

<?php
$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

print grapheme_strrpos( $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd . $char_o_diaeresis_nfd, $char_o_diaeresis_nfd);
?>

上の例の出力は以下となります。
2

参考

grapheme_stripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_stristr() - 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_strpos() - 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr() - haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_strstr
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_strstr — haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す

説明

手続き型

string grapheme_strstr ( string $haystack , string $needle [, bool $before_needle = false ] )

haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返します。

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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パラメータ
haystack

入力文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
needle

探したい文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
before_needle

TRUE の場合、grapheme_strstr() は needle が最初に登場した場所より前の部分文字列を返します。

返り値

部分文字列、あるいは needle が見つからなかった場合に FALSE を返します。

例

例1 grapheme_strstr() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

print urlencode(grapheme_stristr( $char_a_ring_nfd . $char_o_diaeresis_nfd . $char_a_ring_nfd, $char_o_diaeresis_nfd));

?>

上の例の出力は以下となります。
o%CC%88a%CC%8A

参考

grapheme_stristr() - 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_stripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strpos() - 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strripos() - 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strrpos() - 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

grapheme_substr
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

grapheme_substr — 部分文字列を返す

説明

手続き型

int grapheme_substr ( string $string , int $start [, int $length ] )

部分文字列を返します。

パラメータ
string

入力文字列。正しい形式の UTF-8 でなければなりません。
start

デフォルトの書記素単位での開始位置。 $start がゼロ以上である場合は、$string の $start 番目の位置から始まる文字列を返します。位置はゼロから数え始めます。 $start が負の場合は、文字列の末尾から数えて $start 番目 (書記素単位) の位置以降の文字列を返しま
す。

length

長さを書記素単位で指定します。 $length が正の値の場合は、$start から数えて最大 $length 文字までの文字列を返します (文字列全体の長さによって変わります)。 $string の書記素数が $start 以下の場合は FALSE を返します。 $length が負の値の場合は、文字列の末
尾から多くの書記素が削除されます (start が負の場合にはまず開始位置を算出してから行います)。 $start がこの削除された場所以降になる場合は、空文字列を返します。

返り値

$string の部分文字列を返します。

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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例

例1 grapheme_substr() の例
<?php

$char_a_ring_nfd = "a\xCC\x8A";  // 'LATIN SMALL LETTER A WITH RING ABOVE' (U+00E5) normalization form "D"
$char_o_diaeresis_nfd = "o\xCC\x88"; // 'LATIN SMALL LETTER O WITH DIAERESIS' (U+00F6) normalization form "D"

print urlencode(grapheme_substr( "ao" . $char_a_ring_nfd . "bc" . $char_o_diaeresis_nfd . "O", 2, -1 ));
?>

上の例の出力は以下となります。
a%CC%8Abco%CC%88

参考

grapheme_extract() - デフォルトの書記素クラスタシーケンスをテキストバッファから取り出す関数。 テキストは UTF-8 でエンコードされている必要があります
» Unicode Text Segmentation: Grapheme Cluster Boundaries

目次
grapheme_extract — デフォルトの書記素クラスタシーケンスをテキストバッファから取り出す関数。 テキストは UTF-8 でエンコードされている必要があります
grapheme_stripos — 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_stristr — 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_strlen — 書記素単位で文字列の長さを取得する
grapheme_strpos — 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strripos — 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strrpos — 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr — haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_substr — 部分文字列を返す

IDN 関数

idn_to_ascii
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.2, PECL idn >= 0.1)

idn_to_ascii — ドメイン名をIDNAのASCII形式に変換する

説明

手続き型

string idn_to_ascii ( string $domain [, int $options ] )

Unicode のドメイン名を、IDNAが定めたASCII形式に変換します。

パラメータ
domain

変換するドメイン名 PHP5 では、UTF-8にエンコードされている必要があります。
options

変換オプション - IDNA_ ではじまる定数の組み合わせです。

返り値

IDNA のASCII形式でエンコードされたドメイン名。失敗した場合に FALSE を返します

例

例1 idn_to_ascii() の例
<?php

echo idn_to_ascii('täst.de'); 

?>

上の例の出力は以下となります。

http://unicode.org/reports/tr29/#Grapheme_Cluster_Boundaries
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xn--tst-qla.de

参考

idn_to_unicode() - idn_to_utf8 のエイリアス

idn_to_unicode
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

idn_to_unicode — idn_to_utf8() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 idn_to_utf8().

idn_to_utf8
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.2, PECL idn >= 0.1)

idn_to_utf8 — IDNAのASCII方式でエンコードされたドメイン名をUnicodeに変換する

説明

手続き型

string idn_to_utf8 ( string $domain [, int $options ] )

IDNAのASCII方式でエンコードされたドメイン名をUnicodeに変換します。

パラメータ
domain

IDNAのASCII方式でエンコードされた、変換対象のドメイン名
options

変換オプション - IDNA_ ではじまる定数の組み合わせです

返り値

Unicodeのドメイン名。PHP5 では UTF-8 にエンコードされています。失敗した場合に FALSE を返します

例

例1 idn_to_utf8() の例
<?php

echo idn_to_utf8('xn--tst-qla.de'); 

?>

上の例の出力は以下となります。
täst.de

参考

idn_to_unicode() - idn_to_utf8 のエイリアス

目次
idn_to_ascii — ドメイン名をIDNAのASCII形式に変換する
idn_to_unicode — idn_to_utf8 のエイリアス
idn_to_utf8 — IDNAのASCII方式でエンコードされたドメイン名をUnicodeに変換する
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国際化 関数

intl_error_name
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

intl_error_name — 指定したエラーコードに対応する名前を取得する

説明

string intl_error_name ( int $error_code )

ICU のエラーコード名を返します。

パラメータ
error_code

ICU のエラーコード。

返り値

エラーコード定数と同じ名前の文字列を返します。

例

例1 intl_error_name() の例
<?php
$coll     = collator_create( 'en_RU' );
$err_code = collator_get_error_code( $coll );

printf( "Symbolic name for %d is %s\n.", $err_code, intl_error_name( $err_code ) );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Symbolic name for -128 is U_USING_FALLBACK_WARNING.

参考

intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_get_error_message() - 直近のエラーの説明を取得する

intl_get_error_code
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

intl_get_error_code — 直近のエラーコードを取得する

説明

int intl_get_error_code ( void )

静的メソッドを実行した場合など、 エラーコードを取得するオブジェクトが存在しない場合のエラー処理に便利です。

返り値

直近の API 関数のコールが返すエラーコードを返します。

例

例1 intl_get_error_code() の例
<?php
$coll = collator_create( '<bad_param>' );
if( !$coll ) {
    handle_error( intl_get_error_code() );
}
?>

参考
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intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる
intl_error_name() - 指定したエラーコードに対応する名前を取得する
intl_get_error_message() - 直近のエラーの説明を取得する
collator_get_error_code() - collator の直近のエラーコードを取得する
numfmt_get_error_code() - フォーマッタの直近のエラーコードを取得する

intl_get_error_message
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

intl_get_error_message — 直近のエラーの説明を取得する

説明

string intl_get_error_message ( void )

直近の国際化関数のコールによるエラーメッセージを取得します。

返り値

直近の API 関数のコールで発生したエラーの説明を返します。

例

例1 intl_get_error_message() の例
<?php
if( Collator::getAvailableLocales() === false ) {
    show_error( intl_get_error_message() );
}
?>

参考

intl_error_name() - 指定したエラーコードに対応する名前を取得する
intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
intl_is_failure() - 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる
collator_get_error_message() - collator の直近のエラーコードのテキストを取得する
numfmt_get_error_message() - フォーマッタの直近のエラーメッセージを取得する

intl_is_failure
(PHP 5 >= 5.3.0, PECL intl >= 1.0.0)

intl_is_failure — 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

説明

bool intl_is_failure ( int $error_code )

パラメータ
error_code

intl_get_error_code() や collator_get_error_code() が返す値。

返り値

そのコードが何らかの失敗を意味する場合に TRUE、 成功あるいは警告を意味する場合に FALSE を返します。

例

例1 intl_is_failure() example

<?php
function check( $err_code )
{
    var_export( intl_is_failure( $err_code ) );
    echo "\n";
}

check( U_ZERO_ERROR );
check( U_USING_FALLBACK_WARNING );
check( U_ILLEGAL_ARGUMENT_ERROR );
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
false
false
true

参考

intl_get_error_code() - 直近のエラーコードを取得する
collator_get_error_code() - collator の直近のエラーコードを取得する
Collator-getErrorCode() - collator の直近のエラーコードを取得する

目次
intl_error_name — 指定したエラーコードに対応する名前を取得する
intl_get_error_code — 直近のエラーコードを取得する
intl_get_error_message — 直近のエラーの説明を取得する
intl_is_failure — 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な使用法
Collator — Collator クラス

Collator::asort — インデックスの情報を保持しつつ配列を並べ替える
Collator::compare — ふたつの Unicode 文字列を比較する
Collator::__construct — collator を作成する
Collator::create — collator を作成する
Collator::getAttribute — 照合用の属性の値を取得する
Collator::getErrorCode — collator の直近のエラーコードを取得する
Collator::getErrorMessage — collator の直近のエラーコードのテキストを取得する
Collator::getLocale — collator のロケール名を取得する
Collator::getSortKey — 文字列のソート用のキーを取得する
Collator::getStrength — 現在の照合強度を取得する
Collator::setAttribute — 照合用の属性を設定する
Collator::setStrength — 照合強度を設定する
Collator::sortWithSortKeys — 指定した collator とキーで配列を並べ替える
Collator::sort — 指定した collator で配列を並べ替える

NumberFormatter — NumberFormatter クラス
NumberFormatter::create — 数値フォーマッタを作成する
NumberFormatter::formatCurrency — 通貨の値をフォーマットする
NumberFormatter::format — 数値をフォーマットする
NumberFormatter::getAttribute — 属性を取得する
NumberFormatter::getErrorCode — フォーマッタの直近のエラーコードを取得する
NumberFormatter::getErrorMessage — フォーマッタの直近のエラーメッセージを取得する
NumberFormatter::getLocale — フォーマッタのロケールを取得する
NumberFormatter::getPattern — フォーマッタのパターンを取得する
NumberFormatter::getSymbol — 記号を取得する
NumberFormatter::getTextAttribute — テキストの属性を取得する
NumberFormatter::parseCurrency — 通貨をパースする
NumberFormatter::parse — 数値をパースする
NumberFormatter::setAttribute — 属性を設定する
NumberFormatter::setPattern — フォーマッタのパターンを設定する
NumberFormatter::setSymbol — 記号の値を設定する
NumberFormatter::setTextAttribute — テキスト属性を設定する

Locale — Locale クラス
Locale::acceptFromHttp — 最もあてはまるロケールを HTTP "Accept-Language" ヘッダにもとづいて探す
Locale::composeLocale — 正しく並べ替えて区切られたロケール ID を返す
Locale::filterMatches — 言語タグフィルタがロケールにマッチするかどうかを調べる
Locale::getAllVariants — 入力ロケールの変化系を取得する
Locale::getDefault — INTL のグローバル 'default_locale' からデフォルトのロケールを取得する
Locale::getDisplayLanguage — 入力ロケールの言語の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayName — 入力ロケールの表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayRegion — 入力ロケールの地域の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayScript — 入力ロケールの文字の表示名を、適切に地域化して返す
Locale::getDisplayVariant — 入力ロケールの変化形の表示名を、適切に地域化して返す
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Locale::getKeywords — 入力ロケールのキーワードを取得する
Locale::getPrimaryLanguage — 入力ロケールのプライマリ言語を取得する
Locale::getRegion — 入力ロケールの地域を取得する
Locale::getScript — 入力ロケールの文字を取得する
Locale::lookup — その言語にマッチする言語タグの一覧を検索する
Locale::parseLocale — ロケール ID のサブタグ要素を連想配列で返す
Locale::setDefault — デフォルトの実行時ロケールを設定する

Normalizer — Normalizer クラス
Normalizer::isNormalized — 渡された文字列が、指定した正規化を適用済みかどうかを調べる
Normalizer::normalize — 渡された入力を正規化し、正規化後の文字列を返す

MessageFormatter — MessageFormatter クラス
MessageFormatter::create — 新しいメッセージフォーマッタを作成する
MessageFormatter::formatMessage — 手早くメッセージをフォーマットする
MessageFormatter::format — メッセージをフォーマットする
MessageFormatter::getErrorCode — 直近の操作のエラーコードを取得する
MessageFormatter::getErrorMessage — 直近の操作のエラーテキストを取得する
MessageFormatter::getLocale — フォーマッタを作成した際のロケールを取得する
MessageFormatter::getPattern — フォーマッタが使用するパターンを取得する
MessageFormatter::parseMessage — 手早く入力文字列をパースする
MessageFormatter::parse — パターンを使用して入力文字列をパースする
MessageFormatter::setPattern — フォーマッタが使用するパターンを設定する

IntlDateFormatter — IntlDateFormatter クラス
IntlDateFormatter::create — Date Formatter を作成する
IntlDateFormatter::format — 日付/時刻 の値を文字列としてフォーマットする
IntlDateFormatter::getCalendar — IntlDateFormatter が使用するカレンダーを取得する
IntlDateFormatter::getDateType — IntlDateFormatter が使用する日付形式を取得する
IntlDateFormatter::getErrorCode — 直近の操作のエラーコードを取得する
IntlDateFormatter::getErrorMessage — 直近の操作のエラーテキストを取得する
IntlDateFormatter::getLocale — Formatter が使用するロケールを取得する
IntlDateFormatter::getPattern — IntlDateFormatter が使用するパターンを取得する
IntlDateFormatter::getTimeType — IntlDateFormatter が使用する時刻形式を取得する
IntlDateFormatter::getTimeZoneId — IntlDateFormatter が使用するタイムゾーン ID を取得する
IntlDateFormatter::isLenient — IntlDateFormatter で使用する寛大さを取得する
IntlDateFormatter::localtime — 文字列をパースして、フィールドベースの時刻値にする
IntlDateFormatter::parse — 文字列をパースしてタイムスタンプにする
IntlDateFormatter::setCalendar — 使用するカレンダーを設定する
IntlDateFormatter::setLenient — パーサの寛大さを設定する
IntlDateFormatter::setPattern — IntlDateFormatter が使用するパターンを設定する
IntlDateFormatter::setTimeZoneId — 使用するタイムゾーンを設定する

ResourceBundle — ResourceBundle クラス
ResourceBundle::count — バンドル内の要素数を取得する
ResourceBundle::create — リソースバンドルを作成する
ResourceBundle::getErrorCode — バンドルの直近のエラーコードを取得する
ResourceBundle::getErrorMessage — バンドルの直近のエラーメッセージを取得する
ResourceBundle::get — バンドルからデータを取得する
ResourceBundle::getLocales — サポートするロケールを取得する

Grapheme 関数
grapheme_extract — デフォルトの書記素クラスタシーケンスをテキストバッファから取り出す関数。 テキストは UTF-8 でエンコードされている必要があります
grapheme_stripos — 大文字小文字を区別せず、文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_stristr — 大文字小文字を区別せず、haystack 文字列の中で needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_strlen — 書記素単位で文字列の長さを取得する
grapheme_strpos — 文字列内で最初にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strripos — 大文字小文字を区別せず、文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strrpos — 文字列内で最後にあらわれる場所の (書記素単位の) 位置を見つける
grapheme_strstr — haystack 文字列の中で、needle が最初に登場した場所以降の部分文字列を返す
grapheme_substr — 部分文字列を返す

IDN 関数
idn_to_ascii — ドメイン名をIDNAのASCII形式に変換する
idn_to_unicode — idn_to_utf8 のエイリアス
idn_to_utf8 — IDNAのASCII方式でエンコードされたドメイン名をUnicodeに変換する

国際化 関数
intl_error_name — 指定したエラーコードに対応する名前を取得する
intl_get_error_code — 直近のエラーコードを取得する
intl_get_error_message — 直近のエラーの説明を取得する
intl_is_failure — 指定したエラーコードが失敗を表すかどうかを調べる

マルチバイト文字列
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導入
全ての文字をシングルバイトで一対一表現可能な言語は数多くありますが、 文字表現に単一バイトによる表現範囲を越えるほど多くの文字を必要とする言語も多くあります (1 バイトは 8 ビットから構成されます。各ビットには、1 あるいは 0 の 2 種類の値しか保持できませ
ん。そのため、単一のバイトで表すことのできる値は 256 (2 の 8 乗) 種類までとなります)。 マルチバイト文字のエンコーディング法は、 256 を越える文字を通常のビット単位の符号化システムで表現するために開発されました。

マルチバイトエンコーディングで符号化された文字列を (trim, split, splice などで) 処理する際、こうしたエンコーディングでは二つ以上の連続するバイトが 一つの文字を表す可能性があるため、特別な関数を使用する必要があります。 マルチバイトに対応しない文字列関数を
文字列に適用した場合、 マルチバイト文字の先頭バイトまたは終了バイトを検出できずに文字列を壊し、 多くの場合には元の意味を失わせてしまう可能性があります。

mbstring はマルチバイト対応の文字列関数を提供し、 PHP でマルチバイトエンコーディングを処理することを容易にします。 それに加えて、mbstring は、 可能な範囲での文字エンコーディングの変換を処理します。 mbstring は UTF-8 や UCS-2 のような Unicode に基づ
くエンコーディングや多くのシングルバイトエンコーディングを処理するのに便利です (対応するエンコーディングを以下に示します)。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
mbstring は拡張モジュールです。つまり、デフォルトでは 有効にならないということです。 configure スクリプトでモジュールを有効にする必要が あります。詳細は、インストールの 節を参照してください。

mbstring モジュールに関係する設定オプションは 以下のとおりです。

--enable-mbstring : mbstring 関数を有効にします。このオプションは、 mbstring 関数を利用するために必要です。

mbstring 拡張モジュールを使用するためには、 libmbflライブラリが必要です。 libmbflは、mbstring 拡張モジュールにバンドルされています。システムにインストールされている libmbfl を利用する場合、 --with-libmbfl[=DIR] を指定します。

PHP 4.3.0 以降、mbstring 拡張モジュールは 日本語のほかに中国語 (簡体字)・中国語 (繁体字)・ 韓国語・ロシア語をサポートするように機能拡張されました。

PHP 4.3.4以前のバージョンの場合、 この機能を使用するには、--enable-mbstring=LANG の LANG パラメータに 以下のオプションのいずれかを追加する必要があります。 --enable-mbstring=cn を 使用した場合、簡体字中国語のエンコーディングがサポートさ
れます。 --enable-mbstring=tw を 使用した場合、繁体字中国語のエンコーディングがサポートされます。 --enable-mbstring=kr を 使用した場合、韓国語のエンコーディングがサポートされます。 --enable-mbstring=ru を 使用した場合、ロシア語のエン
コーディングがサポートされます。そして、 --enable-mbstring=ja (デフォルト)を 使用した場合、日本語のエンコーディングがサポートされます。 --enable-mbstring=all を指定した場合、サポートされるすべての文字エンコーディングが有効となります。 以前
のバージョンとの互換性のため、何もオプションを指定せずに --enable-mbstring を使用した場合は 日本語のエンコーディングがサポートされます。

注意:

PHP 4.3.4以降では、--enable-mbstring により、 libmbflでサポートされている全てのエンコーディングが有効となるよう になっています。

--enable-mbstr-enc-trans : mbstring 変換エンジンを使用した、HTTP 入力の 文字エンコーディング変換を有効にします。この機能が有効の場合、 HTTP 入力文字エンコーディングは、自動的に mbstring.internal_encoding に変換されます。

注意:

PHP 4.3.0 以降、このオプション --enable-mbstr-enc-trans は廃止され、実行時の設定 mbstring.encoding_translation に変更となります。HTTP 入力文字エンコーディング変換は、 このオプションを On に設定した場合のみ 有効となります (デフォル
トは Offです)。

--disable-mbregex : マルチバイト対応の正規表現関数を無効にします。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

mbstring 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能な範囲 変更履歴

mbstring.language "neutral" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能です。PHP 5.2.6以前では PHP_INI_PERDIR でした。
mbstring.detect_order NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 から利用可能です。
mbstring.http_input "pass" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 から利用可能です。
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mbstring.http_output "pass" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 から利用可能です。
mbstring.internal_encoding NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 から利用可能です。
mbstring.script_encoding NULL PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能です。
mbstring.substitute_character NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 から利用可能です。
mbstring.func_overload "0" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.3 から PHP 5.2.6 では PHP_INI_SYSTEM | PHP_INI_PERDIR。 PHP 4.2.0 から利用可能です。
mbstring.encoding_translation "0" PHP_INI_PERDIR PHP 4.3.0 から利用可能です。
mbstring.strict_detection "0" PHP_INI_ALL PHP 5.1.2 から利用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mbstring.language string

mbstring で使用される言語設定(NLS)のデフォルト値。 この設定は mbstring.internal_encoding を定義するため、 php.ini の中で mbstring.internal_encoding は、 mbstring.language の後に置く必要があることに注意してください。

mbstring.encoding_translation boolean

入力される HTTP クエリに関して、 文字エンコーディング検出および内部文字エンコーディングへの変換を行う 透過的な文字エンコーディングフィルタを有効にします。

mbstring.internal_encoding string

内部文字エンコーディングのデフォルト値を定義します。

mbstring.http_input string

HTTP 入力文字エンコーディングのデフォルト値を定義します。

mbstring.http_output string

HTTP 出力文字エンコーディングのデフォルト値を定義します。

mbstring.detect_order string

文字コード検出のデフォルト値を定義します。 mb_detect_order()も参照ください。

mbstring.substitute_character string

無効な文字を代替する文字を定義します。

mbstring.func_overload string

シングルバイト対応の関数を mbstring 関数の対応する関数でオーバーロード (置換)します。詳細は、 関数のオーバーロード を参照してください。

mbstring.strict_detection boolean

厳密なエンコーディング検出を行います。

» HTML 4.01 の仕様 によると、Web ブラウザは、 フォームのデータを投稿する際にページで使用される文字エンコーディングと 異なるエンコーディングを使用することができます。 ブラウザで使用される文字エンコーディングを検出するには、 mb_http_input() を参照くだ
さい。

一般的に使用されるブラウザでは、 指定したHTML文書の文字エンコーディングをかなり正確に推定することができますが、 header() または設定パラメータ default_charset により、 Content-Type HTTP ヘッダで charset を設定する方がより良いでしょう。

例1 php.ini 設定の例

; デフォルトの言語を設定
mbstring.language        = neutral; デフォルト言語を中立(UTF-8)に設定 (デフォルト)
mbstring.language        = English; デフォルト言語を英語に設定
mbstring.language        = Japanese; デフォルト言語を日本語に設定

;; デフォルトの内部エンコーディングを設定
;; 注意: PHPで動作する文字エンコーディングを使用すること
mbstring.internal_encoding    = UTF-8  ; 内部エンコーディングを UTF-8 に設定

;; HTTP入力エンコーディング変換を有効にする
mbstring.encoding_translation = On

;; デフォルトのHTTP入力文字エンコーディングを設定
;; 注意: スクリプトではhttp_inputの設定は変更できません。
mbstring.http_input           = pass    ; 変換しない。
mbstring.http_input           = auto    ; HTTP 入力を auto に設定
                                            ; 「auto」は、「ASCII,JIS,UTF-8,
                                        ; EUC-JP,SJIS」に展開されます。
mbstring.http_input           = SJIS    ; HTTP入力をSJISに設定
mbstring.http_input           = UTF-8,SJIS,EUC-JP ; 順番を指定

;; デフォルトのHTTP出力文字エンコーディングを設定
mbstring.http_output          = pass    ; 変換しない
mbstring.http_output          = UTF-8   ; HTTP出力エンコーディングを
                                        ;  UTF-8 に指定

;; デフォルトの文字エンコーディング検出順序を設定
mbstring.detect_order         = auto    ; デフォルトの順番を auto に設定
mbstring.detect_order         = ASCII,JIS,UTF-8,SJIS,EUC-JP ; 順番を指定

;; 代替文字のデフォルト値を設定
mbstring.substitute_character = 12307   ; Unicode 値を指定
mbstring.substitute_character = none    ; 文字を出力しない
mbstring.substitute_character = long    ; long の例: U+3000,JIS+7E7E

http://www.w3.org/TR/REC-html40/interact/forms.html#adef-accept-charset
http://www.w3.org/TR/REC-html40/interact/forms.html#adef-accept-charset
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例2 EUC-JP ユーザ用の php.ini の設定

;; 出力バッファリングを無効にする
output_buffering      = Off

;; HTTP charsetヘッダを設定
default_charset       = EUC-JP    

;; デフォルトの言語を日本語にする
mbstring.language = Japanese

;; HTTP 入力変換を有効にする
mbstring.encoding_translation = On

;; HTTP 入力エンコーディング変換を auto に設定
mbstring.http_input   = auto 

;; HTTP 出力を EUC-JP に設定
mbstring.http_output  = EUC-JP    

;; 内部エンコーディングを EUC-JP に設定
mbstring.internal_encoding = EUC-JP    

;; 無効な文字を出力しない
mbstring.substitute_character = none

例3 SJIS ユーザ用の php.iniの 設定

;; 出力のバッファリングを有効に
output_buffering     = On

;; 出力の変換を有効にするために mb_output_handler を設定
output_handler       = mb_output_handler

;; HTTPヘッダ charset を設定
default_charset      = Shift_JIS

;; デフォルトの言語を日本語に設定
mbstring.language = Japanese

;; HTTP 入力変換を有効にする
mbstring.encoding_translation = On

;; HTTP 入力エンコーディング変換を auto に設定
mbstring.http_input  = auto 

;; SJIS に変換
mbstring.http_output = SJIS    

;; 内部エンコーディングを EUC-JP に設定
mbstring.internal_encoding = EUC-JP    

;; 無効な文字を出力しない
mbstring.substitute_character = none

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

MB_OVERLOAD_MAIL (integer)
MB_OVERLOAD_STRING (integer)
MB_OVERLOAD_REGEX (integer)
MB_CASE_UPPER (integer)
MB_CASE_LOWER (integer)
MB_CASE_TITLE (integer)

サポートされるエンコーディングの概要
サポートされるエンコーディングの概要
IANA 文字セット登録名:ISO-10646-UCS-4
依存する文字集合:ISO 10646
説明: 31 ビットコード空間を使用するユニバーサル文字セットで、 ISO/IEC 10646 によって UCS-4 として標準化されています。 最新版の Unicode コードマップと連動しています。
注記: この名前をエンコーディング変換の際に使用すると、 先頭の BOM (バイトオーダーマーク) にもとづいてそれ以降のバイト列のエンディアンを識別します。
IANA 文字セット登録名:ISO-10646-UCS-4
依存する文字集合:UCS-4
説明: 上を参照ください。
注記: UCS-4 とは対象的に、 文字列が常にビッグエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:ISO-10646-UCS-4
依存する文字集合:UCS-4
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説明: 上を参照ください。
注記: UCS-4 とは対象的に、 文字列が常にリトルエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:ISO-10646-UCS-2
依存する文字集合:UCS-2
説明: 16 ビットコード空間を使用するユニバーサル文字セットで、 ISO/IEC 10646 によって UCS-2 として標準化されています。 最新版の Unicode コードマップと連動しています。
注記: この名前をエンコーディング変換の際に使用すると、 先頭の BOM (バイトオーダーマーク) にもとづいてそれ以降のバイト列のエンディアンを識別します。
IANA 文字セット登録名:ISO-10646-UCS-2
依存する文字集合:UCS-2
説明: 上を参照ください。
注記: UCS-2 とは対象的に、 文字列が常にビッグエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:ISO-10646-UCS-2
依存する文字集合:UCS-2
説明: 上を参照ください。
注記: UCS-2 とは対象的に、 文字列が常にリトルエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:UTF-32
依存する文字集合:Unicode
説明: 32 ビット幅の Unicode 変換フォーマットで、 そのエンコーディング空間は Unicode のコードセット標準を参照します。 このエンコーディング体系は UCS-4 とは異なります。 なぜなら、Unicode のコード空間は 21 ビットまでに制限されるからです。
注記: この名前をエンコーディング変換の際に使用すると、 先頭の BOM (バイトオーダーマーク) にもとづいてそれ以降のバイト列のエンディアンを識別します。
IANA 文字セット登録名:UTF-32BE
依存する文字集合:Unicode
説明:上を参照ください。
注記: UTF-32 とは対象的に、 文字列が常にビッグエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:UTF-32LE
依存する文字集合:Unicode
説明:上を参照ください。
注記: UTF-32 とは対象的に、 文字列が常にリトルエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:UTF-16
依存する文字集合:Unicode
説明: 16 ビット幅の Unicode 変換フォーマットです。 注意すべき点は、UTF-16 の仕様が UCS-2 とは異なることです。 なぜなら、Unicode 2.0 より導入されたサロゲート機能により、 UTF-16 は現在 21 ビットコード空間を参照しているからです。
注記: この名前をエンコーディング変換の際に使用すると、 先頭の BOM (バイトオーダーマーク) にもとづいてそれ以降のバイト列のエンディアンを識別します。
IANA 文字セット登録名:UTF-16BE
依存する文字集合:Unicode
説明: 上を参照ください。
注記: UTF-16 とは対象的に、 文字列が常にビッグエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:UTF-16LE
依存する文字集合:Unicode
説明: 上を参照ください。
注記: UTF-16 とは対象的に、 文字列が常にリトルエンディアン形式とみなされます。
IANA 文字セット登録名:UTF-8
依存する文字集合:Unicode / UCS
説明: 8 ビット幅の Unicode 変換フォーマットです。
注記:none
IANA 文字セット登録名:UTF-7
依存する文字集合:Unicode
説明: メールで安全に使用できる Unicode 変換フォーマットです。 » RFC2152 で定義されています。
注記:none
IANA 文字セット登録名:(none)
依存する文字集合:Unicode
説明: UTF-7 の変化形です。 » IMAP プロトコル での使用に特化しています。
注記:none
IANA 文字セット登録名: US-ASCII (推奨される MIME 名) / iso-ir-6 / ANSI_X3.4-1986 / ISO_646.irv:1991 / ASCII / ISO646-US / us / IBM367 / CP367 / csASCII
依存する文字集合:ASCII / ISO 646
説明: American Standard Code for Information Interchange は、一般的に使用される 7 ビットエンコーディングです。 国際標準規格 ISO 646 として標準化されています。
注記:(none)
IANA 文字セット登録名: EUC-JP (推奨される MIME 名) / Extended_UNIX_Code_Packed_Format_for_Japanese / csEUCPkdFmtJapanese
依存する文字集合: US-ASCII / JIS X0201:1997 (半角カナの部分) / JIS X0208:1990 / JIS X0212:1990 を合成したもの
説明: この名前が Extended UNIX Code Packed Format for Japanese を短縮したものであることからわかるように、 一般的に UNIX 系のプラットフォームで用いられます。 もととなるエンコーディング方式である Extended UNIX Code は、ISO 2022 にもとづいて設計され
ています。
注記: EUC-JP が参照している文字セットは IBM932 / CP932 のものとは異なります。 これらはそれぞれ OS/2® および Microsoft® Windows® で用いられています。これらのプラットフォームとの間で情報をやり取りする場合は、 代わりに EUCJP-WIN を使用してくださ
い。
IANA 文字セット登録名:Shift_JIS (推奨される MIME 名) / MS_Kanji / csShift_JIS
依存する文字集合:JIS X0201:1997 / JIS X0208:1997 を合成したもの
説明: Shift_JIS が開発されたのは 80 年代初期です。 当時は日本語ワープロが普及していたため、 旧来のエンコーディング方式である JIS X 0201:1976 との互換性を保つために開発されました。 IANA の定義によると、Shift_JIS のコードセットは IBM932 / CP932 とは微妙に
異なります。 しかし、"SJIS" / "Shift_JIS" という名前は、 これらのコードセットを表すものとしてしばしば誤用されています。
注記:CP932 コードマップを使用するには、代わりに SJIS-WIN を使用してください。
IANA 文字セット登録名:(none)
依存する文字集合: JIS X0201:1997 / JIS X0208:1997 / IBM 拡張文字 / NEC 拡張文字 を合成したもの
説明: この "エンコーディング" は EUC-JP と同じエンコーディング方式を使用しますが、 もととなる文字セットが異なります。 つまり、EUC-JP とは異なる文字に対応するコードポイントがあるということです。
注記:none
IANA 文字セット登録名:Windows-31J / csWindows31J
依存する文字集合: JIS X0201:1997 / JIS X0208:1997 / IBM 拡張文字 / NEC 拡張文字 を合成したもの
説明: この "エンコーディング" は Shift_JIS と同じエンコーディング方式を使用しますが、 もととなる文字セットが異なります。 つまり、Shift_JIS とは異なる文字に対応するコードポイントがあるということです。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2152
http://www.faqs.org/rfcs/rfc3501
http://www.faqs.org/rfcs/rfc3501
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注記:(none)
IANA 文字セット登録名:ISO-2022-JP (推奨される MIME 名) / csISO2022JP
依存する文字集合: US-ASCII / JIS X0201:1976 / JIS X0208:1978 / JIS X0208:1983
説明:» RFC1468
注記:(none)
IANA 文字セット登録名:JIS
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-1
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-2
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-3
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-4
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-5
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-6
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-7
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-8
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-9
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-10
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-13
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-14
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-8859-15
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:byte2be
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:byte2le
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:byte4be
依存する文字集合:
説明:

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1468
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注記:
IANA 文字セット登録名:byte4le
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:BASE64
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:HTML-ENTITIES
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:7bit
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:8bit
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:EUC-CN
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:CP936
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:HZ
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:EUC-TW
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:CP950
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:BIG-5
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:EUC-KR
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:UHC (CP949)
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:ISO-2022-KR
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:Windows-1251 (CP1251)
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:Windows-1252 (CP1252)
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:CP866 (IBM866)
依存する文字集合:
説明:
注記:
IANA 文字セット登録名:KOI8-R
依存する文字集合:
説明:
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注記:

日本語のマルチバイト文字に関する基本事項
日本語の文字は、マルチバイトエンコーディングを使用しないと表せません。 また、プラットフォームや使用目的によって複数の標準エンコーディングが 使い分けられています。さらに悪いことに、 これらの複数の標準エンコーディングはそれぞれ微妙に異なります。 日本語
環境で使用しやすいウェブアプリケーションを作成するには、 これらの複雑な問題を考慮した上で 適切な文字エンコーディングを使用しなければなりません。

1 文字は最大 6 バイトになる
ほとんどの日本語マルチバイト文字は、シングルバイト文字の 2 倍の幅となります。これらの文字のことを、日本語では "全角 (zen-kaku)" と呼びます。これは、 "full width" という意味です。一方、幅の狭い文字のことは "半角 (han-kaku)" と呼びます。これは、 "half
width" という意味です。しかしながら、 文字の見た目は、それを表示する際に使用するタイプフェイスに依存します。
いくつかの文字エンコーディングでは、ISO-2022 で定義されたシフト (エスケープ) シーケンスを使用して、特定のコード範囲 (00h から 7fh まで) のコードマップを切り替えます。
SMTP/NNTPでは、ISO-2022-JP を使用する必要があり、ヘッダとエンティティは 各 RFC の規定に基づき再度符号化される必要があります。 これらは必須のものではありませんが、多くの一般的なユーザーエージェントは、 他の符号化手法を認識できないため、行って
おく方が良いでしょう。
» i-mode, » Vodafone live!, または » EZweb のような携帯電話サービス用に作成された Web ページは、 Shift_JIS を使用することになります。

HTTP 入出力
HTTP 入出力の文字エンコーディング変換はバイナリデータも変換して しまいます。HTTP 入出力にバイナリデータが使用される場合、ユーザは、 文字エンコーディング変換を制御する必要があります。

注意:

PHP 4.3.2 およびそれ以前のバージョンの場合、 HTML フォームのenctype が multipart/form-data に設定された場合、 mbstring は、POST データの文字エンコーディングを変換しません。 この場合、文字列を内部文字エンコーディングに変換してやる必要があ
ります。

PHP 4.3.3 以降、HTML フォームの enctype が multipart/form-data に設定され、かつ、 php.ini において mbstring.encoding_translation に On が指定されている場合、 POST データの変数とアップロードされたファイルの名前の文字エンコーディングは、 内
部文字エンコーディングに変換されます。 ただし、クエリキーに関しては、変換されません。

HTTP 入力

PHP スクリプトで HTTP 入力文字変換を制御する手段はありません。 HTTP 入力文字変換を無効にするには、php.ini で行う必要があります。

例1 php.ini で HTTP 入力変換を無効にする

;; HTTP 入力変換を無効にする
mbstring.http_input = pass
;; HTTP 入力変換を無効にする (PHP 4.3.0 以降)
mbstring.encoding_translation = Off

PHP を Apache モジュールで使用する場合、php.ini の設定を httpd.conf により仮想ホスト単位で、または .htaccess によりディレクトリ単位で上書きすることが可能です。 詳細は、設定の節および Apache マニュアルを参照ください。

HTTP 出力

出力の文字エンコーディング変換を有効にする方法は複数あります。 まず php.ini、もうひとつは ob_start() で ob_start のコールバック関数として mb_output_handler() を指定するものです。

例2 php.ini の設定例

;; 全ての PHP ページで出力の文字エンコーディング変換を有効にする

;; 出力バッファリングを有効にする
output_buffering    = On

;; mb_output_handler による出力変換を有効にする
output_handler      = mb_output_handler

例3 スクリプトの例
<?php

// このページでのみ出力の文字エンコーディング変換を有効にする

// HTTP 出力文字エンコーディングをSJISに設定する
mb_http_output('SJIS');

// 出力のバッファリングを開始し、コールバック関数として"mb_output_handler"
// を指定する
ob_start('mb_output_handler');

?>

サポートされる文字エンコーディング
現在、以下の文字エンコーディングが mbstring モジュールによりサポートされています。文字エンコーディングは、 mbstring 関数の encoding パラメータで指定することが可能です。

以下の文字エンコーディングがこの PHP 拡張モジュールでサポートされています。

UCS-4*
UCS-4BE

http://www.nttdocomo.com/corebiz/services/imode/
http://www.vodafone.jp/english/live/
http://www.au.kddi.com/english/ezweb/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

UCS-4LE*
UCS-2
UCS-2BE
UCS-2LE
UTF-32*
UTF-32BE*
UTF-32LE*
UTF-16*
UTF-16BE*
UTF-16LE*
UTF-7
UTF7-IMAP
UTF-8*
ASCII*
EUC-JP*
SJIS*
eucJP-win*
SJIS-win*
ISO-2022-JP
JIS
ISO-8859-1*
ISO-8859-2*
ISO-8859-3*
ISO-8859-4*
ISO-8859-5*
ISO-8859-6*
ISO-8859-7*
ISO-8859-8*
ISO-8859-9*
ISO-8859-10*
ISO-8859-13*
ISO-8859-14*
ISO-8859-15*
byte2be
byte2le
byte4be
byte4le
BASE64
HTML-ENTITIES
7bit
8bit
EUC-CN*
CP936
HZ
EUC-TW*
CP950
BIG-5*
EUC-KR*
UHC (CP949)
ISO-2022-KR
Windows-1251 (CP1251)
Windows-1252 (CP1252)
CP866 (IBM866)
KOI8-R*

* は、正規表現でも使えるエンコーディングであることを表します。

エンコーディング名を指定する php.ini エントリには、 "auto" および "pass" を指定することもできます。 エンコーディング名を指定する mbstring 関数にも、"auto" を指定することができます。

"pass" が指定された場合、 文字エンコーディングの変換は行われません。

"auto" が指定された場合、この文字列は "ASCII,JIS,UTF-8,EUC-JP,SJIS" に変換されます。

mb_detect_order() も参照ください。

関数のオーバーロード機能
PHP アプリケーションの多くは、英語等のシングルバイトの言語用に設計されており、 日本語を含むマルチバイト文字列を扱う場合には問題を生じる場合があります。 substr() 等の PHP の文字列関数の多くは、 マルチバイト文字列に対応していません。

mbstring では、 対応するマルチバイト文字対応版の関数で既存の PHP 関数を オーバーロードする機能をサポートします。関数のオーバーロードを行うと、例えば substr() を PHP スクリプトでコールした場合に、 mb_substr() が代わりにコールされるようになります。 これ
により、マルチバイト文字に対応しないアプリケーションの移植が容易となります。

関数オーバーロードを使用するには、php.ini の mbstring.func_overload ディレクティブに正の値を指定します。 これは、オーバーロードされる関数の種類を指定するビットマスクの組み合わせとなります。 mail() 関数をオーバーロードするには 1 を指定します。 2 は文字
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列関数、4 は正規表現関数を表します。つまり、例えば 7 を指定すると、メール関数、文字列関数および正規表現関数が オーバーロードされることになります。オーバーロードされる関数の一覧を以下に示します。

オーバーロードされる関数
mbstring.func_overload の値 元の関数 オーバーロードする関数
1 mail() mb_send_mail()
2 strlen() mb_strlen()
2 strpos() mb_strpos()
2 strrpos() mb_strrpos()
2 substr() mb_substr()
2 strtolower() mb_strtolower()
2 strtoupper() mb_strtoupper()
2 stripos() mb_stripos()
2 strripos() mb_strripos()
2 strstr() mb_strstr()
2 stristr() mb_stristr()
2 strrchr() mb_strrchr()
2 substr_count() mb_substr_count()
4 ereg() mb_ereg()
4 eregi() mb_eregi()
4 ereg_replace() mb_ereg_replace()
4 eregi_replace() mb_eregi_replace()
4 split() mb_split()

注意:

ディレクトリ単位の設定でこのオプションを使用することは推奨されません。 これは、実際の運用環境ではまだ安定性が確認されておらず、 予期しない結果をもたらす可能性があるためです。

PHP の文字エンコーディングに関する要件
以下の型のエンコーディングが、PHP で安全に使用することができます。

シングルバイトエンコーディングで、

00h から 7fh の範囲の文字に関して、 ASCII 互換 (ISO646 互換) のマッピングを有する。

マルチバイトエンコーディングで、

00h から 7fh の範囲の文字では、 ASCII 互換のマッピングを有する。
ISO2022 エスケープシーケンスを使用しない。
単一の文字を表す複数バイトのいずれにおいても 00h から 7fh の値を使用しない。

PHP で動作しないと思われる文字エンコーディングの例を以下に示します。
JIS, SJIS, ISO-2022-JP, BIG-5

これらのエンコーディングで書かれた PHP スクリプトは、 特に符号化された文字列がスクリプトで記述子やリテラルに使用される場合には、 動作しない可能性がありますが、入力される HTTP クエリに関して mbstring の透過的なエンコーディングフィルタを 設定することで
これらのエンコーディングをほとんど使用しないようにすることができます。

注意:

SJIS, BIG5, CP936, CP949, GB18030 は、読者がパーサ/コンパイラ、 文字エンコーディングと文字エンコーディングの問題点について精通していない限り 内部エンコーディングとして使用するべきではありません。

注意:

PHP でデータベースに接続する場合、性能を向上させるためにデータベースと PHP の内部エンコーディングについて同じ文字エンコーディングを使用することを推奨します。

PostgreSQL を使用している場合、 バックエンドの文字エンコーディングと異なる文字エンコーディングを使用することが可能です。 詳細については、PostgreSQL のマニュアルを参照ください。

マルチバイト文字列 関数

リファレンス
マルチバイト文字エンコーディングおよびそれに関連する問題は非常に複雑で、 このドキュメントの範囲を超えています。これらの問題に関連するより詳細な情報は、 以下の URL やその他のリソースを参照ください。

Unicode について
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» http://www.unicode.org/

日本語/韓国語/中国語文字に関する情報

» http://examples.oreilly.com/cjkvinfo/doc/cjk.inf

mb_check_encoding
(PHP 4 >= 4.4.3, PHP 5 >= 5.1.3)

mb_check_encoding — 文字列が、指定したエンコーディングで有効なものかどうかを調べる

説明

bool mb_check_encoding ([ string $var = NULL [, string $encoding = mb_internal_encoding() ]] )

そのバイトストリームが指定したエンコーディングで有効なものかどうかを調べます。 これは、いわゆる「不正なエンコーディングによる攻撃」を防ぐのに役立ちます。

パラメータ
var

調べるバイトストリーム。省略した場合は、 リクエスト開始時からのすべての入力が対象となります。
encoding

期待するエンコーディング。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

mb_convert_case
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mb_convert_case — 文字列に対してケースフォルディングを行う

説明

string mb_convert_case ( string $str , int $mode = MB_CASE_UPPER [, string $encoding = mb_internal_encoding() ] )

mode で指定された方法で string に対してケースフォルディングを行います。

パラメータ
str

変換される文字列。
mode

変換モード。 MB_CASE_UPPER、 MB_CASE_LOWER あるいは MB_CASE_TITLE のいずれかです。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

mode で指定された方法で string に対してケースフォルディングを行った結果を返します。

Unicode

標準のケースフォルディング関数である strtolower() や strtoupper() と違い、ケースフォルディングは Unicode 文字属性を基準に行われます。したがって、この関数の挙動は ロケールの設定に影響されず、また、すべてのアルファベット、 例えば A ウムラウト (Ä) を変換す
ることができます。

Unicode 文字属性についての詳細は » http://www.unicode.org/unicode/reports/tr21/ を参照してください。

例

例1 mb_convert_case() の例

http://www.unicode.org/
http://examples.oreilly.com/cjkvinfo/doc/cjk.inf
http://www.unicode.org/unicode/reports/tr21/
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<?php
$str = "mary had a Little lamb and she loved it so";
$str = mb_convert_case($str, MB_CASE_UPPER, "UTF-8");
echo $str; // Prints MARY HAD A LITTLE LAMB AND SHE LOVED IT SO
$str = mb_convert_case($str, MB_CASE_TITLE, "UTF-8");
echo $str; // Prints Mary Had A Little Lamb And She Loved It So
?>

例2 非ラテン UTF-8 テキストでの mb_convert_case() の例
<?php
$str = "Τάχιστη αλώπηξ βαφής ψημένη γη, δρασκελίζει υπέρ νωθρού κυνός";
$str = mb_convert_case($str, MB_CASE_UPPER, "UTF-8");
echo $str; // 結果は ΤΆΧΙΣΤΗ ΑΛΏΠΗΞ ΒΑΦΉΣ ΨΗΜΈΝΗ ΓΗ, ΔΡΑΣΚΕΛΊΖΕΙ ΥΠΈΡ ΝΩΘΡΟΎ ΚΥΝΌΣ
$str = mb_convert_case($str, MB_CASE_TITLE, "UTF-8");
echo $str; // 結果は Τάχιστη Αλώπηξ Βαφήσ Ψημένη Γη, Δρασκελίζει Υπέρ Νωθρού Κυνόσ
?>

参考

mb_strtolower() - 文字列を小文字にする
mb_strtoupper() - 文字列を大文字にする
strtolower() - 文字列を小文字にする
strtoupper() - 文字列を大文字にする
ucfirst() - 文字列の最初の文字を大文字にする
ucwords() - 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする

mb_convert_encoding
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_convert_encoding — 文字エンコーディングを変換する

説明

string mb_convert_encoding ( string $str , string $to_encoding [, mixed $from_encoding ] )

文字列 strの文字エンコーディングを、 オプションで指定した from_encoding から to_encoding に変換します。

パラメータ
str

変換する文字列。
to_encoding

str の変換後の文字エンコーディング。
from_encoding

変換前の文字エンコーディング名を指定します。 これは、配列またはカンマ区切りの文字列とすることが可能です。 from_encoding を指定しなかった場合は、内部文字エンコーディングを使用します。

"auto" を指定すると、 "ASCII,JIS,UTF-8,EUC-JP,SJIS" に展開されます。

返り値

変換後の文字列を返します。

例

例1 mb_convert_encoding() の例
<?php
/* 内部文字エンコーディングからSJISに変換 */
$str = mb_convert_encoding($str, "SJIS");

/* EUC-JPからUTF-7に変換 */
$str = mb_convert_encoding($str, "UTF-7", "EUC-JP");

/* JIS, eucjp-win, sjis-winの順番で自動検出し、UCS-2LEに変換 */
$str = mb_convert_encoding($str, "UCS-2LE", "JIS, eucjp-win, sjis-win");

/* "auto" は、"ASCII,JIS,UTF-8,EUC-JP,SJIS" に展開される */
$str = mb_convert_encoding($str, "EUC-JP", "auto");
?>

参考

mb_detect_order() - 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する
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mb_convert_kana
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_convert_kana — カナを("全角かな"、"半角かな"等に)変換する

説明

string mb_convert_kana ( string $str [, string $option = "KV" [, string $encoding ]] )

文字列 str に関して「半角」-「全角」変換を行います。 この関数は、日本語のみで使用可能です。

パラメータ
str

変換される文字列。
option

変換オプション。

以下のオプションを組み合わせて指定します。

使用可能な変換オプション
オプション 意味
r 「全角」英字を「半角」に変換します。
R 「半角」英字を「全角」に変換します。
n 「全角」数字を「半角」に変換します。
N 「半角」数字を「全角」に変換します。
a 「全角」英数字を「半角」に変換します。
A 「半角」英数字を「全角」に変換します （"a", "A" オプションに含まれる文字は、U+0022, U+0027, U+005C, U+007Eを除く U+0021 - U+007E の範囲です）。
s 「全角」スペースを「半角」に変換します（U+3000 -> U+0020）。
S 「半角」スペースを「全角」に変換します（U+0020 -> U+3000）。
k 「全角カタカナ」を「半角カタカナ」に変換します。
K 「半角カタカナ」を「全角カタカナ」に変換します。
h 「全角ひらがな」を「半角カタカナ」に変換します。
H 「半角カタカナ」を「全角ひらがな」に変換します。
c 「全角カタカナ」を「全角ひらがな」に変換します。
C 「全角ひらがな」を「全角カタカナ」に変換します。
V 濁点付きの文字を一文字に変換します。"K", "H" と共に使用します。

encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

変換後の文字列を返します。

例

例1 mb_convert_kana() の例
<?php
/* 「仮名」を全て「全角カタカナ」に変換します */
$str = mb_convert_kana($str, "KVC");

/* 「半角カタカナ」を「全角カタカナ」に変換し、「全角」英数字を「半角」
   に変換します。 */
$str = mb_convert_kana($str, "KVa");
?>

mb_convert_variables
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_convert_variables — 変数の文字コードを変換する

説明

$to encoding $from encoding &$vars &$...
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string mb_convert_variables ( string  , mixed  , mixed  [, mixed  ] )

エンコーディング from_encoding の変数 vars をエンコーディング to_encoding に変換します。

mb_convert_variables() は、エンコーディング検出のために Array または Object の文字列を結合します。これは、 エンコーディング検出は短い文字列では失敗する傾向があるためです。このため、 1 つの配列またはオブジェクトで異なるエンコーディングを混ぜることはで
きません。

パラメータ
to_encoding

文字列の変換後のエンコーディング。
from_encoding

from_encoding には配列またはカンマ区切りの文字列を指定し、 from-coding からエンコーディングの検出を試みます。 from_encoding が省略された場合、detect_order を使用します。
vars

vars(3番目以降の引数)は、変換する変数への リファレンスです。文字列、配列、オブジェクトを指定することが可能です。 mb_convert_variables() は全てのパラメータが 同じエンコーディングを有することを仮定します。
...

追加の変数。

返り値

成功時に変換前の文字エンコーディングを返し、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mb_convert_variables() の例
<?php
/* 変数 $post1, $post2 を内部エンコーディングに変換する */
$interenc = mb_internal_encoding();
$inputenc = mb_convert_variables($interenc, "ASCII,UTF-8,SJIS-win", $post1, $post2);
?>

mb_decode_mimeheader
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_decode_mimeheader — MIME ヘッダフィールドの文字列をデコードする

説明

string mb_decode_mimeheader ( string $str )

エンコードされた MIME ヘッダの文字列 str をデコードします。

パラメータ
str

デコードする文字列。

返り値

内部文字エンコーディングでデコードされた文字列を返します。

参考

mb_encode_mimeheader() - MIMEヘッダの文字列をエンコードする

mb_decode_numericentity
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_decode_numericentity — HTML 数値エンティティを文字にデコードする

説明

string mb_decode_numericentity ( string $str , array $convmap , string $encoding )
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文字列 str において指定した文字領域にある数値エンティティを変換し、 変換後の文字列を返します。

パラメータ
str

デコードする文字列。
convmap

convmap は変換するコード領域を指定する配列です。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

変換された文字列を返します。

例

例1 convmap の例
$convmap = array (
   int start_code1, int end_code1, int offset1, int mask1,
   int start_code2, int end_code2, int offset2, int mask2,
   ........
   int start_codeN, int end_codeN, int offsetN, int maskN );
// start_codeN および end_codeN に Unicode値を指定
// 値にoffsetNを追加、マスクmaskNを指定してビット毎の'AND'をとり、
// 数値エンティティに値を変換します。

参考

mb_encode_numericentity() - 文字を HTML 数値エンティティにエンコードする

mb_detect_encoding
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_detect_encoding — 文字エンコーディングを検出する

説明

string mb_detect_encoding ( string $str [, mixed $encoding_list = mb_detect_order() [, bool $strict = false ]] )

文字列 str の文字エンコーディングを検出します。

パラメータ
str

検出する文字列。
encoding_list

encoding_list は文字エンコーディングのリストで、 エンコーディング検出の順番を配列またはカンマ区切りのリストで指定します。

encoding_list が省略された場合、 detect_order が使用されます。
strict

strict は、 厳格なエンコーディング検出を行うかどうかを指定します。 デフォルトは FALSE です。

返り値

検出した文字エンコーディングを返します。 指定した文字列からエンコーディングを検出できなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 mb_detect_encoding() の例
<?php
/* 現在のdetect_orderで文字エンコーディングを検出 */
echo mb_detect_encoding($str);

/* "auto" は "ASCII,JIS,UTF-8,EUC-JP,SJIS"に展開されます */
echo mb_detect_encoding($str, "auto");
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/* カンマ区切りのリストで encoding_list 文字エンコーディングを指定 */
echo mb_detect_encoding($str, "JIS, eucjp-win, sjis-win");

/* encoding_list を指定するために配列を使用 */
$ary[] = "ASCII";
$ary[] = "JIS";
$ary[] = "EUC-JP";
echo mb_detect_encoding($str, $ary);
?>

参考

mb_detect_order() - 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する

mb_detect_order
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_detect_order — 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する

説明

mixed mb_detect_order ([ mixed $encoding_list ] )

自動文字エンコーディング検出の順番を encoding_list に設定します。

パラメータ
encoding_list

encoding_list は、 配列またはカンマ区切りの文字エンコーディングのリストです（"auto" は、 "ASCII, JIS, UTF-8, EUC-JP, SJIS"に展開されます）。

encoding_list が省略された場合は、 現在の文字エンコーディング検出順を配列で返します。

この設定は、mb_detect_encoding() および mb_send_mail() に影響します。

mbstring が現在実装しているのは、 以下のエンコーディングを検出するフィルタです。 以下のエンコーディングにおいて無効なバイトシーケンスがあった場合、 エンコーディング検出は失敗します。

UTF-8, UTF-7, ASCII, EUC-JP,SJIS, eucJP-win, SJIS-win, JIS, ISO-2022-JP

ISO-8859-*の場合、mbstring は常に ISO-8859-* として検出します。

UTF-16, UTF-32, UCS2, UCS4 の場合、 エンコーディング検出は常に失敗します。

例1 無意味な順番の例

; 常に ISO-8859-1 として検出されます
detect_order = ISO-8859-1, UTF-8

; ASCII/UTF-7 の値は UTF-8 として有効なため、常に UTF-8 として検出されます
detect_order = UTF-8, ASCII, UTF-7

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例2 mb_detect_order() の例
<?php
/* リストで検出順を設定 */
mb_detect_order("eucjp-win,sjis-win,UTF-8");

/* 配列で検出順を設定 */
$ary[] = "ASCII";
$ary[] = "JIS";
$ary[] = "EUC-JP";
mb_detect_order($ary);

/* 現在の検出順を表示 */
echo implode(", ", mb_detect_order());
?>

参考

mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_http_input() - HTTP 入力文字エンコーディングを検出する
mb_http_output() - HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_send_mail() - エンコード変換を行ってメールを送信する
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mb_encode_mimeheader
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_encode_mimeheader — MIMEヘッダの文字列をエンコードする

説明

string mb_encode_mimeheader ( string $str [, string $charset [, string $transfer_encoding [, string $linefeed [, int $indent ]]]] )

MIME ヘッダエンコーディング方式によって文字列 str をエンコードします。

パラメータ
str

エンコードする文字列。
charset

charset は、str の文字セット名です。デフォルトは、現在の NLS 設定 (mbstring.language) によって決まります。 mb_internal_encoding() を同じエンコーディングに設定しておかなければなりません。
transfer_encoding

transfer_encoding は MIME エンコーディングの 方式を指定します。"B" (Base64) または "Q" (Quoted-Printable) のどちらかでなければなりません。 デフォルトは "B" です。
linefeed

linefeed は EOL (行末) のマーカで、 mb_encode_mimeheader() が行を折りたたむ (» RFC 用語で、 ある一定より長い行を複数行に分割することを言います。 分割する長さは、現在 74 文字に固定されています) 際に利用します。 デフォルトは "\r\n" (CRLF) です。
indent

最初の行の字下げ (ヘッダで str の前におく文字数)。

返り値

文字列を ASCII 表現に変換したものを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 indent パラメータが追加されました。

例

例1 mb_encode_mimeheader() の例
<?php
$name = "太郎"; // 漢字
$mbox = "kru";
$doma = "gtinn.mon";
$addr = mb_encode_mimeheader($name, "UTF-7", "Q") . " <" . $mbox . "@" . $doma . ">";
echo $addr;
?>

注意

注意:

この関数は、行を分割する際に特別な配慮（単語の区切りなど）を行いません。 このせいで、もとの文字列に予期せぬ空白が入ってしまう可能性があります。

参考

mb_decode_mimeheader() - MIME ヘッダフィールドの文字列をデコードする

mb_encode_numericentity
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_encode_numericentity — 文字を HTML 数値エンティティにエンコードする

説明

string mb_encode_numericentity ( string $str , array $convmap , string $encoding )

strの中で指定した文字コードを HTML 数値エンティティから文字コードに変換します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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パラメータ
str

エンコードする文字列。
convmap

convmap は、変換するコード領域を指定する配列です。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

変換後の文字列を返します。

例

例1 convmap の例
$convmap = array (
 int start_code1, int end_code1, int offset1, int mask1,
 int start_code2, int end_code2, int offset2, int mask2,
 ........
 int start_codeN, int end_codeN, int offsetN, int maskN );
// start_codeN および end_codeN に Unicode 値を指定
// 値に offsetN を追加、マスク maskN を指定してビット毎の'AND'をとり、
// 数値エンティティに値を変換します。

例

例2 mb_encode_numericentity() の例
<?php
/* ISO-8859-1 の左面をHTML数値エンティティに変換 */
$convmap = array(0x80, 0xff, 0, 0xff);
$str = mb_encode_numericentity($str, $convmap, "ISO-8859-1");

/* ブロック 95-104 にある SJIS-win コードのユーザ定義領域を
   数値エンティティに変換 */
$convmap = array(
       0xe000, 0xe03e, 0x1040, 0xffff,
       0xe03f, 0xe0bb, 0x1041, 0xffff,
       0xe0bc, 0xe0fa, 0x1084, 0xffff,
       0xe0fb, 0xe177, 0x1085, 0xffff,
       0xe178, 0xe1b6, 0x10c8, 0xffff,
       0xe1b7, 0xe233, 0x10c9, 0xffff,
       0xe234, 0xe272, 0x110c, 0xffff,
       0xe273, 0xe2ef, 0x110d, 0xffff,
       0xe2f0, 0xe32e, 0x1150, 0xffff,
       0xe32f, 0xe3ab, 0x1151, 0xffff );
$str = mb_encode_numericentity($str, $convmap, "sjis-win");
?>

参考

mb_decode_numericentity() - HTML 数値エンティティを文字にデコードする

mb_encoding_aliases
(PHP 5 >= 5.3.0)

mb_encoding_aliases — 既知のエンコーディング・タイプのエイリアスを取得

説明

array mb_encoding_aliases ( string $encoding )

既知の encoding タイプに関するエイリアスの配列を返します。

パラメータ
encoding

エイリアスに関してチェックするエンコーディングタイプ。

返り値

成功した場合、数値で索引がつけられたエンコーディング・エイリアスの配列を返し、 失敗した場合に FALSE を返します

エラー / 例外
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encoding が未知の場合、 E_WARNING レベルのエラーを発生します。

例

例1 mb_encoding_aliases() 例
<?php
$encoding        = 'ASCII';
$known_encodings = mb_list_encodings();

if (in_array($encoding, $known_encodings)) {

    $aliases = mb_encoding_aliases($encoding);
    print_r($aliases);

} else {

    echo "Unknown ($encoding) encoding.\n";

}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => ANSI_X3.4-1968
    [1] => iso-ir-6
    [2] => ANSI_X3.4-1986
    [3] => ISO_646.irv:1991
    [4] => US-ASCII
    [5] => ISO646-US
    [6] => us
    [7] => IBM367
    [8] => cp367
    [9] => csASCII
)

参考

mb_list_encodings() - サポートするすべてのエンコーディングの配列を返す

mb_ereg_match
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_match — マルチバイト文字列が正規表現に一致するか調べる

説明

bool mb_ereg_match ( string $pattern , string $string [, string $option = "msr" ] )

マルチバイト文字列に対する正規表現マッチングを行います。

パラメータ
pattern

正規表現パターン。
string

評価する文字列。
option

返り値

string が正規表現 pattern に一致する場合にTRUE 、 そうでない場合に FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg() - マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う
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mb_ereg_replace
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_replace — マルチバイト文字列に正規表現による置換を行う

説明

string mb_ereg_replace ( string $pattern , string $replacement , string $string [, string $option = "msr" ] )

string から pattern にマッチする文字列を探し、 見つかった文字列を replacement で置換します。

パラメータ
pattern

正規表現パターン。

マルチバイト文字を pattern で使用することができます。
replacement

置換文字列。
string

調べたい文字列。
option

option パラメータで、マッチングの動作を変更可能です。 i を指定した場合、大文字・小文字が 区別されなくなります。 x を指定した場合、空白が無視されます。 m を指定した場合、マルチラインモードとなり、 改行文字も "." に含まれるようになります。 p を指定し
た場合、POSIX モードとなり、 改行も通常文字とみなされるようになります。 e を指定した場合、文字列 replacement がPHPの式として評価されます。

返り値

成功した場合に結果の文字列、エラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

警告

信頼できない入力に対しては、 絶対に e 修正子を使用してはいけません。 (preg_replace() と同様、) 自動的なエスケープは行いません。 このことを忘れていると、自分の書いたアプリケーションにリモートコード実行の脆弱性を作りこんでしまうことになります。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_eregi_replace() - マルチバイト文字列に大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う

mb_ereg_search_getpos
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search_getpos — 次の正規表現検索を開始する位置を取得する

説明

int mb_ereg_search_getpos ( void )

次の正規表現マッチングを開始する位置を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

mb_ereg_search_getpos() は、 mb_ereg_search(), mb_ereg_search_pos(), mb_ereg_search_regs() で検索を開始する位置を返します。 位置は、文字列の先頭からのバイト数で表した値です。

注意
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注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_setpos() - 次の正規表現検索を開始する位置を設定する

mb_ereg_search_getregs
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search_getregs — マルチバイト文字列が正規表現に一致する部分があるか調べる

説明

array mb_ereg_search_getregs ( void )

直近のマルチバイト正規表現マッチングの結果を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直前の mb_ereg_search(), mb_ereg_search_pos(), mb_ereg_search_regs() で一致した部分文字列を含む 配列を返します。一致する部分があった場合には、一致した部分文字列全体が 最初の要素に、最初の括弧でグループ化された部分が 2 番目の要素に、そして 2 番目の括
弧でグループ化された部分が 3 番目の要素にといったようになります。 エラー時には FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_init() - マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する

mb_ereg_search_init
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search_init — マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する

説明

bool mb_ereg_search_init ( string $string [, string $pattern [, string $option = "msr" ]] )

mb_ereg_search_init() は、マルチバイト対応の正規 表現検索において検索対象の文字列 string および正規表現 pattern を設定します。 この設定は、mb_ereg_search(), mb_ereg_search_pos(), mb_ereg_search_regs() で使用されます。

パラメータ
string

検索文字列。
pattern

検索パターン。
option

検索オプション。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_regs() - 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分を取得する

mb_ereg_search_pos
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search_pos — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分の位置と長さを返す

説明

array mb_ereg_search_pos ([ string $pattern [, string $option = "ms" ]] )

マルチバイト文字列の中で正規表現に一致した部分の位置と長さを配列で返します。

検索対象の文字列は、mb_ereg_search_init() により設定します。省略した場合は、前回のものが利用されます。

パラメータ
pattern

検索パターン。
option

検索オプション。

返り値

マルチバイト文字列の中で正規表現に一致する部分を含む配列を返します。 配列の最初の要素には一致した先頭の位置、2 番目の要素には一致した長さ（バイト数） が格納されます。エラー時は、FALSEを返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_init() - マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する

mb_ereg_search_regs
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search_regs — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分を取得する

説明

array mb_ereg_search_regs ([ string $pattern [, string $option = "ms" ]] )

マルチバイト正規表現にマッチした部分を返します。

パラメータ
pattern

検索パターン。
option

検索オプション。
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返り値

mb_ereg_search_regs() は、マルチバイト文字列の 中に正規表現に一致する部分があるかどうか調べ、一致した場合にはそれを 配列で返します。配列の最初の要素には一致した部分文字列全体、2 番目の 要素は最初の括弧でグループ化された部分、3 番目の要素は2番目の括
弧で グループ化された部分といったようになります。 エラー時には FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_init() - マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する

mb_ereg_search_setpos
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search_setpos — 次の正規表現検索を開始する位置を設定する

説明

bool mb_ereg_search_setpos ( int $position )

mb_ereg_search_setpos() は、 mb_ereg_search() で検索を開始する位置を設定します。

パラメータ
position

設定する位置。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_init() - マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する

mb_ereg_search
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg_search — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致するか調べる

説明

bool mb_ereg_search ([ string $pattern [, string $option = "ms" ]] )

指定したマルチバイト文字列に対するマルチバイト正規表現マッチングを行います。

パラメータ
pattern

検索パターン。
option
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検索オプション。

返り値

mb_ereg_search()は、マルチバイト文字列が正規表現に 一致するかどうか調べ、一致する場合にTRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。検索対象の文字列は、 mb_ereg_search_init() により設定します。 正規表現 pattern を省略した場合は、 前回のものを再利用しま
す。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_search_init() - マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する

mb_ereg
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_ereg — マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う

説明

int mb_ereg ( string $pattern , string $string [, array $regs ] )

マルチバイト対応の正規表現マッチングを行います。

パラメータ
pattern

検索パターン。
string

検索文字列。
regs

マッチした string の部分文字列。

返り値

マルチバイト対応の正規表現マッチを行い、 一致した場合は 1 を返します。オプションの 3 番目の引数を 指定した場合は、一致した部分のバイト数を返し、一致した部分文字列が 配列 regs に格納されます。空文字に 一致した場合は 1 が返されます。正規表現に一致しない
か、 エラーを発生した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_eregi() - マルチバイト文字列に大文字小文字を区別しない正規表現マッチを行う

mb_eregi_replace
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_eregi_replace — マルチバイト文字列に大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う

説明

string mb_eregi_replace ( string $pattern , string $replace , string $string [, string $option = "msri" ] )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

string において、 正規表現 pattern にマッチする文字列を replacement に置換します。

パラメータ
pattern

正規表現パターン。マルチバイト文字を使用できます。 大文字小文字は区別しません。
replace

置換する文字列。
string

検索対象となる文字列。
option

option の意味は、mb_ereg_replace() の場合と同じです。

返り値

結果の文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

警告

信頼できない入力に対しては、 絶対に e 修正子を使用してはいけません。 (preg_replace() と同様、) 自動的なエスケープは行いません。 このことを忘れていると、自分の書いたアプリケーションにリモートコード実行の脆弱性を作りこんでしまうことになります。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg_replace() - マルチバイト文字列に正規表現による置換を行う

mb_eregi
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_eregi — マルチバイト文字列に大文字小文字を区別しない正規表現マッチを行う

説明

int mb_eregi ( string $pattern , string $string [, array $regs ] )

マルチバイト対応の大文字小文字を区別しない正規表現マッチングを行います。

パラメータ
pattern

正規表現パターン。
string

検索対象の文字列。
regs

マッチした string の部分文字列を格納します。

返り値

マルチバイト対応の大文字小文字を 区別しない正規表現マッチを行い、一致した場合は 1 を返します。 オプションの 3 番目の引数を指定した場合は、一致した部分のバイト数を返し、 一致した部分文字列が配列 regs に格納されます。 空文字に一致した場合は 1 が返されま
す。 正規表現に一致しないか、エラーを発生した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。
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参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg() - マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う

mb_get_info
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_get_info — mbstring の内部設定値を取得する

説明

mixed mb_get_info ([ string $type = "all" ] )

mb_get_info() は、mbstring の内部設定パラメータを返します。

パラメータ
type

type が指定されない場合または "all" が指定された場合、"internal_encoding", "http_output", "http_input", "func_overload", "mail_charset", "mail_header_encoding", "mail_body_encoding" の設定値を有する連想配列が返されます。

type に "http_output", "http_input", "internal_encoding", "func_overload" が指定された場合、 指定された設定パラメータが返されます。

返り値

type が指定されていない場合は型情報を含む配列、 それ以外の場合は指定した type の値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 エントリ "mail_charset", "mail_header_encoding" および "mail_body_encoding" が使用できるようになりました。
5.3.0 エントリ "http_output_conv_mimetypes" が使用できるようになりました。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_http_output() - HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する

mb_http_input
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_http_input — HTTP 入力文字エンコーディングを検出する

説明

mixed mb_http_input ([ string $type = "" ] )

HTTP 入力文字エンコーディングを検出します。

パラメータ
type

HTTP 入力の型を表す文字列を入力してください。 GET の場合は "G"、POST の場合は "P"、 COOKIE の場合は "C"、文字列の場合は "S" 、 リストの場合は "L" 、リスト全体（array を返す） の場合は "I" です。 type が省略された場合、 直近に処理された入力型が返され
ます。

返り値

type の文字エンコーディング名を返します。 mb_http_input() が指定した HTTP 入力の処理を行っていない場合、FALSE を返します。

参考

mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_http_output() - HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_detect_order() - 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する
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mb_http_output
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_http_output — HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する

説明

mixed mb_http_output ([ string $encoding ] )

HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得します。 この関数を実行した後、 出力は encoding に変換されます。

パラメータ
encoding

encoding が設定された場合、 mb_http_output() は HTTP 出力文字エンコーディングを encodingに設定します。

encoding が省略された場合、 mb_http_output() は現在の HTTP 出力文字エンコーディングを返します。

返り値

encoding が省略された場合、 mb_http_output() は現在の HTTP 出力文字エンコーディングを返します。それ以外の場合、 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_http_input() - HTTP 入力文字エンコーディングを検出する
mb_detect_order() - 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する

mb_internal_encoding
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_internal_encoding — 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する

説明

mixed mb_internal_encoding ([ string $encoding = mb_internal_encoding() ] )

内部文字エンコーディングを設定あるいは取得します。

パラメータ
encoding

encoding は、HTTP 入力文字エンコーディング変換、 HTTP 出力文字エンコーディング変換および mbstring モジュールの文字列関数においてデフォルトの文字エンコーディングとして使用されます。

返り値

encoding が設定された場合、 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 encoding が省略された場合、 現在の文字エンコーディング名を返します。

例

例1 mb_internal_encoding() の例
<?php
/* 内部文字エンコーディングをUTF-8に設定 */
mb_internal_encoding("UTF-8");

/* 現在の内部文字エンコーディングを表示 */
echo mb_internal_encoding();
?>

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考
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mb_http_input() - HTTP 入力文字エンコーディングを検出する
mb_http_output() - HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_detect_order() - 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する

mb_language
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_language — 現在の言語を設定あるいは取得する

説明

mixed mb_language ([ string $language ] )

現在の言語を設定あるいは取得します。

パラメータ
language

e-mail メッセージのエンコーディングとして使用します。有効な言語は、"Japanese", "ja","English","en", "uni" (UTF-8) です。 mb_send_mail() は、e-mail をエンコードする際にこの設定を使用します。

言語とその設定は、Japanese の場合は ISO-2022-JP/Base64、uni の場合は UTF-8/Base64、English の場合は ISO-8859-1/quoted printable です。

返り値

language が設定され、 language が有効な場合、TRUEが返されます。 そうでない場合、FALSEが返されます。 language が省略された場合、 言語の名前が文字列として返されます。事前に言語が設定されていない場合、 FALSE が返されます。

参考

mb_send_mail() - エンコード変換を行ってメールを送信する

mb_list_encodings
(PHP 5)

mb_list_encodings — サポートするすべてのエンコーディングの配列を返す

説明

array mb_list_encodings ( void )

サポートするすべてのエンコーディングの配列を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

数値添字の配列を返します。

エラー / 例外

この関数はエラーを発生させません。

例

例1 mb_list_encodings() の例
<?php

print_r(mb_list_encodings());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => pass
    [1] => auto
    [2] => wchar
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    [3] => byte2be
    [4] => byte2le
    [5] => byte4be
    [6] => byte4le
    [7] => BASE64
    [8] => UUENCODE
    [9] => HTML-ENTITIES
    [10] => Quoted-Printable
    [11] => 7bit
    [12] => 8bit
    [13] => UCS-4
    [14] => UCS-4BE
    [15] => UCS-4LE
    [16] => UCS-2
    [17] => UCS-2BE
    [18] => UCS-2LE
    [19] => UTF-32
    [20] => UTF-32BE
    [21] => UTF-32LE
    [22] => UTF-16
    [23] => UTF-16BE
    [24] => UTF-16LE
    [25] => UTF-8
    [26] => UTF-7
    [27] => UTF7-IMAP
    [28] => ASCII
    [29] => EUC-JP
    [30] => SJIS
    [31] => eucJP-win
    [32] => SJIS-win
    [33] => JIS
    [34] => ISO-2022-JP
    [35] => Windows-1252
    [36] => ISO-8859-1
    [37] => ISO-8859-2
    [38] => ISO-8859-3
    [39] => ISO-8859-4
    [40] => ISO-8859-5
    [41] => ISO-8859-6
    [42] => ISO-8859-7
    [43] => ISO-8859-8
    [44] => ISO-8859-9
    [45] => ISO-8859-10
    [46] => ISO-8859-13
    [47] => ISO-8859-14
    [48] => ISO-8859-15
    [49] => EUC-CN
    [50] => CP936
    [51] => HZ
    [52] => EUC-TW
    [53] => BIG-5
    [54] => EUC-KR
    [55] => UHC
    [56] => ISO-2022-KR
    [57] => Windows-1251
    [58] => CP866
    [59] => KOI8-R
)

mb_output_handler
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_output_handler — 出力バッファ内で文字エンコーディングを変換するコールバック関数

説明

string mb_output_handler ( string $contents , int $status )

mb_output_handler() は、 ob_start() のコールバック関数です。 mb_output_handler() は、出力バッファの文字を 内部文字エンコーディングから HTTP 出力文字エンコーディングに変換します。

パラメータ
contents

出力バッファの中身。
status

出力バッファの状態。

返り値

変換後の文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明

4.1.0

以下の条件が満たされた場合に、このハンドラは charset HTTP ヘッダを設定します。

header() で Content-Type が設定されていない
デフォルトの MIME 型が text/ で始まる
mbstring.http_input の設定が pass 以外である
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例

例1 mb_output_handler() の例
<?php
mb_http_output("UTF-8");
ob_start("mb_output_handler");
?>

注意

注意:

PHP 4.3.0 以降において、 イメージのようなバイナリデータを PHP スクリプトから出力したい場合、 バイナリデータを送信する前に header() により Content-Type: ヘッダ(例：header("Content-Type: image/png"))を 送信する必要があります。Content-Type:
ヘッダが送信されると出力文字 コード変換は無効となります。

ただし、header() により"Content-Type: text/*" を送信した場合には、テキストが送信されるとみなし、文字コード設定に 基づいて出力文字コード変換を行います。

なお、PHP 4.2.x あるいはそれ以前のバージョンで画像のようなバイナリデータを 出力する場合には、mb_http_output() を用いて 出力エンコーディングを "pass" に設定する必要があります。

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする

mb_parse_str
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_parse_str — GET/POST/COOKIE データをパースし、グローバル変数を設定する

説明

bool mb_parse_str ( string $encoded_string [, array &$result ] )

GET/POST/COOKIE データをパースし、 グローバル変数を設定します。PHPは、生の POST/COOKIE を提供しないため、 現状では GET データでのみ使用可能です。この関数は、URL エンコードされたデータをパース、エンコーディングを検出、 内部エンコーディングへ変換
し、配列result またはグローバル配列に設定します。

パラメータ
encoded_string

URL エンコードされたデータ。
result

デコードされ、文字エンコーディング変換された文字列が含まれます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mb_detect_order() - 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する
mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する

mb_preferred_mime_name
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_preferred_mime_name — MIME 文字設定を文字列で得る

説明

string mb_preferred_mime_name ( string $encoding )

指定したエンコーディングの MIME charset 文字列を取得します。

パラメータ
encoding
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調べるエンコーディング。

返り値

文字エンコーディング encoding 用の MIME charset 文字列を返します。

例

例1 mb_preferred_mime_name() の例
<?php
$outputenc = "sjis-win";
mb_http_output($outputenc);
ob_start("mb_output_handler");
header("Content-Type: text/html; charset=" . mb_preferred_mime_name($outputenc));
?>

mb_regex_encoding
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_regex_encoding — 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す

説明

mixed mb_regex_encoding ([ string $encoding ] )

現在のマルチバイト正規表現用のエンコーディングを文字列として返す

パラメータ
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

マルチバイト対応の正規表現関数で用いる文字エンコーディングを返します。

参考

mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_ereg() - マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う

mb_regex_set_options
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mb_regex_set_options — マルチバイト正規表現関数のデフォルトオプションを取得または設定する

説明

string mb_regex_set_options ([ string $options = "msr" ] )

options で表されるオプションを、 マルチバイト対応の正規表現関数のデフォルトに設定します。

パラメータ
options

設定するオプション。文字列で設定し、各文字がオプションを表します。 モードを設定する際には、モード文字は最後に指定しなければなりません。 オプションは複数指定できますが、モードはひとつしか指定できません。

Regex のオプション
オプション 意味
i 曖昧なマッチをオンにする
x 拡張パターン形式を有効にする
m '.' が改行にマッチする
s '^' -> '\A', '$' -> '\Z'
p m と s を両方指定するのと同じ
l 最も長くマッチするものを探す
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n 空のマッチを無視する
e 結果のコードを eval() する

Regex 構文モード
モード 意味
j Java (Sun java.util.regex)
u GNU regex
g grep
c Emacs
r Ruby
z Perl
b POSIX Basic regex
d POSIX Extended regex

返り値

以前設定されていたオプション文字列を返します。もし options が省略されていた場合、 現在のデフォルトのオプションを返します。

参考

mb_split() - マルチバイト文字列を正規表現により分割する
mb_ereg() - マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う
mb_eregi() - マルチバイト文字列に大文字小文字を区別しない正規表現マッチを行う

mb_send_mail
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_send_mail — エンコード変換を行ってメールを送信する

説明

bool mb_send_mail ( string $to , string $subject , string $message [, string $additional_headers = NULL [, string $additional_parameter = NULL ]] )

email を送信します。ヘッダと本文は mb_language() の設定に基づき変換、エンコードされます。 これは mail() のラッパー関数です。詳細は、 mail() を参照ください。

パラメータ
to

送信先のメールアドレス。 各アドレスをカンマで区切ると、複数の宛先を to に指定できます。 このパラメータは、自動的にはエンコードされません。
subject

メールの件名。
message

メールの本文。
additional_headers

additional_headers は、 ヘッダの最後に挿入されます。これは通常、ヘッダを追加する際に使用されます。 改行 ("\n") で区切ることにより複数のヘッダを指定可能です。
additional_parameter

additional_parameter は、MTA へ渡す コマンドライン引数です。sendmail を利用する際に正しい Return-Path を設定するためなどに利用すると便利です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 PHP 5.0.0 以降では、Content-Type および Content-Transfer-Encoding ヘッダの内容が 再定義可能となりました。PHP 4 では、常に mb_language() で定義された値が用いられていました。

参考

mail() - メールを送信する
mb_encode_mimeheader() - MIMEヘッダの文字列をエンコードする
mb_language() - 現在の言語を設定あるいは取得する
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mb_split
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

mb_split — マルチバイト文字列を正規表現により分割する

説明

array mb_split ( string $pattern , string $string [, int $limit = -1 ] )

マルチバイト文字列 string において、正規表現 pattern により文字列を分割し、 結果を配列として返します。

パラメータ
pattern

正規表現パターン。
string

分割する文字列。
limit

オプションの引数 limit を指定した場合は、 最大 limit 個の要素に分割されます。

返り値

結果を配列で返します。

注意

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_regex_encoding() - 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_ereg() - マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う

mb_strcut
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_strcut — 文字列の一部を得る

説明

string mb_strcut ( string $str , int $start [, int $length [, string $encoding ]] )

mb_strcut() は、mb_substr() と同じ処理を異なった方法で行います。位置 start がマルチバイト文字の 2 バイト目以降で ある場合、マルチバイト文字の最初のバイトから開始されます。

この関数は、length より短く、 かつマルチバイト文字列の一部でないかシフトシーケンスの中にない文字を 取りだします。

パラメータ
str

取り出しの対象となる文字列。
start

取り出しの開始位置。
length

取り出す長さ。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。
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返り値

mb_strcut() は、 start および length パラメータで指定した str の一部を返します。

参考

mb_substr() - 文字列の一部を得る
mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する

mb_strimwidth
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_strimwidth — 指定した幅で文字列を丸める

説明

string mb_strimwidth ( string $str , int $start , int $width [, string $trimmarker [, string $encoding ]] )

文字列 str を指定した幅 width で丸めます。

パラメータ
str

丸めたい文字列。
start

開始位置のオフセット。文字列の始めからの文字数 (最初の文字は 0) です。
width

丸める幅。
trimmarker

丸めた後にその文字列の最後に追加される文字列。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

丸められた文字列を返します。 trimmarker が設定された場合、 trimmarker が丸められた文字列に追加されます。

例

例1 mb_strimwidth() の例
<?php
echo mb_strimwidth("Hello World", 0, 10, "...");
// Hello W... と出力します
?>

参考

mb_strwidth() - 文字列の幅を返す
mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する

mb_stripos
(PHP 5 >= 5.2.0)

mb_stripos — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す

説明

int mb_stripos ( string $haystack , string $needle [, int $offset [, string $encoding ]] )

mb_stripos() は、 needle が haystack の中で最初に現れる位置を返します。 mb_strpos() とは異なり、 mb_stripos() は大文字小文字を区別しません。 needle が見つからなかった場合は FALSE を返します。
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パラメータ
haystack

needle が最初に現れる位置を見つける文字列。
needle

haystack の中で探す文字列。
offset

haystack の中で、検索を開始する位置。
encoding

使用する文字エンコーディング名。 省略した場合は内部文字エンコーディングが用いられます。

返り値

needle が haystack の中で最初に現れる位置を返します。needle が見つからない場合は FALSE を返します。

参考

stripos() - 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す
strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
mb_strpos() - 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける

mb_stristr
(PHP 5 >= 5.2.0)

mb_stristr — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す

説明

string mb_stristr ( string $haystack , string $needle [, bool $part = false [, string $encoding ]] )

mb_stristr() は、 haystack の中で最初に needle が現れる場所を探し、 haystack の部分文字列を返します。 mb_strstr() とは異なり、 mb_stristr() は大文字小文字を区別しません。 needle が見つからなかった場合は FALSE を返します。

パラメータ
haystack

needle が最初に現れる位置を見つける文字列。
needle

haystack の中で探す文字列。
part

この関数が haystack のどの部分を返すのかを指定します。 TRUE の場合は、haystack の先頭から needle が最初に現れる位置までを返します。 FALSE の場合は、needle が最初に現れる位置から haystack の最後までを返します。
encoding

使用する文字エンコーディング名。 省略した場合は内部文字エンコーディングが用いられます。

返り値

haystack の部分文字列を返します。 needle が見つからない場合は FALSE を返します。

参考

stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_strstr() - 文字列の中で、指定した文字列が最初に現れる位置を見つける

mb_strlen
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_strlen — 文字列の長さを得る
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説明

int mb_strlen ( string $str [, string $encoding ] )

文字列の長さを取得します。

パラメータ
str

長さを調べたい文字列。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

文字エンコーディング encoding の文字列 str の文字数を返します。 マルチバイト文字の一文字は1個として数えられます。

参考

mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
strlen() - 文字列の長さを得る

mb_strpos
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_strpos — 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける

説明

int mb_strpos ( string $haystack , string $needle [, int $offset [, string $encoding ]] )

ある文字列の中で別の文字列が最初に現れる位置を見つけます。

マルチバイト文字列に正しくマッチするように strpos() を拡張したもので、 最初の 1 文字目の位置が 0 、2 文字目の文字が 1 というようになります。

パラメータ
haystack

調べたい文字列。
needle

haystack の中での位置を調べる文字列。
offset

検索オフセット。 指定されない場合は、0 が使用されます。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

文字列 haystack の中で needle が最初に現れる位置を数字で返します。 needle が見付からなかった場合、FALSE を返します。

参考

mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける

mb_strrchr
(PHP 5 >= 5.2.0)

mb_strrchr — 別の文字列の中で、ある文字が最後に現れる場所を見つける



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

string mb_strrchr ( string $haystack , string $needle [, bool $part = false [, string $encoding ]] )

mb_strrchr() は、 haystack の中で最後に needle が現れる場所を探し、 haystack の部分文字列を返します。 needle が見つからなかった場合は FALSE を返します。

パラメータ
haystack

needle が最後に現れる位置を探す文字列。
needle

haystack の中で探す文字列。
part

この関数が haystack のどの部分を返すのかを指定します。 TRUE の場合は、haystack の先頭から needle が最後に現れる位置までを返します。 FALSE の場合は、needle が最後に現れる位置から haystack の最後までを返します。
encoding

使用する文字エンコーディングの名前。 省略した場合は内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

haystack の部分文字列を返します。 needle が見つからない場合は FALSE を返します。

参考

strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
mb_strstr() - 文字列の中で、指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_strrichr() - 大文字小文字を区別せず、 別の文字列の中である文字が最後に現れる場所を探す

mb_strrichr
(PHP 5 >= 5.2.0)

mb_strrichr — 大文字小文字を区別せず、 別の文字列の中である文字が最後に現れる場所を探す

説明

string mb_strrichr ( string $haystack , string $needle [, bool $part = false [, string $encoding ]] )

mb_strrichr() は、 haystack の中で最後に needle が現れる場所を探し、 haystack の部分文字列を返します。 mb_strrchr() とは異なり、 mb_strrichr() は大文字小文字を区別しません。 needle が見つからなかった場合は FALSE を返します。

パラメータ
haystack

needle が最後に現れる位置を探す文字列。
needle

haystack の中で探す文字列。
part

この関数が haystack のどの部分を返すのかを指定します。 TRUE の場合は、haystack の先頭から needle が最後に現れる位置までを返します。 FALSE の場合は、needle が最後に現れる位置から haystack の最後までを返します。
encoding

使用する文字エンコーディングの名前。 省略した場合は内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

haystack の部分文字列を返します。 needle が見つからない場合は FALSE を返します。

参考

mb_stristr() - 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す
mb_strrchr() - 別の文字列の中で、ある文字が最後に現れる場所を見つける

mb_strripos
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(PHP 5 >= 5.2.0)

mb_strripos — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最後に現れる位置を探す

説明

int mb_strripos ( string $haystack , string $needle [, int $offset [, string $encoding ]] )

mb_strripos() は、マルチバイト対応の strripos() 操作を、文字数に基づいて行います。 needle の位置を haystack の先頭から順に数えていきます。 最初の文字の位置は 0、二番目の文字の位置は 1 という具合です。 mb_strrpos() とは異なり、 mb_strripos() は大文字小文
字を区別しません。

パラメータ
haystack

needle が最後に現れる位置を見つける文字列。
needle

haystack の中で探す文字列。
offset

haystack の中で、検索を開始する位置。
encoding

使用する文字エンコーディング名。 省略した場合は内部文字エンコーディングが用いられます。

返り値

needle が haystack の中で最後に現れる位置を返します。needle が見つからない場合は FALSE を返します。

参考

strripos() - 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す
strrpos() - 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す
mb_strrpos() - 文字列の中に指定した文字列が最後に現れる位置を見つける

mb_strrpos
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_strrpos — 文字列の中に指定した文字列が最後に現れる位置を見つける

説明

int mb_strrpos ( string $haystack , string $needle [, int $offset [, string $encoding ]] )

mb_strrpos() は、マルチバイト対応の strrpos() 操作を、文字数に基づいて行います。 needle の位置を haystack の先頭から順に数えていきます。 最初の文字の位置は 0、二番目の文字の位置は 1 という具合です。

パラメータ
haystack

needle が最後に登場する場所を調べたい文字列。
needle

haystack の中で見つけたい文字列。
offset

指定すると、文字列中の任意の文字位置から検索を開始することができます。 負の値を指定すると、文字の終端より前の任意の位置で検索を終了します。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

文字列 haystack の中で needle が最後に現れる位置を数字で返します。 needle が見付からなかった場合、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
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5.2.0 オプションのパラメータ offset が追加されました。

注意

注意: encoding パラメータは、 PHP 5.2.0 以降は三番目のパラメータではなく四番目のパラメータに変わりました。 過去との互換性を保つために encoding を三番目の引数で指定することもできますが、これは推奨されません。 将来は削除される予定です。

注意:

内部エンコーディングあるいは mb_regex_encoding() で指定した文字エンコーディングを、 この関数の文字エンコーディングとして使用します。

参考

mb_strpos() - 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
strrpos() - 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す

mb_strstr
(PHP 5 >= 5.2.0)

mb_strstr — 文字列の中で、指定した文字列が最初に現れる位置を見つける

説明

string mb_strstr ( string $haystack , string $needle [, bool $part = false [, string $encoding ]] )

mb_strstr() は、 haystack の中で最初に needle が現れる場所を探し、 haystack の部分文字列を返します。 needle が見つからなかった場合は FALSE を返します。

パラメータ
haystack

needle が最初に現れる位置を見つける文字列。
needle

haystack の中で探す文字列。
part

この関数が haystack のどの部分を返すのかを指定します。 TRUE の場合は、haystack の先頭から needle が最初に現れる位置までを返します。 FALSE の場合は、needle が最初に現れる位置から haystack の最後までを返します。
encoding

使用する文字エンコーディング名。 省略した場合は内部文字エンコーディングが用いられます。

返り値

haystack の部分文字列を返します。 needle が見つからない場合は FALSE を返します。

参考

stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_stristr() - 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す

mb_strtolower
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mb_strtolower — 文字列を小文字にする

説明

string mb_strtolower ( string $str [, string $encoding = mb_internal_encoding() ] )

str のすべてのアルファベットを小文字にして返します。

パラメータ
str
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小文字にしたい文字列。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

str のすべてのアルファベットを小文字にしたものを返します。

Unicode

Unicode 文字属性についての詳細は » http://www.unicode.org/unicode/reports/tr21/ を参照してください。

strtolower() と違い、アルファベットであるかどうかは Unicode 文字属性をもとに決定されます。したがって、この関数の挙動は ロケールの設定に影響されず、すべてのアルファベット、 例えば A ウムラウト (Ä) を変換することができます。

例

例1 mb_strtolower() の例
<?php
$str = "Mary Had A Little Lamb and She LOVED It So";
$str = mb_strtolower($str);
echo $str; // 結果は mary had a little lamb and she loved it so
?>

例2 非ラテン UTF-8 テキストでの mb_strtolower() の例
<?php
$str = "Τάχιστη αλώπηξ βαφής ψημένη γη, δρασκελίζει υπέρ νωθρού κυνός";
$str = mb_strtolower($str, 'UTF-8');
echo $str; // 結果は τάχιστη αλώπηξ βαφής ψημένη γη, δρασκελίζει υπέρ νωθρού κυνός
?>

参考

mb_strtoupper() - 文字列を大文字にする
mb_convert_case() - 文字列に対してケースフォルディングを行う
strtolower() - 文字列を小文字にする

mb_strtoupper
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mb_strtoupper — 文字列を大文字にする

説明

string mb_strtoupper ( string $str [, string $encoding = mb_internal_encoding() ] )

str のすべてのアルファベットを大文字にして返します。

パラメータ
str

大文字に変換したい文字列。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

str のすべてのアルファベットを大文字にしたものを返します。

Unicode

Unicode 文字属性についての詳細は » http://www.unicode.org/unicode/reports/tr21/ を参照してください。

strtoupper()と違い、アルファベットであるかどうかは Unicode 文字属性をもとに決定されます。したがって、この関数の挙動は ロケールの設定に影響されず、すべてのアルファベット、 例えば A ウムラウト (Ä) を変換することができます。

例

例1 mb_strtoupper() の例
<?php
$str = "Mary Had A Little Lamb and She LOVED It So";

http://www.unicode.org/unicode/reports/tr21/
http://www.unicode.org/unicode/reports/tr21/
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$str = mb_strtoupper($str);
echo $str; // 結果は MARY HAD A LITTLE LAMB AND SHE LOVED IT SO
?>

例2 非ラテン UTF-8 テキストでの mb_strtoupper() の例
<?php
$str = "Τάχιστη αλώπηξ βαφής ψημένη γη, δρασκελίζει υπέρ νωθρού κυνός";
$str = mb_strtoupper($str, 'UTF-8');
echo $str; // 結果は ΤΆΧΙΣΤΗ ΑΛΏΠΗΞ ΒΑΦΉΣ ΨΗΜΈΝΗ ΓΗ, ΔΡΑΣΚΕΛΊΖΕΙ ΥΠΈΡ ΝΩΘΡΟΎ ΚΥΝΌΣ
?>

参考

mb_strtolower() - 文字列を小文字にする
mb_convert_case() - 文字列に対してケースフォルディングを行う
strtoupper() - 文字列を大文字にする

mb_strwidth
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_strwidth — 文字列の幅を返す

説明

int mb_strwidth ( string $str [, string $encoding ] )

文字列 str の幅を返します。

マルチバイト文字は、通常はシングルバイト文字の倍の幅となります。

文字の幅
文字 幅

U+0000 - U+0019 0
U+0020 - U+1FFF 1
U+2000 - U+FF60 2
U+FF61 - U+FF9F 1
U+FFA0 - 2

パラメータ
str

幅を取得したい文字列。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

文字列 str の幅を返します。

参考

mb_strimwidth() - 指定した幅で文字列を丸める
mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する

mb_substitute_character
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_substitute_character — 置換文字を設定あるいは取得する

説明

mixed mb_substitute_character ([ mixed $substrchar ] )

入力文字エンコーディングが無効、 または出力文字エンコーディングに文字コードが存在しない場合の代替文字を指定します。 無効な文字は、NULL (出力しない)、文字列または整数値 (Unicode 文字コード値) に置換することが可能です。

この設定は、mb_convert_encoding()、 mb_convert_variables()、 mb_output_handler()、 および mb_send_mail() に影響します。
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パラメータ
substrchar

Unicode 値の整数または文字列を以下のように指定します。

"none" : 出力しない
"long" : 文字コードの値 (例: U+3000, JIS+7E7E) を出力する
"entity" : 文字エンティティ (例: Ȁ) を出力する

返り値

substchar が設定された場合、成功時に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。 substchar が設定されない場合、Unicode 値または "none" あるいは "long" を返します。

例

例1 mb_substitute_character() の例
<?php
/* Unicode U+3013 (ゲタ記号)を設定 */
mb_substitute_character(0x3013);

/* HEX フォーマットを設定 */
mb_substitute_character("long");

/* 現在の設定を表示 */
echo mb_substitute_character();
?>

mb_substr_count
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

mb_substr_count — 部分文字列の出現回数を数える

説明

int mb_substr_count ( string $haystack , string $needle [, string $encoding ] )

文字列 haystack の中での部分文字列 needle の出現回数を数えます。

パラメータ
haystack

調べたい文字列。
needle

見つける文字列。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

文字列 haystack の中での部分文字列 needle の出現回数を返します。

例

例1 mb_substr_count() の例
<?php
echo mb_substr_count("これはてすとです。", "す"); // 2 を出力する
?>

参考

mb_strpos() - 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_substr() - 文字列の一部を得る
substr_count() - 副文字列の出現回数を数える

mb_substr
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

mb_substr — 文字列の一部を得る

説明

string mb_substr ( string $str , int $start [, int $length [, string $encoding ]] )

文字数に基づきマルチバイト対応の substr() 処理を行います。位置は、 str の始めから数えられます。 最初の文字の位置は 0、2 番目の文字の位置は 1、といったようになります。

パラメータ
str

調べたい文字列。
start

str の中の使用開始位置。
length

返す文字列の最大の長さ。
encoding

encoding パラメータには文字エンコーディングを指定します。省略した場合は、 内部文字エンコーディングを使用します。

返り値

mb_substr() は、start および length パラメータで指定した str の一部を返します。

参考

mb_strcut() - 文字列の一部を得る
mb_internal_encoding() - 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する

目次
mb_check_encoding — 文字列が、指定したエンコーディングで有効なものかどうかを調べる
mb_convert_case — 文字列に対してケースフォルディングを行う
mb_convert_encoding — 文字エンコーディングを変換する
mb_convert_kana — カナを("全角かな"、"半角かな"等に)変換する
mb_convert_variables — 変数の文字コードを変換する
mb_decode_mimeheader — MIME ヘッダフィールドの文字列をデコードする
mb_decode_numericentity — HTML 数値エンティティを文字にデコードする
mb_detect_encoding — 文字エンコーディングを検出する
mb_detect_order — 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する
mb_encode_mimeheader — MIMEヘッダの文字列をエンコードする
mb_encode_numericentity — 文字を HTML 数値エンティティにエンコードする
mb_encoding_aliases — 既知のエンコーディング・タイプのエイリアスを取得
mb_ereg_match — マルチバイト文字列が正規表現に一致するか調べる
mb_ereg_replace — マルチバイト文字列に正規表現による置換を行う
mb_ereg_search_getpos — 次の正規表現検索を開始する位置を取得する
mb_ereg_search_getregs — マルチバイト文字列が正規表現に一致する部分があるか調べる
mb_ereg_search_init — マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する
mb_ereg_search_pos — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分の位置と長さを返す
mb_ereg_search_regs — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分を取得する
mb_ereg_search_setpos — 次の正規表現検索を開始する位置を設定する
mb_ereg_search — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致するか調べる
mb_ereg — マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う
mb_eregi_replace — マルチバイト文字列に大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
mb_eregi — マルチバイト文字列に大文字小文字を区別しない正規表現マッチを行う
mb_get_info — mbstring の内部設定値を取得する
mb_http_input — HTTP 入力文字エンコーディングを検出する
mb_http_output — HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_internal_encoding — 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_language — 現在の言語を設定あるいは取得する
mb_list_encodings — サポートするすべてのエンコーディングの配列を返す
mb_output_handler — 出力バッファ内で文字エンコーディングを変換するコールバック関数
mb_parse_str — GET/POST/COOKIE データをパースし、グローバル変数を設定する
mb_preferred_mime_name — MIME 文字設定を文字列で得る
mb_regex_encoding — 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_regex_set_options — マルチバイト正規表現関数のデフォルトオプションを取得または設定する
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mb_send_mail — エンコード変換を行ってメールを送信する
mb_split — マルチバイト文字列を正規表現により分割する
mb_strcut — 文字列の一部を得る
mb_strimwidth — 指定した幅で文字列を丸める
mb_stripos — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す
mb_stristr — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す
mb_strlen — 文字列の長さを得る
mb_strpos — 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_strrchr — 別の文字列の中で、ある文字が最後に現れる場所を見つける
mb_strrichr — 大文字小文字を区別せず、 別の文字列の中である文字が最後に現れる場所を探す
mb_strripos — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最後に現れる位置を探す
mb_strrpos — 文字列の中に指定した文字列が最後に現れる位置を見つける
mb_strstr — 文字列の中で、指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_strtolower — 文字列を小文字にする
mb_strtoupper — 文字列を大文字にする
mb_strwidth — 文字列の幅を返す
mb_substitute_character — 置換文字を設定あるいは取得する
mb_substr_count — 部分文字列の出現回数を数える
mb_substr — 文字列の一部を得る

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
サポートされるエンコーディングの概要
日本語のマルチバイト文字に関する基本事項
HTTP 入出力
サポートされる文字エンコーディング
関数のオーバーロード機能
PHP の文字エンコーディングに関する要件
マルチバイト文字列 関数

mb_check_encoding — 文字列が、指定したエンコーディングで有効なものかどうかを調べる
mb_convert_case — 文字列に対してケースフォルディングを行う
mb_convert_encoding — 文字エンコーディングを変換する
mb_convert_kana — カナを("全角かな"、"半角かな"等に)変換する
mb_convert_variables — 変数の文字コードを変換する
mb_decode_mimeheader — MIME ヘッダフィールドの文字列をデコードする
mb_decode_numericentity — HTML 数値エンティティを文字にデコードする
mb_detect_encoding — 文字エンコーディングを検出する
mb_detect_order — 文字エンコーディング検出順序を設定あるいは取得する
mb_encode_mimeheader — MIMEヘッダの文字列をエンコードする
mb_encode_numericentity — 文字を HTML 数値エンティティにエンコードする
mb_encoding_aliases — 既知のエンコーディング・タイプのエイリアスを取得
mb_ereg_match — マルチバイト文字列が正規表現に一致するか調べる
mb_ereg_replace — マルチバイト文字列に正規表現による置換を行う
mb_ereg_search_getpos — 次の正規表現検索を開始する位置を取得する
mb_ereg_search_getregs — マルチバイト文字列が正規表現に一致する部分があるか調べる
mb_ereg_search_init — マルチバイト正規表現検索用の文字列と正規表現を設定する
mb_ereg_search_pos — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分の位置と長さを返す
mb_ereg_search_regs — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致する部分を取得する
mb_ereg_search_setpos — 次の正規表現検索を開始する位置を設定する
mb_ereg_search — 指定したマルチバイト文字列が正規表現に一致するか調べる
mb_ereg — マルチバイト文字列に正規表現マッチを行う
mb_eregi_replace — マルチバイト文字列に大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
mb_eregi — マルチバイト文字列に大文字小文字を区別しない正規表現マッチを行う
mb_get_info — mbstring の内部設定値を取得する
mb_http_input — HTTP 入力文字エンコーディングを検出する
mb_http_output — HTTP 出力文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_internal_encoding — 内部文字エンコーディングを設定あるいは取得する
mb_language — 現在の言語を設定あるいは取得する
mb_list_encodings — サポートするすべてのエンコーディングの配列を返す
mb_output_handler — 出力バッファ内で文字エンコーディングを変換するコールバック関数
mb_parse_str — GET/POST/COOKIE データをパースし、グローバル変数を設定する
mb_preferred_mime_name — MIME 文字設定を文字列で得る
mb_regex_encoding — 現在の正規表現用のエンコーディングを文字列として返す
mb_regex_set_options — マルチバイト正規表現関数のデフォルトオプションを取得または設定する
mb_send_mail — エンコード変換を行ってメールを送信する
mb_split — マルチバイト文字列を正規表現により分割する
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mb_strcut — 文字列の一部を得る
mb_strimwidth — 指定した幅で文字列を丸める
mb_stripos — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す
mb_stristr — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最初に現れる位置を探す
mb_strlen — 文字列の長さを得る
mb_strpos — 文字列の中に指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_strrchr — 別の文字列の中で、ある文字が最後に現れる場所を見つける
mb_strrichr — 大文字小文字を区別せず、 別の文字列の中である文字が最後に現れる場所を探す
mb_strripos — 大文字小文字を区別せず、 文字列の中で指定した文字列が最後に現れる位置を探す
mb_strrpos — 文字列の中に指定した文字列が最後に現れる位置を見つける
mb_strstr — 文字列の中で、指定した文字列が最初に現れる位置を見つける
mb_strtolower — 文字列を小文字にする
mb_strtoupper — 文字列を大文字にする
mb_strwidth — 文字列の幅を返す
mb_substitute_character — 置換文字を設定あるいは取得する
mb_substr_count — 部分文字列の出現回数を数える
mb_substr — 文字列の一部を得る

Pspell

導入
これらの関数により、単語のスペルチェックを行い、修正案を提案させる ことが可能となります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP を pspell サポートつきでコンパイルするには、aspellライブラリが 必要です。これは、» http://aspell.sourceforge.net/ で取得可能です。

インストール手順
PHP をコンパイルする際に、オプション --with-pspell[=dir] を追加する 必要があります。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 aspell の bin フォルダにある aspell-15.dll

Win32 は、PHP 4.3.3 以降でのみサポートします。また、 aspell バージョン 0.50 以降が必要です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://aspell.sourceforge.net/
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

PSPELL_FAST (integer)
PSPELL_NORMAL (integer)
PSPELL_BAD_SPELLERS (integer)
PSPELL_RUN_TOGETHER (integer)

Pspell 関数

pspell_add_to_personal
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_add_to_personal — ユーザの単語リストに単語を追加する

説明

bool pspell_add_to_personal ( int $dictionary_link , string $word )

pspell_add_to_personal() はユーザの単語リスト に単語を追加します。ディレクトリをオープンするために pspell_new_config() を pspell_config_personal() とともに使用した場合、 pspell_save_wordlist() で単語リストを保存することが可能です。

パラメータ
dictionary_link

word

追加する単語。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_add_to_personal()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);

pspell_add_to_personal($pspell_link, "Vlad");
pspell_save_wordlist($pspell_link);
?>

注意

注意:

この関数は、pspell .11.2 と aspell .32.5 以降でない限り動作しないことに注意してください。

pspell_add_to_session
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_add_to_session — 現在のセッションの単語リストに単語を追加する

説明

bool pspell_add_to_session ( int $dictionary_link , string $word )

pspell_add_to_session() は、 現在のセッションに関連する単語リストに単語を追加します。この関数は、 pspell_add_to_personal() に似ています。

パラメータ
dictionary_link
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word

追加する単語。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

pspell_check
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_check — 単語をチェックする

説明

bool pspell_check ( int $dictionary_link , string $word )

pspell_check() は単語のスペルをチェックします。

パラメータ
dictionary_link

word

チェックする単語。

返り値

スペルが正しい場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_check() の例
<?php
$pspell_link = pspell_new("en");

if (pspell_check($pspell_link, "testt")) {
    echo "This is a valid spelling";
} else {
    echo "Sorry, wrong spelling";
}
?>

pspell_clear_session
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_clear_session — 現在のセッションをクリアする

説明

bool pspell_clear_session ( int $dictionary_link )

pspell_clear_session() は、 現在のセッションをクリアします。現在の単語リストはブランクになり、 例えば pspell_save_wordlist() でこのリストを保存しても何もおきません。

パラメータ
dictionary_link

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_add_to_personal() の例
<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);

pspell_add_to_personal($pspell_link, "Vlad");
pspell_clear_session($pspell_link);
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pspell_save_wordlist($pspell_link);    //"Vlad" は保存されません
?>

pspell_config_create
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_config_create — 辞書をオープンする際に使用する設定を作成する

説明

int pspell_config_create ( string $language [, string $spelling [, string $jargon [, string $encoding ]]] )

辞書をオープンする際に使用する設定を作成します。

pspell_config_create() は、 pspell_new() の構文に非常によく似ています。実際、 pspell_new_config() の直後に pspell_config_create() を使用した場合、全く同じ 結果となります。しかし、新しい設定を作成した後、 pspell_new_config() をコールする前に関数
pspell_config_*() を使用することで いくつかの進んだ機能が使用できます。

より詳細な情報と例については、pspell Web サイト » http://aspell.net/ のオンラインマニュアルを参照ください。

パラメータ
language

パラメータ language は、2 文字の ISO 639 言語コードと オプションでダッシュまたはアンダースコアの後に 2 文字の ISO 3166 国コードからなる言語コードです。
spelling

パラメータ spelling は、英語のように複数のスペルがある言語に関して スペルの指定を行うものです。指定可能な値は、 'american', 'british', 'canadian'です。
jargon

パラメータ jargon は、同じ language および spelling パラメータを有する 2 つの異なる単語リストを区別するための 追加情報を有しています。
encoding

パラメータ encoding は、単語のエンコーディングとして 予想されるものです。有効な値は、'utf-8', 'iso8859-*', 'koi8-r', 'viscii', 'cp1252', 'machine unsigned 16', 'machine unsigned 32' です。このパラメータはよくテストされていないため、 使用する際には注意
してください。

返り値

pspell 設定 ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 pspell_config_create()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
pspell_config_repl($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.repl");
$pspell_link = pspell_new_personal($pspell_config, "en");
?>

pspell_config_data_dir
(PHP 5)

pspell_config_data_dir — 言語データファイルの場所

説明

bool pspell_config_data_dir ( int $conf , string $directory )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

http://aspell.net/
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pspell_config_dict_dir
(PHP 5)

pspell_config_dict_dir — メイン単語リストの場所

説明

bool pspell_config_dict_dir ( int $conf , string $directory )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

pspell_config_ignore
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_config_ignore — 長さが N 文字未満の単語を無視する

説明

bool pspell_config_ignore ( int $dictionary_link , int $n )

pspell_config_ignore() は、 pspell_new_config() をコールする前に使用しなければなりません。 この関数は、スペルチェッカに無視させる短い単語の長さを指定します。

パラメータ
dictionary_link

n

n 文字より短い単語をスキップします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_config_ignore()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_ignore($pspell_config, 5);
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);
pspell_check($pspell_link, "abcd");    // エラーとはなりません
?>

pspell_config_mode
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_config_mode — 返される提案の数のモードを変更する

説明

bool pspell_config_mode ( int $dictionary_link , int $mode )

pspell_config_mode() は、 pspell_new_config() のコール前に設定を行う際に使用します。この関数は、 pspell_suggest() により返される修正候補の数を定義します。

パラメータ
dictionary_link

mode

パラメータ mode は、スペルチェッカの動作モードです。 使用可能なモードを以下に示します。
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PSPELL_FAST - 高速モード (修正候補の数は最小)
PSPELL_NORMAL - 通常モード (修正候補はより多い)
PSPELL_BAD_SPELLERS - 低速モード (修正候補は多い)

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_config_mode() の例
<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_mode($pspell_config, PSPELL_FAST);
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);
pspell_check($pspell_link, "thecat");
?>

pspell_config_personal
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_config_personal — 個人の単語リストを保持するファイルを設定する

説明

bool pspell_config_personal ( int $dictionary_link , string $file )

個人の単語リストファイルを設定します。個人の単語リストは、 pspell_new_config()をコールした後にロードされ、 標準的な単語リストに追加されて使用されます。このファイルは、 pspell_save_wordlist() により個人的な単語リスト が保存されるファイルでもあります。

pspell_config_personal() は、 pspell_new_config() をコールする前に設定を行うために使用する必要があります。

パラメータ
dictionary_link

file

個人の単語リスト。存在しない場合は作成します。PHP の実行ユーザ (たとえば nobody) が書き込み可能である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_config_personal()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);
pspell_check($pspell_link, "thecat");
?>

注意

注意:

この関数は、 pspell .11.2 および aspell .32.5 以降でない限り動作しないことに注意してください。

pspell_config_repl
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_config_repl — 置換候補を保持するファイルを設定する

説明

bool pspell_config_repl ( int $dictionary_link , string $file )

置換候補を保持するファイルを設定します。

置換の組は、スペルチェッカの品質を改善します。 単語のスペルミスをした場合、そして、適当な修正候補がリストにあった場合、 pspell_store_replacement() を置換候補を保存するために使用し、置換候補を含む単語リストを保存するために pspell_save_wordlist()を使用す
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ることが可能です。

pspell_config_repl() は、 pspell_new_config() をコールする前に設定を行うために使用する必要があります。

パラメータ
dictionary_link

file

このファイルは PHP の実行ユーザ (たとえば nobody) が書き込み可能である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_config_repl()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
pspell_config_repl($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.repl");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);
pspell_check($pspell_link, "thecat");
?>

注意

注意:

この関数は、pspell .11.2 および aspell .32.5 以降でない限り動作しないことに注意してください。

pspell_config_runtogether
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_config_runtogether — 複合語を有効な単語の組み合わせとして考慮する

説明

bool pspell_config_runtogether ( int $dictionary_link , bool $flag )

この関数は、複合語を正しい複合語として処理するかどうかを定義します。 つまり、"thecat" には、二つの単語の間に空白はありませんが、 正しい複合語となります。この設定の変更は、 pspell_check() による返り値にのみ影響を与えます。 pspell_suggest() は、この場合で
も修正候補を返します。

pspell_config_runtogether() は、 pspell_new_config() をコールする前に設定を行うために使用する必要があります。

パラメータ
dictionary_link

flag

連続した単語を複合語として扱う場合な TRUE、 それ以外の場合は FALSE。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_config_runtogether()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_runtogether($pspell_config, true);
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);
pspell_check($pspell_link, "thecat");
?>

pspell_config_save_repl
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)
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pspell_config_save_repl — 単語リストと共に置換リストを保存するかどうかを定義する

説明

bool pspell_config_save_repl ( int $dictionary_link , bool $flag )

pspell_config_save_repl() は、 pspell_save_wordlist() が単語リストと共に置換リストを保存するかどうかを定義します。 通常はこの関数を使用する必要はありません。なぜなら、 pspell_config_repl() を使用した場合は置換の組は pspell_save_wordlist() により保存さ
れ、 そうでない場合には置換の組は保存されないためです。

pspell_config_save_repl() は、 pspell_new_config() のコール前に設定を行う際に使用します。

パラメータ
dictionary_link

flag

置換リストを保存する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

この関数は、pspell .11.2およびaspell .32.5 以降を有していない場合には 動作しないことに注意してください。

pspell_new_config
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_new_config — 指定した設定に基づき新規辞書をロードする

説明

int pspell_new_config ( int $config )

pspell_new_config() は、 pspell_config_create() で作成され、 関数 pspell_config_*() で修正された設定を使用して 新規辞書をオープンします。この方法は最も柔軟で、 pspell_new() および pspell_new_personal() で提供された全ての機能を有しています。

パラメータ
config

パラメータ config は、config が作成された際に pspell_config_create() により返されたパラメータです。

返り値

成功した場合に辞書リンク ID を返します。

例

例1 pspell_new_config()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
pspell_config_repl($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.repl");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);
?>

pspell_new_personal
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_new_personal — 個人の単語リストを有する新規辞書をロードする

説明

int pspell_new_personal ( string $personal , string $language [, string $spelling [, string $jargon [, string $encoding [, int $mode = 0 ]]]] )

pspell_new_personal() は、個人の単語リストと共に 新規辞書をオープンし、辞書リンクIDを返します。この ID は他の pspell 関数で使用されます。単語リストは修正可能で、必要に応じて pspell_save_wordlist() で保存することも可能です。 しかし、置換の組は保存されま
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せん。置換の組を保存するには、 pspell_config_create() を用いて設定を作成し、 pspell_config_personal() で個人の単語リストを 設定し、pspell_config_repl() で置換のファイルを 設定し、pspell_new_config() で新規の辞書を オープンします。

詳細な情報および例については、pspell の Web サイト :» http://aspell.net/ にあるインラインマニュアルを参照ください。

パラメータ
personal

個人リストに追加された単語が保存される場所を指定します。 この場所には '/' で始まる絶対パスのファイル名を指定する必要があります。 そうでない場合は $HOME からの相対パスになりますが、 これは多くのシステムでは、"/root" であり、 おそらく望ましい結果と
はならないためです。

language

2 文字の ISO 639 言語コードと オプションでダッシュまたはアンダースコアの後に 2 文字の ISO 3166 国コードからなる言語コードです。
spelling

英語のように複数のスペルがある言語に関して スペルの指定を行うものです。指定可能な値は、 'american', 'british', 'canadian'です。
jargon

同じ language および spelling パラメータを有する 2 つの異なる単語リストを区別するための 追加情報を有しています。
encoding

単語のエンコーディングとして予想されるもの。有効な値は、 utf-8, iso8859-*, koi8-r, viscii, cp1252, machine unsigned 16, machine unsigned 32 です。
mode

スペルチェッカの動作モードです。 使用可能なモードを以下に示します。

PSPELL_FAST - 高速モード (修正候補の数は最小)
PSPELL_NORMAL - 通常モード (修正候補はより多い)
PSPELL_BAD_SPELLERS - 低速モード (修正候補は多い)
PSPELL_RUN_TOGETHER - つながった単語を複合語 （legal compound）として考慮します。この場合、"thecat" には二つの 単語の間に空白はありませんが複合語となります。この設定の変更は pspell_check() から返される結果にのみ影響します。 設定変更後も
pspell_suggest() は修正候補を返します。

mode は、これらのさまざまな定数を用いたビットマスクです。 しかし PSPELL_FAST、 PSPELL_NORMAL および PSPELL_BAD_SPELLERS は相反するため、 この中のひとつを選択する必要があります。

返り値

その他の pspell 関数で使用する辞書リンク ID を返します。

例

例1 pspell_new_personal()

<?php
$pspell_link = pspell_new_personal ("/var/dictionaries/custom.pws",
        "en", "", "", "", PSPELL_FAST|PSPELL_RUN_TOGETHER);
?>

pspell_new
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_new — 新規辞書をロードする

説明

int pspell_new ( string $language [, string $spelling [, string $jargon [, string $encoding [, int $mode = 0 ]]]] )

pspell_new() は、新規の辞書をロードして 辞書リンク ID を返します。このリンク ID は、他の pspell 関数で使用されます。

詳細な情報および例については、pspell の Web サイト :» http://aspell.net/ にあるインラインマニュアルを参照ください。

パラメータ
language

パラメータ language は、2 文字の ISO 639 言語コードと オプションでダッシュまたはアンダースコアの後に 2 文字の ISO 3166 国コードからなる言語コードです。
spelling

パラメータ spelling は、英語のように複数のスペルがある言語に関して スペルの指定を行うものです。指定可能な値は、 'american', 'british', 'canadian'です。
jargon

パラメータ jargon は、同じ language および spelling パラメータを有する 2 つの異なる単語リストを区別するための 追加情報を有しています。

http://aspell.net/
http://aspell.net/
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encoding

パラメータ encoding は、単語のエンコーディングとして 予想されるものです。有効な値は、'utf-8', 'iso8859-*', 'koi8-r', 'viscii', 'cp1252', 'machine unsigned 16', 'machine unsigned 32' です。このパラメータはよくテストされていないため、 使用する際には注意
してください。

mode

パラメータ mode は、スペルチェッカの動作モードです。 使用可能なモードを以下に示します。

PSPELL_FAST - 高速モード (修正候補の数は最小)
PSPELL_NORMAL - 通常モード (修正候補はより多い)
PSPELL_BAD_SPELLERS - 低速モード (修正候補は多い)
PSPELL_RUN_TOGETHER - つながった単語を複合語 （legal compound）として考慮します。この場合、"thecat" には二つの 単語の間に空白はありませんが複合語となります。この設定の変更は pspell_check() から返される結果にのみ影響します。 設定変更後も
pspell_suggest() は修正候補を返します。

mode は、これらのさまざまな定数を用いたビットマスクです。 しかし PSPELL_FAST、 PSPELL_NORMAL および PSPELL_BAD_SPELLERS は相反するため、 この中のひとつを選択する必要があります。

返り値

成功した場合にディレクトリリンク識別子、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_new()

<?php
$pspell_link = pspell_new("en", "", "", "",
                           (PSPELL_FAST|PSPELL_RUN_TOGETHER));
?>

pspell_save_wordlist
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_save_wordlist — 個人の単語リストをファイルに保存する

説明

bool pspell_save_wordlist ( int $dictionary_link )

pspell_save_wordlist() は、 現在のセッションから個人の単語リストを保存します。 ファイルの位置は pspell_config_personal() および(オプションで) pspell_config_repl() で指定されている必要があります。

パラメータ
dictionary_link

pspell_new_personal() でオープンした辞書リンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_add_to_personal()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/tmp/dicts/newdict");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);

pspell_add_to_personal($pspell_link, "Vlad");
pspell_save_wordlist($pspell_link);
?>

注意

注意:

この関数は、pspell .11.2 および aspell .32.5 以降がない限り動作しないことに注意してください。

pspell_store_replacement
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)
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pspell_store_replacement — 単語を置換する組を保存する

説明

bool pspell_store_replacement ( int $dictionary_link , string $misspelled , string $correct )

pspell_store_replacement() は、単語の置換候補を 保存します。これにより、この後の pspell_suggest() で置換候補を返すことが可能と なります。この関数の利点を活かすためには、辞書をオープンする際に pspell_new_personal() を使用する必要があります。 置換候補を
恒久的に保存するためには pspell_config_personal() を使用する必要があり、 pspell_config_repl() によりカスタム単語リストを 保存するパスを設定し、この後、変更点をディスクへ書き込むために pspell_save_wordlist() を使用する必要があります。

パラメータ
dictionary_link

pspell_new_personal() でオープンした辞書リンク ID。
misspelled

まちがったスペルの単語。
correct

misspelled を修正した単語。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pspell_store_replacement()

<?php
$pspell_config = pspell_config_create("en");
pspell_config_personal($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.pws");
pspell_config_repl($pspell_config, "/var/dictionaries/custom.repl");
$pspell_link = pspell_new_config($pspell_config);

pspell_store_replacement($pspell_link, $misspelled, $correct);
pspell_save_wordlist($pspell_link);
?>

注意

注意:

この関数は、pspell .11.2 および aspell .32.5 以降でない限り 動作しないことに注意してください。

pspell_suggest
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

pspell_suggest — 単語のスペルについて修正候補を示す

説明

array pspell_suggest ( int $dictionary_link , string $word )

pspell_suggest() は、 指定した単語について可能性のあるスペルの配列を返します。

パラメータ
dictionary_link

word

調べたい単語。

返り値

修正候補の配列を返します。

例

例1 pspell_suggest() の例
<?php
$pspell_link = pspell_new("en");

if (!pspell_check($pspell_link, "testt")) {
    $suggestions = pspell suggest($pspell link, "testt");
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    foreach ($suggestions as $suggestion) {
        echo "Possible spelling: $suggestion<br />";
    }
}
?>

目次
pspell_add_to_personal — ユーザの単語リストに単語を追加する
pspell_add_to_session — 現在のセッションの単語リストに単語を追加する
pspell_check — 単語をチェックする
pspell_clear_session — 現在のセッションをクリアする
pspell_config_create — 辞書をオープンする際に使用する設定を作成する
pspell_config_data_dir — 言語データファイルの場所
pspell_config_dict_dir — メイン単語リストの場所
pspell_config_ignore — 長さが N 文字未満の単語を無視する
pspell_config_mode — 返される提案の数のモードを変更する
pspell_config_personal — 個人の単語リストを保持するファイルを設定する
pspell_config_repl — 置換候補を保持するファイルを設定する
pspell_config_runtogether — 複合語を有効な単語の組み合わせとして考慮する
pspell_config_save_repl — 単語リストと共に置換リストを保存するかどうかを定義する
pspell_new_config — 指定した設定に基づき新規辞書をロードする
pspell_new_personal — 個人の単語リストを有する新規辞書をロードする
pspell_new — 新規辞書をロードする
pspell_save_wordlist — 個人の単語リストをファイルに保存する
pspell_store_replacement — 単語を置換する組を保存する
pspell_suggest — 単語のスペルについて修正候補を示す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Pspell 関数

pspell_add_to_personal — ユーザの単語リストに単語を追加する
pspell_add_to_session — 現在のセッションの単語リストに単語を追加する
pspell_check — 単語をチェックする
pspell_clear_session — 現在のセッションをクリアする
pspell_config_create — 辞書をオープンする際に使用する設定を作成する
pspell_config_data_dir — 言語データファイルの場所
pspell_config_dict_dir — メイン単語リストの場所
pspell_config_ignore — 長さが N 文字未満の単語を無視する
pspell_config_mode — 返される提案の数のモードを変更する
pspell_config_personal — 個人の単語リストを保持するファイルを設定する
pspell_config_repl — 置換候補を保持するファイルを設定する
pspell_config_runtogether — 複合語を有効な単語の組み合わせとして考慮する
pspell_config_save_repl — 単語リストと共に置換リストを保存するかどうかを定義する
pspell_new_config — 指定した設定に基づき新規辞書をロードする
pspell_new_personal — 個人の単語リストを有する新規辞書をロードする
pspell_new — 新規辞書をロードする
pspell_save_wordlist — 個人の単語リストをファイルに保存する
pspell_store_replacement — 単語を置換する組を保存する
pspell_suggest — 単語のスペルについて修正候補を示す

GNU Recode

導入
このモジュールは、GNU recode ライブラリへのインターフェースを 有しています。GNU Recode ライブラリは、様々にコード化された 文字や表面的なエンコード法を相互に変換します。 正確に変換できない場合、問題のある文字を削除するか近似を行います。 このライブラ
リは、約 150 種類の文字セットを認識、生成することが可能で、 ほとんど全ての組み合わせで相互の変換を行うことができます。 » RFC 1345 文字セットの ほとんどがサポートされています。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1345
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
GNU Recode 3.5 以降をシステムにインストールしておく必要があります。 このパッケージは、» http://directory.fsf.org/All_GNU_Packages/recode.html から ダウンロードすることが可能です。

警告

Recode ライブラリのバージョン 3.6 は、ある状況下での文字列の変換時に 変な文字を付加してしまうことがあります。そのため、Recode v3.5 か、あるいは別の選択肢として iconv あるいは mbstring 拡張モジュールを使用するほうが安全です。

インストール手順
本モジュールで定義された関数を使用するには、--with-recode[=DIR] オプションを指定して PHP インタプリタをコンパイルする必要があります。

警告

拡張モジュール mysql または imap をロードした 後に recode を拡張モジュールとしてロードした場合に、 PHP のクラッシュおよび起動に関する問題が 発生する可能性があります。これらの拡張モジュールの前に recode を ロードすることにより、問題を解決することができ
ます。 これは、imap で使用されている c-client ライブラリおよび recode の両方が 固有の hash_lookup() 関数を有しており、 mysql と recode が固有の hash_insert 関数を有している ことによる技術的な問題です。

警告

IMAP、recode、 YAZ および Cyrus 拡張モジュールは、組み合わせて使用することはできません。 これは、これらすべてが同一の内部シンボルを使用しているためです。 注意: Yaz 2.0 以降ではこの問題は発生しません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Recode 関数

recode_file
(PHP 4, PHP 5)

recode_file — コード変換指令に基づきファイルからファイルにコード変換する

説明

bool recode_file ( string $request , resource $input , resource $output )

コード変換指令 request に基づきファイルハンドル input が指すファイルをファイルハンドル output が指すファイルにコード変換します。

パラメータ

http://directory.fsf.org/All_GNU_Packages/recode.html
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request

変換指令の型。
input

入力として使用する ローカルファイルハンドルリソース。
output

出力として使用する ローカルファイルハンドルリソース。

返り値

応じることができない場合に FALSE、それ以外の場合に TRUE を返します。

例

例1 基本的な recode_file() の例
<?php
$input = fopen('input.txt', 'r');
$output = fopen('output.txt', 'w');
recode_file("us..flat", $input, $output);
?>

注意

この関数は現在リモートファイル(URL)を指すファイルハンドルを処理 できません。ファイルハンドルは共にローカルなファイルを指している 必要があります。

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする

recode_string
(PHP 4, PHP 5)

recode_string — コード変換指令に基づき文字列のコードを変換する

説明

string recode_string ( string $request , string $string )

コード変換指令 request に基づき文字列 string のコードを変換します。

パラメータ
request

変換指令の型。
string

変換する文字列。

返り値

変換後の文字列、または変換指令を実行できない場合に FALSE を返します。

例

例1 基本的な recode_string() の例
<?php
echo recode_string("us..flat", "The following character has a diacritical mark: &aacute;");
?>

注意

簡単なコード変換指令は、"lat1..iso646-de" のようになります。

参考

コード変換指令に関する詳細な手順に関しては、インストールされている GNU Recode のドキュメントも参照ください。
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recode
(PHP 4, PHP 5)

recode — recode_string() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 recode_string().

目次
recode_file — コード変換指令に基づきファイルからファイルにコード変換する
recode_string — コード変換指令に基づき文字列のコードを変換する
recode — recode_string のエイリアス

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Recode 関数

recode_file — コード変換指令に基づきファイルからファイルにコード変換する
recode_string — コード変換指令に基づき文字列のコードを変換する
recode — recode_string のエイリアス

Enchant — Enchant スペリングライブラリ
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Enchant 関数

FriBiDi
導入
インストール/設定
定義済み定数
FriBiDi 関数

Gettext
導入
インストール/設定
定義済み定数
Gettext 関数

iconv
導入
インストール/設定
定義済み定数
iconv 関数

intl — 国際化関数
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Collator — Collator クラス
NumberFormatter — NumberFormatter クラス
Locale — Locale クラス
Normalizer — Normalizer クラス
MessageFormatter — MessageFormatter クラス
IntlDateFormatter — IntlDateFormatter クラス
ResourceBundle — ResourceBundle クラス
Grapheme 関数
IDN 関数
国際化 関数

マルチバイト文字列
導入
インストール/設定
定義済み定数
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サポートされるエンコーディングの概要
日本語のマルチバイト文字に関する基本事項
HTTP 入出力
サポートされる文字エンコーディング
関数のオーバーロード機能
PHP の文字エンコーディングに関する要件
マルチバイト文字列 関数

Pspell
導入
インストール/設定
定義済み定数
Pspell 関数

Recode — GNU Recode
導入
インストール/設定
定義済み定数
Recode 関数

画像処理および作成

Exchangeable image information

導入
exif 拡張モジュールを使用すると、画像のメタデータを扱うことが可能と なります。例えば、デジタルカメラで撮影した画像ファイルから JPEG や TIFF 画像のヘッダ情報を 読み込むために exif 関数を使用することができます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
--enable-exif オプションを含めて PHP がコンパイル されている必要があります。exif モジュールを作成するために、追加の ライブラリは一切必要ありません。Windows ユーザは、 mbstring 拡張モジュールを有効に する必要があります。

インストール手順
exif サポートを有効にするには、PHP の configure 時に --enable-exif を指定します。

Windows ユーザは、php.ini で php_mbstring.dll および php_exif.dll の両方の DLL を有効にする 必要があります。php_mbstring.dll DLL は、必ず php_exif.dll DLL より 先に 読み込まれていなければなりません。そうなるように php.ini で設定 してください。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

mbstring が有効になっている場合、 Exif 拡張モジュールはユーザコメントの文字エンコーディングの変換 （Unicode と JIS）を自動的に行います。この処理が行われるのは、 指定した文字セットを使用して最初にコメントをデコードする際です。 その結果は、HTTP 出力用の
文字コードにエンコード されます。

Exif 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

exif.encode_unicode "ISO-8859-15" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
exif.decode_unicode_motorola "UCS-2BE" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
exif.decode_unicode_intel "UCS-2LE" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
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exif.encode_jis "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
exif.decode_jis_motorola "JIS" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
exif.decode_jis_intel "JIS" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で有効です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

exif.encode_unicode string

exif.encode_unicode は、UNICODE ユーザコメント を処理する文字セットを定義します。デフォルトは ISO-8859-15 で、 アジア以外のほとんどの国で動作します。この設定は、空白 あるいは mbstring のサポートするエンコーディングである必要があります。 空白
の場合は mbstring の内部エンコーディング設定が使用されます。

exif.decode_unicode_motorola string

exif.decode_unicode_motorola は、画像の バイトオーダーがモトローラ形式（ビッグエンディアン）であった場合に Unicode のユーザコメントを扱うための内部文字セットを定義します。 この設定は空白にすることはできず、mbstring がサポートしている エンコー
ディングの中から指定します。デフォルトは UCS-2BE です。

exif.decode_unicode_intel string

exif.decode_unicode_intel は、画像の バイトオーダーがインテル形式（リトルエンディアン）であった場合に Unicode のユーザコメントを扱うための内部文字セットを定義します。 この設定は空白にすることはできず、mbstring がサポートしている エンコーディング
の中から指定します。デフォルトは UCS-2LE です。

exif.encode_jis string

exif.encode_jis は、JIS ユーザコメントを 処理する文字セットを定義します。デフォルトは空白で、これは mbstring の内部設定を使用させることを意味します。

exif.decode_jis_motorola string

exif.decode_jis_motorola は、画像の バイトオーダーがモトローラ形式（ビッグエンディアン）であった場合に JIS のユーザコメントを扱うための内部文字セットを定義します。 この設定は空白にすることはできず、mbstring がサポートしている エンコーディングの中
から指定します。デフォルトは JIS です。

exif.decode_jis_intel string

exif.decode_jis_intel は、画像の バイトオーダーがインテル形式（リトルエンディアン）であった場合に JIS のユーザコメントを扱うための内部文字セットを定義します。 この設定は空白にすることはできず、mbstring がサポートしている エンコーディングの中から指
定します。デフォルトは JIS です。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

EXIF_USE_MBSTRING (integer)

exif_imagetype() は、関連するいくつかの組み込み定数を 一覧表示します。

Exif 関数

exif_imagetype
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

exif_imagetype — イメージの型を定義する

説明

int exif_imagetype ( string $filename )

exif_imagetype() を画像の先頭バイトを読み そのサインを調べます。

exif_imagetype() は、他の exif 関数がサポートしていないファイル形式で コールされるの防いだり、$_SERVER['HTTP_ACCEPT'] と組み合わせて閲覧者が画像を見る権限を持っているかどうかを調べたりするために 使用可能です。

パラメータ
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filename
調べる画像。

返り値

正しいサインが見つかった場合は適切な定数、それ以外の場合は FALSE を返します。返り値は getimagesize() がインデックス 2 に対して返す値と同じですが、exif_imagetype() のほうがずっと早く動作します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.2 JPC、JP2、 JPX、JB2、 XBM および WBMP がサポートされます。
4.3.0 SWC がサポートされます。

定義済み定数

以下の定数が定義されており、exif_imagetype() の返り値を表しています。

Imagetype 定数
値 定数
1 IMAGETYPE_GIF

2 IMAGETYPE_JPEG

3 IMAGETYPE_PNG

4 IMAGETYPE_SWF

5 IMAGETYPE_PSD

6 IMAGETYPE_BMP

7 IMAGETYPE_TIFF_II (intel byte order)
8 IMAGETYPE_TIFF_MM (motorola byte order)
9 IMAGETYPE_JPC

10 IMAGETYPE_JP2

11 IMAGETYPE_JPX

12 IMAGETYPE_JB2

13 IMAGETYPE_SWC

14 IMAGETYPE_IFF

15 IMAGETYPE_WBMP

16 IMAGETYPE_XBM

例

例1 exif_imagetype() の例
<?php
if (exif_imagetype('image.gif') != IMAGETYPE_GIF) {
    echo 'The picture is not a gif';
}
?>

参考

image_type_to_mime_type() - getimagesize, exif_read_data, exif_thumbnail, exif_imagetypeから返される 画像形式のMIMEタイプを取得する
getimagesize() - 画像の大きさを取得する

exif_read_data
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

exif_read_data — JPEG あるいは TIFF から EXIF ヘッダを読み込む

説明

array exif_read_data ( string $filename [, string $sections = NULL [, bool $arrays = false [, bool $thumbnail = false ]]] )

exif_read_data() は、JPEG あるいは TIFF の画像ファイルから EXIF ヘッダを読み込みます。この方法で、デジタルカメラが生成したメタデータを 読み込むことが可能です。

EXIF ヘッダは、デジタルカメラが作成した JPEG/TIFF 画像によく含まれています。しかし残念なことに、 そのタグ付けの方法はメーカーによって異なります。 したがって、特定の Exif ヘッダが常に存在すると仮定することはできません。

Height および Width は、getimagesize() と同じ方法で計算されます。 よって、これらの値は決してヘッダの一部として返してはいけません。 また、html は高さ/幅を表すテキスト文字列で、 通常の HTML の中で用いられます。

Exif ヘッダに著作権表示が含まれている場合、それ自身には 2 つの値を 含めることが可能です。Exif 2.10 のこの矛盾した規格に対応するため、 COMPUTED セクションは Copyright.Photographer および Copyright.Editor の両方を返します。 また IFD0 セクションには 2 つ
のエントリを NULL 文字で区切った バイト配列を含めます。データ型が間違っている場合は最初のエントリのみを かえします（Exif の通常の挙動）。COMPUTED には、元の著作権文字列あるいは カンマで区切られた写真と編集者の著作権表示のどちらかを Copyright エント
リに含めることが可能です。
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UserComment タグにも Copyright タグと同様の問題があります。ここにも 2 つの値を格納することが可能です。それは使用しているエンコーディングと 値自身の 2 つです。そうなると、IFD セクションにはエンコーディングのみを 含めるか、あるいはバイト配列を格納する
ことになります。COMPUTED セクションは UserCommentEncoding および UserComment を両方格納することができます。UserComment はどちらの 場合でも有効なので、IFD0 セクションではこちらを優先すべきです。

exif_read_data() は、EXIF 仕様（» http://exif.org/Exif2-2.PDF, 20 ページ）に基づいて EXIF データタグの検証も行います。

注意:

Windows ME/XP は、カメラと接続した際に Exif ヘッダを書き換えることが可能です。 詳細な情報は » http://www.canon.co.jp/Imaging/NOTICE/011214-e.html を参照ください。

パラメータ
filename

読み込む画像ファイルの名前。 URL 形式は使用できません。
sections

結果の配列を作成するために存在する必要のあるセクションのカンマ区切り リスト。要求されたセクションがひとつも見つからなかった場合の返り値は FALSE となります。

FILE FileName, FileSize, FileDateTime, SectionsFound
COMPUTED html, Width, Height, IsColor, および他の取得可能なもの。Height および Width は getimagesize() と同じ方法で取得した もので、その値はヘッダの一部ではありません。また、html は 通常の HTML 内で使用される height/width の 文字列です。
ANY_TAG タグを有するすべての情報。例えば IFD0, EXIF, ...
IFD0 IFD0 のすべてのタグつきデータ。通常の画像ファイルでは、 ここに画像のサイズが含まれます。
THUMBNAIL 2 番目の IFD がある場合、ファイルにサムネイルが含まれている 可能性があります。埋め込まれたサムネイルに関するすべての タグつき情報はこのセクションに格納されます。
COMMENT JPEG 画像のコメントヘッダ。
EXIF EXIF セクションは IFD0 のサブセクションです。ここには 画像に関する詳細な情報が含まれています。これらのエントリの ほとんどはデジタルカメラに関連するものです。

arrays

各セクションを配列とするかどうかを指定します。 COMPUTED、 THUMBNAIL および COMMENT のセクションは常に配列となります。これは、これらのセクションに 含まれる値の名前が他のセクションと衝突する可能性があるからです。
thumbnail

TRUE を指定すると、サムネイル本体を読み込みます。それ以外の場合は タグつきデータのみを読み込みます。

返り値

ヘッダ名がキー・ヘッダの内容が値となる連想配列を返します。 返されるデータがない場合は exif_read_data() は FALSE を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.3.0 埋め込まれた IFD データを、配列を含めて すべて読み込めます（そして返せます）。また、埋め込まれた サムネイルの大きさもサブ配列 THUMBNAIL に 格納され、TIFF フォーマットのサムネイルを 返すことが可能です。さらに、（メモリの制限に達しない限り） 返
り値の長さの最大長には制限はありません。

4.3.0 PHP の mbstring サポートが 有効になっている場合、ユーザコメントのエンコーディングは自動的に 変換されます。また、ユーザコメントが Unicode あるいは JIS エンコーディングを使用している場合は php.ini の exif 設定に応じて エンコーディングが自動的に変換
されます。

4.3.0 画像に何らかの IFD0 データが含まれている場合、 COMPUTED にはエントリ ByteOrderMotorola が含まれます。このエントリは、バイトオーダーが リトルエンディアン（intel）の場合に 0 、ビッグエンディアン （motorola）の場合に 1 となります。ま
た、COMPUTED および UserComment は、仮にデータ型が間違っていても最初の copyright エントリだけを格納するということはありません。

例

例1 exif_read_data() の例
<?php
echo "test1.jpg:<br />\n";
$exif = exif_read_data('tests/test1.jpg', 'IFD0');
echo $exif===false ? "No header data found.<br />\n" : "Image contains headers<br />\n";

$exif = exif_read_data('tests/test2.jpg', 0, true);
echo "test2.jpg:<br />\n";
foreach ($exif as $key => $section) {
    foreach ($section as $name => $val) {
        echo "$key.$name: $val<br />\n";
    }
}
?>

最初のコールは失敗します。画像がヘッダ情報を有していないためです。

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
test1.jpg:
No header data found.
test2.jpg:
FILE.FileName: test2.jpg
FILE.FileDateTime: 1017666176
FILE.FileSize: 1240
FILE.FileType: 2
FILE.SectionsFound: ANY_TAG, IFD0, THUMBNAIL, COMMENT
COMPUTED.html: width="1" height="1"
COMPUTED.Height: 1
COMPUTED.Width: 1

http://exif.org/Exif2-2.PDF
http://www.canon.co.jp/Imaging/NOTICE/011214-e.html
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COMPUTED.IsColor: 1
COMPUTED.ByteOrderMotorola: 1
COMPUTED.UserComment: Exif test image.
COMPUTED.UserCommentEncoding: ASCII
COMPUTED.Copyright: Photo (c) M.Boerger, Edited by M.Boerger.
COMPUTED.Copyright.Photographer: Photo (c) M.Boerger
COMPUTED.Copyright.Editor: Edited by M.Boerger.
IFD0.Copyright: Photo (c) M.Boerger
IFD0.UserComment: ASCII
THUMBNAIL.JPEGInterchangeFormat: 134
THUMBNAIL.JPEGInterchangeFormatLength: 523
COMMENT.0: Comment #1.
COMMENT.1: Comment #2.
COMMENT.2: Comment #3end
THUMBNAIL.JPEGInterchangeFormat: 134
THUMBNAIL.Thumbnail.Height: 1
THUMBNAIL.Thumbnail.Height: 1

参考

exif_thumbnail() - TIFF あるいは JPEG 形式の画像に埋め込まれたサムネイルを取得する
getimagesize() - 画像の大きさを取得する

exif_tagname
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

exif_tagname — インデックスに対応するヘッダ名を取得する

説明

string exif_tagname ( int $index )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

画像のインデックス。

返り値

ヘッダ名を返します。もし index が未定義の場合は FALSE を返します。 undefined.

参考

exif_imagetype() - イメージの型を定義する

exif_thumbnail
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

exif_thumbnail — TIFF あるいは JPEG 形式の画像に埋め込まれたサムネイルを取得する

説明

string exif_thumbnail ( string $filename [, int &$width [, int &$height [, int &$imagetype ]]] )

exif_thumbnail() は、 TIFF あるいは JPEG 画像に 埋め込まれたサムネイルを読み込みます。

この関数を使用してサムネイルを出力したい場合は、 header() 関数を使用して mimetype 情報を送信する 必要があります。

exif_thumbnail() が画像を作成することはできないが、 そのサイズだけはわかるという可能性があります。そのような場合、返り値は FALSE となりますが width および height を設定されています。

パラメータ
filename

読み込む画像ファイルの名前。サムネイルが埋め込まれています。
width

返されるサムネイルの幅が格納されます。
height
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返されるサムネイルの高さが格納されます。
imagetype

返されるサムネイルの画像タイプが格納されます。 TIFF あるいは JPEG のどちらかです。

返り値

埋め込まれたサムネイルを返します。画像がサムネイルを含まない場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 オプションで width、 height および imagetype が使用可能になりました。
4.3.0 サムネイルを TIFF フォーマットで返すことがあります。

例

例1 exif_thumbnail() の例
<?php
if (array_key_exists('file', $_REQUEST)) {
    $image = exif_thumbnail($_REQUEST['file'], $width, $height, $type);
} else {
    $image = false;
}
if ($image!==false) {
    header('Content-type: ' .image_type_to_mime_type($type));
    echo $image;
    exit;
} else {
    // no thumbnail available, handle the error here
    echo 'No thumbnail available';
}
?>

参考

exif_read_data() - JPEG あるいは TIFF から EXIF ヘッダを読み込む
image_type_to_mime_type() - getimagesize, exif_read_data, exif_thumbnail, exif_imagetypeから返される 画像形式のMIMEタイプを取得する

read_exif_data
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

read_exif_data — exif_read_data() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 exif_read_data()

目次
exif_imagetype — イメージの型を定義する
exif_read_data — JPEG あるいは TIFF から EXIF ヘッダを読み込む
exif_tagname — インデックスに対応するヘッダ名を取得する
exif_thumbnail — TIFF あるいは JPEG 形式の画像に埋め込まれたサムネイルを取得する
read_exif_data — exif_read_data のエイリアス

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Exif 関数

exif_imagetype — イメージの型を定義する
exif_read_data — JPEG あるいは TIFF から EXIF ヘッダを読み込む
exif_tagname — インデックスに対応するヘッダ名を取得する
exif_thumbnail — TIFF あるいは JPEG 形式の画像に埋め込まれたサムネイルを取得する
read_exif_data — exif_read_data のエイリアス
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画像処理 (GD)

導入
PHPができることは、HTML出力を生成することだけではありません。PHP は、多くの異なるイメージ形式でイメージファイルを作成したり、操作 したりすることもできます。このイメージ形式には、GIF, PNG, JPEG, WBMP および XPM が含まれます。 さらに便利なこと
に、PHPはイメージストリームを直接ブラウザに出力することができます。 イメージ関数を使用するには、PHP を GD ライブラリとともにコンパイルしなければなりません。 使用したいイメージ形式によっては、GD と PHP 以外に他のライブラリも必要となる可能性がありま
す。

PHPのイメージ関数により JPEG、GIF、 PNG、SWF、 TIFF、JPEG2000イメージの 大きさを知ることができます。

exif 拡張モジュール を使用すると、 JPEG や TIFF 画像のヘッダに保存された情報を扱うことができます。 これにより、デジタルカメラが作成したメタデータを読み込むことができます。 exif 関数は GD ライブラリを必要としません。

注意: イメージの読み込み、書き込み、修正の機能を拡張するには、 要求の節を呼んでください。 デジタルカメラで撮影した画像のメタデータを読み込むには、 上で説明した exif 拡張モジュール が必要です。

注意: getimagesize() 関数は、GD 拡張モジュールを必要としません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
GDライブラリ( » http://www.libgd.org/で取得可能)があれば、画像の作成と操 作を行なうこともできます。

操作できるイメージの形式は、インストールされている GDとこれらのイメージフォーマットにアクセスする ためにGDが必要とするその他のライブラリに依存し ます。gd-1.6より前のバージョンのgdは、GIF イメージ画像をサポートし ていますが、PNG はサポートしていま
せん。一方、gd-1.6以降でgd-2.0.28未満の バージョンはPNGをサポートし、GIFはサポートしていません。 GIF サポートは、gd-2.0.28で再度有効になりました。

注意: PHP 4.3以降、GD libの付属版が付属しています。この付属版には αブレンディングのようないくつかの機能が追加されています。 この版のコードは、より管理が行き届き、安定しているため、 外部ライブラリの代わりに使用されるべきです。

より多くのイメージ形式を処理するために GD を拡張したいと思うかもしれません。

サポートされるイメージ形式
イメージ
形式 ダウンロードするライブラリ 注記

gif  gd-1.6より以前またはgd-2.0.28以降のバージョンのGDでのみサポートされます。 読み込みのみの GIF サポートは、PHP 4.3.0 とバンドルされた GD ライブラリの組合せで利用可能です。 書き込みのサ
ポートは、PHP 4.3.9および PHP 5.0.1以降で利用可能です。

jpeg » http://pecl2.php.net/downloads/php-windows-
builds/source/

(PHP のビルド前に) jpeg ライブラリをビルドする際、configure で --enable-shared オプションを指定する必要があります。 そうしないと、PHP をビルドする際の configure で libjpeg.(a|so) not
found というエラーが発生します。

png » http://www.libpng.org/pub/png/libpng.html gd-1.6以降のバージョンの GD でのみサポートされます。

xpm »
ftp://metalab.unc.edu/pub/Linux/libs/X/!INDEX.html Xウインドウ環境をインストールしている場合、 このライブラリを既に利用可能と思われます。

別の種類のフォントを処理できるように GD を拡張したいと思うかもしれません。 以下にサポートされるフォントライブラリを示します。

サポートされるフォントライブラリ
フォントライブラリ ダウンロード 注記
FreeType 1.x » http://www.freetype.org/ この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
FreeType 2 » http://www.freetype.org/  
T1lib » ftp://sunsite.unc.edu/pub/Linux/libs/graphics/) Postscript Type 1 フォントをサポートします。

インストール手順
PHPでGDサポートを有効にするには、configure に--with-gd[=DIR] を指定します。ただし、DIRは GDのベースインストールディレクトリです。 PHPにバンドルされている推奨のGDライブラリを使用するには --with-gd を指定します。 GD ライブラリをコンパイルする
には、libpng と libjpeg が必要です。

Windowsの場合、GD2 DLL php_gd2.dllをphp.iniに エクステンションとして指定してください。 GD1 DLL php_gd.dllはPHP4.3.2で削除されました。 imagecreatetruecolor()のようにTrueカラーが優先される関数 についてはGD2が必須です。

http://www.libgd.org/
http://pecl2.php.net/downloads/php-windows-builds/source/
http://pecl2.php.net/downloads/php-windows-builds/source/
http://www.libpng.org/pub/png/libpng.html
ftp://metalab.unc.edu/pub/Linux/libs/X/!INDEX.html
ftp://metalab.unc.edu/pub/Linux/libs/X/!INDEX.html
http://www.freetype.org/
http://www.freetype.org/
ftp://sunsite.unc.edu/pub/Linux/libs/graphics/
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より多くの画像フォーマットを扱えるようにGDの能力を高めるには、 --with-XXXXのような形のオプションを指定します。

サポートされる画像フォーマット
画像フォーマット configure オプション
jpeg jpeg をサポートするには --with-jpeg-dir=DIR を指定します。Jpeg 6b、7、そして 8 に対応しています。
png PNGをサポートするには--with-png-dir=DIR を指定します。ただし、libpngはzlibライブラリを 必要とするため、--with-zlib-dir[=DIR] もconfigureオプションに追加する必要があります。
xpm XPMをサポートするには--with-xpm-dir=DIR を指定します。必要なライブラリをconfigureが見つけられなかった場合は X11ライブラリのパスを追加してください。

注意: libpng と共に PHP をコンパイルする際、GD ライブラリとリンクされる同じバージョンを使用する必要があります。

GDがより多くのフォントを扱えるようにするには --with-XXXXのような形のオプションを指定します。

サポートされるフォントライブラリ
フォントライブラリ configure オプション

FreeType 1.x FreeType 1.x をサポートするには --with-ttf[=DIR] を指定します。
FreeType 2 FreeType 2 をサポートするには --with-freetype-dir=DIR を指定します。
T1lib T1lib (Postscript Type 1 フォント) をサポートするには --with-t1lib[=DIR] を指定します。
ネイティブ TrueType 文字列関数ネイティブな TrueType 文字列関数 をサポートするには --enable-gd-native-ttf を指定します。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Image 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 Changelog

gd.jpeg_ignore_warning "0" PHP_INI_ALL PHP 5.1.3 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

gd.jpeg_ignore_warning bool

jpeg2wbmp() や imagecreatefromjpeg() が出す警告を無視します。

exif の設定ディレクティブも参照ください。

警告

イメージ関数は非常にメモリを消費します。 memory_limit を十分大きな値にしておくようにしましょう。

リソース型
この拡張モジュールでは、画像 ID および フォント ID の二種類のリソースを定義しています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

GD_VERSION (string)
PHP をコンパイルしたときの GD のバージョン (PHP 5.2.4 以降で利用可能)。

GD_MAJOR_VERSION (integer)
PHP をコンパイルしたときの GD のメジャーバージョン (PHP 5.2.4 以降で利用可能)。

GD_MINOR_VERSION (integer)
PHP をコンパイルしたときの GD のマイナーバージョン (PHP 5.2.4 以降で利用可能)。

GD_RELEASE_VERSION (integer)
PHP をコンパイルしたときの GD のリリースバージョン (PHP 5.2.4 以降で利用可能)。

GD_EXTRA_VERSION (string)
PHP をコンパイルしたときの GD の "追加" バージョン (beta/rc..) (PHP 5.2.4 以降で利用可能)。

GD_BUNDLED (integer)
バンドルされている GD を使用する場合は 1、 それ以外の場合は 0 が設定されます。

IMG_GIF (integer)
imagetypes() の返り値として使用。

IMG_JPG (integer)
imagetypes() の返り値として使用。

IMG_JPEG (integer)
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imagetypes() の返り値として使用。

注意:

この定数の値は IMG_JPG と同じです。

IMG_PNG (integer)
imagetypes() の返り値として使用。

IMG_WBMP (integer)
imagetypes() の返り値として使用。

IMG_XPM (integer)
imagetypes() の返り値として使用。

IMG_COLOR_TILED (integer)
imagecolorallocate() あるいは imagecolorallocatealpha() で割り当てた色のかわりに使用できる、特別な色オプション。

IMG_COLOR_STYLED (integer)
imagecolorallocate() あるいは imagecolorallocatealpha() で割り当てた色のかわりに使用できる、特別な色オプション。

IMG_COLOR_BRUSHED (integer)
imagecolorallocate() あるいは imagecolorallocatealpha() で割り当てた色のかわりに使用できる、特別な色オプション。

IMG_COLOR_STYLEDBRUSHED (integer)
imagecolorallocate() あるいは imagecolorallocatealpha() で割り当てた色のかわりに使用できる、特別な色オプション。

IMG_COLOR_TRANSPARENT (integer)
imagecolorallocate() あるいは imagecolorallocatealpha() で割り当てた色のかわりに使用できる、特別な色オプション。

IMG_ARC_ROUNDED (integer)
imagefilledarc() 関数で使用するスタイル定数。

注意:

この定数の値は IMG_ARC_PIE と同じです。

IMG_ARC_PIE (integer)
imagefilledarc() 関数で使用するスタイル定数。

IMG_ARC_CHORD (integer)
imagefilledarc() 関数で使用するスタイル定数。

IMG_ARC_NOFILL (integer)
imagefilledarc() 関数で使用するスタイル定数。

IMG_ARC_EDGED (integer)
imagefilledarc() 関数で使用するスタイル定数。

IMG_GD2_RAW (integer)
imagegd2() 関数で使用する型定数。

IMG_GD2_COMPRESSED (integer)
imagegd2() 関数で使用する型定数。

IMG_EFFECT_REPLACE (integer)
imagelayereffect() 関数で使用するアルファブレンディング効果。

IMG_EFFECT_ALPHABLEND (integer)
imagelayereffect() 関数で使用するアルファブレンディング効果。

IMG_EFFECT_NORMAL (integer)
imagelayereffect() 関数で使用するアルファブレンディング効果。

IMG_EFFECT_OVERLAY (integer)
imagelayereffect() 関数で使用するアルファブレンディング効果。

IMG_FILTER_NEGATE (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_GRAYSCALE (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_BRIGHTNESS (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_CONTRAST (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_COLORIZE (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_EDGEDETECT (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_GAUSSIAN_BLUR (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_SELECTIVE_BLUR (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_EMBOSS (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_MEAN_REMOVAL (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_SMOOTH (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ。

IMG_FILTER_PIXELATE (integer)
imagefilter() 関数で使用する特別な GD フィルタ (PHP 5.3.0 以降で使用可能)。

IMAGETYPE_GIF (integer)
image_type_to_mime_type()  image_type_to_extension() 
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および 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_JPEG (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_JPEG2000 (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_PNG (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_SWF (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_PSD (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_BMP (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_WBMP (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_XBM (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_TIFF_II (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_TIFF_MM (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_IFF (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_JB2 (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_JPC (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_JP2 (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_JPX (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_SWC (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数。
IMAGETYPE_ICO (integer)

image_type_to_mime_type() および image_type_to_extension() 関数で使用する画像形式定数 (PHP 5.3.0 以降で利用可能)。
PNG_NO_FILTER (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。
PNG_FILTER_NONE (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。
PNG_FILTER_SUB (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。
PNG_FILTER_UP (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。
PNG_FILTER_AVG (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。
PNG_FILTER_PAETH (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。
PNG_ALL_FILTERS (integer)

imagepng() 関数で使用する特別な PNG フィルタ。

例
目次

PHP による PNG の生成
アルファチャネルを使用した、画像へのすかしの追加
imagecopymerge による半透明なすかしの作成

例1 PHP による PNG の生成
<?php

header("Content-type: image/png");
$string = $_GET['text'];
$im     = imagecreatefrompng("images/button1.png");
$orange = imagecolorallocate($im, 220, 210, 60);
$px     = (imagesx($im) - 7.5 * strlen($string)) / 2;
imagestring($im, 3, $px, 9, $string, $orange);
imagepng($im);
imagedestroy($im);

?>
この例のスクリプトは、<img src="button.php?text"> のようなタグが書かれたページからコールされるものです。 上の button.php スクリプトは、この "text" 文字列を引数とし、 基本画像 "images/button1.png" の上にこの文字列を重ねて描いた後、その画像を出力しま
す。 この方法を使うと、ボタンのテキストが変わるたびに新たなボタンを作り直す羽目になることを回避できます。 この方法により、動的に画像ボタンを生成できるのです。
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例1 アルファチャネルを使用した、画像へのすかしの追加
<?php
// スタンプと、それをすかしとして適用する写真を読み込みます
$stamp = imagecreatefrompng('stamp.png');
$im = imagecreatefromjpeg('photo.jpeg');

// スタンプの余白を設定し、スタンプ画像の幅と高さを取得します
$marge_right = 10;
$marge_bottom = 10;
$sx = imagesx($stamp);
$sy = imagesy($stamp);

// スタンプ画像を写真の上にコピーします。余白の値と
// 写真の幅を元にスタンプの位置を決定します
imagecopy($im, $stamp, imagesx($im) - $sx - $marge_right, imagesy($im) - $sy - $marge_bottom, 0, 0, imagesx($stamp), imagesy($stamp));

// 出力し、メモリを開放します
header('Content-type: image/png');
imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

この例は、すかしやスタンプを写真あるいは著作権つき画像に追加するための一般的な方法です。 スタンプ画像内のアルファチャネルのテキストはアンチエイリアス処理されることに注意しましょう。 画像をコピーしてもこれは残り続けます。

例1 imagecopymerge() による半透明なすかしの作成
<?php
// スタンプと、それをすかしとして適用する写真を読み込みます
$im = imagecreatefromjpeg('photo.jpeg');

// まず、スタンプ画像を GD で作成します
$stamp = imagecreatetruecolor(100, 70);
imagefilledrectangle($stamp, 0, 0, 99, 69, 0x0000FF);
imagefilledrectangle($stamp, 9, 9, 90, 60, 0xFFFFFF);
$im = imagecreatefromjpeg('photo.jpeg');
imagestring($stamp, 5, 20, 20, 'libGD', 0x0000FF);
imagestring($stamp, 3, 20, 40, '(c) 2007-9', 0x0000FF);

// スタンプの余白を設定し、スタンプ画像の幅と高さを取得します
$marge_right = 10;
$marge_bottom = 10;
$sx = imagesx($stamp);
$sy = imagesy($stamp);

// スタンプを、50% の不透明度で写真に重ねます
imagecopymerge($im, $stamp, imagesx($im) - $sx - $marge_right, imagesy($im) - $sy - $marge_bottom, 0, 0, imagesx($stamp), imagesy($stamp), 50);

// 画像をファイルに保存し、メモリを開放します
imagepng($im, 'photo_stamp.png');
imagedestroy($im);

?>
imagecopymerge() おおおおおおおおおおおおお

この例は、imagecopymerge() を使ってスタンプを元画像にかぶせます。 これを使うと、スタンプの不透明度を設定することができます。 今回の例では 50% の不透明度に設定しています。 この半透明のすかしを用いる方法は、著作権つきの画像を保護するのに便利です。 す
かしをとるのは非常に難しく、またもとの画像の見栄えも損ねません。

GD および Image 関数

gd_info
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(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

gd_info — 現在インストールされているGDライブラリに関する情報を取得する

説明

array gd_info ( void )

インストールされている GD ライブラリのバージョンとスペックに関する情報を取得します。

返り値

連想配列を返します。

gd_info() が返す配列の要素
属性 意味

GD Version string。インストールされている libgdのバージョン
Freetype Support boolean value. TRUE の場合Freetypeサポートはインストールされている
Freetype Linkage string値。Freetypeのリンク方法の情報。 'with freetype', 'with TTF library', 'with unknown library'など。 Freetype SupportがTRUEにセットされている場合にのみ この要素が定義されます。
T1Lib Support boolean値。 T1Libサポートが含まれている場合にTRUE

GIF Read Support boolean値。 GIF画像の読み込み がサポートされている場合にTRUE

GIF Create Support boolean値。 GIF画像の生成 がサポートされている場合にTRUE

JPEG Support boolean値。 JPEGサポートが含まれている場合にTRUE

PNG Support boolean値。 PNGサポートが含まれている場合にTRUE

WBMP Support boolean値。 WBMPサポートが含まれている場合にTRUE

XBM Support boolean値。 XBMサポートが含まれている倍にTRUE

注意:

PHP 5.3.0 より前のバージョンでは、JPEG Support 属性は JPG Support という名前でした。

例

例1 gd_info() の使用法
<?php
var_dump(gd_info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(9) {
  ["GD Version"]=>
  string(24) "bundled (2.0 compatible)"
  ["FreeType Support"]=>
  bool(false)
  ["T1Lib Support"]=>
  bool(false)
  ["GIF Read Support"]=>
  bool(true)
  ["GIF Create Support"]=>
  bool(false)
  ["JPEG Support"]=>
  bool(false)
  ["PNG Support"]=>
  bool(true)
  ["WBMP Support"]=>
  bool(true)
  ["XBM Support"]=>
  bool(false)
}

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 JPG Support 属性が JPEG Support という名前に変わりました。

参考

imagepng() - PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagejpeg() - 画像をブラウザまたはファイルに出力する
imagegif() - ブラウザまたはファイルへ画像を出力する
imagewbmp() - ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagetypes() - この PHP がサポートしている画像形式を返す

getimagesize
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(PHP 4, PHP 5)

getimagesize — 画像の大きさを取得する

説明

array getimagesize ( string $filename [, array &$imageinfo ] )

getimagesize() 関数は任意の画像ファイルの大きさを決定し、 ファイルの型と高さ/幅を表す文字列を返します。これらは HTML の IMG タグや HTTP の content type として使用できます。

getimagesize() は、 imageinfo パラメータで追加情報を返します。

注意: JPC と JP2 は異なるビット深度のコンポーネントを含むことが可能なことに 注意してください。この場合 "bits" に対する値は、 最も大きい深度になります。また、JP2 ファイルは 複数の JPEG 2000 コードストリームを含む場合があります。この場合、
getimagesize() はファイルのルートから 最初に遭遇するコードストリームに対する値を返します。

注意: アイコンに関する情報は、ビットレートが最大のアイコンから取得します。

パラメータ
filename

このパラメータは、情報を取得したいファイルの名前を指定します。 ローカルファイルへの参照、あるいは (設定で許可されているなら) ストリームを用いたリモートファイルへの参照を指定できます。
imageinfo

オプションのパラメータで、 画像ファイルから何らかの拡張情報を引き出すことが可能です。 現在、この変数にはJPGファイルについて 異なった複数のAPPマーカーが連想配列として返されます。いくつかのプログラムは、 これらのAPPマーカーを画像の中の埋込テキスト
の情報として使用します。 最も一般的な例は、マーカーAPPl3に埋込IPTC » http://www.iptc.org/情報が返されることです。 バイナリ形式のマーカーAPP13を読むことができるよう処理するために iptcparse() 関数を使用することができます。

返り値

7 つの要素からなる配列を返します。

0 番目および 1 番目の要素は、それぞれ画像の幅と高さを表します。

注意:

形式によっては、画像を含まないものや複数の画像を含むものがあります。 これらの場合、getimagesize() は画像のサイズを適切に決定することができません。このような場合、 getimagesize() が返す幅と高さはいずれもゼロとなります。

2 番目の要素は IMAGETYPE_XXX 定数のひとつで、 画像の形式を表します。

3 番目の要素は IMG タグで直接利用できる文字列 height="yyy" width="xxx" です。

mimeは画像のMIMEタイプに一致します。この情報は 画像とともに正しい HTTP Content-type ヘッダを転送するために使用できます。

例1 getimagesize() および MIME 型
<?php
$size = getimagesize($filename);
$fp = fopen($filename, "rb");
if ($size && $fp) {
    header("Content-type: {$size['mime']}");
    fpassthru($fp);
    exit;
} else {
    // エラー
}
?>

channels は RGB 画像の場合に 3、CMYK 画像の場合に 4 です。

bits は個々の色のビット数です。

画像の形式によっては、channels や bits の値の存在は混乱の元です。 たとえば、GIF は常に 1 ピクセルあたり 3 チャンネルを使用しますが、グローバルカラーテーブルを使ったアニメーション GIF のピクセルあたりのビット数を計算することはできません。

失敗した場合には FALSE を返します。

エラー / 例外

もし filename のイメージにアクセスできない場合、 もしくは有効な画像でない場合、getimagesize() は FALSE を返し、E_WARNING レベルのエラーを発生させます。 読み込み時にエラーが発生した場合は、 getimagesize() は E_NOTICE レベルのエラーを発生させます。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 アイコンに対応しました。
5.2.3 読み込み時にエラーが発生した場合のエラーレベルが、 E_WARNING から E_NOTICE に変わりました。
4.3.2 JPC, JP2, JPX, JB2, XBM, WBMP のサポートが追加されました。
4.3.2 imageinfo パラメータで JPEG 2000 のサポートが追加されました。
4.3.0 bits と channels が他の画像形式でも使用できるようになりました。
4.3.0 mime が追加されました。

http://www.iptc.org/
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4.3.0 SWC および IFF のサポートが追加されました。
4.2.0 TIFF のサポートが追加されました。
4.0.6 BMP および PSD のサポートが追加されました。
4.0.5 URL のサポートが追加されました。

例

例2 getimagesize() の例
<?php
list($width, $height, $type, $attr) = getimagesize("img/flag.jpg");
echo "<img src=\"img/flag.jpg\" $attr alt=\"getimagesize() example\" />";
?>

例3 getimagesize (URL)

<?php
$size = getimagesize("http://www.example.com/gifs/logo.gif");

// ファイル名にスペースが含まれる場合は適切にエンコードしてください
$size = getimagesize("http://www.example.com/gifs/lo%20go.gif");

?>

例4 IPTC を返す getimagesize()

<?php
$size = getimagesize("testimg.jpg", $info);
if (isset($info["APP13"])) {
    $iptc = iptcparse($info["APP13"]);
    var_dump($iptc);
}
?>

注意

注意:

この関数は、GD 画像ライブラリを必要としません。

参考

image_type_to_mime_type() - getimagesize, exif_read_data, exif_thumbnail, exif_imagetypeから返される 画像形式のMIMEタイプを取得する
exif_imagetype() - イメージの型を定義する
exif_read_data() - JPEG あるいは TIFF から EXIF ヘッダを読み込む
exif_thumbnail() - TIFF あるいは JPEG 形式の画像に埋め込まれたサムネイルを取得する

image_type_to_extension
(PHP 5)

image_type_to_extension — 画像形式からファイルの拡張子を取得する

説明

string image_type_to_extension ( int $imagetype [, bool $include_dot ] )

指定した定数 IMAGETYPE_XXX に対応する拡張子を返します。

パラメータ
imagetype

IMAGETYPE_XXX 定数のいずれかひとつ。
include_dot

拡張子の前にドットをつけるかどうか。デフォルトは TRUE。

返り値

指定した型に対応する拡張子を文字列で返します。

例

例1 image_type_to_extension() の例
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);
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// 画像を保存します
imagepng($im, './test' . image_type_to_extension(IMAGETYPE_PNG));
imagedestroy($im);
?>

注意

注意:

この関数は、GD 画像ライブラリを必要としません。

image_type_to_mime_type
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

image_type_to_mime_type — getimagesize, exif_read_data, exif_thumbnail, exif_imagetypeから返される 画像形式のMIMEタイプを取得する

説明

string image_type_to_mime_type ( int $imagetype )

image_type_to_mime_type() は IMAGETYPE 定数で指定される Mime-Type を取得します。

パラメータ
imagetype

IMAGETYPE_XXX 定数のいずれか。

返り値

戻り値は次のとおりです。

戻り値の定数
imagetype 戻り値

IMAGETYPE_GIF image/gif
IMAGETYPE_JPEG image/jpeg
IMAGETYPE_PNG image/png
IMAGETYPE_SWF application/x-shockwave-flash
IMAGETYPE_PSD image/psd
IMAGETYPE_BMP image/bmp
IMAGETYPE_TIFF_II (intel byte order) image/tiff
IMAGETYPE_TIFF_MM (motorola byte order) image/tiff
IMAGETYPE_JPC application/octet-stream
IMAGETYPE_JP2 image/jp2
IMAGETYPE_JPX application/octet-stream
IMAGETYPE_JB2 application/octet-stream
IMAGETYPE_SWC application/x-shockwave-flash
IMAGETYPE_IFF image/iff
IMAGETYPE_WBMP image/vnd.wap.wbmp
IMAGETYPE_XBM image/xbm
IMAGETYPE_ICO image/vnd.microsoft.icon

例

例1 image_type_to_mime_type() の例
<?php
header("Content-type: " . image_type_to_mime_type(IMAGETYPE_PNG));
?>

注意

注意:

この関数は、GD 画像ライブラリを必要としません。

参考

getimagesize() - 画像の大きさを取得する
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exif_imagetype() - イメージの型を定義する
exif_read_data() - JPEG あるいは TIFF から EXIF ヘッダを読み込む
exif_thumbnail() - TIFF あるいは JPEG 形式の画像に埋め込まれたサムネイルを取得する

image2wbmp
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

image2wbmp — ブラウザまたはファイルにイメージを出力する

説明

bool image2wbmp ( resource $image [, string $filename [, int $threshold ]] )

image2wbmp() は、イメージ im から filename に WBMP ファイルを作成します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存られるファイルへのパス。指定しなかった場合は、生の画像ストリームが直接出力されます。
threshold

閾値。0 から 255 までの値 (両端を含みます)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 image2wbmp() の例
<?php
$file = 'php.png';
$image = imagecreatefrompng($file);

header('Content-type: ' . image_type_to_mime_type(IMAGETYPE_WBMP));
image2wbmp($image); // ストリームを直接出力します。
imagedestroy($image);
?>

注意

注意:

WBMP サポートは、GD-1.8 以降で PHP をコンパイルした場合のみ利用可能です。

参考

imagewbmp() - ブラウザまたはファイルにイメージを出力する

imagealphablending
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagealphablending — イメージのブレンドモードを設定する

説明

bool imagealphablending ( resource $image , bool $blendmode )

imagealphablending() によりTrueColorイメージに 二つの異なる描画モードを使用可能となります。ブレンドモードでは、 全ての描画関数に指定される色のalphaチャネル要素として使用され、 例えばimagesetpixel()では背景色の透過割合を定 義します。結果として、gd
は描画色に関してその点に存在する色を自動 的にブレンドし、イメージに結果を保存します。結果のピクセルは、透 明になります。ブレンドモードでない場合、描画色は形式的にそのアル ファチャネル情報にコピーされ、出力ピクセルを置換します。ブレンド モードは、パ
レットイメージを描画している際には使用できません。

パラメータ
image
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imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
blendmode

ブレンドモードを有効にするかどうか。True Color 画像の場合のデフォルトは TRUE、それ以外の場合のデフォルトは FALSE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagealphablending() の使用例
<?php
// 画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// アルファブレンディングをオンにします
imagealphablending($im, true);

// 正方形を描画します
imagefilledrectangle($im, 30, 30, 70, 70, imagecolorallocate($im, 255, 0, 0));

// 出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

imageantialias
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

imageantialias — アンチエイリアス機能を使用すべきかどうかを判断する

説明

bool imageantialias ( resource $image , bool $enabled )

直線や多角形を高速に描画するためのアンチエイリアス機能を有効にします。 アルファコンポーネントはサポートしていません。ダイレクトブレンド操作を 使用します。truecolor 画像に対してのみ動作します。

thickness および styled はサポートしていません。

背景色が透明な場合にアンチエイリアス機能を使用すると、予期せぬ結果に 終わることがあります。ブレンドメソッドでは、背景色が使用されます。 アルファコンポーネントをサポートしていないため、アルファコンポーネントに 基づいたアンチエイリアス手法は使用できませ
ん。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
enabled

アンチエイリアスを有効にするかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 2 本の直線のうち一方にアンチエイリアスを有効にする
<?php
// アンチエイリアス画像と通常の画像を用意します
$aa = imagecreatetruecolor(400, 100);
$normal = imagecreatetruecolor(200, 100);

// アンチエイリアスを有効にします
imageantialias($aa, true);

// 色を割り当てます
$red = imagecolorallocate($normal, 255, 0, 0);
$red_aa = imagecolorallocate($aa, 255, 0, 0);

// 一方はアンチエイリアスを有効にした状態で 2 本の直線を描画します
imageline($normal, 0, 0, 200, 100, $red);
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imageline($aa, 0, 0, 200, 100, $red_aa);

// ふたつの画像を横に並べて出力します (アンチエイリアス: 左、通常: 右)
imagecopymerge($aa, $normal, 200, 0, 0, 0, 200, 100, 100);

// 画像を出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($aa);
imagedestroy($aa);
imagedestroy($normal);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : 2 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する

imagearc
(PHP 4, PHP 5)

imagearc — 部分楕円を描画する

説明

bool imagearc ( resource $image , int $cx , int $cy , int $width , int $height , int $start , int $end , int $color )

imagearc() は、指定した座標を中心とする円弧を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
cx

中心の x 座標。
cy

中心の y 座標。
width

円弧の幅。
height

円弧の高さ。
start

始点の角度。
end

終点の角度。 0° は 3 時の位置で、そこから時計回りの方向に円弧が描かれます。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 imagearc() による円の描画
<?php

// 200*200 の画像を作成します
$img = imagecreatetruecolor(200, 200);

// 色を設定します
$white = imagecolorallocate($img, 255, 255, 255);
$red   = imagecolorallocate($img, 255,   0,   0);
$green = imagecolorallocate($img,   0, 255,   0);
$blue  = imagecolorallocate($img,   0,   0, 255);

// 頭を描きます
imagearc($img, 100, 100, 200, 200,  0, 360, $white);
// 口を描きます
imagearc($img, 100, 100, 150, 150, 25, 155, $red);
// 左右の目を描きます
imagearc($img,  60,  75,  50,  50,  0, 360, $green);
imagearc($img, 140,  75,  50,  50,  0, 360, $blue);

// 画像をブラウザに出力します
header("Content-type: image/png");
imagepng($img);

// メモリを解放します
imagedestroy($img);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagefilledarc() - 楕円弧を描画し、塗りつぶす
imageellipse() - 楕円を描画する
imagefilledellipse() - 塗りつぶされた楕円を描画する

imagechar
(PHP 4, PHP 5)

imagechar — 水平に文字を描画する

説明

bool imagechar ( resource $image , int $font , int $x , int $y , string $c , int $color )

imagechar() は、画像 im 上の座標 x,y(左上が 0, 0) に color 色で c の最初の文字を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
font

latin2 エンコーディングの組み込みのフォントの場合は 1, 2, 3, 4, 5 のいずれか (数字が大きなほうが、より大きいフォントに対応します)、 あるいは imageloadfont() で登録したフォントの識別子のいずれか。
x

始点の x 座標。
y

始点の y 座標。
c

描画する文字。
color
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imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagechar() の例
<?php

$im = imagecreate(100, 100);

$string = 'PHP';

$bg = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

// 左上の角に黒で "P" を表示します
imagechar($im, 1, 0, 0, $string, $black);

header('Content-type: image/png');
imagepng($im);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagecharup() - 垂直に文字を描画する
imageloadfont() - 新しいフォントを読み込む

imagecharup
(PHP 4, PHP 5)

imagecharup — 垂直に文字を描画する

説明

bool imagecharup ( resource $image , int $font , int $x , int $y , string $c , int $color )

指定した画像 image の指定した位置に、 文字 c を垂直に描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
font

latin2 エンコーディングの組み込みのフォントの場合は 1, 2, 3, 4, 5 のいずれか (数字が大きなほうが、より大きいフォントに対応します)、 あるいは imageloadfont() で登録したフォントの識別子のいずれか。
x

始点の x 座標。
y

始点の y 座標。
c

描画する文字。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 imagecharup() の例
<?php

$im = imagecreate(100, 100);

$string = 'Note that the first letter is a N';

$bg = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

// 白地に黒の "Z" を表示します
imagecharup($im, 3, 10, 10, $string, $black);

header('Content-type: image/png');
imagepng($im);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagechar() - 水平に文字を描画する
imageloadfont() - 新しいフォントを読み込む

imagecolorallocate
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorallocate — 画像で使用する色を作成する

説明

int imagecolorallocate ( resource $image , int $red , int $green , int $blue )

指定した RGB を配色とする色の ID を返します。

imagecolorallocate() は image で表される画像上で使用する各々の色を作成する際にコールする必要があります。

注意:

imagecolorallocate() の最初のコールで パレットをもとにした画像 (imagecreate() を使用して作成した画像) で背景色がセットされます。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。

これらの値は 0 から 255 までの整数か、あるいは 0x00 から 0XFF までの 16 進数です。

返り値

色の ID、あるいは作成に失敗したい場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 より前作成に失敗した場合には -1 を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 imagecolorallocate() の例
<?php

$im = imagecreate(100, 100);

// 背景色を赤にします
$background = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);

// その他の色を設定します
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

// 十六進で指定します
$white = imagecolorallocate($im, 0xFF, 0xFF, 0xFF);
$black = imagecolorallocate($im, 0x00, 0x00, 0x00);

?>

参考

imagecolorallocatealpha() - 画像で使用する色を透過度を指定して作成する
imagecolordeallocate() - イメージの色リソースを開放する

imagecolorallocatealpha
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

imagecolorallocatealpha — 画像で使用する色を透過度を指定して作成する

説明

int imagecolorallocatealpha ( resource $image , int $red , int $green , int $blue , int $alpha )

imagecolorallocatealpha() は、 透明度を指定するパラメータ alpha が追加されている以外は imagecolorallocate() と等価です。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
alpha

0 から 127 までの値。 0 は完全に不透明な状態。 127 は完全に透明な状態を表します。

色のパラメータは、0 から 255 までの整数値か 0x00 から 0xFF までの十六進値を指定します。

返り値

色 ID、あるいは作成に失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 より前作成に失敗した場合には -1 を返します。

例

例1 imagecolorallocatealpha() の使用例
<?php
$size = 300;
$image=imagecreatetruecolor($size, $size);

// 白い背景で黒いふちどりにします
$back = imagecolorallocate($image, 255, 255, 255);
$border = imagecolorallocate($image, 0, 0, 0);
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imagefilledrectangle($image, 0, 0, $size - 1, $size - 1, $back);
imagerectangle($image, 0, 0, $size - 1, $size - 1, $border);

$yellow_x = 100;
$yellow_y = 75;
$red_x    = 120;
$red_y    = 165;
$blue_x   = 187;
$blue_y   = 125;
$radius   = 150;

// alpha 値を指定して色を作成します
$yellow = imagecolorallocatealpha($image, 255, 255, 0, 75);
$red    = imagecolorallocatealpha($image, 255, 0, 0, 75);
$blue   = imagecolorallocatealpha($image, 0, 0, 255, 75);

// 3つの重なる円を描きます
imagefilledellipse($image, $yellow_x, $yellow_y, $radius, $radius, $yellow);
imagefilledellipse($image, $red_x, $red_y, $radius, $radius, $red);
imagefilledellipse($image, $blue_x, $blue_y, $radius, $radius, $blue);

// 正しいヘッダを出力するのを忘れないように!
header('Content-type: image/png');

// 最後に、結果を出力します
imagepng($image);
imagedestroy($image);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagecolorallocatealpha()

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagecolorallocate() - 画像で使用する色を作成する
imagecolordeallocate() - イメージの色リソースを開放する

imagecolorat
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorat — ピクセルの色のインデックスを取得する

説明

int imagecolorat ( resource $image , int $x , int $y )

imageで指定された画像上の 特定位置にあるピクセルの色のインデックスを返します。

PHP が GD ライブラリ 2.0 以上とともにコンパイルされておりかつ画像が True カラーイメージである場合、この関数はそのピクセルの RGB 値を整数で返します。 赤、緑、青のそれぞれの値にアクセスするにはビットシフトとマスキングを利用してください:

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x

点の x 座標。
y

点の y 座標。
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返り値

色のインデックスを返します。

例

例1 個々の RGB 値へのアクセス
<?php
$im = imagecreatefrompng("php.png");
$rgb = imagecolorat($im, 10, 15);
$r = ($rgb >> 16) & 0xFF;
$g = ($rgb >> 8) & 0xFF;
$b = $rgb & 0xFF;

var_dump($r, $g, $b);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(119)
int(123)
int(180)

例2 imagecolorsforindex() による可読形式の RGB 値
<?php
$im = imagecreatefrompng("php.png");
$rgb = imagecolorat($im, 10, 15);

$colors = imagecolorsforindex($im, $rgb);

var_dump($colors);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  ["red"]=>
  int(119)
  ["green"]=>
  int(123)
  ["blue"]=>
  int(180)
  ["alpha"]=>
  int(127)
}

参考

imagecolorset() - 指定したパレットインデックスの色を設定する
imagecolorsforindex() - カラーインデックスからカラーを取得する

imagecolorclosest
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorclosest — 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する

説明

int imagecolorclosest ( resource $image , int $red , int $green , int $blue )

指定した RGB 値に「近い」 画像パレット中の色のインデックスを返します。

指定した色とパレット上の各色の「距離」は、 RGB 値が三次元空間上の点の座標を表すと考えて計算します。

もし ファイルからイメージを生成した場合、イメージに使用されている色だけが 解決されます。パレットだけに存在する色は解決されません。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
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色のパラメータは、0 から 255 までの整数値か 0x00 から 0xFF までの十六進値を指定します。

返り値

画像パレット内で、指定した色にいちばん近い色のインデックスを返します。

例

例1 画像内での色セットの検索
<?php
// 画像を作成し、パレット画像に変換します
$im = imagecreatefrompng('figures/imagecolorclosest.png');
imagetruecolortopalette($im, false, 255);

// 探したい色 (RGB)
$colors = array(
    array(254, 145, 154),
    array(153, 145, 188),
    array(153, 90, 145),
    array(255, 137, 92)
);

// それぞれを検索し、パレット内でもっとも近い色を見つけます
// 検索番号、検索した RGB、そして見つかった RGB を返します
foreach($colors as $id => $rgb)
{
    $result = imagecolorclosest($im, $rgb[0], $rgb[1], $rgb[2]);
    $result = imagecolorsforindex($im, $result);
    $result = "({$result['red']}, {$result['green']}, {$result['blue']})";

    echo "#$id: Search ($rgb[0], $rgb[1], $rgb[2]); Closest match: $result.\n";
}

imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
#0: Search (254, 145, 154); Closest match: (252, 150, 148).
#1: Search (153, 145, 188); Closest match: (148, 150, 196).
#2: Search (153, 90, 145); Closest match: (148, 90, 156).
#3: Search (255, 137, 92); Closest match: (252, 150, 92).

参考

imagecolorexact() - 指定した色のインデックスを取得する
imagecolorclosestalpha() - 指定した色+アルファ値に最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorclosesthwb() - 色合い、白、黒を有する色のインデックスを得る

imagecolorclosestalpha
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagecolorclosestalpha — 指定した色+アルファ値に最も近い色のインデックスを取得する

説明

int imagecolorclosestalpha ( resource $image , int $red , int $green , int $blue , int $alpha )

指定した RGB 値と alpha レベルに 「近い」画像パレット中の色のインデックスを返します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
alpha

0 から 127 までの値。 0 は完全に不透明な状態。 127 は完全に透明な状態を表します。

色のパラメータは、0 から 255 までの整数値か 0x00 から 0xFF までの十六進値を指定します。
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返り値

画像パレット内で、指定した色にいちばん近い色のインデックスを返します。

例

例1 画像内での色セットの検索
<?php
// 画像を作成し、パレット画像に変換します
$im = imagecreatefrompng('figures/imagecolorclosest.png');
imagetruecolortopalette($im, false, 255);

// 探したい色 (RGB)
$colors = array(
    array(254, 145, 154, 50),
    array(153, 145, 188, 127),
    array(153, 90, 145, 0),
    array(255, 137, 92, 84)
);

// それぞれを検索し、パレット内でもっとも近い色を見つけます
// 検索番号、検索した RGB、そして見つかった RGB を返します
foreach($colors as $id => $rgb)
{
    $result = imagecolorclosestalpha($im, $rgb[0], $rgb[1], $rgb[2], $rgb[3]);
    $result = imagecolorsforindex($im, $result);
    $result = "({$result['red']}, {$result['green']}, {$result['blue']}, {$result['alpha']})";

    echo "#$id: Search ($rgb[0], $rgb[1], $rgb[2], $rgb[3]); Closest match: $result.\n";
}

imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
#0: Search (254, 145, 154, 50); Closest match: (252, 150, 148, 0).
#1: Search (153, 145, 188, 127); Closest match: (148, 150, 196, 0).
#2: Search (153, 90, 145, 0); Closest match: (148, 90, 156, 0).
#3: Search (255, 137, 92, 84); Closest match: (252, 150, 92, 0).

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagecolorexactalpha() - 指定した色+アルファ値のインデックスを取得する
imagecolorclosest() - 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorclosesthwb() - 色合い、白、黒を有する色のインデックスを得る

imagecolorclosesthwb
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagecolorclosesthwb — 色合い、白、黒を有する色のインデックスを得る

説明

int imagecolorclosesthwb ( resource $image , int $red , int $green , int $blue )

指定した色に最も近い色合い、白、黒を有する色のインデックスを取得します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。

返り値

指定した色に最も近い色合い、白、黒を有する色のインデックスを返します。
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例

例1 imagecolorclosesthwb() の使用例
<?php
$im = imagecreatefromgif('php.gif');

echo 'HWB: ' . imagecolorclosesthwb($im, 116, 115, 152);

imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
HWB: 33

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は Windows でも使用可能となりました。

参考

imagecolorclosest() - 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する

imagecolordeallocate
(PHP 4, PHP 5)

imagecolordeallocate — イメージの色リソースを開放する

説明

bool imagecolordeallocate ( resource $image , int $color )

imagecolorallocate() または imagecolorallocatealpha() で確保された色を開放します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
color

色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagecolordeallocate() の使用法
<?php
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
imagecolordeallocate($im, $white);
?>

参考

imagecolorallocate() - 画像で使用する色を作成する
imagecolorallocatealpha() - 画像で使用する色を透過度を指定して作成する

imagecolorexact
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorexact — 指定した色のインデックスを取得する

説明

$image $red $green $blue
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int imagecolorexact ( resource  , int  , int  , int  )

画像パレット中の特定の色のインデックスを返します。

もし ファイルからイメージを生成した場合、イメージに使用されている色だけが 解決されます。パレットだけに存在する色は解決されません。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。

返り値

指定した色の、パレット内でのインデックスを返します。 画像パレット中に色が存在しない場合は -1 を返します。

例

例1 GD ロゴからの色の取得
<?php
// 画像を用意します
$im = imagecreatefrompng('./gdlogo.png');

$colors   = Array();
$colors[] = imagecolorexact($im, 255, 0, 0);
$colors[] = imagecolorexact($im, 0, 0, 0);
$colors[] = imagecolorexact($im, 255, 255, 255);
$colors[] = imagecolorexact($im, 100, 255, 52);

print_r($colors);

// メモリから解放します
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => 16711680
    [1] => 0
    [2] => 16777215
    [3] => 6618932
)

参考

imagecolorclosest() - 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する

imagecolorexactalpha
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagecolorexactalpha — 指定した色+アルファ値のインデックスを取得する

説明

int imagecolorexactalpha ( resource $image , int $red , int $green , int $blue , int $alpha )

イメージのパレットで指定した色+アルファ値のインデックスを返します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
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green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
alpha

0 から 127 までの値。 0 は完全に不透明な状態。 127 は完全に透明な状態を表します。

色のパラメータは、0 から 255 までの整数値か 0x00 から 0xFF までの十六進値を指定します。

返り値

イメージのパレットにおける、指定した色+アルファ値のインデックスを返します。 指定した色がイメージのパレットに存在しない場合、-1が返されます。

例

例1 GD ロゴからの色の取得
<?php

// 画像を用意します
$im = imagecreatefrompng('./gdlogo.png');

$colors   = Array();
$colors[] = imagecolorexactalpha($im, 255, 0, 0, 0);
$colors[] = imagecolorexactalpha($im, 0, 0, 0, 127);
$colors[] = imagecolorexactalpha($im, 255, 255, 255, 55);
$colors[] = imagecolorexactalpha($im, 100, 255, 52, 20);

print_r($colors);

// メモリから開放します
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => 16711680
    [1] => 2130706432
    [2] => 939524095
    [3] => 342163252
)

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagecolorclosestalpha() - 指定した色+アルファ値に最も近い色のインデックスを取得する

imagecolormatch
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

imagecolormatch — パレットイメージの色を True カラーイメージに近づける

説明

bool imagecolormatch ( resource $image1 , resource $image2 )

パレットイメージの色を True カラーイメージに近づけます。

パラメータ
image1

truecolor イメージリンクリソース。
image2

パレットイメージリンクリソース。 image1 と同じ大きさの画像をさします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 imagecolormatch() の例
<?php
// true color 画像とパレット画像を用意します
$im1 = imagecreatefrompng('./gdlogo.png');
$im2 = imagecreate(imagesx($im1), imagesy($im1));

// いくつかの色を $im2 に追加します
$colors   = Array();
$colors[] = imagecolorallocate($im2, 255, 36, 74);
$colors[] = imagecolorallocate($im2, 40, 0, 240);
$colors[] = imagecolorallocate($im2, 82, 100, 255);
$colors[] = imagecolorallocate($im2, 84, 63, 44);

// これらの色を true color 画像にマッチさせます
imagecolormatch($im1, $im2);

// メモリから開放します
imagedestroy($im1);
imagedestroy($im2);
?>

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する

imagecolorresolve
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorresolve — 指定した色または出来るだけ近い色のインデックスを得る

説明

int imagecolorresolve ( resource $image , int $red , int $green , int $blue )

この関数は、指定した色に関するインデックスを常に返します。 その色そのものまたは出来るだけ近い色へのインデックスが返されます。

もし ファイルからイメージを生成した場合、イメージに使用されている色だけが 解決されます。パレットだけに存在する色は解決されません。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。

返り値

色インデックスを返します。

例

例1 imagecoloresolve() による画像からの色の取得
<?php
// 画像を読み込みます
$im = imagecreatefromgif('phplogo.gif');

// 最も近い色を画像から取得します
$colors = array();
$colors[] = imagecolorresolve($im, 255, 255, 255);
$colors[] = imagecolorresolve($im, 0, 0, 200);

// 出力します
print_r($colors);
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imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => 89
    [1] => 85
)

参考

imagecolorclosest() - 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する

imagecolorresolvealpha
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagecolorresolvealpha — 指定した色+アルファ値または最も近い色のインデックスを取得する

説明

int imagecolorresolvealpha ( resource $image , int $red , int $green , int $blue , int $alpha )

この関数は、指定した色のインデックスを必ず返します。そうでない場合、 正確な色または最も近い別の色のどちらかを返します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
alpha

0 から 127 までの値。 0 は完全に不透明な状態。 127 は完全に透明な状態を表します。

色のパラメータは、0 から 255 までの整数値か 0x00 から 0xFF までの十六進値を指定します。

返り値

色インデックスを返します。

例

例1 imagecoloresolvealpha() による画像からの色の取得
<?php
// 画像を読み込みます
$im = imagecreatefromgif('phplogo.gif');

// 最も近い色を画像から取得します
$colors = array();
$colors[] = imagecolorresolvealpha($im, 255, 255, 255, 0);
$colors[] = imagecolorresolvealpha($im, 0, 0, 200, 127);

// 出力します
print_r($colors);

imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => 89
    [1] => 85
)

注意
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注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagecolorclosestalpha() - 指定した色+アルファ値に最も近い色のインデックスを取得する

imagecolorset
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorset — 指定したパレットインデックスの色を設定する

説明

void imagecolorset ( resource $image , int $index , int $red , int $green , int $blue [, int $alpha = 0 ] )

この関数は、パレット上で指定したインデックス index を 指定した色 color に設定します。 実際にぬりつぶしを実行するオーバーヘッドなしに パレット上の色を使用する画像をぬりつぶしたような効果を得る ことができ、便利です。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
index

パレットのインデックス。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
alpha

アルファコンポーネントの値。

この変更は 開発版 の PHP に含まれています。 おそらく 5.3 より先のバージョンになるでしょう。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
将来のバージョン alpha パラメータが追加されました。

例

例1 imagecolorset() の例
<?php
// 300x100 の画像を作成します
$im = imagecreate(300, 100);

// 背景色を赤に設定します
imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);

// 背景の色インデックスを取得します
$bg = imagecolorat($im, 0, 0);

// 背景色を青に設定します
imagecolorset($im, $bg, 0, 0, 255);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

参考
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imagecolorat() - ピクセルの色のインデックスを取得する

imagecolorsforindex
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorsforindex — カラーインデックスからカラーを取得する

説明

array imagecolorsforindex ( resource $image , int $index )

指定したインデックスに対する色を取得します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
index

色インデックス。

返り値

指定したカラーインデックス index に対して適当な値からなる red、green、blue をキーとする連想配列を返します。

例

例1 imagecolorsforindex() の例
<?php

// 画像をオープンします
$im = imagecreatefrompng('nexen.png');

// 色を取得します
$start_x = 40;
$start_y = 50;
$color_index = imagecolorat($im, $start_x, $start_y);

// 可読形式にします
$color_tran = imagecolorsforindex($im, $color_index);

// どんな内容でしょう?
print_r($color_tran);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
   [red] => 226
   [green] => 222
   [blue] => 252
   [alpha] => 0
)

参考

imagecolorat() - ピクセルの色のインデックスを取得する
imagecolorexact() - 指定した色のインデックスを取得する

imagecolorstotal
(PHP 4, PHP 5)

imagecolorstotal — 画像パレットの色数を検出する

説明

int imagecolorstotal ( resource $image )

指定した画像パレットの色数を返します。

パラメータ
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image

imagecreatefromgif() のような画像作成関数のひとつが返す画像リソース。

返り値

指定した画像パレットの色数を返します。 truecolor 画像の場合は 0 を返します。

例

例1 imagecolorstotal() による画像の色の総数の取得
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$im = imagecreatefromgif('php.gif');

echo '色の総数: ' . imagecolorstotal($im);

// 画像を解放します
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

色の総数: 128

参考

imagecolorat() - ピクセルの色のインデックスを取得する
imagecolorsforindex() - カラーインデックスからカラーを取得する
imageistruecolor() - 画像が truecolor かどうか調べる

imagecolortransparent
(PHP 4, PHP 5)

imagecolortransparent — 透明色を定義する

説明

int imagecolortransparent ( resource $image [, int $color ] )

指定した画像 image 上の透明色を設定します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
color

imagecolorallocate() で指定した色 ID。

返り値

新しい (あるいは指定されなかった場合は現在の) 透明色の ID を返します。

例

例1 imagecolortransparent() の例
<?php
// 55x30 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(55, 30);
$red = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

// 背景を透明にします
imagecolortransparent($im, $black);

// 赤い矩形を描画します
imagefilledrectangle($im, 4, 4, 50, 25, $red);

// 画像を保存します
imagepng($im, './imagecolortransparent.png');
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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注意

注意:

透過性は imagecopymerge() かつ True カラーの場合のみコピーされます。imagecopy() もしくはパレットイメージの場合はコピーされません。

注意:

透明色は画像のプロパティであり、色のプロパティではありません。 ある色を透明色と定義したら、画像上で既にその色で着色されてる領域も 透明になります。

imageconvolution
(PHP 5 >= 5.1.0)

imageconvolution — div および offset の係数を使用し、3x3 の畳み込み配列を適用する

説明

bool imageconvolution ( resource $image , array $matrix , float $div , float $offset )

画像に畳み込み配列を適用します。 指定した係数とオフセットを使用します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
matrix

3x3 の配列。三つの float 値からなる三つの配列の配列。
div

畳み込み結果の除数。正規化で使用します。
offset

色オフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PHP.net ロゴのエンボス加工
<?php
$image = imagecreatefromgif('http://www.php.net/images/php.gif');

$emboss = array(array(2, 0, 0), array(0, -1, 0), array(0, 0, -1));
imageconvolution($image, $emboss, 1, 127);

header('Content-Type: image/png');
imagepng($image, null, 9);
?>

上の例の出力は以下となります。

例2 ガウス分布のぼかし
<?php
$image = imagecreatetruecolor(180,40);

// テキストを書き、画像にガウス分布のぼかしを適用します
imagestring($image, 5, 10, 8, 'Gaussian Blur Text', 0x00ff00);
$gaussian = array(array(1.0, 2.0, 1.0), array(2.0, 4.0, 2.0), array(1.0, 2.0, 1.0));
imageconvolution($image, $gaussian, 16, 0);

// 比較用にもう一度テキストを書きます
imagestring($image, 5, 10, 18, 'Gaussian Blur Text', 0x00ff00);

header('Content-Type: image/png');
imagepng($image, null, 9);
?>

上の例の出力は以下となります。
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おおお : おおおおおおおおお

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imagefilter() - 画像にフィルタを適用する

imagecopy
(PHP 4, PHP 5)

imagecopy — 画像の一部をコピーする

説明

bool imagecopy ( resource $dst_im , resource $src_im , int $dst_x , int $dst_y , int $src_x , int $src_y , int $src_w , int $src_h )

src_imの一部、つまり、x,y座標 src_x, src_y を基準として幅src_w、高さ src_hの領域をdst_im にコピーします。指定された領域は、x,y座標 dst_x,dst_yにコピー されます。

パラメータ
dst_im

コピー先の画像リンクリソース。
src_im

コピー元の画像リンクリソース。
dst_x

コピー先の x 座標。
dst_y

コピー先の y 座標。
src_x

コピー元の x 座標。
src_y

コピー元の y 座標。
src_w

コピー元の幅。
src_h

コピー元の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 PHP.net のロゴの切り取り
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$src = imagecreatefromgif('php.gif');
$dest = imagecreatetruecolor(80, 40);

// コピーします
imagecopy($dest, $src, 0, 0, 20, 13, 80, 40);

// 出力してメモリから解放します
header('Content-Type: image/gif');
imagegif($dest);

imagedestroy($dest);
imagedestroy($src);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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imagecopymerge
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagecopymerge — イメージの一部をコピー、マージする

説明

bool imagecopymerge ( resource $dst_im , resource $src_im , int $dst_x , int $dst_y , int $src_x , int $src_y , int $src_w , int $src_h , int $pct )

src_imのsrc_x, src_y で始まる幅 src_w、高さsrc_hの領域を x,y座標で指定した dst_imにコピーします。 定義された部分は、x,y座標、dst_x、 dst_yにコピーされます。

パラメータ
dst_im

コピー先の画像リンクリソース。
src_im

コピー元の画像リンクリソース。
dst_x

コピー先の x 座標。
dst_y

コピー先の y 座標。
src_x

コピー元の x 座標。
src_y

コピー元の y 座標。
src_w

コピー元の幅。
src_h

コピー元の高さ。
pct

二つの画像は、 0から100の範囲で指定した pctに基づきマージされます。 pct = 0 の時は、何も行われません。 100の場合、この関数の動作は、パレットイメージに対する imagecopy() と同じとなります。その上、 True カラーイメージに対するアルファ透過性を実装
しています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 2 つの PHP.net ロゴを 75% の透過度でマージ
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$dest = imagecreatefromgif('php.gif');
$src = imagecreatefromgif('php.gif');

// コピー・マージします
imagecopymerge($dest, $src, 10, 10, 0, 0, 100, 47, 75);

// 出力してメモリから解放します
header('Content-Type: image/gif');
imagegif($dest);

imagedestroy($dest);
imagedestroy($src);
?>

imagecopymergegray
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(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagecopymergegray — グレースケールでイメージの一部をコピー、マージする

説明

bool imagecopymergegray ( resource $dst_im , resource $src_im , int $dst_x , int $dst_y , int $src_x , int $src_y , int $src_w , int $src_h , int $pct )

imagecopymergegray() は、 src_im の X,Y座標 src_x, src_y から 始まる幅src_w、高さ src_h の領域を dst_imにコピーします。 定義された部分は、x、y座標dst_x、 dst_yにコピーされます。

この関数は imagecopymerge() と同じですが、マー ジをする際に、コピー前にコピー先のピクセルをグレースケールに変換 することにより、コピー先のピクセルをコピー元の色相を維持するとこ ろが異なります。

パラメータ
dst_im

コピー先の画像リンクリソース。
src_im

コピー元の画像リンクリソース。
dst_x

コピー先の x 座標。
dst_y

コピー先の y 座標。
src_x

コピー元の x 座標。
src_y

コピー元の y 座標。
src_w

コピー元の幅。
src_h

コピー元の高さ。
pct

src_im が pct にしたがってグレースケールに変換されます。 pct が 0 の場合は完全なグレースケール、 100 の場合は何も変わらない状態となります。 pct = 100 の場合、パレット画像に対してはこの関数は imagecopy() と同じ動作となります。 一方 true color 画像に
ついては、この関数はアルファ透過度を実装しています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagecopymergegray() の使用法
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$dest = imagecreatefromgif('php.gif');
$src = imagecreatefromgif('php.gif');

// コピー・マージ (Gray = 20%) します
imagecopymergegray($dest, $src, 10, 10, 0, 0, 100, 47, 20);

// 出力してメモリから解放します
header('Content-Type: image/gif');
imagegif($dest);

imagedestroy($dest);
imagedestroy($src);
?>

imagecopyresampled
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagecopyresampled — 再サンプリングを行いイメージの一部をコピー、伸縮する

説明
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bool imagecopyresampled ( resource $dst_image , resource $src_image , int $dst_x , int $dst_y , int $src_x , int $src_y , int $dst_w , int $dst_h , int $src_w , int $src_h )

imagecopyresampled() は、イメージの矩形の部分 を別のイメージにコピーします。同時にピクセル値を滑らかに補間を行い、 このため、特にサイズを小さくした場合には鮮明さが維持されます。

言い換えると、imagecopyresampled() は src_image の座標 (src_x,src_y) にある 幅 src_w、高さ src_h の矩形領域を受け取って、それを dst_image の座標 (dst_x,dst_y) にある幅 dst_w、高さ dst_h の矩形領域に配置します。

コピー元とコピー先の座標、幅、高さが異なる場合には、 適当なイメージ伸縮が行われます。座標は、左上を基準とします。 この関数は、同じイメージ内の領域にコピーする場合にも使用可能です (dst_image が src_image と同じ場合) が、領域が重なる場合の結果は予測できま
せん。

パラメータ
dst_image

コピー先の画像リンクリソース。
src_image

コピー元の画像リンクリソース。
dst_x

コピー先の x 座標。
dst_y

コピー先の y 座標。
src_x

コピー元の x 座標。
src_y

コピー元の y 座標。
dst_w

コピー先の幅。
dst_h

コピー先の高さ。
src_w

コピー元の幅。
src_h

コピー元の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 単純な例

この例は、イメージをオリジナルの半分のサイズに再サンプルします。
<?php
// ファイル
$filename = 'test.jpg';
$percent = 0.5;

// コンテントタイプ
header('Content-type: image/jpeg');

// 新規サイズを取得します
list($width, $height) = getimagesize($filename);
$new_width = $width * $percent;
$new_height = $height * $percent;

// 再サンプル
$image_p = imagecreatetruecolor($new_width, $new_height);
$image = imagecreatefromjpeg($filename);
imagecopyresampled($image_p, $image, 0, 0, 0, 0, $new_width, $new_height, $width, $height);

// 出力
imagejpeg($image_p, null, 100);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

例2 イメージを均等に再サンプルする
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この例は最大の幅もしくは高さが 200 ピクセルのイメージを表示します。
<?php
// ファイル
$filename = 'test.jpg';

// 最大の高さ・幅を設定します
$width = 200;
$height = 200;

// コンテントタイプ
header('Content-type: image/jpeg');

// 新規サイズを取得します
list($width_orig, $height_orig) = getimagesize($filename);

$ratio_orig = $width_orig/$height_orig;

if ($width/$height > $ratio_orig) {
   $width = $height*$ratio_orig;
} else {
   $height = $width/$ratio_orig;
}

// 再サンプル
$image_p = imagecreatetruecolor($width, $height);
$image = imagecreatefromjpeg($filename);
imagecopyresampled($image_p, $image, 0, 0, 0, 0, $width, $height, $width_orig, $height_orig);

// 出力
imagejpeg($image_p, null, 100);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意:

パレットイメージの制限(255+1色)による問題があります。 カラーの再サンプリングやフィルタリングには通常は255色以上の色が 必要となります。再サンプルするピクセルとその色を計算するために ある種の近似計算が使用されます。パレットに新しい色を割り当
てよう として失敗すると、(理論的に)最も近い色が選択されます。 それは必ずしも常に可視色とは限りません。そのため、 空白(あるいは不可視な)といった不可思議な結果がもたらされます。 この問題を回避するには、imagecreatetruecolor()で 生成されるよう
なTrueカラーイメージを目的のイメージとして 使用してください。

参考

imagecopyresized() - 画像の一部をコピーしサイズを変更する

imagecopyresized
(PHP 4, PHP 5)

imagecopyresized — 画像の一部をコピーしサイズを変更する

説明

bool imagecopyresized ( resource $dst_image , resource $src_image , int $dst_x , int $dst_y , int $src_x , int $src_y , int $dst_w , int $dst_h , int $src_w , int $src_h )

imagecopyresized() は指定した画像の矩形部分を 別の画像へコピーします。dst_image はコピー先の イメージ ID、src_image はコピー元のイメージ ID です。

言い換えると、imagecopyresized() は src_image の座標 (src_x,src_y) にある 幅 src_w、高さ src_h の矩形領域を受け取って、それを dst_image の座標 (dst_x,dst_y) にある幅 dst_w、高さ dst_h の矩形領域に配置します。

コピー先とコピー元の座標、幅、高さが異なった場合、画像の一部が 適当に伸縮されます。座標の原点は左上です。(仮に、 dst_image と src_image が 同一であれば)関数は領域のコピーに使うことができますが、領域が 重なったときの結果は予測できません。

パラメータ
dst_image

コピー先の画像リンクリソース。
src_image

コピー元の画像リンクリソース。
dst_x

コピー先の x 座標。
dst_y
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コピー先の y 座標。
src_x

コピー元の x 座標。
src_y

コピー元の y 座標。
dst_w

コピー先の幅。
dst_h

コピー先の高さ。
src_w

コピー元の幅。
src_h

コピー元の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 イメージをリサイズする

この例はイメージを半分のサイズで表示します。
<?php
// ファイルと新規サイズ
$filename = 'test.jpg';
$percent = 0.5;

// コンテントタイプ
header('Content-type: image/jpeg');

// 新規サイズを取得します
list($width, $height) = getimagesize($filename);
$newwidth = $width * $percent;
$newheight = $height * $percent;

// 読み込み
$thumb = imagecreatetruecolor($newwidth, $newheight);
$source = imagecreatefromjpeg($filename);

// リサイズ
imagecopyresized($thumb, $source, 0, 0, 0, 0, $newwidth, $newheight, $width, $height);

// 出力
imagejpeg($thumb);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

イメージは半分サイズで出力されますが、 imagecopyresampled() を使用するとより良い品質になります。

注意

注意:

パレットイメージの制限(255+1 色)による問題があります。 カラーの再サンプリングやフィルタリングには通常は 255 色以上の色が 必要となります。再サンプルするピクセルとその色を計算するために ある種の近似計算が使用されます。パレットに新しい色を割り
当てよう として失敗すると、(理論的に)最も近い色が選択されます。 それは必ずしも常に可視色とは限りません。そのため、 空白(あるいは不可視な)といった不可思議な結果がもたらされます。 この問題を回避するには、imagecreatetruecolor() で 生成されるよう
な True カラーイメージを目的のイメージとして 使用してください。

参考

imagecopyresampled() - 再サンプリングを行いイメージの一部をコピー、伸縮する

imagecreate
(PHP 4, PHP 5)

imagecreate — パレットを使用する新規画像を作成する
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説明

resource imagecreate ( int $width , int $height )

imagecreate() は、 指定した大きさの空の画像を表す画像 ID を返します。

imagecreatetruecolor() を使うことを推奨します。

パラメータ
width

画像の幅。
height

画像の高さ。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 新しい GD 画像ストリームの作成および画像の出力
<?php
header("Content-type: image/png");
$im = @imagecreate(110, 20)
    or die("Cannot Initialize new GD image stream");
$background_color = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  "A Simple Text String", $text_color);
imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagedestroy() - 画像を破棄する
imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する

imagecreatefromgd2
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imagecreatefromgd2 — GD2 ファイルまたは URL から新規イメージを生成する

説明

resource imagecreatefromgd2 ( string $filename )

GD2 ファイルまたは URL から新規イメージを生成します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

GD2 画像へのパス。

返り値

成功時に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 imagecreatefromgd2() の例
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<?php
// gd2 画像を読み込みます
$im = imagecreatefromgd2('./test.gd2');

// 画像にエフェクトを施します。ここでは、PHP 5 以降の場合に
// 画像の打ち消しを行います
if(function_exists('imagefilter'))
{
    imagefilter($im, IMG_FILTER_NEGATE);
}

// 画像を保存します
imagegd2($im, './test_updated.gd2');
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromgd2part
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imagecreatefromgd2part — GD2 ファイルまたは URL の指定した部分から新規イメージを生成する

説明

resource imagecreatefromgd2part ( string $filename , int $srcX , int $srcY , int $width , int $height )

GD2 ファイルまたは URL の指定した部分から新規イメージを生成します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

GD2 画像へのパス。
srcX

作成元の x 座標。
srcY

作成元の y 座標。
width

作成元の幅。
height

作成元の高さ。

返り値

成功時に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 imagecreatefromgd2part() の例
<?php
// この例では、まず画像のサイズが必要となります
$image = getimagesize('./test.gd2');

// 画像のサイズを取得し、
// 画像のインスタンスを作成します
$im = imagecreatefromgd2part('./test.gd2', 4, 4, ($image[0] / 2) - 6, ($image[1] / 2) - 6);

// 画像処理をします。ここでは、PHP 5 以降の場合に
// エンボス処理を行っています
if(function_exists('imagefilter'))
{
    imagefilter($im, IMG_FILTER_EMBOSS);
}
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// 最適化した画像を保存します
imagegd2($im, './test_emboss.gd2');
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromgd
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imagecreatefromgd — GD ファイルまたは URL から新規イメージを生成する

説明

resource imagecreatefromgd ( string $filename )

GD ファイルまたは URL から新規イメージを生成します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

返り値

成功時に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 imagecreatefromgd() の例
<?php
// gd 画像を読み込みます
$im = @imagecreatefromgd('./test.gd');

// 画像が読み込まれているかどうかを調べます
if(!is_resource($im))
{
     die('gd 画像を読み込めません!');
}

// ここで画像処理をします

// 画像を保存します
imagegd($im, './test_updated.gd');
imagedestroy($im);
?>

注意

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromgif
(PHP 4, PHP 5)

imagecreatefromgif — ファイルまたは URL から新規画像を作成する

説明

resource imagecreatefromgif ( string $filename )

imagecreatefromgif() は、 指定したファイル名の画像を表す画像 ID を返します。
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ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

GIF 画像へのパス。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 GIF の作成時のエラーを処理する例
<?php
function LoadGif($imgname)
{
    /* オープンします */
    $im = @imagecreatefromgif($imgname);

    /* 失敗したかどうかを調べます */
    if(!$im)
    {
        /* 空の画像を作成します */
        $im = imagecreatetruecolor (150, 30);
        $bgc = imagecolorallocate ($im, 255, 255, 255);
        $tc = imagecolorallocate ($im, 0, 0, 0);

        imagefilledrectangle ($im, 0, 0, 150, 30, $bgc);

        /* エラーメッセージを出力します */
        imagestring ($im, 1, 5, 5, 'Error loading ' . $imgname, $tc);
    }

    return $im;
}

header('Content-Type: image/gif');

$img = LoadGif('bogus.image');

imagegif($img);
imagedestroy($img);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意:

GIF サポートは GD ライブラリのバーション 1.6 以降で削除され、 バージョン 2.0.28 で復活しました。 その間のバージョンでは、この関数を使用できません。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromjpeg
(PHP 4, PHP 5)

imagecreatefromjpeg — ファイル又は URL から新規 JPEG 画像を作成する

説明

resource imagecreatefromjpeg ( string $filename )

imagecreatefromjpeg() は引数 filename から得られる画像を表すイメージIDを返します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename
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JPEG 画像へのパス。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 JPEG の作成時のエラーを処理する例
<?php
function LoadJpeg($imgname)
{
    /* オープンします */
    $im = @imagecreatefromjpeg($imgname);

    /* 失敗したかどうかを調べます */
    if(!$im)
    {
        /* 空の画像を作成します */
        $im  = imagecreatetruecolor(150, 30);
        $bgc = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
        $tc  = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

        imagefilledrectangle($im, 0, 0, 150, 30, $bgc);

        /* エラーメッセージを出力します */
        imagestring($im, 1, 5, 5, 'Error loading ' . $imgname, $tc);
    }

    return $im;
}

header('Content-Type: image/jpeg');

$img = LoadJpeg('bogus.image');

imagejpeg($img);
imagedestroy($img);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意: JPEG サポートは、 PHP が GD-1.8 か、それ以降に対して、コンパイルされている場合のみ使用可能です。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefrompng
(PHP 4, PHP 5)

imagecreatefrompng — ファイルまたは URL から新規 PNG 画像を作成する

説明

resource imagecreatefrompng ( string $filename )

imagecreatefrompng()は引数 filename から得られる画像を表す画像 ID を返します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

PNG 画像へのパス。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

1 PNG 
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例 の作成時のエラーを処理する例
<?php
function LoadPNG($imgname)
{
    /* オープンします */
    $im = @imagecreatefrompng($imgname);

    /* 失敗したかどうかを調べます */
    if(!$im)
    {
        /* 空の画像を作成します */
        $im  = imagecreatetruecolor(150, 30);
        $bgc = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
        $tc  = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

        imagefilledrectangle($im, 0, 0, 150, 30, $bgc);

        /* エラーメッセージを出力します */
        imagestring($im, 1, 5, 5, 'Error loading ' . $imgname, $tc);
    }

    return $im;
}

header('Content-Type: image/png');

$img = LoadPNG('bogus.image');

imagepng($img);
imagedestroy($img);
?>

注意

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromstring
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

imagecreatefromstring — 文字列の中のイメージストリームから新規イメージを作成する

説明

resource imagecreatefromstring ( string $data )

imagecreatefromstring() は、指定した文字列から 得られたイメージを表すイメージ ID を返します。もし、PHP が JPEG, PNG, GIF, WBMP, GD2 をサポートするようビルドされている場合、 イメージの種類は自動的に判別されます。

パラメータ
image

画像データを含む文字列。

返り値

成功時にはイメージリソースが返されます。 イメージの種類がサポートされていない、データのフォーマットが識別できない、 イメージが壊れておりリロードできないなどの場合は FALSE が返されます。

例

例1 imagecreatefromstring() の例
<?php
$data = 'iVBORw0KGgoAAAANSUhEUgAAABwAAAASCAMAAAB/2U7WAAAABl'
       . 'BMVEUAAAD///+l2Z/dAAAASUlEQVR4XqWQUQoAIAxC2/0vXZDr'
       . 'EX4IJTRkb7lobNUStXsB0jIXIAMSsQnWlsV+wULF4Avk9fLq2r'
       . '8a5HSE35Q3eO2XP1A1wQkZSgETvDtKdQAAAABJRU5ErkJggg==';
$data = base64_decode($data);

$im = imagecreatefromstring($data);
if ($im !== false) {
    header('Content-Type: image/png');
    imagepng($im);
    imagedestroy($im);
}
else {
    echo 'エラーが発生しました。';
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagecreatefromjpeg() - ファイル又は URL から新規 JPEG 画像を作成する
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imagecreatefrompng() - ファイルまたは URL から新規 PNG 画像を作成する
imagecreatefromgif() - ファイルまたは URL から新規画像を作成する
imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する

imagecreatefromwbmp
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagecreatefromwbmp — ファイルまたは URL から新規イメージを作成する

説明

resource imagecreatefromwbmp ( string $filename )

imagecreatefromwbmp() は、指定したファイル名から 得られたイメージを表すイメージ ID を返します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

WBMP 画像へのパス。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 WBMP の作成時のエラーを処理する例
<?php
function LoadWBMP($imgname)
{
    /* オープンします */
    $im = @imagecreatefromwbmp($imgname);

    /* 失敗したかどうかを調べます */
    if(!$im)
    {
        /* 空の画像を作成します */
        $im  = imagecreatetruecolor(150, 30);
        $bgc = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
        $tc  = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);

        imagefilledrectangle($im, 0, 0, 150, 30, $bgc);

        /* エラーメッセージを出力します */
        imagestring($im, 1, 5, 5, 'Error loading ' . $imgname, $tc);
    }

    return $im;
}

header('Content-type: image/vnd.wap.wbmp');

$img = LoadWBMP('bogus.image');

imagewbmp($img);
imagedestroy($img);
?>

注意

注意: WBMP サポートは、 PHP が GD-1.8 か、それ以降に対して、コンパイルされている場合のみ使用可能です。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromxbm
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagecreatefromxbm — ファイル又は URL から新規イメージを生成する

説明
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resource imagecreatefromxbm ( string $filename )

imagecreatefromxbm() は、指定した filename から得られたイメージを表すイメージIDを返します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

XBM 画像へのパス。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 XBM 画像から png 画像への imagecreatefromxbm() を用いた変換
<?php
// xbm ファイルを読み込みます
$xbm = imagecreatefromxbm('./example.xbm');

// それを png ファイルに変換します
imagepng($xbm, './example.png');
imagedestroy($xbm);
?>

注意

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンの Windows 版 PHP は、現在この関数に関してリモートファイルアクセス機能を サポートしていません。これは、allow_url_fopen を 有効にした場合でも同様です。

imagecreatefromxpm
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagecreatefromxpm — ファイルまたは URL から新規イメージを生成する

説明

resource imagecreatefromxpm ( string $filename )

imagecreatefromxpm() は、指定した filename から得られたイメージを表すイメージ ID を返します。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数など
の情報がまとめられています。

パラメータ
filename

XPM 画像へのパス。

例

例1 imagecreatefromxpm() による画像インスタンスの作成
<?php
// XPM に対応しているかどうかを調べます
if(!(imagetypes() & IMG_XPM))
{
    die('Support for xpm was not found!');
}

// 画像インスタンスを作成します
$xpm = imagecreatefromxpm('./example.xpm');

// ここで画像の操作をします

// PHP は xpm 画像の書き出しをサポートしていないので、
// ここでは、画像を 100% の品質の jpeg ファイルとして保存します
imagejpeg($xpm, './example.jpg', 100);
imagedestroy($xpm);
?>
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返り値

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

imagecreatetruecolor
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagecreatetruecolor — TrueColor イメージを新規に作成する

説明

resource imagecreatetruecolor ( int $width , int $height )

imagecreatetruecolor() は、指定した大きさの黒い画像を表す画像 ID を返します。

この関数が定義されているかどうかは、PHP および GD のバージョンによって 変わります。PHP 4.0.6 から 4.1.x の場合、GD モジュールが読み込まれていれば この関数は常に存在しますが、GD2 がインストールされていない環境では PHP が致命的なエラーを発生して終了し
てしまいます。PHP 4.2.x では、 このような場合にエラーではなく警告を発生させます。他のバージョンの PHP では、 適切なバージョンの GD がインストールされている場合にのみ この関数が定義されます。

パラメータ
width

画像の幅。
height

画像の高さ。

返り値

成功した場合に画像リソース ID、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 新規 GD イメージストリームの作成およびイメージの出力
<?php
header ('Content-type: image/png');
$im = @imagecreatetruecolor(120, 20)
      or die('Cannot Initialize new GD image stream');
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);
imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagedestroy() - 画像を破棄する
imagecreate() - パレットを使用する新規画像を作成する

imagedashedline
(PHP 4, PHP 5)

imagedashedline — 破線を描画する

説明

bool imagedashedline ( resource $image , int $x1 , int $y1 , int $x2 , int $y2 , int $color )

これは古い関数です。代わりに imagesetstyle() と imageline() の組み合せを使用してください。
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パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x1

左上の x 座標。
y1

左上の y 座標 0。0 は画像の左上の角です。
x2

右下の x 座標。
y2

右下の y 座標。
color

塗りつぶし色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

常に true を返します。

例

例1 imagedashedline() の例
<?php
// 100x100 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);
$white = imagecolorallocate($im, 0xFF, 0xFF, 0xFF);

// 縦の破線を描画します
imagedashedline($im, 50, 25, 50, 75, $white);

// 画像を保存します
imagepng($im, './dashedline.png');
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

例2 imagedashedline() のもうひとつの使用法
<?php
// 100x100 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);
$white = imagecolorallocate($im, 0xFF, 0xFF, 0xFF);

// 独自のスタイルの作成: 最初の 4 ピクセルを白色、
// 次の 4 ピクセルを透明とし、破線風の効果を作成します
$style = Array(
                $white, 
                $white, 
                $white, 
                $white, 
                IMG_COLOR_TRANSPARENT, 
                IMG_COLOR_TRANSPARENT, 
                IMG_COLOR_TRANSPARENT, 
                IMG_COLOR_TRANSPARENT
                );

imagesetstyle($im, $style);

// 破線を描画します
imageline($im, 50, 25, 50, 75, IMG_COLOR_STYLED);

// 画像を保存します
imagepng($im, './imageline.png');
imagedestroy($im);
?>

参考

imagesetstyle() - 線描画用のスタイルを設定する
imageline() - 直線を描画する
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imagedestroy
(PHP 4, PHP 5)

imagedestroy — 画像を破棄する

説明

bool imagedestroy ( resource $image )

imagedestroy() は画像 image を保持するメモリを解放します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagedestroy() の使用例
<?php
// 100 x 100 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// 画像を変更したり保存したりします

// 画像をメモリから開放します
imagedestroy($im);
?>

imageellipse
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imageellipse — 楕円を描画する

説明

bool imageellipse ( resource $image , int $cx , int $cy , int $width , int $height , int $color )

指定した座標を中心とする楕円を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
cx

中心の x 座標。
cy

中心の y 座標。
width

楕円の幅。
height

楕円の高さ。
color

楕円の色を、 imagecolorallocate() で作成した画像 ID で指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 imageellipse() の例
<?php

// 空の画像を生成します
$image = imagecreatetruecolor(400, 300);

// 背景色を選択します
$bg = imagecolorallocate($image, 0, 0, 0);

// 上で選択した色で背景を塗ります
imagefill($image, 0, 0, $bg);

// 楕円の色を選択します
$col_ellipse = imagecolorallocate($image, 255, 255, 255);

// 楕円を描画します
imageellipse($image, 200, 150, 300, 200, $col_ellipse);

// 画像を出力します
header("Content-type: image/png");
imagepng($image);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imageellipse()

注意

注意:

この関数は GD 2.0.2 以降を必要とします。

参考

imagefilledellipse() - 塗りつぶされた楕円を描画する
imagearc() - 部分楕円を描画する

imagefill
(PHP 4, PHP 5)

imagefill — 塗り潰す

説明

bool imagefill ( resource $image , int $x , int $y , int $color )

指定した座標 (左上が 0, 0 です) から、指定した色 color で image を塗りつぶします。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x

開始位置の x 座標。
y

開始位置の y 座標。
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color

塗りつぶし色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagefill() の例
<?php

$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// 背景色を赤に設定します
$red = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);
imagefill($im, 0, 0, $red);

header('Content-type: image/png');
imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagecolorallocate() - 画像で使用する色を作成する

imagefilledarc
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagefilledarc — 楕円弧を描画し、塗りつぶす

説明

bool imagefilledarc ( resource $image , int $cx , int $cy , int $width , int $height , int $start , int $end , int $color , int $style )

指定した image の指定した座標を中心とする、 楕円弧を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
cx

中心の x 座標。
cy

中心の y 座標。
width

弧の幅。
height

弧の高さ。
start

弧の開始角度。
end

弧の終了角度。 0° は三時の方向で、そこから時計回りに数えます。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

style

次の選択肢のビット和。

1. IMG_ARC_PIE
2. IMG_ARC_CHORD
3. IMG_ARC_NOFILL
4. IMG_ARC_EDGED

IMG_ARC_PIE および IMG_ARC_CHORD は相反します。 IMG_ARC_CHORD は、 開始角と終了角を直線で結ぶだけですが、IMG_ARC_PIE は、角を丸めます。IMG_ARC_NOFILL は、弧と弦が縁どられ塗りつぶされないことを指定します。 IMG_ARC_EDGED は、 IMG_ARC_NOFILL と共に指定す
ることにより、 開始角と終端角は中心と結ばれます。これは、(塗りつぶすよりも) 「パイの切れ端」を縁どる良い方法です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 3D 風のパイを作成する
<?php

// 画像を作成します
$image = imagecreatetruecolor(100, 100);

// 色を割り当てます
$white    = imagecolorallocate($image, 0xFF, 0xFF, 0xFF);
$gray     = imagecolorallocate($image, 0xC0, 0xC0, 0xC0);
$darkgray = imagecolorallocate($image, 0x90, 0x90, 0x90);
$navy     = imagecolorallocate($image, 0x00, 0x00, 0x80);
$darknavy = imagecolorallocate($image, 0x00, 0x00, 0x50);
$red      = imagecolorallocate($image, 0xFF, 0x00, 0x00);
$darkred  = imagecolorallocate($image, 0x90, 0x00, 0x00);

// 3D 効果を作成します
for ($i = 60; $i > 50; $i--) {
   imagefilledarc($image, 50, $i, 100, 50, 0, 45, $darknavy, IMG_ARC_PIE);
   imagefilledarc($image, 50, $i, 100, 50, 45, 75 , $darkgray, IMG_ARC_PIE);
   imagefilledarc($image, 50, $i, 100, 50, 75, 360 , $darkred, IMG_ARC_PIE);
}

imagefilledarc($image, 50, 50, 100, 50, 0, 45, $navy, IMG_ARC_PIE);
imagefilledarc($image, 50, 50, 100, 50, 45, 75 , $gray, IMG_ARC_PIE);
imagefilledarc($image, 50, 50, 100, 50, 75, 360 , $red, IMG_ARC_PIE);

// 画像を出力します
header('Content-type: image/png');
imagepng($image);
imagedestroy($image);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

imagefilledellipse
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagefilledellipse — 塗りつぶされた楕円を描画する

説明

bool imagefilledellipse ( resource $image , int $cx , int $cy , int $width , int $height , int $color )

指定した image の指定した座標を中心として楕円を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
cx

 x 
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中心の 座標。
cy

中心の y 座標。
width

楕円の幅。
height

楕円の高さ。
color

塗りつぶし色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagefilledellipse() の例
<?php

// 空の画像を作成します
$image = imagecreatetruecolor(400, 300);

// 背景色を塗ります
$bg = imagecolorallocate($image, 0, 0, 0);

// 楕円の色を選択します
$col_ellipse = imagecolorallocate($image, 255, 255, 255);

// 白い楕円を描画します
imagefilledellipse($image, 200, 150, 300, 200, $col_ellipse);

// 画像を出力します
header("Content-type: image/png");
imagepng($image);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagefilledellipse()

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imageellipse() - 楕円を描画する
imagefilledarc() - 楕円弧を描画し、塗りつぶす

imagefilledpolygon
(PHP 4, PHP 5)

imagefilledpolygon — 塗りつぶした多角形を描画する

説明
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bool imagefilledpolygon ( resource $image , array $points , int $num_points , int $color )

imagefilledpolygon() は画像 image 上に塗りつぶした多角形を生成します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
points

多角形の頂点の座標 x および y を含む配列。
num_points

頂点の総数。 3 以上である必要があります。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagefilledpolygon() の例
<?php
// 多角形の点の配列を準備します
$values = array(
            40,  50,  // Point 1 (x, y)
            20,  240, // Point 2 (x, y)
            60,  60,  // Point 3 (x, y)
            240, 20,  // Point 4 (x, y)
            50,  40,  // Point 5 (x, y)
            10,  10   // Point 6 (x, y)
            );

// 画像を生成します
$image = imagecreatetruecolor(250, 250);

// 色を割り当てます
$bg   = imagecolorallocate($image, 0, 0, 0);
$blue = imagecolorallocate($image, 0, 0, 255);

// 背景を塗りつぶします
imagefilledrectangle($image, 0, 0, 249, 249, $bg);

// 多角形を描画します
imagefilledpolygon($image, $values, 6, $blue);

// 画像を出力します
header('Content-type: image/png');
imagepng($image);
imagedestroy($image);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagefilledpolygon()

imagefilledrectangle
(PHP 4, PHP 5)

imagefilledrectangle — 塗りつぶした矩形を描画する

説明

bool imagefilledrectangle ( resource $image , int $x1 , int $y1 , int $x2 , int $y2 , int $color )
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色 color で塗りつぶした矩形を、 指定した image 上に作成します。 開始位置と終了位置を指定します。0, 0 が画像の左上角を表します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x1

開始位置の x 座標。
y1

開始位置の y 座標。
x2

終了位置の x 座標。
y2

終了位置の y 座標。
color

塗りつぶし色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagefilledrectangle() の例
<?php
// 55x30 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(55, 30);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);

// 白の矩形を描画します
imagefilledrectangle($im, 4, 4, 50, 25, $white);

// 画像を保存します
imagepng($im, './imagefilledrectangle.png');
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

imagefilltoborder
(PHP 4, PHP 5)

imagefilltoborder — 特定色で塗りつぶす

説明

bool imagefilltoborder ( resource $image , int $x , int $y , int $border , int $color )

imagefilltoborder()は、 borderで指定した色を境界色として塗りつぶし を行います。(x,y)が 塗りつぶしの始点(左上が0, 0)で、領域内を color色で塗りつぶします。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x

開始位置の x 座標。
y

開始位置の y 座標。
border

境界色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID です。
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color

塗りつぶし色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 楕円の塗りつぶし
<?php
// 画像ハンドルを作成し、背景を白に設定します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 100, 100, imagecolorallocate($im, 255, 255, 255));

// 黒い線で楕円を描画します
imageellipse($im, 50, 50, 50, 50, imagecolorallocate($im, 0, 0, 0));

// 枠線と塗りつぶしの色を設定します
$border = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$fill = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);

// 選択した部分を塗りつぶします
imagefilltoborder($im, 50, 50, $border, $fill);

// 出力し、メモリを開放します
header('Content-type: image/png');
imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

imagefilter
(PHP 5)

imagefilter — 画像にフィルタを適用する

説明

bool imagefilter ( resource $image , int $filtertype [, int $arg1 [, int $arg2 [, int $arg3 [, int $arg4 ]]]] )

imagefilter() は、指定したフィルタ filtertype を image に適用します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filtertype

filtertype は、以下のいずれかです。

IMG_FILTER_NEGATE: 画像の色を反転させます。
IMG_FILTER_GRAYSCALE: 画像をグレースケールに変換します。
IMG_FILTER_BRIGHTNESS: 画像の輝度を変更します。 輝度レベルを arg1 で設定します。
IMG_FILTER_CONTRAST: 画像のコントラストを 変更します。コントラストのレベルを arg1 で設定します。
IMG_FILTER_COLORIZE: IMG_FILTER_GRAYSCALE と似ていますが、 色を指定することが可能です。 arg1、arg2 および arg3 を使用して red、blue、 green の値を指定します。また arg4 を使用して alpha チャネルの値を指定します。 各値の範囲は 0 から 255 までです。
IMG_FILTER_EDGEDETECT: エッジを検出し、 画像のエッジを強調します。
IMG_FILTER_EMBOSS: 画像にエンボス処理を行います。
IMG_FILTER_GAUSSIAN_BLUR: ガウス分布を 使用して画像をぼかします。
IMG_FILTER_SELECTIVE_BLUR: 画像をぼかします。
IMG_FILTER_MEAN_REMOVAL: 平均を除去し、 「スケッチ風の」効果を得ます。
IMG_FILTER_SMOOTH: 画像を滑らかにします。 滑らかさのレベルを arg1 で指定します。
IMG_FILTER_PIXELATE: モザイク効果を画像に適用します。 arg1 でブロックの大きさを、 そして arg2 でモザイク効果のモードを指定します。

arg1

IMG_FILTER_BRIGHTNESS: 輝度レベル。
IMG_FILTER_CONTRAST: コントラストレベル。
IMG_FILTER_COLORIZE: 赤コンポーネントの値。
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IMG_FILTER_SMOOTH: 平滑度レベル。
IMG_FILTER_PIXELATE: ピクセル単位のブロックサイズ。

arg2

IMG_FILTER_COLORIZE: 緑コンポーネントの値。
IMG_FILTER_PIXELATE: 高度なモザイク効果を使用するか否か (デフォルトは FALSE)。

arg3

IMG_FILTER_COLORIZE: 青コンポーネントの値。
arg4

IMG_FILTER_COLORIZE: アルファチャネル。 0 から 127 までの値で、0 は完全な不透明、127 は完全な透明を表す。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.5 IMG_FILTER_COLORIZE でアルファチャネルをサポートするようになりました。

例

例1 imagefilter() グレースケールの例
<?php
$im = imagecreatefrompng('dave.png');

if($im && imagefilter($im, IMG_FILTER_GRAYSCALE))
{
    echo 'Image converted to grayscale.';

    imagepng($im, 'dave.png');
}
else
{
    echo 'Conversion to grayscale failed.';
}

imagedestroy($im);
?>

例2 imagefilter() 輝度の例
<?php
$im = imagecreatefrompng('sean.png');

if($im && imagefilter($im, IMG_FILTER_BRIGHTNESS, 20))
{
    echo 'Image brightness changed.';

    imagepng($im, 'sean.png');
    imagedestroy($im);
}
else
{
    echo 'Image brightness change failed.';
}
?>

例3 imagefilter() 単色化の例
<?php
$im = imagecreatefrompng('philip.png');

/* R, G, B, so 0, 255, 0 is green */
if($im && imagefilter($im, IMG_FILTER_COLORIZE, 0, 255, 0))
{
    echo 'Image successfully shaded green.';

    imagepng($im, 'philip.png');
    imagedestroy($im);
}
else
{
    echo 'Green shading failed.';
}
?>

例4 imagefilter() での打ち消しの例
<?php
// Define our negate function so its portable for 
// php versions without imagefilter()
function negate($im)
{
    if(function_exists('imagefilter'))
    {
        return imagefilter($im, IMG_FILTER_NEGATE);
    }

    for($x = 0; $x < imagesx($im); ++$x)
    {
        for($y = 0; $y < imagesy($im); ++$y)
        {
            $index = imagecolorat($im, $x, $y);
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            $rgb = imagecolorsforindex($index);
            $color = imagecolorallocate($im, 255 - $rgb['red'], 255 - $rgb['green'], 255 - $rgb['blue']);

            imagesetpixel($im, $x, $y, $color);
        }
    }

    return(true);
}

$im = imagecreatefromjpeg('kalle.jpg');

if($im && negate($im))
{
    echo 'Image successfully converted to negative colors.';

    imagejpeg($im, 'kalle.jpg', 100);
    imagedestroy($im);
}
else
{
    echo 'Converting to negative colors failed.';
}
?>

例5 imagefilter() でのモザイク処理の例
<?php
// Load the PHP logo, we need to create two instances 
// to show the differences
$logo1 = imagecreatefrompng('./php.png');
$logo2 = imagecreatefrompng('./php.png');

// Create the image instance we want to show the 
// differences on
$output = imagecreatetruecolor(imagesx($logo1) * 2, imagesy($logo1));

// Apply pixelation to each instance, with a block 
// size of 3
imagefilter($logo1, IMG_FILTER_PIXELATE, 3);
imagefilter($logo2, IMG_FILTER_PIXELATE, 3, true);

// Merge the differences onto the output image
imagecopy($output, $logo1, 0, 0, 0, 0, imagesx($logo1) - 1, imagesy($logo1) - 1);
imagecopy($output, $logo2, imagesx($logo2), 0, 0, 0, imagesx($logo2) - 1, imagesy($logo2) - 1);
imagedestroy($logo1);
imagedestroy($logo2);

// Output the differences
header('Content-Type: image/png');
imagepng($output);
imagedestroy($output);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imageconvolution() - div および offset の係数を使用し、3x3 の畳み込み配列を適用する

imagefontheight
(PHP 4, PHP 5)

imagefontheight — フォントの高さを取得する

説明

int imagefontheight ( int $font )

指定されたフォントの文字の高さをピクセル単位で返します。

パラメータ
font

latin2 エンコーディングの組み込みのフォントの場合は 1, 2, 3, 4, 5 のいずれか (数字が大きなほうが、より大きいフォントに対応します)、 あるいは imageloadfont() で登録したフォントの識別子のいずれか。

返り値

高さをピクセルで返します。

例
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例1 組み込みフォントでの imagefontheight() の使用法
<?php
echo 'フォントの高さ: ' . imagefontheight(4);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

フォントの高さ: 16

例2 imagefontheight() と imageloadfont() を組み合わせた使用法
<?php
// .gdf フォントを読み込みます
$font = imageloadfont('anonymous.gdf');

echo 'フォントの高さ: ' . imagefontheight($font);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

フォントの高さ: 43

参考

imagefontwidth() - フォントの幅を取得する
imageloadfont() - 新しいフォントを読み込む

imagefontwidth
(PHP 4, PHP 5)

imagefontwidth — フォントの幅を取得する

説明

int imagefontwidth ( int $font )

指定されたフォントの文字の幅をピクセル単位で返します。

パラメータ
font

latin2 エンコーディングの組み込みのフォントの場合は 1, 2, 3, 4, 5 のいずれか (数字が大きなほうが、より大きいフォントに対応します)、 あるいは imageloadfont() で登録したフォントの識別子のいずれか。

返り値

幅をピクセルで返します。

例

例1 組み込みフォントでの imagefontwidth() の使用法
<?php
echo 'フォントの幅: ' . imagefontwidth(4);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

フォントの幅: 8

例2 imagefontwidth() と imageloadfont() を組み合わせた使用法
<?php
// .gdf フォントを読み込みます
$font = imageloadfont('anonymous.gdf');

echo 'フォントの幅: ' . imagefontwidth($font);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

フォントの幅: 23

参考

imagefontheight() - フォントの高さを取得する
imageloadfont() - 新しいフォントを読み込む
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imageftbbox
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imageftbbox — freetype2 によるフォントを用いたテキストを囲む箱を取得する

説明

array imageftbbox ( float $size , float $angle , string $fontfile , string $text [, array $extrainfo ] )

この関数は FreeType テキスト用のバウンディングボックスをピクセル単位で算出し、 それを返します。

パラメータ
size

フォントサイズ。GD のバージョンによって、 ピクセル単位 (GD1) あるいはポイント数 (GD2) で指定します。
angle

text を取得する角度。
fontfile

TrueType フォントのファイル名 (URL も可)。 PHP が使用している GD ライブラリのバージョンにも依存しますが、 先頭に '/' がついていないファイル名を渡した場合は ファイル名の末尾に '.ttf' を追加して GD のフォントパスからファイルを探そうとすることもありま
す。

text

取得したい文字列。
extrainfo

extrainfo の配列のインデックス
キー 型 意味

linespacing float 描画時の行間を定義します

返り値

imageftbbox() は 8 つの要素からなる配列を返します。 これが、テキストを囲む箱の 4 つの角の座標を表します。

0 左下角の X 座標
1 左下角の Y 座標
2 右下角の X 座標
3 右下角の Y 座標
4 右上角の X 座標
5 右上角の Y 座標
6 左上角の X 座標
7 左上角の Y 座標

これらの点は、angle の値にかかわらず text からの相対位置になります。 つまり「左上」とは、そのテキストが水平になるように見たときの左上ということです。

例

例1 imageftbbox() の例
<?php
// 300x150 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(300, 150);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);

// 背景色を白に設定します
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 299, 299, $white);

// フォントファイルへのパス
$font = './arial.ttf';

// まずバウンディングボックスを作成します
$bbox = imageftbbox(10, 0, $font, 'The PHP Documentation Group');

// X 座標および Y 座標
$x = $bbox[0] + (imagesx($im) / 2) - ($bbox[4] / 2) - 5;
$y = $bbox[1] + (imagesy($im) / 2) - ($bbox[5] / 2) - 5;

imagefttext($im, 10, 0, $x, $y, $black, $font, 'The PHP Documentation Group');

// ブラウザに出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>
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注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

注意: この関数は、PHP が FreeType サポート (--with-freetype-dir=DIR ) を有効にしてコンパイルされている場合のみ使用可能です。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.5 extrainfo がオプションになりました。

imagefttext
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imagefttext — FreeType 2 によるフォントを用いてイメージにテキストを描画する

説明

array imagefttext ( resource $image , float $size , float $angle , int $x , int $y , int $color , string $fontfile , string $text [, array $extrainfo ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
size

使用するフォントのサイズ (ポイント数)。
angle

角度 (度数)。0 度は、左から右に読むテキストを表します。 度数を上げていくと、反時計回りに回転します。たとえば、 90 度の場合は下から上に読むテキストとなります。
x

x と y で表す座標が、最初の文字のベースポイント (その文字の左下の角とほぼ等しい点) となります。 imagestring() の場合は x と y で最初の文字の左上の角を指定しており、 たとえば "左上" は 0, 0 となりますが、この関数では異なります。
y

y 座標。これはフォントのベースラインを指定するものであり、 文字の最下端を指定するものではありません。
color

テキストに使用する色のインデックス。 imagecolorexact() を参照ください。
fontfile

使用する TrueType フォントへのパス。

PHP が使用している GD ライブラリのバージョンにも依存しますが、 fontfile の先頭に / がついていない場合はファイル名の末尾に .ttf を追加して GD のフォントパスからファイルを探そうとすることもあります。

GD ライブラリのバージョンが 2.0.18 より古い場合は、複数のフォントファイルを指定するときの 'パス区切り文字' がセミコロンではなく スペース となります。 この機能を意図せずに使ってしまい、 Warning: Could not find/open font といった警告が発生してしまう
ことがあります。 この問題が発生するバージョンの場合は、 スペースを含まないパスにフォントを格納しなければなりません。

たいていの場合は、スクリプト内で使うフォントの場所は同じディレクトリになるでしょう。 そんな場合は、次のようにすれば読み込み時の問題を回避できます。
<?php
// GD 用の環境変数を設定します
putenv('GDFONTPATH=' . realpath('.'));

// 使用するフォント名を指定します (拡張子 .ttf がないことに注目しましょう)
$font = 'SomeFont';
?>

text

画像に挿入するテキスト。
extrainfo

extrainfo の配列のインデックス
キー 型 意味

linespacing float 描画時の行間を定義します



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

この関数は、長方形の 4 つの角を表す点の配列を返します。 最初が左下の位置で、そこから反時計回りに回ります。

0 左下の x 座標
1 左下の y 座標
2 右下の x 座標
3 右下の y 座標
4 右上の x 座標
5 右上の y 座標
6 左上の x 座標
7 左上の y 座標

例

例1 imagefttext() の例
<?php
// 300x100 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(300, 100);
$red = imagecolorallocate($im, 0xFF, 0x00, 0x00);
$black = imagecolorallocate($im, 0x00, 0x00, 0x00);

// 背景を赤にします
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 299, 99, $red);

// ttf フォントファイルへのパスを設定します
$font_file = './arial.ttf';

// フォントサイズ 13 で 'PHP Manual' というテキストを描画します
imagefttext($im, 13, 0, 105, 55, $black, $font_file, 'PHP Manual');

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-Type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

注意: この関数は、PHP が FreeType サポート (--with-freetype-dir=DIR ) を有効にしてコンパイルされている場合のみ使用可能です。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.5 extrainfo がオプションになりました。

imagegammacorrect
(PHP 4, PHP 5)

imagegammacorrect — GD イメージにガンマ補正を適用する

説明

bool imagegammacorrect ( resource $image , float $inputgamma , float $outputgamma )

指定した GD 画像 image に 入力ガンマ値、出力ガンマ値を指定してガンマ補正を適用します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
inputgamma

入力ガンマ値。
outputgamma

出力ガンマ値。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagegammacorrect() の使用法
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$im = imagecreatefromgif('php.gif');

// ガンマ補正を out = 1.537 で行います
imagegammacorrect($im, 1.0, 1.537);

// 出力してメモリから解放します
imagegif($im, './php_gamma_corrected.gif');
imagedestroy($im);
?>

imagegd2
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imagegd2 — GD2 イメージをブラウザまたはファイルに出力する

説明

bool imagegd2 ( resource $image [, string $filename [, int $chunk_size [, int $type ]]] )

GD2 イメージを、指定した filename に出力します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を指定したりした場合は、生の画像ストリームが直接出力されます。
chunk_size

チャンクの大きさ。
type

IMG_GD2_RAW あるいは IMG_GD2_COMPRESSED のいずれかです。デフォルトは IMG_GD2_RAW です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 GD2 画像の出力
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  "A Simple Text String", $text_color);

// 画像を出力します
imagegd2($im);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

例2 GD2 画像の保存
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  "A Simple Text String", $text_color);

// GD2 画像を保存します
// GD2 画像のファイル形式は .gd2 です。 http://www.libgd.org/GdFileFormats を参照ください
imagegd2($im, 'simple.gd2');

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

注意
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注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

注意:

通常 GD2 フォーマットはイメージの一部を高速にロードするために 使用されます。GD2 フォーマットは GD2 互換アプリケーションでのみ使用可能であることに注意してください。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.2 chunk_size および type が追加されました。

参考

imagegd() - GD イメージをブラウザまたはファイルに出力する

imagegd
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imagegd — GD イメージをブラウザまたはファイルに出力する

説明

bool imagegd ( resource $image [, string $filename ] )

GD イメージを、指定した filename に出力します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を指定したりすると、生の画像ストリームが直接出力されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 GD 画像の出力
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  "A Simple Text String", $text_color);

// 画像を出力します
imagegd($im);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

例2 GD 画像の保存
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  "A Simple Text String", $text_color);

// GD 画像を保存します
// GD 画像のファイル形式は .gd です。 http://www.libgd.org/GdFileFormats を参照ください
imagegd($im, 'simple.gd');

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

注意

注意:

通常 GD フォーマットはイメージの一部を高速にロードするために 使用されます。GD フォーマットは GD 互換アプリケーションでのみ使用可能であることに注意してください。

参考
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imagegd2() - GD2 イメージをブラウザまたはファイルに出力する

imagegif
(PHP 4, PHP 5)

imagegif — ブラウザまたはファイルへ画像を出力する

説明

bool imagegif ( resource $image [, string $filename ] )

imagegif() は画像 image から GIF ファイル filename を作成します。 引数 image は imagecreate() あるいは imagecreatefrom* 関数から返されたものです。

画像フォーマットは、imagecolortransparent() を 用いて画像を透明化しない限り GIF87a となります。 透明化した場合の画像フォーマットは GIF89a となります。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を指定したりした場合は、生の画像ストリームが直接出力されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagegif() による画像の出力
<?php
// 新しい画像のインスタンスを作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// 背景を白にします
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 99, 99, 0xFFFFFF);

// テキスト文字列を画像の上に描画します
imagestring($im, 3, 40, 20, 'GD Library', 0xFFBA00);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-type: image/gif');

imagegif($im);
imagedestroy($im);
?>

例2 imagegif() による PNG 画像から GIF への変換
<?php

// PNG を読み込みます
$png = imagecreatefrompng('./php.png');

// 画像を GIF 形式で保存します
imagegif($png, './php.gif');

// メモリから開放します
imagedestroy($png);

// 終了です
echo 'Converted PNG image to GIF with success!';
?>

注意

注意:

GIF のサポートは GD ライブラリのバージョン 1.6 でいったん削除され、バージョン 2.0.28 で復活しました。この間のバージョンではこの関数は使えません。 詳細な情報は » GD Project のサイトを参照ください。

以下の短いコードにより、利用可能な GD サポートの型を自動検出して 汎用性のある PHP アプリケーションを書くことが可能です。 Header("Content-type: image/gif");ImageGIF($im); の部分を、より柔軟性のある このコードに置換してください。
<?php
// Create a new image instance
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// Do some image operations here

// Handle output
if(function_exists('imagegif'))
{
    // For GIF
    header('Content-type: image/gif');

    imagegif($im);
}

http://www.libgd.org/
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elseif(function_exists('imagejpeg'))
{
    // For JPEG
    header('Content-type: image/jpeg');

    imagejpeg($im, NULL, 100);
}
elseif(function_exists('imagepng'))
{
    // For PNG
    header('Content-type: image/png');

    imagepng($im);
}
elseif(function_exists('imagewbmp'))
{
    // For WBMP
    header('Content-type: image/vnd.wap.wbmp');

    imagewbmp($im);
}
else
{
    imagedestroy($im);

    die('No image support in this PHP server');
}

// If image support was found for one of these
// formats, then free it from memory
if($im)
{
    imagedestroy($im);
}
?>

注意:

4.0.2 以降では、種々のイメージ関数の サポートを調べるために function_exists() の 代わりに関数 imagetypes() を使用することが可能です。
<?php
if(imagetypes() & IMG_GIF)
{
    header('Content-type: image/gif');
    imagegif($im);
}
elseif(imagetypes() & IMG_JPG)
{
    /* ... etc. */
}
?>

参考

imagepng() - PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagewbmp() - ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagejpeg() - 画像をブラウザまたはファイルに出力する
imagetypes() - この PHP がサポートしている画像形式を返す

imagegrabscreen
(PHP 5 >= 5.2.2)

imagegrabscreen — 画面全体をキャプチャする

説明

resource imagegrabscreen ( void )

画面全体のスクリーンショットを取得します。

返り値

成功した場合に画像リソースの ID、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagegrabscreen() の例

この例は、現在の画面の状態のスクリーンショットを取得してそれを png 画像として保存するものです。
<?php
$im = imagegrabscreen();
imagepng($im, "myscreenshot.png");
imagedestroy($im);
?>

注意

注意:
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この関数は Windows 上でしか使用できません。

参考

imagegrabwindow() - ウィンドウをキャプチャする

imagegrabwindow
(PHP 5 >= 5.2.2)

imagegrabwindow — ウィンドウをキャプチャする

説明

resource imagegrabwindow ( int $window_handle [, int $client_area = 0 ] )

ウィンドウあるいはそのクライアント領域のキャプチャを、 ウィンドウハンドル (COM インスタンスの HWND プロパティ) を指定して取得します。

パラメータ
window_handle

HWND ウィンドウ ID。
client_area

アプリケーションのクライアント領域を含めるかどうか。

返り値

成功した場合に画像リソースの ID、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

window_handle が無効なウィンドウハンドルである場合に E_NOTICE、 Windows API のバージョンが古すぎる場合に E_WARNING が発生します。

例

例1 imagegrabwindow() の例

ウィンドウ (ここでは IE) のキャプチャを行います。
<?php
$browser = new COM("InternetExplorer.Application");
$handle = $browser->HWND;
$browser->Visible = true;
$im = imagegrabwindow($handle);
$browser->Quit();
imagepng($im, "iesnap.png");
imagedestroy($im);
?>

ウィンドウ (ここでは IE) の中身のキャプチャを行います。
<?php
$browser = new COM("InternetExplorer.Application");
$handle = $browser->HWND;
$browser->Visible = true;
$browser->Navigate("http://www.libgd.org");

/* Still working? */
while ($browser->Busy) {
    com_message_pump(4000);
}
$im = imagegrabwindow($handle, 0);
$browser->Quit();
imagepng($im, "iesnap.png");
imagedestroy($im);
?>

注意

注意:

この関数は Windows 上でしか使用できません。

参考

imagegrabscreen() - 画面全体をキャプチャする
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imageinterlace
(PHP 4, PHP 5)

imageinterlace — インターレースを有効もしくは無効にする

説明

int imageinterlace ( resource $image [, int $interlace = 0 ] )

imageinterlace() は、インターレースビットをon またはoffに切り替えます。

インターレースビットがonでかつその画像が JPEG の場合、 その画像はプログレッシブ JPEG として生成されています。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
interlace

ゼロ以外の場合はインターレース画像となり、 ゼロの場合はインターレースビットを off にします。

返り値

画像のインターレースビットが設定されている場合に 1、 それ以外の場合に 0 を返します。

例

例1 imageinterlace() によるインターレース処理の有効化
<?php
// 画像のインスタンスを作成します
$im = imagecreatefromgif('php.gif');

// インターレースを有効にします
imageinterlace($im, true);

// 画像を保存します
imagegif($im, './php_interlaced.gif');
imagedestroy($im);
?>

imageistruecolor
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

imageistruecolor — 画像が truecolor かどうか調べる

説明

bool imageistruecolor ( resource $image )

imageistruecolor() は、 image が truecolor 画像かどうか調べます。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。

返り値

image が truecolor の場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 imageistruecolor() による、シンプルな true color 画像の検出
<?php
// $im は画像のインスタンスです

// それが true color 画像か否かを調べます
if(!imageistruecolor($im))
{
    // 新しい true color 画像のインスタンスを作成します
    $tc = imagecreatetruecolor(imagesx($im), imagesy($im));

    imagecopy($tc, $im, 0, 0, 0, 0, imagesx($im), imagesy($im));



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

    imagedestroy($im);

    $im = $tc;
    $tc = NULL;
}

// 画像のインスタンスに対する操作を続けます
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する

imagejpeg
(PHP 4, PHP 5)

imagejpeg — 画像をブラウザまたはファイルに出力する

説明

bool imagejpeg ( resource $image [, string $filename [, int $quality ]] )

imagejpeg() は、画像 image から JPEG ファイルを作成します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を指定したりした場合は、 生の画像ストリームを直接出力します。

quality パラメータを指定するためにこの引数をスキップするには、 NULL を指定します。
quality

quality はオプションであり、0(品質は最低 ですが、ファイルはより小さい)から100(品質は最高ですが、ファイルは 最大)の範囲で指定します。デフォルトは IJG 品質値(75)です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 JPEG 画像の出力
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// content type ヘッダを、ここでは image/jpeg と設定します
header('Content-type: image/jpeg');

// 画像を出力します
imagejpeg($im);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

例2 JPEG 画像の保存
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// 画像を 'simpletext.jpg' として保存します
imagejpeg($im, 'simpletext.jpg');

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>
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例3 75% 品質での画像の出力
<?php
// 空の画像を作成し、テキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// content type ヘッダを、ここでは image/jpeg と設定します
header('Content-type: image/jpeg');

// filename パラメータを NULL でスキップし、品質を 75% に設定します
imagejpeg($im, NULL, 75);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: JPEG サポートは、 PHP が GD-1.8 か、それ以降に対して、コンパイルされている場合のみ使用可能です。

注意:

プログレッシブ JPEG を出力したい場合には、 imageinterlace() でインターレースをセットする必要があります。

参考

imagepng() - PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagegif() - ブラウザまたはファイルへ画像を出力する
imagewbmp() - ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imageinterlace() - インターレースを有効もしくは無効にする
imagetypes() - この PHP がサポートしている画像形式を返す

imagelayereffect
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

imagelayereffect — アルファブレンディングフラグを設定し、 libgd にバンドルされているレイヤ効果を使用する

説明

bool imagelayereffect ( resource $image , int $effect )

アルファブレンディングフラグを設定し、 libgd にバンドルされているレイヤ効果を使用します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
effect

以下の定数のいずれか。
IMG_EFFECT_REPLACE

ピクセルの置換を使用します (imagealphablending() に TRUE を渡すのと同じです)。
IMG_EFFECT_ALPHABLEND

通常のピクセルブレンディングを使用します (imagealphablending() に FALSE を渡すのと同じです)。
IMG_EFFECT_NORMAL

IMG_EFFECT_ALPHABLEND と同じです。
IMG_EFFECT_OVERLAY

オーバーレイを使用すると、背景の黒い部分は黒のまま。 一方背景の白い部分は白のままとなります。 背景のグレーな部分は、前景のピクセルの色となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagelayereffect() の例
<?php
// 画像を準備します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// 背景を設定します
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 100, 100, imagecolorallocate($im, 220, 220, 220));

// オーバーレイアルファブレンディングフラグを適用します
imagelayereffect($im, IMG_EFFECT_OVERLAY);
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// 2 つのグレーの楕円を描画します
imagefilledellipse($im, 50, 50, 40, 40, imagecolorallocate($im, 100, 255, 100));
imagefilledellipse($im, 50, 50, 50, 80, imagecolorallocate($im, 100, 100, 255));
imagefilledellipse($im, 50, 50, 80, 50, imagecolorallocate($im, 255, 100, 100));

// 出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

imageline
(PHP 4, PHP 5)

imageline — 直線を描画する

説明

bool imageline ( resource $image , int $x1 , int $y1 , int $x2 , int $y2 , int $color )

指定したふたつの点を結ぶ直線を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x1

最初の点の x 座標。
y1

最初の点の y 座標。
x2

二番目の点の x 座標。
y2

二番目の点の y 座標。
color

直線の色。 imagecolorallocate() で作成した色 ID です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 太い線を描画する
<?php

function imagelinethick($image, $x1, $y1, $x2, $y2, $color, $thick = 1)
{
    /* この方法は直行する線の場合のみうまく動作します
    imagesetthickness($image, $thick);
    return imageline($image, $x1, $y1, $x2, $y2, $color);
    */
    if ($thick == 1) {
        return imageline($image, $x1, $y1, $x2, $y2, $color);
    }
    $t = $thick / 2 - 0.5;
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    if ($x1 == $x2 || $y1 == $y2) {
        return imagefilledrectangle($image, round(min($x1, $x2) - $t), round(min($y1, $y2) - $t), round(max($x1, $x2) + $t), round(max($y1, $y2) + $t), $color);
    }
    $k = ($y2 - $y1) / ($x2 - $x1); //y = kx + q
    $a = $t / sqrt(1 + pow($k, 2));
    $points = array(
        round($x1 - (1+$k)*$a), round($y1 + (1-$k)*$a),
        round($x1 - (1-$k)*$a), round($y1 - (1+$k)*$a),
        round($x2 + (1+$k)*$a), round($y2 - (1-$k)*$a),
        round($x2 + (1-$k)*$a), round($y2 + (1+$k)*$a),
    );
    imagefilledpolygon($image, $points, 4, $color);
    return imagepolygon($image, $points, 4, $color);
}

?>

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する
imagecolorallocate() - 画像で使用する色を作成する

imageloadfont
(PHP 4, PHP 5)

imageloadfont — 新しいフォントを読み込む

説明

int imageloadfont ( string $file )

imageloadfont() はユーザが定義したビットマップを読み込み、 その ID を返します。

パラメータ
file

フォントファイル形式は現在はバイナリで、アーキクチャに依存します。 このため、PHP を実行するマシーンと同一の型の CPU 上でフォントファイルを 生成する必要があります。

フォントファイルのフォーマット
バイト位置 C 言語のデータ型 説明

0-3 バイト目 int フォント中の文字の数
4-7 バイト目 int フォント中の最初の文字の値(しばしば 空白を表す 32 となります)
8-11 バイト目 int 各文字のピクセル幅
12-15 バイト目 int 各文字のピクセル高さ
16 バイト目から char 文字データの配列、各文字のピクセルにつき1バイトで、 総数は(文字数*幅*高さ)バイトです。

返り値

フォント ID を返します。これは常に 5 より大きくなり、 組み込みのフォントと衝突することはありません。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 imageloadfont() の使用例
<?php
// 新しい画像インスタンスを作成します
$im = imagecreatetruecolor(50, 20);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);

// 背景を白に設定します
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 49, 19, $white);

// gd フォントを読み込み 'Hello' を書き込みます
$font = imageloadfont('./04b.gdf');
imagestring($im, $font, 0, 0, 'Hello', $black);

// ブラウザに出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

参考

imagefontwidth() - フォントの幅を取得する
imagefontheight() - フォントの高さを取得する
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imagepalettecopy
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagepalettecopy — あるイメージから他のイメージにパレットをコピーする

説明

void imagepalettecopy ( resource $destination , resource $source )

imagepalettecopy() は、パレットを source から destination にコピーします。

パラメータ
destination

コピー先の画像リソース。
source

コピー元の画像リソース。

返り値

値を返しません。

例

例1 imagepalettecopy() の例
<?php
// 2 つのパレット画像を作成します
$palette1 = imagecreate(100, 100);
$palette2 = imagecreate(100, 100);

// 最初のパレット画像の背景色を
// 緑に設定します
$green = imagecolorallocate($palette1, 0, 255, 0);

// パレットを画像 1 から画像 2 にコピーします
imagepalettecopy($palette2, $palette1);

// パレットをコピーしたので、
// imagecolorallocate() をもう一度使わなくても
// 画像 1 に割り当てられた緑色を使うことができます
imagefilledrectangle($palette2, 0, 0, 99, 99, $green);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($palette2);
imagedestroy($palette1);
imagedestroy($palette2);
?>

imagepng
(PHP 4, PHP 5)

imagepng — PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する

説明

bool imagepng ( resource $image [, string $filename [, int $quality [, int $filters ]]] )

指定した image から、PNG 画像を出力あるいは保存します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を設定したりした場合は、 生の画像ストリームを直接出力します。

注意:

quality および filters を使用しない場合は、 NULL を指定することはできません。
quality
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圧縮レベル。0 (圧縮しない) から 9 までの値です。
filters

PNG ファイルの大きさを小さくします。 これはビットマスクフィールドで、定数 PNG_FILTER_XXX の組み合わせを指定します。 PNG_NO_FILTER や PNG_ALL_FILTERS を使用すると、 全フィルタを一括で無効にしたり有効にしたりできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 filters パラメータが追加されました。
5.1.2 quality パラメータが追加されました。

例
<?php
$im = imagecreatefrompng("test.png");

header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

参考

imagegif() - ブラウザまたはファイルへ画像を出力する
imagewbmp() - ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagejpeg() - 画像をブラウザまたはファイルに出力する
imagetypes() - この PHP がサポートしている画像形式を返す
imagesavealpha() - PNG 画像を保存する際に（単一色の透過設定ではない）完全な アルファチャネル情報を保存するフラグを設定する

imagepolygon
(PHP 4, PHP 5)

imagepolygon — 多角形を描画する

説明

bool imagepolygon ( resource $image , array $points , int $num_points , int $color )

imagepolygon() は、指定した image に多角形を作成します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
points

多角形の頂点からなる PHP の配列で、 次のようになります。

points[0] = x0
points[1] = y0
points[2] = x1
points[3] = y1

num_points

頂点の総数。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 imagepolygon() の例
<?php
// 空の画像を生成します
$image = imagecreatetruecolor(400, 300);

// 多角形の色を選択します
$col_poly = imagecolorallocate($image, 255, 255, 255);

// 多角形を描画します
imagepolygon($image, array(
        0,   0,
        100, 200,
        300, 200
    ),
    3,
    $col_poly);

// 画像を出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($image);
imagedestroy($image);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagepolygon()

参考

imagecreate() - パレットを使用する新規画像を作成する
imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する

imagepsbbox
(PHP 4, PHP 5)

imagepsbbox — PostScript Type1 フォントを用いてテキスト矩形のバウンディングボックスを指定する

説明

array imagepsbbox ( string $text , resource $font , int $size )
array imagepsbbox ( string $text , resource $font , int $size , int $space , int $tightness , float $angle )

PostScript Type1 フォントを用いてテキスト矩形のバウンディングボックスを指定します。

バウンディングボックスは文字メトリックスから得られる情報を用いて計算されますが、 残念なことに実際に描画される文字列の描画結果とはわずかに異なる傾向があります。 角度が 0 度の場合、全ての方向に 1 ピクセル分多く必要であると予想することができます。

パラメータ
text

書き込みたいテキスト。
font_index

imagepsloadfont() が返すフォントリソース。
size

size はピクセルで表します。
space

フォントが占める空間のデフォルト値を変更することが可能です。 この値が元の値に付加されます。また、負の値とすることも可能です。 文字間隔の単位で表されます。 1 単位は文字の矩形の 1/1000 です。
tightness
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tightness により文字間の空白の量を制御できます。 この量は元の文字幅に追加され、負の値とすることも可能です。 文字間隔の単位で表されます。 1 単位は文字の矩形の 1/1000 です。
angle

angle は、度で指定します。

返り値

以下の要素を持つ配列を返します。

0 左側の x 座標
1 上側の y 座標
2 右側の x 座標
3 下側の y 座標

例

例1 imagepsbbox() の使用
<?php
// 画像ハンドルを作成します
$im = imagecreatetruecolor(200, 200);

// 色を割り当てます
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);

// PostScript フォントを読み込みます
$font = imagepsloadfont('font.pfm');

// フォント用のバウンディングボックスを作成します
$bbox = imagepsbbox('Sample text is simple', $font, 12);

// X 座標と Y 座標を定義します
$x = ($bbox[2] / 2) - 10;
$y = ($bbox[3] / 2) - 10;

// フォントを画像に書き込みます
imagepstext($im, 'Sample text is simple', $font, 12, $black, $white, $x, $y);

// 出力し、メモリを開放します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imagepstext() - PostScript Type1 フォントを用いて画像の上に文字列を描く

imagepsencodefont
(PHP 4, PHP 5)

imagepsencodefont — フォントの文字エンコードベクトルを変更する

説明

bool imagepsencodefont ( resource $font_index , string $encodingfile )

ファイルから文字エンコードベクトルをロードし、変更します。 PostScript フォントのデフォルトベクトルは、127以上の位置には文字 がほとんどないので、英語以外の言語を使用する場合には 恐らくこの部分を変更したいと思うことでしょう。

この関数を頻繁に用いている場合には、ずっと優れた方法として 設定ファイル で ps.default_encoding が正しいエンコードファイルを指すようにして エンコード法を定義する方法があります。この場合、 自動的にロードされる全てのフォントは、正しいエンコードとなりま
す。

パラメータ
font_index

imagepsloadfont() が返すフォントリソース。
encodingfile

このファイルの正しいフォーマットは、T1libs のドキュメントに記述されています。 T1libs には、すぐに使用できるファイルとして IsoLatin1.enc および IsoLatin2.enc が含まれています。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagepsencodefont() の例
<?php
// .pfb フォントファイルを読み込みます
$font = imagepsloadfont('./px3l.pfb');

// T1lib に、ISO Latin 1 エンコーディングを使うよう指示します
imagepsencode($font, './IsoLatin1.enc');

// ここでフォントに対する操作をします

// フォントをメモリから開放します
imagepsfreefont($font);
?>

注意

注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

imagepsextendfont
(PHP 4, PHP 5)

imagepsextendfont — フォントを展開または圧縮する

説明

bool imagepsextendfont ( resource $font_index , float $extend )

フォント(font_index)を展開または圧縮します。 パラメータextendの値が1より小さい場合、 フォントの圧縮が行われます。

パラメータ
font_index

imagepsloadfont() が返すフォントリソース。
extend

展開の値。正の値でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagepsextendfont() の例
<?php
// .pfb フォントファイルを読み込みます
$font = imagepsloadfont('./px3l.pfb');

// フォントを展開します
imagepsextendfont($font, 2.5);

// ここでフォントに対して何らかの操作をします

// フォントをメモリから開放します
imagepsfreefont($font);
?>

注意

注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

imagepsfreefont
(PHP 4, PHP 5)

imagepsfreefont — PostScript Type 1 フォント用メモリを解放する

説明

bool imagepsfreefont ( resource $font index )
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imagepsfreefont() は PostScript Type 1 フォントが使用したメモリを解放します。

パラメータ
font_index

imagepsloadfont() が返すフォントリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagepsfreefont() の例
<?php
// .pfb フォントファイルを読み込みます
$font = imagepsloadfont('./bchbi.pfb');

// ここでフォントに対してなんらかの操作を行います

// フォントをメモリから開放します
imagepsfreefont($font);
?>

注意

注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imagepsloadfont() - ファイルから PostScript Type 1 フォントをロードする

imagepsloadfont
(PHP 4, PHP 5)

imagepsloadfont — ファイルから PostScript Type 1 フォントをロードする

説明

resource imagepsloadfont ( string $filename )

指定した filename から PostScript Type 1 フォントを読み込みます。

パラメータ
filename

Postscript フォントファイルへのパス。

返り値

全て正常に処理された場合、有効なフォント ID が返され、後で使用することができます。 それ以外の場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 imagepsloadfont() の例
<?php
// 新しい画像インスタンスを作成します
$im = imagecreatetruecolor(350, 45);

// 色を割り当て、背景を塗りつぶします
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 349, 44, $white);

// フォントを読み込み、画像に書き込んでフォントをメモリから開放します
$font = imagepsloadfont("bchbi.pfb");
imagepstext($im, "Testing... It worked!", $font, 32, $white, $black, 32, 32);
imagepsfreefont($font);

// 画像を出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

注意
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注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imagepsfreefont() - PostScript Type 1 フォント用メモリを解放する

imagepsslantfont
(PHP 4, PHP 5)

imagepsslantfont — フォントを傾ける

説明

bool imagepsslantfont ( resource $font_index , float $slant )

指定したフォントを傾けます。

パラメータ
font_index

imagepsloadfont() が返すフォントリソース。
slant

傾けのレベル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagepsslantfont() の例
<?php
// .pfb フォントファイルを読み込みます
$font = imagepsloadfont('./px3l.pfb');

// フォントを 22.5 度傾けます
imagepsslantfont($font, 22.5);

// ここでフォントに対する操作をします

// フォントをメモリから開放します
imagepsfreefont($font);
?>

注意

注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

imagepstext
(PHP 4, PHP 5)

imagepstext — PostScript Type1 フォントを用いて画像の上に文字列を描く

説明

array imagepstext ( resource $image , string $text , resource $font_index , int $size , int $foreground , int $background , int $x , int $y [, int $space = 0 [, int $tightness = 0 [, float $angle = 0.0 [, int $antialias_steps = 4 ]]]] )

PostScript Type1 フォントを使用して、画像の上にテキストを描画します。

動作に関して不明な場合は、フォント及びその測り方に関する PostScipt ドキュメントを参照ください。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
text
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書き出すテキスト。
font_index

imagepsloadfont() が返すフォントリソース。
size

size はピクセルで表します。
foreground

テキストの色。
background

アンチエイリアス時にフェードアウトする色。 background 色のピクセルは描画されないので、 背景画像が無地である必要はありません。
x

最初の文字の左下隅の x 座標。
y

最初の文字の左下隅の y 座標。
space

フォントが占める空間のデフォルト値を変更することが可能です。 この値が元の値に付加されます。また、負の値とすることも可能です。 文字間隔の単位で表され、1 単位が文字矩形の 1/1000 となります。
tightness

tightness により文字間の空白の量を制御できます。 この量は元の文字幅に追加され、負の値とすることも可能です。 文字間隔の単位で表され、1 単位が文字矩形の 1/1000 となります。
angle

angle は、度で表します。
antialias_steps

antialias_steps によりアンチエイリアスを行 うテキストの色数を制御することが可能です。指定できるのは 4 および 16 です。 20 より小さな大きさのテキストには、見易くするために大きい方を推奨します。 より大きなフォントでは、計算負荷がより少ない 4 を使用
してください。

返り値

この関数は、以下の要素からなる配列を返します。

0 左下の x 座標
1 左下の y 座標
2 右上の x 座標
3 右上の y 座標

例

例1 imagepstext() の使用
<?php
// 画像ハンドルを作成します
$im = imagecreatetruecolor(200, 200);

// 色を割り当てます
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);

// PostScript フォントを読み込みます
$font = imagepsloadfont('font.pfm');

// フォントを画像に書き込みます
imagepstext($im, 'Sample text is simple', $font, 12, $black, $white, 50, 50);

// 出力し、メモリを開放します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、PHP が --with-t1lib を指定してコンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

imagepsbbox() - PostScript Type1 フォントを用いてテキスト矩形のバウンディングボックスを指定する
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imagerectangle
(PHP 4, PHP 5)

imagerectangle — 矩形を描画する

説明

bool imagerectangle ( resource $image , int $x1 , int $y1 , int $x2 , int $y2 , int $color )

imagerectangle() は、指定した座標から始まる矩形を作成します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x1

左上の x 座標。
y1

左上の y 座標。 0, 0 が画像の左上隅を表します。
x2

右下の x 座標。
y2

右下の y 座標。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンプルな imagerectangle() の例
<?php
// 200 x 200 の画像を作成します
$canvas = imagecreatetruecolor(200, 200);

// 色を割り当てます
$pink = imagecolorallocate($canvas, 255, 105, 180);
$white = imagecolorallocate($canvas, 255, 255, 255);
$green = imagecolorallocate($canvas, 132, 135, 28);

// 3 つの矩形をそれぞれの色で描画します
imagerectangle($canvas, 50, 50, 150, 150, $pink);
imagerectangle($canvas, 45, 60, 120, 100, $white);
imagerectangle($canvas, 100, 120, 75, 160, $green);

// 出力してメモリから解放します
header('Content-Type: image/jpeg');

imagejpeg($canvas);
imagedestroy($canvas);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

imagerotate
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(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

imagerotate — 指定された角度で画像を回転する

説明

resource imagerotate ( resource $image , float $angle , int $bgd_color [, int $ignore_transparent = 0 ] )

画像 image を、 angle で指定された角度だけ回転します。

回転の中心は画像の中心です。 回転後の画像の大きさは、もとの大きさと異なる可能性があります。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
angle

回転角度。
bgd_color

回転後、カバーされない部分の色。
ignore_transparent

ゼロ以外を指定すると、透過色は無視されます (その他の場合は保持されます)。

返り値

回転させた画像のリソースを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 ignore_transparent が追加されました。

例

例1 画像を 180 度回転する

この例は、画像を 180 度 - 上下逆さまに回転します
<?php
// ファイルと回転角
$filename = 'test.jpg';
$degrees = 180;

// コンテントタイプ
header('Content-type: image/jpeg');

// 読み込み
$source = imagecreatefromjpeg($filename);

// 回転
$rotate = imagerotate($source, $degrees, 0);

// 出力
imagejpeg($rotate);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

imagesavealpha
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

imagesavealpha — PNG 画像を保存する際に（単一色の透過設定ではない）完全な アルファチャネル情報を保存するフラグを設定する

説明
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bool imagesavealpha ( resource $image , bool $saveflag )

imagesavealpha() は PNG 画像を保存する際に（単一色の透過設定ではない）完全な アルファチャネル情報を保存するフラグを設定します。

これを使用するためには、アルファブレンディングを解除する必要があります (imagealphablending($im, false))。

アルファチャネルはすべてのブラウザでサポートされているわけではありません。 ブラウザ上での表示で問題が発生した場合は、アルファチャネルに対応している ブラウザ（例: 最新の Mozilla）でスクリプトを実行しなおしてみましょう。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
saveflag

アルファチャネルを保存するか否か。デフォルトは FALSE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagesavealpha() の例
<?php
// アルファチャネルつきの png 画像を読み込みます
$png = imagecreatefrompng('./alphachannel_example.png');

// 何らかの操作を行います

// アルファブレンディングを無効にし、アルファフラグを設定します
imagealphablending($png, false);
imagesavealpha($png, true);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-Type: image/png');

imagepng($png);
imagedestroy($png);
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

参考

imagealphablending() - イメージのブレンドモードを設定する

imagesetbrush
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagesetbrush — 線の描画用にブラシイメージを設定する

説明

bool imagesetbrush ( resource $image , resource $brush )

imagesetbrush() は、特別な色 IMG_COLOR_BRUSHED または IMG_COLOR_STYLEDBRUSHED で描画される際に (imageline() や imagepolygon() のような) 全ての線描画関数で使用されるブラシイメージを設定します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
brush

画像リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 imagesetbrush() の例
<?php
// 小さい php ロゴを読み込みます
$php = imagecreatefrompng('./php.png');

// 100x100 のメイン画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// 背景を白で塗りつぶします
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 299, 99, $white);

// ブラシを設定します
imagesetbrush($im, $php);

// いくつかのブラシを重ねます
imageline($im, 50, 50, 50, 60, IMG_COLOR_BRUSHED);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
imagedestroy($php);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

注意:

ブラシの使用が終った際には特別な処理は不要ですが、 ブラシイメージを破棄する場合には、新たにブラシイメージを設定するまでは、 色 IMG_COLOR_BRUSHED または IMG_COLOR_STYLEDBRUSHED を使用するべきではありません。

imagesetpixel
(PHP 4, PHP 5)

imagesetpixel — 点を生成する

説明

bool imagesetpixel ( resource $image , int $x , int $y , int $color )

imagesetpixel() は、指定した座標にピクセルを描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
x

x 座標。
y

y 座標。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagesetpixel() の例

A random drawing that ends with a regular picture.

<?php

$x = 200;
$y = 200;
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$gd = imagecreatetruecolor($x, $y);
 
$corners[0] = array('x' => 100, 'y' =>  10);
$corners[1] = array('x' =>   0, 'y' => 190);
$corners[2] = array('x' => 200, 'y' => 190);

$red = imagecolorallocate($gd, 255, 0, 0); 

for ($i = 0; $i < 100000; $i++) {
  imagesetpixel($gd, round($x),round($y), $red);
  $a = rand(0, 2);
  $x = ($x + $corners[$a]['x']) / 2;
  $y = ($y + $corners[$a]['y']) / 2;
}
 
header('Content-Type: image/png');
imagepng($gd);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagesetpixel()

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する
imagecolorallocate() - 画像で使用する色を作成する

imagesetstyle
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagesetstyle — 線描画用のスタイルを設定する

説明

bool imagesetstyle ( resource $image , array $style )

imagesetstyle() は、特別な IMG_COLOR_STYLED または色を有するイメージの線 IMG_COLOR_STYLEDBRUSHED を描画する際に (imageline() と imagepolygon() のような) 全ての線描画関数で使用されるスタイルを設定します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
style

はピクセルの配列です。定数 IMG_COLOR_TRANSPARENT を使用すると、透明なピクセルを追加できます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

以下の例は、キャンバスの左上から右下隅に破線を描画するスクリプトです。

例1 imagesetstyle() の例
<?php
header("Content-type: image/jpeg");
$im  = imagecreatetruecolor(100, 100);
$w   = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
$red = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);

/* 5 ピクセルの赤線と 5 ピクセルの白線の破線を描画します */
$style = array($red, $red, $red, $red, $red, $w, $w, $w, $w, $w);
imagesetstyle($im, $style);
imageline($im, 0, 0, 100, 100, IMG_COLOR_STYLED);

/* imagesetstyle を併用した imagesetbrush() を使用して happy face の線を描画します */
$style = array($w, $w, $w, $w, $w, $w, $w, $w, $w, $w, $w, $w, $red);
imagesetstyle($im, $style);
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$brush = imagecreatefrompng("http://www.libpng.org/pub/png/images/smile.happy.png");
$w2 = imagecolorallocate($brush, 255, 255, 255);
imagecolortransparent($brush, $w2);
imagesetbrush($im, $brush);
imageline($im, 100, 0, 0, 100, IMG_COLOR_STYLEDBRUSHED);

imagejpeg($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imagesetbrush() - 線の描画用にブラシイメージを設定する
imageline() - 直線を描画する

imagesetthickness
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagesetthickness — 線描画用の線幅を設定する

説明

bool imagesetthickness ( resource $image , int $thickness )

imagesetthickness() は、長方形、多角形、楕円等を描画する際の線幅を thickness ピクセルに設定します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
thickness

ピクセル単位の線幅。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagesetthickness() の例
<?php
// 200x100 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(200, 100);
$white = imagecolorallocate($im, 0xFF, 0xFF, 0xFF);
$black = imagecolorallocate($im, 0x00, 0x00, 0x00);

// 背景を白に設定します
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 299, 99, $white);

// 線幅を 5 に設定します
imagesetthickness($im, 5);

// 矩形を描画します
imagerectangle($im, 14, 14, 185, 85, $black);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-Type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

imagesettile
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagesettile — 塗りつぶし用のイメージを設定する

説明

bool imagesettile ( resource $image , resource $tile )

imagesettile() は、特別な色 IMG_COLOR_TILED を指定して塗りつぶされた場合に、 (imagefill() や imagefilledpolygon() のような) 領域塗りつぶし関数で使用されるタイルイメージを設定します。

タイルは、領域を塗りつぶすために繰り返し使用されるイメージです。 全ての GD イメージをタイルとして使用可能で、 imagecolortransparent() でタイルの透過色 ID を設定することにより、 その一部から下の部分が透けて見えるようなタイルを作成することが可能です。

注意:

タイルの使用が終った際には、特別な処理は不要ですが、 タイルイメージを破棄する場合には、新たにタイルイメージを設定するまでは、色 IMG_COLOR_TILED を使用してはいけません。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
tile

タイルとして使用する画像リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagesettile() の例
<?php
// 外部の画像を読み込みます
$zend = imagecreatefromgif('./zend.gif');

// 200x200 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(200, 200);

// タイルを設定します
imagesettile($im, $zend);

// 画像の繰り返しを設定します
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 199, 199, IMG_COLOR_TILED);

// 画像をブラウザに出力します
header('Content-Type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
imagedestroy($zend);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagesettile()

imagestring
(PHP 4, PHP 5)

imagestring — 文字列を水平に描画する
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説明

bool imagestring ( resource $image , int $font , int $x , int $y , string $string , int $color )

指定した座標に文字列 string を描画します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
font

latin2 エンコーディングの組み込みのフォントの場合は 1, 2, 3, 4, 5 のいずれか (数字が大きなほうが、より大きいフォントに対応します)、 あるいは imageloadfont() で登録したフォントの識別子のいずれか。
x

左上隅の x 座標。
y

左上隅の y 座標。
string

書き出す文字列。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagestring() の例
<?php
// 100*30 の画像を生成します
$im = imagecreate(100, 30);

// 白色の背景と青色のテキスト
$bg = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
$textcolor = imagecolorallocate($im, 0, 0, 255);

// 左上に文字列を描画します
imagestring($im, 5, 0, 0, "Hello world!", $textcolor);

// 画像を出力します
header("Content-type: image/png");

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imageloadfont() - 新しいフォントを読み込む
imagettftext() - TrueType フォントを使用してテキストを画像に書き込む

imagestringup
(PHP 4, PHP 5)

imagestringup — 文字列を垂直に描画する

説明

bool imagestringup ( resource $image , int $font , int $x , int $y , string $string , int $color )

文字列 string を、指定した座標で垂直に描画します。

パラメータ
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image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
font

latin2 エンコーディングの組み込みのフォントの場合は 1, 2, 3, 4, 5 のいずれか (数字が大きなほうが、より大きいフォントに対応します)、 あるいは imageloadfont() で登録したフォントの識別子のいずれか。
x

左下隅の x 座標。
y

左下隅の y 座標。
string

書き出す文字列。
color

imagecolorallocate() で作成した色 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imagestringup() の例
<?php
// 100*100 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// テキストを書き込みます
$textcolor = imagecolorallocate($im, 0xFF, 0xFF, 0xFF);
imagestringup($im, 3, 40, 80, 'gd library', $textcolor);

// 画像を保存します
imagepng($im, './stringup.png');
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

imageloadfont() - 新しいフォントを読み込む

imagesx
(PHP 4, PHP 5)

imagesx — 画像の幅を取得する

説明

int imagesx ( resource $image )

指定した画像リソース image の幅を返します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。

返り値

image の幅、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例
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例1 imagesx() の使用法
<?php

// 300*200 の画像を作成します
$img = imagecreatetruecolor(300, 200);

echo imagesx($img); // 300

?>

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する
getimagesize() - 画像の大きさを取得する
imagesy() - 画像の高さを取得する

imagesy
(PHP 4, PHP 5)

imagesy — 画像の高さを取得する

説明

int imagesy ( resource $image )

指定した画像リソース image の高さを返します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。

返り値

image の高さ、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 imagesy() の使用法
<?php

// 300*200 の画像を作成します
$img = imagecreatetruecolor(300, 200);

echo imagesy($img); // 200

?>

参考

imagecreatetruecolor() - TrueColor イメージを新規に作成する
getimagesize() - 画像の大きさを取得する
imagesx() - 画像の幅を取得する

imagetruecolortopalette
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

imagetruecolortopalette — TrueColor イメージをパレットイメージに変換する

説明

bool imagetruecolortopalette ( resource $image , bool $dither , int $ncolors )

imagetruecolortopalette() は、TrueColorイメー ジをパレットイメージに変換します。この関数のコードは、元々 Independent JPEG Groupライブラリ用に書かれたもので、素晴らしいも のです。このコードは、色をできる限り維持することに加えて、アルファ チャネルに
関する情報を出力されるパレットにおいてできるだけ維持す るように修正されています。これは、期待通りにうまくいきません。通 常は、最高の出力品質が保障されるTrueColor出力イメージを単に出力す るのが最良の方法です。

パラメータ
image
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imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
dither

イメージにディザーをかけることを指定します。 TRUE の場合はディザーが行われます。 出力はぼやけますが、色の近似はより良くなります。
ncolors

パレットに保持される最大の色数を設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 true color 画像からパレット画像への変換
<?php
// 新しい true color 画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(100, 100);

// ディザリングなしの 255 色パレットに変換します
imagetruecolortopalette($im, false, 255);

// 画像を保存します
imagepng($im, './paletteimage.png');
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、GD 2.0.1 以降を必要とします (2.0.28 以降を推奨します)。

imagettfbbox
(PHP 4, PHP 5)

imagettfbbox — TypeType フォントを使用したテキストの bounding box を生成する

説明

array imagettfbbox ( float $size , float $angle , string $fontfile , string $text )

この関数は TrueType テキストの bounding box をピクセル単位で計算して 返します。

パラメータ
size

フォントの大きさ。GD のバージョンによって、これはピクセル単位 (GD1) あるいはポイント数 (GD2) のいずれかとなります。
angle

測定する text の角度(度単位)。
fontfile

TrueType フォントファイルのファイル名 (URL)。PHP が使用している GD ライブラリのバージョンによっては、'/' から始まり '.ttf' で終わるような ファイル名で探し、またライブラリによって定義されているフォントパスで 探そうと試みます。
text

測定する文字列。

返り値

imagettfbbox() は、テキストの bounding box を 作成するための 4 点を表現する 8 個の要素からなる配列を返します。 エラー時には FALSE を返します。

キー 内容
0 左下角の X 座標
1 左下角の Y 座標
2 右下角の X 座標
3 右下角の Y 座標
4 右上角の X 座標
5 右上角の Y 座標
6 左上角の X 座標
7 左上角の Y 座標
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各点の位置は、 angle にかかわらず text からの相対位置で表されます。 つまり、"左上"はテキストを水平に見た場合の左上の角を意味します。

例

例1 imagettfbbox() の例
<?php
// 300x150 の画像を作成します
$im = imagecreatetruecolor(300, 150);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);

// 背景を白に設定します
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 299, 299, $white);

// フォントファイルへのパス
$font = './arial.ttf';

// まず最初のテキスト用のバウンディングボックスを作成します
$bbox = imagettfbbox(10, 45, $font, 'Powered by PHP ' . phpversion());

// X 座標と Y 座標
$x = $bbox[0] + (imagesx($im) / 2) - ($bbox[4] / 2) - 25;
$y = $bbox[1] + (imagesy($im) / 2) - ($bbox[5] / 2) - 5;

// 書き込みます
imagettftext($im, 10, 45, $x, $y, $black, $font, 'Powered by PHP ' . phpversion());

// 次に 2 番目のテキスト用のバウンディングボックスを作成します
$bbox = imagettfbbox(10, 45, $font, 'and Zend Engine ' . zend_version());

// 最初のテキストに続ける座標を設定します
$x = $bbox[0] + (imagesx($im) / 2) - ($bbox[4] / 2) + 10;
$y = $bbox[1] + (imagesy($im) / 2) - ($bbox[5] / 2) - 5;

// 書き込みます
imagettftext($im, 10, 45, $x, $y, $black, $font, 'and Zend Engine ' . zend_version());

// ブラウザに出力します
header('Content-type: image/png');

imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

注意

注意:

本関数は GD ライブラリと » FreeType ライブラリの両方が必要です。

参考

imagettftext() - TrueType フォントを使用してテキストを画像に書き込む

imagettftext
(PHP 4, PHP 5)

imagettftext — TrueType フォントを使用してテキストを画像に書き込む

説明

array imagettftext ( resource $image , float $size , float $angle , int $x , int $y , int $color , string $fontfile , string $text )

指定した text を、 TrueType フォントを使用して画像に書き込みます。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
size

フォントサイズ。GD のバージョンに依存し、ピクセルサイズ (GD1) もしくはポイントサイズ (GD2) で指定する必要があります。
angle

度で表される角度。0 度は左から右にテキストを読む方向になります。 0 より大きな値は、反時計回りの回転を表現します。例えば、 90 という値は下から上にテキストを読む方向になります。
x

x と y で与えられた座標は、最初の文字のベースポイント (ほぼ文字の左下角) を定義します。 この仕様は、x と y で最初の文字の右上角を定義する imagestring() と異なっています。 例えば、左上は 0, 0 となります。
y

y 座標。これは文字の最下位置ではなく、 フォントペースラインの位置を指定します。

http://www.freetype.org/
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color

カラーインデックス。負の数を使用した場合、 アンチエイリアス機能がオフになります。 imagecolorallocate() を参照ください。
fontfile

使用する TrueType フォントのパス。

PHP が使用している GD ライブラリのバージョンに依存しており、 fontfile が / で始まらない場合、ファイル名に .ttf が追加され、 ライブラリはライブラリが定義したフォントパスから ファイル名を検索しようとします。

2.0.18 以前のバージョンの GD ライブラリを使用している場合、 異なるフォントファイルに対する 'パスの区切り文字' として セミコロンよりも space 文字が使用されます。 この特徴が意図せずに使用されることで Warning: Could not find/open font という結果にな
ります。 これらの影響があるバージョンに対する唯一の解決方法は、 スペースを含まないパスにフォントを移動させることです。

フォントがスクリプトと同一ディレクトリに存在している場合のほとんどで、 以下のトリックが問題の軽減に繋がります。
<?php
// GD の環境変数を設定します
putenv('GDFONTPATH=' . realpath('.'));

// 使用するフォント名を指定します (拡張子 .ttf がないことに注意)
$font = 'SomeFont';
?>

text

テキスト文字列を UTF-8 エンコーディングで表したもの。

フォント内で 127 文字目以降の文字にアクセスするために、 (&#8364; のような) 十進数文字参照を含めることができます。 (&#xA9; のような) 十六進形式もサポートしています。 UTF-8 エンコーディングされた文字列を直接渡すことができます。

&copy; のような文字エンティティはサポートされません。 html_entity_decode() を使用して、 文字エンティティを UTF-8 文字列にすることを検討してください (html_entity_decode() は、PHP 5.0.0 以降でこの機能をサポートします)。

フォントでサポートされていない文字が文字列で使用されている場合、 その文字は白抜きの矩形に置き換えられます。

返り値

テキストの境界を 構成する 4 点を表す 8 個の要素を有する配列を返します。 返される点は左下、右下、右上、左上の順番となります。 点の座標は、角度によらず text に関する相対座標として表されます。 つまり、"左上"は、text を水平に見た場合の左上の隅を表します。 エ
ラー時には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 text で十六進形式のエンティティを指定できるようになりました。

例

例1 imagettftext() の例

この例は、400x30 ピクセルの白地に Arial フォントを用いて、黒字 (グレーの影付き) で "Testing..." と書かれた PNG を作成します。
<?php
// コンテントタイプを設定します
header('Content-type: image/png');

// 画像を生成します
$im = imagecreatetruecolor(400, 30);

// いくつかの色を生成します
$white = imagecolorallocate($im, 255, 255, 255);
$grey = imagecolorallocate($im, 128, 128, 128);
$black = imagecolorallocate($im, 0, 0, 0);
imagefilledrectangle($im, 0, 0, 399, 29, $white);

// 描画する文字列
$text = 'Testing...';
// フォント自身のパスでパスを置き換えます
$font = 'arial.ttf';

// テキストに影を付けます
imagettftext($im, 20, 0, 11, 21, $grey, $font, $text);

// テキストを追加します
imagettftext($im, 20, 0, 10, 20, $black, $font, $text);

// imagepng() を使用して imagejpeg() よりもクリアなテキストにします
imagepng($im);
imagedestroy($im);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : imagettftext()

注意

注意:

この関数は GD ライブラリと » FreeType ライブラリの両方が必要です。

参考

http://www.freetype.org/
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imagettfbbox() - TypeType フォントを使用したテキストの bounding box を生成する

imagetypes
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

imagetypes — この PHP がサポートしている画像形式を返す

説明

int imagetypes ( void )

現在使用している PHP がサポートする画像形式を返します。

返り値

画像形式に対応するビットフィールドで、 PHP に組み込まれている GD がサポートする画像形式を返します。 返されるビットは次のとおりです。 IMG_GIF | IMG_JPG | IMG_PNG | IMG_WBMP | IMG_XPM。

例

例1 PNG をサポートしているかどうかの確認
<?php
if (imagetypes() & IMG_PNG) {
    echo "PNG をサポートしています";
}
?>

imagewbmp
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

imagewbmp — ブラウザまたはファイルにイメージを出力する

説明

bool imagewbmp ( resource $image [, string $filename [, int $foreground ]] )

imagewbmp() は、指定した image を WBMP にして出力あるいは保存します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を設定したりした場合は、 生の画像ストリームを直接出力します。
foreground

このパラメータで、 前景の色を指定できます。imagecolorallocate() で 取得した ID を使用してください。デフォルトの前景色は黒です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 WBMP 画像の出力
<?php
// 空の画像を作成してテキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// content type ヘッダを設定します - ここでは image/vnd.wap.wbmp
// ヒント: image_type_to_mime_type() で content-types を取得します
header('Content-type: image/vnd.wap.wbmp');

// 画像を出力します
imagewbmp($im);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>
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例2 WBMP 画像の保存
<?php
// 空の画像を作成してテキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// 画像を保存します
imagewbmp($im, 'simpletext.wbmp');

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

例3 別の前景での画像の出力
<?php
// 空の画像を作成してテキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// content type ヘッダを設定します - ここでは image/vnd.wap.wbmp
// ヒント: image_type_to_mime_type() で content-types を取得します
header('Content-type: image/vnd.wap.wbmp');

// 別の前景色を設定します
$foreground_color = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);

imagewbmp($im, NULL, $foreground_color);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

注意

注意:

WBMP サポートは、PHP を GD-1.8 以降と組み合わせてコンパイルした 場合にのみ利用可能です。

参考

image2wbmp() - ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagepng() - PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagegif() - ブラウザまたはファイルへ画像を出力する
imagejpeg() - 画像をブラウザまたはファイルに出力する
imagetypes() - この PHP がサポートしている画像形式を返す

imagexbm
(PHP 5)

imagexbm — XBM 画像をブラウザあるいはファイルに出力する

説明

bool imagexbm ( resource $image , string $filename [, int $foreground ] )

imagewbmp() は、指定した image を XBM にして出力あるいは保存します。

パラメータ
image

imagecreatetruecolor() のような画像作成関数が返す画像リソース。
filename

保存するファイルへのパス。省略したり NULL を設定したりした場合は、 生の画像ストリームを直接出力します。
foreground

このパラメータで、 前景の色を指定できます。imagecolorallocate() で 取得した ID を使用してください。デフォルトの前景色は黒です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 XBM ファイルの保存
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<?php
// 空の画像を作成してテキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// 画像を保存します
imagexbm($im, 'simpletext.xbm');

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

例2 別の前景色による XBM ファイルの保存
<?php
// 空の画像を作成してテキストを追加します
$im = imagecreatetruecolor(120, 20);
$text_color = imagecolorallocate($im, 233, 14, 91);
imagestring($im, 1, 5, 5,  'A Simple Text String', $text_color);

// 別の前景色を設定します
$foreground_color = imagecolorallocate($im, 255, 0, 0);

// 画像を保存します
imagexbm($im, NULL, $foreground_color);

// メモリを開放します
imagedestroy($im);
?>

注意

注意: この関数は、PHP がバンドル版の GD ライブラリで コンパイルされている場合のみ使用可能です。

iptcembed
(PHP 4, PHP 5)

iptcembed — バイナリ IPTC データを JPEG イメージに埋めこむ

説明

mixed iptcembed ( string $iptcdata , string $jpeg_file_name [, int $spool ] )

バイナリ IPTC データを JPEG イメージに埋めこみます。

パラメータ
iptcdata

書き込むデータ。
jpeg_file_name

JPEG 画像へのパス。
spool

Spool フラグ。これが 2 を超える場合は、JPEG が文字列として返されます。

返り値

成功し、かつ spool フラグが 2 より小さい場合は、JPEG は文字列では返されません。 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 IPTC データの JPEG への埋め込み
<?php

// Thies C. Arntzen による iptc_make_tag() 関数
function iptc_make_tag($rec, $data, $value)
{
    $length = strlen($value);
    $retval = chr(0x1C) . chr($rec) . chr($data);

    if($length < 0x8000)
    {
        $retval .= chr($length >> 8) .  chr($length & 0xFF);
    }
    else
    {
        $retval .= chr(0x80) . 
                   chr(0x04) . 
                   chr(($length >> 24) & 0xFF) . 
                   chr(($length >> 16) & 0xFF) . 
                   chr(($length >> 8) & 0xFF) . 
                   chr($length & 0xFF);
    }

    return $retval . $value;
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}

// jpeg ファイルへのパス
$path = './phplogo.jpg';

// jpeg 画像内に IPTC データがあるかどうかをチェックしなければなりません。
// 既に IPTC データを持っている画像に埋め込むことはできないからです。
$image = getimagesize($path, $info);

if(isset($info['APP13']))
{
    die('Error: IPTC data found in source image, cannot continue');
}

// IPTC タグを設定します
$iptc = array(
    '2#120' => 'Test image',
    '2#116' => 'Copyright 2008-2009, The PHP Group'
);

// IPTC タグをバイナリコードに変換します
$data = '';

foreach($iptc as $tag => $string)
{
    $tag = substr($tag, 2);
    $data .= iptc_make_tag(2, $tag, $string);
}

// IPTC データを埋め込みます
$content = iptcembed($data, $path);

// 新しい画像データをファイルに書き込みます
$fp = fopen($path, "wb");
fwrite($fp, $content);
fclose($fp);
?>

注意

注意:

この関数は、GD 画像ライブラリを必要としません。

iptcparse
(PHP 4, PHP 5)

iptcparse — バイナリの IPTC ブロックのタグをパースする

説明

array iptcparse ( string $iptcblock )

» IPTC ブロックをパースします。

パラメータ
iptcblock

バイナリ IPTC ブロック。

返り値

タグマーカーをインデックスとし、その値を保持する配列を返します。 エラー時や IPTC データが見つからなかったときは FALSE を返します。

例

例1 iptcparse() を getimagesize() と組み合わせる使用法
<?php
$size = getimagesize('./test.jpg', $info);
if(isset($info['APP13']))
{
    $iptc = iptcparse($info['APP13']);
    var_dump($iptc);
}
?>

注意

注意:

この関数は、GD 画像ライブラリを必要としません。

jpeg2wbmp

http://www.iptc.org/
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(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

jpeg2wbmp — JPEG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する

説明

bool jpeg2wbmp ( string $jpegname , string $wbmpname , int $dest_height , int $dest_width , int $threshold )

JPEG ファイルを WBMP ファイルに変換します。

パラメータ
jpegname

JPEG ファイルへのパス。
wbmpname

変換後の WBMP ファイルへのパス。
dest_height

変換後の画像の高さ。
dest_width

変換後の画像の幅。
threshold

閾値。0 から 8 までの値 (両端を含みます)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 jpeg2wbmp() の例
<?php
// 対象となる jpeg へのパス
$path = './test.jpg';

// 画像サイズを取得します
$image = getimagesize($path);

// 画像を変換します
jpeg2wbmp($path, './test.wbmp', $image[1], $image[0], 5);
?>

注意

注意: WBMP サポートは、 PHP が GD-1.8 か、それ以降に対して、コンパイルされている場合のみ使用可能です。

注意: JPEG サポートは、 PHP が GD-1.8 か、それ以降に対して、コンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

png2wbmp() - PNG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する

png2wbmp
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

png2wbmp — PNG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する

説明

bool png2wbmp ( string $pngname , string $wbmpname , int $dest_height , int $dest_width , int $threshold )

PNG ファイルを WBMP ファイルに変換します。

パラメータ
pngname

PNG ファイルへのパス。
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wbmpname

変換後の WBMP ファイルへのパス。
dest_height

変換後の画像の高さ。
dest_width

変換後の画像の幅。
threshold

閾値。0 から 8 までの値 (両端を含みます)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 png2wbmp() の例
<?php
// 対象となる png へのパス
$path = './test.png';

// 画像サイズを取得します
$image = getimagesize($path);

// 画像を変換します
png2wbmp($path, './test.wbmp', $image[1], $image[0], 7);
?>

注意

注意: WBMP サポートは、 PHP が GD-1.8 か、それ以降に対して、コンパイルされている場合のみ使用可能です。

参考

jpeg2wbmp() - JPEG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する

目次
gd_info — 現在インストールされているGDライブラリに関する情報を取得する
getimagesize — 画像の大きさを取得する
image_type_to_extension — 画像形式からファイルの拡張子を取得する
image_type_to_mime_type — getimagesize, exif_read_data, exif_thumbnail, exif_imagetypeから返される 画像形式のMIMEタイプを取得する
image2wbmp — ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagealphablending — イメージのブレンドモードを設定する
imageantialias — アンチエイリアス機能を使用すべきかどうかを判断する
imagearc — 部分楕円を描画する
imagechar — 水平に文字を描画する
imagecharup — 垂直に文字を描画する
imagecolorallocate — 画像で使用する色を作成する
imagecolorallocatealpha — 画像で使用する色を透過度を指定して作成する
imagecolorat — ピクセルの色のインデックスを取得する
imagecolorclosest — 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorclosestalpha — 指定した色+アルファ値に最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorclosesthwb — 色合い、白、黒を有する色のインデックスを得る
imagecolordeallocate — イメージの色リソースを開放する
imagecolorexact — 指定した色のインデックスを取得する
imagecolorexactalpha — 指定した色+アルファ値のインデックスを取得する
imagecolormatch — パレットイメージの色を True カラーイメージに近づける
imagecolorresolve — 指定した色または出来るだけ近い色のインデックスを得る
imagecolorresolvealpha — 指定した色+アルファ値または最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorset — 指定したパレットインデックスの色を設定する
imagecolorsforindex — カラーインデックスからカラーを取得する
imagecolorstotal — 画像パレットの色数を検出する
imagecolortransparent — 透明色を定義する
imageconvolution — div および offset の係数を使用し、3x3 の畳み込み配列を適用する
imagecopy — 画像の一部をコピーする
imagecopymerge — イメージの一部をコピー、マージする
imagecopymergegray — グレースケールでイメージの一部をコピー、マージする
imagecopyresampled — 再サンプリングを行いイメージの一部をコピー、伸縮する
imagecopyresized — 画像の一部をコピーしサイズを変更する
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imagecreate — パレットを使用する新規画像を作成する
imagecreatefromgd2 — GD2 ファイルまたは URL から新規イメージを生成する
imagecreatefromgd2part — GD2 ファイルまたは URL の指定した部分から新規イメージを生成する
imagecreatefromgd — GD ファイルまたは URL から新規イメージを生成する
imagecreatefromgif — ファイルまたは URL から新規画像を作成する
imagecreatefromjpeg — ファイル又は URL から新規 JPEG 画像を作成する
imagecreatefrompng — ファイルまたは URL から新規 PNG 画像を作成する
imagecreatefromstring — 文字列の中のイメージストリームから新規イメージを作成する
imagecreatefromwbmp — ファイルまたは URL から新規イメージを作成する
imagecreatefromxbm — ファイル又は URL から新規イメージを生成する
imagecreatefromxpm — ファイルまたは URL から新規イメージを生成する
imagecreatetruecolor — TrueColor イメージを新規に作成する
imagedashedline — 破線を描画する
imagedestroy — 画像を破棄する
imageellipse — 楕円を描画する
imagefill — 塗り潰す
imagefilledarc — 楕円弧を描画し、塗りつぶす
imagefilledellipse — 塗りつぶされた楕円を描画する
imagefilledpolygon — 塗りつぶした多角形を描画する
imagefilledrectangle — 塗りつぶした矩形を描画する
imagefilltoborder — 特定色で塗りつぶす
imagefilter — 画像にフィルタを適用する
imagefontheight — フォントの高さを取得する
imagefontwidth — フォントの幅を取得する
imageftbbox — freetype2 によるフォントを用いたテキストを囲む箱を取得する
imagefttext — FreeType 2 によるフォントを用いてイメージにテキストを描画する
imagegammacorrect — GD イメージにガンマ補正を適用する
imagegd2 — GD2 イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagegd — GD イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagegif — ブラウザまたはファイルへ画像を出力する
imagegrabscreen — 画面全体をキャプチャする
imagegrabwindow — ウィンドウをキャプチャする
imageinterlace — インターレースを有効もしくは無効にする
imageistruecolor — 画像が truecolor かどうか調べる
imagejpeg — 画像をブラウザまたはファイルに出力する
imagelayereffect — アルファブレンディングフラグを設定し、 libgd にバンドルされているレイヤ効果を使用する
imageline — 直線を描画する
imageloadfont — 新しいフォントを読み込む
imagepalettecopy — あるイメージから他のイメージにパレットをコピーする
imagepng — PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagepolygon — 多角形を描画する
imagepsbbox — PostScript Type1 フォントを用いてテキスト矩形のバウンディングボックスを指定する
imagepsencodefont — フォントの文字エンコードベクトルを変更する
imagepsextendfont — フォントを展開または圧縮する
imagepsfreefont — PostScript Type 1 フォント用メモリを解放する
imagepsloadfont — ファイルから PostScript Type 1 フォントをロードする
imagepsslantfont — フォントを傾ける
imagepstext — PostScript Type1 フォントを用いて画像の上に文字列を描く
imagerectangle — 矩形を描画する
imagerotate — 指定された角度で画像を回転する
imagesavealpha — PNG 画像を保存する際に（単一色の透過設定ではない）完全な アルファチャネル情報を保存するフラグを設定する
imagesetbrush — 線の描画用にブラシイメージを設定する
imagesetpixel — 点を生成する
imagesetstyle — 線描画用のスタイルを設定する
imagesetthickness — 線描画用の線幅を設定する
imagesettile — 塗りつぶし用のイメージを設定する
imagestring — 文字列を水平に描画する
imagestringup — 文字列を垂直に描画する
imagesx — 画像の幅を取得する
imagesy — 画像の高さを取得する
imagetruecolortopalette — TrueColor イメージをパレットイメージに変換する
imagettfbbox — TypeType フォントを使用したテキストの bounding box を生成する
imagettftext — TrueType フォントを使用してテキストを画像に書き込む
imagetypes — この PHP がサポートしている画像形式を返す
imagewbmp — ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagexbm — XBM 画像をブラウザあるいはファイルに出力する
iptcembed — バイナリ IPTC データを JPEG イメージに埋めこむ
iptcparse — バイナリの IPTC ブロックのタグをパースする
jpeg2wbmp — JPEG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する
png2wbmp — PNG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

PHP による PNG の生成
アルファチャネルを使用した、画像へのすかしの追加
imagecopymerge による半透明なすかしの作成

GD および Image 関数
gd_info — 現在インストールされているGDライブラリに関する情報を取得する
getimagesize — 画像の大きさを取得する
image_type_to_extension — 画像形式からファイルの拡張子を取得する
image_type_to_mime_type — getimagesize, exif_read_data, exif_thumbnail, exif_imagetypeから返される 画像形式のMIMEタイプを取得する
image2wbmp — ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagealphablending — イメージのブレンドモードを設定する
imageantialias — アンチエイリアス機能を使用すべきかどうかを判断する
imagearc — 部分楕円を描画する
imagechar — 水平に文字を描画する
imagecharup — 垂直に文字を描画する
imagecolorallocate — 画像で使用する色を作成する
imagecolorallocatealpha — 画像で使用する色を透過度を指定して作成する
imagecolorat — ピクセルの色のインデックスを取得する
imagecolorclosest — 指定した色に最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorclosestalpha — 指定した色+アルファ値に最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorclosesthwb — 色合い、白、黒を有する色のインデックスを得る
imagecolordeallocate — イメージの色リソースを開放する
imagecolorexact — 指定した色のインデックスを取得する
imagecolorexactalpha — 指定した色+アルファ値のインデックスを取得する
imagecolormatch — パレットイメージの色を True カラーイメージに近づける
imagecolorresolve — 指定した色または出来るだけ近い色のインデックスを得る
imagecolorresolvealpha — 指定した色+アルファ値または最も近い色のインデックスを取得する
imagecolorset — 指定したパレットインデックスの色を設定する
imagecolorsforindex — カラーインデックスからカラーを取得する
imagecolorstotal — 画像パレットの色数を検出する
imagecolortransparent — 透明色を定義する
imageconvolution — div および offset の係数を使用し、3x3 の畳み込み配列を適用する
imagecopy — 画像の一部をコピーする
imagecopymerge — イメージの一部をコピー、マージする
imagecopymergegray — グレースケールでイメージの一部をコピー、マージする
imagecopyresampled — 再サンプリングを行いイメージの一部をコピー、伸縮する
imagecopyresized — 画像の一部をコピーしサイズを変更する
imagecreate — パレットを使用する新規画像を作成する
imagecreatefromgd2 — GD2 ファイルまたは URL から新規イメージを生成する
imagecreatefromgd2part — GD2 ファイルまたは URL の指定した部分から新規イメージを生成する
imagecreatefromgd — GD ファイルまたは URL から新規イメージを生成する
imagecreatefromgif — ファイルまたは URL から新規画像を作成する
imagecreatefromjpeg — ファイル又は URL から新規 JPEG 画像を作成する
imagecreatefrompng — ファイルまたは URL から新規 PNG 画像を作成する
imagecreatefromstring — 文字列の中のイメージストリームから新規イメージを作成する
imagecreatefromwbmp — ファイルまたは URL から新規イメージを作成する
imagecreatefromxbm — ファイル又は URL から新規イメージを生成する
imagecreatefromxpm — ファイルまたは URL から新規イメージを生成する
imagecreatetruecolor — TrueColor イメージを新規に作成する
imagedashedline — 破線を描画する
imagedestroy — 画像を破棄する
imageellipse — 楕円を描画する
imagefill — 塗り潰す
imagefilledarc — 楕円弧を描画し、塗りつぶす
imagefilledellipse — 塗りつぶされた楕円を描画する
imagefilledpolygon — 塗りつぶした多角形を描画する
imagefilledrectangle — 塗りつぶした矩形を描画する
imagefilltoborder — 特定色で塗りつぶす
imagefilter — 画像にフィルタを適用する
imagefontheight — フォントの高さを取得する
imagefontwidth — フォントの幅を取得する
imageftbbox — freetype2 によるフォントを用いたテキストを囲む箱を取得する
imagefttext — FreeType 2 によるフォントを用いてイメージにテキストを描画する
imagegammacorrect — GD イメージにガンマ補正を適用する
imagegd2 — GD2 イメージをブラウザまたはファイルに出力する
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imagegd — GD イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagegif — ブラウザまたはファイルへ画像を出力する
imagegrabscreen — 画面全体をキャプチャする
imagegrabwindow — ウィンドウをキャプチャする
imageinterlace — インターレースを有効もしくは無効にする
imageistruecolor — 画像が truecolor かどうか調べる
imagejpeg — 画像をブラウザまたはファイルに出力する
imagelayereffect — アルファブレンディングフラグを設定し、 libgd にバンドルされているレイヤ効果を使用する
imageline — 直線を描画する
imageloadfont — 新しいフォントを読み込む
imagepalettecopy — あるイメージから他のイメージにパレットをコピーする
imagepng — PNG イメージをブラウザまたはファイルに出力する
imagepolygon — 多角形を描画する
imagepsbbox — PostScript Type1 フォントを用いてテキスト矩形のバウンディングボックスを指定する
imagepsencodefont — フォントの文字エンコードベクトルを変更する
imagepsextendfont — フォントを展開または圧縮する
imagepsfreefont — PostScript Type 1 フォント用メモリを解放する
imagepsloadfont — ファイルから PostScript Type 1 フォントをロードする
imagepsslantfont — フォントを傾ける
imagepstext — PostScript Type1 フォントを用いて画像の上に文字列を描く
imagerectangle — 矩形を描画する
imagerotate — 指定された角度で画像を回転する
imagesavealpha — PNG 画像を保存する際に（単一色の透過設定ではない）完全な アルファチャネル情報を保存するフラグを設定する
imagesetbrush — 線の描画用にブラシイメージを設定する
imagesetpixel — 点を生成する
imagesetstyle — 線描画用のスタイルを設定する
imagesetthickness — 線描画用の線幅を設定する
imagesettile — 塗りつぶし用のイメージを設定する
imagestring — 文字列を水平に描画する
imagestringup — 文字列を垂直に描画する
imagesx — 画像の幅を取得する
imagesy — 画像の高さを取得する
imagetruecolortopalette — TrueColor イメージをパレットイメージに変換する
imagettfbbox — TypeType フォントを使用したテキストの bounding box を生成する
imagettftext — TrueType フォントを使用してテキストを画像に書き込む
imagetypes — この PHP がサポートしている画像形式を返す
imagewbmp — ブラウザまたはファイルにイメージを出力する
imagexbm — XBM 画像をブラウザあるいはファイルに出力する
iptcembed — バイナリ IPTC データを JPEG イメージに埋めこむ
iptcparse — バイナリの IPTC ブロックのタグをパースする
jpeg2wbmp — JPEG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する
png2wbmp — PNG イメージファイルから WBMP イメージファイルに変換する

画像処理 (ImageMagick)

導入
Imagick は、ImageMagick API を使用して画像の作成や修正を行う ネイティブ PHP 拡張モジュールです。

ImageMagick® は、ビットマップ画像の作成や修正を行うソフトウェア群です。 さまざまな (100 をこえる) 形式の画像の読み書きや変換に対応しており、 DPX や EXR、GIF、JPEG、JPEG-2000、PDF、PhotoCD、PNG、Postscript、SVG そして TIFF といった形式を扱うこ
とができます。

Copyright 1999-2007 ImageMagick Studio LLC. ImageMagick Studio LLC は、 フリーソフトウェアによる画像処理ソリューションを提供することを目指す非営利組織です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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要件

Windows でのインストール要件
バージョンに関する条件は上と同じです。ImageMagick のバイナリは http://www.imagemagick.org/ で取得できるので、Windows でこの拡張モジュールを使用するにはコンパイラは不要です。

その他のプラットフォームでのインストール要件
PHP >= 5.1.3 および ImageMagick >= 6.2.4 が必要です。 Imagick 拡張モジュールが処理できるフォーマットの数は、 インストールされている ImageMagick でサポートしているフォーマットに依存します。 たとえば、Imagemagick で PDF を操作するには ghostscript
が必要となります。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/imagick.

注意: この拡張モジュールの正式な名前は imagick です。

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

COLOR_* 定数

色タイプ定数です。これらは主に ImagickPixel で使用します。

imagick::COLOR_BLACK (integer)
黒

imagick::COLOR_BLUE (integer)
青

imagick::COLOR_CYAN (integer)
シアン

imagick::COLOR_GREEN (integer)
緑

imagick::COLOR_RED (integer)
赤

imagick::COLOR_YELLOW (integer)
黄色

imagick::COLOR_MAGENTA (integer)
マゼンタ

imagick::COLOR_OPACITY (integer)
色の透過度

imagick::COLOR_ALPHA (integer)
色のアルファ値

imagick::COLOR_FUZZ (integer)
ファズ

DISPOSE 定数

配置方式の定数です。

imagick::DISPOSE_UNRECOGNIZED (integer)

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/imagick
http://pecl.php.net/package/imagick
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認識不可能
imagick::DISPOSE_UNDEFINED (integer)

未定義
imagick::DISPOSE_NONE (integer)

なし
imagick::DISPOSE_BACKGROUND (integer)

背景
imagick::DISPOSE_PREVIOUS (integer)

前

合成演算子用定数
imagick::COMPOSITE_DEFAULT (integer)

デフォルトの合成演算子
imagick::COMPOSITE_UNDEFINED (integer)

未定義の合成演算子
imagick::COMPOSITE_NO (integer)

合成演算子が定義されていない
imagick::COMPOSITE_ADD (integer)

画像と画像を足し合わせます。
imagick::COMPOSITE_ATOP (integer)

元の画像と同じ形で、ぼんやりとした画像を重ねます。
imagick::COMPOSITE_BLEND (integer)

画像を混ぜ合わせます。
imagick::COMPOSITE_BUMPMAP (integer)

COMPOSITE_MULTIPLY と同じですが、まず最初に元画像をグレースケールに変換します。
imagick::COMPOSITE_CLEAR (integer)

対象の画像を透明にします。
imagick::COMPOSITE_COLORBURN (integer)

対象の画像を暗くして元画像を反映させます。
imagick::COMPOSITE_COLORDODGE (integer)

対象の画像を明るくして元画像を反映させます。
imagick::COMPOSITE_COLORIZE (integer)

合成する画像を用いて画像をカラー化します。
imagick::COMPOSITE_COPYBLACK (integer)

黒を元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYBLUE (integer)

青を元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPY (integer)

元画像を対象画像の上にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYCYAN (integer)

シアンを元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYGREEN (integer)

緑を元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYMAGENTA (integer)

マゼンタを元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYOPACITY (integer)

透明度を元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYRED (integer)

赤を元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_COPYYELLOW (integer)

黄を元画像から対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_DARKEN (integer)

対象画像を暗くします。
imagick::COMPOSITE_DSTATOP (integer)

対象画像のうち元画像の内部にあるものを元画像と合成し、対象画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_DST (integer)

対象画像をそのままにしておきます。
imagick::COMPOSITE_DSTIN (integer)

元画像の内部で対象画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_DSTOUT (integer)

元画像の外部で対象画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_DSTOVER (integer)

対象画像で元画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_DIFFERENCE (integer)

ふたつの色のうち、明るいほうから暗いほうを引きます。
imagick::COMPOSITE_DISPLACE (integer)

対象画像のピクセルを、元画像で定義されたようにシフトします。
imagick::COMPOSITE_DISSOLVE (integer)

元画像を対象画像の中に分解します。
imagick::COMPOSITE_EXCLUSION (integer)

imagick::COMPOSITE_DIFFERENCE と似た効果を施しますが、 コントラストはそれよりやや低くなります。
imagick::COMPOSITE_HARDLIGHT (integer)

元の画像の色に応じて、色を掛け合わせます。
imagick::COMPOSITE_HUE (integer)
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対象画像の色相を、元画像で指定したように変更します。
imagick::COMPOSITE_IN (integer)

元画像を対象画像の中に合成します。
imagick::COMPOSITE_LIGHTEN (integer)

対象画像の明度を、元画像で指定したように上げます。
imagick::COMPOSITE_LUMINIZE (integer)

対象画像を、元画像で指定したようにルミナイズします。
imagick::COMPOSITE_MINUS (integer)

元画像を対象画像から引きます。
imagick::COMPOSITE_MODULATE (integer)

対象画像の輝度、彩度および色相を、元画像で指定したように調節します。
imagick::COMPOSITE_MULTIPLY (integer)

対象画像を元画像に掛け合わせます。
imagick::COMPOSITE_OUT (integer)

元画像の外部を対象画像に合成します。
imagick::COMPOSITE_OVER (integer)

元画像を対象画像にかぶせます。
imagick::COMPOSITE_OVERLAY (integer)

元画像を対象画像にオーバーレイさせます。
imagick::COMPOSITE_PLUS (integer)

元画像を対象画像に加えます。
imagick::COMPOSITE_REPLACE (integer)

対象画像を元画像で置き換えます。
imagick::COMPOSITE_SATURATE (integer)

対象画像を、元画像で指定したようにしみこませます。
imagick::COMPOSITE_SCREEN (integer)

The source and destination are complemented and then multiplied and then replace the destination
imagick::COMPOSITE_SOFTLIGHT (integer)

元画像の指定に応じて、画像を明るくしたり暗くしたりします。
imagick::COMPOSITE_SRCATOP (integer)

元画像のうち対象画像の内側にある部分を、対象画像の上に合成します。
imagick::COMPOSITE_SRC (integer)

元画像を対象画像にコピーします。
imagick::COMPOSITE_SRCIN (integer)

元画像のうち対象画像の内側にある部分で、対象画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_SRCOUT (integer)

元画像ののうち対称画像の外部にある部分で元画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_SRCOVER (integer)

元画像で対象画像を置き換えます。
imagick::COMPOSITE_SUBTRACT (integer)

元画像の色を対象画像から引きます。
imagick::COMPOSITE_THRESHOLD (integer)

指定した閾値で、元画像を対象画像に合成します。
imagick::COMPOSITE_XOR (integer)

元画像のうち対象画像の外側にある部分と、 対象画像のうち元画像の外側にある部分を合成します。

MONTAGEMODE 定数

imagick::MONTAGEMODE_FRAME (integer)
imagick::MONTAGEMODE_UNFRAME (integer)
imagick::MONTAGEMODE_CONCATENATE (integer)

STYLE 定数

imagick::STYLE_NORMAL (integer)
imagick::STYLE_ITALIC (integer)
imagick::STYLE_OBLIQUE (integer)
imagick::STYLE_ANY (integer)

FILTER 定数

imagick::FILTER_UNDEFINED (integer)
imagick::FILTER_POINT (integer)
imagick::FILTER_BOX (integer)
imagick::FILTER_TRIANGLE (integer)
imagick::FILTER_HERMITE (integer)
imagick::FILTER_HANNING (integer)
imagick::FILTER_HAMMING (integer)
imagick::FILTER_BLACKMAN (integer)
imagick::FILTER_GAUSSIAN (integer)
imagick::FILTER_QUADRATIC (integer)
imagick::FILTER_CUBIC (integer)
imagick::FILTER_CATROM (integer)
imagick::FILTER_MITCHELL (integer)
imagick::FILTER_LANCZOS (integer)
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imagick::FILTER_BESSEL (integer)
imagick::FILTER_SINC (integer)

IMGTYPE 定数

imagick::IMGTYPE_UNDEFINED (integer)
imagick::IMGTYPE_BILEVEL (integer)
imagick::IMGTYPE_GRAYSCALE (integer)
imagick::IMGTYPE_GRAYSCALEMATTE (integer)
imagick::IMGTYPE_PALETTE (integer)
imagick::IMGTYPE_PALETTEMATTE (integer)
imagick::IMGTYPE_TRUECOLOR (integer)
imagick::IMGTYPE_TRUECOLORMATTE (integer)
imagick::IMGTYPE_COLORSEPARATION (integer)
imagick::IMGTYPE_COLORSEPARATIONMATTE (integer)
imagick::IMGTYPE_OPTIMIZE (integer)

RESOLUTION 定数

imagick::RESOLUTION_UNDEFINED (integer)
imagick::RESOLUTION_PIXELSPERINCH (integer)
imagick::RESOLUTION_PIXELSPERCENTIMETER (integer)

COMPRESSION 定数

imagick::COMPRESSION_UNDEFINED (integer)
imagick::COMPRESSION_NO (integer)
imagick::COMPRESSION_BZIP (integer)
imagick::COMPRESSION_FAX (integer)
imagick::COMPRESSION_GROUP4 (integer)
imagick::COMPRESSION_JPEG (integer)
imagick::COMPRESSION_JPEG2000 (integer)
imagick::COMPRESSION_LOSSLESSJPEG (integer)
imagick::COMPRESSION_LZW (integer)
imagick::COMPRESSION_RLE (integer)
imagick::COMPRESSION_ZIP (integer)
imagick::COMPRESSION_DXT1 (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.0 以降。
imagick::COMPRESSION_DXT3 (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.0 以降。
imagick::COMPRESSION_DXT5 (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.0 以降。

PAINT 定数

imagick::PAINT_POINT (integer)
imagick::PAINT_REPLACE (integer)
imagick::PAINT_FLOODFILL (integer)
imagick::PAINT_FILLTOBORDER (integer)
imagick::PAINT_RESET (integer)

GRAVITY 定数

imagick::GRAVITY_NORTHWEST (integer)
imagick::GRAVITY_NORTH (integer)
imagick::GRAVITY_NORTHEAST (integer)
imagick::GRAVITY_WEST (integer)
imagick::GRAVITY_CENTER (integer)
imagick::GRAVITY_EAST (integer)
imagick::GRAVITY_SOUTHWEST (integer)
imagick::GRAVITY_SOUTH (integer)
imagick::GRAVITY_SOUTHEAST (integer)

STRETCH 定数

imagick::STRETCH_NORMAL (integer)
imagick::STRETCH_ULTRACONDENSED (integer)
imagick::STRETCH_CONDENSED (integer)
imagick::STRETCH_SEMICONDENSED (integer)
imagick::STRETCH_SEMIEXPANDED (integer)
imagick::STRETCH_EXPANDED (integer)
imagick::STRETCH_EXTRAEXPANDED (integer)
imagick::STRETCH_ULTRAEXPANDED (integer)
imagick::STRETCH_ANY (integer)

ALIGN 定数
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imagick::ALIGN_UNDEFINED (integer)
imagick::ALIGN_LEFT (integer)
imagick::ALIGN_CENTER (integer)
imagick::ALIGN_RIGHT (integer)

DECORATION 定数

imagick::DECORATION_NO (integer)
imagick::DECORATION_UNDERLINE (integer)
imagick::DECORATION_OVERLINE (integer)
imagick::DECORATION_LINETROUGH (integer)

NOISE 定数

imagick::NOISE_UNIFORM (integer)
imagick::NOISE_GAUSSIAN (integer)
imagick::NOISE_MULTIPLICATIVEGAUSSIAN (integer)
imagick::NOISE_IMPULSE (integer)
imagick::NOISE_LAPLACIAN (integer)
imagick::NOISE_POISSON (integer)
imagick::NOISE_RANDOM (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。

CHANNEL 定数

imagick::CHANNEL_UNDEFINED (integer)
imagick::CHANNEL_RED (integer)
imagick::CHANNEL_GRAY (integer)
imagick::CHANNEL_CYAN (integer)
imagick::CHANNEL_GREEN (integer)
imagick::CHANNEL_MAGENTA (integer)
imagick::CHANNEL_BLUE (integer)
imagick::CHANNEL_YELLOW (integer)
imagick::CHANNEL_ALPHA (integer)
imagick::CHANNEL_OPACITY (integer)
imagick::CHANNEL_MATTE (integer)
imagick::CHANNEL_BLACK (integer)
imagick::CHANNEL_INDEX (integer)
imagick::CHANNEL_ALL (integer)
imagick::CHANNEL_DEFAULT (integer)

METRIC 定数

imagick::METRIC_UNDEFINED (integer)
imagick::METRIC_MEANABSOLUTEERROR (integer)
imagick::METRIC_MEANSQUAREERROR (integer)
imagick::METRIC_PEAKABSOLUTEERROR (integer)
imagick::METRIC_PEAKSIGNALTONOISERATIO (integer)
imagick::METRIC_ROOTMEANSQUAREDERROR (integer)

PIXEL 定数

imagick::PIXEL_CHAR (integer)
imagick::PIXEL_DOUBLE (integer)
imagick::PIXEL_FLOAT (integer)
imagick::PIXEL_INTEGER (integer)
imagick::PIXEL_LONG (integer)
imagick::PIXEL_QUANTUM (integer)
imagick::PIXEL_SHORT (integer)

EVALUATE 定数

imagick::EVALUATE_UNDEFINED (integer)
imagick::EVALUATE_ADD (integer)
imagick::EVALUATE_AND (integer)
imagick::EVALUATE_DIVIDE (integer)
imagick::EVALUATE_LEFTSHIFT (integer)
imagick::EVALUATE_MAX (integer)
imagick::EVALUATE_MIN (integer)
imagick::EVALUATE_MULTIPLY (integer)
imagick::EVALUATE_OR (integer)
imagick::EVALUATE_RIGHTSHIFT (integer)
imagick::EVALUATE_SET (integer)
imagick::EVALUATE_SUBTRACT (integer)
imagick::EVALUATE_XOR (integer)
imagick::EVALUATE_POW (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。
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imagick::EVALUATE_LOG (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_THRESHOLD (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_THRESHOLDBLACK (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_THRESHOLDWHITE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_GAUSSIANNOISE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_IMPULSENOISE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_LAPLACIANNOISE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_MULTIPLICATIVENOISE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_POISSONNOISE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_UNIFORMNOISE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_COSINE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_SINE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

imagick::EVALUATE_ADDMODULUS (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.4 以降。

COLORSPACE 定数

imagick::COLORSPACE_UNDEFINED (integer)
imagick::COLORSPACE_RGB (integer)
imagick::COLORSPACE_GRAY (integer)
imagick::COLORSPACE_TRANSPARENT (integer)
imagick::COLORSPACE_OHTA (integer)
imagick::COLORSPACE_LAB (integer)
imagick::COLORSPACE_XYZ (integer)
imagick::COLORSPACE_YCBCR (integer)
imagick::COLORSPACE_YCC (integer)
imagick::COLORSPACE_YIQ (integer)
imagick::COLORSPACE_YPBPR (integer)
imagick::COLORSPACE_YUV (integer)
imagick::COLORSPACE_CMYK (integer)
imagick::COLORSPACE_SRGB (integer)
imagick::COLORSPACE_HSB (integer)
imagick::COLORSPACE_HSL (integer)
imagick::COLORSPACE_HWB (integer)
imagick::COLORSPACE_REC601LUMA (integer)
imagick::COLORSPACE_REC709LUMA (integer)
imagick::COLORSPACE_LOG (integer)
imagick::COLORSPACE_CMY (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.2 以降。

VIRTUALPIXELMETHOD 定数

imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_UNDEFINED (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_BACKGROUND (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_CONSTANT (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_EDGE (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_MIRROR (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_TILE (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_TRANSPARENT (integer)
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_MASK (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.2 以降。
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_BLACK (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.2 以降。
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_GRAY (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.2 以降。
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_WHITE (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.2 以降。
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_HORIZONTALTILE (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.3 以降。
imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_VERTICALTILE (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.3 以降。

PREVIEW 定数
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imagick::PREVIEW_UNDEFINED (integer)
imagick::PREVIEW_ROTATE (integer)
imagick::PREVIEW_SHEAR (integer)
imagick::PREVIEW_ROLL (integer)
imagick::PREVIEW_HUE (integer)
imagick::PREVIEW_SATURATION (integer)
imagick::PREVIEW_BRIGHTNESS (integer)
imagick::PREVIEW_GAMMA (integer)
imagick::PREVIEW_SPIFF (integer)
imagick::PREVIEW_DULL (integer)
imagick::PREVIEW_GRAYSCALE (integer)
imagick::PREVIEW_QUANTIZE (integer)
imagick::PREVIEW_DESPECKLE (integer)
imagick::PREVIEW_REDUCENOISE (integer)
imagick::PREVIEW_ADDNOISE (integer)
imagick::PREVIEW_SHARPEN (integer)
imagick::PREVIEW_BLUR (integer)
imagick::PREVIEW_THRESHOLD (integer)
imagick::PREVIEW_EDGEDETECT (integer)
imagick::PREVIEW_SPREAD (integer)
imagick::PREVIEW_SOLARIZE (integer)
imagick::PREVIEW_SHADE (integer)
imagick::PREVIEW_RAISE (integer)
imagick::PREVIEW_SEGMENT (integer)
imagick::PREVIEW_SWIRL (integer)
imagick::PREVIEW_IMPLODE (integer)
imagick::PREVIEW_WAVE (integer)
imagick::PREVIEW_OILPAINT (integer)
imagick::PREVIEW_CHARCOALDRAWING (integer)
imagick::PREVIEW_JPEG (integer)

RENDERINGINTENT 定数

imagick::RENDERINGINTENT_UNDEFINED (integer)
imagick::RENDERINGINTENT_SATURATION (integer)
imagick::RENDERINGINTENT_PERCEPTUAL (integer)
imagick::RENDERINGINTENT_ABSOLUTE (integer)
imagick::RENDERINGINTENT_RELATIVE (integer)

INTERLACE 定数

imagick::INTERLACE_UNDEFINED (integer)
imagick::INTERLACE_NO (integer)
imagick::INTERLACE_LINE (integer)
imagick::INTERLACE_PLANE (integer)
imagick::INTERLACE_PARTITION (integer)
imagick::INTERLACE_GIF (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.4 以降。
imagick::INTERLACE_JPEG (integer)
imagick::INTERLACE_PNG (integer)

FILLRULE 定数

imagick::FILLRULE_UNDEFINED (integer)
imagick::FILLRULE_EVENODD (integer)
imagick::FILLRULE_NONZERO (integer)

PATHUNITS 定数

imagick::PATHUNITS_UNDEFINED (integer)
imagick::PATHUNITS_USERSPACE (integer)
imagick::PATHUNITS_USERSPACEONUSE (integer)
imagick::PATHUNITS_OBJECTBOUNDINGBOX (integer)

LINECAP 定数

imagick::LINECAP_UNDEFINED (integer)
imagick::LINECAP_BUTT (integer)
imagick::LINECAP_ROUND (integer)
imagick::LINECAP_SQUARE (integer)

LINEJOIN 定数

imagick::LINEJOIN_UNDEFINED (integer)
imagick::LINEJOIN_MITER (integer)
imagick::LINEJOIN_ROUND (integer)
imagick::LINEJOIN_BEVEL (integer)
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RESOURCETYPE 定数

imagick::RESOURCETYPE_UNDEFINED (integer)
imagick::RESOURCETYPE_AREA (integer)
imagick::RESOURCETYPE_DISK (integer)
imagick::RESOURCETYPE_FILE (integer)
imagick::RESOURCETYPE_MAP (integer)
imagick::RESOURCETYPE_MEMORY (integer)

LAYERMETHOD 定数

imagick::LAYERMETHOD_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_COALESCE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_COMPAREANY (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_COMPARECLEAR (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_COMPAREOVERLAY (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_DISPOSE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_OPTIMIZE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_OPTIMIZEPLUS (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.2.9 以降。

imagick::LAYERMETHOD_OPTIMIZEIMAGE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::LAYERMETHOD_OPTIMIZETRANS (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::LAYERMETHOD_REMOVEDUPS (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::LAYERMETHOD_REMOVEZERO (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::LAYERMETHOD_COMPOSITE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::LAYERMETHOD_MERGE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.7 以降。

imagick::LAYERMETHOD_FLATTEN (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.7 以降。

imagick::LAYERMETHOD_MOSAIC (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.7 以降。

ORIENTATION 定数

imagick::ORIENTATION_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_TOPLEFT (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_TOPRIGHT (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_BOTTOMRIGHT (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_BOTTOMLEFT (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_LEFTTOP (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_RIGHTTOP (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_RIGHTBOTTOM (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

imagick::ORIENTATION_LEFTBOTTOM (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.0 以降。

DISTORTION 定数

imagick::DISTORTION_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。

imagick::DISTORTION_AFFINE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。

imagick::DISTORTION_AFFINEPROJECTION (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。

imagick::DISTORTION_ARC (integer)
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この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。
imagick::DISTORTION_BILINEAR (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。
imagick::DISTORTION_PERSPECTIVE (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。
imagick::DISTORTION_PERSPECTIVEPROJECTION (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。
imagick::DISTORTION_SCALEROTATETRANSLATE (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.6 以降。
imagick::DISTORTION_POLYNOMIAL (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。
imagick::DISTORTION_POLAR (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。
imagick::DISTORTION_DEPOLAR (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。
imagick::DISTORTION_BARREL (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。
imagick::DISTORTION_BARRELINVERSE (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。
imagick::DISTORTION_SHEPARDS (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。
imagick::DISTORTION_SENTINEL (integer)

この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

ALPHACHANNEL 定数

imagick::ALPHACHANNEL_ACTIVATE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.8 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_DEACTIVATE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.8 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_RESET (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.8 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_SET (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.8 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_COPY (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_EXTRACT (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_OPAQUE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_SHAPE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::ALPHACHANNEL_TRANSPARENT (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

SPARSECOLORMETHOD 定数

imagick::SPARSECOLORMETHOD_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::SPARSECOLORMETHOD_BARYCENTRIC (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::SPARSECOLORMETHOD_BILINEAR (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::SPARSECOLORMETHOD_POLYNOMIAL (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::SPARSECOLORMETHOD_SPEPARDS (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::SPARSECOLORMETHOD_VORONOI (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

FUNCTION 定数

imagick::FUNCTION_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.9 以降。

imagick::FUNCTION_POLYNOMIAL (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.9 以降。

imagick::FUNCTION_SINUSOID (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.9 以降。

INTERPOLATE 定数

imagick::INTERPOLATE_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。
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imagick::INTERPOLATE_AVERAGE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_BICUBIC (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_BILINEAR (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_FILTER (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_INTEGER (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_MESH (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_NEARESTNEIGHBOR (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.2 以降。

imagick::INTERPOLATE_SPLINE (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.3.4 以降。

DITHERMETHOD 定数

imagick::DITHERMETHOD_UNDEFINED (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::DITHERMETHOD_NO (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::DITHERMETHOD_RIEMERSMA (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

imagick::DITHERMETHOD_FLOYDSTEINBERG (integer)
この定数は、Imagick のコンパイルを次のバージョンの ImageMagick で 行った場合に使用可能です。 6.4.6 以降。

例
目次

例

例
Imagick は、PHP による画像の操作を、 とても簡単なオブジェクト指向インターフェイスで行います。 画像のサムネイルを作成する簡単な例をごらんください。

例1 Imagick によるサムネイルの作成
<?php

header('Content-type: image/jpeg');

$image = new Imagick('image.jpg');

// 幅あるいは高さに 0 を指定すると、
// 元の画像のアスペクト比を維持します
$image->thumbnailImage(100, 0);

echo $image;

?>

SPL および Imagick がサポートするその他のオブジェクト指向機能を使用すると、 ディレクトリ内のすべてのファイルのサイズを変更するのも簡単です (デジタルカメラで撮影した巨大な画像ファイル群をウェブ用に変換するような バッチ処理で有用です)。この例では、リサ
イズ機能を使用しています。 これは、画像のメタデータを残しておきたいからです。

例2 ディレクトリ内のすべての JPG ファイルのサムネイルの作成
<?php

$images = new Imagick(glob('images/*.JPG'));

foreach($images as $image) {

    // 0 を指定することで、thumbnailImage にアスペクト比を維持させています
    $image->thumbnailImage(1024,0);

}

$images->writeImages();

?>

これは、鏡像を作成する例です。 鏡像を作成するには、まず画像を反転させてその上に階調を重ねます。 そして、もとの画像と反転画像をキャンバスの上で合成します。

例3 画像の鏡像の作成
<?php
/* 画像を読み込みます */
$im = new Imagick("test.png");

/*  */
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画像のサムネイルを作成します
$im->thumbnailImage(200, null);

/* 画像の枠線を作成します */
$im->borderImage(new ImagickPixel("white"), 5, 5);

/* 画像をコピーし、反転させます */
$reflection = $im->clone();
$reflection->flipImage();

/* 階調を作成します。これを後で鏡像にかぶせます */
$gradient = new Imagick();

/* 階調は、画像と枠線をあわせたものより大きくなければなりません */
$gradient->newPseudoImage($reflection->getImageWidth() + 10, $reflection->getImageHeight() + 10, "gradient:transparent-black");

/* 階調を合成します */
$reflection->compositeImage($gradient, imagick::COMPOSITE_OVER, 0, 0);

/* 不透明度を設定します。ImageMagick 6.2.9 以降が必要です */
$reflection->setImageOpacity( 0.3 );

/* 空のキャンバスを作成します */
$canvas = new Imagick();

/* キャンバスは、どちらの画像よりも大きくなければなりません */
$width = $im->getImageWidth() + 40;
$height = ($im->getImageHeight() * 2) + 30;
$canvas->newImage($width, $height, new ImagickPixel("black"));
$canvas->setImageFormat("png");

/* もとの画像と鏡像をキャンバスに合成します */
$canvas->compositeImage($im, imagick::COMPOSITE_OVER, 20, 10);
$canvas->compositeImage($reflection, imagick::COMPOSITE_OVER, 20, $im->getImageHeight() + 10);

/* 画像を出力します */
header("Content-Type: image/png");
echo $canvas;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : おおおおお

この例では、描画時に塗りつぶしパターンを使用する方法を説明します。

例4 グラデーションつきテキスト
<?php

/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* 新しい画像を作成して、これを塗りつぶしパターンとして使用します */
$im->newPseudoImage(50, 50, "gradient:red-black");

/* imagickdraw オブジェクトを作成します */
$draw = new ImagickDraw();

/* "gradient" という新しいパターンを開始します */
$draw->pushPattern('gradient', 0, 0, 50, 50);

/* パターン上のグラデーションを合成します */
$draw->composite(Imagick::COMPOSITE_OVER, 0, 0, 50, 50, $im);

/* パターンを閉じます */
$draw->popPattern();

/* "gradient" を塗りつぶしパターンとして指定します */
$draw->setFillPatternURL('#gradient');

/* フォントサイズを 52 に設定します */
$draw->setFontSize(52);

/* テキストを追加します */
$draw->annotation(20, 50, "Hello World!");

/* 新しいキャンバスオブジェクトと白い画像をを作成します */
$canvas = new Imagick();
$canvas->newImage(350, 70, "white");

/* ImagickDraw をキャンバス上に描画します */
$canvas->drawImage($draw);

/* 幅 1px の黒い枠線で画像の周りを囲みます */
$canvas->borderImage('black', 1, 1);

/* フォーマットを PNG に設定します */
$canvas->setImageFormat('png');

/* 画像を出力します */
header("Content-Type: image/png");
echo $canvas;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

おおお : おおおおおおおおおおおおお
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アニメーション GIF 画像を操作します。

例5 GIF 画像の読み込みと全フレームのサイズ変更
<?php

/* 新しい imagick オブジェクトを作成して GIF を読み込みます */
$im = new Imagick("example.gif");

/* 全フレームのサイズを変更します */
foreach ($im as $frame) {
    /* 50x50 のフレーム */
    $frame->thumbnailImage(50, 50);

    /* 仮想キャンバスを正しい大きさに設定します */
    $frame->setImagePage(50, 50, 0, 0);
}

/* writeImage ではなく writeImages を使うことに注意しましょう */
$im->writeImages("example_small.gif", true);
?>

Imagick クラス
クラス概要
Imagick implements Iterator , Traversable {
bool adaptiveBlurImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool adaptiveResizeImage ( int $columns , int $rows [, bool $bestfit = false ] )
bool adaptiveSharpenImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool adaptiveThresholdImage ( int $width , int $height , int $offset )
bool addImage ( Imagick $source )
bool addNoiseImage ( int $noise_type [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool affineTransformImage ( ImagickDraw $matrix )
bool animateImages ( string $x_server )
bool annotateImage ( ImagickDraw $draw_settings , float $x , float $y , float $angle , string $text )
Imagick appendImages ( bool $stack )
Imagick averageImages ( void )
bool blackThresholdImage ( mixed $threshold )
bool blurImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel ] )
bool borderImage ( mixed $bordercolor , int $width , int $height )
bool charcoalImage ( float $radius , float $sigma )
bool chopImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
bool clear ( void )
bool clipImage ( void )
bool clipPathImage ( string $pathname , bool $inside )
Imagick clone ( void )
bool clutImage ( Imagick $lookup_table [, float $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
Imagick coalesceImages ( void )
bool colorFloodfillImage ( mixed $fill , float $fuzz , mixed $bordercolor , int $x , int $y )
bool colorizeImage ( mixed $colorize , mixed $opacity )
Imagick combineImages ( int $channelType )
bool commentImage ( string $comment )
array compareImageChannels ( Imagick $image , int $channelType , int $metricType )
Imagick compareImageLayers ( int $method )
array compareImages ( Imagick $compare , int $metric )
bool compositeImage ( Imagick $composite_object , int $composite , int $x , int $y [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
Imagick __construct ([ mixed $files ] )
bool contrastImage ( bool $sharpen )
bool contrastStretchImage ( float $black_point , float $white_point [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool convolveImage ( array $kernel [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool cropImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
bool cropThumbnailImage ( int $width , int $height )
Imagick current ( void )
bool cycleColormapImage ( int $displace )
bool decipherImage ( string $passphrase )
Imagick deconstructImages ( void )
bool deleteImageArtifact ( string $artifact )
public void deskewImage ( float $threshold )
bool despeckleImage ( void )
bool destroy ( void )
bool displayImage ( string $servername )
bool displayImages ( string $servername )
bool distortImage ( int $method , array $arguments , bool $bestfit )
bool drawImage ( ImagickDraw $draw )
bool edgeImage ( float $radius )
bool embossImage ( float $radius , float $sigma )
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bool encipherImage ( string $passphrase )
bool enhanceImage ( void )
bool equalizeImage ( void )
bool evaluateImage ( int $op , float $constant [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
public array exportImagePixels ( int $x , int $y , int $width , int $height , string $map , int $STORAGE )
bool extentImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
Imagick flattenImages ( void )
bool flipImage ( void )
bool floodFillPaintImage ( mixed $fill , float $fuzz , mixed $target , int $x , int $y , bool $invert [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool flopImage ( void )
bool frameImage ( mixed $matte_color , int $width , int $height , int $inner_bevel , int $outer_bevel )
public boolean functionImage ( integer $function , array $arguments )
Imagick fxImage ( string $expression [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool gammaImage ( float $gamma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool gaussianBlurImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
int getColorspace ( void )
int getCompression ( void )
int getCompressionQuality ( void )
string getCopyright ( void )
string getFilename ( void )
string getFont ( void )
string getFormat ( void )
bool getGravity ( void )
string getHomeURL ( void )
Imagick getImage ( void )
int getImageAlphaChannel ( void )
bool getImageArtifact ( string $artifact )
ImagickPixel getImageBackgroundColor ( void )
string getImageBlob ( void )
array getImageBluePrimary ( float $x , float $y )
ImagickPixel getImageBorderColor ( void )
int getImageChannelDepth ( int $channel )
float getImageChannelDistortion ( Imagick $reference , int $channel , int $metric )
double getImageChannelDistortions ( Imagick $reference , int $metric , int $channel )
array getImageChannelExtrema ( int $channel )
public array getImageChannelKurtosis ([ int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
array getImageChannelMean ( int $channel )
bool getImageChannelRange ( int $channel )
array getImageChannelStatistics ( void )
Imagick getImageClipMask ( void )
ImagickPixel getImageColormapColor ( int $index )
int getImageColors ( void )
int getImageColorspace ( void )
int getImageCompose ( void )
int getImageCompression ( void )
int getCompressionQuality ( void )
int getImageDelay ( void )
int getImageDepth ( void )
int getImageDispose ( void )
float getImageDistortion ( MagickWand $reference , int $metric )
array getImageExtrema ( void )
string getImageFilename ( void )
string getImageFormat ( void )
float getImageGamma ( void )
array getImageGeometry ( void )
bool getImageGravity ( void )
array getImageGreenPrimary ( void )
int getImageHeight ( void )
array getImageHistogram ( void )
int getImageIndex ( void )
int getImageInterlaceScheme ( void )
int getImageInterpolateMethod ( void )
int getImageIterations ( void )
int getImageLength ( void )
string getImageMagickLicense ( void )
int getImageMatte ( void )
ImagickPixel getImageMatteColor ( void )
int getImageOrientation ( void )
array getImagePage ( void )
ImagickPixel getImagePixelColor ( int $x , int $y )
string getImageProfile ( string $name )
array getImageProfiles ([ string $pattern = "*" [, bool $only_names = true ]] )
array getImageProperties ([ string $pattern = "*" [, bool $only_names = true ]] )
string getImageProperty ( string $name )
array getImageRedPrimary ( void )
Imagick getImageRegion ( int $width , int $height , int $x , int $y )
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int getImageRenderingIntent ( void )
array getImageResolution ( void )
string getImagesBlob ( void )
int getImageScene ( void )
string getImageSignature ( void )
int getImageSize ( void )
int getImageTicksPerSecond ( void )
float getImageTotalInkDensity ( void )
int getImageType ( void )
int getImageUnits ( void )
int getImageVirtualPixelMethod ( void )
array getImageWhitePoint ( void )
int getImageWidth ( void )
int getInterlaceScheme ( void )
int getIteratorIndex ( void )
int getNumberImages ( void )
string getOption ( string $key )
string getPackageName ( void )
array getPage ( void )
ImagickPixelIterator getPixelIterator ( void )
ImagickPixelIterator getPixelRegionIterator ( int $x , int $y , int $columns , int $rows )
string getPointSize ( void )
array getQuantumDepth ( void )
array getQuantumRange ( void )
string getReleaseDate ( void )
int getResource ( int $type )
int getResourceLimit ( int $type )
array getSamplingFactors ( void )
array getSize ( void )
int getSizeOffset ( void )
array getVersion ( void )
public boolean haldClutImage ( Imagick $clut [, int $channel ] )
bool hasNextImage ( void )
bool hasPreviousImage ( void )
array identifyImage ([ bool $appendRawOutput = false ] )
bool implodeImage ( float $radius )
public bool importImagePixels ( int $x , int $y , int $width , int $height , string $map , int $storage , array $pixels )
bool labelImage ( string $label )
bool levelImage ( float $blackPoint , float $gamma , float $whitePoint [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool linearStretchImage ( float $blackPoint , float $whitePoint )
bool liquidRescaleImage ( int $width , int $height , float $delta_x , float $rigidity )
bool magnifyImage ( void )
bool mapImage ( Imagick $map , bool $dither )
bool matteFloodfillImage ( float $alpha , float $fuzz , mixed $bordercolor , int $x , int $y )
bool medianFilterImage ( float $radius )
bool mergeImageLayers ( int $layer_method )
bool minifyImage ( void )
bool modulateImage ( float $brightness , float $saturation , float $hue )
Imagick montageImage ( ImagickDraw $draw , string $tile_geometry , string $thumbnail_geometry , int $mode , string $frame )
Imagick morphImages ( int $number_frames )
Imagick mosaicImages ( void )
bool motionBlurImage ( float $radius , float $sigma , float $angle [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool negateImage ( bool $gray [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool newImage ( int $cols , int $rows , mixed $background [, string $format ] )
bool newPseudoImage ( int $columns , int $rows , string $pseudoString )
bool nextImage ( void )
bool normalizeImage ([ int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool oilPaintImage ( float $radius )
bool opaquePaintImage ( mixed $target , mixed $fill , float $fuzz , bool $invert [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool optimizeImageLayers ( void )
bool orderedPosterizeImage ( string $threshold_map [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool paintFloodfillImage ( mixed $fill , float $fuzz , mixed $bordercolor , int $x , int $y [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool paintOpaqueImage ( mixed $target , mixed $fill , float $fuzz [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool paintTransparentImage ( mixed $target , float $alpha , float $fuzz )
bool pingImage ( string $filename )
bool pingImageBlob ( string $image )
bool pingImageFile ( resource $filehandle [, string $fileName ] )
bool polaroidImage ( ImagickDraw $properties , float $angle )
bool posterizeImage ( int $levels , bool $dither )
bool previewImages ( int $preview )
bool previousImage ( void )
bool profileImage ( string $name , string $profile )
bool quantizeImage ( int $numberColors , int $colorspace , int $treedepth , bool $dither , bool $measureError )
bool quantizeImages ( int $numberColors , int $colorspace , int $treedepth , bool $dither , bool $measureError )
array queryFontMetrics ( ImagickDraw $properties , string $text [, bool $multiline ] )
array queryFonts ([ string $pattern = "*" ] )
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array queryFormats ([ string $pattern = "*" ] )
bool radialBlurImage ( float $angle [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool raiseImage ( int $width , int $height , int $x , int $y , bool $raise )
bool randomThresholdImage ( float $low , float $high [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool readImage ( string $filename )
bool readImageBlob ( string $image [, string $filename ] )
bool readImageFile ( resource $filehandle [, string $fileName = null ] )
bool recolorImage ( array $matrix )
bool reduceNoiseImage ( float $radius )
public void remapImage ( Imagick $replacement , int $DITHER )
bool removeImage ( void )
string removeImageProfile ( string $name )
bool render ( void )
bool resampleImage ( float $x_resolution , float $y_resolution , int $filter , float $blur )
bool resetImagePage ( string $page )
bool resizeImage ( int $columns , int $rows , int $filter , float $blur [, bool $bestfit = false ] )
bool rollImage ( int $x , int $y )
bool rotateImage ( mixed $background , float $degrees )
bool roundCorners ( float $x_rounding , float $y_rounding [, float $stroke_width = 10 [, float $displace = 5 [, float $size_correction = -6 ]]] )
bool sampleImage ( int $columns , int $rows )
bool scaleImage ( int $cols , int $rows [, bool $bestfit = false ] )
public void segmentImage ( int $COLORSPACE , float $cluster_threshold , float $smooth_threshold [, boolean $verbose ] )
bool separateImageChannel ( int $channel )
bool sepiaToneImage ( float $threshold )
bool setBackgroundColor ( mixed $background )
bool setColorspace ( int $COLORSPACE )
bool setCompression ( int $compression )
bool setCompressionQuality ( int $quality )
bool setFilename ( string $filename )
bool setFirstIterator ( void )
bool setFont ( string $font )
bool setFormat ( string $format )
bool setGravity ( int $gravity )
bool setImage ( Imagick $replace )
bool setImageAlphaChannel ( int $mode )
bool setImageArtifact ( string $artifact , string $value )
bool setImageBackgroundColor ( mixed $background )
bool setImageBias ( float $bias )
bool setImageBluePrimary ( float $x , float $y )
bool setImageBorderColor ( mixed $border )
bool setImageChannelDepth ( int $channel , int $depth )
bool setImageClipMask ( Imagick $clip_mask )
bool setImageColormapColor ( int $index , ImagickPixel $color )
bool setImageColorspace ( int $colorspace )
bool setImageCompose ( int $compose )
bool setImageCompression ( int $compression )
bool setImageCompressionQuality ( int $quality )
bool setImageDelay ( int $delay )
bool setImageDepth ( int $depth )
bool setImageDispose ( int $dispose )
bool setImageExtent ( int $columns , int $rows )
bool setImageFilename ( string $filename )
bool setImageFormat ( string $format )
bool setImageGamma ( float $gamma )
bool setImageGravity ( int $gravity )
bool setImageGreenPrimary ( float $x , float $y )
bool setImageIndex ( int $index )
bool setImageInterlaceScheme ( int $interlace_scheme )
bool setImageInterpolateMethod ( int $method )
bool setImageIterations ( int $iterations )
bool setImageMatte ( bool $matte )
bool setImageMatteColor ( mixed $matte )
bool setImageOpacity ( float $opacity )
bool setImageOrientation ( int $orientation )
bool setImagePage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
bool setImageProfile ( string $name , string $profile )
bool setImageProperty ( string $name , string $value )
bool setImageRedPrimary ( float $x , float $y )
bool setImageRenderingIntent ( int $rendering_intent )
bool setImageResolution ( float $x_resolution , float $y_resolution )
bool setImageScene ( int $scene )
bool setImageTicksPerSecond ( int $ticks_per-second )
bool setImageType ( int $image_type )
bool setImageUnits ( int $units )
bool setImageVirtualPixelMethod ( int $method )
bool setImageWhitePoint ( float $x , float $y )
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bool setInterlaceScheme ( int $interlace_scheme )
bool setIteratorIndex ( int $index )
bool setLastIterator ( void )
bool setOption ( string $key , string $value )
bool setPage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
bool setPointSize ( float $point_size )
bool setResolution ( float $x_resolution , float $y_resolution )
bool setResourceLimit ( int $type , int $limit )
bool setSamplingFactors ( array $factors )
bool setSize ( int $columns , int $rows )
bool setSizeOffset ( int $columns , int $rows , int $offset )
bool setType ( int $image_type )
bool shadeImage ( bool $gray , float $azimuth , float $elevation )
bool shadowImage ( float $opacity , float $sigma , int $x , int $y )
bool sharpenImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool shaveImage ( int $columns , int $rows )
bool shearImage ( mixed $background , float $x_shear , float $y_shear )
bool sigmoidalContrastImage ( bool $sharpen , float $alpha , float $beta [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool sketchImage ( float $radius , float $sigma , float $angle )
bool solarizeImage ( int $threshold )
public boolean sparseColorImage ( int $SPARSE_METHOD , array $arguments [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
bool spliceImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
bool spreadImage ( float $radius )
Imagick steganoImage ( Imagick $watermark_wand , int $offset )
bool stereoImage ( Imagick $offset_wand )
bool stripImage ( void )
bool swirlImage ( float $degrees )
bool textureImage ( Imagick $texture_wand )
bool thresholdImage ( float $threshold [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool thumbnailImage ( int $columns , int $rows [, bool $bestfit = false ] )
bool tintImage ( mixed $tint , mixed $opacity )
Imagick transformImage ( string $crop , string $geometry )
bool transparentPaintImage ( mixed $target , float $alpha , float $fuzz , bool $invert )
bool transposeImage ( void )
bool transverseImage ( void )
bool trimImage ( float $fuzz )
bool uniqueImageColors ( void )
bool unsharpMaskImage ( float $radius , float $sigma , float $amount , float $threshold [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
bool valid ( void )
bool vignetteImage ( float $blackPoint , float $whitePoint , int $x , int $y )
bool waveImage ( float $amplitude , float $length )
bool whiteThresholdImage ( mixed $threshold )
bool writeImage ([ string $filename ] )
bool writeImageFile ( resource $filehandle )
bool writeImages ( string $filename , bool $adjoin )
bool writeImagesFile ( resource $filehandle )
}

画像メソッドおよびグローバルメソッド
Imagick クラスには、複数の画像を同時に保持して操作する機能があります。 内部的には、この機能をスタックで実装しています。 現在の画像を保持する内部ポインタが存在します。 Imagick クラスのすべての画像に対する操作を行う関数もありますが、 大半の関数は内部ポ
インタが指す現在の画像に対してのみ操作を行います。 スタック内の現在の画像に対してのみ影響を及ぼす関数については、 そのメソッド名に Image という単語を含める決まりになっています。

クラスメソッド
あまりにもたくさんのメソッドがあるので、 一般的な用法に絞った簡単な一覧を示します。

目的別のクラスメソッド
画像に対する効果 Get メソッド Set メソッド 画像の読み書き その他

Imagick::adaptiveBlurImage() Imagick::getCompression() Imagick::setBackgroundColor() Imagick::__construct() Imagick::clear()
Imagick::adaptiveResizeImage() Imagick::getFilename() Imagick::setCompressionQuality() Imagick::addImage() Imagick::clone()
Imagick::adaptiveSharpenImage() Imagick::getFormat() Imagick::setCompression() Imagick::appendImages() Imagick::current()
Imagick::adaptiveTresholdImage() Imagick::getImageBackgroundColor() Imagick::setFilename() Imagick::getFilename() Imagick::destroy()
Imagick::addNoiseImage() Imagick::getImageBlob() Imagick::getImagesBlob() Imagick::setFormat() Imagick::getFormat() Imagick::getCopyright()
Imagick::affinetransformimage() Imagick::getImageBluePrimary() Imagick::setImageBackgroundColor() Imagick::getImageFilename() Imagick::getHomeURL()
Imagick::annotateImage() Imagick::getImageBorderColor() Imagick::setFirstIterator() Imagick::getImageFormat() Imagick::commentImage()
Imagick::averageImages() Imagick::getImageChannelDepth() Imagick::setImageBias() Imagick::getImage() Imagick::getNumberImages()
Imagick::blackThresholdImage() Imagick::getImageChannelDistortion() Imagick::setImageBluePrimary() Imagick::setImageFilename() Imagick::getReleaseDate()
Imagick::blurImage() Imagick::getImageChannelExtrema() Imagick::setImageBorderColor() Imagick::setImageFormat() Imagick::getVersion()
Imagick::borderImage() Imagick::getImageChannelMean() Imagick::setImageChannelDepth() Imagick::readImageFile() Imagick::hasNextImage()
Imagick::charcoalImage() Imagick::getImageChannelStatistics() Imagick::setImageColormapColor() Imagick::readImage() Imagick::hasPreviousImage()
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Imagick::chopImage() Imagick::getImageColormapColor() Imagick::setImageColorSpace() Imagick::writeImages() Imagick::labelImage()
Imagick::clipImage() Imagick::getImageColorspace() Imagick::setImageCompose() Imagick::writeImage() Imagick::newImage()
Imagick::clipPathImage() Imagick::getImageColors() Imagick::setImageCompression()  Imagick::newPseudoImage()
Imagick::coalesceImages() Imagick::getImageCompose() Imagick::setImageDelay()  Imagick::nextImage()
Imagick::colorFloodFillImage() Imagick::getImageDelay() Imagick::setImageDepth()  Imagick::pingImageBlob()
Imagick::colorizeImage() Imagick::getImageDepth() Imagick::setImageDispose()  Imagick::pingImageFile()
Imagick::combineImages() Imagick::getImageDispose() Imagick::setImageDispose()  Imagick::pingImage()
Imagick::compareImageChannels() Imagick::getImageDistortion() Imagick::setImageExtent()  Imagick::previousImage()
Imagick::compareImageLayers() Imagick::getImageExtrema() Imagick::setImageFilename()  Imagick::profileImage()
Imagick::compositeImage() Imagick::getImageFilename() Imagick::setImageFormat()  Imagick::queryFormats()
Imagick::contrastImage() Imagick::getImageFormat() Imagick::setImageGamma()  Imagick::removeImageProfile()
Imagick::constrastStretchImage() Imagick::getImageGamma() Imagick::setImageGreenPrimary()  Imagick::removeImage()
Imagick::convolveImage() Imagick::getImageGeometry() Imagick::setImageIndex()  Imagick::setFirstIterator()
Imagick::cropImage() Imagick::getImageGreenPrimary() Imagick::setImageInterpolateMethod()  Imagick::setImageIndex()
Imagick::cycleColormapImage() Imagick::getImageHeight() Imagick::setImageIterations()  Imagick::valid()
Imagick::deconstructImages() Imagick::getImageHistogram() Imagick::setImageMatteColor()   
Imagick::drawImage() Imagick::getImageIndex() Imagick::setImageMatte()   
Imagick::edgeImage() Imagick::getImageInterlaceScheme() Imagick::setImagePage()   
Imagick::embossImage() Imagick::getImageInterpolateMethod() Imagick::setImageProfile()   
Imagick::enhanceImage() Imagick::getImageIterations() Imagick::setImageProperty()   
Imagick::equalizeImage() Imagick::getImageMatteColor() Imagick::setImageRedPrimary()   
Imagick::evaluateImage() Imagick::getImageMatte() Imagick::setImageRenderingIntent()   
Imagick::flattenImages() Imagick::getImagePage() Imagick::setImageResolution()   
Imagick::flipImage() Imagick::getImagePixelColor() Imagick::setImageScene()   
Imagick::flopImage() Imagick::getImageProfile() Imagick::setImageTicksPerSecond()   
Imagick::imageImage() Imagick::getImageProperty() Imagick::setImageType()   
Imagick::fxImage() Imagick::getImageRedPrimary() Imagick::setImageUnits()   
Imagick::gammaImage() Imagick::getImageRegion() Imagick::setImageVirtualPixelMethod()   
Imagick::gaussianBlurImage() Imagick::getImageRenderingIntent() Imagick::setImageWhitepoint()   
Imagick::implodeImage() Imagick::getImageResolution() Imagick::setInterlaceScheme()   
Imagick::levelImage() Imagick::getImageScene() Imagick::setOption()   
Imagick::linearStretchImage() Imagick::getImageSignature() Imagick::setPage()   
Imagick::magnifyImage() Imagick::getImageTicksPerSecond() Imagick::setResolution()   
Imagick::matteFloodFilleImage() Imagick::getImageTotalInkDensity() Imagick::setResourceLimit()   
Imagick::medianFilterImage() Imagick::getImageType() Imagick::setSamplingFactors()   
Imagick::minifyImage() Imagick::getImageUnits() Imagick::setSizeOffset()   
Imagick::modulateImage() Imagick::getImageVirtualPixelMethod() Imagick::setSize()   
Imagick::montageImage() Imagick::getImageWhitepoint() Imagick::setType()   
Imagick::morphImages() Imagick::getImageWidth()    
Imagick::mosaicImages() Imagick::getImage()    
Imagick::motionBlurImage() Imagick::getInterlaceScheme()    
Imagick::negateImage() Imagick::getNumberImages()    
Imagick::normalizeImage() Imagick::getOption()    
Imagick::oilPaintImage() Imagick::getPackageName()    
Imagick::optimizeImageLayers() Imagick::getPage()    
Imagick::paintOpaqueImage() Imagick::getPixelIterator()    
Imagick::paintTransparentImage() Imagick::getPixelRegionIterator()    
Imagick::posterizeImage() Imagick::getQuantumDepth()    
Imagick::radialBlurImage() Imagick::getQuantumRange()    
Imagick::raiseImage() Imagick::getResourceLimit()    
Imagick::randomThresholdImage() Imagick::getResource()    
Imagick::reduceNoiseImage() Imagick::getSamplingFactors()    
Imagick::render() Imagick::getSizeOffset()    
Imagick::resampleImage() Imagick::getSize()    
Imagick::resizeImage() Imagick::identifyImage()    
Imagick::rollImage() Imagick::getImageSize()    
Imagick::rotateImage()     
Imagick::sampleImage()     
Imagick::scaleImage()     
Imagick::separateImageChannel()     
Imagick::sepiaToneImage()     
Imagick::shadeImage()     
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Imagick::shadowImage()     
Imagick::sharpenImage()     
Imagick::shaveImage()     
Imagick::shearImage()     
Imagick::sigmoidalContrastImage()     
Imagick::sketchImage()     
Imagick::solarizeImage()     
Imagick::spliceImage()     
Imagick::spreadImage()     
Imagick::steganoImage()     
Imagick::stereoImage()     
Imagick::stripImage()     
Imagick::swirlImage()     
Imagick::textureImage()     
Imagick::thresholdImage()     
Imagick::thumbnailImage()     
Imagick::tintImage()     
Imagick::transverseImage()     
Imagick::trimImage()     
Imagick::uniqueImageColors()     
Imagick::unsharpMaskImage()     
Imagick::vignetteImage()     
Imagick::waveImage()     
Imagick::whiteThresholdImage()     

Imagick::adaptiveBlurImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::adaptiveBlurImage — adaptive blur (順応性にじみ) フィルタを画像に追加する

説明

bool Imagick::adaptiveBlurImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )

adaptive blur (順応性にじみ) フィルタを画像に追加します。 adaptive blur の効果は、画像の端に近づくほど弱くなります。 一方、標準の blur の場合は画像全体に均一に働きます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に
使用可能です。

パラメータ
radius

ガウス分布の半径。中心を含まないピクセル数。 0 を指定すると、半径を自動的に選択します。
sigma

ガウス分布の標準偏差 (ピクセル単位)。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::adaptiveBlurImage() の使用法

画像に順応性にじみを適用し、ブラウザに表示します。
<?php

header('Content-type: image/jpeg');

$image = new Imagick('test.jpg');
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$image->adaptiveBlurImage(5,3);
echo $image;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

Imagick::blurImage() - blur (にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::motionBlurImage() - モーションブラーをシミュレートする
Imagick::radialBlurImage() - 画像にラジアルブラーを施す

Imagick::adaptiveResizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::adaptiveResizeImage — データに依存する三角測量にもとづいて画像のサイズを変更する

説明

bool Imagick::adaptiveResizeImage ( int $columns , int $rows [, bool $bestfit = false ] )

データに依存する三角測量にもとづいて画像のサイズを変更します。 色が突然変わる箇所でのにじみを避けます。 たとえば、画像をほんの少しだけ縮小して "ウェブサイズ" にする場合などに便利です。フルサイズの画像のサムネイルを作成する場合などは、 あまりうまくいか
ないかもしれません。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

注意: パラメータ bestfit の挙動は Imagick 3.0.0 で変わりました。 これより前のバージョンでは、200x150 の画像に対して 400x400 を指定した場合は何もせずそのままになっていました。 Imagick 3.0.0 以降では、この画像は 400x300 に拡大されます。これ
が、 指定したサイズに対して「ベストフィット」する大きさだからです。 bestfit を使う場合は、幅と高さの両方を指定しなければなりません。

パラメータ
columns

変更後の画像のカラム数。
rows

変更後の画像の行数。
bestfit

画像の大きさをバウンディングボックスにあわせるかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 オプションの fit パラメータが追加されました。
2.1.0 このメソッドは、比例形式の拡大・縮小をサポートするようになりました。 どちらかのパラメータにゼロを渡すと比例形式の拡大・縮小を行います。

例

例1 Imagick::adaptiveResizeImage() の使用法

画像のサイズをウェブの標準サイズに変更します。 このメソッドは、元のサイズより少しだけ小さくする場合に最適です。 size.

<?php
header('Content-type: image/jpeg');

$image = new Imagick('image.jpg');
$image->adaptiveResizeImage(1024,768);

echo $image;
?>
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参考

Imagick::chopImage() - 画像の一部を取り除き、切り詰める
Imagick::cropImage() - 画像の一部を抽出する
Imagick::magnifyImage() - 画像を 2 倍に比例拡大する
Imagick::minifyImage() - 画像をその半分のサイズに比例縮小する
Imagick::resizeImage() - 画像のサイズを変更する
Imagick::scaleImage() - 画像のサイズを変更する
Imagick::shaveImage() - 画像の輪郭からピクセルを刈り取る
Imagick::thumbnailImage() - 画像のサイズを変更する
Imagick::trimImage() - 画像の輪郭を削除する

Imagick::adaptiveSharpenImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::adaptiveSharpenImage — 順応して画像をシャープにする

説明

bool Imagick::adaptiveSharpenImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )

画像をシャープにします。 画像の端の方ほど強くシャープ処理を行い、 端から離れるにつれてシャープ処理の程度を弱くします。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
radius

ガウス分布の半径。中心を含まないピクセル数。 0 を使用すると自動的に選択します。
sigma

ガウス分布の標準偏差 (ピクセル単位)。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::adaptiveSharpenImage() の例

半径 2、シグマ 1 で順応性のシャープ処理を施します。
<?php
try {
    $image = new Imagick('image.png');
    $image->adaptiveSharpenImage(2,1);
} catch(ImagickException $e) {
    echo 'Error: ' , $e->getMessage();
    die();
}
header('Content-type: image/png');
echo $image;
?>

参考

Imagick::sharpenImage() - 画像をシャープにする

Imagick::adaptiveThresholdImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::adaptiveThresholdImage — 輝度の範囲にもとづいて各ピクセルの閾値を選択する

説明

bool Imagick::adaptiveThresholdImage ( int $width , int $height , int $offset )

周辺のピクセルの輝度の範囲にもとづいて、 各ピクセルの閾値を選択します。 画像全体の輝度のヒストグラムが特定の頂点を持っていない場合の閾値の設定が可能となります。
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パラメータ
width

周辺の幅。
height

周辺の高さ。
offset

平均オフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::addImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::addImage — 新しい画像を Imagick オブジェクトの画像リストに追加する

説明

bool Imagick::addImage ( Imagick $source )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

元オブジェクトの現在の位置にある新しい画像を、 Imagick オブジェクトの画像リストに追加します。 この操作を行うと、イテレータがリストの最後尾に移動します。

パラメータ
source

元の Imagick オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::addNoiseImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::addNoiseImage — ランダムなノイズを画像に追加する

説明

bool Imagick::addNoiseImage ( int $noise_type [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ランダムなノイズを画像に追加します。

パラメータ
noise_type

ノイズの形式。 ノイズ定数 の一覧を参照ください。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::affineTransformImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::affineTransformImage — 画像を変換する

説明

bool Imagick::affineTransformImage ( ImagickDraw $matrix )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

アフィン行列の指定にしたがって画像を変換します。

パラメータ
matrix

アフィン行列。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::animateImages
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::animateImages — 画像を動かす

説明

bool Imagick::animateImages ( string $x_server )

このメソッドは、ローカルあるいはリモートの X サーバで画像を動かします。 このメソッドは Windows では使えません。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
x_server

X サーバのアドレス。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::displayImage() - 画像を表示する

Imagick::annotateImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::annotateImage — 画像にテキストによる注記を加える

説明

bool Imagick::annotateImage ( ImagickDraw $draw_settings , float $x , float $y , float $angle , string $text )

テキストによる注記を画像に加えます。
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パラメータ
draw_settings

テキスト描画設定を含む ImagickDraw オブジェクト。
x

テキストの左端の水平オフセットをあらわすピクセル数。
y

テキストのベースラインの垂直オフセットをあらわすピクセル数。
angle

テキストを書き出す角度。
text

描画するテキスト。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::annotateImage() の使用法

空の画像にテキスト注記を加えます。
<?php
/* オブジェクトを作成します */
$image = new Imagick();
$draw = new ImagickDraw();
$pixel = new ImagickPixel( 'gray' );

/* 画像を作成します */
$image->newImage(800, 75, $pixel);

/* 黒いテキスト */
$draw->setFillColor('black');

/* フォントのプロパティ */
$draw->setFont('Bookman-DemiItalic');
$draw->setFontSize( 30 );

/* テキストの作成 */
$image->annotateImage($draw, 10, 45, 0, 'The quick brown fox jumps over the lazy dog');

/* 画像形式の設定 */
$image->setImageFormat('png');

/* ヘッダをつけて画像の出力 */
header('Content-type: image/png');
echo $image;

?>

参考

ImagickDraw::annotation() - 画像上にテキストを描画する
ImagickDraw::setFont() - テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定する

Imagick::appendImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::appendImages — 画像群を追加する

説明

Imagick Imagick::appendImages ( bool $stack )

画像群を、ひとつの大きな画像に追加します。

パラメータ
stack

積み込む方向 (上から下、あるいは下から上)。

返り値
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成功した場合に Imagick インスタンスを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::appendImages() の例
<?php

/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* 赤、緑、そして青の画像を作成します */
$im->newImage(100, 50, "red");
$im->newImage(100, 50, "green");
$im->newImage(100, 50, "blue");

/* それらをひとつの画像に追加します */
$im->resetIterator();
$combined = $im->appendImages(true);

/* 画像を出力します */
$combined->setImageFormat("png");
header("Content-Type: image/png");
echo $combined;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

Imagick::averageImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::averageImages — 画像群を平均化する

説明

Imagick Imagick::averageImages ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像群を平均化します。

返り値

成功した場合に Imagick インスタンスを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::blackThresholdImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::blackThresholdImage — 閾値に満たないすべてのピクセルを黒にする

説明

bool Imagick::blackThresholdImage ( mixed $threshold )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick::thresholdImage() と似ていますが、 これは閾値に満たないピクセルをすべて黒にし、その他のピクセルはそのままにします。

パラメータ
threshold

すべて黒にする閾値。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列をパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::blurImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::blurImage — blur (にじみ) フィルタを画像に追加する

説明

bool Imagick::blurImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

blur (にじみ) フィルタを画像に追加します。 オプションの 3 番目のパラメータを指定すると、 特定のチャネルにのみ適用します。

パラメータ
radius

にじみの半径。
sigma

標準偏差。
channel

チャネル 定数。 省略した場合は全チャネルが対象となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::blurImage() の使用法

画像をにじませ、ブラウザに表示します。
<?php

header('Content-type: image/jpeg');

$image = new Imagick('test.jpg');

$image->blurImage(5,3);
echo $image;

?>

参考

Imagick::adaptiveBlurImage() - adaptive blur (順応性にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::motionBlurImage() - モーションブラーをシミュレートする
Imagick::radialBlurImage() - 画像にラジアルブラーを施す

Imagick::borderImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::borderImage — 画像の周りを枠線で囲む
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説明

bool Imagick::borderImage ( mixed $bordercolor , int $width , int $height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の周りを枠線で囲みます。枠線の色は ImagickPixel オブジェクトで指定します。

パラメータ
bordercolor

枠線の色を含む ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
width

枠線の幅。
height

枠線の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::charcoalImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::charcoalImage — 木炭画をシミュレートする

説明

bool Imagick::charcoalImage ( float $radius , float $sigma )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

木炭画をシミュレートします。

パラメータ
radius

ガウス分布の半径。中心を含まないピクセル数。
sigma

ガウス分布の標準偏差 (ピクセル単位)。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::chopImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::chopImage — 画像の一部を取り除き、切り詰める

説明

bool Imagick::chopImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の一部を削除し、そこにあった画像をなくします。

パラメータ
width

切り取る範囲の幅。
height

切り取る範囲の高さ。
x

切り取る範囲の X 座標。
y

切り取る範囲の Y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::chopImage() の使用法

Imagick::chopImage の使用例です。
<?php
/* オブジェクトの作成 */
$image = new Imagick();
$pixel = new ImagickPixel( 'gray' );

/* 新しい画像 */
$image->newImage(400, 200, $pixel);

/* 画像の切り取り */
$image->chopImage(200, 200, 0, 0);

/* 画図おフォーマットの指定 */
$image->setImageFormat('png');

/* ヘッダをつけて画像の出力 */
header('Content-type: image/png');
echo $image;

?>

参考

Imagick::cropImage() - 画像の一部を抽出する

Imagick::clear
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::clear — Imagick オブジェクトに関連付けられたすべてのリソースをクリアする

説明

bool Imagick::clear ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトに関連付けられたすべてのリソースをクリアします。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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Imagick::clipImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::clipImage — 8BIM プロファイルの最初のパスにそって切り取る

説明

bool Imagick::clipImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

8BIM プロファイルの最初のパスが存在する場合に、それにそって切り取ります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::clipPathImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::clipPathImage — 8BIM プロファイルの指定した名前のパスにそって切り取る

説明

bool Imagick::clipPathImage ( string $pathname , bool $inside )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

8BIM プロファイルの指定した名前のパスが存在する場合に、それにそって切り取ります。 その後の操作はパスの内部に対してのみ有効となります。 番号で指定する場合は、番号の前に # を付加します。つまり "#1" とすると最初のパスを使用します。

パラメータ
pathname

パスの名前。
inside

true の場合は、その後の操作はクリップパスの内側に対して適用されます。 それ以外の場合は、その後の操作はクリップパスの外側に対して適用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::clone
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::clone — Imagick オブジェクトの完全なコピーを作成する

説明

Imagick Imagick::clone ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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Imagick オブジェクトの完全なコピーを作成します。

返り値

値を返しません。

Imagick::clutImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::clutImage — 画像の色を置き換える

説明

bool Imagick::clutImage ( Imagick $lookup_table [, float $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )

画像の色を、ルックアップテーブルをもとに置き換えます。 オプションの 2 番目のパラメータを指定すると、 特定のチャネルの色を置き換えます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
lookup_table

色ルックアップテーブルを含む Imagick オブジェクト。
channel

チャネルタイプ 定数。 省略した場合はデフォルトチャネルが対象となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::clutImage() の使用法

画像の色を、ルックアップテーブルをもとに置き換えます。
<?php
$image = new Imagick('test.jpg');
$clut = new Imagick();
$clut->newImage(1, 1, new ImagickPixel('black'));
$image->clutImage($clut);
$image->writeImage('test_out.jpg');
?>

参考

Imagick::adaptiveBlurImage() - adaptive blur (順応性にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::motionBlurImage() - モーションブラーをシミュレートする
Imagick::radialBlurImage() - 画像にラジアルブラーを施す

Imagick::coalesceImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::coalesceImages — 複数の画像を合成する

説明

Imagick Imagick::coalesceImages ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ページオフセットや処理方法を指定して、複数の画像を合成します。 典型的な使用例としては、たとえば GIF や MIFF、MNG といった画像シーケンスを最初に背景として指定し、 それ以降にさまざまなサイズやオフセットの画像を合成するというものがあります。 返り値は、
新規 Imagick オブジェクトとなります。 シーケンスの各画像のサイズは、最初の画像のサイズと同じになります。

返り値

成功した場合に新規 Imagick オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::colorFloodfillImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::colorFloodfillImage — 対象にマッチする任意の点の色の値を変更する

説明

bool Imagick::colorFloodfillImage ( mixed $fill , float $fuzz , mixed $bordercolor , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

対象にマッチする任意の点の色の値を変更します。

パラメータ
fill

塗りつぶし色を表す ImagickPixel オブジェクト。
fuzz

fuzz の量。たとえば fuzz を 10 に設定すると、 赤の輝度が 100 および 102 の点は同じ色とみなされます。
bordercolor

枠線の色を表す ImagickPixel オブジェクト。
x

開始位置の X 座標。
y

開始位置の Y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータと三番目のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::colorizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::colorizeImage — 塗りつぶし色と画像を混合する

説明

bool Imagick::colorizeImage ( mixed $colorize , mixed $opacity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の各ピクセルに、塗りつぶし色を混合します。

パラメータ
colorize
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色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
opacity

不透明度を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。 1.0 は完全に不透明、0.0 は完全に透明であることを表します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして、 不透明度を表す浮動小数点数値を 2 番目のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::combineImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::combineImages — ひとつあるいは複数の画像をひとつにまとめる

説明

Imagick Imagick::combineImages ( int $channelType )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ひとつあるいは複数の画像をひとつにまとめます。 一連の画像の各ピクセルのグレースケール値が、 合成した画像の特定のチャネルの値となります。典型的なパターンでは 画像 1 => Red、画像 2 => Green、画像 3 => Blue などとなります。

パラメータ
channelType

そのチャネルモードで使用可能なチャネル定数のいずれか。 複数のチャネルを適用するには、channeltype 定数をビット演算子でまとめます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::commentImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::commentImage — コメントを画像に追加する

説明

bool Imagick::commentImage ( string $comment )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

コメントを画像に追加します。

パラメータ
comment

追加するコメント。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::commentImage() の使用法

画像にコメントを追加し、そのコメントを取得します。
<?php

/* 新しい Imagick オブジェクトを作成します */
$im = new imagick();

/* 空の画像を作成します */
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("red"));

/* コメントをその画像に追加します */
$im->commentImage("Hello World!");

/* コメントを表示します */
echo $im->getImageProperty("comment");

?>

Imagick::compareImageChannels
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::compareImageChannels — ひとつあるいは複数の画像の差を返す

説明

array Imagick::compareImageChannels ( Imagick $image , int $channelType , int $metricType )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ひとつあるいは複数の画像を比較し、差分の画像を返します。

パラメータ
image

比較する画像を含む Imagick オブジェクト。
channelType

そのチャネルモードで使用可能なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを指定するには、チャネル型定数をビット演算子で結合します。 チャネル定数 の一覧を参照ください。
metricType

メトリック型定数 のいずれか。

返り値

new_wand と distortion を含む配列を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::compareImageLayers
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::compareImageLayers — 複数の画像の中で最大の境界範囲を返す

説明

Imagick Imagick::compareImageLayers ( int $method )
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各画像をシーケンス内の次の画像と比較し、 最大の境界範囲を返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
method

レイヤメソッド定数 のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::compareImageLayers() の使用法

画像のレイヤを比較します。
<?php
/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick("test.gif");

/* 画像のレイヤを最適化します */
$result = $im->compareImageLayers(imagick::LAYERMETHOD_COALESCE);

/* $result を使って作業をします */
?>

参考

Imagick::optimizeImageLayers() - 画像の繰り返し部分を削除して最適化する
Imagick::writeImages() - 画像あるいは画像シーケンスを書き込む
Imagick::writeImage() - 指定した名前で画像を書き込む

Imagick::compareImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::compareImages — ある画像を再構築された画像と比較する

説明

array Imagick::compareImages ( Imagick $compare , int $metric )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

再構築された画像と画像の差異を含む配列を返します。

パラメータ
compare

比較したい画像。
metric

メトリック定数を指定します。この メトリック定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::compareImages() の使用法

画像を比較し、再構築された画像を表示します。
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<?php

$image1 = new imagick("image1.png");
$image2 = new imagick("image2.png");

$result = $image1->compareImages($image2, Imagick::METRIC_MEANSQUAREERROR);
$result[0]->setImageFormat("png");

header("Content-Type: image/png");
echo $result[0];

?>

Imagick::compositeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::compositeImage — ある画像を別の画像に合成する

説明

bool Imagick::compositeImage ( Imagick $composite_object , int $composite , int $x , int $y [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ある画像を、別の画像の指定した位置に合成します。

パラメータ
composite_object

合成する画像を保持する Imagick オブジェクト。
compose

合成演算子。合成演算定数 を参照ください。
x

合成する位置の列オフセット。
y

合成する位置の行オフセット。
channel

そのチャネルモードで使用可能なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを指定するには、チャネル型定数をビット演算子で結合します。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::__construct
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::__construct — Imagick のコンストラクタ

説明

Imagick Imagick::__construct ([ mixed $files ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick のコンストラクタです。

パラメータ
files

読み込みたい画像へのパス、あるいは複数のパスの配列。

返り値
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成功した場合に新しい Imagick オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::contrastImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::contrastImage — 画像のコントラストを変更する

説明

bool Imagick::contrastImage ( bool $sharpen )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の中の暗めの部分と明るめの部分の輝度の差を強調します。 sharpen に 0 以外を指定すると画像のコントラストを上げ、 0 を指定するとコントラストを下げます。

パラメータ
sharpen

シャープ値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::contrastStretchImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::contrastStretchImage — カラー画像のコントラストを強調する

説明

bool Imagick::contrastStretchImage ( float $black_point , float $white_point [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )

とりうる色の範囲全体に色を調整することによって、 カラー画像のコントラストを強調します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
black_point

黒の点。
white_point

白の点。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 デフォルトは Imagick::CHANNEL_ALL です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::convolveImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::convolveImage — 独自の畳み込み関数を画像に適用する

説明
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bool Imagick::convolveImage ( array $kernel [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

独自の畳み込み関数を画像に適用します。

パラメータ
kernel

畳み込みの中心。
channel

そのチャネルモードで使用可能なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、定数をビット演算子で連結します。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::cropImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::cropImage — 画像の一部を抽出する

説明

bool Imagick::cropImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の一部を抽出します。

パラメータ
width

抽出する幅。
height

抽出する高さ。
x

抽出する領域の左上の X 座標。
y

抽出する領域の左上の Y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::cropThumbnailImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::cropThumbnailImage — 切り取ってサムネイルを作成する
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説明

bool Imagick::cropThumbnailImage ( int $width , int $height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

固定サイズのサムネイルを作成します。 まず画像のサイズを拡大あるいは縮小し、指定した範囲を中心から切り取ります。

パラメータ
width

サムネイルの幅。
height

サムネイルの高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::current
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::current — 現在の Imagick オブジェクトへの参照を返す

説明

Imagick Imagick::current ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の imagick オブジェクトへの参照を返し、 画像ポインタを正しいシーケンスに設定します。

返り値

成功した場合に自分自身を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::cycleColormapImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::cycleColormapImage — 画像のカラーマップを移動する

説明

bool Imagick::cycleColormapImage ( int $displace )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

位置番号を指定して、画像のカラーマップを移動します。 カラーマップを何度か回転させると、サイケデリックな効果が得られます。

パラメータ
displace

カラーマップを移動させる量。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::decipherImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::decipherImage — 画像を復号する

説明

bool Imagick::decipherImage ( string $passphrase )

暗号化された画像を復号します。画像の暗号化は Imagick::encipherImage() で行わなければ鳴りません。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
passphrase

パスフレーズ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::encipherImage() - 画像を暗号化する

Imagick::deconstructImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::deconstructImages — 画像間の特定のピクセルの差を返す

説明

Imagick Imagick::deconstructImages ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

各画像をシーケンス内の次の画像と比較し、 最大の境界範囲を返します。

返り値

成功した場合に新しい Imagick オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::deleteImageArtifact
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::deleteImageArtifact — 画像のアーチファクトを削除する

説明

bool Imagick::deleteImageArtifact ( string $artifact )

画像に関連づけられたアーチファクトを削除します。プロパティとアーチファクトの違いは、 プロパティは public であるのに対してアーチファクトは private であるという点です。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.5.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使
用可能です。
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パラメータ
artifact

アーチファクトの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

参考

Imagick::setImageArtifact() - 画像のアーチファクトを設定する
Imagick::getImageArtifact() - 画像のアーチファクトを取得する

Imagick::deskewImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::deskewImage — 傾きを除去する

説明

public void Imagick::deskewImage ( float $threshold )

このメソッドを使うと、スキャナでの読み込み時にうまく紙を置かなかった場合などの画像の傾きを除去することができます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.5 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
threshold

傾き除去の閾値。

返り値

Imagick::despeckleImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::despeckleImage — 画像内のスペックルノイズを軽減する

説明

bool Imagick::despeckleImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像内のスペックルノイズを軽減します。ただし元画像の輪郭は保持します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::destroy
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::destroy — Imagick オブジェクトを破棄する
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説明

bool Imagick::destroy ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトを破棄し、関連するリソースをすべて開放します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::displayImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::displayImage — 画像を表示する

説明

bool Imagick::displayImage ( string $servername )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

このメソッドは、画像を X サーバに表示します。

パラメータ
servername

X サーバの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::displayImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::displayImages — 画像あるいは画像シーケンスを表示する

説明

bool Imagick::displayImages ( string $servername )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像あるいは画像シーケンスを X サーバに表示します。

パラメータ
servername

X サーバの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::distortImage
(PECL imagick 2.0.1)

Imagick::distortImage — さまざまな方式で画像を歪める

説明

bool Imagick::distortImage ( int $method , array $arguments , bool $bestfit )

さまざまな方式で画像を歪めます。 これは、元画像の色を新たな画像の色に対応させることで行います。 新たな画像は、'bestfit' を true に設定しない限りは元画像と同じ大きさになります。

'bestfit' を有効にし、使用する歪め方式がサイズ変更を許可していた場合は、 変換後の画像に合わせて画像のサイズやオフセットが調整されます。 多くの場合、元画像の仮想オフセットも考慮したマッピングが行われます。

このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
method

画像の歪め方式。 歪め定数 を参照ください。
arguments

歪め方式の引数。
bestfit

元画像のサイズを変更する。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::distortImage() の使用法

画像を歪めてブラウザに表示します。
<?php
/* 新しいオブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* 新しいチェッカー板パターンを作成します */
$im->newPseudoImage(100, 100, "pattern:checkerboard");

/* 画像フォーマットを png に設定します */
$im->setImageFormat('png');

/* 新しい透明な可視領域を設定します */
$im->setImageVirtualPixelMethod(Imagick::VIRTUALPIXELMETHOD_TRANSPARENT);

/* マット処理を有効にします */
$im->setImageMatte(true);

/* 歪め用の制御点 */
$controlPoints = array( 10, 10, 
                        10, 5,

                        10, $im->getImageHeight() - 20,
                        10, $im->getImageHeight() - 5,

                        $im->getImageWidth() - 10, 10,
                        $im->getImageWidth() - 10, 20,

                        $im->getImageWidth() - 10, $im->getImageHeight() - 10,
                        $im->getImageWidth() - 10, $im->getImageHeight() - 30);

/* 歪め処理を行います */                       
$im->distortImage(Imagick::DISTORTION_PERSPECTIVE, $controlPoints, true);

/* 画像を出力します */
header("Content-Type: image/png");
echo $im;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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参考

Imagick::blurImage() - blur (にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::motionBlurImage() - モーションブラーをシミュレートする
Imagick::radialBlurImage() - 画像にラジアルブラーを施す

Imagick::drawImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::drawImage — 現在の画像上の ImagickDraw オブジェクトをレンダリングする

説明

bool Imagick::drawImage ( ImagickDraw $draw )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の画像上の ImagickDraw オブジェクトをレンダリングします。

パラメータ
draw

画像をレンダリングする描画操作。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::edgeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::edgeImage — 画像の輪郭を強調する

説明

bool Imagick::edgeImage ( float $radius )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した半径の畳み込みフィルタを使用して、画像の輪郭を強調します。 radius に 0 を設定すると自動選択となります。

パラメータ
radius

操作の半径。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::embossImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::embossImage — グレースケール画像に三次元効果を施して返す

説明

bool Imagick::embossImage ( float $radius , float $sigma )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

グレースケール画像に三次元効果を施したものを返します。 指定した半径と標準偏差 (シグマ) によるガウス演算によって画像を畳み込みます。 意味のある結果を得るには、半径がシグマより大きくなければなりません。 radius に 0 を指定すると、適切な半径を自動的に設定し
ます。

パラメータ
radius

効果の半径。
sigma

効果のシグマ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::encipherImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::encipherImage — 画像を暗号化する

説明

bool Imagick::encipherImage ( string $passphrase )

プレーンなピクセル群を暗号化します。Imagick::decipherImage() で復号するまで、この画像は読めなくなります。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
passphrase

パスフレーズ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::decipherImage() - 画像を復号する

Imagick::enhanceImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::enhanceImage — ノイジーな画像の品質を向上させる

説明

bool Imagick::enhanceImage ( void )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

デジタルフィルタを適用して、ノイジーな画像の品質を向上させます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::equalizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::equalizeImage — 画像ヒストグラムを均等化する

説明

bool Imagick::equalizeImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像ヒストグラムを均等化します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::evaluateImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::evaluateImage — 式を画像に適用する

説明

bool Imagick::evaluateImage ( int $op , float $constant [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

算術演算、関係演算、論理演算などを画像に適用します。 これらの演算子を使用すると、画像の明度を変えたりコントラストを変えたり、 あるいは画像の "ネガ" を作成したりすることができます。

パラメータ
op

演算子。
constant

演算子の値。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::exportImagePixels
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::exportImagePixels — 画像の生のピクセルをエクスポートする

説明

public array Imagick::exportImagePixels ( int $x , int $y , int $width , int $height , string $map , int $STORAGE )

画像のピクセルを配列にエクスポートします。map には、エクスポートするピクセルの順序を指定します。 返される配列の大きさは width * height * strlen(map) となります。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可
能です。

パラメータ
x

エクスポートする範囲の X 座標。
y

エクスポートする範囲の Y 座標。
width

エクスポートする範囲の幅。
height

エクスポートする範囲の高さ。
map

エクスポートするピクセルの順序。"RGB" など。 map で使える文字は R, G, B, A, O, C, Y, M, K, I および P です。
STORAGE

ピクセル型定数 を参照ください。

例

例1 Imagick::exportImagePixels() の使用法

画像のピクセルを配列にエクスポートします。
<?php

/* 新しいオブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* 新しい画像を作成します */
$im->newPseudoImage(0, 0, "magick:rose");

/* 画像のピクセルをエクスポートします。 */
$pixels = $im->exportImagePixels(10, 10, 2, 2, "RGB", Imagick::PIXEL_CHAR);

/* 出力します */
var_dump($pixels);
?>

上の例の出力は以下となります。
array(12) {
  [0]=>
  int(72)
  [1]=>
  int(64)
  [2]=>
  int(57)
  [3]=>
  int(69)
  [4]=>
  int(59)
  [5]=>
  int(43)
  [6]=>
  int(124)
  [7]=>
  int(120)
  [8]=>
  int(-96)
  [9]=>
  int(91)
  [10]=>
  int(84)
  [11]=>
  int(111)
}
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返り値

ピクセルの値を含む配列を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::extentImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::extentImage — 画像のサイズを設定する

説明

bool Imagick::extentImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )

画像のサイズを設定するための便利なメソッドです。 このメソッドは、画像のサイズおよび新しい領域を開始する x 座標、y 座標を設定することができます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.1 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
width

新しい幅。
height

新しい高さ。
x

新しいサイズの X 座標。
y

新しいサイズの Y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::resizeImage() - 画像のサイズを変更する
Imagick::thumbnailImage() - 画像のサイズを変更する
Imagick::cropImage() - 画像の一部を抽出する

Imagick::flattenImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::flattenImages — 画像シーケンスをマージする

説明

Imagick Imagick::flattenImages ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像シーケンスをマージします。 これは、たとえば Photoshop のレイヤを単一の画像にまとめる場合などに便利です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::flipImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::flipImage — 垂直方向に反転した画像を作成する

説明

bool Imagick::flipImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

中心の x 軸を基準してピクセルを反転させ、垂直方向のミラー画像を作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::floodFillPaintImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::floodFillPaintImage — 対象にマッチする任意のピクセルの値を変更する

説明

bool Imagick::floodFillPaintImage ( mixed $fill , float $fuzz , mixed $target , int $x , int $y , bool $invert [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )

対象にマッチするピクセルとその直接の近傍の任意のピクセルの色の値を変更します。 このメソッドは、廃止予定の Imagick::paintFloodFillImage() を置き換えるものです。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.8 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能
です。

パラメータ
fill

塗りつぶし色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
fuzz

あいまいさをあらわす量。たとえば、これを 10 に設定すると、 赤色の値が 100 の色と 102 の色は同じものとみなされます。
target

対象の色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
x

開始位置の X 座標。
y

開始位置の Y 座標。
invert

TRUE の場合は、対象の色にマッチしない任意のピクセルをペイントします。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::floodfillPaintImage() の例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

<?php

/* 新しい imagick オブジェクトを作ります */
$im = new Imagick();

/* 赤、緑、青の画像を作ります */
$im->newImage(100, 50, "red");
$im->newImage(100, 50, "green");
$im->newImage(100, 50, "blue");

/* 画像をひとつにまとめます */
$im->resetIterator();
$combined = $im->appendImages(true);

/* この時点の画像を比較用に保存します */
$combined->writeImage("floodfillpaint_intermediate.png");

/* 塗りつぶす対象となるピクセル */
$x = 1;
$y = 1;

/* 塗りつぶす色を取得します */
$target = $combined->getImagePixelColor($x, $y);

/* 1,1 の一にあるピクセルと、対象の色にマッチするすべての
   近傍ピクセルを塗りつぶします */
$combined->floodfillPaintImage("black", 1, $target, $x, $y, false);

/* 結果を保存します */
$combined->writeImage("floodfillpaint_result.png");
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

Imagick::flopImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::flopImage — 水平方向に反転した画像を作成する

説明

bool Imagick::flopImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

中心の y 軸を基準してピクセルを反転させ、水平方向のミラー画像を作成します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::frameImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::frameImage — 三次元の枠線をシミュレートする

説明
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bool Imagick::frameImage ( mixed $matte_color , int $width , int $height , int $inner_bevel , int $outer_bevel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の周りに三次元の枠線を追加します。 width と height で、それぞれ縦の枠線と横の枠線の幅を指定します。 inner_bevel および outer_bevel は、 それぞれ枠の内側と外側の影の幅を指定します。

パラメータ
matte_color

マット色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
width

枠の幅。
height

枠の高さ。
inner_bevel

内側の影の幅。
outer_bevel

外側の影の幅。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::functionImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::functionImage — 画像に関数を適用する

説明

public boolean Imagick::functionImage ( integer $function , array $arguments )

代数演算、関係演算、論理演算などを画像に適用します。 これらの演算子を用いて、画像を明るくしたり暗くしたり、 コントラストの強弱を変更したり、画像の色を反転させたりします。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.9 以降で Imagick をコンパイルした場
合に使用可能です。

パラメータ
function

関数定数 の一覧を参照ください。
arguments

この関数に渡す引数の配列。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::fxImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::fxImage — 式を画像の各ピクセルに適用する

説明

Imagick Imagick::fxImage ( string $expression [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

式を画像の各ピクセルに適用します。 詳細は » The Fx Special Effects Image Operator を参照ください。

パラメータ
expression

式。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::gammaImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::gammaImage — 画像をガンマ補正する

説明

bool Imagick::gammaImage ( float $gamma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像をガンマ補正します。同じ画像でも、 異なるデバイス上で見ると見た目が変わることがあります。 これは、画面上に画像の輝度を表現する方法がことなるためです。 赤、緑、青の各チャネルに個別のガンマレベルを指定するか、 あるいはすべてのチャネルに共通のガンマ
レベルを指定します。 値の典型的な範囲は、0.8 から 2.3 の間となります。

パラメータ
gamma

ガンマ補正の量。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::gaussianBlurImage
(PECL imagick 2.0.0)

http://www.imagemagick.org/script/fx.php
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Imagick::gaussianBlurImage — 画像をぼかす

説明

bool Imagick::gaussianBlurImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像をぼかします。 指定した半径と標準偏差 (シグマ) によるガウス演算によって画像を畳み込みます。 意味のある結果を得るには、半径がシグマより大きくなければなりません。 radius に 0 を指定すると、適切な半径を自動的に設定します。

パラメータ
radius

ガウス演算の半径。ピクセル単位で指定し、中心は計算に入れません。
sigma

ガウス演算の標準偏差。ピクセル単位で指定します。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getColorspace
(PECL imagick 0.9.10-0.9.9)

Imagick::getColorspace — 色空間を取得する

説明

int Imagick::getColorspace ( void )

グローバル色空間の値を取得します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.5.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

整数値を返します。この値を COLORSPACE 定数 と比較することができます。

Imagick::getCompression
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getCompression — オブジェクトの圧縮形式を取得する

説明

int Imagick::getCompression ( void )

オブジェクトの圧縮形式を取得します。

返り値

圧縮定数を返します。

Imagick::getCompressionQuality
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::getCompressionQuality — オブジェクトの圧縮品質を取得する

説明

int Imagick::getCompressionQuality ( void )

オブジェクトの圧縮品質を取得します。

返り値

圧縮品質を表す整数値を返します。

Imagick::getCopyright
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getCopyright — ImageMagick API の著作権情報を文字列で返す

説明

string Imagick::getCopyright ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImageMagick API の著作権情報を文字列で返します。

返り値

Imagemagick および Magickwand C API の著作権情報を含む文字列を返します。

Imagick::getFilename
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getFilename — 画像シーケンスに関連付けられたファイル名を取得する

説明

string Imagick::getFilename ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像シーケンスに関連付けられたファイル名を取得します。

返り値

成功した場合に文字列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getFont
(PECL imagick 2.1.0)

Imagick::getFont — フォントを取得する

説明

string Imagick::getFont ( void )

オブジェクトのフォントプロパティを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

フォント名を表す文字列を返します。フォントが設定されていない場合は FALSE を返します。
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参考

Imagick::setFont() - フォントを設定する
ImagickDraw::setFont() - テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定する
ImagickDraw::getFont() - フォントを返す

Imagick::getFormat
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getFormat — Imagick オブジェクトのフォーマットを取得する

説明

string Imagick::getFormat ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトのフォーマットを返します。

返り値

画像フォーマットを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getGravity
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getGravity — gravity を取得する

説明

bool Imagick::getGravity ( void )

Imagick オブジェクトのグローバル gravity プロパティを取得します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.0 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

gravity プロパティを返します。 gravity 定数 の一覧を参照ください。

Imagick::getHomeURL
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getHomeURL — ImageMagick のホーム URL を返す

説明

string Imagick::getHomeURL ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImageMagick のホーム URL を返します。

返り値

imagemagick のホームページへのリンクを返します。

Imagick::getImage
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::getImage — 新しい Imagick オブジェクトを返す

説明

Imagick Imagick::getImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の画像シーケンスを使用した新しい Imagick オブジェクトを返します。

返り値

現在の画像シーケンスを使用した新しい Imagick オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageAlphaChannel
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getImageAlphaChannel — 画像のアルファチャネルを取得する

説明

int Imagick::getImageAlphaChannel ( void )

画像のアルファチャネルの値を取得します。返される値は アルファチャネル定数 のいずれかとなります。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.0 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

現在のアルファチャネル値を表す定数を返します。 アルファチャネル定数 の一覧を参照ください。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageArtifact
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getImageArtifact — 画像のアーチファクトを取得する

説明

bool Imagick::getImageArtifact ( string $artifact )

画像に関連づけられたアーチファクトを取得します。プロパティとアーチファクトの違いは、 プロパティは public であるのに対してアーチファクトは private であるという点です。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.5.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使
用可能です。

パラメータ
artifact

アーチファクトの名前。

返り値

成功した場合にアーチファクトの値を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

参考

Imagick::setImageArtifact() - 画像のアーチファクトを設定する
Imagick::deleteImageArtifact() - 画像のアーチファクトを削除する
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Imagick::getImageBackgroundColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageBackgroundColor — 画像の背景色を返す

説明

ImagickPixel Imagick::getImageBackgroundColor ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の背景色を返します。

返り値

画像の背景色を設定した ImagickPixel を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageBlob
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageBlob — 画像シーケンスを blob で返す

説明

string Imagick::getImageBlob ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像フォーマットを直接記憶します。 これは、画像シーケンスを文字列で返します。 画像のフォーマットによって、返される blob の形式 (GIF, JPEG, PNG, など) が決まります。 別の画像フォーマットを返すには Imagick::SetImageFormat() を使用します。

返り値

画像を含む文字列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageBluePrimary
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageBluePrimary — 青が一番強い点を返す

説明

array Imagick::getImageBluePrimary ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

青が一番強い点を返します。

パラメータ
x

青が一番強い点の x 座標。
y

青が一番強い点の y 座標。

返り値
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"x" 座標および "y" 座標を含む配列を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageBorderColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageBorderColor — 画像の前景色を返す

説明

ImagickPixel Imagick::getImageBorderColor ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の前景色を返します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelDepth
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageChannelDepth — 特定の画像チャネルの深度を返す

説明

int Imagick::getImageChannelDepth ( int $channel )

特定の画像チャネルの深度を返します。

パラメータ
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::getImageChannelDistortion
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageChannelDistortion — 画像のチャネルを再構築した画像と比較する

説明

float Imagick::getImageChannelDistortion ( Imagick $reference , int $channel , int $metric )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ひとつあるいは複数のチャネルの内容を再構築した画像と比較し、 指定した歪み係数を返します。

パラメータ
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reference

比較する Imagick オブジェクト。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。
metric

メトリック型定数 のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelDistortions
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getImageChannelDistortions — チャネルの歪みを取得する

説明

double Imagick::getImageChannelDistortions ( Imagick $reference , int $metric , int $channel )

ひとつあるいは複数のチャネルの内容を再構築した画像と比較し、 指定した歪み係数を返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.4 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
reference

比較する画像を含む Imagick オブジェクト。
metric

メトリック型定数 の一覧を参照ください。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

チャネルの歪みを表す double 型の値を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelExtrema
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageChannelExtrema — ひとつあるいは複数の画像チャネルの極値を取得する

説明

array Imagick::getImageChannelExtrema ( int $channel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ひとつあるいは複数の画像チャネルの極値を取得します。 返り値は連想配列で、"minima" および "maxima" というキーを含みます。

パラメータ
channel
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チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelKurtosis
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getImageChannelKurtosis — getImageChannelKurtosis

説明

public array Imagick::getImageChannelKurtosis ([ int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )

指定したチャネルの尖度と歪度を取得します。このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

kurtosis と skewness を要素に持つ配列を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelMean
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageChannelMean — 平均値と標準偏差を取得する

説明

array Imagick::getImageChannelMean ( int $channel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ひとつあるいは複数の画像チャネルの平均値および標準偏差を取得します。 返り値は連想配列で、"mean" および "standardDeviation" というキーを含みます。

パラメータ
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelRange
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(PECL imagick 2.2.1)

Imagick::getImageChannelRange — チャネルの範囲を取得する

説明

bool Imagick::getImageChannelRange ( int $channel )

ひとつあるいは複数のチャネルの範囲を取得します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.0 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

チャネルの minima および maxima の値を含む配列を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageChannelStatistics
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageChannelStatistics — 画像の各チャネルの統計情報を返す

説明

array Imagick::getImageChannelStatistics ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の各チャネルの統計情報を返します。 この情報に含まれるのは、チャネルの深度、最小値と最大値、 平均値、そして標準偏差です。 たとえば赤チャネルの平均値を取得するにはこのようにします。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::getImageClipMask
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getImageClipMask — 画像のクリップマスクを取得する

説明

Imagick Imagick::getImageClipMask ( void )

画像のクリップマスクを含む Imagick オブジェクトを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

画像のクリップマスクを含む Imagick オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageColormapColor
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::getImageColormapColor — 指定したインデックスに対応する色マップ上の色を返す

説明

ImagickPixel Imagick::getImageColormapColor ( int $index )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したインデックスに対応する色マップ上の色を返します。

パラメータ
index

画像の色マップ内のオフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageColors
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageColors — 画像で使われている色の数を取得する

説明

int Imagick::getImageColors ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像で使われている色の数を取得します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::getImageColorspace
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageColorspace — 画像の色空間を取得する

説明

int Imagick::getImageColorspace ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の色空間を取得します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::getImageCompose
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::getImageCompose — 画像の合成演算子を返す

説明

int Imagick::getImageCompose ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像に関連付けられている合成演算子を返します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::getImageCompression
(PECL imagick 2.2.2)

Imagick::getImageCompression — 現在の画像の圧縮形式を取得する

説明

int Imagick::getImageCompression ( void )

現在の画像の圧縮形式を取得します。

返り値

圧縮形式を表す定数を返します。

Imagick::getImageCompressionQuality
(PECL imagick 2.2.2)

Imagick::getImageCompressionQuality — 現在の画像の圧縮品質を取得する

説明

int Imagick::getCompressionQuality ( void )

現在の画像の圧縮品質を取得します。

返り値

画像の圧縮品質を表す整数値を返します。

Imagick::getImageDelay
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageDelay — 画像の遅延を取得する

説明

int Imagick::getImageDelay ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の遅延を取得します。

返り値

画像の遅延を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::getImageDepth
(PECL imagick 0.9.1-0.9.9)

Imagick::getImageDepth — 画像の深度を取得する

説明

int Imagick::getImageDepth ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の深度を取得します。

返り値

画像の深度を返します。

Imagick::getImageDispose
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageDispose — 画像の配置方法を取得する

説明

int Imagick::getImageDispose ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の配置方法を取得します。

返り値

成功した場合に配置方法を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageDistortion
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageDistortion — ある画像と再構築した画像を比較する

説明

float Imagick::getImageDistortion ( MagickWand $reference , int $metric )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ある画像と再構築した画像を比較し、 指定した歪み係数を返します。

パラメータ
reference

比較する Imagick オブジェクト。
metric

メトリック型定数 のいずれか。

返り値

その画像で使用する歪み係数 (あるいはその推測値) を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外
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エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageExtrema
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageExtrema — 画像の極値を取得する

説明

array Imagick::getImageExtrema ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の極値を取得します。 "min" および "max" というキーを持つ連想配列を返します。

返り値

"min" および "max" というキーを持つ連想配列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageFilename
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageFilename — シーケンス内の特定の画像のファイル名を返す

説明

string Imagick::getImageFilename ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

シーケンス内の特定の画像のファイル名を返します。

返り値

画像のファイル名を文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageFormat
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageFormat — シーケンス内の特定の画像のフォーマットを返す

説明

string Imagick::getImageFormat ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

シーケンス内の特定の画像のフォーマットを返します。

返り値

成功した場合は画像のフォーマットを文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageGamma
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(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageGamma — 画像のガンマを取得する

説明

float Imagick::getImageGamma ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のガンマを取得します。

返り値

成功した場合にガンマを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageGeometry
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageGeometry — 幅と高さを連想配列で取得する

説明

array Imagick::getImageGeometry ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

幅と高さを連想配列で返します。

返り値

画像の幅と高さを表す配列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageGravity
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getImageGravity — 画像の gravity を取得する

説明

bool Imagick::getImageGravity ( void )

画像の原罪の current 値を取得します。 Imagick::getGravity() とは異なり、 このメソッドは原罪の画像シーケンスで定義された gravity を返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.4 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

画像の property プロパティを返します。 gravity 定数 の一覧を参照ください。

Imagick::getImageGreenPrimary
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageGreenPrimary — 緑が一番強い点を返す

説明

array Imagick::getImageGreenPrimary ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

緑が一番強い点を返します。"x" および "y" というキーを持つ配列を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

成功した場合に "x" および "y" というキーを持つ配列を返します。 失敗した場合は ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageHeight
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageHeight — 画像の高さを返す

説明

int Imagick::getImageHeight ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の高さを返します。

返り値

画像の高さをピクセル数で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageHistogram
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageHistogram — 画像のヒストグラムを取得する

説明

array Imagick::getImageHistogram ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のヒストグラムを ImagickPixel オブジェクトの配列で返します。

返り値

画像のヒストグラムを ImagickPixel オブジェクトの配列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageIndex
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageIndex — 現在アクティブな画像のインデックスを取得する

説明

int Imagick::getImageIndex ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクト内で現在アクティブな画像のインデックスを取得します。 このメソッドは非推奨です。 Imagick::getIteratorIndex を参照ください。

返り値

スタック内の画像のインデックスを表す整数値を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::getImageInterlaceScheme
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageInterlaceScheme — 画像のインターレース手法を取得する

説明

int Imagick::getImageInterlaceScheme ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のインターレース手法を取得します。

返り値

成功した場合に画像のインターレース手法を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageInterpolateMethod
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageInterpolateMethod — 画像の補間方式を返す

説明

int Imagick::getImageInterpolateMethod ( void )

指定した画像の補間方式を返します。 方式は Imagick::INTERPOLATE_* 定数のいずれかで指定します。

返り値

成功した場合に補間方式を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageIterations
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageIterations — 画像の反復を取得する

説明

int Imagick::getImageIterations ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の反復を取得します。

返り値

画像の反復を表す整数値を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageLength
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageLength — 画像の長さをバイト数で取得する

説明

int Imagick::getImageLength ( void )

画像の長さをバイト数で返します。
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返り値

現在の画像のサイズを整数値で返します。

例

例1 Imagick::getImageLength() の使用法

画像の長さをバイト数で取得します。
<?php
$image = new Imagick('test.jpg');
echo $image->getImageLength() . ' bytes';
?>

Imagick::getImageMagickLicense
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageMagickLicense — ImageMagick のライセンスを文字列で返す

説明

string Imagick::getImageMagickLicense ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImageMagick のライセンスを文字列で返します。

返り値

ImageMagick のライセンスを文字列で返します。

Imagick::getImageMatte
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageMatte — 画像がマットチャネルを持っているかどうかを返す

説明

int Imagick::getImageMatte ( void )

画像がマットチャネルを持っている場合に TRUE、 そうでない場合に false を返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

Imagick::getImageMatteColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageMatteColor — 画像のマット色を返す

説明

ImagickPixel Imagick::getImageMatteColor ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のマット色を返します。

返り値

成功した場合に ImagickPixel オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageOrientation
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageOrientation — 画像の方向を取得する

説明

int Imagick::getImageOrientation ( void )

画像の方向を取得します。返り値は 方向定数 のいずれかとなります。

返り値

成功した場合に整数値を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImagePage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImagePage — ページのジオメトリを返す

説明

array Imagick::getImagePage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のページジオメトリを配列で返します。配列のキーは "width"、"height"、"x" および "y" です。

返り値

画像のページジオメトリを配列で返します。配列のキーは "width"、"height"、"x" および "y" です。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImagePixelColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImagePixelColor — 指定したピクセルの色を返す

説明

ImagickPixel Imagick::getImagePixelColor ( int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したピクセルの色を返します。

パラメータ
x

ピクセルの x 座標。
y

ピクセルの y 座標。
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返り値

指定した座標の色を表す ImagickPixel のインスタンスを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageProfile
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを返す

説明

string Imagick::getImageProfile ( string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した名前の画像プロファイルを返します。

パラメータ
name

返したいプロファイルの名前。

返り値

画像プロファイルを含む文字列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageProfiles
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageProfiles — 画像プロファイルを返す

説明

array Imagick::getImageProfiles ([ string $pattern = "*" [, bool $only_names = true ]] )

関連付けられているプロファイルのうち、パターンにマッチするものをすべて返します。 二番目の引数を TRUE にすると、プロファイルの名前だけを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
pattern

プロファイル名のパターン。
only_names

プロファイル名のみを返すかどうか。FALSE の場合は値も返します。

返り値

画像のプロファイルあるいはプロファイル名を含む連想配列を返します。

Imagick::getImageProperties
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageProperties — 画像のプロパティを返す

説明
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array Imagick::getImageProperties ([ string $pattern = "*" [, bool $only_names = true ]] )

関連付けられているプロパティのうち、パターンにマッチするものをすべて返します。 二番目の引数を TRUE にすると、プロパティの名前だけを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
pattern

プロパティ名のパターン。
only_names

プロパティ名のみを返すかどうか。FALSE の場合は値も返します。

返り値

画像のプロパティあるいはプロパティ名を含む連想配列を返します。

例

例1 Imagick::getImageProperties() の使用法

EXIF 情報を抽出します。
<?php

/* オブジェクトを作成します */
$im = new imagick("/path/to/example.jpg");

/* EXIF 情報を取得します */
$exifArray = $im->getImageProperties("exif:*");

/* EXIF のプロパティをループします */
foreach ($exifArray as $name => $property)
{
    echo "{$name} => {$property}<br />\n"; 
}

?>

Imagick::getImageProperty
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageProperty — 指定した名前の画像のプロパティを返す

説明

string Imagick::getImageProperty ( string $name )

指定した名前の画像プロパティを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.2 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
name

プロパティの名前 (たとえば Exif:DateTime)。

例

例1 Imagick::getImageProperty() の使用法

画像のプロパティを設定し、そして取得します。
<?php
$image = new Imagick();
$image->newImage(300, 200, "black");

$image->setImageProperty('Exif:Make', 'Imagick');
echo $image->getImageProperty('Exif:Make');
?>

参考

Imagick::setImageProperty() - 画像のプロパティを設定する

返り値

画像のプロパティを含む文字列を返します。 指定した名前のプロパティが存在しない場合に false を返します。
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Imagick::getImageRedPrimary
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageRedPrimary — 赤が一番強い点を返す

説明

array Imagick::getImageRedPrimary ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

赤が一番強い点を返します。"x" および "y" というキーを持つ配列を返します。

返り値

赤が一番強い点を "x" および "y" というキーを持つ配列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageRegion
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageRegion — 画像の一部を抽出する

説明

Imagick Imagick::getImageRegion ( int $width , int $height , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の一部を抽出し、新しい Imagick オブジェクトとして返します。

パラメータ
width

抽出する範囲の幅。
height

抽出する範囲の高さ。
x

抽出する範囲の左上の X 座標。
y

抽出する範囲の左上の Y 座標。

返り値

画像の一部を抽出し、新しい wand として返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageRenderingIntent
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageRenderingIntent — 画像のレンダリング方向を取得する
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説明

int Imagick::getImageRenderingIntent ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のレンダリング方向を取得します。

返り値

画像の レンダリング方向 を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageResolution
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageResolution — 画像の X 方向と Y 方向の解像度を取得する

説明

array Imagick::getImageResolution ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

X 方向および Y 方向の解像度を取得します。

返り値

解像度を配列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImagesBlob
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImagesBlob — すべての画像シーケンスを blob で返す

説明

string Imagick::getImagesBlob ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

メモリ上の画像フォーマットを直接操作します。 すべての画像シーケンスを文字列として返します。 画像のフォーマット (GIF, JPEG, PNG など) に応じて返される blob の形式も異なります。 別の画像フォーマットで返すには Imagick::setImageFormat() を使用します。

返り値

画像を文字列で返します。失敗した場合は ImagickException をスローします。

Imagick::getImageScene
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageScene — 画像のシーンを取得する

説明

int Imagick::getImageScene ( void )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のシーンを取得します。

返り値

画像のシーンを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageSignature
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageSignature — SHA-256 メッセージダイジェストを生成する

説明

string Imagick::getImageSignature ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像ピクセルストリームの SHA-256 メッセージダイジェストを生成します。

返り値

そのファイルの SHA-256 ハッシュを文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageSize
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageSize — 画像の長さをバイト数で返す

説明

int Imagick::getImageSize ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の長さをバイト数で返します。

返り値

現在の画像のサイズをバイト数で返します。

Imagick::getImageTicksPerSecond
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageTicksPerSecond — 画像の ticks-per-second を取得する

説明

int Imagick::getImageTicksPerSecond ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の ticks-per-second を取得します。

返り値

画像の ticks-per-second を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Imagick::getImageTotalInkDensity
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageTotalInkDensity — 画像の総インク密度を取得する

説明

float Imagick::getImageTotalInkDensity ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の総インク密度を取得します。

返り値

画像の総インク密度を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageType
(PECL imagick 0.9.10-0.9.9)

Imagick::getImageType — 画像の型を取得する

説明

int Imagick::getImageType ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の型を取得します。

返り値

画像の型を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageUnits
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageUnits — 画像の解像度の単位を取得する

説明

int Imagick::getImageUnits ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の解像度の単位を取得します。

返り値

画像の解像度の単位を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageVirtualPixelMethod
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageVirtualPixelMethod — 仮想ピクセルメソッドを取得する

説明

int Imagick::getImageVirtualPixelMethod ( void )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した画像の仮想ピクセルメソッドを返します。

返り値

成功した場合に仮想ピクセルメソッドを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageWhitePoint
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageWhitePoint — 色度が白い点を返す

説明

array Imagick::getImageWhitePoint ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

色度が白い点を返します。 "x" および "y" というキーを持つ連想配列となります。

返り値

色度が白い点を返します。 "x" および "y" というキーを持つ連想配列となります。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getImageWidth
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getImageWidth — 画像の幅を返す

説明

int Imagick::getImageWidth ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の幅を返します。

返り値

画像の幅を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getInterlaceScheme
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getInterlaceScheme — オブジェクトのインターレース方式を取得する

説明

int Imagick::getInterlaceScheme ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトのインターレース方式を取得します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

インターレース方式 を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getIteratorIndex
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getIteratorIndex — 現在アクティブな画像のインデックスを取得する

説明

int Imagick::getIteratorIndex ( void )

Imagick オブジェクト内で現在アクティブな画像のインデックスを取得します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

スタック内の画像のインデックスを含む整数値を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::getIteratorIndex() の使用法

画像を作成し、インデックスの設定と取得を行います。
<?php
$im = new Imagick();
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("red"));
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("green"));
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("blue"));

$im->setIteratorIndex(1);
echo $im->getIteratorIndex();
?>

参考

Imagick::setIteratorIndex() - イテレータの位置を設定する
Imagick::getImageIndex() - 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::setImageIndex() - イテレータの位置を設定する

Imagick::getNumberImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getNumberImages — オブジェクト内の画像の数を返す

説明

int Imagick::getNumberImages ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトに関連付けられている画像の数を返します。

返り値

Imagick オブジェクトに関連付けられている画像の数を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getOption
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getOption — 指定したキーに対応する値を返す

説明

string Imagick::getOption ( string $key )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクト内の指定したキーに対応する値を返します。

パラメータ
key

オプションの名前。

返り値

指定したキーに対応する値を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getPackageName
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getPackageName — ImageMagick パッケージ名を返す

説明

string Imagick::getPackageName ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImageMagick パッケージ名を返します。

返り値

ImageMagick パッケージ名を文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getPage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getPage — ページのジオメトリを返す

説明

array Imagick::getPage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトに関連付けられたページのジオメトリを返します。 "width"、"height"、"x" そして "y" というキーを持つ連想配列となります。

返り値

Imagick オブジェクトに関連付けられたページのジオメトリを返します。 "width"、"height"、"x" そして "y" というキーを持つ連想配列となります。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getPixelIterator
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getPixelIterator — MagickPixelIterator を返す

説明

ImagickPixelIterator Imagick::getPixelIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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MagickPixelIterator を返します。

返り値

成功した場合に ImagickPixelIterator を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getPixelRegionIterator
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getPixelRegionIterator — 画像セクションの ImagickPixelIterator を取得する

説明

ImagickPixelIterator Imagick::getPixelRegionIterator ( int $x , int $y , int $columns , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像セクションの ImagickPixelIterator を取得します。

パラメータ
x

範囲の x 座標。
y

範囲の y 座標。
columns

範囲の幅。
rows

範囲の高さ。

返り値

画像セクションの ImagickPixelIterator を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getPointSize
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::getPointSize — ポイントサイズを取得する

説明

string Imagick::getPointSize ( void )

オブジェクトのポイントサイズプロパティを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

ポイントサイズを表す float 型の値を返します。

参考

Imagick::setPointSize() - ポイントサイズを設定する

Imagick::getQuantumDepth
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getQuantumDepth — quantum depth を取得する
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説明

array Imagick::getQuantumDepth ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick quantum depth を文字列で返します。

返り値

Imagick quantum depth を文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getQuantumRange
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getQuantumRange — Imagick quantum range を返す

説明

array Imagick::getQuantumRange ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick quantum range を文字列で返します。

返り値

Imagick quantum range を文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getReleaseDate
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getReleaseDate — ImageMagick のリリース日を返す

説明

string Imagick::getReleaseDate ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImageMagick のリリース日を文字列で返します。

返り値

ImageMagick のリリース日を文字列で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getResource
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getResource — 指定したリソースのメモリ使用状況を返す

説明

int Imagick::getResource ( int $type )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したリソースのメモリ使用状況をメガバイト単位で返します。

パラメータ
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type

リソース型定数 の一覧を参照ください。

返り値

指定したリソースのメモリ使用状況をメガバイト単位で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getResourceLimit
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getResourceLimit — 指定したリソースの制限を返す

説明

int Imagick::getResourceLimit ( int $type )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したリソースの制限をメガバイト単位で返します。

パラメータ
type

リソース型定数 の一覧を参照ください。

返り値

指定したリソースの制限をメガバイト単位で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getSamplingFactors
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getSamplingFactors — 水平方向および垂直方向のサンプリング係数を取得する

説明

array Imagick::getSamplingFactors ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

水平方向および垂直方向のサンプリング係数を取得します。

返り値

画像の水平方向および垂直方向のサンプリング係数を含む連想配列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getSize
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getSize — Imagick オブジェクトのサイズを取得する

説明

array Imagick::getSize ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトのサイズを返します。 "columns" および "rows" というキーを持つ連想配列となります。
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返り値

Imagick オブジェクトのサイズを返します。 "columns" および "rows" というキーを持つ連想配列となります。

Imagick::getSizeOffset
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getSizeOffset — サイズのオフセットを返す

説明

int Imagick::getSizeOffset ( void )

Imagick オブジェクトのサイズのオフセットを返します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

Imagick オブジェクトのサイズのオフセットを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::getVersion
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::getVersion — ImageMagick API のバージョンを返す

説明

array Imagick::getVersion ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImageMagick API のバージョンを文字列と数値で返します。

返り値

ImageMagick API のバージョンを文字列と数値で返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::haldClutImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::haldClutImage — 画像内の色を置換する

説明

public boolean Imagick::haldClutImage ( Imagick $clut [, int $channel ] )

画像内の色を、Hald ルックアップテーブルを使って置換します。 Hald 画像を作るには HALD カラーコーダーを使います。

パラメータ
clut

Hald ルックアップ画像を含む Imagick オブジェクト。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::hasNextImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::hasNextImage — オブジェクトが次の画像を保持しているかどうかを調べる

説明

bool Imagick::hasNextImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

リスト内でひとつ先に進んだときにまだオブジェクトが画像を保持していれば TRUE を返します。

返り値

リスト内でひとつ先に進んだときにまだオブジェクトが画像を保持していれば TRUE、していなければ FALSE を返します。

Imagick::hasPreviousImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::hasPreviousImage — オブジェクトが前の画像を保持しているかどうかを調べる

説明

bool Imagick::hasPreviousImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

リスト内で逆方向にひとつ進んだときにまだオブジェクトが画像を保持していれば TRUE を返します。

返り値

リスト内で逆方向にひとつ進んだときにまだオブジェクトが画像を保持していれば TRUE、していなければ FALSE を返します。

Imagick::identifyImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::identifyImage — 画像を識別し、属性を取得する

説明

array Imagick::identifyImage ([ bool $appendRawOutput = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像を識別し、属性を返します。属性には画像の幅や高さ、サイズなどが含まれます。

パラメータ
appendRawOutput

返り値

画像を識別し、属性を返します。属性には画像の幅や高さ、サイズなどが含まれます。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::implodeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::implodeImage — 新しい画像をコピーとして作成する

説明

bool Imagick::implodeImage ( float $radius )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

既存の画像をコピーして新しい画像を作成します。 既存の画像のピクセルを、指定したパーセンテージで "内破" します。

パラメータ
radius

内破処理の半径。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::importImagePixels
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::importImagePixels — 画像のピクセルをインポートする

説明

public bool Imagick::importImagePixels ( int $x , int $y , int $width , int $height , string $map , int $storage , array $pixels )

配列から画像にピクセルをインポートします。map は、通常は 'RGB' です。このメソッドのパラメータには次の制約があります。配列内のピクセルの量が、 width x height x mapの長さ と一致しなければなりません。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.5 以降で
Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
x

画像の x 位置。
y

画像の y 位置。
width

画像の幅。
height

画像の高さ。
map

ピクセルの並び順を表す文字列。たとえば RGB のようになります。以下の文字を任意の順で組み合わせることができます。 R = red, G = green, B = blue, A = alpha (0 is transparent), O = opacity (0 is opaque), C = cyan, Y = yellow, M = magenta, K = black, I
= intensity (for grayscale), P = pad.

storage

ピクセルの格納方式。 pixel 定数 の一覧を参照ください。
pixels

ピクセルの配列。

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::importImagePixels() の例
<?php

/* ピクセルの配列を生成します。各色について 2000 ピクセルとなります */
$count = 2000 * 3;

$pixels = 
   array_merge(array_pad(array(), $count, 0),
               array_pad(array(), $count, 255), 
               array_pad(array(), $count, 0),
               array_pad(array(), $count, 255),
               array_pad(array(), $count, 0));

/* 幅と高さ。ピクセル数を 3 で割った量が面積となります。
   3 というのは 'RGB' からきたもので、1 ピクセルあたり 3 つの値があるということです */
$width = $height = pow((count($pixels) / 3), 0.5);

/* 空の画像を作成します */
$im = new Imagick();
$im->newImage($width, $height, 'gray');

/* ピクセルが画像に取り込みます。
   width * height * strlen("RGB") が count($pixels) と一致しなければ鳴りません */
$im->importImagePixels(0, 0, $width, $height, "RGB", Imagick::PIXEL_CHAR, $pixels);

/* jpeg 画像として出力します */
$im->setImageFormat('jpg');
header("Content-Type: image/jpg");
echo $im;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

Imagick::labelImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::labelImage — ラベルを画像に追加する

説明

bool Imagick::labelImage ( string $label )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ラベルを画像に追加します。

パラメータ
label

追加するラベル。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::levelImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::levelImage — 画像のレベルを調節する
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説明

bool Imagick::levelImage ( float $blackPoint , float $gamma , float $whitePoint [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のレベルを調整します。 指定した白と黒の範囲にある色を、利用可能な色の範囲全体に拡大します。 黒の点、中間点、白の点をパラメータで指定します。 黒の点は、画像の中で一番暗い色を表します。 これより暗い色の点はゼロに設定されます。 中間点は、画像に適用す
るガンマ補正を指定します。 黒の点は、画像の中で一番明るい色を表します。 これより明るい色の点は最大値に設定されます。

パラメータ
blackPoint

画像の黒の点。
gamma

ガンマ値。
whitePoint

画像の白の点。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::linearStretchImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::linearStretchImage — 画像の輝度を引き伸ばして飽和させる

説明

bool Imagick::linearStretchImage ( float $blackPoint , float $whitePoint )

画像の輝度を引き伸ばして飽和させます。

パラメータ
blackPoint

画像の黒の点。
whitePoint

画像の白の点。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::liquidRescaleImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::liquidRescaleImage — 画像を動かす

説明

bool Imagick::liquidRescaleImage ( int $width , int $height , float $delta_x , float $rigidity )
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このメソッドは、liquid rescale という方法で画像を拡大・縮小します。 このメソッドは、seam carving という技術を実装したものです。 このメソッドを期待通りに動作させるには、liblqr サポートを含めて ImageMagick をコンパイルしなければなりません。 このメソッド
は、ImageMagick バージョン 6.3.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
width

変更後のサイズの幅。
height

変更後のサイズの高さ。
delta_x

seam が x 軸をどれだけ横切るか。 0 を渡すと seam が直線になります。
rigidity

直線でない seam のバイアスを導入します。このパラメータは通常は 0 です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::resizeImage() - 画像のサイズを変更する

Imagick::magnifyImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::magnifyImage — 画像を 2 倍に比例拡大する

説明

bool Imagick::magnifyImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像を元のサイズの 2 倍に比例拡大します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::mapImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::mapImage — 画像の色を、参照画像の中の最も近い色に置き換える

説明

bool Imagick::mapImage ( Imagick $map , bool $dither )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
map

dither

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::matteFloodfillImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::matteFloodfillImage — 色の透明度を変更する

説明

bool Imagick::matteFloodfillImage ( float $alpha , float $fuzz , mixed $bordercolor , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

対象となるピクセルとその近傍の透明度を変更します。 FillToBorderMethod を指定した場合は、 画像の描画色に該当しない近傍ピクセルについても透明度を変更します。

パラメータ
alpha

不透明度レベル。1.0 は完全な不透明、0.0 は完全な透明を表します。
fuzz

画像の fuzz 値。 どの程度の色を「同じ色」とみなすかを表します。
bordercolor

輪郭の色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
x

操作の開始位置の x 座標。
y

操作の開始位置の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を 3 番目のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::medianFilterImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::medianFilterImage — デジタルフィルタを適用する

説明

bool Imagick::medianFilterImage ( float $radius )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

デジタルフィルタを適用してノイジーな画像の品質を向上させます。 各ピクセルの内容を、radius で定義した近傍ピクセルの中央値で置き換えます。
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パラメータ
radius

近傍ピクセルの半径。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::mergeImageLayers
(PECL imagick 2.1.0)

Imagick::mergeImageLayers — 画像のレイヤーをマージする

説明

bool Imagick::mergeImageLayers ( int $layer_method )

画像のレイヤーをひとつにまとめます。このメソッドは、PSD のように複数レイヤーに対応した画像フォーマットを扱うときに便利です。 マージ処理は layer_method で制御します。ここにはレイヤーをマージする方法を定義します。 このメソッドは、ImageMagick バージョ
ン 6.3.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
layer_method

Imagick::LAYERMETHOD_* 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

参考

Imagick::flattenImages() - 画像シーケンスをマージする

Imagick::minifyImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::minifyImage — 画像をその半分のサイズに比例縮小する

説明

bool Imagick::minifyImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のサイズを元の半分に比例縮小します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::modulateImage
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::modulateImage — 明度、飽和度、色相を制御する

説明

bool Imagick::modulateImage ( float $brightness , float $saturation , float $hue )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の明度、飽和度、色相を制御します。 色相は、現在位置からの絶対回転角のパーセンテージで表します。 たとえば 50 の場合は反時計回りに 90 度の回転を表します。 また 150 の場合は時計回りの 90 度の回転、0 および 200 はともに 180 度の回転を表します。

パラメータ
brightness

saturation

hue

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::montageImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::montageImage — 合成画像を作成する

説明

Imagick Imagick::montageImage ( ImagickDraw $draw , string $tile_geometry , string $thumbnail_geometry , int $mode , string $frame )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

複数の画像を合成して画像を作成します。 合成画像上で、画像の名前でタイル状に並べられます。 またオプションで各タイルの直下に画像を置くこともできます。

パラメータ
draw

フォント名、サイズ、色をこのオブジェクトから取得します。
tile_geometry

行単位、ページ単位のタイル数 (例 6x4+0+0)。
thumbnail_geometry

各サムネイルの画像サイズと枠線のサイズ (例 120x120+4+3>)。
mode

サムネイルのフレームモード。 モンタージュモード定数 を参照ください。
frame

画像を枠線で囲みます (例 15x15+3+3)。 枠の色は、サムネイルのマット色となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::morphImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::morphImages — 複数の画像をモーフィングする

説明

Imagick Imagick::morphImages ( int $number_frames )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

複数の画像をモーフィングします。 それぞれの画像のピクセルとサイズが線形補間され、 ある画像から次の画像へと変形していきます。

パラメータ
number_frames

生成する中間画像の数。

返り値

このメソッドは、成功した場合に新しい Imagick オブジェクトを返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::mosaicImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::mosaicImages — 画像からモザイクを作成する

説明

Imagick Imagick::mosaicImages ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像シーケンスをはめ込み合成して単一の画像にします。 シーケンス内の各画像を、画像のページオフセットで指定した位置に合成したものを返します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::motionBlurImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::motionBlurImage — モーションブラーをシミュレートする

説明

bool Imagick::motionBlurImage ( float $radius , float $sigma , float $angle [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

モーションブラーをシミュレートします。 指定した半径と標準偏差 (シグマ) によるガウス演算によって画像を畳み込みます。 意味のある結果を得るには、半径がシグマより大きくなければなりません。 radius に 0 を指定すると、MotionBlurImage() が適切な半径を自動的に
設定します。 angle にはぼかしをかける角度を指定します。

パラメータ
radius

ガウス演算の半径。ピクセル単位で指定し、中心は計算に入れません。
sigma

ガウス演算の標準偏差。ピクセル単位で指定します。
angle

この角度で効果を適用します。
channel

そのチャンネルモードで使用可能な任意のチャンネル定数を指定します。 複数を指定する場合はビット演算子を使用します。 チャンネル定数 の一覧を参照ください。 この引数が有効になるのは、ImageMagick バージョン 6.4.4 以降で Imagick をコンパイルした場合の
みです。

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::negateImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::negateImage — 画像の色を打ち消す

説明

bool Imagick::negateImage ( bool $gray [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の色を打ち消します。グレースケールオプションを指定すると、 画像内のグレースケール値のみを打ち消します。

パラメータ
gray

画像内のグレースケールのみを打ち消すのかどうか。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::newImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::newImage — 新しい画像を作成する

説明

bool Imagick::newImage ( int $cols , int $rows , mixed $background [, string $format ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しい画像を作成し、ImagickPixel の値を背景色として関連付けます。

パラメータ
cols

新しい画像のカラム数。
rows

新しい画像の行数。
background

この画像で使用する背景色。
format

画像フォーマット。このパラメータは Imagick バージョン 2.0.1 で追加されました。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を 3 番目のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

例

例1 Imagick::newImage() の使用法

新しい画像を作成し、それを表示します。
<?php

$image = new Imagick();
$image->newImage(100, 100, new ImagickPixel('red'));
$image->setImageFormat('png');

header('Content-type: image/png');
echo $image;

?>

Imagick::newPseudoImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::newPseudoImage — 新しい画像を作成する

説明

bool Imagick::newPseudoImage ( int $columns , int $rows , string $pseudoString )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しい画像を、ImageMagick 疑似フォーマットを使用して作成します。

パラメータ
columns

新しい画像のカラム数。
rows

新しい画像の行数。
pseudoString

疑似画像定義を含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::nextImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::nextImage — 次の画像に移動する

説明

bool Imagick::nextImage ( void )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像リスト内の次の画像を Imagick オブジェクトに関連付けます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::normalizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::normalizeImage — カラー画像のコントラストを強調する

説明

bool Imagick::normalizeImage ([ int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

カラー画像のコントラストを強調します。 ピクセルの色を、とりうる値の範囲全体に拡張します。

パラメータ
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::oilPaintImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::oilPaintImage — 油絵をシミュレートする

説明

bool Imagick::oilPaintImage ( float $radius )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

油絵風の効果を施すフィルタを適用します。 各ピクセルが、指定した半径内の周囲の中で最もよくあらわれる色に置き換えられます。

パラメータ
radius

近傍円の半径。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::opaquePaintImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::opaquePaintImage — 対象にマッチする任意のピクセルの色を変更する

説明

bool Imagick::opaquePaintImage ( mixed $target , mixed $fill , float $fuzz , bool $invert [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )
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マッチする任意のピクセルの色を、fill で定義した色に変更します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.8 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
target

変更したい色をあらわす ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
fill

置き換える色。
fuzz

あいまいさをあらわす量。たとえば、これを 10 に設定すると、 赤色の値が 100 の色と 102 の色は同じものとみなされます。
invert

TRUE の場合は、対象の色にマッチしないピクセルを変更します。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::optimizeImageLayers
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::optimizeImageLayers — 画像の繰り返し部分を削除して最適化する

説明

bool Imagick::optimizeImageLayers ( void )

GIF 形式の画像を、シーケンス内のひとつ前の画像と比較します。 必要最小限の画像で各フレームを置き換え、結果のアニメーションはそのままとなるようにします。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::optimizeImageLayers() の使用法

GIF 画像を読み込み、最適化して書き出します。
<?php
/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick("test.gif");

/* 画像のレイヤを最適化します */
$im->optimizeImageLayers();

/* 画像を書き戻します */
$im->writeImages("test_optimized.gif", true);
?>

参考

Imagick::compareImageLayers() - 複数の画像の中で最大の境界範囲を返す
Imagick::writeImages() - 画像あるいは画像シーケンスを書き込む
Imagick::writeImage() - 指定した名前で画像を書き込む

Imagick::orderedPosterizeImage
(PECL imagick 2.2.2)
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Imagick::orderedPosterizeImage — 配列ディザリングを行う

説明

bool Imagick::orderedPosterizeImage ( string $threshold_map [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )

定義済みのディザリング閾値マップにもとづいた、複数の強度レベルによる配列ディザリングを行います。 入力の引数に応じて、各チャネルで異なるレベルを使用することができます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.1 以降で Imagick をコンパイルした場合に
使用可能です。

パラメータ
threshold_map

使用するディザリング閾値マップを含む文字列。
channel

チャネルモードに応じたチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、定数をビット演算子で組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::paintFloodfillImage
(PECL imagick 2.1.0)

Imagick::paintFloodfillImage — 色にマッチするピクセルを変更する

説明

bool Imagick::paintFloodfillImage ( mixed $fill , float $fuzz , mixed $bordercolor , int $x , int $y [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )

対象にマッチするピクセルとその近傍の色を変更します。 ImageMagick 6.3.8 以降はこのメソッドは非推奨となりました。かわりに Imagick::floodfillPaintImage() を使用します。

パラメータ
fill

塗りつぶし色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
fuzz

fuzz の量。たとえば fuzz を 10 にすると、 強度 100 の赤と 102 の赤は同じ色とみなします。
bordercolor

境界色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
x

floodfill の開始位置の X 座標。
y

floodfill の開始位置の Y 座標。
channel

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::paintOpaqueImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::paintOpaqueImage — 色にマッチするピクセルを変更する
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説明

bool Imagick::paintOpaqueImage ( mixed $target , mixed $fill , float $fuzz [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

色にマッチするピクセルを、塗りつぶし色に変更します。

パラメータ
target

この対象色を変更すると、画像の塗りつぶし色が変わります。 ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列で対象色を指定します。
fill

塗りつぶし色を表す ImagickPixel オブジェクトあるいは文字列。
fuzz

画像の fuzz 値。 どの程度の色を「同じ色」とみなすかを表します。
channel

チャネルモードに対応したチャネル定数を指定します。 複数のチャネルに適用するには、 ビット演算子でチャネル型定数を組み合わせます。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初と 2 番目のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::paintTransparentImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::paintTransparentImage — 色にマッチするピクセルを塗りつぶし色に変更する

説明

bool Imagick::paintTransparentImage ( mixed $target , float $alpha , float $fuzz )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

塗りつぶし色に指定した色にマッチするピクセルを変更します。

パラメータ
target

この対象色を変更して、画像の不透明度を指定します。
alpha

不透明度レベル。1.0 は完全な不透明、0.0 は完全な透明を表します。
fuzz

画像の fuzz 値。 どの程度の色を「同じ色」とみなすかを表します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::pingImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::pingImage — 画像の基本属性を取得する

説明

bool Imagick::pingImage ( string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

このメソッドを使用すると、画像全体を読み込まなくても 画像の幅や高さ、サイズそしてフォーマットを取得できます。

パラメータ
filename

情報を読み込むファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::pingImageBlob
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::pingImageBlob — 手早く属性を取得する

説明

bool Imagick::pingImageBlob ( string $image )

このメソッドを使用すると、画像全体を読み込まなくても 画像の幅や高さ、サイズそしてフォーマットを取得できます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
image

画像を含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::pingImageBlob() の使用法

文字列から画像の情報を読み込みます。
<?php
/* 画像コンテンツを読み込みます */
$image = file_get_contents("test.jpg");

/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* 文字列を imagick オブジェクトに渡します */
$im->pingImageBlob($image);

/* 画像の幅と高さを出力します */
echo $im->getImageWidth() . 'x' . $im->getImageHeight();
?>
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参考

Imagick::pingImage() - 画像の基本属性を取得する
Imagick::pingImageFile() - 画像の基本属性を手軽に取得する
Imagick::readImage() - ファイルから画像を読み込む
Imagick::readImageBlob() - バイナリ文字列から画像を読み込む
Imagick::readImageFile() - オープンしているファイルハンドルから画像を読み込む

Imagick::pingImageFile
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::pingImageFile — 画像の基本属性を手軽に取得する

説明

bool Imagick::pingImageFile ( resource $filehandle [, string $fileName ] )

このメソッドを使用すると、画像全体を読み込まなくても 画像の幅や高さ、サイズそしてフォーマットを取得できます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
filehandle

開いている画像のファイルハンドル。
fileName

オプションで指定する、この画像のファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::pingImageFile() の使用法

リモートファイルを開きます。
<?php
/* リモートファイルを fopen します */
$fp = fopen("http://example.com/test.jpg");

/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* ハンドルを imagick に渡します */
$im->pingImageFile($fp);
?>

参考

Imagick::pingImage() - 画像の基本属性を取得する
Imagick::pingImageBlob() - 手早く属性を取得する
Imagick::readImage() - ファイルから画像を読み込む
Imagick::readImageBlob() - バイナリ文字列から画像を読み込む
Imagick::readImageFile() - オープンしているファイルハンドルから画像を読み込む

Imagick::polaroidImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::polaroidImage — ポラロイド写真をシミュレートする

説明

bool Imagick::polaroidImage ( ImagickDraw $properties , float $angle )

ポラロイド写真をシミュレートします。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.2 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
properties
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ポラロイドプロパティ。
angle

ポラロイド角度。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::polaroidImage() の例

Imagick::polaroidImage() の使用法です。
<?php
/* オブジェクトを作成します */
$image = new Imagick('source.png');

/* 透明度を設定します */
$image->polaroidImage(new ImagickDraw(), 25);

/* 画像を出力します */
header('Content-type: image/png');
echo $image;

?>

Imagick::posterizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::posterizeImage — 指定した色数まで画像を減色する

説明

bool Imagick::posterizeImage ( int $levels , bool $dither )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した色数まで画像を減色します。

パラメータ
levels

dither

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::previewImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::previewImages — 画像処理用の適切なパラメータを手早く取得する

説明

bool Imagick::previewImages ( int $preview )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した画像の 9 枚のサムネイルをタイル状に並べ、 さまざまな強度で画像処理を適用します。 これは、画像処理操作のパラメータの適切な値を手早く知りたい場合に便利です。

パラメータ
preview

プレビュー形式。プレビュー形式の定数 を参照ください。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::previousImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::previousImage — オブジェクト内の前の画像に移動する

説明

bool Imagick::previousImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像リスト内の前の画像を Imagick オブジェクトに関連付けます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::profileImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::profileImage — 画像のプロファイルを追加あるいは削除する

説明

bool Imagick::profileImage ( string $name , string $profile )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ICC、IPTC あるいは汎用のプロファイルを画像に追加あるいは削除します。 profile が NULL の場合は画像からプロファイルを削除し、 それ以外の場合は追加します。 name に '*'、profile に NULL を指定すると、画像からすべてのプロパティを削除します。

パラメータ
name

profile

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::quantizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::quantizeImage — 参照画像内の色を解析する

説明

bool Imagick::quantizeImage ( int $numberColors , int $colorspace , int $treedepth , bool $dither , bool $measureError )
警告



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
numberColors

colorspace

treedepth

dither

measureError

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::quantizeImages
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::quantizeImages — 画像シーケンス内の色を解析する

説明

bool Imagick::quantizeImages ( int $numberColors , int $colorspace , int $treedepth , bool $dither , bool $measureError )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
numberColors

colorspace

treedepth

dither

measureError

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::queryFontMetrics
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::queryFontMetrics — フォントメトリクスを表す配列を返す

説明

array Imagick::queryFontMetrics ( ImagickDraw $properties , string $text [, bool $multiline ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

フォントメトリクスを表す、多次元配列を返します。

パラメータ
properties
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フォントのプロパティを含む ImagickDraw オブジェクト。
text

テキスト。
multiline

マルチラインパラメータ。空にすると自動検出します。

返り値

フォントメトリクスを表す、多次元配列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::queryFontMetrics() の使用法

テキストのメトリクスを取得し、画面上に結果を表示します。
<?php
/* 新しい Imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* ImagickDraw オブジェクトを作成します */
$draw = new ImagickDraw();

/* フォントを設定します */
$draw->setFont('/path/to/font.ttf');

/* フォントメトリクスを出力します。複数行を自動検出します */
var_dump($im->queryFontMetrics($draw, "Hello World!"));
?>

Imagick::queryFonts
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::queryFonts — 設定したフォントを返す

説明

array Imagick::queryFonts ([ string $pattern = "*" ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

設定したフォントを返します。

パラメータ
pattern

クエリパターン。

返り値

フォントを含む配列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::queryFormats
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::queryFormats — Imagick がサポートするフォーマットを返す

説明

array Imagick::queryFormats ([ string $pattern = "*" ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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Imagick がサポートするフォーマットを返します。

パラメータ
pattern

返り値

Imagick がサポートするフォーマットを含む配列を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::radialBlurImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::radialBlurImage — 画像にラジアルブラーを施す

説明

bool Imagick::radialBlurImage ( float $angle [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像にラジアルブラーを施します。

パラメータ
angle

channel

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::raiseImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::raiseImage — 三次元のボタン風の効果をシミュレートする

説明

bool Imagick::raiseImage ( int $width , int $height , int $x , int $y , bool $raise )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の輪郭を明るくしたり暗くしたりすることによって、 三次元のボタン風の効果をシミュレートします。 raise_info のメンバ width および height が、 垂直方向および水平方向の効果の輪郭を定義します。

パラメータ
width

height

x

y

raise

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::randomThresholdImage
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::randomThresholdImage — コントラストの高い 2 色の画像を作成する

説明

bool Imagick::randomThresholdImage ( float $low , float $high [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )

個々のピクセルの輝度を閾値と比較し、その色を変更します。 変換結果は、コントラストの高い 2 色の画像となります。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
low

低い点。
high

高い点。
channel

そのモードに対応した任意のチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数をビット演算子で連結します。 この チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::readImage
(PECL imagick 0.9.0-0.9.9)

Imagick::readImage — ファイルから画像を読み込む

説明

bool Imagick::readImage ( string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ファイルから画像を読み込みます。

パラメータ
filename

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::readImageBlob
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::readImageBlob — バイナリ文字列から画像を読み込む

説明

bool Imagick::readImageBlob ( string $image [, string $filename ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

バイナリ文字列から画像を読み込みます。

パラメータ
image

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::readImageFile
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::readImageFile — オープンしているファイルハンドルから画像を読み込む

説明

bool Imagick::readImageFile ( resource $filehandle [, string $fileName = null ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オープンしているファイルハンドルから画像を読み込みます。

パラメータ
filehandle

fileName

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::recolorImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::recolorImage — 画像の色を変更する

説明

bool Imagick::recolorImage ( array $matrix )

画像の色を変換します。 このメソッドは可変サイズの行列に対応していますが、通常は RGBA なら 5x5、 CMYK なら 6x6 の行列を使います。最後の行は、正規化した値でなければなりません。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイル
した場合に使用可能です。

パラメータ
matrix

色の値を含む行列。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::displayImage() - 画像を表示する

Imagick::reduceNoiseImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::reduceNoiseImage — 画像の輪郭をなめらかにする

説明
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bool Imagick::reduceNoiseImage ( float $radius )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の輪郭をなめらかにします。縁の情報は保持します。 各ピクセルの内容を近傍の一番近い値で置き換えるというアルゴリズムです。 近傍は半径で定義します。radius に 0 を指定すると、 Imagick::reduceNoiseImage() が適切な半径を自動的に設定します。

パラメータ
radius

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::remapImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::remapImage — 画像の色を再配置する

説明

public void Imagick::remapImage ( Imagick $replacement , int $DITHER )

画像の色を、replacement で定義したものに置き換えます。 色の変換は、もっとも近い色で行われます。このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.5 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
replacement

置き換える色を含む Imagick オブジェクト。
DITHER

ディザメソッド定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::removeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::removeImage — 画像リストから画像を削除する

説明

bool Imagick::removeImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像リストから画像を削除します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::removeImageProfile
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::removeImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを削除してそれを返す

説明

string Imagick::removeImageProfile ( string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した名前の画像プロファイルを削除してそれを返します。

パラメータ
name

返り値

画像のプロファイル名を返します。 エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::render
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::render — それまでのすべての描画コマンドをレンダリングする

説明

bool Imagick::render ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

それまでのすべての描画コマンドをレンダリングします。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::resampleImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::resampleImage — 画像を指定した解像度にリサンプリングする

説明

bool Imagick::resampleImage ( float $x_resolution , float $y_resolution , int $filter , float $blur )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像を指定した解像度にリサンプリングします。

パラメータ
x_resolution

y_resolution

filter

blur
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::resetImagePage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::resetImagePage — 画像のページをリセットする

説明

bool Imagick::resetImagePage ( string $page )

ページの定義は文字列で、書式は WxH+x+y となります。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
page

ページ定義。たとえば 7168x5147+0+0 のようになります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::resizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::resizeImage — 画像のサイズを変更する

説明

bool Imagick::resizeImage ( int $columns , int $rows , int $filter , float $blur [, bool $bestfit = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した大きさと フィルタ で、画像のサイズを変更します。

注意: パラメータ bestfit の挙動は Imagick 3.0.0 で変わりました。 これより前のバージョンでは、200x150 の画像に対して 400x400 を指定した場合は何もせずそのままになっていました。 Imagick 3.0.0 以降では、この画像は 400x300 に拡大されます。これ
が、 指定したサイズに対して「ベストフィット」する大きさだからです。 bestfit を使う場合は、幅と高さの両方を指定しなければなりません。

パラメータ
columns

画像の幅。
rows

画像の高さ。
filter

フィルタ定数 の一覧を参照ください。
blur

blur 要素。> 1 はぼやけた状態、< 1 はシャープな状態を表します。
bestfit

オプションの fit パラメータ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴
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バージョン 説明
2.1.0 オプションのパラメータ fit が追加され、 このメソッドは、比例形式の拡大・縮小をサポートするようになりました。 どちらかのパラメータにゼロを渡すと比例形式の拡大・縮小を行います。

Imagick::rollImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::rollImage — 画像を補正する

説明

bool Imagick::rollImage ( int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

x および y を指定して画像を補正します。

パラメータ
x

X オフセット。
y

Y オフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::rotateImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::rotateImage — 画像を回転する

説明

bool Imagick::rotateImage ( mixed $background , float $degrees )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した角度だけ画像を回転させます。回転によって生じる空き領域は、 背景色で埋められます。

パラメータ
background

背景色。
degrees

画像を回転させる度数。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::roundCorners
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(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::roundCorners — 画像の角を丸める

説明

bool Imagick::roundCorners ( float $x_rounding , float $y_rounding [, float $stroke_width = 10 [, float $displace = 5 [, float $size_correction = -6 ]]] )

画像の角を丸めます。 最初の 2 つのパラメータで丸める程度を制御し、 のこりの 3 つのパラメータで丸め処理をより細やかにチューニングします。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
x_rounding

x 方向の丸め。
y_rounding

y 方向の丸め。
stroke_width

線幅。
displace

image displace

size_correction

サイズ補正。

例

例1 Imagick::roundCorners() の使用法

画像の角を丸めます。
<?php

$image = new Imagick();
$image->newPseudoImage(100, 100, "magick:rose");
$image->setImageFormat("png");

$image->roundCorners(5,3);
$image->writeImage("rounded.png");
?>

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::sampleImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::sampleImage — ピクセルのサンプリングによって画像の倍率を変更する

説明

bool Imagick::sampleImage ( int $columns , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ピクセルのサンプリングによって、指定した大きさに画像の倍率を変更します。 他の拡大・縮小メソッドとは異なり、 このメソッドは変更後の画像に新たな色を追加したりしません。

パラメータ
columns

rows

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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Imagick::scaleImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::scaleImage — 画像のサイズを変更する

説明

bool Imagick::scaleImage ( int $cols , int $rows [, bool $bestfit = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のサイズを指定した大きさに変更します。 パラメータに 0 を指定すると、そのパラメータを自動的に計算します。

注意: パラメータ bestfit の挙動は Imagick 3.0.0 で変わりました。 これより前のバージョンでは、200x150 の画像に対して 400x400 を指定した場合は何もせずそのままになっていました。 Imagick 3.0.0 以降では、この画像は 400x300 に拡大されます。これ
が、 指定したサイズに対して「ベストフィット」する大きさだからです。 bestfit を使う場合は、幅と高さの両方を指定しなければなりません。

パラメータ
cols

rows

bestfit

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 オプションのパラメータ fit が追加され、 このメソッドは、比例形式の拡大・縮小をサポートするようになりました。 どちらかのパラメータにゼロを渡すと比例形式の拡大・縮小を行います。

Imagick::segmentImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::segmentImage — 画像を分割する

説明

public void Imagick::segmentImage ( int $COLORSPACE , float $cluster_threshold , float $smooth_threshold [, boolean $verbose ] )

画像を解析し、似ている部分を特定します。このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.5 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
COLORSPACE

COLORSPACE 定数 のいずれか。
cluster_threshold

有効と見なされるために必要な、 hexedra 内の最小ピクセル数を表すパーセンテージ。
smooth_threshold

ヒストグラムからノイズを除去する。
verbose

識別した区分についての詳細情報を出力するか否か。

返り値
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Imagick::separateImageChannel
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::separateImageChannel — 画像からチャネルを分離する

説明

bool Imagick::separateImageChannel ( int $channel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像からチャネルを分離し、グレースケール画像を返します。 channel には、画像の各ピクセルの特定の色コンポーネントを指定します。

パラメータ
channel

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::sepiaToneImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::sepiaToneImage — 画像をセピア調にする

説明

bool Imagick::sepiaToneImage ( float $threshold )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像に特殊効果を施し、セピア調の写真のような画像にします。 threshold には 0 から QuantumRange までの値を指定し、 これがセピア調の効き具合を表します。threshold を 80 にすると、 とりあえずはそれなりの効き目になるでしょう。

パラメータ
threshold

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setBackgroundColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setBackgroundColor — オブジェクトのデフォルト背景色を設定する

説明

bool Imagick::setBackgroundColor ( mixed $background )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトのデフォルト背景色を設定します。
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パラメータ
background

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列をパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::setColorspace
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::setColorspace — 色空間を設定する

説明

bool Imagick::setColorspace ( int $COLORSPACE )

オブジェクトのグローバル色空間の値を設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.5.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
COLORSPACE

COLORSPACE 定数 のひとつ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setCompression
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setCompression — オブジェクトのデフォルトの圧縮方式を設定する

説明

bool Imagick::setCompression ( int $compression )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトのデフォルトの圧縮方式を設定します。

パラメータ
compression

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setCompressionQuality
(PECL imagick 0.9.10-0.9.9)
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Imagick::setCompressionQuality — オブジェクトのデフォルトの圧縮品質を設定する

説明

bool Imagick::setCompressionQuality ( int $quality )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトのデフォルトの圧縮品質を設定します。

パラメータ
quality

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setFilename
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setFilename — 画像を読み書きする前にファイル名を設定する

説明

bool Imagick::setFilename ( string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像を読み書きする前にファイル名を設定します。

パラメータ
filename

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setFirstIterator
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setFirstIterator — Imagick イテレータを最初の画像に設定する

説明

bool Imagick::setFirstIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick イテレータを最初の画像に設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setFont
(PECL imagick 2.1.0)

Imagick::setFont — フォントを設定する
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説明

bool Imagick::setFont ( string $font )

オブジェクトのフォントプロパティを設定します。 このメソッドは、たとえば caption: pseudo-format のフォントを設定したりする際に使用します。 フォントは、ImageMagick の設定で準備しておくか、あるいは font という名前のファイルが存在しなければなりません。
このメソッドを ImagickDraw::setFont() と混同してはいけません。 こちらは、ある特定の ImagickDraw オブジェクトのフォントを設定するメソッドです。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
font

フォント名あるいはファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::getFont() - フォントを取得する
ImagickDraw::setFont() - テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定する
ImagickDraw::getFont() - フォントを返す

例

例1 Imagick::setFont() の例

Imagick::setFont の使用例です。
<?php
/* 新しい imagick オブジェクトを作成します */
$im = new Imagick();

/* オブジェクトのフォントを設定します */
$im->setFont("example.ttf");

/* 新しいキャプションを作成します */
$im->newPseudoImage(100, 100, "caption:Hello");

/* 画像に対してなんらかの操作をします */
?>

Imagick::setFormat
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setFormat — Imagick オブジェクトのフォーマットを設定する

説明

bool Imagick::setFormat ( string $format )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトのフォーマットを設定します。

パラメータ
format

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setGravity
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::setGravity — gravity を設定する

説明

bool Imagick::setGravity ( int $gravity )
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Imagick オブジェクトのグローバル gravity プロパティを設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.0 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
gravity

gravity プロパティ。 gravity 定数 の一覧を参照ください。

返り値

値を返しません。

Imagick::setImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImage — オブジェクト内の画像を置き換える

説明

bool Imagick::setImage ( Imagick $replace )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の画像シーケンスを、replace で指定したオブジェクトの画像で置き換えます。

パラメータ
replace

置き換える Imagick オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::setImage() の例

Imagick::setImage() の使用例です。
<?php
/* オブジェクトを作成します */
$image = new Imagick('source.jpg');
$replace = new Imagick('replace.jpg');

/* source.jpg を replace.jpg で置き換えます */
$image->setImage($replace);

/* 画像を出力します */
header('Content-type: image/jpeg');
echo $image;

?>

Imagick::setImageAlphaChannel
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::setImageAlphaChannel — 画像のアルファチャネルを設定する

説明

bool Imagick::setImageAlphaChannel ( int $mode )

画像のアルファチャネルを有効あるいは無効にします。mode には Imagick::ALPHACHANNEL_* 定数のいずれかを設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.8 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
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mode

Imagick::ALPHACHANNEL_* 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

参考

Imagick::setImageMatte() - 画像のマットチャネルを設定する

Imagick::setImageArtifact
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::setImageArtifact — 画像のアーチファクトを設定する

説明

bool Imagick::setImageArtifact ( string $artifact , string $value )

画像にアーチファクトを関連づけます。プロパティとアーチファクトの違いは、 プロパティは public であるのに対してアーチファクトは private であるという点です。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.5.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
artifact

アーチファクトの名前。
value

アーチファクトの値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

参考

Imagick::getImageArtifact() - 画像のアーチファクトを取得する
Imagick::deleteImageArtifact() - 画像のアーチファクトを削除する

Imagick::setImageBackgroundColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageBackgroundColor — 画像の背景色を設定する

説明

bool Imagick::setImageBackgroundColor ( mixed $background )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の背景色を設定します。

パラメータ
background
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列をパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::setImageBias
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageBias — 画像を折りたたむ任意のメソッドについて画像のバイアスを設定する

説明

bool Imagick::setImageBias ( float $bias )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像を折りたたむ任意のメソッド (Imagick::ConvolveImage() など) について画像のバイアスを設定します。

パラメータ
bias

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageBluePrimary
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageBluePrimary — 青が一番強い点を設定する

説明

bool Imagick::setImageBluePrimary ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

青が一番強い点を設定します。

パラメータ
x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::setImageBorderColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageBorderColor — 画像の前景色を設定する

説明

bool Imagick::setImageBorderColor ( mixed $border )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の前景色を設定します。

パラメータ
border

前景色。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列をパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::setImageChannelDepth
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageChannelDepth — 特定の画像チャネルの深度を設定する

説明

bool Imagick::setImageChannelDepth ( int $channel , int $depth )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

特定の画像チャネルの深度を設定します。

パラメータ
channel

depth

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageClipMask
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)
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Imagick::setImageClipMask — 画像のクリップマスクを設定する

説明

bool Imagick::setImageClipMask ( Imagick $clip_mask )

別の Imagick オブジェクトから画像のクリップマスクを設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
clip_mask

クリップマスクを含む Imagick オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageColormapColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageColormapColor — 指定した色マップインデックスの色を設定する

説明

bool Imagick::setImageColormapColor ( int $index , ImagickPixel $color )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した色マップインデックスの色を設定します。

パラメータ
index

color

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageColorspace
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageColorspace — 画像の色空間を設定する

説明

bool Imagick::setImageColorspace ( int $colorspace )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の色空間を設定します。

パラメータ
colorspace
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageCompose
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageCompose — 画像の合成演算子を設定する

説明

bool Imagick::setImageCompose ( int $compose )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の合成演算子を設定します。Imagick::montageImage() メソッドを使用して画像のサムネイルを作成する方法を指定する際に便利です。

パラメータ
compose

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageCompression
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageCompression — 画像の圧縮を設定する

説明

bool Imagick::setImageCompression ( int $compression )

画像の圧縮を設定します。

パラメータ
compression

COMPRESSION 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageCompressionQuality
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::setImageCompressionQuality — 画像の圧縮品質を設定する
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説明

bool Imagick::setImageCompressionQuality ( int $quality )

画像の圧縮品質を設定します。

パラメータ
quality

画像の圧縮品質を表す整数値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageDelay
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageDelay — 画像の遅延を設定する

説明

bool Imagick::setImageDelay ( int $delay )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の遅延を設定します。

パラメータ
delay

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageDepth
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageDepth — 画像の深度を設定する

説明

bool Imagick::setImageDepth ( int $depth )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の深度を設定します。

パラメータ
depth

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageDispose
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageDispose — 画像の配置方法を設定する

説明

bool Imagick::setImageDispose ( int $dispose )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の配置方法を設定します。

パラメータ
dispose

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageExtent
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageExtent — 画像のサイズを設定する

説明

bool Imagick::setImageExtent ( int $columns , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のサイズ (つまりカラム数と行数) を設定します。

パラメータ
columns

rows

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageFilename
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageFilename — 特定の画像のファイル名を設定する

説明
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bool Imagick::setImageFilename ( string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

シーケンス内の特定の画像のファイル名を設定します。

パラメータ
filename

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageFormat
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageFormat — 特定の画像のフォーマットを設定する

説明

bool Imagick::setImageFormat ( string $format )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

シーケンス内の特定の画像のフォーマットを設定します。

パラメータ
format

画像フォーマットを表す文字列。対応するフォーマットは、 インストールされている ImageMagick に依存します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageGamma
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageGamma — 画像のガンマを設定する

説明

bool Imagick::setImageGamma ( float $gamma )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のガンマを設定します。

パラメータ
gamma

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::setImageGravity
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::setImageGravity — 画像の gravity を設定する

説明

bool Imagick::setImageGravity ( int $gravity )

原罪の画像の gravity プロパティを設定します。 このメソッドを使うと、単一の画像シーケンスの gravity プロパティを設定することができます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.4 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
gravity

gravity プロパティ。 gravity 定数 の一覧を参照ください。

返り値

値を返しません。

Imagick::setImageGreenPrimary
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageGreenPrimary — 緑が一番強い点を設定する

説明

bool Imagick::setImageGreenPrimary ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

緑が一番強い点を設定します。

パラメータ
x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageIndex
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageIndex — イテレータの位置を設定する

説明

bool Imagick::setImageIndex ( int $index )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像リスト内でのイテレータの位置、index パラメータで指定した場所に設定します。

このメソッドは非推奨です。 Imagick::setIteratorIndex を参照ください。
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パラメータ
index

イテレータを設定する位置。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageInterlaceScheme
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageInterlaceScheme — 画像のインターレース手法を設定する

説明

bool Imagick::setImageInterlaceScheme ( int $interlace_scheme )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の圧縮を設定します。

パラメータ
interlace_scheme

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageInterpolateMethod
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageInterpolateMethod — 画像のピクセル補間方式を設定する

説明

bool Imagick::setImageInterpolateMethod ( int $method )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のピクセル補間方式を設定します。

パラメータ
method

Imagick::INTERPOLATE_* 定数のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageIterations
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(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageIterations — 画像の反復を設定する

説明

bool Imagick::setImageIterations ( int $iterations )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の反復を設定します。

パラメータ
iterations

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageMatte
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageMatte — 画像のマットチャネルを設定する

説明

bool Imagick::setImageMatte ( bool $matte )

画像のマットチャネルを設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
matte

True にするとマットチャネルを有効にし、false の場合は無効にします。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageMatteColor
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageMatteColor — 画像のマット色を設定する

説明

bool Imagick::setImageMatteColor ( mixed $matte )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のマット色を設定します。

パラメータ
matte

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列をパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::setImageOpacity
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageOpacity — 画像の不透明度を設定する

説明

bool Imagick::setImageOpacity ( float $opacity )

画像の不透明度を設定します。このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.1 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
opacity

透明度。1.0 が完全な不透明で、0.0 が完全な透明です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::setImageOpacity() の例

Imagick::setImageOpacity() を使用する例です。
<?php
/* オブジェクトを作成します */
$image = new Imagick('source.png');

/* 透明度を設定します */
$image->setImageOpacity(0.7);

/* 画像を出力します */
header('Content-type: image/png');
echo $image;

?>

Imagick::setImageOrientation
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageOrientation — 画像の方向を設定する

説明

bool Imagick::setImageOrientation ( int $orientation )

画像の方向を設定します。

パラメータ
orientation

方向定数 のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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Imagick::setImagePage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImagePage — 画像のページのジオメトリを設定する

説明

bool Imagick::setImagePage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のページのジオメトリを設定します。

パラメータ
width

height

x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageProfile
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを Imagick オブジェクトに追加する

説明

bool Imagick::setImageProfile ( string $name , string $profile )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した名前の画像プロファイルを Imagick オブジェクトに追加します。 同じ名前のプロファイルが存在する場合は、それを置き換えます。 このメソッドは Imagick::ProfileImage() メソッドとは異なり、 CMS カラープロファイルは適用しません。

パラメータ
name

profile

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageProperty
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageProperty — 画像のプロパティを設定する

説明

bool Imagick::setImageProperty ( string $name , string $value )
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指定した名前のプロパティを画像に設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.2 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
name

value

例

例1 Imagick::setImageProperty() の使用法

画像のプロパティを設定し、そして取得します。
<?php
$image = new Imagick();
$image->newImage(300, 200, "black");

$image->setImageProperty('Exif:Make', 'Imagick');
echo $image->getImageProperty('Exif:Make');
?>

参考

Imagick::getImageProperty() - 指定した名前の画像のプロパティを返す

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageRedPrimary
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageRedPrimary — 赤が一番強い点を設定する

説明

bool Imagick::setImageRedPrimary ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

赤が一番強い点を設定します。

パラメータ
x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageRenderingIntent
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageRenderingIntent — 画像のレンダリング方向を設定する

説明

bool Imagick::setImageRenderingIntent ( int $rendering_intent )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のレンダリング方向を設定します。
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パラメータ
rendering_intent

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageResolution
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageResolution — 画像の解像度を設定する

説明

bool Imagick::setImageResolution ( float $x_resolution , float $y_resolution )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の解像度を設定します。

パラメータ
x_resolution

y_resolution

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setImageScene
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageScene — 画像のシーンを設定する

説明

bool Imagick::setImageScene ( int $scene )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のシーンを設定します。

パラメータ
scene

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::setImageTicksPerSecond
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageTicksPerSecond — 画像の ticks-per-second を設定する

説明

bool Imagick::setImageTicksPerSecond ( int $ticks_per-second )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の ticks-per-second を設定します。

パラメータ
ticks_per-second

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageType
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageType — 画像の型を設定する

説明

bool Imagick::setImageType ( int $image_type )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の型を設定します。

パラメータ
image_type

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageUnits
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageUnits — 画像の解像度の単位を設定する

説明

bool Imagick::setImageUnits ( int $units )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の解像度の単位を設定します。

パラメータ
units

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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Imagick::setImageVirtualPixelMethod
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageVirtualPixelMethod — 画像の仮想ピクセルメソッドを設定する

説明

bool Imagick::setImageVirtualPixelMethod ( int $method )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の仮想ピクセルメソッドを設定します。

パラメータ
method

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setImageWhitePoint
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setImageWhitePoint — 画像の色度が白い点を設定する

説明

bool Imagick::setImageWhitePoint ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の色度が白い点を設定します。

パラメータ
x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::setInterlaceScheme
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setInterlaceScheme — 画像の圧縮を設定する

説明

bool Imagick::setInterlaceScheme ( int $interlace_scheme )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の圧縮を設定します。

パラメータ
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interlace_scheme

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setIteratorIndex
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setIteratorIndex — イテレータの位置を設定する

説明

bool Imagick::setIteratorIndex ( int $index )

イテレータの位置を、画像リスト内の index で指定した位置に設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
index

イテレータを設定する場所。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::setIteratorIndex() の使用法

画像を作成し、インデックスを設定して取得します。
<?php
$im = new Imagick();
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("red"));
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("green"));
$im->newImage(100, 100, new ImagickPixel("blue"));

$im->setIteratorIndex(1);
echo $im->getIteratorIndex();
?>

参考

Imagick::getIteratorIndex() - 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::getImageIndex() - 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::setImageIndex() - イテレータの位置を設定する

Imagick::setLastIterator
(PECL imagick 2.0.1)

Imagick::setLastIterator — Imagick イテレータを最後の画像に設定する

説明

bool Imagick::setLastIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick イテレータを最後の画像に設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setOption
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(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setOption — オプションを設定する

説明

bool Imagick::setOption ( string $key , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ひとつあるいは複数のオプションを設定します。

パラメータ
key

value

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setPage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setPage — Imagick オブジェクトのページジオメトリを設定する

説明

bool Imagick::setPage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトのページジオメトリを設定します。

パラメータ
width

height

x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setPointSize
(PECL imagick 2.1.0)

Imagick::setPointSize — ポイントサイズを設定する

説明

bool Imagick::setPointSize ( float $point_size )

オブジェクトのポイントサイズプロパティを設定します。このメソッドは、 caption: pseudo-format のフォントサイズを設定するときなどに使います。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.7 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
point_size

ポイントサイズ。

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::getPointSize() - ポイントサイズを取得する

例

例1 Imagick::setPointSize() の例

Imagick::setPointSize の使用例です。
<?php
/* 新しい imagick オブジェクトを作ります */
$im = new Imagick();

/* オブジェクトのフォントを設定します */
$im->setFont("example.ttf");

/* ポイントサイズを設定します */
$im->setPointSize(12);

/* 新しいキャプションを作ります */
$im->newPseudoImage(100, 100, "caption:Hello");

/* 画像に対して何かの処理をします */
?>

Imagick::setResolution
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setResolution — 画像の解像度を設定する

説明

bool Imagick::setResolution ( float $x_resolution , float $y_resolution )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の解像度を設定します。

パラメータ
x_resolution

y_resolution

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setResourceLimit
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setResourceLimit — 特定のリソースの制限をメガバイト単位で設定する

説明

bool Imagick::setResourceLimit ( int $type , int $limit )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

特定のリソースの制限をメガバイト単位で設定します。

パラメータ
type

limit

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setSamplingFactors
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setSamplingFactors — 画像のサンプリング係数を設定する

説明

bool Imagick::setSamplingFactors ( array $factors )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のサンプリング係数を設定します。

パラメータ
factors

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setSize
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setSize — Imagick オブジェクトのサイズを設定する

説明

bool Imagick::setSize ( int $columns , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトのサイズを設定します。 RGB や GRAY、CMYK といった生の画像フォーマットを読み込む前に設定します。

パラメータ
columns

rows

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setSizeOffset
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setSizeOffset — Imagick オブジェクトのサイズのオフセットを設定する

説明

bool Imagick::setSizeOffset ( int $columns , int $rows , int $offset )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick オブジェクトのサイズとオフセットを設定します。 RGB や GRAY、CMYK といった生の画像フォーマットを読み込む前に設定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
columns
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幅 (ピクセル単位)。
rows

高さ (ピクセル単位)。
offset

画像のオフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::setType
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::setType — 画像タイプ属性を設定する

説明

bool Imagick::setType ( int $image_type )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像タイプ属性を設定します。

パラメータ
image_type

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::shadeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::shadeImage — 3D 効果を作成する

説明

bool Imagick::shadeImage ( bool $gray , float $azimuth , float $elevation )

遠くから光をあてているように見せる三次元効果を作成します。 光源の位置は azimuth と elevation で指定します。 azimuth は x 軸方向の角度で、elevation は Z 軸上のピクセル数です。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした
場合に使用可能です。

パラメータ
gray

ゼロ以外の値で、各ピクセルに影をつけます。
azimuth

光源の方向を定義します。
elevation

光源の方向を定義します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::shadowImage
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(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::shadowImage — 画像の影をシミュレートする

説明

bool Imagick::shadowImage ( float $opacity , float $sigma , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の影をシミュレートします。

パラメータ
opacity

sigma

x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::sharpenImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::sharpenImage — 画像をシャープにする

説明

bool Imagick::sharpenImage ( float $radius , float $sigma [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像をシャープにします。指定した半径と標準偏差 (シグマ) によるガウス演算を施します。適切な結果を得るには、 半径をシグマより大きくする必要があります。半径を 0 に指定すると、適切な半径を自動的に設定します。

パラメータ
radius

sigma

channel

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::shaveImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::shaveImage — 画像の輪郭からピクセルを刈り取る

説明

bool Imagick::shaveImage ( int $columns , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の輪郭からピクセルを刈り取ります。 新しい画像に必要なメモリを確保し、新しい画像へのポインタを返します。

パラメータ
columns
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rows

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::shearImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::shearImage — 平行四辺形を作成する

説明

bool Imagick::shearImage ( mixed $background , float $x_shear , float $y_shear )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像を X 軸方向あるいは Y 軸方向に押しつぶし、平行四辺形を作成します。 X 方向に押しつぶすと X 軸方向にスライドし、Y 方向に押しつぶすと Y 軸方向にスライドします。押しつぶす量は、角度で指定します。 X 方向に押しつぶす場合、x_shear は Y 軸からの相対角度と
なります。 同様に、Y 方向に押しつぶす場合は y_shear が X 軸からの相対角度となります。 変形によってできた空白部分は、背景色で埋められます。

パラメータ
background

背景色。
x_shear

x 軸方向に押しつぶす角度。
y_shear

y 軸方向に押しつぶす角度。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::sigmoidalContrastImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::sigmoidalContrastImage — 画像のコントラストを調整する

説明

bool Imagick::sigmoidalContrastImage ( bool $sharpen , float $alpha , float $beta [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

非線形 S 字コントラストアルゴリズムを用いて画像のコントラストを調整します。 S 字変換関数を使用し、ハイライトや影を飽和させることなく画像のコントラストを強調します。 contrast は、どの程度コントラストを向上させるかを表します (0 は何もしない、3 は一般的な
程度、20 は押し出す) mid-point は、結果の画像での中間色の扱いを表します (0 は白、50 はグレー、100 は黒)。sharpen を TRUE にするとコントラストを強め、それ以外にするとコントラストを弱めます。

パラメータ
sharpen

alpha

beta

channel

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::sketchImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::sketchImage — 鉛筆画をシミュレートする

説明

bool Imagick::sketchImage ( float $radius , float $sigma , float $angle )

鉛筆画をシミュレートします。 指定した半径と標準偏差 (シグマ) によるガウス演算によって画像を畳み込みます。 意味のある結果を得るには、半径がシグマより大きくなければなりません。 radius に 0 を指定すると、 Imagick::sketchImage() が適切な半径を自動的に設定し
ます。 angle で、モーションブラーの角度を指定します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
radius

ガウス変換の半径 (ピクセル単位で中心のピクセルは数えない)。
sigma

ガウス変換の標準偏差 (ピクセル単位)。
angle

この角度で効果を適用します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::solarizeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::solarizeImage — 画像にソラリゼーション効果を適用する

説明

bool Imagick::solarizeImage ( int $threshold )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像に特殊効果を施し、 印画紙の特定の箇所の露光時間を長くしたような画像になります。 threshold は 0 から QuantumRange までの値で、 ソラリゼーションの効き具合を指定します。

パラメータ
threshold

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::sparseColorImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::sparseColorImage — 色を補間する

説明
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public boolean Imagick::sparseColorImage ( int $SPARSE_METHOD , array $arguments [, int $channel = Imagick::CHANNEL_DEFAULT ] )

数値を含む配列を引数として受け取り、画像全体にわたって見つかった座標の色を補間します。補間には sparse_method を用います。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.4.5 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
SPARSE_METHOD

sparse method 定数 の一覧を参照ください。
arguments

座標を含む配列。配列の書式は array(1,1, 2,45) のようになります。
CHANNEL

そのモードで有効なチャネル定数を指定します。 複数のチャネルを適用するには、チャネル定数 をビット演算子で組み合わせます。デフォルトは Imagick::CHANNEL_DEFAULT です。 チャネル定数 の一覧を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::spliceImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::spliceImage — 無地の画像を作成する

説明

bool Imagick::spliceImage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

無地の画像を作成します。

パラメータ
width

height

x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::spreadImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::spreadImage — ブロック内の各ピクセルをランダムに移動する

説明

bool Imagick::spreadImage ( float $radius )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

radius パラメータで定義したブロック内の各ピクセルを、 ランダムに移動させます。

パラメータ
radius
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::steganoImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::steganoImage — デジタル透かしを画像に埋め込む

説明

Imagick Imagick::steganoImage ( Imagick $watermark_wand , int $offset )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

デジタル透かしを画像に埋め込みます。 あとでこの透かしが見つかれば、その画像の出所を証明することができます。 offset は、透かしの埋め込みを開始する位置を指定します。

パラメータ
watermark_wand

offset

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::stereoImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::stereoImage — ふたつの画像を合成する

説明

bool Imagick::stereoImage ( Imagick $offset_wand )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ふたつの画像を合成してひとつの画像にします。 左と右の画像を合成してステレオ効果を生み出します。

パラメータ
offset_wand

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::stripImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::stripImage — 画像からすべてのプロパティやコメントを除去する

説明
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bool Imagick::stripImage ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像からすべてのプロパティやコメントを除去します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::swirlImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::swirlImage — 画像の中心から、ピクセルを渦巻状にする

説明

bool Imagick::swirlImage ( float $degrees )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の中心から、ピクセルを渦巻状にします。 degrees は個々のピクセルが移動する弧の量を表します。 degrees を 1 から 360 まで変化させると、劇的な効果が得られます。

パラメータ
degrees

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::textureImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::textureImage — テクスチャ画像をタイル状に並べる

説明

bool Imagick::textureImage ( Imagick $texture_wand )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テクスチャ画像をタイル状に繰り返し並べます。

パラメータ
texture_wand

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。
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Imagick::thresholdImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::thresholdImage — 閾値にもとづいて個々のピクセルの値を変更する

説明

bool Imagick::thresholdImage ( float $threshold [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

個々のピクセルの輝度を閾値と比較し、その色を変更します。 変換結果は、コントラストの高い 2 色の画像となります。

パラメータ
threshold

channel

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::thumbnailImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::thumbnailImage — 画像のサイズを変更する

説明

bool Imagick::thumbnailImage ( int $columns , int $rows [, bool $bestfit = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像のサイズを指定したものに変更し、関連付けられたプロパティをすべて削除します。 ウェブ上での表示に適した小さなサムネイル画像を作成します。 3 番目のパラメータに TRUE を指定すると、columns や rows にそれぞれの最大値を使用します。両方のパラメータが、
マッチするまであるいは指定したパラメータより小さくなるまで縮小されます。

注意: パラメータ bestfit の挙動は Imagick 3.0.0 で変わりました。 これより前のバージョンでは、200x150 の画像に対して 400x400 を指定した場合は何もせずそのままになっていました。 Imagick 3.0.0 以降では、この画像は 400x300 に拡大されます。これ
が、 指定したサイズに対して「ベストフィット」する大きさだからです。 bestfit を使う場合は、幅と高さの両方を指定しなければなりません。

パラメータ
columns

画像の幅。
rows

画像の高さ。
bestfit

最大値を強制的に使用するかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::tintImage
(PECL imagick 2.0.0)
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Imagick::tintImage — 色ベクトルを画像の各ピクセルに適用する

説明

bool Imagick::tintImage ( mixed $tint , mixed $opacity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

色ベクトルを画像の各ピクセルに適用します。 ベクトルの長さは、黒および白のときに 0、中間色のときに最大となります。 ベクトルの重み関数は f(x)=(1-(4.0*((x-0.5)*(x-0.5)))) です。

パラメータ
tint

opacity

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列を最初のパラメータとして、 不透明度を表す浮動小数点数値を 2 番目のパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::transformImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::transformImage — 切り取るサイズと画像のジオメトリを設定する便利なメソッド

説明

Imagick Imagick::transformImage ( string $crop , string $geometry )

切り取るサイズと画像のジオメトリを設定する便利なメソッドです。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
crop

切り取りジオメトリ文字列。 このジオメトリで画像の一部の範囲を指定し、その部分を切り取ります。
geometry

画像ジオメトリ文字列。このジオメトリで最終的な画像のサイズを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

例

例1 Imagick::transformImage() の使用

この例は 100x100 の黒い画像を作成します。
<?php
$image = new Imagick();
$image->newImage(300, 200, "black");
$new_image = $image->transformImage("100x100", "100x100");
$new_image->writeImage('test_out.jpg');
?>

参考

Imagick::cropImage() - 画像の一部を抽出する
Imagick::resizeImage() - 画像のサイズを変更する
Imagick::thumbnailImage() - 画像のサイズを変更する
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Imagick::transparentPaintImage
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::transparentPaintImage — ピクセルを透過させる

説明

bool Imagick::transparentPaintImage ( mixed $target , float $alpha , float $fuzz , bool $invert )

対処の色にマッチするピクセルを透過させます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.8 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
target

対象となる色。
alpha

透明度。1.0 は完全な不透明で 0.0 が完全な透明をあらわします。
fuzz

あいまいさをあらわす量。たとえば、これを 10 に設定すると、 赤色の値が 100 の色と 102 の色は同じものとみなされます。
invert

TRUE の場合は、対象の色にマッチしないピクセルを変更します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::transposeImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::transposeImage — 垂直方向に反転させた画像を作成する

説明

bool Imagick::transposeImage ( void )

垂直方向に反転させた画像を作成します。 中央の x 軸に対して反転させ、90 度回転させます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::transverseImage() - 水平方向に反転させた画像を作成する

Imagick::transverseImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::transverseImage — 水平方向に反転させた画像を作成する

説明

bool Imagick::transverseImage ( void )

水平方向に反転させた画像を作成します。 中央の y 軸に対して反転させ、270 度回転させます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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参考

Imagick::transposeImage() - 垂直方向に反転させた画像を作成する

Imagick::trimImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::trimImage — 画像の輪郭を削除する

説明

bool Imagick::trimImage ( float $fuzz )

画像の背景色と同じ色の輪郭を削除します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
fuzz

デフォルトでは、対象の色は特定のピクセルの色とまったく同じでなければなりません。 しかし、ふたつの色が微妙に異なることもよくあります。 画像の fuzz メンバは、どの程度の色を「同じ色」とみなすかを表します。 このパラメータは、量の範囲の変化を表しま
す。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

例

例1 Imagick::trimImage() の使用法

画像をトリムし、ブラウザに表示します。
<?php
/* オブジェクトを作成し、画像を読み込みます */
$im = new Imagick("image.jpg");

/* 画像をトリムします */
$im->trimImage(0);

/* 画像を出力します */
header("Content-Type: image/" . $im->getImageFormat());
echo $im;
?>

参考

Imagick::getQuantumDepth() - quantum depth を取得する
Imagick::getQuantumRange() - Imagick quantum range を返す

Imagick::uniqueImageColors
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::uniqueImageColors — ある 1 色以外のすべての色のピクセルを削除する

説明

bool Imagick::uniqueImageColors ( void )

ある 1 色以外のすべての色のピクセルを削除します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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Imagick::unsharpMaskImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::unsharpMaskImage — 画像をシャープにする

説明

bool Imagick::unsharpMaskImage ( float $radius , float $sigma , float $amount , float $threshold [, int $channel = Imagick::CHANNEL_ALL ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像をシャープにします。 指定した半径と標準偏差 (シグマ) によるガウス演算によって画像を畳み込みます。 意味のある結果を得るには、半径がシグマより大きくなければなりません。 radius に 0 を指定すると、 Imagick::UnsharpMaskImage() が適切な半径を自動的に設
定します。

パラメータ
radius

sigma

amount

threshold

channel

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

Imagick::valid
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::valid — 現在のアイテムが有効かどうかを調べる

説明

bool Imagick::valid ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在のアイテムが有効かどうかを調べます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::vignetteImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::vignetteImage — ビネットフィルタを画像に追加する

説明

bool Imagick::vignetteImage ( float $blackPoint , float $whitePoint , int $x , int $y )

ビネット形式で画像の輪郭をぼかします。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
blackPoint
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黒の点。
whitePoint

白の点。
x

楕円の X オフセット。
y

楕円の Y オフセット。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

Imagick::waveImage() - ウェーブフィルタを画像に適用する
Imagick::swirlImage() - 画像の中心から、ピクセルを渦巻状にする

Imagick::waveImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::waveImage — ウェーブフィルタを画像に適用する

説明

bool Imagick::waveImage ( float $amplitude , float $length )

ウェーブフィルタを画像に適用します。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.2.9 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
amplitude

波の振幅。
length

波長。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に ImagickException をスローします。

参考

Imagick::solarizeImage() - 画像にソラリゼーション効果を適用する
Imagick::oilpaintImage() - 油絵をシミュレートする
Imagick::embossImage() - グレースケール画像に三次元効果を施して返す
Imagick::addNoiseImage() - ランダムなノイズを画像に追加する
Imagick::swirlImage() - 画像の中心から、ピクセルを渦巻状にする

Imagick::whiteThresholdImage
(PECL imagick 2.0.0)

Imagick::whiteThresholdImage — 閾値に満たないすべてのピクセルを白にする

説明

bool Imagick::whiteThresholdImage ( mixed $threshold )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

Imagick::thresholdImage() と似ていますが、 これは閾値に満たないピクセルをすべて白にし、その他のピクセルはそのままにします。

パラメータ
threshold

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
2.1.0 色を表す文字列をパラメータとして指定できるようになりました。 これまでのバージョンでは ImagickPixel オブジェクトしか指定できませんでした。

Imagick::writeImage
(PECL imagick 0.9.0-0.9.9)

Imagick::writeImage — 指定した名前で画像を書き込む

説明

bool Imagick::writeImage ([ string $filename ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した名前で画像を書き込みます。filename パラメータが NULL の場合は、 Imagick::ReadImage() あるいは Imagick::SetImageFilename() で設定した名前で書き込みます。

パラメータ
filename

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::writeImageFile
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::writeImageFile — 画像をファイルハンドルに書き出す

説明

bool Imagick::writeImageFile ( resource $filehandle )

開いているファイルハンドルに画像シーケンスを書き出します。 ハンドルは、fopen などで開いておかなければなりません。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能です。

パラメータ
filehandle

画像を書き出すファイルハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::writeImages
(PECL imagick 0.9.0-0.9.9)

Imagick::writeImages — 画像あるいは画像シーケンスを書き込む
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説明

bool Imagick::writeImages ( string $filename , bool $adjoin )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像あるいは画像シーケンスを書き込みます。

パラメータ
filename

adjoin

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

Imagick::writeImagesFile
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

Imagick::writeImagesFile — フレームをファイルハンドルに書き出す

説明

bool Imagick::writeImagesFile ( resource $filehandle )

開いているファイルハンドルにすべての画像フレームを書き出します。 このメソッドを使うと、アニメーション gif やその他のマルチフレーム画像を書き出すことができます。 このメソッドは、ImageMagick バージョン 6.3.6 以降で Imagick をコンパイルした場合に使用可能
です。

パラメータ
filehandle

画像を書き出すファイルハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

目次
Imagick::adaptiveBlurImage — adaptive blur (順応性にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::adaptiveResizeImage — データに依存する三角測量にもとづいて画像のサイズを変更する
Imagick::adaptiveSharpenImage — 順応して画像をシャープにする
Imagick::adaptiveThresholdImage — 輝度の範囲にもとづいて各ピクセルの閾値を選択する
Imagick::addImage — 新しい画像を Imagick オブジェクトの画像リストに追加する
Imagick::addNoiseImage — ランダムなノイズを画像に追加する
Imagick::affineTransformImage — 画像を変換する
Imagick::animateImages — 画像を動かす
Imagick::annotateImage — 画像にテキストによる注記を加える
Imagick::appendImages — 画像群を追加する
Imagick::averageImages — 画像群を平均化する
Imagick::blackThresholdImage — 閾値に満たないすべてのピクセルを黒にする
Imagick::blurImage — blur (にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::borderImage — 画像の周りを枠線で囲む
Imagick::charcoalImage — 木炭画をシミュレートする
Imagick::chopImage — 画像の一部を取り除き、切り詰める
Imagick::clear — Imagick オブジェクトに関連付けられたすべてのリソースをクリアする
Imagick::clipImage — 8BIM プロファイルの最初のパスにそって切り取る
Imagick::clipPathImage — 8BIM プロファイルの指定した名前のパスにそって切り取る
Imagick::clone — Imagick オブジェクトの完全なコピーを作成する
Imagick::clutImage — 画像の色を置き換える
Imagick::coalesceImages — 複数の画像を合成する
Imagick::colorFloodfillImage — 対象にマッチする任意の点の色の値を変更する
Imagick::colorizeImage — 塗りつぶし色と画像を混合する
Imagick::combineImages — ひとつあるいは複数の画像をひとつにまとめる
Imagick::commentImage — 
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コメントを画像に追加する
Imagick::compareImageChannels — ひとつあるいは複数の画像の差を返す
Imagick::compareImageLayers — 複数の画像の中で最大の境界範囲を返す
Imagick::compareImages — ある画像を再構築された画像と比較する
Imagick::compositeImage — ある画像を別の画像に合成する
Imagick::__construct — Imagick のコンストラクタ
Imagick::contrastImage — 画像のコントラストを変更する
Imagick::contrastStretchImage — カラー画像のコントラストを強調する
Imagick::convolveImage — 独自の畳み込み関数を画像に適用する
Imagick::cropImage — 画像の一部を抽出する
Imagick::cropThumbnailImage — 切り取ってサムネイルを作成する
Imagick::current — 現在の Imagick オブジェクトへの参照を返す
Imagick::cycleColormapImage — 画像のカラーマップを移動する
Imagick::decipherImage — 画像を復号する
Imagick::deconstructImages — 画像間の特定のピクセルの差を返す
Imagick::deleteImageArtifact — 画像のアーチファクトを削除する
Imagick::deskewImage — 傾きを除去する
Imagick::despeckleImage — 画像内のスペックルノイズを軽減する
Imagick::destroy — Imagick オブジェクトを破棄する
Imagick::displayImage — 画像を表示する
Imagick::displayImages — 画像あるいは画像シーケンスを表示する
Imagick::distortImage — さまざまな方式で画像を歪める
Imagick::drawImage — 現在の画像上の ImagickDraw オブジェクトをレンダリングする
Imagick::edgeImage — 画像の輪郭を強調する
Imagick::embossImage — グレースケール画像に三次元効果を施して返す
Imagick::encipherImage — 画像を暗号化する
Imagick::enhanceImage — ノイジーな画像の品質を向上させる
Imagick::equalizeImage — 画像ヒストグラムを均等化する
Imagick::evaluateImage — 式を画像に適用する
Imagick::exportImagePixels — 画像の生のピクセルをエクスポートする
Imagick::extentImage — 画像のサイズを設定する
Imagick::flattenImages — 画像シーケンスをマージする
Imagick::flipImage — 垂直方向に反転した画像を作成する
Imagick::floodFillPaintImage — 対象にマッチする任意のピクセルの値を変更する
Imagick::flopImage — 水平方向に反転した画像を作成する
Imagick::frameImage — 三次元の枠線をシミュレートする
Imagick::functionImage — 画像に関数を適用する
Imagick::fxImage — 式を画像の各ピクセルに適用する
Imagick::gammaImage — 画像をガンマ補正する
Imagick::gaussianBlurImage — 画像をぼかす
Imagick::getColorspace — 色空間を取得する
Imagick::getCompression — オブジェクトの圧縮形式を取得する
Imagick::getCompressionQuality — オブジェクトの圧縮品質を取得する
Imagick::getCopyright — ImageMagick API の著作権情報を文字列で返す
Imagick::getFilename — 画像シーケンスに関連付けられたファイル名を取得する
Imagick::getFont — フォントを取得する
Imagick::getFormat — Imagick オブジェクトのフォーマットを取得する
Imagick::getGravity — gravity を取得する
Imagick::getHomeURL — ImageMagick のホーム URL を返す
Imagick::getImage — 新しい Imagick オブジェクトを返す
Imagick::getImageAlphaChannel — 画像のアルファチャネルを取得する
Imagick::getImageArtifact — 画像のアーチファクトを取得する
Imagick::getImageBackgroundColor — 画像の背景色を返す
Imagick::getImageBlob — 画像シーケンスを blob で返す
Imagick::getImageBluePrimary — 青が一番強い点を返す
Imagick::getImageBorderColor — 画像の前景色を返す
Imagick::getImageChannelDepth — 特定の画像チャネルの深度を返す
Imagick::getImageChannelDistortion — 画像のチャネルを再構築した画像と比較する
Imagick::getImageChannelDistortions — チャネルの歪みを取得する
Imagick::getImageChannelExtrema — ひとつあるいは複数の画像チャネルの極値を取得する
Imagick::getImageChannelKurtosis — getImageChannelKurtosis
Imagick::getImageChannelMean — 平均値と標準偏差を取得する
Imagick::getImageChannelRange — チャネルの範囲を取得する
Imagick::getImageChannelStatistics — 画像の各チャネルの統計情報を返す
Imagick::getImageClipMask — 画像のクリップマスクを取得する
Imagick::getImageColormapColor — 指定したインデックスに対応する色マップ上の色を返す
Imagick::getImageColors — 画像で使われている色の数を取得する
Imagick::getImageColorspace — 画像の色空間を取得する
Imagick::getImageCompose — 画像の合成演算子を返す
Imagick::getImageCompression — 現在の画像の圧縮形式を取得する
Imagick::getImageCompressionQuality — 現在の画像の圧縮品質を取得する
Imagick::getImageDelay — 画像の遅延を取得する
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Imagick::getImageDepth — 画像の深度を取得する
Imagick::getImageDispose — 画像の配置方法を取得する
Imagick::getImageDistortion — ある画像と再構築した画像を比較する
Imagick::getImageExtrema — 画像の極値を取得する
Imagick::getImageFilename — シーケンス内の特定の画像のファイル名を返す
Imagick::getImageFormat — シーケンス内の特定の画像のフォーマットを返す
Imagick::getImageGamma — 画像のガンマを取得する
Imagick::getImageGeometry — 幅と高さを連想配列で取得する
Imagick::getImageGravity — 画像の gravity を取得する
Imagick::getImageGreenPrimary — 緑が一番強い点を返す
Imagick::getImageHeight — 画像の高さを返す
Imagick::getImageHistogram — 画像のヒストグラムを取得する
Imagick::getImageIndex — 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::getImageInterlaceScheme — 画像のインターレース手法を取得する
Imagick::getImageInterpolateMethod — 画像の補間方式を返す
Imagick::getImageIterations — 画像の反復を取得する
Imagick::getImageLength — 画像の長さをバイト数で取得する
Imagick::getImageMagickLicense — ImageMagick のライセンスを文字列で返す
Imagick::getImageMatte — 画像がマットチャネルを持っているかどうかを返す
Imagick::getImageMatteColor — 画像のマット色を返す
Imagick::getImageOrientation — 画像の方向を取得する
Imagick::getImagePage — ページのジオメトリを返す
Imagick::getImagePixelColor — 指定したピクセルの色を返す
Imagick::getImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを返す
Imagick::getImageProfiles — 画像プロファイルを返す
Imagick::getImageProperties — 画像のプロパティを返す
Imagick::getImageProperty — 指定した名前の画像のプロパティを返す
Imagick::getImageRedPrimary — 赤が一番強い点を返す
Imagick::getImageRegion — 画像の一部を抽出する
Imagick::getImageRenderingIntent — 画像のレンダリング方向を取得する
Imagick::getImageResolution — 画像の X 方向と Y 方向の解像度を取得する
Imagick::getImagesBlob — すべての画像シーケンスを blob で返す
Imagick::getImageScene — 画像のシーンを取得する
Imagick::getImageSignature — SHA-256 メッセージダイジェストを生成する
Imagick::getImageSize — 画像の長さをバイト数で返す
Imagick::getImageTicksPerSecond — 画像の ticks-per-second を取得する
Imagick::getImageTotalInkDensity — 画像の総インク密度を取得する
Imagick::getImageType — 画像の型を取得する
Imagick::getImageUnits — 画像の解像度の単位を取得する
Imagick::getImageVirtualPixelMethod — 仮想ピクセルメソッドを取得する
Imagick::getImageWhitePoint — 色度が白い点を返す
Imagick::getImageWidth — 画像の幅を返す
Imagick::getInterlaceScheme — オブジェクトのインターレース方式を取得する
Imagick::getIteratorIndex — 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::getNumberImages — オブジェクト内の画像の数を返す
Imagick::getOption — 指定したキーに対応する値を返す
Imagick::getPackageName — ImageMagick パッケージ名を返す
Imagick::getPage — ページのジオメトリを返す
Imagick::getPixelIterator — MagickPixelIterator を返す
Imagick::getPixelRegionIterator — 画像セクションの ImagickPixelIterator を取得する
Imagick::getPointSize — ポイントサイズを取得する
Imagick::getQuantumDepth — quantum depth を取得する
Imagick::getQuantumRange — Imagick quantum range を返す
Imagick::getReleaseDate — ImageMagick のリリース日を返す
Imagick::getResource — 指定したリソースのメモリ使用状況を返す
Imagick::getResourceLimit — 指定したリソースの制限を返す
Imagick::getSamplingFactors — 水平方向および垂直方向のサンプリング係数を取得する
Imagick::getSize — Imagick オブジェクトのサイズを取得する
Imagick::getSizeOffset — サイズのオフセットを返す
Imagick::getVersion — ImageMagick API のバージョンを返す
Imagick::haldClutImage — 画像内の色を置換する
Imagick::hasNextImage — オブジェクトが次の画像を保持しているかどうかを調べる
Imagick::hasPreviousImage — オブジェクトが前の画像を保持しているかどうかを調べる
Imagick::identifyImage — 画像を識別し、属性を取得する
Imagick::implodeImage — 新しい画像をコピーとして作成する
Imagick::importImagePixels — 画像のピクセルをインポートする
Imagick::labelImage — ラベルを画像に追加する
Imagick::levelImage — 画像のレベルを調節する
Imagick::linearStretchImage — 画像の輝度を引き伸ばして飽和させる
Imagick::liquidRescaleImage — 画像を動かす
Imagick::magnifyImage — 画像を 2 倍に比例拡大する
Imagick::mapImage — 画像の色を、参照画像の中の最も近い色に置き換える
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Imagick::matteFloodfillImage — 色の透明度を変更する
Imagick::medianFilterImage — デジタルフィルタを適用する
Imagick::mergeImageLayers — 画像のレイヤーをマージする
Imagick::minifyImage — 画像をその半分のサイズに比例縮小する
Imagick::modulateImage — 明度、飽和度、色相を制御する
Imagick::montageImage — 合成画像を作成する
Imagick::morphImages — 複数の画像をモーフィングする
Imagick::mosaicImages — 画像からモザイクを作成する
Imagick::motionBlurImage — モーションブラーをシミュレートする
Imagick::negateImage — 画像の色を打ち消す
Imagick::newImage — 新しい画像を作成する
Imagick::newPseudoImage — 新しい画像を作成する
Imagick::nextImage — 次の画像に移動する
Imagick::normalizeImage — カラー画像のコントラストを強調する
Imagick::oilPaintImage — 油絵をシミュレートする
Imagick::opaquePaintImage — 対象にマッチする任意のピクセルの色を変更する
Imagick::optimizeImageLayers — 画像の繰り返し部分を削除して最適化する
Imagick::orderedPosterizeImage — 配列ディザリングを行う
Imagick::paintFloodfillImage — 色にマッチするピクセルを変更する
Imagick::paintOpaqueImage — 色にマッチするピクセルを変更する
Imagick::paintTransparentImage — 色にマッチするピクセルを塗りつぶし色に変更する
Imagick::pingImage — 画像の基本属性を取得する
Imagick::pingImageBlob — 手早く属性を取得する
Imagick::pingImageFile — 画像の基本属性を手軽に取得する
Imagick::polaroidImage — ポラロイド写真をシミュレートする
Imagick::posterizeImage — 指定した色数まで画像を減色する
Imagick::previewImages — 画像処理用の適切なパラメータを手早く取得する
Imagick::previousImage — オブジェクト内の前の画像に移動する
Imagick::profileImage — 画像のプロファイルを追加あるいは削除する
Imagick::quantizeImage — 参照画像内の色を解析する
Imagick::quantizeImages — 画像シーケンス内の色を解析する
Imagick::queryFontMetrics — フォントメトリクスを表す配列を返す
Imagick::queryFonts — 設定したフォントを返す
Imagick::queryFormats — Imagick がサポートするフォーマットを返す
Imagick::radialBlurImage — 画像にラジアルブラーを施す
Imagick::raiseImage — 三次元のボタン風の効果をシミュレートする
Imagick::randomThresholdImage — コントラストの高い 2 色の画像を作成する
Imagick::readImage — ファイルから画像を読み込む
Imagick::readImageBlob — バイナリ文字列から画像を読み込む
Imagick::readImageFile — オープンしているファイルハンドルから画像を読み込む
Imagick::recolorImage — 画像の色を変更する
Imagick::reduceNoiseImage — 画像の輪郭をなめらかにする
Imagick::remapImage — 画像の色を再配置する
Imagick::removeImage — 画像リストから画像を削除する
Imagick::removeImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを削除してそれを返す
Imagick::render — それまでのすべての描画コマンドをレンダリングする
Imagick::resampleImage — 画像を指定した解像度にリサンプリングする
Imagick::resetImagePage — 画像のページをリセットする
Imagick::resizeImage — 画像のサイズを変更する
Imagick::rollImage — 画像を補正する
Imagick::rotateImage — 画像を回転する
Imagick::roundCorners — 画像の角を丸める
Imagick::sampleImage — ピクセルのサンプリングによって画像の倍率を変更する
Imagick::scaleImage — 画像のサイズを変更する
Imagick::segmentImage — 画像を分割する
Imagick::separateImageChannel — 画像からチャネルを分離する
Imagick::sepiaToneImage — 画像をセピア調にする
Imagick::setBackgroundColor — オブジェクトのデフォルト背景色を設定する
Imagick::setColorspace — 色空間を設定する
Imagick::setCompression — オブジェクトのデフォルトの圧縮方式を設定する
Imagick::setCompressionQuality — オブジェクトのデフォルトの圧縮品質を設定する
Imagick::setFilename — 画像を読み書きする前にファイル名を設定する
Imagick::setFirstIterator — Imagick イテレータを最初の画像に設定する
Imagick::setFont — フォントを設定する
Imagick::setFormat — Imagick オブジェクトのフォーマットを設定する
Imagick::setGravity — gravity を設定する
Imagick::setImage — オブジェクト内の画像を置き換える
Imagick::setImageAlphaChannel — 画像のアルファチャネルを設定する
Imagick::setImageArtifact — 画像のアーチファクトを設定する
Imagick::setImageBackgroundColor — 画像の背景色を設定する
Imagick::setImageBias — 画像を折りたたむ任意のメソッドについて画像のバイアスを設定する
Imagick::setImageBluePrimary — 青が一番強い点を設定する
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Imagick::setImageBorderColor — 画像の前景色を設定する
Imagick::setImageChannelDepth — 特定の画像チャネルの深度を設定する
Imagick::setImageClipMask — 画像のクリップマスクを設定する
Imagick::setImageColormapColor — 指定した色マップインデックスの色を設定する
Imagick::setImageColorspace — 画像の色空間を設定する
Imagick::setImageCompose — 画像の合成演算子を設定する
Imagick::setImageCompression — 画像の圧縮を設定する
Imagick::setImageCompressionQuality — 画像の圧縮品質を設定する
Imagick::setImageDelay — 画像の遅延を設定する
Imagick::setImageDepth — 画像の深度を設定する
Imagick::setImageDispose — 画像の配置方法を設定する
Imagick::setImageExtent — 画像のサイズを設定する
Imagick::setImageFilename — 特定の画像のファイル名を設定する
Imagick::setImageFormat — 特定の画像のフォーマットを設定する
Imagick::setImageGamma — 画像のガンマを設定する
Imagick::setImageGravity — 画像の gravity を設定する
Imagick::setImageGreenPrimary — 緑が一番強い点を設定する
Imagick::setImageIndex — イテレータの位置を設定する
Imagick::setImageInterlaceScheme — 画像のインターレース手法を設定する
Imagick::setImageInterpolateMethod — 画像のピクセル補間方式を設定する
Imagick::setImageIterations — 画像の反復を設定する
Imagick::setImageMatte — 画像のマットチャネルを設定する
Imagick::setImageMatteColor — 画像のマット色を設定する
Imagick::setImageOpacity — 画像の不透明度を設定する
Imagick::setImageOrientation — 画像の方向を設定する
Imagick::setImagePage — 画像のページのジオメトリを設定する
Imagick::setImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを Imagick オブジェクトに追加する
Imagick::setImageProperty — 画像のプロパティを設定する
Imagick::setImageRedPrimary — 赤が一番強い点を設定する
Imagick::setImageRenderingIntent — 画像のレンダリング方向を設定する
Imagick::setImageResolution — 画像の解像度を設定する
Imagick::setImageScene — 画像のシーンを設定する
Imagick::setImageTicksPerSecond — 画像の ticks-per-second を設定する
Imagick::setImageType — 画像の型を設定する
Imagick::setImageUnits — 画像の解像度の単位を設定する
Imagick::setImageVirtualPixelMethod — 画像の仮想ピクセルメソッドを設定する
Imagick::setImageWhitePoint — 画像の色度が白い点を設定する
Imagick::setInterlaceScheme — 画像の圧縮を設定する
Imagick::setIteratorIndex — イテレータの位置を設定する
Imagick::setLastIterator — Imagick イテレータを最後の画像に設定する
Imagick::setOption — オプションを設定する
Imagick::setPage — Imagick オブジェクトのページジオメトリを設定する
Imagick::setPointSize — ポイントサイズを設定する
Imagick::setResolution — 画像の解像度を設定する
Imagick::setResourceLimit — 特定のリソースの制限をメガバイト単位で設定する
Imagick::setSamplingFactors — 画像のサンプリング係数を設定する
Imagick::setSize — Imagick オブジェクトのサイズを設定する
Imagick::setSizeOffset — Imagick オブジェクトのサイズのオフセットを設定する
Imagick::setType — 画像タイプ属性を設定する
Imagick::shadeImage — 3D 効果を作成する
Imagick::shadowImage — 画像の影をシミュレートする
Imagick::sharpenImage — 画像をシャープにする
Imagick::shaveImage — 画像の輪郭からピクセルを刈り取る
Imagick::shearImage — 平行四辺形を作成する
Imagick::sigmoidalContrastImage — 画像のコントラストを調整する
Imagick::sketchImage — 鉛筆画をシミュレートする
Imagick::solarizeImage — 画像にソラリゼーション効果を適用する
Imagick::sparseColorImage — 色を補間する
Imagick::spliceImage — 無地の画像を作成する
Imagick::spreadImage — ブロック内の各ピクセルをランダムに移動する
Imagick::steganoImage — デジタル透かしを画像に埋め込む
Imagick::stereoImage — ふたつの画像を合成する
Imagick::stripImage — 画像からすべてのプロパティやコメントを除去する
Imagick::swirlImage — 画像の中心から、ピクセルを渦巻状にする
Imagick::textureImage — テクスチャ画像をタイル状に並べる
Imagick::thresholdImage — 閾値にもとづいて個々のピクセルの値を変更する
Imagick::thumbnailImage — 画像のサイズを変更する
Imagick::tintImage — 色ベクトルを画像の各ピクセルに適用する
Imagick::transformImage — 切り取るサイズと画像のジオメトリを設定する便利なメソッド
Imagick::transparentPaintImage — ピクセルを透過させる
Imagick::transposeImage — 垂直方向に反転させた画像を作成する
Imagick::transverseImage — 水平方向に反転させた画像を作成する
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Imagick::trimImage — 画像の輪郭を削除する
Imagick::uniqueImageColors — ある 1 色以外のすべての色のピクセルを削除する
Imagick::unsharpMaskImage — 画像をシャープにする
Imagick::valid — 現在のアイテムが有効かどうかを調べる
Imagick::vignetteImage — ビネットフィルタを画像に追加する
Imagick::waveImage — ウェーブフィルタを画像に適用する
Imagick::whiteThresholdImage — 閾値に満たないすべてのピクセルを白にする
Imagick::writeImage — 指定した名前で画像を書き込む
Imagick::writeImageFile — 画像をファイルハンドルに書き出す
Imagick::writeImages — 画像あるいは画像シーケンスを書き込む
Imagick::writeImagesFile — フレームをファイルハンドルに書き出す

ImagickDraw クラス
クラス概要
ImagickDraw {
bool affine ( array $affine )
bool annotation ( float $x , float $y , string $text )
bool arc ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey , float $sd , float $ed )
bool bezier ( array $coordinates )
bool circle ( float $ox , float $oy , float $px , float $py )
bool clear ( void )
ImagickDraw clone ( void )
bool color ( float $x , float $y , int $paintMethod )
bool comment ( string $comment )
bool composite ( int $compose , float $x , float $y , float $width , float $height , Imagick $compositeWand )
ImagickDraw __construct ( void )
bool destroy ( void )
bool ellipse ( float $ox , float $oy , float $rx , float $ry , float $start , float $end )
string getClipPath ( void )
int getClipRule ( void )
int getClipUnits ( void )
ImagickPixel getFillColor ( void )
float getFillOpacity ( void )
int getFillRule ( void )
string getFont ( void )
string getFontFamily ( void )
float getFontSize ( void )
int getFontStyle ( void )
int getFontWeight ( void )
int getGravity ( void )
bool getStrokeAntialias ( void )
ImagickPixel getStrokeColor ( ImagickPixel $stroke_color )
array getStrokeDashArray ( void )
float getStrokeDashOffset ( void )
int getStrokeLineCap ( void )
int getStrokeLineJoin ( void )
int getStrokeMiterLimit ( void )
float getStrokeOpacity ( void )
float getStrokeWidth ( void )
int getTextAlignment ( void )
bool getTextAntialias ( void )
int getTextDecoration ( void )
string getTextEncoding ( void )
ImagickPixel getTextUnderColor ( void )
string getVectorGraphics ( void )
bool line ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey )
bool matte ( float $x , float $y , int $paintMethod )
bool pathClose ( void )
bool pathCurveToAbsolute ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
bool pathCurveToQuadraticBezierAbsolute ( float $x1 , float $y1 , float $x , float $y )
bool pathCurveToQuadraticBezierRelative ( float $x1 , float $y1 , float $x , float $y )
bool pathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolute ( float $x , float $y )
bool pathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative ( float $x , float $y )
bool pathCurveToRelative ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
bool pathCurveToSmoothAbsolute ( float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
bool pathCurveToSmoothRelative ( float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
bool pathEllipticArcAbsolute ( float $rx , float $ry , float $x_axis_rotation , bool $large_arc_flag , bool $sweep_flag , float $x , float $y )
bool pathEllipticArcRelative ( float $rx , float $ry , float $x_axis_rotation , bool $large_arc_flag , bool $sweep_flag , float $x , float $y )
bool pathFinish ( void )
bool pathLineToAbsolute ( float $x , float $y )
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bool pathLineToHorizontalAbsolute ( float $x )
bool pathLineToHorizontalRelative ( float $x )
bool pathLineToRelative ( float $x , float $y )
bool pathLineToVerticalAbsolute ( float $y )
bool pathLineToVerticalRelative ( float $y )
bool pathMoveToAbsolute ( float $x , float $y )
bool pathMoveToRelative ( float $x , float $y )
bool pathStart ( void )
bool point ( float $x , float $y )
bool polygon ( array $coordinates )
bool polyline ( array $coordinates )
bool pop ( void )
bool popClipPath ( void )
bool popDefs ( void )
bool popPattern ( void )
bool push ( void )
bool pushClipPath ( string $clip_mask_id )
bool pushDefs ( void )
bool pushPattern ( string $pattern_id , float $x , float $y , float $width , float $height )
bool rectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 )
bool render ( void )
bool rotate ( float $degrees )
bool roundRectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $rx , float $ry )
bool scale ( float $x , float $y )
bool setClipPath ( string $clip_mask )
bool setClipRule ( int $fill_rule )
bool setClipUnits ( int $clip_units )
bool setFillAlpha ( float $opacity )
bool setFillColor ( ImagickPixel $fill_pixel )
bool setFillOpacity ( float $fillOpacity )
bool setFillPatternURL ( string $fill_url )
bool setFillRule ( int $fill_rule )
bool setFont ( string $font_name )
bool setFontFamily ( string $font_family )
bool setFontSize ( float $pointsize )
bool setFontStretch ( int $fontStretch )
bool setFontStyle ( int $style )
bool setFontWeight ( int $font_weight )
bool setGravity ( int $gravity )
bool setStrokeAlpha ( float $opacity )
bool setStrokeAntialias ( bool $stroke_antialias )
bool setStrokeColor ( ImagickPixel $stroke_pixel )
bool setStrokeDashArray ( array $dashArray )
bool setStrokeDashOffset ( float $dash_offset )
bool setStrokeLineCap ( int $linecap )
bool setStrokeLineJoin ( int $linejoin )
bool setStrokeMiterLimit ( int $miterlimit )
bool setStrokeOpacity ( float $stroke_opacity )
bool setStrokePatternURL ( string $stroke_url )
bool setStrokeWidth ( float $stroke_width )
bool setTextAlignment ( int $alignment )
bool setTextAntialias ( bool $antiAlias )
bool setTextDecoration ( int $decoration )
bool setTextEncoding ( string $encoding )
bool setTextUnderColor ( ImagickPixel $under_color )
bool setVectorGraphics ( string $xml )
bool setViewbox ( int $x1 , int $y1 , int $x2 , int $y2 )
bool skewX ( float $degrees )
bool skewY ( float $degrees )
bool translate ( float $x , float $y )
}

ImagickDraw::affine
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::affine — 現在のアフィン変換行列を設定する

説明

bool ImagickDraw::affine ( array $affine )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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現在のアフィン変換行列を、指定したものに設定します。

パラメータ
affine

アフィン行列のパラメータ。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::annotation
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::annotation — 画像上にテキストを描画する

説明

bool ImagickDraw::annotation ( float $x , float $y , string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像上にテキストを描画します。

パラメータ
x

テキストを描画する x 座標。
y

テキストを描画する y 座標。
text

画像上に描画するテキスト。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::arc
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::arc — 円弧を描画する

説明

bool ImagickDraw::arc ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey , float $sd , float $ed )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像上の指定した矩形内に円弧を描画します。

パラメータ
sx

矩形の開始位置の x 座標。
sy

矩形の開始位置の y 座標。
ex
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矩形の終了位置の x 座標。
ey

矩形の終了位置の y 座標。
sd

開始位置の角度。
ed

終了位置の角度。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::bezier
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::bezier — ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::bezier ( array $coordinates )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像上に点を指定してベジエ曲線を描画します。

パラメータ
coordinates

多次元配列。array( array( 'x' => 1, 'y' => 2 ), array( 'x' => 3, 'y' => 4 ) ) のような形式。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::circle
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::circle — 円を描画する

説明

bool ImagickDraw::circle ( float $ox , float $oy , float $px , float $py )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像上に円を描画します。

パラメータ
ox

原点の x 座標。
oy

原点の y 座標。
px

周囲の x 座標。
py
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周囲の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::clear
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::clear — ImagickDraw をクリアする

説明

bool ImagickDraw::clear ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickDraw オブジェクト上のコマンドをすべてクリアし、 デフォルト設定で初期化します。

返り値

ImagickDraw オブジェクトを返します。

ImagickDraw::clone
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::clone — 指定した ImagickDraw オブジェクトの完全なコピーを作成する

説明

ImagickDraw ImagickDraw::clone ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した ImagickDraw オブジェクトの完全なコピーを作成します。

返り値

What the function returns, first on success, then on failure. See also the &return.success; entity

ImagickDraw::color
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::color — 画像上に色を描画する

説明

bool ImagickDraw::color ( float $x , float $y , int $paintMethod )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の塗りつぶし色を使用して、 指定した開始位置から指定した方法で画像上に色を描画します。

パラメータ
x

描画位置の x 座標。
y

描画位置の y 座標。
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paintMethod

PAINT_ 定数のいずれか。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::comment
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::comment — コメントを追加する

説明

bool ImagickDraw::comment ( string $comment )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ベクター出力ストリームにコメントを追加します。

パラメータ
comment

ベクター出力ストリームに追加するコメント文字列。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::composite
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::composite — 現在の画像上に別の画像を合成する

説明

bool ImagickDraw::composite ( int $compose , float $x , float $y , float $width , float $height , Imagick $compositeWand )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の画像上に別の画像を合成します。 合成演算子、位置、サイズを指定します。

パラメータ
compose

合成演算子。COMPOSITE_ 定数のいずれか。
x

左上角の x 座標。
y

左上角の y 座標。
width

合成する画像の幅。
height

合成する画像の高さ。
compositeWand

合成する画像を取得する Imagick オブジェクト。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickDraw::__construct
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::__construct — ImagickDraw コンストラクタ

説明

ImagickDraw ImagickDraw::__construct ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickDraw のコンストラクタです。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::destroy
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::destroy — 関連付けられたすべてのリソースを開放する

説明

bool ImagickDraw::destroy ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

この ImagickDraw オブジェクトに関連付けられたすべてのリソースを開放します。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::ellipse
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::ellipse — 画像上に楕円を描画する

説明

bool ImagickDraw::ellipse ( float $ox , float $oy , float $rx , float $ry , float $start , float $end )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像上に楕円を描画します。

パラメータ
ox

oy

rx

ry

start

end
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返り値

値を返しません。

ImagickDraw::getClipPath
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getClipPath — 現在のクリッピングパスの ID を取得する

説明

string ImagickDraw::getClipPath ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在のクリッピングパスの ID を取得します。

返り値

クリッピングパスの ID を含む文字列、あるいはパスが存在しない場合に false を返します。

ImagickDraw::getClipRule
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getClipRule — 現在の多角形塗りつぶしルールを返す

説明

int ImagickDraw::getClipRule ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クリッピングパスで使用されている、現在の多角形塗りつぶしルールを返します。

返り値

FILLRULE_ 定数のいずれかを返します。

ImagickDraw::getClipUnits
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getClipUnits — クリップパスの単位の解釈を返す

説明

int ImagickDraw::getClipUnits ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クリップパスの単位の解釈を返します。

返り値

成功した場合に整数値を返します。

ImagickDraw::getFillColor
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(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFillColor — 塗りつぶし色を返す

説明

ImagickPixel ImagickDraw::getFillColor ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

描画オブジェクトで使用する塗りつぶし色を返します。

返り値

ImagickPixel オブジェクトを返します。

ImagickDraw::getFillOpacity
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFillOpacity — 描画時の透過度を返す

説明

float ImagickDraw::getFillOpacity ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を返します。 完全に不透過の場合は 1.0 となります。

返り値

透過度を返します。

ImagickDraw::getFillRule
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFillRule — 塗りつぶしルールを返す

説明

int ImagickDraw::getFillRule ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

多角形の描画時に使用する塗りつぶしルールを返します。

返り値

FILLRULE_ 定数を返します。

ImagickDraw::getFont
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFont — フォントを返す

説明

string ImagickDraw::getFont ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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テキストによる注記を行う際に使用するフォントを文字列で返します。

返り値

成功した場合に文字列、フォントが設定されていない場合に false を返します。

ImagickDraw::getFontFamily
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFontFamily — フォントファミリーを返す

説明

string ImagickDraw::getFontFamily ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントファミリーを返します。

返り値

現在選択されているフォントファミリー、 あるいはフォントファミリーが設定されていない場合に false を返します。

ImagickDraw::getFontSize
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFontSize — フォントのポイント数を返す

説明

float ImagickDraw::getFontSize ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントのポイント数を返します。

返り値

現在の ImagickDraw オブジェクトに関連付けられているフォントのサイズを返します。

ImagickDraw::getFontStyle
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFontStyle — フォントのスタイルを返す

説明

int ImagickDraw::getFontStyle ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントのスタイルを返します。

返り値

ImagickDraw オブジェクトに関連付けられたフォントのスタイルを表す定数 (STYLE_)、 あるいはスタイルが設定されていない場合に 0 を返します。
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ImagickDraw::getFontWeight
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getFontWeight — フォントの重さを返す

説明

int ImagickDraw::getFontWeight ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントの重さを返します。

返り値

成功した場合に整数値、重さが設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getGravity
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getGravity — テキストの配置時の gravity を返す

説明

int ImagickDraw::getGravity ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するテキスト配置の gravity を返します。

返り値

成功した場合に GRAVITY_ 定数、gravity が設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getStrokeAntialias
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeAntialias — 現在の縁取りのアンチエイリアス設定を返す

説明

bool ImagickDraw::getStrokeAntialias ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の縁取りのアンチエイリアス設定を返します。 縁取りの枠線は、デフォルトでアンチエイリアス処理が行われます。 アンチエイリアスを無効にすると、 縁取りの描画時には縁取り色あるいはキャンバスの色のどちらかが用いられることになります。

返り値

アンチエイリアスがオンの場合に TRUE、オフの場合に false を返します。

ImagickDraw::getStrokeColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeColor — オブジェクトの縁取りに使用する色を返す

説明

ImagickPixel ImagickDraw::getStrokeColor ( ImagickPixel $stroke_color )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの縁取りに使用する色を返します。

パラメータ
stroke_color

返り値

色を表す ImagickPixel オブジェクトを返します。

ImagickDraw::getStrokeDashArray
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeDashArray — パスの描画に使用する破線のパターンを表す配列を返す

説明

array ImagickDraw::getStrokeDashArray ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パスの描画に使用する破線のパターンを表す配列を返します。

返り値

成功した場合に配列、設定されていない場合は空の配列を返します。

ImagickDraw::getStrokeDashOffset
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeDashOffset — 破線パターンにおける破線の開始オフセットを返す

説明

float ImagickDraw::getStrokeDashOffset ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

破線パターンにおける破線の開始オフセットを返します。

返り値

オフセットを表す float 値、あるいは設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getStrokeLineCap
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeLineCap — 開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を返す

説明

int ImagickDraw::getStrokeLineCap ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を返します。
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返り値

LINECAP_ 定数のいずれか、あるいは設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getStrokeLineJoin
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeLineJoin — パスの角を描画する際に使用する形状を返す

説明

int ImagickDraw::getStrokeLineJoin ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パス (あるいはその他のベクター図形) の角を描画する際に使用する形状を返します。

返り値

LINEJOIN_ 定数のいずれか、あるいは設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getStrokeMiterLimit
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeMiterLimit — マイターリミットを返す

説明

int ImagickDraw::getStrokeMiterLimit ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

マイターリミットを返します。 2 本の直線が小さい角度で連結され、かつ連結方法が 'lineJoin' に設定されている場合、 出来上がる線の角の部分が非常に長くなります。'miterLimit' は、miter length (角の長さ) と 'lineWidth' の比率の最大値です。

返り値

マイターリミットを表す整数値、あるいは マイターリミットが設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getStrokeOpacity
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getStrokeOpacity — オブジェクトの枠線の透明度を返す

説明

float ImagickDraw::getStrokeOpacity ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの枠線の透明度を返します。

返り値

透明度を表す double 値を返します。

ImagickDraw::getStrokeWidth
(PECL imagick 2.0.0)
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ImagickDraw::getStrokeWidth — オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を返す

説明

float ImagickDraw::getStrokeWidth ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を返します。

返り値

線幅を表す double 値を返します。

ImagickDraw::getTextAlignment
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getTextAlignment — テキストの配置を返す

説明

int ImagickDraw::getTextAlignment ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際の配置を返します。

返り値

ALIGN_ 定数のいずれか、あるいは設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getTextAntialias
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getTextAntialias — 現在のテキストのアンチエイリアス設定を返す

説明

bool ImagickDraw::getTextAntialias ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在のテキストのアンチエイリアス設定を返します。 これは、テキストのアンチエイリアス処理を行うかどうかを表すものです。 デフォルトでは、テキストのアンチエイリアス処理が行われます。

返り値

テキストをアンチエイリアス処理する場合に true、しない場合に false を返します。

ImagickDraw::getTextDecoration
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getTextDecoration — テキストの装飾を返す

説明

int ImagickDraw::getTextDecoration ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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テキストによる注記を行う際に適用する装飾を返します。

返り値

DECORATION_ 定数のいずれか、あるいは装飾が設定されていない場合に 0 を返します。

ImagickDraw::getTextEncoding
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getTextEncoding — テキストによる注記の際に使用するコードセットを返す

説明

string ImagickDraw::getTextEncoding ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するコードセットを表す文字列を返します。

返り値

コードセットを表す文字列、 あるいはエンコーディングが設定されていない場合に false を返します。

ImagickDraw::getTextUnderColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getTextUnderColor — テキストの背景色を返す

説明

ImagickPixel ImagickDraw::getTextUnderColor ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記の背景に置く矩形の色を返します。

返り値

色を表す ImagickPixel オブジェクトを返します。

ImagickDraw::getVectorGraphics
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::getVectorGraphics — ベクターグラフィックを含む文字列を返す

説明

string ImagickDraw::getVectorGraphics ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickDraw オブジェクトのインスタンスが作成された後で、 グラフィックメソッドのコールによってできあがったベクターグラフィックを文字列で返します。

返り値

ベクターグラフィックを文字列で返します。

ImagickDraw::line
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(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::line — 直線を描画する

説明

bool ImagickDraw::line ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の描画色、透明度そして線幅を使用して画像上に直線を描画します。

パラメータ
sx

開始位置の x 座標。
sy

開始位置の y 座標。
ex

終了位置の x 座標。
ey

終了位置の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::matte
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::matte — 画像の opacity チャネル上に描画する

説明

bool ImagickDraw::matte ( float $x , float $y , int $paintMethod )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

画像の opacity チャネル上に描画し、ピクセルの透過度に影響を与えます。

パラメータ
x

マットの x 座標。
y

マットの y 座標。
paintMethod

PAINT_ 定数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::pathClose
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathClose — パス要素を現在のパスに追加する
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説明

bool ImagickDraw::pathClose ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パス要素を現在のパスに追加し、 現在の点から現在のサブパスの直近の開始点 (通常は、直近の moveto の点となります) に直線を引くことで現在のパスを閉じます。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToAbsolute — 三次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToAbsolute ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの三次ベジエ曲線を描画します。 曲線の開始位置の制御点を (x1,y1)、終了位置の制御点を (x2,y2) とし、それぞれ絶対座標で指定します。このコマンドが終了した後は、 現在の位置は polybezier が使用する最後の (x,y) 座標の組となります。

パラメータ
x1

最初の制御点の x 座標。
y1

最初の制御点の y 座標。
x2

2 番目の制御点の x 座標。
y2

2 番目の制御点の y 座標。
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierAbsolute — 二次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierAbsolute ( float $x1 , float $y1 , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの二次ベジエ曲線を描画します。 制御点を (x1,y1) とし、絶対座標で指定します。このコマンドが終了した後は、 現在の位置は polybezier が使用する最後の (x,y) 座標の組となります。
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パラメータ
x1

制御点の x 座標。
y1

制御点の y 座標。
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierRelative — 二次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierRelative ( float $x1 , float $y1 , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの二次ベジエ曲線を描画します。 制御点を (x1,y1) とし、相対座標で指定します。このコマンドが終了した後は、 現在の位置は polybezier が使用する最後の (x,y) 座標の組となります。

パラメータ
x1

始点の x 座標。
y1

始点の y 座標。
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolute — 二次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolute ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの二次ベジエ曲線 (絶対座標) を描画します。 制御点の位置は、現在の点と直前のコマンドの制御点の位置から推測します (直線のコマンドがなかったり、直前のコマンドが DrawPathCurveToQuadraticBezierAbsolute,
DrawPathCurveToQuadraticBezierRelative, DrawPathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolut あるいは DrawPathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative のいずれかでなかった場合は、現在の点を制御点とみなします)。 現在の位置は polybezier が使用する最後の
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(x,y) 座標の組となります。

パラメータ
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative — 二次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの二次ベジエ曲線 (相対座標) を描画します。 制御点の位置は、現在の点と直前のコマンドの制御点の位置から推測します (直線のコマンドがなかったり、直前のコマンドが DrawPathCurveToQuadraticBezierAbsolute,
DrawPathCurveToQuadraticBezierRelative, DrawPathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolut あるいは DrawPathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative のいずれかでなかった場合は、現在の点を制御点とみなします)。 現在の位置は polybezier が使用する最後の
(x,y) 座標の組となります。

パラメータ
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToRelative — 三次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToRelative ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの三次ベジエ曲線を描画します。 曲線の開始位置の制御点を (x1,y1)、終了位置の制御点を (x2,y2) とし、それぞれ相対座標で指定します。このコマンドが終了した後は、 現在の位置は polybezier が使用する最後の (x,y) 座標の組となります。

パラメータ
x1

開始制御点の x 座標。
y1

開始制御点の y 座標。
x2
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終了制御点の x 座標。
y2

終了制御点の y 座標。
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToSmoothAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToSmoothAbsolute — 三次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToSmoothAbsolute ( float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの三次ベジエ曲線 (絶対座標) を描画します。 最初の制御点の位置は、現在の点と直前のコマンドの 2 番目の制御点の位置から推測します (直線のコマンドがなかったり、直前のコマンドが DrawPathCurveToAbsolute, DrawPathCurveToRelative,
DrawPathCurveToSmoothAbsolute あるいは DrawPathCurveToSmoothRelative のいずれかでなかった場合は、現在の点を最初の制御点とみなします)。 2 番目の制御点 (曲線の終了地点の制御点) は (x2,y2) となります。 現在の位置は polybezier が使用する最後の (x,y) 座
標の組となります。

パラメータ
x2

2 番目の制御点の x 座標。
y2

2 番目の制御点の y 座標。
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathCurveToSmoothRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathCurveToSmoothRelative — 三次ベジエ曲線を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathCurveToSmoothRelative ( float $x2 , float $y2 , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から (x,y) までの三次ベジエ曲線 (相対座標) を描画します。 最初の制御点の位置は、現在の点と直前のコマンドの 2 番目の制御点の位置から推測します (直線のコマンドがなかったり、直前のコマンドが DrawPathCurveToAbsolute, DrawPathCurveToRelative,
DrawPathCurveToSmoothAbsolute あるいは DrawPathCurveToSmoothRelative のいずれかでなかった場合は、現在の点を最初の制御点とみなします)。 2 番目の制御点 (曲線の終了地点の制御点) は (x2,y2) となります。 現在の位置は polybezier が使用する最後の (x,y) 座
標の組となります。
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パラメータ
x2

2 番目の制御点の x 座標。
y2

2 番目の制御点の y 座標。
x

終点の x 座標。
y

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathEllipticArcAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathEllipticArcAbsolute — 楕円弧を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathEllipticArcAbsolute ( float $rx , float $ry , float $x_axis_rotation , bool $large_arc_flag , bool $sweep_flag , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の位置から (x, y) まで、絶対座標を使用して楕円弧を描画します。 楕円の大きさと方向は、2 つの半径 (rx, ry) と xAxisRotation で決まります。xAxisRotation は、楕円全体を座標系に対してどれだけ回転させるかを表すものです。 楕円の中心 (cx, cy) は、その他のパラ
メータの値から自動的に算出されます。 largeArcFlag および sweepFlag は自動計算を支援するためのもので、 楕円の描画方法を定義します。 largeArcFlag が true の場合は考えうる楕円のうち大きいほうを描画します。 sweepFlag が true の場合は時計回りの回転で楕円を
描画します。

パラメータ
rx

x 方向の半径。
ry

y 方向の半径。
x_axis_rotation

x 軸の回転。
large_arc_flag

large arc フラグ。
sweep_flag

sweep フラグ。
x

x 座標。
y

y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathEllipticArcRelative
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(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathEllipticArcRelative — 楕円弧を描画する

説明

bool ImagickDraw::pathEllipticArcRelative ( float $rx , float $ry , float $x_axis_rotation , bool $large_arc_flag , bool $sweep_flag , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の位置から (x, y) まで、相対座標を使用して楕円弧を描画します。 楕円の大きさと方向は、2 つの半径 (rx, ry) と xAxisRotation で決まります。xAxisRotation は、楕円全体を座標系に対してどれだけ回転させるかを表すものです。 楕円の中心 (cx, cy) は、その他のパラ
メータの値から自動的に算出されます。 largeArcFlag および sweepFlag は自動計算を支援するためのもので、 楕円の描画方法を定義します。 largeArcFlag が true の場合は考えうる楕円のうち大きいほうを描画します。 sweepFlag が true の場合は時計回りの回転で楕円を
描画します。

パラメータ
rx

x 方向の半径。
ry

y 方向の半径。
x_axis_rotation

x 軸の回転。
large_arc_flag

large arc フラグ。
sweep_flag

sweep フラグ。
x

x 座標。
y

y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathFinish
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathFinish — 現在のパスを終了する

説明

bool ImagickDraw::pathFinish ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在のパスを終了します。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathLineToAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathLineToAbsolute — 直線パスを描画する
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説明

bool ImagickDraw::pathLineToAbsolute ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から指定した座標まで、絶対座標を使用して直線を描画します。 座標は新しい点に移動します。

パラメータ
x

始点の x 座標。
y

終点の x 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathLineToHorizontalAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathLineToHorizontalAbsolute — 水平直線パスを描画する

説明

bool ImagickDraw::pathLineToHorizontalAbsolute ( float $x )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から指定した座標まで、絶対座標を使用して水平直線を描画します。 座標は新しい点に移動します。

パラメータ
x

x 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathLineToHorizontalRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathLineToHorizontalRelative — 水平直線パスを描画する

説明

bool ImagickDraw::pathLineToHorizontalRelative ( float $x )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から指定した座標まで、相対座標を使用して水平直線を描画します。 座標は新しい点に移動します。

パラメータ
x

x 座標。

返り値
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値を返しません。

ImagickDraw::pathLineToRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathLineToRelative — 直線パスを描画する

説明

bool ImagickDraw::pathLineToRelative ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から指定した座標まで、相対座標を使用して直線を描画します。 座標は新しい点に移動します。

パラメータ
x

始点の x 座標。
y

始点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathLineToVerticalAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathLineToVerticalAbsolute — 垂直直線パスを描画する

説明

bool ImagickDraw::pathLineToVerticalAbsolute ( float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の点から指定した座標まで、絶対座標を使用して垂直直線を描画します。 座標は新しい点に移動します。

パラメータ
y

y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathLineToVerticalRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathLineToVerticalRelative — 垂直直線パスを描画する

説明

bool ImagickDraw::pathLineToVerticalRelative ( float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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現在の点から指定した座標まで、相対座標を使用して垂直直線を描画します。 座標は新しい点に移動します。

パラメータ
y

y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathMoveToAbsolute
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathMoveToAbsolute — 新しいサブパスを開始する

説明

bool ImagickDraw::pathMoveToAbsolute ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

絶対座標で指定した座標から、新しいサブパスを開始します。 現在の点は指定した座標となります。

パラメータ
x

始点の x 座標。
y

始点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pathMoveToRelative
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathMoveToRelative — 新しいサブパスを開始する

説明

bool ImagickDraw::pathMoveToRelative ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

相対座標で指定した座標から、新しいサブパスを開始します。 現在の点は指定した座標となります。

パラメータ
x

始点の x 座標。
y

始点の y 座標。

返り値

値を返しません。
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ImagickDraw::pathStart
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pathStart — パス描画リストの開始を宣言する

説明

bool ImagickDraw::pathStart ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パス描画リストの開始を宣言します。このリストは、対応する DrawPathFinish() コマンドで終了します。 すべての DrawPath コマンドは、このコマンドと DrawPathFinish() コマンドの間にある必要があります。パス描画コマンドは従属コマンドであり、 それ自身だけでは機
能しないからです。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::point
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::point — 点を描画する

説明

bool ImagickDraw::point ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の描画色と濃度を使用して、 指定した座標に点を描画します。

パラメータ
x

点の x 座標。
y

点の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::polygon
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::polygon — 多角形を描画する

説明

bool ImagickDraw::polygon ( array $coordinates )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の線と線幅、そして塗りつぶし色あるいはテクスチャを使用して、 指定した座標配列から多角形を描画します。

パラメータ
coordinates

多次元配列。 array( array( 'x' => 3, 'y' => 4 ), array( 'x' => 2, 'y' => 6 ) ); のような形式となります。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickDraw::polyline
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::polyline — 線分群を描画する

説明

bool ImagickDraw::polyline ( array $coordinates )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の線と線幅、そして塗りつぶし色あるいはテクスチャを使用して、 指定した座標配列から線分群を描画します。

パラメータ
coordinates

x 座標および y 座標の配列。 array( array( 'x' => 4, 'y' => 6 ), array( 'x' => 8, 'y' => 10 ) ) のような形式となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickDraw::pop
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pop — スタック内の現在の ImagickDraw を破棄し、事前に push された ImagickDraw を返す

説明

bool ImagickDraw::pop ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

スタック内の現在の ImagickDraw を破棄し、事前に push された ImagickDraw を返します。 複数の ImagickDraw が存在する可能性もあります。 push された回数より多くの ImagickDraw の pop を試みるとエラーとなります。 また、ImagickDrow が push されたときと
同じ方式で pop する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE、失敗した場合に false を返します。

ImagickDraw::popClipPath
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::popClipPath — クリップパスの定義を終了する

説明

bool ImagickDraw::popClipPath ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クリップパスの定義を終了します。

返り値

値を返しません。
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ImagickDraw::popDefs
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::popDefs — 定義リストを終了する

説明

bool ImagickDraw::popDefs ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

定義リストを終了します。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::popPattern
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::popPattern — パターン定義を終了する

説明

bool ImagickDraw::popPattern ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パターン定義を終了します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::push
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::push — 現在の ImagickDraw をコピーしてスタックに格納する

説明

bool ImagickDraw::push ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の ImagickDraw をコピーして新しい ImagickDraw を作成し、 それを ImagickDraw スタックに格納します。格納した ImagickDraw は pop() で取り出すことができます。ImagickDraw は ImagickDraw スタックに保存されます。Pop を行うには、事前に Push が行われ
ている必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::pushClipPath
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pushClipPath — クリップパスの定義を開始する
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説明

bool ImagickDraw::pushClipPath ( string $clip_mask_id )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クリップパスの定義を開始します。 これは、任意の数の描画コマンドで構成され、最後は ImagickDraw::popClipPath() コマンドとなります。

パラメータ
clip_mask_id

クリップマスク ID。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pushDefs
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pushDefs — 後に続くコマンドが、処理の前に名前つき要素を作成することを示す

説明

bool ImagickDraw::pushDefs ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

後に続く ImagickDraw::popDefs() までのコマンドが、 名前つき要素 (クリップパスやテクスチャなど) を作成することを示します。 これは、効率を考慮して事前に処理されます。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::pushPattern
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::pushPattern — 後に続く ImagickDraw::opPattern() までのコマンドが、名前付きパターンを構成することを示す

説明

bool ImagickDraw::pushPattern ( string $pattern_id , float $x , float $y , float $width , float $height )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

後に続く DrawPopPattern() までのコマンドが、 名前付きパターンを構成することを示します。 パターン空間は、左上の座標と幅、高さで指定します。 そして独自の描画空間となります。 描画される内容は、すべてこのパターン定義を使用します。 名前付きパターンは、線や
ブラシの定義で使用することができます。

パラメータ
pattern_id

パターン ID。
x

左上の角の x 座標。
y

左上の角の y 座標。
width

パターンの幅。
height
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パターンの高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::rectangle
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::rectangle — 矩形を描画する

説明

bool ImagickDraw::rectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

2 つの座標を与え、現在の枠線や線幅、塗りつぶしの設定を使用して矩形を描画します。

パラメータ
x1

左上の角の x 座標。
y1

左上の角の y 座標。
x2

右下の角の x 座標。
y2

右下の角の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::render
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::render — これまでのすべての描画コマンドを画像上にレンダリングする

説明

bool ImagickDraw::render ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

これまでのすべての描画コマンドを画像上にレンダリングします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::rotate
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::rotate — 指定した回転を現在の座標空間に適用する
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説明

bool ImagickDraw::rotate ( float $degrees )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した回転を現在の座標空間に適用します。

パラメータ
degrees

回転角度。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::roundRectangle
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::roundRectangle — 角が丸い矩形を描画する

説明

bool ImagickDraw::roundRectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $rx , float $ry )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

2 つの座標、そして角の x & y 方向の丸めを与え、 現在の枠線や線幅、塗りつぶしの設定を使用して角が丸い矩形を描画します。

パラメータ
x1

左上の角の x 座標。
y1

左上の角の y 座標。
x2

右下の角の x 座標。
y2

右下の角の y 座標。
rx

x 方向の丸め。
ry

y 方向の丸め。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::scale
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::scale — 倍率を調整する

説明

bool ImagickDraw::scale ( float $x , float $y )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の座標空間における、 水平方向および垂直方向の拡大率を調整します。

パラメータ
x

水平方向の拡大率。
y

垂直方向の拡大率。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setClipPath
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setClipPath — 指定した名前のクリッピングパスを画像に関連付ける

説明

bool ImagickDraw::setClipPath ( string $clip_mask )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した名前のクリッピングパスを画像に関連付けます。 クリッピングパスの範囲内に描画された内容だけが反映されます。

パラメータ
clip_mask

クリッピングパスの名前。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setClipRule
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setClipRule — クリッピングパスで使用する多角形塗りつぶしルールを設定する

説明

bool ImagickDraw::setClipRule ( int $fill_rule )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クリッピングパスで使用する多角形塗りつぶしルールを設定します。

パラメータ
fill_rule

FILLRULE_ 定数。

返り値

値を返しません。
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ImagickDraw::setClipUnits
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setClipUnits — クリップパスの単位の解釈を設定する

説明

bool ImagickDraw::setClipUnits ( int $clip_units )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

クリップパスの単位の解釈を設定します。

パラメータ
clip_units

クリップ単位の数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFillAlpha
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFillAlpha — 色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定する

説明

bool ImagickDraw::setFillAlpha ( float $opacity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定します。 完全に不透明な状態が 1.0 となります。

パラメータ
opacity

塗りつぶしのアルファ値。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFillColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFillColor — オブジェクトの塗りつぶしに使用する色を設定する

説明

bool ImagickDraw::setFillColor ( ImagickPixel $fill_pixel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの塗りつぶしに使用する色を設定します。

パラメータ
fill_pixel

色を表す ImagickPixel。
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返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFillOpacity
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFillOpacity — 色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定する

説明

bool ImagickDraw::setFillOpacity ( float $fillOpacity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定します。 完全に不透明な状態が 1.0 となります。

パラメータ
fillOpacity

塗りつぶしの透明度。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFillPatternURL
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFillPatternURL — オブジェクトの塗りつぶしパターンとして使用する URL を設定する

説明

bool ImagickDraw::setFillPatternURL ( string $fill_url )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの塗りつぶしパターンとして使用する URL を設定します。 現時点でサポートしているのは、ローカル URL ("#identifier") のみです。 このローカル URL は、DrawPushPattern/DrawPopPattern で塗りつぶしパターンを定義することによって作成されます。

パラメータ
fill_url

塗りつぶしパターンを取得する URL。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::setFillRule
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFillRule — 多角形の描画時に使用する塗りつぶしルールを設定する

説明

bool ImagickDraw::setFillRule ( int $fill_rule )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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多角形の描画時に使用する塗りつぶしルールを設定します。

パラメータ
fill_rule

FILLRULE_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFont
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFont — テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定する

説明

bool ImagickDraw::setFont ( string $font_name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定します。

パラメータ
font_name

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickDraw::setFontFamily
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFontFamily — テキストによる注記を行う際に使用するフォントファミリーを設定する

説明

bool ImagickDraw::setFontFamily ( string $font_family )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントファミリーを設定します。

パラメータ
font_family

フォントファミリー。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickDraw::setFontSize
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFontSize — テキストによる注記を行う際に使用するフォントのポイント数を設定する

説明
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bool ImagickDraw::setFontSize ( float $pointsize )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントのポイント数を設定します。

パラメータ
pointsize

ポイント数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFontStretch
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFontStretch — テキストによる注記を行う際に使用するフォントの伸縮を設定する

説明

bool ImagickDraw::setFontStretch ( int $fontStretch )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントの伸縮を設定します。 AnyStretch は、ワイルドカードの "don't care" オプションとして働きます。

パラメータ
fontStretch

STRETCH_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFontStyle
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFontStyle — テキストによる注記を行う際に使用するフォントのスタイルを設定する

説明

bool ImagickDraw::setFontStyle ( int $style )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントのスタイルを設定します。 AnyStyle は、ワイルドカードの "don't care" オプションとして働きます。

パラメータ
style

STYLETYPE_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setFontWeight
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(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setFontWeight — フォントの重さを設定する

説明

bool ImagickDraw::setFontWeight ( int $font_weight )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するフォントの重さを設定します。

パラメータ
font_weight

返り値

ImagickDraw::setGravity
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setGravity — テキストの配置時の gravity を設定する

説明

bool ImagickDraw::setGravity ( int $gravity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するテキスト配置の gravity を設定します。

パラメータ
gravity

GRAVITY_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeAlpha
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeAlpha — オブジェクトの枠線の透明度を指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeAlpha ( float $opacity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの枠線の透明度を指定します。

パラメータ
opacity

透明度。

返り値

値を返しません。
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ImagickDraw::setStrokeAntialias
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeAntialias — 縁取りの枠線をアンチエイリアス処理するかどうかを制御する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeAntialias ( bool $stroke_antialias )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

縁取りの枠線をアンチエイリアス処理するかどうかを制御します。 縁取りの枠線は、デフォルトでアンチエイリアス処理が行われます。 アンチエイリアスを無効にすると、 縁取りの描画時には縁取り色あるいはキャンバスの色のどちらかが用いられることになります。

パラメータ
stroke_antialias

アンチエイリアス設定。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeColor — オブジェクトの縁取りに使用する色を設定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeColor ( ImagickPixel $stroke_pixel )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの縁取りに使用する色を設定します。

パラメータ
stroke_pixel

縁取り色。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeDashArray
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeDashArray — パスの描画に使用する破線のパターンを指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeDashArray ( array $dashArray )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パスの描画に使用する破線のパターンを指定します。 strokeDashArray は数値の配列で、 互い違いに並べる破線と空白の長さをピクセルで表したものです。 If an odd number of values is provided, then the list of values is repeated to yield an even number of values.
既存の配列を削除するには、number_elements にゼロ、そして dash_array に null を渡します。 典型的な strokeDashArray_ 配列のメンバーは 5 3 2 となります。

パラメータ
dashArray
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float の配列。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickDraw::setStrokeDashOffset
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeDashOffset — 破線パターンにおける破線の開始オフセットを指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeDashOffset ( float $dash_offset )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

破線パターンにおける破線の開始オフセットを指定します。

パラメータ
dash_offset

破線のオフセット。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeLineCap
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeLineCap — 開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeLineCap ( int $linecap )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を指定します。

パラメータ
linecap

LINECAP_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeLineJoin
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeLineJoin — パスの角を描画する際に使用する形状を指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeLineJoin ( int $linejoin )
警告



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パス (あるいはその他のベクター図形) の角を描画する際に使用する形状を指定します。

パラメータ
linejoin

LINEJOIN_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeMiterLimit
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeMiterLimit — マイターリミットを指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeMiterLimit ( int $miterlimit )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

マイターリミットを指定します。 2 本の直線が小さい角度で連結され、かつ連結方法が 'lineJoin' に設定されている場合、 出来上がる線の角の部分が非常に長くなります。マイターリミットは、miter length (角の長さ) と 'lineWidth' の比率の最大値です。

パラメータ
miterlimit

マイターリミット。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokeOpacity
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeOpacity — オブジェクトの枠線の透明度を指定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeOpacity ( float $stroke_opacity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの枠線の透明度を指定します。

パラメータ
stroke_opacity

枠線の透明度。1.0 は完全に不透明な状態です。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setStrokePatternURL
(PECL imagick 2.0.0)
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ImagickDraw::setStrokePatternURL — オブジェクトの枠線の描画に使用するパターンを設定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokePatternURL ( string $stroke_url )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの枠線の描画に使用するパターンを設定します。

パラメータ
stroke_url

URL。

返り値

imagick.imagickdraw.return.success;

ImagickDraw::setStrokeWidth
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setStrokeWidth — オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を設定する

説明

bool ImagickDraw::setStrokeWidth ( float $stroke_width )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を設定します。

パラメータ
stroke_width

線の幅。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setTextAlignment
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setTextAlignment — テキストの配置を指定する

説明

bool ImagickDraw::setTextAlignment ( int $alignment )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際の配置を指定します。

パラメータ
alignment

ALIGN_ 定数。

返り値

値を返しません。
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ImagickDraw::setTextAntialias
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setTextAntialias — テキストをアンチエイリアス処理するかどうかを制御する

説明

bool ImagickDraw::setTextAntialias ( bool $antiAlias )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストをアンチエイリアス処理するかどうかを制御します。 デフォルトではテキストのアンチエイリアス処理を行います。

パラメータ
antiAlias

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setTextDecoration
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setTextDecoration — 装飾を指定する

説明

bool ImagickDraw::setTextDecoration ( int $decoration )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に適用する装飾を指定します。

パラメータ
decoration

DECORATION_ 定数。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setTextEncoding
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setTextEncoding — テキストのコードセットを指定する

説明

bool ImagickDraw::setTextEncoding ( string $encoding )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記を行う際に使用するコードセットを指定します。 現時点で指定できるエンコーディングは "UTF-8" のみで、 これはバイトシーケンスを Unicode で表記したものです。 空文字列を指定すると、システムのデフォルトを使用します。 Unicode によるテキスト
の注記を行うには、 Unicode をサポートしたフォントが必要です。

パラメータ
encoding
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エンコーディング名。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setTextUnderColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setTextUnderColor — 背景の矩形の色を指定する

説明

bool ImagickDraw::setTextUnderColor ( ImagickPixel $under_color )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

テキストによる注記の背景に置く矩形の色を指定します。

パラメータ
under_color

背景色。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::setVectorGraphics
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setVectorGraphics — ベクターグラフィックを設定する

説明

bool ImagickDraw::setVectorGraphics ( string $xml )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した ImagickDraw オブジェクトに関連付けるベクターグラフィックを設定します。 このメソッドを ImagickDraw::getVectorGraphics() と組み合わせて使用すると、 ベクターグラフィックの状態を持続させることができます。

パラメータ
xml

ベクターグラフィックを表す xml。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ImagickDraw::setViewbox
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::setViewbox — キャンバス全体の大きさを設定する

説明

bool ImagickDraw::setViewbox ( int $x1 , int $y1 , int $x2 , int $y2 )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ベクターデータの描画に使用するキャンバスの大きさを設定します。 通常は、これはキャンバス画像と同じ大きさに設定します。 ベクターデータを SVG や MVG 形式で保存する際に、 これを使用してキャンバス画像の大きさを指定します。 またビューアがベクターデータをレ
ンダリングする際にもこれを使用します。

パラメータ
x1

左の x 座標。
y1

左の y 座標。
x2

右の x 座標。
y2

右の y 座標。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::skewX
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::skewX — 現在の座標系を水平方向に傾ける

説明

bool ImagickDraw::skewX ( float $degrees )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の座標系を水平方向に傾けます。

パラメータ
degrees

傾斜角。

返り値

値を返しません。

ImagickDraw::skewY
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::skewY — 現在の座標系を垂直方向に傾ける

説明

bool ImagickDraw::skewY ( float $degrees )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の座標系を垂直方向に傾けます。

パラメータ
degrees

傾斜角。
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返り値

値を返しません。

ImagickDraw::translate
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickDraw::translate — 現在の座標系に変換を適用する

説明

bool ImagickDraw::translate ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の座標系に変換を適用し、座標系の原点を指定した座標に移動します。

パラメータ
x

水平方向の変換。
y

垂直方向の変換。

返り値

値を返しません。

目次
ImagickDraw::affine — 現在のアフィン変換行列を設定する
ImagickDraw::annotation — 画像上にテキストを描画する
ImagickDraw::arc — 円弧を描画する
ImagickDraw::bezier — ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::circle — 円を描画する
ImagickDraw::clear — ImagickDraw をクリアする
ImagickDraw::clone — 指定した ImagickDraw オブジェクトの完全なコピーを作成する
ImagickDraw::color — 画像上に色を描画する
ImagickDraw::comment — コメントを追加する
ImagickDraw::composite — 現在の画像上に別の画像を合成する
ImagickDraw::__construct — ImagickDraw コンストラクタ
ImagickDraw::destroy — 関連付けられたすべてのリソースを開放する
ImagickDraw::ellipse — 画像上に楕円を描画する
ImagickDraw::getClipPath — 現在のクリッピングパスの ID を取得する
ImagickDraw::getClipRule — 現在の多角形塗りつぶしルールを返す
ImagickDraw::getClipUnits — クリップパスの単位の解釈を返す
ImagickDraw::getFillColor — 塗りつぶし色を返す
ImagickDraw::getFillOpacity — 描画時の透過度を返す
ImagickDraw::getFillRule — 塗りつぶしルールを返す
ImagickDraw::getFont — フォントを返す
ImagickDraw::getFontFamily — フォントファミリーを返す
ImagickDraw::getFontSize — フォントのポイント数を返す
ImagickDraw::getFontStyle — フォントのスタイルを返す
ImagickDraw::getFontWeight — フォントの重さを返す
ImagickDraw::getGravity — テキストの配置時の gravity を返す
ImagickDraw::getStrokeAntialias — 現在の縁取りのアンチエイリアス設定を返す
ImagickDraw::getStrokeColor — オブジェクトの縁取りに使用する色を返す
ImagickDraw::getStrokeDashArray — パスの描画に使用する破線のパターンを表す配列を返す
ImagickDraw::getStrokeDashOffset — 破線パターンにおける破線の開始オフセットを返す
ImagickDraw::getStrokeLineCap — 開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を返す
ImagickDraw::getStrokeLineJoin — パスの角を描画する際に使用する形状を返す
ImagickDraw::getStrokeMiterLimit — マイターリミットを返す
ImagickDraw::getStrokeOpacity — オブジェクトの枠線の透明度を返す
ImagickDraw::getStrokeWidth — オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を返す
ImagickDraw::getTextAlignment — テキストの配置を返す
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ImagickDraw::getTextAntialias — 現在のテキストのアンチエイリアス設定を返す
ImagickDraw::getTextDecoration — テキストの装飾を返す
ImagickDraw::getTextEncoding — テキストによる注記の際に使用するコードセットを返す
ImagickDraw::getTextUnderColor — テキストの背景色を返す
ImagickDraw::getVectorGraphics — ベクターグラフィックを含む文字列を返す
ImagickDraw::line — 直線を描画する
ImagickDraw::matte — 画像の opacity チャネル上に描画する
ImagickDraw::pathClose — パス要素を現在のパスに追加する
ImagickDraw::pathCurveToAbsolute — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierAbsolute — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierRelative — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolute — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToRelative — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToSmoothAbsolute — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToSmoothRelative — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathEllipticArcAbsolute — 楕円弧を描画する
ImagickDraw::pathEllipticArcRelative — 楕円弧を描画する
ImagickDraw::pathFinish — 現在のパスを終了する
ImagickDraw::pathLineToAbsolute — 直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToHorizontalAbsolute — 水平直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToHorizontalRelative — 水平直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToRelative — 直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToVerticalAbsolute — 垂直直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToVerticalRelative — 垂直直線パスを描画する
ImagickDraw::pathMoveToAbsolute — 新しいサブパスを開始する
ImagickDraw::pathMoveToRelative — 新しいサブパスを開始する
ImagickDraw::pathStart — パス描画リストの開始を宣言する
ImagickDraw::point — 点を描画する
ImagickDraw::polygon — 多角形を描画する
ImagickDraw::polyline — 線分群を描画する
ImagickDraw::pop — スタック内の現在の ImagickDraw を破棄し、事前に push された ImagickDraw を返す
ImagickDraw::popClipPath — クリップパスの定義を終了する
ImagickDraw::popDefs — 定義リストを終了する
ImagickDraw::popPattern — パターン定義を終了する
ImagickDraw::push — 現在の ImagickDraw をコピーしてスタックに格納する
ImagickDraw::pushClipPath — クリップパスの定義を開始する
ImagickDraw::pushDefs — 後に続くコマンドが、処理の前に名前つき要素を作成することを示す
ImagickDraw::pushPattern — 後に続く ImagickDraw::opPattern() までのコマンドが、名前付きパターンを構成することを示す
ImagickDraw::rectangle — 矩形を描画する
ImagickDraw::render — これまでのすべての描画コマンドを画像上にレンダリングする
ImagickDraw::rotate — 指定した回転を現在の座標空間に適用する
ImagickDraw::roundRectangle — 角が丸い矩形を描画する
ImagickDraw::scale — 倍率を調整する
ImagickDraw::setClipPath — 指定した名前のクリッピングパスを画像に関連付ける
ImagickDraw::setClipRule — クリッピングパスで使用する多角形塗りつぶしルールを設定する
ImagickDraw::setClipUnits — クリップパスの単位の解釈を設定する
ImagickDraw::setFillAlpha — 色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定する
ImagickDraw::setFillColor — オブジェクトの塗りつぶしに使用する色を設定する
ImagickDraw::setFillOpacity — 色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定する
ImagickDraw::setFillPatternURL — オブジェクトの塗りつぶしパターンとして使用する URL を設定する
ImagickDraw::setFillRule — 多角形の描画時に使用する塗りつぶしルールを設定する
ImagickDraw::setFont — テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定する
ImagickDraw::setFontFamily — テキストによる注記を行う際に使用するフォントファミリーを設定する
ImagickDraw::setFontSize — テキストによる注記を行う際に使用するフォントのポイント数を設定する
ImagickDraw::setFontStretch — テキストによる注記を行う際に使用するフォントの伸縮を設定する
ImagickDraw::setFontStyle — テキストによる注記を行う際に使用するフォントのスタイルを設定する
ImagickDraw::setFontWeight — フォントの重さを設定する
ImagickDraw::setGravity — テキストの配置時の gravity を設定する
ImagickDraw::setStrokeAlpha — オブジェクトの枠線の透明度を指定する
ImagickDraw::setStrokeAntialias — 縁取りの枠線をアンチエイリアス処理するかどうかを制御する
ImagickDraw::setStrokeColor — オブジェクトの縁取りに使用する色を設定する
ImagickDraw::setStrokeDashArray — パスの描画に使用する破線のパターンを指定する
ImagickDraw::setStrokeDashOffset — 破線パターンにおける破線の開始オフセットを指定する
ImagickDraw::setStrokeLineCap — 開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を指定する
ImagickDraw::setStrokeLineJoin — パスの角を描画する際に使用する形状を指定する
ImagickDraw::setStrokeMiterLimit — マイターリミットを指定する
ImagickDraw::setStrokeOpacity — オブジェクトの枠線の透明度を指定する
ImagickDraw::setStrokePatternURL — オブジェクトの枠線の描画に使用するパターンを設定する
ImagickDraw::setStrokeWidth — オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を設定する
ImagickDraw::setTextAlignment — テキストの配置を指定する
ImagickDraw::setTextAntialias — テキストをアンチエイリアス処理するかどうかを制御する
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ImagickDraw::setTextDecoration — 装飾を指定する
ImagickDraw::setTextEncoding — テキストのコードセットを指定する
ImagickDraw::setTextUnderColor — 背景の矩形の色を指定する
ImagickDraw::setVectorGraphics — ベクターグラフィックを設定する
ImagickDraw::setViewbox — キャンバス全体の大きさを設定する
ImagickDraw::skewX — 現在の座標系を水平方向に傾ける
ImagickDraw::skewY — 現在の座標系を垂直方向に傾ける
ImagickDraw::translate — 現在の座標系に変換を適用する

ImagickPixel クラス
クラス概要
ImagickPixel {
bool clear ( void )
ImagickPixel __construct ([ string $color ] )
bool destroy ( void )
array getColor ([ bool $normalized = false ] )
string getColorAsString ( void )
int getColorCount ( void )
float getColorValue ( int $color )
array getHSL ( void )
bool isSimilar ( ImagickPixel $color , float $fuzz )
bool setColor ( string $color )
bool setColorValue ( int $color , float $value )
bool setHSL ( float $hue , float $saturation , float $luminosity )
}

ImagickPixel::clear
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::clear — このオブジェクトに関連付けられたリソースを消去する

説明

bool ImagickPixel::clear ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixel オブジェクトをクリアし、初期状態に戻します。 このオブジェクトに関連付けられている色も初期化します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixel::__construct
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::__construct — ImagickPixel のコンストラクタ

説明

ImagickPixel ImagickPixel::__construct ([ string $color ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixel オブジェクトを作成します。color を指定した場合は、 オブジェクトを作成した後で色を初期化してから返します。

パラメータ
color

このオブジェクトの初期化に使用する色を表すオプションの文字列。
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返り値

成功した場合に ImagickPixel オブジェクトを返します。 失敗した場合に ImagickPixelException をスローします。

ImagickPixel::destroy
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::destroy — このオブジェクトに関連付けられているリソースの割り当てを解除する

説明

bool ImagickPixel::destroy ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixel オブジェクトが使用しているリソースの割り当てを解除し、 色を初期化します。destroy 関数をコールした後は、このオブジェクトを使用することはできません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixel::getColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::getColor — 色を返す

説明

array ImagickPixel::getColor ([ bool $normalized = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixel オブジェクトの色を、配列で返します。透明度が設定されている場合は、 4 つの要素からなる配列となります。

パラメータ
normalized

色を正規化する。

返り値

各チャネルの値を配列で返します。パラメータに TRUE を指定した場合は、各値を正規化します。エラー時には ImagickPixelException をスローします。

ImagickPixel::getColorAsString
(PECL imagick 2.1.0)

ImagickPixel::getColorAsString — 色を文字列で返す

説明

string ImagickPixel::getColorAsString ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixel オブジェクトの色を文字列で返します。

パラメータ

返り値
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ImagickPixel オブジェクトの色を文字列で返します。

ImagickPixel::getColorCount
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::getColorCount — この色に関連付けられている色カウントを返す

説明

int ImagickPixel::getColorCount ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

この色に関連付けられている色カウントを返します。

返り値

成功した場合に色数を返します。失敗した場合に ImagickPixelException をスローします。

ImagickPixel::getColorValue
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::getColorValue — 指定した色チャネルの値を正規化したものを取得する

説明

float ImagickPixel::getColorValue ( int $color )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定した色チャネルの値を取得します。 これは、0 から 1 までの間の浮動小数点数値となります。

パラメータ
color

調べたいチャネル。Imagick のチャネル定数で指定します。

返り値

チャネルの値を正規化した浮動小数点数値を返します。 エラー時には ImagickPixelException をスローします。

ImagickPixel::getHSL
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::getHSL — ImagickPixel オブジェクトの HSL カラーを正規化したものを返す

説明

array ImagickPixel::getHSL ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixel オブジェクトの HSL カラーを正規化したものを返します。 3 つの値は、それぞれ 0.0 から 1.0 までの間の浮動小数点数値となります。

返り値

HSL の値をそれぞれ "hue"、 "saturation"、そして "luminosity" というキーに保持する配列を返します。 失敗した場合に ImagickPixelException をスローします。

注意
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注意:

ImageMagick ライブラリバージョン 6.2.9 以降で使用可能です。

ImagickPixel::isSimilar
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::isSimilar — この色と別の色の差を調べる

説明

bool isSimilar ( ImagickPixel $color , float $fuzz )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

この ImagickPixel オブジェクトと別のオブジェクトの色の差を調べます。 これは、両者の RGB 値を色立方体上にプロットすることで行います。 ふたつの色の差が fuzz で指定した値よりも小さければ、 同じ色であるとみなされます。

パラメータ
color

このオブジェクトと比較したい ImagickPixel オブジェクト。
fuzz

同じ色であるとみなす最大の誤差。 理論上の最大値は、3 の平方根 (1.732) となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixel::setColor
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::setColor — 色を設定する

説明

bool ImagickPixel::setColor ( string $color )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

この ImagickPixel オブジェクトの色を、文字列 (たとえば "blue"、"#0000ff"、"rgb(0,0,255)"、"cmyk(100,100,100,10)" などの形式) で設定します。

パラメータ
color

ImagickPixel オブジェクトを初期化する際に使用する色。

返り値

色が設定できた場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

ImagickPixel::setColorValue
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::setColorValue — 指定したチャネルの正規化した値を設定する

説明

bool ImagickPixel::setColorValue ( int $color , float $value )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

このオブジェクトの、指定したチャネルの値を正規化したものを設定します。 これは 0 から 1 までの値となります。この関数は、 ImagickPixel オブジェクトの透明度を指定する際にも使用します。

パラメータ
color

Imagick 色チャネル定数のいずれか。
value

そのチャネルに設定する値。0 から 1 までとなります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixel::setHSL
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixel::setHSL — 正規化した HSL カラーを設定する

説明

bool ImagickPixel::setHSL ( float $hue , float $saturation , float $luminosity )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hue (色相)、saturation (彩度) および luminosity (明度) を正規化した値によって ImagickPixel オブジェクトの色を設定します。

パラメータ
hue

色相を正規化した値。これは、色相環上での位置 (0 から 1 まで) を表します。ゼロは赤です。
saturation

彩度を正規化した値。1 が最大です。
luminosity

明度を正規化した値。黒が 0、白が 1 で、 0.5 にすると完全な HS 値が再現されます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

注意

注意:

ImageMagick ライブラリバージョン 6.2.9 以降で使用可能です。

目次
ImagickPixel::clear — このオブジェクトに関連付けられたリソースを消去する
ImagickPixel::__construct — ImagickPixel のコンストラクタ
ImagickPixel::destroy — このオブジェクトに関連付けられているリソースの割り当てを解除する
ImagickPixel::getColor — 色を返す
ImagickPixel::getColorAsString — 色を文字列で返す
ImagickPixel::getColorCount — この色に関連付けられている色カウントを返す
ImagickPixel::getColorValue — 指定した色チャネルの値を正規化したものを取得する
ImagickPixel::getHSL — ImagickPixel オブジェクトの HSL カラーを正規化したものを返す
ImagickPixel::isSimilar — この色と別の色の差を調べる
ImagickPixel::setColor — 色を設定する
ImagickPixel::setColorValue — 指定したチャネルの正規化した値を設定する
ImagickPixel::setHSL — 正規化した HSL カラーを設定する
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ImagickPixelIterator クラス
クラス概要
ImagickPixelIterator {
bool clear ( void )
ImagickPixelIterator __construct ( Imagick $wand )
bool destroy ( void )
array getCurrentIteratorRow ( void )
int getIteratorRow ( void )
array getNextIteratorRow ( void )
array getPreviousIteratorRow ( void )
bool newPixelIterator ( Imagick $wand )
bool newPixelRegionIterator ( Imagick $wand , int $x , int $y , int $columns , int $rows )
bool resetIterator ( void )
bool setIteratorFirstRow ( void )
bool setIteratorLastRow ( void )
bool setIteratorRow ( int $row )
bool syncIterator ( void )
}

ImagickPixelIterator::clear
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::clear — PixelIterator に関連付けられたリソースを消去する

説明

bool ImagickPixelIterator::clear ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

PixelIterator に関連付けられたリソースを消去します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::__construct
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::__construct — ImagickPixelIterator のコンストラクタ

説明

ImagickPixelIterator ImagickPixelIterator::__construct ( Imagick $wand )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ImagickPixelIterator のコンストラクタです。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::destroy
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::destroy — PixelIterator に関連付けられているリソースの割り当てを解除する
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説明

bool ImagickPixelIterator::destroy ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

PixelIterator に関連付けられているリソースの割り当てを解除します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::getCurrentIteratorRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::getCurrentIteratorRow — ImagickPixel オブジェクトのの現在の行を返す

説明

array ImagickPixelIterator::getCurrentIteratorRow ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator の現在の行を、ImagickPixel オブジェクトの配列で返します。

返り値

ImagickPixel オブジェクトの配列形式で行を返します。これを順次処理することが可能です。

ImagickPixelIterator::getIteratorRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::getIteratorRow — pixel iterator の現在の行を返す

説明

int ImagickPixelIterator::getIteratorRow ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator の現在の行を返します。

返り値

pixel iterator の現在の行を返します。 エラー時には ImagickPixelIteratorException をスローします。

ImagickPixelIterator::getNextIteratorRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::getNextIteratorRow — pixel iterator の次の行を返す

説明

array ImagickPixelIterator::getNextIteratorRow ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator の次の行を、pixel wands の配列として返します。

返り値
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次の行を ImagickPixel オブジェクトの配列で返します。 エラー時には ImagickPixelIteratorException をスローします。

ImagickPixelIterator::getPreviousIteratorRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::getPreviousIteratorRow — 前の行を返す

説明

array ImagickPixelIterator::getPreviousIteratorRow ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator の前の行を、pixel wands の配列として返します。

返り値

ImagickPixelIterator の前の行を、ImagickPixelWand オブジェクトの配列として返します。エラー時には ImagickPixelIteratorException をスローします。

ImagickPixelIterator::newPixelIterator
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::newPixelIterator — 新しい pixel iterator を返す

説明

bool ImagickPixelIterator::newPixelIterator ( Imagick $wand )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しい pixel iterator を返します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 ImagickPixelIteratorException をスローします。

ImagickPixelIterator::newPixelRegionIterator
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::newPixelRegionIterator — 新しい pixel iterator を返す

説明

bool ImagickPixelIterator::newPixelRegionIterator ( Imagick $wand , int $x , int $y , int $columns , int $rows )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しい pixel iterator を返します。

パラメータ
wand

x

y

columns

rows

返り値
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成功した場合に新しい ImagickPixelIterator を返します。 失敗した場合は ImagickPixelIteratorException をスローします。

ImagickPixelIterator::resetIterator
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::resetIterator — pixel iterator をリセットする

説明

bool ImagickPixelIterator::resetIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator をリセットします。 ImagickPixelIterator::getNextIteratorRow() と組み合わせて使用し、 ピクセルコンテナのすべてのピクセルを順にたどります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::setIteratorFirstRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::setIteratorFirstRow — pixel iterator を最初の行に設定する

説明

bool ImagickPixelIterator::setIteratorFirstRow ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator を最初の行に設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::setIteratorLastRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::setIteratorLastRow — pixel iterator を最後の行に設定する

説明

bool ImagickPixelIterator::setIteratorLastRow ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator を最後の行に設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::setIteratorRow
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::setIteratorRow — pixel iterator の行を設定する
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説明

bool ImagickPixelIterator::setIteratorRow ( int $row )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator の行を設定します。

パラメータ
row

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

ImagickPixelIterator::syncIterator
(PECL imagick 2.0.0)

ImagickPixelIterator::syncIterator — pixel iterator を同期する

説明

bool ImagickPixelIterator::syncIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

pixel iterator を同期します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

目次
ImagickPixelIterator::clear — PixelIterator に関連付けられたリソースを消去する
ImagickPixelIterator::__construct — ImagickPixelIterator のコンストラクタ
ImagickPixelIterator::destroy — PixelIterator に関連付けられているリソースの割り当てを解除する
ImagickPixelIterator::getCurrentIteratorRow — ImagickPixel オブジェクトのの現在の行を返す
ImagickPixelIterator::getIteratorRow — pixel iterator の現在の行を返す
ImagickPixelIterator::getNextIteratorRow — pixel iterator の次の行を返す
ImagickPixelIterator::getPreviousIteratorRow — 前の行を返す
ImagickPixelIterator::newPixelIterator — 新しい pixel iterator を返す
ImagickPixelIterator::newPixelRegionIterator — 新しい pixel iterator を返す
ImagickPixelIterator::resetIterator — pixel iterator をリセットする
ImagickPixelIterator::setIteratorFirstRow — pixel iterator を最初の行に設定する
ImagickPixelIterator::setIteratorLastRow — pixel iterator を最後の行に設定する
ImagickPixelIterator::setIteratorRow — pixel iterator の行を設定する
ImagickPixelIterator::syncIterator — pixel iterator を同期する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

例
Imagick クラス

Imagick::adaptiveBlurImage — adaptive blur (順応性にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::adaptiveResizeImage — データに依存する三角測量にもとづいて画像のサイズを変更する
Imagick::adaptiveSharpenImage — 順応して画像をシャープにする
Imagick::adaptiveThresholdImage — 輝度の範囲にもとづいて各ピクセルの閾値を選択する
Imagick::addImage — 新しい画像を Imagick オブジェクトの画像リストに追加する
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Imagick::addNoiseImage — ランダムなノイズを画像に追加する
Imagick::affineTransformImage — 画像を変換する
Imagick::animateImages — 画像を動かす
Imagick::annotateImage — 画像にテキストによる注記を加える
Imagick::appendImages — 画像群を追加する
Imagick::averageImages — 画像群を平均化する
Imagick::blackThresholdImage — 閾値に満たないすべてのピクセルを黒にする
Imagick::blurImage — blur (にじみ) フィルタを画像に追加する
Imagick::borderImage — 画像の周りを枠線で囲む
Imagick::charcoalImage — 木炭画をシミュレートする
Imagick::chopImage — 画像の一部を取り除き、切り詰める
Imagick::clear — Imagick オブジェクトに関連付けられたすべてのリソースをクリアする
Imagick::clipImage — 8BIM プロファイルの最初のパスにそって切り取る
Imagick::clipPathImage — 8BIM プロファイルの指定した名前のパスにそって切り取る
Imagick::clone — Imagick オブジェクトの完全なコピーを作成する
Imagick::clutImage — 画像の色を置き換える
Imagick::coalesceImages — 複数の画像を合成する
Imagick::colorFloodfillImage — 対象にマッチする任意の点の色の値を変更する
Imagick::colorizeImage — 塗りつぶし色と画像を混合する
Imagick::combineImages — ひとつあるいは複数の画像をひとつにまとめる
Imagick::commentImage — コメントを画像に追加する
Imagick::compareImageChannels — ひとつあるいは複数の画像の差を返す
Imagick::compareImageLayers — 複数の画像の中で最大の境界範囲を返す
Imagick::compareImages — ある画像を再構築された画像と比較する
Imagick::compositeImage — ある画像を別の画像に合成する
Imagick::__construct — Imagick のコンストラクタ
Imagick::contrastImage — 画像のコントラストを変更する
Imagick::contrastStretchImage — カラー画像のコントラストを強調する
Imagick::convolveImage — 独自の畳み込み関数を画像に適用する
Imagick::cropImage — 画像の一部を抽出する
Imagick::cropThumbnailImage — 切り取ってサムネイルを作成する
Imagick::current — 現在の Imagick オブジェクトへの参照を返す
Imagick::cycleColormapImage — 画像のカラーマップを移動する
Imagick::decipherImage — 画像を復号する
Imagick::deconstructImages — 画像間の特定のピクセルの差を返す
Imagick::deleteImageArtifact — 画像のアーチファクトを削除する
Imagick::deskewImage — 傾きを除去する
Imagick::despeckleImage — 画像内のスペックルノイズを軽減する
Imagick::destroy — Imagick オブジェクトを破棄する
Imagick::displayImage — 画像を表示する
Imagick::displayImages — 画像あるいは画像シーケンスを表示する
Imagick::distortImage — さまざまな方式で画像を歪める
Imagick::drawImage — 現在の画像上の ImagickDraw オブジェクトをレンダリングする
Imagick::edgeImage — 画像の輪郭を強調する
Imagick::embossImage — グレースケール画像に三次元効果を施して返す
Imagick::encipherImage — 画像を暗号化する
Imagick::enhanceImage — ノイジーな画像の品質を向上させる
Imagick::equalizeImage — 画像ヒストグラムを均等化する
Imagick::evaluateImage — 式を画像に適用する
Imagick::exportImagePixels — 画像の生のピクセルをエクスポートする
Imagick::extentImage — 画像のサイズを設定する
Imagick::flattenImages — 画像シーケンスをマージする
Imagick::flipImage — 垂直方向に反転した画像を作成する
Imagick::floodFillPaintImage — 対象にマッチする任意のピクセルの値を変更する
Imagick::flopImage — 水平方向に反転した画像を作成する
Imagick::frameImage — 三次元の枠線をシミュレートする
Imagick::functionImage — 画像に関数を適用する
Imagick::fxImage — 式を画像の各ピクセルに適用する
Imagick::gammaImage — 画像をガンマ補正する
Imagick::gaussianBlurImage — 画像をぼかす
Imagick::getColorspace — 色空間を取得する
Imagick::getCompression — オブジェクトの圧縮形式を取得する
Imagick::getCompressionQuality — オブジェクトの圧縮品質を取得する
Imagick::getCopyright — ImageMagick API の著作権情報を文字列で返す
Imagick::getFilename — 画像シーケンスに関連付けられたファイル名を取得する
Imagick::getFont — フォントを取得する
Imagick::getFormat — Imagick オブジェクトのフォーマットを取得する
Imagick::getGravity — gravity を取得する
Imagick::getHomeURL — ImageMagick のホーム URL を返す
Imagick::getImage — 新しい Imagick オブジェクトを返す
Imagick::getImageAlphaChannel — 画像のアルファチャネルを取得する
Imagick::getImageArtifact — 画像のアーチファクトを取得する
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Imagick::getImageBackgroundColor — 画像の背景色を返す
Imagick::getImageBlob — 画像シーケンスを blob で返す
Imagick::getImageBluePrimary — 青が一番強い点を返す
Imagick::getImageBorderColor — 画像の前景色を返す
Imagick::getImageChannelDepth — 特定の画像チャネルの深度を返す
Imagick::getImageChannelDistortion — 画像のチャネルを再構築した画像と比較する
Imagick::getImageChannelDistortions — チャネルの歪みを取得する
Imagick::getImageChannelExtrema — ひとつあるいは複数の画像チャネルの極値を取得する
Imagick::getImageChannelKurtosis — getImageChannelKurtosis
Imagick::getImageChannelMean — 平均値と標準偏差を取得する
Imagick::getImageChannelRange — チャネルの範囲を取得する
Imagick::getImageChannelStatistics — 画像の各チャネルの統計情報を返す
Imagick::getImageClipMask — 画像のクリップマスクを取得する
Imagick::getImageColormapColor — 指定したインデックスに対応する色マップ上の色を返す
Imagick::getImageColors — 画像で使われている色の数を取得する
Imagick::getImageColorspace — 画像の色空間を取得する
Imagick::getImageCompose — 画像の合成演算子を返す
Imagick::getImageCompression — 現在の画像の圧縮形式を取得する
Imagick::getImageCompressionQuality — 現在の画像の圧縮品質を取得する
Imagick::getImageDelay — 画像の遅延を取得する
Imagick::getImageDepth — 画像の深度を取得する
Imagick::getImageDispose — 画像の配置方法を取得する
Imagick::getImageDistortion — ある画像と再構築した画像を比較する
Imagick::getImageExtrema — 画像の極値を取得する
Imagick::getImageFilename — シーケンス内の特定の画像のファイル名を返す
Imagick::getImageFormat — シーケンス内の特定の画像のフォーマットを返す
Imagick::getImageGamma — 画像のガンマを取得する
Imagick::getImageGeometry — 幅と高さを連想配列で取得する
Imagick::getImageGravity — 画像の gravity を取得する
Imagick::getImageGreenPrimary — 緑が一番強い点を返す
Imagick::getImageHeight — 画像の高さを返す
Imagick::getImageHistogram — 画像のヒストグラムを取得する
Imagick::getImageIndex — 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::getImageInterlaceScheme — 画像のインターレース手法を取得する
Imagick::getImageInterpolateMethod — 画像の補間方式を返す
Imagick::getImageIterations — 画像の反復を取得する
Imagick::getImageLength — 画像の長さをバイト数で取得する
Imagick::getImageMagickLicense — ImageMagick のライセンスを文字列で返す
Imagick::getImageMatte — 画像がマットチャネルを持っているかどうかを返す
Imagick::getImageMatteColor — 画像のマット色を返す
Imagick::getImageOrientation — 画像の方向を取得する
Imagick::getImagePage — ページのジオメトリを返す
Imagick::getImagePixelColor — 指定したピクセルの色を返す
Imagick::getImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを返す
Imagick::getImageProfiles — 画像プロファイルを返す
Imagick::getImageProperties — 画像のプロパティを返す
Imagick::getImageProperty — 指定した名前の画像のプロパティを返す
Imagick::getImageRedPrimary — 赤が一番強い点を返す
Imagick::getImageRegion — 画像の一部を抽出する
Imagick::getImageRenderingIntent — 画像のレンダリング方向を取得する
Imagick::getImageResolution — 画像の X 方向と Y 方向の解像度を取得する
Imagick::getImagesBlob — すべての画像シーケンスを blob で返す
Imagick::getImageScene — 画像のシーンを取得する
Imagick::getImageSignature — SHA-256 メッセージダイジェストを生成する
Imagick::getImageSize — 画像の長さをバイト数で返す
Imagick::getImageTicksPerSecond — 画像の ticks-per-second を取得する
Imagick::getImageTotalInkDensity — 画像の総インク密度を取得する
Imagick::getImageType — 画像の型を取得する
Imagick::getImageUnits — 画像の解像度の単位を取得する
Imagick::getImageVirtualPixelMethod — 仮想ピクセルメソッドを取得する
Imagick::getImageWhitePoint — 色度が白い点を返す
Imagick::getImageWidth — 画像の幅を返す
Imagick::getInterlaceScheme — オブジェクトのインターレース方式を取得する
Imagick::getIteratorIndex — 現在アクティブな画像のインデックスを取得する
Imagick::getNumberImages — オブジェクト内の画像の数を返す
Imagick::getOption — 指定したキーに対応する値を返す
Imagick::getPackageName — ImageMagick パッケージ名を返す
Imagick::getPage — ページのジオメトリを返す
Imagick::getPixelIterator — MagickPixelIterator を返す
Imagick::getPixelRegionIterator — 画像セクションの ImagickPixelIterator を取得する
Imagick::getPointSize — ポイントサイズを取得する
Imagick::getQuantumDepth — quantum depth を取得する
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Imagick::getQuantumRange — Imagick quantum range を返す
Imagick::getReleaseDate — ImageMagick のリリース日を返す
Imagick::getResource — 指定したリソースのメモリ使用状況を返す
Imagick::getResourceLimit — 指定したリソースの制限を返す
Imagick::getSamplingFactors — 水平方向および垂直方向のサンプリング係数を取得する
Imagick::getSize — Imagick オブジェクトのサイズを取得する
Imagick::getSizeOffset — サイズのオフセットを返す
Imagick::getVersion — ImageMagick API のバージョンを返す
Imagick::haldClutImage — 画像内の色を置換する
Imagick::hasNextImage — オブジェクトが次の画像を保持しているかどうかを調べる
Imagick::hasPreviousImage — オブジェクトが前の画像を保持しているかどうかを調べる
Imagick::identifyImage — 画像を識別し、属性を取得する
Imagick::implodeImage — 新しい画像をコピーとして作成する
Imagick::importImagePixels — 画像のピクセルをインポートする
Imagick::labelImage — ラベルを画像に追加する
Imagick::levelImage — 画像のレベルを調節する
Imagick::linearStretchImage — 画像の輝度を引き伸ばして飽和させる
Imagick::liquidRescaleImage — 画像を動かす
Imagick::magnifyImage — 画像を 2 倍に比例拡大する
Imagick::mapImage — 画像の色を、参照画像の中の最も近い色に置き換える
Imagick::matteFloodfillImage — 色の透明度を変更する
Imagick::medianFilterImage — デジタルフィルタを適用する
Imagick::mergeImageLayers — 画像のレイヤーをマージする
Imagick::minifyImage — 画像をその半分のサイズに比例縮小する
Imagick::modulateImage — 明度、飽和度、色相を制御する
Imagick::montageImage — 合成画像を作成する
Imagick::morphImages — 複数の画像をモーフィングする
Imagick::mosaicImages — 画像からモザイクを作成する
Imagick::motionBlurImage — モーションブラーをシミュレートする
Imagick::negateImage — 画像の色を打ち消す
Imagick::newImage — 新しい画像を作成する
Imagick::newPseudoImage — 新しい画像を作成する
Imagick::nextImage — 次の画像に移動する
Imagick::normalizeImage — カラー画像のコントラストを強調する
Imagick::oilPaintImage — 油絵をシミュレートする
Imagick::opaquePaintImage — 対象にマッチする任意のピクセルの色を変更する
Imagick::optimizeImageLayers — 画像の繰り返し部分を削除して最適化する
Imagick::orderedPosterizeImage — 配列ディザリングを行う
Imagick::paintFloodfillImage — 色にマッチするピクセルを変更する
Imagick::paintOpaqueImage — 色にマッチするピクセルを変更する
Imagick::paintTransparentImage — 色にマッチするピクセルを塗りつぶし色に変更する
Imagick::pingImage — 画像の基本属性を取得する
Imagick::pingImageBlob — 手早く属性を取得する
Imagick::pingImageFile — 画像の基本属性を手軽に取得する
Imagick::polaroidImage — ポラロイド写真をシミュレートする
Imagick::posterizeImage — 指定した色数まで画像を減色する
Imagick::previewImages — 画像処理用の適切なパラメータを手早く取得する
Imagick::previousImage — オブジェクト内の前の画像に移動する
Imagick::profileImage — 画像のプロファイルを追加あるいは削除する
Imagick::quantizeImage — 参照画像内の色を解析する
Imagick::quantizeImages — 画像シーケンス内の色を解析する
Imagick::queryFontMetrics — フォントメトリクスを表す配列を返す
Imagick::queryFonts — 設定したフォントを返す
Imagick::queryFormats — Imagick がサポートするフォーマットを返す
Imagick::radialBlurImage — 画像にラジアルブラーを施す
Imagick::raiseImage — 三次元のボタン風の効果をシミュレートする
Imagick::randomThresholdImage — コントラストの高い 2 色の画像を作成する
Imagick::readImage — ファイルから画像を読み込む
Imagick::readImageBlob — バイナリ文字列から画像を読み込む
Imagick::readImageFile — オープンしているファイルハンドルから画像を読み込む
Imagick::recolorImage — 画像の色を変更する
Imagick::reduceNoiseImage — 画像の輪郭をなめらかにする
Imagick::remapImage — 画像の色を再配置する
Imagick::removeImage — 画像リストから画像を削除する
Imagick::removeImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを削除してそれを返す
Imagick::render — それまでのすべての描画コマンドをレンダリングする
Imagick::resampleImage — 画像を指定した解像度にリサンプリングする
Imagick::resetImagePage — 画像のページをリセットする
Imagick::resizeImage — 画像のサイズを変更する
Imagick::rollImage — 画像を補正する
Imagick::rotateImage — 画像を回転する
Imagick::roundCorners — 画像の角を丸める
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Imagick::sampleImage — ピクセルのサンプリングによって画像の倍率を変更する
Imagick::scaleImage — 画像のサイズを変更する
Imagick::segmentImage — 画像を分割する
Imagick::separateImageChannel — 画像からチャネルを分離する
Imagick::sepiaToneImage — 画像をセピア調にする
Imagick::setBackgroundColor — オブジェクトのデフォルト背景色を設定する
Imagick::setColorspace — 色空間を設定する
Imagick::setCompression — オブジェクトのデフォルトの圧縮方式を設定する
Imagick::setCompressionQuality — オブジェクトのデフォルトの圧縮品質を設定する
Imagick::setFilename — 画像を読み書きする前にファイル名を設定する
Imagick::setFirstIterator — Imagick イテレータを最初の画像に設定する
Imagick::setFont — フォントを設定する
Imagick::setFormat — Imagick オブジェクトのフォーマットを設定する
Imagick::setGravity — gravity を設定する
Imagick::setImage — オブジェクト内の画像を置き換える
Imagick::setImageAlphaChannel — 画像のアルファチャネルを設定する
Imagick::setImageArtifact — 画像のアーチファクトを設定する
Imagick::setImageBackgroundColor — 画像の背景色を設定する
Imagick::setImageBias — 画像を折りたたむ任意のメソッドについて画像のバイアスを設定する
Imagick::setImageBluePrimary — 青が一番強い点を設定する
Imagick::setImageBorderColor — 画像の前景色を設定する
Imagick::setImageChannelDepth — 特定の画像チャネルの深度を設定する
Imagick::setImageClipMask — 画像のクリップマスクを設定する
Imagick::setImageColormapColor — 指定した色マップインデックスの色を設定する
Imagick::setImageColorspace — 画像の色空間を設定する
Imagick::setImageCompose — 画像の合成演算子を設定する
Imagick::setImageCompression — 画像の圧縮を設定する
Imagick::setImageCompressionQuality — 画像の圧縮品質を設定する
Imagick::setImageDelay — 画像の遅延を設定する
Imagick::setImageDepth — 画像の深度を設定する
Imagick::setImageDispose — 画像の配置方法を設定する
Imagick::setImageExtent — 画像のサイズを設定する
Imagick::setImageFilename — 特定の画像のファイル名を設定する
Imagick::setImageFormat — 特定の画像のフォーマットを設定する
Imagick::setImageGamma — 画像のガンマを設定する
Imagick::setImageGravity — 画像の gravity を設定する
Imagick::setImageGreenPrimary — 緑が一番強い点を設定する
Imagick::setImageIndex — イテレータの位置を設定する
Imagick::setImageInterlaceScheme — 画像のインターレース手法を設定する
Imagick::setImageInterpolateMethod — 画像のピクセル補間方式を設定する
Imagick::setImageIterations — 画像の反復を設定する
Imagick::setImageMatte — 画像のマットチャネルを設定する
Imagick::setImageMatteColor — 画像のマット色を設定する
Imagick::setImageOpacity — 画像の不透明度を設定する
Imagick::setImageOrientation — 画像の方向を設定する
Imagick::setImagePage — 画像のページのジオメトリを設定する
Imagick::setImageProfile — 指定した名前の画像プロファイルを Imagick オブジェクトに追加する
Imagick::setImageProperty — 画像のプロパティを設定する
Imagick::setImageRedPrimary — 赤が一番強い点を設定する
Imagick::setImageRenderingIntent — 画像のレンダリング方向を設定する
Imagick::setImageResolution — 画像の解像度を設定する
Imagick::setImageScene — 画像のシーンを設定する
Imagick::setImageTicksPerSecond — 画像の ticks-per-second を設定する
Imagick::setImageType — 画像の型を設定する
Imagick::setImageUnits — 画像の解像度の単位を設定する
Imagick::setImageVirtualPixelMethod — 画像の仮想ピクセルメソッドを設定する
Imagick::setImageWhitePoint — 画像の色度が白い点を設定する
Imagick::setInterlaceScheme — 画像の圧縮を設定する
Imagick::setIteratorIndex — イテレータの位置を設定する
Imagick::setLastIterator — Imagick イテレータを最後の画像に設定する
Imagick::setOption — オプションを設定する
Imagick::setPage — Imagick オブジェクトのページジオメトリを設定する
Imagick::setPointSize — ポイントサイズを設定する
Imagick::setResolution — 画像の解像度を設定する
Imagick::setResourceLimit — 特定のリソースの制限をメガバイト単位で設定する
Imagick::setSamplingFactors — 画像のサンプリング係数を設定する
Imagick::setSize — Imagick オブジェクトのサイズを設定する
Imagick::setSizeOffset — Imagick オブジェクトのサイズのオフセットを設定する
Imagick::setType — 画像タイプ属性を設定する
Imagick::shadeImage — 3D 効果を作成する
Imagick::shadowImage — 画像の影をシミュレートする
Imagick::sharpenImage — 画像をシャープにする
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Imagick::shaveImage — 画像の輪郭からピクセルを刈り取る
Imagick::shearImage — 平行四辺形を作成する
Imagick::sigmoidalContrastImage — 画像のコントラストを調整する
Imagick::sketchImage — 鉛筆画をシミュレートする
Imagick::solarizeImage — 画像にソラリゼーション効果を適用する
Imagick::sparseColorImage — 色を補間する
Imagick::spliceImage — 無地の画像を作成する
Imagick::spreadImage — ブロック内の各ピクセルをランダムに移動する
Imagick::steganoImage — デジタル透かしを画像に埋め込む
Imagick::stereoImage — ふたつの画像を合成する
Imagick::stripImage — 画像からすべてのプロパティやコメントを除去する
Imagick::swirlImage — 画像の中心から、ピクセルを渦巻状にする
Imagick::textureImage — テクスチャ画像をタイル状に並べる
Imagick::thresholdImage — 閾値にもとづいて個々のピクセルの値を変更する
Imagick::thumbnailImage — 画像のサイズを変更する
Imagick::tintImage — 色ベクトルを画像の各ピクセルに適用する
Imagick::transformImage — 切り取るサイズと画像のジオメトリを設定する便利なメソッド
Imagick::transparentPaintImage — ピクセルを透過させる
Imagick::transposeImage — 垂直方向に反転させた画像を作成する
Imagick::transverseImage — 水平方向に反転させた画像を作成する
Imagick::trimImage — 画像の輪郭を削除する
Imagick::uniqueImageColors — ある 1 色以外のすべての色のピクセルを削除する
Imagick::unsharpMaskImage — 画像をシャープにする
Imagick::valid — 現在のアイテムが有効かどうかを調べる
Imagick::vignetteImage — ビネットフィルタを画像に追加する
Imagick::waveImage — ウェーブフィルタを画像に適用する
Imagick::whiteThresholdImage — 閾値に満たないすべてのピクセルを白にする
Imagick::writeImage — 指定した名前で画像を書き込む
Imagick::writeImageFile — 画像をファイルハンドルに書き出す
Imagick::writeImages — 画像あるいは画像シーケンスを書き込む
Imagick::writeImagesFile — フレームをファイルハンドルに書き出す

ImagickDraw クラス
ImagickDraw::affine — 現在のアフィン変換行列を設定する
ImagickDraw::annotation — 画像上にテキストを描画する
ImagickDraw::arc — 円弧を描画する
ImagickDraw::bezier — ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::circle — 円を描画する
ImagickDraw::clear — ImagickDraw をクリアする
ImagickDraw::clone — 指定した ImagickDraw オブジェクトの完全なコピーを作成する
ImagickDraw::color — 画像上に色を描画する
ImagickDraw::comment — コメントを追加する
ImagickDraw::composite — 現在の画像上に別の画像を合成する
ImagickDraw::__construct — ImagickDraw コンストラクタ
ImagickDraw::destroy — 関連付けられたすべてのリソースを開放する
ImagickDraw::ellipse — 画像上に楕円を描画する
ImagickDraw::getClipPath — 現在のクリッピングパスの ID を取得する
ImagickDraw::getClipRule — 現在の多角形塗りつぶしルールを返す
ImagickDraw::getClipUnits — クリップパスの単位の解釈を返す
ImagickDraw::getFillColor — 塗りつぶし色を返す
ImagickDraw::getFillOpacity — 描画時の透過度を返す
ImagickDraw::getFillRule — 塗りつぶしルールを返す
ImagickDraw::getFont — フォントを返す
ImagickDraw::getFontFamily — フォントファミリーを返す
ImagickDraw::getFontSize — フォントのポイント数を返す
ImagickDraw::getFontStyle — フォントのスタイルを返す
ImagickDraw::getFontWeight — フォントの重さを返す
ImagickDraw::getGravity — テキストの配置時の gravity を返す
ImagickDraw::getStrokeAntialias — 現在の縁取りのアンチエイリアス設定を返す
ImagickDraw::getStrokeColor — オブジェクトの縁取りに使用する色を返す
ImagickDraw::getStrokeDashArray — パスの描画に使用する破線のパターンを表す配列を返す
ImagickDraw::getStrokeDashOffset — 破線パターンにおける破線の開始オフセットを返す
ImagickDraw::getStrokeLineCap — 開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を返す
ImagickDraw::getStrokeLineJoin — パスの角を描画する際に使用する形状を返す
ImagickDraw::getStrokeMiterLimit — マイターリミットを返す
ImagickDraw::getStrokeOpacity — オブジェクトの枠線の透明度を返す
ImagickDraw::getStrokeWidth — オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を返す
ImagickDraw::getTextAlignment — テキストの配置を返す
ImagickDraw::getTextAntialias — 現在のテキストのアンチエイリアス設定を返す
ImagickDraw::getTextDecoration — テキストの装飾を返す
ImagickDraw::getTextEncoding — テキストによる注記の際に使用するコードセットを返す
ImagickDraw::getTextUnderColor — テキストの背景色を返す
ImagickDraw::getVectorGraphics — ベクターグラフィックを含む文字列を返す
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ImagickDraw::line — 直線を描画する
ImagickDraw::matte — 画像の opacity チャネル上に描画する
ImagickDraw::pathClose — パス要素を現在のパスに追加する
ImagickDraw::pathCurveToAbsolute — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierAbsolute — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierRelative — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothAbsolute — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToQuadraticBezierSmoothRelative — 二次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToRelative — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToSmoothAbsolute — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathCurveToSmoothRelative — 三次ベジエ曲線を描画する
ImagickDraw::pathEllipticArcAbsolute — 楕円弧を描画する
ImagickDraw::pathEllipticArcRelative — 楕円弧を描画する
ImagickDraw::pathFinish — 現在のパスを終了する
ImagickDraw::pathLineToAbsolute — 直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToHorizontalAbsolute — 水平直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToHorizontalRelative — 水平直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToRelative — 直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToVerticalAbsolute — 垂直直線パスを描画する
ImagickDraw::pathLineToVerticalRelative — 垂直直線パスを描画する
ImagickDraw::pathMoveToAbsolute — 新しいサブパスを開始する
ImagickDraw::pathMoveToRelative — 新しいサブパスを開始する
ImagickDraw::pathStart — パス描画リストの開始を宣言する
ImagickDraw::point — 点を描画する
ImagickDraw::polygon — 多角形を描画する
ImagickDraw::polyline — 線分群を描画する
ImagickDraw::pop — スタック内の現在の ImagickDraw を破棄し、事前に push された ImagickDraw を返す
ImagickDraw::popClipPath — クリップパスの定義を終了する
ImagickDraw::popDefs — 定義リストを終了する
ImagickDraw::popPattern — パターン定義を終了する
ImagickDraw::push — 現在の ImagickDraw をコピーしてスタックに格納する
ImagickDraw::pushClipPath — クリップパスの定義を開始する
ImagickDraw::pushDefs — 後に続くコマンドが、処理の前に名前つき要素を作成することを示す
ImagickDraw::pushPattern — 後に続く ImagickDraw::opPattern() までのコマンドが、名前付きパターンを構成することを示す
ImagickDraw::rectangle — 矩形を描画する
ImagickDraw::render — これまでのすべての描画コマンドを画像上にレンダリングする
ImagickDraw::rotate — 指定した回転を現在の座標空間に適用する
ImagickDraw::roundRectangle — 角が丸い矩形を描画する
ImagickDraw::scale — 倍率を調整する
ImagickDraw::setClipPath — 指定した名前のクリッピングパスを画像に関連付ける
ImagickDraw::setClipRule — クリッピングパスで使用する多角形塗りつぶしルールを設定する
ImagickDraw::setClipUnits — クリップパスの単位の解釈を設定する
ImagickDraw::setFillAlpha — 色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定する
ImagickDraw::setFillColor — オブジェクトの塗りつぶしに使用する色を設定する
ImagickDraw::setFillOpacity — 色やテクスチャによる塗りつぶしの際の透過度を設定する
ImagickDraw::setFillPatternURL — オブジェクトの塗りつぶしパターンとして使用する URL を設定する
ImagickDraw::setFillRule — 多角形の描画時に使用する塗りつぶしルールを設定する
ImagickDraw::setFont — テキストによる注記を行う際に使用するフォントを設定する
ImagickDraw::setFontFamily — テキストによる注記を行う際に使用するフォントファミリーを設定する
ImagickDraw::setFontSize — テキストによる注記を行う際に使用するフォントのポイント数を設定する
ImagickDraw::setFontStretch — テキストによる注記を行う際に使用するフォントの伸縮を設定する
ImagickDraw::setFontStyle — テキストによる注記を行う際に使用するフォントのスタイルを設定する
ImagickDraw::setFontWeight — フォントの重さを設定する
ImagickDraw::setGravity — テキストの配置時の gravity を設定する
ImagickDraw::setStrokeAlpha — オブジェクトの枠線の透明度を指定する
ImagickDraw::setStrokeAntialias — 縁取りの枠線をアンチエイリアス処理するかどうかを制御する
ImagickDraw::setStrokeColor — オブジェクトの縁取りに使用する色を設定する
ImagickDraw::setStrokeDashArray — パスの描画に使用する破線のパターンを指定する
ImagickDraw::setStrokeDashOffset — 破線パターンにおける破線の開始オフセットを指定する
ImagickDraw::setStrokeLineCap — 開かれたサブパスを描画する際に使用する端点の形状を指定する
ImagickDraw::setStrokeLineJoin — パスの角を描画する際に使用する形状を指定する
ImagickDraw::setStrokeMiterLimit — マイターリミットを指定する
ImagickDraw::setStrokeOpacity — オブジェクトの枠線の透明度を指定する
ImagickDraw::setStrokePatternURL — オブジェクトの枠線の描画に使用するパターンを設定する
ImagickDraw::setStrokeWidth — オブジェクトの枠線の描画に使用する線の幅を設定する
ImagickDraw::setTextAlignment — テキストの配置を指定する
ImagickDraw::setTextAntialias — テキストをアンチエイリアス処理するかどうかを制御する
ImagickDraw::setTextDecoration — 装飾を指定する
ImagickDraw::setTextEncoding — テキストのコードセットを指定する
ImagickDraw::setTextUnderColor — 背景の矩形の色を指定する
ImagickDraw::setVectorGraphics — ベクターグラフィックを設定する
ImagickDraw::setViewbox — キャンバス全体の大きさを設定する
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ImagickDraw::skewX — 現在の座標系を水平方向に傾ける
ImagickDraw::skewY — 現在の座標系を垂直方向に傾ける
ImagickDraw::translate — 現在の座標系に変換を適用する

ImagickPixel クラス
ImagickPixel::clear — このオブジェクトに関連付けられたリソースを消去する
ImagickPixel::__construct — ImagickPixel のコンストラクタ
ImagickPixel::destroy — このオブジェクトに関連付けられているリソースの割り当てを解除する
ImagickPixel::getColor — 色を返す
ImagickPixel::getColorAsString — 色を文字列で返す
ImagickPixel::getColorCount — この色に関連付けられている色カウントを返す
ImagickPixel::getColorValue — 指定した色チャネルの値を正規化したものを取得する
ImagickPixel::getHSL — ImagickPixel オブジェクトの HSL カラーを正規化したものを返す
ImagickPixel::isSimilar — この色と別の色の差を調べる
ImagickPixel::setColor — 色を設定する
ImagickPixel::setColorValue — 指定したチャネルの正規化した値を設定する
ImagickPixel::setHSL — 正規化した HSL カラーを設定する

ImagickPixelIterator クラス
ImagickPixelIterator::clear — PixelIterator に関連付けられたリソースを消去する
ImagickPixelIterator::__construct — ImagickPixelIterator のコンストラクタ
ImagickPixelIterator::destroy — PixelIterator に関連付けられているリソースの割り当てを解除する
ImagickPixelIterator::getCurrentIteratorRow — ImagickPixel オブジェクトのの現在の行を返す
ImagickPixelIterator::getIteratorRow — pixel iterator の現在の行を返す
ImagickPixelIterator::getNextIteratorRow — pixel iterator の次の行を返す
ImagickPixelIterator::getPreviousIteratorRow — 前の行を返す
ImagickPixelIterator::newPixelIterator — 新しい pixel iterator を返す
ImagickPixelIterator::newPixelRegionIterator — 新しい pixel iterator を返す
ImagickPixelIterator::resetIterator — pixel iterator をリセットする
ImagickPixelIterator::setIteratorFirstRow — pixel iterator を最初の行に設定する
ImagickPixelIterator::setIteratorLastRow — pixel iterator を最後の行に設定する
ImagickPixelIterator::setIteratorRow — pixel iterator の行を設定する
ImagickPixelIterator::syncIterator — pixel iterator を同期する

Gmagick

導入
Gmagick は、GraphicsMagick API を用いて画像の作成や編集を行ったり画像のメタ情報を取得したりするための拡張モジュールです。

GraphicsMagick は、自らを「画像処理におけるスイスアーミーナイフ」と称しています。 88 の主要なフォーマットに対応しており、よく使われる DPX、GIF、JPEG、JPEG-2000、 PNG、PDF、PNM そして TIFF もそれに含まれます。

Gmagick は、メインとなる Gmagick クラスのほかに描画のエフェクトを担当する GmagickDraw クラスと画像の各ピクセル (色、透明度) をあらわす GmagickPixel クラスで構成されています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定

要件
この拡張モジュールは、GraphicsMagick バージョン 1.4 以降と PHP 5.1.3 以降との組み合わせで最もうまく動作します。 Gmagick は GraphicsMagick 1.2.6 までの旧バージョンでも動作しますが、 旧バージョンでは対応していない機能やフォーマットがあります。
Windows 版の GraphicsMagick は、GraphicsMagick のウェブサイトから取得できます。 ImageMagick と GraphicsMagick の違いについては、こちらの » FAQ を参照ください。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/gmagick.

注意: この拡張モジュールの正式な名前は gmagick です。

http://www.graphicsmagick.org/FAQ.html#how-does-graphicsmagick-differ-from-imagemagick
http://pecl.php.net/package/gmagick
http://pecl.php.net/package/gmagick


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Windows 用にビルドした Gmagick 拡張モジュールは、 » ここ にあります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Colortype constants
Gmagick::COLOR_BLACK (integer)

Black
Gmagick::COLOR_BLUE (integer)

Blue
Gmagick::COLOR_CYAN (integer)

Cyan
Gmagick::COLOR_GREEN (integer)

Green
Gmagick::COLOR_RED (integer)

Red
Gmagick::COLOR_YELLOW (integer)

Yellow
Gmagick::COLOR_MAGENTA (integer)

Magenta
Gmagick::COLOR_OPACITY (integer)

Opacity
Gmagick::COLOR_ALPHA (integer)

Alpha
Gmagick::COLOR_FUZZ (integer)

Fuzz

Composite Operator Constants
Gmagick::COMPOSITE_DEFAULT (integer)

The default composite operator
Gmagick::COMPOSITE_UNDEFINED (integer)

Undefined composite operator
Gmagick::COMPOSITE_NO (integer)

No composite operator defined
Gmagick::COMPOSITE_ADD (integer)

The result of image + image
Gmagick::COMPOSITE_ATOP (integer)

The result is the same shape as image, with composite image obscuring image where the image shapes overlap
Gmagick::COMPOSITE_BLEND (integer)

Blends the image
Gmagick::COMPOSITE_BUMPMAP (integer)

The same as COMPOSITE_MULTIPLY, except the source is converted to grayscale first.
Gmagick::COMPOSITE_CLEAR (integer)

Makes the target image transparent
Gmagick::COMPOSITE_COLORBURN (integer)

Darkens the destination image to reflect the source image
Gmagick::COMPOSITE_COLORDODGE (integer)

Brightens the destination image to reflect the source image
Gmagick::COMPOSITE_COLORIZE (integer)

Colorizes the target image using the composite image
Gmagick::COMPOSITE_COPYBLACK (integer)

Copies black from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPYBLUE (integer)

Copies blue from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPY (integer)

Copies the source image on the target image
Gmagick::COMPOSITE_COPYCYAN (integer)

Copies cyan from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPYGREEN (integer)

Copies green from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPYMAGENTA (integer)

Copies magenta from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPYOPACITY (integer)

Copies opacity from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPYRED (integer)

http://valokuva.org/magick/
http://valokuva.org/magick/
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Copies red from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_COPYYELLOW (integer)

Copies yellow from the source to target
Gmagick::COMPOSITE_DARKEN (integer)

Darkens the target image
Gmagick::COMPOSITE_DSTATOP (integer)

The part of the destination lying inside of the source is composited over the source and replaces the destination
Gmagick::COMPOSITE_DST (integer)

The target is left untouched
Gmagick::COMPOSITE_DSTIN (integer)

The parts inside the source replace the target
Gmagick::COMPOSITE_DSTOUT (integer)

The parts outside the source replace the target
Gmagick::COMPOSITE_DSTOVER (integer)

Target replaces the source
Gmagick::COMPOSITE_DIFFERENCE (integer)

Subtracts the darker of the two constituent colors from the lighter
Gmagick::COMPOSITE_DISPLACE (integer)

Shifts target image pixels as defined by the source
Gmagick::COMPOSITE_DISSOLVE (integer)

Dissolves the source in to the target
Gmagick::COMPOSITE_EXCLUSION (integer)

Produces an effect similar to that of Gmagick::COMPOSITE_DIFFERENCE, but appears as lower contrast
Gmagick::COMPOSITE_HARDLIGHT (integer)

Multiplies or screens the colors, dependent on the source color value
Gmagick::COMPOSITE_HUE (integer)

Modifies the hue of the target as defined by source
Gmagick::COMPOSITE_IN (integer)

Composites source into the target
Gmagick::COMPOSITE_LIGHTEN (integer)

Lightens the target as defined by source
Gmagick::COMPOSITE_LUMINIZE (integer)

Luminizes the target as defined by source
Gmagick::COMPOSITE_MINUS (integer)

Substracts the source from the target
Gmagick::COMPOSITE_MODULATE (integer)

Modulates the target brightness, saturation and hue as defined by source
Gmagick::COMPOSITE_MULTIPLY (integer)

Multiplies the target to the source
Gmagick::COMPOSITE_OUT (integer)

Composites outer parts of the source on the target
Gmagick::COMPOSITE_OVER (integer)

Composites source over the target
Gmagick::COMPOSITE_OVERLAY (integer)

Overlays the source on the target
Gmagick::COMPOSITE_PLUS (integer)

Adds the source to the target
Gmagick::COMPOSITE_REPLACE (integer)

Replaces the target with the source
Gmagick::COMPOSITE_SATURATE (integer)

Saturates the target as defined by the source
Gmagick::COMPOSITE_SCREEN (integer)

The source and destination are complemented and then multiplied and then replace the destination
Gmagick::COMPOSITE_SOFTLIGHT (integer)

Darkens or lightens the colors, dependent on the source
Gmagick::COMPOSITE_SRCATOP (integer)

The part of the source lying inside of the destination is composited onto the destination
Gmagick::COMPOSITE_SRC (integer)

The source is copied to the destination
Gmagick::COMPOSITE_SRCIN (integer)

The part of the source lying inside of the destination replaces the destination
Gmagick::COMPOSITE_SRCOUT (integer)

The part of the source lying outside of the destination replaces the destination
Gmagick::COMPOSITE_SRCOVER (integer)

The source replaces the destination
Gmagick::COMPOSITE_SUBTRACT (integer)

Subtract the colors in the source image from the destination image
Gmagick::COMPOSITE_THRESHOLD (integer)

The source is composited on the target as defined by source threshold
Gmagick::COMPOSITE_XOR (integer)

The part of the source that lies outside of the destination is combined with the part of the destination that lies outside of the source

Montage Mode constants
Gmagick::MONTAGEMODE_FRAME (integer)
Gmagick::MONTAGEMODE_UNFRAME (integer)
Gmagick::MONTAGEMODE_CONCATENATE (integer)
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Style constants
Gmagick::STYLE_NORMAL (integer)
Gmagick::STYLE_ITALIC (integer)
Gmagick::STYLE_OBLIQUE (integer)
Gmagick::STYLE_ANY (integer)

Filter constants
Gmagick::FILTER_UNDEFINED (integer)
Gmagick::FILTER_POINT (integer)
Gmagick::FILTER_BOX (integer)
Gmagick::FILTER_TRIANGLE (integer)
Gmagick::FILTER_HERMITE (integer)
Gmagick::FILTER_HANNING (integer)
Gmagick::FILTER_HAMMING (integer)
Gmagick::FILTER_BLACKMAN (integer)
Gmagick::FILTER_GAUSSIAN (integer)
Gmagick::FILTER_QUADRATIC (integer)
Gmagick::FILTER_CUBIC (integer)
Gmagick::FILTER_CATROM (integer)
Gmagick::FILTER_MITCHELL (integer)
Gmagick::FILTER_LANCZOS (integer)
Gmagick::FILTER_BESSEL (integer)
Gmagick::FILTER_SINC (integer)

Image type constants
Gmagick::IMGTYPE_UNDEFINED (integer)
Gmagick::IMGTYPE_BILEVEL (integer)
Gmagick::IMGTYPE_GRAYSCALE (integer)
Gmagick::IMGTYPE_GRAYSCALEMATTE (integer)
Gmagick::IMGTYPE_PALETTE (integer)
Gmagick::IMGTYPE_PALETTEMATTE (integer)
Gmagick::IMGTYPE_TRUECOLOR (integer)
Gmagick::IMGTYPE_TRUECOLORMATTE (integer)
Gmagick::IMGTYPE_COLORSEPARATION (integer)
Gmagick::IMGTYPE_COLORSEPARATIONMATTE (integer)
Gmagick::IMGTYPE_OPTIMIZE (integer)

Resolution constants
Gmagick::RESOLUTION_UNDEFINED (integer)
Gmagick::RESOLUTION_PIXELSPERINCH (integer)
Gmagick::RESOLUTION_PIXELSPERCENTIMETER (integer)

Compression constants
Gmagick::COMPRESSION_UNDEFINED (integer)
Gmagick::COMPRESSION_NO (integer)
Gmagick::COMPRESSION_BZIP (integer)
Gmagick::COMPRESSION_FAX (integer)
Gmagick::COMPRESSION_GROUP4 (integer)
Gmagick::COMPRESSION_JPEG (integer)
Gmagick::COMPRESSION_JPEG2000 (integer)
Gmagick::COMPRESSION_LOSSLESSJPEG (integer)
Gmagick::COMPRESSION_LZW (integer)
Gmagick::COMPRESSION_RLE (integer)
Gmagick::COMPRESSION_ZIP (integer)

Paint constants
Gmagick::PAINT_POINT (integer)
Gmagick::PAINT_REPLACE (integer)
Gmagick::PAINT_FLOODFILL (integer)
Gmagick::PAINT_FILLTOBORDER (integer)
Gmagick::PAINT_RESET (integer)

Gravity constants
Gmagick::GRAVITY_NORTHWEST (integer)
Gmagick::GRAVITY_NORTH (integer)
Gmagick::GRAVITY_NORTHEAST (integer)
Gmagick::GRAVITY_WEST (integer)
Gmagick::GRAVITY_CENTER (integer)
Gmagick::GRAVITY_EAST (integer)
Gmagick::GRAVITY_SOUTHWEST (integer)
Gmagick::GRAVITY_SOUTH (integer)
Gmagick::GRAVITY_SOUTHEAST (integer)

Stretch constants
Gmagick::STRETCH_NORMAL (integer)
Gmagick::STRETCH_ULTRACONDENSED (integer)
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Gmagick::STRETCH_CONDENSED (integer)
Gmagick::STRETCH_SEMICONDENSED (integer)
Gmagick::STRETCH_SEMIEXPANDED (integer)
Gmagick::STRETCH_EXPANDED (integer)
Gmagick::STRETCH_EXTRAEXPANDED (integer)
Gmagick::STRETCH_ULTRAEXPANDED (integer)
Gmagick::STRETCH_ANY (integer)

Align constants
Gmagick::ALIGN_UNDEFINED (integer)
Gmagick::ALIGN_LEFT (integer)
Gmagick::ALIGN_CENTER (integer)
Gmagick::ALIGN_RIGHT (integer)

Decoration constants
Gmagick::DECORATION_NO (integer)
Gmagick::DECORATION_UNDERLINE (integer)
Gmagick::DECORATION_OVERLINE (integer)
Gmagick::DECORATION_LINETROUGH (integer)

Noise constants
Gmagick::NOISE_UNIFORM (integer)
Gmagick::NOISE_GAUSSIAN (integer)
Gmagick::NOISE_MULTIPLICATIVEGAUSSIAN (integer)
Gmagick::NOISE_IMPULSE (integer)
Gmagick::NOISE_LAPLACIAN (integer)
Gmagick::NOISE_POISSON (integer)

Channel constants
Gmagick::CHANNEL_UNDEFINED (integer)
Gmagick::CHANNEL_RED (integer)
Gmagick::CHANNEL_GRAY (integer)
Gmagick::CHANNEL_CYAN (integer)
Gmagick::CHANNEL_GREEN (integer)
Gmagick::CHANNEL_MAGENTA (integer)
Gmagick::CHANNEL_BLUE (integer)
Gmagick::CHANNEL_YELLOW (integer)
Gmagick::CHANNEL_ALPHA (integer)
Gmagick::CHANNEL_OPACITY (integer)
Gmagick::CHANNEL_MATTE (integer)
Gmagick::CHANNEL_BLACK (integer)
Gmagick::CHANNEL_INDEX (integer)
Gmagick::CHANNEL_ALL (integer)

Metric constants
Gmagick::METRIC_UNDEFINED (integer)
Gmagick::METRIC_MEANABSOLUTEERROR (integer)
Gmagick::METRIC_MEANSQUAREERROR (integer)
Gmagick::METRIC_PEAKABSOLUTEERROR (integer)
Gmagick::METRIC_PEAKSIGNALTONOISERATIO (integer)
Gmagick::METRIC_ROOTMEANSQUAREDERROR (integer)

Pixel constants
Gmagick::PIXEL_CHAR (integer)
Gmagick::PIXEL_DOUBLE (integer)
Gmagick::PIXEL_FLOAT (integer)
Gmagick::PIXEL_INTEGER (integer)
Gmagick::PIXEL_LONG (integer)
Gmagick::PIXEL_QUANTUM (integer)
Gmagick::PIXEL_SHORT (integer)

Colorspace constants
Gmagick::COLORSPACE_UNDEFINED (integer)
Gmagick::COLORSPACE_RGB (integer)
Gmagick::COLORSPACE_GRAY (integer)
Gmagick::COLORSPACE_TRANSPARENT (integer)
Gmagick::COLORSPACE_OHTA (integer)
Gmagick::COLORSPACE_LAB (integer)
Gmagick::COLORSPACE_XYZ (integer)
Gmagick::COLORSPACE_YCBCR (integer)
Gmagick::COLORSPACE_YCC (integer)
Gmagick::COLORSPACE_YIQ (integer)
Gmagick::COLORSPACE_YPBPR (integer)
Gmagick::COLORSPACE_YUV (integer)
Gmagick::COLORSPACE_CMYK (integer)
Gmagick::COLORSPACE_SRGB (integer)
Gmagick::COLORSPACE_HSB (integer)
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Gmagick::COLORSPACE_HSL (integer)
Gmagick::COLORSPACE_HWB (integer)
Gmagick::COLORSPACE_REC601LUMA (integer)
Gmagick::COLORSPACE_REC709LUMA (integer)
Gmagick::COLORSPACE_LOG (integer)

Virtual Pixel Method constants
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_UNDEFINED (integer)
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_BACKGROUND (integer)
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_CONSTANT (integer)
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_EDGE (integer)
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_MIRROR (integer)
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_TILE (integer)
Gmagick::VIRTUALPIXELMETHOD_TRANSPARENT (integer)

Preview constants
Gmagick::PREVIEW_UNDEFINED (integer)
Gmagick::PREVIEW_ROTATE (integer)
Gmagick::PREVIEW_SHEAR (integer)
Gmagick::PREVIEW_ROLL (integer)
Gmagick::PREVIEW_HUE (integer)
Gmagick::PREVIEW_SATURATION (integer)
Gmagick::PREVIEW_BRIGHTNESS (integer)
Gmagick::PREVIEW_GAMMA (integer)
Gmagick::PREVIEW_SPIFF (integer)
Gmagick::PREVIEW_DULL (integer)
Gmagick::PREVIEW_GRAYSCALE (integer)
Gmagick::PREVIEW_QUANTIZE (integer)
Gmagick::PREVIEW_DESPECKLE (integer)
Gmagick::PREVIEW_REDUCENOISE (integer)
Gmagick::PREVIEW_ADDNOISE (integer)
Gmagick::PREVIEW_SHARPEN (integer)
Gmagick::PREVIEW_BLUR (integer)
Gmagick::PREVIEW_THRESHOLD (integer)
Gmagick::PREVIEW_EDGEDETECT (integer)
Gmagick::PREVIEW_SPREAD (integer)
Gmagick::PREVIEW_SOLARIZE (integer)
Gmagick::PREVIEW_SHADE (integer)
Gmagick::PREVIEW_RAISE (integer)
Gmagick::PREVIEW_SEGMENT (integer)
Gmagick::PREVIEW_SWIRL (integer)
Gmagick::PREVIEW_IMPLODE (integer)
Gmagick::PREVIEW_WAVE (integer)
Gmagick::PREVIEW_OILPAINT (integer)
Gmagick::PREVIEW_CHARCOALDRAWING (integer)
Gmagick::PREVIEW_JPEG (integer)

Rendering Intent constants
Gmagick::RENDERINGINTENT_UNDEFINED (integer)
Gmagick::RENDERINGINTENT_SATURATION (integer)
Gmagick::RENDERINGINTENT_PERCEPTUAL (integer)
Gmagick::RENDERINGINTENT_ABSOLUTE (integer)
Gmagick::RENDERINGINTENT_RELATIVE (integer)

Fillrule constants
Gmagick::FILLRULE_UNDEFINED (integer)
Gmagick::FILLRULE_EVENODD (integer)
Gmagick::FILLRULE_NONZERO (integer)

Pathunit constants
Gmagick::PATHUNITS_UNDEFINED (integer)
Gmagick::PATHUNITS_USERSPACE (integer)
Gmagick::PATHUNITS_USERSPACEONUSE (integer)
Gmagick::PATHUNITS_OBJECTBOUNDINGBOX (integer)

Linecap constants
Gmagick::LINECAP_UNDEFINED (integer)
Gmagick::LINECAP_BUTT (integer)
Gmagick::LINECAP_ROUND (integer)
Gmagick::LINECAP_SQUARE (integer)

Line Join constants
Gmagick::LINEJOIN_UNDEFINED (integer)
Gmagick::LINEJOIN_MITER (integer)
Gmagick::LINEJOIN_ROUND (integer)
Gmagick::LINEJOIN_BEVEL (integer)
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Resourcetype constants
Gmagick::RESOURCETYPE_UNDEFINED (integer)
Gmagick::RESOURCETYPE_AREA (integer)
Gmagick::RESOURCETYPE_DISK (integer)
Gmagick::RESOURCETYPE_FILE (integer)
Gmagick::RESOURCETYPE_MAP (integer)
Gmagick::RESOURCETYPE_MEMORY (integer)

Orientation constants
Gmagick::ORIENTATION_UNDEFINED (integer)
Gmagick::ORIENTATION_TOPLEFT (integer)
Gmagick::ORIENTATION_TOPRIGHT (integer)
Gmagick::ORIENTATION_BOTTOMRIGHT (integer)
Gmagick::ORIENTATION_BOTTOMLEFT (integer)
Gmagick::ORIENTATION_LEFTTOP (integer)
Gmagick::ORIENTATION_RIGHTTOP (integer)
Gmagick::ORIENTATION_RIGHTBOTTOM (integer)
Gmagick::ORIENTATION_LEFTBOTTOM (integer)

例
次の例は、Gmagick での一般的な画像操作の方法を示すものです。

例1 Gmagick の例
<?php
// 新しい Gmagick オブジェクトのインスタンスを作成します
$image = new Gmagick('example.jpg');

// 読み込んだ画像のサムネイルを作成します。どちらかの軸に 0 を指定すると、アスペクト比を維持します
$image->thumbnailImage(100, 0);

// 画像の周りに枠をつけ、油彩風に見えるようにします
// このように、Gmagick ではメソッドの連結に対応していることに注意しましょう
$image->borderImage("yellow", 8, 8)->oilPaintImage(0.3);

// 現在の画像をファイルに書き込みます
$image->write('example_thumbnail.jpg');
?>

Gmagick クラス
導入
Description of the class.

クラス概要
Gmagick {
/* メソッド */
public void addimage ( Gmagick $Gmagick )
public void addnoiseimage ( int $NOISE )
public void annotateimage ( GmagickDraw $GmagickDraw , int $x , int $y , float $angle , string $text )
public void blurimage ( float $radius , float $sigma )
public void borderimage ( GmagickPixel $color , int $width , int $height )
public void charcoalimage ( float $radius , float $sigma )
public void chopimage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
public void clear ( void )
public void commentimage ( string $comment )
public void compositeimage ( Gmagick $source , int $COMPOSE , int $x , int $y )
__construct ([ string $filename ] )
public void cropimage ( int $width , int $height , int $x , int $y )
public void cropthumbnailimage ( int $width , int $height )
public void current ( void )
public void cyclecolormapimage ( float $displace )
public void deconstructimages ( void )
public void despeckleimage ( void )
public void destroy ( void )
public void drawimage ( GmagickDraw $GmagickDraw )
public void edgeimage ( float $radius )
public void embossimage ( float $radius , float $sigma )
public void enhanceimage ( void )
public void equalizeimage ( void )
public void flipimage ( void )
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public void flopimage ( void )
public void frameimage ( GmagickPixel $color , int $width , int $height , int $inner_bevel , int $outer_bevel )
public void gammaimage ( float $gamma )
public void getcopyright ( void )
public void getfilename ( void )
public void getimagebackgroundcolor ( void )
public void getimageblueprimary ( void )
public void getimagebordercolor ( void )
public void getimagechanneldepth ( void )
public void getimagecolors ( void )
public void getimagecolorspace ( void )
public void getimagecompose ( void )
public void getimagedelay ( void )
public void getimagedepth ( void )
public void getimagedispose ( void )
public void getimageextrema ( void )
public void getimagefilename ( void )
public void getimageformat ( void )
public void getimagegamma ( void )
public void getimagegreenprimary ( void )
public void getimageheight ( void )
public void getimagehistogram ( void )
public void getimageindex ( void )
public void getimageinterlacescheme ( void )
public void getimageiterations ( void )
public void getimagematte ( void )
public void getimagemattecolor ( void )
public void getimageprofile ( void )
public void getimageredprimary ( void )
public void getimagerenderingintent ( void )
public void getimageresolution ( void )
public void getimagescene ( void )
public void getimagesignature ( void )
public void getimagetype ( void )
public void getimageunits ( void )
public void getimagewhitepoint ( void )
public void getimagewidth ( void )
public void getpackagename ( void )
public void getquantumdepth ( void )
public void getreleasedate ( void )
public void getsamplingfactors ( void )
public void getsize ( void )
public void getversion ( void )
public void hasnextimage ( void )
public void haspreviousimage ( void )
public void implodeimage ( float $radius )
public void labelimage ( string $label )
public void levelimage ( float $blackPoint , float $gamma , float $whitePoint [, int $channel ] )
public void magnifyimage ( void )
public void mapimage ( gmagick $gmagick , int $dither )
public void medianfilterimage ( float $radius )
public void minifyimage ( void )
public void modulateimage ( float $brightness , float $saturation , float $hue )
public void motionblurimage ( float $radius , float $sigma , float $angle )
public void newimage ( int $width , int $height , mixed $background , string $format )
public void nextimage ( void )
public void normalizeimage ([ int $channel ] )
public void oilpaintimage ( float $radius )
public void previousimage ( void )
public void profileimage ( string $name , string $profile )
public void quantizeimage ( int $numColors , int $colorspace , int $treeDepth , bool $dither , bool $measureError )
public void quantizeimages ( int $numColors , int $colorspace , int $treeDepth , bool $dither , bool $measureError )
public void queryfontmetrics ( void )
public void queryfonts ( void )
public void queryformats ( string $pattern )
public void radialblurimage ( float $angle [, int $channel ] )
public void raiseimage ( int $width , int $height , int $x , int $y , bool $raise )
public void read ( string $filename )
public void readimage ( string $filename )
public void readimageblob ( string $imageContents [, string $filename ] )
public void readimagefile ( string $fp )
public void reducenoiseimage ( float $radius )
public void removeimage ( void )
public void removeimageprofile ( string $name )
public void resampleimage ( float $xResolution , float $yResolution , int $filter , float $blur )
public void resizeimage ( int $width , int $height , int $filter , float $blur [, bool $fit ] )
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public void rollimage ( int $x , int $y )
public void rotateimage ( mixed $color , float $degrees )
public void scaleimage ( int $width , int $height )
public void separateimagechannel ( int $channel )
public void setfilename ( string $filename )
public void setimagebackgroundcolor ( GmagickPixel $color )
public void setimageblueprimary ( float $x , float $y )
public void setimagebordercolor ( GmagickPixel $color )
public void setimagechanneldepth ( int $channel , int $depth )
public void setimagecolorspace ( int $colorspace )
public void setimagecompose ( int $composite )
public void setimagedelay ( int $delay )
public void setimagedepth ( float $depth )
public void setimagedispose ( int $disposeType )
public void setimagefilename ( string $filename )
public void setimageformat ( string $imageFormat )
public void setimagegamma ( float $gamma )
public void setimagegreenprimary ( float $x , float $y )
public void setimageindex ( int $index )
public void setimageinterlacescheme ( int $interlace )
public void setimageiterations ( int $iterations )
public void setimageprofile ( string $name , string $profile )
public void setimageredprimary ( float $x , float $y )
public void setimagerenderingintent ( int $rendering_intent )
public void setimageresolution ( float $xResolution , float $yResolution )
public void setimagescene ( string $scene )
public void setimagetype ( string $imgType )
public void setimageunits ( int $resolution )
public void setimagewhitepoint ( float $x , float $y )
public void setsamplingfactors ( array $factors )
public void setsize ( int $columns , int $rows )
public void shearimage ( mixed $color , float $xShear , float $yShear )
public void solarizeimage ( float $threshold )
public void spreadimage ( float $radius )
public void stripimage ( void )
public void swirlimage ( float $degrees )
public void thumbnailimage ( int $width , int $height )
public void trimimage ( float $fuzz )
public void write ( string $filename )
public void writeimage ( string $filename )
}

Gmagick::addimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::addimage — Adds new image to Gmagick object image list

説明

public void Gmagick::addimage ( Gmagick $Gmagick )

Adds new image to Gmagick object from the current position of the source object. After the operation iterator position is moved at the end of the list.

パラメータ
source

The source Gmagick object

返り値

The Gmagick object with image added

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::addnoiseimage
(PECL gmagick >= Unknown)
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Gmagick::addnoiseimage — Adds random noise to the image

説明

public void Gmagick::addnoiseimage ( int $NOISE )

Adds random noise to the image.

パラメータ
noise_type

The type of the noise. Refer to this list of noise constants.

返り値

The Gmagick object with noise added.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::annotateimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::annotateimage — Annotates an image with text

説明

public void Gmagick::annotateimage ( GmagickDraw $GmagickDraw , int $x , int $y , float $angle , string $text )

Annotates an image with text.

パラメータ
GmagickDraw

The GmagickDraw object that contains settings for drawing the text

x

Horizontal offset in pixels to the left of text

y

Vertical offset in pixels to the baseline of text

angle

The angle at which to write the text

text

The string to draw

返り値

The Gmagick object with annotation made.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::blurimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::blurimage — Adds blur filter to image

説明

public void Gmagick::blurimage ( float $radius , float $sigma )
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Adds blur filter to image.

パラメータ
radius

Blur radius

sigma

Standard deviation

返り値

The blurred Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::borderimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::borderimage — Surrounds the image with a border

説明

public void Gmagick::borderimage ( GmagickPixel $color , int $width , int $height )

Surrounds the image with a border of the color defined by the bordercolor GmagickPixel object or a color string.

パラメータ
color

GmagickPixel object or a string containing the border color

width

Border width

height

Border height

返り値

The Gmagick object with border defined

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::charcoalimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::charcoalimage — Simulates a charcoal drawing

説明

public void Gmagick::charcoalimage ( float $radius , float $sigma )

Simulates a charcoal drawing.

パラメータ
radius

The radius of the Gaussian, in pixels, not counting the center pixel



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

sigma

The standard deviation of the Gaussian, in pixels

返り値

The Gmagick object with charcoal simulation

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::chopimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::chopimage — Removes a region of an image and trims

説明

public void Gmagick::chopimage ( int $width , int $height , int $x , int $y )

Removes a region of an image and collapses the image to occupy the removed portion.

パラメータ
width

Width of the chopped area

height

Height of the chopped area

x

X origo of the chopped area

y

Y origo of the chopped area

返り値

The chopped Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::clear
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::clear — Clears all resources associated to Gmagick object

説明

public void Gmagick::clear ( void )

Clears all resources associated to Gmagick object

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The cleared Gmagick object

エラー / 例外
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エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::commentimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::commentimage — Adds a comment to your image

説明

public void Gmagick::commentimage ( string $comment )

Adds a comment to your image.

パラメータ
comment

The comment to add

返り値

The Gmagick object with comment added.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::compositeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::compositeimage — Composite one image onto another

説明

public void Gmagick::compositeimage ( Gmagick $source , int $COMPOSE , int $x , int $y )

Composite one image onto another at the specified offset.

パラメータ
source

Gmagick object which holds the composite image

compose

Composite operator.

x

The column offset of the composited image

y

The row offset of the composited image

返り値

The Gmagick object with compositions.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::__construct
(PECL gmagick >= Unknown)
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Gmagick::__construct — The Gmagick constructor

説明

Gmagick::__construct ([ string $filename ] )

The Gmagick constructor.

パラメータ
filename

The path to an image to load or array of paths

返り値

Returns a new Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::cropimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::cropimage — Extracts a region of the image

説明

public void Gmagick::cropimage ( int $width , int $height , int $x , int $y )

Extracts a region of the image.

パラメータ
width

The width of the crop

height

The height of the crop

x

The X coordinate of the cropped region's top left corner

y

The Y coordinate of the cropped region's top left corner

返り値

The cropped Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::cropthumbnailimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::cropthumbnailimage — Creates a crop thumbnail

説明

public void Gmagick::cropthumbnailimage ( int $width , int $height )

Creates a fixed size thumbnail by first scaling the image down and cropping a specified area from the center.
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パラメータ
width

The width of the thumbnail

height

The Height of the thumbnail

返り値

The cropped Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::current
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::current — The current purpose

説明

public void Gmagick::current ( void )

Returns reference to the current gmagick object with image pointer at the correct sequence.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns self on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::cyclecolormapimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::cyclecolormapimage — Displaces an image's colormap

説明

public void Gmagick::cyclecolormapimage ( float $displace )

Displaces an image's colormap by a given number of positions. If you cycle the colormap a number of times you can produce a psychedelic effect.

パラメータ
displace

The amount to displace the colormap.

返り値

Returns self on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::deconstructimages
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::deconstructimages — Returns certain pixel differences between images

説明

public void Gmagick::deconstructimages ( void )

Compares each image with the next in a sequence and returns the maximum bounding region of any pixel differences it discovers.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns self on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::despeckleimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::despeckleimage — The despeckleimage purpose

説明

public void Gmagick::despeckleimage ( void )

Reduces the speckle noise in an image while preserving the edges of the original image.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The despeckled Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

例

例1 Gmagick::despeckleimage() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

Gmagick::destroy
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::destroy — The destroy purpose
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説明

public void Gmagick::destroy ( void )

Destroys the Gmagick object and frees all resources associated with it

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::drawimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::drawimage — Renders the GmagickDraw object on the current image

説明

public void Gmagick::drawimage ( GmagickDraw $GmagickDraw )

Renders the GmagickDraw object on the current image

パラメータ
GmagickDraw

The drawing operations to render on the image.

返り値

The drawn Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::edgeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::edgeimage — Enhance edges within the image

説明

public void Gmagick::edgeimage ( float $radius )

Enhance edges within the image with a convolution filter of the given radius. Use radius 0 and it will be auto-selected.

パラメータ
radius

The radius of the operation.

返り値

The Gmagick object with edges enhanced.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::embossimage
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(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::embossimage — Returns a grayscale image with a three-dimensional effect

説明

public void Gmagick::embossimage ( float $radius , float $sigma )

Returns a grayscale image with a three-dimensional effect. We convolve the image with a Gaussian operator of the given radius and standard deviation (sigma). For reasonable results, radius should be larger than sigma. Use a radius of 0 and it will choose
a suitable radius for you.

パラメータ
radius

The radius of the effect

sigma

The sigma of the effect

返り値

The embossed Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::enhanceimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::enhanceimage — Improves the quality of a noisy image

説明

public void Gmagick::enhanceimage ( void )

Applies a digital filter that improves the quality of a noisy image.

返り値

The enhanced Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::equalizeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::equalizeimage — Equalizes the image histogram

説明

public void Gmagick::equalizeimage ( void )

Equalizes the image histogram.

返り値

The equalized Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::flipimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::flipimage — Creates a vertical mirror image

説明

public void Gmagick::flipimage ( void )

Creates a vertical mirror image by reflecting the pixels around the central x-axis.

返り値

The flipped Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::flopimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::flopimage — The flopimage purpose

説明

public void Gmagick::flopimage ( void )

Creates a horizontal mirror image by reflecting the pixels around the central y-axis.

返り値

The flopped Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::frameimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::frameimage — Adds a simulated three-dimensional border

説明

public void Gmagick::frameimage ( GmagickPixel $color , int $width , int $height , int $inner_bevel , int $outer_bevel )

Adds a simulated three-dimensional border around the image. The width and height specify the border width of the vertical and horizontal sides of the frame. The inner and outer bevels indicate the width of the inner and outer shadows of the frame.

パラメータ
color

GmagickPixel object or a float representing the matte color

width

The width of the border

height

The height of the border

inner_bevel

The inner bevel width

outer_bevel
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The outer bevel width

返り値

The framed Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::gammaimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::gammaimage — Gamma-corrects an image

説明

public void Gmagick::gammaimage ( float $gamma )

Gamma-corrects an image. The same image viewed on different devices will have perceptual differences in the way the image's intensities are represented on the screen. Specify individual gamma levels for the red, green, and blue channels, or adjust all
three with the gamma parameter. Values typically range from 0.8 to 2.3.

パラメータ
gamma

The amount of gamma-correction.

返り値

The gamma corrected Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getcopyright
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getcopyright — Returns the GraphicsMagick API copyright as a string

説明

public void Gmagick::getcopyright ( void )

Returns the GraphicsMagick API copyright as a string.

返り値

Returns a string containing the copyright notice of GraphicsMagick and Magickwand C API.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getfilename
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getfilename — The filename associated with an image sequence

説明

public void Gmagick::getfilename ( void )
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Returns the filename associated with an image sequence.

返り値

Returns a string on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagebackgroundcolor
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagebackgroundcolor — Returns the image background color

説明

public void Gmagick::getimagebackgroundcolor ( void )

Returns the image background color.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an GmagickPixel set to the background color of the image.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageblueprimary
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageblueprimary — Returns the chromaticy blue primary point

説明

public void Gmagick::getimageblueprimary ( void )

Returns the chromaticity blue primary point for the image.

パラメータ
x

The chromaticity blue primary x-point.

y

The chromaticity blue primary y-point.

返り値

Array consisting of "x" and "y" coordinates of point.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagebordercolor
(PECL gmagick >= Unknown)
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Gmagick::getimagebordercolor — Returns the image border color

説明

public void Gmagick::getimagebordercolor ( void )

Returns the image border color.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

GmagickPixel object representing the color of the border

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagechanneldepth
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagechanneldepth — Gets the depth for a particular image channel

説明

public void Gmagick::getimagechanneldepth ( void )

Gets the depth for a particular image channel.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Depth of image channel

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagecolors
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagecolors — Returns the color of the specified colormap index

説明

public void Gmagick::getimagecolors ( void )

Returns the color of the specified colormap index.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The number of colors in image.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::getimagecolorspace
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagecolorspace — Gets the image colorspace

説明

public void Gmagick::getimagecolorspace ( void )

Gets the image colorspace.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Colorspace

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagecompose
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagecompose — Returns the composite operator associated with the image

説明

public void Gmagick::getimagecompose ( void )

Returns the composite operator associated with the image.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the composite operator associated with the image.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagedelay
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagedelay — Gets the image delay

説明

public void Gmagick::getimagedelay ( void )

Gets the image delay

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the composite operator associated with the image.
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エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagedepth
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagedepth — Gets the depth of the image

説明

public void Gmagick::getimagedepth ( void )

Gets the depth of the image.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Image depth

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagedispose
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagedispose — Gets the image disposal method

説明

public void Gmagick::getimagedispose ( void )

Gets the image disposal method

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the dispose method on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageextrema
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageextrema — Gets the extrema for the image

説明

public void Gmagick::getimageextrema ( void )

Returns an associative array with the keys "min" and "max". エラー時に GmagickException をスローします。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an associative array with the keys "min" and "max".

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagefilename
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagefilename — Returns the filename of a particular image in a sequence

説明

public void Gmagick::getimagefilename ( void )

Returns the filename of a particular image in a sequence

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string with the filename of the image

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageformat
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageformat — Returns the format of a particular image in a sequence

説明

public void Gmagick::getimageformat ( void )

Returns the format of a particular image in a sequence.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string containing the image format on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagegamma
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagegamma — Gets the image gamma

説明
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public void Gmagick::getimagegamma ( void )

Gets the image gamma

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image gamma on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagegreenprimary
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagegreenprimary — Returns the chromaticy green primary point

説明

public void Gmagick::getimagegreenprimary ( void )

Returns the chromaticity green primary point. Returns an array with the keys "x" and "y".

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array with the keys "x" and "y" on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageheight
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageheight — Returns the image height

説明

public void Gmagick::getimageheight ( void )

Returns the image height

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image height in pixels.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagehistogram
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(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagehistogram — Gets the image histogram

説明

public void Gmagick::getimagehistogram ( void )

Returns the image histogram as an array of GmagickPixel objects. Throw an GmagickException on error.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image histogram as an array of GmagickPixel objects.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageindex
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageindex — Gets the index of the current active image

説明

public void Gmagick::getimageindex ( void )

Returns the index of the current active image within the Gmagick object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Index of current active image

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageinterlacescheme
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageinterlacescheme — Gets the image interlace scheme

説明

public void Gmagick::getimageinterlacescheme ( void )

Gets the image interlace scheme.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the interlace scheme as an integer on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::getimageiterations
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageiterations — Gets the image iterations

説明

public void Gmagick::getimageiterations ( void )

Gets the image iterations.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image iterations as an integer.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagematte
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagematte — Return if the image has a matte channel

説明

public void Gmagick::getimagematte ( void )

Returns TRUE if the image has a matte channel otherwise false.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns TRUE if the image has a matte channel otherwise false.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagemattecolor
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagemattecolor — Returns the image matte color

説明

public void Gmagick::getimagemattecolor ( void )

Returns GmagickPixel object on success. Throw an GmagickException on error.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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Returns GmagickPixel object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageprofile
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageprofile — Returns the named image profile.

説明

public void Gmagick::getimageprofile ( void )

Returns the named image profile.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string containing the image profile.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageredprimary
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageredprimary — Returns the chromaticity red primary point

説明

public void Gmagick::getimageredprimary ( void )

Returns the chromaticity red primary point as an array with the keys "x" and "y".

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the chromaticity red primary point as an array with the keys "x" and "y".

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagerenderingintent
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagerenderingintent — Gets the image rendering intent

説明

public void Gmagick::getimagerenderingintent ( void )

Gets the image rendering intent
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Extracts a region of the image and returns it as a a new wand

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageresolution
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageresolution — Gets the image X and Y resolution

説明

public void Gmagick::getimageresolution ( void )

Returns the resolution as an array.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the resolution as an array.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagescene
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagescene — Gets the image scene

説明

public void Gmagick::getimagescene ( void )

Gets the image scene.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image scene.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagesignature
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagesignature — Generates an SHA-256 message digest
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説明

public void Gmagick::getimagesignature ( void )

Generates an SHA-256 message digest for the image pixel stream.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string containing the SHA-256 hash of the file.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagetype
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagetype — Gets the potential image type.

説明

public void Gmagick::getimagetype ( void )

Gets the potential image type.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the potential image type.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimageunits
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimageunits — Gets the image units of resolution

説明

public void Gmagick::getimageunits ( void )

Gets the image units of resolution.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image units of resolution.

Gmagick::getimagewhitepoint
(PECL gmagick >= Unknown)
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Gmagick::getimagewhitepoint — Returns the chromaticity white point

説明

public void Gmagick::getimagewhitepoint ( void )

Returns the chromaticity white point as an associative array with the keys "x" and "y".

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the chromaticity white point as an associative array with the keys "x" and "y".

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getimagewidth
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getimagewidth — Returns the width of the image

説明

public void Gmagick::getimagewidth ( void )

Returns the width of the image.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the image width.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getpackagename
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getpackagename — Returns the GraphicsMagick package name.

説明

public void Gmagick::getpackagename ( void )

Returns the GraphicsMagick package name.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the GraphicsMagick package name as a string.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::getquantumdepth
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getquantumdepth — Returns the Gmagick quantum depth as a string.

説明

public void Gmagick::getquantumdepth ( void )

Returns the Gmagick quantum depth as a string.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the Gmagick quantum depth as a string.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getreleasedate
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getreleasedate — Returns the GraphicsMagick release date as a string.

説明

public void Gmagick::getreleasedate ( void )

Returns the GraphicsMagick release date as a string.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the GraphicsMagick release date as a string.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getsamplingfactors
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getsamplingfactors — Gets the horizontal and vertical sampling factor.

説明

public void Gmagick::getsamplingfactors ( void )

Gets the horizontal and vertical sampling factor.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an associative array with the horizontal and vertical sampling factors of the image.
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エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getsize
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getsize — Returns the size associated with the Gmagick object

説明

public void Gmagick::getsize ( void )

Returns the size associated with the Gmagick object as an array with the keys "columns" and "rows".

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the size associated with the Gmagick object as an array with the keys "columns" and "rows".

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::getversion
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::getversion — Returns the GraphicsMagick API version

説明

public void Gmagick::getversion ( void )

Returns the GraphicsMagick API version as a string and as a number.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the GraphicsMagick API version as a string and as a number.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::hasnextimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::hasnextimage — Checks if the object has more images

説明

public void Gmagick::hasnextimage ( void )

Returns TRUE if the object has more images when traversing the list in the forward direction.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns TRUE if the object has more images when traversing the list in the forward direction, returns FALSE if there are none.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::haspreviousimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::haspreviousimage — Checks if the object has a previous image

説明

public void Gmagick::haspreviousimage ( void )

Returns TRUE if the object has more images when traversing the list in the reverse direction

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns TRUE if the object has more images when traversing the list in the reverse direction, returns FALSE if there are none.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::implodeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::implodeimage — Creates a new image as a copy

説明

public void Gmagick::implodeimage ( float $radius )

Creates a new image that is a copy of an existing one with the image pixels "imploded" by the specified percentage.

パラメータ
radius

The radius of the implode

返り値

Returns imploded Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::labelimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::labelimage — Adds a label to an image.
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説明

public void Gmagick::labelimage ( string $label )

Adds a label to an image.

パラメータ
label

The label to add

返り値

Gmagick with label.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::levelimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::levelimage — Adjusts the levels of an image

説明

public void Gmagick::levelimage ( float $blackPoint , float $gamma , float $whitePoint [, int $channel ] )

Adjusts the levels of an image by scaling the colors falling between specified white and black points to the full available quantum range. The parameters provided represent the black, mid, and white points. The black point specifies the darkest color in the
image. Colors darker than the black point are set to zero. Mid point specifies a gamma correction to apply to the image. White point specifies the lightest color in the image. Colors brighter than the white point are set to the maximum quantum value.

パラメータ
blackPoint

The image black point

gamma

The gamma value

whitePoint

The image white point

channel

Provide any channel constant that is valid for your channel mode. To apply to more than one channel, combine channeltype constants using bitwise operators. Refer to this list of channel constants.

返り値

Gmagick object with image levelled.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::magnifyimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::magnifyimage — Scales an image proportionally 2x

説明

public void Gmagick::magnifyimage ( void )

Conveniently scales an image proportionally to twice its original size.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Magnified Gmagick object.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::mapimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::mapimage — Replaces the colors of an image with the closest color from a reference image.

説明

public void Gmagick::mapimage ( gmagick $gmagick , int $dither )

Replaces the colors of an image with the closest color from a reference image.

パラメータ
gmagick

The reference image

dither

Set this integer value to something other than zero to dither the mapped image

返り値

Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::medianfilterimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::medianfilterimage — Applies a digital filter

説明

public void Gmagick::medianfilterimage ( float $radius )

Applies a digital filter that improves the quality of a noisy image. Each pixel is replaced by the median in a set of neighboring pixels as defined by radius.

パラメータ
radius

The radius of the pixel neighborhood.

返り値

Gmagick object with median filter applied.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::minifyimage
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(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::minifyimage — Scales an image proportionally to half its size

説明

public void Gmagick::minifyimage ( void )

A convenient method that scales an image proportionally to one-half its original size

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::modulateimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::modulateimage — Control the brightness, saturation, and hue

説明

public void Gmagick::modulateimage ( float $brightness , float $saturation , float $hue )

Lets you control the brightness, saturation, and hue of an image. Hue is the percentage of absolute rotation from the current position. For example 50 results in a counter-clockwise rotation of 90 degrees, 150 results in a clockwise rotation of 90
degrees, with 0 and 200 both resulting in a rotation of 180 degrees.

パラメータ
brightness

The percent change in brighness (-100 thru +100).

saturation

The percent change in saturation (-100 thru +100)

hue

The percent change in hue (-100 thru +100)

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::motionblurimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::motionblurimage — Simulates motion blur

説明

public void Gmagick::motionblurimage ( float $radius , float $sigma , float $angle )

Simulates motion blur. We convolve the image with a Gaussian operator of the given radius and standard deviation (sigma). For reasonable results, radius should be larger than sigma. Use a radius of 0 and MotionBlurImage() selects a suitable radius for
you. Angle gives the angle of the blurring motion.

パラメータ
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radius

The radius of the Gaussian, in pixels, not counting the center pixel.

sigma

The standard deviation of the Gaussian, in pixels.

angle

Apply the effect along this angle.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::newimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::newimage — Creates a new image

説明

public void Gmagick::newimage ( int $width , int $height , mixed $background , string $format )

Creates a new image with the specified background color

パラメータ
width

Width of the new image

height

Height of the new image

background

The background color used for this image (as float)

format

Image format.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::nextimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::nextimage — Moves to the next image

説明

public void Gmagick::nextimage ( void )

Associates the next image in the image list with an Gmagick object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::normalizeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::normalizeimage — Enhances the contrast of a color image

説明

public void Gmagick::normalizeimage ([ int $channel ] )

Enhances the contrast of a color image by adjusting the pixels color to span the entire range of colors available.

パラメータ
channel

Identify which channel to normalize

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::oilpaintimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::oilpaintimage — Simulates an oil painting

説明

public void Gmagick::oilpaintimage ( float $radius )

Applies a special effect filter that simulates an oil painting. Each pixel is replaced by the most frequent color occurring in a circular region defined by radius.

パラメータ
radius

The radius of the circular neighborhood.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::previousimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::previousimage — Move to the previous image in the object

説明
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public void Gmagick::previousimage ( void )

Assocates the previous image in an image list with the Gmagick object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::profileimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::profileimage — Adds or removes a profile from an image

説明

public void Gmagick::profileimage ( string $name , string $profile )

Adds or removes a ICC, IPTC, or generic profile from an image. If the profile is NULL, it is removed from the image otherwise added. Use a name of '*' and a profile of NULL to remove all profiles from the image.

パラメータ
name

Name of profile to add or remove: ICC, IPTC, or generic profile.

profile

The profile.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::quantizeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::quantizeimage — Analyzes the colors within a reference image

説明

public void Gmagick::quantizeimage ( int $numColors , int $colorspace , int $treeDepth , bool $dither , bool $measureError )

Analyzes the colors within a reference image and chooses a fixed number of colors to represent the image. The goal of the algorithm is to minimize the color difference between the input and output image while minimizing the processing time.

パラメータ
numColors

The number of colors.

colorspace

Perform color reduction in this colorspace, typically RGBColorspace.

treeDepth

Normally, this integer value is zero or one. A zero or one tells Quantize to choose a optimal tree depth of Log4(number_colors).% A tree of this depth generally allows the best representation of the reference image with the least amount of memory



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

and the fastest computational speed. In some cases, such as an image with low color dispersion (a few number of colors), a value other than Log4(number_colors) is required. To expand the color tree completely, use a value of 8.

dither

A value other than zero distributes the difference between an original image and the corresponding color reduced algorithm to neighboring pixels along a Hilbert curve.

measureError

A value other than zero measures the difference between the original and quantized images. This difference is the total quantization error. The error is computed by summing over all pixels in an image the distance squared in RGB space between
each reference pixel value and its quantized value.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::quantizeimages
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::quantizeimages — The quantizeimages purpose

説明

public void Gmagick::quantizeimages ( int $numColors , int $colorspace , int $treeDepth , bool $dither , bool $measureError )

Analyzes the colors within a sequence of images and chooses a fixed number of colors to represent the image. The goal of the algorithm is to minimize the color difference between the input and output image while minimizing the processing time.

パラメータ
numColors

The number of colors.

colorspace

Perform color reduction in this colorspace, typically RGBColorspace.

treeDepth

Normally, this integer value is zero or one. A zero or one tells Quantize to choose a optimal tree depth of Log4(number_colors).% A tree of this depth generally allows the best representation of the reference image with the least amount of memory
and the fastest computational speed. In some cases, such as an image with low color dispersion (a few number of colors), a value other than Log4(number_colors) is required. To expand the color tree completely, use a value of 8.

dither

A value other than zero distributes the difference between an original image and the corresponding color reduced algorithm to neighboring pixels along a Hilbert curve.

measureError

A value other than zero measures the difference between the original and quantized images. This difference is the total quantization error. The error is computed by summing over all pixels in an image the distance squared in RGB space between
each reference pixel value and its quantized value.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::queryfontmetrics
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::queryfontmetrics — Returns an array representing the font metrics

説明

public void Gmagick::queryfontmetrics ( void )

MagickQueryFontMetrics() returns an array representing the font metrics.
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::queryfonts
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::queryfonts — Returns the configured fonts

説明

public void Gmagick::queryfonts ( void )

Returns fonts supported by Gmagick.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::queryformats
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::queryformats — Returns formats supported by Gmagick.

説明

public void Gmagick::queryformats ( string $pattern )

Returns formats supported by Gmagick.

パラメータ
pattern

Specifies a pointer to a text string containing a pattern.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::radialblurimage
(PECL gmagick >= Unknown)
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Gmagick::radialblurimage — Radial blurs an image

説明

public void Gmagick::radialblurimage ( float $angle [, int $channel ] )

Radial blurs an image.

パラメータ
angle

The angle of the blur in degrees.

channel

Related channel

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::raiseimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::raiseimage — Creates a simulated 3d button-like effect

説明

public void Gmagick::raiseimage ( int $width , int $height , int $x , int $y , bool $raise )

Creates a simulated three-dimensional button-like effect by lightening and darkening the edges of the image. Members width and height of raise_info define the width of the vertical and horizontal edge of the effect.

パラメータ
width

Width of the area to raise.

height

Height of the area to raise.

x

X coordinate

y

Y coordinate

raise

A value other than zero creates a 3-D raise effect, otherwise it has a lowered effect.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::read
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::read — Reads image from filename
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説明

public void Gmagick::read ( string $filename )

Reads image from filename.

パラメータ
filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::readimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::readimage — Reads image from filename

説明

public void Gmagick::readimage ( string $filename )

Reads image from filename.

パラメータ
filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::readimageblob
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::readimageblob — Reads image from a binary string

説明

public void Gmagick::readimageblob ( string $imageContents [, string $filename ] )

Reads image from a binary string.

パラメータ
imageContents

Content of image

filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object on success
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エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::readimagefile
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::readimagefile — The readimagefile purpose

説明

public void Gmagick::readimagefile ( string $fp )

Reads an image or image sequence from an open file descriptor.

パラメータ
fp

The file descriptor.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::reducenoiseimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::reducenoiseimage — Smooths the contours of an image

説明

public void Gmagick::reducenoiseimage ( float $radius )

Smooths the contours of an image while still preserving edge information. The algorithm works by replacing each pixel with its neighbor closest in value. A neighbor is defined by radius. Use a radius of 0 and Gmagick::reduceNoiseImage() selects a
suitable radius for you.

パラメータ
radius

The radius of the pixel neighborhood.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::removeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::removeimage — Removes an image from the image list

説明

public void Gmagick::removeimage ( void )
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Removes an image from the image list.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::removeimageprofile
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::removeimageprofile — Removes the named image profile and returns it

説明

public void Gmagick::removeimageprofile ( string $name )

Removes the named image profile and returns it.

パラメータ
name

Name of profile to return: ICC, IPTC, or generic profile.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::resampleimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::resampleimage — Resample image to desired resolution

説明

public void Gmagick::resampleimage ( float $xResolution , float $yResolution , int $filter , float $blur )

Resample image to desired resolution.

パラメータ
xResolution

The new image x resolution.

yResolution

The new image y resolution.

filter

Image filter to use.

blur

The blur factor where larger than 1 is blurry, smaller than 1 is sharp.

返り値
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The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::resizeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::resizeimage — Scales an image

説明

public void Gmagick::resizeimage ( int $width , int $height , int $filter , float $blur [, bool $fit ] )

Scales an image to the desired dimensions with a filter.

パラメータ
width

The number of columns in the scaled image.

height

The number of rows in the scaled image.

filter

Image filter to use.

blur

The blur factor where larger than 1 is blurry, lesser than 1 is sharp.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::rollimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::rollimage — Offsets an image

説明

public void Gmagick::rollimage ( int $x , int $y )

Offsets an image as defined by x and y.

パラメータ
x

The x offset.

y

The y offset.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::rotateimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::rotateimage — Rotates an image

説明

public void Gmagick::rotateimage ( mixed $color , float $degrees )

Rotates an image the specified number of degrees. Empty triangles left over from rotating the image are filled with the background color.

パラメータ
color

The background pixel.

degrees

The number of degrees to rotate the image.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::scaleimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::scaleimage — Scales the size of an image

説明

public void Gmagick::scaleimage ( int $width , int $height )

Scales the size of an image to the given dimensions. The other parameter will be calculated if 0 is passed as either param.

パラメータ
width

The number of columns in the scaled image.

height

The number of rows in the scaled image.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::separateimagechannel
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::separateimagechannel — Separates a channel from the image

説明
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public void Gmagick::separateimagechannel ( int $channel )

Separates a channel from the image and returns a grayscale image. A channel is a particular color component of each pixel in the image.

パラメータ
channel

Identify which channel to extract: RedChannel, GreenChannel, BlueChannel, OpacityChannel, CyanChannel, MagentaChannel, YellowChannel, BlackChannel.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setfilename
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setfilename — Sets the filename before you read or write the image

説明

public void Gmagick::setfilename ( string $filename )

Sets the filename before you read or write an image file.

パラメータ
filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagebackgroundcolor
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagebackgroundcolor — Sets the image background color.

説明

public void Gmagick::setimagebackgroundcolor ( GmagickPixel $color )

Sets the image background color.

パラメータ
color

The background pixel wand.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::setimageblueprimary
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageblueprimary — Sets the image chromaticity blue primary point.

説明

public void Gmagick::setimageblueprimary ( float $x , float $y )

Sets the image chromaticity blue primary point.

パラメータ
x

The blue primary x-point.

y

The blue primary y-point.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagebordercolor
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagebordercolor — Sets the image border color.

説明

public void Gmagick::setimagebordercolor ( GmagickPixel $color )

Sets the image border color.

パラメータ
color

The border pixel wand.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagechanneldepth
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagechanneldepth — Sets the depth of a particular image channel

説明

public void Gmagick::setimagechanneldepth ( int $channel , int $depth )

Sets the depth of a particular image channel.

パラメータ
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channel

Identify which channel to extract: RedChannel, GreenChannel, BlueChannel, OpacityChannel, CyanChannel, MagentaChannel, YellowChannel, BlackChannel.

depth

The image depth in bits.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagecolorspace
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagecolorspace — Sets the image colorspace

説明

public void Gmagick::setimagecolorspace ( int $colorspace )

Sets the image colorspace.

パラメータ
colorspace

The image colorspace: UndefinedColorspace, RGBColorspace, GRAYColorspace, TransparentColorspace, OHTAColorspace, XYZColorspace, YCbCrColorspace, YCCColorspace, YIQColorspace, YPbPrColorspace, YPbPrColorspace, YUVColorspace,
CMYKColorspace, sRGBColorspace, HSLColorspace, or HWBColorspace.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagecompose
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagecompose — Sets the image composite operator

説明

public void Gmagick::setimagecompose ( int $composite )

Sets the image composite operator.

パラメータ
composite

The image composite operator.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::setimagedelay
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagedelay — Sets the image delay

説明

public void Gmagick::setimagedelay ( int $delay )

Sets the image delay

パラメータ
delay

The image delay in 1/100th of a second.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagedepth
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagedepth — Sets the image depth

説明

public void Gmagick::setimagedepth ( float $depth )

Sets the image depth

パラメータ
depth

The image depth in bits: 8, 16, or 32.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagedispose
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagedispose — Sets the image disposal method

説明

public void Gmagick::setimagedispose ( int $disposeType )

Sets the image disposal method.

パラメータ
disposeType

The image disposal type.
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返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagefilename
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagefilename — Sets the filename of a particular image in a sequence

説明

public void Gmagick::setimagefilename ( string $filename )

Sets the filename of a particular image in a sequence.

パラメータ
filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageformat
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageformat — Sets the format of a particular image

説明

public void Gmagick::setimageformat ( string $imageFormat )

Sets the format of a particular image in a sequence.

パラメータ
imageFormat

The image format.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagegamma
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagegamma — Sets the image gamma

説明
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public void Gmagick::setimagegamma ( float $gamma )

Sets the image gamma.

パラメータ
gamma

The image gamma.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagegreenprimary
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagegreenprimary — TSets the image chromaticity green primary point.

説明

public void Gmagick::setimagegreenprimary ( float $x , float $y )

Sets the image chromaticity green primary point.

パラメータ
x

The chromaticity green primary x-point.

y

The chromaticity green primary y-point.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageindex
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageindex — Set the iterator to the position in the image list specified with the index parameter

説明

public void Gmagick::setimageindex ( int $index )

Set the iterator to the position in the image list specified with the index parameter.

パラメータ
index

The scene number.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外
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エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageinterlacescheme
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageinterlacescheme — Sets the interlace scheme of the image.

説明

public void Gmagick::setimageinterlacescheme ( int $interlace )

Sets the interlace scheme of the image.

パラメータ
interlace

The image interlace scheme: NoInterlace, LineInterlace, PlaneInterlace, PartitionInterlace.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageiterations
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageiterations — Sets the image iterations.

説明

public void Gmagick::setimageiterations ( int $iterations )

Sets the image iterations.

パラメータ
iterations

The image delay in 1/100th of a second.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageprofile
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageprofile — Adds a named profile to the Gmagick object

説明

public void Gmagick::setimageprofile ( string $name , string $profile )

Adds a named profile to the Gmagick object. If a profile with the same name already exists, it is replaced. This method differs from the Gmagick::ProfileImage() method in that it does not apply any CMS color profiles.

パラメータ
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name

Name of profile to add or remove: ICC, IPTC, or generic profile.

profile

The profile.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageredprimary
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageredprimary — Sets the image chromaticity red primary point.

説明

public void Gmagick::setimageredprimary ( float $x , float $y )

Sets the image chromaticity red primary point.

パラメータ
x

The red primary x-point.

y

The red primary y-point.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagerenderingintent
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagerenderingintent — Sets the image rendering intent

説明

public void Gmagick::setimagerenderingintent ( int $rendering_intent )

Sets the image rendering intent.

パラメータ
rendering_intent

The image rendering intent: UndefinedIntent, SaturationIntent, PerceptualIntent, AbsoluteIntent, or RelativeIntent.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::setimageresolution
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageresolution — Sets the image resolution

説明

public void Gmagick::setimageresolution ( float $xResolution , float $yResolution )

Sets the image resolution.

パラメータ
xResolution

The image x resolution.

yResolution

The image y resolution.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagescene
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagescene — Sets the image scene

説明

public void Gmagick::setimagescene ( string $scene )

Sets the image scene.

パラメータ
scene

The image scene number.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagetype
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagetype — Sets the image type

説明

public void Gmagick::setimagetype ( string $imgType )

Sets the image type.



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

パラメータ
imgType

The image type: UndefinedType, BilevelType, GrayscaleType, GrayscaleMatteType, PaletteType, PaletteMatteType, TrueColorType, TrueColorMatteType, ColorSeparationType, ColorSeparationMatteType, or OptimizeType.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimageunits
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimageunits — Sets the image units of resolution.

説明

public void Gmagick::setimageunits ( int $resolution )

Sets the image units of resolution.

パラメータ
resolution

The image units of resolution : Undefinedresolution, PixelsPerInchResolution, or PixelsPerCentimeterResolution.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setimagewhitepoint
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setimagewhitepoint — Sets the image chromaticity white point.

説明

public void Gmagick::setimagewhitepoint ( float $x , float $y )

Sets the image chromaticity white point.

パラメータ
x

The white x-point.

y

The white y-point.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::setsamplingfactors
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setsamplingfactors — Sets the image sampling factors.

説明

public void Gmagick::setsamplingfactors ( array $factors )

Sets the image sampling factors.

パラメータ
factors

An array of doubles representing the sampling factor for each color component (in RGB order).

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::setsize
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::setsize — Sets the size of the Gmagick object

説明

public void Gmagick::setsize ( int $columns , int $rows )

Sets the size of the Gmagick object. Set it before you read a raw image format such as RGB, GRAY, or CMYK.

パラメータ
columns

The width in pixels.

rows

The height in pixels.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::shearimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::shearimage — Creating a parallelogram

説明

public void Gmagick::shearimage ( mixed $color , float $xShear , float $yShear )

Slides one edge of an image along the X or Y axis, creating a parallelogram. An X direction shear slides an edge along the X axis, while a Y direction shear slides an edge along the Y axis. The amount of the shear is controlled by a shear angle. For X
direction shears, x_shear is measured relative to the Y axis, and similarly, for Y direction shears y_shear is measured relative to the X axis. Empty triangles left over from shearing the image are filled with the background color.

パラメータ
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color

The background pixel wand.

xShear

The number of degrees to shear the image.

yShear

The number of degrees to shear the image.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::solarizeimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::solarizeimage — Applies a solarizing effect to the image

説明

public void Gmagick::solarizeimage ( float $threshold )

Applies a special effect to the image, similar to the effect achieved in a photo darkroom by selectively exposing areas of photo sensitive paper to light. Threshold ranges from 0 to QuantumRange and is a measure of the extent of the solarization.

パラメータ
threshold

Define the extent of the solarization.

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::spreadimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::spreadimage — Randomly displaces each pixel in a block

説明

public void Gmagick::spreadimage ( float $radius )

Special effects method that randomly displaces each pixel in a block defined by the radius parameter.

パラメータ
radius

Choose a random pixel in a neighborhood of this extent.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。
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Gmagick::stripimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::stripimage — Strips an image of all profiles and comments

説明

public void Gmagick::stripimage ( void )

Strips an image of all profiles and comments.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::swirlimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::swirlimage — Swirls the pixels about the center of the image

説明

public void Gmagick::swirlimage ( float $degrees )

Swirls the pixels about the center of the image, where degrees indicates the sweep of the arc through which each pixel is moved. You get a more dramatic effect as the degrees move from 1 to 360.

パラメータ
degrees

Define the tightness of the swirling effect.

返り値

The Gmagick object on success

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::thumbnailimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::thumbnailimage — Changes the size of an image

説明

public void Gmagick::thumbnailimage ( int $width , int $height )

Changes the size of an image to the given dimensions and removes any associated profiles. The goal is to produce small low cost thumbnail images suited for display on the Web. If TRUE is given as a third parameter then columns and rows parameters are
used as maximums for each side. Both sides will be scaled down until the match or are smaller than the parameter given for the side.

パラメータ
width
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Image width

height

Image height

返り値

The Gmagick object on success.

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::trimimage
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::trimimage — Remove edges from the image

説明

public void Gmagick::trimimage ( float $fuzz )

Remove edges that are the background color from the image.

パラメータ
fuzz

By default target must match a particular pixel color exactly. However, in many cases two colors may differ by a small amount. The fuzz member of image defines how much tolerance is acceptable to consider two colors as the same. This parameter
represents the variation on the quantum range.

返り値

The Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::write
(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::write — Writes an image to the specified filename

説明

public void Gmagick::write ( string $filename )

Writes an image to the specified filename. If the filename parameter is NULL, the image is written to the filename set by Gmagick::ReadImage() or Gmagick::SetImageFilename().

パラメータ
filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

Gmagick::writeimage
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(PECL gmagick >= Unknown)

Gmagick::writeimage — Writes an image to the specified filename

説明

public void Gmagick::writeimage ( string $filename )

Writes an image to the specified filename. If the filename parameter is NULL, the image is written to the filename set by Gmagick::ReadImage() or Gmagick::SetImageFilename().

パラメータ
filename

The image filename.

返り値

The Gmagick object

エラー / 例外

エラー時に GmagickException をスローします。

目次
Gmagick::addimage — Adds new image to Gmagick object image list
Gmagick::addnoiseimage — Adds random noise to the image
Gmagick::annotateimage — Annotates an image with text
Gmagick::blurimage — Adds blur filter to image
Gmagick::borderimage — Surrounds the image with a border
Gmagick::charcoalimage — Simulates a charcoal drawing
Gmagick::chopimage — Removes a region of an image and trims
Gmagick::clear — Clears all resources associated to Gmagick object
Gmagick::commentimage — Adds a comment to your image
Gmagick::compositeimage — Composite one image onto another
Gmagick::__construct — The Gmagick constructor
Gmagick::cropimage — Extracts a region of the image
Gmagick::cropthumbnailimage — Creates a crop thumbnail
Gmagick::current — The current purpose
Gmagick::cyclecolormapimage — Displaces an image's colormap
Gmagick::deconstructimages — Returns certain pixel differences between images
Gmagick::despeckleimage — The despeckleimage purpose
Gmagick::destroy — The destroy purpose
Gmagick::drawimage — Renders the GmagickDraw object on the current image
Gmagick::edgeimage — Enhance edges within the image
Gmagick::embossimage — Returns a grayscale image with a three-dimensional effect
Gmagick::enhanceimage — Improves the quality of a noisy image
Gmagick::equalizeimage — Equalizes the image histogram
Gmagick::flipimage — Creates a vertical mirror image
Gmagick::flopimage — The flopimage purpose
Gmagick::frameimage — Adds a simulated three-dimensional border
Gmagick::gammaimage — Gamma-corrects an image
Gmagick::getcopyright — Returns the GraphicsMagick API copyright as a string
Gmagick::getfilename — The filename associated with an image sequence
Gmagick::getimagebackgroundcolor — Returns the image background color
Gmagick::getimageblueprimary — Returns the chromaticy blue primary point
Gmagick::getimagebordercolor — Returns the image border color
Gmagick::getimagechanneldepth — Gets the depth for a particular image channel
Gmagick::getimagecolors — Returns the color of the specified colormap index
Gmagick::getimagecolorspace — Gets the image colorspace
Gmagick::getimagecompose — Returns the composite operator associated with the image
Gmagick::getimagedelay — Gets the image delay
Gmagick::getimagedepth — Gets the depth of the image
Gmagick::getimagedispose — Gets the image disposal method
Gmagick::getimageextrema — Gets the extrema for the image
Gmagick::getimagefilename — Returns the filename of a particular image in a sequence
Gmagick::getimageformat — Returns the format of a particular image in a sequence
Gmagick::getimagegamma — Gets the image gamma
Gmagick::getimagegreenprimary — Returns the chromaticy green primary point
Gmagick::getimageheight — Returns the image height
Gmagick::getimagehistogram — Gets the image histogram
Gmagick::getimageindex — Gets the index of the current active image
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Gmagick::getimageinterlacescheme — Gets the image interlace scheme
Gmagick::getimageiterations — Gets the image iterations
Gmagick::getimagematte — Return if the image has a matte channel
Gmagick::getimagemattecolor — Returns the image matte color
Gmagick::getimageprofile — Returns the named image profile.
Gmagick::getimageredprimary — Returns the chromaticity red primary point
Gmagick::getimagerenderingintent — Gets the image rendering intent
Gmagick::getimageresolution — Gets the image X and Y resolution
Gmagick::getimagescene — Gets the image scene
Gmagick::getimagesignature — Generates an SHA-256 message digest
Gmagick::getimagetype — Gets the potential image type.
Gmagick::getimageunits — Gets the image units of resolution
Gmagick::getimagewhitepoint — Returns the chromaticity white point
Gmagick::getimagewidth — Returns the width of the image
Gmagick::getpackagename — Returns the GraphicsMagick package name.
Gmagick::getquantumdepth — Returns the Gmagick quantum depth as a string.
Gmagick::getreleasedate — Returns the GraphicsMagick release date as a string.
Gmagick::getsamplingfactors — Gets the horizontal and vertical sampling factor.
Gmagick::getsize — Returns the size associated with the Gmagick object
Gmagick::getversion — Returns the GraphicsMagick API version
Gmagick::hasnextimage — Checks if the object has more images
Gmagick::haspreviousimage — Checks if the object has a previous image
Gmagick::implodeimage — Creates a new image as a copy
Gmagick::labelimage — Adds a label to an image.
Gmagick::levelimage — Adjusts the levels of an image
Gmagick::magnifyimage — Scales an image proportionally 2x
Gmagick::mapimage — Replaces the colors of an image with the closest color from a reference image.
Gmagick::medianfilterimage — Applies a digital filter
Gmagick::minifyimage — Scales an image proportionally to half its size
Gmagick::modulateimage — Control the brightness, saturation, and hue
Gmagick::motionblurimage — Simulates motion blur
Gmagick::newimage — Creates a new image
Gmagick::nextimage — Moves to the next image
Gmagick::normalizeimage — Enhances the contrast of a color image
Gmagick::oilpaintimage — Simulates an oil painting
Gmagick::previousimage — Move to the previous image in the object
Gmagick::profileimage — Adds or removes a profile from an image
Gmagick::quantizeimage — Analyzes the colors within a reference image
Gmagick::quantizeimages — The quantizeimages purpose
Gmagick::queryfontmetrics — Returns an array representing the font metrics
Gmagick::queryfonts — Returns the configured fonts
Gmagick::queryformats — Returns formats supported by Gmagick.
Gmagick::radialblurimage — Radial blurs an image
Gmagick::raiseimage — Creates a simulated 3d button-like effect
Gmagick::read — Reads image from filename
Gmagick::readimage — Reads image from filename
Gmagick::readimageblob — Reads image from a binary string
Gmagick::readimagefile — The readimagefile purpose
Gmagick::reducenoiseimage — Smooths the contours of an image
Gmagick::removeimage — Removes an image from the image list
Gmagick::removeimageprofile — Removes the named image profile and returns it
Gmagick::resampleimage — Resample image to desired resolution
Gmagick::resizeimage — Scales an image
Gmagick::rollimage — Offsets an image
Gmagick::rotateimage — Rotates an image
Gmagick::scaleimage — Scales the size of an image
Gmagick::separateimagechannel — Separates a channel from the image
Gmagick::setfilename — Sets the filename before you read or write the image
Gmagick::setimagebackgroundcolor — Sets the image background color.
Gmagick::setimageblueprimary — Sets the image chromaticity blue primary point.
Gmagick::setimagebordercolor — Sets the image border color.
Gmagick::setimagechanneldepth — Sets the depth of a particular image channel
Gmagick::setimagecolorspace — Sets the image colorspace
Gmagick::setimagecompose — Sets the image composite operator
Gmagick::setimagedelay — Sets the image delay
Gmagick::setimagedepth — Sets the image depth
Gmagick::setimagedispose — Sets the image disposal method
Gmagick::setimagefilename — Sets the filename of a particular image in a sequence
Gmagick::setimageformat — Sets the format of a particular image
Gmagick::setimagegamma — Sets the image gamma
Gmagick::setimagegreenprimary — TSets the image chromaticity green primary point.
Gmagick::setimageindex — Set the iterator to the position in the image list specified with the index parameter
Gmagick::setimageinterlacescheme — Sets the interlace scheme of the image.
Gmagick::setimageiterations — Sets the image iterations.
Gmagick::setimageprofile — Adds a named profile to the Gmagick object
Gmagick::setimageredprimary — Sets the image chromaticity red primary point.
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Gmagick::setimagerenderingintent — Sets the image rendering intent
Gmagick::setimageresolution — Sets the image resolution
Gmagick::setimagescene — Sets the image scene
Gmagick::setimagetype — Sets the image type
Gmagick::setimageunits — Sets the image units of resolution.
Gmagick::setimagewhitepoint — Sets the image chromaticity white point.
Gmagick::setsamplingfactors — Sets the image sampling factors.
Gmagick::setsize — Sets the size of the Gmagick object
Gmagick::shearimage — Creating a parallelogram
Gmagick::solarizeimage — Applies a solarizing effect to the image
Gmagick::spreadimage — Randomly displaces each pixel in a block
Gmagick::stripimage — Strips an image of all profiles and comments
Gmagick::swirlimage — Swirls the pixels about the center of the image
Gmagick::thumbnailimage — Changes the size of an image
Gmagick::trimimage — Remove edges from the image
Gmagick::write — Writes an image to the specified filename
Gmagick::writeimage — Writes an image to the specified filename

GmagickDraw クラス
導入
Description of the class.

クラス概要
GmagickDraw {
/* メソッド */
public void annotate ( float $x , float $y , string $text )
public void arc ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey , float $sd , float $ed )
public void bezier ( array $coordinate_array )
public void ellipse ( float $ox , float $oy , float $rx , float $ry , float $start , float $end )
public void getfillcolor ( void )
public void getfillopacity ( void )
public void getfont ( void )
public void getfontsize ( void )
public void getfontstyle ( void )
public void getfontweight ( void )
public void getstrokecolor ( void )
public void getstrokeopacity ( void )
public void getstrokewidth ( void )
public void gettextdecoration ( void )
public void gettextencoding ( void )
public void line ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey )
public void point ( float $x , float $y )
public void polygon ( array $coordinates )
public void polyline ( array $coordinate_array )
public void rectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 )
public void rotate ( float $degrees )
public void roundrectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $rx , float $ry )
public void scale ( float $x , float $y )
public void setfillcolor ( string $color )
public void setfillopacity ( float $fill_opacity )
public void setfont ( string $font )
public void setfontsize ( float $pointsize )
public void setfontstyle ( string $style )
public void setfontweight ( int $weight )
public void setstrokecolor ( GmagickPixel $color )
public void setstrokeopacity ( float $stroke_opacity )
public void setstrokewidth ( float $width )
public void settextdecoration ( int $decoration )
public void settextencoding ( string $encoding )
}

GmagickDraw::annotate
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::annotate — Draws text on the image
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説明

public void GmagickDraw::annotate ( float $x , float $y , string $text )

Draws text on the image.

パラメータ
x

x ordinate to left of text

y

y ordinate to text baseline

text

text to draw

返り値

The GmagickDraw object on success.

GmagickDraw::arc
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::arc — Draws an arc

説明

public void GmagickDraw::arc ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey , float $sd , float $ed )

Draws an arc falling within a specified bounding rectangle on the image.

パラメータ
sx

starting x ordinate of bounding rectangle

sy

starting y ordinate of bounding rectangle

ex

ending x ordinate of bounding rectangle

ey

ending y ordinate of bounding rectangle

sd

starting degrees of rotation

ed

ending degrees of rotation

返り値

The GmagickDraw object on success.

GmagickDraw::bezier
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::bezier — Draws a bezier curve

説明

public void GmagickDraw::bezier ( array $coordinate_array )
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Draws a bezier curve through a set of points on the image.

パラメータ
coordinate_array

Coordinates array

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::ellipse
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::ellipse — Draws an ellipse on the image

説明

public void GmagickDraw::ellipse ( float $ox , float $oy , float $rx , float $ry , float $start , float $end )

Draws an ellipse on the image.

パラメータ
ox

origin x ordinate

oy

origin y ordinate

rx

radius in x

ry

radius in y

start

starting rotation in degrees

end

ending rotation in degrees

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::getfillcolor
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getfillcolor — Returns the fill color

説明

public void GmagickDraw::getfillcolor ( void )

Returns the fill color used for drawing filled objects.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The GmagickPixel fill color used for drawing filled objects.



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

GmagickDraw::getfillopacity
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getfillopacity — Returns the opacity used when drawing

説明

public void GmagickDraw::getfillopacity ( void )

Returns the opacity used when drawing

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the opacity used when drawing using the fill color or fill texture. Fully opaque is 1.0.

GmagickDraw::getfont
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getfont — Returns the font

説明

public void GmagickDraw::getfont ( void )

Returns a string specifying the font used when annotating with text.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and false if no font is set.

GmagickDraw::getfontsize
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getfontsize — Returns the font pointsize

説明

public void GmagickDraw::getfontsize ( void )

Returns the font pointsize used when annotating with text.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the font size associated with the current GmagickDraw object.

GmagickDraw::getfontstyle
(PECL gmagick >= Unknown)
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GmagickDraw::getfontstyle — Returns the font style

説明

public void GmagickDraw::getfontstyle ( void )

Returns the font style used when annotating with text.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the font style constant (STYLE_) associated with the GmagickDraw object or 0 if no style is set.

GmagickDraw::getfontweight
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getfontweight — Returns the font weight

説明

public void GmagickDraw::getfontweight ( void )

Returns the font weight used when annotating with text.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an int on success and 0 if no weight is set.

GmagickDraw::getstrokecolor
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getstrokecolor — Returns the color used for stroking object outlines

説明

public void GmagickDraw::getstrokecolor ( void )

Returns the color used for stroking object outlines.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an GmagickPixel object which describes the color

GmagickDraw::getstrokeopacity
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getstrokeopacity — Returns the opacity of stroked object outlines

説明

public void GmagickDraw::getstrokeopacity ( void )

Returns the opacity of stroked object outlines.
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a double describing the opacity.

GmagickDraw::getstrokewidth
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::getstrokewidth — Returns the width of the stroke used to draw object outlines

説明

public void GmagickDraw::getstrokewidth ( void )

Returns the width of the stroke used to draw object outlines.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a double describing the stroke width.

GmagickDraw::gettextdecoration
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::gettextdecoration — Returns the text decoration

説明

public void GmagickDraw::gettextdecoration ( void )

Returns the decoration applied when annotating with text.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns one of the DECORATION_ constants and 0 if no decoration is set.

GmagickDraw::gettextencoding
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::gettextencoding — Returns the code set used for text annotations

説明

public void GmagickDraw::gettextencoding ( void )

Returns a string which specifies the code set used for text annotations.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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Returns a string specifying the code set or false if text encoding is not set.

GmagickDraw::line
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::line — The line purpose

説明

public void GmagickDraw::line ( float $sx , float $sy , float $ex , float $ey )

Draws a line on the image using the current stroke color, stroke opacity, and stroke width.

パラメータ
sx

starting x ordinate

sy

starting y ordinate

ex

ending x ordinate

ey

ending y ordinate

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::point
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::point — Draws a point

説明

public void GmagickDraw::point ( float $x , float $y )

Draws a point using the current stroke color and stroke thickness at the specified coordinates.

パラメータ
x

target x coordinate

y

target y coordinate

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::polygon
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::polygon — Draws a polygon

説明
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public void GmagickDraw::polygon ( array $coordinates )

Draws a polygon using the current stroke, stroke width, and fill color or texture, using the specified array of coordinates.

パラメータ
coordinates

coordinate array

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::polyline
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::polyline — Draws a polyline

説明

public void GmagickDraw::polyline ( array $coordinate_array )

Draws a polyline using the current stroke, stroke width, and fill color or texture, using the specified array of coordinates.

パラメータ
coordinate_array

The array of coordinates

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::rectangle
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::rectangle — Draws a rectangle

説明

public void GmagickDraw::rectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 )

Draws a rectangle given two coordinates and using the current stroke, stroke width, and fill settings.

パラメータ
x1

x ordinate of first coordinate

y1

y ordinate of first coordinate

x2

x ordinate of second coordinate

y2

y ordinate of second coordinate

返り値

The GmagickDraw object on success
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GmagickDraw::rotate
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::rotate — Applies the specified rotation to the current coordinate space

説明

public void GmagickDraw::rotate ( float $degrees )

Applies the specified rotation to the current coordinate space.

パラメータ
degrees

degrees of rotation

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::roundrectangle
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::roundrectangle — Draws a rounded rectangle

説明

public void GmagickDraw::roundrectangle ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $rx , float $ry )

Draws a rounded rectangle given two coordinates, x and y corner radiuses and using the current stroke, stroke width, and fill settings.

パラメータ
x1

x ordinate of first coordinate

y1

y ordinate of first coordinate

x2

x ordinate of second coordinate

y2

y ordinate of second coordinate

rx

radius of corner in horizontal direction

ry

radius of corner in vertical direction

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::scale
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::scale — Adjusts the scaling factor

説明

public void GmagickDraw::scale ( float $x , float $y )
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Adjusts the scaling factor to apply in the horizontal and vertical directions to the current coordinate space.

パラメータ
x

horizontal scale factor

y

vertical scale factor

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setfillcolor
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setfillcolor — Sets the fill color to be used for drawing filled objects.

説明

public void GmagickDraw::setfillcolor ( string $color )

Sets the fill color to be used for drawing filled objects.

パラメータ
color

GmagickPixel indicating color to use for filling.

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setfillopacity
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setfillopacity — The setfillopacity purpose

説明

public void GmagickDraw::setfillopacity ( float $fill_opacity )

Sets the opacity to use when drawing using the fill color or fill texture. Setting it to 1.0 will make fill full opaque.

パラメータ
fill_opacity

Fill opacity

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setfont
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setfont — Sets the fully-specified font to use when annotating with text.

説明
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public void GmagickDraw::setfont ( string $font )

Sets the fully-specified font to use when annotating with text

パラメータ
font

font name

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setfontsize
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setfontsize — Sets the font pointsize to use when annotating with text.

説明

public void GmagickDraw::setfontsize ( float $pointsize )

Sets the font pointsize to use when annotating with text.

パラメータ
pointsize

Text pointsize

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setfontstyle
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setfontstyle — Sets the font style to use when annotating with text

説明

public void GmagickDraw::setfontstyle ( string $style )

Sets the font style to use when annotating with text. The AnyStyle enumeration acts as a wild-card "don't care" option.

パラメータ
style

Font style (NormalStyle, ItalicStyle, ObliqueStyle, AnyStyle)

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setfontweight
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setfontweight — Sets the font weight

説明

public void GmagickDraw::setfontweight ( int $weight )
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Sets the font weight to use when annotating with text.

パラメータ
weight

Font weight (valid range 100-900)

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setstrokecolor
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setstrokecolor — Sets the color used for stroking object outlines.

説明

public void GmagickDraw::setstrokecolor ( GmagickPixel $color )

Sets the color used for stroking object outlines.

パラメータ
color

GmagickPixel representing the color for the stroke.

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setstrokeopacity
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setstrokeopacity — Specifies the opacity of stroked object outlines.

説明

public void GmagickDraw::setstrokeopacity ( float $stroke_opacity )

Specifies the opacity of stroked object outlines.

パラメータ
stroke_opacity

Stroke opacity. The value 1.0 is opaque.

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::setstrokewidth
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::setstrokewidth — Sets the width of the stroke used to draw object outlines.

説明

public void GmagickDraw::setstrokewidth ( float $width )

Sets the width of the stroke used to draw object outlines
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パラメータ
width

Stroke width

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::settextdecoration
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::settextdecoration — Specifies a decoration

説明

public void GmagickDraw::settextdecoration ( int $decoration )

Specifies a decoration to be applied when annotating with text.

パラメータ
int

Text decoration. One of NoDecoration, UnderlineDecoration, OverlineDecoration, or LineThroughDecoration

返り値

The GmagickDraw object on success

GmagickDraw::settextencoding
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickDraw::settextencoding — Specifies specifies the text code set

説明

public void GmagickDraw::settextencoding ( string $encoding )

Specifies specifies the code set to use for text annotations. The only character encoding which may be specified at this time is "UTF-8" for representing Unicode as a sequence of bytes. Specify an empty string to set text encoding to the system's default.
Successful text annotation using Unicode may require fonts designed to support Unicode.

パラメータ
encoding

Character string specifying text encoding

返り値

The GmagickDraw object on success

目次
GmagickDraw::annotate — Draws text on the image
GmagickDraw::arc — Draws an arc
GmagickDraw::bezier — Draws a bezier curve
GmagickDraw::ellipse — Draws an ellipse on the image
GmagickDraw::getfillcolor — Returns the fill color
GmagickDraw::getfillopacity — Returns the opacity used when drawing
GmagickDraw::getfont — Returns the font
GmagickDraw::getfontsize — Returns the font pointsize
GmagickDraw::getfontstyle — Returns the font style
GmagickDraw::getfontweight — Returns the font weight
GmagickDraw::getstrokecolor — Returns the color used for stroking object outlines
GmagickDraw::getstrokeopacity — Returns the opacity of stroked object outlines



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

GmagickDraw::getstrokewidth — Returns the width of the stroke used to draw object outlines
GmagickDraw::gettextdecoration — Returns the text decoration
GmagickDraw::gettextencoding — Returns the code set used for text annotations
GmagickDraw::line — The line purpose
GmagickDraw::point — Draws a point
GmagickDraw::polygon — Draws a polygon
GmagickDraw::polyline — Draws a polyline
GmagickDraw::rectangle — Draws a rectangle
GmagickDraw::rotate — Applies the specified rotation to the current coordinate space
GmagickDraw::roundrectangle — Draws a rounded rectangle
GmagickDraw::scale — Adjusts the scaling factor
GmagickDraw::setfillcolor — Sets the fill color to be used for drawing filled objects.
GmagickDraw::setfillopacity — The setfillopacity purpose
GmagickDraw::setfont — Sets the fully-specified font to use when annotating with text.
GmagickDraw::setfontsize — Sets the font pointsize to use when annotating with text.
GmagickDraw::setfontstyle — Sets the font style to use when annotating with text
GmagickDraw::setfontweight — Sets the font weight
GmagickDraw::setstrokecolor — Sets the color used for stroking object outlines.
GmagickDraw::setstrokeopacity — Specifies the opacity of stroked object outlines.
GmagickDraw::setstrokewidth — Sets the width of the stroke used to draw object outlines.
GmagickDraw::settextdecoration — Specifies a decoration
GmagickDraw::settextencoding — Specifies specifies the text code set

GmagickPixel クラス
導入
Description of the class.

クラス概要
GmagickPixel {
/* メソッド */
__construct ([ string $color ] )
public void getcolor ([ bool $as_array [, bool $normalize_array ]] )
public void getcolorcount ([ bool $as_array [, bool $normalize_array ]] )
public void getcolorvalue ( int $color )
public void setcolor ( string $color )
public void setcolorvalue ( int $color , float $value )
}

GmagickPixel::__construct
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickPixel::__construct — The GmagickPixel constructor

説明

GmagickPixel::__construct ([ string $color ] )

Constructs an GmagickPixel object. If a color is specified, the object is constructed and then initialised with that color before being returned.

パラメータ
color

The optional color string to use as the initial value of this object.

返り値

The GmagickPixel object on success.

GmagickPixel::getcolor
(PECL gmagick >= Unknown)
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GmagickPixel::getcolor — Returns the color

説明

public void GmagickPixel::getcolor ([ bool $as_array [, bool $normalize_array ]] )

Returns the color described by the GmagickPixel object, as an array. If the color has an opacity channel set, this is provided as a fourth value in the list.

パラメータ
as_array

True to indicate return of array instead of string

normalize_array

Normalize the color values

返り値

An array of channel values, each normalized if TRUE is given as param. Throws GmagickPixelException on error.

GmagickPixel::getcolorcount
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickPixel::getcolorcount — Returns the color count associated with this color

説明

public void GmagickPixel::getcolorcount ([ bool $as_array [, bool $normalize_array ]] )

Returns the color count associated with this color

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the color count as an integer on success, throws GmagickPixelException on failure.

GmagickPixel::getcolorvalue
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickPixel::getcolorvalue — Gets the normalized value of the provided color channel

説明

public void GmagickPixel::getcolorvalue ( int $color )

Retrieves the value of the color channel specified, as a floating-point number between 0 and 1.

パラメータ
color

The channel to check, specified as one of the Gmagick channel constants.

返り値

The value of the channel, as a normalized floating-point number, throwing GmagickPixelException on error.

GmagickPixel::setcolor
(PECL gmagick >= Unknown)
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GmagickPixel::setcolor — Sets the color

説明

public void GmagickPixel::setcolor ( string $color )

Sets the color described by the GmagickPixel object, with a string (e.g. "blue", "#0000ff", "rgb(0,0,255)", "cmyk(100,100,100,10)", etc.).

パラメータ
color

The color definition to use in order to initialise the GmagickPixel object.

返り値

The GmagickPixel object on success.

GmagickPixel::setcolorvalue
(PECL gmagick >= Unknown)

GmagickPixel::setcolorvalue — Sets the normalized value of one of the channels

説明

public void GmagickPixel::setcolorvalue ( int $color , float $value )

Sets the value of the specified channel of this object to the provided value, which should be between 0 and 1. This function can be used to provide an opacity channel to a GmagickPixel object.

パラメータ
color

One of the Gmagick channel color constants.

value

The value to set this channel to, ranging from 0 to 1.

返り値

The GmagickPixel object on success.

目次
GmagickPixel::__construct — The GmagickPixel constructor
GmagickPixel::getcolor — Returns the color
GmagickPixel::getcolorcount — Returns the color count associated with this color
GmagickPixel::getcolorvalue — Gets the normalized value of the provided color channel
GmagickPixel::setcolor — Sets the color
GmagickPixel::setcolorvalue — Sets the normalized value of one of the channels

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定

定義済み定数
例
Gmagick — Gmagick クラス

Gmagick::addimage — Adds new image to Gmagick object image list
Gmagick::addnoiseimage — Adds random noise to the image
Gmagick::annotateimage — Annotates an image with text
Gmagick::blurimage — Adds blur filter to image
Gmagick::borderimage — Surrounds the image with a border
Gmagick::charcoalimage — Simulates a charcoal drawing
Gmagick::chopimage — Removes a region of an image and trims
Gmagick::clear — Clears all resources associated to Gmagick object
Gmagick::commentimage — Adds a comment to your image
Gmagick::compositeimage — Composite one image onto another
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Gmagick::__construct — The Gmagick constructor
Gmagick::cropimage — Extracts a region of the image
Gmagick::cropthumbnailimage — Creates a crop thumbnail
Gmagick::current — The current purpose
Gmagick::cyclecolormapimage — Displaces an image's colormap
Gmagick::deconstructimages — Returns certain pixel differences between images
Gmagick::despeckleimage — The despeckleimage purpose
Gmagick::destroy — The destroy purpose
Gmagick::drawimage — Renders the GmagickDraw object on the current image
Gmagick::edgeimage — Enhance edges within the image
Gmagick::embossimage — Returns a grayscale image with a three-dimensional effect
Gmagick::enhanceimage — Improves the quality of a noisy image
Gmagick::equalizeimage — Equalizes the image histogram
Gmagick::flipimage — Creates a vertical mirror image
Gmagick::flopimage — The flopimage purpose
Gmagick::frameimage — Adds a simulated three-dimensional border
Gmagick::gammaimage — Gamma-corrects an image
Gmagick::getcopyright — Returns the GraphicsMagick API copyright as a string
Gmagick::getfilename — The filename associated with an image sequence
Gmagick::getimagebackgroundcolor — Returns the image background color
Gmagick::getimageblueprimary — Returns the chromaticy blue primary point
Gmagick::getimagebordercolor — Returns the image border color
Gmagick::getimagechanneldepth — Gets the depth for a particular image channel
Gmagick::getimagecolors — Returns the color of the specified colormap index
Gmagick::getimagecolorspace — Gets the image colorspace
Gmagick::getimagecompose — Returns the composite operator associated with the image
Gmagick::getimagedelay — Gets the image delay
Gmagick::getimagedepth — Gets the depth of the image
Gmagick::getimagedispose — Gets the image disposal method
Gmagick::getimageextrema — Gets the extrema for the image
Gmagick::getimagefilename — Returns the filename of a particular image in a sequence
Gmagick::getimageformat — Returns the format of a particular image in a sequence
Gmagick::getimagegamma — Gets the image gamma
Gmagick::getimagegreenprimary — Returns the chromaticy green primary point
Gmagick::getimageheight — Returns the image height
Gmagick::getimagehistogram — Gets the image histogram
Gmagick::getimageindex — Gets the index of the current active image
Gmagick::getimageinterlacescheme — Gets the image interlace scheme
Gmagick::getimageiterations — Gets the image iterations
Gmagick::getimagematte — Return if the image has a matte channel
Gmagick::getimagemattecolor — Returns the image matte color
Gmagick::getimageprofile — Returns the named image profile.
Gmagick::getimageredprimary — Returns the chromaticity red primary point
Gmagick::getimagerenderingintent — Gets the image rendering intent
Gmagick::getimageresolution — Gets the image X and Y resolution
Gmagick::getimagescene — Gets the image scene
Gmagick::getimagesignature — Generates an SHA-256 message digest
Gmagick::getimagetype — Gets the potential image type.
Gmagick::getimageunits — Gets the image units of resolution
Gmagick::getimagewhitepoint — Returns the chromaticity white point
Gmagick::getimagewidth — Returns the width of the image
Gmagick::getpackagename — Returns the GraphicsMagick package name.
Gmagick::getquantumdepth — Returns the Gmagick quantum depth as a string.
Gmagick::getreleasedate — Returns the GraphicsMagick release date as a string.
Gmagick::getsamplingfactors — Gets the horizontal and vertical sampling factor.
Gmagick::getsize — Returns the size associated with the Gmagick object
Gmagick::getversion — Returns the GraphicsMagick API version
Gmagick::hasnextimage — Checks if the object has more images
Gmagick::haspreviousimage — Checks if the object has a previous image
Gmagick::implodeimage — Creates a new image as a copy
Gmagick::labelimage — Adds a label to an image.
Gmagick::levelimage — Adjusts the levels of an image
Gmagick::magnifyimage — Scales an image proportionally 2x
Gmagick::mapimage — Replaces the colors of an image with the closest color from a reference image.
Gmagick::medianfilterimage — Applies a digital filter
Gmagick::minifyimage — Scales an image proportionally to half its size
Gmagick::modulateimage — Control the brightness, saturation, and hue
Gmagick::motionblurimage — Simulates motion blur
Gmagick::newimage — Creates a new image
Gmagick::nextimage — Moves to the next image
Gmagick::normalizeimage — Enhances the contrast of a color image
Gmagick::oilpaintimage — Simulates an oil painting
Gmagick::previousimage — Move to the previous image in the object
Gmagick::profileimage — Adds or removes a profile from an image
Gmagick::quantizeimage — Analyzes the colors within a reference image
Gmagick::quantizeimages — The quantizeimages purpose
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Gmagick::queryfontmetrics — Returns an array representing the font metrics
Gmagick::queryfonts — Returns the configured fonts
Gmagick::queryformats — Returns formats supported by Gmagick.
Gmagick::radialblurimage — Radial blurs an image
Gmagick::raiseimage — Creates a simulated 3d button-like effect
Gmagick::read — Reads image from filename
Gmagick::readimage — Reads image from filename
Gmagick::readimageblob — Reads image from a binary string
Gmagick::readimagefile — The readimagefile purpose
Gmagick::reducenoiseimage — Smooths the contours of an image
Gmagick::removeimage — Removes an image from the image list
Gmagick::removeimageprofile — Removes the named image profile and returns it
Gmagick::resampleimage — Resample image to desired resolution
Gmagick::resizeimage — Scales an image
Gmagick::rollimage — Offsets an image
Gmagick::rotateimage — Rotates an image
Gmagick::scaleimage — Scales the size of an image
Gmagick::separateimagechannel — Separates a channel from the image
Gmagick::setfilename — Sets the filename before you read or write the image
Gmagick::setimagebackgroundcolor — Sets the image background color.
Gmagick::setimageblueprimary — Sets the image chromaticity blue primary point.
Gmagick::setimagebordercolor — Sets the image border color.
Gmagick::setimagechanneldepth — Sets the depth of a particular image channel
Gmagick::setimagecolorspace — Sets the image colorspace
Gmagick::setimagecompose — Sets the image composite operator
Gmagick::setimagedelay — Sets the image delay
Gmagick::setimagedepth — Sets the image depth
Gmagick::setimagedispose — Sets the image disposal method
Gmagick::setimagefilename — Sets the filename of a particular image in a sequence
Gmagick::setimageformat — Sets the format of a particular image
Gmagick::setimagegamma — Sets the image gamma
Gmagick::setimagegreenprimary — TSets the image chromaticity green primary point.
Gmagick::setimageindex — Set the iterator to the position in the image list specified with the index parameter
Gmagick::setimageinterlacescheme — Sets the interlace scheme of the image.
Gmagick::setimageiterations — Sets the image iterations.
Gmagick::setimageprofile — Adds a named profile to the Gmagick object
Gmagick::setimageredprimary — Sets the image chromaticity red primary point.
Gmagick::setimagerenderingintent — Sets the image rendering intent
Gmagick::setimageresolution — Sets the image resolution
Gmagick::setimagescene — Sets the image scene
Gmagick::setimagetype — Sets the image type
Gmagick::setimageunits — Sets the image units of resolution.
Gmagick::setimagewhitepoint — Sets the image chromaticity white point.
Gmagick::setsamplingfactors — Sets the image sampling factors.
Gmagick::setsize — Sets the size of the Gmagick object
Gmagick::shearimage — Creating a parallelogram
Gmagick::solarizeimage — Applies a solarizing effect to the image
Gmagick::spreadimage — Randomly displaces each pixel in a block
Gmagick::stripimage — Strips an image of all profiles and comments
Gmagick::swirlimage — Swirls the pixels about the center of the image
Gmagick::thumbnailimage — Changes the size of an image
Gmagick::trimimage — Remove edges from the image
Gmagick::write — Writes an image to the specified filename
Gmagick::writeimage — Writes an image to the specified filename

GmagickDraw — GmagickDraw クラス
GmagickDraw::annotate — Draws text on the image
GmagickDraw::arc — Draws an arc
GmagickDraw::bezier — Draws a bezier curve
GmagickDraw::ellipse — Draws an ellipse on the image
GmagickDraw::getfillcolor — Returns the fill color
GmagickDraw::getfillopacity — Returns the opacity used when drawing
GmagickDraw::getfont — Returns the font
GmagickDraw::getfontsize — Returns the font pointsize
GmagickDraw::getfontstyle — Returns the font style
GmagickDraw::getfontweight — Returns the font weight
GmagickDraw::getstrokecolor — Returns the color used for stroking object outlines
GmagickDraw::getstrokeopacity — Returns the opacity of stroked object outlines
GmagickDraw::getstrokewidth — Returns the width of the stroke used to draw object outlines
GmagickDraw::gettextdecoration — Returns the text decoration
GmagickDraw::gettextencoding — Returns the code set used for text annotations
GmagickDraw::line — The line purpose
GmagickDraw::point — Draws a point
GmagickDraw::polygon — Draws a polygon
GmagickDraw::polyline — Draws a polyline
GmagickDraw::rectangle — Draws a rectangle
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GmagickDraw::rotate — Applies the specified rotation to the current coordinate space
GmagickDraw::roundrectangle — Draws a rounded rectangle
GmagickDraw::scale — Adjusts the scaling factor
GmagickDraw::setfillcolor — Sets the fill color to be used for drawing filled objects.
GmagickDraw::setfillopacity — The setfillopacity purpose
GmagickDraw::setfont — Sets the fully-specified font to use when annotating with text.
GmagickDraw::setfontsize — Sets the font pointsize to use when annotating with text.
GmagickDraw::setfontstyle — Sets the font style to use when annotating with text
GmagickDraw::setfontweight — Sets the font weight
GmagickDraw::setstrokecolor — Sets the color used for stroking object outlines.
GmagickDraw::setstrokeopacity — Specifies the opacity of stroked object outlines.
GmagickDraw::setstrokewidth — Sets the width of the stroke used to draw object outlines.
GmagickDraw::settextdecoration — Specifies a decoration
GmagickDraw::settextencoding — Specifies specifies the text code set

GmagickPixel — GmagickPixel クラス
GmagickPixel::__construct — The GmagickPixel constructor
GmagickPixel::getcolor — Returns the color
GmagickPixel::getcolorcount — Returns the color count associated with this color
GmagickPixel::getcolorvalue — Gets the normalized value of the provided color channel
GmagickPixel::setcolor — Sets the color
GmagickPixel::setcolorvalue — Sets the normalized value of one of the channels

Cairo

導入
Cairo is a native PHP extension to create and modify graphics using the Cairo Graphics Library.

The Cairo Graphics Library is a 2D library written in C with support for multiple output devices. Currently supported output targets include the X Window System, Quartz, Win32, image buffers, PostScript, PDF, and SVG file output. Experimental backends
include OpenGL (through glitz), XCB, BeOS, OS/2, and DirectFB. The library also has support for two types of text manipulation and layout. The "toy" API provides demo quality support, and the glyphs API, although full-featured, works best with a helper
library such as pango. Font backend support includes FreeType, Quartz, Win32, and User fonts.

There are two types of computer graphics, vector and raster. Raster graphics are the representation of images as an array of pixels. Vector graphics use geometrical primitives such as points, lines, curves or polygons to represent images. The primitives
are created using mathematical equations. The Cairo Graphics Library takes a vector approach to graphics, allowing smaller size, infinite zooming, and moving, scaling and rotating without degrading image quality.

Operations in the cairo graphics library including stroking and filling cubic Bézier splines, transforming and compositing translucent images, and antialiased text rendering. All drawing operations can be transformed by any affine transformation (scale,
rotation, shear, and others) This is very similiar to drawing operations for PostScript and PDF drawing.

The Cairo PHP Extension aims to provide support for all officially supported font backends and surface backends, as well as expose all available functionality in cairo to PHP users.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Cairo is only available for PHP 5.2+ and PHP 5.3+ The extension also requires the cairo graphics library version 1.4 or higher. The cairo graphics library uses an even and odd numbering scheme to denote stable and unstable library versions. Both
unstable and stable versions can be used with the extension, but conditional support for new features is determined by the stable version below the unstable version in use. The latest cairo release can be found at » http://cairographics.org/.

The binary files used for the windows compiles can be found at » http://perisama.net/cairo/ along with the project files used to create them.

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/cairo.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

Notes specific to installation on Windows

http://cairographics.org/
http://perisama.net/cairo/
http://pecl.php.net/package/cairo
http://pecl.php.net/package/cairo
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Binary builds of the extension can be found at » http://perisama.net/cairo/. Download the correct zip file, place php_cairo.dll in the extensions directory, and enable it via the php.ini file in use. Please be sure the PHP minor version (5.2, 5.3) match, the
thread safety (Thread Safe TS or Non-Thread Safe NTS), the architecture (x86 or x64), and the compiler version (VC6 or VC9) match or the extension will not load.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CAIRO_STATUS_SUCCESS (integer)
CAIRO_STATUS_NO_MEMORY (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_RESTORE (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_POP_GROUP (integer)
CAIRO_STATUS_NO_CURRENT_POINT (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_MATRIX (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_STATUS (integer)
CAIRO_STATUS_NULL_POINTER (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_STRING (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_PATH_DATA (integer)
CAIRO_STATUS_READ_ERROR (integer)
CAIRO_STATUS_WRITE_ERROR (integer)
CAIRO_STATUS_SURFACE_FINISHED (integer)
CAIRO_STATUS_SURFACE_TYPE_MISMATCH (integer)
CAIRO_STATUS_PATTERN_TYPE_MISMATCH (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_CONTENT (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_FORMAT (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_VISUAL (integer)
CAIRO_STATUS_FILE_NOT_FOUND (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_DASH (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_DSC_COMMENT (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_INDEX (integer)
CAIRO_STATUS_CLIP_NOT_REPRESENTABLE (integer)
CAIRO_STATUS_TEMP_FILE_ERROR (integer)
CAIRO_STATUS_INVALID_STRIDE (integer)
CAIRO_ANTIALIAS_DEFAULT (integer)
CAIRO_ANTIALIAS_NONE (integer)
CAIRO_ANTIALIAS_GRAY (integer)
CAIRO_ANTIALIAS_SUBPIXEL (integer)
CAIRO_SUBPIXEL_ORDER_DEFAULT (integer)
CAIRO_SUBPIXEL_ORDER_RGB (integer)
CAIRO_SUBPIXEL_ORDER_BGR (integer)
CAIRO_SUBPIXEL_ORDER_VRGB (integer)
CAIRO_SUBPIXEL_ORDER_VBGR (integer)
CAIRO_FILL_RULE_WINDING (integer)
CAIRO_FILL_RULE_EVEN_ODD (integer)
CAIRO_LINE_CAP_BUTT (integer)
CAIRO_LINE_CAP_ROUND (integer)
CAIRO_LINE_CAP_SQUARE (integer)
CAIRO_LINE_JOIN_MITER (integer)
CAIRO_LINE_JOIN_ROUND (integer)
CAIRO_LINE_JOIN_BEVEL (integer)
CAIRO_OPERATOR_CLEAR (integer)
CAIRO_OPERATOR_SOURCE (integer)
CAIRO_OPERATOR_OVER (integer)
CAIRO_OPERATOR_IN (integer)
CAIRO_OPERATOR_OUT (integer)
CAIRO_OPERATOR_ATOP (integer)
CAIRO_OPERATOR_DEST (integer)
CAIRO_OPERATOR_DEST_OVER (integer)
CAIRO_OPERATOR_DEST_IN (integer)
CAIRO_OPERATOR_DEST_OUT (integer)
CAIRO_OPERATOR_DEST_ATOP (integer)

http://perisama.net/cairo/
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CAIRO_OPERATOR_XOR (integer)
CAIRO_OPERATOR_ADD (integer)
CAIRO_OPERATOR_SATURATE (integer)
CAIRO_PATTERN_TYPE_SOLID (integer)
CAIRO_PATTERN_TYPE_SURFACE (integer)
CAIRO_PATTERN_TYPE_LINEAR (integer)
CAIRO_PATTERN_TYPE_RADIAL (integer)
CAIRO_EXTEND_NONE (integer)
CAIRO_EXTEND_REPEAT (integer)
CAIRO_EXTEND_REFLECT (integer)
CAIRO_EXTEND_PAD (integer)
CAIRO_FILTER_FAST (integer)
CAIRO_FILTER_GOOD (integer)
CAIRO_FILTER_BEST (integer)
CAIRO_FILTER_NEAREST (integer)
CAIRO_FILTER_BILINEAR (integer)
CAIRO_FILTER_GAUSSIAN (integer)
CAIRO_HINT_STYLE_DEFAULT (integer)
CAIRO_HINT_STYLE_NONE (integer)
CAIRO_HINT_STYLE_SLIGHT (integer)
CAIRO_HINT_STYLE_MEDIUM (integer)
CAIRO_HINT_STYLE_FULL (integer)
CAIRO_HINT_METRICS_DEFAULT (integer)
CAIRO_HINT_METRICS_OFF (integer)
CAIRO_HINT_METRICS_ON (integer)
CAIRO_FONT_TYPE_TOY (integer)
CAIRO_FONT_TYPE_FT (integer)
CAIRO_FONT_TYPE_WIN32 (integer)
CAIRO_FONT_TYPE_QUARTZ (integer)
CAIRO_FONT_SLANT_NORMAL (integer)
CAIRO_FONT_SLANT_ITALIC (integer)
CAIRO_FONT_SLANT_OBLIQUE (integer)
CAIRO_FONT_WEIGHT_NORMAL (integer)
CAIRO_FONT_WEIGHT_BOLD (integer)
CAIRO_CONTENT_COLOR (integer)
CAIRO_CONTENT_ALPHA (integer)
CAIRO_CONTENT_COLOR_ALPHA (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_PDF (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_PS (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_XLIB (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_XCB (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_GLITZ (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_QUARTZ (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_WIN32 (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_BEOS (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_DIRECTFB (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_SVG (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_OS2 (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_WIN32_PRINTING (integer)
CAIRO_SURFACE_TYPE_QUARTZ_IMAGE (integer)
CAIRO_FORMAT_ARGB32 (integer)
CAIRO_FORMAT_RGB24 (integer)
CAIRO_FORMAT_A8 (integer)
CAIRO_FORMAT_A1 (integer)
CAIRO_PS_LEVEL_2 (integer)
CAIRO_PS_LEVEL_3 (integer)
CAIRO_SVG_VERSION_1_1 (integer)
CAIRO_SVG_VERSION_1_2 (integer)

例
Description here...

例1 Cairo Example

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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Cairo 関数

cairo_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_create — Returns a new CairoContext object on the requested surface.

説明

CairoContext cairo_create ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_face_get_type
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_face_get_type — Description

説明

int cairo_font_face_get_type ( CairoFontFace $fontface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
fontface
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Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_face_get_type() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_face_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_face_status — Description

説明

int cairo_font_face_status ( CairoFontFace $fontface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
fontface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_face_status() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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related function name here()

cairo_font_options_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_create — Description

説明

CairoFontOptions cairo_font_options_create ( void )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_equal
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_equal — Description

説明

bool cairo_font_options_equal ( CairoFontOptions $options , CairoFontOptions $other )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

other
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Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_equal() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_get_antialias
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_get_antialias — Description

説明

int cairo_font_options_get_antialias ( CairoFontOptions $options )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_get_antialias() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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related function name here()

cairo_font_options_get_hint_metrics
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_get_hint_metrics — Description

説明

int cairo_font_options_get_hint_metrics ( CairoFontOptions $options )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_get_hint_metrics() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_get_hint_style
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_get_hint_style — Description

説明

int cairo_font_options_get_hint_style ( CairoFontOptions $options )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...
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返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_get_hint_style() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_get_subpixel_order
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_get_subpixel_order — Description

説明

int cairo_font_options_get_subpixel_order ( CairoFontOptions $options )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_get_subpixel_order() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_font_options_hash
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_hash — Description

説明

int cairo_font_options_hash ( CairoFontOptions $options )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_hash() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_merge
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_merge — Description

説明

void cairo_font_options_merge ( CairoFontOptions $options , CairoFontOptions $other )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

other
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Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_merge() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_set_antialias
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_set_antialias — Description

説明

void cairo_font_options_set_antialias ( CairoFontOptions $options , string $antialias )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

antialias

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_set_antialias() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

related function name here()

cairo_font_options_set_hint_metrics
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_set_hint_metrics — Description

説明

void cairo_font_options_set_hint_metrics ( CairoFontOptions $options , string $hint_metrics )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

hint_metrics

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_set_hint_metrics() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_set_hint_style
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_set_hint_style — Description

説明

void cairo_font_options_set_hint_style ( CairoFontOptions $options , string $hint_style )

The function description goes here.

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

hint_style

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_set_hint_style() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_set_subpixel_order
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_set_subpixel_order — Description

説明

void cairo_font_options_set_subpixel_order ( CairoFontOptions $options , string $subpixel_order )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

subpixel_order

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_set_subpixel_order() example
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Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_font_options_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_font_options_status — Description

説明

int cairo_font_options_status ( CairoFontOptions $options )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
options

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_font_options_status() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_format_stride_for_width
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_format_stride_for_width — Description

説明

int cairo_format_stride_for_width ( int $format , int $width )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
format

Description...

width

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_format_stride_for_width() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_create_for_data
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_create_for_data — Description

説明

CairoImageSurface cairo_image_surface_create_for_data ( string $data , int $format , int $width , int $height [, int $stride = -1 ] )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
data

Description...

format

Description...

width

Description...

height

Description...

stride
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Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_create_for_data() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_create_from_png
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_create_from_png — Description

説明

CairoImageSurface cairo_image_surface_create_from_png ( string $file )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_create_from_png() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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related function name here()

cairo_image_surface_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_create — Description

説明

CairoImageSurface cairo_image_surface_create ( int $format , int $width , int $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
format

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_get_data
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_get_data — Description

説明

string cairo_image_surface_get_data ( CairoImageSurface $surface )

The function description goes here.

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_get_data() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_get_format
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_get_format — Description

説明

int cairo_image_surface_get_format ( CairoImageSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_get_format() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_get_height
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_get_height — Description

説明

int cairo_image_surface_get_height ( CairoImageSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_get_height() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_get_stride
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_get_stride — Description

説明

int cairo_image_surface_get_stride ( CairoImageSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_get_stride() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_image_surface_get_width
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_image_surface_get_width — Description

説明

int cairo_image_surface_get_width ( CairoImageSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_image_surface_get_width() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

related function name here()

cairo_matrix_create_scale
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_create_scale — のエイリアス CairoMatrix::initScale()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 CairoMatrix::initScale().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

cairo_matrix_create_translate
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_create_translate — のエイリアス CairoMatrix::initTranslate()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 CairoMatrix::initTranslate().

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

cairo_matrix_invert
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_invert — Description

説明

void cairo_matrix_invert ( CairoMatrix $matrix )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_matrix_invert() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */
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?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_matrix_multiply
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_multiply — Description

説明

CairoMatrix cairo_matrix_multiply ( CairoMatrix $matrix1 , CairoMatrix $matrix2 )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix1

Description...

matrix2

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_matrix_multiply() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_matrix_rotate
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_rotate — Description

説明

void cairo_matrix_rotate ( CairoMatrix $matrix , string $radians )
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The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix

Description...

radians

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_matrix_rotate() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_matrix_transform_distance
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_transform_distance — Description

説明

array cairo_matrix_transform_distance ( CairoMatrix $matrix , string $dx , string $dy )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix

Description...

dx

Description...

dy

Description...

返り値

What is returned on success and failure
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エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_matrix_transform_distance() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_matrix_transform_point
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_transform_point — Description

説明

array cairo_matrix_transform_point ( CairoMatrix $matrix , string $dx , string $dy )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix

Description...

dx

Description...

dy

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_matrix_transform_point() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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related function name here()

cairo_matrix_translate
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_matrix_translate — Description

説明

void cairo_matrix_translate ( CairoMatrix $matrix , string $tx , string $ty )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix

Description...

tx

Description...

ty

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_matrix_translate() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_add_color_stop_rgb
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_add_color_stop_rgb — Description

説明

void cairo_pattern_add_color_stop_rgb ( CairoGradientPattern $pattern , string $offset , string $red , string $green , string $blue )

The function description goes here.

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

offset

Description...

red

Description...

green

Description...

blue

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_add_color_stop_rgb() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_add_color_stop_rgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_add_color_stop_rgba — Description

説明

void cairo_pattern_add_color_stop_rgba ( CairoGradientPattern $pattern , string $offset , string $red , string $green , string $blue , string $alpha )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

offset

Description...

red
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Description...

green

Description...

blue

Description...

alpha

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_add_color_stop_rgba() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_create_for_surface
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_create_for_surface — Description

説明

CairoPattern cairo_pattern_create_for_surface ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_create_for_surface() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.
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<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_create_linear
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_create_linear — Description

説明

CairoPattern cairo_pattern_create_linear ( float $x0 , float $y0 , float $x1 , float $y1 )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x0

Description...

y0

Description...

x1

Description...

y1

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_create_linear() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_create_radial
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(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_create_radial — Description

説明

CairoPattern cairo_pattern_create_radial ( float $x0 , float $y0 , float $r0 , float $x1 , float $y1 , float $r1 )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x0

Description...

y0

Description...

r0

Description...

x1

Description...

y1

Description...

r1

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_create_radial() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_create_rgb
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_create_rgb — Description

説明

CairoPattern cairo_pattern_create_rgb ( float $red , float $green , float $blue )

The function description goes here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
red

Description...

green

Description...

blue

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_create_rgb() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_create_rgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_create_rgba — Description

説明

CairoPattern cairo_pattern_create_rgba ( float $red , float $green , float $blue , float $alpha )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
red

Description...

green

Description...

blue

Description...

alpha

Description...
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返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_create_rgba() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_color_stop_count
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_color_stop_count — Description

説明

int cairo_pattern_get_color_stop_count ( CairoGradientPattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_color_stop_count() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_pattern_get_color_stop_rgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_color_stop_rgba — Description

説明

array cairo_pattern_get_color_stop_rgba ( CairoGradientPattern $pattern , string $index )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

index

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_color_stop_rgba() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_extend
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_extend — Description

説明

int cairo_pattern_get_extend ( string $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern
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Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_extend() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_filter
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_filter — Description

説明

int cairo_pattern_get_filter ( CairoSurfacePattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_filter() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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related function name here()

cairo_pattern_get_linear_points
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_linear_points — Description

説明

array cairo_pattern_get_linear_points ( CairoLinearGradient $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_linear_points() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_matrix — Description

説明

CairoMatrix cairo_pattern_get_matrix ( CairoPattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...
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返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_matrix() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_radial_circles
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_radial_circles — Description

説明

array cairo_pattern_get_radial_circles ( CairoRadialGradient $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_radial_circles() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_pattern_get_rgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_rgba — Description

説明

array cairo_pattern_get_rgba ( CairoSolidPattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_rgba() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_surface
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_surface — Description

説明

CairoSurface cairo_pattern_get_surface ( CairoSurfacePattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値
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What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_surface() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_get_type
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_get_type — Description

説明

int cairo_pattern_get_type ( CairoPattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_get_type() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_pattern_set_extend
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_set_extend — Description

説明

void cairo_pattern_set_extend ( string $pattern , string $extend )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

extend

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_set_extend() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_set_filter
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_set_filter — Description

説明

void cairo_pattern_set_filter ( CairoSurfacePattern $pattern [, string $filter ] )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...
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filter

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_set_filter() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_set_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_set_matrix — Description

説明

void cairo_pattern_set_matrix ( CairoPattern $pattern [, CairoMatrix $matrix ] )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

matrix

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_set_matrix() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pattern_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pattern_status — Description

説明

int cairo_pattern_status ( CairoPattern $pattern )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
pattern

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pattern_status() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pdf_surface_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pdf_surface_create — Description

説明

CairoPdfSurface cairo_pdf_surface_create ( string $file , float $width , float $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
file

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pdf_surface_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_pdf_surface_set_size
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_pdf_surface_set_size — Description

説明

void cairo_pdf_surface_set_size ( CairoPdfSurface $surface , string $width , string $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外
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When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_pdf_surface_set_size() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_get_levels
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_get_levels — Description

説明

array cairo_ps_get_levels ( void )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_get_levels() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_level_to_string
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_level_to_string — Description
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説明

string cairo_ps_level_to_string ( string $level )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
level

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_level_to_string() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_surface_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_create — Description

説明

CairoPsSurface cairo_ps_surface_create ( string $file , float $width , float $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure
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エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_surface_dsc_begin_page_setup
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_dsc_begin_page_setup — Description

説明

void cairo_ps_surface_dsc_begin_page_setup ( CairoPsSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_dsc_begin_page_setup() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_ps_surface_dsc_begin_setup
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_dsc_begin_setup — Description

説明

void cairo_ps_surface_dsc_begin_setup ( CairoPsSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_dsc_begin_setup() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_surface_dsc_comment
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_dsc_comment — Description

説明

void cairo_ps_surface_dsc_comment ( CairoPsSurface $surface , string $comment )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

comment

Description...
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返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_dsc_comment() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_surface_get_eps
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_get_eps — Description

説明

bool cairo_ps_surface_get_eps ( CairoPsSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_get_eps() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_ps_surface_restrict_to_level
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_restrict_to_level — Description

説明

void cairo_ps_surface_restrict_to_level ( CairoPsSurface $surface , string $level )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

level

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_restrict_to_level() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_surface_set_eps
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_set_eps — Description

説明

void cairo_ps_surface_set_eps ( CairoPsSurface $surface , string $level )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface
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Description...

level

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_set_eps() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_ps_surface_set_size
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_ps_surface_set_size — Description

説明

void cairo_ps_surface_set_size ( CairoPsSurface $surface , string $width , string $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_ps_surface_set_size() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.
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<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_create — Description

説明

CairoScaledFont cairo_scaled_font_create ( CairoFontFace $fontface , CairoMatrix $matrix , CairoMatrix $ctm , CairoFontOptions $fontoptions )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
fontface

Description...

matrix

Description...

ctm

Description...

fontoptions

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_extents
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(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_extents — Description

説明

array cairo_scaled_font_extents ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_extents() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_get_ctm
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_get_ctm — Description

説明

CairoMatrix cairo_scaled_font_get_ctm ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外
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When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_get_ctm() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_get_font_face
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_get_font_face — Description

説明

CairoFontFace cairo_scaled_font_get_font_face ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_get_font_face() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_get_font_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)
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cairo_scaled_font_get_font_matrix — Description

説明

CairoFontOptions cairo_scaled_font_get_font_matrix ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_get_font_matrix() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_get_font_options
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_get_font_options — Description

説明

CairoFontOptions cairo_scaled_font_get_font_options ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.
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例

例1 cairo_scaled_font_get_font_options() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_get_scale_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_get_scale_matrix — Description

説明

CairoMatrix cairo_scaled_font_get_scale_matrix ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_get_scale_matrix() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_get_type
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_get_type — Description



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

int cairo_scaled_font_get_type ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_get_type() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_glyph_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_glyph_extents — Description

説明

array cairo_scaled_font_glyph_extents ( CairoScaledFont $scaledfont , string $glyphs )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

glyphs

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外
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When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_glyph_extents() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_scaled_font_status — Description

説明

int cairo_scaled_font_status ( CairoScaledFont $scaledfont )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_status() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_scaled_font_text_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)
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cairo_scaled_font_text_extents — Description

説明

array cairo_scaled_font_text_extents ( CairoScaledFont $scaledfont , string $text )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
scaledfont

Description...

text

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_scaled_font_text_extents() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_copy_page
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_copy_page — Description

説明

void cairo_surface_copy_page ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure
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エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_copy_page() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_create_similar
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_create_similar — Description

説明

CairoSurface cairo_surface_create_similar ( CairoSurface $surface , string $content , string $width , string $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

content

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_create_similar() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

related function name here()

cairo_surface_finish
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_finish — Description

説明

void cairo_surface_finish ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_finish() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_flush
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_flush — Description

説明

void cairo_surface_flush ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_flush() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_get_content
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_get_content — Description

説明

int cairo_surface_get_content ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_get_content() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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参考

related function name here()

cairo_surface_get_device_offset
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_get_device_offset — Description

説明

array cairo_surface_get_device_offset ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_get_device_offset() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_get_font_options
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_get_font_options — Description

説明

CairoFontOptions cairo_surface_get_font_options ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface
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Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_get_font_options() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_get_type
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_get_type — Description

説明

int cairo_surface_get_type ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_get_type() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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related function name here()

cairo_surface_mark_dirty_rectangle
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_mark_dirty_rectangle — Description

説明

void cairo_surface_mark_dirty_rectangle ( CairoSurface $surface , string $x , string $y , string $width , string $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

x

Description...

y

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_mark_dirty_rectangle() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_mark_dirty
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_mark_dirty — Description

説明
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void cairo_surface_mark_dirty ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_mark_dirty() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_set_device_offset
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_set_device_offset — Description

説明

void cairo_surface_set_device_offset ( CairoSurface $surface , string $x , string $y )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外
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When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_set_device_offset() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_set_fallback_resolution
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_set_fallback_resolution — Description

説明

void cairo_surface_set_fallback_resolution ( CairoSurface $surface , string $x , string $y )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_set_fallback_resolution() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()
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cairo_surface_show_page
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_show_page — Description

説明

void cairo_surface_show_page ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_show_page() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_status — Description

説明

int cairo_surface_status ( CairoSurface $surface )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値
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What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_status() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_surface_write_to_png
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_surface_write_to_png — Description

説明

void cairo_surface_write_to_png ( CairoSurface $surface , string $x , string $y )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_surface_write_to_png() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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参考

related function name here()

cairo_svg_surface_create
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_svg_surface_create — Description

説明

CairoSvgSurface cairo_svg_surface_create ( string $file , float $width , float $height )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_svg_surface_create() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_svg_surface_restrict_to_version
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_svg_surface_restrict_to_version — Description

説明

void cairo_svg_surface_restrict_to_version ( CairoSvgSurface $surface , string $version )

The function description goes here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

version

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_svg_surface_restrict_to_version() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

cairo_svg_version_to_string
(PECL cairo >= 0.1.0)

cairo_svg_version_to_string — Description

説明

string cairo_svg_version_to_string ( int $version )

The function description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
version

Description...

返り値

What is returned on success and failure

エラー / 例外

When does this function issue E_* level errors, and/or throw exceptions.

例

例1 cairo_svg_version_to_string() example
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Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

/* ... */

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

related function name here()

目次
cairo_create — Returns a new CairoContext object on the requested surface.
cairo_font_face_get_type — Description
cairo_font_face_status — Description
cairo_font_options_create — Description
cairo_font_options_equal — Description
cairo_font_options_get_antialias — Description
cairo_font_options_get_hint_metrics — Description
cairo_font_options_get_hint_style — Description
cairo_font_options_get_subpixel_order — Description
cairo_font_options_hash — Description
cairo_font_options_merge — Description
cairo_font_options_set_antialias — Description
cairo_font_options_set_hint_metrics — Description
cairo_font_options_set_hint_style — Description
cairo_font_options_set_subpixel_order — Description
cairo_font_options_status — Description
cairo_format_stride_for_width — Description
cairo_image_surface_create_for_data — Description
cairo_image_surface_create_from_png — Description
cairo_image_surface_create — Description
cairo_image_surface_get_data — Description
cairo_image_surface_get_format — Description
cairo_image_surface_get_height — Description
cairo_image_surface_get_stride — Description
cairo_image_surface_get_width — Description
cairo_matrix_create_scale — のエイリアス CairoMatrix::initScale
cairo_matrix_create_translate — のエイリアス CairoMatrix::initTranslate
cairo_matrix_invert — Description
cairo_matrix_multiply — Description
cairo_matrix_rotate — Description
cairo_matrix_transform_distance — Description
cairo_matrix_transform_point — Description
cairo_matrix_translate — Description
cairo_pattern_add_color_stop_rgb — Description
cairo_pattern_add_color_stop_rgba — Description
cairo_pattern_create_for_surface — Description
cairo_pattern_create_linear — Description
cairo_pattern_create_radial — Description
cairo_pattern_create_rgb — Description
cairo_pattern_create_rgba — Description
cairo_pattern_get_color_stop_count — Description
cairo_pattern_get_color_stop_rgba — Description
cairo_pattern_get_extend — Description
cairo_pattern_get_filter — Description
cairo_pattern_get_linear_points — Description
cairo_pattern_get_matrix — Description
cairo_pattern_get_radial_circles — Description
cairo_pattern_get_rgba — Description
cairo_pattern_get_surface — Description
cairo_pattern_get_type — Description
cairo_pattern_set_extend — Description
cairo_pattern_set_filter — Description
cairo_pattern_set_matrix — Description
cairo_pattern_status — Description
cairo_pdf_surface_create — Description
cairo_pdf_surface_set_size — Description
cairo_ps_get_levels — Description
cairo_ps_level_to_string — Description
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cairo_ps_surface_create — Description
cairo_ps_surface_dsc_begin_page_setup — Description
cairo_ps_surface_dsc_begin_setup — Description
cairo_ps_surface_dsc_comment — Description
cairo_ps_surface_get_eps — Description
cairo_ps_surface_restrict_to_level — Description
cairo_ps_surface_set_eps — Description
cairo_ps_surface_set_size — Description
cairo_scaled_font_create — Description
cairo_scaled_font_extents — Description
cairo_scaled_font_get_ctm — Description
cairo_scaled_font_get_font_face — Description
cairo_scaled_font_get_font_matrix — Description
cairo_scaled_font_get_font_options — Description
cairo_scaled_font_get_scale_matrix — Description
cairo_scaled_font_get_type — Description
cairo_scaled_font_glyph_extents — Description
cairo_scaled_font_status — Description
cairo_scaled_font_text_extents — Description
cairo_surface_copy_page — Description
cairo_surface_create_similar — Description
cairo_surface_finish — Description
cairo_surface_flush — Description
cairo_surface_get_content — Description
cairo_surface_get_device_offset — Description
cairo_surface_get_font_options — Description
cairo_surface_get_type — Description
cairo_surface_mark_dirty_rectangle — Description
cairo_surface_mark_dirty — Description
cairo_surface_set_device_offset — Description
cairo_surface_set_fallback_resolution — Description
cairo_surface_show_page — Description
cairo_surface_status — Description
cairo_surface_write_to_png — Description
cairo_svg_surface_create — Description
cairo_svg_surface_restrict_to_version — Description
cairo_svg_version_to_string — Description

The Cairo class
導入
Simple class with some static helper methods.

クラス概要
Cairo {
/* メソッド */
public static array availableFonts ( void )
public static array availableSurfaces ( void )
public static string statusToString ( int $status )
public static int version ( void )
public static string versionString ( void )
}

Cairo::availableFonts

cairo_available_fonts
(PECL cairo >= 0.1.0)

Cairo::availableFonts -- cairo_available_fonts — Retrieves the availables font types

説明

Object oriented style:

public static array Cairo::availableFonts ( void )
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Procedural style:

array cairo_available_fonts ( void )

Returns an array with the available font backends

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A list-type array with all available font backends.

例

例1 Object oriented style

<?php

/* Object Oriented Style */
var_dump(Cairo::availableFonts());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  [0]=>
  string(5) "WIN32"
  [1]=>
  string(4) "USER"
}

例2 Procedural style

<?php

/* Procedural style */
var_dump(cairo_available_fonts());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  [0]=>
  string(5) "WIN32"
  [1]=>
  string(4) "USER"
}

参考

Cairo::availableSurfaces() - Retrieves all available surfaces

Cairo::availableSurfaces

cairo_available_surfaces
(PECL cairo >= 0.1.0)

Cairo::availableSurfaces -- cairo_available_surfaces — Retrieves all available surfaces

説明

Object oriented style (method):

public static array Cairo::availableSurfaces ( void )

Procedural style:

array cairo_available_surfaces ( void )

Returns an array with the available surface backends

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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A list-type array with all available surface backends.

例

例1 Object oriented style

<?php

/* Object Oriented style */
var_dump(Cairo::availableSurfaces());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(6) {
  [0]=>
  string(5) "IMAGE"
  [1]=>
  string(3) "PNG"
  [2]=>
  string(3) "PDF"
  [3]=>
  string(2) "PS"
  [4]=>
  string(3) "SVG"
  [5]=>
  string(5) "WIN32"
}

例2 Procedural style

<?php

/* Procedural style */
var_dump(cairo_available_surfaces());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(6) {
  [0]=>
  string(5) "IMAGE"
  [1]=>
  string(3) "PNG"
  [2]=>
  string(3) "PDF"
  [3]=>
  string(2) "PS"
  [4]=>
  string(3) "SVG"
  [5]=>
  string(5) "WIN32"
}

参考

Cairo::availableFonts() - Retrieves the availables font types

Cairo::statusToString

cairo_status_to_string
(PECL cairo >= 0.1.0)

Cairo::statusToString -- cairo_status_to_string — Retrieves the current status as string

説明

Object oriented style (method):

public static string Cairo::statusToString ( int $status )

Procedural style:

string cairo_status_to_string ( int $status )

Retrieves the current status as a readable string

パラメータ
status

A valid status code given by cairo_status() or CairoContext::status()

返り値
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A string containing the current status of a CairoContext object

例

例1 Object oriented style

<?php
$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);
$context = new CairoContext($surface);

var_dump(Cairo::statusToString($context->status()));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(7) "success"

例2 Procedural style

<?php
$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);
$context = cairo_create($surface);

var_dump(cairo_status_to_string(cairo_status($context)));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(7) "success"

参考

CairoContext::status() - The status purpose

Cairo::version

cairo_version
(PECL cairo >= 0.1.0)

Cairo::version -- cairo_version — Retrives cairo's library version

説明

Object oriented style (method):

public static int Cairo::version ( void )

Procedural style:

int cairo_version ( void )

Retrieves the current version of the cairo library as an integer value

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Current Cairo library version integer

例

例1 Object oriented style

<?php
var_dump(Cairo::version());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(10808)

例2 Procedural style

<?php
var_dump(cairo_version());
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(10808)

参考

Cairo::versionString() - Retrieves cairo version as string

Cairo::versionString

cairo_version_string
(PECL cairo >= 0.1.0)

Cairo::versionString -- cairo_version_string — Retrieves cairo version as string

説明

Object oriented style (method):

public static string Cairo::versionString ( void )

Procedural style:

string cairo_version_string ( void )

Retrieves the current cairo library version as a string.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Current Cairo library version string

例

例1 Object oriented style

<?php

var_dump(Cairo::versionString());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "1.8.8"

例2 Procedural style

<?php

var_dump(cairo_version_string());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "1.8.8"

参考

Cairo::version() - Retrives cairo's library version

目次
Cairo::availableFonts — Retrieves the availables font types
Cairo::availableSurfaces — Retrieves all available surfaces
Cairo::statusToString — Retrieves the current status as string
Cairo::version — Retrives cairo's library version
Cairo::versionString — Retrieves cairo version as string
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The CairoContext class
導入
Context is the main object used when drawing with cairo. To draw with cairo, you create a CairoContext, set the target CairoSurface, and drawing options for the CairoContext, create shapes with functions . like CairoContext::moveTo() and
CairoContext::lineTo(), and then draw shapes with CairoContext::stroke() or CairoContext::fill(). Contexts can be pushed to a stack via CairoContext::save(). They may then safely be changed, without loosing the current state. Use CairoContext::restore() to
restore to the saved state.

クラス概要
CairoContext {
/* メソッド */
public void appendPath ( CairoPath $path )
public void arc ( float $x , float $y , float $radius , float $angle1 , float $angle2 )
public void arcNegative ( float $x , float $y , float $radius , float $angle1 , float $angle2 )
public void clip ( void )
public array clipExtents ( void )
public void clipPreserve ( void )
public array clipRectangleList ( void )
public void closePath ( void )
__construct ( CairoSurface $surface )
public void copyPage ( void )
public CairoPath copyPath ( void )
public CairoPath copyPathFlat ( void )
public void curveTo ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )
public array deviceToUser ( float $x , float $y )
public array deviceToUserDistance ( float $x , float $y )
public void fill ( void )
public array fillExtents ( void )
public void fillPreserve ( void )
public array fontExtents ( void )
public int getAntialias ( void )
public array getCurrentPoint ( void )
public array getDash ( void )
public int getDashCount ( void )
public int getFillRule ( void )
public void getFontFace ( void )
public void getFontMatrix ( void )
public void getFontOptions ( void )
public void getGroupTarget ( void )
public int getLineCap ( void )
public int getLineJoin ( void )
public float getLineWidth ( void )
public void getMatrix ( void )
public float getMiterLimit ( void )
public int getOperator ( void )
public void getScaledFont ( void )
public void getSource ( void )
public void getTarget ( void )
public float getTolerance ( void )
public void glyphPath ( array $glyphs )
public bool hasCurrentPoint ( void )
public void identityMatrix ( void )
public bool inFill ( string $x , string $y )
public bool inStroke ( string $x , string $y )
public void lineTo ( string $x , string $y )
public void mask ( string $pattern )
public void maskSurface ( string $surface [, string $x [, string $y ]] )
public void moveTo ( string $x , string $y )
public void newPath ( void )
public void newSubPath ( void )
public void paint ( void )
public void paintWithAlpha ( string $alpha )
public array pathExtents ( void )
public void popGroup ( void )
public void popGroupToSource ( void )
public void pushGroup ( void )
public void pushGroupWithContent ( string $content )
public void rectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )
public void relCurveTo ( string $x1 , string $y1 , string $x2 , string $y2 , string $x3 , string $y3 )
public void relLineTo ( string $x , string $y )
public void relMoveTo ( string $x , string $y )
public void resetClip ( void )
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public void restore ( void )
public void rotate ( string $angle )
public void save ( void )
public void scale ( string $x , string $y )
public void selectFontFace ( string $family [, string $slant [, string $weight ]] )
public void setAntialias ([ string $antialias ] )
public void setDash ( string $dashes [, string $offset ] )
public void setFillRule ( string $setting )
public void setFontFace ( CairoFontFace $fontface )
public void setFontMatrix ( string $matrix )
public void setFontOptions ( string $fontoptions )
public void setFontSize ( string $size )
public void setLineCap ( string $setting )
public void setLineJoin ( string $setting )
public void setLineWidth ( string $width )
public void setMatrix ( string $matrix )
public void setMiterLimit ( string $limit )
public void setOperator ( string $setting )
public void setScaledFont ( string $scaledfont )
public void setSource ( string $pattern )
public void setSourceRGB ( string $red , string $green , string $blue )
public void setSourceRGBA ( string $red , string $green , string $blue , string $alpha )
public void setSourceSurface ( string $surface [, string $x [, string $y ]] )
public void setTolerance ( string $tolerance )
public void showPage ( void )
public void showText ( string $text )
public int status ( void )
public void stroke ( void )
public array strokeExtents ( void )
public void strokePreserve ( void )
public array textExtents ( string $text )
public void textPath ( string $string )
public void transform ( string $matrix )
public void translate ( string $x , string $y )
public array userToDevice ( string $x , string $y )
public array userToDeviceDistance ( string $x , string $y )
}

CairoContext::appendPath

cairo_append_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::appendPath -- cairo_append_path — Appends a path to current path

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::appendPath ( CairoPath $path )

Procedural style:

void cairo_append_path ( CairoContext $context , CairoPath $path )

Appends the path onto the current path. The path may be either the return value from one of CairoContext::copyPath() or CairoContext::copyPathFlat();

if path is not a valid CairoPath instance a CairoException will be thrown

パラメータ
context

CairoContext object

path

CairoPath object

返り値

値を返しません。
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例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

$path = $context->copyPath();

$context->appendPath($path);

?>

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

$path = cairo_copy_path($context);

cairo_append_path($context, $path);

?>

参考

CairoPath
CairoContext::copyPath() - Creates a copy of the current path
CairoContext::copyPathFlat() - Gets a flattened copy of the current path

CairoContext::arc

cairo_arc
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::arc -- cairo_arc — Adds a circular arc

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::arc ( float $x , float $y , float $radius , float $angle1 , float $angle2 )

Procedural style:

void cairo_arc ( CairoContext $context , float $x , float $y , float $radius , float $angle1 , float $angle2 )

Adds a circular arc of the given radius to the current path. The arc is centered at (x, y), begins at angle1 and proceeds in the direction of increasing angles to end at angle2. If angle2 is less than angle1 it will be progressively increased by 2*M_PI until it is
greater than angle1. If there is a current point, an initial line segment will be added to the path to connect the current point to the beginning of the arc. If this initial line is undesired, it can be avoided by calling CairoContext::newSubPath() or procedural
cairo_new_sub_path() before calling CairoContext::arc() or cairo_arc(). Angles are measured in radians. An angle of 0.0 is in the direction of the positive X axis (in user space). An angle of M_PI/2.0 radians (90 degrees) is in the direction of the positive Y
axis (in user space). Angles increase in the direction from the positive X axis toward the positive Y axis. So with the default transformation matrix, angles increase in a clockwise direction. (To convert from degrees to radians, use degrees * (M_PI / 180.).)
This function gives the arc in the direction of increasing angles; see CairoContext::arcNegative() or cairo_arc_negative() to get the arc in the direction of decreasing angles.

パラメータ
context

A valid CairoContext object

x

x position

y

y position

radius

Radius of the arc

angle1

start angle

angle2
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end angle

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);

$c->setSourceRgb(0, 0, 0);
$c->paint();

$c->setLineWidth(1);
$c->setSourceRgb(1, 1, 1);

for ($r = 50; $r > 0; $r -= 10) {
 $c->arc(50, 50, $r, 0, 2 * M_PI);
 $c->stroke();
 $c->fill();
}

$s->writeToPng(dirname(__FILE__) . '/CairoContext__arc.png');
?>

例2 Procedural style

<?php

$s = cairo_image_surface_create(CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE, 100, 100);
$c = cairo_create($s);

cairo_set_source_rgb($c, 0, 0, 0);
cairo_paint($c);

cairo_set_source_rgb($c, 1, 1, 1);
cairo_set_line_width($c, 1);

for ($r = 50; $r > 0; $r -= 10) {
 cairo_arc($c, 50, 50, $r, 0, 2 * M_PI);
 cairo_stroke($c);
 cairo_fill($c);
}

cairo_surface_write_to_png($s, dirname(__FILE__) . '/cairo_arc.png');
?>

参考

CairoContext::arcNegative() - Adds a negative arc

CairoContext::arcNegative

cairo_arc_negative
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::arcNegative -- cairo_arc_negative — Adds a negative arc

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::arcNegative ( float $x , float $y , float $radius , float $angle1 , float $angle2 )

Procedural style:

void cairo_arc_negative ( CairoContext $context , float $x , float $y , float $radius , float $angle1 , float $angle2 )

Adds a circular arc of the given radius to the current path. The arc is centered at (x, y), begins at angle1 and proceeds in the direction of decreasing angles to end at angle2. If angle2 is greater than angle1 it will be progressively decreased by 2*M_PI until it
is less than angle1. See CairoContext::arc() or cairo_arc() for more details. This function differs only in the direction of the arc between the two angles.

パラメータ
context

A valid CairoContext object

x

double x position

y
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double y position

radius

The radius of the desired negative arc

angle1

Start angle of the arc

angle2

End angle of the arc

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);

$c->setSourceRgb(0, 0, 0);
$c->paint();

$c->setLineWidth(1);
$c->setSourceRgb(1, 1, 1);

for ($r = 50; $r > 0; $r -= 10) {
 $c->arcNegative(50, 50, $r, 2 * M_PI, 0);
 $c->stroke();
 $c->fill();
}

$s->writeToPng(dirname(__FILE__) . '/CairoContext__arcNegative.png');
?>

例2 Procedural style

<?php

$s = cairo_image_surface_create(CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE, 100, 100);
$c = cairo_create($s);

cairo_set_source_rgb($c, 0, 0, 0);
cairo_paint($c);

cairo_set_source_rgb($c, 1, 1, 1);
cairo_set_line_width($c, 1);

for ($r = 50; $r > 0; $r -= 10) {
 cairo_arc_negative($c, 50, 50, $r, 2 * M_PI, 0);
 cairo_stroke($c);
 cairo_fill($c);
}

cairo_surface_write_to_png($s, dirname(__FILE__) . '/cairo_arc_negative.png');
?>

参考

CairoContext::arc() - Adds a circular arc

CairoContext::clip

cairo_clip
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::clip -- cairo_clip — Establishes a new clip region

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::clip ( void )

Procedural style:

void cairo_clip ( CairoContext $context )

Establishes a new clip region by intersecting the current clip region with the current path as it would be filled by CairoContext::fill() or cairo_fill() and according to the current fill rule (see CairoContext::setFillRule() or cairo_set_fill_rule()).
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After CairoContext::clip() or cairo_clip(), the current path will be cleared from the cairo context.

The current clip region affects all drawing operations by effectively masking out any changes to the surface that are outside the current clip region.

Calling CairoContext::clip() or cairo_clip() can only make the clip region smaller, never larger. But the current clip is part of the graphics state, so a temporary restriction of the clip region can be achieved by calling CairoContext::clip() or cairo_clip()
within a CairoContext::save()/ CairoContext::restore() or cairo_save()/cairo_restore() pair. The only other means of increasing the size of the clip region is CairoContext::resetClip() or procedural cairo_reset_clip().

パラメータ
context

A valid CairoContext object

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

$context->clip();

?>

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

cairo_clip($context);

?>

参考

CairoContext::resetClip() - The resetClip purpose
cairo_reset_clip() - The resetClip purpose

CairoContext::clipExtents

cairo_clip_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::clipExtents -- cairo_clip_extents — Computes the area inside the current clip

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::clipExtents ( void )

Procedural style:

array cairo_clip_extents ( CairoContext $context )

Computes a bounding box in user coordinates covering the area inside the current clip.

パラメータ
context

A valid CairoContext object

返り値

An array containing the (float)x1, (float)y1, (float)x2, (float)y2, coordinates covering the area inside the current clip

例
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例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

var_dump($context->clipExtents());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  [0]=>
  float(0)
  [1]=>
  float(0)
  [2]=>
  float(50)
  [3]=>
  float(50)
}

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

var_dump(cairo_clip_extents($context));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  [0]=>
  float(0)
  [1]=>
  float(0)
  [2]=>
  float(50)
  [3]=>
  float(50)
}

参考

CairoContext::clip() - Establishes a new clip region

CairoContext::clipPreserve

cairo_clip_preserve
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::clipPreserve -- cairo_clip_preserve — Establishes a new clip region from the current clip

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::clipPreserve ( void )

Procedural style:

void cairo_clip_preserve ( CairoContext $context )

Establishes a new clip region by intersecting the current clip region with the current path as it would be filled by Context.fill() and according to the current FILL RULE (see CairoContext::setFillRule() or cairo_set_fill_rule()).

Unlike CairoContext::clip(), CairoContext::clipPreserve() preserves the path within the Context. The current clip region affects all drawing operations by effectively masking out any changes to the surface that are outside the current clip region.

Calling CairoContext::clipPreserve() can only make the clip region smaller, never larger. But the current clip is part of the graphics state, so a temporary restriction of the clip region can be achieved by calling CairoContext::clipPreserve() within a
CairoContext::save()/ CairoContext::restore() pair. The only other means of increasing the size of the clip region is CairoContext::resetClip().

パラメータ
context

A valid CairoContext object

返り値

値を返しません。
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例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

$context->clipPreserve();

?>

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

cairo_clip_preserve($context);

?>

参考

CairoContext::save() - The save purpose
CairoContext::restore() - The restore purpose
CairoContext::resetClip() - The resetClip purpose

CairoContext::clipRectangleList

cairo_clip_rectangle_list
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::clipRectangleList -- cairo_clip_rectangle_list — Retrieves the current clip as a list of rectangles

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::clipRectangleList ( void )

Procedural style:

array cairo_clip_rectangle_list ( CairoContext $context )

Returns a list-type array with the current clip region as a list of rectangles in user coordinates

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

An array of user-space represented rectangles for the current clip

(The status in the list may be CAIRO_STATUS_CLIP_NOT_REPRESENTABLE to indicate that the clip region cannot be represented as a list of user-space rectangles. The status may have other values to indicate other errors.)

例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

var_dump($context->clipRectangleList());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  array(4) {
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    ["x"]=>
    float(0)
    ["y"]=>
    float(0)
    ["width"]=>
    float(50)
    ["height"]=>
    float(50)
  }
}

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

var_dump(cairo_clip_rectangle_list($context));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  array(4) {
    ["x"]=>
    float(0)
    ["y"]=>
    float(0)
    ["width"]=>
    float(50)
    ["height"]=>
    float(50)
  }
}

参考

Classname::Method()

CairoContext::closePath

cairo_close_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::closePath -- cairo_close_path — Closes the current path

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::closePath ( void )

Procedural style:

void cairo_close_path ( CairoContext $context )

Adds a line segment to the path from the current point to the beginning of the current sub-path, (the most recent point passed to CairoContext::moveTo()), and closes this sub-path. After this call the current point will be at the joined endpoint of the
sub-path.

The behavior of close_path() is distinct from simply calling CairoContext::lineTo() with the equivalent coordinate in the case of stroking. When a closed sub-path is stroked, there are no caps on the ends of the sub-path. Instead, there is a line join
connecting the final and initial segments of the sub-path.

If there is no current point before the call to CairoContext::closePath(), this function will have no effect.

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);
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$context = new CairoContext($surface);

$context->closePath();

?>

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

cairo_close_path($context);

?>

参考

CairoContext::copyPath() - Creates a copy of the current path

CairoContext::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::__construct — Creates a new CairoContext

説明

CairoContext::__construct ( CairoSurface $surface )

Creates a new CairoContext object to draw

パラメータ
surface

A valid CairoSurface like CairoImageSurface or CairoPdfSurface

返り値

A CairoContext

例

例1 CairoContext::__construct() example

<?php
// The surface to work on
$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

// Create a new CairoContext for the CairoSurface
$context = new CairoContext($surface);

?>

参考

Cairo::Method()

CairoContext::copyPage

cairo_copy_page
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::copyPage -- cairo_copy_page — Emits the current page

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::copyPage ( void )

Procedural style:
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void cairo_copy_page ( CairoContext $context )

Emits the current page for backends that support multiple pages, but doesn’t clear it, so, the contents of the current page will be retained for the next page too. Use CairoContext::showPage() if you want to get an empty page after the emission.

This is a convenience function that simply calls CairoSurface::copyPage() on CairoContext’s target.

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

$context->copyPage();

?>

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

cairo_copy_page($context);

?>

参考

CairoContext::showPage() - The showPage purpose
CairoSurface::copyPage() - The copyPage purpose

CairoContext::copyPath

cairo_copy_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::copyPath -- cairo_copy_path — Creates a copy of the current path

説明

Object oriented style (method):

public CairoPath CairoContext::copyPath ( void )

Procedural style:

CairoPath cairo_copy_path ( CairoContext $context )

Creates a copy of the current path and returns it to the user as a CairoPath. See CairoPath for hints on how to iterate over the returned data structure.

This function will always return a valid CairoPath object, but the result will have no data, if either of the following conditions hold:

1. If there is insufficient memory to copy the path. In this case CairoPath->status will be set to CAIRO_STATUS_NO_MEMORY.
2. If context is already in an error state. In this case CairoPath->status will contain the same status that would be returned by cairo_status().

In either case, CairoPath->status will be set to CAIRO_STATUS_NO_MEMORY (regardless of what the error status in cr might have been).

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()
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返り値

A copy of the current CairoPath in the context

例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

var_dump($context->copyPath())

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(CairoPath)#3 (0) {
}

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

var_dump(cairo_copy_path($context));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(CairoPath)#3 (0) {
}

参考

CairoContext::closePath() - Closes the current path

CairoContext::copyPathFlat

cairo_copy_path_flat
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::copyPathFlat -- cairo_copy_path_flat — Gets a flattened copy of the current path

説明

Object oriented style (method):

public CairoPath CairoContext::copyPathFlat ( void )

Procedural style:

CairoPath cairo_copy_path_flat ( CairoContext $context )

Gets a flattened copy of the current path and returns it to the user as a CairoPath.

This function is like CairoContext::copyPath() except that any curves in the path will be approximated with piecewise-linear approximations, (accurate to within the current tolerance value). That is, the result is guaranteed to not have any elements of type
CAIRO_PATH_CURVE_TO which will instead be replaced by a series of CAIRO_PATH_LINE_TO elements.

パラメータ
context

A CairoContext object

返り値

A copy of the current path

例

例1 Object oriented style
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<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

$context = new CairoContext($surface);

var_dump($context->copyPathFlat());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(CairoPath)#3 (0) {
}

例2 Procedural style

<?php

$surface = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);

$context = cairo_create($surface);

var_dump(cairo_copy_path_flat($context));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(CairoPath)#3 (0) {
}

参考

CairoContext::copyPath() - Creates a copy of the current path
CairoContext::closePath() - Closes the current path

CairoContext::curveTo

cairo_curve_to
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::curveTo -- cairo_curve_to — Adds a curve

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::curveTo ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

Procedural style:

void cairo_curve_to ( CairoContext $context , float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

Adds a cubic Bezier spline to the path from the current point to position x3 ,y3 in user-space coordinates, using x1, y1 and x2, y2 as the control points. After this call the current point will be x3, y3.

If there is no current point before the call to CairoContext::curveTo() this function will behave as if preceded by a call to CairoContext::moveTo() (x1, y1).

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

x1

First control point in the x axis for the curve

y1

First control point in the y axis for the curve

x2

Second control point in x axis for the curve

y2

Second control point in y axis for the curve

x3

Final point in the x axis for the curve
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y3

Final point in the y axis for the curve

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php
$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);

$c->setSourceRgb(0, 0, 0);

$c->paint();

$c->moveTo(10, 50); 
$c->setLineWidth(5);
$c->setSourceRgb(.1, 0, 1);
$c->curveTo(20, 80, 80, 20, 90, 50); 
$c->stroke();

$s->writeToPng(dirname(__FILE__) . '/curveTo.png');
?>

例2 Procedural style

<?php

$s = cairo_image_surface_create(CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE, 100, 100);
$c = cairo_create($s);

cairo_set_source_rgb($c, 0, 0, 0);

cairo_paint($c);

cairo_move_to($c, 10, 50);
cairo_set_line_width($c, 5);
cairo_set_source_rgb($c, .1, 0, 1);
cairo_curve_to($c, 20, 80, 80, 20, 90, 50);
cairo_stroke($c);

cairo_surface_write_to_png($s, dirname(__FILE__) . '/curve_to.png');
?>

参考

CairoContext::moveTo() - The moveTo purpose

CairoContext::deviceToUser

cairo_device_to_user
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::deviceToUser -- cairo_device_to_user — Transform a coordinate

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::deviceToUser ( float $x , float $y )

Procedural style:

array cairo_device_to_user ( CairoContext $context , float $x , float $y )

Transform a coordinate from device space to user space by multiplying the given point by the inverse of the current transformation matrix (CTM).

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

x

x value of the coordinate

y

y value of the coordinate
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返り値

An array containing the x and y coordinates in the user-space

参考

CairoContext::deviceToUserDistance() - Transform a distance

CairoContext::deviceToUserDistance

cairo_device_to_user_distance
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::deviceToUserDistance -- cairo_device_to_user_distance — Transform a distance

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::deviceToUserDistance ( float $x , float $y )

Procedural style:

array cairo_device_to_user_distance ( CairoContext $context , float $x , float $y )

Transform a distance vector from device space to user space. This function is similar to CairoContext::deviceToUser() or cairo_device_to_user() except that the translation components of the inverse Cairo Transformation Matrix will be ignored when
transforming (x,y).

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

x

X component of a distance vector

y

Y component of a distance vector

返り値

Returns an array with the x and y values of a distance vector in the user-space

参考

CairoContext::deviceToUser() - Transform a coordinate

CairoContext::fill

cairo_fill
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::fill -- cairo_fill — Fills the current path

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::fill ( void )

Procedural style:

void cairo_fill ( CairoContext $context )

A drawing operator that fills the current path according to the current CairoFillRule, (each sub-path is implicitly closed before being filled). After CairoContext::fill() or cairo_fill(), the current path will be cleared from the CairoContext.
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パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);
 
$c->setSourceRgb(0, 0, 0);
$c->paint();

$c->setSourceRgb(1, 1, 1);
$c->rectangle(0, 0, 50, 50);
$c->fill();
$c->setSourceRgb(0, 1, 0);
$c->rectangle(50, 50, 50, 50);
$c->fill();

$s->writeToPng(dirname(__FILE__) . '/CairoContext_fill.png');

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php

$s = cairo_image_surface_create(CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE, 100, 100);
$c = cairo_create($s);

cairo_set_source_rgb($c, 0, 0, 0);
cairo_paint($c);

cairo_set_source_rgb($c, 1, 1, 1);
cairo_rectangle($c, 0, 0, 50, 50);
cairo_fill($c);
cairo_set_source_rgb($c, 0, 1, 0);
cairo_rectangle($c, 50, 50, 50, 50);
cairo_fill($c);

cairo_surface_write_to_png($s, dirname(__FILE__) . '/cairo_fill.png');

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

CairoContext::setFillRule() - The setFillRule purpose
ContextContext::fillPreserve()
CairoFillRule

CairoContext::fillExtents

cairo_fill_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::fillExtents -- cairo_fill_extents — Computes the filled area

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::fillExtents ( void )

Procedural style:

array cairo_fill_extents ( CairoContext $context )
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Computes a bounding box in user coordinates covering the area that would be affected, (the “inked” area), by a CairoContext::fill() operation given the current path and fill parameters. If the current path is empty, returns an empty rectangle (0,0,0,0).
Surface dimensions and clipping are not taken into account.

Contrast with CairoContext::pathExtents(), which is similar, but returns non-zero extents for some paths with no inked area, (such as a simple line segment).

Note that CairoContext::fillExtents() must necessarily do more work to compute the precise inked areas in light of the fill rule, so CairoContext::pathExtents() may be more desirable for sake of performance if the non-inked path extents are desired.

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

An array with the coordinates of the afected area

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

CairoContext::fill() - Fills the current path
CairoContext::setFillRule() - The setFillRule purpose
CairoContext::fillPreserve() - Fills and preserve the current path

CairoContext::fillPreserve

cairo_fill_preserve
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::fillPreserve -- cairo_fill_preserve — Fills and preserve the current path

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::fillPreserve ( void )

Procedural style:

void cairo_fill_preserve ( CairoContext $context )

A drawing operator that fills the current path according to the current CairoFillRule, (each sub-path is implicitly closed before being filled). Unlike CairoContext::fill(), CairoContext::fillPreserve() (Procedural cairo_fill(), cairo_fill_preserve(), respectively)
preserves the path within the Context.

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

値を返しません。
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例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

CairoContext::setFillRule() - The setFillRule purpose
CairoContext::fill() - Fills the current path

CairoContext::fontExtents

cairo_font_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::fontExtents -- cairo_font_extents — Get the font extents

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::fontExtents ( void )

Procedural style:

array cairo_font_extents ( CairoContext $context )

Gets the font extents for the currently selected font.

パラメータ
context

Description...

返り値

An array containing the font extents for the current font.

例

例1 Object oriented style

<?php

$sur = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);
$con = new CairoContext($sur);

var_dump($con->fontExtents());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(5) {
  ["ascent"]=>
  float(10)
  ["descent"]=>
  float(3)
  ["height"]=>
  float(13.3125)
  ["max_x_advance"]=>
  float(26.65625)
  ["max_y_advance"]=>
  float(0)
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}

例2 Procedural style

<?php

$sur = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);
$con = cairo_create($sur);

var_dump(cairo_font_extents($con));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(5) {
  ["ascent"]=>
  float(10)
  ["descent"]=>
  float(3)
  ["height"]=>
  float(13.3125)
  ["max_x_advance"]=>
  float(26.65625)
  ["max_y_advance"]=>
  float(0)
}

参考

Classname::Method()

CairoContext::getAntialias

cairo_get_antialias
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getAntialias -- cairo_get_antialias — Retrives the current antialias mode

説明

Object oriented style (method):

public int CairoContext::getAntialias ( void )

Procedural style:

int cairo_get_antialias ( CairoContext $context )

Returns the current CairoAntialias mode, as set by CairoContext::setAntialias().

パラメータ
context

A valid CairoContext object created with CairoContext::__construct() or cairo_create()

返り値

The current CairoAntialias mode.

例

例1 Object oriented style

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);
$context = new CairoContext($surface);

$context->setAntialias(CairoAntialias::MODE_SUBPIXEL);

var_dump($context->getAntialias());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(3)

例2 Procedural style

<?php

$sur = cairo_image_surface_create(CAIRO_FORMAT_ARGB32, 50, 50);
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$con = cairo_create($sur);

cairo_set_antialias($con, CAIRO_ANTIALIAS_SUBPIXEL);

var_dump(cairo_get_antialias($con));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(3)

参考

CairoContext::setAntialias() - The setAntialias purpose
CairoAntialias

CairoContext::getCurrentPoint

cairo_get_current_point
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getCurrentPoint -- cairo_get_current_point — The getCurrentPoint purpose

説明

オブジェクト指向型

public array CairoContext::getCurrentPoint ( void )

手続き型

array cairo_get_current_point ( CairoContext $context )

Gets the current point of the current path, which is conceptually the final point reached by the path so far.

The current point is returned in the user-space coordinate system. If there is no defined current point or if cr is in an error status, x and y will both be set to 0.0. It is possible to check this in advance with CairoContext::hasCurrentPoint().

Most path construction functions alter the current point. See the following for details on how they affect the current point: CairoContext::newPath(), CairoContext::newSubPath(), CairoContext::appendPath(), CairoContext::closePath(),
CairoContext::moveTo(), CairoContext::lineTo(), CairoContext::curveTo(), CairoContext::relMoveTo(), CairoContext::relLineTo(), CairoContext::relCurveTo(), CairoContext::arc(), CairoContext::arcNegative(), CairoContext::rectangle(), CairoContext::textPath(),
CairoContext::glyphPath().

Some functions use and alter the current point but do not otherwise change current path: CairoContext::showText().

Some functions unset the current path and as a result, current point: CairoContext::fill(), CairoContext::stroke().

パラメータ
context

A valid CairoContext object.

返り値

An array containing the x (index 0) and y (index 1) coordinates of the current point.

例

例1 Object oriented style

<?php

$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);

$c->moveTo(10, 10);

var_dump($c->getCurrentPoint());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  [0]=>
  float(10)
  [1]=>
  float(10)
}

例2 Procedural style
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<?php

$s = cairo_image_surface_create(CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE, 100, 100);
$c = cairo_create($s);

cairo_move_to($c, 10, 10);

var_dump(cairo_get_current_point($c));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  [0]=>
  float(10)
  [1]=>
  float(10)
}

参考

CairoContext::moveTo() - The moveTo purpose
CairoContext::hasCurrentPoint() - The hasCurrentPoint purpose

CairoContext::getDash

cairo_get_dash
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getDash -- cairo_get_dash — The getDash purpose

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::getDash ( void )

Procedural style:

array cairo_get_dash ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Classname::Method()

CairoContext::getDashCount

cairo_get_dash_count
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getDashCount -- cairo_get_dash_count — The getDashCount purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoContext::getDashCount ( void )

Procedural style:

int cairo_get_dash_count ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getFillRule

cairo_get_fill_rule
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getFillRule -- cairo_get_fill_rule — The getFillRule purpose

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Object oriented style (method):

public int CairoContext::getFillRule ( void )

Procedural style:

int cairo_get_fill_rule ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getFontFace

cairo_get_font_face
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getFontFace -- cairo_get_font_face — The getFontFace purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getFontFace ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_face ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context
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Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getFontMatrix

cairo_get_font_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getFontMatrix -- cairo_get_font_matrix — The getFontMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getFontMatrix ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_matrix ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getFontOptions

cairo_get_font_options
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getFontOptions -- cairo_get_font_options — The getFontOptions purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getFontOptions ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_options ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getGroupTarget
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cairo_get_group_target
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getGroupTarget -- cairo_get_group_target — The getGroupTarget purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getGroupTarget ( void )

Procedural style:

void cairo_get_group_target ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getLineCap

cairo_get_line_cap
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getLineCap -- cairo_get_line_cap — The getLineCap purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoContext::getLineCap ( void )

Procedural style:

int cairo_get_line_cap ( CairoContext $context )
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Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getLineJoin

cairo_get_line_join
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getLineJoin -- cairo_get_line_join — The getLineJoin purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoContext::getLineJoin ( void )

Procedural style:

int cairo_get_line_join ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getLineWidth

cairo_get_line_width
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getLineWidth -- cairo_get_line_width — The getLineWidth purpose

説明

Object oriented style (method):

public float CairoContext::getLineWidth ( void )

Procedural style:

float cairo_get_line_width ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getMatrix

cairo_get_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getMatrix -- cairo_get_matrix — The getMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getMatrix ( void )

Procedural style:

void cairo_get_matrix ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getMiterLimit

cairo_get_miter_limit
(PECL cairo >= 0.1.0)
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CairoContext::getMiterLimit -- cairo_get_miter_limit — The getMiterLimit purpose

説明

Object oriented style (method):

public float CairoContext::getMiterLimit ( void )

Procedural style:

float cairo_get_miter_limit ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getOperator

cairo_get_operator
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getOperator -- cairo_get_operator — The getOperator purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoContext::getOperator ( void )

Procedural style:

int cairo_get_operator ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getScaledFont

cairo_get_scaled_font
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getScaledFont -- cairo_get_scaled_font — The getScaledFont purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getScaledFont ( void )

Procedural style:

void cairo_get_scaled_font ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getSource

cairo_get_source
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getSource -- cairo_get_source — The getSource purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getSource ( void )

Procedural style:

void cairo_get_source ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoContext::getTarget

cairo_get_target
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getTarget -- cairo_get_target — The getTarget purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::getTarget ( void )

Procedural style:

void cairo_get_target ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::getTolerance

cairo_get_tolerance
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::getTolerance -- cairo_get_tolerance — The getTolerance purpose

説明

Object oriented style (method):
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public float CairoContext::getTolerance ( void )

Procedural style:

float cairo_get_tolerance ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::glyphPath

cairo_glyph_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::glyphPath -- cairo_glyph_path — The glyphPath purpose

説明

オブジェクト指向型

public void CairoContext::glyphPath ( array $glyphs )

手続き型

void cairo_glyph_path ( CairoContext $context , array $glyphs )

Adds closed paths for the glyphs to the current path. The generated path if filled, achieves an effect similar to that of CairoContext::showGlyphs().

パラメータ
context

A CairoContext object

glyphs

Array of glyphs
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返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

CairoContext::hasCurrentPoint

cairo_has_current_point
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::hasCurrentPoint -- cairo_has_current_point — The hasCurrentPoint purpose

説明

Object oriented style (method):

public bool CairoContext::hasCurrentPoint ( void )

Procedural style:

bool cairo_has_current_point ( CairoContext $context )

Returns whether a current point is defined on the current path. See CairoContext::getCurrentPoint() for details on the current point.

パラメータ
context

A valid CairoContext object.

返り値

Whether a current point is defined

例

例1 Object oriented style

<?php

$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);

var_dump($c->hasCurrentPoint());

$c->moveTo(10, 10);

var_dump($c->hasCurrentPoint());

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

例2 Procedural style

<?php

$s = cairo image surface create(CAIRO SURFACE TYPE IMAGE, 100, 100);
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$c = cairo_create($s);

var_dump(cairo_has_current_point($c));

cairo_move_to($c, 10, 10);

var_dump(cairo_has_current_point($c));

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

CairoContext::getCurrentPoint() - The getCurrentPoint purpose

CairoContext::identityMatrix

cairo_identity_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::identityMatrix -- cairo_identity_matrix — The identityMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::identityMatrix ( void )

Procedural style:

void cairo_identity_matrix ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoContext::inFill

cairo_in_fill
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::inFill -- cairo_in_fill — The inFill purpose

説明

Object oriented style (method):

public bool CairoContext::inFill ( string $x , string $y )

Procedural style:

bool cairo_in_fill ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::inStroke

cairo_in_stroke
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::inStroke -- cairo_in_stroke — The inStroke purpose
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説明

Object oriented style (method):

public bool CairoContext::inStroke ( string $x , string $y )

Procedural style:

bool cairo_in_stroke ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::lineTo

cairo_line_to
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::lineTo -- cairo_line_to — The lineTo purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::lineTo ( string $x , string $y )

Procedural style:

void cairo_line_to ( CairoContext $context , string $x , string $y )
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Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::mask

cairo_mask
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::mask -- cairo_mask — The mask purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::mask ( string $pattern )

Procedural style:

void cairo_mask ( CairoContext $context , CairoPattern $pattern )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context
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Description...

pattern

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::maskSurface

cairo_mask_surface
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::maskSurface -- cairo_mask_surface — The maskSurface purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::maskSurface ( string $surface [, string $x [, string $y ]] )

Procedural style:

void cairo_mask_surface ( CairoContext $context , CairoSurface $surface [, string $x [, string $y ]] )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

surface

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値
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Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::moveTo

cairo_move_to
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::moveTo -- cairo_move_to — The moveTo purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::moveTo ( string $x , string $y )

Procedural style:

void cairo_move_to ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Begin a new sub-path. After this call the current point will be (x, y).

パラメータ
context

A valid CairoContext object.

x

The x coordinate of the new position.

y

The y coordinate of the new position

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style

<?php

$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 100, 100);
$c = new CairoContext($s);

$c->setSourceRgb(0, 0, 0);
$c->paint();

// Move 10 pixels across, and 10 pixels down
$c->moveTo(10, 10);
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$c->lineTo(90, 90);
$c->setLineWidth(2);
$c->setSourceRgb(1, 1, 1);
$c->stroke();

// Move 90 pixels across, and 10 pixels down
$c->moveTo(90, 10);
$c->lineTo(10, 90);
$c->setLineWidth(2);
$c->setSourceRgb(1, 1, 1);
$c->stroke();

$s->writeToPng(dirname(__FILE__) . '/CairoContext_moveTo.png');
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php

$s = cairo_image_surface_create(CAIRO_SURFACE_TYPE_IMAGE, 100, 100);
$c = cairo_create($s);

cairo_set_source_rgb($c, 0, 0, 0);
cairo_paint($c);

// Move 10 pixels across, and 10 pixels down
cairo_move_to($c, 10, 10);
cairo_line_to($c, 90, 90);
cairo_set_line_width($c, 2);
cairo_set_source_rgb($c, 1, 1, 1);
cairo_stroke($c);

// Move 90 pixels across, and 10 pixels down
cairo_move_to($c, 90, 10);
cairo_line_to($c, 10, 90);
cairo_set_line_width($c, 2);
cairo_set_source_rgb($c, 1, 1, 1);
cairo_stroke($c);

cairo_surface_write_to_png($s, dirname(__FILE__) . '/cairo_move_to.png');
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::newPath

cairo_new_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::newPath -- cairo_new_path — The newPath purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::newPath ( void )

Procedural style:

void cairo_new_path ( CairoContext $context )

Clears the current path. After this call there will be no path and no current point.

パラメータ
context

A valid CairoContext object.

返り値

値を返しません。

例

例1 Object oriented style
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<?php
// [...]
CairoContext::newPath();
?>

例2 Procedural style

<?php
// [...]
cairo_new_path($context);
?>

参考

CairoContext::appendPath() - Appends a path to current path
CairoContext::closePath() - Closes the current path

CairoContext::newSubPath

cairo_new_sub_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::newSubPath -- cairo_new_sub_path — The newSubPath purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::newSubPath ( void )

Procedural style:

void cairo_new_sub_path ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoContext::paint

cairo_paint
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::paint -- cairo_paint — The paint purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::paint ( void )

Procedural style:

void cairo_paint ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::paintWithAlpha

cairo_paint_with_alpha
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::paintWithAlpha -- cairo_paint_with_alpha — The paintWithAlpha purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::paintWithAlpha ( string $alpha )
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Procedural style:

void cairo_paint_with_alpha ( CairoContext $context , string $alpha )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

alpha

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::pathExtents

cairo_path_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::pathExtents -- cairo_path_extents — The pathExtents purpose

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::pathExtents ( void )

Procedural style:

array cairo_path_extents ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context
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Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::popGroup

cairo_pop_group
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::popGroup -- cairo_pop_group — The popGroup purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::popGroup ( void )

Procedural style:

void cairo_pop_group ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::popGroupToSource

cairo_pop_group_to_source
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::popGroupToSource -- cairo_pop_group_to_source — The popGroupToSource purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::popGroupToSource ( void )

Procedural style:

void cairo_pop_group_to_source ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::pushGroup



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

cairo_push_group
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::pushGroup -- cairo_push_group — The pushGroup purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::pushGroup ( void )

Procedural style:

void cairo_push_group ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::pushGroupWithContent

cairo_push_group_with_content
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::pushGroupWithContent -- cairo_push_group_with_content — The pushGroupWithContent purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::pushGroupWithContent ( string $content )

Procedural style:

void cairo_push_group_with_content ( CairoContext $context , string $content )
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Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

content

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::rectangle

cairo_rectangle
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::rectangle -- cairo_rectangle — The rectangle purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::rectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )

Procedural style:

void cairo_rectangle ( CairoContext $context , string $x , string $y , string $width , string $height )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x
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Description...

y

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::relCurveTo

cairo_rel_curve_to
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::relCurveTo -- cairo_rel_curve_to — The relCurveTo purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::relCurveTo ( string $x1 , string $y1 , string $x2 , string $y2 , string $x3 , string $y3 )

Procedural style:

void cairo_rel_curve_to ( CairoContext $context , string $x1 , string $y1 , string $x2 , string $y2 , string $x3 , string $y3 )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x1

Description...

y1
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Description...

x2

Description...

y2

Description...

x3

Description...

y3

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::relLineTo

cairo_rel_line_to
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::relLineTo -- cairo_rel_line_to — The relLineTo purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::relLineTo ( string $x , string $y )

Procedural style:

void cairo_rel_line_to ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x
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Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::relMoveTo

cairo_rel_move_to
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::relMoveTo -- cairo_rel_move_to — The relMoveTo purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::relMoveTo ( string $x , string $y )

Procedural style:

void cairo_rel_move_to ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...
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例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::resetClip

cairo_reset_clip
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::resetClip -- cairo_reset_clip — The resetClip purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::resetClip ( void )

Procedural style:

void cairo_reset_clip ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

Classname::Method()

CairoContext::restore

cairo_restore
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::restore -- cairo_restore — The restore purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::restore ( void )

Procedural style:

void cairo_restore ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::rotate

cairo_rotate
(PECL cairo >= 0.1.0)
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CairoContext::rotate -- cairo_rotate — The rotate purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::rotate ( string $angle )

Procedural style:

void cairo_rotate ( CairoContext $context , string $angle )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

angle

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::save

cairo_save
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::save -- cairo_save — The save purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::save ( void )

Procedural style:

void cairo_save ( CairoContext $context )

Description here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::scale

cairo_scale
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::scale -- cairo_scale — The scale purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::scale ( string $x , string $y )

Procedural style:

void cairo_scale ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...
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返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::selectFontFace

cairo_select_font_face
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::selectFontFace -- cairo_select_font_face — The selectFontFace purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::selectFontFace ( string $family [, string $slant [, string $weight ]] )

Procedural style:

void cairo_select_font_face ( CairoContext $context , string $family [, string $slant [, string $weight ]] )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

family

Description...

slant

Description...

weight

Description...

返り値

Description...

例
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例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setAntialias

cairo_set_antialias
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setAntialias -- cairo_set_antialias — The setAntialias purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setAntialias ([ string $antialias ] )

Procedural style:

void cairo_set_antialias ( CairoContext $context [, string $antialias ] )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

antialias

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setDash

cairo_set_dash
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setDash -- cairo_set_dash — The setDash purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setDash ( string $dashes [, string $offset ] )

Procedural style:

void cairo_set_dash ( CairoContext $context , array $dashes [, string $offset ] )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

dashes

Description...

offset

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoContext::setFillRule

cairo_set_fill_rule
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setFillRule -- cairo_set_fill_rule — The setFillRule purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setFillRule ( string $setting )

Procedural style:

void cairo_set_fill_rule ( CairoContext $context , string $setting )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

setting

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setFontFace

cairo_set_font_face
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setFontFace -- cairo_set_font_face — The setFontFace purpose

説明
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Object oriented style (method):

public void CairoContext::setFontFace ( CairoFontFace $fontface )

Procedural style:

void cairo_set_font_face ( CairoContext $context , CairoFontFace $fontface )

Sets the font-face for a given context.

パラメータ
context

A CairoContext object to change the font-face for.

fontface

A CairoFontFace object

返り値

No value is returned

例

例1 Object oriented style

<?php
// New surface with white background
$s = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 300, 100);
$c = new CairoContext($s);
$c->setSourceRgb(1, 1, 1);
$c->paint();

// Draw some text
$c->setSourceRgb(0, 0, 0);
$c->moveTo(10, 60);
// Create a new font face
$f = new CairoToyFontFace("sans-serif", CairoFontSlant::NORMAL, CairoFontWeight::NORMAL);
$c->setFontFace($f);
$c->setFontSize(30);
$c->showText('Hello, World!');
$s->writeToPng(dirname(__FILE__) . '/setFontFace.png');
?>

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

参考

CairoContext::setFontSize() - The setFontSize purpose
CairoContext::showText() - The showText purpose

CairoContext::setFontMatrix

cairo_set_font_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setFontMatrix -- cairo_set_font_matrix — The setFontMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setFontMatrix ( string $matrix )

Procedural style:

void cairo_set_font_matrix ( CairoContext $context , CairoMatrix $matrix )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
context

Description...

matrix

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setFontOptions

cairo_set_font_options
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setFontOptions -- cairo_set_font_options — The setFontOptions purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setFontOptions ( string $fontoptions )

Procedural style:

void cairo_set_font_options ( CairoContext $context , CairoFontOptions $fontoptions )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

fontoptions

Description...

返り値

Description...
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例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setFontSize

cairo_set_font_size
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setFontSize -- cairo_set_font_size — The setFontSize purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setFontSize ( string $size )

Procedural style:

void cairo_set_font_size ( CairoContext $context , string $size )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

size

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
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/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setLineCap

cairo_set_line_cap
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setLineCap -- cairo_set_line_cap — The setLineCap purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setLineCap ( string $setting )

Procedural style:

void cairo_set_line_cap ( CairoContext $context , string $setting )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

setting

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoContext::setLineJoin

cairo_set_line_join
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setLineJoin -- cairo_set_line_join — The setLineJoin purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setLineJoin ( string $setting )

Procedural style:

void cairo_set_line_join ( CairoContext $context , string $setting )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

setting

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setLineWidth

cairo_set_line_width
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setLineWidth -- cairo_set_line_width — The setLineWidth purpose

説明
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Object oriented style (method):

public void CairoContext::setLineWidth ( string $width )

Procedural style:

void cairo_set_line_width ( CairoContext $context , string $width )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

width

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setMatrix

cairo_set_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setMatrix -- cairo_set_matrix — The setMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setMatrix ( string $matrix )

Procedural style:

void cairo_set_matrix ( CairoContext $context , CairoMatrix $matrix )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
context

Description...

matrix

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setMiterLimit

cairo_set_miter_limit
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setMiterLimit -- cairo_set_miter_limit — The setMiterLimit purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setMiterLimit ( string $limit )

Procedural style:

void cairo_set_miter_limit ( CairoContext $context , string $limit )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

limit

Description...

返り値

Description...
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例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setOperator

cairo_set_operator
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setOperator -- cairo_set_operator — The setOperator purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setOperator ( string $setting )

Procedural style:

void cairo_set_operator ( CairoContext $context , string $setting )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

setting

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
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/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setScaledFont

cairo_set_scaled_font
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setScaledFont -- cairo_set_scaled_font — The setScaledFont purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setScaledFont ( string $scaledfont )

Procedural style:

void cairo_set_scaled_font ( CairoContext $context , CairoScaledFont $scaledfont )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

scaledfont

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoContext::setSource

cairo_set_source
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setSource -- cairo_set_source — The setSource purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setSource ( string $pattern )

Procedural style:

void cairo_set_source ( CairoContext $context , CairoPattern $pattern )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

pattern

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setSourceRGB

cairo_set_source
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setSourceRGB -- cairo_set_source — The setSourceRGB purpose

説明
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Object oriented style (method):

public void CairoContext::setSourceRGB ( string $red , string $green , string $blue )

Procedural style:

void cairo_set_source ( CairoContext $context , CairoPattern $pattern )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

pattern

Description...

red

Description...

green

Description...

blue

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setSourceRGBA

cairo_set_source
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setSourceRGBA -- cairo_set_source — The setSourceRGBA purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setSourceRGBA ( string $red , string $green , string $blue , string $alpha )
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Procedural style:

void cairo_set_source ( CairoContext $context , CairoPattern $pattern )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

pattern

Description...

red

Description...

green

Description...

blue

Description...

alpha

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setSourceSurface

cairo_set_source_surface
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setSourceSurface -- cairo_set_source_surface — The setSourceSurface purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setSourceSurface ( string $surface [, string $x [, string $y ]] )
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Procedural style:

void cairo_set_source_surface ( CairoContext $context , CairoSurface $surface [, string $x [, string $y ]] )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

surface

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::setTolerance

cairo_set_tolerance
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::setTolerance -- cairo_set_tolerance — The setTolerance purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::setTolerance ( string $tolerance )

Procedural style:

void cairo_set_tolerance ( CairoContext $context , string $tolerance )

Description here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

tolerance

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::showPage

cairo_show_page
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::showPage -- cairo_show_page — The showPage purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::showPage ( void )

Procedural style:

void cairo_show_page ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...
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例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::showText

cairo_show_text
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::showText -- cairo_show_text — The showText purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::showText ( string $text )

Procedural style:

void cairo_show_text ( CairoContext $context , string $text )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

text

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
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/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::status

cairo_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::status -- cairo_status — The status purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoContext::status ( void )

Procedural style:

int cairo_status ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::stroke
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cairo_stroke
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::stroke -- cairo_stroke — The stroke purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::stroke ( void )

Procedural style:

void cairo_stroke ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::strokeExtents

cairo_stroke_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::strokeExtents -- cairo_stroke_extents — The strokeExtents purpose

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::strokeExtents ( void )

Procedural style:

array cairo_stroke_extents ( CairoContext $context )
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Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::strokePreserve

cairo_stroke_preserve
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::strokePreserve -- cairo_stroke_preserve — The strokePreserve purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::strokePreserve ( void )

Procedural style:

void cairo_stroke_preserve ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...
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例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::textExtents

cairo_text_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::textExtents -- cairo_text_extents — The textExtents purpose

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::textExtents ( string $text )

Procedural style:

array cairo_text_extents ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

text

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
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/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::textPath

cairo_text_path
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::textPath -- cairo_text_path — The textPath purpose

説明

オブジェクト指向型

public void CairoContext::textPath ( string $string )

手続き型

void cairo_text_path ( CairoContext $context , string $text )

Adds closed paths for text to the current path. The generated path, if filled, achieves an effect similar to that of CairoContext::showText().

Text conversion and positioning is done similar to CairoContext::showText().

Like CairoContext::showText(), after this call the current point is moved to the origin of where the next glyph would be placed in this same progression. That is, the current point will be at the origin of the final glyph offset by its advance values. This
allows for chaining multiple calls to to CairoContext::showText() without having to set current point in between.

Note: The CairoContext::textPath() function call is part of what the cairo designers call the "toy" text API. It is convenient for short demos and simple programs, but it is not expected to be adequate for serious text-using applications. See
CairoContext::glyphPath() for the "real" text path API in cairo.

パラメータ
context

A CairoContext object

text

Description...

string

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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参考

Classname::Method()

CairoContext::transform

cairo_transform
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::transform -- cairo_transform — The transform purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::transform ( string $matrix )

Procedural style:

void cairo_transform ( CairoContext $context , CairoMatrix $matrix )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

matrix

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::translate

cairo_translate
(PECL cairo >= 0.1.0)
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CairoContext::translate -- cairo_translate — The translate purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoContext::translate ( string $x , string $y )

Procedural style:

void cairo_translate ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::userToDevice

cairo_user_to_device
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::userToDevice -- cairo_user_to_device — The userToDevice purpose

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::userToDevice ( string $x , string $y )

Procedural style:
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array cairo_user_to_device ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoContext::userToDeviceDistance

cairo_user_to_device_distance
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoContext::userToDeviceDistance -- cairo_user_to_device_distance — The userToDeviceDistance purpose

説明

Object oriented style (method):

public array CairoContext::userToDeviceDistance ( string $x , string $y )

Procedural style:

array cairo_user_to_device_distance ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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context

Description...

x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoContext::appendPath — Appends a path to current path
CairoContext::arc — Adds a circular arc
CairoContext::arcNegative — Adds a negative arc
CairoContext::clip — Establishes a new clip region
CairoContext::clipExtents — Computes the area inside the current clip
CairoContext::clipPreserve — Establishes a new clip region from the current clip
CairoContext::clipRectangleList — Retrieves the current clip as a list of rectangles
CairoContext::closePath — Closes the current path
CairoContext::__construct — Creates a new CairoContext
CairoContext::copyPage — Emits the current page
CairoContext::copyPath — Creates a copy of the current path
CairoContext::copyPathFlat — Gets a flattened copy of the current path
CairoContext::curveTo — Adds a curve
CairoContext::deviceToUser — Transform a coordinate
CairoContext::deviceToUserDistance — Transform a distance
CairoContext::fill — Fills the current path
CairoContext::fillExtents — Computes the filled area
CairoContext::fillPreserve — Fills and preserve the current path
CairoContext::fontExtents — Get the font extents
CairoContext::getAntialias — Retrives the current antialias mode
CairoContext::getCurrentPoint — The getCurrentPoint purpose
CairoContext::getDash — The getDash purpose
CairoContext::getDashCount — The getDashCount purpose
CairoContext::getFillRule — The getFillRule purpose
CairoContext::getFontFace — The getFontFace purpose
CairoContext::getFontMatrix — The getFontMatrix purpose
CairoContext::getFontOptions — The getFontOptions purpose
CairoContext::getGroupTarget — The getGroupTarget purpose
CairoContext::getLineCap — The getLineCap purpose
CairoContext::getLineJoin — The getLineJoin purpose
CairoContext::getLineWidth — The getLineWidth purpose
CairoContext::getMatrix — The getMatrix purpose
CairoContext::getMiterLimit — The getMiterLimit purpose
CairoContext::getOperator — The getOperator purpose
CairoContext::getScaledFont — The getScaledFont purpose
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CairoContext::getSource — The getSource purpose
CairoContext::getTarget — The getTarget purpose
CairoContext::getTolerance — The getTolerance purpose
CairoContext::glyphPath — The glyphPath purpose
CairoContext::hasCurrentPoint — The hasCurrentPoint purpose
CairoContext::identityMatrix — The identityMatrix purpose
CairoContext::inFill — The inFill purpose
CairoContext::inStroke — The inStroke purpose
CairoContext::lineTo — The lineTo purpose
CairoContext::mask — The mask purpose
CairoContext::maskSurface — The maskSurface purpose
CairoContext::moveTo — The moveTo purpose
CairoContext::newPath — The newPath purpose
CairoContext::newSubPath — The newSubPath purpose
CairoContext::paint — The paint purpose
CairoContext::paintWithAlpha — The paintWithAlpha purpose
CairoContext::pathExtents — The pathExtents purpose
CairoContext::popGroup — The popGroup purpose
CairoContext::popGroupToSource — The popGroupToSource purpose
CairoContext::pushGroup — The pushGroup purpose
CairoContext::pushGroupWithContent — The pushGroupWithContent purpose
CairoContext::rectangle — The rectangle purpose
CairoContext::relCurveTo — The relCurveTo purpose
CairoContext::relLineTo — The relLineTo purpose
CairoContext::relMoveTo — The relMoveTo purpose
CairoContext::resetClip — The resetClip purpose
CairoContext::restore — The restore purpose
CairoContext::rotate — The rotate purpose
CairoContext::save — The save purpose
CairoContext::scale — The scale purpose
CairoContext::selectFontFace — The selectFontFace purpose
CairoContext::setAntialias — The setAntialias purpose
CairoContext::setDash — The setDash purpose
CairoContext::setFillRule — The setFillRule purpose
CairoContext::setFontFace — The setFontFace purpose
CairoContext::setFontMatrix — The setFontMatrix purpose
CairoContext::setFontOptions — The setFontOptions purpose
CairoContext::setFontSize — The setFontSize purpose
CairoContext::setLineCap — The setLineCap purpose
CairoContext::setLineJoin — The setLineJoin purpose
CairoContext::setLineWidth — The setLineWidth purpose
CairoContext::setMatrix — The setMatrix purpose
CairoContext::setMiterLimit — The setMiterLimit purpose
CairoContext::setOperator — The setOperator purpose
CairoContext::setScaledFont — The setScaledFont purpose
CairoContext::setSource — The setSource purpose
CairoContext::setSourceRGB — The setSourceRGB purpose
CairoContext::setSourceRGBA — The setSourceRGBA purpose
CairoContext::setSourceSurface — The setSourceSurface purpose
CairoContext::setTolerance — The setTolerance purpose
CairoContext::showPage — The showPage purpose
CairoContext::showText — The showText purpose
CairoContext::status — The status purpose
CairoContext::stroke — The stroke purpose
CairoContext::strokeExtents — The strokeExtents purpose
CairoContext::strokePreserve — The strokePreserve purpose
CairoContext::textExtents — The textExtents purpose
CairoContext::textPath — The textPath purpose
CairoContext::transform — The transform purpose
CairoContext::translate — The translate purpose
CairoContext::userToDevice — The userToDevice purpose
CairoContext::userToDeviceDistance — The userToDeviceDistance purpose

The CairoException class
導入
Exception class throwed by Cairo functions and methods

クラス概要
CairoException extends Exception {
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/* プロパティ */
/* 継承したメソッド */
}

プロパティ
message

Prop description

code

Prop description

file

Prop description

line

Prop description

The CairoStatus class
導入
CairoStatus is used to indicate errors that can occur when using Cairo. In some cases it is returned directly by functions. but when using CairoContext, the last error, if any, is stored in the object and can be retrieved with CairoContext::status() or
cairo_status(). New entries may be added in future versions.

Use Cairo::statusToString() or cairo_status_to_string() to get a human-readable representation of an error message.

クラス概要
CairoStatus {
/* 定数 */
const integer CairoStatus::SUCCESS = 0 ;
const integer CairoStatus::NO_MEMORY = 1 ;
const integer CairoStatus::INVALID_RESTORE = 2 ;
const integer CairoStatus::INVALID_POP_GROUP = 3 ;
const integer CairoStatus::NO_CURRENT_POINT = 4 ;
const integer CairoStatus::INVALID_MATRIX = 5 ;
const integer CairoStatus::INVALID_STATUS = 6 ;
const integer CairoStatus::NULL_POINTER = 7 ;
const integer CairoStatus::INVALID_STRING = 8 ;
const integer CairoStatus::INVALID_PATH_DATA = 9 ;
const integer CairoStatus::READ_ERROR = 10 ;
const integer CairoStatus::WRITE_ERROR = 11 ;
const integer CairoStatus::SURFACE_FINISHED = 12 ;
const integer CairoStatus::SURFACE_TYPE_MISMATCH = 13 ;
const integer CairoStatus::PATTERN_TYPE_MISMATCH = 14 ;
const integer CairoStatus::INVALID_CONTENT = 15 ;
const integer CairoStatus::INVALID_FORMAT = 16 ;
const integer CairoStatus::INVALID_VISUAL = 17 ;
const integer CairoStatus::FILE_NOT_FOUND = 18 ;
const integer CairoStatus::INVALID_DASH = 19 ;
const integer CairoStatus::INVALID_DSC_COMMENT = 20 ;
const integer CairoStatus::INVALID_INDEX = 21 ;
const integer CairoStatus::CLIP_NOT_REPRESENTABLE = 22 ;
const integer CairoStatus::TEMP_FILE_ERROR = 23 ;
const integer CairoStatus::INVALID_STRIDE = 24 ;
}

定義済み定数

CairoStatus Node Types
CairoStatus::SUCCESS

No error has occurred

CairoStatus::NO_MEMORY
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Out of memory

CairoStatus::INVALID_RESTORE

cairo_restore() called without matching cairo_save()

CairoStatus::INVALID_POP_GROUP

No saved group to pop

CairoStatus::NO_CURRENT_POINT

No current point defined

CairoStatus::INVALID_MATRIX

Invalid matrix (not invertible)

CairoStatus::INVALID_STATUS

Invalid value for an input CairoStatus>

CairoStatus::NULL_POINTER

Null pointer

CairoStatus::INVALID_STRING

Input string not valid UTF-8 string

CairoStatus::INVALID_PATH_DATA

Input path data not valid

CairoStatus::READ_ERROR

Error while reading from input stream

CairoStatus::WRITE_ERROR

Error while writing to output stream

CairoStatus::SURFACE_FINISHED

Target surface has been finished

CairoStatus::SURFACE_TYPE_MISMATCH

The surface type is not appropriate for the operation

CairoStatus::PATTERN_TYPE_MISMATCH

The pattern type is not appropriate for the operation

CairoStatus::INVALID_CONTENT

Invalid value for an input CairoContent

CairoStatus::INVALID_FORMAT

Invalid value for an input CairoFormat

CairoStatus::INVALID_VISUAL

Invalid value for an input Visual

CairoStatus::FILE_NOT_FOUND

File not found

CairoStatus::INVALID_DASH

Invalid value for a dash setting

CairoStatus::INVALID_DSC_COMMENT

Invalid value for a DSC comment

CairoStatus::INVALID_INDEX

Invalid index passed to getter

CairoStatus::CLIP_NOT_REPRESENTABLE

Clip region not representable in desired format

CairoStatus::TEMP_FILE_ERROR

Error creating or writing to a temporary file
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CairoStatus::INVALID_STRIDE

Invalid value for CairoStride

The CairoSurface class
導入
This is the base-class for all other Surface types. CairoSurface is the abstract type representing all different drawing targets that cairo can render to. The actual drawings are performed using a CairoContext.

クラス概要
CairoSurface {
/* メソッド */
__construct ( void )
public void copyPage ( void )
public void createSimilar ( CairoSurface $other , int $content , string $width , string $height )
public void finish ( void )
public void flush ( void )
public int getContent ( void )
public array getDeviceOffset ( void )
public void getFontOptions ( void )
public int getType ( void )
public void markDirty ( void )
public void markDirtyRectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )
public void setDeviceOffset ( string $x , string $y )
public void setFallbackResolution ( string $x , string $y )
public void showPage ( void )
public int status ( void )
public void writeToPng ( string $file )
}

CairoSurface::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::__construct — The __construct purpose

説明

CairoSurface::__construct ( void )

CairoSurface is an abstract type and, as such, should not be instantiated in your PHP scripts.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

No return value

注意

注意:

If you're using a PHP version before 5.3, you must destroy the CairoContext associated with a CairoSurface after you destroy the CairoSurface. Otherwise, you're left with a Circular-reference memory leak.

参考

CairoImageSurface::__construct() - Creates a new CairoImageSurface

CairoSurface::copyPage

cairo_copy_page
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(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::copyPage -- cairo_copy_page — The copyPage purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoSurface::copyPage ( void )

Procedural style:

void cairo_copy_page ( CairoContext $context )

Emits the current page for backends that support multiple pages, but doesn't clear it, so that the contents of the current page will be retained for the next page. Use CairoSurface::showPage() if you want to get an empty page after the emission.

パラメータ
context

A CairoContext object

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::createSimilar
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::createSimilar — The createSimilar purpose

説明

public void CairoSurface::createSimilar ( CairoSurface $other , int $content , string $width , string $height )

Create a new surface that is as compatible as possible with an existing surface. For example the new surface will have the same fallback resolution and font options as other. Generally, the new surface will also use the same backend as other, unless that
is not possible for some reason. The type of the returned surface may be examined with CairoSurface::getType(). Initially the surface contents are all 0 (transparent if contents have transparency, black otherwise.)

パラメータ
other

An existing surface used to select the backend of the new surface

content

The content for the new surface. See the CairoContent class for possible values.

width

Width of the new surface, (in device-space units).
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height

Height of the new surface, (in device-space units).

返り値

A new CairoSurface

例

例1 CairoSurface::createSimilar() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

CairoContent()

CairoSurface::finish
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::finish — The finish purpose

説明

public void CairoSurface::finish ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::finish() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::flush
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::flush — The flush purpose

説明

public void CairoSurface::flush ( void )
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The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::flush() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::getContent
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::getContent — The getContent purpose

説明

public int CairoSurface::getContent ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::getContent() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::getDeviceOffset
(PECL cairo >= 0.1.0)
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CairoSurface::getDeviceOffset — The getDeviceOffset purpose

説明

public array CairoSurface::getDeviceOffset ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::getDeviceOffset() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::getFontOptions

cairo_get_font_options
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::getFontOptions -- cairo_get_font_options — The getFontOptions purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoSurface::getFontOptions ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_options ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style
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<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::getType
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::getType — The getType purpose

説明

public int CairoSurface::getType ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::getType() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::markDirty
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::markDirty — The markDirty purpose

説明

public void CairoSurface::markDirty ( void )

The method description goes here.

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::markDirty() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::markDirtyRectangle
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::markDirtyRectangle — The markDirtyRectangle purpose

説明

public void CairoSurface::markDirtyRectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

Description...

y

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::markDirtyRectangle() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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Classname::Method()

CairoSurface::setDeviceOffset
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::setDeviceOffset — The setDeviceOffset purpose

説明

public void CairoSurface::setDeviceOffset ( string $x , string $y )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

Description...

y

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::setDeviceOffset() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::setFallbackResolution
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::setFallbackResolution — The setFallbackResolution purpose

説明

public void CairoSurface::setFallbackResolution ( string $x , string $y )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

Description...

y

Description...
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返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::setFallbackResolution() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::showPage

cairo_show_page
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::showPage -- cairo_show_page — The showPage purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoSurface::showPage ( void )

Procedural style:

void cairo_show_page ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考
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Classname::Method()

CairoSurface::status

cairo_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::status -- cairo_status — The status purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoSurface::status ( void )

Procedural style:

int cairo_status ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurface::writeToPng
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurface::writeToPng — The writeToPng purpose

説明

public void CairoSurface::writeToPng ( string $file )

The method description goes here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSurface::writeToPng() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoSurface::__construct — The __construct purpose
CairoSurface::copyPage — The copyPage purpose
CairoSurface::createSimilar — The createSimilar purpose
CairoSurface::finish — The finish purpose
CairoSurface::flush — The flush purpose
CairoSurface::getContent — The getContent purpose
CairoSurface::getDeviceOffset — The getDeviceOffset purpose
CairoSurface::getFontOptions — The getFontOptions purpose
CairoSurface::getType — The getType purpose
CairoSurface::markDirty — The markDirty purpose
CairoSurface::markDirtyRectangle — The markDirtyRectangle purpose
CairoSurface::setDeviceOffset — The setDeviceOffset purpose
CairoSurface::setFallbackResolution — The setFallbackResolution purpose
CairoSurface::showPage — The showPage purpose
CairoSurface::status — The status purpose
CairoSurface::writeToPng — The writeToPng purpose

Svg Surface Backend
導入
Svg specific surface class, uses the SVG (standard vector graphics) surface backend.

クラス概要
CairoSvgSurface extends CairoSurface {
/* メソッド */
__construct ( string $file , float $width , float $height )
public static array getVersions ( void )
public void restrictToVersion ( string $version )
public static string versionToString ( int $version )
/* 継承したメソッド */
CairoSurface::__construct ( void )
public void CairoSurface::copyPage ( void )
public void CairoSurface::createSimilar ( CairoSurface $other , int $content , string $width , string $height )
public void CairoSurface::finish ( void )
public void CairoSurface::flush ( void )
public int CairoSurface::getContent ( void )
public array CairoSurface::getDeviceOffset ( void )
public void CairoSurface::getFontOptions ( void )
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public int CairoSurface::getType ( void )
public void CairoSurface::markDirty ( void )
public void CairoSurface::markDirtyRectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )
public void CairoSurface::setDeviceOffset ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::setFallbackResolution ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::showPage ( void )
public int CairoSurface::status ( void )
public void CairoSurface::writeToPng ( string $file )
}

CairoSvgSurface::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSvgSurface::__construct — The __construct purpose

説明

CairoSvgSurface::__construct ( string $file , float $width , float $height )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSvgSurface::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSvgSurface::getVersions

cairo_svg_surface_get_versions
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSvgSurface::getVersions -- cairo_svg_surface_get_versions — Used to retrieve a list of supported SVG versions

説明

Object oriented style (method):

public static array CairoSvgSurface::getVersions ( void )
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Procedural style:

array cairo_svg_get_versions ( void )

Returns a numerically indexed array of currently available CairoSvgVersion constants. In order to retreive the string values for each item, use CairoSvgSurface::versionToString().

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a numerically indexed array of integer values.

例

例1 CairoSvgSurface::getVersions() example

<?php
/* Grab our list of versions */
$versions = CairoSvgSurface::getVersions();
var_dump($versions);

/* echo the string name of each version */
foreach($versions as $id) {
    echo CairoSvgSurface::versionToString($id), PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  [0]=>
  int(0)
  [1]=>
  int(1)
}
SVG 1.1
SVG 1.2

例2 Procedural style

<?php
/* Grab our list of versions */
$versions = cairo_svg_surface_get_versions();
var_dump($versions);

/* echo the string name of each version */
foreach($versions as $id) {
    echo cairo_svg_surface_version_to_string($id), PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  [0]=>
  int(0)
  [1]=>
  int(1)
}
SVG 1.1
SVG 1.2

参考

CairoSvgSurface::versionToString() - The versionToString purpose

CairoSvgSurface::restrictToVersion
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSvgSurface::restrictToVersion — The restrictToVersion purpose

説明

public void CairoSvgSurface::restrictToVersion ( string $version )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
version



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSvgSurface::restrictToVersion() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSvgSurface::versionToString
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSvgSurface::versionToString — The versionToString purpose

説明

public static string CairoSvgSurface::versionToString ( int $version )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
version

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSvgSurface::versionToString() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoSvgSurface::__construct — The __construct purpose
CairoSvgSurface::getVersions — Used to retrieve a list of supported SVG versions
CairoSvgSurface::restrictToVersion — The restrictToVersion purpose
CairoSvgSurface::versionToString — The versionToString purpose

The CairoImageSurface class
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導入
CairoImageSurface provide the ability to render to memory buffers either allocated by cairo or by the calling code. The supported image formats are those defined in CairoFormat.

クラス概要
CairoImageSurface extends CairoSurface {
/* メソッド */
__construct ( int $format , int $width , int $height )
public static void createForData ( string $data , int $format , int $width , int $height [, int $stride = -1 ] )
public staticCairoImageSurface createFromPng ( string $file )
public string getData ( void )
public int getFormat ( void )
public int getHeight ( void )
public int getStride ( void )
public int getWidth ( void )
/* 継承したメソッド */
CairoSurface::__construct ( void )
public void CairoSurface::copyPage ( void )
public void CairoSurface::createSimilar ( CairoSurface $other , int $content , string $width , string $height )
public void CairoSurface::finish ( void )
public void CairoSurface::flush ( void )
public int CairoSurface::getContent ( void )
public array CairoSurface::getDeviceOffset ( void )
public void CairoSurface::getFontOptions ( void )
public int CairoSurface::getType ( void )
public void CairoSurface::markDirty ( void )
public void CairoSurface::markDirtyRectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )
public void CairoSurface::setDeviceOffset ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::setFallbackResolution ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::showPage ( void )
public int CairoSurface::status ( void )
public void CairoSurface::writeToPng ( string $file )
}

CairoImageSurface::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::__construct — Creates a new CairoImageSurface

説明

CairoImageSurface::__construct ( int $format , int $width , int $height )

Creates a new CairoImageSuface object of type format

パラメータ
format

Can be any defined in CairoFormat

width

The width of the image surface

height

The height of the image surface

返り値

A new CairoImageSurface

例

例1 CairoImageSurface::__construct() example

<?php

// Creates a image with ARGB32 format of 50 width and 50 height
$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50,50);

?>
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参考

CairoContext::__construct() - Creates a new CairoContext

CairoImageSurface::createForData
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::createForData — The createForData purpose

説明

public static void CairoImageSurface::createForData ( string $data , int $format , int $width , int $height [, int $stride = -1 ] )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
data

Description...

format

Description...

width

Description...

height

Description...

stride

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoImageSurface::createForData() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoImageSurface::createFromPng
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::createFromPng — Creates a new CairoImageSurface form a png image file

説明

public staticCairoImageSurface CairoImageSurface::createFromPng ( string $file )

Creates a new CairoImageSurface form a png image file

This method should be called static
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パラメータ
file

Path to PNG image file

返り値

CairoImageSurface object

例

例1 CairoImageSurface::createFromPng() example

<?php

$surface = CairoImageSurface::createFromPng('/path/to/image/file.png');

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

CairoImageSurface::__construct() - Creates a new CairoImageSurface

CairoImageSurface::getData
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::getData — Gets the image data as string

説明

public string CairoImageSurface::getData ( void )

Returns the image data of this surface or NULL if surface is not an image surface, or if CairoContext::finish(), procedural : cairo_surface_finish(), has been called.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The image data as string

例

例1 CairoImageSurface::getData() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

CairoImageSurface::getStride() - The getStride purpose

CairoImageSurface::getFormat
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::getFormat — Get the image format

説明

public int CairoImageSurface::getFormat ( void )
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Retrieves the image format, as one of the CairoFormat defined

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

One of the CairoFormat enums

例

例1 CairoImageSurface::getFormat() example

<?php

$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 50, 50);

var_dump($surface->getFormat()); // 0

$surface2 = new CairoImageSurface(CairoFormat::A8, 50, 50);

var_dump($surface2->getFormat()); // 2

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)
int(2)

参考

CairoImageSurface::getHeight() - Retrieves the height of the CairoImageSurface
CairoImageSurface::getWidth() - Retrieves the width of the CairoImageSurface

CairoImageSurface::getHeight
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::getHeight — Retrieves the height of the CairoImageSurface

説明

public int CairoImageSurface::getHeight ( void )

This methods returns the CairoImageSurface height.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

CairoImageSurface object height

例

例1 CairoImageSurface::getHeight() example

<?php
// creates a new image surface
$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 80, 50);

//gets the height
var_dump($surface->getHeight());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(50)

参考

CairoImageSurface::getWidth() - Retrieves the width of the CairoImageSurface
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CairoImageSurface::getStride
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::getStride — The getStride purpose

説明

public int CairoImageSurface::getStride ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoImageSurface::getStride() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoImageSurface::getWidth
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoImageSurface::getWidth — Retrieves the width of the CairoImageSurface

説明

public int CairoImageSurface::getWidth ( void )

Gets the width of the CairoImageSurface

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the width of the CairoImageSurface object

例

例1 CairoImageSurface::getWidth() example

<?php
// creates a new image surface
$surface = new CairoImageSurface(CairoFormat::ARGB32, 80, 50);

//gets the width
var_dump($surface->getWidth());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(80)
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参考

CairoImageSurface::getHeight() - Retrieves the height of the CairoImageSurface

目次
CairoImageSurface::__construct — Creates a new CairoImageSurface
CairoImageSurface::createForData — The createForData purpose
CairoImageSurface::createFromPng — Creates a new CairoImageSurface form a png image file
CairoImageSurface::getData — Gets the image data as string
CairoImageSurface::getFormat — Get the image format
CairoImageSurface::getHeight — Retrieves the height of the CairoImageSurface
CairoImageSurface::getStride — The getStride purpose
CairoImageSurface::getWidth — Retrieves the width of the CairoImageSurface

The CairoPdfSurface class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoPdfSurface extends CairoSurface {
/* メソッド */
__construct ( string $file , float $width , float $height )
public void setSize ( string $width , string $height )
/* 継承したメソッド */
CairoSurface::__construct ( void )
public void CairoSurface::copyPage ( void )
public void CairoSurface::createSimilar ( CairoSurface $other , int $content , string $width , string $height )
public void CairoSurface::finish ( void )
public void CairoSurface::flush ( void )
public int CairoSurface::getContent ( void )
public array CairoSurface::getDeviceOffset ( void )
public void CairoSurface::getFontOptions ( void )
public int CairoSurface::getType ( void )
public void CairoSurface::markDirty ( void )
public void CairoSurface::markDirtyRectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )
public void CairoSurface::setDeviceOffset ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::setFallbackResolution ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::showPage ( void )
public int CairoSurface::status ( void )
public void CairoSurface::writeToPng ( string $file )
}

CairoPdfSurface::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPdfSurface::__construct — The __construct purpose

説明

CairoPdfSurface::__construct ( string $file , float $width , float $height )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

width
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Description...

height

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoPdfSurface::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPdfSurface::setSize
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPdfSurface::setSize — The setSize purpose

説明

public void CairoPdfSurface::setSize ( string $width , string $height )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
width

Description...

height

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoPdfSurface::setSize() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoPdfSurface::__construct — The __construct purpose
CairoPdfSurface::setSize — The setSize purpose
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The CairoPsSurface class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoPsSurface extends CairoSurface {
/* メソッド */
__construct ( string $file , float $width , float $height )
public void dscBeginPageSetup ( void )
public void dscBeginSetup ( void )
public void dscComment ( string $comment )
public bool getEps ( void )
public static array getLevels ( void )
public static string levelToString ( string $level )
public void restrictToLevel ( string $level )
public void setEps ( string $level )
public void setSize ( string $width , string $height )
/* 継承したメソッド */
CairoSurface::__construct ( void )
public void CairoSurface::copyPage ( void )
public void CairoSurface::createSimilar ( CairoSurface $other , int $content , string $width , string $height )
public void CairoSurface::finish ( void )
public void CairoSurface::flush ( void )
public int CairoSurface::getContent ( void )
public array CairoSurface::getDeviceOffset ( void )
public void CairoSurface::getFontOptions ( void )
public int CairoSurface::getType ( void )
public void CairoSurface::markDirty ( void )
public void CairoSurface::markDirtyRectangle ( string $x , string $y , string $width , string $height )
public void CairoSurface::setDeviceOffset ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::setFallbackResolution ( string $x , string $y )
public void CairoSurface::showPage ( void )
public int CairoSurface::status ( void )
public void CairoSurface::writeToPng ( string $file )
}

CairoPsSurface::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::__construct — The __construct purpose

説明

CairoPsSurface::__construct ( string $file , float $width , float $height )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
file

Description...

width

Description...

height

Description...

返り値



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Description...

例

例1 CairoPsSurface::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::dscBeginPageSetup
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::dscBeginPageSetup — The dscBeginPageSetup purpose

説明

public void CairoPsSurface::dscBeginPageSetup ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::dscBeginPageSetup() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::dscBeginSetup
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::dscBeginSetup — The dscBeginSetup purpose

説明

public void CairoPsSurface::dscBeginSetup ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::dscBeginSetup() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::dscComment
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::dscComment — The dscComment purpose

説明

public void CairoPsSurface::dscComment ( string $comment )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
comment

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::dscComment() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::getEps
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::getEps — The getEps purpose

説明
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public bool CairoPsSurface::getEps ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::getEps() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::getLevels
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::getLevels — The getLevels purpose

説明

public static array CairoPsSurface::getLevels ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::getLevels() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::levelToString
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(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::levelToString — The levelToString purpose

説明

public static string CairoPsSurface::levelToString ( string $level )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
level

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::levelToString() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::restrictToLevel
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::restrictToLevel — The restrictToLevel purpose

説明

public void CairoPsSurface::restrictToLevel ( string $level )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
level

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::restrictToLevel() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::setEps
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::setEps — The setEps purpose

説明

public void CairoPsSurface::setEps ( string $level )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
level

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::setEps() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPsSurface::setSize
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPsSurface::setSize — The setSize purpose

説明

public void CairoPsSurface::setSize ( string $width , string $height )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
width

Description...

height

Description...
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返り値

Description...

例

例1 CairoPsSurface::setSize() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoPsSurface::__construct — The __construct purpose
CairoPsSurface::dscBeginPageSetup — The dscBeginPageSetup purpose
CairoPsSurface::dscBeginSetup — The dscBeginSetup purpose
CairoPsSurface::dscComment — The dscComment purpose
CairoPsSurface::getEps — The getEps purpose
CairoPsSurface::getLevels — The getLevels purpose
CairoPsSurface::levelToString — The levelToString purpose
CairoPsSurface::restrictToLevel — The restrictToLevel purpose
CairoPsSurface::setEps — The setEps purpose
CairoPsSurface::setSize — The setSize purpose

The CairoSurfaceType class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoSurfaceType {
/* 定数 */
const integer CairoSurfaceType::IMAGE = 0 ;
const integer CairoSurfaceType::PDF = 1 ;
const integer CairoSurfaceType::PS = 2 ;
const integer CairoSurfaceType::XLIB = 3 ;
const integer CairoSurfaceType::XCB = 4 ;
const integer CairoSurfaceType::GLITZ = 5 ;
const integer CairoSurfaceType::QUARTZ = 6 ;
const integer CairoSurfaceType::WIN32 = 7 ;
const integer CairoSurfaceType::BEOS = 8 ;
const integer CairoSurfaceType::DIRECTFB = 9 ;
const integer CairoSurfaceType::SVG = 10 ;
const integer CairoSurfaceType::OS2 = 11 ;
const integer CairoSurfaceType::WIN32_PRINTING = 12 ;
const integer CairoSurfaceType::QUARTZ_IMAGE = 13 ;
}

定義済み定数

CairoSurfaceType Node Types
CairoSurfaceType::IMAGE

Description here...

CairoSurfaceType::PDF

Description here...

CairoSurfaceType::PS
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Description here...

CairoSurfaceType::XLIB

Description here...

CairoSurfaceType::XCB

Description here...

CairoSurfaceType::GLITZ

Description here...

CairoSurfaceType::QUARTZ

Description here...

CairoSurfaceType::WIN32

Description here...

CairoSurfaceType::BEOS

Description here...

CairoSurfaceType::DIRECTFB

Description here...

CairoSurfaceType::SVG

Description here...

CairoSurfaceType::OS2

Description here...

CairoSurfaceType::WIN32_PRINTING

Description here...

CairoSurfaceType::QUARTZ_IMAGE

Description here...

The CairoFontFace class
導入
CairoFontFace abstract class represents a particular font at a particular weight, slant, and other characteristic but no transformation or size.

Note: This class can not be instantiated directly, it is created by CairoContext::getFontFace() or cairo_scaled_font_get_font_face().

クラス概要
CairoFontFace {
/* メソッド */
__construct ( void )
public int getType ( void )
public int status ( void )
}

CairoFontFace::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontFace::__construct — Creates a new CairoFontFace object

説明

CairoFontFace::__construct ( void )

CairoFontFace class represents a particular font at a particular weight, slant, and other characteristic but no transformation or size.

Note: This class can't be instantiated directly it is created by CairoContext::getFontFace() or cairo_scaled_font_get_font_face()
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

CairoFontFace

例

例1 CairoFontFace::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Class::Method()

CairoFontFace::getType
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontFace::getType — Retrieves the font face type

説明

public int CairoFontFace::getType ( void )

This function returns the type of the backend used to create a font face. See CairoFontType class constants for available types.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A font type that can be any one defined in CairoFontType

例

例1 CairoFontFace::getType() example

<?php

// Creates the font face
$fontface = new CairoToyFontFace('sans-serif');

// Get the font face type
var_dump($fontface->getType());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)

参考

Classname::Method()

CairoFontFace::status

cairo_font_face_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontFace::status -- cairo_font_face_status — Check for CairoFontFace errors
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説明

Object oriented style (method):

public int CairoFontFace::status ( void )

Procedural style:

int cairo_font_face_status ( CairoFontFace $fontface )

Checks whether an error has previously occurred for this font face

パラメータ
fontface

A valid CairoFontFace object

返り値

CAIRO_STATUS_SUCCESS or another error such as CAIRO_STATUS_NO_MEMORY.

例

例1 Object oriented style

<?php

// Creates the font face
$fontface = new CairoToyFontFace('sans-serif');

// Get the font face status
var_dump($fontface->status()); // should be the value of CAIRO_STATUS_SUCCESS

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)

例2 Procedural style

<?php

// Creates the font face
$fontface = new CairoToyFontFace('sans-serif');

// Get the font face status
var_dump(cairo_font_face_status($fontface)); // should be the value of CAIRO_STATUS_SUCCESS

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)

参考

Classname::Method()

目次
CairoFontFace::__construct — Creates a new CairoFontFace object
CairoFontFace::getType — Retrieves the font face type
CairoFontFace::status — Check for CairoFontFace errors

The CairoFontOptions class
導入
An opaque structure holding all options that are used when rendering fonts.

Individual features of a cairo_font_options_t can be set or accessed using functions named cairo_font_options_set_feature_name and cairo_font_options_get_feature_name, like cairo_font_options_set_antialias() and cairo_font_options_get_antialias().

New features may be added to CairoFontOptions in the future. For this reason CairoFontOptions::copy(), CairoFontOptions::equal(), CairoFontOptions::merge(), CairoFontOptions::hash() (cairo_font_options_copy(), cairo_font_options_equal(),
cairo_font_options_merge(), and cairo_font_options_hash() in procedural way) should be used to copy, check for equality, merge, or compute a hash value of CairoFontOptions objects.

クラス概要
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CairoFontOptions {
/* メソッド */
__construct ( void )
public bool equal ( string $other )
public int getAntialias ( void )
public int getHintMetrics ( void )
public int getHintStyle ( void )
public int getSubpixelOrder ( void )
public int hash ( void )
public void merge ( string $other )
public void setAntialias ( string $antialias )
public void setHintMetrics ( string $hint_metrics )
public void setHintStyle ( string $hint_style )
public void setSubpixelOrder ( string $subpixel_order )
public int status ( void )
}

CairoFontOptions::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::__construct — The __construct purpose

説明

CairoFontOptions::__construct ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::equal
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::equal — The equal purpose

説明

public bool CairoFontOptions::equal ( string $other )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
other

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::equal() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::getAntialias

cairo_get_antialias
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::getAntialias -- cairo_get_antialias — The getAntialias purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoFontOptions::getAntialias ( void )

Procedural style:

int cairo_get_antialias ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::getHintMetrics
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::getHintMetrics — The getHintMetrics purpose

説明

public int CairoFontOptions::getHintMetrics ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::getHintMetrics() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::getHintStyle
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::getHintStyle — The getHintStyle purpose

説明

public int CairoFontOptions::getHintStyle ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...
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例

例1 CairoFontOptions::getHintStyle() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::getSubpixelOrder
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::getSubpixelOrder — The getSubpixelOrder purpose

説明

public int CairoFontOptions::getSubpixelOrder ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::getSubpixelOrder() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::hash
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::hash — The hash purpose

説明

public int CairoFontOptions::hash ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::hash() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::merge
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::merge — The merge purpose

説明

public void CairoFontOptions::merge ( string $other )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
other

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::merge() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::setAntialias

cairo_set_antialias
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::setAntialias -- cairo_set_antialias — The setAntialias purpose
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説明

Object oriented style (method):

public void CairoFontOptions::setAntialias ( string $antialias )

Procedural style:

void cairo_set_antialias ( CairoContext $context [, string $antialias ] )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

antialias

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::setHintMetrics
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::setHintMetrics — The setHintMetrics purpose

説明

public void CairoFontOptions::setHintMetrics ( string $hint_metrics )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
hint_metrics

Description...
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返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::setHintMetrics() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::setHintStyle
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::setHintStyle — The setHintStyle purpose

説明

public void CairoFontOptions::setHintStyle ( string $hint_style )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
hint_style

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::setHintStyle() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::setSubpixelOrder
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::setSubpixelOrder — The setSubpixelOrder purpose

説明

public void CairoFontOptions::setSubpixelOrder ( string $subpixel_order )

The method description goes here.



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
subpixel_order

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoFontOptions::setSubpixelOrder() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoFontOptions::status

cairo_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFontOptions::status -- cairo_status — The status purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoFontOptions::status ( void )

Procedural style:

int cairo_status ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoFontOptions::__construct — The __construct purpose
CairoFontOptions::equal — The equal purpose
CairoFontOptions::getAntialias — The getAntialias purpose
CairoFontOptions::getHintMetrics — The getHintMetrics purpose
CairoFontOptions::getHintStyle — The getHintStyle purpose
CairoFontOptions::getSubpixelOrder — The getSubpixelOrder purpose
CairoFontOptions::hash — The hash purpose
CairoFontOptions::merge — The merge purpose
CairoFontOptions::setAntialias — The setAntialias purpose
CairoFontOptions::setHintMetrics — The setHintMetrics purpose
CairoFontOptions::setHintStyle — The setHintStyle purpose
CairoFontOptions::setSubpixelOrder — The setSubpixelOrder purpose
CairoFontOptions::status — The status purpose

The CairoFontSlant class
導入
Specifies variants of a font face based on their slant.

クラス概要
CairoFontSlant {
/* 定数 */
const integer CairoFontSlant::NORMAL = 0 ;
const integer CairoFontSlant::ITALIC = 1 ;
const integer CairoFontSlant::OBLIQUE = 2 ;
}

定義済み定数

CairoFontSlant Node Types
CairoFontSlant::NORMAL

Upright font style

CairoFontSlant::ITALIC

Italic font style

CairoFontSlant::OBLIQUE

Oblique font style

The CairoFontType class
導入
CairoFontType class is an abstract final class that contains constants used to describe the type of a given CairoFontFace or CairoScaledFont. The font types are also known as "font backends" within cairo.

The type of a CairoFontFace is determined by the how it is created, an example would be the CairoToyFontFace::__construct(). The CairoFontFace type can be queried with CairoFontFace::getType() or cairo_font_face_get_type()
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The various CairoFontFace functions can be used with a font face of any type.

The type of a CairoScaledFont is determined by the type of the CairoFontFace passed to CairoScaledFont::__construct() or cairo_scaled_font_create(). The scaled font type can be queried with CairoScaledFont::getType() or cairo_scaled_font_get_type().

クラス概要
CairoFontType {
/* 定数 */
const integer CairoFontType::TOY = 0 ;
const integer CairoFontType::FT = 1 ;
const integer CairoFontType::WIN32 = 2 ;
const integer CairoFontType::QUARTZ = 3 ;
}

定義済み定数

CairoFontType Node Types
CairoFontType::TOY

The font was created using CairoToyFont api

CairoFontType::FT

The font is of type CairoFreeType

CairoFontType::WIN32

The font is of type Win32

CairoFontType::QUARTZ

The font is of type Quartz

CairoFontType::USER

The font was create using cairo's user font api

The CairoFontWeight class
導入
Specifies variants of a font face based on their weight.

クラス概要
CairoFontWeight {
/* 定数 */
const integer CairoFontWeight::NORMAL = 0 ;
const integer CairoFontWeight::BOLD = 1 ;
}

定義済み定数

CairoFontWeight Node Types
CairoFontWeight::NORMAL

Normal font weight

CairoFontWeight::BOLD

Bold font weight

The CairoScaledFont class
導入
Description of the class.
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クラス概要
CairoScaledFont {
/* メソッド */
__construct ( CairoFontFace $font_face , CairoMatrix $matrix , CairoMatrix $ctm , CairoFontOptions $options )
public array extents ( void )
public CairoMatrix getCtm ( void )
public void getFontFace ( void )
public void getFontMatrix ( void )
public void getFontOptions ( void )
public void getScaleMatrix ( void )
public int getType ( void )
public array glyphExtents ( string $glyphs )
public int status ( void )
public array textExtents ( string $text )
}

CairoScaledFont::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::__construct — The __construct purpose

説明

CairoScaledFont::__construct ( CairoFontFace $font_face , CairoMatrix $matrix , CairoMatrix $ctm , CairoFontOptions $options )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
font_face

Description...

matrix

Description...

ctm

Description...

options

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoScaledFont::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::extents
(PECL cairo >= 0.1.0)
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CairoScaledFont::extents — The extents purpose

説明

public array CairoScaledFont::extents ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoScaledFont::extents() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::getCtm
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::getCtm — The getCtm purpose

説明

public CairoMatrix CairoScaledFont::getCtm ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoScaledFont::getCtm() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoScaledFont::getFontFace

cairo_get_font_face
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::getFontFace -- cairo_get_font_face — The getFontFace purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoScaledFont::getFontFace ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_face ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::getFontMatrix

cairo_get_font_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::getFontMatrix -- cairo_get_font_matrix — The getFontMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):
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public void CairoScaledFont::getFontMatrix ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_matrix ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::getFontOptions

cairo_get_font_options
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::getFontOptions -- cairo_get_font_options — The getFontOptions purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoScaledFont::getFontOptions ( void )

Procedural style:

void cairo_get_font_options ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...
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返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::getScaleMatrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::getScaleMatrix — The getScaleMatrix purpose

説明

public void CairoScaledFont::getScaleMatrix ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoScaledFont::getScaleMatrix() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::getType
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::getType — The getType purpose
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説明

public int CairoScaledFont::getType ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoScaledFont::getType() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::glyphExtents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::glyphExtents — The glyphExtents purpose

説明

public array CairoScaledFont::glyphExtents ( string $glyphs )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
glyphs

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoScaledFont::glyphExtents() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoScaledFont::status

cairo_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::status -- cairo_status — The status purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoScaledFont::status ( void )

Procedural style:

int cairo_status ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoScaledFont::textExtents

cairo_text_extents
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoScaledFont::textExtents -- cairo_text_extents — The textExtents purpose

説明

Object oriented style (method):
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public array CairoScaledFont::textExtents ( string $text )

Procedural style:

array cairo_text_extents ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

text

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoScaledFont::__construct — The __construct purpose
CairoScaledFont::extents — The extents purpose
CairoScaledFont::getCtm — The getCtm purpose
CairoScaledFont::getFontFace — The getFontFace purpose
CairoScaledFont::getFontMatrix — The getFontMatrix purpose
CairoScaledFont::getFontOptions — The getFontOptions purpose
CairoScaledFont::getScaleMatrix — The getScaleMatrix purpose
CairoScaledFont::getType — The getType purpose
CairoScaledFont::glyphExtents — The glyphExtents purpose
CairoScaledFont::status — The status purpose
CairoScaledFont::textExtents — The textExtents purpose

The CairoToyFontFace class
導入
The CairoToyFontFace class can be used instead of CairoContext::selectFontFace() to create a toy font independently of a context.

クラス概要
CairoToyFontFace extends CairoFontFace {
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/* 継承したメソッド */
}

The CairoPatternType class
導入
CairoPatternType is used to describe the type of a given pattern.

The type of a pattern is determined by the function used to create it. The cairo_pattern_create_rgb() and cairo_pattern_create_rgba() functions create CairoPatternType::SOLID patterns. The remaining cairo_pattern_create_* functions map to pattern types in
obvious ways.

クラス概要
CairoPatternType {
/* 定数 */
const integer CairoPatternType::SOLID = 0 ;
const integer CairoPatternType::SURFACE = 1 ;
const integer CairoPatternType::LINEAR = 2 ;
const integer CairoPatternType::RADIAL = 3 ;
}

定義済み定数

CairoPatternType Node Types
CairoPatternType::SOLID

The pattern is a solid (uniform) color. It may be opaque or translucent.

CairoPatternType::SURFACE

The pattern is a based on a surface (an image).

CairoPatternType::LINEAR

The pattern is a linear gradient.

CairoPatternType::RADIAL

The pattern is a radial gradient.

The CairoPattern class
導入
CairoPattern is the abstract base class from which all the other pattern classes derive. It cannot be instantiated directly

クラス概要
CairoPattern {
/* メソッド */
__construct ( void )
public void getMatrix ( void )
public int getType ( void )
public void setMatrix ( string $matrix )
public int status ( void )
}

CairoPattern::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPattern::__construct — The __construct purpose

説明
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CairoPattern::__construct ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoPattern::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPattern::getMatrix

cairo_get_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPattern::getMatrix -- cairo_get_matrix — The getMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoPattern::getMatrix ( void )

Procedural style:

void cairo_get_matrix ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPattern::getType
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPattern::getType — The getType purpose

説明

public int CairoPattern::getType ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoPattern::getType() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPattern::setMatrix

cairo_set_matrix
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPattern::setMatrix -- cairo_set_matrix — The setMatrix purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoPattern::setMatrix ( string $matrix )

Procedural style:

void cairo_set_matrix ( CairoContext $context , CairoMatrix $matrix )
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Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

matrix

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoPattern::status

cairo_status
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoPattern::status -- cairo_status — The status purpose

説明

Object oriented style (method):

public int CairoPattern::status ( void )

Procedural style:

int cairo_status ( CairoContext $context )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

返り値
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Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoPattern::__construct — The __construct purpose
CairoPattern::getMatrix — The getMatrix purpose
CairoPattern::getType — The getType purpose
CairoPattern::setMatrix — The setMatrix purpose
CairoPattern::status — The status purpose

The CairoGradientPattern class
導入
CairoGradientPattern is an abstract base class from which other Pattern classes derive. It cannot be instantiated directly.

クラス概要
CairoGradientPattern extends CairoPattern {
/* メソッド */
public void addColorStopRgb ( string $offset , string $red , string $green , string $blue )
public void addColorStopRgba ( string $offset , string $red , string $green , string $blue , string $alpha )
public int getColorStopCount ( void )
public array getColorStopRgba ( string $index )
public int getExtend ( void )
public void setExtend ( int $extend )
/* 継承したメソッド */
CairoPattern::__construct ( void )
public void CairoPattern::getMatrix ( void )
public int CairoPattern::getType ( void )
public void CairoPattern::setMatrix ( string $matrix )
public int CairoPattern::status ( void )
}

CairoGradientPattern::addColorStopRgb
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoGradientPattern::addColorStopRgb — The addColorStopRgb purpose

説明

public void CairoGradientPattern::addColorStopRgb ( string $offset , string $red , string $green , string $blue )

The method description goes here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
offset

Description...

red

Description...

green

Description...

blue

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoGradientPattern::addColorStopRgb() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoGradientPattern::addColorStopRgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoGradientPattern::addColorStopRgba — The addColorStopRgba purpose

説明

public void CairoGradientPattern::addColorStopRgba ( string $offset , string $red , string $green , string $blue , string $alpha )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
offset

Description...

red

Description...

green

Description...

blue

Description...

alpha

Description...
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返り値

Description...

例

例1 CairoGradientPattern::addColorStopRgba() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoGradientPattern::getColorStopCount
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoGradientPattern::getColorStopCount — The getColorStopCount purpose

説明

public int CairoGradientPattern::getColorStopCount ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoGradientPattern::getColorStopCount() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoGradientPattern::getColorStopRgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoGradientPattern::getColorStopRgba — The getColorStopRgba purpose

説明

public array CairoGradientPattern::getColorStopRgba ( string $index )

The method description goes here.

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoGradientPattern::getColorStopRgba() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoGradientPattern::getExtend
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoGradientPattern::getExtend — The getExtend purpose

説明

public int CairoGradientPattern::getExtend ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoGradientPattern::getExtend() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoGradientPattern::setExtend
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoGradientPattern::setExtend — The setExtend purpose
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説明

public void CairoGradientPattern::setExtend ( int $extend )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
extend

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoGradientPattern::setExtend() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoGradientPattern::addColorStopRgb — The addColorStopRgb purpose
CairoGradientPattern::addColorStopRgba — The addColorStopRgba purpose
CairoGradientPattern::getColorStopCount — The getColorStopCount purpose
CairoGradientPattern::getColorStopRgba — The getColorStopRgba purpose
CairoGradientPattern::getExtend — The getExtend purpose
CairoGradientPattern::setExtend — The setExtend purpose

The CairoSolidPattern class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoSolidPattern extends CairoPattern {
/* メソッド */
__construct ( float $red , float $green , float $blue [, float $alpha = 0 ] )
public array getRgba ( void )
/* 継承したメソッド */
CairoPattern::__construct ( void )
public void CairoPattern::getMatrix ( void )
public int CairoPattern::getType ( void )
public void CairoPattern::setMatrix ( string $matrix )
public int CairoPattern::status ( void )
}

CairoSolidPattern::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSolidPattern::__construct — The __construct purpose
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説明

CairoSolidPattern::__construct ( float $red , float $green , float $blue [, float $alpha = 0 ] )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
red

Description...

green

Description...

blue

Description...

alpha

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSolidPattern::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSolidPattern::getRgba
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSolidPattern::getRgba — The getRgba purpose

説明

public array CairoSolidPattern::getRgba ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSolidPattern::getRgba() example
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<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoSolidPattern::__construct — The __construct purpose
CairoSolidPattern::getRgba — The getRgba purpose

The CairoSurfacePattern class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoSurfacePattern extends CairoPattern {
/* メソッド */
__construct ( CairoSurface $surface )
public int getExtend ( void )
public int getFilter ( void )
public void getSurface ( void )
public void setExtend ( int $extend )
public void setFilter ( string $filter )
/* 継承したメソッド */
CairoPattern::__construct ( void )
public void CairoPattern::getMatrix ( void )
public int CairoPattern::getType ( void )
public void CairoPattern::setMatrix ( string $matrix )
public int CairoPattern::status ( void )
}

CairoSurfacePattern::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurfacePattern::__construct — The __construct purpose

説明

CairoSurfacePattern::__construct ( CairoSurface $surface )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
surface

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSurfacePattern::__construct() example
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<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurfacePattern::getExtend
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurfacePattern::getExtend — The getExtend purpose

説明

public int CairoSurfacePattern::getExtend ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurfacePattern::getExtend() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurfacePattern::getFilter
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurfacePattern::getFilter — The getFilter purpose

説明

public int CairoSurfacePattern::getFilter ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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Description...

例

例1 CairoSurfacePattern::getFilter() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurfacePattern::getSurface
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurfacePattern::getSurface — The getSurface purpose

説明

public void CairoSurfacePattern::getSurface ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoSurfacePattern::getSurface() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurfacePattern::setExtend
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurfacePattern::setExtend — The setExtend purpose

説明

public void CairoSurfacePattern::setExtend ( int $extend )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
extend

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSurfacePattern::setExtend() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoSurfacePattern::setFilter
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoSurfacePattern::setFilter — The setFilter purpose

説明

public void CairoSurfacePattern::setFilter ( string $filter )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
filter

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoSurfacePattern::setFilter() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoSurfacePattern::__construct — The __construct purpose
CairoSurfacePattern::getExtend — The getExtend purpose
CairoSurfacePattern::getFilter — The getFilter purpose
CairoSurfacePattern::getSurface — The getSurface purpose



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

CairoSurfacePattern::setExtend — The setExtend purpose
CairoSurfacePattern::setFilter — The setFilter purpose

The CairoLinearGradient class
導入
Create a new CairoLinearGradient along the line defined

クラス概要
CairoLinearGradient extends CairoGradientPattern {
/* メソッド */
__construct ( float $x0 , float $y0 , float $x1 , float $y1 )
public array getPoints ( void )
/* 継承したメソッド */
public void CairoGradientPattern::addColorStopRgb ( string $offset , string $red , string $green , string $blue )
public void CairoGradientPattern::addColorStopRgba ( string $offset , string $red , string $green , string $blue , string $alpha )
public int CairoGradientPattern::getColorStopCount ( void )
public array CairoGradientPattern::getColorStopRgba ( string $index )
public int CairoGradientPattern::getExtend ( void )
public void CairoGradientPattern::setExtend ( int $extend )
}

CairoLinearGradient::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoLinearGradient::__construct — The __construct purpose

説明

CairoLinearGradient::__construct ( float $x0 , float $y0 , float $x1 , float $y1 )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x0

Description...

y0

Description...

x1

Description...

y1

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoLinearGradient::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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参考

Classname::Method()

CairoLinearGradient::getPoints
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoLinearGradient::getPoints — The getPoints purpose

説明

public array CairoLinearGradient::getPoints ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoLinearGradient::getPoints() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoLinearGradient::__construct — The __construct purpose
CairoLinearGradient::getPoints — The getPoints purpose

The CairoRadialGradient class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoRadialGradient extends CairoGradientPattern {
/* メソッド */
__construct ( float $x0 , float $y0 , float $r0 , float $x1 , float $y1 , float $r1 )
public array getCircles ( void )
/* 継承したメソッド */
public void CairoGradientPattern::addColorStopRgb ( string $offset , string $red , string $green , string $blue )
public void CairoGradientPattern::addColorStopRgba ( string $offset , string $red , string $green , string $blue , string $alpha )
public int CairoGradientPattern::getColorStopCount ( void )
public array CairoGradientPattern::getColorStopRgba ( string $index )
public int CairoGradientPattern::getExtend ( void )
public void CairoGradientPattern::setExtend ( int $extend )
}
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CairoRadialGradient::__construct
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoRadialGradient::__construct — The __construct purpose

説明

Object oriented style:

CairoRadialGradient::__construct ( float $x0 , float $y0 , float $r0 , float $x1 , float $y1 , float $r1 )

Procedural style:

Creates a new radial gradient CairoPattern between the two circles defined by (x0, y0, r0) and (x1, y1, r1). Before using the gradient pattern, a number of color stops should be defined using CairoRadialGradient::addColorStopRgb() or
CairoRadialGradient::addColorStopRgba().

Note: The coordinates here are in pattern space. For a new pattern, pattern space is identical to user space, but the relationship between the spaces can be changed with CairoRadialGradient::setMatrix().

パラメータ
x0

x coordinate for the center of the start circle.

y0

y coordinate for the center of the start circle.

r0

radius of the start circle.

x1

x coordinate for the center of the end circle.

y1

y coordinate for the center of the end circle.

r1

radius of the end circle.

返り値

Description...

例

例1 CairoRadialGradient::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoRadialGradient::getCircles
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoRadialGradient::getCircles — The getCircles purpose

説明

public array CairoRadialGradient::getCircles ( void )

The method description goes here.
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoRadialGradient::getCircles() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoRadialGradient::__construct — The __construct purpose
CairoRadialGradient::getCircles — The getCircles purpose

The CairoAntialias class
導入
Enum class that specifies the type of antialiasing to do when rendering text or shapes.

クラス概要
CairoAntialias {
/* 定数 */
const integer CairoAntialias::MODE_DEFAULT = 0 ;
const integer CairoAntialias::MODE_NONE = 1 ;
const integer CairoAntialias::MODE_GRAY = 2 ;
const integer CairoAntialias::MODE_SUBPIXEL = 3 ;
}

定義済み定数

CairoAntialias Node Types
CairoAntialias::MODE_DEFAULT

Use the default antialiasing for the subsystem and target device

CairoAntialias::MODE_NONE

Use a bilevel alpha mask

CairoAntialias::MODE_GRAY

Perform single-color antialiasing (using shades of gray for black text on a white background, for example).

CairoAntialias::MODE_SUBPIXEL

Perform antialiasing by taking advantage of the order of subpixel elements on devices such as LCD panels.
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The CairoContent class
導入
CairoContent is used to describe the content that a surface will contain, whether color information, alpha information (translucence vs. opacity), or both.

Note: The large values here are designed to keep CairoContent values distinct from CairoContent values so that the implementation can detect the error if users confuse the two types.

クラス概要
CairoContent {
/* 定数 */
const integer CairoContent::COLOR = 4096 ;
const integer CairoContent::ALPHA = 8192 ;
const integer CairoContent::COLOR_ALPHA = 12288 ;
}

定義済み定数

CairoContent Node Types
CairoContent::COLOR

The surface will hold color content only.

CairoContent::ALPHA

The surface will hold alpha content only.

CairoContent::COLOR_ALPHA

The surface will hold color and alpha content.

The CairoExtend class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoExtend {
/* 定数 */
const integer CairoExtend::NONE = 0 ;
const integer CairoExtend::REPEAT = 1 ;
const integer CairoExtend::REFLECT = 2 ;
const integer CairoExtend::PAD = 3 ;
}

定義済み定数

CairoExtend Node Types
CairoExtend::NONE

Description here...

CairoExtend::REPEAT

Description here...

CairoExtend::REFLECT

Description here...

CairoExtend::PAD

Description here...
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The CairoFormat class
導入
CairoFormat enums are used to identify the memory format of the image data.

クラス概要
CairoFormat {
/* 定数 */
const integer CairoFormat::ARGB32 = 0 ;
const integer CairoFormat::RGB24 = 1 ;
const integer CairoFormat::A8 = 2 ;
const integer CairoFormat::A1 = 3 ;
/* メソッド */
public static int strideForWidth ( int $format , int $width )
}

定義済み定数

CairoFormat Node Types
CairoFormat::ARGB32

Each pixel is a 32-bit quantity, with alpha in the upper 8 bits, then red, then green, then blue. The 32-bit quantities are stored native-endian. Pre-multiplied alpha is used. (That is, 50% transparent red is 0x80800000, not 0x80ff0000.)

CairoFormat::RGB24

Each pixel is a 32-bit quantity, with the upper 8 bits unused. Red, Green, and Blue are stored in the remaining 24 bits in that order.

CairoFormat::A8

Each pixel is a 8-bit quantity holding an alpha value.

CairoFormat::A1

Each pixel is a 1-bit quantity holding an alpha value. Pixels are packed together into 32-bit quantities. The ordering of the bits matches the endianess of the platform. On a big-endian machine, the first pixel is in the uppermost bit, on a little-
endian machine the first pixel is in the least-significant bit.

CairoFormat::strideForWidth
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoFormat::strideForWidth — Provides an appropiate stride to use

説明

public static int CairoFormat::strideForWidth ( int $format , int $width )

This method provides a stride value that will respect all alignment requirements of the accelerated image-rendering code within cairo.

パラメータ
format

The desired CairoFormat to use

width

The width of the image

返り値

The appropriate stride to use given the desired format and width, or -1 if either the format is invalid or the width too large.

例

例1 CairoFormat::strideForWidth() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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...

参考

Classname::Method()

目次
CairoFormat::strideForWidth — Provides an appropiate stride to use

The CairoFillRule class
導入
A CairoFillRule is used to select how paths are filled. For both fill rules, whether or not a point is included in the fill is determined by taking a ray from that point to infinity and looking at intersections with the path. The ray can be in any direction, as long
as it doesn't pass through the end point of a segment or have a tricky intersection such as intersecting tangent to the path. (Note that filling is not actually implemented in this way. This is just a description of the rule that is applied.)

The default fill rule is CairoFillRule::WINDING.

クラス概要
CairoFillRule {
/* 定数 */
const integer CairoFillRule::WINDING = 0 ;
const integer CairoFillRule::EVEN_ODD = 1 ;
}

定義済み定数

CairoFillRule Node Types
CairoFillRule::WINDING

If the path crosses the ray from left-to-right, counts +1. If the path crosses the ray from right to left, counts -1. (Left and right are determined from the perspective of looking along the ray from the starting point.) If the total count is non-zero, the
point will be filled.

CairoFillRule::EVEN_ODD

Counts the total number of intersections, without regard to the orientation of the contour. If the total number of intersections is odd, the point will be filled.

The CairoFilter class
導入
A CairoFilter is used to indicate what filtering should be applied when reading pixel values from patterns. See CairoPattern::setSource() or cairo_pattern_set_source() for indicating the desired filter to be used with a particular pattern.

クラス概要
CairoFilter {
/* 定数 */
const integer CairoFilter::FAST = 0 ;
const integer CairoFilter::GOOD = 1 ;
const integer CairoFilter::BEST = 2 ;
const integer CairoFilter::NEAREST = 3 ;
const integer CairoFilter::BILINEAR = 4 ;
const integer CairoFilter::GAUSSIAN = 5 ;
}

定義済み定数

CairoFilter Node Types
CairoFilter::FAST

A high-performance filter, with quality similar to CairoFilter::NEAREST
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CairoFilter::GOOD

A reasonable-performance filter, with quality similar to CairoFilter::BILINEAR

CairoFilter::BEST

The highest-quality available, performance may not be suitable for interactive use.

CairoFilter::NEAREST

Nearest-neighbor filtering

CairoFilter::BILINEAR

Linear interpolation in two dimensions

CairoFilter::GAUSSIAN

This filter value is currently unimplemented, and should not be used in current code.

The CairoHintMetrics class
導入
Specifies whether to hint font metrics; hinting font metrics means quantizing them so that they are integer values in device space. Doing this improves the consistency of letter and line spacing, however it also means that text will be laid out differently at
different zoom factors.

クラス概要
CairoHintMetrics {
/* 定数 */
const integer CairoHintMetrics::METRICS_DEFAULT = 0 ;
const integer CairoHintMetrics::METRICS_OFF = 1 ;
const integer CairoHintMetrics::METRICS_ON = 2 ;
}

定義済み定数

CairoHintMetrics Node Types
CairoHintMetrics::METRICS_DEFAULT

Hint metrics in the default manner for the font backend and target device

CairoHintMetrics::METRICS_OFF

Do not hint font metrics

CairoHintMetrics::METRICS_ON

Hint font metrics

The CairoHintStyle class
導入
Specifies the type of hinting to do on font outlines. Hinting is the process of fitting outlines to the pixel grid in order to improve the appearance of the result. Since hinting outlines involves distorting them, it also reduces the faithfulness to the original
outline shapes. Not all of the outline hinting styles are supported by all font backends.

クラス概要
CairoHintStyle {
/* 定数 */
const integer CairoHintStyle::STYLE_DEFAULT = 0 ;
const integer CairoHintStyle::STYLE_NONE = 1 ;
const integer CairoHintStyle::STYLE_SLIGHT = 2 ;
const integer CairoHintStyle::STYLE_MEDIUM = 3 ;
const integer CairoHintStyle::STYLE_FULL = 4 ;
}

定義済み定数
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CairoHintStyle Node Types
CairoHintStyle::STYLE_DEFAULT

Use the default hint style for font backend and target device

CairoHintStyle::STYLE_NONE

Do not hint outlines

CairoHintStyle::STYLE_SLIGHT

Hint outlines slightly to improve contrast while retaining good fidelity to the original shapes.

CairoHintStyle::STYLE_MEDIUM

Hint outlines with medium strength giving a compromise between fidelity to the original shapes and contrast

CairoHintStyle::STYLE_FULL

Hint outlines to maximize contrast

The CairoLineCap class
導入
Specifies how to render the endpoints of the path when stroking.

The default line cap style is CairoLineCap::BUTT.

クラス概要
CairoLineCap {
/* 定数 */
const integer CairoLineCap::BUTT = 0 ;
const integer CairoLineCap::ROUND = 1 ;
const integer CairoLineCap::SQUARE = 2 ;
}

定義済み定数

CairoLineCap Node Types
CairoLineCap::BUTT

Start(stop) the line exactly at the start(end) point

CairoLineCap::ROUND

Use a round ending, the center of the circle is the end point

CairoLineCap::SQUARE

Use squared ending, the center of the square is the end point

The CairoLineJoin class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoLineJoin {
/* 定数 */
const integer CairoLineJoin::MITER = 0 ;
const integer CairoLineJoin::ROUND = 1 ;
const integer CairoLineJoin::BEVEL = 2 ;
}
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定義済み定数

CairoLineJoin Node Types
CairoLineJoin::MITER

Description here...

CairoLineJoin::ROUND

Description here...

CairoLineJoin::BEVEL

Description here...

The CairoMatrix class
導入
Matrices are used throughout cairo to convert between different coordinate spaces.

クラス概要
CairoMatrix {
/* メソッド */
__construct ([ float $xx = 1.0 [, float $yx = 0.0 [, float $xy = 0.0 [, float $yy = 1.0 [, float $x0 = 0.0 [, float $y0 = 0.0 ]]]]]] )
public static void initIdentity ( void )
public static void initRotate ( float $radians )
public static void initScale ( float $sx , float $sy )
public static void initTranslate ( float $tx , float $ty )
public void invert ( void )
public static CairoMatrix multiply ( CairoMatrix $matrix1 , CairoMatrix $matrix2 )
public void rotate ( string $sx , string $sy )
public void scale ( float $sx , float $sy )
public array transformDistance ( string $dx , string $dy )
public array transformPoint ( string $dx , string $dy )
public void translate ( string $tx , string $ty )
}

CairoMatrix::__construct

cairo_matrix_init
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::__construct -- cairo_matrix_init — Creates a new CairoMatrix object

説明

Object oriented style (method):

CairoMatrix::__construct ([ float $xx = 1.0 [, float $yx = 0.0 [, float $xy = 0.0 [, float $yy = 1.0 [, float $x0 = 0.0 [, float $y0 = 0.0 ]]]]]] )

Procedural style:

object cairo_matrix_init ([ float $xx = 1.0 [, float $yx = 0.0 [, float $xy = 0.0 [, float $yy = 1.0 [, float $x0 = 0.0 [, float $y0 = 0.0 ]]]]]] )

Returns new CairoMatrix object. Matrices are used throughout cairo to convert between different coordinate spaces. Sets matrix to be the affine transformation given by xx, yx, xy, yy, x0, y0. The transformation is given by: x_new = xx * x + xy * y + x0;
and y_new = yx * x + yy * y + y0;

パラメータ
xx

xx component of the affine transformation

yx

yx component of the affine transformation
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xy

xy component of the affine transformation

yy

yy component of the affine transformation

x0

X translation component of the affine transformation

y0

Y translation component of the affine transformation

返り値

Returns a new CairoMatrix object that can be used with surfaces, contexts, and patterns.

例

例1 Object oriented style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = new CairoMatrix(1.0, 0.5, 0.0, 1.0, 0.0, 0.0);
?>

例2 Procedural style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = cairo_matrix_init(1.0, 0.5, 0.0, 1.0, 0.0, 0.0);
?>

参考

CairoMatrix::initIdentity() - Creates a new identity matrix
CairoMatrix::initRotate() - Creates a new rotated matrix
CairoMatrix::initScale() - Creates a new scaling matrix
CairoMatrix::initTranslate() - Creates a new translation matrix

CairoMatrix::initIdentity

cairo_matrix_init_identity
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::initIdentity -- cairo_matrix_init_identity — Creates a new identity matrix

説明

Object oriented style (method):

public static void CairoMatrix::initIdentity ( void )

Procedural style:

object cairo_matrix_init_identity ( void )

Creates a new matrix that is an identity transformation. An identity transformation means the source data is copied into the destination data without change

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a new CairoMatrix object that can be used with surfaces, contexts, and patterns.

例

例1 Object oriented style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = CairoMatrix::initIdentity();
?>
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例2 Procedural style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = cairo_matrix_init_identity();
?>

参考

CairoMatrix::__construct() - Creates a new CairoMatrix object
CairoMatrix::initRotate() - Creates a new rotated matrix
CairoMatrix::initScale() - Creates a new scaling matrix
CairoMatrix::initTranslate() - Creates a new translation matrix

CairoMatrix::initRotate

cairo_matrix_init_rotate
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::initRotate -- cairo_matrix_init_rotate — Creates a new rotated matrix

説明

Object oriented style (method):

public static void CairoMatrix::initRotate ( float $radians )

Procedural style:

object cairo_matrix_init_rotate ( float $radians )

Creats a new matrix to a transformation that rotates by radians provided

パラメータ
radians

angle of rotation, in radians. The direction of rotation is defined such that positive angles rotate in the direction from the positive X axis toward the positive Y axis. With the default axis orientation of cairo, positive angles rotate in a clockwise
direction.

返り値

Returns a new CairoMatrix object that can be used with surfaces, contexts, and patterns.

例

例1 Object oriented style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = CairoMatrix::initRotate(0.3);
?>

例2 Procedural style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = cairo_matrix_init_rotate(0.3);
?>

参考

CairoMatrix::__construct() - Creates a new CairoMatrix object
CairoMatrix::initIdentity() - Creates a new identity matrix
CairoMatrix::initScale() - Creates a new scaling matrix
CairoMatrix::initTranslate() - Creates a new translation matrix

CairoMatrix::initScale

cairo_matrix_init_scale
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cairo_matrix_create_scale
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::initScale -- cairo_matrix_init_scale -- cairo_matrix_create_scale — Creates a new scaling matrix

説明

Object oriented style (method):

public static void CairoMatrix::initScale ( float $sx , float $sy )

Procedural style:

object cairo_matrix_init_scale ( float $sx , float $sy )

Creates a new matrix to a transformation that scales by sx and sy in the X and Y dimensions, respectively.

パラメータ
sx

scale factor in the X direction

sy

scale factor in the Y direction

返り値

Returns a new CairoMatrix object that can be used with surfaces, contexts, and patterns.

例

例1 Object oriented style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = CairoMatrix::initScale(1.0, 2.0);
?>

例2 Procedural style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = cairo_matrix_init_scale(1.0, 2.0);
?>

参考

CairoMatrix::__construct() - Creates a new CairoMatrix object
CairoMatrix::initIdentity() - Creates a new identity matrix
CairoMatrix::initRotate() - Creates a new rotated matrix
CairoMatrix::initTranslate() - Creates a new translation matrix

CairoMatrix::initTranslate

cairo_matrix_init_translate
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::initTranslate -- cairo_matrix_init_translate — Creates a new translation matrix

説明

Object oriented style (method):

public static void CairoMatrix::initTranslate ( float $tx , float $ty )

Procedural style:

object cairo_matrix_init_translate ( float $tx , float $ty )

Creates a new matrix to a transformation that translates by tx and ty in the X and Y dimensions, respectively.
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パラメータ
tx

amount to translate in the X direction

ty

amount to translate in the Y direction

返り値

Returns a new CairoMatrix object that can be used with surfaces, contexts, and patterns.

例

例1 Object oriented style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = CairoMatrix::initTranslate(1.0, 2.0);
?>

例2 Procedural style

<?php
/* Create a new Matrix */
$matrix = cairo_matrix_init_translate(1.0, 2.0);
?>

参考

CairoMatrix::__construct() - Creates a new CairoMatrix object
CairoMatrix::initIdentity() - Creates a new identity matrix
CairoMatrix::initRotate() - Creates a new rotated matrix
CairoMatrix::initScale() - Creates a new scaling matrix

CairoMatrix::invert
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::invert — The invert purpose

説明

public void CairoMatrix::invert ( void )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

例

例1 CairoMatrix::invert() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()
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CairoMatrix::multiply
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::multiply — The multiply purpose

説明

public static CairoMatrix CairoMatrix::multiply ( CairoMatrix $matrix1 , CairoMatrix $matrix2 )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
matrix1

Description...

matrix2

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoMatrix::multiply() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoMatrix::rotate

cairo_rotate
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::rotate -- cairo_rotate — The rotate purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoMatrix::rotate ( string $sx , string $sy )

Procedural style:

void cairo_rotate ( CairoContext $context , string $angle )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context
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Description...

angle

Description...

sx

Description...

sy

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoMatrix::scale

cairo_matrix_scale
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::scale -- cairo_matrix_scale — Applies scaling to a matrix

説明

Object oriented style (method):

public void CairoMatrix::scale ( float $sx , float $sy )

Procedural style:

void cairo_matrix_scale ( CairoContext $context , float $sx , float $sy )

Applies scaling by sx, sy to the transformation in the matrix. The effect of the new transformation is to first scale the coordinates by sx and sy, then apply the original transformation to the coordinates.

パラメータ
matrix

Procedural only - CairoMatrix instance

sx

scale factor in the X direction

sy

scale factor in the Y direction

例
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例1 Object oriented style

<?php
/* Apply scaling to a matrix */
$matrix = new CairoMatrix(1.0, 0.5, 0.0, 1.0, 0.0, 0.0);
$matrix->scale(0.2, 2.0);
?>

例2 Procedural style

<?php
/* Apply scaling to a matrix */
$matrix = cairo_matrix_init(1.0, 0.5, 0.0, 1.0, 0.0, 0.0);
cairo_matrix_scale($matrix, 0.2, 2.0);
?>

参考

CairoMatrix::initScale() - Creates a new scaling matrix

CairoMatrix::transformDistance
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::transformDistance — The transformDistance purpose

説明

public array CairoMatrix::transformDistance ( string $dx , string $dy )

The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
dx

Description...

dy

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoMatrix::transformDistance() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoMatrix::transformPoint
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::transformPoint — The transformPoint purpose

説明

public array CairoMatrix::transformPoint ( string $dx , string $dy )
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The method description goes here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
dx

Description...

dy

Description...

返り値

Description...

例

例1 CairoMatrix::transformPoint() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

CairoMatrix::translate

cairo_translate
(PECL cairo >= 0.1.0)

CairoMatrix::translate -- cairo_translate — The translate purpose

説明

Object oriented style (method):

public void CairoMatrix::translate ( string $tx , string $ty )

Procedural style:

void cairo_translate ( CairoContext $context , string $x , string $y )

Description here.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
context

Description...

x

Description...

y

Description...

tx

Description...
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ty

Description...

返り値

Description...

例

例1 Object oriented style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

例2 Procedural style

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
CairoMatrix::__construct — Creates a new CairoMatrix object
CairoMatrix::initIdentity — Creates a new identity matrix
CairoMatrix::initRotate — Creates a new rotated matrix
CairoMatrix::initScale — Creates a new scaling matrix
CairoMatrix::initTranslate — Creates a new translation matrix
CairoMatrix::invert — The invert purpose
CairoMatrix::multiply — The multiply purpose
CairoMatrix::rotate — The rotate purpose
CairoMatrix::scale — Applies scaling to a matrix
CairoMatrix::transformDistance — The transformDistance purpose
CairoMatrix::transformPoint — The transformPoint purpose
CairoMatrix::translate — The translate purpose

The CairoOperator class
導入
This is used to set the compositing operator for all cairo drawing operations.

The default operator is CairoOperator::OVER

The operators marked as unbounded modify their destination even outside of the mask layer (that is, their effect is not bound by the mask layer). However, their effect can still be limited by way of clipping.

To keep things simple, the operator descriptions here document the behavior for when both source and destination are either fully transparent or fully opaque. The actual implementation works for translucent layers too. For a more detailed explanation of
the effects of each operator, including the mathematical definitions, see http://cairographics.org/operators/.

クラス概要
CairoOperator {
/* 定数 */
const integer CairoOperator::CLEAR = 0 ;
const integer CairoOperator::SOURCE = 1 ;
const integer CairoOperator::OVER = 2 ;
const integer CairoOperator::IN = 3 ;
const integer CairoOperator::OUT = 4 ;
const integer CairoOperator::ATOP = 5 ;
const integer CairoOperator::DEST = 6 ;
const integer CairoOperator::DEST_OVER = 7 ;
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const integer CairoOperator::DEST_IN = 8 ;
const integer CairoOperator::DEST_OUT = 9 ;
const integer CairoOperator::DEST_ATOP = 10 ;
const integer CairoOperator::XOR = 11 ;
const integer CairoOperator::ADD = 12 ;
const integer CairoOperator::SATURATE = 13 ;
}

定義済み定数

CairoOperator Node Types
CairoOperator::CLEAR

Clear destination layer (bounded)

CairoOperator::SOURCE

Replace destination layer (bounded)

CairoOperator::OVER

Draw source layer on top of destination layer (bounded)

CairoOperator::IN

Draw source where there was destination content (unbounded)

CairoOperator::OUT

Draw source where there was no destination content (unbounded)

CairoOperator::ATOP

Draw source on top of destination content and only there

CairoOperator::DEST

Ignore the source

CairoOperator::DEST_OVER

Draw destination on top of source

CairoOperator::DEST_IN

Leave destination only where there was source content (unbounded)

CairoOperator::DEST_OUT

Leave destination only where there was no source content

CairoOperator::DEST_ATOP

Leave destination on top of source content and only there (unbounded)

CairoOperator::XOR

Source and destination are shown where there is only one of them

CairoOperator::ADD

Source and destination layers are accumulated

CairoOperator::SATURATE

Like CairoOperator::OVER, but assuming source and dest are disjoint geometries

The CairoPath class
導入
Description of the class.

Note: CairoPath class cannot be instantiated directly, doing so will result in Fatal Error if used or passed

クラス概要
CairoPath {
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}

The CairoPsLevel class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoPsLevel {
/* 定数 */
const integer CairoPsLevel::LEVEL_2 = 0 ;
const integer CairoPsLevel::LEVEL_3 = 1 ;
}

定義済み定数

CairoPsLevel Node Types
CairoPsLevel::LEVEL_2

Description here...

CairoPsLevel::LEVEL_3

Description here...

The CairoSubpixelOrder class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoSubpixelOrder {
/* 定数 */
const integer CairoSubpixelOrder::ORDER_DEFAULT = 0 ;
const integer CairoSubpixelOrder::ORDER_RGB = 1 ;
const integer CairoSubpixelOrder::ORDER_BGR = 2 ;
const integer CairoSubpixelOrder::ORDER_VRGB = 3 ;
const integer CairoSubpixelOrder::ORDER_VBGR = 4 ;
}

定義済み定数

CairoSubpixelOrder Node Types
CairoSubpixelOrder::ORDER_DEFAULT

Description here...

CairoSubpixelOrder::ORDER_RGB

Description here...

CairoSubpixelOrder::ORDER_BGR

Description here...

CairoSubpixelOrder::ORDER_VRGB

Description here...

CairoSubpixelOrder::ORDER_VBGR

Description here...
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The CairoSvgVersion class
導入
Description of the class.

クラス概要
CairoSvgVersion {
/* 定数 */
const integer CairoSvgVersion::VERSION_1_1 = 0 ;
const integer CairoSvgVersion::VERSION_1_2 = 1 ;
}

定義済み定数

CairoSvgVersion Node Types
CairoSvgVersion::VERSION_1_1

Description here...

CairoSvgVersion::VERSION_1_2

Description here...

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Cairo 関数

cairo_create — Returns a new CairoContext object on the requested surface.
cairo_font_face_get_type — Description
cairo_font_face_status — Description
cairo_font_options_create — Description
cairo_font_options_equal — Description
cairo_font_options_get_antialias — Description
cairo_font_options_get_hint_metrics — Description
cairo_font_options_get_hint_style — Description
cairo_font_options_get_subpixel_order — Description
cairo_font_options_hash — Description
cairo_font_options_merge — Description
cairo_font_options_set_antialias — Description
cairo_font_options_set_hint_metrics — Description
cairo_font_options_set_hint_style — Description
cairo_font_options_set_subpixel_order — Description
cairo_font_options_status — Description
cairo_format_stride_for_width — Description
cairo_image_surface_create_for_data — Description
cairo_image_surface_create_from_png — Description
cairo_image_surface_create — Description
cairo_image_surface_get_data — Description
cairo_image_surface_get_format — Description
cairo_image_surface_get_height — Description
cairo_image_surface_get_stride — Description
cairo_image_surface_get_width — Description
cairo_matrix_create_scale — のエイリアス CairoMatrix::initScale
cairo_matrix_create_translate — のエイリアス CairoMatrix::initTranslate
cairo_matrix_invert — Description
cairo_matrix_multiply — Description
cairo_matrix_rotate — Description
cairo_matrix_transform_distance — Description
cairo_matrix_transform_point — Description
cairo_matrix_translate — Description
cairo_pattern_add_color_stop_rgb — Description
cairo_pattern_add_color_stop_rgba — Description
cairo_pattern_create_for_surface — Description
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cairo_pattern_create_linear — Description
cairo_pattern_create_radial — Description
cairo_pattern_create_rgb — Description
cairo_pattern_create_rgba — Description
cairo_pattern_get_color_stop_count — Description
cairo_pattern_get_color_stop_rgba — Description
cairo_pattern_get_extend — Description
cairo_pattern_get_filter — Description
cairo_pattern_get_linear_points — Description
cairo_pattern_get_matrix — Description
cairo_pattern_get_radial_circles — Description
cairo_pattern_get_rgba — Description
cairo_pattern_get_surface — Description
cairo_pattern_get_type — Description
cairo_pattern_set_extend — Description
cairo_pattern_set_filter — Description
cairo_pattern_set_matrix — Description
cairo_pattern_status — Description
cairo_pdf_surface_create — Description
cairo_pdf_surface_set_size — Description
cairo_ps_get_levels — Description
cairo_ps_level_to_string — Description
cairo_ps_surface_create — Description
cairo_ps_surface_dsc_begin_page_setup — Description
cairo_ps_surface_dsc_begin_setup — Description
cairo_ps_surface_dsc_comment — Description
cairo_ps_surface_get_eps — Description
cairo_ps_surface_restrict_to_level — Description
cairo_ps_surface_set_eps — Description
cairo_ps_surface_set_size — Description
cairo_scaled_font_create — Description
cairo_scaled_font_extents — Description
cairo_scaled_font_get_ctm — Description
cairo_scaled_font_get_font_face — Description
cairo_scaled_font_get_font_matrix — Description
cairo_scaled_font_get_font_options — Description
cairo_scaled_font_get_scale_matrix — Description
cairo_scaled_font_get_type — Description
cairo_scaled_font_glyph_extents — Description
cairo_scaled_font_status — Description
cairo_scaled_font_text_extents — Description
cairo_surface_copy_page — Description
cairo_surface_create_similar — Description
cairo_surface_finish — Description
cairo_surface_flush — Description
cairo_surface_get_content — Description
cairo_surface_get_device_offset — Description
cairo_surface_get_font_options — Description
cairo_surface_get_type — Description
cairo_surface_mark_dirty_rectangle — Description
cairo_surface_mark_dirty — Description
cairo_surface_set_device_offset — Description
cairo_surface_set_fallback_resolution — Description
cairo_surface_show_page — Description
cairo_surface_status — Description
cairo_surface_write_to_png — Description
cairo_svg_surface_create — Description
cairo_svg_surface_restrict_to_version — Description
cairo_svg_version_to_string — Description

Cairo — The Cairo class
Cairo::availableFonts — Retrieves the availables font types
Cairo::availableSurfaces — Retrieves all available surfaces
Cairo::statusToString — Retrieves the current status as string
Cairo::version — Retrives cairo's library version
Cairo::versionString — Retrieves cairo version as string

CairoContext — The CairoContext class
CairoContext::appendPath — Appends a path to current path
CairoContext::arc — Adds a circular arc
CairoContext::arcNegative — Adds a negative arc
CairoContext::clip — Establishes a new clip region
CairoContext::clipExtents — Computes the area inside the current clip
CairoContext::clipPreserve — Establishes a new clip region from the current clip
CairoContext::clipRectangleList — Retrieves the current clip as a list of rectangles
CairoContext::closePath — Closes the current path
CairoContext::__construct — Creates a new CairoContext
CairoContext::copyPage — Emits the current page
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CairoContext::copyPath — Creates a copy of the current path
CairoContext::copyPathFlat — Gets a flattened copy of the current path
CairoContext::curveTo — Adds a curve
CairoContext::deviceToUser — Transform a coordinate
CairoContext::deviceToUserDistance — Transform a distance
CairoContext::fill — Fills the current path
CairoContext::fillExtents — Computes the filled area
CairoContext::fillPreserve — Fills and preserve the current path
CairoContext::fontExtents — Get the font extents
CairoContext::getAntialias — Retrives the current antialias mode
CairoContext::getCurrentPoint — The getCurrentPoint purpose
CairoContext::getDash — The getDash purpose
CairoContext::getDashCount — The getDashCount purpose
CairoContext::getFillRule — The getFillRule purpose
CairoContext::getFontFace — The getFontFace purpose
CairoContext::getFontMatrix — The getFontMatrix purpose
CairoContext::getFontOptions — The getFontOptions purpose
CairoContext::getGroupTarget — The getGroupTarget purpose
CairoContext::getLineCap — The getLineCap purpose
CairoContext::getLineJoin — The getLineJoin purpose
CairoContext::getLineWidth — The getLineWidth purpose
CairoContext::getMatrix — The getMatrix purpose
CairoContext::getMiterLimit — The getMiterLimit purpose
CairoContext::getOperator — The getOperator purpose
CairoContext::getScaledFont — The getScaledFont purpose
CairoContext::getSource — The getSource purpose
CairoContext::getTarget — The getTarget purpose
CairoContext::getTolerance — The getTolerance purpose
CairoContext::glyphPath — The glyphPath purpose
CairoContext::hasCurrentPoint — The hasCurrentPoint purpose
CairoContext::identityMatrix — The identityMatrix purpose
CairoContext::inFill — The inFill purpose
CairoContext::inStroke — The inStroke purpose
CairoContext::lineTo — The lineTo purpose
CairoContext::mask — The mask purpose
CairoContext::maskSurface — The maskSurface purpose
CairoContext::moveTo — The moveTo purpose
CairoContext::newPath — The newPath purpose
CairoContext::newSubPath — The newSubPath purpose
CairoContext::paint — The paint purpose
CairoContext::paintWithAlpha — The paintWithAlpha purpose
CairoContext::pathExtents — The pathExtents purpose
CairoContext::popGroup — The popGroup purpose
CairoContext::popGroupToSource — The popGroupToSource purpose
CairoContext::pushGroup — The pushGroup purpose
CairoContext::pushGroupWithContent — The pushGroupWithContent purpose
CairoContext::rectangle — The rectangle purpose
CairoContext::relCurveTo — The relCurveTo purpose
CairoContext::relLineTo — The relLineTo purpose
CairoContext::relMoveTo — The relMoveTo purpose
CairoContext::resetClip — The resetClip purpose
CairoContext::restore — The restore purpose
CairoContext::rotate — The rotate purpose
CairoContext::save — The save purpose
CairoContext::scale — The scale purpose
CairoContext::selectFontFace — The selectFontFace purpose
CairoContext::setAntialias — The setAntialias purpose
CairoContext::setDash — The setDash purpose
CairoContext::setFillRule — The setFillRule purpose
CairoContext::setFontFace — The setFontFace purpose
CairoContext::setFontMatrix — The setFontMatrix purpose
CairoContext::setFontOptions — The setFontOptions purpose
CairoContext::setFontSize — The setFontSize purpose
CairoContext::setLineCap — The setLineCap purpose
CairoContext::setLineJoin — The setLineJoin purpose
CairoContext::setLineWidth — The setLineWidth purpose
CairoContext::setMatrix — The setMatrix purpose
CairoContext::setMiterLimit — The setMiterLimit purpose
CairoContext::setOperator — The setOperator purpose
CairoContext::setScaledFont — The setScaledFont purpose
CairoContext::setSource — The setSource purpose
CairoContext::setSourceRGB — The setSourceRGB purpose
CairoContext::setSourceRGBA — The setSourceRGBA purpose
CairoContext::setSourceSurface — The setSourceSurface purpose
CairoContext::setTolerance — The setTolerance purpose
CairoContext::showPage — The showPage purpose



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

CairoContext::showText — The showText purpose
CairoContext::status — The status purpose
CairoContext::stroke — The stroke purpose
CairoContext::strokeExtents — The strokeExtents purpose
CairoContext::strokePreserve — The strokePreserve purpose
CairoContext::textExtents — The textExtents purpose
CairoContext::textPath — The textPath purpose
CairoContext::transform — The transform purpose
CairoContext::translate — The translate purpose
CairoContext::userToDevice — The userToDevice purpose
CairoContext::userToDeviceDistance — The userToDeviceDistance purpose

CairoException — The CairoException class
CairoStatus — The CairoStatus class
CairoSurface — The CairoSurface class

CairoSurface::__construct — The __construct purpose
CairoSurface::copyPage — The copyPage purpose
CairoSurface::createSimilar — The createSimilar purpose
CairoSurface::finish — The finish purpose
CairoSurface::flush — The flush purpose
CairoSurface::getContent — The getContent purpose
CairoSurface::getDeviceOffset — The getDeviceOffset purpose
CairoSurface::getFontOptions — The getFontOptions purpose
CairoSurface::getType — The getType purpose
CairoSurface::markDirty — The markDirty purpose
CairoSurface::markDirtyRectangle — The markDirtyRectangle purpose
CairoSurface::setDeviceOffset — The setDeviceOffset purpose
CairoSurface::setFallbackResolution — The setFallbackResolution purpose
CairoSurface::showPage — The showPage purpose
CairoSurface::status — The status purpose
CairoSurface::writeToPng — The writeToPng purpose

CairoSvgSurface — Svg Surface Backend
CairoSvgSurface::__construct — The __construct purpose
CairoSvgSurface::getVersions — Used to retrieve a list of supported SVG versions
CairoSvgSurface::restrictToVersion — The restrictToVersion purpose
CairoSvgSurface::versionToString — The versionToString purpose

CairoImageSurface — The CairoImageSurface class
CairoImageSurface::__construct — Creates a new CairoImageSurface
CairoImageSurface::createForData — The createForData purpose
CairoImageSurface::createFromPng — Creates a new CairoImageSurface form a png image file
CairoImageSurface::getData — Gets the image data as string
CairoImageSurface::getFormat — Get the image format
CairoImageSurface::getHeight — Retrieves the height of the CairoImageSurface
CairoImageSurface::getStride — The getStride purpose
CairoImageSurface::getWidth — Retrieves the width of the CairoImageSurface

CairoPdfSurface — The CairoPdfSurface class
CairoPdfSurface::__construct — The __construct purpose
CairoPdfSurface::setSize — The setSize purpose

CairoPsSurface — The CairoPsSurface class
CairoPsSurface::__construct — The __construct purpose
CairoPsSurface::dscBeginPageSetup — The dscBeginPageSetup purpose
CairoPsSurface::dscBeginSetup — The dscBeginSetup purpose
CairoPsSurface::dscComment — The dscComment purpose
CairoPsSurface::getEps — The getEps purpose
CairoPsSurface::getLevels — The getLevels purpose
CairoPsSurface::levelToString — The levelToString purpose
CairoPsSurface::restrictToLevel — The restrictToLevel purpose
CairoPsSurface::setEps — The setEps purpose
CairoPsSurface::setSize — The setSize purpose

CairoSurfaceType — The CairoSurfaceType class
CairoFontFace — The CairoFontFace class

CairoFontFace::__construct — Creates a new CairoFontFace object
CairoFontFace::getType — Retrieves the font face type
CairoFontFace::status — Check for CairoFontFace errors

CairoFontOptions — The CairoFontOptions class
CairoFontOptions::__construct — The __construct purpose
CairoFontOptions::equal — The equal purpose
CairoFontOptions::getAntialias — The getAntialias purpose
CairoFontOptions::getHintMetrics — The getHintMetrics purpose
CairoFontOptions::getHintStyle — The getHintStyle purpose
CairoFontOptions::getSubpixelOrder — The getSubpixelOrder purpose
CairoFontOptions::hash — The hash purpose
CairoFontOptions::merge — The merge purpose
CairoFontOptions::setAntialias — The setAntialias purpose
CairoFontOptions::setHintMetrics — The setHintMetrics purpose
CairoFontOptions::setHintStyle — The setHintStyle purpose
CairoFontOptions::setSubpixelOrder — The setSubpixelOrder purpose
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CairoFontOptions::status — The status purpose
CairoFontSlant — The CairoFontSlant class
CairoFontType — The CairoFontType class
CairoFontWeight — The CairoFontWeight class
CairoScaledFont — The CairoScaledFont class

CairoScaledFont::__construct — The __construct purpose
CairoScaledFont::extents — The extents purpose
CairoScaledFont::getCtm — The getCtm purpose
CairoScaledFont::getFontFace — The getFontFace purpose
CairoScaledFont::getFontMatrix — The getFontMatrix purpose
CairoScaledFont::getFontOptions — The getFontOptions purpose
CairoScaledFont::getScaleMatrix — The getScaleMatrix purpose
CairoScaledFont::getType — The getType purpose
CairoScaledFont::glyphExtents — The glyphExtents purpose
CairoScaledFont::status — The status purpose
CairoScaledFont::textExtents — The textExtents purpose

CairoToyFontFace — The CairoToyFontFace class
CairoPatternType — The CairoPatternType class
CairoPattern — The CairoPattern class

CairoPattern::__construct — The __construct purpose
CairoPattern::getMatrix — The getMatrix purpose
CairoPattern::getType — The getType purpose
CairoPattern::setMatrix — The setMatrix purpose
CairoPattern::status — The status purpose

CairoGradientPattern — The CairoGradientPattern class
CairoGradientPattern::addColorStopRgb — The addColorStopRgb purpose
CairoGradientPattern::addColorStopRgba — The addColorStopRgba purpose
CairoGradientPattern::getColorStopCount — The getColorStopCount purpose
CairoGradientPattern::getColorStopRgba — The getColorStopRgba purpose
CairoGradientPattern::getExtend — The getExtend purpose
CairoGradientPattern::setExtend — The setExtend purpose

CairoSolidPattern — The CairoSolidPattern class
CairoSolidPattern::__construct — The __construct purpose
CairoSolidPattern::getRgba — The getRgba purpose

CairoSurfacePattern — The CairoSurfacePattern class
CairoSurfacePattern::__construct — The __construct purpose
CairoSurfacePattern::getExtend — The getExtend purpose
CairoSurfacePattern::getFilter — The getFilter purpose
CairoSurfacePattern::getSurface — The getSurface purpose
CairoSurfacePattern::setExtend — The setExtend purpose
CairoSurfacePattern::setFilter — The setFilter purpose

CairoLinearGradient — The CairoLinearGradient class
CairoLinearGradient::__construct — The __construct purpose
CairoLinearGradient::getPoints — The getPoints purpose

CairoRadialGradient — The CairoRadialGradient class
CairoRadialGradient::__construct — The __construct purpose
CairoRadialGradient::getCircles — The getCircles purpose

CairoAntialias — The CairoAntialias class
CairoContent — The CairoContent class
CairoExtend — The CairoExtend class
CairoFormat — The CairoFormat class

CairoFormat::strideForWidth — Provides an appropiate stride to use
CairoFillRule — The CairoFillRule class
CairoFilter — The CairoFilter class
CairoHintMetrics — The CairoHintMetrics class
CairoHintStyle — The CairoHintStyle class
CairoLineCap — The CairoLineCap class
CairoLineJoin — The CairoLineJoin class
CairoMatrix — The CairoMatrix class

CairoMatrix::__construct — Creates a new CairoMatrix object
CairoMatrix::initIdentity — Creates a new identity matrix
CairoMatrix::initRotate — Creates a new rotated matrix
CairoMatrix::initScale — Creates a new scaling matrix
CairoMatrix::initTranslate — Creates a new translation matrix
CairoMatrix::invert — The invert purpose
CairoMatrix::multiply — The multiply purpose
CairoMatrix::rotate — The rotate purpose
CairoMatrix::scale — Applies scaling to a matrix
CairoMatrix::transformDistance — The transformDistance purpose
CairoMatrix::transformPoint — The transformPoint purpose
CairoMatrix::translate — The translate purpose

CairoOperator — The CairoOperator class
CairoPath — The CairoPath class
CairoPsLevel — The CairoPsLevel class
CairoSubpixelOrder — The CairoSubpixelOrder class
CairoSvgVersion — The CairoSvgVersion class
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Exif — Exchangeable image information
導入
インストール/設定
定義済み定数
Exif 関数

GD — 画像処理 (GD)
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
GD および Image 関数

ImageMagick — 画像処理 (ImageMagick)
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Imagick クラス
ImagickDraw クラス
ImagickPixel クラス
ImagickPixelIterator クラス

Gmagick
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Gmagick — Gmagick クラス
GmagickDraw — GmagickDraw クラス
GmagickPixel — GmagickPixel クラス

Cairo
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Cairo 関数
Cairo — The Cairo class
CairoContext — The CairoContext class
CairoException — The CairoException class
CairoStatus — The CairoStatus class
CairoSurface — The CairoSurface class
CairoSvgSurface — Svg Surface Backend
CairoImageSurface — The CairoImageSurface class
CairoPdfSurface — The CairoPdfSurface class
CairoPsSurface — The CairoPsSurface class
CairoSurfaceType — The CairoSurfaceType class
CairoFontFace — The CairoFontFace class
CairoFontOptions — The CairoFontOptions class
CairoFontSlant — The CairoFontSlant class
CairoFontType — The CairoFontType class
CairoFontWeight — The CairoFontWeight class
CairoScaledFont — The CairoScaledFont class
CairoToyFontFace — The CairoToyFontFace class
CairoPatternType — The CairoPatternType class
CairoPattern — The CairoPattern class
CairoGradientPattern — The CairoGradientPattern class
CairoSolidPattern — The CairoSolidPattern class
CairoSurfacePattern — The CairoSurfacePattern class
CairoLinearGradient — The CairoLinearGradient class
CairoRadialGradient — The CairoRadialGradient class
CairoAntialias — The CairoAntialias class
CairoContent — The CairoContent class
CairoExtend — The CairoExtend class
CairoFormat — The CairoFormat class
CairoFillRule — The CairoFillRule class
CairoFilter — The CairoFilter class
CairoHintMetrics — The CairoHintMetrics class
CairoHintStyle — The CairoHintStyle class
CairoLineCap — The CairoLineCap class
CairoLineJoin — The CairoLineJoin class
CairoMatrix — The CairoMatrix class
CairoOperator — The CairoOperator class
CairoPath — The CairoPath class
CairoPsLevel — The CairoPsLevel class
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CairoSubpixelOrder — The CairoSubpixelOrder class
CairoSvgVersion — The CairoSvgVersion class

メール関連

Cyrus IMAP 管理

導入
注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
Cyrus IMAP サポートを有効にしてこれらの関数を使用するには、 --with-cyrus オプションを指定して PHP をコンパイルする必要があります。

警告

IMAP、recode、 YAZ および Cyrus 拡張モジュールは、組み合わせて使用することはできません。 これは、これらすべてが同一の内部シンボルを使用しているためです。 注意: Yaz 2.0 以降ではこの問題は発生しません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは、Cyrus IMAP 接続 ID を定義しています。これは cyrus_connect() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CYRUS_CONN_NONSYNCLITERAL (integer)
CYRUS_CONN_INITIALRESPONSE (integer)
CYRUS_CALLBACK_NUMBERED (integer)
CYRUS_CALLBACK_NOLITERAL (integer)

http://pecl.php.net/
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Cyrus 関数

cyrus_authenticate
(PHP 4 >= 4.1.0, PECL cyrus 1.0)

cyrus_authenticate — Cyrus IMAP サーバに対する認証を行う

説明

void cyrus_authenticate ( resource $connection [, string $mechlist [, string $service [, string $user [, int $minssf [, int $maxssf [, string $authname [, string $password ]]]]]]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

cyrus_bind
(PHP 4 >= 4.1.0, PECL cyrus 1.0)

cyrus_bind — Cyrus IMAP 接続へのコールバックをバインドする

説明

bool cyrus_bind ( resource $connection , array $callbacks )

Cyrus IMAP 接続へのコールバックをバインドします。

パラメータ
connection

接続ハンドル。
callbacks

コールバックの配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

cyrus_close
(PHP 4 >= 4.1.0, PECL cyrus 1.0)

cyrus_close — Cyrus IMAP サーバへの接続を閉じる

説明

bool cyrus_close ( resource $connection )

Cyrus IMAP サーバへの接続を閉じます。

パラメータ
connection

接続ハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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cyrus_connect
(PHP 4 >= 4.1.0, PECL cyrus 1.0)

cyrus_connect — Cyrus IMAP サーバに接続する

説明

resource cyrus_connect ([ string $host [, string $port [, int $flags ]]] )

Cyrus IMAP サーバに接続します。

パラメータ
host

Cyrus IMAP ホスト名。
port

ポート番号。
flags

返り値

成功した場合に接続ハンドラ、失敗した場合に FALSE を返します。

cyrus_query
(PHP 4 >= 4.1.0, PECL cyrus 1.0)

cyrus_query — Cyrus IMAP サーバへクエリを送信する

説明

array cyrus_query ( resource $connection , string $query )

Cyrus IMAP サーバへクエリを送信します。

パラメータ
connection

接続ハンドル。
query

クエリ文字列。

返り値

text、msgno、 そして keyword のキーを持つ連想配列を返します。

cyrus_unbind
(PHP 4 >= 4.1.0, PECL cyrus 1.0)

cyrus_unbind — アンバインドする ...

説明

bool cyrus_unbind ( resource $connection , string $trigger_name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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connection

接続ハンドル。
trigger_name

トリガ名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
cyrus_authenticate — Cyrus IMAP サーバに対する認証を行う
cyrus_bind — Cyrus IMAP 接続へのコールバックをバインドする
cyrus_close — Cyrus IMAP サーバへの接続を閉じる
cyrus_connect — Cyrus IMAP サーバに接続する
cyrus_query — Cyrus IMAP サーバへクエリを送信する
cyrus_unbind — アンバインドする ...

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Cyrus 関数

cyrus_authenticate — Cyrus IMAP サーバに対する認証を行う
cyrus_bind — Cyrus IMAP 接続へのコールバックをバインドする
cyrus_close — Cyrus IMAP サーバへの接続を閉じる
cyrus_connect — Cyrus IMAP サーバに接続する
cyrus_query — Cyrus IMAP サーバへクエリを送信する
cyrus_unbind — アンバインドする ...

IMAP、POP3 および NNTP

導入
これらの関数は、IMAP プロトコルのほかに NNTP や POP3、 そしてローカルのメールボックスへのアクセスもサポートします。

しかし、IMAP 関数の中には POP プロトコルでは正常に動作しないものがあることに注意しましょう。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールは、c クライアントライブラリがインストールされている ことを要します。» ftp://ftp.cac.washington.edu/imap/ から 最新版を入手し、コンパイルしてください。

IMAP のソースファイルをシステムの include ディレクトリに直接コピー しないことが大切です。そのようなことをすると既存のファイルと衝突を 引き起こす可能性があります。そのかわりにシステムの include ディレクトリの 下に新しいディレクトリ（例：
/usr/local/imap-2000b/ 場所や名前は、あなたのシステムの設定や IMAP のバージョンに依存します）を作成し、 この新規ディレクトリの下に lib/、include/ という新しいディレクトリを作成します。IMAP ソースツリーの c-client ディレクトリからすべての *.h ファイル
を include/ に、そしてすべての *.c ファイルを lib/ にコピーします。 IMAP をコンパイルすると、c-client.a というファイルが つくられます。これも lib/ ディレクトリにコピーし、 名前を libc-client.a に変更してください。

注意:

ftp://ftp.cac.washington.edu/imap/
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C クライアントライブラリを SSL や Kerberos のサポートつきでビルド するには、パッケージとともに提供されるドキュメントを参照ください。

注意: Mandrake Linux では、IMAP ライブラリ（libc-client.a） が Kerberos のサポートなしでコンパイルされています。また、SSL 対応バージョン（client-PHP4.a）が別に インストールされます。Kerberos サポートを使用するには、これらの ライブラリを再コ
ンパイルする必要があります。

インストール手順
これらの関数を動作させるには、--with-imap[=DIR] を指定して PHP をコンパイルする必要があります。DIR は c-client インストール時のプレフィックスです。上の例のような場合には --with-imap=/usr/local/imap-2000b を指定します。この場所は、上の指示に
したがってあなたが作成したディレクトリの 場所に依存します。Windows ユーザは、php.ini で php_imap.dll DLL を有効にします。

IMAP は Windows 2000 より前のバージョンではサポートされていません。 なぜなら、メールサーバとの SSL 接続を有効にするために暗号化関数を 使用しているからです。

注意: c-client の設定によっては、これ以外に --with-imap-ssl=/path/to/openssl/ や --with-kerberos=/path/to/kerberos といったオプションを PHP の configure で指定する必要があります。

警告

IMAP、recode、 YAZ および Cyrus 拡張モジュールは、組み合わせて使用することはできません。 これは、これらすべてが同一の内部シンボルを使用しているためです。 注意: Yaz 2.0 以降ではこの問題は発生しません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

NIL (integer)
OP_DEBUG (integer)
OP_READONLY (integer)

メールボックスを読み込み専用で開きます。
OP_ANONYMOUS (integer)

ニュースで .newsrc を使用せず、更新も行いません （NNTP のみ）。
OP_SHORTCACHE (integer)
OP_SILENT (integer)
OP_PROTOTYPE (integer)
OP_HALFOPEN (integer)

IMAP や NNTP において、接続はオープンするがメールボックスを開きません。
OP_EXPUNGE (integer)
OP_SECURE (integer)
CL_EXPUNGE (integer)

imap_close() のコール時に、メールボックスを 閉じる前に中身を削除します。
FT_UID (integer)

パラメータは UID です。
FT_PEEK (integer)

まだ設定されていない場合に \Seen フラグを設定しません。
FT_NOT (integer)
FT_INTERNAL (integer)

返される文字列は内部フォーマットであり、CRLF を正規化しません。
FT_PREFETCHTEXT (integer)
ST_UID (integer)

シーケンスの引数に、番号ではなく UID を含んでいます。
ST_SILENT (integer)
ST_SET (integer)
CP_UID (integer)

シーケンス番号が UID を含んでいます。
CP_MOVE (integer)

imap_mail_copy() でコピーを行った後に 現在のメールボックスからメッセージを削除します。
SE_UID (integer)

シーケンス番号のかわりに UID を返します。
SE_FREE (integer)
SE_NOPREFETCH (integer)

検索されたメッセージを事前にフェッチすることはありません。
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SO_FREE (integer)
SO_NOSERVER (integer)
SA_MESSAGES (integer)
SA_RECENT (integer)
SA_UNSEEN (integer)
SA_UIDNEXT (integer)
SA_UIDVALIDITY (integer)
SA_ALL (integer)
LATT_NOINFERIORS (integer)

このメールボックスには「子供」はいません（このメールボックスの配下には メールボックスはありません）。
LATT_NOSELECT (integer)

これは単なるコンテナであり、メールボックスではありません。 オープンすることはできません。
LATT_MARKED (integer)

このメールボックスはマークされています。UW-IMAPD でのみ使用されます。
LATT_UNMARKED (integer)

このメールボックスはマークされていません。UW-IMAPD でのみ使用されます。
SORTDATE (integer)

imap_sort() のソート条件。 メッセージの日付でソートします。
SORTARRIVAL (integer)

imap_sort() のソート条件。 到着日でソートします。
SORTFROM (integer)

imap_sort() のソート条件。 メールボックスの最初の From アドレスでソートします。
SORTSUBJECT (integer)

imap_sort() のソート条件。 メッセージの表題でソートします。
SORTTO (integer)

imap_sort() のソート条件。 メールボックスの最初の To アドレスでソートします。
SORTCC (integer)

imap_sort() のソート条件。 メールボックスの最初の Co アドレスでソートします。
SORTSIZE (integer)

imap_sort() のソート条件。 メッセージのサイズ（バイト単位）でソートします。
TYPETEXT (integer)
TYPEMULTIPART (integer)
TYPEMESSAGE (integer)
TYPEAPPLICATION (integer)
TYPEAUDIO (integer)
TYPEIMAGE (integer)
TYPEVIDEO (integer)
TYPEOTHER (integer)
ENC7BIT (integer)
ENC8BIT (integer)
ENCBINARY (integer)
ENCBASE64 (integer)
ENCQUOTEDPRINTABLE (integer)
ENCOTHER (integer)
IMAP_OPENTIMEOUT (integer)
IMAP_READTIMEOUT (integer)
IMAP_WRITETIMEOUT (integer)
IMAP_CLOSETIMEOUT (integer)
LATT_REFERRAL (integer)
LATT_HASCHILDREN (integer)
LATT_HASNOCHILDREN (integer)
TYPEMODEL (integer)
IMAP_GC_ELT (integer)

ガベージコレクタでメッセージキャッシュ要素を消去します。
IMAP_GC_ENV (integer)

ガベージコレクタでエンベロープおよびボディを消去します。
IMAP_GC_TEXTS (integer)

ガベージコレクタでテキストを消去します。

IMAP 関数

参考
この文書では、提供される関数に関する全ての話題の詳細について立ち入ることは できません。より詳細な情報については、C クライアントライブラリのソースに 付属するドキュメント (docs/internal.txt) および以下の RFC ドキュメントで提供されています。

» RFC2821: Simple Mail Transfer Protocol (SMTP).
» RFC2822: Standard for ARPA internet text messages.
» RFC2060: Internet Message Access Protocol (IMAP) Version 4rev1.
» RFC1939: Post Office Protocol Version 3 (POP3).
» RFC977: Network News Transfer Protocol (NNTP).
» RFC2076: Common Internet Message Headers.

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2821
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1939
http://www.faqs.org/rfcs/rfc977
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2076
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» RFC2045 , » RFC2046 , » RFC2047 , » RFC2048 & » RFC2049: Multipurpose Internet Mail Extensions (MIME).

詳しい概観については、David Wood による書籍 » Programming Internet Email や Dianna Mullet と Kevin Mullet による » Managing IMAP でも得ることができます。

imap_8bit
(PHP 4, PHP 5)

imap_8bit — 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する

説明

string imap_8bit ( string $string )

(» RFC2045, section 6.7 に基づき) 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換します。

パラメータ
string

変換する 8 ビット文字列。

返り値

quoted-printable 文字列を返します。

参考

imap_qprint() - quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する

imap_alerts
(PHP 4, PHP 5)

imap_alerts — 発生した IMAP 警告メッセージを返す

説明

array imap_alerts ( void )

直近に imap_alerts() をコールして以来、 またはページ処理を開始して以来生成された 全 IMAP 警告メッセージの配列を返します。

imap_alerts() がコールされた場合、 その処理後に警告のスタックはクリアされます。IMAP の仕様では、 これらのメッセージをユーザに渡すことが規定されています。

返り値

全ての IMAP 警告メッセージの配列、あるいは警告メッセージが発生していない場合は FALSE を返します。

参考

imap_errors() - 発生したすべての IMAP エラーを返す

imap_append
(PHP 4, PHP 5)

imap_append — 指定されたメールボックスに文字列メッセージを追加する

説明

bool imap_append ( resource $imap_stream , string $mailbox , string $message [, string $options = NULL [, string $internal_date = NULL ]] )

指定したメールボックス mbox に文字列メッセージ message を追加します。

パラメータ
imap_stream

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2046
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2048
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2049
http://www.oreilly.com/catalog/progintemail/noframes.html
http://www.oreilly.com/catalog/progintemail/noframes.html
http://www.oreilly.com/catalog/mimap/noframes.html
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
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imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックスの名前。詳細は imap_open() を参照ください。
message

追加したいメッセージを表す文字列。

Cyrus IMAP サーバと通信する際には、改行コードとして "\n" のかわりに "\r\n" を使用する必要があります。さもなくば、操作は失敗します。
options

指定した場合は、 options もそのメールボックスに書きこまれます。
internal_date

このパラメータが設定されていると、追加したメッセージに INTERNALDATE を設定します。 このパラメータは、rfc2060 の日付時刻値の仕様を満たす文字列でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 INTERNALDATE のサポートが追加されました。

例

例1 imap_append() の例
<?php
$stream = imap_open("{imap.example.org}INBOX.Drafts", "username", "password");

$check = imap_check($stream);
echo "Msg Count before append: ". $check->Nmsgs . "\n";

imap_append($stream, "{imap.example.org}INBOX.Drafts"
                   , "From: me@example.com\r\n"
                   . "To: you@example.com\r\n"
                   . "Subject: test\r\n"
                   . "\r\n"
                   . "this is a test message, please ignore\r\n"
                   );

$check = imap_check($stream);
echo "Msg Count after append : ". $check->Nmsgs . "\n";

imap_close($stream);
?>

imap_base64
(PHP 4, PHP 5)

imap_base64 — BASE64 でエンコードされたテキストをデコードする

説明

string imap_base64 ( string $text )

BASE64 でエンコードされたテキスト text をデコードします。

パラメータ
text

エンコードされたテキスト。

返り値

デコードしたメッセージを文字列で返します。

参考

imap_binary() - 8 ビット文字列を base64 文字列に変換する
base64_encode() - MIME base64 方式でデータをエンコードする
base64_decode() - MIME base64 方式によりエンコードされたデータをデコードする
» RFC2045, Section 6.8

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
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imap_binary
(PHP 4, PHP 5)

imap_binary — 8 ビット文字列を base64 文字列に変換する

説明

string imap_binary ( string $string )

（» RFC2045, Section 6.8 に基づき）8 ビット文字列を base64 文字列に変換します。

パラメータ
string

8 ビット文字列。

返り値

base64 エンコードされた文字列を返します。

参考

imap_base64() - BASE64 でエンコードされたテキストをデコードする

imap_body
(PHP 4, PHP 5)

imap_body — メッセージ本文を読む

説明

string imap_body ( resource $imap_stream , int $msg_number [, int $options = 0 ] )

imap_body() は、現在のメールボックスにある msg_number 番目のメッセージの本文を返します。

imap_body() は、メッセージの本文と全く同じ コピーのみを返します。マルチパート MIME エンコードされたメッセージの 一部を展開するには、その構造を解析するために imap_fetch_structure() を使用し、単一の部分要素の コピーを展開する際には、 imap_fetchbody()
を使用する必要があります。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
options

オプションの options はビットマスクであり、 以下の要素の組み合わせとなります。

FT_UID - msg_number は UID です
FT_PEEK - 既に設定されていない場合、\Seen フラグを設定しない
FT_INTERNAL - 内部フォーマットで文字列を返す。 CRLF を正規化しない。

返り値

指定したメッセージの本文を文字列で返します。

imap_bodystruct
(PHP 4, PHP 5)

imap_bodystruct — 指定したメッセージの指定した body セクションの構造を読み込む

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
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説明

object imap_bodystruct ( resource $imap_stream , int $msg_number , string $section )

指定したメッセージの指定した body セクションの構造を読み込みます。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
section

読み込む body セクション。

返り値

オブジェクトの情報を返します。オブジェクトの構造やプロパティについての詳細は imap_fetchstructure() を参照ください。

参考

imap_fetchstructure() - 特定のメッセージの構造を読み込む

imap_check
(PHP 4, PHP 5)

imap_check — 現在のメールボックスをチェックする

説明

object imap_check ( resource $imap_stream )

現在のメールボックスに関する情報を調べます。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

以下のプロパティをもつオブジェクトの情報を返します。

Date - 現在のシステム時刻を » RFC2822 にしたがってフォーマットしたもの。
Driver - メールボックスにアクセスする際に使用するプロトコル: POP3、IMAP、NNTP
Mailbox - メールボックスの名前。
Nmsgs - メールボックス内のメッセージの数。
Recent - メールボックス内の新規メッセージの数。

失敗した場合には FALSE を返します。

例

例1 imap_check() の例
<?php

$imap_obj = imap_check($imap_stream);
var_dump($imap_obj);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(stdClass)(5) {
  ["Date"]=>
  string(37) "Wed, 10 Dec 2003 17:56:54 +0100 (CET)"
  ["Driver"]=>
  string(4) "imap"
  ["Mailbox"]=>
  string(54)
  "{www.example.com:143/imap/user="foo@example.com"}INBOX"

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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  ["Nmsgs"]=>
  int(1)
  ["Recent"]=>
  int(0)
}

imap_clearflag_full
(PHP 4, PHP 5)

imap_clearflag_full — メッセージのフラグをクリアする

説明

bool imap_clearflag_full ( resource $imap_stream , string $sequence , string $flag [, int $options = 0 ] )

この関数は、指定したシーケンス sequence のメッセージのフラグから、指定したフラグ flag を削除します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
sequence

メッセージ番号のシーケンス。 X,Y のようにメッセージを列挙したり、 X:Y のようにしてその間のすべてのメッセージを指定したりできます。
flag

設定可能なフラグは "\\Seen"、 "\\Answered"、"\\Flagged"、"\\Deleted" および "\\Draft" です (» RFC2060 で定義されています)。
options

オプション options はビットマスクであり、 以下の組み合わせとなります。

ST_UID - シーケンス引数はシーケンス番号の代わりに UID を含みます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_setflag_full() - メッセージにフラグをセットする

imap_close
(PHP 4, PHP 5)

imap_close — IMAP ストリームをクローズする

説明

bool imap_close ( resource $imap_stream [, int $flag = 0 ] )

IMAP ストリームをクローズします。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
flag

CL_EXPUNGE を指定した場合、メールボックスを閉じる前に暗黙のうちに 削除マークがついた全てのメッセージを削除します。 imap_expunge() を使用して、同じことを行うこともできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
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imap_open() - メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする

imap_createmailbox
(PHP 4, PHP 5)

imap_createmailbox — 新しいメールボックスを作る

説明

bool imap_createmailbox ( resource $imap_stream , string $mailbox )

imap_createmailbox() は mailbox で指定された新しいメールボックスを作成します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。 この名前に国際化文字を含む場合には、 imap_utf7_encode() でエンコードする必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imap_createmailbox() example

<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org}", "username", "password", OP_HALFOPEN)
     or die("接続できません: " . imap_last_error());
$name1 = "phpnewbox";
$name2 = imap_utf7_encode("phpnewb&ouml;x");

$newname = $name1;

echo "Newname will be '$name1'<br />\n";

// ここでは inbox フォルダ内に新しいメールボックス "phptestbox" を
// 作成し、その後でメールボックスの状態を確認し、最後にそれを削除して
// もとの状態に戻します。
if (@imap_createmailbox($mbox, imap_utf7_encode("{imap.example.org}INBOX.$newname"))) {
    $status = @imap_status($mbox, "{imap.example.org}INBOX.$newname", SA_ALL);
    if ($status) {
        echo "your new mailbox '$name1' has the following status:<br />\n";
        echo "Messages:   " . $status->messages    . "<br />\n";
        echo "Recent:     " . $status->recent      . "<br />\n";
        echo "Unseen:     " . $status->unseen      . "<br />\n";
        echo "UIDnext:    " . $status->uidnext     . "<br />\n";
        echo "UIDvalidity:" . $status->uidvalidity . "<br />\n";

        if (imap_renamemailbox($mbox, "{imap.example.org}INBOX.$newname", "{imap.example.org}INBOX.$name2")) {
            echo "renamed new mailbox from '$name1' to '$name2'<br />\n";
            $newname = $name2;
        } else {
            echo "imap_renamemailbox on new mailbox failed: " . imap_last_error() . "<br />\n";
        }
    } else {
        echo "imap_status on new mailbox failed: " . imap_last_error() . "<br />\n";
    }

    if (@imap_deletemailbox($mbox, "{imap.example.org}INBOX.$newname")) {
        echo "new mailbox removed to restore initial state<br />\n";
    } else {
        echo "imap_deletemailbox on new mailbox failed: " . implode("<br />\n", imap_errors()) . "<br />\n";
    }

} else {
    echo "could not create new mailbox: " . implode("<br />\n", imap_errors()) . "<br />\n";
}

imap_close($mbox);
?>

参考

imap_renamemailbox() - メールボックスの名前を変更する
imap_deletemailbox() - メールボックスを削除する

imap_delete
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(PHP 4, PHP 5)

imap_delete — 現在のメールボックスから削除するメッセージに印を付ける

説明

bool imap_delete ( resource $imap_stream , int $msg_number [, int $options = 0 ] )

msg_number が指すメッセージに 削除予定のマークをします。削除マークを付けられたメッセージは、 imap_expunge() がコールされるか imap_close() に CL_EXPUNGE を付けてコールされるかのどちらかが行われるまでメールボックスに残ったままになります。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
options

FT_UID を指定すると、 引数 msg_number を UID として処理することを関数に指示できます。

返り値

Returns TRUE.

例

例1 imap_delete() の例
<?php

$mbox = imap_open("{imap.example.org}INBOX", "username", "password")
    or die("接続できません: " . imap_last_error());
$check = imap_mailboxmsginfo($mbox);
echo "Messages before delete: " . $check->Nmsgs . "<br />\n";

imap_delete($mbox, 1);

$check = imap_mailboxmsginfo($mbox);
echo "Messages after  delete: " . $check->Nmsgs . "<br />\n";

imap_expunge($mbox);

$check = imap_mailboxmsginfo($mbox);
echo "Messages after expunge: " . $check->Nmsgs . "<br />\n";

imap_close($mbox);
?>

注意

注意:

POP3 メールボックスは、コネクション間で保存可能なメッセージフラグを持っていません。 そのため、削除マークをつけたメッセージを本当に削除するためには、 同一の接続内で imap_expunge() をコールする必要があります。

参考

imap_undelete() - 削除マークがついているメッセージのマークをはずす
imap_expunge() - 削除用にマークされたすべてのメッセージを削除する
imap_close() - IMAP ストリームをクローズする

imap_deletemailbox
(PHP 4, PHP 5)

imap_deletemailbox — メールボックスを削除する

説明

bool imap_deletemailbox ( resource $imap_stream , string $mailbox )

指定したメールボックス mailbox を削除します。

パラメータ
imap_stream
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imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_createmailbox() - 新しいメールボックスを作る
imap_renamemailbox() - メールボックスの名前を変更する
mbox の書式については imap_open() - メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする

imap_errors
(PHP 4, PHP 5)

imap_errors — 発生したすべての IMAP エラーを返す

説明

array imap_errors ( void )

ページのリクエストの間かエラースタックがリセットされて以来 生じた全ての IMAP エラー (存在すれば) を返します。

imap_errors() がコールされると、 処理の終了後にエラースタックがクリアされます。

返り値

この関数は、最後に imap_errors() コールを行ってから、またはそのページの処理を開始してから 発生した全ての IMAP エラーメッセージの配列を返します。 エラーメッセージが存在しない場合には FALSE を返します。

参考

imap_last_error() - ページリクエスト時に生じた直近の IMAP エラーを返す
imap_alerts() - 発生した IMAP 警告メッセージを返す

imap_expunge
(PHP 4, PHP 5)

imap_expunge — 削除用にマークされたすべてのメッセージを削除する

説明

bool imap_expunge ( resource $imap_stream )

imap_delete()、imap_mail_move()、 あるいは imap_setflag_full() で削除用マークを設定されたすべてのメッセージを削除します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

TRUE を返します。

imap_fetch_overview
(PHP 4, PHP 5)

imap_fetch_overview — 指定したメッセージのヘッダ情報の概要を読む
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説明

array imap_fetch_overview ( resource $imap_stream , string $sequence [, int $options = 0 ] )

この関数は、指定された sequence のメールヘッダを取得してその内容の概要を返します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
sequence

メッセージのシーケンスを指定します。 X,Y 形式で列挙したり、 X:Y 形式でその範囲内のすべてのメッセージを取得したりできます。
options

sequence には、メッセージのインデックスか、もし flags に FT_UID が含まれている場合は UID が含まれます。

返り値

オブジェクトの配列を返します。各要素が、 それぞれひとつのメッセージのヘッダを表します。 オブジェクトで定義されるのは、存在するプロパティのみです。 以下のプロパティがあります。

subject - メッセージの題名(subject)
from - 送信者
to - 受信者
date - 送信日
message_id - Message-ID
references - このメッセージ ID への参照です
in_reply_to - このメッセージ ID への返信です
size - サイズ（バイト数）
uid - メールボックスにおけるこのメッセージの UID
msgno - メールボックスにおけるこのメッセージのシーケンス番号
recent - このメッセージには recent フラグが立てられています
flagged - フラグが立てられています
answered - 返信済みフラグが立てられています
deleted - 削除フラグが立てられています
seen - 既読フラグが立てられています
draft - 草稿フラグが立てられています

例

例1 imap_fetch_overview() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org:143}INBOX", "username", "password")
     or die("接続できません: " . imap_last_error());
$MC = imap_check($mbox);

// INBOX のすべてのメッセージの概要を取得します
$result = imap_fetch_overview($mbox,"1:{$MC->Nmsgs}",0);
foreach ($result as $overview) {
    echo "#{$overview->msgno} ({$overview->date}) - From: {$overview->from}
    {$overview->subject}\n";
}
imap_close($mbox);
?>

参考

imap_fetchheader() - メッセージのヘッダを返す

imap_fetchbody
(PHP 4, PHP 5)

imap_fetchbody — メッセージ本文中の特定のセクションを取り出す

説明

string imap_fetchbody ( resource $imap_stream , int $msg_number , string $section [, int $options = 0 ] )

指定されたメッセージ本文中の特定のセクションを取得します。 本文パートは、この関数ではデコードされません。

パラメータ
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imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
section

パート番号。ピリオドで区切られた整数文字列を指定します。 これは、IMAP4 仕様における本文パートのリストへのインデックスとなります。
options

ビットマスクであり、以下の組合わせとなります。

FT_UID - msg_numberは UID である
FT_PEEK - 既に設定されていない場合、 \Seen フラグを設定しない
FT_INTERNAL - 内部フォーマットで文字列を返す。CRLF は正規化しない。

返り値

指定されたメッセージ本文中の特定のセクションをテキスト文字列で返します。

参考

imap_savebody() - 指定した本文部をファイルに保存する
imap_fetchstructure() - 特定のメッセージの構造を読み込む

imap_fetchheader
(PHP 4, PHP 5)

imap_fetchheader — メッセージのヘッダを返す

説明

string imap_fetchheader ( resource $imap_stream , int $msg_number [, int $options = 0 ] )

指定したメッセージについて、フィルタリング されていない完全な » RFC2822 フォーマットのヘッダをテキスト文字列として取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
options

オプション options は次のようになります。

FT_UID - 引数 msgno は UID です。
FT_INTERNAL - 返される文字列は "internal" フォーマットです。CRLF は正規化しません。
FT_PREFETCHTEXT - RFC822.TEXT を、 同時に事前に取得しておく必要があります。これは、メッセージテキスト 全体を取得したい場合（例:「ローカルファイルに保存する」操作）に IMAP 接続で余分な RTT を回避します。

返り値

指定したメッセージのヘッダをテキスト文字列で返します。

参考

imap_fetch_overview() - 指定したメッセージのヘッダ情報の概要を読む

imap_fetchstructure
(PHP 4, PHP 5)

imap_fetchstructure — 特定のメッセージの構造を読み込む

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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説明

object imap_fetchstructure ( resource $imap_stream , int $msg_number [, int $options = 0 ] )

この関数は、指定したメッセージに関するすべての構造化された情報を取り出します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
options

オプションのパラメータで、FT_UID のみが指定可能です。 これは、msg_number を UID として処理することを関数に指定するためのものです。

返り値

オブジェクトを返します。このオブジェクトには、 MIME の添付の各要素に類似のオブジェクトとしてエンベロープ、 内部の日付、サイズ、フラグそして本体が含まれます。 返されるオブジェクトの構造は次のようになります。

imap_fetchstructure() が返すオブジェクト
type 最初の body 部の型
encoding body 部を転送する際のエンコード法
ifsubtype subtype 文字列がある場合に TRUE
subtype MIME の subtype
ifdescription description 文字列がある場合に TRUE
description 内容を記述する文字列
ifid identification 文字列がある場合に TRUE
id Identification 文字列
lines 行数
bytes バイト数
ifdisposition disposition 文字列がある場合に TRUE
disposition Disposition 文字列
ifdparameters dparameters 配列が存在する場合に TRUE
dparameters オブジェクトの配列。各オブジェクトは "attribute" および "value" というプロパティを保持し、それぞれ Content-disposition MIME ヘッダの 対応するパラメータを表す。
ifparameters 配列 parameters が存在する場合に TRUE
parameters オブジェクトの配列。各オブジェクトは "attribute" および "value" というプロパティを保持する。
parts オブジェクトの配列であり、その構造はトップレベルオブジェクトと 同じです。それぞれが MIME body 部に対応しています。

最初の body
部の型 (使用す
るライブラリ
によって異な
ります)

0 text
1 multipart
2 message
3 application
4 audio
5 image
6 video
7 other

転送時のエンコーディン
グ (使用するライブラリ
によって異なります)

0 7BIT
1 8BIT
2 BINARY
3 BASE64
4 QUOTED-PRINTABLE
5 OTHER

参考
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imap_fetchbody() - メッセージ本文中の特定のセクションを取り出す
imap_bodystruct() - 指定したメッセージの指定した body セクションの構造を読み込む

imap_gc
(PHP 5 >= 5.3.0)

imap_gc — IMAP キャッシュをクリアする

説明

string imap_gc ( resource $imap_stream , int $caches )

指定した型のエントリのキャッシュを破棄します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
caches

破棄したいキャッシュを指定します。以下の定数 IMAP_GC_ELT (メッセージキャッシュ要素)、 IMAP_GC_ENV (エンベロープおよびボディ)、 IMAP_GC_TEXTS (テキスト) の組み合わせとなります。

返り値

Returns TRUE.

例

例1 imap_gc() の例
<?php

$mbox = imap_open("{imap.example.org:143}", "username", "password");

imap_gc($mbox, IMAP_GC_ELT);

?>

imap_get_quota
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

imap_get_quota — クオータレベルの設定、メールボックス毎の使用状況を取得する

説明

array imap_get_quota ( resource $imap_stream , string $quota_root )

クオータレベルの設定、メールボックス毎の使用状況を取得します。

この関数の非管理者向けバージョンは、 PHP の imap_get_quotaroot() 関数を参照ください。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
quota_root

quota_root は、通常 user.name という形式にする必要があります。 name は、情報を取得したいメールボックスの名前です。

返り値

指定したメールボックスの limit と usage をキーとした整数値を配列として返します。 limit の値は、このメールボックスで最大使用可能な大きさを表します。 usage の値は、このメールボックスの現在の使用状況を示します。 失敗した場合に FALSE を返します。

PHP 4.3 では、この関数は » RFC2087 で述べられている機能をより適切に反映するようになっています。 返り値の配列からは、サポートするリソース （例:メッセージ、あるいはサブフォルダ）数の制限をなくし、 名前つきリソースを独立した配列のキーとして受信するよう
にしました。 各キーの値は配列となっており、その中に usage と values の値が格納されています。

過去との互換性を保つため、旧来のアクセス方法も使用可能です。 しかし新しい方法に変更することを推奨します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2087
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例

例1 imap_get_quota() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org}", "mailadmin", "password", OP_HALFOPEN)
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
$quota_value = imap_get_quota($mbox, "user.kalowsky");
if (is_array($quota_value)) {
    echo "Usage level is: " . $quota_value['usage'];
    echo "Limit level is: " . $quota_value['limit'];
}

imap_close($mbox);
?>

例2 4.3 以降のバージョンでの imap_get_quota() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org}", "mailadmin", "password", OP_HALFOPEN)
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
$quota_values = imap_get_quota($mbox, "user.kalowsky");
if (is_array($quota_values)) {
   $storage = $quota_values['STORAGE'];
   echo "STORAGE usage level is: " .  $storage['usage'];
   echo "STORAGE limit level is: " .  $storage['limit'];

   $message = $quota_values['MESSAGE'];
   echo "MESSAGE usage level is: " .  $message['usage'];
   echo "MESSAGE limit is: " .  $message['limit'];

   /* ...  */
}

imap_close($mbox);
?>

注意

この関数は、現在、c-client2000 以降のライブラリを使用しているユーザのみ使用可能です。

指定する imap_stream は、 メールの管理者としてオープンしたものである必要があります。 そうでない場合は、この関数は失敗します。

参考

imap_open() - メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする
imap_set_quota() - 指定したメールボックスにクォータを設定する
imap_get_quotaroot() - ユーザ単位のクォータ設定を取得する

imap_get_quotaroot
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

imap_get_quotaroot — ユーザ単位のクォータ設定を取得する

説明

array imap_get_quotaroot ( resource $imap_stream , string $quota_root )

ユーザ単位のクォータ設定を取得します。 limit の値は、このユーザがメールボックスで使用可能な総容量を表します。 usage の値は、ユーザが現在メールボックスで使用している容量を表します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
quota_root

quota_root はどのメールボックスを調べるかを 指定します（例: INBOX）。

返り値

指定したユーザのメールボックスに関連する整数値を配列で返します。 すべての値にはリソース名に基づいたキーがつけられており、 usage および limit 値を保持する配列が関連付けられています。

コールが失敗した場合、およびサーバからの応答内容をパースできなかった場合には この関数は FALSE を返します。

例

例1 imap_get_quotaroot() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org}", "kalowsky", "password", OP_HALFOPEN)
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
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$quota = imap_get_quotaroot($mbox, "INBOX");
if (is_array($quota)) {
   $storage = $quota_values['STORAGE'];
   echo "STORAGE usage level is: " .  $storage['usage'];
   echo "STORAGE limit level is: " .  $storage['limit'];

   $message = $quota_values['MESSAGE'];
   echo "MESSAGE usage level is: " .  $message['usage'];
   echo "MESSAGE limit level is: " .  $message['limit'];

   /* ...  */

}

imap_close($mbox);
?>

注意

この関数は、現在は c-client2000 以降のライブラリを使用しているユーザのみ利用可能です。

imap_stream は、 調べたいメールボックスを所有するユーザがオープンしなければなりません。

参考

imap_open() - メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする
imap_set_quota() - 指定したメールボックスにクォータを設定する
imap_get_quota() - クオータレベルの設定、メールボックス毎の使用状況を取得する

imap_getacl
(PHP 5)

imap_getacl — 与えられたメールボックスの ACL を取得する

説明

array imap_getacl ( resource $imap_stream , string $mailbox )

指定したメールボックスの ACL を取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。

返り値

"folder" => "acl" 形式の連想配列を返します。

例

例1 imap_getacl() の例
<?php

print_r(imap_getacl($conn_id, 'user.joecool'));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [asubfolder] => lrswipcda
    [anothersubfolder] => lrswipcda
)

注意

この関数は、現在は c-client2000 以降のライブラリを使用しているユーザのみ利用可能です。

参考

imap_setacl() - 指定したメールボックスの ACL を設定する
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imap_getmailboxes
(PHP 4, PHP 5)

imap_getmailboxes — メールボックスのリストを読み込み、各ボックスに関する詳細な情報を返す

説明

array imap_getmailboxes ( resource $imap_stream , string $ref , string $pattern )

メールボックスの情報を取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
ref

通常、ref は imap_open() で述べられているサーバ定義です。
pattern

検索を開始するメールボックスの階層を指定します。

pattern の中で使用できる特別な文字として '*' および '%' があります。 '*' は、すべてのメールボックスを意味します。 pattern に '*' を指定すると、 メールボックス階層全体のリストが得られます。 '%' は現在のレベルのみを意味します。 '%' を pattern に指定すると、
トップレベルのメールボックスのみを返します。UW_IMAPD の場合、 '~/mail/%' は ~/mail ディレクトリ内のすべてのメールボックスを返しますが、 そのディレクトリのサブフォルダにあるメールボックスは返しません。

返り値

メールボックス情報を有するオブジェクトの配列を返します。各オブジェクトには、 メールボックスの完全な名前である name、 このメールボックスの階層の区切りを示す属性 delimiter、 そして attributes が存在します。 attributes はビットマスクであり、 次のものについ
て調べることができます。

LATT_NOINFERIORS - このメールボックスには 「子供」がいるかいないかはわかりません（このボックスの中にメールボックスはありません）。 このメールボックスに対して imap_createmailbox() をコールしても動作しません。

LATT_NOSELECT - 単なるコンテナであり、 メールボックスではありません - これをオープンすることはできません。

LATT_MARKED - このメールボックスにはマークがつけられています。 これは、最後に確認したとき以降に新たなメッセージが到着しているかもしれないということを意味します。 すべての IMAP サーバがこの機能を提供しているとは限りません。

LATT_UNMARKED - このメールボックスにはマークがつけられておらず、 新たなメッセージを含んでいません。 MARKED あるいは UNMARKED が提供されている場合は、 その IMAP サーバがこのメールボックスに対してマーク機能を提供しているとみなせます。

例

例1 imap_getmailboxes() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org}", "username", "password", OP_HALFOPEN)
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
$list = imap_getmailboxes($mbox, "{imap.example.org}", "*");
if (is_array($list)) {
    foreach ($list as $key => $val) {
        echo "($key) ";
        echo imap_utf7_decode($val->name) . ",";
        echo "'" . $val->delimiter . "',";
        echo $val->attributes . "<br />\n";
    }
} else {
    echo "imap_getmailboxes failed: " . imap_last_error() . "\n";
}

imap_close($mbox);
?>

参考

imap_getsubscribed() - 購読中の全メールボックスの一覧を取得する

imap_getsubscribed
(PHP 4, PHP 5)

imap_getsubscribed — 購読中の全メールボックスの一覧を取得する

説明

array imap_getsubscribed ( resource $imap_stream , string $ref , string $pattern )
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購読中のメールボックスの情報を取得します。

imap_getmailboxes() と同じ動作をしますが、 ユーザが購読しているメールボックスのみを返すという点が異なります。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
ref

ref は、通常は imap_open() で指定したサーバ情報です。
pattern

検索を開始するメールボックスの階層を指定します。

pattern の中で使用できる特別な文字として '*' および '%' があります。 '*' は、すべてのメールボックスを意味します。 pattern に '*' を指定すると、 メールボックス階層全体のリストが得られます。 '%' は現在のレベルのみを意味します。 '%' を pattern に指定すると、
トップレベルのメールボックスのみを返します。UW_IMAPD の場合、 '~/mail/%' は ~/mail ディレクトリ内のすべてのメールボックスを返しますが、 そのディレクトリのサブフォルダにあるメールボックスは返しません。

返り値

メールボックス情報を有するオブジェクトの配列を返します。各オブジェクトには、 メールボックスの完全な名前である name、 このメールボックスの階層の区切りを示す属性 delimiter、 そして attributes が存在します。 attributes はビットマスクであり、 次のものについ
て調べることができます。

LATT_NOINFERIORS - このメールボックスには 「子供」はいません（このボックスの中にメールボックスはありません）。
LATT_NOSELECT - 単なるコンテナであり、 メールボックスではありません - これをオープンすることはできません。
LATT_MARKED - このメールボックスにはマークが つけられています。UW-IMAPD でのみ使用されます。
LATT_UNMARKED - このメールボックスにはマークが つけられていません。UW-IMAPD でのみ使用されます。

imap_header
(PHP 4, PHP 5)

imap_header — imap_headerinfo() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 imap_headerinfo().

imap_headerinfo
(PHP 4, PHP 5)

imap_headerinfo — メッセージヘッダを読み込む

説明

object imap_headerinfo ( resource $imap_stream , int $msg_number [, int $fromlength = 0 [, int $subjectlength = 0 [, string $defaulthost = NULL ]]] )

指定したメッセージ番号についての情報を、そのヘッダを読み込んで取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
fromlength

fetchfrom プロパティの文字数。 ゼロ以上でなければなりません。
subjectlength

fetchsubject プロパティの文字数。 ゼロ以上でなければなりません。
defaulthost

返り値
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以下のプロパティをもつオブジェクトを返します。

toaddress - 完全な to: 行。最大 1024 文字。
to - To: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、adl、 mailbox および host
fromaddress - 完全な from: 行。最大 1024 文字。
from - From: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、adl、 mailbox および host
ccaddress - 完全な cc: 行。最大 1024 文字。
cc - Cc: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、adl、 mailbox および host
bccaddress - 完全な bcc: 行。最大 1024 文字。
bcc - Bcc: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、adl、 mailbox および host
reply_toaddress - 完全な Reply-To: 行。最大 1024 文字。
reply_to - Reply-To: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、adl、 mailbox および host
senderaddress - 完全な sender: 行。最大 1024 文字。
sender - Sender: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、adl、 mailbox および host
return_pathaddress - 完全な Return-Path: 行。最大 1024 文字。
return_path - Return-Path: 行から、次のプロパティを含むオブジェクトの配列を返します。 personal、 adl、mailbox および host
remail -
date - ヘッダにあるメッセージの日付。
Date - date と同じ。
subject - メッセージの件名。
Subject - subject と同じ。
in_reply_to -
message_id -
newsgroups -
followup_to -
references -
Recent - 最近の既読メッセージは R、 最新の未読メッセージは N、 最新でないメッセージは ' '。
Unseen - 最新でない未読メッセージは U、 既読、あるいは最新の未読メッセージは ' '。
Flagged - フラグがたっている場合は F、 そうでない場合は ' '。
Answered - 返信した場合は A、 していない場合は ' '。
Deleted - 削除された場合は D、 されていない場合は ' '。
Draft - 草稿である場合は X、 そうでない場合は ' '。
Msgno - メッセージ番号。
MailDate -
Size - メッセージのサイズ。
udate - メールメッセージの日付を Unix time で表したもの。
fetchfrom - from 行を fromlength 文字に適合させたもの。
fetchsubject - subject 行を subjectlength 文字に適合させたもの。

参考

imap_fetch_overview() - 指定したメッセージのヘッダ情報の概要を読む

imap_headers
(PHP 4, PHP 5)

imap_headers — メールボックス内のすべてのメッセージのヘッダを返す

説明

array imap_headers ( resource $imap_stream )

メールボックス内のすべてのメッセージのヘッダを返します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

ヘッダ情報でフォーマットされた文字列の配列を返します。1 つの メールメッセージ毎に 1 つの要素が格納されます。

imap_last_error
(PHP 4, PHP 5)
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imap_last_error — ページリクエスト時に生じた直近の IMAP エラーを返す

説明

string imap_last_error ( void )

現在のページに生じた直近の IMAP エラーメッセージの全文を返します。 エラースタックは変更されません。 imap_last_error() を続けてコールした際、 コール間に新規エラーが生じていない場合は同じエラーが返されます。

返り値

現在のページに生じた直近の IMAP エラーメッセージの全文を返します。 エラーメッセージが存在しない場合は FALSE を返します。

参考

imap_errors() - 発生したすべての IMAP エラーを返す

imap_list
(PHP 4, PHP 5)

imap_list — メールボックスのリストを読み込む

説明

array imap_list ( resource $imap_stream , string $ref , string $pattern )

メールボックスのリストを読み込みます。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
ref

通常、ref は imap_open() で述べられているサーバ定義です。
pattern

検索を開始するメールボックスの階層を指定します。

pattern の中で使用できる特別な文字として '*' および '%' があります。 '*' は、すべてのメールボックスを意味します。 pattern に '*' を指定すると、 メールボックス階層全体のリストが得られます。 '%' は現在のレベルのみを意味します。 '%' を pattern に指定すると、
トップレベルのメールボックスのみを返します。UW_IMAPD の場合、 '~/mail/%' は ~/mail ディレクトリ内のすべてのメールボックスを返しますが、 そのディレクトリのサブフォルダにあるメールボックスは返しません。

返り値

メールボックスの名前を含む配列を返します。

例

例1 imap_list() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org}", "username", "password", OP_HALFOPEN)
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
$list = imap_list($mbox, "{imap.example.org}", "*");
if (is_array($list)) {
    foreach ($list as $val) {
        echo imap_utf7_decode($val) . "\n";
    }
} else {
    echo "imap_list が失敗しました: " . imap_last_error() . "\n";
}

imap_close($mbox);
?>

参考

imap_getmailboxes() - メールボックスのリストを読み込み、各ボックスに関する詳細な情報を返す
imap_lsub() - 購読しているすべてのメールボックスの一覧を得る

imap_listmailbox
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(PHP 4, PHP 5)

imap_listmailbox — imap_list() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 imap_list().

imap_listscan
(PHP 4, PHP 5)

imap_listscan — 指定したテキストにマッチするメールボックスの一覧を返す

説明

array imap_listscan ( resource $imap_stream , string $ref , string $pattern , string $content )

content をテキストに持つメールボックスの名前を 配列で返します。

この関数は imap_listmailbox() に似ていますが、 メールボックス内に文字列 content が存在するか どうかを調べる点が違います。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
ref

通常、ref は imap_open() で述べられているサーバ定義です。
pattern

検索を開始するメールボックスの階層を指定します。

pattern の中で使用できる特別な文字として '*' および '%' があります。 '*' は、すべてのメールボックスを意味します。 pattern に '*' を指定すると、 メールボックス階層全体のリストが得られます。 '%' は現在のレベルのみを意味します。 '%' を pattern に指定すると、
トップレベルのメールボックスのみを返します。UW_IMAPD の場合、 '~/mail/%' は ~/mail ディレクトリ内のすべてのメールボックスを返しますが、 そのディレクトリのサブフォルダにあるメールボックスは返しません。

content

検索する文字列。

返り値

content をテキストに持つメールボックスの名前を 配列で返します。

参考

imap_listmailbox() - imap_list のエイリアス
imap_search() - 指定した検索条件にマッチするメッセージを配列として返す

imap_listsubscribed
(PHP 4, PHP 5)

imap_listsubscribed — imap_lsub() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 imap_lsub().

imap_lsub
(PHP 4, PHP 5)

imap_lsub — 購読しているすべてのメールボックスの一覧を得る

説明
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array imap_lsub ( resource $imap_stream , string $ref , string $pattern )

購読しているすべてのメールボックスの配列を取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
ref

通常、ref は imap_open() で述べられているサーバ定義です。
pattern

検索を開始するメールボックスの階層を指定します。

pattern の中で使用できる特別な文字として '*' および '%' があります。 '*' は、すべてのメールボックスを意味します。 pattern に '*' を指定すると、 メールボックス階層全体のリストが得られます。 '%' は現在のレベルのみを意味します。 '%' を pattern に指定すると、
トップレベルのメールボックスのみを返します。UW_IMAPD の場合、 '~/mail/%' は ~/mail ディレクトリ内のすべてのメールボックスを返しますが、 そのディレクトリのサブフォルダにあるメールボックスは返しません。

返り値

購読しているすべてのメールボックスの配列を返します。

参考

imap_list() - メールボックスのリストを読み込む
imap_getmailboxes() - メールボックスのリストを読み込み、各ボックスに関する詳細な情報を返す

imap_mail_compose
(PHP 4, PHP 5)

imap_mail_compose — 指定したエンベロープおよびボディセクションに基づいて MIME メッセージを作成する

説明

string imap_mail_compose ( array $envelope , array $body )

指定したエンベロープ envelope およびボディセクション body に基づいて MIME メッセージを作成します。

パラメータ
envelope

ヘッダフィールドの連想配列。使えるキーは "remail", "return_path", "date", "from", "reply_to", "in_reply_to", "subject", "to", "cc", "bcc", "message_id" および "custom_headers" (その他のヘッダの連想配列) です。
body

本文の配列。

本文は、以下のキーからなる連想配列です。 "type", "encoding", "charset", "type.parameters", "subtype", "id", "description", "disposition.type", "disposition", "contents.data", "lines", "bytes" および "md5"。

返り値

MIME メッセージを返します。

例

例1 imap_mail_compose() の例
<?php

$envelope["from"]= "joe@example.com";
$envelope["to"]  = "foo@example.com";
$envelope["cc"]  = "bar@example.com";

$part1["type"] = TYPEMULTIPART;
$part1["subtype"] = "mixed";

$filename = "/tmp/imap.c.gz";
$fp = fopen($filename, "r");
$contents = fread($fp, filesize($filename));
fclose($fp);

$part2["type"] = TYPEAPPLICATION;
$part2["encoding"] = ENCBINARY;
$part2["subtype"] = "octet-stream";
$part2["description"] = basename($filename);
$part2["contents.data"] = $contents;
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$part3["type"] = TYPETEXT;
$part3["subtype"] = "plain";
$part3["description"] = "description3";
$part3["contents.data"] = "contents.data3\n\n\n\t";

$body[1] = $part1;
$body[2] = $part2;
$body[3] = $part3;

echo nl2br(imap_mail_compose($envelope, $body));

?>

imap_mail_copy
(PHP 4, PHP 5)

imap_mail_copy — 指定されたメッセージをメールボックスにコピーする

説明

bool imap_mail_copy ( resource $imap_stream , string $msglist , string $mailbox [, int $options = 0 ] )

msglist で指定されたメッセージを、 指定したメールボックスにコピーします。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msglist

msglist は、 (» RFC2060 に記述されたように) ただのメッセージ番号ではなく、範囲を示します。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
options

options はビットマスクであり、以下の組み合わせです。

CP_UID - UIDS を含む処理の数
CP_MOVE - コピー後にメールボックスからメッセージを削除する

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_mail_move() - 指定されたメッセージをメールボックスに移動する

imap_mail_move
(PHP 4, PHP 5)

imap_mail_move — 指定されたメッセージをメールボックスに移動する

説明

bool imap_mail_move ( resource $imap_stream , string $msglist , string $mailbox [, int $options = 0 ] )

msglist で指定されたメッセージを、 指定されたメールボックス mbox に移動します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msglist

msglist は、 (» RFC2060 に記述されたように) ただのメッセージ番号ではなく、範囲を示します。
mailbox

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
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メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
options

options はビットマスクであり、ひとつのオプションをとります。

CP_UID - UIDS を含む処理の数

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

imap_mail_move() は元のメールに削除フラグを立てます。 imap_expunge() がコールされたときに確実に削除されるようにするためです。

参考

imap_mail_copy() - 指定されたメッセージをメールボックスにコピーする

imap_mail
(PHP 4, PHP 5)

imap_mail — e-mail メッセージを送信する

説明

bool imap_mail ( string $to , string $subject , string $message [, string $additional_headers = NULL [, string $cc = NULL [, string $bcc = NULL [, string $rpath = NULL ]]]] )

この関数は、Cc および Bcc 受信者の正確な処理を行って email を送信することが可能です。

パラメータ to、cc および bcc は全て文字列で、 » RFC822 アドレスリストとしてパースされます。

パラメータ
to

受信者。
subject

メールの件名。
message

メールの本文。
additional_headers

メールに設定する追加ヘッダ文字列。
cc

bcc

bcc で指定した受信者は mail を受信しますが、 ヘッダからは除外されます。
rpath

リターンパスを指定するために rpath パラメータを使用してください。この関数は、 複数のユーザ用のメールクライアントとして PHP を使用する際に有用です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mail() - メールを送信する

imap_mailboxmsginfo

http://www.faqs.org/rfcs/rfc822
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(PHP 4, PHP 5)

imap_mailboxmsginfo — 現在のメールボックスに関する情報を得る

説明

object imap_mailboxmsginfo ( resource $imap_stream )

サーバにおける現在のメールボックスのステータスを調べます。この関数は imap_status() に似ていますが、 メールボックス内の全メッセージのサイズを合計します。このため、 実行時間が幾分余計にかかります。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

以下のプロパティを有するオブジェクトを返します。

Mailbox のプロパティ
Date 最終変更日 (現在の日付時刻)
Driver ドライバ
Mailboxメールボックスの名前
Nmsgs メッセージ数
Recent 最近のメッセージの数
Unread 未読のメッセージの数
Deleted 削除されたメッセージの数
Size メールボックスのサイズ

Returns FALSE on failure.

例

例1 imap_mailboxmsginfo() example

<?php

$mbox = imap_open("{imap.example.org}INBOX", "username", "password")
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
$check = imap_mailboxmsginfo($mbox);

if ($check) {
    echo "Date: "     . $check->Date    . "<br />\n" ;
    echo "Driver: "   . $check->Driver  . "<br />\n" ;
    echo "Mailbox: "  . $check->Mailbox . "<br />\n" ;
    echo "Messages: " . $check->Nmsgs   . "<br />\n" ;
    echo "Recent: "   . $check->Recent  . "<br />\n" ;
    echo "Unread: "   . $check->Unread  . "<br />\n" ;
    echo "Deleted: "  . $check->Deleted . "<br />\n" ;
    echo "Size: "     . $check->Size    . "<br />\n" ;
} else {
    echo "imap_check() に失敗: " . imap_last_error() . "<br />\n";
}

imap_close($mbox);

?>

imap_mime_header_decode
(PHP 4, PHP 5)

imap_mime_header_decode — MIME ヘッダ要素をデコードする

説明

array imap_mime_header_decode ( string $text )

非 ASCII テキストの MIME メッセージヘッダエクステンションをデコードします (» RFC2047 を参照ください)。

パラメータ
text

MIME テキスト。

返り値

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047
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デコードされた要素は、オブジェクトの配列で返されます。 各オブジェクトは、二つのプロパティ charset と text を有しています。

要素がエンコードされていない場合、言い替えるとプレーンな US-ASCII の場合は この要素の charset プロパティは default に設定されます。

例

例1 imap_mime_header_decode() の例
<?php
$text = "=?ISO-8859-1?Q?Keld_J=F8rn_Simonsen?= <keld@example.com>";

$elements = imap_mime_header_decode($text);
for ($i=0; $i<count($elements); $i++) {
    echo "Charset: {$elements[$i]->charset}\n";
    echo "Text: {$elements[$i]->text}\n\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Charset: ISO-8859-1
Text: Keld Jørn Simonsen

Charset: default
Text:  <keld@example.com>

上の例には二つの要素があります。最初の要素は ISO-8859-1、 2 番目の要素はプレーンな US-ASCII で事前にエンコードされています。

参考

imap_utf8() - MIME エンコードされたテキストを UTF-8 に変換する

imap_msgno
(PHP 4, PHP 5)

imap_msgno — 指定した UID のメッセージ番号を返す

説明

int imap_msgno ( resource $imap_stream , int $uid )

指定した uid のメッセージ番号を返します。

この関数は、imap_uid() の逆の動作となります。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
uid

メッセージの UID。

返り値

指定した uid のメッセージ番号を返します。

参考

imap_uid() - 指定したメッセージシーケンス番号の UID を返す

imap_num_msg
(PHP 4, PHP 5)

imap_num_msg — 現在のメールボックスのメッセージ数を取得する

説明

int imap_num_msg ( resource $imap_stream )

現在のメールボックスにあるメッセージ数を返します。
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パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

現在のメールボックスのメッセージ数を返します。

参考

imap_num_recent() - 現在のメールボックスにある新規メッセージ数を取得する
imap_status() - 現在のメールボックス以外のメールボックスのステータス情報を返す

imap_num_recent
(PHP 4, PHP 5)

imap_num_recent — 現在のメールボックスにある新規メッセージ数を取得する

説明

int imap_num_recent ( resource $imap_stream )

現在のメールボックスにある新しいメッセージの数を返します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

現在のメールボックスにある新しいメッセージの数を返します。

参考

imap_num_msg() - 現在のメールボックスのメッセージ数を取得する
imap_status() - 現在のメールボックス以外のメールボックスのステータス情報を返す

imap_open
(PHP 4, PHP 5)

imap_open — メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする

説明

resource imap_open ( string $mailbox , string $username , string $password [, int $options = NIL [, int $n_retries = 0 [, array $params = NULL ]]] )

mailbox への IMAP ストリームをオープンします。

この関数は、POP3 や NNTP サーバへのストリームをオープンする際にも使用可能です。 しかし、いくつかの関数および機能は IMAP サーバでしか利用できません。

パラメータ
mailbox

メールボックス名(mailbox)は、サーバ名の部分と使用するサーバにおける メールボックスへのパスから構成されます。特別な名前 INBOX は、 カレントユーザの個人メールボックスを意味します。 ASCII 空間で出力可能な文字以外の外国文字を含むメールボックス名は
imap_utf7_encode() でエンコードする必要があります。

サーバ部は '{' および '}' で括られ、サーバ名または IP アドレス、オプションの ':' から始まるポート指定子、('/' で始まる)オプションのプロトコル指定子 から構成されます。

サーバ部は、全ての mailbox パラメータで必須です。

{ で始まる名前はすべてリモート名で、 "{" remote_system_name [":" port] [flags] "}" [mailbox_name] のような形式となります。

remote_system_name - Internet ドメイン名 あるいは括弧でかこまれたサーバの IP アドレス。
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port - オプションの TCP ポート番号。デフォルトは そのサービスのデフォルトポート。
flags - オプションのフラグ。以下の表を参照ください。
mailbox_name - リモートメールボックス名。デフォルトは INBOX 。

オプションのフラグ名
フラグ 説明

/service=service メールボックスにアクセスするサービス。デフォルトは "imap" 。
/user=user サーバへのログイン時のユーザ名。
/authuser=user リモートの認証ユーザ。指定されていた場合は、このユーザのパスワードが 認証に使用されます（例: administrator）。
/anonymous 匿名ユーザとしてアクセスします。
/debug プロトコルの通信内容をアプリケーションのデバッグログに記録します。
/secure ネットワーク越しにプレーンテキストのパスワードを送信しません。
/imap, /imap2, /imap2bis, /imap4, /imap4rev1 /service=imap と同じです。
/pop3 /service=pop3 と同じです。
/nntp /service=nntp と同じです。
/norsh 事前に認証済みの IMAP セッションを確立する際に、rsh や ssh を使用しません。
/ssl セッションの暗号化に Secure Socket Layer を使用します。
/validate-cert TLS/SSL サーバの証明書を検証します（デフォルトの挙動です）。
/novalidate-cert TLS/SSL サーバの証明書を検証しません。サーバが自己証明の 証明書を使用している際に必要となります。
/tls セッションの暗号化に start-TLS の使用を強制し、それを サポートしていないサーバとの接続を拒否します。
/notls たとえサーバがそれをサポートしていたとしても、 セッションで start-TLS による暗号化を使用しません。
/readonly 読み込み専用でのメールボックスのオープンを要求します（IMAP のみ。 NNTP では無視され、SMTP および POP3 ではエラーとなります）。

username

ユーザ名。
password

username のパスワード。
options

options はビットマスクであり、以下の組み合わせとなります。

OP_READONLY - メールボックスを読み込み専用でオープンします。
OP_ANONYMOUS - news に関して .newsrc を使用せず、更新もしません（NNTP のみ）。
OP_HALFOPEN - IMAP 及び NNTP 名について、 接続をオープンしますがメールボックスはオープンしません。
CL_EXPUNGE - メールボックスを閉じる際に、 自動的にメールボックスを削除します（imap_delete() および imap_expunge() も参照ください）。
OP_DEBUG - プロトコルネゴシエーションをデバッグします。
OP_SHORTCACHE - 短い（elt-only）キャッシングを行います。
OP_SILENT - イベントを受信しません（内部で使用します）。
OP_PROTOTYPE - ドライバのプロトタイプを返します。
OP_SECURE - セキュアでない認証を行いません。

n_retries

接続試行の最大数。
params

接続パラメータ。次の (文字列の) キーを使って接続パラメータを設定することができます。

DISABLE_AUTHENTICATOR - 認証プロパティを無効にする

返り値

成功した場合は IMAP ストリームを、失敗した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 params が追加されました。
5.2.0 n_retries が追加されました。

例

例1 imap_open() のさまざまな使用例
<?php
// ローカルマシンのポート 143 で稼動している IMAP サーバに接続するには
// 以下のようにします。
$mbox = imap_open("{localhost:143}INBOX", "user_id", "password");
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// ローカルマシンのポート 110 で稼動している POP3 サーバに接続するには、
$mbox = imap_open ("{localhost:110/pop3}INBOX", "user_id", "password");

// SSL IMAP あるいは POP3 サーバに接続するには、プロトコル指定のあとに
// /ssl を追加します。
$mbox = imap_open ("{localhost:993/imap/ssl}INBOX", "user_id", "password");

// 自分でサインした証明書で SSL IMAP あるいは POP3 サーバに接続するには、
// プロトコル指定のあとに /ssl/novalidate-cert を追加します。
$mbox = imap_open ("{localhost:995/pop3/ssl/novalidate-cert}", "user_id", "password");

// ローカルマシンのポート 119 で稼動している NNTP サーバに接続するには、
$nntp = imap_open ("{localhost:119/nntp}comp.test", "", "");
// リモートサーバに接続する際は、"localhost" を接続したいサーバの
// 名前または IP アドレスに置き換えます。
?>

例2 imap_open() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org:143}", "username", "password");

echo "<h1>Mailboxes</h1>\n";
$folders = imap_listmailbox($mbox, "{imap.example.org:143}", "*");

if ($folders == false) {
    echo "コールが失敗しました<br />\n";
} else {
    foreach ($folders as $val) {
        echo $val . "<br />\n";
    }
}

echo "<h1>INBOX のヘッダ</h1>\n";
$headers = imap_headers($mbox);

if ($headers == false) {
    echo "コールが失敗しました<br />\n";
} else {
    foreach ($headers as $val) {
        echo $val . "<br />\n";
    }
}

imap_close($mbox);
?>

参考

imap_close() - IMAP ストリームをクローズする

imap_ping
(PHP 4, PHP 5)

imap_ping — IMAP ストリームがアクティブかどうかを調べる

説明

bool imap_ping ( resource $imap_stream )

imap_ping() はストリームに ping を行い、 まだアクティブであるかどうかを調べます。これにより新しいメールの到着を知ることもあります。 これは、定期的に「メールのチェック」を行い、サーバとの 「接続を保持し続ける」ためのお勧めの方法です。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。

返り値

ストリームがまだ有効であれば TRUE を、そうでなければ FALSE を返します。

例

例1 imap_ping() の例
<?php

$imap = imap_open("{imap.example.org}", "mailadmin", "password");

// しばらく休んだ後
if (!imap_ping($imap)) {
    // 再接続の処理
}

?>

imap_qprint
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(PHP 4, PHP 5)

imap_qprint — quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する

説明

string imap_qprint ( string $string )

（» RFC2045, section 6.7 に基づき）quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換します。

パラメータ
string

quoted-printable 文字列。

返り値

8 ビット文字列を返します。

参考

imap_8bit() - 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する

imap_renamemailbox
(PHP 4, PHP 5)

imap_renamemailbox — メールボックスの名前を変更する

説明

bool imap_renamemailbox ( resource $imap_stream , string $old_mbox , string $new_mbox )

この関数は、古いメールボックスを新しいメールボックスにリネーム します（mbox 名のフォーマットについては imap_open() を参照ください）。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
old_mbox

古いメールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
new_mbox

新しいメールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_createmailbox() - 新しいメールボックスを作る
imap_deletemailbox() - メールボックスを削除する

imap_reopen
(PHP 4, PHP 5)

imap_reopen — 新規メールボックスへの IMAP ストリームを再度オープンする

説明

bool imap_reopen ( resource $imap_stream , string $mailbox [, int $options = 0 [, int $n_retries = 0 ]] )

IMAP または NNTP サーバ上の新しい mailbox に対して指定されたストリームを再オープンします。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
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パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
options

options はビットマスクであり、以下の組み合わせとなります。

OP_READONLY - メールボックスを読み込み専用でオープンします。
OP_ANONYMOUS - ニュースに関して .newsrc を使用せず、更新もしません（NNTP のみ）。
OP_HALFOPEN - IMAP および NNTP 名について、接続をオープンするがメールボックスをオープンしません。
OP_EXPUNGE - 何も警告せずにリサイクルストリームを削除します。
CL_EXPUNGE - メールボックスを閉じた際に、自動的に メールボックスを削除する（imap_delete() および imap_expunge() も参照ください）。

n_retries

接続試行の最大数。

返り値

ストリームを再度オープンした場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 n_retries が追加されました。

例

例1 imap_reopen() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org:143}INBOX", "username", "password") or die(implode(", ", imap_errors()));
// ...
imap_reopen($mbox, "{imap.example.org:143}INBOX.Sent") or die(implode(", ", imap_errors()));
// ..
?>

imap_rfc822_parse_adrlist
(PHP 4, PHP 5)

imap_rfc822_parse_adrlist — アドレス文字列を解釈します

説明

array imap_rfc822_parse_adrlist ( string $address , string $default_host )

» RFC2822 の定義に基づき、アドレス文字列をパースします。

パラメータ
address

アドレスを含む文字列。
default_host

デフォルトのホスト名。

返り値

オブジェクトの配列を返します。オブジェクトのプロパティは以下のとおりです。

mailbox - メールボックス名（ユーザ名）。
host - ホスト名。
personal - 個人名。
adl - ドメインソースルート。

例

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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例1 imap_rfc822_parse_adrlist() の例
<?php

$address_string = "Joe Doe <doe@example.com>, postmaster@example.com, root";
$address_array  = imap_rfc822_parse_adrlist($address_string, "example.com");
if (!is_array($address_array) || count($address_array) < 1) {
    die("something is wrong\n");
}

foreach ($address_array as $id => $val) {
    echo "# $id\n";
    echo "  mailbox : " . $val->mailbox . "\n";
    echo "  host    : " . $val->host . "\n";
    echo "  personal: " . $val->personal . "\n";
    echo "  adl     : " . $val->adl . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
# 0
  mailbox : doe
  host    : example.com
  personal: Joe Doe
  adl     : 
# 1
  mailbox : postmaster
  host    : example.com
  personal: 
  adl     : 
# 2
  mailbox : root
  host    : example.com
  personal: 
  adl     :

参考

imap_rfc822_parse_headers() - 文字列からメールヘッダを解釈する

imap_rfc822_parse_headers
(PHP 4, PHP 5)

imap_rfc822_parse_headers — 文字列からメールヘッダを解釈する

説明

object imap_rfc822_parse_headers ( string $headers [, string $defaulthost = "UNKNOWN" ] )

複数のヘッダ要素を含むオブジェクトを取得します。 imap_header() と同じようなものです。

パラメータ
headers

パースされたヘッダデータ。
defaulthost

デフォルトのホスト名。

返り値

imap_header() が返すオブジェクトと似たものを返します。 フラグおよび他の要素は IMAP サーバから取得するいう点が異なります。

参考

imap_rfc822_parse_adrlist() - アドレス文字列を解釈します

imap_rfc822_write_address
(PHP 4, PHP 5)

imap_rfc822_write_address — 指定したメールボックス、ホスト、個人情報を、 電子メールアドレスとして適当な形式にして返す

説明

string imap_rfc822_write_address ( string $mailbox , string $host , string $personal )
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指定された情報を » RFC822 の定義に基づき 適切にフォーマットされた電子メールアドレスにして返します。

パラメータ
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
host

email のホスト部分。
personal

アカウント所有者の名前。

返り値

» RFC822 の定義に基づき 適切にフォーマットされた電子メールアドレスを返します。

例

例1 imap_rfc822_write_address() の例
<?php
echo imap_rfc822_write_address("hartmut", "example.com", "Hartmut Holzgraefe");
?>

上の例の出力は以下となります。
Hartmut Holzgraefe <hartmut@example.com>

imap_savebody
(PHP 5 >= 5.1.3)

imap_savebody — 指定した本文部をファイルに保存する

説明

bool imap_savebody ( resource $imap_stream , mixed $file , int $msg_number [, string $part_number = "" [, int $options = 0 ]] )

指定したメッセージの本文全体、あるいはその一部を保存します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
file

保存先ファイルへのパスを表す文字列、あるいは fopen() が返すファイル記述子。
msg_number

メッセージ番号。
part_number

パート番号。ピリオドで区切られた整数文字列を指定します。 これは、IMAP4 仕様における本文パートのリストへのインデックスとなります。
options

ビットマスクであり、以下の組合わせとなります。

FT_UID - msg_numberは UID である
FT_PEEK - 既に設定されていない場合、 \Seen フラグを設定しない
FT_INTERNAL - 内部フォーマットで文字列を返す。CRLF は正規化しない。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_fetchbody() - メッセージ本文中の特定のセクションを取り出す

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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imap_scanmailbox
(PHP 4, PHP 5)

imap_scanmailbox — imap_listscan() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 imap_listscan().

imap_search
(PHP 4, PHP 5)

imap_search — 指定した検索条件にマッチするメッセージを配列として返す

説明

array imap_search ( resource $imap_stream , string $criteria [, int $options = SE_FREE [, string $charset = NIL ]] )

この関数は、指定した IMAP ストリームの現在オープンしているメールボックス において検索を行います。

例えば、Mom から送られた全ての未回答のメッセージにマッチさせるには、 "UNANSWERED FROM mom" を使用します。 検索は、大文字小文字が区別されずに行われます。 検索条件のリストは、UW C クライアントのソースコードからのものであり、 不完全または不正確で
ある可能性があります (» RFC2060, section 6.4.4 も参照ください)。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
criteria

空白で区切られた文字列で、以下のキーワードが使用可能です。 複数の単語からなるキーワード（例 FROM "joey smith"） は全て引用符で括る必要があります。

ALL - 他の検索条件にマッチする全メッセージを返す
ANSWERED - \\ANSWERED フラグが設定されているメッセージにマッチ
BCC "string" - Bcc: フィールドに "string" を有するメッセージにマッチ
BEFORE "date" - "date" より前の Date: を有するメッセージにマッチ
BODY "string" - メッセージ本体に "string" を有するメッセージにマッチ
CC "string" - Cc: フィールドに "string" を有するメッセージにマッチ
DELETED - 削除されたメッセージにマッチ
FLAGGED - \\FLAGGED フラグ（重要または緊急を表すものとして 使用されることがあります）が設定されているメッセージにマッチ
FROM "string" - From: フィールドに "string" を有するメッセージにマッチ
KEYWORD "string" - キーワードとして "string" を有するメッセージにマッチ
NEW - 新規メッセージにマッチ
OLD - 古いメッセージにマッチ
ON "date" - Date: が "date" であるメッセージにマッチ
RECENT - \\RECENT フラグが設定されているメッセージにマッチ
SEEN - 既読の（\\SEEN フラグが設定されている）メッセージにマッチ
SINCE "date" - Date: が "date" 以降であるメッセージにマッチ
SUBJECT "string" - Subject: に "string" を有するメッセージにマッチ
TEXT "string" - テキスト "string" を有するメッセージにマッチ
TO "string" - To: に "string" を有するメッセージにマッチ
UNANSWERED - 未回答のメッセージにマッチ
UNDELETED - 削除されていないメッセージにマッチ
UNFLAGGED - フラグが設定されていないメッセージにマッチ
UNKEYWORD "string" - キーワード "string" を有さないメッセージにマッチ
UNSEEN - 未読のメッセージにマッチ

options

options に指定できる値は SE_UID です。これを指定すると、 メッセージ番号ではなく UID を含む配列を返します。
charset

返り値

メッセージ番号あるいは UID の配列を返します。

検索条件 criteria を処理できなかった場合や 結果が見つからなかった場合は、FALSE を返します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
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変更履歴

バージョン 説明
4.3.3 パラメータ charset が追加されました。

参考

imap_listscan() - 指定したテキストにマッチするメールボックスの一覧を返す

imap_set_quota
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

imap_set_quota — 指定したメールボックスにクォータを設定する

説明

bool imap_set_quota ( resource $imap_stream , string $quota_root , int $quota_limit )

メールボックス単位でクォータ上限(最大容量)を設定します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
quota_root

クォータを設定するメールボックス。 これは、メールボックスの IMAP 標準フォーマット 'user.name' に基づき指定する必要があります。
quota_limit

quota_root の最大サイズ (KB 単位)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imap_set_quota() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org:143}", "mailadmin", "password");

if (!imap_set_quota($mbox, "user.kalowsky", 3000)) {
    echo "クォータの設定に失敗\n";
    return;
}

imap_close($mbox);
?>

注意

この関数は、現在は c-client2000 以降のライブラリのユーザのみ使用可能です。

メール管理者のアカウントでオープンされている imap_stream を必要とします。 他のユーザでオープンされている場合は、この関数は動作しません。

参考

imap_open() - メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする
imap_get_quota() - クオータレベルの設定、メールボックス毎の使用状況を取得する

imap_setacl
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imap_setacl — 指定したメールボックスの ACL を設定する

説明
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bool imap_setacl ( resource $imap_stream , string $mailbox , string $id , string $rights )

指定したメールボックスの ACL を設定します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
id

権限を付与するユーザ。
rights

そのユーザに付与する権限。空文字列を渡すと、acl を削除します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

この関数は、現在 c-client2000 以降のユーザのみ使用可能です。

参考

imap_getacl() - 与えられたメールボックスの ACL を取得する

imap_setflag_full
(PHP 4, PHP 5)

imap_setflag_full — メッセージにフラグをセットする

説明

bool imap_setflag_full ( resource $imap_stream , string $sequence , string $flag [, int $options = NIL ] )

この関数は、指定した sequence のメッセージの フラグに指定した flag を設定し、保存します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
sequence

メッセージ番号のシーケンス。 X,Y 形式でメッセージを列挙したり、 X:Y 形式で範囲内のすべてのメッセージを指定したりすることができます。
flag

設定可能なフラグは、(» RFC2060 で定義された) \Seen、 \Answered、\Flagged、 \Deleted および \Draft です。
options

options はビットマスクであり、以下の組み合わせとなります。

ST_UID - シーケンス引数はシーケンス番号の代わりに UID を含みます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 imap_setflag_full() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.org:143}", "username", "password")
     or die("接続できません: " . imap_last_error());

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
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$status = imap_setflag_full($mbox, "2,5", "\\Seen \\Flagged");

echo gettype($status) . "\n";
echo $status . "\n";

imap_close($mbox);
?>

参考

imap_clearflag_full() - メッセージのフラグをクリアする

imap_sort
(PHP 4, PHP 5)

imap_sort — メッセージヘッダの配列をソートする

説明

array imap_sort ( resource $imap_stream , int $criteria , int $reverse [, int $options = 0 [, string $search_criteria = NULL [, string $charset = NIL ]]] )

指定したパラメータにより取得したメッセージ番号をソートします。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
criteria

criteria は、次のどれかとします (ひとつのみ)。

SORTDATE - メッセージの日付
SORTARRIVAL - 到着日付
SORTFROM - 最初の From アドレスのメールボックス
SORTSUBJECT - メッセージ Subject
SORTTO - 最初の To アドレスのメールボックス
SORTCC - 最初の cc アドレスのメールボックス
SORTSIZE - メッセージのサイズ（バイト単位）

reverse

これを 1 にすると、逆順にソートします。
options

options はビットマスクで、以下の組み合わせとなります。

SE_UID - シーケンス番号の代わりに UID を返す
SE_NOPREFETCH - 検索したメッセージを事前取得しない

search_criteria

charset

返り値

指定したパラメータでソートしたメッセージ番号の配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.3 パラメータ charset が追加されました。

imap_status
(PHP 4, PHP 5)

imap_status — 現在のメールボックス以外のメールボックスのステータス情報を返す

説明
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object imap_status ( resource $imap_stream , string $mailbox , int $options )

指定したメールボックス mailbox についてのステータス情報を取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。
options

以下のフラグが使用できます。

SA_MESSAGES - $status->messages にメールボックスのメッセージ数を設定する
SA_RECENT - $status->recent にメールボックスの最近のメッセージ数を設定する
SA_UNSEEN - $status->unseen にメールボックスの未読の(新規)メッセージ数を設定する
SA_UIDNEXT - $status->uidnext にメールボックスの次の UID を設定する
SA_UIDVALIDITY - メールボックスの UID がもはや有効ではない場合に変化する定数を $status->uidvalidity に設定する
SA_ALL - 上記のものをすべて設定する

返り値

この関数は、ステータス情報を含むオブジェクトを返します。このオブジェクトには messages、 recent、unseen、 uidnext および uidvalidity というプロパティが含まれます。

flags にも、 上の各定数に対応するビットマスクを設定することができます。

例

例1 imap_status() の例
<?php
$mbox = imap_open("{imap.example.com}", "username", "password", OP_HALFOPEN)
      or die("接続できません: " . imap_last_error());
$status = imap_status($mbox, "{imap.example.org}INBOX", SA_ALL);
if ($status) {
  echo "Messages:   " . $status->messages    . "<br />\n";
  echo "Recent:     " . $status->recent      . "<br />\n";
  echo "Unseen:     " . $status->unseen      . "<br />\n";
  echo "UIDnext:    " . $status->uidnext     . "<br />\n";
  echo "UIDvalidity:" . $status->uidvalidity . "<br />\n";
} else {
  echo "imap_status failed: " . imap_last_error() . "\n";
}

imap_close($mbox);
?>

imap_subscribe
(PHP 4, PHP 5)

imap_subscribe — メールボックスを購読する

説明

bool imap_subscribe ( resource $imap_stream , string $mailbox )

新規メールボックスを購読します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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imap_unsubscribe() - メールボックスの購読をやめる

imap_thread
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

imap_thread — スレッド化したメッセージのツリーを返す

説明

array imap_thread ( resource $imap_stream [, int $options = SE_FREE ] )

スレッド化されたメッセージのツリーを取得します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
options

返り値

imap_thread() は、REFERENCES でスレッド化したメッセージのツリーを含む連想配列を返します。 エラー時には FALSE を返します。

現在のメールボックス内のすべてのメッセージが、結果の配列の 3 つの エントリで表されます。

$thread["XX.num"] - 現在のメッセージ番号。

$thread["XX.next"]

$thread["XX.branch"]

例

例1 imap_thread() の例
<?php

// ここでは、ニュースグループのスレッドを HTML で出力します。
$nntp = imap_open('{news.example.com:119/nntp}some.newsgroup', '', '');
$threads = imap_thread($nntp);

foreach ($threads as $key => $val) {
  $tree = explode('.', $key);
  if ($tree[1] == 'num') {
    $header = imap_headerinfo($nntp, $val);
    echo "<ul>\n\t<li>" . $header->fromaddress . "\n";
  } elseif ($tree[1] == 'branch') {
    echo "\t</li>\n</ul>\n";
  }
}

imap_close($nntp);

?>

imap_timeout
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5)

imap_timeout — imap タイムアウトを設定あるいは取得する

説明

mixed imap_timeout ( int $timeout_type [, int $timeout = -1 ] )

imap タイムアウトを設定あるいは取得します。

パラメータ
timeout_type

IMAP_OPENTIMEOUT、 IMAP_READTIMEOUT、 IMAP_WRITETIMEOUT あるいは IMAP_CLOSETIMEOUT のいずれか。
timeout
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タイムアウト秒数。

返り値

timeout が設定されている場合は、 この関数は成功した場合に TRUE、失敗した場合に FALSE を返します。

timeout が省略されていたり、-1 と評価される値が設定されている場合は、 現在のタイムアウト値 timeout_type を整数で返します。

例

例1 imap_timeout() の例
<?php

echo "現在の読み込みタイムアウト秒数は " . imap_timeout(IMAP_READTIMEOUT) . " です\n";
?>

imap_uid
(PHP 4, PHP 5)

imap_uid — 指定したメッセージシーケンス番号の UID を返す

説明

int imap_uid ( resource $imap_stream , int $msg_number )

この関数は、指定したメッセージシーケンス番号の UID を返します。 メッセージ番号はメールボックスの内容を変更する度に変わる可能性が ありますが、UID はユニークな ID であり時間が経過しても変わりません。

この関数は、imap_msgno() の逆関数です。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。

返り値

指定したメッセージの UID を返します。

注意

注意:

この関数は、POP3 メールボックスではサポートされません。

参考

imap_msgno() - 指定した UID のメッセージ番号を返す

imap_undelete
(PHP 4, PHP 5)

imap_undelete — 削除マークがついているメッセージのマークをはずす

説明

bool imap_undelete ( resource $imap_stream , int $msg_number [, int $flags = 0 ] )

指定したメッセージについて、 imap_delete() または imap_mail_move() で設定された削除フラグをはずします。

パラメータ
imap_stream
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imap_open() が返す IMAP ストリーム。
msg_number

メッセージ番号。
flags

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_delete() - 現在のメールボックスから削除するメッセージに印を付ける
imap_mail_move() - 指定されたメッセージをメールボックスに移動する

imap_unsubscribe
(PHP 4, PHP 5)

imap_unsubscribe — メールボックスの購読をやめる

説明

bool imap_unsubscribe ( resource $imap_stream , string $mailbox )

指定されたメールボックス mailbox の購読を中止します。

パラメータ
imap_stream

imap_open() が返す IMAP ストリーム。
mailbox

メールボックス名。詳細は imap_open() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

imap_subscribe() - メールボックスを購読する

imap_utf7_decode
(PHP 4, PHP 5)

imap_utf7_decode — 修正版 UTF-7 エンコードされた文字列をデコードする

説明

string imap_utf7_decode ( string $text )

修正版 UTF-7 の text を ISO-8859-1 文字列に デコードします。

この関数は、ある種の非 ASCII 文字を含むメールボックス名をデコードする際に 必要となります。

パラメータ
text

修正版 UTF-7 エンコーディングの文字列。このエンコーディングについては » RFC 2060, section 5.1.3 で定義されています (元の UTF-7 は » RFC1642 で定義されています)。

返り値

text と同じ内容の文字を ISO-8859-1 でエンコード した文字列を返します。text に修正版 UTF-7 として 不正な文字が含まれていた場合、あるいは text に ISO-8859-1 文字セットの範囲外の文字が含まれていた場合には FALSE を返します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1642
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参考

imap_utf7_encode() - ISO-8859-1 文字列を修正版 UTF-7 テキストに変換する

imap_utf7_encode
(PHP 4, PHP 5)

imap_utf7_encode — ISO-8859-1 文字列を修正版 UTF-7 テキストに変換する

説明

string imap_utf7_encode ( string $data )

data を修正版 UTF-7 テキストに変換します。

この関数は、ある種の非 ASCII 文字を含むメールボックス名をエンコード する際に必要となります。

パラメータ
data

ISO-8859-1 文字列。

返り値

data を修正版 UTF-7 でエンコードした文字列を返します。 このエンコーディングについては » RFC 2060, section 5.1.3 で定義されています (元の UTF-7 は » RFC1642 で定義されています)。

参考

imap_utf7_decode() - 修正版 UTF-7 エンコードされた文字列をデコードする

imap_utf8
(PHP 4, PHP 5)

imap_utf8 — MIME エンコードされたテキストを UTF-8 に変換する

説明

string imap_utf8 ( string $mime_encoded_text )

指定した mime_encoded_text を UTF-8 に変換します。

パラメータ
mime_encoded_text

MIME エンコードされた文字列。 MIME エンコーディング方法および UTF-8 の仕様については、それぞれ » RFC2047 および » RFC2044 を参照ください。

返り値

UTF-8 エンコードされた文字列を返します。

参考

imap_mime_header_decode() - MIME ヘッダ要素をデコードする

目次
imap_8bit — 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する
imap_alerts — 発生した IMAP 警告メッセージを返す
imap_append — 指定されたメールボックスに文字列メッセージを追加する
imap_base64 — BASE64 でエンコードされたテキストをデコードする
imap_binary — 8 ビット文字列を base64 文字列に変換する
imap_body — メッセージ本文を読む
imap_bodystruct — 指定したメッセージの指定した body セクションの構造を読み込む
imap_check — 現在のメールボックスをチェックする

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2060
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1642
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2044
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imap_clearflag_full — メッセージのフラグをクリアする
imap_close — IMAP ストリームをクローズする
imap_createmailbox — 新しいメールボックスを作る
imap_delete — 現在のメールボックスから削除するメッセージに印を付ける
imap_deletemailbox — メールボックスを削除する
imap_errors — 発生したすべての IMAP エラーを返す
imap_expunge — 削除用にマークされたすべてのメッセージを削除する
imap_fetch_overview — 指定したメッセージのヘッダ情報の概要を読む
imap_fetchbody — メッセージ本文中の特定のセクションを取り出す
imap_fetchheader — メッセージのヘッダを返す
imap_fetchstructure — 特定のメッセージの構造を読み込む
imap_gc — IMAP キャッシュをクリアする
imap_get_quota — クオータレベルの設定、メールボックス毎の使用状況を取得する
imap_get_quotaroot — ユーザ単位のクォータ設定を取得する
imap_getacl — 与えられたメールボックスの ACL を取得する
imap_getmailboxes — メールボックスのリストを読み込み、各ボックスに関する詳細な情報を返す
imap_getsubscribed — 購読中の全メールボックスの一覧を取得する
imap_header — imap_headerinfo のエイリアス
imap_headerinfo — メッセージヘッダを読み込む
imap_headers — メールボックス内のすべてのメッセージのヘッダを返す
imap_last_error — ページリクエスト時に生じた直近の IMAP エラーを返す
imap_list — メールボックスのリストを読み込む
imap_listmailbox — imap_list のエイリアス
imap_listscan — 指定したテキストにマッチするメールボックスの一覧を返す
imap_listsubscribed — imap_lsub のエイリアス
imap_lsub — 購読しているすべてのメールボックスの一覧を得る
imap_mail_compose — 指定したエンベロープおよびボディセクションに基づいて MIME メッセージを作成する
imap_mail_copy — 指定されたメッセージをメールボックスにコピーする
imap_mail_move — 指定されたメッセージをメールボックスに移動する
imap_mail — e-mail メッセージを送信する
imap_mailboxmsginfo — 現在のメールボックスに関する情報を得る
imap_mime_header_decode — MIME ヘッダ要素をデコードする
imap_msgno — 指定した UID のメッセージ番号を返す
imap_num_msg — 現在のメールボックスのメッセージ数を取得する
imap_num_recent — 現在のメールボックスにある新規メッセージ数を取得する
imap_open — メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする
imap_ping — IMAP ストリームがアクティブかどうかを調べる
imap_qprint — quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する
imap_renamemailbox — メールボックスの名前を変更する
imap_reopen — 新規メールボックスへの IMAP ストリームを再度オープンする
imap_rfc822_parse_adrlist — アドレス文字列を解釈します
imap_rfc822_parse_headers — 文字列からメールヘッダを解釈する
imap_rfc822_write_address — 指定したメールボックス、ホスト、個人情報を、 電子メールアドレスとして適当な形式にして返す
imap_savebody — 指定した本文部をファイルに保存する
imap_scanmailbox — imap_listscan のエイリアス
imap_search — 指定した検索条件にマッチするメッセージを配列として返す
imap_set_quota — 指定したメールボックスにクォータを設定する
imap_setacl — 指定したメールボックスの ACL を設定する
imap_setflag_full — メッセージにフラグをセットする
imap_sort — メッセージヘッダの配列をソートする
imap_status — 現在のメールボックス以外のメールボックスのステータス情報を返す
imap_subscribe — メールボックスを購読する
imap_thread — スレッド化したメッセージのツリーを返す
imap_timeout — imap タイムアウトを設定あるいは取得する
imap_uid — 指定したメッセージシーケンス番号の UID を返す
imap_undelete — 削除マークがついているメッセージのマークをはずす
imap_unsubscribe — メールボックスの購読をやめる
imap_utf7_decode — 修正版 UTF-7 エンコードされた文字列をデコードする
imap_utf7_encode — ISO-8859-1 文字列を修正版 UTF-7 テキストに変換する
imap_utf8 — MIME エンコードされたテキストを UTF-8 に変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
IMAP 関数

imap_8bit — 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する
imap_alerts — 発生した IMAP 警告メッセージを返す
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imap_append — 指定されたメールボックスに文字列メッセージを追加する
imap_base64 — BASE64 でエンコードされたテキストをデコードする
imap_binary — 8 ビット文字列を base64 文字列に変換する
imap_body — メッセージ本文を読む
imap_bodystruct — 指定したメッセージの指定した body セクションの構造を読み込む
imap_check — 現在のメールボックスをチェックする
imap_clearflag_full — メッセージのフラグをクリアする
imap_close — IMAP ストリームをクローズする
imap_createmailbox — 新しいメールボックスを作る
imap_delete — 現在のメールボックスから削除するメッセージに印を付ける
imap_deletemailbox — メールボックスを削除する
imap_errors — 発生したすべての IMAP エラーを返す
imap_expunge — 削除用にマークされたすべてのメッセージを削除する
imap_fetch_overview — 指定したメッセージのヘッダ情報の概要を読む
imap_fetchbody — メッセージ本文中の特定のセクションを取り出す
imap_fetchheader — メッセージのヘッダを返す
imap_fetchstructure — 特定のメッセージの構造を読み込む
imap_gc — IMAP キャッシュをクリアする
imap_get_quota — クオータレベルの設定、メールボックス毎の使用状況を取得する
imap_get_quotaroot — ユーザ単位のクォータ設定を取得する
imap_getacl — 与えられたメールボックスの ACL を取得する
imap_getmailboxes — メールボックスのリストを読み込み、各ボックスに関する詳細な情報を返す
imap_getsubscribed — 購読中の全メールボックスの一覧を取得する
imap_header — imap_headerinfo のエイリアス
imap_headerinfo — メッセージヘッダを読み込む
imap_headers — メールボックス内のすべてのメッセージのヘッダを返す
imap_last_error — ページリクエスト時に生じた直近の IMAP エラーを返す
imap_list — メールボックスのリストを読み込む
imap_listmailbox — imap_list のエイリアス
imap_listscan — 指定したテキストにマッチするメールボックスの一覧を返す
imap_listsubscribed — imap_lsub のエイリアス
imap_lsub — 購読しているすべてのメールボックスの一覧を得る
imap_mail_compose — 指定したエンベロープおよびボディセクションに基づいて MIME メッセージを作成する
imap_mail_copy — 指定されたメッセージをメールボックスにコピーする
imap_mail_move — 指定されたメッセージをメールボックスに移動する
imap_mail — e-mail メッセージを送信する
imap_mailboxmsginfo — 現在のメールボックスに関する情報を得る
imap_mime_header_decode — MIME ヘッダ要素をデコードする
imap_msgno — 指定した UID のメッセージ番号を返す
imap_num_msg — 現在のメールボックスのメッセージ数を取得する
imap_num_recent — 現在のメールボックスにある新規メッセージ数を取得する
imap_open — メールボックスへの IMAP ストリームをオープンする
imap_ping — IMAP ストリームがアクティブかどうかを調べる
imap_qprint — quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する
imap_renamemailbox — メールボックスの名前を変更する
imap_reopen — 新規メールボックスへの IMAP ストリームを再度オープンする
imap_rfc822_parse_adrlist — アドレス文字列を解釈します
imap_rfc822_parse_headers — 文字列からメールヘッダを解釈する
imap_rfc822_write_address — 指定したメールボックス、ホスト、個人情報を、 電子メールアドレスとして適当な形式にして返す
imap_savebody — 指定した本文部をファイルに保存する
imap_scanmailbox — imap_listscan のエイリアス
imap_search — 指定した検索条件にマッチするメッセージを配列として返す
imap_set_quota — 指定したメールボックスにクォータを設定する
imap_setacl — 指定したメールボックスの ACL を設定する
imap_setflag_full — メッセージにフラグをセットする
imap_sort — メッセージヘッダの配列をソートする
imap_status — 現在のメールボックス以外のメールボックスのステータス情報を返す
imap_subscribe — メールボックスを購読する
imap_thread — スレッド化したメッセージのツリーを返す
imap_timeout — imap タイムアウトを設定あるいは取得する
imap_uid — 指定したメッセージシーケンス番号の UID を返す
imap_undelete — 削除マークがついているメッセージのマークをはずす
imap_unsubscribe — メールボックスの購読をやめる
imap_utf7_decode — 修正版 UTF-7 エンコードされた文字列をデコードする
imap_utf7_encode — ISO-8859-1 文字列を修正版 UTF-7 テキストに変換する
imap_utf8 — MIME エンコードされたテキストを UTF-8 に変換する

メール



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

導入
mail() 関数によりメールを送信できるようになります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
メール関数を使用可能にするには、PHP のコンパイル時点でシステム上の sendmail バイナリにアクセスできなければなりません。 qmail や postfix など他のメールプログラムを使用してる場合には、 それらのソフトに付随する適当な sendmail ラッパを使用するように 気を
つけてください。 PHP は sendmail を探す際にまず PATH を見ます。次に /usr/bin:/usr/sbin:/usr/etc:/etc:/usr/ucblib:/usr/lib の順で探します。PATH を通して sendmail を使用可能な 状態にしておくことが強く推奨されます。 また、コンパイルされた PHP が
sendmail バイナリにアクセスできる権限を 持っていなければなりません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Mail 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

mail.add_x_header "0" PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 5.3.0 以降で使用可能
mail.log NULL PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 5.3.0 以降で使用可能
SMTP "localhost" PHP_INI_ALL  
smtp_port "25" PHP_INI_ALL  
sendmail_from NULL PHP_INI_ALL  
sendmail_path "/usr/sbin/sendmail -t -i" PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

mail.add_x_header bool

X-PHP-Originating-Script を追加します。 ファイル名のあとに UID を続けたものを書き込みます。

mail.log string

mail() がコールされるたびに、 スクリプトのフルパスと行番号、To アドレスおよびヘッダをログに記録します。

SMTP string

Windows 環境のみで使用されます: mail() 関数でメールを送信する際に使用する SMTP サーバのホスト名または IP アドレス。

smtp_port int

Windows 環境のみで使用されます: SMTP 設定で指定したサーバに接続するポート番号で、 デフォルトは 25 です。PHP 4.3.0 以降でのみ利用可能です。

sendmail_from string

Windows 環境で、PHP から送信されるメールにおいて "From:" に使用するメールアドレスを指定します。 このディレクティブは、"Return-Path:" ヘッダも設定します。

sendmail_path string

sendmail プログラムを探すパスを指定します。 通常、/usr/sbin/sendmail または /usr/lib/sendmail です。 configure は、このパスを探し、 デフォルト値として設定しますが、 これで上手くいかない場合にはこのオプションで設定する必要があります。

sendmail を使用していないシステムは、 使用するメールシステムが提供する sendmail のラッパ/代替品を、 必要に応じてこのディレクティブに設定する必要があります。例えば、» Qmail ユーザは、通常 /var/qmail/bin/sendmail または /var/qmail/bin/qmail-

http://www.qmail.org/
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inject に設定します。

qmail-inject では、 メールを正しく処理するためのオプション設定は不要です。

このディレクティブは Windows 環境でも動作します。指定された場合は smtp および smtp_port・ sendmail_from の値は無視され、 ここで指定したコマンドが実行されます。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

メール 関数

ezmlm_hash
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

ezmlm_hash — EZMLM で必要なハッシュ値を計算する

説明

int ezmlm_hash ( string $addr )

ezmlm_hash() は、EZMLM メイリングリストを MySQL データベースで管理する際に必要なハッシュ値を計算します。

パラメータ
addr

ハッシュ値を計算する email アドレス。

返り値

addr のハッシュ値を返します。

例

例1 ハッシュ値を計算し、ユーザを登録する
<?php

$user = "joecool@example.com";
$hash = ezmlm_hash($user);
$query = sprintf("INSERT INTO sample VALUES (%s, '%s')", $hash, $user);
$db->query($query); // PHPLIB dbインターフェースを使用します
?>

mail
(PHP 4, PHP 5)

mail — メールを送信する

説明

bool mail ( string $to , string $subject , string $message [, string $additional_headers [, string $additional_parameters ]] )

メールを送信します。

パラメータ
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to

メールの受信者。

» RFC 2822 を満たす書式でなければ なりません。例えば以下のようなものです。

user@example.com
user@example.com, anotheruser@example.com
User <user@example.com>
User <user@example.com>, Another User <anotheruser@example.com>

subject

送信するメールの表題。

警告

表題は » RFC 2047 を満たすものでなければなりません。
message

送信するメッセージ。

改行コードは LF (\n) となります。各行の長さは 70 文字を超えては いけません。

警告

（Windows のみ）PHP が SMTP サーバと直接通信をする際、ピリオドから 始まる行は無視されます。これを防ぐには、行頭のピリオドを ピリオド 2 つに置き換えてください。
<?php
$text = str_replace("\n.", "\n..", $text);
?>

additional_headers（オプション）

メールヘッダの最後に挿入される文字列。

通常、これは追加のヘッダ（From、Cc、Bcc）のために用いられます。 複数のヘッダを追加する場合は CRLF（\r\n）で区切ります。

注意:

メールを送信する際には、必ず From ヘッダが含まれていなければなりません。 additional_headers パラメータで指定するか、 あるいは php.ini にデフォルト値を指定します。

指定しなかった場合は、以下のようなエラーメッセージが返ります Warning: mail(): "sendmail_from" not set in php.ini or custom "From:" header missing 。 Windows では、From ヘッダを設定すると Return-Path も設定されます。

注意:

メッセージが受信されなかった場合には、LF（\n）のみを使ってみてください。 Unix の MTA の中には、自動的に LF を CRLF に変換してしまう ものがあります（もし CRLF を利用していた場合、CR が重複してしまいます）。 ただし、これは最後の手段で
す。というのも、これは » RFC 2822 に違反しているからです。

additional_parameters（オプション）

パラメータ additional_parameters は、 追加のフラグをコマンドラインオプションとしてメール送信プログラムに渡す際に使用可能です。 メール送信プログラムは、設定オプション sendmail_path により設定されます。例えば、 sendmail を使用する際に -f オプション
を使って エンベロープの sender アドレスを設定する際に使用できます。

この方法でエンベロープの sender ヘッダ（-f）を設定する際は、 'X-Warning' ヘッダが付加されないように Web サーバの実行ユーザを sendmail 設定に追加しておく必要があるかもしれません。 sendmail を利用している場合、これは /etc/mail/trusted-users で設
定します。

返り値

メール送信が受け入れられた場合に TRUE 、それ以外の場合に FALSE を返します。

メールの配送が受け入れられたかどうかが基準であることに注意しましょう。 メールが実際にあて先に届いたかどうかでは「ありません」。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0（Windows
のみ）

すべてのカスタムヘッダ（From、Cc、Bcc や Date など）がサポート されるようになり、大文字・小文字を区別しないようになりました （カスタムヘッダは MTA でパースされるのではなく PHP でパースされます。 PHP < 4.3 では Cc ヘッダのみがサ
ポートされており、大文字・小文字が 区別されていました）。

4.2.3 safe_mode 時には additional_parameters パラメータを無効に しました。もし用いられた場合には mail() 関数は 警告メッセージを出して FALSE を返します。
4.0.5 additional_parameters パラメータが追加されました。

例

例1 メールを送信する

mail() を用いて単純なメールを送信する。
<?php

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
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// 本文
$message = "Line 1\nLine 2\nLine 3";

// 1 行が 70 文字を超える場合のため、wordwrap() を用いる
$message = wordwrap($message, 70);

// 送信する
mail('caffeinated@example.com', 'My Subject', $message);
?>

例2 追加ヘッダを付加してメールを送信する

基本ヘッダに加え、MUA に From および Reply-To アドレスを通知する。
<?php
$to      = 'nobody@example.com';
$subject = 'the subject';
$message = 'hello';
$headers = 'From: webmaster@example.com' . "\r\n" .
    'Reply-To: webmaster@example.com' . "\r\n" .
    'X-Mailer: PHP/' . phpversion();

mail($to, $subject, $message, $headers);
?>

例3 追加ヘッダ及び追加コマンドラインパラメータを指定してメールを送信する

sendmail_path を用いてメールを送信する際に利用する 追加パラメータとして、additional_parameters が用いられます。
<?php
mail('nobody@example.com', 'the subject', 'the message', null,
   '-fwebmaster@example.com');
?>

例4 HTML メールを送信する

mail() を用いて HTML メールを送信することも可能です。
<?php
// 複数の受信者を指定
$to  = 'aidan@example.com' . ', '; // カンマに注意
$to .= 'wez@example.com';

// 表題
$subject = 'Birthday Reminders for August';

// 本文
$message = '
<html>
<head>
  <title>Birthday Reminders for August</title>
</head>
<body>
  <p>Here are the birthdays upcoming in August!</p>
  <table>
    <tr>
      <th>Person</th><th>Day</th><th>Month</th><th>Year</th>
    </tr>
    <tr>
      <td>Joe</td><td>3rd</td><td>August</td><td>1970</td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Sally</td><td>17th</td><td>August</td><td>1973</td>
    </tr>
  </table>
</body>
</html>
';

// HTML メールを送信するには Content-type ヘッダが必須
$headers  = 'MIME-Version: 1.0' . "\r\n";
$headers .= 'Content-type: text/html; charset=iso-8859-1' . "\r\n";

// 追加のヘッダ
$headers .= 'To: Mary <mary@example.com>, Kelly <kelly@example.com>' . "\r\n";
$headers .= 'From: Birthday Reminder <birthday@example.com>' . "\r\n";
$headers .= 'Cc: birthdayarchive@example.com' . "\r\n";
$headers .= 'Bcc: birthdaycheck@example.com' . "\r\n";

// 送信する
mail($to, $subject, $message, $headers);
?>

注意:

HTML などの複雑な形式のメールを送信する場合は、PEAR パッケージ » PEAR::Mail_Mime を利用することを推奨します。

注意

注意:

mail() の Windows 版実装は、Unix 版実装とは 多くの点で違います。 第一に、メッセージの生成にローカルのバイナリは使用せず、 ソケットを通じて直接操作するだけです。 これは MTA がネットワークソケットを listen している 必要があるということを意味し
ます（ローカルホスト、リモートマシン どちらでもかまいません）。

第二に、 From: や Cc:・ Bcc:・ Date: のようなカスタムヘッダは MTA ではなく PHP によってパースされます。

そのため、to 引数には "Something <someone@example.com>" 形式の メールアドレスを与えることはできません。 MTA と通信する際に mail コマンドはこれを適切にパースできません。

注意:

mail() 関数は、大量のメールをループ内で送信するには 向いていないことに注意しましょう。この関数は 1 通のメールを送信するたびに SMTP ソケットをいったん閉じて開きなおします。これは非効率的です。

http://pear.php.net/package/Mail_Mime
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大量のメールを送信する場合は、 » PEAR::Mail および » PEAR::Mail_Queue パッケージを参照ください。

注意:

以下の RFC も有用です。 » RFC 1896、 » RFC 2045、 » RFC 2046、 » RFC 2047、 » RFC 2048、 » RFC 2049 および » RFC 2822

参考

imap_mail() - e-mail メッセージを送信する
» PEAR::Mail
» PEAR::Mail_Mime

目次
ezmlm_hash — EZMLM で必要なハッシュ値を計算する
mail — メールを送信する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
メール 関数

ezmlm_hash — EZMLM で必要なハッシュ値を計算する
mail — メールを送信する

Mailparse

導入
Mailparse は、電子メールのメッセージをパースして処理するための拡張モジュールです。 » RFC 822 および » RFC 2045 (MIME) に準拠したメッセージを扱うことができます。

Mailparse はストリームベースで動作します。つまり、 処理する際にファイルの内容をメモリにコピーする必要がないということです。 これにより、大きなメッセージを扱う際にリソースを効率的に使用することができます。

注意:

Mailparse は、mbstring 拡張モジュールを必要とします。 また、mbstring は mailparse より前に読み込まれていなければなりません。

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 4.2.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/mailparse.

http://pear.php.net/package/Mail
http://pear.php.net/package/Mail_Queue
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1896
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2046
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2047
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2048
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2049
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2822
http://pear.php.net/package/Mail
http://pear.php.net/package/Mail_Mime
http://www.faqs.org/rfcs/rfc822
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/mailparse
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これらの関数を使用するためには、configure 時に --enable-mailparse オプションを指定し、 mailparse のサポートつきで PHP をコンパイルする必要があります。

Windows ユーザがこれらの関数を利用するには、php.ini の中で php_mailparse.dll を有効にします。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Mailparse の設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

mailparse.def_charset "us-ascii" PHP_INI_ALL PHP 4.1.0 以降で使用可能です。PHP 4.2.0 で削除されました。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

MAILPARSE_EXTRACT_OUTPUT (integer)
MAILPARSE_EXTRACT_STREAM (integer)
MAILPARSE_EXTRACT_RETURN (integer)

Mailparse 関数

mailparse_determine_best_xfer_encoding
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_determine_best_xfer_encoding — 最も適したエンコーディングを取得する

説明

string mailparse_determine_best_xfer_encoding ( resource $fp )

ファイルポインタから内容を読み込む際に最も適したエンコーディングを調べます。

パラメータ
fp

有効なファイルポインタ。これはシーク可能である必要があります。

返り値

mbstring モジュールがサポートする文字エンコーディングのいずれかを返します。

例

例1 mailparse_determine_best_xfer_encoding() の例
<?php

$fp = fopen('somemail.eml', 'r');
echo 'Best encoding: ' . mailparse_determine_best_xfer_encoding($fp);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Best encoding: 7bit
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mailparse_msg_create
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_create — mime メールリソースを作成する

説明

resource mailparse_msg_create ( void )

MIME メールリソースを作成します。

返り値

メッセージのパースに使用するハンドルを返します。

参考

mailparse_msg_free() - MIME リソースを解放する
mailparse_msg_parse_file() - ファイルをパースする

mailparse_msg_extract_part_file
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_extract_part_file — メッセージセクションを展開/デコードする

説明

string mailparse_msg_extract_part_file ( resource $mimemail , mixed $filename [, callback $callbackfunc ] )

指定したファイル名のメッセージセクションを展開/デコードします。

セクションの内容は、transfer encoding に応じて適切にデコードされます。 base64、quoted-printable および uuencode 形式をサポートしています。

パラメータ
mimemail

mailparse_msg_create() で作成した MIME リソース。
filename

ファイル名あるいは有効なストリームリソース。
callbackfunc

展開されたセクションに渡されるコールバック関数、あるいは NULL を指定すると、この関数は展開したセクションを返します。

省略した場合は標準出力に出力されます。

返り値

callbackfunc が NULL でない場合は、 成功時に TRUE を返します。

callbackfunc が NULL の場合は、 展開したセクションを文字列で返します。

エラー時には FALSE を返します。

参考

mailparse_msg_extract_part() - メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_whole_part_file() - ヘッダを含むメッセージセクションを、transfer encoding をデコードせずに展開する

mailparse_msg_extract_part
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_extract_part — メッセージセクションを展開/デコードする
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説明

void mailparse_msg_extract_part ( resource $mimemail , string $msgbody [, callback $callbackfunc ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
mimemail

有効な MIME リソース。
msgbody

callbackfunc

返り値

値を返しません。

参考

mailparse_msg_extract_part_file() - メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_whole_part_file() - ヘッダを含むメッセージセクションを、transfer encoding をデコードせずに展開する

mailparse_msg_extract_whole_part_file
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_extract_whole_part_file — ヘッダを含むメッセージセクションを、transfer encoding をデコードせずに展開する

説明

string mailparse_msg_extract_whole_part_file ( resource $mimemail , string $filename [, callback $callbackfunc ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
mimemail

有効な MIME リソース。
filename

callbackfunc

返り値

参考

mailparse_msg_extract_part() - メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_part_file() - メッセージセクションを展開/デコードする

mailparse_msg_free
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_free — MIME リソースを解放する

説明

bool mailparse_msg_free ( resource $mimemail )

MIME リソースを解放します。

パラメータ
mimemail
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mailparse_msg_create() あるいは mailparse_msg_parse_file() が割り当てた 有効な MIME リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

mailparse_msg_create() - mime メールリソースを作成する
mailparse_msg_parse_file() - ファイルをパースする

mailparse_msg_get_part_data
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_get_part_data — メッセージに関する情報の連想配列を返す

説明

array mailparse_msg_get_part_data ( resource $mimemail )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
mimemail

有効な MIME リソース。

mailparse_msg_get_part
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_get_part — MIME メッセージの指定したセクションに関するハンドルを返す

説明

resource mailparse_msg_get_part ( resource $mimemail , string $mimesection )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
mimemail

有効な MIME リソース。
mimesection

mailparse_msg_get_structure
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_get_structure — 指定したメッセージ内の MIME セクション名の配列を返す

説明

array mailparse_msg_get_structure ( resource $mimemail )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
mimemail
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有効な MIME リソース。

mailparse_msg_parse_file
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_parse_file — ファイルをパースする

説明

resource mailparse_msg_parse_file ( string $filename )

ファイルをパースします。 ディスク上にあるメールファイルをパースするための最良の方法です。

パラメータ
filename

メッセージを保持するファイルへのパス。 このファイルがオープンされ、ストリームとしてパーサに流し込まれます。

返り値

構造を表す MIME リソース、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

mailparse_msg_free() - MIME リソースを解放する
mailparse_msg_create() - mime メールリソースを作成する

mailparse_msg_parse
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_msg_parse — データをパースし、バッファに追加する

説明

bool mailparse_msg_parse ( resource $mimemail , string $data )

データを順にパースし、指定した mime メールリソースに格納します。

この関数により、ファイル全体を読み込んでからパースするのではなく 読み込んだ部分から順に処理していくことができます。

パラメータ
mimemail

有効な MIME リソース。
data

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

mailparse_rfc822_parse_addresses
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_rfc822_parse_addresses — RFC 822 準拠のアドレスをパースする

説明

array mailparse_rfc822_parse_addresses ( string $addresses )

» RFC 822 準拠の受信者リスト、 たとえば To: ヘッダの内容などをパースします。

パラメータ

http://www.faqs.org/rfcs/rfc822
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addresses

アドレスを含む文字列。たとえば Wez Furlong <wez@example.com>, doe@example.com のようになります。

注意:

この文字列にはヘッダ名を含めてはいけません。

返り値

各受信者について以下のキーをもつ連想配列の配列を返します。

display 表示用の受信者名。この部分が設定されていない場合は、 address と同じ値となります。
address メールアドレス。
is_group 受信者がニュースグループである場合に TRUE、そうでない場合に FALSE。

例

例1 mailparse_rfc822_parse_addresses() の例
<?php

$to = 'Wez Furlong <wez@example.com>, doe@example.com';
var_dump(mailparse_rfc822_parse_addresses($to));

?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [0]=>
  array(3) {
    ["display"]=>
    string(11) "Wez Furlong"
    ["address"]=>
    string(15) "wez@example.com"
    ["is_group"]=>
    bool(false)
  }
  [1]=>
  array(3) {
    ["display"]=>
    string(15) "doe@example.com"
    ["address"]=>
    string(15) "doe@example.com"
    ["is_group"]=>
    bool(false)
  }
}

mailparse_stream_encode
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_stream_encode — ソースファイルポインタからストリームデータを取得し、 エンコーディングを適用し、出力ファイルポインタに書き込む

説明

bool mailparse_stream_encode ( resource $sourcefp , resource $destfp , string $encoding )

ソースファイルポインタからストリームデータを取得し、 encoding を適用して それを出力ファイルポインタに書き込みます。

パラメータ
sourcefp

有効なファイルハンドル。このファイルからのストリームがパーサに流し込まれます。
destfp

エンコードしたデータを書き込むファイルハンドル。
encoding

mbstring モジュールがサポートする文字エンコーディングのいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 mailparse_stream_encode() の例
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<?php

// email.eml の中身は: hello, this is some text=hello.
$fp = fopen('email.eml', 'r');

$dest = tmpfile();

mailparse_stream_encode($fp, $dest, "quoted-printable");

rewind($dest);

// ファイルの内容を表示します
fpassthru($dest);

?>

上の例の出力は以下となります。
hello, this is some text=3Dhello.

mailparse_uudecode_all
(PECL mailparse >= 0.9.0)

mailparse_uudecode_all — ファイルポインタからデータをスキャンし、uuencode されたファイルを展開する

説明

array mailparse_uudecode_all ( resource $fp )

指定したファイルポインタからのデータを読み込み、 uuencode されたファイルを一時ファイルに展開します。

パラメータ
fp

有効なファイルポインタ。

返り値

ファイル名の情報を含む連想配列の配列を返します。

filename 作成された一時ファイルへのパス。
origfilenameもとのファイル名。uuencode されたパートにのみ存在します。
最初の filename エントリがメッセージ本文、次のエントリがデコードされた uuencode ファイルとなります。

例

例1 mailparse_uudecode_all() の例
<?php

$text = <<<EOD
To: fred@example.com

hello, this is some text hello.
blah blah blah.

begin 644 test.txt
/=&AI<R!I<R!A('1E<W0*
`
end

EOD;

$fp = tmpfile();
fwrite($fp, $text);

$data = mailparse_uudecode_all($fp);

echo "BODY\n";
readfile($data[0]["filename"]);
echo "UUE ({$data[1]['origfilename']})\n";
readfile($data[1]["filename"]);

// 後始末をします
unlink($data[0]["filename"]);
unlink($data[1]["filename"]);

?>

上の例の出力は以下となります。
BODY
To: fred@example.com

hello, this is some text hello.
blah blah blah.

UUE (test.txt)
this is a test
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目次
mailparse_determine_best_xfer_encoding — 最も適したエンコーディングを取得する
mailparse_msg_create — mime メールリソースを作成する
mailparse_msg_extract_part_file — メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_part — メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_whole_part_file — ヘッダを含むメッセージセクションを、transfer encoding をデコードせずに展開する
mailparse_msg_free — MIME リソースを解放する
mailparse_msg_get_part_data — メッセージに関する情報の連想配列を返す
mailparse_msg_get_part — MIME メッセージの指定したセクションに関するハンドルを返す
mailparse_msg_get_structure — 指定したメッセージ内の MIME セクション名の配列を返す
mailparse_msg_parse_file — ファイルをパースする
mailparse_msg_parse — データをパースし、バッファに追加する
mailparse_rfc822_parse_addresses — RFC 822 準拠のアドレスをパースする
mailparse_stream_encode — ソースファイルポインタからストリームデータを取得し、 エンコーディングを適用し、出力ファイルポインタに書き込む
mailparse_uudecode_all — ファイルポインタからデータをスキャンし、uuencode されたファイルを展開する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Mailparse 関数

mailparse_determine_best_xfer_encoding — 最も適したエンコーディングを取得する
mailparse_msg_create — mime メールリソースを作成する
mailparse_msg_extract_part_file — メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_part — メッセージセクションを展開/デコードする
mailparse_msg_extract_whole_part_file — ヘッダを含むメッセージセクションを、transfer encoding をデコードせずに展開する
mailparse_msg_free — MIME リソースを解放する
mailparse_msg_get_part_data — メッセージに関する情報の連想配列を返す
mailparse_msg_get_part — MIME メッセージの指定したセクションに関するハンドルを返す
mailparse_msg_get_structure — 指定したメッセージ内の MIME セクション名の配列を返す
mailparse_msg_parse_file — ファイルをパースする
mailparse_msg_parse — データをパースし、バッファに追加する
mailparse_rfc822_parse_addresses — RFC 822 準拠のアドレスをパースする
mailparse_stream_encode — ソースファイルポインタからストリームデータを取得し、 エンコーディングを適用し、出力ファイルポインタに書き込む
mailparse_uudecode_all — ファイルポインタからデータをスキャンし、uuencode されたファイルを展開する

vpopmail

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

この拡張モジュールは、PHP 4.3.0 以降 PHP 本体から別れ、 現在は » PECL にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

http://pecl.php.net/package/vpopmail
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外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/vpopmail.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

vpopmail 関数

vpopmail_add_alias_domain_ex
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_add_alias_domain_ex — 既存の仮想ドメインにエイリアスを追加する

説明

bool vpopmail_add_alias_domain_ex ( string $olddomain , string $newdomain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_add_alias_domain
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_add_alias_domain — 仮想ドメインへのエイリアスを追加する

説明

bool vpopmail_add_alias_domain ( string $domain , string $aliasdomain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/vpopmail
http://pecl.php.net/package/vpopmail
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vpopmail_add_domain_ex
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_add_domain_ex — 新規に仮想ドメインを追加する

説明

bool vpopmail_add_domain_ex ( string $domain , string $passwd [, string $quota [, string $bounce [, bool $apop ]]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_add_domain
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_add_domain — 仮想ドメインを新たに追加する

説明

bool vpopmail_add_domain ( string $domain , string $dir , int $uid , int $gid )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_add_user
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_add_user — 指定した仮想ドメインに新規ユーザを追加する

説明

bool vpopmail_add_user ( string $user , string $domain , string $password [, string $gecos [, bool $apop ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_alias_add
(PHP 4 >= 4.0.7, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_alias_add — 仮想エイリアスを追加する

説明

bool vpopmail_alias_add ( string $user , string $domain , string $alias )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_alias_del_domain
(PHP 4 >= 4.0.7, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_alias_del_domain — あるドメインに関する仮想エイリアスを全て削除する

説明

bool vpopmail_alias_del_domain ( string $domain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_alias_del
(PHP 4 >= 4.0.7, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_alias_del — あるユーザの仮想エイリアスを全て削除する

説明

bool vpopmail_alias_del ( string $user , string $domain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_alias_get_all
(PHP 4 >= 4.0.7, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_alias_get_all — あるドメインに関するエイリアスを全て取得する

説明

array vpopmail_alias_get_all ( string $domain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_alias_get
(PHP 4 >= 4.0.7, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_alias_get — あるドメインに関するエイリアスを取得する

説明

array vpopmail_alias_get ( string $alias , string $domain )
警告
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この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_auth_user
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_auth_user — ユーザ名/ドメイン/パスワードの認証を試みる

説明

bool vpopmail_auth_user ( string $user , string $domain , string $password [, string $apop ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_del_domain_ex
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_del_domain_ex — 仮想ドメインを削除する

説明

bool vpopmail_del_domain_ex ( string $domain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_del_domain
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_del_domain — 仮想ドメインを削除する

説明

bool vpopmail_del_domain ( string $domain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_del_user
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_del_user — 仮想ドメインからユーザを削除する

説明
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bool vpopmail_del_user ( string $user , string $domain )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_error
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_error — 直近の vpopmail エラーに関するエラーメッセージを取得する

説明

string vpopmail_error ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_passwd
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_passwd — 仮想ユーザのパスワードを変更する

説明

bool vpopmail_passwd ( string $user , string $domain , string $password [, bool $apop ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

vpopmail_set_user_quota
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL vpopmail >= 0.2)

vpopmail_set_user_quota — 仮想ユーザの容量制限(クオータ)を設定する

説明

bool vpopmail_set_user_quota ( string $user , string $domain , string $quota )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
vpopmail_add_alias_domain_ex — 既存の仮想ドメインにエイリアスを追加する
vpopmail_add_alias_domain — 仮想ドメインへのエイリアスを追加する
vpopmail_add_domain_ex — 新規に仮想ドメインを追加する
vpopmail_add_domain — 仮想ドメインを新たに追加する
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vpopmail_add_user — 指定した仮想ドメインに新規ユーザを追加する
vpopmail_alias_add — 仮想エイリアスを追加する
vpopmail_alias_del_domain — あるドメインに関する仮想エイリアスを全て削除する
vpopmail_alias_del — あるユーザの仮想エイリアスを全て削除する
vpopmail_alias_get_all — あるドメインに関するエイリアスを全て取得する
vpopmail_alias_get — あるドメインに関するエイリアスを取得する
vpopmail_auth_user — ユーザ名/ドメイン/パスワードの認証を試みる
vpopmail_del_domain_ex — 仮想ドメインを削除する
vpopmail_del_domain — 仮想ドメインを削除する
vpopmail_del_user — 仮想ドメインからユーザを削除する
vpopmail_error — 直近の vpopmail エラーに関するエラーメッセージを取得する
vpopmail_passwd — 仮想ユーザのパスワードを変更する
vpopmail_set_user_quota — 仮想ユーザの容量制限(クオータ)を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
vpopmail 関数

vpopmail_add_alias_domain_ex — 既存の仮想ドメインにエイリアスを追加する
vpopmail_add_alias_domain — 仮想ドメインへのエイリアスを追加する
vpopmail_add_domain_ex — 新規に仮想ドメインを追加する
vpopmail_add_domain — 仮想ドメインを新たに追加する
vpopmail_add_user — 指定した仮想ドメインに新規ユーザを追加する
vpopmail_alias_add — 仮想エイリアスを追加する
vpopmail_alias_del_domain — あるドメインに関する仮想エイリアスを全て削除する
vpopmail_alias_del — あるユーザの仮想エイリアスを全て削除する
vpopmail_alias_get_all — あるドメインに関するエイリアスを全て取得する
vpopmail_alias_get — あるドメインに関するエイリアスを取得する
vpopmail_auth_user — ユーザ名/ドメイン/パスワードの認証を試みる
vpopmail_del_domain_ex — 仮想ドメインを削除する
vpopmail_del_domain — 仮想ドメインを削除する
vpopmail_del_user — 仮想ドメインからユーザを削除する
vpopmail_error — 直近の vpopmail エラーに関するエラーメッセージを取得する
vpopmail_passwd — 仮想ユーザのパスワードを変更する
vpopmail_set_user_quota — 仮想ユーザの容量制限(クオータ)を設定する

Cyrus — Cyrus IMAP 管理
導入
インストール/設定
定義済み定数
Cyrus 関数

IMAP — IMAP、POP3 および NNTP
導入
インストール/設定
定義済み定数
IMAP 関数

メール
導入
インストール/設定
定義済み定数
メール 関数

Mailparse
導入
インストール/設定
定義済み定数
Mailparse 関数

vpopmail
導入
インストール/設定
定義済み定数
vpopmail 関数

数学
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BCMath 任意精度数学関数

導入
任意精度演算に関して、PHP は文字列として表された任意の大きさおよび 精度の数をサポートするバイナリ計算機を提供します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP 4.0.4 以降、libbcmath が PHP に付属しています。 このモジュールを使用するために外部のライブラリを使用する必要はありません。

インストール手順
これらの関数は、PHPが構築オプション --enable-bcmath を付けてコンパイルされている場合にのみ使用できます。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

BC 数学関数設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

bcmath.scale "0" PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

bcmath.scale integer

全ての bcmath 関数に関する 10 進桁数。 bcscale() も参照してください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

BC Math 関数

bcadd
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(PHP 4, PHP 5)

bcadd — 2つの任意精度の数値を加算する

説明

string bcadd ( string $left_operand , string $right_operand [, int $scale ] )

left_operand を right_operand に加算します。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
scale

このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

二つの数の和を文字列で返します。

例

例1 bcadd() の例
<?php

$a = '1.234';
$b = '5';

echo bcadd($a, $b);     // 6
echo bcadd($a, $b, 4);  // 6.2340

?>

参考

bcsub() - 任意精度数値の減算を行う

bccomp
(PHP 4, PHP 5)

bccomp — 2 つの任意精度数値を比較する

説明

int bccomp ( string $left_operand , string $right_operand [, int $scale ] )

left_operand と right_operand を比較し、 結果を整数値で返します。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
scale

オプションの scale パラメータで、 小数点以下の桁数を指定します。ここまでを使用して比較を行います。

返り値

ふたつのオペランドが等しければ 0、 left_operand が right_operand より大きければ返り値は 1、小さければ -1 を返します。

例
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例1 bccomp() の例
<?php

echo bccomp('1', '2') . "\n";   // -1
echo bccomp('1.00001', '1', 3); // 0
echo bccomp('1.00001', '1', 5); // 1

?>

bcdiv
(PHP 4, PHP 5)

bcdiv — 2つの任意精度数値で除算を行う

説明

string bcdiv ( string $left_operand , string $right_operand [, int $scale ] )

left_operand を right_operand で除算します。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
scale

このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

除算結果を文字列で返します。 right_operand が 0 の場合は NULL を返します。

例

例1 bcdiv() の例
<?php

echo bcdiv('105', '6.55957', 3);  // 16.007

?>

参考

bcmul() - 2つの任意精度数値の乗算を行う

bcmod
(PHP 4, PHP 5)

bcmod — 2 つの任意精度数値の剰余を取得する

説明

string bcmod ( string $left_operand , string $modulus )

left_operand の、 modulus を法とする剰余を取得します。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
modulus

法を表す文字列。

返り値
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剰余を文字列で返します。 modulus が 0 の場合は NULL を返します。

例

例1 bcmod() の例
<?php
echo bcmod('4', '2'); // 0
echo bcmod('2', '4'); // 2
?>

参考

bcdiv() - 2つの任意精度数値で除算を行う

bcmul
(PHP 4, PHP 5)

bcmul — 2つの任意精度数値の乗算を行う

説明

string bcmul ( string $left_operand , string $right_operand [, int $scale ] )

left_operand に right_operand を掛けます。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
scale

このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

結果を文字列で返します。

例

例1 bcmul() の例
<?php
echo bcmul('1.34747474747', '35', 3); // 47.161
echo bcmul('2', '4'); // 8
?>

参考

bcdiv() - 2つの任意精度数値で除算を行う

bcpow
(PHP 4, PHP 5)

bcpow — 任意精度数値をべき乗する

説明

string bcpow ( string $left_operand , string $right_operand [, int $scale ] )

left_operand の right_operand 乗を求めます。

パラメータ
left_operand
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左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
scale

このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

結果を文字列で返します。

例

例1 bcpow() の例
<?php

echo bcpow('4.2', '3', 2); // 74.08

?>

注意

注意:

bcpow() の返す結果の小数点以下の桁数は、 scale パラメータで指定したものより少なくなる可能性があります。 結果を表すのに scale で指定した桁数が不要な場合にのみそうなります。たとえば次のような場合です。

例2 bcpow() での桁数の例
<?php
echo bcpow('5', '2', 2);     // 結果は "25.00" ではなく "25" となります
?>

参考

bcpowmod() - 任意精度数値のべき乗の、指定した数値による剰余
bcsqrt() - 任意精度数値の平方根を取得する

bcpowmod
(PHP 5)

bcpowmod — 任意精度数値のべき乗の、指定した数値による剰余

説明

string bcpowmod ( string $left_operand , string $right_operand , string $modulus [, int $scale ] )

modulus で割った余りを求めることを考慮して、 left_operand の right_operand 乗を高速に計算します。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
modulus

法を表す文字列。
scale

このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

結果を文字列で返します。modulus が 0 の場合は NULL を返します。

注意

注意:
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このメソッドでは剰余計算を行っているので、 正の整数以外を指定すると予期せぬ結果となります。

例

以下の 2 つの文は機能的に同じです。しかし bcpowmod() バージョンのほうが実行時間が早いうえ、 より大きな値の計算が可能です。
<?php
$a = bcpowmod($x, $y, $mod);

$b = bcmod(bcpow($x, $y), $mod);

// $a と $b は同じ値になります
?>

参考

bcpow() - 任意精度数値をべき乗する
bcmod() - 2 つの任意精度数値の剰余を取得する

bcscale
(PHP 4, PHP 5)

bcscale — すべての BC 演算関数におけるデフォルトのスケールを設定する

説明

bool bcscale ( int $scale )

デフォルトのスケールを設定します。これ以降、 BC 演算関数で明示的にスケールを指定しなかった場合にこの値を使用します。

パラメータ
scale

スケール。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bcscale() の例
<?php

// デフォルトのスケールを 3 とします
bcscale(3);
echo bcdiv('105', '6.55957'); // 16.007

// これは、bcscale() を使用せずにおなじ結果を得ます
echo bcdiv('105', '6.55957', 3); // 16.007

?>

bcsqrt
(PHP 4, PHP 5)

bcsqrt — 任意精度数値の平方根を取得する

説明

string bcsqrt ( string $operand [, int $scale ] )

operand の平方根を返します。

パラメータ
operand

オペランドを表す文字列。
scale
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このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

平方根を文字列で返します。 operand が負の場合は NULL を返します。

例

例1 bcsqrt() の例
<?php

echo bcsqrt('2', 3); // 1.414

?>

参考

bcpow() - 任意精度数値をべき乗する

bcsub
(PHP 4, PHP 5)

bcsub — 任意精度数値の減算を行う

説明

string bcsub ( string $left_operand , string $right_operand [, int $scale ] )

left_operand から right_operand を引きます。

パラメータ
left_operand

左オペランドを表す文字列。
right_operand

右オペランドを表す文字列。
scale

このオプションパラメータを使用して、 結果の小数点以下の桁数を指定します。すべての関数で使用するデフォルトのスケールを定義するには bcscale() を使用します。

返り値

減算の結果を文字列で返します。

例

例1 bcsub() の例
<?php

$a = '1.234';
$b = '5';

echo bcsub($a, $b);     // -3
echo bcsub($a, $b, 4);  // -3.7660

?>

参考

bcadd() - 2つの任意精度の数値を加算する

目次
bcadd — 2つの任意精度の数値を加算する
bccomp — 2 つの任意精度数値を比較する
bcdiv — 2つの任意精度数値で除算を行う
bcmod — 2 つの任意精度数値の剰余を取得する
bcmul — 2つの任意精度数値の乗算を行う
bcpow — 任意精度数値をべき乗する
bcpowmod — 任意精度数値のべき乗の、指定した数値による剰余
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bcscale — すべての BC 演算関数におけるデフォルトのスケールを設定する
bcsqrt — 任意精度数値の平方根を取得する
bcsub — 任意精度数値の減算を行う

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
BC Math 関数

bcadd — 2つの任意精度の数値を加算する
bccomp — 2 つの任意精度数値を比較する
bcdiv — 2つの任意精度数値で除算を行う
bcmod — 2 つの任意精度数値の剰余を取得する
bcmul — 2つの任意精度数値の乗算を行う
bcpow — 任意精度数値をべき乗する
bcpowmod — 任意精度数値のべき乗の、指定した数値による剰余
bcscale — すべての BC 演算関数におけるデフォルトのスケールを設定する
bcsqrt — 任意精度数値の平方根を取得する
bcsub — 任意精度数値の減算を行う

GNU Multiple Precision

導入
以下の関数により、GNU MP ライブラリを使用して 任意長の整数を使用することが可能になります。

これらの関数は、PHP 4.0.4 で追加されました。

注意:

多くの GMP 関数は、resource で定義された GMP 数を 引数としてとります。しかし、これらの関数の多くは、数値と文字列の 両方を引数として指定可能で、後者は数値に変換することが可能です。 また、整数引数を使用して処理を行うより高速な関数がある場合
には、 指定された引数が整数である場合により低速となる関数の代わりに 使用されます。これは透過的に行われるため、結果的に、GMP 数値を 引数とする全ての関数について整数を使用することが可能です。関数 gmp_init() も参照ください。

警告

より大きな整数を明示的に指定するには、文字列として指定してください。 そうしない場合、PHP は値ををまず整数リテラルとして解釈し、 GMP にわたるまでに精度の劣化を生じる可能性が あります。

注意: PHP 5.1.0 以降、この拡張モジュールは Windows でも使用可能です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
» http://gmplib.org/#DOWNLOAD から GMP ライブラリをダウンロード可能です。 このサイトでは、GMP のマニュアルも入手可能です。

これらの関数を使用するには、GMP バージョン 2 以降が必要です。 中には、より新しいバージョンの GMP ライブラリを必要とする関数もあります。

インストール手順
これらの関数を利用可能とするには、オプション --with-gmp を使用することにより GMP サポートを有効にして PHP をコンパイルする必要が あります。

http://gmplib.org/#DOWNLOAD
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実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
ほとんどの GPM 関数は、GMP 数のリソースを使用するか、それを返します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

GMP_ROUND_ZERO (integer)
GMP_ROUND_PLUSINF (integer)
GMP_ROUND_MINUSINF (integer)
GMP_VERSION (string)

GMP ライブラリのバージョン。

例
例1 GMP を使用した階乗関数
<?php
function fact($x) 
{
    $return = 1;
    for ($i=2; $i < $x; $i++) {
        $return = gmp_mul($return, $i);
    }
    return $return;
}

echo gmp_strval(fact(1000)) . "\n";
?>

この例は、1000 の階乗(非常に大きな数です)を非常に高速に計算します。

GMP 関数
参考
より数学的な関数が、 数学 の節にあります。

gmp_abs
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_abs — 絶対値

説明

resource gmp_abs ( resource $a )

ある数の絶対値を返します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a の絶対値を GMP 数で返します。
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例

例1 gmp_abs() の例
<?php
$abs1 = gmp_abs("274982683358");
$abs2 = gmp_abs("-274982683358");

echo gmp_strval($abs1) . "\n";
echo gmp_strval($abs2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
274982683358
274982683358

gmp_add
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_add — 数値を加算する

説明

resource gmp_add ( resource $a , resource $b )

2 つの数を加算します。

パラメータ
a

足される数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

足す数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

加算の結果を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_add() の例
<?php
$sum = gmp_add("123456789012345", "76543210987655");
echo gmp_strval($sum) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
200000000000000

gmp_and
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_and — ビット AND を計算する

説明

resource gmp_and ( resource $a , resource $b )

2 つの GMP 数のビット AND を計算します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
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b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

ビット AND 演算の結果を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_and() の例
<?php
$and1 = gmp_and("0xfffffffff4", "0x4");
$and2 = gmp_and("0xfffffffff4", "0x8");
echo gmp_strval($and1) . "\n";
echo gmp_strval($and2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
4
0

gmp_clrbit
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_clrbit — ビットをクリアする

説明

void gmp_clrbit ( resource $a , int $index )

a のビット index をクリア (0 に設定) します。index は 0 から始まります。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
index

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_clrbit() の例
<?php
$a = gmp_init("0xff");
gmp_clrbit($a, 0); // インデックスは 0 から始まり、これは最下位ビットを表します
echo gmp_strval($a) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
254

注意

注意:

他の大半の GMP 関数とは異なり、gmp_clrbit() は必ず既存の GMP リソース (例えば gmp_init() を使用して取得したもの) を使用してコールしなければなりません。 リソースは自動的には作成されません。

参考

gmp_setbit() - ビットを設定する
gmp_testbit() - ビットが設定されているかどうかを調べる

gmp_cmp
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_cmp — 数を比較する

説明

int gmp_cmp ( resource $a , resource $b )

ふたつの数を比較します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a > b の場合に正の値、a = b の場合にゼロ、a < b の場合に負の値を返します。

例

例1 gmp_cmp() の例
<?php
$cmp1 = gmp_cmp("1234", "1000"); // より大きい
$cmp2 = gmp_cmp("1000", "1234"); // より小さい
$cmp3 = gmp_cmp("1234", "1234"); // 等しい
echo "$cmp1 $cmp2 $cmp3\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1 -1 0

gmp_com
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_com — 1 の補数を計算する

説明

resource gmp_com ( resource $a )

a について、1 の補数を返します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a についての 1 の補数を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_com() の例
<?php
$com = gmp_com("1234");
echo gmp_strval($com) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
-1235

gmp_div_q
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_div_q — 数値を除算する

説明

resource gmp_div_q ( resource $a , resource $b [, int $round = GMP_ROUND_ZERO ] )

a を b で割り、 結果を整数で返します。

パラメータ
a

割られる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

a を割る数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
round

結果の丸め方は round で指定し、次の値を指定可能です。

GMP_ROUND_ZERO: 結果は 0 の方に丸められます。
GMP_ROUND_PLUSINF: 結果は、 +infinity の方に丸められます。
GMP_ROUND_MINUSINF: 結果は、 -infinity の方に丸められます。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_div_q() の例
<?php
$div1 = gmp_div_q("100", "5");
echo gmp_strval($div1) . "\n";

$div2 = gmp_div_q("1", "3");
echo gmp_strval($div2) . "\n";

$div3 = gmp_div_q("1", "3", GMP_ROUND_PLUSINF);
echo gmp_strval($div3) . "\n";

$div4 = gmp_div_q("-1", "4", GMP_ROUND_PLUSINF);
echo gmp_strval($div4) . "\n";

$div5 = gmp_div_q("-1", "4", GMP_ROUND_MINUSINF);
echo gmp_strval($div5) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
20
0
1
0
-1

注意

注意:

この関数は、gmp_div() のようにコールすることも可能です。

参考

gmp_div_r() - 除算の余りを計算する
gmp_div_qr() - 除算を行い、商と余りを得る

gmp_div_qr
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)
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gmp_div_qr — 除算を行い、商と余りを得る

説明

array gmp_div_qr ( resource $n , resource $d [, int $round = GMP_ROUND_ZERO ] )

この関数は、n を d で割ります。

パラメータ
n

割られる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
d

n を割る数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
round

引数 round の説明については、 gmp_div_q() 関数を参照ください。

返り値

配列を返します。配列の最初の要素は [n/d] (割算の結果の整数値)、2 番目の要素は (n - [n/d] * d) (割算の余り) です。

例

例1 GMP 数の割算
<?php
$a = gmp_init("0x41682179fbf5");
$res = gmp_div_qr($a, "0xDEFE75");
printf("Result is: q - %s, r - %s",
       gmp_strval($res[0]), gmp_strval($res[1]));
?>

参考

gmp_div_q() - 数値を除算する
gmp_div_r() - 除算の余りを計算する

gmp_div_r
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_div_r — 除算の余りを計算する

説明

resource gmp_div_r ( resource $n , resource $d [, int $round = GMP_ROUND_ZERO ] )

n を d で整数として割った際の余りを計算します。余りは、引数 n がゼロでないばあいに、これと同じ符号を有します。

パラメータ
n

割られる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
d

n を割る数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
round

引数 round の説明については、関数 gmp_div_q() を参照ください。

返り値
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余りを GMP 数で返します。

例

例1 gmp_div_r() の例
<?php
$div = gmp_div_r("105", "20");
echo gmp_strval($div) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
5

参考

gmp_div_q() - 数値を除算する
gmp_div_qr() - 除算を行い、商と余りを得る

gmp_div
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_div — gmp_div_q() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 gmp_div_q().

gmp_divexact
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_divexact — 正確な除算

説明

resource gmp_divexact ( resource $n , resource $d )

高速な "exact division" アルゴリズムを使用して n を d で割ります。 この関数は、n が d で割り切れることがわかっている場合にのみ正確な結果を出力します。

パラメータ
n

割られる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
d

a を割る数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_divexact() の例
<?php
$div1 = gmp_divexact("10", "2");
echo gmp_strval($div1) . "\n";

$div2 = gmp_divexact("10", "3"); // 間違った結果となります
echo gmp_strval($div2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
5
2863311534
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gmp_fact
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_fact — 階乗

説明

resource gmp_fact ( mixed $a )

a の階乗 (a!) を計算します。

パラメータ
a

階乗を求める数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_fact() の例
<?php
$fact1 = gmp_fact(5); // 5 * 4 * 3 * 2 * 1
echo gmp_strval($fact1) . "\n";

$fact2 = gmp_fact(50); // 50 * 49 * 48, ... etc
echo gmp_strval($fact2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
120
30414093201713378043612608166064768844377641568960512000000000000

gmp_gcd
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_gcd — 最大公約数を計算する

説明

resource gmp_gcd ( resource $a , resource $b )

a と b の最大公約数を計算します。 引数のどちらかまたは両方が負の場合でも結果は常に正となります。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a と b の両方を割り切ることができる正の数を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_gcd() の例
<?php
$gcd = gmp_gcd("12", "21");
echo gmp_strval($gcd) . "\n";
?>
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上の例の出力は以下となります。
3

gmp_gcdext
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_gcdext — 最大公約数と乗数を計算する

説明

array gmp_gcdext ( resource $a , resource $b )

a*s + b*t = g = gcd(a,b) となるような g, s, t を計算します。ただし、gcd は最大公約数です。g, s, t を要素とする配列を返します。

この関数は、2 変数の線形不定方程式 (linear Diophantine equations) を解く際に使用することが可能です。 この方程式は、a*x + b*y = c のような形式で、 整数のみを解とするものです。 詳細な情報は、» MathWorld の "Diophantine Equation" についてのページを参照く
ださい。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数の配列を返します。

例

例1 線形不定方程式を解く
<?php
// 方程式 a*s + b*t = g を解きます。
// a = 12, b = 21, g = gcd(12, 21) = 3 とします。
$a = gmp_init(12);
$b = gmp_init(21);
$g = gmp_gcd($a, $b);
$r = gmp_gcdext($a, $b);

$check_gcd = (gmp_strval($g) == gmp_strval($r['g']));
$eq_res = gmp_add(gmp_mul($a, $r['s']), gmp_mul($b, $r['t']));
$check_res = (gmp_strval($g) == gmp_strval($eq_res));

if ($check_gcd && $check_res) {
    $fmt = "Solution: %d*%d + %d*%d = %d\n";
    printf($fmt, gmp_strval($a), gmp_strval($r['s']), gmp_strval($b),
    gmp_strval($r['t']), gmp_strval($r['g']));
} else {
    echo "方程式を解く際にエラーが発生しました\n";
}

// 出力は、解: 12*2 + 21*-1 = 3 のようになります。
?>

gmp_hamdist
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_hamdist — ハミング距離

説明

int gmp_hamdist ( resource $a , resource $b )

a と b の間のハミング距離を返します。オペランドは共に非負とする必要があります。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

正の数である必要があります。

http://mathworld.wolfram.com/DiophantineEquation.html
http://mathworld.wolfram.com/DiophantineEquation.html
http://mathworld.wolfram.com/DiophantineEquation.html
http://mathworld.wolfram.com/DiophantineEquation.html
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b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

正の数である必要があります。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_hamdist() の例
<?php
$ham1 = gmp_init("1001010011", 2);
$ham2 = gmp_init("1011111100", 2);
echo gmp_hamdist($ham1, $ham2) . "\n";

/* ハミング距離は、以下と等しくなります */
echo gmp_popcount(gmp_xor($ham1, $ham2)) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
6
6

参考

gmp_popcount() - セットされているビットの数
gmp_xor() - ビット XOR を計算する

gmp_init
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_init — GMP 数を作成する

説明

resource gmp_init ( mixed $number [, int $base = 0 ] )

整数または文字列から GMP 数を生成します。

パラメータ
number

整数値あるいは文字列。文字列表現には、 十進数か十六進数、あるいは八進数を使用可能です。
base

基数。

基数には 2 から 36 までの値を指定することができます。 基数を 0 (デフォルト値) にすると、最初の文字に応じて実際の基数を決定します。 最初の二文字が 0x あるいは 0X の場合は十六進数、それ以外で最初の文字が "0" の場合は八進数、 それ以外の場合は十進数とな
ります。

返り値

GMP 数リソースを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 base が拡張され、2 から 36 までだったのが 2 から 62 までおよび -2 から -36 までとなりました。
4.1.0 オプションのパラメータ base が追加されました。

注意

注意:

PHP 5.3.2 以降で拡張された基数を使うには、 PHP を GMP 4.2.0 以降と組み合わせてコンパイルしなければなりません。

例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例1 GMP 数の作成
<?php
$a = gmp_init(123456);
$b = gmp_init("0xFFFFDEBACDFEDF7200");
?>

注意

注意:

gmp_add() のような GMP 関数において、GMP 数を指定するところに整数または文字列を使用したい場合には、 この関数をコールする必要はありません。この場合、変換が必要な場合には、 gmp_init() と同様の方法で関数の引数は自動的に GMP 数に変換されま
す。

gmp_intval
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_intval — GMP 数を整数に変換する

説明

int gmp_intval ( resource $gmpnumber )

この関数により、GMP 数を整数に変換することが可能になります。

パラメータ
gmpnumber

GMP 数。

返り値

gmpnumber を整数に変換した結果を返します。

例

例1 gmp_intval() の例
<?php
// 正しい結果を表示します
echo gmp_intval("2147483647") . "\n";

// PHP の整数型の制限をこえているので、正しい結果を表示しません
echo gmp_intval("2147483648") . "\n";

// 正しい結果を表示します
echo gmp_strval("2147483648") . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2147483647
2147483647
2147483648

注意

警告

この関数は、数値が実際に PHP の整数型に適合する場合(すなわち、 符号付き long 型)にのみ有用な結果を返します。単に GMP 数を出力したい場合には、gmp_strval() を使用してください。

gmp_invert
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_invert — 法による逆

説明

resource gmp_invert ( resource $a , resource $b )

b を法とした a の逆を計算します。

パラメータ
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a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

成功した場合に GMP 数、逆が存在しない場合に FALSE を返します。

例

例1 gmp_invert() の例
<?php
echo gmp_invert("5", "10"); // 逆は存在しないので何も出力せず、結果は FALSE となります
$invert = gmp_invert("5", "11");
echo gmp_strval($invert) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
9

gmp_jacobi
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_jacobi — ヤコビ記号

説明

int gmp_jacobi ( resource $a , resource $p )

a および p の » ヤコビ記号 を計算します。p は正の奇数である必要があります。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
p

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

正の奇数でなければなりません。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_jacobi() の例
<?php
echo gmp_jacobi("1", "3") . "\n";
echo gmp_jacobi("2", "3") . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1
0

gmp_legendre
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_legendre — ルジェンドル記号

説明

http://primes.utm.edu/glossary/page.php?sort=JacobiSymbol
http://primes.utm.edu/glossary/page.php?sort=JacobiSymbol
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int gmp_legendre ( resource $a , resource $p )

a と p の » ルジェンドル記号 を計算します。p は、正の奇数である必要があります。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
p

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

正の奇数でなければなりません。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_legendre() の例
<?php
echo gmp_legendre("1", "3") . "\n";
echo gmp_legendre("2", "3") . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1
0

gmp_mod
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_mod — モジュロ演算

説明

resource gmp_mod ( resource $n , resource $d )

d を法として n を計算します。結果は常に非負であり、 d の符号は無視されます。

パラメータ
n

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
d

法として使用する値。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_mod() の例
<?php
$mod = gmp_mod("8", "3");
echo gmp_strval($mod) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2

gmp_mul

http://primes.utm.edu/glossary/page.php?sort=LegendreSymbol
http://primes.utm.edu/glossary/page.php?sort=LegendreSymbol
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_mul — 数値を乗算する

説明

resource gmp_mul ( resource $a , resource $b )

a と b をかけ、 結果を返します。

パラメータ
a

b を掛けられる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

a に掛ける数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_mul() の例
<?php
$mul = gmp_mul("12345678", "2000");
echo gmp_strval($mul) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
24691356000

gmp_neg
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_neg — 符号を反転する

説明

resource gmp_neg ( resource $a )

ある数の符号を反転したものを返します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

-a を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_neg() の例
<?php
$neg1 = gmp_neg("1");
echo gmp_strval($neg1) . "\n";
$neg2 = gmp_neg("-1");
echo gmp_strval($neg2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
-1
1
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gmp_nextprime
(PHP 5 >= 5.2.0)

gmp_nextprime — 次の素数を見つける

説明

resource gmp_nextprime ( int $a )

次の素数を見つけます。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a より大きい次の素数を GMP 数として返します。

例

例1 gmp_nextprime() の例
<?php
$prime1 = gmp_nextprime(10); // 10 より大きい次の素数
$prime2 = gmp_nextprime(-1000); // -1000 より大きい次の素数
echo gmp_strval($prime1) . "\n";
echo gmp_strval($prime2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
11
-997

注意

注意:

この関数は素数を識別するのに確率的アルゴリズムを使用します。 誤って合成数を取得してしまうことは、まずありません。

gmp_or
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_or — ビット OR を計算する

説明

resource gmp_or ( resource $a , resource $b )

2 つの GMP 数のビット OR を計算します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_or() の例
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<?php
$or1 = gmp_or("0xfffffff2", "4");
echo gmp_strval($or1, 16) . "\n";
$or2 = gmp_or("0xfffffff2", "2");
echo gmp_strval($or2, 16) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
fffffff6
fffffff2

gmp_perfect_square
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_perfect_square — 平方数かどうかを調べる

説明

bool gmp_perfect_square ( resource $a )

その数が平方数であるかどうかを調べます。

パラメータ
a

平方数かどうかを調べたい数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a が平方数の場合に TRUE、その他の場合に FALSE を返します。

例

例1 gmp_perfect_square() の例
<?php
// 3 * 3、平方数です
var_dump(gmp_perfect_square("9"));

// 平方数ではありません
var_dump(gmp_perfect_square("7"));

// 1234567890 * 1234567890、平方数です
var_dump(gmp_perfect_square("1524157875019052100"));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)
bool(true)

参考

gmp_sqrt() - 平方根を計算する
gmp_sqrtrem() - 余りつきの平方根

gmp_popcount
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_popcount — セットされているビットの数

説明

int gmp_popcount ( resource $a )

セットされているビットの数を返します。

パラメータ
a
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GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a にセットされているビットの数を返します。

例

例1 gmp_popcount() の例
<?php
$pop1 = gmp_init("10000101", 2); // 1 が 3 つ
echo gmp_popcount($pop1) . "\n";
$pop2 = gmp_init("11111110", 2); // 1 が 7 つ
echo gmp_popcount($pop2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
3
7

gmp_pow
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_pow — べき乗を計算する

説明

resource gmp_pow ( resource $base , int $exp )

base の exp 乗を計算します。

パラメータ
base

もととなる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
exp

正の数で、base を何乗するかを指定します。

返り値

べき乗の結果を GMP 数で返します。 0^0 は 1 となります。

例

例1 gmp_pow() の例
<?php
$pow1 = gmp_pow("2", 31);
echo gmp_strval($pow1) . "\n";
$pow2 = gmp_pow("0", 0);
echo gmp_strval($pow2) . "\n";
$pow3 = gmp_pow("2", -1); // 負のべき乗を指定したため、警告を発生します
echo gmp_strval($pow3) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2147483648
1

gmp_powm
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_powm — べき乗とモジュロを計算する

説明

resource gmp_powm ( resource $base , resource $exp , resource $mod )
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mod を法として (base の exp 乗) を計算します。 exp が負の場合、結果は未定義(undefined) となります。

パラメータ
base

もととなる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
exp

正の数で、base を何乗するかを指定します。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
mod

モジュロ。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

結果を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_powm() の例
<?php
$pow1 = gmp_powm("2", "31", "2147483649");
echo gmp_strval($pow1) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
2147483648

gmp_prob_prime
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_prob_prime — 数が"おそらく素数"であるかどうかを調べる

説明

int gmp_prob_prime ( resource $a [, int $reps = 10 ] )

この関数は、Miller-Rabin の予測テストを使用して、 その数が素数かどうかを調べます。

パラメータ
a

素数かどうかを調べたい数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
reps

reps の値 (デフォルトは 10) は、5 から 10 までです。より大きい値を指定すると、素数でない数を 「おそらく素数である」と誤認識する可能性が小さくなります。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

この関数が 0 を返す場合、a は確実に素数ではありません。 1 を返す場合、a は「おそらく」 素数です。2 を返す場合、a は確実に素数です。

例

例1 gmp_prob_prime() の例
<?php
// 明らかに素数ではありません
echo gmp_prob_prime("6") . "\n";

// おそらく素数です
echo gmp_prob_prime("1111111111111111111") . "\n";
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// 明らかに素数です
echo gmp_prob_prime("11") . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
0
1
2

gmp_random
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_random — 乱数を生成する

説明

resource gmp_random ([ int $limiter = 20 ] )

乱数を生成します。乱数の範囲は、ゼロから limiter * limb のビット数となります。 limiter が負の場合、 負の数が生成されます。

limb は GMP の内部機構です。limb のビット数は固定ではなく、 システムによって変化します。一般的には limb は 16 あるいは 32 ビットですが、それが保証されているわけではありません。

パラメータ
limiter

リミッタ。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

ランダムな GMP 数を返します。

例

例1 gmp_random() の例
<?php
$rand1 = gmp_random(1); // 0 から 1 * limb のビット数までの間の乱数
$rand2 = gmp_random(2); // 0 から 2 * limb のビット数までの間の乱数
echo gmp_strval($rand1) . "\n";
echo gmp_strval($rand2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1915834968
8642564075890328087

gmp_scan0
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_scan0 — 0 を探す

説明

int gmp_scan0 ( resource $a , int $start )

ビット start から最上位ビットの方に、 最初のクリアビットが見付かるまで a をスキャンします。

パラメータ
a

スキャンする数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
start

開始するビット。
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返り値

ビットが見つかった場所のインデックスを整数値で返します。 インデックスは 0 から始まります。

例

例1 gmp_scan0() の例
<?php
// 0 番目から探しはじめ、3 番目の位置に "0" ビットが見つかります
$s1 = gmp_init("10111", 2);
echo gmp_scan0($s1, 0) . "\n";

// 5 番目から探しはじめ、7 番目の位置に "0" ビットが見つかります
$s2 = gmp_init("101110000", 2);
echo gmp_scan0($s2, 5) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
3
7

gmp_scan1
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_scan1 — 1 を探す

説明

int gmp_scan1 ( resource $a , int $start )

ビット start から最上位ビットの方に、 セットされているビットが最初に見付かるまで a をスキャンします。

パラメータ
a

スキャンする数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
start

開始するビット。

返り値

ビットが見つかった場所のインデックスを整数値で返します。 セットされているビットが存在しない場合には -1 を返します。

例

例1 gmp_scan1() の例
<?php
// 0 番目から探しはじめ、3 番目の位置に "1" ビットが見つかります
$s1 = gmp_init("01000", 2);
echo gmp_scan1($s1, 0) . "\n";

// 5 番目から探しはじめ、9 番目の位置に "1" ビットが見つかります
$s2 = gmp_init("01000001111", 2);
echo gmp_scan1($s2, 5) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
3
9

gmp_setbit
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_setbit — ビットを設定する

説明

void gmp_setbit ( resource $a , int $index [, bool $set_clear = true ] )
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a のビット index を設定します。

パラメータ
a

ビットをセットしたい数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
index

設定するビット。
set_clear

そのビットを 0 または 1 のどちらにするかを定義します。デフォルトで、ビットは 1 に設定されます。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_setbit() の例
<?php
$a = gmp_init("0xfd");
gmp_setbit($a, 1); // インデックスは 0 から始まります
echo gmp_strval($a) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
255

注意

注意:

他の大半の GMP 関数とは異なり、gmp_setbit() は必ず既存の GMP リソース (例えば gmp_init() を使用して取得したもの) を使用してコールしなければなりません。 リソースは自動的には作成されません。

参考

gmp_clrbit() - ビットをクリアする
gmp_testbit() - ビットが設定されているかどうかを調べる

gmp_sign
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_sign — 数の符号

説明

int gmp_sign ( resource $a )

数の符号を調べます。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

a が正の場合に 1、 a が負の場合に -1、そして a がゼロの場合に 0 を返します。

例

例1 gmp_sign() の例
<?php
// 正
echo gmp_sign("500") . "\n";
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// 負
echo gmp_sign("-500") . "\n";

// ゼロ
echo gmp_sign("0") . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1
-1
0

参考

gmp_abs() - 絶対値
abs() - 絶対値

gmp_sqrt
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_sqrt — 平方根を計算する

説明

resource gmp_sqrt ( resource $a )

a の平方根を計算します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

平方根の整数部分を GMP 数で返します。

例

例1 gmp_sqrt() の例
<?php
$sqrt1 = gmp_sqrt("9");
$sqrt2 = gmp_sqrt("7");
$sqrt3 = gmp_sqrt("1524157875019052100");

echo gmp_strval($sqrt1) . "\n";
echo gmp_strval($sqrt2) . "\n";
echo gmp_strval($sqrt3) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
3
2
1234567890

gmp_sqrtrem
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_sqrtrem — 余りつきの平方根

説明

array gmp_sqrtrem ( resource $a )

ある数の平方根を余りつきで計算します。

パラメータ
a

平方根を計算したい数。
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GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

最初の要素が a の整数平方根 (gmp_sqrt()も参照ください)、2 番目の要素が余り (すなわち、a と最初の要素の 2 乗の差) であるような配列を返します。

例

例1 gmp_sqrtrem() の例
<?php
list($sqrt1, $sqrt1rem) = gmp_sqrtrem("9");
list($sqrt2, $sqrt2rem) = gmp_sqrtrem("7");
list($sqrt3, $sqrt3rem) = gmp_sqrtrem("1048576");

echo gmp_strval($sqrt1) . ", " . gmp_strval($sqrt1rem) . "\n";
echo gmp_strval($sqrt2) . ", " . gmp_strval($sqrt2rem) . "\n";
echo gmp_strval($sqrt3) . ", " . gmp_strval($sqrt3rem) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
3, 0
2, 3
1024, 0

gmp_strval
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_strval — GMP 数を文字列に変換する

説明

string gmp_strval ( resource $gmpnumber [, int $base ] )

GMP 数を base を基数とする文字列表現に変換します。 デフォルトの基数は 10 です。

パラメータ
gmpnumber

文字列の変換したい GMP 数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
base

返り値の基数。デフォルトは 10 です。 基数として使用可能な値は 2 から 62 までおよび -2 から -36 までです。

返り値

数を文字列で表したものを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 base が拡張され、2 から 36 までだったのが 2 から 62 までおよび -2 から -36 までとなりました。

注意

注意:

PHP 5.3.2 以降で拡張された基数を使うには、 PHP を GMP 4.2.0 以降と組み合わせてコンパイルしなければなりません。

例

例1 GMP 数を文字列に変換する
<?php
$a = gmp_init("0x41682179fbf5");
printf("10 進数: %s, 36 進数: %s", gmp_strval($a), gmp_strval($a,36));
?>

gmp_sub
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_sub — 数値の減算

説明

resource gmp_sub ( resource $a , resource $b )

a から b を引いた結果を返します。

パラメータ
a

引かれる数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

a から引く数。

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_sub() の例
<?php
$sub = gmp_sub("281474976710656", "4294967296"); // 2^48 - 2^32
echo gmp_strval($sub) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
281470681743360

gmp_testbit
(PHP 5 >= 5.3.0)

gmp_testbit — ビットが設定されているかどうかを調べる

説明

bool gmp_testbit ( resource $a , int $index )

指定したビットが設定されているかどうかを調べます。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
index

調べたいビット。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

index に負の数を指定すると E_WARNING が発生します。

例

例1 gmp_testbit() の例
<?php
$n = gmp_init("1000000");
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var_dump(gmp_testbit($n, 1));
gmp_setbit($n, 1);
var_dump(gmp_testbit($n, 1));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

gmp_setbit() - ビットを設定する
gmp_clrbit() - ビットをクリアする

gmp_xor
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

gmp_xor — ビット XOR を計算する

説明

resource gmp_xor ( resource $a , resource $b )

2 つの GMP 数のビット排他的論理和 (XOR) を計算します。

パラメータ
a

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。
b

GMP 数リソース、 あるいは数値に変換可能な数値形式の文字列。

返り値

GMP 数リソースを返します。

例

例1 gmp_xor() の例
<?php
$xor1 = gmp_init("1101101110011101", 2);
$xor2 = gmp_init("0110011001011001", 2);

$xor3 = gmp_xor($xor1, $xor2);

echo gmp_strval($xor3, 2) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
1011110111000100

目次
gmp_abs — 絶対値
gmp_add — 数値を加算する
gmp_and — ビット AND を計算する
gmp_clrbit — ビットをクリアする
gmp_cmp — 数を比較する
gmp_com — 1 の補数を計算する
gmp_div_q — 数値を除算する
gmp_div_qr — 除算を行い、商と余りを得る
gmp_div_r — 除算の余りを計算する
gmp_div — gmp_div_q のエイリアス
gmp_divexact — 正確な除算
gmp_fact — 階乗
gmp_gcd — 最大公約数を計算する
gmp_gcdext — 最大公約数と乗数を計算する
gmp_hamdist — ハミング距離
gmp_init — GMP 数を作成する
gmp_intval — GMP 数を整数に変換する
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gmp_invert — 法による逆
gmp_jacobi — ヤコビ記号
gmp_legendre — ルジェンドル記号
gmp_mod — モジュロ演算
gmp_mul — 数値を乗算する
gmp_neg — 符号を反転する
gmp_nextprime — 次の素数を見つける
gmp_or — ビット OR を計算する
gmp_perfect_square — 平方数かどうかを調べる
gmp_popcount — セットされているビットの数
gmp_pow — べき乗を計算する
gmp_powm — べき乗とモジュロを計算する
gmp_prob_prime — 数が"おそらく素数"であるかどうかを調べる
gmp_random — 乱数を生成する
gmp_scan0 — 0 を探す
gmp_scan1 — 1 を探す
gmp_setbit — ビットを設定する
gmp_sign — 数の符号
gmp_sqrt — 平方根を計算する
gmp_sqrtrem — 余りつきの平方根
gmp_strval — GMP 数を文字列に変換する
gmp_sub — 数値の減算
gmp_testbit — ビットが設定されているかどうかを調べる
gmp_xor — ビット XOR を計算する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
GMP 関数

gmp_abs — 絶対値
gmp_add — 数値を加算する
gmp_and — ビット AND を計算する
gmp_clrbit — ビットをクリアする
gmp_cmp — 数を比較する
gmp_com — 1 の補数を計算する
gmp_div_q — 数値を除算する
gmp_div_qr — 除算を行い、商と余りを得る
gmp_div_r — 除算の余りを計算する
gmp_div — gmp_div_q のエイリアス
gmp_divexact — 正確な除算
gmp_fact — 階乗
gmp_gcd — 最大公約数を計算する
gmp_gcdext — 最大公約数と乗数を計算する
gmp_hamdist — ハミング距離
gmp_init — GMP 数を作成する
gmp_intval — GMP 数を整数に変換する
gmp_invert — 法による逆
gmp_jacobi — ヤコビ記号
gmp_legendre — ルジェンドル記号
gmp_mod — モジュロ演算
gmp_mul — 数値を乗算する
gmp_neg — 符号を反転する
gmp_nextprime — 次の素数を見つける
gmp_or — ビット OR を計算する
gmp_perfect_square — 平方数かどうかを調べる
gmp_popcount — セットされているビットの数
gmp_pow — べき乗を計算する
gmp_powm — べき乗とモジュロを計算する
gmp_prob_prime — 数が"おそらく素数"であるかどうかを調べる
gmp_random — 乱数を生成する
gmp_scan0 — 0 を探す
gmp_scan1 — 1 を探す
gmp_setbit — ビットを設定する
gmp_sign — 数の符号
gmp_sqrt — 平方根を計算する
gmp_sqrtrem — 余りつきの平方根
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gmp_strval — GMP 数を文字列に変換する
gmp_sub — 数値の減算
gmp_testbit — ビットが設定されているかどうかを調べる
gmp_xor — ビット XOR を計算する

数学関数

導入
これらの数学関数は、実行するコンピューターの integer型および float型の範囲で のみ値を処理します。 (これは、現在、それぞれ、C言語のlongおよびdoubleに対応します。) より大きな数を処理する必要がある場合には、 任意精度数学関数の使用をお勧めします。

マニュアルの算術演算子 のページも参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数は、PHP コアに含まれており、常に利用可能です。

Math の定数
定数 値 説明 使用可能

M_PI 3.14159265358979323846パイ（円周率）  
M_E 2.7182818284590452354 e（自然対数の底）  
M_LOG2E 1.4426950408889634074 log_2 e  
M_LOG10E 0.43429448190325182765 log_10 e  
M_LN2 0.69314718055994530942 log_e 2  
M_LN10 2.30258509299404568402 log_e 10  
M_PI_2 1.57079632679489661923 pi/2  
M_PI_4 0.78539816339744830962 pi/4  
M_1_PI 0.31830988618379067154 1/pi  



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

M_2_PI 0.63661977236758134308 2/pi  
M_SQRTPI 1.77245385090551602729 sqrt(pi) PHP 5.2.0
M_2_SQRTPI 1.12837916709551257390 2/sqrt(pi)  
M_SQRT2 1.41421356237309504880 sqrt(2)  
M_SQRT3 1.73205080756887729352 sqrt(3) PHP 5.2.0
M_SQRT1_2 0.70710678118654752440 1/sqrt(2)  
M_LNPI 1.14472988584940017414 log_e(pi) PHP 5.2.0
M_EULER 0.57721566490153286061オイラー定数 PHP 5.2.0
PHP_ROUND_HALF_UP 1 端数を切り上げる PHP 5.3.0
PHP_ROUND_HALF_DOWN 2 端数を切り捨てる PHP 5.3.0
PHP_ROUND_HALF_EVEN 3 端数を偶数に丸める PHP 5.3.0
PHP_ROUND_HALF_ODD 4 端数を奇数に丸める PHP 5.3.0
NAN NAN (float) 非数値  
INF INF (float) 無限  

PHP のバージョンが明記されていない定数は、すべて PHP 4.0.0 以降で使用可能です。

Math 関数

abs
(PHP 4, PHP 5)

abs — 絶対値

説明

number abs ( mixed $number )

number の絶対値を返します。

パラメータ
number

処理する数値。

返り値

number の絶対値を返します。もし number の型が float であった場合、 返り値の型も float となります。それ以外の場合は 返り値の型は integer となります（float は、 integer の最大値より大きい値をとることがありえるからです）。

例

例1 abs() の例
<?php
$abs = abs(-4.2); // $abs = 4.2; (double/float)
$abs2 = abs(5);   // $abs2 = 5; (integer)
$abs3 = abs(-5);  // $abs3 = 5; (integer)
?>

参考

gmp_abs() - 絶対値
gmp_sign() - 数の符号

acos
(PHP 4, PHP 5)

acos — 逆余弦（アークコサイン）

説明

float acos ( float $arg )
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arg のアークコサインをラジアンで返します。 acos() は cos() の逆関数で、 acos() がとりうる範囲内のすべての a について a==cos(acos(a)) が成立します。

パラメータ
arg

処理する角度。

返り値

arg のアークコサインをラジアンで返します。

参考

cos() - 余弦（コサイン）
acosh() - 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）
asin() - 逆正弦（アークサイン）
atan() - 逆正接（アークタンジェント）

acosh
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

acosh — 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）

説明

float acosh ( float $arg )

arg のアークハイパボリックコサインを返します。 つまり、ハイパボリックコサインが arg となる値です。

パラメータ
arg

処理する値。

返り値

arg のアークハイパボリックコサインを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はすべてのプラットフォームで使用できるようになりました。

参考

cosh() - 双曲線余弦（ハイパボリックコサイン）
acos() - 逆余弦（アークコサイン）
asinh ()
atanh() - 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）

asin
(PHP 4, PHP 5)

asin — 逆正弦（アークサイン）

説明

float asin ( float $arg )

arg のアークサインをラジアンで返します。 asin() は sin() の逆関数で、 asin() がとりうる範囲内のすべての a について a==sin(asin(a)) が成立します。

パラメータ
arg
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処理する角度。

返り値

arg のアークサインをラジアンで返します。

参考

sin() - 正弦（サイン）
asinh() - 逆双曲線正弦（アークハイパボリックサイン）
acos() - 逆余弦（アークコサイン）
atan() - 逆正接（アークタンジェント）

asinh
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

asinh — 逆双曲線正弦（アークハイパボリックサイン）

説明

float asinh ( float $arg )

arg のアークハイパボリックサインを返します。 つまり、ハイパボリックサインが arg となる値です。

パラメータ
arg

処理する角度。

返り値

arg のアークハイパボリックサインを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はすべてのプラットフォームで使用できるようになりました。

参考

sinh() - 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）
asin() - 逆正弦（アークサイン）
acosh() - 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）
atanh() - 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）

atan2
(PHP 4, PHP 5)

atan2 — 2 変数のアークタンジェント

説明

float atan2 ( float $y , float $x )

この関数は、2 つの変数 x および y のアークタンジェントを計算します。 y / x のアークタンジェントを計算するのに似ていますが、 2 つの引数の符号を用いて結果の象限を定義することが異なっています。

この関数は、結果を -PI から PI の間(両端を含む)のラジアンで返します。

パラメータ
y

被除数。
x
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除数。

返り値

y/x のアークタンジェントをラジアンで返します。

参考

atan() - 逆正接（アークタンジェント）

atan
(PHP 4, PHP 5)

atan — 逆正接（アークタンジェント）

説明

float atan ( float $arg )

arg のアークタンジェントをラジアンで返します。 atan() is the は tan() の逆関数で、 atan() がとりうる範囲内のすべての a について a==tan(atan(a)) が成立します。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

arg のアークタンジェントをラジアンで返します。

参考

tan() - 正接（タンジェント）
atanh() - 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）
asin() - 逆正弦（アークサイン）
acos() - 逆余弦（アークコサイン）

atanh
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

atanh — 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）

説明

float atanh ( float $arg )

arg のアークハイパボリックタンジェントを返します。 つまり、ハイパボリックタンジェントが arg となる値です。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

arg のアークハイパボリックタンジェントを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はすべてのプラットフォームで使用できるようになりました。

参考
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tanh() - 双曲線正接（ハイパボリックタンジェント）
atan ()
asinh() - 逆双曲線正弦（アークハイパボリックサイン）
acosh() - 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）

base_convert
(PHP 4, PHP 5)

base_convert — 数値の基数を任意に変換する

説明

string base_convert ( string $number , int $frombase , int $tobase )

number を基数 tobase で表した文字列を返します。 number の基数は、 frombase で指定します。 frombase および tobase は、ともに 2 から 36 までである必要があります。 10 より大きな基数を有する数の各桁は、文字 a-z で表されます。 この場合、a は 10、b は 11、z は
35 を意味します。

警告

大きな数値で base_convert() を使用すると、 精度が失われてしまうことがあります。これは、内部で使用している "double" や "float" の性質によるものです。詳細な情報や制限については マニュアルの浮動小数点数 のセクションを参照ください。

パラメータ
number

変換する数値。
frombase

返還前の number の基数。
tobase

変換後の number の基数。

返り値

number を基数 tobase で表した値を返します。

例

例1 base_convert() の例
<?php
$hexadecimal = 'A37334';
echo base_convert($hexadecimal, 16, 2);
?>

上の例の出力は以下となります。
101000110111001100110100

参考

intval() - 変数の整数としての値を取得する

bindec
(PHP 4, PHP 5)

bindec — 2 進数 を 10 進数に変換する

説明

number bindec ( string $binary_string )

引数 binary_string により指定された 2 進数と等価な 10 進数を返します。

bindec() は、2 進数を integer に変換します。 サイズの問題により、必要に応じて float となることもあります。

bindec() は、すべての binary_string 値を符号なし整数として扱います。 これは、bindec() が最上位ビットを 符号ビットとしてではなく規模をはかるためのに使用するからです。
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パラメータ
binary_string

変換したい 2 進数文字列。

警告

このパラメータは文字列でなければなりません。 他のデータ型を使用すると、予期せぬ結果となります。

返り値

binary_string を 10 進に変換した値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
Since 4.1.0この関数は、integer 型の範囲をこえる大きな数値も変換できるようになりました。 そのような値は、float で返します。

例

例1 bindec() の例
<?php
echo bindec('110011') . "\n";
echo bindec('000110011') . "\n";

echo bindec('111');
?>

上の例の出力は以下となります。
51
51
7

例2 bindec() が入力を符号なし整数として処理する例
<?php
/*
 * The lesson from this example is in the output
 * rather than the PHP code itself.
 */

$magnitude_lower = pow(2, (PHP_INT_SIZE * 8) - 2);
p($magnitude_lower - 1);
p($magnitude_lower, 'See the rollover?  Watch it next time around...');

p(PHP_INT_MAX, 'PHP_INT_MAX');
p(~PHP_INT_MAX, 'interpreted to be one more than PHP_INT_MAX');

if (PHP_INT_SIZE == 4) {
    $note = 'interpreted to be the largest unsigned integer';
} else {
    $note = 'interpreted to be the largest unsigned integer
              (18446744073709551615) but skewed by float precision';
}
p(-1, $note);

function p($input, $note = '') {
    echo "input:        $input\n";

    $format = '%0' . (PHP_INT_SIZE * 8) . 'b';
    $bin = sprintf($format, $input);
    echo "binary:       $bin\n";

    ini_set('precision', 20);  // For readability on 64 bit boxes.
    $dec = bindec($bin);
    echo 'bindec():     ' . $dec . "\n";

    if ($note) {
        echo "NOTE:         $note\n";
    }

    echo "\n";
}
?>

上の例の 32 ビットマシンでの出力は、このようになります。
input:        1073741823
binary:       00111111111111111111111111111111
bindec():     1073741823

input:        1073741824
binary:       01000000000000000000000000000000
bindec():     1073741824
NOTE:         See the rollover?  Watch it next time around...

input:        2147483647
binary:       01111111111111111111111111111111
bindec():     2147483647
NOTE:         PHP_INT_MAX

input:        -2147483648
binary:       10000000000000000000000000000000
bindec():     2147483648
NOTE:         interpreted to be one more than PHP_INT_MAX

input:        -1
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binary:       11111111111111111111111111111111
bindec():     4294967295
NOTE:         interpreted to be the largest unsigned integer

上の例の 64 ビットマシンでの出力は、このようになります。
input:        4611686018427387903
binary:       0011111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
bindec():     4611686018427387903

input:        4611686018427387904
binary:       0100000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
bindec():     4611686018427387904
NOTE:         See the rollover?  Watch it next time around...

input:        9223372036854775807
binary:       0111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
bindec():     9223372036854775807
NOTE:         PHP_INT_MAX

input:        -9223372036854775808
binary:       1000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
bindec():     9223372036854775808
NOTE:         interpreted to be one more than PHP_INT_MAX

input:        -1
binary:       1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
bindec():     18446744073709551616
NOTE:         interpreted to be the largest unsigned integer
              (18446744073709551615) but skewed by float precision

参考

decbin() - 10 進数を 2 進数に変換する
octdec() - 8 進数を 10 進数に変換する
hexdec() - 16 進数を 10 進数に変換する
base_convert() - 数値の基数を任意に変換する

ceil
(PHP 4, PHP 5)

ceil — 端数の切り上げ

説明

float ceil ( float $value )

value の次に大きい整数値を返します。

パラメータ
value

丸める値。

返り値

value の次に大きい整数値を返します。 ceil() の返り値は float 型と なります。これは、float 値の範囲は通常 int よりも広いためです。

例

例1 ceil() の例
<?php
echo ceil(4.3);    // 5
echo ceil(9.999);  // 10
echo ceil(-3.14);  // -3
?>

参考

floor() - 端数の切り捨て
round() - 浮動小数点数を丸める

cos
(PHP 4, PHP 5)

cos — 余弦（コサイン）
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説明

float cos ( float $arg )

cos() は、arg のコサインを 返します。arg はラジアンです。

パラメータ
arg

ラジアンで表した角度。

返り値

arg のコサインを返します。

例

例1 cos() の例
<?php

echo cos(M_PI); // -1

?>

参考

acos() - 逆余弦（アークコサイン）
sin() - 正弦（サイン）
tan() - 正接（タンジェント）
deg2rad() - 度単位の数値をラジアン単位に変換する

cosh
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

cosh — 双曲線余弦（ハイパボリックコサイン）

説明

float cosh ( float $arg )

arg のハイパボリックコサインを返します。 これは、(exp(arg) + exp(-arg))/2 で定義されます。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

arg のハイパボリックコサインを返します。

参考

cos() - 余弦（コサイン）
acosh() - 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）
sinh() - 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）
cosh()

decbin
(PHP 4, PHP 5)

decbin — 10 進数を 2 進数に変換する

説明

string decbin ( int $number )
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引数 number を 2 進数表現した文字列を返します。

パラメータ
number

変換したい 10 進数値。

32 ビットマシンでの入力の範囲
正の number 負の number 返り値

0  0
1  1
2  10
... normal progression ...
2147483646  1111111111111111111111111111110
2147483647 (符号付き integer の最大値)  1111111111111111111111111111111 (1 が 31 個)
2147483648 -2147483648 10000000000000000000000000000000
... normal progression ...
4294967294 -2 11111111111111111111111111111110
4294967295 (符号なし integer の最大値) -1 11111111111111111111111111111111 (1 が 32 個)

64 ビットマシンでの入力の範囲
正の number 負の number 返り値

0  0
1  1
2  10
... normal progression ...
9223372036854775806  111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111110
9223372036854775807 (符号付き integer の最大値)  111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 (1 が 63 個)
 -9223372036854775808 1000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
... normal progression ...
 -2 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111110
 -1 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 (1 が 64 個)

返り値

binary_string を 2 進文字列で表した値を返します。

例

例1 decbin() の例
<?php
echo decbin(12) . "\n";
echo decbin(26);
?>

上の例の出力は以下となります。
1100
11010

参考

bindec() - 2 進数 を 10 進数に変換する
decoct() - 10 進数を 8 進数に変換する
dechex() - 10 進数を 16 進数に変換する
base_convert() - 数値の基数を任意に変換する
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する でのフォーマット %b、 %032b あるいは %064b
sprintf() でのフォーマット %b、 %032b あるいは %064b

dechex
(PHP 4, PHP 5)

dechex — 10 進数を 16 進数に変換する

説明

string dechex ( int $number )
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引数 number を 16 進数表現した文字列を返します。 変換できる最大の数字は 4294967295 であり、16 進数で表すと "ffffffff" です。

パラメータ
number

変換したい 10 進数値。

返り値

number を 16 進文字列で表した値を返します。

例

例1 dechex() の例
<?php
echo dechex(10) . "\n";
echo dechex(47);
?>

上の例の出力は以下となります。
a
2f

参考

hexdec() - 16 進数を 10 進数に変換する
decbin() - 10 進数を 2 進数に変換する
decoct() - 10 進数を 8 進数に変換する
base_convert() - 数値の基数を任意に変換する

decoct
(PHP 4, PHP 5)

decoct — 10 進数を 8 進数に変換する

説明

string decoct ( int $number )

引数 number を 8 進数表現した文字列を返します。 変換出来る最大の数字は 10 進数の 4294967295 であり、"37777777777" を返します。

パラメータ
number

変換したい 10 進数値。

返り値

number を 8 進文字列で表した値を返します。

例

例1 decoct() の例
<?php
echo decoct(15) . "\n";
echo decoct(264);
?>

上の例の出力は以下となります。
17
410

参考

octdec() - 8 進数を 10 進数に変換する
decbin() - 10 進数を 2 進数に変換する
dechex() - 10 進数を 16 進数に変換する
base_convert() - 数値の基数を任意に変換する
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deg2rad
(PHP 4, PHP 5)

deg2rad — 度単位の数値をラジアン単位に変換する

説明

float deg2rad ( float $number )

この関数は、number の単位を度からラジアンに変換します。

パラメータ
number

度で表した角度。

返り値

number と同等な値をラジアンで表したものを返します。

例

例1 deg2rad() の例
<?php

echo deg2rad(45); // 0.785398163397
var_dump(deg2rad(45) === M_PI_4); // bool(true)

?>

参考

rad2deg() - ラジアン単位の数値を度単位に変換する

exp
(PHP 4, PHP 5)

exp — e の累乗を計算する

説明

float exp ( float $arg )

e を arg 乗した値を返します。

注意:

'e' は自然対数の底で、およそ 2.718282 です。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

'e' の arg 乗を返します。

例

例1 exp() の例
<?php
echo exp(12) . "\n";
echo exp(5.7);
?>

上の例の出力は以下となります。
1.6275E+005
298.87
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参考

log() - 自然対数
pow() - 指数表現

expm1
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

expm1 — 値がゼロに近い時にでも精度を保つために exp(number) - 1 を返す

説明

float expm1 ( float $arg )

expm1() は、 'exp(number) - 1' の値を返します。 number がゼロに近く、 'exp (number) - 1' が引き算時の桁落ちのために 不正確となるような場合でも正確な値が計算できる方法を使用します。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

'e' の arg 乗から 1 を引いた値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はすべてのプラットフォームで使用できるようになりました。

参考

log1p() - 値がゼロに近い時にでも精度を保つ方法で計算した log(1 + number) を返す
exp() - e の累乗を計算する

floor
(PHP 4, PHP 5)

floor — 端数の切り捨て

説明

float floor ( float $value )

必要に応じて value を丸めることにより、 value をこえない最大の整数の値を返します。

パラメータ
value

丸める数値。

返り値

value をこえない最大の整数の値を返します。 floor() の返り値は float 型のままとなります。これは、 float の範囲が int よりも広いためです。

例

例1 floor() の例
<?php
echo floor(4.3);   // 4
echo floor(9.999); // 9
echo floor(-3.14); // -4
?>

参考
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ceil() - 端数の切り上げ
round() - 浮動小数点数を丸める

fmod
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

fmod — 引数で除算をした際の剰余を返す

説明

float fmod ( float $x , float $y )

被除数（x）を除数（y） で割った余りを返します。余り（r）は、 整数 i を使用して x = i * y + r で定義されます。 y がゼロ以外の場合はr は x と同符号で、絶対値は y より小さくなります。

パラメータ
x

被除数。
y

除数。

返り値

x/y の剰余を返します。

例

例1 fmod() の使用法
<?php
$x = 5.7;
$y = 1.3;
$r = fmod($x, $y);
// $r は 0.5 です。なぜなら 4 * 1.3 + 0.5 = 5.7 だからです。
?>

getrandmax
(PHP 4, PHP 5)

getrandmax — 乱数の最大値を取得する

説明

int getrandmax ( void )

rand() をコールすることにより得られる最大の値を返します。

返り値

rand() が返す乱数の最大値を返します。

参考

rand() - 乱数を生成する
srand() - 乱数ジェネレータを初期化する
mt_getrandmax() - 乱数値の最大値を表示する

hexdec
(PHP 4, PHP 5)

hexdec — 16 進数を 10 進数に変換する

説明
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number hexdec ( string $hex_string )

引数 hex_string により指定された 16 進数に 等価な 10 進数を返します。hexdec() は、16 進数を 表す文字列を 10 進数に変換します。

hexdec() は、16 進数以外の文字を一切無視します。

パラメータ
hex_string

変換したい 16 進文字列。

返り値

hex_string を 10 進で表した値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 以降 この関数は、integer 型の範囲をこえる大きな数値も変換できるようになりました。 そのような値は、float で返します。

例

例1 hexdec() の例
<?php
var_dump(hexdec("See"));
var_dump(hexdec("ee"));
// 共に "int(238)" を出力

var_dump(hexdec("that")); // "int(10)" を出力
var_dump(hexdec("a0")); // "int(160)" を出力
?>

参考

dechex() - 10 進数を 16 進数に変換する
bindec() - 2 進数 を 10 進数に変換する
octdec() - 8 進数を 10 進数に変換する
base_convert() - 数値の基数を任意に変換する

hypot
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

hypot — 直角三角形の斜辺の長さを計算する

説明

float hypot ( float $x , float $y )

hypot() は、直角をはさむ 2 辺の長さが x および y である 直角三角形の斜辺の長さ、すなわち原点と (x, y) との距離を返します。 これは sqrt(x*x + y*y) と等価です。

パラメータ
x

最初の辺の長さ。
y

二番目の辺の長さ。

返り値

斜辺の長さを返します。

is_finite
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

is_finite — 値が有限の数値であるかどうかを判定する
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説明

bool is_finite ( float $val )

val が このプラットフォーム上で有効な有限値であるかどうかを調べます。

パラメータ
val

調べる値。

返り値

val が このプラットフォーム上の PHP の float 型で有効な範囲内の数である場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

is_infinite() - 値が無限大であるかどうかを判定する
is_nan() - 値が数値でないかどうかを判定する

is_infinite
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

is_infinite — 値が無限大であるかどうかを判定する

説明

bool is_infinite ( float $val )

val が（正または負の）無限大である場合に TRUE を返します。たとえば log(0) の結果、 あるいはこのプラットフォーム上で扱える float の範囲を超えた数などが あてはまります。

パラメータ
val

調べる値。

返り値

val が無限大である場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

参考

is_finite() - 値が有限の数値であるかどうかを判定する
is_nan() - 値が数値でないかどうかを判定する

is_nan
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

is_nan — 値が数値でないかどうかを判定する

説明

bool is_nan ( float $val )

val が '非数値 (not a number)' であるかどうかを調べます。たとえば acos(1.01) の結果などがこれにあたります。

パラメータ
val

調べる値。

返り値

val が '非数値 (not a number)' の場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。
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例

例1 is_nan() の例
<?php
// 無効な計算なので、
// NaN 値を返します
$nan = acos(8);

var_dump($nan, is_nan($nan));
?>

上の例の出力は以下となります。
float(NAN)
bool(true)

参考

is_finite() - 値が有限の数値であるかどうかを判定する
is_infinite() - 値が無限大であるかどうかを判定する

lcg_value
(PHP 4, PHP 5)

lcg_value — 複合線形合同法

説明

float lcg_value ( void )

lcg_value() は、(0, 1)の範囲の疑似乱数を返します。 この関数は、周期が 2^31 - 85 および 2^31 - 249 の 2 つの CG を組み合わせます。 この関数の周期はこれら 2 つの素数の積と等価です。

返り値

(0, 1) の範囲の疑似乱数を、浮動小数点数で返します。

参考

rand() - 乱数を生成する
mt_rand() - よりよい乱数値を生成する

log10
(PHP 4, PHP 5)

log10 — 底が 10 の対数

説明

float log10 ( float $arg )

底を 10 とする arg の対数を返します。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

底を 10 とする arg の対数を返します。

参考

log() - 自然対数

log1p



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

log1p — 値がゼロに近い時にでも精度を保つ方法で計算した log(1 + number) を返す

説明

float log1p ( float $number )

log1p() は、 log(1 + number) の値を返します。 number がゼロに近い場合でも正確な値が 計算できる方法を使用します。 log() は、このような場合には 精度の問題で log(1) の値を返してしまいます。

パラメータ
number

処理する引数。

返り値

log(1 + number) を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はすべてのプラットフォームで使用できるようになりました。

参考

expm1() - 値がゼロに近い時にでも精度を保つために exp(number) - 1 を返す
log() - 自然対数
log10() - 底が 10 の対数

log
(PHP 4, PHP 5)

log — 自然対数

説明

float log ( float $arg [, float $base = M_E ] )

オプションの base パラメータを指定した場合は log() は logbase arg を返します。それ以外の場合は log() は arg の自然対数を返します。

パラメータ
arg

対数を計算する値。
base

オプションで指定する、底 (デフォルトは 'e' で、これは自然対数となります)。

返り値

base を指定した場合はそれを底とする arg の対数、指定しない場合は自然対数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 以降 オプションのパラメータ base が使用可能となりました。 これ以前のバージョンでも b を底とする n の対数を計算することが可能です。しかし、数学の等式 logb(n) = log(n)/log(b) を使用する必要があります。ここで、log は自然対数です。

参考

log10() - 底が 10 の対数
exp() - e の累乗を計算する
pow() - 指数表現
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max
(PHP 4, PHP 5)

max — 最大値を返す

説明

mixed max ( array $values )
mixed max ( mixed $value1 , mixed $value2 [, mixed $value3... ] )

パラメータとして配列をひとつだけ渡した場合は、max() は配列の中で最も大きい数値を返します。 ふたつ以上のパラメータを指定した場合は、max() はそれらの中で最も大きいものを返します。

注意:

PHP は、数値として解釈できない string を integer と比較する場合には 0 と評価します。しかし、もしそれが最大値であった 場合、返り値はもとの文字列となります。0 と評価される 引数が複数存在した場合、max() はもしその中に 数値の 0 があればそれを返
し、そうでなければ アルファベット順で一番大きな文字列の値が返されます。

パラメータ
values

値を含む配列。

返り値

max() は、パラメータとして渡した値の中で 数値として最も大きいものを返します。 同じ大きさの値が複数あった場合は、最初にあらわれたものを返します。

max() に複数の配列を渡した場合は、いちばん長い配列を返します。 すべての配列が同じ長さの場合は、辞書順の並べ替えで返り値を見つけます。

文字列を渡した場合は、integer に変換してから比較します。

例

例1 max() の使用例
<?php
echo max(1, 3, 5, 6, 7);  // 7
echo max(array(2, 4, 5)); // 5

// 'hello' を integer に変換すると 0 になります。ふたつのパラメータの長さは
// 等しくなるので、パラメータを渡した順によって結果が決まります
echo max(0, 'hello');     // 0
echo max('hello', 0);     // hello

echo max('42', 3); // '42'

// 0 > -1 なので、返り値は 'hello' となります
echo max(-1, 'hello');    // hello

// 長さが異なる複数の配列を渡すと、いちばん長い配列を返します
$val = max(array(2, 2, 2), array(1, 1, 1, 1)); // array(1, 1, 1, 1)

// 同じ長さの複数の配列を渡すと、max はその要素を左から
// 辞書順に比較します。この例では 2 == 2 ですが 4 < 5 となります
$val = max(array(2, 4, 8), array(2, 5, 7)); // array(2, 5, 7)

// 配列と配列でない値が渡された場合、常に
// 配列が最大と判定されます。
$val = max('string', array(2, 5, 7), 42);   // array(2, 5, 7)
?>

参考

min() - 最小値を返す
count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える

min
(PHP 4, PHP 5)

min — 最小値を返す

説明

mixed min ( array $values )
mixed min ( mixed $value1 , mixed $value2 [, mixed $value3... ] )

パラメータとして配列をひとつだけ渡した場合は、 min() は配列の中で最も大きい数値を返します。 ふたつ以上のパラメータを指定した場合は、min() はそれらの中で最も小さいものを返します。

注意:
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PHP は、数値として解釈できない string を integer と比較する場合には 0 と評価します。しかし、もしそれが最小値であった 場合、返り値はもとの文字列となります。0 と評価される 引数が複数存在した場合、mix() はもしその中に 文字列があればアルファベット
順で一番小さな文字列の値を返し、 そうでなければ数値の 0 が返されます。

パラメータ
values

値を含む配列。

返り値

min() は、パラメータとして渡した値の中で 数値として最も小さいものを返します。

例

例1 min() の例
<?php
echo min(2, 3, 1, 6, 7);  // 1
echo min(array(2, 4, 5)); // 2

echo min(0, 'hello');     // 0
echo min('hello', 0);     // hello
echo min('hello', -1);    // -1

// 複数の配列を渡すと、mix はその要素を左から順に比較します。
// この例では 2 == 2 ですが 4 < 5 となります。
$val = min(array(2, 4, 8), array(2, 5, 1)); // array(2, 4, 8)

// 配列と配列でない値が渡された場合は常に
// 配列が最大と判定されるため、配列が返されることはありません。
$val = min('string', array(2, 5, 7), 42);   // string
?>

参考

max() - 最大値を返す
count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える

mt_getrandmax
(PHP 4, PHP 5)

mt_getrandmax — 乱数値の最大値を表示する

説明

int mt_getrandmax ( void )

mt_rand() のコールにより返される最大の値を返します。

返り値

mt_rand() が返す乱数の最大値を返します。

参考

mt_rand() - よりよい乱数値を生成する
mt_srand() - 改良型乱数生成器にシードを指定する
getrandmax() - 乱数の最大値を取得する

mt_rand
(PHP 4, PHP 5)

mt_rand — よりよい乱数値を生成する

説明

int mt_rand ( void )
int mt_rand ( int $min , int $max )

古い libc の多くの乱数発生器は、怪しげであるか特性が不明であったりし、 また低速でした。デフォルトでは、PHP は rand() において libc の乱数発生器を使用します。 mt_rand() 関数は、その代替品となるものです。 この関数は、その特性が既知の乱数生成器 » Mersenne
Twister を使用し、 平均的な libc の rand()よりも 4 倍以上高速に乱数を生成します。

http://www.math.sci.hiroshima-u.ac.jp/~m-mat/MT/emt.html
http://www.math.sci.hiroshima-u.ac.jp/~m-mat/MT/emt.html
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オプションの引数 min,max を付けずに コールした場合、mt_rand() は 0 から mt_getrandmax() の間の擬似乱数値を返します。 例えば、5 から 15 まで(端点を含む)の間の乱数値を得たい場合には mt_rand(5, 15) としてください。

パラメータ
min

オプションで指定する、返される値の最小値 (デフォルトは 0)。
max

オプションで指定する、返される値の最大値 (デフォルトは mt_getrandmax())。

返り値

min (あるいは 0) から max (あるいは mt_getrandmax()、それぞれ端点を含む) までの間のランダムな整数値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 乱数生成器が自動的にシードを生成するようになりました。

例

例1 mt_rand() の例
<?php
echo mt_rand() . "\n";
echo mt_rand() . "\n";

echo mt_rand(5, 15);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1604716014
1478613278
6

参考

mt_srand() - 改良型乱数生成器にシードを指定する
mt_getrandmax() - 乱数値の最大値を表示する
rand() - 乱数を生成する

mt_srand
(PHP 4, PHP 5)

mt_srand — 改良型乱数生成器にシードを指定する

説明

void mt_srand ([ int $seed ] )

seed により乱数生成器にシードを指定します。 seed を指定しなかった場合は、 ランダムな値を設定します。

注意: PHP 4.2.0 以降、 srand() または mt_srand() によりランダム数生成器にシードを与える必要はありません。 これは、この処理が自動的に行われるためです。

パラメータ
seed

オプションで指定するシード値。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョ
ン 説明

4.2.0 以
降 seed がオプションとなり、 省略した場合はデフォルトでランダムな値が設定されるようになりました。

5.2.1 以 PHP の Mersenne Twister 実装は、Richard Wagner による新たなシード生成アルゴリズムを使用するようになりました。 これまでのバージョンと同じシード値で同じ乱数列が生成されることはなくなりました。 この振る舞いが再び変わる見込みはありませんが、 そ
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降 れに関わらずこの振る舞いに頼るのは安全ではありません。

例

例1 mt_srand() の例
<?php
// マイクロ秒でシードを指定します
function make_seed()
{
  list($usec, $sec) = explode(' ', microtime());
  return (float) $sec + ((float) $usec * 100000);
}
mt_srand(make_seed());
$randval = mt_rand();
?>

参考

mt_rand() - よりよい乱数値を生成する
mt_getrandmax() - 乱数値の最大値を表示する
srand() - 乱数ジェネレータを初期化する

octdec
(PHP 4, PHP 5)

octdec — 8 進数を 10 進数に変換する

説明

number octdec ( string $octal_string )

octal_string により指定された 8 進数を 10 進数表現した数値を返します。

パラメータ
octal_string

変換したい 8 進文字列。

返り値

octal_string を 8 進で表した値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 以降 この関数は、integer 型の範囲をこえる大きな数値も変換できるようになりました。 そのような値は、float で返します。

例

例1 octdec() の例
<?php
echo octdec('77') . "\n";
echo octdec(decoct(45));
?>

上の例の出力は以下となります。
63
45

参考

decoct() - 10 進数を 8 進数に変換する
bindec() - 2 進数 を 10 進数に変換する
hexdec() - 16 進数を 10 進数に変換する
base_convert() - 数値の基数を任意に変換する

pi
(PHP 4, PHP 5)
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pi — 円周率の値を得る

説明

float pi ( void )

円周率の近似値を返します。返される float 値の小数点以下の 桁数は、php.ini の precision ディレクティブに依存します。デフォルトは 14 です。 また、定数 M_PI を使用することで pi() とまったく同じ結果を取得することも可能です。

返り値

円周率の値を不動小数点数で返します。

例

例1 pi() の例
<?php
echo pi(); // 3.1415926535898
echo M_PI; // 3.1415926535898
?>

pow
(PHP 4, PHP 5)

pow — 指数表現

説明

number pow ( number $base , number $exp )

base の exp 乗を返します。

警告

PHP 4.0.6 より前のバージョンでは、pow() は 常に float を返します。この場合、警告は発生しません。

パラメータ
base

使用する基数。
exp

指数。

返り値

base の exp 乗を 返します。可能な場合、この関数は、integer 型の値を 返します。累乗が計算できない場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.6 以降 可能な場合は、結果を integer で返すようになりました。 以前は、結果を常に float で返していました。 そのため、値によっては間違った結果となることがありました。
4.2.0 以降 PHP 値が計算できない場合に警告を発生することはなくなり、 単に FALSE を返すだけとなりました。

例

例1 pow() の例
<?php

var_dump(pow(2, 8)); // int(256)
echo pow(-1, 20); // 1
echo pow(0, 0); // 1

echo pow(-1, 5.5); // エラー
?>

参考

exp() - e の累乗を計算する
sqrt() - 平方根
bcpow() - 任意精度数値をべき乗する
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gmp_pow() - べき乗を計算する

rad2deg
(PHP 4, PHP 5)

rad2deg — ラジアン単位の数値を度単位に変換する

説明

float rad2deg ( float $number )

この関数は、number の単位をラジアンから度に変換します。

パラメータ
number

ラジアン値。

返り値

number と同等な値を度で表したものを返します。

例

例1 rad2deg() の例
<?php

echo rad2deg(M_PI_4); // 45

?>

参考

deg2rad() - 度単位の数値をラジアン単位に変換する

rand
(PHP 4, PHP 5)

rand — 乱数を生成する

説明

int rand ( void )
int rand ( int $min , int $max )

オプションの引数 min,max を省略してコールした場合、rand() は 0 と getrandmax() の間の擬似乱数(整数)を返します。 例えば、5 から 15 まで（両端を含む）の乱数を得たい場合、 rand(5, 15) とします。

注意: （Windows のような）いくつかのプラットフォームでは、getrandmax() は 32768 と小さな値となっています。 32768 より広い範囲にしたい場合、 min および max を指定することで、 これより大きな範囲の乱数を生成することができます。 もしくは、
mt_rand() をかわりに使用してみてください。

パラメータ
min

返す値の最小値 (デフォルトは 0)。
max

返す値の最大値 (デフォルトは getrandmax())。

返り値

min (あるいは 0) から max (あるいは getrandmax()、それぞれ端点を含む) までの間の疑似乱数値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 乱数生成器が自動的にシードを生成するようになりました。
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例

例1 rand() の例
<?php
echo rand() . "\n";
echo rand() . "\n";

echo rand(5, 15);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
7771
22264
11

参考

srand() - 乱数ジェネレータを初期化する
getrandmax() - 乱数の最大値を取得する
mt_rand() - よりよい乱数値を生成する

round
(PHP 4, PHP 5)

round — 浮動小数点数を丸める

説明

float round ( float $val [, int $precision = 0 [, int $mode = PHP_ROUND_HALF_UP ]] )

val を、指定した precision(小数点以下の桁数)に丸めた値を 返します。precision を負またはゼロ(デフォルト) とすることも可能です。

注意: PHP は、デフォルトでは "12,300.2" のような 文字列を正しく処理しません。文字列からの変換 を参照ください。

パラメータ
val

丸める値。
precision

オプションで指定する、丸める桁数。
mode

PHP_ROUND_HALF_UP、 PHP_ROUND_HALF_DOWN、 PHP_ROUND_HALF_EVEN あるいは PHP_ROUND_HALF_ODD のいずれか。

返り値

The rounded value

例

例1 round() examples

<?php
echo round(3.4);         // 3
echo round(3.5);         // 4
echo round(3.6);         // 4
echo round(3.6, 0);      // 4
echo round(1.95583, 2);  // 1.96
echo round(1241757, -3); // 1242000
echo round(5.045, 2);    // 5.05
echo round(5.055, 2);    // 5.06
?>

例2 mode() の例
<?php
echo round(9.5, 0, PHP_ROUND_HALF_UP);   // 10
echo round(9.5, 0, PHP_ROUND_HALF_DOWN); // 9
echo round(9.5, 0, PHP_ROUND_HALF_EVEN); // 10
echo round(9.5, 0, PHP_ROUND_HALF_ODD);  // 9

echo round(8.5, 0, PHP_ROUND_HALF_UP);   // 9
echo round(8.5, 0, PHP_ROUND_HALF_DOWN); // 8
echo round(8.5, 0, PHP_ROUND_HALF_EVEN); // 8
echo round(8.5, 0, PHP_ROUND_HALF_ODD);  // 9
?>
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変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 mode パラメータが追加されました。
5.2.7 round() の内部での挙動が変更され、 C99 標準に準拠するようになりました。

参考

ceil() - 端数の切り上げ
floor() - 端数の切り捨て
number_format() - 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする

sin
(PHP 4, PHP 5)

sin — 正弦（サイン）

説明

float sin ( float $arg )

sin() は、arg のサインを 返します。arg はラジアンです。

パラメータ
arg

ラジアンで表した値。

返り値

arg のサインを返します。

例

例1 sin() の例
<?php

// 結果の精度は、指定によります。
echo sin(deg2rad(60));  //  0.866025403 ...
echo sin(60);           // -0.304810621 ...

?>

参考

asin() - 逆正弦（アークサイン）
sinh() - 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）
cos() - 余弦（コサイン）
tan() - 正接（タンジェント）
deg2rad() - 度単位の数値をラジアン単位に変換する

sinh
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

sinh — 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）

説明

float sinh ( float $arg )

arg のハイパボリックサインを返します。 これは、(exp(arg) - exp(-arg))/2 で定義されます。

パラメータ
arg

処理する引数。
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返り値

arg のハイパボリックサインを返します。

参考

sin() - 正弦（サイン）
asinh() - 逆双曲線正弦（アークハイパボリックサイン）
cosh() - 双曲線余弦（ハイパボリックコサイン）
tanh() - 双曲線正接（ハイパボリックタンジェント）

sqrt
(PHP 4, PHP 5)

sqrt — 平方根

説明

float sqrt ( float $arg )

arg の平方根を返します。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

arg の平方根を返します。 負の数を指定した場合は、特別な値 NAN を返します。

例

例1 sqrt() の例
<?php
// 小数点以下の精度は、precision ディレクティブの設定に依存します
echo sqrt(9); // 3
echo sqrt(10); // 3.16227766 ...
?>

参考

pow() - 指数表現

srand
(PHP 4, PHP 5)

srand — 乱数ジェネレータを初期化する

説明

void srand ([ int $seed ] )

シード seed で乱数ジェネレータを初期化します。 seed を省略した場合はランダムな値が設定されます。

注意: PHP 4.2.0 以降、 srand() または mt_srand() によりランダム数生成器にシードを与える必要はありません。 これは、この処理が自動的に行われるためです。

パラメータ
seed

オプションで指定するシード値。

返り値

値を返しません。
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変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 以降 seed はオプションになりました。 省略した場合はランダムな値がデフォルトで設定されます。

例

例1 srand() の例
<?php
// マイクロ秒でシードを設定します
function make_seed()
{
  list($usec, $sec) = explode(' ', microtime());
  return (float) $sec + ((float) $usec * 100000);
}
srand(make_seed());
$randval = rand();
?>

参考

rand() - 乱数を生成する
getrandmax() - 乱数の最大値を取得する
mt_srand() - 改良型乱数生成器にシードを指定する

tan
(PHP 4, PHP 5)

tan — 正接（タンジェント）

説明

float tan ( float $arg )

tan() は、arg のタンジェントを 返します。arg はラジアンです。

パラメータ
arg

処理する引数をラジアンで表したもの。

返り値

arg のタンジェントを返します。

例

例1 tan() の例
<?php

echo tan(M_PI_4); // 1

?>

参考

atan() - 逆正接（アークタンジェント）
atan2() - 2 変数のアークタンジェント
sin() - 正弦（サイン）
cos() - 余弦（コサイン）
tanh() - 双曲線正接（ハイパボリックタンジェント）
deg2rad() - 度単位の数値をラジアン単位に変換する

tanh
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

tanh — 双曲線正接（ハイパボリックタンジェント）

説明
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float tanh ( float $arg )

arg のハイパボリックタンジェントを返します。 これは sinh(arg)/cosh(arg) で定義されます。

パラメータ
arg

処理する引数。

返り値

arg のハイパボリックタンジェントを返します。

参考

tan() - 正接（タンジェント）
atanh() - 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）
sinh() - 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）
cosh() - 双曲線余弦（ハイパボリックコサイン）

目次
abs — 絶対値
acos — 逆余弦（アークコサイン）
acosh — 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）
asin — 逆正弦（アークサイン）
asinh — 逆双曲線正弦（アークハイパボリックサイン）
atan2 — 2 変数のアークタンジェント
atan — 逆正接（アークタンジェント）
atanh — 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）
base_convert — 数値の基数を任意に変換する
bindec — 2 進数 を 10 進数に変換する
ceil — 端数の切り上げ
cos — 余弦（コサイン）
cosh — 双曲線余弦（ハイパボリックコサイン）
decbin — 10 進数を 2 進数に変換する
dechex — 10 進数を 16 進数に変換する
decoct — 10 進数を 8 進数に変換する
deg2rad — 度単位の数値をラジアン単位に変換する
exp — e の累乗を計算する
expm1 — 値がゼロに近い時にでも精度を保つために exp(number) - 1 を返す
floor — 端数の切り捨て
fmod — 引数で除算をした際の剰余を返す
getrandmax — 乱数の最大値を取得する
hexdec — 16 進数を 10 進数に変換する
hypot — 直角三角形の斜辺の長さを計算する
is_finite — 値が有限の数値であるかどうかを判定する
is_infinite — 値が無限大であるかどうかを判定する
is_nan — 値が数値でないかどうかを判定する
lcg_value — 複合線形合同法
log10 — 底が 10 の対数
log1p — 値がゼロに近い時にでも精度を保つ方法で計算した log(1 + number) を返す
log — 自然対数
max — 最大値を返す
min — 最小値を返す
mt_getrandmax — 乱数値の最大値を表示する
mt_rand — よりよい乱数値を生成する
mt_srand — 改良型乱数生成器にシードを指定する
octdec — 8 進数を 10 進数に変換する
pi — 円周率の値を得る
pow — 指数表現
rad2deg — ラジアン単位の数値を度単位に変換する
rand — 乱数を生成する
round — 浮動小数点数を丸める
sin — 正弦（サイン）
sinh — 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）
sqrt — 平方根
srand — 乱数ジェネレータを初期化する
tan — 正接（タンジェント）
tanh — 
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双曲線正接（ハイパボリックタンジェント）

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Math 関数

abs — 絶対値
acos — 逆余弦（アークコサイン）
acosh — 逆双曲線余弦（アークハイパボリックコサイン）
asin — 逆正弦（アークサイン）
asinh — 逆双曲線正弦（アークハイパボリックサイン）
atan2 — 2 変数のアークタンジェント
atan — 逆正接（アークタンジェント）
atanh — 逆双曲線正接（アークハイパボリックタンジェント）
base_convert — 数値の基数を任意に変換する
bindec — 2 進数 を 10 進数に変換する
ceil — 端数の切り上げ
cos — 余弦（コサイン）
cosh — 双曲線余弦（ハイパボリックコサイン）
decbin — 10 進数を 2 進数に変換する
dechex — 10 進数を 16 進数に変換する
decoct — 10 進数を 8 進数に変換する
deg2rad — 度単位の数値をラジアン単位に変換する
exp — e の累乗を計算する
expm1 — 値がゼロに近い時にでも精度を保つために exp(number) - 1 を返す
floor — 端数の切り捨て
fmod — 引数で除算をした際の剰余を返す
getrandmax — 乱数の最大値を取得する
hexdec — 16 進数を 10 進数に変換する
hypot — 直角三角形の斜辺の長さを計算する
is_finite — 値が有限の数値であるかどうかを判定する
is_infinite — 値が無限大であるかどうかを判定する
is_nan — 値が数値でないかどうかを判定する
lcg_value — 複合線形合同法
log10 — 底が 10 の対数
log1p — 値がゼロに近い時にでも精度を保つ方法で計算した log(1 + number) を返す
log — 自然対数
max — 最大値を返す
min — 最小値を返す
mt_getrandmax — 乱数値の最大値を表示する
mt_rand — よりよい乱数値を生成する
mt_srand — 改良型乱数生成器にシードを指定する
octdec — 8 進数を 10 進数に変換する
pi — 円周率の値を得る
pow — 指数表現
rad2deg — ラジアン単位の数値を度単位に変換する
rand — 乱数を生成する
round — 浮動小数点数を丸める
sin — 正弦（サイン）
sinh — 双曲線正弦（ハイパボリックサイン）
sqrt — 平方根
srand — 乱数ジェネレータを初期化する
tan — 正接（タンジェント）
tanh — 双曲線正接（ハイパボリックタンジェント）

統計関数

導入
統計用の拡張モジュールです。統計計算のために有用な関数を、 何十個も含んでいます。この拡張モジュールは、B. Brown & J. Lavato の DCDFLIB (Library of C routines for Cumulative Distributions Functions, Inverses, and Other parameters) および Barry Brown,
James Lavato & Kathy Russell の RANDLIB という 2 つの科学ライブラリのラッパーです。 CD 関数および PD 関数を含みます。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリは不要です。使用するライブラリは、 この拡張モジュールにバンドルされています。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/stats.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

統計 関数

stats_absolute_deviation
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_absolute_deviation — 値の配列の絶対偏差を返す

説明

float stats_absolute_deviation ( array $a )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

返り値

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/stats
http://pecl.php.net/package/stats
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stats_cdf_beta
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_beta — ベータ分布用の CDF 関数。ベータ分布のパラメータのいずれかを、 その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_beta ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )

Method Cumulative distribution function (P) is calculated directly by code associated with the following reference. DiDinato, A. R. and Morris, A. H. Algorithm 708: Significant Digit Computation of the Incomplete Beta Function Ratios. ACM Trans. Math.
Softw. 18 (1993), 360-373. Computation of other parameters involve a search for a value that produces the desired value of P. The search relies on the monotinicity of P with the other parameter. Note The beta density is proportional to t^(A-1) * (1-
t)^(B-1) Arguments P -- The integral from 0 to X of the chi-square distribution. Input range: [0, 1]. Q -- 1-P. Input range: [0, 1]. P + Q = 1.0. X -- Upper limit of integration of beta density. Input range: [0,1]. Search range: [0,1] Y -- 1-X. Input range:
[0,1]. Search range: [0,1] X + Y = 1.0. A -- The first parameter of the beta density. Input range: (0, +infinity). Search range: [1D-100,1D100] B -- The second parameter of the beta density. Input range: (0, +infinity). Search range: [1D-100,1D100]
STATUS -- 0 if calculation completed correctly -I if input parameter number I is out of range 1 if answer appears to be lower than lowest search bound 2 if answer appears to be higher than greatest search bound 3 if P + Q .ne. 1 4 if X + Y .ne. 1 BOUND
-- Undefined if STATUS is 0 Bound exceeded by parameter number I if STATUS is negative. Lower search bound if STATUS is 1. Upper search bound if STATUS is 2.

パラメータ
par1

par2

par3

which

Integer indicating which of the next four argument values is to be calculated from the others. Legal range: 1..4 which = 1 : Calculate P and Q from X,Y,A and B which = 2 : Calculate X and Y from P,Q,A and B which = 3 : Calculate A from P,Q,X,Y and
B which = 4 : Calculate B from P,Q,X,Y and A

返り値

STATUS -- 0 if calculation completed correctly -I if input parameter number I is out of range 1 if answer appears to be lower than lowest search bound 2 if answer appears to be higher than greatest search bound 3 if P + Q .ne. 1 4 if X + Y .ne. 1

stats_cdf_binomial
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_binomial — 二項分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_binomial ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_cauchy
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_cauchy — 未ドキュメント化

説明

float stats_cdf_cauchy ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_chisquare
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_chisquare — カイ二乗分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_chisquare ( float $par1 , float $par2 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

which

返り値

stats_cdf_exponential
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_exponential — 未ドキュメント化

説明

float stats_cdf_exponential ( float $par1 , float $par2 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

which

返り値

stats_cdf_f
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_f — F 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_f ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_gamma
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_gamma — ガンマ分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_gamma ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_laplace
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_laplace — 未ドキュメント化

説明

float stats_cdf_laplace ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_logistic
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_logistic — 未ドキュメント化

説明

float stats_cdf_logistic ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_negative_binomial
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_negative_binomial — 負の二項分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_negative_binomial ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_noncentral_chisquare
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_noncentral_chisquare — 非心カイ二乗分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_noncentral_chisquare ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_noncentral_f
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_noncentral_f — 非心 F 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
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説明

float stats_cdf_noncentral_f ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , float $par4 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

par4

which

返り値

stats_cdf_poisson
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_poisson — ポアソン分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_poisson ( float $par1 , float $par2 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

which

返り値

stats_cdf_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_t — T 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_cdf_t ( float $par1 , float $par2 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

which

返り値

stats_cdf_uniform
(PECL stats >= 1.0.0)
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stats_cdf_uniform — 未ドキュメント化

説明

float stats_cdf_uniform ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_cdf_weibull
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_cdf_weibull — 未ドキュメント化

説明

float stats_cdf_weibull ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_covariance
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_covariance — ふたつのデータセットの共分散を計算する

説明

float stats_covariance ( array $a , array $b )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

b

返り値

stats_den_uniform
(PECL stats >= 1.0.0)
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stats_den_uniform — 未ドキュメント化

説明

float stats_den_uniform ( float $x , float $a , float $b )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

a

b

返り値

stats_dens_beta
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_beta — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_beta ( float $x , float $a , float $b )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

a

b

返り値

stats_dens_cauchy
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_cauchy — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_cauchy ( float $x , float $ave , float $stdev )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

ave

stdev

返り値

stats_dens_chisquare
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_chisquare — 未ドキュメント化
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説明

float stats_dens_chisquare ( float $x , float $dfr )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

dfr

返り値

stats_dens_exponential
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_exponential — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_exponential ( float $x , float $scale )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

scale

返り値

stats_dens_f
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_f —

説明

float stats_dens_f ( float $x , float $dfr1 , float $dfr2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

dfr1

dfr2

返り値

stats_dens_gamma
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_gamma — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_gamma ( float $x , float $shape , float $scale )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

shape

scale

返り値

stats_dens_laplace
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_laplace — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_laplace ( float $x , float $ave , float $stdev )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

ave

stdev

返り値

stats_dens_logistic
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_logistic — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_logistic ( float $x , float $ave , float $stdev )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

ave

stdev

返り値

stats_dens_negative_binomial
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_negative_binomial — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_negative_binomial ( float $x , float $n , float $pi )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

n

pi

返り値

stats_dens_normal
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_normal — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_normal ( float $x , float $ave , float $stdev )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

ave

stdev

返り値

stats_dens_pmf_binomial
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_pmf_binomial — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_pmf_binomial ( float $x , float $n , float $pi )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

n

pi

返り値

stats_dens_pmf_hypergeometric
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_pmf_hypergeometric —

説明

float stats_dens_pmf_hypergeometric ( float $n1 , float $n2 , float $N1 , float $N2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
n1

n2

N1

N2

返り値

stats_dens_pmf_poisson
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_pmf_poisson — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_pmf_poisson ( float $x , float $lb )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

lb

返り値

stats_dens_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_t — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_t ( float $x , float $dfr )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

dfr

返り値

stats_dens_weibull
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_dens_weibull — 未ドキュメント化

説明

float stats_dens_weibull ( float $x , float $a , float $b )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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x

a

b

返り値

stats_harmonic_mean
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_harmonic_mean — 値の配列の調和平均を返す

説明

number stats_harmonic_mean ( array $a )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

返り値

stats_kurtosis
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_kurtosis — 配列内のデータの尖度を計算する

説明

float stats_kurtosis ( array $a )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

返り値

stats_rand_gen_beta
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_beta — 無作為な値を生成する

説明

float stats_rand_gen_beta ( float $a , float $b )

パラメータ A および B で表されるベータ分布から、無作為な値を返します。 ベータ密度は、< x < に対して x^(a-1) * (1-x)^(b-1) / B(a,b) となります。これは R. C. H. Cheng の手法です。

パラメータ
a

b

返り値
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stats_rand_gen_chisquare
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_chisquare — 自由度 "df" の乱数で表されるカイ二乗分布から、無作為な値を返す

説明

float stats_rand_gen_chisquare ( float $df )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
df

返り値

stats_rand_gen_exponential
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_exponential — 平均値 "av" の指数分布から、無作為な値を返す

説明

float stats_rand_gen_exponential ( float $av )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
av

返り値

stats_rand_gen_f
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_f — 無作為な値を返す

説明

float stats_rand_gen_f ( float $dfn , float $dfd )

分子の自由度が "dfn"、分母の自由度が "dfd" の F (分散比) 分布から、無作為な値を返します。カイ二乗の変量の比を直接生成します。

パラメータ
dfn

dfd

返り値

stats_rand_gen_funiform
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_funiform — low (それ自身は含まない) と high (それ自身は含まない) の間の一様な浮動小数点数値を生成する

説明
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float stats_rand_gen_funiform ( float $low , float $high )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
low

high

返り値

stats_rand_gen_gamma
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_gamma — ガンマ分布から無作為な値を生成する

説明

float stats_rand_gen_gamma ( float $a , float $r )

密度 (A**R)/Gamma(R) * X**(R-1) * Exp(-A*X) のガンマ分布から、 無作為な値を生成します。

パラメータ
a

ガンマ分布の位置母数 (a > 0)。
r

ガンマ分布の形状母数 (r > 0)。

返り値

stats_rand_gen_ibinomial_negative
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_ibinomial_negative — 負の二項分布から無作為な値を生成する。引数: n - 無作為な値を生成するために行う負の二項分布の試行回数 (n > 0)、p - 事象の発生する確率 (0 < p < 1))

説明

int stats_rand_gen_ibinomial_negative ( int $n , float $p )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
n

p

返り値

stats_rand_gen_ibinomial
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_ibinomial — 二項分布から無作為な値を生成する。二項分布の試行回数を "n" (n >= 0)、各試行で事象の発生する確率を "pp" ([0;1]) とし、BTPE アルゴリズムを使用する

説明

int stats_rand_gen_ibinomial ( int $n , float $pp )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
n

pp

返り値

stats_rand_gen_int
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_int — 1 から 2147483562 までの間の無作為な整数値を生成する

説明

int stats_rand_gen_int ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

返り値

stats_rand_gen_ipoisson
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_ipoisson — 平均 "mu" (mu >= 0.0) のポアソン分布から無作為な値を生成する

説明

int stats_rand_gen_ipoisson ( float $mu )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
mu

返り値

stats_rand_gen_iuniform
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_iuniform — LOW (それ自身を含む) と HIGH (それ自身を含む) の間の一様分布から整数値を生成する

説明

int stats_rand_gen_iuniform ( int $low , int $high )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
low

high

返り値
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stats_rand_gen_noncenral_chisquare
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_noncenral_chisquare — 自由度 "df"、非心母数 "xnonc" の非心カイ二乗分布から無作為な値を生成する。 d は >= 1.0、xnonc は >= 0.0 でなければならない

説明

float stats_rand_gen_noncenral_chisquare ( float $df , float $xnonc )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
df

xnonc

返り値

stats_rand_gen_noncentral_f
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_noncentral_f — 分子の自由度が "dfn"、分母の自由度が "dfd"、非心母数が "xnonc" の非心 F (分散比) 分布から、無作為な値を返す。 非心カイ二乗変量の分子とカイ二乗変量の分母の比を直接生成する

説明

float stats_rand_gen_noncentral_f ( float $dfn , float $dfd , float $xnonc )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
dfn

dfd

xnonc

返り値

stats_rand_gen_noncentral_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_noncentral_t — 非心 T 分布から無作為な値を生成する

説明

float stats_rand_gen_noncentral_t ( float $df , float $xnonc )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
df

xnonc

返り値

stats_rand_gen_normal
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(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_normal — mean、av および標準偏差 sd (sd >= 0) によって表される正規分布から無作為な値を生成する。 Method : Renames SNORM from TOMS as slightly modified by BWB to use RANF instead of SUNIF.

説明

float stats_rand_gen_normal ( float $av , float $sd )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
av

sd

返り値

stats_rand_gen_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_gen_t — T 分布から無作為な値を生成する

説明

float stats_rand_gen_t ( float $df )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
df

返り値

stats_rand_get_seeds
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_get_seeds — 未ドキュメント化

説明

array stats_rand_get_seeds ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

返り値

stats_rand_phrase_to_seeds
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_phrase_to_seeds — 乱数ジェネレータ用のふたつのシードを生成する

説明

array stats_rand_phrase_to_seeds ( string $phrase )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
phrase

返り値

stats_rand_ranf
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_ranf — 0 から 1 (区間の両端は含まない) までの一様分布から、 現在のジェネレータを使用して無作為な浮動小数点数値を返す

説明

float stats_rand_ranf ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

返り値

stats_rand_setall
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_rand_setall — 未ドキュメント化

説明

void stats_rand_setall ( int $iseed1 , int $iseed2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iseed1

iseed2

返り値

stats_skew
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_skew — 配列内のデータの歪度を計算する

説明

float stats_skew ( array $a )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

返り値

stats_standard_deviation
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(PECL stats >= 1.0.0)

stats_standard_deviation — 標準偏差を返す

説明

float stats_standard_deviation ( array $a [, bool $sample = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

sample

返り値

stats_stat_binomial_coef
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_binomial_coef — 未ドキュメント化

説明

float stats_stat_binomial_coef ( int $x , int $n )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
x

n

返り値

stats_stat_correlation
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_correlation — 未ドキュメント化

説明

float stats_stat_correlation ( array $arr1 , array $arr2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
arr1

arr2

返り値

stats_stat_gennch
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_gennch — 未ドキュメント化
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説明

float stats_stat_gennch ( int $n )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
n

返り値

stats_stat_independent_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_independent_t — 未ドキュメント化

説明

float stats_stat_independent_t ( array $arr1 , array $arr2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
arr1

arr2

返り値

stats_stat_innerproduct
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_innerproduct —

説明

float stats_stat_innerproduct ( array $arr1 , array $arr2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
arr1

arr2

返り値

stats_stat_noncentral_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_noncentral_t — 非心 t 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する

説明

float stats_stat_noncentral_t ( float $par1 , float $par2 , float $par3 , int $which )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
par1

par2

par3

which

返り値

stats_stat_paired_t
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_paired_t — 未ドキュメント化

説明

float stats_stat_paired_t ( array $arr1 , array $arr2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
arr1

arr2

返り値

stats_stat_percentile
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_percentile — 未ドキュメント化

説明

float stats_stat_percentile ( float $df , float $xnonc )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
df

xnonc

返り値

stats_stat_powersum
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_stat_powersum — 未ドキュメント化

説明

float stats_stat_powersum ( array $arr , float $power )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
arr



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

power

返り値

stats_variance
(PECL stats >= 1.0.0)

stats_variance — 母分散を返す

説明

float stats_variance ( array $a [, bool $sample = false ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
a

sample

返り値

目次
stats_absolute_deviation — 値の配列の絶対偏差を返す
stats_cdf_beta — ベータ分布用の CDF 関数。ベータ分布のパラメータのいずれかを、 その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_binomial — 二項分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_cauchy — 未ドキュメント化
stats_cdf_chisquare — カイ二乗分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_exponential — 未ドキュメント化
stats_cdf_f — F 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_gamma — ガンマ分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_laplace — 未ドキュメント化
stats_cdf_logistic — 未ドキュメント化
stats_cdf_negative_binomial — 負の二項分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_noncentral_chisquare — 非心カイ二乗分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_noncentral_f — 非心 F 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_poisson — ポアソン分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_t — T 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_uniform — 未ドキュメント化
stats_cdf_weibull — 未ドキュメント化
stats_covariance — ふたつのデータセットの共分散を計算する
stats_den_uniform — 未ドキュメント化
stats_dens_beta — 未ドキュメント化
stats_dens_cauchy — 未ドキュメント化
stats_dens_chisquare — 未ドキュメント化
stats_dens_exponential — 未ドキュメント化
stats_dens_f — 説明
stats_dens_gamma — 未ドキュメント化
stats_dens_laplace — 未ドキュメント化
stats_dens_logistic — 未ドキュメント化
stats_dens_negative_binomial — 未ドキュメント化
stats_dens_normal — 未ドキュメント化
stats_dens_pmf_binomial — 未ドキュメント化
stats_dens_pmf_hypergeometric — 説明
stats_dens_pmf_poisson — 未ドキュメント化
stats_dens_t — 未ドキュメント化
stats_dens_weibull — 未ドキュメント化
stats_harmonic_mean — 値の配列の調和平均を返す
stats_kurtosis — 配列内のデータの尖度を計算する
stats_rand_gen_beta — 無作為な値を生成する
stats_rand_gen_chisquare — 自由度 "df" の乱数で表されるカイ二乗分布から、無作為な値を返す
stats_rand_gen_exponential — 平均値 "av" の指数分布から、無作為な値を返す
stats_rand_gen_f — 無作為な値を返す
stats_rand_gen_funiform — low (それ自身は含まない) と high (それ自身は含まない) の間の一様な浮動小数点数値を生成する
stats_rand_gen_gamma — ガンマ分布から無作為な値を生成する
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stats_rand_gen_ibinomial_negative — 負の二項分布から無作為な値を生成する。引数: n - 無作為な値を生成するために行う負の二項分布の試行回数 (n > 0)、p - 事象の発生する確率 (0 < p < 1))
stats_rand_gen_ibinomial — 二項分布から無作為な値を生成する。二項分布の試行回数を "n" (n >= 0)、各試行で事象の発生する確率を "pp" ([0;1]) とし、BTPE アルゴリズムを使用する
stats_rand_gen_int — 1 から 2147483562 までの間の無作為な整数値を生成する
stats_rand_gen_ipoisson — 平均 "mu" (mu >= 0.0) のポアソン分布から無作為な値を生成する
stats_rand_gen_iuniform — LOW (それ自身を含む) と HIGH (それ自身を含む) の間の一様分布から整数値を生成する
stats_rand_gen_noncenral_chisquare — 自由度 "df"、非心母数 "xnonc" の非心カイ二乗分布から無作為な値を生成する。 d は >= 1.0、xnonc は >= 0.0 でなければならない
stats_rand_gen_noncentral_f — 分子の自由度が "dfn"、分母の自由度が "dfd"、非心母数が "xnonc" の非心 F (分散比) 分布から、無作為な値を返す。 非心カイ二乗変量の分子とカイ二乗変量の分母の比を直接生成する
stats_rand_gen_noncentral_t — 非心 T 分布から無作為な値を生成する
stats_rand_gen_normal — mean、av および標準偏差 sd (sd >= 0) によって表される正規分布から無作為な値を生成する。 Method : Renames SNORM from TOMS as slightly modified by BWB to use RANF instead of SUNIF.
stats_rand_gen_t — T 分布から無作為な値を生成する
stats_rand_get_seeds — 未ドキュメント化
stats_rand_phrase_to_seeds — 乱数ジェネレータ用のふたつのシードを生成する
stats_rand_ranf — 0 から 1 (区間の両端は含まない) までの一様分布から、 現在のジェネレータを使用して無作為な浮動小数点数値を返す
stats_rand_setall — 未ドキュメント化
stats_skew — 配列内のデータの歪度を計算する
stats_standard_deviation — 標準偏差を返す
stats_stat_binomial_coef — 未ドキュメント化
stats_stat_correlation — 未ドキュメント化
stats_stat_gennch — 未ドキュメント化
stats_stat_independent_t — 未ドキュメント化
stats_stat_innerproduct — 説明
stats_stat_noncentral_t — 非心 t 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_stat_paired_t — 未ドキュメント化
stats_stat_percentile — 未ドキュメント化
stats_stat_powersum — 未ドキュメント化
stats_variance — 母分散を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
統計 関数

stats_absolute_deviation — 値の配列の絶対偏差を返す
stats_cdf_beta — ベータ分布用の CDF 関数。ベータ分布のパラメータのいずれかを、 その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_binomial — 二項分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_cauchy — 未ドキュメント化
stats_cdf_chisquare — カイ二乗分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_exponential — 未ドキュメント化
stats_cdf_f — F 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_gamma — ガンマ分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_laplace — 未ドキュメント化
stats_cdf_logistic — 未ドキュメント化
stats_cdf_negative_binomial — 負の二項分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_noncentral_chisquare — 非心カイ二乗分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_noncentral_f — 非心 F 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_poisson — ポアソン分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_t — T 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_cdf_uniform — 未ドキュメント化
stats_cdf_weibull — 未ドキュメント化
stats_covariance — ふたつのデータセットの共分散を計算する
stats_den_uniform — 未ドキュメント化
stats_dens_beta — 未ドキュメント化
stats_dens_cauchy — 未ドキュメント化
stats_dens_chisquare — 未ドキュメント化
stats_dens_exponential — 未ドキュメント化
stats_dens_f — 説明
stats_dens_gamma — 未ドキュメント化
stats_dens_laplace — 未ドキュメント化
stats_dens_logistic — 未ドキュメント化
stats_dens_negative_binomial — 未ドキュメント化
stats_dens_normal — 未ドキュメント化
stats_dens_pmf_binomial — 未ドキュメント化
stats_dens_pmf_hypergeometric — 説明
stats_dens_pmf_poisson — 未ドキュメント化
stats_dens_t — 未ドキュメント化
stats_dens_weibull — 未ドキュメント化
stats_harmonic_mean — 値の配列の調和平均を返す
stats_kurtosis — 配列内のデータの尖度を計算する
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stats_rand_gen_beta — 無作為な値を生成する
stats_rand_gen_chisquare — 自由度 "df" の乱数で表されるカイ二乗分布から、無作為な値を返す
stats_rand_gen_exponential — 平均値 "av" の指数分布から、無作為な値を返す
stats_rand_gen_f — 無作為な値を返す
stats_rand_gen_funiform — low (それ自身は含まない) と high (それ自身は含まない) の間の一様な浮動小数点数値を生成する
stats_rand_gen_gamma — ガンマ分布から無作為な値を生成する
stats_rand_gen_ibinomial_negative — 負の二項分布から無作為な値を生成する。引数: n - 無作為な値を生成するために行う負の二項分布の試行回数 (n > 0)、p - 事象の発生する確率 (0 < p < 1))
stats_rand_gen_ibinomial — 二項分布から無作為な値を生成する。二項分布の試行回数を "n" (n >= 0)、各試行で事象の発生する確率を "pp" ([0;1]) とし、BTPE アルゴリズムを使用する
stats_rand_gen_int — 1 から 2147483562 までの間の無作為な整数値を生成する
stats_rand_gen_ipoisson — 平均 "mu" (mu >= 0.0) のポアソン分布から無作為な値を生成する
stats_rand_gen_iuniform — LOW (それ自身を含む) と HIGH (それ自身を含む) の間の一様分布から整数値を生成する
stats_rand_gen_noncenral_chisquare — 自由度 "df"、非心母数 "xnonc" の非心カイ二乗分布から無作為な値を生成する。 d は >= 1.0、xnonc は >= 0.0 でなければならない
stats_rand_gen_noncentral_f — 分子の自由度が "dfn"、分母の自由度が "dfd"、非心母数が "xnonc" の非心 F (分散比) 分布から、無作為な値を返す。 非心カイ二乗変量の分子とカイ二乗変量の分母の比を直接生成する
stats_rand_gen_noncentral_t — 非心 T 分布から無作為な値を生成する
stats_rand_gen_normal — mean、av および標準偏差 sd (sd >= 0) によって表される正規分布から無作為な値を生成する。 Method : Renames SNORM from TOMS as slightly modified by BWB to use RANF instead of SUNIF.
stats_rand_gen_t — T 分布から無作為な値を生成する
stats_rand_get_seeds — 未ドキュメント化
stats_rand_phrase_to_seeds — 乱数ジェネレータ用のふたつのシードを生成する
stats_rand_ranf — 0 から 1 (区間の両端は含まない) までの一様分布から、 現在のジェネレータを使用して無作為な浮動小数点数値を返す
stats_rand_setall — 未ドキュメント化
stats_skew — 配列内のデータの歪度を計算する
stats_standard_deviation — 標準偏差を返す
stats_stat_binomial_coef — 未ドキュメント化
stats_stat_correlation — 未ドキュメント化
stats_stat_gennch — 未ドキュメント化
stats_stat_independent_t — 未ドキュメント化
stats_stat_innerproduct — 説明
stats_stat_noncentral_t — 非心 t 分布のパラメータのいずれかを、その他のパラメータの値から計算する
stats_stat_paired_t — 未ドキュメント化
stats_stat_percentile — 未ドキュメント化
stats_stat_powersum — 未ドキュメント化
stats_variance — 母分散を返す

BC Math — BCMath 任意精度数学関数
導入
インストール/設定
定義済み定数
BC Math 関数

GMP — GNU Multiple Precision
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
GMP 関数

Math — 数学関数
導入
インストール/設定
定義済み定数
Math 関数

統計関数
導入
インストール/設定
定義済み定数
統計 関数

テキスト以外の MIME 型

Forms Data Format

導入
Forms Data Format (FDF)は、PDF ドキュメント内部のフォームを処理する ためのフォーマットです。FDF の詳細および一般的な用途については、 » http://partners.adobe.com/asn/acrobat/forms.jsp にある ドキュメントを参照ください。

FDF の基本的な考えは HTML フォームに似ています。基本的な違いは、 投稿ボタンが押された際にフォームに埋められたデータをサーバに送信する 方法のフォーマット(これが Form Data Format そのものです)およびフォームの フォーマット自体(これは Portable Document

http://partners.adobe.com/asn/acrobat/forms.jsp
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Format、PDF です)です。 FDF データの処理は、fdf 関数が提供する機能の一つです。しかし他にも 機能はあります。既存の PDF フォームを用いてフォーム自体を修正せずに 入力フィールドのデータを入力させることもあるかと思われます。 このような場合、FDF ドキュメン
ト を作成し (fdf_create())、各入力フィールドの値を設定し (fdf_set_value())、PDF フォームとそれを関連付けます (fdf_set_file())。最後にブラウザに MIME 型 application/vnd.fdf で送信する必要があります。 ブラウザの Acrobat Reader プラグイン がこの MIME 型を認識
し、 関連する PDF フォームを読み込み、FDF ドキュメントからのデータを 書き込みます。

テキストエディタで FDF ドキュメントの中を見てみると、 FDF という名前のカタログオブジェクトが見つかる はずです。このようなオブジェクトには Fields、 F、Status といった複数の エントリが含まれます。 最も多く使用されるエントりは Fields および F で、Fields は
一連の入力フィールドを指し、F は このデータが属する PDF ドキュメントのファイル名を保持します。 これらのエントリは、FDF ドキュメントの中で /F-Key または /Status-Key として参照されています。fdf_set_file() および fdf_set_status() のような関数により、これら
の エントリを修正することが可能です。Fields は、 fdf_set_value()、fdf_set_opt() 等で修整可能です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
» http://partners.adobe.com/asn/acrobat/forms.jsp から取得可能な FDF toolkit SDKが必要です。 PHP 4.3.0 以降では、少なくとも SDK version 5.0 が必要です。 FDF toolkit library はバイナリ版のみ利用可能で、 Adobe によりサポートされているプラットフォームは
Win32、Linux、Solaris、AIX です。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/fdf.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.3.0

注意: fdftk サポートを指定して PHP を設定した際に問題を発生した場合、 ヘッダファイル fdftk.h および ライブラリ libfdftk.so が正しい場所にあることを 確認してください。configure スクリプトは、FDF SDK 配布ファイルおよび 通常の DIR/include、 DIR/lib
といった配置のディレクトリ構造をともに サポートします。このため、配布ファイルを展開したディレクトリにそのまま おいておくか、あるいは /usr/local/include および /usr/local/lib のように使用するプラットフォームに 応じた適当なディレクトリに移動して
--with-fdftk=/usr/local を指定して 設定することが可能です。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 fdftk.dll

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
多くの fdf 関数は、最初のパラメータとして fdf リソースを必要とします。 fdf リソースは、オープンした fdf ファイルの ハンドルです。fdf リソースは、 fdf_create()、fdf_open()、 fdf_open_string() を用いて取得することが可能です。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FDFValue (integer)
FDFStatus (integer)
FDFFile (integer)
FDFID (integer)
FDFFf (integer)
FDFSetFf (integer)
FDFClearFf (integer)
FDFFlags (integer)
FDFSetF (integer)
FDFClrF (integer)
FDFAP (integer)

http://partners.adobe.com/asn/acrobat/forms.jsp
http://svn.php.net/viewvc/pecl/fdf
http://pecl.php.net/
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FDFAS (integer)
FDFAction (integer)
FDFAA (integer)
FDFAPRef (integer)
FDFIF (integer)
FDFEnter (integer)
FDFExit (integer)
FDFDown (integer)
FDFUp (integer)
FDFFormat (integer)
FDFValidate (integer)
FDFKeystroke (integer)
FDFCalculate (integer)
FDFNormalAP (integer)
FDFRolloverAP (integer)
FDFDownAP (integer)

例
以下の例でフォームデータの評価に関して説明します。

例1 FDF ドキュメントの評価
<?php
// 拡張モジュールが提供する入力文字列から fdf をオープンします。
// pdf フォームには volume, date, comment, publisher, preparer
// という名前のテキスト入力フィールドと 2 つのチェックボックス
// show_publisher および show_preparer があるものとします。
$fdf = fdf_open_string($HTTP_FDF_DATA);
$volume = fdf_get_value($fdf, "volume");
echo "volume フィールドの値は '<b>$volume</b>'<br />";
$date = fdf_get_value($fdf, "date");
echo "date フィールドの値は '<b>$date</b>'<br />";
$comment = fdf_get_value($fdf, "comment");
echo "comment フィールドの値は '<b>$comment</b>'<br />";
if (fdf_get_value($fdf, "show_publisher") == "On") {
  $publisher = fdf_get_value($fdf, "publisher");
  echo "publisher フィールドの値は '<b>$publisher</b>'<br />";
} else
  echo "Publisher は非公開です。<br />";
if (fdf_get_value($fdf, "show_preparer") == "On") {
  $preparer = fdf_get_value($fdf, "preparer");
  echo "preparer フィールドの値は '<b>$preparer</b>'<br />";
} else
  echo "Preparer は非公開です。<br />";
fdf_close($fdf);
?>

FDF 関数

fdf_add_doc_javascript
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_add_doc_javascript — FDF ドキュメントに javascript コードを追加する

説明

bool fdf_add_doc_javascript ( resource $fdf_document , string $script_name , string $script_code )

スクリプトを FDF に追加します。Acrobat は、FDF が読み込まれた際に それをドキュメントレベルのスクリプトとして追加します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
script_name

スクリプト名。
script_code

スクリプトのコード。コード内での改行は、できるだけ '\r' を使用するようにしてください。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 JavaScript コードを FDF に追加する
<?php
$fdf = fdf_create();
fdf_add_doc_javascript($fdf, "PlusOne", "function PlusOne(x)\r{\r  return x+1;\r}\r");
fdf_save($fdf);
?>

これは、以下のような FDF を出力します。
%FDF-1.2
%âãÏÓ
1 0 obj
<<
/FDF << /JavaScript << /Doc [ (PlusOne)(function PlusOne\(x\)\r{\r  return x+1;\r}\r)] >> >>
>>
endobj
trailer
<<
/Root 1 0 R

>>
%%EOF

fdf_add_template
(PHP 4, PHP 5)

fdf_add_template — テンプレートを FDF ドキュメントに追加する

説明

bool fdf_add_template ( resource $fdf_document , int $newpage , string $filename , string $template , int $rename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

fdf_close
(PHP 4, PHP 5)

fdf_close — FDF ドキュメントを閉じる

説明

void fdf_close ( resource $fdf_document )

FDF ドキュメントを閉じます。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値

値を返しません。

参考

fdf_open() - FDF ドキュメントをオープンする

fdf_create
(PHP 4, PHP 5)
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fdf_create — 新規 FDF ドキュメントを作成する

説明

resource fdf_create ( void )

新規 FDF ドキュメントを作成します。

この関数は、PDF ドキュメントの入力フィールドにデータを書きこみたい場合に必要です。

返り値

FDF ドキュメントハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 PDF ドキュメントを公開する
<?php
$outfdf = fdf_create();
fdf_set_value($outfdf, "volume", $volume, 0);

fdf_set_file($outfdf, "http:/testfdf/resultlabel.pdf");
fdf_save($outfdf, "outtest.fdf");
fdf_close($outfdf);
Header("Content-type: application/vnd.fdf");
$fp = fopen("outtest.fdf", "r");
fpassthru($fp);
unlink("outtest.fdf");
?>

参考

fdf_close() - FDF ドキュメントを閉じる
fdf_save() - FDF ドキュメントを保存する
fdf_open() - FDF ドキュメントをオープンする

fdf_enum_values
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_enum_values — 各ドキュメントの値に対してユーザ定義関数をコールする

説明

bool fdf_enum_values ( resource $fdf_document , callback $function [, mixed $userdata ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

fdf_errno
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_errno — 直近の fdf 操作に関するエラーコードを返す

説明

int fdf_errno ( void )

直近の FDF 関数コールによって設定されたエラーコードを取得します。

エラーの内容についてのテキストを取得するには fdf_error() を使用します。

返り値

エラーコードを表す整数値、あるいはエラーがない場合にゼロを返します。

参考

fdf_error() - 直近の fdf エラーコードについての説明を返す
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fdf_error
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_error — 直近の fdf エラーコードについての説明を返す

説明

string fdf_error ([ int $error_code ] )

error_code で指定したエラーコードについての説明テキストを取得します。

パラメータ
error_code

fdf_errno() で取得したエラーコード。 省略した場合は、直近の操作で設定された内部エラーコードを使用します。

返り値

エラーメッセージを表す文字列、あるいは何も問題がない場合は no error を返します。

参考

fdf_errno() - 直近の fdf 操作に関するエラーコードを返す

fdf_get_ap
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_get_ap — フィールドの外観を取得する

説明

bool fdf_get_ap ( resource $fdf_document , string $field , int $face , string $filename )

field の外観 (つまり /AP キーの値) を取得し、ファイルに保存します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
field

face

FDFNormalAP、FDFRolloverAP および FDFDownAP のいずれか。
filename

ここに外観を保存します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

fdf_get_attachment
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_get_attachment — FDF に埋め込まれている、アップロードされたファイルを展開する

説明

array fdf_get_attachment ( resource $fdf_document , string $fieldname , string $savepath )

「ファイル選択」フィールド fieldname によって アップロードされたファイルを展開し、それを savepath に保存します。

パラメータ
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fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

savepath

ファイル名または既存のディレクトリ名を指定し、ディレクトリ名を 指定した場合はその下に元のファイル名で保存されます。 同名のファイルが存在した場合は上書きします。

注意:

savepath にディレクトリを使用してファイルを 保存してその名前を調べる以外には、元のファイル名を知る方法はないと 思われます。

返り値

返される配列は以下のようなフィールドを保持します。

path - ファイルが保存された場所
size - 保存されたファイルのバイト数
type - (もし FDF 指定されていた場合) FDF の mimetype

例

例1 アップロードされたファイルを保存する
<?php
  $fdf = fdf_open_string($HTTP_FDF_DATA);
  $data = fdf_get_attachment($fdf, "filename", "/tmpdir");
  echo "アップロードされたファイルが $data[path] に保存されました。";
?>

fdf_get_encoding
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_get_encoding — /Encoding キーの値を取得する

説明

string fdf_get_encoding ( resource $fdf_document )

/Encoding キーの値を取得します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値

エンコーディングを文字列で返します。 デフォルトの PDFDocEncoding/Unicode スキームを使用している場合は空の文字列を返します。

参考

fdf_set_encoding() - FDF 文字エンコーディングを設定する

fdf_get_file
(PHP 4, PHP 5)

fdf_get_file — /F キーの値を得る

説明

string fdf_get_file ( resource $fdf_document )

/F キーの値を取得します。

パラメータ
fdf document
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fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値

キーの値を文字列を返します。

参考

fdf_set_file() - FDF データを表示する PDF ドキュメントを設定する

fdf_get_flags
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_get_flags — フィールドのフラグを取得する

説明

int fdf_get_flags ( resource $fdf_document , string $fieldname , int $whichflags )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

fdf_get_opt
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_get_opt — フィールドのオプション配列から値を取得する

説明

mixed fdf_get_opt ( resource $fdf_document , string $fieldname [, int $element ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

fdf_get_status
(PHP 4, PHP 5)

fdf_get_status — /STATUS キーの値を得る

説明

string fdf_get_status ( resource $fdf_document )

/STATUS キーの値を取得します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値

キーの値を文字列で返します。

参考

fdf_set_status() - /STATUS キーの値を設定する

fdf_get_value
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(PHP 4, PHP 5)

fdf_get_value — フィールドの値を得る

説明

mixed fdf_get_value ( resource $fdf_document , string $fieldname [, int $which ] )

指定したフィールドの値を取得します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールドの名前を表す文字列。
which

このオプションパラメータを渡すことで、配列フィールドの 要素が取得可能です。番号はゼロから始まります。配列以外のフィールドでは、 このオプションは無視されます。

返り値

フィールドの値を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 配列のサポート、およびオプションのパラメータ which が追加されました。

参考

fdf_set_value() - フィールドの値を設定する

fdf_get_version
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_get_version — FDF API あるいはファイルのバージョンを取得する

説明

string fdf_get_version ([ resource $fdf_document ] )

指定したドキュメントの FDF バージョン、 あるいはパラメータを指定しなかった場合はツールキット API のバージョンを返します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値

バージョンを表す文字列を返します。 現在の FDF ツールキット 5.0 では API のバージョン番号は 5.0 で、 ドキュメントのバージョン番号は 1.2 1.3 あるいは 1.4 です。

参考

fdf_set_version() - FDF ファイルのバージョン番号を設定する

fdf_header
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_header — FDF 固有の出力ヘッダをセットする

説明
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void fdf_header ( void )

この関数は、簡便に FDF の出力に適当な HTTP ヘッダを付加できるよう 用意されており、Content-type: を application/vnd.fdf に設定します。

返り値

値を返しません。

fdf_next_field_name
(PHP 4, PHP 5)

fdf_next_field_name — 次のフィールド名を得る

説明

string fdf_next_field_name ( resource $fdf_document [, string $fieldname ] )

指定したフィールドの後のフィールドの名前を返します。 この名前をその他の関数で使用します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールド名を表す文字列。 省略した場合は最初のフィールドとみなされます。

返り値

フィールド名を文字列で返します。

例

例1 FDF のすべてのフィールド名を検出する
<?php
$fdf = fdf_open($HTTP_FDF_DATA);
for ($field = fdf_next_field_name($fdf);
    $field != "";
    $field = fdf_next_field_name($fdf, $field)) {
    echo "field: $field\n";
}
?>

参考

fdf_get_value() - フィールドの値を得る

fdf_open_string
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_open_string — 文字列から FDF ドキュメントを読み込む

説明

resource fdf_open_string ( string $fdf_data )

文字列からデータを読み込みます。

fdf_open_string() を $HTTP_FDF_DATA とあわせて使用することで、リモート クライアントからの FDF フォーム入力を処理することが可能です。

パラメータ
fdf_data

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値
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FDF ドキュメントハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 フォームデータへのアクセス
<?php
$fdf = fdf_open_string($HTTP_FDF_DATA);
/* ... */
fdf_close($fdf);
?>

参考

fdf_open() - FDF ドキュメントをオープンする
fdf_close() - FDF ドキュメントを閉じる
fdf_create() - 新規 FDF ドキュメントを作成する
fdf_save_string() - FDF ドキュメントを文字列として返す

fdf_open
(PHP 4, PHP 5)

fdf_open — FDF ドキュメントをオープンする

説明

resource fdf_open ( string $filename )

フォームデータを含むファイルをオープンします。

fdf_open_string() を用いて、 PDF フォームの POST リクエストを処理することもできます。

パラメータ
filename

FDF ファイルへのパス。このファイルは、PDF フォームから返されたものか、 fdf_create() および fdf_save() で作成したものである必要があります。

返り値

FDF ドキュメントのハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 フォームデータへのアクセス
<?php
// FDF データをテンポラリファイルに保存します
$fdffp = fopen("test.fdf", "w");
fwrite($fdffp, $HTTP_FDF_DATA, strlen($HTTP_FDF_DATA));
fclose($fdffp);

// テンポラリファイルをオープンし、データを評価します
$fdf = fdf_open("test.fdf");
/* ... */
fdf_close($fdf);
?>

参考

fdf_open_string() - 文字列から FDF ドキュメントを読み込む
fdf_close() - FDF ドキュメントを閉じる
fdf_create() - 新規 FDF ドキュメントを作成する
fdf_save() - FDF ドキュメントを保存する

fdf_remove_item
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_remove_item — フォームのターゲットフレームを設定する

説明

bool fdf_remove_item ( resource $fdf_document , string $fieldname , int $item )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

fdf_save_string
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_save_string — FDF ドキュメントを文字列として返す

説明

string fdf_save_string ( resource $fdf_document )

FDF ドキュメントを文字列として返します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。

返り値

ドキュメントを表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 FDF の文字列での取得
<?php
$fdf = fdf_create();
fdf_set_value($fdf, "foo", "bar");
$str = fdf_save_string($fdf);
fdf_close($fdf);
echo $str;
?>

上の例の出力は以下となります。
%FDF-1.2
%âăĎÓ
1 0 obj
<<
/FDF << /Fields 2 0 R >>
>>
endobj
2 0 obj
[
<< /T (foo)/V (bar)>>
]
endobj
trailer
<<
/Root 1 0 R

>>
%%EOF

参考

fdf_open_string() - 文字列から FDF ドキュメントを読み込む
fdf_close() - FDF ドキュメントを閉じる
fdf_create() - 新規 FDF ドキュメントを作成する
fdf_save() - FDF ドキュメントを保存する

fdf_save
(PHP 4, PHP 5)

fdf_save — FDF ドキュメントを保存する

説明

bool fdf_save ( resource $fdf_document [, string $filename ] )

FDF ドキュメントを保存します。

パラメータ
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fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
filename

指定した場合は、結果の FDF がここに書き込まれます。 それ以外の場合は、この関数は FDF をデフォルトの PHP 出力ストリームに書き込みます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_close() - FDF ドキュメントを閉じる
fdf_create() - 新規 FDF ドキュメントを作成する
fdf_save_string() - FDF ドキュメントを文字列として返す

fdf_set_ap
(PHP 4, PHP 5)

fdf_set_ap — フィールドの外観を設定する

説明

bool fdf_set_ap ( resource $fdf_document , string $field_name , int $face , string $filename , int $page_number )

フィールドの外観 (すなわち、/AP キーの値) を設定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
field_name

face

FDFNormalAP、FDFRolloverAP および FDFDownAP のいずれかが使用可能です。
filename

page_number

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

fdf_set_encoding
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

fdf_set_encoding — FDF 文字エンコーディングを設定する

説明

bool fdf_set_encoding ( resource $fdf_document , string $encoding )

FDF ドキュメントの文字エンコーディングを設定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
encoding

エンコーディング名。現在サポートしているのは "Shift-JIS"、"UHC"、 "GBK"、"BigFive" です。

空の文字列を指定すると、エンコーディングをデフォルトの PDFDocEncoding/Unicode スキームに設定します。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

fdf_set_file
(PHP 4, PHP 5)

fdf_set_file — FDF データを表示する PDF ドキュメントを設定する

説明

bool fdf_set_file ( resource $fdf_document , string $url [, string $target_frame ] )

フォームの結果を表示する PDF ドキュメントとして、もとのフォームとは別のものを指定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
url

絶対 URL で指定する必要があります。
target_frame

このパラメータを使用して、ドキュメントを表示するフレームを指定します。 このパラメータのデフォルト値を fdf_set_target_frame() で指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 FDF データを 2 番目のフォームに渡す
<?php
  /* Adobe FDF の content type を設定します */
  fdf_header();

  /* fdf を開始します */
  $fdf = fdf_create();

  /* "foo" フィールドに、値 "bar" を設定します */
  fdf_set_value($fdf, "foo", "bar");

  /* "fdf_form.pdf" を使用して fdf を表示することをクライアントに通知します */
  fdf_set_file($fdf, "http://www.example.com/fdf_form.pdf");

  /* fdf を出力します */
  fdf_save($fdf);

  /* 後始末を行います */
  fdf_close($fdf);
?>

参考

fdf_get_file() - /F キーの値を得る
fdf_set_target_frame() - フォームの表示対象となるフレームを設定する

fdf_set_flags
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

fdf_set_flags — フィールドのフラグを設定する

説明

bool fdf_set_flags ( resource $fdf_document , string $fieldname , int $whichFlags , int $newFlags )

指定したフィールドのフラグを設定します。

パラメータ
fdf_document



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールド名を表す文字列。
whichFlags

newFlags

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_set_opt() - フィールドのオプションを設定する

fdf_set_javascript_action
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

fdf_set_javascript_action — フィールドの javascript アクションを設定する

説明

bool fdf_set_javascript_action ( resource $fdf_document , string $fieldname , int $trigger , string $script )

指定したフィールドの javascript アクションを設定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールド名を表す文字列。
trigger

script

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_set_submit_form_action() - フィールドの投稿フォームアクションを設定する

fdf_set_on_import_javascript
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_set_on_import_javascript — Acrobat が FDF をオープンした際に実行される javascript のコードを追加する

説明

bool fdf_set_on_import_javascript ( resource $fdf_document , string $script , bool $before_data_import )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

fdf_add_doc_javascript() - FDF ドキュメントに javascript コードを追加する
fdf_set_javascript_action() - フィールドの javascript アクションを設定する
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fdf_set_opt
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

fdf_set_opt — フィールドのオプションを設定する

説明

bool fdf_set_opt ( resource $fdf_document , string $fieldname , int $element , string $str1 , string $str2 )

指定したフィールドのオプションを設定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールド名を表す文字列。
element

str1

str2

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_set_flags() - フィールドのフラグを設定する

fdf_set_status
(PHP 4, PHP 5)

fdf_set_status — /STATUS キーの値を設定する

説明

bool fdf_set_status ( resource $fdf_document , string $status )

/STATUS キーの値を設定します。 クライアントが FDF とともにステータスセットを受信すると、その内容を アラートボックスに表示します

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
status

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_get_status() - /STATUS キーの値を得る

fdf_set_submit_form_action
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

fdf_set_submit_form_action — フィールドの投稿フォームアクションを設定する

説明
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bool fdf_set_submit_form_action ( resource $fdf_document , string $fieldname , int $trigger , string $script , int $flags )

指定したフィールドの投稿フォームアクションを設定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールド名を表す文字列。
trigger

script

flags

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_set_javascript_action() - フィールドの javascript アクションを設定する

fdf_set_target_frame
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_set_target_frame — フォームの表示対象となるフレームを設定する

説明

bool fdf_set_target_frame ( resource $fdf_document , string $frame_name )

fdf_save_file() で定義した PDF の結果を出力する 対象のフレームを設定します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
frame_name

フレーム名を表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_save_file()

fdf_set_value
(PHP 4, PHP 5)

fdf_set_value — フィールドの値を設定する

説明

bool fdf_set_value ( resource $fdf_document , string $fieldname , mixed $value [, int $isName ] )

指定したフィールドに値 value を設定します。

パラメータ
fdf_document
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fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
fieldname

FDF フィールド名を表す文字列。
value

このパラメータは、配列形式でない限り文字列で保存されます。 配列の場合は、配列のすべての要素が配列として保存されます。
isName

注意:

FDF ツールキットの古いバージョンでは、最後のパラメータは フィールドの値を PDF Name に変換する (= 1) か、PDF String に設定する (= 0) かを定義します。

ツールキットの現在のバージョン 5.0 では、もはやこのパラメータは 使用されません。PHP 4.3 以降、互換性を確保するためにこのパラメータが オプションとして残されていますが、内部ではこのパラメータは無視されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 value で配列をサポートするようになりました。

参考

fdf_get_value() - フィールドの値を得る
fdf_remove_item() - フォームのターゲットフレームを設定する

fdf_set_version
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

fdf_set_version — FDF ファイルのバージョン番号を設定する

説明

bool fdf_set_version ( resource $fdf_document , string $version )

指定したドキュメントの FDF バージョンを version に設定します。

この拡張モジュールが提供する機能のうちのいくつかは、新しいバージョンの FDF でのみ動作します。

パラメータ
fdf_document

fdf_create()、 fdf_open() あるいは fdf_open_string() が返す FDF ドキュメントハンドル。
version

バージョンを表す文字列。 現在の FDF ツールキット 5.0 では、これは 1.2、 1.3 あるいは 1.4 となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fdf_get_version() - FDF API あるいはファイルのバージョンを取得する

目次
fdf_add_doc_javascript — FDF ドキュメントに javascript コードを追加する
fdf_add_template — テンプレートを FDF ドキュメントに追加する
fdf_close — FDF ドキュメントを閉じる
fdf_create — 新規 FDF ドキュメントを作成する
fdf_enum_values — 各ドキュメントの値に対してユーザ定義関数をコールする
fdf_errno — 直近の fdf 操作に関するエラーコードを返す
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fdf_error — 直近の fdf エラーコードについての説明を返す
fdf_get_ap — フィールドの外観を取得する
fdf_get_attachment — FDF に埋め込まれている、アップロードされたファイルを展開する
fdf_get_encoding — /Encoding キーの値を取得する
fdf_get_file — /F キーの値を得る
fdf_get_flags — フィールドのフラグを取得する
fdf_get_opt — フィールドのオプション配列から値を取得する
fdf_get_status — /STATUS キーの値を得る
fdf_get_value — フィールドの値を得る
fdf_get_version — FDF API あるいはファイルのバージョンを取得する
fdf_header — FDF 固有の出力ヘッダをセットする
fdf_next_field_name — 次のフィールド名を得る
fdf_open_string — 文字列から FDF ドキュメントを読み込む
fdf_open — FDF ドキュメントをオープンする
fdf_remove_item — フォームのターゲットフレームを設定する
fdf_save_string — FDF ドキュメントを文字列として返す
fdf_save — FDF ドキュメントを保存する
fdf_set_ap — フィールドの外観を設定する
fdf_set_encoding — FDF 文字エンコーディングを設定する
fdf_set_file — FDF データを表示する PDF ドキュメントを設定する
fdf_set_flags — フィールドのフラグを設定する
fdf_set_javascript_action — フィールドの javascript アクションを設定する
fdf_set_on_import_javascript — Acrobat が FDF をオープンした際に実行される javascript のコードを追加する
fdf_set_opt — フィールドのオプションを設定する
fdf_set_status — /STATUS キーの値を設定する
fdf_set_submit_form_action — フィールドの投稿フォームアクションを設定する
fdf_set_target_frame — フォームの表示対象となるフレームを設定する
fdf_set_value — フィールドの値を設定する
fdf_set_version — FDF ファイルのバージョン番号を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
FDF 関数

fdf_add_doc_javascript — FDF ドキュメントに javascript コードを追加する
fdf_add_template — テンプレートを FDF ドキュメントに追加する
fdf_close — FDF ドキュメントを閉じる
fdf_create — 新規 FDF ドキュメントを作成する
fdf_enum_values — 各ドキュメントの値に対してユーザ定義関数をコールする
fdf_errno — 直近の fdf 操作に関するエラーコードを返す
fdf_error — 直近の fdf エラーコードについての説明を返す
fdf_get_ap — フィールドの外観を取得する
fdf_get_attachment — FDF に埋め込まれている、アップロードされたファイルを展開する
fdf_get_encoding — /Encoding キーの値を取得する
fdf_get_file — /F キーの値を得る
fdf_get_flags — フィールドのフラグを取得する
fdf_get_opt — フィールドのオプション配列から値を取得する
fdf_get_status — /STATUS キーの値を得る
fdf_get_value — フィールドの値を得る
fdf_get_version — FDF API あるいはファイルのバージョンを取得する
fdf_header — FDF 固有の出力ヘッダをセットする
fdf_next_field_name — 次のフィールド名を得る
fdf_open_string — 文字列から FDF ドキュメントを読み込む
fdf_open — FDF ドキュメントをオープンする
fdf_remove_item — フォームのターゲットフレームを設定する
fdf_save_string — FDF ドキュメントを文字列として返す
fdf_save — FDF ドキュメントを保存する
fdf_set_ap — フィールドの外観を設定する
fdf_set_encoding — FDF 文字エンコーディングを設定する
fdf_set_file — FDF データを表示する PDF ドキュメントを設定する
fdf_set_flags — フィールドのフラグを設定する
fdf_set_javascript_action — フィールドの javascript アクションを設定する
fdf_set_on_import_javascript — Acrobat が FDF をオープンした際に実行される javascript のコードを追加する
fdf_set_opt — フィールドのオプションを設定する
fdf_set_status — /STATUS キーの値を設定する
fdf_set_submit_form_action — フィールドの投稿フォームアクションを設定する
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fdf_set_target_frame — フォームの表示対象となるフレームを設定する
fdf_set_value — フィールドの値を設定する
fdf_set_version — FDF ファイルのバージョン番号を設定する

GNU Privacy Guard

導入
このモジュールにより、» gnupg を扱うことが可能となります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
gnupg 拡張モジュールは PHP 4.3 以降を必要とします。 この拡張モジュールをオブジェクト指向形式で使用するには、PHP 5 が必要です。

この拡張モジュールは » gpgme ライブラリを必要とします。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/gnupg.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
GNUPG_SIG_MODE_NORMAL (integer)
GNUPG_SIG_MODE_DETACH (integer)
GNUPG_SIG_MODE_CLEAR (integer)
GNUPG_VALIDITY_UNKNOWN (integer)
GNUPG_VALIDITY_UNDEFINED (integer)
GNUPG_VALIDITY_NEVER (integer)
GNUPG_VALIDITY_MARGINAL (integer)
GNUPG_VALIDITY_FULL (integer)
GNUPG_VALIDITY_ULTIMATE (integer)
GNUPG_PROTOCOL_OpenPGP (integer)
GNUPG_PROTOCOL_CMS (integer)
GNUPG_SIGSUM_VALID (integer)
GNUPG_SIGSUM_GREEN (integer)
GNUPG_SIGSUM_RED (integer)
GNUPG_SIGSUM_KEY_REVOKED (integer)

http://www.gnupg.org/
http://www.gnupg.org/gpgme.html
http://www.gnupg.org/gpgme.html
http://pecl.php.net/package/gnupg
http://pecl.php.net/package/gnupg
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GNUPG_SIGSUM_KEY_EXPIRED (integer)
GNUPG_SIGSUM_KEY_MISSING (integer)
GNUPG_SIGSUM_SIG_EXPIRED (integer)
GNUPG_SIGSUM_CRL_MISSING (integer)
GNUPG_SIGSUM_CRL_TOO_OLD (integer)
GNUPG_SIGSUM_BAD_POLICY (integer)
GNUPG_SIGSUM_SYS_ERROR (integer)
GNUPG_ERROR_WARNING (integer)
GNUPG_ERROR_EXCEPTION (integer)
GNUPG_ERROR_SILENT (integer)

例
目次

テキストへの署名

テキストへの署名
この例は、指定したテキストに署名をします。

例1 gnupg での署名の例 (手続き型)

<?php
// gnupg を初期化します
$res = gnupg_init();
// 必須ではありません。Clearsign はデフォルト値です
gnupg_setsignmode($res,GNUPG_SIG_MODE_CLEAR);
// 署名のためのキーを、パスフレーズ 'test' で追加します
gnupg_addsignkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
// 署名します
$signed = gnupg_sign($res,"just a test");
echo $signed;
?>

例2 gnupg での署名の例 (オブジェクト指向)

<?php
// 新しいクラス
$gnupg = new gnupg();
// 必須ではありません。Clearsign はデフォルト値です
$gnupg->setsignmode(gnupg::SIG_MODE_CLEAR);
// 署名のためのキーを、パスフレーズ 'test' で追加します
$gnupg->addsignkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
// 署名します
$signed = $gnupg->sign("just a test");
echo $signed;
?>

例3 keylistiterator

この拡張モジュールでは、キーリングの内容を繰り返し処理することも可能です。
<?php
// 'example' にマッチするキーを抜き出して繰り返し処理をするイテレータを生成します
$iterator = new gnupg_keylistiterator("example");
foreach($iterator as $fingerprint => $userid){
    echo $fingerprint." -> ".$userid."\n";
}
?>

GnuPG 関数

注意
この拡張モジュールは、現在のユーザのキーリングを使用します。キーリングは、 通常は ~./.gnupg/ にあります。別の場所を指定するには、環境変数 GNUPGHOME にキーリングへのパスを格納します。その詳細な方法については putenv を参照ください。

キーを特定する設定項目を必要とする関数も存在します。この設定項目は、何らかの ユニークなキー (ユーザ ID、キー ID、フィンガープリント、…) を参照します。 このドキュメントでは、すべての例でフィンガープリントを使用しています。

gnupg_adddecryptkey
(PECL gnupg >= 0.5)

gnupg_adddecryptkey — 復号のためのキーを追加する
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説明

bool gnupg_adddecryptkey ( resource $identifier , string $fingerprint , string $passphrase )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
fingerprint

フィンガープリントキー。
passphrase

パスフレーズ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_adddecryptkey() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_adddecryptkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_adddecryptkey() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> adddecryptkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
?>

gnupg_addencryptkey
(PECL gnupg >= 0.5)

gnupg_addencryptkey — 暗号化のためのキーを追加する

説明

bool gnupg_addencryptkey ( resource $identifier , string $fingerprint )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
fingerprint

フィンガープリントキー。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_addencryptkey() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_addencryptkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_addencryptkey() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> addencryptkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
?>
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gnupg_addsignkey
(PECL gnupg >= 0.5)

gnupg_addsignkey — 署名のためのキーを追加する

説明

bool gnupg_addsignkey ( resource $identifier , string $fingerprint [, string $passphrase ] )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
fingerprint

フィンガープリントキー。
passphrase

パスフレーズ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_addsignkey() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_addsignkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_addsignkey() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> addsignkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
?>

gnupg_cleardecryptkeys
(PECL gnupg >= 0.5)

gnupg_cleardecryptkeys — 事前に復号のために設定されたすべてのキーを削除する

説明

bool gnupg_cleardecryptkeys ( resource $identifier )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_cleardecryptkeys() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_cleardecryptkeys($res);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_cleardecryptkeys() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> cleardecryptkeys();
?>
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gnupg_clearencryptkeys
(PECL gnupg >= 0.5)

gnupg_clearencryptkeys — 事前に暗号化のために設定されたすべてのキーを削除する

説明

bool gnupg_clearencryptkeys ( resource $identifier )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_clearencryptkeys() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_clearencryptkeys($res);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_clearencryptkeys() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> clearencryptkeys();
?>

gnupg_clearsignkeys
(PECL gnupg >= 0.5)

gnupg_clearsignkeys — 事前に署名のために設定されたすべてのキーを削除する

説明

bool gnupg_clearsignkeys ( resource $identifier )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_clearsignkeys() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_clearsignkeys($res);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_clearsignkeys() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> clearsignkeys();
?>

gnupg_decrypt
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(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_decrypt — 指定されたテキストを復号する

説明

string gnupg_decrypt ( resource $identifier , string $text )

事前に gnupg_adddecryptkey で設定されたキーを使用し、指定されたテキストを復号します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
text

復号したいテキスト。

返り値

成功した場合、この関数は復号されたテキストを返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_decrypt() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_adddecryptkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$plain = gnupg_decrypt($res,$encrypted_text);
echo $plain;
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_encrypt() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> adddecryptkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$plain = $gpg -> decrypt($encrypted_text);
echo $plain;
?>

gnupg_decryptverify
(PECL gnupg >= 0.2)

gnupg_decryptverify — 指定されたテキストを復号し、検証する

説明

array gnupg_decryptverify ( resource $identifier , string $text , string &$plaintext )

指定したテキストを復号・検証し、署名の情報を返します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
text

復号したいテキスト。
plaintext

plaintext には復号したテキストが格納されます。

返り値

成功した場合、この関数は署名の情報を返し、復号されたテキストを plaintext に保存します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_decryptverify() の例
<?php
$plaintext = "";
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$res = gnupg_init();
gnupg_adddecryptkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$info = gnupg_decryptverify($res,$text,$plaintext);
print_r($info);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_decryptverify() の例
<?php
$plaintext = "";
$gpg = new gnupg();
$gpg -> adddecryptkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$info = $gpg -> decryptverify($text,$plaintext);
print_r($info);
?>

gnupg_encrypt
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_encrypt — 指定したテキストを暗号化する

説明

string gnupg_encrypt ( resource $identifier , string $plaintext )

事前に gnupg_addencryptkey で設定したキーを使用し、指定されたテキストを暗号化します。暗号化された テキストを返します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
plaintext

暗号化したいテキスト。

返り値

成功した場合、この関数は暗号化されたテキストを返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_encrypt() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_addencryptkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
$enc = gnupg_encrypt($res, "just a test");
echo $enc;
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_encrypt() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> addencryptkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
$enc = $gpg -> encrypt("just a test");
echo $enc;
?>

gnupg_encryptsign
(PECL gnupg >= 0.2)

gnupg_encryptsign — 指定したテキストを暗号化し、署名する

説明

string gnupg_encryptsign ( resource $identifier , string $plaintext )

事前に gnupg_addsignkey および gnupg_addencryptkey で設定したキーを使用し、指定した plaintext を暗号化・署名します。暗号化・署名済みのテキストを返します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
plaintext
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暗号化したいテキスト。

返り値

成功した場合、この関数は暗号化されて署名されたテキストを返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_encryptsign() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_addencryptkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
gnupg_addsignkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$enc = gnupg_encryptsign($res, "just a test");
echo $enc;
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_encryptsign() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> addencryptkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
$gpg -> addsignkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$enc = $gpg -> encryptsign("just a test");
echo $enc;
?>

gnupg_export
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_export — キーをエクスポートする

説明

string gnupg_export ( resource $identifier , string $fingerprint )

キーの fingerprint をエクスポートします。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
fingerprint

フィンガープリントキー。

返り値

成功した場合、この関数はキーのデータを返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 Procedural gnupg_export() example

<?php
$res = gnupg_init();
$export = gnupg_export($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
echo $export;
?>

例2 OO gnupg_export() example

<?php
$gpg = new gnupg();
$export = $gpg -> export("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC");
?>

gnupg_geterror
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_geterror — 関数が失敗した場合にエラー文字列を返す

説明
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string gnupg_geterror ( resource $identifier )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。

返り値

エラーが発生した場合にエラー文字列、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_geterror() の例
<?php
$res = gnupg_init();
echo gnupg_geterror($res);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_geterror() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
echo $gpg -> geterror();
?>

gnupg_getprotocol
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_getprotocol — すべての操作で現在アクティブなプロトコルを返す

説明

int gnupg_getprotocol ( resource $identifier )

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。

返り値

現在アクティブなプロトコルを返します。結果は GNUPG_PROTOCOL_OpenPGP あるいは GNUPG_PROTOCOL_CMS のいずれかとなります。

例

例1 手続き型の gnupg_getprotocol() の例
<?php
$res = gnupg_init();
echo gnupg_getprotocol($res);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_getprotocol() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
echo $gpg -> getprotocol();
?>

gnupg_import
(PECL gnupg >= 0.3)

gnupg_import — キーをインポートする

説明

array gnupg_import ( resource $identifier , string $keydata )

キー keydata をインポートし、インポート処理に ついての情報を配列で返します。
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パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
keydata

インポートしたいキーのデータ。

返り値

成功した場合、この関数はインポート処理の情報を配列で返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_import() の例
<?php
$res = gnupg_init();
$info = gnupg_import($res,$keydata);
print_r($info);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_import() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$info = $gpg -> import($keydata);
print_r($info);
?>

gnupg_init
(PECL gnupg >= 0.4)

gnupg_init — 接続を初期化する

説明

resource gnupg_init ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

GnuPG 接続リソースを返します。これを他の GnuPG 関数で使用します。

例

例1 手続き型の gnupg_init() の例
<?php
$res = gnupg_init();
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg の初期化の例
<?php
$gpg = new gnupg();
?>

gnupg_keyinfo
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_keyinfo — 指定したパターンに一致するすべてのキーについての情報を配列で返す

説明

array gnupg_keyinfo ( resource $identifier , string $pattern )

パラメータ
identifier
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gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
pattern

キーに対してチェックを行いたいパターン。

返り値

指定したパターンに一致するすべてのキーについての情報を配列で返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_keyinfo() の例
<?php
$res = gnupg_init();
$info = gnupg_keyinfo($res, 'test');
print_r($info);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_keyinfo() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$info = $gpg -> keyinfo("test");
print_r($info);
?>

gnupg_setarmor
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_setarmor — armor 形式を切り替える

説明

bool gnupg_setarmor ( resource $identifier , int $armor )

armor 形式の出力を切り替えます。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
armor

ゼロ以外の整数値をこの関数に渡すと、armor 形式の出力を有効にします (デフォルト)。 0 を渡すと、armor 形式の出力を無効にします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_setarmor() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_setarmor($res,1); // enable armored output;
gnupg_setarmor($res,0); // disable armored output;
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_setarmor() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> setarmor(1); // enable armored output;
$gpg -> setarmor(0); // disable armored output;
?>

gnupg_seterrormode
(PECL gnupg >= 0.6)

gnupg_seterrormode — エラー報告モードを設定する
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説明

void gnupg_seterrormode ( resource $identifier , int $errormode )

error_reporting のモードを設定します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
errormode

エラー形式。

errormode には、 使用するエラー報告形式を表す定数を指定します。 GNUPG_ERROR_WARNING、 GNUPG_ERROR_EXCEPTION および GNUPG_ERROR_SILENT が使用可能です。 デフォルトでは GNUPG_ERROR_SILENT が使用されます。

返り値

値を返しません。

例

例1 手続き型の gnupg_seterrormode() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_seterrormode($res,GNUPG_ERROR_WARNING); // エラー時には PHP の警告を発生させます
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_seterrormode() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> seterrormode(gnupg::ERROR_EXCEPTION); // エラー時には例外をスローします
?>

gnupg_setsignmode
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_setsignmode — 署名方式を設定する

説明

bool gnupg_setsignmode ( resource $identifier , int $signmode )

署名方式を設定します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
sigmode

署名の形式。

signmode には、 作成する署名の形式を表す定数を指定します。 GNUPG_SIG_MODE_NORMAL、 GNUPG_SIG_MODE_DETACH および GNUPG_SIG_MODE_CLEAR が使用可能です。 デフォルトでは GNUPG_SIG_MODE_CLEAR が使用されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_setsignmode() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_setsignmode($res,GNUPG_SIG_MODE_DETACH); // 独立した署名を作成します
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_setsignmode() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> setsignmode(gnupg::SIG_MODE_DETACH); // 独立した署名を作成します
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?>

gnupg_sign
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_sign — 指定したテキストに署名する

説明

string gnupg_sign ( resource $identifier , string $plaintext )

事前に gnupg_addsignkey で設定したキーを使用して plaintext に署名し、 gnupg_setsignmode の設定に応じて署名済みテキストあるいは署名を返します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
plaintext

署名したい平文テキスト。

返り値

成功した場合、この関数は署名済みテキストあるいは署名を返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_sign() の例
<?php
$res = gnupg_init();
gnupg_addsignkey($res,"8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$signed = gnupg_sign($res, "just a test");
echo $signed;
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_sign() の例
<?php
$gpg = new gnupg();
$gpg -> setsignkey("8660281B6051D071D94B5B230549F9DC851566DC","test");
$signed = $gpg -> sign("just a test");
echo $signed;
?>

gnupg_verify
(PECL gnupg >= 0.1)

gnupg_verify — 署名済みテキストを検証する

説明

array gnupg_verify ( resource $identifier , string $signed_text , string $signature [, string &$plaintext ] )

指定した signed_text を検証し、署名についての情報を返します。

パラメータ
identifier

gnupg_init() あるいは gnupg のコールで得られた gnupg ID。
signed_text

The signed text.

signature

署名。clearsign で署名されたテキストを検証するには、 signature に FALSE を設定します。
plaintext

平文テキスト。 このオプションのパラメータを渡すと、 復号されたテキストがそこに保存されます。
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返り値

成功した場合、この関数は署名についての情報を返します。 失敗した場合、この関数は FALSE を返します。

例

例1 手続き型の gnupg_verify() の例
<?php
$plaintext = "";
$res = gnupg_init();
// clearsigned
$info = gnupg_verify($res,$signed_text,false,$plaintext);
print_r($info);
// detached signature
$info = gnupg_verify($res,$signed_text,$signature);
print_r($info);
?>

例2 オブジェクト指向の gnupg_verify() の例
<?php
$plaintext = "";
$gpg = new gnupg();
// clearsigned
$info = $gpg -> verify($signed_text,false,$plaintext);
print_r($info);
// detached signature
$info = $gpg -> verify($signed_text,$signature);
print_r($info);
?>

目次
gnupg_adddecryptkey — 復号のためのキーを追加する
gnupg_addencryptkey — 暗号化のためのキーを追加する
gnupg_addsignkey — 署名のためのキーを追加する
gnupg_cleardecryptkeys — 事前に復号のために設定されたすべてのキーを削除する
gnupg_clearencryptkeys — 事前に暗号化のために設定されたすべてのキーを削除する
gnupg_clearsignkeys — 事前に署名のために設定されたすべてのキーを削除する
gnupg_decrypt — 指定されたテキストを復号する
gnupg_decryptverify — 指定されたテキストを復号し、検証する
gnupg_encrypt — 指定したテキストを暗号化する
gnupg_encryptsign — 指定したテキストを暗号化し、署名する
gnupg_export — キーをエクスポートする
gnupg_geterror — 関数が失敗した場合にエラー文字列を返す
gnupg_getprotocol — すべての操作で現在アクティブなプロトコルを返す
gnupg_import — キーをインポートする
gnupg_init — 接続を初期化する
gnupg_keyinfo — 指定したパターンに一致するすべてのキーについての情報を配列で返す
gnupg_setarmor — armor 形式を切り替える
gnupg_seterrormode — エラー報告モードを設定する
gnupg_setsignmode — 署名方式を設定する
gnupg_sign — 指定したテキストに署名する
gnupg_verify — 署名済みテキストを検証する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

テキストへの署名
GnuPG 関数

gnupg_adddecryptkey — 復号のためのキーを追加する
gnupg_addencryptkey — 暗号化のためのキーを追加する
gnupg_addsignkey — 署名のためのキーを追加する
gnupg_cleardecryptkeys — 事前に復号のために設定されたすべてのキーを削除する
gnupg_clearencryptkeys — 事前に暗号化のために設定されたすべてのキーを削除する
gnupg_clearsignkeys — 事前に署名のために設定されたすべてのキーを削除する
gnupg_decrypt — 指定されたテキストを復号する
gnupg_decryptverify — 指定されたテキストを復号し、検証する
gnupg_encrypt — 指定したテキストを暗号化する
gnupg_encryptsign — 指定したテキストを暗号化し、署名する
gnupg_export — キーをエクスポートする
gnupg_geterror — 関数が失敗した場合にエラー文字列を返す
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gnupg_getprotocol — すべての操作で現在アクティブなプロトコルを返す
gnupg_import — キーをインポートする
gnupg_init — 接続を初期化する
gnupg_keyinfo — 指定したパターンに一致するすべてのキーについての情報を配列で返す
gnupg_setarmor — armor 形式を切り替える
gnupg_seterrormode — エラー報告モードを設定する
gnupg_setsignmode — 署名方式を設定する
gnupg_sign — 指定したテキストに署名する
gnupg_verify — 署名済みテキストを検証する

Haru PDF

導入
PECL/haru 拡張モジュールは、libHaru ライブラリを使用するためのものです。 libHaru はフリーでクロスプラットフォームなオープンソースのライブラリで、 PDF ファイルを作成するためのものです。

Haru ライブラリ (libHaru) は » http://libharu.org にあります。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PECL/haru を使用するには、まず libharu をインストールする必要があります。 PECL/haru の動作検証は libharu 2.0.8 で行っています。 これより古いバージョンでは、動作するかもしれませんし、しないかもしれません。 PECL/haru は、PHP 5.1.3 以降でないと動作しま
せん。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/haru.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

http://libharu.org/
http://pecl.php.net/package/haru
http://pecl.php.net/package/haru
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例
目次

基本的な PECL/haru の例

基本的な PECL/haru の例
例1 手の込んだ "Hello world"

<?php

$doc = new HaruDoc;

$doc->setPageMode(HaruDoc::PAGE_MODE_USE_THUMBS); /* サムネイルを表示します */

$page = $doc->addPage(); /* ドキュメントにページを追加します */
$page->setSize(HaruPage::SIZE_A4, HaruPage::LANDSCAPE); /* ページを A4 横に設定します */

$courier = $doc->getFont("Courier-Bold"); /* 数行先で、組み込みのフォントを使用します */

$page->setRGBStroke(0, 0, 0); /* 色を設定します */
$page->setRGBFill(0.7, 0.8, 0.9);
$page->rectangle(150, 150, 550, 250); /* 矩形を描画します */

$page->fillStroke(); /* 塗りつぶします */

$page->setDash(array(3, 3), 0); /* このページの破線の形式を設定します */
$page->setFontAndSize($courier, 60); /* フォントとサイズを設定します */

$page->setRGBStroke(0.5, 0.5, 0.1); /* 線の色を設定します */
$page->setRGBFill(1, 1, 1); /* 塗りつぶし色を設定します */

$page->setTextRenderingMode(HaruPage::FILL_THEN_STROKE); /* テキストを塗りつぶし、描画します */

/* テキストを表示します */
$page->beginText();
$page->textOut(210, 270, "Hello World!");
$page->endText();

$doc->save("/tmp/test.pdf"); /* ドキュメントをファイルに保存します */
?>

できあがったドキュメントをお好みの PDF ビューアで開くと、 ライトブルーの矩形と、その中にある白字の "Hello World!" が見られることでしょう。

組み込みのフォントおよびエンコーディング
目次

組み込みフォント
組み込みエンコーディング

組み込みフォント
これら 14 種類の基本フォントは PDF に組み込まれており、 すべてのビューアで表示することができます。 これらのフォントを使用すると、出来上がるファイルの大きさを抑えることができ、 高速に処理できます。また外部フォントの読み込みを避けることができます。 しか
し、これらのフォントは latin1 文字セットしかサポートしていません。 その他の文字セットを使用する必要がある場合は、外部のフォントを読み込まなければなりません。

基本の 14 フォントは次のとおりです。

Courier

Courier-Bold

Courier-Oblique

Courier-BoldOblique

Helvetica

Helvetica-Bold

Helvetica-Oblique

Helvetica-BoldOblique

Times-Roman

Times-Bold



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Times-Italic

Times-BoldItalic

Symbol

ZapfDingbats

組み込みエンコーディング
シングルバイト文字セットエンコーディング
名前 説明

StandardEncoding PDF のデフォルトエンコーディング。
MacRomanEncoding Mac OS の標準エンコーディング。
WinAnsiEncoding Windows の標準エンコーディング。
FontSpecific フォントの組み込みエンコーディング。
ISO8859-2 Latin2 (東欧)
ISO8859-3 Latin3 (南欧)
ISO8859-4 Latin4 (北欧)
ISO8859-5 キリル文字
ISO8859-6 アラビア語
ISO8859-7 ギリシャ語
ISO8859-8 ヘブライ語
ISO8859-9 Latin5 (トルコ語)
ISO8859-10 Latin6 (北欧)
ISO8859-11 タイ語
ISO8859-13 Latin7 (バルト語)
ISO8859-14 Latin8 (ケルト語)
ISO8859-15 Latin9
ISO8859-16 Latin10
CP1250 MS Windows コードページ 1250。
CP1251 MS Windows コードページ 1251。
CP1252 MS Windows コードページ 1252。
CP1253 MS Windows コードページ 1253。
CP1254 MS Windows コードページ 1254。
CP1255 MS Windows コードページ 1255。
CP1256 MS Windows コードページ 1256。
CP1257 MS Windows コードページ 1257。
CP1258 MS Windows コードページ 1258。
KOI8-R キリル文字セット。

マルチバイト文字セットエンコーディング
名前 説明

GB-EUC-H EUC-CN エンコーディング。
GB-EUC-V GB-EUC-H の縦書き版。
GBK-EUC-H Microsoft コードページ 936 (lfCharSet 0x86) GBK エンコーディング。
GBK-EUC-V GBK-EUC-H の縦書き版。
ETen-B5-H Microsoft コードページ 950 (lfCharSet 0x88) Big Five 文字セット (倚天拡張)。
ETen-B5-V ETen-B5-H の縦書き版。
90ms-RKSJ-H Microsoft コードページ 932, JIS X 0208 文字。
90ms-RKSJ-V 90ms-RKSJ-V の縦書き版。
90msp-RKSJ-H Microsoft コードページ 932, JIS X 0208 文字 (プロポーショナル)。
EUC-H JIS X 0208 文字セット, EUC-JP エンコーディング。
EUC-V EUC-H の縦書き版。
KSC-EUC-H KS X 1001:1992 文字セット, EUC-KR エンコーディング。
KSC-EUC-V KSC-EUC-V の縦書き版。
KSCms-UHC-H Microsoft コードページ (lfCharSet 0x81), KS X 1001:1992 文字セットに 8822 のハングルを追加したもの, Unified Hangul Code (UHC) エンコーディング (プロポーショナル)。
KSCms-UHC-HW-H Microsoft コードページ 949 (lfCharSet 0x81), KS X 1001:1992 文字セットに 8822 のハングルを追加したもの, Unified Hangul Code (UHC) エンコーディング (固定幅)。
KSCms-UHC-HW-V KSCms-UHC-HW-H の縦書き版。
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HaruException クラス
導入
Haru PDF 例外クラスです。

クラス概要
HaruException extends Exception {
/* Inherits */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

HaruDoc クラス
導入
Haru PDF ドキュメントクラスです。

クラス概要
HaruDoc {
/* メソッド */
object addPage ( void )
bool addPageLabel ( int $first_page , int $style , int $first_num [, string $prefix = "" ] )
void __construct ( void )
object createOutline ( string $title [, object $parent_outline [, object $encoder ]] )
object getCurrentEncoder ( void )
object getCurrentPage ( void )
object getEncoder ( string $encoding )
object getFont ( string $fontname [, string $encoding ] )
string getInfoAttr ( int $type )
int getPageLayout ( void )
int getPageMode ( void )
int getStreamSize ( void )
object insertPage ( object $page )
object loadJPEG ( string $filename )
object loadPNG ( string $filename [, bool $deferred = false ] )
object loadRaw ( string $filename , int $width , int $height , int $color_space )
string loadTTC ( string $fontfile , int $index [, bool $embed = false ] )
string loadTTF ( string $fontfile [, bool $embed = false ] )
string loadType1 ( string $afmfile [, string $pfmfile ] )
bool output ( void )
string readFromStream ( int $bytes )
bool resetError ( void )
bool resetStream ( void )
bool save ( string $file )
bool saveToStream ( void )
bool setCompressionMode ( int $mode )
bool setCurrentEncoder ( string $encoding )
bool setEncryptionMode ( int $mode [, int $key_len = 5 ] )
bool setInfoAttr ( int $type , string $info )
bool setInfoDateAttr ( int $type , int $year , int $month , int $day , int $hour , int $min , int $sec , string $ind , int $off_hour , int $off_min )
bool setOpenAction ( object $destination )
bool setPageLayout ( int $layout )
bool setPageMode ( int $mode )
bool setPagesConfiguration ( int $page_per_pages )
bool setPassword ( string $owner_password , string $user_password )
bool setPermission ( int $permission )
bool useCNSEncodings ( void )
bool useCNSFonts ( void )
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bool useCNTEncodings ( void )
bool useCNTFonts ( void )
bool useJPEncodings ( void )
bool useJPFonts ( void )
bool useKREncodings ( void )
bool useKRFonts ( void )
}

定義済み定数
型 名前 説明
int HaruDoc::CS_DEVICE_GRAY  
int HaruDoc::CS_DEVICE_RGB  
int HaruDoc::CS_DEVICE_CMYK  
int HaruDoc::CS_CAL_GRAY  
int HaruDoc::CS_CAL_RGB  
int HaruDoc::CS_LAB  
int HaruDoc::CS_ICC_BASED  
int HaruDoc::CS_SEPARATION  
int HaruDoc::CS_DEVICE_N  
int HaruDoc::CS_INDEXED  
int HaruDoc::CS_PATTERN  
int HaruDoc::ENABLE_READ  
int HaruDoc::ENABLE_PRINT  
int HaruDoc::ENABLE_EDIT_ALL  
int HaruDoc::ENABLE_COPY  
int HaruDoc::ENABLE_EDIT  
int HaruDoc::ENCRYPT_R2  
int HaruDoc::ENCRYPT_R3  
int HaruDoc::INFO_AUTHOR  
int HaruDoc::INFO_CREATOR  
int HaruDoc::INFO_TITLE  
int HaruDoc::INFO_SUBJECT  
int HaruDoc::INFO_KEYWORDS  
int HaruDoc::INFO_CREATION_DATE  
int HaruDoc::INFO_MOD_DATE  
int HaruDoc::COMP_NONE  
int HaruDoc::COMP_TEXT  
int HaruDoc::COMP_IMAGE  
int HaruDoc::COMP_METADATA  
int HaruDoc::COMP_ALL  
int HaruDoc::PAGE_LAYOUT_SINGLE  
int HaruDoc::PAGE_LAYOUT_ONE_COLUMN  
int HaruDoc::PAGE_LAYOUT_TWO_COLUMN_LEFT  
int HaruDoc::PAGE_LAYOUT_TWO_COLUMN_RIGHT  
int HaruDoc::PAGE_MODE_USE_NONE  
int HaruDoc::PAGE_MODE_USE_OUTLINE  
int HaruDoc::PAGE_MODE_USE_THUMBS  
int HaruDoc::PAGE_MODE_FULL_SCREEN  

HaruDoc::addPage
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::addPage — 新しいページをドキュメントに追加する

説明

object HaruDoc::addPage ( void )

新しいページをドキュメントに追加します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

新しい HaruPage インスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::insertPage() - 指定したページの直前に新しいページを挿入する

HaruDoc::addPageLabel
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::addPageLabel — 指定した範囲のページにおけるページラベルの形式を設定する

説明

bool HaruDoc::addPageLabel ( int $first_page , int $style , int $first_num [, string $prefix = "" ] )

指定した範囲のページにおけるページラベルの形式を設定します。

パラメータ
first_page

ラベル付けの範囲に含む最初のページ。
style

番号の形式。以下のいずれかの値となります。

HaruPage::NUM_STYLE_DECIMAL - ページラベルを十進数で表示します。
HaruPage::NUM_STYLE_UPPER_ROMAN - ページラベルを大文字のローマ数字で表示します。
HaruPage::NUM_STYLE_LOWER_ROMAN - ページラベルを小文字のローマ数字で表示します。
HaruPage::NUM_STYLE_UPPER_LETTER - ページラベルを大文字 (A から Z まで) で表示します。
HaruPage::NUM_STYLE_LOWER_LETTERS - ページラベルを小文字 (a から z まで) で表示します。

first_num

この範囲内の最初のページ番号。
prefix

ページラベルの接頭辞。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::__construct
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::__construct — 新しい HaruDoc のインスタンスを作成する

説明

void HaruDoc::__construct ( void )

新しい HaruDoc のインスタンスを作成します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::createOutline
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::createOutline — HaruOutline のインスタンスを作成する

説明

object HaruDoc::createOutline ( string $title [, object $parent_outline [, object $encoder ]] )

新しい HaruOutline のインスタンスを作成します。

パラメータ
title

新しいアウトラインオブジェクトの見出し。
parent_outline

有効な HaruOutline のインスタンスあるいは NULL。
encoder

有効な HaruEncoder のインスタンスあるいは NULL。

返り値

新しい HaruOutline のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::getCurrentEncoder
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getCurrentEncoder — ドキュメントが現在使用している HaruEncoder を取得する

説明

object HaruDoc::getCurrentEncoder ( void )

ドキュメントが現在使用している HaruEncoder を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ドキュメントが現在使用している HaruEncoder、 あるいはエンコーダがまだ設定されていない場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考
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HaruDoc::setCurrentEncoder() - ドキュメントの現在のエンコーダを設定する

HaruDoc::getCurrentPage
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getCurrentPage — ドキュメントの現在のページを返す

説明

object HaruDoc::getCurrentPage ( void )

ドキュメントの現在のページを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に HaruPage のインスタンス、 現在のページが設定されていない場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::getEncoder
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getEncoder — 指定したエンコーディングの HaruEncoder のインスタンスを取得する

説明

object HaruDoc::getEncoder ( string $encoding )

指定したエンコーディングの HaruEncoder のインスタンスを取得します。

パラメータ
encoding

エンコーディング名。使用できる値の一覧は 組み込みのエンコーディング を参照ください。

返り値

指定したエンコーディングの HaruEncoder のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setCurrentEncoder() - ドキュメントの現在のエンコーダを設定する
HaruDoc::getCurrentEncoder() - ドキュメントが現在使用している HaruEncoder を取得する

HaruDoc::getFont
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getFont — HaruFont のインスタンスを取得する

説明

object HaruDoc::getFont ( string $fontname [, string $encoding ] )
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HaruFont のインスタンスを取得します。

パラメータ
fontname

フォントの名前。組み込みフォントの一覧は 組み込みのフォント を参照ください。 HaruDoc::loadTTF、 HaruDoc::loadTTC および HaruDoc::loadType1 で読み込んだフォントの名前を使用することもできます。
encoding

使用するエンコーディング。サポートするエンコーディングの一覧は 組み込みのエンコーディング を参照ください。

返り値

指定した fontname および encoding の HaruFont のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setFontAndSize() - ページのフォントおよびフォントサイズを設定する
HaruPage::setCurrentFont()

HaruDoc::getInfoAttr
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getInfoAttr — 指定したドキュメント属性の現在の値を取得する

説明

string HaruDoc::getInfoAttr ( int $type )

指定したドキュメント属性の文字列値を取得します。

パラメータ
type

属性の型。以下のいずれかを指定します。

HaruDoc::INFO_AUTHOR
HaruDoc::INFO_CREATOR
HaruDoc::INFO_TITLE
HaruDoc::INFO_SUBJECT
HaruDoc::INFO_KEYWORDS
HaruDoc::INFO_CREATION_DATE
HaruDoc::INFO_MOD_DATE

返り値

指定したドキュメント属性の文字列値を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setInfoAttr() - ドキュメントの情報属性を設定する
HaruDoc::setInfoDateAttr() - ドキュメントの情報属性に日付と時刻を設定する

HaruDoc::getPageLayout
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getPageLayout — 現在のページレイアウトを取得する
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説明

int HaruDoc::getPageLayout ( void )

現在のページレイアウトを取得します。 とりうる値の一覧は HaruDoc::setPageLayout() を参照ください。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在ドキュメントに設定されているページレイアウトを返します。 ページレイアウトが設定されていない場合は FALSE を返します。 とりうる値の一覧は HaruDoc::setPageLayout() を参照ください。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setPageLayout() - ページをどのように表示するかを設定する

HaruDoc::getPageMode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getPageMode — 現在のページモードを取得する

説明

int HaruDoc::getPageMode ( void )

現在のページモードを取得します。 とりうる値の一覧については HaruDoc::setPageMode() を参照ください。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在ドキュメントに設定されているページモードを返します。 とりうる値の一覧については HaruDoc::setPageMode() を参照ください。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setPageMode() - ドキュメントをどのように表示するかを設定する

HaruDoc::getStreamSize
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::getStreamSize — 一時ストリームの大きさを取得する

説明

int HaruDoc::getStreamSize ( void )

一時ストリームの大きさを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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ドキュメントの一時ストリーム内のデータの大きさを返します。 ドキュメントを一時ストリームに保存していない場合は、大きさはゼロとなります。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::saveToStream() - ドキュメントを一時ストリームに保存する
HaruDoc::resetStream() - 一時ストリームを巻き戻す
HaruDoc::readFromStream() - データを一時ストリームから読み込む

HaruDoc::insertPage
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::insertPage — 指定したページの直前に新しいページを挿入する

説明

object HaruDoc::insertPage ( object $page )

新しいページを作成し、指定したページの直前に挿入します。

パラメータ
page

有効な HaruPage のインスタンス。

返り値

新しい HaruPage のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::addPage() - 新しいページをドキュメントに追加する

HaruDoc::loadJPEG
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::loadJPEG — JPEG 画像を読み込む

説明

object HaruDoc::loadJPEG ( string $filename )

指定した JPEG 画像を読み込みます。

パラメータ
filename

有効な JPEG 画像ファイル。

返り値

新しい HaruImage のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考
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HaruDoc::loadPNG() - PNG 画像を読み込み、HaruImage のインスタンスを返す
HaruDoc::loadRAW() - RAW 画像を読み込む

HaruDoc::loadPNG
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::loadPNG — PNG 画像を読み込み、HaruImage のインスタンスを返す

説明

object HaruDoc::loadPNG ( string $filename [, bool $deferred = false ] )

PNG 画像を読み込みます。

libharu が libpng サポートを含めずにビルドされている場合は、 このメソッドをコールすると例外が発生します。

パラメータ
filename

PNG 画像ファイルのファイル名。
deferred

データを即時に読み込まない。 パラメータ deferred を TRUE にすると、 遅延データ読み込みを行います。この場合は、まず大きさと色のみが読み込まれます。 deferred のデフォルト値は FALSE です。

返り値

HaruImage のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::loadJPEG() - JPEG 画像を読み込む
HaruDoc::loadRAW() - RAW 画像を読み込む

HaruDoc::loadRaw
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::loadRaw — RAW 画像を読み込む

説明

object HaruDoc::loadRaw ( string $filename , int $width , int $height , int $color_space )

RAW 画像を読み込みます。

パラメータ
filename

RAW 画像ファイルの名前。
width

画像の幅。
height

画像の高さ。
color_space

画像の色空間。以下のいずれかの値となります。

HaruDoc::CS_DEVICE_GRAY
HaruDoc::CS_DEVICE_RGB



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

HaruDoc::CS_DEVICE_CMYK

返り値

HaruImage のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::loadJPEG() - JPEG 画像を読み込む
HaruDoc::loadPNG() - PNG 画像を読み込み、HaruImage のインスタンスを返す

HaruDoc::loadTTC
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::loadTTC — TTC ファイルから指定したインデックスのフォントを読み込む

説明

string HaruDoc::loadTTC ( string $fontfile , int $index [, bool $embed = false ] )

TrueType コレクション (TTC) ファイルから、 指定したインデックスの TrueType フォントを読み込みます。

パラメータ
fontfile

TrueType コレクションファイル。
index

コレクションファイル内でのフォントのインデックス。
embed

TRUE を指定すると、フォントのグリフデータを PDF ファイルに埋め込みます。それ以外の場合はマトリックスデータのみを含めます。

返り値

成功時に、読み込んだフォントの名前を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::loadTTF() - TTF フォントファイルを読み込む
HaruDoc::loadType1() - Type1 フォントを読み込む

HaruDoc::loadTTF
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::loadTTF — TTF フォントファイルを読み込む

説明

string HaruDoc::loadTTF ( string $fontfile [, bool $embed = false ] )

指定した TTF ファイルを読み込み、(オプションで) そのデータをドキュメントに埋め込みます。

パラメータ
fontfile

読み込む TTF ファイル。
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embed

TRUE を指定すると、フォントのグリフデータを PDF ファイルに埋め込みます。それ以外の場合はマトリックスデータのみを含めます。

返り値

成功時に、読み込んだフォントの名前を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::loadTTC() - TTC ファイルから指定したインデックスのフォントを読み込む
HaruDoc::loadType1() - Type1 フォントを読み込む

HaruDoc::loadType1
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::loadType1 — Type1 フォントを読み込む

説明

string HaruDoc::loadType1 ( string $afmfile [, string $pfmfile ] )

Type1 フォントを指定したファイルから読み込み、PDF ドキュメントに登録します。

パラメータ
afmfile

AFM ファイルへのパス。
pfmfile

オプションで指定する、PFA/PFB ファイルへのパス。 省略した場合は、フォントのグリフデータのみを PDF ドキュメントに埋め込みます。

返り値

成功時に、読み込んだフォントの名前を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::loadTTC() - TTC ファイルから指定したインデックスのフォントを読み込む
HaruDoc::loadTTF() - TTF フォントファイルを読み込む

HaruDoc::output
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::output — ドキュメントデータを出力バッファに書き出す

説明

bool HaruDoc::output ( void )

ドキュメントデータを標準出力に書き出します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::save() - ドキュメントを指定したファイルに保存する

HaruDoc::readFromStream
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::readFromStream — データを一時ストリームから読み込む

説明

string HaruDoc::readFromStream ( int $bytes )

データを一時ストリームから読み込みます。

パラメータ
bytes

パラメータ bytes で、読み込むバイト数を指定します。 ストリームのデータがこれより少ない場合にも指定したバイト数が読み込まれます。

返り値

一時ストリームのデータを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::saveToStream() - ドキュメントを一時ストリームに保存する
HaruDoc::resetStream() - 一時ストリームを巻き戻す
HaruDoc::getStreamSize() - 一時ストリームの大きさを取得する

HaruDoc::resetError
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::resetError — ドキュメントハンドルのエラーの状態をリセットする

説明

bool HaruDoc::resetError ( void )

いったんエラーコードが設定されると、入出力処理を含む 大半の操作が実行できなくなります。 エラーへの対処を済ませたあとで処理を続けたい場合は、 この関数を実行してエラー状態をリセットする必要があります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

常に成功し、TRUE を返します。

HaruDoc::resetStream
(PECL haru >= 0.0.1)
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HaruDoc::resetStream — 一時ストリームを巻き戻す

説明

bool HaruDoc::resetStream ( void )

ドキュメントの一時ストリームを巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::saveToStream() - ドキュメントを一時ストリームに保存する
HaruDoc::getStreamSize() - 一時ストリームの大きさを取得する
HaruDoc::readFromStream() - データを一時ストリームから読み込む

HaruDoc::save
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::save — ドキュメントを指定したファイルに保存する

説明

bool HaruDoc::save ( string $file )

ドキュメントを、指定したファイルに保存します。

パラメータ
file

ドキュメントを保存するファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::output() - ドキュメントデータを出力バッファに書き出す

HaruDoc::saveToStream
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::saveToStream — ドキュメントを一時ストリームに保存する

説明

bool HaruDoc::saveToStream ( void )

ドキュメントのデータを一時ストリームに保存します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::resetStream() - 一時ストリームを巻き戻す
HaruDoc::getStreamSize() - 一時ストリームの大きさを取得する
HaruDoc::readFromStream() - データを一時ストリームから読み込む

HaruDoc::setCompressionMode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setCompressionMode — ドキュメントの圧縮モードを設定する

説明

bool HaruDoc::setCompressionMode ( int $mode )

ドキュメントの圧縮モードを定義します。libharu が Zlib サポートなしでコンパイルされている場合は、この関数は常に HaruException をスローします。

パラメータ
mode

使用する圧縮モード。この値は、以下のフラグの組み合わせとなります。

HaruDoc::COMP_NONE - 一切圧縮しません。
HaruDoc::COMP_TEXT - テキストデータを圧縮します。
HaruDoc::COMP_IMAGE - 画像データを圧縮します。
HaruDoc::COMP_METADATA - その他のデータ (フォントや cmap) を圧縮します。
HaruDoc::COMP_ALL - すべてのデータを圧縮します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::setCurrentEncoder
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setCurrentEncoder — ドキュメントの現在のエンコーダを設定する

説明

bool HaruDoc::setCurrentEncoder ( string $encoding )

ドキュメントで現在使用しているエンコーダを定義します。

パラメータ
encoding

使用するエンコーディングの名前。使用できる値の一覧は 組み込みのエンコーディング を参照ください。

返り値
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成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::setEncryptionMode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setEncryptionMode — ドキュメントの暗号化モードを設定する

説明

bool HaruDoc::setEncryptionMode ( int $mode [, int $key_len = 5 ] )

ドキュメントの暗号化モードを定義します。 先にパスワードを設定しないと、暗号化モードを設定することはできません。

パラメータ
mode

使用する暗号化モード。以下のいずれかとなります。

HaruDoc::ENCRYPT_R2 - "revision2" アルゴリズムを使用します。
HaruDoc::ENCRYPT_R3 - "revision3" アルゴリズムを使用します。これを使用すると、PDF のバージョンは 1.4 になります。

key_len

暗号化キーの長さを表すバイト数。このパラメータはオプションで、 モードが HaruDoc::ENCRYPT_R3 の場合にのみ使用します。 デフォルトの値は 5 (40 ビット) です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setPassword() - ドキュメントに所有者パスワードおよびユーザパスワードを設定する
HaruDoc::setPermission() - ドキュメントの使用権限を設定する

HaruDoc::setInfoAttr
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setInfoAttr — ドキュメントの情報属性を設定する

説明

bool HaruDoc::setInfoAttr ( int $type , string $info )

情報属性を定義します。ドキュメントの現在のエンコーディングを使用します。

パラメータ
type

属性の型。以下のいずれかとなります。

HaruDoc::INFO_AUTHOR
HaruDoc::INFO_CREATOR
HaruDoc::INFO_TITLE
HaruDoc::INFO_SUBJECT
HaruDoc::INFO_KEYWORDS

info

属性の値。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setInfoDateAttr() - ドキュメントの情報属性に日付と時刻を設定する

HaruDoc::setInfoDateAttr
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setInfoDateAttr — ドキュメントの情報属性に日付と時刻を設定する

説明

bool HaruDoc::setInfoDateAttr ( int $type , int $year , int $month , int $day , int $hour , int $min , int $sec , string $ind , int $off_hour , int $off_min )

ドキュメントの日付や時刻の属性を設定します。

パラメータ
type

属性の型。以下のいずれかとなります。

HaruDoc::INFO_CREATION_DATE
HaruDoc::INFO_MOD_DATE

year

month

1 から 12 までの値。
day

1 から 31、30、29 あるいは 28 までの値 (月によって異なります)。
hour

0 から 23 までの値。
min

0 から 59 までの値。
sec

0 から 59 までの値。
ind

UTC とタイムゾーンとの関係。""、" "、"+"、"-" および "Z" のいずれか。
off_hour

ind が " " あるいは "" 以外の場合は 0 から 23 までの値が有効。それ以外の場合はこのパラメータは無視されます。
off_min

ind が " " あるいは "" 以外の場合は 0 から 59 までの値が有効。それ以外の場合はこのパラメータは無視されます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考
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HaruDoc::setInfoAttr() - ドキュメントの情報属性を設定する

HaruDoc::setOpenAction
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setOpenAction — ドキュメントを開いたときにどのページを表示するかを定義する

説明

bool HaruDoc::setOpenAction ( object $destination )

ドキュメントを開いたときに、どのページを表示するかを定義します。

パラメータ
destination

有効な HaruDestination のインスタンス。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::setPageLayout
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setPageLayout — ページをどのように表示するかを設定する

説明

bool HaruDoc::setPageLayout ( int $layout )

ページをどのように表示するかを定義します。

パラメータ
layout

以下の値を使用できます。

HaruDoc::PAGE_LAYOUT_SINGLE - 単一ページのみを表示します。
HaruDoc::PAGE_LAYOUT_ONE_COLUMN - ひとつのカラムでページを表示します。
HaruDoc::PAGE_LAYOUT_TWO_COLUMN_LEFT - ふたつのカラムでページを表示します。最初のページが左側となります。
HaruDoc::PAGE_LAYOUT_TWO_COLUMN_RIGHT - ふたつのカラムでページを表示します。最初のページが右側となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::getPageLayout() - 現在のページレイアウトを取得する

HaruDoc::setPageMode
(PECL haru >= 0.0.1)
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HaruDoc::setPageMode — ドキュメントをどのように表示するかを設定する

説明

bool HaruDoc::setPageMode ( int $mode )

ドキュメントをどのように表示するかを定義します。

パラメータ
mode

以下の値を使用できます。

HaruDoc::PAGE_MODE_USE_NONE - アウトラインやサムネイルを表示しません。
HaruDoc::PAGE_MODE_USE_OUTLINE - アウトラインペインを表示します。
HaruDoc::PAGE_MODE_USE_THUMBS - サムネイルペインを表示します。
HaruDoc::PAGE_MODE_FULL_SCREEN - フルスクリーンモードで表示します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::getPageMode() - 現在のページモードを取得する

HaruDoc::setPagesConfiguration
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setPagesConfiguration — ページ群単位のページ数を設定する

説明

bool HaruDoc::setPagesConfiguration ( int $page_per_pages )

デフォルトでは、ドキュメントはひとつの pages オブジェクトを持っており、 これがすべてのページのルートとなります。各ページのオブジェクトは、 すべてこのオブジェクトの配下に作成されます。ひとつの pages オブジェクトが保持できるページ数は最大で 8191 までな
ので、 ドキュメントの最大ページ数は 8191 となります。しかし、パラメータ page_per_pages を指定することで、 これを変更することができます。ルートオブジェクトは 8191 を超える pages (ページではない) オブジェクトを保持することができ、 それぞれの pages が
8191 のページを保持するのです。 これにより、ドキュメントの最大ページ数は 8191*page_per_pages となります。

パラメータ
page_per_pages

pages オブジェクトが保持できるページ数。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDoc::setPassword
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setPassword — ドキュメントに所有者パスワードおよびユーザパスワードを設定する

説明

bool HaruDoc::setPassword ( string $owner_password , string $user_password )
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ドキュメントに所有者パスワードおよびユーザパスワードを設定します。 これらのパスワードを設定すると、ドキュメントの内容が暗号化されます。

パラメータ
owner_password

所有者のパスワード。これはドキュメントの使用権限を変更することができます。 空のパスワードは認められません。所有者のパスワードを ユーザのパスワードと同じものにすることはできません。
user_password

ユーザのパスワード。空でもかまいません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setEncryptionMode() - ドキュメントの暗号化モードを設定する
HaruDoc::setPermission() - ドキュメントの使用権限を設定する

HaruDoc::setPermission
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::setPermission — ドキュメントの使用権限を設定する

説明

bool HaruDoc::setPermission ( int $permission )

ドキュメントの使用権限を定義します。

パラメータ
permission

これらのフラグを組み合わせた値となります。

HaruDoc::ENABLE_READ - ユーザはドキュメントを読むことができます。
HaruDoc::ENABLE_PRINT - ユーザはドキュメントを印刷することができます。
HaruDoc::ENABLE_EDIT_ALL - ユーザはアノテーションやフォームフィールド以外の ドキュメントの内容を編集することができます。
HaruDoc::ENABLE_COPY - ユーザはドキュメントのテキストや画像をコピーすることができます。
HaruDoc::ENABLE_EDIT - user can add or modify ユーザはドキュメントにアノテーションやフォームフィールドを追加したり 編集したりすることができます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::setPassword() - ドキュメントに所有者パスワードおよびユーザパスワードを設定する
HaruDoc::setEncryptionMode() - ドキュメントの暗号化モードを設定する

HaruDoc::useCNSEncodings
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useCNSEncodings — 簡体字中国語エンコーディングを有効にする

説明
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bool HaruDoc::useCNSEncodings ( void )

簡体字中国語エンコーディングを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useCNSFonts() - 組み込みの簡体字中国語フォントを有効にする

HaruDoc::useCNSFonts
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useCNSFonts — 組み込みの簡体字中国語フォントを有効にする

説明

bool HaruDoc::useCNSFonts ( void )

組み込みの簡体字中国語フォントを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useCNSEncodings() - 簡体字中国語エンコーディングを有効にする

HaruDoc::useCNTEncodings
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useCNTEncodings — 繁体字中国語エンコーディングを有効にする

説明

bool HaruDoc::useCNTEncodings ( void )

繁体字中国語エンコーディングを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useCNTFonts() - 組み込みの繁体字中国語フォントを有効にする

HaruDoc::useCNTFonts
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useCNTFonts — 組み込みの繁体字中国語フォントを有効にする

説明

bool HaruDoc::useCNTFonts ( void )

組み込みの繁体字中国語フォントを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useCNTEncodings() - 繁体字中国語エンコーディングを有効にする

HaruDoc::useJPEncodings
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useJPEncodings — 日本語エンコーディングを有効にする

説明

bool HaruDoc::useJPEncodings ( void )

日本語エンコーディングを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useJPFonts() - 組み込みの日本語フォントを有効にする

HaruDoc::useJPFonts
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(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useJPFonts — 組み込みの日本語フォントを有効にする

説明

bool HaruDoc::useJPFonts ( void )

組み込みの日本語フォントを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useJPEncodings() - 日本語エンコーディングを有効にする

HaruDoc::useKREncodings
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useKREncodings — 韓国/朝鮮語エンコーディングを有効にする

説明

bool HaruDoc::useKREncodings ( void )

韓国/朝鮮語エンコーディングを有効にします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useKRFonts() - 組み込みの韓国/朝鮮語フォントを有効にする

HaruDoc::useKRFonts
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDoc::useKRFonts — 組み込みの韓国/朝鮮語フォントを有効にする

説明

bool HaruDoc::useKRFonts ( void )

組み込みの韓国/朝鮮語フォントを有効にします。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::useKREncodings() - 韓国/朝鮮語エンコーディングを有効にする

目次
HaruDoc::addPage — 新しいページをドキュメントに追加する
HaruDoc::addPageLabel — 指定した範囲のページにおけるページラベルの形式を設定する
HaruDoc::__construct — 新しい HaruDoc のインスタンスを作成する
HaruDoc::createOutline — HaruOutline のインスタンスを作成する
HaruDoc::getCurrentEncoder — ドキュメントが現在使用している HaruEncoder を取得する
HaruDoc::getCurrentPage — ドキュメントの現在のページを返す
HaruDoc::getEncoder — 指定したエンコーディングの HaruEncoder のインスタンスを取得する
HaruDoc::getFont — HaruFont のインスタンスを取得する
HaruDoc::getInfoAttr — 指定したドキュメント属性の現在の値を取得する
HaruDoc::getPageLayout — 現在のページレイアウトを取得する
HaruDoc::getPageMode — 現在のページモードを取得する
HaruDoc::getStreamSize — 一時ストリームの大きさを取得する
HaruDoc::insertPage — 指定したページの直前に新しいページを挿入する
HaruDoc::loadJPEG — JPEG 画像を読み込む
HaruDoc::loadPNG — PNG 画像を読み込み、HaruImage のインスタンスを返す
HaruDoc::loadRaw — RAW 画像を読み込む
HaruDoc::loadTTC — TTC ファイルから指定したインデックスのフォントを読み込む
HaruDoc::loadTTF — TTF フォントファイルを読み込む
HaruDoc::loadType1 — Type1 フォントを読み込む
HaruDoc::output — ドキュメントデータを出力バッファに書き出す
HaruDoc::readFromStream — データを一時ストリームから読み込む
HaruDoc::resetError — ドキュメントハンドルのエラーの状態をリセットする
HaruDoc::resetStream — 一時ストリームを巻き戻す
HaruDoc::save — ドキュメントを指定したファイルに保存する
HaruDoc::saveToStream — ドキュメントを一時ストリームに保存する
HaruDoc::setCompressionMode — ドキュメントの圧縮モードを設定する
HaruDoc::setCurrentEncoder — ドキュメントの現在のエンコーダを設定する
HaruDoc::setEncryptionMode — ドキュメントの暗号化モードを設定する
HaruDoc::setInfoAttr — ドキュメントの情報属性を設定する
HaruDoc::setInfoDateAttr — ドキュメントの情報属性に日付と時刻を設定する
HaruDoc::setOpenAction — ドキュメントを開いたときにどのページを表示するかを定義する
HaruDoc::setPageLayout — ページをどのように表示するかを設定する
HaruDoc::setPageMode — ドキュメントをどのように表示するかを設定する
HaruDoc::setPagesConfiguration — ページ群単位のページ数を設定する
HaruDoc::setPassword — ドキュメントに所有者パスワードおよびユーザパスワードを設定する
HaruDoc::setPermission — ドキュメントの使用権限を設定する
HaruDoc::useCNSEncodings — 簡体字中国語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useCNSFonts — 組み込みの簡体字中国語フォントを有効にする
HaruDoc::useCNTEncodings — 繁体字中国語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useCNTFonts — 組み込みの繁体字中国語フォントを有効にする
HaruDoc::useJPEncodings — 日本語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useJPFonts — 組み込みの日本語フォントを有効にする
HaruDoc::useKREncodings — 韓国/朝鮮語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useKRFonts — 組み込みの韓国/朝鮮語フォントを有効にする

HaruPage クラス
導入
Haru PDF ページクラスです。
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クラス概要
HaruPage {
/* メソッド */
bool arc ( float $x , float $y , float $ray , float $ang1 , float $ang2 )
bool beginText ( void )
bool circle ( float $x , float $y , float $ray )
bool closePath ( void )
bool concat ( float $a , float $b , float $c , float $d , float $x , float $y )
object createDestination ( void )
object createLinkAnnotation ( array $rectangle , object $destination )
object createTextAnnotation ( array $rectangle , string $text [, object $encoder ] )
object createURLAnnotation ( array $rectangle , string $url )
bool curveTo2 ( float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )
bool curveTo3 ( float $x1 , float $y1 , float $x3 , float $y3 )
bool curveTo ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )
bool drawImage ( object $image , float $x , float $y , float $width , float $height )
bool ellipse ( float $x , float $y , float $xray , float $yray )
bool endPath ( void )
bool endText ( void )
bool eofill ( void )
bool eoFillStroke ([ bool $close_path = false ] )
bool fill ( void )
bool fillStroke ([ bool $close_path = false ] )
float getCharSpace ( void )
array getCMYKFill ( void )
array getCMYKStroke ( void )
object getCurrentFont ( void )
float getCurrentFontSize ( void )
array getCurrentPos ( void )
array getCurrentTextPos ( void )
array getDash ( void )
int getFillingColorSpace ( void )
float getFlatness ( void )
int getGMode ( void )
float getGrayFill ( void )
float getGrayStroke ( void )
float getHeight ( void )
float getHorizontalScaling ( void )
int getLineCap ( void )
int getLineJoin ( void )
float getLineWidth ( void )
float getMiterLimit ( void )
array getRGBFill ( void )
array getRGBStroke ( void )
int getStrokingColorSpace ( void )
float getTextLeading ( void )
array getTextMatrix ( void )
int getTextRenderingMode ( void )
float getTextRise ( void )
float getTextWidth ( string $text )
array getTransMatrix ( void )
float getWidth ( void )
float getWordSpace ( void )
bool lineTo ( float $x , float $y )
int measureText ( string $text , float $width [, bool $wordwrap = false ] )
bool moveTextPos ( float $x , float $y [, bool $set_leading = false ] )
bool moveTo ( float $x , float $y )
bool moveToNextLine ( void )
bool rectangle ( float $x , float $y , float $width , float $height )
bool setCharSpace ( float $char_space )
bool setCMYKFill ( float $c , float $m , float $y , float $k )
bool setCMYKStroke ( float $c , float $m , float $y , float $k )
bool setDash ( array $pattern , int $phase )
bool setFlatness ( float $flatness )
bool setFontAndSize ( object $font , float $size )
bool setGrayFill ( float $value )
bool setGrayStroke ( float $value )
bool setHeight ( float $height )
bool setHorizontalScaling ( float $scaling )
bool setLineCap ( int $cap )
bool setLineJoin ( int $join )
bool setLineWidth ( float $width )
bool setMiterLimit ( float $limit )
bool setRGBFill ( float $r , float $g , float $b )
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bool setRGBStroke ( float $r , float $g , float $b )
bool setRotate ( int $angle )
bool setSize ( int $size , int $direction )
bool setSlideShow ( int $type , float $disp_time , float $trans_time )
bool setTextLeading ( float $text_leading )
bool setTextMatrix ( float $a , float $b , float $c , float $d , float $x , float $y )
bool setTextRenderingMode ( int $mode )
bool setTextRise ( float $rise )
bool setWidth ( float $width )
bool setWordSpace ( float $word_space )
bool showText ( string $text )
bool showTextNextLine ( string $text [, float $word_space [, float $char_space ]] )
bool stroke ([ bool $close_path = false ] )
bool textOut ( float $x , float $y , string $text )
bool textRect ( float $left , float $top , float $right , float $bottom , string $text [, int $align = HaruPage::TALIGN_LEFT ] )
}

定義済み定数
型 名前 説明
int HaruPage::GMODE_PAGE_DESCRIPTION  
int HaruPage::GMODE_TEXT_OBJECT  
int HaruPage::GMODE_PATH_OBJECT  
int HaruPage::GMODE_CLIPPING_PATH  
int HaruPage::GMODE_SHADING  
int HaruPage::GMODE_INLINE_IMAGE  
int HaruPage::GMODE_EXTERNAL_OBJECT  
int HaruPage::BUTT_END  
int HaruPage::ROUND_END  
int HaruPage::PROJECTING_SCUARE_END  
int HaruPage::MITER_JOIN  
int HaruPage::ROUND_JOIN  
int HaruPage::BEVEL_JOIN  
int HaruPage::FILL  
int HaruPage::STROKE  
int HaruPage::FILL_THEN_STROKE  
int HaruPage::INVISIBLE  
int HaruPage::FILL_CLIPPING  
int HaruPage::STROKE_CLIPPING  
int HaruPage::FILL_STROKE_CLIPPING  
int HaruPage::CLIPPING  
int HaruPage::TALIGN_LEFT  
int HaruPage::TALIGN_RIGHT  
int HaruPage::TALIGN_CENTER  
int HaruPage::TALIGN_JUSTIFY  
int HaruPage::SIZE_LETTER  
int HaruPage::SIZE_LEGAL  
int HaruPage::SIZE_A3  
int HaruPage::SIZE_A4  
int HaruPage::SIZE_A5  
int HaruPage::SIZE_B4  
int HaruPage::SIZE_B5  
int HaruPage::SIZE_EXECUTIVE  
int HaruPage::SIZE_US4x6  
int HaruPage::SIZE_US4x8  
int HaruPage::SIZE_US5x7  
int HaruPage::SIZE_COMM10  
int HaruPage::PORTRAIT  
int HaruPage::LANDSCAPE  
int HaruPage::TS_WIPE_LIGHT  
int HaruPage::TS_WIPE_UP  
int HaruPage::TS_WIPE_LEFT  
int HaruPage::TS_WIPE_DOWN  
int HaruPage::TS_BARN_DOORS_HORIZONTAL_OUT  
int HaruPage::TS_BARN_DOORS_HORIZONTAL_IN  
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int HaruPage::TS_BARN_DOORS_VERTICAL_OUT  
int HaruPage::TS_BARN_DOORS_VERTICAL_IN  
int HaruPage::TS_BOX_OUT  
int HaruPage::TS_BOX_IN  
int HaruPage::TS_BLINDS_HORIZONTAL  
int HaruPage::TS_BLINDS_VERTICAL  
int HaruPage::TS_DISSOLVE  
int HaruPage::TS_GLITTER_RIGHT  
int HaruPage::TS_GLITTER_DOWN  
int HaruPage::TS_GLITTER_TOP_LEFT_TO_BOTTOM_RIGHT  
int HaruPage::TS_REPLACE  
int HaruPage::NUM_STYLE_DECIMAL  
int HaruPage::NUM_STYLE_UPPER_ROMAN  
int HaruPage::NUM_STYLE_LOWER_ROMAN  
int HaruPage::NUM_STYLE_UPPER_LETTERS  
int HaruPage::NUM_STYLE_LOWER_LETTERS  

HaruPage::arc
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::arc — 現在のパスに弧を追加する

説明

bool HaruPage::arc ( float $x , float $y , float $ray , float $ang1 , float $ang2 )

現在のパスに弧を追加します。

パラメータ
x

中心の水平座標。
y

中心の垂直座標。
ray

弧の半径。
ang1

開始角。
ang2

終了角。ang1 より大きくなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::beginText
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::beginText — テキストオブジェクトを開始し、テキストの現在位置を (0,0) に設定する

説明

bool HaruPage::beginText ( void )

新しいテキストオブジェクトを開始し、テキストの現在位置を (0,0) に設定します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::circle
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::circle — 現在のパスに円を追加する

説明

bool HaruPage::circle ( float $x , float $y , float $ray )

現在のパスに円を追加します。

パラメータ
x

中心の水平座標。
y

中心の垂直座標。
ray

円の半径。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::closePath
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::closePath — 現在の位置からパスの開始位置に直線を追加する

説明

bool HaruPage::closePath ( void )

現在の位置からパスの開始位置に直線を追加します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。
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HaruPage::concat
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::concat — 現在のページの変換行列と指定した行列を連結する

説明

bool HaruPage::concat ( float $a , float $b , float $c , float $d , float $x , float $y )

現在のページの変換行列と指定した行列を連結します。

パラメータ
a

b

c

d

x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::createDestination
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::createDestination — 新しい HaruDestination のインスタンスを作成する

説明

object HaruPage::createDestination ( void )

新しい HaruDestination のインスタンスを作成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

新しい HaruDestination のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::createLinkAnnotation
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::createLinkAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する

説明

object HaruPage::createLinkAnnotation ( array $rectangle , object $destination )

新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成します。
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パラメータ
rectangle

クリック可能な範囲を表す 4 つの座標の配列。
destination

有効な HaruDestination のインスタンス。

返り値

新しい HaruAnnotation のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::createTextAnnotation
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::createTextAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する

説明

object HaruPage::createTextAnnotation ( array $rectangle , string $text [, object $encoder ] )

新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成します。

パラメータ
rectangle

アノテーションの範囲を表す 4 つの座標の配列。
text

表示するテキスト。
encoder

オプションで指定する HaruEncoder のインスタンス。

返り値

新しい HaruAnnotation のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::createURLAnnotation
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::createURLAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する

説明

object HaruPage::createURLAnnotation ( array $rectangle , string $url )

新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成します。

パラメータ
rectangle

クリック可能な範囲を表す 4 つの座標の配列。
url
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開く URL。

返り値

新しい HaruAnnotation のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::curveTo2
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::curveTo2 — ベジエ曲線を現在のパスに追加する

説明

bool HaruPage::curveTo2 ( float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

ベジエ曲線を現在のパスに追加します。 現在位置および点 (x2, y2) をベジエ曲線の制御点とし、 現在位置を点 (x3, y3) に移動します。

パラメータ
x2

ベジエ曲線の制御点。
y2

ベジエ曲線の制御点。
x3

現在位置はここに移動します。
x3

現在位置はここに移動します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::curveTo3
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::curveTo3 — ベジエ曲線を現在のパスに追加する

説明

bool HaruPage::curveTo3 ( float $x1 , float $y1 , float $x3 , float $y3 )

ベジエ曲線を現在のパスに追加します。 点 (x1, y1) および点 (x3, y3) をベジエ曲線の制御点とし、 現在位置を点 (x3, y3) に移動します。

パラメータ
x1

ベジエ曲線の制御点。
y1

ベジエ曲線の制御点。
x3

現在位置はここに移動します。
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x3

現在位置はここに移動します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::curveTo
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::curveTo — ベジエ曲線を現在のパスに追加する

説明

bool HaruPage::curveTo ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

ベジエ曲線を現在のパスに追加します。 点 (x1, y1) および点 (x2, y2) をベジエ曲線の制御点とし、 現在位置を点 (x3, y3) に移動します。

パラメータ
x1

ベジエ曲線の制御点。
y1

ベジエ曲線の制御点。
x2

ベジエ曲線の制御点。
y2

ベジエ曲線の制御点。
x3

現在位置はここに移動します。
x3

現在位置はここに移動します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::drawImage
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::drawImage — 画像をページに表示する

説明

bool HaruPage::drawImage ( object $image , float $x , float $y , float $width , float $height )

画像をページに表示します。

パラメータ
image
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有効な HaruImage のインスタンス。
x

画像を表示する範囲の左端。
y

画像を表示する範囲の下端。
width

画像の範囲の幅。
height

画像の範囲の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::ellipse
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::ellipse — 楕円を現在のパスに追加する

説明

bool HaruPage::ellipse ( float $x , float $y , float $xray , float $yray )

楕円を現在のパスに追加します。

パラメータ
x

中心の水平座標。
y

中心の垂直座標。
xray

楕円の x 方向の半径。
yray

楕円の y 方向の半径。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::endPath
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::endPath — 塗りつぶしや描画を行わずに現在のパスオブジェクトを終了する

説明

bool HaruPage::endPath ( void )
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塗りつぶしや描画を行わずに現在のパスオブジェクトを終了します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::endText
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::endText — 現在のテキストオブジェクトを終了する

説明

bool HaruPage::endText ( void )

現在のテキストオブジェクトを終了します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::eofill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::eofill — 奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶす

説明

bool HaruPage::eofill ( void )

奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::eoFillStroke
(PECL haru >= 0.0.1)
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HaruPage::eoFillStroke — 奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶす

説明

bool HaruPage::eoFillStroke ([ bool $close_path = false ] )

奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶします。

パラメータ
close_path

オプションのパラメータです。TRUE に設定すると、 この関数は現在のパスを閉じます。デフォルトは FALSE です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::fill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::fill — ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶす

説明

bool HaruPage::fill ( void )

ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::fillStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::fillStroke — ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶす

説明

bool HaruPage::fillStroke ([ bool $close_path = false ] )

ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶします。

パラメータ
close_path

オプションのパラメータです。TRUE に設定すると、 この関数は現在のパスを閉じます。デフォルトは FALSE です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCharSpace
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCharSpace — 現在の文字間隔を取得する

説明

float HaruPage::getCharSpace ( void )

現在の文字間隔を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の文字間隔を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCMYKFill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCMYKFill — 現在の塗りつぶし色を取得する

説明

array HaruPage::getCMYKFill ( void )

現在の塗りつぶし色を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の塗りつぶし色を、4 つの要素 ("c", "m", "y" および "k") からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCMYKStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCMYKStroke — 現在の描画色を取得する

説明

array HaruPage::getCMYKStroke ( void )

現在の描画色を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

現在の描画色を、4 つの要素 ("c", "m", "y" および "k") からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCurrentFont
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCurrentFont — 現在使用中のフォントを取得する

説明

object HaruPage::getCurrentFont ( void )

現在使用中のフォントを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在使用中のフォントを表す HaruFont のインスタンスを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCurrentFontSize
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCurrentFontSize — 現在のフォントのサイズを取得する

説明

float HaruPage::getCurrentFontSize ( void )

現在のフォントのサイズを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のフォントのサイズを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCurrentPos
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCurrentPos — パスの描画用の現在の位置を取得する

説明

array HaruPage::getCurrentPos ( void )
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パスの描画用に使用する現在位置を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パスの描画用に使用する現在位置を、二つの要素 "x" と "y" からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getCurrentTextPos
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getCurrentTextPos — テキストの印字用の現在の位置を取得する

説明

array HaruPage::getCurrentTextPos ( void )

テキストの印字用に使用する現在位置を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

テキストの印字用に使用する現在位置を、二つの要素 "x" と "y" からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getDash
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getDash — 現在の破線のパターンを取得する

説明

array HaruPage::getDash ( void )

現在の破線のパターンを取得します。破線のパターンについての詳細な情報は HaruPage::setDash() を参照ください。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の破線のパターンを、二つの要素 "pattern" と "phase" からなる配列で返します。破線のパターンが設定されていない場合は FALSE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setDash() - ページの破線パターンを設定する
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HaruPage::getFillingColorSpace
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getFillingColorSpace — 現在の塗りつぶしの色空間を取得する

説明

int HaruPage::getFillingColorSpace ( void )

現在の塗りつぶしの色空間を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の塗りつぶしの色空間を返します。 結果は、以下のいずれかの値となります。

HaruDoc::CS_DEVICE_GRAY
HaruDoc::CS_DEVICE_RGB
HaruDoc::CS_DEVICE_CMYK
HaruDoc::CS_CAL_GRAY
HaruDoc::CS_CAL_RGB
HaruDoc::CS_LAB
HaruDoc::CS_ICC_BASED
HaruDoc::CS_SEPARATION
HaruDoc::CS_DEVICE_N
HaruDoc::CS_INDEXED
HaruDoc::CS_PATTERN

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getFlatness
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getFlatness — ページの平坦度を取得する

説明

float HaruPage::getFlatness ( void )

ページの平坦度を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ページの平坦度を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setFlatness() - ページの平坦度を設定する

HaruPage::getGMode
(PECL haru >= 0.0.1)
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HaruPage::getGMode — 現在のグラフィックスモードを取得する

説明

int HaruPage::getGMode ( void )

現在のグラフィックスモードを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のグラフィックスモードを返します。 結果は次のいずれかの値となります。

HaruPage::GMODE_PAGE_DESCRIPTION
HaruPage::GMODE_TEXT_OBJECT
HaruPage::GMODE_PATH_OBJECT
HaruPage::GMODE_CLIPPING_PATH
HaruPage::GMODE_SHADING
HaruPage::GMODE_INLINE_IMAGE
HaruPage::GMODE_EXTERNAL_OBJECT

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::getGrayFill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getGrayFill — 現在の塗りつぶし色を取得する

説明

float HaruPage::getGrayFill ( void )

現在の塗りつぶし色を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の塗りつぶし色を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setGrayFill() - ページの塗りつぶし色を設定する

HaruPage::getGrayStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getGrayStroke — 現在の描画色を取得する

説明

float HaruPage::getGrayStroke ( void )

現在の塗りつぶし色を取得します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の塗りつぶし色を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setGrayStroke() - ページの描画色を設定する

HaruPage::getHeight
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getHeight — ページの高さを取得する

説明

float HaruPage::getHeight ( void )

ページの高さを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ページの高さを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setHeight() - ページの高さを設定する

HaruPage::getHorizontalScaling
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getHorizontalScaling — 現在の水平方向の拡大率を取得する

説明

float HaruPage::getHorizontalScaling ( void )

現在の水平方向の拡大率を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の水平方向の拡大率を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。
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参考

HaruPage::setHorizontalScaling() - ページの横方向の拡大率を設定する

HaruPage::getLineCap
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getLineCap — 現在のパスの終端の形式を取得する

説明

int HaruPage::getLineCap ( void )

現在のパスの終端の形式を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のパスの終端の形式を返します。結果の値は以下のいずれかとなります。

HaruPage::BUTT_END - パスの端点で、線を角型に打ち切ります。
HaruPage::ROUND_END - パスの端点が、その点を中心とする半円となります。
HaruPage::PROJECTING_SCUARE_END - パスの端点から、線幅の半分まで超えて線を続けます。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setLineCap() - パスの終端の形式を設定する

HaruPage::getLineJoin
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getLineJoin — 現在のパスの角の形式を取得する

説明

int HaruPage::getLineJoin ( void )

現在のパスの角の形式を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のパスの角の形式を返します。 結果の値は以下のいずれかとなります。

HaruPage::MITER_JOIN
HaruPage::ROUND_JOIN
HaruPage::BEVEL_JOIN

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setLineJoin() - そのページのパスの角の形式を設定する
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HaruPage::getLineWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getLineWidth — 現在の線幅を取得する

説明

float HaruPage::getLineWidth ( void )

現在の線幅を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の線幅を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setLineWidth() - ページの線幅を設定する

HaruPage::getMiterLimit
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getMiterLimit — マイターリミットの値を取得する

説明

float HaruPage::getMiterLimit ( void )

マイターリミットの値を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

マイターリミットの値を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setMiterLimit() - ページのマイターリミットの現在値を設定する

HaruPage::getRGBFill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getRGBFill — 現在の塗りつぶし色を取得する

説明

array HaruPage::getRGBFill ( void )
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現在の塗りつぶし色を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の塗りつぶし色を、三つの要素 "r"、"g" および "b" からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setRGBFill() - ページの塗りつぶし色を設定する

HaruPage::getRGBStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getRGBStroke — 現在の描画色を取得する

説明

array HaruPage::getRGBStroke ( void )

現在の描画色を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の描画色を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setRGBStroke() - ページの描画色を設定する

HaruPage::getStrokingColorSpace
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getStrokingColorSpace — 現在の描画の色空間を取得する

説明

int HaruPage::getStrokingColorSpace ( void )

現在の描画の色空間を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の描画の色空間を返します。 返り値の一覧は HaruPage::getFillingColorSpace() と同じです。

エラー / 例外
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エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getFillingColorSpace() - 現在の塗りつぶしの色空間を取得する

HaruPage::getTextLeading
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getTextLeading — 現在の行間隔の値を取得する

説明

float HaruPage::getTextLeading ( void )

現在の行間隔の値を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の行間隔の値を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setTextLeading() - ページのテキストリーディング (行間隔) を設定する

HaruPage::getTextMatrix
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getTextMatrix — そのページの現在のテキスト変換行列を取得する

説明

array HaruPage::getTextMatrix ( void )

そのページの現在のテキスト変換行列を取得します。

返り値

そのページの現在のテキスト変換行列を、 "a"、"b"、"c"、"d"、"x" および "y" の 6 つの要素からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setTextMatrix() - そのページの現在のテキスト変換行列を設定する

HaruPage::getTextRenderingMode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getTextRenderingMode — 現在のテキストのレンダリングモードを取得する

説明
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int HaruPage::getTextRenderingMode ( void )

現在のテキストのレンダリングモードを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のテキストのレンダリングモードを返します。 結果の値は次のいずれかとなります。

HaruPage::FILL
HaruPage::STROKE
HaruPage::FILL_THEN_STROKE
HaruPage::INVISIBLE
HaruPage::FILL_CLIPPING
HaruPage::STROKE_CLIPPING
HaruPage::FILL_STROKE_CLIPPING
HaruPage::CLIPPING

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setTextRenderingMode() - そのページの現在のテキストのレンダリングモードを設定する

HaruPage::getTextRise
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getTextRise — 現在のテキストライズの値を取得する

説明

float HaruPage::getTextRise ( void )

現在のテキストライズの値を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のテキストライズの値を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setTextRise() - 現在のテキストライズの値を設定する

HaruPage::getTextWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getTextWidth — 現在のフォントサイズ、文字エンコーディングおよび単語間隔を使用してテキストの幅を取得する

説明

float HaruPage::getTextWidth ( string $text )

現在のフォントサイズ、文字エンコーディングおよび単語間隔を使用して テキストの幅を取得します。
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パラメータ
text

調べたいテキスト。

返り値

現在のフォントサイズ、文字エンコーディングおよび単語間隔を使用して テキストの幅を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::measureText() - 指定した幅の中に配置できる文字の数を計算する

HaruPage::getTransMatrix
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getTransMatrix — そのページの現在の変換行列を取得する

説明

array HaruPage::getTransMatrix ( void )

そのページの現在の変換行列を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

そのページの現在の変換行列を、 "a"、"b"、"c"、"d"、"x" および "y" の 6 つの要素からなる配列で返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::concat() - 現在のページの変換行列と指定した行列を連結する

HaruPage::getWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getWidth — ページの幅を取得する

説明

float HaruPage::getWidth ( void )

ページの幅を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ページの幅を返します。

エラー / 例外
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エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setWidth() - ページの幅を設定する

HaruPage::getWordSpace
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::getWordSpace — 現在の単語間隔の値を取得する

説明

float HaruPage::getWordSpace ( void )

現在の単語間隔の値を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の単語間隔の値を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setWordSpace() - ページの単語間隔を設定する

HaruPage::lineTo
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::lineTo — 現在位置から指定した位置まで直線を描画する

説明

bool HaruPage::lineTo ( float $x , float $y )

現在位置から指定した位置まで直線を描画します。

パラメータ
x

y

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::curveTo() - ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::curveTo2() - ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::curveTo3() - ベジエ曲線を現在のパスに追加する
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HaruPage::measureText
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::measureText — 指定した幅の中に配置できる文字の数を計算する

説明

int HaruPage::measureText ( string $text , float $width [, bool $wordwrap = false ] )

指定した幅の中に配置できる文字の数を返します。

パラメータ
text

調べたいテキスト。
width

テキストを配置する範囲の幅。
wordwrap

このパラメータを TRUE に設定すると、ワードラップ処理を "エミュレート" します。現在の単語の途中で範囲の最後に到達してしまう場合に その単語を含めません。

返り値

指定した幅の中に配置できる文字の数を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruFont::measureText() - 指定した幅に収めることのできる文字数を計算する

HaruPage::moveTextPos
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::moveTextPos — テキストの位置を、指定したオフセットに移動する

説明

bool HaruPage::moveTextPos ( float $x , float $y [, bool $set_leading = false ] )

テキストの位置を、指定したオフセットに移動します。 現在の行の開始位置が (x1, y1) の場合、次の行の開始位置は (x1 + x, y1 + y) となります。

パラメータ
x

指定したテキスト位置のオフセット。
y

指定したテキスト位置のオフセット。
set_leading

TRUE の場合は、テキストのリーディングが -y となります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考
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HaruPage::moveToNextLine() - テキストの位置を次の行の行頭に移動する

HaruPage::moveTo
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::moveTo — 新しい描画パスの開始位置を設定する

説明

bool HaruPage::moveTo ( float $x , float $y )

新しい描画パスの開始位置を定義します。

パラメータ
x

新しい開始位置の座標。
y

新しい開始位置の座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::moveToNextLine
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::moveToNextLine — テキストの位置を次の行の行頭に移動する

説明

bool HaruPage::moveToNextLine ( void )

テキストの位置を次の行の行頭に移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::moveTextPos() - テキストの位置を、指定したオフセットに移動する

HaruPage::rectangle
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::rectangle — 現在のパスに矩形を追加する

説明
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bool HaruPage::rectangle ( float $x , float $y , float $width , float $height )

現在の描画パスに矩形を追加します。

パラメータ
x

矩形の左端。
y

矩形の下端。
width

矩形の幅。
height

矩形の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::setCharSpace
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setCharSpace — ページの文字間隔を設定する

説明

bool HaruPage::setCharSpace ( float $char_space )

ページの文字間隔を定義します。

パラメータ
char_space

そのページの新しい文字間隔。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getCharSpace() - 現在の文字間隔を取得する

HaruPage::setCMYKFill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setCMYKFill — ページの塗りつぶし色を設定する

説明

bool HaruPage::setCMYKFill ( float $c , float $m , float $y , float $k )

ページの塗りつぶし色を定義します。
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パラメータ
c

m

y

k

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getCMYKFill() - 現在の塗りつぶし色を取得する

HaruPage::setCMYKStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setCMYKStroke — ページの描画色を設定する

説明

bool HaruPage::setCMYKStroke ( float $c , float $m , float $y , float $k )

ページの描画色を設定します。

パラメータ
c

m

y

k

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getCMYKStroke() - 現在の描画色を取得する

HaruPage::setDash
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setDash — ページの破線パターンを設定する

説明

bool HaruPage::setDash ( array $pattern , int $phase )

ページの破線パターンを定義します。

パラメータ
pattern
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最大 8 要素からなる配列。そのページの破線で使用する 線と空白のパターンを指定します。
phase

パターンをどこから開始するか。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getDash() - 現在の破線のパターンを取得する

HaruPage::setFlatness
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setFlatness — ページの平坦度を設定する

説明

bool HaruPage::setFlatness ( float $flatness )

ページの平坦度を定義します。

パラメータ
flatness

そのページに定義する平坦度。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getFlatness() - ページの平坦度を取得する

HaruPage::setFontAndSize
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setFontAndSize — ページのフォントおよびフォントサイズを設定する

説明

bool HaruPage::setFontAndSize ( object $font , float $size )

ページの現在のフォントおよびフォントサイズを定義します。

パラメータ
font

有効な HaruFont のインスタンス。
size

フォントのサイズ。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruDoc::getFont() - HaruFont のインスタンスを取得する

HaruPage::setGrayFill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setGrayFill — ページの塗りつぶし色を設定する

説明

bool HaruPage::setGrayFill ( float $value )

ページの塗りつぶし色を定義します。

パラメータ
value

0 から 1 までのグレイ値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getGrayFill() - 現在の塗りつぶし色を取得する

HaruPage::setGrayStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setGrayStroke — ページの描画色を設定する

説明

bool HaruPage::setGrayStroke ( float $value )

ページの描画色を定義します。

パラメータ
value

0 から 1 までのグレイ値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考
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HaruPage::getGrayStroke() - 現在の描画色を取得する

HaruPage::setHeight
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setHeight — ページの高さを設定する

説明

bool HaruPage::setHeight ( float $height )

ページの高さを定義します。

パラメータ
height

そのページに定義する高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getHeight() - ページの高さを取得する

HaruPage::setHorizontalScaling
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setHorizontalScaling — ページの横方向の拡大率を設定する

説明

bool HaruPage::setHorizontalScaling ( float $scaling )

ページの水平方向の拡大率を設定します。

パラメータ
scaling

ページ上でテキストを表示する際の水平方向の拡大率。 初期値は 100 です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getHorizontalScaling() - 現在の水平方向の拡大率を取得する

HaruPage::setLineCap
(PECL haru >= 0.0.1)
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HaruPage::setLineCap — パスの終端の形式を設定する

説明

bool HaruPage::setLineCap ( int $cap )

パスの終端に使用する形式を定義します。

パラメータ
cap

次のいずれかの値でなければなりません。

HaruPage::BUTT_END - パスの端点で、線を角型に打ち切ります。
HaruPage::ROUND_END - パスの端点が、その点を中心とする半円となります。
HaruPage::PROJECTING_SCUARE_END - パスの端点から、線幅の半分まで超えて線を続けます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getLineCap() - 現在のパスの終端の形式を取得する

HaruPage::setLineJoin
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setLineJoin — そのページのパスの角の形式を設定する

説明

bool HaruPage::setLineJoin ( int $join )

そのページのパスの角の形式を定義します。

パラメータ
join

以下のいずれかの値でなければなりません。

HaruPage::MITER_JOIN
HaruPage::ROUND_JOIN
HaruPage::BEVEL_JOIN

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getLineJoin() - 現在のパスの角の形式を取得する

HaruPage::setLineWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setLineWidth — ページの線幅を設定する
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説明

bool HaruPage::setLineWidth ( float $width )

ページの線幅を定義します。

パラメータ
width

そのページに定義する線幅。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getLineWidth() - 現在の線幅を取得する

HaruPage::setMiterLimit
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setMiterLimit — ページのマイターリミットの現在値を設定する

説明

bool HaruPage::setMiterLimit ( float $limit )

ページのマイターリミットの現在値を設定します。

パラメータ
limit

ページのマイターリミットの現在値に定義する値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getMiterLimit() - マイターリミットの値を取得する

HaruPage::setRGBFill
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setRGBFill — ページの塗りつぶし色を設定する

説明

bool HaruPage::setRGBFill ( float $r , float $g , float $b )

ページの塗りつぶし色を定義します。すべての値は 0 から 1 までの間でなければなりません。

パラメータ
r
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g

b

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getRGBFill() - 現在の塗りつぶし色を取得する

HaruPage::setRGBStroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setRGBStroke — ページの描画色を設定する

説明

bool HaruPage::setRGBStroke ( float $r , float $g , float $b )

ページの描画色を定義します。すべての値は 0 から 1 までの間でなければなりません。

パラメータ
r

g

b

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getRGBStroke() - 現在の描画色を取得する

HaruPage::setRotate
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setRotate — ページの回転角度を設定する

説明

bool HaruPage::setRotate ( int $angle )

ページの回転角度を定義します。

パラメータ
angle

90 度の倍数である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外
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エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::setSize
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setSize — ページのサイズおよび方向を設定する

説明

bool HaruPage::setSize ( int $size , int $direction )

ページのサイズおよび方向を、定義済みのフォーマットに変更します。

パラメータ
size

次のいずれかの値でなければなりません。

HaruPage::SIZE_LETTER
HaruPage::SIZE_LEGAL
HaruPage::SIZE_A3
HaruPage::SIZE_A4
HaruPage::SIZE_A5
HaruPage::SIZE_B4
HaruPage::SIZE_B5
HaruPage::SIZE_EXECUTIVE
HaruPage::SIZE_US4x6
HaruPage::SIZE_US4x8
HaruPage::SIZE_US5x7
HaruPage::SIZE_COMM10

direction

次のいずれかの値でなければなりません。

HaruPage::PORTRAIT
HaruPage::LANDSCAPE

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::setWidth() - ページの幅を設定する
HaruPage::setHeight() - ページの高さを設定する

HaruPage::setSlideShow
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setSlideShow — ページの移動方式を設定する

説明

bool HaruPage::setSlideShow ( int $type , float $disp_time , float $trans_time )

ページの移動方式を設定します。

パラメータ
type

以下のいずれかの値でなければなりません。
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HaruPage::TS_WIPE_RIGHT
HaruPage::TS_WIPE_LEFT
HaruPage::TS_WIPE_UP
HaruPage::TS_WIPE_DOWN
HaruPage::TS_BARN_DOORS_HORIZONTAL_OUT
HaruPage::TS_BARN_DOORS_HORIZONTAL_IN
HaruPage::TS_BARN_DOORS_VERTICAL_OUT
HaruPage::TS_BARN_DOORS_VERTICAL_IN
HaruPage::TS_BOX_OUT
HaruPage::TS_BOX_IN
HaruPage::TS_BLINDS_HORIZONTAL
HaruPage::TS_BLINDS_VERTICAL
HaruPage::TS_DISSOLVE
HaruPage::TS_GLITTER_RIGHT
HaruPage::TS_GLITTER_DOWN
HaruPage::TS_GLITTER_TOP_LEFT_TO_BOTTOM_RIGHT
HaruPage::TS_REPLACE

disp_time

ページの表示時間を表す秒数。
trans_time

ページ移動処理を行う秒数。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::setTextLeading
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setTextLeading — ページのテキストリーディング (行間隔) を設定する

説明

bool HaruPage::setTextLeading ( float $text_leading )

ページの行間隔を設定します。

パラメータ
text_leading

ページの行間隔に設定する値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getTextLeading() - 現在の行間隔の値を取得する

HaruPage::setTextMatrix
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setTextMatrix — そのページの現在のテキスト変換行列を設定する
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説明

bool HaruPage::setTextMatrix ( float $a , float $b , float $c , float $d , float $x , float $y )

そのページのテキスト変換行列を定義します。

パラメータ
a

幅の乗数。
b

垂直方向の傾き (ラジアン)。
c

水平方向の傾き (ラジアン)。
d

高さの乗数。
x

テキストの水平方向の位置。
y

テキストの垂直方向の位置。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getTextMatrix() - そのページの現在のテキスト変換行列を取得する

HaruPage::setTextRenderingMode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setTextRenderingMode — そのページの現在のテキストのレンダリングモードを設定する

説明

bool HaruPage::setTextRenderingMode ( int $mode )

そのページのテキストのレンダリングモードを定義します。

パラメータ
mode

以下のいずれかの値でなければなりません。

HaruPage::FILL
HaruPage::STROKE
HaruPage::FILL_THEN_STROKE
HaruPage::INVISIBLE
HaruPage::FILL_CLIPPING
HaruPage::STROKE_CLIPPING
HaruPage::FILL_STROKE_CLIPPING
HaruPage::CLIPPING

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getTextRenderingMode() - 現在のテキストのレンダリングモードを取得する

HaruPage::setTextRise
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setTextRise — 現在のテキストライズの値を設定する

説明

bool HaruPage::setTextRise ( float $rise )

現在のテキストライズの値を設定します。

パラメータ
rise

現在のテキストライズに設定する値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getTextRise() - 現在のテキストライズの値を取得する

HaruPage::setWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setWidth — ページの幅を設定する

説明

bool HaruPage::setWidth ( float $width )

ページの幅を設定します。

パラメータ
width

ページの幅に設定する値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getWidth() - ページの幅を取得する
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HaruPage::setWordSpace
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::setWordSpace — ページの単語間隔を設定する

説明

bool HaruPage::setWordSpace ( float $word_space )

ページの単語間隔を設定します。

パラメータ
word_space

ページの単語間隔に設定する値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::getWordSpace() - 現在の単語間隔の値を取得する

HaruPage::showText
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::showText — ページの現在位置にテキストを表示する

説明

bool HaruPage::showText ( string $text )

ページの現在位置にテキストを表示します。

パラメータ
text

表示させるテキスト。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::showTextNextLine() - 現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示する
HaruPage::textOut() - テキストを指定した位置に表示する

HaruPage::showTextNextLine
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::showTextNextLine — 現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示する

説明
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bool HaruPage::showTextNextLine ( string $text [, float $word_space [, float $char_space ]] )

現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示します。

パラメータ
text

表示させるテキスト。
word_space

単語の間隔。
char_space

文字の間隔。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::showText() - ページの現在位置にテキストを表示する
HaruPage::textOut() - テキストを指定した位置に表示する

HaruPage::stroke
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::stroke — 現在のパスを描画する

説明

bool HaruPage::stroke ([ bool $close_path = false ] )

現在のパスを描画します。

パラメータ
close_path

TRUE の場合は現在のパスを閉じます。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruPage::textOut
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::textOut — テキストを指定した位置に表示する

説明

bool HaruPage::textOut ( float $x , float $y , string $text )

テキストを指定した位置に表示します。

パラメータ
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x

y

text

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::showTextNextLine() - 現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示する
HaruPage::showText() - ページの現在位置にテキストを表示する

HaruPage::textRect
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruPage::textRect — 指定した領域内にテキストを表示する

説明

bool HaruPage::textRect ( float $left , float $top , float $right , float $bottom , string $text [, int $align = HaruPage::TALIGN_LEFT ] )

指定した領域内にテキストを表示します。

パラメータ
left

テキストの範囲の左端。
top

テキストの範囲の上端。
right

テキストの範囲の右端。
bottom

テキストの範囲の下端。
text

表示させたいテキスト。
align

テキストの配置。次のいずれかの値でなければなりません。

HaruPage::TALIGN_LEFT
HaruPage::TALIGN_RIGHT
HaruPage::TALIGN_CENTER
HaruPage::TALIGN_JUSTIFY

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

参考

HaruPage::showTextNextLine() - 現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示する
HaruPage::showText() - ページの現在位置にテキストを表示する
HaruPage::textOut() - テキストを指定した位置に表示する
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目次
HaruPage::arc — 現在のパスに弧を追加する
HaruPage::beginText — テキストオブジェクトを開始し、テキストの現在位置を (0,0) に設定する
HaruPage::circle — 現在のパスに円を追加する
HaruPage::closePath — 現在の位置からパスの開始位置に直線を追加する
HaruPage::concat — 現在のページの変換行列と指定した行列を連結する
HaruPage::createDestination — 新しい HaruDestination のインスタンスを作成する
HaruPage::createLinkAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する
HaruPage::createTextAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する
HaruPage::createURLAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する
HaruPage::curveTo2 — ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::curveTo3 — ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::curveTo — ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::drawImage — 画像をページに表示する
HaruPage::ellipse — 楕円を現在のパスに追加する
HaruPage::endPath — 塗りつぶしや描画を行わずに現在のパスオブジェクトを終了する
HaruPage::endText — 現在のテキストオブジェクトを終了する
HaruPage::eofill — 奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::eoFillStroke — 奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::fill — ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::fillStroke — ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::getCharSpace — 現在の文字間隔を取得する
HaruPage::getCMYKFill — 現在の塗りつぶし色を取得する
HaruPage::getCMYKStroke — 現在の描画色を取得する
HaruPage::getCurrentFont — 現在使用中のフォントを取得する
HaruPage::getCurrentFontSize — 現在のフォントのサイズを取得する
HaruPage::getCurrentPos — パスの描画用の現在の位置を取得する
HaruPage::getCurrentTextPos — テキストの印字用の現在の位置を取得する
HaruPage::getDash — 現在の破線のパターンを取得する
HaruPage::getFillingColorSpace — 現在の塗りつぶしの色空間を取得する
HaruPage::getFlatness — ページの平坦度を取得する
HaruPage::getGMode — 現在のグラフィックスモードを取得する
HaruPage::getGrayFill — 現在の塗りつぶし色を取得する
HaruPage::getGrayStroke — 現在の描画色を取得する
HaruPage::getHeight — ページの高さを取得する
HaruPage::getHorizontalScaling — 現在の水平方向の拡大率を取得する
HaruPage::getLineCap — 現在のパスの終端の形式を取得する
HaruPage::getLineJoin — 現在のパスの角の形式を取得する
HaruPage::getLineWidth — 現在の線幅を取得する
HaruPage::getMiterLimit — マイターリミットの値を取得する
HaruPage::getRGBFill — 現在の塗りつぶし色を取得する
HaruPage::getRGBStroke — 現在の描画色を取得する
HaruPage::getStrokingColorSpace — 現在の描画の色空間を取得する
HaruPage::getTextLeading — 現在の行間隔の値を取得する
HaruPage::getTextMatrix — そのページの現在のテキスト変換行列を取得する
HaruPage::getTextRenderingMode — 現在のテキストのレンダリングモードを取得する
HaruPage::getTextRise — 現在のテキストライズの値を取得する
HaruPage::getTextWidth — 現在のフォントサイズ、文字エンコーディングおよび単語間隔を使用してテキストの幅を取得する
HaruPage::getTransMatrix — そのページの現在の変換行列を取得する
HaruPage::getWidth — ページの幅を取得する
HaruPage::getWordSpace — 現在の単語間隔の値を取得する
HaruPage::lineTo — 現在位置から指定した位置まで直線を描画する
HaruPage::measureText — 指定した幅の中に配置できる文字の数を計算する
HaruPage::moveTextPos — テキストの位置を、指定したオフセットに移動する
HaruPage::moveTo — 新しい描画パスの開始位置を設定する
HaruPage::moveToNextLine — テキストの位置を次の行の行頭に移動する
HaruPage::rectangle — 現在のパスに矩形を追加する
HaruPage::setCharSpace — ページの文字間隔を設定する
HaruPage::setCMYKFill — ページの塗りつぶし色を設定する
HaruPage::setCMYKStroke — ページの描画色を設定する
HaruPage::setDash — ページの破線パターンを設定する
HaruPage::setFlatness — ページの平坦度を設定する
HaruPage::setFontAndSize — ページのフォントおよびフォントサイズを設定する
HaruPage::setGrayFill — ページの塗りつぶし色を設定する
HaruPage::setGrayStroke — ページの描画色を設定する
HaruPage::setHeight — ページの高さを設定する
HaruPage::setHorizontalScaling — ページの横方向の拡大率を設定する
HaruPage::setLineCap — パスの終端の形式を設定する
HaruPage::setLineJoin — そのページのパスの角の形式を設定する
HaruPage::setLineWidth — ページの線幅を設定する
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HaruPage::setMiterLimit — ページのマイターリミットの現在値を設定する
HaruPage::setRGBFill — ページの塗りつぶし色を設定する
HaruPage::setRGBStroke — ページの描画色を設定する
HaruPage::setRotate — ページの回転角度を設定する
HaruPage::setSize — ページのサイズおよび方向を設定する
HaruPage::setSlideShow — ページの移動方式を設定する
HaruPage::setTextLeading — ページのテキストリーディング (行間隔) を設定する
HaruPage::setTextMatrix — そのページの現在のテキスト変換行列を設定する
HaruPage::setTextRenderingMode — そのページの現在のテキストのレンダリングモードを設定する
HaruPage::setTextRise — 現在のテキストライズの値を設定する
HaruPage::setWidth — ページの幅を設定する
HaruPage::setWordSpace — ページの単語間隔を設定する
HaruPage::showText — ページの現在位置にテキストを表示する
HaruPage::showTextNextLine — 現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示する
HaruPage::stroke — 現在のパスを描画する
HaruPage::textOut — テキストを指定した位置に表示する
HaruPage::textRect — 指定した領域内にテキストを表示する

HaruFont クラス
導入
Haru PDF フォントクラスです。

クラス概要
HaruFont {
/* メソッド */
int getAscent ( void )
int getCapHeight ( void )
int getDescent ( void )
string getEncodingName ( void )
string getFontName ( void )
array getTextWidth ( string $text )
int getUnicodeWidth ( int $character )
int getXHeight ( void )
int measureText ( string $text , float $width , float $font_size , float $char_space , float $word_space [, bool $word_wrap = false ] )
}

HaruFont::getAscent
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getAscent — フォントの垂直 ascent を取得する

説明

int HaruFont::getAscent ( void )

フォントの垂直 ascent (ベースラインの上側の高さ) を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

フォントの垂直 ascent (ベースラインの上側の高さ) を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getCapHeight
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(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getCapHeight — 大文字のベースラインからの距離を取得する

説明

int HaruFont::getCapHeight ( void )

大文字のベースラインからの距離を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

大文字のベースラインからの距離を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getDescent
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getDescent — フォントの垂直 descent を取得する

説明

int HaruFont::getDescent ( void )

フォントの垂直 descent (ベースラインの下側の高さ) を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

フォントの垂直 descent (ベースラインの下側の高さ) を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getEncodingName
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getEncodingName — エンコーディング名を取得する

説明

string HaruFont::getEncodingName ( void )

フォントエンコーディングの名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

フォントエンコーディングの名前を返します。

エラー / 例外



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getFontName
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getFontName — フォント名を取得する

説明

string HaruFont::getFontName ( void )

フォントの名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

フォントの名前を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getTextWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getTextWidth — テキスト全体の幅、文字数、単語数および空白の数を取得する

説明

array HaruFont::getTextWidth ( string $text )

指定したテキストについて、 テキスト全体の幅、文字数、単語数および空白の数を取得します。

パラメータ
text

調べたいテキスト。

返り値

指定したテキストについて、 テキスト全体の幅、文字数、単語数および空白の数を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getUnicodeWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getUnicodeWidth — フォントの文字の幅を取得する

説明

int HaruFont::getUnicodeWidth ( int $character )

フォントの文字の幅を取得します。

パラメータ
character
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文字のコード。

返り値

フォントの文字の幅を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::getXHeight
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::getXHeight — 小文字のベースラインからの距離を取得する

説明

int HaruFont::getXHeight ( void )

小文字のベースラインからの距離を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

小文字のベースラインからの距離を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruFont::measureText
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruFont::measureText — 指定した幅に収めることのできる文字数を計算する

説明

int HaruFont::measureText ( string $text , float $width , float $font_size , float $char_space , float $word_space [, bool $word_wrap = false ] )

指定した幅に収めることのできる文字数を計算します。

パラメータ
text

幅にあわせたいテキスト。
width

テキストを代入するエリアの幅。
font_size

フォントの大きさ。
char_space

文字の間隔。
word_space

単語の間隔。
word_wrap

このパラメータを TRUE にすると、この関数はワードラップを "エミュレート" し、現在の単語の途中で範囲の最後に達してしまう場合は その単語を含めません。
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返り値

指定した幅に収めることのできる文字数を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

目次
HaruFont::getAscent — フォントの垂直 ascent を取得する
HaruFont::getCapHeight — 大文字のベースラインからの距離を取得する
HaruFont::getDescent — フォントの垂直 descent を取得する
HaruFont::getEncodingName — エンコーディング名を取得する
HaruFont::getFontName — フォント名を取得する
HaruFont::getTextWidth — テキスト全体の幅、文字数、単語数および空白の数を取得する
HaruFont::getUnicodeWidth — フォントの文字の幅を取得する
HaruFont::getXHeight — 小文字のベースラインからの距離を取得する
HaruFont::measureText — 指定した幅に収めることのできる文字数を計算する

HaruImage クラス
導入
Haru PDF 画像クラスです。

クラス概要
HaruImage {
/* メソッド */
int getBitsPerComponent ( void )
string getColorSpace ( void )
int getHeight ( void )
array getSize ( void )
int getWidth ( void )
bool setColorMask ( int $rmin , int $rmax , int $gmin , int $gmax , int $bmin , int $bmax )
bool setMaskImage ( object $mask_image )
}

HaruImage::getBitsPerComponent
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::getBitsPerComponent — 画像の各色コンポーネントで使用するビット数を取得する

説明

int HaruImage::getBitsPerComponent ( void )

画像の各色コンポーネントで使用するビット数を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

画像の各色コンポーネントで使用するビット数を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruImage::getColorSpace
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(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::getColorSpace — 色空間の名前を取得する

説明

string HaruImage::getColorSpace ( void )

色空間の名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

画像の色空間の名前を返します。名前は以下のいずれかとなります。

"DeviceGray"
"DeviceRGB"
"DeviceCMYK"
"Indexed"

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruImage::getHeight
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::getHeight — 画像の高さを取得する

説明

int HaruImage::getHeight ( void )

画像の高さを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

画像の高さを返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruImage::getSize
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::getSize — 画像の大きさを取得する

説明

array HaruImage::getSize ( void )

画像の大きさを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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二つの要素 width および height を持つ配列を返します。 それぞれ、画像の対応する部分の大きさが含まれます。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruImage::getWidth
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::getWidth — 画像の幅を取得する

説明

int HaruImage::getWidth ( void )

画像の幅を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

画像の幅を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruImage::setColorMask
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::setColorMask — 画像の色マスクを設定する

説明

bool HaruImage::setColorMask ( int $rmin , int $rmax , int $gmin , int $gmax , int $bmin , int $bmax )

画像の透過色を、RGB 値の範囲を用いて定義します。 この範囲内の色が透過色として表示されます。 画像の色空間は RGB でなければなりません。

パラメータ
rmin

赤の最小値。0 から 255 までの値でなければなりません。
rmax

赤の最大値。0 から 255 までの値でなければなりません。
gmin

緑の最小値。0 から 255 までの値でなければなりません。
gmax

緑の最大値。0 から 255 までの値でなければなりません。
bmin

青の最小値。0 から 255 までの値でなければなりません。
bmax

青の最大値。0 から 255 までの値でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。
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エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruImage::setMaskImage
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruImage::setMaskImage — 画像マスクを設定する

説明

bool HaruImage::setMaskImage ( object $mask_image )

画像マスクとして使用する画像を設定します。 1 ビットのグレイスケール画像である必要があります。

パラメータ
mask_image

有効な HaruImage のインスタンス。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

目次
HaruImage::getBitsPerComponent — 画像の各色コンポーネントで使用するビット数を取得する
HaruImage::getColorSpace — 色空間の名前を取得する
HaruImage::getHeight — 画像の高さを取得する
HaruImage::getSize — 画像の大きさを取得する
HaruImage::getWidth — 画像の幅を取得する
HaruImage::setColorMask — 画像の色マスクを設定する
HaruImage::setMaskImage — 画像マスクを設定する

HaruEncoder クラス
導入
Haru PDF エンコーダクラスです。

クラス概要
HaruEncoder {
/* メソッド */
int getByteType ( string $text , int $index )
int getType ( void )
int getUnicode ( int $character )
int getWritingMode ( void )
}

定義済み定数
型 名前 説明
int HaruEncoder::TYPE_SINGLE_BYTE  
int HaruEncoder::TYPE_DOUBLE_BYTE  
int HaruEncoder::TYPE_UNINITIALIZED  
int HaruEncoder::UNKNOWN  
int HaruEncoder::WMODE_HORIZONTAL  
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int HaruEncoder::WMODE_VERTICAL  
int HaruEncoder::BYTE_TYPE_SINGLE  
int HaruEncoder::BYTE_TYPE_LEAD  
int HaruEncoder::BYTE_TYPE_TRAIL  
int HaruEncoder::BYTE_TYPE_UNKNOWN  

HaruEncoder::getByteType
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruEncoder::getByteType — テキスト内のバイトの型を取得する

説明

int HaruEncoder::getByteType ( string $text , int $index )

テキスト内のバイトの型を取得します。

パラメータ
text

テキスト。
index

テキスト内の位置。

返り値

テキスト内の指定した位置のバイトの型を返します。 結果は以下のいずれかの値となります。

HaruEncoder::BYTE_TYPE_SINGLE - シングルバイト文字。
HaruEncoder::BYTE_TYPE_LEAD - ダブルバイト文字の先頭バイト。
HaruEncoder::BYTE_TYPE_TRAIL - ダブルバイト文字の後続バイト。
HaruEncoder::BYTE_TYPE_UNKNOWN - エンコーダが無効、あるいはバイトの型の取得に失敗。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruEncoder::getType
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruEncoder::getType — エンコーダの型を取得する

説明

int HaruEncoder::getType ( void )

エンコーダの型を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エンコーダの型を返します。結果は以下のいずれかの値となります。

HaruEncoder::TYPE_SINGLE_BYTE - エンコーダはシングルバイト文字用です。
HaruEncoder::TYPE_DOUBLE_BYTE - エンコーダはマルチバイト文字用です。
HaruEncoder::TYPE_UNINITIALIZED - エンコーダが初期化されていません。
HaruEncoder::UNKNOWN - エンコーダが無効です。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。
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HaruEncoder::getUnicode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruEncoder::getUnicode — 指定した文字を unicode に変換する

説明

int HaruEncoder::getUnicode ( int $character )

指定した文字を unicode に変換します。

パラメータ
character

変換する文字のコード。

返り値

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruEncoder::getWritingMode
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruEncoder::getWritingMode — エンコーダの書き込みモードを取得する

説明

int HaruEncoder::getWritingMode ( void )

エンコーダの書き込みモードを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エンコーダの書き込みモードを返します。 結果の値は次のようになります。

HaruEncoder::WMODE_HORIZONTAL - 横書きモード。
HaruEncoder::WMODE_VERTICAL - 縦書きモード。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

目次
HaruEncoder::getByteType — テキスト内のバイトの型を取得する
HaruEncoder::getType — エンコーダの型を取得する
HaruEncoder::getUnicode — 指定した文字を unicode に変換する
HaruEncoder::getWritingMode — エンコーダの書き込みモードを取得する

HaruOutline クラス
導入
Haru PDF アウトラインクラスです。
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クラス概要
HaruOutline {
/* メソッド */
bool setDestination ( object $destination )
bool setOpened ( bool $opened )
}

HaruOutline::setDestination
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruOutline::setDestination — アウトラインの対象を設定する

説明

bool HaruOutline::setDestination ( object $destination )

アウトラインがクリックされたときにジャンプする先の 対象オブジェクトを設定します。

パラメータ
destination

有効な HaruDestination のインスタンス。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruOutline::setOpened
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruOutline::setOpened — アウトラインの初期状態を設定する

説明

bool HaruOutline::setOpened ( bool $opened )

アウトラインを最初に表示した際に、 このノードを開くか開かないかを定義します。

パラメータ
opened

TRUE は開いた状態、FALSE は閉じた状態。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

目次
HaruOutline::setDestination — アウトラインの対象を設定する
HaruOutline::setOpened — アウトラインの初期状態を設定する

HaruAnnotation クラス
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導入
Haru PDF アノテーションクラスです。

クラス概要
HaruAnnotation {
/* メソッド */
bool setBorderStyle ( float $width , int $dash_on , int $dash_off )
bool setHighlightMode ( int $mode )
bool setIcon ( int $icon )
bool setOpened ( bool $opened )
}

定義済み定数
型 名前 説明
int HaruAnnotation::NO_HIGHLIGHT  
int HaruAnnotation::INVERT_BOX  
int HaruAnnotation::INVERT_BORDER  
int HaruAnnotation::DOWN_APPEARANCE  
int HaruAnnotation::ICON_COMMENT  
int HaruAnnotation::ICON_KEY  
int HaruAnnotation::ICON_NOTE  
int HaruAnnotation::ICON_HELP  
int HaruAnnotation::ICON_NEW_PARAGRAPH  
int HaruAnnotation::ICON_PARAGRAPH  
int HaruAnnotation::ICON_INSERT  

HaruAnnotation::setBorderStyle
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruAnnotation::setBorderStyle — アノテーションの枠の形式を設定する

説明

bool HaruAnnotation::setBorderStyle ( float $width , int $dash_on , int $dash_off )

アノテーションの枠の形式を定義します。 この関数は、リンクアノテーションに対してのみ使用します。

パラメータ
width

枠線の幅。
dash_on

破線の形式。
dash_off

破線の形式。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruAnnotation::setHighlightMode
(PECL haru >= 0.0.1)
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HaruAnnotation::setHighlightMode — アノテーションの強調モードを設定する

説明

bool HaruAnnotation::setHighlightMode ( int $mode )

アノテーションをクリックした際の表示方法を定義します。 この関数は、リンクアノテーションに対してのみ使用します。

パラメータ
mode

アノテーションの強調モード。以下のいずれかの値となります。

HaruAnnotation::NO_HIGHLIGHT - 強調しない。
HaruAnnotation::INVERT_BOX - アノテーションの内容を反転する。
HaruAnnotation::INVERT_BORDER - アノテーションの枠線を反転する。
HaruAnnotation::DOWN_APPEARANCE - アノテーションを目立たなくする。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruAnnotation::setIcon
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruAnnotation::setIcon — アノテーションのアイコンの形式を設定する

説明

bool HaruAnnotation::setIcon ( int $icon )

アノテーションアイコンの形式を定義します。 この関数は、テキストアノテーションに対してのみ使用します。

パラメータ
icon

アイコンの形式。以下のいずれかの値となります。

HaruAnnotation::ICON_COMMENT
HaruAnnotation::ICON_KEY
HaruAnnotation::ICON_NOTE
HaruAnnotation::ICON_HELP
HaruAnnotation::ICON_NEW_PARAGRAPH
HaruAnnotation::ICON_PARAGRAPH
HaruAnnotation::ICON_INSERT

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruAnnotation::setOpened
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruAnnotation::setOpened — アノテーションの初期状態を設定する

説明

bool HaruAnnotation::setOpened ( bool $opened )
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アノテーションが初期状態で開いているかどうかを定義します。 この関数は、テキストアノテーションに対してのみ使用します。

パラメータ
opened

TRUE は、アノテーションが最初から開いて表示されていることを意味します。 FALSE は、閉じていることを意味します。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

目次
HaruAnnotation::setBorderStyle — アノテーションの枠の形式を設定する
HaruAnnotation::setHighlightMode — アノテーションの強調モードを設定する
HaruAnnotation::setIcon — アノテーションのアイコンの形式を設定する
HaruAnnotation::setOpened — アノテーションの初期状態を設定する

HaruDestination クラス
導入
Haru PDF 対象クラスです。

クラス概要
HaruDestination {
/* メソッド */
bool setFit ( void )
bool setFitB ( void )
bool setFitBH ( float $top )
bool setFitBV ( float $left )
bool setFitH ( float $top )
bool setFitR ( float $left , float $bottom , float $right , float $top )
bool setFitV ( float $left )
bool setXYZ ( float $left , float $top , float $zoom )
}

HaruDestination::setFit
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFit — ページの表示を、ウィンドウにあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFit ( void )

ページの表示を、ウィンドウにあわせるよう設定します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。
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HaruDestination::setFitB
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFitB — ページの表示を、ページのバウンディングボックスをウィンドウにあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFitB ( void )

ページの表示を、ページのバウンディングボックスをウィンドウにあわせるよう設定します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDestination::setFitBH
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFitBH — ページの表示を、バウンディングボックスの幅にあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFitBH ( float $top )

ページの表示を拡大し、バウンディングボックスの幅にあわせるようにします。 ページの上端の位置は top に設定します。

パラメータ
top

ページの上端の座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDestination::setFitBV
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFitBV — ページの表示を、バウンディングボックスの高さにあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFitBV ( float $left )

ページの表示を拡大し、バウンディングボックスの高さにあわせるようにします。 ページの左端の位置は left に設定します。

パラメータ
left

ページの左端の座標。
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返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDestination::setFitH
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFitH — ページの表示を、ウィンドウの幅にあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFitH ( float $top )

ページの表示を、ウィンドウの幅にあわせるようにします。 ページの上端の位置は top に設定します。

パラメータ
top

ページの上端の位置。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDestination::setFitR
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFitR — ページの表示を、指定した矩形にあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFitR ( float $left , float $bottom , float $right , float $top )

ページの表示を、パラメータで指定した矩形にあわせるよう設定します。

パラメータ
left

ページの左端の座標。
bottom

ページの下端の座標。
right

ページの右端の座標。
top

ページの上端の座標。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。
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HaruDestination::setFitV
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setFitV — ページの表示を、ウィンドウの高さにあわせるよう設定する

説明

bool HaruDestination::setFitV ( float $left )

ページの表示を、ウィンドウの高さにあわせるようにします。

パラメータ
left

ページの左端の位置。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

HaruDestination::setXYZ
(PECL haru >= 0.0.1)

HaruDestination::setXYZ — ページの表示を設定する

説明

bool HaruDestination::setXYZ ( float $left , float $top , float $zoom )

ページの表示方法を、三つのパラメータ left、top および zoom で設定します。

パラメータ
left

ページの左端の位置。
top

ページの上端の位置。
zoom

拡大率。0.08 (8%) から 32 (3200%) までの値でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

エラー / 例外

エラー時に HaruException をスローします。

目次
HaruDestination::setFit — ページの表示を、ウィンドウにあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitB — ページの表示を、ページのバウンディングボックスをウィンドウにあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitBH — ページの表示を、バウンディングボックスの幅にあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitBV — ページの表示を、バウンディングボックスの高さにあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitH — ページの表示を、ウィンドウの幅にあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitR — ページの表示を、指定した矩形にあわせるよう設定する
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HaruDestination::setFitV — ページの表示を、ウィンドウの高さにあわせるよう設定する
HaruDestination::setXYZ — ページの表示を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な PECL/haru の例
組み込みのフォントおよびエンコーディング

組み込みフォント
組み込みエンコーディング

HaruException — HaruException クラス
HaruDoc — HaruDoc クラス

HaruDoc::addPage — 新しいページをドキュメントに追加する
HaruDoc::addPageLabel — 指定した範囲のページにおけるページラベルの形式を設定する
HaruDoc::__construct — 新しい HaruDoc のインスタンスを作成する
HaruDoc::createOutline — HaruOutline のインスタンスを作成する
HaruDoc::getCurrentEncoder — ドキュメントが現在使用している HaruEncoder を取得する
HaruDoc::getCurrentPage — ドキュメントの現在のページを返す
HaruDoc::getEncoder — 指定したエンコーディングの HaruEncoder のインスタンスを取得する
HaruDoc::getFont — HaruFont のインスタンスを取得する
HaruDoc::getInfoAttr — 指定したドキュメント属性の現在の値を取得する
HaruDoc::getPageLayout — 現在のページレイアウトを取得する
HaruDoc::getPageMode — 現在のページモードを取得する
HaruDoc::getStreamSize — 一時ストリームの大きさを取得する
HaruDoc::insertPage — 指定したページの直前に新しいページを挿入する
HaruDoc::loadJPEG — JPEG 画像を読み込む
HaruDoc::loadPNG — PNG 画像を読み込み、HaruImage のインスタンスを返す
HaruDoc::loadRaw — RAW 画像を読み込む
HaruDoc::loadTTC — TTC ファイルから指定したインデックスのフォントを読み込む
HaruDoc::loadTTF — TTF フォントファイルを読み込む
HaruDoc::loadType1 — Type1 フォントを読み込む
HaruDoc::output — ドキュメントデータを出力バッファに書き出す
HaruDoc::readFromStream — データを一時ストリームから読み込む
HaruDoc::resetError — ドキュメントハンドルのエラーの状態をリセットする
HaruDoc::resetStream — 一時ストリームを巻き戻す
HaruDoc::save — ドキュメントを指定したファイルに保存する
HaruDoc::saveToStream — ドキュメントを一時ストリームに保存する
HaruDoc::setCompressionMode — ドキュメントの圧縮モードを設定する
HaruDoc::setCurrentEncoder — ドキュメントの現在のエンコーダを設定する
HaruDoc::setEncryptionMode — ドキュメントの暗号化モードを設定する
HaruDoc::setInfoAttr — ドキュメントの情報属性を設定する
HaruDoc::setInfoDateAttr — ドキュメントの情報属性に日付と時刻を設定する
HaruDoc::setOpenAction — ドキュメントを開いたときにどのページを表示するかを定義する
HaruDoc::setPageLayout — ページをどのように表示するかを設定する
HaruDoc::setPageMode — ドキュメントをどのように表示するかを設定する
HaruDoc::setPagesConfiguration — ページ群単位のページ数を設定する
HaruDoc::setPassword — ドキュメントに所有者パスワードおよびユーザパスワードを設定する
HaruDoc::setPermission — ドキュメントの使用権限を設定する
HaruDoc::useCNSEncodings — 簡体字中国語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useCNSFonts — 組み込みの簡体字中国語フォントを有効にする
HaruDoc::useCNTEncodings — 繁体字中国語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useCNTFonts — 組み込みの繁体字中国語フォントを有効にする
HaruDoc::useJPEncodings — 日本語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useJPFonts — 組み込みの日本語フォントを有効にする
HaruDoc::useKREncodings — 韓国/朝鮮語エンコーディングを有効にする
HaruDoc::useKRFonts — 組み込みの韓国/朝鮮語フォントを有効にする

HaruPage — HaruPage クラス
HaruPage::arc — 現在のパスに弧を追加する
HaruPage::beginText — テキストオブジェクトを開始し、テキストの現在位置を (0,0) に設定する
HaruPage::circle — 現在のパスに円を追加する
HaruPage::closePath — 現在の位置からパスの開始位置に直線を追加する
HaruPage::concat — 現在のページの変換行列と指定した行列を連結する
HaruPage::createDestination — 新しい HaruDestination のインスタンスを作成する
HaruPage::createLinkAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する
HaruPage::createTextAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する
HaruPage::createURLAnnotation — 新しい HaruAnnotation のインスタンスを作成する
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HaruPage::curveTo2 — ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::curveTo3 — ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::curveTo — ベジエ曲線を現在のパスに追加する
HaruPage::drawImage — 画像をページに表示する
HaruPage::ellipse — 楕円を現在のパスに追加する
HaruPage::endPath — 塗りつぶしや描画を行わずに現在のパスオブジェクトを終了する
HaruPage::endText — 現在のテキストオブジェクトを終了する
HaruPage::eofill — 奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::eoFillStroke — 奇偶規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::fill — ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::fillStroke — ノンゼロワインディング規則を使用して現在のパスを塗りつぶす
HaruPage::getCharSpace — 現在の文字間隔を取得する
HaruPage::getCMYKFill — 現在の塗りつぶし色を取得する
HaruPage::getCMYKStroke — 現在の描画色を取得する
HaruPage::getCurrentFont — 現在使用中のフォントを取得する
HaruPage::getCurrentFontSize — 現在のフォントのサイズを取得する
HaruPage::getCurrentPos — パスの描画用の現在の位置を取得する
HaruPage::getCurrentTextPos — テキストの印字用の現在の位置を取得する
HaruPage::getDash — 現在の破線のパターンを取得する
HaruPage::getFillingColorSpace — 現在の塗りつぶしの色空間を取得する
HaruPage::getFlatness — ページの平坦度を取得する
HaruPage::getGMode — 現在のグラフィックスモードを取得する
HaruPage::getGrayFill — 現在の塗りつぶし色を取得する
HaruPage::getGrayStroke — 現在の描画色を取得する
HaruPage::getHeight — ページの高さを取得する
HaruPage::getHorizontalScaling — 現在の水平方向の拡大率を取得する
HaruPage::getLineCap — 現在のパスの終端の形式を取得する
HaruPage::getLineJoin — 現在のパスの角の形式を取得する
HaruPage::getLineWidth — 現在の線幅を取得する
HaruPage::getMiterLimit — マイターリミットの値を取得する
HaruPage::getRGBFill — 現在の塗りつぶし色を取得する
HaruPage::getRGBStroke — 現在の描画色を取得する
HaruPage::getStrokingColorSpace — 現在の描画の色空間を取得する
HaruPage::getTextLeading — 現在の行間隔の値を取得する
HaruPage::getTextMatrix — そのページの現在のテキスト変換行列を取得する
HaruPage::getTextRenderingMode — 現在のテキストのレンダリングモードを取得する
HaruPage::getTextRise — 現在のテキストライズの値を取得する
HaruPage::getTextWidth — 現在のフォントサイズ、文字エンコーディングおよび単語間隔を使用してテキストの幅を取得する
HaruPage::getTransMatrix — そのページの現在の変換行列を取得する
HaruPage::getWidth — ページの幅を取得する
HaruPage::getWordSpace — 現在の単語間隔の値を取得する
HaruPage::lineTo — 現在位置から指定した位置まで直線を描画する
HaruPage::measureText — 指定した幅の中に配置できる文字の数を計算する
HaruPage::moveTextPos — テキストの位置を、指定したオフセットに移動する
HaruPage::moveTo — 新しい描画パスの開始位置を設定する
HaruPage::moveToNextLine — テキストの位置を次の行の行頭に移動する
HaruPage::rectangle — 現在のパスに矩形を追加する
HaruPage::setCharSpace — ページの文字間隔を設定する
HaruPage::setCMYKFill — ページの塗りつぶし色を設定する
HaruPage::setCMYKStroke — ページの描画色を設定する
HaruPage::setDash — ページの破線パターンを設定する
HaruPage::setFlatness — ページの平坦度を設定する
HaruPage::setFontAndSize — ページのフォントおよびフォントサイズを設定する
HaruPage::setGrayFill — ページの塗りつぶし色を設定する
HaruPage::setGrayStroke — ページの描画色を設定する
HaruPage::setHeight — ページの高さを設定する
HaruPage::setHorizontalScaling — ページの横方向の拡大率を設定する
HaruPage::setLineCap — パスの終端の形式を設定する
HaruPage::setLineJoin — そのページのパスの角の形式を設定する
HaruPage::setLineWidth — ページの線幅を設定する
HaruPage::setMiterLimit — ページのマイターリミットの現在値を設定する
HaruPage::setRGBFill — ページの塗りつぶし色を設定する
HaruPage::setRGBStroke — ページの描画色を設定する
HaruPage::setRotate — ページの回転角度を設定する
HaruPage::setSize — ページのサイズおよび方向を設定する
HaruPage::setSlideShow — ページの移動方式を設定する
HaruPage::setTextLeading — ページのテキストリーディング (行間隔) を設定する
HaruPage::setTextMatrix — そのページの現在のテキスト変換行列を設定する
HaruPage::setTextRenderingMode — そのページの現在のテキストのレンダリングモードを設定する
HaruPage::setTextRise — 現在のテキストライズの値を設定する
HaruPage::setWidth — ページの幅を設定する
HaruPage::setWordSpace — ページの単語間隔を設定する
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HaruPage::showText — ページの現在位置にテキストを表示する
HaruPage::showTextNextLine — 現在位置を次の行の行頭に移動してテキストを表示する
HaruPage::stroke — 現在のパスを描画する
HaruPage::textOut — テキストを指定した位置に表示する
HaruPage::textRect — 指定した領域内にテキストを表示する

HaruFont — HaruFont クラス
HaruFont::getAscent — フォントの垂直 ascent を取得する
HaruFont::getCapHeight — 大文字のベースラインからの距離を取得する
HaruFont::getDescent — フォントの垂直 descent を取得する
HaruFont::getEncodingName — エンコーディング名を取得する
HaruFont::getFontName — フォント名を取得する
HaruFont::getTextWidth — テキスト全体の幅、文字数、単語数および空白の数を取得する
HaruFont::getUnicodeWidth — フォントの文字の幅を取得する
HaruFont::getXHeight — 小文字のベースラインからの距離を取得する
HaruFont::measureText — 指定した幅に収めることのできる文字数を計算する

HaruImage — HaruImage クラス
HaruImage::getBitsPerComponent — 画像の各色コンポーネントで使用するビット数を取得する
HaruImage::getColorSpace — 色空間の名前を取得する
HaruImage::getHeight — 画像の高さを取得する
HaruImage::getSize — 画像の大きさを取得する
HaruImage::getWidth — 画像の幅を取得する
HaruImage::setColorMask — 画像の色マスクを設定する
HaruImage::setMaskImage — 画像マスクを設定する

HaruEncoder — HaruEncoder クラス
HaruEncoder::getByteType — テキスト内のバイトの型を取得する
HaruEncoder::getType — エンコーダの型を取得する
HaruEncoder::getUnicode — 指定した文字を unicode に変換する
HaruEncoder::getWritingMode — エンコーダの書き込みモードを取得する

HaruOutline — HaruOutline クラス
HaruOutline::setDestination — アウトラインの対象を設定する
HaruOutline::setOpened — アウトラインの初期状態を設定する

HaruAnnotation — HaruAnnotation クラス
HaruAnnotation::setBorderStyle — アノテーションの枠の形式を設定する
HaruAnnotation::setHighlightMode — アノテーションの強調モードを設定する
HaruAnnotation::setIcon — アノテーションのアイコンの形式を設定する
HaruAnnotation::setOpened — アノテーションの初期状態を設定する

HaruDestination — HaruDestination クラス
HaruDestination::setFit — ページの表示を、ウィンドウにあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitB — ページの表示を、ページのバウンディングボックスをウィンドウにあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitBH — ページの表示を、バウンディングボックスの幅にあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitBV — ページの表示を、バウンディングボックスの高さにあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitH — ページの表示を、ウィンドウの幅にあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitR — ページの表示を、指定した矩形にあわせるよう設定する
HaruDestination::setFitV — ページの表示を、ウィンドウの高さにあわせるよう設定する
HaruDestination::setXYZ — ページの表示を設定する

Ming (flash)

導入
Ming は省略語ではありません。Ming は、 SWF ("Flash") フォーマットのムービーを作成するための オープンソース (LGPL) のライブラリです。Ming は、 シェープ、グラディエント、ビットマップ (PNG および JPEG)、モーフィング ("変形")、 テキスト、ボタン、アクショ
ン、スプライト ("ムービークリップ")、 mp3 のストリーム出力、色変換といった Flash 4 の機能のほとんど全てをサポートしています。 現在未サポートなのは、サウンド関係のイベントのみです。

長さ、距離、大きさ等を指定する値は全て "twips" つまり、20 ユニット /ピクセル 単位であることに注意してください。しかし、実際には、Flash プレイヤーがムービーを embed/object タグで指定したピクセルサイズまたは embed されていない場合はフレーム全体にス
ケーリングするため、 任意のサイズになります。

Ming は、既存の PHP/libswf モジュール に対して多くの点で優れています。 Ming は、そのコードをコンパイルできる環境でならどこでも使用することが可能です。一方、 libswf のソースコードは公開されておらず、 ごくわずかなプラットフォームでのみしか利用できませ
ん。 Windows は、libswf でサポートされるプラットフォームには入っていません。 Ming は、ムービーの要素を PHP オブジェクト内に隠蔽することにより、 SWF ファイルフォーマットの細部を直接取り扱うことを回避しています。 また、Ming はメンテナンスが継続されて
います。 使用したい機能がある場合には、我々、 » http://www.libming.org/ まで知らせてください。

Ming は、PHP 4.0.5 で追加されました。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

注意:

http://www.libming.org/
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この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.3.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Ming を PHP で使用するには、まず、Ming ライブラリを構築し、 インストールする必要があります。ソースコードとインストール手引が、 Ming のホームページ » http://www.libming.org/ から入手可能です。ここには、例や簡単なチュートリアル、最新のニュースもあり
ます。

ming のアーカイブをダウンロードし、展開してください。Ming ディレクトリに移動し、make、make install を実行してください。

これにより libming.so が構築され、 /usr/lib/ にインストールされます。また、 ming.h が /usr/include/ にコピーされます。インストールされるディレクトリを変更するには、 Makefile の PREFIX= の行を編集してください。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/ming.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.3.0

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

MING_NEW (integer)
MING_ZLIB (integer)
SWFBUTTON_HIT (integer)
SWFBUTTON_DOWN (integer)
SWFBUTTON_OVER (integer)
SWFBUTTON_UP (integer)
SWFBUTTON_MOUSEUPOUTSIDE (integer)
SWFBUTTON_DRAGOVER (integer)
SWFBUTTON_DRAGOUT (integer)
SWFBUTTON_MOUSEUP (integer)
SWFBUTTON_MOUSEDOWN (integer)
SWFBUTTON_MOUSEOUT (integer)
SWFBUTTON_MOUSEOVER (integer)
SWFFILL_RADIAL_GRADIENT (integer)
SWFFILL_LINEAR_GRADIENT (integer)
SWFFILL_TILED_BITMAP (integer)
SWFFILL_CLIPPED_BITMAP (integer)
SWFTEXTFIELD_HASLENGTH (integer)
SWFTEXTFIELD_NOEDIT (integer)
SWFTEXTFIELD_PASSWORD (integer)

http://pecl.php.net/
http://www.libming.org/
http://pecl.php.net/package/ming
http://pecl.php.net/package/ming
http://pecl.php.net/
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SWFTEXTFIELD_MULTILINE (integer)
SWFTEXTFIELD_WORDWRAP (integer)
SWFTEXTFIELD_DRAWBOX (integer)
SWFTEXTFIELD_NOSELECT (integer)
SWFTEXTFIELD_HTML (integer)
SWFTEXTFIELD_ALIGN_LEFT (integer)
SWFTEXTFIELD_ALIGN_RIGHT (integer)
SWFTEXTFIELD_ALIGN_CENTER (integer)
SWFTEXTFIELD_ALIGN_JUSTIFY (integer)
SWFACTION_ONLOAD (integer)
SWFACTION_ENTERFRAME (integer)
SWFACTION_UNLOAD (integer)
SWFACTION_MOUSEMOVE (integer)
SWFACTION_MOUSEDOWN (integer)
SWFACTION_MOUSEUP (integer)
SWFACTION_KEYDOWN (integer)
SWFACTION_KEYUP (integer)
SWFACTION_DATA (integer)

例
目次

SWFAction の例
SWFSPrite の基本的な例

SWFAction の例
この単純な例は、赤い四角形がウィンドウを横切るものです。

例1 swfaction() の例
<?php
  $s = new SWFShape();
  $f = $s->addFill(0xff, 0, 0);
  $s->setRightFill($f);

  $s->movePenTo(-500, -500);
  $s->drawLineTo(500, -500);
  $s->drawLineTo(500, 500);
  $s->drawLineTo(-500, 500);
  $s->drawLineTo(-500, -500);

  $p = new SWFSprite();
  $i = $p->add($s);
  $i->setDepth(1);
  $p->nextFrame();

  for ($n=0; $n<5; ++$n) {
    $i->rotate(-15);
    $p->nextFrame();
  }

  $m = new SWFMovie();
  $m->setBackground(0xff, 0xff, 0xff);
  $m->setDimension(6000, 4000);

  $i = $m->add($p);
  $i->setDepth(1);
  $i->moveTo(-500,2000);
  $i->setName("box");

  $m->add(new SWFAction("/box.x += 3;"));
  $m->nextFrame();
  $m->add(new SWFAction("gotoFrame(0); play();"));
  $m->nextFrame();

  header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
  $m->output();
?>

この単純な例は、画面上のマウスを追いかけます。

例2 swfaction() の例
<?php

  $m = new SWFMovie();
  $m->setRate(36.0);
  $m->setDimension(1200, 800);
  $m->setBackground(0, 0, 0);

  /* マウスを追いかけるスプライト - 空ですが、マウスを追いかけるために
     その x 座標と y 座標を取得することが可能です */
  $i = $m->add(new SWFSprite());
  $i->setName('mouse');

  $m->add(new SWFAction("
    startDrag('/mouse', 1); /* '1' は、スプライトをマウスにロックします */
  "));



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

  /* これらは単なる四角形なので、アンチエイリアスを off にしたほうがよいでしょう */
  $m->add(new SWFAction("
    this.quality = 0;
  "));

  /* 変形ボックス */
  $r = new SWFMorph();
  $s = $r->getShape1();

  /* これは通常の図形から背景よりになることに注意しましょう。なぜかはわかりません */
  $s->setLeftFill($s->addFill(0xff, 0xff, 0xff));
  $s->movePenTo(-40, -40);
  $s->drawLine(80, 0);
  $s->drawLine(0, 80);
  $s->drawLine(-80, 0);
  $s->drawLine(0, -80);

  $s = $r->getShape2();

  $s->setLeftFill($s->addFill(0x00, 0x00, 0x00));
  $s->movePenTo(-1, -1);
  $s->drawLine(2, 0);
  $s->drawLine(0, 2);
  $s->drawLine(-2, 0);
  $s->drawLine(0, -2);

  /* 変形ボックスのためのスプライトコンテナ
     これは、単にボックスを変形させる際の時間軸にすぎません */
  $box = new SWFSprite();
  $box->add(new SWFAction("
    stop();
  "));
  $i = $box->add($r);

  for ($n=0; $n<=20; ++$n) {
    $i->setRatio($n/20);
    $box->nextFrame();
  }

  /* このスプライトにより、同じアクションコードを何度も実行させることが可能となります */
  $cell = new SWFSprite();
  $i = $cell->add($box);
  $i->setName('box');

  $cell->add(new SWFAction("

    setTarget('box');

    /* ...x は、親の x 座標を意味します。すなわち (..).x ということです */
    dx = (/mouse.x + random(6)-3 - ...x)/5;
    dy = (/mouse.y + random(6)-3 - ...y)/5;
    gotoFrame(int(dx*dx + dy*dy));

  "));

  $cell->nextFrame();
  $cell->add(new SWFAction("

    gotoFrame(0);
    play();

  "));

  $cell->nextFrame();

  /* 最後に、セルをムービーに追加します */
  for ($x=0; $x<12; ++$x) {
    for ($y=0; $y<8; ++$y) {
      $i = $m->add($cell);
      $i->moveTo(100*$x+50, 100*$y+50);
    }
  }

  $m->nextFrame();

  $m->add(new SWFAction("

    gotoFrame(1);
    play();

  "));

  header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
  $m->output();
?>

上と同じですが、きれいな色のボールを使用します...

例3 swfaction() の例
<?php

  $m = new SWFMovie();
  $m->setDimension(11000, 8000);
  $m->setBackground(0x00, 0x00, 0x00);

  $m->add(new SWFAction("

this.quality = 0;
/frames.visible = 0;
startDrag('/mouse', 1);

  "));

  // マウスを追いかけるスプライト
  $t = new SWFSprite();
  $i = $m->add($t);
  $i->setName('mouse');

  $g = new SWFGradient();
  $g->addEntry(0, 0xff, 0xff, 0xff, 0xff);
  $g->addEntry(0.1, 0xff, 0xff, 0xff, 0xff);
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  $g->addEntry(0.5, 0xff, 0xff, 0xff, 0x5f);
  $g->addEntry(1.0, 0xff, 0xff, 0xff, 0);

  // gradient を指定した図形
  $s = new SWFShape();
  $f = $s->addFill($g, SWFFILL_RADIAL_GRADIENT);
  $f->scaleTo(0.03);
  $s->setRightFill($f);
  $s->movePenTo(-600, -600);
  $s->drawLine(1200, 0);
  $s->drawLine(0, 1200);
  $s->drawLine(-1200, 0);
  $s->drawLine(0, -1200);

  // 複数の色を使用するため、スプライトにする必要があります
  $p = new SWFSprite();
  $p->add($s);
  $p->nextFrame();

  // 図形をここに入れ、各フレームで別の色を使用します
  $q = new SWFSprite();
  $q->add(new SWFAction("gotoFrame(random(7)+1); stop();"));
  $i = $q->add($p);

  $i->multColor(1.0, 1.0, 1.0);
  $q->nextFrame();
  $i->multColor(1.0, 0.5, 0.5);
  $q->nextFrame();
  $i->multColor(1.0, 0.75, 0.5);
  $q->nextFrame();
  $i->multColor(1.0, 1.0, 0.5);
  $q->nextFrame();
  $i->multColor(0.5, 1.0, 0.5);
  $q->nextFrame();
  $i->multColor(0.5, 0.5, 1.0);
  $q->nextFrame();
  $i->multColor(1.0, 0.5, 1.0);
  $q->nextFrame();

  // 最後に、アクションコードにこれを含めます
  $p = new SWFSprite();
  $i = $p->add($q);
  $i->setName('frames');
  $p->add(new SWFAction("

dx = (/:mousex-/:lastx)/3 + random(10)-5;
dy = (/:mousey-/:lasty)/3;
x = /:mousex;
y = /:mousey;
alpha = 100;

  "));
  $p->nextFrame();

  $p->add(new SWFAction("

this.x = x;
this.y = y;
this.alpha = alpha;
x += dx;
y += dy;
dy += 3;
alpha -= 8;

  "));
  $p->nextFrame();

  $p->add(new SWFAction("prevFrame(); play();"));
  $p->nextFrame();

  $i = $m->add($p);
  $i->setName('frames');
  $m->nextFrame();

  $m->add(new SWFAction("

lastx = mousex;
lasty = mousey;
mousex = /mouse.x;
mousey = /mouse.y;

++num;

if (num == 11)
  num = 1;

removeClip('char' & num);
duplicateClip(/frames, 'char' & num, num);

  "));

  $m->nextFrame();
  $m->add(new SWFAction("prevFrame(); play();"));

  header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
  $m->output();
?>

SWFSPrite の基本的な例
大きな赤い四角形をゆっくり回転させる例です。

例1 swfsprite() の例
<?php
$s = new SWFShape();
$s->setRightFill($s->addFill(0xff, 0, 0));
$s->movePenTo(-500, -500);
$s->drawLineTo(500, -500);
$s->drawLineTo(500, 500);
$s->drawLineTo(-500, 500);
$s->drawLineTo(-500, -500);
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$p = new SWFSprite();
$i = $p->add($s);
$p->nextFrame();
$i->rotate(15);
$p->nextFrame();
$i->rotate(15);
$p->nextFrame();
$i->rotate(15);
$p->nextFrame();
$i->rotate(15);
$p->nextFrame();
$i->rotate(15);
$p->nextFrame();

$m = new SWFMovie();
$i = $m->add($p);
$i->moveTo(1500, 1000);
$i->setName("blah");

$m->setBackground(0xff, 0xff, 0xff);
$m->setDimension(3000, 2000);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

Ming 関数

ming_keypress
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

ming_keypress — keyPress(char) のアクションフラグを返す

説明

int ming_keypress ( string $char )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ming_setcubicthreshold
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5, PECL ming SVN)

ming_setcubicthreshold — 三次元の閾値を設定する

説明

void ming_setcubicthreshold ( int $threshold )

三次ベジエ曲線を描画する際の閾値を設定します。

パラメータ
threshold

閾値。小さいほど正確になりますが、そのぶんサイズが大きくなります。

返り値

値を返しません。

ming_setscale
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5, PECL ming SVN)

ming_setscale — グローバルなスケール要素を設定する

説明

void ming_setscale ( float $scale )
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出力する SWF の倍率を設定します。 SWF ファイル内では、座標は PIXEL ではなく TWIPS で計算します。 1 ピクセルは 20 TWIPS にあたります。

パラメータ
scale

設定する倍率。

返り値

値を返しません。

ming_setswfcompression
(PHP 5.2.1-5.3.0, PECL ming SVN)

ming_setswfcompression — SWF 出力の圧縮を設定する

説明

void ming_setswfcompression ( int $level )

SWF 出力の圧縮レベルを設定する。

パラメータ
level

新しい圧縮レベル。1 から 9 までの値でなければなりません。

返り値

値を返しません。

ming_useconstants
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

ming_useconstants — 定数プールを使用する

説明

void ming_useconstants ( int $use )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

ming_useswfversion
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

ming_useswfversion — SWF のバージョンを設定する

説明

void ming_useswfversion ( int $version )

ムービーで使用する SWF のバージョンを設定します。 これは Action Script の動作に影響します。

パラメータ
version

 SWF 
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使用する のバージョン。

返り値

値を返しません。

例

例1 ming_useswfversion() の例
<?php

$movie = new SWFMovie();
ming_useswfversion(4); // Flash 4

?>

目次
ming_keypress — keyPress(char) のアクションフラグを返す
ming_setcubicthreshold — 三次元の閾値を設定する
ming_setscale — グローバルなスケール要素を設定する
ming_setswfcompression — SWF 出力の圧縮を設定する
ming_useconstants — 定数プールを使用する
ming_useswfversion — SWF のバージョンを設定する

SWFAction クラス
導入
SWFAction.

クラス概要
SWFAction {
/* メソッド */
SWFAction SWFAction::__construct ( string $script )
}

説明
スクリプトの文法は C 言語をもとにしていますが、多くの機能が 省略されています - SWF バイトコードマシンは、より単純であることを 志向しています。例えば、相当手の込んだ細工をしなければ、関数のコールを 実装することもできません。なぜなら、バイトコードの
jump 命令は ハードコードされたオフセット値を使用しているからです。 呼び出し元のアドレスをスタックに格納したりはしません - すべての関数は、戻ってくる場所を正確に知っている必要があるのです。

結局、どんな機能が残っているのでしょう? コンパイラが理解できるトークンは 以下のとおりです。

break
for
continue
if
else
do
while

データ型は存在しません。SWF アクションマシンにおいては、すべての値は 文字列として扱われます。以下の関数が使用可能です。

time()
ムービーが開始してからの経過時間を、ミリ秒 (?) で返します。

random(seed)
0 から seed までの範囲の擬似乱数を返します。

length(expr)
指定した式の長さを返します。

int(number)
指定した数値を、一番近い整数に切り下げた値を返します。

concat(expr, expr)
指定した式を連結して返します。

ord(expr)
指定した文字の ASCII コードを返します。

chr(num)
指定した ASCII コードに対応する文字を返します。

substr(string, location, length)
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指定した文字列 string の、 位置 location から始まる 長さ length の部分文字列を返します。

さらに、以下のコマンドも使用できるでしょう。

duplicateClip(clip, name, depth)
指定したムービークリップ (またの名をスプライト) clip を複製します。 新しいムービークリップの名前は name で、 深度は depth となります。

removeClip(expr)
指定したムービークリップを削除します。

trace(expr)
指定した式をトレースログに書き込みます。ブラウザのプラグインが これをきちんと扱ってくれるかは疑わしいものです。

startDrag(target, lock, [left, top, right, bottom])
ムービークリップ target のドラッグを開始します。 引数 lock で、マウスをロックするかどうか (?) を指定します - 0 (FALSE) あるいは 1 (TRUE) を指定します。 オプションのパラメータでは、ドラッグする範囲のを指定します。

stopDrag()
つかれきった心を落ち着かせます。そしてムービークリップの ドラッグも修了させます。

callFrame(expr)
指定したフレームを関数としてコールします。

getURL(url, target, [method])
指定した URL を読み込みます。引数 target は、 (たとえば "_top" や "_blank" のような) HTML ドキュメントの target に対応します。オプションの引数 method は、 サーバに変数を返したい場合に POST あるいは GET を指定します。

loadMovie(url, target)
指定した URL を読み込みます。引数 target は、 (おそらく) フレームの名前か あるいは特別な値 "_level0" (現在のムービーを置き換える) 、 "_level1" (現在のムービーの前面に新しいムービーを表示する) のうちのいずれかです。

nextFrame()
次のフレームに移動します。

prevFrame()
直前の (あるいは一つ前の) フレームに移動します。

play()
ムービーの再生を開始します。

stop()
ムービーの再生を停止します。

toggleQuality()
高品質/低品質を切り替えます。

stopSounds()
音声の再生を停止します。

gotoFrame(num)
フレーム番号 num に移動します。 フレーム番号は 0 からはじまります。

gotoFrame(name)
name という名前のフレームに移動します。 これは便利です。というのもまだフレームのラベルを追加していないからです。

setTarget(expr)
アクションのコンテキストといわれるものを設定します。 これが何をするものなのかは実際のところよくわかりません。

そしてもうひとつ変なものがあります。if 文や while ループの中で、 指定したフレーム番号が読み込まれているかどうかを調べるために、 式 frameLoaded(num) が使用可能です。ええ。そのようにいわれています。 しかし私は実際にこれをテストしたことがなく、実際に動作
するのか 疑問に思っています。かわりに /:framesLoaded を使用するとよいでしょう。

ムービークリップ (さぁみなさんご一緒に - またの名をスプライト) はプロパティをひじしています。すべてのプロパティが読み込み可能で、 そのうちのいくつかには値を設定することも可能です。プロパティの 一覧は以下のとおりです。

x
y
xScale
yScale
currentFrame - (読み込み専用)
totalFrames - (読み込み専用)
alpha - 透明度
visible - 1=on, 0=off (?)
width - (読み込み専用)
height - (読み込み専用)
rotation
target - (読み込み専用) (???)
framesLoaded - (読み込み専用)
name
dropTarget - (読み込み専用) (???)
url - (読み込み専用) (???)
highQuality - 1=high, 0=low (?)
focusRect - (???)
soundBufTime - (???)

ということで、スプライトの x 位置を指定するには単に /box.x = 100; とすればよいわけです。なぜ box の前のスラッシュがあるのでしょう? これは、flash がムービー内のスプライトを Unix ファイルシステム風に 管理しているからです - つまり、この場合 box がトップレ
ベルに存在する ことになります。box という名前のスプライトがその中に biff という名前の スプライトを保持している場合、その x 位置を指定するには /box/biff.x = 100; とします。すくなくとも私はそう思っています。 もし間違っていたら指摘してください。

SWFAction->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFAction->__construct — 新しい SWFAction を作成する
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説明

SWFAction SWFAction::__construct ( string $script )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しい SWFAction を作成し、その内部の script をコンパイルします。

パラメータ
script

この SWFAction に関連付ける ActionScript。 詳細は SWFAction を参照ください。

目次
SWFAction->__construct — 新しい SWFAction を作成する

SWFBitmap クラス
導入
SWFBitmap.

クラス概要
SWFBitmap {
/* メソッド */
SWFBitmap SWFBitmap::__construct ( mixed $file [, mixed $alphafile ] )
float getHeight ( void )
float getWidth ( void )
}

SWFBitmap->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFBitmap->__construct — ビットマップオブジェクトを読み込む

説明

SWFBitmap SWFBitmap::__construct ( mixed $file [, mixed $alphafile ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しい SWFBitmap オブジェクトを、指定した file から作成します。

パラメータ

どちらのパラメータについても、 fopen() が返すファイルポインタか 画像データのバイナリ文字列のいずれかを指定できます。
file

注意:

baseline (frame 0) jpeg にのみ対応しています。baseline を最適化した jpeg やプログレッシブ jpeg には対応していません!

png 画像を直接読み込むことはできません。png2dbl を使用して、png から dbl ("define bits lossless") ファイルを作成する必要があります。 この理由は、ming に png ライブラリの依存性を持ち込みたくないからです。 これは autoconf が解決すべき問題ですが、い
まのところ解決されていません。

alphafile

JPEG 画像のアルファマスクとして使用する MSK ファイル。

例

例1 DBL ファイルのインポート
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<?php
$s = new SWFShape();
$f = $s->addFill(new SWFBitmap(file_get_contents("image.dbl")));
$s->setRightFill($f);

$s->drawLine(32, 0);
$s->drawLine(0, 32);
$s->drawLine(-32, 0);
$s->drawLine(0, -32);

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(32, 32);
$m->add($s);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

例2 アルファマスクの使用法
<?php

$s = new SWFShape();

// .msk ファイルは "gif2mask" ユーティリティで作成します
$f = $s->addFill(new SWFBitmap(file_get_contents("alphafill.jpg"), file_get_contents("alphafill.msk")));
$s->setRightFill($f);

$s->drawLine(640, 0);
$s->drawLine(0, 480);
$s->drawLine(-640, 0);
$s->drawLine(0, -480);

$c = new SWFShape();
$c->setRightFill($c->addFill(0x99, 0x99, 0x99));
$c->drawLine(40, 0);
$c->drawLine(0, 40);
$c->drawLine(-40, 0);
$c->drawLine(0, -40);

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(640, 480);
$m->setBackground(0xcc, 0xcc, 0xcc);

// チェッカー盤の背景を描きます
for ($y=0; $y<480; $y+=40) {
  for ($x=0; $x<640; $x+=80) {
    $i = $m->add($c);
    $i->moveTo($x, $y);
  }

  $y+=40;

  for ($x=40; $x<640; $x+=80) {
    $i = $m->add($c);
    $i->moveTo($x, $y);
  }
}

$m->add($s);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFBitmap->getHeight
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFBitmap->getHeight — ビットマップの高さを返す

説明

float SWFBitmap::getHeight ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ビットマップの高さを返します。

返り値

ビットマップの高さをピクセルで返します。

参考

SWFBitmap->getWidth

SWFBitmap->getWidth
(PHP 4 >= 4.0.5)
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SWFBitmap->getWidth — ビットマップの幅を返す

説明

float SWFBitmap::getWidth ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ビットマップの幅を返します。

返り値

ビットマップの幅をピクセルで返します。

参考

SWFBitmap->getHeight

目次
SWFBitmap->__construct — ビットマップオブジェクトを読み込む
SWFBitmap->getHeight — ビットマップの高さを返す
SWFBitmap->getWidth — ビットマップの幅を返す

SWFButton クラス
導入
SWFButton.

クラス概要
SWFButton {
/* メソッド */
void SWFButton::addAction ( SWFAction $action , int $flags )
SWFSoundInstance addASound ( SWFSound $sound , int $flags )
void addShape ( SWFShape $shape , int $flags )
SWFButton __construct ( void )
void setAction ( SWFAction $action )
void setDown ( SWFShape $shape )
void setHit ( SWFShape $shape )
void setMenu ( int $flag )
void setOver ( SWFShape $shape )
void setUp ( SWFShape $shape )
}

SWFButton->addAction
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->addAction — アクションを追加する

説明

void SWFButton::addAction ( SWFAction $action , int $flags )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定した action を、 条件を指定してボタンに追加します。

パラメータ
action

SWFAction->__construct が返す SWFAction。
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flags

以下のいずれかを指定します。 SWFBUTTON_MOUSEOVER、 SWFBUTTON_MOUSEOUT、 SWFBUTTON_MOUSEUP、 SWFBUTTON_MOUSEUPOUTSIDE、 SWFBUTTON_MOUSEDOWN、 SWFBUTTON_DRAGOUT および SWFBUTTON_DRAGOVER。

返り値

値を返しません。

参考

SWFButton->addShape
SWFAction

SWFButton->addASound
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFButton->addASound — ボタンに音を関連付ける

説明

SWFSoundInstance SWFButton::addASound ( SWFSound $sound , int $flags )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

SWFButton->addShape
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->addShape — ボタンに図形を追加する

説明

void SWFButton::addShape ( SWFShape $shape , int $flags )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定した shape をボタンに追加します。

パラメータ
shape

SWFShape のインスタンス。
flags

以下のいずれかを指定します。 SWFBUTTON_UP、 SWFBUTTON_OVER、 SWFBUTTON_DOWN および SWFBUTTON_HIT。

SWFBUTTON_HIT は表示されず、 ボタンのヒット領域を定義します。つまり、 その図形が描画された範囲が、ボタンの "押せる" 部分となります。

返り値

値を返しません。

SWFButton->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFButton->__construct — 新しいボタンを作成する

説明

SWFButton SWFButton::__construct ( void )
警告
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この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しいボタンを作成します。

例

この例では、ボタンの通常の動作 (rollover, rollon, mouseup, mousedown, noaction) を示します。

例1 ボタンの通常の動作
<?php

$f = new SWFFont("_serif");

$p = new SWFSprite();

function label($string) 
{
  global $f;

  $t = new SWFTextField();
  $t->setFont($f);
  $t->addString($string);
  $t->setHeight(200);
  $t->setBounds(3200, 200);
  return $t;
}

function addLabel($string) 
{
  global $p;

  $i = $p->add(label($string));
  $p->nextFrame();
  $p->remove($i);
}

$p->add(new SWFAction("stop();"));
addLabel("NO ACTION");
addLabel("SWFBUTTON_MOUSEUP");
addLabel("SWFBUTTON_MOUSEDOWN");
addLabel("SWFBUTTON_MOUSEOVER");
addLabel("SWFBUTTON_MOUSEOUT");
addLabel("SWFBUTTON_MOUSEUPOUTSIDE");
addLabel("SWFBUTTON_DRAGOVER");
addLabel("SWFBUTTON_DRAGOUT");

function rect($r, $g, $b) 
{
  $s = new SWFShape();
  $s->setRightFill($s->addFill($r, $g, $b));
  $s->drawLine(600, 0);
  $s->drawLine(0, 600);
  $s->drawLine(-600, 0);
  $s->drawLine(0, -600);

  return $s;
}

$b = new SWFButton();
$b->addShape(rect(0xff, 0, 0), SWFBUTTON_UP | SWFBUTTON_HIT);
$b->addShape(rect(0, 0xff, 0), SWFBUTTON_OVER);
$b->addShape(rect(0, 0, 0xff), SWFBUTTON_DOWN);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(1);"),
          SWFBUTTON_MOUSEUP);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(2);"),
      SWFBUTTON_MOUSEDOWN);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(3);"),
      SWFBUTTON_MOUSEOVER);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(4);"),
      SWFBUTTON_MOUSEOUT);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(5);"),
      SWFBUTTON_MOUSEUPOUTSIDE);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(6);"),
      SWFBUTTON_DRAGOVER);

$b->addAction(new SWFAction("setTarget('/label'); gotoFrame(7);"),
      SWFBUTTON_DRAGOUT);

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(4000, 3000);

$i = $m->add($p);
$i->setName("label");
$i->moveTo(400, 1900);

$i = $m->add($b);
$i->moveTo(400, 900);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

この例では、ウィンドウ上で大きな赤いボタンをドラッグさせます。 drag-and-drop ではなく、単に移動させるだけです。

例2 ドラッグの例
<?php

$s = new SWFShape();
$s->setRightFill($s->addFill(0xff, 0, 0));
$s->drawLine(1000,0);
$s->drawLine(0,1000);
$s->drawLine(-1000,0);
$s->drawLine(0,-1000);
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$b = new SWFButton();
$b->addShape($s, SWFBUTTON_HIT | SWFBUTTON_UP | SWFBUTTON_DOWN | SWFBUTTON_OVER);

$b->addAction(new SWFAction("startDrag('/test', 0);"), // '0' means don't lock to mouse
      SWFBUTTON_MOUSEDOWN);

$b->addAction(new SWFAction("stopDrag();"),
      SWFBUTTON_MOUSEUP | SWFBUTTON_MOUSEUPOUTSIDE);

$p = new SWFSprite();
$p->add($b);
$p->nextFrame();

$m = new SWFMovie();
$i = $m->add($p);
$i->setName('test');
$i->moveTo(1000,1000);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFButton->setAction
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->setAction — アクションを設定する

説明

void SWFButton::setAction ( SWFAction $action )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ボタンがクリックされたときに実行されるアクションを設定します。

これは、SWFButton->addAction にフラグ SWFBUTTON_MOUSEUP を指定してコールするのと同じです。

パラメータ
action

SWFAction->__construct が返す SWFAction。

返り値

値を返しません。

参考

SWFButton->addAction
SWFAction

SWFButton->setDown
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->setDown — addShape(shape, SWFBUTTON_DOWN) のエイリアス

説明

void SWFButton::setDown ( SWFShape $shape )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfbutton->setdown() は addShape(shape, SWFBUTTON_DOWN) のエイリアスです。

返り値

値を返しません。

参考

SWFButton->addShape
SWFAction
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SWFButton->setHit
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->setHit — addShape(shape, SWFBUTTON_HIT) のエイリアス

説明

void SWFButton::setHit ( SWFShape $shape )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfbutton->sethit() は addShape(shape, SWFBUTTON_HIT) のエイリアスです。

返り値

値を返しません。

参考

SWFButton->addShape
SWFAction

SWFButton->setMenu
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFButton->setMenu — メニューボタンとしての挙動を有効にする

説明

void SWFButton::setMenu ( int $flag )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
flag

このパラメータを使用して、ボタンの挙動を少々変更します。 0 (off) あるいは 1 (on) を指定します。

返り値

値を返しません。

SWFButton->setOver
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->setOver — addShape(shape, SWFBUTTON_OVER) のエイリアス

説明

void SWFButton::setOver ( SWFShape $shape )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfbutton->setover() は addShape(shape, SWFBUTTON_OVER) のエイリアスです。

返り値

値を返しません。

参考
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SWFButton->addShape
SWFAction

SWFButton->setUp
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFButton->setUp — addShape(shape, SWFBUTTON_UP) のエイリアス

説明

void SWFButton::setUp ( SWFShape $shape )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfbutton->setup() は addShape(shape, SWFBUTTON_UP) のエイリアスです。

返り値

値を返しません。

参考

SWFButton->addShape
SWFAction

目次
SWFButton->addAction — アクションを追加する
SWFButton->addASound — ボタンに音を関連付ける
SWFButton->addShape — ボタンに図形を追加する
SWFButton->__construct — 新しいボタンを作成する
SWFButton->setAction — アクションを設定する
SWFButton->setDown — addShape(shape, SWFBUTTON_DOWN) のエイリアス
SWFButton->setHit — addShape(shape, SWFBUTTON_HIT) のエイリアス
SWFButton->setMenu — メニューボタンとしての挙動を有効にする
SWFButton->setOver — addShape(shape, SWFBUTTON_OVER) のエイリアス
SWFButton->setUp — addShape(shape, SWFBUTTON_UP) のエイリアス

SWFDisplayItem クラス
導入
SWFDisplayItem.

クラス概要
SWFDisplayItem {
/* メソッド */
void SWFDisplayItem::addAction ( SWFAction $action , int $flags )
void addColor ( int $red , int $green , int $blue [, int $a ] )
void endMask ( void )
float getRot ( void )
float getX ( void )
float getXScale ( void )
float getXSkew ( void )
float getY ( void )
float getYScale ( void )
float getYSkew ( void )
void move ( float $dx , float $dy )
void moveTo ( float $x , float $y )
void multColor ( float $red , float $green , float $blue [, float $a ] )
void remove ( void )
void rotate ( float $angle )
void rotateTo ( float $angle )
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void scale ( float $dx , float $dy )
void scaleTo ( float $x [, float $y ] )
void setDepth ( int $depth )
void setMaskLevel ( int $level )
void setMatrix ( float $a , float $b , float $c , float $d , float $x , float $y )
void setName ( string $name )
void setRatio ( float $ratio )
void skewX ( float $ddegrees )
void skewXTo ( float $degrees )
void skewY ( float $ddegrees )
void skewYTo ( float $degrees )
}

SWFDisplayItem->addAction
(PHP 4 >= 4.2.0)

SWFDisplayItem->addAction — この SWFAction を、指定した SWFSprite インスタンスに追加する

説明

void SWFDisplayItem::addAction ( SWFAction $action , int $flags )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
action

SWFAction->__construct が返す SWFAction。
flags

返り値

値を返しません。

参考

SWFAction

SWFDisplayItem->addColor
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->addColor — 指定した色を、このアイテムの色変換に追加する

説明

void SWFDisplayItem::addColor ( int $red , int $green , int $blue [, int $a ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->addcolor() は、指定した色を このアイテムの色変換に追加します。色は RGB 形式で指定します。

オブジェクトは swfshape()、 swfbutton()、swftext() あるいは swfsprite() となります。オブジェクトは swfmovie->add() を使用して追加されていなければ なりません。

返り値

値を返しません。

返り値

値を返しません。

SWFDisplayItem->endMask
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(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->endMask — MASK レイヤを定義するもうひとつの方法

説明

void SWFDisplayItem::endMask ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFDisplayItem->getRot
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getRot —

説明

float SWFDisplayItem::getRot ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

SWFDisplayItem->getX
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getX —

説明

float SWFDisplayItem::getX ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFDisplayItem->getY

SWFDisplayItem->getXScale
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getXScale —

説明

float SWFDisplayItem::getXScale ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFDisplayItem->getYScale

SWFDisplayItem->getXSkew
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(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getXSkew —

説明

float SWFDisplayItem::getXSkew ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFDisplayItem->getYSkew

SWFDisplayItem->getY
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getY —

説明

float SWFDisplayItem::getY ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFDisplayItem->getX

SWFDisplayItem->getYScale
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getYScale —

説明

float SWFDisplayItem::getYScale ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFDisplayItem->getXScale

SWFDisplayItem->getYSkew
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->getYSkew —

説明

float SWFDisplayItem::getYSkew ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFDisplayItem->getXSkew
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SWFDisplayItem->move
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->move — オブジェクトを相対座標系で移動する

説明

void SWFDisplayItem::move ( float $dx , float $dy )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->move() は、現在のオブジェクトを 現在位置から (dx,dy) まで移動します。

オブジェクトは swfshape()、 swfbutton()、swftext() あるいは swfsprite() となります。オブジェクトは swfmovie->add() を使用して追加されていなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->moveTo

SWFDisplayItem->moveTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->moveTo — グローバル座標系でオブジェクトを移動する

説明

void SWFDisplayItem::moveTo ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->moveto() は、グローバル座標系で 現在のオブジェクトを (x,y) に移動します。

オブジェクトは swfshape()、 swfbutton()、swftext() あるいは swfsprite() となります。オブジェクトは swfmovie->add() を使用して追加されていなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->move

SWFDisplayItem->multColor
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->multColor — アイテムの色変換を乗算する

説明

void SWFDisplayItem::multColor ( float $red , float $green , float $blue [, float $a ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->multcolor() は、指定した値で アイテムの色変換を乗算します。

オブジェクトは swfshape()、 swfbutton()、swftext() あるいは swfsprite() となります。オブジェクトは swfmovie->add() を使用して追加されていなければ なりません。

パラメータ
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これらのパラメータは、0.0 から 1.0 までの float 値です。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
a

アルファコンポーネントの値。

返り値

値を返しません。

例

この単純な例では、あなたの写真をハロウィン風に変更しています (風景写真あるいは明るい写真を使用します)。

例1 swfdisplayitem->multcolor() の例
<?php

$b = new SWFBitmap(file_get_contents("backyard.jpg"));
// 自分の写真を使用してください (^o^)
$s = new SWFShape();
$s->setRightFill($s->addFill($b));
$s->drawLine($b->getWidth(), 0);
$s->drawLine(0, $b->getHeight());
$s->drawLine(-$b->getWidth(), 0);
$s->drawLine(0, -$b->getHeight());

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension($b->getWidth(), $b->getHeight());

$i = $m->add($s);

for ($n=0; $n<=20; ++$n) {
  $i->multColor(1.0-$n/10, 1.0, 1.0);
  $i->addColor(0xff*$n/20, 0, 0);
  $m->nextFrame();
}

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFDisplayItem->remove
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->remove — オブジェクトをムービーから削除する

説明

void SWFDisplayItem::remove ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->remove() は、このオブジェクトをムービーの表示リストから削除します。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFMovie->add

SWFDisplayItem->rotate
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(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->rotate — 相対座標で回転させる

説明

void SWFDisplayItem::rotate ( float $angle )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->rotate() は、現在のオブジェクトを 現在の角度から ddegrees 度回転させます。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->rotateTo

SWFDisplayItem->rotateTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->rotateTo — グローバル座標で回転させる

説明

void SWFDisplayItem::rotateTo ( float $angle )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->rotateto() は、 グローバル座標で、現在のオブジェクトを 現在の角度から ddegrees 度回転させます。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

例

この例は、背景から前面まで 3 つの回転する文字列を表示します。 かなりよくできています。

例1 swfdisplayitem->rotateto() の例
<?php
$thetext =  "ming!";

$f = new SWFFont("Bauhaus 93.fdb");

$m = new SWFMovie();
$m->setRate(24.0);
$m->setDimension(2400, 1600);
$m->setBackground(0xff, 0xff, 0xff);

// たくさんの任意引数をとる関数というのは
// 常に良い考えです! 本当です!
function text($r, $g, $b, $a, $rot, $x, $y, $scale, $string) 
{
  global $f, $m;

  $t = new SWFText();
  $t->setFont($f);
  $t->setColor($r, $g, $b, $a);
  $t->setHeight(960);
  $t->moveTo(-($f->getWidth($string))/2, $f->getAscent()/2);
  $t->addString($string);

  // その名前がすでに使われていない限りは、通常の PHP 変数と
  // 同様にプロパティを追加することが可能です。
  // 例: $i->scale は設定できません。なぜならそれは関数名だからです。
  $i = $m->add($t);
  $i->x = $x;
  $i->y = $y;
  $i->rot = $rot;
  $i->s = $scale;
  $i->rotateTo($rot);
  $i->scale($scale, $scale);
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  // しかし、変更内容はこの関数内で閉じています。そのため、
  // 変更したオブジェクトを関数から返す必要があります。ちょっと面倒くさい……。
  return $i;
}

function step($i) 
{
  $oldrot = $i->rot;
  $i->rot = 19*$i->rot/20;
  $i->x = (19*$i->x + 1200)/20;
  $i->y = (19*$i->y + 800)/20;
  $i->s = (19*$i->s + 1.0)/20;

  $i->rotateTo($i->rot);
  $i->scaleTo($i->s, $i->s);
  $i->moveTo($i->x, $i->y);

  return $i;
}

// どうです? 読みやすいでしょう。
$i1 = text(0xff, 0x33, 0x33, 0xff, 900, 1200, 800, 0.03, $thetext);
$i2 = text(0x00, 0x33, 0xff, 0x7f, -560, 1200, 800, 0.04, $thetext);
$i3 = text(0xff, 0xff, 0xff, 0x9f, 180, 1200, 800, 0.001, $thetext);

for ($i=1; $i<=100; ++$i) {
  $i1 = step($i1);
  $i2 = step($i2);
  $i3 = step($i3);

  $m->nextFrame();
}

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

参考

SWFDisplayItem->rotate

SWFDisplayItem->scale
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->scale — 相対座標系でオブジェクトを拡大縮小する

説明

void SWFDisplayItem::scale ( float $dx , float $dy )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->scale() は、現在のオブジェクトを 現在の大きさから (dx,dy) に拡大縮小します。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->scaleTo

SWFDisplayItem->scaleTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->scaleTo — グローバル座標系でオブジェクトを拡大縮小する

説明

void SWFDisplayItem::scaleTo ( float $x [, float $y ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->scaleto() は、現在のオブジェクトを グローバル座標系において (dx,dy) に拡大縮小します。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。
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返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->scale

SWFDisplayItem->setDepth
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->setDepth — z オーダーを設定する

説明

void SWFDisplayItem::setDepth ( int $depth )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->setdepth() は、オブジェクトの z オーダーを depth に設定します。デフォルト値は インスタンスが作成された(図形/文字をムービーに追加した) 際のオーダーで、 新しく作成されたものほど前面になります。2 つのオブジェクトに同じ depth を指定した
場合、後から定義したもののみが移動します。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

SWFDisplayItem->setMaskLevel
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFDisplayItem->setMaskLevel — 指定したレベルに MASK レイヤを設定する

説明

void SWFDisplayItem::setMaskLevel ( int $level )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFDisplayItem->setMatrix
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->setMatrix — アイテムの変換行列を設定する

説明

void SWFDisplayItem::setMatrix ( float $a , float $b , float $c , float $d , float $x , float $y )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。
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SWFDisplayItem->setName
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->setName — オブジェクトの名前を設定する

説明

void SWFDisplayItem::setName ( string $name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->setname() はオブジェクトの名前を name に設定します。 アクションスクリプトからこの名前を使用します。 これは、スプライトに対してのみ有用です。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

SWFDisplayItem->setRatio
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->setRatio — オブジェクトの比を設定する

説明

void SWFDisplayItem::setRatio ( float $ratio )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->setratio() は、オブジェクトの比を ratio に設定します。明らかに、これは morph に対してのみ有用です。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

例

この単純な例では、3 つの同心円をうまく変形させます。

例1 swfdisplayitem->setname() の例
<?php

$p = new SWFMorph();

$g = new SWFGradient();
$g->addEntry(0.0, 0, 0, 0);
$g->addEntry(0.16, 0xff, 0xff, 0xff);
$g->addEntry(0.32, 0, 0, 0);
$g->addEntry(0.48, 0xff, 0xff, 0xff);
$g->addEntry(0.64, 0, 0, 0);
$g->addEntry(0.80, 0xff, 0xff, 0xff);
$g->addEntry(1.00, 0, 0, 0);

$s = $p->getShape1();
$f = $s->addFill($g, SWFFILL_RADIAL_GRADIENT);
$f->scaleTo(0.05);
$s->setLeftFill($f);
$s->movePenTo(-160, -120);
$s->drawLine(320, 0);
$s->drawLine(0, 240);
$s->drawLine(-320, 0);
$s->drawLine(0, -240);

$g = new SWFGradient();
$g->addEntry(0.0, 0, 0, 0);
$g->addEntry(0.16, 0xff, 0, 0);
$g->addEntry(0.32, 0, 0, 0);
$g->addEntry(0.48, 0, 0xff, 0);
$g->addEntry(0.64, 0, 0, 0);
$g->addEntry(0.80, 0, 0, 0xff);
$g->addEntry(1.00, 0, 0, 0);

$s = $p->getShape2();
$f = $s->addFill($g, SWFFILL_RADIAL_GRADIENT);
$f->scaleTo(0.05);
$f->skewXTo(1.0);
$s->setLeftFill($f);
$s->movePenTo(-160, -120);
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$s->drawLine(320, 0);
$s->drawLine(0, 240);
$s->drawLine(-320, 0);
$s->drawLine(0, -240);

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(320, 240);
$i = $m->add($p);
$i->moveTo(160, 120);

for ($n=0; $n<=1.001; $n+=0.01) {
    $i->setRatio($n);
    $m->nextFrame();
}

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFDisplayItem->skewX
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->skewX — X-skew を設定する

説明

void SWFDisplayItem::skewX ( float $ddegrees )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->skewx() は、 現在の x-skew に ddegrees を追加します。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->skewXTo
SWFDisplayItem->skewY
SWFDisplayItem->skewYTo

SWFDisplayItem->skewXTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->skewXTo — X-skew を設定する

説明

void SWFDisplayItem::skewXTo ( float $degrees )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->skewxto() は、 現在の x-skew を degrees に設定します。 degrees を 1.0 にすると、前方 45 度の傾きを 意味します。それより大きくするとより前方に、小さくするとより後方に なります。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->skewX
SWFDisplayItem->skewY
SWFDisplayItem->skewYTo

SWFDisplayItem->skewY
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(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->skewY — Y-skew を設定する

説明

void SWFDisplayItem::skewY ( float $ddegrees )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->skewy() は、 現在の y-skew に ddegrees を追加します。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->skewYTo
SWFDisplayItem->skewX
SWFDisplayItem->skewXTo

SWFDisplayItem->skewYTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFDisplayItem->skewYTo — Y-skew を設定する

説明

void SWFDisplayItem::skewYTo ( float $degrees )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfdisplayitem->skewyto() は、 現在の y-skew を degrees に設定します。 degrees を 1.0 にすると、前方 45 度の傾きを 意味します。それより大きくするとより前方に、小さくするとより後方に なります。

オブジェクトは、swfshape() か swfbutton()、swftext()、 swfsprite() のいずれかとなります。 これは、swfmovie->add() で追加されたものでなければなりません。

返り値

値を返しません。

参考

SWFDisplayItem->skewY
SWFDisplayItem->skewX
SWFDisplayItem->skewXTo

目次
SWFDisplayItem->addAction — この SWFAction を、指定した SWFSprite インスタンスに追加する
SWFDisplayItem->addColor — 指定した色を、このアイテムの色変換に追加する
SWFDisplayItem->endMask — MASK レイヤを定義するもうひとつの方法
SWFDisplayItem->getRot — 説明
SWFDisplayItem->getX — 説明
SWFDisplayItem->getXScale — 説明
SWFDisplayItem->getXSkew — 説明
SWFDisplayItem->getY — 説明
SWFDisplayItem->getYScale — 説明
SWFDisplayItem->getYSkew — 説明
SWFDisplayItem->move — オブジェクトを相対座標系で移動する
SWFDisplayItem->moveTo — グローバル座標系でオブジェクトを移動する
SWFDisplayItem->multColor — アイテムの色変換を乗算する
SWFDisplayItem->remove — オブジェクトをムービーから削除する
SWFDisplayItem->rotate — 相対座標で回転させる
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SWFDisplayItem->rotateTo — グローバル座標で回転させる
SWFDisplayItem->scale — 相対座標系でオブジェクトを拡大縮小する
SWFDisplayItem->scaleTo — グローバル座標系でオブジェクトを拡大縮小する
SWFDisplayItem->setDepth — z オーダーを設定する
SWFDisplayItem->setMaskLevel — 指定したレベルに MASK レイヤを設定する
SWFDisplayItem->setMatrix — アイテムの変換行列を設定する
SWFDisplayItem->setName — オブジェクトの名前を設定する
SWFDisplayItem->setRatio — オブジェクトの比を設定する
SWFDisplayItem->skewX — X-skew を設定する
SWFDisplayItem->skewXTo — X-skew を設定する
SWFDisplayItem->skewY — Y-skew を設定する
SWFDisplayItem->skewYTo — Y-skew を設定する

SWFFill クラス
導入
SWFFill オブジェクトは、ビットマップや 階調の塗りつぶしを変形 (拡大縮小する・傾ける・回転させる) します。

swffill オブジェクトは SWFShape->addFill メソッドで作成します。

クラス概要
SWFFill {
/* メソッド */
void SWFFill::moveTo ( float $x , float $y )
void rotateTo ( float $angle )
void scaleTo ( float $x [, float $y ] )
void skewXTo ( float $x )
void skewYTo ( float $y )
}

SWFFill->moveTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFill->moveTo — 塗りつぶしの原点を移動する

説明

void SWFFill::moveTo ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

塗りつぶしの原点を、指定したグローバル座標に移動します。

パラメータ
x

X 座標。
y

Y 座標。

返り値

値を返しません。

SWFFill->rotateTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFill->rotateTo — 塗りつぶしの回転を設定する
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説明

void SWFFill::rotateTo ( float $angle )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

塗りつぶしの回転を degrees 度に設定します。

パラメータ
angle

回転角度。

返り値

値を返しません。

SWFFill->scaleTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFill->scaleTo — 塗りつぶしの倍率を設定する

説明

void SWFFill::scaleTo ( float $x [, float $y ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

塗りつぶしの倍率を設定します。

パラメータ
x

X 座標。
y

Y 座標。

返り値

値を返しません。

SWFFill->skewXTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFill->skewXTo — 塗りつぶしの x-skew を設定する

説明

void SWFFill::skewXTo ( float $x )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

塗りつぶしの x-skew を x に設定します。

パラメータ
x

x を 1.0 にすると、前方 45 度の傾きを意味します。 それより大きくするとより前方に、小さくするとより後方になります。

返り値
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値を返しません。

参考

SWFFill->skewYTo

SWFFill->skewYTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFill->skewYTo — 塗りつぶしの y-skew を設定する

説明

void SWFFill::skewYTo ( float $y )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

塗りつぶしの y-skew を y に設定します。

パラメータ
y

y を 1.0 にすると、前方 45 度の傾きを意味します。 それより大きくするとより前方に、小さくするとより後方になります。

返り値

値を返しません。

参考

SWFFill->skewXTo

目次
SWFFill->moveTo — 塗りつぶしの原点を移動する
SWFFill->rotateTo — 塗りつぶしの回転を設定する
SWFFill->scaleTo — 塗りつぶしの倍率を設定する
SWFFill->skewXTo — 塗りつぶしの x-skew を設定する
SWFFill->skewYTo — 塗りつぶしの y-skew を設定する

SWFFont クラス
導入
SWFFont オブジェクトは、フォント定義への参照を表します。 これは SWFText->setFont および SWFTextField->setFont で使用します。

クラス概要
SWFFont {
/* メソッド */
SWFFont SWFFont::__construct ( string $filename )
float getAscent ( void )
float getDescent ( void )
float getLeading ( void )
string getShape ( int $code )
float getUTF8Width ( string $string )
float getWidth ( string $string )
}

SWFFont->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)
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SWFFont->__construct — フォント定義を読み込む

説明

SWFFont SWFFont::__construct ( string $filename )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

filename が、FDBファイルの名前 (すなわち、 ".fdb" で終る) の場合、このファイル中のフォントの定義を読み込みます。 そうでない場合、ブラウザで定義されたフォントリファレンスを作成します。

FDB ("font definition block") は、フォントに関する詳細な情報が 記述されている SWF DefineFont2 ブロック用の非常に簡単なラッパーです。 FDB ファイルは、ming の配布ファイルの util ディレクトリにある 付属の makefdb ユーティリティにより SWF ジェネレータ テン
プレートファイルから作成することが可能です。

ブラウザで定義されたフォントには、フォント名以外のフォント情報が含まれていません。 フォント定義は、ムービープレイヤーに提供されると仮定します。 フォント _serif, _sans, _typewriter は、常に使用可能です。 例えば、
<?php
$f = newSWFFont("_sans"); 
?>
により、標準的な sans-serif フォントが指定されます。これは、HTML で <font name="sans-serif"> と指定した場合と おそらく同じになります。

SWFFont->getAscent
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFont->getAscent — フォントの ascent (ベースライン上部の高さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す

説明

float SWFFont::getAscent ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFFont->getDescent

SWFFont->getDescent
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFont->getDescent — フォントの descent (ベースライン下部の深さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す

説明

float SWFFont::getDescent ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFFont->getAscent

SWFFont->getLeading
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFont->getLeading — フォントの leading (行間) あるいは取得できない場合は 0 を返す

説明

float SWFFont::getLeading ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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SWFFont->getShape
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFFont->getShape — 指定した文字のグリフを文字列で返す

説明

string SWFFont::getShape ( int $code )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

SWFFont->getUTF8Width
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFFont->getUTF8Width — このフォントにおける指定した文字列の幅を計算する

説明

float SWFFont::getUTF8Width ( string $string )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFFont->getWidth

SWFFont->getWidth
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFFont->getWidth — 文字列の幅を返す

説明

float SWFFont::getWidth ( string $string )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swffont->getwidth() は、フォントのデフォルトの 大きさを使用して文字列 string の幅を返します。 テキストオブジェクトの大きさを使用した、このメソッドの swftext() バージョンを使用したくなることもあるでしょう。

参考

SWFFont->getUTF8Width

目次
SWFFont->__construct — フォント定義を読み込む
SWFFont->getAscent — フォントの ascent (ベースライン上部の高さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFFont->getDescent — フォントの descent (ベースライン下部の深さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFFont->getLeading — フォントの leading (行間) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFFont->getShape — 指定した文字のグリフを文字列で返す
SWFFont->getUTF8Width — このフォントにおける指定した文字列の幅を計算する
SWFFont->getWidth — 文字列の幅を返す

SWFFontChar クラス
導入
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SWFFontChar.

クラス概要
SWFFontChar {
/* メソッド */
void SWFFontChar::addChars ( string $char )
void addUTF8Chars ( string $char )
}

SWFFontChar->addChars
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFFontChar->addChars — フォントをエクスポートするために、フォントに文字を追加する

説明

void SWFFontChar::addChars ( string $char )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFFontChar->addUTF8Chars

SWFFontChar->addUTF8Chars
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFFontChar->addUTF8Chars — フォントをエクスポートするために、フォントに文字を追加する

説明

void SWFFontChar::addUTF8Chars ( string $char )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFFontChar->addChars

目次
SWFFontChar->addChars — フォントをエクスポートするために、フォントに文字を追加する
SWFFontChar->addUTF8Chars — フォントをエクスポートするために、フォントに文字を追加する

SWFGradient クラス
導入
SWFGradient.
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クラス概要
SWFGradient {
/* メソッド */
void SWFGradient::addEntry ( float $ratio , int $red , int $green , int $blue [, int $alpha = 255 ] )
SWFGradient __construct ( void )
}

SWFGradient->addEntry
(PHP 4 >= 4.3.0)

SWFGradient->addEntry — 傾きリストにエントリを追加する

説明

void SWFGradient::addEntry ( float $ratio , int $red , int $green , int $blue [, int $alpha = 255 ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfgradient->addentry() は、gradient のリストに エントリを追加します。ratio は 0 から 1 までの 数値で、gradient にこの色が現れる割合を示します。 この値を増加させると、割合が増加します。

red、green、blue は色 (RGB モード) を表します。

返り値

値を返しません。

SWFGradient->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFGradient->__construct — 傾きオブジェクトを作成する

説明

SWFGradient SWFGradient::__construct ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfgradient() は、新しい SWFGradient オブジェクトを作成します。

gradient にエントリを追加すると、swfshape->addfill() メソッドでの塗りつぶしに gradient を使用できるようになります。

SWFGradient は以下のメソッドを保持します。swfgradient->addentry()。

この単純な例では、黒から白への gradient を背景に、赤い円盤を その中央に描きます。

例1 swfgradient() の例
<?php

  $m = new SWFMovie();
  $m->setDimension(320, 240);

  $s = new SWFShape();

  // 最初の gradient - 黒から白
  $g = new SWFGradient();
  $g->addEntry(0.0, 0, 0, 0);
  $g->addEntry(1.0, 0xff, 0xff, 0xff);

  $f = $s->addFill($g, SWFFILL_LINEAR_GRADIENT);
  $f->scaleTo(0.01);
  $f->moveTo(160, 120);
  $s->setRightFill($f);
  $s->drawLine(320, 0);
  $s->drawLine(0, 240);
  $s->drawLine(-320, 0);
  $s->drawLine(0, -240);

  $m->add($s);

  $s = new SWFShape();

  // 2 番目の gradient - 赤から透明への放射状の gradient
  $g = new SWFGradient();
  $g->addEntry(0.0, 0xff, 0, 0, 0xff);
  $g->addEntry(1.0, 0xff, 0, 0, 0);
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  $f = $s->addFill($g, SWFFILL_RADIAL_GRADIENT);
  $f->scaleTo(0.005);
  $f->moveTo(160, 120);
  $s->setRightFill($f);
  $s->drawLine(320, 0);
  $s->drawLine(0, 240);
  $s->drawLine(-320, 0);
  $s->drawLine(0, -240);

  $m->add($s);

  header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
  $m->output();
?>

目次
SWFGradient->addEntry — 傾きリストにエントリを追加する
SWFGradient->__construct — 傾きオブジェクトを作成する

SWFMorph クラス
導入
これらのメソッドは少々変わっています。 単に newSWFMorph(shape1, shape2); とできればわかりやすいのですが、 現在は、shape2 が変形の二番目の部分を知っている必要があります (これは、描画コマンドを受け取った時点ですぐに出力を開始するからです。 そうではな
く、すべてが完了してから書き出すようにすれば、かなり楽になるのですが)。

クラス概要
SWFMorph {
/* メソッド */
SWFMorph SWFMorph::__construct ( void )
SWFShape getShape1 ( void )
SWFShape getShape2 ( void )
}

SWFMorph->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMorph->__construct — 新規に SWFMorph オブジェクトを作成する

説明

SWFMorph SWFMorph::__construct ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しい SWFMorph オブジェクトを作成します。

"shape tween" とも呼ばれます。これは、趣味の悪いねじれたもので コンピュータを息詰まらせてしまいます。なんと楽しいことだ!

例

この単純な例は、大きな赤い四角形を小さな青い黒枠の四角形に変形します。

例1 swfmorph() の例
<?php
  $p = new SWFMorph();

  $s = $p->getShape1();
  $s->setLine(0, 0, 0, 0);

  /* Note that this is backwards from normal shapes (left instead of right).
     I have no idea why, but this seems to work.. */

  $s->setLeftFill($s->addFill(0xff, 0, 0));
  $s->movePenTo(-1000,-1000);
  $s->drawLine(2000,0);
  $s->drawLine(0,2000);
  $s->drawLine(-2000,0);
  $s->drawLine(0,-2000);

  $s = $p->getShape2();
  $s->setLine(60,0,0,0);
  $s->setLeftFill($s->addFill(0, 0, 0xff));
  $s->movePenTo(0,-1000);
  $s->drawLine(1000,1000);
  $s->drawLine(-1000,1000);
  $s->drawLine(-1000,-1000);
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  $s->drawLine(1000,-1000);

  $m = new SWFMovie();
  $m->setDimension(3000,2000);
  $m->setBackground(0xff, 0xff, 0xff);

  $i = $m->add($p);
  $i->moveTo(1500,1000);

  for ($r=0.0; $r<=1.0; $r+=0.1) {
    $i->setRatio($r);
    $m->nextFrame();
  }

  header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
  $m->output();
?>

SWFMorph->getShape1
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFMorph->getShape1 — 最初の図形へのハンドルを取得する

説明

SWFShape SWFMorph::getShape1 ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変換の最初の図形を取得します。

返り値

SWFShape オブジェクトを返します。

参考

SWFMorph->getShape2

SWFMorph->getShape2
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFMorph->getShape2 — 最後の図形へのハンドルを取得する

説明

SWFShape SWFMorph::getShape2 ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変換の最後の図形を取得します。

返り値

SWFShape オブジェクトを返します。

参考

SWFMorph->getShape1

目次
SWFMorph->__construct — 新規に SWFMorph オブジェクトを作成する
SWFMorph->getShape1 — 最初の図形へのハンドルを取得する
SWFMorph->getShape2 — 最後の図形へのハンドルを取得する

SWFMovie クラス
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導入
SWFMovie は SWF ムービーを表すオブジェクトです。

クラス概要
SWFMovie {
/* メソッド */
mixed SWFMovie::add ( object $instance )
void addExport ( SWFCharacter $char , string $name )
mixed addFont ( SWFFont $font )
SWFMovie __construct ([ int $version ] )
SWFSprite importChar ( string $libswf , string $name )
SWFFontChar importFont ( string $libswf , string $name )
void labelFrame ( string $label )
void nextFrame ( void )
int output ([ int $compression ] )
void remove ( object $instance )
int save ( string $filename [, int $compression ] )
int saveToFile ( resource $x [, int $compression ] )
void setbackground ( int $red , int $green , int $blue )
void setDimension ( float $width , float $height )
void setFrames ( int $number )
void setRate ( float $rate )
SWFSoundInstance startSound ( SWFSound $sound )
void stopSound ( SWFSound $sound )
int streamMP3 ( mixed $mp3file [, float $skip = 0 ] )
void writeExports ( void )
}

SWFMovie->add
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->add — 任意の型のデータをムービーに追加する

説明

mixed SWFMovie::add ( object $instance )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SWF オブジェクトのインスタンス instance を現在のムービーに追加します。

パラメータ
instance

SWFShape や SWFText、SWFFont などの任意の型のオブジェクトインスタンス。

返り値

表示可能な型 (shape、text、button、sprite) の場合、このメソッドは、 表示リスト内のオブジェクトへのハンドル SWFDisplayItem を返します。つまり、同じ図形を をムービーに複数回追加することができ、各インスタンスについて 異なったハンドルを得ることが可能で
す。

参考

SWFMovie->remove

SWFMovie->addExport
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->addExport —

説明

void SWFMovie::addExport ( SWFCharacter $char , string $name )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->addFont
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->addFont —

説明

mixed SWFMovie::addFont ( SWFFont $font )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->__construct — SWF バージョン 4 のムービーを表すムービーオブジェクトを作成する

説明

SWFMovie SWFMovie::__construct ([ int $version ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SWF ムービーを表す、新しいムービーオブジェクトを作成します。

パラメータ
version

必要な SWF バージョン。デフォルトは 4 です。

SWFMovie->importChar
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->importChar —

説明

SWFSprite SWFMovie::importChar ( string $libswf , string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFMovie->importFont

SWFMovie->importFont
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(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->importFont —

説明

SWFFontChar SWFMovie::importFont ( string $libswf , string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFMovie->importChar

SWFMovie->labelFrame
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->labelFrame — フレームにラベルをつける

説明

void SWFMovie::labelFrame ( string $label )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->nextFrame
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->nextFrame — 動画の次のフレームに移動する

説明

void SWFMovie::nextFrame ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

動画の次のフレームに移動します。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->output
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->output — 作成したムービーを出力する

説明

int SWFMovie::output ([ int $compression ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SWFMovie を出力します。

この関数を使用する前には、 Content-Type HTTP ヘッダを送信し、 ムービーがブラウザで表示されるようにしておきましょう。
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パラメータ
compression

圧縮レベルは 0 から 9 までの値で、 gzip と同様の形式で SWF の圧縮を指定します。

このパラメータはFlash MX (6) でのみ使用可能です。

返り値

書き込んだバイト数、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 $movie のブラウザでの表示
<?php
header('Content-type: application/x-shockwave-flash'); 
$movie->output();
?>

参考

SWFMovie->save
SWFMovie->saveToFile

SWFMovie->remove
(PHP 5.2.1-5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->remove — 表示リストからオブジェクトのインスタンスを削除する

説明

void SWFMovie::remove ( object $instance )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定したオブジェクトのインスタンス instance を表示リストから削除します。

返り値

値を返しません。

参考

SWFMovie->add

SWFMovie->save
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->save — SWF ムービーをファイルに保存する

説明

int SWFMovie::save ( string $filename [, int $compression ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SWF ムービーを、指定したファイル filename に保存します。

パラメータ
filename

SWF ドキュメントの保存先へのパス。
compression
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圧縮レベルは 0 から 9 までの値で、 gzip と同様の形式で SWF の圧縮を指定します。

このパラメータはFlash MX (6) でのみ使用可能です。

返り値

書き込んだバイト数、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

SWFMovie->output
SWFMovie->saveToFile

SWFMovie->saveToFile
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->saveToFile —

説明

int SWFMovie::saveToFile ( resource $x [, int $compression ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
X

compression

圧縮レベルは 0 から 9 までの値で、 gzip と同様の形式で SWF の圧縮を指定します。

このパラメータはFlash MX (6) でのみ使用可能です。

返り値

書き込んだバイト数、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

SWFMovie->output
SWFMovie->save

SWFMovie->setbackground
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->setbackground — 背景色を設定する

説明

void SWFMovie::setbackground ( int $red , int $green , int $blue )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

背景色を設定します。

なで rgba 版がないのでしょうか? 考えても見てください。 HTML の背景を表示させたいこともあるでしょう。 その方法はあるのですが、IE4 でしか動作しません。詳細は » http://www.macromedia.com/ で検索してください。

パラメータ

これらのパラメータは、0 から 255 までの整数値か、あるいは 0x00 から 0xFF までの十六進値となります。
red

赤コンポーネントの値。
green

http://www.macromedia.com/
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緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->setDimension
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->setDimension — ムービーの幅と高さを設定する

説明

void SWFMovie::setDimension ( float $width , float $height )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

ムービーの大きさを、指定した幅 width と高さ height に設定します。

パラメータ
width

ムービーの幅。
height

ムービーの高さ。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->setFrames
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->setFrames — 動画の総フレーム数を設定する

説明

void SWFMovie::setFrames ( int $number )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

動画の総フレーム数を number に設定します。

パラメータ
number

フレームの数。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->setRate
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->setRate — 動画のフレームレートを設定する
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説明

void SWFMovie::setRate ( float $rate )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

動画のフレームレートを rate に設定します。

プレイヤーがフレームを処理しきれない場合は、 アニメーションの速度が低下します。ただし、ストリーミング音声が 存在する場合は、音飛びを防ぐためにフレームが間引かれます。

パラメータ
rate

フレームレート。一秒あたりのフレーム数です。

返り値

値を返しません。

SWFMovie->startSound
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->startSound —

説明

SWFSoundInstance SWFMovie::startSound ( SWFSound $sound )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFMovie->stopSound

SWFMovie->stopSound
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->stopSound —

説明

void SWFMovie::stopSound ( SWFSound $sound )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFMovie->startSound

SWFMovie->streamMP3
(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFMovie->streamMP3 — MP3 ファイルをストリーム再生する

説明
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int SWFMovie::streamMP3 ( mixed $mp3file [, float $skip = 0 ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定した MP3 ファイル mp3file をストリーム再生します。

異常なデータに対する耐性は十分ではありません (最初の ID3 タグは読み飛ばしますが、その程度です)。

ムービーはそれほど賢くないので、mp3 ストリーム全体を含めるには 必要なだけの (曲の長さ * 一秒あたりのフレーム数) フレームを用意する必要があります。

パラメータ
mp3file

fopen() が返すファイルポインタ、 あるいはバイナリ文字列で指定した MP3 データ。
skip

スキップする秒数。

返り値

フレームの数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 skip が追加されました。

例

例1 ストリーム再生の例
<?php
$m = new SWFMovie();
$m->setRate(12.0);
$m->streamMp3(file_get_contents("distortobass.mp3"));
// ご自身の MP3 を使用してください

// このファイルの長さは 11.85 秒で 12.0 fps です。つまり 142 フレームが必要です
$m->setFrames(142);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFMovie->writeExports
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFMovie->writeExports —

説明

void SWFMovie::writeExports ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

目次
SWFMovie->add — 任意の型のデータをムービーに追加する
SWFMovie->addExport — 説明
SWFMovie->addFont — 説明
SWFMovie->__construct — SWF バージョン 4 のムービーを表すムービーオブジェクトを作成する
SWFMovie->importChar — 説明
SWFMovie->importFont — 説明
SWFMovie->labelFrame — フレームにラベルをつける
SWFMovie->nextFrame — 動画の次のフレームに移動する
SWFMovie->output — 作成したムービーを出力する
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SWFMovie->remove — 表示リストからオブジェクトのインスタンスを削除する
SWFMovie->save — SWF ムービーをファイルに保存する
SWFMovie->saveToFile — 説明
SWFMovie->setbackground — 背景色を設定する
SWFMovie->setDimension — ムービーの幅と高さを設定する
SWFMovie->setFrames — 動画の総フレーム数を設定する
SWFMovie->setRate — 動画のフレームレートを設定する
SWFMovie->startSound — 説明
SWFMovie->stopSound — 説明
SWFMovie->streamMP3 — MP3 ファイルをストリーム再生する
SWFMovie->writeExports — 説明

SWFPrebuiltClip クラス
導入
SWFPrebuiltClip.

クラス概要
SWFPrebuiltClip {
/* メソッド */
SWFPrebuiltClip SWFPrebuiltClip::__construct ( mixed $file )
}

SWFPrebuiltClip->__construct
(PHP 5.0.5-5.3.0, PECL ming SVN)

SWFPrebuiltClip->__construct — SWFPrebuiltClip オブジェクトを返す

説明

SWFPrebuiltClip SWFPrebuiltClip::__construct ( mixed $file )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
SWFPrebuiltClip->__construct — SWFPrebuiltClip オブジェクトを返す

SWFShape クラス
導入
SWFShape.

クラス概要
SWFShape {
/* メソッド */
SWFFill SWFShape::addFill ( int $red , int $green , int $blue [, int $alpha = 255 ] )
SWFShape __construct ( void )
void drawArc ( float $r , float $startAngle , float $endAngle )
void drawCircle ( float $r )
int drawCubic ( float $bx , float $by , float $cx , float $cy , float $dx , float $dy )
int drawCubicTo ( float $bx , float $by , float $cx , float $cy , float $dx , float $dy )
int drawCurve ( float $controldx , float $controldy , float $anchordx , float $anchordy [, float $targetdx ], float $targetdy )
int drawCurveTo ( float $controlx , float $controly , float $anchorx , float $anchory [, float $targetx ], float $targety )
void drawGlyph ( SWFFont $font , string $character [, int $size ] )
void drawLine ( float $dx , float $dy )
void drawLineTo ( float $x , float $y )
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void movePen ( float $dx , float $dy )
void movePenTo ( float $x , float $y )
void setLeftFill ( SWFGradient $fill )
void setLine ( SWFShape $shape )
void setRightFill ( SWFGradient $fill )
}

SWFShape->addFill
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->addFill — 塗りつぶし色を図形に追加する

説明

SWFFill SWFShape::addFill ( int $red , int $green , int $blue [, int $alpha = 255 ] )
SWFFill addFill ( SWFBitmap $bitmap [, int $flags ] )
SWFFill addFill ( SWFGradient $gradient [, int $flags ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SWFShape->addFill() は、図形の塗りつぶし形式リストに 塗りつぶしを追加します。SWFShape->addFill() は、 異なる三つの形式で引数を受け付けます。

red、green、blue は (RGB モードの) 色です。

引数 bitmap は SWFBitmap() オブジェクトです。引数 flags は以下の定数 SWFFILL_CLIPPED_BITMAP、SWFFILL_TILED_BITMAP、SWFFILL_LINEAR_GRADIENT あるいは SWFFILL_RADIAL_GRADIENT のうちのいずれかです。 デフォルトは、SWFBitmap の場合は
SWFFILL_TILED_BITMAP、 SWFGradient の場合は SWFFILL_LINEAR_GRADIENT です。

引数 gradient は SWFGradient() オブジェクトです。引数 flags は以下の定数 SWFFILL_RADIAL_GRADIENT あるいは SWFFILL_LINEAR_GRADIENT のうちの いずれかです。デフォルトは SWFFILL_LINEAR_GRADIENT で、 これは確実です。

SWFShape->addFill() は、以下で説明する SWFShape->setLeftFill() および SWFShape->setRightFill() 関数で使用する SWFFill() オブジェクトを返します。

例

この単純な例ではビットマップ上に枠を描きます。あぁ、flash player には もうひとつおかしなところがありました - morph の場合、2 番目の図形の ビットマップの変換は考慮されないようです。そのため、この例のように ビットマップは図形にあわせて伸びてしまいま
す...。

例1 SWFShape->addFill() の例
<?php

$p = new SWFMorph();

$b = new SWFBitmap(file_get_contents("alphafill.jpg"));
// あなた自身のビットマップを使用します
$width = $b->getWidth();
$height = $b->getHeight();

$s = $p->getShape1();
$f = $s->addFill($b, SWFFILL_TILED_BITMAP);
$f->moveTo(-$width/2, -$height/4);
$f->scaleTo(1.0, 0.5);
$s->setLeftFill($f);
$s->movePenTo(-$width/2, -$height/4);
$s->drawLine($width, 0);
$s->drawLine(0, $height/2);
$s->drawLine(-$width, 0);
$s->drawLine(0, -$height/2);

$s = $p->getShape2();
$f = $s->addFill($b, SWFFILL_TILED_BITMAP);

// これらの 2 つは何の効力も発揮しません!
$f->moveTo(-$width/4, -$height/2);
$f->scaleTo(0.5, 1.0);

$s->setLeftFill($f);
$s->movePenTo(-$width/4, -$height/2);
$s->drawLine($width/2, 0);
$s->drawLine(0, $height);
$s->drawLine(-$width/2, 0);
$s->drawLine(0, -$height);

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension($width, $height);
$i = $m->add($p);
$i->moveTo($width/2, $height/2);

for ($n=0; $n<1.001; $n+=0.03) {
    $i->setRatio($n);
    $m->nextFrame();
}

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

参考

SWFShape->setLeftFill
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SWFShape->setRightFill

SWFShape->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFShape->__construct — 新しい図形オブジェクトを作成する

説明

SWFShape SWFShape::__construct ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しい SWFShape オブジェクトを作成します。

例

この単純な例では、大きな赤い楕円の 4 分の 1 の図形を描画します。

例1 swfshape() の例
<?php
$s = new SWFShape();
$s->setLine(40, 0x7f, 0, 0);
$s->setRightFill($s->addFill(0xff, 0, 0));
$s->movePenTo(200, 200);
$s->drawLineTo(6200, 200);
$s->drawLineTo(6200, 4600);
$s->drawCurveTo(200, 4600, 200, 200);

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(6400, 4800);
$m->setRate(12.0);
$m->add($s);
$m->nextFrame();

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFShape->drawArc
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawArc — 現在の位置を中心とした半径 r の円弧を、12 時の方向から時計回りに 数えた角度 startAngle から endAngle まで描く

説明

void SWFShape::drawArc ( float $r , float $startAngle , float $endAngle )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->drawCircle

SWFShape->drawCircle
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawCircle — 現在の位置を中心とした半径 r の円を、反時計回りに描く

説明

void SWFShape::drawCircle ( float $r )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFShape->drawCubic
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawCubic — 現在の位置および指定した三つの制御点を使用して 三次ベジエ曲線を描く

説明

int SWFShape::drawCubic ( float $bx , float $by , float $cx , float $cy , float $dx , float $dy )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFShape->drawCubicTo

SWFShape->drawCubicTo
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFShape->drawCubicTo — 現在の位置および指定した三つの制御点を使用して 三次ベジエ曲線を描く

説明

int SWFShape::drawCubicTo ( float $bx , float $by , float $cx , float $cy , float $dx , float $dy )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFShape->drawCubic

SWFShape->drawCurve
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawCurve — 曲線を描く (相対座標)

説明

int SWFShape::drawCurve ( float $controldx , float $controldy , float $anchordx , float $anchordy [, float $targetdx ], float $targetdy )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->drawcurve() は、 (swfshape->setline() で設定した現在の線スタイルを 使用して) 現在のペンの位置から相対座標 (anchorx,anchory) まで 制御点 (controlx,controly) を使用して 2 次曲線を描きます。つまり、制御点にまず向かった後で、 anchor 点までなめら
かに戻ってくるということです。

6 つのパラメータを使用すると、点 (x+targetdx, x+targetdy) に向かって 制御点 (x+controldx, y+controldy) および (x+anchordx, y+anchordy) を使用して 3 次ベジエ曲線を描きます。

参考

SWFShape->drawCurve

SWFShape->drawCurveTo
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(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawCurveTo — 曲線を描く

説明

int SWFShape::drawCurveTo ( float $controlx , float $controly , float $anchorx , float $anchory [, float $targetx ], float $targety )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->drawcurveto() は、 (swfshape->setline() で設定した現在の線スタイルを 使用して) 現在のペンの位置から (anchorx,anchory) まで 制御点 (controlx,controly) を使用して 2 次曲線を描きます。つまり、制御点にまず向かった後で、 anchor 点までなめらかに
戻ってくるということです。

6 つのパラメータを使用すると、点 (targetx, targety) に向かって 制御点 (controlx, controly) および (anchorx, anchory). を使用して 3 次ベジエ曲線を描きます。

参考

SWFShape->drawCurveTo

SWFShape->drawGlyph
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawGlyph — 指定したフォントのグリフ定義を使用して、 指定した文字列の最初の文字を図形の中に描く

説明

void SWFShape::drawGlyph ( SWFFont $font , string $character [, int $size ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFShape->drawLine
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawLine — 線を描く (相対座標)

説明

void SWFShape::drawLine ( float $dx , float $dy )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->drawline() は、 (swfshape->setline() で設定した現在の線スタイルを 使用して) 現在のペンの位置から (dx,dy) まで直線を描きます。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->drawLineTo

SWFShape->drawLineTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->drawLineTo — 線を描く

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

void SWFShape::drawLineTo ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->drawlineto() は、 (swfshape->setline() で設定した現在の線スタイルを 使用して) 現在のペンの位置から (x,y) まで 図形の座標空間で直線を描きます。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->drawLine

SWFShape->movePen
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->movePen — 図形のペンを移動する(相対座標)

説明

void SWFShape::movePen ( float $dx , float $dy )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->setrightfill() は、図形のペンを 図形の座標空間で (現在の x,現在の y) から (現在の x + dx, 現在の y + dy) まで移動します。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->movePenTo

SWFShape->movePenTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->movePenTo — 図形のペンを移動する

説明

void SWFShape::movePenTo ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->setrightfill() は、図形のペンを 図形の座標空間で (x,y) に移動します。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->movePen

SWFShape->setLeftFill
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->setLeftFill — 左ラスタ色を設定する
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説明

void SWFShape::setLeftFill ( SWFGradient $fill )
void setLeftFill ( int $red , int $green , int $blue [, int $a ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

何とナンセンスなことに、すべての輪郭には最大 2 つまでの塗りつぶししか 接することができません。オブジェクトをラスタライズする際に、 どの塗りつぶしがあるかを早めに知っておくと便利です。 そのため swf フォーマットではこれらを指定する必要があるのです。

swfshape->setleftfill() は、輪郭の左側の塗りつぶしを 設定します - これは、もし図形を反時計回りに描いているのなら、その内側を 表します。塗りつぶしオブジェクトは、上で説明した addFill 関数のひとつから 返される SWFFill オブジェクトです。

図形を morph の中にいれている場合、これは反転しているように見えます。 もしブラウザがクラッシュしたら、反対側の塗りつぶしを試してみてください。

swfshape->setleftfill($s->addfill($r, $g, $b [, $a])); の短縮表記です。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->setRightFill

SWFShape->setLine
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->setLine — 図形の線種を設定する

説明

void SWFShape::setLine ( SWFShape $shape )
void setLine ( int $width , int $red , int $green , int $blue [, int $a ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->setline() は、図形の線種を設定します。 width は線の幅です。width が 0 の場合は線種は削除されます (そして、他のすべての引数が無視されます)。 width > 0 の場合、線の色が red、green、blue で設定されます。最後のパラメータ a は オプションです。

使用したい線種は、使用する前にすべて定義しておく必要があります (例を参照ください)。

返り値

値を返しません。

例

この単純な例では、大きな "!#%*@" をおもしろい色と 上品なスタイルで表示します。

例1 swfshape->setline() の例
<?php
$s = new SWFShape();
$f1 = $s->addFill(0xff, 0, 0);
$f2 = $s->addFill(0xff, 0x7f, 0);
$f3 = $s->addFill(0xff, 0xff, 0);
$f4 = $s->addFill(0, 0xff, 0);
$f5 = $s->addFill(0, 0, 0xff);

// バグ: 使用する前にすべての線種を宣言する必要があります
$s->setLine(40, 0x7f, 0, 0);
$s->setLine(40, 0x7f, 0x3f, 0);
$s->setLine(40, 0x7f, 0x7f, 0);
$s->setLine(40, 0, 0x7f, 0);
$s->setLine(40, 0, 0, 0x7f);

$f = new SWFFont('Techno.fdb');

$s->setRightFill($f1);
$s->setLine(40, 0x7f, 0, 0);
$s->drawGlyph($f, '!');
$s->movePen($f->getWidth('!'), 0);

$s->setRightFill($f2);
$s->setLine(40, 0x7f, 0x3f, 0);
$s->drawGlyph($f, '#');
$s->movePen($f->getWidth('#'), 0);

$s->setRightFill($f3);
$s->setLine(40, 0x7f, 0x7f, 0);
$s->drawGlyph($f, '%');
$s->movePen($f->getWidth('%'), 0);
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$s->setRightFill($f4);
$s->setLine(40, 0, 0x7f, 0);
$s->drawGlyph($f, '*');
$s->movePen($f->getWidth('*'), 0);

$s->setRightFill($f5);
$s->setLine(40, 0, 0, 0x7f);
$s->drawGlyph($f, '@');

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(3000,2000);
$m->setRate(12.0);
$i = $m->add($s);
$i->moveTo(1500-$f->getWidth("!#%*@")/2, 1000+$f->getAscent()/2);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

返り値

値を返しません。

SWFShape->setRightFill
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFShape->setRightFill — 右ラスタ色を設定する

説明

void SWFShape::setRightFill ( SWFGradient $fill )
void setRightFill ( int $red , int $green , int $blue [, int $a ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfshape->setrightfill($s->addfill($r, $g, $b [, $a])); の短縮表記です。

返り値

値を返しません。

参考

SWFShape->setLeftFill

目次
SWFShape->addFill — 塗りつぶし色を図形に追加する
SWFShape->__construct — 新しい図形オブジェクトを作成する
SWFShape->drawArc — 現在の位置を中心とした半径 r の円弧を、12 時の方向から時計回りに 数えた角度 startAngle から endAngle まで描く
SWFShape->drawCircle — 現在の位置を中心とした半径 r の円を、反時計回りに描く
SWFShape->drawCubic — 現在の位置および指定した三つの制御点を使用して 三次ベジエ曲線を描く
SWFShape->drawCubicTo — 現在の位置および指定した三つの制御点を使用して 三次ベジエ曲線を描く
SWFShape->drawCurve — 曲線を描く (相対座標)
SWFShape->drawCurveTo — 曲線を描く
SWFShape->drawGlyph — 指定したフォントのグリフ定義を使用して、 指定した文字列の最初の文字を図形の中に描く
SWFShape->drawLine — 線を描く (相対座標)
SWFShape->drawLineTo — 線を描く
SWFShape->movePen — 図形のペンを移動する(相対座標)
SWFShape->movePenTo — 図形のペンを移動する
SWFShape->setLeftFill — 左ラスタ色を設定する
SWFShape->setLine — 図形の線種を設定する
SWFShape->setRightFill — 右ラスタ色を設定する

SWFSound クラス
導入
SWFSound.

クラス概要
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SWFSound {
/* メソッド */
SWFSound SWFSound::__construct ( string $filename [, int $flags = 0 ] )
}

SWFSound
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSound — 指定したファイルから、新しい SWFSound オブジェクトを返す

説明

SWFSound SWFSound::__construct ( string $filename [, int $flags = 0 ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
SWFSound — 指定したファイルから、新しい SWFSound オブジェクトを返す

SWFSoundInstance クラス
導入
SWFSoundInstance オブジェクトは SWFSprite->startSound および SWFMovie->startSound メソッドが返します。

クラス概要
SWFSoundInstance {
/* メソッド */
void SWFSoundInstance::loopCount ( int $point )
void loopInPoint ( int $point )
void loopOutPoint ( int $point )
void noMultiple ( void )
}

SWFSoundInstance->loopCount
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSoundInstance->loopCount —

説明

void SWFSoundInstance::loopCount ( int $point )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
point

返り値

値を返しません。

参考

SWFSoundInstance->loopOutPoint
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SWFSoundInstance->loopInPoint
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSoundInstance->loopInPoint —

説明

void SWFSoundInstance::loopInPoint ( int $point )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
point

返り値

値を返しません。

参考

SWFSoundInstance->loopOutPoint

SWFSoundInstance->loopOutPoint
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSoundInstance->loopOutPoint —

説明

void SWFSoundInstance::loopOutPoint ( int $point )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
point

返り値

値を返しません。

参考

SWFSoundInstance->loopInPoint

SWFSoundInstance->noMultiple
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSoundInstance->noMultiple —

説明

void SWFSoundInstance::noMultiple ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。
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目次
SWFSoundInstance->loopCount — 説明
SWFSoundInstance->loopInPoint — 説明
SWFSoundInstance->loopOutPoint — 説明
SWFSoundInstance->noMultiple — 説明

SWFSprite クラス
導入
SWFSprite は "ムービークリップ" ともいいます。これにより、作成したオブジェクトを 時間軸にそって動かすことができるようになります。 したがって、スプライトはムービーのメソッドの大半を保持しています。

クラス概要
SWFSprite {
/* メソッド */
void SWFSprite::add ( object $object )
SWFSprite __construct ( void )
void labelFrame ( string $label )
void nextFrame ( void )
void remove ( object $object )
void setFrames ( int $number )
SWFSoundInstance startSound ( SWFSound $sount )
void stopSound ( SWFSound $sount )
}

SWFSprite->add
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFSprite->add — オブジェクトをスプライトに追加する

説明

void SWFSprite::add ( object $object )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfsprite->add() は、swfshape()・ swfbutton()・swftext()・ swfaction() あるいは swfsprite() オブジェクトを追加します。

表示可能な型 (swfshape()、 swfbutton()、swftext()、 swfaction() あるいは swfsprite()) の場合、この関数は表示リスト内でのオブジェクトのハンドルを返します。

返り値

値を返しません。

SWFSprite->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSprite->__construct — ムービークリップ (スプライト) を作成する

説明

SWFSprite SWFSprite::__construct ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しい SWFSprite オブジェクトを作成します。

SWFSprite->labelFrame
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(PHP 4 >= 4.3.3)

SWFSprite->labelFrame — フレームにラベルをつける

説明

void SWFSprite::labelFrame ( string $label )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFSprite->nextFrame
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFSprite->nextFrame — 動画の次のフレームに移動する

説明

void SWFSprite::nextFrame ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfsprite->setframes() は、動画の次のフレームに移動します。

返り値

値を返しません。

SWFSprite->remove
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFSprite->remove — オブジェクトをスプライトから削除する

説明

void SWFSprite::remove ( object $object )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swfsprite->remove() は、スプライトから swfshape()・ swfbutton()・swftext()・ swfaction() あるいは swfsprite() オブジェクトを削除します。

返り値

値を返しません。

SWFSprite->setFrames
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFSprite->setFrames — 動画の総フレーム数を設定する

説明

void SWFSprite::setFrames ( int $number )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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swfsprite->setframes() は、 動画の総フレーム数を numberofframes に設定します。

返り値

値を返しません。

SWFSprite->startSound
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSprite->startSound —

説明

SWFSoundInstance SWFSprite::startSound ( SWFSound $sount )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFSprite->stopSound

SWFSprite->stopSound
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFSprite->stopSound —

説明

void SWFSprite::stopSound ( SWFSound $sount )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFSprite->startSound

目次
SWFSprite->add — オブジェクトをスプライトに追加する
SWFSprite->__construct — ムービークリップ (スプライト) を作成する
SWFSprite->labelFrame — フレームにラベルをつける
SWFSprite->nextFrame — 動画の次のフレームに移動する
SWFSprite->remove — オブジェクトをスプライトから削除する
SWFSprite->setFrames — 動画の総フレーム数を設定する
SWFSprite->startSound — 説明
SWFSprite->stopSound — 説明

SWFText クラス
導入
SWFText.

クラス概要
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SWFText {
/* メソッド */
void SWFText::addString ( string $string )
void addUTF8String ( string $text )
void __construct ( void )
float getAscent ( void )
float getDescent ( void )
float getLeading ( void )
float getUTF8Width ( string $string )
float getWidth ( string $string )
void moveTo ( float $x , float $y )
void setColor ( int $red , int $green , int $blue [, int $a = 255 ] )
void setFont ( SWFFont $font )
void setHeight ( float $height )
void setSpacing ( float $spacing )
}

SWFText->addString
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->addString — 文字列を描画する

説明

void SWFText::addString ( string $string )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftext->addstring() は、文字列 string を現在のペン (カーソル) の位置に描画します。 ペンの位置は、テキストのベースラインとなります。 つまり、ベースラインより上のあるテキストは -y 方向に配置されます。

返り値

値を返しません。

参考

SWFText->addUTF8String

SWFText->addUTF8String
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFText->addUTF8String — 現在のペンの位置に、現在のフォント・高さ・行間および色設定を使用して 指定したテキストで SWFText オブジェクトを作成する

説明

void SWFText::addUTF8String ( string $text )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFText->addString

SWFText->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFText->__construct — 新しい SWFText オブジェクトを作成する
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説明

void SWFText::__construct ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

新しい SWFText オブジェクトを作成します。

例

この単純な例は、白色の背景上に大きな黄色の文字で "PHP generates Flash with Ming" を描きます。

例1 swftext() の例
<?php
$f = new SWFFont("Techno.fdb");
$t = new SWFText();
$t->setFont($f);
$t->moveTo(200, 2400);
$t->setColor(0xff, 0xff, 0);
$t->setHeight(1200);
$t->addString("PHP generates Flash with Ming!!");

$m = new SWFMovie();
$m->setDimension(5400, 3600);

$m->add($t);

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');
$m->output();
?>

SWFText->getAscent
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->getAscent — 現在のサイズにおけるフォントの ascent (ベースライン上部の高さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す

説明

float SWFText::getAscent ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFText->getDescent

SWFText->getDescent
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->getDescent — 現在のサイズにおけるフォントの descent (ベースライン下部の深さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す

説明

float SWFText::getDescent ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFText->getAscent

SWFText->getLeading
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->getLeading — 現在のサイズにおけるフォントの leading (行間) あるいは取得できない場合は 0 を返す
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説明

float SWFText::getLeading ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

SWFText->getUTF8Width
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFText->getUTF8Width — 現在のフォントおよびサイズにおける指定した文字列の幅を計算する

説明

float SWFText::getUTF8Width ( string $string )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

SWFText->getWidth

SWFText->getWidth
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->getWidth — 文字列の幅を計算する

説明

float SWFText::getWidth ( string $string )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

テキストオブジェクトの 現在のフォント・大きさ・間隔における文字列 string の幅を計算して返します。

参考

SWFText->getUTF8Width

SWFText->moveTo
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->moveTo — ペンを移動する

説明

void SWFText::moveTo ( float $x , float $y )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftext->moveto() は、ペン (あるいはカーソルと いったほうがわかりやすいでしょうか) を、テキストオブジェクトの座標空間で (x,y) に移動します。 しかし、両方ともゼロだった場合はどこにも移動しません。 うっとうしいので修正してほしいものです。

返り値

値を返しません。

SWFText->setColor
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(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->setColor — 現在のテキスト色を設定する

説明

void SWFText::setColor ( int $red , int $green , int $blue [, int $a = 255 ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

現在のテキスト色を変更します。

パラメータ

これらのパラメータは、0 から 255 までの整数値か、あるいは 0x00 から 0xFF までの十六進値です。
red

赤コンポーネントの値。
green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
a

アルファコンポーネントの値。

返り値

値を返しません。

SWFText->setFont
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->setFont — 現在のフォントを設定する

説明

void SWFText::setFont ( SWFFont $font )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftext->setfont() は、現在のフォントを font に設定します。

返り値

値を返しません。

SWFText->setHeight
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->setHeight — 現在のフォントの高さを設定する

説明

void SWFText::setHeight ( float $height )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftext->setheight() は、現在のフォントの高さを height に設定します。デフォルトは 240 です。

返り値
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値を返しません。

SWFText->setSpacing
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFText->setSpacing — 現在のフォントの間隔を設定する

説明

void SWFText::setSpacing ( float $spacing )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftext->setspacing() は、現在のフォントの間隔を spacing に設定します。デフォルトは 1.0 です。 0 にすると、すべての文字が同じ場所に書かれます。これは実際のところ 正常に動作していません。なぜなら文字の間隔が膨らんでしまい、文字の 間に同じだけの間隔を
あけることができないからです。 もうちょっとうまい説明があるとは思うのですが。 あるいは単にこれを固定の間隔にしてしまいます。 これは、ただ文字の advance がどのように働くのかを知るためだけの ものでした……。

返り値

値を返しません。

目次
SWFText->addString — 文字列を描画する
SWFText->addUTF8String — 現在のペンの位置に、現在のフォント・高さ・行間および色設定を使用して 指定したテキストで SWFText オブジェクトを作成する
SWFText->__construct — 新しい SWFText オブジェクトを作成する
SWFText->getAscent — 現在のサイズにおけるフォントの ascent (ベースライン上部の高さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFText->getDescent — 現在のサイズにおけるフォントの descent (ベースライン下部の深さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFText->getLeading — 現在のサイズにおけるフォントの leading (行間) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFText->getUTF8Width — 現在のフォントおよびサイズにおける指定した文字列の幅を計算する
SWFText->getWidth — 文字列の幅を計算する
SWFText->moveTo — ペンを移動する
SWFText->setColor — 現在のテキスト色を設定する
SWFText->setFont — 現在のフォントを設定する
SWFText->setHeight — 現在のフォントの高さを設定する
SWFText->setSpacing — 現在のフォントの間隔を設定する

SWFTextField クラス
導入
SWFTextField.

クラス概要
SWFTextField {
/* メソッド */
void SWFTextField::addChars ( string $chars )
void addString ( string $string )
void align ( int $alignement )
SWFTextField __construct ([ int $flags ] )
void setBounds ( float $width , float $height )
void setColor ( int $red , int $green , int $blue [, int $a = 255 ] )
void setFont ( SWFFont $font )
void setHeight ( float $height )
void setIndentation ( float $width )
void setLeftMargin ( float $width )
void setLineSpacing ( float $height )
void setMargins ( float $left , float $right )
void setName ( string $name )
void setPadding ( float $padding )
void setRightMargin ( float $width )
}
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SWFTextField->addChars
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFTextField->addChars — テキストフィールド内で使用可能なフォントに文字を追加する

説明

void SWFTextField::addChars ( string $chars )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

参考

SWFTextField->addString

SWFTextField->addString
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->addString — 指定した文字列をテキストフィールドに結合する

説明

void SWFTextField::addString ( string $string )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setname() は、文字列 string をテキストフィールドに結合します。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->align
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->align — テキストフィールドの配置を設定する

説明

void SWFTextField::align ( int $alignement )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->align() は、テキストフィールドの 配置を alignement に設定します。 alignement で使用可能な値は SWFTEXTFIELD_ALIGN_LEFT、 SWFTEXTFIELD_ALIGN_RIGHT、SWFTEXTFIELD_ALIGN_CENTER および SWFTEXTFIELD_ALIGN_JUSTIFY です。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->__construct
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFTextField->__construct — テキストフィールドのオブジェクトを作成する
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説明

SWFTextField SWFTextField::__construct ([ int $flags ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield() は、新しいテキストフィールドオブジェクトを 作成します。テキストフィールドは、swftext() オブジェクトに 比べてあまり自由度がありません - 回転もできないし、縦横比を変更する拡大縮小も できません。また傾けることもできません。しかし、テキスト
フィールドは フォームのエントリとして使用することが可能で、ブラウザで定義されているフォントを 使用することが可能です。

オプションのフラグでテキストフィールドの振る舞いを定義します。 以下の値が設定可能です。

SWFTEXTFIELD_DRAWBOX はテキストフィールドの輪郭線を描きます。
SWFTEXTFIELD_HASLENGTH
SWFTEXTFIELD_HTML は HTML タグを使用したテキストのマークアップを行います。
SWFTEXTFIELD_MULTILINE は複数行を許可します。
SWFTEXTFIELD_NOEDIT はユーザによるテキストの編集を禁止します。
SWFTEXTFIELD_NOSELECT はフィールドを選択できなくします。
SWFTEXTFIELD_PASSWORD は入力内容をぼかします。
SWFTEXTFIELD_WORDWRAP は長いテキストを折り返します。

複数のフラグを、論理 OR で組み合わせることが 可能です。例えば以下のようになります。
<?php
$t = newSWFTextField(SWFTEXTFIELD_PASSWORD | SWFTEXTFIELD_NOEDIT); 
?>
これは、編集できないパスワードフィールドという、 まったく使えないものを作成します。

SWFTextField は以下のメソッドを保持します。swftextfield->setfont()、 swftextfield->setbounds()、swftextfield->align()、 swftextfield->setheight()、swftextfield->setleftmargin()、 swftextfield->setrightmargin()、swftextfield->setmargins()、
swftextfield->setindentation()、swftextfield->setlinespacing()、 swftextfield->setcolor()、swftextfield->setname() および swftextfield->addstring()。

SWFTextField->setBounds
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setBounds — テキストフィールドの幅と高さを設定する

説明

void SWFTextField::setBounds ( float $width , float $height )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setbounds() は、テキストフィールドの 幅を width に、そして高さを height に設定します。これを設定しない場合、Ming は何とか適当な大きさを 判定しようとします。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setColor
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setColor — テキストフィールドの色を設定する

説明

void SWFTextField::setColor ( int $red , int $green , int $blue [, int $a = 255 ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setcolor() は、テキストフィールドの 色を設定します。デフォルトは、透明でない黒です。色は、RGB で表されます。

パラメータ

これらのパラメータは、0 から 255 までの整数値、あるいは 0x00 から 0xFF までの十六進値です。
red

赤コンポーネントの値。
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green

緑コンポーネントの値。
blue

青コンポーネントの値。
a

アルファコンポーネントの値。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setFont
(PHP 4 >= 4.2.0)

SWFTextField->setFont — テキストフィールドのフォントを設定する

説明

void SWFTextField::setFont ( SWFFont $font )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setfont() は、 テキストフィールドのフォントを [ブラウザ定義の?] font に設定します。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setHeight
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setHeight — このテキストフィールドのフォントの高さを設定する

説明

void SWFTextField::setHeight ( float $height )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setheight() は、 このテキストフィールドのフォントの高さを height に設定します。デフォルトは 240 です。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setIndentation
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setIndentation — 最初の行の字下げを設定する

説明

void SWFTextField::setIndentation ( float $width )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setindentation() は、テキストフィールドの最初の行の字下げを width に設定します。
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返り値

値を返しません。

SWFTextField->setLeftMargin
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setLeftMargin — テキストフィールドの左マージンの幅を設定する

説明

void SWFTextField::setLeftMargin ( float $width )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setleftmargin() は、テキストフィールドの左マージンの幅を width に設定します。デフォルトは 0 です。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setLineSpacing
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setLineSpacing — テキストフィールドの行間を設定する

説明

void SWFTextField::setLineSpacing ( float $height )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setlinespacing() は、テキストフィールドの行間の高さを height に設定します。デフォルトは 40 です。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setMargins
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setMargins — テキストフィールドのマージン幅を設定する

説明

void SWFTextField::setMargins ( float $left , float $right )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setmargins() は、両方のマージンを一度に指定します。せっかちな人向けです。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setName
(PHP 4 >= 4.0.5)
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SWFTextField->setName — 変数名を設定する

説明

void SWFTextField::setName ( string $name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setname() は、このテキストフィールドの変数名を name に設定します。 フォームの送信やアクションスクリプトで使用します。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setPadding
(PHP 5 <= 5.3.0, PECL ming SVN)

SWFTextField->setPadding — テキストフィールドのパディングを設定する

説明

void SWFTextField::setPadding ( float $padding )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

値を返しません。

SWFTextField->setRightMargin
(PHP 4 >= 4.0.5)

SWFTextField->setRightMargin — テキストフィールドの右マージンの幅を設定する

説明

void SWFTextField::setRightMargin ( float $width )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

swftextfield->setrightmargin() は、テキストフィールドの右マージンの幅を width に設定します。デフォルトは 0 です。

返り値

値を返しません。

目次
SWFTextField->addChars — テキストフィールド内で使用可能なフォントに文字を追加する
SWFTextField->addString — 指定した文字列をテキストフィールドに結合する
SWFTextField->align — テキストフィールドの配置を設定する
SWFTextField->__construct — テキストフィールドのオブジェクトを作成する
SWFTextField->setBounds — テキストフィールドの幅と高さを設定する
SWFTextField->setColor — テキストフィールドの色を設定する
SWFTextField->setFont — テキストフィールドのフォントを設定する
SWFTextField->setHeight — このテキストフィールドのフォントの高さを設定する
SWFTextField->setIndentation — 最初の行の字下げを設定する
SWFTextField->setLeftMargin — テキストフィールドの左マージンの幅を設定する
SWFTextField->setLineSpacing — テキストフィールドの行間を設定する
SWFTextField->setMargins — テキストフィールドのマージン幅を設定する
SWFTextField->setName — 変数名を設定する
SWFTextField->setPadding — テキストフィールドのパディングを設定する
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SWFTextField->setRightMargin — テキストフィールドの右マージンの幅を設定する

SWFVideoStream クラス
導入
SWFVideoStream.

クラス概要
SWFVideoStream {
/* メソッド */
SWFVideoStream SWFVideoStream::__construct ([ string $file ] )
int getNumFrames ( void )
void setDimension ( int $x , int $y )
}

SWFVideoStream->__construct
(PHP 5.0.5-5.3.0, PECL ming SVN)

SWFVideoStream->__construct — SWFVideoStream オブジェクトを返す

説明

SWFVideoStream SWFVideoStream::__construct ([ string $file ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

SWFVideoStream->getNumFrames
(PHP 5.0.5-5.3.0, PECL ming SVN)

SWFVideoStream->getNumFrames — ビデオ内のフレーム数を返す

説明

int SWFVideoStream::getNumFrames ( void )

この関数は、SWFVideoStream のビデオフレーム数を返します。

返り値

フレーム数を整数で返します。

SWFVideoStream->setDimension
(PHP 5.0.5-5.3.0, PECL ming SVN)

SWFVideoStream->setDimension — ビデオの大きさを設定する

説明

void SWFVideoStream::setDimension ( int $x , int $y )

ストリーム再生するビデオの幅と高さを設定します。

パラメータ
x

幅を表すピクセル数。
y
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高さを表すピクセル数。

返り値

値を返しません。

目次
SWFVideoStream->__construct — SWFVideoStream オブジェクトを返す
SWFVideoStream->getNumFrames — ビデオ内のフレーム数を返す
SWFVideoStream->setDimension — ビデオの大きさを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

SWFAction の例
SWFSPrite の基本的な例

Ming 関数
ming_keypress — keyPress(char) のアクションフラグを返す
ming_setcubicthreshold — 三次元の閾値を設定する
ming_setscale — グローバルなスケール要素を設定する
ming_setswfcompression — SWF 出力の圧縮を設定する
ming_useconstants — 定数プールを使用する
ming_useswfversion — SWF のバージョンを設定する

SWFAction — SWFAction クラス
SWFAction->__construct — 新しい SWFAction を作成する

SWFBitmap — SWFBitmap クラス
SWFBitmap->__construct — ビットマップオブジェクトを読み込む
SWFBitmap->getHeight — ビットマップの高さを返す
SWFBitmap->getWidth — ビットマップの幅を返す

SWFButton — SWFButton クラス
SWFButton->addAction — アクションを追加する
SWFButton->addASound — ボタンに音を関連付ける
SWFButton->addShape — ボタンに図形を追加する
SWFButton->__construct — 新しいボタンを作成する
SWFButton->setAction — アクションを設定する
SWFButton->setDown — addShape(shape, SWFBUTTON_DOWN) のエイリアス
SWFButton->setHit — addShape(shape, SWFBUTTON_HIT) のエイリアス
SWFButton->setMenu — メニューボタンとしての挙動を有効にする
SWFButton->setOver — addShape(shape, SWFBUTTON_OVER) のエイリアス
SWFButton->setUp — addShape(shape, SWFBUTTON_UP) のエイリアス

SWFDisplayItem — SWFDisplayItem クラス
SWFDisplayItem->addAction — この SWFAction を、指定した SWFSprite インスタンスに追加する
SWFDisplayItem->addColor — 指定した色を、このアイテムの色変換に追加する
SWFDisplayItem->endMask — MASK レイヤを定義するもうひとつの方法
SWFDisplayItem->getRot — 説明
SWFDisplayItem->getX — 説明
SWFDisplayItem->getXScale — 説明
SWFDisplayItem->getXSkew — 説明
SWFDisplayItem->getY — 説明
SWFDisplayItem->getYScale — 説明
SWFDisplayItem->getYSkew — 説明
SWFDisplayItem->move — オブジェクトを相対座標系で移動する
SWFDisplayItem->moveTo — グローバル座標系でオブジェクトを移動する
SWFDisplayItem->multColor — アイテムの色変換を乗算する
SWFDisplayItem->remove — オブジェクトをムービーから削除する
SWFDisplayItem->rotate — 相対座標で回転させる
SWFDisplayItem->rotateTo — グローバル座標で回転させる
SWFDisplayItem->scale — 相対座標系でオブジェクトを拡大縮小する
SWFDisplayItem->scaleTo — グローバル座標系でオブジェクトを拡大縮小する
SWFDisplayItem->setDepth — z オーダーを設定する
SWFDisplayItem->setMaskLevel — 指定したレベルに MASK レイヤを設定する
SWFDisplayItem->setMatrix — アイテムの変換行列を設定する
SWFDisplayItem->setName — オブジェクトの名前を設定する
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SWFDisplayItem->setRatio — オブジェクトの比を設定する
SWFDisplayItem->skewX — X-skew を設定する
SWFDisplayItem->skewXTo — X-skew を設定する
SWFDisplayItem->skewY — Y-skew を設定する
SWFDisplayItem->skewYTo — Y-skew を設定する

SWFFill — SWFFill クラス
SWFFill->moveTo — 塗りつぶしの原点を移動する
SWFFill->rotateTo — 塗りつぶしの回転を設定する
SWFFill->scaleTo — 塗りつぶしの倍率を設定する
SWFFill->skewXTo — 塗りつぶしの x-skew を設定する
SWFFill->skewYTo — 塗りつぶしの y-skew を設定する

SWFFont — SWFFont クラス
SWFFont->__construct — フォント定義を読み込む
SWFFont->getAscent — フォントの ascent (ベースライン上部の高さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFFont->getDescent — フォントの descent (ベースライン下部の深さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFFont->getLeading — フォントの leading (行間) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFFont->getShape — 指定した文字のグリフを文字列で返す
SWFFont->getUTF8Width — このフォントにおける指定した文字列の幅を計算する
SWFFont->getWidth — 文字列の幅を返す

SWFFontChar — SWFFontChar クラス
SWFFontChar->addChars — フォントをエクスポートするために、フォントに文字を追加する
SWFFontChar->addUTF8Chars — フォントをエクスポートするために、フォントに文字を追加する

SWFGradient — SWFGradient クラス
SWFGradient->addEntry — 傾きリストにエントリを追加する
SWFGradient->__construct — 傾きオブジェクトを作成する

SWFMorph — SWFMorph クラス
SWFMorph->__construct — 新規に SWFMorph オブジェクトを作成する
SWFMorph->getShape1 — 最初の図形へのハンドルを取得する
SWFMorph->getShape2 — 最後の図形へのハンドルを取得する

SWFMovie — SWFMovie クラス
SWFMovie->add — 任意の型のデータをムービーに追加する
SWFMovie->addExport — 説明
SWFMovie->addFont — 説明
SWFMovie->__construct — SWF バージョン 4 のムービーを表すムービーオブジェクトを作成する
SWFMovie->importChar — 説明
SWFMovie->importFont — 説明
SWFMovie->labelFrame — フレームにラベルをつける
SWFMovie->nextFrame — 動画の次のフレームに移動する
SWFMovie->output — 作成したムービーを出力する
SWFMovie->remove — 表示リストからオブジェクトのインスタンスを削除する
SWFMovie->save — SWF ムービーをファイルに保存する
SWFMovie->saveToFile — 説明
SWFMovie->setbackground — 背景色を設定する
SWFMovie->setDimension — ムービーの幅と高さを設定する
SWFMovie->setFrames — 動画の総フレーム数を設定する
SWFMovie->setRate — 動画のフレームレートを設定する
SWFMovie->startSound — 説明
SWFMovie->stopSound — 説明
SWFMovie->streamMP3 — MP3 ファイルをストリーム再生する
SWFMovie->writeExports — 説明

SWFPrebuiltClip — SWFPrebuiltClip クラス
SWFPrebuiltClip->__construct — SWFPrebuiltClip オブジェクトを返す

SWFShape — SWFShape クラス
SWFShape->addFill — 塗りつぶし色を図形に追加する
SWFShape->__construct — 新しい図形オブジェクトを作成する
SWFShape->drawArc — 現在の位置を中心とした半径 r の円弧を、12 時の方向から時計回りに 数えた角度 startAngle から endAngle まで描く
SWFShape->drawCircle — 現在の位置を中心とした半径 r の円を、反時計回りに描く
SWFShape->drawCubic — 現在の位置および指定した三つの制御点を使用して 三次ベジエ曲線を描く
SWFShape->drawCubicTo — 現在の位置および指定した三つの制御点を使用して 三次ベジエ曲線を描く
SWFShape->drawCurve — 曲線を描く (相対座標)
SWFShape->drawCurveTo — 曲線を描く
SWFShape->drawGlyph — 指定したフォントのグリフ定義を使用して、 指定した文字列の最初の文字を図形の中に描く
SWFShape->drawLine — 線を描く (相対座標)
SWFShape->drawLineTo — 線を描く
SWFShape->movePen — 図形のペンを移動する(相対座標)
SWFShape->movePenTo — 図形のペンを移動する
SWFShape->setLeftFill — 左ラスタ色を設定する
SWFShape->setLine — 図形の線種を設定する
SWFShape->setRightFill — 右ラスタ色を設定する

SWFSound — SWFSound クラス
SWFSound — 指定したファイルから、新しい SWFSound オブジェクトを返す

SWFSoundInstance — SWFSoundInstance クラス



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

SWFSoundInstance->loopCount — 説明
SWFSoundInstance->loopInPoint — 説明
SWFSoundInstance->loopOutPoint — 説明
SWFSoundInstance->noMultiple — 説明

SWFSprite — SWFSprite クラス
SWFSprite->add — オブジェクトをスプライトに追加する
SWFSprite->__construct — ムービークリップ (スプライト) を作成する
SWFSprite->labelFrame — フレームにラベルをつける
SWFSprite->nextFrame — 動画の次のフレームに移動する
SWFSprite->remove — オブジェクトをスプライトから削除する
SWFSprite->setFrames — 動画の総フレーム数を設定する
SWFSprite->startSound — 説明
SWFSprite->stopSound — 説明

SWFText — SWFText クラス
SWFText->addString — 文字列を描画する
SWFText->addUTF8String — 現在のペンの位置に、現在のフォント・高さ・行間および色設定を使用して 指定したテキストで SWFText オブジェクトを作成する
SWFText->__construct — 新しい SWFText オブジェクトを作成する
SWFText->getAscent — 現在のサイズにおけるフォントの ascent (ベースライン上部の高さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFText->getDescent — 現在のサイズにおけるフォントの descent (ベースライン下部の深さ) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFText->getLeading — 現在のサイズにおけるフォントの leading (行間) あるいは取得できない場合は 0 を返す
SWFText->getUTF8Width — 現在のフォントおよびサイズにおける指定した文字列の幅を計算する
SWFText->getWidth — 文字列の幅を計算する
SWFText->moveTo — ペンを移動する
SWFText->setColor — 現在のテキスト色を設定する
SWFText->setFont — 現在のフォントを設定する
SWFText->setHeight — 現在のフォントの高さを設定する
SWFText->setSpacing — 現在のフォントの間隔を設定する

SWFTextField — SWFTextField クラス
SWFTextField->addChars — テキストフィールド内で使用可能なフォントに文字を追加する
SWFTextField->addString — 指定した文字列をテキストフィールドに結合する
SWFTextField->align — テキストフィールドの配置を設定する
SWFTextField->__construct — テキストフィールドのオブジェクトを作成する
SWFTextField->setBounds — テキストフィールドの幅と高さを設定する
SWFTextField->setColor — テキストフィールドの色を設定する
SWFTextField->setFont — テキストフィールドのフォントを設定する
SWFTextField->setHeight — このテキストフィールドのフォントの高さを設定する
SWFTextField->setIndentation — 最初の行の字下げを設定する
SWFTextField->setLeftMargin — テキストフィールドの左マージンの幅を設定する
SWFTextField->setLineSpacing — テキストフィールドの行間を設定する
SWFTextField->setMargins — テキストフィールドのマージン幅を設定する
SWFTextField->setName — 変数名を設定する
SWFTextField->setPadding — テキストフィールドのパディングを設定する
SWFTextField->setRightMargin — テキストフィールドの右マージンの幅を設定する

SWFVideoStream — SWFVideoStream クラス
SWFVideoStream->__construct — SWFVideoStream オブジェクトを返す
SWFVideoStream->getNumFrames — ビデオ内のフレーム数を返す
SWFVideoStream->setDimension — ビデオの大きさを設定する

PDF

導入
PHP の PDF 関数を使用すると、 Thomas Merz が作成して現在は » PDFlib GmbH がメンテナンスしている PDFlib ライブラリを使用した PDF ファイルが作成できるようになります。

本節のドキュメントは、PDFlib ライブラリで利用可能な関数の概要のみを 説明することを意図しており、完全なリファレンスではありません。 ここで扱う各関数の完全で詳細な説明については、PDFlib GmbH が配布する すべての PDFlib パッケージに含まれている PDFlib リ
ファレンスマニュアルを 参照ください。このドキュメントは、PDFlib の機能に関する 概要を非常に良くまとめており、全ての関数に関する最新のドキュメントが 含まれています。

はじめの一歩としては、 PDFlib 配布パッケージに含まれるサンプルプログラムを眺めることをお勧めします。 このサンプルでは、基本的なテキスト、ベクター、グラフィックスの出力だけではなく、 PDF インポート機能 (PDI) のような高度な関数も扱っています。

PDFlib のほとんどの関数と PHP モジュール内の関数の名前とパラメータは共通になっています。 別途設定されていない限り、 全ての長さと座標は、Postscript のポイント数で計られます。通常、1 インチあたり 72 Postscript ポイントですが、これは出力解像度に依存しま
す。 使用する座表系に関するより詳細な説明については、PDFlib の配布物に含まれる PDFlib リファレンスマニュアルを参照ください。

PDFlib のバージョン 6 では、PHP 4 用の関数指向の API に加えて PHP 5 用のオブジェクト指向の API も提供しています。 主な違いは以下のとおりです。

PHP 4 では、まず最初に以下のような関数コールによって PDF リソースを取得しなければなりませんでした。

$p = PDF_new().

http://www.pdflib.com/products/pdflib-family/
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この PDF リソースは、それ以降のすべての関数コールの 第一パラメータとして次のように使用されます。

PDF_begin_document($p, "", "").

しかし、PHP 5 では PDFlib オブジェクトは次のように作成します。

$p = new PDFlib().

このオブジェクトは、PDFlib API のすべての関数をメソッドとして 提供しています。たとえば次のようになります。

$p->begin_document("", "").

さらに、PHP 5 の新機能である例外についても PDFlib 6 以降でサポートしています。

詳細な情報は、以下の例を参照ください。

注意:

外部 PDF ライブラリを使用しない、他のフリーな PDF ジェネレータに 関心がある場合には、 関連する FAQ を参照してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PDFlib Lite はオープンソースで公開されていますが、 フリーで使用するためにはいくつかの条件があります。 PDFlib Lite は、PDFlib の機能の一部をサポートしています。詳細は PDFlib のウェブサイトを参照ください。 PDFlib の完全版は »
http://www.pdflib.com/products/pdflib-family/ でダウンロード可能ですが、 商用する場合はライセンスを購入する必要があります。

古いバージョンの PDFlib に関する問題
2000 年 3 月 9 日以降のバージョンの PHP 4 では、3.0 より古いバージョンの PDFlib をサポートしていません。

PDFlib 4.0 以降は、PHP 4.3.0 以降でサポートされています。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/pdflib.

PHP < 4.3.9 で以下の関数が動作するようにするには、 --with-pdflib[=DIR] を指定して PHP をコンパイルする必要があります。DIR は PDFlib のベースインストールディレクトリで、デフォルトは /usr/local です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
PDF_new() は新しい PDFlib オブジェクトを作成します。 これはほとんどの PDF 関数で必要となります。

定義済み定数
定数は定義されていません。

http://www.pdflib.com/products/pdflib-family/
http://www.pdflib.com/products/pdflib-family/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/pdflib
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例
目次

基本的な使用法

基本的な使用法
多くの関数の使用法は簡単です。最も困難なのは、最初に pdf ドキュメントを作成する場合でしょう。次の例は、入門の際の 助けとなるはずです。この例は PHP 4 を対象に開発されており、 1 ページを有するファイル test.pdf が作成されます。 ドキュメントにはフィールド
の内容についての情報が定義されており、 Helvetica-Bold フォントを読み込んで "Hello world! (says PHP)" というテキストを出力します。

例1 PHP 4 用の PDFlib での Hello World の例
<?php
$p = PDF_new();

/*  新しい PDF ファイルをオープンし、ディスク上に PDF を作成するためにファイル名を挿入します */
if (PDF_begin_document($p, "", "") == 0) {
    die("Error: " . PDF_get_errmsg($p));
}

PDF_set_info($p, "Creator", "hello.php");
PDF_set_info($p, "Author", "Rainer Schaaf");
PDF_set_info($p, "Title", "Hello world (PHP)!");

PDF_begin_page_ext($p, 595, 842, "");

$font = PDF_load_font($p, "Helvetica-Bold", "winansi", "");

PDF_setfont($p, $font, 24.0);
PDF_set_text_pos($p, 50, 700);
PDF_show($p, "Hello world!");
PDF_continue_text($p, "(says PHP)");
PDF_end_page_ext($p, "");

PDF_end_document($p, "");

$buf = PDF_get_buffer($p);
$len = strlen($buf);

header("Content-type: application/pdf");
header("Content-Length: $len");
header("Content-Disposition: inline; filename=hello.pdf");
print $buf;

PDF_delete($p);
?>

以下の例は PHP 5 用の PDFlib 配布物で使用するためのものです。PHP 5 の 新機能である例外処理やオブジェクトのカプセル化機能を使用しています。 この例では hello.pdf という名前の 1 ページの ファイルを作成します。 ドキュメントにはフィールドの内容についての情報
が定義されており、 Helvetica-Bold フォントを読み込んで "Hello world! (says PHP)" というテキストを出力します。

例2 PHP 5 用の PDFlib での Hello World の例
<?php

try {
    $p = new PDFlib();

    /*  新しい PDF ファイルをオープンし、ディスク上に PDF を作成するためにファイル名を挿入します */
    if ($p->begin_document("", "") == 0) {
        die("Error: " . $p->get_errmsg());
    }

    $p->set_info("Creator", "hello.php");
    $p->set_info("Author", "Rainer Schaaf");
    $p->set_info("Title", "Hello world (PHP)!");

    $p->begin_page_ext(595, 842, "");

    $font = $p->load_font("Helvetica-Bold", "winansi", "");

    $p->setfont($font, 24.0);
    $p->set_text_pos(50, 700);
    $p->show("Hello world!");
    $p->continue_text("(says PHP)");
    $p->end_page_ext("");

    $p->end_document("");

    $buf = $p->get_buffer();
    $len = strlen($buf);

    header("Content-type: application/pdf");
    header("Content-Length: $len");
    header("Content-Disposition: inline; filename=hello.pdf");
    print $buf;
}
catch (PDFlibException $e) {
    die("PDFlib exception occurred in hello sample:\n" .
    "[" . $e->get_errnum() . "] " . $e->get_apiname() . ": " .
    $e->get_errmsg() . "\n");
}
catch (Exception $e) {
    die($e);
}
$p = 0;
?>
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PDF 関数

廃止された PDFlib 関数についての注意
PHP 4.0.5 以降、PHPlib 用の PHP 拡張モジュールは、PDFlib GmbH から 正式にサポートされています。これにより、PDFlib リファレンスマニュアルに記述された全ての関数が PHP4 で全く同じ意味、 同じパラメータでサポートされています。しかし、PDFlib バージョン
5.0.4 以降ではすべてのパラメータを指定する必要があります。互換性を保つために PDFlib サポート関数ではまだ古い関数もサポートしていますが、上記の ように新しいバージョンに置換される予定です。PDFlib GmbH は、これらの 古い関数を使用した場合に生じた際に生じ
た問題に関してはサポートを 行いません。このドキュメントではそれらの関数については「古い関数」と 明記しており、かわりに使用する関数について説明しています。

PDF_activate_item
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_activate_item — 構造体要素やその他の内容をアクティブにする

説明

bool PDF_activate_item ( resource $pdfdoc , int $id )

事前に作成された構造体要素やその他の内容をアクティブにします。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_add_annotation
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_annotation — 注記を追加する [古い関数]

説明

この関数は非推奨です。かわりに PDF_create_annotation() を type=Text で使用してください。

PDF_add_bookmark
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_bookmark — ブックマークを現在のページに追加する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_create_bookmark() を使用してください。

PDF_add_launchlink
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_launchlink — 現在のページに起動用注記を追加する [古い関数]

説明

bool PDF_add_launchlink ( resource $pdfdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $filename )

web リソースへのリンクを追加します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに type=Launch として PDF_create_action()、そして type=Link として PDF_create_annotation() を使用してください。

PDF_add_locallink
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_locallink — 現在のページにリンク注記を追加する [古い関数]
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説明

bool PDF_add_locallink ( resource $pdfdoc , float $lowerleftx , float $lowerlefty , float $upperrightx , float $upperrighty , int $page , string $dest )

現在の PDF ファイルの中にターゲットへのリンク注記を追加します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに type=GoTo として PDF_create_action()、 そして type=Link として PDF_create_annotation() を使用してください。

PDF_add_nameddest
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_add_nameddest — 移動先を作成する

説明

bool PDF_add_nameddest ( resource $pdfdoc , string $name , string $optlist )

現在のドキュメントの任意のページに移動先を作成します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_add_note
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_note — 現在のページに注記を追加する [古い関数]

説明

bool PDF_add_note ( resource $pdfdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $contents , string $title , string $icon , int $open )

現在のページに注記を追加します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに type=Text とともに PDF_create_annotation() を使用してください。

PDF_add_outline
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_outline — 現在のページにブックマークを追加する [古い関数]

説明

この関数は非推奨です。かわりに PDF_create_bookmark() を使用してください。

PDF_add_pdflink
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_pdflink — 現在のページにリンク注記を追加する [古い関数]

説明

bool PDF_add_pdflink ( resource $pdfdoc , float $bottom_left_x , float $bottom_left_y , float $up_right_x , float $up_right_y , string $filename , int $page , string $dest )

PDF ターゲットにファイルリンク注記を追加します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに type=GoToR とともに PDF_create_action()、 および type=Link とともに PDF_create_annotation() を使用してください。

PDF_add_table_cell
(PECL pdflib >= 2.1.0)
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PDF_add_table_cell — 新しいテーブル、あるいは既存のテーブルにセルを追加する

説明

int PDF_add_table_cell ( resource $pdfdoc , int $table , int $column , int $row , string $text , string $optlist )

新しいテーブル、あるいは既存のテーブルにセルを追加します。

PDF_add_textflow
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_add_textflow — Textflow を作成するか、既存の Textflow にテキストを追加する

説明

int PDF_add_textflow ( resource $pdfdoc , int $textflow , string $text , string $optlist )

Textflow オブジェクトを作成するか、既存の Textflow にテキストと明示的なオプションを追加します。

PDF_add_thumbnail
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_thumbnail — 現在のページにサムネイルを追加する

説明

bool PDF_add_thumbnail ( resource $pdfdoc , int $image )

現在のページにサムネイルとして既存のイメージを追加します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_add_weblink
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_add_weblink — 現在のページに Web リンクを追加する [古い関数]

説明

bool PDF_add_weblink ( resource $pdfdoc , float $lowerleftx , float $lowerlefty , float $upperrightx , float $upperrighty , string $url )

Web 上のターゲット url への Web リンクを追加します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに type=URI とともに PDF_create_action()、 および type=Link とともに PDF_create_annotation() を使用してください。

PDF_arc
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_arc — 反時計回りに円弧を描く

説明

bool PDF_arc ( resource $p , float $x , float $y , float $r , float $alpha , float $beta )

反時計周りの円弧を追加します。

PDF_arcn
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)
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PDF_arcn — 時計回りに円弧を描く

説明

bool PDF_arcn ( resource $p , float $x , float $y , float $r , float $alpha , float $beta )

描画の方向以外は、この関数の動作は pdf_arc() とまったく同じです。

PDF_attach_file
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_attach_file — 現在のページに添付ファイルを追加する [古い関数]

説明

bool PDF_attach_file ( resource $pdfdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $filename , string $description , string $author , string $mimetype , string $icon )

添付ファイル注記を追加します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに type=FileAttachment とともに PDF_create_annotation() を使用してください。

PDF_begin_document
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_begin_document — 新しい PDF ファイルを作成する

説明

int PDF_begin_document ( resource $pdfdoc , string $filename , string $optlist )

さまざまなオプションをもとにして、新しい PDF ファイルを作成します。

PDF_begin_font
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_begin_font — Type 3 フォント定義を開始する

説明

bool PDF_begin_font ( resource $pdfdoc , string $filename , float $a , float $b , float $c , float $d , float $e , float $f , string $optlist )

Type 3 フォント定義を開始します。

PDF_begin_glyph
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_begin_glyph — Type 3 フォントのグリフ定義を開始する

説明

bool PDF_begin_glyph ( resource $pdfdoc , string $glyphname , float $wx , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury )

Type 3 フォントのグリフ定義を開始します。

PDF_begin_item
(PECL pdflib >= 2.0.0)
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PDF_begin_item — 構造体要素あるいはその他の内容をオープンする

説明

int PDF_begin_item ( resource $pdfdoc , string $tag , string $optlist )

オプションで指定した属性を使用して、 構造体要素あるいはその他の内容をオープンします。

PDF_begin_layer
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_begin_layer — レイヤーを開始する

説明

bool PDF_begin_layer ( resource $pdfdoc , int $layer )

その後のページ出力で使用するレイヤーを開始します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は、PDF 1.5 で使用可能です。

PDF_begin_page_ext
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_begin_page_ext — 新規ページを開始する

説明

bool PDF_begin_page_ext ( resource $pdfdoc , float $width , float $height , string $optlist )

ドキュメントに新しいページを追加し、さまざまなオプションを設定します。 パラメータ width および height は、新しいページの大きさをポイント数で指定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

一般的なページサイズのポイント
数

名前 サイズ
A0 2380 x 3368
A1 1684 x 2380
A2 1190 x 1684
A3 842 x 1190
A4 595 x 842
A5 421 x 595
A6 297 x 421
B5 501 x 709
letter (8.5" x 11") 612 x 792
legal (8.5" x 14") 612 x 1008
ledger (17" x 11") 1224 x 792
11" x 17" 792 x 1224

PDF_begin_page
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_begin_page — 新規ページを開始する [古い関数]

説明

bool PDF_begin_page ( resource $pdfdoc , float $width , float $height )

新しいページをドキュメントに追加します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_begin_page_ext() を使用してください。
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PDF_begin_pattern
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_begin_pattern — パターン定義を開始する

説明

int PDF_begin_pattern ( resource $pdfdoc , float $width , float $height , float $xstep , float $ystep , int $painttype )

新規パターンの定義を開始します。

PDF_begin_template_ext
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_begin_template_ext — テンプレート定義を開始する

説明

int PDF_begin_template_ext ( resource $pdfdoc , float $width , float $height , string $optlist )

新規テンプレートの定義を開始します。

PDF_begin_template
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_begin_template — テンプレート定義を開始する [古い関数]

説明

int PDF_begin_template ( resource $pdfdoc , float $width , float $height )

新規テンプレートの定義を開始します。

この関数は PDFlib バージョン 7 で廃止されました。 かわりに PDF_begin_template_ext() を使用してください。

PDF_circle
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_circle — 円を描く

説明

bool PDF_circle ( resource $pdfdoc , float $x , float $y , float $r )

円を追加します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_clip
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_clip — 現在のパスに切り取る

説明

bool PDF_clip ( resource $p )

現在のパスをクリッピングパスとして使用し、パスを終了します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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PDF_close_image
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_close_image — 画像を閉じる

説明

bool PDF_close_image ( resource $p , int $image )

PDF_open_image() 関数から取得された image を閉じます。

PDF_close_pdi_page
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_close_pdi_page — ページハンドルを閉じる

説明

bool PDF_close_pdi_page ( resource $p , int $page )

ページハンドルを閉じ、そのページに関係する全てのリソースを開放します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_close_pdi
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_close_pdi — PDF ドキュメント入力を閉じる [古い関数]

説明

bool PDF_close_pdi ( resource $p , int $doc )

全てのオープンされたページハンドルをクローズし、PDF ドキュメント入力 (PDI) を閉じます。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 7 で廃止されました。 かわりに PDF_close_pdi_document() を使用してください。

PDF_close
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_close — pdf ドキュメントを閉じる [古い関数]

説明

bool PDF_close ( resource $p )

生成された PDF ファイルを閉じ、ドキュメントの関係する全てのリソースを 開放します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_end_document() を使用してください。

PDF_closepath_fill_stroke
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_closepath_fill_stroke — 現在のパスを閉じ、塗りつぶし、輪郭を描く

説明

bool PDF_closepath_fill_stroke ( resource $p )

パスを閉じ、塗りつぶし、輪郭を描きます。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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PDF_closepath_stroke
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_closepath_stroke — パスを閉じ、パスに沿って線を描く

説明

bool PDF_closepath_stroke ( resource $p )

パスを閉じ、その輪郭を描きます。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_closepath
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_closepath — 現在のパスを閉じる

説明

bool PDF_closepath ( resource $p )

現在のパスを閉じます。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_concat
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_concat — 行列を CTM に追加する

説明

bool PDF_concat ( resource $p , float $a , float $b , float $c , float $d , float $e , float $f )

行列を現在の変換行列 (Current Transformation Matrix: CTM) に追加します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_continue_text
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_continue_text — 次の行にテキストを出力する

説明

bool PDF_continue_text ( resource $p , string $text )

次の行に text を出力します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_create_3dview
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_create_3dview — 3D ビューを作成する

説明

int PDF_create_3dview ( resource $pdfdoc , string $username , string $optlist )

3D ビューを作成します。

この関数は PDF 1.6 を必要とします。
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PDF_create_action
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_action — オブジェクトやイベントに対するアクションを作成する

説明

int PDF_create_action ( resource $pdfdoc , string $type , string $optlist )

さまざまなオブジェクトやイベントに適用可能なアクションを作成します。

PDF_create_annotation
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_annotation — 矩形の注記を作成する

説明

bool PDF_create_annotation ( resource $pdfdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $type , string $optlist )

現在のページに矩形の注記を作成します。

PDF_create_bookmark
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_bookmark — ブックマークを作成する

説明

int PDF_create_bookmark ( resource $pdfdoc , string $text , string $optlist )

さまざまなオプションをもとにしてブックマークを作成します。

PDF_create_field
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_field — フォームフィールドを作成する

説明

bool PDF_create_field ( resource $pdfdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $name , string $type , string $optlist )

さまざまなオプションをもとにして、現在のページ上にフォームフィールドを作成します。

PDF_create_fieldgroup
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_fieldgroup — フォームフィールドグループを作成する

説明

bool PDF_create_fieldgroup ( resource $pdfdoc , string $name , string $optlist )

さまざまなオプションをもとにして、 フォームフィールドグループを作成します。
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PDF_create_gstate
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_gstate — 画像状態オブジェクトを作成する

説明

int PDF_create_gstate ( resource $pdfdoc , string $optlist )

さまざまなオプションをもとにして、画像状態オブジェクトを作成します。

PDF_create_pvf
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_pvf — PDFlib 仮想ファイルを作成する

説明

bool PDF_create_pvf ( resource $pdfdoc , string $filename , string $data , string $optlist )

メモリ内のデータから、読み込み専用の仮想ファイルを作成します。

PDF_create_textflow
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_create_textflow — textflow オブジェクトを作成する

説明

int PDF_create_textflow ( resource $pdfdoc , string $text , string $optlist )

後の書式設定で使用するテキストの前処理を行い、textflow オブジェクトを作成します。

PDF_curveto
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_curveto — ベジエ曲線を描く

説明

bool PDF_curveto ( resource $p , float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

3 つの制御点を使用して現在の点からベジエ曲線を描画します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_define_layer
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_define_layer — レイヤー定義を作成する

説明

int PDF_define_layer ( resource $pdfdoc , string $name , string $optlist )

新しいレイヤー定義を作成します。

この関数は、PDF 1.5 で使用可能です。
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PDF_delete_pvf
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_delete_pvf — PDFlib 仮想ファイルを削除する

説明

int PDF_delete_pvf ( resource $pdfdoc , string $filename )

仮想ファイルを削除し、そのデータ構造体を開放します (ファイルの中身は削除しません)。

PDF_delete_table
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_delete_table — テーブルオブジェクトを削除する

説明

bool PDF_delete_table ( resource $pdfdoc , int $table , string $optlist )

テーブルおよびそれに関連付けられたすべてのデータ構造を削除します。

PDF_delete_textflow
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_delete_textflow — textflow オブジェクトを削除する

説明

bool PDF_delete_textflow ( resource $pdfdoc , int $textflow )

textflow および関連付けられたデータ構造体を削除します。

PDF_delete
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_delete — PDFlib オブジェクトを削除する

説明

bool PDF_delete ( resource $pdfdoc )

PDFlib オブジェクトを削除し、内部リソースを全て開放します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_encoding_set_char
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_encoding_set_char — グリフ名や Unicode 値を追加する

説明

bool PDF_encoding_set_char ( resource $pdfdoc , string $encoding , int $slot , string $glyphname , int $uv )

グリフ名や Unicode 値を、カスタムエンコーディングに追加します。

PDF_end_document



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_end_document — PDF ファイルを閉じる

説明

bool PDF_end_document ( resource $pdfdoc , string $optlist )

作成された PDF ファイルを閉じ、さまざまなオプションを適用します。

PDF_end_font
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_end_font — Type 3 フォント定義を終了する

説明

bool PDF_end_font ( resource $pdfdoc )

Type 3 フォント定義を終了します。

PDF_end_glyph
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_end_glyph — Type 3 フォントのグリフ定義を終了する

説明

bool PDF_end_glyph ( resource $pdfdoc )

Type 3 フォントのグリフ定義を終了します。

PDF_end_item
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_end_item — 構造体要素やその他の内容を閉じる

説明

bool PDF_end_item ( resource $pdfdoc , int $id )

構造体要素やその他の内容を閉じます。

PDF_end_layer
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_end_layer — すべてのアクティブなレイヤーを無効にする

説明

bool PDF_end_layer ( resource $pdfdoc )

すべてのアクティブなレイヤーを無効にします。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は、PDF 1.5 で使用可能です。

PDF_end_page_ext
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(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_end_page_ext — ページを終了する

説明

bool PDF_end_page_ext ( resource $pdfdoc , string $optlist )

ページを終了し、さまざまなオプションを適用します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_end_page
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_end_page — ページを終了する

説明

bool PDF_end_page ( resource $p )

ページを終了します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_end_pattern
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_end_pattern — パターンを終了する

説明

bool PDF_end_pattern ( resource $p )

パターンの定義を終了します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_end_template
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_end_template — テンプレートを終了する

説明

bool PDF_end_template ( resource $p )

テンプレートの定義を終了します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_endpath
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_endpath — 現在のパスを終了する

説明

bool PDF_endpath ( resource $p )

塗りつぶしや描画を行わず、現在のパスを終了します。

PDF_fill_imageblock
(PECL pdflib >= 2.0.0)
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PDF_fill_imageblock — 画像ブロックをさまざまなデータで塗りつぶす

説明

int PDF_fill_imageblock ( resource $pdfdoc , int $page , string $blockname , int $image , string $optlist )

画像ブロックを、そのプロパティに基づいたさまざまなデータで塗りつぶします。

この関数は、PDFlib Personalization Server (PPS) でのみ使用可能です。

PDF_fill_pdfblock
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_fill_pdfblock — PDF ブロックをさまざまなデータで塗りつぶす

説明

int PDF_fill_pdfblock ( resource $pdfdoc , int $page , string $blockname , int $contents , string $optlist )

PDF ブロックを、そのプロパティに基づいたさまざまなデータで塗りつぶします。

この関数は、PDFlib Personalization Server (PPS) でのみ使用可能です。

PDF_fill_stroke
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_fill_stroke — パスを塗りつぶし、パスの輪郭を描く

説明

bool PDF_fill_stroke ( resource $p )

現在のパスの内部を塗りつぶし色で塗りつぶし、輪郭を 輪郭色で描画します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_fill_textblock
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_fill_textblock — テキストブロックをさまざまなデータで塗りつぶす

説明

int PDF_fill_textblock ( resource $pdfdoc , int $page , string $blockname , string $text , string $optlist )

テキストブロックを、そのプロパティに基づいたさまざまなデータで塗りつぶします。

この関数は、PDFlib Personalization Server (PPS) でのみ使用可能です。

PDF_fill
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_fill — 現在のパスを塗りつぶす

説明

bool PDF_fill ( resource $p )

現在のパスの内部を現在の塗りつぶし色で塗りつぶします。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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PDF_findfont
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_findfont — 後で使用するフォントを準備する [古い関数]

説明

int PDF_findfont ( resource $p , string $fontname , string $encoding , int $embed )

後で PDF_setfont() で使用するフォントを検索し、 準備します。 このフォントのメトリックがロードされ、embed がゼロでない場合はフォントファイルがチェックされますが、 ロードはまだ行われません。encodingは、 builtin、macroman、 winansi、host、 ユーザ定義のエ
ンコーディング名あるいは CMap の名前のどれかとなります。 パラメータ embed は、PHP 4.3.5 以前あるいは PDFlib バージョン 5 未満ではオプションです。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに PDF_load_font() を使用してください。

PDF_fit_image
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_fit_image — 画像やテンプレートを配置する

説明

bool PDF_fit_image ( resource $pdfdoc , int $image , float $x , float $y , string $optlist )

画像やテンプレートを、さまざまなオプションに基づいてページ上に配置します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_fit_pdi_page
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_fit_pdi_page — インポートした PDF ページを配置する

説明

bool PDF_fit_pdi_page ( resource $pdfdoc , int $page , float $x , float $y , string $optlist )

さまざまなオプションに基づいて、インポートした PDF ページを配置します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_fit_table
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_fit_table — テーブルをページに配置する

説明

string PDF_fit_table ( resource $pdfdoc , int $table , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $optlist )

テーブルを、ページ全体あるいは部分的に配置します。

PDF_fit_textflow
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_fit_textflow — textflow を矩形領域に配置する

説明

string PDF_fit_textflow ( resource $pdfdoc , int $textflow , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $optlist )

textflow の次の部分を、矩形領域に配置します。
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PDF_fit_textline
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_fit_textline — 1 行分のテキストを配置する

説明

bool PDF_fit_textline ( resource $pdfdoc , string $text , float $x , float $y , string $optlist )

1 行分のテキストを、さまざまなオプションに基づいてページ上に配置します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_get_apiname
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_get_apiname — 成功しなかった API 関数の名前を取得する

説明

string PDF_get_apiname ( resource $pdfdoc )

直近で例外を発生させたり失敗したりした API 関数の名前を取得します。

PDF_get_buffer
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_buffer — PDF 出力バッファを取得する

説明

string PDF_get_buffer ( resource $p )

生成された PDF データを含むバッファの内容を取得します。

PDF_get_errmsg
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_get_errmsg — エラーテキストを取得する

説明

string PDF_get_errmsg ( resource $pdfdoc )

直近で発生した例外のテキストや、関数コールが失敗した理由の テキストを取得します。

PDF_get_errnum
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_get_errnum — エラー番号を取得する

説明

int PDF_get_errnum ( resource $pdfdoc )

直近で発生した例外の番号や、失敗した関数コールの理由を表す番号を取得します。
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PDF_get_font
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_font — フォントを取得する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。 かわりにパラメータ font を用いて PDF_get_value() を使用してください。

PDF_get_fontname
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_fontname — フォント名を取得する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。 かわりにパラメータ fontname を用いて PDF_get_parameter() を使用してください。

PDF_get_fontsize
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_fontsize — フォント処理 [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。 かわりにパラメータ fontsize を用いて PDF_get_value() を使用してください。

PDF_get_image_height
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_image_height — 画像の高さを取得する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。 かわりにパラメータ imageheight を用いて PDF_get_value() を使用してください。

PDF_get_image_width
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_image_width — 画像の幅を取得する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。 かわりにパラメータ imagewidth を用いて PDF_get_value() を使用してください。

PDF_get_majorversion
(PHP 4 >= 4.2.0, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_majorversion — メジャーバージョン番号を取得する [古い関数]

説明

int PDF_get_majorversion ( void )
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この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。 かわりにパラメータ major を用いて PDF_get_value() を使用してください。

PDF_get_minorversion
(PHP 4 >= 4.2.0, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_minorversion — マイナーバージョン番号を取得する [古い関数]

説明

int PDF_get_minorversion ( void )

PDFlib のマイナーバージョン番号を返します。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。 かわりにパラメータ minor を用いて PDF_get_value() を使用してください。

PDF_get_parameter
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_parameter — 文字列パラメータを取得する

説明

string PDF_get_parameter ( resource $p , string $key , float $modifier )

いくつかの PDFlib パラメータの内容を文字列として取得します。

PDF_get_pdi_parameter
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_pdi_parameter — PDI 文字列パラメータを取得する [古い関数]

説明

string PDF_get_pdi_parameter ( resource $p , string $key , int $doc , int $page , int $reserved )

文字列型の PDI ドキュメントパラメータの内容を取得します。

この関数は PDFlib バージョン 7 で廃止されました。 かわりに PDF_pcos_get_string() を使用してください。

PDF_get_pdi_value
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_pdi_value — 数値型の PDI パラメータを取得する [古い関数]

説明

float PDF_get_pdi_value ( resource $p , string $key , int $doc , int $page , int $reserved )

数値型を有する PDI ドキュメントパラメータの内容を取得します。

この関数は PDFlib バージョン 7 で廃止されました。 かわりに PDF_pcos_get_number() を使用してください。

PDF_get_value
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_get_value — 数値型のパラメータを取得する
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説明

float PDF_get_value ( resource $p , string $key , float $modifier )

いくつかの PDFlib パラメータを数値型で取得します。

PDF_info_font
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_info_font — 読み込まれたフォントについての詳細情報を問い合わせる

説明

float PDF_info_font ( resource $pdfdoc , int $font , string $keyword , string $optlist )

読み込まれたフォントについての詳細情報を問い合わせます。

PDF_info_matchbox
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_info_matchbox — マッチボックスの情報を問い合わせる

説明

float PDF_info_matchbox ( resource $pdfdoc , string $boxname , int $num , string $keyword )

現在のページ上のマッチボックスについての情報を問い合わせます。

PDF_info_table
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_info_table — テーブルの情報を取得する

説明

float PDF_info_table ( resource $pdfdoc , int $table , string $keyword )

直近に配置されたテーブルインスタンスについてのテーブルの情報を取得します。

PDF_info_textflow
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_info_textflow — textflow の状態を問い合わせる

説明

float PDF_info_textflow ( resource $pdfdoc , int $textflow , string $keyword )

textflow の現在の状態を問い合わせます。

PDF_info_textline
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_info_textline — テキストの行のフォーマットを行い、メトリクスを問い合わせる

説明
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float PDF_info_textline ( resource $pdfdoc , string $text , string $keyword , string $optlist )

テキストの行のフォーマットを行い、その結果のメトリクスを問い合わせます。

PDF_initgraphics
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_initgraphics — 描画状態をリセットする

説明

bool PDF_initgraphics ( resource $p )

色および描画状態パラメータを全てデフォルト値にリセットします。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_lineto
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_lineto — 線を描く

説明

bool PDF_lineto ( resource $p , float $x , float $y )

現在の点から別の点まで線を描画します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_load_3ddata
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_load_3ddata — 3D モデルを読み込む

説明

int PDF_load_3ddata ( resource $pdfdoc , string $filename , string $optlist )

3D モデルを、ディスク上あるいは仮想ファイルから読み込みます。

この関数は PDF 1.6 を必要とします。

PDF_load_font
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_load_font — フォントを検索し、準備する

説明

int PDF_load_font ( resource $pdfdoc , string $fontname , string $encoding , string $optlist )

フォントを検索し、後に使用するために準備します。

PDF_load_iccprofile
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_load_iccprofile — ICC プロファイルを検索し、準備する

説明
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int PDF_load_iccprofile ( resource $pdfdoc , string $profilename , string $optlist )

ICC プロファイルを検索し、後に使用するために準備します。

PDF_load_image
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_load_image — 画像ファイルをオープンする

説明

int PDF_load_image ( resource $pdfdoc , string $imagetype , string $filename , string $optlist )

さまざまなオプションをもとに、 ディスク上の画像ファイルや仮想画像ファイルをオープンします。

PDF_makespotcolor
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_makespotcolor — スポット色を作成する

説明

int PDF_makespotcolor ( resource $p , string $spotname )

組み込みのスポット色名を検索するか、 現在の塗りつぶし色から名前付きのスポット色を作成します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_moveto
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_moveto — 現在の位置を設定する

説明

bool PDF_moveto ( resource $p , float $x , float $y )

描画出力のための現在の点を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_new
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_new — PDFlib オブジェクトを作成する

説明

resource PDF_new ( void )

新規に PDFlib オブジェクトを作成します。

PDF_open_ccitt
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_ccitt — raw CCITT イメージをオープンする [古い関数]

説明

int PDF_open_ccitt ( resource $pdfdoc , string $filename , int $width , int $height , int $BitReverse , int $k , int $Blackls1 )
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raw CCITT イメージをオープンします。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに PDF_load_image() を使用してください。

PDF_open_file
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_file — PDF ファイルを作成する [古い関数]

説明

bool PDF_open_file ( resource $p , string $filename )

新規の PDF ファイルを指定したファイル名で作成します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_begin_document() を使用してください。

PDF_open_gif
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_gif — GIF イメージをオープンする [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_load_image() を使用してください。

PDF_open_image_file
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_image_file — ファイルからイメージを読み込む [古い関数]

説明

int PDF_open_image_file ( resource $p , string $imagetype , string $filename , string $stringparam , int $intparam )

イメージファイルをオープンします。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに colorize、ignoremask、invert、mask、masked および page を指定して PDF_load_image() を使用してください。

PDF_open_image
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_image — イメージデータを使用する [古い関数]

説明

int PDF_open_image ( resource $p , string $imagetype , string $source , string $data , int $length , int $width , int $height , int $components , int $bpc , string $params )

さまざまなデータソースからのイメージデータを使用します。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに 仮想ファイルおよび PDF_load_image() を使用してください。

PDF_open_jpeg
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_jpeg — JPEG イメージをオープンする [古い関数]
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説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_load_image() を使用してください。

PDF_open_memory_image
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_memory_image — PHP のイメージ関数で作成されたイメージをオープンする [未サポート]

説明

int PDF_open_memory_image ( resource $p , resource $image )

この関数は PDFlib GmbH でサポートされていません。

PDF_open_pdi_document
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_open_pdi_document — Prepare a pdi document

説明

int PDF_open_pdi_document ( resource $p , string $filename , string $optlist )

Open a disk-based or virtual PDF document and prepare it for later use.

PDF_open_pdi_page
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_pdi_page — ページを準備する

説明

int PDF_open_pdi_page ( resource $p , int $doc , int $pagenumber , string $optlist )

PDF_fit_pdi_image() で後で使用するようにページを準備します。

PDF_open_pdi
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_pdi — PDF ファイルをオープンする [古い関数]

説明

int PDF_open_pdi ( resource $pdfdoc , string $filename , string $optlist , int $len )

後で使用するため、ディスクベースかあるいは仮想 PDF ドキュメントをオープンします。

この関数は PDFlib バージョン 7 で廃止されました。 かわりに PDF_open_pdi_document() を使用してください。

PDF_open_tiff
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_open_tiff — TIFF イメージをオープンする [古い関数]

説明
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この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_load_image() を使用してください。

PDF_pcos_get_number
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_pcos_get_number — number あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得する

説明

float PDF_pcos_get_number ( resource $p , int $doc , string $path )

number あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得します。

PDF_pcos_get_stream
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_pcos_get_stream — stream、fstream あるいは string 型の pCOS パスの内容を取得する

説明

string PDF_pcos_get_stream ( resource $p , int $doc , string $optlist , string $path )

stream、fstream あるいは string 型の pCOS パスの内容を取得します。

PDF_pcos_get_string
(PECL pdflib >= 2.1.0)

PDF_pcos_get_string — name、string あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得する

説明

string PDF_pcos_get_string ( resource $p , int $doc , string $path )

name, string あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得します。

PDF_place_image
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_place_image — イメージをページ上に置く [古い関数]

説明

bool PDF_place_image ( resource $pdfdoc , int $image , float $x , float $y , float $scale )

イメージを置き、サイズを変更します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに PDF_fit_image() を使用してください。

PDF_place_pdi_page
(PHP 4 >= 4.0.6, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_place_pdi_page — PDF ページを置く [古い関数]

説明

bool PDF_place_pdi_page ( resource $pdfdoc , int $page , float $x , float $y , float $sx , float $sy )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

PDI ページを配置し、サイズを変更します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに PDF_fit_pdi_page() を使用してください。

PDF_process_pdi
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_process_pdi — インポートされた PDF ドキュメントを処理する

説明

int PDF_process_pdi ( resource $pdfdoc , int $doc , int $page , string $optlist )

インポートされた PDF ドキュメントの要素を処理します。

PDF_rect
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_rect — 矩形を描く

説明

bool PDF_rect ( resource $p , float $x , float $y , float $width , float $height )

矩形を描画します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_restore
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_restore — 描画状態を復元する

説明

bool PDF_restore ( resource $p )

直近に保存された描画状態を復元します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_resume_page
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_resume_page — ページを再開する

説明

bool PDF_resume_page ( resource $pdfdoc , string $optlist )

ページを再開し、さらに内容を追加します。

PDF_rotate
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_rotate — 座標系を回転する

説明

bool PDF_rotate ( resource $p , float $phi )
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座標系を回転します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_save
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_save — 描画状態を保存する

説明

bool PDF_save ( resource $p )

現在の描画状態を保存します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_scale
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_scale — スケールを設定する

説明

bool PDF_scale ( resource $p , float $sx , float $sy )

座表系のスケールを設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_set_border_color
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_border_color — 注記の周りの境界色を設定する [古い関数]

説明

bool PDF_set_border_color ( resource $p , float $red , float $green , float $blue )

全ての種類の注記の境界色を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_create_annotation() でオプション annotcolor を使用してください。

PDF_set_border_dash
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_border_dash — 注記の周りの境界の破線形式を設定する [古い関数]

説明

bool PDF_set_border_dash ( resource $pdfdoc , float $black , float $white )

全ての種類の注記の境界の破線形式を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_create_annotation() でオプション dasharray を使用してください。

PDF_set_border_style
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_border_style — 注記の周りの境界の形式を設定する [古い関数]

説明
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bool PDF_set_border_style ( resource $pdfdoc , string $style , float $width )

全ての種類の注記の境界の形式を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに PDF_create_annotation() でオプション borderstyle および linewidth を使用してください。

PDF_set_char_spacing
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_char_spacing — 文字間隔を設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_value() でパラメータ charspacing を使用してください。

PDF_set_duration
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_duration — ページ間隔を設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに duration オプションを PDF_begin_page_ext() あるいは PDF_end_page_ext() で使用してください。

PDF_set_gstate
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_set_gstate — 画像状態オブジェクトをアクティブにする

説明

bool PDF_set_gstate ( resource $pdfdoc , int $gstate )

画像状態オブジェクトをアクティブにします。

PDF_set_horiz_scaling
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_horiz_scaling — テキストの横方向倍率を設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_value() でパラメータ horizscaling を使用してください。

PDF_set_info_author
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_info_author — ドキュメントの author フィールドを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_info() を使用してください。

PDF_set_info_creator
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(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_info_creator — ドキュメントの creator フィールドを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_info() を使用してください。

PDF_set_info_keywords
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_info_keywords — ドキュメントの keyword フィールドを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_info() を使用してください。

PDF_set_info_subject
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_info_subject — ドキュメントの subject フィールドを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_info() を使用してください。

PDF_set_info_title
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_info_title — ドキュメントの title フィールドを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_info() を使用してください。

PDF_set_info
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_info — ドキュメント情報のフィールドを設定する

説明

bool PDF_set_info ( resource $p , string $key , string $value )

ドキュメント情報フィールド key に value を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_set_layer_dependency
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_set_layer_dependency — レイヤー間の関係を定義する

説明

bool PDF_set_layer_dependency ( resource $pdfdoc , string $type , string $optlist )
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レイヤー間の階層やグループ関係を定義します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は、PDF 1.5 で使用可能です。

PDF_set_leading
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_leading — テキストの行間を設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_value() で パラメータ leading を使用してください。

PDF_set_parameter
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_parameter — 文字列パラメータを設定する

説明

bool PDF_set_parameter ( resource $p , string $key , string $value )

PDFlib パラメータを文字列型で設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_set_text_matrix
(PHP 4 <= 4.0.4)

PDF_set_text_matrix — テキストの行列を設定する [古い関数]

説明

PDFlib バージョン 3 以降、この関数は非推奨です。かわりに PDF_scale()、PDF_translate()、 PDF_rotate() あるいは PDF_skew() を使用してください。

PDF_set_text_pos
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_text_pos — テキストの位置を設定する

説明

bool PDF_set_text_pos ( resource $p , float $x , float $y )

テキストの出力位置を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_set_text_rendering
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_text_rendering — テキストの描画方法を設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_value() でパラメータ textrendering を使用してください。

PDF_set_text_rise
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(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_text_rise — テキストの傾きを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_value() でパラメータ textrise を使用してください。

PDF_set_value
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_value — 数値パラメータを設定する

説明

bool PDF_set_value ( resource $p , string $key , float $value )

PDFlib パラメータの値を数値型で設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_set_word_spacing
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_set_word_spacing — 単語間の空白を設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 3 で廃止されました。かわりに PDF_set_value() でパラメータ wordspacing を使用してください。

PDF_setcolor
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setcolor — 塗りつぶし色および輪郭色を設定する

説明

bool PDF_setcolor ( resource $p , string $fstype , string $colorspace , float $c1 , float $c2 , float $c3 , float $c4 )

現在の色空間と色を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setdash
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setdash — 破線パターンを設定する

説明

bool PDF_setdash ( resource $pdfdoc , float $b , float $w )

現在のダッシュパターンを黒 b および白 w 単位で設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setdashpattern
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_setdashpattern — 破線パターンを設定する

説明
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bool PDF_setdashpattern ( resource $pdfdoc , string $optlist )

オプションリストで定義した破線パターンを設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setflat
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setflat — 平面度を設定する

説明

bool PDF_setflat ( resource $pdfdoc , float $flatness )

平面度を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setfont
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setfont — フォントを設定する

説明

bool PDF_setfont ( resource $pdfdoc , int $font , float $fontsize )

PDF_findfont() から返された font ハンドルを使用し、指定した size で現在のフォントを設定します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setgray_fill
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setgray_fill — 塗りつぶし色をグレーに設定する [古い関数]

説明

bool PDF_setgray_fill ( resource $p , float $g )

現在の塗りつぶし色を 0 から 1 までのグレー値に設定します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 4 で廃止されました。かわりに PDF_setcolor() を使用してください。

PDF_setgray_stroke
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setgray_stroke — 描画色をグレーに設定する [古い関数]

説明

bool PDF_setgray_stroke ( resource $p , float $g )

現在の輪郭描画色を 0 から 1 までのグレー値に設定します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 4 で廃止されました。かわりに PDF_setcolor() を使用してください。

PDF_setgray
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setgray — 色をグレーに設定する [古い関数]
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説明

bool PDF_setgray ( resource $p , float $g )

現在の塗りつぶしおよび輪郭描画色を 0 から 1 までのグレー値に設定します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 4 で廃止されました。かわりに PDF_setcolor() を使用してください。

PDF_setlinecap
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setlinecap — linecap パラメータを設定する

説明

bool PDF_setlinecap ( resource $p , int $linecap )

linecap を設定し、 ストロークを考慮したうえでパスの終端の形状を制御します。

PDF_setlinejoin
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setlinejoin — linejoin パラメータを設定する

説明

bool PDF_setlinejoin ( resource $p , int $value )

linejoin パラメータを設定し、 パスを描画する際の角の形状を指定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setlinewidth
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setlinewidth — 線幅を設定する

説明

bool PDF_setlinewidth ( resource $p , float $width )

現在の線幅を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setmatrix
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setmatrix — 現在の変換行列を設定する

説明

bool PDF_setmatrix ( resource $p , float $a , float $b , float $c , float $d , float $e , float $f )

現在の変換行列を明示的に設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setmiterlimit
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setmiterlimit — miter limit を設定する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

bool PDF_setmiterlimit ( resource $pdfdoc , float $miter )

miter limit を設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_setpolydash
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setpolydash — 複雑な破線パターンを設定する [古い関数]

説明

この関数は PDFlib バージョン 5 で廃止されました。かわりに PDF_setdashpattern() を使用してください。

PDF_setrgbcolor_fill
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setrgbcolor_fill — 塗りつぶし RGB 色の値を設定する

説明

bool PDF_setrgbcolor_fill ( resource $p , float $red , float $green , float $blue )

現在の塗りつぶし色を指定した RGB 値に設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 4 で廃止されました。かわりに PDF_setcolor() を使用してください。

PDF_setrgbcolor_stroke
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setrgbcolor_stroke — 描画 RGB 色を設定する [古い関数]

説明

bool PDF_setrgbcolor_stroke ( resource $p , float $red , float $green , float $blue )

現在の輪郭色を指定した RGB 値に設定します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 4 で廃止されました。かわりに PDF_setcolor() を使用してください。

PDF_setrgbcolor
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_setrgbcolor — 描画および塗りつぶし RGB 色を設定する [古い関数]

説明

bool PDF_setrgbcolor ( resource $p , float $red , float $green , float $blue )

現在の塗りつぶし色と輪郭色を指定した RGB 値に設定します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

この関数は PDFlib バージョン 4 で廃止されました。かわりに PDF_setcolor() を使用してください。

PDF_shading_pattern
(PECL pdflib >= 2.0.0)
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PDF_shading_pattern — シェーディングパターンを定義する

説明

int PDF_shading_pattern ( resource $pdfdoc , int $shading , string $optlist )

シェーディングオブジェクトを使用して、シェーディングパターンを定義します。

この関数は、PDF 1.4 以降で使用可能です。

PDF_shading
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_shading — 混色を定義する

説明

int PDF_shading ( resource $pdfdoc , string $shtype , float $x0 , float $y0 , float $x1 , float $y1 , float $c1 , float $c2 , float $c3 , float $c4 , string $optlist )

現在の塗りつぶし色と他の色との混色を定義します。

この関数は、PDF 1.4 以降で使用可能です。

PDF_shfill
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_shfill — シェーディングで領域を塗りつぶす

説明

bool PDF_shfill ( resource $pdfdoc , int $shading )

シェーディングオブジェクトに基づいたシェーディングで、 領域を塗りつぶします。

この関数は、PDF 1.4 以降で使用可能です。

PDF_show_boxed
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_show_boxed — ボックスにテキストを出力する [古い関数]

説明

int PDF_show_boxed ( resource $p , string $text , float $left , float $top , float $width , float $height , string $mode , string $feature )

この関数は PDFlib バージョン 6 で廃止されました。かわりに 単一行の場合は PDF_fit_textline()、 複数行の場合は PDF_*_textflow() 関数を 使用してください。

PDF_show_xy
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_show_xy — 指定した位置にテキストを出力する

説明

bool PDF_show_xy ( resource $p , string $text , float $x , float $y )

現在のフォントで text を出力します。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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PDF_show
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_show — 現在の位置にテキストを出力する

説明

bool PDF_show ( resource $pdfdoc , string $text )

現在の位置に現在のフォントとサイズで text を出力します。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_skew
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_skew — 座標系を歪ませる

説明

bool PDF_skew ( resource $p , float $alpha , float $beta )

座標系を x 方向および y 方向に それぞれ alpha 度、beta 度歪ませます。成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_stringwidth
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_stringwidth — テキストの幅を返す

説明

float PDF_stringwidth ( resource $p , string $text , int $font , float $fontsize )

任意のフォントにおける text の幅を返します。

PDF_stroke
(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_stroke — パスを描く

説明

bool PDF_stroke ( resource $p )

現在の色および線幅でパスの輪郭を描画し、パスをクリアします。 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PDF_suspend_page
(PECL pdflib >= 2.0.0)

PDF_suspend_page — ページを停止する

説明

bool PDF_suspend_page ( resource $pdfdoc , string $optlist )

現在のページを一時停止します。後で PDF_resume_page() で再開することが可能です。

PDF_translate
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(PHP 4, PECL pdflib >= 1.0.0)

PDF_translate — 座標系の原点を設定する

説明

bool PDF_translate ( resource $p , float $tx , float $ty )

座標系の原点を変更します。

PDF_utf16_to_utf8
(PECL pdflib >= 2.0.3)

PDF_utf16_to_utf8 — 文字列を UTF-16 から UTF-8 に変換する

説明

string PDF_utf16_to_utf8 ( resource $pdfdoc , string $utf16string )

文字列を UTF-16 フォーマットから UTF-8 に変換します。

PDF_utf32_to_utf16
(PECL pdflib >= Unknown future)

PDF_utf32_to_utf16 — 文字列を UTF-32 から UTF-16 に変換する

説明

string PDF_utf32_to_utf16 ( resource $pdfdoc , string $utf32string , string $ordering )

文字列を UTF-32 フォーマットから UTF-16 に変換します。

PDF_utf8_to_utf16
(PECL pdflib >= 2.0.3)

PDF_utf8_to_utf16 — 文字列を UTF-8 から UTF-16 に変換する

説明

string PDF_utf8_to_utf16 ( resource $pdfdoc , string $utf8string , string $ordering )

文字列を UTF-8 フォーマットから UTF-16 に変換します。

目次
PDF_activate_item — 構造体要素やその他の内容をアクティブにする
PDF_add_annotation — 注記を追加する [古い関数]
PDF_add_bookmark — ブックマークを現在のページに追加する [古い関数]
PDF_add_launchlink — 現在のページに起動用注記を追加する [古い関数]
PDF_add_locallink — 現在のページにリンク注記を追加する [古い関数]
PDF_add_nameddest — 移動先を作成する
PDF_add_note — 現在のページに注記を追加する [古い関数]
PDF_add_outline — 現在のページにブックマークを追加する [古い関数]
PDF_add_pdflink — 現在のページにリンク注記を追加する [古い関数]
PDF_add_table_cell — 新しいテーブル、あるいは既存のテーブルにセルを追加する
PDF_add_textflow — Textflow を作成するか、既存の Textflow にテキストを追加する
PDF_add_thumbnail — 現在のページにサムネイルを追加する
PDF_add_weblink — 現在のページに Web リンクを追加する [古い関数]
PDF_arc — 反時計回りに円弧を描く
PDF_arcn — 時計回りに円弧を描く
PDF_attach_file — 現在のページに添付ファイルを追加する [古い関数]
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PDF_begin_document — 新しい PDF ファイルを作成する
PDF_begin_font — Type 3 フォント定義を開始する
PDF_begin_glyph — Type 3 フォントのグリフ定義を開始する
PDF_begin_item — 構造体要素あるいはその他の内容をオープンする
PDF_begin_layer — レイヤーを開始する
PDF_begin_page_ext — 新規ページを開始する
PDF_begin_page — 新規ページを開始する [古い関数]
PDF_begin_pattern — パターン定義を開始する
PDF_begin_template_ext — テンプレート定義を開始する
PDF_begin_template — テンプレート定義を開始する [古い関数]
PDF_circle — 円を描く
PDF_clip — 現在のパスに切り取る
PDF_close_image — 画像を閉じる
PDF_close_pdi_page — ページハンドルを閉じる
PDF_close_pdi — PDF ドキュメント入力を閉じる [古い関数]
PDF_close — pdf ドキュメントを閉じる [古い関数]
PDF_closepath_fill_stroke — 現在のパスを閉じ、塗りつぶし、輪郭を描く
PDF_closepath_stroke — パスを閉じ、パスに沿って線を描く
PDF_closepath — 現在のパスを閉じる
PDF_concat — 行列を CTM に追加する
PDF_continue_text — 次の行にテキストを出力する
PDF_create_3dview — 3D ビューを作成する
PDF_create_action — オブジェクトやイベントに対するアクションを作成する
PDF_create_annotation — 矩形の注記を作成する
PDF_create_bookmark — ブックマークを作成する
PDF_create_field — フォームフィールドを作成する
PDF_create_fieldgroup — フォームフィールドグループを作成する
PDF_create_gstate — 画像状態オブジェクトを作成する
PDF_create_pvf — PDFlib 仮想ファイルを作成する
PDF_create_textflow — textflow オブジェクトを作成する
PDF_curveto — ベジエ曲線を描く
PDF_define_layer — レイヤー定義を作成する
PDF_delete_pvf — PDFlib 仮想ファイルを削除する
PDF_delete_table — テーブルオブジェクトを削除する
PDF_delete_textflow — textflow オブジェクトを削除する
PDF_delete — PDFlib オブジェクトを削除する
PDF_encoding_set_char — グリフ名や Unicode 値を追加する
PDF_end_document — PDF ファイルを閉じる
PDF_end_font — Type 3 フォント定義を終了する
PDF_end_glyph — Type 3 フォントのグリフ定義を終了する
PDF_end_item — 構造体要素やその他の内容を閉じる
PDF_end_layer — すべてのアクティブなレイヤーを無効にする
PDF_end_page_ext — ページを終了する
PDF_end_page — ページを終了する
PDF_end_pattern — パターンを終了する
PDF_end_template — テンプレートを終了する
PDF_endpath — 現在のパスを終了する
PDF_fill_imageblock — 画像ブロックをさまざまなデータで塗りつぶす
PDF_fill_pdfblock — PDF ブロックをさまざまなデータで塗りつぶす
PDF_fill_stroke — パスを塗りつぶし、パスの輪郭を描く
PDF_fill_textblock — テキストブロックをさまざまなデータで塗りつぶす
PDF_fill — 現在のパスを塗りつぶす
PDF_findfont — 後で使用するフォントを準備する [古い関数]
PDF_fit_image — 画像やテンプレートを配置する
PDF_fit_pdi_page — インポートした PDF ページを配置する
PDF_fit_table — テーブルをページに配置する
PDF_fit_textflow — textflow を矩形領域に配置する
PDF_fit_textline — 1 行分のテキストを配置する
PDF_get_apiname — 成功しなかった API 関数の名前を取得する
PDF_get_buffer — PDF 出力バッファを取得する
PDF_get_errmsg — エラーテキストを取得する
PDF_get_errnum — エラー番号を取得する
PDF_get_font — フォントを取得する [古い関数]
PDF_get_fontname — フォント名を取得する [古い関数]
PDF_get_fontsize — フォント処理 [古い関数]
PDF_get_image_height — 画像の高さを取得する [古い関数]
PDF_get_image_width — 画像の幅を取得する [古い関数]
PDF_get_majorversion — メジャーバージョン番号を取得する [古い関数]
PDF_get_minorversion — マイナーバージョン番号を取得する [古い関数]
PDF_get_parameter — 文字列パラメータを取得する
PDF_get_pdi_parameter — PDI 文字列パラメータを取得する [古い関数]
PDF_get_pdi_value — 数値型の PDI パラメータを取得する [古い関数]
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PDF_get_value — 数値型のパラメータを取得する
PDF_info_font — 読み込まれたフォントについての詳細情報を問い合わせる
PDF_info_matchbox — マッチボックスの情報を問い合わせる
PDF_info_table — テーブルの情報を取得する
PDF_info_textflow — textflow の状態を問い合わせる
PDF_info_textline — テキストの行のフォーマットを行い、メトリクスを問い合わせる
PDF_initgraphics — 描画状態をリセットする
PDF_lineto — 線を描く
PDF_load_3ddata — 3D モデルを読み込む
PDF_load_font — フォントを検索し、準備する
PDF_load_iccprofile — ICC プロファイルを検索し、準備する
PDF_load_image — 画像ファイルをオープンする
PDF_makespotcolor — スポット色を作成する
PDF_moveto — 現在の位置を設定する
PDF_new — PDFlib オブジェクトを作成する
PDF_open_ccitt — raw CCITT イメージをオープンする [古い関数]
PDF_open_file — PDF ファイルを作成する [古い関数]
PDF_open_gif — GIF イメージをオープンする [古い関数]
PDF_open_image_file — ファイルからイメージを読み込む [古い関数]
PDF_open_image — イメージデータを使用する [古い関数]
PDF_open_jpeg — JPEG イメージをオープンする [古い関数]
PDF_open_memory_image — PHP のイメージ関数で作成されたイメージをオープンする [未サポート]
PDF_open_pdi_document — Prepare a pdi document
PDF_open_pdi_page — ページを準備する
PDF_open_pdi — PDF ファイルをオープンする [古い関数]
PDF_open_tiff — TIFF イメージをオープンする [古い関数]
PDF_pcos_get_number — number あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得する
PDF_pcos_get_stream — stream、fstream あるいは string 型の pCOS パスの内容を取得する
PDF_pcos_get_string — name、string あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得する
PDF_place_image — イメージをページ上に置く [古い関数]
PDF_place_pdi_page — PDF ページを置く [古い関数]
PDF_process_pdi — インポートされた PDF ドキュメントを処理する
PDF_rect — 矩形を描く
PDF_restore — 描画状態を復元する
PDF_resume_page — ページを再開する
PDF_rotate — 座標系を回転する
PDF_save — 描画状態を保存する
PDF_scale — スケールを設定する
PDF_set_border_color — 注記の周りの境界色を設定する [古い関数]
PDF_set_border_dash — 注記の周りの境界の破線形式を設定する [古い関数]
PDF_set_border_style — 注記の周りの境界の形式を設定する [古い関数]
PDF_set_char_spacing — 文字間隔を設定する [古い関数]
PDF_set_duration — ページ間隔を設定する [古い関数]
PDF_set_gstate — 画像状態オブジェクトをアクティブにする
PDF_set_horiz_scaling — テキストの横方向倍率を設定する [古い関数]
PDF_set_info_author — ドキュメントの author フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_creator — ドキュメントの creator フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_keywords — ドキュメントの keyword フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_subject — ドキュメントの subject フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_title — ドキュメントの title フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info — ドキュメント情報のフィールドを設定する
PDF_set_layer_dependency — レイヤー間の関係を定義する
PDF_set_leading — テキストの行間を設定する [古い関数]
PDF_set_parameter — 文字列パラメータを設定する
PDF_set_text_matrix — テキストの行列を設定する [古い関数]
PDF_set_text_pos — テキストの位置を設定する
PDF_set_text_rendering — テキストの描画方法を設定する [古い関数]
PDF_set_text_rise — テキストの傾きを設定する [古い関数]
PDF_set_value — 数値パラメータを設定する
PDF_set_word_spacing — 単語間の空白を設定する [古い関数]
PDF_setcolor — 塗りつぶし色および輪郭色を設定する
PDF_setdash — 破線パターンを設定する
PDF_setdashpattern — 破線パターンを設定する
PDF_setflat — 平面度を設定する
PDF_setfont — フォントを設定する
PDF_setgray_fill — 塗りつぶし色をグレーに設定する [古い関数]
PDF_setgray_stroke — 描画色をグレーに設定する [古い関数]
PDF_setgray — 色をグレーに設定する [古い関数]
PDF_setlinecap — linecap パラメータを設定する
PDF_setlinejoin — linejoin パラメータを設定する
PDF_setlinewidth — 線幅を設定する
PDF_setmatrix — 現在の変換行列を設定する
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PDF_setmiterlimit — miter limit を設定する
PDF_setpolydash — 複雑な破線パターンを設定する [古い関数]
PDF_setrgbcolor_fill — 塗りつぶし RGB 色の値を設定する
PDF_setrgbcolor_stroke — 描画 RGB 色を設定する [古い関数]
PDF_setrgbcolor — 描画および塗りつぶし RGB 色を設定する [古い関数]
PDF_shading_pattern — シェーディングパターンを定義する
PDF_shading — 混色を定義する
PDF_shfill — シェーディングで領域を塗りつぶす
PDF_show_boxed — ボックスにテキストを出力する [古い関数]
PDF_show_xy — 指定した位置にテキストを出力する
PDF_show — 現在の位置にテキストを出力する
PDF_skew — 座標系を歪ませる
PDF_stringwidth — テキストの幅を返す
PDF_stroke — パスを描く
PDF_suspend_page — ページを停止する
PDF_translate — 座標系の原点を設定する
PDF_utf16_to_utf8 — 文字列を UTF-16 から UTF-8 に変換する
PDF_utf32_to_utf16 — 文字列を UTF-32 から UTF-16 に変換する
PDF_utf8_to_utf16 — 文字列を UTF-8 から UTF-16 に変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な使用法
PDF 関数

PDF_activate_item — 構造体要素やその他の内容をアクティブにする
PDF_add_annotation — 注記を追加する [古い関数]
PDF_add_bookmark — ブックマークを現在のページに追加する [古い関数]
PDF_add_launchlink — 現在のページに起動用注記を追加する [古い関数]
PDF_add_locallink — 現在のページにリンク注記を追加する [古い関数]
PDF_add_nameddest — 移動先を作成する
PDF_add_note — 現在のページに注記を追加する [古い関数]
PDF_add_outline — 現在のページにブックマークを追加する [古い関数]
PDF_add_pdflink — 現在のページにリンク注記を追加する [古い関数]
PDF_add_table_cell — 新しいテーブル、あるいは既存のテーブルにセルを追加する
PDF_add_textflow — Textflow を作成するか、既存の Textflow にテキストを追加する
PDF_add_thumbnail — 現在のページにサムネイルを追加する
PDF_add_weblink — 現在のページに Web リンクを追加する [古い関数]
PDF_arc — 反時計回りに円弧を描く
PDF_arcn — 時計回りに円弧を描く
PDF_attach_file — 現在のページに添付ファイルを追加する [古い関数]
PDF_begin_document — 新しい PDF ファイルを作成する
PDF_begin_font — Type 3 フォント定義を開始する
PDF_begin_glyph — Type 3 フォントのグリフ定義を開始する
PDF_begin_item — 構造体要素あるいはその他の内容をオープンする
PDF_begin_layer — レイヤーを開始する
PDF_begin_page_ext — 新規ページを開始する
PDF_begin_page — 新規ページを開始する [古い関数]
PDF_begin_pattern — パターン定義を開始する
PDF_begin_template_ext — テンプレート定義を開始する
PDF_begin_template — テンプレート定義を開始する [古い関数]
PDF_circle — 円を描く
PDF_clip — 現在のパスに切り取る
PDF_close_image — 画像を閉じる
PDF_close_pdi_page — ページハンドルを閉じる
PDF_close_pdi — PDF ドキュメント入力を閉じる [古い関数]
PDF_close — pdf ドキュメントを閉じる [古い関数]
PDF_closepath_fill_stroke — 現在のパスを閉じ、塗りつぶし、輪郭を描く
PDF_closepath_stroke — パスを閉じ、パスに沿って線を描く
PDF_closepath — 現在のパスを閉じる
PDF_concat — 行列を CTM に追加する
PDF_continue_text — 次の行にテキストを出力する
PDF_create_3dview — 3D ビューを作成する
PDF_create_action — オブジェクトやイベントに対するアクションを作成する
PDF_create_annotation — 矩形の注記を作成する
PDF_create_bookmark — ブックマークを作成する
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PDF_create_field — フォームフィールドを作成する
PDF_create_fieldgroup — フォームフィールドグループを作成する
PDF_create_gstate — 画像状態オブジェクトを作成する
PDF_create_pvf — PDFlib 仮想ファイルを作成する
PDF_create_textflow — textflow オブジェクトを作成する
PDF_curveto — ベジエ曲線を描く
PDF_define_layer — レイヤー定義を作成する
PDF_delete_pvf — PDFlib 仮想ファイルを削除する
PDF_delete_table — テーブルオブジェクトを削除する
PDF_delete_textflow — textflow オブジェクトを削除する
PDF_delete — PDFlib オブジェクトを削除する
PDF_encoding_set_char — グリフ名や Unicode 値を追加する
PDF_end_document — PDF ファイルを閉じる
PDF_end_font — Type 3 フォント定義を終了する
PDF_end_glyph — Type 3 フォントのグリフ定義を終了する
PDF_end_item — 構造体要素やその他の内容を閉じる
PDF_end_layer — すべてのアクティブなレイヤーを無効にする
PDF_end_page_ext — ページを終了する
PDF_end_page — ページを終了する
PDF_end_pattern — パターンを終了する
PDF_end_template — テンプレートを終了する
PDF_endpath — 現在のパスを終了する
PDF_fill_imageblock — 画像ブロックをさまざまなデータで塗りつぶす
PDF_fill_pdfblock — PDF ブロックをさまざまなデータで塗りつぶす
PDF_fill_stroke — パスを塗りつぶし、パスの輪郭を描く
PDF_fill_textblock — テキストブロックをさまざまなデータで塗りつぶす
PDF_fill — 現在のパスを塗りつぶす
PDF_findfont — 後で使用するフォントを準備する [古い関数]
PDF_fit_image — 画像やテンプレートを配置する
PDF_fit_pdi_page — インポートした PDF ページを配置する
PDF_fit_table — テーブルをページに配置する
PDF_fit_textflow — textflow を矩形領域に配置する
PDF_fit_textline — 1 行分のテキストを配置する
PDF_get_apiname — 成功しなかった API 関数の名前を取得する
PDF_get_buffer — PDF 出力バッファを取得する
PDF_get_errmsg — エラーテキストを取得する
PDF_get_errnum — エラー番号を取得する
PDF_get_font — フォントを取得する [古い関数]
PDF_get_fontname — フォント名を取得する [古い関数]
PDF_get_fontsize — フォント処理 [古い関数]
PDF_get_image_height — 画像の高さを取得する [古い関数]
PDF_get_image_width — 画像の幅を取得する [古い関数]
PDF_get_majorversion — メジャーバージョン番号を取得する [古い関数]
PDF_get_minorversion — マイナーバージョン番号を取得する [古い関数]
PDF_get_parameter — 文字列パラメータを取得する
PDF_get_pdi_parameter — PDI 文字列パラメータを取得する [古い関数]
PDF_get_pdi_value — 数値型の PDI パラメータを取得する [古い関数]
PDF_get_value — 数値型のパラメータを取得する
PDF_info_font — 読み込まれたフォントについての詳細情報を問い合わせる
PDF_info_matchbox — マッチボックスの情報を問い合わせる
PDF_info_table — テーブルの情報を取得する
PDF_info_textflow — textflow の状態を問い合わせる
PDF_info_textline — テキストの行のフォーマットを行い、メトリクスを問い合わせる
PDF_initgraphics — 描画状態をリセットする
PDF_lineto — 線を描く
PDF_load_3ddata — 3D モデルを読み込む
PDF_load_font — フォントを検索し、準備する
PDF_load_iccprofile — ICC プロファイルを検索し、準備する
PDF_load_image — 画像ファイルをオープンする
PDF_makespotcolor — スポット色を作成する
PDF_moveto — 現在の位置を設定する
PDF_new — PDFlib オブジェクトを作成する
PDF_open_ccitt — raw CCITT イメージをオープンする [古い関数]
PDF_open_file — PDF ファイルを作成する [古い関数]
PDF_open_gif — GIF イメージをオープンする [古い関数]
PDF_open_image_file — ファイルからイメージを読み込む [古い関数]
PDF_open_image — イメージデータを使用する [古い関数]
PDF_open_jpeg — JPEG イメージをオープンする [古い関数]
PDF_open_memory_image — PHP のイメージ関数で作成されたイメージをオープンする [未サポート]
PDF_open_pdi_document — Prepare a pdi document
PDF_open_pdi_page — ページを準備する
PDF_open_pdi — PDF ファイルをオープンする [古い関数]
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PDF_open_tiff — TIFF イメージをオープンする [古い関数]
PDF_pcos_get_number — number あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得する
PDF_pcos_get_stream — stream、fstream あるいは string 型の pCOS パスの内容を取得する
PDF_pcos_get_string — name、string あるいは boolean 型の pCOS パスの値を取得する
PDF_place_image — イメージをページ上に置く [古い関数]
PDF_place_pdi_page — PDF ページを置く [古い関数]
PDF_process_pdi — インポートされた PDF ドキュメントを処理する
PDF_rect — 矩形を描く
PDF_restore — 描画状態を復元する
PDF_resume_page — ページを再開する
PDF_rotate — 座標系を回転する
PDF_save — 描画状態を保存する
PDF_scale — スケールを設定する
PDF_set_border_color — 注記の周りの境界色を設定する [古い関数]
PDF_set_border_dash — 注記の周りの境界の破線形式を設定する [古い関数]
PDF_set_border_style — 注記の周りの境界の形式を設定する [古い関数]
PDF_set_char_spacing — 文字間隔を設定する [古い関数]
PDF_set_duration — ページ間隔を設定する [古い関数]
PDF_set_gstate — 画像状態オブジェクトをアクティブにする
PDF_set_horiz_scaling — テキストの横方向倍率を設定する [古い関数]
PDF_set_info_author — ドキュメントの author フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_creator — ドキュメントの creator フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_keywords — ドキュメントの keyword フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_subject — ドキュメントの subject フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info_title — ドキュメントの title フィールドを設定する [古い関数]
PDF_set_info — ドキュメント情報のフィールドを設定する
PDF_set_layer_dependency — レイヤー間の関係を定義する
PDF_set_leading — テキストの行間を設定する [古い関数]
PDF_set_parameter — 文字列パラメータを設定する
PDF_set_text_matrix — テキストの行列を設定する [古い関数]
PDF_set_text_pos — テキストの位置を設定する
PDF_set_text_rendering — テキストの描画方法を設定する [古い関数]
PDF_set_text_rise — テキストの傾きを設定する [古い関数]
PDF_set_value — 数値パラメータを設定する
PDF_set_word_spacing — 単語間の空白を設定する [古い関数]
PDF_setcolor — 塗りつぶし色および輪郭色を設定する
PDF_setdash — 破線パターンを設定する
PDF_setdashpattern — 破線パターンを設定する
PDF_setflat — 平面度を設定する
PDF_setfont — フォントを設定する
PDF_setgray_fill — 塗りつぶし色をグレーに設定する [古い関数]
PDF_setgray_stroke — 描画色をグレーに設定する [古い関数]
PDF_setgray — 色をグレーに設定する [古い関数]
PDF_setlinecap — linecap パラメータを設定する
PDF_setlinejoin — linejoin パラメータを設定する
PDF_setlinewidth — 線幅を設定する
PDF_setmatrix — 現在の変換行列を設定する
PDF_setmiterlimit — miter limit を設定する
PDF_setpolydash — 複雑な破線パターンを設定する [古い関数]
PDF_setrgbcolor_fill — 塗りつぶし RGB 色の値を設定する
PDF_setrgbcolor_stroke — 描画 RGB 色を設定する [古い関数]
PDF_setrgbcolor — 描画および塗りつぶし RGB 色を設定する [古い関数]
PDF_shading_pattern — シェーディングパターンを定義する
PDF_shading — 混色を定義する
PDF_shfill — シェーディングで領域を塗りつぶす
PDF_show_boxed — ボックスにテキストを出力する [古い関数]
PDF_show_xy — 指定した位置にテキストを出力する
PDF_show — 現在の位置にテキストを出力する
PDF_skew — 座標系を歪ませる
PDF_stringwidth — テキストの幅を返す
PDF_stroke — パスを描く
PDF_suspend_page — ページを停止する
PDF_translate — 座標系の原点を設定する
PDF_utf16_to_utf8 — 文字列を UTF-16 から UTF-8 に変換する
PDF_utf32_to_utf16 — 文字列を UTF-32 から UTF-16 に変換する
PDF_utf8_to_utf16 — 文字列を UTF-8 から UTF-16 に変換する

PostScript ドキュメントの作成
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導入
このモジュールは、PostScript ドキュメントを作成するためのものです。 PDF 拡張と多くの共通点を持っています。実際のところ API はほぼ同じで、 多くは関数名の最初の pdf_ を ps_ に変えるだけで使えます。 PostScript ドキュメントには直接関係のない機能（ハイパーリ
ンクの追加など） も含まれていますが、これらは PostScript ドキュメントを PDF に変換した場合に有効となります。

この拡張によって作られたドキュメントは、いくつかの点で pdf 拡張に よって作られたドキュメントより優れています。なぜなら pslib のレンダリング関数はカーニングやハイフネーション、そしてリゲチャに対応しており、 よりよい出力が得られるからです。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
少なくとも PHP 4.3.0 以降と pslib >= 0.1.12 が必要です。 ps ライブラリ（pslib）は、 » http://pslib.sourceforge.net/ にあります。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/ps.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは PostScript ドキュメントリソースを定義しています。これは ps_new() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

以下の 2 つの表は、ps 拡張で定義されている定数の一覧です。

線端の形状をあらわす定数
名前 意味

ps_LINECAP_BUTT  
ps_LINECAP_ROUND  
ps_LINECAP_SQUARED  
線の連結方法をあらわす定

数
名前 意味

ps_LINEJOIN_MITER  
ps_LINEJOIN_ROUND  
ps_LINEJOIN_BEVEL  

PS 関数

http://pslib.sourceforge.net/
http://pecl.php.net/package/ps
http://pecl.php.net/package/ps
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連絡先
もしこの拡張や pslib についての意見・バグフィックス・機能拡張などがあれば、 私 » steinm@php.net にメールをください。お待ちしています。

ps_add_bookmark
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_add_bookmark — 現在のページにブックマークを追加する

説明

int ps_add_bookmark ( resource $psdoc , string $text [, int $parent = 0 [, int $open = 0 ]] )

現在のページにブックマークを追加します。たいてい、ブックマークは PDFビューア上でページの左側にツリー形式で表示されます。 ブックマークをクリックすると、該当ページにジャンプします。

注釈は、 ドキュメントを印刷したり表示したりするときには表示されません。 しかし、Acrobat Distiller™ あるいは Ghostview でドキュメントを pdf に変換すると表示されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

ブックマークの表示に使用するテキスト。
parent

新しいブックマークの親となる、 事前にこの関数で作成されたブックマーク。
open

open がゼロでない場合、ブックマークは PDF ビューア上で開いた形で表示されます。

返り値

返り値はブックマークへの参照です。この値は、作成したブックマークを 他のブックマークの親として使用する場合にのみ使われます。 成功した場合には、この値はゼロより大きくなります。 エラーが発生した場合にはゼロを返します。

参考

ps_add_launchlink() - ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_pdflink() - 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する
ps_add_weblink() - Web 上の場所へのリンクを追加する

ps_add_launchlink
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_add_launchlink — ファイルを実行するためのリンクを追加する

説明

bool ps_add_launchlink ( resource $psdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $filename )

クリックした際にファイルが実行されるハイパーリンクを、 指定した場所に設定します。ハイパーリンクのリンク元は矩形で表され、 その左下の座標は (llx, lly)、そして右上の座標が (urx, ury) となります。 この矩形はデフォルトでは細い青線で表されます。

注釈は、 ドキュメントを印刷したり表示したりするときには表示されません。 しかし、Acrobat Distiller™ あるいは Ghostview でドキュメントを pdf に変換すると表示されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
llx

左下角の x 座標。
lly

左下角の y 座標。

mailto:steinm@php.net
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urx

右上角の x 座標。
ury

右上角の y 座標。
filename

リンクがクリックされた際に開始するプログラムのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_add_locallink() - 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する
ps_add_pdflink() - 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する
ps_add_weblink() - Web 上の場所へのリンクを追加する

ps_add_locallink
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_add_locallink — 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する

説明

bool ps_add_locallink ( resource $psdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , int $page , string $dest )

指定した位置に、同一ドキュメント内のページへのハイパーリンクを設定します。 リンクをクリックすると、そのページに移動します。ドキュメントの最初の ページのページ番号は 1 です。

ハイパーリンクのリンク元は矩形で表され、その左下の座標は (llx, lly)、 そして右上の座標が (urx, ury) となります。この矩形はデフォルトでは細い青線で表されます。

注釈は、 ドキュメントを印刷したり表示したりするときには表示されません。 しかし、Acrobat Distiller™ あるいは Ghostview でドキュメントを pdf に変換すると表示されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
llx

左下角の x 座標。
lly

左下角の y 座標。
urx

右上角の x 座標。
ury

右上角の y 座標。
page

リンクがクリックされた際に開始するページ。
dest

dest は、ドキュメントがどのように 表示されるかを指定します。とりうる値は fitpage または fitwidth、 fitheight、fitbbox のいずれかです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_add_launchlink() - ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_pdflink() - 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する
ps_add_weblink() - Web 上の場所へのリンクを追加する
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ps_add_note
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_add_note — 現在のページに注釈を追加する

説明

bool ps_add_note ( resource $psdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $contents , string $title , string $icon , int $open )

ページの特定の位置に注釈を追加します。注釈は、 テキストが記入された小さな矩形で、ページ上のどこにでも配置できます。 折りたたんで保持することもでき、折りたたまれていない場合は、 指定したアイコンがプレースホルダとして使用されます。

注釈は、 ドキュメントを印刷したり表示したりするときには表示されません。 しかし、Acrobat Distiller™ あるいは Ghostview でドキュメントを pdf に変換すると表示されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
llx

左下角の x 座標。
lly

左下角の y 座標。
urx

右上角の x 座標。
ury

右上角の y 座標。
contents

注釈のテキスト。
title

注釈のヘッダに表示される、タイトル。
icon

注釈が折りたたまれた際に表示されるアイコン。 comment、insert、 note、paragraph、 newparagraph、key あるいは help のいずれかが設定できます。
open

open がゼロでない場合、 PDF ビューア上でドキュメントをオープンすると、 注釈は折りたたまれずに表示されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_add_pdflink() - 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する
ps_add_launchlink() - ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_locallink() - 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する
ps_add_weblink() - Web 上の場所へのリンクを追加する

ps_add_pdflink
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_add_pdflink — 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する

説明

bool ps_add_pdflink ( resource $psdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $filename , int $page , string $dest )

指定した位置に、別の PDF ドキュメントへのハイパーリンクを設定します。 リンクをクリックすると、そのドキュメントの指定されたページに移動します。 ドキュメントの最初のページのページ番号は 1 です。
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ハイパーリンクのリンク元は矩形で表され、その左下の座標は (llx, lly)、 そして右上の座標が (urx, ury) となります。この矩形はデフォルトでは細い青線で表されます。

注釈は、 ドキュメントを印刷したり表示したりするときには表示されません。 しかし、Acrobat Distiller™ あるいは Ghostview でドキュメントを pdf に変換すると表示されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
llx

左下角の x 座標。
lly

左下角の y 座標。
urx

右上角の x 座標。
ury

右上角の y 座標。
filename

リンクがクリックされた際に開かれる PDF ドキュメントの名前。
page

対象 PDF ドキュメントのページ番号。
dest

dest は、ドキュメントがどのように 表示されるかを指定します。とりうる値は fitpage または fitwidth、 fitheight、fitbbox のいずれかです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_add_launchlink() - ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_locallink() - 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する
ps_add_weblink() - Web 上の場所へのリンクを追加する

ps_add_weblink
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_add_weblink — Web 上の場所へのリンクを追加する

説明

bool ps_add_weblink ( resource $psdoc , float $llx , float $lly , float $urx , float $ury , string $url )

指定した位置に、Web ページを指すハイパーリンクを設定します。 ハイパーリンクのリンク元はは矩形で表され、その左下の座標は (llx, lly)、 そして右上の座標が (urx, ury) となります。 この矩形はデフォルトでは細い青線で表されます。

注釈は、 ドキュメントを印刷したり表示したりするときには表示されません。 しかし、Acrobat Distiller™ あるいは Ghostview でドキュメントを pdf に変換すると表示されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
llx

左下角の x 座標。
lly

左下角の y 座標。
urx

右上角の x 座標。
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ury

右上角の y 座標。
url

リンクがクリックされた際に開かれるハイパーリンクの URL。 例えば http://www.php.net

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_add_launchlink() - ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_locallink() - 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する
ps_add_pdflink() - 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する

ps_arc
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_arc — 反時計回りに円弧を描く

説明

bool ps_arc ( resource $psdoc , float $x , float $y , float $radius , float $alpha , float $beta )

(x, y) を中心とした円の一部を描きます。円弧は alpha で指定された角度からはじまり beta で指定された角度で終わります。反時計回りに描かれます (時計回りに描くには ps_arcn() を使用します)。 また、alpha で指定された角度からはじまって beta で指定された角度で終わ
るサブパスが、 現在のパスに追加されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

円の中心の x 座標。
y

円の中心の y 座標。
radius

円の半径。
alpha

開始位置の角度を度単位で指定。
beta

終了位置の角度を度単位で指定。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_arcn() - 時計回りに円弧を描く

ps_arcn
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_arcn — 時計回りに円弧を描く

説明

bool ps_arcn ( resource $psdoc , float $x , float $y , float $radius , float $alpha , float $beta )
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(x, y) を中心とした円の一部を描きます。円弧は alpha で指定された角度からはじまり beta で指定された角度で終わります。 時計回りに描かれます (反時計回りに描くには ps_arc() を使用します)。 また、beta で指定された角度からはじまって alpha で指定された角度で終わ
るサブパスが、カレントパスに追加されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

円の中心の x 座標。
y

円の中心の y 座標。
radius

円の半径。
alpha

開始位置の角度を度単位で指定。
beta

終了位置の角度を度単位で指定。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_arc() - 反時計回りに円弧を描く

ps_begin_page
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_begin_page — 新しいページを開始する

説明

bool ps_begin_page ( resource $psdoc , float $width , float $height )

新しいページを開始します。width や height というパラメータを見ると いかにもページ単位でサイズを変えられるように思えますが、PostScript ではこれは不可能です。最初に ps_begin_page() を呼んだ際に指定されたサイズが、ドキュメント全体に適用されます。 2 回目
以降に呼ばれた場合はこのパラメータは意味を持たず、 単に新しいページが作られるだけです。しかし、もしあなたが PostScript ドキュメントを PDF に変換しようと考えているのなら話は別です。 この関数はドキュメントの各ページごとに pdfmark を設定するので、 PDF に
変換した後はページごとにサイズを変えることができます。

PostScript はさまざまなページサイズを知らないので、pslib ではドキュメントの各ページに対してバウンディングボックスを設定します。 このサイズは PostScript ビューアによって評価され、 ドキュメントヘッダの BoundingBox より優先されます。 左下角が (0, 0) ではな
い BoundingBox を設定すると、 予期せぬ結果を引き起こすことがあります。なぜなら、 ページ単位のバウンディングボックスは常に左下角が (0, 0) であり、 これが全体の設定より優先されるからです。

個々のページの情報はカプセル化して保存されています。どういうことかというと、 あるページで設定した情報のほとんどは次のページに引き継がれないということです。

最初の ps_begin_page() 呼び出しまでに一度も ps_findfont() が呼び出されていなかった場合は、 PostScript ドキュメントのヘッダが出力され、 バウンディングボックスが最初のページのサイズに設定されます。 バウンディングボックスの左下角は (0, 0) に設定されます。
もしすでに ps_findfont() が呼ばれていた場合は既にヘッダが出力されてしまっており、 ドキュメントに適切なバウンディングボックスが設定されていないことになります。 このようなことを避けるために、ps_findfont() や ps_begin_page() を実行する前にはいつも
ps_set_info() を実行し、 BoundingBox や Orientation の値を設定しておくべきです。

注意:

pslib のバージョン 0.2.6 まででは、 ps_set_info() によって事前に設定されていたり ps_findfont() が事前にコールされていない限り、 この関数は常に BoundingBox および Orientation を上書きします。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
width

ピクセル単位のページの幅 (例: A4 の場合は 596)。
height

ピクセル単位のページの高さ (例: A4 の場合は 842)。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_end_page() - ページを終了する
ps_findfont() - フォントを読み込む
ps_set_info() - ドキュメントの情報を設定する

ps_begin_pattern
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_begin_pattern — 新しいパターンを開始する

説明

int ps_begin_pattern ( resource $psdoc , float $width , float $height , float $xstep , float $ystep , int $painttype )

新しいパターンを開始します。パターンとは、 領域を塗りつぶすための描画データを含むページのようなものです。 ps_setcolor() をコールする際に pattern に色空間を指定すると、 これは色のように使用されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
width

ピクセル単位のパターンの幅。
height

ピクセル単位のパターンの高さ。
x-step

パターンを水平方向に並べる際のピクセル単位の間隔。
y-step

パターンを垂直方向に並べる際のピクセル単位の間隔。
painttype

1 あるいは 2 でなければなりません。

返り値

パターンの ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 パターンの作成および使用
<?php
$ps = ps_new();

if (!ps_open_file($ps, "pattern.ps")) {
  print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
  exit;
}

ps_set_parameter($ps, "warning", "true");
ps_set_info($ps, "Creator", "pattern.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Pattern example");

$pspattern = ps_begin_pattern($ps, 10.0, 10.0, 10.0, 10.0, 1);
ps_setlinewidth($ps, 0.2);
ps_setcolor($ps, "stroke", "rgb", 0.0, 0.0, 1.0, 0.0);
ps_moveto($ps, 0, 0);
ps_lineto($ps, 7, 7);
ps_stroke($ps);
ps_moveto($ps, 0, 7);
ps_lineto($ps, 7, 0);
ps_stroke($ps);
ps_end_pattern($ps);

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_setcolor($ps, "both", "pattern", $pspattern, 0.0, 0.0, 0.0);
ps_rect($ps, 50, 400, 200, 200);
ps_fill($ps);
ps_end_page($ps);
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ps_close($ps);
ps_delete($ps);
?>

参考

ps_end_pattern() - パターンを終了する
ps_setcolor() - 色を設定する
ps_shading_pattern() - シェーディング用のパターンを作成する

ps_begin_template
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_begin_template — 新しいテンプレートを開始する

説明

int ps_begin_template ( resource $psdoc , float $width , float $height )

新しいテンプレートを開始します。テンプレートは、postscript 言語からコールされます。パターンと似ていますが、画像のように使用されます。 テンプレートは、ドキュメント内で何回も使用される描画内容、 例えば会社のロゴなどに対して使用されることが多いでしょう。
テンプレート内では、すべての描画関数が使用されます。 テンプレートは、ps_place_image() によって配置されるまでは描画されません。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
width

ピクセル単位のテンプレートの幅。
height

ピクセル単位のテンプレートの高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 テンプレートの作成および使用
<?php
$ps = ps_new();

if (!ps_open_file($ps, "template.ps")) {
  print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
  exit;
}

ps_set_parameter($ps, "warning", "true");
ps_set_info($ps, "Creator", "template.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Template example");

$pstemplate = ps_begin_template($ps, 30.0, 30.0);
ps_moveto($ps, 0, 0);
ps_lineto($ps, 30, 30);
ps_moveto($ps, 0, 30);
ps_lineto($ps, 30, 0);
ps_stroke($ps);
ps_end_template($ps);

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_place_image($ps, $pstemplate, 20.0, 20.0, 1.0);
ps_place_image($ps, $pstemplate, 50.0, 30.0, 0.5);
ps_place_image($ps, $pstemplate, 70.0, 70.0, 0.6);
ps_place_image($ps, $pstemplate, 30.0, 50.0, 1.3);
ps_end_page($ps);

ps_close($ps);
ps_delete($ps);
?>

参考

ps_end_template() - テンプレートを終了する

ps_circle
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(PECL ps >= 1.1.0)

ps_circle — 円を描く

説明

bool ps_circle ( resource $psdoc , float $x , float $y , float $radius )

(x, y) を中心とする円を描きます。描画開始位置は (x+radius, y) です。もしパスの外部でこの関数が呼び出された場合、 新しいパスを開始します。パスの内部で呼び出された場合は、 円をサブパスとして追加します。ひとつ前の描画処理の終点が (x+radius, y) でなかった場
合、パスに隙間ができることになります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

円の中心の x 座標。
y

円の中心の y 座標。
radius

円の半径。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_arc() - 反時計回りに円弧を描く
ps_arcn() - 時計回りに円弧を描く

ps_clip
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_clip — 現在のパスを描画範囲として指定する

説明

bool ps_clip ( resource $psdoc )

現在のパスを、描画範囲の境界として定義します。 この領域の外に描画された内容は、見えなくなります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_closepath() - パスを閉じる

ps_close_image
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_close_image — 画像を閉じ、メモリを開放する

説明
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void ps_close_image ( resource $psdoc , int $imageid )

画像を閉じ、そのリソースを開放します。 いったん閉じられた後は、画像を使用することはできません。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
imageid

ps_open_image() あるいは ps_open_image_file() が返す、 画像のリソース ID。

返り値

成功した場合に NULL を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_open_image() - 後で配置するために画像を読み込む
ps_open_image_file() - ファイルから画像を開く

ps_close
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_close — PostScript ドキュメントを閉じる

説明

bool ps_close ( resource $psdoc )

PostScript ドキュメントを閉じます。

この関数は、PostScript ドキュメントのトレーラーを書き込みます。 また、ブックマークツリーも書き込みます。ps_close() は、リソースの開放は行いません。これは ps_delete() が行います。

もし事前にコールされていない場合、この関数は ps_delete() からもコールされます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_open_file() - 出力用のファイルを開く
ps_delete() - PostScript ドキュメントの全リソースを削除する

ps_closepath_stroke
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_closepath_stroke — パスを閉じ、描画する

説明

bool ps_closepath_stroke ( resource $psdoc )

パスの終了点を開始点とつなげ、出来上がった線を描画します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_closepath() - パスを閉じる

ps_closepath
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_closepath — パスを閉じる

説明

bool ps_closepath ( resource $psdoc )

パスの終了点と開始点をつなげます。出来上がったパスは、 描画、塗りつぶし、切り取りなどに使用されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_clip() - 現在のパスを描画範囲として指定する
ps_closepath_stroke() - パスを閉じ、描画する

ps_continue_text
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_continue_text — 次の行にテキストを続ける

説明

bool ps_continue_text ( resource $psdoc , string $text )

最終行の次の行からテキストを出力します。行間隔は "leading" の値が用いられます。この値は ps_set_value() を用いて指定する必要があります。 実際のテキストの出力位置は、"textx" と "texty" の値によって決まります。 この値は ps_get_value() を用いて取得することが
できます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

出力するテキスト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_show() - テキストを出力する
ps_show_xy() - 指定された位置にテキストを出力する
ps_show_boxed() - テキストをボックス内に出力する
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ps_curveto
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_curveto — 曲線を描く

説明

bool ps_curveto ( resource $psdoc , float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

現在のパスに対して、3 つの制御点を指定して 3 次ベジエ曲線を追加します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x1

最初の制御点の x 座標。
y1

最初の制御点の y 座標。
x2

2 番目の制御点の x 座標。
y2

2 番目の制御点の y 座標。
x3

3 番目の制御点の x 座標。
y3

3 番目の制御点の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_lineto() - 直線を描く

ps_delete
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_delete — PostScript ドキュメントの全リソースを削除する

説明

bool ps_delete ( resource $psdoc )

ドキュメントが使用していたメモリを開放します。また、 もし事前に ps_close() でファイルが閉じられていない場合はファイルを閉じます。 どんな場合でも、事前に ps_close() でファイルを閉じておくべきです。なぜなら ps_close() はファイルをただ閉じるだけではなく、ト
レーラーを出力するからです。 ここには、ドキュメントのページ数やブックマーク階層といった情報が含まれます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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ps_close() - PostScript ドキュメントを閉じる

ps_end_page
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_end_page — ページを終了する

説明

bool ps_end_page ( resource $psdoc )

ps_begin_page() によって開始したページを終了します。 ページを終了しても、現在の描画コンテキストはそのままになります。つまり、 もしページ内部でフォントが読み込まれたのなら、 それを再読み込みしてしなければなりません。 また、行の幅や色などのその他の描画
パラメータも再設定する必要があります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_begin_page() - 新しいページを開始する

ps_end_pattern
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_end_pattern — パターンを終了する

説明

bool ps_end_pattern ( resource $psdoc )

ps_begin_pattern() によって開始したパターンを終了します。 パターンが終了すると、領域の塗りつぶし時にそれを使用できるようになります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_begin_pattern() - 新しいパターンを開始する

ps_end_template
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_end_template — テンプレートを終了する

説明

bool ps_end_template ( resource $psdoc )

ps_begin_template() によって開始したテンプレートを終了します。 テンプレートが終了すると、それを画像のように使用できるようになります。
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パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_begin_template() - 新しいテンプレートを開始する

ps_fill_stroke
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_fill_stroke — 現在のパスを塗りつぶし、線を引く

説明

bool ps_fill_stroke ( resource $psdoc )

ps_lineto() のような描画関数によって事前に作成されたパスを塗りつぶし、描画します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_fill() - 現在のパスを塗りつぶす
ps_stroke() - 現在のパスを描画する

ps_fill
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_fill — 現在のパスを塗りつぶす

説明

bool ps_fill ( resource $psdoc )

ps_lineto() のような描画関数によって事前に作成されたパスを塗りつぶします。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_fill_stroke() - 現在のパスを塗りつぶし、線を引く
ps_stroke() - 現在のパスを描画する
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ps_findfont
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_findfont — フォントを読み込む

説明

int ps_findfont ( resource $psdoc , string $fontname , string $encoding [, bool $embed = false ] )

あとで使用するために、フォントを読み込みます。読み込んだフォントを実際に利用するためには、 ps_setfont() で設定しなければなりません。 文字の間隔を計算するため、この関数は adobe フォントメトリックファイルを必要とします。 ページの内部で読み込まれたフォン
トは、 そのページ内でのみ有効となります。ドキュメント全体で使われるフォントは、 最初の ps_begin_page() の実行より前に読み込まれなければなりません。 ページとページの間で ps_findfont() が呼ばれた場合は、それ以降のページでフォントが有効になります。

afm ファイルの名前は、 fontname.afm でなければなりません。 フォントを埋め込む場合は、フォントのアウトラインを含む fontname.pfb が存在しなければなりません。

最初のページを処理する前に ps_findfont() をコール際、 postscript ヘッダが出力されます。ここには、ドキュメント全体に適用される BoundingBox が含まれます。 通常は、BoundingBox を設定するのは最初に ps_begin_page() がコールされたときで、これは
ps_findfont() をコールした後になります。 したがって、ps_findfont() のコール時にはまだ BoundingBox が設定されておらず、警告が発生してしまいます。 こうなることを避けるため、ps_findfont() をコールする前に ps_set_parameter() をコールし、BoundingBox を
設定しておくべきです。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
fontname

フォントの名前。
encoding

ps_findfont() は、encoding で渡されたファイルを読み込もうと試みます。 エンコーディングファイルは、 dvips(1) で使われるものと同形式です。 そこにはフォントエンコーディングベクタ（現在は利用されていませんが、 存在する必要があります）が含まれており、
また afm ファイルから 生成されたリゲチャのリストを拡張するための拡張リゲチャが含まれています。

encoding は NULL または空文字列とすることも可能で、 その場合はデフォルトエンコーディング（TeXBase1）が用いられます。

encoding が builtin と指定された場合は、 エンコード処理は行われずにフォント固有のエンコーディングがそのまま用いられます。 これは、記号フォントを扱う場合に便利です。
embed

0 より大きい値を設定すると、フォントがドキュメントに埋め込まれます。 これを使用するには、フォントのアウトライン (.pfb ファイル) が必要です。

返り値

成功した場合にフォントの ID を、失敗した場合にゼロを返します。 ID は正の数値です。

参考

ps_begin_page() - 新しいページを開始する
ps_setfont() - 以降の出力で用いるフォントを設定する

ps_get_buffer
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_get_buffer — 生成された PS データを含むバッファの内容を取得する

説明

string ps_get_buffer ( resource $psdoc )

この関数は、まだ実装されていません。常に空の文字列を返します。 メモリ内でのデータ作成が求められる場合に、postscript ファイルを内部バッファに読み込み、バッファの内容をこの関数で取得する、 という実装を計画中です。 現在は、メモリ内で作成されたデータは
バッファリングされず直接ブラウザに送られます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
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参考

ps_open_file() - 出力用のファイルを開く

ps_get_parameter
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_get_parameter — パラメータを取得する

説明

string ps_get_parameter ( resource $psdoc , string $name [, float $modifier ] )

ps_set_parameter() で直接設定されたか、 あるいは他の関数で間接的に設定されたパラメータの値を取得します。 パラメータは文字列値として定義されます。この関数は、 同じく ps_set_parameter() で設定されたリソースを取得するためには利用できません。

パラメータ name は、以下の値をとります。

fontname

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの名前。

fontencoding

現在アクティブなフォントのエンコーディング。

dottedversion

元になる pslib ライブラリのバージョン。書式は <major>.<minor>.<subminor>

scope

現在の描画スコープ。object, document, null, page, pattern, path, template, prolog, font, glyph。

ligaturedisolvechar

リゲチャを溶かす文字。たとえば、リゲチャ `ff' を含むフォントで `|' がこの文字に指定されていた場合は、 `f|f' はリゲチャ `ff' ではなく 2 つの独立した `f' となります。

imageencoding

画像の符号化に使用するエンコーディング。 hex あるいは 85。 hex エンコーディングは、画像の各バイトを postscript ファイルの 2 バイトであらわします。85 は Ascii85 エンコーディングを表します。

linenumbermode

行番号を段落単位でつける場合は paragraph、 ボックス内でつける場合は box を設定します。

linebreak

テキストを ps_show_boxed() で出力する場合にのみ使用します。 true を設定すると、 改行時にキャリッジリターンが付加されます。

parbreak

テキストを ps_show_boxed() で出力する場合にのみ使用します。 true を設定すると、 キャリッジリターンで新しい段落を開始します。

hyphenation

テキストを ps_show_boxed() で出力する場合にのみ使用します。 true を設定すると、 ハイフネーション辞書が設定されており存在する場合に、 段落のハイフネーション処理が行われます。

hyphendict

ハイフネーションパターンの辞書のファイル名。

返り値

成功した場合にパラメータの値を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_set_parameter() - パラメータを設定する

ps_get_value
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(PECL ps >= 1.1.0)

ps_get_value — 値を取得する

説明

float ps_get_value ( resource $psdoc , string $name [, float $modifier ] )

ps_set_value() で設定された値を取得します。 値は浮動小数点数値として定義されます。

パラメータ name には以下の値を設定できます。

fontsize

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの名前。

font

現在アクティブなフォント自身。

imagewidth

パラメータ modifier で渡された ID の画像の幅。

imageheight

パラメータ modifier で渡された ID の画像の高さ。

capheight

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントにおける、 大文字の M の高さ。

ascender

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの ascender (上に突き出している部分の長さ)。

descender

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの descender (下に突き出している部分の長さ)。

italicangle

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの斜体の角度。

underlineposition

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの下線の位置。

underlinethickness

現在アクティブなフォント、 あるいはパラメータ modifier で指定された ID を持つフォントの下線の太さ。

textx

現在のテキスト出力位置の x 座標。

texty

現在のテキスト出力位置の y 座標。

textrendering

現在のテキストのレンダリングモード。

textrise

ベースライン上部の空間。

leading

テキストの行間隔をポイント数で指定。

wordspacing

単語と単語の間の空白の幅を、空白文字の幅を基準として指定。

charspacing

文字と文字の間の空白。0.0 でない場合は、リゲチャは常に分解されます。
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hyphenminchars

単語の末尾で、ハイフネーションの対象となる最小文字数。

parindent

各段落の最初の n 行を字下げします。

numindentlines

parindent が 0.0 でない場合に、段落内で字下げする行数。

parskip

段落と段落の間隔。

linenumberspace

行番号を表示するために、各行の先頭に置く空白。

linenumbersep

行番号と行の内容の間隔。

major

pslib のメジャーバージョン番号。

minor

pslib のマイナーバージョン番号。

subminor, revision

pslib の詳細バージョン番号。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
name

値の名前。
modifier

modifier は、値を取得しようとしている リソースを指定します。たとえばフォントや画像の ID が考えられます。

返り値

成功した場合にパラメータの値を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_set_value() - 値を設定する

ps_hyphenate
(PECL ps >= 1.1.1)

ps_hyphenate — 単語をハイフネーションする

説明

array ps_hyphenate ( resource $psdoc , string $text )

渡された単語をハイフネーションします。ps_hyphenate() は、(ps_set_value() で設定した) hyphenminchars の値と (ps_set_parameter() で設定した) hyphendict パラメータの内容を評価します。 hyphendict は、この関数を呼ぶ前に必ず設定しておかなければなりませ
ん。

この関数を利用するためには、LC_CTYPE が適切に設定されている必要があります。 PostScript 拡張が初期化される際、環境変数の値が利用されます。 Unix 環境を利用している方は、詳細な情報は locale の man ページを見てください。

パラメータ
psdoc
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ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

text にはアルファベット以外の文字を 含むべきではありません。ハイフンで分割できる位置が、 整数値の配列として返されます。配列の個々の要素の内容は、 text 内でハイフンを入れられる場所の 次の文字の位置を表します。

返り値

テキスト内で改行を入れられる位置を表す整数値の配列、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 テキストのハイフネーション
<?php
$word = "Koordinatensystem";
$psdoc = ps_new();
ps_set_parameter($psdoc, "hyphendict", "hyph_de.dic");
$hyphens = ps_hyphenate($psdoc, $word);
for($i=0; $i<strlen($word); $i++) {
  echo $word[$i];
  if(in_array($i, $hyphens))
    echo "-";
}
ps_delete($psdoc);
?>

上の例の出力は以下となります。
Ko-ordi-na-ten-sys-tem

参考

ps_show_boxed() - テキストをボックス内に出力する
locale(1)

ps_include_file
(PECL ps >= 1.3.4)

ps_include_file — 外部ファイルを生の PostScript コードとして読み込む

説明

bool ps_include_file ( resource $psdoc , string $file )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す postscript ファイルの ID リソース。
file

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ps_lineto
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_lineto — 直線を描く

説明

bool ps_lineto ( resource $psdoc , float $x , float $y )

現在の位置から指定された座標までの直線を現在のパスに追加します。 直線の開始位置を指定するには ps_moveto() を利用します。

パラメータ
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psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

直線の終了地点の x 座標。
y

直線の終了地点の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 矩形を描画する
<?php
$ps = ps_new();
if (!ps_open_file($ps, "rectangle.ps")) {
  print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
  exit;
}

ps_set_info($ps, "Creator", "rectangle.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Lineto example");

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_moveto($ps, 100, 100);
ps_lineto($ps, 100, 200);
ps_lineto($ps, 200, 200);
ps_lineto($ps, 200, 100);
ps_lineto($ps, 100, 100);
ps_stroke($ps);
ps_end_page($ps);

ps_delete($ps);
?>

参考

ps_moveto() - 現在位置を設定する

ps_makespotcolor
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_makespotcolor — スポット色を作成する

説明

int ps_makespotcolor ( resource $psdoc , string $name [, int $reserved = 0 ] )

現在の塗りつぶし色からスポット色を作成します。塗りつぶし色の色空間は rgb, cmyk または グレースケールのいずれかでなければなりません。 スポット色には任意の名前をつけることができます。 スポット色には、ps_setcolor() を用いてどんな色でも設定できます。 ド
キュメントが印刷されずに postscript ビューアで表示される場合にも、 指定した色空間の色が使用されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
name

スポット色の名前、例えば Pantone 5565。

返り値

成功した場合にスポット色の ID を、失敗した場合にゼロを返します。

例

例1 スポット色の作成と使用
<?php
$ps = ps_new();
if (!ps_open_file($ps, "spotcolor.ps")) {
  print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
  exit;
}

ps set info($ps, "Creator", "spotcolor.php");
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ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Spot color example");

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_setcolor($ps, "fill", "cmyk", 0.37, 0.0, 0.34, 0.34);
$spotcolor = ps_makespotcolor($ps, "PANTONE 5565 C", 0);
ps_setcolor($ps, "fill", "spot", $spotcolor, 0.5, 0.0, 0.0);
ps_moveto($ps, 100, 100);
ps_lineto($ps, 100, 200);
ps_lineto($ps, 200, 200);
ps_lineto($ps, 200, 100);
ps_lineto($ps, 100, 100);
ps_fill($ps);
ps_end_page($ps);

ps_delete($ps);
?>

この例では、深緑 (オリーブ) 色で 50 % の濃度で矩形を塗りつぶすスポット色 "PANTONE 5565 C" を作成します。

参考

ps_setcolor() - 色を設定する

ps_moveto
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_moveto — 現在位置を設定する

説明

bool ps_moveto ( resource $psdoc , float $x , float $y )

現在位置を新しい座標に指定します。前回のパスが終了してからはじめて ps_moveto() が呼ばれた場合、新しいパスを開始します。 もしすでにパスが開始されているときに呼ばれた場合は、 単に現在位置を設定し、サブパスを開始します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

移動する位置の x 座標。
y

移動する位置の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_lineto() - 直線を描く

ps_new
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_new — 新しい PostScript ドキュメントオブジェクトを作成する

説明

resource ps_new ( void )

新しいドキュメントのインスタンスを生成します。 ディスク上やメモリ内にファイルを作ることはありません。 ドキュメントのインスタンスがすべてを設定します。 ps_new() の後には、通常は ps_open_file() がコールされます。これにより、 実際に postscript ドキュメン
トが作成されます。

返り値

成功した場合に PostScript ドキュメントのリソースを、 失敗した場合に FALSE を返します。 この返り値は、その他のすべての関数の最初の引数として渡されます。

参考
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ps_delete() - PostScript ドキュメントの全リソースを削除する

ps_open_file
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_open_file — 出力用のファイルを開く

説明

bool ps_open_file ( resource $psdoc [, string $filename ] )

ディスク上に新しいファイルを作成し、PostScript ドキュメントをその中に書き込みます。ps_close() が呼ばれると、ファイルは閉じられます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
filename

postscript ファイルの名前。 filename が渡されなかった場合、 ドキュメントはメモリ内に作成され、内容は直接ブラウザに出力されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_close() - PostScript ドキュメントを閉じる

ps_open_image_file
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_open_image_file — ファイルから画像を開く

説明

int ps_open_image_file ( resource $psdoc , string $type , string $filename [, string $stringparam [, int $intparam = 0 ]] )

後で使用するために、画像を読み込みます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
type

画像の形式。png、 jpeg あるいは eps。
filename

画像データを含むファイルの名前。
stringparam

使用されません。
intparam

使用されません。

返り値

成功した場合に画像の ID を、失敗した場合にゼロを返します。 ID は、0 より大きい正の数値です。

参考

ps_open_image() - 後で配置するために画像を読み込む
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ps_place_image() - 画像をページに配置する
ps_close_image() - 画像を閉じ、メモリを開放する

ps_open_image
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_open_image — 後で配置するために画像を読み込む

説明

int ps_open_image ( resource $psdoc , string $type , string $source , string $data , int $lenght , int $width , int $height , int $components , int $bpc , string $params )

すでにメモリ上にある画像を読み込みます。現在は source は評価されず、常に memory と仮定されます。 画像データは、左上から右下に向かってピクセルデータを順に並べたものです。 各ピクセルは、色コンポーネント components で構成されており、このコンポーネントの
大きさは bpc ビットです。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
type

画像の形式。png、 jpeg あるいは eps。
source

使用されません。
data

画像データ。
length

画像データの長さ。
width

画像の幅。
height

画像の高さ。
components

各ピクセルのコンポーネントの数。 1 (グレースケール画像)、 3 (rgb 画像) あるいは 4 (cmyk, rgba 画像)。
bpc

コンポーネント単位のビット数 (ほとんどの場合は 8)

params

返り値

成功した場合に画像の ID を、失敗した場合にゼロを返します。 ID は、0 より大きい正の数値です。

参考

ps_open_image_file() - ファイルから画像を開く
ps_place_image() - 画像をページに配置する
ps_close_image() - 画像を閉じ、メモリを開放する

ps_open_memory_image
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_open_memory_image — GD 画像を受け取り、PS ドキュメントにはめ込む画像を返す

説明

int ps_open_memory_image ( resource $psdoc , int $gd )
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す postscript ファイルの ID リソース。
gd

ps_place_image
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_place_image — 画像をページに配置する

説明

bool ps_place_image ( resource $psdoc , int $imageid , float $x , float $y , float $scale )

以前に読み込まれている画像をページに配置します。画像の縮尺は変更できます。 画像を回転させる場合は、事前に ps_rotate() で座標系を回転させておきます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
imageid

ps_open_image() あるいは ps_open_image_file() が返す、 画像のリソース ID。
x

画像の左下角の x 座標。
y

画像の左下角の y 座標。
scale

画像の拡大率。1.0 を指定すると、解像度は 72 dpi となります。 これにより、各ピクセルが 1 ポイントと等しくなるからです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_open_image() - 後で配置するために画像を読み込む
ps_open_image_file() - ファイルから画像を開く

ps_rect
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_rect — 矩形を描く

説明

bool ps_rect ( resource $psdoc , float $x , float $y , float $width , float $height )

（x, y）を左下の角とする 矩形を描きます。描画は左下の角から始まって同じ位置で終わります。 もしパスの外部でこの関数が呼び出された場合、新しいパスを開始します。 パスの内部で呼び出された場合は、矩形をサブパスとして追加します。一つ前の描画処理が 左下角の位
置で終わっていなかった場合は、パスに隙間ができることになります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
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x

矩形の左下角の x 座標。
y

矩形の左下角の y 座標。
width

画像の幅。
height

画像の高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_arc() - 反時計回りに円弧を描く
ps_cirle()
ps_lineto() - 直線を描く

ps_restore
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_restore — 以前に保存されたコンテキストを復元する

説明

bool ps_restore ( resource $psdoc )

以前に保存されている描画コンテキストを復元します。 すべての ps_save() 呼び出しには、対応する ps_restore() の呼び出しが必要です。 座標系変換、線の設定、色の設定などは、すべて ps_save() のコール前の状態に戻ります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_save() - 現在のコンテキストを保存する

ps_rotate
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_rotate — 回転の程度を設定する

説明

bool ps_rotate ( resource $psdoc , float $rot )

座標系の回転を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
rot

回転角度を度単位で指定します。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 座標系の回転
<?php
function rectangle($ps) {
    ps_moveto($ps, 0, 0);
    ps_lineto($ps, 0, 50);
    ps_lineto($ps, 50, 50);
    ps_lineto($ps, 50, 0);
    ps_lineto($ps, 0, 0);
    ps_stroke($ps);
}

$ps = ps_new();
if (!ps_open_file($ps, "rotation.ps")) {
  print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
  exit;
}

ps_set_info($ps, "Creator", "rotation.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Rotation example");
ps_set_info($ps, "BoundingBox", "0 0 596 842");

$psfont = ps_findfont($ps, "Helvetica", "", 0);

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_set_text_pos($ps, 100, 100);
ps_save($ps);
ps_translate($ps, 100, 100);
ps_rotate($ps, 45);
rectangle($ps);
ps_restore($ps);
ps_setfont($ps, $psfont, 8.0);
ps_show($ps, "Text without rotation");
ps_end_page($ps);

ps_delete($ps);
?>

上の例では、座標系を回転させることによって、図形 (ここでは単なる矩形) を回転させるという一般的な方法を説明しています。 図形の座標系は (0,0) を起点とみなしているため、 図形がページの端にない場合には座標系の変換も行います。 ps_translate() および ps_rotate()
の順番には気をつけてください。 上の例では、変換前の座標系での (100, 100) を基準として矩形を回転させています。 2 つの文の順序を入れ替えると、まったく異なる結果となります。

これ以降のテキストをもとの位置に出力させるには、 ps_save() および ps_restore() を使用して、座標系に関する変更内容をカプセル化します。

参考

ps_scale() - 縮尺を設定する
ps_translate() - 座標変換を設定する

ps_save
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_save — 現在のコンテキストを保存する

説明

bool ps_save ( resource $psdoc )

現在の描画コンテキストを保存します。 そこには色や変換・回転その他の情報が含まれています。保存されたコンテキストは ps_restore() で復元できます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_restore() - 以前に保存されたコンテキストを復元する

ps_scale
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(PECL ps >= 1.1.0)

ps_scale — 縮尺を設定する

説明

bool ps_scale ( resource $psdoc , float $x , float $y )

座標系の、水平方向・垂直方向の縮尺をそれぞれ設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

水平方向の倍率。
y

垂直方向の倍率。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_rotate() - 回転の程度を設定する
ps_translate() - 座標変換を設定する

ps_set_border_color
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_border_color — 注記の枠線の色を設定する

説明

bool ps_set_border_color ( resource $psdoc , float $red , float $green , float $blue )

ps_add_weblink() や ps_add_pdflink() などの関数で追加されたリンクは、 pdf に変換して pdf ビューアで見た際には矩形で囲まれて表示されます。 この矩形は、postscript ドキュメントでは表示されません。 この関数は、矩形の枠線の色を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
red

枠線の色の red 要素。
green

枠線の色の green 要素。
blue

枠線の色の blue 要素。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_set_border_dash() - 注記の枠線の、破線の状態を設定する
ps_set_border_style() - 注記の枠線の形式を設定する

ps_set_border_dash
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(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_border_dash — 注記の枠線の、破線の状態を設定する

説明

bool ps_set_border_dash ( resource $psdoc , float $black , float $white )

ps_add_weblink() や ps_add_pdflink() などの関数で追加されたリンクは、 pdf に変換して pdf ビューアで見た際には矩形で囲まれて表示されます。 この矩形は、postscript ドキュメントでは表示されません。 この関数は、破線の「線」の部分と「空白」の部分の長さを設定
します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
black

破線の長さ。
white

破線と破線の間隔。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_set_border_color() - 注記の枠線の色を設定する
ps_set_border_style() - 注記の枠線の形式を設定する

ps_set_border_style
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_border_style — 注記の枠線の形式を設定する

説明

bool ps_set_border_style ( resource $psdoc , string $style , float $width )

ps_add_weblink() や ps_add_pdflink() などの関数で追加されたリンクは、 pdf に変換して pdf ビューアで見た際には矩形で囲まれて表示されます。 この矩形は、postscript ドキュメントでは表示されません。 この関数は、その線の形式と幅を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
style

style は、 solid（実線） または dashed（破線）のいずれかを設定できます。
width

枠線の幅。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_set_border_color() - 注記の枠線の色を設定する
ps_set_border_dash() - 注記の枠線の、破線の状態を設定する

ps_set_info
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(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_info — ドキュメントの情報を設定する

説明

bool ps_set_info ( resource $p , string $key , string $val )

ドキュメントの情報フィールドを設定します。この情報は、PostScript ファイルのヘッダにコメントとして表示されます。 ドキュメントが pdf に変換された場合にも、 このフィールドはドキュメントの情報として使用されます。

通常 BoundingBox は最初のページの設定と同じ値を 設定しておきます。 ps_findfont() が事前に呼ばれていなかった場合のみ、この設定が利用されます。そのような場合、 もしこの関数で明示的に設定していなければ BoundingBox は空白のままとなります。

postscript ファイルのヘッダが既に書き込まれている場合には、 この関数は何の意味も持ちません。この関数は、最初のページの前、 あるいは ps_findfont() が最初にコールされる前にコールされる必要があります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
key

設定する情報フィールドの名前。設定できる値は Keywords、Subject、 Title、Creator、 Author、BoundingBox および Orientation です。 このうちのいくつかは、PostScript ビューアに対して意味を持つものであることに注意しましょう。
value

情報フィールドの値。 Orientation フィールドには Portrait あるいは Landscape が設定できます。BoundingBox は 4 つの数値からなる文字列で、最初の 2 つがページの左下角の座標を表します。 残りの 2 つが右上角の座標です。

注意:

pslib のバージョン 0.2.6 まででは、 ps_findfont() が事前にコールされていない限り、 この関数は常に BoundingBox および Orientation を上書きします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_findfont() - フォントを読み込む
ps_begin_page() - 新しいページを開始する

ps_set_parameter
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_parameter — パラメータを設定する

説明

bool ps_set_parameter ( resource $psdoc , string $name , string $value )

多くの関数で利用されるパラメータを設定します。 パラメータは文字列値として定義されます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
name

使用できる名称については ps_get_parameter() を参照ください。
value

パラメータの値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_get_parameter() - パラメータを取得する
ps_set_value() - 値を設定する
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ps_set_text_pos
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_text_pos — テキストの出力位置を設定する

説明

bool ps_set_text_pos ( resource $psdoc , float $x , float $y )

テキストを出力する位置を設定します。別の方法として、x と y の値を別々に ps_set_value() で設定することもできます。 この場合の設定項目は、それぞれ textx と texty となります。

テキストを所定の位置に出力したいのなら、テキストの位置を指定してから ps_show() をコールするよりも、 ps_show_xy() を使用するほうが便利です。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
x

新しいテキスト位置の x 座標。
y

新しいテキスト位置の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 指定した位置にテキストを配置する
<?php
$ps = ps_new();
if (!ps_open_file($ps, "text.ps")) {
  print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
  exit;
}

ps_set_info($ps, "Creator", "rectangle.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Text placement example");

ps_begin_page($ps, 596, 842);
$psfont = ps_findfont($ps, "Helvetica", "", 0);
ps_setfont($ps, $psfont, 8.0);
ps_show_xy($ps, "Some text at (100, 100)", 100, 100);

ps_set_value($ps, "textx", 100);
ps_set_value($ps, "texty", 120);
ps_show($ps, "Some text at (100, 120)");
ps_end_page($ps);

ps_delete($ps);
?>

参考

ps_set_value() - 値を設定する
ps_show() - テキストを出力する

ps_set_value
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_set_value — 値を設定する

説明

bool ps_set_value ( resource $psdoc , string $name , float $value )

多くの関数で利用される値を設定します。 パラメータは浮動小数点数値として定義されます。

パラメータ
psdoc
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ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
name

name は以下のうちのひとつです。

textrendering

テキストをどのように見せるか。

textx

出力テキストの x 座標。

texty

出力テキストの y 座標。

wordspacing

単語の間隔を空白文字に対する比率で設定する。

leading

行間をピクセルで指定する。
value

パラメータの値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_get_value() - 値を取得する
ps_set_parameter() - パラメータを設定する

ps_setcolor
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setcolor — 色を設定する

説明

bool ps_setcolor ( resource $psdoc , string $type , string $colorspace , float $c1 , float $c2 , float $c3 , float $c4 )

描画色、塗りつぶし色、あるいはその両方を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
type

type は both、fill、 あるいは fillstroke のいずれかです。
colorspace

colorspace は gray、 rgb、cmyk、 spot、pattern のいずれかです。 colorspace の値によって、以下のパラメータのうち最初のひとつ・最初の３つ あるいはすべてが利用されます。
c1

colorspace の値によって、red 成分 (rgb の場合)、 cyan 成分 (cmyk の場合)、グレースケール (gray の場合)、 スポット色の ID あるいはパターンの ID のいずれかとなります。
c2

colorspace の値によって、green 成分 (rgb の場合)、 magenta 成分 (cmyk の場合) のいずれかとなります。
c3

colorspace の値によって、blue 成分 (rgb の場合)、 yellow 成分 (cmyk の場合) のいずれかとなります。
c4
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colorspace が cmyk の場合にのみ設定され、black 成分の値を指定します。

バグ

2 番目のパラメータは、現在は常に評価されるわけではありません。 設定内容にかかわらず、fillstroke が渡されたときのような振る舞いをすることがあります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ps_setdash
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setdash — 破線の形状を設定する

説明

bool ps_setdash ( resource $psdoc , float $on , float $off )

破線の「線」の部分と「空白」の部分の長さを設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
on

破線の長さ。
off

破線と破線の間隔の長さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_setpolydash() - 破線の形状を設定する

ps_setflat
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setflat — 平面度を設定する

説明

bool ps_setflat ( resource $psdoc , float $value )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
value

value は 0.2 から 1 までの間でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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ps_setfont
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setfont — 以降の出力で用いるフォントを設定する

説明

bool ps_setfont ( resource $psdoc , int $fontid , float $size )

フォントを設定します。このフォントは、事前に ps_findfont() で読み込まれている必要があります。 フォントを設定せずにテキストを出力するとエラーとなります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
fontid

ps_findfont() が返す、フォント ID。
size

フォントのサイズ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_findfont() - フォントを読み込む
ps_set_text_pos() - テキストの出力位置を設定する for an example.

ps_setgray
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setgray — グレー値を設定する

説明

bool ps_setgray ( resource $psdoc , float $gray )

以降の描画処理で使われるグレー値を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
gray

値は 0（白）から 1（黒）までの間でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_setcolor() - 色を設定する

ps_setlinecap
(PECL ps >= 1.1.0)
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ps_setlinecap — 線端の形状を設定する

説明

bool ps_setlinecap ( resource $psdoc , int $type )

線端をどのように表示するかを設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
type

線端の形式。 PS_LINECAP_BUTT、 PS_LINECAP_ROUND あるいは PS_LINECAP_SQUARED のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_setlinejoin() - 線の連結方法を設定する
ps_setlinewidth() - 線幅を設定する
ps_setmiterlimit() - miter limit 値を設定する

ps_setlinejoin
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setlinejoin — 線の連結方法を設定する

説明

bool ps_setlinejoin ( resource $psdoc , int $type )

線がどのように連結されるかを設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
type

線の連結方式。 PS_LINEJOIN_MITER、 PS_LINEJOIN_ROUND あるいは PS_LINEJOIN_BEVEL のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_setlinecap() - 線端の形状を設定する
ps_setlinewidth() - 線幅を設定する
ps_setmiterlimit() - miter limit 値を設定する

ps_setlinewidth
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setlinewidth — 線幅を設定する

説明

bool ps_setlinewidth ( resource $psdoc , float $width )

以降の描画処理での線幅を設定します。
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パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
width

線の幅 (ポイント数)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_setlinecap() - 線端の形状を設定する
ps_setlinejoin() - 線の連結方法を設定する
ps_setmiterlimit() - miter limit 値を設定する

ps_setmiterlimit
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setmiterlimit — miter limit 値を設定する

説明

bool ps_setmiterlimit ( resource $psdoc , float $value )

2 本の直線が小さい角度で連結され、かつ連結方法が PS_LINEJOIN_MITER に設定されている場合、 出来上がる線の角の部分が非常に長くなります。miter limit は、miter length (角の長さ) と線幅の比率の最大値です。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
value

miter length と線幅の比率の最大値。大きな値 (> 10) を設定すると、2 本の直線が狭い角度で交わる際に、 角の部分が非常に長くなってしまいます。 よくわからない場合はデフォルトのままにしておきましょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_setlinecap() - 線端の形状を設定する
ps_setlinejoin() - 線の連結方法を設定する
ps_setlinewidth() - 線幅を設定する

ps_setoverprintmode
(PECL ps >= 1.3.0)

ps_setoverprintmode — overprint モードを設定する

説明

bool ps_setoverprintmode ( resource $psdoc , int $mode )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す postscript ファイルの ID リソース。
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mode

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ps_setpolydash
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_setpolydash — 破線の形状を設定する

説明

bool ps_setpolydash ( resource $psdoc , float $arr )

破線の「線」の部分と「空白」の部分の長さを設定します。 ps_setpolydash() は、 より複雑な破線パターンを設定するために用いられます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
arr

arr は「線」の部分の長さと 「空白」の部分の長さを互い違いにならべたリストです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 破線を描画する
<?php
$ps = ps_new();
if (!ps_open_file($ps, "polydash.ps")) {
   print "PostScript ファイルをオープンできません\n";
     exit;
}

ps_set_info($ps, "Creator", "polydash.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Poly dash example");

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_setpolydash($ps, array(10, 5, 2, 5));
ps_moveto($ps, 100, 100);
ps_lineto($ps, 200, 200);
ps_stroke($ps);
ps_end_page($ps);

ps_delete($ps);
?>

この例は、長さ 10 ポイントと 2 ポイントの線を、 5 ポイントの空白でつなげた破線を描画します。

参考

ps_setdash() - 破線の形状を設定する

ps_shading_pattern
(PECL ps >= 1.3.0)

ps_shading_pattern — シェーディング用のパターンを作成する

説明

int ps_shading_pattern ( resource $psdoc , int $shadingid , string $optlist )

シェーディング用のパターンを作成します。これは ps_shading() を呼ぶ前に行わなければなりません。 シェーディングパターンは、標準のパターンと同じように用いられます。

パラメータ
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psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
shadingid

事前に ps_shading() で作成したシェーディングの ID。
optlist

このパラメータは、現在使用されていません。

返り値

成功した場合にパターンの ID を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_shading() - 以降の出力で用いるシェーディングを作成する
ps_shfill() - 範囲をシェーディングで塗りつぶす

ps_shading
(PECL ps >= 1.3.0)

ps_shading — 以降の出力で用いるシェーディングを作成する

説明

int ps_shading ( resource $psdoc , string $type , float $x0 , float $y0 , float $x1 , float $y1 , float $c1 , float $c2 , float $c3 , float $c4 , string $optlist )

シェーディングを作成します。これは ps_shfill() や ps_shading_pattern() で用いられます。

シェーディングの色には、pattern 以外の任意の色空間が利用できます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
type

シェーディングの種類で、radial (放射状) または axial (直線状) のいずれかです。 シェーディングは現在の塗りつぶし色で始まり、 c1 から c4 までのパラメータで指定される色で終わります (パラメータの意味は ps_setcolor() を参照ください)。
x0, x1, y0, y1

x0, y0, x1, y1 は、 シェーディングの開始位置・終了位置の座標です。 シェーディングの形式が radial の場合は、 それぞれ開始円・終了円の中心となります。
c1, c2, c3, c4

このパラメータの意味は ps_setcolor() を参照してください。
optlist

type が radial の場合、optlist にはパラメータ r0 と r1 が含まれる必要があります。これらはそれぞれ開始位置と終了位置を表す 円の半径です。

返り値

成功した場合にパターンの ID を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_shading_pattern() - シェーディング用のパターンを作成する
ps_shfill() - 範囲をシェーディングで塗りつぶす

ps_shfill
(PECL ps >= 1.3.0)

ps_shfill — 範囲をシェーディングで塗りつぶす

説明
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bool ps_shfill ( resource $psdoc , int $shadingid )

範囲をシェーディングで塗りつぶします。シェーディングは事前に ps_shading() で作られている必要があります。 この関数は、ps_shading_pattern() でシェーディングからパターンを作成し、 それを塗りつぶし色として使用するのと同じことを行います。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
shadingid

事前に ps_shading() で作成したシェーディングの ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_shading() - 以降の出力で用いるシェーディングを作成する
ps_shading_pattern() - シェーディング用のパターンを作成する

ps_show_boxed
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_show_boxed — テキストをボックス内に出力する

説明

int ps_show_boxed ( resource $psdoc , string $text , float $left , float $bottom , float $width , float $height , string $hmode [, string $feature ] )

与えられたボックスの中にテキストを出力します。ボックスの左下の座標が (left, bottom) となります。 必要に応じて改行が挿入されます。連続する空白文字は、ひとつとして扱われ、 タブ文字は空白文字として扱われます。

パラメータ hyphenation が true に設定されており、またパラメータ hyphendict に有効なハイフネーションファイルが設定されている場合に、 テキストのハイフネーションが行われます。 行間隔の設定は、値 leading で行います。 TeX と同様に、段落と段落の間には空行が挿
入されます。 値 parindent が 0.0 より大きく設定されている場合、 最初の n 行は字下げされます。n の行数は、値 numindentlines で設定します。 最初の m 段落を字下げしないようにするには、 値 parindentskip に正の数値を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

指定したボックスの中に出力するテキスト。
left

ボックスの左下角の x 座標。
bottom

ボックスの左下角の y 座標。
width

ボックスの幅。
height

ボックスの高さ。
hmode

パラメータ hmode は "justify"（均等割付）・ "fulljustify"（完全な均等割付）・"right"（右寄せ）・"left"（左寄せ）・ "center"（センタリング）のどれかの値を設定します。 "justify" と "fulljustify" の違いは、ボックスの最終行の処理です。 fulljustify モードでは、 段落
の最後の行である場合を除いて最終行も均等割付をします。 justify モードでは、最終行は常に左寄せとなります。

feature

用いられるパラメータ

ps_show_boxed() の出力は、パラメータや値 (それぞれ ps_set_parameter() や ps_set_value() で設定されたもの) で設定できます。 テキスト出力に影響するパラメータや値のうち、以下のものが評価されます。

leading (value)

連続する 2 つの行の間隔です。
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linebreak (parameter)

キャリッジリターンを、空白ではなく改行として扱いたい場合は "true" に設定します。デフォルトは "false" です。

parbreak (parameter)

単一行のデータ中のキャリッジリターンを、空白ではなく段落区切りとして 扱いたい場合は "true" に設定します。デフォルトは "true" です。

hyphenation (parameter)

ハイフネーションを有効にする場合は "true" に設定します。 その際、パラメータ "hyphendict" に辞書を設定しておく必要があります。 デフォルトは "false" です。

hyphendict (parameter)

ハイフネーションパターンの辞書ファイル名です（以下を参照）。

hyphenminchar (value)

ハイフンの前後に最低限必要な文字数です。つまり、少なくともこの値の 2 倍以上の文字数の単語でないとハイフネーションされないということです。 デフォルトは 3 です。値をゼロに設定すると、デフォルトの値が使われます。

parindent (value)

段落の最初の m 行に対する字下げの量をピクセル単位で設定します。 m は、値 "numindentlines" で設定します。

parskip (value)

段落間の空白の追加量をピクセル単位で設定します。デフォルトは 0 で、 通常の行間設定をそのまま利用します。

numindentlines (value)

段落の最初の部分で字下げ対象となる行数です。デフォルトは 1 です。

parindentskip (value)

字下げ処理を行わない段落数を設定します。デフォルトは 0 です。 この設定が便利に使えるのは、章の始めの段落・2 つのボックスにまたがる テキストなどです。このような場合には値を 1 に設定します。

linenumbermode (parameter)

行番号のつけ方を設定します。"box" を設定するとボックス全体に 番号をつけ、"paragraph" を設定するとその中の段落単位で番号をつけます。

linenumberspace (value)

行番号を表示するための、左側のスペースの幅です。行番号は、 このスペースに右詰めで表示されます。デフォルトは 20 です。

linenumbersep (value)

行番号欄と行本文欄の間の空白です。デフォルトは 5 です。

ハイフネーション

パラメータ hyphenation が true に設定され、かつ 有効なハイフネーション辞書が設定されている場合に、テキストが ハイフネーションされます。pslib は独自のハイフネーション辞書を持っておらず、 openoffice または scribus, koffice の辞書のうちひとつを利用します。
これらのソフトウェアがインストールされている環境では、さまざまな言語の辞書が 以下のディレクトリで見つけられます。

/usr/share/apps/koffice/hyphdicts/
/usr/lib/scribus/dicts/
/usr/lib/openoffice/share/dict/ooo/

現時点では、scribus が最も完璧なハイフネーション辞書を持っているようです。

返り値

書くことができなかった文字数を返します。

参考

ps_continue_text() - 次の行にテキストを続ける

ps_show_xy2
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_show_xy2 — テキストを指定した位置に出力する

説明
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bool ps_show_xy2 ( resource $psdoc , string $text , int $len , float $xcoor , float $ycoor )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ps_show_xy
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_show_xy — 指定された位置にテキストを出力する

説明

bool ps_show_xy ( resource $psdoc , string $text , float $x , float $y )

指定された位置にテキストを出力します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

出力するテキスト。
x

テキストを囲むボックスの左下角の x 座標。
y

テキストを囲むボックスの左下角の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_continue_text() - 次の行にテキストを続ける
ps_show() - テキストを出力する

ps_show2
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_show2 — テキストを現在の位置に出力する

説明

bool ps_show2 ( resource $psdoc , string $text , int $len )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す postscript ファイルの ID リソース。
text

len
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ps_show
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_show — テキストを出力する

説明

bool ps_show ( resource $psdoc , string $text )

現在の位置にテキストを出力します。テキストの位置を設定するには、 関数 ps_set_value() の値 textx および texty に x 座標と y 座標を設定します。 事前に ps_setfont() でフォントが設定されていない場合、この関数はエラーを返します。

ps_show() は、以下のようなパラメータや値 (それぞれ ps_set_parameter() や ps_set_value() で設定されたもの) の内容を評価します。

charspacing (value)

連続する 2 つのグリフ間の距離です。値がゼロ以外の場合、リゲチャは 解消されます。ゼロ未満の値を指定することも可能です。

kerning (parameter)

このパラメータを "false" に設定するとカーニングが無効になります。 デフォルトではカーニングが有効になっています。

ligatures (parameter)

このパラメータを "false" に設定するとリゲチャを使用しないようになります。 デフォルトではリゲチャを使用するようになっています。

underline (parameter)

このパラメータを "true" に設定すると下線が引かれます。 デフォルトでは下線が無効になっています。

overline (parameter)

このパラメータを "true" に設定すると上線が引かれます。 デフォルトでは上線が無効になっています。

strikeout (parameter)

このパラメータを "true" に設定すると打ち消し線が引かれます。 デフォルトでは打ち消し線が無効になっています。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

出力するテキスト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_continue_text() - 次の行にテキストを続ける
ps_show_xy() - 指定された位置にテキストを出力する
ps_setfont() - 以降の出力で用いるフォントを設定する

ps_string_geometry
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_string_geometry — 文字列のジオメトリを取得する

説明

array ps_string_geometry ( resource $psdoc , string $text [, int $fontid = 0 [, float $size = 0.0 ]] )
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この関数は ps_stringwidth() と似ていますが、 返り値は、テキストの幅、ascender および descender を含む配列形式になります。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

ジオメトリを計算するテキスト。
fontid

使用するフォントの ID。フォントが指定されていない場合は、 現在のフォントが使用されます。
size

フォントのサイズ。指定されていない場合は現在のサイズが使用されます。

返り値

文字の寸法を格納した配列です。'width' には ps_stringwidth() で返される文字列の幅が入ります。 下に突き出している部分の長さの最大値が 'descender' に、 また上に突き出している部分の長さの最大値が 'ascender' に入ります。

参考

ps_continue_text() - 次の行にテキストを続ける
ps_stringwidth() - 文字列の幅を取得する

ps_stringwidth
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_stringwidth — 文字列の幅を取得する

説明

float ps_stringwidth ( resource $psdoc , string $text [, int $fontid = 0 [, float $size = 0.0 ]] )

指定されたフォントとサイズで出力した場合に、 文字列の幅が何ポイントになるかを計算します。 正確な幅を計算するため、この関数は Adobe のフォントメトリックファイルを必要とします。カーニングが有効になっている場合、 それも考慮して計算します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
text

幅を計算するテキスト。
fontid

使用するフォントの ID。フォントが指定されていない場合は、 現在のフォントが使用されます。
size

フォントのサイズ。指定されていない場合は現在のサイズが使用されます。

返り値

文字列の幅をポイント数で返します。

参考

ps_string_geometry() - 文字列のジオメトリを取得する

ps_stroke
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_stroke — 現在のパスを描画する
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説明

bool ps_stroke ( resource $psdoc )

ps_lineto() のような関数で事前に組み立てられたパスを描画します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_closepath_stroke() - パスを閉じ、描画する
ps_fill() - 現在のパスを塗りつぶす
ps_fill_stroke() - 現在のパスを塗りつぶし、線を引く

ps_symbol_name
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_symbol_name — グリフ名を取得する

説明

string ps_symbol_name ( resource $psdoc , int $ord [, int $fontid = 0 ] )

この関数は、有効なグリフ名を取得するために Adobe のフォントメトリックファイルを必要とします。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
ord

ord は、フォントエンコーディングベクタ の中でのグリフの位置です。
fontid

使用するフォントの ID。フォントが指定されていない場合は、 現在のフォントが使用されます。

返り値

指定されたフォントのグリフ名を返します。

参考

ps_symbol() - グリフを出力する
ps_symbol_width() - グリフの幅を取得する

ps_symbol_width
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_symbol_width — グリフの幅を取得する

説明

float ps_symbol_width ( resource $psdoc , int $ord [, int $fontid = 0 [, float $size = 0.0 ]] )

指定されたフォントとサイズで出力した場合に、 グリフの幅が何ポイントになるかを計算します。正確な幅を計算するため、 この関数は Adobe のフォントメトリックファイルを必要とします。

パラメータ
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psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
ord

ord は、 フォントエンコーディングベクタの中でのグリフの位置です。
fontid

使用するフォントの ID。フォントが指定されていない場合は、 現在のフォントが使用されます。
size

フォントのサイズ。指定されていない場合は現在のサイズが使用されます。

返り値

グリフの幅をポイント数で返します。

参考

ps_symbol() - グリフを出力する
ps_symbol_name() - グリフ名を取得する

ps_symbol
(PECL ps >= 1.2.0)

ps_symbol — グリフを出力する

説明

bool ps_symbol ( resource $psdoc , int $ord )

現在のフォントのフォントエンコーディングベクタの中で ord 番目の位置にあるグリフを出力します。 フォントエンコーディングは、ps_findfont() でフォントを読み込む際に設定することができます。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
ord

フォントエンコーディングベクタの中でのグリフの位置。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ps_symbol_name() - グリフ名を取得する
ps_symbol_width() - グリフの幅を取得する

ps_translate
(PECL ps >= 1.1.0)

ps_translate — 座標変換を設定する

説明

bool ps_translate ( resource $psdoc , float $x , float $y )

新しい座標系の原点を設定します。

パラメータ
psdoc

ps_new() が返す、postscript ファイルのリソース ID。
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x

変換後の座標系の原点の x 座標。
y

変換後の座標系の原点の y 座標。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 座標系の変換
<?php
function rectangle($ps) {
    ps_moveto($ps, 0, 0);
    ps_lineto($ps, 0, 50);
    ps_lineto($ps, 50, 50);
    ps_lineto($ps, 50, 0);
    ps_lineto($ps, 0, 0);
    ps_stroke($ps);
}

$ps = ps_new();
if (!ps_open_file($ps, "translate.ps")) {
  print "Cannot open PostScript file\n";
  exit;
}

ps_set_info($ps, "Creator", "translate.php");
ps_set_info($ps, "Author", "Uwe Steinmann");
ps_set_info($ps, "Title", "Translated example");
ps_set_info($ps, "BoundingBox", "0 0 596 842");

$psfont = ps_findfont($ps, "Helvetica", "", 0);

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_set_text_pos($ps, 100, 100);
ps_translate($ps, 500, 750);
rectangle($ps);
ps_translate($ps, -500, -750);
ps_setfont($ps, $psfont, 8.0);
ps_show($ps, "Text at initial position");
ps_end_page($ps);

ps_begin_page($ps, 596, 842);
ps_set_text_pos($ps, 100, 100);
ps_save($ps);
ps_translate($ps, 500, 750);
rectangle($ps);
ps_restore($ps);
ps_setfont($ps, $psfont, 8.0);
ps_show($ps, "Text at initial position");
ps_end_page($ps);

ps_delete($ps);
?>

上の例は、図形 (ここでは単なる矩形) を、図形自身の座標系を使用したまま ページ内の任意の位置に配置するための 2 種類の方法を示しています。 矩形を描画する前に、座標系の原点を変更しているのがポイントです。 矩形を描画した後は、座標系をもとに戻さなければなり
ません。

2 ページ目では、少し異なった、よりエレガントな方法を使用しています。 座標系の変換を元に戻すために ps_translate() をもう一度コールするのではなく、 座標系の変更前に描画コンテキストを保存しておいて、 矩形の描画後にそれを復元しています。

参考

ps_scale() - 縮尺を設定する
ps_rotate() - 回転の程度を設定する

目次
ps_add_bookmark — 現在のページにブックマークを追加する
ps_add_launchlink — ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_locallink — 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する
ps_add_note — 現在のページに注釈を追加する
ps_add_pdflink — 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する
ps_add_weblink — Web 上の場所へのリンクを追加する
ps_arc — 反時計回りに円弧を描く
ps_arcn — 時計回りに円弧を描く
ps_begin_page — 新しいページを開始する
ps_begin_pattern — 新しいパターンを開始する
ps_begin_template — 新しいテンプレートを開始する
ps_circle — 円を描く
ps_clip — 現在のパスを描画範囲として指定する
ps_close_image — 画像を閉じ、メモリを開放する
ps_close — PostScript ドキュメントを閉じる
ps_closepath_stroke — パスを閉じ、描画する
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ps_closepath — パスを閉じる
ps_continue_text — 次の行にテキストを続ける
ps_curveto — 曲線を描く
ps_delete — PostScript ドキュメントの全リソースを削除する
ps_end_page — ページを終了する
ps_end_pattern — パターンを終了する
ps_end_template — テンプレートを終了する
ps_fill_stroke — 現在のパスを塗りつぶし、線を引く
ps_fill — 現在のパスを塗りつぶす
ps_findfont — フォントを読み込む
ps_get_buffer — 生成された PS データを含むバッファの内容を取得する
ps_get_parameter — パラメータを取得する
ps_get_value — 値を取得する
ps_hyphenate — 単語をハイフネーションする
ps_include_file — 外部ファイルを生の PostScript コードとして読み込む
ps_lineto — 直線を描く
ps_makespotcolor — スポット色を作成する
ps_moveto — 現在位置を設定する
ps_new — 新しい PostScript ドキュメントオブジェクトを作成する
ps_open_file — 出力用のファイルを開く
ps_open_image_file — ファイルから画像を開く
ps_open_image — 後で配置するために画像を読み込む
ps_open_memory_image — GD 画像を受け取り、PS ドキュメントにはめ込む画像を返す
ps_place_image — 画像をページに配置する
ps_rect — 矩形を描く
ps_restore — 以前に保存されたコンテキストを復元する
ps_rotate — 回転の程度を設定する
ps_save — 現在のコンテキストを保存する
ps_scale — 縮尺を設定する
ps_set_border_color — 注記の枠線の色を設定する
ps_set_border_dash — 注記の枠線の、破線の状態を設定する
ps_set_border_style — 注記の枠線の形式を設定する
ps_set_info — ドキュメントの情報を設定する
ps_set_parameter — パラメータを設定する
ps_set_text_pos — テキストの出力位置を設定する
ps_set_value — 値を設定する
ps_setcolor — 色を設定する
ps_setdash — 破線の形状を設定する
ps_setflat — 平面度を設定する
ps_setfont — 以降の出力で用いるフォントを設定する
ps_setgray — グレー値を設定する
ps_setlinecap — 線端の形状を設定する
ps_setlinejoin — 線の連結方法を設定する
ps_setlinewidth — 線幅を設定する
ps_setmiterlimit — miter limit 値を設定する
ps_setoverprintmode — overprint モードを設定する
ps_setpolydash — 破線の形状を設定する
ps_shading_pattern — シェーディング用のパターンを作成する
ps_shading — 以降の出力で用いるシェーディングを作成する
ps_shfill — 範囲をシェーディングで塗りつぶす
ps_show_boxed — テキストをボックス内に出力する
ps_show_xy2 — テキストを指定した位置に出力する
ps_show_xy — 指定された位置にテキストを出力する
ps_show2 — テキストを現在の位置に出力する
ps_show — テキストを出力する
ps_string_geometry — 文字列のジオメトリを取得する
ps_stringwidth — 文字列の幅を取得する
ps_stroke — 現在のパスを描画する
ps_symbol_name — グリフ名を取得する
ps_symbol_width — グリフの幅を取得する
ps_symbol — グリフを出力する
ps_translate — 座標変換を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
PS 関数
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ps_add_bookmark — 現在のページにブックマークを追加する
ps_add_launchlink — ファイルを実行するためのリンクを追加する
ps_add_locallink — 同一ドキュメント内のページへのリンクを追加する
ps_add_note — 現在のページに注釈を追加する
ps_add_pdflink — 別の PDF ドキュメントのページへのリンクを追加する
ps_add_weblink — Web 上の場所へのリンクを追加する
ps_arc — 反時計回りに円弧を描く
ps_arcn — 時計回りに円弧を描く
ps_begin_page — 新しいページを開始する
ps_begin_pattern — 新しいパターンを開始する
ps_begin_template — 新しいテンプレートを開始する
ps_circle — 円を描く
ps_clip — 現在のパスを描画範囲として指定する
ps_close_image — 画像を閉じ、メモリを開放する
ps_close — PostScript ドキュメントを閉じる
ps_closepath_stroke — パスを閉じ、描画する
ps_closepath — パスを閉じる
ps_continue_text — 次の行にテキストを続ける
ps_curveto — 曲線を描く
ps_delete — PostScript ドキュメントの全リソースを削除する
ps_end_page — ページを終了する
ps_end_pattern — パターンを終了する
ps_end_template — テンプレートを終了する
ps_fill_stroke — 現在のパスを塗りつぶし、線を引く
ps_fill — 現在のパスを塗りつぶす
ps_findfont — フォントを読み込む
ps_get_buffer — 生成された PS データを含むバッファの内容を取得する
ps_get_parameter — パラメータを取得する
ps_get_value — 値を取得する
ps_hyphenate — 単語をハイフネーションする
ps_include_file — 外部ファイルを生の PostScript コードとして読み込む
ps_lineto — 直線を描く
ps_makespotcolor — スポット色を作成する
ps_moveto — 現在位置を設定する
ps_new — 新しい PostScript ドキュメントオブジェクトを作成する
ps_open_file — 出力用のファイルを開く
ps_open_image_file — ファイルから画像を開く
ps_open_image — 後で配置するために画像を読み込む
ps_open_memory_image — GD 画像を受け取り、PS ドキュメントにはめ込む画像を返す
ps_place_image — 画像をページに配置する
ps_rect — 矩形を描く
ps_restore — 以前に保存されたコンテキストを復元する
ps_rotate — 回転の程度を設定する
ps_save — 現在のコンテキストを保存する
ps_scale — 縮尺を設定する
ps_set_border_color — 注記の枠線の色を設定する
ps_set_border_dash — 注記の枠線の、破線の状態を設定する
ps_set_border_style — 注記の枠線の形式を設定する
ps_set_info — ドキュメントの情報を設定する
ps_set_parameter — パラメータを設定する
ps_set_text_pos — テキストの出力位置を設定する
ps_set_value — 値を設定する
ps_setcolor — 色を設定する
ps_setdash — 破線の形状を設定する
ps_setflat — 平面度を設定する
ps_setfont — 以降の出力で用いるフォントを設定する
ps_setgray — グレー値を設定する
ps_setlinecap — 線端の形状を設定する
ps_setlinejoin — 線の連結方法を設定する
ps_setlinewidth — 線幅を設定する
ps_setmiterlimit — miter limit 値を設定する
ps_setoverprintmode — overprint モードを設定する
ps_setpolydash — 破線の形状を設定する
ps_shading_pattern — シェーディング用のパターンを作成する
ps_shading — 以降の出力で用いるシェーディングを作成する
ps_shfill — 範囲をシェーディングで塗りつぶす
ps_show_boxed — テキストをボックス内に出力する
ps_show_xy2 — テキストを指定した位置に出力する
ps_show_xy — 指定された位置にテキストを出力する
ps_show2 — テキストを現在の位置に出力する
ps_show — テキストを出力する
ps_string_geometry — 文字列のジオメトリを取得する
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ps_stringwidth — 文字列の幅を取得する
ps_stroke — 現在のパスを描画する
ps_symbol_name — グリフ名を取得する
ps_symbol_width — グリフの幅を取得する
ps_symbol — グリフを出力する
ps_translate — 座標変換を設定する

RPM ヘッダの読み込み

導入
このモジュールは、» RedHat Package Manager (» RPM) ファイルのヘッダに保存されているメタ情報を読み込む機能を提供します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
RPMReader 拡張モジュールは、PHP 5 以降で動作します。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/rpmreader.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
RPMReader モジュールは 1 つのリソース型を使用します。 それは、作業対象の RPM ファイrうを指すファイルポインタです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

以下の定数の一覧は、rpm_get_tag() を使用して 情報を取得する際に使用されます。これらの定数は RPM ファイルの ヘッダセクションから取得できるタグ番号を表しています。個々の タグ番号が指すデータの内容について、以下で説明します。

RPMREADER_MINIMUM (integer)
使用可能な RPM タグ番号の最小値。

RPMREADER_NAME (integer)
RPM パッケージの名前。

RPMREADER_VERSION (integer)
RPM パッケージのバージョン。

RPMREADER_RELEASE (integer)
RPM パッケージのリリース番号。

http://www.redhat.com/
http://www.rpm.org/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/rpmreader
http://pecl.php.net/package/rpmreader
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RPMREADER_EPOCH (integer)
RPMREADER_SERIAL (integer)
RPMREADER_SUMMARY (integer)

RPM パッケージの概要テキスト。
RPMREADER_DESCRIPTION (integer)

RPM パッケージについての詳細な説明テキスト。
RPMREADER_BUILDTIME (integer)

RPM パッケージがビルドされた日付と時刻。
RPMREADER_BUILDHOST (integer)

RPM パッケージがビルドされたホストの名前。
RPMREADER_INSTALLTIME (integer)
RPMREADER_SIZE (integer)

RPM パッケージのサイズ。
RPMREADER_DISTRIBUTION (integer)
RPMREADER_VENDOR (integer)
RPMREADER_GIF (integer)
RPMREADER_XPM (integer)
RPMREADER_LICENSE (integer)
RPMREADER_COPYRIGHT (integer)
RPMREADER_PACKAGER (integer)
RPMREADER_GROUP (integer)
RPMREADER_SOURCE (integer)
RPMREADER_PATCH (integer)
RPMREADER_URL (integer)
RPMREADER_OS (integer)
RPMREADER_ARCH (integer)
RPMREADER_PREIN (integer)
RPMREADER_POSTIN (integer)
RPMREADER_PREUN (integer)
RPMREADER_POSTUN (integer)
RPMREADER_OLDFILENAMES (integer)

RPM パッケージ内のファイル一覧（古い形式）。現在では、 RPM が "CompressedFileNames" と呼んでいる方式のもとで 以下の 3 つの タグ（RPMREADER_BASENAMES, RPMREADER_DIRINDEXES, RPMREADER_DIRNAMES） を組み合わせて使用するのが正しい方法で
す。古い形式の RPM ファイルで "CompressedFileNames" を使用していないものではこのタグがまだ使用 されており、過去との互換性のためにこの定数が残されています。

RPMREADER_FILESIZES (integer)
RPMREADER_FILESTATES (integer)
RPMREADER_FILEMODES (integer)
RPMREADER_FILERDEVS (integer)
RPMREADER_FILEMTIMES (integer)
RPMREADER_FILEMD5S (integer)
RPMREADER_FILELINKTOS (integer)
RPMREADER_FILEFLAGS (integer)
RPMREADER_FILEUSERNAME (integer)
RPMREADER_FILEGROUPNAME (integer)
RPMREADER_ICON (integer)
RPMREADER_SOURCERPM (integer)
RPMREADER_FILEVERIFYFLAGS (integer)
RPMREADER_ARCHIVESIZE (integer)
RPMREADER_PROVIDENAME (integer)
RPMREADER_PROVIDES (integer)
RPMREADER_REQUIREFLAGS (integer)
RPMREADER_REQUIRENAME (integer)
RPMREADER_REQUIREVERSION (integer)
RPMREADER_CONFLICTFLAGS (integer)
RPMREADER_CONFLICTNAME (integer)
RPMREADER_CONFLICTVERSION (integer)
RPMREADER_EXCLUDEARCH (integer)
RPMREADER_EXCLUDEOS (integer)
RPMREADER_EXCLUSIVEARCH (integer)
RPMREADER_EXCLUSIVEOS (integer)
RPMREADER_RPMVERSION (integer)
RPMREADER_TRIGGERSCRIPTS (integer)
RPMREADER_TRIGGERNAME (integer)
RPMREADER_TRIGGERVERSION (integer)
RPMREADER_TRIGGERFLAGS (integer)
RPMREADER_TRIGGERINDEX (integer)
RPMREADER_VERIFYSCRIPT (integer)
RPMREADER_CHANGELOGTIME (integer)

Changelog エントリの更新日の一覧。
RPMREADER_CHANGELOGNAME (integer)

Changelog エントリの名前。
RPMREADER_CHANGELOGTEXT (integer)

Changelog エントリのテキストの一覧。
RPMREADER_PREINPROG (integer)
RPMREADER_POSTINPROG (integer)
RPMREADER_PREUNPROG (integer)
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RPMREADER_POSTUNPROG (integer)
RPMREADER_BUILDARCHS (integer)
RPMREADER_OBSOLETENAME (integer)
RPMREADER_OBSOLETES (integer)
RPMREADER_VERIFYSCRIPTPROG (integer)
RPMREADER_TRIGGERSCRIPTPROG (integer)
RPMREADER_COOKIE (integer)
RPMREADER_FILEDEVICES (integer)
RPMREADER_FILEINODES (integer)
RPMREADER_FILELANGS (integer)
RPMREADER_PREFIXES (integer)
RPMREADER_INSTPREFIXES (integer)
RPMREADER_PROVIDEFLAGS (integer)
RPMREADER_PROVIDEVERSION (integer)
RPMREADER_OBSOLETEFLAGS (integer)
RPMREADER_OBSOLETEVERSION (integer)
RPMREADER_DIRINDEXES (integer)

RPM パッケージ内でのディレクトリ名とファイルとの 関連インデックスの一覧。 このタグは、RPM の新しい "CompressedFileNames" 方式で 格納されたファイル名を再構築するために RPMREADER_BASENAMES および RPMREADER_DIRNAMES とともに使用されま
す。

RPMREADER_BASENAMES (integer)
パス情報を含まない、RPM パッケージ内のファイル名の一覧。 このタグは、RPM の新しい "CompressedFileNames" 方式で 格納されたファイル名を再構築するために RPMREADER_DIRINDEXES および RPMREADER_DIRNAMES とともに使用されます。

RPMREADER_DIRNAMES (integer)
RPM パッケージ内のファイルが使用しているディレクトリ名の一覧。 このタグは、RPM の新しい "CompressedFileNames" 方式で 格納されたファイル名を再構築するために RPMREADER_BASENAMES および RPMREADER_DIRINDEXES とともに使用されます。

RPMREADER_OPTFLAGS (integer)
RPMREADER_DISTURL (integer)
RPMREADER_PAYLOADFORMAT (integer)
RPMREADER_PAYLOADCOMPRESSOR (integer)
RPMREADER_PAYLOADFLAGS (integer)
RPMREADER_INSTALLCOLOR (integer)
RPMREADER_INSTALLTID (integer)
RPMREADER_REMOVETID (integer)
RPMREADER_RHNPLATFORM (integer)
RPMREADER_PLATFORM (integer)
RPMREADER_PATCHESNAME (integer)
RPMREADER_PATCHESFLAGS (integer)
RPMREADER_PATCHESVERSION (integer)
RPMREADER_CACHECTIME (integer)
RPMREADER_CACHEPKGPATH (integer)
RPMREADER_CACHEPKGSIZE (integer)
RPMREADER_CACHEPKGMTIME (integer)
RPMREADER_FILECOLORS (integer)
RPMREADER_FILECLASS (integer)
RPMREADER_CLASSDICT (integer)
RPMREADER_FILEDEPENDSX (integer)
RPMREADER_FILEDEPENDSN (integer)
RPMREADER_DEPENDSDICT (integer)
RPMREADER_SOURCEPKGID (integer)
RPMREADER_FILECONTEXTS (integer)
RPMREADER_FSCONTEXTS (integer)
RPMREADER_RECONTEXTS (integer)
RPMREADER_POLICIES (integer)
RPMREADER_MAXIMUM (integer)

使用可能な RPM タグ番号の最大値。

例
目次

基本的な使用法

基本的な使用法
この例では RPM ファイルをオープンし、ファイルから名前・バージョン・ リリース番号を読み込み、結果を表示してファイルを閉じます。

例1 基本的な RPMReader の例
<?php

$filename = "/path/to/file.rpm";

// ファイルをオープンします
$rpmr = rpm_open($filename);
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// "Name" タグを取得します
$name = rpm_get_tag($rpmr, RPMREADER_NAME);

// "Version" タグを取得します
$ver = rpm_get_tag($rpmr, RPMREADER_VERSION);

// "Release" タグを取得します
$rel = rpm_get_tag($rpmr, RPMREADER_RELEASE);

echo "$name-$ver-$rel<br>\n";

// ファイルを閉じます
rpm_close($rpmr);

?>

RPM 読み込み関数

rpm_close
(PECL rpmreader >= 0.1.0)

rpm_close — RPM ファイルを閉じる

説明

bool rpm_close ( resource $rpmr )

rpm_close() は RPM ファイルポインタを閉じます。

パラメータ
rpmr

rpm_open() でオープンしたファイルポインタリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 rpm_close() の例
<?php

$file = "/path/to/file.rpm";
$rpmr = rpm_open($file);

rpm_close($rpmr);

?>

参考

rpm_open() - RPM ファイルをオープンする

rpm_get_tag
(PECL rpmreader >= 0.1.0)

rpm_get_tag — RPM ファイルからヘッダタグを取得する

説明

mixed rpm_get_tag ( resource $rpmr , int $tagnum )

rpm_get_tag() は、RPM ファイルのヘッダから 指定したタグを取得してそれを返します。

パラメータ
rpmr

rpm_open() でオープンした ファイルポインタリソース。
tagnum
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RPM ヘッダから取得するタグの番号。この値は、 このモジュールで定義されている定数の一覧を使用して指定可能です。

返り値

関数に渡した tagnum の値により、 返り値の型はいろいろな形式になりえます。

例

例1 rpm_get_tag() の例
<?php

$file = "/path/to/file.rpm";
$rpmr = rpm_open($file);

$name = rpm_get_tag($rpmr, RPMREADER_NAME);
echo "$name<br>\n";

rpm_close($rpmr);

?>

参考

rpm_open() - RPM ファイルをオープンする
rpm_close() - RPM ファイルを閉じる

rpm_is_valid
(PECL rpmreader >= 0.1.0)

rpm_is_valid — filename が RPM ファイルであるかどうかを確かめる

説明

bool rpm_is_valid ( string $filename )

rpm_is_valid() は、ファイルが RPM ファイルとして有効な形式であるかどうかを調べます。これは rpm_open() とは違って単にファイルを調べるだけであり、 他の関数で使用するためのファイルポインタは返しません。

パラメータ
filename

調べたい RPM ファイル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 rpm_is_valid() の例
<?php

$file = "/path/to/file.rpm";

if (rpm_is_valid($file)) {
    echo "ファイルは RPM 形式です。<br>\n";
}
else {
    echo "ファイルは RPM 形式ではありません。<br>\n";
}

?>

rpm_open
(PECL rpmreader >= 0.1.0)

rpm_open — RPM ファイルをオープンする

説明

resource rpm_open ( string $filename )

rpm_open() は、RPM ファイルをオープンして それが正しい RPM 形式であるかどうかを調べます。
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パラメータ
filename

オープンしたい RPM ファイルの名前。

返り値

オープンに成功すると、rpm_open() は オープンしたファイルのファイルポインタリソースを返します。 エラー時にはこの関数は FALSE を返します。

例

例1 rpm_open() の例
<?php

$file = "/path/to/file.rpm";
$rpmr = rpm_open($file);

rpm_close($rpmr);

?>

参考

rpm_close() - RPM ファイルを閉じる

rpm_version
(PECL rpmreader >= 0.3.0)

rpm_version — rpmreader 拡張モジュールの現在のバージョンを表す文字列を返す

説明

string rpm_version ( void )

rpm_version() は、rpmreader 拡張モジュールの 現在のバージョンを返します。

返り値

rpm_version() は、現在 PHP に読み込まれている rpmreader のバージョンを表す文字列を返します。

例

例1 rpm_version() の例
<?php

$rpmr_ver = rpm_version();

echo "$rpmr_ver<br />\n";

?>

目次
rpm_close — RPM ファイルを閉じる
rpm_get_tag — RPM ファイルからヘッダタグを取得する
rpm_is_valid — filename が RPM ファイルであるかどうかを確かめる
rpm_open — RPM ファイルをオープンする
rpm_version — rpmreader 拡張モジュールの現在のバージョンを表す文字列を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な使用法
RPM 読み込み関数

rpm_close — RPM ファイルを閉じる
rpm_get_tag — RPM ファイルからヘッダタグを取得する
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rpm_is_valid — filename が RPM ファイルであるかどうかを確かめる
rpm_open — RPM ファイルをオープンする
rpm_version — rpmreader 拡張モジュールの現在のバージョンを表す文字列を返す

Shockwave Flash

導入
PHP は、Paul Haeberli が作成した libswf モジュールにより Shockwave Flash ファイルを作成する機能を提供します。

注意:

SWF サポートは、PHP 4 RC2 で追加されました。

libswf は、Windows でサポートされていません。 このライブラリの開発は中止されており、 他のシステムへ移植するためのソースは入手できません。

最新の SWF サポートについては、 MING 関数を参照してください。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP でこの拡張モジュールを使用するようコンパイルするためには、 libswf ライブラリを必要とします。 libswf は » ftp://ftp.sgi.com/sgi/graphics/grafica/flash/ でダウンロードすることができます。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/swf.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

MOD_COLOR (integer)
MOD_MATRIX (integer)
TYPE_PUSHBUTTON (integer)

http://pecl.php.net/
ftp://ftp.sgi.com/sgi/graphics/grafica/flash/
http://svn.php.net/viewvc/pecl/swf
http://pecl.php.net/
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TYPE_MENUBUTTON (integer)
BSHitTest (float)
BSDown (float)
BSOver (float)
BSUp (float)
OverDowntoIdle (integer)
IdletoOverDown (integer)
OutDowntoIdle (integer)
OutDowntoOverDown (integer)
OverDowntoOutDown (integer)
OverUptoOverDown (integer)
OverUptoIdle (integer)
IdletoOverUp (integer)
ButtonEnter (integer)
ButtonExit (integer)
MenuEnter (integer)
MenuExit (integer)

例
目次

基本的な使用法

基本的な使用法
PHP を Shockwave Flash サポート付きでインストールした後は、 Shockwave ファイルを PHP から作成することができるようになります。 何ができるかが分かると驚かされることでしょう。次のコードを見てください。

例1 SWF の例
<?php
swf_openfile("test.swf", 256, 256, 30, 1, 1, 1);
swf_ortho2(-100, 100, -100, 100);
swf_defineline(1, -70, 0, 70, 0, .2);
swf_definerect(4, 60, -10, 70, 0, 0);
swf_definerect(5, -60, 0, -70, 10, 0);
swf_addcolor(0, 0, 0, 0);

swf_definefont(10, "Mod");
swf_fontsize(5);
swf_fontslant(10);
swf_definetext(11, "This be Flash wit PHP!", 1);

swf_pushmatrix();
swf_translate(-50, 80, 0);
swf_placeobject(11, 60);
swf_popmatrix();

for ($i = 0; $i < 30; $i++) {
    $p = $i/(30-1);
    swf_pushmatrix();
    swf_scale(1-($p*.9), 1, 1);
    swf_rotate(60*$p, 'z');
    swf_translate(20+20*$p, $p/1.5, 0);
    swf_rotate(270*$p,  'z');
    swf_addcolor($p, 0, $p/1.2, -$p);
    swf_placeobject(1, 50);
    swf_placeobject(4, 50);
    swf_placeobject(5, 50);
    swf_popmatrix();
    swf_showframe();
}

for ($i = 0; $i < 30; $i++) {
    swf_removeobject(50);
    if (($i%4) == 0) {
        swf_showframe();
    }
}

swf_startdoaction();
swf_actionstop();
swf_enddoaction();

swf_closefile();
?>

SWF 関数

swf_actiongeturl
(PHP 4)
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swf_actiongeturl — Shockwave Flash ムービーから URL を得る

説明

void swf_actiongeturl ( string $url , string $target )

指定したターゲット target からパラメータ url で指定したURLを得ます。

パラメータ
url

URL を表す文字列。
target

対象を表す文字列。

返り値

値を返しません。

swf_actiongotoframe
(PHP 4)

swf_actiongotoframe — フレームを実行した後、停止する

説明

void swf_actiongotoframe ( int $framenumber )

関数 swf_actiongotoframe() は、 framenumber で指定したフレームまで移動し、 実行した後で停止します。

パラメータ
framenumber

フレーム番号。

返り値

値を返しません。

swf_actiongotolabel
(PHP 4)

swf_actiongotolabel — 指定したラベルを有するフレームを表示する

説明

void swf_actiongotolabel ( string $label )

関数 swf_actiongotolabel() は、 label で指定したラベルを有するフレームを 表示した後で停止します。

パラメータ
label

フレームのラベル。

返り値

値を返しません。

swf_actionnextframe
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(PHP 4)

swf_actionnextframe — フレームを一つ進める

説明

void swf_actionnextframe ( void )

フレームを一つ進めます。

返り値

値を返しません。

参考

swf_actionprevframe() - フレームを一つ戻す

swf_actionplay
(PHP 4)

swf_actionplay — 現在のフレームから flash ムービーの実行を開始する

説明

void swf_actionplay ( void )

現在のフレームから flash ムービーを開始します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_actionstop() - 現在のフレームで flash ムービーの実行を終了する

swf_actionprevframe
(PHP 4)

swf_actionprevframe — フレームを一つ戻す

説明

void swf_actionprevframe ( void )

ひとつ前のフレームに戻します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_actionnextframe() - フレームを一つ進める

swf_actionsettarget
(PHP 4)

swf_actionsettarget — アクションのコンテキストを設定する

説明
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void swf_actionsettarget ( string $target )

全てのアクションのコンテキストを設定します。 この関数を、現在実行中の他の flash ムービーを 制御するために使用することが可能です。

パラメータ
target

対象を表す文字列。

返り値

値を返しません。

swf_actionstop
(PHP 4)

swf_actionstop — 現在のフレームで flash ムービーの実行を終了する

説明

void swf_actionstop ( void )

現在のフレームで flash ムービーの実行を終了します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_actionplay() - 現在のフレームから flash ムービーの実行を開始する

swf_actiontogglequality
(PHP 4)

swf_actiontogglequality — 低品質/高品質を切り替える

説明

void swf_actiontogglequality ( void )

flash ムービーのクオリティの低品質/高品質を切り替えます。

返り値

値を返しません。

swf_actionwaitforframe
(PHP 4)

swf_actionwaitforframe — フレームがロードされていない場合にアクションをスキップする

説明

void swf_actionwaitforframe ( int $framenumber , int $skipcount )

関数 swf_actionwaitforframe() は、パラメータ framenumber で指定したフレームがロードされているか どうかを確認し、ロードされていない場合はパラメータ skipcount で指定したアクションの数だけスキップ します。この関数は "Loading..." 型のアニメーションの場合に
有用です。

パラメータ
framenumber



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

フレーム番号。
skipcount

スキップするアクションの番号。

返り値

値を返しません。

swf_addbuttonrecord
(PHP 4)

swf_addbuttonrecord — 現在のボタンの位置、外観、アクティブエリアを制御する

説明

void swf_addbuttonrecord ( int $states , int $shapeid , int $depth )

ボタンを使用する際の仕様を定義します。

パラメータ
states

ボタンが持つことのできる状態を定義します。以下の定数 BSHitTest、 BSDown、BSOver あるいは BSUp のいずれか、あるいは全てとなります。
shapeid

2 番目のパラメータ shapeid はボタンの形状であり、 通常はボタンの形状のオブジェクト ID です。
depth

このパラメータは、現在のフレームにおけるボタンの位置です。

返り値

値を返しません。

例

例1 swf_addbuttonrecord() の例
<?php
swf_startButton($objid, TYPE_MENUBUTTON);
swf_addButtonRecord(BSDown|BSOver, $buttonImageId, 340);
swf_onCondition(MenuEnter);
swf_actionGetUrl("http://www.example.com", "_level1");
swf_onCondition(MenuExit);
swf_actionGetUrl("", "_level1");
swf_endButton();
?>

swf_addcolor
(PHP 4)

swf_addcolor — グローバル加算色を、指定した rbga 値に設定する

説明

void swf_addcolor ( float $r , float $g , float $b , float $a )

指定した rgba 色にグローバル加算色を設定します。 この色は、この後(暗黙の内に)関数 swf_placeobject()、 swf_modifyobject()、 swf_addbuttonrecord() で使用されます。

オブジェクトがスクリーンに描かれる時に、オブジェクトの色に 指定した値が加算されます。

パラメータ
r

赤の値。
g
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緑の値。
b

青の値。
a

アルファ値。

これらの値は正または負のどちらにもなります。

返り値

値を返しません。

swf_closefile
(PHP 4)

swf_closefile — 現在の Shockwave Flash ファイルを閉じる

説明

void swf_closefile ([ int $return_file ] )

swf_openfile() 関数によりオープンされたファイルを閉じます。

パラメータ
return_file

設定されている場合、SWF ファイルの内容が関数から返されます。

返り値

値を返しません。

例

例1 ユーザの入力に基づき簡単な flash ファイルを生成し、出力します。 また、データベースにこれを保存します。
<?php

// 変数$textはユーザにより投稿されます。

// データベースアクセス用のグローバル変数
// (swf_savedata()関数で使用)
$DBHOST = "localhost";
$DBUSER = "sterling";
$DBPASS = "secret";

swf_openfile("php://stdout", 256, 256, 30, 1, 1, 1);

    swf_definefont(10, "Ligon-Bold");
        swf_fontsize(12);
        swf_fontslant(10);

    swf_definetext(11, $text, 1);

    swf_pushmatrix();
        swf_translate(-50, 80, 0);
        swf_placeobject(11, 60);
    swf_popmatrix();

    swf_showframe();

    swf_startdoaction();
        swf_actionstop();
    swf_enddoaction();

$data = swf_closefile(1);

$data ?
  swf_savedata($data) :
  die("Error could not save SWF file");

// void swf_savedata (string data)
// 後で取得できるように生成されたファイルをデータベースに保存します。
function swf_savedata($data)
{
    global $DBHOST,
           $DBUSER,
           $DBPASS;

    $dbh = @mysql_connect($DBHOST, $DBUSER, $DBPASS);

    if (!$dbh) {
        die (sprintf("Error [%d]: %s",
                      mysql_errno(), mysql_error()));
    }
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    $stmt = "INSERT INTO swf_files (file) VALUES ('$data')";

    $sth = @mysql_query($stmt, $dbh);

    if (!$sth) {
        die (sprintf("Error [%d]: %s",
                      mysql_errno(), mysql_error()));
    }

    @mysql_free_result($sth);
    @mysql_close($dbh);
}
?>

参考

swf_openfile() - 新規に Shockwave Flash ファイルをオープンする

swf_definebitmap
(PHP 4)

swf_definebitmap — ビットマップを定義する

説明

void swf_definebitmap ( int $objid , string $image_name )

関数 swf_definebitmap() は、 指定したイメージのビットマップを定義します。

パラメータ
objid

SWF オブジェクト ID。
image_name

GIF、JPEG、RGB あるいは FI 形式のイメージ。 このイメージは Flash JPEG または Flash カラーマップフォーマットに変換されます。

返り値

値を返しません。

swf_definefont
(PHP 4)

swf_definefont — フォントを定義する

説明

void swf_definefont ( int $fontid , string $fontname )

関数 swf_definefont() は、パラメータ fontname で指定したフォントを定義し、パラメータ fontid で指定した ID に設定します。この関数は、fontname で指定したフォントを 現在のフォントに設定します。

パラメータ
fontid

フォントに指定する ID。
fontname

現在のフォントとして設定するフォント。

返り値

値を返しません。

参考

swf_definetext() - テキスト文字列を定義する
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swf_defineline
(PHP 4)

swf_defineline — 線を定義する

説明

void swf_defineline ( int $objid , float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $width )

線を定義します。

パラメータ
objid

オブジェクト ID。
x1

開始位置の x 座標。
y1

開始位置の y 座標。
x2

終了位置の x 座標。
y2

終了位置の y 座標。
width

線の幅。

返り値

値を返しません。

swf_definepoly
(PHP 4)

swf_definepoly — 多角形を定義する

説明

void swf_definepoly ( int $objid , array $coords , int $npoints , float $width )

x, y 座標の配列で指定した多角形を定義します

パラメータ
objid

オブジェクト ID。
coords

x, y 座標の配列。
npoints

coords で指定した配列に含まれる全ての点の数です。
width

多角形の輪郭の幅。0.0 を設定した場合、 多角形は塗りつぶされます。

返り値

値を返しません。
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swf_definerect
(PHP 4)

swf_definerect — 長方形を定義する

説明

void swf_definerect ( int $objid , float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $width )

左上と右下の点の座標を指定し、長方形を定義します。

パラメータ
objid

オブジェクト ID。
x1

左上の点の x 座標。
y1

左上の点の y 座標。
x2

右下の点の x 座標。
y2

右下の点の y 座標。
width

長方形の輪郭の幅。0.0 の場合は長方形が塗りつぶされます。

返り値

値を返しません。

swf_definetext
(PHP 4)

swf_definetext — テキスト文字列を定義する

説明

void swf_definetext ( int $objid , string $str , int $docenter )

現在のフォントおよびフォントサイズを使用して、テキスト文字列を定義します。

パラメータ
objid

オブジェクト ID。
str

テキストを表す文字列。
docenter

docenter は単語のセンタリングを定義します。 docenter が 1 の場合、単語は x 方向にセンタリングされます。

返り値

値を返しません。

例

例1 水平方向のテキストの例
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<?php

$Xposition = 50;
$Yposition = 50;
$Zposition = 0;
$Obj_depth = 1;

$char = 'THIS IS THE TEXT';

swf_pushmatrix();

swf_definefont (swf_nextid(), "Mod");
swf_fontsize(10);

$secondid = swf_nextid();
swf_definetext($secondid, $char, 1);
swf_translate($Xposition, $Yposition, Zposition);
swf_placeobject($secondid, $Obj_depth);
swf_popmatrix();

?>

参考

swf_definefont() - フォントを定義する

swf_endbutton
(PHP 4)

swf_endbutton — 現在のボタンの定義を終了する

説明

void swf_endbutton ( void )

関数 swf_endbutton() は、 現在のボタンの定義を終了します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_startbutton() - ボタンの定義を開始する

swf_enddoaction
(PHP 4)

swf_enddoaction — 現在のアクションを終了する

説明

void swf_enddoaction ( void )

関数 swf_startdoaction() で開始した 現在のアクションを終了します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_startdoaction() - 現在のフレームのアクションリストの記述を開始する

swf_endshape
(PHP 4)

swf_endshape — 現在の形状の定義を完結する

説明
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void swf_endshape ( void )

swf_endshape() は、 現在の形状の定義を完結します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_startshape() - 複雑な形状を開始する

swf_endsymbol
(PHP 4)

swf_endsymbol — シンボルの定義を終了する

説明

void swf_endsymbol ( void )

関数 swf_startsymbol() で開始したシンボルの定義を終了します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_startsymbol() - シンボルを定義する

swf_fontsize
(PHP 4)

swf_fontsize — フォントの大きさを変更する

説明

void swf_fontsize ( float $size )

フォントの大きさを、 パラメータ size で指定した値に変更します。

パラメータ
size

フォントの大きさを表す整数値。

返り値

値を返しません。

swf_fontslant
(PHP 4)

swf_fontslant — フォントの傾きを設定する

説明

void swf_fontslant ( float $slant )

現在のフォントの傾きを、パラメータ slant で指定した角度に設定します。
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パラメータ
slant

正の値は前向きの傾きを生成し、負の値は負の傾きを生成します。

返り値

値を返しません。

swf_fonttracking
(PHP 4)

swf_fonttracking — 現在のフォントのトラッキングを設定する

説明

void swf_fonttracking ( float $tracking )

パラメータ tracking で指定した値にフォントのトラッキングを 設定します。この関数は、文字およびテキスト間の空白を増加させるために使用され、 正の値は文字間の空白を増加させ、負の値は空白を減少させます。

パラメータ
tracking

フォントのトラッキング。

返り値

値を返しません。

swf_getbitmapinfo
(PHP 4)

swf_getbitmapinfo — ビットマップに関する情報を得る

説明

array swf_getbitmapinfo ( int $bitmapid )

ビットマップに関する情報を返します。

パラメータ
bitmapid

ビットマップ ID。

返り値

以下の要素からなる配列を返します。

"size" - ビットマップのバイト単位の大きさ。
"width" - ビットマップのピクセル単位の幅。
"height" - ビットマップのピクセル単位の高さ。

swf_getfontinfo
(PHP 4)

swf_getfontinfo — フォントの情報を得る

説明

array swf_getfontinfo ( void )
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大文字の A と小文字の x の高さをピクセル単位で調べることによって、 フォントについての情報を取得します。

返り値

以下のパラメータを持つ連想配列を返します。

Aheight - 大文字 A のピクセル単位の高さ。
xheight - 小文字 x のピクセル単位の高さ。

swf_getframe
(PHP 4)

swf_getframe — 現在のフレームのフレーム番号を得る

説明

int swf_getframe ( void )

関数 swf_getframe() は、現在のフレームの 番号を得ます。

返り値

現在のフレーム番号を整数値で返します。

参考

swf_setframe() - 指定したフレームに切替える

swf_labelframe
(PHP 4)

swf_labelframe — 現在のフレームにラベルを付ける

説明

void swf_labelframe ( string $name )

現在のフレームにパラメータ name で 指定した名前を付けます。

パラメータ
name

フレームのラベル。

返り値

値を返しません。

swf_lookat
(PHP 4)

swf_lookat — 視点変換を定義する

説明

void swf_lookat ( float $view_x , float $view_y , float $view_z , float $reference_x , float $reference_y , float $reference_z , float $twist )

視点の位置およびシーンの基準点の座標を定義することにより、 視点変換を定義します。

パラメータ
view_x
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視点位置の x 座標。
view_y

視点位置の y 座標。
view_z

視点位置の z 座標。
reference_x

基準点の x 座標。
reference_y

基準点の y 座標。
reference_z

基準点の z 座標。
twist

視点の z 軸に関する回転を制御します。

返り値

値を返しません。

例

例1 シンプルな、テキストのまわりの三次元回転
<?php

header('Content-type: application/x-shockwave-flash');

swf_openfile("php://stdout", 320, 200, 25, 1, 1, 1);

swf_ortho(-100, 100, -100, 100, -100, 100); // 三次元の座標系を作成します
swf_definefont(0, "Pix3");
swf_addcolor(0, 0, 0, 1);
swf_fontsize(10);
swf_fonttracking(0.2);

for ($i = 0; $i < 628; $i += 8) {
    $j = $i / 100;
    swf_pushmatrix();
    swf_translate(0, 0, 0);
    swf_perspective(100, 1, 0, 10);
    swf_lookat(sin($j) * 60, 50, cos($j) * 60, 0, 0, 0, 0);

    swf_definetext (1, 'HotKey@', 0);
    swf_translate(-50,0,0);

    swf_placeobject(1,10);

    swf_definetext(2, 'example.com', 0);
    swf_translate(55, 0, 0);
    swf_placeobject(2, 11);

    swf_showframe();
    swf_removeobject(10);
    swf_removeobject(11);
    swf_popmatrix();
}

swf_closefile();
?>

swf_modifyobject
(PHP 4)

swf_modifyobject — オブジェクトを修正する

説明

void swf_modifyobject ( int $depth , int $how )

オブジェクトの位置または/および色を指定した深さ depth に更新します。

パラメータ
depth

深さを表す整数値。
how



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

更新するものを定義します。how は、定数 MOD_MATRIX あるいは MOD_COLOR のいずれか、 またはその両方の組み合わせです。

MOD_COLOR は (関数 swf_mulcolor() で指定した) 現在の乗算色および(関数 swf_addcolor() で 指定した)現在の加算色をオブジェクトを塗る際に使用します。MOD_MATRIX はオブジェクトを配置する際に現在の行列を使用します。

返り値

値を返しません。

swf_mulcolor
(PHP 4)

swf_mulcolor — グローバル乗算色を指定した rbga 値に設定する

説明

void swf_mulcolor ( float $r , float $g , float $b , float $a )

指定した rgba 色にグローバル乗算色を設定します。 この色は、この後 (暗黙の内に) 関数 swf_placeobject()、 swf_modifyobject()、 swf_addbuttonrecord() で使用されます。

オブジェクトがスクリーンに描かれる時にオブジェクトの色に 指定した値が掛けられます。

パラメータ
r

赤の値。
g

緑の値。
b

青の値。
a

アルファ値。

これらの値は正または負のどちらにもなります。

返り値

値を返しません。

swf_nextid
(PHP 4)

swf_nextid — 次の未使用のオブジェクト ID を返す

説明

int swf_nextid ( void )

関数 swf_nextid() は、次に利用可能なオブジェクト ID を返します。

返り値

ID を表す整数値を返します。

swf_oncondition
(PHP 4)

swf_oncondition — アクションリストのトリガとして使用されるトランジションを定義する
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説明

void swf_oncondition ( int $transition )

関数 swf_onCondition() は、 アクションリストのトリガとなるトランジションを定義します。

パラメータ
transition

使用可能なトランジションの型は複数あり、 TYPE_MENUBUTTON として定義されたボタンについては次のものがあります。

IdletoOverUp
OverUptoIdle
OverUptoOverDown
OverDowntoOverUp
IdletoOverDown
OutDowntoIdle
MenuEnter (IdletoOverUp|IdletoOverDown)
MenuExit (OverUptoIdle|OverDowntoIdle)

TYPE_PUSHBUTTON 用としては、次のオプションがあります。

IdletoOverUp
OverUptoIdle
OverUptoOverDown
OverDowntoOverUp
OverDowntoOutDown
OutDowntoOverDown
OutDowntoIdle
ButtonEnter (IdletoOverUp|OutDowntoOverDown)
ButtonExit (OverUptoIdle|OverDowntoOutDown)

返り値

値を返しません。

swf_openfile
(PHP 4)

swf_openfile — 新規に Shockwave Flash ファイルをオープンする

説明

void swf_openfile ( string $filename , float $width , float $height , float $framerate , float $r , float $g , float $b )

新しいファイルをオープンします。 この関数は最初にコールしなければなりません。そうしないと、 スクリプトは動作しません。

パラメータ
filename

SWF ファイルへのパス。出力を画面に送りたい場合は、これを php://stdout に設定します。
width

ムービーの幅。
height

ムービーの高さ。
framerate

フレームレート。
r

背景の赤の値。
g

背景の緑の値。
b
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背景の青の値。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.1 php://stdout のサポートが追加されました。

参考

swf_closefile() - 現在の Shockwave Flash ファイルを閉じる

swf_ortho2
(PHP 4)

swf_ortho2 — ユーザ座標の二次元直交マッピングを現在のビューポイントに定義する

説明

void swf_ortho2 ( float $xmin , float $xmax , float $ymin , float $ymax )

ユーザ座標の二次元直交マッピングを現在のビューポートに定義します。この関数は、 デフォルトを Flash ムービーの 1 対 1 のマッピングとします。

遠近法による変換を望む場合、関数 swf_perspective() を使用することが可能です。

パラメータ
xmin

xmax

ymin

ymax

返り値

値を返しません。

参考

swf_ortho() - 現在のビューポートにおけるユーザー座標の直交マッピングを定義する

swf_ortho
(PHP 4 >= 4.0.1)

swf_ortho — 現在のビューポートにおけるユーザー座標の直交マッピングを定義する

説明

void swf_ortho ( float $xmin , float $xmax , float $ymin , float $ymax , float $zmin , float $zmax )

ユーザ座標の三次元直交マッピングを 現在のビューポートに定義します。

パラメータ
xmin

xmax

ymin

ymax

zmin

zmax
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返り値

値を返しません。

参考

swf_ortho2() - ユーザ座標の二次元直交マッピングを現在のビューポイントに定義する

swf_perspective
(PHP 4)

swf_perspective — 遠近法による投影変換を定義する

説明

void swf_perspective ( float $fovy , float $aspect , float $near , float $far )

遠近法による投影変換を定義します。

注意:

遠近法による投影を行う際には、様々な歪み効果が現れる可能性があります。 これは、Flash プレイヤーが有しているのは二次元行列のみだからです。 きれいに投影されないケースもあります。

パラメータ
fovy

y 方向の視野角。
aspect

描画領域のビューポートのアスペクト比。
near

近いクリッピング面。
far

遠いクリッピング面。

返り値

値を返しません。

swf_placeobject
(PHP 4)

swf_placeobject — オブジェクトを画面に配置する

説明

void swf_placeobject ( int $objid , int $depth )

オブジェクトを、深さ depth で現在のフレームに配置します。

この関数は、(swf_mulcolor() で指定した) 現在の乗算色および(swf_addcolor() で指定した) 現在の加算色をオブジェクトに色づけする際に使用します。また、 オブジェクトの位置を決める際に現在の行列を使用します。

パラメータ
objid

オブジェクト ID。
depth

1 から 65535 までの間の値。

返り値

値を返しません。
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swf_polarview
(PHP 4)

swf_polarview — 極座標で視点を定義する

説明

void swf_polarview ( float $dist , float $azimuth , float $incidence , float $twist )

swf_polarview() 関数は、極座標で視点を定義します。

パラメータ
dist

視点とワールド空間の原点との距離。
azimuth

x,y 座標平面におけるアジマス角。 y 軸からの距離で表します。
incidence

y,z 平面における傾斜角を定義します。 z 軸からの距離で表します。傾斜角とは、 z 軸を基準としたビューポートの角度です。
twist

右手則を用いて、視線方向に関して視点を回転させる量を指定します。

返り値

値を返しません。

swf_popmatrix
(PHP 4)

swf_popmatrix — 以前の変換行列を回復する

説明

void swf_popmatrix ( void )

以前の変換行列を回復します。

返り値

値を返しません。

参考

swf_pushmatrix() - 現在の変換行列をスタックに入れる

swf_posround
(PHP 4)

swf_posround — オブジェクトを配置または移動する際の変換時の丸め処理を有効または無効にする

説明

void swf_posround ( int $round )

オブジェクトを配置または移動する際に行う変換時の丸め処理を有効または無効にします。 丸めが有効になると読みやすくなる場合が多いです。

パラメータ
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round

丸める操作の有無を指定します。 この値を 1 にした場合に丸めが有効になり、0 にした場合に丸めが無効になります。

返り値

値を返しません。

swf_pushmatrix
(PHP 4)

swf_pushmatrix — 現在の変換行列をスタックに入れる

説明

void swf_pushmatrix ( void )

現在の変換行列をスタックに入れます。

返り値

値を返しません。

参考

swf_popmatrix() - 以前の変換行列を回復する

swf_removeobject
(PHP 4)

swf_removeobject — オブジェクトを削除する

説明

void swf_removeobject ( int $depth )

depth で指定した深さのオブジェクトを削除します。

パラメータ
depth

深さを表す整数値。

返り値

値を返しません。

swf_rotate
(PHP 4)

swf_rotate — 現在の座標を回転する

説明

void swf_rotate ( float $angle , string $axis )

パラメータ angle で指定した角度だけ、 パラメータ axis で指定した座標軸の周りに 現在の座標軸を回転します。

パラメータ
angle

回転角度。
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axis

軸。有効な値は x (x 軸)、 y (y 軸) あるいは z (z 軸) のいずれかです。

返り値

値を返しません。

swf_scale
(PHP 4)

swf_scale — 現在の変換をスケリーングする

説明

void swf_scale ( float $x , float $y , float $z )

swf_scale() は、指定した値で曲線の座標をスケーリングします。

パラメータ
x

x 方向のスケール値。
y

y 方向のスケール値。
z

z 方向のスケール値。

返り値

値を返しません。

swf_setfont
(PHP 4)

swf_setfont — 現在のフォントを変更する

説明

void swf_setfont ( int $fontid )

swf_setfont() は、現在のフォントをパラメータ fontid で指定した値に設定します。

パラメータ
fontid

フォント ID。

返り値

値を返しません。

swf_setframe
(PHP 4)

swf_setframe — 指定したフレームに切替える

説明

void swf_setframe ( int $framenumber )
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アクティブなフレームを framenumber で指定したフレームに変更します。

パラメータ
framenumber

設定するフレーム番号。

返り値

値を返しません。

参考

swf_getframe() - 現在のフレームのフレーム番号を得る

swf_shapearc
(PHP 4)

swf_shapearc — 円弧を描画する

説明

void swf_shapearc ( float $x , float $y , float $r , float $ang1 , float $ang2 )

円弧を描画します。

パラメータ
x

中心の x 座標。
y

中心の y 座標。
r

円弧の半径。
ang1

開始角度。
ang2

終了角度。

返り値

値を返しません。

swf_shapecurveto3
(PHP 4)

swf_shapecurveto3 — 三次ベジエ曲線を描画する

説明

void swf_shapecurveto3 ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 , float $x3 , float $y3 )

指定した座標を使用して、三次ベジエ曲線を描画します。

その後、現在の位置は x3 および y3 が指す場所となります。

パラメータ
x1

 x 
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最初の曲線外制御点の 座標。
y1

最初の曲線外制御点の y 座標。
x2

二番目の曲線外制御点の x 座標。
y2

二番目の曲線外制御点の y 座標。
x3

終点の x 座標。
y3

終点の y 座標。

返り値

値を返しません。

参考

swf_shapecurveto() - 二点間に二次ベジエ曲線を描画する

swf_shapecurveto
(PHP 4)

swf_shapecurveto — 二点間に二次ベジエ曲線を描画する

説明

void swf_shapecurveto ( float $x1 , float $y1 , float $x2 , float $y2 )

現在の位置から、指定したふたつの点を使用して二次ベジエ曲線を描画します。

その後、現在の位置は x2 および y2 が指す場所となります。

パラメータ
x1

最初の点の x 座標。
y1

最初の点の y 座標。
x2

二番目の点の x 座標。
y2

二番目の点の y 座標。

返り値

値を返しません。

参考

swf_shapecurveto3() - 三次ベジエ曲線を描画する

swf_shapefillbitmapclip
(PHP 4)

swf_shapefillbitmapclip — 現在の塗りつぶしモードをクリップ付きビットマップに設定する
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説明

void swf_shapefillbitmapclip ( int $bitmapid )

塗りつぶしをクリップ付きのビットマップに設定します。 空いた部分は、ビットマップで埋められます。

パラメータ
bitmapid

ビットマップ ID。

返り値

値を返しません。

参考

swf_shapefillbitmaptile() - 現在の塗りつぶしモードをタイル状のビットマップに設定する

swf_shapefillbitmaptile
(PHP 4)

swf_shapefillbitmaptile — 現在の塗りつぶしモードをタイル状のビットマップに設定する

説明

void swf_shapefillbitmaptile ( int $bitmapid )

タイル状タイルでの塗りつぶしを設定します。空いた部分は、 ビットマップで埋められます。

パラメータ
bitmapid

ビットマップ ID。

返り値

値を返しません。

参考

swf_shapefillbitmapclip() - 現在の塗りつぶしモードをクリップ付きビットマップに設定する

swf_shapefilloff
(PHP 4)

swf_shapefilloff — 塗りつぶしをオフにする

説明

void swf_shapefilloff ( void )

現在の形状において塗りつぶしをオフにします。

返り値

値を返しません。

swf_shapefillsolid
(PHP 4)
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swf_shapefillsolid — 現在の塗りつぶし色を指定した色に設定する

説明

void swf_shapefillsolid ( float $r , float $g , float $b , float $a )

現在の塗りつぶし形式をソリッド(塗りつぶし有)にし、 塗りつぶし色を指定した値にします。

パラメータ
r

赤の値。
g

緑の値。
b

青の値。
a

アルファ値。

返り値

値を返しません。

swf_shapelinesolid
(PHP 4)

swf_shapelinesolid — 現在の行のスタイルを設定する

説明

void swf_shapelinesolid ( float $r , float $g , float $b , float $a , float $width )

現在の線のスタイルを、指定した色と幅に設定します。

パラメータ
r

赤の値。
g

緑の値。
b

青の値。
a

アルファ値。
width

線の幅。0.0 が設定された場合、線は描画されません。

返り値

値を返しません。

swf_shapelineto
(PHP 4)

swf_shapelineto — 線を描画する
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説明

void swf_shapelineto ( float $x , float $y )

パラメータ x、 y で指定した x,y 座標まで線を描きます。 現在の位置はパラメータ x,y となります。

パラメータ
x

対象の x 座標。
y

対象の y 座標。

返り値

値を返しません。

swf_shapemoveto
(PHP 4)

swf_shapemoveto — 現在の位置を移動する

説明

void swf_shapemoveto ( float $x , float $y )

現在の位置を、指定した場所に移動します。

パラメータ
x

対象の x 座標。
y

対象の y 座標。

返り値

値を返しません。

swf_showframe
(PHP 4)

swf_showframe — 現在のフレームを表示する

説明

void swf_showframe ( void )

現在のフレームを出力します。

返り値

値を返しません。

swf_startbutton
(PHP 4)

swf_startbutton — ボタンの定義を開始する
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説明

void swf_startbutton ( int $objid , int $type )

ボタンの定義を開始します。

パラメータ
objid

オブジェクト ID。
type

TYPE_MENUBUTTON あるいは TYPE_PUSHBUTTON のいずれかです。 定数 TYPE_MENUBUTTON はマウスを押したときにボタンからフォーカスを移すことを可能とし、 定数 TYPE_PUSHBUTTON は可能としません。

返り値

値を返しません。

参考

swf_endbutton() - 現在のボタンの定義を終了する

swf_startdoaction
(PHP 4)

swf_startdoaction — 現在のフレームのアクションリストの記述を開始する

説明

void swf_startdoaction ( void )

現在のフレームのアクションリストの記述を開始します。この関数は、 現在のフレームのアクションが定義される前にコールする必要があります。

返り値

値を返しません。

参考

swf_enddoaction() - 現在のアクションを終了する

swf_startshape
(PHP 4)

swf_startshape — 複雑な形状を開始する

説明

void swf_startshape ( int $objid )

複雑な形状を開始します。

パラメータ
objid

オブジェクト ID。

返り値

値を返しません。

参考

swf_endshape() - 現在の形状の定義を完結する
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swf_startsymbol
(PHP 4)

swf_startsymbol — シンボルを定義する

説明

void swf_startsymbol ( int $objid )

シンボルとしてオブジェクト ID を定義します。シンボルは、同時に実行可能な 小さな flash ムービーです。

パラメータ
objid

シンボルとして定義したいオブジェクトの ID。

返り値

値を返しません。

参考

swf_endsymbol() - シンボルの定義を終了する

swf_textwidth
(PHP 4)

swf_textwidth — 文字列の幅を得る

説明

float swf_textwidth ( string $str )

現在のフォントおよびフォントサイズを用いて、 文字列の幅をピクセル値で返します。

パラメータ
str

文字列。

返り値

文字列の幅を表す float 値を返します。

swf_translate
(PHP 4)

swf_translate — 現在の座標軸を変換する

説明

void swf_translate ( float $x , float $y , float $z )

指定した値で現在の座標を変換します。

パラメータ
x

x の値。
y

y の値。
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z

z の値。

返り値

値を返しません。

swf_viewport
(PHP 4)

swf_viewport — 描画を行う範囲を選択する

説明

void swf_viewport ( float $xmin , float $xmax , float $ymin , float $ymax )

描画の範囲として xmin から xmax、 ymin から ymax までを 選択します。この関数がコールされない場合、描画範囲はデフォルトとして 画面の大きさになります。

パラメータ
xmin

xmax

ymin

ymax

返り値

値を返しません。

目次
swf_actiongeturl — Shockwave Flash ムービーから URL を得る
swf_actiongotoframe — フレームを実行した後、停止する
swf_actiongotolabel — 指定したラベルを有するフレームを表示する
swf_actionnextframe — フレームを一つ進める
swf_actionplay — 現在のフレームから flash ムービーの実行を開始する
swf_actionprevframe — フレームを一つ戻す
swf_actionsettarget — アクションのコンテキストを設定する
swf_actionstop — 現在のフレームで flash ムービーの実行を終了する
swf_actiontogglequality — 低品質/高品質を切り替える
swf_actionwaitforframe — フレームがロードされていない場合にアクションをスキップする
swf_addbuttonrecord — 現在のボタンの位置、外観、アクティブエリアを制御する
swf_addcolor — グローバル加算色を、指定した rbga 値に設定する
swf_closefile — 現在の Shockwave Flash ファイルを閉じる
swf_definebitmap — ビットマップを定義する
swf_definefont — フォントを定義する
swf_defineline — 線を定義する
swf_definepoly — 多角形を定義する
swf_definerect — 長方形を定義する
swf_definetext — テキスト文字列を定義する
swf_endbutton — 現在のボタンの定義を終了する
swf_enddoaction — 現在のアクションを終了する
swf_endshape — 現在の形状の定義を完結する
swf_endsymbol — シンボルの定義を終了する
swf_fontsize — フォントの大きさを変更する
swf_fontslant — フォントの傾きを設定する
swf_fonttracking — 現在のフォントのトラッキングを設定する
swf_getbitmapinfo — ビットマップに関する情報を得る
swf_getfontinfo — フォントの情報を得る
swf_getframe — 現在のフレームのフレーム番号を得る
swf_labelframe — 現在のフレームにラベルを付ける
swf_lookat — 視点変換を定義する
swf_modifyobject — オブジェクトを修正する
swf_mulcolor — グローバル乗算色を指定した rbga 値に設定する
swf_nextid — 次の未使用のオブジェクト ID を返す
swf_oncondition — アクションリストのトリガとして使用されるトランジションを定義する
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swf_openfile — 新規に Shockwave Flash ファイルをオープンする
swf_ortho2 — ユーザ座標の二次元直交マッピングを現在のビューポイントに定義する
swf_ortho — 現在のビューポートにおけるユーザー座標の直交マッピングを定義する
swf_perspective — 遠近法による投影変換を定義する
swf_placeobject — オブジェクトを画面に配置する
swf_polarview — 極座標で視点を定義する
swf_popmatrix — 以前の変換行列を回復する
swf_posround — オブジェクトを配置または移動する際の変換時の丸め処理を有効または無効にする
swf_pushmatrix — 現在の変換行列をスタックに入れる
swf_removeobject — オブジェクトを削除する
swf_rotate — 現在の座標を回転する
swf_scale — 現在の変換をスケリーングする
swf_setfont — 現在のフォントを変更する
swf_setframe — 指定したフレームに切替える
swf_shapearc — 円弧を描画する
swf_shapecurveto3 — 三次ベジエ曲線を描画する
swf_shapecurveto — 二点間に二次ベジエ曲線を描画する
swf_shapefillbitmapclip — 現在の塗りつぶしモードをクリップ付きビットマップに設定する
swf_shapefillbitmaptile — 現在の塗りつぶしモードをタイル状のビットマップに設定する
swf_shapefilloff — 塗りつぶしをオフにする
swf_shapefillsolid — 現在の塗りつぶし色を指定した色に設定する
swf_shapelinesolid — 現在の行のスタイルを設定する
swf_shapelineto — 線を描画する
swf_shapemoveto — 現在の位置を移動する
swf_showframe — 現在のフレームを表示する
swf_startbutton — ボタンの定義を開始する
swf_startdoaction — 現在のフレームのアクションリストの記述を開始する
swf_startshape — 複雑な形状を開始する
swf_startsymbol — シンボルを定義する
swf_textwidth — 文字列の幅を得る
swf_translate — 現在の座標軸を変換する
swf_viewport — 描画を行う範囲を選択する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な使用法
SWF 関数

swf_actiongeturl — Shockwave Flash ムービーから URL を得る
swf_actiongotoframe — フレームを実行した後、停止する
swf_actiongotolabel — 指定したラベルを有するフレームを表示する
swf_actionnextframe — フレームを一つ進める
swf_actionplay — 現在のフレームから flash ムービーの実行を開始する
swf_actionprevframe — フレームを一つ戻す
swf_actionsettarget — アクションのコンテキストを設定する
swf_actionstop — 現在のフレームで flash ムービーの実行を終了する
swf_actiontogglequality — 低品質/高品質を切り替える
swf_actionwaitforframe — フレームがロードされていない場合にアクションをスキップする
swf_addbuttonrecord — 現在のボタンの位置、外観、アクティブエリアを制御する
swf_addcolor — グローバル加算色を、指定した rbga 値に設定する
swf_closefile — 現在の Shockwave Flash ファイルを閉じる
swf_definebitmap — ビットマップを定義する
swf_definefont — フォントを定義する
swf_defineline — 線を定義する
swf_definepoly — 多角形を定義する
swf_definerect — 長方形を定義する
swf_definetext — テキスト文字列を定義する
swf_endbutton — 現在のボタンの定義を終了する
swf_enddoaction — 現在のアクションを終了する
swf_endshape — 現在の形状の定義を完結する
swf_endsymbol — シンボルの定義を終了する
swf_fontsize — フォントの大きさを変更する
swf_fontslant — フォントの傾きを設定する
swf_fonttracking — 現在のフォントのトラッキングを設定する
swf_getbitmapinfo — ビットマップに関する情報を得る
swf_getfontinfo — フォントの情報を得る
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swf_getframe — 現在のフレームのフレーム番号を得る
swf_labelframe — 現在のフレームにラベルを付ける
swf_lookat — 視点変換を定義する
swf_modifyobject — オブジェクトを修正する
swf_mulcolor — グローバル乗算色を指定した rbga 値に設定する
swf_nextid — 次の未使用のオブジェクト ID を返す
swf_oncondition — アクションリストのトリガとして使用されるトランジションを定義する
swf_openfile — 新規に Shockwave Flash ファイルをオープンする
swf_ortho2 — ユーザ座標の二次元直交マッピングを現在のビューポイントに定義する
swf_ortho — 現在のビューポートにおけるユーザー座標の直交マッピングを定義する
swf_perspective — 遠近法による投影変換を定義する
swf_placeobject — オブジェクトを画面に配置する
swf_polarview — 極座標で視点を定義する
swf_popmatrix — 以前の変換行列を回復する
swf_posround — オブジェクトを配置または移動する際の変換時の丸め処理を有効または無効にする
swf_pushmatrix — 現在の変換行列をスタックに入れる
swf_removeobject — オブジェクトを削除する
swf_rotate — 現在の座標を回転する
swf_scale — 現在の変換をスケリーングする
swf_setfont — 現在のフォントを変更する
swf_setframe — 指定したフレームに切替える
swf_shapearc — 円弧を描画する
swf_shapecurveto3 — 三次ベジエ曲線を描画する
swf_shapecurveto — 二点間に二次ベジエ曲線を描画する
swf_shapefillbitmapclip — 現在の塗りつぶしモードをクリップ付きビットマップに設定する
swf_shapefillbitmaptile — 現在の塗りつぶしモードをタイル状のビットマップに設定する
swf_shapefilloff — 塗りつぶしをオフにする
swf_shapefillsolid — 現在の塗りつぶし色を指定した色に設定する
swf_shapelinesolid — 現在の行のスタイルを設定する
swf_shapelineto — 線を描画する
swf_shapemoveto — 現在の位置を移動する
swf_showframe — 現在のフレームを表示する
swf_startbutton — ボタンの定義を開始する
swf_startdoaction — 現在のフレームのアクションリストの記述を開始する
swf_startshape — 複雑な形状を開始する
swf_startsymbol — シンボルを定義する
swf_textwidth — 文字列の幅を得る
swf_translate — 現在の座標軸を変換する
swf_viewport — 描画を行う範囲を選択する

FDF — Forms Data Format
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
FDF 関数

GnuPG — GNU Privacy Guard
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
GnuPG 関数

haru — Haru PDF
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
組み込みのフォントおよびエンコーディング
HaruException — HaruException クラス
HaruDoc — HaruDoc クラス
HaruPage — HaruPage クラス
HaruFont — HaruFont クラス
HaruImage — HaruImage クラス
HaruEncoder — HaruEncoder クラス
HaruOutline — HaruOutline クラス
HaruAnnotation — HaruAnnotation クラス
HaruDestination — HaruDestination クラス

Ming — Ming (flash)
導入
インストール/設定
定義済み定数
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例
Ming 関数
SWFAction — SWFAction クラス
SWFBitmap — SWFBitmap クラス
SWFButton — SWFButton クラス
SWFDisplayItem — SWFDisplayItem クラス
SWFFill — SWFFill クラス
SWFFont — SWFFont クラス
SWFFontChar — SWFFontChar クラス
SWFGradient — SWFGradient クラス
SWFMorph — SWFMorph クラス
SWFMovie — SWFMovie クラス
SWFPrebuiltClip — SWFPrebuiltClip クラス
SWFShape — SWFShape クラス
SWFSound — SWFSound クラス
SWFSoundInstance — SWFSoundInstance クラス
SWFSprite — SWFSprite クラス
SWFText — SWFText クラス
SWFTextField — SWFTextField クラス
SWFVideoStream — SWFVideoStream クラス

PDF
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
PDF 関数

PS — PostScript ドキュメントの作成
導入
インストール/設定
定義済み定数
PS 関数

RPM Reader — RPM ヘッダの読み込み
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
RPM 読み込み関数

SWF — Shockwave Flash
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
SWF 関数

プロセス制御

システムプログラムの実行

導入
以下の関数は、システム自体の上でコマンドを実行したり、 こうしたコマンドを安全に実行する手段を提供します。

注意:

これらの関数は、Windows ではすべて cmd.exe 経由でコマンドをコールします。 そのため、これらの関数をコールするユーザが適切なコマンド実行権限を持っていなければなりません。 唯一の例外は、proc_open() を bypass_shell オプションつきでコールする場
合です。

インストール/設定
目次

要件
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インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールが定義するリソースは process リソースで、これは proc_open() が返します。

定義済み定数
定数は定義されていません。

プログラム実行関数
注意
警告

ロックしてオープンしたファイル (特に、オープンしたセッション) は、プログラムをバックグラウンドで実行する前に閉じておく必要があります。

参考
以下の関数は、 バックティック演算子 にも関係します。 また、セーフモード おいては、 safe_mode_exec_dir ディレクティブの使用を考慮する必要があります。

escapeshellarg
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

escapeshellarg — シェル引数として使用される文字列をエスケープする

説明

string escapeshellarg ( string $arg )

escapeshellarg() は、文字列をシングルクオート で括り、既存のシングルクオートを全てクオート/エスケープします。こ れにより、文字列を直接シェル関数に渡し、単一の安全な引数として処 理することを可能にします。この関数は、ユーザー入力からの入力を シェル関数
への引数として渡す際にエスケープするために使用する必要 があります。シェル関数には、exec(), system()そして バックティック演算子 を含むシェル関数が含まれます。

パラメータ
arg

エスケープされる引数

返り値

エスケープされた文字列
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例

例1 escapeshellarg() の例
<?php
system('ls '.escapeshellarg($dir));
?>

参考

escapeshellcmd() - シェルのメタ文字をエスケープする
exec() - 外部プログラムを実行する
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
system() - 外部プログラムを実行し、出力を表示する
バックティック演算子

escapeshellcmd
(PHP 4, PHP 5)

escapeshellcmd — シェルのメタ文字をエスケープする

説明

string escapeshellcmd ( string $command )

escapeshellcmd() は、文字列中においてシェルコマンドを だまして勝手なコマンドを実行する可能性がある文字をエスケープします。 この関数は、ユーザに入力されたデータを関数 exec() または system() または、 バックティック演算子 に渡す前に全てエスケープを行う場
合に使用するべきです。

#&;`|*?~<>^()[]{}$\、\x0A および \xFF については、その文字の前にバックスラッシュが 追加されます。' および " は、対になっていない場合にのみエスケープされます。Windows では、 これらの文字に加えて % がスペースに置き換えられます。

パラメータ
command

エスケープされるコマンド

返り値

エスケープされた文字列

例

例1 escapeshellcmd() の例
<?php
$e = escapeshellcmd($userinput);

// ここでは $e がスペースを含んでいても関係ない
system("echo $e");
$f = escapeshellcmd($filename);

// ここでは気を遣い、クォートを使用する
system("touch \"/tmp/$f\"; ls -l \"/tmp/$f\"");
?>

参考

escapeshellarg() - シェル引数として使用される文字列をエスケープする
exec() - 外部プログラムを実行する
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
system() - 外部プログラムを実行し、出力を表示する
バックティック演算子

exec
(PHP 4, PHP 5)

exec — 外部プログラムを実行する

説明

string exec ( string $command [, array &$output [, int &$return_var ]] )
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exec() は指定されたコマンド command を実行します。

パラメータ
command

実行するコマンド
output

引数 output が存在する場合、指定した配列は、 コマンドからの出力の各行で埋められます。 \n のような後に続く空白は、この配列には含まれません。 配列に既に何らかの要素が 含まれる場合は、exec() は配列の最後に追加される ことに注意してください。関数が要素
を追加することを望まないのなら、 それが exec() に渡される前に、配列の unset() を呼び出してください。

return_var

引数return_varが、引数 output と共に存在する場合、実行したコマンドの ステータスがこの変数に書かれます。

返り値

コマンド結果の最後の行を返します。コマンドを実行し、 一切干渉を受けずに直接コマンドから全てのデータを受けとる必要が あるならば、PassThru() 関数を使ってください。

実行されたコマンドの出力を取得するには、必ず output パラメータを設定・使用してください。

例

例1 exec() の例
<?php
// ("whoami" コマンドをパスに有するシステム上で)
// 実行中のphp/httpdプロセスを所有するユーザの名前を出力
echo exec('whoami');
?>

注意

警告

ユーザが入力したデータをこの関数に 渡すことを許可する場合、ユーザが任意のコマンドを実行できるようシステムを欺くことが できないように escapeshellarg() または escapeshellcmd() を適用する必要があります。

注意:

プログラムがこの関数で始まる場合、 バックグラウンドで処理を続けさせるには、 プログラムの出力をファイルや別の出力ストリームにリダイレクトする必要があります。 そうしないと、プログラムが実行を終えるまで PHP はハングしてしまいます。

注意: セーフモード が有効な場合、 safe_mode_exec_dirの中にある実行プログラムのみ実行可能です。 実際的な理由により、現在、実行プログラムへのパスに ..を 含めることはできません。

警告

セーフモードが有効な場合、コマンド文字列は escapeshellcmd() でエスケープされます。 つまり、echo y | echo x は、echo y \| echo x となります。

参考

system() - 外部プログラムを実行し、出力を表示する
passthru() - 外部プログラムを実行し、未整形の出力を表示する
escapeshellcmd() - シェルのメタ文字をエスケープする
pcntl_exec() - 現在のプロセス空間で指定したプログラムを実行する
バックティック演算子

passthru
(PHP 4, PHP 5)

passthru — 外部プログラムを実行し、未整形の出力を表示する

説明

void passthru ( string $command [, int &$return_var ] )

passthru()関数はexec()関数と同様、 commandを実行します。 引数 return_var を指定した場合、 Unix コマンドのステータスで置換されます。 この関数は Unix コマンドからの出力がバイナリデータであり、 ブラウザーへ直接返す必要がある場合、exec() もしくはsystem()の
代わりに使用する必要があります。 よく使うのは、直接画像ストリームを出力することができる pbmplus ユーティリティの様なものを実行する場合です。content-type を image/gif に設定して、gifを出力するpbmplus プログラムを呼び出すことにより、直接画像を出力す
る PHP スクリプトを作成 することができます。

パラメータ
command

実行するコマンド
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return_var

引数return_varが存在する場合、 Unix コマンドのステータスがこの変数に書かれます。

返り値

値を返しません。

注意

警告

ユーザが入力したデータをこの関数に 渡すことを許可する場合、ユーザが任意のコマンドを実行できるようシステムを欺くことが できないように escapeshellarg() または escapeshellcmd() を適用する必要があります。

注意:

プログラムがこの関数で始まる場合、 バックグラウンドで処理を続けさせるには、 プログラムの出力をファイルや別の出力ストリームにリダイレクトする必要があります。 そうしないと、プログラムが実行を終えるまで PHP はハングしてしまいます。

注意: セーフモード が有効な場合、 safe_mode_exec_dirの中にある実行プログラムのみ実行可能です。 実際的な理由により、現在、実行プログラムへのパスに ..を 含めることはできません。

警告

セーフモードが有効な場合、コマンド文字列は escapeshellcmd() でエスケープされます。 つまり、echo y | echo x は、echo y \| echo x となります。

参考

exec() - 外部プログラムを実行する
system() - 外部プログラムを実行し、出力を表示する
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
escapeshellcmd() - シェルのメタ文字をエスケープする
バックティック演算子

proc_close
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

proc_close — proc_open() で開かれたプロセスを閉じ、 そのプロセスの終了コードを返す

説明

int proc_close ( resource $process )

proc_close() は pclose() と似ていますが、proc_open() で開かれたプロセスに対してのみ機能するという点で異なります。 proc_close() は、プロセスが終了するまで待った後で、 終了コードを返します。もし、そのプロセスに対してパイプが開かれていた場合は、 デッド
ロックを避けるため、fclose() 関数で、 この関数を呼び出す前にそれらを閉じておかなくてはなりません - パイプが開いている間、子プロセスは終了できないからです。

パラメータ
process

閉じられる proc_open() リソース

返り値

実行していたプロセスの終了状態を返します。 エラーが発生した場合は -1 を返します。

注意

注意: Unix のみ

proc_close() の内部的な実装は、 waitpid(3) システムコールを使っています。 実際の終了ステータスを知るには、pcntl_wexitstatus() 関数を使わなければなりません。

proc_get_status
(PHP 5)

proc_get_status — proc_open() で開かれたプロセスに関する情報を取得する

説明

array proc_get_status ( resource $process )
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proc_get_status() は、proc_open() で開かれたプロセスに関する情報を取得します。

パラメータ
process

評価される proc_open() リソース

返り値

成功時は集められた情報の配列、失敗時は FALSE 。 返される配列は次のような要素を持ちます:

要素 型 説明
command string proc_open() に指定されたコマンド文字列。
pid int プロセス ID
running bool もしプロセスがまだ動いている場合は、TRUE 、すでに終了している場合は FALSE。
signaled bool 子プロセスが、キャッチされていないシグナルにより終了した場合に TRUE となります。Windows では常に FALSE にセットされます。
stopped bool 子プロセスが、シグナルにより停止した時に TRUE となります。 Windows では常に FALSE にセットされます。
exitcode int プロセスが返した終了コード (running が FALSE の時のみ意味を持ちます)。 正しい値を返すのは関数を最初にコールした時のみで、次に コールした際には -1 を返します。
termsig int プロセスを終了させたシグナルの番号です (signaled が TRUE の時のみ意味を持ちます)。
stopsig int プロセスを停止させたシグナルの番号です (stopped が TRUE の時のみ意味を持ちます)。

参考

proc_open() - コマンドを実行し、入出力用にファイルポインタを開く

proc_nice
(PHP 5)

proc_nice — 現在のプロセスの優先度を変更する

説明

bool proc_nice ( int $increment )

proc_nice() は、現在のプロセスの優先度を increment で指定された値に変更します。 increment が正数の場合、 現在のプロセスの優先度をより低くし、increment が負数の場合は優先度が上がります。

proc_nice() は、proc_open() やそれに関連する関数とは関係ありません。

パラメータ
increment

変更する優先度の増加値

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 ユーザーが優先度を変更する権限を持っていないなど、 エラーが発生した場合は E_WARNING レベルのエラーも発行されます。

注意

注意: 可用性

proc_nice() は、使用しているシステムが 'nice' の機能を持っている場合のみ利用可能です。 'nice' は次のシステムに準拠しています: SVr4, SVID EXT, AT&T, X/OPEN, BSD 4.3 。 これは Windows では proc_nice() を利用できないことを意味します。

proc_open
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

proc_open — コマンドを実行し、入出力用にファイルポインタを開く

説明

resource proc_open ( string $cmd , array $descriptorspec , array &$pipes [, string $cwd [, array $env [, array $other_options ]]] )

proc_open() は popen() と よく似ていますが、プログラムの実行をさらに細かく制御できる点で違います。
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パラメータ
cmd

実行されるコマンド。
descriptorspec

数値添字の配列で、ディスクリプタ番号をキーとし、PHP がその ディスクリプタをどのように子プロセスに渡すかを表すのが 対応する値となります。 0 が標準入力 (stdin)、1 が標準出力 (stdout) で、 2 が標準エラー出力 (stderr) となります。

各要素は、次のようになります。

プロセスに渡すパイプをあらわす配列。 最初の要素はディスクリプタの型で、2 番目の要素がその型に対応するオプションとなります。 使用できる型は pipe (2 番目の要素は、 プロセスにパイプの読み込み側を渡すのなら r、 書き込み側を渡すのなら w) および file
(2 番目の要素はファイル名) です。
実際のファイルディスクリプタ (オープンしたファイルやソケット、 STDIN など) をあらわすストリームリソース。

ファイルディスクリプタの番号は、特に 0, 1, 2 に限られているわけでは ありません。有効であるどのようなファイルディスクリプタの番号も指定でき、 それは子プロセスに渡されます。これにより、あるスクリプトと、 子プロセスとして起動している別のスクリプトと
の間で通信ができます。 特に、これは PGP や GPG、openssl といったプログラムにパスフレーズを より安全な方法で渡したいとき威力を発揮します。 補助的なファイルディスクリプタを介して、そのようなプログラムの 状態を取得するのにも便利です。

pipes

PHP 側で生成されたパイプの終端にあたる ファイルポインタの配列。
cwd

コマンドの初期作業ディレクトリ。 完全パスである必要があります。 デフォルト値 (現在の PHP プロセスの作業ディレクトリ) を使用したい場合は NULL を指定します。
env

実行するコマンドのための環境変数の配列。 現在の PHP プロセスと同じ環境変数を使用する場合は NULL を指定します。
other_options

その他の追加オプションを指定することが可能です。 現在サポートされているオプションは次の通りです。

suppress_errors (windows のみ): TRUE にすると、この関数が出力するエラーを抑制します。
bypass_shell (windows のみ): TRUE にすると、cmd.exe シェルをバイパスします。
context: ファイルをオープンする際に (stream_context_create() で作成した) ストリームコンテキストを使用します。
binary_pipes: パイプをバイナリモードでオープンします。 通常の stream_encoding は使用しません。

返り値

プロセスを表すリソースを返します。このリソースは、使用し終えた際に proc_close() を使用して開放する必要があります。 失敗した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.1 other_options パラメータに オプション bypass_shell が追加されました。
5.0.0 パラメータ cwd、env および other_options が追加されました。

例

例1 A proc_open() の例
<?php
$descriptorspec = array(
   0 => array("pipe", "r"),  // stdin は、子プロセスが読み込むパイプです。
   1 => array("pipe", "w"),  // stdout は、子プロセスが書き込むパイプです。
   2 => array("file", "/tmp/error-output.txt", "a") // はファイルで、そこに書き込みます。
);

$cwd = '/tmp';
$env = array('some_option' => 'aeiou');

$process = proc_open('php', $descriptorspec, $pipes, $cwd, $env);

if (is_resource($process)) {
    // $pipes はこの時点で次のような形を取っています。
    // 0 => 子プロセスの stdin に繋がれた書き込み可能なハンドル
    // 1 => 子プロセスの stdout に繋がれた読み込み可能なハンドル
    // すべてのエラー出力は /tmp/error-output.txt に書き込みされます。
    fwrite($pipes[0], '<?php print_r($_ENV); ?>');
    fclose($pipes[0]);

    echo stream_get_contents($pipes[1]);
    fclose($pipes[1]);

    // デッドロックを避けるため、proc_close を呼ぶ前に
    // すべてのパイプを閉じることが重要です。
    $return_value = proc_close($process);

    echo "command returned $return_value\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
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(
    [some_option] => aeiou
    [PWD] => /tmp
    [SHLVL] => 1
    [_] => /usr/local/bin/php
)
command returned 0

注意

注意:

Windows における互換性: 2 (stderr) よりも大きな番号のディスクリプタは 子プロセスに継承可能なハンドルとして渡されますが、 Windows のアーキテクチャは、ファイルディスクリプタの番号と より低レベルなハンドルを関連付けないので、子プロセスは、 そ
れらのハンドルにアクセスする術を持ちません。stdin, stdout, stderr は期待通り動きます。

注意:

もし単方向(一方向)のパイプを利用したいだけでしたら、 popen() を使うほうがより簡単です。

参考

popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
exec() - 外部プログラムを実行する
system() - 外部プログラムを実行し、出力を表示する
passthru() - 外部プログラムを実行し、未整形の出力を表示する
stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う
バックティック演算子

proc_terminate
(PHP 5)

proc_terminate — proc_open でオープンされたプロセスを強制終了する

説明

bool proc_terminate ( resource $process [, int $signal = 15 ] )

終了させる (proc_open() を用いて生成された) process にシグナルを送信します。 proc_terminate() は即座に返され、 プロセスの終了を待ちません。

proc_terminate() により、プロセスを終了させ、 他のタスクを継続することができます。proc_get_status() 関数を使用して (停止したかどうかを確認するために) プロセスをポーリングすることができます。

パラメータ
process

終了させる proc_open() リソース。
signal

このオプションパラメータは POSIX オペレーティングシステムでのみ有用です。 kill(2) システムコールを使用して、 プロセスに送信するシグナルを指定することができます。 デフォルトは SIGTERM です。

返り値

実行していたプロセスの終了状態を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.2 これより前のバージョンでは、 指定したプロセス resource を破棄していました。

参考

proc_open() - コマンドを実行し、入出力用にファイルポインタを開く
proc_close() - proc_open で開かれたプロセスを閉じ、 そのプロセスの終了コードを返す
proc_get_status() - proc_open で開かれたプロセスに関する情報を取得する

shell_exec
(PHP 4, PHP 5)

shell_exec — シェルによりコマンドを実行し、文字列として出力全体を返す
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説明

string shell_exec ( string $cmd )

この関数は バックティック演算子 と等価です。

パラメータ
cmd

実行するコマンド

返り値

実行されたコマンドからの出力

例

例1 shell_exec() の例
<?php
$output = shell_exec('ls -lart');
echo "<pre>$output</pre>";
?>

注意

注意:

この関数は、PHP が safe-mode で動作している場合は無効となります。

参考

exec() - 外部プログラムを実行する
escapeshellcmd() - シェルのメタ文字をエスケープする

system
(PHP 4, PHP 5)

system — 外部プログラムを実行し、出力を表示する

説明

string system ( string $command [, int &$return_var ] )

system() は、指定した command を実行し、結果を出力する C 言語の system 関数に似ています。

PHP をサーバモジュールとして実行している場合、 system() のコールにより、各行を出力した後、 Web サーバの出力バッファが自動的にクリアされます。

コマンドを実行し、何の加工もせずに全てのデータをコマンドから直接 返す必要がある場合、passthru() 関数を使用してください。

パラメータ
command

実行するコマンド。
return_var

引数 return_var が存在する場合、 実行したコマンドの返すステータスがこの変数に書かれます。

返り値

成功時はコマンド出力の最後の行を返し、失敗時は FALSE を返します。

例

例1 system() の例
<?php
echo '<pre>';

// シェルコマンド "ls" の全ての結果を出力し、出力の最後の
// 行を $last_line に格納します。シェルコマンドの戻り値は
// $retval に格納されます。
$last line = system('ls', $retval);
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// 追加情報を表示します。
echo '
</pre>
<hr />Last line of the output: ' . $last_line . '
<hr />Return value: ' . $retval;
?>

注意

警告

ユーザが入力したデータをこの関数に 渡すことを許可する場合、ユーザが任意のコマンドを実行できるようシステムを欺くことが できないように escapeshellarg() または escapeshellcmd() を適用する必要があります。

注意:

プログラムがこの関数で始まる場合、 バックグラウンドで処理を続けさせるには、 プログラムの出力をファイルや別の出力ストリームにリダイレクトする必要があります。 そうしないと、プログラムが実行を終えるまで PHP はハングしてしまいます。

注意: セーフモード が有効な場合、 safe_mode_exec_dirの中にある実行プログラムのみ実行可能です。 実際的な理由により、現在、実行プログラムへのパスに ..を 含めることはできません。

警告

セーフモードが有効な場合、コマンド文字列は escapeshellcmd() でエスケープされます。 つまり、echo y | echo x は、echo y \| echo x となります。

参考

exec() - 外部プログラムを実行する
passthru() - 外部プログラムを実行し、未整形の出力を表示する
popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする
escapeshellcmd() - シェルのメタ文字をエスケープする
pcntl_exec() - 現在のプロセス空間で指定したプログラムを実行する
バックティック演算子

目次
escapeshellarg — シェル引数として使用される文字列をエスケープする
escapeshellcmd — シェルのメタ文字をエスケープする
exec — 外部プログラムを実行する
passthru — 外部プログラムを実行し、未整形の出力を表示する
proc_close — proc_open で開かれたプロセスを閉じ、 そのプロセスの終了コードを返す
proc_get_status — proc_open で開かれたプロセスに関する情報を取得する
proc_nice — 現在のプロセスの優先度を変更する
proc_open — コマンドを実行し、入出力用にファイルポインタを開く
proc_terminate — proc_open でオープンされたプロセスを強制終了する
shell_exec — シェルによりコマンドを実行し、文字列として出力全体を返す
system — 外部プログラムを実行し、出力を表示する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
プログラム実行関数

escapeshellarg — シェル引数として使用される文字列をエスケープする
escapeshellcmd — シェルのメタ文字をエスケープする
exec — 外部プログラムを実行する
passthru — 外部プログラムを実行し、未整形の出力を表示する
proc_close — proc_open で開かれたプロセスを閉じ、 そのプロセスの終了コードを返す
proc_get_status — proc_open で開かれたプロセスに関する情報を取得する
proc_nice — 現在のプロセスの優先度を変更する
proc_open — コマンドを実行し、入出力用にファイルポインタを開く
proc_terminate — proc_open でオープンされたプロセスを強制終了する
shell_exec — シェルによりコマンドを実行し、文字列として出力全体を返す
system — 外部プログラムを実行し、出力を表示する

Expect
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導入
この拡張モジュールは、PTY を経由したプロセス同士の対話機能を提供します。 ファイルシステム関数 で expect:// ラッパ を利用すれば、シンプルでより直感的なインターフェースが利用できるでしょう。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
このモジュールは » expect ライブラリの 関数を使用します。libexpect バージョン >= 5.43.0 が必要です。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/expect.

PHP 4 の場合、この PECL 拡張モジュール のソースは、PHP のソースの ext/ ディレクトリ、または 上の PECL リンクで入手可能です。 これらの関数を使用するには、--with-expect[=DIR] オプションを使用して expect サポートつきで PHP をコンパイルする必要がありま
す。

Windows ユーザは、これらの関数を使用するためには php.ini の中で php_expect.dll を有効にします。 PHP 4 の場合、この DLL は PHP の Windows ダウンロードバイナリの extensions/ ディレクトリ にあります。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しませ
ん。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

expect 拡張モジュールを設定するために、 設定ファイル php.ini に 設定項目が用意されています。

Expect 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

expect.timeout "10" PHP_INI_ALL  
expect.loguser "1" PHP_INI_ALL  
expect.logfile "" PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

expect.timeout integer

データを待ち受ける際のタイムアウト時間です。 expect_expectl() 関数で使用されます。

"-1" を指定すると、タイムアウトを発生させないようにします。

注意:

"0" を指定すると、expect_expectl() 関数は 結果を直ちに返します。

expect.loguser boolean

expect が、子プロセスの出力を標準出力に送るかどうかを指定します。 典型的な対話型プログラムは入力した内容を表示するので、これを使用すれば 対話の両方の側を表示することができます。

expect.logfile string

子プロセスの出力内容が書き込まれるファイルの名前。もしファイルが 存在しない場合は新しく作成されます。

注意:

この設置が空欄でなかった場合、 expect.loguser の設定内容に かかわらず出力が書き込まれます。

http://expect.nist.gov/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/expect
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リソース型
expect_popen() は、オープンした PTY ストリームを返します。これを expect_expectl() で使用します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

EXP_GLOB (integer)
パターンが、glob 形式の文字列パターンであることを示します。

EXP_EXACT (integer)
パターンが、単なる文字列であることを示します。

EXP_REGEXP (integer)
パターンが、正規表現形式の文字列パターンであることを示します。

EXP_EOF (integer)
EOF に到達した際に expect_expectl() が返す値です。

EXP_TIMEOUT (integer)
expect.timeout で指定した秒数を こえた際に expect_expectl() が返す値です。

EXP_FULLBUFFER (integer)
一致するパターンがなかった際に expect_expectl() が返す値です。

例
目次

Expect の使用例

Expect の使用例
例1 Expect の使用例

この例ではリモートホストに SSH 経由で接続し、接続先の稼働時間を表示します。
<?php
ini_set("expect.loguser", "Off");

$stream = fopen("expect://ssh root@remotehost uptime", "r");

$cases = array (
    array (0 => "password:", 1 => PASSWORD)
);

switch (expect_expectl ($stream, $cases)) {
    case PASSWORD:
        fwrite ($stream, "password\n");
        break;
 
    default:
        die ("リモートホストへの接続時にエラーが発生しました!\n");
}

while ($line = fgets($stream)) {
      print $line;
}
fclose ($stream);
?>

次の例は、リモートホストに接続して インストールされている OS が 32 ビットか 64 ビットかを確認し、 それぞれのパッケージのアップデートを実行します。

例2 もうひとつの Expect の使用例
<?php
ini_set("expect.timeout", -1);
ini_set("expect.loguser", "Off");

$stream = expect_popen("ssh root@remotehost");

while (true) {
    switch (expect_expectl ($stream, array (
            array ("password:", PASSWORD), // SSH がパスワードを問い合わせます
            array ("yes/no)?", YESNO), // SSH がホストエントリを保存するかどうかを問い合わせます
            array ("~$ ", SHELL, EXP_EXACT), // シェルにたどり着きました!
    ))) {
        case PASSWORD:
            fwrite ($stream, "secret\n");
            break;

        case YESNO:
            fwrite ($stream, "yes\n");
            break;

        case SHELL:
            fwrite ($stream, "uname -a\n");
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            while (true) {
                    switch (expect_expectl ($stream, array (
                            array ("~$ ", SHELL, EXP_EXACT), // シェルにたどり着きました!
                            array ("^Linux.*$", UNAME, EXP_REGEXP), // uname -a の出力
                    ), $match)) {
                        case UNAME:
                            $uname .= $match[0];
                            break;

                        case SHELL:
                            // アップデートの実行
                            if (strstr ($uname, "x86_64")) {
                                    fwrite ($stream, "rpm -Uhv http://mirrorsite/somepath/some_64bit.rpm\n");
                            } else {
                                    fwrite ($stream, "rpm -Uhv http://mirrorsite/somepath/some_32bit.rpm\n");
                            }
                            fwrite ($stream, "exit\n");
                            break 2;

                        case EXP_TIMEOUT:
                        case EXP_EOF:
                            break 2;

                        default:
                            die ("エラーが発生しました!\n");
                    }
            }
            break 2;

        case EXP_TIMEOUT:
        case EXP_EOF:
            break 2;

        default:
            die ("エラーが発生しました!\n");
    }
}

fclose ($stream);
?>

Expect 関数

expect_expectl
(PECL expect >= 0.1.0)

expect_expectl — プロセスの出力がパターンに一致する・指定した時間が経過する・ あるいは EOF に達するのいずれかにあてはまるまで待ち続ける

説明

int expect_expectl ( resource $expect , array $cases [, array &$match ] )

プロセスの出力がパターンに一致する・指定した時間が経過する・ あるいは EOF に達するのいずれかにあてはまるまで待ち続けます。

match を指定すると、検索結果がそこに保存されます。 一致した文字列が match[0] に保存され、 元のパターンの中の (括弧で囲まれた) 部分に一致する文字列が match[1]、match[2]、 と順に、最大 match[9] まで (libexpect の制限です) 保存されます。

パラメータ
expect

事前に expect_popen() でオープンした Expect ストリーム。
cases

expect case の配列。個々の expect case は数値添字の配列で、 以下のような形式となります。

Expect Case の配列
添字 値の型 説明 必須かどうかデフォルト値
0 string ストリームからの出力との比較対象となるパターン。 yes  
1 mixed パターンに一致した場合にこの関数が返す値。 yes  
2 integerパターンの形式。 EXP_GLOB、 EXP_EXACT あるいは EXP_REGEXP のいずれかひとつです。 no EXP_GLOB

返り値

一致したパターンに関連付けられた値を返します。

この関数の実行に失敗した場合は、 EXP_EOF、 EXP_TIMEOUT あるいは EXP_FULLBUFFER を返します。

変更履歴

バージョン 説明
0.2.1 バージョン 0.2.1 より前では、match パラメータに返されるのはマッチした文字列であり、 部分文字列の配列ではありませんでした。
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例

例1 expect_expectl() の例
<?php
// ファイルをリモートホストにコピーします
ini_set ("expect.timeout", 30);

$stream = fopen ("expect://scp user@remotehost:/var/log/messages /home/user/messages.txt", "r");

$cases = array (
  array (0 => "password:", 1 => PASSWORD),
  array (0 => "yes/no)?", 1 => YESNO)
);

while (true) {
 switch (expect_expectl ($stream, $cases))
 {
  case PASSWORD:
   fwrite ($stream, "password\n");
   break;

  case YESNO:
   fwrite ($stream, "yes\n");
   break;

  case EXP_TIMEOUT:
  case EXP_EOF:
   break 2;
  
  default:
   die ("エラーが発生しました!\n");
 }
}

fclose ($stream);
?>

参考

expect_popen() - Bourne シェル経由でコマンドを実行し、プロセスへの PTY ストリームをオープンする

expect_popen
(PECL expect >= 0.1.0)

expect_popen — Bourne シェル経由でコマンドを実行し、プロセスへの PTY ストリームをオープンする

説明

resource expect_popen ( string $command )

Bourne シェル経由でコマンドを実行し、プロセスへの PTY ストリームを オープンします。

パラメータ
command

実行するコマンド。

返り値

プロセスの標準入力・標準出力・標準エラー出力への PTY ストリームを返します。

失敗した場合は、この関数は FALSE を返します。

例

例1 expect_popen() の例
<?php
// PHP.net の CVS リポジトリにログインします
$stream = expect_popen ("cvs -d :pserver:anonymous@cvs.php.net:/repository login");
sleep (3);
fwrite ($stream, "phpfi\n");
fclose ($stream);
?>

参考

popen() - プロセスへのファイルポインタをオープンする

目次
expect_expectl — プロセスの出力がパターンに一致する・指定した時間が経過する・ あるいは EOF に達するのいずれかにあてはまるまで待ち続ける
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expect_popen — Bourne シェル経由でコマンドを実行し、プロセスへの PTY ストリームをオープンする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

Expect の使用例
Expect 関数

expect_expectl — プロセスの出力がパターンに一致する・指定した時間が経過する・ あるいは EOF に達するのいずれかにあてはまるまで待ち続ける
expect_popen — Bourne シェル経由でコマンドを実行し、プロセスへの PTY ストリームをオープンする

Libevent

導入
Libevent は、ファイル記述子に対して何らかのイベントが発生したり タイムアウトに達したりしたときにコールバック関数を実行する仕組みを提供するライブラリです。

Libevent についての詳細な情報は » http://www.monkey.org/~provos/libevent/ を参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールには » libevent のバージョン 1.4.0 以降が必要です。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/libevent.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールで使用するリソース型は、 イベント、イベントベース、そしてバッファイベントです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

EV_TIMEOUT (integer)

http://www.monkey.org/~provos/libevent/
http://www.monkey.org/~provos/libevent/
http://pecl.php.net/package/libevent
http://pecl.php.net/package/libevent
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EV_READ (integer)
EV_WRITE (integer)
EV_SIGNAL (integer)
EV_PERSIST (integer)
EVLOOP_NONBLOCK (integer)
EVLOOP_ONCE (integer)

例
例1 基本 API による STDIN のポーリング
<?php

function print_line($fd, $events, $arg)
{
    static $max_requests = 0;

    $max_requests++;

    if ($max_requests == 10) {
        // 10 回書き込んだらループを抜けます
        event_base_loopexit($arg[1]);
    }

    // 行を表示します
    echo  fgets($fd);
}

// ベースとイベントを作成します
$base = event_base_new();
$event = event_new();

$fd = STDIN;

// イベントフラグを設定します
event_set($event, $fd, EV_READ | EV_PERSIST, "print_line", array($event, $base));
// イベントベースを設定します
event_base_set($event, $base);

// イベントを有効にします
event_add($event);
// イベントループを開始します
event_base_loop($base);

?>

例2 バッファイベント API による STDIN のポーリング
<?php

function print_line($buf, $arg)
{
    static $max_requests;

    $max_requests++;

    if ($max_requests == 10) {
        event_base_loopexit($arg);
    }

    // 行を表示します
    echo event_buffer_read($buf, 4096);
}

function error_func($buf, $what, $arg)
{
    // エラーを処理します
}

$base = event_base_new();
$eb = event_buffer_new(STDIN, "print_line", NULL, "error_func", $base);

event_buffer_base_set($eb, $base);
event_buffer_enable($eb, EV_READ);

event_base_loop($base);

?>

Libevent 関数

event_add
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_add — モニタするイベントに追加する

説明

bool event_add ( resource $event [, int $timeout = -1 ] )
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event_add() は event の実行予定を追加します。 これは、event_set() で指定したイベントが発生するか timeout で指定した時間が経過したときに実行されます。 timeout を省略した場合は、タイムアウトは設定されません。 event は、事前に event_set() と event_base_set()
で初期化したものでなければなりません。 event に既にタイムアウトが設定されている場合は、 新しい値で上書きします。

パラメータ
event

有効なイベントリソース。
timeout

オプションのタイムアウト (マイクロ秒)。

返り値

event_add() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_base_free
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_base_free — イベントベースを破棄する

説明

void event_base_free ( resource $event_base )

指定した event_base を破棄し、 関連づけられたリソースをすべて解放します。 イベントがアタッチされているイベントベースは破棄できないことに注意しましょう。

パラメータ
event_base

有効なイベントベースリソース。

event_base_loop
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_base_loop — イベントを処理する

説明

int event_base_loop ( resource $event_base [, int $flags = 0 ] )

指定したイベントベースのイベントループを開始します。

パラメータ
event_base

有効なイベントベースリソース。
flags

オプションのパラメータ。 EVLOOP_ONCE と EVLOOP_NONBLOCK の任意の組み合わせ。

返り値

event_base_loop() は、成功した場合に 0、エラー時に -1、 イベントが登録されていなければ 1 を返します。

event_base_loopbreak
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_base_loopbreak — イベントループを中止する

説明
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bool event_base_loopbreak ( resource $event_base )

アクティブなイベントループをその場で中止します。 break 文と同じような挙動です。

パラメータ
event_base

有効なイベントベースリソース。

返り値

event_base_loopbreak() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_base_loopexit
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_base_loopexit — あとでループを終了する

説明

bool event_base_loopexit ( resource $event_base [, int $timeout = -1 ] )

指定した時間が経過した時点でのイベントループの処理を正常に終えたあとに、 イベントをブロックせずにループを終了します。

パラメータ
event_base

有効なイベントベースリソース。
timeout

オプションのタイムアウト (マイクロ秒)。

返り値

event_base_loopexit() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_base_new
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_base_new — 新しいイベントベースを作成して初期化する

説明

resource event_base_new ( void )

新しいイベントベースを返します。これは event_base_set() や event_base_loop() などの関数で使えるものです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

event_base_new() は、成功した場合に有効なイベントベースリソース、 エラー時に FALSE を返します。

event_base_priority_init
(PECL libevent >= 0.0.2)

event_base_priority_init — イベントの優先度レベルの数値を設定する

説明
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bool event_base_priority_init ( resource $event_base , int $npriorities )

イベントの優先度レベルを表す数値を設定します。

デフォルトでは、すべてのイベントは同じ優先度 (npriorities/2) で設定されます。 event_base_priority_init() を使うとイベントの優先度レベルの数値を変更でき、 イベントごとに優先度を設定することができます。

パラメータ
event_base

有効なイベントベースリソース。
npriorities

イベントの優先度レベルを表す数値。

返り値

event_base_priority_init() は、成功した場合に TRUE、 エラー時に FALSE を返します。

event_base_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_base_set — イベントベースをイベントと関連づける

説明

bool event_base_set ( resource $event , resource $event_base )

event_base を event と関連づけます。

パラメータ
event

有効なイベントリソース。
event_base

有効なイベントベースリソース。

返り値

event_base_set() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_buffer_base_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_base_set — バッファつきイベントをイベントベースと関連づける

説明

bool event_buffer_base_set ( resource $bevent , resource $event_base )

指定した bevent を event_base に関連づけます。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
event_base

有効なイベントベースリソース。

返り値

event_buffer_base_set() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。
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event_buffer_disable
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_disable — バッファつきイベントを無効にする

説明

bool event_buffer_disable ( resource $bevent , int $events )

指定したバッファつきイベントを無効にします。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
events

EV_READ と EV_WRITE の任意の組み合わせ。

返り値

event_buffer_disable() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_buffer_enable
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_enable — バッファつきイベントを有効にする

説明

bool event_buffer_enable ( resource $bevent , int $events )

指定したバッファつきイベントを有効にします。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
events

EV_READ と EV_WRITE の任意の組み合わせ。

返り値

event_buffer_enable() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_buffer_fd_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_fd_set — バッファつきイベントのファイル記述子を変更する

説明

void event_buffer_fd_set ( resource $bevent , resource $fd )

バッファつきイベントが操作するファイル記述子を変更します。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
fd
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有効な PHP ストリーム。ファイル記述子にキャスト可能でなければなりません。

event_buffer_free
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_free — バッファつきイベントを破棄する

説明

void event_buffer_free ( resource $bevent )

指定したバッファつきイベントを破棄し、関連づけられたすべてのリソースを解放します。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。

event_buffer_new
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_new — 新しいバッファつきイベントを作成する

説明

resource event_buffer_new ( resource $stream , mixed $readcb , mixed $writecb , mixed $errorcb [, mixed $arg ] )

libevent は、通常のイベント API の上位に抽象化レイヤーを用意しています。 バッファつきイベントを使うと I/O を手動で操作する必要がなくなります。 入力用と出力用にそれぞれバッファが用意されており、自動的に出し入れが行われるのです。

パラメータ
stream

有効な PHP ストリームリソース。ファイル記述子にキャスト可能でなければなりません。
readcb

データを読み込むときに起動するコールバック。不要な場合は NULL を指定します。
writecb

記述子の書き込み準備ができたときに起動するコールバック。不要な場合は NULL を指定します。
errorcb

記述子でエラーが発生したときに起動するコールバック。不要な場合は NULL を指定します。
arg

各コールバックに渡す引数 (任意)。

返り値

event_buffer_new() は、成功した場合に新しいバッファつきイベント、 エラー時に FALSE を返します。

event_buffer_priority_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_priority_set — バッファ着きイベントの優先度を設定する

説明

bool event_buffer_priority_set ( resource $bevent , int $priority )

bevent の優先度を設定します。
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パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
priority

優先度レベル。ゼロ未満にしたり、イベントベースの最大優先度レベルを超えたりすることはできません (event_base_priority_init()) を参照ください。

返り値

event_buffer_priority_set() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_buffer_read
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_read — バッファつきイベントからデータを読み込む

説明

string event_buffer_read ( resource $bevent , int $data_size )

バッファつきイベントの入力バッファからデータを読み込みます。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
data_size

データサイズ (バイト単位)。

event_buffer_set_callback
(PECL libevent >= 0.0.4)

event_buffer_set_callback — Set or reset callbacks for a buffered event

説明

resource event_buffer_set_callback ( resource $event , mixed $readcb , mixed $writecb , mixed $errorcb [, mixed $arg ] )

バッファつきイベントのコールバックを設定したり、既存のコールバックを変更したりします。

パラメータ
event

有効なバッファつきイベントリソース。
readcb

データを読み込むときに起動するコールバック。不要な場合は NULL を指定します。
writecb

記述子の書き込み準備ができたときに起動するコールバック。不要な場合は NULL を指定します。
errorcb

記述子でエラーが発生したときに起動するコールバック。不要な場合は NULL を指定します。
arg

各コールバックに渡す引数 (任意)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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event_buffer_timeout_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_timeout_set — バッファつきイベントの読み込みタイムアウトおよび書き込みタイムアウトを設定する

説明

void event_buffer_timeout_set ( resource $bevent , int $read_timeout , int $write_timeout )

指定したバッファつきイベントの読み込みタイムアウトおよび書き込みタイムアウトを設定します。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
read_timeout

読み込みタイムアウト (秒数)。
write_timeout

書き込みタイムアウト (秒数)。

event_buffer_watermark_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_watermark_set — 読み込みおよび書き込みイベントのウォーターマークを設定する

説明

void event_buffer_watermark_set ( resource $bevent , int $events , int $lowmark , int $highmark )

読み込みおよび書き込みイベントのウォーターマークを設定します。 libevent は、入力バッファに少なくとも lowmark バイトたまるまでは読み込みコールバックを起動しません。 また、読み込みバッファが highmark を超えると読み込みを停止します。 出力時には、バッファの
データが lowmark より少なくなったときに書き込みコールバックを起動します。

パラメータ
bevent

有効なバッファつきイベントリソース。
events

EV_READ と EV_WRITE の任意の組み合わせ。
lowmark

低ウォーターマーク。
highmark

高ウォーターマーク。

event_buffer_write
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_buffer_write — バッファつきイベントにデータを書き込む

説明

bool event_buffer_write ( resource $bevent , string $data [, int $data_size = -1 ] )

指定したバッファつきイベントにデータを書き込みます。 データは出力バッファに追記され、書き込み可能になったときに記述子に書き込まれます。

パラメータ
bevent
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有効なバッファつきイベントリソース。
data

書き込むデータ。
data_size

オプションでサイズを指定します。event_buffer_write() は、 デフォルトでは data をすべて書き込みます。

返り値

event_buffer_write() は、成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

event_del
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_del — モニタするイベントから削除する

説明

bool event_del ( resource $event )

event をキャンセルします。

パラメータ
event

有効なイベントリソース。

返り値

event_del() は、成功した場合に TRUE、 エラー時に FALSE を返します。

event_free
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_free — イベントリソースを解放する

説明

void event_free ( resource $event )

作成したイベントリソースを解放します。

パラメータ
event

有効なイベントリソース。

event_new
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_new — 新しいイベントを作成する

説明

resource event_new ( void )

新しいイベントリソースを作成して返します。

返り値
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event_new() は、成功した場合にイベントリソース、 エラー時に FALSE を返します。

event_set
(PECL libevent >= 0.0.1)

event_set — イベントを準備する

説明

bool event_set ( resource $event , mixed $fd , int $events , mixed $callback [, mixed $arg ] )

event_add() で使うイベントを準備します。 events で指定したイベントが発生したときに callback で指定した関数をコールするように設定します。 events は、次のフラグ EV_TIMEOUT、 EV_SIGNAL、EV_READ、 EV_WRITE、EV_PERSIST および EV_SIGNAL の組み合わせとなります。

EV_SIGNAL ビットを events で設定すると、fd をシグナル番号として解釈します。

イベントを初期化したら、event_base_set() を使ってイベントをイベントベースに関連づけます。

マッチするイベントが発生したら、これらの三つの引数が callback 関数に渡されます。
fd

シグナル番号、あるいはストリームリソース。
events

イベントを表すフラグ。次のフラグ EV_TIMEOUT、EV_SIGNAL、 EV_READ、EV_WRITE、 EV_PERSIST および EV_SIGNAL から構成されています。
arg

オプションのパラメータ。event_set() に arg で渡されたもの。

パラメータ
event

有効なイベントリソース。
fd

有効な PHP ストリームリソース。ストリームはファイル記述子にキャスト可能でなければなりません。 そのため、フィルタしたストリームはおそらく使えないでしょう。
events

指定したイベントを表すフラグの組み合わせ。 EV_READ と EV_WRITE が使えます。追加のフラグ EV_PERSIST を指定すると、event_del() がコールされるまでイベントが持続します。 指定しなければ、コールバックは一度だけしか実行されません。
callback

イベントが発生したときにコールされるコールバック関数。
arg

コールバックに渡すオプションのパラメータ。

返り値

event_set() は成功した場合に TRUE、エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
0.0.4 EV_SIGNAL をサポートするようになりました。

目次
event_add — モニタするイベントに追加する
event_base_free — イベントベースを破棄する
event_base_loop — イベントを処理する
event_base_loopbreak — イベントループを中止する
event_base_loopexit — あとでループを終了する
event_base_new — 新しいイベントベースを作成して初期化する
event_base_priority_init — イベントの優先度レベルの数値を設定する
event_base_set — イベントベースをイベントと関連づける
event_buffer_base_set — バッファつきイベントをイベントベースと関連づける
event_buffer_disable — バッファつきイベントを無効にする
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event_buffer_enable — バッファつきイベントを有効にする
event_buffer_fd_set — バッファつきイベントのファイル記述子を変更する
event_buffer_free — バッファつきイベントを破棄する
event_buffer_new — 新しいバッファつきイベントを作成する
event_buffer_priority_set — バッファ着きイベントの優先度を設定する
event_buffer_read — バッファつきイベントからデータを読み込む
event_buffer_set_callback — Set or reset callbacks for a buffered event
event_buffer_timeout_set — バッファつきイベントの読み込みタイムアウトおよび書き込みタイムアウトを設定する
event_buffer_watermark_set — 読み込みおよび書き込みイベントのウォーターマークを設定する
event_buffer_write — バッファつきイベントにデータを書き込む
event_del — モニタするイベントから削除する
event_free — イベントリソースを解放する
event_new — 新しいイベントを作成する
event_set — イベントを準備する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Libevent 関数

event_add — モニタするイベントに追加する
event_base_free — イベントベースを破棄する
event_base_loop — イベントを処理する
event_base_loopbreak — イベントループを中止する
event_base_loopexit — あとでループを終了する
event_base_new — 新しいイベントベースを作成して初期化する
event_base_priority_init — イベントの優先度レベルの数値を設定する
event_base_set — イベントベースをイベントと関連づける
event_buffer_base_set — バッファつきイベントをイベントベースと関連づける
event_buffer_disable — バッファつきイベントを無効にする
event_buffer_enable — バッファつきイベントを有効にする
event_buffer_fd_set — バッファつきイベントのファイル記述子を変更する
event_buffer_free — バッファつきイベントを破棄する
event_buffer_new — 新しいバッファつきイベントを作成する
event_buffer_priority_set — バッファ着きイベントの優先度を設定する
event_buffer_read — バッファつきイベントからデータを読み込む
event_buffer_set_callback — Set or reset callbacks for a buffered event
event_buffer_timeout_set — バッファつきイベントの読み込みタイムアウトおよび書き込みタイムアウトを設定する
event_buffer_watermark_set — 読み込みおよび書き込みイベントのウォーターマークを設定する
event_buffer_write — バッファつきイベントにデータを書き込む
event_del — モニタするイベントから削除する
event_free — イベントリソースを解放する
event_new — 新しいイベントを作成する
event_set — イベントを準備する

プロセス制御

導入
PHP がサポートするプロセス制御関数は、Unix 形式のプロセス生成、 プロセス実行、シグナル処理、プロセス終了機能を実装しています。 プロセス制御は Web サーバ環境で有効にするべきではなく、プロセス 制御関数のどれかが Web サーバ環境で使用された場合には、予
期しない結果を 生じる可能性があります。

この文書は、プロセス制御関数の一般的な使用法を説明しようとするものです。 Unix のプロセス制御に関する詳細な情報については、fork(2), waitpid(2) および signal(2) のようなシステムのドキュメントや、 W. Richard Stevens による Advanced Programming in the
UNIX Environment (Addison-Wesley) のような優れた参考書を読まれることを推奨します。

現在 PCNTL はシグナルハンドルコールバックの仕組みとして ticks を 使用しており、これは以前の仕組みよりずっと高速です。この変更は "user ticks" を使用するのと同じことです。declare() を使用して、プログラム中でコールバックの発生を許可する場所を指定する 必要
があります。これにより、非同期のイベントを処理する際の オーバーヘッドを最小限に抑えることが可能となります。以前は、pcntl を 有効にして PHP をコンパイルすると、pcntl の使用の有無にかかわらず 常にこのオーバーヘッドの被害を被っていたのです。

PHP 4.3.0 より前のバージョンで pcntl を使用していたすべてのスクリプトに ついて、1 点だけ修正する必要があります。それは、コールバックを許可 したい場所に declare() を使用するか、あるいは declare() の新しいグローバル書式を使用して スクリプト全体で ticks を
有効にすることです。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHPがサポートするプロセス制御機能は、デフォルトでは有効となってい ません。プロセス制御機能を有効にするには、 configure のオプションに --enable-pcntl を付け、CGI 版あるいは CLI 版の PHP をコンパイルする必要があります。

注意:

現在、このモジュールは非 Unix 環境(Windows)では動作しません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下のシグナルのリストがプロセス制御関数でサポートされています。 これらのシグナルのデフォルト動作の詳細については、 signal(7) のマニュアルを参照ください。

WNOHANG (integer)
WUNTRACED (integer)
SIG_IGN (integer)
SIG_DFL (integer)
SIG_ERR (integer)
SIGHUP (integer)
SIGINT (integer)
SIGQUIT (integer)
SIGILL (integer)
SIGTRAP (integer)
SIGABRT (integer)
SIGIOT (integer)
SIGBUS (integer)
SIGFPE (integer)
SIGKILL (integer)
SIGUSR1 (integer)
SIGSEGV (integer)
SIGUSR2 (integer)
SIGPIPE (integer)
SIGALRM (integer)
SIGTERM (integer)
SIGSTKFLT (integer)
SIGCLD (integer)
SIGCHLD (integer)
SIGCONT (integer)
SIGSTOP (integer)
SIGTSTP (integer)
SIGTTIN (integer)
SIGTTOU (integer)
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SIGURG (integer)
SIGXCPU (integer)
SIGXFSZ (integer)
SIGVTALRM (integer)
SIGPROF (integer)
SIGWINCH (integer)
SIGPOLL (integer)
SIGIO (integer)
SIGPWR (integer)
SIGSYS (integer)
SIGBABY (integer)
SIG_BLOCK (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SIG_UNBLOCK (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SIG_SETMASK (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_USER (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_NOINFO (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_KERNEL (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_QUEUE (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_TIMER (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_MSGGQ (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_ASYNCIO (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_SIGIO (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SI_TKILL (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
CLD_EXITED (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
CLD_KILLED (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
CLD_DUMPED (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
CLD_TRAPPED (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
CLD_STOPPED (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
CLD_CONTINUED (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
TRAP_BRKPT (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
TRAP_TRACE (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
POLL_IN (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
POLL_OUT (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
POLL_MSG (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
POLL_ERR (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
POLL_PRI (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
POLL_HUP (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_ILLOPC (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_ILLOPN (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_ILLADR (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_ILLTRP (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_PRVOPC (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_PRVREG (integer)
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PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_COPROC (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
ILL_BADSTK (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_INTDIV (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_INTOVF (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_FLTDIV (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_FLTOVF (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_FLTUND (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_FLTRES (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_FLTINV (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
FPE_FLTSUB (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SEGV_MAPERR (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
SEGV_ACCERR (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
BUS_ADRALN (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
BUS_ADRERR (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
BUS_OBJERR (integer)

PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

例
目次

プロセス制御の例

この例は、シグナルハンドラを有するデーモンプロセスをフォークします。

例1 プロセス制御の例
<?php
declare(ticks=1);

$pid = pcntl_fork();
if ($pid == -1) {
     die("fork できません");
} else if ($pid) {
     exit(); // 親プロセスの場合
} else {
     // 子プロセスの場合
}

// 制御側の端末からデタッチ
if (posix_setsid() == -1) {
    die("could not detach from terminal");
}

// シグナルハンドラを設定
pcntl_signal(SIGTERM, "sig_handler");
pcntl_signal(SIGHUP, "sig_handler");

// 無限ループでタスク実行
while (1) {

    // 何か面白いことをここで行う
}

function sig_handler($signo) 
{

     switch ($signo) {
         case SIGTERM:
             // 終了タスクを処理
             exit;
             break;
         case SIGHUP:
             // 再起動タスクを処理
             break;
         default:
             // その他の全てのシグナルを処理
     }

}
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?>

PCNTL 関数

参考
POSIX 関数の節を参照することも 有用でしょう。

pcntl_alarm
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

pcntl_alarm — シグナルを送信するアラームを設定する

説明

int pcntl_alarm ( int $seconds )

プロセスに対して、 指定した秒数後に SIGALRM シグナルを送信するタイマーを作成します。 pcntl_alarm() をコールすると、 それまでに設定されていたアラームはすべて取り消されます。

パラメータ
seconds

待機する秒数。seconds がゼロの場合は、 新しいアラームは作成されません。

返り値

それまでに予定されていたアラームの予定時刻までの秒数を返します。 事前に予定されていたアラームがなかった場合には 0 を返します。

pcntl_exec
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

pcntl_exec — 現在のプロセス空間で指定したプログラムを実行する

説明

void pcntl_exec ( string $path [, array $args [, array $envs ]] )

指定した引数でプログラムを実行します。

パラメータ
path

path は、バイナリ実行ファイルへのパスか、 あるいは有効な実行ファイルを指す shebang (例: #!/usr/local/bin/perl) が一行目に存在するスクリプトへのパスである必要があります。 詳細な情報については、システムの man ページで execve(2) を参照ください。
args

args は、プログラムに渡す引数文字列の配列です。
envs

envs は、プログラムに渡す環境変数の配列です。 この配列は name => value のような形式で、key が環境変数名・value が その値となります。

返り値

エラー時に FALSE を返し、成功時には何も返しません。

pcntl_fork
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_fork — 現在実行中のプロセスをフォークする
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説明

int pcntl_fork ( void )

pcntl_fork() 関数は、親プロセスとその PID および PPID のみが異なる子プロセスを生成します。システム上でのフォークの 動作の具体的な詳細については、実行するシステムの fork(2) の マニュアルを参照ください。

返り値

成功時に、子プロセスの PID が親プロセスの実行スレッドに返され、 子プロセスの実行スレッドには 0 が返されます。失敗した場合、親プロセスの コンテキストに -1 が返され、子プロセスは生成されずに、PHP のエラーが 出力されます。

例

例1 pcntl_fork() の例
<?php

$pid = pcntl_fork();
if ($pid == -1) {
     die('fork できません');
} else if ($pid) {
     // 親プロセスの場合
     pcntl_wait($status); // ゾンビプロセスから守る
} else {
     // 子プロセスの場合
}

?>

参考

pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_signal() - シグナルハンドラを設定する

pcntl_getpriority
(PHP 5)

pcntl_getpriority — プロセスの優先度を取得する

説明

int pcntl_getpriority ([ int $pid = getmypid() [, int $process_identifier = PRIO_PROCESS ]] )

pcntl_getpriority() は、pid の優先度を設定します。システムの型やカーネルの バージョンによって優先度の扱いは違うので、詳細についてはシステムの getpriority(2) の man ページを参照ください。

パラメータ
pid

指定しなかった場合は、現在のプロセスの PID を使用します。
process_identifier

PRIO_PGRP、PRIO_USER あるいは PRIO_PROCESS のいずれか。

返り値

pcntl_getpriority() はプロセスの優先度を返します。 エラー時には FALSE を返します。数字が小さいほど、優先順位は上となります。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

参考

pcntl_setpriority() - プロセスの優先度を変更する

pcntl_setpriority
(PHP 5)

pcntl_setpriority — プロセスの優先度を変更する

説明
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bool pcntl_setpriority ( int $priority [, int $pid = getmypid() [, int $process_identifier = PRIO_PROCESS ]] )

pcntl_setpriority() は、 pid の優先度を設定します。

パラメータ
priority

priority は一般的には -20 から 20 までの値です。 デフォルトの優先度は 0 で、数字が小さいほど 優先順位が上となります。システムの型やカーネルの バージョンによって優先度の扱いは違うので、詳細についてはシステムの setpriority(2) の man ページを参照くだ
さい。

pid

指定しない場合は、現在のプロセスの PID を使用します。
process_identifier

PRIO_PGRP、PRIO_USER あるいは PRIO_PROCESS のいずれかです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

pcntl_getpriority() - プロセスの優先度を取得する

pcntl_signal_dispatch
(PHP 5 >= 5.3.0)

pcntl_signal_dispatch — ペンディングシグナル用のハンドラをコールする

説明

bool pcntl_signal_dispatch ( void )

pcntl_signal_dispatch() 関数は、 pcntl_signal() がインストールしたシグナルハンドラを 各ペンディングシグナルに対してコールします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pcntl_signal_dispatch() の例
<?php
echo "Installing signal handler...\n";
pcntl_signal(SIGHUP,  function($signo) {
     echo "signal handler called\n";
});

echo "Generating signal SIGHUP to self...\n";
posix_kill(posix_getpid(), SIGHUP);

echo "Dispatching...\n";
pcntl_signal_dispatch();

echo "Done\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Installing signal handler...
Generating signal SIGHUP to self...
Dispatching...
signal handler called
Done

参考

pcntl_signal() - シグナルハンドラを設定する
pcntl_sigprocmask() - ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する
pcntl_sigwaitinfo() - シグナルを待つ
pcntl_sigtimedwait() - タイムアウトつきでシグナルを待つ
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pcntl_signal
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_signal — シグナルハンドラを設定する

説明

bool pcntl_signal ( int $signo , callback $handler [, bool $restart_syscalls = true ] )

pcntl_signal() 関数は、signo が指すシグナルに関するハンドラを設定します。

パラメータ
signo

シグナル番号。
handler

ユーザ定義関数の名前、あるいは次のふたつのグローバル定数 SIG_IGN または SIG_DFL のうちのいずれかとなります。

注意:

オブジェクトのメソッドをハンドラとして指定した場合には、 そのハンドラを別のものに変えたりスクリプトが終了したりするまでは オブジェクトの参照カウントが増加しないことに注意しましょう。
restart_syscalls

再起動のシステムコールに対応するかどうかを設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.3.0 パラメータ restart_syscalls が追加されました。
4.3.0 オブジェクトのメソッドをコールバックとして使用できるようになりました。

4.3.0 PHP 4.3.0 以降、PCNTL はシグナルハンドルコールバックの仕組みとして ticks を使用しており、これは以前の仕組みよりずっと高速です。この変更は "user ticks" を使用するのと同じことです。上の例で示したように、 declare() を使用して プログラム中でコール
バックの発生を許可する場所を指定し、シグナルハンドラが 正しく動作するようにする必要があります。

例

例1 pcntl_signal() の例
<?php
// PHP 4.3.0 以降では tick を使用しなければなりません
declare(ticks = 1);

// シグナルハンドラ関数
function sig_handler($signo)
{

     switch ($signo) {
         case SIGTERM:
             // シャットダウンの処理
             exit;
             break;
         case SIGHUP:
             // 再起動の処理
             break;
         case SIGUSR1:
             echo "SIGUSR1 を受け取りました...\n";
             break;
         default:
             // それ以外のシグナルの処理
     }

}

echo "シグナルハンドラを設定します...\n";

// シグナルハンドラを設定します
pcntl_signal(SIGTERM, "sig_handler");
pcntl_signal(SIGHUP,  "sig_handler");
pcntl_signal(SIGUSR1, "sig_handler");

// あるいは PHP 4.3.0 以降ならオブジェクトも指定できます
// pcntl_signal(SIGUSR1, array($obj, "do_something");

echo"自分自身に SIGTERM シグナルを送信します...\n";

// SIGUSR1 をカレントのプロセス ID に送信します
posix_kill(posix_getpid(), SIGUSR1);

echo "終了\n"
?>
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参考

pcntl_fork() - 現在実行中のプロセスをフォークする
pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す

pcntl_sigprocmask
(PHP 5 >= 5.3.0)

pcntl_sigprocmask — ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する

説明

bool pcntl_sigprocmask ( int $how , array $set [, array &$oldset ] )

pcntl_sigprocmask() 関数は、 ブロックされたシグナルを how パラメータに応じて 追加、削除あるいは設定します。

パラメータ
how

pcntl_sigprocmask() の挙動を設定します。以下の値が設定できます。

SIG_BLOCK: 現在ブロックされているシグナルにシグナルを追加する
SIG_UNBLOCK: 現在ブロックされているシグナルからシグナルを削除する
SIG_SETMASK: 現在ブロックされているシグナルを、指定したもので置き換える

set

シグナルのリスト。
oldset

oldset パラメータには、 それまでにブロックされていたシグナルのリストが設定されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 pcntl_sigprocmask() の例
<?php
pcntl_sigprocmask(SIG_BLOCK, array(SIGHUP));
$oldset = array();
pcntl_sigprocmask(SIG_UNBLOCK, array(SIGHUP), $oldset);
?>

参考

pcntl_sigwaitinfo() - シグナルを待つ
pcntl_sigtimedwait() - タイムアウトつきでシグナルを待つ

pcntl_sigtimedwait
(PHP 5 >= 5.3.0)

pcntl_sigtimedwait — タイムアウトつきでシグナルを待つ

説明

int pcntl_sigtimedwait ( array $set [, array &$siginfo [, int $seconds = 0 [, int $nanoseconds = 0 ]]] )

pcntl_sigtimedwait() 関数の挙動は pcntl_sigwaitinfo() とほぼ同じですが、さらに 2 つのパラメータがあります。 seconds および nanoseconds がそれで、 スクリプトが待ち続ける時間の上限をここで設定することができます。

パラメータ
set

待つシグナルの配列。
siginfo
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シグナルについての情報を含む配列が siginfo に設定されます。 pcntl_sigwaitinfo() を参照ください。
seconds

タイムアウトの秒数。
nanoseconds

タイムアウトのナノ秒数。

返り値

成功した場合に pcntl_sigtimedwait() はシグナル番号を返します。

参考

pcntl_sigprocmask() - ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する
pcntl_sigwaitinfo() - シグナルを待つ

pcntl_sigwaitinfo
(PHP 5 >= 5.3.0)

pcntl_sigwaitinfo — シグナルを待つ

説明

int pcntl_sigwaitinfo ( array $set [, array &$siginfo ] )

pcntl_sigwaitinfo() は、 呼び出し元のスクリプトの実行をいったん停止させ、set で指定したシグナルを受け取るまで待ちます。もしそのシグナルのいずれかがすでにペンディング状態 (pcntl_sigprocmask() でブロックされているなど) の場合、 pcntl_sigwaitinfo() は即時
に結果を返します。

パラメータ
set

待つシグナルの配列。
siginfo

シグナルについての情報を含む配列が siginfo に設定されます。

次の要素は、すべてのシグナルについて設定されます。

signo: シグナル番号
errno: エラー番号
code: シグナルコード

次の要素は、SIGCHLD シグナルの場合に設定されます。

status: 終了値あるいはシグナル
utime: 使用したユーザ時間
stime: 使用したシステム時間
pid: 送信したプロセスの ID
uid: 送信したプロセスの実ユーザ ID

次の要素は、SIGILL、 SIGFPE、SIGSEGV および SIGBUS シグナルの場合に設定されます。

addr: 問題が発生したメモリ上の場所

次の要素は、SIGPOLL シグナルの場合に設定されます。

band: バンドイベント
fd: ファイル記述子番号

返り値

成功した場合に pcntl_sigwaitinfo() はシグナル番号を返します。

例

例1 pcntl_sigwaitinfo() の例
<?php
echo "Blocking SIGHUP signal\n";
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pcntl_sigprocmask(SIG_BLOCK, array(SIGHUP));

echo "Sending SIGHUP to self\n";
posix_kill(posix_getpid(), SIGHUP);

echo "Waiting for signals\n";
$info = array();
pcntl_sigwaitinfo(array(SIGHUP), $info);
?>

参考

pcntl_sigprocmask() - ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する
pcntl_sigtimedwait() - タイムアウトつきでシグナルを待つ

pcntl_wait
(PHP 5)

pcntl_wait — 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す

説明

int pcntl_wait ( int &$status [, int $options = 0 ] )

この関数は、子プロセスが終了する・ カレントのプロセスを終了させるシグナルが送信される・シグナル処理関数を コールするシグナルが送信される のいずれかが発生するまでカレントのプロセスの実行を中断します。 子プロセスが、 コール時に 既に終了している場合("ゾン
ビ"プロセスと呼ばれます)、この関数は 直ちに処理を返します。子プロセスにより使用される全てのシステム リソースは、解放されます。waitpid のシステムでの動作に関する詳細は、 システムの wait(2) についての man ページを参照ください。

注意:

この関数は、pid に -1 を指定し、options を何も設定せずに pcntl_waitpid() をコールするのと等価です。

パラメータ
status

pcntl_wait() は、パラメータ status の中にステータス情報を保存します。 このステータスは、次の関数を用いて評価可能です。 pcntl_wifexited()、 pcntl_wifstopped()、 pcntl_wifsignaled()、 pcntl_wexitstatus()、 pcntl_wtermsig() および pcntl_wstopsig() 。
options

システム上で wait3 が使用可能な場合 (ほとんどの BSD 系システムが 該当します)、オプションのパラメータ options を使用可能です。このパラメータが指定されない場合、wait はシステムコールに 対して使用されます。wait3 が使用できない場合、options に値を設定
しても何の影響も及ぼしません。 options の値は、次の 2 つのグローバル定数の ゼロまたはそれ以上の論理和です。

options のとりうる値
WNOHANG 子プロセスが終了していない場合に直ちに処理を返します。
WUNTRACED停止した子プロセスの場合に処理を返します。 そして、ステータスは報告されません。

返り値

pcntl_wait() は、終了した子プロセスの プロセス ID を返します。エラーの場合は -1、(wait3 が使用可能なシステムで) WNOHANG が使用され、子プロセスが利用できない場合に 0 を返します。

参考

pcntl_fork() - 現在実行中のプロセスをフォークする
pcntl_signal() - シグナルハンドラを設定する
pcntl_wifexited() - ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wifstopped() - 子プロセスが現在停止しているかどうかを調べる
pcntl_wifsignaled() - ステータスコードがシグナルによる終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wexitstatus() - 終了した子プロセスのリターンコードを返す
pcntl_wtermsig() - 子プロセスの終了を生じたシグナルを返す
pcntl_wstopsig() - 子プロセスを停止させたシグナルを返す
pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す

pcntl_waitpid
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_waitpid — 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す

説明

int pcntl_waitpid ( int $pid , int &$status [, int $options = 0 ] )
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引数 pid で指定した子プロセスが終了する・ 現在のプロセスを終了させるシグナルが送信される・シグナル処理関数を コールするシグナルが送信される のいずれかが発生するまで、現在のプロセスの実行を中断します。

pid でリクエストされた子プロセスが、 コール時に 既に終了している場合("ゾンビ"プロセスと呼ばれます)、この関数は 直ちに処理を返します。子プロセスにより使用される全てのシステム リソースは、解放されます。waitpid のシステムでの動作に関する詳細は、 システムの
waitpid(2) についての man ページを参照ください。

パラメータ
pid

pid の値は、次のどれかとなります。

pid のとりうる値
< -1 プロセスグループ ID が pid の絶対値に等しい 子プロセスを待ちます。
-1 全ての子プロセスを待ちます。これは、wait 関数の動作と同じです。
0 プロセスグループ ID がコール側のプロセスと等しい子プロセスを 待ちます。
> 0 プロセス ID が pid の値に等しい 子プロセスを待ちます。

注意:

-1 を pid に指定した際の動きは、 pcntl_wait() の機能と (options を除いて) 同じです。
status

pcntl_waitpid() は、パラメータ status の中にステータス情報を保存します。 このステータスは、次の関数を用いて評価可能です。 pcntl_wifexited()、 pcntl_wifstopped()、 pcntl_wifsignaled()、 pcntl_wexitstatus()、 pcntl_wtermsig() および pcntl_wstopsig() 。
options

options の値は、次の 2 つのグローバル定数の ゼロまたはそれ以上の論理和です。

options のとりうる値
WNOHANG 子プロセスが終了していない場合に直ちに処理を返します。
WUNTRACED停止した子プロセスの場合に処理を返します。そして、ステータス は報告されません。

返り値

pcntl_waitpid() は、終了した子プロセスの プロセス ID を返します。エラーの場合は -1、WNOHANG が使用され、 子プロセスが利用できない場合に 0 を返します。

参考

pcntl_fork() - 現在実行中のプロセスをフォークする
pcntl_signal() - シグナルハンドラを設定する
pcntl_wifexited() - ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wifstopped() - 子プロセスが現在停止しているかどうかを調べる
pcntl_wifsignaled() - ステータスコードがシグナルによる終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wexitstatus() - 終了した子プロセスのリターンコードを返す
pcntl_wtermsig() - 子プロセスの終了を生じたシグナルを返す
pcntl_wstopsig() - 子プロセスを停止させたシグナルを返す

pcntl_wexitstatus
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_wexitstatus — 終了した子プロセスのリターンコードを返す

説明

int pcntl_wexitstatus ( int $status )

終了した子プロセスのリターンコードを返します。この関数は、 pcntl_wifexited() が TRUE を返す場合のみ 有用です。

パラメータ
status

パラメータ status は、 pcntl_waitpid() が正常にコールされた際に得られます。

返り値

リターンコードを表す整数値を返します。

参考
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pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_wifexited() - ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べる

pcntl_wifexited
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_wifexited — ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べる

説明

bool pcntl_wifexited ( int $status )

ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べます。

パラメータ
status

パラメータ status は、 pcntl_waitpid() が正常にコールされた際に得られます。

返り値

子プロセスのステータスコードが終了に成功した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_wexitstatus() - 終了した子プロセスのリターンコードを返す

pcntl_wifsignaled
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_wifsignaled — ステータスコードがシグナルによる終了を表しているかどうかを調べる

説明

bool pcntl_wifsignaled ( int $status )

子プロセスが終了した原因が、 シグナルが捕捉されなかったことであるかどうかを調べます。 caught.

パラメータ
status

パラメータ status は、 pcntl_waitpid() が正常にコールされた際に得られます。

返り値

捕捉されなかったシグナルのせいで子プロセスが終了した場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_signal() - シグナルハンドラを設定する

pcntl_wifstopped
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_wifstopped — 子プロセスが現在停止しているかどうかを調べる

説明

bool pcntl_wifstopped ( int $status )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

リターンを生じた子プロセスが現在停止しているかどうかを調べます。 この関数は、pcntl_waitpid() のコールが オプション WUNTRACED を用いている場合のみ使用可能です。

パラメータ
status

パラメータ status は、 pcntl_waitpid() が正常にコールされた際に得られます。

返り値

リターンを生じた子プロセスが現在停止している場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す

pcntl_wstopsig
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_wstopsig — 子プロセスを停止させたシグナルを返す

説明

int pcntl_wstopsig ( int $status )

子プロセスを停止させたシグナル番号を返します。この関数は、 pcntl_wifstopped() が TRUE を返す場合のみ有用です。

パラメータ
status

パラメータ status は、 pcntl_waitpid() が正常にコールされた際に得られます。

返り値

シグナル番号を返します。

参考

pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_wifstopped() - 子プロセスが現在停止しているかどうかを調べる

pcntl_wtermsig
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

pcntl_wtermsig — 子プロセスの終了を生じたシグナルを返す

説明

int pcntl_wtermsig ( int $status )

子プロセスを終了させたシグナルの数を返します。この関数は、 pcntl_wifsignaled() が TRUE を返す場合のみ有用です。

パラメータ
status

パラメータ status は、 pcntl_waitpid() が正常にコールされた際に得られます。

返り値

シグナル番号を表す整数値を返します。

参考

pcntl_waitpid() - 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_signal() - シグナルハンドラを設定する
pcntl_wifsignaled() - 
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ステータスコードがシグナルによる終了を表しているかどうかを調べる

目次
pcntl_alarm — シグナルを送信するアラームを設定する
pcntl_exec — 現在のプロセス空間で指定したプログラムを実行する
pcntl_fork — 現在実行中のプロセスをフォークする
pcntl_getpriority — プロセスの優先度を取得する
pcntl_setpriority — プロセスの優先度を変更する
pcntl_signal_dispatch — ペンディングシグナル用のハンドラをコールする
pcntl_signal — シグナルハンドラを設定する
pcntl_sigprocmask — ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する
pcntl_sigtimedwait — タイムアウトつきでシグナルを待つ
pcntl_sigwaitinfo — シグナルを待つ
pcntl_wait — 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_waitpid — 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_wexitstatus — 終了した子プロセスのリターンコードを返す
pcntl_wifexited — ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wifsignaled — ステータスコードがシグナルによる終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wifstopped — 子プロセスが現在停止しているかどうかを調べる
pcntl_wstopsig — 子プロセスを停止させたシグナルを返す
pcntl_wtermsig — 子プロセスの終了を生じたシグナルを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

プロセス制御の例
PCNTL 関数

pcntl_alarm — シグナルを送信するアラームを設定する
pcntl_exec — 現在のプロセス空間で指定したプログラムを実行する
pcntl_fork — 現在実行中のプロセスをフォークする
pcntl_getpriority — プロセスの優先度を取得する
pcntl_setpriority — プロセスの優先度を変更する
pcntl_signal_dispatch — ペンディングシグナル用のハンドラをコールする
pcntl_signal — シグナルハンドラを設定する
pcntl_sigprocmask — ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する
pcntl_sigtimedwait — タイムアウトつきでシグナルを待つ
pcntl_sigwaitinfo — シグナルを待つ
pcntl_wait — 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_waitpid — 待つかフォークした子プロセスのステータスを返す
pcntl_wexitstatus — 終了した子プロセスのリターンコードを返す
pcntl_wifexited — ステータスコードが正常終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wifsignaled — ステータスコードがシグナルによる終了を表しているかどうかを調べる
pcntl_wifstopped — 子プロセスが現在停止しているかどうかを調べる
pcntl_wstopsig — 子プロセスを停止させたシグナルを返す
pcntl_wtermsig — 子プロセスの終了を生じたシグナルを返す

POSIX

導入
このモジュールは、IEEE 10003.1 (POSIX.1) 標準ドキュメントで 定義された関数へのインターフェースを有しています。 これらの関数は、他の手段からは利用できません。

警告

posix_getpwnam() のような POSIX 関数で重要な データを取得することができます。 safe mode が有効な場合に、 POSIX関数のどれもアクセスチェックを行うことはできません。 このため、このような環境で処理を行うには、 (configure において --disable-posix を指定
して) POSIX 拡張モジュールを無効にしておくことを 強く推奨します。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
POSIX 関数は、デフォルトで有効となっています。POSIX 互換関数を --disable-posix により無効にする ことができます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

POSIX_F_OK (integer)
ファイルが存在するかどうかを調べます。

POSIX_R_OK (integer)
ファイルが存在し、読み込みが許可されているかどうかを調べます。

POSIX_W_OK (integer)
ファイルが存在し、書き込みが許可されているかどうかを調べます。

POSIX_X_OK (integer)
ファイルが存在し、実行が許可されているかどうかを調べます。

POSIX_S_IFBLK (integer)
ブロックスペシャルファイル。

POSIX_S_IFCHR (integer)
キャラクタスペシャルファイル。

POSIX_S_IFIFO (integer)
FIFO (名前つきパイプ) スペシャルファイル。

POSIX_S_IFREG (integer)
通常のファイル。

POSIX_S_IFSOCK (integer)
ソケット。

注意:

これらの定数は PHP 5.1.0 以降で有効です。システムによっては これらのうちのいくつかが使用できない場合があることにも注意してください。

POSIX 関数

参考
プロセス制御関数に関する節も 役に立つでしょう。
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posix_access
(PHP 5 >= 5.1.0)

posix_access — ファイルのアクセス権限を判断する

説明

bool posix_access ( string $file [, int $mode = POSIX_F_OK ] )

posix_access() は、ファイルに対するユーザの アクセス権限を調べます。

パラメータ
file

調べるファイルの名前。
mode

POSIX_F_OK、POSIX_R_OK、 POSIX_W_OK および POSIX_X_OK のうちのひとつあるいは複数からなるマスク。

POSIX_R_OK、POSIX_W_OK および POSIX_X_OK は、ファイルが存在して読み込み/書き込み/ 実行の権限があるかどうかを調べます。 POSIX_F_OK は単にファイルが存在するかどうか だけを調べます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 posix_access() の例

この例は $file が読み書き可能であるかどうかを調べ、 そうでない場合にエラーメッセージを表示します。
<?php

$file = 'some_file';

if (posix_access($file, POSIX_R_OK | POSIX_W_OK)) {
    echo 'このファイルの読み込みと書き込みが可能です!';
} else {
    $error = posix_get_last_error();

    echo "エラー $error: " . posix_strerror($error);
}

?>

注意

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

参考

posix_get_last_error() - 直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得する
posix_strerror() - 指定したエラー番号に対応するシステムのエラーメッセージを取得する

posix_ctermid
(PHP 4, PHP 5)

posix_ctermid — 制御する端末のパス名を得る

説明

string posix_ctermid ( void )

そのプロセスで現在制御している端末のパス名を表す文字列を作成します。 エラーが発生した場合は errno を設定します。この値を調べるには posix_get_last_error() を使用します。

返り値

処理に成功した場合は、現在制御している端末のパス名を表す文字列を返します。 それ以外の場合は FALSE を返し、errno を設定します。 この値を調べるには posix_get_last_error() を使用します。

例
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例1 posix_ctermid() の例

この例は、現在の TTY へのパスを表示します。
<?php
echo "I am running from ".posix_ctermid();
?>

参考

posix_ttyname() - 端末のデバイス名を調べる
posix_get_last_error() - 直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得する

posix_errno
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

posix_errno — posix_get_last_error() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 posix_get_last_error().

posix_get_last_error
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

posix_get_last_error — 直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得する

説明

int posix_get_last_error ( void )

直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得します。 エラー番号に対応するエラーメッセージを取得するには posix_strerror() を使用します。

返り値

直近で失敗した posix 関数が設定した errno (エラー番号) を返します。 エラーが発生していない場合は 0 が返されます。

例

例1 posix_get_last_error() の例

この例では、存在しないプロセス ID のプロセスを殺そうとしています。 その結果として発生したエラーの番号を表示します。
<?php
posix_kill(999459,SIGKILL);
echo 'エラーが返されました。エラー番号: '.posix_get_last_error(); //Your error was ___
?>

参考

posix_strerror() - 指定したエラー番号に対応するシステムのエラーメッセージを取得する

posix_getcwd
(PHP 4, PHP 5)

posix_getcwd — 現在のディレクトリのパス名

説明

string posix_getcwd ( void )

スクリプトの現在の実行ディレクトリのパスを、絶対パスで取得します。 エラー時には errno を設定します。この値は posix_get_last_error() で取得することができます。

返り値

絶対パスを表す文字列を返します。 エラー時には FALSE を返し、errno を設定します。この値は posix_get_last_error() で取得することができます。
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例

例1 posix_getcwd() の例

この例は、このスクリプトの現在の作業ディレクトリの絶対パスを返します。
<?php
echo '現在の作業ディレクトリは '.posix_getcwd();
?>

注意

注意:

以下のような場合は、この関数は失敗します。

読み込みあるいは検索の権限が取得できない
パスが存在しない

posix_getegid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getegid — 現在のプロセスの有効なグループ ID を返す

説明

int posix_getegid ( void )

現在のプロセスの有効なグループ ID を返します。

返り値

実効グループ ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getegid() example

この例は、実効グループ ID を表示し、それを posix_setegid() で変更します。
<?php
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
posix_setegid(40);
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
echo '実効グループ ID は '.posix_getegid(); //40
?>

注意

posix_getegid() は posix_getgid() と異なります。 実効グループ ID は、コール元のプロセスから posix_setegid() で変更できるからです。

参考

posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
posix_getgid() - 現在のプロセスの実際のグループ ID を返す
posix_setgid() - 現在のプロセスの GID を設定する

posix_geteuid
(PHP 4, PHP 5)

posix_geteuid — 現在のプロセスの有効なユーザ ID を返す

説明

int posix_geteuid ( void )

現在のプロセスの有効なユーザ ID を返します。 使用可能なユーザ名に変換する方法に関する情報については、 posix_getpwuid() も参照ください。

返り値
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ユーザ ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_geteuid() の例

この例は、まず現在のユーザ ID を表示し、 それから posix_seteuid() で実効ユーザ ID を設定します。その後、改めて実ユーザ ID と実効ユーザ ID を表示します。
<?php
echo posix_getuid()."\n"; //10001
echo posix_geteuid()."\n"; //10001
posix_seteuid(10000);
echo posix_getuid()."\n"; //10001
echo posix_geteuid()."\n"; //10000
?>

参考

posix_getpwuid() - 指定 ID のユーザに関する情報を返す
posix_getuid() - 現在のプロセスの実際のユーザ ID を返す
posix_setuid() - 現在のプロセスの UID を設定する
POSIX man ページ GETEUID(2)

posix_getgid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getgid — 現在のプロセスの実際のグループ ID を返す

説明

int posix_getgid ( void )

現在のプロセスの実際のグループ ID を返します。

返り値

実際のグループ ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getgid() の例

この例では、実グループ ID を表示し、 実効グループ ID を変更した後で再度実グループ ID を表示します。 have changed your effective group id.

<?php
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
posix_setegid(40);
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
echo '実効グループ ID は '.posix_getegid(); //40
?>

参考

posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
posix_getegid() - 現在のプロセスの有効なグループ ID を返す
posix_setgid() - 現在のプロセスの GID を設定する
POSIX man ページ GETGID(2)

posix_getgrgid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getgrgid — 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す

説明

array posix_getgrgid ( int $gid )

指定した ID のグループに関する情報を取得します。

パラメータ
gid
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グループ ID。

返り値

以下の要素を持つ配列を返します。

グループ情報の配列
要素 説明

name グループ名。これは、16 文字以下の短い文字列からなる 「ハンドル」であり、実際の完全な名前とは異なります。
passwd グループのパスワードを暗号化したもの。 システムが「シャドー」パスワードを使用している場合は、 ここではアスタリスクが返されます。
gid グループ ID。この関数をコールする際に指定した gid と同じものになるので、冗長なデータです。
membersこのグループに属する全メンバーを表す文字列の配列。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 このバージョンより前は、members の内容は単なる整数 (グループに所属するユーザの数)であり、 メンバの名前は数値添字で返されました。

例

例1 posix_getgrgid() の使用例
<?php

$groupid   = posix_getegid();
$groupinfo = posix_getgrgid($groupid);

print_r($groupinfo);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [name]    => toons
    [passwd]  => x
    [members] => Array
        (
            [0] => tom
            [1] => jerry
        )
    [gid]     => 42
)

参考

posix_getegid() - 現在のプロセスの有効なグループ ID を返す
posix_getgrnam() - 指定した名前のグループに関する情報を返す
filegroup() - ファイルのグループを取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する
safe_mode_gid
POSIX man ページ GETGRNAM(3)

posix_getgrnam
(PHP 4, PHP 5)

posix_getgrnam — 指定した名前のグループに関する情報を返す

説明

array posix_getgrnam ( string $name )

指定した名前のグループに関する情報を取得します。

パラメータ
name

グループの名前。

返り値

以下の要素を持つ配列を返します。

グループ情報の配列
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要素 説明
name グループ名。これは、16 文字以下の短い文字列からなる 「ハンドル」であり、実際の完全な名前とは異なります。 グループ ID。この関数をコールする際に指定した name と同じものになるので、冗長なデータです。
passwd グループのパスワードを暗号化したもの。 システムが「シャドー」パスワードを使用している場合は、 ここではアスタリスクが返されます。
gid グループ ID を表す数値。
membersこのグループに属する全メンバーを表す文字列の配列。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 このバージョンより前は、members の内容は単なる整数 (グループに所属するユーザの数)であり、 メンバの名前は数値添字で返されました。

例

例1 posix_getgrnam() の使用例
<?php

$groupinfo = posix_getgrnam("toons");

print_r($groupinfo);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [name]    => toons
    [passwd]  => x
    [members] => Array
        (
            [0] => tom
            [1] => jerry
        )
    [gid]     => 42
)

参考

posix_getegid() - 現在のプロセスの有効なグループ ID を返す
posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
filegroup() - ファイルのグループを取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する
safe_mode_gid
POSIX man ページ GETGRNAM(3)

posix_getgroups
(PHP 4, PHP 5)

posix_getgroups — 現在のプロセスのグループセットを返す

説明

array posix_getgroups ( void )

現在のプロセスのグループセットを取得します。

返り値

現在のプロセスのグループセットについて、 グループ ID を表す整数値を含む配列を返します。

例

例1 posix_getgroups() の使用例
<?php

$groups = posix_getgroups();

print_r($groups);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => 4
    [1] => 20
    [2] => 24
    [3] => 25
    [4] => 29
    [5] => 30
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    [6] => 33
    [7] => 44
    [8] => 46
    [9] => 104
    [10] => 109
    [11] => 110
    [12] => 1000
)

参考

posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す

posix_getlogin
(PHP 4, PHP 5)

posix_getlogin — ログイン名を返す

説明

string posix_getlogin ( void )

現在のプロセスを所有するユーザのログイン名を返します。

返り値

ユーザのログイン名を文字列で返します。

例

例1 posix_getlogin() の使用例
<?php
echo posix_getlogin(); //apache
?>

参考

posix_getpwnam() - 指定した名前のユーザに関する情報を返す
POSIX man ページ GETLOGIN(3)

posix_getpgid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getpgid — ジョブ制御のプロセスグループ ID を得る

説明

int posix_getpgid ( int $pid )

プロセス pid のプロセスグループ ID を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

パラメータ
pid

プロセス ID。

返り値

ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getpgid() の使用例
<?php
$pid = posix_getppid();
echo posix_getpgid($pid); //35
?>

注意



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意:

この関数は POSIX 関数ではなく、BSD および System V のシステムで共通な関数です。 使用するシステムがこの関数をサポートしていない場合は、 PHP のコンパイル時にこの関数は組み込まれません。 この関数が使用可能かどうかを調べるには、function_exists()
を使用します。

参考

posix_getppid() - 親プロセスの ID を返す
man ページ SETPGID(2)

posix_getpgrp
(PHP 4, PHP 5)

posix_getpgrp — 現在のプロセスのグループ ID を返す

説明

int posix_getpgrp ( void )

現在のプロセスのグループ ID を返します。

返り値

ID を表す整数値を返します。

参考

プロセスグループの詳細な情報に関しては、POSIX.1 および POSIX システムのマニュアルページ getpgrp(2) を参照ください。

posix_getpid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getpid — 現在のプロセス ID を返す

説明

int posix_getpid ( void )

現在のプロセスのプロセス ID を返します。

返り値

ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getpid() の使用例
<?php
echo posix_getpid(); //8805
?>

参考

posix_kill() - プロセスにシグナルを送信する
POSIX man ページ GETPID(2)

posix_getppid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getppid — 親プロセスの ID を返す

説明
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int posix_getppid ( void )

現在のプロセスの親プロセスの ID を返します。

返り値

ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getppid() の使用例
<?php
echo posix_getppid(); //8259
?>

posix_getpwnam
(PHP 4, PHP 5)

posix_getpwnam — 指定した名前のユーザに関する情報を返す

説明

array posix_getpwnam ( string $username )

指定したユーザに関する情報を配列で返します。

パラメータ
username

英数字で表したユーザ名。

返り値

成功した場合は次の要素を持つ配列、それ以外の場合は FALSE を返します。

ユーザ情報配列
要素 説明

name 要素 name はユーザ名を有しています。これは、通常、 実際の完全な名前ではなく16文字未満のユーザの"ハンドル名"となります。 この値はこの関数をコールした際に使用したパラメータ usernameと同じとする必要があり、 このため冗長な定義となります。
passwd要素passwd には暗号化されたユーザのパスワードが含まれます。 シャドウパスワードを使用しているシステムでは、アスタリスクが代わりに 返されます。
uid 数値形式で表したユーザ ID。
gid ユーザのグループ ID。 実際のグループ名を調べたりそのグループのメンバーの一覧を 得るには関数 posix_getgrgid() を使用してください。

gecos GECOS は旧式の項であり、Honeywell バッチ処理プログラムの finger 情報フィールドを参照します。 しかし、このフィールドはまだ生きており、その内容はPOSIXで 規定されています。 このフィールドには、カンマで区切られた ユーザのフルネーム、オフィスの電
話番号、家の電話番号に関する リストが含まれています。多くのシステムでは、ユーザのフルネーム のみが利用可能です。

dir この要素には、ユーザのホームディレクトリへの絶対パスが含まれています。
shell shell 要素には、ユーザのデフォルトシェルの実行ファイルへの絶対パスが 含まれています。

例

例1 posix_getpwnam() の使用例
<?php

$userinfo = posix_getpwnam("tom");

print_r($userinfo);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [name]    => tom
    [passwd]  => x
    [uid]     => 10000
    [gid]     => 42
    [geocs]   => "tom,,,"
    [dir]     => "/home/tom"
    [shell]   => "/bin/bash"
)

参考

posix_getpwuid() - 指定 ID のユーザに関する情報を返す
POSIX man ページ GETPWNAM(3)
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posix_getpwuid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getpwuid — 指定 ID のユーザに関する情報を返す

説明

array posix_getpwuid ( int $uid )

指定したユーザ ID のユーザについての情報を配列で返します。

パラメータ
uid

ユーザ ID。

返り値

返される連想配列の要素は次のようになります。

ユーザ情報配列
要素 説明

name 要素 name はユーザ名を有しています。これは、通常、 実際の完全な名前ではなく16文字未満のユーザの"ハンドル名"となります。
passwd要素passwd には暗号化されたユーザのパスワードが含まれます。 シャドウパスワードを使用しているシステムでは、アスタリスクが代わりに 返されます。
uid ユーザID。これは、この関数をコールする際に使用するパラメータ uidと同じとなり、このため冗長になります。
gid ユーザのグループID。 実際のグループ名を調べたりそのグループのメンバーの一覧を 得るには関数posix_getgrgid()を使用してください。

gecos GECOS は旧式の項であり、Honeywell バッチ処理プログラムの finger 情報フィールドを参照します。 しかし、このフィールドはまだ生きており、その内容はPOSIXで 規定されています。 このフィールドには、カンマで区切られた ユーザのフルネーム、オフィスの電
話番号、家の電話番号に関する リストが含まれています。多くのシステムでは、ユーザのフルネーム のみが利用可能です。

dir この要素には、ユーザのホームディレクトリへの絶対パスが含まれています。
shell shell 要素には、ユーザのデフォルトシェルの実行ファイルへの絶対パスが 含まれています。

例

例1 posix_getpwuid() の使用例
<?php

$userinfo = posix_getpwuid(10000);

print_r($userinfo);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [name]    => tom
    [passwd]  => x
    [uid]     => 10000
    [gid]     => 42
    [geocs]   => "tom,,,"
    [dir]     => "/home/tom"
    [shell]   => "/bin/bash"
)

参考

posix_getpwnam() - 指定した名前のユーザに関する情報を返す
POSIX man ページ GETPWNAM(3)

posix_getrlimit
(PHP 4, PHP 5)

posix_getrlimit — システムリソース制限に関する情報を返す

説明

array posix_getrlimit ( void )

posix_getrlimit() は、 現在のリソースにおけるソフトリミットおよびハードリミットを配列で返します。
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各リソースには、それぞれソフトリミットとハードリミットがあります。 ソフトリミットとは、そのリソースに対してカーネルが課す制限値のことです。 ハードリミットとは、ソフトリミットの上限値のことです。 特権を持たないプロセスは、ソフトリミットの値を 0 から
ハードリミット値の間で設定することが可能です。 また、ハードリミットの値を下げることができますが、 いったん下げた値を再び上げることはできません。

返り値

各リソースに関する制限値を含む連想配列を返します。 個々のリミット値には、ソフトリミットとハードリミットがあります。

返される制限の一覧
制限の名前 制限についての説明
core コアファイルの最大サイズ。0 の場合はコアファイルを作成しません。 コアファイルのサイズがこの値を超えると、 このサイズまで切り詰められます。
totalmem プロセスのメモリの最大サイズを表すバイト数。
virtualmemプロセスの仮想メモリの最大サイズを表すバイト数。
data プロセスのデータセグメントの最大サイズを表すバイト数。
stack プロセスのスタックの最大サイズを表すバイト数。
rss RAM 上の仮想ページの最大数。
maxproc 呼び出し元のプロセスの実ユーザ ID で作成できるプロセスの最大数。
memlock RAM 内にロックできるメモリの最大バイト数。
cpu そのプロセスが使用できる CPU 時間。
filesize そのプロセスが使用できるデータセグメントの最大サイズを表すバイト数。
openfiles オープンできるファイル記述子の最大値よりひとつ大きい値。

例

例1 posix_getrlimit() の使用例
<?php

$limits = posix_getrlimit();

print_r($limits);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [soft core] => 0
    [hard core] => unlimited
    [soft data] => unlimited
    [hard data] => unlimited
    [soft stack] => 8388608
    [hard stack] => unlimited
    [soft totalmem] => unlimited
    [hard totalmem] => unlimited
    [soft rss] => unlimited
    [hard rss] => unlimited
    [soft maxproc] => unlimited
    [hard maxproc] => unlimited
    [soft memlock] => unlimited
    [hard memlock] => unlimited
    [soft cpu] => unlimited
    [hard cpu] => unlimited
    [soft filesize] => unlimited
    [hard filesize] => unlimited
    [soft openfiles] => 1024
    [hard openfiles] => 1024
)

注意

注意:

この関数は POSIX 関数ではなく、BSD および System V のシステムで共通な関数です。 使用するシステムがこの関数をサポートしていない場合は、 PHP のコンパイル時にこの関数は組み込まれません。 この関数が使用可能かどうかを調べるには、function_exists()
を使用します。

参考

man ページ GETRLIMIT(2)

posix_getsid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getsid — プロセスの現在の sid を得る

説明

int posix_getsid ( int $pid )

プロセス pid のセッション ID を返します。 プロセスのセッション ID とは、セッションリーダーのプロセスグループ ID のことです。
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パラメータ
pid

プロセス ID。0 を指定すると、現在のプロセスとみなされます。

返り値

ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getsid() の使用例
<?php
$pid = posix_getpid();
echo posix_getsid($pid); //8805
?>

参考

posix_getpgid() - ジョブ制御のプロセスグループ ID を得る
posix_setsid() - 現在のプロセスをセッションリーダーにする
POSIX man ページ GETSID(2)

posix_getuid
(PHP 4, PHP 5)

posix_getuid — 現在のプロセスの実際のユーザ ID を返す

説明

int posix_getuid ( void )

現在のプロセスの実際のユーザ ID を返します。

返り値

ID を表す整数値を返します。

例

例1 posix_getuid() の使用例
<?php
echo posix_getuid(); //10000
?>

参考

posix_getpwuid() - 指定 ID のユーザに関する情報を返す
POSIX man ページ GETUID(2)

posix_initgroups
(PHP 5 >= 5.2.0)

posix_initgroups — グループアクセスリストを求める

説明

bool posix_initgroups ( string $name , int $base_group_id )

指定した名前のユーザについてのグループアクセスリストを求めます。

パラメータ
name

リストを取得したいユーザ。
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base_group_id

パスワードファイルから取得したグループ番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

Unix の initgroups(3) のマニュアル

posix_isatty
(PHP 4, PHP 5)

posix_isatty — ファイル記述子が対話型端末であるかどうかを定義する

説明

bool posix_isatty ( int $fd )

ファイル記述子 fd が、 有効な端末デバイスを指しているかどうかを調べます。

パラメータ
fd

ファイル記述子。

返り値

fd がオープンされており、 かつ端末に接続されている場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

posix_ttyname() - 端末のデバイス名を調べる

posix_kill
(PHP 4, PHP 5)

posix_kill — プロセスにシグナルを送信する

説明

bool posix_kill ( int $pid , int $sig )

シグナル sig をプロセス ID pid のプロセスに送信します。

パラメータ
pid

プロセス ID。
sig

PCNTL シグナル定数 のいずれか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

POSIX システムの kill(2) マニュアルページも参照ください。 そこには、負のプロセスID、特別プロセスID 0、特別プロセスID -1、 シグナル番号 0 に関する追加情報があります。
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posix_mkfifo
(PHP 4, PHP 5)

posix_mkfifo — fifo スペシャルファイル(名前付きパイプ)を作成する

説明

bool posix_mkfifo ( string $pathname , int $mode )

posix_mkfifo() は、 FIFO スペシャルファイルを作成します。 これはファイルシステム内に存在し、プロセス間の双方向通信の末端として 動作します。

パラメータ
pathname

FIFO ファイルへのパス。
mode

2 番目のパラメータ mode は、8 進表記 (例: 0644)で指定する必要があります。新しく作成される FIFO のパーミッションは、現在の umask() の設定にも依存します。 作成されるファイルのパーミッションは (mode & ~umask) となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: セーフモード が有効の場合、PHP は操作を行うファイル／ディレクトリが実行するスクリプトと 同じ UID (所有者)を有しているかどうかを確認します。

posix_mknod
(PHP 5 >= 5.1.0)

posix_mknod — スペシャルファイルあるいは通常のファイルを作成する (POSIX.1)

説明

bool posix_mknod ( string $pathname , int $mode [, int $major = 0 [, int $minor = 0 ]] )

スペシャルファイルあるいは通常のファイルを作成します。

パラメータ
pathname

作成するファイル。
mode

このパラメータは、ファイル型(以下の定数 POSIX_S_IFREG、 POSIX_S_IFCHR、POSIX_S_IFBLK、 POSIX_S_IFIFO あるいは POSIX_S_IFSOCK のうちのひとつ) およびパーミッションの論理和で構成されます。
major

メジャーデバイスカーネル ID (S_IFCHR あるいは S_IFBLK を使用している場合に渡す必要があります)。
minor

マイナーデバイスカーネル ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 posix_mknod() の例
<?php

$file = '/tmp/tmpfile';  // ファイル名
$type = POSIX_S_IFBLK;   // ファイル型
$permissions = 0777;     // 8 進数
$major = 1;
$minor = 8;              // /dev/random

if (!posix_mknod($file, $type | $permissions, $major, $minor)) {
    die('Error ' . posix_get_last_error() . ': ' . posix_strerror(posix_get_last_error()));
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}

?>

参考

posix_mkfifo() - fifo スペシャルファイル(名前付きパイプ)を作成する

posix_setegid
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

posix_setegid — 現在のプロセスの実効 GID を設定する

説明

bool posix_setegid ( int $gid )

現在のプロセスの実効グループ ID を設定します。 この関数は特権関数であり、実行するにはシステム上において適当な権限 (通常は root) が必要です。

パラメータ
gid

グループ ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 posix_setegid() の例

この例では、まず実効グループ ID を変更してから、それを表示します。
<?php
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
posix_setegid(40);
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
echo '実効グループ ID は '.posix_getegid(); //40
?>

参考

posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
posix_getgid() - 現在のプロセスの実際のグループ ID を返す
posix_setgid() - 現在のプロセスの GID を設定する

posix_seteuid
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

posix_seteuid — 現在のプロセスの実効 UID を設定する

説明

bool posix_seteuid ( int $uid )

現在のプロセスの実効ユーザ ID を設定します。 この関数は特権関数であり、実行するにはシステム上において適当な権限 (通常は root) が必要です。

パラメータ
uid

ユーザ ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

posix_setgid() - 現在のプロセスの GID を設定する

posix_setgid
(PHP 4, PHP 5)

posix_setgid — 現在のプロセスの GID を設定する

説明

bool posix_setgid ( int $gid )

現在のプロセスのグループ ID を設定します。 この関数は特権関数であり、実行するにはシステム上において適当な権限 (通常は root) が必要です。 posix_setgid() を最初に、 posix_setuid() を最後にコールするのが、 関数コールの正しい順序となります。

注意:

コール元がスーバーユーザの場合は、実効グループ ID も設定します。

パラメータ
gid

グループ ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 posix_setgid() の例

この例は、いったん変更した後で実効グループ ID を表示します。
<?php
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //20
posix_setgid(40);
echo '実グループ ID は '.posix_getgid(); //40
echo '実効グループ ID は '.posix_getegid(); //40
?>

参考

posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
posix_getgid() - 現在のプロセスの実際のグループ ID を返す

posix_setpgid
(PHP 4, PHP 5)

posix_setpgid — ジョブ制御のプロセスグループ ID を設定する

説明

bool posix_setpgid ( int $pid , int $pgid )

プロセス pid をプロセスグループ pgid に加えます。

パラメータ
pid

プロセス ID。
pgid

プロセスグループ ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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プロセスグループおよびジョブ制御に関する詳細は、 POSIX.1 および POSIX システムのマニュアルページ setsid(2) を参照ください。

posix_setsid
(PHP 4, PHP 5)

posix_setsid — 現在のプロセスをセッションリーダーにする

説明

int posix_setsid ( void )

現在のプロセスをセッションリーダーにします。

返り値

セッション ID、あるいはエラー時に -1 を返します。

参考

プロセスグループおよびジョブ制御に関する詳細は、 POSIX.1 および POSIX システムのマニュアルページ setsid(2) を参照ください。

posix_setuid
(PHP 4, PHP 5)

posix_setuid — 現在のプロセスの UID を設定する

説明

bool posix_setuid ( int $uid )

現在のプロセスの実際のユーザ ID を設定します。 この関数は特権関数であり、実行するにはシステム上において適当な権限 (通常は root) が必要です。

パラメータ
uid

ユーザ ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 posix_setuid() の例

この例は、現在のユーザ ID を表示し、それを別のものに変更します。
<?php
echo posix_getuid()."\n"; //10001
echo posix_geteuid()."\n"; //10001
posix_setuid(10000);
echo posix_getuid()."\n"; //10000
echo posix_geteuid()."\n"; //10000
?>

参考

posix_setgid() - 現在のプロセスの GID を設定する
posix_seteuid() - 現在のプロセスの実効 UID を設定する
posix_getuid() - 現在のプロセスの実際のユーザ ID を返す
posix_geteuid() - 現在のプロセスの有効なユーザ ID を返す

posix_strerror
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)
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posix_strerror — 指定したエラー番号に対応するシステムのエラーメッセージを取得する

説明

string posix_strerror ( int $errno )

指定したエラー番号 errno に対応する POSIX システムエラーメッセージを返します。 errno を取得するには、 posix_get_last_error() をコールします。

パラメータ
errno

posix_get_last_error() が返す POSIX エラー番号。0 に設定すると、文字列 "Success" が返されます。

返り値

エラーメッセージを表す文字列を返します。

例

例1 posix_strerror() の例

この例では、存在しないプロセスを殺そうとしています。 そして、その結果として発生したエラーに対応するメッセージを表示します。
<?php
posix_kill(50,SIGKILL);
echo posix_strerror(posix_get_last_error())."\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
No such process

参考

posix_get_last_error() - 直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得する

posix_times
(PHP 4, PHP 5)

posix_times — プロセス時間を得る

説明

array posix_times ( void )

現在の CPU 使用状況についての情報を取得します。

返り値

現在のプロセスの CPU 使用状況に関する情報を表す文字列を連想配列 として返します。連想配列のキーは次のようになります。

ticks - リブートからの経過クロック数。
utime - 現在のプロセスにより使用されているユーザ時間。
stime - 現在のプロセスにより使用されているシステム時間。
cutime - 現在のプロセスおよび子プロセスにより使用されているユーザ時間。
cstime - 現在のプロセスおよび子プロセスにより使用されているシステム時間。

注意

警告

この関数の返す値は信頼できません。 時間が大きくなると負の値を返すこともあります。

例

例1 posix_times() の使用例
<?php

$times = posix_times();

print_r($times);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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Array
(
    [ticks] => 25814410
    [utime] => 1
    [stime] => 1
    [cutime] => 0
    [cstime] => 0
)

posix_ttyname
(PHP 4, PHP 5)

posix_ttyname — 端末のデバイス名を調べる

説明

string posix_ttyname ( int $fd )

ファイル記述子 fd 上でオープンしている現在の端末デバイスへの絶対パスを文字列で返します。

パラメータ
fd

ファイル記述子。

返り値

成功した場合に fd の絶対パスを表す文字列、 失敗した場合に FALSE を返します。

posix_uname
(PHP 4, PHP 5)

posix_uname — システム名を得る

説明

array posix_uname ( void )

システムについての情報を取得します。

POSIX では、値のフォーマットに関して何の仮定も設けないことを規定しています。 例えば、バージョン番号が 3 桁の数字であることや、 この関数により返されるその他のものに依存してはいけません。

返り値

システムに関する情報を文字列の連想配列として返します。 連想配列のキーは、次のようになります。

sysname - オペレーティングシステムの名前 (例 Linux)
nodename - システムの名前 (例 valiant)
release - オペレーティングシステムのリリース (例 2.2.10)
version - オペレーティングシステムのバージョン (例 #4 Tue Jul 20 17:01:36 MEST 1999)
machine - システムアーキテクチャ (例 i586)
domainname - DNS ドメイン名 (例 example.com)

domainname は、GNU の拡張機能で POSIX.1 には含まれていません。 このため、このフィールドは GNU システム上または GNU libc を使用している場合にのみ使用可能です。

例

例1 posix_uname() の使用例
<?php
$uname=posix_uname();
print_r($uname);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [sysname] => Linux
    [nodename] => funbox
    [release] => 2.6.20-15-server
    [version] => #2 SMP Sun Apr 15 07:41:34 UTC 2007
    [machine] => i686
)
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目次
posix_access — ファイルのアクセス権限を判断する
posix_ctermid — 制御する端末のパス名を得る
posix_errno — posix_get_last_error のエイリアス
posix_get_last_error — 直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得する
posix_getcwd — 現在のディレクトリのパス名
posix_getegid — 現在のプロセスの有効なグループ ID を返す
posix_geteuid — 現在のプロセスの有効なユーザ ID を返す
posix_getgid — 現在のプロセスの実際のグループ ID を返す
posix_getgrgid — 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
posix_getgrnam — 指定した名前のグループに関する情報を返す
posix_getgroups — 現在のプロセスのグループセットを返す
posix_getlogin — ログイン名を返す
posix_getpgid — ジョブ制御のプロセスグループ ID を得る
posix_getpgrp — 現在のプロセスのグループ ID を返す
posix_getpid — 現在のプロセス ID を返す
posix_getppid — 親プロセスの ID を返す
posix_getpwnam — 指定した名前のユーザに関する情報を返す
posix_getpwuid — 指定 ID のユーザに関する情報を返す
posix_getrlimit — システムリソース制限に関する情報を返す
posix_getsid — プロセスの現在の sid を得る
posix_getuid — 現在のプロセスの実際のユーザ ID を返す
posix_initgroups — グループアクセスリストを求める
posix_isatty — ファイル記述子が対話型端末であるかどうかを定義する
posix_kill — プロセスにシグナルを送信する
posix_mkfifo — fifo スペシャルファイル(名前付きパイプ)を作成する
posix_mknod — スペシャルファイルあるいは通常のファイルを作成する (POSIX.1)
posix_setegid — 現在のプロセスの実効 GID を設定する
posix_seteuid — 現在のプロセスの実効 UID を設定する
posix_setgid — 現在のプロセスの GID を設定する
posix_setpgid — ジョブ制御のプロセスグループ ID を設定する
posix_setsid — 現在のプロセスをセッションリーダーにする
posix_setuid — 現在のプロセスの UID を設定する
posix_strerror — 指定したエラー番号に対応するシステムのエラーメッセージを取得する
posix_times — プロセス時間を得る
posix_ttyname — 端末のデバイス名を調べる
posix_uname — システム名を得る

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
POSIX 関数

posix_access — ファイルのアクセス権限を判断する
posix_ctermid — 制御する端末のパス名を得る
posix_errno — posix_get_last_error のエイリアス
posix_get_last_error — 直近で失敗した posix 関数が設定したエラー番号を取得する
posix_getcwd — 現在のディレクトリのパス名
posix_getegid — 現在のプロセスの有効なグループ ID を返す
posix_geteuid — 現在のプロセスの有効なユーザ ID を返す
posix_getgid — 現在のプロセスの実際のグループ ID を返す
posix_getgrgid — 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す
posix_getgrnam — 指定した名前のグループに関する情報を返す
posix_getgroups — 現在のプロセスのグループセットを返す
posix_getlogin — ログイン名を返す
posix_getpgid — ジョブ制御のプロセスグループ ID を得る
posix_getpgrp — 現在のプロセスのグループ ID を返す
posix_getpid — 現在のプロセス ID を返す
posix_getppid — 親プロセスの ID を返す
posix_getpwnam — 指定した名前のユーザに関する情報を返す
posix_getpwuid — 指定 ID のユーザに関する情報を返す
posix_getrlimit — システムリソース制限に関する情報を返す
posix_getsid — プロセスの現在の sid を得る
posix_getuid — 現在のプロセスの実際のユーザ ID を返す
posix_initgroups — グループアクセスリストを求める
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posix_isatty — ファイル記述子が対話型端末であるかどうかを定義する
posix_kill — プロセスにシグナルを送信する
posix_mkfifo — fifo スペシャルファイル(名前付きパイプ)を作成する
posix_mknod — スペシャルファイルあるいは通常のファイルを作成する (POSIX.1)
posix_setegid — 現在のプロセスの実効 GID を設定する
posix_seteuid — 現在のプロセスの実効 UID を設定する
posix_setgid — 現在のプロセスの GID を設定する
posix_setpgid — ジョブ制御のプロセスグループ ID を設定する
posix_setsid — 現在のプロセスをセッションリーダーにする
posix_setuid — 現在のプロセスの UID を設定する
posix_strerror — 指定したエラー番号に対応するシステムのエラーメッセージを取得する
posix_times — プロセス時間を得る
posix_ttyname — 端末のデバイス名を調べる
posix_uname — システム名を得る

セマフォ、共有メモリおよび IPC

導入
このモジュールは、System V IPC 関連の関数へのラッパーを提供します。 セマフォ・共有メモリおよびプロセス間通信(IPC)がその中に含まれます。

セマフォは、マシーン上のリソースへの排他的アクセス機能や、 同時にあるリソースを使用することができるプロセスの数を制限するために 使用することができます。

このモジュールは、System V 共有メモリを使用した共有メモリ関数も 提供します。共有メモリは、グローバル変数へのアクセス手段を提供するために 使用することが可能です。別の httpd デーモンおよび (Perl, C, ... のような)他のプログラムさえ、グローバルデータ交換を
提供するこのデータにアクセスすることが可能です。 共有メモリは、同時アクセスに関して安全ではないということを覚えておいて ください。 同期をとるには、セマフォを使用してください。

Unix OS による共有メモリの制限
SHMMAX共有メモリの最大サイズ。通常は 131072 バイト
SHMMIN 共有メモリの最小サイズ。通常は 1 バイト
SHMMNI 共有メモリセグメントの最大数。通常は 100
SHMSEG プロセス毎の共有メモリの最大数。通常は 6

メッセージング関数は、他のプロセスと相互にメッセージを送受信する ために使用することができます。 これにより簡単で効率的なプロセス間のデータ交換が可能であり、 Unix ドメインソケットを用いる場合のような設定は不要です。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この関数はデフォルトでは有効になってはいません。System V セマフォの サポートを有効にするには、オプション --enable-sysvsem を指定して PHP を コンパイルする必要があります。System V 共有メモリのサポートを有効にするには、 オプション --enable-
sysvshm を 指定して PHP をコンパイルする必要があります。System V メッセージを有効に するには、オプション --enable-sysvmsg を指定して PHP をコンパイル します。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

セマフォ設定オプション
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名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
sysvshm.init_mem 10000 PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

sysvshm.init_mem int

共有メモリセグメントのデフォルトサイズ。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

System V メッセージ定数
定数 型 変更履歴

MSG_IPC_NOWAIT integer  
MSG_EAGAIN integer 5.2.0 以降
MSG_ENOMSG integer 5.2.0 以降
MSG_NOERROR integer  
MSG_EXCEPT integer  

セマフォ関数

ftok
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ftok — パス名とプロジェクト ID を、System V IPC キーに変換する

説明

int ftok ( string $pathname , string $proj )

この関数は、pathname で表される既存のアクセス可能なファイルおよびプロジェクト ID (proj) を、shmop_open() やその他で使用する System V IPC キーに変換します。

パラメータ
pathname

アクセ宇可能なファイルへのパス。
proj

プロジェクト ID。一文字からなる文字列でなければなりません。

返り値

成功した場合には作成されたキーの値を、それ以外の場合には -1 を返します。

参考

shmop_open() - 共有メモリブロックを作成またはオープンする
sem_get() - セマフォ ID を得る

msg_get_queue
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(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

msg_get_queue — メッセージキューを作成またはそれにアタッチする

説明

resource msg_get_queue ( int $key [, int $perms ] )

msg_get_queue() は、指定した key で System V メッセージキューにアクセスするために使用される ID を返します。 最初にコールされた際には、オプションの perms でメッセージキューを作成します。同じ key で 2 度目に msg_get_queue() がコールされると別の ID が返
されますが、どちらの ID も同じメッセージキューを指します。

パラメータ
key

メッセージキューの数値 ID。
perms

キューのパーミッション。デフォルトは 0666 です。 メッセージキューがすでに存在する場合には、perms は無視されます。

返り値

リソースハンドルを返します。これを使用して、System V メッセージキューにアクセスします。

参考

msg_remove_queue() - メッセージキューを破棄する
msg_receive() - メッセージキューからメッセージを受信する
msg_send() - メッセージキューにメッセージを送信する
msg_stat_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を返す
msg_set_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を設定する

msg_queue_exists
(PHP 5 >= 5.3.0)

msg_queue_exists — メッセージキューが存在するかどうかを調べる

説明

bool msg_queue_exists ( int $key )

key で指定したメッセージキューが存在するかどうかを調べます。

パラメータ
key

キューのキー。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msg_remove_queue() - メッセージキューを破棄する
msg_receive() - メッセージキューからメッセージを受信する
msg_stat_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を返す

msg_receive
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

msg_receive — メッセージキューからメッセージを受信する

説明

bool msg_receive ( resource $queue , int $desiredmsgtype , int &$msgtype , int $maxsize , mixed &$message [, bool $unserialize = true [, int $flags [, int &$errorcode ]]] )
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msg_receive() は、指定した queue から指定した desiredmsgtype の最初のメッセージを受信します。

パラメータ
queue

desiredmsgtype

desiredmsgtype が 0 の場合、 キューの先頭にあるメッセージが返されます。desiredmsgtype が 0 より大きな値の場合、その型のメッセージのうち一番最初にあるものが返されます。 desiredmsgtype が 0 より小さな値の場合、 desiredmsgtype の絶対値と同じかそれより
小さい型のメッセージのうち一番最初にあるものが返されます。 条件を満たすメッセージがない場合は、 条件を満たすメッセージがキューに投入されるまで待ち続けます。 パラメータ flags に MSG_IPC_NOWAIT を指定することで、 ブロックモードではなくすることが可能
です。

msgtype

受信したメッセージの型がこのパラメータに保存されます。
maxsize

読み込むメッセージの最大サイズは maxsize で指定します。もしキューにあるメッセージのサイズがこれより大きい場合、 (以下で説明する flags が設定されていない限り) この関数は失敗します。
message

エラーが発生しなければ、 受信したメッセージは message に保存されます。
unserialize

このパラメータが TRUE に設定されている場合、 メッセージはセッションモジュールと同様の方法でシリアライズされているものとみなされます。 メッセージは元の状態に復元されたうえでスクリプトに返されます。 これにより、配列やオブジェクト構造体のような複雑
な形式のデータを他の PHP スクリプトから簡単に受信することが可能となります。 また、もし WDDX シリアライザを使用しているなら、あらゆる WDDX 互換のソースからデータを受け取ることが可能となります。

unserialize が FALSE の場合、 メッセージはバイナリセーフな文字列として返されます。
flags

オプションの flags により、低レベルの msgrcv システムコールにフラグを渡すことが可能です。デフォルト値は 0 ですが、以下の値のうちのいくつかを(値を足すかあるいは論理和ととることで) 指定することが可能です。

msg_receive のフラグの値
MSG_IPC_NOWAIT desiredmsgtype を満たすメッセージが存在しない場合に、 待ち続けずにすぐに結果を返します。 関数は失敗し、MSG_ENOMSG に対応する整数値を返します。
MSG_EXCEPT このフラグを正の desiredmsgtype と組み合わせて使用すると、この関数は desiredmsgtype 以外の型をもつ 最初のメッセージを受信するようになります。
MSG_NOERROR このフラグを設定しておくと、メッセージが maxsize より大きい場合に そのメッセージを maxsize までに切り詰め、 エラーを返しません。

errorcode

エラーが発生した場合は、オプションの errorcode にシステムの errno 値が設定されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

処理が正常に完了すると、メッセージキューデータ構造体は以下のように更新されます。 msg_lrpid には呼び出し元のプロセス ID が 設定され、msg_qnum が 1 減少し、 msg_rtime が現在の時刻に設定されます。

参考

msg_remove_queue() - メッセージキューを破棄する
msg_send() - メッセージキューにメッセージを送信する
msg_stat_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を返す
msg_set_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を設定する

msg_remove_queue
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

msg_remove_queue — メッセージキューを破棄する

説明

bool msg_remove_queue ( resource $queue )

msg_remove_queue() は、queue で指定したメッセージキューを破棄します。この関数を使用するのは、 すべてのプロセスがメッセージキューの使用を終え、 キューが保持するシステムリソースを開放する必要が生じた場合のみです。

パラメータ
queue

メッセージキューのリソースハンドル。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msg_get_queue() - メッセージキューを作成またはそれにアタッチする
msg_receive() - メッセージキューからメッセージを受信する
msg_stat_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を返す
msg_set_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を設定する

msg_send
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

msg_send — メッセージキューにメッセージを送信する

説明

bool msg_send ( resource $queue , int $msgtype , mixed $message [, bool $serialize [, bool $blocking [, int &$errorcode ]]] )

msg_send() は、queue で指定したメッセージキューに対して msgtype で指定した型 (0 より大きい数値である必要があります) のメッセージ message を送信します。

パラメータ
queue

msgtype

message

serialize

オプションのパラメータ serialize は、 message を送信する方法を制御します。 serialize のデフォルト値は TRUE で、 この場合 message が送信される前に セッションモジュールと同じ方法でシリアライズされます。 これにより、配列やオブジェクトのような複雑な形式
のデータを 他の PHP スクリプトに送信することが可能となります。 また、もし WDDX シリアライザを使用しているなら、あらゆる WDDX 互換クライアントに対して同じことが可能となります。

blocking

メッセージがキューに収まらないほど大きい場合は、他のプロセスが 現在キューにあるメッセージを読み込んでキューの空き容量が確保されるまで スクリプトの実行を待ち続けます。これをブロックモードといいます。 オプションのパラメータ blocking を FALSE に設定
することでブロックモードではなくすることが可能で、 この場合、もしキューの空き容量よりも大きなメッセージを送信すると msg_send() はすぐに FALSE を返します。 また、オプションのパラメータ errorcode を MSG_EAGAIN に設定すると、 少し時間をおいてメッセー
ジを再度送信しなければならないことが戻り値からわかります。

errorcode

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

処理が正常に完了すると、メッセージキューデータ構造体は以下のように更新されます。 msg_lspid には呼び出し元のプロセス ID が 設定され、msg_qnum が 1 増加し、 msg_stime が現在の時刻に設定されます。

参考

msg_remove_queue() - メッセージキューを破棄する
msg_receive() - メッセージキューからメッセージを受信する
msg_stat_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を返す
msg_set_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を設定する

msg_set_queue
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

msg_set_queue — メッセージキューデータ構造体の情報を設定する

説明

bool msg_set_queue ( resource $queue , array $data )

msg_set_queue() により、メッセージキューデータ構造体の msg_perm.uid、msg_perm.gid、msg_perm.mode および msg_qbytes フィールドを 変更することが可能です。

データ構造体を変更するには、PHP の実行ユーザがキューの作成者あるいは (現在の msg_perm.xxx フィールドで指定されている)キューの所有者であるか、 あるいは root 権限を有している必要があります。msg_qbytes の値を システムで定義した制限をこえて設定するに
は、root 権限が必要です。

パラメータ
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queue

メッセージキューのリソースハンドル。
data

設定したい値を、data 配列に設定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

msg_remove_queue() - メッセージキューを破棄する
msg_receive() - メッセージキューからメッセージを受信する
msg_stat_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を返す
msg_get_queue() - メッセージキューを作成またはそれにアタッチする

msg_stat_queue
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

msg_stat_queue — メッセージキューデータ構造体の情報を返す

説明

array msg_stat_queue ( resource $queue )

msg_stat_queue() は、queue で指定したメッセージキューのメタデータを返します。 これは、例えば受信したメッセージがどのプロセスから送信されたのかを調べる場合などに有用です。

パラメータ
queue

メッセージキューのリソースハンドル。

返り値

返り値は配列で、そのキーと値は以下のような意味をもちます。

msg_stat_queue の配列構造
msg_perm.uid キューの所有者の uid 。
msg_perm.gid キューの所有者の gid 。
msg_perm.modeキューのファイルアクセスモード。
msg_stime キューに対して最後にメッセージが送信された時刻。
msg_rtime キューから最後にメッセージを受信した時刻。
msg_ctime キューが最後に更新された時刻。
msg_qnum キューにある読み込み待ちのメッセージの数。
msg_qbytes ひとつのメッセージキューに含められる最大のバイト数。 Linux では、この値の取得や設定を /proc/sys/kernel/msgmnb で行えます。
msg_lspid 最後にキューに対してメッセージを送信したプロセスの pid 。
msg_lrpid 最後にキューからメッセージを受信したプロセスの pid 。

参考

msg_remove_queue() - メッセージキューを破棄する
msg_receive() - メッセージキューからメッセージを受信する
msg_get_queue() - メッセージキューを作成またはそれにアタッチする
msg_set_queue() - メッセージキューデータ構造体の情報を設定する

sem_acquire
(PHP 4, PHP 5)

sem_acquire — セマフォを得る

説明
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bool sem_acquire ( resource $sem_identifier )

sem_acquire() は、(必要な場合) セマフォが確保できるまでブロックします。 既に確保されているセマフォを得ようとするプロセスは、 セマフォの獲得により max_aquire 値を超える場合、 永久にブロックされます。

リクエスト処理の後、プロセスにより獲得された全てのセマフォのうち、 明示的に開放されていないものが自動的に開放され、警告が表示されます。

パラメータ
sem_identifier

sem_identifier はセマフォのリソースで、 sem_get() によって得られます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sem_get() - セマフォ ID を得る
sem_release() - セマフォを解放する

sem_get
(PHP 4, PHP 5)

sem_get — セマフォ ID を得る

説明

resource sem_get ( int $key [, int $max_acquire = 1 [, int $perm = 0666 [, int $auto_release = 1 ]]] )

sem_get() は、 System V セマフォを指定したキーでアクセスするために使用可能な ID を返します。

同じキーで sem_get() を 2 度コールした場合、 別のセマフォ ID が返されます。 しかし、どちらの ID も同じそのセマフォをアクセスします。

パラメータ
key

max_acquire

同時にセマフォを得ることが可能なプロセス数を max_acquire にセットします。
perm

セマフォのパーミッション。 実際には、この値はプロセスが現在そのセマフォに付随している 唯一のプロセスであることがわかった場合にのみセットされます。
auto_release

リクエストの終了時に自動的にセマフォを開放するかどうかを指定します。

返り値

成功した場合に正のセマフォ ID、エラー時には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 auto_release が追加されました。

参考

sem_acquire() - セマフォを得る
sem_release() - セマフォを解放する
ftok() - パス名とプロジェクト ID を、System V IPC キーに変換する

sem_release
(PHP 4, PHP 5)

sem_release — セマフォを解放する
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説明

bool sem_release ( resource $sem_identifier )

sem_release() は、そのセマフォが コール元のプロセスにより現在確保されている場合、解放します。 そうでない場合、警告が表示されます。

セマフォを解放した後、再び確保するには、sem_acquire() をコールします。

パラメータ
sem_identifier

sem_get() が返すセマフォリソースハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sem_get() - セマフォ ID を得る
sem_acquire() - セマフォを得る

sem_remove
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

sem_remove — セマフォを削除する

説明

bool sem_remove ( resource $sem_identifier )

sem_remove() は、指定したセマフォを削除します。

セマフォを削除した後、そのセマフォにはもうアクセスできません。

パラメータ
sem_identifier

sem_get() が返すセマフォリソース ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

sem_get() - セマフォ ID を得る
sem_release() - セマフォを解放する
sem_acquire() - セマフォを得る

shm_attach
(PHP 4, PHP 5)

shm_attach — 共有メモリセグメントを作成またはオープンする

説明

resource shm_attach ( int $key [, int $memsize [, int $perm ]] )

shm_attach() は ID を返します。 これは、指定されたキー key で System V 共有メモリにアクセスする際に使用することが可能です。 最初のコールの際に、サイズが memsize、 オプションのパーミッション perm を指定した共有メモリセグメントを作成します。

同じ key で shm_attach() を 2 回コールした場合は 別の共有メモリ ID が返されますが、両方の ID は同じ共有メモリをアクセスします。 memsize および perm は無視されます。

パラメータ
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key

共有メモリセグメント ID を表す数値。
memsize

メモリのサイズ。省略した場合のデフォルトは php.ini の sysvshm.init_mem、あるいは 10000 バイトとなります。
perm

オプションのパーミッション設定。デフォルトは 0666 です。

返り値

共有メモリセグメントの ID を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数の返す値の型が、 integer から リソース に変わりました。

注意

注意:

PHP 5.3.0 より前のバージョンでは、この関数の返す値は integer 型の値でした。 前のバージョンと同じ値を得るには、次のように帰り値を integer へとキャストします。
<?php
// テンポラリファイルを作り、そのパスを返します
$tmp = tempnam('/tmp', 'PHP');

// ファイルトークンキーを取得します
$key = ftok($tmp, 'a');

// SHM リソースをアタッチします。あとでキャストすることに注意
$id = shm_attach($key);

if ($id === false) {
    die('共有メモリセグメントを作成できません');
}

// integer にキャストします。PHP 5.3.0 より前のバージョンでは
// リソース ID が返り値となっており、この値はリソースを integer
// にキャストすることで得られるからです
$id = (integer) $id;
?>

参考

shm_detach() - 共有メモリセグメントへの接続を閉じる
ftok() - パス名とプロジェクト ID を、System V IPC キーに変換する

shm_detach
(PHP 4, PHP 5)

shm_detach — 共有メモリセグメントへの接続を閉じる

説明

bool shm_detach ( resource $shm_identifier )

shm_detach() は、 shm_attach() で作成され、 指定した shm_identifier を有する共有メモリへの接続を閉じます。 共有メモリは、まだ Unix システム上に存在しており、 データはまだ存在するということを覚えておいてください。

パラメータ
shm_identifier

shm_attach() が返す共有メモリリソースハンドル。

返り値

shm_detach() は、常に TRUE を返します。

参考

shm_attach() - 共有メモリセグメントを作成またはオープンする
shm_remove() - Unix システムから共有メモリを削除する
shm_remove_var() - 共有メモリから変数を削除する
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shm_get_var
(PHP 4, PHP 5)

shm_get_var — 共有メモリから変数を返す

説明

mixed shm_get_var ( resource $shm_identifier , int $variable_key )

shm_get_var() は、 shm_identifier で指定した共有メモリセグメントから 変数 variable_key を読みこみます。 読み込んだ変数は、まだ共有メモリに存在します。

パラメータ
shm_identifier

共有メモリセグメント。shm_attach() から取得します。
variable_key

変数のキー。

返り値

指定したキーの変数を返します。

参考

shm_has_var() - 特定のエントリが存在するかどうかを調べる
shm_put_var() - 共有メモリの変数を挿入または更新する

shm_has_var
(PHP 5 >= 5.3.0)

shm_has_var — 特定のエントリが存在するかどうかを調べる

説明

bool shm_has_var ( resource $shm_identifier , int $variable_key )

特定のキーが共有メモリセグメント内に存在するかどうかを調べます。

パラメータ
shm_identifier

shm_attach() で取得した共有メモリセグメント。
variable_key

変数のキー。

返り値

エントリが存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

shm_get_var() - 共有メモリから変数を返す
shm_put_var() - 共有メモリの変数を挿入または更新する

shm_put_var
(PHP 4, PHP 5)

shm_put_var — 共有メモリの変数を挿入または更新する
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説明

bool shm_put_var ( resource $shm_identifier , int $variable_key , mixed $variable )

shm_put_var() は、 指定した variable_key を有する 変数 variable の挿入または更新を行います。

shm_identifier が有効な SysV 共有メモリではない場合や リクエストを処理するために充分な共有メモリが残っていない場合は (E_WARNING レベルの) 警告を発生させます。

パラメータ
shm_identifier

shm_attach() が返す共有メモリリソースハンドル。
variable_key

変数のキー。
variable

変数。リソース型以外のすべての 型をサポートします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

shm_get_var() - 共有メモリから変数を返す
shm_has_var() - 特定のエントリが存在するかどうかを調べる

shm_remove_var
(PHP 4, PHP 5)

shm_remove_var — 共有メモリから変数を削除する

説明

bool shm_remove_var ( resource $shm_identifier , int $variable_key )

指定したvariable_key を有する変数を共有メモリから削除し、占有するメモリを解放します。

パラメータ
shm_identifier

shm_attach() が返す 共有メモリ ID。
variable_key

変数のキー。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

shm_remove() - Unix システムから共有メモリを削除する

shm_remove
(PHP 4, PHP 5)

shm_remove — Unix システムから共有メモリを削除する

説明

bool shm_remove ( resource $shm_identifier )

shm_remove() は、共有メモリ shm_identifier を削除します。 全てのデータは破棄されます。
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パラメータ
shm_identifier

shm_attach() が返す 共有メモリ ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

shm_remove_var() - 共有メモリから変数を削除する

目次
ftok — パス名とプロジェクト ID を、System V IPC キーに変換する
msg_get_queue — メッセージキューを作成またはそれにアタッチする
msg_queue_exists — メッセージキューが存在するかどうかを調べる
msg_receive — メッセージキューからメッセージを受信する
msg_remove_queue — メッセージキューを破棄する
msg_send — メッセージキューにメッセージを送信する
msg_set_queue — メッセージキューデータ構造体の情報を設定する
msg_stat_queue — メッセージキューデータ構造体の情報を返す
sem_acquire — セマフォを得る
sem_get — セマフォ ID を得る
sem_release — セマフォを解放する
sem_remove — セマフォを削除する
shm_attach — 共有メモリセグメントを作成またはオープンする
shm_detach — 共有メモリセグメントへの接続を閉じる
shm_get_var — 共有メモリから変数を返す
shm_has_var — 特定のエントリが存在するかどうかを調べる
shm_put_var — 共有メモリの変数を挿入または更新する
shm_remove_var — 共有メモリから変数を削除する
shm_remove — Unix システムから共有メモリを削除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
セマフォ関数

ftok — パス名とプロジェクト ID を、System V IPC キーに変換する
msg_get_queue — メッセージキューを作成またはそれにアタッチする
msg_queue_exists — メッセージキューが存在するかどうかを調べる
msg_receive — メッセージキューからメッセージを受信する
msg_remove_queue — メッセージキューを破棄する
msg_send — メッセージキューにメッセージを送信する
msg_set_queue — メッセージキューデータ構造体の情報を設定する
msg_stat_queue — メッセージキューデータ構造体の情報を返す
sem_acquire — セマフォを得る
sem_get — セマフォ ID を得る
sem_release — セマフォを解放する
sem_remove — セマフォを削除する
shm_attach — 共有メモリセグメントを作成またはオープンする
shm_detach — 共有メモリセグメントへの接続を閉じる
shm_get_var — 共有メモリから変数を返す
shm_has_var — 特定のエントリが存在するかどうかを調べる
shm_put_var — 共有メモリの変数を挿入または更新する
shm_remove_var — 共有メモリから変数を削除する
shm_remove — Unix システムから共有メモリを削除する

共有メモリ
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導入
shmop は、共有メモリセグメントを PHP から簡単に読み書きまたは作成、 削除することを可能にする一連の関数です。

注意: Windows 2000 より前のバージョンの Windows では共有メモリをサポートしていません。

注意: PHP 4.0.3 では、以下の関数に接頭辞 shmop ではなく shm が付いていました。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
shmop を使用するには、--enable-shmop パラメータを configure に 指定して PHP をコンパイルする必要があります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

共有メモリ操作の概要

例1 共有メモリ操作の概要
<?php
   
// システムID 0xff3を有する 100 バイトの共有メモリブロックを作成する
$shm_id = shmop_open(0xff3, "c", 0644, 100);
if (!$shm_id) {
    echo "共有メモリセグメントを作成できませんでした。\n";
}

// 共有メモリのブロック長を得る
$shm_size = shmop_size($shm_id);
echo "SHM ブロックサイズ: ".$shm_size. " が作成されました。\n";

// 共有メモリにテスト用の文字列を書き込んでみる
$shm_bytes_written = shmop_write($shm_id, "my shared memory block", 0);
if ($shm_bytes_written != strlen("my shared memory block")) {
    echo "データ全体を書き込めませんでした。\n";
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}

// その文字列を再び読み込んでみる
$my_string = shmop_read($shm_id, 0, $shm_size);
if (!$my_string) {
    echo "共有メモリブロックから読み込めません。\n";
}
echo "共有メモリ内のデータは次のようになります: ".$my_string."\n";

// ブロックを削除し、共有メモリセグメントを閉じる
if (!shmop_delete($shm_id)) {
    echo "共有メモリブロックに削除用のマークを付けることができません。";
}
shmop_close($shm_id);
   
?>

共有メモリ関数

shmop_close
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

shmop_close — 共有メモリブロックを閉じる

説明

void shmop_close ( int $shmid )

shmop_close() は共有メモリブロックを閉じるために 使用されます。

パラメータ
shmid

shmop_open() が作成した共有メモリブロックの識別子。

返り値

値を返しません。

例

例1 共有メモリブロックを閉じる
<?php
shmop_close($shm_id);
?>

この例は、$shm_id を ID とする共有メモリブロックを閉じます。

参考

shmop_open() - 共有メモリブロックを作成またはオープンする

shmop_delete
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

shmop_delete — 共有メモリブロックを削除する

説明

bool shmop_delete ( int $shmid )

shmop_delete() は共有メモリブロックを削除するために 使用されます。

パラメータ
shmid

shmop_open() が作成した共有メモリブロックの識別子。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 共有メモリブロックの削除
<?php
shmop_delete($shm_id);
?>

この例は、$shm_id を ID とする共有メモリブロックを 削除します。

shmop_open
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

shmop_open — 共有メモリブロックを作成またはオープンする

説明

int shmop_open ( int $key , string $flags , int $mode , int $size )

shmop_open() は共有メモリブロックを作成または オープンします。

パラメータ
key

共有メモリブロックのシステム ID であり、10 進数または 16 進数で指定することが可能です。
flags

フラグに設定できる内容は、次のとおりです。

"a" アクセス用(shmat に SHM_RDONLY を設定する) 既存の共有メモリセグメントを読み込み専用でオープンする必要がある場合に このフラグを使用してください。
"c" 作成用(IPC_CREATE を設定する) 新規に共有メモリセグメントが必要な場合にこのフラグを使用してください。 もし同じキーのセグメントがすでに存在する場合、それを読み書きモードで オープンしようと試みます。
"w" 読み込み & 書き込みアクセス用 共有メモリセグメントの読み込みや書き込みの必要がある場合にこのフラグを 使用してください。たいていの場合はこのフラグを使用します。
"n" 新規メモリセグメントの作成用(IPC_CREATE|IPC_EXCL を設定する) 新規に共有メモリセグメントが必要で、もし同じフラグのセグメントが 存在するときには失敗させたい場合にこのフラグを使用してください。 セキュリティを確保するために、このフラグは有
用です。これを使用する ことで、条件の競合による問題を避けることが可能です。

mode

共有メモリセグメントに設定したい 許可属性で、ファイルに関する許可属性と同様なものです。許可属性は、 例えば 0644 のような 8 進数形式で渡す必要があります。
size

作成したい共有メモリブロックの大きさをバイト数で指定します。

注意:

注意: 既存のメモリセグメントをオープンする場合には、3 番目および 4 番目の引数には 0 を指定する必要があります。成功時に

返り値

成功した場合は、shmop_open() は 作成した共有メモリセグメントにアクセスするために使用する ID を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 共有メモリブロックを新規に作成する
<?php
$shm_key = ftok(__FILE__, 't');
$shm_id = shmop_open($shm_key, "c", 0644, 100);
?>

この例は、ftok() が返すシステム ID の共有メモリブロックをオープンします。

参考

shmop_close() - 共有メモリブロックを閉じる
shmop_delete() - 共有メモリブロックを削除する

shmop_read
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

shmop_read — 共有メモリブロックからデータを読み込む

説明

string shmop_read ( int $shmid , int $start , int $count )

shmop_read() は共有メモリブロックから文字列を 読み込みます。

パラメータ
shmid

shmop_open() が作成した共有メモリブロックの識別子。
start

読み込みを開始する位置。
count

読み込むバイト数。

返り値

データを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 共有メモリブロックを読み込む
<?php
$shm_data = shmop_read($shm_id, 0, 50);
?>

この例は共有メモリブロックから 50 バイトを読み込んで、 $shm_data の中のデータに置くものです。

参考

shmop_write() - 共有メモリブロックにデータを書き込む

shmop_size
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

shmop_size — 共有メモリブロックの大きさを得る

説明

int shmop_size ( int $shmid )

shmop_size() は共有メモリブロックの大きさを 得るために使用されます。

パラメータ
shmid

shmop_open() が作成した共有メモリブロックの識別子。

返り値

共有メモリブロックが占有するバイト数を表す整数を返します。

例

例1 共有メモリブロックの大きさを得る
<?php
$shm_size = shmop_size($shm_id);
?>

この例は、$shm_id を ID とする共有メモリブロックの 大きさを $shm_size に代入します。
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shmop_write
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

shmop_write — 共有メモリブロックにデータを書き込む

説明

int shmop_write ( int $shmid , string $data , int $offset )

shmop_write() は共有メモリブロックに文字列を 書き込みます。

パラメータ
shmid

shmop_open() が作成した共有メモリブロックの識別子。
data

共有メモリブロックに書き込む文字列。
offset

共有メモリセグメント内でデータを書き込み始める位置。

返り値

書き込んだ data の大きさ、あるいは失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 共有メモリブロックに書き込む
<?php
$shm_bytes_written = shmop_write($shm_id, $my_string, 0);
?>

この例は、共有メモリブロックに $my_string 内の データを書き込みます。$shm_bytes_written には、 書き込んだバイト数が代入されます。

参考

shmop_read() - 共有メモリブロックからデータを読み込む

目次
shmop_close — 共有メモリブロックを閉じる
shmop_delete — 共有メモリブロックを削除する
shmop_open — 共有メモリブロックを作成またはオープンする
shmop_read — 共有メモリブロックからデータを読み込む
shmop_size — 共有メモリブロックの大きさを得る
shmop_write — 共有メモリブロックにデータを書き込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

共有メモリ操作の概要
共有メモリ関数

shmop_close — 共有メモリブロックを閉じる
shmop_delete — 共有メモリブロックを削除する
shmop_open — 共有メモリブロックを作成またはオープンする
shmop_read — 共有メモリブロックからデータを読み込む
shmop_size — 共有メモリブロックの大きさを得る
shmop_write — 共有メモリブロックにデータを書き込む

プログラムの実行 — システムプログラムの実行
導入
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インストール/設定
定義済み定数
プログラム実行関数

Expect
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Expect 関数

Libevent
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Libevent 関数

PCNTL — プロセス制御
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
PCNTL 関数

POSIX
導入
インストール/設定
定義済み定数
POSIX 関数

セマフォ — セマフォ、共有メモリおよび IPC
導入
インストール/設定
定義済み定数
セマフォ関数

共有メモリ
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
共有メモリ関数

その他の基本モジュール

Geo IP ロケーション

導入
GeoIP 拡張モジュールを使用すると、IP アドレスの場所を探すことができます。 市、州、国、経度、緯度そして ISP や接続方式などの情報が GeoIP を用いて取得できます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使用するには、GeoIP C ライブラリのバージョン 1.4.0 以降がインストールされていなければなりません。最新のバージョンは » http://www.maxmind.com/app/c から取得できるので、これをコンパイルします。

デフォルトでは、Free GeoIP Country データベースあるいは GeoLite City データベースにしかアクセスできません。 しかし、それ以外のデータベースを使用することも可能です。その場合には » Maxmind から商用ライセンスを購入しなければなりません。

http://www.maxmind.com/app/c
http://www.maxmind.com/
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インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/geoip.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

GEOIP_COUNTRY_EDITION (integer)
GEOIP_REGION_EDITION_REV0 (integer)
GEOIP_CITY_EDITION_REV0 (integer)
GEOIP_ORG_EDITION (integer)
GEOIP_ISP_EDITION (integer)
GEOIP_CITY_EDITION_REV1 (integer)
GEOIP_REGION_EDITION_REV1 (integer)
GEOIP_PROXY_EDITION (integer)
GEOIP_ASNUM_EDITION (integer)
GEOIP_NETSPEED_EDITION (integer)
GEOIP_DOMAIN_EDITION (integer)

以下の定数は、ネット接続のスピードを表します。

GEOIP_UNKNOWN_SPEED (integer)
GEOIP_DIALUP_SPEED (integer)
GEOIP_CABLEDSL_SPEED (integer)
GEOIP_CORPORATE_SPEED (integer)

GeoIP 関数

geoip_continent_code_by_name
(PECL geoip >= 1.0.3)

geoip_continent_code_by_name — 二文字の大陸コードを取得する

説明

string geoip_continent_code_by_name ( string $hostname )

geoip_continent_code_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応する二文字の大陸コードを返します。

パラメータ
hostname

場所を探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には二文字の大陸コード、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/geoip
http://pecl.php.net/package/geoip
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例

例1 geoip_continent_code_by_name() の例

これは、ホスト example.com がどこにあるのかを表示します。
<?php
$continent = geoip_continent_code_by_name('www.example.com');
if ($continent) {
    echo 'This host is located in: ' . $continent;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
 This host is located in: NA

参考

geoip_country_code_by_name() - 二文字の国コードを取得する

geoip_country_code_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_country_code_by_name — 二文字の国コードを取得する

説明

string geoip_country_code_by_name ( string $hostname )

geoip_country_code_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応する二文字の国コードを返します。

パラメータ
hostname

場所を探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には二文字の ISO 国コード、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

例

例1 geoip_country_code_by_name() の例

これは、ホスト example.com がどこにあるのかを表示します。
<?php
$country = geoip_country_code_by_name('www.example.com');
if ($country) {
    echo 'This host is located in: ' . $country;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
This host is located in: US

参考

geoip_country_code3_by_name() - 三文字の国コードを取得する
geoip_country_name_by_name() - 完全な国名を取得する

geoip_country_code3_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_country_code3_by_name — 三文字の国コードを取得する

説明

string geoip_country_code3_by_name ( string $hostname )
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geoip_country_code3_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応する三文字の国コードを返します。

パラメータ
hostname

場所を探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には三文字の国コード、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

例

例1 geoip_country_code3_by_name() の例

これは、ホスト example.com がどこにあるのかを表示します。
<?php
$country = geoip_country_code3_by_name('www.example.com');
if ($country) {
    echo 'This host is located in: ' . $country;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
This host is located in: USA

参考

geoip_country_code_by_name() - 二文字の国コードを取得する
geoip_country_name_by_name() - 完全な国名を取得する

geoip_country_name_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_country_name_by_name — 完全な国名を取得する

説明

string geoip_country_name_by_name ( string $hostname )

geoip_country_name_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応する完全な国名を返します。

パラメータ
hostname

場所を探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には国名、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

例

例1 geoip_country_name_by_name() の例

これは、ホスト example.com がどこにあるのかを表示します。
<?php
$country = geoip_country_name_by_name('www.example.com');
if ($country) {
    echo 'This host is located in: ' . $country;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
 This host is located in: United States

参考

geoip_country_code_by_name() - 二文字の国コードを取得する
geoip_country_code3_by_name() - 三文字の国コードを取得する
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geoip_database_info
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_database_info — GeoIP データベースの情報を取得する

説明

string geoip_database_info ([ int $database = GEOIP_COUNTRY_EDITION ] )

geoip_database_info() 関数は、 GeoIP データベースのバージョンを返します。 このバージョンはバイナリファイルの内部で定義されています。

この関数を引数なしでコールすると、GeoIP Free Country Edition のバージョンを返します。 ents, it returns the version of the GeoIP Free Country Edition.

パラメータ
database

データベースの型を整数値で指定します。この拡張モジュールで定義されている さまざまな定数 (例: GEOIP_*_EDITION) を使用することができます。

返り値

対応するデータベースのバージョン、あるいはエラー時に NULL を返します。

例

例1 geoip_region_by_name() の例

これは、現在のデータベースのバージョンを文字列で返します。
<?php
print geoip_database_info(GEOIP_COUNTRY_EDITION);
?>

上の例の出力は以下となります。
GEO-106FREE 20060801 Build 1 Copyright (c) 2006 MaxMind LLC All Rights Reserved

geoip_db_avail
(PECL geoip >= 1.0.1)

geoip_db_avail — GeoIP データベースが使用可能かどうかを調べる

説明

bool geoip_db_avail ( int $database )

geoip_db_avail() 関数は、対応する GeoIP データベースが存在し、ディスク上にオープンできるかどうかを調べます。

これは、そのファイルが適切なデータベース形式かどうかを調べるものではありません。 単にそのファイルが読み込み可能かどうかを調べるだけです。

パラメータ
database

データベースの形式を表す整数値。この拡張モジュールで定義している さまざまな定数 (GEOIP_*_EDITION) を使用することができます。

返り値

データベースが存在する場合に TRUE、存在しない場合に FALSE、 エラー時に NULL を返します。

例

例1 geoip_db_avail() の例

これは、現在のデータベースのバージョンを文字列で出力します。
<?php

if (geoip_db_avail(GEOIP_COUNTRY_EDITION))
    print geoip_database_info(GEOIP_COUNTRY_EDITION);
?>

上の例の出力は以下となります。
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GEO-106FREE 20080801 Build 1 Copyright (c) 2006 MaxMind LLC All Rights Reserved

geoip_db_filename
(PECL geoip >= 1.0.1)

geoip_db_filename — 対応する GeoIP データベースのファイル名を返す

説明

string geoip_db_filename ( int $database )

geoip_db_filename() 関数は、 対応する GeoIP データベースのファイル名を返します。

これは、そのファイルが存在するかどうかを表すものではありません。 単に、ライブラリがデータベースを探す先を返すだけのものです。

パラメータ
database

データベースの形式を表す整数値。この拡張モジュールで定義している さまざまな定数 (GEOIP_*_EDITION) を使用することができます。

返り値

対応するデータベースのファイル名、あるいはエラー時に NULL を返します。

例

例1 geoip_db_filename() の例

これは、対応するデータベースのファイル名を出力します。
<?php

print geoip_db_filename(GEOIP_COUNTRY_EDITION);

?>

上の例の出力は以下となります。
/usr/share/GeoIP/GeoIP.dat

geoip_db_get_all_info
(PECL geoip >= 1.0.1)

geoip_db_get_all_info — すべての GeoIP データベース形式についての詳細情報を返す

説明

array geoip_db_get_all_info ( void )

geoip_db_get_all_info() 関数は、 すべての GeoIP データベース形式についての詳細情報を多次元配列で返します。

この関数は、データベースがインストールされていない場合でも使用可能です。 その場合は、使用できないことが返されます。

返される連想配列のキーは、次のようになります。

"available" -- DB が使用可能かどうか (geoip_db_avail() を参照ください)
"description" -- データベースについての説明
"filename" -- ディスク上でのデータベースのファイル名 (geoip_db_filename() を参照ください)

返り値

連想配列を返します。

例

例1 geoip_db_get_all_info() の例

これは、すべての情報を含む配列を表示します。
<?php
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$infos = geoip_db_get_all_info();
if (is_array($infos)) {
    var_dump($infos);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(11) {
  [1]=>
  array(3) {
    ["available"]=>
    bool(true)
    ["description"]=>
    string(21) "GeoIP Country Edition"
    ["filename"]=>
    string(32) "/usr/share/GeoIP/GeoIP.dat"
  }

[ ... ]

  [11]=>
  array(3) {
    ["available"]=>
    bool(false)
    ["description"]=>
    string(25) "GeoIP Domain Name Edition"
    ["filename"]=>
    string(38) "/usr/share/GeoIP/GeoIPDomain.dat"
  }
}

例2 geoip_db_get_all_info() の例

さまざまな定数を使用することで、特定の情報のみを取得することができます。
<?php
$infos = geoip_db_get_all_info();
if ($infos[GEOIP_COUNTRY_EDITION]['available']) {
    echo $infos[GEOIP_COUNTRY_EDITION]['description'];
}
?>

上の例の出力は以下となります。
GeoIP Country Edition

geoip_id_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_id_by_name — インターネット接続方式を取得する

説明

int geoip_id_by_name ( string $hostname )

geoip_id_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応するインターネット接続方式を返します。

返り値は数値で、以下の定数と比較できます。

GEOIP_UNKNOWN_SPEED
GEOIP_DIALUP_SPEED
GEOIP_CABLEDSL_SPEED
GEOIP_CORPORATE_SPEED

パラメータ
hostname

接続方式を探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

接続方式を返します。

例

例1 geoip_id_by_name() の例

これは、ホスト example.com の接続方式を返します。
<?php
$netspeed = geoip_id_by_name('www.example.com');

echo 'The connection type is ';

switch ($netspeed) {
    case GEOIP_DIALUP_SPEED:
        echo 'dial-up';
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        break;
    case GEOIP_CABLEDSL_SPEED:
        echo 'cable or DSL';
        break;
    case GEOIP_CORPORATE_SPEED:
        echo 'corporate';
        break;
    case GEOIP_UNKNOWN_SPEED:
    default:
        echo 'unknown';
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The connection type is corporate

geoip_isp_by_name
(PECL geoip >= 1.0.2)

geoip_isp_by_name — インターネットサービスプロバイダ (ISP) 名を取得する

説明

string geoip_isp_by_name ( string $hostname )

geoip_isp_by_name() 関数は、 IP アドレスに対応するインターネットサービスプロバイダ (ISP) 名を返します。

現在この関数を使用できるのは、商用の GeoIP ISP Edition を購入した人だけです。 適切なデータベースが見つからない場合には警告が発生します。

パラメータ
hostname

ホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には ISP 名、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

例

例1 geoip_isp_by_name() の例

これは、ホスト example.com の ISP 名を表示します。
<?php
$isp = geoip_isp_by_name('www.example.com');
if ($isp) {
    echo 'This host IP is from ISP: ' . $isp;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
This host IP is from ISP: ICANN c/o Internet Assigned Numbers Authority

geoip_org_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_org_by_name — 組織名を取得する

説明

string geoip_org_by_name ( string $hostname )

geoip_org_by_name() 関数は、 その IP アドレスが割り当てられている組織の名前を返します。

現在この関数を使用できるのは、商用の GeoIP Organization, ISP あるいは AS Edition を購入した人だけです。 適切なデータベースが見つからない場合には警告が発生します。

パラメータ
hostname

ホスト名あるいは IP アドレス。
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返り値

成功した場合には組織名、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

例

例1 geoip_org_by_name() の例

これは、ホスト example.com の IP が誰に割り当てられているかを表示します。
<?php
$org = geoip_org_by_name('www.example.com');
if ($org) {
    echo 'This host IP is allocated to: ' . $org;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
This host IP is allocated to: ICANN c/o Internet Assigned Numbers Authority

geoip_record_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_record_by_name — GeoIP データベースで見つかった詳細な都市情報を返す

説明

array geoip_record_by_name ( string $hostname )

geoip_record_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応するレコード情報を返します。

この関数は、GeoLite City Edition および商用の GeoIP City Edition のどちらでも使用可能です。 適切なデータベースが見つからない場合には警告が発生します。

返される連想配列には、以下のようなさまざまな名前のキーが含まれます。

"continent_code" -- 二文字の大陸コード (バージョン 1.0.4 以降で libgeoip 1.4.3 以降を使用した場合)
"country_code" -- 二文字の国コード (geoip_country_code_by_name() を参照ください)
"country_code3" -- 三文字の国コード (geoip_country_code3_by_name() を参照ください)
"country_name" -- 国名 (geoip_country_name_by_name() を参照ください)
"region" -- 地域コード (例: カリフォルニアなら CA)
"city" -- 市
"postal_code" -- 郵便番号、FSA あるいは Zip コード
"latitude" -- 緯度 (符号付き浮動小数点形式)
"longitude" -- 経度 (符号付浮動小数点形式)
"dma_code" -- Designated Market Area コード (アメリカおよびカナダのみ)
"area_code" -- PSTN エリアコード (例: 212)

パラメータ
hostname

レコードを探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には連想配列、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.4 continent_code が GeoIP Library 1.4.3 以降でのみ使えるようになりました。
1.0.3 country_code3 および country_name が追加されました。

例

例1 geoip_record_by_name() の例

これは、ホスト example.com のレコードを含む連想配列を表示します。
<?php
$record = geoip_record_by_name('www.example.com');
if ($record) {
    print_r($record);
}
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?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [continent_code] => NA
    [country_code] => US
    [country_code3] => USA
    [country_name] => United States
    [region] => CA
    [city] => Marina Del Rey
    [postal_code] => 
    [latitude] => 33.9776992798
    [longitude] => -118.435096741
    [dma_code] => 803
    [area_code] => 310
)

geoip_region_by_name
(PECL geoip >= 0.2.0)

geoip_region_by_name — 国コードおよび地域を取得する

説明

array geoip_region_by_name ( string $hostname )

geoip_region_by_name() 関数は、 ホスト名あるいは IP アドレスに対応する国および地域を返します。

現在この関数を使用できるのは、商用の GeoIP Region Edition を購入した人だけです。 適切なデータベースが見つからない場合には警告が発生します。

返される連想配列には、以下のようなさまざまな名前のキーが含まれます。

"country_code" -- 二文字の国コード (geoip_country_code_by_name() を参照ください)
"region" -- 地域コード (例: カリフォルニアなら CA)

パラメータ
hostname

地域を探す対象となるホスト名あるいは IP アドレス。

返り値

成功した場合には連想配列、 アドレスがデータベースで見つからない場合には FALSE を返します。

例

例1 geoip_region_by_name() の例

これは、ホスト example.com の国コードおよび地域を含む配列を表示します。
<?php
$region = geoip_region_by_name('www.example.com');
if ($region) {
    print_r($region);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [country_code] => US
    [region] => CA
)

geoip_region_name_by_code
(PECL geoip >= 1.0.4)

geoip_region_name_by_code — 国コードと地域コードから地域名を返す

説明

string geoip_region_name_by_code ( string $country_code , string $region_code )

geoip_region_name_by_code() 関数は、 国コードと地域コードの組み合わせに対応する地域名を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

アメリカの場合、地域コードは各州の名前を二文字で略したものとなります。 カナダの場合、地域コードは Canada Post による二文字の州コードに対応します。

それ以外の場所では、GeoIP は FIPS 10-4 コードを用いて地域を表します。 FIPS 10-4 コードの詳細な一覧は » http://www.maxmind.com/app/fips10_4 で確認できます。

この関数は、GeoIP Library バージョン 1.4.1 以降を使っている場合に使用可能です。 データは直接 GeoIP Library から受け取り、データベースは使用しません。

パラメータ
country_code

二文字の国コード (geoip_country_code_by_name() を参照ください)。
region_code

二文字 (あるいは二桁) の地域コード (geoip_region_by_name() を参照ください)。

返り値

成功した場合は地域名、国コードと地域コードの組に対応する地域が見つからなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 US/Canada の地域コードを使用した geoip_region_name_by_code() の例

これは、国 CA (カナダ)、地域 QC (ケベック) に対応する地域名を表示します。
<?php
$region = geoip_region_name_by_code('CA', 'QC');
if ($region) {
    echo 'Region name for CA/QC is: ' . $region;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Region name for CA/QC is: Quebec

例2 FIPS コードを使用した geoip_region_name_by_code() の例

これは、国 JP (日本)、地域 01 に対応する地域名を表示します。
<?php
$region = geoip_region_name_by_code('JP', '01');
if ($region) {
    echo 'Region name for JP/01 is: ' . $region;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Region name for JP/01 is: Aichi

geoip_time_zone_by_country_and_region
(PECL geoip >= 1.0.4)

geoip_time_zone_by_country_and_region — 国コードと地域コードからタイムゾーンを返す

説明

string geoip_time_zone_by_country_and_region ( string $country_code [, string $region_code ] )

geoip_time_zone_by_country_and_region() 関数は、 国コードと地域コードの組み合わせに対応するタイムゾーンを返します。

アメリカの場合、地域コードは各州の名前を二文字で略したものとなります。 カナダの場合、地域コードは Canada Post による二文字の州コードに対応します。

それ以外の場所では、GeoIP は FIPS 10-4 コードを用いて地域を表します。 FIPS 10-4 コードの詳細な一覧は » http://www.maxmind.com/app/fips10_4 で確認できます。

この関数は、GeoIP Library バージョン 1.4.1 以降を使っている場合に使用可能です。 データは直接 GeoIP Library から受け取り、データベースは使用しません。

パラメータ
country_code

二文字の国コード (geoip_country_code_by_name() を参照ください)。
region_code

二文字 (あるいは二桁) の地域コード (geoip_region_by_name() を参照ください)。

返り値

http://www.maxmind.com/app/fips10_4
http://www.maxmind.com/app/fips10_4
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成功した場合はタイムゾーン、国コードと地域コードの組に対応するタイムゾーンが見つからなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 US/Canada の地域コードを使用した geoip_time_zone_by_country_and_region() の例

これは、国 CA (カナダ)、地域 QC (ケベック) に対応するタイムゾーンを表示します。
<?php
$timezone = geoip_time_zone_by_country_and_region('CA', 'QC');
if ($timezone) {
    echo 'Time zone for CA/QC is: ' . $timezone;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Time zone for CA/QC is: America/Montreal

例2 FIPS コードを使用した geoip_time_zone_by_country_and_region() の例

これは、国 JP (日本)、地域 01 に対応するタイムゾーンを表示します。
<?php
$timezone = geoip_time_zone_by_country_and_region('JP', '01');
if ($timezone) {
    echo 'Time zone for JP/01 is: ' . $timezone;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Time zone for JP/01 is: Asia/Tokyo

目次
geoip_continent_code_by_name — 二文字の大陸コードを取得する
geoip_country_code_by_name — 二文字の国コードを取得する
geoip_country_code3_by_name — 三文字の国コードを取得する
geoip_country_name_by_name — 完全な国名を取得する
geoip_database_info — GeoIP データベースの情報を取得する
geoip_db_avail — GeoIP データベースが使用可能かどうかを調べる
geoip_db_filename — 対応する GeoIP データベースのファイル名を返す
geoip_db_get_all_info — すべての GeoIP データベース形式についての詳細情報を返す
geoip_id_by_name — インターネット接続方式を取得する
geoip_isp_by_name — インターネットサービスプロバイダ (ISP) 名を取得する
geoip_org_by_name — 組織名を取得する
geoip_record_by_name — GeoIP データベースで見つかった詳細な都市情報を返す
geoip_region_by_name — 国コードおよび地域を取得する
geoip_region_name_by_code — 国コードと地域コードから地域名を返す
geoip_time_zone_by_country_and_region — 国コードと地域コードからタイムゾーンを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
GeoIP 関数

geoip_continent_code_by_name — 二文字の大陸コードを取得する
geoip_country_code_by_name — 二文字の国コードを取得する
geoip_country_code3_by_name — 三文字の国コードを取得する
geoip_country_name_by_name — 完全な国名を取得する
geoip_database_info — GeoIP データベースの情報を取得する
geoip_db_avail — GeoIP データベースが使用可能かどうかを調べる
geoip_db_filename — 対応する GeoIP データベースのファイル名を返す
geoip_db_get_all_info — すべての GeoIP データベース形式についての詳細情報を返す
geoip_id_by_name — インターネット接続方式を取得する
geoip_isp_by_name — インターネットサービスプロバイダ (ISP) 名を取得する
geoip_org_by_name — 組織名を取得する
geoip_record_by_name — GeoIP データベースで見つかった詳細な都市情報を返す
geoip_region_by_name — 国コードおよび地域を取得する
geoip_region_name_by_code — 国コードと地域コードから地域名を返す
geoip_time_zone_by_country_and_region — 国コードと地域コードからタイムゾーンを返す
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Judy Arrays

導入
PHP Judy is a PECL extension for the » Judy C library implementing dynamic spare arrays.

A Judy array is a complex but very fast associative array data structure for storing and looking up values using integer or string keys. Unlike normal arrays, Judy arrays may be sparse; that is, they may have large ranges of unassigned indices.

A Judy array consumes memory only when populated yet can grow to take advantage of all available memory. Judy's key benefits are: scalability, performance, memory efficiency, and ease of use. Judy arrays are designed to grow without tuning into the
peta-element range, scaling near O(log-base-256) -- 1 more RAM access at 256 X population.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
This extension require the » Judy C library.

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/judy

The latest PECL/judy Win32 DLL is available here: » php_judy.dll

Installation on Linux Systems

From sources
Download and install » libJudy, then :

     phpize
     ./configure --with-judy[=DIR]
     make
     make test
     make install
    

Ubuntu/Debian
libJudy can be installed with apt-get :

    apt-get install libjudydebian1 libjudy-dev
    

Then by installing the Judy extension from PECL or from the sources.

Installation on Windows Systems
Download » libJudy, then extract the sources and open the Visual Studio command prompt and navigate to the source directory. Then execute :

build

This creates "Judy.lib", copy this into the php-sdk library folder and name it "libJudy.lib" Then copy the include file "judy.h" into the php-sdk includes folder.

Next, the PHP Judy extension can be installed from PECL or from the sources by extracting the pecl/judy into your build folder where the build scripts will be able to pick it up, e.g.:

    C:\php\pecl\judy\
   

http://judy.sourceforge.net/
http://judy.sourceforge.net/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/judy
http://pecl.php.net/package/judy
http://pecl4win.php.net/ext.php/php_judy.dll
http://judy.sourceforge.net/
http://judy.sourceforge.net/
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If your source of PHP is located in:
    C:\php\src\
   

The rest of the steps is pretty straight forward, like any other external extension:
    buildconf
    configure --with-judy=shared
    nmake
   

Installation on Mac OS X
Download and install » libJudy. Then install the Judy extension from PECL or from the sources.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

The Judy class
導入
The Judy class implements the ArrayAccess interface and the Iterator interface. This class, once instantiated, can be accessed like a PHP array.

A PHP Judy object (or Judy Array) can be one of the following type :

Judy::BITSET
Judy::INT_TO_INT
Judy::INT_TO_STRING
Judy::STRING_TO_INT
Judy::STRING_TO_MIXED

例1 Judy array example

<?php
    $judy = new Judy(Judy::INT_TO_MIXED);
    $judy[1] = "one";
    $judy[2] = array('a', 'b', 'c');
    $judy[3] = new Judy(Judy::BITSET);
?>

クラス概要
Judy implements ArrayAccess , Iterator {
/* Constants */
const integer Judy::BITSET = 1 ;
const integer Judy::INT_TO_INT = 2 ;
const integer Judy::INT_TO_MIXED = 3 ;
const integer Judy::STRING_TO_INT = 4 ;
const integer Judy::STRING_TO_MIXED = 5 ;
/* メソッド */
public void byCount ( integer $nth_index )
public Judy __construct ( integer $judy_type )
public void count ([ string $index_start [, string $index_end ]] )
public void __destruct ( void )
public mixed first ( mixed $index )
public mixed firstEmpty ( mixed $index )
public void free ( void )
public integer getType ( void )
public void last ( string $index )
public mixed lastEmpty ( mixed $index )
public integer memoryUsage ( void )
public mixed next ( mixed $index )
public mixed nextEmpty ( mixed $index )
public bool offsetExists ( mixed $offset )
public mixed offsetGet ( mixed $offset )

http://judy.sourceforge.net/
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public void offsetSet ( mixed $offset , mixed $value )
public void offsetUnset ( mixed $offset )
public mixed prev ( mixed $index )
public mixed prevEmpty ( mixed $index )
public void size ( void )
}

定義済み定数

Judy Node Types
Judy::BITSET

Define the Judy Array as a Bitset with keys as Integer and Values as a Boolean

Judy::INT_TO_INT

Define the Judy Array with key/values as Integer, and Integer only.

Judy::INT_TO_MIXED

Define the Judy Array with keys as Integer and Values of any type.

Judy::STRING_TO_INT

Define the Judy Array with keys as a String and Values as Integer, and Integer only.

Judy::STRING_TO_MIXED

Define the Judy Array with keys as a String and Values of any type.

Judy::byCount
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::byCount — Locate the Nth index present in the Judy array

説明

public void Judy::byCount ( integer $nth_index )

Locate the Nth index present in the Judy array.

パラメータ
nth_index

Nth index to return. If nth_index equal 1, then it will return the first index in the array.

返り値

Return the index at the given Nth position.

Judy::__construct
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::__construct — Construct a new Judy object

説明

public Judy Judy::__construct ( integer $judy_type )

Construct a new Judy object. A Judy object can be accessed like a PHP Array.

パラメータ
judy_type

The Judy type to be used.

返り値
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Return the new Judy instance.

Judy::count
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::count — Count the number of elements in the Judy array

説明

public void Judy::count ([ string $index_start [, string $index_end ]] )

Count the number of elements in the Judy array.

パラメータ
index_start

Start counting from the given index. Default is first index.

index_end

Stop counting when reaching this index. Default is last index.

返り値

Return the number of elements.

Judy::__destruct
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::__destruct — Destruct a Judy object

説明

public void Judy::__destruct ( void )

Destruct a Judy object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Judy::first
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::first — Search for the first index in the Judy array

説明

public mixed Judy::first ( mixed $index )

Search (inclusive) for the first index present that is equal to or greater than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.
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Judy::firstEmpty
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::firstEmpty — Search for the first absent index in the Judy array

説明

public mixed Judy::firstEmpty ( mixed $index )

Search (inclusive) for the first absent index that is equal to or greater than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::free
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::free — Free the entire Judy array

説明

public void Judy::free ( void )

Free the entire Judy array.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Judy::getType
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::getType — Return the type of the current Judy array

説明

public integer Judy::getType ( void )

Return an integer corresponding to the Judy type of the current object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Return an integer corresponding to a Judy type.

Judy::last



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::last — Search for the last index in the Judy array

説明

public void Judy::last ( string $index )

Search (inclusive) for the last index present that is equal to or less than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::lastEmpty
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::lastEmpty — Search for the last absent index in the Judy array

説明

public mixed Judy::lastEmpty ( mixed $index )

Search (inclusive) for the last absent index that is equal to or less than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::memoryUsage
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::memoryUsage — Return the memory used by the Judy array

説明

public integer Judy::memoryUsage ( void )

Return the memory used by the Judy array.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Return the memory used in bytes.

Judy::next
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::next — Search for the next index in the Judy array
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説明

public mixed Judy::next ( mixed $index )

Search (exclusive) for the next index present that is greater than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::nextEmpty
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::nextEmpty — Search for the next absent index in the Judy array

説明

public mixed Judy::nextEmpty ( mixed $index )

Search (exclusive) for the next absent index that is greater than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::offsetExists
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::offsetExists — Whether a offset exists

説明

public bool Judy::offsetExists ( mixed $offset )

Whether or not an offset exists.

パラメータ
offset

An offset to check for.

返り値

Returns TRUE on success or FALSE on failure.

Judy::offsetGet
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::offsetGet — Offset to retrieve

説明
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public mixed Judy::offsetGet ( mixed $offset )

Returns the value at specified offset.

パラメータ
offset

The offset to retrieve.

返り値

Can return all value types.

Judy::offsetSet
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::offsetSet — Offset to set

説明

public void Judy::offsetSet ( mixed $offset , mixed $value )

Assigns a value to the specified offset.

パラメータ
offset

The offset to assign the value to.

value

The value to set.

返り値

No value is returned.

Judy::offsetUnset
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::offsetUnset — Offset to unset

説明

public void Judy::offsetUnset ( mixed $offset )

Unsets an offset.

パラメータ
offset

The offset to unset.

返り値

No value is returned.

Judy::prev
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::prev — Search for the previous index in the Judy array

説明
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public mixed Judy::prev ( mixed $index )

Search (exclusive) for the previous index present that is less than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::prevEmpty
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::prevEmpty — Search for the previous absent index in the Judy array

説明

public mixed Judy::prevEmpty ( mixed $index )

Search (exclusive) for the previous index absent that is less than the passed Index.

パラメータ
index

The index can be an integer or a string corresponding to the index where to start the search.

返り値

Return the corresponding index in the array.

Judy::size
(PECL judy >= 0.1.1)

Judy::size — Return the size of the current Judy array

説明

public void Judy::size ( void )

This method is an alias of Judy::count.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Return an integer.

目次
Judy::byCount — Locate the Nth index present in the Judy array
Judy::__construct — Construct a new Judy object
Judy::count — Count the number of elements in the Judy array
Judy::__destruct — Destruct a Judy object
Judy::first — Search for the first index in the Judy array
Judy::firstEmpty — Search for the first absent index in the Judy array
Judy::free — Free the entire Judy array
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Judy::getType — Return the type of the current Judy array
Judy::last — Search for the last index in the Judy array
Judy::lastEmpty — Search for the last absent index in the Judy array
Judy::memoryUsage — Return the memory used by the Judy array
Judy::next — Search for the next index in the Judy array
Judy::nextEmpty — Search for the next absent index in the Judy array
Judy::offsetExists — Whether a offset exists
Judy::offsetGet — Offset to retrieve
Judy::offsetSet — Offset to set
Judy::offsetUnset — Offset to unset
Judy::prev — Search for the previous index in the Judy array
Judy::prevEmpty — Search for the previous absent index in the Judy array
Judy::size — Return the size of the current Judy array

Judy 関数

judy_type
(PECL judy >= 0.1.1)

judy_type — Return the type of a Judy array

説明

integer judy_type ( Judy $array )

judy_type() return an integer corresponding to the Judy type of the specified Judy array.

パラメータ
array

The Judy Array to test.

返り値

Return an integer corresponding to a Judy type.

judy_version
(PECL judy >= 0.1.1)

judy_version — Return or print the current PHP Judy version

説明

string judy_version ( void )

Return a string of the PHP Judy version. If the return value is not used, the string will be printed.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Return a string of the PHP Judy version.

目次
judy_type — Return the type of a Judy array
judy_version — Return or print the current PHP Judy version

導入
インストール/設定
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

Judy — The Judy class
Judy::byCount — Locate the Nth index present in the Judy array
Judy::__construct — Construct a new Judy object
Judy::count — Count the number of elements in the Judy array
Judy::__destruct — Destruct a Judy object
Judy::first — Search for the first index in the Judy array
Judy::firstEmpty — Search for the first absent index in the Judy array
Judy::free — Free the entire Judy array
Judy::getType — Return the type of the current Judy array
Judy::last — Search for the last index in the Judy array
Judy::lastEmpty — Search for the last absent index in the Judy array
Judy::memoryUsage — Return the memory used by the Judy array
Judy::next — Search for the next index in the Judy array
Judy::nextEmpty — Search for the next absent index in the Judy array
Judy::offsetExists — Whether a offset exists
Judy::offsetGet — Offset to retrieve
Judy::offsetSet — Offset to set
Judy::offsetUnset — Offset to unset
Judy::prev — Search for the previous index in the Judy array
Judy::prevEmpty — Search for the previous absent index in the Judy array
Judy::size — Return the size of the current Judy array

Judy 関数
judy_type — Return the type of a Judy array
judy_version — Return or print the current PHP Judy version

JavaScript Object Notation

導入
この拡張モジュールは、» JavaScript Object Notation (JSON) というデータ交換形式を実装したものです。デコード処理は、 Douglas Crockford による JSON_checker を基にしています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

インストール手順
PHP 5.2.0 以降、JSON 拡張モジュールはデフォルトで PHP に組み込まれます。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/json

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

http://www.json.org/
http://pecl.php.net/package/json
http://pecl.php.net/package/json
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リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

次の定数は、json_last_error() が返すエラーの型を表します。 これらはすべて、PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

JSON_ERROR_NONE (integer)
エラーが発生しませんでした。

JSON_ERROR_DEPTH (integer)
スタックの深さが最大に達しました。

JSON_ERROR_CTRL_CHAR (integer)
制御文字エラー。おそらくエンコードが間違っています。

JSON_ERROR_SYNTAX (integer)
構文エラー。

JSON_ERROR_UTF8 (integer)
正しくエンコードされていないなど、不正な形式の UTF-8 文字。 この定数は PHP 5.3.1 以降で使用可能です。

次の定数は、 json_encode() のオプションとして組み合わせて使用します。 すべて PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

JSON_HEX_TAG (integer)
すべての < および > をそれぞれ \u003C および \u003E に変換します。

JSON_HEX_AMP (integer)
すべての & を \u0026 に変換します。

JSON_HEX_APOS (integer)
すべての ' を \u0027 に変換します。

JSON_HEX_QUOT (integer)
すべての " を \u0022 に変換します。

JSON_FORCE_OBJECT (integer)
非連想配列を使用した場合に、配列ではなくオブジェクトを出力します。 出力を受け取る側がオブジェクトを期待しており、配列が空っぽである場合などに特に便利です。

JSON 関数

json_decode
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL json >= 1.2.0)

json_decode — JSON 文字列をデコードする

説明

mixed json_decode ( string $json [, bool $assoc = false [, int $depth = 512 [, int $options = 0 ]]] )

JSON エンコードされた文字列を受け取り、それを PHP の変数に変換します。

パラメータ
json

デコード対象となる json 文字列。

この関数は UTF-8 でエンコードされたデータでのみ動作します。
assoc

TRUE の場合は、返されるオブジェクトが連想配列形式になります。
depth

ユーザ指定の再帰の深さ。
options

JSON デコードオプションのビットマスク。現在サポートしているオプションは JSON_BIGINT_AS_STRING のみです (デフォルトでは、大きな整数値を float に変換します)。

この変更は 開発版 の PHP に含まれています。 おそらく 5.3 より先のバージョンになるでしょう。
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返り値

json でエンコードされたデータを、適切な PHP の型として返します。 true、false および null (大文字小文字を区別しません) はそれぞれ TRUE、FALSE そして NULL として返されます。 json のデコードに失敗したり エンコードされたデータが再帰制限を超えていたりした場合は
NULL を返します。

例

例1 json_decode() の例
<?php
$json = '{"a":1,"b":2,"c":3,"d":4,"e":5}';

var_dump(json_decode($json));
var_dump(json_decode($json, true));

?>

上の例の出力は以下となります。
object(stdClass)#1 (5) {
    ["a"] => int(1)
    ["b"] => int(2)
    ["c"] => int(3)
    ["d"] => int(4)
    ["e"] => int(5)
}

array(5) {
    ["a"] => int(1)
    ["b"] => int(2)
    ["c"] => int(3)
    ["d"] => int(4)
    ["e"] => int(5)
}

例2 もうひとつの例
<?php

$json = '{"foo-bar": 12345}';

$obj = json_decode($json);
print $obj->{'foo-bar'}; // 12345

?>

例3 json_decode() でのありがちな間違い
<?php

// 以下の文字列は JavaScript としては有効ですが JSON としては無効です

// 名前と値はダブルクォートで囲む必要があります。
// シングルクォートは使えません
$bad_json = "{ 'bar': 'baz' }";
json_decode($bad_json); // null

// 名前をダブルクォートで囲まなければなりません
$bad_json = '{ bar: "baz" }';
json_decode($bad_json); // null

// 最後にカンマをつけてはいけません
$bad_json = '{ bar: "baz", }';
json_decode($bad_json); // null

?>

例4 depth エラー
<?php
// データをエンコードします
$json = json_encode(
    array(
        1 => array(
            'English' => array(
                'One',
                'January'
            ),
            'French' => array(
                'Une',
                'Janvier'
            )
        )
    )
);

// エラーを定義します
$json_errors = array(
    JSON_ERROR_NONE => 'No error has occurred',
    JSON_ERROR_DEPTH => 'The maximum stack depth has been exceeded',
    JSON_ERROR_CTRL_CHAR => 'Control character error, possibly incorrectly encoded',
    JSON_ERROR_SYNTAX => 'Syntax error',
);

// さまざまな深さのエラーを表示します
foreach(range(4, 3, -1) as $depth) {
    var_dump(json_decode($json, True, $depth));
    echo 'Last error : ', $json_errors[json_last_error()], PHP_EOL, PHP_EOL;
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  [1]=>
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  array(2) {
    ["English"]=>
    array(2) {
      [0]=>
      string(3) "One"
      [1]=>
      string(7) "January"
    }
    ["French"]=>
    array(2) {
      [0]=>
      string(3) "Une"
      [1]=>
      string(7) "Janvier"
    }
  }
}
Last error : No error has occurred

NULL
Last error : The maximum stack depth has been exceeded

例5 json_decode() で大きな整数値を扱う例
<?php
$json = '12345678901234567890';

var_dump(json_decode($json));
var_dump(json_decode($json, false, 512, JSON_BIGINT_AS_STRING));

?>

上の例の出力は以下となります。
float(1.2345678901235E+19)
string(20) "12345678901234567890"

注意

注意:

JSON の仕様は JavaScript そのものではなく、JavaScript のサブセットです。

注意:

デコードに失敗した場合は、json_last_error() を使用すればエラーの正確な状態を知ることができます。

変更履歴

バージョン 説明
将来のバージョン options パラメータが追加されました。
5.3.0 オプションの depth が追加されました。デフォルトの再帰の深さが 128 から 512 に増えました。
5.2.3 ネストの制限が 20 から 128 に拡張されました。

参考

json_encode() - 値を JSON 形式にして返す
json_last_error() - 直近に発生したエラーを返す

json_encode
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL json >= 1.2.0)

json_encode — 値を JSON 形式にして返す

説明

string json_encode ( mixed $value [, int $options = 0 ] )

value を JSON 形式にした文字列を返します。

パラメータ
value

エンコードする値。 resource 型以外の任意の型を指定できます。

この関数は、UTF-8 エンコードされたデータでのみ動作します。
options

JSON_HEX_QUOT, JSON_HEX_TAG, JSON_HEX_AMP, JSON_HEX_APOS, JSON_FORCE_OBJECT からなるビットマスク。

返り値
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成功した場合に、JSON エンコードされた文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 options パラメータが追加されました。
5.2.1 JSON エンコードの基本型のサポートを追加しました。

例

例1 json_encode() の例
<?php
$arr = array ('a'=>1,'b'=>2,'c'=>3,'d'=>4,'e'=>5);

echo json_encode($arr);
?>

上の例の出力は以下となります。
{"a":1,"b":2,"c":3,"d":4,"e":5}

例2 json_encode() で、アクションのすべてのオプションを表示する例
<?php
$a = array('<foo>',"'bar'",'"baz"','&blong&');

echo "Normal: ", json_encode($a), "\n";
echo "Tags: ",   json_encode($a,JSON_HEX_TAG), "\n";
echo "Apos: ",   json_encode($a,JSON_HEX_APOS), "\n";
echo "Quot: ",   json_encode($a,JSON_HEX_QUOT), "\n";
echo "Amp: ",    json_encode($a,JSON_HEX_AMP), "\n";
echo "All: ",    json_encode($a,JSON_HEX_TAG|JSON_HEX_APOS|JSON_HEX_QUOT|JSON_HEX_AMP), "\n\n";

$b = array();

echo "Empty array output as array: ", json_encode($b), "\n";
echo "Empty array output as object: ", json_encode($b, JSON_FORCE_OBJECT), "\n\n";

$c = array(array(1,2,3));

echo "Non-associative array output as array: ", json_encode($c), "\n";
echo "Non-associative array output as object: ", json_encode($c, JSON_FORCE_OBJECT), "\n\n";

$d = array('foo' => 'bar', 'baz' => 'long');

echo "Associative array always output as object: ", json_encode($d), "\n";
echo "Associative array always output as object: ", json_encode($d, JSON_FORCE_OBJECT), "\n\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
Normal: ["<foo>","'bar'","\"baz\"","&blong&"]
Tags: ["\u003Cfoo\u003E","'bar'","\"baz\"","&blong&"]
Apos: ["<foo>","\u0027bar\u0027","\"baz\"","&blong&"]
Quot: ["<foo>","'bar'","\u0022baz\u0022","&blong&"]
Amp: ["<foo>","'bar'","\"baz\"","\u0026blong\u0026"]
All: ["\u003Cfoo\u003E","\u0027bar\u0027","\u0022baz\u0022","\u0026blong\u0026"]

Empty array output as array: []
Empty array output as object: {}

Non-associative array output as array: [[1,2,3]]
Non-associative array output as object: {"0":{"0":1,"1":2,"2":3}}

Associative array always output as object: {"foo":"bar","baz":"long"}
Associative array always output as object: {"foo":"bar","baz":"long"}

参考

json_decode() - JSON 文字列をデコードする

json_last_error
(PHP 5 >= 5.3.0)

json_last_error — 直近に発生したエラーを返す

説明

int json_last_error ( void )

直近の JSON パース処理中に発生したエラー (もし存在すれば) を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

整数値を返します。これは、次の定数のいずれかとなります。

JSON error codes
定数 意味 使用可能

JSON_ERROR_NONE エラーは発生しませんでした  
JSON_ERROR_DEPTH スタックの深さの最大値を超えました  
JSON_ERROR_CTRL_CHAR 制御文字エラー。おそらくエンコーディングが違います  
JSON_ERROR_STATE_MISMATCH JSON の形式が無効、あるいは壊れています  
JSON_ERROR_SYNTAX 構文エラー  
JSON_ERROR_UTF8 正しくエンコードされていないなど、不正な形式の UTF-8 文字 PHP 5.3.3

例

例1 json_last_error() の例
<?php
// 正しい json 文字列
$json[] = '{"Organization": "PHP Documentation Team"}';

// 間違った json 文字列で、構文エラーとなります
// ここでは、クォートに " ではなく ' を使用しています
$json[] = "{'Organization': 'PHP Documentation Team'}";

foreach($json as $string)
{
    echo 'Decoding: ' . $string;
    json_decode($string);

    switch(json_last_error())
    {
        case JSON_ERROR_DEPTH:
            echo ' - Maximum stack depth exceeded';
        break;
        case JSON_ERROR_CTRL_CHAR:
            echo ' - Unexpected control character found';
        break;
        case JSON_ERROR_SYNTAX:
            echo ' - Syntax error, malformed JSON';
        break;
        case JSON_ERROR_NONE:
            echo ' - No errors';
        break;
    }

    echo PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Decoding: {"Organization": "PHP Documentation Team"} - No errors
Decoding: {'Organization': 'PHP Documentation Team'} - Syntax error, malformed JSON

参考

json_decode() - JSON 文字列をデコードする

目次
json_decode — JSON 文字列をデコードする
json_encode — 値を JSON 形式にして返す
json_last_error — 直近に発生したエラーを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
JSON 関数

json_decode — JSON 文字列をデコードする
json_encode — 値を JSON 形式にして返す
json_last_error — 直近に発生したエラーを返す

その他の関数
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導入
他のカテゴリには当てはまらない関数群を、こちらに収録しています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Misc の設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

ignore_user_abort "0" PHP_INI_ALL  
highlight.string "#DD0000" PHP_INI_ALL  
highlight.comment "#FF8000" PHP_INI_ALL  
highlight.keyword "#007700" PHP_INI_ALL  
highlight.bg "#FFFFFF" PHP_INI_ALL この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
highlight.default "#0000BB" PHP_INI_ALL  
highlight.html "#000000" PHP_INI_ALL  
browscap NULL PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

ignore_user_abort boolean

デフォルトは FALSE。TRUE に変更すると、 クライアントが接続を破棄した後もスクリプトは終了しません。

ignore_user_abort() も参照ください。

highlight.bg string 
highlight.comment string 
highlight.default string 
highlight.html string 
highlight.keyword string 
highlight.string string

構文ハイライト表示モードの色。 <font color="??????"> 形式のものは全て動作します。

browscap string

browser capabilities file (ブラウザ機能ファイル) の 名前 (例: browscap.ini) と場所。 get_browser() も参照ください。

リソース型
リソース型は定義されていません。
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CONNECTION_ABORTED (integer)
CONNECTION_NORMAL (integer)
CONNECTION_TIMEOUT (integer)
__COMPILER_HALT_OFFSET__ (integer)

PHP 5.1 で追加されました。

その他の関数

connection_aborted
(PHP 4, PHP 5)

connection_aborted — クライアントとの接続が切断されているかどうかを調べる

説明

int connection_aborted ( void )

クライアントとの接続が切断されているかどうかを調べます。

返り値

クライアントとの接続が切断されている場合に 1、それ以外の場合に 0 を返します。

参考

connection_status() - 接続ステータスのビットフィールドを返す
ignore_user_abort() - クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定する
PHP における接続処理についての説明は 接続処理

connection_status
(PHP 4, PHP 5)

connection_status — 接続ステータスのビットフィールドを返す

説明

int connection_status ( void )

接続ステータスのビットフィールドを取得します。

返り値

接続ステータスのビットフィールドを返します。これを定数 CONNECTION_XXX と比較することで、接続の状態を判断できます。

参考

connection_aborted() - クライアントとの接続が切断されているかどうかを調べる
ignore_user_abort() - クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定する
PHP における接続処理についての説明は 接続処理

connection_timeout
(PHP 4 <= 4.0.4)
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connection_timeout — スクリプトがタイムアウトしたかどうかを調べる

説明

int connection_timeout ( void )

スクリプトがタイムアウトしたかどうかを調べます。

返り値

スクリプトがタイムアウトした場合に 1、それ以外の場合に 0 を返します。

注意

警告

過去の関数
この関数は過去のものであり、4.0.5 以降には存在しません。

参考

connection_status() - 接続ステータスのビットフィールドを返す
PHP における接続処理についての説明は 接続処理

constant
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

constant — 定数の値を返す

説明

mixed constant ( string $name )

name で指定した定数の値を返します。

constant() はある定数の値を取得する必要があるが、 その名前が不明な場合に有用です。これは、定数名が変数に保存されているか、 関数により返されるかの場合です。

この関数は クラス定数に対しても動作します。

パラメータ
name

定数名。

返り値

定数の値、あるいはその定数が定義されていない場合に NULL を返します。

エラー / 例外

定数が定義されていない場合は E_WARNING レベルのエラーが発生します。

例

例1 constant() の例
<?php

define("MAXSIZE", 100);

echo MAXSIZE;
echo constant("MAXSIZE"); // ひとつ前の行と同じことです

interface bar {
    const test = 'foobar!';
}

class foo {
    const test = 'foobar!';
}

$const = 'test';

var dump(constant('bar::'. $const)); // string(7) "foobar!"
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var_dump(constant('foo::'. $const)); // string(7) "foobar!"

?>

参考

define() - 名前を指定して定数を定義する
defined() - 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる
定数の節

define
(PHP 4, PHP 5)

define — 名前を指定して定数を定義する

説明

bool define ( string $name , mixed $value [, bool $case_insensitive = false ] )

実行時に、名前を指定して定数を定義します。

パラメータ
name

定数の名前。
value

定数の値。スカラー値あるいは null 値のみを指定できます。 スカラー値とは integer か float、string、boolean のいずれかのことです。リソース定数を定義することもできますが、 推奨できません。予期せぬ振る舞いをする可能性があります。
case_insensitive

TRUE を指定すると、定数は大文字小文字を区別しないようになります。 デフォルトでは大文字小文字を区別します。つまり CONSTANT と Constant は別の値を表すわけです。

注意:

大文字小文字を区別しないときは、定数は小文字で格納されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 定数の定義
<?php
define("CONSTANT", "Hello world.");
echo CONSTANT; // "Hello world." を出力します
echo Constant; // "Constant" を出力し、警告が発生します
define("GREETING", "Hello you.", true);
echo GREETING; // "Hello you." を出力します
echo Greeting; // "Hello you." を出力します
?>

参考

defined() - 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる
constant() - 定数の値を返す
定数の節

defined
(PHP 4, PHP 5)

defined — 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる

説明

bool defined ( string $name )

指定した定数が存在し、定義されているかどうかを調べます。
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注意:

変数が存在するかどうかを知りたければ、isset() を利用してください。defined() は 定数にしか適用できません。 関数が存在するかどうかを知りたければ、 function_exists() を利用してください。

パラメータ
name

定数名。

返り値

name で指定した名前の定数が定義されている 場合に TRUE、その他の場合にFALSEを返します。

例

例1 定数のチェック
<?php
/* 引用符の使い方に注意してください。これは重要です。この例では
 * 文字列 'TEST' が、定数 TEST の名前かどうかを調べています。*/
if (defined('TEST')) {
    echo TEST;
}
?>

参考

define() - 名前を指定して定数を定義する
constant() - 定数の値を返す
get_defined_constants() - すべての定数の名前とその値を連想配列として返す
function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
定数の節

die
(PHP 4, PHP 5)

die — exit() と同等

説明

この言語構造は、exit() と同等です。

eval
(PHP 4, PHP 5)

eval — 文字列を PHP コードとして評価する

説明

mixed eval ( string $code_str )

code_str で与えられた文字列を PHP コードとして評価します。 中でも、データベースのテキストフィールドにコードを保存し、 後で実行するためには便利です。

eval() を使用する際、注意するべき点がいくつかあります。 パーサが eval() の処理中に落ちないように、 渡す文字列はセミコロンで文が終了するといった有効な PHP コード である必要があります。また、code_str の 中の文字を適切にエスケープする必要があります。 HTML
出力と PHP コードを一緒に使用するために、 PHP 終了タグを使用して PHP モードを抜けることが可能です。

eval() の中で値を与えた変数は、 この後、メインスクリプトの中でもこれらの値を維持することも 覚えておいてください。

パラメータ
code_str

評価するコード文字列。 code_str には PHP 開始タグを含める必要はありません。

return 文は、文字列の評価をただちに終了します。

返り値

評価されるコードの中で return が コールされない限り、eval() は NULL を返します。 return がコールされた場合は、その値を返します。 評価されるコードの中でパースエラーが発生した場合は、 eval() は FALSE を返します。 それ以降のコードは通常通り実行されます。
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eval() の中でのパースエラーを set_error_handler() で捕捉することはできません。

例

例1 eval() の例 - 簡単なテキストのマージ
<?php
$string = 'cup';
$name = 'coffee';
$str = 'This is a $string with my $name in it.';
echo $str. "\n";
eval("\$str = \"$str\";");
echo $str. "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
This is a $string with my $name in it.
This is a cup with my coffee in it.

注意

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

ヒント

ブラウザに直接結果を出力する すべてのものと同様に、出力制御関数 を使用してこの関数の出力をキャプチャーし、(例えば)文字列 (string)に保存することが可能です。

注意:

評価されるコードの中で致命的なエラーが発生した場合は、 スクリプト全体が終了します。

参考

call_user_func() - 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする

exit
(PHP 4, PHP 5)

exit — メッセージを出力し、現在のスクリプトを終了する

説明

void exit ([ string $status ] )
void exit ( int $status )

スクリプトの実行を終了します。 シャットダウン関数 や オブジェクトのデストラクタ は、exit() がコールされた場合にも実行されます。

パラメータ
status

status が文字列の場合は、この関数は終了直前に status を表示します。

status が integer の場合は その値が終了ステータスとして使われ、表示はされません。終了ステータスは 0 から 254 までの値でなければなりません。終了ステータス 255 は PHP に予約されており、使用してはいけません。ステータス 0 は、 プログラムを正常終了させ
る際に使用します。

注意: PHP >= 4.2.0 ではstatus が integer の場合それを表示しません。

返り値

値を返しません。

例

例1 exit() の例
<?php

$filename = '/path/to/data-file';
$file = fopen($filename, 'r')
    or exit("ファイル ($filename) をオープンできません");
?>

例2 exit() でステータスを指定する例
<?php

// 正常終了
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exit;
exit();
exit(0);

// エラーコードつきの終了
exit(1);
exit(0376); // 八進数
?>

例3 シャットダウン関数やデストラクタが実行される例
<?php
class Foo
{
    public function __destruct()
    {
        echo 'Destruct: ' . __METHOD__ . '()' . PHP_EOL;
    }
}

function shutdown()
{
    echo 'Shutdown: ' . __FUNCTION__ . '()' . PHP_EOL;
}

$foo = new Foo();
register_shutdown_function('shutdown');

exit();
echo 'これは出力されません。';
?>

上の例の出力は以下となります。
 Shutdown: shutdown()
 Destruct: Foo::__destruct()
 

注意

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

注意:

この言語構造は、die() と等価です。

参考

register_shutdown_function() - シャットダウン時に実行する関数を登録する

get_browser
(PHP 4, PHP 5)

get_browser — ユーザのブラウザの機能を取得する

説明

mixed get_browser ([ string $user_agent [, bool $return_array = false ]] )

ユーザのブラウザの機能を調べます。これは、browscap.ini ファイルのブラウザ情報を調べることにより行います。

パラメータ
user_agent

処理するユーザエージェント。デフォルトでは、HTTP の User-Agent ヘッダの内容を使用します。しかし、このパラメータを渡すことでこれを変更する (別のブラウザの情報を取得する) ことが可能です。

このパラメータを処理しないようにするには NULL 値を渡します。
return_array

TRUE を指定すると、この関数はオブジェクトでなく配列を返します。

返り値

情報は、オブジェクトあるいは配列形式で返されます。 たとえばブラウザのメジャーバージョン番号、マイナーバージョン番号や ID 文字列といったさまざまなデータが含まれています。また、 フレームや JavaScript、クッキーといった機能についての TRUE/FALSE 値も含んでい
ます。

cookies の値は、単にそのブラウザがクッキーを扱う機能を 有していることを示すだけであり、ユーザがクッキーを受け入れる設定に しているかどうかを表すものではありません。それをチェックする唯一の方法は、 いったん setcookie() でクッキーを設定してからリロード
し、 その値を調べることです。

変更履歴
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バージョン 説明
4.3.2 オプションのパラメータ return_array が追加されました。

例

例1 ユーザのブラウザについての全情報の一覧
<?php
echo $_SERVER['HTTP_USER_AGENT'] . "\n\n";

$browser = get_browser(null, true);
print_r($browser);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Mozilla/5.0 (Windows; U; Windows NT 5.1; en-US; rv:1.7) Gecko/20040803 Firefox/0.9.3

Array
(
    [browser_name_regex] => ^mozilla/5\.0 (windows; .; windows nt 5\.1; .*rv:.*) gecko/.* firefox/0\.9.*$
    [browser_name_pattern] => Mozilla/5.0 (Windows; ?; Windows NT 5.1; *rv:*) Gecko/* Firefox/0.9*
    [parent] => Firefox 0.9
    [platform] => WinXP
    [browser] => Firefox
    [version] => 0.9
    [majorver] => 0
    [minorver] => 9
    [cssversion] => 2
    [frames] => 1
    [iframes] => 1
    [tables] => 1
    [cookies] => 1
    [backgroundsounds] =>
    [vbscript] =>
    [javascript] => 1
    [javaapplets] => 1
    [activexcontrols] =>
    [cdf] =>
    [aol] =>
    [beta] => 1
    [win16] =>
    [crawler] =>
    [stripper] =>
    [wap] =>
    [netclr] =>
)

注意

注意:

この関数が正常に機能するためには、php.ini の browscap 設定が、システム上の browscap.ini の正確な位置を 指している必要があります。

browscap.ini は PHP にはバンドルされていません。 しかし、ここで最新の » php_browscap.ini を入手することができます。

browscap.ini は多くのブラウザに関する情報をもっていますが、 データベースを最新に保つのはユーザーによる更新に依存しています。 ファイルのフォーマット自体を見ればおおよそのことがわかります。

__halt_compiler
(PHP 5 >= 5.1.0)

__halt_compiler — コンパイラの実行を中止する

説明

void __halt_compiler ( void )

コンパイラの実行を中止します。 これは、インストール用ファイルのようなデータを PHP スクリプトに埋め込んでいる場合に便利です。

データの開始位置（バイト値）は、定数 __COMPILER_HALT_OFFSET__ で定義されています。 これはファイル内で __halt_compiler() が使用されている場合にのみ存在します。

返り値

値を返しません。

例

例1 __halt_compiler() の例
<?php

// このファイルをオープンします
$fp = fopen(__FILE__, 'r');

// データのある位置までファイルポインタを移動します
fseek($fp, __COMPILER_HALT_OFFSET__);

// それを出力します

http://browsers.garykeith.com/downloads.asp
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var_dump(stream_get_contents($fp));

// ここでスクリプトの実行を終了します
__halt_compiler(); インストールデータ（例: tar, gz, PHP など..）

注意

注意:

__halt_compiler() は、いちばん外側のスコープでのみ使用可能です。

highlight_file
(PHP 4, PHP 5)

highlight_file — ファイルの構文ハイライト表示

説明

mixed highlight_file ( string $filename [, bool $return = false ] )

filename の中のコードを構文ハイライト表示して 出力します。色は、PHP 組込の構文ハイライタで定義されているものを使用します。

多くのサーバでは、拡張子が phps のファイルは 自動的に構文ハイライト表示されるように設定されています。例えば example.phps のようなファイルは、構文ハイライト したソースファイルとして表示されます。これを有効にするには、 httpd.conf に以下のような行を追加
します。
AddType application/x-httpd-php-source .phps

パラメータ
filename

ハイライト表示する PHP ファイルへのパス。
return

このパラメータを TRUE にすると、この関数はハイライトされたコードを返します。

返り値

return が TRUE の場合は、 ハイライトされたコードを文字列として返し、表示しません。 それ以外の場合は、成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.1 この関数は safe_mode および open_basedir の影響を受けます。
4.2.0 パラメータ return が追加されました。

注意

警告

highlight_file() 関数を使用する場合には、 パスワードやその他潜在的なセキュリティ上の危険を生む類の重要な 情報を不注意で公開してしまわないように注意する必要があります。

注意:

この関数は、 このパラメータに対して内部的に出力バッファリングを使用しています。 そのため、ob_start() コールバック関数の中で使用することはできません。

参考

highlight_string() - 文字列の構文ハイライト表示

highlight_string
(PHP 4, PHP 5)

highlight_string — 文字列の構文ハイライト表示

説明

mixed highlight_string ( string $str [, bool $return = false ] )
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PHP 組込みの 構文ハイライタで定義されたカラーを使用して str を構文ハイライト表示したものを出力あるいは返します。

パラメータ
str

ハイライト表示する PHP コード。開始タグを含む必要があります。
return

このパラメータを TRUE にすると、この関数はハイライトされたコードを返します。

返り値

return が TRUE の場合は、 ハイライトされたコードを文字列として返し、表示しません。 それ以外の場合は、成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 パラメータ return が追加されました。

例

例1 highlight_string() の例
<?php
highlight_string('<?php phpinfo(); ?>');
?>

上の例の出力は（PHP 4 では）以下のようになります。
<code><font color="#000000">
<font color="#0000BB">&lt;?php phpinfo</font><font color="#007700">(); </font><font color="#0000BB">?&gt;</font>
</font>
</code>

上の例の出力は（PHP 5 では）以下のようになります。
<code><span style="color: #000000">
<span style="color: #0000BB">&lt;?php phpinfo</span><span style="color: #007700">(); </span><span style="color: #0000BB">?&gt;</span>
</span>
</code>

注意

注意:

この関数は、 このパラメータに対して内部的に出力バッファリングを使用しています。 そのため、ob_start() コールバック関数の中で使用することはできません。

参考

highlight_file() - ファイルの構文ハイライト表示

ignore_user_abort
(PHP 4, PHP 5)

ignore_user_abort — クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定する

説明

int ignore_user_abort ([ string $value ] )

クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定します。

PHP をコマンドラインスクリプトとして実行していて スクリプトを終了させずに tty が消えた場合は、 次に何かを書こうとしたときにスクリプトが終了します。これは value が TRUE に設定されていても同じです。

パラメータ
value

指定すると、この関数は ini 項目 ignore_user_abort に value の値を設定します。 省略した場合、この関数は前の設定をそのまま返し、何も変更しません。

返り値

以前の設定を表す integer 値を返します。
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例

例1 ignore_user_abort() の例
<?php
// ユーザによる中断を無視し、
// スクリプトを永遠に実行させます
ignore_user_abort(true);
set_time_limit(0);

echo 'PHP における接続ハンドリングのテスト';

// 無意味なループを繰り返します。
// きっと誰かが他のページに移動したり
// "中止" ボタンを押したりしてくれるでしょう
while(1)
{
    // 接続失敗?
    if(connection_status() != CONNECTION_NORMAL)
    {
        break;
    }

    // 10 秒間お休み
    sleep(10);
}

// ここに到達したということは、while ループ内で
// 'break' が実行されたのでしょう

// ここで、ログを記録したりなどの必要な処理を行います
// これは、ブラウザに依存せずに行えます
?>

注意

PHP は、クライアントに情報を送信しない限り ユーザが接続を切断したかどうかを検出できません。 単に echo 文を使っただけでは、情報が送信されたかどうかを保証できません。 flush() を参照ください。

参考

connection_aborted() - クライアントとの接続が切断されているかどうかを調べる
connection_status() - 接続ステータスのビットフィールドを返す
PHP における接続処理についての説明は 接続処理

pack
(PHP 4, PHP 5)

pack — データをバイナリ文字列にパックする

説明

string pack ( string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )

指定された引数を format に基づいて バイナリ文字列にパックします。

この関数のアイデアは Perl からのものであり、フォーマット指定用の コードは Perl と同様に動作します。しかし、中には存在しない書式コードもあります。 たとえば Perl の "u" は存在しません。

符号付及び符号無しの区別は関数 unpack() にのみ 影響を与えます。関数 pack() は符号付及び符号無しの フォーマットコードのどちらでも同じ結果となることに注意しましょう。

パラメータ
format

フォーマット文字列は、 フォーマットコードの後にオプションの反復指定用引数が続く形式と なっています。反復指定用引数として整数値、または入力データの最後まで 反復を意味する * のどちらかを指定することができます。 a, A, h, H の場合、 反復数はそのデータ
引数が取得する文字の数を指定します。反復数が @ の場合、 次のデータを置く場所の絶対位置を表します。その他の場合、反復数は データ引数が使われる数を指定し、結果のバイナリ文字列にパックされます。

現在、実装されているものを以下に示します。

pack() の書式文字
コード 説明
a NUL で埋めた文字列
A 空白で埋めた文字列
h 十六進文字列、下位ニブルが先
H 十六進文字列、上位ニブルが先
c signed char
C unsigned char
s signed short (常に 16 ビット、マシンのバイトオーダー)
S unsigned short (常に 16 ビット、マシンのバイトオーダー)
n unsigned short (常に 16 ビット、ビッグエンディアンバイトオーダー)
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v unsigned short (常に 16 ビット、リトルエンディアンバイトオーダー)
i signed integer (サイズおよびバイトオーダーはマシン依存)
I unsigned integer (サイズおよびバイトオーダーはマシン依存)
l signed long (常に 32 ビット、マシンのバイトオーダー)
L unsigned long (常に 32 ビット、マシンのバイトオーダー)
N unsigned long (常に 32 ビット、ビッグエンディアンバイトオーダー)
V unsigned long (常に 32 ビット、リトルエンディアンバイトオーダー)
f float (サイズおよび表現はマシン依存)
d double (サイズおよび表現はマシン依存)
x NUL バイト
X 1 バイト戻る
@ 絶対位置まで NUL で埋める

args

返り値

バイナリ文字列を含むデータを返します。

例

例1 pack() の例
<?php
$binarydata = pack("nvc*", 0x1234, 0x5678, 65, 66);
?>

この結果のバイナリ文字列の長さは 6 バイト長で、バイト列 0x12, 0x34, 0x78, 0x56, 0x41, 0x42となります。

注意

警告

PHP は、integer 型の値を内部的に格納する際に サイズがマシン依存の符号付き値 (C の long 型) を使うことに注意しましょう。integer 型の範囲外の数値となる整数リテラルや演算結果は float として保持されます。この float 値を integer としてパックする際には まず最初
に integer 型へのキャストを行います。 その結果、できあがるバイトパターンは期待通りにはならないかもしれません。

この問題にもっとも関連するのが、符号なしの数値で integer 型で表現できるものをパックする場合です。 integer 型のサイズが 32 ビットであるシステムでのキャスト結果は、 (実装で定義されている標準 C の符号なし型から符号付き型への変換に依存しますが) まるで
integer が符号なし整数であるかのような同一のバイトパターンになることがよくあります。 integer 型のサイズが 64 ビットであるシステムでは、 たいていの場合は float の仮数部のサイズが足りず、 値の精度を損なわずに保持することができません。 ネイティブの 64 ビッ
ト C int 型を持つシステム (UNIX 系システムのほとんどは持っていません) では、上側の範囲の値で パック書式 I を使うための唯一の方法は、 希望する符号なし値と同じバイト表現になるような負の integer 値を作ることになります。

参考

unpack() - バイナリ文字列からデータを切り出す

php_check_syntax
(PHP 5 <= 5.0.4)

php_check_syntax — 指定したファイルの文法チェック（と実行）を行う

説明

bool php_check_syntax ( string $filename [, string &$error_message ] )

指定したファイル filename に対して文法チェック (lint) を行い、スクリプトにエラーがないかどうかを調べます。

これは コマンドライン から php -l を利用するのと似ていますが、 php_check_syntax() は実際に filename を実行します (結果は出力しません)。

たとえば、もし filename の中で関数が 定義されていた場合に php_check_syntax() はそれを実行しますが、filename の 結果は表示されません。

注意:

技術的な理由により、この関数は廃止され、PHP から削除されました。 かわりに、コマンドライン から php -l somefile.php を利用してください。

パラメータ
filename

調べるファイルの名前。
error_message
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error_message パラメータが指定された場合、 文法チェックの際に生成されたエラーメッセージがここに格納されます。 error_message は 参照で渡されます。

返り値

文法チェックが成功した場合に TRUE 、チェックが失敗したり file_name がオープンできなかった場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.5 この関数は PHP から削除されました。
5.0.3 php_check_syntax() の後に exit() をコールするとセグメンテーションフォールトが発生します。
5.0.1 error_message が参照渡しになりました。

例
php -l somefile.php

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
PHP Parse error: unexpected T_STRING in /tmp/somefile.php on line 81

参考

include() - include
is_readable() - ファイルが存在し、読み込み可能であるかどうかを知る

php_strip_whitespace
(PHP 5)

php_strip_whitespace — コメントと空白文字を取り除いたソースを返す

説明

string php_strip_whitespace ( string $filename )

PHP のソースコード filename からコメントと 空白文字を取り除いたものを返します。これは、スクリプトの中で 実際のコードの量がどれくらいなのかを知るのに役立つでしょう。 これは コマンドライン から php -w を実行するのと同じです。

パラメータ
filename

PHP ファイルへのパス。

返り値

成功した場合に処理済みのソースコード、失敗した場合に空の文字列を返します。

注意:

PHP 5.0.1 以降、この関数は記述どおりに動作するようになりました。 それまでは単に空の文字列を返すだけでした。このバグについての詳細な情報は、 バグ番号 » 29606 を参照ください。

例

例1 php_strip_whitespace() の例
<?php
// これは PHP のコメントです
/*
 * これも PHP のコメントです
 */

echo        php_strip_whitespace(__FILE__);
// 改行は空白文字と同じ扱いで、取り除かれます
do_nothing();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?php
 echo php_strip_whitespace(__FILE__); do_nothing(); ?>

PHP のコメントが削除されていること、 最初の echo 文の後の改行や空白文字が削除されていることに注目しましょう。

http://bugs.php.net/29606
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show_source
(PHP 4, PHP 5)

show_source — highlight_file() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 highlight_file().

sleep
(PHP 4, PHP 5)

sleep — 実行を遅延させる

説明

int sleep ( int $seconds )

seconds で与えられた秒数ぶんプログラムの実行を遅延させます。

パラメータ
seconds

秒単位の停止時間。

返り値

成功した場合にゼロ、エラー時に FALSE を返します。 シグナルによって中断された場合は、sleep() は残りの秒数を返します。

エラー / 例外

指定した秒数 seconds が負の場合、 この関数は E_WARNING を発生させます。

例

例1 sleep() の例
<?php

// 現在の時刻
echo date('h:i:s') . "\n";

// 10 秒間遅延させる
sleep(10);

// 再開!
echo date('h:i:s') . "\n";

?>

この例の（10 秒後の）出力は以下のようになります。
05:31:23
05:31:33

参考

usleep() - マイクロ秒単位で実行を遅延する
time_nanosleep() - 秒およびナノ秒単位で実行を遅延する
time_sleep_until() - 指定した時刻まで実行を遅延する
set_time_limit() - 実行時間の最大値を制限する

sys_getloadavg
(PHP 5 >= 5.1.3)

sys_getloadavg — システムの平均負荷を取得する

説明
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array sys_getloadavg ( void )

過去 1、5、15 分間のシステムの平均負荷 (システムの実行キューの中のプロセス数) を表す三つの値を返します。

返り値

(過去 1、5、15 分間の) 三つの値を array で返します。

例

例1 sys_getloadavg() の例
<?php
$load = sys_getloadavg();
if ($load[0] > 80) {
    header('HTTP/1.1 503 Too busy, try again later');
    die('Server too busy. Please try again later.');
}
?>

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

time_nanosleep
(PHP 5)

time_nanosleep — 秒およびナノ秒単位で実行を遅延する

説明

mixed time_nanosleep ( int $seconds , int $nanoseconds )

指定した seconds および nanoseconds の時間だけプログラムの実行を遅延させます。

パラメータ
seconds

正の整数である必要があります。
nanoseconds

十億よりも小さい正の整数である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

シグナルによって遅延処理が中断された場合、以下の要素からなる連想配列を返します。

seconds - 残りの秒数
nanoseconds - 残りのナノ秒数

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は Windows プラットフォームでも使用可能となりました。

例

例1 time_nanosleep() の例
<?php
// 注意! もし配列が返された場合、これはうまく動作しません
if (time_nanosleep(0, 500000000)) {
    echo "0.5 秒遅延しました。\n";
}

// こちらのほうがよいでしょう
if (time_nanosleep(0, 500000000) === true) {
    echo "0.5 秒遅延しました。\n";
}

// そしてこれが最良の方法です
$nano = time_nanosleep(2, 100000);

if ($nano === true) {
    echo "2 秒と 100 マイクロ秒だけ遅延しました。\n";
} elseif ($nano === false) {
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    echo "遅延に失敗しました。\n";
} elseif (is_array($nano)) {
    $seconds = $nano['seconds'];
    $nanoseconds = $nano['nanoseconds'];
    echo "シグナルによって中断しました。\n";
    echo "残りの秒数は $seconds 秒と $nanoseconds ナノ秒です。";
}
?>

参考

sleep() - 実行を遅延させる
usleep() - マイクロ秒単位で実行を遅延する
time_sleep_until() - 指定した時刻まで実行を遅延する
set_time_limit() - 実行時間の最大値を制限する

time_sleep_until
(PHP 5 >= 5.1.0)

time_sleep_until — 指定した時刻まで実行を遅延する

説明

bool time_sleep_until ( float $timestamp )

指定した timestamp までスクリプトの実行を遅延させます。

パラメータ
timestamp

スクリプトが再開する時刻。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この館数は Windows プラットフォームでも使用可能となりました。

エラー / 例外

過去の timestamp を指定した場合、この関数は E_WARNING を発生させます。

例

例1 time_sleep_until() の例
<?php

// false を返し、警告を発生します
var_dump(time_sleep_until(time()-1));

// 高速なコンピュータ上でのみ動作します。実行を 0.2 秒遅延します。
var_dump(time_sleep_until(microtime(true)+0.2));

?>

注意

注意: すべてのシグナルは、スクリプトが再開した後で送信されます。

参考

sleep() - 実行を遅延させる
usleep() - マイクロ秒単位で実行を遅延する
time_nanosleep() - 秒およびナノ秒単位で実行を遅延する
set_time_limit() - 実行時間の最大値を制限する

uniqid
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(PHP 4, PHP 5)

uniqid — 一意な ID を生成する

説明

string uniqid ([ string $prefix = "" [, bool $more_entropy = false ]] )

マイクロ秒単位の現在時刻にもとづいた、接頭辞つきの一意な ID を取得します。

パラメータ
prefix

これが有用なのは、たとえば複数ホストで同時に ID を生成するような場合です。このような場合、同じマイクロ秒で同じ ID が生成されてしまう可能性があります。

空の prefix を指定すると、 返される文字列は 13 文字となります。 more_entropy が TRUE の場合は 23 文字となります。
more_entropy

TRUE にすると、uniqid() は 返り値の最後にさらに別のエントロピーを (線形合同法を使用して) 追加します。これにより、結果がより一意になります。

返り値

一意な識別子を文字列で返します。

例

例1 uniqid() の例
<?php
/* 一意なID、たとえば 4b3403665fea6 */
printf("uniqid(): %s\r\n", uniqid());

/* IDに接頭辞をつけることもできます。これは次のように書くのと
 * 同じです
 *
 * $uniqid = $prefix . uniqid();
 * $uniqid = uniqid($prefix);
 */
printf("uniqid('php_'): %s\r\n", uniqid('php_'));

/* more_entropy パラメータも使えます。Cygwin などのシステムで
 * 必要となるでしょう。これは、uniqid() が生成する値をたとえば
 * 4b340550242239.64159797 のような形式にします。
 */
printf("uniqid('', true): %s\r\n", uniqid('', true));
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 パラメータ prefix が必須ではなくなりました。
4.3.1 prefix の制限が 114 文字までではなくなりました。

注意

注意:

Cygwin でこの関数を動作させるには、 more_entropy を TRUE にする必要があります。

unpack
(PHP 4, PHP 5)

unpack — バイナリ文字列からデータを切り出す

説明

array unpack ( string $format , string $data )

format に基づき、バイナリ文字列から配列に分解します。

unpack() の動作は Perl とは微妙に異なります。 Perl のように結果が連想配列に保存されることはありません。 このようにするには、別のフォーマットコードを使用してそれらを スラッシュ / で区切る必要があります。

パラメータ
format



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

書式コードの説明は pack() を参照ください。
data

パックされたデータ。

返り値

バイナリ文字列を切り出した要素を含む連想配列を返します。

例

例1 unpack() の例
<?php
$array = unpack("c2chars/nint", $binarydata);
?>

結果の配列のエントリは "chars1"、"chars2" および "int" となります。

注意

警告

PHP は内部的に整数を符号付きで保持することに注意しましょう。 大きな値の unsigned long を切り出した場合、PHP の内部で保持された値は、 同じ大きさの符号付き整数となり、符号無しを指定して切出された場合でも 結果は負の数となります。

参考

pack() - データをバイナリ文字列にパックする

usleep
(PHP 4, PHP 5)

usleep — マイクロ秒単位で実行を遅延する

説明

void usleep ( int $micro_seconds )

指定したマイクロ秒数だけプログラムの実行を遅延させます。

パラメータ
micro_seconds

実行を停止するマイクロ秒数。マイクロ秒とは、一秒の百万分の一です。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 この関数は Windows 上でも動作するようになりました。

例

例1 usleep() の例
<?php

// 現在の時刻
echo date('h:i:s') . "\n";

// 2 秒待つ
usleep(2000000);

// 復帰!
echo date('h:i:s') . "\n";

?>

上の例の出力は以下となります。
11:13:28
11:13:30
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参考

sleep() - 実行を遅延させる
time_nanosleep() - 秒およびナノ秒単位で実行を遅延する
time_sleep_until() - 指定した時刻まで実行を遅延する
set_time_limit() - 実行時間の最大値を制限する

目次
connection_aborted — クライアントとの接続が切断されているかどうかを調べる
connection_status — 接続ステータスのビットフィールドを返す
connection_timeout — スクリプトがタイムアウトしたかどうかを調べる
constant — 定数の値を返す
define — 名前を指定して定数を定義する
defined — 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる
die — exit と同等
eval — 文字列を PHP コードとして評価する
exit — メッセージを出力し、現在のスクリプトを終了する
get_browser — ユーザのブラウザの機能を取得する
__halt_compiler — コンパイラの実行を中止する
highlight_file — ファイルの構文ハイライト表示
highlight_string — 文字列の構文ハイライト表示
ignore_user_abort — クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定する
pack — データをバイナリ文字列にパックする
php_check_syntax — 指定したファイルの文法チェック（と実行）を行う
php_strip_whitespace — コメントと空白文字を取り除いたソースを返す
show_source — highlight_file のエイリアス
sleep — 実行を遅延させる
sys_getloadavg — システムの平均負荷を取得する
time_nanosleep — 秒およびナノ秒単位で実行を遅延する
time_sleep_until — 指定した時刻まで実行を遅延する
uniqid — 一意な ID を生成する
unpack — バイナリ文字列からデータを切り出す
usleep — マイクロ秒単位で実行を遅延する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
その他の関数

connection_aborted — クライアントとの接続が切断されているかどうかを調べる
connection_status — 接続ステータスのビットフィールドを返す
connection_timeout — スクリプトがタイムアウトしたかどうかを調べる
constant — 定数の値を返す
define — 名前を指定して定数を定義する
defined — 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる
die — exit と同等
eval — 文字列を PHP コードとして評価する
exit — メッセージを出力し、現在のスクリプトを終了する
get_browser — ユーザのブラウザの機能を取得する
__halt_compiler — コンパイラの実行を中止する
highlight_file — ファイルの構文ハイライト表示
highlight_string — 文字列の構文ハイライト表示
ignore_user_abort — クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定する
pack — データをバイナリ文字列にパックする
php_check_syntax — 指定したファイルの文法チェック（と実行）を行う
php_strip_whitespace — コメントと空白文字を取り除いたソースを返す
show_source — highlight_file のエイリアス
sleep — 実行を遅延させる
sys_getloadavg — システムの平均負荷を取得する
time_nanosleep — 秒およびナノ秒単位で実行を遅延する
time_sleep_until — 指定した時刻まで実行を遅延する
uniqid — 一意な ID を生成する
unpack — バイナリ文字列からデータを切り出す
usleep — マイクロ秒単位で実行を遅延する
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Parsekit

導入
これらの関数によって、PHP スクリプトをコンパイルした opcode を実行時に解析することができます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/parsekit.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

PARSEKIT_QUIET (int)
完全な詳細を返しますが、不必要な NULL エントリは返しません。

PARSEKIT_SIMPLE (int)
省略した opcode 記法で返します。

PARSEKIT_EXTENDED_VALUE (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_RESULT_CONST (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_RESULT_EA_TYPE (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_RESULT_JMP_ADDR (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_RESULT_OPARRAY (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_RESULT_OPLINE (int)
Opnode フラグ

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/parsekit
http://pecl.php.net/package/parsekit
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PARSEKIT_RESULT_VAR (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_USAGE_UNKNOWN (int)
Opnode フラグ

PARSEKIT_ZEND_INTERNAL_CLASS (int)
Class 型

PARSEKIT_ZEND_USER_CLASS (int)
Class 型

PARSEKIT_ZEND_EVAL_CODE (int)
Function 型

PARSEKIT_ZEND_INTERNAL_FUNCTION (int)
Function 型

PARSEKIT_ZEND_OVERLOADED_FUNCTION (int)
Function 型

PARSEKIT_ZEND_OVERLOADED_FUNCTION_TEMPORARY (int) PHP >= 5.0.0
Function 型

PARSEKIT_ZEND_USER_FUNCTION (int)
Function 型

PARSEKIT_IS_CONST (int)
Node 型

PARSEKIT_IS_TMP_VAR (int)
Node 型

PARSEKIT_IS_UNUSED (int)
Node 型

PARSEKIT_IS_VAR (int)
Node 型

PARSEKIT_ZEND_ADD (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ADD_ARRAY_ELEMENT (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ADD_CHAR (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ADD_INTERFACE (int) PHP >= 5.0.0
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ADD_STRING (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ADD_VAR (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_ADD (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_BW_AND (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_BW_OR (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_BW_XOR (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_CONCAT (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_DIM (int) PHP >= 5.0.0
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_DIV (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_MOD (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_MUL (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_OBJ (int) PHP >= 5.0.0
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_REF (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_SL (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_SR (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_ASSIGN_SUB (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_BEGIN_SILENCE (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_BOOL (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_BOOL_NOT (int)
Opcode

PARSEKIT_ZEND_BOOL_XOR (int)
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Opcode
PARSEKIT_ZEND_BRK (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_BW_AND (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_BW_NOT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_BW_OR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_BW_XOR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_CASE (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_CAST (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_CATCH (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_CLONE (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_CONCAT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_CONT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_DECLARE_CLASS (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_DECLARE_FUNCTION (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_DECLARE_INHERITED_CLASS (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_DIV (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_DO_FCALL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_DO_FCALL_BY_NAME (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_ECHO (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_END_SILENCE (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_EXIT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_EXT_FCALL_BEGIN (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_EXT_FCALL_END (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_EXT_NOP (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_EXT_STMT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_CLASS (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_CONSTANT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_FUNC_ARG (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_IS (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_R (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_RW (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_TMP_VAR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_UNSET (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_DIM_W (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_FUNC_ARG (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_IS (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_OBJ_FUNC_ARG (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_OBJ_IS (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_OBJ_R (int)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_OBJ_RW (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_OBJ_UNSET (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_OBJ_W (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_R (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_RW (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_UNSET (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FETCH_W (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FE_FETCH (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FE_RESET (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_FREE (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_HANDLE_EXCEPTION (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IMPORT_CLASS (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IMPORT_CONST (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IMPORT_FUNCTION (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INCLUDE_OR_EVAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INIT_ARRAY (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INIT_CTOR_CALL (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INIT_FCALL_BY_NAME (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INIT_METHOD_CALL (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INIT_STATIC_METHOD_CALL (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INIT_STRING (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_INSTANCEOF (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_ISSET_ISEMPTY (int) PHP < 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_ISSET_ISEMPTY_PROP_OBJ (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_ISSET_ISEMPTY_VAR (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IS_EQUAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IS_IDENTICAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IS_NOT_EQUAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IS_NOT_IDENTICAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IS_SMALLER (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_IS_SMALLER_OR_EQUAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMP (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMPNZ (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMPNZ_EX (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMPZ (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMPZNZ (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMPZ_EX (int)
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Opcode
PARSEKIT_ZEND_JMP_NO_CTOR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_MOD (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_MUL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_NEW (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_NOP (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_OP_DATA (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_POST_DEC (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_POST_DEC_OBJ (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_POST_INC (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_POST_INC_OBJ (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_PRE_DEC (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_PRE_DEC_OBJ (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_PRE_INC (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_PRE_INC_OBJ (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_PRINT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_QM_ASSIGN (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_RAISE_ABSTRACT_ERROR (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_RECV (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_RECV_INIT (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_RETURN (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SEND_REF (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SEND_VAL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SEND_VAR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SEND_VAR_NO_REF (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SL (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SUB (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_SWITCH_FREE (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_THROW (int) PHP >= 5.0.0

Opcode
PARSEKIT_ZEND_TICKS (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_UNSET_DIM_OBJ (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_UNSET_VAR (int)

Opcode
PARSEKIT_ZEND_VERIFY_ABSTRACT_CLASS (int) PHP >= 5.0.0

Opcode

Parsekit 関数
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parsekit_compile_file
(PECL parsekit >= 0.2.0)

parsekit_compile_file — PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す

説明

array parsekit_compile_file ( string $filename [, array &$errors [, int $options = PARSEKIT_QUIET ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
filename

コンパイルするファイル名を含む文字列。 include() の引数と同じ形式です。
errors

コンパイル時に発生したエラー (致命的なエラーを含む) の二次元配列。参照で返されます。
options

PARSEKIT_QUIET あるいは PARSEKIT_SIMPLE のいずれかです。 返される出力の冗長性を設定します。

返り値

複雑な形式の配列を返します。詳細は以下に示します。

例

例1 parsekit_compile_file() の例
<?php
var_dump(parsekit_compile_file('hello_world.php', $errors, PARSEKIT_SIMPLE));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(5) {
  [0]=>
  string(37) "ZEND_ECHO UNUSED 'Hello World' UNUSED"
  [1]=>
  string(30) "ZEND_RETURN UNUSED NULL UNUSED"
  [2]=>
  string(42) "ZEND_HANDLE_EXCEPTION UNUSED UNUSED UNUSED"
  ["function_table"]=>
  NULL
  ["class_table"]=>
  NULL
}

参考

parsekit_compile_string() - PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す

parsekit_compile_string
(PECL parsekit >= 0.2.0)

parsekit_compile_string — PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す

説明

array parsekit_compile_string ( string $phpcode [, array &$errors [, int $options = PARSEKIT_QUIET ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
phpcode

php コードを含む文字列。eval() の引数と同じ形式です。
errors
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コンパイル時に発生したエラー (致命的なエラーを含む) の二次元配列。参照で返されます。
options

PARSEKIT_QUIET あるいは PARSEKIT_SIMPLE のいずれかです。 返される出力の冗長性を設定します。

返り値

複雑な形式の配列を返します。詳細は以下に示します。

例

例1 parsekit_compile_string() の例
<?php
  $ops = parsekit_compile_string('
echo "Foo\n";
', $errors, PARSEKIT_QUIET);

  var_dump($ops);
?>

上の例の出力は以下となります。
array(20) {
  ["type"]=>
  int(4)
  ["type_name"]=>
  string(14) "ZEND_EVAL_CODE"
  ["fn_flags"]=>
  int(0)
  ["num_args"]=>
  int(0)
  ["required_num_args"]=>
  int(0)
  ["pass_rest_by_reference"]=>
  bool(false)
  ["uses_this"]=>
  bool(false)
  ["line_start"]=>
  int(0)
  ["line_end"]=>
  int(0)
  ["return_reference"]=>
  bool(false)
  ["refcount"]=>
  int(1)
  ["last"]=>
  int(3)
  ["size"]=>
  int(3)
  ["T"]=>
  int(0)
  ["last_brk_cont"]=>
  int(0)
  ["current_brk_cont"]=>
  int(-1)
  ["backpatch_count"]=>
  int(0)
  ["done_pass_two"]=>
  bool(true)
  ["filename"]=>
  string(17) "Parsekit Compiler"
  ["opcodes"]=>
  array(3) {
    [8594800]=>
    array(5) {
      ["opcode"]=>
      int(40)
      ["opcode_name"]=>
      string(9) "ZEND_ECHO"
      ["flags"]=>
      int(768)
      ["op1"]=>
      array(3) {
        ["type"]=>
        int(1)
        ["type_name"]=>
        string(8) "IS_CONST"
        ["constant"]=>
        &string(4) "Foo
"
      }
      ["lineno"]=>
      int(2)
    }
    ["859484C"]=>
    array(6) {
      ["opcode"]=>
      int(62)
      ["opcode_name"]=>
      string(11) "ZEND_RETURN"
      ["flags"]=>
      int(16777984)
      ["op1"]=>
      array(3) {
        ["type"]=>
        int(1)
        ["type_name"]=>
        string(8) "IS_CONST"
        ["constant"]=>
        &NULL
      }
      ["extended_value"]=>
      int(0)
      ["lineno"]=>
      int(3)
    }
    [8594898]=>
    array(4) {
      ["opcode"]=>
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      int(149)
      ["opcode_name"]=>
      string(21) "ZEND_HANDLE_EXCEPTION"
      ["flags"]=>
      int(0)
      ["lineno"]=>
      int(3)
    }
  }
}

参考

parsekit_compile_file() - PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す

parsekit_func_arginfo
(PECL parsekit >= 0.3.0)

parsekit_func_arginfo — 関数の引数に関する情報を返す

説明

array parsekit_func_arginfo ( mixed $function )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
function

関数を表す文字列、あるいはクラス/メソッドを表す配列。

返り値

引数の情報を含む配列を返します。

例

例1 parsekit_func_arginfo() の例
<?php
function foo($bar, stdClass $baz, &$bomb, $bling = false) {
}

var_dump(parsekit_func_arginfo('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(4) {
  [0]=>
  array(3) {
    ["name"]=>
    string(3) "bar"
    ["allow_null"]=>
    bool(true)
    ["pass_by_reference"]=>
    bool(false)
  }
  [1]=>
  array(4) {
    ["name"]=>
    string(3) "baz"
    ["class_name"]=>
    string(8) "stdClass"
    ["allow_null"]=>
    bool(false)
    ["pass_by_reference"]=>
    bool(false)
  }
  [2]=>
  array(3) {
    ["name"]=>
    string(4) "bomb"
    ["allow_null"]=>
    bool(true)
    ["pass_by_reference"]=>
    bool(true)
  }
  [3]=>
  array(3) {
    ["name"]=>
    string(5) "bling"
    ["allow_null"]=>
    bool(true)
    ["pass_by_reference"]=>
    bool(false)
  }
}
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目次
parsekit_compile_file — PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す
parsekit_compile_string — PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す
parsekit_func_arginfo — 関数の引数に関する情報を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Parsekit 関数

parsekit_compile_file — PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す
parsekit_compile_string — PHP コードの文字列をコンパイルし、結果を op コードの配列で返す
parsekit_func_arginfo — 関数の引数に関する情報を返す

Standard PHP Library (SPL)

導入
SPLは、標準的な問題を解決するためのインターフェイスやクラスを集めたものです。

注意:

"doxygen" による古いドキュメントが » こちらにあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
このエクステンションは、PHP 5.0.0 ではデフォルトでコンパイルされ利用可能です。

注意:

PHP 5.3.0 以降では、このエクステンションは無効化できなくなります。 つまり、常に使用可能となります。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://www.php.net/~helly/php/ext/spl/
http://www.php.net/~helly/php/ext/spl/
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

警告

PHP 5.1 以降、SPL はクラス定数を使用します。それより前のリリースでは、 RIT_LEAVES_ONLY のような形式のグローバル定数を使用します。

RecursiveIteratorIterator::LEAVES_ONLY (integer)
RecursiveIteratorIterator::SELF_FIRST (integer)
RecursiveIteratorIterator::CHILD_FIRST (integer)
CachingIterator::CALL_TOSTRING (integer)
CachingIterator::CATCH_GET_CHILD (integer)

データ構造
目次

SplDoublyLinkedList
SplStack
SplQueue
SplHeap
SplMaxHeap
SplMinHeap
SplPriorityQueue
SplFixedArray
SplObjectStorage

SPL では、標準的なデータ構造を提供しています。 ここで、それらを実装ごとに分類してまとめます。

双方向リンクリスト
双方向リンクリスト (Doubly Linked List: DLL) は、双方向のノードへのリンクを持つノードのリストです。 イテレータの操作、両隣へのアクセス、ノードの追加や削除のコストは、 データ構造が DLL の場合は O(1) となります。 これは、スタックやキューを実装するのに適し
ています。

SplDoublyLinkedList
SplStack
SplQueue

ヒープ
ヒープは、ツリー風の構造です。ヒープ特有の性質として、 個々のノードはその子ノードと等しいかそれより大きな値となります。 値の比較は、ヒープ全体の比較メソッドとして実装されているものを使用します。

SplHeap
SplMaxHeap
SplMinHeap

SplPriorityQueue

配列
配列は、データを連続的に格納してインデックス経由でアクセスできるようにした構造です。 PHP の配列と混同しないようにしましょう。PHP の配列は、 実際のところは順序つきハッシュテーブルとして実装されています。

SplFixedArray

マップ
マップは、キー/値 のペアからなるデータ構造です。 PHP の配列は、整数値/文字列を値と対応させたマップとみなすことができます。 SPL では、オブジェクトとデータを対応させるマップを提供しています。 このマップは、オブジェクトの集合として扱うことができます。

SplObjectStorage

SplDoublyLinkedList クラス
導入
SplDoublyLinkedList クラスは、双方向リンクリストの主要な機能を提供します。
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クラス概要
SplDoublyLinkedList implements Iterator , ArrayAccess , Countable {
/* メソッド */
__construct ( void )
mixed bottom ( void )
int count ( void )
mixed current ( void )
int getIteratorMode ( void )
bool isEmpty ( void )
mixed key ( void )
void next ( void )
bool offsetExists ( mixed $index )
mixed offsetGet ( mixed $index )
void offsetSet ( mixed $index , mixed $newval )
void offsetUnset ( mixed $index )
mixed pop ( void )
void prev ( void )
void push ( mixed $value )
void rewind ( void )
void setIteratorMode ( int $mode )
mixed shift ( void )
mixed top ( void )
void unshift ( mixed $value )
bool valid ( void )
}

SplDoublyLinkedList::bottom
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::bottom — 双方向リンクリストの最初のノードを取得する

説明

mixed SplDoublyLinkedList::bottom ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

最初のノードの値を返します。

SplDoublyLinkedList::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::__construct — 新しい双方向リンクリストを作成する

説明

SplDoublyLinkedList::__construct() ( void )

新しい空の双方向リンクリストを作成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplDoublyLinkedList::__construct() の例
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<?php
$dll = new SplDoublyLinkedList();

$dll->push(2);
$dll->push(3);
$dll->unshift(5);

var_dump($dll);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SplDoublyLinkedList)#1 (2) {
  ["flags":"SplDoublyLinkedList":private]=>
  int(0)
  ["dllist":"SplDoublyLinkedList":private]=>
  array(3) {
    [0]=>
    int(5)
    [1]=>
    int(2)
    [2]=>
    int(3)
  }
}

SplDoublyLinkedList::count
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::count — 双方向リンクリストの要素数を数える

説明

int SplDoublyLinkedList::count ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

双方向リンクリストの要素数を返します。

SplDoublyLinkedList::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::current — 現在の配列の要素を返す

説明

mixed SplDoublyLinkedList::current ( void )

双方向リンクリストの現在のノードを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードの値を返します。

SplDoublyLinkedList::getIteratorMode
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::getIteratorMode — 反復処理のモードを返す

説明

int SplDoublyLinkedList::getIteratorMode ( void )
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

反復処理の才のモードおよびフラグを返します。

SplDoublyLinkedList::isEmpty
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::isEmpty — 双方向リンクリストが空かどうかを調べる

説明

bool SplDoublyLinkedList::isEmpty ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

双方向リンクリストが空かどうかを返します。

SplDoublyLinkedList::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::key — 現在のノードのインデックスを返す

説明

mixed SplDoublyLinkedList::key ( void )

この館数は、現在のノードのインデックスを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードのインデックスを返します。

SplDoublyLinkedList::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::next — 次のエントリに移動する

説明

void SplDoublyLinkedList::next ( void )

イテレータを次のノードに移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。
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SplDoublyLinkedList::offsetExists
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::offsetExists — 指定した $index が存在するかどうかを返す

説明

bool SplDoublyLinkedList::offsetExists ( mixed $index )

パラメータ
index

調べたいインデックス。

返り値

指定した index が存在する場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

SplDoublyLinkedList::offsetGet
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::offsetGet — 指定した $index の値を返す

説明

mixed SplDoublyLinkedList::offsetGet ( mixed $index )

パラメータ
index

値を取得したいインデックス。

返り値

指定した index の値を返します。

SplDoublyLinkedList::offsetSet
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::offsetSet — 指定した $index の値を $newval に設定する

説明

void SplDoublyLinkedList::offsetSet ( mixed $index , mixed $newval )

指定した index の値を newval に設定します。

パラメータ
index

設定したいインデックス。
newval

index の新しい値。

返り値

値を返しません。
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SplDoublyLinkedList::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::offsetUnset — 指定した $index の値を削除する

説明

void SplDoublyLinkedList::offsetUnset ( mixed $index )

指定したインデックスの値を削除します。

パラメータ
index

削除したいインデックス。

返り値

値を返しません。

SplDoublyLinkedList::pop
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::pop — 双方向リンクリストの末尾からノードを取り出す

説明

mixed SplDoublyLinkedList::pop ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

取り出したノードの値を返します。

SplDoublyLinkedList::prev
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::prev — 前のエントリに移動する

説明

void SplDoublyLinkedList::prev ( void )

イテレータを前のノードに移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplDoublyLinkedList::push
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::push — 双方向リンクリストの末尾に要素を追加する
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説明

void SplDoublyLinkedList::push ( mixed $value )

value を双方向リンクリストの末尾に追加します。

パラメータ
value

追加したい値。

返り値

値を返しません。

SplDoublyLinkedList::rewind
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す

説明

void SplDoublyLinkedList::rewind ( void )

イテレータを先頭に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplDoublyLinkedList::setIteratorMode
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::setIteratorMode — 反復処理のモードを設定する

説明

void SplDoublyLinkedList::setIteratorMode ( int $mode )

パラメータ
mode

次の 2 種類の直交するモードを設定できます。

反復処理の方向 (いずれかを選択)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_LIFO (スタック方式)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_FIFO (キュー方式)

イテレータの振る舞い (いずれかを選択)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_DELETE (イテレータが要素を削除する)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_KEEP (イテレータが要素を順にたどる)

デフォルトのモードは SplDoublyLinkedList::IT_MODE_FIFO | SplDoublyLnkedList::IT_MODE_KEEP です。

返り値

値を返しません。

SplDoublyLinkedList::shift
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(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::shift — 双方向リンクリストの先頭からノードを取り出す

説明

mixed SplDoublyLinkedList::shift ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

取り出したノードの値を返します。

SplDoublyLinkedList::top
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::top — 双方向リンクリストの最後のノードを取得する

説明

mixed SplDoublyLinkedList::top ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

最後のノードの値を返します。

SplDoublyLinkedList::unshift
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::unshift — 双方向リンクリストの先頭に要素を追加する

説明

void SplDoublyLinkedList::unshift ( mixed $value )

value を双方向リンクリストの先頭に追加します。

パラメータ
value

追加する値。

返り値

値を返しません。

SplDoublyLinkedList::valid
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplDoublyLinkedList::valid — 双方向リンクリストにまだノードがあるかどうかを調べる

説明

bool SplDoublyLinkedList::valid ( void )
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双方向リンクリストにまだノードがあるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

双方向リンクリストにまだノードが含まれる場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

目次
SplDoublyLinkedList::bottom — 双方向リンクリストの最初のノードを取得する
SplDoublyLinkedList::__construct — 新しい双方向リンクリストを作成する
SplDoublyLinkedList::count — 双方向リンクリストの要素数を数える
SplDoublyLinkedList::current — 現在の配列の要素を返す
SplDoublyLinkedList::getIteratorMode — 反復処理のモードを返す
SplDoublyLinkedList::isEmpty — 双方向リンクリストが空かどうかを調べる
SplDoublyLinkedList::key — 現在のノードのインデックスを返す
SplDoublyLinkedList::next — 次のエントリに移動する
SplDoublyLinkedList::offsetExists — 指定した $index が存在するかどうかを返す
SplDoublyLinkedList::offsetGet — 指定した $index の値を返す
SplDoublyLinkedList::offsetSet — 指定した $index の値を $newval に設定する
SplDoublyLinkedList::offsetUnset — 指定した $index の値を削除する
SplDoublyLinkedList::pop — 双方向リンクリストの末尾からノードを取り出す
SplDoublyLinkedList::prev — 前のエントリに移動する
SplDoublyLinkedList::push — 双方向リンクリストの末尾に要素を追加する
SplDoublyLinkedList::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す
SplDoublyLinkedList::setIteratorMode — 反復処理のモードを設定する
SplDoublyLinkedList::shift — 双方向リンクリストの先頭からノードを取り出す
SplDoublyLinkedList::top — 双方向リンクリストの最後のノードを取得する
SplDoublyLinkedList::unshift — 双方向リンクリストの先頭に要素を追加する
SplDoublyLinkedList::valid — 双方向リンクリストにまだノードがあるかどうかを調べる

SplStack クラス
導入
SplStack クラスは、スタックの主要な機能を提供します。 双方向リンクリストを使用して実装しています。

クラス概要
SplStack extends SplDoublyLinkedList implements Iterator , ArrayAccess , Countable {
/* メソッド */
__construct ( void )
void setIteratorMode ( int $mode )
/* 継承したメソッド */
mixed SplDoublyLinkedList::bottom ( void )
int SplDoublyLinkedList::count ( void )
mixed SplDoublyLinkedList::current ( void )
int SplDoublyLinkedList::getIteratorMode ( void )
bool SplDoublyLinkedList::isEmpty ( void )
mixed SplDoublyLinkedList::key ( void )
void SplDoublyLinkedList::next ( void )
bool SplDoublyLinkedList::offsetExists ( mixed $index )
mixed SplDoublyLinkedList::offsetGet ( mixed $index )
void SplDoublyLinkedList::offsetSet ( mixed $index , mixed $newval )
void SplDoublyLinkedList::offsetUnset ( mixed $index )
mixed SplDoublyLinkedList::pop ( void )
void SplDoublyLinkedList::prev ( void )
void SplDoublyLinkedList::push ( mixed $value )
void SplDoublyLinkedList::rewind ( void )
void SplDoublyLinkedList::setIteratorMode ( int $mode )
mixed SplDoublyLinkedList::shift ( void )
mixed SplDoublyLinkedList::top ( void )
void SplDoublyLinkedList::unshift ( mixed $value )
bool SplDoublyLinkedList::valid ( void )
}
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SplStack::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplStack::__construct — 双方向リンクリストを使用して実装した新しい空のスタックを作成する

説明

SplStack::__construct() ( void )

これは、新しい空のスタックを作成します。

注意:

このメソッドは、イテレータのモードを自動的に SplDoublyLinkedList::IT_MODE_LIFO とします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplStack::__construct() の例
<?php
$q = new SplStack();

$q[] = 1;
$q[] = 2;
$q[] = 3;

foreach ($q as $elem)  {
 echo $elem."\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
3
2
1

SplStack::setIteratorMode
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplStack::setIteratorMode — 反復処理のモードを設定する

説明

void SplStack::setIteratorMode ( int $mode )

パラメータ
mode

変更可能な反復処理のパラメータはひとつだけです。

イテレータの振る舞い (いずれかを選択)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_DELETE (イテレータが要素を削除する)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_KEEP (イテレータが要素を順にたどる)

デフォルトのモードは 0x2 : SplDoublyLinkedList::IT_MODE_LIFO | SplDoublyLnkedList::IT_MODE_KEEP です。

警告

反復処理の方向は SplStack では変更できません。 変更しようとすると RuntimeException がスローされます。

返り値

値を返しません。
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目次
SplStack::__construct — 双方向リンクリストを使用して実装した新しい空のスタックを作成する
SplStack::setIteratorMode — 反復処理のモードを設定する

SplQueue クラス
導入
SplQueue クラスは、キューの主要な機能を提供します。 双方向リンクリストを使用して実装しています。

クラス概要
SplQueue extends SplDoublyLinkedList implements Iterator , ArrayAccess , Countable {
/* メソッド */
__construct ( void )
mixed dequeue ( void )
void enqueue ( mixed $value )
void setIteratorMode ( int $mode )
/* 継承したメソッド */
mixed SplDoublyLinkedList::bottom ( void )
int SplDoublyLinkedList::count ( void )
mixed SplDoublyLinkedList::current ( void )
int SplDoublyLinkedList::getIteratorMode ( void )
bool SplDoublyLinkedList::isEmpty ( void )
mixed SplDoublyLinkedList::key ( void )
void SplDoublyLinkedList::next ( void )
bool SplDoublyLinkedList::offsetExists ( mixed $index )
mixed SplDoublyLinkedList::offsetGet ( mixed $index )
void SplDoublyLinkedList::offsetSet ( mixed $index , mixed $newval )
void SplDoublyLinkedList::offsetUnset ( mixed $index )
mixed SplDoublyLinkedList::pop ( void )
void SplDoublyLinkedList::prev ( void )
void SplDoublyLinkedList::push ( mixed $value )
void SplDoublyLinkedList::rewind ( void )
void SplDoublyLinkedList::setIteratorMode ( int $mode )
mixed SplDoublyLinkedList::shift ( void )
mixed SplDoublyLinkedList::top ( void )
void SplDoublyLinkedList::unshift ( mixed $value )
bool SplDoublyLinkedList::valid ( void )
}

SplQueue::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplQueue::__construct — 双方向リンクリストを使用して実装した新しい空のキューを作成する

説明

SplQueue::__construct() ( void )

これは、新しい空のキューを作成します。

注意:

このメソッドは、イテレータのモードを自動的に SplDoublyLinkedList::IT_MODE_FIFO とします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例
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例1 SplQueue::__construct() の例
<?php
$q = new SplQueue();

$q[] = 1;
$q[] = 2;
$q[] = 3;

foreach ($q as $elem)  {
 echo $elem."\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
1
2
3

例2 SplQueue による効率的なタスクの処理
<?php
$q = new SplQueue();
$q->setIteratorMode(SplQueue::IT_MODE_DELETE);

// ... タスクをキューに放り込みます ...

// それを処理します
foreach ($q as $task) {
    // ... $task の処理 ...

    // 新たなタスクをキューに追加します
    $q[] = $newTask;
    // ...
}
?>

SplQueue::dequeue
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplQueue::dequeue — キューからノードを取り出す

説明

mixed SplQueue::dequeue ( void )

value をキューの先頭から取り出します。

注意:

SplQueue::dequeue() は SplDoublyLinkedList::shift() のエイリアスです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

キューから取り出したノードの値を返します。

SplQueue::enqueue
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplQueue::enqueue — 要素をキューに追加する

説明

void SplQueue::enqueue ( mixed $value )

value をキューの末尾に追加します。

注意:

SplQueue::enqueue() は SplDoublyLinkedList::push() のエイリアスです。

パラメータ
value
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キューに追加する値。

返り値

値を返しません。

SplQueue::setIteratorMode
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplQueue::setIteratorMode — 反復処理のモードを設定する

説明

void SplQueue::setIteratorMode ( int $mode )

パラメータ
mode

変更可能な反復処理のパラメータはひとつだけです。

イテレータの振る舞い (いずれかを選択)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_DELETE (イテレータが要素を削除する)
SplDoublyLinkedList::IT_MODE_KEEP (イテレータが要素を順にたどる)

デフォルトのモードは SplDoublyLinkedList::IT_MODE_FIFO | SplDoublyLinkedList::IT_MODE_KEEP です。

警告

反復処理の方向は SplQueue では変更できません。 常に SplDoublyLinkedList::IT_MODE_FIFO です。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

SplDoublyLinkedList::IT_MODE_LIFO を使用して反復処理の方向を変更しようとすると RuntimeException をスローします。

目次
SplQueue::__construct — 双方向リンクリストを使用して実装した新しい空のキューを作成する
SplQueue::dequeue — キューからノードを取り出す
SplQueue::enqueue — 要素をキューに追加する
SplQueue::setIteratorMode — 反復処理のモードを設定する

SplHeap クラス
導入
SplHeap クラスは、ヒープの主要な機能を提供します。

クラス概要
abstract SplHeap implements Iterator , Countable {
/* メソッド */
__construct ( void )
abstract int compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )
int count ( void )
mixed current ( void )
mixed extract ( void )
void insert ( mixed $value )
bool isEmpty ( void )
mixed key ( void )
void next ( void )
void recoverFromCorruption ( void )
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void rewind ( void )
mixed top ( void )
bool valid ( void )
}

SplHeap::compare
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::compare — 要素を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く

説明

abstract int SplHeap::compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )

value1 と value2 を比較します。

警告

SplHeap::compare() 内で例外がスローされると、ヒープが壊れてしまいブロックされた状態になることがあります。 SplHeap::recoverFromCorruption() をコールすればブロック状態を解除することができます。 しかし、適切な場所に配置されていない要素が出てくることも
あり、 ヒープの性質が失われてしまいます。

パラメータ
value1

比較したい最初のノード。
value2

比較したい 2 番目のノード。

返り値

比較結果を返します。value1 が value2 より大きい場合は正の整数値、等しい場合は 0、 小さい場合は負の整数値となります。

注意:

同一の値を持つ複数の要素をヒープ内に保持することはおすすめしません。 そうすると、ヒープ内の相対位置がはっきりしなくなってしまいます。

SplHeap::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::__construct — 新しい空のヒープを作成する

説明

SplHeap::__construct() ( void )

新しい空のヒープを作成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplHeap::count
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::count — ヒープ内の要素数を数える

説明

int SplHeap::count ( void )
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ヒープ内の要素数を返します。

SplHeap::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::current — イテレータが指す現在のノードを返す

説明

mixed SplHeap::current ( void )

現在のノードを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードの値を返します。

SplHeap::extract
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::extract — ヒープの先頭からノードを取り出す

説明

mixed SplHeap::extract ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

取り出したノードの値を返します。

SplHeap::insert
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::insert — ヒープに要素を挿入する

説明

void SplHeap::insert ( mixed $value )

value をヒープに挿入します。

パラメータ
value

挿入する値。

返り値
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値を返しません。

SplHeap::isEmpty
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::isEmpty — ヒープが空かどうかを調べる

説明

bool SplHeap::isEmpty ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ヒープが空かどうかを返します。

SplHeap::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::key — 現在のノードのインデックスを返す

説明

mixed SplHeap::key ( void )

この関数は、現在のノードのインデックスを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードのインデックスを返します。

SplHeap::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::next — 次のノードに移動する

説明

void SplHeap::next ( void )

ヒープから先頭のノードを取り出します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplHeap::recoverFromCorruption
(PHP 5 >= 5.3.0)
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SplHeap::recoverFromCorruption — 破壊されたヒープを復旧し、それ以降の操作をできるようにする

説明

void SplHeap::recoverFromCorruption ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplHeap::rewind
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す (何もしない)

説明

void SplHeap::rewind ( void )

これは、イテレータを先頭に巻き戻します。ヒープの場合は何もしません。 というのもイテレータは仮想的なものであり、 実際はヒープの先頭から動くことがないからです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplHeap::top
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::top — ヒープの先頭のノードを取り出す

説明

mixed SplHeap::top ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

先頭のノードの値を返します。

SplHeap::valid
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplHeap::valid — ヒープにまだノードがあるかどうかを調べる

説明

bool SplHeap::valid ( void )

ヒープにまだノードがあるかどうかを調べます。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ヒープにまだノードが含まれる場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

目次
SplHeap::compare — 要素を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く
SplHeap::__construct — 新しい空のヒープを作成する
SplHeap::count — ヒープ内の要素数を数える
SplHeap::current — イテレータが指す現在のノードを返す
SplHeap::extract — ヒープの先頭からノードを取り出す
SplHeap::insert — ヒープに要素を挿入する
SplHeap::isEmpty — ヒープが空かどうかを調べる
SplHeap::key — 現在のノードのインデックスを返す
SplHeap::next — 次のノードに移動する
SplHeap::recoverFromCorruption — 破壊されたヒープを復旧し、それ以降の操作をできるようにする
SplHeap::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す (何もしない)
SplHeap::top — ヒープの先頭のノードを取り出す
SplHeap::valid — ヒープにまだノードがあるかどうかを調べる

SplMaxHeap クラス
導入
SplMaxHeap クラスは、ヒープの主要な機能を提供し、最大値を先頭に保ちます。

クラス概要
SplMaxHeap extends SplHeap implements Iterator , Countable {
/* メソッド */
void compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )
/* 継承したメソッド */
abstract int SplHeap::compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )
int SplHeap::count ( void )
mixed SplHeap::current ( void )
mixed SplHeap::extract ( void )
void SplHeap::insert ( mixed $value )
bool SplHeap::isEmpty ( void )
mixed SplHeap::key ( void )
void SplHeap::next ( void )
void SplHeap::recoverFromCorruption ( void )
void SplHeap::rewind ( void )
mixed SplHeap::top ( void )
bool SplHeap::valid ( void )
}

SplMaxHeap::compare
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplMaxHeap::compare — 要素を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く

説明

void SplMaxHeap::compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )

value1 と value2 を比較します。

パラメータ
value1

比較したい最初のノード。
value2
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比較したい 2 番目のノード。

返り値

比較結果を返します。value1 が value2 より大きい場合は正の整数値、等しい場合は 0、 小さい場合は負の整数値となります。

注意:

同一の値を持つ複数の要素をヒープ内に保持することはおすすめしません。 そうすると、ヒープ内の相対位置がはっきりしなくなってしまいます。

目次
SplMaxHeap::compare — 要素を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く

SplMinHeap クラス
導入
SplMinHeap クラスは、ヒープの主要な機能を提供し、最小値を先頭に保ちます。

クラス概要
SplMinHeap extends SplHeap implements Iterator , Countable {
/* メソッド */
void compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )
/* 継承したメソッド */
abstract int SplHeap::compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )
int SplHeap::count ( void )
mixed SplHeap::current ( void )
mixed SplHeap::extract ( void )
void SplHeap::insert ( mixed $value )
bool SplHeap::isEmpty ( void )
mixed SplHeap::key ( void )
void SplHeap::next ( void )
void SplHeap::recoverFromCorruption ( void )
void SplHeap::rewind ( void )
mixed SplHeap::top ( void )
bool SplHeap::valid ( void )
}

SplMinHeap::compare
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplMinHeap::compare — 要素を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く

説明

void SplMinHeap::compare ( mixed $value1 , mixed $value2 )

value1 と value2 を比較します。

パラメータ
value1

比較したい最初のノード。
value2

比較したい 2 番目のノード。

返り値

比較結果を返します。value1 が value2 より大きい場合は正の整数値、等しい場合は 0、 小さい場合は負の整数値となります。

注意:

同一の値を持つ複数の要素をヒープ内に保持することはおすすめしません。 そうすると、ヒープ内の相対位置がはっきりしなくなってしまいます。
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目次
SplMinHeap::compare — 要素を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く

SplPriorityQueue クラス
導入
SplPriorityQueue クラスは、優先順位つきキューの主要な機能を提供します。 ヒープを使用して実装しています。

クラス概要
SplPriorityQueue implements Iterator , Countable {
/* メソッド */
__construct ( void )
int compare ( mixed $priority1 , mixed $priority2 )
int count ( void )
mixed current ( void )
mixed extract ( void )
void insert ( mixed $value , mixed $priority )
bool isEmpty ( void )
mixed key ( void )
void next ( void )
void recoverFromCorruption ( void )
void rewind ( void )
void setExtractFlags ( int $flags )
mixed top ( void )
bool valid ( void )
}

SplPriorityQueue::compare
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::compare — 要素の優先順位を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く

説明

int SplPriorityQueue::compare ( mixed $priority1 , mixed $priority2 )

priority1 と priority2 を比較します。

パラメータ
priority1

比較したい最初のノードの優先順位。
priority2

比較したい 2 番目のノードの優先順位。

返り値

比較結果を返します。priority1 が priority2 より大きい場合は正の整数値、等しい場合は 0、 小さい場合は負の整数値となります。

注意:

同一の優先順位の要素が複数存在する場合は、 キューから取り出す際の順序が不定となります。

SplPriorityQueue::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::__construct — 新しい空のキューを作成する
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説明

SplPriorityQueue::__construct() ( void )

これは、新しい空のキューを作成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplPriorityQueue::count
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::count — キュー内の要素数を数える

説明

int SplPriorityQueue::count ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

キュー内の要素数を返します。

SplPriorityQueue::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::current — イテレータが指す現在のノードを返す

説明

mixed SplPriorityQueue::current ( void )

現在のノードを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードの値あるいは優先順位 (あるいはその両方) を、抽出フラグの設定に応じて返します。

SplPriorityQueue::extract
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::extract — ヒープの先頭からノードを取り出す

説明

mixed SplPriorityQueue::extract ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

取り出したノードの値あるいは優先順位 (あるいはその両方) を、抽出フラグの設定に応じて返します。

SplPriorityQueue::insert
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::insert — キューに要素を挿入する

説明

void SplPriorityQueue::insert ( mixed $value , mixed $priority )

value を優先順位 priority でキューに挿入します。

パラメータ
value

挿入する値。
priority

関連づける優先順位。

返り値

値を返しません。

SplPriorityQueue::isEmpty
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::isEmpty — キューが空かどうかを調べる

説明

bool SplPriorityQueue::isEmpty ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

キューが空かどうかを返します。

SplPriorityQueue::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::key — 現在のノードのインデックスを返す

説明

mixed SplPriorityQueue::key ( void )

この関数は、現在のノードのインデックスを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードのインデックスを返します。
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SplPriorityQueue::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::next — 次のノードに移動する

説明

void SplPriorityQueue::next ( void )

キューから先頭のノードを取り出します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplPriorityQueue::recoverFromCorruption
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::recoverFromCorruption — 破壊されたキューを復旧し、それ以降の操作をできるようにする

説明

void SplPriorityQueue::recoverFromCorruption ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplPriorityQueue::rewind
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す (何もしない)

説明

void SplPriorityQueue::rewind ( void )

これは、イテレータを先頭に巻き戻します。ヒープの場合は何もしません。 というのもイテレータは仮想的なものであり、 実際はヒープの先頭から動くことがないからです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplPriorityQueue::setExtractFlags
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::setExtractFlags — 取り出しモードを設定する
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説明

void SplPriorityQueue::setExtractFlags ( int $flags )

パラメータ
flags

何を取り出すのかを SplPriorityQueue::current()、 SplPriorityQueue::top() および SplPriorityQueue::extract() で指定します。

SplPriorityQueue::EXTR_DATA (0x00000001): データを取り出す
SplPriorityQueue::EXTR_PRIORITY (0x00000002): 優先順位を取り出す
SplPriorityQueue::EXTR_BOTH (0x00000003): 両方を含む配列を取り出す

デフォルトのモードは SplPriorityQueue::EXTR_DATA です。

返り値

値を返しません。

SplPriorityQueue::top
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::top — キューの先頭のノードを取り出す

説明

mixed SplPriorityQueue::top ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

先頭のノードの値あるいは優先順位 (あるいはその両方) を、抽出フラグの設定に応じて返します。

SplPriorityQueue::valid
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplPriorityQueue::valid — キューにまだノードがあるかどうかを調べる

説明

bool SplPriorityQueue::valid ( void )

キューにまだノードがあるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

キューにまだノードが含まれる場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

目次
SplPriorityQueue::compare — 要素の優先順位を比較し、ヒープ内の適切な位置に置く
SplPriorityQueue::__construct — 新しい空のキューを作成する
SplPriorityQueue::count — キュー内の要素数を数える
SplPriorityQueue::current — イテレータが指す現在のノードを返す
SplPriorityQueue::extract — ヒープの先頭からノードを取り出す
SplPriorityQueue::insert — キューに要素を挿入する
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SplPriorityQueue::isEmpty — キューが空かどうかを調べる
SplPriorityQueue::key — 現在のノードのインデックスを返す
SplPriorityQueue::next — 次のノードに移動する
SplPriorityQueue::recoverFromCorruption — 破壊されたキューを復旧し、それ以降の操作をできるようにする
SplPriorityQueue::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す (何もしない)
SplPriorityQueue::setExtractFlags — 取り出しモードを設定する
SplPriorityQueue::top — キューの先頭のノードを取り出す
SplPriorityQueue::valid — キューにまだノードがあるかどうかを調べる

SplFixedArray クラス
導入
SplFixedArray クラスは配列の主要な機能を提供します。 SplFixedArray と通常の PHP の配列との主な違いは、 SplFixedArray は固定長であって、 整数値で指定した範囲内の添字しか使用できないところです。 これにより、より高速な配列の実装が可能となりました。

クラス概要
SplFixedArray implements Iterator , ArrayAccess , Countable {
/* メソッド */
public __construct ([ int $size = 0 ] )
public int count ( void )
public mixed current ( void )
public static SplFixedArray fromArray ( array $array [, boolean $save_indexes = true ] )
public int getSize ( void )
public int key ( void )
public void next ( void )
public bool offsetExists ( int $index )
public mixed offsetGet ( int $index )
public void offsetSet ( int $index , mixed $newval )
public void offsetUnset ( int $index )
public void rewind ( void )
public int setSize ( int $size )
public array toArray ( void )
public bool valid ( void )
}

例
例1 SplFixedArray の使用例
<?php
// 固定長の配列を初期化します
$array = new SplFixedArray(5);

$array[1] = 2;
$array[4] = "foo";

var_dump($array[0]); // NULL
var_dump($array[1]); // int(2)

var_dump($array["4"]); // string(3) "foo"

// 配列のサイズを 10 に拡大します
$array->setSize(10);

$array[9] = "asdf";

// 配列のサイズを 2 に縮めます
$array->setSize(2);

// 以下は RuntimeException: Index invalid or out of range となります
try {
    var_dump($array["non-numeric"]);
} catch(RuntimeException $re) {
    echo "RuntimeException: ".$re->getMessage()."\n";
}

try {
    var_dump($array[-1]);
} catch(RuntimeException $re) {
    echo "RuntimeException: ".$re->getMessage()."\n";
}

try {
    var_dump($array[5]);
} catch(RuntimeException $re) {
    echo "RuntimeException: ".$re->getMessage()."\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
int(2)
string(3) "foo"
RuntimeException: Index invalid or out of range
RuntimeException: Index invalid or out of range
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RuntimeException: Index invalid or out of range

SplFixedArray::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::__construct — 新しい固定長配列を作成する

説明

public SplFixedArray::__construct() ([ int $size = 0 ] )

新しい空の固定長配列を作成します。

パラメータ
size

固定長配列のサイズ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFixedArray::__construct() の例
<?php
$array = new SplFixedArray(5);

$array[1] = 2;
$array[4] = "foo";

foreach($array as $v) {
  var_dump($v);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
int(2)
NULL
NULL
string(3) "foo"

SplFixedArray::count
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::count — 配列のサイズを返す

説明

public int SplFixedArray::count ( void )

配列のサイズを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

配列のサイズを返します。

SplFixedArray::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::current — 現在の配列の要素を返す
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説明

public mixed SplFixedArray::current ( void )

現在の配列の要素を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の値を返します。

SplFixedArray::fromArray
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::fromArray — PHP の配列を SplFixedArray インスタンスにインポートする

説明

public static SplFixedArray SplFixedArray::fromArray ( array $array [, boolean $save_indexes = true ] )

PHP の配列 array を、新しい SplFixedArray インスタンスにインポートします。

パラメータ
array

インポートする配列。
save_indexes

元の配列で使っている数値添字を保存しようと試みる。

返り値

配列の中身を含む SplFixedArray のインスタンスを返します。

例

例1 SplFixedArray::fromArray() の例
<?php
$fa = SplFixedArray::fromArray(array(1 => 1, 0 => 2, 3 => 3));

var_dump($fa);

$fa = SplFixedArray::fromArray(array(1 => 1, 0 => 2, 3 => 3), false);

var_dump($fa);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SplFixedArray)#1 (4) {
  [0]=>
  int(2)
  [1]=>
  int(1)
  [2]=>
  NULL
  [3]=>
  int(3)
}
object(SplFixedArray)#2 (3) {
  [0]=>
  int(1)
  [1]=>
  int(2)
  [2]=>
  int(3)
}

SplFixedArray::getSize
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::getSize — 配列のサイズを取得する
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説明

public int SplFixedArray::getSize ( void )

配列のサイズを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

配列のサイズを integer で返します。

例

例1 SplFixedArray::getSize() の例
<?php
   $array = new SplFixedArray(5);
   echo $array->getSize()."\n";
   $array->setSize(10);
   echo $array->getSize()."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
5
10

SplFixedArray::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::key — 現在の配列の添字を返す

説明

public int SplFixedArray::key ( void )

現在の配列の添字を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の配列の添字を返します。

SplFixedArray::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::next — 次のエントリに進む

説明

public void SplFixedArray::next ( void )

イテレータを、次の配列の要素に進めます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。
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SplFixedArray::offsetExists
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::offsetExists — 指定した添字が存在するかどうかを返す

説明

public bool SplFixedArray::offsetExists ( int $index )

index で指定した添字が存在するかどうかを返します。

パラメータ
index

調べたい添字。

返り値

指定した添字が存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

SplFixedArray::offsetGet
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::offsetGet — 指定した添字の値を返す

説明

public mixed SplFixedArray::offsetGet ( int $index )

index で指定した添字の値を返します。

パラメータ
index

値を取得したい添字。

返り値

index で指定した添字の値を返します。

SplFixedArray::offsetSet
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::offsetSet — 指定した添字の新しい値を設定する

説明

public void SplFixedArray::offsetSet ( int $index , mixed $newval )

index で指定した添字の値を newval に設定します。

パラメータ
index

設定したい添字。
newval

index の新しい値。

返り値

値を返しません。
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SplFixedArray::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::offsetUnset — 指定した添字の値を消去する

説明

public void SplFixedArray::offsetUnset ( int $index )

指定した添字の値を消去します。

パラメータ
index

消去したい添字。

返り値

値を返しません。

SplFixedArray::rewind
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す

説明

public void SplFixedArray::rewind ( void )

イテレータを先頭に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

SplFixedArray::setSize
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::setSize — 配列のサイズを変更する

説明

public int SplFixedArray::setSize ( int $size )

配列のサイズを、新しい値 size に変更します。

パラメータ
size

新しい配列のサイズ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFixedArray::setSize() の例
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<?php
   $array = new SplFixedArray(5);
   echo $array->getSize()."\n";
   $array->setSize(10);
   echo $array->getSize()."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
5
10

SplFixedArray::toArray
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::toArray — 固定長配列から PHP の配列を返す

説明

public array SplFixedArray::toArray ( void )

固定長配列から PHP の配列を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

固定長配列と同じ内容の PHP の配列を返します。

例

例1 SplFixedArray::toArray() の例
<?php
$fa = new SplFixedArray(3);
$fa[0] = 0;
$fa[2] = 2;
var_dump($fa->toArray());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  [0]=>
  int(0)
  [1]=>
  NULL
  [2]=>
  int(2)
}

SplFixedArray::valid
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplFixedArray::valid — 配列にまだ要素があるかどうかを調べる

説明

public bool SplFixedArray::valid ( void )

配列にまだ要素があるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

配列にまだ要素がある場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

目次
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SplFixedArray::__construct — 新しい固定長配列を作成する
SplFixedArray::count — 配列のサイズを返す
SplFixedArray::current — 現在の配列の要素を返す
SplFixedArray::fromArray — PHP の配列を SplFixedArray インスタンスにインポートする
SplFixedArray::getSize — 配列のサイズを取得する
SplFixedArray::key — 現在の配列の添字を返す
SplFixedArray::next — 次のエントリに進む
SplFixedArray::offsetExists — 指定した添字が存在するかどうかを返す
SplFixedArray::offsetGet — 指定した添字の値を返す
SplFixedArray::offsetSet — 指定した添字の新しい値を設定する
SplFixedArray::offsetUnset — 指定した添字の値を消去する
SplFixedArray::rewind — イテレータを先頭に巻き戻す
SplFixedArray::setSize — 配列のサイズを変更する
SplFixedArray::toArray — 固定長配列から PHP の配列を返す
SplFixedArray::valid — 配列にまだ要素があるかどうかを調べる

SplObjectStorage クラス
導入
SplObjectStorage クラスは、オブジェクトをデータに対応させたり、 データを渡さずオブジェクトセットとして使用したりします。 これらはどちらも、オブジェクトを一意に特定したい場合に便利です。

クラス概要
SplObjectStorage implements Countable , Iterator , Traversable , Serializable , ArrayAccess {
/* メソッド */
public void addAll ( SplObjectStorage $storage )
public void attach ( object $object [, mixed $data = NULL ] )
public boolean contains ( object $object )
public int count ( void )
public object current ( void )
public void detach ( object $object )
public mixed getInfo ( void )
public int key ( void )
public void next ( void )
public boolean offsetExists ( object $object )
public mixed offsetGet ( object $object )
public void offsetSet ( object $object , mixed $info )
public void offsetUnset ( object $object )
public void removeAll ( SplObjectStorage $storage )
public void rewind ( void )
public string serialize ( void )
public void setInfo ( mixed $data )
public void unserialize ( string $serialized )
public boolean valid ( void )
}

例
例1 SplObjectStorage をセットとして使用
<?php
// オブジェクトセット
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;
$o3 = new StdClass;

$s->attach($o1);
$s->attach($o2);

var_dump($s->contains($o1));
var_dump($s->contains($o2));
var_dump($s->contains($o3));

$s->detach($o2);

var_dump($s->contains($o1));
var_dump($s->contains($o2));
var_dump($s->contains($o3));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)
bool(false)
bool(true)
bool(false)
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bool(false)

例2 SplObjectStorage をマップとして使用
<?php
// オブジェクトとデータを対応させます
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;
$o3 = new StdClass;

$s[$o1] = "data for object 1";
$s[$o2] = array(1,2,3);

if (isset($s[$o2])) {
    var_dump($s[$o2]);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  [0]=>
  int(1)
  [1]=>
  int(2)
  [2]=>
  int(3)
}

SplObjectStorage::addAll
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::addAll — 別のストレージからすべてのオブジェクトを追加する

説明

public void SplObjectStorage::addAll ( SplObjectStorage $storage )

別のストレージにあるすべてのオブジェクトとデータのペアを、 現在のストレージに追加します。

パラメータ
storage

インポートしたいストレージ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::addAll() の例
<?php
$o = new StdClass;
$a = new SplObjectStorage();
$a[$o] = "hello";

$b = new SplObjectStorage();
$b->addAll($a);
echo $b[$o]."\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
hello

参考

SplObjectStorage::removeAll() - 別のストレージに含まれているオブジェクトを現在のストレージから取り除く

SplObjectStorage::attach
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::attach — オブジェクトをストレージに追加する

説明

public void SplObjectStorage::attach ( object $object [, mixed $data = NULL ] )
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オブジェクトをストレージに追加し、 オプションでそれを何らかのデータに関連づけます。

パラメータ
object

追加したいオブジェクト。
data

object に関連づけるデータ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::attach() の例
<?php
$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;
$s = new SplObjectStorage();
$s->attach($o1); // $s[$o1] = NULL; と同等
$s->attach($o2, "hello"); // $s[$o2] = "hello"; と同等
var_dump($s[$o1]);
var_dump($s[$o2]);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
NULL
string(5) "hello"

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 data パラメータが追加されました。

参考

SplObjectStorage::detach() - オブジェクトをストレージから取り除く
SplObjectStorage::offsetSet() - ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づける

SplObjectStorage::contains
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::contains — ストレージに特定のオブジェクトが含まれるかどうかを調べる

説明

public boolean SplObjectStorage::contains ( object $object )

指定したオブジェクトがストレージに含まれるかどうかを調べます。

パラメータ
object

探したいオブジェクト。

返り値

object がストレージに存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 SplObjectStorage::contains() の例
<?php
$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s = new SplObjectStorage();
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$s[$o1] = "hello";
var_dump($s->contains($o1));
var_dump($s->contains($o2));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)

参考

SplObjectStorage::offsetExists() - オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べる

SplObjectStorage::count
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::count — ストレージ内のオブジェクトの数を返す

説明

public int SplObjectStorage::count ( void )

ストレージ内のオブジェクトの数を数えます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ストレージ内のオブジェクトの数を返します。

例

例1 SplObjectStorage::count() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();
$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1);
$s->attach($o2);
$s->attach($o1);
var_dump($s->count());
var_dump(count($s));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(2)
int(2)

参考

SplObjectStorage::attach() - オブジェクトをストレージに追加する
SplObjectStorage::detach() - オブジェクトをストレージから取り除く

SplObjectStorage::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::current — 現在のストレージの要素を返す

説明

public object SplObjectStorage::current ( void )

現在のストレージの要素を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

現在のイテレータの位置にあるオブジェクトを返します。

例

例1 SplObjectStorage::current() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    $index  = $s->key();
    $object = $s->current(); // current($s) と同等
    $data   = $s->getInfo();

    var_dump($object);
    var_dump($data);
    $s->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(stdClass)#2 (0) {
}
string(2) "d1"
object(stdClass)#3 (0) {
}
string(2) "d2"

参考

SplObjectStorage::rewind() - イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す
SplObjectStorage::key() - イテレータの現在位置を返す
SplObjectStorage::next() - 次のエントリに移動する
SplObjectStorage::valid() - イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返す
SplObjectStorage::getInfo() - イテレータの現在のエントリに関連づけられたデータを返す

SplObjectStorage::detach
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::detach — オブジェクトをストレージから取り除く

説明

public void SplObjectStorage::detach ( object $object )

オブジェクトをストレージから取り除きます。

パラメータ
object

取り除きたいオブジェクト。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::detach() の例
<?php
$o = new StdClass;
$s = new SplObjectStorage();
$s->attach($o);
var_dump(count($s));
$s->detach($o);
var_dump(count($s));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(1)
int(0)
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参考

SplObjectStorage::attach() - オブジェクトをストレージに追加する
SplObjectStorage::removeAll() - 別のストレージに含まれているオブジェクトを現在のストレージから取り除く

SplObjectStorage::getInfo
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::getInfo — イテレータの現在のエントリに関連づけられたデータを返す

説明

public mixed SplObjectStorage::getInfo ( void )

イテレータの現在の位置が指すオブジェクトに関連づけられたデータあるいは情報を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータの現在の位置に関連づけられたデータを返します。

例

例1 SplObjectStorage::getInfo() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    $index  = $s->key();
    $object = $s->current(); // current($s) と同等
    $data   = $s->getInfo();

    var_dump($object);
    var_dump($data);
    $s->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(stdClass)#2 (0) {
}
string(2) "d1"
object(stdClass)#3 (0) {
}
string(2) "d2"

参考

SplObjectStorage::current() - 現在のストレージの要素を返す
SplObjectStorage::rewind() - イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す
SplObjectStorage::key() - イテレータの現在位置を返す
SplObjectStorage::next() - 次のエントリに移動する
SplObjectStorage::valid() - イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返す
SplObjectStorage::setInfo() - イテレータの現在のエントリに関連づけるデータを設定する

SplObjectStorage::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::key — イテレータの現在位置を返す

説明

public int SplObjectStorage::key ( void )

イテレータの現在位置を返します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータの現在位置に対応するインデックスを返します。

例

例1 SplObjectStorage::key() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    $index  = $s->key();
    $object = $s->current(); // current($s) と同等
    var_dump($index);
    var_dump($object);
    $s->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)
object(stdClass)#2 (0) {
}
int(1)
object(stdClass)#3 (0) {
}

参考

SplObjectStorage::rewind() - イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す
SplObjectStorage::current() - 現在のストレージの要素を返す
SplObjectStorage::next() - 次のエントリに移動する
SplObjectStorage::valid() - イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返す

SplObjectStorage::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::next — 次のエントリに移動する

説明

public void SplObjectStorage::next ( void )

イテレータを、ストレージ内の次のオブジェクトに移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::next() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    $index  = $s->key();
    $object = $s->current(); // current($s) と同等
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    var_dump($index);
    var_dump($object);
    $s->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)
object(stdClass)#2 (0) {
}
int(1)
object(stdClass)#3 (0) {
}

参考

SPLObjectStorage::rewind() - イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す

SplObjectStorage::offsetExists
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::offsetExists — オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べる

説明

public boolean SplObjectStorage::offsetExists ( object $object )

オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べます。

パラメータ
object

探したいオブジェクト。

返り値

object がストレージ内に存在する場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 SplObjectStorage::offsetExists() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage;
$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1);

var_dump($s->offsetExists($o1)); // isset($s[$o1]) と同等
var_dump($s->offsetExists($o2)); // isset($s[$o2]) と同等
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)

参考

SplObjectStorage::offsetSet() - ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づける
SplObjectStorage::offsetGet() - オブジェクトに関連づけられたデータを返す
SplObjectStorage::offsetUnset() - ストレージからオブジェクトを取り除く

SplObjectStorage::offsetGet
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::offsetGet — オブジェクトに関連づけられたデータを返す

説明

public mixed SplObjectStorage::offsetGet ( object $object )

ストレージ内のオブジェクトに関連づけられたデータを返します。
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パラメータ
object

探したいオブジェクト。

返り値

ストレージ内のオブジェクトに関連づけられたデータを返します。

例

例1 SplObjectStorage::offsetGet() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage;

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s[$o1] = "hello";
$s->attach($o2);

var_dump($s->offsetGet($o1)); // $s[$o1] と同等
var_dump($s->offsetGet($o2)); // $s[$o2] と同等
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "hello"
NULL

参考

SplObjectStorage::offsetSet() - ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づける
SplObjectStorage::offsetExists() - オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べる
SplObjectStorage::offsetUnset() - ストレージからオブジェクトを取り除く

SplObjectStorage::offsetSet
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::offsetSet — ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づける

説明

public void SplObjectStorage::offsetSet ( object $object , mixed $info )

ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づけます。

注意:

SplObjectStorage::offsetSet() は、 SplObjectStorage::attach() のエイリアスです。

パラメータ
object

データを関連づけたいオブジェクト。
info

object に関連づけるデータ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::offsetSet() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage;

$o1 = new StdClass;

$s->offsetSet($o1, "hello"); // $s[$o1] = "hello"; と同等
var_dump($s[$o1]);
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "hello"

参考

SplObjectStorage::offsetGet() - オブジェクトに関連づけられたデータを返す
SplObjectStorage::offsetExists() - オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べる
SplObjectStorage::offsetUnset() - ストレージからオブジェクトを取り除く

SplObjectStorage::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::offsetUnset — ストレージからオブジェクトを取り除く

説明

public void SplObjectStorage::offsetUnset ( object $object )

ストレージからオブジェクトを取り除きます。

注意:

SplObjectStorage::offsetUnset() は、 SplObjectStorage::detach() のエイリアスです。

パラメータ
object

取り除きたいオブジェクト。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::offsetUnset() の例
<?php
$o = new StdClass;
$s = new SplObjectStorage();
$s->attach($o);
var_dump(count($s));
$s->offsetUnset($o); // unset($s[$o]) と同等
var_dump(count($s));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(1)
int(0)

参考

SplObjectStorage::offsetGet() - オブジェクトに関連づけられたデータを返す
SplObjectStorage::offsetSet() - ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づける
SplObjectStorage::offsetExists() - オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べる

SplObjectStorage::removeAll
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::removeAll — 別のストレージに含まれているオブジェクトを現在のストレージから取り除く

説明

public void SplObjectStorage::removeAll ( SplObjectStorage $storage )

別のストレージに含まれているオブジェクトを現在のストレージから取り除きます。

パラメータ
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storage

取り除きたい要素を含むストレージ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::removeAll() の例
<?php
$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;
$a = new SplObjectStorage();
$a[$o1] = "foo";

$b = new SplObjectStorage();
$b[$o1] = "bar";
$b[$o2] = "gee";

var_dump(count($b));
$b->removeAll($a);
var_dump(count($b));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(2)
int(1)

参考

SplObjectStorage::addAll() - 別のストレージからすべてのオブジェクトを追加する

SplObjectStorage::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::rewind — イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す

説明

public void SplObjectStorage::rewind ( void )

イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::rewind() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    $index  = $s->key();
    $object = $s->current(); // current($s) と同等
    $data   = $s->getInfo();

    var_dump($object);
    var_dump($data);
    $s->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(1)
int(0)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

参考

SplObjectStorage::next() - 次のエントリに移動する

SplObjectStorage::serialize
(PHP 5 >= 5.2.2)

SplObjectStorage::serialize — ストレージをシリアライズする

説明

public string SplObjectStorage::serialize ( void )

ストレージの文字列表現を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ストレージの文字列表現を返します。

例

例1 SplObjectStorage::serialize() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage;
$o = new StdClass;
$s[$o] = "data";

echo $s->serialize()."\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
x:i:1;O:8:"stdClass":0:{},s:4:"data";;m:a:0:{}

参考

SplObjectStorage::unserialize() - ストレージの文字列表現をアンシリアライズする

SplObjectStorage::setInfo
(PHP 5 >= 5.3.0)

SplObjectStorage::setInfo — イテレータの現在のエントリに関連づけるデータを設定する

説明

public void SplObjectStorage::setInfo ( mixed $data )

イテレータが現在指しているオブジェクトにデータあるいは情報を関連づけます。

パラメータ
data

現在のイテレータのエントリに関連づけるデータ。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::setInfo() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
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$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    $s->setInfo("new");
    $s->next();
}
var_dump($s[$o1]);
var_dump($s[$o2]);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(3) "new"
string(3) "new"

参考

SplObjectStorage::current() - 現在のストレージの要素を返す
SplObjectStorage::rewind() - イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す
SplObjectStorage::key() - イテレータの現在位置を返す
SplObjectStorage::next() - 次のエントリに移動する
SplObjectStorage::valid() - イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返す
SplObjectStorage::getInfo() - イテレータの現在のエントリに関連づけられたデータを返す

SplObjectStorage::unserialize
(PHP 5 >= 5.2.2)

SplObjectStorage::unserialize — ストレージの文字列表現をアンシリアライズする

説明

public void SplObjectStorage::unserialize ( string $serialized )

ストレージのエントリをアンシリアライズし、現在のストレージに追加します。

パラメータ
serialized

ストレージをシリアライズしたもの。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplObjectStorage::unserialize() の例
<?php
$s1 = new SplObjectStorage;
$s2 = new SplObjectStorage;
$o = new StdClass;
$s1[$o] = "data";

$s2->unserialize($s1->serialize());

var_dump(count($s2));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(1)

参考

SplObjectStorage::serialize() - ストレージをシリアライズする

SplObjectStorage::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObjectStorage::valid — イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返す



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

public boolean SplObjectStorage::valid ( void )

イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータのエントリが有効な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 SplObjectStorage::valid() の例
<?php
$s = new SplObjectStorage();

$o1 = new StdClass;
$o2 = new StdClass;

$s->attach($o1, "d1");
$s->attach($o2, "d2");

$s->rewind();
while($s->valid()) {
    echo $s->key()."\n";
    $s->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0
1

参考

SplObjectStorage::current() - 現在のストレージの要素を返す
SplObjectStorage::getInfo() - イテレータの現在のエントリに関連づけられたデータを返す

目次
SplObjectStorage::addAll — 別のストレージからすべてのオブジェクトを追加する
SplObjectStorage::attach — オブジェクトをストレージに追加する
SplObjectStorage::contains — ストレージに特定のオブジェクトが含まれるかどうかを調べる
SplObjectStorage::count — ストレージ内のオブジェクトの数を返す
SplObjectStorage::current — 現在のストレージの要素を返す
SplObjectStorage::detach — オブジェクトをストレージから取り除く
SplObjectStorage::getInfo — イテレータの現在のエントリに関連づけられたデータを返す
SplObjectStorage::key — イテレータの現在位置を返す
SplObjectStorage::next — 次のエントリに移動する
SplObjectStorage::offsetExists — オブジェクトがストレージ内に存在するかどうかを調べる
SplObjectStorage::offsetGet — オブジェクトに関連づけられたデータを返す
SplObjectStorage::offsetSet — ストレージ内のオブジェクトにデータを関連づける
SplObjectStorage::offsetUnset — ストレージからオブジェクトを取り除く
SplObjectStorage::removeAll — 別のストレージに含まれているオブジェクトを現在のストレージから取り除く
SplObjectStorage::rewind — イテレータをストレージの最初の要素に巻き戻す
SplObjectStorage::serialize — ストレージをシリアライズする
SplObjectStorage::setInfo — イテレータの現在のエントリに関連づけるデータを設定する
SplObjectStorage::unserialize — ストレージの文字列表現をアンシリアライズする
SplObjectStorage::valid — イテレータの現在のエントリが有効かどうかを返す

イテレータ
目次

AppendIterator
ArrayIterator
CachingIterator
DirectoryIterator
EmptyIterator
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FilesystemIterator
FilterIterator
GlobIterator
InfiniteIterator
IteratorIterator
LimitIterator
MultipleIterator
NoRewindIterator
ParentIterator
RecursiveArrayIterator
RecursiveCachingIterator
RecursiveDirectoryIterator
RecursiveFilterIterator
RecursiveIteratorIterator
RecursiveRegexIterator
RecursiveTreeIterator
RegexIterator
SimpleXMLIterator

SPL にはイテレータが用意されており、オブジェクトを反復処理することができます。

ドキュメント化されていないイテレータ
RecursiveTreeIterator

AppendIterator クラス
導入
複数のコレクションを反復処理します。

クラス概要
AppendIterator extends IteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* メソッド */
public void append ( Iterator $iterator )
__construct ( void )
public void current ( void )
public void getArrayIterator ( void )
public void getInnerIterator ( void )
public void getIteratorIndex ( void )
public void key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void valid ( void )
/* 継承したメソッド */
IteratorIterator::__construct ( Traversable $iterator )
public void IteratorIterator::current ( void )
public void IteratorIterator::getInnerIterator ( void )
public void IteratorIterator::key ( void )
public void IteratorIterator::next ( void )
public void IteratorIterator::rewind ( void )
public bool IteratorIterator::valid ( void )
}

AppendIterator::append
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::append — イテレータを追加する

説明

public void AppendIterator::append ( Iterator $iterator )

イテレータを追加します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
iterator

追加するイテレータ。

返り値

値を返しません。

参考

AppendIterator::__construct() - AppendIterator を作成する

AppendIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::__construct — AppendIterator を作成する

説明

AppendIterator::__construct ( void )

AppendIterator を作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

AppendIterator::append() - イテレータを追加する

AppendIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::current — 現在の値を取得する

説明

public void AppendIterator::current ( void )

現在の値を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

有効な状態の場合は現在の値、それ以外の場合は NULL を返します。

参考
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AppendIterator::next() - 次の要素に移動する

AppendIterator::getArrayIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::getArrayIterator — getArrayIterator メソッド

説明

public void AppendIterator::getArrayIterator ( void )

getArrayIterator メソッド

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

AppendIterator::getInnerIterator() - 内部イテレータを取得する

AppendIterator::getInnerIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する

説明

public void AppendIterator::getInnerIterator ( void )

内部イテレータを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の内部イテレータを返します。

参考

AppendIterator::getArrayIterator() - getArrayIterator メソッド

AppendIterator::getIteratorIndex
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::getIteratorIndex — イテレータのインデックスを取得する

説明

public void AppendIterator::getIteratorIndex ( void )
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イテレータのインデックスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータのインデックスを返します。

参考

AppendIterator::getInnerIterator() - 内部イテレータを取得する

AppendIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::key — 現在のキーを取得する

説明

public void AppendIterator::key ( void )

現在のキーを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

有効な状態の場合は現在のキー、それ以外の場合は NULL を返します。

参考

AppendIterator::current() - 現在の値を取得する

AppendIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::next — 次の要素に移動する

説明

public void AppendIterator::next ( void )

次の要素に移動します。もし別のイテレータに移動する場合は、そのイテレータを巻き戻します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。
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参考

AppendIterator::rewind() - イテレータを巻き戻す

AppendIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::rewind — イテレータを巻き戻す

説明

public void AppendIterator::rewind ( void )

最初の内部イテレータの最初の要素まで巻き戻します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

AppendIterator::next() - 次の要素に移動する

AppendIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

AppendIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかを調べる

説明

public void AppendIterator::valid ( void )

現在の要素が有効かどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

AppendIterator::append() - イテレータを追加する

目次
AppendIterator::append — イテレータを追加する
AppendIterator::__construct — AppendIterator を作成する
AppendIterator::current — 現在の値を取得する
AppendIterator::getArrayIterator — getArrayIterator メソッド
AppendIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する
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AppendIterator::getIteratorIndex — イテレータのインデックスを取得する
AppendIterator::key — 現在のキーを取得する
AppendIterator::next — 次の要素に移動する
AppendIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
AppendIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかを調べる

ArrayIterator クラス
導入
このイテレータは、配列やオブジェクトを反復処理する際に 値やキーをリセットしたり修正したりすることができます。

同じ配列を何度も反復処理したい場合は、 ArrayObject のインスタンスとそれを参照する ArrayIterator のインスタンスを作成し、 foreach を使用するか getIterator() メソッドを手動でコールします。

クラス概要
ArrayIterator implements Iterator , Traversable , ArrayAccess , SeekableIterator , Countable {
/* メソッド */
public void append ( mixed $value )
public void asort ( void )
__construct ( mixed $array )
public void count ( void )
mixed current ( void )
public array getArrayCopy ( void )
public void getFlags ( void )
mixed key ( void )
public void ksort ( void )
public void natcasesort ( void )
public void natsort ( void )
void next ( void )
public void offsetExists ( string $index )
public mixed offsetGet ( string $index )
public void offsetSet ( string $index , string $newval )
public void offsetUnset ( string $index )
void rewind ( void )
void seek ( int $position )
public string serialize ( void )
public void setFlags ( string $flags )
public void uasort ( string $cmp_function )
public void uksort ( string $cmp_function )
public string unserialize ( string $serialized )
bool valid ( void )
}

ArrayIterator::append
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::append — 要素を追加する

説明

public void ArrayIterator::append ( mixed $value )

値を最後の要素として追加します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
value

追加する値。

返り値

値を返しません。
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注意

注意:

このメソッドは、ArrayIterator がオブジェクトを参照している場合はコールできません。

参考

ArrayIterator::next() - 次のエントリに移動する

ArrayIterator::asort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayIterator::asort — 値で配列をソートする

説明

public void ArrayIterator::asort ( void )

値で配列をソートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::ksort() - キーで配列をソートする
ArrayIterator::natcasesort() - 大文字小文字を区別せずに自然順で配列をソートする
ArrayIterator::natsort() - 自然順で配列をソートする

ArrayIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::__construct — ArrayIterator を作成する

説明

ArrayIterator::__construct ( mixed $array )

ArrayIterator オブジェクトを作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
array

反復処理をする配列あるいはオブジェクト。

返り値

ArrayIterator オブジェクトを返します。

エラー / 例外

ArrayIterator::__construct() は、 配列やオブジェクト以外を渡したときに InvalidArgumentException をスローします。
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参考

ArrayIterator::getArrayCopy() - 配列のコピーを取得する

ArrayIterator::count
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::count — 要素を数える

説明

public void ArrayIterator::count ( void )

配列の要素の数、あるいはオブジェクトの public プロパティの数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

数を返します。

参考

ArrayIterator::getFlags() - フラグを取得する

ArrayIterator::current
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::current — 現在の配列エントリを返す

説明

mixed ArrayIterator::current ( void )

現在の配列エントリを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の配列エントリを返します。

例

例1 ArrayIterator::current() の例
<?php
$array = array('1' => 'one',
               '2' => 'two',
               '3' => 'three');

$arrayobject = new ArrayObject($array);

for($iterator = $arrayobject->getIterator();
    $iterator->valid();
    $iterator->next()) {

    echo $iterator->key() . ' => ' . $iterator->current() . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
1 => one
2 => two
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3 => three

ArrayIterator::getArrayCopy
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::getArrayCopy — 配列のコピーを取得する

説明

public array ArrayIterator::getArrayCopy ( void )

配列のコピーを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

配列のコピーを返します。 ArrayIterator がオブジェクトを参照している場合は public プロパティの配列を返します。

参考

ArrayIterator::valid() - 配列がまだエントリを持っているかどうかチェックする

ArrayIterator::getFlags
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayIterator::getFlags — フラグを取得する

説明

public void ArrayIterator::getFlags ( void )

現在のフラグを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のフラグを返します。

参考

ArrayIterator::valid() - 配列がまだエントリを持っているかどうかチェックする

ArrayIterator::key
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::key — 現在の配列キーを返す

説明

mixed ArrayIterator::key ( void )
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この関数は、現在の配列キーを返します

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この関数は、現在の配列キーを返します

例

例1 ArrayIterator::key() の例
<?php
$array = array('key' => 'value');

$arrayobject = new ArrayObject($array);
$iterator = $arrayobject->getIterator();

echo $iterator->key(); //key
?>

ArrayIterator::ksort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayIterator::ksort — キーで配列をソートする

説明

public void ArrayIterator::ksort ( void )

キーで配列をソートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::asort() - 値で配列をソートする
ArrayIterator::natcasesort() - 大文字小文字を区別せずに自然順で配列をソートする
ArrayIterator::natsort() - 自然順で配列をソートする

ArrayIterator::natcasesort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayIterator::natcasesort — 大文字小文字を区別せずに自然順で配列をソートする

説明

public void ArrayIterator::natcasesort ( void )

大文字小文字を区別しない "自然順" アルゴリズムを使って、値でエントリをソートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::asort() - 値で配列をソートする
ArrayIterator::ksort() - キーで配列をソートする
ArrayIterator::natsort() - 自然順で配列をソートする
natcasesort() - 大文字小文字を区別しない"自然順"アルゴリズムを用いて配列をソートする

ArrayIterator::natsort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayIterator::natsort — 自然順で配列をソートする

説明

public void ArrayIterator::natsort ( void )

"自然順" アルゴリズムを使って、値でエントリをソートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::asort() - 値で配列をソートする
ArrayIterator::ksort() - キーで配列をソートする
ArrayIterator::natcasesort() - 大文字小文字を区別せずに自然順で配列をソートする
natsort() - "自然順"アルゴリズムで配列をソートする

ArrayIterator::next
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::next — 次のエントリに移動する

説明

void ArrayIterator::next ( void )

この関数は次のエントリにイテレータを移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayIterator::next() の例
<?php
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$arrayobject = new ArrayObject();

$arrayobject[] = 'zero';
$arrayobject[] = 'one';

$iterator = $arrayobject->getIterator();

while($iterator->valid()) {
    echo $iterator->key() . ' => ' . $iterator->current() . "\n";

    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0 => zero
1 => one

ArrayIterator::offsetExists
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::offsetExists — オフセットが存在するかどうかを調べる

説明

public void ArrayIterator::offsetExists ( string $index )

オフセットが存在するかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

調べたいオフセット。

返り値

オフセットが存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ArrayIterator::valid() - 配列がまだエントリを持っているかどうかチェックする

ArrayIterator::offsetGet
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::offsetGet — オフセットの値を取得する

説明

public mixed ArrayIterator::offsetGet ( string $index )

指定したオフセットの値を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

値を取得したいオフセット。

返り値

オフセット index の値を返します。

参考
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ArrayIterator::offsetSet() - オフセットの値を設定する
ArrayIterator::offsetUnset() - オフセットの値を削除する

ArrayIterator::offsetSet
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::offsetSet — オフセットの値を設定する

説明

public void ArrayIterator::offsetSet ( string $index , string $newval )

指定したオフセットの値を設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

設定したいインデックス。
newval

インデックスに格納する新しい値。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::offSetGet() - オフセットの値を取得する
ArrayIterator::offSetUnset() - オフセットの値を削除する

ArrayIterator::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::offsetUnset — オフセットの値を削除する

説明

public void ArrayIterator::offsetUnset ( string $index )

オフセットの値を削除します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

削除したいオフセット。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::offSetGet() - オフセットの値を取得する
ArrayIterator::offSetSet() - オフセットの値を設定する
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ArrayIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::rewind — 配列を最初に巻き戻す

説明

void ArrayIterator::rewind ( void )

イテレータを最初に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayIterator::rewind() の例
<?php
$arrayobject = new ArrayObject();

$arrayobject[] = 'zero';
$arrayobject[] = 'one';
$arrayobject[] = 'two';

$iterator = $arrayobject->getIterator();

$iterator->next();
echo $iterator->key(); //1

$iterator->rewind(); //最初に巻き戻す
echo $iterator->key(); //0
?>

ArrayIterator::seek
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::seek — 位置を移動する

説明

void ArrayIterator::seek ( int $position )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
position

移動する位置。

返り値

値を返しません。

ArrayIterator::serialize
(PHP 5 >= 5.3.0)

ArrayIterator::serialize — シリアライズする

説明

public string ArrayIterator::serialize ( void )

シリアライズします。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

シリアライズした ArrayIterator を返します。

参考

ArrayIterator::unserialize() - アンシリアライズする

ArrayIterator::setFlags
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayIterator::setFlags — 振る舞いのフラグを設定する

説明

public void ArrayIterator::setFlags ( string $flags )

振る舞いのフラグを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
flags

次のビットマスク。

0 = オブジェクトのプロパティがリストとして (var_dump, foreach などで) アクセスされたときに通常の機能を持たせるようにする。
1 = 配列のインデックスを、読み書き時にプロパティとしてアクセスできるようにする。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::getFlags() - フラグを取得する

ArrayIterator::uasort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayIterator::uasort — ユーザ定義のソート

説明

public void ArrayIterator::uasort ( string $cmp_function )

ユーザ定義の関数を使って、値でエントリをソートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
cmp_function

ソートに使う比較関数。
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返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::uksort() - ユーザ定義のソート
usort() - ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする

ArrayIterator::uksort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayIterator::uksort — ユーザ定義のソート

説明

public void ArrayIterator::uksort ( string $cmp_function )

ユーザ定義の関数を使って、キーでエントリをソートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
cmp_function

ソートに使う比較関数。

返り値

値を返しません。

参考

ArrayIterator::uasort() - ユーザ定義のソート
uksort() - ユーザ定義の比較関数を用いて、キーで配列をソートする

ArrayIterator::unserialize
(PHP 5 >= 5.3.0)

ArrayIterator::unserialize — アンシリアライズする

説明

public string ArrayIterator::unserialize ( string $serialized )

アンシリアライズします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
serialized

シリアライズした ArrayIterator オブジェクト。

返り値

ArrayIterator を返します。

参考

ArrayIterator::serialize() - シリアライズする
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ArrayIterator::valid
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayIterator::valid — 配列がまだエントリを持っているかどうかチェックする

説明

bool ArrayIterator::valid ( void )

配列がまだエントリを持っているかどうかチェックします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayIterator::valid() の例
<?php
$array = array('1' => 'one');

$arrayobject = new ArrayObject($array);
$iterator = $arrayobject->getIterator();

var_dump($iterator->valid()); //bool(true)

$iterator->next(); // 次のアイテムに進める

//配列要素が 1 つしかないので bool(false)
var_dump($iterator->valid());
?>

目次
ArrayIterator::append — 要素を追加する
ArrayIterator::asort — 値で配列をソートする
ArrayIterator::__construct — ArrayIterator を作成する
ArrayIterator::count — 要素を数える
ArrayIterator::current — 現在の配列エントリを返す
ArrayIterator::getArrayCopy — 配列のコピーを取得する
ArrayIterator::getFlags — フラグを取得する
ArrayIterator::key — 現在の配列キーを返す
ArrayIterator::ksort — キーで配列をソートする
ArrayIterator::natcasesort — 大文字小文字を区別せずに自然順で配列をソートする
ArrayIterator::natsort — 自然順で配列をソートする
ArrayIterator::next — 次のエントリに移動する
ArrayIterator::offsetExists — オフセットが存在するかどうかを調べる
ArrayIterator::offsetGet — オフセットの値を取得する
ArrayIterator::offsetSet — オフセットの値を設定する
ArrayIterator::offsetUnset — オフセットの値を削除する
ArrayIterator::rewind — 配列を最初に巻き戻す
ArrayIterator::seek — 位置を移動する
ArrayIterator::serialize — シリアライズする
ArrayIterator::setFlags — 振る舞いのフラグを設定する
ArrayIterator::uasort — ユーザ定義のソート
ArrayIterator::uksort — ユーザ定義のソート
ArrayIterator::unserialize — アンシリアライズする
ArrayIterator::valid — 配列がまだエントリを持っているかどうかチェックする

CachingIterator クラス
導入
このオブジェクトは、別のイテレータからキャッシュされた反復処理をサポートします。
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クラス概要
CachingIterator extends IteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator , ArrayAccess , Countable {
/* 定数 */
const integer CachingIterator::CALL_TOSTRING = 1 ;
const integer CachingIterator::CATCH_GET_CHILD = 16 ;
const integer CachingIterator::TOSTRING_USE_KEY = 2 ;
const integer CachingIterator::TOSTRING_USE_CURRENT = 4 ;
const integer CachingIterator::TOSTRING_USE_INNER = 8 ;
const integer CachingIterator::FULL_CACHE = 256 ;
/* メソッド */
__construct ( Iterator $iterator [, string $flags ] )
public void count ( void )
public void current ( void )
public void getCache ( void )
public void getFlags ( void )
public void getInnerIterator ( void )
public void hasNext ( void )
public void key ( void )
public void next ( void )
public void offsetExists ( string $index )
public void offsetGet ( string $index )
public void offsetSet ( string $index , string $newval )
public void offsetUnset ( string $index )
public void rewind ( void )
public void setFlags ( bitmask $flags )
public void __toString ( void )
public void valid ( void )
}

定義済み定数

CachingIterator ノード型
CachingIterator::CALL_TOSTRING

Description here...

CachingIterator::CATCH_GET_CHILD

Description here...

CachingIterator::TOSTRING_USE_KEY

Description here...

CachingIterator::TOSTRING_USE_CURRENT

Description here...

CachingIterator::TOSTRING_USE_INNER

Description here...

CachingIterator::FULL_CACHE

Cache all read data.

CachingIterator::__construct
(PHP 5)

CachingIterator::__construct — 新しい CachingIterator オブジェクトを作成する

説明

CachingIterator::__construct ( Iterator $iterator [, string $flags ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator
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キャッシュしたいイテレータ。
flags

フラグのビットマスク。

CachingIterator::count
(PHP 5 >= 5.2.2)

CachingIterator::count — イテレータ内の要素の数

説明

public void CachingIterator::count ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

イテレータ内の要素の数を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータ内の要素の数を返します。

CachingIterator::current
(PHP 5)

CachingIterator::current — 現在の要素を返す

説明

public void CachingIterator::current ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

イテレータの現在の要素を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Mixed

参考

Iterator::current() - 現在の要素を返す

CachingIterator::getCache
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::getCache — The getCache purpose

説明

public void CachingIterator::getCache ( void )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

CachingIterator::getFlags
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::getFlags — 使用しているフラグを取得する

説明

public void CachingIterator::getFlags ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

CachingIterator インスタンスが使用するフラグのビットマスクを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Description...

CachingIterator::getInnerIterator
(PHP 5)

CachingIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを返す

説明

public void CachingIterator::getInnerIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

コンストラクタに送信されたイテレータを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Iterator インターフェイスを実装したオブジェクトを返します。

CachingIterator::hasNext
(PHP 5)

CachingIterator::hasNext — 内部イテレータが有効な次の要素を持つかどうかをチェックする

説明

public void CachingIterator::hasNext ( void )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

CachingIterator::key
(PHP 5)

CachingIterator::key — 現在の要素のキーを返す

説明

public void CachingIterator::key ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

このメソッドは、現在の要素のキーを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

CachingIterator::next
(PHP 5)

CachingIterator::next — イテレータを前方に移動する

説明

public void CachingIterator::next ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

イテレータを前方に移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

CachingIterator::offsetExists
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::offsetExists — The offsetExists purpose

説明

public void CachingIterator::offsetExists ( string $index )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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index

調べたいインデックス。

返り値

そのオフセットがさすエントリが存在する場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

CachingIterator::offsetGet
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::offsetGet — The offsetGet purpose

説明

public void CachingIterator::offsetGet ( string $index )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

Description...

返り値

Description...

CachingIterator::offsetSet
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::offsetSet — The offsetSet purpose

説明

public void CachingIterator::offsetSet ( string $index , string $newval )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

設定したい要素のインデックス。
newval

index の新しい値。

返り値

値を返しません。

CachingIterator::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::offsetUnset — The offsetUnset purpose

説明

public void CachingIterator::offsetUnset ( string $index )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
index

設定を解除したい要素のインデックス。

返り値

値を返しません。

CachingIterator::rewind
(PHP 5)

CachingIterator::rewind — イテレータを巻き戻す

説明

public void CachingIterator::rewind ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

イテレータを巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

CachingIterator::setFlags
(PHP 5 >= 5.2.0)

CachingIterator::setFlags — The setFlags purpose

説明

public void CachingIterator::setFlags ( bitmask $flags )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

CachingIterator オブジェクトのフラグを設定します。

パラメータ
flags

設定したいフラグのビットマスク。

返り値

値を返しません。

CachingIterator::__toString
(PHP 5)

CachingIterator::__toString — 現在の要素の文字列表現を返す
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説明

public void CachingIterator::__toString ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の要素の文字列表現を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の文字列表現を返します。

CachingIterator::valid
(PHP 5)

CachingIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかをチェックする

説明

public void CachingIterator::valid ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の要素が有効かどうかをチェックします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
CachingIterator::__construct — 新しい CachingIterator オブジェクトを作成する
CachingIterator::count — イテレータ内の要素の数
CachingIterator::current — 現在の要素を返す
CachingIterator::getCache — The getCache purpose
CachingIterator::getFlags — 使用しているフラグを取得する
CachingIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを返す
CachingIterator::hasNext — 内部イテレータが有効な次の要素を持つかどうかをチェックする
CachingIterator::key — 現在の要素のキーを返す
CachingIterator::next — イテレータを前方に移動する
CachingIterator::offsetExists — The offsetExists purpose
CachingIterator::offsetGet — The offsetGet purpose
CachingIterator::offsetSet — The offsetSet purpose
CachingIterator::offsetUnset — The offsetUnset purpose
CachingIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
CachingIterator::setFlags — The setFlags purpose
CachingIterator::__toString — 現在の要素の文字列表現を返す
CachingIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかをチェックする

DirectoryIterator クラス
導入
DirectoryIterator クラスは、 ファイルシステムのディレクトリを閲覧するためのシンプルなインターフェイスです。
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クラス概要
DirectoryIterator extends SplFileInfo implements Iterator , Traversable , SeekableIterator {
/* メソッド */
__construct ( string $path )
public DirectoryIterator current ( void )
public int getATime ( void )
public string getBasename ([ string $suffix ] )
public int getCTime ( void )
public string getFilename ( void )
public int getGroup ( void )
public int getInode ( void )
public int getMTime ( void )
public int getOwner ( void )
public string getPath ( void )
public string getPathname ( void )
public int getPerms ( void )
public int getSize ( void )
public string getType ( void )
public bool isDir ( void )
public bool isDot ( void )
public bool isExecutable ( void )
public bool isFile ( void )
public bool isLink ( void )
public bool isReadable ( void )
public bool isWritable ( void )
public string key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void seek ( int $position )
public string __toString ( void )
public bool valid ( void )
}

DirectoryIterator::__construct
(PHP 5)

DirectoryIterator::__construct — パスから新規ディレクトリイテレータを生成する

説明

DirectoryIterator::__construct() ( string $path )

パスから新規ディレクトリイテレータを生成します。

パラメータ
path

処理したいディレクトリのパス。

エラー / 例外

path が開けない場合に UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 DirectoryIterator::__construct() の例

この例は、スクリプト自身がいるディレクトリの中身を一覧表示します。
<?php
$dir = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($dir as $fileinfo) {
    if (!$fileinfo->isDot()) {
        var_dump($fileinfo->getFilename());
    }
}
?>

参考

SplFileInfo
Iterator
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DirectoryIterator::current
(PHP 5)

DirectoryIterator::current — 現在の DirectoryIterator アイテムを返す

説明

public DirectoryIterator DirectoryIterator::current ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の DirectoryIterator アイテムを返します。

例

例1 DirectoryIterator::current() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの中身を一覧表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
while($iterator->valid()) {
    $file = $iterator->current();
    echo $iterator->key() . " => " . $file->getFilename() . "\n";
    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0 => .
1 => ..
2 => apple.jpg
3 => banana.jpg
4 => index.php
5 => pear.jpg

参考

DirectoryIterator::key() - 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す
DirectoryIterator::next() - 次の DirectoryIterator アイテムに移動する
DirectoryIterator::rewind() - DirectoryIterator を最初に巻き戻す
DirectoryIterator::valid() - 現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックする
Iterator::current() - 現在の要素を返す

DirectoryIterator::getATime
(PHP 5)

DirectoryIterator::getATime — 現在の DirectoryIterator アイテムの最終アクセス時刻を取得する

説明

public int DirectoryIterator::getATime ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムの最終アクセス時刻を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの最終アクセス時刻を、Unix タイムスタンプで返します。

例

例1 DirectoryIterator::getATime() の例
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スクリプトのディレクトリ内のファイルの一覧と、その最終アクセス時刻を表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isFile()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . " " . $fileinfo->getATime() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg 1240047118
banana.jpg 1240065176
index.php 1240047208
pear.jpg 12240047979

参考

DirectoryIterator::getCTime() - 現在の DirectoryIterator アイテムの inode 修正時刻を取得する
DirectoryIterator::getMTime() - 現在の DirectoryIterator アイテムの最終修正時刻を取得する
fileatime() - ファイルの最終アクセス時刻を取得する

DirectoryIterator::getBasename
(PHP 5 >= 5.2.2)

DirectoryIterator::getBasename — 現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を取得する

説明

public string DirectoryIterator::getBasename ([ string $suffix ] )

現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を取得します。

パラメータ
suffix

ベース名が suffix で終わる場合は、これがカットされます。

返り値

現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を返します。

例

例1 DirectoryIterator::getBasename() の例

この例は、スクリプトがあるディレクトリ内のファイルについて 完全なベース名と最後の .jpg を取り除いたベース名を一覧表示します。
<?php
$dir = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($dir as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isFile()) {
        echo $fileinfo->getBasename() . "\n";
        echo $fileinfo->getBasename('.jpg') . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg
apple
banana.jpg
banana
index.php
index.php
pear.jpg
pear

参考

DirectoryIterator::getFilename() - 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す
DirectoryIterator::getPath() - 現在の Iterator アイテムのパスをファイル名抜きで返す
DirectoryIterator::getPathname() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパスとファイル名を返す
basename() - パス中のファイル名の部分を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す
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DirectoryIterator::getCTime
(PHP 5)

DirectoryIterator::getCTime — 現在の DirectoryIterator アイテムの inode 修正時刻を取得する

説明

public int DirectoryIterator::getCTime ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムの inode 修正時刻を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの最終更新時刻を、Unix タイムスタンプで返します。

例

例1 DirectoryIterator::getCTime() の例

この例は、スクリプトのディレクトリ内のファイルのファイル名と、その最終更新時刻を表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isFile()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . " changed at " . $fileinfo->getCTime() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg changed at 1240398312
banana.jpg changed at 1238605440
index.php changed at 1240398935
pear.jpg changed at 1237423740

参考

DirectoryIterator::getATime() - 現在の DirectoryIterator アイテムの最終アクセス時刻を取得する
DirectoryIterator::getMTime() - 現在の DirectoryIterator アイテムの最終修正時刻を取得する
filectime() - ファイルの inode 変更時刻を取得する

DirectoryIterator::getFilename
(PHP 5)

DirectoryIterator::getFilename — 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す

説明

public string DirectoryIterator::getFilename ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返します。

例

例1 DirectoryIterator::getFilename() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの中身を一覧表示します。
<?php
$dir = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

foreach ($dir as $fileinfo) {
    echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
.
..
apple.jpg
banana.jpg
index.php
pear.jpg

参考

DirectoryIterator::getBasename() - 現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を取得する
DirectoryIterator::getPath() - 現在の Iterator アイテムのパスをファイル名抜きで返す
DirectoryIterator::getPathname() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパスとファイル名を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す

DirectoryIterator::getGroup
(PHP 5)

DirectoryIterator::getGroup — 現在の DirectoryIterator アイテムのグループを取得する

説明

public int DirectoryIterator::getGroup ( void )

ファイルのグループ ID を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の DirectoryIterator アイテムのグループ ID を数値形式で返します。

例

例1 DirectoryIterator::getGroup() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
$groupid  = $iterator->getGroup();
echo 'Directory belongs to group id ' . $groupid . "\n";
print_r(posix_getgrgid($groupid));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Directory belongs to group id 42
Array
(
    [name]    => toons
    [passwd]  => x
    [members] => Array
        (
            [0] => tom
            [1] => jerry
        )
    [gid]     => 42
)

参考

DirectoryIterator::getiNode() - 現在の DirectoryIterator アイテムの inode を取得する
DirectoryIterator::getOwner() - 現在の DirectoryIterator アイテムの所有者を取得する
DirectoryIterator::getPerms() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する
filegroup() - ファイルのグループを取得する
posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す

DirectoryIterator::getInode
(PHP 5)

DirectoryIterator::getInode — 現在の DirectoryIterator アイテムの inode を取得する
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説明

public int DirectoryIterator::getInode ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムの inode 番号を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの inode 番号を返します。

例

例1 DirectoryIterator::getInode() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの inode 番号を表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
echo $iterator->getInode();
?>

参考

DirectoryIterator::getGroup() - 現在の DirectoryIterator アイテムのグループを取得する
DirectoryIterator::getOwner() - 現在の DirectoryIterator アイテムの所有者を取得する
DirectoryIterator::getPerms() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する
fileinode() - ファイルの inode を取得する

DirectoryIterator::getMTime
(PHP 5)

DirectoryIterator::getMTime — 現在の DirectoryIterator アイテムの最終修正時刻を取得する

説明

public int DirectoryIterator::getMTime ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムの最終修正時刻を Unix タイムスタンプで取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの最終修正時刻を、Unix タイムスタンプで返します。

例

例1 DirectoryIterator::getMTime() の例

スクリプトのディレクトリ内のファイルの一覧と、その最終修正時刻を表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isFile()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . " " . $fileinfo->getMTime() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg 1240047118
banana.jpg 1240065176
index.php 1240047208
pear.jpg 12240047979

参考

DirectoryIterator::getATime() - 現在の DirectoryIterator アイテムの最終アクセス時刻を取得する
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DirectoryIterator::getCTime() - 現在の DirectoryIterator アイテムの inode 修正時刻を取得する
filemtime() - ファイルの更新時刻を取得する

DirectoryIterator::getOwner
(PHP 5)

DirectoryIterator::getOwner — 現在の DirectoryIterator アイテムの所有者を取得する

説明

public int DirectoryIterator::getOwner ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムの所有者を、数値形式で取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの所有者を、数値形式で返します。

例

例1 DirectoryIterator::getOwner() の例

この例は、スクリプトのあるディレクトリの所有者を表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
print_r(posix_getpwuid($iterator->getOwner()));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [name] => tom
    [passwd] => x
    [uid] => 501
    [gid] => 42
    [gecos] => Tom Cat
    [dir] => /home/tom
    [shell] => /bin/bash
)

参考

DirectoryIterator::getGroup() - 現在の DirectoryIterator アイテムのグループを取得する
DirectoryIterator::getiNode() - 現在の DirectoryIterator アイテムの inode を取得する
DirectoryIterator::getPerms() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する
posix_getpwuid() - 指定 ID のユーザに関する情報を返す

DirectoryIterator::getPath
(PHP 5)

DirectoryIterator::getPath — 現在の Iterator アイテムのパスをファイル名抜きで返す

説明

public string DirectoryIterator::getPath ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムのパスを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルへのパスを返します。ファイル名や最後のスラッシュは省略します。
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例

例1 DirectoryIterator::getPath() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
echo $iterator->getPath();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/home/examples/public_html

参考

DirectoryIterator::getBasename() - 現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を取得する
DirectoryIterator::getFilename() - 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す
DirectoryIterator::getPathname() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパスとファイル名を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す

DirectoryIterator::getPathname
(PHP 5)

DirectoryIterator::getPathname — 現在の DirectoryIterator アイテムのパスとファイル名を返す

説明

public string DirectoryIterator::getPathname ( void )

現在のファイルのパスとファイル名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のファイルのパスとファイル名を返します。 ディレクトリの最後のスラッシュは含めません。

例

例1 DirectoryIterator::getPathname() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    echo $fileinfo->getPathname() . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/home/examples/.
/home/examples/..
/home/examples/apple.jpg
/home/examples/banana.jpg
/home/examples/getpathname.php
/home/examples/pear.jpg

参考

DirectoryIterator::getBasename() - 現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を取得する
DirectoryIterator::getFilename() - 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す
DirectoryIterator::getPath() - 現在の Iterator アイテムのパスをファイル名抜きで返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す

DirectoryIterator::getPerms
(PHP 5)

DirectoryIterator::getPerms — 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する

説明
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public int DirectoryIterator::getPerms ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルのパーミッションを、十進形式の整数値で返します。

例

例1 DirectoryIterator::getPerms() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if (!$fileinfo->isDot()) {
        $octal_perms = substr(sprintf('%o', $fileinfo->getPerms()), -4);
        echo $fileinfo->getFilename() . " " . $octal_perms . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg 0644
banana.jpg 0644
index.php 0744
pear.jpg 0644

参考

DirectoryIterator::isExecutable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが実行可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isReadable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが読込可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isWritable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが書き込み可能であるかどうかを調べる

DirectoryIterator::getSize
(PHP 5)

DirectoryIterator::getSize — 現在の DirectoryIterator アイテムのサイズを取得する

説明

public int DirectoryIterator::getSize ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムのファイルサイズを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルサイズをバイト単位で返します。

例

例1 DirectoryIterator::getSize() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isFile()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . " " . $fileinfo->getSize() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg 15385
banana.jpg 15190
example.php 170
pear.jpg 34406

参考
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filesize() - ファイルのサイズを取得する

DirectoryIterator::getType
(PHP 5)

DirectoryIterator::getType — 現在の DirectoryIterator アイテムのタイプを判定する

説明

public string DirectoryIterator::getType ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムのファイルタイプを判定します。 file、link あるいは dir のいずれかとなります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルタイプを文字列で返します。 file、link あるいは dir のいずれかとなります。

例

例1 DirectoryIterator::getType() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    echo $fileinfo->getFilename() . " " . $fileinfo->getType() . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
. dir
.. dir
apple.jpg file
banana.jpg file
example.php file
pear.jpg file

参考

DirectoryIterator::isDir() - 現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isDot() - 現在の DirectoryIterator アイテムが '.' もしくは '..' であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isFile() - 現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isLink() - 現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べる

DirectoryIterator::isDir
(PHP 5)

DirectoryIterator::isDir — 現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isDir ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ディレクトリの場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isDir() の例
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この例は、現在のスクリプトのディレクトリ内のディレクトリを一覧表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isDir()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
.
..
apples
bananas
pears

参考

DirectoryIterator::getType() - 現在の DirectoryIterator アイテムのタイプを判定する
DirectoryIterator::isDot() - 現在の DirectoryIterator アイテムが '.' もしくは '..' であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isFile() - 現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isLink() - 現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べる

DirectoryIterator::isDot
(PHP 5)

DirectoryIterator::isDot — 現在の DirectoryIterator アイテムが '.' もしくは '..' であるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isDot ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであり、かつ . あるいは .. のどちらかであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリが . あるいは .. である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isDot() の例

この例は、すべてのファイルを出力しますが . と .. は無視します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if (!$fileinfo->isDot()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg
banana.jpg
example.php
pears.jpg

参考

DirectoryIterator::getType() - 現在の DirectoryIterator アイテムのタイプを判定する
DirectoryIterator::isDir() - 現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isFile() - 現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isLink() - 現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べる

DirectoryIterator::isExecutable
(PHP 5)
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DirectoryIterator::isExecutable — 現在の DirectoryIterator アイテムが実行可能であるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isExecutable ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムが実行可能かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリが実行可能である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isExecutable() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの実行可能なファイルを一覧表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isExecutable()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
example.php
myscript.sh

参考

DirectoryIterator::isReadable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが読込可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isWritable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが書き込み可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::getPerms() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する

DirectoryIterator::isFile
(PHP 5)

DirectoryIterator::isFile — 現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isFile ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルが存在し、かつそれが通常のファイルである (link や dir ではない) 場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isFile() の例

この例は、スクリプトのディレクトリ内にある通常のファイルをすべて一覧表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isFile()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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apple.jpg
banana.jpg
example.php
pears.jpg

参考

DirectoryIterator::getType() - 現在の DirectoryIterator アイテムのタイプを判定する
DirectoryIterator::isDir() - 現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isDot() - 現在の DirectoryIterator アイテムが '.' もしくは '..' であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isLink() - 現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べる

DirectoryIterator::isLink
(PHP 5)

DirectoryIterator::isLink — 現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isLink ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エントリがシンボリックリンクである場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isLink() の例

この例は、ディレクトリツリーを削除する再帰関数です。
<?php
/**
 * この関数は、指定したパスの配下にあるすべてのファイルを削除しますが
 * シンボリックリンクの先はたどりません
 * 
 * @param string $path 削除したいディレクトリのパス
 */
function removeDir($path) {
    $dir = new DirectoryIterator($path);
    foreach ($dir as $fileinfo) {
        if ($fileinfo->isFile() || $fileinfo->isLink()) {
            unlink($fileinfo->getPathName());
        } elseif (!$fileinfo->isDot() && $fileinfo->isDir()) {
            removeDir($fileinfo->getPathName());
        }
    }
    rmdir($path);
}

removeDir('foo');
?>

参考

DirectoryIterator::getType() - 現在の DirectoryIterator アイテムのタイプを判定する
DirectoryIterator::isDir() - 現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isDot() - 現在の DirectoryIterator アイテムが '.' もしくは '..' であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isFile() - 現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べる

DirectoryIterator::isReadable
(PHP 5)

DirectoryIterator::isReadable — 現在の DirectoryIterator アイテムが読込可能であるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isReadable ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムが読込可能かどうかを調べます。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルが読込可能である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isReadable() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isReadable()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg
banana.jpg
example.php
pears.jpg

参考

DirectoryIterator::isExecutable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが実行可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isWritable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが書き込み可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::getPerms() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する

DirectoryIterator::isWritable
(PHP 5)

DirectoryIterator::isWritable — 現在の DirectoryIterator アイテムが書き込み可能であるかどうかを調べる

説明

public bool DirectoryIterator::isWritable ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムが書き込み可能かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイル/ディレクトリが書き込み可能である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::isWritable() の例

この例は、スクリプトのディレクトリ内にある書き込みオープン可能なファイルやディレクトリを一覧表示します。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    if ($fileinfo->isWritable()) {
        echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apples.txt
bananas.html
pears

参考

DirectoryIterator::getPerms() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する
DirectoryIterator::isExecutable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが実行可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isReadable() - 現在の DirectoryIterator アイテムが読込可能であるかどうかを調べる
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DirectoryIterator::key
(PHP 5)

DirectoryIterator::key — 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す

説明

public string DirectoryIterator::key ( void )

現在の DirectoryIterator アイテムのキーを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返します。

例

例1 DirectoryIterator::key() の例
<?php
$dir = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($dir as $fileinfo) {
    if (!$fileinfo->isDot()) {
        echo $fileinfo->key() . " => " . $fileinfo->getFilename() . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0 => apple.jpg
1 => banana.jpg
2 => index.php
3 => pear.jpg

参考

DirectoryIterator::current() - 現在の DirectoryIterator アイテムを返す
DirectoryIterator::next() - 次の DirectoryIterator アイテムに移動する
DirectoryIterator::rewind() - DirectoryIterator を最初に巻き戻す
DirectoryIterator::valid() - 現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックする
Iterator::key() - 現在の要素のキーを返す

DirectoryIterator::next
(PHP 5)

DirectoryIterator::next — 次の DirectoryIterator アイテムに移動する

説明

public void DirectoryIterator::next ( void )

次の DirectoryIterator アイテムに移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 DirectoryIterator::next() の例

ディレクトリ内の一覧を while ループで表示します。
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<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
while($iterator->valid()) {
    echo $iterator->getFilename() . "\n";
    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
.
..
apple.jpg
banana.jpg
index.php
pear.jpg

参考

DirectoryIterator::current() - 現在の DirectoryIterator アイテムを返す
DirectoryIterator::key() - 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す
DirectoryIterator::rewind() - DirectoryIterator を最初に巻き戻す
DirectoryIterator::valid() - 現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックする
Iterator::next() - 次の要素に進む

DirectoryIterator::rewind
(PHP 5)

DirectoryIterator::rewind — DirectoryIterator を最初に巻き戻す

説明

public void DirectoryIterator::rewind ( void )

DirectoryIterator を最初に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 DirectoryIterator::rewind() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));

$iterator->next();
echo $iterator->key(); //1

$iterator->rewind(); // 最初に巻き戻します
echo $iterator->key(); //0
?>

参考

DirectoryIterator::current() - 現在の DirectoryIterator アイテムを返す
DirectoryIterator::key() - 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す
DirectoryIterator::next() - 次の DirectoryIterator アイテムに移動する
DirectoryIterator::valid() - 現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックする
Iterator::rewind() - イテレータの最初の要素に巻き戻す

DirectoryIterator::seek
(PHP 5 >= 5.3.0)

DirectoryIterator::seek — DirectoryIterator のアイテムを移動する

説明

public void DirectoryIterator::seek ( int $position )
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DirectoryIterator の指定した位置に移動します。

パラメータ
position

異動先を表す、ゼロから始まる位置。

返り値

値を返しません。

例

例1 DirectoryIterator::seek() の例

スクリプトを含むディレクトリの四番目のアイテムに移動します。 最初の二つは、通常は . と .. です。
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
$iterator->seek(3);
if ($iterator->valid()) {
    echo $iterator->getFilename();
} else {
    echo 'No file at position 3';
}
?>

参考

DirectoryIterator::rewind() - DirectoryIterator を最初に巻き戻す
DirectoryIterator::next() - 次の DirectoryIterator アイテムに移動する
SeekableIterator::seek() - 位置を移動する

DirectoryIterator::__toString
(PHP 5)

DirectoryIterator::__toString — ファイル名を文字列として取得する

説明

public string DirectoryIterator::__toString ( void )

現在の DirectoryIterator のアイテムのファイル名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の DirectoryIterator のアイテムのファイル名を返します。

例

例1 DirectoryIterator::__toString() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの中身を一覧表示します。
<?php
$dir = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($dir as $fileinfo) {
    echo $fileinfo;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
.
..
apple.jpg
banana.jpg
index.php
pear.jpg

参考

DirectoryIterator::getFilename() - 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す
__toString マジックメソッド
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DirectoryIterator::valid
(PHP 5)

DirectoryIterator::valid — 現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックする

説明

public bool DirectoryIterator::valid ( void )

現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

有効な位置である場合は TRUE、それ以外の場合は FALSE を返します。

例

例1 DirectoryIterator::valid() の例
<?php
$iterator = new DirectoryIterator(dirname(__FILE__));

// イテレータの最後の位置までループします
while($iterator->valid()) {
    $iterator->next();
}

$iterator->valid(); // FALSE
$iterator->rewind(); 
$iterator->valid(); // TRUE

?>

参考

DirectoryIterator::current() - 現在の DirectoryIterator アイテムを返す
DirectoryIterator::key() - 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す
DirectoryIterator::next() - 次の DirectoryIterator アイテムに移動する
DirectoryIterator::rewind() - DirectoryIterator を最初に巻き戻す
Iterator::valid() - 現在位置が有効かどうかを調べる

目次
DirectoryIterator::__construct — パスから新規ディレクトリイテレータを生成する
DirectoryIterator::current — 現在の DirectoryIterator アイテムを返す
DirectoryIterator::getATime — 現在の DirectoryIterator アイテムの最終アクセス時刻を取得する
DirectoryIterator::getBasename — 現在の DirectoryIterator のアイテムのベース名を取得する
DirectoryIterator::getCTime — 現在の DirectoryIterator アイテムの inode 修正時刻を取得する
DirectoryIterator::getFilename — 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す
DirectoryIterator::getGroup — 現在の DirectoryIterator アイテムのグループを取得する
DirectoryIterator::getInode — 現在の DirectoryIterator アイテムの inode を取得する
DirectoryIterator::getMTime — 現在の DirectoryIterator アイテムの最終修正時刻を取得する
DirectoryIterator::getOwner — 現在の DirectoryIterator アイテムの所有者を取得する
DirectoryIterator::getPath — 現在の Iterator アイテムのパスをファイル名抜きで返す
DirectoryIterator::getPathname — 現在の DirectoryIterator アイテムのパスとファイル名を返す
DirectoryIterator::getPerms — 現在の DirectoryIterator アイテムのパーミッションを取得する
DirectoryIterator::getSize — 現在の DirectoryIterator アイテムのサイズを取得する
DirectoryIterator::getType — 現在の DirectoryIterator アイテムのタイプを判定する
DirectoryIterator::isDir — 現在の DirectoryIterator アイテムがディレクトリであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isDot — 現在の DirectoryIterator アイテムが '.' もしくは '..' であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isExecutable — 現在の DirectoryIterator アイテムが実行可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isFile — 現在の DirectoryIterator アイテムが通常のファイルであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isLink — 現在の DirectoryIterator アイテムがシンボリックリンクであるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isReadable — 現在の DirectoryIterator アイテムが読込可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::isWritable — 現在の DirectoryIterator アイテムが書き込み可能であるかどうかを調べる
DirectoryIterator::key — 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す
DirectoryIterator::next — 次の DirectoryIterator アイテムに移動する
DirectoryIterator::rewind — DirectoryIterator を最初に巻き戻す
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DirectoryIterator::seek — DirectoryIterator のアイテムを移動する
DirectoryIterator::__toString — ファイル名を文字列として取得する
DirectoryIterator::valid — 現在の DirectoryIterator の位置が有効なファイルであるかどうかチェックする

EmptyIterator クラス
導入
空のイテレータ用の EmptyIterator クラスです。

クラス概要
EmptyIterator implements Iterator , Traversable {
/* メソッド */
public void current ( void )
public void key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void valid ( void )
}

EmptyIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

EmptyIterator::current — current() メソッド

説明

public void EmptyIterator::current ( void )

このメソッドをコールしてはいけません。アクセスされると例外をスローします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

エラー / 例外

コールされると Exception をスローします。

返り値

値を返しません。

EmptyIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

EmptyIterator::key — key() メソッド

説明

public void EmptyIterator::key ( void )

このメソッドをコールしてはいけません。アクセスされると例外をスローします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

エラー / 例外

コールされると Exception をスローします。

返り値

値を返しません。

EmptyIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

EmptyIterator::next — next() メソッド

説明

public void EmptyIterator::next ( void )

何もしません。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

EmptyIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

EmptyIterator::rewind — rewind() メソッド

説明

public void EmptyIterator::rewind ( void )

何もしません。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

EmptyIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

EmptyIterator::valid — valid() メソッド

説明
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public void EmptyIterator::valid ( void )

EmptyIterator の valid() メソッドです。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
FALSE

目次
EmptyIterator::current — current() メソッド
EmptyIterator::key — key() メソッド
EmptyIterator::next — next() メソッド
EmptyIterator::rewind — rewind() メソッド
EmptyIterator::valid — valid() メソッド

FilesystemIterator クラス
導入
Filesystem イテレータです。

クラス概要
FilesystemIterator extends DirectoryIterator implements SeekableIterator , Traversable , Iterator {
/* 定数 */
const integer FilesystemIterator::CURRENT_AS_PATHNAME = 32 ;
const integer FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO = 0 ;
const integer FilesystemIterator::CURRENT_AS_SELF = 16 ;
const integer FilesystemIterator::CURRENT_MODE_MASK = 240 ;
const integer FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME = 0 ;
const integer FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME = 256 ;
const integer FilesystemIterator::FOLLOW_SYMLINKS = 512 ;
const integer FilesystemIterator::KEY_MODE_MASK = 3840 ;
const integer FilesystemIterator::NEW_CURRENT_AND_KEY = 256 ;
const integer FilesystemIterator::SKIP_DOTS = 4096 ;
const integer FilesystemIterator::UNIX_PATHS = 8192 ;
/* メソッド */
__construct ( string $path [, int $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO | FilesystemIterator::SKIP_DOTS ] )
public mixed current ( void )
public int getFlags ( void )
public string key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void setFlags ([ int $flags ] )
/* 継承したメソッド */
public DirectoryIterator DirectoryIterator::current ( void )
public int DirectoryIterator::getATime ( void )
public string DirectoryIterator::getBasename ([ string $suffix ] )
public int DirectoryIterator::getCTime ( void )
public string DirectoryIterator::getFilename ( void )
public int DirectoryIterator::getGroup ( void )
public int DirectoryIterator::getInode ( void )
public int DirectoryIterator::getMTime ( void )
public int DirectoryIterator::getOwner ( void )
public string DirectoryIterator::getPath ( void )
public string DirectoryIterator::getPathname ( void )
public int DirectoryIterator::getPerms ( void )
public int DirectoryIterator::getSize ( void )
public string DirectoryIterator::getType ( void )
public bool DirectoryIterator::isDir ( void )
public bool DirectoryIterator::isDot ( void )
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public bool DirectoryIterator::isExecutable ( void )
public bool DirectoryIterator::isFile ( void )
public bool DirectoryIterator::isLink ( void )
public bool DirectoryIterator::isReadable ( void )
public bool DirectoryIterator::isWritable ( void )
public string DirectoryIterator::key ( void )
public void DirectoryIterator::next ( void )
public void DirectoryIterator::rewind ( void )
public void DirectoryIterator::seek ( int $position )
public string DirectoryIterator::__toString ( void )
public bool DirectoryIterator::valid ( void )
}

定義済み定数
FilesystemIterator::CURRENT_AS_PATHNAME

FilesystemIterator::current() がパス名を返すようにします。
FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO

FilesystemIterator::current() が SplFileInfo のインスタンスを返すようにします。
FilesystemIterator::CURRENT_AS_SELF

FilesystemIterator::current() が $this (FilesystemIterator) を返すようにします。
FilesystemIterator::CURRENT_MODE_MASK

FilesystemIterator::current() をマスクします。
FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME

FilesystemIterator::key() がパス名を返すようにします。
FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME

FilesystemIterator::key() がファイル名を返すようにします。
FilesystemIterator::FOLLOW_SYMLINKS

RecursiveDirectoryIterator::hasChildren() がシンボリックリンクのリンク先をたどるようにします。
FilesystemIterator::KEY_MODE_MASK

FilesystemIterator::key() をマスクします。
FilesystemIterator::NEW_CURRENT_AND_KEY

FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO と同じ。
FilesystemIterator::SKIP_DOTS

ドットファイル (. および ..) をスキップします。
FilesystemIterator::UNIX_PATHS

システムのデフォルトにかかわらず、Unix スタイルのスラッシュでパスをあらわすようにします。

変更履歴
バージョン 説明
5.3.1 FilesystemIterator::FOLLOW_SYMLINKS が追加されました。
5.2.11 FilesystemIterator::FOLLOW_SYMLINKS が追加されました。

FilesystemIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::__construct — 新しい filesystem イテレータを作成する

説明

FilesystemIterator::__construct ( string $path [, int $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO | FilesystemIterator::SKIP_DOTS ] )

新しい filesystem イテレータを path から作成します。
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パラメータ
path

反復処理したいファイルシステム上のアイテムへのパス。
flags

フラグを指定すると、いくつかのメソッドの振る舞いを変更することができます。 フラグの一覧は FilesystemIterator の定義済み定数 を参照ください。これは、あとで FilesystemIterator::setFlags() で設定することもできます。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

path が見つからない場合に UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 FilesystemIterator::__construct() の例
<?php
$it = new FilesystemIterator(dirname(__FILE__));
foreach ($it as $fileinfo) {
    echo $fileinfo->getFilename() . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
apples.jpg
banana.jpg
example.php

参考

FilesystemIterator::setFlags() - 処理フラグを設定する
DirectoryIterator::__construct() - パスから新規ディレクトリイテレータを生成する

FilesystemIterator::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::current — 現在のファイル

説明

public mixed FilesystemIterator::current ( void )

現在の要素のファイル情報を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

設定されているフラグに応じ、ファイル名、ファイル情報あるいは $this を返します。 FilesystemIterator の定数 を参照ください。

例

例1 FilesystemIterator::current() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの中身を一覧表示します。
<?php
$iterator = new FilesystemIterator(dirname(__FILE__), FilesystemIterator::CURRENT_AS_PATHNAME);
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    echo $iterator->current() . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
/www/examples/apple.jpg
/www/examples/banana.jpg
/www/examples/example.php

参考
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FilesystemIterator 定数
DirectoryIterator::current() - 現在の DirectoryIterator アイテムを返す
DirectoryIterator::getFileName() - 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す

FilesystemIterator::getFlags
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::getFlags — 処理フラグを取得する

説明

public int FilesystemIterator::getFlags ( void )

FilesystemIterator::__construct() あるいは FilesystemIterator::setFlags() で設定した処理フラグを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

設定されているフラグの値を返します。

参考

FilesystemIterator::__construct() - 新しい filesystem イテレータを作成する
FilesystemIterator::setFlags() - 処理フラグを設定する

FilesystemIterator::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::key — 現在のファイルのキーを取得する

説明

public string FilesystemIterator::key ( void )

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

設定されているフラグに応じてパス名あるいはファイル名を返します。 FilesystemIterator の定数 も参照ください。

例

例1 FilesystemIterator::key() の例

この例は、スクリプトを含むディレクトリの中身を一覧表示します。
<?php
$iterator = new FilesystemIterator(dirname(__FILE__), FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME);
foreach ($iterator as $fileinfo) {
    echo $iterator->key() . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg
banana.jpg
example.php

参考

FilesystemIterator 定数
DirectoryIterator::key() - 現在の DirectoryIterator アイテムのキーを返す
DirectoryIterator::getFilename() - 現在の DirectoryIterator アイテムのファイル名を返す



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

DirectoryIterator::getPathname() - 現在の DirectoryIterator アイテムのパスとファイル名を返す

FilesystemIterator::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::next — 次のファイルに移動する

説明

public void FilesystemIterator::next ( void )

次のファイルに移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 FilesystemIterator::next() の例

ディレクトリの中身を while ループで一覧表示します。
<?php
$iterator = new FilesystemIterator(dirname(__FILE__));
while($iterator->valid()) {
    echo $iterator->getFilename() . "\n";
    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg
banana.jpg
example.php

参考

DirectoryIterator::next() - 次の DirectoryIterator アイテムに移動する

FilesystemIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::rewind — 先頭に巻き戻す

説明

public void FilesystemIterator::rewind ( void )

ディレクトリを先頭に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 FilesystemIterator::rewind() の例
<?php
$iterator = new FilesystemIterator(dirname(__FILE__), FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME);

echo $iterator->key() . "\n";
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$iterator->next();
echo $iterator->key() . "\n";

$iterator->rewind();
echo $iterator->key() . "\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple.jpg
banana.jpg
apple.jpg

参考

DirectoryIterator::rewind() - DirectoryIterator を最初に巻き戻す

FilesystemIterator::setFlags
(PHP 5 >= 5.3.0)

FilesystemIterator::setFlags — 処理フラグを設定する

説明

public void FilesystemIterator::setFlags ([ int $flags ] )

処理フラグを設定します。

パラメータ
flags

設定する処理フラグ。 FilesystemIterator の定数 も参照ください。

返り値

値を返しません。

例

例1 FilesystemIterator::key() の例

この例は、フラグ FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME と FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME の違いを示します。
<?php
$iterator = new FilesystemIterator(dirname(__FILE__), FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME);
echo "Key as Pathname:\n";
foreach ($iterator as $key => $fileinfo) {
    echo $key . "\n";
}

$iterator->setFlags(FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME);
echo "\nKey as Filename:\n";
foreach ($iterator as $key => $fileinfo) {
    echo $key . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Key as Pathname:
/www/examples/apple.jpg
/www/examples/banana.jpg
/www/examples/example.php

Key as Filename:
apple.jpg
banana.jpg
example.php

参考

FilesystemIterator::__construct() - 新しい filesystem イテレータを作成する
FilesystemIterator::getFlags() - 処理フラグを取得する

目次
FilesystemIterator::__construct — 新しい filesystem イテレータを作成する
FilesystemIterator::current — 現在のファイル
FilesystemIterator::getFlags — 処理フラグを取得する
FilesystemIterator::key — 現在のファイルのキーを取得する
FilesystemIterator::next — 次のファイルに移動する
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FilesystemIterator::rewind — 先頭に巻き戻す
FilesystemIterator::setFlags — 処理フラグを設定する

FilterIterator クラス
導入
この抽象イテレータは、望まざる値をフィルタリングします。 独自のイテレータフィルタを実装するには、このクラスを継承しなければなりません。 また、サブクラスでは FilterIterator::accept() を実装する必要があります。

クラス概要
abstract FilterIterator extends IteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* メソッド */
abstract bool accept ( void )
__construct ( Iterator $iterator )
mixed current ( void )
Iterator getInnerIterator ( void )
mixed key ( void )
void next ( void )
void rewind ( void )
bool valid ( void )
}

FilterIterator::accept
(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::accept — イテレータの現在の要素がフィルタを満たすかどうかを調べる

説明

abstract bool FilterIterator::accept ( void )

イテレータの現在の要素がこのフィルタを通過するかどうかを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素が通過する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 FilterIterator::accept() の例
<?php
// このイテレータは、10 文字以下の値をすべてフィルタリングします
class LengthFilterIterator extends FilterIterator {

    public function accept() {
        // 長さが 10 文字を超える文字列のみを許可します
        return strlen(parent::current()) > 10;
    }

}

$arrayIterator = new ArrayIterator(array('test1', 'more than 10 characters'));
$lengthFilter = new LengthFilterIterator($arrayIterator);

foreach ($lengthFilter as $value) {
    echo $value . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
more than 10 characters

FilterIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)
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FilterIterator::__construct — filterIterator を作成する

説明

FilterIterator::__construct ( Iterator $iterator )

新しい FilterIterator を作成します。 これは、イテレータとそれに適用するフィルタで構成されています。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator

フィルタリングの対象となるイテレータ。

返り値

FilterIterator を返します。

参考

LimitIterator::__construct() - LimitIterator を作成する

FilterIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::current — 現在の要素の値を取得する

説明

mixed FilterIterator::current ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の要素の値を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の値を返します。

参考

FilterIterator::key() - 現在のキーを取得する
FilterIterator::next() - イテレータを前に移動する

FilterIterator::getInnerIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する

説明

Iterator FilterIterator::getInnerIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

内部イテレータを取得します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

内部イテレータを返します。

FilterIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::key — 現在のキーを取得する

説明

mixed FilterIterator::key ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在のキーを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のキーを返します。

参考

FilterIterator::next() - イテレータを前に移動する
FilterIterator::current() - 現在の要素の値を取得する

FilterIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::next — イテレータを前に移動する

説明

void FilterIterator::next ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

イテレータを前方に移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

FilterIterator::current() - 現在の要素の値を取得する
FilterIterator::next()

FilterIterator::rewind
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(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::rewind — イテレータを巻き戻す

説明

void FilterIterator::rewind ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

イテレータを巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

FilterIterator::current() - 現在の要素の値を取得する
FilterIterator::key() - 現在のキーを取得する
FilterIterator::next() - イテレータを前に移動する

FilterIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

FilterIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかをチェックする

説明

bool FilterIterator::valid ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

現在の要素が有効かどうかをチェックします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素が有効である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

目次
FilterIterator::accept — イテレータの現在の要素がフィルタを満たすかどうかを調べる
FilterIterator::__construct — filterIterator を作成する
FilterIterator::current — 現在の要素の値を取得する
FilterIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する
FilterIterator::key — 現在のキーを取得する
FilterIterator::next — イテレータを前に移動する
FilterIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
FilterIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかをチェックする

GlobIterator クラス
導入
ファイルシステムで、glob() と同じ形式の反復処理を行います。
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クラス概要
GlobIterator extends FilesystemIterator implements Iterator , Traversable , SeekableIterator , Countable {
/* メソッド */
__construct ( string $path [, integer $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO ] )
public integer count ( void )
/* 継承したメソッド */
FilesystemIterator::__construct ( string $path [, int $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO | FilesystemIterator::SKIP_DOTS ] )
public mixed FilesystemIterator::current ( void )
public int FilesystemIterator::getFlags ( void )
public string FilesystemIterator::key ( void )
public void FilesystemIterator::next ( void )
public void FilesystemIterator::rewind ( void )
public void FilesystemIterator::setFlags ([ int $flags ] )
}

GlobIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

GlobIterator::__construct — glob を使うディレクトリを作成する

説明

GlobIterator::__construct ( string $path [, integer $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO ] )

glob 式から新しいディレクトリイテレータを作成します。

パラメータ
path

ディレクトリへのパス。
flags

オプションのフラグ。 FilesystemIterator 定数のビットマスクとなります。

例

例1 GlobIterator の例
<?php
$iterator = new GlobIterator('*.dll', FilesystemIterator::KEY_AS_FILENAME);

if(!$iterator->count())
{
    echo 'No matches';
}
else
{
    $n = 0;

    printf("Matched %d item(s)\r\n", $iterator->count());

    foreach($iterator as $item)
    {
        printf("[%d] %s\r\n", ++$n, $iterator->key());
    }
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Matched 2 item(s)
[1] php5ts.dll
[2] php_gd2.dll

参考

DirectoryIterator::__construct() - パスから新規ディレクトリイテレータを生成する
GlobIterator::count() - ディレクトリやファイルの数を取得する
glob() - パターンにマッチするパス名を探す

GlobIterator::count
(PHP 5 >= 5.3.0)

GlobIterator::count — ディレクトリやファイルの数を取得する
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説明

public integer GlobIterator::count ( void )

glob 式から見つかったディレクトリやファイルの数を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

返されたディレクトリやファイルの数を integer で返します。

例

例1 GlobIterator::count() の例
<?php
$iterator = new GlobIterator('*.xml');

printf("Matched %d item(s)\r\n", $iterator->count());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Matched 8 item(s)

参考

GlobIterator::__construct() - glob を使うディレクトリを作成する
count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
glob() - パターンにマッチするパス名を探す

目次
GlobIterator::__construct — glob を使うディレクトリを作成する
GlobIterator::count — ディレクトリやファイルの数を取得する

InfiniteIterator クラス
導入
InfiniteIterator は、 他のイテレータを受け取って無限に反復させます。 最後までたどり着いたときに手動で巻き戻す必要はありません。

クラス概要
InfiniteIterator extends IteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* メソッド */
__construct ( Iterator $iterator )
public void next ( void )
/* 継承したメソッド */
IteratorIterator::__construct ( Traversable $iterator )
public void IteratorIterator::current ( void )
public void IteratorIterator::getInnerIterator ( void )
public void IteratorIterator::key ( void )
public void IteratorIterator::next ( void )
public void IteratorIterator::rewind ( void )
public bool IteratorIterator::valid ( void )
}

InfiniteIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

InfiniteIterator::__construct — InfiniteIterator を作成する

説明
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InfiniteIterator::__construct ( Iterator $iterator )

イテレータから InfiniteIterator を作成します。

パラメータ
iterator

無限に処理し続けるイテレータ。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

iterator にイテレータ以外を渡したときに E_RECOVERABLE_ERROR をスローします。

例

例1 InfiniteIterator::__construct() の例
<?php
$arrayit  = new ArrayIterator(array('cat','dog'));
$infinite = new InfiniteIterator($arrayit);
$limit    = new LimitIterator($infinite, 0, 7);
foreach($limit as $value)
{
    echo "$value\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
cat
dog
cat
dog
cat
dog
cat

参考

InfiniteIterator::next() - 内部イテレータを次に移動するか、巻き戻す

InfiniteIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

InfiniteIterator::next — 内部イテレータを次に移動するか、巻き戻す

説明

public void InfiniteIterator::next ( void )

次の要素があるときは、イテレータを次の要素に移動します。 要素がないときは、内部イテレータを開始位置に巻き戻します。

注意:

内部イテレータが空の場合は InfiniteIterator も停止します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

InfiniteIterator::__construct() - InfiniteIterator を作成する

目次
InfiniteIterator::__construct — InfiniteIterator を作成する
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InfiniteIterator::next — 内部イテレータを次に移動するか、巻き戻す

IteratorIterator クラス
導入
このイテレータラッパーを使うと、 Traversable なものなら何でもイテレータに変換することができます。 注意すべきなのは、Iterator を実装していない大半のクラスにはそれなりの理由 (Iterator の機能群を完全には提供できないなど) があるということです。 If so,
techniques should be provided to prevent misuse, otherwise expect exceptions or fatal errors.

クラス概要
IteratorIterator implements Iterator , Traversable , OuterIterator {
/* メソッド */
__construct ( Traversable $iterator )
public void current ( void )
public void getInnerIterator ( void )
public void key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public bool valid ( void )
}

IteratorIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::__construct — traversable な何かからイテレータを作成する

説明

IteratorIterator::__construct ( Traversable $iterator )

traversable な何かからイテレータを作成します。

パラメータ
iterator

traversable なイテレータ。

返り値

値を返しません。

参考

Traversable

IteratorIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::current — 現在の値を取得する

説明

public void IteratorIterator::current ( void )

現在の要素の値を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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現在の要素の値を返します。

参考

IteratorIterator::key() - 現在の要素のキーを取得する

IteratorIterator::getInnerIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する

説明

public void IteratorIterator::getInnerIterator ( void )

内部イテレータを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

IteratorIterator::__construct() に渡した内部イテレータを返します。

参考

Iterator
OuterIterator

IteratorIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::key — 現在の要素のキーを取得する

説明

public void IteratorIterator::key ( void )

現在の要素のキーを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素のキーを返します。

参考

IteratorIterator::current() - 現在の値を取得する

IteratorIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::next — 次の要素に移動する

説明

public void IteratorIterator::next ( void )

次の要素に移動します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

IteratorIterator::rewind() - 最初の要素に巻き戻す
IteratorIterator::valid() - イテレータが有効かどうかを調べる

IteratorIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::rewind — 最初の要素に巻き戻す

説明

public void IteratorIterator::rewind ( void )

最初の要素に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

IteratorIterator::next() - 次の要素に移動する
IteratorIterator::valid() - イテレータが有効かどうかを調べる

IteratorIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

IteratorIterator::valid — イテレータが有効かどうかを調べる

説明

public bool IteratorIterator::valid ( void )

イテレータが有効かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

イテレータが有効な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

iterator_count() - イテレータにある要素をカウントする
IteratorIterator::current() - 現在の値を取得する

目次
IteratorIterator::__construct — traversable な何かからイテレータを作成する
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IteratorIterator::current — 現在の値を取得する
IteratorIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する
IteratorIterator::key — 現在の要素のキーを取得する
IteratorIterator::next — 次の要素に移動する
IteratorIterator::rewind — 最初の要素に巻き戻す
IteratorIterator::valid — イテレータが有効かどうかを調べる

LimitIterator クラス
導入
LimitIterator クラスは、ある Iterator 上の限られたサブセットに対する反復処理を行います。

クラス概要
LimitIterator extends IteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* メソッド */
__construct ( Iterator $iterator [, int $offset = 0 [, int $count = -1 ]] )
public mixed current ( void )
public Iterator getInnerIterator ( void )
public int getPosition ( void )
public mixed key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public int seek ( int $position )
public bool valid ( void )
}

例
例1 LimitIterator の使用例
<?php

// 限定した処理を行うイテレータを作成します
$fruits = new ArrayIterator(array(
    'apple',
    'banana',
    'cherry',
    'damson',
    'elderberry'
));

// 最初の三つの果物だけをループ対象とします
foreach (new LimitIterator($fruits, 0, 3) as $fruit) {
    var_dump($fruit);
}

echo "\n";

// 三番目の果物から最後までをループ対象とします
// 注意: オフセットは 0 から始まり、0 は apple です
foreach (new LimitIterator($fruits, 2) as $fruit) {
    var_dump($fruit);
}

?>

上の例の出力は以下となります。
string(5) "apple"
string(6) "banana"
string(6) "cherry"

string(6) "cherry"
string(6) "damson"
string(10) "elderberry"

LimitIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::__construct — LimitIterator を作成する

説明

LimitIterator::__construct ( Iterator $iterator [, int $offset = 0 [, int $count = -1 ]] )

開始位置 offset と最大数 count を指定したイテレータ iterator から 新しい LimitIterator を作成します。
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パラメータ
iterator

制限したいイテレータ。
offset

オプションの開始位置。
count

オプションの要素数。

返り値

新しい LimitIterator を返します。

エラー / 例外

offset が 0 未満、 あるいは count が -1 未満の場合に OutOfRangeException をスローします。

例

例1 LimitIterator::__construct() の例
<?php
$ait = new ArrayIterator(array('a', 'b', 'c', 'd', 'e'));
$lit = new LimitIterator($ait, 1, 3);
foreach ($lit as $value) {
    echo $value . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
b
c
d

参考

LimitIterator の例

LimitIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::current — 現在の要素を取得する

説明

public mixed LimitIterator::current ( void )

内部イテレータの現在の要素を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素、あるいは現在の要素がない場合は NULL を返します。

参考

LimitIterator::key() - 現在のキーを取得する
LimitIterator::next() - イテレータを前に移動する
LimitIterator::rewind() - イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す
LimitIterator::seek() - 与えられた位置に移動する
LimitIterator::valid() - 現在の要素が有効かどうかをチェックする

LimitIterator::getInnerIterator
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(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する

説明

public Iterator LimitIterator::getInnerIterator ( void )

内部イテレータを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

LimitIterator::__construct() に渡された内部イテレータを返します。

参考

LimitIterator::__construct() - LimitIterator を作成する
IteratorIterator::getInnerIterator() - 内部イテレータを取得する

LimitIterator::getPosition
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::getPosition — 現在の位置を返す

説明

public int LimitIterator::getPosition ( void )

内部 Iterator の、ゼロから数えた現在位置を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の位置を返します。

例

例1 LimitIterator::getPosition() の例
<?php
$fruits = array(
    'a' => 'apple',
    'b' => 'banana',
    'c' => 'cherry',
    'd' => 'damson',
    'e' => 'elderberry'
);
$array_it = new ArrayIterator($fruits);
$limit_it = new LimitIterator($array_it, 2, 3);
foreach ($limit_it as $item) {
    echo $limit_it->getPosition() . ' ' . $item . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
2 cherry
3 damson
4 elderberry

参考

FilterIterator::key() - 現在のキーを取得する

LimitIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)
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LimitIterator::key — 現在のキーを取得する

説明

public mixed LimitIterator::key ( void )

内部イテレータの現在の要素のキーを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素のキーを返します。

参考

LimitIterator::getPosition() - 現在の位置を返す
LimitIterator::current() - 現在の要素を取得する
LimitIterator::next() - イテレータを前に移動する
LimitIterator::rewind() - イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す
LimitIterator::seek() - 与えられた位置に移動する
LimitIterator::valid() - 現在の要素が有効かどうかをチェックする

LimitIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::next — イテレータを前に移動する

説明

public void LimitIterator::next ( void )

イテレータを前に移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

LimitIterator::current() - 現在の要素を取得する
LimitIterator::key() - 現在のキーを取得する
LimitIterator::rewind() - イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す
LimitIterator::seek() - 与えられた位置に移動する
LimitIterator::valid() - 現在の要素が有効かどうかをチェックする

LimitIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::rewind — イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す

説明

public void LimitIterator::rewind ( void )

イテレータを、 LimitIterator::__construct() で指定した開始オフセットに巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

値を返しません。

参考

LimitIterator::current() - 現在の要素を取得する
LimitIterator::key() - 現在のキーを取得する
LimitIterator::next() - イテレータを前に移動する
LimitIterator::seek() - 与えられた位置に移動する
LimitIterator::valid() - 現在の要素が有効かどうかをチェックする

LimitIterator::seek
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::seek — 与えられた位置に移動する

説明

public int LimitIterator::seek ( int $position )

イテレータを、position で指定したオフセットに移動します。

パラメータ
position

移動したい位置。

返り値

移動後のオフセット位置を返します。

エラー / 例外

LimitIterator::__construct() で指定した範囲外の位置を指定した場合は OutOfBoundsException をスローします。

参考

LimitIterator::current() - 現在の要素を取得する
LimitIterator::key() - 現在のキーを取得する
LimitIterator::rewind() - イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す
LimitIterator::next() - イテレータを前に移動する
LimitIterator::valid() - 現在の要素が有効かどうかをチェックする

LimitIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

LimitIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかをチェックする

説明

public bool LimitIterator::valid ( void )

現在の要素が有効かどうかをチェックします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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LimitIterator::current() - 現在の要素を取得する
LimitIterator::key() - 現在のキーを取得する
LimitIterator::rewind() - イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す
LimitIterator::next() - イテレータを前に移動する
LimitIterator::seek() - 与えられた位置に移動する

目次
LimitIterator::__construct — LimitIterator を作成する
LimitIterator::current — 現在の要素を取得する
LimitIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する
LimitIterator::getPosition — 現在の位置を返す
LimitIterator::key — 現在のキーを取得する
LimitIterator::next — イテレータを前に移動する
LimitIterator::rewind — イテレータを指定した開始オフセットに巻き戻す
LimitIterator::seek — 与えられた位置に移動する
LimitIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかをチェックする

MultipleIterator クラス
導入
複数のイテレータをひとつひとつ処理するイテレータです。

クラス概要
MultipleIterator implements Iterator , Traversable {
/* 定数 */
const integer MultipleIterator::MIT_NEED_ANY = 0 ;
const integer MultipleIterator::MIT_NEED_ALL = 1 ;
const integer MultipleIterator::MIT_KEYS_NUMERIC = 0 ;
const integer MultipleIterator::MIT_KEYS_ASSOC = 2 ;
/* メソッド */
public void attachIterator ( Iterator $iterator [, string $infos ] )
__construct ( integer $flags )
public void containsIterator ( Iterator $iterator )
public void countIterators ( void )
public void current ( void )
public void detachIterator ( Iterator $iterator )
public void getFlags ( void )
public void key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void setFlags ( integer $flags )
public void valid ( void )
}

定義済み定数

MultipleIterator のノード型
MultipleIterator::MIT_NEED_ANY

すべてのサブイテレータが処理可能であることを必要としません。
MultipleIterator::MIT_NEED_ALL

すべてのサブイテレータが正しく反復処理できることを要求します。
MultipleIterator::MIT_KEYS_NUMERIC

キーは、サブイテレータの位置から作成されます。
MultipleIterator::MIT_KEYS_ASSOC

キーは、サブイテレータに関連付けられた情報から作成されます。

MultipleIterator::attachIterator
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(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::attachIterator — イテレータの情報をアタッチする

説明

public void MultipleIterator::attachIterator ( Iterator $iterator [, string $infos ] )

イテレータの情報をアタッチします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator

アタッチする新しいイテレータ。
infos

イテレータに関連する情報。 integer、string あるいは NULL でなければなりません。

返り値

エラー / 例外

iterator が無効な場合、 あるいは infos がすでに関連づけられた情報である場合に IllegalValueException をスローします。

参考

MultipleIterator::__construct() - 新しい MultipleIterator を作成する

MultipleIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::__construct — 新しい MultipleIterator を作成する

説明

MultipleIterator::__construct ( integer $flags )

新しい MultipleIterator を作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
flags

設定するフラグ。 フラグ定数 を参照ください。

返り値

イテレータを返します。

参考

フラグ定数
MultipleIterator::valid() - サブイテレータの有効性を調べる

MultipleIterator::containsIterator
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::containsIterator — イテレータがアタッチされているかどうかを調べる
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説明

public void MultipleIterator::containsIterator ( Iterator $iterator )

イテレータがアタッチされているかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator

調べたいイタレータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

MultipleIterator::valid() - サブイテレータの有効性を調べる

MultipleIterator::countIterators
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::countIterators — アタッチされているイテレータインスタンスの数を取得する

説明

public void MultipleIterator::countIterators ( void )

アタッチされているイテレータインスタンスの数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

アタッチされているイテレータインスタンスの数を (integer で) 返します

参考

MultipleIterator::containsIterator() - イテレータがアタッチされているかどうかを調べる

MultipleIterator::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::current — 登録されているイテレータインスタンスを取得する

説明

public void MultipleIterator::current ( void )

登録されているイテレータインスタンスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

登録されているイテレータインスタンスの配列を返します。 イテレータがアタッチされていない場合は FALSE を返します。

エラー / 例外

モード MIT_NEED_ALL が設定されているときは、 アタッチされているイテレータの中にひとつでも無効なものがあれば RuntimeException が発生します。また、 キーが NULL で MIT_KEYS_ASSOC が設定されている場合には IllegalValueException が発生します。

参考

MultipleIterator::valid() - サブイテレータの有効性を調べる

MultipleIterator::detachIterator
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::detachIterator — イテレータをデタッチする

説明

public void MultipleIterator::detachIterator ( Iterator $iterator )

イテレータをデタッチします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator

デタッチするイテレータ。

返り値

値を返しません。

参考

MultipleIterator::attachIterator() - イテレータの情報をアタッチする

MultipleIterator::getFlags
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::getFlags — フラグの情報を取得する

説明

public void MultipleIterator::getFlags ( void )

フラグについての情報を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

フラグについての情報を integer で返します。

参考



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

フラグ定数
MultipleIterator::__construct() - 新しい MultipleIterator を作成する
MultipleIterator::setFlags() - フラグを設定する

MultipleIterator::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::key — 登録されているイテレータインスタンスを取得する

説明

public void MultipleIterator::key ( void )

登録されているイテレータインスタンスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

登録されているイテレータインスタンスを取得しますの配列を返します。 サブイテレータがアタッチされていない場合は FALSE を返します。

エラー / 例外

モード MIT_NEED_ALL が設定されているときは、 アタッチされているイテレータの中にひとつでも無効なものがあれば LogicException が発生します。

参考

MultipleIterator::current() - 登録されているイテレータインスタンスを取得する

MultipleIterator::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::next — アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを次に移動させる

説明

public void MultipleIterator::next ( void )

アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを次に移動させます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

MultipleIterator::rewind() - アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを巻き戻す

MultipleIterator::rewind
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(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::rewind — アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを巻き戻す

説明

public void MultipleIterator::rewind ( void )

アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを巻き戻します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

MultipleIterator::next() - アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを次に移動させる

MultipleIterator::setFlags
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::setFlags — フラグを設定する

説明

public void MultipleIterator::setFlags ( integer $flags )

フラグを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
flags

設定するフラグ。 フラグ定数 を参照ください。

返り値

値を返しません。

参考

フラグ定数
MultipleIterator::__construct() - 新しい MultipleIterator を作成する
MultipleIterator::getFlags() - フラグの情報を取得する

MultipleIterator::valid
(PHP 5 >= 5.3.0)

MultipleIterator::valid — サブイテレータの有効性を調べる

説明

public void MultipleIterator::valid ( void )

サブイテレータの有効性を調べます。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

サブイテレータのひとつあるいはすべて (フラグによって異なります) が有効な場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

MultipleIterator::__construct() - 新しい MultipleIterator を作成する

目次
MultipleIterator::attachIterator — イテレータの情報をアタッチする
MultipleIterator::__construct — 新しい MultipleIterator を作成する
MultipleIterator::containsIterator — イテレータがアタッチされているかどうかを調べる
MultipleIterator::countIterators — アタッチされているイテレータインスタンスの数を取得する
MultipleIterator::current — 登録されているイテレータインスタンスを取得する
MultipleIterator::detachIterator — イテレータをデタッチする
MultipleIterator::getFlags — フラグの情報を取得する
MultipleIterator::key — 登録されているイテレータインスタンスを取得する
MultipleIterator::next — アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを次に移動させる
MultipleIterator::rewind — アタッチしているすべてのイテレータインスタンスを巻き戻す
MultipleIterator::setFlags — フラグを設定する
MultipleIterator::valid — サブイテレータの有効性を調べる

NoRewindIterator クラス
導入
このイテレータは巻き戻しできません。

クラス概要
NoRewindIterator extends IteratorIterator {
/* メソッド */
__construct ( Iterator $iterator )
public mixed current ( void )
public iterator getInnerIterator ( void )
public mixed key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public bool valid ( void )
/* 継承したメソッド */
IteratorIterator::__construct ( Traversable $iterator )
public void IteratorIterator::current ( void )
public void IteratorIterator::getInnerIterator ( void )
public void IteratorIterator::key ( void )
public void IteratorIterator::next ( void )
public void IteratorIterator::rewind ( void )
public bool IteratorIterator::valid ( void )
}

NoRewindIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::__construct — NoRewindIterator を作成する

説明

NoRewindIterator::__construct ( Iterator $iterator )
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NoRewindIterator を作成します。

パラメータ
iterator

使用するイテレータ。

返り値

渡されたイテレータにもとづく NoRewindIterator() を返します。

例

例1 NoRewindIterator::__construct() の例

二番目のループは何も出力しません。 このイテレータは一度しか使えず、巻き戻しされないからです。
<?php
$fruit = array('apple', 'banana', 'cranberry');

$arr = new ArrayObject($fruit);
$it  = new NoRewindIterator($arr->getIterator());

echo "Fruit A:\n";
foreach( $it as $item ) {
    echo $item . "\n";
}

echo "Fruit B:\n";
foreach( $it as $item ) {
    echo $item . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Fruit A:
apple
banana
cranberry
Fruit B:

参考

NoRewindIterator::valid() - イテレータの有効性を検証する

NoRewindIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::current — 現在の値を取得する

説明

public mixed NoRewindIterator::current ( void )

現在の値を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の値を返します。

参考

NoRewindIterator::key() - 現在のキーを取得する

NoRewindIterator::getInnerIterator



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する

説明

public iterator NoRewindIterator::getInnerIterator ( void )

内部イテレータを取得します。これは NoRewindIterator に渡されたものです。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

NoRewindIterator::__construct() で渡した内部イテレータを返します。

参考

NoRewindIterator::valid() - イテレータの有効性を検証する

NoRewindIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::key — 現在のキーを取得する

説明

public mixed NoRewindIterator::key ( void )

現在のキーを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のキーを返します。

参考

NoRewindIterator::next() - 次の要素に移動する

NoRewindIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::next — 次の要素に移動する

説明

public void NoRewindIterator::next ( void )

次の要素に移動します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

NoRewindIterator::rewind() - 内部イテレータの巻き戻し操作を阻止する

NoRewindIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::rewind — 内部イテレータの巻き戻し操作を阻止する

説明

public void NoRewindIterator::rewind ( void )

内部イテレータの巻き戻し操作を阻止します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 NoRewindIterator::rewind() の例

この例は、NoRewindIterator オブジェクトで rewind をコールしても何も起こらないことを示します。
<?php
$fruits = array("lemon", "orange", "apple", "pear");

$noRewindIterator = new NoRewindIterator(new ArrayIterator($fruits));

echo $noRewindIterator->current() . "\n";
$noRewindIterator->next();
// イテレータを巻き戻します (何も起こりません)
$noRewindIterator->rewind();
echo $noRewindIterator->current() . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
lemon
orange

NoRewindIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

NoRewindIterator::valid — イテレータの有効性を検証する

説明

public bool NoRewindIterator::valid ( void )

イテレータが有効かどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

NoRewindIterator::getInnerIterator() - 内部イテレータを取得する

目次
NoRewindIterator::__construct — NoRewindIterator を作成する
NoRewindIterator::current — 現在の値を取得する
NoRewindIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する
NoRewindIterator::key — 現在のキーを取得する
NoRewindIterator::next — 次の要素に移動する
NoRewindIterator::rewind — 内部イテレータの巻き戻し操作を阻止する
NoRewindIterator::valid — イテレータの有効性を検証する

ParentIterator クラス
導入
...

クラス概要
ParentIterator extends RecursiveFilterIterator implements RecursiveIterator , OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* メソッド */
public bool accept ( void )
__construct ( RecursiveIterator $iterator )
ParentIterator getChildren ( void )
bool hasChildren ( void )
void next ( void )
void rewind ( void )
}

ParentIterator::accept
(PHP 5 >= 5.1.0)

ParentIterator::accept — 受け入れ可能かどうかを調べる

説明

public bool ParentIterator::accept ( void )

現在の要素が子を持っているかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

受け入れ可能な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ParentIterator::hasChildren() - 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかをチェックする
FilterIterator::accept() - イテレータの現在の要素がフィルタを満たすかどうかを調べる
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ParentIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

ParentIterator::__construct — ParentIterator を作成する

説明

ParentIterator::__construct ( RecursiveIterator $iterator )

イテレータ上に ParentIterator を作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator

作成する元となるイテレータ。

返り値

ParentIterator を返します。

ParentIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

ParentIterator::getChildren — ParentIterator に含まれる内部イテレータの子を返す

説明

ParentIterator ParentIterator::getChildren ( void )

ParentIterator に含まれる内部イテレータの子を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

オブジェクトを返します。

ParentIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

ParentIterator::hasChildren — 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかをチェックする

説明

bool ParentIterator::hasChildren ( void )

内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかをチェックします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

ParentIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

ParentIterator::next — イテレータを前に移動する

説明

void ParentIterator::next ( void )

イテレータを前に移動します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

ParentIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

ParentIterator::rewind — イテレータを巻き戻す

説明

void ParentIterator::rewind ( void )

イテレータを巻き戻します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

目次
ParentIterator::accept — 受け入れ可能かどうかを調べる
ParentIterator::__construct — ParentIterator を作成する
ParentIterator::getChildren — ParentIterator に含まれる内部イテレータの子を返す
ParentIterator::hasChildren — 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかをチェックする
ParentIterator::next — イテレータを前に移動する
ParentIterator::rewind — イテレータを巻き戻す

RecursiveArrayIterator クラス
導入
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このイテレータは、ArrayIterator と同じように配列やオブジェクトを反復処理しつつ、 そのキーや値を消去したり書き換えたりすることができます。 さらに、現在のイテレータのエントリを反復処理することも可能です。

クラス概要
RecursiveArrayIterator extends ArrayIterator implements RecursiveIterator {
/* メソッド */
public RecursiveArrayIterator getChildren ( void )
public bool hasChildren ( void )
/* Inherits */
public void ArrayIterator::append ( mixed $value )
public void ArrayIterator::asort ( void )
ArrayIterator::__construct ( mixed $array )
public void ArrayIterator::count ( void )
mixed ArrayIterator::current ( void )
public array ArrayIterator::getArrayCopy ( void )
public void ArrayIterator::getFlags ( void )
mixed ArrayIterator::key ( void )
public void ArrayIterator::ksort ( void )
public void ArrayIterator::natcasesort ( void )
public void ArrayIterator::natsort ( void )
void ArrayIterator::next ( void )
public void ArrayIterator::offsetExists ( string $index )
public mixed ArrayIterator::offsetGet ( string $index )
public void ArrayIterator::offsetSet ( string $index , string $newval )
public void ArrayIterator::offsetUnset ( string $index )
void ArrayIterator::rewind ( void )
void ArrayIterator::seek ( int $position )
public string ArrayIterator::serialize ( void )
public void ArrayIterator::setFlags ( string $flags )
public void ArrayIterator::uasort ( string $cmp_function )
public void ArrayIterator::uksort ( string $cmp_function )
public string ArrayIterator::unserialize ( string $serialized )
bool ArrayIterator::valid ( void )
}

RecursiveArrayIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveArrayIterator::getChildren — 現在のエントリが配列あるいはオブジェクトである場合に、そのイテレータを返す

説明

public RecursiveArrayIterator RecursiveArrayIterator::getChildren ( void )

現在のエントリのイテレータを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のエントリが配列あるいはオブジェクトである場合に、そのイテレータを返します。

エラー / 例外

現在のエントリが配列やオブジェクトではない場合に InvalidArgumentException をスローします。

例

例1 RecursiveArrayIterator::getChildren() の例
<?php
$fruits = array("a" => "lemon", "b" => "orange", array("a" => "apple", "p" => "pear"));

$iterator = new RecursiveArrayIterator($fruits);

while ($iterator->valid()) {

    if ($iterator->hasChildren()) {
        // すべての子を表示します
        foreach ($iterator->getChildren() as $key => $value) {
            echo $key . ' : ' . $value . "\n";
        }
    } else {
        echo "No children.\n";
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    }

    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
No children.
No children.
a : apple
p : pear

参考

RecursiveArrayIterator::hasChildren() - 現在のエントリが配列あるいはオブジェクトであるかどうかを返す

RecursiveArrayIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveArrayIterator::hasChildren — 現在のエントリが配列あるいはオブジェクトであるかどうかを返す

説明

public bool RecursiveArrayIterator::hasChildren ( void )

現在のエントリが配列あるいはオブジェクトであるかどうか、つまり RecursiveArrayIterator::getChildren() でイテレータを取得できるかどうかを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のエントリが配列あるいはオブジェクトである場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 RecursiveArrayIterator::hasChildren() の例
<?php
$fruits = array("a" => "lemon", "b" => "orange", array("a" => "apple", "p" => "pear"));

$iterator = new RecursiveArrayIterator($fruits);

while ($iterator->valid()) {

    // 子を持つかどうかを調べます
    if ($iterator->hasChildren()) {
        // すべての子を表示します
        foreach ($iterator->getChildren() as $key => $value) {
            echo $key . ' : ' . $value . "\n";
        }
    } else {
        echo "No children.\n";
    }

    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
No children.
No children.
a : apple
p : pear

参考

RecursiveArrayIterator::getChildren() - 現在のエントリが配列あるいはオブジェクトである場合に、そのイテレータを返す

目次
RecursiveArrayIterator::getChildren — 現在のエントリが配列あるいはオブジェクトである場合に、そのイテレータを返す
RecursiveArrayIterator::hasChildren — 現在のエントリが配列あるいはオブジェクトであるかどうかを返す

RecursiveCachingIterator クラス
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導入
...

クラス概要
RecursiveCachingIterator extends CachingIterator implements Countable , ArrayAccess , Iterator , Traversable , OuterIterator , RecursiveIterator {
/* メソッド */
__construct ( Iterator $iterator [, string $flags = self::CALL_TOSTRING ] )
RecursiveCachingIterator getChildren ( void )
bool hasChildren ( void )
/* 継承 */
CachingIterator::__construct ( Iterator $iterator [, string $flags ] )
public void CachingIterator::count ( void )
public void CachingIterator::current ( void )
public void CachingIterator::getCache ( void )
public void CachingIterator::getFlags ( void )
public void CachingIterator::getInnerIterator ( void )
public void CachingIterator::hasNext ( void )
public void CachingIterator::key ( void )
public void CachingIterator::next ( void )
public void CachingIterator::offsetExists ( string $index )
public void CachingIterator::offsetGet ( string $index )
public void CachingIterator::offsetSet ( string $index , string $newval )
public void CachingIterator::offsetUnset ( string $index )
public void CachingIterator::rewind ( void )
public void CachingIterator::setFlags ( bitmask $flags )
public void CachingIterator::__toString ( void )
public void CachingIterator::valid ( void )
}

RecursiveCachingIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveCachingIterator::__construct — コンストラクタ

説明

RecursiveCachingIterator::__construct ( Iterator $iterator [, string $flags = self::CALL_TOSTRING ] )

iterator で渡されたイテレータをもとにして新しい RecursiveCachingIterator を作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
iterator

使用するイテレータ。
flags

フラグ。CALL_TOSTRING は RecursiveCachingIterator::__toString() をすべての要素に対してコールします (デフォルト)。 CATCH_GET_CHILD は 子を取得しようとしたときに発生する例外を捕捉します。

返り値

RecursiveCachingIterator を返します。

参考

CachingIterator::__construct() - 新しい CachingIterator オブジェクトを作成する

RecursiveCachingIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveCachingIterator::getChildren — 内部イテレータの子を RecursiveCachingIterator として返す
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説明

RecursiveCachingIterator RecursiveCachingIterator::getChildren ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

内部イテレータの子を RecursiveCachingIterator として返します。

RecursiveCachingIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveCachingIterator::hasChildren — 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかチェックする

説明

bool RecursiveCachingIterator::hasChildren ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

内部イテレータが子を持つ場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

目次
RecursiveCachingIterator::__construct — コンストラクタ
RecursiveCachingIterator::getChildren — 内部イテレータの子を RecursiveCachingIterator として返す
RecursiveCachingIterator::hasChildren — 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかチェックする

RecursiveDirectoryIterator クラス
導入
RecursiveDirectoryIterator は、 ファイルシステムのディレクトリを再帰的に反復処理するためのインターフェイスです。

クラス概要
RecursiveDirectoryIterator extends FilesystemIterator implements Traversable , Iterator , SeekableIterator , RecursiveIterator {
/* メソッド */
__construct ( string $path [, int $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO ] )
object getChildren ( void )
public string getSubPath ( void )
public string getSubPathname ( void )
bool hasChildren ([ bool $allow_links ] )
string key ( void )
void next ( void )
void rewind ( void )
/* 継承 */
FilesystemIterator::__construct ( string $path [, int $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO | FilesystemIterator::SKIP_DOTS ] )
public mixed FilesystemIterator::current ( void )
public int FilesystemIterator::getFlags ( void )
public string FilesystemIterator::key ( void )
public void FilesystemIterator::next ( void )
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public void FilesystemIterator::rewind ( void )
public void FilesystemIterator::setFlags ([ int $flags ] )
}

変更履歴
バージョン 説明
5.3.0 親クラスとして FilesystemIterator が導入されました。 これまでは、DirectoryIterator が親クラスでした。
5.3.0 SeekableIterator を実装しました。

RecursiveDirectoryIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.2)

RecursiveDirectoryIterator::__construct — RecursiveDirectoryIterator を作成する

説明

RecursiveDirectoryIterator::__construct ( string $path [, int $flags = FilesystemIterator::KEY_AS_PATHNAME | FilesystemIterator::CURRENT_AS_FILEINFO ] )

指定したパス path の RecursiveDirectoryIterator() を作成します。

パラメータ
path

反復処理の対象となるディレクトリのパス。
flags

フラグを指定して、いくつかのメソッドの振る舞いを変更することができます。 フラグの一覧は FilesystemIterator の定義済み定数 にあります。フラグは、あとから FilesystemIterator::setFlags() で設定することもできます。

返り値

新しく作成した RecursiveDirectoryIterator を返します。

エラー / 例外

path が見つからない、あるいはディレクトリでない場合に UnexpectedValueException をスローします。

例

例1 RecursiveDirectoryIterator の例
<?php

$directory = '/tmp';

$it = new RecursiveIteratorIterator(new RecursiveDirectoryIterator($directory));

while($it->valid()) {

    if (!$it->isDot()) {
        echo 'SubPathName: ' . $it->getSubPathName() . "\n";
        echo 'SubPath:     ' . $it->getSubPath() . "\n";
        echo 'Key:         ' . $it->key() . "\n\n";
    }

    $it->next();
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SubPathName: fruit/apple.xml
SubPath:     fruit
Key:         /tmp/fruit/apple.xml

SubPathName: stuff.xml
SubPath:     
Key:         /tmp/stuff.xml

SubPathName: veggies/carrot.xml
SubPath:     veggies
Key:         /tmp/veggies/carrot.xml

参考

FilesystemIterator::__construct() - 新しい filesystem イテレータを作成する
RecursiveIteratorIterator::__construct() - RecursiveIteratorIterator を作成する
FilesystemIterator の定義済み定数
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RecursiveDirectoryIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveDirectoryIterator::getChildren — ディレクトリであれば、現在のエントリに対するイテレータを返す

説明

object RecursiveDirectoryIterator::getChildren ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のエントリがディレクトリであれば、イテレータを返します。

RecursiveDirectoryIterator::getSubPath
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveDirectoryIterator::getSubPath — サブパスを取得する

説明

public string RecursiveDirectoryIterator::getSubPath ( void )

サブパスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

サブパス (サブディレクトリ) を返します。

参考

RecursiveDirectoryIterator::getSubPathName() - サブパスと名前を取得する
RecursiveDirectoryIterator::key() - 現在のディレクトリエントリのパスとファイル名を返す

RecursiveDirectoryIterator::getSubPathname
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveDirectoryIterator::getSubPathname — サブパスと名前を取得する

説明

public string RecursiveDirectoryIterator::getSubPathname ( void )

サブパスとファイル名を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

サブパス (サブディレクトリ) とファイル名を返します。

参考

RecursiveDirectoryIterator::getSubPath() - サブパスを取得する
RecursiveDirectoryIterator::key() - 現在のディレクトリエントリのパスとファイル名を返す

RecursiveDirectoryIterator::hasChildren
(PHP 5)

RecursiveDirectoryIterator::hasChildren — 現在のエントリがディレクトリかつ '.' もしくは '..' でないかどうかを返す

説明

bool RecursiveDirectoryIterator::hasChildren ([ bool $allow_links ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
allow_links

返り値

現在のエントリが ('.' や '..' 以外の) ディレクトリであるかどうかを返します。

RecursiveDirectoryIterator::key
(PHP 5)

RecursiveDirectoryIterator::key — 現在のディレクトリエントリのパスとファイル名を返す

説明

string RecursiveDirectoryIterator::key ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のディレクトリエントリのパスとファイル名を返します。

RecursiveDirectoryIterator::next
(PHP 5)

RecursiveDirectoryIterator::next — 次のエントリに移動する

説明

void RecursiveDirectoryIterator::next ( void )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveDirectoryIterator::rewind
(PHP 5)

RecursiveDirectoryIterator::rewind — ディレクトリを最初に巻き戻す

説明

void RecursiveDirectoryIterator::rewind ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

目次
RecursiveDirectoryIterator::__construct — RecursiveDirectoryIterator を作成する
RecursiveDirectoryIterator::getChildren — ディレクトリであれば、現在のエントリに対するイテレータを返す
RecursiveDirectoryIterator::getSubPath — サブパスを取得する
RecursiveDirectoryIterator::getSubPathname — サブパスと名前を取得する
RecursiveDirectoryIterator::hasChildren — 現在のエントリがディレクトリかつ '.' もしくは '..' でないかどうかを返す
RecursiveDirectoryIterator::key — 現在のディレクトリエントリのパスとファイル名を返す
RecursiveDirectoryIterator::next — 次のエントリに移動する
RecursiveDirectoryIterator::rewind — ディレクトリを最初に巻き戻す

RecursiveFilterIterator クラス
導入
この抽象イテレータは、不要な値を RecursiveIterator から取り除きます。 このクラスを継承して、独自のフィルタを実装することができます。 RecursiveFilterIterator::accept() は、サブクラスで必ず実装しなければなりません。

クラス概要
RecursiveFilterIterator extends FilterIterator implements Iterator , Traversable , OuterIterator , RecursiveIterator {
/* メソッド */
__construct ( RecursiveIterator $iterator )
public void getChildren ( void )
public void hasChildren ( void )
/* 継承したメソッド */
abstract bool FilterIterator::accept ( void )
FilterIterator::__construct ( Iterator $iterator )
mixed FilterIterator::current ( void )
Iterator FilterIterator::getInnerIterator ( void )
mixed FilterIterator::key ( void )
void FilterIterator::next ( void )
void FilterIterator::rewind ( void )
bool FilterIterator::valid ( void )
}
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RecursiveFilterIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveFilterIterator::__construct — RecursiveIterator から RecursiveFilterIterator を作成する

説明

RecursiveFilterIterator::__construct ( RecursiveIterator $iterator )

RecursiveIterator から RecursiveFilterIterator を作成します。

パラメータ
iterator

フィルタリングする RecursiveIterator。

返り値

値を返しません。

例

例1 RecursiveFilterIterator() の基本例
<?php
class TestsOnlyFilter extends RecursiveFilterIterator {
    public function accept() {
        // 現在のアイテムが再帰可能であるか、値が
        // "test" で始まる場合にのみ許可します
        return $this->hasChildren() || (strpos($this->current(), "test") !== FALSE);
    }
}

$arrary   = array("test1", array("taste2", "test3", "test4"), "test5");
$iterator = new RecursiveArrayIterator($array);
$filter   = new TestsOnlyFilter($iterator);

foreach(new RecursiveIteratorIterator($filter) as $key => $value)
{
    echo $value . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
test1
test3
test4
test5

例2 RecursiveFilterIterator() の例
<?php
class StartsWithFilter extends RecursiveFilterIterator {

    protected $word;

    public function __construct(RecursiveIterator $rit, $word) {
        $this->word = $word;
        parent::__construct($rit);
    }

    public function accept() {
        return $this->hasChildren() OR strpos($this->current(), $this->word) === 0;
    }
    
    public function getChildren() {
        return new self($this->getInnerIterator()->getChildren(), $this->word);
    }
}

$array    = array("test1", array("taste2", "test3", "test4"), "test5");
$iterator = new RecursiveArrayIterator($array);
$filter   = new StartsWithFilter($iterator, "test");

foreach(new RecursiveIteratorIterator($filter) as $key => $value)
{
    echo $value . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
test1
test3
test4
test5

参考

RecursiveFilterIterator::getChildren() - RecursiveFilterIterator に含まれる内部イテレータの子を返す
RecursiveFilterIterator::hasChildren() - 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかを調べる
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FilterIterator::accept() - イテレータの現在の要素がフィルタを満たすかどうかを調べる

RecursiveFilterIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveFilterIterator::getChildren — RecursiveFilterIterator に含まれる内部イテレータの子を返す

説明

public void RecursiveFilterIterator::getChildren ( void )

RecursiveFilterIterator に含まれる内部イテレータの子を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

RecursiveFilterIterator に含まれる内部イテレータの子を返します。

参考

RecursiveFilterIterator::hasChildren() - 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかを調べる
RecursiveIterator::getChildren() - 現在のエントリのイテレータを返す

RecursiveFilterIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveFilterIterator::hasChildren — 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかを調べる

説明

public void RecursiveFilterIterator::hasChildren ( void )

内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

内部イテレータが子を持つ場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

RecursiveFilterIterator::getChildren() - RecursiveFilterIterator に含まれる内部イテレータの子を返す
RecursiveIterator::hasChildren() - 現在のエントリのイテレータを作れるかどうかを返す

目次
RecursiveFilterIterator::__construct — RecursiveIterator から RecursiveFilterIterator を作成する
RecursiveFilterIterator::getChildren — RecursiveFilterIterator に含まれる内部イテレータの子を返す
RecursiveFilterIterator::hasChildren — 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかを調べる

RecursiveIteratorIterator クラス
導入
再帰的なイテレータの反復処理に使用します。
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クラス概要
RecursiveIteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* メソッド */
public void beginChildren ( void )
public void beginIteration ( void )
public RecursiveIterator callGetChildren ( void )
public bool callHasChildren ( void )
__construct ( Traversable $iterator [, int $mode = LEAVES_ONLY [, int $flags = 0 ]] )
mixed current ( void )
public void endChildren ( void )
public void endIteration ( void )
int getDepth ( void )
public iterator getInnerIterator ( void )
public mixed getMaxDepth ( void )
RecursiveIterator getSubIterator ( void )
mixed key ( void )
void next ( void )
public void nextElement ( void )
void rewind ( void )
public void setMaxDepth ([ string $max_depth = -1 ] )
bool valid ( void )
/* 継承したメソッド */
public Iterator OuterIterator::getInnerIterator ( void )
}

RecursiveIteratorIterator::beginChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::beginChildren — 子を開始する

説明

public void RecursiveIteratorIterator::beginChildren ( void )

RecursiveIteratorIterator::getChildren() と、それに関連する RecursiveIteratorIterator::rewind() をコールした後でコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::beginIteration
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::beginIteration — 反復処理を開始する

説明

public void RecursiveIteratorIterator::beginIteration ( void )

反復処理が始まるとき (最初に RecursiveIteratorIterator::rewind() がコールされた後) にコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::callGetChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::callGetChildren — 子を取得する

説明

public RecursiveIterator RecursiveIteratorIterator::callGetChildren ( void )

現在の要素の子を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

RecursiveIterator() を返します。

RecursiveIteratorIterator::callHasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::callHasChildren — 子を持つかどうかを調べる

説明

public bool RecursiveIteratorIterator::callHasChildren ( void )

各要素に対して、子を持っているかどうかを調べるためにコールします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

要素に子がある場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

RecursiveIteratorIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.1.3)

RecursiveIteratorIterator::__construct — RecursiveIteratorIterator を作成する

説明

RecursiveIteratorIterator::__construct ( Traversable $iterator [, int $mode = LEAVES_ONLY [, int $flags = 0 ]] )

RecursiveIterator から RecursiveIteratorIterator を作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
iterator

作成する元となるイテレータ。 RecursiveIterator あるいは IteratorAggregate。
mode

モード。選択肢は LEAVES_ONLY (デフォルト)、SELF_FIRST および CHILD_FIRST。
flags

返り値

RecursiveIteratorIterator::current
(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::current — 現在の要素の値にアクセスする

説明

mixed RecursiveIteratorIterator::current ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の値を返します。

RecursiveIteratorIterator::endChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::endChildren — 子を終了する

説明

public void RecursiveIteratorIterator::endChildren ( void )

そのレベルの再帰処理が終了したときにコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::endIteration
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::endIteration — 反復処理を終了する

説明
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public void RecursiveIteratorIterator::endIteration ( void )

反復処理が終了したとき ( RecursiveIteratorIterator::valid() が最初に FALSE を返したとき) にコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::getDepth
(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::getDepth — 再帰的なイテレーションにおける現在の深さを取得する

説明

int RecursiveIteratorIterator::getDepth ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

再帰的なイテレーションにおける現在の深さを返します。

RecursiveIteratorIterator::getInnerIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する

説明

public iterator RecursiveIteratorIterator::getInnerIterator ( void )

現在アクティブなサブイテレータを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在アクティブなサブイテレータを返します。

RecursiveIteratorIterator::getMaxDepth
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::getMaxDepth — 最大の深さを取得する
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説明

public mixed RecursiveIteratorIterator::getMaxDepth ( void )

許可される最大の深さを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

許可される最大の深さ、あるいは無制限の場合に FALSE を返します。

参考

RecursiveIteratorIterator::setMaxDepth() - 最大の深さを設定する

RecursiveIteratorIterator::getSubIterator
(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::getSubIterator — 現在の有効なサブイテレータを取得する

説明

RecursiveIterator RecursiveIteratorIterator::getSubIterator ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の有効なサブイテレータを返します。

RecursiveIteratorIterator::key
(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::key — 現在のキーにアクセスする

説明

mixed RecursiveIteratorIterator::key ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のキーを返します。

RecursiveIteratorIterator::next
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(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::next — 次の要素に移動する

説明

void RecursiveIteratorIterator::next ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::nextElement
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::nextElement — 次の要素

説明

public void RecursiveIteratorIterator::nextElement ( void )

次の要素が利用可能となったときにコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::rewind
(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::rewind — トップレベルの内部イテレータの先頭要素にイテレータを巻き戻す

説明

void RecursiveIteratorIterator::rewind ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveIteratorIterator::setMaxDepth
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(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIteratorIterator::setMaxDepth — 最大の深さを設定する

説明

public void RecursiveIteratorIterator::setMaxDepth ([ string $max_depth = -1 ] )

許可される最大の深さを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
max_depth

許可される最大の深さ。-1 を指定すると無制限にできます。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

max_depth が -1 より小さい場合に例外が発生します。

RecursiveIteratorIterator::valid
(PHP 5)

RecursiveIteratorIterator::valid — 現在の位置が有効かどうかをチェックする

説明

bool RecursiveIteratorIterator::valid ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の位置が有効な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

目次
RecursiveIteratorIterator::beginChildren — 子を開始する
RecursiveIteratorIterator::beginIteration — 反復処理を開始する
RecursiveIteratorIterator::callGetChildren — 子を取得する
RecursiveIteratorIterator::callHasChildren — 子を持つかどうかを調べる
RecursiveIteratorIterator::__construct — RecursiveIteratorIterator を作成する
RecursiveIteratorIterator::current — 現在の要素の値にアクセスする
RecursiveIteratorIterator::endChildren — 子を終了する
RecursiveIteratorIterator::endIteration — 反復処理を終了する
RecursiveIteratorIterator::getDepth — 再帰的なイテレーションにおける現在の深さを取得する
RecursiveIteratorIterator::getInnerIterator — 内部イテレータを取得する
RecursiveIteratorIterator::getMaxDepth — 最大の深さを取得する
RecursiveIteratorIterator::getSubIterator — 現在の有効なサブイテレータを取得する
RecursiveIteratorIterator::key — 現在のキーにアクセスする
RecursiveIteratorIterator::next — 次の要素に移動する
RecursiveIteratorIterator::nextElement — 次の要素
RecursiveIteratorIterator::rewind — トップレベルの内部イテレータの先頭要素にイテレータを巻き戻す
RecursiveIteratorIterator::setMaxDepth — 最大の深さを設定する
RecursiveIteratorIterator::valid — 現在の位置が有効かどうかをチェックする
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RecursiveRegexIterator クラス
導入
この再帰イテレータは、別の再帰イテレータを正規表現でフィルタリングすることができます。

クラス概要
RecursiveRegexIterator extends RegexIterator implements RecursiveIterator {
/* メソッド */
public __construct ( RecursiveIterator $iterator , string $regex [, int $mode [, int $flags [, int $preg_flags ]]] )
public RecursiveRegexIterator getChildren ( void )
public bool hasChildren ( void )
/* 継承したメソッド */
public RecursiveIterator RecursiveIterator::getChildren ( void )
public bool RecursiveIterator::hasChildren ( void )
public bool RegexIterator::accept ( void )
public int RegexIterator::getFlags ( void )
public int RegexIterator::getMode ( void )
public int RegexIterator::getPregFlags ( void )
public void RegexIterator::setFlags ( int $flags )
public void RegexIterator::setMode ( int $mode )
public void RegexIterator::setPregFlags ( int $preg_flags )
}

RecursiveRegexIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.2.0)

RecursiveRegexIterator::__construct — 新しい RecursiveRegexIterator を作成する

説明

public RecursiveRegexIterator::__construct() ( RecursiveIterator $iterator , string $regex [, int $mode [, int $flags [, int $preg_flags ]]] )

新しい正規表現イテレータを作成します。

パラメータ
iterator

この正規表現フィルタを適用するイテレータ。
regex

マッチさせる正規表現。
mode

操作モード。モードの一覧は RegexIterator::setMode() を参照ください。
flags

特殊なフラグ。フラグの一覧は RegexIterator::setFlags() を参照ください。
preg_flags

正規表現フラグ。これらのフラグは操作モードに依存します。

RegexIterator preg_flags
操作モード 使用可能なフラグ

RecursiveRegexIterator::ALL_MATCHES preg_match_all() を参照ください。
RecursiveRegexIterator::GET_MATCH preg_match() を参照ください。
RecursiveRegexIterator::MATCH preg_match() を参照ください。
RecursiveRegexIterator::REPLACE なし。
RecursiveRegexIterator::SPLIT preg_split() を参照ください。

例

例1 RecursiveRegexIterator::__construct() の例
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'test' で始まるすべての文字列を取り出す新しい RegexIterator を作成します。
<?php
$rArrayIterator = new RecursiveArrayIterator(array('test1', array('tet3', 'test4', 'test5')));
$rRegexIterator = new RecursiveRegexIterator($rArrayIterator, '/^test/',
    RecursiveRegexIterator::ALL_MATCHES);

foreach ($rRegexIterator as $key1 => $value1) {

    if ($rRegexIterator->hasChildren()) {

        // すべての子を表示します
        echo "Children: ";
        foreach ($rRegexIterator->getChildren() as $key => $value) {
            echo $value . " ";
        }
        echo "\n";
    } else {
        echo "No children\n";
    }

}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
No children
Children: test4 test5

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
preg_match_all() - 繰り返し正規表現検索を行う
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する

RecursiveRegexIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.2.0)

RecursiveRegexIterator::getChildren — 現在のエントリのイテレータを返す

説明

public RecursiveRegexIterator RecursiveRegexIterator::getChildren ( void )

現在のエントリのイテレータを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

内部イテレータで反復処理が可能な場合に、現在のエントリのイテレータを返します。

エラー / 例外

現在のエントリが内部イテレータによる反復処理が可能なものでない場合に InvalidArgumentException をスローします。

例

例1 RecursiveRegexIterator::getChildren() の例
<?php
$rArrayIterator = new RecursiveArrayIterator(array('test1', array('tet3', 'test4', 'test5')));
$rRegexIterator = new RecursiveRegexIterator($rArrayIterator, '/^test/',
    RecursiveRegexIterator::ALL_MATCHES);

foreach ($rRegexIterator as $key1 => $value1) {

    if ($rRegexIterator->hasChildren()) {

        // すべての子を表示します
        echo "Children: ";
        foreach ($rRegexIterator->getChildren() as $key => $value) {
            echo $value . " ";
        }
        echo "\n";
    } else {
        echo "No children\n";
    }

}
?>

上の例の出力は以下となります。
No children
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Children: test4 test5

参考

RecursiveRegexIterator::hasChildren() - 現在のエントリのイテレータが取得可能かどうかを返す

RecursiveRegexIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.2.0)

RecursiveRegexIterator::hasChildren — 現在のエントリのイテレータが取得可能かどうかを返す

説明

public bool RecursiveRegexIterator::hasChildren ( void )

現在のエントリのイテレータが取得可能かどうかを返すこのイテレータは RecursiveRegexIterator::getChildren() で取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のエントリのイテレータが取得可能な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 RecursiveRegexIterator::hasChildren() の例
<?php
$rArrayIterator = new RecursiveArrayIterator(array('test1', array('tet3', 'test4', 'test5')));
$rRegexIterator = new RecursiveRegexIterator($rArrayIterator, '/^test/',
    RecursiveRegexIterator::ALL_MATCHES);

foreach ($rRegexIterator as $value) {
    var_dump($rRegexIterator->hasChildren());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

RecursiveRegexIterator::getChildren() - 現在のエントリのイテレータを返す

目次
RecursiveRegexIterator::__construct — 新しい RecursiveRegexIterator を作成する
RecursiveRegexIterator::getChildren — 現在のエントリのイテレータを返す
RecursiveRegexIterator::hasChildren — 現在のエントリのイテレータが取得可能かどうかを返す

RecursiveTreeIterator クラス
導入
RecursiveIterator を反復処理し、ASCII グラフィックツリーを生成します。

クラス概要
RecursiveTreeIterator extends RecursiveIteratorIterator implements OuterIterator , Traversable , Iterator {
/* 定数 */
const integer RecursiveTreeIterator::BYPASS_CURRENT = 4 ;
const integer RecursiveTreeIterator::BYPASS_KEY = 8 ;
const integer RecursiveTreeIterator::PREFIX_LEFT = 0 ;
const integer RecursiveTreeIterator::PREFIX_MID_HAS_NEXT = 1 ;
const integer RecursiveTreeIterator::PREFIX_MID_LAST = 2 ;
const integer RecursiveTreeIterator::PREFIX_END_HAS_NEXT = 3 ;
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const integer RecursiveTreeIterator::PREFIX_END_LAST = 4 ;
const integer RecursiveTreeIterator::PREFIX_RIGHT = 5 ;
/* メソッド */
public void beginChildren ( void )
public RecursiveIterator beginIteration ( void )
public RecursiveIterator callGetChildren ( void )
public bool callHasChildren ( void )
__construct ( RecursiveIterator|IteratorAggregate $it [, int $flags = RecursiveTreeIterator::BYPASS_KEY [, int $cit_flags = CachingIterator::CATCH_GET_CHILD [, int $mode = RecursiveIteratorIterator::SELF_FIRST ]]] )
public string current ( void )
public void endChildren ( void )
public void endIteration ( void )
public string getEntry ( void )
public void getPostfix ( void )
public string getPrefix ( void )
public string key ( void )
public void next ( void )
public void nextElement ( void )
public void rewind ( void )
public void setPrefixPart ( int $part , string $value )
public bool valid ( void )
/* 継承したメソッド */
public void RecursiveIteratorIterator::beginChildren ( void )
public void RecursiveIteratorIterator::beginIteration ( void )
public RecursiveIterator RecursiveIteratorIterator::callGetChildren ( void )
public bool RecursiveIteratorIterator::callHasChildren ( void )
RecursiveIteratorIterator::__construct ( Traversable $iterator [, int $mode = LEAVES_ONLY [, int $flags = 0 ]] )
mixed RecursiveIteratorIterator::current ( void )
public void RecursiveIteratorIterator::endChildren ( void )
public void RecursiveIteratorIterator::endIteration ( void )
int RecursiveIteratorIterator::getDepth ( void )
public iterator RecursiveIteratorIterator::getInnerIterator ( void )
public mixed RecursiveIteratorIterator::getMaxDepth ( void )
RecursiveIterator RecursiveIteratorIterator::getSubIterator ( void )
mixed RecursiveIteratorIterator::key ( void )
void RecursiveIteratorIterator::next ( void )
public void RecursiveIteratorIterator::nextElement ( void )
void RecursiveIteratorIterator::rewind ( void )
public void RecursiveIteratorIterator::setMaxDepth ([ string $max_depth = -1 ] )
bool RecursiveIteratorIterator::valid ( void )
}

定義済み定数

RecursiveTreeIterator ノード型
RecursiveTreeIterator::BYPASS_CURRENT

RecursiveTreeIterator::BYPASS_KEY

RecursiveTreeIterator::PREFIX_LEFT

RecursiveTreeIterator::PREFIX_MID_HAS_NEXT

RecursiveTreeIterator::PREFIX_MID_LAST

RecursiveTreeIterator::PREFIX_END_HAS_NEXT

RecursiveTreeIterator::PREFIX_END_LAST

RecursiveTreeIterator::PREFIX_RIGHT

RecursiveTreeIterator::beginChildren
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::beginChildren — 子を開始する

説明

public void RecursiveTreeIterator::beginChildren ( void )

一段下がるときにコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::beginIteration
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::beginIteration — 反復処理を開始する

説明

public RecursiveIterator RecursiveTreeIterator::beginIteration ( void )

反復処理を開始するとき (最初に RecursiveTreeIterator::rewind() がコールされた後) にコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

RecursiveIterator を返します。

RecursiveTreeIterator::callGetChildren
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::callGetChildren — 子を取得する

説明

public RecursiveIterator RecursiveTreeIterator::callGetChildren ( void )

現在の要素の子を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

RecursiveIterator を返します。

RecursiveTreeIterator::callHasChildren
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::callHasChildren — 子を持っているかどうかを調べる

説明

public bool RecursiveTreeIterator::callHasChildren ( void )
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各要素が子を持っているかどうかを調べるときにコールします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

子がある場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

RecursiveTreeIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::__construct — RecursiveTreeIterator を作成する

説明

RecursiveTreeIterator::__construct ( RecursiveIterator|IteratorAggregate $it [, int $flags = RecursiveTreeIterator::BYPASS_KEY [, int $cit_flags = CachingIterator::CATCH_GET_CHILD [, int $mode = RecursiveIteratorIterator::SELF_FIRST ]]] )

新しい RecursiveTreeIterator を、指定した再帰イテレータから作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
it

RecursiveIterator あるいは IteratorAggregate。
flags

フラグを指定して一部のメソッドの振る舞いを変更することができます。 フラグの一覧は RecursiveTreeIterator の定義済み定数 にあります。
caching_it_flags

内部的に使う RecursiveCachingIterator の振る舞いを変更するフラグ。
mode

内部的に使う RecursiveIteratorIterator の振る舞いを変更するフラグ。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::current
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::current — 現在の要素を取得する

説明

public string RecursiveTreeIterator::current ( void )

接頭辞と接尾辞をつけた現在の要素を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

接頭辞と接尾辞をつけた現在の要素を返します。

RecursiveTreeIterator::endChildren
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::endChildren — 子を終了する

説明

public void RecursiveTreeIterator::endChildren ( void )

一段下の再帰処理が終了したときにコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::endIteration
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::endIteration — 反復処理を終了する

説明

public void RecursiveTreeIterator::endIteration ( void )

反復処理が終了したとき ( RecursiveTreeIterator::valid() が最初に FALSE を返したとき) にコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::getEntry
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::getEntry — 現在のエントリを取得する

説明

public string RecursiveTreeIterator::getEntry ( void )

現在の要素から作ったツリーを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素から作ったツリーを返します。

RecursiveTreeIterator::getPostfix
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::getPostfix — 接尾辞を取得する

説明

public void RecursiveTreeIterator::getPostfix ( void )

現在の要素の後に置く文字列を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の後に置く文字列を返します。

RecursiveTreeIterator::getPrefix
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::getPrefix — 接頭辞を取得する

説明

public string RecursiveTreeIterator::getPrefix ( void )

現在の要素の前に置く文字列を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の前に置く文字列を返します。

RecursiveTreeIterator::key
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::key — 現在の要素のキーを取得する

説明

public string RecursiveTreeIterator::key ( void )
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接頭辞と接尾辞をつけた現在のキーを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

接頭辞と接尾辞をつけた現在のキーを返します。

RecursiveTreeIterator::next
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::next — 次の要素に移動する

説明

public void RecursiveTreeIterator::next ( void )

次の要素に移動します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::nextElement
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::nextElement — 次の要素

説明

public void RecursiveTreeIterator::nextElement ( void )

次の要素が利用可能となったときにコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
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説明

public void RecursiveTreeIterator::rewind ( void )

トップレベルの内部イテレータの最初の要素にイテレータを巻き戻します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::setPrefixPart
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::setPrefixPart — 接頭辞の部分を設定する

説明

public void RecursiveTreeIterator::setPrefixPart ( int $part , string $value )

グラフィックツリーで使う接頭辞を設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
part

RecursiveTreeIterator::PREFIX_* 定数のいずれか。
value

part で指定した接頭辞に代入する値。

返り値

値を返しません。

RecursiveTreeIterator::valid
(PHP 5 >= 5.3.0)

RecursiveTreeIterator::valid — 有効性を調べる

説明

public bool RecursiveTreeIterator::valid ( void )

現在位置が有効かどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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現在位置が有効な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

目次
RecursiveTreeIterator::beginChildren — 子を開始する
RecursiveTreeIterator::beginIteration — 反復処理を開始する
RecursiveTreeIterator::callGetChildren — 子を取得する
RecursiveTreeIterator::callHasChildren — 子を持っているかどうかを調べる
RecursiveTreeIterator::__construct — RecursiveTreeIterator を作成する
RecursiveTreeIterator::current — 現在の要素を取得する
RecursiveTreeIterator::endChildren — 子を終了する
RecursiveTreeIterator::endIteration — 反復処理を終了する
RecursiveTreeIterator::getEntry — 現在のエントリを取得する
RecursiveTreeIterator::getPostfix — 接尾辞を取得する
RecursiveTreeIterator::getPrefix — 接頭辞を取得する
RecursiveTreeIterator::key — 現在の要素のキーを取得する
RecursiveTreeIterator::next — 次の要素に移動する
RecursiveTreeIterator::nextElement — 次の要素
RecursiveTreeIterator::rewind — イテレータを巻き戻す
RecursiveTreeIterator::setPrefixPart — 接頭辞の部分を設定する
RecursiveTreeIterator::valid — 有効性を調べる

RegexIterator クラス
導入
このイテレータを使うと、別のイテレータを正規表現でフィルタリングすることができます。

クラス概要
RegexIterator extends FilterIterator {
/* 定数 */
const integer MATCH = 0 ;
const integer GET_MATCH = 1 ;
const integer ALL_MATCHES = 2 ;
const integer SPLIT = 3 ;
const integer REPLACE = 4 ;
const integer USE_KEY = 1 ;
/* メソッド */
__construct ( Iterator $iterator , string $regex [, int $mode [, int $flags [, int $preg_flags ]]] )
public bool accept ( void )
public int getFlags ( void )
public int getMode ( void )
public int getPregFlags ( void )
public void setFlags ( int $flags )
public void setMode ( int $mode )
public void setPregFlags ( int $preg_flags )
/* 継承したメソッド */
abstract bool FilterIterator::accept ( void )
FilterIterator::__construct ( Iterator $iterator )
mixed FilterIterator::current ( void )
Iterator FilterIterator::getInnerIterator ( void )
mixed FilterIterator::key ( void )
void FilterIterator::next ( void )
void FilterIterator::rewind ( void )
bool FilterIterator::valid ( void )
}

定義済み定数

RegexIterator の操作モード
RegexIterator::ALL_MATCHES

現在のエントリにマッチするものをすべて返します (preg_match_all() を参照ください)。
RegexIterator::GET_MATCH

現在のエントリに最初にマッチしたものを返します (preg_match() を参照ください)。
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RegexIterator::MATCH

現在のエントリに対するマッチ (フィルタ) のみを行います (preg_match() を参照ください)。
RegexIterator::REPLACE

現在のエントリを置換します (preg_replace() を参照ください。まだ完全には実装されていません)。
RegexIterator::SPLIT

現在のエントリで分割した値を返します (preg_split() を参照ください)。

RegexIterator のフラグ
RegexIterator::USE_KEY

特別なフラグ: エントリの値ではなく、キーにマッチさせます。

RegexIterator::accept
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::accept — 受け入れ状況を取得する

説明

public bool RegexIterator::accept ( void )

(string) RegexIterator::current() (RegexIterator::USE_KEY フラグが設定されている場合は RegexIterator::key()) を正規表現でマッチさせます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

マッチした場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 RegexIterator::accept() の例

この例は、正規表現にマッチするアイテムのみを許可するものです。
<?php
$names = new ArrayIterator(array('Ann', 'Bob', 'Charlie', 'David'));
$filter = new RegexIterator($names, '/^[B-D]/');
foreach ($filter as $name) {
    echo $name . PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Bob
Charlie
David

参考

RegexIterator 定数
RegexIterator::setFlags() - フラグを設定する

RegexIterator::__construct
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::__construct — 新しい RegexIterator を作成する

説明

RegexIterator::__construct() ( Iterator $iterator , string $regex [, int $mode [, int $flags [, int $preg_flags ]]] )

新しい RegexIterator を作成します。これは、正規表現を使って Iterator をフィルタリングします。
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パラメータ
iterator

この正規表現フィルタを適用するイテレータ。
regex

マッチさせる正規表現。
mode

操作モード。モードの一覧は RegexIterator::setMode() を参照ください。
flags

特殊なフラグ。フラグの一覧は RegexIterator::setFlags() を参照ください。
preg_flags

正規表現フラグ。これらのフラグは操作モードに依存します。

RegexIterator preg_flags
操作モード 使用可能なフラグ

RegexIterator::ALL_MATCHES preg_match_all() を参照ください。
RegexIterator::GET_MATCH preg_match() を参照ください。
RegexIterator::MATCH preg_match() を参照ください。
RegexIterator::REPLACE なし。
RegexIterator::SPLIT preg_split() を参照ください。

例

例1 RegexIterator::__construct() の例

'test' で始まるすべての文字列を取り出す新しい RegexIterator を作成します。
<?php
$arrayIterator = new ArrayIterator(array('test 1', 'another test', 'test 123'));
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/^test/');

foreach ($regexIterator as $value) {
    echo $value . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
test 1
test 123

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
preg_match_all() - 繰り返し正規表現検索を行う
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する

RegexIterator::getFlags
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::getFlags — フラグを取得する

説明

public int RegexIterator::getFlags ( void )

フラグを返します。使用可能なフラグの一覧は RegexIterator::setFlags() を参照ください。

返り値

設定されているフラグを返します。

例

例1 RegexIterator::getFlags() の例
<?php
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$test = array ('str1' => 'test 1', 'teststr2' => 'another test', 'str3' => 'test 123');

$arrayIterator = new ArrayIterator($test);
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/^test/');
$regexIterator->setFlags(RegexIterator::USE_KEY);

if ($regexIterator->getFlags() & RegexIterator::USE_KEY) {
    echo 'Filtering based on the array keys.';
} else {
    echo 'Filtering based on the array values.';
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Filtering based on the array keys.

参考

RegexIterator::setFlags() - フラグを設定する

RegexIterator::getMode
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::getMode — 操作モードを返す

説明

public int RegexIterator::getMode ( void )

操作モードを返します。操作モードの一覧は RegexIterator::setMode() を参照ください。

返り値

操作モードを返します。

例

例1 RegexIterator::getMode() の例
<?php

$test = array ('str1' => 'test 1', 'teststr2' => 'another test', 'str3' => 'test 123');

$arrayIterator = new ArrayIterator($test);
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/^[a-z]+/', RegexIterator::GET_MATCH);

$mode = $regexIterator->getMode();
if ($mode & RegexIterator::GET_MATCH) {
    echo 'Getting the match for each item.';
} elseif ($mode & RegexIterator::ALL_MATCHES) {
    echo 'Getting all matches for each item.';
} elseif ($mode & RegexIterator::MATCH) {
    echo 'Getting each item if it matches.';
} elseif ($mode & RegexIterator::SPLIT) {
    echo 'Getting split pieces of each.';
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Getting the match for each item.

参考

RegexIterator::setMode() - 操作モードを設定する

RegexIterator::getPregFlags
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::getPregFlags — 正規表現フラグを返す

説明

public int RegexIterator::getPregFlags ( void )

正規表現フラグを返します。使用可能なフラグの一覧は RegexIterator::__construct() を参照ください。

返り値
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正規表現フラグのビットマスクを返します。

例

例1 RegexIterator::getPregFlags() の例
<?php

$test = array ('str1' => 'test 1', 'teststr2' => 'another test', 'str3' => 'test 123');

$arrayIterator = new ArrayIterator($test);
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/\s/', RegexIterator::SPLIT);
$regexIterator->setPregFlags(PREG_SPLIT_NO_EMPTY | PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE);

if ($regexIterator->getPregFlags() & PREG_SPLIT_NO_EMPTY) {
    echo 'Ignoring empty pieces';
} else {
    echo 'Not ignoring empty pieces';
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Ignoring empty pieces

参考

RegexIterator::setPregFlags() - 正規表現フラグを設定する

RegexIterator::setFlags
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::setFlags — フラグを設定する

説明

public void RegexIterator::setFlags ( int $flags )

フラグを設定します。

パラメータ
flags

設定するフラグ。クラス定数のビットマスクで指定します。

利用できるフラグは次のとおりです。これらのフラグの実際の意味については 定義済みの定数 で説明します。

RegexIterator のフラグ
値 定数
1 RegexIterator::USE_KEY

返り値

値を返しません。

例

例1 RegexIterator::setFlags() の例

新しい RegexIterator を作成します。これは、キーが 'test' ではじまるすべてのエントリを取り出します。
<?php
$test = array ('str1' => 'test 1', 'teststr2' => 'another test', 'str3' => 'test 123');

$arrayIterator = new ArrayIterator($test);
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/^test/');
$regexIterator->setFlags(RegexIterator::USE_KEY);

foreach ($regexIterator as $key => $value) {
    echo $key . ' => ' . $value . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
teststr2 => another test

参考
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RegexIterator::getFlags() - フラグを取得する

RegexIterator::setMode
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::setMode — 操作モードを設定する

説明

public void RegexIterator::setMode ( int $mode )

操作モードを設定します。

パラメータ
mode

操作モード。

操作モードは次のとおりです。これらのモードの実際の意味については 定義済みの定数 で説明します。

RegexIterator のモード
値 定数
0 RegexIterator::MATCH
1 RegexIterator::GET_MATCH
2 RegexIterator::ALL_MATCHES
3 RegexIterator::SPLIT
4 RegexIterator::REPLACE

返り値

値を返しません。

例

例1 RegexIterator::setMode() の例
<?php
$test = array ('str1' => 'test 1', 'test str2' => 'another test', 'str3' => 'test 123');

$arrayIterator = new ArrayIterator($test);
// 'test ' で始まってその後に 1 桁以上の数字が続くものだけを取り出します
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/^test (\d+)/');
// 操作モードは、実際の値をマッチした部分で置き換えます
$regexIterator->setMode(RegexIterator::GET_MATCH);

foreach ($regexIterator as $key => $value) {
    // print out the matched number(s)
    echo $key . ' => ' . $value[1] . PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
str1 => 1
str3 => 123

参考

RegexIterator::getMode() - 操作モードを返す

RegexIterator::setPregFlags
(PHP 5 >= 5.2.0)

RegexIterator::setPregFlags — 正規表現フラグを設定する

説明

public void RegexIterator::setPregFlags ( int $preg_flags )

正規表現フラグを設定します。
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パラメータ
preg_flags

正規表現フラグ。利用できるフラグの概要は RegexIterator::__construct() を参照ください。

返り値

値を返しません。

例

例1 RegexIterator::setPregFlags() の例

新しい RegexIterator を作成します。これは、 配列のキーが 'test' で始まるすべてのエントリを取り出します。
<?php
$test = array ('test 1', 'another test', 'test 123');

$arrayIterator = new ArrayIterator($test);
$regexIterator = new RegexIterator($arrayIterator, '/^test/', RegexIterator::GET_MATCH);

$regexIterator->setPregFlags(PREG_OFFSET_CAPTURE);

foreach ($regexIterator as $key => $value) {
    var_dump($value);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(4) "test"
    [1]=>
    int(0)
  }
}
array(1) {
  [0]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(4) "test"
    [1]=>
    int(0)
  }
}

参考

RegexIterator::getPregFlags() - 正規表現フラグを返す

目次
RegexIterator::accept — 受け入れ状況を取得する
RegexIterator::__construct — 新しい RegexIterator を作成する
RegexIterator::getFlags — フラグを取得する
RegexIterator::getMode — 操作モードを返す
RegexIterator::getPregFlags — 正規表現フラグを返す
RegexIterator::setFlags — フラグを設定する
RegexIterator::setMode — 操作モードを設定する
RegexIterator::setPregFlags — 正規表現フラグを設定する

SimpleXMLIterator クラス
導入
SimpleXMLIterator は、SimpleXMLElement オブジェクトのすべてのノードに対する再帰的な反復処理を提供します。

クラス概要
SimpleXMLIterator extends SimpleXMLElement implements RecursiveIterator , Traversable , Iterator , Countable {
/* メソッド */
public mixed current ( void )
object getChildren ( void )
bool hasChildren ( void )
mixed key ( void )
void next ( void )
void rewind ( void )
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bool valid ( void )
/* 継承したメソッド */
SimpleXMLIterator::__construct ( string $data [, int $options [, bool $data_is_url [, string $ns [, bool $is_prefix ]]]] )
void addAttribute ( string $name , string $value [, string $namespace ] )
SimpleXMLElement addChild ( string $name [, string $value [, string $namespace ]] )
mixed asXML ([ string $filename ] )
SimpleXMLElement attributes ([ string $ns [, bool $is_prefix ]] )
SimpleXMLElement children ([ string $ns [, bool $is_prefix = false ]] )
integer SimpleXMLElement::count ( void )
array getDocNamespaces ([ bool $recursive ] )
string getName ( void )
array getNamespaces ([ bool $recursive ] )
bool registerXPathNamespace ( string $prefix , string $ns )
array xpath ( string $path )
}

SimpleXMLIterator::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::current — 現在の SimpleXML エントリを返す

説明

public mixed SimpleXMLIterator::current ( void )

このメソッドは、現在の要素の SimpleXMLIterator オブジェクトあるいは NULL を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素を SimpleXMLIterator オブジェクトで返します。 失敗した場合は NULL を返します。

例

例1 現在の要素を返す
<?php
$xmlIterator = new SimpleXMLIterator('<books><book>PHP basics</book><book>XML basics</book></books>');
var_dump($xmlIterator->current());

$xmlIterator->rewind(); // 最初の要素に巻き戻します
var_dump($xmlIterator->current());
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
object(SimpleXMLIterator)#2 (1) {
  [0]=>
  string(10) "PHP basics"
}

参考

SimpleXMLIterator::key() - 現在のキーを返す
SimpleXMLIterator::next() - 次の要素に移動する
SimpleXMLIterator::rewind() - 最初の要素に巻き戻す
SimpleXMLIterator::valid() - 現在の要素が有効かどうかを調べる
SimpleXMLElement

SimpleXMLIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::getChildren — 現在の要素の子要素を返す

説明

object SimpleXMLIterator::getChildren ( void )

このメソッドは、現在の SimpleXMLIterator 要素の子要素を含む SimpleXMLIterator オブジェクトを返します。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素の子要素を含む SimpleXMLIterator オブジェクトを返します。

例

例1 現在の要素の子要素を返す
<?php
$xml = <<<XML
<books>
    <book>
        <title>PHP Basics</title>
        <author>Jim Smith</author>
    </book>
    <book>XML basics</book>
</books>
XML;

$xmlIterator = new SimpleXMLIterator($xml);
for( $xmlIterator->rewind(); $xmlIterator->valid(); $xmlIterator->next() ) {
    foreach($xmlIterator->getChildren() as $name => $data) {
    echo "The $name is '$data' from the class " . get_class($data) . "\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The title is 'PHP Basics' from the class SimpleXMLIterator
The author is 'Jim Smith' from the class SimpleXMLIterator

SimpleXMLIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::hasChildren — 現在の要素が子要素を持つかどうかを調べる

説明

bool SimpleXMLIterator::hasChildren ( void )

このメソッドは、現在の SimpleXMLIterator 要素が子要素を持つかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素が子要素を持つ場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 現在の要素が子要素を持つかどうかを調べる
<?php
$xml = <<<XML
<books>
    <book>
        <title>PHP Basics</title>
        <author>Jim Smith</author>
    </book>
    <book>XML basics</book>
</books>
XML;

$xmlIterator = new SimpleXMLIterator( $xml );
for( $xmlIterator->rewind(); $xmlIterator->valid(); $xmlIterator->next() ) {
    if($xmlIterator->hasChildren()) {
        var_dump($xmlIterator->current());
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SimpleXMLIterator)#2 (2) {
  ["title"]=>
  string(10) "PHP Basics"
  ["author"]=>
  string(9) "Jim Smith"
}
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SimpleXMLIterator::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::key — 現在のキーを返す

説明

mixed SimpleXMLIterator::key ( void )

このメソッドは、現在の要素の XML タグ名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の SimpleXMLIterator オブジェクトが参照する要素の XML タグ名、あるいは FALSE を返します。

例

例1 現在の XML タグキーの取得
<?php
$xmlIterator = new SimpleXMLIterator('<books><book>PHP basics</book><book>XML basics</book></books>');

echo var_dump($xmlIterator->key());
$xmlIterator->rewind(); // 最初の要素に巻き戻します
echo var_dump($xmlIterator->key());

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
string(4) "book"

SimpleXMLIterator::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::next — 次の要素に移動する

説明

void SimpleXMLIterator::next ( void )

このメソッドは、SimpleXMLIterator を次の要素に移動します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 次の要素への移動
<?php
$xmlIterator = new SimpleXMLIterator('<books><book>PHP Basics</book><book>XML basics</book></books>');
$xmlIterator->rewind(); // 最初の要素に巻き戻します
$xmlIterator->next();

var_dump($xmlIterator->current());
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SimpleXMLIterator)#2 (1) {
  [0]=>
  string(10) "XML basics"
}
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SimpleXMLIterator::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::rewind — 最初の要素に巻き戻す

説明

void SimpleXMLIterator::rewind ( void )

このメソッドは、SimpleXMLIterator を最初の要素に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 最初の要素に巻き戻す
<?php
$xmlIterator = new SimpleXMLIterator('<books><book>PHP Basics</book><book>XML Basics</book></books>');
$xmlIterator->rewind();

var_dump($xmlIterator->current());
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SimpleXMLIterator)#2 (1) {
  [0]=>
  string(10) "PHP Basics"
}

SimpleXMLIterator::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

SimpleXMLIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかを調べる

説明

bool SimpleXMLIterator::valid ( void )

このメソッドは、現在の要素が SimpleXMLIterator::rewind() あるいは SimpleXMLIterator::next() をコールした後で有効かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の要素が有効な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 現在の要素が有効かどうかを調べる
<?php
$xmlIterator = new SimpleXMLIterator('<books><book>SQL Basics</book></books>');

$xmlIterator->rewind(); // 最初の要素に巻き戻します
echo var_dump($xmlIterator->valid()); // bool(true)

$xmlIterator->next(); // 次の要素に進めます
echo var_dump($xmlIterator->valid()); // 要素がひとつしかないので bool(false) となります
?>

目次
SimpleXMLIterator::current — 現在の SimpleXML エントリを返す
SimpleXMLIterator::getChildren — 現在の要素の子要素を返す
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SimpleXMLIterator::hasChildren — 現在の要素が子要素を持つかどうかを調べる
SimpleXMLIterator::key — 現在のキーを返す
SimpleXMLIterator::next — 次の要素に移動する
SimpleXMLIterator::rewind — 最初の要素に巻き戻す
SimpleXMLIterator::valid — 現在の要素が有効かどうかを調べる

インターフェイス
目次

Countable
OuterIterator
RecursiveIterator
SeekableIterator

SPL にはインターフェイスが用意されています。

定義済みのインターフェイス も参照ください。

インターフェイス一覧
Countable
OuterIterator
RecursiveIterator
SeekableIterator
SplObserver
SplSubject

Countable インターフェイス
導入
Countable を実装したクラスは、 count() 関数で使用することができます。

インターフェイス概要
Countable {
/* メソッド */
abstract public int count ( void )
}

Countable::count
(PHP 5 >= 5.1.0)

Countable::count — オブジェクトの要素数を数える

説明

abstract public int Countable::count ( void )

このメソッドは、Countable を実装したオブジェクトで count() 関数を使用した際に実行されます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

要素数を integer 型で返します。

注意:

返り値は integer 型にキャストされます。
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例

例1 Countable::count() の例
<?php
class myCounter implements Countable {
    public function count() {
        static $count = 0;
        return ++$count;
    }
}

$counter = new myCounter;

for($i=0; $i<10; ++$i) {
    echo "I have been count()ed " . count($counter) . " times\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
I have been count()ed 1 times
I have been count()ed 2 times
I have been count()ed 3 times
I have been count()ed 4 times
I have been count()ed 5 times
I have been count()ed 6 times
I have been count()ed 7 times
I have been count()ed 8 times
I have been count()ed 9 times
I have been count()ed 10 times

目次
Countable::count — オブジェクトの要素数を数える

OuterIterator クラス
導入
OuterIterator を実装したクラスは、 イテレータ群の反復処理に使うことができます。

インターフェイス概要
OuterIterator extends Iterator {
/* メソッド */
public Iterator getInnerIterator ( void )
/* 継承したメソッド */
abstract public mixed Iterator::current ( void )
abstract public scalar Iterator::key ( void )
abstract public void Iterator::next ( void )
abstract public void Iterator::rewind ( void )
abstract public boolean Iterator::valid ( void )
}

OuterIterator::getInnerIterator
(PHP 5 >= 5.1.0)

OuterIterator::getInnerIterator — 現在のエントリの内部イテレータを返す

説明

public Iterator OuterIterator::getInnerIterator ( void )

現在のイテレータエントリの内部イテレータを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のエントリの内部イテレータを返します。
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目次
OuterIterator::getInnerIterator — 現在のエントリの内部イテレータを返す

RecursiveIterator インターフェイス
導入
RecursiveIterator を実装したクラスは、 イテレータ群を再帰的に反復処理するときに使うことができます。

インターフェイス概要
RecursiveIterator extends Iterator {
/* メソッド */
public RecursiveIterator getChildren ( void )
public bool hasChildren ( void )
/* 継承したメソッド */
abstract public mixed Iterator::current ( void )
abstract public scalar Iterator::key ( void )
abstract public void Iterator::next ( void )
abstract public void Iterator::rewind ( void )
abstract public boolean Iterator::valid ( void )
}

RecursiveIterator::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIterator::getChildren — 現在のエントリのイテレータを返す

説明

public RecursiveIterator RecursiveIterator::getChildren ( void )

現在のエントリのイテレータを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のエントリのイテレータを返します。

参考

RecursiveIterator::hasChildren() - 現在のエントリのイテレータを作れるかどうかを返す

RecursiveIterator::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

RecursiveIterator::hasChildren — 現在のエントリのイテレータを作れるかどうかを返す

説明

public bool RecursiveIterator::hasChildren ( void )

現在のエントリのイテレータを作れるかどうかを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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現在のエントリが反復処理可能な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

RecursiveIterator::getChildren() - 現在のエントリのイテレータを返す

目次
RecursiveIterator::getChildren — 現在のエントリのイテレータを返す
RecursiveIterator::hasChildren — 現在のエントリのイテレータを作れるかどうかを返す

SeekableIterator クラス
導入
Seekable イテレータです。

インターフェイス概要
SeekableIterator extends Iterator {
/* メソッド */
abstract public void seek ( int $position )
/* 継承したメソッド */
abstract public mixed Iterator::current ( void )
abstract public scalar Iterator::key ( void )
abstract public void Iterator::next ( void )
abstract public void Iterator::rewind ( void )
abstract public boolean Iterator::valid ( void )
}

例1 基本的な使用法

この例では、SeekableIterator を作成して位置を移動し、無効な位置を扱います。
<?php
class MySeekableIterator implements SeekableIterator {

    private $position = 0;

    private $array = array(
        "first element",
        "second element",
        "third element",
        "fourth element"
    );

    public function seek($position) {
      $this->position = $position;
      
      if (!$this->valid()) {
          throw new OutOfBoundsException("invalid seek position ($position)");
      }
    }

    /* Iterator インターフェイスで必要なメソッド群 */
    
    public function __construct() {
        $this->position = 0;
    }

    public function rewind() {
        $this->position = 0;
    }

    public function current() {
        return $this->array[$this->position];
    }

    public function key() {
        return $this->position;
    }

    public function next() {
        ++$this->position;
    }

    public function valid() {
        return isset($this->array[$this->position]);
    }
}

try {

    $it = new MySeekableIterator;
    echo $it->current(), "\n";
    
    $it->seek(2);
    echo $it->current(), "\n";
    
    $it->seek(1);
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    echo $it->current(), "\n";
    
    $it->seek(10);
    
} catch (OutOfBoundsException $e) {
    echo $e->getMessage();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
first element
third element
second element
invalid seek position (10)

SeekableIterator::seek
(PHP 5 >= 5.1.0)

SeekableIterator::seek — 位置を移動する

説明

abstract public void SeekableIterator::seek ( int $position )

イテレータ内の指定した位置に移動します。

パラメータ
position

移動先の位置。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

position に移動できない場合、 OutOfBoundsException をスローするよう実装しなければなりません。

例

例1 SeekableIterator::seek() の例

イテレータの 3 番目の位置に移動します (ArrayIterator は SeekableIterator を実装しています)。
<?php
$array = array("apple", "banana", "cherry", "damson", "elderberry");
$iterator = new ArrayIterator($array);
$iterator->seek(3);
echo $iterator->current();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
damson

参考

SeekableIterator
Iterator

目次
SeekableIterator::seek — 位置を移動する

例外
目次

BadFunctionCallException
BadMethodCallException
DomainException
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InvalidArgumentException
LengthException
LogicException
OutOfBoundsException
OutOfRangeException
OverflowException
RangeException
RuntimeException
UnderflowException
UnexpectedValueException

SPL には標準の例外が用意されています。

定義済みの例外 も参照ください。

BadFunctionCallException クラス
導入
未定義の関数をコールバックが参照したり、引数を指定しなかったりした場合にスローされる例外です。

クラス概要
BadFunctionCallException extends LogicException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

BadMethodCallException クラス
導入
未定義のメソッドをコールバックが参照したり、引数を指定しなかったりした場合にスローされる例外です。

クラス概要
BadMethodCallException extends BadFunctionCallException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

DomainException クラス
導入
定義したデータドメインに値が従わないときにスローされる例外です。

クラス概要
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DomainException extends LogicException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

InvalidArgumentException クラス
導入
引数が期待値に一致しなかった場合にスローされる例外です。

クラス概要
InvalidArgumentException extends LogicException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

LengthException クラス
導入
長さが無効な場合にスローされる例外です。

クラス概要
LengthException extends LogicException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

LogicException クラス
導入
論理式が無効な場合にスローされる例外です。

クラス概要
LogicException extends Exception {
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/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

OutOfBoundsException クラス
導入
値が有効なキーでなかった場合にスローされる例外です。

クラス概要
OutOfBoundsException extends RuntimeException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

OutOfRangeException クラス
導入
値が範囲内におさまらなかった場合にスローされる例外です。

クラス概要
OutOfRangeException extends LogicException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

OverflowException クラス
導入
いっぱいになっているコンテナに要素を追加した場合にスローされる例外です。

クラス概要
OverflowException extends RuntimeException {
/* 継承したメソッド */
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final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

RangeException クラス
導入
無効な範囲が渡された場合にスローされる例外です。

クラス概要
RangeException extends RuntimeException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

RuntimeException クラス
導入
実行時にだけ発生するようなエラーの際にスローされます。

クラス概要
RuntimeException extends Exception {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

UnderflowException クラス
導入
空のコンテナから要素を削除しようとした際にスローされる例外です。

クラス概要
UnderflowException extends RuntimeException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
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final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

UnexpectedValueException クラス
導入
いくつかの値のセットに一致しない値であった際にスローされる例外です。

クラス概要
UnexpectedValueException extends RuntimeException {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

SPL 関数

class_implements
(PHP 5 >= 5.1.0)

class_implements — 与えられたクラスが実装しているインターフェースを返す

説明

array class_implements ( mixed $class [, bool $autoload = true ] )

この関数は、与えられたクラス class とその親が実装しているインターフェースを配列で返します。

パラメータ
class

オブジェクト (クラスインターフェース) もしくは文字列 (クラス名) を指定します。
autoload

__autoload マジックメソッドを通じて、 この関数にクラスを自動的にロードさせるかどうかを指定します。

返り値

成功した場合に配列、エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 文字列として class パラメータを渡すオプションが追加されました。 autoload パラメータが追加されました。

例
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例1 class_implements() の例
<?php

interface foo { }
class bar implements foo {}

print_r(class_implements(new bar));

// PHP 5.1.0 以降、パラメータを文字列として指定しても良い
print_r(class_implements('bar'));

function __autoload($class_name) {
   require_once $class_name . '.php';
}

// 'not_loaded' クラスをロードするために __autoload を使用する
print_r(class_implements('not_loaded', true));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [foo] => foo
)

Array
(
    [interface_of_not_loaded] => interface_of_not_loaded
)

参考

class_parents() - 与えられたクラスの親クラスを返す
get_declared_interfaces() - 宣言されている全てのインターフェースの配列を返す

class_parents
(PHP 5 >= 5.1.0)

class_parents — 与えられたクラスの親クラスを返す

説明

array class_parents ( mixed $class [, bool $autoload = true ] )

この関数は、与えられたクラス class の親クラス名を 配列で返します。

パラメータ
class

オブジェクトもしくはクラスの文字列を指定します。
autoload

__autoload マジックメソッドを通じて、 この関数にクラスを自動的にロードさせるかどうかを指定します。

返り値

成功した場合に配列、エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 文字列として class パラメータを渡すオプションが追加されました。 autoload パラメータが追加されました。

例

例1 class_parents() の例
<?php

class foo { }
class bar extends foo {}

print_r(class_parents(new bar));

// PHP 5.1.0 以降、パラメータを文字列として指定しても良い
print_r(class_parents('bar'));

function __autoload($class_name) {
   require_once $class_name . '.php';
}
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// 'not_loaded' クラスをロードするために __autoload を使用する
print_r(class_parents('not_loaded', true));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [foo] => foo
)

Array
(
    [parent_of_not_loaded] => parent_of_not_loaded
)

参考

class_implements() - 与えられたクラスが実装しているインターフェースを返す

iterator_apply
(PHP 5 >= 5.1.0)

iterator_apply — ユーザ関数をイテレータのすべての要素でコールする

説明

int iterator_apply ( Traversable $iterator , callback $function [, array $args ] )

イテレータ内のすべての要素に対して関数をコールします。

パラメータ
iterator

順次処理したいクラス。
function

すべての要素に対してコールしたいコールバック関数。

注意: iterator での処理を続けるために、 この関数は TRUE を返さなければなりません。
args

コールバック関数に渡す引数。

返り値

イテレータの要素数を返します。

例

例1 iterator_apply() の例
<?php
function print_caps(Iterator $iterator) {
    echo strtoupper($iterator->current()) . "\n";
    return TRUE;
}

$it = new ArrayIterator(array("Apples", "Bananas", "Cherries"));
iterator_apply($it, "print_caps", array($it));
?>

上の例の出力は以下となります。
APPLES
BANANAS
CHERRIES

参考

array_walk() - 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する

iterator_count
(PHP 5 >= 5.1.0)
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iterator_count — イテレータにある要素をカウントする

説明

int iterator_count ( Traversable $iterator )

イテレータにある要素をカウントします。

パラメータ
iterator

カウントしたいイテレータ。

返り値

iterator の要素数を返します。

例

例1 iterator_count() の例
<?php
$iterator = new ArrayIterator(array('recipe'=>'pancakes', 'egg', 'milk', 'flour'));
var_dump(iterator_count($iterator));
?>

上の例の出力は以下となります。
int(4)

iterator_to_array
(PHP 5 >= 5.1.0)

iterator_to_array — イテレータを配列にコピーする

説明

array iterator_to_array ( Traversable $iterator [, bool $use_keys = true ] )

イテレータの要素を配列にコピーします。

パラメータ
iterator

コピーしたいイテレータ。
use_keys

イテレータの要素のキーをインデックスとして使用するかどうか。

返り値

iterator の要素を含む配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.1 use_keys パラメータが追加されました。

例

例1 iterator_to_array() の例
<?php
$iterator = new ArrayIterator(array('recipe'=>'pancakes', 'egg', 'milk', 'flour'));
var_dump(iterator_to_array($iterator, true));
var_dump(iterator_to_array($iterator, false));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(4) {
  ["recipe"]=>
  string(8) "pancakes"
  [0]=>
  string(3) "egg"
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  [1]=>
  string(4) "milk"
  [2]=>
  string(5) "flour"
}
array(4) {
  [0]=>
  string(8) "pancakes"
  [1]=>
  string(3) "egg"
  [2]=>
  string(4) "milk"
  [3]=>
  string(5) "flour"
}

spl_autoload_call
(PHP 5 >= 5.1.2)

spl_autoload_call — 要求されたクラスを読み込むために、すべての登録済みの __autoload() 関数を試す

説明

void spl_autoload_call ( string $class_name )

この関数は、登録済みの __autoload 関数を使用して クラスあるいはインターフェイスを手動で探すために使用することができます。

パラメータ
class_name

探したいクラス名。

返り値

値を返しません。

spl_autoload_extensions
(PHP 5 >= 5.1.2)

spl_autoload_extensions — spl_autoload 用のデフォルトの拡張子を登録し、それを返す

説明

string spl_autoload_extensions ([ string $file_extensions ] )

この関数は、__autoload() 用の代替関数である spl_autoload() が使用するファイル拡張子を変更したり調べたりします。

パラメータ
file_extensions

引数なしでコールした場合は、現在の拡張子一覧をカンマ区切りで返します。 ファイル拡張子を変更するには、 新しい拡張子一覧をカンマ区切り文字列で表したものを引数に指定して、 この関数を実行します。

返り値

spl_autoload() のデフォルト拡張子の一覧をカンマ区切り形式で返します。

spl_autoload_functions
(PHP 5 >= 5.1.2)

spl_autoload_functions — すべての登録済み __autoload() 関数を返す

説明

array spl_autoload_functions ( void )

すべての登録済み __autoload() 関数を取得します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

すべての登録済み __autoload 関数を配列で返します。 autoload スタックが有効になっていない場合は、FALSE. が返されます。 関数が何も登録されていない場合は、空の配列が返されます。

spl_autoload_register
(PHP 5 >= 5.1.2)

spl_autoload_register — 指定した関数を __autoload() の実装として登録する

説明

bool spl_autoload_register ([ callback $autoload_function [, bool $throw = true [, bool $prepend = false ]]] )

指定した関数を、spl が提供する __autoload スタックに登録します。 スタックがまだアクティブになっていない場合は、まずアクティブにします。

もしあなたのコード中に __autoload 関数が存在するのなら、 それを明示的に __autoload スタックに登録しなければなりません。 なぜなら、spl_autoload_register() は、 spl_autoload() あるいは spl_autoload_call() によって __autoload 関数のエンジンキャッシュを効率的
に置き換えるからです。

複数の autoload 関数が必要となる場合でも spl_autoload_register() は対応できます。この関数は autoload 関数のキューを作成し、 定義された順にそれを実行していきます。一方 __autoload() は、一度しか定義できません。

パラメータ
autoload_function

登録したい autoload 関数。 パラメータが指定されなかった場合は、デフォルト実装である spl_autoload() が登録されます。
throw

このパラメータは、 spl_autoload_register() がエラー時に例外をスローするかどうかを指定します。
prepend

true の場合、spl_autoload_register() はスタックの最後の追加するのではなく先頭に追加します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 名前空間に対応するようになりました。
5.3.0 prepend パラメータが追加されました。

例

例1 spl_autoload_register() の例
<?php

namespace Foobar;

class Foo {
    static public function test($name) {
        print '[['. $name .']]';
    }
}

spl_autoload_register(__NAMESPACE__ .'\Foo::test'); // PHP 5.3.0 以降
new InexistentClass;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
[[Foobar\InexistentClass]]
Fatal error: Class 'Foobar\InexistentClass' not found in ...

spl_autoload_unregister
(PHP 5 >= 5.1.2)
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spl_autoload_unregister — 指定した関数の、__autoload() の実装としての登録を解除する

説明

bool spl_autoload_unregister ( mixed $autoload_function )

spl が提供する __autoload スタックから、関数の登録を解除します。 スタックがアクティブであり、かつこの関数の実行後にスタックが空になった場合は スタックが非アクティブ化されます。

この関数の結果として autoload スタックが非アクティブになったとした場合に、 既存の __autoload 関数が再アクティブ化されることはありません。

パラメータ
autoload_function

登録を解除したい autoload 関数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

spl_autoload
(PHP 5 >= 5.1.2)

spl_autoload — __autoload() のデフォルト実装

説明

void spl_autoload ( string $class_name [, string $file_extensions = spl_autoload_extensions() ] )

この関数は、__autoload() のデフォルト実装として使用されることを意図しています。 ほかに何も指定されておらず、autoload_register() がパラメータなしでコールされた場合には、 その後の __autoload() のコール時にはこの関数が使用されます。

パラメータ
class_name

file_extensions

デフォルトでは、クラス名を小文字にして .inc および .php を拡張子につけたファイル名のファイルが存在するかどうかを すべてのインクルードパスから探します。

返り値

値を返しません。

spl_classes
(PHP 5)

spl_classes — 利用可能な SPL クラスを返す

説明

array spl_classes ( void )

この関数は現在利用可能な SPL クラスを配列で返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在利用可能な SPL クラスを配列で返します。

例

例1 spl_classes() の例
<?php

print_r(spl_classes());
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?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [ArrayObject] => ArrayObject
    [ArrayIterator] => ArrayIterator
    [CachingIterator] => CachingIterator
    [RecursiveCachingIterator] => RecursiveCachingIterator
    [DirectoryIterator] => DirectoryIterator
    [FilterIterator] => FilterIterator
    [LimitIterator] => LimitIterator
    [ParentIterator] => ParentIterator
    [RecursiveDirectoryIterator] => RecursiveDirectoryIterator
    [RecursiveIterator] => RecursiveIterator
    [RecursiveIteratorIterator] => RecursiveIteratorIterator
    [SeekableIterator] => SeekableIterator
    [SimpleXMLIterator] => SimpleXMLIterator
)

spl_object_hash
(PHP 5 >= 5.2.0)

spl_object_hash — 指定したオブジェクトのハッシュ ID を返す

説明

string spl_object_hash ( object $obj )

この関数は、オブジェクトの一意な識別子を返します。この ID は、 オブジェクトを保存する際のハッシュのキーとして使用できますし、 オブジェクトを識別するための値として使用することもできます。

パラメータ
object

何らかのオブジェクト。

返り値

現在存在する各オブジェクトに固有で、同一オブジェクトに対しては常に同じ値となる文字列を返します。

例

例1 spl_object_hash() の例
<?php
$id = spl_object_hash($object);
$storage[$id] = $object;
?>

注意

注意:

オブジェクトが破壊されるとき、そのハッシュが他のオブジェクトで再利用されてしまうことがあります。

目次
class_implements — 与えられたクラスが実装しているインターフェースを返す
class_parents — 与えられたクラスの親クラスを返す
iterator_apply — ユーザ関数をイテレータのすべての要素でコールする
iterator_count — イテレータにある要素をカウントする
iterator_to_array — イテレータを配列にコピーする
spl_autoload_call — 要求されたクラスを読み込むために、すべての登録済みの __autoload() 関数を試す
spl_autoload_extensions — spl_autoload 用のデフォルトの拡張子を登録し、それを返す
spl_autoload_functions — すべての登録済み __autoload() 関数を返す
spl_autoload_register — 指定した関数を __autoload() の実装として登録する
spl_autoload_unregister — 指定した関数の、__autoload() の実装としての登録を解除する
spl_autoload — __autoload() のデフォルト実装
spl_classes — 利用可能な SPL クラスを返す
spl_object_hash — 指定したオブジェクトのハッシュ ID を返す

ファイル操作
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目次
SplFileInfo
SplFileObject
SplTempFileObject

SPL にはファイルを扱うためのクラスが用意されています。

SplFileInfo クラス
導入
SplFileInfo クラスは、各ファイルの情報を取得するための上位レベルのオブジェクト指向インターフェイスです。

クラス概要
SplFileInfo {
/* メソッド */
__construct ( string $file_name )
public int getATime ( void )
public string getBasename ([ string $suffix ] )
public int getCTime ( void )
public SplFileInfo getFileInfo ([ string $class_name ] )
public string getFilename ( void )
public int getGroup ( void )
public int getInode ( void )
public string getLinkTarget ( void )
public int getMTime ( void )
public int getOwner ( void )
public string getPath ( void )
public SplFileInfo getPathInfo ([ string $class_name ] )
public string getPathname ( void )
public int getPerms ( void )
public string getRealPath ( void )
public int getSize ( void )
public string getType ( void )
public bool isDir ( void )
public bool isExecutable ( void )
public bool isFile ( void )
public bool isLink ( void )
public bool isReadable ( void )
public bool isWritable ( void )
public SplFileObject openFile ([ string $open_mode = r [, bool $use_include_path = false [, resource $context = NULL ]]] )
public void setFileClass ([ string $class_name ] )
public void setInfoClass ([ string $class_name ] )
public void __toString ( void )
}

SplFileInfo::__construct
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::__construct — 新しい SplFileInfo オブジェクトを作成する

説明

SplFileInfo::__construct ( string $file_name )

file_name で指定したファイル用の新しい SplFileInfo オブジェクトを作成します。 ファイルが存在する必要はなく、また読み込み可能である必要もありません。

パラメータ
file_name

ファイルへのパス。

例

例1 SplFileInfo::__construct() の例
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<?php
$info = new SplFileInfo('example.php');
if ($info->isFile()) {
    echo $info->getRealPath();
}
?>

SplFileInfo::getATime
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getATime — ファイルの最終アクセス時刻を取得する

説明

public int SplFileInfo::getATime ( void )

ファイルの最終アクセス時刻を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルに最後にアクセスがあった時刻を返します。

エラー / 例外

エラー時に RunTimeException をスローします。

参考

fileatime() - ファイルの最終アクセス時刻を取得する

SplFileInfo::getBasename
(PHP 5 >= 5.2.2)

SplFileInfo::getBasename — ファイルのベース名を取得する

説明

public string SplFileInfo::getBasename ([ string $suffix ] )

このメソッドは、ファイルやディレクトリそしてリンクからパス情報を除いたベース名を返します。

パラメータ
suffix

返されるベース名から取り除きたい、オプションのサフィックス。

返り値

パス情報を含まないベース名を返します。

例

例1 SplFileInfo::getBasename() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('file.txt');
var_dump($info->getbaseName());

$info = new SplFileInfo('/path/to/file.txt');
var_dump($info->getbaseName());

$info = new SplFileInfo('/path/to/file.txt');
var_dump($info->getbaseName('.txt'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(8) "file.txt"
string(8) "file.txt"
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string(4) "file" 

参考

SplFileInfo::getFilename() - ファイル名を取得する

SplFileInfo::getCTime
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getCTime — inode 変更時刻を取得する

説明

public int SplFileInfo::getCTime ( void )

ファイルの inode が変更された時刻を返します。返される時刻は Unix タイムスタンプ形式です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

最終変更時刻を Unix タイムスタンプで返します。

エラー / 例外

エラー時に RunTimeException をスローします。

例

例1 SplFileInfo::getCTime() の例
<?php
$info = new SplFileInfo(__FILE__);
echo 'Last changed at ' . date('g:i a', $info->getCTime());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Last changed at 1:49 pm

参考

filectime() - ファイルの inode 変更時刻を取得する

SplFileInfo::getFileInfo
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getFileInfo — ファイルの SplFileInfo オブジェクトを取得する

説明

public SplFileInfo SplFileInfo::getFileInfo ([ string $class_name ] )

このメソッドは、参照先のファイルの SplFileInfo オブジェクトを取得します。

パラメータ
class_name

使用したい SplFileInfo 派生クラスの名前。

返り値

そのファイル用に作成した SplFileInfo オブジェクトを返します。

参考
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SplFileInfo::setInfoClass() - getFileInfo および getPathInfo で使用するクラスを設定する

SplFileInfo::getFilename
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getFilename — ファイル名を取得する

説明

public string SplFileInfo::getFilename ( void )

パス情報を一切含まないファイル名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイル名を返します。

例

例1 SplFileInfo::getFilename() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('foo.txt');
var_dump($info->getFilename());

$info = new SplFileInfo('/path/to/foo.txt');
var_dump($info->getFilename());

$info = new SplFileInfo('http://www.php.net/');
var_dump($info->getFilename());

$info = new SplFileInfo('http://www.php.net/svn.php');
var_dump($info->getFilename());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(7) "foo.txt"
string(7) "foo.txt"
string(0) ""
string(7) "svn.php" 

参考

SplFileInfo::getBasename() - ファイルのベース名を取得する

SplFileInfo::getGroup
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getGroup — ファイルのグループを取得する

説明

public int SplFileInfo::getGroup ( void )

ファイルのグループを取得します。グループ ID を数値形式で返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

グループ ID を数値形式で返します。

エラー / 例外

エラー時に RuntimeException をスローします。
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例

例1 SplFileInfo::getGroup() の例
<?php
$info = new SplFileInfo(__FILE__);
print_r(posix_getgrgid($info->getGroup()));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

posix_getgrgid() - 指定したグループ ID を有するグループに関する情報を返す

SplFileInfo::getInode
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getInode — ファイルの inode を取得する

説明

public int SplFileInfo::getInode ( void )

ファイルシステムオブジェクトの inode 番号を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルシステムオブジェクトの inode 番号を返します。

エラー / 例外

エラー時に RuntimeException をスローします。

参考

fileinode() - ファイルの inode を取得する

SplFileInfo::getLinkTarget
(PHP 5 >= 5.2.2)

SplFileInfo::getLinkTarget — リンク先を取得する

説明

public string SplFileInfo::getLinkTarget ( void )

ファイルシステムのリンク先を取得します。

注意:

リンク先は、ファイルシステム上の実際のパスではないかもしれません。 SplFileInfo::getRealPath() を使用して、ファイルシステム上の実際のパスを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルシステムのリンク先を返します。

エラー / 例外

エラー時に RuntimeException をスローします。
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例

例1 SplFileInfo::getLinkTarget() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/Users/bbieber/workspace');
if ($info->isLink()) {
    var_dump($info->getLinkTarget());
    var_dump($info->getRealPath());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(19) "Documents/workspace"
string(34) "/Users/bbieber/Documents/workspace"

参考

SplFileInfo::isLink() - ファイルがリンクであるかどうかを調べる
SplFileInfo::getRealPath() - ファイルへの絶対パスを取得する

SplFileInfo::getMTime
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getMTime — 最終変更時刻を取得する

説明

public int SplFileInfo::getMTime ( void )

ファイルの中身が変更された時刻を返します。返される時刻は Unix タイムスタンプ形式となります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの最終変更時刻を Unix タイムスタンプで返します。

参考

filemtime() - ファイルの更新時刻を取得する

SplFileInfo::getOwner
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getOwner — ファイルの所有者を取得する

説明

public int SplFileInfo::getOwner ( void )

ファイルの所有者を取得します。オーナー ID は数値形式で返されます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

オーナー ID を数値形式で返します。

エラー / 例外

エラー時に RuntimeException をスローします。

例
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例1 SplFileInfo::getOwner() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('file.txt');
print_r(posix_getpwuid($info->getOwner()));
?>

参考

posix_getpwuid() - 指定 ID のユーザに関する情報を返す
SplFileInfo::getGroup() - ファイルのグループを取得する

SplFileInfo::getPath
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getPath — ファイル名を除いたパスを取得する

説明

public string SplFileInfo::getPath ( void )

ファイルへのパスを返します。ファイル名や最後のスラッシュは取り除きます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルへのパスを返します。

例

例1 SplFileInfo::getPath() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/usr/bin/php');
var_dump($info->getPath());

$info = new SplFileInfo('/usr/');
var_dump($info->getPath());?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(8) "/usr/bin"
string(4) "/usr"

参考

SplFileInfo::getRealPath() - ファイルへの絶対パスを取得する
SplFileInfo::getFilename() - ファイル名を取得する
SplFileInfo::getPathInfo() - パスの SplFileInfo オブジェクトを取得する

SplFileInfo::getPathInfo
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getPathInfo — パスの SplFileInfo オブジェクトを取得する

説明

public SplFileInfo SplFileInfo::getPathInfo ([ string $class_name ] )

現在のファイルの親を表す SplFileInfo オブジェクトを取得します。

パラメータ
class_name

使用したい SplFileInfo 派生クラスの名前。

返り値
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ファイルの親のパスの SplFileInfo オブジェクトを返します。

例

例1 SplFileInfo::getPathInfo() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/usr/bin/php');
$parent_info = $info->getPathInfo();
var_dump($parent_info->getRealPath());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(8) "/usr/bin"

参考

SplFileInfo::setInfoClass() - getFileInfo および getPathInfo で使用するクラスを設定する

SplFileInfo::getPathname
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getPathname — ファイルへのパスを取得する

説明

public string SplFileInfo::getPathname ( void )

ファイルへのパスを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルへのパスを返します。

例

例1 SplFileInfo::getPathname() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/usr/bin/php');
var_dump($info->getPathname());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(12) "/usr/bin/php"

参考

SplFileInfo::getRealPath() - ファイルへの絶対パスを取得する

SplFileInfo::getPerms
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getPerms — ファイルのパーミッションを取得する

説明

public int SplFileInfo::getPerms ( void )

ファイルのパーミッションを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

ファイルのパーミッションを返します。

例

例1 SplFileInfo::getPerms() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/tmp');
echo substr(sprintf('%o', $info->getPerms()), -4);

$info = new SplFileInfo(__FILE__);
echo substr(sprintf('%o', $info->getPerms()), -4);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1777
0644

SplFileInfo::getRealPath
(PHP 5 >= 5.2.2)

SplFileInfo::getRealPath — ファイルへの絶対パスを取得する

説明

public string SplFileInfo::getRealPath ( void )

このメソッドは、すべてのシンボリックリンクを展開して相対参照を解決し、 ファイルへの実際のパスを返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルへのパスを返します。

例

例1 SplFileInfo::getRealPath() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/..//./../../'.__FILE__);
var_dump($info->getRealPath());

$info = new SplFileInfo('/tmp');
var_dump($info->getRealPath());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(28) "/private/tmp/phptempfile.php" 
string(12) "/private/tmp"

参考

SplFileInfo::isLink() - ファイルがリンクであるかどうかを調べる

SplFileInfo::getSize
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getSize — ファイルサイズを取得する

説明

public int SplFileInfo::getSize ( void )

参照するファイルのファイルサイズをバイト数で返します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルサイズをバイト数で返します。

エラー / 例外

ファイルが存在しなかった場合やエラーが発生した場合に RuntimeException をスローします。

参考

filesize() - ファイルのサイズを取得する

SplFileInfo::getType
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::getType — ファイルタイプを取得する

説明

public string SplFileInfo::getType ( void )

参照するファイルの型を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

このエントリの型を文字列で返します。file、link あるいは dir のいずれかとなります。

エラー / 例外

エラー時に RuntimeException をスローします。

例

例1 SplFileInfo::getType() の例
<?php

$info = new SplFileInfo(__FILE__);
echo $info->getType().PHP_EOL;

$info = new SplFileInfo(dirname(__FILE__));
echo $info->getType();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
file
dir

SplFileInfo::isDir
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::isDir — ファイルがディレクトリかどうかを調べる

説明

public bool SplFileInfo::isDir ( void )

このメソッドを使用して、ファイルがディレクトリかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

ディレクトリである場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 SplFileInfo::isDir() の例
<?php
$d = new SplFileInfo(dirname(__FILE__));
var_dump($d->isDir());

$d = new SplFileInfo(__FILE__);
var_dump($d->isDir());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)

SplFileInfo::isExecutable
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::isExecutable — ファイルが実行可能かどうかを調べる

説明

public bool SplFileInfo::isExecutable ( void )

ファイルが実行可能かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

実行可能である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 SplFileInfo::isExecutable() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('/usr/bin/php');
var_dump($info->isExecutable()); 

$info = new SplFileInfo('/usr/bin');
var_dump($info->isExecutable());

$info = new SplFileInfo('foo');
var_dump($info->isExecutable());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(true)
bool(false)

SplFileInfo::isFile
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::isFile — オブジェクトの参照先が通常のファイルであるかどうかを調べる

説明

public bool SplFileInfo::isFile ( void )

この SplFileInfo オブジェクトが参照するファイルが存在し、通常のファイルであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

ファイルが存在してかつ (リンクではない) 通常のファイルである場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 SplFileInfo::isFile() の例
<?php
$info = new SplFileInfo(__FILE__);
var_dump($info->isFile());

$info = new SplFileInfo(dirname(__FILE__));
var_dump($info->isFile());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)

SplFileInfo::isLink
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::isLink — ファイルがリンクであるかどうかを調べる

説明

public bool SplFileInfo::isLink ( void )

このメソッドを使用して、SplFileInfo オブジェクトが参照するファイルがリンクであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルがリンクである場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 SplFileInfo::isLink() の例
<?php
$info = new SplInfo('/path/to/symlink');
if ($info->isLink()) {
    echo 'The real path is '.$info->getRealPath();
}
?>

参考

SplFileInfo::getRealPath() - ファイルへの絶対パスを取得する

SplFileInfo::isReadable
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::isReadable — ファイルが読み込み可能か調べる

説明

public bool SplFileInfo::isReadable ( void )

ファイルが読み込み可能かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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読み込み可能である場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 SplFileInfo::isReadable() の例
<?php
$info = new SplFileInfo(__FILE__);
var_dump($info->isReadable());

$info = new SplFileInfo('foo');
var_dump($info->isReadable());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)

SplFileInfo::isWritable
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::isWritable — エントリが書き込み可能であるかどうかを調べる

説明

public bool SplFileInfo::isWritable ( void )

現在のエントリが書き込み可能かどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

書き込み可能な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

SplFileInfo::openFile
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::openFile — ファイルの SplFileObject オブジェクトを取得する

説明

public SplFileObject SplFileInfo::openFile ([ string $open_mode = r [, bool $use_include_path = false [, resource $context = NULL ]]] )

ファイルの SplFileObject オブジェクトを作成します。 これが便利なのは、SplFileObject にはファイルを操作するためのさまざまなメソッドが追加されているからです。 SplFileInfo には、 たとえばファイルが書き込み可能かどうかなどといった情報を取得するだけの機能しか
ありません。

パラメータ
open_mode

ファイルを開く際のモード。使用できるモードについての説明は fopen() のドキュメントを参照ください。 デフォルトは読み込み専用となります。
use_include_path

TRUE に設定すると、このファイル名を include_path の中からも探します。
context

コンテキスト についての説明は、 マニュアルの コンテキスト の節を参照ください。

返り値

オープンしたファイルを SplFileObject オブジェクトで返します。

エラー / 例外

ファイルをオープンできない (アクセス権限が適切でないなど) 場合に RuntimeException が発生します。
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例

例1 SplFileInfo::openFile() の例
<?php
$fileinfo = new SplFileInfo('/tmp/foo.txt');

if ($fileinfo->isWritable()) {

    $fileobj = $fileinfo->openFile('a');

    $fileobj->fwrite("appended this sample text");
}
?>

参考

SplFileObject
stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする

SplFileInfo::setFileClass
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::setFileClass — SplFileInfo::openFile() で使用するクラス名を設定する

説明

public void SplFileInfo::setFileClass ([ string $class_name ] )

SplFileInfo が openFile() でファイルをオープンする際に使用するクラス名を設定します。 このメソッドに渡すクラスは、SplFileObject の派生クラスでなければなりません。

パラメータ
class_name

openFile() がコールされた際に使用するクラス名。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFileInfo::setFileClass() の例
<?php
// SplFileObject を継承したクラスを作成します
class MyFoo extends SplFileObject {}

$info = new SplFileInfo(__FILE__);
// 使用するクラスを設定します
$info->setFileClass('MyFoo');
var_dump($info->openFile());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(MyFoo)#2 (0) { } 

参考

SplFileInfo::openFile() - ファイルの SplFileObject オブジェクトを取得する

SplFileInfo::setInfoClass
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::setInfoClass — getFileInfo および getPathInfo で使用するクラスを設定する

説明

public void SplFileInfo::setInfoClass ([ string $class_name ] )

このメソッドで、getFileInfo および getPathInfo がコールされた際に使用するカスタムクラスを設定します。 このメソッドに渡すクラスは、SplFileInfo の派生クラスでなければなりません。
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パラメータ
class_name

使用するクラス名。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFileInfo::setFileClass() の例
<?php
// SplFileInfo を継承したクラスを定義します
class MyFoo extends SplFileInfo {}

$info = new SplFileInfo('foo');
// 使用するクラス名を設定します
$info->setInfoClass('MyFoo');
var_dump($info->getFileInfo());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(MyFoo)#2 (0) { } 

参考

SplFileInfo::getFileInfo() - ファイルの SplFileInfo オブジェクトを取得する

SplFileInfo::__toString
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileInfo::__toString — ファイルへのパスを文字列で返す

説明

public void SplFileInfo::__toString ( void )

このメソッドは、参照するファイルのファイル名を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルへのパスを返します。

例

例1 SplFileInfo::__toString() の例
<?php
$info = new SplFileInfo('foo');
var_dump($info->__toString());
echo $info.PHP_EOL;

$info = new SplFileInfo('/usr/bin/php');
var_dump($info->__toString());
echo $info.PHP_EOL;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(3) "foo"
foo
string(12) "/usr/bin/php"
/usr/bin/php 

目次
SplFileInfo::__construct — 新しい SplFileInfo オブジェクトを作成する
SplFileInfo::getATime — ファイルの最終アクセス時刻を取得する
SplFileInfo::getBasename — ファイルのベース名を取得する
SplFileInfo::getCTime — inode 変更時刻を取得する
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SplFileInfo::getFileInfo — ファイルの SplFileInfo オブジェクトを取得する
SplFileInfo::getFilename — ファイル名を取得する
SplFileInfo::getGroup — ファイルのグループを取得する
SplFileInfo::getInode — ファイルの inode を取得する
SplFileInfo::getLinkTarget — リンク先を取得する
SplFileInfo::getMTime — 最終変更時刻を取得する
SplFileInfo::getOwner — ファイルの所有者を取得する
SplFileInfo::getPath — ファイル名を除いたパスを取得する
SplFileInfo::getPathInfo — パスの SplFileInfo オブジェクトを取得する
SplFileInfo::getPathname — ファイルへのパスを取得する
SplFileInfo::getPerms — ファイルのパーミッションを取得する
SplFileInfo::getRealPath — ファイルへの絶対パスを取得する
SplFileInfo::getSize — ファイルサイズを取得する
SplFileInfo::getType — ファイルタイプを取得する
SplFileInfo::isDir — ファイルがディレクトリかどうかを調べる
SplFileInfo::isExecutable — ファイルが実行可能かどうかを調べる
SplFileInfo::isFile — オブジェクトの参照先が通常のファイルであるかどうかを調べる
SplFileInfo::isLink — ファイルがリンクであるかどうかを調べる
SplFileInfo::isReadable — ファイルが読み込み可能か調べる
SplFileInfo::isWritable — エントリが書き込み可能であるかどうかを調べる
SplFileInfo::openFile — ファイルの SplFileObject オブジェクトを取得する
SplFileInfo::setFileClass — SplFileInfo::openFile で使用するクラス名を設定する
SplFileInfo::setInfoClass — getFileInfo および getPathInfo で使用するクラスを設定する
SplFileInfo::__toString — ファイルへのパスを文字列で返す

SplFileObject クラス
導入
SplFileObject クラスはファイルのためのオブジェクト指向のインターフェイスを提供します。

クラス概要
SplFileObject extends SplFileInfo implements RecursiveIterator , Traversable , Iterator , SeekableIterator {
/* 定数 */
const integer SplFileObject::DROP_NEW_LINE = 1 ;
const integer SplFileObject::READ_AHEAD = 2 ;
const integer SplFileObject::SKIP_EMPTY = 6 ;
const integer SplFileObject::READ_CSV = 8 ;
/* メソッド */
__construct ( string $filename [, string $open_mode = "r" [, bool $use_include_path = false [, resource $context ]]] )
public string|array current ( void )
public boolean eof ( void )
public boolean fflush ( void )
public string fgetc ( void )
public array fgetcsv ([ string $delimiter = "," [, string $enclosure = "\"" [, string $escape = "\\" ]]] )
public string fgets ( void )
public string fgetss ([ string $allowable_tags ] )
public bool flock ( int $operation [, int &$wouldblock ] )
public int fpassthru ( void )
public mixed fscanf ( string $format [, mixed &$... ] )
public int fseek ( int $offset [, int $whence = SEEK_SET ] )
public array fstat ( void )
public int ftell ( void )
public bool ftruncate ( int $size )
public int fwrite ( string $str [, int $length ] )
public void getChildren ( void )
public array getCsvControl ( void )
public int getFlags ( void )
public int getMaxLineLen ( void )
public bool hasChildren ( void )
public int key ( void )
public void next ( void )
public void rewind ( void )
public void seek ( int $line_pos )
public void setCsvControl ([ string $delimiter = "," [, string $enclosure = "\"" [, string $escape = "\\" ]]] )
public void setFlags ( int $flags )
public void setMaxLineLen ( int $max_len )
public bool valid ( void )
/* 継承したメソッド */
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SplFileInfo::__construct ( string $file_name )
public int SplFileInfo::getATime ( void )
public string SplFileInfo::getBasename ([ string $suffix ] )
public int SplFileInfo::getCTime ( void )
public SplFileInfo SplFileInfo::getFileInfo ([ string $class_name ] )
public string SplFileInfo::getFilename ( void )
public int SplFileInfo::getGroup ( void )
public int SplFileInfo::getInode ( void )
public string SplFileInfo::getLinkTarget ( void )
public int SplFileInfo::getMTime ( void )
public int SplFileInfo::getOwner ( void )
public string SplFileInfo::getPath ( void )
public SplFileInfo SplFileInfo::getPathInfo ([ string $class_name ] )
public string SplFileInfo::getPathname ( void )
public int SplFileInfo::getPerms ( void )
public string SplFileInfo::getRealPath ( void )
public int SplFileInfo::getSize ( void )
public string SplFileInfo::getType ( void )
public bool SplFileInfo::isDir ( void )
public bool SplFileInfo::isExecutable ( void )
public bool SplFileInfo::isFile ( void )
public bool SplFileInfo::isLink ( void )
public bool SplFileInfo::isReadable ( void )
public bool SplFileInfo::isWritable ( void )
public SplFileObject SplFileInfo::openFile ([ string $open_mode = r [, bool $use_include_path = false [, resource $context = NULL ]]] )
public void SplFileInfo::setFileClass ([ string $class_name ] )
public void SplFileInfo::setInfoClass ([ string $class_name ] )
public void SplFileInfo::__toString ( void )
}

定義済み定数
SplFileObject::DROP_NEW_LINE

行末の改行を読み飛ばします。
SplFileObject::READ_AHEAD

先読み/巻き戻しで読み出します。
SplFileObject::SKIP_EMPTY

ファイルの空行を読み飛ばします。
SplFileObject::READ_CSV

CSV 列として行を読み込みます。

SplFileObject::__construct
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::__construct — 新しいファイルオブジェクトを作成する

説明

SplFileObject::__construct ( string $filename [, string $open_mode = "r" [, bool $use_include_path = false [, resource $context ]]] )

新しいファイルオブジェクトを作成します。

パラメータ
filename

読み込むファイル。

ヒント

fopen wrappers が有効の場合、この関数のファイル名として URL を使用することができます。ファイル名の指定方法に関する詳細は fopen() を参照ください。 サポートするプロトコル/ラッパー には、さまざまなラッパーの機能やその使用法、 提供される定義済み変数
などの情報がまとめられています。

open_mode

ファイルをオープンするときのモード。許可されるモードのリストは fopen() を参照。
use_include_path
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filename を探すのに include_path を探索するかどうか。
context

stream_context_create() で作られる有効なコンテキストリソース。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

filename がオープンできない場合、RuntimeException がスローされます。

例

例1 SplFileObject::__construct() の例

この例は現在のファイルをオープンし 1 行ごとに内容を反復処理します。
<?php
$file = new SplFileObject(__FILE__);
foreach ($file as $line) {
    echo $line;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
<?php
$file = new SplFileObject(__FILE__);
foreach ($file as $line) {
    echo $line;
}
?>

参考

SplFileInfo::openFile() - ファイルの SplFileObject オブジェクトを取得する
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする

SplFileObject::current
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::current — ファイルの現在の行を取得する

説明

public string|array SplFileObject::current ( void )

ファイルの現在の行を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの現在の行を取得します。SplFileObject::READ_CSV フラグがセットされている場合、このメソッドは CSV データとして処理された現在の行を格納している配列を返します。

例

例1 SplFileObject::current() の例
<?php
$file = new SplFileObject(__FILE__);
foreach ($file as $k => $line) {
   echo ($file->key() + 1) . ': ' . $file->current();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1: <?php
2: $file = new SplFileObject(__FILE__);
3: foreach ($file as $line) {
4:     echo ($file->key() + 1) . ': ' . $file->current();
5: }
6: ?>
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参考

SplFileObject::key() - 行番号を取得する
SplFileObject::seek() - ファイルポインタを指定行に移動させる
SplFileObject::next() - 次の行を読み出す
SplFileObject::rewind() - ファイルポインタを先頭に巻き戻す
SplFileObject::valid() - ファイル終端でないかチェックする

SplFileObject::eof
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::eof — ファイルの終端に到達しているか調べる

説明

public boolean SplFileObject::eof ( void )

ファイルの終端に到達しているか調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルが終端であれば TRUE、そうでなければ FALSE を返します。

例

例1 SplFileObject::eof() の例
<?php
$file = new SplFileObject("fruits.txt");
while ( ! $file->eof()) {
    echo $file->fgets();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
apple
banana
cherry
date
elderberry

参考

SplFileObject::valid() - ファイル終端でないかチェックする
feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる

SplFileObject::fflush
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fflush — 出力をファイルにフラッシュする

説明

public boolean SplFileObject::fflush ( void )

バッファリングされたすべての出力をファイルに強制的に書き込みます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 SplFileObject::fflush() の例
<?php
$file = new SplFileObject('misc.txt', 'r+');
$file->rewind();
$file->fwrite("Foo");
$file->fflush();
$file->ftruncate($file->ftell());
?>

参考

SplFileObject::fwrite() - ファイルに書き込む

SplFileObject::fgetc
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fgetc — ファイルから文字を取り出す

説明

public string SplFileObject::fgetc ( void )

ファイルから 1 文字取り出す。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルから読み込まれた 1 文字を含む文字列もしくは終端の場合は FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 SplFileObject::fgetc() の例
<?php
$file = new SplFileObject('file.txt');
while (false !== ($char = $file->fgetc())) {
    echo "$char\n";
}
?>

参考

SplFileObject::fgets() - ファイルから 1 行取り出す

SplFileObject::fgetcsv
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fgetcsv — ファイルから行を取り出し CSV フィールドとして処理する

説明

public array SplFileObject::fgetcsv ([ string $delimiter = "," [, string $enclosure = "\"" [, string $escape = "\\" ]]] )

CSV フォーマットのファイルから行を取り出し読み込まれたフィールドを含む配列を返します。

パラメータ
delimiter

フィールドの区切り文字 (1 文字のみ)。デフォルトはカンマもしくは SplFileObject::setCsvControl() を使ってセットされた値です。
enclosure

フィールド囲み文字 (1 文字のみ)。デフォルトはダブルクォートもしくは SplFileObject::setCsvControl() を使ってセットされた値です。
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escape

エスケープ文字 (1 文字のみ)。デフォルトはバックスラッシュ (\) もしくは SplFileObject::setCsvControl() を使ってセットされた値です。

返り値

読み込まれたフィールドを含む数値添字配列もしくはエラーのときは FALSE を返します。

注意:

CSV ファイルの空白行は SplFileObject::SKIP_EMPTY | SplFileObject::DROP_NEW_LINE を使わない限り単独の NULL フィールドで構成される配列として返され、この場合空白行は読み飛ばされます。

例

例1 SplFileObject::fgetcsv() の例
<?php
$file = new SplFileObject("data.csv");
while (!$file->eof()) {
    var_dump($file->fgetcsv());
}
?>

例2 SplFileObject::READ_CSV の例
<?php
$file = new SplFileObject("animals.csv");
$file->setFlags(SplFileObject::READ_CSV);
foreach ($file as $row) {
    list($animal, $class, $legs) = $row;
    printf("A %s is a %s with %d legs\n", $animal, $class, $legs);
}
?>

animals.csv の内容
crocodile,reptile,4
dolphin,mammal,0
duck,bird,2
koala,mammal,4
salmon,fish,0

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
A crocodile is a reptile with 4 legs
A dolphin is a mammal with 0 legs
A duck is a bird with 2 legs
A koala is a mammal with 4 legs
A salmon is a fish with 0 legs

参考

SplFileObject::setCsvControl() - CSV の区切り文字と囲み文字をセットする
SplFileObject::setFlags() - SplFileObject のフラグをセットする
SplFileObject::READ_CSV
SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する

SplFileObject::fgets
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fgets — ファイルから 1 行取り出す

説明

public string SplFileObject::fgets ( void )

ファイルから 1 行取り出します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルから次の行を含む文字列、もしくはエラーのときは FALSE を返します。

エラー / 例外

ファイルが読み込みできない場合 RuntimeException がスローされます。

例
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例1 SplFileObject::fgets() の例

この例では file.txt の内容が 1 行ごとに出力されます。
<?php
$file = new SplFileObject("file.txt");
while (!$file->eof()) {
    echo $file->fgets();
}
?>

参考

fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
SplFileObject::fgetss() - ファイルから 1 行取り出し HTML タグを取り除く
SplFileObject::fgetc() - ファイルから文字を取り出す
SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する

SplFileObject::fgetss
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fgetss — ファイルから 1 行取り出し HTML タグを取り除く

説明

public string SplFileObject::fgetss ([ string $allowable_tags ] )

SplFileObject::fgetss() attempts to strip 読み込むテキストから HTML と PHP タグを取り除こうとすること以外、 SplFileObject::fgets() と同じです。

パラメータ
allowable_tags

オプションとして 3 番目のパラメータを使用して、取り除きたくないタグを指定することができます。

返り値

HTML と PHP コードが取り除かれたファイルの次の行を含む文字列、もしくは FALSE を返します。

例

例1 SplFileObject::fgetss() の例
<?php
$str = <<<EOD
<html><body>
 <p>Welcome! Today is the <?php echo(date('jS')); ?> of <?= date('F'); ?>.</p>
</body></html>
Text outside of the HTML block.
EOD;
file_put_contents("sample.php", $str);

$file = new SplFileObject("sample.php");
while (!$file->eof()) {
    echo $file->fgetss();
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

 Welcome! Today is the  of .

Text outside of the HTML block.

参考

fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
SplFileObject::fgets() - ファイルから 1 行取り出す
SplFileObject::fgetc() - ファイルから文字を取り出す
SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する

SplFileObject::flock
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::flock — 簡易なファイルロックを行う
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説明

public bool SplFileObject::flock ( int $operation [, int &$wouldblock ] )

flock() と同じ簡易な方法でファイルをロックもしくはロック解除する。

パラメータ
operation

operation は次のいずれかです:

共有ロック (読み手) にするには LOCK_SH。
排他ロック (書き手) にするには LOCK_EX。
(共有もしくは排他) ロックを解除するには LOCK_UN。
ロック中にブロックしないようにするには LOCK_NB (Windows ではサポートされません)。

wouldblock

ロックがブロックされる場合 (errno が EWOULDBLOCK である)、TRUE にセットします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SplFileObject::flock() の例
<?php
$file = new SplFileObject("/tmp/lock.txt", "w");
if ($file->flock(LOCK_EX)) { // 排他ロックを行う
    $file->ftruncate(0);     // ファイルを丸める
    $file->fwrite("ここで何かを書き出します\n");
    $file->flock(LOCK_UN);   // ロックを解除する    
} else {
    echo "ロックを取得できませんでした！";
}
?>

参考

flock() - 汎用のファイルロックを行う

SplFileObject::fpassthru
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fpassthru — ファイルポインタに残っているデータをすべて出力する

説明

public int SplFileObject::fpassthru ( void )

与えられたファイルポインタの現在位置から終端までを読み込み結果を出力バッファに書き出します。

既にデータをファイルに書き込んでいる場合、ファイルポインタをファイルの始めにリセットするために SplFileObject::rewind() を呼び出すことが必要になる場合があります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

handle から読み込まれ出力を通して渡された文字数を返します。

例

例1 SplFileObject::fpassthru() の例
<?php

// ファイルをバイナリモードでオープンする
$file = new SplFileObject("./img/ok.png", "rb");

// 正しいヘッダを送出する
header("Content-Type: image/png");
header("Content-Length: " . $file->getSize());
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// 画像をダンプしてスクリプトを終了させる
$file->fpassthru();
exit;

?>

参考

fpassthru() - ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する

SplFileObject::fscanf
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fscanf — フォーマットに従ってファイルからの入力をパースする

説明

public mixed SplFileObject::fscanf ( string $format [, mixed &$... ] )

ファイルから 1 行読み込み、sprintf() のドキュメントで説明される規定の format に従って解釈されます。

format 文字列のホワイトスペースはファイルからの行のホワイトスペースとマッチします。このことが意味するのは付ぉマット文字列のタブ (\t) でさえも入力ストリームの 1 つのスペース文字とマッチしてしまうということです。

パラメータ
format

規定のフォーマットは sprintf() のドキュメントで説明されています。
...

オプションの割り当て値。

返り値

このメソッドに渡される引数がひとつしかない場合、処理される値は配列として返されます。そうでなければ、オプションパラメータが渡される場合、メソッドは割り当て値の個数を返します。オプションパラメータは参照渡しでなければなりません。

例

例1 SplFileObject::fscanf() の例
<?php
$file = new SplFileObject("misc.txt");
while ($userinfo = $file->fscanf("%s %s %s")) {
    list ($name, $profession, $countrycode) = $userinfo;
    // $name $profession で何かを行う
}
?>

users.txt の内容
javier   argonaut    pe
hiroshi  sculptor    jp
robert   slacker     us
luigi    florist     it

参考

fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する

SplFileObject::fseek
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fseek — ファイルポインタを移動させる

説明

public int SplFileObject::fseek ( int $offset [, int $whence = SEEK_SET ] )

offset を whence で指定される位置に追加することで、ファイルの始めからバイト単位でファイルポイントを移動させます。

パラメータ
offset
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オフセットです。負の値はポインタを戻すために使うことができます。これは SEEK_END が whence の値として使われるときに便利です。
whence

whence の値は次のようなものになります:

SEEK_SET - offset バイトに等しい位置にセットします。
SEEK_CUR - 現在の位置に offset を加えた位置にセットします。
SEEK_END - 終端に offset を加えた位置にセットします。

whence が指定されない場合、SEEK_SET が前提になります。

返り値

探索が成功した場合は 0、そうでなければ -1 が返されます。終端より先の位置を探索してもエラーにならないことにご注意してください。

例

例1 SplFileObject::fseek() の例
<?php
$file = new SplFileInfo("somefile.txt");

// 最初の行を読み込む
$data = $file->fgets();

// ファイルの最初に戻る
// $file->rewind(); と同じ
$file->fseek(0);
?>

参考

fseek() - ファイルポインタを移動する

SplFileObject::fstat
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fstat — ファイルの情報を得る

説明

public array SplFileObject::fstat ( void )

ファイルの統計情報を集めます。fstat() とまったく同じようにふるまいます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルの統計情報の配列を返します; 配列フォーマットの詳細は stat() のマニュアルページを参照してください。

例

例1 SplFileObject::fstat() の例
<?php
$file = new SplFileObject("/etc/passwd");
$stat = $file->fstat();

// 連想配列の部分だけ表示する
print_r(array_slice($stat, 13));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [dev] => 771
    [ino] => 488704
    [mode] => 33188
    [nlink] => 1
    [uid] => 0
    [gid] => 0
    [rdev] => 0
    [size] => 1114
    [atime] => 1061067181
    [mtime] => 1056136526
    [ctime] => 1056136526
    [blksize] => 4096
    [blocks] => 8
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)

参考

fstat() - オープンしたファイルポインタからファイルに関する情報を取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する

SplFileObject::ftell
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::ftell — ファイルポインタの現在位置を返す

説明

public int SplFileObject::ftell ( void )

ファイルストリームにおいて現在のオフセットを表すファイルポインタの現在位置を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイルポインタの位置を整数として、もしくはエラーのときは FALSE を返します。

例

例1 SplFileObject::ftell() の例
<?php
$file = new SplFileObject("/etc/passwd");

// 最初の行を読み込む
$data = $file->fgets();

// どこにいるのか？
echo $file->ftell();
?>

参考

ftell() - ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す

SplFileObject::ftruncate
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::ftruncate — ファイルを指定した長さに丸める

説明

public bool SplFileObject::ftruncate ( int $size )

ファイルを size バイトに丸めます。

パラメータ
size

丸めるサイズ。

注意:

size がファイルのサイズより大きい場合、ファイルは null バイトで拡大されます。

size がファイルのサイズより小さい場合、余分なデータは失われます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 SplFileObject::ftruncate() の例
<?php
// "Hello World!" が格納されるファイルを作成する
$file = new SplFileObject("/tmp/ftruncate", "w+");
$file->fwrite("Hello World!");

// 5 バイトに丸める
$file->ftruncate(5);

// 巻き戻してデータを読み出す
$file->rewind();
echo $file->fgets();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Hello

参考

ftruncate() - ファイルを指定した長さに丸める

SplFileObject::fwrite
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::fwrite — ファイルに書き込む

説明

public int SplFileObject::fwrite ( string $str [, int $length ] )

Writes the contents of string to the file

パラメータ
str

ファイルに書き込まれる文字列。
length

length 引数が渡される場合、length バイト分だけ書き込まれた後もしくは string の終端に達するのどちらか早い方の後で書き込みが停止します。

返り値

書き込まれるバイト数、もしくはエラーの場合 NULL を返します。

例

例1 SplFileObject::fwrite() の例
<?php
$file = new SplFileObject("fwrite.txt", "w");
$written = $file->fwrite("12345");
echo "$written バイトをファイルに書き込みました";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Wrote 5 bytes to file

参考

fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

SplFileObject::getChildren
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::getChildren — 用途はなし

説明

public void SplFileObject::getChildren ( void )
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SplFileObject は子を持たないのでこのメソッドは NULL を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

RecursiveIterator::getChildren() - 現在のエントリのイテレータを返す

SplFileObject::getCsvControl
(PHP 5 >= 5.2.0)

SplFileObject::getCsvControl — CSV の区切りと囲み文字を取得する

説明

public array SplFileObject::getCsvControl ( void )

CSV フィールドを処理するのに使われる区切りと囲み文字を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

区切りと囲み文字を含む数字添字配列を返します。

例

例1 SplFileObject::getCsvControl() の例
<?php
$file = new SplFileObject("data.txt");
print_r($file->getCsvControl());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => ,
    [1] => "
)

参考

SplFileObject::setCsvControl() - CSV の区切り文字と囲み文字をセットする
SplFileObject::fgetcsv() - ファイルから行を取り出し CSV フィールドとして処理する

SplFileObject::getCurrentLine
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileObject::getCurrentLine — SplFileObject::fgets() のエイリアス

説明

このメソッドは SplFileObject::fgets() のエイリアスです。

SplFileObject::getFlags
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(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::getFlags — SplFileObject のフラグを取得する

説明

public int SplFileObject::getFlags ( void )

SplFileObject のインスタンス用のフラグセットを integer 形式で取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

フラグを表す integer を返します。

例

例1 SplFileObject::getFlags() の例
<?php
$file = new SplFileObject(__FILE__, "r");

if ($file->getFlags() & SplFileObject::SKIP_EMPTY) {
    echo "空行を読み飛ばします\n";
} else {
    echo "空行を読み飛ばしません\n";
}

$file->setFlags(SplFileObject::SKIP_EMPTY);

if ($file->getFlags() & SplFileObject::SKIP_EMPTY) {
    echo "空行を読み飛ばします\n";
} else {
    echo "空行を読み飛ばしません\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

空行を読み飛ばしません
空行を読み飛ばします

参考

SplFileObject::setFlags() - SplFileObject のフラグをセットする

SplFileObject::getMaxLineLen
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::getMaxLineLen — 行の最大バイト数を取得する

説明

public int SplFileObject::getMaxLineLen ( void )

SplFileObject::setMaxLineLen() によってセットされる行の最大バイト数を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

SplFileObject::setMaxLineLen() でセットされる場合は行の最大バイト数を返します。デフォルトは 0 です。

例

例1 SplFileObject::getMaxLineLen() の例
<?php
$file = new SplFileObject("file.txt");
var_dump($file->getMaxLineLen());

$file->setMaxLineLen(20);
var_dump($file->getMaxLineLen());
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)
int(20)

参考

Classname::Method()

SplFileObject::hasChildren
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplFileObject::hasChildren — SplFileObject は子を持ちません

説明

public bool SplFileObject::hasChildren ( void )

SplFileObject は子を持たないのでこのメソッドは常に FALSE を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns FALSE

参考

RecursiveIterator::hasChildren() - 現在のエントリのイテレータを作れるかどうかを返す

SplFileObject::key
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::key — 行番号を取得する

説明

public int SplFileObject::key ( void )

現在の行番号を取得します。

注意:

固定長のファイルを読み込むのに SplFileObject::setMaxLineLen() が使われている場合 この数はファイルの実際の行番号を反映しない可能性があります。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在の行番号を返します。

例

例1 SplFileObject::key() の例
<?php
$file = new SplFileObject("lipsum.txt");
foreach ($file as $line) {
    echo $file->key() . ". " . $line;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0. Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit. 
1. Duis nec sapien felis, ac sodales nisl. 
2. Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit.
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例2 SplFileObject::setMaxLineLen() による SplFileObject::key() の例
<?php
$file = new SplFileObject("lipsum.txt");
$file->setMaxLineLen(20);
foreach ($file as $line) {
    echo $file->key() . ". " . $line . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
0. Lorem ipsum dolor s
1. it amet, consectetu
2. r adipiscing elit. 
3. 

4. Duis nec sapien fel
5. is, ac sodales nisl
6. . 

7. Lorem ipsum dolor s
8. it amet, consectetu
9. r adipiscing elit.

参考

SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する
SplFileObject::seek() - ファイルポインタを指定行に移動させる
SplFileObject::next() - 次の行を読み出す
SplFileObject::rewind() - ファイルポインタを先頭に巻き戻す
SplFileObject::valid() - ファイル終端でないかチェックする

SplFileObject::next
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::next — 次の行を読み出す

説明

public void SplFileObject::next ( void )

ファイルの次の行に進みます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFileObject::next() の例
<?php
// 行単位でファイルを読み込む
$file = new SplFileObject("misc.txt");
while (!$file->eof()) {
    echo $file->current();
    $file->next();
}
?>

参考

SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する
SplFileObject::key() - 行番号を取得する
SplFileObject::seek() - ファイルポインタを指定行に移動させる
SplFileObject::rewind() - ファイルポインタを先頭に巻き戻す
SplFileObject::valid() - ファイル終端でないかチェックする

SplFileObject::rewind
(PHP 5 >= 5.1.0)
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SplFileObject::rewind — ファイルポインタを先頭に巻き戻す

説明

public void SplFileObject::rewind ( void )

ファイルポインタを先頭に巻き戻します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

巻き戻しができない場合 RuntimeException がスローされます。

例

例1 SplFileObject::rewind() の例
<?php
$file = new SplFileObject("misc.txt");

// ファイル全体をループする
foreach ($file as $line) { }

// 最初の行に巻き戻す
$file->rewind();

// 最初の行を出力する
echo $file->current();
?>

参考

SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する
SplFileObject::key() - 行番号を取得する
SplFileObject::seek() - ファイルポインタを指定行に移動させる
SplFileObject::next() - 次の行を読み出す
SplFileObject::valid() - ファイル終端でないかチェックする

SplFileObject::seek
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::seek — ファイルポインタを指定行に移動させる

説明

public void SplFileObject::seek ( int $line_pos )

ファイルポインタを指定行に移動させます。

パラメータ
line_pos

ゼロを起点とした移動させる行数。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

line_pos が負の値の場合、LogicException がスローされます。

例

例1 SplFileObject::seek() の例

この例はポジション 2 で見つかるスクリプトの第 3 行目を出力します。
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<?php
$file = new SplFileObject(__FILE__);
$file->seek(2);
echo $file->current();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
$file->seek(2);

参考

SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する
SplFileObject::key() - 行番号を取得する
SplFileObject::next() - 次の行を読み出す
SplFileObject::rewind() - ファイルポインタを先頭に巻き戻す
SplFileObject::valid() - ファイル終端でないかチェックする

SplFileObject::setCsvControl
(PHP 5 >= 5.2.0)

SplFileObject::setCsvControl — CSV の区切り文字と囲み文字をセットする

説明

public void SplFileObject::setCsvControl ([ string $delimiter = "," [, string $enclosure = "\"" [, string $escape = "\\" ]]] )

CSV フィールド処理用の区切り文字と囲み文字をセットします。

パラメータ
delimiter

フィールドの区切り文字 (1 文字のみ)。
enclosure

フィールドの囲み文字 (1 文字のみ)。
escape

フィールドのエスケープ文字 (1 文字のみ)。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFileObject::setCsvControl() の例
<?php
$file = new SplFileObject("data.csv");
$file->setFlags(SplFileObject::READ_CSV);
$file->setCsvControl('|');
foreach ($file as $row) {
    list ($fruit, $quantity) = $row;
    // Do something with values
}
?>

data.csv の内容
<?php
apples|20
bananas|14
cherries|87
?>

参考

SplFileObject::getCsvControl() - CSV の区切りと囲み文字を取得する
SplFileObject::fgetcsv() - ファイルから行を取り出し CSV フィールドとして処理する

SplFileObject::setFlags
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(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::setFlags — SplFileObject のフラグをセットする

説明

public void SplFileObject::setFlags ( int $flags )

SplFileObject によって使われるフラグをセットします。

パラメータ
flags

セットするフラグのビットマスク。 利用可能なフラグは SplFileObject の定数 を参照してください。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFileObject::setFlags() の例
<?php
$file = new SplFileObject("data.csv");
$file->setFlags(SplFileObject::READ_CSV);
foreach ($file as $fields) {
    var_dump($fields);
}
?>

参考

SplFileObject::getFlags() - SplFileObject のフラグを取得する

SplFileObject::setMaxLineLen
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::setMaxLineLen — 読み込む行の最大バイト数をセットする

説明

public void SplFileObject::setMaxLineLen ( int $max_len )

読み込む行の最大バイト数をセットします。

パラメータ
max_len

行の最大バイト数。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFileObject::setMaxLineLen() の例
<?php
$file = new SplFileObject("lipsum.txt");
$file->setMaxLineLen(20);
foreach ($file as $line) {
    echo $line . "\n";
}
?>

lipsum.txt の内容
Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit.
Duis nec sapien felis, ac sodales nisl.
Nulla vitae magna vitae purus aliquet consequat.

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Lorem ipsum dolor s
it amet, consectetu
r adipiscing elit.
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Duis nec sapien fel
is, ac sodales nisl
.

Nulla vitae magna v
itae purus aliquet 
consequat.

参考

Classname::Method()

SplFileObject::__toString
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::__toString — SplFileObject::current() のエイリアス

説明

このメソッドは SplFileObject::current() のエイリアスです。

SplFileObject::valid
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplFileObject::valid — ファイル終端でないかチェックする

説明

public bool SplFileObject::valid ( void )

ファイル終端に到達したかチェックします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイル終端に到達していなければ TRUE、そうでなければ FALSE を返します。

例

例1 SplFileObject::valid() の例
<?php
// Loop over a file, line by line
$file = new SplFileObject("file.txt");
while ($file->valid()) {
    echo $file->fgets();
}
?>

参考

SplFileObject::current() - ファイルの現在の行を取得する
SplFileObject::key() - 行番号を取得する
SplFileObject::seek() - ファイルポインタを指定行に移動させる
SplFileObject::next() - 次の行を読み出す
SplFileObject::rewind() - ファイルポインタを先頭に巻き戻す

目次
SplFileObject::__construct — 新しいファイルオブジェクトを作成する
SplFileObject::current — ファイルの現在の行を取得する
SplFileObject::eof — ファイルの終端に到達しているか調べる
SplFileObject::fflush — 出力をファイルにフラッシュする
SplFileObject::fgetc — ファイルから文字を取り出す
SplFileObject::fgetcsv — ファイルから行を取り出し CSV フィールドとして処理する
SplFileObject::fgets — ファイルから 1 行取り出す
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SplFileObject::fgetss — ファイルから 1 行取り出し HTML タグを取り除く
SplFileObject::flock — 簡易なファイルロックを行う
SplFileObject::fpassthru — ファイルポインタに残っているデータをすべて出力する
SplFileObject::fscanf — フォーマットに従ってファイルからの入力をパースする
SplFileObject::fseek — ファイルポインタを移動させる
SplFileObject::fstat — ファイルの情報を得る
SplFileObject::ftell — ファイルポインタの現在位置を返す
SplFileObject::ftruncate — ファイルを指定した長さに丸める
SplFileObject::fwrite — ファイルに書き込む
SplFileObject::getChildren — 用途はなし
SplFileObject::getCsvControl — CSV の区切りと囲み文字を取得する
SplFileObject::getCurrentLine — SplFileObject::fgets のエイリアス
SplFileObject::getFlags — SplFileObject のフラグを取得する
SplFileObject::getMaxLineLen — 行の最大バイト数を取得する
SplFileObject::hasChildren — SplFileObject は子を持ちません
SplFileObject::key — 行番号を取得する
SplFileObject::next — 次の行を読み出す
SplFileObject::rewind — ファイルポインタを先頭に巻き戻す
SplFileObject::seek — ファイルポインタを指定行に移動させる
SplFileObject::setCsvControl — CSV の区切り文字と囲み文字をセットする
SplFileObject::setFlags — SplFileObject のフラグをセットする
SplFileObject::setMaxLineLen — 読み込む行の最大バイト数をセットする
SplFileObject::__toString — SplFileObject::current のエイリアス
SplFileObject::valid — ファイル終端でないかチェックする

SplTempFileObject クラス
導入
SplTempFileObject クラスは一時ファイルのためのオブジェクト指向インターフェイスを提供します。

クラス概要
SplTempFileObject extends SplFileObject implements SeekableIterator , Iterator , Traversable , RecursiveIterator {
/* メソッド */
__construct ([ integer $max_memory ] )
/* 継承したメソッド */
SplFileObject::__construct ( string $filename [, string $open_mode = "r" [, bool $use_include_path = false [, resource $context ]]] )
public string|array SplFileObject::current ( void )
public boolean SplFileObject::eof ( void )
public boolean SplFileObject::fflush ( void )
public string SplFileObject::fgetc ( void )
public array SplFileObject::fgetcsv ([ string $delimiter = "," [, string $enclosure = "\"" [, string $escape = "\\" ]]] )
public string SplFileObject::fgets ( void )
public string SplFileObject::fgetss ([ string $allowable_tags ] )
public bool SplFileObject::flock ( int $operation [, int &$wouldblock ] )
public int SplFileObject::fpassthru ( void )
public mixed SplFileObject::fscanf ( string $format [, mixed &$... ] )
public int SplFileObject::fseek ( int $offset [, int $whence = SEEK_SET ] )
public array SplFileObject::fstat ( void )
public int SplFileObject::ftell ( void )
public bool SplFileObject::ftruncate ( int $size )
public int SplFileObject::fwrite ( string $str [, int $length ] )
public void SplFileObject::getChildren ( void )
public array SplFileObject::getCsvControl ( void )
public int SplFileObject::getFlags ( void )
public int SplFileObject::getMaxLineLen ( void )
public bool SplFileObject::hasChildren ( void )
public int SplFileObject::key ( void )
public void SplFileObject::next ( void )
public void SplFileObject::rewind ( void )
public void SplFileObject::seek ( int $line_pos )
public void SplFileObject::setCsvControl ([ string $delimiter = "," [, string $enclosure = "\"" [, string $escape = "\\" ]]] )
public void SplFileObject::setFlags ( int $flags )
public void SplFileObject::setMaxLineLen ( int $max_len )
public bool SplFileObject::valid ( void )
}
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SplTempFileObject::__construct
(PHP 5 >= 5.1.2)

SplTempFileObject::__construct — 新しい一時ファイルオブジェクトを作成する

説明

SplTempFileObject::__construct ([ integer $max_memory ] )

新しい一時ファイルオブジェクトを作成します。

パラメータ
max_memory

一時ファイルに使うメモリの最大量(バイト単位、デフォルトは 2 MB)。 一時ファイルがこのサイズを越える場合、ファイルはシステムの一時ディレクトリに移動させられます。

max_memory が負の値である場合、メモリだけが使われます。max_memory がゼロの場合、メモリは使われません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

エラーが起きる場合 RuntimeException がスローされます。

例

例1 SplTempFileObject() の例

この例では読み書きできるメモリで一時ファイルが書き込まれます。
<?php
$temp = new SplTempFileObject();
$temp->fwrite("これは最初の行で\n");
$temp->fwrite("そしてこれは 2 番目の行です。\n");
echo "一時ファイルに " . $temp->ftell() . " バイトが書き込まれました。\n\n";
// Rewind and read what was written
$temp->rewind();
foreach ($temp as $line) {
    echo $line;
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

一時ファイルに 47 バイト書き込まれました。

これは最初の行で
そしてこれは 2 番目の行です。

参考

SplFileObject
PHP input/output streams (for php://temp and php://memory)

目次
SplTempFileObject::__construct — 新しい一時ファイルオブジェクトを作成する

その他のクラスおよびインターフェイス
目次

ArrayObject
SplObserver
SplSubject

他の SPL カテゴリにあてはまらないクラスおよびインターフェイス群です。
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ArrayObject クラス
導入
このクラスは、オブジェクトを配列として動作させます。

クラス概要
ArrayObject implements IteratorAggregate , Traversable , ArrayAccess , Serializable , Countable {
/* 定数 */
const integer STD_PROP_LIST = 1 ;
const integer ARRAY_AS_PROPS = 2 ;
/* メソッド */
__construct ([ mixed $input [, int $flags [, string $iterator_class ]]] )
void append ( mixed $value )
void asort ( void )
int count ( void )
array exchangeArray ( mixed $input )
array getArrayCopy ( void )
int getFlags ( void )
ArrayIterator getIterator ( void )
public string getIteratorClass ( void )
void ksort ( void )
void natcasesort ( void )
void natsort ( void )
bool offsetExists ( mixed $index )
mixed offsetGet ( mixed $index )
void offsetSet ( mixed $index , mixed $newval )
void offsetUnset ( mixed $index )
public void serialize ( void )
void setFlags ( int $flags )
void setIteratorClass ( string $iterator_class )
void uasort ( callback $cmp_function )
void uksort ( callback $cmp_function )
public void unserialize ( string $serialized )
}

定義済み定数

ArrayObject の定数
ArrayObject::STD_PROP_LIST

オブジェクトのプロパティは (var_dump, foreachなどで) 配列としてアクセスしたときと同じ機能を持ちます
ArrayObject::ARRAY_AS_PROPS

オブジェクトのエントリはプロパティとしてアクセスできます(読み書き可)

変更履歴
バージョン 説明
5.3.0 Serializable を実装しました。

ArrayObject::append
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::append — 値を追加する

説明

void ArrayObject::append ( mixed $value )

新しい値を最後の要素として追加します。

注意:

このメソッドは、ArrayObject をオブジェクトから作成した場合にはコールできません。 かわりに ArrayObject::offsetSet() を使用します。
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パラメータ
value

追加する値。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::append() の例
<?php
$arrayobj = new ArrayObject(array('first','second','third'));
$arrayobj->append('fourth');
$arrayobj->append(array('five', 'six'));
var_dump($arrayobj);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(ArrayObject)#1 (5) {
  [0]=>
  string(5) "first"
  [1]=>
  string(6) "second"
  [2]=>
  string(5) "third"
  [3]=>
  string(6) "fourth"
  [4]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(4) "five"
    [1]=>
    string(3) "six"
  }
}

参考

ArrayObject::offsetSet() - 指定したインデックスに新しい値をセットする

ArrayObject::asort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayObject::asort — 値でエントリをソートする

説明

void ArrayObject::asort ( void )

エントリをソートします。キーとそれに対応する値の関連は保持されたままとなります。 これは主に、連想配列など実際の要素の並びが重要となる場合のソートで使います。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::asort() の例
<?php
$fruits = array("d" => "lemon", "a" => "orange", "b" => "banana", "c" => "apple");
$fruitArrayObject = new ArrayObject($fruits);
$fruitArrayObject->asort();

foreach ($fruitArrayObject as $key => $val) {
    echo "$key = $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
c = apple
b = banana
d = lemon
a = orange
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フルーツがアルファベット順で並べ替えられ、 各エントリに対応するキーもそれにあわせて並べ替えられます。

ArrayObject::__construct
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::__construct — 新規配列オブジェクトを生成する

説明

ArrayObject::__construct() ([ mixed $input [, int $flags [, string $iterator_class ]]] )

新規配列オブジェクトを生成します。

パラメータ
input

input には、 配列あるいはオブジェクトを指定することができます。
flags

ArrayObject オブジェクトの振る舞いを制御するフラグ。
iterator_class

ArrayObject オブジェクトの反復処理に使用するクラスを指定します。 ArrayIterator をデフォルトのクラスとして使用します。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::__construct() の例
<?php
$array = array('1' => 'one',
               '2' => 'two',
               '3' => 'three');

$arrayobject = new ArrayObject($array);

var_dump($arrayobject);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(ArrayObject)#1 (3) {
  [1]=>
  string(3) "one"
  [2]=>
  string(3) "two"
  [3]=>
  string(5) "three"
}

参考

ArrayObject::setflags() - 処理フラグを設定する

ArrayObject::count
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::count — ArrayObject の public プロパティの数を取得する

説明

int ArrayObject::count ( void )

ArrayObject の public プロパティの数を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

ArrayObject の public プロパティの数を返します。

注意:

ArrayObject を配列から作成した場合は、すべてのプロパティが public となります。

例

例1 ArrayObject::count() の例
<?php
class Example {
    public $public = 'prop:public';
    private $prv   = 'prop:private';
    protected $prt = 'prop:protected';
}

$arrayobj = new ArrayObject(new Example());
var_dump($arrayobj->count());

$arrayobj = new ArrayObject(array('first','second','third'));
var_dump($arrayobj->count());
?>

上の例の出力は以下となります。
int(1)
int(3)

ArrayObject::exchangeArray
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayObject::exchangeArray — 配列を別の配列と交換する

説明

array ArrayObject::exchangeArray ( mixed $input )

現在の配列を、別の配列あるいはオブジェクトと交換します。

パラメータ
input

現在の配列と交換する配列あるいはオブジェクト。

返り値

元の配列を返します。

例

例1 ArrayObject::exchangeArray() の例
<?php
// フルーツの配列
$fruits = array("lemons" => 1, "oranges" => 4, "bananas" => 5, "apples" => 10);
// ヨーロッパの都市の配列
$locations = array('Amsterdam', 'Paris', 'London');

$fruitsArrayObject = new ArrayObject($fruits);

// フルーツを都市と交換します
$old = $fruitsArrayObject->exchangeArray($locations);
print_r($old);
print_r($fruitsArrayObject);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [lemons] => 1
    [oranges] => 4
    [bananas] => 5
    [apples] => 10
)
ArrayObject Object
(
    [0] => Amsterdam
    [1] => Paris
    [2] => London
)
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ArrayObject::getArrayCopy
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::getArrayCopy — ArrayObject のコピーを作成する

説明

array ArrayObject::getArrayCopy ( void )

ArrayObject を配列にエクスポートします。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

配列のコピーを返します。ArrayObject がオブジェクトを参照している場合は、 オブジェクトの public プロパティの配列を返します。

例

例1 ArrayObject::getArrayCopy() の例
<?php
// フルーツの配列
$fruits = array("lemons" => 1, "oranges" => 4, "bananas" => 5, "apples" => 10);

$fruitsArrayObject = new ArrayObject($fruits);
$fruitsArrayObject['pears'] = 4;

// 配列のコピーを作成します
$copy = $fruitsArrayObject->getArrayCopy();
print_r($copy);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [lemons] => 1
    [oranges] => 4
    [bananas] => 5
    [apples] => 10
    [pears] => 4
)

ArrayObject::getFlags
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayObject::getFlags — 振る舞いのフラグを取得する

説明

int ArrayObject::getFlags ( void )

ArrayObject の振る舞いのフラグを取得します。 利用可能なフラグの一覧は、 ArrayObject::setFlags メソッドを参照ください。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ArrayObject の振る舞いのフラグを返します。

例

例1 ArrayObject::getFlags() の例
<?php
// フルーツの配列
$fruits = array("lemons" => 1, "oranges" => 4, "bananas" => 5, "apples" => 10);

$fruitsArrayObject = new ArrayObject($fruits);

// 現在のフラグを取得します
$flags = $fruitsArrayObject->getFlags();
var_dump($flags);
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// 新しいフラグを設定します
$fruitsArrayObject->setFlags(ArrayObject::ARRAY_AS_PROPS);

// 新しいフラグを取得します
$flags = $fruitsArrayObject->getFlags();
var_dump($flags);
?>

上の例の出力は以下となります。
int(0)
int(2)

参考

ArrayObject::setFlags メソッド

ArrayObject::getIterator
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::getIterator — ArrayObject インスタンスから新規イテレータを生成する

説明

ArrayIterator ArrayObject::getIterator ( void )

新しいイテレータを ArrayObject インスタンスから作成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ArrayObject からイテレータを返します。

例

例1 ArrayObject::getIterator() の例
<?php
$array = array('1' => 'one',
               '2' => 'two',
               '3' => 'three');

$arrayobject = new ArrayObject($array);

$iterator = $arrayobject->getIterator();

while($iterator->valid()) {
    echo $iterator->key() . ' => ' . $iterator->current() . "\n";

    $iterator->next();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
1 => one
2 => two
3 => three

ArrayObject::getIteratorClass
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayObject::getIteratorClass — ArrayObject のイテレータクラス名を取得する

説明

public string ArrayObject::getIteratorClass ( void )

配列イテレータのクラス名を取得します。これは ArrayObject::getIterator() で使います。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

このオブジェクトの反復処理に使うイテレータのクラス名を返します。

例

例1 ArrayObject::getIteratorClass() の例
<?php
// 独自のイテレータ (ArrayIterator を継承したもの)
class MyArrayIterator extends ArrayIterator {
    // 独自の実装
}

// フルーツの配列
$fruits = array("lemons" => 1, "oranges" => 4, "bananas" => 5, "apples" => 10);

$fruitsArrayObject = new ArrayObject($fruits);

// 現在のクラス名を取得します
$className = $fruitsArrayObject->getIteratorClass();
var_dump($className);

// 新しいクラス名を設定します
$fruitsArrayObject->setIteratorClass('MyArrayIterator');

// 新しいイテレータクラス名を取得します
$className = $fruitsArrayObject->getIteratorClass();
var_dump($className);
?>

上の例の出力は以下となります。
string(13) "ArrayIterator"
string(15) "MyArrayIterator"

参考

ArrayObject::setIteratorClass メソッド

ArrayObject::ksort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayObject::ksort — キーでエントリをソートする

説明

void ArrayObject::ksort ( void )

キーでエントリをソートし、キーと値の関係は保持します。 主に連想配列で有用です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::ksort() の例
<?php
$fruits = array("d" => "lemon", "a" => "orange", "b" => "banana", "c" => "apple");
$fruitArrayObject = new ArrayObject($fruits);
$fruitArrayObject->ksort();

foreach ($fruitArrayObject as $key => $val) {
    echo "$key = $val\n";
}
 ?>

上の例の出力は以下となります。
a = orange
b = banana
c = apple
d = lemon

ArrayObject::natcasesort
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(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayObject::natcasesort — 大文字小文字を区別しない "自然順" アルゴリズムでエントリをソートする

説明

void ArrayObject::natcasesort ( void )

このメソッドは、大文字小文字を区別しない ArrayObject::natsort です。

このメソッドは、英数字からなる文字列を人間が並び替えるのと同じようなアルゴリズムでソートし、 キーと値の対応は保持します。このようなソートのことを "自然順" と呼びます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::natcasesort() の例
<?php
$array = array('IMG0.png', 'img12.png', 'img10.png', 'img2.png', 'img1.png', 'IMG3.png');

$arr1 = new ArrayObject($array);
$arr2 = clone $arr1;

$arr1->asort();
echo "Standard sorting\n";
print_r($arr1);

$arr2->natcasesort();
echo "\nNatural order sorting (case-insensitive)\n";
print_r($arr2);
?>

上の例の出力は以下となります。
Standard sorting
ArrayObject Object
(
    [0] => IMG0.png
    [5] => IMG3.png
    [4] => img1.png
    [2] => img10.png
    [1] => img12.png
    [3] => img2.png
)

Natural order sorting (case-insensitive)
ArrayObject Object
(
    [0] => IMG0.png
    [4] => img1.png
    [3] => img2.png
    [5] => IMG3.png
    [2] => img10.png
    [1] => img12.png
)

より詳細な情報は、Martin Pool の » Natural Order String Comparison を参照ください。

ArrayObject::natsort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayObject::natsort — "自然順" アルゴリズムでエントリをソートする

説明

void ArrayObject::natsort ( void )

このメソッドは、英数字からなる文字列を人間が並び替えるのと同じようなアルゴリズムでソートし、 キーと値の対応は保持します。このようなソートのことを "自然順" と呼びます。 このアルゴリズムと、コンピュータの通常の文字列ソートアルゴリズム (ArrayObject::asort
で使われているもの) の違いは、以下のサンプルを参照ください。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

http://sourcefrog.net/projects/natsort/
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例

例1 ArrayObject::natsort() の例
<?php
$array = array("img12.png", "img10.png", "img2.png", "img1.png");

$arr1 = new ArrayObject($array);
$arr2 = clone $arr1;

$arr1->asort();
echo "Standard sorting\n";
print_r($arr1);

$arr2->natsort();
echo "\nNatural order sorting\n";
print_r($arr2);
?>

上の例の出力は以下となります。
Standard sorting
ArrayObject Object
(
    [3] => img1.png
    [1] => img10.png
    [0] => img12.png
    [2] => img2.png
)

Natural order sorting
ArrayObject Object
(
    [3] => img1.png
    [2] => img2.png
    [1] => img10.png
    [0] => img12.png
)

より詳細な情報は、Martin Pool の » Natural Order String Comparison を参照ください。

ArrayObject::offsetExists
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::offsetExists — 要求されたインデックスが存在するかどうかを返す

説明

bool ArrayObject::offsetExists ( mixed $index )

パラメータ
index

調べたいインデックス。

返り値

指定したインデックスが存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 ArrayObject::offsetExists() の例
<?php
$arrayobj = new ArrayObject(array('zero', 'one', 'example'=>'e.g.'));
var_dump($arrayobj->offsetExists(1));
var_dump($arrayobj->offsetExists('example'));
var_dump($arrayobj->offsetExists('notfound'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)
bool(false)

ArrayObject::offsetGet
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::offsetGet — 指定したインデックスの値を返す

説明

http://sourcefrog.net/projects/natsort/
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mixed ArrayObject::offsetGet ( mixed $index )

パラメータ
index

値のインデックス。

返り値

指定したインデックスの値、あるいは FALSE を返します。

例

例1 ArrayObject::offsetGet() の例
<?php
$arrayobj = new ArrayObject(array('zero', 7, 'example'=>'e.g.'));
var_dump($arrayobj->offsetGet(1));
var_dump($arrayobj->offsetGet('example'));
var_dump($arrayobj->offsetExists('notfound'));
?>

上の例の出力は以下となります。
int(7)
string(4) "e.g."
bool(false)

ArrayObject::offsetSet
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::offsetSet — 指定したインデックスに新しい値をセットする

説明

void ArrayObject::offsetSet ( mixed $index , mixed $newval )

指定したインデックスに新しい値を設定します。

パラメータ
index

設定したいインデックス。
newval

index の新しい値。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::offsetSet() の例
<?php
class Example {
    public $property = 'prop:public';
}
$arrayobj = new ArrayObject(new Example());
$arrayobj->offsetSet(4, 'four');
$arrayobj->offsetSet('group', array('g1', 'g2'));
var_dump($arrayobj);

$arrayobj = new ArrayObject(array('zero','one'));
$arrayobj->offsetSet(null, 'last');
var_dump($arrayobj);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(ArrayObject)#1 (3) {
  ["property"]=>
  string(11) "prop:public"
  [4]=>
  string(4) "four"
  ["group"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(2) "g1"
    [1]=>
    string(2) "g2"
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  }
}
object(ArrayObject)#3 (3) {
  [0]=>
  string(4) "zero"
  [1]=>
  string(3) "one"
  [2]=>
  string(4) "last"
}

参考

ArrayObject::append() - 値を追加する

ArrayObject::offsetUnset
(PHP 5 >= 5.0.0)

ArrayObject::offsetUnset — 指定したインデックスの値を解除する

説明

void ArrayObject::offsetUnset ( mixed $index )

指定したインデックスの値を解除します。

パラメータ
index

解除したいインデックス。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::offsetUnset() の例
<?php
$arrayobj = new ArrayObject(array(0=>'zero',2=>'two'));
$arrayobj->offsetUnset(2);
var_dump($arrayobj);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(ArrayObject)#1 (1) {
  [0]=>
  string(4) "zero"
}

ArrayObject::serialize
(PHP 5 >= 5.3.0)

ArrayObject::serialize — ArrayObject をシリアライズする

説明

public void ArrayObject::serialize ( void )

ArrayObject をシリアライズします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ArrayObject をシリアライズしたものを返します。
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例

例1 ArrayObject::serialize() の例
<?php
$o = new ArrayObject();

$s1 = serialize($o);
$s2 = $o->serialize();

var_dump($s1);
var_dump($s2);
?>

上の例の出力は以下となります。
string(45) "C:11:"ArrayObject":21:{x:i:0;a:0:{};m:a:0:{}}"
string(21) "x:i:0;a:0:{};m:a:0:{}"

参考

ArrayObject::unserialize() - ArrayObject をアンシリアライズする
serialize() - 値の保存可能な表現を生成する
オブジェクトのシリアライズ

ArrayObject::setFlags
(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayObject::setFlags — 処理フラグを設定する

説明

void ArrayObject::setFlags ( int $flags )

ArrayObject の振る舞いを変更するフラグを設定します。

パラメータ
flags

新たな ArrayObject の振る舞い。 ビットマスクか、定数名で指定します。 将来のバージョンとの互換性のため、定数名での指定を強く推奨します。

利用可能なフラグの一覧を以下に示します。 これらのフラグの実際の意味については 定義済みの定数 を参照ください。

ArrayObject のフラグ
値 定数
1 ArrayObject::STD_PROP_LIST
2 ArrayObject::ARRAY_AS_PROPS

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::setFlags() の例
<?php
// フルーツの配列
$fruits = array("lemons" => 1, "oranges" => 4, "bananas" => 5, "apples" => 10);

$fruitsArrayObject = new ArrayObject($fruits);

// 配列のキーをプロパティとして使用してみます
var_dump($fruitsArrayObject->lemons);
// フラグを設定して、配列のキーを ArrayObject のプロパティとして使えるようにします
$fruitsArrayObject->setFlags(ArrayObject::ARRAY_AS_PROPS);
// 改めて挑戦します
var_dump($fruitsArrayObject->lemons);
?>

上の例の出力は以下となります。
NULL
int(1)

ArrayObject::setIteratorClass
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(PHP 5 >= 5.1.0)

ArrayObject::setIteratorClass — ArrayObject のイテレータクラス名を設定する

説明

void ArrayObject::setIteratorClass ( string $iterator_class )

配列イテレータのクラス名を設定します。これは ArrayObject::getIterator() で使います。

パラメータ
iterator_class

このオブジェクトの反復処理に使う配列イテレータのクラス名。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::setIteratorClass() の例
<?php
// 独自のイテレータ (ArrayIterator を継承したもの)
class MyArrayIterator extends ArrayIterator {
    // 独自の実装
}

// フルーツの配列
$fruits = array("lemons" => 1, "oranges" => 4, "bananas" => 5, "apples" => 10);

$fruitsArrayObject = new ArrayObject($fruits);

// イテレータのクラス名を新しく設定します
$fruitsArrayObject->setIteratorClass('MyArrayIterator');
print_r($fruitsArrayObject->getIterator());

?>

上の例の出力は以下となります。
MyArrayIterator Object
(
    [lemons] => 1
    [oranges] => 4
    [bananas] => 5
    [apples] => 10
)

ArrayObject::uasort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayObject::uasort — ユーザ定義の比較関数でエントリをソートし、キーとの対応は保持する

説明

void ArrayObject::uasort ( callback $cmp_function )

この関数はエントリをソートします。キーとそれに対応する値の関連は保持されたままとなります。 ソートにはユーザ定義の比較関数を利用します。

これは主に、連想配列など実際の要素の並びが重要となる場合のソートで使います。

パラメータ
cmp_function

関数 cmp_function は二つのパラメータを受け取ります。ここにはエントリのペアが渡されます。 比較関数の返り値は、最初の引数が二番目の引数より小さい場合に負の数、 等しい場合にゼロ、大きい場合に正の数となります。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::uasort() の例
<?php
// 比較関数
function cmp($a, $b) {
    if ($a == $b) {
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        return 0;
    }
    return ($a < $b) ? -1 : 1;
}

// ソートしたい配列
$array = array('a' => 4, 'b' => 8, 'c' => -1, 'd' => -9, 'e' => 2, 'f' => 5, 'g' => 3, 'h' => -4);
$arrayObject = new ArrayObject($array);
print_r($arrayObject);

// ソートと、その結果の表示
$arrayObject->uasort('cmp');
print_r($arrayObject);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => 4
    [b] => 8
    [c] => -1
    [d] => -9
    [e] => 2
    [f] => 5
    [g] => 3
    [h] => -4
)
Array
(
    [d] => -9
    [h] => -4
    [c] => -1
    [e] => 2
    [g] => 3
    [a] => 4
    [f] => 5
    [b] => 8
)

ArrayObject::uksort
(PHP 5 >= 5.2.0)

ArrayObject::uksort — ユーザ定義の比較関数を使って、キーでエントリをソートする

説明

void ArrayObject::uksort ( callback $cmp_function )

この関数は、ユーザ定義の比較関数を使ってキーでエントリをソートします。 キーとそれに対応する値の関連は保持されたままとなります。

パラメータ
cmp_function

比較コールバック関数。

関数 cmp_function は二つのパラメータを受け取ります。ここにはエントリのペアが渡されます。 比較関数の返り値は、最初の引数が二番目の引数より小さい場合に負の数、 等しい場合にゼロ、大きい場合に正の数となります。

返り値

値を返しません。

例

例1 ArrayObject::uksort() の例
<?php
function cmp($a, $b) {
    $a = preg_replace('@^(a|an|the) @', '', $a);
    $b = preg_replace('@^(a|an|the) @', '', $b);
    return strcasecmp($a, $b);
}

$array = array("John" => 1, "the Earth" => 2, "an apple" => 3, "a banana" => 4);
$arrayObject = new ArrayObject($array);
$arrayObject->uksort('cmp');

foreach ($arrayObject as $key => $value) {
    echo "$key: $value\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
an apple: 3
a banana: 4
the Earth: 2
John: 1
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ArrayObject::unserialize
(PHP 5 >= 5.3.0)

ArrayObject::unserialize — ArrayObject をアンシリアライズする

説明

public void ArrayObject::unserialize ( string $serialized )

シリアライズした ArrayObject をアンシリアライズします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
serialized

シリアライズした ArrayObject。

返り値

アンシリアライズした ArrayObject を返します。

参考

ArrayIterator::serialize() - シリアライズする
unserialize() - 保存用表現から PHP の値を生成する
オブジェクトのシリアライズ

目次
ArrayObject::append — 値を追加する
ArrayObject::asort — 値でエントリをソートする
ArrayObject::__construct — 新規配列オブジェクトを生成する
ArrayObject::count — ArrayObject の public プロパティの数を取得する
ArrayObject::exchangeArray — 配列を別の配列と交換する
ArrayObject::getArrayCopy — ArrayObject のコピーを作成する
ArrayObject::getFlags — 振る舞いのフラグを取得する
ArrayObject::getIterator — ArrayObject インスタンスから新規イテレータを生成する
ArrayObject::getIteratorClass — ArrayObject のイテレータクラス名を取得する
ArrayObject::ksort — キーでエントリをソートする
ArrayObject::natcasesort — 大文字小文字を区別しない "自然順" アルゴリズムでエントリをソートする
ArrayObject::natsort — "自然順" アルゴリズムでエントリをソートする
ArrayObject::offsetExists — 要求されたインデックスが存在するかどうかを返す
ArrayObject::offsetGet — 指定したインデックスの値を返す
ArrayObject::offsetSet — 指定したインデックスに新しい値をセットする
ArrayObject::offsetUnset — 指定したインデックスの値を解除する
ArrayObject::serialize — ArrayObject をシリアライズする
ArrayObject::setFlags — 処理フラグを設定する
ArrayObject::setIteratorClass — ArrayObject のイテレータクラス名を設定する
ArrayObject::uasort — ユーザ定義の比較関数でエントリをソートし、キーとの対応は保持する
ArrayObject::uksort — ユーザ定義の比較関数を使って、キーでエントリをソートする
ArrayObject::unserialize — ArrayObject をアンシリアライズする

SplObserver インターフェイス
導入
SplObserver インターフェイスを SplSubject とともに使うと、Observer パターンを実装することができます。

インターフェイス概要
SplObserver {
/* メソッド */
abstract public void update ( SplSubject $subject )
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}

SplObserver::update
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplObserver::update — subject の更新を受信する

説明

abstract public void SplObserver::update ( SplSubject $subject )

このメソッドは、オブザーバがアタッチされている任意の SplSubject が SplSubject::notify() をコールしたときにコールされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
subject

observer に更新を通知する SplSubject。

返り値

値を返しません。

目次
SplObserver::update — subject の更新を受信する

SplSubject インターフェイス
導入
SplSubject インターフェイスを SplObserver とともに使うと、Observer パターンを実装することができます。

インターフェイス概要
SplSubject {
/* メソッド */
abstract public void attach ( SplObserver $observer )
abstract public void detach ( SplObserver $observer )
abstract public void notify ( void )
}

SplSubject::attach
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplSubject::attach — SplObserver をアタッチする

説明

abstract public void SplSubject::attach ( SplObserver $observer )

SplObserver にアタッチし、更新を通知できるようにします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
observer
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アタッチする SplObserver。

返り値

値を返しません。

SplSubject::detach
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplSubject::detach — observer をデタッチする

説明

abstract public void SplSubject::detach ( SplObserver $observer )

observer をデタッチし、更新を通知しないようにします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
observer

デタッチする SplObserver。

返り値

値を返しません。

SplSubject::notify
(PHP 5 >= 5.1.0)

SplSubject::notify — observer に通知する

説明

abstract public void SplSubject::notify ( void )

アタッチされたすべての observer に通知します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

目次
SplSubject::attach — SplObserver をアタッチする
SplSubject::detach — observer をデタッチする
SplSubject::notify — observer に通知する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
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リソース型
定義済み定数
データ構造

SplDoublyLinkedList — SplDoublyLinkedList クラス
SplStack — SplStack クラス
SplQueue — SplQueue クラス
SplHeap — SplHeap クラス
SplMaxHeap — SplMaxHeap クラス
SplMinHeap — SplMinHeap クラス
SplPriorityQueue — SplPriorityQueue クラス
SplFixedArray — SplFixedArray クラス
SplObjectStorage — SplObjectStorage クラス

イテレータ
AppendIterator — AppendIterator クラス
ArrayIterator — ArrayIterator クラス
CachingIterator — CachingIterator クラス
DirectoryIterator — DirectoryIterator クラス
EmptyIterator — EmptyIterator クラス
FilesystemIterator — FilesystemIterator クラス
FilterIterator — FilterIterator クラス
GlobIterator — GlobIterator クラス
InfiniteIterator — InfiniteIterator クラス
IteratorIterator — IteratorIterator クラス
LimitIterator — LimitIterator クラス
MultipleIterator — MultipleIterator クラス
NoRewindIterator — NoRewindIterator クラス
ParentIterator — ParentIterator クラス
RecursiveArrayIterator — RecursiveArrayIterator クラス
RecursiveCachingIterator — RecursiveCachingIterator クラス
RecursiveDirectoryIterator — RecursiveDirectoryIterator クラス
RecursiveFilterIterator — RecursiveFilterIterator クラス
RecursiveIteratorIterator — RecursiveIteratorIterator クラス
RecursiveRegexIterator — RecursiveRegexIterator クラス
RecursiveTreeIterator — RecursiveTreeIterator クラス
RegexIterator — RegexIterator クラス
SimpleXMLIterator — SimpleXMLIterator クラス

インターフェイス
Countable — Countable インターフェイス
OuterIterator — OuterIterator クラス
RecursiveIterator — RecursiveIterator インターフェイス
SeekableIterator — SeekableIterator クラス

例外
BadFunctionCallException — BadFunctionCallException クラス
BadMethodCallException — BadMethodCallException クラス
DomainException — DomainException クラス
InvalidArgumentException — InvalidArgumentException クラス
LengthException — LengthException クラス
LogicException — LogicException クラス
OutOfBoundsException — OutOfBoundsException クラス
OutOfRangeException — OutOfRangeException クラス
OverflowException — OverflowException クラス
RangeException — RangeException クラス
RuntimeException — RuntimeException クラス
UnderflowException — UnderflowException クラス
UnexpectedValueException — UnexpectedValueException クラス

SPL 関数
class_implements — 与えられたクラスが実装しているインターフェースを返す
class_parents — 与えられたクラスの親クラスを返す
iterator_apply — ユーザ関数をイテレータのすべての要素でコールする
iterator_count — イテレータにある要素をカウントする
iterator_to_array — イテレータを配列にコピーする
spl_autoload_call — 要求されたクラスを読み込むために、すべての登録済みの __autoload() 関数を試す
spl_autoload_extensions — spl_autoload 用のデフォルトの拡張子を登録し、それを返す
spl_autoload_functions — すべての登録済み __autoload() 関数を返す
spl_autoload_register — 指定した関数を __autoload() の実装として登録する
spl_autoload_unregister — 指定した関数の、__autoload() の実装としての登録を解除する
spl_autoload — __autoload() のデフォルト実装
spl_classes — 利用可能な SPL クラスを返す
spl_object_hash — 指定したオブジェクトのハッシュ ID を返す

ファイル操作
SplFileInfo — SplFileInfo クラス
SplFileObject — SplFileObject クラス
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SplTempFileObject — SplTempFileObject クラス
その他のクラスおよびインターフェイス

ArrayObject — ArrayObject クラス
SplObserver — SplObserver インターフェイス
SplSubject — SplSubject インターフェイス

SPL の型処理

導入
この拡張モジュールを使用すると、PHP をより強力な型付けの言語として使用することができ、 スカラー型のタイプヒンティングの代替手段として使用できます。 integer や float、bool、enum などのさまざまな型処理用のクラスを提供します。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/SPL_Types.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

SplInt クラス
導入
SplInt クラスは integer 型をより強力に型付けするために使用します。

クラス概要

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/SPL_Types
http://pecl.php.net/package/SPL_Types
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SplInt {
/* メソッド */
__construct ( integer $input )
}

SplInt::__construct
(PECL spl_types >= 0.1.0)

SplInt::__construct — integer 型のオブジェクトを作成する

説明

SplInt::__construct() ( integer $input )

これは、integer 型の新しいオブジェクトを作成します。

パラメータ
input

input パラメータには integer 値を指定します。 それ以外を渡した場合は UnexpectedValueException をスローします。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplInt::__construct() の例
<?php
$int = new SplInt(94);

try {
    $int = 'Try to cast a string value for fun';
} catch (UnexpectedValueException $uve) {
    echo $uve->getMessage() . PHP_EOL;
}

var_dump($int);
echo $int; // Outputs 94
?>

上の例の出力は以下となります。
Value not an integer
object(SplInt)#1 (1) {
  ["__default"]=>
  int(94)
}
94

目次
SplInt::__construct — integer 型のオブジェクトを作成する

SplFloat クラス
導入
SplFloat クラスは float 型をより強力に型付けするために使用します。

クラス概要
SplFloat {
/* メソッド */
__construct ( float $input )
}

SplFloat::__construct
(PECL spl_types >= 0.1.0)
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SplFloat::__construct — float 型のオブジェクトを作成する

説明

SplFloat::__construct() ( float $input )

これは、float 型の新しいオブジェクトを作成します。

パラメータ
input

input パラメータには float 値あるいは integer 値を指定します。integer を渡した場合は、それを float に変換します。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplFloat::__construct() の例
<?php
$float    = new SplFloat(3.154);
$newFloat = new SplFloat(3);

try {
    $float = 'Try to cast a string value for fun';
} catch (UnexpectedValueException $uve) {
    echo $uve->getMessage() . PHP_EOL;
}

var_dump($float);
var_dump($newFloat);
?>

上の例の出力は以下となります。
Value not a float
object(SplFloat)#1 (1) {
  ["__default"]=>
  float(3.154)
}
object(SplFloat)#2 (1) {
  ["__default"]=>
  float(3)
}

目次
SplFloat::__construct — float 型のオブジェクトを作成する

SplEnum クラス
導入
SplEnum は、PHP ネイティブで "列挙型 (Enum)" オブジェクトを作成します。

クラス概要
abstract SplEnum {
/* メソッド */
__construct ( void )
}

SplEnum::__construct
(PECL spl_types >= 0.1.0)

SplEnum::__construct — 列挙型のオブジェクトを作成する

説明

SplEnum::__construct() ( void )

このコンストラクタで、"列挙型 (Enum)" オブジェクトの値と厳格度を設定します。
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パラメータ
input

input パラメータには integer 値を指定します。 それ以外を渡した場合は UnexpectedValueException をスローします。
strict

オブジェクトの厳格度を指定する boolean 値。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplEnum::__construct() の例
<?php

class EnumOne extends SplEnum
{
    const __default = 1;
}

class EnumTwo extends SplEnum
{
    const __default = 2;
}

class EnumThree extends SplEnum
{
    const __default = 3;
}

$enumOne   = new EnumOne();
$enumTwo   = new EnumTwo();
$enumThree = new EnumThree();

echo 'Enum one  : ' . $enumOne   . PHP_EOL;
echo 'Enum two  : ' . $enumTwo   . PHP_EOL;
echo 'Enum three: ' . $enumThree . PHP_EOL;
?>

上の例の出力は以下となります。
Enum one  : 1
Enum two  : 2
Enum three: 3

目次
SplEnum::__construct — 列挙型のオブジェクトを作成する

SplBool クラス
導入
SplBool クラスは bool 型をより強力に型付けするために使用します。

クラス概要
SplBool {
/* メソッド */
__construct ( void )
}

SplBool::__construct
(PECL spl_types >= 0.1.0)

SplBool::__construct — bool 型のオブジェクトを作成する

説明

SplBool::__construct() ( void )

これは、bool 型の新しいオブジェクトを作成します。
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パラメータ
input

input パラメータには bool 値を指定します。
strict

オブジェクトの厳格度を指定する boolean 値。

返り値

値を返しません。

例

例1 SplBool::__construct() の例
<?php
$one = new SplBool(true);
$two = new SplBool(1);

var_dump($one);
var_dump($two);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SplBool)#1 (1) {
  ["__default"]=>
  bool(true)
}
object(SplBool)#1 (1) {
  ["__default"]=>
  bool(true)
}

目次
SplBool::__construct — bool 型のオブジェクトを作成する

SplString クラス
導入
SplString クラスは、文字列型をより協力に型付けするために使用します。

クラス概要
SplString {
/* メソッド */
__construct ( string $input )
}

SplString::__construct
(PECL spl_types >= 0.1.0)

SplString::__construct — 文字列型のオブジェクトを作成する

説明

SplString::__construct() ( string $input )

これは、文字列型の新しいオブジェクトを作成します。

パラメータ
input

input パラメータには文字列を指定します。 それ以外のものが渡された場合は UnexpectedValueException 例外をスローします。

返り値
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値を返しません。

例

例1 SplString::__construct() の例
<?php
$string = new SplString("Testing");

try {
    $string = array();
} catch (UnexpectedValueException $uve) {
    echo $uve->getMessage() . PHP_EOL;
}

var_dump($string);
echo $string; // "Testing" を出力します
?>

上の例の出力は以下となります。
Value not a string
object(SplString)#1 (1) {
  ["__default"]=>
  string(7) "Testing"
}
Testing

目次
SplString::__construct — 文字列型のオブジェクトを作成する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

SplInt — SplInt クラス
SplInt::__construct — integer 型のオブジェクトを作成する

SplFloat — SplFloat クラス
SplFloat::__construct — float 型のオブジェクトを作成する

SplEnum — SplEnum クラス
SplEnum::__construct — 列挙型のオブジェクトを作成する

SplBool — SplBool クラス
SplBool::__construct — bool 型のオブジェクトを作成する

SplString — SplString クラス
SplString::__construct — 文字列型のオブジェクトを作成する

ストリーム

導入
ストリームは、PHP 4.3.0 に、 ファイル、ネットワーク、データ圧縮などに関する、 共通した一連の関数群と利用法を持つ操作の一般化の手法として 導入されました。もっとも単純な定義では、ストリーム というのは、ストリーミング可能な動作を体現する resource オブ
ジェクトといえます。つまり、ストリームには線的に読み出したり、 あるいは書き込んだりすることが可能で、かつ、 ストリーム上の任意の場所に fseek() できる場合もあります。

ラッパー というのは、ストリームにおいてどのように特定の プロトコル/エンコーディングを扱うかを扱うかを指示する付加的なコード です。たとえば、http ラッパーは、どのようにして URL を、リモートサーバのファイルに対する HTTP/1.0 リクエストに転換するかを知っ
ています。PHP には、デフォルトで組み込まれているラッパーが多数存在しますが (サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください)、 それに加え、カスタムラッパーをstream_wrapper_register() を利用して PHP スクリプトの内部から、あるいはストリーム API を用い
て、 直接拡張モジュールの内部から追加できます (ストリーム API については ストリームの作成 を参照ください)。 あらゆる種類のラッパーが PHP に追加できるので、 特にラッパーでできることの限界はありません。 現在登録されているラッパーの種類を知るには、
stream_get_wrappers() を使います。

リソースは次のような形でストリームとして参照されます: scheme://target

scheme(string) - 使用されるラッパーの名称です。例として、 file, http, https, ftp, ftps, compress.zlib, compress.bz2, php などが含まれます。 PHP 組み込みのラッパーについては、サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。もしラッパーが指定されてい
ない場合は、使用している関数の デフォルトが利用されます(通常は file://)。
target - 使用するラッパーによって解釈が異なります。 ファイルシステムに関連したストリームの場合、 一般的にこのパラメータは対象となるファイルの ファイル名とパスを表します。 ネットワークに関連したストリームの場合、一般的に このパラメータはホスト名
と、(多くの場合付加されるはずの) パス名です。 PHP 組み込みのラッパーに、どのようにターゲットが解釈されるかは、 サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。

注意:

PHP のソースコードからストリームを使う方法についての情報は、 PHP 拡張モジュールの作者用のストリーム API リファレンス にあります。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
ストリームのクラス

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
ストリームは、バージョン 4.3.0 より、PHP の一部として統合されています。 有効にするために特別な手順を踏む必要はありません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

ストリームのクラス
ユーザ定義のラッパーは、stream_wrapper_register() で、同関数の説明ページに記載されたクラス定義を使うことで、 登録することができます。

ユーザ定義のフィルタ用に、class php_user_filter が、 ベースとなる抽象クラスとしてあらかじめ定義されています。 ユーザ定義のフィルタの実装に関する詳細は、 stream_filter_register() を参照ください。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

定数 説明
STREAM_FILTER_READ * stream_filter_append() または stream_filter_prepend() と共に使われます。 指定されたフィルタが 読み込みのときのみ 適用されることを示します。
STREAM_FILTER_WRITE * stream_filter_append() または stream_filter_prepend() と共に使われます。 指定されたフィルタが 書き込みのときのみ 適用されることを示します。
STREAM_FILTER_ALL * この定数は右の値と等価です: STREAM_FILTER_READ | STREAM_FILTER_WRITE
PSFS_PASS_ON * 返値: ユーザ空間のフィルタが バケットを $out に返したことを 示します。
PSFS_FEED_ME * 返値: ユーザ空間のフィルタが $out にバケットを返さなかったことを 示します。(つまり、変換されたデータを返す用意ができていないという ことです。)
PSFS_ERR_FATAL * 返値: ユーザ空間のフィルタにおいて、 復旧不可能なエラーが発生したことを示します。 (つまり、不正なデータを受け取ったということです。)
PSFS_FLAG_NORMAL 通常の読み書き。
PSFS_FLAG_FLUSH_INC インクリメンタルなフラッシュ。
PSFS_FLAG_FLUSH_CLOSE 最後に閉じる前にフラッシュ。
STREAM_USE_PATH フラグ: stream が include_path を使ったかどうかを示します。
STREAM_REPORT_ERRORS フラグ: ストリームを開く際に、 ユーザ空間にある wrapper の側で、 trigger_error() を使ってエラーを発生させるかどうかを 示します。もし、このフラグがセットされていない場合は、 ユーザの側でエラーを投げてはいけません。
STREAM_CLIENT_ASYNC_CONNECT
* 非同期的にソケットを開きます。このオプションは、 STREAM_CLIENT_CONNECT フラグとともに使用する 必要があります。 stream_socket_client() と共に使われます。
STREAM_CLIENT_CONNECT * クライアントソケット接続を開きます。クライアントソケットは 常にこのフラグを含んでいる必要があります。 stream_socket_client() と共に使われます。
STREAM_CLIENT_PERSISTENT * stream_socket_client()を使って 開かれたソケットが、セッションをまたいでも保持されるよう 指示します。
STREAM_SERVER_BIND * stream_socket_server() で開かれたソケットが 特定のターゲットに関連付けられることを示します。 サーバーソケットには常にこのフラグが与えられているはずです。

STREAM_SERVER_LISTEN * stream_socket_server() で開かれ、 STREAM_SERVER_BIND によってターゲットに 関連付けられたストリームに、ソケットに対して接続待ちを開始するよう 指示します。 接続指向の転送（TCP のような）はこのフラグを使用する必要があります。
それ以外の場合はサーバソケットが有効になりません。 このフラグを非接続指向の転送（UDP のような）に使用するとエラーになります。

STREAM_NOTIFY_RESOLVE * 該当するストリームにおいて、リクエストされたリモートのドメイン名の 解決に成功したか、失敗したことを示します。 このとき、何が起こっているかについては、 severity を参照ください。
STREAM_NOTIFY_CONNECT 外部のリソースへの接続が確立されたことを示します。
STREAM_NOTIFY_AUTH_REQUIRED指定されたリソースにアクセスするためには、さらに認証情報が必要です。 通常に、STREAM_NOTIFY_SEVERITY_ERR の severity (深刻度) と共に通知されます。
STREAM_NOTIFY_MIME_TYPE_IS リソースの mime タイプ が確認されました。 どのタイプと判定されたかについては、message を見てください。
STREAM_NOTIFY_FILE_SIZE_IS 確認されたリソースのサイズを表します。
STREAM_NOTIFY_REDIRECTED 外部リソースへのアクセスは、別の場所にリダイレクトされました。 詳細を知るには、message を調べてみてください。
STREAM_NOTIFY_PROGRESS
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ストリームにおける転送の進捗が、 bytes_transferred または、場合によっては bytes_max に現れていることを示します。
STREAM_NOTIFY_COMPLETED これ以上ストリームにデータがないことを示します。
STREAM_NOTIFY_FAILURE ストリームにおいて一般的なエラーが発生したことを示します。 エラーの詳細については、 message と message_code を調べてみてください。
STREAM_NOTIFY_AUTH_RESULT 認証が完了した(成功または失敗した)ことを示します。
STREAM_NOTIFY_SEVERITY_INFO正常な状態における、エラーでない通知があることを示します。
STREAM_NOTIFY_SEVERITY_WARN致命的でないエラーが発生したことを示します。処理は継続されます。
STREAM_NOTIFY_SEVERITY_ERR 致命的なエラーが発生したことを示します。処理は中断されます。
STREAM_IPPROTO_ICMP + ICMP ソケットを提供します。
STREAM_IPPROTO_IP + IP ソケットを提供します。
STREAM_IPPROTO_RAW + RAW ソケットを提供します。
STREAM_IPPROTO_TCP + TCP ソケットを提供します。
STREAM_IPPROTO_UDP + UDP ソケットを提供します。
STREAM_PF_INET + Internet Protocol バージョン 4（IPv4）です。
STREAM_PF_INET6 + Internet Protocol バージョン 6（IPv6）です。
STREAM_PF_UNIX + Unix システムの内部プロトコルです。
STREAM_SOCK_DGRAM + データグラムを提供します。これはコネクションレスのメッセージ （例: UDP）です。
STREAM_SOCK_RAW + raw ソケットを提供します。これは内部のネットワークプロトコルや インターフェースへのアクセス機能を提供します。通常、この形式の ソケットは root ユーザが使用します。
STREAM_SOCK_RDM + RDM（Reliably-delivered messages）ソケットを提供します。
STREAM_SOCK_SEQPACKET + シーケンシャルパケットストリームソケットを提供します。
STREAM_SOCK_STREAM + 帯域外データを転送するための、シーケンシャルで双方向の バイトストリーム（例: TCP）を提供します。
STREAM_SHUT_RD stream_socket_shutdown() で使用し、 それ以降の受信を無効にします。 PHP 5.2.1 で追加されました。
STREAM_SHUT_WR stream_socket_shutdown() で使用し、 それ以降の送信を無効にします。 PHP 5.2.1 で追加されました。
STREAM_SHUT_RDWR stream_socket_shutdown() で使用し、 それ以降の送受信を無効にします。 PHP 5.2.1 で追加されました。
STREAM_CAST_FOR_SELECT stream_select() が stream_cast() をコールしている場合のストリームのキャスト。
STREAM_CAST_AS_STREAM stream_cast() が他からコールされた (上記参照) 場合のストリームのキャスト。

注意: * がつけられている定数は PHP 5.0.0 以降で使用可能です。

注意: + がつけられている定数は PHP 5.1.0 以降で使用可能で、 stream_socket_pair() とともに使用することが想定されています。 これらの定数の中にはあなたのシステムでは使用できないものがあるかもしれない ことに注意してください。

ストリームフィルタ
フィルタ は、ストリームから読み込まれたり、 あるいは、ストリームから書き込まれたするデータに対して何らかの操作を行う、 最終段階にあるコードです。 PHP スクリプトの内部で、 stream_filter_register() を使って、 あるいは拡張モジュールの内部で ストリームの作成
に示された関連する API を使って、カスタムフィルタを作成することができます。 現在登録されているフィルタの一覧を取得するには、 stream_get_filters() をお使いください。

ストリームコンテキスト
コンテキスト は、ストリームの挙動を変えたり、 拡張したりすることのできる パラメータ と ラッパー固有の オプション の集合です。 コンテキスト は、 stream_context_create() を使って生成しますが、 これは、ほとんどのファイルシステム関連のストリーム生成関数に 渡
すことができます (例えば fopen(), file(), file_get_contents() など)。

オプション は、 stream_context_create() の呼び出し時に指定しますが、 後で stream_context_set_option() を使って 指定することもできます。 ラッパー固有の オプション については、 コンテキストオプションとパラメータ を参照ください。

さらに、stream_context_set_params() を使うことで、 パラメータ を、コンテキスト に対し指定することができます。

ストリームのエラー
ファイルやソケット関連の関数で処理に失敗するのと同じように、 ストリームにおける操作も様々な予測できる理由で失敗することがあります (例: リモートホストに接続できない、ファイルが見つからない、等)。 また、ストリーム関連の関数呼び出しは、 スクリプトの実行さ
れるシステムにおいて、 利用しようとしているストリームが登録されていないことから失敗することも あります。どのタイプのストリームがインストールされた PHP でサポートされているかは、 stream_get_wrappers() の返す配列の内容を参照 してください。なお、他の
PHP の内部関数と同様、 E_WARNING メッセージがエラー時に出力され、 エラーの原因を報告します。

例
目次

ストリームラッパーとして登録するクラスの例

例1 file_get_contents() を使って さまざまな場所からデータを取得する
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<?php
/* /home/bar にあるローカルファイルを読み出す */
$localfile = file_get_contents("/home/bar/foo.txt");

/* 上と同一だが、明示的に FILE スキームを指定している */
$localfile = file_get_contents("file:///home/bar/foo.txt");

/* HTTP を利用し、www.example.com にあるリモートのファイルを読み出す */
$httpfile  = file_get_contents("http://www.example.com/foo.txt");

/* HTTPS を利用し、www.example.com にあるリモートのファイルを読み出す */
$httpsfile = file_get_contents("https://www.example.com/foo.txt");

/* FTP を利用し、ftp.example.com にあるリモートのファイルを読み出す */
$ftpfile   = file_get_contents("ftp://user:pass@ftp.example.com/foo.txt");

/* FTPS を利用し、ftp.example.com にあるリモートのファイルを読み出す */
$ftpsfile  = file_get_contents("ftps://user:pass@ftp.example.com/foo.txt");
?>

例2 https のサーバに対して POST リクエストを行う
<?php
/* https://secure.example.com/form_action.php に対して POST リクエストを送信
 * ダミー値を持つ "foo" と "bar" というフォーム要素が含まれます。
*/

$sock = fsockopen("ssl://secure.example.com", 443, $errno, $errstr, 30);
if (!$sock) die("$errstr ($errno)\n");

$data = "foo=" . urlencode("Fooの値") . "&bar=" . urlencode("Barの値");
fwrite($sock, "POST /form_action.php HTTP/1.0\r\n");
fwrite($sock, "Host: secure.example.com\r\n");
fwrite($sock, "Content-type: application/x-www-form-urlencoded\r\n");
fwrite($sock, "Content-length: " . strlen($data) . "\r\n");
fwrite($sock, "Accept: */*\r\n");
fwrite($sock, "\r\n");
fwrite($sock, "$data\r\n");
fwrite($sock, "\r\n");

$headers = "";
while ($str = trim(fgets($sock, 4096)))
$headers .= "$str\n";

echo "\n";

$body = "";
while (!feof($sock))
$body .= fgets($sock, 4096);

fclose($sock);
?>

例3 データを圧縮ファイルに書き込む
<?php
/* 任意の文字列を含む圧縮ファイルを作成
 * ファイルは、compress.zlib ストリームを使っても、または単に
 * コマンドラインで 'gzip -d foo-bar.txt.gz' を使っても読み出せます。
*/
$fp = fopen("compress.zlib://foo-bar.txt.gz", "wb");
if (!$fp) die("ファイルが作成できません。");

fwrite($fp, "これはテストです。\n");
fclose($fp);
?>

ストリームラッパーとして登録するクラスの例
以下のサンプルは、var:// プロトコルハンドラを実装し、 指定した名前のグローバル変数の読み書きを fread() のような標準のファイルシステム関数でできるようにしています。 以下で実装した var:// プロトコルでは、URL "var://foo" で $GLOBALS["foo"] への読み書きを行
います。

例1 グローバル変数の読み書き用のストリーム
<?php

class VariableStream {
    var $position;
    var $varname;

    function stream_open($path, $mode, $options, &$opened_path)
    {
        $url = parse_url($path);
        $this->varname = $url["host"];
        $this->position = 0;

        return true;
    }

    function stream_read($count)
    {
        $ret = substr($GLOBALS[$this->varname], $this->position, $count);
        $this->position += strlen($ret);
        return $ret;
    }

    function stream_write($data)
    {
        $left = substr($GLOBALS[$this->varname], 0, $this->position);
        $right = substr($GLOBALS[$this->varname], $this->position + strlen($data));
        $GLOBALS[$this->varname] = $left . $data . $right;
        $this->position += strlen($data);
        return strlen($data);
    }

    function stream_tell()
    {
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        return $this->position;
    }

    function stream_eof()
    {
        return $this->position >= strlen($GLOBALS[$this->varname]);
    }

    function stream_seek($offset, $whence)
    {
        switch ($whence) {
            case SEEK_SET:
                if ($offset < strlen($GLOBALS[$this->varname]) && $offset >= 0) {
                     $this->position = $offset;
                     return true;
                } else {
                     return false;
                }
                break;

            case SEEK_CUR:
                if ($offset >= 0) {
                     $this->position += $offset;
                     return true;
                } else {
                     return false;
                }
                break;

            case SEEK_END:
                if (strlen($GLOBALS[$this->varname]) + $offset >= 0) {
                     $this->position = strlen($GLOBALS[$this->varname]) + $offset;
                     return true;
                } else {
                     return false;
                }
                break;

            default:
                return false;
        }
    }
}

stream_wrapper_register("var", "VariableStream")
    or die("Failed to register protocol");

$myvar = "";

$fp = fopen("var://myvar", "r+");

fwrite($fp, "line1\n");
fwrite($fp, "line2\n");
fwrite($fp, "line3\n");

rewind($fp);
while (!feof($fp)) {
    echo fgets($fp);
}
fclose($fp);
var_dump($myvar);

?>

上の例の出力は以下となります。
line1
line2
line3
string(18) "line1
line2
line3
"

streamWrapper クラス
導入
独自のプロトコルハンドラやストリームを実装し、 (fopen() や fread() などの) 他のファイルシステム関数で使用できるようにします。

注意:

これは、実際のクラスではありません。 クラスがどのようにプロトコルを定義すべきかを示す、単なるプロトタイプです。

注意:

ここに示す方法以外でメソッドを実装した場合の挙動は未定義となります。

このクラスのインスタンスは、 関連付けられているプロトコルへのストリーム関数からのアクセスがあった時点で初期化されます。

クラス概要
streamWrapper {
/* プロパティ */
public resource $context ;
/* メソッド */
__construct ( void )
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public bool dir_closedir ( void )
public bool dir_opendir ( string $path , int $options )
public string dir_readdir ( void )
public bool dir_rewinddir ( void )
public bool mkdir ( string $path , int $mode , int $options )
public bool rename ( string $path_from , string $path_to )
public bool rmdir ( string $path , int $options )
public resource stream_cast ( int $cast_as )
public void stream_close ( void )
public bool stream_eof ( void )
public bool stream_flush ( void )
public bool stream_lock ( mode $operation )
public bool stream_open ( string $path , string $mode , int $options , string &$opened_path )
public string stream_read ( int $count )
public bool stream_seek ( int $offset , int $whence = SEEK_SET )
public bool stream_set_option ( int $option , int $arg1 , int $arg2 )
public array stream_stat ( void )
public int stream_tell ( void )
public int stream_write ( string $data )
public bool unlink ( string $path )
public array url_stat ( string $path , int $flags )
}

プロパティ
resource context

現在のコンテキスト、 あるいは呼び出し元からコンテキストが渡されていない場合は NULL。

stream_context_get_options() を用いてコンテキストをパースします。

注意:

このプロパティは必ず public とし、 PHP が実際のコンテキストリソースを設定できるようにしなければなりません。

変更履歴
バージョン 説明
5.0.0 context プロパティが追加されました。

参考
ストリームラッパーとして登録するクラスの例
stream_wrapper_register()
stream_wrapper_unregister()
stream_wrapper_restore()

streamWrapper::__construct
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::__construct — 新しいストリームラッパーを作成する

説明

streamWrapper::__construct ( void )

ストリームラッパーをオープンしたときに、 streamWrapper::stream_open() の直前にコールされます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

streamWrapper::dir_closedir
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::dir_closedir — ディレクトリハンドルを閉じる
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説明

public bool streamWrapper::dir_closedir ( void )

このメソッドは closedir() に対応してコールされます。

ディレクトリストリームをオープンして使用している際にロックしたり割り当てたりしたリソースは、 すべて開放しなければなりません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

closedir() - ディレクトリハンドルをクローズする
streamWrapper::dir_opendir() - ディレクトリハンドルをオープンする

streamWrapper::dir_opendir
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::dir_opendir — ディレクトリハンドルをオープンする

説明

public bool streamWrapper::dir_opendir ( string $path , int $options )

このメソッドは、opendir() に対応してコールされます。

パラメータ
path

opendir() に渡す URL を指定します。

注意:

parse_url() でこの URL が壊れることがあります。
options

safe_mode (0x04) を強制するか否か。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

opendir() - ディレクトリハンドルをオープンする
streamWrapper::dir_closedir() - ディレクトリハンドルを閉じる
parse_url() - URL を解釈し、その構成要素を返す

streamWrapper::dir_readdir
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::dir_readdir — ディレクトリハンドルからエントリを読み込む

説明

public string streamWrapper::dir_readdir ( void )

このメソッドは、readdir() に対応してコールされます。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

次のファイル名をあらわす文字列、あるいは次のファイルがない場合に FALSE を返します。

注意:

返り値は文字列にキャストされます。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

例

例1 tar アーカイブのファイル一覧
<?php
class streamWrapper {
    protected $fp;

    public function dir_opendir($path, $options) {
        $url = parse_url($path);

        $path = $url["host"] . $url["path"];

        if (!is_readable($path)) {
            trigger_error("$path isn't readable for me", E_USER_NOTICE);
            return false;
        }
        if (!is_file($path)) {
            trigger_error("$path isn't a file", E_USER_NOTICE);
            return false;
        }

        $this->fp = fopen($path, "rb");
        return true;
    }

    public function dir_readdir() {
        // Extract the header for this entry
        $header      = fread($this->fp, 512);
        $data = unpack("a100filename/a8mode/a8uid/a8gid/a12size/a12mtime/a8checksum/a1filetype/a100link/a100linkedfile", $header);

        // Trim the filename and filesize
        $filename    = trim($data["filename"]);

        // No filename? We are the end of the archive
        if (!$filename) {
            return false;
        }

        $octal_bytes = trim($data["size"]);
        // Filesize is defined in octects
        $bytes       = octdec($octal_bytes);

        // tar rounds up filesizes up to multiple of 512 bytes (zero filled)
        $rest        = $bytes % 512;
        if ($rest > 0) {
            $bytes      += 512 - $rest;
        }

        // Seek over the file
        fseek($this->fp, $bytes, SEEK_CUR);

        return $filename;
    }

    public function dir_closedir() {
        return fclose($this->fp);
    }

    public function dir_rewinddir() {
        return fseek($this->fp, 0, SEEK_SET);
    }
}

stream_wrapper_register("tar", "streamWrapper");
$handle = opendir("tar://example.tar");
while (false !== ($file = readdir($handle))) {
    var_dump($file);
}

echo "Rewinding..\n";
rewind($handle);
var_dump(readdir($handle));

closedir($handle);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(13) "construct.xml"
string(16) "dir-closedir.xml"
string(15) "dir-opendir.xml"
string(15) "dir-readdir.xml"
string(17) "dir-rewinddir.xml"
string(9) "mkdir.xml"
string(10) "rename.xml"
string(9) "rmdir.xml"
string(15) "stream-cast.xml"
string(16) "stream-close.xml"
string(14) "stream-eof.xml"
string(16) "stream-flush.xml"
string(15) "stream-lock.xml"



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

string(15) "stream-open.xml"
string(15) "stream-read.xml"
string(15) "stream-seek.xml"
string(21) "stream-set-option.xml"
string(15) "stream-stat.xml"
string(15) "stream-tell.xml"
string(16) "stream-write.xml"
string(10) "unlink.xml"
string(12) "url-stat.xml"
Rewinding..
string(13) "construct.xml"

参考

readdir() - ディレクトリハンドルからエントリを読み込む

streamWrapper::dir_rewinddir
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::dir_rewinddir — ディレクトリハンドルを巻き戻す

説明

public bool streamWrapper::dir_rewinddir ( void )

このメソッドは、rewinddir() に対応してコールされます。

streamWrapper::dir_readdir() が生成する出力をリセットしなければなりません。 つまり、次に streamWrapper::dir_readdir() をコールすると、 streamWrapper::dir_opendir() が返す場所にある最初のエントリを返すようにしなければいけないということです。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

rewinddir() - ディレクトリハンドルを元に戻す
streamWrapper::dir_readdir() - ディレクトリハンドルからエントリを読み込む

streamWrapper::mkdir
(PHP 5)

streamWrapper::mkdir — ディレクトリを作成する

説明

public bool streamWrapper::mkdir ( string $path , int $mode , int $options )

このメソッドは、mkdir() に対応してコールされます。

注意:

適切なエラーメッセージを返すためには、 ラッパーがディレクトリの作成に対応していない場合にはこのメソッドを定義しては いけません。

パラメータ
path

作成したいディレクトリ。
mode

mkdir() に渡す値。
options

STREAM_MKDIR_RECURSIVE などの値のビットマスク。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

有効なコンテキストがコール元関数に渡された場合に streamWrapper->context プロパティが更新されます。

参考

mkdir() - ディレクトリを作る
streamwrapper::rmdir() - ディレクトリを削除する

streamWrapper::rename
(PHP 5)

streamWrapper::rename — ファイルあるいはディレクトリの名前を変える

説明

public bool streamWrapper::rename ( string $path_from , string $path_to )

このメソッドは、rename() に対応してコールされます。

path_from を path_to に変更します。

注意:

適切なエラーメッセージを返すためには、 ラッパーがファイル名の変更に対応していない場合にはこのメソッドを定義しては いけません。

パラメータ
path_from

現在のファイルの URL。
path_to

path_from の変更後の URL。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

有効なコンテキストがコール元関数に渡された場合に streamWrapper->context プロパティが更新されます。

参考

rename() - ファイルをリネームする

streamWrapper::rmdir
(PHP 5)

streamWrapper::rmdir — ディレクトリを削除する

説明
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public bool streamWrapper::rmdir ( string $path , int $options )

このメソッドは、rmdir() に対応してコールされます。

注意:

適切なエラーメッセージを返すためには、 ラッパーがディレクトリの削除に対応していない場合にはこのメソッドを定義しては いけません。

パラメータ
path

削除したいディレクトリの URL。
options

STREAM_MKDIR_RECURSIVE などの値のビットマスク。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

有効なコンテキストがコール元関数に渡された場合に streamWrapper->context プロパティが更新されます。

参考

rmdir() - ディレクトリを削除する
streamwrapper::mkdir() - ディレクトリを作成する
streamwrapper::unlink() - ファイルを削除する

streamWrapper::stream_cast
(PHP 5 >= 5.3.0)

streamWrapper::stream_cast — 元となるリソースを取得する

説明

public resource streamWrapper::stream_cast ( int $cast_as )

このメソッドは、stream_select() に対応してコールされます。

パラメータ
cast_as

stream_select() が stream_cast() をコールした場合は STREAM_CAST_FOR_SELECT、 stream_cast() がそれ以外の用途でコールされた場合は STREAM_CAST_AS_STREAM。

返り値

ラッパーが使用しているストリームリソース、あるいは FALSE を返します。

参考

stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う

streamWrapper::stream_close
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_close — リソースを閉じる
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説明

public void streamWrapper::stream_close ( void )

このメソッドは、fclose() に対応してコールされます。

ラッパーがロックしたり割り当てたりしたリソースは、すべて開放しなければなりません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする
streamWrapper::dir_closedir() - ディレクトリハンドルを閉じる

streamWrapper::stream_eof
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_eof — ファイルポインタが終端にあるかどうかを調べる

説明

public bool streamWrapper::stream_eof ( void )

このメソッドは、feof() に対応してコールされます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

読み込み/書き込み位置がストリームの末尾にあってもうそれ以上読み込むデータがない場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる

streamWrapper::stream_flush
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_flush — 出力をフラッシュする

説明

public bool streamWrapper::stream_flush ( void )

このメソッドは、fflush() に対応してコールされます。

データをストリームにキャッシュした状態でまだストレージに格納していないのなら、 ここで格納しなければなりません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

キャッシュデータが正常に格納できた (あるいは格納するデータがなかった) 場合に TRUE、データを格納できなかった場合に FALSE を返します。

注意
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注意:

実装されていない場合の返り値は FALSE です。

参考

fflush() - 出力をファイルにフラッシュする

streamWrapper::stream_lock
(PHP 5)

streamWrapper::stream_lock — ファイルのアドバイザリ・ロック

説明

public bool streamWrapper::stream_lock ( mode $operation )

このメソッドは、flock() に対応してコールされます。また file_put_contents() (flags が LOCK_EX を含む場合)、 stream_set_blocking() がコールされたときやストリームを閉じるとき (LOCK_UN) にもコールされます。

パラメータ
operation

operation は以下のいずれかとなります。

LOCK_SH 共有ロック (読み込み) を確保します。
LOCK_EX 排他ロック (書き込み) を確保します。
LOCK_UN ロック (共有あるいは排他) を開放します。
LOCK_NB flock() によるロック中にブロックしない (Windows ではサポートしていません)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに失敗した場合 (実装されていないなど) は E_WARNING を発行します。

参考

stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
flock() - 汎用のファイルロックを行う

streamWrapper::stream_open
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_open — ファイルあるいは URL をオープンする

説明

public bool streamWrapper::stream_open ( string $path , string $mode , int $options , string &$opened_path )

このメソッドは、ラッパーが初期化された (たとえば fopen() や file_get_contents()) 直後にコールされます。

パラメータ
path

元の関数に渡す URL を指定します。

注意:

parse_url() でこの URL が壊れることがあります。 :// で区切った URL のみをサポートしていることに注意しましょう。 : や :/ も技術的な面では妥当な URL ですが、サポートしていません。
mode

ファイルをオープンする際のモード。詳細は fopen() を参照ください。

:
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注意

指定した path に対して mode が有効かどうかの確認を忘れないようにしましょう。
options

ストリーム API が設定する追加のフラグ。次の値を OR で連結して指定します。

フラグ 説明
STREAM_USE_PATH path が相対パスの場合は、 include_path を用いてリソースを探します。
STREAM_REPORT_ERRORS このフラグが設定されている場合、 ストリームのオープン時のエラーを trigger_error() で報告しなければなりません。フラグが設定されていない場合は、 エラーを一切報告してはいけません。

opened_path

path のオープンに成功し、 STREAM_USE_PATH が options に設定されていた場合、 opened_path には実際にオープンしたファイル/リソース のフルパスを設定しなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

有効なコンテキストがコール元関数に渡された場合に streamWrapper->context プロパティが更新されます。

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
parse_url() - URL を解釈し、その構成要素を返す

streamWrapper::stream_read
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_read — ストリームから読み込む

説明

public string streamWrapper::stream_read ( int $count )

このメソッドは、fread() および fgets() に対応してコールされます。

注意:

ストリームの読み込み/書き込み位置 (読み込みに成功したバイト数ぶん) の更新を忘れないようにしましょう。

パラメータ
count

現在位置から何バイトぶんのデータを返すか。

返り値

count バイト未満のデータしか存在しない場合は、 返せる限りのデータを返します。もうデータがない場合は、 FALSE あるいは空文字列を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意:

返り値が count より長い場合は E_WARNING エラーが発生し、余分なデータは失われます。

注意

注意:
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streamWrapper::stream_eof() は、 streamWrapper::stream_read() がコールされた後に直接コールされ、 EOF に達したかどうかを調べます。実装されていない場合は EOF だとみなされます。

参考

fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する

streamWrapper::stream_seek
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_seek — ストリーム内の特定の場所に移動する

説明

public bool streamWrapper::stream_seek ( int $offset , int $whence = SEEK_SET )

このメソッドは、fseek() に対応してコールされます。

ストリームの読み込み/書き込み位置を、 offset と whence に応じて更新しなければなりません。

パラメータ
offset

移動するストリームオフセット。
whence

使用可能な値

SEEK_SET - offset バイト目の位置に移動する。
SEEK_CUR - 現在位置から offset バイトぶん進める。
SEEK_END - ファイルの終端から offset バイトぶん進める。

返り値

位置を更新した場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

注意

注意:

実装されていないの返り値は FALSE とみなされます。

注意:

成功した場合、 streamWrapper::stream_seek() をコールした直後に streamWrapper::stream_tell() がコールされます。 streamWrapper::stream_tell() が失敗すると、 呼び出し元関数への返り値は FALSE に設定されます。

参考

fseek() - ファイルポインタを移動する

streamWrapper::stream_set_option
(PHP 5 >= 5.3.0)

streamWrapper::stream_set_option — ストリームのオプションを変更する

説明

public bool streamWrapper::stream_set_option ( int $option , int $arg1 , int $arg2 )

このメソッドは、ストリームのオプションを設定する際にコールされます。

パラメータ
option

以下のいずれか。
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STREAM_OPTION_BLOCKING (このメソッドは、stream_set_blocking() に対応してコールされます)
STREAM_OPTION_READ_TIMEOUT (このメソッドは、stream_set_timeout() に対応してコールされます)
STREAM_OPTION_WRITE_BUFFER (このメソッドは、stream_set_write_buffer() に対応してコールされます)

arg1

option の値に応じて、以下の内容となります。

STREAM_OPTION_BLOCKING: 要求されたブロックモード (1 はブロックモード、0 は非ブロックモード)。
STREAM_OPTION_READ_TIMEOUT: タイムアウト秒数。
STREAM_OPTION_WRITE_BUFFER: バッファモード (STREAM_BUFFER_NONE あるいは STREAM_BUFFER_FULL)。

arg2

option の値に応じて、以下の内容となります。

STREAM_OPTION_BLOCKING: このオプションは設定されません。
STREAM_OPTION_READ_TIMEOUT: タイムアウトマイクロ秒数。
STREAM_OPTION_WRITE_BUFFER: 要求されたバッファサイズ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 option が実装されていない場合は FALSE を返さなければなりません。

参考

stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する
stream_set_write_buffer() - 指定されたストリームのファイル書き込みバッファリングを有効にする

streamWrapper::stream_stat
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_stat — ファイルリソースについての情報を取得する

説明

public array streamWrapper::stream_stat ( void )

このメソッドは、fstat() に対応してコールされます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

stat() を参照ください。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

参考

stat() - ファイルに関する情報を取得する
streamwrapper::url_stat() - ファイルについての情報を取得する

streamWrapper::stream_tell
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_tell — ストリームの現在位置を取得する

説明

public int streamWrapper::stream_tell ( void )

このメソッドは、ftell() に対応してコールされます。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ストリームの現在位置を返します。

参考

ftell() - ファイルの読み書き用ポインタの現在位置を返す

streamWrapper::stream_write
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::stream_write — ストリームに書き込む

説明

public int streamWrapper::stream_write ( string $data )

このメソッドは、fwrite() に対応してコールされます。

注意:

正常にストリームに書き込めたバイト数ぶんだけ、 ストリームの現在位置を更新することを忘れないようにしましょう。

パラメータ
data

元となるシステムに書き込まれるデータ。

注意:

元となるシステム上にすべてを書き込むだけの余地がない場合は、 可能な限りのデータを格納します。

返り値

正常に格納できたバイト数、あるいは何も格納できなかった場合は 0 を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意:

返り値が data の長さより大きい場合は、 E_WARNING が発行されて返り値がその長さまで切り詰められます。

参考

fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

streamWrapper::unlink
(PHP 5)

streamWrapper::unlink — ファイルを削除する

説明

public bool streamWrapper::unlink ( string $path )

このメソッドは、unlink() に対応してコールされます。

注意:

適切なエラーメッセージを返すためには、 ラッパーがファイルの削除に対応していない場合にはこのメソッドを定義しては いけません。
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パラメータ
path

削除したいファイルの URL。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

有効なコンテキストがコール元関数に渡された場合に streamWrapper->context プロパティが更新されます。

参考

unlink() - ファイルを削除する
streamWrapper::rmdir() - ディレクトリを削除する

streamWrapper::url_stat
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

streamWrapper::url_stat — ファイルについての情報を取得する

説明

public array streamWrapper::url_stat ( string $path , int $flags )

このメソッドは、すべての stat() 関連の関数に対応してコールされます。

chmod() (safe_mode が有効な場合のみ)
copy()
fileperms()
fileinode()
filesize()
fileowner()
filegroup()
fileatime()
filemtime()
filectime()
filetype()
is_writable()
is_readable()
is_executable()
is_file()
is_dir()
is_link()
file_exists()
lstat()
stat()
SplFileInfo::getPerms()
SplFileInfo::getInode()
SplFileInfo::getSize()
SplFileInfo::getOwner()
SplFileInfo::getGroup()
SplFileInfo::getATime()
SplFileInfo::getMTime()
SplFileInfo::getCTime()
SplFileInfo::getType()
SplFileInfo::isWritable()
SplFileInfo::isReadable()
SplFileInfo::isExecutable()
SplFileInfo::isFile()
SplFileInfo::isDir()
SplFileInfo::isLink()
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RecursiveDirectoryIterator::hasChildren()

パラメータ
path

情報を取得したいファイルの URL。 URL の区切り文字は :// でなければならないことに注意しましょう。 それ以外の形式の URL はサポートしていません。
flags

ストリーム API が設定する追加のフラグ。以下の値の OR で組み合わせて使用します。

Flag Description

STREAM_URL_STAT_LINK 他のリソースへのリンクを行うことができるリソース (たとえば HTTP Location: による転送やファイルシステムのシンボリックリンク)。 このフラグを指定すると、リンク先のリソースの情報ではなくリンクそのものの情報のみを返します。
このフラグは、lstat()、 is_link() あるいは filetype() に対応して設定されます。

STREAM_URL_STAT_QUIETこのフラグが設定されると、ラッパーが一切エラーを発生しなくなります。 フラグが設定されていない場合、 パス情報の取得中に発生したエラーは trigger_error() を用いて通知します。

返り値

stat() が返すのと同じ要素を返さなければなりません。 未知の値、あるいは取得できない値については適切な値 (通常は 0) を設定します。

エラー / 例外

このメソッドのコールに (未実装などの理由で) 失敗した場合、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

有効なコンテキストがコール元関数に渡された場合に streamWrapper->context プロパティが更新されます。

参考

stat() - ファイルに関する情報を取得する
streamwrapper::stream_stat() - ファイルリソースについての情報を取得する

目次
streamWrapper::__construct — 新しいストリームラッパーを作成する
streamWrapper::dir_closedir — ディレクトリハンドルを閉じる
streamWrapper::dir_opendir — ディレクトリハンドルをオープンする
streamWrapper::dir_readdir — ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
streamWrapper::dir_rewinddir — ディレクトリハンドルを巻き戻す
streamWrapper::mkdir — ディレクトリを作成する
streamWrapper::rename — ファイルあるいはディレクトリの名前を変える
streamWrapper::rmdir — ディレクトリを削除する
streamWrapper::stream_cast — 元となるリソースを取得する
streamWrapper::stream_close — リソースを閉じる
streamWrapper::stream_eof — ファイルポインタが終端にあるかどうかを調べる
streamWrapper::stream_flush — 出力をフラッシュする
streamWrapper::stream_lock — ファイルのアドバイザリ・ロック
streamWrapper::stream_open — ファイルあるいは URL をオープンする
streamWrapper::stream_read — ストリームから読み込む
streamWrapper::stream_seek — ストリーム内の特定の場所に移動する
streamWrapper::stream_set_option — ストリームのオプションを変更する
streamWrapper::stream_stat — ファイルリソースについての情報を取得する
streamWrapper::stream_tell — ストリームの現在位置を取得する
streamWrapper::stream_write — ストリームに書き込む
streamWrapper::unlink — ファイルを削除する
streamWrapper::url_stat — ファイルについての情報を取得する

ストリーム 関数

set_socket_blocking
(PHP 4, PHP 5)
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set_socket_blocking — のエイリアス stream_set_blocking()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 stream_set_blocking()

警告

このエイリアスは PHP 5.3.0 で 非推奨 となりました。 このエイリアスを使用しないことを強く推奨します。

stream_bucket_append
(PHP 5)

stream_bucket_append — bucket を brigade に追加する

説明

void stream_bucket_append ( resource $brigade , resource $bucket )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

stream_bucket_make_writeable
(PHP 5)

stream_bucket_make_writeable — 操作する brigade から bucket オブジェクトを返す

説明

object stream_bucket_make_writeable ( resource $brigade )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

stream_bucket_new
(PHP 5)

stream_bucket_new — 現在のストリームで使用する新しい bucket を作成する

説明

object stream_bucket_new ( resource $stream , string $buffer )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

stream_bucket_prepend
(PHP 5)

stream_bucket_prepend — bucket を brigade に追加する

説明

void stream_bucket_prepend ( resource $brigade , resource $bucket )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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stream_context_create
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_context_create — ストリームコンテキストを作成する

説明

resource stream_context_create ([ array $options [, array $params ]] )

options に、 指定されたオプションが予め設定されたストリームコンテキストを作成し、 それを返します。

パラメータ
options

次のような形式の連想配列からなる連想配列でなくてはなりません。 $arr['wrapper']['option'] = $value.

デフォルトは空の配列です。
params

$arr['parameter'] = $value 形式の連想配列でなくてばなりません。 標準のストリームパラメータについては コンテキストパラメータ を参照ください。

返り値

ストリームコンテキストリソースを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションの引数 params が追加されました。

例

例1 stream_context_create() の使用
<?php
$opts = array(
  'http'=>array(
    'method'=>"GET",
    'header'=>"Accept-language: en\r\n" .
              "Cookie: foo=bar\r\n"
  )
);

$context = stream_context_create($opts);

/* 上のヘッダと共に http リクエストを www.example.com に対して
   送出します */
$fp = fopen('http://www.example.com', 'r', false, $context);
fpassthru($fp);
fclose($fp);
?>

参考

stream_context_set_option() - ストリーム / ラッパ / コンテキストのオプションを設定する
サポートするラッパーのリスト (サポートするプロトコル/ラッパー)
コンテキストオプション (コンテキストオプションとパラメータ)

stream_context_get_default
(PHP 5 >= 5.1.0)

stream_context_get_default — デフォルトのストリームコンテキストを取得する

説明

resource stream_context_get_default ([ array $options ] )

（fopen()、file_get_contents() のような） ファイル操作関数がコンテキストパラメータなしでコールされた場合に使用される デフォルトのストリームコンテキストを返します。デフォルトコンテキストに 関するオプションは、stream_context_create() と同じ 構文で任意に指
定することが可能です。

パラメータ
options

options  $arr['wrapper']['option'] = $value 
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は、 のような形式の、連想配列の連想配列である必要があります。

注意:

PHP 5.3.0 以降では、stream_context_set_default() 関数でデフォルトのコンテキストを設定することが可能です。

返り値

ストリームコンテキストリソースを返します。

例

例1 stream_context_get_default() の使用
<?php
$default_opts = array(
  'http'=>array(
    'method'=>"GET",
    'header'=>"Accept-language: en\r\n" .
              "Cookie: foo=bar",
    'proxy'=>"tcp://10.54.1.39:8000"
  )
);

$alternate_opts = array(
  'http'=>array(
    'method'=>"POST",
    'header'=>"Content-type: application/x-www-form-urlencoded\r\n" .
              "Content-length: " . strlen("baz=bomb"),
    'content'=>"baz=bomb"
  )
);

$default = stream_context_get_default($default_opts);
$alternate = stream_context_create($alternate_opts);

/* www.example.com に対する通常の GET リクエストを、プロキシサーバ 10.54.1.39
 * に対して送信します。コンテキストオプション $default_opts を使用します。
 */
readfile('http://www.example.com');

/* POST リクエストを、直接 www.example.com に送信します。
 * コンテキストオプション $alternate_opts を使用します。
 */
readfile('http://www.example.com', false, $alternate);

?>

参考

stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する
サポートするラッパーとコンテキストオプションの一覧 (サポートするプロトコル/ラッパー).

stream_context_get_options
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_context_get_options — ストリーム / ラッパ / コンテキストに設定されているオプションを取得する

説明

array stream_context_get_options ( resource $stream_or_context )

指定されたストリームまたはコンテキストに設定されたオプションを配列として返します。

パラメータ
stream_or_context

オプションを取得したいストリームあるいはコンテキスト。

返り値

オプションを連想配列で返します。

例

例1 stream_context_get_options() の例
<?php
$params = array("method" => "POST");

stream_context_get_default(array("http" => $params));

var_dump(stream_context_get_options(stream_context_get_default()));

?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  ["http"]=>
  array(1) {
    ["method"]=>
    string(4) "POST"
  }
}

stream_context_get_params
(PHP 5 >= 5.3.0)

stream_context_get_params — コンテキストのパラメータを取得する

説明

array stream_context_get_params ( resource $stream_or_context )

パラメータおよびオプションの情報を、ストリームあるいはコンテキストから取得します。

パラメータ
stream_or_context

ストリームリソースあるいは コンテキストリソース。

返り値

すべてのコンテキストオプションおよびパラメータを含む連想配列を返します。

例

例1 stream_context_get_params() の例

基本的な使用例です。
<?php
$ctx = stream_context_create();
$params = array("notification" => "stream_notification_callback");
stream_context_set_params($ctx, $params);

var_dump(stream_context_get_params($ctx));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["notification"]=>
  string(28) "stream_notification_callback"
  ["options"]=>
  array(0) {
  }
}

参考

stream_context_set_option() - ストリーム / ラッパ / コンテキストのオプションを設定する
stream_context_get_params()
stream_context_set_params() - ストリーム / ラッパ / コンテキストのパラメータを設定する

stream_context_set_default
(PHP 5 >= 5.3.0)

stream_context_set_default — デフォルトのストリームコンテキストを設定する

説明

resource stream_context_set_default ( array $options )

(fopen()、file_get_contents() のような) ファイル操作関数がコンテキストパラメータなしでコールされた場合に使用される デフォルトのストリームコンテキストを設定します。 stream_context_create() と同じ構文が使用できます。

パラメータ
options
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デフォルトコンテキストに設定するオプション。

注意:

options は、 $arr['wrapper']['option'] = $value のような形式の、連想配列の連想配列である必要があります。

返り値

デフォルトのストリームコンテキストを返します。

例

例1 stream_context_set_default() の例
<?php
$default_opts = array(
  'http'=>array(
    'method'=>"GET",
    'header'=>"Accept-language: en\r\n" .
              "Cookie: foo=bar",
    'proxy'=>"tcp://10.54.1.39:8000"
  )
);

$default = stream_context_set_default($default_opts);

/* www.example.com に対する通常の GET リクエストを、プロキシサーバ 10.54.1.39
 * に対して送信します。コンテキストオプション $default_opts を使用します。
 */
readfile('http://www.example.com');
?>

参考

stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する
stream_context_get_default() - デフォルトのストリームコンテキストを取得する
サポートするラッパーとコンテキストオプションの一覧 (サポートするプロトコル/ラッパー).

stream_context_set_option
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_context_set_option — ストリーム / ラッパ / コンテキストのオプションを設定する

説明

bool stream_context_set_option ( resource $stream_or_context , string $wrapper , string $option , mixed $value )
bool stream_context_set_option ( resource $stream_or_context , array $options )

指定されたストリームまたはコンテキストのオプションを設定します。 value の内容が wrapper に対する option として設定されます。

パラメータ
stream_or_context

オプションを適用したいストリームあるいはコンテキストリソース。
options

デフォルトコンテキストに設定するオプション。

注意:

options は、 $arr['wrapper']['option'] = $value のような形式の、連想配列の連想配列である必要があります。

ストリームオプションの一覧は コンテキストオプションおよびパラメータを参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

stream_context_set_params
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_context_set_params — ストリーム / ラッパ / コンテキストのパラメータを設定する
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説明

bool stream_context_set_params ( resource $stream_or_context , array $params )

指定したコンテキストのパラメータを設定します。

パラメータ
stream_or_context

パラメータを適用したいストリームあるいはコンテキスト。
params

設定するパラメータ。

注意:

params は、次のような形式の連想配列でなくてはなりません: $params['paramname'] = "paramvalue";

サポートするパラメータ

パラメータ 目的
notificationストリームから何らかの通知があった時に呼ばれる、ユーザ定義のコールバック関数を指定します。
options コンテキストオプションおよびパラメータ へのオプションの配列を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

stream_copy_to_stream
(PHP 5)

stream_copy_to_stream — データをあるストリームから別のストリームにコピーする

説明

int stream_copy_to_stream ( resource $source , resource $dest [, int $maxlength = -1 [, int $offset = 0 ]] )

現在の位置（あるいはもし指定されていれば offset の位置）から最大 maxlength バイトのデータを source から dest にコピーします。もし maxlength が指定されていない 場合は、source にある残りすべてのデータが コピーされます。

パラメータ
source

コピー元のストリーム。
dest

コピー先のストリーム。
maxlength

コピーする最大バイト数。
offset

コピーを開始する位置。

返り値

コピーされたバイト数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 offset パラメータが追加されました。

例

例1 stream_copy_to_stream() の例
<?php
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$src = fopen('http://www.example.com', 'r');
$dest1 = fopen('first1k.txt', 'w');
$dest2 = fopen('remainder.txt', 'w');

echo stream_copy_to_stream($src, $dest1, 1024) . " バイトが first1k.txt にコピーされました\n";
echo stream_copy_to_stream($src, $dest2) . " バイトが remainder.txt にコピーされました\n";
?>

参考

copy() - ファイルをコピーする

stream_encoding
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

stream_encoding — ストリームのエンコード用の文字セットを設定する

説明

bool stream_encoding ( resource $stream [, string $encoding ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

stream_filter_append
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_filter_append — ストリームにフィルタを付加する

説明

resource stream_filter_append ( resource $stream , string $filtername [, int $read_write [, mixed $params ]] )

filtername で指定されたフィルタを、 stream に付加されているフィルタのリストに加えます。

パラメータ
stream

対象となるストリーム。
filtername

フィルタ名。
read_write

デフォルトでは、 stream_filter_append() は ストリームが読み込み用に開かれている場合は (つまり、オープンモードが r あるいは + を伴う場合は)、 フィルタを リードフィルタチェイン に追加し、 ストリームが書き出し用に開かれている場合は(つまり、オープン
モードが w か aか、あるいは+ を伴う場合は)、 ライトフィルターチェィンにも追加します。 STREAM_FILTER_READ・ STREAM_FILTER_WRITE・ STREAM_FILTER_ALL を read_writeパラメータに渡すことで、この挙動を変えることができます。

params

このフィルタは、指定された params と共に、 リストの末尾に追加され、ストリームに対する操作の中で最後に呼び出されます。 フィルタをリストの先頭に加えたいときは、stream_filter_prepend() を使ってください。

返り値

リソースを返します。 このリソースは、stream_filter_remove() をコールする際にこのフィルタインスタンスを参照するために使用可能です。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 PHP 5.1.0 より前のバージョンでは、この関数は成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 フィルタの適用される場所を制御する
<?php
/* ファイルを読み書き用に開く */
$fp = fopen('test.txt', 'w+');

/* ROT13 フィルタをライトフィルタチェインに付加する。
 * リードフィルタチェインには付加しない。*/
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stream_filter_append($fp, "string.rot13", STREAM_FILTER_WRITE);

/* 単純な文字列をファイルに書き出す。
 * この文字列には、出口で ROT13 変換が適用される。
 */
fwrite($fp, "This is a test\n");

/* ファイルの最初に戻る */
rewind($fp);

/* 書き出した内容を読み戻す。
 * もし、フィルタがリードフィルタチェインにも
 * 付加されていれば、再び読み出し時に ROT13 が適用され、
 * テキストは元の状態に戻るはず。 */
fpassthru($fp);

fclose($fp);

/* 期待される出力
   ---------------

Guvf vf n grfg

 */
?>

注意

注意: カスタム(ユーザ)フィルタを使うには
カスタムフィルタを filtername に指定するためには、 まず stream_filter_register() 関数でそれを登録しておく 必要があります。

注意: ストリームデータは（ローカルおよびリモートの）リソースからチャンク単位で 読み込まれ、内部バッファに保持されます。新しいフィルタがストリームに 追加されると、内部バッファのデータがその時点でフィルタリングされます。 これは
stream_filter_prepend() の挙動とは違います。

注意: フィルタが読み込み用および書き込み用に追加されると、フィルタのインスタンスが 2 つ作成されます。両方のフィルタリソースを取得するには、 STREAM_FILTER_READ と STREAM_FILTER_WRITE で stream_filter_append() を 2 回コールしなければなりません。

参考

stream_filter_register() - ユーザ定義のストリームフィルタを登録する
stream_filter_prepend() - フィルタをストリームに付加する
stream_get_filters() - 登録されているフィルタのリストを取得する

stream_filter_prepend
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_filter_prepend — フィルタをストリームに付加する

説明

resource stream_filter_prepend ( resource $stream , string $filtername [, int $read_write [, mixed $params ]] )

filtername で指定されたフィルタを、 stream に付加されているフィルタのリストに加えます。

パラメータ
stream

対象となるストリーム。
filtername

フィルタ名。
read_write

デフォルトでは、 stream_filter_prepend() は ストリームが読み込み用に開かれている場合は (つまり、オープンモードが r あるいは + を伴う場合は)、 フィルタを リードフィルタチェイン に追加し、 ストリームが書き出し用に開かれている場合は(つまり、オープン
モードが w か aか、あるいは+ を伴う場合は)、 ライトフィルターチェィンにも追加します。 STREAM_FILTER_READ・ STREAM_FILTER_WRITE・ STREAM_FILTER_ALL を read_writeパラメータに渡すことで、この挙動を変えることができます。 このパラメータを使った例について
は、 stream_filter_append() を参照ください。

params

このフィルタは、指定された params と共に、 リストの先頭に追加され、ストリームに対する操作の中で最初に呼び出されます。 フィルタをリストの末尾に加えたいときは、stream_filter_append() を使ってください。

返り値

リソースを返します。このリソースは stream_filter_remove() のコール時にこの フィルタのインスタンスを指定するために使用可能です。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 PHP 5.1.0 より前のバージョンでは、この関数は 成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。
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注意

注意: カスタム(ユーザ)フィルタを使うには
カスタムフィルタを filtername に指定するためには、 まず stream_filter_register() 関数でそれを登録しておく 必要があります。

注意: ストリームデータは（ローカルおよびリモートの）リソースからチャンク単位で 読み込まれ、内部バッファに保持されます。新しいフィルタがストリームに 追加されても、内部バッファにあるデータのうち既に他のフィルタの処理が 終わっているものは新しい
フィルタでは処理されません。 これは stream_filter_apppend() の挙動とは違います。

注意: フィルタが読み込み用および書き込み用に追加されると、フィルタのインスタンスが 2 つ作成されます。両方のフィルタリソースを取得するには、 STREAM_FILTER_READ と STREAM_FILTER_WRITE で stream_filter_prepend() を 2 回コールしなければなりませ
ん。

参考

stream_filter_register() - ユーザ定義のストリームフィルタを登録する
stream_filter_append() - ストリームにフィルタを付加する

stream_filter_register
(PHP 5)

stream_filter_register — ユーザ定義のストリームフィルタを登録する

説明

bool stream_filter_register ( string $filtername , string $classname )

stream_filter_register() は、fopen() や fread() などのファイルシステムの関数で利用可能な 登録されているどの種類のストリームとも一緒に使うことのできる カスタムフィルタを登録します。

パラメータ
filtername

登録するフィルタ名。
classname

フィルタを実装するには、まず、php_user_filter を継承したクラスの下記に示されたメンバ関数を実装しなくてはなりません。 PHP は、書き込みまたは読み出し操作を カスタムフィルタの付加されたストリームに対して行う際に、まず データをそのフィルタに(そして、
付加されている他のすべてのフィルタにも) 渡し、指示どおりストリームのデータが変更されるようにします。 下記のメソッドは、説明の通り実装されなくてはなりません。 さもないと、定義されていない動作をします。

int filter ( resource $in , resource $out , int &$consumed , bool $closing )

このメソッドは、fread() や fwrite() 等の関数で、付加されたストリームからデータを読み出す時や、 データを書き込む度に呼ばれます。 in は、bucket brigade (バケツリレー隊) を指すポインタです。 これは、フィルタの対象になるデータを含む複数の bucket オブジェ
クトから成っています。 out は、変更されたバケットが渡される bucket brigade を示しています。 consumed は、参照渡しされるパラメータで、 ここには、フィルタが実際に処理した元のデータ長を加算します。 ほとんどの場合、それぞれのバケットについて、そのデー
タ長 $bucket->datalen を、そこに足すだけでいいはずです。 もし、ストリームが閉じようとしている時 (すなわちフィルタ連鎖の中の 最後の呼び出しだった時)、closing パラメータは、 TRUE となります。 filter() メソッドは、さらに、 次の値のいずれかを終了時に返
さなくてはなりません。

返り値 意味
PSFS_PASS_ON フィルタの処理に成功し、 out の バケツ隊 に データが渡されました。
PSFS_FEED_ME フィルタの処理に成功しましたが、データは返されませんでした。 ストリームあるいは前段階のフィルタに対してさらにデータが必要です。
PSFS_ERR_FATAL (default)フィルタにおいて復旧不可能なエラーが発生し、処理を継続できません。

bool onCreate ( void )
このメソッドは、フィルタクラスのオブジェクトが実体化されるときに 呼び出されます。もし、フィルタがバッファなど他のリソースを 確保したり初期化しなくてはならない場合、この時点で行ってください。 このメソッドを実装する際には、失敗した場合に FALSE、成
功した場合に TRUE を返すようにする必要があります。 最初にフィルタのインスタンスが作成され yourfilter->onCreate() がコールされた際に、 以下の表に示す多くのプロパティが使用可能となります。

プロパティ 内容
FilterClass->filternameインスタンス化されたフィルタの名前を含む文字列。 フィルタは複数の名前で登録されりワイルドカードで登録されたり することもありえます。どのような名前が使われたのか、 このプロパティで調べます。
FilterClass->params stream_filter_append() あるいは stream_filter_prepend() に渡すパラメータの内容。
FilterClass->stream The stream resource being filtered. Maybe available only during filter() calls when the closing parameter is set to FALSE.

void onClose ( void )

このメソッドは、フィルタが遮断される時(通常、ストリームが遮断 される時)に呼ばれます。また、同様に、flush メソッドが 呼ばれた後に呼び出されます。 もし、何らかのリソースが、oncreate メソッドの 呼び出し時に確保されていた場合は、それらをここで廃棄する
のが いいでしょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

stream_filter_register() は、 指定された filtername がすでに定義されている場合、 FALSE を返します。
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例

例1 foo-bar.txt ストリームの文字を大文字化するフィルタ

下記の例は、読み込まれたり書き出されたりするデータに含まれるすべての英文字を 大文字化する strtoupper ストリームを実装し、foo-bar.txt ストリームに適用するものです。
<?php

/* フィルタクラスを定義する */
class strtoupper_filter extends php_user_filter {
  function filter($in, $out, &$consumed, $closing)
  {
    while ($bucket = stream_bucket_make_writeable($in)) {
      $bucket->data = strtoupper($bucket->data);
      $consumed += $bucket->datalen;
      stream_bucket_append($out, $bucket);
    }
    return PSFS_PASS_ON;
  }
}

/* PHP にフィルタを登録する */
stream_filter_register("strtoupper", "strtoupper_filter")
    or die("Failed to register filter");

$fp = fopen("foo-bar.txt", "w");

/* フィルタを開いたストリームに付加する */
stream_filter_append($fp, "strtoupper");

fwrite($fp, "Line1\n");
fwrite($fp, "Word - 2\n");
fwrite($fp, "Easy As 123\n");

fclose($fp);

/* ファイルを読み出し出力する
 */
readfile("foo-bar.txt");

?>

上の例の出力は以下となります。
LINE1
WORD - 2
EASY AS 123

例2 複数のフィルタ名に対応する一般的なフィルタクラスを登録する
<?php

/* フィルタクラスを定義する */
class string_filter extends php_user_filter {
  var $mode;

  function filter($in, $out, &$consumed, $closing)
  {
    while ($bucket = stream_bucket_make_writeable($in)) {
      if ($this->mode == 1) {
        $bucket->data = strtoupper($bucket->data);
      } elseif ($this->mode == 0) {
        $bucket->data = strtolower($bucket->data);
      }

      $consumed += $bucket->datalen;
      stream_bucket_append($out, $bucket);
    }
    return PSFS_PASS_ON;
  }

  function onCreate()
  {
    if ($this->filtername == 'str.toupper') {
      $this->mode = 1;
    } elseif ($this->filtername == 'str.tolower') {
      $this->mode = 0;
    } else {
      /* その他の str.* フィルタが問い合わせられた場合は
         失敗を報告し、PHP が検索を続けられるようにする */
      return false;
    }

    return true;
  }
}

/* PHP にフィルタを登録する */
stream_filter_register("str.*", "string_filter")
    or die("Failed to register filter");

$fp = fopen("foo-bar.txt", "w");

/* フィルタを開いたストリームに付加する
   ここで str.tolower をバインドすることも可能 */
stream_filter_append($fp, "str.toupper");

fwrite($fp, "Line1\n");
fwrite($fp, "Word - 2\n");
fwrite($fp, "Easy As 123\n");

fclose($fp);

/* ファイルを読み出し出力する
 */
readfile("foo-bar.txt");
?>

上の例の出力は以下となります。
LINE1
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WORD - 2
EASY AS 123

参考

stream_wrapper_register() - PHP のクラスとして実装された URL ラッパーを登録する
stream_filter_append() - ストリームにフィルタを付加する
stream_filter_prepend() - フィルタをストリームに付加する

stream_filter_remove
(PHP 5 >= 5.1.0)

stream_filter_remove — ストリームからフィルタを取り除く

説明

bool stream_filter_remove ( resource $stream_filter )

事前に stream_filter_prepend() あるいは stream_filter_append() でストリームに追加した フィルタを削除します。フィルタの内部バッファに残っているデータは 削除前にフラッシュされ、次のフィルタに渡されます。

パラメータ
stream_filter

削除するストリームフィルタ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ストリームの再フィルタリングを動的に行う
<?php
/* テストファイルを読み込み/書き込みモードでオープンします */
$fp = fopen("test.txt", "rw");

$rot13_filter = stream_filter_append($fp, "string.rot13", STREAM_FILTER_WRITE);
fwrite($fp, "This is ");
stream_filter_remove($rot13_filter);
fwrite($fp, "a test\n");

rewind($fp);
fpassthru($fp);
fclose($fp);

?>

上の例の出力は以下となります。
Guvf vf a test

参考

stream_filter_register() - ユーザ定義のストリームフィルタを登録する
stream_filter_append() - ストリームにフィルタを付加する
stream_filter_prepend() - フィルタをストリームに付加する

stream_get_contents
(PHP 5)

stream_get_contents — 残りのストリームを文字列に読み込む

説明

string stream_get_contents ( resource $handle [, int $maxlength = -1 [, int $offset = -1 ]] )

file_get_contents() と似ていますが、 stream_get_contents() は既にオープンしている ストリームリソースに対して操作を行います。そして、指定した offset から始まる最大 maxlength バイトのデータを取得して文字列に 保存します。

パラメータ

handle (resource)
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ストリームリソース（例: fopen() の返す値）。

maxlength (integer)

読み込む最大バイト数。デフォルトは -1 （バッファの残りのデータをすべて読み込む）。

offset (integer)

読み込みを開始する前に移動する位置。負の数を指定した場合は移動が発生せず、 現在位置から読み込みを開始します。

返り値

文字列を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 offset が追加されました。

例

例1 stream_get_contents() の例
<?php

if ($stream = fopen('http://www.example.com', 'r')) {
    // オフセット 10 から開始して、残りのすべてのページを表示します
    echo stream_get_contents($stream, -1, 10);

    fclose($stream);
}

if ($stream = fopen('http://www.example.net', 'r')) {
    // 最初の 5 バイトを表示します
    echo stream_get_contents($stream, 5);

    fclose($stream);
}

?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fpassthru() - ファイルポインタ上に残っているすべてのデータを出力する

stream_get_filters
(PHP 5)

stream_get_filters — 登録されているフィルタのリストを取得する

説明

array stream_get_filters ( void )

実行中のシステムに登録されているフィルタの一覧を取得します。

返り値

使用可能なすべてのストリームフィルタの名前を含む配列を返します。

例

例1 stream_get_filters() を使用する
<?php
$streamlist = stream_get_filters();
print_r($streamlist);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array (
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  [0] => string.rot13
  [1] => string.toupper
  [2] => string.tolower
  [3] => string.base64
  [4] => string.quoted-printable
)

参考

stream_filter_register() - ユーザ定義のストリームフィルタを登録する
stream_get_wrappers() - 登録されているストリームのラッパのリストを取得する

stream_get_line
(PHP 5)

stream_get_line — 指定されたデリミタの位置までのデータを一行分としてストリームから読み込む

説明

string stream_get_line ( resource $handle , int $length [, string $ending ] )

指定したハンドルから一行取得します。

読み込みは、length バイト読まれたか、 ending で指定された文字列がストリームに見つかった か (この文字列は返値に 含まれません)、あるいは EOF に達したとき、のうち一番最初に遭遇したところで停止します。

この関数は fgets() とほとんど同一ですが、 \n や \r 、\r\n といった一般的な文字列以外を行末を示すデリミタ として指定できる点で、またデリミタ自体を返値に 含まない 点で異なります。

パラメータ
handle

有効なファイルハンドル。
length

ハンドルから読み込むバイト数。
ending

オプションのデリミタ文字列。

返り値

最大 length バイトの、 handle で指定されたリソースから読み込んだデータを返します。

エラーが発生した際には、FALSE を返します。

参考

fread() - バイナリセーフなファイルの読み込み
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetc() - ファイルポインタから1文字取り出す

stream_get_meta_data
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_get_meta_data — ヘッダーあるいはメタデータをストリームまたはファイルポインタから取得する

説明

array stream_get_meta_data ( resource $stream )

既存の stream に関する情報を返します。

パラメータ
stream

ストリームは fopen() か、 fsockopen() か、pfsockopen() で 作成されたいずれのものも指定できます。

返り値
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結果の配列は次のような項目を含みます。

timed_out (bool) - 最後に fread() または fgets() でデータを待っている時にタイムアウトした場合 TRUE を返します。

blocked (bool) - ストリームがブロック I/O モードの場合に TRUE となります。 stream_set_blocking() を参照ください。

eof (bool) - ストリームが EOF に 達した時 TRUE となります。 ストリームがソケットベースの場合、このメンバーは、 たとえ unread_bytes が 0 でなくても TRUE になる場合があることに注意してください。 まだデータがあるかどうかを調べるには、このパラメータでは
なく、 feof() を使ってください。

unread_bytes (int) - PHP の 内部バッファにあるデータのバイト数。

注意: スクリプト中でこの値を使用してはいけません。

stream_type (string) - ストリームの下層にある実装を表すラベル

wrapper_type (string) - ストリームを覆うプロトコルラッパを表すラベル。 ラッパについては サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。

wrapper_data (mixed) - ストリームに付随しているラッパの固有のデータ。 ラッパとその固有の情報については、サポートするプロトコル/ラッパー を参照ください。

filters (array) - ストリームに付加されているフィルタの名称を格納した配列。 フィルタに関するドキュメントは 利用できるフィルタのリスト にあります。

mode (string) - このストリームに要求される アクセスモード（fopen() リファレンスの表 1 を参照ください）。

seekable (bool) - 現在のストリーム内で 移動が可能かどうか。

uri (string) - このストリームに関連付けられた URI / ファイル名。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 次の項目が返り値の配列に追加されました。 mode、seekable および uri。
4.3.0 次の項目が返り値の配列に追加されました。 stream_type、wrapper_type、 wrapper_data および filters。
4.3.0 socket_get_status() がこの関数のエイリアスとなりました。 PHP 4.3.0 より前のバージョンでは、この関数は最初の 4 つの項目を取得する関数で ソケットベースのストリームでしか使えませんでした。

例

例1 stream_get_meta_data() の例
<?php
$url = 'http://www.example.com/';

if (!$fp = fopen($url, 'r')) {
    trigger_error("Unable to open URL ($url)", E_USER_ERROR);
}

$meta = stream_get_meta_data($fp);

print_r($meta);

fclose($fp);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [wrapper_data] => Array
        (
            [0] => HTTP/1.1 200 OK
            [1] => Server: Apache/2.2.3 (Red Hat)
            [2] => Last-Modified: Tue, 15 Nov 2005 13:24:10 GMT
            [3] => ETag: "b300b4-1b6-4059a80bfd280"
            [4] => Accept-Ranges: bytes
            [5] => Content-Type: text/html; charset=UTF-8
            [6] => Set-Cookie: FOO=BAR; expires=Fri, 21-Dec-2012 12:00:00 GMT; path=/; domain=.example.com
            [6] => Connection: close     
            [7] => Date: Fri, 16 Oct 2009 12:00:00 GMT
            [8] => Age: 1164   
            [9] => Content-Length: 438
        )

    [wrapper_type] => http
    [stream_type] => tcp_socket/ssl
    [mode] => r
    [unread_bytes] => 438
    [seekable] => 
    [uri] => http://www.example.com/
    [timed_out] => 
    [blocked] => 1
    [eof] => 
)

注意

注意:

この関数は、Socket 拡張モジュール で作成したソケットでは動作しません。

参考
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get_headers() - HTTP リクエストに対するレスポンス内で サーバによって送出された全てのヘッダを取得する
$http_response_header

stream_get_transports
(PHP 5)

stream_get_transports — 登録されたソケットのトランスポートの一覧を取得する

説明

array stream_get_transports ( void )

スクリプトを走らせているシステムにおいて利用可能なソケットのトランスポートのリストを配列として返します。

返り値

ソケットのトランスポート名の配列を返します。

例

例1 stream_get_transports() を使った例
<?php
$xportlist = stream_get_transports();
print_r($xportlist);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array (
  [0] => tcp
  [1] => udp
  [2] => unix
  [3] => udg
)

参考

stream_get_filters() - 登録されているフィルタのリストを取得する
stream_get_wrappers() - 登録されているストリームのラッパのリストを取得する

stream_get_wrappers
(PHP 5)

stream_get_wrappers — 登録されているストリームのラッパのリストを取得する

説明

array stream_get_wrappers ( void )

実行中のシステムで使用可能な、登録済みのストリームの一覧を取得します。

返り値

スクリプトを走らせているシステム上で使うことのできるすべてのストリーム ラッパの名前を配列の形で返します。

例

例1 stream_get_wrappers() の例
<?php
print_r(stream_get_wrappers());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => php
    [1] => file
    [2] => http
    [3] => ftp
    [4] => compress.bzip2
    [5] => compress.zlib
)
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例2 ストリームラッパのが存在するかどうかを調べる
<?php
// bzip2 ストリームラッパが存在するかどうかを調べます
if (in_array('compress.bzip2', stream_get_wrappers())) {
    echo 'compress.bzip2:// サポートが有効です。';
} else {
    echo 'compress.bzip2:// サポートは有効ではありません。';
}
?>

参考

stream_wrapper_register() - PHP のクラスとして実装された URL ラッパーを登録する

stream_is_local
(PHP 5 >= 5.2.4)

stream_is_local — ローカルストリームかどうかを調べる

説明

bool stream_is_local ( mixed $stream_or_url )

ストリームあるいは URL が、ローカルのものであるかどうかを調べます。

パラメータ
stream_or_url

調べたいストリームリソースあるいは URL。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 stream_is_local() の例

基本的な使用例です。
<?php
var_dump(stream_is_local("http://example.com"));
var_dump(stream_is_local("/etc"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(false)
bool(true)

stream_notification_callback
(PHP 5 >= 5.2.0)

stream_notification_callback — notification コンテキストパラメータ用のコールバック関数

説明

void stream_notification_callback ( int $notification_code , int $severity , string $message , int $message_code , int $bytes_transferred , int $bytes_max )

イベント発生時にコールされるコールバック関数です。 notification context parameter が使用します。

注意:

これは実際の関数では ありません。 コールバック関数がどうあるべきかというプロトタイプだけを示すものです。

パラメータ
notification_code

STREAM_NOTIFY_* 通知定数のひとつ。
severity
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STREAM_NOTIFY_SEVERITY_* 通知定数のひとつ。
message

イベントについて説明するメッセージが存在する場合に渡されます。
message_code

イベントについて説明するコードが存在する場合に渡されます。

この値の意味は、使用するラッパーによって異なります。
bytes_transferred

利用可能な場合は bytes_transferred の値が格納されます。
bytes_max

利用可能な場合は bytes_max の値が格納されます。

返り値

値を返しません。

例

例1 stream_notification_callback() の例
<?php
function stream_notification_callback($notification_code, $severity, $message, $message_code, $bytes_transferred, $bytes_max) {

    switch($notification_code) {
        case STREAM_NOTIFY_RESOLVE:
        case STREAM_NOTIFY_AUTH_REQUIRED:
        case STREAM_NOTIFY_COMPLETED:
        case STREAM_NOTIFY_FAILURE:
        case STREAM_NOTIFY_AUTH_RESULT:
            var_dump($notification_code, $severity, $message, $message_code, $bytes_transferred, $bytes_max);
            /* 無視 */
            break;

        case STREAM_NOTIFY_REDIRECTED:
            echo "Being redirected to: ", $message;
            break;

        case STREAM_NOTIFY_CONNECT:
            echo "Connected...";
            break;

        case STREAM_NOTIFY_FILE_SIZE_IS:
            echo "Got the filesize: ", $bytes_max;
            break;

        case STREAM_NOTIFY_MIME_TYPE_IS:
            echo "Found the mime-type: ", $message;
            break;

        case STREAM_NOTIFY_PROGRESS:
            echo "Made some progress, downloaded ", $bytes_transferred, " so far";
            break;
    }
    echo "\n";
}

$ctx = stream_context_create();
stream_context_set_params($ctx, array("notification" => "stream_notification_callback"));

file_get_contents("http://php.net/contact", false, $ctx);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Connected...
Found the mime-type: text/html; charset=utf-8
Being redirected to: http://no.php.net/contact
Connected...
Got the filesize: 0
Found the mime-type: text/html; charset=utf-8
Being redirected to: http://no.php.net/contact.php
Connected...
Got the filesize: 4589
Found the mime-type: text/html;charset=utf-8
Made some progress, downloaded 0 so far
Made some progress, downloaded 0 so far
Made some progress, downloaded 0 so far
Made some progress, downloaded 1440 so far
Made some progress, downloaded 2880 so far
Made some progress, downloaded 4320 so far
Made some progress, downloaded 5760 so far
Made some progress, downloaded 6381 so far
Made some progress, downloaded 7002 so far

例2 コマンドラインのダウンロードツール用のシンプルなプログレスバー
<?php
function usage($argv) {
    echo "Usage:\n";
    printf("\tphp %s <http://example.com/file> <localfile>\n", $argv[0]);
    exit(1);
}

function stream_notification_callback($notification_code, $severity, $message, $message_code, $bytes_transferred, $bytes_max) {
    static $filesize = null;
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    switch($notification_code) {
    case STREAM_NOTIFY_RESOLVE:
    case STREAM_NOTIFY_AUTH_REQUIRED:
    case STREAM_NOTIFY_COMPLETED:
    case STREAM_NOTIFY_FAILURE:
    case STREAM_NOTIFY_AUTH_RESULT:
        /* 無視 */
        break;

    case STREAM_NOTIFY_REDIRECTED:
        echo "Being redirected to: ", $message, "\n";
        break;

    case STREAM_NOTIFY_CONNECT:
        echo "Connected...\n";
        break;

    case STREAM_NOTIFY_FILE_SIZE_IS:
        $filesize = $bytes_max;
        echo "Filesize: ", $filesize, "\n";
        break;

    case STREAM_NOTIFY_MIME_TYPE_IS:
        echo "Mime-type: ", $message, "\n";
        break;

    case STREAM_NOTIFY_PROGRESS:
        if ($bytes_transferred > 0) {
            if (!isset($filesize)) {
                printf("\rUnknown filesize.. %2d kb done..", $bytes_transferred/1024);
            } else {
                $length = (int)(($bytes_transferred/$filesize)*100);
                printf("\r[%-100s] %d%% (%2d/%2d kb)", str_repeat("=", $length). ">", $length, ($bytes_transferred/1024), $filesize/1024);
            }
        }
        break;
    }
}

isset($argv[1], $argv[2]) or usage($argv);

$ctx = stream_context_create();
stream_context_set_params($ctx, array("notification" => "stream_notification_callback"));

$fp = fopen($argv[1], "r", false, $ctx);
if (is_resource($fp) && file_put_contents($argv[2], $fp)) {
    echo "\nDone!\n";
    exit(0);
}

$err = error_get_last();
echo "\nErrrrrorr..\n", $err["message"], "\n";
exit(1);
?>

上の例を php -n fetch.php http://no2.php.net/get/php-5-LATEST.tar.bz2/from/this/mirror php-latest.tar.bz2 のように実行すると、次のような出力となります。
Connected...
Mime-type: text/html; charset=utf-8
Being redirected to: http://no2.php.net/distributions/php-5.2.5.tar.bz2
Connected...
Filesize: 7773024
Mime-type: application/octet-stream
[========================================>                                                           ] 40% (3076/7590 kb)

参考

コンテキストパラメータ

stream_register_wrapper
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_register_wrapper — stream_wrapper_register() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 stream_wrapper_register().

stream_resolve_include_path
(PHP 5 >= 5.3.2)

stream_resolve_include_path — インクルードパスに対してファイル名を解決する

説明

string stream_resolve_include_path ( string $filename [, resource $context ] )

インクルードパスに対してファイル名を解決します。 fopen()/include() と同じルールに従います。

パラメータ
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string

解決するファイル名。
context

stream_context_create() で作成したコンテキストリソース。

返り値

成功した場合は解決したファイル名を返します。失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 stream_resolve_include_path() の例

基本的な使いかたです。
<?php
var_dump(stream_resolve_include_path("test.php"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
unicode(10) "/var/www/html/test.php"

stream_select
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_select — select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う

説明

int stream_select ( array &$read , array &$write , array &$except , int $tv_sec [, int $tv_usec = 0 ] )

stream_select() はストリームの配列を受け取ると、 それらの状態が変化するまで待ちます。機能としては、ストリームに対して 働くという点以外では socket_select() と同一です。

パラメータ
read

read 配列に列挙されたストリームに対しては、 何らかのデータがそのストリーム内で読み出せる状態にあるかどうか 監視が行われます (より正確にいえば、ブロックしないで読み出せる状態かどうか - 特にストリームが EOF に達したかどうか、です。このとき、 fread()
は長さ 0 の文字列を返します)。

write

write 配列に列挙されたストリームに対しては、 ブロックしないで書き込みができるかどうかの監視が行われます。
except

except 配列に列挙されたストリームに対しては、 重大な例外（"帯域外の"）データが発生したかどうかの監視が行われます。

注意:

stream_select() の終了時には、 どのストリームの状態が実際に変化したのかが分かるよう、 配列 read、write および except に変更が加えられます。

stream_select() のすべてのパラメータに配列を 渡す必要はありません。代わりに そのままにしておくことも、空の配列を渡すことも、NULL を渡すことも できます。このとき、それらの変数は参照渡しで渡されるため、 stream_select() から戻った時点で変更されてい
る 可能性があることに注意してください。

tv_sec

tv_sec と tv_usec は、一体となって、timeout パラメータを表現します。 tv_sec は秒数を指定し、一方 tv_usec はマイクロ秒数を指定します。 timeout は、stream_select() の実行から戻るまでの時間の上限です。 tv_sec および tv_usec の両方に 0 を指定すると
stream_select() はデータを待たずに一瞬で戻ります。 これは現在のストリームの状態を示します。

tv_sec が NULL (タイムアウトなし) の場合、 stream_select() はブロックしつづけ、調べている ストリームのひとつでイベントが発生する（あるいはシグナルがシステム コールを中断する）まで終了しません。

警告

タイムアウト値に 0 を指定すると、ストリームの 状態を即時に取得することが可能です。しかし、ループ内でタイムアウト 0 を指定するのは良い考えではありません。 そうすると大量の CPU 時間を消費してしまいます。

タイムアウト値を数秒にするとかなりましになります。しかし、どうしても 他のコードを同時に実行させながらチェックをする必要がある場合には、 少なくとも 200000 マイクロ秒以上のタイムアウトを 設定するようにしましょう。これであなたのスクリプトの CPU 使
用量を 抑えることができます。

タイムアウト値は、あくまでも経過時間の最大値であることを覚えておきましょう。 stream_select() は、指定したストリームが使用可能に なるとすぐに結果を返します。
tv_usec

tv_sec の説明を参照ください。
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返り値

成功した場合 stream_select() は、変更された 配列に何個のストリームリソースが格納されたかを示す数を返します。 もしタイムアウトの時間内に何も規定された事象が起こらなかった場合は 0 になることもあります。エラーの際は FALSE を返し、警告を発生させます （シス
テムコールが別のシグナルによって中断された場合などに起こりえます）。

例

例1 stream_select() の例

この例では、$stream1 あるいは $stream2 のどちらかに読み込めるデータが 到達したかどうかを調べます。 タイムアウトが 0 なので、すぐに結果を返します。
<?php
/* read 配列を用意 */
$read   = array($stream1, $stream2);
$write  = NULL;
$except = NULL;
if (false === ($num_changed_streams = stream_select($read, $write, $except, 0))) {
    /* エラー処理 */
} elseif ($num_changed_streams > 0) {
    /* 少なくとも 1 つのストリームに何らかの事象が起こりました。*/
}
?>

注意

注意:

現在の Zend Engine の実装上の制約により、NULL のような定数を この関数の参照渡しが行われるパラメータに直接指定することはできません。 代わりに一時的な変数を指定するか、一番左の変数が一時的な変数になるような 式を指定してください:

<?php
$e = NULL;
stream_select($r, $w, $e, 0);
?>

注意:

エラーかどうかをチェックするには === を使ってください。 stream_select() は 0 を返すことがあるため、その場合 FALSE と == 演算子で比較すると TRUE と評価されてしまうからです:

<?php
$e = NULL;
if (false === stream_select($r, $w, $e, 0)) {
    echo "stream_select() に失敗しました\n";
}
?>

注意:

配列に返されたストリームに対して読み込みまたは書き込み操作を行う際に、 必ずしもあなたの希望しただけデータが読まれたり書かれたりはしないことに 注意してください。たった 1 バイトしか読み出せない場合も、書き込めない 場合もあるのです。

注意:

Windows の互換性: Windows 98 では、 proc_open() が返すパイプに対して stream_select() を使用すると データが失われる可能性があります。

Windows では、proc_open() が返すファイル記述子に 対して stream_select() を使用すると 失敗して FALSE を返すことがあります。

参考

stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する

stream_set_blocking
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_set_blocking — ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する

説明

bool stream_set_blocking ( resource $stream , int $mode )

stream のモードをブロックあるいは非ブロックに設定します。

この関数は、非ブロックモードをサポートするすべてのストリーム (現在は、通常のファイルストリームとソケットストリームのみ) において利用可能です。

パラメータ
stream

ストリーム。
mode

mode が 0 の時、ストリームは 非ブロックモードに切り替えられ、1 の場合は、 ブロックモードに切り替えられます。このモードの違いは、 fgets() や fread() といった、ストリームからデータを読む関数に影響します。 非ブロックモードにおいては fgets() を呼び出すと
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どんな場合でもただちに呼び出し元に戻りますが、ブロックモードの場合では、 ストリームがデータを読み出せる状態になるまで待ちつづけます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 PHP 4.3.0 より前のバージョンでは、この関数はソケットベースのストリーム上でのみ動作します。

注意

注意:

この関数は以前は set_socket_blocking() という名前で後に socket_set_blocking() に変わりましたが、 この使用法は廃止されました。

参考

stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う

stream_set_read_buffer
(PHP 5 >= 5.3.3)

stream_set_read_buffer — 指定したストリームのファイル読み込みバッファリングを有効にする

説明

int stream_set_read_buffer ( resource $stream , int $buffer )

読み込みバッファを設定します。stream_set_write_buffer() と似ていますが、読み込み操作を対象としています。

パラメータ
stream

ファイルポインタ。
buffer

バッファのバイト数。 buffer が 0 であれば、読み込み操作はバッファされなくなります。 これにより、fread() による読み込み操作が、他の プロセスが同じ出力ストリームに対して何らかの書き込み操作を行う前に 完了することが保証されます。

返り値

成功時に 0 を、要求通りに設定できなかった場合は EOF を返します。

参考

stream_set_write_buffer() - 指定されたストリームのファイル書き込みバッファリングを有効にする

stream_set_timeout
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_set_timeout — ストリームにタイムアウトを設定する

説明

bool stream_set_timeout ( resource $stream , int $seconds [, int $microseconds = 0 ] )

stream にタイムアウトの値を設定します。 この値は、seconds と microseconds の和で表されます。

ストリームがタイムアウトとなった場合は、 stream_get_meta_data() が返す配列のキー 'timed_out' の値が TRUE に設定されます。エラーや警告が発生していなくても同様になります。

パラメータ
stream
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対象となるストリーム。
seconds

設定したいタイムアウトの秒数部分。
microseconds

設定したいタイムアウトのマイクロ秒数部分。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョ
ン 説明

4.3.0 PHP 4.3 より、この関数は、(潜在的には)どの種類の ストリームに対しても機能するようになりました。 PHP 4.3 では、ソケットベースのストリームが、 唯一この関数でサポートされている種類でしたが、他の拡張モジュール由来の モジュールはこの機能をサポー
トしているかもしれません。

例

例1 stream_set_timeout() の例
<?php
$fp = fsockopen("www.example.com", 80);
if (!$fp) {
    echo "開けません\n";
} else {

    fwrite($fp, "GET / HTTP/1.0\r\n\r\n");
    stream_set_timeout($fp, 2);
    $res = fread($fp, 2000);

    $info = stream_get_meta_data($fp);
    fclose($fp);

    if ($info['timed_out']) {
        echo 'Connection timed out!';
    } else {
        echo $res;
    }

}
?>

注意

注意:

この関数では、stream_socket_recvfrom() のような 高度な操作はできません。そのかわりに、timeout パラメータを指定して stream_select() を使用してください。

この関数は、以前は set_socket_timeout() 、その後は socket_set_timeout() と呼ばれたこともありましたが、 これらの利用は推奨されません。

参考

fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
fopen() - ファイルまたは URL をオープンする

stream_set_write_buffer
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

stream_set_write_buffer — 指定されたストリームのファイル書き込みバッファリングを有効にする

説明

int stream_set_write_buffer ( resource $stream , int $buffer )

stream で指定されたファイルポインタに buffer で表されたバイト数分だけ出力バッファを設定します。

fwrite() による出力は、通常では 8K バイトがバッファされます。 これは、もし同じストリームに対し出力を行おうとするプロセスが2つあったとき、 いずれかのプロセスは、他方のプロセスが出力できるように 8K バイト分 データを書き出したところで停止することを示して
います。

パラメータ
stream

ファイルポインタ。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

buffer

バッファのバイト数。 buffer が 0 であれば、書き込み操作はバッファされなくなります。 これにより、fwrite() による書き込み操作が、他の プロセスが同じ出力ストリームに対して何らかの書き込み操作を行う前に 完了することが保証されます。

返り値

成功時に 0 を、要求通りに設定できなかった場合は EOF を返します。

例

例1 stream_set_write_buffer() の例

次の例は、バッファされていないストリームを stream_set_write_buffer() によって作成する方法を示したものです。
<?php
$fp = fopen($file, "w");
if ($fp) {
  stream_set_write_buffer($fp, 0);
  fwrite($fp, $output);
  fclose($fp);
}
?>

参考

fopen() - ファイルまたは URL をオープンする
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理

stream_socket_accept
(PHP 5)

stream_socket_accept — stream_socket_server() で作られたソケットの接続を受け入れる

説明

resource stream_socket_accept ( resource $server_socket [, float $timeout = ini_get("default_socket_timeout") [, string &$peername ]] )

以前に stream_socket_server() によって作られたソケットの接続を受け入れます。

パラメータ
server_socket

接続元からの接続を受け付けるサーバソケット。
timeout

デフォルトのソケット接続待ちタイムアウトを上書きします。 時間は秒単位で指定します。
peername

接続元のクライアントの名前 (アドレス) が含まれていて、 選択したトランスポートで有効であった場合に、それを設定します。

注意:

後で stream_socket_get_name() を使用して指定することもできます。

返り値

受け付けたソケット接続へのストリームを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は UDP サーバソケットとともに使用すべきではありません。 代わりに stream_socket_recvfrom() および stream_socket_sendto() を使用します。

参考

stream_socket_server() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する
stream_socket_get_name() - ローカルまたはリモートのソケットの名前を取得する
stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする
feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
cURL 関数

stream_socket_client
(PHP 5)

stream_socket_client — インターネットドメインまたは Unix ドメインのソケット接続を開く

説明

resource stream_socket_client ( string $remote_socket [, int &$errno [, string &$errstr [, float $timeout = ini_get("default_socket_timeout") [, int $flags = STREAM_CLIENT_CONNECT [, resource $context ]]]]] )

remote_socket で指定された接続先との、 ストリームまたはデータグラム接続を確立します。 作成されるソケットのタイプは、[トランスポート]://[ターゲット] という形式の URL フォーマットによって指定された トランスポートによって決定されます。 TCP や UDP といった
インターネットドメインのソケット (AF_INET) には、remote_socket パラメータの ターゲット の部分は、ホスト名または IP アドレスと、 それに続くコロンで区切られたポート番号から構成されていなければなりません。 Unix ドメインのソケットの場合は、ターゲット の部分
は、ファイルシステムにおけるソケットのファイルを指定しなくては いけません。

注意:

ストリームはデフォルトではブロックモードで開かれますが、 stream_set_blocking() を使うことで非ブロックモードに 変更することができます。

パラメータ
remote_socket

接続するソケットのアドレス。
errno

接続に失敗した場合にシステムレベルのエラー番号が設定されます。
errstr

接続に失敗した場合にシステムレベルのエラーメッセージが設定されます。
timeout

connect() システムコールがタイムアウトとなるまでの秒数。

注意: このパラメータが適用されるのは、非同期通信を試みていない場合のみです。

注意:

ソケット上のデータの読み書きに関してタイムアウトを設定する必要がある場合は、 stream_set_timeout() を使ってください。 stream_socket_client() に渡される timeout は、ソケットの接続時にのみ適用されます。
flags

接続設定フラグの任意の組み合わせを指定できるビットフィールドです。 現在、接続設定フラグとして選択できる値は、 STREAM_CLIENT_CONNECT（デフォルト）、 STREAM_CLIENT_ASYNC_CONNECT と STREAM_CLIENT_PERSISTENT のみです。
context

stream_context_create() で作成した有効なコンテキストリソース。

返り値

成功した場合に、 fgets(), fgetss(), fwrite(), fclose(), feof() といった、ファイル関数と共に使うことのできるストリームリソースを返します。

エラー / 例外

失敗した場合は、errno と errstr に システムレベルの connect() 関数の実行時に発生したシステムレベルのエラーを表す値を返します。 もし、errno に返された値が 0 で、かつ、 この関数が FALSE を返した時は、 connect() システムコールの前に何らかのエラーが 発生した
ことを示しています。これは、多くの場合、ソケットの初期化 に失敗したことで起こります。errno と errstr パラメータは常に参照渡しされることに 留意してください。

例

例1 stream_socket_client() の例
<?php
$fp = stream_socket_client("tcp://www.example.com:80", $errno, $errstr, 30);
if (!$fp) {
    echo "$errstr ($errno)<br />\n";
} else {
    fwrite($fp, "GET / HTTP/1.0\r\nHost: www.example.com\r\nAccept: */*\r\n\r\n");
    while (!feof($fp)) {
        echo fgets($fp, 1024);
    }
    fclose($fp);
}
?>

2 UDP 
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例 接続の使用

ローカルホスト上で動いている UDP サービスの "daytime" (ポート 13) で日時の情報を取得します。
<?php
$fp = stream_socket_client("udp://127.0.0.1:13", $errno, $errstr);
if (!$fp) {
    echo "ERROR: $errno - $errstr<br />\n";
} else {
    fwrite($fp, "\n");
    echo fread($fp, 26);
    fclose($fp);
}
?>

注意

警告

UDP ソケットは、リモートホストに到達できなくても エラーを発生せず、開いているかような状態になることがありす。 このエラーは、実際にソケットに対して、読み込みや書き込み動作を 行ってみないと判断できません。原因としては、UDP が非接続型の プロトコルである
ことが挙げられます。つまり、実際にデータを 送受信する段階になるまで、OS の側では接続を確立しようとしないという ことです。

注意: 数値で IPv6 アドレスを指定するときは、 (例 fe80::1) アドレスを角カッコでくくらなくてはなりません。たとえば、 tcp://[fe80::1]:80.

注意:

環境により、Unix ドメインや接続タイムアウトが利用できない場合があります。 有効なトランスポートのリストは、stream_get_transports() で取得できます。組み込むのポートの一覧については、 サポートされるソケットトランスポートのリスト を参照くださ
い。

参考

stream_socket_server() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する
stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する
stream_select() - select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理
fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする
feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
cURL 関数

stream_socket_enable_crypto
(PHP 5 >= 5.1.0)

stream_socket_enable_crypto — 接続済みのソケットについて暗号化の on/off を切り替える

説明

mixed stream_socket_enable_crypto ( resource $stream , bool $enable [, int $crypto_type [, resource $session_stream ]] )

ストリームの暗号化を有効あるいは無効にします。

暗号化設定が確立されると、それ以降は enable パラメータに TRUE あるいは FALSE を指定することで暗号化の on/off を動的に切り替えられます。

パラメータ
stream

ストリームリソース。
enable

ストリームの暗号化を有効にするか無効にするか。
crypto_type

ストリームの暗号化の設定。以下の方法が使用できます。

STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv2_CLIENT
STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv3_CLIENT
STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv23_CLIENT
STREAM_CRYPTO_METHOD_TLS_CLIENT
STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv2_SERVER
STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv3_SERVER
STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv23_SERVER
STREAM_CRYPTO_METHOD_TLS_SERVER
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session_stream

ストリームで session_stream からの設定を送信します。

返り値

成功した場合に TRUE、ネゴシエーションに失敗した場合に FALSE、 十分なデータがないために再試行が必要な場合（非ブロックモード時のみ） に 0 を返します。

例

例1 stream_socket_enable_crypto() の例
<?php
$fp = stream_socket_client("tcp://myproto.example.com:31337", $errno, $errstr, 30);
if (!$fp) {
    die("接続できません: $errstr ($errno)");
}

/* ログイン時の暗号化を有効にします */
stream_socket_enable_crypto($fp, true, STREAM_CRYPTO_METHOD_SSLv23_CLIENT);
fwrite($fp, "USER god\r\n");
fwrite($fp, "PASS secret\r\n");

/* それ以外では暗号化を無効にします */
stream_socket_enable_crypto($fp, false);

while ($motd = fgets($fp)) {
    echo $motd;
}

fclose($fp);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

参考

OpenSSL 関数
サポートされるソケットトランスポートのリスト

stream_socket_get_name
(PHP 5)

stream_socket_get_name — ローカルまたはリモートのソケットの名前を取得する

説明

string stream_socket_get_name ( resource $handle , bool $want_peer )

指定したソケット接続のローカルまたはリモートでの名前を返します。

パラメータ
handle

名前を取得したいソケット。
want_peer

TRUE に設定するとリモートでのソケットの名前を返し、 FALSE に設定するとローカルでのソケットの名前を返します。

返り値

ソケットの名前を返します。

参考

stream_socket_accept() - stream_socket_server で作られたソケットの接続を受け入れる

stream_socket_pair
(PHP 5 >= 5.1.0)

stream_socket_pair — 接続された、区別できないソケットストリームの組を作成する

説明
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array stream_socket_pair ( int $domain , int $type , int $protocol )

stream_socket_pair() は、互いに接続されており区別できない ソケットストリームの組を作成します。この関数は、一般に IPC （Inter-Process Communication: プロセス間通信）で使用します。

パラメータ
domain

使用するプロトコルファミリー。STREAM_PF_INET、 STREAM_PF_INET6 あるいは STREAM_PF_UNIX

type

使用する接続の型。 STREAM_SOCK_DGRAM、 STREAM_SOCK_RAW、 STREAM_SOCK_RDM、 STREAM_SOCK_SEQPACKET あるいは STREAM_SOCK_STREAM

protocol

使用するプロトコル。STREAM_IPPROTO_ICMP、 STREAM_IPPROTO_IP、 STREAM_IPPROTO_RAW、 STREAM_IPPROTO_TCP あるいは STREAM_IPPROTO_UDP

注意: 各定数についての詳細な情報は ストリーム定数の一覧 を参照ください。

返り値

成功した場合に 2 つのソケットリソースの配列、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォームでも使用可能となりました。

例

例1 stream_socket_pair() の例

この例では、プロセス間通信に stream_socket_pair() を使用する基本的な方法を示します。
<?php

$sockets = stream_socket_pair(STREAM_PF_UNIX, STREAM_SOCK_STREAM, STREAM_IPPROTO_IP);
$pid     = pcntl_fork();

if ($pid == -1) {
     die('フォークできません');
} else if ($pid) {
     /* 親プロセス */
    fclose($sockets[0]);

    fwrite($sockets[1], "子プロセスの PID: $pid\n");
    echo fgets($sockets[1]);

    fclose($sockets[1]);

} else {
    /* 子プロセス */
    fclose($sockets[1]);

    fwrite($sockets[0], "子プロセスからのメッセージ\n");
    echo fgets($sockets[0]);

    fclose($sockets[0]);
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

子プロセスの PID: 1378
子プロセスからのメッセージ

stream_socket_recvfrom
(PHP 5)

stream_socket_recvfrom — 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットからのデータを受信する

説明

string stream_socket_recvfrom ( resource $socket , int $length [, int $flags = 0 [, string &$address ]] )

stream_socket_recvfrom() は、 リモートソケットから最大 length バイトのデータを 受け取ります。

パラメータ
socket
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リモートソケット。
length

socket から受信するバイト数。
flags

flags は以下の値の組み合わせです。

flags でとりうる値
STREAM_OOB OOB (out-of-band) データを処理します。
STREAM_PEEKソケットからデータを取得しますが、バッファを消費しません。 fread() あるいは stream_socket_recvfrom() を続けてコールした 際には、同じデータが読み込まれます。

address

address が指定された場合、 そこにはリモートソケットのアドレスが保存されます。

返り値

読み込んだデータを文字列で返します。

例

例1 stream_socket_recvfrom() の例
<?php
/* localhost のポート 1234 へのサーバソケットをオープンします */
$server = stream_socket_server('tcp://127.0.0.1:1234');

/* 接続を受け付けます */
$socket = stream_socket_accept($server);

/* OOB データのパケットを取得します（1500 は典型的な MTU のサイズです） */
echo "Received Out-Of-Band: '" . stream_socket_recvfrom($socket, 1500, STREAM_OOB) . "'\n";

/* 通常の帯域内のデータを読み込みますが、バッファを消費しません */
echo "Data: '" . stream_socket_recvfrom($socket, 1500, STREAM_PEEK) . "'\n";

/* 同じパケットをもう一度読み込みます。今度はバッファからそれを削除します */
echo "Data: '" . stream_socket_recvfrom($socket, 1500) . "'\n";

/* ソケットを閉じます */
fclose($socket);
fclose($server);
?>

注意

注意:

受信したメッセージが length パラメータより 長かった場合、ソケットの型によっては（例えば UDP など）超過分の バイトデータが捨てられてしまう可能性があります。

注意:

バッファベースのストリーム関数 (fread() あるいは stream_get_line() など) をコールした後に ソケットベースのストリームで stream_socket_recvfrom() をコールすると、ストリームバッファを経由せず、データをソケットから 直接読み込みます。

参考

stream_socket_sendto() - 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットにデータを送信する
stream_socket_client() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのソケット接続を開く
stream_socket_server() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する

stream_socket_sendto
(PHP 5)

stream_socket_sendto — 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットにデータを送信する

説明

int stream_socket_sendto ( resource $socket , string $data [, int $flags = 0 [, string $address ]] )

data で指定したデータを socket で指定したソケットに送信します。

パラメータ
socket

data を送信するソケット。
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data

送りたいデータ。
flags

flags は以下の値の組み合わせです。

flags でとりうる値
STREAM_OOB OOB (out-of-band) データを処理します。

address

address で別のアドレスが指定されていない限り、 ソケットストリームが作成された際のアドレスを使用します。

指定する場合は、ドットで 4 つに区切った形式 (あるいは IPv6 形式) でなければなりません。

返り値

結果コードを整数値で返します。

例

例1 stream_socket_sendto() の例
<?php
/* localhost のポート 1234 へのソケットをオープンします */
$socket = stream_socket_client('tcp://127.0.0.1:1234');

/* 普通のデータを普通のチャネルで送信します */
fwrite($socket, "Normal data transmit.");

/* 帯域外のデータを送信します */
stream_socket_sendto($socket, "Out of Band data.", STREAM_OOB);

/* ソケットを閉じます */
fclose($socket);
?>

参考

stream_socket_recvfrom() - 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットからのデータを受信する
stream_socket_client() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのソケット接続を開く
stream_socket_server() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する

stream_socket_server
(PHP 5)

stream_socket_server — インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する

説明

resource stream_socket_server ( string $local_socket [, int &$errno [, string &$errstr [, int $flags = STREAM_SERVER_BIND | STREAM_SERVER_LISTEN [, resource $context ]]]] )

local_socket で指定された接続ポイントに、 ストリームまたはデータグラムソケットによる接続を作成します。

この関数は、ソケットのみを作成します。接続待ちの状態に入るには、 stream_socket_accept() 関数を使います。

パラメータ
local_socket

作成されるソケットのタイプは、[トランスポート]://[ターゲット] という形式の URL フォーマットによって指定された トランスポートによって決定されます:

TCP や UDP といったインターネットドメインのソケット (AF_INET) には、remote_socket パラメータの ターゲット の部分は、ホスト名または IP アドレスと、 それに続くコロンで区切られたポート番号から構成されていなければなりません。 Unix ドメインのソケットの
場合は、ターゲット の部分は、ファイルシステムにおけるソケットのファイルを指定しなくては いけません。

システムの種類によって、Unix ドメインのソケットが利用できない場合があります。 利用できるトランスポートの種類は、stream_get_transports() によって知ることができます。 組み込みのトランスポートのリストは、サポートされるソケットトランスポートのリスト
を参照ください。

errno

オプションの errno と errstr パラメータが存在するときは、そこにシステムレベルの socket()、bind() および listen() のコールにおいて発生した 実際のシステムレベルのエラーを返します。 もし、errno に返された値が 0 で、かつ FALSE が返された場合、bind() コール
を行う前にエラーが発生したことを示しており、これは多くの場合 ソケットの初期化に失敗したことを示しています。 errno と errstr パラメータは常に参照渡しとなることに留意してください。

errstr

errno の説明を参照ください。
flags
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ソケット作成フラグの任意の組み合わせを指定できるビットフィールドです。

注意:

UDP ソケットに対しては、STREAM_SERVER_BIND を flags パラメータとして使用する必要があります。
context

返り値

作成したストリーム、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 TCP サーバソケットの使用
<?php
$socket = stream_socket_server("tcp://0.0.0.0:8000", $errno, $errstr);
if (!$socket) {
  echo "$errstr ($errno)<br />\n";
} else {
  while ($conn = stream_socket_accept($socket)) {
    fwrite($conn, 'The local time is ' . date('n/j/Y g:i a') . "\n");
    fclose($conn);
  }
  fclose($socket);
}
?>

下記の例は、PHP のスクリプトが、どうやって stream_socket_client() で示したような、 問い合わせに応答するタイムサーバとして機能するかを示したものです。

注意: 1024 番よりも小さいポート番号のサーバソケットを作成する場合、 多くのシステムでは root 権限が必要となります。

例2 UDP サーバソケットを利用する
<?php
$socket = stream_socket_server("udp://127.0.0.1:1113", $errno, $errstr, STREAM_SERVER_BIND);
if (!$socket) {
    die("$errstr ($errno)");
}

do {
    $pkt = stream_socket_recvfrom($socket, 1, 0, $peer);
    echo "$peer\n";
    stream_socket_sendto($socket, date("D M j H:i:s Y\r\n"), 0, $peer);
} while ($pkt !== false);

?>

注意

注意: 数値で IPv6 アドレスを指定するときは、 (例 fe80::1) アドレスを角カッコでくくらなくてはなりません。たとえば、 tcp://[fe80::1]:80.

参考

stream_socket_client() - インターネットドメインまたは Unix ドメインのソケット接続を開く
stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理
fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする
feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
Curl 拡張モジュール

stream_socket_shutdown
(PHP 5 >= 5.2.1)

stream_socket_shutdown — 全二重接続を終了する

説明

bool stream_socket_shutdown ( resource $stream , int $how )

全二重接続を (一時的あるいはそうでなく) 終了します。

パラメータ
stream

オープンしているストリーム (たとえば stream_socket_client() でオープンしたものなど)。
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how

以下の定数のいずれか。STREAM_SHUT_RD (それ以降の受信を無効にする)、STREAM_SHUT_WR (それ以降の送信を無効にする) あるいは STREAM_SHUT_RDWR (それ以降の送受信を無効にする)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 stream_socket_shutdown() の例
<?php

$server = stream_socket_server('tcp://127.0.0.1:1337');
$client = stream_socket_client('tcp://127.0.0.1:1337');

var_dump(fputs($client, "hello"));

stream_socket_shutdown($client, STREAM_SHUT_WR);
var_dump(fputs($client, "hello")); // ここでは動作しません
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(5)

Notice: fputs(): send of 5 bytes failed with errno=32 Broken pipe in test.php on line 9
int(0)

参考

fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする

stream_supports_lock
(PHP 5 >= 5.3.0)

stream_supports_lock — ストリームがロックをサポートしているかどうかを調べる

説明

bool stream_supports_lock ( resource $stream )

flock() によるロックをそのストリームがサポートしているかどうかを調べます。

パラメータ
stream

調べたいストリーム。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

flock() - 汎用のファイルロックを行う

stream_wrapper_register
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

stream_wrapper_register — PHP のクラスとして実装された URL ラッパーを登録する

説明

bool stream_wrapper_register ( string $protocol , string $classname [, int $flags = 0 ] )

自分で作ったプロトコルハンドラとストリームを実装し、それを fopen() や fread() といったファイルシステムの関数と利用することを可能にします。

パラメータ
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protocol

登録したいラッパー名。
classname

protocol を実装したクラス名。
flags

protocol が URL プロトコルである場合は STREAM_IS_URL を設定しなければなりません。 デフォルトは 0 で、ローカルストリームを意味します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

stream_wrapper_register() は、 protocol というハンドラが既にある場合、 FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.4 flags パラメータが追加されました。

例

例1 ストリームラッパーの登録方法
<?php
$existed = in_array("var", stream_get_wrappers());
if ($existed) {
    stream_wrapper_unregister("var");
}
stream_wrapper_register("var", "VariableStream");
$myvar = "";

$fp = fopen("var://myvar", "r+");

fwrite($fp, "line1\n");
fwrite($fp, "line2\n");
fwrite($fp, "line3\n");

rewind($fp);
while (!feof($fp)) {
    echo fgets($fp);
}
fclose($fp);
var_dump($myvar);

if ($existed) {
    stream_wrapper_restore("var");
}

?>

上の例の出力は以下となります。
line1
line2
line3
string(18) "line1
line2
line3
"

参考

streamWrapper プロトタイプクラス
ストリームラッパーとして登録するクラスの例
stream_wrapper_unregister() - URL ラッパの登録を解除する
stream_wrapper_restore() - 事前に登録を解除された組み込みラッパを復元する
stream_get_wrappers() - 登録されているストリームのラッパのリストを取得する

stream_wrapper_restore
(PHP 5 >= 5.1.0)

stream_wrapper_restore — 事前に登録を解除された組み込みラッパを復元する

説明

bool stream_wrapper_restore ( string $protocol )

stream_wrapper_unregister() で事前に登録を解除した 組み込みラッパを復元します。

パラメータ
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protocol

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

stream_wrapper_unregister
(PHP 5 >= 5.1.0)

stream_wrapper_unregister — URL ラッパの登録を解除する

説明

bool stream_wrapper_unregister ( string $protocol )

すでに定義されているストリームラッパを無効にします。ラッパが無効になった後は、 stream_wrapper_register() を使用してユーザ定義の ラッパで上書きしたり stream_wrapper_restore() で再度使用可能にしたりすることが可能となります。

パラメータ
protocol

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
set_socket_blocking — のエイリアス stream_set_blocking
stream_bucket_append — bucket を brigade に追加する
stream_bucket_make_writeable — 操作する brigade から bucket オブジェクトを返す
stream_bucket_new — 現在のストリームで使用する新しい bucket を作成する
stream_bucket_prepend — bucket を brigade に追加する
stream_context_create — ストリームコンテキストを作成する
stream_context_get_default — デフォルトのストリームコンテキストを取得する
stream_context_get_options — ストリーム / ラッパ / コンテキストに設定されているオプションを取得する
stream_context_get_params — コンテキストのパラメータを取得する
stream_context_set_default — デフォルトのストリームコンテキストを設定する
stream_context_set_option — ストリーム / ラッパ / コンテキストのオプションを設定する
stream_context_set_params — ストリーム / ラッパ / コンテキストのパラメータを設定する
stream_copy_to_stream — データをあるストリームから別のストリームにコピーする
stream_encoding — ストリームのエンコード用の文字セットを設定する
stream_filter_append — ストリームにフィルタを付加する
stream_filter_prepend — フィルタをストリームに付加する
stream_filter_register — ユーザ定義のストリームフィルタを登録する
stream_filter_remove — ストリームからフィルタを取り除く
stream_get_contents — 残りのストリームを文字列に読み込む
stream_get_filters — 登録されているフィルタのリストを取得する
stream_get_line — 指定されたデリミタの位置までのデータを一行分としてストリームから読み込む
stream_get_meta_data — ヘッダーあるいはメタデータをストリームまたはファイルポインタから取得する
stream_get_transports — 登録されたソケットのトランスポートの一覧を取得する
stream_get_wrappers — 登録されているストリームのラッパのリストを取得する
stream_is_local — ローカルストリームかどうかを調べる
stream_notification_callback — notification コンテキストパラメータ用のコールバック関数
stream_register_wrapper — stream_wrapper_register のエイリアス
stream_resolve_include_path — インクルードパスに対してファイル名を解決する
stream_select — select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う
stream_set_blocking — ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_read_buffer — 指定したストリームのファイル読み込みバッファリングを有効にする
stream_set_timeout — ストリームにタイムアウトを設定する
stream_set_write_buffer — 指定されたストリームのファイル書き込みバッファリングを有効にする
stream_socket_accept — stream_socket_server で作られたソケットの接続を受け入れる
stream_socket_client — インターネットドメインまたは Unix ドメインのソケット接続を開く
stream_socket_enable_crypto — 接続済みのソケットについて暗号化の on/off を切り替える
stream_socket_get_name — ローカルまたはリモートのソケットの名前を取得する
stream_socket_pair — 接続された、区別できないソケットストリームの組を作成する
stream_socket_recvfrom — 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットからのデータを受信する
stream_socket_sendto — 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットにデータを送信する
stream_socket_server — インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する
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stream_socket_shutdown — 全二重接続を終了する
stream_supports_lock — ストリームがロックをサポートしているかどうかを調べる
stream_wrapper_register — PHP のクラスとして実装された URL ラッパーを登録する
stream_wrapper_restore — 事前に登録を解除された組み込みラッパを復元する
stream_wrapper_unregister — URL ラッパの登録を解除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
ストリームのクラス

定義済み定数
ストリームフィルタ
ストリームコンテキスト
ストリームのエラー
例

ストリームラッパーとして登録するクラスの例
streamWrapper — streamWrapper クラス

streamWrapper::__construct — 新しいストリームラッパーを作成する
streamWrapper::dir_closedir — ディレクトリハンドルを閉じる
streamWrapper::dir_opendir — ディレクトリハンドルをオープンする
streamWrapper::dir_readdir — ディレクトリハンドルからエントリを読み込む
streamWrapper::dir_rewinddir — ディレクトリハンドルを巻き戻す
streamWrapper::mkdir — ディレクトリを作成する
streamWrapper::rename — ファイルあるいはディレクトリの名前を変える
streamWrapper::rmdir — ディレクトリを削除する
streamWrapper::stream_cast — 元となるリソースを取得する
streamWrapper::stream_close — リソースを閉じる
streamWrapper::stream_eof — ファイルポインタが終端にあるかどうかを調べる
streamWrapper::stream_flush — 出力をフラッシュする
streamWrapper::stream_lock — ファイルのアドバイザリ・ロック
streamWrapper::stream_open — ファイルあるいは URL をオープンする
streamWrapper::stream_read — ストリームから読み込む
streamWrapper::stream_seek — ストリーム内の特定の場所に移動する
streamWrapper::stream_set_option — ストリームのオプションを変更する
streamWrapper::stream_stat — ファイルリソースについての情報を取得する
streamWrapper::stream_tell — ストリームの現在位置を取得する
streamWrapper::stream_write — ストリームに書き込む
streamWrapper::unlink — ファイルを削除する
streamWrapper::url_stat — ファイルについての情報を取得する

ストリーム 関数
set_socket_blocking — のエイリアス stream_set_blocking
stream_bucket_append — bucket を brigade に追加する
stream_bucket_make_writeable — 操作する brigade から bucket オブジェクトを返す
stream_bucket_new — 現在のストリームで使用する新しい bucket を作成する
stream_bucket_prepend — bucket を brigade に追加する
stream_context_create — ストリームコンテキストを作成する
stream_context_get_default — デフォルトのストリームコンテキストを取得する
stream_context_get_options — ストリーム / ラッパ / コンテキストに設定されているオプションを取得する
stream_context_get_params — コンテキストのパラメータを取得する
stream_context_set_default — デフォルトのストリームコンテキストを設定する
stream_context_set_option — ストリーム / ラッパ / コンテキストのオプションを設定する
stream_context_set_params — ストリーム / ラッパ / コンテキストのパラメータを設定する
stream_copy_to_stream — データをあるストリームから別のストリームにコピーする
stream_encoding — ストリームのエンコード用の文字セットを設定する
stream_filter_append — ストリームにフィルタを付加する
stream_filter_prepend — フィルタをストリームに付加する
stream_filter_register — ユーザ定義のストリームフィルタを登録する
stream_filter_remove — ストリームからフィルタを取り除く
stream_get_contents — 残りのストリームを文字列に読み込む
stream_get_filters — 登録されているフィルタのリストを取得する
stream_get_line — 指定されたデリミタの位置までのデータを一行分としてストリームから読み込む
stream_get_meta_data — ヘッダーあるいはメタデータをストリームまたはファイルポインタから取得する
stream_get_transports — 登録されたソケットのトランスポートの一覧を取得する
stream_get_wrappers — 登録されているストリームのラッパのリストを取得する
stream_is_local — ローカルストリームかどうかを調べる
stream_notification_callback — notification コンテキストパラメータ用のコールバック関数
stream_register_wrapper — stream_wrapper_register のエイリアス
stream_resolve_include_path — インクルードパスに対してファイル名を解決する
stream_select — select() システムコールと同等の操作を、 ストリームの配列に対して tv_sec と tv_usec で指定されたタイムアウト時間をもって行う
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stream_set_blocking — ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_read_buffer — 指定したストリームのファイル読み込みバッファリングを有効にする
stream_set_timeout — ストリームにタイムアウトを設定する
stream_set_write_buffer — 指定されたストリームのファイル書き込みバッファリングを有効にする
stream_socket_accept — stream_socket_server で作られたソケットの接続を受け入れる
stream_socket_client — インターネットドメインまたは Unix ドメインのソケット接続を開く
stream_socket_enable_crypto — 接続済みのソケットについて暗号化の on/off を切り替える
stream_socket_get_name — ローカルまたはリモートのソケットの名前を取得する
stream_socket_pair — 接続された、区別できないソケットストリームの組を作成する
stream_socket_recvfrom — 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットからのデータを受信する
stream_socket_sendto — 接続されているかどうかにかかわらず、ソケットにデータを送信する
stream_socket_server — インターネットドメインまたは Unix ドメインのサーバソケットを作成する
stream_socket_shutdown — 全二重接続を終了する
stream_supports_lock — ストリームがロックをサポートしているかどうかを調べる
stream_wrapper_register — PHP のクラスとして実装された URL ラッパーを登録する
stream_wrapper_restore — 事前に登録を解除された組み込みラッパを復元する
stream_wrapper_unregister — URL ラッパの登録を解除する

Tidy

導入
Tidyは、「Tidy HTML clean and repair utility」用のバインディングで、 HTML文書の誤りを直すだけでなく、操作することやドキュメントツリーを操作する ことも可能となります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Tidyを使用するには、libtidyがインストールされている必要があります。 libtidyは、tidyのホームページ » http://tidy.sourceforge.net/で入手可能です。

インストール手順
この拡張モジュールは PHP 5 以降にバンドルされており、configure オプション --with-tidy を指定すればインストールすることができます。

PHP 4 の場合は、(古い) PECL 拡張モジュール » http://pecl.php.net/package/tidy を使うことができます。

注意:

Tidy 1.0 は PHP 4 用であるのに対して、Tidy 拡張モジュールの新しいバージョンは PHP 5 以降専用です。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Tidy設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

tidy.default_config "" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能です。
tidy.clean_output "0" PHP_INI_USER PHP 5 では PHP_INI_PERDIR。PHP 5.0.0 以降で利用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

tidy.default config string

http://tidy.sourceforge.net/
http://pecl.php.net/package/tidy
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tidy 設定ファイルへのデフォルトパス

tidy.clean_output boolean

Tidy による出力の修正のオン/オフを切り替える

警告

もし動的な画像のような HTML ではないコンテンツを生成する場合、 tidy.clean_output をオンにしないでください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

それぞれの TIDY_TAG_XXX は HTML タグに相当します。 例えば、 TIDY_TAG_A は "<a href="XX">link</a>" タグに相当します。 それぞれの TIDY_ATTR_XXX は、HTML 属性に相当します。 例えば、 TIDY_ATTR_HREF は前の例の href 属性に相当します。

以下の定数が定義されています。

tidy タグ定数
定数

TIDY_TAG_UNKNOWN
TIDY_TAG_A
TIDY_TAG_ABBR
TIDY_TAG_ACRONYM
TIDY_TAG_ALIGN
TIDY_TAG_APPLET
TIDY_TAG_AREA
TIDY_TAG_B
TIDY_TAG_BASE
TIDY_TAG_BASEFONT
TIDY_TAG_BDO
TIDY_TAG_BGSOUND
TIDY_TAG_BIG
TIDY_TAG_BLINK
TIDY_TAG_BLOCKQUOTE
TIDY_TAG_BODY
TIDY_TAG_BR
TIDY_TAG_BUTTON
TIDY_TAG_CAPTION
TIDY_TAG_CENTER
TIDY_TAG_CITE
TIDY_TAG_CODE
TIDY_TAG_COL
TIDY_TAG_COLGROUP
TIDY_TAG_COMMENT
TIDY_TAG_DD
TIDY_TAG_DEL
TIDY_TAG_DFN
TIDY_TAG_DIR
TIDY_TAG_DIV
TIDY_TAG_DL
TIDY_TAG_DT
TIDY_TAG_EM
TIDY_TAG_EMBED
TIDY_TAG_FIELDSET
TIDY_TAG_FONT
TIDY_TAG_FORM
TIDY_TAG_FRAME
TIDY_TAG_FRAMESET
TIDY_TAG_H1
TIDY_TAG_H2
TIDY_TAG_H3
TIDY_TAG_H4
TIDY_TAG_H5
TIDY_TAG_H6
TIDY_TAG_HEAD
TIDY_TAG_HR
TIDY_TAG_HTML
TIDY_TAG_I
TIDY_TAG_IFRAME
TIDY_TAG_ILAYER
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TIDY_TAG_IMG
TIDY_TAG_INPUT
TIDY_TAG_INS
TIDY_TAG_ISINDEX
TIDY_TAG_KBD
TIDY_TAG_KEYGEN
TIDY_TAG_LABEL
TIDY_TAG_LAYER
TIDY_TAG_LEGEND
TIDY_TAG_LI
TIDY_TAG_LINK
TIDY_TAG_LISTING
TIDY_TAG_MAP
TIDY_TAG_MARQUEE
TIDY_TAG_MENU
TIDY_TAG_META
TIDY_TAG_MULTICOL
TIDY_TAG_NOBR
TIDY_TAG_NOEMBED
TIDY_TAG_NOFRAMES
TIDY_TAG_NOLAYER
TIDY_TAG_NOSAVE
TIDY_TAG_NOSCRIPT
TIDY_TAG_OBJECT
TIDY_TAG_OL
TIDY_TAG_OPTGROUP
TIDY_TAG_OPTION
TIDY_TAG_P
TIDY_TAG_PARAM
TIDY_TAG_PLAINTEXT
TIDY_TAG_PRE
TIDY_TAG_Q
TIDY_TAG_RP
TIDY_TAG_RT
TIDY_TAG_RTC
TIDY_TAG_RUBY
TIDY_TAG_S
TIDY_TAG_SAMP
TIDY_TAG_SCRIPT
TIDY_TAG_SELECT
TIDY_TAG_SERVER
TIDY_TAG_SERVLET
TIDY_TAG_SMALL
TIDY_TAG_SPACER
TIDY_TAG_SPAN
TIDY_TAG_STRIKE
TIDY_TAG_STRONG
TIDY_TAG_STYLE
TIDY_TAG_SUB
TIDY_TAG_TABLE
TIDY_TAG_TBODY
TIDY_TAG_TD
TIDY_TAG_TEXTAREA
TIDY_TAG_TFOOT
TIDY_TAG_TH
TIDY_TAG_THEAD
TIDY_TAG_TITLE
TIDY_TAG_TR
TIDY_TAG_TR
TIDY_TAG_TT
TIDY_TAG_U
TIDY_TAG_UL
TIDY_TAG_VAR
TIDY_TAG_WBR
TIDY_TAG_XMP

tidy 属性定数
定数

TIDY_ATTR_UNKNOWN
TIDY_ATTR_ABBR
TIDY_ATTR_ACCEPT
TIDY_ATTR_ACCEPT_CHARSET
TIDY_ATTR_ACCESSKEY
TIDY_ATTR_ACTION
TIDY_ATTR_ADD_DATE
TIDY_ATTR_ALIGN
TIDY_ATTR_ALINK
TIDY_ATTR_ALT
TIDY_ATTR_ARCHIVE
TIDY_ATTR_AXIS
TIDY_ATTR_BACKGROUND
TIDY_ATTR_BGCOLOR
TIDY_ATTR_BGPROPERTIES
TIDY_ATTR_BORDER
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TIDY_ATTR_BORDERCOLOR
TIDY_ATTR_BOTTOMMARGIN
TIDY_ATTR_CELLPADDING
TIDY_ATTR_CELLSPACING
TIDY_ATTR_CHAR
TIDY_ATTR_CHAROFF
TIDY_ATTR_CHARSET
TIDY_ATTR_CHECKED
TIDY_ATTR_CITE
TIDY_ATTR_CLASS
TIDY_ATTR_CLASSID
TIDY_ATTR_CLEAR
TIDY_ATTR_CODE
TIDY_ATTR_CODEBASE
TIDY_ATTR_CODETYPE
TIDY_ATTR_COLOR
TIDY_ATTR_COLS
TIDY_ATTR_COLSPAN
TIDY_ATTR_COMPACT
TIDY_ATTR_CONTENT
TIDY_ATTR_COORDS
TIDY_ATTR_DATA
TIDY_ATTR_DATAFLD
TIDY_ATTR_DATAPAGESIZE
TIDY_ATTR_DATASRC
TIDY_ATTR_DATETIME
TIDY_ATTR_DECLARE
TIDY_ATTR_DEFER
TIDY_ATTR_DIR
TIDY_ATTR_DISABLED
TIDY_ATTR_ENCODING
TIDY_ATTR_ENCTYPE
TIDY_ATTR_FACE
TIDY_ATTR_FOR
TIDY_ATTR_FRAME
TIDY_ATTR_FRAMEBORDER
TIDY_ATTR_FRAMESPACING
TIDY_ATTR_GRIDX
TIDY_ATTR_GRIDY
TIDY_ATTR_HEADERS
TIDY_ATTR_HEIGHT
TIDY_ATTR_HREF
TIDY_ATTR_HREFLANG
TIDY_ATTR_HSPACE
TIDY_ATTR_HTTP_EQUIV
TIDY_ATTR_ID
TIDY_ATTR_ISMAP
TIDY_ATTR_LABEL
TIDY_ATTR_LANG
TIDY_ATTR_LANGUAGE
TIDY_ATTR_LAST_MODIFIED
TIDY_ATTR_LAST_VISIT
TIDY_ATTR_LEFTMARGIN
TIDY_ATTR_LINK
TIDY_ATTR_LONGDESC
TIDY_ATTR_LOWSRC
TIDY_ATTR_MARGINHEIGHT
TIDY_ATTR_MARGINWIDTH
TIDY_ATTR_MAXLENGTH
TIDY_ATTR_MEDIA
TIDY_ATTR_METHOD
TIDY_ATTR_MULTIPLE
TIDY_ATTR_NAME
TIDY_ATTR_NOHREF
TIDY_ATTR_NORESIZE
TIDY_ATTR_NOSHADE
TIDY_ATTR_NOWRAP
TIDY_ATTR_OBJECT
TIDY_ATTR_OnAFTERUPDATE
TIDY_ATTR_OnBEFOREUNLOAD
TIDY_ATTR_OnBEFOREUPDATE
TIDY_ATTR_OnBLUR
TIDY_ATTR_OnCHANGE
TIDY_ATTR_OnCLICK
TIDY_ATTR_OnDATAAVAILABLE
TIDY_ATTR_OnDATASETCHANGED
TIDY_ATTR_OnDATASETCOMPLETE
TIDY_ATTR_OnDBLCLICK
TIDY_ATTR_OnERRORUPDATE
TIDY_ATTR_OnFOCUS
TIDY_ATTR_OnKEYDOWN
TIDY_ATTR_OnKEYPRESS
TIDY_ATTR_OnKEYUP
TIDY_ATTR_OnLOAD
TIDY_ATTR_OnMOUSEDOWN
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TIDY_ATTR_OnMOUSEMOVE
TIDY_ATTR_OnMOUSEOUT
TIDY_ATTR_OnMOUSEOVER
TIDY_ATTR_OnMOUSEUP
TIDY_ATTR_OnRESET
TIDY_ATTR_OnROWENTER
TIDY_ATTR_OnROWEXIT
TIDY_ATTR_OnSELECT
TIDY_ATTR_OnSUBMIT
TIDY_ATTR_OnUNLOAD
TIDY_ATTR_PROFILE
TIDY_ATTR_PROMPT
TIDY_ATTR_RBSPAN
TIDY_ATTR_READONLY
TIDY_ATTR_REL
TIDY_ATTR_REV
TIDY_ATTR_RIGHTMARGIN
TIDY_ATTR_ROWS
TIDY_ATTR_ROWSPAN
TIDY_ATTR_RULES
TIDY_ATTR_SCHEME
TIDY_ATTR_SCOPE
TIDY_ATTR_SCROLLING
TIDY_ATTR_SELECTED
TIDY_ATTR_SHAPE
TIDY_ATTR_SHOWGRID
TIDY_ATTR_SHOWGRIDX
TIDY_ATTR_SHOWGRIDY
TIDY_ATTR_SIZE
TIDY_ATTR_SPAN
TIDY_ATTR_SRC
TIDY_ATTR_STANDBY
TIDY_ATTR_START
TIDY_ATTR_STYLE
TIDY_ATTR_SUMMARY
TIDY_ATTR_TABINDEX
TIDY_ATTR_TARGET
TIDY_ATTR_TEXT
TIDY_ATTR_TITLE
TIDY_ATTR_TOPMARGIN
TIDY_ATTR_TYPE
TIDY_ATTR_USEMAP
TIDY_ATTR_VALIGN
TIDY_ATTR_VALUE
TIDY_ATTR_VALUETYPE
TIDY_ATTR_VERSION
TIDY_ATTR_VLINK
TIDY_ATTR_VSPACE
TIDY_ATTR_WIDTH
TIDY_ATTR_WRAP
TIDY_ATTR_XML_LANG
TIDY_ATTR_XML_SPACE
TIDY_ATTR_XMLNS

tidy ノード型定数
定数 説明

TIDY_NODETYPE_ROOT ルートノード
TIDY_NODETYPE_DOCTYPE 文章型
TIDY_NODETYPE_COMMENT HTML コメント
TIDY_NODETYPE_PROCINS 処理命令
TIDY_NODETYPE_TEXT テキスト
TIDY_NODETYPE_START 開始タグ
TIDY_NODETYPE_END 終了タグ
TIDY_NODETYPE_STARTEND空タグ
TIDY_NODETYPE_CDATA CDATA
TIDY_NODETYPE_SECTION XML セクション
TIDY_NODETYPE_ASP ASP コード
TIDY_NODETYPE_JSTE JSTE コード
TIDY_NODETYPE_PHP PHP コード
TIDY_NODETYPE_XMLDECL XML 宣言

例
目次
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例

例
このシンプルな例は、Tidy の基本的な使い方を示しています。

例1 Tidy の基本的な使用法
<?php
ob_start();
?>
<html>a html document</html>
<?php
$html = ob_get_clean();

// 設定
$config = array(
           'indent'         => true,
           'output-xhtml'   => true,
           'wrap'           => 200);

// Tidy
$tidy = new tidy;
$tidy->parseString($html, $config, 'utf8');
$tidy->cleanRepair();

// 出力
echo $tidy;
?>

Tidy クラス
導入
HTML ファイル中の HTML ノードで、tidy が検出したものです。

クラス概要
Tidy {
/* プロパティ */
string $errorBuffer;
/* メソッド */
tidyNode tidy::body ( void )
bool tidy::cleanRepair ( void )
tidy tidy::__construct ([ string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path ]]]] )
bool tidy::diagnose ( void )
array tidy::getConfig ( void )
int tidy::getHtmlVer ( void )
mixed tidy::getOpt ( string $option )
string tidy::getOptDoc ( string $optname )
string tidy::getRelease ( void )
int tidy::getStatus ( void )
tidyNode tidy::head ( void )
tidyNode tidy::html ( void )
bool tidy::isXhtml ( void )
bool tidy::isXml ( void )
bool tidy::parseFile ( string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path = false ]]] )
bool tidy::parseString ( string $input [, mixed $config [, string $encoding ]] )
string tidy::repairFile ( string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path = false ]]] )
string tidy::repairString ( string $data [, mixed $config [, string $encoding ]] )
tidyNode tidy::root ( void )
}

プロパティ
errorBuffer

TidyLib からの直近の警告およびエラー。

tidy::body

tidy_get_body
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(PHP 5, PECL tidy 0.5.2-1.0)

tidy::body -- tidy_get_body — Tidy パースツリーの <body> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型

tidyNode tidy::body ( void )

手続き型

tidyNode tidy_get_body ( tidy $object )

Tidy パースツリーの <body> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

見つかった HTML バージョンを返します。

警告

この関数は Tidylib 自体でまだ実装されていません。そのため常に 0 を返します。

例

例1 tidy::getBody() の例
<?php
$html = '
<html>
  <head>
    <title>test</title>
  </head>
  <body>
    <p>paragraph</p>
  </body>
</html>';

$tidy = tidy_parse_string($html);

$body = $tidy->Body();
echo $body->value;
?>

上の例の出力は以下となります。
<body>
<p>paragraph</p>
</body>

注意

注意: この関数は、Zend Engine 2、つまり、PHP >= 5.0.0でのみ利用可能です。

参考

tidy::head() - Tidy パースツリーの <head> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::html() - Tidy パースツリーの <html> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す

tidy::cleanRepair

tidy_clean_repair
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::cleanRepair -- tidy_clean_repair — パースされたマークアップに設定に基く誤りの修正を行う

説明

オブジェクト指向型

bool tidy::cleanRepair ( void )
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手続き型

bool tidy_clean_repair ( tidy $object )

この関数は、与えられた Tidy オブジェクト object を修正します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 tidy::cleanrepair() の例
<?php
$html = '<p>test</I>';

$tidy = tidy_parse_string($html);
$tidy->cleanRepair();

echo $tidy;
?>

上の例の出力は以下となります。
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">
<html>
<head>
<title></title>
</head>
<body>
<p>test</p>
</body>
</html>

参考

tidy::repairFile() - ファイルを修正し、それを文字列として返す
tidy::repairString() - 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する

tidy::__construct
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::__construct — 新しい tidy オブジェクトを作成する

説明

tidy tidy::__construct ([ string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path ]]]] )

新しい tidy オブジェクトを作成します。

パラメータ
filename

もし filename パラメータが与えられた場合、 この関数はファイルを読み込み、tidy_parse_file() のように実行してファイルに基づいたオブジェクトを初期化します。
config

config には配列あるいは文字列を渡します。 文字列を渡した場合は設定ファイルの名前、 それ以外の場合は設定そのものとして解釈されます。

オプションについての説明は » http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html を参照ください。
encoding

encoding は入出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。 指定できるエンコーディング名は ascii、latin0、latin1、 raw、utf8、iso2022、 mac、win1252、ibm858、 utf16、utf16le、utf16be、 big5 および shiftjis です。
use_include_path

include_path からファイルを探します。

返り値

新しい tidy インスタンスを返します。

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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例

例1 tidy::__construct() の例
<?php

$html = <<< HTML

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN"
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd">

<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xml:lang="en" lang="en">
<head><title>title</title></head>
<body>
<p>paragraph <bt />
text</p>
</body></html>

HTML;

$tidy = new tidy();
$tidy->ParseString($html);

$tidy->cleanRepair();

if ($tidy->errorBuffer) {
    echo "The following errors were detected:\n";
    echo $tidy->errorBuffer;
}

?>

上の例の出力は以下となります。
The following errors were detected:
line 8 column 14 - Error: <bt> is not recognized!
line 8 column 14 - Warning: discarding unexpected <bt>

参考

tidy::parseFile() - ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする
tidy::parseString() - 文字列にストアされたドキュメントをパースする

tidy::diagnose

tidy_diagnose
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::diagnose -- tidy_diagnose — パース、修正されたマークアップの診断を行う

説明

オブジェクト指向型

bool tidy::diagnose ( void )

手続き型

bool tidy_diagnose ( tidy $object )

与えられた Tidy オブジェクト object に対して診断テストを実行し、 エラーバッファにドキュメントについての情報を追加します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 tidy::diagnose() の例
<?php

$html = <<< HTML
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN"
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd">

<p>paragraph</p>
HTML;
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$tidy = tidy_parse_string($html);
$tidy->cleanRepair();

// 2 つの出力の違いに注意
echo $tidy->errorBuffer . "\n";

$tidy->diagnose();
echo $tidy->errorBuffer;

?>

上の例の出力は以下となります。
line 4 column 1 - Warning: <p> isn't allowed in <head> elements
line 4 column 1 - Warning: inserting missing 'title' element
line 4 column 1 - Warning: <p> isn't allowed in <head> elements
line 4 column 1 - Warning: inserting missing 'title' element
Info: Doctype given is "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN"
Info: Document content looks like XHTML 1.0 Strict
2 warnings, 0 errors were found!

参考

tidy::errorBuffer()

tidy::getConfig

tidy_get_config
(PHP 5, PECL tidy >= 0.7.0)

tidy::getConfig -- tidy_get_config — 現在の Tidy の設定を取得する

説明

オブジェクト指向型

array tidy::getConfig ( void )

手続き型

array tidy_get_config ( tidy $object )

与えられた Tidy オブジェクト object で使用されている設定オプションを配列で返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

設定オプションの配列を返します。

それぞれのオプションの説明については、» http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html を参照ください。

例

例1 tidy::getConfig() の例
<?php
$html = '<p>test</p>';
$config = array('indent' => TRUE,
                'output-xhtml' => TRUE,
                'wrap' => 200);

$tidy = tidy_parse_string($html, $config);

print_r($tidy->getConfig());
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [indent-spaces] => 2
    [wrap] => 200
    [tab-size] => 8
    [char-encoding] => 1
    [input-encoding] => 3
    [output-encoding] => 1
    [newline] => 1
    [doctype-mode] => 1
    [doctype] =>
    [repeated-attributes] => 1
    [alt-text] =>

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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    [slide-style] =>
    [error-file] =>
    [output-file] =>
    [write-back] =>
    [markup] => 1
    [show-warnings] => 1
    [quiet] =>
    [indent] => 1
    [hide-endtags] =>
    [input-xml] =>
    [output-xml] => 1
    [output-xhtml] => 1
    [output-html] =>
    [add-xml-decl] =>
    [uppercase-tags] =>
    [uppercase-attributes] =>
    [bare] =>
    [clean] =>
    [logical-emphasis] =>
    [drop-proprietary-attributes] =>
    [drop-font-tags] =>
    [drop-empty-paras] => 1
    [fix-bad-comments] => 1
    [break-before-br] =>
    [split] =>
    [numeric-entities] =>
    [quote-marks] =>
    [quote-nbsp] => 1
    [quote-ampersand] => 1
    [wrap-attributes] =>
    [wrap-script-literals] =>
    [wrap-sections] => 1
    [wrap-asp] => 1
    [wrap-jste] => 1
    [wrap-php] => 1
    [fix-backslash] => 1
    [indent-attributes] =>
    [assume-xml-procins] =>
    [add-xml-space] =>
    [enclose-text] =>
    [enclose-block-text] =>
    [keep-time] =>
    [word-2000] =>
    [tidy-mark] =>
    [gnu-emacs] =>
    [gnu-emacs-file] =>
    [literal-attributes] =>
    [show-body-only] =>
    [fix-uri] => 1
    [lower-literals] => 1
    [hide-comments] =>
    [indent-cdata] =>
    [force-output] => 1
    [show-errors] => 6
    [ascii-chars] => 1
    [join-classes] =>
    [join-styles] => 1
    [escape-cdata] =>
    [language] =>
    [ncr] => 1
    [output-bom] => 2
    [replace-color] =>
    [css-prefix] =>
    [new-inline-tags] =>
    [new-blocklevel-tags] =>
    [new-empty-tags] =>
    [new-pre-tags] =>
    [accessibility-check] => 0
    [vertical-space] =>
    [punctuation-wrap] =>
    [merge-divs] => 1
)

参考

tidy_reset_config() - Tidy の設定をデフォルト値に戻す
tidy_save_config() - 現在の設定を名前が付けられたファイルに保存する

tidy::htmlver

tidy_get_html_ver
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::htmlver -- tidy_get_html_ver — 指定したドキュメントで検出された HTML バージョンを取得する

説明

オブジェクト指向型

int tidy::getHtmlVer ( void )

手続き型

int tidy_get_html_ver ( tidy $object )

指定した Tidy オブジェクト object で検出された HTML バージョンを返します。
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パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

出された HTML バージョンを返します。

警告

この関数は Tidylib 自体でまだ実装されていません。そのため常に 0 を返します。

tidy::getOpt

tidy_getopt
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::getOpt -- tidy_getopt — Tidy ドキュメントについて指定した設定オプションの値を返す

説明

オブジェクト指向型

mixed tidy::getOpt ( string $option )

手続き型

mixed tidy_getopt ( tidy $object , string $option )

Tidy オブジェクト object について指定した設定オプション option の値を返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。
option

それぞれの設定オプションと型の一覧は、» http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html にあります。

返り値

指定した設定オプション option の値を返します。 返される型は、設定オプションの型に依存します。

例

例1 tidy_getopt() の例
<?php

$html ='<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">
<html><head><title>Title</title></head>
<body>

<p><img src="img.png"></p>

</body></html>';

$config = array('accessibility-check' => 3,
                'alt-text' => 'some text');

$tidy = new tidy();
$tidy->parseString($html, $config);

var_dump($tidy->getOpt('accessibility-check')); //integer
var_dump($tidy->getOpt('lower-literals')); //boolean
var_dump($tidy->getOpt('alt-text')); //string

?>

上の例の出力は以下となります。
int(3)
bool(true)
string(9) "some text"

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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tidy::getoptdoc

tidy_get_opt_doc
(PHP 5 >= 5.1.0)

tidy::getoptdoc -- tidy_get_opt_doc — 与えられたオプション名に対するドキュメントを返す

説明

オブジェクト指向型

string tidy::getOptDoc ( string $optname )

手続き型

string tidy_get_opt_doc ( tidy $object , string $optname )

tidy_get_opt_doc() は、 与えられたオプション名に対するドキュメントを返します。

注意:

この関数を有効にするには、少なくとも2005年4月25日以降の libtidy が必要です。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。
optname

オプション名。

返り値

オプションが存在し、かつドキュメントが利用可能であれば、文字列を返します。 その他の場合は FALSE を返します。

例

例1 すべてのオプションについてのドキュメントとデフォルト値をプリントする
<?php

$tidy = new tidy;
$config = $tidy->getConfig();

ksort($config);

foreach ($config as $opt => $val) {

    if (!$doc = $tidy->getOptDoc($opt))
        $doc = 'no documentation available!';

    $val = ($tidy->getOpt($opt) === true)  ? 'true'  : $val;
    $val = ($tidy->getOpt($opt) === false) ? 'false' : $val;

    echo "<p><b>$opt</b> (default: '$val')<br />".
         "$doc</p><hr />\n";
}

?>

参考

tidy::getconfig() - 現在の Tidy の設定を取得する
tidy::getopt() - Tidy ドキュメントについて指定した設定オプションの値を返す

tidy::getRelease

tidy_get_release
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::getRelease -- tidy_get_release — Tidy ライブラリのリリース日 (バージョン) を取得する

説明
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オブジェクト指向型

string tidy::getRelease ( void )

手続き型

string tidy_get_release ( void )

Tidy ライブラリのリリース日を取得します。

返り値

Tidy ライブラリのリリース日を文字列で返します。

tidy::getStatus

tidy_get_status
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::getStatus -- tidy_get_status — 指定したドキュメントのステータスを取得する

説明

オブジェクト指向型

int tidy::getStatus ( void )

手続き型

int tidy_get_status ( tidy $object )

指定した Tidy オブジェクト object のステータスを返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

エラー/警告が発生しなかった場合は 0、 警告やアクセイシビリティエラーの場合は 1、 エラーの場合は 2 を返します。

例

例1 tidy::getStatus() の例
<?php
$html = '<p>paragraph</i>';
$tidy = new tidy();
$tidy->parseString($html);

$tidy2 = new tidy();
$html2 = '<bogus>test</bogus>';
$tidy2->parseString($html2);

echo $tidy->getStatus(); //1

echo $tidy2->getStatus(); //2
?>

tidy::head

tidy_get_head
(PHP 5, PECL tidy 0.5.2-1.0.0)

tidy::head -- tidy_get_head — Tidy パースツリーの <head> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型
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tidyNode tidy::head ( void )

手続き型

tidyNode tidy_get_head ( tidy $object )

Tidy パースツリーの <head> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

tidyNode オブジェクトを返します。

例

例1 tidy::head() の例
<?php
$html = '
<html>
  <head>
    <title>test</title>
  </head>
  <body>
    <p>paragraph</p>
  </body>
</html>';

$tidy = tidy_parse_string($html);

$head = $tidy->head();
echo $head->value;
?>

上の例の出力は以下となります。
<head>
<title>test</title>
</head>

注意

注意: この関数は、Zend Engine 2、つまり、PHP >= 5.0.0でのみ利用可能です。

参考

tidy::body() - Tidy パースツリーの <body> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::html() - Tidy パースツリーの <html> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す

tidy::html

tidy_get_html
(PHP 5, PECL tidy 0.5.2-1.0.0)

tidy::html -- tidy_get_html — Tidy パースツリーの <html> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す

説明

オブジェクト指向型

tidyNode tidy::html ( void )

手続き型

tidyNode tidy_get_html ( tidy $object )

この関数は Tidy パースツリーの <html> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。
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返り値

tidyNode オブジェクトを返します。

例

例1 tidy::html() の例
<?php
$html = '
<html>
  <head>
    <title>test</title>
  </head>
  <body>
    <p>paragraph</p>
  </body>
</html>';

$tidy = tidy_parse_string($html);

$html = $tidy->html();
echo $html->value;
?>

上の例の出力は以下となります。
<html>
<head>
<title>test</title>
</head>
<body>
<p>paragraph</p>
</body>
</html>

注意

注意: この関数は、Zend Engine 2、つまり、PHP >= 5.0.0でのみ利用可能です。

参考

tidy::body() - Tidy パースツリーの <body> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::head() - Tidy パースツリーの <head> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す

tidy::isXhtml

tidy_is_xhtml
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::isXhtml -- tidy_is_xhtml — ドキュメントが XHTML ドキュメントかどうかを示す

説明

オブジェクト指向型

bool tidy::isXhtml ( void )

手続き型

bool tidy_is_xhtml ( tidy $object )

ドキュメントが XHTML ドキュメントであるかどうかを調べます。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

指定した Tidy オブジェクト object が XHTML ドキュメントの場合、この関数は TRUE を返します。 その他の場合は FALSE を返します。

警告

この関数はまだ Tidylib 自身に実装されていません。 なので、常に FALSE を返します。
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tidy::isXml

tidy_is_xml
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::isXml -- tidy_is_xml — ドキュメントが一般的な XML ドキュメント (非 HTML/XHTML) かどうかを示す

説明

オブジェクト指向型

bool tidy::isXml ( void )

手続き型

bool tidy_is_xml ( tidy $object )

ドキュメントが一般的な XML ドキュメント (非 HTML/XHTML) かどうかを調べます。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

指定した Tidy オブジェクト object が一般的な XML ドキュメント (非 HTML/XHTML) の場合、 この関数は TRUE を返します。 その他の場合は FALSE を返します。

警告

この関数はまだ Tidylib 自身に実装されていません。 なので、常に FALSE を返します。

tidy::parseFile

tidy_parse_file
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::parseFile -- tidy_parse_file — ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする

説明

オブジェクト指向型

bool tidy::parseFile ( string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path = false ]]] )

手続き型

tidy tidy_parse_file ( string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path = false ]]] )

与えられたファイルをパースします。

パラメータ
filename

もし filename パラメータが与えられた場合、 この関数はファイルを読み込み、tidy_parse_file() のように実行してファイルに基づいたオブジェクトを初期化します。
config

config には配列あるいは文字列を渡します。 文字列を渡した場合は設定ファイルの名前、 それ以外の場合は設定そのものとして解釈されます。

オプションについての説明は » http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html を参照ください。
encoding

encoding は入出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。 指定できるエンコーディング名は ascii、latin0、latin1、 raw、utf8、iso2022、 mac、win1252、ibm858、 utf16、utf16le、utf16be、 big5 および shiftjis です。
use_include_path

include_path からファイルを探します。

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 tidy::parseFile() の例
<?php
$tidy = new tidy();
$tidy->parseFile('file.html');

$tidy->cleanRepair();

if(!empty($tidy->errorBuffer)) {
    echo "The following errors or warnings occured:\n";
    echo $tidy->errorBuffer;
}
?>

注意

注意: オプションのパラメータ config_options と enconding は Tidy 2.0 で追加されました。

参考

tidy::parsestring() - 文字列にストアされたドキュメントをパースする
tidy::repairfile() - ファイルを修正し、それを文字列として返す
tidy::repairstring() - 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する

tidy::parseString

tidy_parse_string
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy::parseString -- tidy_parse_string — 文字列にストアされたドキュメントをパースする

説明

オブジェクト指向型

bool tidy::parseString ( string $input [, mixed $config [, string $encoding ]] )

手続き型

tidy tidy_parse_string ( string $input [, mixed $config [, string $encoding ]] )

文字列にストアされたドキュメントをパースします。

パラメータ
input

パースするデータ。
config

config には配列あるいは文字列を渡します。 文字列を渡した場合は設定ファイルの名前、 それ以外の場合は設定そのものとして解釈されます。

オプションについての説明は » http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html を参照ください。
encoding

encoding は入出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。 指定できるエンコーディング名は ascii、latin0、latin1、 raw、utf8、iso2022、 mac、win1252、ibm858、 utf16、utf16le、utf16be、 big5 および shiftjis です。

返り値

新しい tidy インスタンスを返します。

例

例1 tidy::parseString() の例
<?php
ob_start();
?>

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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<html>
  <head>
   <title>test</title>
  </head>
  <body>
   <p>error<br>another line</i>
  </body>
</html>

<?php

$buffer = ob_get_clean();
$config = array('indent' => TRUE,
                'output-xhtml' => TRUE,
                'wrap' => 200);

$tidy = tidy_parse_string($buffer, $config, 'UTF8');

$tidy->cleanRepair();
echo $tidy;
?>

上の例の出力は以下となります。
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN"
    "http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd">
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
  <head>
    <title>
      test
    </title>
  </head>
  <body>
    <p>
      error<br />
      another line
    </p>
  </body>
</html>

注意

注意: オプションのパラメータ config_options と enconding は Tidy 2.0 で追加されました。

参考

tidy::parseFile() - ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする
tidy::repairFile() - ファイルを修正し、それを文字列として返す
tidy::repairString() - 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する

tidy::repairFile

tidy_repair_file
(PHP 5, PECL tidy >= 0.7.0)

tidy::repairFile -- tidy_repair_file — ファイルを修正し、それを文字列として返す

説明

オブジェクト指向型

string tidy::repairFile ( string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path = false ]]] )

手続き型

string tidy_repair_file ( string $filename [, mixed $config [, string $encoding [, bool $use_include_path = false ]]] )

与えられたファイルを修正し、それを文字列として返します。

パラメータ
filename

修正するファイル。
config

config には配列あるいは文字列を渡します。 文字列を渡した場合は設定ファイルの名前、 それ以外の場合は設定そのものとして解釈されます。

オプションについての説明は http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html を参照ください。
encoding

encoding は入出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。 指定できるエンコーディング名は ascii、latin0、latin1、 raw、utf8、iso2022、 mac、win1252、ibm858、 utf16、utf16le、utf16be、 big5 および shiftjis です。
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use_include_path

include_path からファイルを探します。

返り値

修正した内容を文字列で返します。

例

例1 tidy::repairFile() の例
<?php
$file = 'file.html';

$tidy = new tidy();
$repaired = $tidy->repairfile($file);
rename($file, $file . '.bak');

file_put_contents($file, $repaired);
?>

注意

注意: オプションのパラメータ config_options と enconding は Tidy 2.0 で追加されました。

参考

tidy::parseFile() - ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする
tidy::parseString() - 文字列にストアされたドキュメントをパースする
tidy::repairString() - 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する

tidy::repairString

tidy_repair_string
(PHP 5, PECL tidy >= 0.7.0)

tidy::repairString -- tidy_repair_string — 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する

説明

オブジェクト指向型

string tidy::repairString ( string $data [, mixed $config [, string $encoding ]] )

手続き型

string tidy_repair_string ( string $data [, mixed $config [, string $encoding ]] )

与えられた文字列を修正します。

パラメータ
data

修正するデータ。
config

config には配列あるいは文字列を渡します。 文字列を渡した場合は設定ファイルの名前、 それ以外の場合は設定そのものとして解釈されます。

オプションについての説明は » http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html を参照ください。
encoding

encoding は入出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。 指定できるエンコーディング名は ascii、latin0、latin1、 raw、utf8、iso2022、 mac、win1252、ibm858、 utf16、utf16le、utf16be、 big5 および shiftjis です。

返り値

修正した文字列を返します。

例

例1 tidy::repairString() の例
<?php

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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ob_start();
?>

<html>
  <head>
    <title>test</title>
  </head>
  <body>
    <p>error</i>
  </body>
</html>

<?php

$buffer = ob_get_clean();
$tidy = new tidy();
$clean = $tidy->repairString($buffer);

echo $clean;
?>

上の例の出力は以下となります。
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">
<html>
<head>
<title>test</title>
</head>
<body>
<p>error</p>
</body>
</html>

注意

注意: オプションのパラメータ config_options と enconding は Tidy 2.0 で追加されました。

参考

tidy::parseFile() - ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする
tidy::parseString() - 文字列にストアされたドキュメントをパースする
tidy::repairFile() - ファイルを修正し、それを文字列として返す

tidy::root

tidy_get_root
(PHP 5, PECL tidy 0.5.2-1.0.0)

tidy::root -- tidy_get_root — Tidy パースツリーのルートを表す tidyNode を返す

説明

オブジェクト指向型

tidyNode tidy::root ( void )

手続き型

tidyNode tidy_get_root ( tidy $object )

Tidy パースツリーのルートを表す tidyNode を返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

tidyNode オブジェクトを返します。

例

例1 tidy::root() の例
<?php

$html = <<< HTML
<html><body>

<p>paragraph</p>
<br/>

</body></html>
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HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
dump_nodes($tidy->root(), 1);

function dump_nodes($node, $indent) {

    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            echo str_repeat('.', $indent*2) . ($child->name ? $child->name : '"'.$child->value.'"'). "\n";

            dump_nodes($child, $indent+1);
        }
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
..html
....head
......title
....body
......p
........"paragraph"
......br

注意

注意: この関数は、Zend Engine 2、つまり、PHP >= 5.0.0でのみ利用可能です。

目次
tidy::body — Tidy パースツリーの <body> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::cleanRepair — パースされたマークアップに設定に基く誤りの修正を行う
tidy::__construct — 新しい tidy オブジェクトを作成する
tidy::diagnose — パース、修正されたマークアップの診断を行う
tidy::getConfig — 現在の Tidy の設定を取得する
tidy::htmlver — 指定したドキュメントで検出された HTML バージョンを取得する
tidy::getOpt — Tidy ドキュメントについて指定した設定オプションの値を返す
tidy::getoptdoc — 与えられたオプション名に対するドキュメントを返す
tidy::getRelease — Tidy ライブラリのリリース日 (バージョン) を取得する
tidy::getStatus — 指定したドキュメントのステータスを取得する
tidy::head — Tidy パースツリーの <head> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::html — Tidy パースツリーの <html> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::isXhtml — ドキュメントが XHTML ドキュメントかどうかを示す
tidy::isXml — ドキュメントが一般的な XML ドキュメント (非 HTML/XHTML) かどうかを示す
tidy::parseFile — ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする
tidy::parseString — 文字列にストアされたドキュメントをパースする
tidy::repairFile — ファイルを修正し、それを文字列として返す
tidy::repairString — 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する
tidy::root — Tidy パースツリーのルートを表す tidyNode を返す

TidyNode クラス
導入
HTML ファイル中の HTML ノードで、tidy が検出したものです。

クラス概要
TidyNode {
/* プロパティ */
$value;
$name;
$type;
$line;
$column;
$proprietary;
$id;
$attribute;
$child;
/* メソッド */
tidyNode tidyNode::getParent ( void )
bool tidyNode::hasChildren ( void )
bool tidyNode::hasSiblings ( void )
bool tidyNode::isAsp ( void )
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bool tidyNode::isComment ( void )
bool tidyNode::isHtml ( void )
bool tidyNode::isJste ( void )
bool tidyNode::isPhp ( void )
bool tidyNode::isText ( void )
}

プロパティ
value

まわりのタグも含む、ノードの HTML 表現

name

HTML ノードの名前

type

タグの型 (上の定数のひとつで、たとえば TIDY_NODETYPE_PHP)

line

ファイル内でそのタグが存在する行番号

column

ファイル内でそのタグが存在するカラム番号

proprietary

そのノードが独自タグであるかどうかを表す

id

タグの ID (上の定数のひとつで、たとえば TIDY_TAG_FRAME)

attribute

現在のノードの属性名 (キー) を表す文字列の配列

child

現在のノードの子を表す TidyNode の配列

バージョン 説明
5.1.0 line、column および proprietary が追加されました。

tidyNode::getParent
(PHP 5 >= 5.2.2)

tidyNode::getParent — カレントノードの親ノードを返す

説明

tidyNode tidyNode::getParent ( void )

カレントノードの親ノードを返します。

例

例1 tidyNode::hasChildren() の例
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
 </head>
 <body>
 Hello World
 </body>
</html>

HTML;
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$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

$node = $tidy->html()->child[0]->child[0];

var_dump($node->getparent()->name);
?>

上の例の出力は以下となります。
string(4) "head"

返り値

そのノードが親を持っている場合に tidyNode、 それ以外の場合に NULL を返します。

tidyNode::hasChildren
(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::hasChildren — ノードが子を持つかどうかを調べる

説明

bool tidyNode::hasChildren ( void )

ノードが子を持つかどうかを調べます。

返り値

ノードが子を持つ場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 tidyNode::hasChildren() の例
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

// the head tag
var_dump($tidy->html()->child[0]->hasChildren());

// the php inside the head tag
var_dump($tidy->html()->child[0]->child[0]->hasChildren());

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::has_children() という名前でした。

tidyNode::hasSiblings
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(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::hasSiblings — このノードが兄弟ノードを持つかどうかを調べる

説明

bool tidyNode::hasSiblings ( void )

ノードが兄弟ノードを持つかどうかを調べます。

返り値

兄弟ノードを持つ場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 tidyNode::hasSiblings() の例
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

// the html tag
var_dump($tidy->html()->hasSiblings());

// the head tag
var_dump($tidy->html()->child[0]->hasSiblings());

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::has_siblings() という名前でした。

tidyNode::isAsp
(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::isAsp — このノードが ASP かどうかを調べる

説明

bool tidyNode::isAsp ( void )

現在のノードが ASP かどうかを調べます。

返り値

ノードが ASP の場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例
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例1 HTML ドキュメントからの ASP コードの抽出
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

get_nodes($tidy->html());

function get_nodes($node) {

    // check if the current node is of requested type
    if($node->isAsp()) {
        echo "\n\n# asp node #" . ++$GLOBALS['num'] . "\n";
        echo $node->value;
    }

    // check if the current node has childrens
    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            get_nodes($child);
        }
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
# asp node #1
<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::is_asp() という名前でした。

tidyNode::isComment
(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::isComment — このノードがコメントを表すものかどうかを調べる

説明

bool tidyNode::isComment ( void )

このノードがコメントであるかどうかを調べます。

返り値

このノードがコメントである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 HTML ドキュメントからのコメントの抽出
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
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</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

get_nodes($tidy->html());

function get_nodes($node) {

    // check if the current node is of requested type
    if($node->isComment()) {
        echo "\n\n# comment node #" . ++$GLOBALS['num'] . "\n";
        echo $node->value;
    }

    // check if the current node has childrens
    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            get_nodes($child);
        }
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
# jste node #1
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::is_comment() という名前でした。

tidyNode::isHtml
(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::isHtml — このノードが HTML ドキュメントであるかどうかを調べる

説明

bool tidyNode::isHtml ( void )

このノードが HTML ドキュメントの一部であるかどうかを調べます。

返り値

ノードが HTML ドキュメントの一部である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 HTML ドキュメントからの HTML コードの抽出
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>
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<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

get_nodes($tidy->html());

function get_nodes($node) {
    // check if the current node is of requested type
    if($node->isHtml()) {
        echo "\n\n# html node #" . ++$GLOBALS['num'] . "\n";
        echo $node->value;
    }

    // check if the current node has childrens
    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            get_nodes($child);
        }
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
# html node #1
<html>
<head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?><# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
<title></title>
</head>
<body>
<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?><%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%><!-- Comments -->
Hello WorldOutside HTML
</body>
</html>

# html node #2
<head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?><# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
<title></title>
</head>

# html node #3
<?php echo '<title>title</title>'; ?>

# html node #4
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>

# html node #5
<title></title>

# html node #6
<body>
<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?><%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%><!-- Comments -->
Hello WorldOutside HTML
</body>

# html node #7
<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

# html node #8
<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

# html node #9
<!-- Comments -->

# html node #10
Hello World

# html node #11
Outside HTML

注意

注意:
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この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::is_html() という名前でした。

tidyNode::isJste
(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::isJste — このノードが JSTE であるかどうかを調べる

説明

bool tidyNode::isJste ( void )

このノードが JSTE であるかどうかを調べます。

返り値

ノードが JSTE である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 HTML ドキュメントからの JSTE コードの抽出
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

get_nodes($tidy->html());

function get_nodes($node) {

    // check if the current node is of requested type
    if($node->isJste()) {
        echo "\n\n# jste node #" . ++$GLOBALS['num'] . "\n";
        echo $node->value;
    }

    // check if the current node has childrens
    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            get_nodes($child);
        }
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
# jste node #1
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::is_jste() という名前でした。

tidyNode::isPhp
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(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::isPhp — このノードが PHP であるかどうかを調べる

説明

bool tidyNode::isPhp ( void )

このノードが PHP であるかどうかを調べます。

返り値

ノードが PHP コードである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 HTML ドキュメントからの PHP コードの抽出
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

get_nodes($tidy->html());

function get_nodes($node) {

    // check if the current node is of requested type
    if($node->isPhp()) {
        echo "\n\n# php node #" . ++$GLOBALS['num'] . "\n";
        echo $node->value;
    }

    // check if the current node has childrens
    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            get_nodes($child);
        }
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
# php node #1
<?php echo '<title>title</title>'; ?>

# php node #2
<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::is_php() という名前でした。

tidyNode::isText
(PHP 5 >= 5.0.1)

tidyNode::isText — このノードが (マークアップでない) テキストであるかどうかを調べる

説明
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bool tidyNode::isText ( void )

このノードが (マークアップされていない) テキストであるかどうかを調べます。

返り値

ノードがテキストを著す場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 HTML ドキュメントからのテキストの抽出
<?php

$html = <<< HTML
<html><head>
<?php echo '<title>title</title>'; ?>
<# 
  /* JSTE code */
  alert('Hello World'); 
#>
</head>
<body>

<?php
  // PHP code
  echo 'hello world!';
?>

<%
  /* ASP code */
  response.write("Hello World!")
%>

<!-- Comments -->
Hello World
</body></html>
Outside HTML
HTML;

$tidy = tidy_parse_string($html);
$num = 0;

get_nodes($tidy->html());

function get_nodes($node) {

    // check if the current node is of requested type
    if($node->isText()) {
        echo "\n\n# text node #" . ++$GLOBALS['num'] . "\n";
        echo $node->value;
    }

    // check if the current node has childrens
    if($node->hasChildren()) {
        foreach($node->child as $child) {
            get_nodes($child);
        }
    }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
# text node #1
Hello World

# text node #2
Outside HTML

注意

注意:

この関数は、PHP 4/Tidy 1 では tidy_node::is_text() という名前でした。

目次
tidyNode::getParent — カレントノードの親ノードを返す
tidyNode::hasChildren — ノードが子を持つかどうかを調べる
tidyNode::hasSiblings — このノードが兄弟ノードを持つかどうかを調べる
tidyNode::isAsp — このノードが ASP かどうかを調べる
tidyNode::isComment — このノードがコメントを表すものかどうかを調べる
tidyNode::isHtml — このノードが HTML ドキュメントであるかどうかを調べる
tidyNode::isJste — このノードが JSTE であるかどうかを調べる
tidyNode::isPhp — このノードが PHP であるかどうかを調べる
tidyNode::isText — このノードが (マークアップでない) テキストであるかどうかを調べる

Tidy 関数



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ob_tidyhandler
(PHP 5)

ob_tidyhandler — バッファを修正するための ob_start コールバック関数

説明

string ob_tidyhandler ( string $input [, int $mode ] )

バッファを修正するための ob_start() コールバック関数です。

パラメータ
input

バッファ。
mode

バッファのモード。

返り値

修正したバッファを返します。

例

例1 ob_tidyhandler() の例
<?php
ob_start('ob_tidyhandler');

echo '<p>test</i>';
?>

上の例の出力は以下となります。
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">
<html>
<head>
<title></title>
</head>
<body>
<p>test</p>
</body>
</html>

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする

tidy_access_count
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_access_count — 指定したドキュメントについて発生したTidyアクセシビリティ警告の数を返す

説明

int tidy_access_count ( tidy $object )

tidy_access_count() は、 指定したドキュメントについて発生した Tidy アクセシビリティ警告の数を返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

警告の数を返します。

例
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例1 tidy_access_count() の例
<?php

$html ='<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">
<html><head><title>Title</title></head>
<body>

<p><img src="img.png"></p>

</body></html>';

// アクセシビリティチェックのレベルを選択する: 1, 2 あるいは 3
$config = array('accessibility-check' => 3);

$tidy = new tidy();
$tidy->parseString($html, $config);
$tidy->cleanRepair();

/* これをコールすることを忘れないように! */
$tidy->diagnose();

echo tidy_access_count($tidy); //5

?>

注意

注意:

TidyLib の設計のため、tidy_access_count() の前に tidy_diagnose() をコールしなければなりません。 さもないと、常に 0 が返されます。 また、accessibility-check オプションを有効にしなければなりません。

参考

tidy_error_count() - 指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返す
tidy_warning_count() - 指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返す

tidy_config_count
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_config_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy 設定エラーの数を返す

説明

int tidy_config_count ( tidy $object )

指定した Tidy オブジェクト object の設定時に発生した Tidy エラーの数を返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

エラーの数を返します。

例

例1 tidy_config_count() の例
<?php
$html = '<p>test</I>';

$config = array('doctype' => 'bogus');

$tidy = tidy_parse_string($html, $config);

/* 'bogus' は有効な文章型でないので、1 を出力する */
echo tidy_config_count($tidy);
?>

tidy_error_count
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_error_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返す

説明
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int tidy_error_count ( tidy $object )

指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

エラーの数を返します。

例

例1 tidy_error_count() の例
<?php
$html = '<p>test</i>
<bogustag>bogus</bogustag>';

$tidy = tidy_parse_string($html);

echo tidy_error_count($tidy) . "\n"; //1

echo $tidy->errorBuffer;
?>

上の例の出力は以下となります。
1
line 1 column 1 - Warning: missing <!DOCTYPE> declaration
line 1 column 8 - Warning: discarding unexpected </i>
line 2 column 1 - Error: <bogustag> is not recognized!
line 2 column 1 - Warning: discarding unexpected <bogustag>
line 2 column 16 - Warning: discarding unexpected </bogustag>
line 1 column 1 - Warning: inserting missing 'title' element

参考

tidy_access_count() - 指定したドキュメントについて発生したTidyアクセシビリティ警告の数を返す
tidy_warning_count() - 指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返す

tidy_get_error_buffer
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_get_error_buffer — 指定したドキュメントのパースで発生した警告とエラーを返す

説明

手続き型:

string tidy_get_error_buffer ( tidy $object )

オブジェクト指向型 (プロパティ):

string $errorBuffer;

指定したドキュメントのパースで発生した警告とエラーを返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

エラーバッファを文字列で返します。

例

例1 tidy_get_error_buffer() の例
<?php
$html = '<p>paragraph</p>';

$tidy = tidy_parse_string($html);
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echo tidy_get_error_buffer($tidy);
/* オブジェクト指向の場合 */
echo $tidy->errorBuffer;
?>

上の例の出力は以下となります。
line 1 column 1 - Warning: missing <!DOCTYPE> declaration
line 1 column 1 - Warning: inserting missing 'title' element

参考

tidy_access_count() - 指定したドキュメントについて発生したTidyアクセシビリティ警告の数を返す
tidy_error_count() - 指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返す
tidy_warning_count() - 指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返す

tidy_get_output
(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_get_output — パースされた Tidy マークアップを表す文字列を返す

説明

string tidy_get_output ( tidy $object )

修正された HTML を文字列で返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

修正された HTML を文字列で返します。

例

例1 tidy_get_output() の例
<?php

$html = '<p>paragraph</i>';
$tidy = tidy_parse_string($html);

$tidy->cleanRepair();

echo tidy_get_output($tidy);
?>

上の例の出力は以下となります。
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">
<html>
<head>
<title></title>
</head>
<body>
<p>paragraph</p>
</body>
</html>

tidy_load_config
(PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_load_config — 指定したエンコーディングで ASCII コードの Tidy 設定ファイルをロードする

説明

void tidy_load_config ( string $filename , string $encoding )

指定したエンコーディング encoding で Tidy 設定ファイルをロードします。

パラメータ
filename
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encoding

返り値

値を返しません。

注意

注意: この関数は、Tidy 1.0 でのみ利用可能です。 この関数は、Tidy 2.0 では古い関数として削除されているためです。

tidy_reset_config
(PECL tidy >= 0.7.0)

tidy_reset_config — Tidy の設定をデフォルト値に戻す

説明

bool tidy_reset_config ( void )

この関数は、Tidy の設定をデフォルト値に戻します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数は、Tidy 1.0 でのみ利用可能です。 この関数は、Tidy 2.0 では古い関数として削除されているためです。

tidy_save_config
(PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_save_config — 現在の設定を名前が付けられたファイルに保存する

説明

bool tidy_save_config ( string $filename )

現在の設定を指定したファイルに保存します。 デフォルトではない値だけが書き込まれます。

パラメータ
filename

設定ファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数は、Tidy 1.0 でのみ利用可能です。 この関数は、Tidy 2.0 では古い関数として削除されているためです。

参考

tidy_get_config() - 現在の Tidy の設定を取得する
tidy_getopt() - Tidy ドキュメントについて指定した設定オプションの値を返す
tidy_reset_config() - Tidy の設定をデフォルト値に戻す
tidy_setopt() - 指定した Tidy ドキュメントについての設定を更新する

tidy_set_encoding
(PECL tidy >= 0.5.2)
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tidy_set_encoding — マークアップをパースする際の入力／出力エンコーディングを設定する

説明

bool tidy_set_encoding ( string $encoding )

入力／出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。

パラメータ
encoding

encoding は入出力ドキュメントのエンコーディングを設定します。 使用可能なエンコーディングは ascii、latin0、latin1、 raw、utf8、iso2022、 mac、win1252、ibm858、 utf16、utf16le、utf16be、 big5 および shiftjis です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数は、Tidy 1.0 でのみ利用可能です。 この関数は、Tidy 2.0 では古い関数として削除されているためです。

tidy_setopt
(PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_setopt — 指定した Tidy ドキュメントについての設定を更新する

説明

bool tidy_setopt ( string $option , mixed $value )

tidy_setopt() は、 指定したオプション option の値を 新しい値 value に更新します。

パラメータ
option

tidy オプションの名前。背使用可能なオプションの一覧は » http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html にあります。
value

tidy オプションの値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 tidy_setopt() の例
<?php
$html = '<p>test</i>';

$tidy = tidy_parse_string($html);

tidy_setopt('indent', FALSE);
?>

注意

注意: この関数は、Tidy 1.0 でのみ利用可能です。 この関数は、Tidy 2.0 では古い関数として削除されているためです。

参考

tidy_getopt() - Tidy ドキュメントについて指定した設定オプションの値を返す
tidy_get_config() - 現在の Tidy の設定を取得する
tidy_reset_config() - Tidy の設定をデフォルト値に戻す
tidy_save_config() - 現在の設定を名前が付けられたファイルに保存する

tidy_warning_count

http://tidy.sourceforge.net/docs/quickref.html
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(PHP 5, PECL tidy >= 0.5.2)

tidy_warning_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返す

説明

int tidy_warning_count ( tidy $object )

指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返します。

パラメータ
object

Tidy オブジェクト。

返り値

警告の数を返します。

例

例1 tidy_warning_count() の例
<?php
$html = '<p>test</i>
<bogustag>bogus</bogustag>';

$tidy = tidy_parse_string($html);

echo tidy_error_count($tidy) . "\n"; //1
echo tidy_warning_count($tidy) . "\n"; //5
?>

参考

tidy_error_count() - 指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返す
tidy_access_count() - 指定したドキュメントについて発生したTidyアクセシビリティ警告の数を返す

目次
ob_tidyhandler — バッファを修正するための ob_start コールバック関数
tidy_access_count — 指定したドキュメントについて発生したTidyアクセシビリティ警告の数を返す
tidy_config_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy 設定エラーの数を返す
tidy_error_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返す
tidy_get_error_buffer — 指定したドキュメントのパースで発生した警告とエラーを返す
tidy_get_output — パースされた Tidy マークアップを表す文字列を返す
tidy_load_config — 指定したエンコーディングで ASCII コードの Tidy 設定ファイルをロードする
tidy_reset_config — Tidy の設定をデフォルト値に戻す
tidy_save_config — 現在の設定を名前が付けられたファイルに保存する
tidy_set_encoding — マークアップをパースする際の入力／出力エンコーディングを設定する
tidy_setopt — 指定した Tidy ドキュメントについての設定を更新する
tidy_warning_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

例
Tidy — Tidy クラス

tidy::body — Tidy パースツリーの <body> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::cleanRepair — パースされたマークアップに設定に基く誤りの修正を行う
tidy::__construct — 新しい tidy オブジェクトを作成する
tidy::diagnose — パース、修正されたマークアップの診断を行う
tidy::getConfig — 現在の Tidy の設定を取得する
tidy::htmlver — 指定したドキュメントで検出された HTML バージョンを取得する
tidy::getOpt — Tidy ドキュメントについて指定した設定オプションの値を返す
tidy::getoptdoc — 与えられたオプション名に対するドキュメントを返す
tidy::getRelease — Tidy ライブラリのリリース日 (バージョン) を取得する
tidy::getStatus — 指定したドキュメントのステータスを取得する
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tidy::head — Tidy パースツリーの <head> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::html — Tidy パースツリーの <html> タグから始まる tidyNode オブジェクトを返す
tidy::isXhtml — ドキュメントが XHTML ドキュメントかどうかを示す
tidy::isXml — ドキュメントが一般的な XML ドキュメント (非 HTML/XHTML) かどうかを示す
tidy::parseFile — ファイルまたは URI にあるマークアップをパースする
tidy::parseString — 文字列にストアされたドキュメントをパースする
tidy::repairFile — ファイルを修正し、それを文字列として返す
tidy::repairString — 別途提供される設定ファイルを使用して文字列を修正する
tidy::root — Tidy パースツリーのルートを表す tidyNode を返す

TidyNode — TidyNode クラス
tidyNode::getParent — カレントノードの親ノードを返す
tidyNode::hasChildren — ノードが子を持つかどうかを調べる
tidyNode::hasSiblings — このノードが兄弟ノードを持つかどうかを調べる
tidyNode::isAsp — このノードが ASP かどうかを調べる
tidyNode::isComment — このノードがコメントを表すものかどうかを調べる
tidyNode::isHtml — このノードが HTML ドキュメントであるかどうかを調べる
tidyNode::isJste — このノードが JSTE であるかどうかを調べる
tidyNode::isPhp — このノードが PHP であるかどうかを調べる
tidyNode::isText — このノードが (マークアップでない) テキストであるかどうかを調べる

Tidy 関数
ob_tidyhandler — バッファを修正するための ob_start コールバック関数
tidy_access_count — 指定したドキュメントについて発生したTidyアクセシビリティ警告の数を返す
tidy_config_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy 設定エラーの数を返す
tidy_error_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy エラーの数を返す
tidy_get_error_buffer — 指定したドキュメントのパースで発生した警告とエラーを返す
tidy_get_output — パースされた Tidy マークアップを表す文字列を返す
tidy_load_config — 指定したエンコーディングで ASCII コードの Tidy 設定ファイルをロードする
tidy_reset_config — Tidy の設定をデフォルト値に戻す
tidy_save_config — 現在の設定を名前が付けられたファイルに保存する
tidy_set_encoding — マークアップをパースする際の入力／出力エンコーディングを設定する
tidy_setopt — 指定した Tidy ドキュメントについての設定を更新する
tidy_warning_count — 指定したドキュメントについて発生した Tidy 警告の数を返す

Tokenizer

導入
tokenizer 関数は、Zend Engine に組み込まれた PHP tokenizer へのインターフェイスを提供します。以下の関数により、 字句解析レベルの言語処理を行うことなく、 PHP ソースを解析/修正するツールを作成することが可能となります。

トークンに関する付録も参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP 4.3.0 以降、以下の関数はデフォルトで有効となっています。 これ以前のバージョンの場合、 --enable-tokenizer を指定して PHP をコンパイルする必要があります。 --disable-tokenizer を指定すること により、tokenizer サポートを無効とすることができます。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

注意: tokenizer の組込みサポートは PHP 4.3.0 で利用可能となりました。
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実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
この拡張モジュールを組み込んで PHP をコンパイルするか、あるいは実行時に 動的にモジュールを読み込むと、パーサトークンの一覧 に挙げられている トークンが定数として定義されます。

例
以下に tokenizer を用いた簡単な PHP スクリプトの例を示します。この例は、 PHP ファイルを読み込み、ソースから全てのコメントを削除し、コードのみを 出力するものです。

例1 tokenizer によるコメントの削除
<?php
/*
* T_ML_COMMENT は PHP 5 には存在しません。
* 以下の 3 行で、古いバージョンとの互換性を確保するために
* これらを定義しています。
*
* その次の 2 行では、PHP 5 にのみ存在する T_DOC_COMMENT を定義しています。
* T_ML_COMMENT が存在するかどうかで PHP 4 かどうかを判断しています。
*/
if (!defined('T_ML_COMMENT')) {
   define('T_ML_COMMENT', T_COMMENT);
} else {
   define('T_DOC_COMMENT', T_ML_COMMENT);
}

$source = file_get_contents('example.php');
$tokens = token_get_all($source);

foreach ($tokens as $token) {
   if (is_string($token)) {
       // 簡単な1文字毎のトークン
       echo $token;
   } else {
       // トークン配列
       list($id, $text) = $token;

       switch ($id) { 
           case T_COMMENT: 
           case T_ML_COMMENT: // これと
           case T_DOC_COMMENT: // これを定義しました
               // コメントの場合は何もしない
               break;

           default:
               // それ以外の場合 -> "そのまま"出力
               echo $text;
               break;
       }
   }
}
?>

Tokenizer 関数

token_get_all
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

token_get_all — 指定したソースを PHP トークンに分割する

説明

array token_get_all ( string $source )

token_get_all() は指定した文字列 source をパースし、Zend engine の 字句解析スキャナにより PHP 言語のトークンに分割します。

パーサトークンの一覧を得るには、パーサトークンの一覧 を参照するか、 あるいは token_name() でトークン値を文字列表現に 変換します。
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パラメータ
source

パースする PHP ソース。

返り値

トークン ID の配列を返します。配列の各要素には、1 文字単位の文字列 (例: ;、.、 >、! など...)、 またはトークンのインデックスを 0 番目の要素、トークンの文字列表現を 1 番目の要素、 行番号を 2 番目の要素とする配列が含まれます。

例

例1 token_get_all() の例
<?php
$tokens = token_get_all('<?php echo; ?>'); /* => array(
                                                  array(T_OPEN_TAG, '<?php'), 
                                                  array(T_ECHO, 'echo'),
                                                  ';',
                                                  array(T_CLOSE_TAG, '?>') ); */

/* 以下の例では、文字列が T_COMMENT (PHP <5 では T_ML_COMMENT)
   ではなく T_INLINE_HTML とパースされていることに注意しましょう。
   これは、指定した "code" の中に開始タグ/終了タグが含まれていないからです。
   通常のファイルで、コメントを <?php ?> タグの外部に書いた場合にも同じようになります。 */
$tokens = token_get_all('/* comment */'); // => array(array(T_INLINE_HTML, '/* comment */'));
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.2.2 2 番目の要素として行番号を返すようになりました。

token_name
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

token_name — 指定した PHP トークンのシンボル名を取得する

説明

string token_name ( int $token )

token_name()は、PHP token 値のシンボル名を返します。

パラメータ
token

トークンの値。

返り値

token に対応するシンボル名を返します。

例

例1 token_name() の例
<?php
// 260は T_REQUIRE トークンのトークン値
echo token_name(260);        // -> "T_REQUIRE"

// 自身の名前にマップするトークン定数
echo token_name(T_FUNCTION); // -> "T_FUNCTION"
?>

参考

パーサトークンの一覧

目次
token_get_all — 指定したソースを PHP トークンに分割する
token_name — 指定した PHP トークンのシンボル名を取得する
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Tokenizer 関数

token_get_all — 指定したソースを PHP トークンに分割する
token_name — 指定した PHP トークンのシンボル名を取得する

URLs

導入
URL文字列を処理(エンコード、デコード、パース)します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

以下の定数は parse_url() で使用するもので、 PHP 5.1.2 以降で使用可能です。

PHP_URL_SCHEME (integer)
PHP_URL_HOST (integer)
PHP_URL_PORT (integer)
PHP_URL_USER (integer)
PHP_URL_PASS (integer)
PHP_URL_PATH (integer)
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PHP_URL_QUERY (integer)
PHP_URL_FRAGMENT (integer)

URL 関数

base64_decode
(PHP 4, PHP 5)

base64_decode — MIME base64 方式によりエンコードされたデータをデコードする

説明

string base64_decode ( string $data [, bool $strict = false ] )

base64 でエンコードされた data をデコードします。

パラメータ
data

デコードされるデータ。
strict

入力に base64 アルファベットの範囲外の文字が含まれる場合に FALSE を返す。

返り値

もとのデータを返します。失敗した場合に FALSE を返します。 返り値はバイナリになることもあります。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 strict が追加されました。

例

例1 base64_decode() の例
<?php
$str = 'VGhpcyBpcyBhbiBlbmNvZGVkIHN0cmluZw==';
echo base64_decode($str);
?>

上の例の出力は以下となります。
This is an encoded string

参考

base64_encode() - MIME base64 方式でデータをエンコードする
» RFC 2045 6.8 節

base64_encode
(PHP 4, PHP 5)

base64_encode — MIME base64 方式でデータをエンコードする

説明

string base64_encode ( string $data )

指定した data を base64 でエンコードします。

このエンコードは、メールの本体のように 8 ビットクリーンではないトランスポート層を通じても、 バイナリデータが生き残れるように設計されています。

Base64 でエンコードされたデータは、エンコード前のデータにくらべて 33% 余計に容量が必要です。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
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パラメータ
data

エンコードするデータ。

返り値

エンコードされたデータを文字列で返します。

例

例1 base64_encode() の例
<?php
$str = 'This is an encoded string';
echo base64_encode($str);
?>

上の例の出力は以下となります。
VGhpcyBpcyBhbiBlbmNvZGVkIHN0cmluZw==

参考

base64_decode() - MIME base64 方式によりエンコードされたデータをデコードする
chunk_split() - 文字列をより小さな部分に分割する
convert_uuencode() - 文字列を uuencode する
» RFC 2045 6.8 節

get_headers
(PHP 5)

get_headers — HTTP リクエストに対するレスポンス内で サーバによって送出された全てのヘッダを取得する

説明

array get_headers ( string $url [, int $format = 0 ] )

get_headers() は、HTTP リクエストに対するレスポンス内で サーバによって送出されたヘッダの配列を返します。

パラメータ
url

対象となる URL。
format

オプションの format パラメータが ゼロ以外にセットされた場合、get_headers() はレスポンスをパースし、配列のキーをセットします。

返り値

数値添字配列あるいは連想配列でヘッダを返します。 失敗した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 この関数はデフォルトのストリームコンテキストを使用します。 これは、stream_context_get_default() 関数を使用して設定/変更することが可能です。

例

例1 get_headers() の例
<?php
$url = 'http://www.example.com';

print_r(get_headers($url));

print_r(get_headers($url, 1));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => HTTP/1.1 200 OK
    [1] => Date: Sat, 29 May 2004 12:28:13 GMT

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

    [2] => Server: Apache/1.3.27 (Unix)  (Red-Hat/Linux)
    [3] => Last-Modified: Wed, 08 Jan 2003 23:11:55 GMT
    [4] => ETag: "3f80f-1b6-3e1cb03b"
    [5] => Accept-Ranges: bytes
    [6] => Content-Length: 438
    [7] => Connection: close
    [8] => Content-Type: text/html
)

Array
(
    [0] => HTTP/1.1 200 OK
    [Date] => Sat, 29 May 2004 12:28:14 GMT
    [Server] => Apache/1.3.27 (Unix)  (Red-Hat/Linux)
    [Last-Modified] => Wed, 08 Jan 2003 23:11:55 GMT
    [ETag] => "3f80f-1b6-3e1cb03b"
    [Accept-Ranges] => bytes
    [Content-Length] => 438
    [Connection] => close
    [Content-Type] => text/html
)

get_meta_tags
(PHP 4, PHP 5)

get_meta_tags — ファイル上のすべてのメタタグ情報を配列に展開する

説明

array get_meta_tags ( string $filename [, bool $use_include_path = false ] )

filename 内の各行をパースし <meta> タグ内の情報を配列として返します。 </head> でパースを終了します。

パラメータ
filename

HTML ファイルへのパスを表す文字列。 ローカルファイルのほか URL も指定できます。

例1 get_meta_tags() が何をパースするのか
<meta name="author" content="name">
<meta name="keywords" content="php documentation">
<meta name="DESCRIPTION" content="a php manual">
<meta name="geo.position" content="49.33;-86.59">
</head> <!-- ここでパースを終了します -->

(改行コードに注意してください。PHP は入力をパースするためにネイティブ関数を使用するため、 Macintosh のファイルは Unix 上では動作しません)。
use_include_path

use_include_path を TRUE に指定すると、 include_path ディレクティブの内容にしたがってファイルを探します。 これはローカルファイルにのみ有効で、URL の場合は使用できません。

返り値

パースされたメタタグを含む配列を返します。

name 属性の値が配列のキーとなります。content 属性の値が配列の要素となります。 標準の配列関数を利用することでこれらの値に簡単にアクセスすることができます。 name 属性で特別な文字が使われている場合は '_' で代用されます。 それ以外は小文字に変換されます。
もしも同じ名前のメタタグがある場合には 最後のもののみが返されます。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.5 クォートされていない HTML 属性もサポートするようになりました。

例

例2 get_meta_tags() が何を返すのか
<?php
// 上のタグは www.example.com 上のものだと仮定します
$tags = get_meta_tags('http://www.example.com/');

// すべてのキーが小文字であり、. (ピリオド) が _ に
// 置換されていることに注目してください。
echo $tags['author'];       // name
echo $tags['keywords'];     // php documentation
echo $tags['description'];  // a php manual
echo $tags['geo_position']; // 49.33;-86.59
?>

注意

注意:

name 
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属性がついているメタタグのみがパースの対象となります。

参考

htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
urlencode() - 文字列を URL エンコードする

http_build_query
(PHP 5)

http_build_query — URL エンコードされたクエリ文字列を生成する

説明

string http_build_query ( mixed $query_data [, string $numeric_prefix [, string $arg_separator ]] )

与えられた連想配列 (もしくは添字配列) から URL エンコードされたクエリ文字列を生成します。

パラメータ
query_data

プロパティを含む配列もしくはオブジェクト。

query_data が配列の場合の形式は、 単純な一次元構造か あるいは配列の配列 (言い換えると、他の配列を含む配列) となります。

query_data がオブジェクトの場合、 public プロパティだけが結果に含められます。
numeric_prefix

もし数値インデックスが基底となる配列に使用されたり numeric_prefix が指定された場合、 基底となる配列の要素に対する数値インデックスの前にこれが追加されます。

これは、後で PHP や他の CGI アプリケーションによってデータがデコードされる際、 正当な変数名になるよう考慮したものです。
arg_separator

arg_separator.output が区分のためのセパレータとして使用されます。ただし、 このパラメータが指定されていた場合は それが使用されます。

返り値

URL エンコードされた文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.2 パラメータ arg_separator が追加されました。
5.1.3 角括弧がエスケープされるようになりました。

例

例1 http_build_query() の簡単な使用法
<?php
$data = array('foo'=>'bar',
              'baz'=>'boom',
              'cow'=>'milk',
              'php'=>'hypertext processor');

echo http_build_query($data) . "\n";
echo http_build_query($data, '', '&amp;');

?>

上の例の出力は以下となります。
foo=bar&baz=boom&cow=milk&php=hypertext+processor
foo=bar&amp;baz=boom&amp;cow=milk&amp;php=hypertext+processor

例2 数値インデックス要素の場合での http_build_query()

<?php
$data = array('foo', 'bar', 'baz', 'boom', 'cow' => 'milk', 'php' =>'hypertext processor');

echo http_build_query($data) . "\n";
echo http_build_query($data, 'myvar_');
?>

上の例の出力は以下となります。
0=foo&1=bar&2=baz&3=boom&cow=milk&php=hypertext+processor
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myvar_0=foo&myvar_1=bar&myvar_2=baz&myvar_3=boom&cow=milk&php=hypertext+processor

例3 複雑な配列の場合での http_build_query()

<?php
$data = array('user'=>array('name'=>'Bob Smith',
                            'age'=>47,
                            'sex'=>'M',
                            'dob'=>'5/12/1956'),
              'pastimes'=>array('golf', 'opera', 'poker', 'rap'),
              'children'=>array('bobby'=>array('age'=>12,
                                               'sex'=>'M'),
                                'sally'=>array('age'=>8,
                                               'sex'=>'F')),
              'CEO');

echo http_build_query($data, 'flags_');
?>

この例は以下を出力します: (可読性のため適宜折り返しています)

user%5Bname%5D=Bob+Smith&user%5Bage%5D=47&user%5Bsex%5D=M&
user%5Bdob%5D=5%2F12%2F1956&pastimes%5B0%5D=golf&pastimes%5B1%5D=opera&
pastimes%5B2%5D=poker&pastimes%5B3%5D=rap&children%5Bbobby%5D%5Bage%5D=12&
children%5Bbobby%5D%5Bsex%5D=M&children%5Bsally%5D%5Bage%5D=8&
children%5Bsally%5D%5Bsex%5D=F&flags_0=CEO

注意:

基底の配列内の数値インデックス要素 "CEO" のみ、 接頭辞を受け取ります。pastimes 以下にある他の数値インデックスは、 正当な変数名にするための文字列の接頭辞を要求しません。

例4 オブジェクトの場合の http_build_query() の使用
<?php
class parentClass {
    public    $pub      = 'publicParent';
    protected $prot     = 'protectedParent';
    private   $priv     = 'privateParent';
    public    $pub_bar  = Null;
    protected $prot_bar = Null;
    private   $priv_bar = Null;

    public function __construct(){
        $this->pub_bar  = new childClass();
        $this->prot_bar = new childClass();
        $this->priv_bar = new childClass();
    }
}

class childClass {
    public    $pub  = 'publicChild';
    protected $prot = 'protectedChild';
    private   $priv = 'privateChild';
}

$parent = new parentClass();

echo http_build_query($parent);
?>

上の例の出力は以下となります。
pub=publicParent&pub_bar%5Bpub%5D=publicChild

参考

parse_str() - 文字列を処理し、変数に代入する
parse_url() - URL を解釈し、その構成要素を返す
urlencode() - 文字列を URL エンコードする
array_walk() - 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する

parse_url
(PHP 4, PHP 5)

parse_url — URL を解釈し、その構成要素を返す

説明

mixed parse_url ( string $url [, int $component = -1 ] )

この関数は、URL の様々な構成要素のうち特定できるものに関して 連想配列にして返します。

この関数は、指定された URL が有効かどうかを調べるためのもの ではなく、単に URL を上で示した 要素に分解するだけのものです。不完全な URL であっても受け入れられますし、 そのような場合でも parse_url() は可能な限り 正しく解析しようとします。

パラメータ
url

パースする URL。無効な文字は _ に置換されます。
component
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PHP_URL_SCHEME、 PHP_URL_HOST、PHP_URL_PORT、 PHP_URL_USER、PHP_URL_PASS、 PHP_URL_PATH、PHP_URL_QUERY あるいは PHP_URL_FRAGMENT のうちのいずれかを指定し、 特定の URL コンポーネントのみを 文字列で取得するようにします。

返り値

完全におかしな形式の URL については、parse_url() は FALSE を返します。それ以外の場合は連想配列が返され、 その中には以下の要素（のうち少なくともひとつ）が含まれます。

scheme - 例: http
host
port
user
pass
path
query - クエスチョンマーク ? 以降
fragment - ハッシュマーク # 以降

component が指定されている場合、結果は array ではなく文字列で返されます。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.3 URL のパースに失敗したときに E_WARNING を発生させないようになりました。
5.1.2 パラメータ component が追加されました。

例

例1 parse_url() の例
<?php
$url = 'http://username:password@hostname/path?arg=value#anchor';

print_r(parse_url($url));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [scheme] => http
    [host] => hostname
    [user] => username
    [pass] => password
    [path] => /path
    [query] => arg=value
    [fragment] => anchor
)

注意

注意:

この関数は相対 URL では動作しません。

注意:

parse_url() は URL をパースするための関数であり、 URI をパースするものではありません。しかし、PHP の後方互換性を満たすため、 例外として file:// スキームについては 3 重スラッシュ(file:///...) が認められています。他のスキームにおいては、これは無効
な形式となります。

参考

pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す
parse_str() - 文字列を処理し、変数に代入する
http_build_query() - URL エンコードされたクエリ文字列を生成する
http_build_url() - URL を組み立てる
dirname() - パス中のディレクトリ名の部分を返す
basename() - パス中のファイル名の部分を返す

rawurldecode
(PHP 4, PHP 5)

rawurldecode — URL エンコードされた文字列をデコードする

説明

string rawurldecode ( string $str )
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文字列の中にパーセント記号 (%) に続いて 2 つの 16 進数があるような表現形式を、文字定数に置き換えて返します。

パラメータ
str

デコードする URL。

返り値

デコードされた URL を文字列で返します。

例

例1 rawurldecode() の例
<?php

echo rawurldecode('foo%20bar%40baz'); // foo bar@baz

?>

注意

注意:

rawurldecode() は、プラス記号 ('+') をスペースに変換しません。urldecode() は変換します。

参考

rawurlencode() - RFC 1738 に基づき URL エンコードを行う
urldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする
urlencode() - 文字列を URL エンコードする

rawurlencode
(PHP 4, PHP 5)

rawurlencode — RFC 1738 に基づき URL エンコードを行う

説明

string rawurlencode ( string $str )

指定した文字列を » RFC 1738 にもとづいてエンコードします。

パラメータ
str

エンコードする URL。

返り値

-_.
を除くすべての非アルファベット文字をパーセント 記号 (%)に続いて 2 つの 16 進数がある表現形式に 置き換えた文字列を返します。これは、文字定数が特殊な URL デリミタと して解釈されたり、URL デリミタが(いくつかの電子メールシステムのような) 転送メディアにより
文字変換されて失われてしまったりすることが ないように、RFC 1738 で定められたエンコーディング方法です。

例

例1 FTP URL へのパスワードの埋め込み
<?php
echo '<a href="ftp://user:', rawurlencode('foo @+%/'),
     '@ftp.example.com/x.txt">';
?>

上の例の出力は以下となります。
<a href="ftp://user:foo%20%40%2B%25%2F@ftp.example.com/x.txt">

あるいは、URL の PATH_INFO 中の情報を渡した場合は、

例2 rawurlencode() の例 2

<?php
echo '<a href="http://example.com/department_list_script/',
    rawurlencode('sales and marketing/Miami'), '">';

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1738
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?>

上の例の出力は以下となります。
<a href="http://example.com/department_list_script/sales%20and%20marketing%2FMiami">

参考

rawurldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする
urldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする
urlencode() - 文字列を URL エンコードする
» RFC 1738

urldecode
(PHP 4, PHP 5)

urldecode — URL エンコードされた文字列をデコードする

説明

string urldecode ( string $str )

与えられた文字列中のあらゆるエンコード文字 %## をデコードします。 プラス記号 ('+') は、スペース文字にデコードします。

パラメータ
str

デコードする文字列。

返り値

デコードした文字列を返します。

例

例1 urldecode() の例
<?php
$a = explode('&', $QUERY_STRING);
$i = 0;
while ($i < count($a)) {
    $b = split('=', $a[$i]);
    echo 'Value for parameter ', htmlspecialchars(urldecode($b[0])),
         ' is ', htmlspecialchars(urldecode($b[1])), "<br />\n";
    $i++;
}
?>

注意

警告

スーパーグローバル $_GET および $_REQUEST の内容はすでにデコード済みのものです。 $_GET や $_REQUEST の要素に対して urldecode() を使用すると、予期せぬ危険な結果となります。

参考

urlencode() - 文字列を URL エンコードする
rawurlencode() - RFC 1738 に基づき URL エンコードを行う
rawurldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする

urlencode
(PHP 4, PHP 5)

urlencode — 文字列を URL エンコードする

説明

string urlencode ( string $str )

この関数は、URL の問い合わせ部分に使用する文字列のエンコードや 次のページへ変数を渡す際に便利です。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1738
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パラメータ
str

エンコードする文字列。

返り値

-_. を除くすべての非英数文字が % 記号 (%)に続く二桁の数字で置き換えられ、 空白は + 記号(+)にエンコードされます。 同様の方法で、WWW のフォームからポストされたデータはエンコードされ、 application/x-www-form-urlencoded メディア型も同様です。歴史的な
理由により、この関数は » RFC 1738 エンコード( rawurlencode() を参照してください) とは異なり、 空白を + 記号にエンコードします。

例

例1 urlencode() の例
<?php
echo '<a href="mycgi?foo=', urlencode($userinput), '">';
?>

例2 urlencode() および htmlentities() の例
<?php
$query_string = 'foo=' . urlencode($foo) . '&bar=' . urlencode($bar);
echo '<a href="mycgi?' . htmlentities($query_string) . '">';
?>

注意

注意:

HTML エンティティにマッチする変数については注意が必要です。 &amp、&copy、&pound のようなものがブラウザから送信された 場合、エンティティの実体がその変数名の代わりに使用されます。 これは明らかな問題点であり、W3C が何年も指摘し続けてきた
ことです。 リファレンスは、» http://www.w3.org/TR/html4/appendix/notes.html#h-B.2.2 にあります。

PHP では、 .ini ディレクティブの arg_separator により引数のセパレータを W3C が推奨するセミコロンに変更することが可能です。残念なことに、多くの ユーザエージントはこのセミコロン区切り形式でデータを送信しません。 よりポータブルな方法としては、
セパレータに & の代わりに &amp; を使用するというものがあります。この場合、PHP の arg_separator を変更する必要はありません。セパレータを & のままにし、htmlentities() あるいは htmlspecialchars() で URL をエンコードしてください。

参考

urldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする
htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
rawurlencode() - RFC 1738 に基づき URL エンコードを行う
rawurldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする

目次
base64_decode — MIME base64 方式によりエンコードされたデータをデコードする
base64_encode — MIME base64 方式でデータをエンコードする
get_headers — HTTP リクエストに対するレスポンス内で サーバによって送出された全てのヘッダを取得する
get_meta_tags — ファイル上のすべてのメタタグ情報を配列に展開する
http_build_query — URL エンコードされたクエリ文字列を生成する
parse_url — URL を解釈し、その構成要素を返す
rawurldecode — URL エンコードされた文字列をデコードする
rawurlencode — RFC 1738 に基づき URL エンコードを行う
urldecode — URL エンコードされた文字列をデコードする
urlencode — 文字列を URL エンコードする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
URL 関数

base64_decode — MIME base64 方式によりエンコードされたデータをデコードする
base64_encode — MIME base64 方式でデータをエンコードする
get_headers — HTTP リクエストに対するレスポンス内で サーバによって送出された全てのヘッダを取得する
get_meta_tags — ファイル上のすべてのメタタグ情報を配列に展開する
http_build_query — URL エンコードされたクエリ文字列を生成する
parse_url — URL を解釈し、その構成要素を返す
rawurldecode — URL エンコードされた文字列をデコードする
rawurlencode — RFC 1738 に基づき URL エンコードを行う
urldecode — URL エンコードされた文字列をデコードする
urlencode — 文字列を URL エンコードする

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1738
http://www.w3.org/TR/html4/appendix/notes.html#h-B.2.2


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

YAML によるデータのシリアライズ

導入
この拡張モジュールは、データの標準的なシリアライズ方式である » YAML Ain't Markup Language (YAML) を実装したものです。 YAML のパースと出力には » LibYAML ライブラリ を用います。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには、» LibYAML C ライブラリ のバージョン 0.1.0 以降をインストールしなければなりません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/yaml.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Yaml 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

yaml.decode_binary 0 PHP_INI_ALL
yaml.decode_timestamp 0 PHP_INI_ALL
yaml.output_canonical 0 PHP_INI_ALL
yaml.output_indent 2 PHP_INI_ALL
yaml.output_width 80 PHP_INI_ALL

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

yaml.decode_binary boolean

デフォルトではオフです。オンにすると、明示的にタグ "tag:yaml.org,2002:binary" がつけられた base64 バイナリエンコード形式のエンティティをデコードします。

yaml.decode_timestamp integer

YAML ドキュメントストリームにおける暗黙的なスカラー、 および明示的に "tag:yaml.org,2002:timestamp" がつけられたスカラーの デコードを制御します。デフォルト設定は 0 で、これはなにもデコードしません。 1 を設定すると、strtotime() を使って timestamp
値を Unix タイムスタンプに変換します。 2 を設定すると、date_create() を使って timestamp 値を DateTime オブジェクトに変換します。

yaml.output_canonical boolean

デフォルトではオフです。オンにすると、標準形式の出力となります。

yaml.output_indent integer

セクションの字下げに使うスペースの数。 1 から 10 までの間の値でなければなりません。

yaml.output_width integer

http://www.yaml.org/
http://pyyaml.org/wiki/LibYAML
http://pyyaml.org/wiki/LibYAML
http://pyyaml.org/wiki/LibYAML
http://pyyaml.org/wiki/LibYAML
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/yaml
http://pecl.php.net/package/yaml
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行の長さの推奨値。-1 は、無制限を意味します。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

yaml_parse() のコールバックメソッドで使う、 スカラーエンティティの形式
YAML_ANY_SCALAR_STYLE (integer)
YAML_PLAIN_SCALAR_STYLE (integer)
YAML_SINGLE_QUOTED_SCALAR_STYLE (integer)
YAML_DOUBLE_QUOTED_SCALAR_STYLE (integer)
YAML_LITERAL_SCALAR_STYLE (integer)
YAML_FOLDED_SCALAR_STYLE (integer)

yaml_parse() のコールバックメソッドで使う、 共通タグ
YAML_NULL_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:null"
YAML_BOOL_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:bool"
YAML_STR_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:str"
YAML_INT_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:int"
YAML_FLOAT_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:float"
YAML_TIMESTAMP_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:timestamp"
YAML_SEQ_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:seq"
YAML_MAP_TAG (string)

"tag:yaml.org,2002:map"
YAML_PHP_TAG (string)

"!php/object"

yaml_emit() 用のエンコード方式
YAML_ANY_ENCODING (integer)

エミッターにエンコードを判断させます。
YAML_UTF8_ENCODING (integer)

UTF8 としてエンコードします。
YAML_UTF16LE_ENCODING (integer)

UTF16LE としてエンコードします。
YAML_UTF16BE_ENCODING (integer)

UTF16BE としてエンコードします。

yaml_emit() 用の改行形式
YAML_ANY_BREAK (integer)

エミッターに改行文字を判断させます。
YAML_CR_BREAK (integer)

改行文字に \r を使います (Mac 形式)。
YAML_LN_BREAK (integer)

改行文字に \n を使います (Unix 形式)。
YAML_CRLN_BREAK (integer)

改行文字に \r\n を使います (DOS 形式)。

例
例1 Yaml の例
<?php
$addr = array(
    "given" => "Chris",
    "family"=> "Dumars",
    "address"=> array(
        "lines"=> "458 Walkman Dr.
        Suite #292",
        "city"=> "Royal Oak",
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        "state"=> "MI",
        "postal"=> 48046,
      ),
  );
$invoice = array (
    "invoice"=> 34843,
    "date"=> "2001-01-23",
    "bill-to"=> $addr,
    "ship-to"=> $addr,
    "product"=> array(
        array(
            "sku"=> "BL394D",
            "quantity"=> 4,
            "description"=> "Basketball",
            "price"=> 450,
          ),
        array(
            "sku"=> "BL4438H",
            "quantity"=> 1,
            "description"=> "Super Hoop",
            "price"=> 2392,
          ),
      ),
    "tax"=> 251.42,
    "total"=> 4443.52,
    "comments"=> "Late afternoon is best. Backup contact is Nancy Billsmer @ 338-4338.",
    );

// 請求書を YAML 形式で出力します
$yaml = yaml_emit($invoice);
var_dump($yaml);

// YAML から PHP の変数に書き戻します
$parsed = yaml_parse($yaml);

// このやりとりの結果、同じ結果が得られていることを確認します
var_dump($parsed == $invoice);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(631) "---
invoice: 34843
date: "2001-01-23"
bill-to:
  given: Chris
  family: Dumars
  address:
    lines: |-
      458 Walkman Dr.
              Suite #292
    city: Royal Oak
    state: MI
    postal: 48046
ship-to:
  given: Chris
  family: Dumars
  address:
    lines: |-
      458 Walkman Dr.
              Suite #292
    city: Royal Oak
    state: MI
    postal: 48046
product:
- sku: BL394D
  quantity: 4
  description: Basketball
  price: 450
- sku: BL4438H
  quantity: 1
  description: Super Hoop
  price: 2392
tax: 251.420000
total: 4443.520000
comments: Late afternoon is best. Backup contact is Nancy Billsmer @ 338-4338.
...
"
bool(true)

Yaml 関数

yaml_emit_file
(PECL yaml >= 0.5.0)

yaml_emit_file — YAML 形式にした値をファイルに送る

説明

bool yaml_emit_file ( string $filename , mixed $data [, int $encoding = YAML_ANY_ENCODING [, int $linebreak = YAML_ANY_BREAK ]] )

data で渡したデータを YAML 形式にして filename に書き込みます。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
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data

エンコードしたいデータ。リソース型以外の任意の型が使えます。
encoding

出力時の文字エンコーディング。 YAML_ANY_ENCODING、 YAML_UTF8_ENCODING、 YAML_UTF16LE_ENCODING、 YAML_UTF16BE_ENCODING のいずれか。デフォルトは YAML_ANY_ENCODING です。
linebreak

出力時の改行形式。 YAML_ANY_BREAK、 YAML_CR_BREAK、 YAML_LN_BREAK、 YAML_CRLN_BREAK のいずれか。デフォルトは YAML_ANY_BREAK です。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。

参考

yaml_emit() - YAML 形式にした値を返す
yaml_parse() - YAML ストリームをパースする

yaml_emit
(PECL yaml >= 0.5.0)

yaml_emit — YAML 形式にした値を返す

説明

string yaml_emit ( mixed $data [, int $encoding = YAML_ANY_ENCODING [, int $linebreak = YAML_ANY_BREAK ]] )

data で渡したデータを YAML 形式にして返します。

パラメータ
data

エンコードしたいデータ。リソース型以外の任意の型が使えます。
encoding

出力時の文字エンコーディング。 YAML_ANY_ENCODING、 YAML_UTF8_ENCODING、 YAML_UTF16LE_ENCODING、 YAML_UTF16BE_ENCODING のいずれか。デフォルトは YAML_ANY_ENCODING です。
linebreak

出力時の改行形式。 YAML_ANY_BREAK、 YAML_CR_BREAK、 YAML_LN_BREAK、 YAML_CRLN_BREAK のいずれか。デフォルトは YAML_ANY_BREAK です。

返り値

成功した場合に YAML 形式の文字列を返します。

例

例1 yaml_emit() の例
<?php
$addr = array(
    "given" => "Chris",
    "family"=> "Dumars",
    "address"=> array(
        "lines"=> "458 Walkman Dr.
        Suite #292",
        "city"=> "Royal Oak",
        "state"=> "MI",
        "postal"=> 48046,
      ),
  );
$invoice = array (
    "invoice"=> 34843,
    "date"=> 980208000,
    "bill-to"=> $addr,
    "ship-to"=> $addr,
    "product"=> array(
        array(
            "sku"=> "BL394D",
            "quantity"=> 4,
            "description"=> "Basketball",
            "price"=> 450,
          ),
        array(
            "sku"=> "BL4438H",
            "quantity"=> 1,
            "description"=> "Super Hoop",
            "price"=> 2392,
          ),
      ),
    "tax"=> 251.42,
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    "total"=> 4443.52,
    "comments"=> "Late afternoon is best. Backup contact is Nancy Billsmer @ 338-4338.",
  );
var_dump(yaml_emit($invoice));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(628) "---
invoice: 34843
date: 980208000
bill-to:
  given: Chris
  family: Dumars
  address:
    lines: |-
      458 Walkman Dr.
              Suite #292
    city: Royal Oak
    state: MI
    postal: 48046
ship-to:
  given: Chris
  family: Dumars
  address:
    lines: |-
      458 Walkman Dr.
              Suite #292
    city: Royal Oak
    state: MI
    postal: 48046
product:
- sku: BL394D
  quantity: 4
  description: Basketball
  price: 450
- sku: BL4438H
  quantity: 1
  description: Super Hoop
  price: 2392
tax: 251.420000
total: 4443.520000
comments: Late afternoon is best. Backup contact is Nancy Billsmer @ 338-4338.
...
"

参考

yaml_emit_file() - YAML 形式にした値をファイルに送る
yaml_parse() - YAML ストリームをパースする

yaml_parse_file
(PECL yaml >= 0.4.0)

yaml_parse_file — ファイルからの YAML ストリームをパースする

説明

mixed yaml_parse_file ( string $filename [, int $pos = 0 [, int &$ndocs [, array $callbacks ]]] )

指定したファイルから読み込んだ YAML ドキュメントストリーム全体あるいはその一部を、PHP の変数に変換します。

パラメータ
filename

ファイルへのパス。
pos

ストリームから取り出すドキュメント (-1 はすべてのドキュメント、0 は最初のドキュメント、...)。
ndocs

ndocs を渡すと、 ストリーム内で見つかったドキュメントの数がそこに格納されます。
callbacks

YAML ノードのコンテンツハンドラ。 YAML タグ => コールバック 形式の連想配列となります。

返り値

適切な PHP の型に変換した結果を返します。デコードできなかった場合は NULL を返します。 pos が -1 の場合は配列を返します。 配列の各要素が、ストリーム内で見つかった個々のドキュメントとなります。

参考

yaml_parse() - YAML ストリームをパースする
yaml_parse_url() - URL からの YAML ストリームをパースする
yaml_emit() - YAML 形式にした値を返す
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yaml_parse_url
(PECL yaml >= 0.4.0)

yaml_parse_url — URL からの YAML ストリームをパースする

説明

mixed yaml_parse_url ( string $url [, int $pos = 0 [, int &$ndocs [, array $callbacks ]]] )

指定した URL から読み込んだ YAML ドキュメントストリーム全体あるいはその一部を、PHP の変数に変換します。

パラメータ
url

url は "scheme://..." 形式でなければなりません。 PHP は、このスキームを見てプロトコルハンドラ (ラッパー) を探します。 対応するラッパーが登録されていない場合は notice を発し、 そのまま通常のファイルとみなして処理を続けます。
pos

ストリームから取り出すドキュメント (-1 はすべてのドキュメント、0 は最初のドキュメント、...)。
ndocs

ndocs を渡すと、 ストリーム内で見つかったドキュメントの数がそこに格納されます。
callbacks

YAML ノードのコンテンツハンドラ。 YAML タグ => コールバック 形式の連想配列となります。

返り値

適切な PHP の型に変換した結果を返します。デコードできなかった場合は NULL を返します。 pos が -1 の場合は配列を返します。 配列の各要素が、ストリーム内で見つかった個々のドキュメントとなります。

参考

yaml_parse() - YAML ストリームをパースする
yaml_parse_file() - ファイルからの YAML ストリームをパースする
yaml_emit() - YAML 形式にした値を返す

yaml_parse
(PECL yaml >= 0.4.0)

yaml_parse — YAML ストリームをパースする

説明

mixed yaml_parse ( string $input [, int $pos = 0 [, int &$ndocs [, array $callbacks ]]] )

YAML ドキュメントストリーム全体あるいはその一部を、PHP の変数に変換します。

パラメータ
input

YAML ドキュメントストリームとしてパースする文字列。
pos

ストリームから取り出すドキュメント (-1 はすべてのドキュメント、0 は最初のドキュメント、...)。
ndocs

ndocs を渡すと、 ストリーム内で見つかったドキュメントの数がそこに格納されます。
callbacks

YAML ノードのコンテンツハンドラ。 YAML タグ => コールバック 形式の連想配列となります。

返り値

適切な PHP の型に変換した結果を返します。デコードできなかった場合は NULL を返します。 pos が -1 の場合は配列を返します。 配列の各要素が、ストリーム内で見つかった個々のドキュメントとなります。
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例

例1 yaml_parse() の例
<?php
$yaml = <<<EOD
---
invoice: 34843
date: "2001-01-23"
bill-to: &id001
  given: Chris
  family: Dumars
  address:
    lines: |-
      458 Walkman Dr.
              Suite #292
    city: Royal Oak
    state: MI
    postal: 48046
ship-to: *id001
product:
- sku: BL394D
  quantity: 4
  description: Basketball
  price: 450
- sku: BL4438H
  quantity: 1
  description: Super Hoop
  price: 2392
tax: 251.420000
total: 4443.520000
comments: Late afternoon is best. Backup contact is Nancy Billsmer @ 338-4338.
...
EOD;

$parsed = yaml_parse($yaml);
var_dump($parsed);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(8) {
  ["invoice"]=>
  int(34843)
  ["date"]=>
  string(10) "2001-01-23"
  ["bill-to"]=>
  &array(3) {
    ["given"]=>
    string(5) "Chris"
    ["family"]=>
    string(6) "Dumars"
    ["address"]=>
    array(4) {
      ["lines"]=>
      string(34) "458 Walkman Dr.
        Suite #292"
      ["city"]=>
      string(9) "Royal Oak"
      ["state"]=>
      string(2) "MI"
      ["postal"]=>
      int(48046)
    }
  }
  ["ship-to"]=>
  &array(3) {
    ["given"]=>
    string(5) "Chris"
    ["family"]=>
    string(6) "Dumars"
    ["address"]=>
    array(4) {
      ["lines"]=>
      string(34) "458 Walkman Dr.
        Suite #292"
      ["city"]=>
      string(9) "Royal Oak"
      ["state"]=>
      string(2) "MI"
      ["postal"]=>
      int(48046)
    }
  }
  ["product"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    array(4) {
      ["sku"]=>
      string(6) "BL394D"
      ["quantity"]=>
      int(4)
      ["description"]=>
      string(10) "Basketball"
      ["price"]=>
      int(450)
    }
    [1]=>
    array(4) {
      ["sku"]=>
      string(7) "BL4438H"
      ["quantity"]=>
      int(1)
      ["description"]=>
      string(10) "Super Hoop"
      ["price"]=>
      int(2392)
    }
  }
  ["tax"]=>
  float(251.42)
  ["total"]=>
  float(4443.52)
  ["comments"]=>
  string(68) "Late afternoon is best. Backup contact is Nancy Billsmer @ 338-4338."
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}

参考

yaml_parse_file() - ファイルからの YAML ストリームをパースする
yaml_parse_url() - URL からの YAML ストリームをパースする
yaml_emit() - YAML 形式にした値を返す

目次
yaml_emit_file — YAML 形式にした値をファイルに送る
yaml_emit — YAML 形式にした値を返す
yaml_parse_file — ファイルからの YAML ストリームをパースする
yaml_parse_url — URL からの YAML ストリームをパースする
yaml_parse — YAML ストリームをパースする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
Yaml 関数

yaml_emit_file — YAML 形式にした値をファイルに送る
yaml_emit — YAML 形式にした値を返す
yaml_parse_file — ファイルからの YAML ストリームをパースする
yaml_parse_url — URL からの YAML ストリームをパースする
yaml_parse — YAML ストリームをパースする

GeoIP — Geo IP ロケーション
導入
インストール/設定
定義済み定数
GeoIP 関数

Judy — Judy Arrays
導入
インストール/設定
Judy — The Judy class
Judy 関数

JSON — JavaScript Object Notation
導入
インストール/設定
定義済み定数
JSON 関数

その他 — その他の関数
導入
インストール/設定
定義済み定数
その他の関数

Parsekit
導入
インストール/設定
定義済み定数
Parsekit 関数

SPL — Standard PHP Library (SPL)
導入
インストール/設定
定義済み定数
データ構造
イテレータ
インターフェイス
例外
SPL 関数
ファイル操作
その他のクラスおよびインターフェイス

SPL Types — SPL の型処理
導入
インストール/設定
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SplInt — SplInt クラス
SplFloat — SplFloat クラス
SplEnum — SplEnum クラス
SplBool — SplBool クラス
SplString — SplString クラス

ストリーム
導入
インストール/設定
定義済み定数
ストリームフィルタ
ストリームコンテキスト
ストリームのエラー
例
streamWrapper — streamWrapper クラス
ストリーム 関数

Tidy
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Tidy — Tidy クラス
TidyNode — TidyNode クラス
Tidy 関数

Tokenizer
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Tokenizer 関数

URLs
導入
インストール/設定
定義済み定数
URL 関数

Yaml — YAML によるデータのシリアライズ
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Yaml 関数

その他のサービス

AMQP

導入
» AMQP は » Advanced Message Queue Protocol の略で、 メッセージのルーティングやキューイングのためのオープンなミドルウェア標準規格です。 この拡張モジュールは、任意の Version 0-8 互換 AMQP ブローカ (» RabbitMQ や » OpenAMQ など) と互換性がありま
す。

この拡張モジュールは、» librabbitmq RPC ライブラリを使って AMQP ブローカとの通信を行っています。 "rabbit" という名前がついていますが、このライブラリはすべてのバージョン 0-8 互換 AMQP ブローカと互換性があります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

http://www.amqp.org/
http://www.amqp.org/
http://www.rabbitmq.com/
http://www.openamq.org/
http://hg.rabbitmq.com/rabbitmq-c/
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要件
この拡張モジュールには、» librabbitmq クライアントライブラリが必要です。

インストール手順
AMQP 拡張モジュールをインストールするには、まず最初に » librabbitmq ライブラリをインストールしなければなりません。 次の手順でライブラリのダウンロードとインストールを行いましょう。

# rabbitmq-c ライブラリのダウンロード
  hg clone http://hg.rabbitmq.com/rabbitmq-c/rev/3c549bb09c16
  cd rabbitmq-c
  # 必須の codegen の追加
  hg clone http://hg.rabbitmq.com/rabbitmq-codegen/rev/f8b34141e6cb codegen
  # configure、コンパイル、そしてインストール
  autoreconf -i && ./configure && make && sudo make install

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。

Windows ユーザ向けの注意: この拡張モジュールは、現時点では Windows をサポートしていません。 librabbitmq がまだ Windows をサポートしていないからです。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Amqp 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

amqp.host localhost PHP_INI_ALL
amqp.vhost / PHP_INI_ALL
amqp.port 5672 PHP_INI_ALL
amqp.login guest PHP_INI_ALL
amqp.password guest PHP_INI_ALL

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

amqp.host string

接続するホスト。

amqp.vhost string

ホスト上で接続する仮想ホスト。

amqp.port integer

接続するポート。

amqp.login string

ホストの認証で使うログイン名 (ユーザ名)。

amqp.password string

ホストの認証で使うパスワード。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

AMQP_DURABLE (integer)
永続的な exchange やキューはブローカを再起動しても生き残り、 データを保持したままとなります。

AMQP_PASSIVE (integer)
受動的な exchange やキューは再宣言されませんが、 exchange やキューが存在しなければブローカはエラーとなります。

AMQP_EXCLUSIVE (integer)
キューに対してのみ使えます。このフラグは、 このキューに対してはひとつのクライアントのみしかやりとりできないことを意味します。

http://hg.rabbitmq.com/rabbitmq-c/
http://hg.rabbitmq.com/rabbitmq-c/
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AMQP_AUTODELETE (integer)
exchange の場合、自動削除フラグの意味は、 バインドされているキューがなくなった時点で exchange が削除されるということです。 まだキューがバインドされていない場合、exchange は削除されません。 キューの場合、自動削除フラグの意味は、 購読しているリ
スナーがなくなった時点でキューが削除されるということです。 まだアクティブな購読がない場合、キューは削除されません。 注意: 排他的なキューは、クライアントからの接続が切断されると自動的に削除されます。

AMQP_INTERNAL (integer)
このフラグが定義された exchange に対して、クライアントからキューをバインドすることはできません。

AMQP_NOLOCAL (integer)
クラスタ環境でコンシューマメソッドに渡すときに、ローカルノードからは取得しません。

AMQP_NOACK (integer)
コンシューマメソッドに渡されたときに、メッセージに配送済みマークを付けません。

AMQP_IFEMPTY (integer)
キューの作成時にこのフラグを指定すると、キューが空になったときに削除されるようになります。

AMQP_IFUNUSED (integer)
キューあるいは exchange の作成時にこのフラグを指定すると、 そのキューあるいは exchange に接続するクライアントがなくなったときに削除されるようになります。

AMQP_MANDATORY (integer)
メッセージを公開するときに、このメッセージを有効なキューにルーティングするようにします。 失敗すると、エラーを返します。

AMQP_IMMEDIATE (integer)
メッセージを公開するときに、このメッセージをすぐにブローカで処理するように (優先度が高いものであると) マークします。

AMQP_MULTIPLE (integer)
?

AMQP_EX_TYPE_DIRECT (string)
direct (exchange の型)。

AMQP_EX_TYPE_FANOUT (string)
fanout (exchange の型)。

AMQP_EX_TYPE_TOPIC (string)
topic (exchange の型)。

AMQP_EX_TYPE_HEADER (string)
header (exchange の型)。

例
例1 AMQP の例
<?php

// 接続の作成
$cnn = new AMQPConnection();

// 新しい exchange の宣言
$ex = new AMQPExchange($cnn);
$ex->declare('exchange1', AMQP_EX_TYPE_FANOUT);

// 新しいキューの作成
$q = new AMQPQueue($cnn, 'queue1');
$q->declare();

// exchange 上でキューを routing.key へバインド
$ex->bind('queue1', 'routing.key');

// ルーティングキーを指定して、メッセージを exchange に公開
$ex->publish('message', 'routing.key');

// キューからの読み込み
$msg = $queue->consume(1);

?>

AMQPConnection クラス
導入
AMQP ブローカへの接続をあらわします。

クラス概要
AMQPConnection {
/* メソッド */
__construct ([ array $credentials = array() ] )
public void isConnected ( void )
}

AMQPConnection::__construct
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPConnection::__construct — AMQPConnection のインスタンスを作成する
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説明

AMQPConnection::__construct ([ array $credentials = array() ] )

AMQP ブローカへの接続をあらわす AMQPConnection のインスタンスを作成します。

パラメータ
credentials

AMQP ブローカへの接続時に使う認証情報の配列。 この配列で使えるキーは host、port、vhost、login および password です。 それ以外のキーは無視されます。

省略した認証情報については、ini 設定を確認したうえでデフォルト値を使います。

返り値

AMQPConnection オブジェクトを返します。

例

例1 AMQPConnection::__construct() の例
<?php

/* デフォルトの認証情報を使った接続 */
$connection1 = new AMQPConnection();

$connection2 = new AMQPConnection(array(
    'host' => 'example.host',
    'vhost' => '/',
    'port' => 5763,
    'login' => 'user',
    'password' => 'password'
));

?>

AMQPConnection::isConnected
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPConnection::isConnected — AMQPConnection オブジェクトがまだブローカと接続しているかどうかを調べる

説明

public void AMQPConnection::isConnected ( void )

このメソッドは、AMQP ブローカへの接続がまだ有効な状態にあるかどうかを調べます。 直近のコマンドが返したステータスで判断します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

例

例1 AMQPConnection::isConnected() の例
<?php

/* 新しい接続を作成します */
$cnn = new AMQPConnection();

/* 接続が動作しているかどうかを調べます */
if (!$cnn->isConnected()) {
    die('The connection to the server was not established.');
}

?>

目次
AMQPConnection::__construct — AMQPConnection のインスタンスを作成する
AMQPConnection::isConnected — AMQPConnection オブジェクトがまだブローカと接続しているかどうかを調べる
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AMQPExchange クラス
導入
AMQP exchange をあらわします。

クラス概要
AMQPExchange {
/* メソッド */
public void bind ( string $queue_name , string $routing_key )
__construct ( AMQPConnection $connection [, string $exchange_name = "" ] )
public void declare ([ string $exchange_name = "" [, string $exchange_type = AMQP_EX_TYPE_DIRECT [, string $flags = NULL ]]] )
public void delete ([ string $exchange_name = NULL ] )
public void publish ( string $message , string $routing_key )
}

AMQPExchange::bind
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPExchange::bind — バインドする

説明

public void AMQPExchange::bind ( string $queue_name , string $routing_key )

指定したルーティングキーを使って、exchange をキューにバインドします。

パラメータ
queue_name

バインドするキューの名前。
routing_key

バインド時に使うルーティングキー。

返り値

AMQPExchange::__construct
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPExchange::__construct — AMQPExchange のインスタンスを作成する

説明

AMQPExchange::__construct ( AMQPConnection $connection [, string $exchange_name = "" ] )

指定した AMQPConnection オブジェクトを使って、AMQPExchange の新しいインスタンスを返します。 exchange_name パラメータを指定し、かつその名前の exchange がブローカ上に存在すれば、 その exchange のインスタンスを返します。それ以外の場合は
exchange_name の内容を無視します。

パラメータ
AMQPConnection

ブローカに接続した、有効な AMQPConnection オブジェクト。
exchange_name

既存の exchange の名前。

返り値

AMQPExchange::declare
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(PECL amqp >= Unknown)

AMQPExchange::declare — 新しい exchange をブローカ上で宣言する

説明

public void AMQPExchange::declare ([ string $exchange_name = "" [, string $exchange_type = AMQP_EX_TYPE_DIRECT [, string $flags = NULL ]]] )

指定した情報をもとに、新しい exchange をブローカ上で宣言します。 同じ名前の exchange がすでに存在し、かつ exchange_type あるいは flags が指定されている場合は、その exchange の設定を更新します。

exchange_type を指定せず、かつ exchange が存在しない場合は、 exchange の型はデフォルトの "direct" となります。

パラメータ
exchange_name

exchange の名前。
exchange_type

exchange の型。AMQP_EX_TYPE_DIRECT、AMQP_EX_TYPE_FANOUT、 AMQP_EX_TYPE_TOPIC あるいは AMQP_EX_TYPE_HEADER のいずれか。
flags

フラグ AMQP_PASSIVE、AMQP_DURABLE、AMQP_AUTODELETE のビットマスク。

返り値

例

例1 AMQPExchange::declare() の例
<?php

/* 新しい接続を作成します */
$cnn = new AMQPConnection();

$ex = new AMQPExchange($cnn);
$ex->declare('new_topic_exchange', AMQP_DURABLE | AMQP_AUTODELETE);

?>

AMQPExchange::delete
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPExchange::delete — exchange をブローカから削除する

説明

public void AMQPExchange::delete ([ string $exchange_name = NULL ] )

exchange をブローカから削除します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
exchange_name

削除したい exchange の名前。AMQPExchange オブジェクトが既存の exchange にバインドされており、 かつ exchange_name が指定されていない場合は、AMQPExchange オブジェクトにバインドしている exchange を削除します。

返り値

例

例1 AMQPExchange::delete() の例
<?php

/* 新しい接続を作成します */
$cnn = new AMQPConnection();

/* 新しい exchange を作成します */
$ex = new AMQPExchange($cnn);
$ex->declare('new_topic_exchange', AMQP_DURABLE | AMQP_AUTODELETE);

/* 先ほどの exchange を削除します */
$ex2 = new AMQPExchange($cnn);
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$ex2->delete('new_topic_exchange');

?>

AMQPExchange::publish
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPExchange::publish — メッセージを exchange に公開する

説明

public void AMQPExchange::publish ( string $message , string $routing_key )

AMQPExchange オブジェクトがあらわす exchange にメッセージを開します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
message

公開するメッセージ。
routing_key

公開先へのルーティングキー。

返り値

目次
AMQPExchange::bind — バインドする
AMQPExchange::__construct — AMQPExchange のインスタンスを作成する
AMQPExchange::declare — 新しい exchange をブローカ上で宣言する
AMQPExchange::delete — exchange をブローカから削除する
AMQPExchange::publish — メッセージを exchange に公開する

AMQPQueue クラス
導入
AMQP キューをあらわします。

クラス概要
AMQPQueue {
/* メソッド */
public void ack ( int $delivery_tag [, int $flags = NULL ] )
public void bind ( string $exchange_name [, string $routing_key = "" ] )
public void cancel ( string $consumer_tag )
__construct ( string $amqp_connection [, string $queue_name = "" ] )
public void consume ( string $num_messages [, string $flags = NULL ] )
public void declare ( string $queue_name [, int $flags = AMQP_AUTODELETE ] )
public void delete ( string $queue_name )
public void get ( string $flags )
public void purge ( string $queue_name )
public void unbind ( string $exchange_name [, string $routing_key = "" ] )
}

AMQPQueue::ack
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

AMQPQueue::ack — メッセージの受信を受け付ける
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説明

public void AMQPQueue::ack ( int $delivery_tag [, int $flags = NULL ] )

AMQPQueue::get() あるいは AMQPQueue::consume() で AMQP_NOACK フラグつきで取得したメッセージの受信を認めます。

パラメータ
delivery_tag

受信を認めるメッセージ配送タグ。
flags

渡せるフラグは AMQP_MULTIPLE のみです。

返り値

AMQPQueue::bind
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::bind — 指定したキューを、exchange 上のルーティングキーにバインドする

説明

public void AMQPQueue::bind ( string $exchange_name [, string $routing_key = "" ] )

このメソッドは、exchange 上の指定したルーティングキーにキューをバインドします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
exchange_name

バインドする exchange の名前。
routing_key

バインドするルーティングキー。

返り値

AMQPQueue::cancel
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::cancel — キューのバインドをキャンセルする

説明

public void AMQPQueue::cancel ( string $consumer_tag )

すでに echange およびルーティングキーにバインドされているキューをキャンセルします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
consumer_tag

キャンセルするキューの名前。 キューオブジェクトがまだ何らかのキューを指していない場合に使います。

返り値
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AMQPQueue::__construct
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::__construct — AMQPQueue オブジェクトのインスタンスを作成する

説明

AMQPQueue::__construct ( string $amqp_connection [, string $queue_name = "" ] )

ブローカ上の AMQP キューを表す AMQPQueue のインスタンスを作成します。

パラメータ
amqp_connection

有効な AMQPConnection オブジェクト。
queue_name

作りたいキューの名前。名前を省略した場合は、ブローカが名前を生成します。

返り値

AMQPQueue::consume
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::consume — consume メソッド

説明

public void AMQPQueue::consume ( string $num_messages [, string $flags = NULL ] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
num_messages

flags

返り値

AMQPQueue::declare
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::declare — 新しいキューを宣言する

説明

public void AMQPQueue::declare ( string $queue_name [, int $flags = AMQP_AUTODELETE ] )

新しいキューをブローカ上で宣言します。

パラメータ
queue_name

宣言するキューの名前。
flags

フラグ AMQP_AUTODELETE、AMQP_PASSIVE、 AMQP_DURABLE、AMQP_NOACK のビットマスク。

返り値
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AMQPQueue::delete
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::delete — キューとその中身を削除する

説明

public void AMQPQueue::delete ( string $queue_name )

未読あるいは未認知のメッセージもすべて含めて、キューをブローカから削除します。

パラメータ
queue_name

削除するキューの名前。

返り値

AMQPQueue::get
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::get — 次のメッセージをキューから取得する

説明

public void AMQPQueue::get ( string $flags )

次のメッセージをキューから取得します。

パラメータ
flags

フラグ AMQP_NOACK のビットマスク。

返り値

AMQPQueue::purge
(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::purge — キューの中身をパージする

説明

public void AMQPQueue::purge ( string $queue_name )

キューの中身をパージします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
queue_name

パージするキューの名前。

返り値

AMQPQueue::unbind
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(PECL amqp >= Unknown)

AMQPQueue::unbind — キューをルーティングキーから削除する

説明

public void AMQPQueue::unbind ( string $exchange_name [, string $routing_key = "" ] )

指定したキューから、exchange 上のルーティングキーのバインドを削除します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
exchange_name

キューがバインドされている exchange の名前。
routing_key

キューが使っているルーティングキー。

返り値

目次
AMQPQueue::ack — メッセージの受信を受け付ける
AMQPQueue::bind — 指定したキューを、exchange 上のルーティングキーにバインドする
AMQPQueue::cancel — キューのバインドをキャンセルする
AMQPQueue::__construct — AMQPQueue オブジェクトのインスタンスを作成する
AMQPQueue::consume — consume メソッド
AMQPQueue::declare — 新しいキューを宣言する
AMQPQueue::delete — キューとその中身を削除する
AMQPQueue::get — 次のメッセージをキューから取得する
AMQPQueue::purge — キューの中身をパージする
AMQPQueue::unbind — キューをルーティングキーから削除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
AMQPConnection — AMQPConnection クラス

AMQPConnection::__construct — AMQPConnection のインスタンスを作成する
AMQPConnection::isConnected — AMQPConnection オブジェクトがまだブローカと接続しているかどうかを調べる

AMQPExchange — AMQPExchange クラス
AMQPExchange::bind — バインドする
AMQPExchange::__construct — AMQPExchange のインスタンスを作成する
AMQPExchange::declare — 新しい exchange をブローカ上で宣言する
AMQPExchange::delete — exchange をブローカから削除する
AMQPExchange::publish — メッセージを exchange に公開する

AMQPQueue — AMQPQueue クラス
AMQPQueue::ack — メッセージの受信を受け付ける
AMQPQueue::bind — 指定したキューを、exchange 上のルーティングキーにバインドする
AMQPQueue::cancel — キューのバインドをキャンセルする
AMQPQueue::__construct — AMQPQueue オブジェクトのインスタンスを作成する
AMQPQueue::consume — consume メソッド
AMQPQueue::declare — 新しいキューを宣言する
AMQPQueue::delete — キューとその中身を削除する
AMQPQueue::get — 次のメッセージをキューから取得する
AMQPQueue::purge — キューの中身をパージする
AMQPQueue::unbind — キューをルーティングキーから削除する

Constant hash database
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導入
CHDB (constant hash database) is a fast key-value database for constant data, realized by using a memory-mapped file and thus providing the following functionalities:

Extremely fast initial load, regardless of the size of the database.

Only the pages of the file which are actually used are loaded from the disk.

Once a page is loaded it is shared across multiple processes.

Loaded pages are cached across multiple requests and even process recycling.

A typical use of CHDB is as a faster alternative to defining many PHP constants.

CHDB is internally implemented as a hash-table using a » perfect hashing function, thus guaranteeing worst case O(1) lookup time.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
This module uses » cmph (version 0.9) for providing the » perfect hashing function.

cmph 0.9 is required to install this module.

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/chdb

» cmph (version 0.9) is required for installing this extension. If cmph is installed in a non-standard directory, use the --with-libcmph-dir=DIR switch, where DIR is the cmph install prefix.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
例1 Creating a chdb file

<?php

$data = array(
    'key1' => 'value1',

http://en.wikipedia.org/wiki/Perfect_hash_function
http://cmph.sourceforge.net/
http://en.wikipedia.org/wiki/Perfect_hash_function
http://pecl.php.net/package/chdb
http://pecl.php.net/package/chdb
http://cmph.sourceforge.net/
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    'key2' => 'value2',
    // ...
);
chdb_create('data.chdb', $data);

?>

The above example will generate a chdb file named data.chdb and containing the key-value pairs defined in $data.

例2 Loading and looking up a chdb file

<?php

$chdb = new chdb('data.chdb');
$value1 = $chdb->get('key1');
$value2 = $chdb->get('key2');

echo $value1, PHP_EOL;
echo $value2, PHP_EOL;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
value1
value2

The chdb class
導入
Represents a loaded chdb file.

クラス概要
chdb {
/* Methods */
__construct ( string $pathname )
public string get ( string $key )
}

chdb::__construct
(PECL chdb >= 0.1.0)

chdb::__construct — Creates a chdb instance

説明

chdb::__construct ( string $pathname )

Loads a chdb file, by mapping it into memory.

注意:

While some validity checks are performed on the specified file, they are mostly there to avoid the possibility of common mistakes (for example, loading a file which is not a chdb database, or that is somehow incompatible with the current
system). A maliciously crafted chdb file can thus be dangerous if loaded, so chdb files should be trusted and treated with the same security protections used for PHP shared libraries.

パラメータ
pathname

The name of the file to load.

エラー / 例外

Throws an exception in case the chdb file hasn't been successfully loaded.

注意:

A valid chdb file might fail to load in case it was created on an architecture with a different endianness, with a different version of chdb, or if the file is too big to be mapped into memory (mostly in case of huge files and 32-bit architectures). In
these cases the load will fail by throwing an exception, but otherwise not performing any illegal operation.

chdb::get
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(PECL chdb >= 0.1.0)

chdb::get — Gets the value associated with a key

説明

public string chdb::get ( string $key )

Gets the value associated with a key from a chdb database.

パラメータ
key

The key for which to get the value.

返り値

Returns a string containing the value associated with the given key, or NULL if not found.

例

例1 chdb::get() example

<?php

$data = array(
    'key1' => 'value1',
    'key2' => 'value2',
    // ...
);
chdb_create('data.chdb', $data);

$chdb = new chdb('data.chdb');
$value1 = $chdb->get('key1');
$value2 = $chdb->get('key2');

echo $value1, PHP_EOL;
echo $value2, PHP_EOL;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
value1
value2

目次
chdb::__construct — Creates a chdb instance
chdb::get — Gets the value associated with a key

chdb 関数

chdb_create
(PECL chdb >= 0.1.0)

chdb_create — Creates a chdb file

説明

void chdb_create ( string $pathname , array $data )

chdb_create() creates a chdb file containing the specified key-value pairs.

注意:

chdb files are not portable across little-endian and big-endian environments. Except for that, they are portable across different architectures. Also compatibility across different versions of chdb is not guaranteed.

パラメータ
pathname

The name of the file to create.

If a file with the same name already exists, it is overwritten.
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data

An array containing the key-value pairs to store in the chdb file.

Keys and values are converted to strings before being written to the file, as chdb only support the string type. Note that binary strings are supported as well, both as keys and values.

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

Throws an exception in case the chdb file hasn't been successfully created.

例

例1 chdb_create() example

<?php

$data = array(
    'key1' => 'value1',
    'key2' => 'value2',
    // ...
);
chdb_create('data.chdb', $data);

?>

The above example will generate a chdb file named data.chdb and containing the key-value pairs defined in $data.

目次
chdb_create — Creates a chdb file

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
chdb — The chdb class

chdb::__construct — Creates a chdb instance
chdb::get — Gets the value associated with a key

chdb 関数
chdb_create — Creates a chdb file

Client URL Library

導入
PHP は、Daniel Stenbergにより開発されたライブラリlibcurl をサポートします。 このライブラリにより、多くの異なったプロトコルで様々なサーバと接続し、 通信することが可能になります。libcurl は現在 http, https, ftp, gopher, telnet, dict, file, ldap プロトコルをサ
ポートしてします。libcurl は HTTPS 認証、HTTP POST、HTTP PUT、FTP アップロード(これはPHPのftp拡張機能でも実行可能です)、 HTTPフォームによるアップロード、プロキシ、クッキー、 ユーザ名+パスワードによる認証もサポートします。

These functions have been added in PHP 4.0.2.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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要件
PHP の cURL 関数を使用するためには、» libcurl パッケージをインストールしておく必要があります。PHP は、 libcurl 7.0.2-beta 以降を必要とします。 PHP バージョン 4.2.3 以降、少なくとも libcurl バージョン 7.9.0 以降が必要となっています。 PHP 4.3.0 以降で
は、7.9.8 以降が必要です。 PHP 5.0.0 では、おそらく、libcurl 7.10.5 以降が必要となります。

インストール手順
PHP の cURL サポート機能を使用するには、--with-curl[=DIR] を付けて PHP をコンパイル しておく必要があります。ただし、DIR は、ディレクトリ lib および include を有するディレクトリの場所となります。 ディレクトリ include には、curl という名前のフォルダがあ
る 必要があり、そのフォルダにはファイル easy.h および curl.h がある必要が あります。libcurl.a という名前のファイルがディレクトリ lib にある必要があります。PHP 4.3.0 以降、URL ストリームで cURL を使用するよう PHP を 設定するために --with-curlwrappers を
指定できます。

注意: Win32 ユーザへの注意
このモジュールを Windows 環境で使用可能とするには、 libeay32.dll および ssleay32.dll が PATH の通った場所に存在する必要があります。 cURL のサイトにある libcurl.dll は不要です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールで定義しているリソース型は cURL ハンドルおよび cURL マルチハンドルのふたつです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

これらの定数についての説明や実際の使用法は、 curl_setopt() および curl_getinfo() のドキュメントを参照ください。

CURLOPT_AUTOREFERER (integer)
PHP 5.1.0 以降で使用可能です。

CURLOPT_COOKIESESSION (integer)
PHP 5.1.0 以降で使用可能です。

CURLOPT_DNS_USE_GLOBAL_CACHE (integer)

CURLOPT_DNS_CACHE_TIMEOUT (integer)

CURLOPT_FTP_SSL (integer)
PHP 5.2.0 以降で使用可能です。

CURLFTPSSL_TRY (integer)
PHP 5.2.0 以降で使用可能です。

CURLFTPSSL_ALL (integer)
PHP 5.2.0 以降で使用可能です。

CURLFTPSSL_CONTROL (integer)
PHP 5.2.0 以降で使用可能です。

CURLFTPSSL_NONE (integer)
PHP 5.2.0 以降で使用可能です。

CURLOPT_PRIVATE (integer)
PHP 5.2.4 以降で使用可能です。

CURLOPT_FTPSSLAUTH (integer)
PHP 5.1.0 以降で使用可能です。

CURLOPT_PORT (integer)

CURLOPT_FILE (integer)

CURLOPT_INFILE (integer)

CURLOPT_INFILESIZE (integer)

CURLOPT_URL (integer)

http://curl.haxx.se/
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CURLOPT_PROXY (integer)

CURLOPT_VERBOSE (integer)

CURLOPT_HEADER (integer)

CURLOPT_HTTPHEADER (integer)

CURLOPT_NOPROGRESS (integer)

CURLOPT_NOBODY (integer)

CURLOPT_FAILONERROR (integer)

CURLOPT_UPLOAD (integer)

CURLOPT_POST (integer)

CURLOPT_FTPLISTONLY (integer)

CURLOPT_FTPAPPEND (integer)

CURLOPT_FTP_CREATE_MISSING_DIRS (integer)

CURLOPT_NETRC (integer)

CURLOPT_FOLLOWLOCATION (integer)
open_basedir あるいは safe_mode が有効な場合は、 この定数は使用できません。

CURLOPT_FTPASCII (integer)

CURLOPT_PUT (integer)

CURLOPT_MUTE (integer)

CURLOPT_USERPWD (integer)

CURLOPT_PROXYUSERPWD (integer)

CURLOPT_RANGE (integer)

CURLOPT_TIMEOUT (integer)

CURLOPT_TIMEOUT_MS (integer)

CURLOPT_TCP_NODELAY (integer)
PHP 5.2.1 以降で使用可能です。

CURLOPT_POSTFIELDS (integer)

CURLOPT_PROGRESSFUNCTION (integer)
PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

CURLOPT_REFERER (integer)

CURLOPT_USERAGENT (integer)

CURLOPT_FTPPORT (integer)

CURLOPT_FTP_USE_EPSV (integer)

CURLOPT_LOW_SPEED_LIMIT (integer)

CURLOPT_LOW_SPEED_TIME (integer)

CURLOPT_RESUME_FROM (integer)

CURLOPT_COOKIE (integer)

CURLOPT_SSLCERT (integer)

CURLOPT_SSLCERTPASSWD (integer)

CURLOPT_WRITEHEADER (integer)

CURLOPT_SSL_VERIFYHOST (integer)

CURLOPT_COOKIEFILE (integer)

CURLOPT_SSLVERSION (integer)

CURLOPT_TIMECONDITION (integer)
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CURLOPT_TIMEVALUE (integer)

CURLOPT_CUSTOMREQUEST (integer)

CURLOPT_STDERR (integer)

CURLOPT_TRANSFERTEXT (integer)

CURLOPT_RETURNTRANSFER (integer)

CURLOPT_QUOTE (integer)

CURLOPT_POSTQUOTE (integer)

CURLOPT_INTERFACE (integer)

CURLOPT_KRB4LEVEL (integer)

CURLOPT_HTTPPROXYTUNNEL (integer)

CURLOPT_FILETIME (integer)

CURLOPT_WRITEFUNCTION (integer)

CURLOPT_READFUNCTION (integer)

CURLOPT_PASSWDFUNCTION (integer)

CURLOPT_HEADERFUNCTION (integer)

CURLOPT_MAXREDIRS (integer)

CURLOPT_MAXCONNECTS (integer)

CURLOPT_CLOSEPOLICY (integer)

CURLOPT_FRESH_CONNECT (integer)

CURLOPT_FORBID_REUSE (integer)

CURLOPT_RANDOM_FILE (integer)

CURLOPT_EGDSOCKET (integer)

CURLOPT_CONNECTTIMEOUT (integer)

CURLOPT_CONNECTTIMEOUT_MS (integer)

CURLOPT_SSL_VERIFYPEER (integer)

CURLOPT_CAINFO (integer)

CURLOPT_CAPATH (integer)

CURLOPT_COOKIEJAR (integer)

CURLOPT_SSL_CIPHER_LIST (integer)

CURLOPT_BINARYTRANSFER (integer)

CURLOPT_NOSIGNAL (integer)

CURLOPT_PROXYTYPE (integer)

CURLOPT_BUFFERSIZE (integer)

CURLOPT_HTTPGET (integer)

CURLOPT_HTTP_VERSION (integer)

CURLOPT_SSLKEY (integer)

CURLOPT_SSLKEYTYPE (integer)

CURLOPT_SSLKEYPASSWD (integer)

CURLOPT_SSLENGINE (integer)

CURLOPT_SSLENGINE_DEFAULT (integer)

CURLOPT_SSLCERTTYPE (integer)
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CURLOPT_CRLF (integer)

CURLOPT_ENCODING (integer)

CURLOPT_PROXYPORT (integer)

CURLOPT_UNRESTRICTED_AUTH (integer)

CURLOPT_FTP_USE_EPRT (integer)

CURLOPT_HTTP200ALIASES (integer)

CURLOPT_HTTPAUTH (integer)

CURLAUTH_BASIC (integer)

CURLAUTH_DIGEST (integer)

CURLAUTH_GSSNEGOTIATE (integer)

CURLAUTH_NTLM (integer)

CURLAUTH_ANY (integer)

CURLAUTH_ANYSAFE (integer)

CURLOPT_PROXYAUTH (integer)

CURLCLOSEPOLICY_LEAST_RECENTLY_USED (integer)

CURLCLOSEPOLICY_LEAST_TRAFFIC (integer)

CURLCLOSEPOLICY_SLOWEST (integer)

CURLCLOSEPOLICY_CALLBACK (integer)

CURLCLOSEPOLICY_OLDEST (integer)

CURLINFO_PRIVATE (integer)
PHP 5.2.4 以降で使用可能です。

CURLINFO_EFFECTIVE_URL (integer)

CURLINFO_HTTP_CODE (integer)

CURLINFO_HEADER_OUT (integer)
PHP 5.1.3 以降で使用可能です。

CURLINFO_HEADER_SIZE (integer)

CURLINFO_REQUEST_SIZE (integer)

CURLINFO_TOTAL_TIME (integer)

CURLINFO_NAMELOOKUP_TIME (integer)

CURLINFO_CONNECT_TIME (integer)

CURLINFO_PRETRANSFER_TIME (integer)

CURLINFO_SIZE_UPLOAD (integer)

CURLINFO_SIZE_DOWNLOAD (integer)

CURLINFO_SPEED_DOWNLOAD (integer)

CURLINFO_SPEED_UPLOAD (integer)

CURLINFO_FILETIME (integer)

CURLINFO_SSL_VERIFYRESULT (integer)

CURLINFO_CONTENT_LENGTH_DOWNLOAD (integer)

CURLINFO_CONTENT_LENGTH_UPLOAD (integer)

CURLINFO_STARTTRANSFER_TIME (integer)

CURLINFO_CONTENT_TYPE (integer)

CURLINFO_REDIRECT_TIME (integer)
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CURLINFO_REDIRECT_COUNT (integer)

CURL_TIMECOND_IFMODSINCE (integer)

CURL_TIMECOND_IFUNMODSINCE (integer)

CURL_TIMECOND_LASTMOD (integer)

CURL_VERSION_IPV6 (integer)

CURL_VERSION_KERBEROS4 (integer)

CURL_VERSION_SSL (integer)

CURL_VERSION_LIBZ (integer)

CURLVERSION_NOW (integer)

CURLE_OK (integer)

CURLE_UNSUPPORTED_PROTOCOL (integer)

CURLE_FAILED_INIT (integer)

CURLE_URL_MALFORMAT (integer)

CURLE_URL_MALFORMAT_USER (integer)

CURLE_COULDNT_RESOLVE_PROXY (integer)

CURLE_COULDNT_RESOLVE_HOST (integer)

CURLE_COULDNT_CONNECT (integer)

CURLE_FTP_WEIRD_SERVER_REPLY (integer)

CURLE_FTP_ACCESS_DENIED (integer)

CURLE_FTP_USER_PASSWORD_INCORRECT (integer)

CURLE_FTP_WEIRD_PASS_REPLY (integer)

CURLE_FTP_WEIRD_USER_REPLY (integer)

CURLE_FTP_WEIRD_PASV_REPLY (integer)

CURLE_FTP_WEIRD_227_FORMAT (integer)

CURLE_FTP_CANT_GET_HOST (integer)

CURLE_FTP_CANT_RECONNECT (integer)

CURLE_FTP_COULDNT_SET_BINARY (integer)

CURLE_PARTIAL_FILE (integer)

CURLE_FTP_COULDNT_RETR_FILE (integer)

CURLE_FTP_WRITE_ERROR (integer)

CURLE_FTP_QUOTE_ERROR (integer)

CURLE_HTTP_NOT_FOUND (integer)

CURLE_WRITE_ERROR (integer)

CURLE_MALFORMAT_USER (integer)

CURLE_FTP_COULDNT_STOR_FILE (integer)

CURLE_READ_ERROR (integer)

CURLE_OUT_OF_MEMORY (integer)

CURLE_OPERATION_TIMEOUTED (integer)

CURLE_FTP_COULDNT_SET_ASCII (integer)

CURLE_FTP_PORT_FAILED (integer)

CURLE_FTP_COULDNT_USE_REST (integer)
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CURLE_FTP_COULDNT_GET_SIZE (integer)

CURLE_HTTP_RANGE_ERROR (integer)

CURLE_HTTP_POST_ERROR (integer)

CURLE_SSL_CONNECT_ERROR (integer)

CURLE_FTP_BAD_DOWNLOAD_RESUME (integer)

CURLE_FILE_COULDNT_READ_FILE (integer)

CURLE_LDAP_CANNOT_BIND (integer)

CURLE_LDAP_SEARCH_FAILED (integer)

CURLE_LIBRARY_NOT_FOUND (integer)

CURLE_FUNCTION_NOT_FOUND (integer)

CURLE_ABORTED_BY_CALLBACK (integer)

CURLE_BAD_FUNCTION_ARGUMENT (integer)

CURLE_BAD_CALLING_ORDER (integer)

CURLE_HTTP_PORT_FAILED (integer)

CURLE_BAD_PASSWORD_ENTERED (integer)

CURLE_TOO_MANY_REDIRECTS (integer)

CURLE_UNKNOWN_TELNET_OPTION (integer)

CURLE_TELNET_OPTION_SYNTAX (integer)

CURLE_OBSOLETE (integer)

CURLE_SSL_PEER_CERTIFICATE (integer)

CURLE_GOT_NOTHING (integer)

CURLE_SSL_ENGINE_NOTFOUND (integer)

CURLE_SSL_ENGINE_SETFAILED (integer)

CURLE_SEND_ERROR (integer)

CURLE_RECV_ERROR (integer)

CURLE_SHARE_IN_USE (integer)

CURLE_SSL_CERTPROBLEM (integer)

CURLE_SSL_CIPHER (integer)

CURLE_SSL_CACERT (integer)

CURLE_BAD_CONTENT_ENCODING (integer)

CURLE_LDAP_INVALID_URL (integer)

CURLE_FILESIZE_EXCEEDED (integer)

CURLE_FTP_SSL_FAILED (integer)

CURLFTPAUTH_DEFAULT (integer)
PHP 5.1.0 以降で使用可能です。

CURLFTPAUTH_SSL (integer)
PHP 5.1.0 以降で使用可能です。

CURLFTPAUTH_TLS (integer)
PHP 5.1.0 以降で使用可能です。

CURLPROXY_HTTP (integer)

CURLPROXY_SOCKS5 (integer)

CURL_NETRC_OPTIONAL (integer)

CURL_NETRC_IGNORED (integer)
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CURL_NETRC_REQUIRED (integer)

CURL_HTTP_VERSION_NONE (integer)

CURL_HTTP_VERSION_1_0 (integer)

CURL_HTTP_VERSION_1_1 (integer)

CURLM_CALL_MULTI_PERFORM (integer)

CURLM_OK (integer)

CURLM_BAD_HANDLE (integer)

CURLM_BAD_EASY_HANDLE (integer)

CURLM_OUT_OF_MEMORY (integer)

CURLM_INTERNAL_ERROR (integer)

CURLMSG_DONE (integer)

例
目次

PHP の cURL モジュールを使用して example.com のホームページを取得する

PHP を cURL サポート機能付きでコンパイルすると、 curl 関数を使用可能となります。cURL 関数の基本的な使用法は、 curl_init()により cURL セッションを初期化、 curl_setopt() により転送時のオプションを設定、 続いてcurl_exec() により転送を実行し、 curl_close() によ
りセッションを終了するというものになります。 cURL 関数を使用して example.com ホームページをファイルに取得する例を示します。

例1 PHP の cURL モジュールを使用して example.com のホームページを取得する
<?php

$ch = curl_init("http://www.example.com/");
$fp = fopen("example_homepage.txt", "w");

curl_setopt($ch, CURLOPT_FILE, $fp);
curl_setopt($ch, CURLOPT_HEADER, 0);

curl_exec($ch);
curl_close($ch);
fclose($fp);
?>

cURL 関数

curl_close
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

curl_close — cURL セッションを閉じる

説明

void curl_close ( resource $ch )

cURL セッションを閉じ、全てのリソースを開放します。 cURL ハンドル ch も削除されます。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

値を返しません。

例
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例1 新しい cURL セッションの初期化とウェブページの取得
<?php
// 新しい cURL リソースを作成します
$ch = curl_init();

// URL とその他のオプションを設定します
curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
curl_setopt($ch, CURLOPT_HEADER, 0);

// URL を取得し、それをブラウザに渡します
curl_exec($ch);

// cURL リソースを閉じ、システムリソースを解放します
curl_close($ch);
?>

参考

curl_init() - cURL セッションを初期化する
curl_multi_close() - cURL ハンドルのセットを閉じる

curl_copy_handle
(PHP 5)

curl_copy_handle — cURL ハンドルを、その設定も含めてコピーする

説明

resource curl_copy_handle ( resource $ch )

cURL ハンドルをコピーし、同じ設定を保持します。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

新しい cURL ハンドルを返します。

例

例1 cURL ハンドルのコピー
<?php
// 新しい cURL リソースを作成します
$ch = curl_init();

// URL その他のオプションを適切に設定します
curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, 'http://www.example.com/');
curl_setopt($ch, CURLOPT_HEADER, 0);

// ハンドルをコピーします
$ch2 = curl_copy_handle($ch);

// URL (http://www.example.com/) を取得し、ブラウザに渡します
curl_exec($ch2);

// cURL リソースを閉じ、システムリソースを開放します
curl_close($ch2);
curl_close($ch);
?>

curl_errno
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

curl_errno — 直近のエラー番号を返す

説明

int curl_errno ( resource $ch )

直近の cURL 処理に関するエラー番号を返します。

パラメータ
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ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

エラー番号を返します。エラーが発生しない場合、 0 (ゼロ) を返します。

例

例1 curl_errno() の例
<?php
// 存在しない場所への curl ハンドルを作成します
$ch = curl_init('http://404.php.net/');

// 実行します
curl_setopt($ch, CURLOPT_RETURNTRANSFER, true);
curl_exec($ch);

// エラーが発生したかどうかを確認します
if(curl_errno($ch))
{
    echo 'Curl error: ' . curl_error($ch);
}

// ハンドルを閉じます
curl_close($ch);
?>

参考

curl_error() - 現在のセッションに関する直近のエラー文字列を返す
» Curl エラーコード

curl_error
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

curl_error — 現在のセッションに関する直近のエラー文字列を返す

説明

string curl_error ( resource $ch )

直近の cURL 操作に関するエラーメッセージをクリアテキストで返します。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

エラーメッセージ、あるいはエラーが発生しなかった場合は '' (空文字) を返します。

例

例1 curl_error() の例
<?php
// 存在しない場所への curl ハンドルを作成します
$ch = curl_init('http://404.php.net/');
curl_setopt($ch, CURLOPT_RETURNTRANSFER, true);

if(curl_exec($ch) === false)
{
    echo 'Curl error: ' . curl_error($ch);
}
else
{
    echo 'Operation completed without any errors';
}

// ハンドルを閉じます
curl_close($ch);
?>

参考

curl_errno() - 直近のエラー番号を返す
» Curl エラーコード

http://curl.haxx.se/libcurl/c/libcurl-errors.html
http://curl.haxx.se/libcurl/c/libcurl-errors.html
http://curl.haxx.se/libcurl/c/libcurl-errors.html
http://curl.haxx.se/libcurl/c/libcurl-errors.html
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curl_exec
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

curl_exec — cURL セッションを実行する

説明

mixed curl_exec ( resource $ch )

指定した cURL セッションを実行します。

この関数は、cURL セッションを初期化し、 オプションを全て設定した後にコールする必要があります。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 しかし、オプション CURLOPT_RETURNTRANSFER が設定されていると、 成功した場合に取得結果、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ウェブページの取得
<?php
// 新規 cURL リソースを作成します
$ch = curl_init();

// URL や他の適当なオプションを設定します
curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
curl_setopt($ch, CURLOPT_HEADER, 0);

// URL を取得し、ブラウザに渡します
curl_exec($ch);

// cURL リソースを閉じ、システムリソースを解放します
curl_close($ch);
?>

参考

curl_multi_exec() - 現在の cURL ハンドルから、サブ接続を実行する

curl_getinfo
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

curl_getinfo — 指定した伝送に関する情報を得る

説明

mixed curl_getinfo ( resource $ch [, int $opt = 0 ] )

直近の転送に関する情報を取得します。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。
opt

これは、以下のいずれかの定数となります。

CURLINFO_EFFECTIVE_URL - 直近の有効な URL
CURLINFO_HTTP_CODE - 最後に受け取った HTTP コード
CURLINFO_FILETIME - ドキュメントを取得するのにかかった時間。 取得できなかった場合は -1
CURLINFO_TOTAL_TIME - 直近の伝送にかかった秒数
CURLINFO_NAMELOOKUP_TIME - 名前解決が完了するまでにかかった秒数
CURLINFO_CONNECT_TIME - 接続を確立するまでにかかった秒数
CURLINFO_PRETRANSFER_TIME - 開始からファイル伝送がはじまるまでにかかった秒数
CURLINFO_STARTTRANSFER_TIME - 最初のバイトの伝送がはじまるまでの秒数
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CURLINFO_REDIRECT_TIME - 伝送が始まるまでのリダイレクト処理の秒数
CURLINFO_SIZE_UPLOAD - アップロードされたバイト数
CURLINFO_SIZE_DOWNLOAD - ダウンロードされたバイト数
CURLINFO_SPEED_DOWNLOAD - 平均のダウンロード速度
CURLINFO_SPEED_UPLOAD - 平均のアップロード速度
CURLINFO_HEADER_SIZE - 受信したヘッダのサイズ
CURLINFO_HEADER_OUT - 送信したリクエスト文字列。 これを動作させるには、curl_setopt() をコールする際に CURLINFO_HEADER_OUT を使うようにしておく必要があります。
CURLINFO_REQUEST_SIZE - 発行されたリクエストのサイズ。現在は HTTP リクエストの場合のみ
CURLINFO_SSL_VERIFYRESULT - CURLOPT_SSL_VERIFYPEER を設定した際に要求される SSL 証明書の認証結果
CURLINFO_CONTENT_LENGTH_DOWNLOAD - ダウンロードされるサイズ。 Content-Length: フィールドの内容を取得する
CURLINFO_CONTENT_LENGTH_UPLOAD - アップロードされるサイズ。
CURLINFO_CONTENT_TYPE - ダウンロードされたオブジェクトの Content-Type:。 NULL は、サーバが適切な Content-Type: ヘッダを返さなかったことを示す

返り値

opt を指定した場合は、その値を文字列で返します。 それ以外の場合は、以下の要素をもつ連想配列を返します (それぞれの要素が opt に対応します)。

"url"
"content_type"
"http_code"
"header_size"
"request_size"
"filetime"
"ssl_verify_result"
"redirect_count"
"total_time"
"namelookup_time"
"connect_time"
"pretransfer_time"
"size_upload"
"size_download"
"speed_download"
"speed_upload"
"download_content_length"
"upload_content_length"
"starttransfer_time"
"redirect_time"
"certinfo"
"request_header" (これが設定されるのは、事前に curl_setopt() をコールしたときに CURLINFO_HEADER_OUT を設定した場合のみです)

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 CURLINFO_HEADER_OUT が追加されました。

例

例1 curl_getinfo() の例
<?php
// curl ハンドルを作成します
$ch = curl_init('http://www.yahoo.com/');

// 実行します
curl_exec($ch);

// エラーが発生したかどうかを確認します
if(!curl_errno($ch))
{
 $info = curl_getinfo($ch);

 echo 'Took ' . $info['total_time'] . ' seconds to send a request to ' . $info['url'];
}

// ハンドルを閉じます
curl_close($ch);
?>

注意

注意:

この関数で収集した情報を、ハンドルを再利用するとそのまま保持されます。 つまり、この関数で内部的に統計情報を上書きしない限りは以前の情報が返されるということです。

curl_init
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)
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curl_init — cURL セッションを初期化する

説明

resource curl_init ([ string $url = NULL ] )

新規セッションを初期化し、cURL ハンドルを返します。このハンドルは、関数 curl_setopt(), curl_exec(), curl_close() で使用します。

パラメータ
url

urlを指定した場合、オプション CURLOPT_URL がそのパラメータの値に設定されます。関数 curl_setopt() により、 この値をマニュアルで設定することも可能です。

返り値

成功した場合に cURL ハンドル、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 新しい cURL セッションを初期化し、ウェブページを取得する
<?php
// 新しい cURL リソースを作成します
$ch = curl_init();

// URL や他の適当なオプションを設定します
curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
curl_setopt($ch, CURLOPT_HEADER, 0);

// URL を取得し、ブラウザに渡します
curl_exec($ch);

// cURL リソースを閉じ、システムリソースを解放します
curl_close($ch);
?>

参考

curl_close() - cURL セッションを閉じる
curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す

curl_multi_add_handle
(PHP 5)

curl_multi_add_handle — cURL マルチハンドルに、通常の cURL ハンドルを追加する

説明

int curl_multi_add_handle ( resource $mh , resource $ch )

ch ハンドルを、マルチハンドル mh に追加します。

パラメータ
mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

成功した場合に 0、あるいはエラーコード CURLM_XXX のいずれかを返します。

例

例1 curl_multi_add_handle() の例

この例は、ふたつの cURL ハンドルを作成し、それをマルチハンドルに追加して並列実行します。
<?php
// cURL リソースを作成します
$ch1 = curl_init();
$ch2 = curl_init();

// URL およびその他適切なオプションを設定します。
curl_setopt($ch1, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
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curl_setopt($ch1, CURLOPT_HEADER, 0);
curl_setopt($ch2, CURLOPT_URL, "http://www.php.net/");
curl_setopt($ch2, CURLOPT_HEADER, 0);

// マルチ cURL ハンドルを作成します
$mh = curl_multi_init();

// ふたつのハンドルを追加します
curl_multi_add_handle($mh,$ch1);
curl_multi_add_handle($mh,$ch2);

$running=null;
// ハンドルを実行します
do {
    curl_multi_exec($mh,$running);
} while($running > 0);

// すべてのハンドルを閉じます
curl_multi_remove_handle($mh, $ch1);
curl_multi_remove_handle($mh, $ch2);
curl_multi_close($mh);
?>

参考

curl_multi_remove_handle() - cURL ハンドルのセットからマルチハンドルを削除する
curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す
curl_init() - cURL セッションを初期化する

curl_multi_close
(PHP 5)

curl_multi_close — cURL ハンドルのセットを閉じる

説明

void curl_multi_close ( resource $mh )

cURL ハンドルのセットを閉じます。

パラメータ
mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。

返り値

値を返しません。

例

例1 curl_multi_close() の例

この例は、ふたつの cURL ハンドルを作成し、それをマルチハンドルに追加して並列実行します。
<?php
// cURL リソースを作成します
$ch1 = curl_init();
$ch2 = curl_init();

// URL およびその他適切なオプションを設定します。
curl_setopt($ch1, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
curl_setopt($ch1, CURLOPT_HEADER, 0);
curl_setopt($ch2, CURLOPT_URL, "http://www.php.net/");
curl_setopt($ch2, CURLOPT_HEADER, 0);

// マルチ cURL ハンドルを作成します
$mh = curl_multi_init();

// ふたつのハンドルを追加します
curl_multi_add_handle($mh,$ch1);
curl_multi_add_handle($mh,$ch2);

$running=null;
// ハンドルを実行します
do {
    curl_multi_exec($mh,$running);
} while ($running > 0);

// ハンドルを閉じます
curl_multi_remove_handle($mh, $ch1);
curl_multi_remove_handle($mh, $ch2);
curl_multi_close($mh);

?>

参考

curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す
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curl_close() - cURL セッションを閉じる

curl_multi_exec
(PHP 5)

curl_multi_exec — 現在の cURL ハンドルから、サブ接続を実行する

説明

int curl_multi_exec ( resource $mh , int &$still_running )

スタック内の各ハンドルを処理します。 このメソッドは、ハンドルがデータの読み書きを要するかどうかにかかわらずコール可能です。

パラメータ
mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。
still_running

処理が実行中かどうかを表すフラグへの参照。

返り値

cURL 定義済み定数 で定義された cURL コードを返します。

注意:

これは、マルチスタック全体に関するエラーのみを返します。この関数が CURLM_OK を返したとしても、各転送で個別にエラーが発生している可能性があります。

例

例1 curl_multi_exec() の例

この例は、ふたつの cURL ハンドルを作成し、それをマルチハンドルに追加して並列実行します。
<?php
// cURL リソースを作成します
$ch1 = curl_init();
$ch2 = curl_init();

// URL およびその他適切なオプションを設定します。
curl_setopt($ch1, CURLOPT_URL, "http://lxr.php.net/");
curl_setopt($ch1, CURLOPT_HEADER, 0);
curl_setopt($ch2, CURLOPT_URL, "http://www.php.net/");
curl_setopt($ch2, CURLOPT_HEADER, 0);

// マルチ cURL ハンドルを作成します
$mh = curl_multi_init();

// ふたつのハンドルを追加します
curl_multi_add_handle($mh,$ch1);
curl_multi_add_handle($mh,$ch2);

$active = null;
// ハンドルを実行します
do {
    $mrc = curl_multi_exec($mh, $active);
} while ($mrc == CURLM_CALL_MULTI_PERFORM);

while ($active && $mrc == CURLM_OK) {
    if (curl_multi_select($mh) != -1) {
        do {
            $mrc = curl_multi_exec($mh, $active);
        } while ($mrc == CURLM_CALL_MULTI_PERFORM);
    }
}

// ハンドルを閉じます
curl_multi_remove_handle($mh, $ch1);
curl_multi_remove_handle($mh, $ch2);
curl_multi_close($mh);

?>

参考

curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す
curl_multi_select() - curl_multi 接続のアクティビティを待つ
curl_exec() - cURL セッションを実行する

curl_multi_getcontent
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(PHP 5)

curl_multi_getcontent — CURLOPT_RETURNTRANSFER が設定されている場合に、cURL ハンドルの内容を返す

説明

string curl_multi_getcontent ( resource $ch )

CURLOPT_RETURNTRANSFER に何らかのハンドルが設定されている場合に、 この関数はその cURL ハンドルの内容を文字列形式で返します。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

CURLOPT_RETURNTRANSFER が設定されている場合に、 cURL ハンドルの内容を返します。

参考

curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す

curl_multi_info_read
(PHP 5)

curl_multi_info_read — 現在の転送についての情報を表示する

説明

array curl_multi_info_read ( resource $mh [, int &$msgs_in_queue = NULL ] )

マルチハンドルに対して、個別の転送にメッセージ/情報が残っているかどうかを問い合わせます。 メッセージには、転送時のエラーコードや転送が完了したという情報が残っている可能性があります。

この関数を繰り返しコールすると、毎回新しい結果を返します。FALSE が返されると、その時点でもう取得する結果がないことを意味します。 msgs_in_queue がさす値は、 この関数をコールした後に残っているメッセージの数となります。

警告

返されたリソースがさすデータは、 curl_multi_remove_handle() をコールした後には残りません。

パラメータ
mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。
msgs_in_queue

まだキューの中に残っているメッセージの数。

返り値

成功した場合にメッセージの連想配列、失敗した場合に FALSE を返します。

配列の内容
キー 値

msg 定数 CURLMSG_DONE。その他の返り値は現在は存在しません。
result 定数 CURLE_* のいずれか。すべて OK なら CURLE_OK が返ります。
handle curl が扱うハンドルの型を表すリソース。

例

例1 curl_multi_info_read() の例
<?php

$urls = array(
   "http://www.cnn.com/",
   "http://www.bbc.co.uk/",
   "http://www.yahoo.com/"
);

$mh = curl_multi_init();
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foreach ($urls as $i => $url) {
    $conn[$i] = curl_init($url);
    curl_setopt($conn[$i], CURLOPT_RETURNTRANSFER, 1);
    curl_multi_add_handle($mh, $conn[$i]);
}

do {
    $status = curl_multi_exec($mh, $active);
    $info = curl_multi_info_read($mh);
    if (false !== $info) {
        var_dump($info);
    }
} while ($status === CURLM_CALL_MULTI_PERFORM || $active);

foreach ($urls as $i => $url) {
    $res[$i] = curl_multi_getcontent($conn[$i]);
    curl_close($conn[$i]);
}

var_dump(curl_multi_info_read($mh));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["msg"]=>
  int(1)
  ["result"]=>
  int(0)
  ["handle"]=>
  resource(5) of type (curl)
}
array(3) {
  ["msg"]=>
  int(1)
  ["result"]=>
  int(0)
  ["handle"]=>
  resource(7) of type (curl)
}
array(3) {
  ["msg"]=>
  int(1)
  ["result"]=>
  int(0)
  ["handle"]=>
  resource(6) of type (curl)
}
bool(false)

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 msgs_in_queue が追加されました。

参考

curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す

curl_multi_init
(PHP 5)

curl_multi_init — 新規 cURL マルチハンドルを返す

説明

resource curl_multi_init ( void )

複数の cURL ハンドルを並列で実行できるようにします。

パラメータ
mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。

返り値

成功した場合に cURL マルチハンドルリソース、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 curl_multi_init() の例

この例は、ふたつの cURL ハンドルを作成し、それをマルチハンドルに追加して並列実行します。
<?php
// cURL リソースを作成します
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$ch1 = curl_init();
$ch2 = curl_init();

// URL およびその他適切なオプションを設定します。
curl_setopt($ch1, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
curl_setopt($ch1, CURLOPT_HEADER, 0);
curl_setopt($ch2, CURLOPT_URL, "http://www.php.net/");
curl_setopt($ch2, CURLOPT_HEADER, 0);

// マルチ cURL ハンドルを作成します
$mh = curl_multi_init();

// ふたつのハンドルを追加します
curl_multi_add_handle($mh,$ch1);
curl_multi_add_handle($mh,$ch2);

$running=null;
// ハンドルを実行します
do {
    usleep(10000);
    curl_multi_exec($mh,$running);
} while ($running > 0);

// ハンドルを閉じます
curl_multi_remove_handle($mh, $ch1);
curl_multi_remove_handle($mh, $ch2);
curl_multi_close($mh);

?>

参考

curl_init() - cURL セッションを初期化する
curl_multi_close() - cURL ハンドルのセットを閉じる

curl_multi_remove_handle
(PHP 5)

curl_multi_remove_handle — cURL ハンドルのセットからマルチハンドルを削除する

説明

int curl_multi_remove_handle ( resource $mh , resource $ch )

指定した ch ハンドルを、mh ハンドルから削除します。 ch ハンドルが削除されてからも、このハンドルで curl_exec() を実行できます。 使用中のハンドルを削除する際には、進行中の転送をきちんと停止します。

パラメータ
mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。

返り値

成功した場合に cURL ハンドル、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

curl_init() - cURL セッションを初期化する
curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す
curl_multi_add_handle() - cURL マルチハンドルに、通常の cURL ハンドルを追加する

curl_multi_select
(PHP 5)

curl_multi_select — curl_multi 接続のアクティビティを待つ

説明

int curl_multi_select ( resource $mh [, float $timeout = 1.0 ] )

curl_multi 接続に関するアクティビティがあるまでブロックします。

パラメータ
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mh

curl_multi_init() が返す cURL マルチハンドル。
timeout

レスポンスを待つ秒数。

返り値

成功した場合は、記述子セットに含まれる記述子の数を返します。 select に失敗した場合は -1 を返し、それ以外の失敗時は (select システムコールから) タイムアウトします。

参考

curl_multi_init() - 新規 cURL マルチハンドルを返す

curl_setopt_array
(PHP 5 >= 5.1.3)

curl_setopt_array — CURL 転送用の複数のオプションを設定する

説明

bool curl_setopt_array ( resource $ch , array $options )

cURL セッション用の複数のオプションを設定します。 この関数が便利なのは大量の cURL オプションを設定する場合で、 何度も繰り返して curl_setopt() をコールせずにすみます。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。
options

設定するオプションとその値を指定した配列。キーとして使用できるのは、 有効な curl_setopt() 定数か、 その定数に対応する整数値だけです。

返り値

すべてのオプションがうまく設定できた場合に TRUE を返します。 うまく設定できないオプションがあった時点で即時に FALSE が返され、options 配列に含まれるそれ以降のオプションは無視されます。

例

例1 新規に CURL セッションを初期化、ウェブページを取得する
<?php
// 新しい cURL リソースを作成します
$ch = curl_init();

// URL その他のオプションを適切に設定します
$options = array(CURLOPT_URL => 'http://www.example.com/',
                 CURLOPT_HEADER => false
                );

curl_setopt_array($ch, $options);

// URL の内容を取得し、ブラウザに渡します
curl_exec($ch);

// cURL リソースを閉じ、システムリソースを開放します
curl_close($ch);
?>

PHP 5.1.3 より前のバージョンでこの関数と同等の操作をするには、次のようにします。

例2 curl_setopt_array() の独自実装
<?php
if (!function_exists('curl_setopt_array')) {
   function curl_setopt_array(&$ch, $curl_options)
   {
       foreach ($curl_options as $option => $value) {
           if (!curl_setopt($ch, $option, $value)) {
               return false;
           } 
       }
       return true;
   }
}
?>

注意

注意:
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curl_setopt() と同様、配列を CURLOPT_POST に渡すとデータを multipart/form-data でエンコードします。 一方 URL エンコードされた文字列を渡すと、データを application/x-www-form-urlencoded でエンコードします。

参考

curl_setopt() - cURL 転送用オプションを設定する

curl_setopt
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

curl_setopt — cURL 転送用オプションを設定する

説明

bool curl_setopt ( resource $ch , int $option , mixed $value )

指定した cURL セッションハンドルのオプションを設定します。

パラメータ
ch

curl_init() が返す cURL ハンドル。
option

設定したい CURLOPT_XXX オプション。
value

option に設定する値。

value には、 option の以下の値に関して bool 値を指定する必要があります。

オプション value への設定値 注記
CURLOPT_AUTOREFERER TRUE を設定すると、Location: によるリダイレクトを たどる際には自動的に Referer: フィールドをリクエストに 追加します。
CURLOPT_BINARYTRANSFER TRUE を設定すると、CURLOPT_RETURNTRANSFER が使用された場合に出力結果を何も加工せずに返します。
CURLOPT_COOKIESESSION TRUE を設定すると、クッキーの "セッション" を新しく開始します。 以前のセッションで読み込まれていた "セッションクッキー" は無視するよう、 libcurl に指示します。デフォルトで

は、それがセッションクッキーであるか どうかにかかわらず libcurl はすべてのクッキーを読み込んで保存します。 セッションクッキーとは、有効期限が指定されておらず "セッション"
の間のみ 有効であるクッキーのことです。

CURLOPT_CERTINFO TRUE を設定すると、セキュアな転送時に SSL 証明書の情報を STDERR に出力します。 PHP 5.3.2 以降で使用可能です。これを使うに
は、CURLOPT_VERBOSE を on にしておかなければな
りません。

CURLOPT_CRLF TRUE を設定すると、転送時に Unix 形式の改行を CRLF 形式に変換します。
CURLOPT_DNS_USE_GLOBAL_CACHE TRUE を設定すると、グローバル DNS キャッシュを利用します。 このオプションはスレッドセーフではありません。また、デフォルトで 有効になっています。
CURLOPT_FAILONERROR TRUE を設定すると、HTTP で 400 以上のコードが返ってきた際に 処理失敗と判断し、何もしません。デフォルトでは、コードの値を無視して ページの内容を取得します。
CURLOPT_FILETIME TRUE を設定すると、ドキュメントの更新日時を取得しようと試みます。 この値を取得するには、curl_getinfo() で CURLINFO_FILETIME オプションを用います。
CURLOPT_FOLLOWLOCATION TRUE を設定すると、サーバが HTTP ヘッダの一部として送ってくる "Location: " ヘッダの内容をたどります （これは再帰的に行われます。CURLOPT_MAXREDIRS が指定されていない限り、

送ってくる "Location: " ヘッダの内容をずっとたどり続けることに注意しましょう）。
CURLOPT_FORBID_REUSE TRUE を設定すると、処理が終了した際に明示的に接続を切断します。 接続を再利用しません。
CURLOPT_FRESH_CONNECT TRUE を設定すると、キャッシュされている接続を利用せずに 新しい接続を確立します。
CURLOPT_FTP_USE_EPRT TRUE を設定すると、FTP のダウンロードに EPRT（および LPRT） を利用します。FALSE の場合は EPRT・LPRT を無効にして PORT を利用します。
CURLOPT_FTP_USE_EPSV TRUE を設定すると、FTP 転送の際にまず EPSV コマンドの利用を 試みます。失敗した場合は PASV を利用します。FALSE を設定すると、 EPSV を無効にします。
CURLOPT_FTPAPPEND TRUE を設定すると、リモートファイルを上書きせずに追記します。
CURLOPT_FTPASCII CURLOPT_TRANSFERTEXT のエイリアスです。
CURLOPT_FTPLISTONLY TRUE を設定すると、FTP でディレクトリ名のみ表示します。
CURLOPT_HEADER TRUE を設定すると、ヘッダの内容も出力します。
CURLINFO_HEADER_OUT TRUE を設定すると、リクエスト文字列を追跡します。 PHP 5.1.3 以降で使用可能です。プレフィックスが

CURLINFO_ となっているのは意図的なものです。
CURLOPT_HTTPGET TRUE を設定すると、HTTP のリクエスト形式を GET に戻します。 GET はデフォルト設定なので、リクエスト形式が変更されている 場合にのみ必要となります。
CURLOPT_HTTPPROXYTUNNEL TRUE 指定された HTTP プロキシを介してトンネルに。
CURLOPT_MUTE TRUE を設定すると、cURL 関数に関連する出力を完全に抑えます。
CURLOPT_NETRC TRUE を設定すると、リモートサイトと接続を確立する際に用いる ユーザ名やパスワードを、~/.netrc から取得します。
CURLOPT_NOBODY TRUE を設定すると、出力から本文を削除します。 リクエストメソッドは HEAD となります。これを FALSE に変更してもリクエストメソッドは GET には変わりません。
CURLOPT_NOPROGRESS TRUE を設定すると、cURL 転送の進捗状況表示を無効にします。

注意:
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PHP は、このオプションを自動的に TRUE に設定します。 これを変更するのは、デバッグ時のみにすべきです。

CURLOPT_NOSIGNAL TRUE を設定すると、cURL 関数が PHP プロセスに送信するシグナルを 無視します。マルチスレッド SAPI ではデフォルトで on となっており、 そのためタイムアウトオプションもまだ利
用されています。

cURL 7.10 で追加されました。

CURLOPT_POST TRUE を設定すると、HTTP POST を行います。POST は、 application/x-www-form-urlencoded 形式で 行われます。これは一般的な HTML のフォームと同じ形式です。
CURLOPT_PUT TRUE を設定すると、HTTP PUT を行います。PUT するファイルは CURLOPT_INFILE および CURLOPT_INFILESIZE で指定されている必要があります。
CURLOPT_RETURNTRANSFER TRUE を設定すると、curl_exec() の返り値を 文字列で返します。通常はデータを直接出力します。
CURLOPT_SSL_VERIFYPEER FALSE を設定すると、cURL はサーバ証明書の検証を行いません。 別の証明書を CURLOPT_CAINFO オプションで 指定するか、CURLOPT_CAPATH オプションで 証明ディレクトリを指定します。

CURLOPT_SSL_VERIFYPEER を無効にする場合、 CURLOPT_SSL_VERIFYHOST もまた TRUE あるいは FALSE にする必要があります（デフォルトは 2 です）。
cURL 7.10 以降、デフォルト値は TRUE です。ま
た、 cURL 7.10 以降、デフォルトでインストール
されています。

CURLOPT_TRANSFERTEXT TRUE を設定すると、FTP 転送を ASCII モードで行います。 LDAP の場合は、データを HTML ではなくプレーンテキストで取得します。 Windows システムでは STDOUT に対してバイナ
リモードを設定しないでください。

CURLOPT_UNRESTRICTED_AUTH TRUE を設定すると、（CURLOPT_FOLLOWLOCATION を利用して）場所をたどっていく際にユーザ名とパスワードを送信し続けます。 これは、たとえホスト名が変わっても続けられます。
CURLOPT_UPLOAD TRUE を設定すると、アップロードの準備をします。
CURLOPT_VERBOSE TRUE を設定すると、詳細な情報を出力します。情報は STDERR か、または CURLOPT_STDERR で指定したファイルに出力されます。

value には、 option の以下の値に関して 整数値を指定する必要があります。

オプション value への設定値 注記
CURLOPT_BUFFERSIZE 1 回の読み込みに用いるバッファのサイズ。しかしながら、必ず このバッファいっぱいまで読み込まれることを保証するものではありません。 cURL 7.10 で追加され

ました。
CURLOPT_CLOSEPOLICY CURLCLOSEPOLICY_LEAST_RECENTLY_USED あるいは CURLCLOSEPOLICY_OLDEST です。 他にも 3 つの CURLCLOSEPOLICY_ 定数が存在しますが、 cURL はそれらをまだサポートしていません。
CURLOPT_CONNECTTIMEOUT 接続の試行を待ち続ける秒数。0 は永遠に待ち続けることを意味します。
CURLOPT_CONNECTTIMEOUT_MS 接続の試行を待ち続けるミリ秒数。0 は永遠に待ち続けることを意味します。 cURL 7.16.2 で追加さ

れました。PHP 5.2.3
以降で使用可能です。

CURLOPT_DNS_CACHE_TIMEOUT DNS エントリをメモリ内に保持し続ける秒数。デフォルトでは 120（2 分）に設定されています。
CURLOPT_FTPSSLAUTH （使用可能な場合の）FTP 認証方法。 CURLFTPAUTH_SSL（まず SSL を試す）、 CURLFTPAUTH_TLS（まず TLS を試す）あるいは CURLFTPAUTH_DEFAULT（cURL が決める）のいずれかです。 cURL 7.12.2 で追加さ

れました。
CURLOPT_HTTP_VERSION CURL_HTTP_VERSION_NONE (デフォルト。 使用するバージョンを決めるのは cURL にまかせる)、 CURL_HTTP_VERSION_1_0 (HTTP/1.0 を使用する)、 あるいは CURL_HTTP_VERSION_1_1 (HTTP/1.1 を使用する) のいずれかで

す。
CURLOPT_HTTPAUTH

使用する HTTP 認証方法。以下の中から選びます。 CURLAUTH_BASIC、 CURLAUTH_DIGEST、 CURLAUTH_GSSNEGOTIATE、 CURLAUTH_NTLM、 CURLAUTH_ANY および CURLAUTH_ANYSAFE。

2 つ以上の方法を組み合わせるには、ビット演算子 |（or） を使用します。このような場合、cURL はサーバがサポートしている方法を 問い合わせたうえで最適な方法を選択します。

CURLAUTH_ANY は CURLAUTH_BASIC | CURLAUTH_DIGEST | CURLAUTH_GSSNEGOTIATE | CURLAUTH_NTLM のエイリアスです。

CURLAUTH_ANYSAFE は CURLAUTH_DIGEST | CURLAUTH_GSSNEGOTIATE | CURLAUTH_NTLM のエイリアスです。

CURLOPT_INFILESIZE ファイルをリモートサイトにアップロードする際のファイルサイズ。
CURLOPT_LOW_SPEED_LIMIT 1 秒あたりのバイト数で、転送速度がこれより遅い期間が CURLOPT_LOW_SPEED_TIME 秒以上続いた場合に PHP は転送を終了します。
CURLOPT_LOW_SPEED_TIME 転送速度が CURLOPT_LOW_SPEED_LIMIT より遅い期間がどれだけ続いた場合に転送を異常終了させるかを、 秒単位で指定します。
CURLOPT_MAXCONNECTS 許可される持続的接続の最大数。もしこの値に達した場合、 どの接続を閉じるのかを CURLOPT_CLOSEPOLICY によって決定します。
CURLOPT_MAXREDIRS HTTP のリダイレクト先を追いかける最大値。 CURLOPT_FOLLOWLOCATION とあわせて使用します。
CURLOPT_PORT 接続先のポート番号。
CURLOPT_PROTOCOLS

CURLPROTO_* の値のビットマスク。使用すると、 転送時に libcurl がどのプロトコルを使用するのかに制約を加えます。 さまざまなプロトコルに対応するよう libcurl をビルドしていた場合でも、 これによって特定の転
送プロトコルのみを使用するように制限することができます。 デフォルトでは、libcurl がサポートしているすべてのプロトコルの使用を許可します。 CURLOPT_REDIR_PROTOCOLS も参照ください。

使用できるプロトコルオプションは次のとおりです。 CURLPROTO_HTTP, CURLPROTO_HTTPS, CURLPROTO_FTP, CURLPROTO_FTPS, CURLPROTO_SCP, CURLPROTO_SFTP, CURLPROTO_TELNET, CURLPROTO_LDAP, CURLPROTO_LDAPS,
CURLPROTO_DICT, CURLPROTO_FILE, CURLPROTO_TFTP, CURLPROTO_ALL

cURL 7.19.4 で追加さ
れました。

CURLOPT_PROXYAUTH プロキシ接続に使用する HTTP 認証の方法。 CURLOPT_HTTPAUTH で説明したのと同じオプションを 指定可能です。プロキシ認証でサポートされているのは、今のところ CURLAUTH_BASIC および CURLAUTH_NTLM のみです。 cURL 7.10.7 で追加さ
れました。

CURLOPT_PROXYPORT プロキシ接続のポート番号。このポート番号は、 CURLOPT_PROXY で指定することも可能です。
CURLOPT_PROXYTYPE CURLPROXY_HTTP（デフォルト）あるいは CURLPROXY_SOCKS5。 cURL 7.10 で追加され

ました。
CURLOPT_REDIR_PROTOCOLS CURLPROTO_* の値のビットマスク。使用すると、 CURLOPT_FOLLOWLOCATION が有効な場合のリダイレクト時の転送に libcurl がどのプロトコルを使用するのかに制約を加えます。これによって、 リダイレクト時に特定の転

送プロトコルのみを使用するように制限することができます。 デフォルトでは、libcurl がサポートしているすべてのプロトコルのうち FILE と SCP 以外のすべての使用を許可します。この挙動は 7.19.4 より前のバー
ジョンとは異なります。7.19.4 より前のバージョンでは、 サポートするすべてのプロトコルを無条件に許可していました。 プロトコル定数の値は CURLOPT_PROTOCOLS を参照ください。

cURL 7.19.4 で追加さ
れました。

CURLOPT_RESUME_FROM 転送を途中から再開する場合のバイトオフセット。
CURLOPT_SSL_VERIFYHOST 1 は SSL ピア証明書に一般名が存在するかどうかを調べます。 2 はそれに加え、その名前がホスト名と一致することを検証します。
CURLOPT_SSLVERSION 使用する SSL のバージョン（2 あるいは 3）。デフォルトでは PHP が自動的に判断しますが、これを手動で設定する必要がある場合もあります。
CURLOPT_TIMECONDITION CURLOPT_TIMEVALUE の扱いを決定します。 CURLOPT_TIMEVALUE で指定した時刻以降に 変更されたページのみを返す場合は CURL_TIMECOND_IFMODSINCE を使用します。 CURLOPT_HEADER が TRUE だと仮定すると、 ページが変更

されていない場合は "304 Not Modified" ヘッダが返されます。 CURL_TIMECOND_IFUNMODSINCE は反対の意味です。 デフォルトは CURL_TIMECOND_IFMODSINCE です。
CURLOPT_TIMEOUT cURL 関数の実行にかけられる時間の最大値。
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CURLOPT_TIMEOUT_MS cURL 関数の実行にかけられる最大のミリ秒数。 cURL 7.16.2 で追加さ
れました。PHP 5.2.3
以降で使用可能です。

CURLOPT_TIMEVALUE 1970 年 1 月 1 日からの経過秒数。この値は CURLOPT_TIMECONDITION で使用されます。デフォルトでは CURL_TIMECOND_IFMODSINCE が設定されます。

value は、 option パラメータの 以下の値に関して文字列である必要があります。

オプション value への設定値 注記
CURLOPT_CAINFO 接続先を検証するための証明書を保持するファイル名。 これは CURLOPT_SSL_VERIFYPEER を使用する場合に のみ意味を持ちます。
CURLOPT_CAPATH 複数の証明書ファイルを保持するディレクトリ。このオプションは CURLOPT_SSL_VERIFYPEER とともに使用します。
CURLOPT_COOKIE HTTP リクエストにおける "Cookie: " ヘッダの内容。 クッキーが複数ある場合は、セミコロンとスペースで区切られる (例 "fruit=apple; colour=red") ことに注意しましょう。
CURLOPT_COOKIEFILE クッキーのデータを保持するファイルの名前。クッキーファイルは、 Netscape フォーマットあるいは HTTP ヘッダを単純にファイルにダンプしたものが使用可能です。
CURLOPT_COOKIEJAR ハンドルを閉じる際 (curl_close のコール後など) に、 すべての内部クッキーを保存するファイルの名前。
CURLOPT_CUSTOMREQUEST HTTP リクエストで "GET" あるいは "HEAD" 以外に 使用するカスタムメソッド。これが有用なのは、"DELETE" やその他のあまり知られていない HTTP リクエストを実行する場合です。 使用可能な値は "GET"、

"POST"、"CONNECT" などです。 HTTP リクエストの内容をすべて指定するわけではありません。つまり、 "GET /index.html HTTP/1.0\r\n\r\n" のような 記述は間違いだということです。

注意:

使用しようとしているメソッドをサーバがサポートしていることを 確かめるまで、これを使用しないでください。

CURLOPT_EGDSOCKET CURLOPT_RANDOM_FILE と似ていますが、 Entropy Gathering Daemon ソケットを使用してファイル名を生成する点が 違います。
CURLOPT_ENCODING "Accept-Encoding: " ヘッダの内容。 これにより、応答のデコードを可能にします。サポートされる エンコーディングは "identity"、 "deflate" および "gzip" です。もし空文字列 "" が指定された場合、 サポートされるエンコー

ディングをすべて含むヘッダが送信されます。
cURL 7.10 で
追加されまし
た。

CURLOPT_FTPPORT FTP で "POST" を使用するための IP アドレスを取得する際に使用される値。 "POST" は、リモートサーバに対してこちらが指定した IP アドレスに 接続するよう指示します。この値に設定できる内容は IP アドレス、ホスト名、
ネットワークインターフェース名（Unix）、あるいは単に '-' を指定する ことでシステムのデフォルト IP アドレスを指定します。

CURLOPT_INTERFACE 使用するネットワークインターフェースの名前。 インターフェース名、IP アドレスあるいはホスト名が指定可能です。
CURLOPT_KRB4LEVEL KRB4（Kerberos 4）セキュリティレベル。以下の値のいずれか （セキュリティの低い順です）が指定可能です。 "clear"、 "safe"、 "confidential"、 "private"。 文字列がこれらのどれでもなかった場合は、 "private" が使用され

ます。このオプションを NULL にすると KRB4 セキュリティを無効にします。現時点では、KRB4 セキュリティは FTP 転送にのみ使用可能です。
CURLOPT_POSTFIELDS HTTP "POST" で送信するすべてのデータ。 ファイルを送信するには、ファイル名の先頭に @ をつけてフルパスを指定します。これは、 'para1=val1&para2=val2&...' のように url エンコードされた文字列形式で渡すこともでき

ますし、 フィールド名をキー、データを値とする配列で渡すこともできます。 value が配列の場合、 Content-Type ヘッダには multipart/form-data を設定します。 PHP 5.2.0 以降、このオプションに @ プレフィックスつき
で渡されたファイルは 配列形式でないと動作しないようになりました。

CURLOPT_PROXY リクエストを経由させる HTTP プロキシ。
CURLOPT_PROXYUSERPWD プロキシに接続するためのユーザ名とパスワード。 "[username]:[password]" 形式で指定します。
CURLOPT_RANDOM_FILE 使用するファイル名を、SSL の乱数生成器を使用して作成します。
CURLOPT_RANGE 取得するデータの範囲を "X-Y" 形式で指定します。X あるいは Y は省略可能です。 HTTP 転送では、いくつかの範囲をカンマで区切った "X-Y,N-M" のような形式もサポートしています。
CURLOPT_REFERER HTTP リクエストで使用される "Referer: " ヘッダの内容。
CURLOPT_SSL_CIPHER_LIST SSL で使用する暗号のリスト。例えば RC4-SHA および TLSv1 が 使用可能です。
CURLOPT_SSLCERT PEM フォーマットの証明書を含むファイルの名前。
CURLOPT_SSLCERTPASSWD CURLOPT_SSLCERT 証明書を使用する際に必要なパスワード。
CURLOPT_SSLCERTTYPE 証明書の形式。サポートされるフォーマットは "PEM"（デフォルト）、"DER" および "ENG" です。 cURL 7.9.3

で追加されま
した。

CURLOPT_SSLENGINE CURLOPT_SSLKEY で指定した SSL 秘密鍵の 暗号化エンジンの ID 。
CURLOPT_SSLENGINE_DEFAULT 非対称暗号化で使用する暗号化エンジンの ID 。
CURLOPT_SSLKEY SSL 秘密鍵を含むファイルの名前。
CURLOPT_SSLKEYPASSWD CURLOPT_SSLKEY で指定した SSL 秘密鍵を 使用するために必要なパスワード。

注意:

このオプションには重要なパスワードが含まれます。PHP スクリプトを 安全な状態におくことを忘れないでください。

CURLOPT_SSLKEYTYPE CURLOPT_SSLKEY で指定した SSL 秘密鍵の 形式。サポートされる型は以下のとおりです。 "PEM"（デフォルト）、"DER" および "ENG" 。
CURLOPT_URL 取得する URL 。curl_init() でセッションを 初期化する際に指定することも可能です。
CURLOPT_USERAGENT HTTP リクエストで使用される "User-Agent: " ヘッダの内容。
CURLOPT_USERPWD 接続に使用するユーザ名とパスワード。 "[username]:[password]" 形式で指定します。

value には、 option の以下の値に関して 配列を指定する必要があります。

オプション value への設定値 注記
CURLOPT_HTTP200ALIASESエラーではなく正常な応答として扱われる、HTTP 200 レスポンスの配列。 cURL 7.10.3 で追加されました。
CURLOPT_HTTPHEADER 設定する HTTP ヘッダフィールドの配列。 array('Content-type: text/plain', 'Content-length: 100') 形式。
CURLOPT_POSTQUOTE FTP リクエストの実行後に、サーバ上で実行する FTP コマンドの配列。
CURLOPT_QUOTE FTP リクエストの前にサーバ上で実行する FTP コマンドの配列。

value はストリームリソース（例えば fopen() が作成するもの）であり、以下の option パラメータに設定します。
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オプション value に設定する内容
CURLOPT_FILE 転送内容が書き込まれるファイル。デフォルトは STDOUT （ブラウザウィンドウ）。
CURLOPT_INFILE アップロード時に転送内容を読み込むファイル。
CURLOPT_STDERR STDERR の代わりにエラーを出力する場所。
CURLOPT_WRITEHEADER転送のヘッダ部分が書き込まれるファイル。

value には、 option の以下の値に関して 有効なコールバック関数の名前を指定する必要があります。

オプション value への設定値
CURLOPT_HEADERFUNCTION コールバック関数の名前で、このコールバック関数は 2 つの引数を とります。最初のパラメータは CURL リソースで、2 番目は書き込む ヘッダデータの文字列です。このコールバック関数を使用するにあたり、 ヘッダデータを書き込む処理を

実装するのはあなたの役目となります。 書き込んだデータのバイト数を返します。
CURLOPT_PASSWDFUNCTION コールバック関数の名前で、このコールバック関数は 3 つの引数を とります。最初のパラメータは CURL リソースで、2 番目はパスワード プロンプトの文字列、そして 3 番目はパスワードの最大長です。 入力されたパスワードを文字列で返し

ます。
CURLOPT_PROGRESSFUNCTIONコールバック関数の名前で、このコールバック関数は 3 つの引数をとります。 最初のパラメータは cURL リソースで、2 番目はファイル記述子リソース、 そして 3 番目は長さです。データを文字列で返します。
CURLOPT_READFUNCTION コールバック関数の名前で、このコールバック関数は 2 つの引数を とります。最初のパラメータは cURL リソースで、2 番目は読み込む データの文字列です。データの読み込みには、 このコールバック関数を使わなければなりません。 読み込

んだデータのバイト数を返します。EOF シグナルを受け取った場合は 0 を返します。
CURLOPT_WRITEFUNCTION コールバック関数の名前で、このコールバック関数は 2 つの引数を とります。最初のパラメータは cURL リソースで、2 番目は書き込む データの文字列です。データの保存には、 このコールバック関数を使わなければなりません。 書き込んだ

データの正確なバイト数を返す必要があります。 返さなければ、エラーで転送が異常終了します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.10 CURLOPT_PROTOCOLS および CURLOPT_REDIR_PROTOCOLS が追加されました。
5.1.0 CURLOPT_AUTOREFERER, CURLOPT_BINARYTRANSFER, CURLOPT_FTPSSLAUTH, CURLOPT_PROXYAUTH および CURLOPT_TIMECONDITION が追加されました。
5.0.0 CURLOPT_FTP_USE_EPRT, CURLOPT_NOSIGNAL, CURLOPT_UNRESTRICTED_AUTH, CURLOPT_BUFFERSIZE, CURLOPT_HTTPAUTH, CURLOPT_PROXYPORT, CURLOPT_PROXYTYPE, CURLOPT_SSLCERTTYPE および CURLOPT_HTTP200ALIASES が追加されました。

例

例1 新規に cURL セッションを初期化、ウェブページを取得する
<?php
// 新しい cURL リソースを作成します
$ch = curl_init();

// URL その他のオプションを適切に設定します
curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, "http://www.example.com/");
curl_setopt($ch, CURLOPT_HEADER, false);

// URL の内容を取得し、ブラウザに渡します
curl_exec($ch);

// cURL リソースを閉じ、システムリソースを開放します
curl_close($ch);
?>

例2 ファイルのアップロード
<?php

/* http://localhost/upload.php:
print_r($_POST);
print_r($_FILES);
*/

$ch = curl_init();

$data = array('name' => 'Foo', 'file' => '@/home/user/test.png');

curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, 'http://localhost/upload.php');
curl_setopt($ch, CURLOPT_POST, 1);
curl_setopt($ch, CURLOPT_POSTFIELDS, $data);

curl_exec($ch);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [name] => Foo
)
Array
(
    [file] => Array
        (
            [name] => test.png
            [type] => image/png
            [tmp_name] => /tmp/phpcpjNeQ
            [error] => 0
            [size] => 279
        )

)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意

注意:

配列を CURLOPT_POSTFIELDS に渡すと、データを multipart/form-data でエンコードします。 一方 URL エンコードされた文字列を渡すと、データを application/x-www-form-urlencoded でエンコードします。

参考

curl_setopt_array() - CURL 転送用の複数のオプションを設定する

curl_version
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

curl_version — cURL のバージョンを返す

説明

array curl_version ([ int $age = CURLVERSION_NOW ] )

cURL のバージョンについての情報を返します。

パラメータ
age

返り値

以下の要素からなる連想配列を返します。

インデックス 値の説明
version_number cURL の 24 ビットのバージョン番号
version cURL バージョン番号を表す文字列
ssl_version_number OpenSSL の 24 ビットのバージョン番号
ssl_version OpenSSL バージョン番号を表す文字列
libz_version zlib バージョンを表す文字列
host cURL をビルドしたホストについての情報
age  
features 定数 CURL_VERSION_XXX のビットマスク
protocols cURL がサポートするプロトコル名の配列

例

例1 curl_version() の例

この例では、cURL でどの機能が使えるのかを調べるために curl_version() の返すビットマスク 'features' を使用します。
<?php
// curl のバージョン配列を取得します
$version = curl_version();

// ビットフィールドを使用して、
// curl の機能を調べます
$bitfields = Array(
            'CURL_VERSION_IPV6', 
            'CURL_VERSION_KERBEROS4', 
            'CURL_VERSION_SSL', 
            'CURL_VERSION_LIBZ'
            );

foreach($bitfields as $feature)
{
    echo $feature . ($version['features'] & constant($feature) ? ' matches' : ' does not match');
    echo PHP_EOL;
}
?>

目次
curl_close — cURL セッションを閉じる
curl_copy_handle — cURL ハンドルを、その設定も含めてコピーする
curl_errno — 直近のエラー番号を返す
curl_error — 現在のセッションに関する直近のエラー文字列を返す
curl_exec — cURL セッションを実行する
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curl_getinfo — 指定した伝送に関する情報を得る
curl_init — cURL セッションを初期化する
curl_multi_add_handle — cURL マルチハンドルに、通常の cURL ハンドルを追加する
curl_multi_close — cURL ハンドルのセットを閉じる
curl_multi_exec — 現在の cURL ハンドルから、サブ接続を実行する
curl_multi_getcontent — CURLOPT_RETURNTRANSFER が設定されている場合に、cURL ハンドルの内容を返す
curl_multi_info_read — 現在の転送についての情報を表示する
curl_multi_init — 新規 cURL マルチハンドルを返す
curl_multi_remove_handle — cURL ハンドルのセットからマルチハンドルを削除する
curl_multi_select — curl_multi 接続のアクティビティを待つ
curl_setopt_array — CURL 転送用の複数のオプションを設定する
curl_setopt — cURL 転送用オプションを設定する
curl_version — cURL のバージョンを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

PHP の cURL モジュールを使用して example.com のホームページを取得する
cURL 関数

curl_close — cURL セッションを閉じる
curl_copy_handle — cURL ハンドルを、その設定も含めてコピーする
curl_errno — 直近のエラー番号を返す
curl_error — 現在のセッションに関する直近のエラー文字列を返す
curl_exec — cURL セッションを実行する
curl_getinfo — 指定した伝送に関する情報を得る
curl_init — cURL セッションを初期化する
curl_multi_add_handle — cURL マルチハンドルに、通常の cURL ハンドルを追加する
curl_multi_close — cURL ハンドルのセットを閉じる
curl_multi_exec — 現在の cURL ハンドルから、サブ接続を実行する
curl_multi_getcontent — CURLOPT_RETURNTRANSFER が設定されている場合に、cURL ハンドルの内容を返す
curl_multi_info_read — 現在の転送についての情報を表示する
curl_multi_init — 新規 cURL マルチハンドルを返す
curl_multi_remove_handle — cURL ハンドルのセットからマルチハンドルを削除する
curl_multi_select — curl_multi 接続のアクティビティを待つ
curl_setopt_array — CURL 転送用の複数のオプションを設定する
curl_setopt — cURL 転送用オプションを設定する
curl_version — cURL のバージョンを返す

ファイル改変の監視

導入
FAM はファイルやディレクトリを監視し、変更点を調査を行うアプリケーションに 通知します。FAM についての詳細な情報は » http://oss.sgi.com/projects/fam/ で得られます。

PHP スクリプトは、この拡張モジュールにより提供される関数を用いて FAM に一連の ファイルを指定することができます。

FAM プロセスは、最初にアプリケーションから接続された時に開始され、 全ての接続がクローズされた時に終了します。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件

http://oss.sgi.com/projects/fam/
http://pecl.php.net/
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インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールは、SGI が開発した » FAM ライブラリの関数を使用しています。そのため、FAM ライブラリを ダウンロードしてインストールする必要があります。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/fam.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
FAM モジュールでは二種類のリソース型を使用します。まず最初が FAM サービスとの接続を表すリソースで、これは fam_open() が返します。二番目はモニタリングリソースで、これは fam_monitor_XXX 関数が返します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FAM イベント定数
定数 説明

FAMChanged (integer) ファイルあるいはディレクトリの、fstat(1) で取得できる値のうちの 何かが変更されました。
FAMDeleted (integer) ファイルあるいはディレクトリが削除あるいはリネームされました。
FAMStartExecuting (integer) 実行可能ファイルが実行されました。
FAMStopExecuting (integer) 実行可能ファイルの実行が終了しました。
FAMCreated (integer) ディレクトリ内にファイルが作成されました。
FAMMoved (integer) このイベントは決して発生しません。
FAMAcknowledge (integer) fam_cancel_monitor() に対する応答イベントです。
FAMExists (integer) ファイルやディレクトリの監視を要求するイベントです。 ディレクトリが監視されている場合、ディレクトリおよびその中に 含まれるすべてのファイルについてのイベントが発生します。
FAMEndExist (integer) 最後の FAMEExists イベントの後に発生します。

FAM 関数

fam_cancel_monitor
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_cancel_monitor — 監視を終了する

説明

bool fam_cancel_monitor ( resource $fam , resource $fam_monitor )

リソースの監視を終了します。

さらに FAMAcknowledge イベントが発生します。

パラメータ
fam

http://oss.sgi.com/projects/fam/download.html
http://svn.php.net/viewvc/pecl/fam
http://pecl.php.net/
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A resource representing a connection to the FAM service returned by fam_open()

fam_monitor

fam_monitor_XXX 関数のいずれかが返すリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fam_monitor_file() - 通常のファイルの変更を監視する
fam_monitor_directory() - ディレクトリの変更を監視する
fam_monitor_collection() - 指定したディレクトリにあるファイルの変更を監視する
fam_suspend_monitor() - 監視を一時的に中断する

fam_close
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_close — FAM 接続を閉じる

説明

void fam_close ( resource $fam )

FAM サービスへの接続をクローズします。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。

返り値

値を返しません。

参考

fam_monitor_open()

fam_monitor_collection
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_monitor_collection — 指定したディレクトリにあるファイルの変更を監視する

説明

resource fam_monitor_collection ( resource $fam , string $dirname , int $depth , string $mask )

ディレクトリ内のファイルの監視を要求します。

ファイルの状態が変化したときに FAM イベントが発生します。 発生しうるイベントコードの詳細は、このセクションの 定数 の欄にあります。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。
dirname

ファイルを監視するディレクトリへのパス。
depth

このディレクトリから最大 depth 階層まで掘り下げたディレクトリが検索対象となります。
mask
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シェルパターン mask により、検索するファイル名を制限します。

返り値

モニタリングリソース、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

fam_monitor_file() - 通常のファイルの変更を監視する
fam_monitor_directory() - ディレクトリの変更を監視する
fam_cancel_monitor() - 監視を終了する
fam_suspend_monitor() - 監視を一時的に中断する
fam_resume_monitor() - 中断された監視処理を再開する

fam_monitor_directory
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_monitor_directory — ディレクトリの変更を監視する

説明

resource fam_monitor_directory ( resource $fam , string $dirname )

指定したディレクトリおよびそれに 含まれる全てのファイルを監視するよう指示します。

指定したディレクトリのステータス(すなわち、このディレクトリに関する stat() の結果)またはその内容 (すなわち、このディレクトリに関する readdir() の結果) が変更される度に FAM イベントが生成されます。

発生しうるイベントコードの詳細は、このセクションの 定数 の欄にあります。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。
dirname

監視するディレクトリへのパス。

返り値

モニタリングリソース、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

fam_monitor_file() - 通常のファイルの変更を監視する
fam_monitor_collection() - 指定したディレクトリにあるファイルの変更を監視する
fam_cancel_monitor() - 監視を終了する
fam_suspend_monitor() - 監視を一時的に中断する
fam_resume_monitor() - 中断された監視処理を再開する

fam_monitor_file
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_monitor_file — 通常のファイルの変更を監視する

説明

resource fam_monitor_file ( resource $fam , string $filename )

指定した 1 個のファイルの 監視を指示します。このファイルのステータス(すなわち、このファイルに関する 関数 stat() の結果)が変化する度に FAM イベントが 発生します。

発生しうるイベントコードの詳細は、このセクションの 定数 の欄にあります。

パラメータ
fam
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fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。
filename

監視するファイルへのパス。

返り値

モニタリングリソース、あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

fam_monitor_directory() - ディレクトリの変更を監視する
fam_monitor_collection() - 指定したディレクトリにあるファイルの変更を監視する
fam_cancel_monitor() - 監視を終了する
fam_suspend_monitor() - 監視を一時的に中断する
fam_resume_monitor() - 中断された監視処理を再開する

fam_next_event
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_next_event — 次の待機中の FAM イベントを返す

説明

array fam_next_event ( resource $fam )

次の待機中の FAM イベントを返します。

この関数は、fam_pending() を用いてチェックできる イベントが検出されるまでブロックします。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。

返り値

FAM イベントコードを要素 'code' に、このイベントが適用されるファイルのパスを 要素 'filename' に、 オプションでホスト名を要素 'hostname' に 含む配列を返します。

発生しうるイベントコードの詳細は、このセクションの 定数 の欄にあります。

参考

fam_pending() - 待機中の FAM イベントの有無を調べる

fam_open
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_open — FAM デーモンへの接続をオープンする

説明

resource fam_open ([ string $appname ] )

FAM サービスデーモンへの接続をオープンします。

パラメータ
appname

ログ記録用にアプリケーションを特定する文字列。

返り値

成功した場合に FAM サービスへの接続を表すリソース、 失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

fam_close() - FAM 接続を閉じる

fam_pending
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_pending — 待機中の FAM イベントの有無を調べる

説明

int fam_pending ( resource $fam )

待機中の FAM イベントを調べます。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。

返り値

fam_next_event() により取得可能な待機中のイベントが ある場合にゼロ以外の値、ない場合にゼロを返します。

参考

fam_next_event() - 次の待機中の FAM イベントを返す

fam_resume_monitor
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_resume_monitor — 中断された監視処理を再開する

説明

bool fam_resume_monitor ( resource $fam , resource $fam_monitor )

fam_suspend_monitor() により中断された 指定したリソースへの監視を再開します。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。
fam_monitor

fam_monitor_XXX 関数のいずれかが返すリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fam_suspend_monitor() - 監視を一時的に中断する

fam_suspend_monitor
(PHP 5 <= 5.0.5)

fam_suspend_monitor — 監視を一時的に中断する

説明
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bool fam_suspend_monitor ( resource $fam , resource $fam_monitor )

fam_suspend_monitor() は、リソースへの監視を一時的に中断します。

監視は、fam_resume_monitor() により後で再開することができ、 その際、全く新たに監視を指示する必要はありません。

パラメータ
fam

fam_open() が返す、 FAM サービスへの接続を表すリソース。
fam_monitor

fam_monitor_XXX 関数のいずれかが返すリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

fam_cancel_monitor() - 監視を終了する
fam_resume_monitor() - 中断された監視処理を再開する

目次
fam_cancel_monitor — 監視を終了する
fam_close — FAM 接続を閉じる
fam_monitor_collection — 指定したディレクトリにあるファイルの変更を監視する
fam_monitor_directory — ディレクトリの変更を監視する
fam_monitor_file — 通常のファイルの変更を監視する
fam_next_event — 次の待機中の FAM イベントを返す
fam_open — FAM デーモンへの接続をオープンする
fam_pending — 待機中の FAM イベントの有無を調べる
fam_resume_monitor — 中断された監視処理を再開する
fam_suspend_monitor — 監視を一時的に中断する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
FAM 関数

fam_cancel_monitor — 監視を終了する
fam_close — FAM 接続を閉じる
fam_monitor_collection — 指定したディレクトリにあるファイルの変更を監視する
fam_monitor_directory — ディレクトリの変更を監視する
fam_monitor_file — 通常のファイルの変更を監視する
fam_next_event — 次の待機中の FAM イベントを返す
fam_open — FAM デーモンへの接続をオープンする
fam_pending — 待機中の FAM イベントの有無を調べる
fam_resume_monitor — 中断された監視処理を再開する
fam_suspend_monitor — 監視を一時的に中断する

FTP

導入
この拡張モジュールの関数は、» http://www.faqs.org/rfcs/rfc959 で定義された File Transfer Protocol (FTP) を使用してファイルサーバに アクセスするクライアントの実装です。この拡張を利用することで、FTP サーバにアクセスしてさまざまな操作をするスクリプトを作
成することができます。 ただ単に FTP サーバ上のファイルを読み書きしたいだけなら、 ファイルシステム関数 で ftp:// ラッパ を用いることを考えてください。こちらのほうがシンプルで直感的な インターフェースを提供します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc959
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP で FTP 関数を使用するには、PHP をインストールする際に --enable-ftp オプションを追加する必要があります。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールは、1 種類のリソース型を使用します。これは FTP 接続のリソース ID で、ftp_connect() あるいは ftp_ssl_connect() により返されたものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

FTP_ASCII (integer)

FTP_TEXT (integer)

FTP_BINARY (integer)

FTP_IMAGE (integer)

FTP_TIMEOUT_SEC (integer)

詳細は、ftp_set_option() を参照ください。

以下の定数は、PHP 4.3.0で追加されました。

FTP_AUTOSEEK (integer)

詳細は、ftp_set_option() を参照してください。

FTP_AUTORESUME (integer)

GET および PUT リクエスト用のレジューム位置と開始位置を自動的に 定義します（FTP_AUTOSEEK が有効な場合のみ動作します）。

FTP_FAILED (integer)

非同期伝送が失敗しました。

FTP_FINISHED (integer)

非同期伝送が終了しました。

FTP_MOREDATA (integer)

非同期伝送がまだアクティブです。
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例
目次

FTP の例

例1 FTP の例
<?php
// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server); 

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass); 

// 接続できたか確認する
if ((!$conn_id) || (!$login_result)) { 
    echo "FTP connection has failed!";
    echo "Attempted to connect to $ftp_server for user $ftp_user_name"; 
    exit; 
} else {
    echo "Connected to $ftp_server, for user $ftp_user_name";
}

// ファイルをアップロードする
$upload = ftp_put($conn_id, $destination_file, $source_file, FTP_BINARY); 

// アップロード状況を確認する
if (!$upload) { 
    echo "FTP upload has failed!";
} else {
    echo "Uploaded $source_file to $ftp_server as $destination_file";
}

// FTP ストリームを閉じる
ftp_close($conn_id); 
?>

FTP 関数

ftp_alloc
(PHP 5)

ftp_alloc — アップロードされるファイルのためのスペースを確保する

説明

bool ftp_alloc ( resource $ftp_stream , int $filesize [, string &$result ] )

ALLO コマンドを FTP サーバに送信し、 アップロードされるファイルのためのスペースを確保します。

注意:

多くの FTP サーバはこのコマンドをサポートしていません。これらのサーバの中には、 「そのコマンドをサポートしていない」という意味で失敗コード（FALSE） を返すものもあれば 「事前に確保する必要はない」という意味で成功コード（TRUE） を返すものもあ
ります。このような理由から、事前のスペース確保が明示的に 要求されているサーバに対してのみこの関数を使用するようにするとよいでしょう。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
filesize

確保したいバイト数。
return

もし変数が指定されていた場合、サーバからの応答テキストの内容の 参照が格納されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 ftp_alloc() の例
<?php

$file = "/home/user/myfile";

// サーバに接続する
$conn_id = ftp_connect('ftp.example.com');
$login_result = ftp_login($conn_id, 'anonymous', 'user@example.com');

if (ftp_alloc($conn_id, filesize($file), $result)) {
  echo "Space successfully allocated on server.  Sending $file.\n";
  ftp_put($conn_id, '/incomming/myfile', $file, FTP_BINARY);
} else {
  echo "Unable to allocate space on server.  Server said: $result\n";
}

ftp_close($conn_id);

?>

参考

ftp_put() - FTP サーバにファイルをアップロードする
ftp_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする

ftp_cdup
(PHP 4, PHP 5)

ftp_cdup — 親ディレクトリに移動する

説明

bool ftp_cdup ( resource $ftp_stream )

親ディレクトリに移動します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_cdup() の例
<?php
// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// html ディレクトリに移動する
ftp_chdir($conn_id, 'html');

echo ftp_pwd($conn_id); // /html 

// 親ディレクトリに戻る
if (ftp_cdup($conn_id)) { 
  echo "cdup successful\n";
} else {
  echo "cdup not successful\n";
}

echo ftp_pwd($conn_id); // /

ftp_close($conn_id);
?>

参考

ftp_chdir() - FTP サーバ上でディレクトリを移動する
ftp_pwd() - カレントのディレクトリ名を返す

ftp_chdir
(PHP 4, PHP 5)
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ftp_chdir — FTP サーバ上でディレクトリを移動する

説明

bool ftp_chdir ( resource $ftp_stream , string $directory )

カレントディレクトリを、指定した場所に移動します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
directory

対象となるディレクトリ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 ディレクトリの変更に失敗した場合は、PHP は警告を出します。

例

例1 ftp_chdir() の例
<?php

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server); 

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass); 

// 接続できたか確認する
if ((!$conn_id) || (!$login_result)) {
    die("FTP connection has failed !");
}

echo "Current directory: " . ftp_pwd($conn_id) . "\n";

// somedir に移動する
if (ftp_chdir($conn_id, "somedir")) {
    echo "Current directory is now: " . ftp_pwd($conn_id) . "\n";
} else { 
    echo "Couldn't change directory\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

参考

ftp_cdup() - 親ディレクトリに移動する
ftp_pwd() - カレントのディレクトリ名を返す

ftp_chmod
(PHP 5)

ftp_chmod — FTP 経由でファイルのパーミッションを設定する

説明

int ftp_chmod ( resource $ftp_stream , int $mode , string $filename )

指定したリモートファイルのパーミッションを mode に設定します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
mode

新しいパーミッション。8 進数 で指定します。
filename

リモートファイル。
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返り値

成功した場合に新しいパーミッションを、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 ftp_chmod() の例
<?php
$file = 'public_html/index.php';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $file のパーミッションを 644 に変更する
if (ftp_chmod($conn_id, 0644, $file) !== false) {
 echo "$file chmoded successfully to 644\n";
} else {
 echo "could not chmod $file\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

参考

chmod() - ファイルのモードを変更する

ftp_close
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ftp_close — FTP 接続を閉じる

説明

bool ftp_close ( resource $ftp_stream )

ftp_close() は、指定されたリンク ID を閉じて resource を開放します。

注意:

この関数をコールした後は、FTP 接続を利用することはできません。 利用するためには ftp_connect() で新しい接続を 作成しなければなりません。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_close() の例
<?php

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// 現在のディレクトリを表示する
echo ftp_pwd($conn_id); // /

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

参考

ftp_connect() - FTP 接続をオープンする
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ftp_connect
(PHP 4, PHP 5)

ftp_connect — FTP 接続をオープンする

説明

resource ftp_connect ( string $host [, int $port = 21 [, int $timeout = 90 ]] )

ftp_connect() は、指定した host への FTP 接続をオープンします。

パラメータ
host

FTP サーバのアドレス。このパラメータには、最後のスラッシュや最初の ftp:// をつけてはいけません。
port

このパラメータは接続先のポートを指定します。もし指定しなかったり ゼロを指定したりした場合は、デフォルトの FTP ポートである 21 が用いられます。
timeout

このパラメータは、以降のネットワーク操作時のタイムアウトを指定します。 指定されなかった場合のデフォルト値は 90 秒です。タイムアウトの変更や 参照は、ftp_set_option() や ftp_get_option() を用いていつでも可能です。

返り値

成功した場合に FTP ストリームを、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 ftp_connect() の例
<?php

$ftp_server = "ftp.example.com";

// 接続を確立します。できなければ終了します。
$conn_id = ftp_connect($ftp_server) or die("Couldn't connect to $ftp_server"); 

?>

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 timeout が追加されました。

参考

ftp_close() - FTP 接続を閉じる
ftp_ssl_connect() - セキュアな SSL-FTP 接続をオープンする

ftp_delete
(PHP 4, PHP 5)

ftp_delete — FTP サーバ上のファイルを削除する

説明

bool ftp_delete ( resource $ftp_stream , string $path )

ftp_delete() は、path で指定したファイルを FTP サーバから削除します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
path

削除するファイル。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_delete() の例
<?php
$file = 'public_html/old.txt';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $file の削除を試みる
if (ftp_delete($conn_id, $file)) {
 echo "$file deleted successful\n";
} else {
 echo "could not delete $file\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

ftp_exec
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

ftp_exec — FTP サーバ上でのコマンドの実行をリクエストする

説明

bool ftp_exec ( resource $ftp_stream , string $command )

FTP サーバに SITE EXEC command リクエストを 送信します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
command

実行したいコマンド。

返り値

コマンドが成功した（サーバの応答コードが 200） 場合に TRUE を、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_exec() の例
<?php

// 変数を初期化します。
$command = 'ls -al >files.txt';

// 接続を確立します。
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードを指定してログインします。
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// コマンドを実行します。
if (ftp_exec($conn_id, $command)) {
    echo "$command の実行に成功しました\n";
} else {
    echo "$command の実行に失敗しました\n";
}

// 接続を閉じます。
ftp_close($conn_id);

?>

参考

ftp_raw() - FTP サーバに任意のコマンドを送信する
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ftp_fget
(PHP 4, PHP 5)

ftp_fget — FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する

説明

bool ftp_fget ( resource $ftp_stream , resource $handle , string $remote_file , int $mode [, int $resumepos = 0 ] )

ftp_fget() は、FTP サーバから remote_file を取得し、指定したファイルポインタ fp に書きこみます。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
handle

オープンされているファイルのポインタ。ここにデータが保存されます。
remote_file

リモートファイルのパス。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
resumepos

リモートファイル中で、ダウンロードを開始する位置。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_fget() の例
<?php

// リモートファイルへのパス。
$remote_file = 'somefile.txt';
$local_file = 'localfile.txt';

// 書き込み用のファイルをオープンします。
$handle = fopen($local_file, 'w');

// 接続を確立します。
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードを指定してログインします。
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $remote_file をダウンロードし、$handle に保存しようとします。
if (ftp_fget($conn_id, $handle, $remote_file, FTP_ASCII, 0)) {
 echo "$local_file への書き込みに成功しました\n";
} else {
 echo "$remote_file を $local_file にダウンロードする際に問題が発生しました\n";
}

// 接続およびファイルハンドラを閉じます。
ftp_close($conn_id);
fclose($handle);
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 resumepos が追加されました。

参考

ftp_get() - FTP サーバからファイルをダウンロードする
ftp_nb_get() - FTP サーバからファイルを取得し、ローカルファイルに書き込む（非ブロッキング）
ftp_nb_fget() - FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する（非ブロッキング）

ftp_fput
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(PHP 4, PHP 5)

ftp_fput — オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする

説明

bool ftp_fput ( resource $ftp_stream , string $remote_file , resource $handle , int $mode [, int $startpos = 0 ] )

ftp_fput() は、ファイルポインタが指すデータを FTP サーバ上のリモートファイルへアップロードします。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
remote_file

リモートファイルのパス。
handle

ローカルでオープンされているファイルのポインタ。 ファイルの終端まで進むと読み込みが終了します。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
startpos

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_fput() の例
<?php

// ファイルを読み込みモードで開く
$file = 'somefile.txt';
$fp = fopen($file, 'r');

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $file のアップロードを試みる
if (ftp_fput($conn_id, $file, $fp, FTP_ASCII)) {
    echo "Successfully uploaded $file\n";
} else {
    echo "There was a problem while uploading $file\n";
}

// 接続を閉じ、ファイルを閉じる
ftp_close($conn_id);
fclose($fp);

?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 startpos が追加されました。

参考

ftp_put() - FTP サーバにファイルをアップロードする
ftp_nb_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_put() - FTP サーバにファイルを保存する（非ブロッキング）

ftp_get_option
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ftp_get_option — カレント FTP ストリームでの種々の実行時動作を取得する

説明

mixed ftp_get_option ( resource $ftp_stream , int $option )
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この関数は、指定した FTP 接続について option の値を返します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID

option

現在、以下のオプションがサポートされています:

サポートされる実行時 FTP オプション
FTP_TIMEOUT_SEC ネットワーク関連処理で使用されるカレントのタイムアウトを返します。
FTP_AUTOSEEK オプションが設定されている場合に TRUE を、それ以外の場合に FALSE を返します。

返り値

成功した場合はその値を、指定した option がサポートされていない場合は FALSE を返します。後者の場合は、 同時に警告メッセージも発生します。

例

例1 ftp_get_option() の例
<?php
// 指定した FTP ストリームのタイムアウトを取得する
$timeout = ftp_get_option($conn_id, FTP_TIMEOUT_SEC);
?>

参考

ftp_set_option() - さまざまな FTP 実行時オプションを設定する

ftp_get
(PHP 4, PHP 5)

ftp_get — FTP サーバからファイルをダウンロードする

説明

bool ftp_get ( resource $ftp_stream , string $local_file , string $remote_file , int $mode [, int $resumepos = 0 ] )

ftp_get() は FTP サーバからリモートファイルを取得し、 それをローカルファイルに保存します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
local_file

ローカルファイルのパス（ファイルがすでに存在する場合は上書きされます）。
remote_file

リモートファイルのパス。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
resumepos

リモートファイルの、ダウンロードを開始する位置。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_get() の例
<?php
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// 変数を定義する
$local_file = 'local.zip';
$server_file = 'server.zip';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $server_file をダウンロードし、$local_file への保存を試みる
if (ftp_get($conn_id, $local_file, $server_file, FTP_BINARY)) {
    echo "Successfully written to $local_file\n";
} else {
    echo "There was a problem\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);

?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 resumepos が追加されました。

参考

ftp_pasv() - パッシブモードをオンまたはオフにする
ftp_fget() - FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する
ftp_nb_get() - FTP サーバからファイルを取得し、ローカルファイルに書き込む（非ブロッキング）
ftp_nb_fget() - FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する（非ブロッキング）

ftp_login
(PHP 4, PHP 5)

ftp_login — FTP 接続にログインする

説明

bool ftp_login ( resource $ftp_stream , string $username , string $password )

指定した FTP ストリームにログインします。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
username

ユーザ名（USER）。
password

パスワード（PASS）。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 失敗した場合は、PHP が警告を発生します。

例

例1 ftp_login() の例
<?php
                     
$ftp_server = "ftp.example.com";
$ftp_user = "foo";
$ftp_pass = "bar";

// 接続を確立する。接続に失敗したら終了する。
$conn_id = ftp_connect($ftp_server) or die("Couldn't connect to $ftp_server"); 

// ログインを試みる
if (@ftp_login($conn_id, $ftp_user, $ftp_pass)) {
    echo "Connected as $ftp_user@$ftp_server\n";
} else {
    echo "Couldn't connect as $ftp_user\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);  
?>
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ftp_mdtm
(PHP 4, PHP 5)

ftp_mdtm — 指定したファイルが最後に更新された時刻を返す

説明

int ftp_mdtm ( resource $ftp_stream , string $remote_file )

ftp_mdtm() はリモートファイルが最後に更新された時刻を取得します。

注意:

すべてのサーバがこの機能をサポートしているわけではありません!

注意:

ftp_mdtm() はディレクトリに対しては機能しません。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
remote_file

最終更新時刻を取得するファイル。

返り値

成功した場合にUNIXのタイムスタンプ、エラー時に -1 を返します。

例

例1 ftp_mdtm() の例
<?php

$file = 'somefile.txt';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// 最終更新時刻を取得する
$buff = ftp_mdtm($conn_id, $file);

if ($buff != -1) {
    // somefile.txt の最終更新時刻は: March 26 2003 14:16:41.
    echo "$file was last modified on : " . date("F d Y H:i:s.", $buff);
} else {
    echo "Couldn't get mdtime";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);

?>

ftp_mkdir
(PHP 4, PHP 5)

ftp_mkdir — ディレクトリを作成する

説明

string ftp_mkdir ( resource $ftp_stream , string $directory )

FTP サーバ上に、指定した directory を作成します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
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directory

作成されるディレクトリの名前。

返り値

成功した時には新規に作成したディレクトリ名、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 ftp_mkdir() の例
<?php

$dir = 'www';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// ディレクトリ $dir の作成を試みる
if (ftp_mkdir($conn_id, $dir)) {
 echo "successfully created $dir\n";
} else {
 echo "There was a problem while creating $dir\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

参考

ftp_rmdir() - ディレクトリを削除する

ftp_nb_continue
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ftp_nb_continue — ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）

説明

int ftp_nb_continue ( resource $ftp_stream )

非ブロッキングモードで、ファイルの取得/送信を継続します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。

返り値

FTP_FAILED、FTP_FINISHED あるいは FTP_MOREDATA を返します。

例

例1 ftp_nb_continue() の例
<?php

// ダウンロードを開始する
$ret = ftp_nb_get($my_connection, "test", "README", FTP_BINARY);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {

   // ダウンロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($my_connection);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error downloading the file...";
   exit(1);
}
?>

ftp_nb_fget
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)
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ftp_nb_fget — FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する（非ブロッキング）

説明

int ftp_nb_fget ( resource $ftp_stream , resource $handle , string $remote_file , int $mode [, int $resumepos = 0 ] )

ftp_nb_fget() は、FTP サーバからリモートファイルを取得します。

ftp_fget() との違いは、この関数が 非同期処理でファイルを取得するということです。そのため、 ファイルをダウンロードしている最中に別の処理を行うことができます。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
handle

オープンされているファイルのポインタ。ここにデータが保存されます。
remote_file

リモートファイルのパス。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
resumepos

返り値

FTP_FAILED、FTP_FINISHED あるいは FTP_MOREDATA を返します。

例

例1 ftp_nb_fget() の例
<?php

// ファイルをオープンする
$file = 'index.php';
$fp = fopen($file, 'w');

$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// ダウンロードを開始する
$ret = ftp_nb_fget($conn_id, $fp, $file, FTP_BINARY);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {

   // 何かお好みの動作を
   echo ".";

   // ダウンロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($conn_id);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error downloading the file...";
   exit(1);
}

// ファイルポインタを閉じる
fclose($fp);
?>

参考

ftp_nb_get() - FTP サーバからファイルを取得し、ローカルファイルに書き込む（非ブロッキング）
ftp_nb_continue() - ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）
ftp_fget() - FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する
ftp_get() - FTP サーバからファイルをダウンロードする

ftp_nb_fput
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ftp_nb_fput — オープン中のファイルを FTP サーバに保存する（非ブロッキング）

説明

int ftp_nb_fput ( resource $ftp_stream , string $remote_file , resource $handle , int $mode [, int $startpos = 0 ] )

ftp_nb_fput() は、ファイルポインタが指すデータを FTP サーバ上のリモートファイルへアップロードします。
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ftp_fput() との違いは、この関数が 非同期処理でファイルをアップロードするということです。そのため、 ファイルをアップロードしている最中に別の処理を行うことができます。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
remote_file

リモートファイルのパス。
handle

ローカルでオープンされているファイルのポインタ。 ファイルの終端まで進むと読み込みが終了します。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
startpos

返り値

FTP_FAILED、FTP_FINISHED あるいは FTP_MOREDATA を返します。

例

例1 ftp_nb_fput() の例
<?php

$file = 'index.php';

$fp = fopen($file, 'r');

$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// アップロードを開始する
$ret = ftp_nb_fput($conn_id, $file, $fp, FTP_BINARY);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {

   // 何かお好みの動作を
   echo ".";

   // アップロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($conn_id);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error uploading the file...";
   exit(1);
}

fclose($fp);
?>

参考

ftp_nb_put() - FTP サーバにファイルを保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_continue() - ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）
ftp_put() - FTP サーバにファイルをアップロードする
ftp_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする

ftp_nb_get
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ftp_nb_get — FTP サーバからファイルを取得し、ローカルファイルに書き込む（非ブロッキング）

説明

int ftp_nb_get ( resource $ftp_stream , string $local_file , string $remote_file , int $mode [, int $resumepos = 0 ] )

ftp_nb_get() は FTP サーバからリモートファイルを取得し、 それをローカルファイルに保存します。

ftp_get() との違いは、この関数が 非同期処理でファイルを取得するということです。そのため、 ファイルをダウンロードしている最中に別の処理を行うことができます。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
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local_file

ローカルファイルのパス（ファイルがすでに存在する場合、上書きされます）。
remote_file

リモートファイルのパス。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
resumepos

返り値

FTP_FAILED、FTP_FINISHED あるいは FTP_MOREDATA を返します。

例

例1 ftp_nb_get() の例
<?php

// ダウンロードを開始する
$ret = ftp_nb_get($my_connection, "test", "README", FTP_BINARY);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {
   
   // 何かお好みの動作を
   echo ".";

   // ダウンロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($my_connection);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error downloading the file...";
   exit(1);
}
?>

例2 ftp_nb_get() でダウンロードを再開する
<?php

// 開始
$ret = ftp_nb_get($my_connection, "test", "README", FTP_BINARY, 
                      filesize("test"));
// あるいは: $ret = ftp_nb_get($my_connection, "test", "README", 
//                             FTP_BINARY, FTP_AUTORESUME);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {
   
   // 何かお好みの動作を
   echo ".";

   // ダウンロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($my_connection);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error downloading the file...";
   exit(1);
}
?>

例3 ftp_nb_get() を用い、ファイルの 100 バイト目以降から ダウンロードを再開する
<?php

// 自動シークを無効にする
ftp_set_option($my_connection, FTP_AUTOSEEK, false);

// 開始
$ret = ftp_nb_get($my_connection, "newfile", "README", FTP_BINARY, 100);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {

   /* ... */
   
   // ダウンロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($my_connection);
}
?>

上の例では、newfile のサイズは FTP サーバ上の README より 100 バイト小さくなります。なぜなら ダウンロードの開始位置を 100 バイトずらしたからです。 もし FTP_AUTOSEEK を無効にしなければ、 newfile の最初の 100 バイトは '\0' で埋められます。

参考

ftp_nb_fget() - FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_continue() - ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）
ftp_fget() - FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する
ftp_get() - FTP サーバからファイルをダウンロードする

ftp_nb_put
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ftp_nb_put — FTP サーバにファイルを保存する（非ブロッキング）

説明

int ftp_nb_put ( resource $ftp_stream , string $remote_file , string $local_file , int $mode [, int $startpos = 0 ] )

ftp_nb_put() はローカルファイルを FTP サーバに保存します。

ftp_put() との違いは、この関数が 非同期処理でファイルをアップロードするということです。そのため、 ファイルをアップロードしている最中に別の処理を行うことができます。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
remote_file

リモートファイルのパス。
local_file

ローカルファイルのパス。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
startpos

返り値

FTP_FAILED、FTP_FINISHED あるいは FTP_MOREDATA を返します。

例

例1 ftp_nb_put() の例
<?php

// アップロードを開始する
$ret = ftp_nb_put($my_connection, "test.remote", "test.local", FTP_BINARY);
while ($ret == FTP_MOREDATA) {
   
   // 何かお好みの動作を
   echo ".";

   // アップロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($my_connection);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error uploading the file...";
   exit(1);
}
?>

例2 ftp_nb_put() でアップロードを再開する
<?php

// 開始
$ret = ftp_nb_put($my_connection, "test.remote", "test.local", 
                      FTP_BINARY, ftp_size("test.remote"));
// あるいは: $ret = ftp_nb_put($my_connection, "test.remote", "test.local", 
//                             FTP_BINARY, FTP_AUTORESUME);

while ($ret == FTP_MOREDATA) {
   
   // 何かお好みの動作を
   echo ".";

   // アップロードを継続する…
   $ret = ftp_nb_continue($my_connection);
}
if ($ret != FTP_FINISHED) {
   echo "There was an error uploading the file...";
   exit(1);
}
?>

参考

ftp_nb_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_continue() - ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）
ftp_put() - FTP サーバにファイルをアップロードする
ftp_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする

ftp_nlist
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(PHP 4, PHP 5)

ftp_nlist — 指定したディレクトリのファイルの一覧を返す

説明

array ftp_nlist ( resource $ftp_stream , string $directory )

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
directory

一覧を表示するディレクトリ。このパラメータには引数を含めることができます。 例: ftp_nlist($conn_id, "-la /your/dir"); このパラメータはエスケープ処理されません。スペースやその他の文字を含む ファイル名では問題が発生する可能性があることに注意してくださ
い。

返り値

成功した場合は指定したディレクトリ内のファイル名の配列を、 エラー時には FALSE を返します。

例

例1 ftp_nlist() の例
<?php

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// カレントディレクトリの内容を得る
$contents = ftp_nlist($conn_id, ".");

// $contents を出力する
var_dump($contents);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  [0]=>
  string(11) "public_html"
  [1]=>
  string(10) "public_ftp"
  [2]=>
  string(3) "www"

参考

ftp_rawlist() - 指定したディレクトリの詳細なファイル一覧を返す

ftp_pasv
(PHP 4, PHP 5)

ftp_pasv — パッシブモードをオンまたはオフにする

説明

bool ftp_pasv ( resource $ftp_stream , bool $pasv )

ftp_pasv() はパッシブモードをオンまたはオフにします。 パッシブモードでは、データ接続はサーバではなくクライアントにより 初期化されます。クライアントがファイアウォールの向こうにある場合に 必要となるでしょう。

ftp_pasv() をコールできるのは、 ログインに成功した後だけであることに注意しましょう。 それ以外の場合は、この関数のコールは失敗します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
pasv

TRUE, の場合はパッシブモードをオンに、そうでない場合はオフにします。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_pasv() の例
<?php
$file = 'somefile.txt';
$remote_file = 'readme.txt';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// パッシブモードをオンにする
ftp_pasv($conn_id, true);

// ファイルをアップロードする
if (ftp_put($conn_id, $remote_file, $file, FTP_ASCII)) {
 echo "successfully uploaded $file\n";
} else {
 echo "There was a problem while uploading $file\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

ftp_put
(PHP 4, PHP 5)

ftp_put — FTP サーバにファイルをアップロードする

説明

bool ftp_put ( resource $ftp_stream , string $remote_file , string $local_file , int $mode [, int $startpos = 0 ] )

ftp_put() ローカルファイルを FTP サーバに保存します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
remote_file

リモートファイルのパス。
local_file

ローカルファイルのパス。
mode

転送モード。FTP_ASCII または FTP_BINARY のどちらかを指定する必要があります。
startpos

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_put() の例
<?php
$file = 'somefile.txt';
$remote_file = 'readme.txt';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// ファイルをアップロードする
if (ftp_put($conn_id, $remote_file, $file, FTP_ASCII)) {
 echo "successfully uploaded $file\n";
} else {
 echo "There was a problem while uploading $file\n";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>
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変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 startpos が追加されました。

参考

ftp_pasv() - パッシブモードをオンまたはオフにする
ftp_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする
ftp_nb_fput() - オープン中のファイルを FTP サーバに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_put() - FTP サーバにファイルを保存する（非ブロッキング）

ftp_pwd
(PHP 4, PHP 5)

ftp_pwd — カレントのディレクトリ名を返す

説明

string ftp_pwd ( resource $ftp_stream )

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。

返り値

カレントのディレクトリ名、またはエラー時には FALSE を返します。

例

例1 ftp_pwd() の例
<?php

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// public_html ディレクトリに移動する
ftp_chdir($conn_id, 'public_html');

// カレントのディレクトリ名を表示する
echo ftp_pwd($conn_id); // /public_html

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

参考

ftp_chdir() - FTP サーバ上でディレクトリを移動する
ftp_cdup() - 親ディレクトリに移動する

ftp_quit
(PHP 4, PHP 5)

ftp_quit — ftp_close() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 ftp_close().

ftp_raw
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(PHP 5)

ftp_raw — FTP サーバに任意のコマンドを送信する

説明

array ftp_raw ( resource $ftp_stream , string $command )

任意の command を FTP サーバに送信します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
command

実行したいコマンド。

返り値

サーバからの応答を文字列の配列で返します。 結果の文字列に対して、何の処理も行いません。また、 ftp_raw() はそのコマンドが成功したのかどうかを 判断できません。

例

例1 ftp_raw() を用いて FTP サーバに手動でログインする
<?php
$fp = ftp_connect("ftp.example.com");

/* ftp_login($fp, "joeblow", "secret");
   を実行するのと同じ意味 */
ftp_raw($fp, "USER joeblow");
ftp_raw($fp, "PASS secret");
?>

参考

ftp_exec() - FTP サーバ上でのコマンドの実行をリクエストする

ftp_rawlist
(PHP 4, PHP 5)

ftp_rawlist — 指定したディレクトリの詳細なファイル一覧を返す

説明

array ftp_rawlist ( resource $ftp_stream , string $directory [, bool $recursive = false ] )

ftp_rawlist() は、FTP LIST コマンドを実行し、結果を配列として返します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
directory

ディレクトリのパス。
recursive

TRUE を設定した場合、発行されるコマンドは LIST -R となります。

返り値

各要素が 1 行分のテキストに対応する配列を返します。

出力に関する処理は全く行われません。結果の解釈の仕方を定義するために ftp_systype() から返されるシステム型 ID を使用することができます。

例

例1 ftp_rawlist() の例
<?php
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// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// / のファイル一覧を得る
$buff = ftp_rawlist($conn_id, '/');

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);

// バッファの内容を出力する
var_dump($buff);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  [0]=>
  string(65) "drwxr-x---   3 vincent  vincent      4096 Jul 12 12:16 public_ftp"
  [1]=>
  string(66) "drwxr-x---  15 vincent  vincent      4096 Nov  3 21:31 public_html"
  [2]=>
  string(73) "lrwxrwxrwx   1 vincent  vincent        11 Jul 12 12:16 www -> public_html"
}

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 recursive が追加されました。

参考

ftp_nlist() - 指定したディレクトリのファイルの一覧を返す

ftp_rename
(PHP 4, PHP 5)

ftp_rename — FTP サーバ上のファイルまたはディレクトリの名前を変更する

説明

bool ftp_rename ( resource $ftp_stream , string $oldname , string $newname )

ftp_rename() は FTP サーバ上のファイルやディレクトリの 名前を変更します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
oldname

現在のファイル/ディレクトリの名前。
newname

新しい名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_rename() の例
<?php
$old_file = 'somefile.txt.bak';
$new_file = 'somefile.txt';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $old_file を $new_file に変更することを試みる
if (ftp_rename($conn_id, $old_file, $new_file)) {
 echo "successfully renamed $old_file to $new_file\n";
} else {
 echo "There was a problem while renaming $old_file to $new_file\n";
}
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// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

ftp_rmdir
(PHP 4, PHP 5)

ftp_rmdir — ディレクトリを削除する

説明

bool ftp_rmdir ( resource $ftp_stream , string $directory )

FTP サーバ上の、指定した directory を削除します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
directory

削除するディレクトリ。空のディレクトリへの絶対パス または相対パスでなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ftp_rmdir() の例
<?php

$dir = 'www/';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $dir ディレクトリの削除を試みる
if (ftp_rmdir($conn_id, $dir)) {
    echo "Successfully deleted $dir\n";
} else {
    echo "There was a problem while deleting $dir\n";
}

ftp_close($conn_id);

?>

参考

ftp_mkdir() - ディレクトリを作成する

ftp_set_option
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ftp_set_option — さまざまな FTP 実行時オプションを設定する

説明

bool ftp_set_option ( resource $ftp_stream , int $option , mixed $value )

この関数は、指定した FTP ストリームに関してのさまざまな実行時オプションを 制御します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
option

現在、以下のオプションがサポートされています:
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サポートされる実行時 FTP オプション
FTP_TIMEOUT_SEC 全てのネットワーク関連関数に関して秒単位でタイムアウトを変更 します。valueは、 0 より大きい整数値である必要があります。 デフォルトのタイムアウトは90秒です。
FTP_AUTOSEEK 有効になっている場合は、GET や PUT のリクエストが resumepos や startpos のパラメータ付きで実行されるとファイル中の該当位置をシークします。 デフォルトで有効になっています。

value

このパラメータの内容は、どの option を変更しようとしているかによって変わります。

返り値

オプションが設定できた場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。 option がサポートされていなかった場合や option が想定していない値を value に渡した場合は警告メッセージが発生します。

例

例1 ftp_set_option() の例
<?php
// ネットワークのタイムアウトを 10 秒に設定する
ftp_set_option($conn_id, FTP_TIMEOUT_SEC, 10);
?>

参考

ftp_get_option() - カレント FTP ストリームでの種々の実行時動作を取得する

ftp_site
(PHP 4, PHP 5)

ftp_site — SITEコマンドをサーバに送信する

説明

bool ftp_site ( resource $ftp_stream , string $command )

ftp_site() は、指定された SITE コマンドを FTP サーバに送信します。

SITE コマンドの規格は統一されていないため、 サーバにより仕様が異なります．ファイルのパーミッションや グループメンバーの設定のような処理を行う際には有用です。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
command

SITE コマンド。このパラメータはエスケープされないので、スペースや その他の文字を含むファイル名は問題を引き起こす可能性があることに 注意してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SITE コマンドを FTP サーバに送信する
<?php
// FTP サーバに接続する
$conn = ftp_connect('ftp.example.com');
if (!$conn) die('Unable to connect to ftp.example.com');

// "user" として、パスワード "pass" でログインする
if (!ftp_login($conn, 'user', 'pass')) die('Error logging into ftp.example.com');

// FTP サーバに "SITE CHMOD 0600 /home/user/privatefile" コマンドを発行する
if (ftp_site($conn, 'CHMOD 0600 /home/user/privatefile')) {
   echo "Command executed successfully.\n";
} else {
   die('Command failed.');
}
?>

参考

ftp_raw() - FTP サーバに任意のコマンドを送信する
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ftp_size
(PHP 4, PHP 5)

ftp_size — 指定したファイルのサイズを返す

説明

int ftp_size ( resource $ftp_stream , string $remote_file )

ftp_size() は指定されたファイルのサイズを バイト数で返します。

注意:

すべてのサーバがこの機能をサポートしているわけではありません。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。
remote_file

リモートファイル。

返り値

成功した場合はファイルのサイズを、エラー時には -1 を返します。

例

例1 ftp_size() の例
<?php

$file = 'somefile.txt';

// 接続を確立する
$conn_id = ftp_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

// $file のサイズを取得する
$res = ftp_size($conn_id, $file);

if ($res != -1) {
    echo "size of $file is $res bytes";
} else {
    echo "couldn't get the size";
}

// 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);

?>

参考

ftp_rawlist() - 指定したディレクトリの詳細なファイル一覧を返す

ftp_ssl_connect
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

ftp_ssl_connect — セキュアな SSL-FTP 接続をオープンする

説明

resource ftp_ssl_connect ( string $host [, int $port = 21 [, int $timeout = 90 ]] )

ftp_ssl_connect() は、指定した host への SSL-FTP 接続をオープンします。

注意: この関数が存在しないことがあるのはなぜですか？

ftp_ssl_connect() が使えるのは、 ftp モジュールおよび OpenSSL サポートが静的に PHP に組み込まれている場合のみです。 つまり、Windows 版の PHP 公式ビルドではこの関数は使えないということです。 この関数を Windows で使いたい場合は、PHP バイナ
リを自分でコンパイルしなければなりません。

注意:
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ftp_ssl_connect() は、sFTP で使うための関数ではありません。 PHP で sFTP を使うには ssh2_sftp() を参照ください。

パラメータ
host

FTP サーバのアドレス。このパラメータには、最後のスラッシュや 先頭の ftp:// をつけてはいけません。
port

port パラメータは別のポートに接続することを 指定します。これを省略するか 0 にした場合、デフォルトの FTP ポート、 つまり 21 が使用されます。
timeout

このパラメータは、以降の全てのネットワーク処理の タイムアウトを指定します。省略された場合の デフォルト値は、90 秒となります。timeout は、 ftp_set_option() および ftp_get_option() でいつでも変更および取得可能です。

返り値

成功した場合に SSL-FTP ストリーム、エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.2 この関数は、SSL 接続を使用できないときに FALSE を返すようになりました。 これまでは、SSL ではない接続に移行していました。

例

例1 ftp_ssl_connect() の例
<?php

// SSL 接続を確立する
$conn_id = ftp_ssl_connect($ftp_server);

// ユーザ名とパスワードでログインする
$login_result = ftp_login($conn_id, $ftp_user_name, $ftp_user_pass);

echo ftp_pwd($conn_id); // /

// SSL 接続を閉じる
ftp_close($conn_id);
?>

参考

ftp_connect() - FTP 接続をオープンする

ftp_systype
(PHP 4, PHP 5)

ftp_systype — リモート FTP サーバのシステム型 ID を返す

説明

string ftp_systype ( resource $ftp_stream )

リモート FTP サーバのシステム型 ID を返します。

パラメータ
ftp_stream

FTP 接続のリンク ID 。

返り値

リモートシステム型を返します。エラー時には FALSE を返します。

例

例1 ftp_systype() の例
<?php

// 接続を確立する
$ftp = ftp_connect('ftp.example.com');
ftp_login($ftp, 'user', 'password');

// システム型を取得する
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if ($type = ftp_systype($ftp)) {
    echo "Example.com is powered by $type\n";
} else {
    echo "Couldn't get the systype";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Example.com is powered by UNIX

目次
ftp_alloc — アップロードされるファイルのためのスペースを確保する
ftp_cdup — 親ディレクトリに移動する
ftp_chdir — FTP サーバ上でディレクトリを移動する
ftp_chmod — FTP 経由でファイルのパーミッションを設定する
ftp_close — FTP 接続を閉じる
ftp_connect — FTP 接続をオープンする
ftp_delete — FTP サーバ上のファイルを削除する
ftp_exec — FTP サーバ上でのコマンドの実行をリクエストする
ftp_fget — FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する
ftp_fput — オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする
ftp_get_option — カレント FTP ストリームでの種々の実行時動作を取得する
ftp_get — FTP サーバからファイルをダウンロードする
ftp_login — FTP 接続にログインする
ftp_mdtm — 指定したファイルが最後に更新された時刻を返す
ftp_mkdir — ディレクトリを作成する
ftp_nb_continue — ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）
ftp_nb_fget — FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_fput — オープン中のファイルを FTP サーバに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_get — FTP サーバからファイルを取得し、ローカルファイルに書き込む（非ブロッキング）
ftp_nb_put — FTP サーバにファイルを保存する（非ブロッキング）
ftp_nlist — 指定したディレクトリのファイルの一覧を返す
ftp_pasv — パッシブモードをオンまたはオフにする
ftp_put — FTP サーバにファイルをアップロードする
ftp_pwd — カレントのディレクトリ名を返す
ftp_quit — ftp_close のエイリアス
ftp_raw — FTP サーバに任意のコマンドを送信する
ftp_rawlist — 指定したディレクトリの詳細なファイル一覧を返す
ftp_rename — FTP サーバ上のファイルまたはディレクトリの名前を変更する
ftp_rmdir — ディレクトリを削除する
ftp_set_option — さまざまな FTP 実行時オプションを設定する
ftp_site — SITEコマンドをサーバに送信する
ftp_size — 指定したファイルのサイズを返す
ftp_ssl_connect — セキュアな SSL-FTP 接続をオープンする
ftp_systype — リモート FTP サーバのシステム型 ID を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

FTP の例
FTP 関数

ftp_alloc — アップロードされるファイルのためのスペースを確保する
ftp_cdup — 親ディレクトリに移動する
ftp_chdir — FTP サーバ上でディレクトリを移動する
ftp_chmod — FTP 経由でファイルのパーミッションを設定する
ftp_close — FTP 接続を閉じる
ftp_connect — FTP 接続をオープンする
ftp_delete — FTP サーバ上のファイルを削除する
ftp_exec — FTP サーバ上でのコマンドの実行をリクエストする
ftp_fget — FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する
ftp_fput — オープン中のファイルを FTP サーバにアップロードする
ftp_get_option — カレント FTP ストリームでの種々の実行時動作を取得する
ftp_get — FTP サーバからファイルをダウンロードする
ftp_login — FTP 接続にログインする
ftp_mdtm — 指定したファイルが最後に更新された時刻を返す
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ftp_mkdir — ディレクトリを作成する
ftp_nb_continue — ファイルの取得/送信を継続する（非ブロッキング）
ftp_nb_fget — FTP サーバからファイルをダウンロードし、オープン中のファイルに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_fput — オープン中のファイルを FTP サーバに保存する（非ブロッキング）
ftp_nb_get — FTP サーバからファイルを取得し、ローカルファイルに書き込む（非ブロッキング）
ftp_nb_put — FTP サーバにファイルを保存する（非ブロッキング）
ftp_nlist — 指定したディレクトリのファイルの一覧を返す
ftp_pasv — パッシブモードをオンまたはオフにする
ftp_put — FTP サーバにファイルをアップロードする
ftp_pwd — カレントのディレクトリ名を返す
ftp_quit — ftp_close のエイリアス
ftp_raw — FTP サーバに任意のコマンドを送信する
ftp_rawlist — 指定したディレクトリの詳細なファイル一覧を返す
ftp_rename — FTP サーバ上のファイルまたはディレクトリの名前を変更する
ftp_rmdir — ディレクトリを削除する
ftp_set_option — さまざまな FTP 実行時オプションを設定する
ftp_site — SITEコマンドをサーバに送信する
ftp_size — 指定したファイルのサイズを返す
ftp_ssl_connect — セキュアな SSL-FTP 接続をオープンする
ftp_systype — リモート FTP サーバのシステム型 ID を返す

Gupnp

導入
GUPnP is an object-oriented open source framework for creating UPnP devices and control points, written in C using GObject and libsoup. This extension wraps GUPnP and provides similar API. All sources and additional documentation can be obtained
from the » official site

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
In order to use PECL/Gupnp functions you need to install the » gUPnP library version 0.12.7 or greater. It also requires glib-2.0, gssdp-1.0, libsoup-2.4 or greater for all of them.

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/gupnp

注意: If ./configure is having trouble finding the libgupnp files (for example, it was installed into a custom prefix directory), use ./configure --with-gupnp=$PREFIX, where $PREFIX is installation prefix of libgupnp.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://www.gupnp.org/
http://www.gupnp.org/
http://pecl.php.net/package/gupnp
http://pecl.php.net/package/gupnp
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

GUPNP_TYPE_BOOLEAN (integer)
GUPNP_TYPE_INT (integer)
GUPNP_TYPE_LONG (integer)
GUPNP_TYPE_DOUBLE (integer)
GUPNP_TYPE_FLOAT (integer)
GUPNP_TYPE_STRING (integer)
GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_AVAILABLE (integer)
GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_UNAVAILABLE (integer)
GUPNP_SIGNAL_SERVICE_PROXY_AVAILABLE (integer)
GUPNP_SIGNAL_SERVICE_PROXY_UNAVAILABLE (integer)
GUPNP_SIGNAL_ACTION_INVOKED (integer)
GUPNP_SIGNAL_NOTIFY_FAILED (integer)
GUPNP_SIGNAL_SUBSCRIPTION_LOST (integer)
GUPNP_CONTROL_ERROR_INVALID_ACTION (integer)
GUPNP_CONTROL_ERROR_INVALID_ARGS (integer)
GUPNP_CONTROL_ERROR_OUT_OF_SYNC (integer)
GUPNP_CONTROL_ERROR_ACTION_FAILED (integer)

例
目次

Browsing devices and services
Implementing the BinaryLight device

Browsing devices and services
This example shows how to obtain information about all devices and services. It starts an infinite loop (use CLI), and if any of available devices or services are found, the proper callback function will be invoked.

例1 Search for all UPnP devices and services.

<?php

/* Callback for available device */
function device_proxy_available_cb($proxy, $arg)
{
    $info = gupnp_device_info_get($proxy);

    $type = $info['device_type'];
    $location = $info['location'];

    printf("Device available:\n");
    printf("\ttype:     %s\n", $type);
    printf("\tlocation: %s\n", $location);
}

/* Callback for available service */
function service_proxy_available_cb($proxy, $arg)
{
    $info = gupnp_service_info_get($proxy);

    $type = $info['service_type'];
    $location = $info['location'];

    printf("Service available:\n");
    printf("\ttype:     %s\n", $type);
    printf("\tlocation: %s\n", $location);
}

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();
if (!$context) {
    printf("Error creating the GUPnP context\n");
    exit(-1);
}

/* We're interested in everything */
$cp = gupnp_control_point_new($context, "ssdp:all");

/* Set callbacks */
gupnp_control_point_callback_set($cp, 
    GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_AVAILABLE, 'device_proxy_available_cb');
gupnp_control_point_callback_set($cp, 
    GUPNP_SIGNAL_SERVICE_PROXY_AVAILABLE, 'service_proxy_available_cb');

/* Start for browsing (infinite loop, hit Ctrl-C to interrupt) */
gupnp_control_point_browse_start($cp);

?>

Implementing the BinaryLight device
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This is an example of UPnP device/service, implementing the BinaryLight device and SwitchPower services to emulate a light switch.

The user interface was purposely simplified in order to show basic concepts and methods.

例1 Implementing light server

<?php

/* SetTarget */
function set_target_cb($service, $action, $arg)
{
    /* Get the new target value */
    $target = gupnp_service_action_get($action, 'NewTargetValue', GUPNP_TYPE_BOOLEAN);

    /* If the new target doesn't match the current status, change the status and
       emit a notification that the status has changed. */
    if ($target != $GLOBALS['status']) {
        $GLOBALS['status'] = $target;
        gupnp_service_notify($service, 'Status', GUPNP_TYPE_BOOLEAN, $GLOBALS['status']);
        printf("The light is now %s.\n", $GLOBALS['status'] ? "on" : "off");
    }

    /* Return success to the client */
    gupnp_service_action_return($action);
}

/* GetTarget */
function get_target_cb($service, $action, $arg)
{
    gupnp_service_action_set($action, 'RetTargetValue', GUPNP_TYPE_BOOLEAN, $GLOBALS['status']);
    gupnp_service_action_return($action);
}

/* GetStatus */
function get_status_cb($service, $action, $arg)
{
    gupnp_service_action_set($action, 'ResultStatus', GUPNP_TYPE_BOOLEAN, $GLOBALS['status']);
    gupnp_service_action_return($action);
}

/* By default the light is off */
$GLOBALS['status'] = false;
printf("The light is now %s.\n", $GLOBALS['status'] ? "on" : "off");

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();
if (!$context) {
    printf("Error creating the GUPnP context\n");
    exit(-1);
}

/* Host the directory that contains device and service description files */
gupnp_context_host_path($context, "./web", "");

/* Create root device */
$location = "/BinaryLight.xml";
$dev = gupnp_root_device_new($context, $location);
gupnp_root_device_set_available($dev, true);

/* Get the switch service from the root device */
$service_type = "urn:schemas-upnp-org:service:SwitchPower:1";
$service = gupnp_device_info_get_service($dev, $service_type);
if (!$service) {
    die("Cannot get SwitchPower1 service\n");
}

/* Set callback for action GetStatus */
gupnp_device_action_callback_set($service, GUPNP_SIGNAL_ACTION_INVOKED, "GetStatus", 
    "get_status_cb", "action data, GetStatus");

/* Set callback for action GetTarget */
gupnp_device_action_callback_set($service, GUPNP_SIGNAL_ACTION_INVOKED, "GetTarget", 
    "get_target_cb", "action data, GetTarget");

/* Set callback for action SetTarget */
gupnp_device_action_callback_set($service, GUPNP_SIGNAL_ACTION_INVOKED, "SetTarget", 
    "set_target_cb", "action data, SetTarget");

/* Run the main loop */
gupnp_root_device_start($dev);

?>

例2 Implementing light client

<?php

function service_proxy_available_cb($proxy, $arg)
{
    $mode = $arg['mode'];

    printf("Set subscribed\n");
    gupnp_service_proxy_set_subscribed($proxy, true);

    /* Add notify if status will be changed */
    if (!gupnp_service_proxy_add_notify($proxy, "Status", 
            GUPNP_TYPE_BOOLEAN, "status_changed_cb", NULL)) {
        printf("Failed to add notify\n");
    }
    
    if ($mode == 'TOGGLE') {
        /* We're toggling, so first fetch the current status */
        $target = gupnp_service_proxy_action_get($proxy, 'GetStatus', 'ResultStatus', GUPNP_TYPE_BOOLEAN);

        /* And then toggle it */
        $target = ! $target;
    } else {
        /* Mode is a boolean, so the target is the mode thanks to our well chosen
           enumeration values. */
        $target = ($mode == 'ON') ? true : false;
    }

    /* Set the target */
    if (!gupnp_service_proxy_action_set($proxy, 'SetTarget', 'NewTargetValue', $target, GUPNP_TYPE_BOOLEAN)) {
        printf("Cannot set switch\n");
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    } else {
        printf("Set switch to %s.\n", $target ? "on" : "off");
    }
    
    /* Stop browsing */
    gupnp_control_point_browse_stop($arg['cp']);
}

function status_changed_cb($variable, $value, $arg)
{
    printf("Status has been changed\n");
    printf("\tvariable name: %s\n", $variable);
    printf("\tvalue: %s\n", (int)$value);
    printf("\n");
}

/* Check and parse command line arguments */
if (count($argv) != 2) {
    printf("Usage: light-client.php [on|off|toggle]\n");
    exit(-1);
}

if ($argv[1] == "on") {
    $mode = 'ON';
} elseif ($argv[1] == "off") {
    $mode = 'OFF';
} elseif ($argv[1] == "toggle") {
    $mode = 'TOGGLE';
} else {
    usage ();
    exit(-1);
}

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();
if (!$context) {
    printf("Error creating the GUPnP context\n");
    exit(-1);
}

/* Create the control point, searching for SwitchPower services */
$cp = gupnp_control_point_new ($context,
        "urn:schemas-upnp-org:service:SwitchPower:1");

/* Connect to the service-found callback */
$cb = "service_proxy_available_cb";
$arg = array('mode' => $mode, 'cp' => $cp);
gupnp_control_point_callback_set($cp, GUPNP_SIGNAL_SERVICE_PROXY_AVAILABLE, $cb, $arg);

/* Start for browsing */
gupnp_control_point_browse_start($cp);

?>

Gupnp 関数

gupnp_context_get_host_ip
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_get_host_ip — Get the IP address

説明

string gupnp_context_get_host_ip ( resource $context )

Get the IP address we advertise ourselves as using.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

返り値

Returns the IP address for the current context and FALSE on error.

例

例1 Create new UPnP context and get IP address of the host

<?php

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* Get IP address for the UPnP context */
$ip = gupnp_context_get_host_ip($context);
echo $ip;
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?>

参考

gupnp_context_new() - Create a new context
gupnp_context_get_port() - Get the port

gupnp_context_get_port
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_get_port — Get the port

説明

int gupnp_context_get_port ( resource $context )

Get the port that the SOAP server is running on.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

返り値

Returns the port number for the current context and FALSE on error.

例

例1 Create new UPnP context and get port number

<?php

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* Get the port number for the UPnP context */
$port = gupnp_context_get_port($context);
echo $port;

?>

参考

gupnp_context_new() - Create a new context
gupnp_context_get_host_ip() - Get the IP address

gupnp_context_get_subscription_timeout
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_get_subscription_timeout — Get the event subscription timeout

説明

int gupnp_context_get_subscription_timeout ( resource $context )

Get the event subscription timeout (in seconds), or 0 meaning there is no timeout.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

返り値

The event subscription timeout in seconds.
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参考

gupnp_context_new() - Create a new context
gupnp_context_set_subscription_timeout() - Sets the event subscription timeout

gupnp_context_host_path
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_host_path — Start hosting

説明

bool gupnp_context_host_path ( resource $context , string $local_path , string $server_path )

Start hosting local_path at server_path. Files with the path local_path.LOCALE (if they exist) will be served up when LOCALE is specified in the request's Accept-Language header.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

local_path

Path to the local file or folder to be hosted.

server_path

Web server path where local_path should be hosted.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Create new UPnP context and set host path

<?php

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* Host current directory */
gupnp_context_host_path($context, "./web", "");

?>

参考

gupnp_context_new() - Create a new context
gupnp_context_unhost_path() - Stop hosting

gupnp_context_new
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_new — Create a new context

説明

resource gupnp_context_new ([ string $host_ip [, int $port = 0 ]] )

Create a new context with the specified host_ip and port.

パラメータ
host_ip

The local host's IP address, or NULL to use the IP address of the first non-loopback network interface.

port
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Port to run on, or 0 if you don't care what port is used.

返り値

A context identifier.

例

例1 Create new UPnP context

<?php

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

?>

エラー / 例外

Issues E_WARNING with unable to create context.

gupnp_context_set_subscription_timeout
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_set_subscription_timeout — Sets the event subscription timeout

説明

void gupnp_context_set_subscription_timeout ( resource $context , int $timeout )

Sets the event subscription timeout (in seconds) to time out. Note that any client side subscriptions will automatically be renewed.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

timeout

The event subscription timeout in seconds. Use 0 if you don't want subscriptions to time out.

返り値

値を返しません。

参考

gupnp_context_new() - Create a new context
gupnp_context_get_subscription_timeout() - Get the event subscription timeout

gupnp_context_timeout_add
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_timeout_add — Sets a function to be called at regular intervals

説明

bool gupnp_context_timeout_add ( resource $context , int $timeout , mixed $callback [, mixed $arg ] )

Sets a function to be called at regular intervals.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

timeout
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A timeout in miliseconds.

callback

The callback function calling every timeout period of time. Typically, callback function takes on arg parameter.

arg

User data for callback.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Create new UPnP context and set callback

<?php

$user_data = "user data";

function timeout_cb($arg)
{
    printf("Call timeout_cb, user data: '%s'", $arg);
    return true;
}

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* Create root device */
$dev = gupnp_root_device_new($context, "/devicedesc.xml");

/* Set callback for timeout */
gupnp_context_timeout_add($context, 5000, "timeout_cb", $user_data);

/* Run the main loop */
gupnp_root_device_start($dev);

?>

エラー / 例外

Issues E_WARNING with not valid callback function.

参考

gupnp_context_new() - Create a new context

gupnp_context_unhost_path
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_context_unhost_path — Stop hosting

説明

bool gupnp_context_unhost_path ( resource $context , string $server_path )

Stop hosting the file or folder at server_path.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

server_path

Web server path where the file or folder is hosted.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_context_new() - Create a new context
gupnp_context_host_path() - Start hosting
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gupnp_control_point_browse_start
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_control_point_browse_start — Start browsing

説明

bool gupnp_control_point_browse_start ( resource $cpoint )

Start the search and calls user-defined callback.

パラメータ
cpoint

A control point identifier, returned by gupnp_control_point_new().

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Create new UPnP context and start browsing

<?php

function device_proxy_available_cb($proxy, $arg)
{
    $info = gupnp_device_info_get($proxy);

    $type = $info['device_type'];
    $location = $info['location'];

    printf("Device available:\n");
    printf("type:     %s\n", $type);
    printf("location: %s\n", $location);
}

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* We're interested in everything */
$cp = gupnp_control_point_new($context, "ssdp:all");

gupnp_control_point_callback_set($cp, 
    GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_AVAILABLE, 'device_proxy_available_cb');

/* Start for browsing */
gupnp_control_point_browse_start($cp);

?>

参考

gupnp_control_point_new() - Create a new control point
gupnp_control_point_browse_stop() - Stop browsing

gupnp_control_point_browse_stop
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_control_point_browse_stop — Stop browsing

説明

bool gupnp_control_point_browse_stop ( resource $cpoint )

Stop the search and calls user-defined callback.

パラメータ
cpoint

A control point identifier, returned by gupnp_control_point_new().
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_control_point_new() - Create a new control point
gupnp_control_point_browse_start() - Start browsing

gupnp_control_point_callback_set
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_control_point_callback_set — Set control point callback

説明

bool gupnp_control_point_callback_set ( resource $cpoint , int $signal , mixed $callback [, mixed $arg ] )

Set control point callback function for signal.

パラメータ
cpoint

A control point identifier, returned by gupnp_control_point_new().

signal

The value of signal. Signal can be one of the following values:

GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_AVAILABLE
Emitted whenever a new device has become available.

GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_UNAVAILABLE
Emitted whenever a device is not available any more.

GUPNP_SIGNAL_SERVICE_PROXY_AVAILABLE
Emitted whenever a new service has become available.

GUPNP_SIGNAL_SERVICE_PROXY_UNAVAILABLE
Emitted whenever a service is not available any more.

callback

The callback function for the certain signal. Typically, callback function takes on two parameters. The proxy parameter's identifier being the first, and the arg second.

arg

User data for callback.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Create new UPnP context and start browsing

<?php

function device_proxy_available_cb($proxy, $arg)
{
    $info = gupnp_device_info_get($proxy);

    $type = $info['device_type'];
    $location = $info['location'];

    printf("Device available:\n");
    printf("type:     %s\n", $type);
    printf("location: %s\n", $location);
}

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* We're interested in everything */
$cp = gupnp_control_point_new($context, "ssdp:all");

gupnp_control_point_callback_set($cp, 
    GUPNP_SIGNAL_DEVICE_PROXY_AVAILABLE, 'device_proxy_available_cb');

/* Start for browsing */
gupnp_control_point_browse_start($cp);

?>
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エラー / 例外

Issues E_WARNING with not valid callback function.

参考

gupnp_control_point_new() - Create a new control point
gupnp_control_point_browse_start() - Start browsing

gupnp_control_point_new
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_control_point_new — Create a new control point

説明

resource gupnp_control_point_new ( resource $context , string $target )

Create a new control point with the specified target.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

target

The search target. target should be a service or device name, such as urn:schemas-upnp-org:service:WANIPConnection:1 or urn:schemas-upnp-org:device:MediaRenderer:1.

返り値

A control point identifier.

gupnp_device_action_callback_set
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_device_action_callback_set — Set device callback function

説明

bool gupnp_device_action_callback_set ( resource $root_device , int $signal , string $action_name , mixed $callback [, mixed $arg ] )

Set device callback function for signal and action.

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

signal

The value of signal. Signal can be one of the following values:

GUPNP_SIGNAL_ACTION_INVOKED
Emitted whenever an action is invoked. Handler should process action and must call either gupnp_service_action_return() or gupnp_service_action_return_error().

GUPNP_SIGNAL_NOTIFY_FAILED
Emitted whenever notification of a client fails.

action_name

The name of action.

callback

The callback function for the certain signal. Typically, callback function takes on three parameters. The service parameter's identifier being the first, action parameter's identifier (in case GUPNP_SIGNAL_ACTION_INVOKED signal) or error parameter's
message (in case GUPNP_SIGNAL_NOTIFY_FAILED signal) being the second, and the arg is third.

arg

User data for callback.
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

Issues E_WARNING either with not valid callback function or with not valid signal.

参考

gupnp_root_device_new() - Create a new root device

gupnp_device_info_get_service
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_device_info_get_service — Get the service with type

説明

resource gupnp_device_info_get_service ( resource $root_device , string $type )

Get the service with type or false if no such device was found.

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

type

The type of the service to be retrieved.

返り値

A service identifier.

例

例1 Create new UPnP context and get device info service

<?php

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* Create root device */
$location = "/BinaryLight1.xml";
$dev = gupnp_root_device_new($context, $location);

/* Set root device is available */
gupnp_root_device_set_available($dev, true);

/* Get the switch service from the root device */
$service_type = "urn:schemas-upnp-org:service:SwitchPower:1";
$service = gupnp_device_info_get_service($dev, $service_type);
if (!$service) {
    die("Cannot get SwitchPower1 service\n");
}

?>

gupnp_device_info_get
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_device_info_get — Get info of root device

説明

array gupnp_device_info_get ( resource $root_device )

Get info of root device.
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パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

返り値

Return array wich contains the information of the root device (like location, url, udn and etc).

gupnp_root_device_get_available
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_root_device_get_available — Check whether root device is available

説明

bool gupnp_root_device_get_available ( resource $root_device )

Get whether or not root_device is available (announcing its presence).

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_root_device_set_available() - Set whether or not root_device is available

gupnp_root_device_get_relative_location
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_root_device_get_relative_location — Get the relative location of root device.

説明

string gupnp_root_device_get_relative_location ( resource $root_device )

Get the relative location of root device.

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

返り値

The relative location of root device

gupnp_root_device_new
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_root_device_new — Create a new root device

説明

resource gupnp_root_device_new ( resource $context , string $location )
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Create a new root device, automatically downloading and parsing location.

パラメータ
context

A context identifier, returned by gupnp_context_new().

location

Location of the description file for this device, relative to the HTTP root

返り値

A root device identifier.

例

例1 Create new UPnP context and get device info service

<?php

/* Create the UPnP context */
$context = gupnp_context_new();

if (!$context) {
 die("Error creating the GUPnP context\n");
}

/* Create root device */
$location = "/BinaryLight1.xml";
$dev = gupnp_root_device_new($context, $location);

?>

参考

gupnp_root_device_set_available() - Set whether or not root_device is available
gupnp_root_device_start() - Start main loop
gupnp_root_device_stop() - Stop main loop

gupnp_root_device_set_available
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_root_device_set_available — Set whether or not root_device is available

説明

bool gupnp_root_device_set_available ( resource $root_device , bool $available )

Controls whether or not root_device is available (announcing its presence).

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

available

Set TRUE if root_device should be available.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_root_device_get_available() - Check whether root device is available

gupnp_root_device_start
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_root_device_start — Start main loop
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説明

bool gupnp_root_device_start ( resource $root_device )

Start root server's main loop.

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_root_device_stop() - Stop main loop

gupnp_root_device_stop
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_root_device_stop — Stop main loop

説明

bool gupnp_root_device_stop ( resource $root_device )

Stop root server's main loop.

パラメータ
root_device

A root device identifier, returned by gupnp_root_device_new().

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_root_device_start() - Start main loop

gupnp_service_action_get
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_action_get — Retrieves the specified action arguments

説明

mixed gupnp_service_action_get ( resource $action , string $name , int $type )

Retrieves the specified action arguments.

パラメータ
action

A service action identifier.

name

The name of the variable to retrieve.

type

The type of the variable to retrieve. Type can be one of the following values:
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GUPNP_TYPE_BOOLEAN
Type of the variable is boolean.

GUPNP_TYPE_INT
Type of the variable is integer.

GUPNP_TYPE_LONG
Type of the variable is long.

GUPNP_TYPE_DOUBLE
Type of the variable is double.

GUPNP_TYPE_FLOAT
Type of the variable is float.

GUPNP_TYPE_STRING
Type of the variable is string.

返り値

The value of the variable.

エラー / 例外

Issues E_WARNING with not correctly defined type of the variable.

参考

gupnp_service_action_set() - Sets the specified action return values

gupnp_service_action_return_error
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_action_return_error — Return error code

説明

bool gupnp_service_action_return_error ( resource $action , int $error_code [, string $error_description ] )

Return error code.

パラメータ
action

A service action identifier.

error_code

The error code. Signal can be one of the following values or user defined:

GUPNP_CONTROL_ERROR_INVALID_ACTION
The action name was invalid.

GUPNP_CONTROL_ERROR_INVALID_ARGS
The action arguments were invalid.

GUPNP_CONTROL_ERROR_OUT_OF_SYNC
Out of sync (deprecated).

GUPNP_CONTROL_ERROR_ACTION_FAILED
The action failed.

error_description

The error description.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_action_return() - Return succesfully

gupnp_service_action_return
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_action_return — Return succesfully
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説明

bool gupnp_service_action_return ( resource $action )

Return succesfully.

パラメータ
action

A service action identifier.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_action_return_error() - Return error code

gupnp_service_action_set
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_action_set — Sets the specified action return values

説明

bool gupnp_service_action_set ( resource $action , string $name , int $type , mixed $value )

Sets the specified action return values.

パラメータ
action

A service action identifier.

name

The name of the variable to retrieve.

type

The type of the variable to retrieve. Type can be one of the following values:

GUPNP_TYPE_BOOLEAN
Type of the variable is boolean.

GUPNP_TYPE_INT
Type of the variable is integer.

GUPNP_TYPE_LONG
Type of the variable is long.

GUPNP_TYPE_DOUBLE
Type of the variable is double.

GUPNP_TYPE_FLOAT
Type of the variable is float.

GUPNP_TYPE_STRING
Type of the variable is string.

value

The value of the variable to retrieve.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

Issues E_WARNING with neither not correctly defined type of the variable or the value is not corresponding to the defined type.

参考

gupnp_service_action_get() - Retrieves the specified action arguments
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gupnp_service_freeze_notify
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_freeze_notify — Freeze new notifications

説明

bool gupnp_service_freeze_notify ( resource $service )

Causes new notifications to be queued up until gupnp_service_thaw_notify() is called.

パラメータ
service

A service identifier.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_notify() - Notifies listening clients
gupnp_service_thaw_notify() - Sends out any pending notifications and stops queuing of new ones.

gupnp_service_info_get_introspection
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_info_get_introspection — Get resource introspection of service

説明

mixed gupnp_service_info_get_introspection ( resource $proxy [, mixed $callback [, mixed $arg ]] )

Get resource introspection of service or register callback if corresponding parameter was passed.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

callback

The callback function to be called when introspection object is ready. Typically, callback function takes on three parameters. The introspection parameter's identifier being the first, error parameter's message being the second, and the arg is third.

arg

User data for callback.

返り値

Return true if callback function was defined. Return introspection identifier if callback function was omited.

エラー / 例外

Issues E_WARNING with not valid callback function.

gupnp_service_info_get
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_info_get — Get full info of service

説明

array gupnp_service_info_get ( resource $proxy )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Get full info of service.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

返り値

Return array wich contains the information of the service (like location, url, udn and etc).

gupnp_service_introspection_get_state_variable
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_introspection_get_state_variable — Returns the state variable data

説明

array gupnp_service_introspection_get_state_variable ( resource $introspection , string $variable_name )

Returns the state variable data by the name variable_name in this service.

パラメータ
introspection

A introspection identifier.

variable_name

The name of the variable to retreive.

返り値

Return the state variable data or FALSE.

gupnp_service_notify
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_notify — Notifies listening clients

説明

bool gupnp_service_notify ( resource $service , string $name , int $type , mixed $value )

Notifies listening clients that the property have changed to the specified values.

パラメータ
service

A service identifier.

name

The name of the variable.

type

The type of the variable. Type can be one of the following values:

GUPNP_TYPE_BOOLEAN
Type of the variable is boolean.

GUPNP_TYPE_INT
Type of the variable is integer.

GUPNP_TYPE_LONG
Type of the variable is long.

GUPNP_TYPE_DOUBLE
Type of the variable is double.

GUPNP_TYPE_FLOAT
Type of the variable is float.

GUPNP_TYPE_STRING



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Type of the variable is string.

value

The value of the variable.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

Issues E_WARNING with either not correctly defined type of the variable or the value is not corresponding to the defined type.

参考

gupnp_service_freeze_notify() - Freeze new notifications
gupnp_service_thaw_notify() - Sends out any pending notifications and stops queuing of new ones.

gupnp_service_proxy_action_get
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_action_get — Send action to the service and get value

説明

mixed gupnp_service_proxy_action_get ( resource $proxy , string $action , string $name , int $type )

Send action with parameters to the service exposed by proxy synchronously and get value.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

action

An action.

name

The action name.

type

The type of the variable to retrieve. Type can be one of the following values:

GUPNP_TYPE_BOOLEAN
Type of the variable is boolean.

GUPNP_TYPE_INT
Type of the variable is integer.

GUPNP_TYPE_LONG
Type of the variable is long.

GUPNP_TYPE_DOUBLE
Type of the variable is double.

GUPNP_TYPE_FLOAT
Type of the variable is float.

GUPNP_TYPE_STRING
Type of the variable is string.

返り値

Return value of the action.

エラー / 例外

Issues E_WARNING with either not correctly defined type of the action or unable to send action.

参考

gupnp_service_proxy_action_set() - Send action to the service and set value
gupnp_service_proxy_send_action() - Send action with multiple parameters synchronously
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gupnp_service_proxy_action_set
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_action_set — Send action to the service and set value

説明

bool gupnp_service_proxy_action_set ( resource $proxy , string $action , string $name , mixed $value , int $type )

Send action with parameters to the service exposed by proxy synchronously and set value.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

action

An action.

name

The action name.

value

The action value.

type

The type of the action. Type can be one of the following values:

GUPNP_TYPE_BOOLEAN
Type of the variable is boolean.

GUPNP_TYPE_INT
Type of the variable is integer.

GUPNP_TYPE_LONG
Type of the variable is long.

GUPNP_TYPE_DOUBLE
Type of the variable is double.

GUPNP_TYPE_FLOAT
Type of the variable is float.

GUPNP_TYPE_STRING
Type of the variable is string.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

Issues E_WARNING with either not correctly defined type of the action or unable to send action.

参考

gupnp_service_proxy_action_get() - Send action to the service and get value
gupnp_service_proxy_send_action() - Send action with multiple parameters synchronously

gupnp_service_proxy_add_notify
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_add_notify — Sets up callback for variable change notification

説明

bool gupnp_service_proxy_add_notify ( resource $proxy , string $value , int $type , mixed $callback [, mixed $arg ] )

Sets up callback to be called whenever a change notification for variable is recieved.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.
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value

The variable to add notification for.

type

The type of the variable. Type can be one of the following values:

GUPNP_TYPE_BOOLEAN
Type of the variable is boolean.

GUPNP_TYPE_INT
Type of the variable is integer.

GUPNP_TYPE_LONG
Type of the variable is long.

GUPNP_TYPE_DOUBLE
Type of the variable is double.

GUPNP_TYPE_FLOAT
Type of the variable is float.

GUPNP_TYPE_STRING
Type of the variable is string.

callback

The callback to call when variable changes. Typically, callback function takes on three parameters. The variable parameter being the first, value parameter being the second, and the arg is third.

arg

User data for callback.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_proxy_remove_notify() - Cancels the variable change notification

gupnp_service_proxy_callback_set
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_callback_set — Set service proxy callback for signal

説明

bool gupnp_service_proxy_callback_set ( resource $proxy , int $signal , mixed $callback [, mixed $arg ] )

Set service proxy callback for signal.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

signal

The value of signal.

GUPNP_SIGNAL_SUBSCRIPTION_LOST
Emitted whenever the subscription to this service has been lost due to an error condition.

callback

The callback function for the certain signal. Typically, callback function takes on two parameters. error parameter's message being the first, and the arg is second.

arg

User data for callback.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

Issues E_WARNING either with not valid callback function or with not valid signal.
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gupnp_service_proxy_get_subscribed
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_get_subscribed — Check whether subscription is valid to the service

説明

bool gupnp_service_proxy_get_subscribed ( resource $proxy )

Check whether subscription is valid to the service.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_proxy_set_subscribed() - (Un)subscribes to the service.

gupnp_service_proxy_remove_notify
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_remove_notify — Cancels the variable change notification

説明

bool gupnp_service_proxy_remove_notify ( resource $proxy , string $value )

Cancels the variable change notification.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

value

The variable to add notification for.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_proxy_add_notify() - Sets up callback for variable change notification

gupnp_service_proxy_send_action
(PECL gupnp >= 0.2.0)

gupnp_service_proxy_send_action — Send action with multiple parameters synchronously

説明

array gupnp_service_proxy_send_action ( resource $proxy , string $action , array $in_params , array $out_params )

Send action action with parameters in_params to the service exposed by proxy synchronously and return out_params with values or FALSE on error.

パラメータ
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proxy

A service proxy identifier.

action

An action.

in_params

An array of in parameters. Each entry in in_params is supposed to an array containing name, type and value of the parameters.

out_params

An array of out parameters. Each entry in out_params is supposed to an array containing name and type of the parameters.

返り値

Return out_params array with values or FALSE on error.

エラー / 例外

Issues E_WARNING with either not correctly defined in_params and out_params or unable to send action.

参考

gupnp_service_proxy_action_get() - Send action to the service and get value
gupnp_service_proxy_action_set() - Send action to the service and set value

gupnp_service_proxy_set_subscribed
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_proxy_set_subscribed — (Un)subscribes to the service.

説明

bool gupnp_service_proxy_set_subscribed ( resource $proxy , bool $subscribed )

(Un)subscribes to the service.

パラメータ
proxy

A service proxy identifier.

subscribed

Set TRUE to subscribe to this service.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_proxy_get_subscribed() - Check whether subscription is valid to the service

gupnp_service_thaw_notify
(PECL gupnp >= 0.1.0)

gupnp_service_thaw_notify — Sends out any pending notifications and stops queuing of new ones.

説明

bool gupnp_service_thaw_notify ( resource $service )

Sends out any pending notifications and stops queuing of new ones.

パラメータ
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service

A service identifier.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

gupnp_service_notify() - Notifies listening clients
gupnp_service_freeze_notify() - Freeze new notifications

目次
gupnp_context_get_host_ip — Get the IP address
gupnp_context_get_port — Get the port
gupnp_context_get_subscription_timeout — Get the event subscription timeout
gupnp_context_host_path — Start hosting
gupnp_context_new — Create a new context
gupnp_context_set_subscription_timeout — Sets the event subscription timeout
gupnp_context_timeout_add — Sets a function to be called at regular intervals
gupnp_context_unhost_path — Stop hosting
gupnp_control_point_browse_start — Start browsing
gupnp_control_point_browse_stop — Stop browsing
gupnp_control_point_callback_set — Set control point callback
gupnp_control_point_new — Create a new control point
gupnp_device_action_callback_set — Set device callback function
gupnp_device_info_get_service — Get the service with type
gupnp_device_info_get — Get info of root device
gupnp_root_device_get_available — Check whether root device is available
gupnp_root_device_get_relative_location — Get the relative location of root device.
gupnp_root_device_new — Create a new root device
gupnp_root_device_set_available — Set whether or not root_device is available
gupnp_root_device_start — Start main loop
gupnp_root_device_stop — Stop main loop
gupnp_service_action_get — Retrieves the specified action arguments
gupnp_service_action_return_error — Return error code
gupnp_service_action_return — Return succesfully
gupnp_service_action_set — Sets the specified action return values
gupnp_service_freeze_notify — Freeze new notifications
gupnp_service_info_get_introspection — Get resource introspection of service
gupnp_service_info_get — Get full info of service
gupnp_service_introspection_get_state_variable — Returns the state variable data
gupnp_service_notify — Notifies listening clients
gupnp_service_proxy_action_get — Send action to the service and get value
gupnp_service_proxy_action_set — Send action to the service and set value
gupnp_service_proxy_add_notify — Sets up callback for variable change notification
gupnp_service_proxy_callback_set — Set service proxy callback for signal
gupnp_service_proxy_get_subscribed — Check whether subscription is valid to the service
gupnp_service_proxy_remove_notify — Cancels the variable change notification
gupnp_service_proxy_send_action — Send action with multiple parameters synchronously
gupnp_service_proxy_set_subscribed — (Un)subscribes to the service.
gupnp_service_thaw_notify — Sends out any pending notifications and stops queuing of new ones.

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

Browsing devices and services
Implementing the BinaryLight device

Gupnp 関数
gupnp_context_get_host_ip — Get the IP address
gupnp_context_get_port — Get the port
gupnp_context_get_subscription_timeout — Get the event subscription timeout
gupnp_context_host_path — Start hosting
gupnp_context_new — Create a new context
gupnp_context_set_subscription_timeout — Sets the event subscription timeout
gupnp_context_timeout_add — Sets a function to be called at regular intervals
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gupnp_context_unhost_path — Stop hosting
gupnp_control_point_browse_start — Start browsing
gupnp_control_point_browse_stop — Stop browsing
gupnp_control_point_callback_set — Set control point callback
gupnp_control_point_new — Create a new control point
gupnp_device_action_callback_set — Set device callback function
gupnp_device_info_get_service — Get the service with type
gupnp_device_info_get — Get info of root device
gupnp_root_device_get_available — Check whether root device is available
gupnp_root_device_get_relative_location — Get the relative location of root device.
gupnp_root_device_new — Create a new root device
gupnp_root_device_set_available — Set whether or not root_device is available
gupnp_root_device_start — Start main loop
gupnp_root_device_stop — Stop main loop
gupnp_service_action_get — Retrieves the specified action arguments
gupnp_service_action_return_error — Return error code
gupnp_service_action_return — Return succesfully
gupnp_service_action_set — Sets the specified action return values
gupnp_service_freeze_notify — Freeze new notifications
gupnp_service_info_get_introspection — Get resource introspection of service
gupnp_service_info_get — Get full info of service
gupnp_service_introspection_get_state_variable — Returns the state variable data
gupnp_service_notify — Notifies listening clients
gupnp_service_proxy_action_get — Send action to the service and get value
gupnp_service_proxy_action_set — Send action to the service and set value
gupnp_service_proxy_add_notify — Sets up callback for variable change notification
gupnp_service_proxy_callback_set — Set service proxy callback for signal
gupnp_service_proxy_get_subscribed — Check whether subscription is valid to the service
gupnp_service_proxy_remove_notify — Cancels the variable change notification
gupnp_service_proxy_send_action — Send action with multiple parameters synchronously
gupnp_service_proxy_set_subscribed — (Un)subscribes to the service.
gupnp_service_thaw_notify — Sends out any pending notifications and stops queuing of new ones.

Hyperwave

導入
Hyperwave は、Graz の » IICM において開発されました。 当初は Hyper-G という名前でしたが、 (1996年に)商品化された際に Hyperwave に変更されました。

Hyperwave はフリーソフトウエアではありません。 最新版は5.5で、» http://www.hyperwave.com/ から得ることができます。30 日間試用可能な版を注文することができます。

Hyperwave API モジュールも参照ください。

Hyperwave は、データベースに似た情報システム (HIS, Hyperwave Information Server)です。この システムは、文書の保存と管理に着目しています。文書には、あらゆる データとすることが可能で、同時にファイルに保存することもできます。 各文書には、オブジェクトレ
コードが付属しています。 オブジェクトレコードは、その文書のメタデータを有しています。 メタデータは、ユーザーにより拡張可能な属性のリストです。 ある種の属性は、Hyperwave サーバーにより常に設定されますが、 その他は、ユーザーにより修正可能です。 属性
は、名前=値 という形式の 名前/値 の組です。 完全なオブジェクトレコードは、ユーザーの指定した数のこの 組を有することができます。 属性の名前は、ユニークである必要はありません。 例えば、title はオブジェクトレコードの中に複数回現れる 可能性があります。 これ
は、複数の言語で title を指定したい場合に意味があります。 このような場合、 各 title の値は、2文字の言語の短縮型の後にコロンが続くものを 前に置くという慣習があります。 例えば、'en:Title in English'または 'ge:Titel in deutsch'。 description または keywords のよ
うな他の属性は、潜在的な候補です。 残りの属性の値とコロンで区切ることにより他の文字列で言語の短縮形を 置換することも可能です。

各オブジェクトレコードは、各名前/キーの組で表した文字列であり、改 行で区切られています。Hyperwave拡張には、属性名をキーとした連想配 列としての第二の表現も有しています。多言語属性値は、それ自体で言 語の短縮形をキーとする別の連想配列を構成します。実
際、複数の属性 は、属性値をキーとし、左にコロンがある文字列で連想配列を構成しま す。(これは完全に実装されていません。まだ、適正に処理されるのは、 属性 Title, Description, Keyword のみです。)

文書と共に文書中の全てのハイパーリンクは、同じくオブジェクトレコー ドとして保存されます。文書がデータベースに挿入される際には、文書 中のハイパーリンクは文書から取り除かれ独立したオブジェクトとして 保存されます。リンクに関するオブジェクトレコードは、リ
ンクに関す る記述を開始した場所と終了した場所に関する情報を有しています。 オリジナルの文書を得るためには、リンクの無いプレーンな文書とリン クのリストを取り出し、リンクを再び挿入する必要があります。 (関数 hw_pipedocument() および hw_gettext() がこれを
行います。) リンクを文書から分離する利点は明白です。リンクをされている文書が 名前を変更した場合でも、そのリンクは簡単に適宜変更可能です。 そのリンクを有する文書は、全く影響を受けません。 文書自体を変更せずに文書にリンクを追加することさえ可能です。

hw_pipedocument() および hw_gettext() が自動的にリンクの挿入を行う というのは、耳で聞く程簡単なことではありません。リンクの挿入は、 ある種のドキュメント階層の操作を含んでいます。Web サーバーではこ の機能はファイルシステムにより提供されます
が、Hyperwave は固有の 階層を有しており、名前はその階層のオブジェクトの位置を反映しませ ん。このため、リンク作成時はまず Hyperwave の階層および名前空間か ら各Web名前空間の階層への対応付けを必要とします。HyperwaveとWebの 間の根本的な違い
は、Hyperwaveでは名前と階層の間を明確に区別するこ とです。名前は、階層におけるオブジェクトの位置に関する情報を全く 有していません。Webでは、名前もオブジェクトの階層における位置に関 する情報を有しています。このため、対応付けには2種類の手法がありま
す。 つまり、Hyperwaveの階層およびHyperwaveオブジェクトの名前がURLに反 映されたものまたは名前のみのどちらかです。簡単のため、第2の方法が 使用されます。my_objectという名前のHyperwaveオ ブジェクトは、Hyperwave階層のどこに位置するかによらず
http://host/my_objectに対応付けます。 Hyperwave階層においては、名前parent/my_object を有するオブジェクトは、Hyperwave階層の my_objectの子となります。 しかし、Web の名前空間では正反対となるため、ユーザーに混乱を生じる 可能性があります。これは、
適当なオブジェクト名を選択することによっ てのみ防止することができます。

この選択により第2の問題が生じます。PHPをどうやって起動しますか? URL http://host/my_objectは、例えば、Webサー バーに対してこのURLを http://host/php_script/my_objectに書き換えさせ ない限り、いかなる PHPスクリプトもコールしません。 スクリプ
トphp_scriptは $PATH_INFO変数を評価し、Hyperwaveサーバーから 名前my_objectを有するオブジェクトを取得します。 一つだけ欠点がありますが、簡単に修正可能です。URLの書き換えは、そ のWebサーバー上の他のドキュメントにアクセスする時には許可されませ
ん。Hyperwaveサーバーで検索を行うPHPスクリプトは実現不可能です。 このため、例えばhttp://host/Hyperwaveで始まる ようなURLを除くような少なくとも第2の書き換え規則を必要とします。

上記の機構的なリンクは、他のドキュメントに挿入されます。

PHPがサーバーモジュールでもCGIスクリプトでもなく、例えばCD-ROM上 にHyperwaveサーバーの内容をダンプするといったスタンドアロンのアプ リケーションとして実行されている場合はより複雑になります。 このような場合、Hyperwave 階層を保ち、ファイルシステム

http://www.iicm.edu/
http://www.hyperwave.com/
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に対応付けを 行う必要があります。 これは、(例えば、'/' を含む名前を選択することにより)固有の階層に 対応付けている場合には、オブジェクト名と衝突する可能性があります。 このため、'/' は他の文字、例えば '_' に置換されるべきです。

Hyperwaveサーバーと通信するためのネットワークプロトコルは、» HG-CSP(Hyper-G Client/Serverプロト コル)という名前です。このプロトコルは、例えばオブジェクトレコード を得るといったある動作を始めるためのメッセージに基づいています。 Hyperwaveサーバーの
初期の版では、二つの専用クライアント (Harmony,Amadeus) がサーバーとの通信用に提供されていました。 これらは、Hyperwaveが商品化された際になくなりました。代わりに、 wavemasterが提供されました。wavemasterは、HTTPか らHG-CSPへのプロトコルコンバー
ターのようなもので す。これは、データベースの管理とドキュメントの可視化を全てWebイン ターフェースにより行うという考えによるものです。wavemasterは、イ ンターフェースをカスタマイズするための作業用に一連のプレースホル ダーを導入しています。この一連の
プレースホルダーは、 PLACE言語と呼ばれています。 PLACEは、通常のプログラミング言語の機能の 多くを欠いており、言語への拡張としては、プレースホルダーの リストを拡大するだけです。 このことは、JavaScript を使用することにより作業が楽になったわけでは ないと
いうことと類似しています。

Hyperwave サポートを PHP に付加することにより、インターフェース のカスタマイズ用のプログラミング言語を有していないという穴を 埋めることになります。 この機能は、HG-CSP により定義された 全てのメッセージをサポートするだけでなく、 完全なドキュメントの取
得といった更に強力なコマンドも提供します。

Hyperwave は、情報の特定の部分を名付けるために固有の用語法を 用います。 この方法は、広範に用いられ、拡張されています。 ほとんどすべの関数は、次のデータ型のどれかを操作します。

object ID: Hyperwave サーバーの各オブジェクトについてユニークな 整数値。オブジェクトレコード (ObjectID) の属性の一つでもあります。 object id は、オブジェクトを指定するための入力パラメータとして しばしば用いられます。
object record: attribute=value 形式の属性-値の組となる文字列。 この組は、復改文字で他と区切られています。 オブジェクトレコードは、hw_object2array() により オブジェクトレコードに簡単に変換できます。 いくつかの関数は、オブジェクトレコードを返しま
す。 これらの関数の名前は、obj で終わります。
object array: オブジェクトの全ての属性を有する連想配列。 キーは属性名です。ある属性が、 オブジェクトレコードに複数回現れる場合、別の添字または連想配列 が生成されます。(title,keyword,description のような) 言語に依存する属性は、省略語をキーとした連想
配列として 作成されます。 他の複数の属性は、添字配列として作成されます。 PHP 関数は、オブジェクト配列を返しません。
hw_document: これは、完全に新規のデータ型であり、 HTML,PDF 等といった実際のドキュメントを保持します。 これは、幾分 HTML 用に最適化されていますが、他のフォーマット に使用することが可能です。

オブジェクトレコードの配列を返すいくつかの関数は、そのレコードに 関する統計情報を有する連想配列も返します。この配列は、オブジェク トレコード配列の最後の要素です。統計配列には、次のエントリがあり ます。

Hidden
属性 PresentationHints が Hidden であるオブジェクトレコードの数

CollectionHead
属性 PresentationHints が CollectionHead であるオブジェクト レコードの数

FullCollectionHead
属性 PresentationHints が FullCollectionHead であるオブジェクト レコードの数

CollectionHeadNr
属性 PresentationHints が CollectionHead であるオブジェクト レコードの配列のインデックス

FullCollectionHeadNr
属性 PresentationHints が FullCollectionHead であるオブジェクト レコードの配列のインデックス

Total
Total: オブジェクトレコードの数

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールは、Hyperwaveサーバを必要とします。このサーバ は、» http://www.hyperwave.com/でダウン ロード可能です。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/hyperwave.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Hyperwave 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

hyperwave.allow_persistent "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.2 以降で使用可能です。PHP 5.0.0 で削除されました。
hyperwave.default_port "418" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で削除されました。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

http://citeseer.ist.psu.edu/andrews95serving.html
http://www.hyperwave.com/
http://svn.php.net/viewvc/pecl/hyperwave
http://pecl.php.net/
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リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

HW_ATTR_LANG (integer)
HW_ATTR_NR (integer)
HW_ATTR_NONE (integer)

Apache との組み合わせ
Hyperwave モジュールは、PHP が Apache モジュールとしてコンパイル された場合に、最適化されています。 この場合、Apache が書き換えエンジンを使用する場合、内部の Hyperwave サーバーをほぼ完全にユーザーから隠すことが可能です。 以下の手順によりこのことを
説明します。

Hyperwaveサポートを有効にしてApacheに組み込んだPHPは、wavemaster に基づく本来のHyperwaveの手法を置換するものなので、Apacheサーバー は、Hyperwave Webインターフェースとしてのみ処理を行うと仮定します。 これは必然ではありませんが、設定が容易にな
ります。考え方は非常に 簡単です。まず最初に$_ENV['PATH_INFO']変数を評 価し、Hyperwaveオブジェクトの名前としてその値を処理するPHPスクリ プトが必要です。このスクリプトを'Hyperwave'と 呼びましょう。URL http://your.hostname/Hyperwave/name_of_object
'name_of_object'という名前のHyperwaveオブジェ クトを返します。オブジェクトの型に応じて、スクリプトは対応した処 理を行う必要があります。collectionの場合、恐らく子のリストを返す ことになります。ドキュメントの場合、MIME型と内容を返すことになり ま
す。Apacheの書換エンジンを使用した場合、若干の改善が見込まれま す。ユーザーの立場で見ると、URL http://your.hostname/name_of_object がオブジェクトを返せば、より簡単になります。書き換えの規則は非常 に簡単です。
RewriteRule ^/(.*) /usr/local/apache/htdocs/HyperWave/$1 [L]

この状態で、全てのURLはHyperwaveサーバーのオブジェクトに関係付け られています。これにより問題の解決が容易になります。'Hyperwave' スクリプト以外の検索といった他のスクリプトを実行することはできま せん。これは次のような別の規則により修正することができ
ます。
RewriteRule ^/hw/(.*) /usr/local/apache/htdocs/hw/$1 [L]

これにより、ディレクトリ/usr/local/apache/htdocs/hwが追加の スクリプトや他のファイル用に確保されます。この規則は、一つ前の規 則よりも前に評価されることに注意してください。これには若干の欠点が あります。つまり、'hw/'で始まる名前を有する Hyperwave オ
ブジェクトは全て隠されてしまいます。このため、このよ うな名前を使用しないようにしてください。例えば画像用により多くのディ レクトリが必要な場合、更に規則を加えるか一つのディレクトリに全て を置くかしてください。最後にRewriteEngineをオンにすることを忘れ
ない でください。
RewriteEngine on

経験上、次のようなスクリプトが必要になることと思われます。

オブジェクト自身を返す
検索を許可する
自分を定義する
プロファイルを設定する
オブジェクト属性を表示したり、ユーザーに関する情報を表示したり、 サーバーのステータスを表示したり等する追加される関数毎に一つ

Rewrite Engineの一つの代わりとして、Apache ErrorDocumentディレクティブを使用することもで きます。しかし、ErrorDocument でリダイレクトさ れたページは、POSTデータを受け取ることはできないことに注意して下 さい。

Hyperwave 関数
Todo
まだやるべきことがいくつかあります。

hw_InsertDocument は、 hw_insertobject()と hw_putdocument()に分割する必要があります。
いくつかの関数の名前はまだ修正されていません。
多くの関数は最初のパラメータとして現在の接続 ID を 必要とします。これにより入力が多くかつ頻繁になってますが、 一つだけの接続をオープンしている場合には必要ないはずです。 デフォルト接続の導入により改善される見込みです。
多重属性を処理するには、オブジェクトレコードからオブジェクト配 列への変換機能が必要です。

hw_Array2Objrec
(PHP 4)

hw_Array2Objrec — オブジェクト配列からオブジェクトレコードに属性を変換する

説明

string hw_array2objrec ( array $object_array )
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object_array をオブジェクトレコードに変換します。 'Title' のような異なった言語で多重定義された属性は正しく処理されます。

パラメータ
object_array

配列。

返り値

オブジェクトレコードを返します。

参考

hw_objrec2array() - 属性をオブジェクトレコードからオブジェクト配列に変換する

hw_changeobject
(PHP 4)

hw_changeobject — オブジェクトの属性を変更する(古い関数)

説明

bool hw_changeobject ( int $link , int $objid , array $attributes )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_Children
(PHP 4)

hw_Children — 子のオブジェクト ID

説明

array hw_children ( int $connection , int $objectID )

コレクションの子の ID を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。各 ID は、ID objectID を有するコレクションの子に 属しています。 配列は、ドキュメントおよびコレクションの全ての子を有しています。

hw_ChildrenObj
(PHP 4)

hw_ChildrenObj — 子のオブジェクトレコード

説明

array hw_childrenobj ( int $connection , int $objectID )

コレクションの子のオブジェクトレコードを返します。
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パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。各オブジェクトレコードは、ID objectID を有するコレクションの子に属して います。配列は、ドキュメントおよびコレクションの全ての子を有しています。

hw_Close
(PHP 4)

hw_Close — Hyperwave 接続を閉じる

説明

bool hw_close ( int $connection )

Hyperwave サーバとの接続を閉じます。

パラメータ
connection

接続 ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

hw_Connect
(PHP 4)

hw_Connect — 接続をオープンする

説明

int hw_connect ( string $host , int $port [, string $username ], string $password )

Hyperwave サーバへの接続をオープンします。 複数の接続を一度にオープンすることができます。

パラメータ
host

サーバのホスト名。
port

サーバのポート番号。
username

Hyperwave のユーザ名。省略した場合はサーバによるユーザ識別を行いません。 これは、匿名ユーザとして識別されるのと同じことです。
password

username のパスワード。 パスワードは暗号化されないことを覚えておきましょう。

返り値

成功した場合に接続インデックス、 接続できなかった場合に FALSE を返します。

参考

hw_pconnect() - 持続的データベース接続を作成する
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hw_connection_info
(PHP 4)

hw_connection_info — Hyperwave サーバへの接続に関する情報を出力する

説明

void hw_connection_info ( int $link )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_cp
(PHP 4)

hw_cp — オブジェクトをコピーする

説明

int hw_cp ( int $connection , array $object_id_array , int $destination_id )

2番目のパラメータとして指定されたオブジェクトID を有するオブジェクト ID destination id を有するコレクションにコピーします。

パラメータ
connection

接続 ID。
object_id_array

オブジェクト ID の配列。
destination_id

コピー先のコレクション ID。

返り値

コピーされたオブジェクトの数を返します。

参考

hw_mv() - オブジェクトを移動する

hw_Deleteobject
(PHP 4)

hw_Deleteobject — オブジェクトを削除する

説明

bool hw_deleteobject ( int $connection , int $object_to_delete )

2 番目のパラメータで指定されたオブジェクト ID を有するオブジェクトを 削除します。この関数は、オブジェクトの全てのインスタンスを削除します。

パラメータ
connection

接続 ID。
object_to_delete

オブジェクト ID。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_mv() - オブジェクトを移動する

hw_DocByAnchor
(PHP 4)

hw_DocByAnchor — アンカーに属するオブジェクトのオブジェクト ID

説明

int hw_docbyanchor ( int $connection , int $anchorID )

anchorID が指す ドキュメントのオブジェクト ID を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
anchorID

アンカー ID。

返り値

ドキュメントのオブジェクト ID を返します。

hw_DocByAnchorObj
(PHP 4)

hw_DocByAnchorObj — アンカーが指すオブジェクトレコード

説明

string hw_docbyanchorobj ( int $connection , int $anchorID )

anchorID が指す ドキュメントのオブジェクトレコードを返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
anchorID

アンカー ID。

返り値

オブジェクトレコードを返します。

hw_Document_Attributes
(PHP 4)

hw_Document_Attributes — hw_document のオブジェクトレコード

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

string hw_document_attributes ( int $hw_document )

ドキュメントのオブジェクトレコードを返します。

下位互換性のためにhw_DocumentAttributes() も 使用可能です。しかし、この関数の使用は推奨されません。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。

返り値

ドキュメントのオブジェクトレコードを返します。

参考

hw_document_bodytag() - hw_document の BODY タグ
hw_document_size() - hw_document のサイズ

hw_Document_BodyTag
(PHP 4)

hw_Document_BodyTag — hw_document の BODY タグ

説明

string hw_document_bodytag ( int $hw_document [, string $prefix ] )

ドキュメントの BODY タグを返します。そのドキュメントが HTML ドキュメントの場合、BODY タグがドキュメントの前に 出力されます。

下位互換性のため hw_DocumentBodyTag() も使用可能です。しかし、推奨されません。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。
prefix

返り値

BODY タグを文字列で返します。

参考

hw_document_attributes() - hw_document のオブジェクトレコード
hw_document_size() - hw_document のサイズ

hw_Document_Content
(PHP 4)

hw_Document_Content — hw_document の内容を返す

説明

string hw_document_content ( int $hw_document )

ドキュメントの内容を取得します。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。

返り値
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ドキュメントの内容を返します。ドキュメントが HTML ドキュメントの場合、 内容は、全て BODY タグの後になります。HEAD および BODY タグからの情報は、 オブジェクトレコードに保存されます。

参考

hw_document_attributes() - hw_document のオブジェクトレコード
hw_document_size() - hw_document のサイズ
hw_document_setcontent() - hw_document の内容を設定/置換する

hw_Document_SetContent
(PHP 4)

hw_Document_SetContent — hw_document の内容を設定/置換する

説明

bool hw_document_setcontent ( int $hw_document , string $content )

ドキュメントの内容を設定または置換します。ドキュメントが HTML ドキュメントの場合、内容はすべて BODY タグの後となります。HEAD および BODY タグからの情報は、オブジェクトレコードに保存されます。ドキュメントの 内容の中にもこの情報を与えた場
合、Hyperwave サーバはドキュメントが 挿入された際にオブジェクトレコードを変更します。 これは恐らくあまり良い考えではありません。 この関数は、ドキュメントが古い内容を保持する場合に失敗します。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。
content

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_document_attributes() - hw_document のオブジェクトレコード
hw_document_size() - hw_document のサイズ
hw_document_content() - hw_document の内容を返す

hw_Document_Size
(PHP 4)

hw_Document_Size — hw_document のサイズ

説明

int hw_document_size ( int $hw_document )

ドキュメントのサイズを返します。

下位互換性のため、hw_DocumentSize() も使用可能です。しかし、この関数の使用は推奨されません。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。

返り値

ドキュメントのサイズをバイト数で返します。

参考

hw_document_attributes() - hw_document のオブジェクトレコード
hw_document_bodytag() - hw_document の BODY タグ
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hw_dummy
(PHP 4)

hw_dummy — Hyperwave ダミー関数

説明

string hw_dummy ( int $link , int $id , int $msgid )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_EditText
(PHP 4)

hw_EditText — テキストドキュメントを取得する

説明

bool hw_edittext ( int $connection , int $hw_document )

テキストドキュメントをサーバにアップロードします。 ドキュメントのオブジェクトレコードは、そのドキュメントを編集している間、 修正することができません。

この関数は、純粋なテキストドキュメントについてのみ動作します。 この関数は、特別なデータ接続をオープンしないため、伝送の間、 制御用の接続をブロックします。

パラメータ
connection

接続 ID。
hw_document

ドキュメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_pipedocument() - ドキュメントを取得する
hw_free_document() - hw_document を解放する
hw_document_bodytag() - hw_document の BODY タグ
hw_document_size() - hw_document のサイズ
hw_output_document() - hw_document を出力する
hw_gettext() - テキストドキュメントを取得する

hw_Error
(PHP 4)

hw_Error — エラー番号

説明

int hw_error ( int $connection )

直近のコマンドのエラー番号を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
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返り値

直近のエラー番号を返します。 返り値が 0 の場合、エラーは発生していません。

参考

hw_errormsg() - エラーメッセージを返す

hw_ErrorMsg
(PHP 4)

hw_ErrorMsg — エラーメッセージを返す

説明

string hw_errormsg ( int $connection )

直近のコマンドのエラーメッセージを含む文字列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。

返り値

直近のエラーメッセージまたは 'No Error' を含む文字列を返します。 FALSE が返された場合、この関数は失敗しています。

参考

hw_error() - エラー番号

hw_Free_Document
(PHP 4)

hw_Free_Document — hw_document を解放する

説明

bool hw_free_document ( int $hw_document )

Hyperwave ドキュメントにより占有されたメモリを解放します。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

hw_GetAnchors
(PHP 4)

hw_GetAnchors — ドキュメントのアンカーのオブジェクト ID

説明

array hw_getanchors ( int $connection , int $objectID )

指定したドキュメントのアンカーのオブジェクト ID の配列を返します。
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パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

ドキュメントオブジェクト ID。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。

hw_GetAnchorsObj
(PHP 4)

hw_GetAnchorsObj — ドキュメントのアンカーのオブジェクトレコード

説明

array hw_getanchorsobj ( int $connection , int $objectID )

オブジェクト ID objectID を有するドキュメントの アンカーのオブジェクトレコードの配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。

hw_GetAndLock
(PHP 4)

hw_GetAndLock — オブジェクトレコードを返しおよびオブジェクトをロックする

説明

string hw_getandlock ( int $connection , int $objectID )

ID objectID を有するオブジェクトの オブジェクトレコードを返します。 また、オブジェクトをロックします。このため、ロックを解放するまで、 他のユーザはアクセスできません。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

ID objectID を有するオブジェクトの オブジェクトレコードを返します。

参考

hw_unlock() - オブジェクトをアンロックする
hw_getobject() - オブジェクトレコード
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hw_GetChildColl
(PHP 4)

hw_GetChildColl — 子のコレクションのオブジェクト ID

説明

array hw_getchildcoll ( int $connection , int $objectID )

オブジェクト ID の配列を返します。各オブジェクト ID は、 ID objectID を有するコレクションの 子コレクションに属しています。 この関数は、子ドキュメントを返しません。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。

参考

hw_children() - 子のオブジェクト ID
hw_getchilddoccoll() - コレクションの子ドキュメントのオブジェクト ID

hw_GetChildCollObj
(PHP 4)

hw_GetChildCollObj — 子のコレクションのオブジェクトレコード

説明

array hw_getchildcollobj ( int $connection , int $objectID )

オブジェクトレコードの配列を返します。各オブジェクトレコードは、 ID objectID を有するコレクションの 子コレクションに属しています。 この関数は、子ドキュメントを返しません。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。

参考

hw_childrenobj() - 子のオブジェクトレコード
hw_getchilddoccollobj() - コレクションの子ドキュメントのオブジェクトレコード

hw_GetChildDocColl
(PHP 4)

hw_GetChildDocColl — コレクションの子ドキュメントのオブジェクト ID

説明
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array hw_getchilddoccoll ( int $connection , int $objectID )

コレクションの子ドキュメントに関するオブジェクト ID の配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。

参考

hw_children() - 子のオブジェクト ID
hw_getchildcoll() - 子のコレクションのオブジェクト ID

hw_GetChildDocCollObj
(PHP 4)

hw_GetChildDocCollObj — コレクションの子ドキュメントのオブジェクトレコード

説明

array hw_getchilddoccollobj ( int $connection , int $objectID )

コレクションの子ドキュメントに関するオブジェクトレコードの配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。

参考

hw_childrenobj() - 子のオブジェクトレコード
hw_getchildcollobj() - 子のコレクションのオブジェクトレコード

hw_GetObject
(PHP 4)

hw_GetObject — オブジェクトレコード

説明

mixed hw_getobject ( int $connection , mixed $objectID [, string $query ] )

オブジェクトレコードを取得します。 二番目のパラメータが整数(スカラー)の場合、ID objectID を有するオブジェクトの オブジェクトレコードを返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
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objectID

オブジェクト ID、あるいは ID の配列。
query

クエリー文字列は次の構文を有しています。
<expr> ::= "(" <expr> ")" |
           "!" &lt;expr> |          /* NOT */
           <expr> "||" <expr> |  /* OR */
           <expr> "&amp;&amp;" <expr> |  /* AND */
           <attribute> <operator> <value>

<attribute> ::= /* 属性の名前 (Title, Author, DocumentType ...) */

<operator> ::= "=" |    /* 等しい */
               "<" |    /* より小さい (文字列比較) */
               ">" |    /* より大きい (文字列比較) */
               "~"      /* 正規表現によるマッチング */

クエリーにより指定したオブジェクトのリストアら特定のオブジェクトを 選択することが可能となります。 他の関数とは異なり、このクエリーはインデックス付きの属性を使用しません。 返されるオブジェクトレコードの数は、クエリーおよび オブジェクトにアクセス可
能であるかどうかに依存します。

返り値

二番目のパラメータが整数の場合、指定したオブジェクト ID を有するオブジェクトのオブジェクトレコードを返します。

二番目のパラメータが整数の配列の場合、関数はオブジェクトレコードの 配列を返します。このような場合、最後のパラメータであるクエリー文字列も 評価されます。

参考

hw_getandlock() - オブジェクトレコードを返しおよびオブジェクトをロックする
hw_getobjectbyquery() - オブジェクトを検索する

hw_GetObjectByQuery
(PHP 4)

hw_GetObjectByQuery — オブジェクトを検索する

説明

array hw_getobjectbyquery ( int $connection , string $query , int $max_hits )

サーバ全体のオブジェクトを検索し、オブジェクト ID の配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
query

クエリはインデックス付き属性でのみ動作します。
max_hits

最大マッチ数は、max_hits で制限されます。 max_hits が -1 にセットされた場合、 最大マッチ数は無制限となります。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。

参考

hw_getobjectbyqueryobj() - オブジェクトを検索する

hw_GetObjectByQueryColl
(PHP 4)

hw_GetObjectByQueryColl — コレクションのオブジェクトを検索する

説明
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array hw_getobjectbyquerycoll ( int $connection , int $objectID , string $query , int $max_hits )

ID objectID を有するコレクションのオブジェクトを 検索し、オブジェクト ID の配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

コレクション ID。
query

クエリはインデックス付き属性でのみ動作します。
max_hits

最大マッチ数は、max_hits で制限されます。 max_hits が -1 にセットされた場合、 最大マッチ数は、無制限となります。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。

参考

hw_getobjectbyquerycollobj() - コレクションのオブジェクトを検索する

hw_GetObjectByQueryCollObj
(PHP 4)

hw_GetObjectByQueryCollObj — コレクションのオブジェクトを検索する

説明

array hw_getobjectbyquerycollobj ( int $connection , int $objectID , string $query , int $max_hits )

ID objectID を有するコレクションのオブジェクトを 検索し、オブジェクトレコードの配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

コレクション ID。
query

クエリはインデックス付き属性でのみ動作します。
max_hits

最大マッチ数は、max_hits で制限されます。 max_hits が -1 にセットされた場合、 最大マッチ数は、無制限となります。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。

参考

hw_getobjectbyquerycoll() - コレクションのオブジェクトを検索する

hw_GetObjectByQueryObj
(PHP 4)

hw_GetObjectByQueryObj — オブジェクトを検索する
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説明

array hw_getobjectbyqueryobj ( int $connection , string $query , int $max_hits )

サーバ全体のオブジェクトを検索し、オブジェクトレコードの配列を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
query

クエリはインデックス付き属性でのみ動作します。
max_hits

最大マッチ数は、max_hits で制限されます。 max_hits が -1 にセットされた場合、 最大マッチ数は無制限となります。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。

参考

hw_getobjectbyquery() - オブジェクトを検索する

hw_GetParents
(PHP 4)

hw_GetParents — 親のオブジェクト ID

説明

array hw_getparents ( int $connection , int $objectID )

オブジェクトの親のオブジェクト ID を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクト ID の添字配列を返します。各オブジェクト ID は、 ID objectID を有するオブジェクトの 親に属しています。

hw_GetParentsObj
(PHP 4)

hw_GetParentsObj — 親のオブジェクトレコード

説明

array hw_getparentsobj ( int $connection , int $objectID )

オブジェクトレコードの添字配列に加えてオブジェクトでコードに関する 統計情報を含む連想配列を返します。各オブジェクトレコードは、 ID objectID を有するオブジェクトの 親に属しています。

パラメータ
connection

接続 ID。
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objectID

オブジェクト ID。

返り値

オブジェクトレコードの添字配列に加えてオブジェクトでコードに関する 統計情報を含む連想配列を返します。連想配列は、 配列の最後のエントリとなります。

hw_getrellink
(PHP 4)

hw_getrellink — rootid に相対的な source から dest へのリンクを得る

説明

string hw_getrellink ( int $link , int $rootid , int $sourceid , int $destid )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_GetRemote
(PHP 4)

hw_GetRemote — リモートドキュメントを得る

説明

int hw_getremote ( int $connection , int $objectID )

リモートドキュメントを取得します。

Hyperwave 表記のリモートドキュメントは、 外部ソースから取得されたドキュメントです。一般的なリモートドキュメントは、 例えば外部 Web ページまたはデータベースのクエリです。

外部ソースをアクセス可能とするために、Hyperwave では CGI に似た HGI(Hyperwave Gateway Interface)を導入しています。現在、 ftp,http サーバといくつかのデータベースのみが HGI によりアクセス可能です。

hw_GetRemote() をコールすることにより 外部ソースからのドキュメントが返されます。この関数を使用したい場合、 HGI を熟知している必要があります。外部ソースをアクセスするために Hyperwave のかわりに PHP を使用することも考慮する必要があります。
Hyperwave ゲートウエイにデータベースのサポートを付加するのは、PHP において同じことを行うよりもより困難です。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。

返り値

リモートドキュメントを返します。

参考

hw_getremotechildren() - リモートドキュメントの子を得る

hw_getremotechildren
(PHP 4)

hw_getremotechildren — リモートドキュメントの子を得る

説明

mixed hw_getremotechildren ( int $connection , string $object_record )
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リモートドキュメントの子を返します。リモートドキュメントの 子は、リモートドキュメント自身です。これは、データベースクエリ の範囲を限定する必要があることを意味し、このことは、Hyperwave Programmers' Guide に説明されています。

この関数を使用したい場合、HGI に習熟している必要があります。 外部ソースをアクセスするために Hyperwave のかわりに PHP を使用することも 考慮する必要があります。Hyperwave ゲートウエイにデータベースのサポートを 付加するのは、PHP において同じことを行う
よりもより困難です。

パラメータ
connection

接続 ID。
object_record

オブジェクトレコード。

返り値

子の数が1の場合、関数は Hyperwave Gateway Interface (HGI) にフォーマットされたドキュメント 自体を返します。子の数が 1 より大きい場合、 hw_GetRemoteChildren() への他のコールに関する 入力値を有するオブジェクトレコードの配列を返します。 これらのオブ
ジェクトレコードは仮想的なもので、Hyperwave サーバには 存在しません。 このため、有効なオブジェクト ID を有していません。 オブジェクトレコードにどれだけ似ているかは HGI 次第です。

参考

hw_getremote() - リモートドキュメントを得る

hw_GetSrcByDestObj
(PHP 4)

hw_GetSrcByDestObj — オブジェクトを指すアンカーを返す

説明

array hw_getsrcbydestobj ( int $connection , int $objectID )

ID objectID を有するオブジェクトを指す 全てのアンカーのオブジェクトレコードを返します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。このオブジェクトは、ドキュメントまたはリンク先を指すアンカー のどちらかとすることができます。

返り値

オブジェクトレコードの配列を返します。

参考

hw_getanchors() - ドキュメントのアンカーのオブジェクト ID

hw_GetText
(PHP 4)

hw_GetText — テキストドキュメントを取得する

説明

int hw_gettext ( int $connection , int $objectID [, mixed $rootID/prefix ] )

オブジェクト ID objectID を有するドキュメントを 返します。ドキュメントが、挿入可能なアンカーを有している場合、 既に挿入されています。

この関数は、純粋なテキストドキュメントについてのみ動作します。 特別なデータ接続をオープンしないため、伝達の間、 制御用の接続はブロックされます。

パラメータ
connection
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接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。
rootID/prefix

オプションのパラメータ rootID/prefix は、文字列または整数とすることが できます。整数の場合、ドキュメントに挿入されたリンクの数を定義 します。デフォルトは 0 であり、リンク先のオブジェクトの名前から 構成されたリンクが得られます。 この動作は、Web ア
プリケーションには便利です。 あるリンクが、名前 'internet_movie' を有するオブジェクトを指す 場合、HTML リンクは、<A HREF="/internet_movie"> となり、 ドキュメント階層におけるリンク元およびリンク先のオブジェクトの 実際の位置は無視されます。Web
サーバを設定し、URL を 例えば、 '/my_script.php/internet_movie' に書き変える必要があります。 'my_script.php' は、$PATH_INFO を評価し、ドキュメントを 取得する必要があります。 全てのリンクは接頭辞 '/my_script.php/'を有しています。 これが好ましくな
い場合、使用する接頭辞としてオプションのパラメータ rootID/prefix を設定することができます。 このパラメータは、文字列である必要があります。

rootID/prefix が整数であり、 0 に等しくない場合、リンクは ID rootID/prefix を有するオブジェクトで 始まる全ての名前から構成されます。 現在のオブジェクトに関したスラッシュにより分割された 全ての名前から構成されます。

例えば、前記のドキュメント 'internet_movie' が 'a-b-c-internet_movie' にあり、'-' が Hyperwave サーバの階層レベルの間のセパレータであり、 元のドキュメントが 'a-b-d-source' にある場合、 結果の HTML リンクは次のようになります。 <A
HREF="../c/internet_movie"> この動作は、サーバ全体の内容をディスクにダウンロードし ドキュメント階層をファイルシステムに割り付けたい場合に便利です。

返り値

テキストドキュメントを返します。

参考

hw_pipedocument() - ドキュメントを取得する
hw_free_document() - hw_document を解放する
hw_document_bodytag() - hw_document の BODY タグ
hw_document_size() - hw_document のサイズ
hw_output_document() - hw_document を出力する

hw_getusername
(PHP 4)

hw_getusername — 現在ログインしているユーザーの名前

説明

string hw_getusername ( int $connection )

接続を行っているユーザ名を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。

返り値

ユーザ名を表す文字列を返します。

hw_Identify
(PHP 4)

hw_Identify — ユーザとして認証する

説明

string hw_identify ( int $link , string $username , string $password )

ユーザを username および password で認証します。 認証は、カレントのセッションでのみ有効です。 この関数が頻繁に必要とされるとは考えられません。 多くの場合、接続をオープンする際に認証を行う方がより 簡単でしょう。

パラメータ
link

接続 ID。
username



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ユーザ名。
password

パスワード。

参考

hw_connect() - 接続をオープンする

hw_InCollections
(PHP 4)

hw_InCollections — コレクションにオブジェクト ID があるかどうかを確認する

説明

array hw_incollections ( int $connection , array $object_id_array , array $collection_id_array , int $return_collections )

object_id_array により指定された オブジェクトの組 (ドキュメントまたはコレクション）が、 コレクション collection_id_array により定義された コレクションの一部であるかどうかを調べます。

パラメータ
connection

接続 ID。
object_id_array

オブジェクト ID の配列。
collection_id_array

コレクション ID の配列。
return_collections

0 である場合、コレクションの一部(すなわち、それぞれ一つ以上のコレクション ID の コレクションまたはサブコレクションの子ドキュメントまたはコレクション) であるオブジェクト ID のサブセットが配列として返されます。

1 である場合、 一つ以上のこのサブセットのオブジェクトを子として 有するコレクションの組は、配列として返されます。 このオプションにより、例えば、 前のクエリで一致したものを含むコレクション階層の一部を クライアントが、グラフィックで概要を強調表示す
ることが可能となります。

返り値

オブジェクト ID の配列を返します。

hw_Info
(PHP 4)

hw_Info — 接続に関する情報

説明

string hw_info ( int $connection )

現在の接続に関する情報を返します。

パラメータ
connection

接続 ID。

返り値

返される配列は次のようなフォーマットとなります。 <Serverstring>, <Host>, <Port>, <Username>, <Port of Client>, <Byte swapping>

hw_InsColl
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(PHP 4)

hw_InsColl — コレクションを挿入する

説明

int hw_inscoll ( int $connection , int $objectID , array $object_array )

object_array の中の属性を有する新しいコレクションを オブジェクト ID objectID のコレクションに 挿入します。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

object_array

返り値

hw_InsDoc
(PHP 4)

hw_InsDoc — ドキュメントを挿入する

説明

int hw_insdoc ( resource $connection , int $parentID , string $object_record [, string $text ] )

object_record の中の属性を有する 新しいドキュメントをコレクションに挿入します。

汎用の一般的なドキュメントを挿入したい場合は、代わりに hw_insertdocument() を使用してください。

パラメータ
connection

接続 ID。
parentID

子の ID。
object_record

オブジェクトの属性。
text

指定すると、このアスキーテキストを挿入します。

返り値

参考

hw_insertdocument() - ドキュメントをアップロードする
hw_inscoll() - コレクションを挿入する

hw_insertanchors
(PHP 4 >= 4.0.4)

hw_insertanchors — テキストにアンカーのみを挿入する

説明

bool hw_insertanchors ( int $hwdoc , array $anchorecs , array $dest [, array $urlprefixes ] )

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_InsertDocument
(PHP 4)

hw_InsertDocument — ドキュメントをアップロードする

説明

int hw_insertdocument ( int $connection , int $parent_id , int $hw_document )

ドキュメントを、指定したコレクションにアップロードします。

ドキュメントは、事前に hw_NewDocument() で 作成されている必要があります。 新規ドキュメントのオブジェクトレコードは、少なくとも次の属性を 有しているよう注意してください。: Type, DocumentType, Title ,Name MimeType を設定したい場合もあるかもしれま
せん。

パラメータ
connection

コネクション ID。
parent_id

コレクション ID。
hw_document

ドキュメント ID。

返り値

この関数は、新規ドキュメントのオブジェクト ID または FALSE を返します。

参考

hw_pipedocument() - ドキュメントを取得する

hw_InsertObject
(PHP 4)

hw_InsertObject — オブジェクトレコードを挿入する

説明

int hw_insertobject ( int $connection , string $object_rec , string $parameter )

オブジェクトをサーバに挿入します。

注意: アンカーを挿入したい場合、属性 Position は常に start/end の値または 'invisible' のどちらかに常に 設定されています。 不可視(invisible)位置は、注釈が対応する注釈文へのリンクを 有していない場合に必要です。

パラメータ
connection

接続 ID。
object_rec

オブジェクトは、全ての有効な Hyperwavve オブジェクトとすることができます。
parameter

パラメータに関する詳細な情報を説明するには、 HG-CSP ドキュメントを参照ください。

参考

hw_pipedocument() - ドキュメントを取得する
hw_insertdocument() - ドキュメントをアップロードする
hw_insdoc() - ドキュメントを挿入する
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hw_inscoll() - コレクションを挿入する

hw_mapid
(PHP 4)

hw_mapid — グローバル ID を仮想的なローカル ID に割りつける

説明

int hw_mapid ( int $connection , int $server_id , int $object_id )

hyperwave サーバのグローバルオブジェクト ID を、 仮想的なオブジェクト ID に割りつけます。 これは、hw_connect() で接続を行っていない場合でも 行われます。

この仮想オブジェクト ID は、 hw_getobject() でオブジェクトレコードを得るといった用途に 他のオブジェクト ID と同様に使用することが可能です。

注意: この関数を使用するには、F_DISTRIBUTED フラグを設定しておく必要があります。 このフラグは、現在のところコンパイル時に hg_comm.c の中で設定することのみが可能です。 このフラグは、デフォルトでは設定されていません。 hg_comm.c の先頭にあるコメント
をお読みください。

パラメータ
connection

接続 ID。
server_id

サーバ ID は、オブジェクトのグローバルオブジェクト ID(GOid)の最初の 部分であり、実際にはサーバの IP アドレスを整数で表したものとなります。
object_id

オブジェクト ID。

返り値

仮想オブジェクト ID を返します。

hw_Modifyobject
(PHP 4)

hw_Modifyobject — オブジェクトレコードを修正する

説明

bool hw_modifyobject ( int $connection , int $object_to_change , array $remove , array $add [, int $mode ] )

このコマンドによりオブジェクトレコードの個々の属性を削除、追加、 修正することが可能となります。オブジェクトはオブジェクト ID object_to_changeにより指定します。 ある属性を修正するためには、古い属性を削除し、新規に追加する 必要がありま
す。hw_modifyobject() は、 削除する属性の値が文字列または配列でない限り、つねに属性を追加する前に 属性の削除を行います。

二つの配列のキーは属性の名前です。各配列要素の値は、配列または文字列 またはその他のものとすることができます。配列の場合、各属性の 値は、各要素のキーにコロンと各要素の値を加えたものから構成されます。 文字列の場合、属性の値として指定します。空文字列を指
定すると その属性は完全に削除されます。値が文字列でも配列でもなく、整数の ような他のものである場合、その属性に関して処理は全く行われません。 このような動作は、既存の属性に新規の値を追加するのではなく、 完全に新規の属性を追加したい場合に必要で
す。remove 配列がその属性に 関する空の文字列を含む場合、値が存在しないため、その属性の削除は 失敗します。続いてその属性に新規の値を追加する処理も同じく失敗します。 属性の値を例えば 0 に設定すると削除することさえできませんが、 加算は実行可能です。

値 'books' を有する属性 'Name' を 'articles' に変更したい場合、 二つの配列を作成し、hw_modifyobject() をコールする 必要があります。

例1 属性を修正する
<?php
       // $connect は、Hyperwave サーバへの既存の接続です。
       // $objid は、修正するオブジェクトの ID です。
       $remarr = array("Name" => "books");
       $addarr = array("Name" => "articles");
       $hw_modifyobject($connect, $objid, $remarr, $addarr);
?>
名前=値の組を削除/追加するためには、オブジェクトレコードをremove/add 配列にて渡し、最後/3番目のパラメータは空の配列にします。 新規に属性を追加する場合には、 remove 配列におけるその属性の値を整数に設定してください。

例2 完全に新規の属性を追加する
<?php
       // $connect は、Hyperwave サーバへの既存の接続です。
       // $objid は、修正するオブジェクトの ID です。
       $remarr = array("Name" => 0);
       $addarr = array("Name" => "articles");
       $hw_modifyobject($connect, $objid, $remarr, $addarr);
?>
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注意: 'Title' のような多言語属性は、2つの方法で修正可能です。 この場合、 'language':'title' という基本形式で属性の値を与えるか、 下記のように各言語毎に配列の要素を与えることにより指定します。 まずは、以下の例を見てみましょう。

例3 Title 属性を修正する
<?php
       $remarr = array("Title" => "en:Books");
       $addarr = array("Title" => "en:Articles");
       $hw_modifyobject($connect, $objid, $remarr, $addarr);
?>
または

例4 Title 属性を修正する
<?php
       $remarr = array("Title" => array("en" => "Books"));
       $addarr = array("Title" => array("en" => "Articles", "ge"=>"Artikel"));
       $hw_modifyobject($connect, $objid, $remarr, $addarr);
?>
この例では、英語のタイトル 'Books' を削除し、 英語のタイトル 'Articles' およびドイツ語のタイトル 'Artikel' を追加しています。

例5 属性を削除する
<?php
       $remarr = array("Title" => "");
       $addarr = array("Title" => "en:Articles");
       $hw_modifyobject($connect, $objid, $remarr, $addarr);
?>

注意: この例では、 'Title' という名前の属性を全て削除し、 属性 'Title' を新規に追加しています。 全ての属性を再帰的に削除したい場合には、これは簡便な方法です。

注意: ある名前を有する全ての属性を削除する必要がある場合には、 属性の値として空の文字列を渡してください。

注意: 属性 'Title', 'Description' , 'Keyword' のみが 言語指定用の接頭辞を正しく処理します。 これらの属性において言語指定用接頭辞が指定されていない場合、 接頭辞 'xx' が割りつけられます。

注意: 'Name' 属性もやや特殊です。いくつかの場合には、完全に削除することは できません。 'Change of base attribute' というエラーメッセージが発生する可能性が あります(いつこのエラーが発生するかは明らかではありません) 。 このため、新しい Name をま
ず追加してから、古いものを削除する 必要があります。

注意: この関数のコールの前後に hw_getandlock() および hw_unlock() をコールする必要はありません。 hw_modifyobject() は内部的にこの処理を 行います。

パラメータ
connection

接続 ID。
object_to_change

変更したいオブジェクト。
remove

削除したい属性の配列。
add

追加したい属性の配列。
mode

最後のパラメータは、修正を再帰的に行うかどうかを指定します。 1 は、再帰的な修正を意味します。オブジェクトのいくつかを修正できない 場合、通知されることなくスキップされます。 hw_error() は、いくつかのオブジェクトが 修正されなかったことからエラーを
発生しない可能性があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

hw_mv
(PHP 4)

hw_mv — オブジェクトを移動する

説明

int hw_mv ( int $connection , array $object_id_array , int $source_id , int $destination_id )

コレクション内の指定したオブジェクトを別のコレクションに移動します。

パラメータ
connection
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接続 ID。
object_id_array

オブジェクト ID の配列。
source_id

移動元のコレクション ID。
destination_id

移動先のコレクション ID。0 を指定すると、 オブジェクトは移動元のコレクションから削除されます。 これがオブジェクトの最後のインスタンスの場合、 このオブジェクトは削除されます。 全てのインスタンスを一度に削除したい場合、 hw_deleteobject() を使用して
ください。

返り値

移動されたオブジェクトの数を返します。

参考

hw_cp() - オブジェクトをコピーする
hw_deleteobject() - オブジェクトを削除する

hw_New_Document
(PHP 4)

hw_New_Document — 新しいドキュメントを作成する

説明

int hw_new_document ( string $object_record , string $document_data , int $document_size )

指定したドキュメントデータとオブジェクトレコードから新しい Hyperwave ドキュメントを返します。

この関数は、ドキュメントを Hyperwave サーバに挿入しません。

パラメータ
object_record

オブジェクトレコード。
document_data

ドキュメントデータ。
document_size

ドキュメントのサイズ。 document_data の長さである必要があります。

返り値

新しい Hyperwave ドキュメントを返します。

参考

hw_free_document() - hw_document を解放する
hw_document_size() - hw_document のサイズ
hw_document_bodytag() - hw_document の BODY タグ
hw_output_document() - hw_document を出力する
hw_insertdocument() - ドキュメントをアップロードする

hw_objrec2array
(PHP 4)

hw_objrec2array — 属性をオブジェクトレコードからオブジェクト配列に変換する

説明
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array hw_objrec2array ( string $object_record [, array $format ] )

object_record をオブジェクト配列に変換します。

パラメータ
object_record

オブジェクトレコード。
format

属性名をキーとする連想配列であり、 その値は、HW_ATTR_LANG または HW_ATTR_NONEのどちらかとなります。

返り値

配列を返します。 結果の配列のキーは属性の名前です。'Title' のように 異なった言語で多重定義を行う属性は、それ自体で配列となります。 この配列のキーは、属性の値のコロンの左の部分にあります。 この左側の部分は、2 文字分の長さとする必要があります。

接頭辞のない他の多値属性は添字配列となり、 オプションのパラメータに属性 'Title'が指定されない場合、' Description'と'Keyword'は、言語属性として処理され、属性 'Group'、'Parent'、'HtmlAttr'は接頭辞のない多値属性として処理され ます。各属性の型を有する配列を指
定することにより、この動作を変更 することが可能です。

参考

hw_array2objrec() - オブジェクト配列からオブジェクトレコードに属性を変換する

hw_Output_Document
(PHP 4)

hw_Output_Document — hw_document を出力する

説明

bool hw_output_document ( int $hw_document )

BODY タグを除きドキュメントを出力します。

下位互換性のため、hw_OutputDocument() も使用可能です。しかし、この関数の使用は推奨されません。

パラメータ
hw_document

ドキュメント ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

hw_pConnect
(PHP 4)

hw_pConnect — 持続的データベース接続を作成する

説明

int hw_pconnect ( string $host , int $port [, string $username ], string $password )

Hyperwave サーバへの持続的接続をオープンします。 同時に複数の持続的接続をオープンすることができます。

パラメータ
host

サーバのホスト名。
port

サーバのポート番号。
username
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Hyperwave のユーザ名。省略した場合は、サーバとの認証は行われません。 これは、匿名ユーザとして認証されることに似ています。
password

username のパスワード。 パスワードは暗号化されないことを覚えておきましょう。

返り値

成功時に接続インデックスを、接続できなかった場合に FALSE を返します。

参考

hw_connect() - 接続をオープンする

hw_PipeDocument
(PHP 4)

hw_PipeDocument — ドキュメントを取得する

説明

int hw_pipedocument ( int $connection , int $objectID [, array $url_prefixes ] )

指定したオブジェクト ID の Hyperwave ドキュメントを取得します。 ドキュメントが、挿入可能なアンカーを有している場合、 既に挿入されているかもしれません。

ドキュメントは、制御用接続をブロックしない特別なデータ接続により伝達されます。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

オブジェクト ID。
url_prefixes

返り値

Hyperwave ドキュメントを返します。

参考

hw_gettext() - テキストドキュメントを取得する
hw_free_document() - hw_document を解放する
hw_document_size() - hw_document のサイズ
hw_document_bodytag() - hw_document の BODY タグ
hw_output_document() - hw_document を出力する

hw_Root
(PHP 4)

hw_Root — ルートオブジェクト ID

説明

int hw_root ( void )

hyperroot コレクションのオブジェクト ID を返します。 現在、これは常に 0 となります。hyperroot の子コレクションは、 接続するサーバのルートコレクションです。

返り値

0 を返します。
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hw_setlinkroot
(PHP 4)

hw_setlinkroot — 計算されたリンクの ID を設定する

説明

int hw_setlinkroot ( int $link , int $rootid )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_stat
(PHP 4)

hw_stat — ステータス文字列を返す

説明

string hw_stat ( int $link )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

hw_Unlock
(PHP 4)

hw_Unlock — オブジェクトをアンロックする

説明

bool hw_unlock ( int $connection , int $objectID )

ドキュメントをアンロックし、他のユーザーが再びアクセスできるようにします。

パラメータ
connection

接続 ID。
objectID

ドキュメントオブジェクト ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_getandlock() - オブジェクトレコードを返しおよびオブジェクトをロックする

hw_Who
(PHP 4)

hw_Who — 現在ログイン中のユーザのリスト

説明

array hw_who ( int $connection )
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現在ログイン中のユーザの一覧を取得します。

パラメータ
connection

接続 ID。

返り値

Hyperwave サーバに現在ログイン中のユーザの配列を返します。 この配列の各エントリは、要素 ID、名前、システム、onSinceDate, onSinceTime, TotalTime , self を有する配列です。 このエントリがリクエストを初期化したユーザに属している場合、 'self' は 1 となりま
す。

目次
hw_Array2Objrec — オブジェクト配列からオブジェクトレコードに属性を変換する
hw_changeobject — オブジェクトの属性を変更する(古い関数)
hw_Children — 子のオブジェクト ID
hw_ChildrenObj — 子のオブジェクトレコード
hw_Close — Hyperwave 接続を閉じる
hw_Connect — 接続をオープンする
hw_connection_info — Hyperwave サーバへの接続に関する情報を出力する
hw_cp — オブジェクトをコピーする
hw_Deleteobject — オブジェクトを削除する
hw_DocByAnchor — アンカーに属するオブジェクトのオブジェクト ID
hw_DocByAnchorObj — アンカーが指すオブジェクトレコード
hw_Document_Attributes — hw_document のオブジェクトレコード
hw_Document_BodyTag — hw_document の BODY タグ
hw_Document_Content — hw_document の内容を返す
hw_Document_SetContent — hw_document の内容を設定/置換する
hw_Document_Size — hw_document のサイズ
hw_dummy — Hyperwave ダミー関数
hw_EditText — テキストドキュメントを取得する
hw_Error — エラー番号
hw_ErrorMsg — エラーメッセージを返す
hw_Free_Document — hw_document を解放する
hw_GetAnchors — ドキュメントのアンカーのオブジェクト ID
hw_GetAnchorsObj — ドキュメントのアンカーのオブジェクトレコード
hw_GetAndLock — オブジェクトレコードを返しおよびオブジェクトをロックする
hw_GetChildColl — 子のコレクションのオブジェクト ID
hw_GetChildCollObj — 子のコレクションのオブジェクトレコード
hw_GetChildDocColl — コレクションの子ドキュメントのオブジェクト ID
hw_GetChildDocCollObj — コレクションの子ドキュメントのオブジェクトレコード
hw_GetObject — オブジェクトレコード
hw_GetObjectByQuery — オブジェクトを検索する
hw_GetObjectByQueryColl — コレクションのオブジェクトを検索する
hw_GetObjectByQueryCollObj — コレクションのオブジェクトを検索する
hw_GetObjectByQueryObj — オブジェクトを検索する
hw_GetParents — 親のオブジェクト ID
hw_GetParentsObj — 親のオブジェクトレコード
hw_getrellink — rootid に相対的な source から dest へのリンクを得る
hw_GetRemote — リモートドキュメントを得る
hw_getremotechildren — リモートドキュメントの子を得る
hw_GetSrcByDestObj — オブジェクトを指すアンカーを返す
hw_GetText — テキストドキュメントを取得する
hw_getusername — 現在ログインしているユーザーの名前
hw_Identify — ユーザとして認証する
hw_InCollections — コレクションにオブジェクト ID があるかどうかを確認する
hw_Info — 接続に関する情報
hw_InsColl — コレクションを挿入する
hw_InsDoc — ドキュメントを挿入する
hw_insertanchors — テキストにアンカーのみを挿入する
hw_InsertDocument — ドキュメントをアップロードする
hw_InsertObject — オブジェクトレコードを挿入する
hw_mapid — グローバル ID を仮想的なローカル ID に割りつける
hw_Modifyobject — オブジェクトレコードを修正する
hw_mv — オブジェクトを移動する
hw_New_Document — 新しいドキュメントを作成する
hw_objrec2array — 属性をオブジェクトレコードからオブジェクト配列に変換する
hw_Output_Document — hw_document を出力する
hw_pConnect — 
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持続的データベース接続を作成する
hw_PipeDocument — ドキュメントを取得する
hw_Root — ルートオブジェクト ID
hw_setlinkroot — 計算されたリンクの ID を設定する
hw_stat — ステータス文字列を返す
hw_Unlock — オブジェクトをアンロックする
hw_Who — 現在ログイン中のユーザのリスト

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Apache との組み合わせ
Hyperwave 関数

hw_Array2Objrec — オブジェクト配列からオブジェクトレコードに属性を変換する
hw_changeobject — オブジェクトの属性を変更する(古い関数)
hw_Children — 子のオブジェクト ID
hw_ChildrenObj — 子のオブジェクトレコード
hw_Close — Hyperwave 接続を閉じる
hw_Connect — 接続をオープンする
hw_connection_info — Hyperwave サーバへの接続に関する情報を出力する
hw_cp — オブジェクトをコピーする
hw_Deleteobject — オブジェクトを削除する
hw_DocByAnchor — アンカーに属するオブジェクトのオブジェクト ID
hw_DocByAnchorObj — アンカーが指すオブジェクトレコード
hw_Document_Attributes — hw_document のオブジェクトレコード
hw_Document_BodyTag — hw_document の BODY タグ
hw_Document_Content — hw_document の内容を返す
hw_Document_SetContent — hw_document の内容を設定/置換する
hw_Document_Size — hw_document のサイズ
hw_dummy — Hyperwave ダミー関数
hw_EditText — テキストドキュメントを取得する
hw_Error — エラー番号
hw_ErrorMsg — エラーメッセージを返す
hw_Free_Document — hw_document を解放する
hw_GetAnchors — ドキュメントのアンカーのオブジェクト ID
hw_GetAnchorsObj — ドキュメントのアンカーのオブジェクトレコード
hw_GetAndLock — オブジェクトレコードを返しおよびオブジェクトをロックする
hw_GetChildColl — 子のコレクションのオブジェクト ID
hw_GetChildCollObj — 子のコレクションのオブジェクトレコード
hw_GetChildDocColl — コレクションの子ドキュメントのオブジェクト ID
hw_GetChildDocCollObj — コレクションの子ドキュメントのオブジェクトレコード
hw_GetObject — オブジェクトレコード
hw_GetObjectByQuery — オブジェクトを検索する
hw_GetObjectByQueryColl — コレクションのオブジェクトを検索する
hw_GetObjectByQueryCollObj — コレクションのオブジェクトを検索する
hw_GetObjectByQueryObj — オブジェクトを検索する
hw_GetParents — 親のオブジェクト ID
hw_GetParentsObj — 親のオブジェクトレコード
hw_getrellink — rootid に相対的な source から dest へのリンクを得る
hw_GetRemote — リモートドキュメントを得る
hw_getremotechildren — リモートドキュメントの子を得る
hw_GetSrcByDestObj — オブジェクトを指すアンカーを返す
hw_GetText — テキストドキュメントを取得する
hw_getusername — 現在ログインしているユーザーの名前
hw_Identify — ユーザとして認証する
hw_InCollections — コレクションにオブジェクト ID があるかどうかを確認する
hw_Info — 接続に関する情報
hw_InsColl — コレクションを挿入する
hw_InsDoc — ドキュメントを挿入する
hw_insertanchors — テキストにアンカーのみを挿入する
hw_InsertDocument — ドキュメントをアップロードする
hw_InsertObject — オブジェクトレコードを挿入する
hw_mapid — グローバル ID を仮想的なローカル ID に割りつける
hw_Modifyobject — オブジェクトレコードを修正する
hw_mv — オブジェクトを移動する
hw_New_Document — 新しいドキュメントを作成する
hw_objrec2array — 属性をオブジェクトレコードからオブジェクト配列に変換する
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hw_Output_Document — hw_document を出力する
hw_pConnect — 持続的データベース接続を作成する
hw_PipeDocument — ドキュメントを取得する
hw_Root — ルートオブジェクト ID
hw_setlinkroot — 計算されたリンクの ID を設定する
hw_stat — ステータス文字列を返す
hw_Unlock — オブジェクトをアンロックする
hw_Who — 現在ログイン中のユーザのリスト

Hyperwave API

導入
Hyperwave は、グラーツにある » IICM で開発されています。 当初は Hyper-G という名前でしたが、 商用化の際に (1996 年に) Hyperwave という名前に変わりました。

Hyperwave はフリーソフトウェアではありません。現在のバージョンである 5.5 は » http://www.hyperwave.com/ で入手可能です。 期間限定 (30 日) のフリー版も注文できます。

Hyperwave モジュールも参照ください。

Hyperwave は、データベースに似た情報システム (HIS, Hyperwave Information Server) で、 文書の保存や管理に重点をおいています。 文書は、いくつかのデータに分割されてファイルに保存されます。 個々の文書にはオブジェクトレコードが付属し、 オブジェクトレコー
ドには文書のメタデータが含まれます。 メタデータは属性のリストで、これはユーザが拡張することができます。 属性の中のいくつかは Hyperwave サーバが常に設定し、 それ以外についてはユーザによって変更されます。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.2.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
2001 年より、Hyperwave SDK が使用可能です。これは Java、 JavaScript そして C++ をサポートしています。この PHP 拡張モジュールは C++ 版のインターフェイスをもとにしています。 PHP で hwapi のサポートを有効にするには、まずはじめに Hyperwave SDK をイン
ストールしなければなりません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/hwapi.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.2.0

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Hyperwave API 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

hwapi.allow_persistent "0" PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

http://www.iicm.edu/
http://www.hyperwave.com/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/hwapi
http://pecl.php.net/package/hwapi
http://pecl.php.net/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Hyperwave API 関数
Apache との統合
Apache やその他のサーバと統合するための情報は、すでに Hyperwave モジュールで説明されています。 これは、Hyperwave サーバに接続するための最初の拡張モジュールでした。

クラス
HW_API 拡張モジュールが提供する API は、完全にオブジェクト指向です。 Hyperwave SDK の C++ インターフェイスに非常によく似ています。 この API は、以下のクラスからなります。

HW_API
HW_API_Object
HW_API_Attribute
HW_API_Error
HW_API_Content
HW_API_Reason

Hyperwave SDK に含まれているクラスのうち、 HW_API_String、 HW_API_String_Array のような基本的なクラスは実装されていません。 PHP には、それらに代わる強力な機能があるからです。

各クラスにはメソッドが含まれており、その名前は Hyperwave SDK の対応するメソッドと同じです。この関数に引数を渡す方法は PHP の他の拡張モジュールとは少し異なっており、HW SDK の C++ API に似ています。複数のパラメータを別々に渡すのではなく、 それらを
ひとつの連想配列にまとめて単一のパラメータとして渡します。 連想配列のキーの名前は、HW SDK に記述されている内容と同じです。 一般的なパラメータについては以下で説明します。 それ以外のパラメータが必要になる場合は、必要に応じて説明されます。

objectIdentifier オブジェクトの名前あるいは ID。 例 "rootcollection"、"0x873A8768 0x00000002"。
parentIdentifier 親オブジェクトの名前あるいは ID。
object HW_API_Object クラスのインスタンス。
parameters HW_API_Object クラスのインスタンス。
version オブジェクトのバージョン。
mode 実行される操作を定義する整数値。
attributeSelector 文字列の配列で、個々の要素は属性の名前となります。 オブジェクトレコードを取得する際に特定の属性を含めたい場合に使用します。
objectQuery オブジェクトのリストの中から特定のオブジェクトを選択するためのクエリ。 hw_api->children() や hw_api->find() のような関数から返されるオブジェクトの数を減らすために使用します。

注意:

boolean 型のメソッドは、 TRUE、FALSE あるいは HW_API_Error オブジェクトを返します。

hw_api_attribute->key
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_attribute->key — 属性のキーを返す

説明

string hw_api_attribute::key ( void )

属性の名前を返します。

返り値

属性の名前を表す文字列を返します。

参考

hw_api_attribute->value
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hw_api_attribute->langdepvalue
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_attribute->langdepvalue — 指定した言語の値を返す

説明

string hw_api_attribute::langdepvalue ( string $language )

属性の、指定した言語における値を返します。

パラメータ
language

返り値

属性の値を表す文字列を返します。

参考

hw_api_attribute->value

hw_api_attribute->value
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_attribute->value — 属性の値を返す

説明

string hw_api_attribute::value ( void )

属性の値を取得します。

返り値

属性の値を表す文字列を返します。

参考

hw_api_attribute->key
hw_api_attribute->values

hw_api_attribute->values
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_attribute->values — 属性のすべての値を返す

説明

array hw_api_attribute::values ( void )

属性のすべての値を取得します。

返り値

属性の値を配列として返します。

参考

hw_api_attribute->value
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hw_api_attribute
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_attribute — hw_api_attribute クラスのインスタンスを作成する

説明

HW_API_Attribute hw_api_attribute ([ string $name [, string $value ]] )

指定した名前および値を使用して、hw_api_attribute の新しいインスタンスを作成します。

パラメータ
name

属性の名前。
value

属性の値。

返り値

hw_api_attribute のインスタンスを返します。

hw_api->checkin
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->checkin — オブジェクトをチェックインする

説明

bool hw_api::checkin ( array $parameter )

この関数は、オブジェクトあるいはオブジェクト階層の全体をチェックインします。 パラメータ配列の中には、必須要素 'objectIdentifier' およびオプションの要素 'version'、'comment'、'mode'、'objectQuery' が含まれます。'version' ではオブジェクトのバージョンを設定
します。 これは、メジャーバージョンとマイナーバージョンをピリオドで区切ったものです。 version が設定されていない場合、マイナーバージョンがひとつ加算されます。 'mode' は以下の値のいずれかです。

HW_API_CHECKIN_NORMAL
オブジェクトをチェックインし、コミットします。 オブジェクトは文書でなければなりません。

HW_API_CHECKIN_RECURSIVE
チェックインするオブジェクトがコレクションであった場合、 もし子要素が文書であればそれらもすべて再帰的にチェックインされます。 コレクションをチェックインしようとすると、エラーが発生することがあります。

HW_API_CHECKIN_FORCE_VERSION_CONTROL
バージョン管理されていないオブジェクトも強制的にチェックインします。

HW_API_CHECKIN_REVERT_IF_NOT_CHANGED
新しいバージョンが以前のバージョンと変わっているかどうかを調べます。 変わっている場合にのみオブジェクトがチェックインされます。

HW_API_CHECKIN_KEEP_TIME_MODIFIED
直近のオブジェクトの更新時刻を保持します。

HW_API_CHECKIN_NO_AUTO_COMMIT
オブジェクトのチェックイン時に、自動的なコミットは行われません。

パラメータ
parameter

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_api->checkout

hw_api->checkout
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->checkout — オブジェクトをチェックアウトする



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

bool hw_api::checkout ( array $parameter )

この関数は、オブジェクトあるいはオブジェクト階層の全体をチェックアウトします。

パラメータ
parameter

パラメータ配列の中には、必須要素 'objectIdentifier' およびオプションの要素 'version'、'mode'、'objectQuery' が含まれます。 'mode' は以下の値のいずれかです。
HW_API_CHECKIN_NORMAL

オブジェクトをチェックアウトします。 オブジェクトは文書でなければなりません。
HW_API_CHECKIN_RECURSIVE

チェックアウトするオブジェクトがコレクションであった場合、 もし子要素が文書であればそれらもすべて再帰的にチェックアウトされます。 コレクションをチェックアウトしようとすると、エラーが発生することがあります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_api->checkin

hw_api->children
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->children — オブジェクトの子を返す

説明

array hw_api::children ( array $parameter )

コレクションの子、あるいは文書の属性を取得します。 オブジェクトクエリによって、取得する内容をさらに絞り込むことが可能です。

パラメータ
parameter

パラメータ配列の中には、必須要素 'objectIdentifier' およびオプションの要素 'attributeSelector'、'objectQuery' が含まれます。

返り値

HW_API_Object あるいは HW_API_Error 型のオブジェクトの配列が返されます。

参考

hw_api->parents

hw_api_content->mimetype
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_content->mimetype — mimetype を返す

説明

string hw_api_content::mimetype ( void )

コンテンツの mimetype を返します。

返り値

mimetype を表す文字列を返します。

hw_api_content->read



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_content->read — コンテンツを読み込む

説明

string hw_api_content::read ( string $buffer , int $len )

コンテンツを len バイト分読み込み、 指定したバッファに保存します。

パラメータ
buffer

len

読み込むバイト数。

返り値

hw_api->content
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->content — オブジェクトのコンテンツを返す

説明

HW_API_Content hw_api::content ( array $parameter )

この関数は、文書のコンテンツを hw_api_content 型のオブジェクトとして返します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectidentifier' およびオプションの要素 'mode' が含まれます。 mode は HW_API_CONTENT_ALLLINKS、 HW_API_CONTENT_REACHABLELINKS あるいは HW_API_CONTENT_PLAIN のうちのいずれかです。

HW_API_CONTENT_ALLLINKS は、 たとえそれが指している先が存在しない場合でもすべての対象アンカーを挿入します。

HW_API_CONTENT_REACHABLELINKS は、 到達可能なリンクのみを挿入するよう hw_api_content() に指示し、 HW_API_CONTENT_PLAIN は文書にリンクを一切含めません。

返り値

hw_api_content のインスタンスを返します。

hw_api->copy
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->copy — 物理的にコピーする

説明

hw_api_content hw_api::copy ( array $parameter )

この関数は物理的なコピーを作成します。 もしコンテンツが含まれる場合は、それも含めてコピーされ、 新しいオブジェクトあるいはエラーオブジェクトを返します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier' および 'destinationParentIdentifier' が含まれます。オプションのパラメータは 'attributeSelector' です。

返り値

コピーしたオブジェクトを返します。

参考
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hw_api->move
hw_api->link

hw_api->dbstat
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->dbstat — データベースサーバの統計情報を返す

説明

hw_api_object hw_api::dbstat ( array $parameter )

データベースサーバの統計情報を返します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->dcstat
hw_api->hwstat
hw_api->ftstat

hw_api->dcstat
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->dcstat — 文書キャッシュサーバの統計情報を返す

説明

hw_api_object hw_api::dcstat ( array $parameter )

文書キャッシュサーバの統計情報を返します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->dbstat
hw_api->hwstat
hw_api->ftstat

hw_api->dstanchors
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->dstanchors — すべての対象アンカーの一覧を返す

説明

array hw_api::dstanchors ( array $parameter )

オブジェクトのすべての対象アンカーを取得します。

パラメータ
parameter
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パラメータ配列には、必須要素 'objectIdentifier'、オプションの要素 'attributeSelector' および 'objectQuery' が含まれます。

返り値

参考

hw_api->srcanchors

hw_api->dstofsrcanchor
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->dstofsrcanchor — ソースアンカーの対象を返す

説明

hw_api_object hw_api::dstofsrcanchor ( array $parameter )

指定したソースアンカーが指す対象オブジェクトを取得します。 対象オブジェクトは、対象アンカーあるいは文書全体となります。

パラメータ
parameter

パラメータ配列には、必須要素 'objectIdentifier' およびオプションの要素 'attributeSelector' が含まれます。

返り値

参考

hw_api->srcanchors
hw_api->dstanchors
hw_api->objectbyanchor

hw_api_error->count
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_error->count — 原因の数を返す

説明

int hw_api_error::count ( void )

エラーの原因の数を返します。

返り値

エラーの原因の数を返します。

参考

hw_api_error->reason

hw_api_error->reason
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_error->reason — エラーの原因を返す

説明

HW_API_Reason hw_api_error::reason ( void )

最初のエラーの原因を返します。
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返り値

参考

hw_api_error->count

hw_api->find
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->find — オブジェクトを検索する

説明

array hw_api::find ( array $parameter )

この関数は、キーやフルテキストクエリを使用してオブジェクトを検索します。 見つかったオブジェクトは、オプションのオブジェクトクエリによって さらに絞り込むことができます。また、その重要性の順に並べ替えられます。 2 回目の検索は相対的に遅くなり、その結果は
ある程度絞り込まれます。 これによりインクリメンタルな検索ができ、前の検索の結果をもとに 検索を進めていくことが可能となります。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、 検索したい方法に応じて 'keyquery' や 'fulltextquery' が含まれます。オプションのパラメータは 'objectquery'、'scope'、'languages' および 'attributeselector' です。インクリメンタルな検索の場合、オプションのパラメータ
'startIndex'、'numberOfObjectsToGet' および 'exactMatchUnit' が渡されます。

返り値

hw_api->ftstat
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->ftstat — フルテキストサーバの統計情報を返す

説明

hw_api_object hw_api::ftstat ( array $parameter )

フルテキストサーバの統計情報を返します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->dcstat
hw_api->dbstat
hw_api->hwstat

hwapi_hgcsp
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hwapi_hgcsp — hw_api クラスのオブジェクトを返す

説明

HW_API hwapi_hgcsp ( string $hostname [, int $port ] )

ホスト hostname 上の Hyperwave サーバへの接続をオープンします。 プロトコルは HGCSP を使用します。

パラメータ
hostname
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ホスト名。
port

ポート番号を渡さなかった場合は、418 が用いられます。

返り値

HW_API のインスタンスを返します。

hw_api->hwstat
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->hwstat — Hyperwave サーバについての統計情報を返す

説明

hw_api_object hw_api::hwstat ( array $parameter )

Hyperwave サーバについての統計情報を返します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->dcstat
hw_api->dbstat
hw_api->ftstat

hw_api->identify
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->identify — Hyperwave サーバにログインする

説明

bool hw_api::identify ( array $parameter )

Hyperwave サーバにログインします。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、 要素 'username' および 'password' が含まれている必要があります。

返り値

認証に失敗した場合は HW_API_Error 型のオブジェクト、 成功した場合は TRUE を返します。

hw_api->info
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->info — サーバ設定についての情報を返す

説明

array hw_api::info ( array $parameter )

サーバ設定についての情報を返します。
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パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->dcstat
hw_api->dbstat
hw_api->ftstat
hw_api->hwstat

hw_api->insert
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->insert — 新しいオブジェクトを挿入する

説明

hw_api_object hw_api::insert ( array $parameter )

新しいオブジェクトを挿入します。オブジェクトは ユーザ(user)・グループ(group)・文書(document)・アンカー(anchor) のいずれかの型となります。 オブジェクトの型に応じて、設定すべき他の属性が決まります。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'object' および 'content' (オブジェクトが文書である場合)、そしてオプションの要素として 'parameters'、'mode' および 'attributeSelector' が含まれます。 'object' は、オブジェクトの全ての属性を含む必要があります。 'parameters'
は、例えば destination のような (属性のキーは 'Parent' です) 追加の属性を保持するものです 'content' は文書の内容です。'mode' は以下のフラグの組み合わせです。
HW_API_INSERT_NORMAL

オブジェクトはサーバに挿入されます。
HW_API_INSERT_FORCE_VERSION_CONTROL
HW_API_INSERT_AUTOMATIC_CHECKOUT
HW_API_INSERT_PLAIN
HW_API_INSERT_KEEP_TIME_MODIFIED
HW_API_INSERT_DELAY_INDEXING

返り値

参考

hw_api->replace

hw_api->insertanchor
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->insertanchor — アンカー型の新しいオブジェクトを挿入する

説明

hw_api_object hw_api::insertanchor ( array $parameter )

この関数は hwapi_insert() の短縮版です。 アンカー型のオブジェクトを挿入し、必要な属性を設定します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'object' および 'documentIdentifier'、そしてオプションの要素 'destinationIdentifier'、'parameter'、'hint' および 'attributeSelector' が含まれます。 'documentIdentifier' は、アンカーが挿入される文書を指定します。 アンカーの対
象が既に存在する場合は、それを 'destinationIdentifier' に設定します。対象が存在しない場合は、 後で挿入する予定のオブジェクトの名前を 'hint' に設定しなければなりません。 オブジェクトが挿入された後に、アンカーの指し示す先は自動的に解決されます。

返り値

参考

hw_api->insert
hw_api->insertdocument
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hw_api->insertcollection

hw_api->insertcollection
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->insertcollection — コレクション型の新しいオブジェクトを挿入する

説明

hw_api_object hw_api::insertcollection ( array $parameter )

この関数は hwapi_insert() の短縮版です。 コレクション型のオブジェクトを挿入し、必要な属性を設定します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'object' および 'parentIdentifier'、そしてオプションの要素 'parameter' および 'attributeSelector' が含まれます。 個々の要素の意味については hwapi_insert() を参照ください。

返り値

参考

hw_api->insert
hw_api->insertdocument
hw_api->insertanchor

hw_api->insertdocument
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->insertdocument — 文書型の新しいオブジェクトを挿入する

説明

hw_api_object hw_api::insertdocument ( array $parameter )

この関数は hwapi_insert() の短縮版です。 内容を含むのオブジェクトを挿入し、文書に必要な属性を設定します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'object'、'parentIdentifier' および 'content'、そしてオプションの要素 'mode'、'parameter' および 'attributeSelector' が含まれます。

個々の要素の意味については hwapi_insert() を参照ください。

返り値

参考

hw_api->insert
hw_api->insertcollection
hw_api->insertanchor

hw_api->link
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->link — オブジェクトへのリンクを作成する

説明

bool hw_api::link ( array $parameter )

オブジェクトへのリンクを作成します。このリンクへのアクセスは、 リンクが指している先のオブジェクトへのアクセスと同じになります。
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パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier' および 'destinationParentIdentifier' が含まれます。 'destinationParentIdentifier' は対象のコレクションです。

返り値

この関数は、成功した場合に TRUE、それ以外の場合にエラーオブジェクトを返します。

参考

hw_api->copy

hw_api->lock
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->lock — オブジェクトをロックする

説明

bool hw_api::lock ( array $parameter )

この関数をコールすると、オブジェクトを排他的に編集するためにロックします。 ロックを解除できるのは、ロックしたユーザあるいはシステムユーザのみです。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier' とオプションのパラメータ 'mode' および 'objectquery' が含まれます。

'mode' は、オブジェクトをどのようにロックするのかを指定します。 HW_API_LOCK_NORMAL は、 ロックが解除されるまでオブジェクトをロックします。 HW_API_LOCK_RECURSIVE はコレクションの場合にのみ有効で、 コレクション内のすべてのオブジェクト・子コレクション
をロックします。 HW_API_LOCK_SESSION は、 セッションが有効な間のみオブジェクトをロックします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_api->unlock

hw_api->move
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->move — コレクション間でオブジェクトを移動する

説明

bool hw_api::move ( array $parameter )

コレクション間でオブジェクトを移動します。

パラメータ
parameter

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_objrec2array() - 属性をオブジェクトレコードからオブジェクト配列に変換する
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hw_api_content
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_content — hw_api_content クラスの新しいインスタンスを作成する

説明

HW_API_Content hw_api_content ( string $content , string $mimetype )

文字列 content から新しいコンテンツオブジェクトを作成します。

パラメータ
content

mimetype

コンテンツの mime タイプ。

返り値

hw_api_object->assign
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->assign — オブジェクトを複製する

説明

bool hw_api_object::assign ( array $parameter )

オブジェクトの属性を複製します。

パラメータ
parameter

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

hw_api_object->attreditable
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->attreditable — 属性が編集可能かどうかを調べる

説明

bool hw_api_object::attreditable ( array $parameter )

属性が編集可能かどうかを調べます。

パラメータ
parameter

返り値

属性が編集可能な場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

hw_api_object->count
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->count — 属性の数を返す
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説明

int hw_api_object::count ( array $parameter )

属性の数を返します。

パラメータ
parameter

返り値

属性の数を返します。

hw_api_object->insert
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->insert — 新しい属性を挿入する

説明

bool hw_api_object::insert ( HW_API_Attribute $attribute )

オブジェクトに新しい属性を追加します。

パラメータ
attribute

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_api_object->remove

hw_api_object
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object — hw_api_object クラスの新しいインスタンスを作成する

説明

hw_api_object hw_api_object ( array $parameter )

hw_api_object クラスの新しいインスタンスを作成します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->lock

hw_api_object->remove
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->remove — 属性を削除する
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説明

bool hw_api_object::remove ( string $name )

指定した名前の属性を削除します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_api_object->insert

hw_api_object->title
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->title — title 属性を返す

説明

string hw_api_object::title ( array $parameter )

title 属性を返します。

パラメータ
parameter

返り値

タイトルを文字列で返します。

hw_api_object->value
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_object->value — 属性の値を返す

説明

string hw_api_object::value ( string $name )

指定した名前の属性の値を返します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

指定した名前の属性の値を返します。 エラーが発生した場合には FALSE を返します。

hw_api->object
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->object — 属性の情報を取得する
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説明

hw_api_object hw_api::object ( array $parameter )

この関数は、いずれかのバージョンのオブジェクトの属性情報を取得します。 文書の内容は返しません。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier'、そしてオプションの要素 'attributeSelector' および 'version' が含まれます。

返り値

返されるオブジェクトは、 成功した場合に HW_API_Object、 エラーが発生した場合に HW_API_Error となります。

例

この単純な例では、オブジェクトを取得してエラーが発生したかどうかを調べます。

例1 オブジェクトの取得
<?php
function handle_error($error)
{
  $reason = $error->reason(0);
  echo "Type: <b>";
  switch ($reason->type()) {
    case 0:
      echo "Error";
      break;
    case 1:
      echo "Warning";
      break;
    case 2:
      echo "Message";
      break;
  }
  echo "</b><br />\n";
  echo "Description: " . $reason->description("en") . "<br />\n";
}

function list_attr($obj)
{
  echo "<table>\n";
  $count = $obj->count();
  for ($i=0; $i<$count; $i++) {
    $attr = $obj->attribute($i);
    printf("<tr><td align=\"right\" bgcolor=\"#c0c0c0\"><b>%s</b></td><td bgcolor=\"#F0F0F0\">%s</td></tr>\n",
             $attr->key(), $attr->value());
  }
  echo "</table>\n";
}

$hwapi = hwapi_hgcsp($g_config[HOSTNAME]);
$parms = array("objectIdentifier"=>"rootcollection", "attributeSelector"=>array("Title", "Name", "DocumentType"));
$root = $hwapi->object($parms);
if (get_class($root) == "HW_API_Error") {
  handle_error($root);
  exit;
}
list_attr($root);
?>

参考

hw_api->content

hw_api->objectbyanchor
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->objectbyanchor — アンカーが所属しているオブジェクトを返す

説明

hw_api_object hw_api::objectbyanchor ( array $parameter )

この関数は、指定したアンカーが属しているオブジェクトを取得します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier' およびオプションの要素 'attributeSelector' が含まれます。

返り値
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参考

hw_api->dstofsrcanchor
hw_api->srcanchors
hw_api->dstanchors

hw_api->parents
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->parents — オブジェクトの親を返す

説明

array hw_api::parents ( array $parameter )

オブジェクトの親を取得します。オブジェクトクエリを指定することにより、 親をさらに絞り込むことが可能です。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectidentifier'、 そしてオプションの要素 'attributeselector' および 'objectquery' が含まれます。

返り値

返される値は、 HW_API_Object オブジェクトの配列あるいは HW_API_Error となります。

参考

hw_api->children

hw_api_reason->description
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_reason->description — 原因の説明を返す

説明

string hw_api_reason::description ( void )

原因の説明を返します。

返り値

原因の説明を返します。

hw_api_reason->type
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api_reason->type — 原因の型を返す

説明

HW_API_Reason hw_api_reason::type ( void )

原因の型を返します。

返り値

HW_API_Reason のインスタンスを返します。
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hw_api->remove
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->remove — オブジェクトを削除する

説明

bool hw_api::remove ( array $parameter )

指定した親から、オブジェクトを削除します。コレクションは、 再帰的に削除されます。

パラメータ
parameter

オプションのオブジェクトクエリを渡し、 条件を満たすオブジェクトのみを削除することも可能です。 それが最後のインスタンスである場合、オブジェクトは物理的に削除されます。

パラメータの配列には、必須要素 'objectidentifier' および 'parentidentifier' が含まれます。 ユーザやグループを削除したい場合には 'parentidentifier' は省略することができます。

オプションのパラメータ 'mode' は、削除をどのように行うかを指定します。 normal モードは、すべてのインスタンスが削除されるまで物理的な削除を行いません。 physical モードは、オブジェクトの全インスタンスが即時に削除されます。 removelinks モードは、そ
のオブジェクトが参照している先、 およびそのオブジェクトを参照している元も含めて削除されます。 nonrecursive の場合は、再帰的な削除は行われません。 空でないコレクションを削除しようとすると、エラーが発生します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

hw_api->move

hw_api->replace
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->replace — オブジェクトを置き換える

説明

hw_api_object hw_api::replace ( array $parameter )

オブジェクトの属性および内容を置き換えます。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier' および 'object'、 そしてオプションの要素 'content'、'parameters'、'mode' および 'attributeSelector' が含まれます。 'objectIdentifier' には置換元のオブジェクトを指定します。 'object' には新しいオブジェクトを指
定します。 'content' には新しいオブジェクトの内容を指定します。 'parameters' には HTML 文書の追加情報を指定します。 HTML_Language は、タイトルの言語の短縮形です。 HTML_Base は、HTML 文書の base 属性です。

'mode' は以下のフラグの組み合わせを指定します。
HW_API_REPLACE_NORMAL

サーバ上のオブジェクトを渡したオブジェクトに置き換えます。
HW_API_REPLACE_FORCE_VERSION_CONTROL
HW_API_REPLACE_AUTOMATIC_CHECKOUT
HW_API_REPLACE_AUTOMATIC_CHECKIN
HW_API_REPLACE_PLAIN
HW_API_REPLACE_REVERT_IF_NOT_CHANGED
HW_API_REPLACE_KEEP_TIME_MODIFIED

返り値

参考

hw_api->insert

hw_api->setcommittedversion
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)
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hw_api->setcommittedversion — 最後のバージョン以外のバージョンをコミットする

説明

hw_api_object hw_api::setcommittedversion ( array $parameter )

文書をコミットします。コミットされたバージョンが、 読み込みアクセス権を持つユーザから見えるものとなります。 デフォルトでは、最後のバージョンがコミットされたバージョンとなります。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->checkin
hw_api->checkout

hw_api->srcanchors
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->srcanchors — ソースアンカーの一覧を返す

説明

array hw_api::srcanchors ( array $parameter )

オブジェクトの全てのソースアンカーを取得します。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier'、 そしてオプションの要素 'attributeSelector' および 'objectQuery' が含まれます。

返り値

参考

hw_api->dstanchors

hw_api->srcsofdst
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->srcsofdst — 対象オブジェクトのソースを返す

説明

array hw_api::srcsofdst ( array $parameter )

指定した対象を指しているすべてのソースアンカーを取得します。 対象となるオブジェクトとしては、 対象アンカーあるいはドキュメント全体を指定できます。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、必須要素 'objectIdentifier'、 そしてオプションの要素 'attributeSelector' および 'objectQuery' が含まれます。 この関数は、オブジェクトの配列あるいはエラーを返します。

返り値

参考

hw_api->dstofsrcanchor
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hw_api->unlock
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->unlock — オブジェクトのロックを解除する

説明

bool hw_api::unlock ( array $parameter )

ロックされたオブジェクトのロックを解除します。 ロックを解除できるのは、そのオブジェクトをロックしたユーザか システムユーザのみです。

パラメータ
parameter

パラメータの配列には、 必須属性 'objectIdentifier'、そしてオプションのパラメータ 'mode' および 'objectquery' が含まれます。 'mode' の意味は hwapi_lock() 関数と同じです。

返り値

成功した場合に TRUE、それ以外の場合に HW_API_Error クラスのオブジェクトを返します。

参考

hw_api->lock

hw_api->user
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->user — 自分自身のユーザオブジェクトを返す

説明

hw_api_object hw_api::user ( array $parameter )

自分自身のユーザオブジェクトを返します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->userlist

hw_api->userlist
(PHP 4, PHP 5 < 5.2.0, PECL hwapi SVN)

hw_api->userlist — ログイン中の全ユーザの一覧を返す

説明

array hw_api::userlist ( array $parameter )

ログイン中の全ユーザの一覧を返します。

パラメータ
parameter

返り値

参考

hw_api->user
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目次
hw_api_attribute->key — 属性のキーを返す
hw_api_attribute->langdepvalue — 指定した言語の値を返す
hw_api_attribute->value — 属性の値を返す
hw_api_attribute->values — 属性のすべての値を返す
hw_api_attribute — hw_api_attribute クラスのインスタンスを作成する
hw_api->checkin — オブジェクトをチェックインする
hw_api->checkout — オブジェクトをチェックアウトする
hw_api->children — オブジェクトの子を返す
hw_api_content->mimetype — mimetype を返す
hw_api_content->read — コンテンツを読み込む
hw_api->content — オブジェクトのコンテンツを返す
hw_api->copy — 物理的にコピーする
hw_api->dbstat — データベースサーバの統計情報を返す
hw_api->dcstat — 文書キャッシュサーバの統計情報を返す
hw_api->dstanchors — すべての対象アンカーの一覧を返す
hw_api->dstofsrcanchor — ソースアンカーの対象を返す
hw_api_error->count — 原因の数を返す
hw_api_error->reason — エラーの原因を返す
hw_api->find — オブジェクトを検索する
hw_api->ftstat — フルテキストサーバの統計情報を返す
hwapi_hgcsp — hw_api クラスのオブジェクトを返す
hw_api->hwstat — Hyperwave サーバについての統計情報を返す
hw_api->identify — Hyperwave サーバにログインする
hw_api->info — サーバ設定についての情報を返す
hw_api->insert — 新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->insertanchor — アンカー型の新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->insertcollection — コレクション型の新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->insertdocument — 文書型の新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->link — オブジェクトへのリンクを作成する
hw_api->lock — オブジェクトをロックする
hw_api->move — コレクション間でオブジェクトを移動する
hw_api_content — hw_api_content クラスの新しいインスタンスを作成する
hw_api_object->assign — オブジェクトを複製する
hw_api_object->attreditable — 属性が編集可能かどうかを調べる
hw_api_object->count — 属性の数を返す
hw_api_object->insert — 新しい属性を挿入する
hw_api_object — hw_api_object クラスの新しいインスタンスを作成する
hw_api_object->remove — 属性を削除する
hw_api_object->title — title 属性を返す
hw_api_object->value — 属性の値を返す
hw_api->object — 属性の情報を取得する
hw_api->objectbyanchor — アンカーが所属しているオブジェクトを返す
hw_api->parents — オブジェクトの親を返す
hw_api_reason->description — 原因の説明を返す
hw_api_reason->type — 原因の型を返す
hw_api->remove — オブジェクトを削除する
hw_api->replace — オブジェクトを置き換える
hw_api->setcommittedversion — 最後のバージョン以外のバージョンをコミットする
hw_api->srcanchors — ソースアンカーの一覧を返す
hw_api->srcsofdst — 対象オブジェクトのソースを返す
hw_api->unlock — オブジェクトのロックを解除する
hw_api->user — 自分自身のユーザオブジェクトを返す
hw_api->userlist — ログイン中の全ユーザの一覧を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Hyperwave API 関数

hw_api_attribute->key — 属性のキーを返す
hw_api_attribute->langdepvalue — 指定した言語の値を返す
hw_api_attribute->value — 属性の値を返す
hw_api_attribute->values — 属性のすべての値を返す
hw_api_attribute — hw_api_attribute クラスのインスタンスを作成する
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hw_api->checkin — オブジェクトをチェックインする
hw_api->checkout — オブジェクトをチェックアウトする
hw_api->children — オブジェクトの子を返す
hw_api_content->mimetype — mimetype を返す
hw_api_content->read — コンテンツを読み込む
hw_api->content — オブジェクトのコンテンツを返す
hw_api->copy — 物理的にコピーする
hw_api->dbstat — データベースサーバの統計情報を返す
hw_api->dcstat — 文書キャッシュサーバの統計情報を返す
hw_api->dstanchors — すべての対象アンカーの一覧を返す
hw_api->dstofsrcanchor — ソースアンカーの対象を返す
hw_api_error->count — 原因の数を返す
hw_api_error->reason — エラーの原因を返す
hw_api->find — オブジェクトを検索する
hw_api->ftstat — フルテキストサーバの統計情報を返す
hwapi_hgcsp — hw_api クラスのオブジェクトを返す
hw_api->hwstat — Hyperwave サーバについての統計情報を返す
hw_api->identify — Hyperwave サーバにログインする
hw_api->info — サーバ設定についての情報を返す
hw_api->insert — 新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->insertanchor — アンカー型の新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->insertcollection — コレクション型の新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->insertdocument — 文書型の新しいオブジェクトを挿入する
hw_api->link — オブジェクトへのリンクを作成する
hw_api->lock — オブジェクトをロックする
hw_api->move — コレクション間でオブジェクトを移動する
hw_api_content — hw_api_content クラスの新しいインスタンスを作成する
hw_api_object->assign — オブジェクトを複製する
hw_api_object->attreditable — 属性が編集可能かどうかを調べる
hw_api_object->count — 属性の数を返す
hw_api_object->insert — 新しい属性を挿入する
hw_api_object — hw_api_object クラスの新しいインスタンスを作成する
hw_api_object->remove — 属性を削除する
hw_api_object->title — title 属性を返す
hw_api_object->value — 属性の値を返す
hw_api->object — 属性の情報を取得する
hw_api->objectbyanchor — アンカーが所属しているオブジェクトを返す
hw_api->parents — オブジェクトの親を返す
hw_api_reason->description — 原因の説明を返す
hw_api_reason->type — 原因の型を返す
hw_api->remove — オブジェクトを削除する
hw_api->replace — オブジェクトを置き換える
hw_api->setcommittedversion — 最後のバージョン以外のバージョンをコミットする
hw_api->srcanchors — ソースアンカーの一覧を返す
hw_api->srcsofdst — 対象オブジェクトのソースを返す
hw_api->unlock — オブジェクトのロックを解除する
hw_api->user — 自分自身のユーザオブジェクトを返す
hw_api->userlist — ログイン中の全ユーザの一覧を返す

HTTP

導入
この HTTP 拡張モジュールの狙いは、主要な アプリケーションのために便利で強力な機能を提供することです。

HTTP 拡張モジュールは、HTTP URLや日付、リダイレクト、 ヘッダおよび HTTP コンテキスト内の (入出力両方の) メッセージを使いやすくします。 また、言語や文字セットのクライアントネゴシエーション機能や 任意のデータ通信におけるキャッシュ・リジューム機能を提
供します。

さらに、PHP 5 以降では強力なリクエスト機能や平行インターフェイスも用意しています。 これは、cURL サポートついでこの拡張モジュールをビルドした場合のみです。

このマニュアルでは、API リファレンスに加えて インストールや設定の方法、定義済みのグローバル定数などを 以下の節で説明しています。

インストール/設定
目次
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要件
HTTP 拡張モジュールのインストール
実行時設定
リソース型

要件
HttpResponse クラスは PHP v5.1 以降が必要です。 その他のクラスは PHP v5.0 以降で使用できます。

注意: しかし、PHP v5.0 ではいくつか使用できないメソッドがあることに注意しましょう。

Windows 上でのインストールのための要件
Windows でこの拡張モジュールを使用するには、さらに hash, iconv そして SPL をロードする必要があります。

その他のプラットフォーム上でのインストールのための要件
この拡張モジュールを » libcurl サポートつきでビルドしないと、 request 機能 (--with-http-curl-requests) を使用することができません。ライブラリのバージョンは v7.12.3 以降でなければなりません。

圧縮されたレスポンスデータの送受信を有効にするには、 この拡張モジュールを » zlib サポートつきでビルドする必要があります (--with-http-zlib-compression)。 ライブラリのバージョンは v1.2.2 以降でなければなりません。

Content type の推測を使用するには、この拡張モジュールを » libmagic サポートつきでビルドする必要があります (--with-http-magic-mime)。

インストール/設定

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/pecl_http.

注意: この拡張モジュールの正式な名前は pecl_http です。

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

HTTP 設定オプション

名前 デフォル
ト 変更の可否 説明

http.etag.mode "MD5" PHP_INI_ALL ETag の生成に使用するハッシュアルゴリズム。MD5、SHA1 および CRC32 が常に使用可能です。hash 拡張モジュールが有効な場合は、この拡張モジュールがサポートする 任意のハッシュアル
ゴリズムを使用可能です。

http.log.cache "" PHP_INI_ALL ログファイルへのパス (あるいはストリームラッパーの url)。 キャッシュにヒットした場合にここに書き込みます。
http.log.redirect "" PHP_INI_ALL ログファイルへのパス (あるいはストリームラッパーの url)。 リダイレクトした場合にここに書き込みます。
http.log.not_found "" PHP_INI_ALL ログファイルへのパス (あるいはストリームラッパーの url)。 "file not found" エラーが発生した場合にここに書き込みます。
http.log.allowed_methods "" PHP_INI_ALL ログファイルへのパス (あるいはストリームラッパーの url)。 "allowed methods" に違反した場合にここに書き込みます。
http.log.composite "" PHP_INI_ALL ログファイルへのパス (あるいはストリームラッパーの url)。 すべてのイベントをここに書き込みます。

http.request.methods.allowed "" PHP_INI_ALL 許可するリクエストメソッド。ここに挙げた以外のリクエストメソッドを クライアントが発行した場合は、ステータス "405 Method not allowed" で PHP が終了します。 "終了" の意味について
は、INI 設定 http.force_exit を参照ください。

http.request.methods.custom "" PHP_INI_PERDIR|PHP_INI_SYSTEM 独自のリクエストメソッド。非標準のリクエストメソッドを使用したい場合は、 これを INI 設定あるいは http_request_method_register() で指定します。
http.request.datashare.cookie "0" PHP_INI_SYSTEM グローバルの HttpRequestDataShare がデフォルトでクッキー情報を共有するかどうか。
http.request.datashare.dns "1" PHP_INI_SYSTEM グローバルの HttpRequestDataShare がデフォルトで名前解決情報を共有するかどうか。
http.request.datashare.ssl "0" PHP_INI_SYSTEM グローバルの HttpRequestDataShare がデフォルトで SSL セッション情報を共有するかどうか。 これは、まだ libcurl で実装されていません。
http.request.datashare.connect "0" PHP_INI_SYSTEM グローバルの HttpRequestDataShare がデフォルトで接続情報を共有するかどうか。 これは、まだ libcurl で実装されていません。
http.persistent.handles.limit "-1" PHP_INI_SYSTEM 持続させるハンドルの最大数。
http.persistent.handles.ident "GLOBAL" PHP_INI_ALL 持続ハンドルの ident。
http.send.inflate.start_auto "0" PHP_INI_PERDIR|PHP_INI_SYSTEM inflate 出力ハンドラを自動的に開始するかどうか。
http.send.inflate.start_flags "0" PHP_INI_ALL inflate 出力ハンドラの初期化設定。
http.send.deflate.start_auto "0" PHP_INI_PERDIR|PHP_INI_SYSTEM deflate 出力ハンドラを自動的に開始するかどうか。

http://curl.haxx.se/libcurl/
http://www.zlib.net/
http://sf.net/projects/libmagic
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/pecl_http
http://pecl.php.net/package/pecl_http
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http.send.deflate.start_flags "0" PHP_INI_ALL deflate 出力ハンドラの初期化設定。 deflate 定数 を参照ください。
http.send.not_found_404 "1" PHP_INI_ALL http_send_file() が指定したファイルを見つけられなかった場合に 自動的に "404 Not found" で終了するかどうか。 "終了" の意味については、INI 設定 http.force_exit を参照ください。
http.only_exceptions "0" PHP_INI_ALL すべての notices/warnings/errors を例外としてスローするかどうか。

http.force_exit "1" PHP_INI_ALL "exits with a status of..." が発生するたびに、 通常はスクリプトの実行を終了します。このオプションを無効にすると、 廃棄用 (dev/null) の出力ハンドラを開始し、 スクリプトをそのまま続行
します。

リソース型
この拡張モジュールではストリームリソースを定義しています。これは http_get_request_body_stream() および (その後の) HttpResponse::getStream() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

http_support() で使用する定数
HTTP_SUPPORT (integer)

この定数を問い合わせると、常に TRUE を返します。
HTTP_SUPPORT_REQUESTS (integer)

HTTP リクエストをサポートしているかどうか、 つまり libcurl のサポート込みでコンパイルされているかどうか。
HTTP_SUPPORT_MAGICMIME (integer)

HTTP メッセージにおける Content-Type の推測をサポートしているかどうか、 つまり libmagic のサポート込みでコンパイルされているかどうか。
HTTP_SUPPORT_ENCODINGS (integer)

zlib エンコーディングをサポートしているかどうか、 つまり libz のサポート込みでコンパイルされているかどうか。
HTTP_SUPPORT_SSLREQUESTS (integer)

SSL 越しの HTTP リクエストの発行をサポートしているかどうか、 つまり、リンクしている libcurl に SSL サポートが組み込まれているかどうか。

http_parse_params() で使用する定数
HTTP_PARAMS_ALLOW_COMMA (integer)

区切り文字として、セミコロンのほかにカンマも許可します。
HTTP_PARAMS_ALLOW_FAILURE (integer)

エラーが発生した後もパースを続行します。
HTTP_PARAMS_RAISE_ERROR (integer)

パースエラー時に PHP の警告を発生します。
HTTP_PARAMS_DEFAULT (integer)

上の三つすべての論理和。

http_parse_cookie() およびその返り値で使用する定数
HTTP_COOKIE_PARSE_RAW (integer)

値を urldecode しません。
HTTP_COOKIE_SECURE (integer)

クッキーのパラメータリストに "secure" があるかどうか。
HTTP_COOKIE_HTTPONLY (integer)

クッキーのパラメータリストに "httpOnly" があるかどうか。

http_deflate() および HttpDeflateStream で使用する定数
HTTP_DEFLATE_LEVEL_DEF (integer)
HTTP_DEFLATE_LEVEL_MIN (integer)
HTTP_DEFLATE_LEVEL_MAX (integer)
HTTP_DEFLATE_TYPE_ZLIB (integer)
HTTP_DEFLATE_TYPE_GZIP (integer)
HTTP_DEFLATE_TYPE_RAW (integer)
HTTP_DEFLATE_STRATEGY_DEF (integer)
HTTP_DEFLATE_STRATEGY_FILT (integer)
HTTP_DEFLATE_STRATEGY_HUFF (integer)
HTTP_DEFLATE_STRATEGY_RLE (integer)
HTTP_DEFLATE_STRATEGY_FIXED (integer)

HttpDeflateStream および HttpInflateStream で使用する定数
HTTP_ENCODING_STREAM_FLUSH_NONE (integer)

フラッシュしません。
HTTP_ENCODING_STREAM_FLUSH_SYNC (integer)

同期フラッシュのみを行います。
HTTP_ENCODING_STREAM_FLUSH_FULL (integer)

データの完全なフラッシュを行います。

エラー報告および例外で使用する定数
HTTP_E_RUNTIME (integer)

実行時エラー。
HTTP_E_INVALID_PARAM (integer)
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無効なパラメータが渡されました。
HTTP_E_HEADER (integer)

header() あるいは同等の処理に失敗しました。
HTTP_E_MALFORMED_HEADERS (integer)

HTTP ヘッダのパースエラー。
HTTP_E_REQUEST_METHOD (integer)

未知の/無効な リクエストメソッドです。
HTTP_E_MESSAGE_TYPE (integer)

操作とメッセージの型が一致しません。
HTTP_E_ENCODING (integer)

エンコード/デコード エラー。
HTTP_E_REQUEST (integer)

リクエストに失敗しました。
HTTP_E_REQUEST_POOL (integer)

リクエストプールに失敗しました。
HTTP_E_SOCKET (integer)

ソケットの例外。
HTTP_E_RESPONSE (integer)

レスポンスに失敗しました。
HTTP_E_URL (integer)

URL が無効です。
HTTP_E_QUERYSTRING (integer)

クエリ文字列の操作に失敗しました。

HttpMessage で使用する定数
HTTP_MSG_NONE (integer)

メッセージに型が指定されていません。
HTTP_MSG_REQUEST (integer)

リクエスト型のメッセージ。
HTTP_MSG_RESPONSE (integer)

レスポンス型のメッセージ。

HttpQueryString で使用する定数
HTTP_QUERYSTRING_TYPE_BOOL (integer)
HTTP_QUERYSTRING_TYPE_INT (integer)
HTTP_QUERYSTRING_TYPE_FLOAT (integer)
HTTP_QUERYSTRING_TYPE_STRING (integer)
HTTP_QUERYSTRING_TYPE_ARRAY (integer)
HTTP_QUERYSTRING_TYPE_OBJECT (integer)

httpauthtype リクエストのオプション で使用する定数
HTTP_AUTH_BASIC (integer)

ベーシック認証を使用します。
HTTP_AUTH_DIGEST (integer)

ダイジェスト認証を使用します。
HTTP_AUTH_NTLM (integer)

"NTLM" 認証を使用します。
HTTP_AUTH_GSSNEG (integer)

"GSS-NEGOTIATE" 認証を使用します。
HTTP_AUTH_ANY (integer)

任意の認証スキームを試みます。

HTTP protocol バージョン リクエストのオプション で使用する定数
HTTP_VERSION_ANY (integer)

HTTP プロトコルのバージョンを指定しません。
HTTP_VERSION_1_0 (integer)

HTTP バージョン 1.0。
HTTP_VERSION_1_1 (integer)

HTTP バージョン 1.1。

SSL protocol 型およびバージョン リクエストのオプション で使用する定数
HTTP_SSL_VERSION_ANY (integer)

SSL プロトコルのバージョンを指定しません。
HTTP_SSL_VERSION_TLSv1 (integer)

TLSv1 のみを使用します。
HTTP_SSL_VERSION_SSLv3 (integer)

SSLv3 のみを使用します。
HTTP_SSL_VERSION_SSLv2 (integer)

SSLv2 のみを使用します。

proxytype リクエストのオプション で使用する定数
HTTP_PROXY_SOCKS4 (integer)

SOCKS4 型のプロキシ。
HTTP_PROXY_SOCKS5 (integer)

SOCKS5 型のプロキシ。
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HTTP_PROXY_HTTP (integer)
標準の HTTP プロキシ。

ipresolve リクエストのオプション で使用する定数
HTTP_IPRESOLVE_V4 (integer)

IPv4 のみで名前解決を行います。
HTTP_IPRESOLVE_V6 (integer)

IPv6 のみで名前解決を行います。
HTTP_IPRESOLVE_ANY (integer)

任意の IP メカニズムで名前解決を行います。

定義済みの HTTP リクエストメソッド定数
HTTP_METH_GET (integer)
HTTP_METH_HEAD (integer)
HTTP_METH_POST (integer)
HTTP_METH_PUT (integer)
HTTP_METH_DELETE (integer)
HTTP_METH_OPTIONS (integer)
HTTP_METH_TRACE (integer)
HTTP_METH_CONNECT (integer)
HTTP_METH_PROPFIND (integer)
HTTP_METH_PROPPATCH (integer)
HTTP_METH_MKCOL (integer)
HTTP_METH_COPY (integer)
HTTP_METH_MOVE (integer)
HTTP_METH_LOCK (integer)
HTTP_METH_UNLOCK (integer)
HTTP_METH_VERSION_CONTROL (integer)
HTTP_METH_REPORT (integer)
HTTP_METH_CHECKOUT (integer)
HTTP_METH_CHECKIN (integer)
HTTP_METH_UNCHECKOUT (integer)
HTTP_METH_MKWORKSPACE (integer)
HTTP_METH_UPDATE (integer)
HTTP_METH_LABEL (integer)
HTTP_METH_MERGE (integer)
HTTP_METH_BASELINE_CONTROL (integer)
HTTP_METH_MKACTIVITY (integer)
HTTP_METH_ACL (integer)

http_redirect() で使用する定数
HTTP_REDIRECT (integer)

適切なリダイレクト方式を判断します。
HTTP_REDIRECT_PERM (integer)

永続的なリダイレクト (301 Moved permanently)。
HTTP_REDIRECT_FOUND (integer)

標準のリダイレクト (302 Found)。

注意: RFC 1945 および RFC 2068 にて、 リダイレクトされたリクエストのメソッドをクライアントで変更してはいけないと規定されています。 しかし、既存のほとんどのユーザエージェントの実装は、 302 をまるで 303 のレスポンスであるかのように扱
い、 元のリクエストメソッドが何であるかにかかわらず Location フィールドの値に GET リクエストを実行します。 ステータスコード 303 および 307 が追加されたのは、 クライアント側に期待する反応をサーバ側で指定できるようにするためです。

HTTP_REDIRECT_POST (integer)
POST リクエストが適切なリダイレクト (303 See other)。

HTTP_REDIRECT_PROXY (integer)
プロキシリダイレクト (305 Use proxy)。

HTTP_REDIRECT_TEMP (integer)
一時的なリダイレクト (307 Temporary Redirect)。

http_build_url() で使用する定数
HTTP_URL_REPLACE (integer)

最初の URL のすべての部分を、二番目の URL がある場合にそれで置き換えます。
HTTP_URL_JOIN_PATH (integer)

相対パスを連結します。
HTTP_URL_JOIN_QUERY (integer)

クエリ文字列を連結します。
HTTP_URL_STRIP_USER (integer)

認証ユーザに関する情報を取り除きます。
HTTP_URL_STRIP_PASS (integer)

認証パスワードに関する情報を取り除きます。
HTTP_URL_STRIP_AUTH (integer)

すべての認証情報を取り除きます。
HTTP_URL_STRIP_PORT (integer)

明示的なポート番号の指定を取り除きます。
HTTP_URL_STRIP_PATH (integer)

完全パスを取り除きます。
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HTTP_URL_STRIP_QUERY (integer)
クエリ文字列を取り除きます。

HTTP_URL_STRIP_FRAGMENT (integer)
フラグメント (# 以降) を取り除きます。

HTTP_URL_STRIP_ALL (integer)
スキームとホスト以外のすべての部分を取り除きます。

HttpRequest クラスおよびリクエスト関数で使用するオプション
タイムアウトに関連するオプション
timeout (integer)

リクエスト全体が完了するまでの秒数。
connecttimeout (integer)

名前解決を含む接続にかける秒数。
dns_cache_timeout (integer)

dns キャッシュエントリのタイムアウト秒数。

url に関連するオプション
url (string)

リクエスト url。
port (integer)

url で指定したものとは別のポートを使用する場合のポート。
redirect (integer)

リダイレクトをどれだけ追いかけるか。デフォルトは 0。
unrestrictedauth (bool)

別のホストにリダイレクトする際に認証情報を引き継ぐかどうか。
referer (string)

リファラとして送信する url。

クッキーに関連するオプション
encodecookies (bool)

独自のクッキーを送信する前に urlencode() するかどうか。
cookies (array)

クッキーの内容を表す array("cookie" => "value") 形式の連想配列。
cookiestore (string)

クッキーを保存するファイルへのパス。
cookiesession (bool)

TRUE の場合は、cookiestore からセッションクッキーを読み込まない。

ヘッダに関連するオプション
useragent (string)

ユーザエージェントとして送信する内容。デフォルトは PECL::HTTP/x.y.z (PHP/x.y.z)。 送信したくない場合は、明示的に空文字列を設定します。
lastmodified (int)

If-(Un)Modified-Since ヘッダ用のタイムスタンプ。
etag (string)

If-(None-)Match ヘッダ用のクォートした etag。
headers (array)

独自のヘッダを指定する、 array("header" => "value") 形式の連想配列。

認証に関連するオプション
httpauth (string)

"user:pass" 形式の http 認証情報。
httpauthtype (int)

HTTP 認証方式の定数。
(array)

プロキシに関連するオプション
proxyhost (string)

"host[:port]" 形式のプロキシホスト。
proxyport (int)

proxyhost で指定したものとは別のポートを使用する場合のプロキシポート。
proxytype (int)

HTTP プロキシ形式の定数。
proxyauth (string)

"user:pass" 形式のプロキシ認証情報。
proxyauthtype (int)

HTTP 認証形式の定数。

転送に関連するオプション
compress (bool)

gzip/deflate エンコードされたレスポンスを受け入れるかどうか。
resume (int)
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サーバがサポートしている場合 (レスポンスコード 206) に、指定したバイトオフセットからダウンロードを開始する。
range (array)

配列の配列で、それぞれ二つの integer を含み。 ダウンロードする範囲を指定する。 サーバがサポートしており (レスポンスコード 206)、 resume オプションが空の場合にのみ有効。

制限に関連するオプション
maxfilesize (integer)

ダウンロードできるファイルサイズの最大値。 リクエストされたエンティティのサイズが取得できない場合 (動的なページで分割して転送している場合など) には無意味。
low_speed_limit (int)

リクエストが成功するために必要な最低限の転送速度。
low_speed_time (int)

リクエストが成功するために、 low_speed_limit 以上で転送しなければならない時間。
max_send_speed (int)

最大の送信速度。バイト毎秒。
max_recv_speed (int)

最大の受信速度。バイト毎秒。

コールバックオプション
onprogress (callback)

進捗状況のコールバック。

ネットワークオプション
interface (string)

送信用のネットワークインターフェイス (ifname、ip あるいは hostname)。
portrange (array)

二つの整数で指定する、送信用のポートの範囲。

SSL オプション
ssl (array)

注意: SSL のオプションは、オプション名 "ssl" の配列として指定します。

cert (string)
証明書へのパス。

certtype (string)
証明書の形式。

certpasswd (string)
証明書のパスワード。

key (string)
鍵へのパス。

keytype (string)
鍵の形式。

keypasswd (string)
鍵のパスワード。

engine (string)
使用する ssl エンジン。

version (int)
使用する ssl バージョン。

verifypeer (bool)
相手側を検証するかどうか。

verifyhost (bool)
ホストを検証するかどうか。

cipher_list (string)
利用できる暗号形式の一覧。

cainfo (string)
capath (string)
random_file (string)
egdsocket (string)

HttpDeflateStream クラス
クラス概要
HttpDeflateStream {
public void __construct ([ int $flags = 0 ] )
public HttpDeflateStream factory ([ int $flags = 0 [, string $class_name = "HttpDeflateStream" ]] )
public string finish ([ string $data ] )
public string flush ([ string $data ] )
public string update ( string $data )
}

クラスのメンバ
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定義済み定数
型 名前 説明
int TYPE_GZIP gzip エンコーディング
int TYPE_ZLIB zlib 圧縮エンコーディング
int TYPE_RAW raw 圧縮エンコーディング
int LEVEL_DEF デフォルトの圧縮レベル
int LEVEL_MIN 最小限の圧縮レベル
int LEVEL_MAX 最大限の圧縮レベル
int STRATEGY_DEF デフォルトの方式
int STRATEGY_FILT フィルタ方式
int STRATEGY_HUFF ハフマン方式
int STRATEGY_RLE RLE 方式
int STRATEGY_FIXED fixed 方式
int FLUSH_NONE フラッシュを強制しない
int FLUSH_SYNC フラッシュを同期させる
int FLUSH_FULL 完全にフラッシュする

例
例1 HttpDeflateStream の例
<?php
$stream = new HttpDeflateStream(
    HttpDeflateStream::TYPE_GZIP |
    HttpDeflateStream::LEVEL_MAX |
    HttpDeflateStream::FLUSH_SYNC);

echo $stream->update($data);
echo $stream->finish();
?>

HttpDeflateStream::__construct
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpDeflateStream::__construct — HttpDeflateStream クラスのコンストラクタ

説明

public void HttpDeflateStream::__construct ([ int $flags = 0 ] )

新しい HttpDeflateStream クラスのインスタンスを作成します。

flags に指定する内容については 圧縮ストリームの定数の表 を参照ください。

パラメータ
flags

初期化フラグ。

参考

HttpDeflateStream::factory() - HttpDeflateStream クラスのファクトリ

HttpDeflateStream::factory
(PECL pecl_http >= 1.4.0)

HttpDeflateStream::factory — HttpDeflateStream クラスのファクトリ

説明

public HttpDeflateStream HttpDeflateStream::factory ([ int $flags = 0 [, string $class_name = "HttpDeflateStream" ]] )

新しい HttpDeflateStream オブジェクトのインスタンスを作成します。

flags に指定する内容については 圧縮ストリームの定数の表 を参照ください。
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パラメータ
flags

初期化フラグ。
class_name

HttpDeflateStream のサブクラスの名前。

参考

HttpDeflateStream::__construct() - HttpDeflateStream クラスのコンストラクタ

HttpDeflateStream::finish
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpDeflateStream::finish — 圧縮ストリームを終了する

説明

public string HttpDeflateStream::finish ([ string $data ] )

圧縮ストリームを終了します。圧縮ストリームは、 終了した後でも再開することが可能です。

パラメータ
data

圧縮するデータ。

返り値

圧縮されたデータの最後の部分を返します。

HttpDeflateStream::flush
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpDeflateStream::flush — 圧縮ストリームをフラッシュする

説明

public string HttpDeflateStream::flush ([ string $data ] )

圧縮ストリームをフラッシュします。

パラメータ
data

さらに圧縮するデータ。

返り値

成功した場合は、圧縮されたデータを文字列で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

HttpDeflateStream::update
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpDeflateStream::update — 圧縮ストリームを更新する

説明

public string HttpDeflateStream::update ( string $data )
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圧縮ストリームに、さらにデータを渡します。

パラメータ
data

圧縮するデータ。

返り値

成功した場合は圧縮したデータ、 失敗した場合に FALSE を返します。

目次
HttpDeflateStream::__construct — HttpDeflateStream クラスのコンストラクタ
HttpDeflateStream::factory — HttpDeflateStream クラスのファクトリ
HttpDeflateStream::finish — 圧縮ストリームを終了する
HttpDeflateStream::flush — 圧縮ストリームをフラッシュする
HttpDeflateStream::update — 圧縮ストリームを更新する

HttpInflateStream クラス
クラス概要
HttpInflateStream {
public void __construct ([ int $flags = 0 ] )
public HttpInflateStream factory ([ int $flags = 0 [, string $class_name = "HttpInflateStream" ]] )
public string finish ([ string $data ] )
public string flush ([ string $data ] )
public string update ( string $data )
}

クラスのメンバ

定数
型 名前 説明
int FLUSH_NONEフラッシュを強制しない
int FLUSH_SYNC フラッシュを同期させる
int FLUSH_FULL 完全にフラッシュする

注意:

フラッシュは、展開ストリームにおいては通常何の意味も持ちません。

例
例1 HttpInflateStream の例
<?php
$stream = new HttpInflateStream;
echo $stream->update($data);
echo $stream->finish();
?>

HttpInflateStream::__construct
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

HttpInflateStream::__construct — HttpInflateStream クラスのコンストラクタ

説明

public void HttpInflateStream::__construct ([ int $flags = 0 ] )

新しい HttpInflateStream オブジェクトのインスタンスを作成します。
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flags に指定する内容については 展開ストリームの定数の表 を参照ください。

パラメータ
flags

展開フラグ。

参考

HttpInflateStream::factory() - HttpInflateStream クラスのファクトリ

HttpInflateStream::factory
(PECL pecl_http >= 1.4.0)

HttpInflateStream::factory — HttpInflateStream クラスのファクトリ

説明

public HttpInflateStream HttpInflateStream::factory ([ int $flags = 0 [, string $class_name = "HttpInflateStream" ]] )

新しい HttpInflateStream オブジェクトのインスタンスを作成します。

flags に指定する内容については 展開ストリームの定数の表 を参照ください。

パラメータ
flags

初期化フラグ。
class_name

HttpInflateStream のサブクラスの名前。

参考

HttpInflateStream::__construct() - HttpInflateStream クラスのコンストラクタ

HttpInflateStream::finish
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpInflateStream::finish — 展開ストリームを終了する

説明

public string HttpInflateStream::finish ([ string $data ] )

展開ストリームを終了します。展開ストリームは、 終了した後でも再開することが可能です。

パラメータ
data

展開するデータ。

返り値

展開されたデータの最後の部分を返します。

HttpInflateStream::flush
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpInflateStream::flush — 展開ストリームをフラッシュする
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説明

public string HttpInflateStream::flush ([ string $data ] )

展開ストリームをフラッシュします。

注意:

展開ストリームにおいては、フラッシュは通常は何の意味もありません。

パラメータ
data

さらに展開するデータ。

返り値

成功した場合は、展開されたデータを文字列で返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

HttpInflateStream::update
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpInflateStream::update — 展開ストリームを更新する

説明

public string HttpInflateStream::update ( string $data )

展開ストリームに、さらにデータを渡します。

パラメータ
data

展開するデータ。

返り値

成功した場合は展開したデータ、 失敗した場合に FALSE を返します。

目次
HttpInflateStream::__construct — HttpInflateStream クラスのコンストラクタ
HttpInflateStream::factory — HttpInflateStream クラスのファクトリ
HttpInflateStream::finish — 展開ストリームを終了する
HttpInflateStream::flush — 展開ストリームをフラッシュする
HttpInflateStream::update — 展開ストリームを更新する

HttpMessage クラス
クラス概要
HttpMessage implements Iterator , Countable , Serializable {
public void addHeaders ( array $headers [, bool $append = false ] )
public void __construct ([ string $message ] )
public HttpMessage detach ( void )
static public HttpMessage factory ([ string $raw_message [, string $class_name = "HttpMessage" ]] )
static public HttpMessage fromEnv ( int $message_type [, string $class_name = "HttpMessage" ] )
static public HttpMessage fromString ([ string $raw_message [, string $class_name = "HttpMessage" ]] )
public string getBody ( void )
public string getHeader ( string $header )
public array getHeaders ( void )
public string getHttpVersion ( void )
public HttpMessage getParentMessage ( void )
public string getRequestMethod ( void )
public string getRequestUrl ( void )
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public int getResponseCode ( void )
public string getResponseStatus ( void )
public int getType ( void )
public string guessContentType ( string $magic_file [, int $magic_mode = MAGIC_MIME ] )
public void prepend ( HttpMessage $message [, bool $top = true ] )
public HttpMessage reverse ( void )
public bool send ( void )
public void setBody ( string $body )
public void setHeaders ( array $headers )
public bool setHttpVersion ( string $version )
public bool setRequestMethod ( string $method )
public bool setRequestUrl ( string $url )
public bool setResponseCode ( int $code )
public bool setResponseStatus ( string $status )
public void setType ( int $type )
public HttpRequest|HttpResponse toMessageTypeObject ( void )
public string toString ([ bool $include_parent = false ] )
}

クラスのメンバ

プロパティ
インスタンスプロパティ

アクセス範囲 型 名前 説明
protected int type メッセージの型
protected string body メッセージの本文
protected float httpVersion HTTP プロトコルのバージョン
protected array headers メッセージのヘッダ
protected string requestMethod リクエストメソッドの名前
protected requestUrl string リクエスト URL
protected int responseCode レスポンスコード
protected string responseStatus レスポンスステータスのメッセージ
protected HttpMessage parentMessage 親メッセージへの参照

注意:

これらのデフォルトプロパティについては、参照としてアクセスすることはできません。 また、配列のキー/値 方式の表記を使用することもできませんし、 インクリメント/デクリメント 操作を行うこともできません。

定義済み定数
型 名前 説明
int TYPE_NONE メッセージは特定の型ではありません
int TYPE_REQUEST メッセージは、リクエスト型の HTTP メッセージです
int TYPE_RESPONSEメッセージは、レスポンス型の HTTP メッセージです

HttpMessage::addHeaders
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::addHeaders — ヘッダを追加する

説明

public void HttpMessage::addHeaders ( array $headers [, bool $append = false ] )

ヘッダを追加します。append が true の場合は同名のヘッダが複数登録されます。 そうでない場合は、同名のヘッダは上書きされます。

パラメータ
headers

既存のメッセージのヘッダに追加する HTTP ヘッダを含む連想配列。
append

true の場合、もし追加しようとしているヘッダが既に存在すれば、 それを配列に変換して両方の値を含むようにします。false の場合は、 既存のヘッダの値が新しい値で上書きされます。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpMessage::__construct
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::__construct — HttpMessage のコンストラクタ

説明

public void HttpMessage::__construct ([ string $message ] )

新しい HttpMessage オブジェクトのインスタンスを作成します。

作成されたオブジェクトが表すのは、渡された文字列の 直近のメッセージです。 それ以前のメッセージが存在する場合、そこにアクセスするには HttpMessage::getParentMessage() を使用します。

パラメータ
message

単一の、あるいは複数の連続した HTTP メッセージ。

エラー / 例外

HttpMalformedHeaderException をスローします。

HttpMessage::detach
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpMessage::detach — HttpMessage をデタッチする

説明

public HttpMessage HttpMessage::detach ( void )

HttpMessage オブジェクトの複製を返します。 これは親メッセージからデタッチされたものです。

パラメータ

返り値

デタッチされた、HttpMessage オブジェクトの複製を返します。

HttpMessage::factory
(PECL pecl_http >= 1.4.0)

HttpMessage::factory — 文字列から HttpMessage を作成する

説明

static public HttpMessage HttpMessage::factory ([ string $raw_message [, string $class_name = "HttpMessage" ]] )

文字列から HttpMessage オブジェクトを作成します。

パラメータ
raw_message

単一の、あるいは連続した複数の HTTP メッセージ。
class_name

HttpMessage を継承したクラス。

返り値
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成功した場合は HttpMessage オブジェクト、失敗した場合は NULL を返します。

エラー / 例外

HttpMalformedHeadersException をスローします。

参考

HttpMessage::fromEnv() - 環境から HttpMessage を作成する.

HttpMessage::fromEnv
(PECL pecl_http >= 1.5.0)

HttpMessage::fromEnv — 環境から HttpMessage を作成する

説明

static public HttpMessage HttpMessage::fromEnv ( int $message_type [, string $class_name = "HttpMessage" ] )

スクリプトの環境から HttpMessage オブジェクトを作成します。

パラメータ
message_type

メッセージの型。HttpMessage の型の定数 を参照ください。
class_name

HttpMessage を継承したクラス。

返り値

成功した場合は HttpMessage オブジェクト、失敗した場合は NULL を返します。

参考

HttpMessage::factory() - 文字列から HttpMessage を作成する.

HttpMessage::fromString
(PECL pecl_http 0.10.0-1.3.3)

HttpMessage::fromString — 文字列から HttpMessage を作成する

説明

static public HttpMessage HttpMessage::fromString ([ string $raw_message [, string $class_name = "HttpMessage" ]] )

文字列から HttpMessage オブジェクトを作成します。

この関数エイリアスは非推奨であり、下位互換性維持のために残されています。 今後、PHP から削除される可能性がありますので、この関数を使用しないことを推奨します。

パラメータ
raw_message

単一の、あるいは複数の連続した HTTP メッセージ。
class_name

HttpMessage を継承したクラス。

返り値

成功した場合は HttpMessage オブジェクト、失敗した場合は NULL を返します。

エラー / 例外



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

HttpMalformedHeadersException をスローします。

参考

HttpMessage::factory() - 文字列から HttpMessage を作成する.

HttpMessage::getBody
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::getBody — メッセージの本文を取得する

説明

public string HttpMessage::getBody ( void )

パースされた HttpMessage の本文を取得します。

返り値

メッセージの本文を文字列で返します。

HttpMessage::getHeader
(PECL pecl_http >= 1.1.0)

HttpMessage::getHeader — ヘッダを取得する

説明

public string HttpMessage::getHeader ( string $header )

メッセージのヘッダを取得します。

パラメータ
header

ヘッダの名前。

返り値

成功した場合はヘッダの値、ヘッダが存在しない場合は NULL を返します。

HttpMessage::getHeaders
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::getHeaders — メッセージのヘッダを取得する

説明

public array HttpMessage::getHeaders ( void )

メッセージのヘッダを取得します。

返り値

メッセージの HTTP ヘッダを含む連想配列を返します。

HttpMessage::getHttpVersion
(PECL pecl_http >= 0.10.0)
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HttpMessage::getHttpVersion — HTTP バージョンを取得する

説明

public string HttpMessage::getHttpVersion ( void )

メッセージの HTTP プロトコルバージョンを取得します。

返り値

HTTP プロトコルのバージョンを文字列で返します。

HttpMessage::getParentMessage
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::getParentMessage — 親メッセージを取得する

説明

public HttpMessage HttpMessage::getParentMessage ( void )

親メッセージを取得します。

返り値

親 HttpMessage オブジェクトを返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException をスローします。

HttpMessage::getRequestMethod
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::getRequestMethod — リクエストメソッドを取得する

説明

public string HttpMessage::getRequestMethod ( void )

メッセージのリクエストメソッドを取得します。

返り値

成功した場合はリクエストメソッド、メッセージの型が HttpMessage::TYPE_REQUEST でない場合は FALSE を返します。

HttpMessage::getRequestUrl
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpMessage::getRequestUrl — リクエスト URL を取得する

説明

public string HttpMessage::getRequestUrl ( void )

メッセージのリクエスト URL を取得します。

パラメータ

返り値

成功した場合はリクエスト URL、メッセージの型が HttpMessage::TYPE_REQUEST でない場合は FALSE を返します。
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HttpMessage::getResponseCode
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::getResponseCode — レスポンスコードを取得する

説明

public int HttpMessage::getResponseCode ( void )

メッセージのレスポンスコードを取得します。

返り値

メッセージの型が HttpMessage::TYPE_RESPONSE の場合は HTTP レスポンスコード、それ以外の場合は FALSE を返します。

HttpMessage::getResponseStatus
(PECL pecl_http >= 0.23.0)

HttpMessage::getResponseStatus — レスポンスのステータスを取得する

説明

public string HttpMessage::getResponseStatus ( void )

メッセージのレスポンスステータス (レスポンスコードの後に続く文字列) を取得します。

返り値

メッセージの型が HttpMessage::TYPE_RESPONSE の場合に HTTP レスポンスステータス、それ以外の場合に FALSE を返します。

HttpMessage::getType
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::getType — メッセージの型を取得する

説明

public int HttpMessage::getType ( void )

メッセージの型を取得します。 HTTP_MSG_NONE、HTTP_MSG_REQUEST あるいは HTTP_MSG_RESPONSE のいずれかです。

返り値

HttpMessage::TYPE を返します。

HttpMessage::guessContentType
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

HttpMessage::guessContentType — content type を推測する

説明

public string HttpMessage::guessContentType ( string $magic_file [, int $magic_mode = MAGIC_MIME ] )

メッセージ本文の content type を、libmagic を使用して推測します。

パラメータ
magic_file

使用する magic.mime データベース。
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magic_mode

libmagic のフラグ。

返り値

成功した場合は推測した content type、 失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException、HttpInvalidParamException をスローします。

HttpMessage::prepend
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpMessage::prepend — メッセージを先頭に追加する

説明

public void HttpMessage::prepend ( HttpMessage $message [, bool $top = true ] )

HTTP メッセージの先頭に、メッセージを追加します。

パラメータ
message

先頭に追加する HttpMessage オブジェクト。
top

メッセージ全体の先頭に追加するか、このメッセージの先頭に追加するのかを指定します。

エラー / 例外

message が同一のメッセージチェイン内にある場合に、 HttpInvalidParamException をスローします。

HttpMessage::reverse
(PECL pecl_http >= 0.23.0)

HttpMessage::reverse — メッセージチェインを逆順にする

説明

public HttpMessage HttpMessage::reverse ( void )

メッセージチェインを逆順に並べなおします。

返り値

最上位の HttpMessage オブジェクトを返します。

HttpMessage::send
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::send — メッセージを送信する

説明

public bool HttpMessage::send ( void )

レスポンスあるいはリクエストのいずれかの型に応じたメッセージを送信します。

このメソッドの機能は、HttpRequest および HttpResponse に比べて限定されています。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpMessage::setBody
(PECL pecl_http >= 0.14.0)

HttpMessage::setBody — メッセージの本文を設定する

説明

public void HttpMessage::setBody ( string $body )

HttpMessage の本文を設定します。

注意:

それに応じてヘッダを適切に更新することを忘れないようにしましょう。

パラメータ
body

新しいメッセージ本文。

HttpMessage::setHeaders
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::setHeaders — ヘッダを設定する

説明

public void HttpMessage::setHeaders ( array $headers )

新しいヘッダを設定します。

パラメータ
headers

新しい HTTP ヘッダを含む連想配列。メッセージの既存の HTTP ヘッダは、すべて上書きされます。

HttpMessage::setHttpVersion
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::setHttpVersion — HTTP バージョンを設定する

説明

public bool HttpMessage::setHttpVersion ( string $version )

メッセージの HTTP プロトコルバージョンを設定します。

パラメータ
version

HTTP のプロトコルバージョン。

返り値

成功した場合に TRUE、あるいは指定したバージョンが範囲外 (1.0/1.1 以外) の場合に FALSE を返します。
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HttpMessage::setRequestMethod
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::setRequestMethod — リクエストメソッドを設定する

説明

public bool HttpMessage::setRequestMethod ( string $method )

HTTP メッセージのリクエストメソッドを設定します。

パラメータ
method

リクエストメソッドの名前。

返り値

成功した場合は TRUE、メッセージの型が HttpMessage::TYPE_REQUEST でない場合、あるいは無効なリクエストメソッドが指定された場合は FALSE を返します。

HttpMessage::setRequestUrl
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpMessage::setRequestUrl — リクエスト URL を設定する

説明

public bool HttpMessage::setRequestUrl ( string $url )

HTTP メッセージのリクエスト URL を設定します。

パラメータ
url

リクエスト URL。

返り値

成功した場合は TRUE、メッセージの型が HttpMessage::TYPE_REQUEST でない場合、あるいは指定した URL が空の場合に FALSE を返します。

HttpMessage::setResponseCode
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::setResponseCode — レスポンスコードを設定する

説明

public bool HttpMessage::setResponseCode ( int $code )

HTTP レスポンスメッセージのレスポンスコードを設定します。

パラメータ
code

HTTP レスポンスコード。

返り値

成功した場合は TRUE、メッセージの型が HttpMessage::TYPE_RESPONSE でない場合、あるいはレスポンスコードが範囲外 (100-510 以外) の場合に FALSE を返します。

HttpMessage::setResponseStatus
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(PECL pecl_http >= 0.23.0)

HttpMessage::setResponseStatus — レスポンスのステータスを設定する

説明

public bool HttpMessage::setResponseStatus ( string $status )

HTTP メッセージのレスポンスステータス (レスポンスコードの後に続く文字列) を設定します。

パラメータ
status

レスポンスステータスを表す文字列。

返り値

成功した場合に TRUE、メッセージの型が HttpMessage::TYPE_RESPONSE でない場合に FALSE を返します。

HttpMessage::setType
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::setType — メッセージの型を設定する

説明

public void HttpMessage::setType ( int $type )

メッセージの型を設定します。 HTTP_MSG_NONE、HTTP_MSG_REQUEST あるいは HTTP_MSG_RESPONSE のいずれかとなります。

パラメータ
type

HttpMessage::TYPE

HttpMessage::toMessageTypeObject
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpMessage::toMessageTypeObject — メッセージの型に応じた HTTP オブジェクトを作成する

説明

public HttpRequest|HttpResponse HttpMessage::toMessageTypeObject ( void )

メッセージの型に応じたオブジェクトを作成します。

パラメータ

返り値

成功した場合に HttpRequest オブジェクトあるいは HttpResponse オブジェクト、失敗した場合に NULL を返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException、HttpMessageTypeException、HttpHeaderException をスローします。

HttpMessage::toString
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpMessage::toString — 文字列表現を取得する
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説明

public string HttpMessage::toString ([ bool $include_parent = false ] )

メッセージの文字列表現を取得します。

パラメータ
include_parent

返される文字列に親メッセージを含めるかどうかを指定します。

返り値

メッセージを文字列として返します。

目次
HttpMessage::addHeaders — ヘッダを追加する
HttpMessage::__construct — HttpMessage のコンストラクタ
HttpMessage::detach — HttpMessage をデタッチする
HttpMessage::factory — 文字列から HttpMessage を作成する
HttpMessage::fromEnv — 環境から HttpMessage を作成する
HttpMessage::fromString — 文字列から HttpMessage を作成する
HttpMessage::getBody — メッセージの本文を取得する
HttpMessage::getHeader — ヘッダを取得する
HttpMessage::getHeaders — メッセージのヘッダを取得する
HttpMessage::getHttpVersion — HTTP バージョンを取得する
HttpMessage::getParentMessage — 親メッセージを取得する
HttpMessage::getRequestMethod — リクエストメソッドを取得する
HttpMessage::getRequestUrl — リクエスト URL を取得する
HttpMessage::getResponseCode — レスポンスコードを取得する
HttpMessage::getResponseStatus — レスポンスのステータスを取得する
HttpMessage::getType — メッセージの型を取得する
HttpMessage::guessContentType — content type を推測する
HttpMessage::prepend — メッセージを先頭に追加する
HttpMessage::reverse — メッセージチェインを逆順にする
HttpMessage::send — メッセージを送信する
HttpMessage::setBody — メッセージの本文を設定する
HttpMessage::setHeaders — ヘッダを設定する
HttpMessage::setHttpVersion — HTTP バージョンを設定する
HttpMessage::setRequestMethod — リクエストメソッドを設定する
HttpMessage::setRequestUrl — リクエスト URL を設定する
HttpMessage::setResponseCode — レスポンスコードを設定する
HttpMessage::setResponseStatus — レスポンスのステータスを設定する
HttpMessage::setType — メッセージの型を設定する
HttpMessage::toMessageTypeObject — メッセージの型に応じた HTTP オブジェクトを作成する
HttpMessage::toString — 文字列表現を取得する

HttpQueryString クラス
クラス概要
HttpQueryString implements ArrayAccess , Serializable {
final public void __construct ([ bool $global = true [, mixed $add ]] )
public mixed get ([ string $key [, mixed $type = 0 [, mixed $defval = NULL [, bool $delete = false ]]]] )
public HttpQueryString mod ( mixed $params )
public string set ( mixed $params )
static public HttpQueryString singleton ([ bool $global = true ] )
public array toArray ( void )
public string toString ( void )
public bool xlate ( string $ie , string $oe )
}

クラスのメンバ

プロパティ
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インスタンスプロパティ
アクセス範囲 型 名前 説明
private array queryArray クエリパラメータ
private string queryStringシリアライズしたクエリパラメータ

静的なプロパティ
アクセス範囲 型 名前 説明
private array instanceシングルトン

定義済み定数
型 名前 説明
int TYPE_BOOL クエリパラメータを bool 型で取得する
int TYPE_INT クエリパラメータを int 型で取得する
int TYPE_FLOAT クエリパラメータを float 型で取得する
int TYPE_STRINGクエリパラメータを string 型で取得する
int TYPE_ARRAY クエリパラメータを array 型で取得する
int TYPE_OBJECT クエリパラメータを object 型で取得する

HttpQueryString::__construct
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpQueryString::__construct — HttpQueryString のコンストラクタ

説明

final public void HttpQueryString::__construct ([ bool $global = true [, mixed $add ]] )

新しい HttpQueryString オブジェクトのインスタンスを作成します。

global が TRUE の場合は、 $_GET および $_SERVER['QUERY_STRING'] を操作して変更します。

パラメータ
global

$_GET および $_SERVER['QUERY_STRING'] を操作するかどうか
add

追加の、あるいは最初のクエリ文字列パラメータ。

エラー / 例外

HttpRuntimeException をスローします。

HttpQueryString::get
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpQueryString::get — クエリ文字列 (の一部) を取得する

説明

public mixed HttpQueryString::get ([ string $key [, mixed $type = 0 [, mixed $defval = NULL [, bool $delete = false ]]]] )

クエリ文字列 (の一部) を取得します。

パラメータ type には HttpQueryString::TYPE_* 定数のいずれか、 あるいは型を省略したものを指定します。例えば "b" は bool、"i" は int、"f" は float、 "s" は string、"a" は array そして "o" は stdClass オブジェクトです。

パラメータ
key

取得するクエリ文字列パラメータのキー。
type
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変数の型。
defval

キーが存在しない場合のデフォルトの値。
delete

クエリ文字列からキー・値の組み合わせを削除するかどうか。

返り値

クエリ文字列パラメータの値を返します。キーが指定されない場合は、 クエリ文字列全体を返します。キーが存在しない場合は defval を返します。

HttpQueryString::mod
(PECL pecl_http >= 1.1.0)

HttpQueryString::mod — クエリ文字列の複製を変更する

説明

public HttpQueryString HttpQueryString::mod ( mixed $params )

クエリ文字列オブジェクトを複製し、指定したパラメータをその複製に設定します。

パラメータ
params

追加するクエリ文字列パラメータ。

返り値

新しい HttpQueryString オブジェクトを返します。

HttpQueryString::set
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpQueryString::set — クエリ文字列パラメータを設定する

説明

public string HttpQueryString::set ( mixed $params )

クエリ文字列エントリを設定します。NULL を指定すると、変数を削除します。

パラメータ
params

追加するクエリ文字列パラメータ。

返り値

現在のクエリ文字列を返します。

HttpQueryString::singleton
(PECL pecl_http >= 0.25.0)

HttpQueryString::singleton — HttpQueryString のシングルトン

説明

static public HttpQueryString HttpQueryString::singleton ([ bool $global = true ] )

 ( ) 
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シングルトンインスタンス グローバル設定によって異なります を取得します。

パラメータ
global

$_GET および $_SERVER['QUERY_STRING'] を操作するかどうか。

返り値

グローバル設定に応じて、常に同一の HttpQueryString インスタンスを返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException をスローします。

HttpQueryString::toArray
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpQueryString::toArray — クエリ文字列を配列で取得する

説明

public array HttpQueryString::toArray ( void )

クエリ文字列を、連想配列として取得します。

返り値

クエリ文字列を連想配列として返します。

HttpQueryString::toString
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

HttpQueryString::toString — クエリ文字列を取得する

説明

public string HttpQueryString::toString ( void )

クエリ文字列を取得します。

パラメータ

返り値

クエリ文字列を文字列として返します。

HttpQueryString::xlate
(PECL pecl_http >= 0.25.0)

HttpQueryString::xlate — クエリ文字列の文字セットを変更する

説明

public bool HttpQueryString::xlate ( string $ie , string $oe )

クエリ文字列のエンコーディングを、ie から oe に変換します。

警告

UTF-16 のように NUL バイトを含められる文字セットは、使用しないでください。

注意:
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このメソッドを使用するには、ext/iconv が有効になっている必要があります。

パラメータ
ie

入力エンコーディング。
oe

出力エンコーディング。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
HttpQueryString::__construct — HttpQueryString のコンストラクタ
HttpQueryString::get — クエリ文字列 (の一部) を取得する
HttpQueryString::mod — クエリ文字列の複製を変更する
HttpQueryString::set — クエリ文字列パラメータを設定する
HttpQueryString::singleton — HttpQueryString のシングルトン
HttpQueryString::toArray — クエリ文字列を配列で取得する
HttpQueryString::toString — クエリ文字列を取得する
HttpQueryString::xlate — クエリ文字列の文字セットを変更する

HttpRequest
クラス概要
HttpRequest {
public bool addCookies ( array $cookies )
public bool addHeaders ( array $headers )
public bool addPostFields ( array $post_data )
public bool addPostFile ( string $name , string $file [, string $content_type = "application/x-octetstream" ] )
public bool addPutData ( string $put_data )
public bool addQueryData ( array $query_params )
public bool addRawPostData ( string $raw_post_data )
public bool addSslOptions ( array $options )
public void clearHistory ( void )
public void __construct ([ string $url [, int $request_method = HTTP_METH_GET [, array $options ]]] )
public bool enableCookies ( void )
public string getContentType ( void )
public array getCookies ( void )
public array getHeaders ( void )
public HttpMessage getHistory ( void )
public int getMethod ( void )
public array getOptions ( void )
public array getPostFields ( void )
public array getPostFiles ( void )
public string getPutData ( void )
public string getPutFile ( void )
public string getQueryData ( void )
public string getRawPostData ( void )
public string getRawRequestMessage ( void )
public string getRawResponseMessage ( void )
public HttpMessage getRequestMessage ( void )
public string getResponseBody ( void )
public int getResponseCode ( void )
public array getResponseCookies ([ int $flags [, array $allowed_extras ]] )
public array getResponseData ( void )
public mixed getResponseHeader ([ string $name ] )
public mixed getResponseInfo ([ string $name ] )
public HttpMessage getResponseMessage ( void )
public string getResponseStatus ( void )
public array getSslOptions ( void )
public string getUrl ( void )
public bool resetCookies ([ bool $session_only = false ] )
public HttpMessage send ( void )
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public bool setContentType ( string $content_type )
public bool setCookies ([ array $cookies ] )
public bool setHeaders ([ array $headers ] )
public bool setMethod ( int $request_method )
public bool setOptions ([ array $options ] )
public bool setPostFields ( array $post_data )
public bool setPostFiles ( array $post_files )
public bool setPutData ([ string $put_data ] )
public bool setPutFile ([ string $file ] )
public bool setQueryData ( mixed $query_data )
public bool setRawPostData ([ string $raw_post_data ] )
public bool setSslOptions ([ array $options ] )
public bool setUrl ( string $url )
}

クラスのメンバ

プロパティ
インスタンスプロパティ

アクセス範囲 型 名前 説明
protected array options リクエストを設定するオプション。リクエストのオプション を参照ください。

protected array postFields
フォームのデータ。
array("フィールド名" => "フィールドの値")

protected array postFiles
アップロードするファイル。
array(array("name" => "image", "file" => "/home/u/images/u.png", "type" => "image/png"))

protected array responseInfo リクエスト/レスポンスについての (統計上の) 情報。リクエスト/レスポンス の情報 を参照ください。
protected HttpMessage responseMessageレスポンスメッセージ。
protected integer responseCode レスポンスコードを表す数値。
protected string responseStatus レスポンスのステータスを表すリテラル文字列。
protected integer method 使用するリクエストメソッド。
protected string url リクエスト url。
protected string contentType 生の post リクエストで使用する content type。
protected string rawPostData 生の post データ。
protected string queryData クエリパラメータ。
protected string putFile PUT リクエストでアップロードするファイル。
protected string putData PUT リクエストでアップロードする生のデータ。
protected HttpMessage history 履歴の記録が有効な場合の、リクエスト/レスポンス全体の履歴。
public boolean recordHistory 履歴を記録するかどうか。

定義済み定数
型 名前 説明

integer METH_GET GET リクエストメソッド。
integer METH_HEAD HEAD リクエストメソッド。
integer METH_POST POST リクエストメソッド。
integer METH_PUT PUT リクエストメソッド。
integer METH_DELETE DELETE リクエストメソッド。
integer METH_OPTIONS OPTIONS リクエストメソッド。
integer METH_TRACE TRACE リクエストメソッド。
integer METH_CONNECT CONNECT リクエストメソッド。
integer METH_PROPFIND PROPFIND リクエストメソッド。
integer METH_PROPPATCH PROPPATCH リクエストメソッド。
integer METH_MKCOL MKCOL リクエストメソッド。
integer METH_COPY COPY リクエストメソッド。
integer METH_MOVE MOVE リクエストメソッド。
integer METH_LOCK LOCK リクエストメソッド。
integer METH_UNLOCK UNLOCK リクエストメソッド。
integer METH_VERSION_CONTROL VERSION-CONTROL リクエストメソッド。
integer METH_REPORT REPORT リクエストメソッド。
integer METH_CHECKOUT CHECKOUT リクエストメソッド。
integer METH_CHECKIN CHECKIN リクエストメソッド。
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integer METH_UNCHECKOUT UNCHECKOUT リクエストメソッド。
integer METH_MKWORKSPACE MKWORKSPACE リクエストメソッド。
integer METH_UPDATE UPDATE リクエストメソッド。
integer METH_LABEL LABEL リクエストメソッド。
integer METH_MERGE MERGE リクエストメソッド。
integer METH_BASELINE_CONTROL BASELINE-CONTROL リクエストメソッド。
integer METH_MKACTIVITY MKACTIVITY リクエストメソッド。
integer METH_ACL ACL リクエストメソッド。
integer VERSION_1_0 HTTP プロトコル バージョン 1.0。
integer VERSION_1_1 HTTP プロトコル バージョン 1.1。
integer VERSION_ANY 任意の HTTP プロトコルバージョン。
integer AUTH_BASIC ベーシック認証。
integer AUTH_DIGEST ダイジェスト認証。
integer AUTH_NTLM NTLM 認証。
integer AUTH_GSSNEG GSS ネゴシエート認証。
integer AUTH_ANY 任意の認証。
integer PROXY_SOCKS4 SOCKS v4 プロキシ。
integer PROXY_SOCKS5 SOCKS v5 プロキシ。
integer PROXY_HTTP HTTP プロキシ。
integer SSL_VERSION_TLSv1 TLS v1 を使用します。
integer SSL_VERSION_SSLv2 SSL v2 を使用します。
integer SSL_VERSION_SSLv3 SSL v3 を使用します。
integer SSL_VERSION_ANY 任意の SSL/TLS メソッドを使用します。
integer IPRESOLVE_V4 IPv4 での解決のみを行います。
integer IPRESOLVE_V6 IPv6 での解決のみを行います。
integer IPRESOLVE_ANY 任意の方法で解決を行います。

HttpRequest::addCookies
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::addCookies — クッキーを追加する

説明

public bool HttpRequest::addCookies ( array $cookies )

独自のクッキーを追加します。

注意: リクエストのオプション encodecookies は、クッキーの値を urlencode() すべきかどうかを制御します。

注意: すべてのリクエストメソッドについて有効です。

パラメータ
cookies

追加するクッキーの 名前/値 の組み合わせを含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 HttpRequest::addCookies() の例
<?php
$r = new HttpRequest;
$r->addCookies(
    array(
        "cookie_name" => "cookie value",
    )
);
?>

参考

HttpRequest::setCookies() - クッキーを設定する
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HttpRequest::addHeaders
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::addHeaders — ヘッダを追加する

説明

public bool HttpRequest::addHeaders ( array $headers )

リクエストヘッダの 名前/値 の組み合わせを追加します。

パラメータ
headers

追加するヘッダの 名前/値 の組み合わせを含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::addPostFields
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::addPostFields — POST フィールドを追加する

説明

public bool HttpRequest::addPostFields ( array $post_data )

POST データエントリを追加します。既存のデータは、 同名のエントリを指定されない限りはそのまま残ります。

POST およびカスタムリクエストについてのみ影響します。

パラメータ
post_data

POST フィールドを含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::addPostFile
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::addPostFile — POST ファイルを追加する

説明

public bool HttpRequest::addPostFile ( string $name , string $file [, string $content_type = "application/x-octetstream" ] )

ファイルを POST リクエストに追加します。事前に設定されているファイルは変更されません。

POST およびカスタムリクエストについてのみ影響します。 生の POST データには使用できません。

パラメータ
name

フォーム要素の名前。
file

ファイルへのパス。
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content_type

ファイルの content type。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 content type にプライマリパート、セカンダリパートが含まれていない場合に FALSE を返します。

HttpRequest::addPutData
(PECL pecl_http >= 0.25.0)

HttpRequest::addPutData — PUT データを追加する

説明

public bool HttpRequest::addPutData ( string $put_data )

PUT データを追加します。事前に設定されている PUT データはそのまま残ります。

PUT リクエストについてのみ影響します。

パラメータ
put_data

連結するデータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::addQueryData
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::addQueryData — クエリデータを追加する

説明

public bool HttpRequest::addQueryData ( array $query_params )

クエリパラメータのリストにパラメータを追加します。 既存のデータはそのまま残ります。

あらゆる型のリクエストに影響します。

パラメータ
query_params

追加するクエリフィールドを含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::addRawPostData
(PECL pecl_http 0.14.0-1.4.1)

HttpRequest::addRawPostData — 生の POST データを追加する

説明

public bool HttpRequest::addRawPostData ( string $raw_post_data )

生の POST データを追加します。既存のデータはそのまま変更されません。
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POST およびカスタムリクエストについてのみ影響します。

パラメータ
raw_post_data

連結する生の POST データ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::addSslOptions
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpRequest::addSslOptions — SSL オプションを追加する

説明

public bool HttpRequest::addSslOptions ( array $options )

追加の SSL オプションを設定します。

パラメータ
options

追加の SSL オプションを含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::clearHistory
(PECL pecl_http >= 0.15.0)

HttpRequest::clearHistory — 履歴を消去する

説明

public void HttpRequest::clearHistory ( void )

すべての履歴メッセージを消去します。

注意:

履歴が記録されるのは recordHistory が有効な場合のみです。

HttpRequest::__construct
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::__construct — HttpRequest のコンストラクタ

説明

public void HttpRequest::__construct ([ string $url [, int $request_method = HTTP_METH_GET [, array $options ]]] )

新しい HttpRequest オブジェクトのインスタンスを作成します。

パラメータ
url

リクエスト対象の URL。
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request_method

使用するリクエストメソッド。
options

リクエストオプションの連想配列。

エラー / 例外

HttpException をスローします。

HttpRequest::enableCookies
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

HttpRequest::enableCookies — クッキーを有効にする

説明

public bool HttpRequest::enableCookies ( void )

受け取ったクッキーを自動送信するようにします。

注意:

いずれにせよ、独自に設定されたクッキーが送信されることに注意しましょう。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::getContentType
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getContentType — content type を取得する

説明

public string HttpRequest::getContentType ( void )

事前に設定された content type を取得します。

返り値

事前に設定された content type を文字列で返します。

HttpRequest::getCookies
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getCookies — クッキーを取得する

説明

public array HttpRequest::getCookies ( void )

事前に設定されたクッキーを取得します。

返り値

事前に設定されたクッキーを含む連想配列を返します。

HttpRequest::getHeaders
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(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getHeaders — ヘッダを取得する

説明

public array HttpRequest::getHeaders ( void )

事前に設定されたリクエストヘッダを取得します。

返り値

現在設定されているすべてのヘッダを含む連想配列を返します。

HttpRequest::getHistory
(PECL pecl_http >= 0.15.0)

HttpRequest::getHistory — 履歴を取得する

説明

public HttpMessage HttpRequest::getHistory ( void )

すべての送信済みリクエストと受信したレスポンスを、 HttpMessage オブジェクトとして取得します。

履歴を記録したい場合は、インスタンス変数 HttpRequest::recordHistory を TRUE に設定します。

返されるオブジェクトは、直近に受け取ったレスポンスを参照しています。 それ以前に送信したリクエストや受信したレスポンスにアクセスするには HttpMessage::getParentMessage() を使用します。

返り値

リクエスト/レスポンス の履歴を表す HttpMessage オブジェクトを返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException をスローします。

HttpRequest::getMethod
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getMethod — メソッドを取得する

説明

public int HttpRequest::getMethod ( void )

事前に設定されたリクエストメソッドを取得します。

返り値

現在設定されているリクエストメソッドを返します。

HttpRequest::getOptions
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getOptions — オプションを取得する

説明

public array HttpRequest::getOptions ( void )

現在設定されているオプションを取得します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

返り値

現在設定されているオプションを含む連想配列を返します。

HttpRequest::getPostFields
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getPostFields — POST フィールドを取得する

説明

public array HttpRequest::getPostFields ( void )

事前に設定された POST データを取得します。

パラメータ

返り値

現在設定されている POST フィールドを連想配列で返します。

HttpRequest::getPostFiles
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getPostFiles — POST ファイルを取得する

説明

public array HttpRequest::getPostFiles ( void )

事前に追加された POST ファイルをすべて取得します。

返り値

現在設定されている POST ファイルを含む配列を返します。

HttpRequest::getPutData
(PECL pecl_http >= 0.25.0)

HttpRequest::getPutData — PUT データを取得する

説明

public string HttpRequest::getPutData ( void )

事前に設定された PUT データを取得します。

返り値

現在設定されている PUT データを文字列で返します。

HttpRequest::getPutFile
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getPutFile — PUT ファイルを取得する

説明

public string HttpRequest::getPutFile ( void )
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事前に設定された PUT ファイルを取得します。

返り値

現在設定されている PUT ファイルへのパスを含む文字列を返します。

HttpRequest::getQueryData
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getQueryData — クエリデータを取得する

説明

public string HttpRequest::getQueryData ( void )

現在のクエリデータを、urlencode された形式の文字列で取得します。

返り値

urlencode されたクエリを含む文字列を返します。

HttpRequest::getRawPostData
(PECL pecl_http 0.14.0-1.4.1)

HttpRequest::getRawPostData — 生の POST データを取得する

説明

public string HttpRequest::getRawPostData ( void )

事前に設定された生の POST データを取得します。

パラメータ

返り値

現在設定されている生の POST ー他を含む文字列を返します。

HttpRequest::getRawRequestMessage
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpRequest::getRawRequestMessage — 名前のリクエストメッセージを取得する

説明

public string HttpRequest::getRawRequestMessage ( void )

送信された HTTP メッセージを取得します。

パラメータ

返り値

HttpMessage を文字列形式で返します。

HttpRequest::getRawResponseMessage
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

HttpRequest::getRawResponseMessage — 生のレスポンスメッセージを取得する
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説明

public string HttpRequest::getRawResponseMessage ( void )

HTTP レスポンスの全体を取得します。

パラメータ

返り値

ウェブサーバからの完全なレスポンスを返します。 ここには、文字列形式のヘッダも含まれます。

HttpRequest::getRequestMessage
(PECL pecl_http >= 0.11.0)

HttpRequest::getRequestMessage — リクエストメッセージを取得する

説明

public HttpMessage HttpRequest::getRequestMessage ( void )

送信された HTTP メッセージを取得します。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。このリクエストにおいて その前に送信したリクエストの内容にアクセスするには HttpMessage::getParentMessage() を使用します。

注意:

内部的なリクエストメッセージは不変であることに注意しましょう。 つまり、HttpRequest::getRequestMessage() で受け取るリクエストメッセージは、同一リクエストにおいては 常に同じになるということです。これは、リクエストオブジェクトに 何か変更を
加えた場合でも同じです。

返り値

送信されたリクエストを表す HttpMessage オブジェクトを返します。

エラー / 例外

HttpMalformedHeadersException、HttpEncodingException をスローします。

HttpRequest::getResponseBody
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getResponseBody — レスポンスの本文を取得する

説明

public string HttpRequest::getResponseBody ( void )

リクエストが送信された後に、レスポンスの本文を取得します。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。

パラメータ

返り値

レスポンスの本文を含む文字列を返します。

HttpRequest::getResponseCode
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getResponseCode — レスポンスコードを取得する

説明
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public int HttpRequest::getResponseCode ( void )

リクエストが送信された後に、レスポンスコードを取得します。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。

返り値

レスポンスコードを整数値で返します。

HttpRequest::getResponseCookies
(PECL pecl_http >= 0.23.0)

HttpRequest::getResponseCookies — レスポンスのクッキーを取得する

説明

public array HttpRequest::getResponseCookies ([ int $flags [, array $allowed_extras ]] )

リクエストが送信された後に、レスポンスのクッキーを取得します。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。

パラメータ
flags

http_parse_cookie() のフラグ。
allowed_extras

キーを、クッキー名ではなく追加情報として扱うようにする。

返り値

http_parse_cookie() が返すのと同様に、 stdClass オブジェクトの配列を返します。

HttpRequest::getResponseData
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getResponseData — レスポンスデータを取得する

説明

public array HttpRequest::getResponseData ( void )

リクエストが送信された後に、すべてのレスポンスデータを取得します。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。

返り値

キー "headers"、"body" を持つ連想配列を返します。 "headers" にはすべてのレスポンスヘッダが連想配列として含まれ、 "body" にはレスポンス本文が文字列で含まれます。

HttpRequest::getResponseHeader
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getResponseHeader — レスポンスヘッダを取得する

説明

public mixed HttpRequest::getResponseHeader ([ string $name ] )

リクエストが送信された後に、レスポンスヘッダを取得します。
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リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。

パラメータ
name

読み込むヘッダ。空の場合はすべてのレスポンスヘッダが返されます。

返り値

name を指定した場合は、それに一致する名前のヘッダの値を文字列で返します。 失敗した場合は FALSE を返します。name を指定しなかった場合は、 すべてのレスポンスヘッダを含む連想配列を返します。

HttpRequest::getResponseInfo
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getResponseInfo — レスポンスの情報を取得する

説明

public mixed HttpRequest::getResponseInfo ([ string $name ] )

リクエストが送信された後に、レスポンスの情報を取得します。

どのような 情報 が返されるのかについては、 http_get() を参照ください。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。

パラメータ
name

読み込む情報。空だったり省略したりした場合は、 取得可能なすべての銃尾法を含む連想配列が返されます。

返り値

name を指定した場合は、それに一致する名前の情報をスカラ値で返します。 失敗した場合は FALSE を返します。name を指定しなかった場合は、 取得可能なすべての情報を含む連想配列を返します。

HttpRequest::getResponseMessage
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getResponseMessage — レスポンスメッセージを取得する

説明

public HttpMessage HttpRequest::getResponseMessage ( void )

リクエストが送信された後に、完全なレスポンスを HttpMessage オブジェクトとして取得します。

リダイレクトが許可されており、複数のレスポンスを受信した場合は、 最後に受信したレスポンスを参照します。このリクエストにおいて その前に送信したリクエストの内容にアクセスするには HttpMessage::getParentMessage() を使用します。

返り値

レスポンスを表す HttpMessage オブジェクトを返します。

エラー / 例外

HttpException、HttpRuntimeException をスローします。

HttpRequest::getResponseStatus
(PECL pecl_http >= 0.23.0)

HttpRequest::getResponseStatus — レスポンスのステータスを取得する

説明
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public string HttpRequest::getResponseStatus ( void )

メッセージが送信された後に、レスポンスのステータス (レスポンスコードの後に続く文字列) を取得します。

返り値

レスポンスステータスのテキストを文字列で返します。

HttpRequest::getSslOptions
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getSslOptions — ssl オプションを取得する

説明

public array HttpRequest::getSslOptions ( void )

事前に設定された SSL オプションを取得します。

返り値

事前に設定された SSL オプションを含む連想配列を返します。

HttpRequest::getUrl
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::getUrl — url を取得する

説明

public string HttpRequest::getUrl ( void )

事前に設定されたリクエスト URL を取得します。

返り値

現在設定されている url を文字列で返します。

HttpRequest::resetCookies
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

HttpRequest::resetCookies — クッキーをリセットする

説明

public bool HttpRequest::resetCookies ([ bool $session_only = false ] )

自動的に受信/送信されたクッキーを、リセットします。

注意:

独自に設定したクッキーには影響を及ぼさないことに注意しましょう。

パラメータ
session_only

セッションクッキーのみをリセットするかどうかを指定します (libcurl >= v7.15.4 あるいは libcurl >= v7.14.1 が必要です)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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HttpRequest::send
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::send — リクエストを送信する

説明

public HttpMessage HttpRequest::send ( void )

HTTP リクエストを送信します。

注意:

例外がスローされた場合でも、少なくとも部分的には転送に成功しているかもしれません。 そこで、さまざまな HttpRequest::getResponse*() メソッドを使用して 返り値を調べるようにしましょう。

返り値

受信したレスポンスを HttpMessage オブジェクトとして返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException、HttpRequestException、 HttpMalformedHeaderException、HttpEncodingException をスローします。

例

例1 GET example

<?php
$r = new HttpRequest('http://example.com/feed.rss', HttpRequest::METH_GET);
$r->setOptions(array('lastmodified' => filemtime('local.rss')));
$r->addQueryData(array('category' => 3));
try {
    $r->send();
    if ($r->getResponseCode() == 200) {
        file_put_contents('local.rss', $r->getResponseBody());
    }
} catch (HttpException $ex) {
    echo $ex;
}
?>

例2 POST example

<?php
$r = new HttpRequest('http://example.com/form.php', HttpRequest::METH_POST);
$r->setOptions(array('cookies' => array('lang' => 'de')));
$r->addPostFields(array('user' => 'mike', 'pass' => 's3c|r3t'));
$r->addPostFile('image', 'profile.jpg', 'image/jpeg');
try {
    echo $r->send()->getBody();
} catch (HttpException $ex) {
    echo $ex;
}
?>

HttpRequest::setContentType
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setContentType — content type を設定する

説明

public bool HttpRequest::setContentType ( string $content_type )

post リクエストの content type を設定します。

パラメータ
content_type

リクエストの content type (primary/secondary)。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 content type にプライマリパート、セカンダリパートが含まれていない場合に FALSE を返します。
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HttpRequest::setCookies
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpRequest::setCookies — クッキーを設定する

説明

public bool HttpRequest::setCookies ([ array $cookies ] )

独自のクッキーを設定します。

パラメータ
cookies

クッキーの 名前/値 の組み合わせを含む連想配列。 空の配列を渡したり省略したりした場合は、 これまでに設定されているクッキーがすべて削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setHeaders
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpRequest::setHeaders — ヘッダを設定する

説明

public bool HttpRequest::setHeaders ([ array $headers ] )

リクエストヘッダの 名前/値 の組み合わせを設定します。

パラメータ
headers

ヘッダの 名前/値 の組み合わせを含む連想配列。 空の配列を渡したり省略したりした場合は、 これまでに設定されているヘッダがすべて削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setMethod
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setMethod — メソッドを設定する

説明

public bool HttpRequest::setMethod ( int $request_method )

リクエストメソッドを設定します。

パラメータ
request_method

使用するリクエストメソッド。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setOptions
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(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setOptions — オプションを設定する

説明

public bool HttpRequest::setOptions ([ array $options ] )

使用するリクエストオプションを設定します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
options

連想配列で、その値が現在のリクエストオプションを上書きします。 空の配列を渡したり省略したりした場合は、 HttpRequest オブジェクトのオプションがリセットされます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setPostFields
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setPostFields — POST フィールドを設定する

説明

public bool HttpRequest::setPostFields ( array $post_data )

POST データエントリを設定します。事前に設定されている POST データが上書きされます。

POST およびカスタムリクエストについてのみ影響します。

パラメータ
post_data

POST フィールドを含む連想配列。 空の配列を渡した場合は、 POST データが削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setPostFiles
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setPostFiles — POST ファイルを設定する

説明

public bool HttpRequest::setPostFiles ( array $post_files )

POST するファイルを設定します。事前に設定されているファイルを上書きします。

POST およびカスタムリクエストについてのみ影響します。 生の POST データには使用できません。

パラメータ
post_files

POST するファイルを含む配列。 空の配列を渡した場合は、設定が削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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HttpRequest::setPutData
(PECL pecl_http >= 0.25.0)

HttpRequest::setPutData — PUT データを設定する

説明

public bool HttpRequest::setPutData ([ string $put_data ] )

PUT データを追加します。事前に設定されている PUT データを上書きします。

PUT リクエストについてのみ影響します。

各リクエストについて、PUT データあるいは PUT ファイルの どちらか一方のみが使用されます。PUT データのほうが優先順位が高いので、 たとえ PUT ファイルが設定されていたとしても PUT データがあればそちらを使用します。

パラメータ
put_data

アップロードするデータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setPutFile
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setPutFile — PUT ファイルを設定する

説明

public bool HttpRequest::setPutFile ([ string $file ] )

PUT するファイルを設定します。 PUT リクエストについてのみ影響します。

パラメータ
file

送信するファイルへのパス。 空の文字列を渡したり省略したりした場合は、 設定が削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setQueryData
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setQueryData — クエリデータを設定する

説明

public bool HttpRequest::setQueryData ( mixed $query_data )

使用する URL クエリパラメータを設定します。 事前に設定されているクエリパラメータを上書きします。

あらゆる型のリクエストに影響します。

パラメータ
query_data

エンコード済みのクエリ文字列、 あるいはエンコードするクエリフィールドを含む連想配列。 空のデータを渡した場合は、 クエリデータの設定が削除されます。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setRawPostData
(PECL pecl_http 0.14.0-1.4.1)

HttpRequest::setRawPostData — 生の POST データを設定する

説明

public bool HttpRequest::setRawPostData ([ string $raw_post_data ] )

生の POST データを追加します。事前に設定されているデータは上書きされます。 content type を指定することを忘れないでください。 POST およびカスタムリクエストについてのみ影響します。

各リクエストについて、POST フィールドあるいは生の POST データの どちらか一方のみが使用されます。生の POST データのほうが優先順位が高いので、 たとえ POST フィールドが設定されていたとしても 生の POST データがあればそちらを使用します。

パラメータ
raw_post_data

生の POST データ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setSslOptions
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setSslOptions — SSL オプションを設定する

説明

public bool HttpRequest::setSslOptions ([ array $options ] )

SSL オプションを設定します。

パラメータ
options

SSL オプションを含む連想配列。 空の配列を渡したり省略したりした場合は、 SSL オプションの設定が削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

HttpRequest::setUrl
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequest::setUrl — URL を設定する

説明

public bool HttpRequest::setUrl ( string $url )

リクエスト URL を設定します。

パラメータ
url

リクエスト URL。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
HttpRequest::addCookies — クッキーを追加する
HttpRequest::addHeaders — ヘッダを追加する
HttpRequest::addPostFields — POST フィールドを追加する
HttpRequest::addPostFile — POST ファイルを追加する
HttpRequest::addPutData — PUT データを追加する
HttpRequest::addQueryData — クエリデータを追加する
HttpRequest::addRawPostData — 生の POST データを追加する
HttpRequest::addSslOptions — SSL オプションを追加する
HttpRequest::clearHistory — 履歴を消去する
HttpRequest::__construct — HttpRequest のコンストラクタ
HttpRequest::enableCookies — クッキーを有効にする
HttpRequest::getContentType — content type を取得する
HttpRequest::getCookies — クッキーを取得する
HttpRequest::getHeaders — ヘッダを取得する
HttpRequest::getHistory — 履歴を取得する
HttpRequest::getMethod — メソッドを取得する
HttpRequest::getOptions — オプションを取得する
HttpRequest::getPostFields — POST フィールドを取得する
HttpRequest::getPostFiles — POST ファイルを取得する
HttpRequest::getPutData — PUT データを取得する
HttpRequest::getPutFile — PUT ファイルを取得する
HttpRequest::getQueryData — クエリデータを取得する
HttpRequest::getRawPostData — 生の POST データを取得する
HttpRequest::getRawRequestMessage — 名前のリクエストメッセージを取得する
HttpRequest::getRawResponseMessage — 生のレスポンスメッセージを取得する
HttpRequest::getRequestMessage — リクエストメッセージを取得する
HttpRequest::getResponseBody — レスポンスの本文を取得する
HttpRequest::getResponseCode — レスポンスコードを取得する
HttpRequest::getResponseCookies — レスポンスのクッキーを取得する
HttpRequest::getResponseData — レスポンスデータを取得する
HttpRequest::getResponseHeader — レスポンスヘッダを取得する
HttpRequest::getResponseInfo — レスポンスの情報を取得する
HttpRequest::getResponseMessage — レスポンスメッセージを取得する
HttpRequest::getResponseStatus — レスポンスのステータスを取得する
HttpRequest::getSslOptions — ssl オプションを取得する
HttpRequest::getUrl — url を取得する
HttpRequest::resetCookies — クッキーをリセットする
HttpRequest::send — リクエストを送信する
HttpRequest::setContentType — content type を設定する
HttpRequest::setCookies — クッキーを設定する
HttpRequest::setHeaders — ヘッダを設定する
HttpRequest::setMethod — メソッドを設定する
HttpRequest::setOptions — オプションを設定する
HttpRequest::setPostFields — POST フィールドを設定する
HttpRequest::setPostFiles — POST ファイルを設定する
HttpRequest::setPutData — PUT データを設定する
HttpRequest::setPutFile — PUT ファイルを設定する
HttpRequest::setQueryData — クエリデータを設定する
HttpRequest::setRawPostData — 生の POST データを設定する
HttpRequest::setSslOptions — SSL オプションを設定する
HttpRequest::setUrl — URL を設定する

HttpRequestPool クラス
クラス概要
HttpRequestPool implements Iterator , Countable {
public bool attach ( HttpRequest $request )
void __construct ([ HttpRequest $request ] )
void __destruct ( void )
bool detach ( HttpRequest $request )
array getAttachedRequests ( void )
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array getFinishedRequests ( void )
void reset ( void )
bool send ( void )
protected bool socketPerform ( void )
protected bool socketSelect ( void )
}

クラスのメンバ

プロパティ
HttpRequestPool クラスのプロパティはありません。

定義済み定数
HttpRequestPool クラスの定数はありません。

HttpRequestPool::attach
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::attach — HttpRequest をアタッチする

説明

public bool HttpRequestPool::attach ( HttpRequest $request )

HttpRequest オブジェクトを、この HttpRequestPool にアタッチします。

警告

アタッチする前に、すべてのオプションを設定しておいてください!

パラメータ
request

まだどの HttpRequestPool オブジェクトにもアタッチされていない HttpRequest オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

HttpInvalidParamException、HttpRequestException、 HttpRequestPoolException、HttpEncodingException をスローします。

HttpRequestPool::__construct
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::__construct — HttpRequestPool のコンストラクタ

説明

void HttpRequestPool::__construct ([ HttpRequest $request ] )

新しい HttpRequestPool オブジェクトのインスタンスを作成します。 HttpRequestPool は、複数の HttpRequest を平行して送信することができます。

事実上無限にオプションのパラメータを指定することができます。 各パラメータは HttpRequest オブジェクトへの参照です。

パラメータ
request

アタッチする HttpRequest オブジェクト。

エラー / 例外
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HttpRequestPoolException (HttpRequestException、HttpInvalidParamException) をスローします。

例

例1 HttpRequestPool の例
<?php
try {
    $pool = new HttpRequestPool(
        new HttpRequest('http://www.google.com/', HttpRequest::METH_HEAD),
        new HttpRequest('http://www.php.net/', HttpRequest::METH_HEAD)
    );
    $pool->send();
    foreach($pool as $request) {
        printf("%s is %s (%d)\n",
            $request->getUrl(),
            $request->getResponseCode() ? 'alive' : 'not alive',
            $request->getResponseCode()
        );
    }
} catch (HttpException $e) {
    echo $e;
}
?>

HttpRequestPool::__destruct
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::__destruct — HttpRequestPool のデストラクタ

説明

void HttpRequestPool::__destruct ( void )

HttpRequestPool オブジェクトの後始末をします。

HttpRequestPool::detach
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::detach — HttpRequest をデタッチする

説明

bool HttpRequestPool::detach ( HttpRequest $request )

この HttpRequestPool から、HttpRequest オブジェクトをデタッチします。

パラメータ
request

この HttpRequestPool オブジェクトにアタッチされている HttpRequest オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

HttpInvalidParamException、HttpRequestPoolException をスローします。

HttpRequestPool::getAttachedRequests
(PECL pecl_http >= 0.16.0)

HttpRequestPool::getAttachedRequests — アタッチされているリクエストを取得する

説明

array HttpRequestPool::getAttachedRequests ( void )

アタッチされている HttpRequest オブジェクトを取得します。
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パラメータ

返り値

現在アタッチされているすべての HttpRequest オブジェクトを含む配列を返します。

HttpRequestPool::getFinishedRequests
(PECL pecl_http >= 0.16.0)

HttpRequestPool::getFinishedRequests — 終了したリクエストを取得する

説明

array HttpRequestPool::getFinishedRequests ( void )

アタッチされている HttpRequest オブジェクトのうち、 すでに処理を終えた後のものを取得します。

パラメータ

返り値

現在アタッチされているすべての HttpRequest オブジェクトのうち、すでに処理を終えたものを含む配列を返します。

HttpRequestPool::reset
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::reset — リクエストプールをリセットする

説明

void HttpRequestPool::reset ( void )

アタッチされているすべての HttpRequest オブジェクトを デタッチします。

HttpRequestPool::send
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::send — すべてのリクエストを送信する

説明

bool HttpRequestPool::send ( void )

アタッチされているすべての HttpRequest オブジェクトを、平行して送信します。

パラメータ

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

HttpRequestPoolException (HttpSocketException、HttpRequestException、HttpMalformedHeaderException) をスローします。

HttpRequestPool::socketPerform
(PECL pecl_http >= 0.15.0)
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HttpRequestPool::socketPerform — ソケットアクションを実行する

説明

protected bool HttpRequestPool::socketPerform ( void )

各リクエストがトランザクションを終了するまでの間、TRUE を返します。

返り値

各リクエストがトランザクションを終了するまでの間、TRUE を返します。

例

例1 HttpRequestPool::socketPerform() の例
<?php
class MyPool extends HttpRequestPool
{
    public function send()
    {
        while ($this->socketPerform()) {
            if (!$this->socketSelect()) {
                throw new HttpSocketExcpetion;
            }
        }
    }

    protected final function socketPerform()
    {
        $result = parent::socketPerform();
        foreach ($this->getFinishedRequests() as $r) {
            $this->detach($r);
            // 終了したリクエストのレスポンスを処理します。
        }
        return $result;
    }
}
?>

HttpRequestPool::socketSelect
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpRequestPool::socketSelect — ソケットの選択を実行する

説明

protected bool HttpRequestPool::socketSelect ( void )

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
HttpRequestPool::attach — HttpRequest をアタッチする
HttpRequestPool::__construct — HttpRequestPool のコンストラクタ
HttpRequestPool::__destruct — HttpRequestPool のデストラクタ
HttpRequestPool::detach — HttpRequest をデタッチする
HttpRequestPool::getAttachedRequests — アタッチされているリクエストを取得する
HttpRequestPool::getFinishedRequests — 終了したリクエストを取得する
HttpRequestPool::reset — リクエストプールをリセットする
HttpRequestPool::send — すべてのリクエストを送信する
HttpRequestPool::socketPerform — ソケットアクションを実行する
HttpRequestPool::socketSelect — ソケットの選択を実行する

HttpResponse
クラス概要
HttpResponse {
static void capture ( void )
static int getBufferSize ( void )
static bool getCache ( void )
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static string getCacheControl ( void )
static string getContentDisposition ( void )
static string getContentType ( void )
static string getData ( void )
static string getETag ( void )
static string getFile ( void )
static bool getGzip ( void )
static mixed getHeader ([ string $name ] )
static int getLastModified ( void )
static string getRequestBody ( void )
static resource getRequestBodyStream ( void )
static array getRequestHeaders ( void )
static resource getStream ( void )
static double getThrottleDelay ( void )
static string guessContentType ( string $magic_file [, int $magic_mode = MAGIC_MIME ] )
static void redirect ([ string $url [, array $params [, bool $session = false [, int $status ]]]] )
static bool send ([ bool $clean_ob = true ] )
static bool setBufferSize ( int $bytes )
static bool setCache ( bool $cache )
static bool setCacheControl ( string $control [, int $max_age = 0 [, bool $must_revalidate = true ]] )
static bool setContentDisposition ( string $filename [, bool $inline = false ] )
static bool setContentType ( string $content_type )
static bool setData ( mixed $data )
static bool setETag ( string $etag )
static bool setFile ( string $file )
static bool setGzip ( bool $gzip )
static bool setHeader ( string $name [, mixed $value [, bool $replace = true ]] )
static bool setLastModified ( int $timestamp )
static bool setStream ( resource $stream )
static bool setThrottleDelay ( float $seconds )
static bool status ( int $status )
}

クラスのメンバ

プロパティ
静的なプロパティ

アクセス範囲 型 名前 説明
protected boolean cache レスポンスのキャッシュを試みるかどうか。
protected boolean gzip 送信するエンティティをその場で gzip するかどうか。
protected string eTag 生成された、あるいは独自の ETag。
protected integer lastModified 生成された、あるいは独自の最終更新タイムスタンプ。
protected string cacheControl Cache-Control の設定。
protected string contentType 送信したエンティティの Content-Type。
protected string contentDisposition送信したエンティティの Content-Disposition。
protected integer bufferSize 抑止処理に使用するチャンクバッファサイズ。
protected double throttleDelay 抑止処理の遅延秒数。

定義済み定数
型 名前 説明

integer REDIRECT 適切なリダイレクト方法を判別する。
integer REDIRECT_PERM 完全なリダイレクト (301 Moved permanently)。
integer REDIRECT_FOUND標準のリダイレクト (302 Found)。
integer REDIRECT_POST POST リクエストに対するリダイレクト (303 See other)。
integer REDIRECT_PROXY プロキシリダイレクト (305 Use proxy)。
integer REDIRECT_TEMP 一時的なリダイレクト (307 Temporary Redirect)。

HttpResponse::capture
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::capture — スクリプトの出力を取り込む

説明
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static void HttpResponse::capture ( void )

スクリプトの出力を取り込みます。

例

例1 HttpResponse::capture() の例
<?php
HttpResponse::setCache(true);
HttpResponse::capture();
// この後にスクリプトが続きます
?>

参考

HttpResponse::send() - レスポンスを送信する

HttpResponse::getBufferSize
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getBufferSize — バッファサイズを取得する

説明

static int HttpResponse::getBufferSize ( void )

現在のバッファのサイズを取得します。

返り値

現在のバッファのサイズをバイト単位で返します。

参考

HttpResponse::setBufferSize() - バッファサイズを設定する
HttpResponse::getThrottleDelay() - throttle delay を取得する
HttpResponse::setThrottleDelay() - throttle delay を設定する

HttpResponse::getCache
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getCache — キャッシュを取得する

説明

static bool HttpResponse::getCache ( void )

現在のキャッシュ設定を取得します。

返り値

キャッシュを行おうとしている場合に TRUE、 そうでない場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::setCacheControl() - cache control を設定する
HttpResponse::getCacheControl() - cache control を取得する
HttpResponse::setCache() - キャッシュを設定する

HttpResponse::getCacheControl
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getCacheControl — cache control を取得する
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説明

static string HttpResponse::getCacheControl ( void )

現在の Cache-Control ヘッダの設定を取得します。

返り値

現在の cache control の設定を、 ヘッダとして送信されるのと同様の形式の文字列で返します。

参考

HttpResponse::setCacheControl() - cache control を設定する
HttpResponse::setCache() - キャッシュを設定する
HttpResponse::getCache() - キャッシュを取得する

HttpResponse::getContentDisposition
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getContentDisposition — content disposition を取得する

説明

static string HttpResponse::getContentDisposition ( void )

現在の Content-Disposition の設定を取得します。

返り値

現在の content disposition の設定を、 ヘッダとして送信されるのと同様の形式の文字列で返します。

参考

HttpResponse::setContentDisposition() - content disposition を設定する
HttpResponse::getContentType() - content type を取得する
HttpResponse::setContentType() - content type を設定する

HttpResponse::getContentType
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getContentType — content type を取得する

説明

static string HttpResponse::getContentType ( void )

現在の Content-Type ヘッダの設定を取得します。

返り値

現在設定されている content type を文字列で返します。

参考

HttpResponse::getContentDisposition() - content disposition を取得する
HttpResponse::setContentDisposition() - content disposition を設定する
HttpResponse::setContentType() - content type を設定する
HttpResponse::guessContentType() - content type を推測する

HttpResponse::getData
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getData — データを取得する
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説明

static string HttpResponse::getData ( void )

事前に設定された、送信されようとしているデータを取得します。

返り値

事前に設定された、送信されようとしているデータを含む文字列を返します。

参考

HttpResponse::setData() - データを設定する
HttpResponse::getFile() - ファイルを取得する
HttpResponse::setFile() - ファイルを設定する
HttpResponse::getStream() - ストリームを取得する
HttpResponse::setStream() - ストリームを設定する

HttpResponse::getETag
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getETag — ETag を取得する

説明

static string HttpResponse::getETag ( void )

予測される、あるいは事前に設定された独自の ETag を取得します。

返り値

予測される、あるいは事前に設定された独自の ETag を、クォートされた文字列で返します。

参考

HttpResponse::getLastModified() - 最終更新日時を取得する
HttpResponse::setLastModified() - 最終更新日時を設定する
HttpResponse::setETag() - ETag を設定する

HttpResponse::getFile
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getFile — ファイルを取得する

説明

static string HttpResponse::getFile ( void )

事前に設定された、送信されようとしているファイルを取得します。

返り値

事前に設定された、送信されようとしているファイルを文字列で返します。

参考

HttpResponse::getData() - データを取得する
HttpResponse::setData() - データを設定する
HttpResponse::setFile() - ファイルを設定する
HttpResponse::getStream() - ストリームを取得する
HttpResponse::setStream() - ストリームを設定する

HttpResponse::getGzip
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(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getGzip — gzip を取得する

説明

static bool HttpResponse::getGzip ( void )

現在の gzip 圧縮設定を取得します。

返り値

GZip 圧縮が有効な場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::setGzip() - gzip を設定する

HttpResponse::getHeader
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpResponse::getHeader — ヘッダを取得する

説明

static mixed HttpResponse::getHeader ([ string $name ] )

送信されようとしているヘッダを取得します。

注意:

これは、以下の SAPI では期待通りに動作しないかもしれません。 Apache2 (PHP < 5.1.3 と組み合わせた場合)。

パラメータ
name

読み込むヘッダの名前を指定します。 空の文字列を渡されたり省略されたりした場合は、 すべてのヘッダを含む連想配列が返されます。

返り値

指定した名前のヘッダが存在する場合にはそのヘッダの値を含む文字列、 失敗した場合には FALSE、 あるいはすべてのヘッダを含む連想配列を返します。

参考

HttpResponse::setHeader() - ヘッダを設定する

HttpResponse::getLastModified
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpResponse::getLastModified — 最終更新日時を取得する

説明

static int HttpResponse::getLastModified ( void )

予測される、あるいは事前に設定された Last-Modified 日付を取得します。

返り値

予測される、あるいは事前に設定された Unix タイムスタンプを返します。

参考

HttpResponse::setLastModified() - 最終更新日時を設定する
HttpResponse::getETag() - ETag を取得する
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HttpResponse::setETag() - ETag を設定する

HttpResponse::getRequestBody
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getRequestBody — リクエストの本文を取得する

説明

static string HttpResponse::getRequestBody ( void )

この関数は次の関数のエイリアスです。 http_get_request_body()

HttpResponse::getRequestBodyStream
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getRequestBodyStream — リクエストの本文をストリームとして取得する

説明

static resource HttpResponse::getRequestBodyStream ( void )

この関数は次の関数のエイリアスです。 http_get_request_body_stream()

HttpResponse::getRequestHeaders
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getRequestHeaders — リクエストのヘッダを取得する

説明

static array HttpResponse::getRequestHeaders ( void )

この関数は次の関数のエイリアスです。 http_get_request_headers()

HttpResponse::getStream
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getStream — ストリームを取得する

説明

static resource HttpResponse::getStream ( void )

事前に設定された、送信されようとしているリソースを取得します。

パラメータ

返り値

事前に設定されたリソースを返します。

参考

HttpResponse::getData() - データを取得する
HttpResponse::setData() - データを設定する
HttpResponse::getFile() - ファイルを取得する
HttpResponse::setFile() - ファイルを設定する
HttpResponse::setStream() - ストリームを設定する
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HttpResponse::getThrottleDelay
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::getThrottleDelay — throttle delay を取得する

説明

static double HttpResponse::getThrottleDelay ( void )

現在の throttle delay を取得します。

返り値

秒単位の throttle delay を表す double 値を返します。

参考

HttpResponse::getBufferSize() - バッファサイズを取得する
HttpResponse::setBufferSize() - バッファサイズを設定する
HttpResponse::setThrottleDelay() - throttle delay を設定する

HttpResponse::guessContentType
(PECL pecl_http >= 0.13.0)

HttpResponse::guessContentType — content type を推測する

説明

static string HttpResponse::guessContentType ( string $magic_file [, int $magic_mode = MAGIC_MIME ] )

指定された本文の content type を、libmagic を使用して推測します。

推測に成功すると、その結果の Content-Type が自動的にレスポンスの Content-Type として設定されます。

パラメータ
magic_file

使用する magic.mime データベース。
magic_mode

libmagic のフラグ。

返り値

成功した場合は推測した content type、 失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

HttpRuntimeException、HttpInvalidParamException をスローします。

参考

HttpResponse::getContentType() - content type を取得する
HttpResponse::setContentType() - content type を設定する

HttpResponse::redirect
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::redirect — リダイレクトする

説明
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static void HttpResponse::redirect ([ string $url [, array $params [, bool $session = false [, int $status ]]]] )

この関数は次の関数のエイリアスです。 http_redirect()

HttpResponse::send
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::send — レスポンスを送信する

説明

static bool HttpResponse::send ([ bool $clean_ob = true ] )

エンティティを送信します。

キャッシュ処理に成功すると PHP の処理を終了します。そして、 INI 設定 http.log.cache が設定されている場合にはログにエントリを書き出します。 "終了" の意味については、INI 設定 http.force_exit を参照ください。

パラメータ
clean_ob

事前に開始されている出力ハンドラとそのバッファを すべて破壊するかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 HttpResponse::send() の例
<?php
HttpResponse::setCache(true);
HttpResponse::setContentType('application/pdf');
HttpResponse::setContentDisposition("$user.pdf", false);
HttpResponse::setFile('sheet.pdf');
HttpResponse::send();
?>

参考

HttpResponse::capture() - スクリプトの出力を取り込む

HttpResponse::setBufferSize
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setBufferSize — バッファサイズを設定する

説明

static bool HttpResponse::setBufferSize ( int $bytes )

抑止機構の送信バッファの大きさを設定します。

注意: 基本的な抑止機構を提供します。 これにより、現在のプロセスがエンティティを完全に送信できるようになるでしょう。

注意:

これは、以下の SAPI では期待通りに動作しないかもしれません。 FastCGI。

パラメータ
bytes

バイト単位で指定した、バッファの大きさ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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HttpResponse::getBufferSize() - バッファサイズを取得する
HttpResponse::getThrottleDelay() - throttle delay を取得する
HttpResponse::setThrottleDelay() - throttle delay を設定する

HttpResponse::setCache
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setCache — キャッシュを設定する

説明

static bool HttpResponse::setCache ( bool $cache )

エンティティのキャッシュを試みるかどうかを設定します。

これは、必要なキャッシュヘッダを設定したうえで、クライアントの If-Modified-Since および If-None-Match ヘッダを調べます。これらのヘッダのいずれかにマッチした場合、 ステータスコード 304 Not Modified が発行されます。

注意:

セッションを使用している場合は、session.cache_limiter の設定を "no-cache" 以外の適切な値にしておきましょう!

パラメータ
cache

キャッシュを試みるかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::setCacheControl() - cache control を設定する
HttpResponse::getCacheControl() - cache control を取得する
HttpResponse::getCachel()

HttpResponse::setCacheControl
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setCacheControl — cache control を設定する

説明

static bool HttpResponse::setCacheControl ( string $control [, int $max_age = 0 [, bool $must_revalidate = true ]] )

Cache-Control ヘッダを定義します。 通常は private または public です。

パラメータ
control

キャッシュコントロール設定。
max_age

max-age の秒数。これは、クライアント側での キャッシュエントリの有効期限を表します。
must_revalidate

クライアント側でのキャッシュエントリの再検証を、 リクエストのたびに行うかどうかを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE、control が public、 private あるいは no-cache のいずれかでない場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getCacheControl() - cache control を取得する
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HttpResponse::setCache() - キャッシュを設定する
HttpResponse::getCache() - キャッシュを取得する

HttpResponse::setContentDisposition
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setContentDisposition — content disposition を設定する

説明

static bool HttpResponse::setContentDisposition ( string $filename [, bool $inline = false ] )

Content-Disposition を設定します。 Content-Disposition ヘッダは、 実際に送信するデータがファイルなどであり、それをクライアント/ユーザに "保存" させたい (ブラウザのポップアップ "名前を付けて保存..." を出させたい) 場合に便利です。

パラメータ
filename

"名前を付けて保存..." ダイアログで表示するファイル名。
inline

これを true に設定し、かつユーザエージェントがその content type の処理方法を知っている場合は、ポップアップウィンドウが表示されません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getContentDisposition() - content disposition を取得する
HttpResponse::getContentType() - content type を取得する
HttpResponse::setContentType() - content type を設定する

HttpResponse::setContentType
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setContentType — content type を設定する

説明

static bool HttpResponse::setContentType ( string $content_type )

送信されるエンティティの Content-Type を設定します。

パラメータ
content_type

送信されるエンティティの content type (primary/secondary)。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 content type にプライマリパート、セカンダリパートが含まれていない場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getContentDisposition() - content disposition を取得する
HttpResponse::setContentDisposition() - content disposition を設定する
HttpResponse::getContentType() - content type を取得する
HttpResponse::guessContentType() - content type を推測する

HttpResponse::setData
(PECL pecl_http >= 0.10.0)
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HttpResponse::setData — データを設定する

説明

static bool HttpResponse::setData ( mixed $data )

送信されるデータを設定します。

注意: 以前に計算したり定義したりしていた ETag や Last-Modified は、再計算/再定義されます。

パラメータ
data

送信するデータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getData() - データを取得する
HttpResponse::getFile() - ファイルを取得する
HttpResponse::setFile() - ファイルを設定する
HttpResponse::getStream() - ストリームを取得する
HttpResponse::setStream() - ストリームを設定する

HttpResponse::setETag
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setETag — ETag を設定する

説明

static bool HttpResponse::setETag ( string $etag )

独自の ETag を設定します。 これが何を意味するのかをわかっている人以外は使用しないでください。

パラメータ
etag

ETag のパラメータに使用する、クォートされていない文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getLastModified() - 最終更新日時を取得する
HttpResponse::setLastModified() - 最終更新日時を設定する
HttpResponse::getETag() - ETag を取得する

HttpResponse::setFile
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setFile — ファイルを設定する

説明

static bool HttpResponse::setFile ( string $file )

送信されるファイルを設定します。

注意: 以前に計算したり定義したりしていた ETag や Last-Modified は、再計算/再定義されます。
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パラメータ
file

送信するファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getData() - データを取得する
HttpResponse::setData() - データを設定する
HttpResponse::getFile() - ファイルを取得する
HttpResponse::getStream() - ストリームを取得する
HttpResponse::setStream() - ストリームを設定する

HttpResponse::setGzip
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setGzip — gzip を設定する

説明

static bool HttpResponse::setGzip ( bool $gzip )

送信されるエンティティを、その場で gzip 圧縮する処理を有効にします。

パラメータ
gzip

GZip 圧縮を有効にするかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getGzip() - gzip を取得する

HttpResponse::setHeader
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpResponse::setHeader — ヘッダを設定する

説明

static bool HttpResponse::setHeader ( string $name [, mixed $value [, bool $replace = true ]] )

HTTP ヘッダを送信します。

パラメータ
name

ヘッダの名前。
value

ヘッダの値。設定しなかった場合は、 この名前のヘッダは送信されません。
replace

既存のヘッダを置き換えるかどうか。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getHeader() - ヘッダを取得する

HttpResponse::setLastModified
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpResponse::setLastModified — 最終更新日時を設定する

説明

static bool HttpResponse::setLastModified ( int $timestamp )

独自の Last-Modified 日時を設定します。

パラメータ
timestamp

送信されるエンティティの最終更新日時を表す Unix タイムスタンプ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getLastModified() - 最終更新日時を取得する
HttpResponse::getETag() - ETag を取得する
HttpResponse::setETag() - ETag を設定する

HttpResponse::setStream
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setStream — ストリームを設定する

説明

static bool HttpResponse::setStream ( resource $stream )

送信されるリソースを設定します。

注意: 以前に計算したり定義したりしていた ETag や Last-Modified は、再計算/再定義されます。

パラメータ
stream

送信するデータの読み込み元となる、 既にオープンしているストリーム。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getData() - データを取得する
HttpResponse::setData() - データを設定する
HttpResponse::getFile() - ファイルを取得する
HttpResponse::setFile() - ファイルを設定する
HttpResponse::getStream() - ストリームを取得する
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HttpResponse::setThrottleDelay
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

HttpResponse::setThrottleDelay — throttle delay を設定する

説明

static bool HttpResponse::setThrottleDelay ( float $seconds )

throttle delay を設定します。

注意: 基本的な抑止機構を提供します。 これにより、現在のプロセスがエンティティを完全に送信できるようになるでしょう。

注意:

これは、以下の SAPI では期待通りに動作しないかもしれません。 FastCGI.

パラメータ
seconds

各チャンクが送信された後で処理を待機する秒数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

HttpResponse::getBufferSize() - バッファサイズを取得する
HttpResponse::setBufferSize() - バッファサイズを設定する
HttpResponse::getThrottleDelay() - throttle delay を取得する

HttpResponse::status
(PECL pecl_http >= 0.12.0)

HttpResponse::status — HTTP レスポンスステータスを送信する

説明

static bool HttpResponse::status ( int $status )

この関数は次の関数のエイリアスです。 http_send_status().

目次
HttpResponse::capture — スクリプトの出力を取り込む
HttpResponse::getBufferSize — バッファサイズを取得する
HttpResponse::getCache — キャッシュを取得する
HttpResponse::getCacheControl — cache control を取得する
HttpResponse::getContentDisposition — content disposition を取得する
HttpResponse::getContentType — content type を取得する
HttpResponse::getData — データを取得する
HttpResponse::getETag — ETag を取得する
HttpResponse::getFile — ファイルを取得する
HttpResponse::getGzip — gzip を取得する
HttpResponse::getHeader — ヘッダを取得する
HttpResponse::getLastModified — 最終更新日時を取得する
HttpResponse::getRequestBody — リクエストの本文を取得する
HttpResponse::getRequestBodyStream — リクエストの本文をストリームとして取得する
HttpResponse::getRequestHeaders — リクエストのヘッダを取得する
HttpResponse::getStream — ストリームを取得する
HttpResponse::getThrottleDelay — throttle delay を取得する
HttpResponse::guessContentType — content type を推測する
HttpResponse::redirect — リダイレクトする
HttpResponse::send — レスポンスを送信する
HttpResponse::setBufferSize — バッファサイズを設定する
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HttpResponse::setCache — キャッシュを設定する
HttpResponse::setCacheControl — cache control を設定する
HttpResponse::setContentDisposition — content disposition を設定する
HttpResponse::setContentType — content type を設定する
HttpResponse::setData — データを設定する
HttpResponse::setETag — ETag を設定する
HttpResponse::setFile — ファイルを設定する
HttpResponse::setGzip — gzip を設定する
HttpResponse::setHeader — ヘッダを設定する
HttpResponse::setLastModified — 最終更新日時を設定する
HttpResponse::setStream — ストリームを設定する
HttpResponse::setThrottleDelay — throttle delay を設定する
HttpResponse::status — HTTP レスポンスステータスを送信する

HTTP 関数
このページですでに取り上げられた組み込みの HTTP 関連関数については ネットワーク関数 に説明があります。

以下の関数は、HTTP モジュールを必要としません。 header()、headers_list()、headers_sent()、 setcookie() そして setrawcookie()。

関数群

キャッシュ
http_cache_etag()
http_cache_last_modified()

エンコーディング
http_chunked_decode()
http_deflate()
http_inflate()

雑多な関数
http_build_cookie()
http_date()
http_get_request_body_stream()
http_get_request_body()
http_get_request_headers()
http_match_etag()
http_match_modified()
http_match_request_header()
http_support()

ネゴシエーション
http_negotiate_charset()
http_negotiate_content_type()
http_negotiate_language()

出力ハンドラ
ob_deflatehandler()
ob_etaghandler()
ob_inflatehandler()

パーサ
http_parse_cookie()
http_parse_headers()
http_parse_message()
http_parse_params()

リクエスト
http_get()
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http_head()
http_post_data()
http_post_fields()
http_put_data()
http_put_file()
http_put_stream()
http_request_body_encode()
http_request_method_exists()
http_request_method_name()
http_request_method_register()
http_request_method_unregister()
http_request()

レスポンス
http_redirect()
http_send_content_disposition()
http_send_content_type()
http_send_data()
http_send_file()
http_send_last_modified()
http_send_status()
http_send_stream()
http_throttle()

URL
http_build_str()
http_build_url()

持続的なハンドル
http_persistent_handles_count()
http_persistent_handles_ident()
http_persistent_handles_clean()

http_cache_etag
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_cache_etag — ETag でキャッシュする

説明

bool http_cache_etag ([ string $etag ] )

送信されるエンティティを、その ETag を基準にしてキャッシュしようとします。 ETag は、指定されたものを使用するか、あるいは INI 設定 http.etag.mode で指定したハッシュアルゴリズムにより生成したものを使用します。

クライアントの If-None-Match ヘッダがこの ETag と一致した場合は、その本文はクライアント側でキャッシュされていると判断し、 ステータスコード 304 Not Modified を発行します。

INI 設定 http.log.cache が設定されており、キャッシュの試みが成功した場合は、 キャッシュログにエントリが書き込まれます。

注意: この関数は、 http_send_data() や http_send_file() そして http_send_stream() と組み合わせて使用しすることもあります。

この関数を http_send_*() API の外部で使用すると、 ob_etaghandler() を助けます。

パラメータ
etag

独自の ETag。

返り値

失敗した場合は FALSE を返します。成功した場合は 終了 します。 エンティティがキャッシュされた場合は、304 Not Modified となります。 "終了" の意味については、INI 設定 http.force_exit を参照ください。

例

例1 http_cache_etag() の例
<?php
http_cache_etag();
http_send_data("data");
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?>

参考

http_cache_last_modified() - 最終更新日時でキャッシュする
ob_etaghandler() - ETag 出力ハンドラ
http_match_etag() - ETag を比較する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_cache_last_modified
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_cache_last_modified — 最終更新日時でキャッシュする

説明

bool http_cache_last_modified ([ int $timestamp_or_expires ] )

送信されるエンティティを、その最終更新日時を基準にしてキャッシュしようとします。

引数に 0 より大きい値が指定された場合、それは timestamp として扱われ、最終更新日時として送信されます。0 または省略された場合は、 現在の時刻を Last-Modified 日時として送信します。負の数を指定した場合は、 それは有効期限を表す秒数として扱われます。つま
り、 リクエストされた最終更新日時がこの範囲内にない場合は、 Last-Modified ヘッダが更新されて実際の本文が送信されます。

INI 設定 http.log.cache が設定されており、キャッシュの試みが成功した場合は、 キャッシュログにエントリが書き込まれます。

注意: この関数は、 http_send_data() や http_send_file() そして http_send_stream() と組み合わせて使用しすることもあります。

パラメータ
timestamp_or_expires

Unix タイムスタンプ。

返り値

失敗した場合は FALSE を返します。成功した場合は 終了 します。 エンティティがキャッシュされた場合は、304 Not Modified となります。 "終了" の意味については、INI 設定 http.force_exit を参照ください。

例

例1 http_cache_last_modified() の例

5 秒間キャッシュします。
<?php
http_cache_last_modified(-5);
printf("%s\n", http_date());
?>

参考

http_cache_etag() - ETag でキャッシュする
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_chunked_decode
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_chunked_decode — chunked-encoded データをデコードする

説明

string http_chunked_decode ( string $encoded )

HTTP-chunked エンコードされた文字列をデコードします。

パラメータ
encoded

Chunked encode された文字列。
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返り値

成功した場合はデコードした文字列、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_chunked_decode() の例
<?php
$string = "".
    "05\r\n".
    "this \r\n".
    "07\r\n".
    "string \r\n".
    "12\r\n".
    "is chunked encoded\r\n".
    "01\n\r\n".
    "00";
echo http_chunked_decode($string);
?>

上の例の出力は以下となります。
this string is chunked encoded

http_deflate
(PECL pecl_http >= 0.15.0)

http_deflate — データを圧縮する

説明

string http_deflate ( string $data [, int $flags = 0 ] )

gzip、 zlib 別名 deflate あるいは raw deflate エンコーディングを使用してデータを圧縮します。

flags に指定できる値については、 圧縮定数の表 を参照ください。

パラメータ
data

エンコードされるデータを含む文字列。
flags

圧縮オプション。

返り値

成功した場合はエンコードした文字列、失敗した場合は NULL を返します。

参考

http_inflate() - データを展開する
HttpDeflateStream

http_inflate
(PECL pecl_http >= 0.15.0)

http_inflate — データを展開する

説明

string http_inflate ( string $data )

gzip、deflate 別名 zlib あるいは raw deflate エンコーディングで圧縮されたデータを展開します。

パラメータ
data

圧縮されたデータを含む文字列。
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返り値

成功した場合はデコードした文字列、失敗した場合は NULL を返します。

参考

http_deflate() - データを圧縮する
HttpInflateStream

http_build_cookie
(PECL pecl_http >= 1.2.0)

http_build_cookie — クッキー文字列を作成する

説明

string http_build_cookie ( array $cookie )

http_parse_cookie() が返すような形式の配列/オブジェクトから、クッキー文字列を作成します。

パラメータ
cookie

http_parse_cookie() が返すような形式の、クッキーのリスト。

返り値

クッキーを文字列で返します。

参考

http_parse_cookie() - HTTP クッキーをパースする

http_date
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_date — HTTP の RFC に準拠した日付を作成する

説明

string http_date ([ int $timestamp ] )

RFC 1123 に準拠した、妥当な形式の HTTP 日付を作成します。 Wed, 22 Dec 2004 11:34:47 GMT のような形式になります。

パラメータ
timestamp

Unix タイムスタンプ。省略した場合は現在時刻。

返り値

HTTP の日付を文字列で返します。

参考

date() - ローカルの日付/時刻を書式化する

http_get_request_body_stream
(PECL pecl_http >= 0.22.0)

http_get_request_body_stream — リクエストの本文をストリームとして取得する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

resource http_get_request_body_stream ( void )

ストリームを作成し、生のリクエスト本文 (例: POST あるいは PUT データ) を読み込めるようにします。

リクエストメソッドが POST 以外の場合は、この関数は一度しか使用できません。

パラメータ

返り値

成功した場合は生のリクエスト本文をストリームで返します。 失敗した場合は NULL を返します。

参考

http_get_request_body() - リクエストの本文を文字列として取得する
http_get_request_headers() - リクエストヘッダを配列として取得する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_get_request_body
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_get_request_body — リクエストの本文を文字列として取得する

説明

string http_get_request_body ( void )

生のリクエスト本文 (例: POST あるいは PUT データ) を取得します。

リクエストメソッドが POST 以外の場合は、 http_get_request_body_stream() の後にこの関数を使用することはできません。

パラメータ

返り値

成功した場合は生のリクエスト本文を文字列で返します。 失敗した場合は NULL を返します。

参考

http_get_request_body_stream() - リクエストの本文をストリームとして取得する
http_get_request_headers() - リクエストヘッダを配列として取得する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_get_request_headers
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_get_request_headers — リクエストヘッダを配列として取得する

説明

array http_get_request_headers ( void )

受け取った HTTP ヘッダの一覧を取得します。

パラメータ

返り値

受け取ったリクエストヘッダを連想配列で返します。

参考

http_get_request_body() - リクエストの本文を文字列として取得する
http_get_request_body_stream() - リクエストの本文をストリームとして取得する
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PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_match_etag
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_match_etag — ETag を比較する

説明

bool http_match_etag ( string $etag [, bool $for_range = false ] )

指定された ETag を、クライアントの HTTP ヘッダ If-Match あるいは If-None-Match と比較します。

パラメータ
etag

比較する ETag。
for_range

TRUE に設定すると、通常は HTTP の範囲を検証するために使用されるヘッダが チェックされます。

返り値

ETag が一致する場合やヘッダにアスタリスク ("*") が含まれる場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

http_match_last_modified()
http_match_request_header() - 任意のヘッダを比較する
http_cache_etag() - ETag でキャッシュする
http_cache_last_modified() - 最終更新日時でキャッシュする
ob_etaghandler() - ETag 出力ハンドラ

http_match_modified
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_match_modified — 最終更新日時を比較する

説明

bool http_match_modified ([ int $timestamp [, bool $for_range = false ]] )

指定された Unix タイムスタンプを、クライアントの HTTP ヘッダ If-Modified-Since あるいは If-Unmodified-Since と比較します。

パラメータ
timestamp

Unix タイムスタンプ。省略した場合は現在の時刻が使用されます。
for_range

TRUE に設定すると、通常は HTTP の範囲を検証するために使用されるヘッダが チェックされます。

返り値

timestamp がヘッダより前の時刻を表す場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

http_match_etag() - ETag を比較する
http_match_request_header() - 任意のヘッダを比較する
http_cache_etag() - ETag でキャッシュする
http_cache_last_modified() - 最終更新日時でキャッシュする
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http_match_request_header
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_match_request_header — 任意のヘッダを比較する

説明

bool http_match_request_header ( string $header , string $value [, bool $match_case = false ] )

受け取った HTTP ヘッダを比較します。

パラメータ
header

ヘッダの名前 (大文字小文字は区別しません)。
value

ヘッダの値と比較する値。
match_case

値を比較する際に大文字小文字を区別するかどうか。

返り値

ヘッダの値が一致する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

http_match_etag() - ETag を比較する
http_match_last_modified()

http_support
(PECL pecl_http >= 0.15.0)

http_support — 組み込みの HTTP サポートを調べる

説明

int http_support ([ int $feature = 0 ] )

外部ライブラリを必要とする機能について調べます。

引数 feature に指定可能な値については サポートする機能の定数の表 を参照ください。

パラメータ
feature

調査する機能。

返り値

指定された機能がサポートされているかどうかを表す integer 値、 あるいは feature を省略した場合はサポートされる全機能のビットマスクを返します。

例

例1 http_support() の例
<?php
if (!http_support(HTTP_SUPPORT_REQUESTS)) {
    die("Need HTTP request support!\n");
}
?>

http_negotiate_charset
(PECL pecl_http >= 0.1.0)
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http_negotiate_charset — クライアントが希望している文字セットを選択する

説明

string http_negotiate_charset ( array $supported [, array &$result ] )

この関数は、クライアントが希望している文字セットを Accept-Charset HTTP ヘッダに基づいて選択します。 qualifier も理解し、qualifier の指定されていない文字セットが最優先されます。

パラメータ
supported

サポートされる文字セットを値にもつ配列。
result

選択した結果がこの配列に含まれます。

返り値

選択された文字セット、あるいは一致するものがなかった場合はデフォルトの文字セット (配列の最初のエントリ) を返します。

例

例1 http_negotiate_charset() の使用法
<?php
$charsets = array(
        'iso-8859-1', // デフォルト
        'iso-8859-2',
        'iso-8859-15',
        'utf-8'
);

$pref = http_negotiate_charset($charsets, $result);

if (strcmp($pref, 'iso-8859-1')) {
        iconv_set_encoding('internal_encoding', 'iso-8859-1');
        iconv_set_encoding('output_encoding', $pref);
        ob_start('ob_iconv_handler');
}

print_r($result);
?>

http_negotiate_content_type
(PECL pecl_http >= 0.19.0)

http_negotiate_content_type — クライアントが希望している content type を選択する

説明

string http_negotiate_content_type ( array $supported [, array &$result ] )

この関数は、クライアントが希望している content type を Accept HTTP ヘッダに基づいて選択します。 qualifier も理解し、qualifier の指定されていない content type が最優先されます。

パラメータ
supported

サポートする content type を値にもつ配列。
result

選択した結果がこの配列に含まれます。

返り値

選択された content type、あるいは一致するものがなかった場合はデフォルトの content type (配列の最初のエントリ) を返します。

例

例1 http_negotiate_content_type() の使用例
<?php
$content_types = array('application/xhtml+xml', 'text/html');
http_send_content_type(http_negotiate_content_type($content_types));
?>
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http_negotiate_language
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_negotiate_language — クライアントが希望している言語を選択する

説明

string http_negotiate_language ( array $supported [, array &$result ] )

この関数は、クライアントが希望している言語を Accept-Language HTTP ヘッダに基づいて選択します。 qualifier も理解し、qualifier の指定されていない言語が最優先されます。 部分的に一致した (つまりプライマリ言語についてのみ一致した) 言語については、qualifier
が 10% 割り引かれます。

パラメータ
supported

サポートされる言語を値にもつ配列。
result

選択した結果がこの配列に含まれます。

返り値

選択された言語、あるいは一致するものがなかった場合はデフォルトの言語 (配列の最初のエントリ) を返します。

例

例1 http_negotiate_language() の使用法
<?php
$langs = array(
        'en-US',// デフォルト
        'fr',
        'fr-FR',
        'de',
        'de-DE',
        'de-AT',
        'de-CH',
);

include './langs/'. http_negotiate_language($langs, $result) .'.php';

print_r($result);
?>

ob_deflatehandler
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

ob_deflatehandler — 圧縮出力ハンドラ

説明

string ob_deflatehandler ( string $data , int $mode )

ob_start() とともに使用します。

注意: この出力ハンドラは、一度だけ使用できます。

圧縮出力バッファハンドラは、一度だけ使用できます。

これは ob_gzhandler() や zlib.output_compression と衝突します。また、 mbstring 拡張モジュールの mb_output_handler() や session 拡張モジュールの URL-Rewriter (あるいは session.use_trans_sid) の後で使用してはいけません。

参考

ob_inflatehandler() - 展開出力ハンドラ
ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする

ob_etaghandler
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

ob_etaghandler — ETag 出力ハンドラ
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説明

string ob_etaghandler ( string $data , int $mode )

ob_start() とともに使用します。

この出力バッファハンドラは、 INI 設定 http.etag.mode で指定したハッシュアルゴリズムを使用して、ETag を生成します。

この出力ハンドラは、 http_cache_etag() によって使用されます。

参考

http_cache_etag() - ETag でキャッシュする
http_match_etag() - ETag を比較する

ob_inflatehandler
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

ob_inflatehandler — 展開出力ハンドラ

説明

string ob_inflatehandler ( string $data , int $mode )

ob_start() とともに使用します。

ob_deflatehandler() と同様の制限が当てはまります。

参考

ob_deflatehandler() - 圧縮出力ハンドラ
ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする

http_parse_cookie
(PECL pecl_http >= 0.20.0)

http_parse_cookie — HTTP クッキーをパースする

説明

object http_parse_cookie ( string $cookie [, int $flags [, array $allowed_extras ]] )

レスポンスとして送信されるのと同様の形式に HTTP クッキーをパースし、構造体に格納します。

パラメータ
cookie

レスポンスヘッダ Set-Cookie の値を含む文字列。
flags

パースフラグ (HTTP_COOKIE_PARSE_RAW)。
allowed_extras

特別な キーとして理解される内容を含む配列。 デフォルトでは、未知のキーはすべてクッキー名として扱われます。

返り値

成功した場合は stdClass オブジェクト、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_parse_cookie() の使用法
<?php
print_r(http_parse_cookie("foo=bar; bar=baz; path=/; domain=example.com; comment=; secure", 0, array("comment")));
?>
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上の例の出力は以下となります。
stdClass Object
(
  [cookies] => Array
  (
    [foo] => bar
    [bar] => baz
  )

  [extras] => Array
  (
    [comment] =>
  )

  [flags] => 16
  [expires] => 0
  [path] => /
  [domain] => example.com
)

参考

http_parse_headers() - HTTP ヘッダをパースする
http_parse_message() - HTTP メッセージをパースする
http_build_cookie() - クッキー文字列を作成する

http_parse_headers
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_parse_headers — HTTP ヘッダをパースする

説明

array http_parse_headers ( string $header )

HTTP ヘッダをパースし、連想配列に格納します。

パラメータ
header

HTTP ヘッダを含む文字列。

返り値

成功した場合に配列、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_parse_headers() の使用法
<?php
$headers = "content-type: text/html; charset=UTF-8\r\n".
  "Server: Funky/1.0\r\n".
  "Set-Cookie: foo=bar\r\n".
  "Set-Cookie: baz=quux\r\n".
  "Folded: works\r\n\ttoo\r\n";
print_r(http_parse_headers($headers));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
  [Content-Type] => text/html; chatset=UTF-8
  [Server] => Funky/1.0
  [Set-Cookie] => Array
  (
    [0] => foo=bar
    [1] => baz=quux
  )
  [Folded] => works
    too
)

参考

http_parse_message() - HTTP メッセージをパースする
http_parse_cookie() - HTTP クッキーをパースする

http_parse_message
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(PECL pecl_http >= 0.12.0)

http_parse_message — HTTP メッセージをパースする

説明

object http_parse_message ( string $message )

HTTP の message をパースし、 単純な形式の再帰的な object に格納します。

パラメータ
message

単一の HTTP メッセージ、あるいは複数の連続した HTTP メッセージを含む文字列。

返り値

パースされたメッセージを、階層化されたオブジェクトとして返します。

例

例1 http_parse_message() の使用法
<?php
define ('URL', 'http://www.example.com/');
print_r(http_parse_message(http_get(URL, array('redirect' => 3))));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
stdClass object
(
  [type] => 2
  [httpVersion] => 1.1
  [responseCode] => 200
  [headers] => Array 
  (
    [Content-Length] => 3
    [Server] => Apache
  )
  [body] => Hi!
  [parentMessage] => stdClass object
  (
    [type] => 2
    [httpVersion] => 1.1
    [responseCode] => 302
    [headers] => Array 
    (
      [Content-Length] => 0
      [Location] => ...
    )
    [body] => 
    [parentMessage] => ...
  )
)

参考

http_parse_headers() - HTTP ヘッダをパースする
HttpMessage クラス

http_parse_params
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

http_parse_params — パラメータリストをパースする

説明

object http_parse_params ( string $param [, int $flags = HTTP_PARAMS_DEFAULT ] )

パラメータリストをパースします。

引数 flags に指定可能な値については パラメータ解析の定数の表 を参照ください。

パラメータ
param

パラメータ。
flags

パースフラグ。
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返り値

パラメータリストを stdClass オブジェクトで返します。

例

例1 http_parse_params() の例
<?php
var_dump(http_parse_params("text/html; charset=\"utf8\""));
?>

上の例の出力は以下となります。
object(stdClass)#1 (1) {
  ["params"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(9) "text/html"
    [1]=>
    array(1) {
      ["charset"]=>
      string(4) "utf8"
    }
  }
}

参考

http_parse_headers() - HTTP ヘッダをパースする
http_parse_cookie() - HTTP クッキーをパースする
http_parse_message() - HTTP メッセージをパースする

http_persistent_handles_clean
(PECL pecl_http >= 1.5.0)

http_persistent_handles_clean — 持続ハンドルを消去する

説明

string http_persistent_handles_clean ([ string $ident ] )

持続ハンドルを消去します (閉じます)。オプションで、ident による認証を行います。

パラメータ
clean

認証文字列。

返り値

値を返しません。

参考

http_persistent_handles_ident() - 持続ハンドルの ident を取得/設定する
http_persistent_handles_count() - 持続ハンドルの状況

http_persistent_handles_count
(PECL pecl_http >= 1.5.0)

http_persistent_handles_count — 持続ハンドルの状況

説明

object http_persistent_handles_count ( void )

持続ハンドルの使用状況についての一覧を取得します。

パラメータ
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返り値

成功した場合には持続ハンドルの状況を表す stdClass オブジェクト、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_persistent_handles_count() の例
<?php
print_r(http_persistent_handles_count());
?>

上の例の出力は以下となります。
stdClass Object
(
    [http_request] => Array
        (
            [GLOBAL] => Array
                (
                    [used] => 0
                    [free] => 1
                )

        )

    [http_request_datashare] => Array
        (
            [GLOBAL] => Array
                (
                    [used] => 1
                    [free] => 0
                )

        )

    [http_request_pool] => Array
        (
        )

)

参考

http_persistent_handles_ident() - 持続ハンドルの ident を取得/設定する
http_persistent_handles_clean() - 持続ハンドルを消去する

http_persistent_handles_ident
(PECL pecl_http >= 1.5.0)

http_persistent_handles_ident — 持続ハンドルの ident を取得/設定する

説明

string http_persistent_handles_ident ( string $ident )

持続ハンドルの ident を取得あるいは定義します。

パラメータ
ident

識別文字列。

返り値

成功した場合に以前の ident、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_persistent_handles_ident() の例
<?php
echo http_persistent_handles_ident("CUSTOM"), "\n";
echo http_persistent_handles_ident("MyApp1"), "\n";
http_get("http://www.example.com/");
print_r(http_persistent_handles_count());
?>

上の例の出力は以下となります。

GLOBAL
CUSTOM
stdClass Object
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(
[http_request] => Array
(
[MyApp1] => Array
(
[used] => 0
[free] => 1
)

)

[http_request_datashare] => Array
(
[GLOBAL] => Array
(
[used] => 1
[free] => 0
)

)

[http_request_pool] => Array
(
)

)

参考

http_persistent_handles_count() - 持続ハンドルの状況
http_persistent_handles_clean() - 持続ハンドルを消去する

http_get
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_get — GET リクエストを実行する

説明

string http_get ( string $url [, array $options [, array &$info ]] )

指定した url に対して HTTP GET リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
url

URL。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンスの情報が格納されます。

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 http_get() の例
<?php
$response = http_get("http://www.example.com/", array("timeout"=>1), $info);
print_r($info);
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
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  'effective_url' => 'http://www.example.com/',
  'response_code' => 302,
  'connect_code' => 0,
  'filetime' => -1,
  'total_time' => 0.212348,
  'namelookup_time' => 0.038296,
  'connect_time' => 0.104144,
  'pretransfer_time' => 0.104307,
  'starttransfer_time' => 0.212077,
  'redirect_time' => 0,
  'redirect_count' => 0,
  'size_upload' => 0,
  'size_download' => 218,
  'speed_download' => 1026,
  'speed_upload' => 0,
  'header_size' => 307,
  'request_size' => 103,
  'ssl_verifyresult' => 0,
  'ssl_engines' =>
  array (
    0 => 'dynamic',
    1 => 'cswift',
    2 => 'chil',
    3 => 'atalla',
    4 => 'nuron',
    5 => 'ubsec',
    6 => 'aep',
    7 => 'sureware',
    8 => '4758cca',
  ),
  'content_length_download' => 218,
  'content_length_upload' => 0,
  'content_type' => 'text/html',
  'httpauth_avail' => 0,
  'proxyauth_avail' => 0,
  'num_connects' => 1,
  'os_errno' => 0,
  'error' => '',
)

http_head
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_head — HEAD リクエストを実行する

説明

string http_head ([ string $url [, array $options [, array &$info ]]] )

指定した url に対して HTTP HEAD リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
url

URL。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

http_post_data
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_post_data — エンコードされたデータを使用して POST リクエストを実行する

説明

string http_post_data ( string $url [, string $data [, array $options [, array &$info ]]] )

指定した url に対して HTTP POST リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。
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パラメータ
url

URL。
data

エンコードされた POST データを含む文字列。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

http_post_fields
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_post_fields — エンコードされる前のデータを使用して POST リクエストを実行する

説明

string http_post_fields ( string $url [, array $data [, array $files [, array $options [, array &$info ]]]] )

指定した url に対して HTTP POST リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
url

URL。
data

POST する値の連想配列。
files

POST するファイルの配列。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 http_post_fields() の例
<?php
$fields = array(
    'name' => 'mike',
    'pass' => 'se_ret'
);
$files = array(
    array(
        'name' => 'uimg',
        'type' => 'image/jpeg',
        'file' => './profile.jpg',
    )
);

$response = http_post_fields("http://www.example.com/", $fields, $files);
?>
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http_put_data
(PECL pecl_http >= 0.25.0)

http_put_data — データを使用して PUT リクエストを実行する

説明

string http_put_data ( string $url [, string $data [, array $options [, array &$info ]]] )

指定した url に対して HTTP PUT リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
url

URL。
data

PUT リクエストの本文。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

http_put_file
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_put_file — ファイルを使用して PUT リクエストを実行する

説明

string http_put_file ( string $url [, string $file [, array $options [, array &$info ]]] )

指定した url に対して HTTP PUT リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
url

URL。
file

PUT するファイル。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

http_put_stream
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(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_put_stream — ストリームを使用して PUT リクエストを実行する

説明

string http_put_stream ( string $url [, resource $stream [, array $options [, array &$info ]]] )

指定した url に対して HTTP PUT リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
url

URL。
stream

PUT リクエストの本文の読み込み元となるストリーム。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

http_request_body_encode
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

http_request_body_encode — リクエスト本文をエンコードする

説明

string http_request_body_encode ( array $fields , array $files )

x-www-form-urlencoded あるいは form-data でエンコードされたリクエスト本文を作成します。

パラメータ
fields

POST フィールド。
files

POST ファイル。

返り値

成功した場合にエンコードされた文字列、 失敗した場合に FALSE を返します。

http_request_method_exists
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_request_method_exists — リクエストメソッドが存在するかどうかを調べる

説明

int http_request_method_exists ( mixed $method )

リクエストメソッドが登録されているか (あるいはデフォルトで使用可能か) どうかを調べます。
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パラメータ
method

リクエストメソッドの名前あるいは ID。

返り値

リクエストメソッドが使用可能な場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

http_request_method_name
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_request_method_name — リクエストメソッド名を取得する

説明

string http_request_method_name ( int $method )

標準的な、あるいは登録されたリクエストメソッドの名前を リテラル文字列として取得します。

パラメータ
method

リクエストメソッドの ID。

返り値

成功した場合にリクエストメソッド名を表す文字列、 失敗した場合に FALSE を返します。

http_request_method_register
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_request_method_register — リクエストメソッドを登録する

説明

int http_request_method_register ( string $method )

独自のリクエストメソッドを登録します。

パラメータ
method

登録するリクエストメソッドの名前。

返り値

成功した場合にリクエストメソッドの ID、 失敗した場合に FALSE を返します。

http_request_method_unregister
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_request_method_unregister — リクエストメソッドの登録を解除する

説明

bool http_request_method_unregister ( mixed $method )

事前に登録された、独自のリクエストメソッドの登録を解除します。

パラメータ
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method

リクエストメソッドの名前あるいは ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

http_request
(PECL pecl_http >= 1.0.0)

http_request — 独自のリクエストを実行する

説明

string http_request ( int $method [, string $url [, string $body [, array $options [, array &$info ]]]] )

指定した url に対して独自の HTTP リクエストを実行します。

リクエストのオプション を参照ください。

パラメータ
method

リクエストメソッド。
url

URL。
body

リクエストの本文。
options

リクエストのオプション
info

リクエスト/レスポンス の情報

返り値

成功した場合は HTTP レスポンスを文字列で、失敗した場合は FALSE を返します。

http_redirect
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_redirect — HTTP リダイレクトを発行する

説明

void http_redirect ([ string $url [, array $params [, bool $session = false [, int $status ]]]] )

指定した url にリダイレクトします。

指定した url は http_build_url() で展開され、 params の内容は http_build_str() で扱われます。 また、session が true の場合はセッション ID が付加されます。 HTTP レスポンスコードは、status に応じたものが設定されます。 リダイレクト定数 のいずれかを使用すると便
利です。 どのような場面でどのようなレスポンスコードが返されるのかについては、 » RFC 2616 を参照ください。デフォルトでは、いちばんうまく当てはまるステータスを PHP が決定します。

RFC に準拠するため、クライアントがすぐにリダイレクトしない場合でも "Redirecting to <a>URL</a>." と表示されます。 また、リクエストメソッドは HEAD 以外のものとなります。

INI 設定 http.log.redirect が設定されており、リダイレクトの試みが成功した場合には リダイレクトのログにエントリが書き込まれます。

パラメータ
url

リダイレクトする URL。
params

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2616
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クエリパラメータの連想配列。
session

セッション情報を付加するかどうか。
status

独自のレスポンスステータスコード。

返り値

失敗した場合は FALSE を返します。成功した場合は 終了 します。 指定したステータスコードとなります。 "終了" の意味については、INI 設定 http.force_exit を参照ください。

例

例1 http_redirect() の例
<?php
http_redirect("relpath", array("name" => "value"), true, HTTP_REDIRECT_PERM);
?>

上の例の出力は以下となります。
HTTP/1.1 301 Moved Permanently
X-Powered-By: PHP/5.2.2
Content-Type: text/html
Location: http://www.example.com/curdir/relpath?name=value&PHPSESSID=abc

<a href="http://www.example.com/curdir/relpath?name=value&PHPSESSID=abc">http://www.example.com/curdir/relpath?name=value&PHPSESSID=abc</a>
にリダイレクトされます。

参考

PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_send_content_disposition
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_send_content_disposition — Content-Disposition を送信する

説明

bool http_send_content_disposition ( string $filename [, bool $inline = false ] )

Content-Disposition を送信します。 Content-Disposition ヘッダは、 実際に送信するデータがファイルなどであり、それをクライアント/ユーザに "保存" させたい (ブラウザのポップアップ "名前を付けて保存..." を出させたい) 場合に便利です。

注意: この関数は、 http_send_data() や http_send_file() そして http_send_stream() と組み合わせて使用することを想定しています。

パラメータ
filename

"名前を付けて保存..." ダイアログで表示するファイル名。
inline

これを TRUE に設定し、かつユーザエージェントがその content type の処理方法を知っている場合は、ポップアップウィンドウが表示されません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

http_send_data() - 任意のデータを送信する
http_send_file() - ファイルを送信する
http_send_stream() - ストリームを送信する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_send_content_type
(PECL pecl_http >= 0.10.0)
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http_send_content_type — Content-Type を送信する

説明

bool http_send_content_type ([ string $content_type = "application/x-octetstream" ] )

エンティティの Content-Type を送信します。

注意: この関数は、 http_send_data() や http_send_file() そして http_send_stream() と組み合わせて使用することを想定しています。

パラメータ
content_type

content type (primary/secondary)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

content_type がプライマリパートおよびセカンダリパートを含んでいない場合に E_WARNING を発生させます。

参考

http_send_data() - 任意のデータを送信する
http_send_file() - ファイルを送信する
http_send_stream() - ストリームを送信する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_send_data
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_send_data — 任意のデータを送信する

説明

bool http_send_data ( string $data )

(複数の) range リクエストをサポートする生のデータを送信します。

パラメータ
data

送信するデータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

http_send_file() - ファイルを送信する
http_send_stream() - ストリームを送信する
http_throttle() - HTTP 抑止処理
http_send_content_type() - Content-Type を送信する
http_send_content_disposition() - Content-Disposition を送信する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_send_file
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_send_file — ファイルを送信する

説明
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bool http_send_file ( string $file )

(複数の) range リクエストをサポートするファイルを送信します。

この関数の振る舞いおよびその後の動作は、以下の INI 設定 http.send.not_found_404 そして http.log.not_found に依存します。

INI 設定 http.send.not_found_404 が有効で INI 設定 http.log.not_found が書き込み可能なファイルを指している場合は、file が見つからないときにそこにログメッセージが書き込まれます。

パラメータ
file

送信するファイル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_send_file() の例
<?php
http_send_content_disposition("document.pdf", true);
http_send_content_type("application/pdf");
http_throttle(0.1, 2048);
http_send_file("../report.pdf");
?>

上の例の出力は以下となります。
HTTP/1.1 206 Partial Content
X-Powered-By: PHP/5.2.2
Accept-Ranges: bytes
Content-Length: 12345
Content-Range: bytes 0-12344
Content-Type: application/pdf
Content-Disposition: inline; filename="document.pdf"

%PDF...

参考

http_send_data() - 任意のデータを送信する
http_send_stream() - ストリームを送信する
http_throttle() - HTTP 抑止処理
http_send_content_type() - Content-Type を送信する
http_send_content_disposition() - Content-Disposition を送信する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_send_last_modified
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_send_last_modified — Last-Modified を送信する

説明

bool http_send_last_modified ([ int $timestamp ] )

Last-Modified ヘッダに、有効な HTTP 日付を設定して送信します。

注意: この関数は、 http_send_data() や http_send_file() そして http_send_stream() と組み合わせて使用することを想定しています。

パラメータ
timestamp

Unix タイムスタンプ。これは、有効な HTTP 日付に変換されます。 省略した場合は、現在の時刻が送信されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス
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http_send_status
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_send_status — HTTP レスポンスステータスを送信する

説明

bool http_send_status ( int $status )

HTTP ステータスコードを送信します。

パラメータ
status

HTTP ステータスコード (100-599)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_send_stream
(PECL pecl_http >= 0.1.0)

http_send_stream — ストリームを送信する

説明

bool http_send_stream ( resource $stream )

(複数の) range リクエストをサポートする、 オープン済みのストリームを送信します。

パラメータ
stream

読み込み元となるストリーム (シーク可能でなければなりません)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

http_send_data() - 任意のデータを送信する
http_send_file() - ファイルを送信する
http_throttle() - HTTP 抑止処理
http_send_content_type() - Content-Type を送信する
http_send_content_disposition() - Content-Disposition を送信する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_throttle
(PECL pecl_http >= 0.10.0)

http_throttle — HTTP 抑止処理

説明

void http_throttle ([ float $sec [, int $bytes = 40960 ]] )
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throttle delay および送信バッファサイズを指定します。

注意: この関数は、 http_send_data() や http_send_file() そして http_send_stream() と組み合わせて使用することを想定しています。

注意: 基本的な抑止機構を提供します。 これにより、現在のプロセスがエンティティを完全に送信できるようになるでしょう。

注意:

これは、以下の SAPI では期待通りに動作しないかもしれません。 FastCGI.

パラメータ
sec

各チャンクが送信された後に待機する秒数。
bytes

チャンクの大きさ (バイト単位)。

例

例1 http_throttle() の例

約 20 kbyte/秒 でファイルを送信します。
<?php
// ~ 20 kbyte/s
# http_throttle(1, 20000);
# http_throttle(0.5, 10000);
http_throttle(0.1, 2000);
http_send_file('document.pdf');
?>

参考

http_send_data() - 任意のデータを送信する
http_send_file() - ファイルを送信する
http_send_stream() - ストリームを送信する
PHP 5.1.0 以降を使用している場合は HttpResponse クラス

http_build_str
(PECL pecl_http >= 0.23.0)

http_build_str — クエリ文字列を組み立てる

説明

string http_build_str ( array $query [, string $prefix [, string $arg_separator ]] )

parse_str() の逆の動作をします。

パラメータ
query

クエリ文字列パラメータの連想配列。
prefix

トップレベルのプレフィックス。
arg_separator

引数の区切りとして使用する文字 (デフォルトでは、INI 設定 arg_separator.output が使用されます。 これも設定されていない場合は "&" が使用されます)。

返り値

成功した場合に組み立てたクエリ文字列、 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

standard http_build_query() - URL エンコードされたクエリ文字列を生成する
http_build_url() - URL を組み立てる
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http_build_url
(PECL pecl_http >= 0.21.0)

http_build_url — URL を組み立てる

説明

string http_build_url ([ mixed $url [, mixed $parts [, int $flags = HTTP_URL_REPLACE [, array &$new_url ]]]] )

URL を組み立てます。

引数 flag の設定によっては、二番目の URL の一部が最初の URL に統合されます。

パラメータ
url

文字列形式、あるいは parse_url() の返すような連想配列形式で表した、URL (の一部)。
parts

最初の引数と同じ。
flags

HTTP_URL 定数 の論理和からなるビットマスク。デフォルトは HTTP_URL_REPLACE です。
new_url

設定されている場合は、parse_url() が返すような構築された URL の一部が格納されます。

返り値

成功した場合に新しい URL を表す文字列、 失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 http_build_url() の例
<?php
echo http_build_url("http://user@www.example.com/pub/index.php?a=b#files",
    array(
        "scheme" => "ftp",
        "host" => "ftp.example.com",
        "path" => "files/current/",
        "query" => "a=c"
    ),
    HTTP_URL_STRIP_AUTH | HTTP_URL_JOIN_PATH | HTTP_URL_JOIN_QUERY | HTTP_URL_STRIP_FRAGMENT
);
?>

上の例の出力は以下となります。
ftp://ftp.example.com/pub/files/current/?a=b&a=c

参考

parse_url() - URL を解釈し、その構成要素を返す
http_build_str() - クエリ文字列を組み立てる

目次
http_cache_etag — ETag でキャッシュする
http_cache_last_modified — 最終更新日時でキャッシュする
http_chunked_decode — chunked-encoded データをデコードする
http_deflate — データを圧縮する
http_inflate — データを展開する
http_build_cookie — クッキー文字列を作成する
http_date — HTTP の RFC に準拠した日付を作成する
http_get_request_body_stream — リクエストの本文をストリームとして取得する
http_get_request_body — リクエストの本文を文字列として取得する
http_get_request_headers — リクエストヘッダを配列として取得する
http_match_etag — ETag を比較する
http_match_modified — 最終更新日時を比較する
http_match_request_header — 任意のヘッダを比較する
http_support — 組み込みの HTTP サポートを調べる
http_negotiate_charset — クライアントが希望している文字セットを選択する
http_negotiate_content_type —  content type 
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クライアントが希望している を選択する
http_negotiate_language — クライアントが希望している言語を選択する
ob_deflatehandler — 圧縮出力ハンドラ
ob_etaghandler — ETag 出力ハンドラ
ob_inflatehandler — 展開出力ハンドラ
http_parse_cookie — HTTP クッキーをパースする
http_parse_headers — HTTP ヘッダをパースする
http_parse_message — HTTP メッセージをパースする
http_parse_params — パラメータリストをパースする
http_persistent_handles_clean — 持続ハンドルを消去する
http_persistent_handles_count — 持続ハンドルの状況
http_persistent_handles_ident — 持続ハンドルの ident を取得/設定する
http_get — GET リクエストを実行する
http_head — HEAD リクエストを実行する
http_post_data — エンコードされたデータを使用して POST リクエストを実行する
http_post_fields — エンコードされる前のデータを使用して POST リクエストを実行する
http_put_data — データを使用して PUT リクエストを実行する
http_put_file — ファイルを使用して PUT リクエストを実行する
http_put_stream — ストリームを使用して PUT リクエストを実行する
http_request_body_encode — リクエスト本文をエンコードする
http_request_method_exists — リクエストメソッドが存在するかどうかを調べる
http_request_method_name — リクエストメソッド名を取得する
http_request_method_register — リクエストメソッドを登録する
http_request_method_unregister — リクエストメソッドの登録を解除する
http_request — 独自のリクエストを実行する
http_redirect — HTTP リダイレクトを発行する
http_send_content_disposition — Content-Disposition を送信する
http_send_content_type — Content-Type を送信する
http_send_data — 任意のデータを送信する
http_send_file — ファイルを送信する
http_send_last_modified — Last-Modified を送信する
http_send_status — HTTP レスポンスステータスを送信する
http_send_stream — ストリームを送信する
http_throttle — HTTP 抑止処理
http_build_str — クエリ文字列を組み立てる
http_build_url — URL を組み立てる

導入
インストール/設定

要件
HTTP 拡張モジュールのインストール — インストール/設定
実行時設定
リソース型

定義済み定数
リクエストのオプション — HttpRequest クラスおよびリクエスト関数で使用するオプション
HttpDeflateStream クラス

HttpDeflateStream::__construct — HttpDeflateStream クラスのコンストラクタ
HttpDeflateStream::factory — HttpDeflateStream クラスのファクトリ
HttpDeflateStream::finish — 圧縮ストリームを終了する
HttpDeflateStream::flush — 圧縮ストリームをフラッシュする
HttpDeflateStream::update — 圧縮ストリームを更新する

HttpInflateStream クラス
HttpInflateStream::__construct — HttpInflateStream クラスのコンストラクタ
HttpInflateStream::factory — HttpInflateStream クラスのファクトリ
HttpInflateStream::finish — 展開ストリームを終了する
HttpInflateStream::flush — 展開ストリームをフラッシュする
HttpInflateStream::update — 展開ストリームを更新する

HttpMessage クラス
HttpMessage::addHeaders — ヘッダを追加する
HttpMessage::__construct — HttpMessage のコンストラクタ
HttpMessage::detach — HttpMessage をデタッチする
HttpMessage::factory — 文字列から HttpMessage を作成する
HttpMessage::fromEnv — 環境から HttpMessage を作成する
HttpMessage::fromString — 文字列から HttpMessage を作成する
HttpMessage::getBody — メッセージの本文を取得する
HttpMessage::getHeader — ヘッダを取得する
HttpMessage::getHeaders — メッセージのヘッダを取得する
HttpMessage::getHttpVersion — HTTP バージョンを取得する
HttpMessage::getParentMessage — 親メッセージを取得する
HttpMessage::getRequestMethod — リクエストメソッドを取得する
HttpMessage::getRequestUrl — リクエスト URL を取得する
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HttpMessage::getResponseCode — レスポンスコードを取得する
HttpMessage::getResponseStatus — レスポンスのステータスを取得する
HttpMessage::getType — メッセージの型を取得する
HttpMessage::guessContentType — content type を推測する
HttpMessage::prepend — メッセージを先頭に追加する
HttpMessage::reverse — メッセージチェインを逆順にする
HttpMessage::send — メッセージを送信する
HttpMessage::setBody — メッセージの本文を設定する
HttpMessage::setHeaders — ヘッダを設定する
HttpMessage::setHttpVersion — HTTP バージョンを設定する
HttpMessage::setRequestMethod — リクエストメソッドを設定する
HttpMessage::setRequestUrl — リクエスト URL を設定する
HttpMessage::setResponseCode — レスポンスコードを設定する
HttpMessage::setResponseStatus — レスポンスのステータスを設定する
HttpMessage::setType — メッセージの型を設定する
HttpMessage::toMessageTypeObject — メッセージの型に応じた HTTP オブジェクトを作成する
HttpMessage::toString — 文字列表現を取得する

HttpQueryString クラス
HttpQueryString::__construct — HttpQueryString のコンストラクタ
HttpQueryString::get — クエリ文字列 (の一部) を取得する
HttpQueryString::mod — クエリ文字列の複製を変更する
HttpQueryString::set — クエリ文字列パラメータを設定する
HttpQueryString::singleton — HttpQueryString のシングルトン
HttpQueryString::toArray — クエリ文字列を配列で取得する
HttpQueryString::toString — クエリ文字列を取得する
HttpQueryString::xlate — クエリ文字列の文字セットを変更する

HttpRequest
HttpRequest::addCookies — クッキーを追加する
HttpRequest::addHeaders — ヘッダを追加する
HttpRequest::addPostFields — POST フィールドを追加する
HttpRequest::addPostFile — POST ファイルを追加する
HttpRequest::addPutData — PUT データを追加する
HttpRequest::addQueryData — クエリデータを追加する
HttpRequest::addRawPostData — 生の POST データを追加する
HttpRequest::addSslOptions — SSL オプションを追加する
HttpRequest::clearHistory — 履歴を消去する
HttpRequest::__construct — HttpRequest のコンストラクタ
HttpRequest::enableCookies — クッキーを有効にする
HttpRequest::getContentType — content type を取得する
HttpRequest::getCookies — クッキーを取得する
HttpRequest::getHeaders — ヘッダを取得する
HttpRequest::getHistory — 履歴を取得する
HttpRequest::getMethod — メソッドを取得する
HttpRequest::getOptions — オプションを取得する
HttpRequest::getPostFields — POST フィールドを取得する
HttpRequest::getPostFiles — POST ファイルを取得する
HttpRequest::getPutData — PUT データを取得する
HttpRequest::getPutFile — PUT ファイルを取得する
HttpRequest::getQueryData — クエリデータを取得する
HttpRequest::getRawPostData — 生の POST データを取得する
HttpRequest::getRawRequestMessage — 名前のリクエストメッセージを取得する
HttpRequest::getRawResponseMessage — 生のレスポンスメッセージを取得する
HttpRequest::getRequestMessage — リクエストメッセージを取得する
HttpRequest::getResponseBody — レスポンスの本文を取得する
HttpRequest::getResponseCode — レスポンスコードを取得する
HttpRequest::getResponseCookies — レスポンスのクッキーを取得する
HttpRequest::getResponseData — レスポンスデータを取得する
HttpRequest::getResponseHeader — レスポンスヘッダを取得する
HttpRequest::getResponseInfo — レスポンスの情報を取得する
HttpRequest::getResponseMessage — レスポンスメッセージを取得する
HttpRequest::getResponseStatus — レスポンスのステータスを取得する
HttpRequest::getSslOptions — ssl オプションを取得する
HttpRequest::getUrl — url を取得する
HttpRequest::resetCookies — クッキーをリセットする
HttpRequest::send — リクエストを送信する
HttpRequest::setContentType — content type を設定する
HttpRequest::setCookies — クッキーを設定する
HttpRequest::setHeaders — ヘッダを設定する
HttpRequest::setMethod — メソッドを設定する
HttpRequest::setOptions — オプションを設定する
HttpRequest::setPostFields — POST フィールドを設定する
HttpRequest::setPostFiles — POST ファイルを設定する
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HttpRequest::setPutData — PUT データを設定する
HttpRequest::setPutFile — PUT ファイルを設定する
HttpRequest::setQueryData — クエリデータを設定する
HttpRequest::setRawPostData — 生の POST データを設定する
HttpRequest::setSslOptions — SSL オプションを設定する
HttpRequest::setUrl — URL を設定する

HttpRequestPool クラス
HttpRequestPool::attach — HttpRequest をアタッチする
HttpRequestPool::__construct — HttpRequestPool のコンストラクタ
HttpRequestPool::__destruct — HttpRequestPool のデストラクタ
HttpRequestPool::detach — HttpRequest をデタッチする
HttpRequestPool::getAttachedRequests — アタッチされているリクエストを取得する
HttpRequestPool::getFinishedRequests — 終了したリクエストを取得する
HttpRequestPool::reset — リクエストプールをリセットする
HttpRequestPool::send — すべてのリクエストを送信する
HttpRequestPool::socketPerform — ソケットアクションを実行する
HttpRequestPool::socketSelect — ソケットの選択を実行する

HttpResponse
HttpResponse::capture — スクリプトの出力を取り込む
HttpResponse::getBufferSize — バッファサイズを取得する
HttpResponse::getCache — キャッシュを取得する
HttpResponse::getCacheControl — cache control を取得する
HttpResponse::getContentDisposition — content disposition を取得する
HttpResponse::getContentType — content type を取得する
HttpResponse::getData — データを取得する
HttpResponse::getETag — ETag を取得する
HttpResponse::getFile — ファイルを取得する
HttpResponse::getGzip — gzip を取得する
HttpResponse::getHeader — ヘッダを取得する
HttpResponse::getLastModified — 最終更新日時を取得する
HttpResponse::getRequestBody — リクエストの本文を取得する
HttpResponse::getRequestBodyStream — リクエストの本文をストリームとして取得する
HttpResponse::getRequestHeaders — リクエストのヘッダを取得する
HttpResponse::getStream — ストリームを取得する
HttpResponse::getThrottleDelay — throttle delay を取得する
HttpResponse::guessContentType — content type を推測する
HttpResponse::redirect — リダイレクトする
HttpResponse::send — レスポンスを送信する
HttpResponse::setBufferSize — バッファサイズを設定する
HttpResponse::setCache — キャッシュを設定する
HttpResponse::setCacheControl — cache control を設定する
HttpResponse::setContentDisposition — content disposition を設定する
HttpResponse::setContentType — content type を設定する
HttpResponse::setData — データを設定する
HttpResponse::setETag — ETag を設定する
HttpResponse::setFile — ファイルを設定する
HttpResponse::setGzip — gzip を設定する
HttpResponse::setHeader — ヘッダを設定する
HttpResponse::setLastModified — 最終更新日時を設定する
HttpResponse::setStream — ストリームを設定する
HttpResponse::setThrottleDelay — throttle delay を設定する
HttpResponse::status — HTTP レスポンスステータスを送信する

HTTP 関数
http_cache_etag — ETag でキャッシュする
http_cache_last_modified — 最終更新日時でキャッシュする
http_chunked_decode — chunked-encoded データをデコードする
http_deflate — データを圧縮する
http_inflate — データを展開する
http_build_cookie — クッキー文字列を作成する
http_date — HTTP の RFC に準拠した日付を作成する
http_get_request_body_stream — リクエストの本文をストリームとして取得する
http_get_request_body — リクエストの本文を文字列として取得する
http_get_request_headers — リクエストヘッダを配列として取得する
http_match_etag — ETag を比較する
http_match_modified — 最終更新日時を比較する
http_match_request_header — 任意のヘッダを比較する
http_support — 組み込みの HTTP サポートを調べる
http_negotiate_charset — クライアントが希望している文字セットを選択する
http_negotiate_content_type — クライアントが希望している content type を選択する
http_negotiate_language — クライアントが希望している言語を選択する
ob_deflatehandler — 圧縮出力ハンドラ
ob_etaghandler — ETag 出力ハンドラ
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ob_inflatehandler — 展開出力ハンドラ
http_parse_cookie — HTTP クッキーをパースする
http_parse_headers — HTTP ヘッダをパースする
http_parse_message — HTTP メッセージをパースする
http_parse_params — パラメータリストをパースする
http_persistent_handles_clean — 持続ハンドルを消去する
http_persistent_handles_count — 持続ハンドルの状況
http_persistent_handles_ident — 持続ハンドルの ident を取得/設定する
http_get — GET リクエストを実行する
http_head — HEAD リクエストを実行する
http_post_data — エンコードされたデータを使用して POST リクエストを実行する
http_post_fields — エンコードされる前のデータを使用して POST リクエストを実行する
http_put_data — データを使用して PUT リクエストを実行する
http_put_file — ファイルを使用して PUT リクエストを実行する
http_put_stream — ストリームを使用して PUT リクエストを実行する
http_request_body_encode — リクエスト本文をエンコードする
http_request_method_exists — リクエストメソッドが存在するかどうかを調べる
http_request_method_name — リクエストメソッド名を取得する
http_request_method_register — リクエストメソッドを登録する
http_request_method_unregister — リクエストメソッドの登録を解除する
http_request — 独自のリクエストを実行する
http_redirect — HTTP リダイレクトを発行する
http_send_content_disposition — Content-Disposition を送信する
http_send_content_type — Content-Type を送信する
http_send_data — 任意のデータを送信する
http_send_file — ファイルを送信する
http_send_last_modified — Last-Modified を送信する
http_send_status — HTTP レスポンスステータスを送信する
http_send_stream — ストリームを送信する
http_throttle — HTTP 抑止処理
http_build_str — クエリ文字列を組み立てる
http_build_url — URL を組み立てる

PHP と Java の統合

導入
PHP と Java の連携をとして考えられる手段は 2 種類あります。 PHP を Java サーブレット環境に統合する方法 と Java サポートを PHP に統合する方法です。前者のほうが より安定で効率的な手法です。前者は、サーブレットサーバへのインターフェイス として SAPI モジュー
ルにより提供され、後者は Java 拡張モジュール として提供されます。

Java 拡張モジュールは、PHP から Java オブジェクトのメソッドを生成し、 コールする簡単で効率的な手段を提供します。この JVM は JNI を用いて 作成され、全てはこのプロセスで動作します。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使用するには、使用するマシンに Java VM がインストールされていることが必要です。

インストール手順
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この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/java.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0

注意: PHP 4 specific notes

PHP 4 の場合、この PECL 拡張モジュール のソースは、PHP のソースの ext/ ディレクトリ、または 上の PECL リンクで入手可能です。 これらの関数を使用するには --with-java[=DIR] を使用して Java サポートつきで PHP をコンパイルする必要があります。
DIR は JDK のインストールディレクトリを指します。この拡張モジュールは 共有モジュールとしてのみビルド可能です。詳細な情報は php-src/ext/java/README にあります。

Windows ユーザがこれらの関数を使用するには、php.ini 内で php_java.dll を有効にします。 PHP 4 の場合、この DLL は PHP の Windows ダウンロードバイナリの extensions/ ディレクトリ にあります。

Windows 環境において PHP <= 4.0.6 を使用してこのモジュールを有効に するには、jvm.dll をシステムの PATH が通った場所に おく必要があります。PHP > 4.0.6 では、追加の DLL は必要ありません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Java 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

java.class.path NULL PHP_INI_ALL  
java.home NULL PHP_INI_ALL  
java.library.path NULL PHP_INI_ALL  
java.library JAVALIB PHP_INI_ALL  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Java Servlet SAPI
Java Servlet SAPI は、PHP プロセッサ全体をサーブレットとして実行する ために、Java 拡張モジュールにより定義された機構の上に構築されています。 PHP の側からみてこの実装が基本的に優れている点は、サーブレットを サポートする Web サーバが通常 JVM をプールし、
再利用することに注力している ことです。このサーブレット SAPI モジュールの構築手順は、 php4/sapi/README にあります。 注意:

このコードは、全てのサーブレットエンジンで実行可能であるように作成 されていますが、現在 Apache の Jakarta/tomcat でしかテストされていません。 他のエンジンでこのコードを実行する際に必要なパッチ、バグレポート、 成功事例等をお知らせください。
PHP は動作ディレクトリを変更する特徴があります。sapi/サーブレット はもとに戻そうとしますが、PHP が実行されている間、サーブレットエンジンは CLASSPATH に相対ディレクトリにより指定されている全てのクラスを ロードできないか、管理用および JSP コンパ
イル用に使用されている 作業ディレクトリを見つけることができなくなる可能性があります。

例
目次

Java の例

例1 Java の例
<?php
// Java クラス java.lang.System のインスタンスをPHPに作成する
$system = new Java('java.lang.System');

// プロパティへのアクセスのデモ
echo 'Java version=' . $system->getProperty('java.version') . '<br />';
echo 'Java vendor=' . $system->getProperty('java.vendor') . '<br />';
echo 'OS=' . $system->getProperty('os.name') . ' ' .
             $system->getProperty('os.version') . ' on ' .
             $system->getProperty('os.arch') . ' <br />';

// java.util.Dateの例
$formatter = new Java('java.text.SimpleDateFormat',
                      "EEEE, MMMM dd, yyyy 'at' h:mm:ss a zzzz");

echo $formatter->format(new Java('java.util.Date'));

http://svn.php.net/viewvc/pecl/java
http://pecl.php.net/
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?>

例2 AWT Example

<?php
// この例は、CLI を使用して実行することのみを考慮しています。
$frame  = new Java('java.awt.Frame', 'PHP');
$button = new Java('java.awt.Button', 'Hello Java World!');

$frame->add('North', $button);
$frame->validate();
$frame->pack();
$frame->visible = True;

$thread = new Java('java.lang.Thread');
$thread->sleep(10000);

$frame->dispose();
?>
注意:

new Java() は、有効なコンストラクタがある場合、 クラスのインスタンスを生成します。引数が指定されない場合には、 デフォルトのコンストラクタにより java.lang.Systemのようなクラスにアクセスすると 良いでしょう。このクラスは、ほとんどの機能を静的なメ
ソッドとして 公開しています。
あるインスタンスのメンバーにアクセスする際には、まず bean プロパティ が探されてから、次に public フィールドが探されます。言い換えると、 print $date.time はまず $date.getTime() と解釈され、続いて $date.time と解釈されます。
静的メンバおよびインスタンスメンバは共に同じ構文でアクセス可能です。 さらに、java オブジェクトが java.lang.Class 型の 場合、このクラスの静的メンバ(フィールドとメソッド)にアクセス可能です。

例外が発生すると PHP の警告が出力され、結果は NULL となります。警告は "@" 記号を付けてメソッドをコールすることに抑圧できます。 直近のエラーを取得し、リセットするために以下の API を使用することができます。

java_last_exception_get()
java_last_exception_clear()

オーバーロードの解決は、二つの言語の間で型の違いがあるため一般には 困難な問題です。PHP の Java 拡張機能は、どのオーバーロードが 最も一致するかを定義するための方法として、簡単ですがかなり 効率的なものを使用しています。 加えて、PHP のメソッド名は大
文字小文字を区別しないため、選択される オーバーロードの数は増加する傾向があります。 メソッドが一度選択されると、パラメータの値は必要に応じて調整されます。 このため、(倍精度実数が論理値に変換されるといった)データの劣化が 発生する可能性があります。
PHP では伝統的に配列とハッシュテーブルは相互に完全に可換でした。PHP の ハッシュテーブルは整数または文字列の添字のみを使用できることに注意して ください。また、Java の primitive 型の配列は疎とすることができないことに も注意してください。これらの構造
は値で渡されるため、メモリと時間の 消費量が大きくする可能性があります。

Java 関数

java_last_exception_clear
(PHP 4 >= 4.0.2)

java_last_exception_clear — 直近の例外をクリアする

説明

void java_last_exception_clear ( void )

直近の Java の例外をクリアします。

返り値

値を返しません。

例

使用例は java_last_exception_get() を参照ください。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

java_last_exception_get
(PHP 4 >= 4.0.2)

java_last_exception_get — 直近の Java 例外を取得する

説明
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object java_last_exception_get ( void )

直近の Java の例外を取得します。

返り値

例外オブジェクトを返します。

例

以下の例は、Java 例外ハンドラをPHPから使用する方法を示すものです。

例1 Java 例外ハンドラ
<?php
$stack = new Java('java.util.Stack');
$stack->push(1);

// 以下のコードは実行に成功します
$result = $stack->pop();
$ex = java_last_exception_get();
if (!$ex) {
  echo "$result\n";
}

// 以下のコードは失敗します (エラー出力は、@により抑制されています)
$result = @$stack->pop();
$ex = java_last_exception_get();
if ($ex) {
  echo $ex->toString();
}

// 直近の例外をクリア
java_last_exception_clear();
?>

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

目次
java_last_exception_clear — 直近の例外をクリアする
java_last_exception_get — 直近の Java 例外を取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Java Servlet SAPI
例

Java の例
Java 関数

java_last_exception_clear — 直近の例外をクリアする
java_last_exception_get — 直近の Java 例外を取得する

Lightweight Directory Access Protocol

導入
LDAP とは Lightweight Directory Access Protocol を意味し、 "ディレクトリサーバ" にアクセスするために使用されるプロトコルです。 ディレクトリとは、 ツリー構造に情報を保持している特殊なデータベースのことです。

この概念は、ハードディスクのディレクトリ構造に似ています。 ただし、その内容は異なっており、ルートディレクトリは "世界" であり、 最初のレベルのサブディレクトリは "国" となります。ディレクトリ構造の 下位には会社や機関、場所のエントリがあります。さらに下位
には、 人やおそらく道具や文書に関するディレクトリエントリもあります。

ハードディスク内のサブディレクトリにあるファイルを参照するには、 次のようにすることでしょう。
   /usr/local/myapp/docs
  

スラッシュが参照の各部分を区分し、左から右に解釈されます。
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LDAP においてこの完全に正しいファイル参照に等価なものは "区分された名前(distinguished name)" であり、単に "dn" と表されます。 例として dn が次のようになっているとしましょう。
   cn=John Smith,ou=Accounts,o=My Company,c=US
  

カンマは各部分を区分し、右から左に解釈されます。この dn は 次のように解釈されます。
   country = US
   organization = My Company
   organizationalUnit = Accounts
   commonName = John Smith
  

ハードディスクのディレクトリ構造を管理する手法について明確な規約が ないのと同様に、ディレクトリサーバーマネージャーは、目的に適した あらゆる構造を設定することが可能です。しかし、実用的にはいくつかの 慣習があります。 利用可能なものに関する情報を持たず
にデータベースを使用することが できないのと同様、ディレクトリの構造に関する情報なくして ディレクトリサーバーにアクセスするコードを書くことはできない ということが言えます。

LDAP に関する多くの情報が以下の場所にあります。

» Mozilla

» OpenLDAP Project

Netscape SDK では、有用な » プログラマーズガイド が HTML 形式で公開されています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
LDAP サポートを有効にして PHP をコンパイルするには、 » OpenLDAP あるいは » Bind9.net から LDAP クライアント ライブラリを入手し、コンパイルしておく必要があります。

インストール手順
PHP の LDAP サポートはデフォルトで有効になっていません。 LDAP サポートを有効にして PHP をコンパイルするには、設定オプション --with-ldap[=DIR] を指定して PHP をコンパイルする必要があります。 DIR は LDAP をインストールしたディレクトリです。 SASL サ
ポートを有効にするためには、システム上に sasl.h を用意し、 --with-ldap-sasl[=DIR] を指定する必要があります。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 libeay32.dll および ssleay32.dll

PHP 4.3.0 より前のバージョンでは、さらに libsasl.dll も必要です。

Oracle LDAP ライブラリを使用するには、Oracle 環境 が適切に設定されている 必要があります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

LDAP 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

ldap.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
ほとんどの LDAP 関数は、リソースを操作するか、あるいはリソースを返します (たとえば ldap_connect() は正の LDAP リンク ID を返し、ほとんどの LDAP 関数はそれを使用します)。

http://www.mozilla.org/directory/
http://www.openldap.org/
http://www.mozilla.org/directory/csdk-docs/
http://www.mozilla.org/directory/csdk-docs/
ftp://ftp.openldap.org/pub/OpenLDAP/openldap-stable/
http://www.bind9.net/download-openldap/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

LDAP_DEREF_NEVER (integer)
LDAP_DEREF_SEARCHING (integer)
LDAP_DEREF_FINDING (integer)
LDAP_DEREF_ALWAYS (integer)
LDAP_OPT_DEREF (integer)
LDAP_OPT_SIZELIMIT (integer)
LDAP_OPT_TIMELIMIT (integer)
LDAP_OPT_NETWORK_TIMEOUT (integer)

ldap_set_option() 用のオプションで、 ネットワークのタイムアウトを設定します (PHP 5.3.0 以降で利用可能です)。
LDAP_OPT_PROTOCOL_VERSION (integer)
LDAP_OPT_ERROR_NUMBER (integer)
LDAP_OPT_REFERRALS (integer)
LDAP_OPT_RESTART (integer)
LDAP_OPT_HOST_NAME (integer)
LDAP_OPT_ERROR_STRING (integer)
LDAP_OPT_MATCHED_DN (integer)
LDAP_OPT_SERVER_CONTROLS (integer)
LDAP_OPT_CLIENT_CONTROLS (integer)
LDAP_OPT_DEBUG_LEVEL (integer)
GSLC_SSL_NO_AUTH (integer)
GSLC_SSL_ONEWAY_AUTH (integer)
GSLC_SSL_TWOWAY_AUTH (integer)

PHP LDAP コールの使用法
LDAP コールを使用する前に、以下のことを知っておいてください。

使用するディレクトリサーバの名前またはアドレス

サーバの "base dn" (このサーバーがあるワールドディレクトリ の部分で、"o=My Company,c=US" のようにすることができます)

サーバへのアクセスにパスワードを必要とするかどうか (多くのサーバは "匿名バインド" に関して読みこみを 許可するが、他の処理についてはパスワードを要求します)。

アプリケーションとして作成する LDAP コールのシーケンスは、 通常、次のようなパターンに沿っています。

  ldap_connect()    // サーバへの接続を確立
     |
  ldap_bind()       // 匿名または認証された "ログイン"
     |
  ディレクトリの検索または更新等を行い、結果を表示する
     |
  ldap_close()      // "ログアウト"

例
目次

LDAP 検索の例

あるディレクトリサーバーから姓が "S" から始まる全てのエントリに 関する情報を検索し、名前と電子メールアドレスで検索結果を表示します。

例1 LDAP 検索の例
<?php
// LDAP の基本シーケンスは、接続、バインド、検索、検索結果の解釈、
// 接続のクローズです。
echo "<h3>LDAP query test</h3>";
echo "Connecting ...";
$ds=ldap_connect("localhost");  // 有効な LDAP サーバーに違いない!
echo "connect result is " . $ds . "<br />";

if ($ds) { 
    echo "Binding ..."; 
    $r=ldap_bind($ds);     // これは "匿名" バインドで、通常は
                           // 読みこみのみのアクセスとなります。
    echo "Bind result is " . $r . "<br />";

    echo "Searching for (sn=S*) ...";
    // 名前(surname)エントリを検索
    $sr=ldap_search($ds, "o=My Company, c=US", "sn=S*");  
    echo "Search result is " . $sr . "<br />";

    echo "Number of entires returned is " . ldap count entries($ds, $sr) . "<br />";
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    echo "Getting entries ...<p>";
    $info = ldap_get_entries($ds, $sr);
    echo "Data for " . $info["count"] . " items returned:<p>";

    for ($i=0; $i<$info["count"]; $i++) {
        echo "dn is: " . $info[$i]["dn"] . "<br />";
        echo "first cn entry is: " . $info[$i]["cn"][0] . "<br />";
        echo "first email entry is: " . $info[$i]["mail"][0] . "<br /><hr />";
    }

    echo "Closing connection";
    ldap_close($ds);

} else {
    echo "<h4>Unable to connect to LDAP server</h4>";
}
?>

LDAP 関数

ldap_8859_to_t61
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

ldap_8859_to_t61 — 8859 文字を t61 文字に変換する

説明

string ldap_8859_to_t61 ( string $value )

ISO-8859 文字を t61 文字に変換します。

この関数は、 LDAPv2 サーバとやり取りしなければならない場合に有用です。

パラメータ
value

変換するテキスト。

返り値

value を t61 に変換したものを返します。

参考

ldap_t61_to_8859() - t61 文字を 8859 文字に変換する

ldap_add
(PHP 4, PHP 5)

ldap_add — LDAP ディレクトリにエントリを付加する

説明

bool ldap_add ( resource $link_identifier , string $dn , array $entry )

エントリを LDAP ディレクトリに追加します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
entry

そのエントリに関する情報を表す配列。 エントリの値は、個々の属性によりインデックスが作成されています。 ある属性に関して複数の値がある場合は、0 から始まる整数で 添字が作成されます。
<?php
$entree["attribut1"] = "value";



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

$entree["attribut2"][0] = "value1";
$entree["attribut2"][1] = "value2";
?>

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 認証型バインドの例
<?php
$ds = ldap_connect("localhost");  // LDAP サーバーはこのホストであると仮定
if ($ds) {
    // 更新アクセスを行うために適当な dn でバインドする
    $r = ldap_bind($ds, "cn=root, o=My Company, c=US", "secret");

    // データを準備する
    $info["cn"] = "John Jones";
    $info["sn"] = "Jones";
    $info["mail"] = "jonj@example.com";
    $info["objectclass"] = "person";

    // データをディレクトリに追加
    $r = ldap_add($ds, "cn=John Jones, o=My Company, c=US", $info);

    ldap_close($ds);
} else {
    echo "LDAP サーバーに接続できません"; 
}
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

ldap_delete() - ディレクトリからエントリを削除する

ldap_bind
(PHP 4, PHP 5)

ldap_bind — LDAP ディレクトリにバインドする

説明

bool ldap_bind ( resource $link_identifier [, string $bind_rdn = NULL [, string $bind_password = NULL ]] )

指定した RDN およびパスワードを用いて LDAP ディレクトリにバインドします。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
bind_rdn

bind_password

bind_rdn および bind_password を省略した場合は匿名バインドを試みます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 LDAP バインドの使用
<?php

// ldap バインドを使用する
$ldaprdn  = 'uname';     // ldap rdn あるいは dn
$ldappass = 'password';  // パスワード

// ldap サーバに接続する
$ldapconn = ldap_connect("ldap.example.com")
    or die("Could not connect to LDAP server.");

if ($ldapconn) {
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    // ldap サーバにバインドする
    $ldapbind = ldap_bind($ldapconn, $ldaprdn, $ldappass);

    // バインド結果を検証する
    if ($ldapbind) {
        echo "LDAP bind successful...";
    } else {
        echo "LDAP bind failed...";
    }

}

?>

例2 LDAP 匿名バインドの使用
<?php

// ldap 匿名バインドを使用する

// ldap サーバに接続する
$ldapconn = ldap_connect("ldap.example.com")
    or die("Could not connect to LDAP server.");

if ($ldapconn) {

    // 匿名でバインドする
    $ldapbind = ldap_bind($ldapconn);

    if ($ldapbind) {
        echo "LDAP bind anonymous successful...";
    } else {
        echo "LDAP bind anonymous failed...";
    }

}

?>

参考

ldap_unbind() - LDAP ディレクトリへのバインドを解除する

ldap_close
(PHP 4, PHP 5)

ldap_close — のエイリアス ldap_unbind()

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 ldap_unbind().

ldap_compare
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

ldap_compare — 指定した DN のエントリで見付かった属性の値を比較する

説明

mixed ldap_compare ( resource $link_identifier , string $dn , string $attribute , string $value )

属性 attribute の値 value を、指定した LDAP ディレクトリエントリの同じ属性の値と比較します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
attribute

属性の名前。
value

比較する値。

返り値
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value がマッチする場合に TRUE、その他の場合に FALSE、エラーの場合に -1 を返します。

例

次の例は、指定したパスワードが DN の指定したエントリで定義された ものと一致するかどうかをチェックする方法を示しています。

例1 パスワード確認の例
<?php

$ds=ldap_connect("localhost");  // LDAP サーバが同一ホストであると仮定
if ($ds) {

    // バインド
    if (ldap_bind($ds)) {

        // データを準備
        $dn = "cn=Matti Meikku, ou=My Unit, o=My Company, c=FI";
        $value = "secretpassword";
        $attr = "password";

        // 値を比較
        $r=ldap_compare($ds, $dn, $attr, $value);

        if ($r === -1) {
            echo "Error: " . ldap_error($ds);
        } elseif ($r === true) {
            echo "Password correct.";
        } elseif ($r === false) {
            echo "Wrong guess! Password incorrect.";
        }

    } else {
        echo "Unable to bind to LDAP server.";
    }

    ldap_close($ds);

} else {
    echo "Unable to connect to LDAP server.";
}
?>

注意

警告

ldap_compare() では BINARY 値を比較することはできません!

ldap_connect
(PHP 4, PHP 5)

ldap_connect — LDAP サーバへ接続する

説明

resource ldap_connect ([ string $hostname = NULL [, int $port = 389 ]] )

指定した hostname および port 上の LDAP サーバとの接続を確立します。

パラメータ
hostname

OpenLDAP 2.x.x を使用している場合、ホスト名の代わりに URL を指定する ことが可能です。SSL と組み合わせて LDAP を使用するには、SSL サポートを指定して OpenLDAP 2.x.x をコンパイルし、PHP の configure で SSL を指定し、このパラメータを
ldaps://hostname/ とします。

port

接続するポート。URL を用いる場合は使用しません。

返り値

成功した場合に正の LDAP リンク ID 、エラーの場合に FALSE を返します。OpenLDAP 2.x.x を使用している場合は、 ldap_connect() は常に resource を返しますが、実際には接続せずにパラメータの初期化だけを行います。 実際に接続するのは次に ldap_* 関数がコールさ
れた際で、これは 通常は ldap_bind() です。

引数が指定されない場合、既に開かれているリンクのリンク ID を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.4 URL および SSL のサポートが追加されました。
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例

例1 LDAP サーバに接続する例
<?php

// LDAP 変数
$ldaphost = "ldap.example.com";  // ldap サーバ
$ldapport = 389;                 // ldap サーバのポート番号

// LDAP に接続します
$ldapconn = ldap_connect($ldaphost, $ldapport)
          or die("Could not connect to $ldaphost");

?>

例2 LDAP サーバへのセキュアな接続の例
<?php

// サーバ証明書が証明するホストであることを
// 確認する
$ldaphost = "ldaps://ldap.example.com/";

// LDAP に接続します
$ldapconn = ldap_connect($ldaphost)
          or die("Could not connect to {$ldaphost}");

?>

参考

ldap_bind() - LDAP ディレクトリにバインドする

ldap_count_entries
(PHP 4, PHP 5)

ldap_count_entries — 検索結果のエントリ数を数える

説明

int ldap_count_entries ( resource $link_identifier , resource $result_identifier )

直前の検索結果として保存されたエントリの数を返します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_identifier

内部の LDAP 結果。

返り値

結果のエントリ数を返します。エラーの場合は FALSE を返します。

ldap_delete
(PHP 4, PHP 5)

ldap_delete — ディレクトリからエントリを削除する

説明

bool ldap_delete ( resource $link_identifier , string $dn )

指定したエントリを LDAP ディレクトリから削除します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn
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LDAP エンティティの識別名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ldap_add() - LDAP ディレクトリにエントリを付加する

ldap_dn2ufn
(PHP 4, PHP 5)

ldap_dn2ufn — DN をユーザに分かりやすい名前のフォーマットに変換する

説明

string ldap_dn2ufn ( string $dn )

指定した dn をよりユーザにわかりやすい形式にするため、 型名を取り除きます。

パラメータ
dn

LDAP エンティティの識別名。

返り値

ユーザにわかりやすい形式の名前を返します。

ldap_err2str
(PHP 4, PHP 5)

ldap_err2str — LDAP のエラー番号をエラーメッセージ文字列に変換する

説明

string ldap_err2str ( int $errno )

この関数は、エラー番号 errno が意味する エラーメッセージ文字列を返します。LDAP errno 番号は標準化されていますが、 異なったライブラリでは、異なる（あるいはローカライズされた）エラーメッセージ が返されます。エラーメッセージの内容をチェックするのではな
く、 必ずエラー番号をチェックするようにしてください。

パラメータ
errno

エラー番号。

返り値

エラーメッセージを表す文字列を返します。

例

例1 全ての LDAP エラーメッセージに番号をふる
<?php
  for ($i=0; $i<100; $i++) {
    printf("Error $i: %s<br />\n", ldap_err2str($i));
  }
?>

参考

ldap_errno() - 直近の LDAP コマンドの LDAP エラー番号を返す
ldap_error() - 直近の LDAP コマンドの LDAP エラーメッセージを返す
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ldap_errno
(PHP 4, PHP 5)

ldap_errno — 直近の LDAP コマンドの LDAP エラー番号を返す

説明

int ldap_errno ( resource $link_identifier )

直近の LDAP コマンドにより返された、標準化されたエラー番号を返します。 この番号は、ldap_err2str() を用いてエラーメッセージ 文字列に変換することができます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。

返り値

このリンクに関する直近の LDAP コマンドの LDAP エラー番号を返します。

例

php.ini で警告レベルを十分に下げるか、警告出力を抑制するために LDAP コマンドに @ 文字をつけない限り、発生したエラーは、HTML 出力 にも表示されます。

例1 エラーを生成し、取得する
<?php
// この例には、エラーがあり、これを取得します。
$ld = ldap_connect("localhost");
$bind = ldap_bind($ld);
// フィルタ式に構文エラーがあります（errno 87）。
// 動作させるには、"objectclass=*" とする必要があります。
$res =  @ldap_search($ld, "o=Myorg, c=DE", "objectclass");
if (!$res) {
    echo "LDAP-Errno: " . ldap_errno($ld) . "<br />\n";
    echo "LDAP-Error: " . ldap_error($ld) . "<br />\n";
    die("Argh!<br />\n");
}
$info = ldap_get_entries($ld, $res);
echo $info["count"] . " matching entries.<br />\n";
?>

参考

ldap_err2str() - LDAP のエラー番号をエラーメッセージ文字列に変換する
ldap_error() - 直近の LDAP コマンドの LDAP エラーメッセージを返す

ldap_error
(PHP 4, PHP 5)

ldap_error — 直近の LDAP コマンドの LDAP エラーメッセージを返す

説明

string ldap_error ( resource $link_identifier )

指定した link_identifier に関して、 直近の LDAP コマンドにより生成されたエラーを表すエラーメッセージ文字列を返します。 LDAP errno 番号は標準化されていますが、ライブラリによって異なる （あるいはローカライズされた）エラーメッセージを返します。 エラー
メッセージの内容をチェックするのではなく、 必ずエラー番号をチェックするようにしてください。

php.ini で警告レベルを十分に下げるか、 警告出力を抑制するために LDAP コマンドの前に @ 文字をつけない限り、発生したエラーは HTML 出力にも表示されます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。

返り値

エラーメッセージ文字列を返します。

参考

ldap_err2str() - LDAP のエラー番号をエラーメッセージ文字列に変換する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ldap_errno() - 直近の LDAP コマンドの LDAP エラー番号を返す

ldap_explode_dn
(PHP 4, PHP 5)

ldap_explode_dn — DN を構成要素ごとに分割する

説明

array ldap_explode_dn ( string $dn , int $with_attrib )

ldap_get_dn() により返された DN を分割し、 複数の要素に分けます。各部分は、相対区分名 (Relative Distinguished Name または RDN) と呼ばれます。

パラメータ
dn

LDAP エンティティの識別名。
with_attrib

RDN が値のみを返すのか、 あるいは、属性を同時に返すのかを指定するために使用します。 属性を有する RDN (属性=値 フォーマットで) を得るためには with_attrib を 0 とし、 値のみを得るためには 1 に設定します。

返り値

すべての DN 要素を配列で返します。 この配列の最初の要素のキーは count で、 これは返される値の数を表します。次の要素は、DN の数値添字配列となります。

ldap_first_attribute
(PHP 4, PHP 5)

ldap_first_attribute — 最初の属性を返す

説明

string ldap_first_attribute ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier )

指定したエントリの最初の属性を取得します。残りの属性は、 ldap_next_attribute() を逐次コールして取得します。

エントリの読み込みと同様、 エントリからの属性の読み込みもひとつづつ行われます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

ber_identifier

ber_identifier は内部メモリにおける位置ポインタの ID です。この ID は 参照渡しされます。同じ ber_identifier が ldap_next_attribute() 関数に渡された場合、 そのポインタは修正されます。

注意:

このパラメータは使用されなくなりました。現在は PHP が自動的にこれを処理します。 後方互換性を保持するため、もしこのパラメータが渡されても PHP はエラーを発生させません。

返り値

成功した場合にエントリの最初の属性、エラーの場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.4 ber_identifier が削除されました。 これは PHP が自動的に処理するようになりました。

参考

ldap_next_attribute() - 結果における次の属性を得る
ldap_get_attributes() - 検索結果エントリから属性を得る
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ldap_first_entry
(PHP 4, PHP 5)

ldap_first_entry — 最初の結果 ID を返す

説明

resource ldap_first_entry ( resource $link_identifier , resource $result_identifier )

結果内の最初のエントリのエントリ ID を返します。このエントリ ID を ldap_next_entry() に渡し、 結果からそれ以降のエントリを取得します。

LDAP 結果におけるエントリは、ldap_first_entry() および ldap_next_entry() 関数を用いて連続的に 読み込まれます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_identifier

返り値

成功時に最初のエントリに関する結果エントリ ID、エラーの場合に FALSE を返します。

参考

ldap_get_entries() - 全ての結果エントリを得る

ldap_first_reference
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

ldap_first_reference — 最初のリファレンスを返す

説明

resource ldap_first_reference ( resource $link , resource $result )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_free_result
(PHP 4, PHP 5)

ldap_free_result — 結果メモリを開放する

説明

bool ldap_free_result ( resource $result_identifier )

内部での結果保持用に割り当てられていたメモリを開放します。 結果メモリは、スクリプトの終了時に自動的に開放されます。

通常、LDAP の結果用に確保された全てのメモリはスクリプトの実行終了時 に開放されます。連続的な検索を行うスクリプトのように大きな 結果セットを返す場合、スクリプトにより使用される実行用メモリを 小さく保つために ldap_free_result() をコールすることが可能で
す。

パラメータ
result_identifier

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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ldap_get_attributes
(PHP 4, PHP 5)

ldap_get_attributes — 検索結果エントリから属性を得る

説明

array ldap_get_attributes ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier )

検索結果エントリから属性と値を読み込みます。

ディレクトリに特定のエントリを置いている場合、この関数をコールする ことにより、そのエントリに関して保持されている情報得ることができます。 ディレクトリエントリを "ブラウズ" するか、ディレクトリエントリの 構造が未知であるアプリケーションにおいてこの関数
を使用します。 多くのアプリケーションにおいては、電子メールアドレスや姓のような 特定の属性を検索するため、保持されている他のデータにどんなものがあるか ということは問題にならないと思われます。

return_value["count"] = そのエントリの属性の数
return_value[0] = 最初の属性
return_value[n] = n 番目の属性

return_value["attribute"]["count"] = その属性に関する値の数
return_value["attribute"][0] = その属性に関する最初の値
return_value["attribute"][i] = その属性に関する (i+1) 番目の値

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

返り値

成功時に完全なエントリ情報を多次元配列で返します。エラーの場合、 FALSE を返します。

例

例1 特定のディレクトリエントリに関して保持されている属性のリストを表示
<?php
// $ds はディレクトリのリンク ID

// $sr は事前の LDAP のディレクトリ検索コールの有効な結果
$entry = ldap_first_entry($ds, $sr);

$attrs = ldap_get_attributes($ds, $entry);

echo $attrs["count"] . " attributes held for this entry:<p>";

for ($i=0; $i < $attrs["count"]; $i++) {
    echo $attrs[$i] . "<br />";
}
?>

参考

ldap_first_attribute() - 最初の属性を返す
ldap_next_attribute() - 結果における次の属性を得る

ldap_get_dn
(PHP 4, PHP 5)

ldap_get_dn — 結果エントリから DN を得る

説明

string ldap_get_dn ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier )

結果における、あるエントリの DN を見つけます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

返り値
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結果エントリの DN を返します。エラーの場合、FALSEを返します。

ldap_get_entries
(PHP 4, PHP 5)

ldap_get_entries — 全ての結果エントリを得る

説明

array ldap_get_entries ( resource $link_identifier , resource $result_identifier )

指定した結果から複数のエントリを読み込み、 その属性および複数の値を読み込みます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_identifier

返り値

成功時に完全な結果情報を多次元配列で返します。エラーの場合に FALSE を返します。

配列の構造は次のようになります。 属性インデックスは、小文字に変換されます (属性は大文字小文字を区別しませんが、配列インデックスとして使用する時は別です)。

return_value["count"] = 結果におけるエントリの数
return_value[0] : 最初のエントリの詳細情報を参照します

return_value[i]["dn"] =  結果における i 番目のエントリ DN 

return_value[i]["count"] = i 番目のエントリにおける属性の数
return_value[i][j] = 結果における i 番目のエントリにおける j 番目の属性名

return_value[i]["attribute"]["count"] = i 番目のエントリにおける属性に関する値の数
return_value[i]["attribute"][j] = i 番目のエントリにおける j 番目の値

参考

ldap_first_entry() - 最初の結果 ID を返す
ldap_next_entry() - 次の結果エントリを得る

ldap_get_option
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ldap_get_option — 指定したオプションの現在の値を得る

説明

bool ldap_get_option ( resource $link_identifier , int $option , mixed &$retval )

retval を、指定したオプションの値として設定します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
option

パラメータ option は以下のいずれかとなります。

オプション 型
LDAP_OPT_DEREF integer
LDAP_OPT_SIZELIMIT integer
LDAP_OPT_TIMELIMIT integer
LDAP_OPT_NETWORK_TIMEOUT integer
LDAP_OPT_PROTOCOL_VERSION integer
LDAP_OPT_ERROR_NUMBER integer
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LDAP_OPT_REFERRALS bool
LDAP_OPT_RESTART bool
LDAP_OPT_HOST_NAME string
LDAP_OPT_ERROR_STRING string
LDAP_OPT_MATCHED_DN string
LDAP_OPT_SERVER_CONTROLS array
LDAP_OPT_CLIENT_CONTROLS array

retval

これが、オプションの値として設定されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 プロトコルのバージョンを調べる
<?php
// $ds はディレクトリサーバへの有効なリンクIDです
if (ldap_get_option($ds, LDAP_OPT_PROTOCOL_VERSION, $version)) {
    echo "使用中のプロトコルのバージョン: $version\n";
} else {
    echo "プロトコルのバージョンを決定することができません\n";
}
?>

注意

注意:

この関数は、OpenLDAP 2.x.x または Netscape Directory SDK x.x を使用した場合にのみ利用可能です。

参考

ldap_set_option() - 指定したオプションの値を設定する

ldap_get_values_len
(PHP 4, PHP 5)

ldap_get_values_len — 結果エントリから全てのバイナリ値を得る

説明

array ldap_get_values_len ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier , string $attribute )

結果のエントリから、属性のすべての値を読み込みます。

この関数は、文字列データではなくバイナリデータを処理すること以外は、 ldap_get_values() と全く同じです。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

attribute

返り値

成功時に属性の値を配列で返し、エラー時に FALSE を返します。 個々の値は、配列インデックスによりアクセスします。最初のインデックスは、0 です。 値の数は、結果の配列の "count" という要素で知ることができます。

参考

ldap_get_values() - 結果エントリから全ての値を得る

ldap_get_values
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(PHP 4, PHP 5)

ldap_get_values — 結果エントリから全ての値を得る

説明

array ldap_get_values ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier , string $attribute )

結果内のエントリ属性の、すべての値を読み込みます。

この関数のコールは、result_entry_identifier を必要とします。このため、事前に LDAP の検索用関数のコールと個々の エントリ取得用関数のコールを行っておく必要があります。

アプリケーションでは、("surname" または "mail" のような)特定の属性 を探すためにその属性をコードに埋め込んで置くか、さもなくば、指定した エントリに関して存在する属性を調べるために ldap_get_attributes() をコールする必要があります。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

attribute

返り値

成功した場合、指定した属性に関する値を配列を返します。エラーの場合は FALSE を返します。値の数を調べるには、結果の配列の "count" という要素を確認します。個々の値にアクセスするには、 整数値のインデックスを指定して配列にアクセスします。 最初のインデックス
は 0 となります。

LDAP では、ある属性に関して複数のエントリを持つことが可能です。 このため、たとえば一人の人間のディレクトリエントリに多数の 電子メールアドレスがあったとしても、それらをすべて "mail" という属性で管理することができます。

    return_value["count"] = 属性の値の数
    return_value[0] = 属性の最初の値
    return_value[i] = 属性の i 番目の値
    

例

例1 あるディレクトリエントリの全ての "mail" 属性の一覧を表示する
<?php
// $ds はディレクトリサーバーの有効なリンク ID

// $sr は事前の LDAP 検索コールのどれかから返された有効な検索結果

// $entry はディレクトリエントリを返すコールのどれかから返された有効な
//        エントリ ID
$values = ldap_get_values($ds, $entry, "mail");

echo $values["count"] . " email addresses for this entry.<br />";

for ($i=0; $i < $values["count"]; $i++) {
    echo $values[$i] . "<br />";
}
?>

参考

ldap_get_values_len() - 結果エントリから全てのバイナリ値を得る

ldap_list
(PHP 4, PHP 5)

ldap_list — 単一階層の検索を行う

説明

resource ldap_list ( resource $link_identifier , string $base_dn , string $filter [, array $attributes [, int $attrsonly [, int $sizelimit [, int $timelimit [, int $deref ]]]]] )

指定したフィルタ filter を使用し、スコープ LDAP_SCOPE_ONELEVEL でディレクトリを検索します。

LDAP_SCOPE_ONELEVEL は、コール時に指定した base_dn の直下の階層から検索した結果のみを返すことを表します ("ls" と入力して、現在の作業ディレクトリのファイル/フォルダ 一覧を取得するのと同じようなものです)。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
base_dn



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ディレクトリのベース DN。
filter

attributes

必要な属性を、 array("mail", "sn", "cn") のような通常の PHP 文字列配列で保持します。 "dn" は要求された属性の型によらず常に返されることに注意してください。

このパラメータを使用すると、デフォルトの動作よりもかなり効率的になります (デフォルトでは、すべての属性とその値を返します)。 したがって、これを使用することを推奨します。
attrsonly

属性の型のみを取得したい場合は 1 を設定します。 属性の型および値の両方を取得したい場合は 0 を設定します (これがデフォルトの挙動です)。
sizelimit

取得するエントリ数の制限を設定します。 0 は無制限であることを表します。

注意:

このパラメータは、サーバ側で事前に設定されている sizelimit を上書きすることはできません。それ以下の値を指定することはできます。

ディレクトリサーバのホストによっては、 事前に設定された数以上のエントリを返さないようになっているものもあります。 この場合、サーバでは、それが結果セットのすべてではないことを通知します。 このパラメータでエントリ数を制限した場合にも、同
じことが起こります。

timelimit

検索に要する最大秒数を設定します。 これを 0 にすると無制限であることを表します。

注意:

このパラメータは、サーバ側で事前に設定されている timelimit を上書きすることはできません。それ以下の値を指定することはできます。
deref

検索時のエイリアスの扱いについて指定します。 以下のいずれかとなります。

LDAP_DEREF_NEVER - (デフォルト) エイリアスは参照されません。
LDAP_DEREF_SEARCHING - エイリアスを参照しますが、検索のベースオブジェクト上にいるときは参照しません。
LDAP_DEREF_FINDING - エイリアスの参照は、ベースオブジェクト上にいて検索中でない場合に行われます。
LDAP_DEREF_ALWAYS - エイリアスを常に参照します。

返り値

検索結果 ID を返します。エラーの場合は、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.5 並列検索のサポートが追加されました。詳細は ldap_search() を参照ください。
4.0.2 attrsonly、sizelimit、 timelimit および deref が追加されました。

例

例1 ある組織の全ての組織単位を一覧表示する
<?php
// $ds はディレクトリサーバーの有効なリンク ID
$basedn = "o=My Company, c=US";
$justthese = array("ou");

$sr = ldap_list($ds, $basedn, "ou=*", $justthese);

$info = ldap_get_entries($ds, $sr);

for ($i=0; $i < $info["count"]; $i++) {
    echo $info[$i]["ou"][0];
}
?>

参考

ldap_search() - LDAP ツリーを探索する

ldap_mod_add
(PHP 4, PHP 5)

ldap_mod_add — 現在の属性に属性を追加する
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説明

bool ldap_mod_add ( resource $link_identifier , string $dn , array $entry )

指定した dn に属性を追加します。 この関数は、オブジェクトレベルではなく属性レベルで修正を行います。 オブジェクトレベルの追加は、ldap_add() 関数により行います。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
entry

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

ldap_mod_del() - 現在の属性から属性を削除する
ldap_mod_replace() - 属性を新規の値に置換する

ldap_mod_del
(PHP 4, PHP 5)

ldap_mod_del — 現在の属性から属性を削除する

説明

bool ldap_mod_del ( resource $link_identifier , string $dn , array $entry )

ひとつあるいは複数の属性を、指定した dn から削除します。 この関数は、オブジェクトレベルではなく属性レベルで修正を行います。 オブジェクトレベルの削除は、ldap_delete() 関数により行います。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
entry

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ldap_mod_add() - 現在の属性に属性を追加する
ldap_mod_replace() - 属性を新規の値に置換する

ldap_mod_replace
(PHP 4, PHP 5)

ldap_mod_replace — 属性を新規の値に置換する

説明
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bool ldap_mod_replace ( resource $link_identifier , string $dn , array $entry )

指定した dn でひとつあるいは複数の属性の置換を行います。 この関数は、オブジェクトレベルではなく属性レベルで修正を行います。 オブジェクトレベルの修正は、ldap_modify() 関数により行います。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
entry

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

ldap_mod_del() - 現在の属性から属性を削除する
ldap_mod_add() - 現在の属性に属性を追加する

ldap_modify
(PHP 4, PHP 5)

ldap_modify — LDAP エントリを修正する

説明

bool ldap_modify ( resource $link_identifier , string $dn , array $entry )

LDAP ディレクトリ内のエントリを修正します。エントリの構造は ldap_add() と同じです。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
entry

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

ldap_rename() - エントリ名を修正する

ldap_next_attribute
(PHP 4, PHP 5)

ldap_next_attribute — 結果における次の属性を得る



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

string ldap_next_attribute ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier )

エントリ内の属性を取得します。 最初に ldap_next_attribute() をコールした際には ldap_first_attribute() から返される result_entry_identifier を使用します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

ber_identifier

ポインタの内部状態を、このパラメータで管理します。

注意:

このパラメータは使用されなくなりました。現在は PHP が自動的にこれを処理します。 後方互換性を保持するため、もしこのパラメータが渡されても PHP はエラーを発生させません。

返り値

成功した場合、エントリにおける次の属性を返します。エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.4 ber_identifier が削除されました。 これは PHP が自動的に処理するようになりました。

参考

ldap_get_attributes() - 検索結果エントリから属性を得る

ldap_next_entry
(PHP 4, PHP 5)

ldap_next_entry — 次の結果エントリを得る

説明

resource ldap_next_entry ( resource $link_identifier , resource $result_entry_identifier )

結果に保持されたエントリを取得します。 連続的に ldap_next_entry() をコールした場合、 エントリがなくなるまでエントリを一つずつ返します。 ldap_next_entry() への最初のコールは、 ldap_first_entry() に result_entry_identifier を指定してコールした後に、その結
果を用いて行います。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
result_entry_identifier

返り値

ldap_first_entry() によりエントリが読み始められた 結果において次のエントリに関するエントリID を返します。 これ以上結果のエントリがない場合は、FALSEを返します。

参考

ldap_get_entries() - 全ての結果エントリを得る

ldap_next_reference
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

ldap_next_reference — 次のリファレンスを得る

説明
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resource ldap_next_reference ( resource $link , resource $entry )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_parse_reference
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

ldap_parse_reference — 参照エントリから情報を展開する

説明

bool ldap_parse_reference ( resource $link , resource $entry , array &$referrals )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_parse_result
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

ldap_parse_result — 結果から情報を展開する

説明

bool ldap_parse_result ( resource $link , resource $result , int &$errcode [, string &$matcheddn [, string &$errmsg [, array &$referrals ]]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_read
(PHP 4, PHP 5)

ldap_read — エントリを読み込む

説明

resource ldap_read ( resource $link_identifier , string $base_dn , string $filter [, array $attributes [, int $attrsonly [, int $sizelimit [, int $timelimit [, int $deref ]]]]] )

指定したフィルタ filter を使用し、スコープ LDAP_SCOPE_BASE でディレクトリを検索します。これは、 ディレクトリからエントリを読み込むことと同じ意味です。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
base_dn

ディレクトリのベース DN。
filter

空のフィルタは指定できません。 このエントリに関する全ての情報を完全に取得したい場合は、 objectClass=* というフィルタを使用してください。 ディレクトリサーバーで使用されるエントリの型が分かっている場合、 objectClass=inetOrgPerson のように適切な
フィルタを使用することができます。

attributes

必要な属性を、 array("mail", "sn", "cn") のような通常の PHP 文字列配列で保持します。 "dn" は要求された属性の型によらず常に返されることに注意してください。

このパラメータを使用すると、デフォルトの動作よりもかなり効率的になります (デフォルトでは、すべての属性とその値を返します)。 したがって、これを使用することを推奨します。
attrsonly

属性の型のみを取得したい場合は 1 を設定します。 属性の型および値の両方を取得したい場合は 0 を設定します (これがデフォルトの挙動です)。
sizelimit
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取得するエントリ数の制限を設定します。 0 は無制限であることを表します。

注意:

このパラメータは、サーバ側で事前に設定されている sizelimit を上書きすることはできません。それ以下の値を指定することはできます。

ディレクトリサーバのホストによっては、 事前に設定された数以上のエントリを返さないようになっているものもあります。 この場合、サーバでは、それが結果セットのすべてではないことを通知します。 このパラメータでエントリ数を制限した場合にも、同
じことが起こります。

timelimit

検索に要する最大秒数を設定します。 これを 0 にすると無制限であることを表します。

注意:

このパラメータは、サーバ側で事前に設定されている timelimit を上書きすることはできません。それ以下の値を指定することはできます。
deref

検索時のエイリアスの扱いについて指定します。 以下のいずれかとなります。

LDAP_DEREF_NEVER - (デフォルト) エイリアスは参照されません。
LDAP_DEREF_SEARCHING - エイリアスを参照しますが、検索のベースオブジェクト上にいるときは参照しません。
LDAP_DEREF_FINDING - エイリアスの参照は、ベースオブジェクト上にいて検索中でない場合に行われます。
LDAP_DEREF_ALWAYS - エイリアスを常に参照します。 always.

返り値

検索結果 ID を返します。エラーの場合は、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.5 並列検索のサポートが追加されました。詳細は ldap_search() を参照ください。
4.0.2 attrsonly、sizelimit、 timelimit および deref が追加されました。

ldap_rename
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

ldap_rename — エントリ名を修正する

説明

bool ldap_rename ( resource $link_identifier , string $dn , string $newrdn , string $newparent , bool $deleteoldrdn )

dn で指定したエントリについて、 名前の変更または移動を行います。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
dn

LDAP エンティティの識別名。
newrdn

新しい RDN。
newparent

新しい親エントリ。
deleteoldrdn

TRUE の場合は古い RDN 値を削除します。それ以外の場合は古い RDN 値がそのエントリの non-distinguished 値として残されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意
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注意:

この関数は、現在、LDAPv3 でのみ動作します。LDAPv3 でバインドする前に ldap_set_option()() を使用する必要があるかもしれません。 この関数は、OpenLDAP 2.x.x または Netscape Directory SDK x.x を使用している場合にのみ使用可能です。

参考

ldap_modify() - LDAP エントリを修正する

ldap_sasl_bind
(PHP 5)

ldap_sasl_bind — SASL を使用して LDAP ディレクトリにバインドする

説明

bool ldap_sasl_bind ( resource $link [, string $binddn = NULL [, string $password = NULL [, string $sasl_mech = NULL [, string $sasl_realm = NULL [, string $sasl_authc_id = NULL [, string $sasl_authz_id = NULL [, string $props = NULL ]]]]]]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: 前提条件
ldap_sasl_bind() は SASL サポート（sasl.h）を必要とします。PHP の configure 時に --with-ldap-sasl が指定されている ことを確認してください。さもないとこの関数は未定義となります。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.3 Windows をサポートするようになりました。

ldap_search
(PHP 4, PHP 5)

ldap_search — LDAP ツリーを探索する

説明

resource ldap_search ( resource $link_identifier , string $base_dn , string $filter [, array $attributes [, int $attrsonly [, int $sizelimit [, int $timelimit [, int $deref ]]]]] )

指定したフィルタを使用し、 スコープ LDAP_SCOPE_SUBTREE でディレクトリを検索します。これは、ディレクトリ全体を検索するのと同じ意味です。

4.0.5 以降、並列検索も可能となっています。並列検索を行うには、単一の ID を使うのではなく、リンク ID の配列を使用します。 同じベース DN を使用したくない場合や全ての検索について同じフィルタを 使用したくない場合、ベース DN の配列またはフィルタの配列を使
用する ことが可能です。これらの配列は、リンク ID の配列と同じ大きさである 必要があります。これは、その配列の最初が一回の検索で使用され、2 番目の エントリが他の検索で使用されるといったようになるからです。並列検索を 実行する際、エラーの場合を除き、検索結
果 ID の配列が返されます。 エラーの場合は対応する検索のエントリは FALSE となります。これは 通常返される値とよく似ていますが、検索が行われた際に結果 ID が常に 返されます。まれに、並列検索は ID を返すにもかかわらず通常の検索は FALSE を返すということがあり
ます。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
base_dn

ディレクトリのベース DN。
filter

検索フィルタは、LDAP ドキュメントに記述されたフォーマットの論理 演算子を用いて、簡単なものまたは高度なものとすることができます (フィルタに関する詳細な情報については、 » Netscape Directory SDK を参照ください)。
attributes

必要な属性を、 array("mail", "sn", "cn") のような通常の PHP 文字列配列で保持します。 "dn" は要求された属性の型によらず常に返されることに注意してください。

このパラメータを使用すると、デフォルトの動作よりもかなり効率的になります (デフォルトでは、すべての属性とその値を返します)。 したがって、これを使用することを推奨します。

http://www.mozilla.org/directory/csdk-docs/filter.htm
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attrsonly

属性の型のみを取得したい場合は 1 を設定します。 属性の型および値の両方を取得したい場合は 0 を設定します (これがデフォルトの挙動です)。
sizelimit

取得するエントリ数の制限を設定します。 0 は無制限であることを表します。

注意:

このパラメータは、サーバ側で事前に設定されている sizelimit を上書きすることはできません。それ以下の値を指定することはできます。

ディレクトリサーバのホストによっては、 事前に設定された数以上のエントリを返さないようになっているものもあります。 この場合、サーバでは、それが結果セットのすべてではないことを通知します。 このパラメータでエントリ数を制限した場合にも、同
じことが起こります。

timelimit

検索に要する最大秒数を設定します。 これを 0 にすると無制限であることを表します。

注意:

このパラメータは、サーバ側で事前に設定されている timelimit を上書きすることはできません。それ以下の値を指定することはできます。
deref

検索時のエイリアスの扱いについて指定します。 以下のいずれかとなります。

LDAP_DEREF_NEVER - (デフォルト) エイリアスは参照されません。
LDAP_DEREF_SEARCHING - エイリアスを参照しますが、検索のベースオブジェクト上にいるときは参照しません。
LDAP_DEREF_FINDING - エイリアスの参照は、ベースオブジェクト上にいて検索中でない場合に行われます。
LDAP_DEREF_ALWAYS - エイリアスを常に参照します。

返り値

検索結果 ID を返します。エラーの場合は、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.5 並列検索のサポートが追加されました。
4.0.2 attrsonly、sizelimit、 timelimit および deref が追加されました。

例

以下の例は、"My Company" の全員について姓または名の一部に文字列 $person を含む人の組織単位、姓、名、電子メールアドレスを取得します。 この例は、複数の属性に関する情報についてサーバに検索をかける論理 フィルタを使用します。

例1 LDAP 検索
<?php
// $ds は、ディレクトリサーバの有効なリンク ID

// $person は、人名またはその一部。例 "Jo"
$dn = "o=My Company, c=US";
$filter="(|(sn=$person*)(givenname=$person*))";
$justthese = array("ou", "sn", "givenname", "mail");

$sr=ldap_search($ds, $dn, $filter, $justthese);

$info = ldap_get_entries($ds, $sr);

echo $info["count"]." 個のエントリが返されました\n";
?>

ldap_set_option
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ldap_set_option — 指定したオプションの値を設定する

説明

bool ldap_set_option ( resource $link_identifier , int $option , mixed $newval )

指定したオプションの値を newval に設定します。

パラメータ
link_identifier
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ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。
option

パラメータ option は以下のいずれかとなります。

オプション 型 ～以降で使用可能
LDAP_OPT_DEREF integer  
LDAP_OPT_SIZELIMIT integer  
LDAP_OPT_TIMELIMIT integer  
LDAP_OPT_NETWORK_TIMEOUT integer PHP 5.3.0
LDAP_OPT_PROTOCOL_VERSION integer  
LDAP_OPT_ERROR_NUMBER integer  
LDAP_OPT_REFERRALS bool  
LDAP_OPT_RESTART bool  
LDAP_OPT_HOST_NAME string  
LDAP_OPT_ERROR_STRING string  
LDAP_OPT_MATCHED_DN string  
LDAP_OPT_SERVER_CONTROLS array  
LDAP_OPT_CLIENT_CONTROLS array  

LDAP_OPT_SERVER_CONTROLS および LDAP_OPT_CLIENT_CONTROLS はコントロールのリストを必要とします。 これは、値がコントロールの配列である必要があることです。 コントロールは、そのコントロールの ID である oid、オプションの value、オプションのフラグ
criticality からなります。PHP において、 コントロールはキーが oid で値が文字列、 二つのオプションの要素からなる配列で指定されます。オプションの要素は、 キーが value で値が文字列、そしてキーが iscritical で値が論理値となります。 iscritical を省略した場合
のデフォルトは FALSE です。詳細は » draft-ietf-ldapext-ldap-c-api-xx.txt を参照ください。また以下の二番目の例も参照ください。

newval

指定したオプション option の新しい値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 プロトコルバージョンの設定
<?php
// $ds はディレクトリサーバーへの有効なリンクIDです
if (ldap_set_option($ds, LDAP_OPT_PROTOCOL_VERSION, 3)) {
    echo "LDAPv3 を使用します";
} else {
    echo "プロトコルバージョンを 3 に設定できませんでした";
}
?>

例2 サーバコントロールの設定
<?php
// $ds は値を持たないディレクトリサーバコントロールへの有効なリンクID
// です。
$ctrl1 = array("oid" => "1.2.752.58.10.1", "iscritical" => true);
// iscritical のデフォルトは、FALSE です。
$ctrl2 = array("oid" => "1.2.752.58.1.10", "value" => "magic");
// 両方のコントロールを試します
if (!ldap_set_option($ds, LDAP_OPT_SERVER_CONTROLS, array($ctrl1, $ctrl2))) {
    echo "サーバコントロールの設定に失敗しました。";
}
?>

注意

注意:

この関数は、OpenLDAP 2.x.x または Netscape Directory SDK x.x を使用している場合のみ利用可能です。

参考

ldap_get_option() - 指定したオプションの現在の値を得る

ldap_set_rebind_proc
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ldap_set_rebind_proc — 参照先を再バインドするためのコールバック関数を設定する

説明

http://www.openldap.org/devel/cvsweb.cgi/~checkout~/doc/drafts/draft-ietf-ldapext-ldap-c-api-xx.txt
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bool ldap_set_rebind_proc ( resource $link , callback $callback )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_sort
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ldap_sort — LDAP 結果エントリをソートする

説明

bool ldap_sort ( resource $link , resource $result , string $sortfilter )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_start_tls
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

ldap_start_tls — TLS を開始する

説明

bool ldap_start_tls ( resource $link )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_t61_to_8859
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

ldap_t61_to_8859 — t61 文字を 8859 文字に変換する

説明

string ldap_t61_to_8859 ( string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ldap_unbind
(PHP 4, PHP 5)

ldap_unbind — LDAP ディレクトリへのバインドを解除する

説明

bool ldap_unbind ( resource $link_identifier )

LDAP ディレクトリへのバインドを解除します。

パラメータ
link_identifier

ldap_connect() が返す LDAP リンク ID。

返り値



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ldap_bind() - LDAP ディレクトリにバインドする

目次
ldap_8859_to_t61 — 8859 文字を t61 文字に変換する
ldap_add — LDAP ディレクトリにエントリを付加する
ldap_bind — LDAP ディレクトリにバインドする
ldap_close — のエイリアス ldap_unbind
ldap_compare — 指定した DN のエントリで見付かった属性の値を比較する
ldap_connect — LDAP サーバへ接続する
ldap_count_entries — 検索結果のエントリ数を数える
ldap_delete — ディレクトリからエントリを削除する
ldap_dn2ufn — DN をユーザに分かりやすい名前のフォーマットに変換する
ldap_err2str — LDAP のエラー番号をエラーメッセージ文字列に変換する
ldap_errno — 直近の LDAP コマンドの LDAP エラー番号を返す
ldap_error — 直近の LDAP コマンドの LDAP エラーメッセージを返す
ldap_explode_dn — DN を構成要素ごとに分割する
ldap_first_attribute — 最初の属性を返す
ldap_first_entry — 最初の結果 ID を返す
ldap_first_reference — 最初のリファレンスを返す
ldap_free_result — 結果メモリを開放する
ldap_get_attributes — 検索結果エントリから属性を得る
ldap_get_dn — 結果エントリから DN を得る
ldap_get_entries — 全ての結果エントリを得る
ldap_get_option — 指定したオプションの現在の値を得る
ldap_get_values_len — 結果エントリから全てのバイナリ値を得る
ldap_get_values — 結果エントリから全ての値を得る
ldap_list — 単一階層の検索を行う
ldap_mod_add — 現在の属性に属性を追加する
ldap_mod_del — 現在の属性から属性を削除する
ldap_mod_replace — 属性を新規の値に置換する
ldap_modify — LDAP エントリを修正する
ldap_next_attribute — 結果における次の属性を得る
ldap_next_entry — 次の結果エントリを得る
ldap_next_reference — 次のリファレンスを得る
ldap_parse_reference — 参照エントリから情報を展開する
ldap_parse_result — 結果から情報を展開する
ldap_read — エントリを読み込む
ldap_rename — エントリ名を修正する
ldap_sasl_bind — SASL を使用して LDAP ディレクトリにバインドする
ldap_search — LDAP ツリーを探索する
ldap_set_option — 指定したオプションの値を設定する
ldap_set_rebind_proc — 参照先を再バインドするためのコールバック関数を設定する
ldap_sort — LDAP 結果エントリをソートする
ldap_start_tls — TLS を開始する
ldap_t61_to_8859 — t61 文字を 8859 文字に変換する
ldap_unbind — LDAP ディレクトリへのバインドを解除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
PHP LDAP コールの使用法
例

LDAP 検索の例
LDAP 関数

ldap_8859_to_t61 — 8859 文字を t61 文字に変換する
ldap_add — LDAP ディレクトリにエントリを付加する
ldap_bind — LDAP ディレクトリにバインドする
ldap_close — のエイリアス ldap_unbind
ldap_compare — 指定した DN のエントリで見付かった属性の値を比較する
ldap_connect — LDAP サーバへ接続する
ldap_count_entries — 検索結果のエントリ数を数える
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ldap_delete — ディレクトリからエントリを削除する
ldap_dn2ufn — DN をユーザに分かりやすい名前のフォーマットに変換する
ldap_err2str — LDAP のエラー番号をエラーメッセージ文字列に変換する
ldap_errno — 直近の LDAP コマンドの LDAP エラー番号を返す
ldap_error — 直近の LDAP コマンドの LDAP エラーメッセージを返す
ldap_explode_dn — DN を構成要素ごとに分割する
ldap_first_attribute — 最初の属性を返す
ldap_first_entry — 最初の結果 ID を返す
ldap_first_reference — 最初のリファレンスを返す
ldap_free_result — 結果メモリを開放する
ldap_get_attributes — 検索結果エントリから属性を得る
ldap_get_dn — 結果エントリから DN を得る
ldap_get_entries — 全ての結果エントリを得る
ldap_get_option — 指定したオプションの現在の値を得る
ldap_get_values_len — 結果エントリから全てのバイナリ値を得る
ldap_get_values — 結果エントリから全ての値を得る
ldap_list — 単一階層の検索を行う
ldap_mod_add — 現在の属性に属性を追加する
ldap_mod_del — 現在の属性から属性を削除する
ldap_mod_replace — 属性を新規の値に置換する
ldap_modify — LDAP エントリを修正する
ldap_next_attribute — 結果における次の属性を得る
ldap_next_entry — 次の結果エントリを得る
ldap_next_reference — 次のリファレンスを得る
ldap_parse_reference — 参照エントリから情報を展開する
ldap_parse_result — 結果から情報を展開する
ldap_read — エントリを読み込む
ldap_rename — エントリ名を修正する
ldap_sasl_bind — SASL を使用して LDAP ディレクトリにバインドする
ldap_search — LDAP ツリーを探索する
ldap_set_option — 指定したオプションの値を設定する
ldap_set_rebind_proc — 参照先を再バインドするためのコールバック関数を設定する
ldap_sort — LDAP 結果エントリをソートする
ldap_start_tls — TLS を開始する
ldap_t61_to_8859 — t61 文字を 8859 文字に変換する
ldap_unbind — LDAP ディレクトリへのバインドを解除する

Lotus Notes

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/notes.

http://svn.php.net/viewvc/pecl/notes
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この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Lotus Notes 関数

notes_body
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_body — 指定したサーバにある指定したメールボックスのメッセージ msg_number をオープンする

説明

array notes_body ( string $server , string $mailbox , int $msg_number )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_copy_db
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_copy_db — Lotus Notes データベースをコピーする

説明

bool notes_copy_db ( string $from_database_name , string $to_database_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_create_db
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_create_db — Lotus Notes データベースを作成する

説明

http://pecl.php.net/
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bool notes_create_db ( string $database_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_create_note
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_create_note — フォーム form_name を用いてノートを作成する

説明

bool notes_create_note ( string $database_name , string $form_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_drop_db
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_drop_db — Lotus Notes データベースを破棄する

説明

bool notes_drop_db ( string $database_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_find_note
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_find_note — database_name で見つかったノートの ID を返す

説明

int notes_find_note ( string $database_name , string $name [, string $type ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_header_info
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_header_info — 指定したサーバ上の指定したメールボックスにあるメッセージ msg_number をオープンする
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説明

object notes_header_info ( string $server , string $mailbox , int $msg_number )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_list_msgs
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_list_msgs — 選択した database_name からノートを返す

説明

bool notes_list_msgs ( string $db )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_mark_read
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_mark_read — ユーザ user_name 用に note_id に既読マークを付ける

説明

bool notes_mark_read ( string $database_name , string $user_name , string $note_id )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_mark_unread
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_mark_unread — ユーザ user_name 用に note_id に未読マークを付ける

説明

bool notes_mark_unread ( string $database_name , string $user_name , string $note_id )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_nav_create
(PHP 4 >= 4.0.5)
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notes_nav_create — database_name にナビゲータ名を作成する

説明

bool notes_nav_create ( string $database_name , string $name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_search
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_search — database_name のキーワードにマッチするノートを見つける

説明

array notes_search ( string $database_name , string $keywords )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_unread
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_unread — 現在のユーザ user_name に関して未読のノート ID を返す

説明

array notes_unread ( string $database_name , string $user_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

notes_version
(PHP 4 >= 4.0.5)

notes_version — Lotus Notes のバージョンを取得する

説明

float notes_version ( string $database_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
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notes_body — 指定したサーバにある指定したメールボックスのメッセージ msg_number をオープンする
notes_copy_db — Lotus Notes データベースをコピーする
notes_create_db — Lotus Notes データベースを作成する
notes_create_note — フォーム form_name を用いてノートを作成する
notes_drop_db — Lotus Notes データベースを破棄する
notes_find_note — database_name で見つかったノートの ID を返す
notes_header_info — 指定したサーバ上の指定したメールボックスにあるメッセージ msg_number をオープンする
notes_list_msgs — 選択した database_name からノートを返す
notes_mark_read — ユーザ user_name 用に note_id に既読マークを付ける
notes_mark_unread — ユーザ user_name 用に note_id に未読マークを付ける
notes_nav_create — database_name にナビゲータ名を作成する
notes_search — database_name のキーワードにマッチするノートを見つける
notes_unread — 現在のユーザ user_name に関して未読のノート ID を返す
notes_version — Lotus Notes のバージョンを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Lotus Notes 関数

notes_body — 指定したサーバにある指定したメールボックスのメッセージ msg_number をオープンする
notes_copy_db — Lotus Notes データベースをコピーする
notes_create_db — Lotus Notes データベースを作成する
notes_create_note — フォーム form_name を用いてノートを作成する
notes_drop_db — Lotus Notes データベースを破棄する
notes_find_note — database_name で見つかったノートの ID を返す
notes_header_info — 指定したサーバ上の指定したメールボックスにあるメッセージ msg_number をオープンする
notes_list_msgs — 選択した database_name からノートを返す
notes_mark_read — ユーザ user_name 用に note_id に既読マークを付ける
notes_mark_unread — ユーザ user_name 用に note_id に未読マークを付ける
notes_nav_create — database_name にナビゲータ名を作成する
notes_search — database_name のキーワードにマッチするノートを見つける
notes_unread — 現在のユーザ user_name に関して未読のノート ID を返す
notes_version — Lotus Notes のバージョンを取得する

Memcache

導入
Memcache モジュールは、memcached に対する手続き型および オブジェクト指向のインターフェイスを提供します。これは非常に効率的な キャッシュデーモンで、動的な web アプリケーションでの データベースの読み込み量を減らすように設計されています。

Memcache モジュールは、セッション ハンドラ (memcache) も提供します。

memcached についてのより詳細な情報は » http://www.memcached.org/ にあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
このモジュールは、その場でのデータ圧縮機能をサポートするために » zlib の関数を使用しています。 このモジュールをインストールするには Zlib が必要となります。

memcache 拡張モジュールを使用するには、PHP 4.3.3 以降が必要です。

http://www.memcached.org/
http://www.zlib.net/
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インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/memcache.

注意:

オプションで、memcache セッションハンドラのサポートを無効にすることもできます。 'pecl install' のオプションでこれを指定します (デフォルトは有効になっています) が、 PHP のコンパイル時に静的に組み込む場合は configure オプション --disable-
memcache-session を使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Memcache 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

memcache.allow_failover "1" PHP_INI_ALL memcache 2.0.2 以降で使用可能です
memcache.max_failover_attempts "20" PHP_INI_ALL memcache 2.1.0 以降で使用可能です
memcache.chunk_size "8192" PHP_INI_ALL memcache 2.0.2 以降で使用可能です
memcache.default_port "11211" PHP_INI_ALL memcache 2.0.2 以降で使用可能です
memcache.hash_strategy "standard" PHP_INI_ALL memcache 2.2.0 以降で使用可能です
memcache.hash_function "crc32" PHP_INI_ALL memcache 2.2.0 以降で使用可能です
session.save_handler "files" PHP_INI_ALL memcache 2.1.2 以降で使用可能です
session.save_path "" PHP_INI_ALL memcache 2.1.2 以降で使用可能です
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

memcache.allow_failover boolean

エラー時に、透過的なフェイルオーバーを行うかどうかを指定します。

memcache.max_failover_attempts integer

データの設定や取得を試みるサーバの数を指定します。 memcache.allow_failover を指定した場合にのみ使用します。

memcache.chunk_size integer

データは、ここで指定した大きさに分割されます。 この値を小さくすると、ネットワークに対する書き込みが多くなります。 不可解な速度低下が発生する場合は、この値を 32768 まで大きくしてください。

memcache.default_port string

memcached サーバに接続する際に、 デフォルトで使用される TCP ポート番号。

memcache.hash_strategy string

キーをサーバと関連づけるために使用する方式を制御します。この値を consistent にすると、一貫したハッシュを使用します。 これにより、サーバを追加したり削除したりした際にキーの再マッピングの必要がなくなります。 この値を standard にすると、以前の方法を
使用します。

memcache.hash_function string

キーをサーバに関連づける際に使用するハッシュ関数を制御します。 crc32 は標準の CRC32 ハッシュを、そして fnv は FNV-1a を使用します。

session.save_handler string

memcache をセッションハンドラとして使用するには、この値を memcache と設定します。

session.save_path string

セッションを格納するためのサーバの URL を、カンマ区切りで指定します。たとえば "tcp://host1:11211, tcp://host2:11211" のようになります。

個々の URL には、そのサーバ用のパラメータを含めることができます。これは Memcache::addServer() メソッドと同じ形式です。たとえば "tcp://host1:11211?persistent=1&weight=1&timeout=1&retry_interval=15" のようになります。

リソース型
memcache モジュールで使用されるリソースは 1 種類で、それは キャッシュサーバとの接続を指す ID です。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/memcache
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定義済み定数
Memcache 定数

名前 説明
MEMCACHE_COMPRESSED (integer) Memcache::set()、 Memcache::add() そして Memcache::replace() を実行する際に、同時にデータの圧縮を行います。
MEMCACHE_HAVE_SESSION (integer)この Memcache セッションハンドラが有効な場合に 1、それ以外の場合に 0 となります。

例
目次

memcache 拡張モジュールの概要

例1 memcache 拡張モジュールの概要

この例では、オブジェクトをキャッシュに保存した後に、改めて取得しなおします。 オブジェクトやその他の非スカラー型のデータは、保存される前に シリアライズされます。そのため (接続 ID などの) リソース型を 保存することはできません。
<?php

$memcache = new Memcache;
$memcache->connect('localhost', 11211) or die ("接続できませんでした");
$version = $memcache->getVersion();
echo "サーバのバージョン: ".$version."<br/>\n";
$tmp_object = new stdClass;
$tmp_object->str_attr = 'test';
$tmp_object->int_attr = 123;

$memcache->set('key', $tmp_object, false, 10) or die ("データをサーバに保存できませんでした");
echo "データをキャッシュに保存します (データの有効期限は 10 秒です)<br/>\n";
$get_result = $memcache->get('key');
echo "キャッシュから取得したデータ:<br/>\n";
var_dump($get_result);

?>

例2 memcache セッションハンドラの使用例
<?php

$session_save_path = "tcp://$host:$port?persistent=1&weight=2&timeout=2&retry_interval=10,  ,tcp://$host:$port  ";
ini_set('session.save_handler', 'memcache');
ini_set('session.save_path', $session_save_path);

?>

Memcache クラス
導入
memcache サーバへの接続をあらわします。

クラス概要
Memcache {
bool add ( string $key , mixed $var [, int $flag [, int $expire ]] )
bool addServer ( string $host [, int $port = 11211 [, bool $persistent [, int $weight [, int $timeout [, int $retry_interval [, bool $status [, callback $failure_callback [, int $timeoutms ]]]]]]]] )
bool close ( void )
bool connect ( string $host [, int $port [, int $timeout ]] )
int decrement ( string $key [, int $value = 1 ] )
bool delete ( string $key [, int $timeout ] )
bool flush ( void )
string get ( string $key [, int &$flags ] )
array getExtendedStats ([ string $type [, int $slabid [, int $limit = 100 ]]] )
int getServerStatus ( string $host [, int $port = 11211 ] )
array getStats ([ string $type [, int $slabid [, int $limit = 100 ]]] )
string getVersion ( void )
int increment ( string $key [, int $value = 1 ] )
bool pconnect ( string $host [, int $port [, int $timeout ]] )
bool replace ( string $key , mixed $var [, int $flag [, int $expire ]] )
bool set ( string $key , mixed $var [, int $flag [, int $expire ]] )
bool setCompressThreshold ( int $threshold [, float $min_savings ] )
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bool setServerParams ( string $host [, int $port = 11211 [, int $timeout [, int $retry_interval = false [, bool $status [, callback $failure_callback ]]]]] )
}

Memcache::add
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::add — サーバに項目を追加する

説明

bool Memcache::add ( string $key , mixed $var [, int $flag [, int $expire ]] )

Memcache::add() は、サーバに同名のキーが存在しない 場合に限り、key というキーで 値 var を格納します。 memcache_add() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
key

項目に関連付けられたキー。
var

格納する値。文字列および整数値はそのままの形式で、それ以外の型は シリアライズされて格納されます。
flag

項目を圧縮して格納する場合に MEMCACHE_COMPRESSED を使用します (zlib を使用します)。
expire

項目の有効期限。ゼロの場合は有効期限なし (いつまでも有効) となります。Unix タイムスタンプ形式、あるいは現在からの 秒数で指定することが可能ですが、後者の場合は秒数が 2592000 (30 日) を超えることはできません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 もし同名のキーが既に存在する場合は FALSE を返します。 それ以外は、Memcache::add() の振る舞いは Memcache::set() と同じです。

例

例1 Memcache::add() の例
<?php

$memcache_obj = memcache_connect("localhost", 11211);

/* 手続き型の API */
memcache_add($memcache_obj, 'var_key', 'test variable', false, 30);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj->add('var_key', 'test variable', false, 30);

?>

参考

Memcache::set() - データをサーバに格納する
Memcache::replace() - 既存項目の値を置換する

Memcache::addServer
(PECL memcache >= 2.0.0)

Memcache::addServer — コネクションプールに memcached サーバを追加する

説明

bool Memcache::addServer ( string $host [, int $port = 11211 [, bool $persistent [, int $weight [, int $timeout [, int $retry_interval [, bool $status [, callback $failure_callback [, int $timeoutms ]]]]]]]] )

Memcache::addServer() は、コネクションプールに サーバを追加します。 実際の接続は、最初に使用する際に確立されます。 Memcache::addServer() を使用してオープンされた 接続は、スクリプトの実行終了時に自動的に閉じられます。 Memcache::close() を使用して閉
じることも可能です。 memcache_add_server() 関数を使用することも可能です。

(Memcache::connect() および Memcache::pconnect() ではなく) このメソッドを使用すると、ネットワーク接続は それが実際に必要となるときまで確立されません。 つまり、大量のサーバをプールに追加した場合に、 それらすべてが使用されることはないとしてもオーバー
ヘッドが発生しないということです。

他のサーバが使用可能である場合、あらゆるメソッドのあらゆる段階について ユーザが意識しないままにフェイルオーバー処理が行われます。 ソケットあるいは Memcaches サーバレベルで発生したあらゆるエラー (ただし out-of-memory は除く) に対してフェイルオーバー
が動作します。 既存のキーを追加しようとしたなどの通常のクライアントエラーの場合は、 フェイルオーバー処理は起動しません。
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注意:

この関数は、Memcache バージョン 2.0.0 で追加されました。

パラメータ
host

memcached が接続を待ち受けるホストを指定します。 このパラメータには別のトランスポート層を指定することもできます。たとえば unix:///path/to/memcached.sock のようにすると Unix ドメインソケットを使用できます。この場合、 port は 0 を指定しなければ
なりません。

port

memcached が接続を待ち受けるポートを指定します。 Unix ドメインソケットを使用する場合は、このパラメータを 0 とします。
persistent

持続的な接続を使用するかどうかを指定します。 デフォルトは TRUE です。
weight

このサーバに対して割り当てる容器の数を指定します。これは、 このサーバが選択される可能性を左右します。選択される可能性は、 すべてのサーバの weight の合計に対するこのパラメータの割合で 決まります。
timeout

デーモンへの接続の際に使用する値 (秒単位) です。 デフォルト値を 1 秒でも変更する前には十分注意してください。 接続が遅くなってしまうと、 キャッシュ処理のメリットが なくなってしまいます。
retry_interval

サーバとの接続が失敗した際に再試行を行う頻度を設定します。 デフォルト値は 15 秒です。このパラメータを -1 にすると、 自動的な再試行を行いません。 dl() を使用してこの拡張モジュールが動的に 読み込まれている場合は、このパラメータおよび persistent は何
の効果も及ぼしません。

失敗した接続構造体は、個々にタイムアウト値を持っており、 タイムアウト時間が経過するまでは、バックエンドから新たな要求が来ても その構造体はスキップされます。時間が経過すると、 その接続が無事再接続されるか、あるいはさらに retry_interval 秒の間、接続
失敗と記録されます。 典型的な効果は、ウェブサーバの各子プロセスがページを送り出す際に retry_interval 秒ごとに接続を再試行することです。

status

サーバがオンライン状態であるかどうかを制御します。このパラメータを FALSE にし、retry_interval を -1 と設定すると、失敗したサーバもコネクションプールに残します。 これにより、キー配布アルゴリズムに影響を与えないようにします。 このサーバへのリクエス
トは、フェイルオーバーされるか失敗します。 どちらになるかは memcache.allow_failover の設定によって決まります。デフォルトは TRUE で、 サーバがオンライン状態であることを意味します。

failure_callback

エラーが発生した際に実行されるコールバック関数を指定できるようにします。 コールバック関数は、フェイルオーバー処理の前に実行されます。 この関数は、ふたつの引数 (ホスト名、失敗したサーバのポート) を受け取ります。
timeoutms

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::addServer() の例
<?php

/* オブジェクト指向の API */
$memcache = new Memcache;
$memcache->addServer('memcache_host', 11211);
$memcache->addServer('memcache_host2', 11211);

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
memcache_add_server($memcache_obj, 'memcache_host2', 11211);

?>

参考

Memcache::connect() - memcached サーバへの接続をオープンする
Memcache::pconnect() - memcached サーバへの持続的な接続をオープンする
Memcache::close() - memcached サーバとの接続を閉じる
Memcache::setServerParams() - サーバのパラメータおよび状態を、実行時に変更する
Memcache::getServerStatus() - サーバの状態を返す

Memcache::close
(PECL memcache >= 0.4.0)

Memcache::close — memcached サーバとの接続を閉じる
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説明

bool Memcache::close ( void )

Memcache::close() は、memcached サーバとの接続を閉じます。 この関数は、持続的な接続については閉じません。持続的な接続が 閉じられるのは、Web サーバのシャットダウン/再起動のときだけです。 memcache_close() 関数を使用することも可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::close() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
/* 
ここで何かを行います ..
*/
memcache_close($memcache_obj);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);
/* 
ここで何かを行います ..
*/
$memcache_obj->close();

?>

参考

Memcache::connect() - memcached サーバへの接続をオープンする
Memcache::pconnect() - memcached サーバへの持続的な接続をオープンする

Memcache::connect
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::connect — memcached サーバへの接続をオープンする

説明

bool Memcache::connect ( string $host [, int $port [, int $timeout ]] )

Memcache::connect() は、memcached サーバへの接続を 確立します。 Memcache::connect() を使用してオープンされた接続は、 スクリプトの実行終了時に自動的に閉じられます。 Memcache::close() を使用して閉じることも可能です。 memcache_connect() 関数を使
用することも可能です。

パラメータ
host

memcached が接続を待ち受けるホストを指定します。 このパラメータには別のトランスポート層を指定することもできます。たとえば unix:///path/to/memcached.sock のようにすると Unix ドメインソケットを使用できます。この場合、 port は 0 を指定しなければ
なりません。

port

memcached が接続を待ち受けるポートを指定します。 Unix ドメインソケットを使用する場合は、このパラメータを 0 とします。
timeout

デーモンへの接続の際に使用する値 (秒単位) です。 デフォルト値を 1 秒でも変更する前には十分注意してください。 接続が遅くなってしまうと、 キャッシュ処理のメリットが なくなってしまいます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::connect() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache = new Memcache;
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$memcache->connect('memcache_host', 11211);

?>

参考

Memcache::pconnect() - memcached サーバへの持続的な接続をオープンする
Memcache::close() - memcached サーバとの接続を閉じる

Memcache::decrement
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::decrement — 項目の値を減らす

説明

int Memcache::decrement ( string $key [, int $value = 1 ] )

Memcache::decrement() は、項目の値を value だけ減らします。 Memcache::increment() と同様、項目の現在の値が まず数値に変換されてから value を引きます。

注意:

項目の新しい値をゼロより小さくすることはできません。

注意:

圧縮して格納されている項目に対して Memcache::decrement() を使用しないでください。 なぜなら、それ以降の Memcache::get() のコールが 失敗してしまうからです。

Memcache::decrement() は、指定した項目が 存在しない場合に項目を作成することは ありません。 memcache_decrement() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
key

値を減らす項目のキー。
value

項目の値を value だけ減らします。

返り値

項目の新しい値か、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::decrement() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
/* 項目の値を 2 減らします */
$new_value = memcache_decrement($memcache_obj, 'test_item', 2);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);
/* 項目の値を 3 減らします */
$new_value = $memcache_obj->decrement('test_item', 3);
?>

参考

Memcache::increment() - 項目の値を増やす
Memcache::replace() - 既存項目の値を置換する

Memcache::delete
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::delete — サーバから項目を削除する

説明
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bool Memcache::delete ( string $key [, int $timeout ] )

Memcache::delete() は、 key に対応する項目を削除します。 パラメータ timeout が指定されている場合は、 その項目は timeout 秒が経過した後に 期限切れとなります。 memcache_delete() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
key

削除したい項目のキー。
timeout

その項目の実行時間。 ゼロの場合は即時に削除されます。 たとえば 30 を設定すると、 その項目は 30 秒後に削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::delete() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);

/* 10 秒後に、項目がサーバから削除されます */
memcache_delete($memcache_obj, 'key_to_delete', 10);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);

$memcache_obj->delete('key_to_delete', 10);

?>

参考

Memcache::set() - データをサーバに格納する
Memcache::replace() - 既存項目の値を置換する

Memcache::flush
(PECL memcache >= 1.0.0)

Memcache::flush — サーバ上のすべての既存項目を消去する

説明

bool Memcache::flush ( void )

Memcache::flush() は、すべての既存項目を直ちに 無効にします。Memcache::flush() は 実際にリソースを開放するわけではなく、単にすべての項目に 有効期限切れのマークをつけるだけです。それらの項目が使用していた メモリは、新しい項目で上書きされるようになり
ます。 memcache_flush() 関数を使用することも可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::flush() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);

memcache_flush($memcache_obj);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);

$memcache_obj->flush();

?>

Memcache::get
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(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::get — サーバから項目を取得する

説明

string Memcache::get ( string $key [, int &$flags ] )
array Memcache::get ( array $keys [, array &$flags ] )

Memcache::get() は、その時点でサーバ上に key というキーのデータが存在する場合に、 格納されているデータを返します。

Memcache::get() にキーの配列を渡すことにより、 値の配列を取得することができます。この配列には、サーバ上で見つかった キーと値のペアのみが含まれます。

パラメータ
key

取得したいキー (あるいはキーの配列)。
flags

存在した場合は、値とともに取得したフラグをここに書き込みます。 これらのフラグは、たとえば Memcache::set() に渡すものと同じです。int の最下位バイトは pecl/memcache で内部的に使用するために予約されています (たとえば圧縮やシリアライズに関する状態を
表します)。

返り値

key に関連付けられた文字列を返します。 取得に失敗したり key が見つからなかったりした 場合には FALSE を返します。

例

例1 Memcache::get() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
$var = memcache_get($memcache_obj, 'some_key');

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);
$var = $memcache_obj->get('some_key');

/* 
キーの配列をパラメータとして使用することもできます。
もしキーに対応する項目がサーバ上で見つからなければ、
結果の配列の中にはそのキーは含まれません。
*/

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
$var = memcache_get($memcache_obj, Array('some_key', 'another_key'));

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);
$var = $memcache_obj->get(Array('some_key', 'second_key'));

?>

Memcache::getExtendedStats
(PECL memcache >= 2.0.0)

Memcache::getExtendedStats — プール内のすべてのサーバの統計情報を取得する

説明

array Memcache::getExtendedStats ([ string $type [, int $slabid [, int $limit = 100 ]]] )

Memcache::getExtendedStats() は、サーバの 統計情報を含む二次元の配列を返します。配列のキーが各サーバの host:port に対応し、その値として個々のサーバの統計情報を保持します。 取得に失敗したサーバは、値に FALSE が設定されます。
memcache_get_extended_stats() 関数を使用することも可能です。

注意:

この関数は、Memcache バージョン 2.0.0 で追加されました。

パラメータ
type

取得する統計情報の型。使用可能な値は {reset, malloc, maps, cachedump, slabs, items, sizes} のいずれかです。 memcached プロトコルの仕様によると、これらの追加の引数は 「memcache の開発者の都合により、変更される可能性があります」 ということです。
slabid
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type を cachedump と設定した場合に使用し、ダンプを取得する slab を指定します。 cachedump コマンドはサーバと結びついており、デバッグ目的でのみ使用します。
limit

type を cachedump と設定した場合に使用し、ダンプするエントリの数を制限します。

返り値

サーバの統計情報を含む二次元の配列を返します。失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 Memcache::getExtendedStats() の例
<?php
    $memcache_obj = new Memcache;
    $memcache_obj->addServer('memcache_host', 11211);
    $memcache_obj->addServer('failed_host', 11211);
    
    $stats = $memcache_obj->getExtendedStats();
    print_r($stats);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [memcache_host:11211] => Array
        (
            [pid] => 3756
            [uptime] => 603011
            [time] => 1133810435
            [version] => 1.1.12
            [rusage_user] => 0.451931
            [rusage_system] => 0.634903
            [curr_items] => 2483
            [total_items] => 3079
            [bytes] => 2718136
            [curr_connections] => 2
            [total_connections] => 807
            [connection_structures] => 13
            [cmd_get] => 9748
            [cmd_set] => 3096
            [get_hits] => 5976
            [get_misses] => 3772
            [bytes_read] => 3448968
            [bytes_written] => 2318883
            [limit_maxbytes] => 33554432
        )

    [failed_host:11211] => false
)

参考

Memcache::getVersion() - サーバのバージョンを返す
Memcache::getStats() - サーバの統計情報を取得する

Memcache::getServerStatus
(PECL memcache >= 2.1.0)

Memcache::getServerStatus — サーバの状態を返す

説明

int Memcache::getServerStatus ( string $host [, int $port = 11211 ] )

Memcache::getServerStatus() は、サーバがオンライン/オフラインのどちらであるかを返します。 memcache_get_server_status() 関数を使用することも可能です。

注意:

この関数は、Memcache バージョン 2.1.0 で追加されました。

パラメータ
host

memcached が接続を待ち受けるホストを指定します。
port

memcached が接続を待ち受けるポートを指定します。

返り値
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サーバの状態を返します。サーバに接続できなかった場合に 0、 それ以外の場合にはゼロ以外の値を返します。

例

例1 Memcache::getServerStatus() の例
<?php

/* オブジェクト指向の API */
$memcache = new Memcache;
$memcache->addServer('memcache_host', 11211);
echo $memcache->getServerStatus('memcache_host', 11211);

/* 手続き型の API */
$memcache = memcache_connect('memcache_host', 11211);
echo memcache_get_server_status($memcache, 'memcache_host', 11211);

?>

参考

Memcache::addServer() - コネクションプールに memcached サーバを追加する
Memcache::setServerParams() - サーバのパラメータおよび状態を、実行時に変更する

Memcache::getStats
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::getStats — サーバの統計情報を取得する

説明

array Memcache::getStats ([ string $type [, int $slabid [, int $limit = 100 ]]] )

Memcache::getStats() は、サーバの統計情報を含む 連想配列を返します。配列のキーが統計情報パラメータの名前、そして 配列の値がパラメータの値に対応します。 memcache_get_stats() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
type

取得する統計情報の型。使用可能な値は {reset, malloc, maps, cachedump, slabs, items, sizes} のいずれかです。 memcached プロトコルの仕様によると、これらの追加の引数は 「memcache の開発者の都合により、変更される可能性があります」 ということです。
slabid

type を cachedump と設定した場合に使用し、ダンプを取得する slab を指定します。 cachedump コマンドはサーバと結びついており、デバッグ目的でのみ使用します。
limit

type を cachedump と設定した場合に使用し、ダンプするエントリの数を制限します。

返り値

サーバの統計情報を含む連想配列を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

参考

Memcache::getVersion() - サーバのバージョンを返す
Memcache::getExtendedStats() - プール内のすべてのサーバの統計情報を取得する

Memcache::getVersion
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::getVersion — サーバのバージョンを返す

説明

string Memcache::getVersion ( void )

Memcache::getVersion() は、サーバのバージョン番号を 文字列で返します。 memcache_get_version() 関数を使用することも可能です。

返り値

バージョン番号を表す文字列を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 Memcache::getVersion() の例
<?php

/* オブジェクト指向の API */
$memcache = new Memcache;
$memcache->connect('memcache_host', 11211);
echo $memcache->getVersion();

/* 手続き型の API */
$memcache = memcache_connect('memcache_host', 11211);
echo memcache_get_version($memcache);

?>

参考

Memcache::getExtendedStats() - プール内のすべてのサーバの統計情報を取得する
Memcache::getStats() - サーバの統計情報を取得する

Memcache::increment
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::increment — 項目の値を増やす

説明

int Memcache::increment ( string $key [, int $value = 1 ] )

Memcache::increment() は、項目の値を value だけ増やします。 もし key に対応する値が数値ではなく、かつ 数値に変換できなかった場合は、その新しい値は value となります。 Memcache::increment() は、指定した項目が 存在しない場合に項目を作成することは あり
ません。

注意:

圧縮して格納されている項目に対して Memcache::increment() を使用しないでください。 なぜなら、それ以降の Memcache::get() のコールが 失敗してしまうからです。

memcache_increment() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
key

値を増やす項目のキー。
value

項目の値を value だけ増やします。

返り値

項目の新しい値か、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::increment() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
/* カウンタを 2 増やします */
$current_value = memcache_increment($memcache_obj, 'counter', 2);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);
/* カウンタを 3 増やします */
$current_value = $memcache_obj->increment('counter', 3);

?>

参考

Memcache::decrement() - 項目の値を減らす
Memcache::replace() - 既存項目の値を置換する

Memcache::pconnect
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(PECL memcache >= 0.4.0)

Memcache::pconnect — memcached サーバへの持続的な接続をオープンする

説明

bool Memcache::pconnect ( string $host [, int $port [, int $timeout ]] )

Memcache::pconnect() は Memcache::connect() とほぼ同じですが、 確立する接続が持続的なものであるという点が違います。 この接続はスクリプトの実行が終了しても閉じられることはなく、 Memcache::close() 関数を使用することで閉じられます。
memcache_pconnect() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
host

memcached が接続を待ち受けるホストを指定します。 このパラメータには別のトランスポート層を指定することもできます。たとえば unix:///path/to/memcached.sock のようにすると Unix ドメインソケットを使用できます。この場合、 port は 0 を指定しなければ
なりません。

port

memcached が接続を待ち受けるポートを指定します。 Unix ドメインソケットを使用する場合は、このパラメータを 0 とします。
timeout

デーモンへの接続の際に使用する値 (秒単位) です。 デフォルト値を 1 秒でも変更する前には十分注意してください。 接続が遅くなってしまうと、 キャッシュ処理のメリットが なくなってしまいます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::pconnect() の例
<?php

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_pconnect('memcache_host', 11211);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->pconnect('memcache_host', 11211);

?>

参考

Memcache::connect() - memcached サーバへの接続をオープンする

Memcache::replace
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::replace — 既存項目の値を置換する

説明

bool Memcache::replace ( string $key , mixed $var [, int $flag [, int $expire ]] )

Memcache::replace() は、key に対応する既存項目の値を置換するために使用します。 指定したキーに対応する項目がない場合は、 Memcache::replace() は FALSE を返します。 それ以外の点では、Memcache::replace() の振る舞いは Memcache::set() と同じです。
memcache_replace() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
key

項目に関連付けられたキー。
var

格納する値。文字列および整数値はそのままの形式で、それ以外の型は シリアライズされて格納されます。
flag

項目を圧縮して格納する場合に MEMCACHE_COMPRESSED を使用します (zlib を使用します)。
expire
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項目の有効期限。ゼロの場合は有効期限なし (いつまでも有効) となります。Unix タイムスタンプ形式、あるいは現在からの 秒数で指定することが可能ですが、後者の場合は秒数が 2592000 (30 日) を超えることはできません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::replace() の例
<?php

$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);

/* 手続き型の API */
memcache_replace($memcache_obj, "test_key", "some variable", false, 30);

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj->replace("test_key", "some variable", false, 30);

?>

参考

Memcache::set() - データをサーバに格納する
Memcache::add() - サーバに項目を追加する

Memcache::set
(PECL memcache >= 0.2.0)

Memcache::set — データをサーバに格納する

説明

bool Memcache::set ( string $key , mixed $var [, int $flag [, int $expire ]] )

Memcache::set() は、キー key に var という値を 関連付け、memcached サーバに格納します。パラメータ expire は、データの有効期限を秒単位で指定します。もし 0 を指定した場合は その項目が期限切れになることはありません (これは、その項目のデータが
memcached サーバ上にずっと残り続けることを保証するものではありません。 他の項目をキャッシュするための場所を確保するためにサーバから 削除されてしまうこともあります)。 (zlib を使用して) その場でのデータの圧縮を行いたい場合は、 flag の値として、定数
MEMCACHE_COMPRESSED を指定します。

注意:

リソース型の変数 (たとえばファイル記述子や接続記述子など) はキャッシュに保存できないことを覚えておきましょう。これは、 シリアライズした状態ではそれらのデータを適切に表すことが できないためです。

memcache_set() 関数を使用することも可能です。

パラメータ
key

項目に関連付けられたキー。
var

格納する値。文字列および整数値はそのままの形式で、それ以外の型は シリアライズされて格納されます。
flag

項目を圧縮して格納する場合に MEMCACHE_COMPRESSED を使用します (zlib を使用します)。
expire

項目の有効期限。ゼロの場合は有効期限なし (いつまでも有効) となります。Unix タイムスタンプ形式、あるいは現在からの 秒数で指定することが可能ですが、後者の場合は秒数が 2592000 (30 日) を超えることはできません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::set() の例
<?php
/* 手続き型の API */

/* memcached サーバに接続します */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);

/*
キー 'var_key' の項目の値を設定します。
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flag の値として 0 を使用し、圧縮は使用しません。
有効期限は 30 秒です。
*/
memcache_set($memcache_obj, 'var_key', 'some variable', 0, 30);

echo memcache_get($memcache_obj, 'var_key');

?>

例2 Memcache::set() の例
<?php
/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;

/* memcached サーバに接続します */
$memcache_obj->connect('memcache_host', 11211);

/*
キー 'var_key' に対応する値を設定します。その際、データの圧縮を行います。
有効期限は 50 秒です。
*/
$memcache_obj->set('var_key', 'some really big variable', MEMCACHE_COMPRESSED, 50);

echo $memcache_obj->get('var_key');

?>

参考

Memcache::add() - サーバに項目を追加する
Memcache::replace() - 既存項目の値を置換する

Memcache::setCompressThreshold
(PECL memcache >= 2.0.0)

Memcache::setCompressThreshold — 大きな値に対する自動圧縮処理を有効にする

説明

bool Memcache::setCompressThreshold ( int $threshold [, float $min_savings ] )

Memcache::setCompressThreshold() は、 大きな値に対して自動圧縮処理を有効にします。 memcache_set_compress_threshold() 関数を使用することも可能です。

注意:

この関数は、Memcache バージョン 2.0.0 で追加されました。

パラメータ
threshold

自動圧縮を試みる値の長さの最小値を指定します。
min_saving

値を圧縮する際の、最小の圧縮率を指定します。 値は 0 から 1 までの間で指定する必要があります。 デフォルト値は 0.2 で、最低 20% の圧縮を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::setCompressThreshold() の例
<?php

/* オブジェクト指向の API */
$memcache_obj = new Memcache;
$memcache_obj->addServer('memcache_host', 11211);
$memcache_obj->setCompressThreshold(20000, 0.2);

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
memcache_set_compress_threshold($memcache_obj, 20000, 0.2);

?>

Memcache::setServerParams
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(PECL memcache >= 2.1.0)

Memcache::setServerParams — サーバのパラメータおよび状態を、実行時に変更する

説明

bool Memcache::setServerParams ( string $host [, int $port = 11211 [, int $timeout [, int $retry_interval = false [, bool $status [, callback $failure_callback ]]]]] )

Memcache::setServerParams() は、 サーバのパラメータを実行時に変更します。 memcache_set_server_params() 関数を使用することも可能です。

注意:

この関数は、Memcache バージョン 2.1.0 で追加されました。

パラメータ
host

memcached が接続を待ち受けるホストを指定します。
port

memcached が接続を待ち受けるポートを指定します。
timeout

デーモンへの接続の際に使用する値 (秒単位) です。 デフォルト値を 1 秒でも変更する前には十分注意してください。 接続が遅くなってしまうと、 キャッシュ処理のメリットが なくなってしまいます。
retry_interval

サーバとの接続が失敗した際に再試行を行う頻度を設定します。 デフォルト値は 15 秒です。このパラメータを -1 にすると、 自動的な再試行を行いません。 dl() を使用してこの拡張モジュールが動的に 読み込まれている場合は、このパラメータおよび persistent は何
の効果も及ぼしません。

status

サーバがオンライン状態であるかどうかを制御します。このパラメータを FALSE にし、retry_interval を -1 と設定すると、失敗したサーバもコネクションプールに残します。 これにより、キー配布アルゴリズムに影響を与えないようにします。 このサーバへのリクエス
トは、フェイルオーバーされるか失敗します。 どちらになるかは memcache.allow_failover の設定によって決まります。デフォルトは TRUE で、 サーバがオンライン状態であることを意味します。

failure_callback

エラーが発生した際に実行されるコールバック関数を指定できるようにします。 コールバック関数は、フェイルオーバー処理の前に実行されます。 この関数は、ふたつの引数 (ホスト名、失敗したサーバのポート) を受け取ります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcache::setServerParams() の例
<?php

function _callback_memcache_failure($host, $port) {
    print "memcache '$host:$port' failed";
}

/* オブジェクト指向の API */
$memcache = new Memcache;

// サーバをオフラインモードで追加します
$memcache->addServer('memcache_host', 11211, false, 1, 1, -1, false);

// サーバをオンラインに変更します
$memcache->setServerParams('memcache_host', 11211, 1, 15, true, '_callback_memcache_failure');

/* 手続き型の API */
$memcache_obj = memcache_connect('memcache_host', 11211);
memcache_set_server_params($memcache_obj, 'memcache_host', 11211, 1, 15, true, '_callback_memcache_failure');

?>

参考

Memcache::addServer() - コネクションプールに memcached サーバを追加する
Memcache::getServerStatus() - サーバの状態を返す

目次
Memcache::add — サーバに項目を追加する
Memcache::addServer — コネクションプールに memcached サーバを追加する
Memcache::close — memcached サーバとの接続を閉じる
Memcache::connect — memcached サーバへの接続をオープンする
Memcache::decrement — 項目の値を減らす
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Memcache::delete — サーバから項目を削除する
Memcache::flush — サーバ上のすべての既存項目を消去する
Memcache::get — サーバから項目を取得する
Memcache::getExtendedStats — プール内のすべてのサーバの統計情報を取得する
Memcache::getServerStatus — サーバの状態を返す
Memcache::getStats — サーバの統計情報を取得する
Memcache::getVersion — サーバのバージョンを返す
Memcache::increment — 項目の値を増やす
Memcache::pconnect — memcached サーバへの持続的な接続をオープンする
Memcache::replace — 既存項目の値を置換する
Memcache::set — データをサーバに格納する
Memcache::setCompressThreshold — 大きな値に対する自動圧縮処理を有効にする
Memcache::setServerParams — サーバのパラメータおよび状態を、実行時に変更する

Memcache 関数

memcache_debug
(PECL memcache >= 0.2.0)

memcache_debug — デバッグ出力のオン/オフを切り替える

説明

bool memcache_debug ( bool $on_off )

memcache_debug() は、パラメータ on_off が TRUE の場合にデバッグ出力を有効にし、 FALSE の場合には無効にします。

注意:

memcache_debug() は、PHP が --enable-debug オプションをつけてビルドされている場合にのみ使用可能で、 この場合は常に TRUE を返します。そうでない場合は、この関数は 何も行わずに常に FALSE を返します。

パラメータ
on_off

TRUE にすると、デバッグ出力をオンにします。 FALSE にすると、デバッグ出力をオフにします。

返り値

PHP が --enable-debug オプションをつけてビルドされている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

目次
memcache_debug — デバッグ出力のオン/オフを切り替える

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

memcache 拡張モジュールの概要
Memcache — Memcache クラス

Memcache::add — サーバに項目を追加する
Memcache::addServer — コネクションプールに memcached サーバを追加する
Memcache::close — memcached サーバとの接続を閉じる
Memcache::connect — memcached サーバへの接続をオープンする
Memcache::decrement — 項目の値を減らす
Memcache::delete — サーバから項目を削除する
Memcache::flush — サーバ上のすべての既存項目を消去する
Memcache::get — サーバから項目を取得する
Memcache::getExtendedStats — プール内のすべてのサーバの統計情報を取得する
Memcache::getServerStatus — サーバの状態を返す
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Memcache::getStats — サーバの統計情報を取得する
Memcache::getVersion — サーバのバージョンを返す
Memcache::increment — 項目の値を増やす
Memcache::pconnect — memcached サーバへの持続的な接続をオープンする
Memcache::replace — 既存項目の値を置換する
Memcache::set — データをサーバに格納する
Memcache::setCompressThreshold — 大きな値に対する自動圧縮処理を有効にする
Memcache::setServerParams — サーバのパラメータおよび状態を、実行時に変更する

Memcache 関数
memcache_debug — デバッグ出力のオン/オフを切り替える

Memcached

導入
» memcached は、 ハイパフォーマンスな分散型メモリオブジェクトキャッシュシステムです。汎用的ですが、 データベース読み込みの負荷を軽減することで動的なウェブアプリケーションの速度を向上させることを意図しています。

この拡張モジュールは、libmemcached ライブラリを使用して memcached サーバとの通信用の API を提供しています。 また、セッション ハンドラ (memcached) も用意しています。

libmemcached に関する情報は » http://tangent.org/552/libmemcached.html をご覧ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールには » libmemcached クライアントライブラリが必要です。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/memcached.

libmemcached のインストール先が標準の場所とは異なる場合は --with-libmemcached-dir=DIR スイッチを使用します。 ここで、DIR は libmemcached のインストールプレフィックスを表します。 このディレクトリ内に include/libmemcached/memcached.h がなけ
ればなりません。

圧縮をサポートするには Zlib が必要です。Zlib のインストール先が標準の場所とは異なる場合は、--with-zlib-dir=DIR スイッチを使用します。 ここで、DIR は Zlib のインストールプレフィックスを表します。

セッションハンドラのサポートはデフォルトで有効となります。これを無効にするには --disable-memcached-session スイッチを使用します。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数

http://www.memcached.org/
http://tangent.org/552/libmemcached.html
http://tangent.org/552/libmemcached.html
http://pecl.php.net/package/memcached
http://pecl.php.net/package/memcached
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以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。
Memcached::OPT_COMPRESSION

Enables or disables payload compression. When enabled, item values longer than a certain threshold (currently 100 bytes) will be compressed during storage and decompressed during retrieval transparently.

Type: boolean, default: TRUE.

Memcached::OPT_SERIALIZER

Specifies the serializer to use for serializing non-scalar values. The valid serializers are Memcached::SERIALIZER_PHP or Memcached::SERIALIZER_IGBINARY. The latter is supported only when memcached is configured with --enable-memcached-igbinary
option and the igbinary extension is loaded.

Type: integer, default: Memcached::SERIALIZER_PHP.

Memcached::SERIALIZER_PHP

The default PHP serializer.

Memcached::SERIALIZER_IGBINARY

The » igbinary serializer. Instead of textual representation it stores PHP data structures in a compact binary form, resulting in space and time gains.

Memcached::SERIALIZER_JSON

The JSON serializer. Requires PHP 5.2.10+.

Memcached::OPT_PREFIX_KEY

This can be used to create a "domain" for your item keys. The value specified here will be prefixed to each of the keys. It cannot be longer than 128 characters and will reduce the maximum available key size. The prefix is applied only to the item
keys, not to the server keys.

Type: string, default: "".

Memcached::OPT_HASH

Specifies the hashing algorithm used for the item keys. The valid values are supplied via Memcached::HASH_* constants. Each hash algorithm has its advantages and its disadvantages. Go with the default if you don't know or don't care.

Type: integer, default: Memcached::HASH_DEFAULT

Memcached::HASH_DEFAULT

The default (Jenkins one-at-a-time) item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_MD5

MD5 item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_CRC

CRC item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_FNV1_64

FNV1_64 item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_FNV1A_64

FNV1_64A item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_FNV1_32

FNV1_32 item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_FNV1A_32

FNV1_32A item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_HSIEH

Hsieh item key hashing algorithm.

Memcached::HASH_MURMUR

Murmur item key hashing algorithm.

Memcached::OPT_DISTRIBUTION

Specifies the method of distributing item keys to the servers. Currently supported methods are modulo and consistent hashing. Consistent hashing delivers better distribution and allows servers to be added to the cluster with minimal cache losses.

Type: integer, default: Memcached::DISTRIBUTION_MODULA.

Memcached::DISTRIBUTION_MODULA

Modulo-based key distribution algorithm.

Memcached::DISTRIBUTION_CONSISTENT

http://opensource.dynamoid.com/
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Consistent hashing key distribution algorithm (based on libketama).

Memcached::OPT_LIBKETAMA_COMPATIBLE

Enables or disables compatibility with libketama-like behavior. When enabled, the item key hashing algorithm is set to MD5 and distribution is set to be weighted consistent hashing distribution. This is useful because other libketama-based clients
(Python, Ruby, etc.) with the same server configuration will be able to access the keys transparently.

注意:

It is highly recommended to enable this option if you want to use consistent hashing, and it may be enabled by default in future releases.

Type: boolean, default: FALSE.

Memcached::OPT_BUFFER_WRITES

Enables or disables buffered I/O. Enabling buffered I/O causes storage commands to "buffer" instead of being sent. Any action that retrieves data causes this buffer to be sent to the remote connection. Quitting the connection or closing down the
connection will also cause the buffered data to be pushed to the remote connection.

Type: boolean, default: FALSE.

Memcached::OPT_BINARY_PROTOCOL

Enable the use of the binary protocol. Please note that you cannot toggle this option on an open connection.

Type: boolean, default: FALSE.

Memcached::OPT_NO_BLOCK

Enables or disables asynchronous I/O. This is the fastest transport available for storage functions.

Type: boolean, default: FALSE.

Memcached::OPT_TCP_NODELAY

Enables or disables the no-delay feature for connecting sockets (may be faster in some environments).

Type: boolean, default: FALSE.

Memcached::OPT_SOCKET_SEND_SIZE

The maximum socket send buffer in bytes.

Type: integer, default: varies by platform/kernel configuration.

Memcached::OPT_SOCKET_RECV_SIZE

The maximum socket receive buffer in bytes.

Type: integer, default: varies by platform/kernel configuration.

Memcached::OPT_CONNECT_TIMEOUT

In non-blocking mode this set the value of the timeout during socket connection, in milliseconds.

Type: integer, default: 1000.

Memcached::OPT_RETRY_TIMEOUT

The amount of time, in seconds, to wait until retrying a failed connection attempt.

Type: integer, default: 0.

Memcached::OPT_SEND_TIMEOUT

Socket sending timeout, in microseconds. In cases where you cannot use non-blocking I/O this will allow you to still have timeouts on the sending of data.

Type: integer, default: 0.

Memcached::OPT_RECV_TIMEOUT

Socket reading timeout, in microseconds. In cases where you cannot use non-blocking I/O this will allow you to still have timeouts on the reading of data.

Type: integer, default: 0.

Memcached::OPT_POLL_TIMEOUT

接続をポーリングする際のタイムアウト時間をミリ秒単位で指定します。

型: integer, デフォルト: 1000.

Memcached::OPT_CACHE_LOOKUPS

Enables or disables caching of DNS lookups.

Type: boolean, default: FALSE.
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Memcached::OPT_SERVER_FAILURE_LIMIT

Specifies the failure limit for server connection attempts. The server will be removed after this many continuous connection failures.

Type: integer, default: 0.

Memcached::HAVE_IGBINARY

Indicates whether igbinary serializer support is available.

Type: boolean.

Memcached::HAVE_JSON

JSON シリアライザのサポートが有効かどうかを示します。

型: boolean.

Memcached::GET_PRESERVE_ORDER

A flag for Memcached::getMulti() and Memcached::getMultiByKey() to ensure that the keys are returned in the same order as they were requested in. Non-existing keys get a default value of NULL.

Memcached::RES_SUCCESS

実行しようとした操作が成功したことを示します。
Memcached::RES_FAILURE

実行しようとした操作が何らかの点で失敗したことを示します。
Memcached::RES_HOST_LOOKUP_FAILURE

DNSの名前解決が失敗したことを示します。
Memcached::RES_UNKNOWN_READ_FAILURE

ネットワーク経由でのデータの読み取りに失敗したことを示します。
Memcached::RES_PROTOCOL_ERROR

memcached プロトコル内で不正なコマンドが実行されたことを示します。
Memcached::RES_CLIENT_ERROR

クライアント側でエラーが起きたことを示します。
Memcached::RES_SERVER_ERROR

サーバー側でエラーが起きたことを示します。
Memcached::RES_WRITE_FAILURE

ネットワーク経由でのデータの書き込みに失敗したことを示します。
Memcached::RES_DATA_EXISTS

Failed to do compare-and-swap: item you are trying to store has been modified since you last fetched it.

Memcached::RES_NOTSTORED

Item was not stored: but not because of an error. This normally means that either the condition for an "add" or a "replace" command wasn't met, or that the item is in a delete queue.

Memcached::RES_NOTFOUND

Item with this key was not found (with "get" operation or "cas" operations).

Memcached::RES_PARTIAL_READ

ネットワーク経由でのデータの読み取りが一部失敗したことを示します。
Memcached::RES_SOME_ERRORS

multi-get を実行中にエラーが発生したことを示します。
Memcached::RES_NO_SERVERS

サーバリストが空であることを示します。
Memcached::RES_END

End of result set.

Memcached::RES_ERRNO

システムエラーを示します。
Memcached::RES_BUFFERED
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実行している操作がバッファリングされていることを示します。
Memcached::RES_TIMEOUT

実行がタイムアウトしたことを示します。
Memcached::RES_BAD_KEY_PROVIDED

不正なキーを与えたことを示します。
Memcached::RES_CONNECTION_SOCKET_CREATE_FAILURE

ネットワークソケットの作成が失敗したことを示します。
Memcached::RES_PAYLOAD_FAILURE

ペイロードに関するエラー: つまり、値を シリアライズ/復元 したり、圧縮/解凍 することができなかったことを示します。

有効期限
格納用コマンドの中には、(アイテム単位あるいはクライアントから要求された操作単位の) 有効期限をサーバに送信するものがあります。そのような場合に実際に送られる値は、 Unix タイム (1970 年 1 月 1 日からの経過秒数) あるいは現在時刻からの秒数となります。 後者
の場合、最大の秒数は 60*60*24*30 (30 日間をあらわす秒数) までとなります。 もし有効期限がそれより長い場合は、現在時刻からの経過秒数ではなく Unix タイムであるとサーバにみなされてしまいます。

有効期限を 0 (デフォルト) にすると、 アイテムは期限切れにならなくなります (しかし、他のアイテム用の場所を確保するためにサーバから削除されることもありえます)。

コールバック
目次

Result コールバック
Read-through キャッシュコールバック

Result コールバック
Result コールバックが起動されるのは、 Memcached::getDelayed() あるいは Memcached::getDelayedBykey() メソッドで結果セットの各アイテムに対してコールしたときです。 このコールバックに渡されるのは、Memcached オブジェクトと、 アイテム情報を含む配列で
す。 このコールバックは何も返す必要がありません。

例1 Result コールバックの例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);
$items = array(
    'key1' => 'value1',
    'key2' => 'value2',
    'key3' => 'value3'
);
$m->setMulti($items);
$m->getDelayed(array('key1', 'key3'), true, 'result_cb');

function result_cb($memc, $item)
{
    var_dump($item);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["key"]=>
  string(4) "key1"
  ["value"]=>
  string(6) "value1"
  ["cas"]=>
  float(49)
}
array(3) {
  ["key"]=>
  string(4) "key3"
  ["value"]=>
  string(6) "value3"
  ["cas"]=>
  float(50)
}

Read-through キャッシュコールバック
Read-through キャッシュコールバックが起動されるのは、 アイテムをサーバから取得できなかったときです。 このコールバックに渡されるのは Memcached オブジェクト、 要求されたキー、そして値を格納する変数への参照です。 このコールバックの役割は、値を設定して
true あるいは false を返すことです。 コールバックが true を返した場合は、 Memcached は設定された値をサーバに格納して呼び出し元の関数にその値を返します。 このコールバックをサポートしているのは Memcached::get() と Memcached::getByKey() のみです。 とい
うのも memcache プロトコルでは、 複数のキーが要求されたときにどのキーが見つからなかったのかを知る方法がないからです。
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例1 Read-through コールバックの例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$profile_info = $m->get('user:'.$user_id, 'user_info_cb');

function user_info_cb($memc, $key, &$value)
{
    $user_id = substr($key, 5);
    /* プロファイル情報を DB から探します */
    /* ... */
    $value = $profile_info;
    return true;
}
?>

セッションのサポート
Memcached は独自のセッションハンドラを用意しており、 これを使用するとユーザセッションを memcache に格納することができます。 内部的に使用するのは完全に分離された memcached インスタンスなので、 必要に応じて別のサーバプールを使用することができま
す。 セッションのキーは、プレフィックス memc.sess.key. をつけて格納されます。 同じサーバプールでセッションと一般のキャッシュを両方使用する場合は注意しましょう。

session.save_handler string

memcached を設定すると、セッションのサポートが有効となります。

session.save_path string

ホスト名:ポート 形式のエントリをカンマ区切りで指定します。 これをセッションサーバプールとして使用します。たとえば "sess1:11211, sess2:11211" のようになります。

Memcached クラス
導入
memcached サーバ群への接続を表します。

クラス概要
Memcached {
__construct ([ string $persistent_id ] )
public bool add ( string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public bool addByKey ( string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public bool addServer ( string $host , int $port [, int $weight = 0 ] )
public bool addServers ( array $servers )
public bool append ( string $key , string $value )
public bool appendByKey ( string $server_key , string $key , string $value )
public bool cas ( float $cas_token , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public bool casByKey ( float $cas_token , string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public int decrement ( string $key [, int $offset = 1 ] )
public bool delete ( string $key [, int $time = 0 ] )
public bool deleteByKey ( string $server_key , string $key [, int $time = 0 ] )
public array fetch ( void )
public array fetchAll ( void )
public bool flush ([ int $delay = 0 ] )
public mixed get ( string $key [, callback $cache_cb [, float &$cas_token ]] )
public mixed getByKey ( string $server_key , string $key [, callback $cache_cb [, float &$cas_token ]] )
public bool getDelayed ( array $keys [, bool $with_cas [, callback $value_cb ]] )
public bool getDelayedByKey ( string $server_key , array $keys [, bool $with_cas [, callback $value_cb ]] )
public mixed getMulti ( array $keys [, array &$cas_tokens [, int $flags ]] )
public array getMultiByKey ( string $server_key , array $keys [, string &$cas_tokens [, int $flags ]] )
public mixed getOption ( int $option )
public int getResultCode ( void )
public string getResultMessage ( void )
public array getServerByKey ( string $server_key )
public array getServerList ( void )
public array getStats ( void )
public array getVersion ( void )
public int increment ( string $key [, int $offset = 1 ] )
public bool prepend ( string $key , string $value )
public bool prependByKey ( string $server_key , string $key , string $value )
public bool replace ( string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public bool replaceByKey ( string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public bool set ( string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
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public bool setByKey ( string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )
public bool setMulti ( array $items [, int $expiration ] )
public bool setMultiByKey ( string $server_key , array $items [, int $expiration ] )
public bool setOption ( int $option , mixed $value )
}

Memcached::add
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::add — アイテムを新しいキーで追加する

説明

public bool Memcached::add ( string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::add() は Memcached::set() と似ていますが、 key が既にサーバ上に存在する場合は失敗します。

パラメータ
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが既に存在する場合は、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

参考

Memcached::addByKey() - 指定したサーバにアイテムを新しいキーで追加する
Memcached::set() - アイテムを格納する
Memcached::replace() - 既存のキーのアイテムを入れ替える

Memcached::addByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::addByKey — 指定したサーバにアイテムを新しいキーで追加する

説明

public bool Memcached::addByKey ( string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::addByKey() は機能的に Memcached::add() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。 これは、関連するキーを特定のサーバに置き続けたいときなどに便利です。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが既に存在する場合は、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

参考

Memcached::add() - アイテムを新しいキーで追加する
Memcached::set() - アイテムを格納する
Memcached::replace() - 既存のキーのアイテムを入れ替える

Memcached::addServer
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::addServer — サーバをサーバプールに追加する

説明

public bool Memcached::addServer ( string $host , int $port [, int $weight = 0 ] )

Memcached::addServer() は、指定したサーバをサーバプールに追加します。 この時点では、サーバへの接続は確立されません。しかし、一貫性のあるキー分散オプションを (Memcached::DISTRIBUTION_CONSISTENT あるいは Memcached::OPT_LIBKETAMA_COMPATIBLE で) 指定した
場合は、 内部データ構造のうちの一部が更新されます。 したがって、もし複数のサーバを追加したい場合は、 Memcached::addServers() を使用するほうがよいでしょう。 その場合、更新は一度しか発生しません。

同じサーバがサーバプール内で複数回あらわれることもあります。 重複チェックはしていないからです。これは望ましい状態ではありません。 その代わりに weight オプションを使用して、 このサーバを選択する重みを増やします。

パラメータ
host

memcache サーバのホスト名。ホスト名が無効な場合は、データ関連の操作の結果コードに Memcached::RES_HOST_LOOKUP_FAILURE が設定されます。
port

memcache が動作しているポート。通常、これは 11211 となります。
weight

プール内の全サーバにおけるそのサーバの重み。 これで、何か操作をしたときにそのサーバが選択される確率を制御します。 これは、一貫性のある分散オプションを使っている場合にのみ使用でき、 通常はそのサーバ上で memcache が使用できるメモリの量に対応した
ものとなります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcached::addServer() の例
<?php
$m = new Memcached();

/* 2 つのサーバを追加し、2 番目のサーバが
   最初のサーバの 2 倍の確率で選択されるようにします */
$m->addServer('mem1.domain.com', 11211, 33);
$m->addServer('mem2.domain.com', 11211, 67);
?>

参考

Memcached::addServers() - 複数のサーバをサーバプールに追加する

Memcached::addServers
(PECL memcached >= 0.1.1)

Memcached::addServers — 複数のサーバをサーバプールに追加する

説明

public bool Memcached::addServers ( array $servers )

Memcached::addServers() は、 servers をサーバプールに追加します。 servers の各エントリは、 個々のサーバのホスト名、ポート、重み (オプション) を含む配列となります。 この時点では、サーバへの接続は確立されません。

同じサーバがサーバプール内で複数回あらわれることもあります。 重複チェックはしていないからです。これは望ましい状態ではありません。 その代わりに weight オプションを使用して、 このサーバを選択する重みを増やします。

パラメータ
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array

プールに追加するサーバの配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcached::addServers() の例
<?php
$m = new Memcached();

$servers = array(
    array('mem1.domain.com', 11211, 33),
    array('mem2.domain.com', 11211, 67)
);
$m->addServers($servers);
?>

参考

Memcached::addServer() - サーバをサーバプールに追加する

Memcached::append
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::append — データを既存のアイテムに追記する

説明

public bool Memcached::append ( string $key , string $value )

Memcached::append() は、指定した文字列 value を既存のアイテムの値として追記します。 value を文字列に強制変換する理由は、 異なる型を追記した場合の挙動が定義されていないからです。

注意:

Memcached::OPT_COMPRESSION が有効になっている場合は、 この操作は失敗して警告が発せられます。 すでに圧縮されている可能性のあるデータに圧縮したデータを追記することはできないからです。

パラメータ
key

値の格納先のキー。
value

追記する文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 Memcached::getResultCode() は、キーが存在しない場合に Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

例

例1 Memcached::append() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);
$m->setOption(Memcached::OPT_COMPRESSION, false);

$m->set('foo', 'abc');
$m->append('foo', 'def');
var_dump($m->get('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(6) "abcdef"

参考

Memcached::appendByKey() - 指定したサーバでデータを既存のアイテムに追記する
Memcached::prepend() - 既存のアイテムの前にデータを付加する
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Memcached::appendByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::appendByKey — 指定したサーバでデータを既存のアイテムに追記する

説明

public bool Memcached::appendByKey ( string $server_key , string $key , string $value )

Memcached::appendByKey() は機能的に Memcached::append() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

値の格納先のキー。
value

追記する文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 Memcached::getResultCode() は、キーが存在しない場合に Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

参考

Memcached::append() - データを既存のアイテムに追記する
Memcached::prepend() - 既存のアイテムの前にデータを付加する

Memcached::cas
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::cas — アイテムを比較して入れ替える

説明

public bool Memcached::cas ( float $cas_token , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::cas() は「チェックして設定」という操作を行います。 アイテムが格納されるのは、クライアントが最後にアイテムを取得して以降に 他のクライアントによるそのアイテムの更新がなかった場合のみです。 チェックは cas_token パラメータを使用して行います。
これは一意な 64 ビットの値で、既存のアイテムに対して memcache が割り当てます。 このトークンを取得する方法については Memcached::get*() メソッドのドキュメントを参照ください。 PHP の integer 型の範囲を超えるため、トークンは double 型であらわされること
に注意しましょう。

パラメータ
cas_token

既存のアイテムに割り当てたれた一意な値。memcache が生成します。
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 格納しようとしているアイテムが最後の取得以降に更新されている場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_DATA_EXISTS を返します。

例

例1 Memcached::cas() の例
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<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

do {
    /* IP リストとそのトークンを取得します */
    $ips = $m->get('ip_block', null, $cas);
    /* リストが存在しない場合はまず作成してからアトミック名追加を行います。
       誰かがすでに追加している場合は失敗します */
    if ($m->getResultCode() == Memcached::RES_NOTFOUND) {
        $ips = array($_SERVER['REMOTE_ADDR']);
        $m->add('ip_block', $ips);
    /* それ以外の場合は、IP をリストに追加して、トークンによる「比較して入れ替え」
       方式で格納します。だれかがリストを更新している場合は失敗します */
    } else { 
        $ips[] = $_SERVER['REMOTE_ADDR'];
        $m->cas($cas, 'ip_block', $ips);
    }   
} while ($m->getResultCode() != Memcached::RES_SUCCESS);

?>

参考

Memcached::casByKey() - 指定したサーバでアイテムを比較して入れ替える

Memcached::casByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::casByKey — 指定したサーバでアイテムを比較して入れ替える

説明

public bool Memcached::casByKey ( float $cas_token , string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::casByKey() は機能的に Memcached::cas() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。 これは、関連するキーを特定のサーバに置き続けたいときなどに便利です。

パラメータ
cas_token

既存のアイテムに割り当てたれた一意な値。memcache が生成します。
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 格納しようとしているアイテムが最後の取得以降に更新されている場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_DATA_EXISTS を返します。

参考

Memcached::cas() - アイテムを比較して入れ替える

Memcached::__construct
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::__construct — Memcached のインスタンスを作成する

説明

Memcached::__construct() ([ string $persistent_id ] )

memcache サーバとの接続を表す Memcached インスタンスを作成します。
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パラメータ
persistent_id

デフォルトでは、Memcached のインスタンスはリクエストの終了時に破棄されます。 リクエスト間で持続するインスタンスを作成するには、 persistent_id でそのインスタンスの一意な ID を指定します。 同じ persistent_id で作られたすべてのインスタンスは同じ接続
を共有します。

返り値

Memcached オブジェクトを返します。

例

例1 Memcached オブジェクトの作成
<?php
/* 通常のインスタンスを作成します */
$m1 = new Memcached();
echo get_class($m);

/* 持続するインスタンスを作成します */
$m2 = new Memcached('story_pool');
$m3 = new Memcached('story_pool');

/* これで $m2 と $m3 は同じ接続を共有するようになります */
?>

Memcached::decrement
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::decrement — 数値アイテムの値を減らす

説明

public int Memcached::decrement ( string $key [, int $offset = 1 ] )

Memcached::decrement() は、数値アイテムの値を offset で指定しただけ減らします。 アイテムの値が数値でない場合は、値が 0 であるものとして処理します。 操作後の値が 0 より小さくなる場合は、新しい値は 0 となります。 Memcached::decrement() は、アイテム
が存在しない場合は失敗します。

パラメータ
key

減らしたいアイテムのキー。
offset

値を減らしたい量。

返り値

成功した場合にアイテムの新しい値、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTFOUND を返します。

例

例1 Memcached::decrement() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('counter', 5);
$m->decrement('counter');
var_dump($m->get('counter'));

$m->decrement('counter', 10);
var_dump($m->get('counter'));
?>

上の例の出力は以下となります。
int(4)
int(0)

参考

Memcached::increment() - 数値アイテムの値を増やす
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Memcached::delete
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::delete — アイテムを削除する

説明

public bool Memcached::delete ( string $key [, int $time = 0 ] )

Memcached::delete() は、キー key をサーバから削除します。 time パラメータは、このキーによる add コマンドや replace コマンドをサーバに拒否させたい秒数 (あるいはいつまで拒否するかを表す Unix タイム) を指定します。 この時間までの間、アイテムは削除キューに
入れられます。つまり、 get コマンドによる取得はできず、 add コマンドや replace コマンドでこのキーを指定した場合も失敗するということです (set コマンドは成功します)。 時間が経過したら、アイテムはサーバのメモリ上から削除されます。 パラメータ time のデフォル
トは 0 (アイテムは即時に削除され、それ以降の格納コマンドが成功するようになる) です。

パラメータ
key

削除したいキー。
time

サーバがアイテムを削除するまでの待ち時間。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTFOUND を返します。

例

例1 Memcached::delete() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->delete('key1');
?>

参考

Memcached::deleteByKey() - 指定したサーバからアイテムを削除する

Memcached::deleteByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::deleteByKey — 指定したサーバからアイテムを削除する

説明

public bool Memcached::deleteByKey ( string $server_key , string $key [, int $time = 0 ] )

Memcached::deleteByKey() は機能的に Memcached::delete() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

削除したいキー。
time

サーバがアイテムを削除するまでの待ち時間。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTFOUND を返します。

参考
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Memcached::delete() - アイテムを削除する

Memcached::fetch
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::fetch — 次の結果を取得する

説明

public array Memcached::fetch ( void )

Memcached::fetch() は、直近のリクエストから次の結果を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

次の結果、あるいは FALSE を返します。 結果セットをすべて処理し終えた場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_END を返します。

例

例1 Memcached::fetch() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('int', 99);
$m->set('string', 'a simple string');
$m->set('array', array(11, 12));

$m->getDelayed(array('int', 'array'), true);
while ($result = $m->fetch()) {
    var_dump($result);
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["key"]=>
  string(3) "int"
  "value"]=>
  int(99)
  ["cas"]=>
  float(2363)
}
array(3) {
  ["key"]=>
  string(5) "array"
  ["value"]=>
  array(2) {
    [0]=>
    int(11)
    [1]=>
    int(12)
  }
  ["cas"]=>
  float(2365)
}

参考

Memcached::fetchAll() - 残りのすべての結果を取得する
Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する

Memcached::fetchAll
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::fetchAll — 残りのすべての結果を取得する

説明

public array Memcached::fetchAll ( void )

Memcached::fetchAll() は、 直近のリクエストで残っているすべての結果を返します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

結果、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::getDelayed() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('int', 99);
$m->set('string', 'a simple string');
$m->set('array', array(11, 12));

$m->getDelayed(array('int', 'array'), true);
var_dump($m->fetchAll());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [0]=>
  array(3) {
    ["key"]=>
    string(3) "int"
    ["value"]=>
    int(99)
    ["cas"]=>
    float(2363)
  }
  [1]=>
  array(3) {
    ["key"]=>
    string(5) "array"
    ["value"]=>
    array(2) {
      [0]=>
      int(11)
      [1]=>
      int(12)
    }
    ["cas"]=>
    float(2365)
  }
}

参考

Memcached::fetch() - 次の結果を取得する
Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する

Memcached::flush
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::flush — キャッシュ内のすべてのアイテムを無効にする

説明

public bool Memcached::flush ([ int $delay = 0 ] )

Memcached::flush() は、既存のキャッシュ内のすべてのアイテムを即時 (デフォルト) あるいは指定した delay の後に無効化します。 無効化した後は、取得系のコマンドには一切アイテムを返さなくなります (Memcached::flush() がアイテムを無効化したあとで同名のキーを
改めて格納した場合は別です)。 既存のアイテムが確保していたメモリはその時点では開放されません。 新しいアイテムが格納されるたびに徐々に開放されていきます。

パラメータ
delay

アイテムの無効化までに待機する秒数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::flush() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

/* 全アイテムを 10 秒後にフラッシュします */
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$m->flush(10);
?>

Memcached::get
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::get — アイテムを取得する

説明

public mixed Memcached::get ( string $key [, callback $cache_cb [, float &$cas_token ]] )

Memcached::get() は、キー key に格納されたアイテムを返します。 アイテムが存在して cas_token が指定されていた場合には、 そのアイテムの CAS トークンの値がそこに格納されます。CAS トークンの使用法は Memcached::cas() を参照ください。Read-through キャッ
シュコールバック は cache_cb パラメータで指定します。

パラメータ
key

取得したいアイテムのキー。
cache_cb

Read-through キャッシュコールバック、あるいは NULL。
cas_token

CAS トークンを格納する変数。

返り値

キャッシュに格納された値、あるいは FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTFOUND を返します。

例

例1 Memcached::get() の例 #1

<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('foo', 100);
var_dump($m->get('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
int(100)

例2 Memcached::get() の例 #2

<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

if (!($ip = $m->get('ip_block'))) {
    if ($m->getResultCode() == Memcached::RES_NOTFOUND) {
        $ip = array();
        $m->set('ip_block', $ip);
    } else {
        /* エラーをログに記録します */
        /* ...                      */
    }
}
?>

参考

Memcached::getByKey() - 指定したサーバからアイテムを取得する
Memcached::getMulti() - 複数のアイテムを取得する
Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する

Memcached::getByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getByKey — 指定したサーバからアイテムを取得する

説明
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public mixed Memcached::getByKey ( string $server_key , string $key [, callback $cache_cb [, float &$cas_token ]] )

Memcached::getByKey() は機能的に Memcached::get() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

取得したいアイテムのキー。
cache_cb

Read-through キャッシュコールバック、あるいは NULL。
cas_token

CAS トークンを格納する変数。

返り値

キャッシュに格納された値、あるいは FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTFOUND を返します。

参考

Memcached::get() - アイテムを取得する
Memcached::getMulti() - 複数のアイテムを取得する
Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する

Memcached::getDelayed
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getDelayed — 複数のアイテムを要求する

説明

public bool Memcached::getDelayed ( array $keys [, bool $with_cas [, callback $value_cb ]] )

Memcached::getDelayed() は、keys 配列で指定した複数のキーのアイテムに対するリクエストを memcache に発行します。 このメソッドはサーバからの応答を待たずにすぐに結果を返します。 アイテムを使用したくなったときには Memcached::fetch() あるいは
Memcached::fetchAll() をコールします。 with_cas が true の場合は CAS トークンの値もリクエストします。

結果を明示的に取得するのではなく、result コールバック を value_cb パラメータで指定することもできます。

パラメータ
keys

要求するキーの配列。
with_cas

CAS トークンの値も要求するかどうか。
value_cb

result コールバック、あるいは NULL。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::getDelayed() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('int', 99);
$m->set('string', 'a simple string');
$m->set('array', array(11, 12));

$m->getDelayed(array('int', 'array'), true);
var_dump($m->fetchAll());
?>
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上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [0]=>
  array(3) {
    ["key"]=>
    string(3) "int"
    ["value"]=>
    int(99)
    ["cas"]=>
    float(2363)
  }
  [1]=>
  array(3) {
    ["key"]=>
    string(5) "array"
    ["value"]=>
    array(2) {
      [0]=>
      int(11)
      [1]=>
      int(12)
    }
    ["cas"]=>
    float(2365)
  }
}

参考

Memcached::getDelayedByKey() - 指定したサーバに複数のアイテムを要求する
Memcached::fetch() - 次の結果を取得する
Memcached::fetchAll() - 残りのすべての結果を取得する

Memcached::getDelayedByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getDelayedByKey — 指定したサーバに複数のアイテムを要求する

説明

public bool Memcached::getDelayedByKey ( string $server_key , array $keys [, bool $with_cas [, callback $value_cb ]] )

Memcached::getDelayedByKey() は機能的に Memcached::getDelayed() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
keys

要求するキーの配列。
with_cas

CAS トークンの値も要求するかどうか。
value_cb

result コールバック、あるいは NULL。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

参考

Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する
Memcached::fetch() - 次の結果を取得する
Memcached::fetchAll() - 残りのすべての結果を取得する

Memcached::getMulti
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getMulti — 複数のアイテムを取得する
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説明

public mixed Memcached::getMulti ( array $keys [, array &$cas_tokens [, int $flags ]] )

Memcached::getMulti() は Memcached::get() と似ていますが、ひとつのキーのアイテムを取得するのではなく keys 配列で指定したキー群から複数のアイテムを取得します。 cas_tokens 変数を指定した場合は、取得したアイテムの CAS トークンの値をそこに格納します。

注意:

Memcached::get() とは異なり、 Memcached::getMulti() では read-through キャッシュコールバックを指定することができません。 memcache プロトコルでは、複数キーのリクエストでどのキーが見つからなかったのかを知る手段がないからです。

flags パラメータを使用して、 Memcached::getMulti() 用の追加のオプションを設定します。現在使用可能なオプションは Memcached::GET_PRESERVE_ORDER だけで、 これは要求したのと同じ順番でキーが返されることを保障します。

パラメータ
keys

取得したいキーの配列。
cas_tokens

見つかったアイテムの CAS トークンを格納する変数。
flags

取得操作のオプション。

返り値

見つかったアイテムの配列、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::getMulti() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$items = array(
    'key1' => 'value1',
    'key2' => 'value2',
    'key3' => 'value3'
);
$m->setMulti($items);
$result = $m->getMulti(array('key1', 'key3', 'badkey'), $cas);
var_dump($result, $cas);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["key1"]=>
  string(6) "value1"
  ["key3"]=>
  string(6) "value3"
}
array(2) {
  ["key1"]=>
  float(2360)
  ["key3"]=>
  float(2362)
}

例2 Memcached::GET_PRESERVE_ORDER の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$data = array(
    'foo' => 'foo-data',
    'bar' => 'bar-data',
    'baz' => 'baz-data',
    'lol' => 'lol-data',
    'kek' => 'kek-data',
);

$m->setMulti($data, 3600);

$null = null;
$keys = array_keys($data);
$keys[] = 'zoo';
$got = $m->getMulti($keys, $null, Memcached::GET_PRESERVE_ORDER);

foreach ($got as $k => $v) {
    echo "$k $v\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
foo foo-data
bar bar-data
baz baz-data
lol lol-data
kek kek-data
zoo 
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参考

Memcached::getMultiByKey() - 指定したサーバから複数のアイテムを取得する
Memcached::get() - アイテムを取得する
Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する

Memcached::getMultiByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getMultiByKey — 指定したサーバから複数のアイテムを取得する

説明

public array Memcached::getMultiByKey ( string $server_key , array $keys [, string &$cas_tokens [, int $flags ]] )

Memcached::getMultiByKey() は機能的に Memcached::getMulti() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
keys

取得したいキーの配列。
cas_tokens

見つかったアイテムの CAS トークンを格納する変数。
flags

取得操作のフラグ。

返り値

見つかったアイテムの配列、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

参考

Memcached::getMulti() - 複数のアイテムを取得する
Memcached::get() - アイテムを取得する
Memcached::getDelayed() - 複数のアイテムを要求する

Memcached::getOption
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getOption — Memcached のオプションの値を取得する

説明

public mixed Memcached::getOption ( int $option )

このメソッドは、Memcached のオプションの値を返します。 libmemcached で定義されているオプションに対応するものもあれば、 この拡張モジュールに固有のものもあります。詳細な情報は Memcached 定数 を参照ください。

パラメータ
option

Memcached::OPT_* 定数のいずれか。

返り値

要求されたオプションの値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 Memcached オプションの取得
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<?php
$m = new Memcached();
var_dump($m->getOption(Memcached::OPT_COMPRESSION));
var_dump($m->getOption(Memcached::OPT_POLL_TIMEOUT));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
int(1000)

参考

Memcached::setOption() - Memcached のオプションの値を設定する
Memcached 定数

Memcached::getResultCode
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getResultCode — 直近の操作の結果コードを返す

説明

public int Memcached::getResultCode ( void )

Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_* 定数のいずれかを返します。 これは、直近に実行された Memcached メソッドの結果を表します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の Memcached 操作の結果コードを返します。

例

例1 Memcached::getResultCode() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->add('foo', 'bar');
if ($m->getResultCode() == Memcached::RES_NOTSTORED) {
    /* ... */
}
?>

Memcached::getResultMessage
(PECL memcached >= 1.0.0)

Memcached::getResultMessage — 最後に実行した操作の結果を説明したメッセージを返す。

説明

public string Memcached::getResultMessage ( void )

Memcached::getResultMessage()メソッドは、最後に実行した Memcached クラスのメソッドの結果コードの内容を説明した文字列を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

最後に実行した Memcached クラスの操作結果を説明したメッセージ

例

例1 Memcached::getResultMessage()メソッドの例
<?php
$m = new Memcached();
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$m->addServer('localhost', 11211);

$m->add('foo', 'bar'); // first time should succeed
$m->add('foo', 'bar');
echo $m->getResultMessage(),"\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
NOT STORED

Memcached::getServerByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getServerByKey — キーとサーバを関連付ける

説明

public array Memcached::getServerByKey ( string $server_key )

Memcached::getServerByKey() は、 Memcached::*ByKey() 系の操作で指定された server_key に対応するサーバを返します。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::getServerByKey() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServers(array(
    array('mem1.domain.com', 11211, 40),
    array('mem2.domain.com', 11211, 40),
    array('mem3.domain.com', 11211, 20),
));

$m->setOption(Memcached::OPT_LIBKETAMA_COMPATIBLE, true);

var_dump($m->getServerByKey('user'));
var_dump($m->getServerByKey('log'));
var_dump($m->getServerByKey('ip'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["host"]=>
  string(15) "mem3.domain.com"
  ["port"]=>
  int(11211)
  ["weight"]=>
  int(20)
}
array(3) {
  ["host"]=>
  string(15) "mem2.domain.com"
  ["port"]=>
  int(11211)
  ["weight"]=>
  int(40)
}
array(3) {
  ["host"]=>
  string(15) "mem2.domain.com"
  ["port"]=>
  int(11211)
  ["weight"]=>
  int(40)
}

Memcached::getServerList
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getServerList — プール内のサーバの一覧を取得する

説明
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public array Memcached::getServerList ( void )

Memcached::getServerList() は、 サーバプール内のすべてのサーバの一覧を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

サーバプール内のすべてのサーバの一覧を返します。

例

例1 Memcached::getServerList() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServers(array(
    array('mem1.domain.com', 11211, 20),
    array('mem2.domain.com', 11311, 80),
));
var_dump($m->getServerList());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [0]=>
  array(3) {
    ["host"]=>
    string(15) "mem1.domain.com"
    ["port"]=>
    int(11211)
    ["weight"]=>
    int(20)
  }
  [1]=>
  array(3) {
    ["host"]=>
    string(15) "mem2.domain.com"
    ["port"]=>
    int(11311)
    ["weight"]=>
    int(80)
  }
}

Memcached::getStats
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::getStats — サーバプールの統計情報を取得する

説明

public array Memcached::getStats ( void )

Memcached::getStats() は、 すべての memcache サーバの状態を含む配列を返します。 その詳細については、» memcache プロトコル の仕様を参照ください。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

サーバの統計情報の配列を返します。サーバごとにひとつのエントリとなります。

例

例1 Memcached::getStats() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

print_r($m->getStats());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [localhost:11211] => Array
        (
            [pid] => 4933
            [uptime] => 786123
            [threads] => 1

http://code.sixapart.com/svn/memcached/trunk/server/doc/protocol.txt
http://code.sixapart.com/svn/memcached/trunk/server/doc/protocol.txt


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

            [time] => 1233868010
            [pointer_size] => 32
            [rusage_user_seconds] => 0
            [rusage_user_microseconds] => 140000
            [rusage_system_seconds] => 23
            [rusage_system_microseconds] => 210000
            [curr_items] => 145
            [total_items] => 2374
            [limit_maxbytes] => 67108864
            [curr_connections] => 2
            [total_connections] => 151
            [connection_structures] => 3
            [bytes] => 20345
            [cmd_get] => 213343
            [cmd_set] => 2381
            [get_hits] => 204223
            [get_misses] => 9120
            [evictions] => 0
            [bytes_read] => 9092476
            [bytes_written] => 15420512
            [version] => 1.2.6
        )

)

Memcached::getVersion
(PECL memcached >= 0.1.5)

Memcached::getVersion — サーバープールのバージョン情報を取得する

説明

public array Memcached::getVersion ( void )

Memcached::getVersion() は、全ての利用可能な memcached サーバのバージョン情報を含んだ配列を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

memcached サーバのバージョン情報の配列。サーバひとつにつき配列の要素一つが割り当てられます。

例

例1 Memcached::getVersion() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

print_r($m->getVersion());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [localhost:11211] => 1.2.6
)

Memcached::increment
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::increment — 数値アイテムの値を増やす

説明

public int Memcached::increment ( string $key [, int $offset = 1 ] )

Memcached::increment() は、数値アイテムの値を offset で指定しただけ増やします。 アイテムの値が数値でない場合は、値が 0 であるものとして処理します。 Memcached::increment() は、アイテムが存在しない場合は失敗します。

パラメータ
key

増やしたいアイテムのキー。
offset
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値を増やしたい量。

返り値

成功した場合にアイテムの新しい値、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTFOUND を返します。

例

例1 Memcached::increment() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('counter', 0);
$m->increment('counter');
$m->increment('counter', 10);
var_dump($m->get('counter'));

$m->set('key', 'abc');
$m->increment('counter');
?>

上の例の出力は以下となります。
int(11)
string(1) "1"

参考

Memcached::decrement() - 数値アイテムの値を減らす

Memcached::prepend
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::prepend — 既存のアイテムの前にデータを付加する

説明

public bool Memcached::prepend ( string $key , string $value )

Memcached::prepend() は、指定した文字列 value を既存のアイテムの前に付加します。 value を文字列に強制変換する理由は、 異なる型を付加した場合の挙動が定義されていないからです。

注意:

Memcached::OPT_COMPRESSION が有効になっている場合は、 この操作は失敗して警告が発せられます。 すでに圧縮されている可能性のあるデータの先頭に圧縮したデータを付加することはできないからです。

パラメータ
key

データを先頭に付加したいアイテムのキー。
value

先頭に付加する文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 Memcached::getResultCode() は、キーが存在しない場合に Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

例

例1 Memcached::prepend() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);
$m->setOption(Memcached::OPT_COMPRESSION, false);

$m->set('foo', 'abc');
$m->prepend('foo', 'def');
var_dump($m->get('foo'));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(6) "defabc"

参考
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Memcached::prependByKey() - 指定したサーバで既存のアイテムの前にデータを付加する
Memcached::append() - データを既存のアイテムに追記する

Memcached::prependByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::prependByKey — 指定したサーバで既存のアイテムの前にデータを付加する

説明

public bool Memcached::prependByKey ( string $server_key , string $key , string $value )

Memcached::prependByKey() は機能的に Memcached::prepend() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

データを先頭に付加したいアイテムのキー。
value

先頭に付加する文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 Memcached::getResultCode() は、キーが存在しない場合に Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

参考

Memcached::prepend() - 既存のアイテムの前にデータを付加する
Memcached::append() - データを既存のアイテムに追記する

Memcached::replace
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::replace — 既存のキーのアイテムを入れ替える

説明

public bool Memcached::replace ( string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::replace() は Memcached::set() と同等ですが、キー key がサーバ上にない場合は失敗します。

パラメータ
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

参考

Memcached::replaceByKey() - 指定したサーバで既存のキーのアイテムを入れ替える
Memcached::set() - アイテムを格納する
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Memcached::add() - アイテムを新しいキーで追加する

Memcached::replaceByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::replaceByKey — 指定したサーバで既存のキーのアイテムを入れ替える

説明

public bool Memcached::replaceByKey ( string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::replaceByKey() は機能的に Memcached::replace() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。 これは、関連するキーを特定のサーバに置き続けたいときなどに便利です。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 キーが存在しない場合、 Memcached::getResultCode() は Memcached::RES_NOTSTORED を返します。

参考

Memcached::replace() - 既存のキーのアイテムを入れ替える
Memcached::set() - アイテムを格納する
Memcached::add() - アイテムを新しいキーで追加する

Memcached::set
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::set — アイテムを格納する

説明

public bool Memcached::set ( string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::set() は、 指定したキー key で memcache サーバ上に value を格納します。 expiration パラメータで、 この値をいつ有効期限切れにするのかを制御することができます。

値に指定できるのは、リソース型以外の PHP の任意の型です。 リソース型はシリアライズすることができないため、使用することができません。 Memcached::OPT_COMPRESSION オプションをオンにすると、 シリアライズしたデータを格納する前に圧縮を行います。

パラメータ
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。
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例

例1 Memcached::set() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$m->set('int', 99);
$m->set('string', 'a simple string');
$m->set('array', array(11, 12));
/* expire 'object' key in 5 minutes */
$m->set('object', new stdclass, time() + 300);

var_dump($m->get('int'));
var_dump($m->get('string'));
var_dump($m->get('array'));
var_dump($m->get('object'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(99)
string(15) "a simple string"
array(2) {
  [0]=>
  int(11)
  [1]=>
  int(12)
}
object(stdClass)#1 (0) {
}

参考

Memcached::setByKey() - 指定したサーバにアイテムを格納する
Memcached::add() - アイテムを新しいキーで追加する
Memcached::replace() - 既存のキーのアイテムを入れ替える

Memcached::setByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::setByKey — 指定したサーバにアイテムを格納する

説明

public bool Memcached::setByKey ( string $server_key , string $key , mixed $value [, int $expiration ] )

Memcached::setByKey() は機能的に Memcached::set() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。 これは、関連するキーを特定のサーバに置き続けたいときなどに便利です。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
key

値の格納先のキー。
value

格納する値。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::setByKey() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

/* IP ブロック情報を特定のサーバ上に保持します */
$m->setByKey('api-cache', 'block-ip:169.254.253.252', 1);
$m->setByKey('api-cache', 'block-ip:169.127.127.202', 1);
?>
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参考

Memcached::set() - アイテムを格納する

Memcached::setMulti
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::setMulti — 複数のアイテムを格納する

説明

public bool Memcached::setMulti ( array $items [, int $expiration ] )

Memcached::setMulti() は Memcached::set() と似ていますが、ひとつのキーのアイテムではなく items で設定した複数のアイテムに対して動作します。 有効期限 expiration は、すべてのアイテムに同時に適用されます。

パラメータ
items

サーバに格納する キー/値 のペアの配列。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

例

例1 Memcached::setMulti() の例
<?php
$m = new Memcached();
$m->addServer('localhost', 11211);

$items = array(
    'key1' => 'value1',
    'key2' => 'value2',
    'key3' => 'value3'
);
$m->setMulti($items, time() + 300);
?>

参考

Memcached::setMultiByKey() - 指定したサーバで複数のアイテムを格納する
Memcached::set() - アイテムを格納する

Memcached::setMultiByKey
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::setMultiByKey — 指定したサーバで複数のアイテムを格納する

説明

public bool Memcached::setMultiByKey ( string $server_key , array $items [, int $expiration ] )

Memcached::setMultiByKey() は機能的に Memcached::setMulti() と同等です。しかし、自由形式の server_key を使用して、 key を特定のサーバに関連付けることができます。 これは、関連するキーを特定のサーバに置き続けたいときなどに便利です。

パラメータ
server_key

値を格納するサーバを表すキー。
items

サーバに格納する キー/値 のペアの配列。
expiration

期限切れとなるまでの時間。デフォルトは 0。詳細な情報は有効期限 を参照ください。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 必要に応じて Memcached::getResultCode() を使用しましょう。

参考

Memcached::setMulti() - 複数のアイテムを格納する
Memcached::set() - アイテムを格納する

Memcached::setOption
(PECL memcached >= 0.1.0)

Memcached::setOption — Memcached のオプションの値を設定する

説明

public bool Memcached::setOption ( int $option , mixed $value )

このメソッドは、Memcached のオプションの値を設定します。 libmemcached で定義されているオプションに対応するものもあれば、 この拡張モジュールに固有のものもあります。詳細な情報は the extension. See Memcached 定数 を参照ください。

以下のオプションの値は、定数で指定する必要があります。

Memcached::OPT_HASH には Memcached::HASH_* の値を指定しなければなりません。

Memcached::OPT_DISTRIBUTION には Memcached::DISTRIBUTION_* の値を指定しなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Memcached オプションの設定
<?php
$m = new Memcached();
var_dump($m->getOption(Memcached::OPT_HASH) == Memcached::HASH_DEFAULT);
$m->setOption(Memcached::OPT_HASH, Memcached::HASH_MURMUR);
$m->setOption(Memcached::OPT_PREFIX_KEY, "widgets");
echo "Prefix key is now: ", $m->getOption(Memcached::OPT_PREFIX_KEY), "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
Prefix key is now: widgets

参考

Memcached::getOption() - Memcached のオプションの値を取得する

目次
Memcached::add — アイテムを新しいキーで追加する
Memcached::addByKey — 指定したサーバにアイテムを新しいキーで追加する
Memcached::addServer — サーバをサーバプールに追加する
Memcached::addServers — 複数のサーバをサーバプールに追加する
Memcached::append — データを既存のアイテムに追記する
Memcached::appendByKey — 指定したサーバでデータを既存のアイテムに追記する
Memcached::cas — アイテムを比較して入れ替える
Memcached::casByKey — 指定したサーバでアイテムを比較して入れ替える
Memcached::__construct — Memcached のインスタンスを作成する
Memcached::decrement — 数値アイテムの値を減らす
Memcached::delete — アイテムを削除する
Memcached::deleteByKey — 指定したサーバからアイテムを削除する
Memcached::fetch — 次の結果を取得する
Memcached::fetchAll — 残りのすべての結果を取得する
Memcached::flush — キャッシュ内のすべてのアイテムを無効にする
Memcached::get — アイテムを取得する
Memcached::getByKey — 指定したサーバからアイテムを取得する
Memcached::getDelayed — 複数のアイテムを要求する
Memcached::getDelayedByKey — 指定したサーバに複数のアイテムを要求する
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Memcached::getMulti — 複数のアイテムを取得する
Memcached::getMultiByKey — 指定したサーバから複数のアイテムを取得する
Memcached::getOption — Memcached のオプションの値を取得する
Memcached::getResultCode — 直近の操作の結果コードを返す
Memcached::getResultMessage — 最後に実行した操作の結果を説明したメッセージを返す。
Memcached::getServerByKey — キーとサーバを関連付ける
Memcached::getServerList — プール内のサーバの一覧を取得する
Memcached::getStats — サーバプールの統計情報を取得する
Memcached::getVersion — サーバープールのバージョン情報を取得する
Memcached::increment — 数値アイテムの値を増やす
Memcached::prepend — 既存のアイテムの前にデータを付加する
Memcached::prependByKey — 指定したサーバで既存のアイテムの前にデータを付加する
Memcached::replace — 既存のキーのアイテムを入れ替える
Memcached::replaceByKey — 指定したサーバで既存のキーのアイテムを入れ替える
Memcached::set — アイテムを格納する
Memcached::setByKey — 指定したサーバにアイテムを格納する
Memcached::setMulti — 複数のアイテムを格納する
Memcached::setMultiByKey — 指定したサーバで複数のアイテムを格納する
Memcached::setOption — Memcached のオプションの値を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
有効期限
コールバック

Result コールバック
Read-through キャッシュコールバック

セッションのサポート
Memcached — Memcached クラス

Memcached::add — アイテムを新しいキーで追加する
Memcached::addByKey — 指定したサーバにアイテムを新しいキーで追加する
Memcached::addServer — サーバをサーバプールに追加する
Memcached::addServers — 複数のサーバをサーバプールに追加する
Memcached::append — データを既存のアイテムに追記する
Memcached::appendByKey — 指定したサーバでデータを既存のアイテムに追記する
Memcached::cas — アイテムを比較して入れ替える
Memcached::casByKey — 指定したサーバでアイテムを比較して入れ替える
Memcached::__construct — Memcached のインスタンスを作成する
Memcached::decrement — 数値アイテムの値を減らす
Memcached::delete — アイテムを削除する
Memcached::deleteByKey — 指定したサーバからアイテムを削除する
Memcached::fetch — 次の結果を取得する
Memcached::fetchAll — 残りのすべての結果を取得する
Memcached::flush — キャッシュ内のすべてのアイテムを無効にする
Memcached::get — アイテムを取得する
Memcached::getByKey — 指定したサーバからアイテムを取得する
Memcached::getDelayed — 複数のアイテムを要求する
Memcached::getDelayedByKey — 指定したサーバに複数のアイテムを要求する
Memcached::getMulti — 複数のアイテムを取得する
Memcached::getMultiByKey — 指定したサーバから複数のアイテムを取得する
Memcached::getOption — Memcached のオプションの値を取得する
Memcached::getResultCode — 直近の操作の結果コードを返す
Memcached::getResultMessage — 最後に実行した操作の結果を説明したメッセージを返す。
Memcached::getServerByKey — キーとサーバを関連付ける
Memcached::getServerList — プール内のサーバの一覧を取得する
Memcached::getStats — サーバプールの統計情報を取得する
Memcached::getVersion — サーバープールのバージョン情報を取得する
Memcached::increment — 数値アイテムの値を増やす
Memcached::prepend — 既存のアイテムの前にデータを付加する
Memcached::prependByKey — 指定したサーバで既存のアイテムの前にデータを付加する
Memcached::replace — 既存のキーのアイテムを入れ替える
Memcached::replaceByKey — 指定したサーバで既存のキーのアイテムを入れ替える
Memcached::set — アイテムを格納する
Memcached::setByKey — 指定したサーバにアイテムを格納する
Memcached::setMulti — 複数のアイテムを格納する
Memcached::setMultiByKey — 指定したサーバで複数のアイテムを格納する
Memcached::setOption — Memcached のオプションの値を設定する
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Gearman

導入
» Gearman is a generic application framework for farming out work to multiple machines or processes. It allows applications to complete tasks in parallel, to load balance processing, and to call functions between languages. The framework can be used in
a variety of applications, from high-availability web sites to the transport of database replication events.

This extension provides classes for writing Gearman clients and workers.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
This extension requires the » libgearman library and a running Gearman server.

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/gearman

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Return values. Always check GearmanClient::error() or GearmanWorker() for a string error, as it may contain more details:

GEARMAN_SUCCESS (integer)
Whatever action was taken was successful.

GEARMAN_IO_WAIT (integer)
When in non-blocking mode, an event is hit that would have blocked.

GEARMAN_ERRNO (integer)
A system error. Check GearmanClient::errno() or GearmanWorker::errno() for the system error code that was returned.

GEARMAN_NO_ACTIVE_FDS (integer)
GearmanClient::wait() or GearmanWorker() was called with no connections.

GEARMAN_UNEXPECTED_PACKET (integer)
Indicates something going very wrong in gearmand. Applies only to GearmanWorker.

GEARMAN_GETADDRINFO (integer)
DNS resolution failed (invalid host, port, etc).

GEARMAN_NO_SERVERS (integer)
Did not call GearmanClient::addServer() before submitting jobs or tasks.

http://gearman.org/
http://gearman.org/index.php?id=getting_started
http://pecl.php.net/package/gearman
http://pecl.php.net/package/gearman
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GEARMAN_LOST_CONNECTION (integer)
Lost a connection during a request.

GEARMAN_MEMORY_ALLOCATION_FAILURE (integer)
Memory allocation failed (ran out of memory).

GEARMAN_SERVER_ERROR (integer)
Something went wrong in the Gearman server and it could not handle the request gracefully.

GEARMAN_WORK_DATA (integer)
Notice return code obtained with GearmanClient::returnCode() when using GearmanClient::do(). Sent to update the client with data from a running job. A worker uses this when it needs to send updates, send partial results, or flush data during long
running jobs.

GEARMAN_WORK_WARNING (integer)
Notice return code obtained with GearmanClient::returnCode() when using GearmanClient::do(). Updates the client with a warning. The behavior is just like GEARMAN_WORK_DATA, but should be treated as a warning instead of normal response data.

GEARMAN_WORK_STATUS (integer)
Notice return code obtained with GearmanClient::returnCode() when using GearmanClient::do(). Sent to update the status of a long running job. Use GearmanClient::doStatus() to obtain the percentage complete of the task.

GEARMAN_WORK_EXCEPTION (integer)
Notice return code obtained with GearmanClient::returnCode() when using GearmanClient::do(). Indicates that a job failed with a given exception.

GEARMAN_WORK_FAIL (integer)
Notice return code obtained with GearmanClient::returnCode() when using GearmanClient::do(). Indicates that the job failed.

GEARMAN_COULD_NOT_CONNECT (integer)
Failed to connect to servers.

GEARMAN_INVALID_FUNCTION_NAME (integer)
Trying to register a function name of NULL or using the callback interface without specifying callbacks.

GEARMAN_INVALID_WORKER_FUNCTION (integer)
Trying to register a function with a NULL callback function.

GEARMAN_NO_REGISTERED_FUNCTIONS (integer)
When a worker gets a job for a function it did not register.

GEARMAN_NO_JOBS (integer)
For a non-blocking worker, when GearmanWorker::work() does not have any active jobs.

GEARMAN_ECHO_DATA_CORRUPTION (integer)
After GearmanClient::echo() or GearmanWorker::echo() the data returned doesn't match the data sent.

GEARMAN_NEED_WORKLOAD_FN (integer)
When the client opted to stream the workload of a task, but did not specify a workload callback function.

GEARMAN_PAUSE (integer)
For the non-blocking client task interface, can be returned from the task callback to "pause" the call and return from GearmanClient::runTasks(). Call GearmanClient::runTasks() again to continue.

GEARMAN_UNKNOWN_STATE (integer)
Internal client/worker state error.

GEARMAN_SEND_BUFFER_TOO_SMALL (integer)
Internal error: trying to flush more data in one atomic chunk than is possible due to hard-coded buffer sizes.

GEARMAN_TIMEOUT (integer)
Hit the timeout limit set by the client/worker.

GearmanClient options:

GEARMAN_CLIENT_NON_BLOCKING (integer)
Run the cient in a non-blocking mode.

GEARMAN_CLIENT_UNBUFFERED_RESULT (integer)
Allow the client to read data in chunks rather than have the library buffer the entire data result and pass that back.

GEARMAN_CLIENT_FREE_TASKS (integer)
Automatically free task objects once they are complete. This is the default setting in this extension to prevent memory leaks.

GearmanWorker options:

GEARMAN_WORKER_NON_BLOCKING (integer)
Run the worker in non-blocking mode.

GEARMAN_WORKER_GRAB_UNIQ (integer)
Return the client assigned unique ID in addition to the job handle.

Base Gearman configuration:

GEARMAN_DEFAULT_TCP_HOST (string)
GEARMAN_DEFAULT_TCP_PORT (integer)
GEARMAN_DEFAULT_SOCKET_TIMEOUT (integer)
GEARMAN_DEFAULT_SOCKET_SEND_SIZE (integer)
GEARMAN_DEFAULT_SOCKET_RECV_SIZE (integer)
GEARMAN_MAX_ERROR_SIZE (integer)
GEARMAN_PACKET_HEADER_SIZE (integer)
GEARMAN_JOB_HANDLE_SIZE (integer)
GEARMAN_OPTION_SIZE (integer)
GEARMAN_UNIQUE_SIZE (integer)
GEARMAN_MAX_COMMAND_ARGS (integer)
GEARMAN_ARGS_BUFFER_SIZE (integer)
GEARMAN_SEND_BUFFER_SIZE (integer)
GEARMAN_RECV_BUFFER_SIZE (integer)
GEARMAN_WORKER_WAIT_TIMEOUT (integer)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例
目次

Basic Gearman client and worker
Basic Gearman client and worker, background
Basic Gearman client and worker, submitting tasks

例1 Basic Gearman client and worker

This example shows a very simple client and worker. The client sends a string to the job server, and the worker reverses the string and sends it back. The job is performed synchronously.

<?php

# Create our client object.
$gmclient= new GearmanClient();

# Add default server (localhost).
$gmclient->addServer();

echo "Sending job\n";

# Send reverse job
do
{
  $result = $gmclient->do("reverse", "Hello!");

  # Check for various return packets and errors.
  switch($gmclient->returnCode())
  {
    case GEARMAN_WORK_DATA:
      echo "Data: $result\n";
      break;
    case GEARMAN_WORK_STATUS:
      list($numerator, $denominator)= $gmclient->doStatus();
      echo "Status: $numerator/$denominator complete\n";
      break;
    case GEARMAN_WORK_FAIL:
      echo "Failed\n";
      exit;
    case GEARMAN_SUCCESS:
      break;
    default:
      echo "RET: " . $gmclient->returnCode() . "\n";
      exit;
  }
}
while($gmclient->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS);

?>
<?php

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server. Change the worker function to
# "reverse_fn_fast" for a faster worker with no output.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

print "Waiting for job...\n";
while($gmworker->work())
{
  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}

function reverse_fn($job)
{
  echo "Received job: " . $job->handle() . "\n";

  $workload = $job->workload();
  $workload_size = $job->workloadSize();

  echo "Workload: $workload ($workload_size)\n";

  # This status loop is not needed, just showing how it works
  for ($x= 0; $x < $workload_size; $x++)
  {
    echo "Sending status: " . $x + 1 . "/$workload_size complete\n";
    $job->sendStatus($x, $workload_size);
    sleep(1);
  }

  $result= strrev($workload);
  echo "Result: $result\n";

  # Return what we want to send back to the client.
  return $result;
}

# A much simpler and less verbose version of the above function would be:
function reverse_fn_fast($job)
{
  return strrev($job->workload());
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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% php reverse_worker.php
Starting
Waiting for job...
Received job: H:foo.local:36
Workload: Hello! (6)
Sending status: 1/6 complete
Sending status: 2/6 complete
Sending status: 3/6 complete
Sending status: 4/6 complete
Sending status: 5/6 complete
Sending status: 6/6 complete
Result: !olleH

% php reverse_client.php
Starting
Sending job
Status: 1/6 complete
Status: 2/6 complete
Status: 3/6 complete
Status: 4/6 complete
Status: 5/6 complete
Status: 6/6 complete
Success: !olleH

例1 Basic Gearman client and worker, background

This example shows a very simple client and worker. The client sends a string to the job server as a background job, and the worker reverses the string. Note that since the work is performed asynchronously, the client does not wait for the job to
complete and exits (and hence the client never receives the results).

<?php

# create our client object
$gmclient= new GearmanClient();

# add the default server (localhost)
$gmclient->addServer();

# run reverse client in the background
$job_handle = $gmclient->doBackground("reverse", "this is a test");

if ($gmclient->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
{
  echo "bad return code\n";
  exit;
}

echo "done!\n";

?>
<?php

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server. Change the worker function to
# "reverse_fn_fast" for a faster worker with no output.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

print "Waiting for job...\n";
while($gmworker->work())
{
  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}

function reverse_fn($job)
{
  echo "Received job: " . $job->handle() . "\n";

  $workload = $job->workload();
  $workload_size = $job->workloadSize();

  echo "Workload: $workload ($workload_size)\n";

  # This status loop is not needed, just showing how it works
  for ($x= 0; $x < $workload_size; $x++)
  {
    echo "Sending status: " . $x + 1 . "/$workload_size complete\n";
    $job->sendStatus($x, $workload_size);
    sleep(1);
  }

  $result= strrev($workload);
  echo "Result: $result\n";

  # Return what we want to send back to the client.
  return $result;
}

# A much simpler and less verbose version of the above function would be:
function reverse_fn_fast($job)
{
  return strrev($job->workload());
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
% php reverse_worker.php
Starting
Waiting for job...
Received job: H:foo.local:41
Workload: this is a test (14)
1/14 complete
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2/14 complete
3/14 complete
4/14 complete
5/14 complete
6/14 complete
7/14 complete
8/14 complete
9/14 complete
10/14 complete
11/14 complete
12/14 complete
13/14 complete
14/14 complete
Result: tset a si siht

% php reverse_client_bg.php
done!

例1 Basic Gearman client and worker, submitting tasks

In this exmple, the basic reverse client extended to run two tasks in parallel. The reverse worker is unchanged except to add sending of data back during processing.

<?php

# create the gearman client
$gmc= new GearmanClient();

# add the default server (localhost)
$gmc->addServer();

# register some callbacks
$gmc->setCreatedCallback("reverse_created");
$gmc->setDataCallback("reverse_data");
$gmc->setStatusCallback("reverse_status");
$gmc->setCompleteCallback("reverse_complete");
$gmc->setFailCallback("reverse_fail");

# set some arbitrary application data
$data['foo'] = 'bar';

# add two tasks
$task= $gmc->addTask("reverse", "foo", $data);
$task2= $gmc->addTaskLow("reverse", "bar", NULL);

# run the tasks in parallel (assuming multiple workers)
if (! $gmc->runTasks())
{
    echo "ERROR " . $gmc->error() . "\n";
    exit;
}

echo "DONE\n";

function reverse_created($task)
{
    echo "CREATED: " . $task->jobHandle() . "\n";
}

function reverse_status($task)
{
    echo "STATUS: " . $task->jobHandle() . " - " . $task->taskNumerator() . 
         "/" . $task->taskDenominator() . "\n";
}

function reverse_complete($task)
{
    echo "COMPLETE: " . $task->jobHandle() . ", " . $task->data() . "\n";
}

function reverse_fail($task)
{
    echo "FAILED: " . $task->jobHandle() . "\n";
}

function reverse_data($task)
{
    echo "DATA: " . $task->data() . "\n";
}

?>
<?php

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server. Change the worker function to
# "reverse_fn_fast" for a faster worker with no output.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

print "Waiting for job...\n";
while($gmworker->work())
{
  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}

function reverse_fn($job)
{
  echo "Received job: " . $job->handle() . "\n";

  $workload = $job->workload();
  $workload_size = $job->workloadSize();

  echo "Workload: $workload ($workload_size)\n";

  # This status loop is not needed, just showing how it works
  for ($x= 0; $x < $workload_size; $x++)
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  {
    echo "Sending status: " + $x + 1 . "/$workload_size complete\n";
    $job->sendStatus($x+1, $workload_size);
    $job->sendData(substr($workload, $x, 1));
    sleep(1);
  }

  $result= strrev($workload);
  echo "Result: $result\n";

  # Return what we want to send back to the client.
  return $result;
}

# A much simpler and less verbose version of the above function would be:
function reverse_fn_fast($job)
{
  return strrev($job->workload());
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
% php reverse_worker.php
Starting
Waiting for job...
Received job: H:foo.local:45
Workload: foo (3)
1/3 complete
2/3 complete
3/3 complete
Result: oof
Received job: H:foo.local:44
Workload: bar (3)
1/3 complete
2/3 complete
3/3 complete
Result: rab

% php reverse_client_task.php
CREATED: H:foo.local:44
CREATED: H:foo.local:45
STATUS: H:foo.local:45 - 1/3
DATA: f
STATUS: H:foo.local:45 - 2/3
DATA: o
STATUS: H:foo.local:45 - 3/3
DATA: o
COMPLETE: H:foo.local:45, oof
STATUS: H:foo.local:44 - 1/3
DATA: b
STATUS: H:foo.local:44 - 2/3
DATA: a
STATUS: H:foo.local:44 - 3/3
DATA: r
COMPLETE: H:foo.local:44, rab
DONE

The GearmanClient class
導入
Represents a class for connecting to a Gearman job server and making requests to perform some function on provided data. The function performed must be one registerd by a Gearman worker and the data passed is opaque to the job server.

クラス概要
GearmanClient {
/* メソッド */
public bool addOptions ( int $options )
public bool addServer ([ string $host = 127.0.0.1 [, int $port = 4730 ]] )
public bool addServers ([ string $servers = 127.0.0.1:4730 ] )
public GearmanTask addTask ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )
public GearmanTask addTaskBackground ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )
public GearmanTask addTaskHigh ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )
public GearmanTask addTaskHighBackground ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )
public GearmanTask addTaskLow ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )
public GearmanTask addTaskLowBackground ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )
public GearmanTask addTaskStatus ( string $job_handle [, string &$context ] )
public bool clearCallbacks ( void )
public GearmanClient clone ( void )
__construct ( void )
public string context ( void )
public string data ( void )
public string do ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )
public string doBackground ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )
public string doHigh ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )
public string doHighBackground ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )
public string doJobHandle ( void )
public string doLow ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )
public string doLowBackground ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )
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public array doStatus ( void )
public bool echo ( string $workload )
public string error ( void )
public int getErrno ( void )
public array jobStatus ( string $job_handle )
public bool removeOptions ( int $options )
public int returnCode ( void )
public bool runTasks ( void )
public void setClientCallback ( callback $callback )
public bool setCompleteCallback ( callback $callback )
public bool setContext ( string $context )
public bool setCreatedCallback ( string $callback )
public bool setData ( string $data )
public bool setDataCallback ( callback $callback )
public bool setExceptionCallback ( callback $callback )
public bool setFailCallback ( callback $callback )
public bool setOptions ( int $options )
public bool setStatusCallback ( callback $callback )
public bool setTimeout ( int $timeout )
public bool setWarningCallback ( callback $callback )
public bool setWorkloadCallback ( callback $callback )
public int timeout ( void )
}

GearmanClient::addOptions
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::addOptions — Add client options

説明

public bool GearmanClient::addOptions ( int $options )

Adds one or more options to those already set.

パラメータ
options

The options to add

返り値

Always returns TRUE.

GearmanClient::addServer
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addServer — Add a job server to the client

説明

public bool GearmanClient::addServer ([ string $host = 127.0.0.1 [, int $port = 4730 ]] )

Adds a job server to a list of servers that can be used to run a task. No socket I/O happens here; the server is simply added to the list.

パラメータ
host

ジョブサーバのホスト名。
port

ジョブサーバのポート番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 Adding two job servers

<?php

# Create our client object.
$gmclient= new GearmanClient();

# Add two job servers, the first on the default 4730 port
$gmclient->addServer("10.0.0.1"); 
$gmclient->addServer("10.0.0.2", 7003);

?>

参考

GearmanClient::addServers() - Add a list of job servers to the client

GearmanClient::addServers
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addServers — Add a list of job servers to the client

説明

public bool GearmanClient::addServers ([ string $servers = 127.0.0.1:4730 ] )

Adds a list of job servers that can be used to run a task. No socket I/O happens here; the servers are simply added to the full list of servers.

パラメータ
servers

A comma-separated list of servers, each server specified in the format 'host:port'.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Add two job servers

<?php

# Create our client object.
$gmclient= new GearmanClient();

# Add multiple job servers, the first on the default 4730 port
$gmclient->addServers("10.0.0.1,10.0.0.2:7003");

?>

参考

GearmanClient::addServer() - Add a job server to the client

GearmanClient::addTask
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addTask — Add a task to be run in parallel

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTask ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )

Adds a task to be run in parallel with other tasks. Call this method for all the tasks to be run in parallel, then call GearmanClient::runTasks() to perform the work. Note that enough workers need to be available for the tasks to all run in parallel.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload
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シリアライズしたデータ。
context

タスクに関連づけるアプリケーションコンテキスト。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A GearmanTask object or FALSE if the task could not be added.

例

例1 Basic submission of two tasks

<?php

# Create our gearman client
$gmclient= new GearmanClient(); 

# add the default job server
$gmclient->addServer(); 

# add a task to perform the "reverse" function on the string "Hello World!"
$gmclient->addTask("reverse", "Hello World!", null, "1"); 

# add another task to perform the "reverse" function on the string "!dlroW olleH"
$gmclient->addTask("reverse", "!dlroW olleH", null, "2"); 

# set a function to be called when the work is complete
$gmclient->setCompleteCallback("complete"); 

# run the tasks
$gmclient->runTasks(); 

function complete($task) 
{ 
  print "COMPLETE: " . $task->unique() . ", " . $task->data() . "\n"; 
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
COMPLETE: 2, Hello World!
COMPLETE: 1, !dlroW olleH

例2 Basic submission of two tasks with passing application context

<?php

$client = new GearmanClient();
$client->addServer();

# Add some tasks for a placeholder of where to put the results
$results = array();
$client->addTask("reverse", "Hello World!", &$results, "t1");
$client->addTask("reverse", "!dlroW olleH", &$results, "t2");

$client->setCompleteCallback("reverse_complete");
$client->runTasks();

# The results should now be filled in from the callbacks
foreach ($results as $id => $result)
   echo $id . ": " . $result['handle'] . ", " . $result['data'] . "\n";

function reverse_complete($task, $results)
{
   $results[$task->unique()] = array("handle"=>$task->jobHandle(), "data"=>$task->data());
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
t2: H.foo:21, Hello World!
t1: H:foo:22, !dlroW olleH

参考

GearmanClient::addTaskHigh() - Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskLow() - Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground() - Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground() - Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground() - Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::runTasks() - Run a list of tasks in parallel

GearmanClient::addTaskBackground
(PECL gearman >= 0.5.0)
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GearmanClient::addTaskBackground — Add a background task to be run in parallel

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTaskBackground ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )

Adds a background task to be run in parallel with other tasks. Call this method for all the tasks to be run in parallel, then call GearmanClient::runTasks() to perform the work.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
context

タスクに関連づけるアプリケーションコンテキスト。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A GearmanTask object or FALSE if the task could not be added.

例

例1 Two tasks, one background and one not

This example illustrates the difference between running a background task and a normal task. The client adds two tasks to execute the same function, but one is added with addTaskBackground(). A callback is set so that progress of the job can be
tracked. A simple worker with an artificial delay reports on the job progress and the client picks this up through the callback. Two workers are run for this example. Note that the background task does not show in the client output.

<?php

# The client script

# create our gearman client
$gmc= new GearmanClient();

# add the default job server
$gmc->addServer();

# set a couple of callbacks so we can track progress
$gmc->setCompleteCallback("reverse_complete");
$gmc->setStatusCallback("reverse_status");

# add a task for the "reverse" function
$task= $gmc->addTask("reverse", "Hello World!", null, "1");

# add another task, but this one to run in the background
$task= $gmc->addTaskBackground("reverse", "!dlroW olleH", null, "2");

if (! $gmc->runTasks())
{
    echo "ERROR " . $gmc->error() . "\n";
    exit;
}

echo "DONE\n";

function reverse_status($task)
{
    echo "STATUS: " . $task->unique() . ", " . $task->jobHandle() . " - " . $task->taskNumerator() . 
         "/" . $task->taskDenominator() . "\n";
}

function reverse_complete($task)
{
    echo "COMPLETE: " . $task->unique() . ", " . $task->data() . "\n";
}

?>
<?php

# The worker script

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

print "Waiting for job...\n";
while($gmworker->work())
{
  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}
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function reverse_fn($job)
{
  echo "Received job: " . $job->handle() . "\n";

  $workload = $job->workload();
  $workload_size = $job->workloadSize();

  echo "Workload: $workload ($workload_size)\n";

  # This status loop is not needed, just showing how it works
  for ($x= 0; $x < $workload_size; $x++)
  {
    echo "Sending status: " . ($x + 1) . "/$workload_size complete\n";
    $job->sendStatus($x+1, $workload_size);
    $job->sendData(substr($workload, $x, 1));
    sleep(1);
  }

  $result= strrev($workload);
  echo "Result: $result\n";

  # Return what we want to send back to the client.
  return $result;
}

?>

Worker output for two workers running:

Received job: H:foo.local:65
Workload: !dlroW olleH (12)
1/12 complete
Received job: H:foo.local:66
Workload: Hello World! (12)
1/12 complete
2/12 complete
2/12 complete
3/12 complete
3/12 complete
4/12 complete
4/12 complete
5/12 complete
5/12 complete
6/12 complete
6/12 complete
7/12 complete
7/12 complete
8/12 complete
8/12 complete
9/12 complete
9/12 complete
10/12 complete
10/12 complete
11/12 complete
11/12 complete
12/12 complete
12/12 complete
Result: !dlroW olleH
Result: Hello World!

Client output:

STATUS: 1, H:foo.local:66 - 1/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 2/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 3/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 4/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 5/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 6/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 7/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 8/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 9/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 10/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 11/12
STATUS: 1, H:foo.local:66 - 12/12
COMPLETE: 1, !dlroW olleH
DONE

参考

GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHigh() - Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskLow() - Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground() - Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground() - Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::runTasks() - Run a list of tasks in parallel

GearmanClient::addTaskHigh
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addTaskHigh — Add a high priority task to run in parallel

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTaskHigh ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )

Adds a high priority task to be run in parallel with other tasks. Call this method for all the high priority tasks to be run in parallel, then call GearmanClient::runTasks() to perform the work. Tasks with a high priority will be selected from the queue before
those of normal or low priority.
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パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
context

タスクに関連づけるアプリケーションコンテキスト。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A GearmanTask object or FALSE if the task could not be added.

例

例1 A high priority task along with two normal tasks

A high priority task is included among two other tasks. A single worker is available, so that tasks are run one at a time, with the high priority task run first.

<?php

# create the gearman client
$gmc= new GearmanClient();

# add the default job server
$gmc->addServer();

# set the callback for when the job is complete
$gmc->setCompleteCallback("reverse_complete");

# add tasks, one of which is high priority
$task= $gmc->addTask("reverse", "Hello World!", null, "1");
$task= $gmc->addTaskHigh("reverse", "!dlroW olleH", null, "2");
$task= $gmc->addTask("reverse", "Hello World!", null, "3");

if (! $gmc->runTasks())
{
    echo "ERROR " . $gmc->error() . "\n";
    exit;
}
echo "DONE\n";

function reverse_complete($task)
{
    echo "COMPLETE: " . $task->unique() . ", " . $task->data() . "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
COMPLETE: 2, Hello World!
COMPLETE: 3, !dlroW olleH
COMPLETE: 1, !dlroW olleH
DONE

参考

GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLow() - Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground() - Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground() - Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground() - Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::runTasks() - Run a list of tasks in parallel

GearmanClient::addTaskHighBackground
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addTaskHighBackground — Add a high priority background task to be run in parallel

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTaskHighBackground ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )

Adds a high priority background task to be run in parallel with other tasks. Call this method for all the tasks to be run in parallel, then call GearmanClient::runTasks() to perform the work. Tasks with a high priority will be selected from the queue before
those of normal or low priority.
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パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
context

タスクに関連づけるアプリケーションコンテキスト。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A GearmanTask object or FALSE if the task could not be added.

参考

GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHigh() - Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskLow() - Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground() - Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground() - Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::runTasks() - Run a list of tasks in parallel

GearmanClient::addTaskLow
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addTaskLow — Add a low priority task to run in parallel

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTaskLow ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )

Adds a low priority background task to be run in parallel with other tasks. Call this method for all the tasks to be run in parallel, then call GearmanClient::runTasks() to perform the work. Tasks with a low priority will be selected from the queue after those
of normal or low priority.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
context

タスクに関連づけるアプリケーションコンテキスト。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A GearmanTask object or FALSE if the task could not be added.

例

例1 A low priority task along with two normal tasks

A low priority task is included among two other tasks. A single worker is available, so that tasks are run one at a time, with the low priority task run last.

<?php

# create the gearman client
$gmc= new GearmanClient();

# add the default job server
$gmc->addServer();
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# set the callback for when the job is complete
$gmc->setCompleteCallback("reverse_complete");

# add tasks, one of which is low priority
$task= $gmc->addTask("reverse", "Hello World!", null, "1");
$task= $gmc->addTaskLow("reverse", "!dlroW olleH", null, "2");
$task= $gmc->addTask("reverse", "Hello World!", null, "3");

if (! $gmc->runTasks())
{
    echo "ERROR " . $gmc->error() . "\n";
    exit;
}
echo "DONE\n";

function reverse_complete($task)
{
    echo "COMPLETE: " . $task->unique() . ", " . $task->data() . "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
COMPLETE: 3, !dlroW olleH
COMPLETE: 1, !dlroW olleH
COMPLETE: 2, Hello World!
DONE

参考

GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHigh() - Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground() - Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground() - Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground() - Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::runTasks() - Run a list of tasks in parallel

GearmanClient::addTaskLowBackground
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addTaskLowBackground — Add a low priority background task to be run in parallel

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTaskLowBackground ( string $function_name , string $workload [, mixed &$context [, string $unique ]] )

Adds a low priority background task to be run in parallel with other tasks. Call this method for all the tasks to be run in parallel, then call GearmanClient::runTasks() to perform the work. Tasks with a low priority will be selected from the queue after those
of normal or high priority.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
context

タスクに関連づけるアプリケーションコンテキスト。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A GearmanTask object or FALSE if the task could not be added.

参考

GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHigh() - Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskLow() - Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground() - Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground() - Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::runTasks() - Run a list of tasks in parallel
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GearmanClient::addTaskStatus
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::addTaskStatus — Add a task to get status

説明

public GearmanTask GearmanClient::addTaskStatus ( string $job_handle [, string &$context ] )

Used to request status information from the Gearman server, which will call the specified status callback (set using GearmanClient::setStatusCallback()).

パラメータ
job_handle

The job handle for the task to get status for

context

Data to be passed to the status callback, generally a reference to an array or object

返り値

A GearmanTask object.

例

例1 Monitor completion of multiple background tasks

An artificial delay is introduced in the worker in this example to simulate a long running process. There is only one worker running for this example.

<?php

/* create our object */
$gmclient= new GearmanClient();

/* add the default server */
$gmclient->addServer();

/* start some background jobs and save the handles */
$handles = array();
$handles[0] = $gmclient->doBackground("reverse", "Hello World!");
$handles[1] = $gmclient->doBackground("reverse", "!dlroW olleH");

$gmclient->setStatusCallback("reverse_status");

/* Poll the server to see when those background jobs finish; */
/* a better method would be to use event callbacks */
do
{
   /* Use the context variable to track how many tasks have completed */
   $done = 0;
   $gmclient->addTaskStatus($handles[0], &$done);
   $gmclient->addTaskStatus($handles[1], &$done);
   $gmclient->runTasks();
   echo "Done: $done\n";
   sleep(1);
}
while ($done != 2);

function reverse_status($task, $done)
{
   if (!$task->isKnown())
      $done++;
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 0
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 1
Done: 2

参考
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GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status

GearmanClient::clearCallbacks
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::clearCallbacks — Clear all task callback functions

説明

public bool GearmanClient::clearCallbacks ( void )

Clears all the task callback functions that have previously been set.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Always returns TRUE.

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::clone
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::clone — Create a copy of a GearmanClient object

説明

public GearmanClient GearmanClient::clone ( void )

Creates a copy of a GearmanClient object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanClient on success, FALSE on failure.

GearmanClient::__construct
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::__construct — Create a GearmanClient instance

説明

GearmanClient::__construct ( void )

Creates a GearmanClient instance representing a client that connects to the job server and submits tasks to complete.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanClient object.

参考

GearmanClient::clone() - Create a copy of a GearmanClient object

GearmanClient::context
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::context — Get the application context

説明

public string GearmanClient::context ( void )

Get the application context previously set with GearmanClient::setContext().

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The same context data structure set with GearmanClient::setContext()

参考

GearmanClient::setContext() - Set application context

GearmanClient::data
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanClient::data — Get the application data (deprecated)

説明

public string GearmanClient::data ( void )

Get the application data previously set with GearmanClient::setData().

注意:

This method was replaced by GearmanClient::setContext() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The same string data set with GearmanClient::setData()

参考

GearmanClient::setData() - Set application data (deprecated)

GearmanClient::do
(PECL gearman >= 0.5.0)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

GearmanClient::do — Run a single task and return a result

説明

public string GearmanClient::do ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )

Runs a single task and returns a string representation of the result. It is up to the GearmanClient and GearmanWorker to agree on the format of the result.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A string representing the results of running a task.

例

例1 Simple job submission with immediate return

<?php

?>
<?php

# Client code

echo "Starting\n";

# Create our client object.
$gmclient= new GearmanClient();

# Add default server (localhost).
$gmclient->addServer();

echo "Sending job\n";

$result = $gmclient->do("reverse", "Hello!");

echo "Success: $result\n";

?>
<?php

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server. Change the worker function to
# "reverse_fn_fast" for a faster worker with no output.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

print "Waiting for job...\n";
while($gmworker->work())
{
  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}

function reverse_fn($job)
{
  return strrev($job->workload());
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Starting
Sending job
Success: !olleH

例2 Submitting a job and retrieving incremental status

A job is submitted and the script loops to retrieve status information. The worker has an artificial delay which results in a long running job and sends status and data as processing occurs. Each subsequent call to GearmanClient::do() produces status
information on the running job.

<?php

# Client code

# Create our client object.
$gmclient= new GearmanClient();
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# Add default server (localhost).
$gmclient->addServer();

echo "Sending job\n";

# Send reverse job
do
{
  $result = $gmclient->do("reverse", "Hello!");
  # Check for various return packets and errors.

  switch($gmclient->returnCode())
  {
    case GEARMAN_WORK_DATA:
      echo "Data: $result\n";
      break;
    case GEARMAN_WORK_STATUS:
      list($numerator, $denominator)= $gmclient->doStatus();
      echo "Status: $numerator/$denominator complete\n";
      break;
    case GEARMAN_WORK_FAIL:
      echo "Failed\n";
      exit;
    case GEARMAN_SUCCESS:
      break;
    default:
      echo "RET: " . $gmclient->returnCode() . "\n";
      echo "Error: " . $gmclient->error() . "\n";
      echo "Errno: " . $gmclient->getErrno() . "\n";
      exit;
  }
}
while($gmclient->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS);

echo "Success: $result\n";

?>
<?php

# Worker code

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

print "Waiting for job...\n";
while($gmworker->work())
{
  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}

function reverse_fn($job)
{
  echo "Received job: " . $job->handle() . "\n";

  $workload = $job->workload();
  $workload_size = $job->workloadSize();

  echo "Workload: $workload ($workload_size)\n";

  # This status loop is not needed, just showing how it works
  for ($x= 0; $x < $workload_size; $x++)
  {
    echo "Sending status: " + $x + 1 . "/$workload_size complete\n";
    $job->sendStatus($x+1, $workload_size);
    $job->sendData(substr($workload, $x, 1));
    sleep(1);
  }

  $result= strrev($workload);
  echo "Result: $result\n";

  # Return what we want to send back to the client.
  return $result;
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

Worker output:

Starting
Waiting for job...
Received job: H:foo.local:106
Workload: Hello! (6)
1/6 complete
2/6 complete
3/6 complete
4/6 complete
5/6 complete
6/6 complete
Result: !olleH

Client output:

Starting
Sending job
Status: 1/6 complete
Data: H
Status: 2/6 complete
Data: e
Status: 3/6 complete
Data: l
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Status: 4/6 complete
Data: l
Status: 5/6 complete
Data: o
Status: 6/6 complete
Data: !
Success: !olleH

参考

GearmanClient::doHigh() - Run a single high priority task
GearmanClient::doLow() - Run a single low priority task
GearmanClient::doBackground() - Run a task in the background
GearmanClient::doHighBackground() - Run a high priority task in the background
GearmanClient::doLowBackground() - Run a low priority task in the background

GearmanClient::doBackground
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doBackground — Run a task in the background

説明

public string GearmanClient::doBackground ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )

Runs a task in the background, returning a job handle which can be used to get the status of the running task.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

The job handle for the submitted task.

例

例1 Submit and monitor a background job

The worker in this example has an artificial delay introduced to mimic a long running job. The client script periodically checks the status of the running job.

<?php

/* create our object */
$gmclient= new GearmanClient();

/* add the default server */
$gmclient->addServer();

/* run reverse client */
$job_handle = $gmclient->doBackground("reverse", "this is a test");

if ($gmclient->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
{
  echo "bad return code\n";
  exit;
}

$done = false;
do
{
   sleep(3);
   $stat = $gmclient->jobStatus($job_handle);
   if (!$stat[0]) // the job is known so it is not done
      $done = true;
   echo "Running: " . ($stat[1] ? "true" : "false") . ", numerator: " . $stat[2] . ", denomintor: " . $stat[3] . "\n";
}
while(!$done);

echo "done!\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Running: true, numerator: 3, denomintor: 14
Running: true, numerator: 6, denomintor: 14
Running: true, numerator: 9, denomintor: 14
Running: true, numerator: 12, denomintor: 14
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Running: false, numerator: 0, denomintor: 0
done!

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanClient::doHigh() - Run a single high priority task
GearmanClient::doLow() - Run a single low priority task
GearmanClient::doHighBackground() - Run a high priority task in the background
GearmanClient::doLowBackground() - Run a low priority task in the background

GearmanClient::doHigh
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doHigh — Run a single high priority task

説明

public string GearmanClient::doHigh ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )

Runs a single high priority task and returns a string representation of the result. It is up to the GearmanClient and GearmanWorker to agree on the format of the result. High priority tasks will get precedence over normal and low priority tasks in the job
queue.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A string representing the results of running a task.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanClient::doLow() - Run a single low priority task
GearmanClient::doBackground() - Run a task in the background
GearmanClient::doHighBackground() - Run a high priority task in the background
GearmanClient::doLowBackground() - Run a low priority task in the background

GearmanClient::doHighBackground
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doHighBackground — Run a high priority task in the background

説明

public string GearmanClient::doHighBackground ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )

Runs a high priority task in the background, returning a job handle which can be used to get the status of the running task. High priority tasks take precedence over normal and low priority tasks in the job queue.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
unique
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タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

The job handle for the submitted task.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanClient::doHigh() - Run a single high priority task
GearmanClient::doLow() - Run a single low priority task
GearmanClient::doBackground() - Run a task in the background
GearmanClient::doLowBackground() - Run a low priority task in the background

GearmanClient::doJobHandle
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doJobHandle — Get the job handle for the running task

説明

public string GearmanClient::doJobHandle ( void )

Gets that job handle for a running task. This should be used between repeated GearmanClient::do() calls. The job handle can then be used to get information on the task.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The job handle for the running task.

参考

GearmanClient::jobStatus() - Get the status of a background job

GearmanClient::doLow
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doLow — Run a single low priority task

説明

public string GearmanClient::doLow ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )

Runs a single low priority task and returns a string representation of the result. It is up to the GearmanClient and GearmanWorker to agree on the format of the result. Normal and high priority tasks will get precedence over low priority tasks in the job
queue.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

A string representing the results of running a task.

参考
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GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanClient::doHigh() - Run a single high priority task
GearmanClient::doBackground() - Run a task in the background
GearmanClient::doHighBackground() - Run a high priority task in the background
GearmanClient::doLowBackground() - Run a low priority task in the background

GearmanClient::doLowBackground
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doLowBackground — Run a low priority task in the background

説明

public string GearmanClient::doLowBackground ( string $function_name , string $workload [, string $unique ] )

Runs a low priority task in the background, returning a job handle which can be used to get the status of the running task. Normal and high priority tasks take precedence over low priority tasks in the job queue.

パラメータ
function_name

ワーカーが実行するために登録した関数。
workload

シリアライズしたデータ。
unique

タスクを特定するために用いる一意な ID。

返り値

The job handle for the submitted task.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanClient::doHigh() - Run a single high priority task
GearmanClient::doLow() - Run a single low priority task
GearmanClient::doBackground() - Run a task in the background
GearmanClient::doHighBackground() - Run a high priority task in the background

GearmanClient::doStatus
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::doStatus — Get the status for the running task

説明

public array GearmanClient::doStatus ( void )

Returns the status for the running task. This should be used between repeated GearmanClient::do() calls.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

An array representing the percentage completion given as a fraction, with the first element the numerator and the second element the denomintor.

例

例1 Get the status of a long running job

The worker in this example has an artificial delay added during processing of the string to be reversed. After each delay it calls GearmanJob::status() which the client then picks up.

<?php
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echo "Starting\n";

# Create our client object.
$gmclient= new GearmanClient();

# Add default server (localhost).
$gmclient->addServer();

echo "Sending job\n";

# Send reverse job
do
{
  $result = $gmclient->do("reverse", "Hello!");

  # Check for various return packets and errors.
  switch($gmclient->returnCode())
  {
    case GEARMAN_WORK_DATA:
      break;
    case GEARMAN_WORK_STATUS:
      # get the current job status
      list($numerator, $denominator)= $gmclient->doStatus();
      echo "Status: $numerator/$denominator complete\n";
      break;
    case GEARMAN_WORK_FAIL:
      echo "Failed\n";
      exit;
    case GEARMAN_SUCCESS:
      break;
    default:
      echo "RET: " . $gmclient->returnCode() . "\n";
      exit;
  }
}
while($gmclient->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS);

echo "Success: $result\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Starting
Sending job
Status: 1/6 complete
Status: 2/6 complete
Status: 3/6 complete
Status: 4/6 complete
Status: 5/6 complete
Status: 6/6 complete
Success: !olleH

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanJob::status() - Send status (deprecated)

GearmanClient::echo
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::echo — Send data to all job servers to see if they echo it back

説明

public bool GearmanClient::echo ( string $workload )

Sends some arbitrary data to all job servers to see if they echo it back. The data sent is not used or processed in any other way. Primarily used for testing and debugging.

パラメータ
workload

Some arbitrary serialized data to be echo back

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

GearmanClient::error
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::error — Returns an error string for the last error encountered.

説明
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public string GearmanClient::error ( void )

Returns an error string for the last error encountered.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A human readable error string.

参考

GearmanClient::getErrno() - Get an errno value

GearmanClient::getErrno
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::getErrno — Get an errno value

説明

public int GearmanClient::getErrno ( void )

Value of errno in the case of a GEARMAN_ERRNO return value.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A valid Gearman errno.

参考

GearmanClient::error() - Returns an error string for the last error encountered.

GearmanClient::jobStatus

gearman_job_status
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::jobStatus -- gearman_job_status — Get the status of a background job

説明

Object oriented style (method):

public array GearmanClient::jobStatus ( string $job_handle )

Gets the status for a background job given a job handle. The status information will specify whether the job is known, whether the job is currently running, and the percentage completion.

パラメータ
job_handle

Gearman サーバが割り当てたジョブハンドル。

返り値

An array containing status information for the job corresponding to the supplied job handle. The first array element is a boolean indicating whether the job is even known, the second is a boolean indicating whether the job is still running, and the third
and fourth elements correspond to the numerator and denominator of the fractional completion percentage, respectively.

例
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例1 Monitor the status of a long running background job

<?php

/* create our object */
$gmclient= new GearmanClient();

/* add the default server */
$gmclient->addServer();

/* run reverse client */
$job_handle = $gmclient->doBackground("reverse", "this is a test");

if ($gmclient->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
{
  echo "bad return code\n";
  exit;
}

$done = false;
do
{
   sleep(3);
   $stat = $gmclient->jobStatus($job_handle);
   if (!$stat[0]) // the job is known so it is not done
      $done = true;
   echo "Running: " . ($stat[1] ? "true" : "false") . ", numerator: " . $stat[2] . ", denomintor: " . $stat[3] . "\n";
}
while(!$done);

echo "done!\n";

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Running: true, numerator: 3, denomintor: 14
Running: true, numerator: 6, denomintor: 14
Running: true, numerator: 9, denomintor: 14
Running: true, numerator: 12, denomintor: 14
Running: false, numerator: 0, denomintor: 0
done!

参考

GearmanClient::doStatus() - Get the status for the running task

GearmanClient::removeOptions
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::removeOptions — Remove client options

説明

public bool GearmanClient::removeOptions ( int $options )

Removes (unsets) one or more options.

パラメータ
options

The options to be removed (unset)

返り値

Always returns TRUE.

GearmanClient::returnCode
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::returnCode — Get the last Gearman return code

説明

public int GearmanClient::returnCode ( void )

Returns the last Gearman return code.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

A valid Gearman return code.

GearmanClient::runTasks
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::runTasks — Run a list of tasks in parallel

説明

public bool GearmanClient::runTasks ( void )

For a set of tasks previously added with GearmanClient::addTask(), GearmanClient::addTaskHigh(), GearmanClient::addTaskLow(), GearmanClient::addTaskBackground(), GearmanClient::addTaskHighBackground(), or
GearmanClient::addTaskLowBackground(), this call starts running the tasks in parallel.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel

GearmanClient::setClientCallback
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanClient::setClientCallback — Callback function when there is a data packet for a task (deprecated)

説明

public void GearmanClient::setClientCallback ( callback $callback )

Sets the callback function for accepting data packets for a task. The callback function should take a single argument, a GearmanTask object.

注意:

This method has been replaced by GearmanClient::setDataCallback() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ
callback

A function or method to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setCompleteCallback
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(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setCompleteCallback — Set a function to be called on task completion

説明

public bool GearmanClient::setCompleteCallback ( callback $callback )

Use to set a function to be called when a task is completed. The callback function should accept a single argument, a GearmanTask oject.

パラメータ
callback

A function to be called

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setContext
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::setContext — Set application context

説明

public bool GearmanClient::setContext ( string $context )

Sets an arbitrary string to provide application context that can later be retrieved by GearmanClient::context().

パラメータ
context

Arbitrary context data

返り値

Always returns TRUE.

参考

GearmanClient::context() - Get the application context

GearmanClient::setCreatedCallback
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setCreatedCallback — Set a callback for when a task is queued

説明

public bool GearmanClient::setCreatedCallback ( string $callback )

Sets a function to be called when a task is received and queued by the Gearman job server. The callback should accept a single argument, a GearmanClient oject.

パラメータ
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callback

A function to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setData
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanClient::setData — Set application data (deprecated)

説明

public bool GearmanClient::setData ( string $data )

Sets some arbitrary application data that can later be retrieved by GearmanClient::data().

注意:

This method has been replaced by GearmanCient::setContext() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ
data

返り値

Always returns TRUE.

参考

GearmanClient::data() - Get the application data (deprecated)

GearmanClient::setDataCallback
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::setDataCallback — Callback function when there is a data packet for a task

説明

public bool GearmanClient::setDataCallback ( callback $callback )

Sets the callback function for accepting data packets for a task. The callback function should take a single argument, a GearmanTask object.

パラメータ
callback

A function or method to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setExceptionCallback
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setExceptionCallback — Set a callback for worker exceptions

説明

public bool GearmanClient::setExceptionCallback ( callback $callback )

Specifies a function to call when a worker for a task sends an exception.

パラメータ
callback

Function to call when the worker throws an exception

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setFailCallback
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setFailCallback — Set callback for job failure

説明

public bool GearmanClient::setFailCallback ( callback $callback )

Sets the callback function to be used when a task does not complete successfully. The function should accept a single argument, a GearmanTask object.

パラメータ
callback

A function to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
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GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setOptions
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setOptions — Set client options

説明

public bool GearmanClient::setOptions ( int $options )

Sets one or more client options.

パラメータ
options

The options to be set

返り値

Always returns TRUE.

GearmanClient::setStatusCallback
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setStatusCallback — Set a callback for collecting task status

説明

public bool GearmanClient::setStatusCallback ( callback $callback )

Sets a callback function used for getting updated status information from a worker. The function should accept a single argument, a GearmanTask object.

パラメータ
callback

A function to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setTimeout
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::setTimeout — Set socket I/O activity timeout

説明

public bool GearmanClient::setTimeout ( int $timeout )

Sets the timeout for socket I/O activity.
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パラメータ
timeout

An interval of time in milliseconds

返り値

Always returns TRUE.

GearmanClient::setWarningCallback
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setWarningCallback — Set a callback for worker warnings

説明

public bool GearmanClient::setWarningCallback ( callback $callback )

Sets a function to be called when a worker sends a warning. The callback should accept a single argument, a GearmanTask object.

パラメータ
callback

A function to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWorkloadCallback() - Set a callback for accepting incremental data updates

GearmanClient::setWorkloadCallback
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanClient::setWorkloadCallback — Set a callback for accepting incremental data updates

説明

public bool GearmanClient::setWorkloadCallback ( callback $callback )

Sets a function to be called when a worker needs to send back data prior to job completion. A worker can do this when it needs to send updates, send partial results, or flush data during long running jobs. The callback should accept a single argument, a
GearmanTask object.

パラメータ
callback

A function to call

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::setDataCallback() - Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setCompleteCallback() - Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setCreatedCallback() - Set a callback for when a task is queued
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GearmanClient::setExceptionCallback() - Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback() - Set callback for job failure
GearmanClient::setStatusCallback() - Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setWarningCallback() - Set a callback for worker warnings

GearmanClient::timeout
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanClient::timeout — Get current socket I/O activity timeout value

説明

public int GearmanClient::timeout ( void )

Returns the timeout in milliseconds to wait for I/O activity.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Timeout in milliseconds to wait for I/O activity. A negative value means an infinite timeout.

参考

GearmanClient::setTimeout() - Set socket I/O activity timeout

目次
GearmanClient::addOptions — Add client options
GearmanClient::addServer — Add a job server to the client
GearmanClient::addServers — Add a list of job servers to the client
GearmanClient::addTask — Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground — Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHigh — Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground — Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLow — Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground — Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskStatus — Add a task to get status
GearmanClient::clearCallbacks — Clear all task callback functions
GearmanClient::clone — Create a copy of a GearmanClient object
GearmanClient::__construct — Create a GearmanClient instance
GearmanClient::context — Get the application context
GearmanClient::data — Get the application data (deprecated)
GearmanClient::do — Run a single task and return a result
GearmanClient::doBackground — Run a task in the background
GearmanClient::doHigh — Run a single high priority task
GearmanClient::doHighBackground — Run a high priority task in the background
GearmanClient::doJobHandle — Get the job handle for the running task
GearmanClient::doLow — Run a single low priority task
GearmanClient::doLowBackground — Run a low priority task in the background
GearmanClient::doStatus — Get the status for the running task
GearmanClient::echo — Send data to all job servers to see if they echo it back
GearmanClient::error — Returns an error string for the last error encountered.
GearmanClient::getErrno — Get an errno value
GearmanClient::jobStatus — Get the status of a background job
GearmanClient::removeOptions — Remove client options
GearmanClient::returnCode — Get the last Gearman return code
GearmanClient::runTasks — Run a list of tasks in parallel
GearmanClient::setClientCallback — Callback function when there is a data packet for a task (deprecated)
GearmanClient::setCompleteCallback — Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setContext — Set application context
GearmanClient::setCreatedCallback — Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setData — Set application data (deprecated)
GearmanClient::setDataCallback — Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setExceptionCallback — Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback — Set callback for job failure
GearmanClient::setOptions — Set client options
GearmanClient::setStatusCallback — Set a callback for collecting task status
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GearmanClient::setTimeout — Set socket I/O activity timeout
GearmanClient::setWarningCallback — Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback — Set a callback for accepting incremental data updates
GearmanClient::timeout — Get current socket I/O activity timeout value

The GearmanJob class
導入
Description of the class.

クラス概要
GearmanJob {
/* メソッド */
public bool complete ( string $result )
__construct ( void )
public bool data ( string $data )
public bool exception ( string $exception )
public bool fail ( void )
public string functionName ( void )
public string handle ( void )
public int returnCode ( void )
public bool sendComplete ( string $result )
public bool sendData ( string $data )
public bool sendException ( string $exception )
public bool sendFail ( void )
public bool sendStatus ( int $numerator , int $denominator )
public bool sendWarning ( string $warning )
public bool setReturn ( string $gearman_return_t )
public bool status ( int $numerator , int $denominator )
public string unique ( void )
public bool warning ( string $warning )
public string workload ( void )
public int workloadSize ( void )
}

GearmanJob::complete
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanJob::complete — Send the result and complete status (deprecated)

説明

public bool GearmanJob::complete ( string $result )

Sends result data and the complete status update for this job.

注意:

This method has been replaced by GearmanJob::sendComplete() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ
result

Serialized result data.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::sendFail() - Send fail status
GearmanJob::setReturn() - Set a return value
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GearmanJob::__construct
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::__construct — Create a GearmanJob instance

説明

GearmanJob::__construct ( void )

Creates a GearmanJob instance representing a job the worker is to complete.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanJob object.

GearmanJob::data
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanJob::data — Send data for a running job (deprecated)

説明

public bool GearmanJob::data ( string $data )

Sends data to the job server (and any listening clients) for this job.

注意:

This method has been replaced by GearmanJob::sendData() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ
data

Arbitrary serialized data.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::workload() - Get workload
GearmanTask::data() - Get data returned for a task

GearmanJob::exception
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanJob::exception — Send exception for running job (deprecated)

説明

public bool GearmanJob::exception ( string $exception )

Sends the supplied exception when this job is running.

注意:

This method has been replaced by GearmanJob::sendException() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ
exception
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An exception description.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::setReturn() - Set a return value
GearmanJob::sendStatus() - Send status
GearmanJob::sendWarning() - Send a warning

GearmanJob::fail
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanJob::fail — Send fail status (deprecated)

説明

public bool GearmanJob::fail ( void )

Sends failure status for this job, indicating that the job failed in a known way (as opposed to failing due to a thrown exception).

注意:

This method has been replaced by GearmanJob::sendFail() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::sendException() - Send exception for running job (exception)
GearmanJob::setReturn() - Set a return value
GearmanJob::sendStatus() - Send status
GearmanJob::sendWarning() - Send a warning

GearmanJob::functionName
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::functionName — Get function name

説明

public string GearmanJob::functionName ( void )

Returns the function name for this job. This is the function the work will execute to perform the job.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The name of a function.

参考

GearmanTask::function() - Get associated function name (deprecated)
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GearmanJob::handle
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::handle — Get the job handle

説明

public string GearmanJob::handle ( void )

Returns the opaque job handle assigned by the job server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

An opaque job handle.

参考

GearmanTask::jobHandle() - Get the job handle

GearmanJob::returnCode
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::returnCode — Get last return code

説明

public int GearmanJob::returnCode ( void )

Returns the last return code issued by the job server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A valid Gearman return code.

参考

GearmanTask::returnCode() - Get the last return code

GearmanJob::sendComplete
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanJob::sendComplete — Send the result and complete status

説明

public bool GearmanJob::sendComplete ( string $result )

Sends result data and the complete status update for this job.

パラメータ
result

Serialized result data.

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::sendFail() - Send fail status
GearmanJob::setReturn() - Set a return value

GearmanJob::sendData
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanJob::sendData — Send data for a running job

説明

public bool GearmanJob::sendData ( string $data )

Sends data to the job server (and any listening clients) for this job.

パラメータ
data

Arbitrary serialized data.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::workload() - Get workload
GearmanTask::data() - Get data returned for a task

GearmanJob::sendException
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanJob::sendException — Send exception for running job (exception)

説明

public bool GearmanJob::sendException ( string $exception )

Sends the supplied exception when this job is running.

パラメータ
exception

An exception description.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::setReturn() - Set a return value
GearmanJob::sendStatus() - Send status
GearmanJob::sendWarning() - Send a warning

GearmanJob::sendFail
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanJob::sendFail — Send fail status
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説明

public bool GearmanJob::sendFail ( void )

Sends failure status for this job, indicating that the job failed in a known way (as opposed to failing due to a thrown exception).

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::sendException() - Send exception for running job (exception)
GearmanJob::setReturn() - Set a return value
GearmanJob::sendStatus() - Send status
GearmanJob::sendWarning() - Send a warning

GearmanJob::sendStatus
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanJob::sendStatus — Send status

説明

public bool GearmanJob::sendStatus ( int $numerator , int $denominator )

Sends status information to the job server and any listening clients. Use this to specify what percentage of the job has been completed.

パラメータ
numerator

The numerator of the precentage completed expressed as a fraction.

denominator

The denominator of the precentage completed expressed as a fraction.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::jobStatus() - Get the status of a background job
GearmanTask::taskDenominator() - Get completion percentage denominator
GearmanTask::taskNumerator() - Get completion percentage numerator

GearmanJob::sendWarning
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanJob::sendWarning — Send a warning

説明

public bool GearmanJob::sendWarning ( string $warning )

Sends a warning for this job while it is running.

パラメータ
warning

A warning messages.
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::sendComplete() - Send the result and complete status
GearmanJob::sendException() - Send exception for running job (exception)
GearmanJob::sendFail() - Send fail status

GearmanJob::setReturn
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::setReturn — Set a return value

説明

public bool GearmanJob::setReturn ( string $gearman_return_t )

Sets the return value for this job, indicates how the job completed.

パラメータ
gearman_return_t

A valid Gearman return value.

返り値

Description...

GearmanJob::status
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanJob::status — Send status (deprecated)

説明

public bool GearmanJob::status ( int $numerator , int $denominator )

Sends status information to the job server and any listening clients. Use this to specify what percentage of the job has been completed.

注意:

This method has been replaced by GearmanJob::sendStatus() in the 0.6.0 release of the Gearman extenstion.

パラメータ
numerator

The numerator of the precentage completed expressed as a fraction.

denominator

The denominator of the precentage completed expressed as a fraction.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanClient::jobStatus() - Get the status of a background job
GearmanTask::taskDenominator() - Get completion percentage denominator
GearmanTask::taskNumerator() - Get completion percentage numerator
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GearmanJob::unique
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::unique — Get the unique identifier

説明

public string GearmanJob::unique ( void )

Returns the unique identifiter for this job. The identifier is assigned by the client.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

An opaque unique identifier.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanTask::uuid() - Get the unique identifier for a task (deprecated)

GearmanJob::warning
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanJob::warning — Send a warning (deprecated)

説明

public bool GearmanJob::warning ( string $warning )

Sends a warning for this job while it is running.

注意:

This method has been replaced by GearmanJob::sendWarning() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ
warning

A warning messages.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

GearmanJob::sendComplete() - Send the result and complete status
GearmanJob::sendException() - Send exception for running job (exception)
GearmanJob::sendFail() - Send fail status

GearmanJob::workload
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::workload — Get workload

説明

public string GearmanJob::workload ( void )

Returns the workload for the job. This is serialized data that is to be processed by the worker.
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Serialized data.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanJob::workloadSize() - Get size of work load

GearmanJob::workloadSize
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanJob::workloadSize — Get size of work load

説明

public int GearmanJob::workloadSize ( void )

Returns the size of the job's work load (the data the worker is to process) in bytes.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The size in bytes.

参考

GearmanJob::workload() - Get workload

目次
GearmanJob::complete — Send the result and complete status (deprecated)
GearmanJob::__construct — Create a GearmanJob instance
GearmanJob::data — Send data for a running job (deprecated)
GearmanJob::exception — Send exception for running job (deprecated)
GearmanJob::fail — Send fail status (deprecated)
GearmanJob::functionName — Get function name
GearmanJob::handle — Get the job handle
GearmanJob::returnCode — Get last return code
GearmanJob::sendComplete — Send the result and complete status
GearmanJob::sendData — Send data for a running job
GearmanJob::sendException — Send exception for running job (exception)
GearmanJob::sendFail — Send fail status
GearmanJob::sendStatus — Send status
GearmanJob::sendWarning — Send a warning
GearmanJob::setReturn — Set a return value
GearmanJob::status — Send status (deprecated)
GearmanJob::unique — Get the unique identifier
GearmanJob::warning — Send a warning (deprecated)
GearmanJob::workload — Get workload
GearmanJob::workloadSize — Get size of work load

The GearmanTask class
導入
Description of the class.
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クラス概要
GearmanTask {
/* メソッド */
__construct ( void )
public GearmanTask create ( void )
public string data ( void )
public int dataSize ( void )
public string function ( void )
public string functionName ( void )
public bool isKnown ( void )
public bool isRunning ( void )
public string jobHandle ( void )
public array recvData ( int $data_len )
public int returnCode ( void )
public int sendData ( string $data )
public int sendWorkload ( string $data )
public int taskDenominator ( void )
public int taskNumerator ( void )
public string unique ( void )
public string uuid ( void )
}

GearmanTask::__construct
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::__construct — Create a GearmanTask instance

説明

GearmanTask::__construct ( void )

Creates a GearmanTask instance representing a task to be submitted to a job server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanTask object.

GearmanTask::create
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanTask::create — Create a task (deprecated)

説明

public GearmanTask GearmanTask::create ( void )

Returns a new GearmanTask object.

注意:

This method was removed in the 0.6.0 version of the Gearman extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanTask oject失敗した場合に FALSE を返します.
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GearmanTask::data
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::data — Get data returned for a task

説明

public string GearmanTask::data ( void )

Returns data being returned for a task by a worker.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The serialized data, or FALSE if no data is present.

参考

GearmanTask::dataSize() - Get the size of returned data

GearmanTask::dataSize
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::dataSize — Get the size of returned data

説明

public int GearmanTask::dataSize ( void )

Returns the size of the data being returned for a task.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The data size, or FALSE if there is no data.

参考

GearmanTask::data() - Get data returned for a task

GearmanTask::function
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanTask::function — Get associated function name (deprecated)

説明

public string GearmanTask::function ( void )

Returns the name of the function this task is associated with, i.e., the function the Gearman worker calls.

注意:

This method has been replaced by GearmanTask::functionName() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

A function name.

GearmanTask::functionName
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanTask::functionName — Get associated function name

説明

public string GearmanTask::functionName ( void )

Returns the name of the function this task is associated with, i.e., the function the Gearman worker calls.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A function name.

GearmanTask::isKnown
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::isKnown — Determine if task is known

説明

public bool GearmanTask::isKnown ( void )

Gets the status information for whether or not this task is known to the job server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

TRUE if the task is known, FALSE otherwise.

GearmanTask::isRunning
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::isRunning — Test whether the task is currently running

説明

public bool GearmanTask::isRunning ( void )

Indicates whether or not this task is currently running.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

TRUE if the task is running, FALSE otherwise.
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GearmanTask::jobHandle

gearman_job_handle
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::jobHandle -- gearman_job_handle — Get the job handle

説明

public string GearmanTask::jobHandle ( void )

Returns the job handle for this task.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The opaque job handle.

参考

GearmanClient::doJobHandle() - Get the job handle for the running task

GearmanTask::recvData
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::recvData — Read work or result data into a buffer for a task

説明

public array GearmanTask::recvData ( int $data_len )

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
data_len

Length of data to be read.

返り値

An array whose first element is the length of data read and the second is the data buffer. Returns FALSE if the read failed.

参考

GearmanTask::sendData() - Send data for a task (deprecated)

GearmanTask::returnCode
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::returnCode — Get the last return code

説明

public int GearmanTask::returnCode ( void )

Returns the last Gearman return code for this task.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

A valid Gearman return code.

参考

GearmanClient::returnCode() - Get the last Gearman return code

GearmanTask::sendData
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanTask::sendData — Send data for a task (deprecated)

説明

public int GearmanTask::sendData ( string $data )

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
data

Data to send to the worker.

返り値

The length of data sent, or FALSE if the send failed.

参考

GearmanTask::recvData() - Read work or result data into a buffer for a task

GearmanTask::sendWorkload
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanTask::sendWorkload — Send data for a task

説明

public int GearmanTask::sendWorkload ( string $data )

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
data

Data to send to the worker.

返り値

The length of data sent, or FALSE if the send failed.

参考

GearmanTask::recvData() - Read work or result data into a buffer for a task

GearmanTask::taskDenominator
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(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::taskDenominator — Get completion percentage denominator

説明

public int GearmanTask::taskDenominator ( void )

Returns the denominator of the percentage of the task that is complete expressed as a fraction.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A number between 0 and 100, or FALSE if cannot be determined.

参考

GearmanTask::taskNumerator() - Get completion percentage numerator

GearmanTask::taskNumerator
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanTask::taskNumerator — Get completion percentage numerator

説明

public int GearmanTask::taskNumerator ( void )

Returns the numerator of the percentage of the task that is complete expressed as a fraction.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A number between 0 and 100, or FALSE if cannot be determined.

参考

GearmanTask::taskDenominator() - Get completion percentage denominator

GearmanTask::unique
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanTask::unique — Get the unique identifier for a task

説明

public string GearmanTask::unique ( void )

Returns the unique identifier for this task. This is assigned by the GearmanClient, as opposed to the job handle which is set by the Gearman job server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The unique identifier, or FALSE if no identifier is assigned.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
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GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel

GearmanTask::uuid
(PECL gearman <= 0.5.0)

GearmanTask::uuid — Get the unique identifier for a task (deprecated)

説明

public string GearmanTask::uuid ( void )

Returns the unique identifier for this task. This is assigned by the GearmanClient, as opposed to the job handle which is set by the Gearman job server.

注意:

This method has been replaced by GearmanTask::unique() in the 0.6.0 release of the Gearman extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The unique identifier, or FALSE if no identifier is assigned.

参考

GearmanClient::do() - Run a single task and return a result
GearmanClient::addTask() - Add a task to be run in parallel

目次
GearmanTask::__construct — Create a GearmanTask instance
GearmanTask::create — Create a task (deprecated)
GearmanTask::data — Get data returned for a task
GearmanTask::dataSize — Get the size of returned data
GearmanTask::function — Get associated function name (deprecated)
GearmanTask::functionName — Get associated function name
GearmanTask::isKnown — Determine if task is known
GearmanTask::isRunning — Test whether the task is currently running
GearmanTask::jobHandle — Get the job handle
GearmanTask::recvData — Read work or result data into a buffer for a task
GearmanTask::returnCode — Get the last return code
GearmanTask::sendData — Send data for a task (deprecated)
GearmanTask::sendWorkload — Send data for a task
GearmanTask::taskDenominator — Get completion percentage denominator
GearmanTask::taskNumerator — Get completion percentage numerator
GearmanTask::unique — Get the unique identifier for a task
GearmanTask::uuid — Get the unique identifier for a task (deprecated)

The GearmanWorker class
導入
Description of the class.

クラス概要
GearmanWorker {
/* メソッド */
public bool addFunction ( string $function_name , callback $function [, mixed &$context [, int $timeout ]] )
public bool addOptions ( int $option )
public bool addServer ([ string $host = 127.0.0.1 [, int $port = 4730 ]] )
public bool addServers ( string $servers = 127.0.0.1:4730 )
public void clone ( void )
__construct ( void )
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public bool echo ( string $workload )
public string error ( void )
public int getErrno ( void )
public int options ( void )
public bool register ( string $function_name [, int $timeout ] )
public bool removeOptions ( int $option )
public int returnCode ( void )
public bool setOptions ( int $option )
public bool setTimeout ( int $timeout )
public int timeout ( void )
public bool unregister ( string $function_name )
public bool unregisterAll ( void )
public bool wait ( void )
public bool work ( void )
}

GearmanWorker::addFunction
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::addFunction — Register and add callback function

説明

public bool GearmanWorker::addFunction ( string $function_name , callback $function [, mixed &$context [, int $timeout ]] )

Registers a function name with the job server and specifies a callback corresponding to that function. Optionally specify extra application context data to be used when the callback is called and a timeout.

パラメータ
function_name

The name of a function to register with the job server

function

A callback that gets called when a job for the registered function name is submitted

context

A reference to arbitrary application context data that can be modified by the worker function

timeout

An interval of time in seconds

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Simple worker making use of extra application context data

<?php

# get a gearman worker
$worker= new GearmanWorker(); 

# add the default server (localhost)
$worker->addServer(); 

# define a variable to hold application data
$count= 0; 

# add the "reverse" function
$worker->addFunction("reverse", "reverse_cb", &$count);

# start the worker
while ($worker->work());

function reverse_cb($job, $count) 
{ 
  $count++; 
  return "$count: " . strrev($job->workload()); 
} 

?>

Running a client that submits two jobs for the reverse function would have output similar to the following:

1: olleh
2: dlrow

参考
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GearmanClient::do() - Run a single task and return a result

GearmanWorker::addOptions
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::addOptions — Add worker options

説明

public bool GearmanWorker::addOptions ( int $option )

Adds one or more options to the options previously set.

パラメータ
option

The options to be added

返り値

Always returns TRUE.

参考

GearmanWorker::options() - Get worker options
GearmanClient::setOptions() - Set client options
GearmanClient::removeOptions() - Remove client options

GearmanWorker::addServer
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::addServer — Add a job server

説明

public bool GearmanWorker::addServer ([ string $host = 127.0.0.1 [, int $port = 4730 ]] )

Adds a job server to this worker. This goes into a list of servers than can be used to run jobs. No socket I/O happens here.

パラメータ
host

ジョブサーバのホスト名。
port

ジョブサーバのポート番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Add alternate Gearman servers

<?php
$worker= new GearmanWorker(); 
$worker->addServer("10.0.0.1"); 
$worker->addServer("10.0.0.2", 7003);
?>

参考

GearmanWorker::addServers() - Add job servers
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GearmanWorker::addServers
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::addServers — Add job servers

説明

public bool GearmanWorker::addServers ( string $servers = 127.0.0.1:4730 )

Adds one or more job servers to this worker. These go into a list of servers that can be used to run jobs. No socket I/O happens here.

パラメータ
servers

A comma separated list of job servers in the format host:port. If no port is specified, it defaults to 4730.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Add two job servers

<?php

$worker= new GearmanWorker(); 
$worker->addServers("10.0.0.1,10.0.0.2:7003");

?>

参考

GearmanWorker::addServer() - Add a job server

GearmanWorker::clone
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::clone — Create a copy of the worker

説明

public void GearmanWorker::clone ( void )

Creates a copy of the worker.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanWorker object

GearmanWorker::__construct
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::__construct — Create a GearmanWorker instance

説明

GearmanWorker::__construct ( void )

Creates a GearmanWorker instance representing a worker that connects to the job server and accepts tasks to run.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

A GearmanWorker object

参考

GearmanWorker::clone() - Create a copy of the worker

GearmanWorker::echo
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::echo — Test job server response

説明

public bool GearmanWorker::echo ( string $workload )

Sends data to all job servers to see if they echo it back. This is a test function to see if job servers are responding properly.

パラメータ
workload

Arbitrary serialized data

返り値

Standard Gearman return value.

参考

GearmanClient::echo() - Send data to all job servers to see if they echo it back

GearmanWorker::error
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::error — Get the last error encountered

説明

public string GearmanWorker::error ( void )

Returns an error string for the last error encountered.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

An error string.

参考

GearmanWorker::getErrno() - Get errno

GearmanWorker::getErrno
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::getErrno — Get errno

説明
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public int GearmanWorker::getErrno ( void )

Returns the value of errno in the case of a GEARMAN_ERRNO return value.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A valid errno.

参考

GearmanWorker::error() - Get the last error encountered

GearmanWorker::options
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::options — Get worker options

説明

public int GearmanWorker::options ( void )

Gets the options previously set for the worker.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The options currently set for the worker.

参考

GearmanWorker::setOptions() - Set worker options

GearmanWorker::register
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::register — Register a function with the job server

説明

public bool GearmanWorker::register ( string $function_name [, int $timeout ] )

Registers a function name with the job server with an optional timeout. The timeout specifies how many seconds the server will wait before marking a job as failed. If the timeout is set to zero, there is no timeout.

パラメータ
function_name

The name of a function to register with the job server

timeout

An interval of time in seconds

返り値

A standard Gearman return value.

参考

GearmanWorker::unregister() - Unregister a function name with the job servers
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GearmanWorker::unregisterAll() - Unregister all function names with the job servers

GearmanWorker::removeOptions
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::removeOptions — Remove worker options

説明

public bool GearmanWorker::removeOptions ( int $option )

Removes (unsets) one or more worker options.

パラメータ
option

The options to be removed (unset)

返り値

Always returns TRUE.

参考

GearmanWorker::options() - Get worker options
GearmanWorker::setOptions() - Set worker options
GearmanWorker::addOptions() - Add worker options

GearmanWorker::returnCode
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::returnCode — Get last Gearman return code

説明

public int GearmanWorker::returnCode ( void )

Returns the last Gearman return code.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A valid Gearman return code.

参考

GearmanWorker::error() - Get the last error encountered
GearmanWorker::getErrno() - Get errno

GearmanWorker::setOptions
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::setOptions — Set worker options

説明

public bool GearmanWorker::setOptions ( int $option )

Sets one or more options to the supplied value.
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パラメータ
option

The options to be set

返り値

Always returns TRUE.

参考

GearmanWorker::options() - Get worker options
GearmanWorker::addOptions() - Add worker options
GearmanWorker::removeOptions() - Remove worker options
GearmanClient::setOptions() - Set client options

GearmanWorker::setTimeout
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::setTimeout — Set socket I/O activity timeout

説明

public bool GearmanWorker::setTimeout ( int $timeout )

Sets the interval of time to wait for socket I/O activity.

パラメータ
timeout

An interval of time in milliseconds. A negative value indicates an infinite timeout.

返り値

Always returns TRUE.

例

例1 A simple worker with a 5 second timeout

<?php

echo "Starting\n";

# Create our worker object.
$gmworker= new GearmanWorker();

# Add default server (localhost).
$gmworker->addServer();

# Register function "reverse" with the server.
$gmworker->addFunction("reverse", "reverse_fn");

# Set the timeout to 5 seconds
$gmworker->setTimeout(5000);

echo "Waiting for job...\n";
while(@$gmworker->work() || $gmworker->returnCode() == GEARMAN_TIMEOUT)
{
  if ($gmworker->returnCode() == GEARMAN_TIMEOUT)
  {
    # Normally one would want to do something useful here ...
    echo "Timeout. Waiting for next job...\n";
    continue;
  }

  if ($gmworker->returnCode() != GEARMAN_SUCCESS)
  {
    echo "return_code: " . $gmworker->returnCode() . "\n";
    break;
  }
}

echo "Done\n";

function reverse_fn($job)
{
  return strrev($job->workload());
}

?>

Running the worker with no submitted jobs will generate output that looks like the following:

Starting
Waiting for job...
Timeout. Waiting for next job...
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Timeout. Waiting for next job...
Timeout. Waiting for next job...

参考

GearmanWorker::timeout() - Get socket I/O activity timeout

GearmanWorker::timeout
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::timeout — Get socket I/O activity timeout

説明

public int GearmanWorker::timeout ( void )

Returns the current time to wait, in milliseconds, for socket I/O activity.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A time period is milliseconds. A negative value indicates an infinite timeout.

参考

GearmanWorker::setTimeout() - Set socket I/O activity timeout

GearmanWorker::unregister
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::unregister — Unregister a function name with the job servers

説明

public bool GearmanWorker::unregister ( string $function_name )

Unregisters a function name with the job servers ensuring that no more jobs (for that function) are sent to this worker.

パラメータ
function_name

The name of a function to register with the job server

返り値

A standard Gearman return value.

参考

GearmanWorker::register() - Register a function with the job server
GearmanWorker::unregisterAll() - Unregister all function names with the job servers

GearmanWorker::unregisterAll
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::unregisterAll — Unregister all function names with the job servers

説明

public bool GearmanWorker::unregisterAll ( void )
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Unregisters all previously registered functions, ensuring that no more jobs are sent to this worker.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A standard Gearman return value.

参考

GearmanWorker::register() - Register a function with the job server
GearmanWorker::unregister() - Unregister a function name with the job servers

GearmanWorker::wait
(PECL gearman >= 0.6.0)

GearmanWorker::wait — Wait for activity from one of the job servers

説明

public bool GearmanWorker::wait ( void )

Causes the worker to wait for activity from one of the Gearman job servers when operating in non-blocking I/O mode. On failure, issues a E_WARNING with the last Gearman error encountered.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 Running worker in non-blocking mode

<?php

echo "Starting\n";

# Create our worker object
$worker= new GearmanWorker();

# Make the worker non-blocking
$worker->addOptions(GEARMAN_WORKER_NON_BLOCKING); 

# Add the default server (localhost, port 4730)
$worker->addServer(); 

# Add our reverse function
$worker->addFunction('reverse', 'reverse_fn');

# Try to grab a job
while (@$worker->work() ||
       $worker->returnCode() == GEARMAN_IO_WAIT ||
       $worker->returnCode() == GEARMAN_NO_JOBS)
{
  if ($worker->returnCode() == GEARMAN_SUCCESS)
    continue;

  echo "Waiting for next job...\n";
  if (!@$worker->wait()) 
  { 
    if ($worker->returnCode() == GEARMAN_NO_ACTIVE_FDS) 
    { 
      # We are not connected to any servers, so wait a bit before 
      # trying to reconnect. 
      sleep(5); 
      continue; 
    } 
    break; 
  } 
} 

echo "Worker Error: " . $worker->error() . "\n";

function reverse_fn($job)
{
  return strrev($job->workload());
}

?>

参考
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GearmanWorker::work() - Wait for and perform jobs

GearmanWorker::work
(PECL gearman >= 0.5.0)

GearmanWorker::work — Wait for and perform jobs

説明

public bool GearmanWorker::work ( void )

Waits for a job to be assigned and then calls the appropriate callback function. Issues an E_WARNING with the last Gearman error if the return code is not one of GEARMAN_SUCCESS, GEARMAN_IO_WAIT, or GEARMAN_WORK_FAIL.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 GearmanWorker::work() example

<?php

# create the worker
$worker = new GearmanWorker(); 

# add the default job server (localhost)
$worker->addServer(); 

# add the reverse function
$worker->addFunction("reverse", "my_reverse_function"); 

# start te worker listening for job submissions
while ($worker->work()); 
 
function my_reverse_function($job) 
{ 
  return strrev($job->workload()); 
}

?>

参考

GearmanWorker::addFunction() - Register and add callback function

目次
GearmanWorker::addFunction — Register and add callback function
GearmanWorker::addOptions — Add worker options
GearmanWorker::addServer — Add a job server
GearmanWorker::addServers — Add job servers
GearmanWorker::clone — Create a copy of the worker
GearmanWorker::__construct — Create a GearmanWorker instance
GearmanWorker::echo — Test job server response
GearmanWorker::error — Get the last error encountered
GearmanWorker::getErrno — Get errno
GearmanWorker::options — Get worker options
GearmanWorker::register — Register a function with the job server
GearmanWorker::removeOptions — Remove worker options
GearmanWorker::returnCode — Get last Gearman return code
GearmanWorker::setOptions — Set worker options
GearmanWorker::setTimeout — Set socket I/O activity timeout
GearmanWorker::timeout — Get socket I/O activity timeout
GearmanWorker::unregister — Unregister a function name with the job servers
GearmanWorker::unregisterAll — Unregister all function names with the job servers
GearmanWorker::wait — Wait for activity from one of the job servers
GearmanWorker::work — Wait for and perform jobs

導入
インストール/設定

要件
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インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

Basic Gearman client and worker
Basic Gearman client and worker, background
Basic Gearman client and worker, submitting tasks

GearmanClient — The GearmanClient class
GearmanClient::addOptions — Add client options
GearmanClient::addServer — Add a job server to the client
GearmanClient::addServers — Add a list of job servers to the client
GearmanClient::addTask — Add a task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskBackground — Add a background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskHigh — Add a high priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskHighBackground — Add a high priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskLow — Add a low priority task to run in parallel
GearmanClient::addTaskLowBackground — Add a low priority background task to be run in parallel
GearmanClient::addTaskStatus — Add a task to get status
GearmanClient::clearCallbacks — Clear all task callback functions
GearmanClient::clone — Create a copy of a GearmanClient object
GearmanClient::__construct — Create a GearmanClient instance
GearmanClient::context — Get the application context
GearmanClient::data — Get the application data (deprecated)
GearmanClient::do — Run a single task and return a result
GearmanClient::doBackground — Run a task in the background
GearmanClient::doHigh — Run a single high priority task
GearmanClient::doHighBackground — Run a high priority task in the background
GearmanClient::doJobHandle — Get the job handle for the running task
GearmanClient::doLow — Run a single low priority task
GearmanClient::doLowBackground — Run a low priority task in the background
GearmanClient::doStatus — Get the status for the running task
GearmanClient::echo — Send data to all job servers to see if they echo it back
GearmanClient::error — Returns an error string for the last error encountered.
GearmanClient::getErrno — Get an errno value
GearmanClient::jobStatus — Get the status of a background job
GearmanClient::removeOptions — Remove client options
GearmanClient::returnCode — Get the last Gearman return code
GearmanClient::runTasks — Run a list of tasks in parallel
GearmanClient::setClientCallback — Callback function when there is a data packet for a task (deprecated)
GearmanClient::setCompleteCallback — Set a function to be called on task completion
GearmanClient::setContext — Set application context
GearmanClient::setCreatedCallback — Set a callback for when a task is queued
GearmanClient::setData — Set application data (deprecated)
GearmanClient::setDataCallback — Callback function when there is a data packet for a task
GearmanClient::setExceptionCallback — Set a callback for worker exceptions
GearmanClient::setFailCallback — Set callback for job failure
GearmanClient::setOptions — Set client options
GearmanClient::setStatusCallback — Set a callback for collecting task status
GearmanClient::setTimeout — Set socket I/O activity timeout
GearmanClient::setWarningCallback — Set a callback for worker warnings
GearmanClient::setWorkloadCallback — Set a callback for accepting incremental data updates
GearmanClient::timeout — Get current socket I/O activity timeout value

GearmanJob — The GearmanJob class
GearmanJob::complete — Send the result and complete status (deprecated)
GearmanJob::__construct — Create a GearmanJob instance
GearmanJob::data — Send data for a running job (deprecated)
GearmanJob::exception — Send exception for running job (deprecated)
GearmanJob::fail — Send fail status (deprecated)
GearmanJob::functionName — Get function name
GearmanJob::handle — Get the job handle
GearmanJob::returnCode — Get last return code
GearmanJob::sendComplete — Send the result and complete status
GearmanJob::sendData — Send data for a running job
GearmanJob::sendException — Send exception for running job (exception)
GearmanJob::sendFail — Send fail status
GearmanJob::sendStatus — Send status
GearmanJob::sendWarning — Send a warning
GearmanJob::setReturn — Set a return value
GearmanJob::status — Send status (deprecated)
GearmanJob::unique — Get the unique identifier
GearmanJob::warning — Send a warning (deprecated)
GearmanJob::workload — Get workload
GearmanJob::workloadSize — Get size of work load

GearmanTask — The GearmanTask class
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GearmanTask::__construct — Create a GearmanTask instance
GearmanTask::create — Create a task (deprecated)
GearmanTask::data — Get data returned for a task
GearmanTask::dataSize — Get the size of returned data
GearmanTask::function — Get associated function name (deprecated)
GearmanTask::functionName — Get associated function name
GearmanTask::isKnown — Determine if task is known
GearmanTask::isRunning — Test whether the task is currently running
GearmanTask::jobHandle — Get the job handle
GearmanTask::recvData — Read work or result data into a buffer for a task
GearmanTask::returnCode — Get the last return code
GearmanTask::sendData — Send data for a task (deprecated)
GearmanTask::sendWorkload — Send data for a task
GearmanTask::taskDenominator — Get completion percentage denominator
GearmanTask::taskNumerator — Get completion percentage numerator
GearmanTask::unique — Get the unique identifier for a task
GearmanTask::uuid — Get the unique identifier for a task (deprecated)

GearmanWorker — The GearmanWorker class
GearmanWorker::addFunction — Register and add callback function
GearmanWorker::addOptions — Add worker options
GearmanWorker::addServer — Add a job server
GearmanWorker::addServers — Add job servers
GearmanWorker::clone — Create a copy of the worker
GearmanWorker::__construct — Create a GearmanWorker instance
GearmanWorker::echo — Test job server response
GearmanWorker::error — Get the last error encountered
GearmanWorker::getErrno — Get errno
GearmanWorker::options — Get worker options
GearmanWorker::register — Register a function with the job server
GearmanWorker::removeOptions — Remove worker options
GearmanWorker::returnCode — Get last Gearman return code
GearmanWorker::setOptions — Set worker options
GearmanWorker::setTimeout — Set socket I/O activity timeout
GearmanWorker::timeout — Get socket I/O activity timeout
GearmanWorker::unregister — Unregister a function name with the job servers
GearmanWorker::unregisterAll — Unregister all function names with the job servers
GearmanWorker::wait — Wait for activity from one of the job servers
GearmanWorker::work — Wait for and perform jobs

mqseries

導入
この拡張モジュールは、IBM WebSphere MQ Series のキューマネージャとの通信用のインターフェイスを提供します。

このインターフェイスは、WebSphere MQ Series の C 言語用 API のクライアントインターフェイスとできるだけ同じになるように作られています。 命名規約なども C の API と可能な限り一致させています。 この拡張モジュールを使いこなすには、 C の API についてある程
度の知識が必要となるでしょう。

MQ-options、MQ-structures、MQ-results などについては、 WebSphere MQ Application Programming Guide および WebSphere MQ Application Programming Reference を参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
IBM WebSphere MQ をインストールする必要があります。 また、拡張モジュールをビルドするには IBM WebSphere MQ の SDK も必要です。

注意: IBM WebSphere MQ Client で実行した場合は、 いくつか使用できないメソッドがあることに注意しましょう。 これは、この拡張モジュールの問題ではなく、単に WebSphere MQ Client Interface の動作上の問題です。
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Windows 以外の環境でのインストール要件
拡張モジュールをビルドし、PHP の拡張モジュール用ディレクトリにコピーします。

Windows 環境でのインストール要件
追加の情報はありません。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/mqseries.

注意: この拡張モジュールの正式名称は mqseries です。

キューマネージャへの接続方法は、次の二通りです。 これは、拡張モジュールのコンパイル/リンクの方法によって決まります。

デフォルトで用いられるのは mqic ライブラリです。この IBM WebSphere MQSeries ライブラリをターゲットとしてコンパイル/リンクすると、 キューマネージャに対してクライアントインターフェイスで接続できるようになります。 リモート接続も、この方式で行えま
す。

もうひとつの方法は、mqm ライブラリをターゲットとしてコンパイル/リンクするものです。 このライブラリを使用すると、キューマネージャのトランザクション管理ができるようになります。

現時点では、使用するライブラリを選択するには直接 config.m4 ファイルを編集します。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

設定パラメータは特にありません。

リソース型
この拡張モジュールでは、接続リソースおよびオブジェクトハンドルリソースを定義しています。

mqseries_conn() と mqseries_connx() が接続ハンドルを定義します。

mqseries_open() がオブジェクトハンドルを定義します。

定義済み定数
WebSphere MQ の各定数に対して、mqseries でも対応する定数を用意しています。

定数の定義や使用法については、WebSphere MQ Application Programming Guide および WebSphere MQ Application Programming Reference red books を参照ください。

mqseries での定数名は、WebSphere MQ の定数名に MQSERIES_ をつけたものとなります。 たとえば、完了コードの場合は次のようになります。

mqseries の定数
PHP の定数 MQ の定数

MQSERIES_MQCC_OK MQCC_OK
MQSERIES_MQCC_WARNING MQCC_WARNING
MQSERIES_MQCC_FAILED MQCC_FAILED
MQSERIES_MQCC_UNKNOWN MQCC_UNKNOWN

mqseries 関数

mqseries_back

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/mqseries
http://pecl.php.net/package/mqseries
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(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_back — MQSeries MQBACK

説明

void mqseries_back ( resource $hconn , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_back() (MQBACK) は、キューマネージャに対して、 直近の同期ポイント以降に get あるいは put されたすべてのメッセージを戻すことを指示します。 作業ユニットの一部として put されたメッセージは削除されます。 作業ユニットの一部として取得したメッセー
ジはキューに戻されます。

mqseries_back() は、 mqseries_begin() と組み合わせた場合にのみ動作します。 また、mqclient インターフェイスを介さずに 直接キューマネージャに接続した場合にのみ動作します。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_back() の例
<?php
    mqseries_back($conn, $comp_code, $reason);

    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    }
?>

注意

注意:

mqseries_back() は、MQSeries Client を使用して Queueu Manager に接続した場合には動作しません。

参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
mqseries_begin() - MQseries MQBEGIN

mqseries_begin
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_begin — MQseries MQBEGIN

説明

void mqseries_begin ( resource $hconn , array $beginOptions , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_begin() (MQBEGIN) をコールすると、作業ユニットを開始します。 これはキューマネージャが扱うものですが、外部のリソースマネージャを使用することもあります。

mqseries_begin() は作業ユニットを開始します。作業ユニットを終了させるには mqseries_back() あるいは mqseries_cmit() を使用します。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。
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このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_begin() の例
<?php
    $mqbo = array();
    mqseries_begin( $conn, 
                    $mqbo,
                    $comp_code,
                    $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        /* コード 2121 は警告を表します。詳細は MQSeries のリファレンスマニュアルを参照ください */
        if ($reason !== 2121) {
            printf("CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
        }
    }
?>

注意

注意:

mqseries_begin() は、MQSeries Client を使用して Queueu Manager に接続した場合には動作しません。

参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
mqseries_back() - MQSeries MQBACK
mqseries_cmit() - MQSeries MQCMIT

mqseries_close
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_close — MQSeries MQCLOSE

説明

void mqseries_close ( resource $hconn , resource $hobj , int $options , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_close() (MQCLOSE) をコールするとオブジェクトへのアクセスを破棄します。これは mqseries_open() (MQOPEN) コールの逆の意味です。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
hObj

オブジェクトハンドル。

このハンドルは、使用するオブジェクトを表します。
options

compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。
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返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_close() の例
<?php
    mqseries_close($conn, $obj, MQSERIES_MQCO_NONE, $comp_code, $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("close CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    }
?>

参考

mqseries_open() - MQSeries MQOPEN
mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX

mqseries_cmit
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_cmit — MQSeries MQCMIT

説明

void mqseries_cmit ( resource $hconn , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_cmit() (MQCMIT) は、キューマネージャに対して、 アプリケーションが同期ポイントに達したことと 直近の同期ポイント以降に get あるいは put されたすべてのメッセージを確定させることを指示します。 作業ユニットの一部として put されたメッセージは他の
アプリケーションでも使用できるようになります。 作業ユニットの一部として取得したメッセージは削除されます。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_cmit() の例
<?php
    mqseries_cmit($conn, $comp_code, $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("cmit CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    }
?>

注意

注意:

mqseries_back() は、MQSeries Client を使用して Queueu Manager に接続した場合には動作しません。

参考

mqseries_begin() - MQseries MQBEGIN
mqseries_back() - MQSeries MQBACK
mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
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mqseries_conn
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_conn — MQSeries MQCONN

説明

void mqseries_conn ( string $qManagerName , resource &$hconn , resource &$compCode , resource &$reason )

The mqseries_conn() (MQCONN) をコールすると、アプリケーションプログラムをキューマネージャに接続します。 これによって取得した接続ハンドルを、 アプリケーション側でそれ以降のメッセージキューコールの際に使用します。

パラメータ
qManagerName

キューマネージャ名。

アプリケーションが接続したいキューマネージャの名前。
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_conn() の例
<?php
    mqseries_conn('WMQ1', $conn, $comp_code, $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("conn CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
        exit;
    }
?>

参考

mqseries_disc() - MQSeries MQDISC

mqseries_connx
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_connx — MQSeries MQCONNX

説明

void mqseries_connx ( string $qManagerName , array &$connOptions , resource &$hconn , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_connx() (MQCONNX) をコールすると、アプリケーションプログラムをキューマネージャに接続します。 これによって取得した接続ハンドルを、 アプリケーション側でそれ以降のメッセージキューコールの際に使用します。

パラメータ
qManagerName

キューマネージャ名。

アプリケーションが接続したいキューマネージャの名前。
connOps
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関数の動作を制御するオプション。

MQCNO 構造体を参照ください。
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_connx() の例
<?php
    $mqcno = array(
        'Version' => MQSERIES_MQCNO_VERSION_2,
        'Options' => MQSERIES_MQCNO_STANDARD_BINDING,
        'MQCD' => array('ChannelName' => 'MQNX9420.CLIENT',
        'ConnectionName' => 'localhost',
        'TransportType' => MQSERIES_MQXPT_TCP)
    );

    mqseries_connx('MQNX9420', $mqcno, $conn, $comp_code,$reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("Connx CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
        exit;
    }
 
?>

参考

mqseries_disc() - MQSeries MQDISC

mqseries_disc
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_disc — MQSeries MQDISC

説明

void mqseries_disc ( resource $hconn , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_disc() (MQDISC) をコールすると、キューマネージャとアプリケーションプログラムとの間の接続を切断します。 mqseries_conn() (MQCONN) や mqseries_connx() (MQCONNX) の逆の意味です。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_disc() の例
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<?php
    mqseries_disc($conn, $comp_code, $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("disc CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    }
?>

参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX

mqseries_get
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_get — MQSeries MQGET

説明

void mqseries_get ( resource $hConn , resource $hObj , array &$md , array &$gmo , int &$bufferLength , string &$msg , int &$data_length , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_get() (MQGET) は、 mqseries_open() (MQOPEN) を使用してオープンしたローカルキューからメッセージを取得します。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
hObj

オブジェクトハンドル。

このハンドルは、使用するオブジェクトを表します。
md

メッセージ記述子 (MQMD)。
gmo

Get メッセージのオプション (MQGMO)。
bufferLength

想定する結果バッファの長さ。
msg

オブジェクトから取得したメッセージを保持するバッファ。
data_length

実際のバッファの長さ。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_get() の例
<?php
// キューマネージャへの接続をオープンします
    mqseries_conn('WMQ1', $conn, $comp_code, $reason);
// これで、$conn がキューマネージャへの接続を指すようになります

// testq キューへの接続をオープンします
    mqseries_open(
                $conn,
                array('ObjectName' => 'TESTQ'),
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                MQSERIES_MQOO_INPUT_AS_Q_DEF | MQSERIES_MQOO_FAIL_IF_QUIESCING | MQSERIES_MQOO_OUTPUT,
                $obj,
                $comp_code,
                $reason);
// これで、$obj はオブジェクト (TESTQ) を指すようになります

// 空のメッセージ記述子を用意します
    $mdg = array();
// Get メッセージのオプションを設定します
    $gmo = array('Options' => MQSERIES_MQGMO_FAIL_IF_QUIESCING | MQSERIES_MQGMO_WAIT, 'WaitInterval' => 3000);

// メッセージをキューから取得します
    mqseries_get($conn, $obj, $mdg, $gmo, 255, $msg, $data_length, $comp_code, $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("GET CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    }
    
 // キューマネージャへの接続をオープンします
    mqseries_conn('WMQ1', $conn, $comp_code, $reason);
// これで、$conn がキューマネージャへの接続を指すようになります

// testq キューへの接続をオープンします
    mqseries_open(
                $conn,
                array('ObjectName' => 'TESTQ'),
                MQSERIES_MQOO_INPUT_AS_Q_DEF | MQSERIES_MQOO_FAIL_IF_QUIESCING | MQSERIES_MQOO_OUTPUT,
                $obj,
                $comp_code,
                $reason);
// これで、$obj はオブジェクト (TESTQ) を指すようになります
    
?>

参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
mqseries_open() - MQSeries MQOPEN
mqseries_put() - MQSeries MQPUT

mqseries_inq
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_inq — MQSeries MQINQ

説明

void mqseries_inq ( resource $hconn , resource $hobj , int $selectorCount , array $selectors , int $intAttrCount , resource &$intAttr , int $charAttrLength , resource &$charAttr , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_inq() (MQINQ) は、整数の配列と文字列を返します。 これはオブジェクトの属性を表します。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
hObj

オブジェクトハンドル。

このハンドルは、使用するオブジェクトを表します。
selectorCount

セレクタの数。
selectors

属性セレクタの配列。
intAttrLength

整数属性の数。
intAttr

整数属性の配列。
charAttrLength

文字属性バッファの長さ。
charAttr

文字属性。
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compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_inq() の例
<?php
    $int_attr = array();
    $char_attr = "";
    
    mqseries_inq($conn, $obj, 1, array(MQSERIES_MQCA_Q_MGR_NAME), 0, $int_attr, 48, $char_attr, $comp_code, $reason);
    
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("INQ CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    } else {
        echo "INQ QManager name result ".$char_attr."<br>\n";
    }
?>

参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
mqseries_open() - MQSeries MQOPEN

mqseries_open
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_open — MQSeries MQOPEN

説明

void mqseries_open ( resource $hconn , array &$objDesc , int $option , resource &$hobj , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_open() (MQOPEN) は、オブジェクトへのアクセスを確立します。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
objDesc

オブジェクト記述子 (MQOD)。
options

関数の動作を制御するオプション。
hObj

オブジェクトハンドル。

このハンドルは、使用するオブジェクトを表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。
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例

例1 mqseries_open() の例
<?php
    $mqods = array('ObjectName' => 'TESTQ');
    mqseries_open(
                $conn,
                $mqods,
                MQSERIES_MQOO_INPUT_AS_Q_DEF | MQSERIES_MQOO_FAIL_IF_QUIESCING | MQSERIES_MQOO_OUTPUT,
                $obj,
                $comp_code,
                $reason);
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("open CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
        exit;
    }
?>

参考

mqseries_close() - MQSeries MQCLOSE

mqseries_put1
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_put1 — MQSeries MQPUT1

説明

void mqseries_put1 ( resource $hconn , resource &$objDesc , resource &$msgDesc , resource &$pmo , string $buffer , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_put1() (MQPUT1) は、ひとつのメッセージをキューに置きます。 キューがオープンされている必要はありません。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
objDesc

オブジェクト記述子 (MQOD)。

これは、メッセージを追加したいキューを表す構造体です。
msgDesc

メッセージ記述子 (MQMD)。
pmo

Put メッセージのオプション (MQPMO)。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
mqseries_open() - MQSeries MQOPEN
mqseries_get() - MQSeries MQGET

mqseries_put
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(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_put — MQSeries MQPUT

説明

void mqseries_put ( resource $hConn , resource $hObj , array &$md , array &$pmo , string $message , resource &$compCode , resource &$reason )

The mqseries_put() (MQPUT) は、メッセージをキューあるいは配送リストにおきます。 キューあるいは配送リストを事前にオープンしておく必要があります。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
hObj

オブジェクトハンドル。

このハンドルは、使用するオブジェクトを表します。
md

メッセージ記述子 (MQMD)。
pmo

Put メッセージのオプション (MQPMO)。
message

実際にキューに置くメッセージ。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

例

例1 mqseries_put() の例
<?php
// キューマネージャへの接続をオープンします
    mqseries_conn('WMQ1', $conn, $comp_code, $reason);
// これで、$conn がキューマネージャへの接続を指すようになります

// testq キューへの接続をオープンします
    mqseries_open(
                $conn,
                array('ObjectName' => 'TESTQ'),
                MQSERIES_MQOO_INPUT_AS_Q_DEF | MQSERIES_MQOO_FAIL_IF_QUIESCING | MQSERIES_MQOO_OUTPUT,
                $obj,
                $comp_code,
                $reason);
// これで、$obj はオブジェクト (TESTQ) を指すようになります

// メッセージ記述子の配列を設定します。MQSeries のリファレンスマニュアルを参照ください
    $md = array(
                'Version' => MQSERIES_MQMD_VERSION_1,
                'Expiry' => MQSERIES_MQEI_UNLIMITED,
                'Report' => MQSERIES_MQRO_NONE,
                'MsgType' => MQSERIES_MQMT_DATAGRAM,
                'Format' => MQSERIES_MQFMT_STRING,
                'Priority' => 1,
                'Persistence' => MQSERIES_MQPER_PERSISTENT);

// Put メッセージのオプションを設定します
    $pmo = array('Options' => MQSERIES_MQPMO_NEW_MSG_ID|MQSERIES_MQPMO_SYNCPOINT);
    
// 'Ping' というメッセージをキューに置きます
    mqseries_put($conn, $obj, $md, $pmo, 'Ping', $comp_code, $reason);

    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("put CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
    }

// オブジェクトへの参照 $obj を閉じます
    mqseries_close($conn, $obj, MQSERIES_MQCO_NONE, $comp_code, $reason);

// キューマネージャとの接続を切断します
    mqseries_disc($conn, $comp_code, $reason);
    
?>
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参考

mqseries_conn() - MQSeries MQCONN
mqseries_connx() - MQSeries MQCONNX
mqseries_open() - MQSeries MQOPEN
mqseries_get() - MQSeries MQGET

mqseries_set
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_set — MQSeries MQSET

説明

void mqseries_set ( resource $hconn , resource $hobj , int $selectorcount , array $selectors , int $intattrcount , array $intattrs , int $charattrlength , array $charattrs , resource &$compCode , resource &$reason )

mqseries_set() (MQSET) は、ハンドルが指すオブジェクトの属性を変更します。 オブジェクトは、キューでなければなりません。

パラメータ
hConn

接続ハンドル。

このハンドルは、キューマネージャへの接続を表します。
compCode

完了コード。
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

値を返しません。

参考

mqseries_inq() - MQSeries MQINQ

mqseries_strerror
(PECL mqseries >= 0.10.0)

mqseries_strerror — 結果コード (MQRC) に対応するエラーメッセージを返す

説明

string mqseries_strerror ( int $reason )

mqseries_strerror() は、結果コードに対応するメッセージを返します。

パラメータ
reason

compCode の原因を表すコード。

返り値

原因コードのメッセージを文字列で返します。

例

例1 mqseries_strerror() の例
<?php
    if ($comp_code !== MQSERIES_MQCC_OK) {
        printf("open CompCode:%d Reason:%d Text:%s<br>\n", $comp_code, $reason, mqseries_strerror($reason));
        exit;
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    }
?>

上の例の出力は以下となります。
Connx CompCode:2 Reason:2059 Text:Queue manager not available for connection.                    

目次
mqseries_back — MQSeries MQBACK
mqseries_begin — MQseries MQBEGIN
mqseries_close — MQSeries MQCLOSE
mqseries_cmit — MQSeries MQCMIT
mqseries_conn — MQSeries MQCONN
mqseries_connx — MQSeries MQCONNX
mqseries_disc — MQSeries MQDISC
mqseries_get — MQSeries MQGET
mqseries_inq — MQSeries MQINQ
mqseries_open — MQSeries MQOPEN
mqseries_put1 — MQSeries MQPUT1
mqseries_put — MQSeries MQPUT
mqseries_set — MQSeries MQSET
mqseries_strerror — 結果コード (MQRC) に対応するエラーメッセージを返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
mqseries 関数

mqseries_back — MQSeries MQBACK
mqseries_begin — MQseries MQBEGIN
mqseries_close — MQSeries MQCLOSE
mqseries_cmit — MQSeries MQCMIT
mqseries_conn — MQSeries MQCONN
mqseries_connx — MQSeries MQCONNX
mqseries_disc — MQSeries MQDISC
mqseries_get — MQSeries MQGET
mqseries_inq — MQSeries MQINQ
mqseries_open — MQSeries MQOPEN
mqseries_put1 — MQSeries MQPUT1
mqseries_put — MQSeries MQPUT
mqseries_set — MQSeries MQSET
mqseries_strerror — 結果コード (MQRC) に対応するエラーメッセージを返す

Net Gopher

導入
gopher プロトコルは » RFC 1436 で定義されており、現在の HTTP プロトコルの先祖にあたるものと みなされています。しかし gopher は、非 gopher リソースへの 参照機能も提供しており、telnet・wais・nntp そしてもちろん http についても参照可能です。この拡張モ
ジュールは PHP の URL ラッパに gopher の サポートを追加し、gopher フォーマットのディレクトリ一覧を表示する ヘルパ関数 gopher_parsedir() を提供します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1436
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外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
前提条件: PHP 4.3.0 以降が必要です。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/net_gopher

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Net_Gopher 定数
定数 値 説明

GOPHER_DOCUMENT 0 標準的な text/plain ドキュメント。
GOPHER_DIRECTORY 1 gopher フォーマットのディレクトリ一覧を含むリソース。
GOPHER_BINHEX 4 BinHex エンコードされたバイナリファイル。
GOPHER_DOSBINARY 5 DOS フォーマットのバイナリアーカイブ。
GOPHER_UUENCODED 6 UUEncode されたファイル。
GOPHER_BINARY 9 一般的なバイナリファイル。
GOPHER_INFO 255情報エントリ。
GOPHER_HTTP 254 HTTP リソースへの参照。
GOPHER_UNKNOWN -1 特定のカテゴリにあてはまらないエントリ。

例
目次

基本的な例

基本的な例
<?php
readfile("gopher://gopher.example.com/somedocument");
?>

Gopher 関数

gopher_parsedir
(PECL net_gopher >= 0.1)

gopher_parsedir — gopher フォーマットのディレクトリエントリを連想配列に変換する

http://pecl.php.net/package/net_gopher
http://pecl.php.net/package/net_gopher
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説明

array gopher_parsedir ( string $dirent )

gopher_parsedir() は、gopher フォーマットされたディレクトリエントリを連想配列に変換します。

gopher は、リクエストに対して text/plain 形式の ドキュメントを返します。ディレクトリ（例えば / など）へのリクエストには 特別にエンコードされた一連の行を返し、その個々の行が 1 つのディレクトリ エントリあるいは情報行を表します。

パラメータ
dirent

ディレクトリエントリ。

返り値

以下の要素からなる連想配列を返します。

type - GOPHER_XXX 定数のいずれか。
title - リソースの名前。
path - リソースのパス。
host - このドキュメント (あるいはディレクトリ) を保持するホストのドメイン名。
port - host に接続するポート。

失敗した場合には、さらに data というエントリがこの配列に追加され、そこにパースした行が含まれます。

例

例1 gopher://gopher.example.com/ からの出力を以下のように仮定する
0All about my gopher site.               /allabout.txt               gopher.example.com    70
9A picture of my cat.                    /pics/cat.png               gopher.example.com    70
1A collection of my writings.            /stories                    gopher.example.com    70
hThe HTTP version of this site.          URL:http://www.example.com  gopher.example.com    70
1Mirror of this site in Spain.           /                           gopher.ejemplo.co.es  70
iWelcome to my gopher site.                                          error.host            1
iPlease select one of the options above                              error.host            1
iSend complaints to /dev/null                                        error.host            1
iLong live gopher!                                                   error.host            1

上の例で、gopher.example.com のルートディレクトリには ID 0 のドキュメント が gopher://gopher.example.com:70/allabout.txt にあります。 また、2 つのディレクトリ（それぞれ独自のファイル一覧を保持します）が gopher://gopher.exmaple.com:70/stories お
よび gopher://gopher.ejemplo.co.es:70/ にあります。 その他にバイナリファイル・HTTP URL へのリンク・そして情報の行があります。

ディレクトリ一覧の各行を gopher_parsedir() に渡すと、 そのデータを連想配列形式にフォーマットします。

例2 gopher_parsedir() の使用例
<?php
$directory = file("gopher://gopher.example.com");

foreach($directory as $dirent) {
    print_r(gopher_parsedir($dirent));
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Array (
  [type] => 0
  [title] => All about my gopher site.
  [path] => /allabout.txt
  [host] => gopher.example.com
  [port] => 70
)
Array (
  [type] => 9
  [title] => A picture of my cat.
  [path] => /pics/cat.png
  [host] => gopher.example.com
  [port] => 70
)
Array (
  [type] => 1
  [title] => A collection of my writings.
  [path] => /stories
  [host] => gopher.example.com
  [port] => 70
)
Array (
  [type] => 254
  [title] => The HTTP version of this site.
  [path] => URL:http://www.example.com
  [host] => gopher.example.com
  [port] => 70
)
Array (
  [type] => 1
  [title] => Mirror of this site in Spain.
  [path] => /
  [host] => gopher.ejemplo.co.es
  [port] => 70
)
Array (
  [type] => 255
  [title] => Welcome to my gopher site.
  [path] =>
  [host] => error.host



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

  [port] => 1
)
Array (
  [type] => 255
  [title] => Please select one of the options above.
  [path] =>
  [host] => error.host
  [port] => 1
)
Array (
  [type] => 255
  [title] => Send complaints to /dev/null
  [path] =>
  [host] => error.host
  [port] => 1
)
Array (
  [type] => 255
  [title] => Long live gopher!
  [path] =>
  [host] => error.host
  [port] => 1
)

目次
gopher_parsedir — gopher フォーマットのディレクトリエントリを連想配列に変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な例
Gopher 関数

gopher_parsedir — gopher フォーマットのディレクトリエントリを連想配列に変換する

ネットワーク

導入
さまざまなネットワーク関数を提供します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
checkdnsrr()、getmxrr() および dns_get_record() には Linux の Bind が必要です。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。
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ネットワーク設定オプション(Network)
名前 デフォルト 変更の可否 変更の履歴

define_syslog_variables "0" PHP_INI_ALL PHP 5.3.0 で非推奨となり、この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

define_syslog_variables boolean

様々なsyslog変数(例: $LOG_PID、$LOG_CRON、等)を定義するかどうか。 これをoffにするのは、性能面では良い考えです。 実行時にdefine_syslog_variables()をコールする ことにより、これらを定義することができます。

リソース型
この拡張モジュールでは、ファイルポインタリソースを定義しています。これは fsockopen() および pfsockopen() で使用するものです。

定義済み定数
以下の定数は、PHP コアに含まれており、常に利用可能です。

openlog()オプション
定数 説明

LOG_CONS システムロガーにデータを送信する際にエラーが発生した場合、 システムコンソールに直接書き込む。
LOG_NDELAY ロガーにただちに接続をオープンする。
LOG_ODELAY (デフォルト) 最初のメッセージが記録されるまで接続のオープンを 遅延させる。
LOG_NOWAIT

LOG_PERROR 標準エラー出力にもログメッセージを出力する
LOG_PID 各メッセージにプロセスIDを含める

openlog() ファシリティ
定数 説明

LOG_AUTH セキュリティ/認証メッセージ（LOG_AUTHPRIVが定義されているシステムであれば 代わりにそれを使用してください）
LOG_AUTHPRIV セキュリティ/認証メッセージ (private)
LOG_CRON 時刻デーモン (cron and at)
LOG_DAEMON その他のシステムデーモン
LOG_KERN カーネルメッセージ
LOG_LOCAL0 ... LOG_LOCAL7 ローカルで使用できるようリザーブされている。Windowsでは使用できない。
LOG_LPR ラインプリンタサブシステム
LOG_MAIL メールサブシステム
LOG_NEWS USENETニュースサブシステム
LOG_SYSLOG syslogdによって内部で生成されたメッセージ
LOG_USER 一般ユーザーレベルのメッセージ
LOG_UUCP UUCPサブシステム

syslog()プロパティ(降順)
定数 説明

LOG_EMERG システムは使用不可
LOG_ALERT アクションを直ちに起こすことが必要
LOG_CRIT 危機的な条件
LOG_ERR エラー条件
LOG_WARNING警告条件
LOG_NOTICE 正常、しかし、注意すべき条件
LOG_INFO 情報メッセージ
LOG_DEBUG デバッグレベルメッセージ

dns_get_record()オプション
定数 説明

DNS_A IPv4アドレスリソース
DNS_MX Mail Exchangerリソース
DNS_CNAMEエイリアス(Canonical Name)リソース
DNS_NS Authoritative Name Serverリソース
DNS_PTR ポインタリソース
DNS_HINFOホスト情報リソース（これらの値の意味については、IANA の » Operating System Names を参照ください）

http://www.iana.org/assignments/operating-system-names
http://www.iana.org/assignments/operating-system-names
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DNS_SOA 認証リソースの開始
DNS_TXT テキストリソース
DNS_ANY 全てのリソースレコード。多くのシステムでは、 これは、全てのリソースレコードを返します。 しかし、危機的な状況には対応できません。代わりに DNS_ALL を試してください。
DNS_AAAA IPv6アドレスリソース
DNS_ALL 利用可能なレコード型毎のネームサーバへの反復クエリ。

ネットワーク 関数

checkdnsrr
(PHP 4, PHP 5)

checkdnsrr — 指定したインターネットホスト名もしくは IP アドレスに対応する DNS レコードを検索する

説明

bool checkdnsrr ( string $host [, string $type = "MX" ] )

host に対応する type 型のレコードを DNS から探します。

パラメータ
host

hostは、ドットで 4 つに分けられた形式の IP アドレスか、あるいはホスト名です。
type

typeは、A, MX, NS, SOA, PTR, CNAME, AAAA, A6, SRV, NAPTR, ANY のどれか一つです。

返り値

レコードが見つかった場合に TRUE、 何も見つからないかエラーが発生した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォームでも動作するようになりました。
5.2.4 TXT type が追加されました。
5.0.0 AAAA type が追加されました。

注意

注意:

この関数が実装される前の Windows での互換性を保つには、 » PEAR の » Net_DNS クラスをお試しください。

参考

dns_get_record() - ホスト名に関連する DNS リソースレコードを取得する
getmxrr() - 指定したインターネットホスト名に対応する MX レコードを取得する
gethostbyaddr() - 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
gethostbyname() - インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbynamel() - 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する
the named(8) manual page

closelog
(PHP 4, PHP 5)

closelog — システムログへの接続を閉じる

説明

bool closelog ( void )

http://pear.php.net/
http://pear.php.net/package/Net_DNS
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closelog() はシステムログへの書きこみに使用されているデスクプリタを閉じます。 closelog() の使用はオプションです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

syslog() - システムログのメッセージを生成する
openlog() - システムのロガーへの接続をオープンする

define_syslog_variables
(PHP 4, PHP 5)

define_syslog_variables — syslog に関係する全ての定数を初期化する

説明

void define_syslog_variables ( void )

syslog 関数で使用される全ての定数を初期化します。

返り値

値を返しません。

Syslog 変数
変数 同等な定数 意味 注意

$LOG_EMERG LOG_EMERG システムが使用不能  
$LOG_ALERT LOG_ALERT 即時の対応が必要  
$LOG_CRIT LOG_CRIT 致命的な状態  
$LOG_ERR LOG_ERR   
$LOG_WARNING LOG_WARNING   
$LOG_NOTICE LOG_NOTICE   
$LOG_INFO LOG_INFO   
$LOG_DEBUG LOG_DEBUG   
$LOG_KERN LOG_KERN   
$LOG_USER LOG_USER 一般的なユーザレベル  
$LOG_MAIL LOG_MAIL ログをメールで送信  
$LOG_DAEMON LOG_DAEMON 他のシステムデーモン  
$LOG_AUTH LOG_AUTH   
$LOG_SYSLOG LOG_SYSLOG  Netware では使用不能
$LOG_LPR LOG_LPR   
$LOG_NEWS LOG_NEWS Usenet ニュース HP-UX では利用できません
$LOG_CRON LOG_CRON  すべてのプラットフォームで利用できません
$LOG_AUTHPRIV LOG_AUTHPRIV  AIX では利用できません
$LOG_LOCAL0 LOG_LOCAL0  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL1 LOG_LOCAL1  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL2 LOG_LOCAL2  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL3 LOG_LOCAL3  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL4 LOG_LOCAL4  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL5 LOG_LOCAL5  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL6 LOG_LOCAL6  Windows および Netware では利用できません
$LOG_LOCAL7 LOG_LOCAL7  Windows および Netware では利用できません
$LOG_PID LOG_PID   
$LOG_CONS LOG_CONS   
$LOG_ODELAY LOG_ODELAY   
$LOG_NDELAY LOG_NDELAY   
$LOG_NOWAIT LOG_NOWAIT  BeOS では利用できません
$LOG_PERROR LOG_PERROR  AIX では利用できません
警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。
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例

例1 define_syslog_variables() の例
<?php
// syslog 変数が定義済みかどうかを確認します
if(!get_cfg_var('define_syslog_variables'))
{
    define_syslog_variables();
}

// ログを開きます
openlog('', $LOG_ODELAY, $LOG_MAIL | $LOG_USER);

// スクリプトを続行します ...
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は E_DEPRECATED を発行するようになりました。

参考

openlog() - システムのロガーへの接続をオープンする
syslog() - システムログのメッセージを生成する
closelog() - システムログへの接続を閉じる

dns_check_record
(PHP 5)

dns_check_record — checkdnsrr() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 checkdnsrr().

dns_get_mx
(PHP 5)

dns_get_mx — getmxrr() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 getmxrr().

dns_get_record
(PHP 5)

dns_get_record — ホスト名に関連する DNS リソースレコードを取得する

説明

array dns_get_record ( string $hostname [, int $type = DNS_ANY [, array &$authns [, array &$addtl ]]] )

指定した hostname に関連づけられた DNS リソースレコードを取得します。

パラメータ
hostname

hostname は、正しい DNS ホスト名、すなわち "www.example.com" のようなものでなければなりません。 in-addr.arpa 形式の表記を用いた逆引き検索は可能ですが、 たいていは gethostbyaddr() を用いるほうが適当です。

注意:

DNS の標準規格により、メールアドレスは user.host 形式で渡されます （たとえば、hostmaster.example.com が hostmaster@example.com の代わりとなります）。 この値をしっかり確認し、mail() のような関数で 利用する前には必要なら変更を加える
ことを忘れないようにしてください。
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type

デフォルトでは、dns_get_record() は hostname に関連するすべてのリソースレコードを検索します。 これを制限するには、オプションの type パラメータを指定してください。 type は以下のうちのいずれかです。 DNS_A, DNS_CNAME, DNS_HINFO, DNS_MX, DNS_NS, DNS_PTR,
DNS_SOA, DNS_TXT, DNS_AAAA, DNS_SRV, DNS_NAPTR, DNS_A6, DNS_ALL or DNS_ANY。

注意:

プラットフォーム依存の libresolv のおかしな挙動のせいで、 DNS_ANY が常にすべてのレコードを返すとは 限りません。速度は遅くなりますが、DNS_ALL のほうがより確実にすべてのレコードを取得できます。
authns

参照で渡し、 Authoritative Name Servers のリソースレコードが格納されます。
addtl

参照で渡し、 Additional Records が格納されます。

返り値

この関数は、連想配列を要素にもつ配列を返します。 失敗した場合に FALSE を返します。 それぞれの連想配列には 少なくとも 以下のキーが含まれています:

基本 DNS 属性
属性 意味
host これ以降の関連するデータが参照する DNS 名。
class dns_get_record() は Internet クラスのレコードのみを返すので、このパラメータは常に IN を返します。
type レコード型を表す文字列。type の値に応じて、 結果の配列には追加の属性が含まれます。以下の表を参照ください。
ttl このレコードの"有効期限 (Time To Live)"。レコードの本来の ttl と一致するとは 限りません。むしろ、 ネームサーバへのクエリにかかった時間をそこから引いたものに一致します。

'type' に応じて連想配列に追加される項目
レコー
ド型 追加項目

A ip: ドット区切り 10 進数形式の IPv4 アドレス。
MX pri: メールエクスチェンジャの優先度。 数字が小さいほど優先度が高い。 target: メールエクスチェンジャの FQDN 。 dns_get_mx() も参照ください。
CNAME target: レコードのエイリアスの対象となっている場所の FQDN 。
NS target: このホスト名に対する権威をもっているネームサーバの FQDN 。
PTR target: レコードが指している、DNS 名前空間内の場所
TXT txt: このレコードに関連付けられている任意の文字列。
HINFO cpu: このレコードが参照しているマシンの CPU を識別する IANA 番号。 os: このレコードが参照しているマシン上の OS を識別する IANA 番号。 これらの値の意味については、IANA の » Operating System Names を参照ください。

SOA
mname: リソースレコードの元となるマシンの FQDN 。 rname: このドメインの管理責任者の Email アドレス。 serial: ドメインのシリアル番号。 refresh: セカンダリネームサーバがこのドメインのコピーを更新する際に参照するリフレッシュ間隔（秒単位）。
retry: リフレッシュが失敗した際に 2 度目のリフレッシュを試みるまでの間隔（秒単位） expire: セカンダリネームサーバが、ゾーンデータの リフレッシュに失敗した場合にコピーのデータを破棄せず持ち続ける期間 （秒単位）。 minimum-ttl: クライアントが、 一
度取得したデータを再リクエストすることなしに利用できる最小期間（秒単位）。 個々のリソースレコードによって上書きが可能。

AAAA ipv6: IPv6 アドレス。
A6(PHP
>=
5.1.0)

masklen: chain で指定された対象から引き継ぐビット長。 ipv6: chain とマージするためのこのレコードのアドレス。 chain: ipv6 データとマージするための親レコード。

SRV pri: (Priority) 値が小さいものが優先されます。 weight: 同じ優先順位の targets からランダムに選択する際の重み。 target および port: リクエストされたサービスが存在するホスト名とポート。 詳細は » RFC 2782 を参照ください。
NAPTR order および pref: 上の pri および weight と同じ。 flags, services, regex, および replacement: » RFC 2915 で定義されるパラメータ。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォームでも動作するようになりました。
5.3.0 これより前のバージョンでは、authns パラメータを指定したときには addtl パラメータも必須となっていました。

例

例1 dns_get_record() の使用
<?php
$result = dns_get_record("php.net");
print_r($result);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => MX
            [pri] => 5
            [target] => pair2.php.net
            [class] => IN
            [ttl] => 6765
        )

http://www.iana.org/assignments/operating-system-names
http://www.iana.org/assignments/operating-system-names
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2782
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2915
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    [1] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => A
            [ip] => 64.246.30.37
            [class] => IN
            [ttl] => 8125
        )

)

例2 dns_get_record() と DNS_ANY の使用

MX レコードが解決されれば、たいていはメールサーバの IP アドレスを 取得したくなるものです。そのため、dns_get_record() は addtl に関連するレコードを含めて返します。 また、authns には 権威のあるネームサーバのリストを含めて返します。
<?php
/* php.net の "ANY" レコードを要求し、
   それに付随する情報を格納した配列を
   作成する。
   $authns にはネームサーバの一覧が、
   また $addtl には追加レコードが
   それぞれ格納される。 */
$result = dns_get_record("php.net", DNS_ANY, $authns, $addtl);
echo "Result = ";
print_r($result);
echo "Auth NS = ";
print_r($authns);
echo "Additional = ";
print_r($addtl);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Result = Array
(
    [0] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => MX
            [pri] => 5
            [target] => pair2.php.net
            [class] => IN
            [ttl] => 6765
        )

    [1] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => A
            [ip] => 64.246.30.37
            [class] => IN
            [ttl] => 8125
        )

)
Auth NS = Array
(
    [0] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => NS
            [target] => remote1.easydns.com
            [class] => IN
            [ttl] => 10722
        )

    [1] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => NS
            [target] => remote2.easydns.com
            [class] => IN
            [ttl] => 10722
        )

    [2] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => NS
            [target] => ns1.easydns.com
            [class] => IN
            [ttl] => 10722
        )

    [3] => Array
        (
            [host] => php.net
            [type] => NS
            [target] => ns2.easydns.com
            [class] => IN
            [ttl] => 10722
        )

)
Additional = Array
(
    [0] => Array
        (
            [host] => pair2.php.net
            [type] => A
            [ip] => 216.92.131.5
            [class] => IN
            [ttl] => 6766
        )

    [1] => Array
        (
            [host] => remote1.easydns.com
            [type] => A
            [ip] => 64.39.29.212
            [class] => IN
            [ttl] => 100384
        )

    [2] => Array
        (
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            [host] => remote2.easydns.com
            [type] => A
            [ip] => 212.100.224.80
            [class] => IN
            [ttl] => 81241
        )

    [3] => Array
        (
            [host] => ns1.easydns.com
            [type] => A
            [ip] => 216.220.40.243
            [class] => IN
            [ttl] => 81241
        )

    [4] => Array
        (
            [host] => ns2.easydns.com
            [type] => A
            [ip] => 216.220.40.244
            [class] => IN
            [ttl] => 81241
        )

)

注意

注意:

特定のプラットフォーム (Windows や *BDS、あるいは Mac) でこの関数が実装されていなかったバージョンとの互換性を保持するには、 » PEAR の » Net_DNS クラスを試してみてください。

参考

dns_get_mx() - getmxrr のエイリアス
dns_check_record() - checkdnsrr のエイリアス

fsockopen
(PHP 4, PHP 5)

fsockopen — インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする

説明

resource fsockopen ( string $hostname [, int $port = -1 [, int &$errno [, string &$errstr [, float $timeout = ini_get("default_socket_timeout") ]]]] )

hostname で指定したリソースへのソケット接続を開始します。

サポートされるソケットトランスポートのリスト に記述されているように、PHP は Internet ドメインまたは Unix ドメインをサポートします。 サポートされるトランスポートのリストは、stream_get_transports() を使って取得することもできます。

ソケットはデフォルトでブロックモードで開かれます。 socket_set_blocking() を使用して、 非ブロックモードに切換えることができます。

パラメータ
hostname

OpenSSL サポートが インストール されている場合、 hostname の前に ssl:// または tls:// を付加することにより、TCP/IP 経由でリモートホストに接続する際に SSL または TLS クライアント接続を使用することができます。
port

ポート番号。
errno

指定した場合は、システムコール connect() で発生したエラーのエラー番号が格納されます。

errno は 0 なのに関数が FALSE を返す場合、connect() をコールする前にエラーを発生したことを示します。 この場合、おそらくはソケットの初期化に原因があります。
errstr

エラーメッセージを表す文字列。
timeout

接続タイムアウト秒数。

注意:

ソケット経由でデータを読み書きする際のタイムアウトを設定する必要がある場合、 fsockopen() の timeout パラメータは、 ソケットに接続する間にだけ適用されるため、 socket_set_timeout() を使用してください。

返り値

fsockopen()は、ファイルポインタを返します。 このファイルポインタは、 (fgets(), fgetss(), fputs(), fclose(), feof() のような) 他のファイル関数で使用可能です。 失敗した場合は FALSE を返します。

http://pear.php.net/
http://pear.php.net/package/Net_DNS
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エラー / 例外

hostname が有効なドメインでない場合は E_WARNING をスローします。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 timeout パラメータが win32 もサポートするようになりました。
4.3.0 TCP/IP 上での SSL および TLS のサポートが追加されました。

例

例1 fsockopen() の例
<?php
$fp = fsockopen("www.example.com", 80, $errno, $errstr, 30);
if (!$fp) {
    echo "$errstr ($errno)<br />\n";
} else {
    $out = "GET / HTTP/1.1\r\n";
    $out .= "Host: www.example.com\r\n";
    $out .= "Connection: Close\r\n\r\n";
    fwrite($fp, $out);
    while (!feof($fp)) {
        echo fgets($fp, 128);
    }
    fclose($fp);
}
?>

例2 UDP 接続の使用法

以下の例は、自分のマシンの UDP サービス "daytime" (ポート13) から日付と時間を取得する方法を示すものです。
<?php
$fp = fsockopen("udp://127.0.0.1", 13, $errno, $errstr);
if (!$fp) {
    echo "ERROR: $errno - $errstr<br />\n";
} else {
    fwrite($fp, "\n");
    echo fread($fp, 26);
    fclose($fp);
}
?>

注意

注意:

環境によっては Unix ドメインまたは オプションの接続タイムアウトが利用できないこともあります。

警告

UDPソケットは、リモートホストとの接続が確立されていない場合でも、 エラーを発生せずにオープンされたように見えることが時々あります。 このエラーは、そのソケットでデータを読み書きした際にのみ明らかになります。 この原因は、UDPが"コネクションレス"のプロト
コルであり、 実際にデータを送受信する必要が生じるまで、 オペレーションシステムがソケット用のリンクを確立しようとしないためです。

注意: 数値で IPv6 アドレスを指定するときは、 (例 fe80::1) アドレスを角カッコでくくらなくてはなりません。たとえば、 tcp://[fe80::1]:80.

参考

pfsockopen() - 持続的な Internet または Unix ドメインソケット接続をオープンする
stream_set_blocking() - ストリームのブロックモードを有効にする / 解除する
stream_set_timeout() - ストリームにタイムアウトを設定する
fgets() - ファイルポインタから 1 行取得する
fgetss() - ファイルポインタから 1 行取り出し、HTML タグを取り除く
fwrite() - バイナリセーフなファイル書き込み処理
fclose() - オープンされたファイルポインタをクローズする
feof() - ファイルポインタがファイル終端に達しているかどうか調べる
Curl 拡張モジュール

gethostbyaddr
(PHP 4, PHP 5)

gethostbyaddr — 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する

説明

string gethostbyaddr ( string $ip_address )
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ip_address で指定したインターネットホストのホスト名を返します。

パラメータ
ip_address

ホストの IP アドレス。

返り値

ホスト名を返します。 失敗した場合は、そのままの形の ip_address を文字列で返します。

例

例1 単純な gethostbyaddr() の例
<?php
$hostname = gethostbyaddr($_SERVER['REMOTE_ADDR']);

echo $hostname;
?>

参考

gethostbyname() - インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbynamel() - 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する

gethostbyname
(PHP 4, PHP 5)

gethostbyname — インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する

説明

string gethostbyname ( string $hostname )

hostname で指定したインターネットホストの IPv4 アドレスを返します。

パラメータ
hostname

ホスト名。

返り値

IPv4 アドレスを返します。失敗した場合は、そのままの形の hostname を文字列で返します。

例

例1 単純な gethostbyname() の例
<?php
$ip = gethostbyname('www.example.com');

echo $ip;
?>

参考

gethostbyaddr() - 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
gethostbynamel() - 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する
inet_pton() - 人間が読める形式の IP アドレスを、パックされた in_addr 形式に変換する
inet_ntop() - パックされたインターネットアドレスを、人間が読める形式に変換する

gethostbynamel
(PHP 4, PHP 5)

gethostbynamel — 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する

説明
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array gethostbynamel ( string $hostname )

hostname で指定したインターネットホストを検索して得られた IPv4 アドレスのリストを返します。

パラメータ
hostname

ホスト名。

返り値

IPv4 アドレスの配列を返します。 もし hostname が解決できなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 gethostbynamel() の例
<?php
$hosts = gethostbynamel('www.example.com');
print_r($hosts);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => 192.0.34.166
)

参考

gethostbyname() - インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbyaddr() - 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
checkdnsrr() - 指定したインターネットホスト名もしくは IP アドレスに対応する DNS レコードを検索する
getmxrr() - 指定したインターネットホスト名に対応する MX レコードを取得する
the named(8) manual page

gethostname
(PHP >= 5.3.0)

gethostname — ホスト名を取得する

説明

string gethostname ( void )

gethostname() 関数は、ローカルのマシンに設定されている標準的なホスト名を取得します。

返り値

成功時にはホスト名を示す文字列。失敗時には FALSE を返します

例

例1 簡単な gethostname() 関数の使用例
<?php
echo gethostname(); // 出力の例: sandie

// PHP 5.3 より前のバージョンでも動く別の方法
echo php_uname('n'); // 出力の例: sandie
?>

参考

gethostbyname() - インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbyaddr() - 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
php_uname() - PHP が稼動しているオペレーティングシステムに関する情報を返す

getmxrr
(PHP 4, PHP 5)
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getmxrr — 指定したインターネットホスト名に対応する MX レコードを取得する

説明

bool getmxrr ( string $hostname , array &$mxhosts [, array &$weight ] )

hostname に対応する MX レコードを DNS から探します。

パラメータ
hostname

インターネットホスト名。
mxhosts

見つかった MX レコードのリストが、配列 mxhosts に格納されます。
weight

配列 weight を指定すると、 そこに重み情報が格納されます。

返り値

何かレコードが見つかった場合に TRUE、 何も見つからないかエラーが発生した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、Windows プラットフォームでも動作するようになりました。

注意

注意:

この関数をメールアドレスの確認の目的で使用すべきではありません。 DNS が検出したメールエクスチェンジャーを返すだけです。 しかし、» RFC 2821 によれば、 メールエクスチェンジャーがひとつも見つからなければ、 hostname 自体が唯一のメールエクスチェ
ンジャー であるとみなされ、その優先度は 0（最高）となります。

注意:

この関数が実装される前の Windows での互換性を保つには、 » PEAR の » Net_DNS クラスを試してみてください。

参考

checkdnsrr() - 指定したインターネットホスト名もしくは IP アドレスに対応する DNS レコードを検索する
dns_get_record() - ホスト名に関連する DNS リソースレコードを取得する
gethostbyname() - インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbynamel() - 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する
gethostbyaddr() - 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
named(8) のマニュアルページ

getprotobyname
(PHP 4, PHP 5)

getprotobyname — プロトコル名のプロトコル番号を得る

説明

int getprotobyname ( string $name )

getprotobyname()は、プロトコル name のプロトコル番号を /etc/protocols から取得して返します。

パラメータ
name

プロトコル名。

返り値

プロトコル番号、あるいはプロトコルが見つからない場合に -1 を返します。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2821
http://pear.php.net/
http://pear.php.net/package/Net_DNS
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例

例1 getprotobyname() の例
<?php
$protocol = 'tcp';
$get_prot = getprotobyname($protocol);
if ($get_prot == -1) {
    echo '無効なプロトコル';
} else {
    echo 'プロトコル番号: ' . $get_prot;
}
?>

参考

getprotobynumber() - プロトコル番号が指すプロトコル名を取得する

getprotobynumber
(PHP 4, PHP 5)

getprotobynumber — プロトコル番号が指すプロトコル名を取得する

説明

string getprotobynumber ( int $number )

getprotobynumber() は、 /etc/protocols に基づき プロトコル番号 number が指すプロトコル名を返します。

パラメータ
number

プロトコル番号。

返り値

プロトコル名を文字列で返します。失敗した場合に FALSE を返します。

参考

getprotobyname() - プロトコル名のプロトコル番号を得る

getservbyname
(PHP 4, PHP 5)

getservbyname — インターネットサービスおよびプロトコルが関連するポート番号を取得する

説明

int getservbyname ( string $service , string $protocol )

getservbyname() は、 /etc/services に基づき 指定したプロトコル protocol に関して service に対応するインターネットポートを返します。

パラメータ
service

インターネットサービス名を表す文字列。
protocol

protocol は "tcp" あるいは "udp" (小文字) のいずれかです。

返り値

ポート番号を返します。 service あるいは protocol が見つからない場合は FALSE を返します。

例

例1 getservbyname() の例
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<?php
$services = array('http', 'ftp', 'ssh', 'telnet', 'imap',
'smtp', 'nicname', 'gopher', 'finger', 'pop3', 'www');

foreach ($services as $service) {
    $port = getservbyname($service, 'tcp');
    echo $service . ": " . $port . "<br />\n";
}
?>

参考

getservbyport() - ポートおよびプロトコルに対応するインターネットサービスを得る
ポート番号の完全なリストは » http://www.iana.org/assignments/port-numbers

getservbyport
(PHP 4, PHP 5)

getservbyport — ポートおよびプロトコルに対応するインターネットサービスを得る

説明

string getservbyport ( int $port , string $protocol )

getservbyport() は、 /etc/services に基づき 指定したプロトコル protocol に関してポート port に関連するインターネットサービスを返します。

パラメータ
port

ポート番号。
protocol

protocol は "tcp" あるいは "udp" (小文字) のいずれかです。

返り値

インターネットサービス名を文字列で返します。

参考

getservbyname() - インターネットサービスおよびプロトコルが関連するポート番号を取得する

header_remove
(PHP 5 >= 5.3.0)

header_remove — 以前に設定したHTTPヘッダを削除する

説明

void header_remove ([ string $name ] )

header()関数を使って以前に設定したHTTPヘッダを削除します。

パラメータ
name

削除するヘッダの名前

注意: このパラメータは大文字小文字を区別しません

返り値

値を返しません。

例

例1 特定のヘッダを削除する
<?php

http://www.iana.org/assignments/port-numbers
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header("X-Foo: Bar");
header("X-Bar: Baz");
header_remove("X-Foo"); 
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
X-Bar: Baz

例2 以前設定したすべてヘッダを削除する
<?php
header("X-Foo: Bar");
header("X-Bar: Baz");
header_remove(); 
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

注意

警告

この関数はPHPが設定した すべての ヘッダを削除します。 削除されるヘッダには、cookie や セッション、X-Powered-By があります。

参考

header() - 生の HTTP ヘッダを送信する
headers_sent() - ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる

header
(PHP 4, PHP 5)

header — 生の HTTP ヘッダを送信する

説明

void header ( string $string [, bool $replace = true [, int $http_response_code ]] )

header() は、生の HTTP ヘッダを送信するために使用されます。 HTTP ヘッダについての詳細な情報は » HTTP/1.1 仕様 を参照ください。

覚えておいて頂きたいのは、header() 関数は、 通常の HTML タグまたは PHP からの出力にかかわらず、すべての実際の 出力の前にコールする必要があることです。 頻出するエラーとして、include() または require() 関数、他のファイルをアクセスする関数に 空白または空
行があり、header() の前に出力が 行われてしまうというものがあります。同じ問題は、単一の PHP/HTML ファイルを使用している場合でも存在します。
<html>
<?php
/* これはエラーとなります。この上に出力があることに注目してください。
 * それはheader()のコールより前であるということになります */
header('Location: http://www.example.com/');
?>

パラメータ
string

ヘッダ文字列。

特殊な header コールが 2 種類あります。最初のものは、 文字列 "HTTP/" から始まる全てのヘッダ (大文字・小文字は区別されません) です。 このヘッダは、送信する HTTP ステータスコードを示すために使用されます。 例えば、存在しないファイルへのリクエストを処
理するためにある PHP スクリプトを使用するよう (ErrorDocument ディレクティブにより) Apache を設定する場合、 そのスクリプトが正しいステータスコードを返すようにする必要があります。
<?php
header("HTTP/1.0 404 Not Found");
?>

FastCGI の場合は、404 のレスポンスは次の形式でなければなりません。
<?php
header("Status: 404 Not Found");
?>

2 番目の特別なヘッダは、"Location:" ヘッダです。このヘッダがブラウザに返されるだけではなく、 ブラウザに REDIRECT (302) ステータスコードを返します (201 や 3xx ステータスコードが既に送信されていない場合にのみ)。
<?php
header("Location: http://www.example.com/"); /* ブラウザをリダイレクトします */

/* リダイレクトする際に、これ以降のコードが実行されないことを確認してください */
exit;
?>

replace

オプションのパラメータ replace は、ヘッダが 前に送信された類似のヘッダを置換するか、または、同じ形式の二番目の ヘッダを追加するかどうかを指定します。デフォルトでは、この関数は 置換を行ないますが、二番目の引数に FALSE を指定すると、同じ型の 複数の
ヘッダを強制的に生成します。例えば、

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2616
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2616
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<?php
header('WWW-Authenticate: Negotiate');
header('WWW-Authenticate: NTLM', false);
?>

http_response_code

HTTP レスポンスコードを強制的に指定の値にします。このパラメータが意味をなすのは string が空文字列でないときだけであることに注意しましょう。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
4.4.2 および 5.1.2この関数は一度に複数のヘッダを送信できないようになりました。 これは、ヘッダインジェクション攻撃への対策です。
4.3.0 http_response_code パラメータが追加されました。
4.0.4 replace パラメータが追加されました。

例

例1 ダウンロードダイアログ

PDF ファイルを生成した場合など、 それをダウンロードするかの確認ダイアログを表示させたいことがあるでしょう。 そんな場合は、» Content-Disposition ヘッダを使用してファイル名を指定すると、ブラウザ側でダイアログを表示させることができます。
<?php
// PDFを出力します
header('Content-type: application/pdf');

// downloaded.pdf という名前で保存させます
header('Content-Disposition: attachment; filename="downloaded.pdf"');

// もとの PDF ソースは original.pdf です
readfile('original.pdf');
?>

例2 キャッシュディレクティブ

PHP スクリプトはしばしば動的に HTML を生成するため、クライアント ブラウザやサーバおよびクライアントブラウザの間でプロキシがキャッシュを 行ったりするべきではありません。多くのプロキシとクライアントでは、 以下のコードにより強制的にキャッシュを無効にで
きます。
<?php
header("Cache-Control: no-cache, must-revalidate"); // HTTP/1.1
header("Expires: Sat, 26 Jul 1997 05:00:00 GMT"); // 過去の日付
?>

注意:

上記のヘッダを全て出力しなかったとしてもページのキャッシュが 行われない場合があることに気付くかもしれません。デフォルトの ブラウザのキャッシュの動作をユーザが変更できる手段はいくつもあります。 上記のヘッダを送信することにより、スクリプトの出
力がキャッシュされる 可能性がある設定を上書きするべきです。

さらに、session_cache_limiter() および 設定 session.cache_limiter を用いると、 セッションが使用された際にキャッシュ関係の正しいヘッダを 自動的に生成させることもできます。

注意

注意:

出力のバッファリングを使用してこの問題を回避することができます。 この場合、ブラウザへの出力が送信するまでサーバに 全てバッファリングされるオーバーヘッドがあります。出力バッファリングは、 ob_start() と ob_end_flush() をスクリプトでコールするか
php.ini またはサーバ設定ファイルの設定ディレクティブ output_buffering を設定することにより 行うことが可能です。

注意:

実際に header() が最初にコールされたか どうかにかかわらず、HTTP ステータスヘッダ行は クライアントに対し常に最初に送信されます。 HTTP ヘッダが既に送信されていない限り、 header() をコールすることでステータスは 常に上書きされます。

注意:

Microsoft Internet Explorer 4.01 にはバグがあり、 この方法が動作しません。これを解決する方法はありません。 同様に Microsoft Internet Explorer 5.5 にもこれを妨げるバグがあります。 こちらは、サービスパック 2 以降にアップグレードすることで対応でき
ます。

注意: セーフモードが有効な場合は、 WWW-Authenticate ヘッダ (HTTP 認証に使用する) を設定した際に、スクリプトの uid が realm 部に追加されます。

注意:

HTTP/1.1 では、スキーム、ホスト名、絶対パスを含む絶対 URI が » Location: の引数として必要ですが、相対 URI を受け付けるクライアントもあります。 通常は、相対 URI から絶対 URI を作成するためには $_SERVER['HTTP_HOST']、 $_SERVER['PHP_SELF'] お
よび dirname() を使用できます。
<?php
/* カレントディレクトリの別のページにリダイレクトします */
$host  = $_SERVER['HTTP_HOST'];
$uri   = rtrim(dirname($_SERVER['PHP_SELF']), '/\\');
$extra = 'mypage.php';
header("Location: http://$host$uri/$extra");
exit;
?>

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2183
http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.30
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注意:

session.use_trans_sid が有効であったとしても、セッション ID が Location ヘッダとともに 渡されることはありません。SID 定数を使用して 手動で渡す必要があります。

参考

headers_sent() - ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる
setcookie() - クッキーを送信する
HTTP 認証

headers_list
(PHP 5)

headers_list — 送信した (もしくは送信される予定の) レスポンスヘッダの一覧を返す

説明

array headers_list ( void )

headers_list() はブラウザもしくはクライアントに送信されるヘッダの数値配列を返します。 これらのヘッダが送信されたかどうかを判断するためには headers_sent() を使用します。

返り値

ヘッダを、数値添字の配列で返します。

例

例1 headers_list() の使用例
<?php

/* setcookie() でレスポンスヘッダをそれ自身に追加します */
setcookie('foo', 'bar');

/* 独自のレスポンスヘッダを定義します。
   これはほとんどのクライアントで無視されます */
header("X-Sample-Test: foo");

/* レスポンスがプレーンテキストだと宣言します */
header('Content-type: text/plain');

/* 送信しようとしているヘッダは? */
var_dump(headers_list());

?>

上の例の出力は以下となります。
array(4) {
  [0]=>
  string(23) "X-Powered-By: PHP/5.1.3"
  [1]=>
  string(19) "Set-Cookie: foo=bar"
  [2]=>
  string(18) "X-Sample-Test: foo"
  [3]=>
  string(24) "Content-type: text/plain"
}

参考

headers_sent() - ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる
header() - 生の HTTP ヘッダを送信する
setcookie() - クッキーを送信する
apache_response_headers() - HTTPレスポンスヘッダを全て取得する

headers_sent
(PHP 4, PHP 5)

headers_sent — ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる

説明

bool headers_sent ([ string &$file [, int &$line ]] )

ヘッダがすでに送信されているかどうかを調べます。
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ヘッダブロックがいったん送信されてしまった後で header() 関数を使って新たなヘッダ行を送信することはできません。 この関数を使うには、少なくとも HTTP ヘッダ関連のエラーを予防する必要があります。 あるいは、出力バッファリング を使う方法もあります。

パラメータ
file

オプション引数の file と line がセットされている場合、 PHP のソースファイル名と出力が開始された行番号が、それぞれ file と line に格納されます。
line

出力を開始した行番号。

返り値

headers_sent() は、HTTP ヘッダがまだ送信されていない場合に FALSE、 そうでないでない場合に TRUE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 オプションのパラメータ file と line が追加されました。

例

例1 headers_sent() 関数の使用例
<?php

// ヘッダがまだ何も送信されていない場合に、送信します
if (!headers_sent()) {
    header('Location: http://www.example.com/');
    exit;
}

// オプションのfileとlineパラメータの使用例（PHP4.3.0以降）
// $filename と $linenum が後で使用されていることに注目。
// これらの変数に事前に値を与えたりしてはいけません。
if (!headers_sent($filename, $linenum)) {
    header('Location: http://www.example.com/');
    exit;

// おそらく、ここでエラー処理を行うでしょう。
} else {

    echo "$filename の $linenum 行目でヘッダがすでに送信されています。\n" .
          "リダイレクトできません。代わりにこの <a " .
          "href=\"http://www.example.com\">リンク</a> をクリックしてください。\n";
    exit;
}

?>

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
trigger_error() - ユーザレベルのエラー/警告/通知メッセージを生成する
headers_list() - 送信した (もしくは送信される予定の) レスポンスヘッダの一覧を返す
関連する詳細な情報については header() - 生の HTTP ヘッダを送信する

inet_ntop
(PHP 5 >= 5.1.0)

inet_ntop — パックされたインターネットアドレスを、人間が読める形式に変換する

説明

string inet_ntop ( string $in_addr )

この関数は 32 ビット IPv4 形式あるいは 128 ビット IPv6 形式 (PHP が IPv6 サポートを有効にしてビルドされている場合) のアドレスを文字列表現のアドレスに変換します。

パラメータ
in_addr

32 ビット IPv4、あるいは 128b ビット IPv6 形式のアドレス。

返り値

アドレスを文字列で表したものを返します。失敗した場合に FALSE を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 inet_ntop() の例
<?php
$packed = chr(127) . chr(0) . chr(0) . chr(1);
$expanded = inet_ntop($packed);

/* 出力: 127.0.0.1 */
echo $expanded;

$packed = str_repeat(chr(0), 15) . chr(1);
$expanded = inet_ntop($packed);

/* 出力: ::1 */
echo $expanded;
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は Windows プラットフォームでも使用可能となりました。

参考

long2ip() - (IPv4) インターネットアドレスをインターネット標準ドット表記に変換する
ip2long() - (IPv4) インターネットプロトコルドット表記のアドレスを、適当なアドレスを有する文字列に変換する
inet_pton() - 人間が読める形式の IP アドレスを、パックされた in_addr 形式に変換する

inet_pton
(PHP 5 >= 5.1.0)

inet_pton — 人間が読める形式の IP アドレスを、パックされた in_addr 形式に変換する

説明

string inet_pton ( string $address )

この関数は、人間が読める形式の IPv4 あるいは IPv6 (PHP が IPv6 サポートを有効にしてビルドされている場合) のアドレスを 32 ビットあるいは 128 ビットのバイナリ形式に変換します。

パラメータ
address

可読形式の IPv4 アドレスあるいは IPv6 アドレス。

返り値

指定した address を in_addr 形式で表したものを返します。

例

例1 inet_pton() の例
<?php
$in_addr = inet_pton('127.0.0.1');
 
$in6_addr = inet_pton('::1');
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は Windows プラットフォームでも使用可能となりました。

参考

ip2long() - (IPv4) インターネットプロトコルドット表記のアドレスを、適当なアドレスを有する文字列に変換する
long2ip() - (IPv4) インターネットアドレスをインターネット標準ドット表記に変換する
inet_ntop() - パックされたインターネットアドレスを、人間が読める形式に変換する

ip2long
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(PHP 4, PHP 5)

ip2long — (IPv4) インターネットプロトコルドット表記のアドレスを、適当なアドレスを有する文字列に変換する

説明

int ip2long ( string $ip_address )

関数 ip2long() は、インターネット標準形式 (ドット表記の文字列) 表現から IPv4 インターネットネットアドレスを生成します。

ip2long() は不完全な形式の IP アドレスに対しても動作します。詳しい情報は » http://publibn.boulder.ibm.com/doc_link/en_US/a_doc_lib/libs/commtrf2/inet_addr.htm を参照ください。

パラメータ
ip_address

標準形式のアドレス。

返り値

IPv4 アドレス、あるいは ip_address が不正な形式の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.10 このバージョンより前は、IPv4 のドット形式のアドレスでなくても ip2long() が有効な数値を返すことがありました。
5.0.0 このバージョンより前は、ip2long() が失敗したときの返り値は -1 でした。

例

例1 ip2long() の例
<?php
$ip = gethostbyname('www.example.com');
$out = "以下の URL は同じ意味です:<br />\n";
$out .= 'http://www.example.com/, http://' . $ip . '/, そして http://' . sprintf("%u", ip2long($ip)) . "/<br />\n";
echo $out;
?>

例2 IP アドレスの表示

2 番目の例は、printf() 関数で変換されたアドレスを出力する方法を示すものです。 PHP 4 と PHP 5 のどちらでも使えます。
<?php
$ip   = gethostbyname('www.example.com');
$long = ip2long($ip);

if ($long == -1 || $long === FALSE) {
    echo '無効な IP です。もういちど確認してください。';
} else {
    echo $ip   . "\n";           // 192.0.34.166
    echo $long . "\n";           // -1073732954
    printf("%u\n", ip2long($ip)); // 3221234342
}
?>

例3 IP の検証

ip2long() を、それ単体で IP の検証に利用するべきではありません。long2ip() と組み合わせて利用します。
<?php
// IP が有効であることを確認します。また、不完全な形式の IP を
// 以下で示すような正しい形式（ドットで 4 つに区切られている）に変換します。
$ip = long2ip(ip2long("127.0.0.1")); // "127.0.0.1"
$ip = long2ip(ip2long("10.0.0")); // "10.0.0.0"
$ip = long2ip(ip2long("10.0.256")); // "10.0.1.0"
?>

注意

注意:

PHP の整数型は符号付き形式であり、多くの IP アドレスは負の整数値になります。 そのため、符号なし IP アドレスを文字列形式で取得するには sprintf() や printf() で "%u" を使用する必要があります。

注意:

PHP 5 <= 5.0.2 では、IP 255.255.255.255 に対して ip2long() が FALSE を返します。 これは PHP 5.0.3 で -1 を返すように修正されています (PHP 4 と同じ動作です)。

参考

long2ip() - (IPv4) インターネットアドレスをインターネット標準ドット表記に変換する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す

http://publibn.boulder.ibm.com/doc_link/en_US/a_doc_lib/libs/commtrf2/inet_addr.htm
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long2ip
(PHP 4, PHP 5)

long2ip — (IPv4) インターネットアドレスをインターネット標準ドット表記に変換する

説明

string long2ip ( string $proper_address )

関数long2ip() は、適切なアドレス表現からドット表記 (例:aaa.bbb.ccc.ddd)のインターネットアドレスを生成します。

パラメータ
proper_address

正しい形式のアドレス。

返り値

インターネットの IP アドレスを表す文字列を返します。

参考

ip2long() - (IPv4) インターネットプロトコルドット表記のアドレスを、適当なアドレスを有する文字列に変換する

openlog
(PHP 4, PHP 5)

openlog — システムのロガーへの接続をオープンする

説明

bool openlog ( string $ident , int $option , int $facility )

openlog() は、プログラムによるシステムロガーへの接続をオープンします。

openlog() の使用は必須ではありません。この関数は、 必要に応じて syslog() により自動的に呼び出されます。 この場合、ident のデフォルト値は FALSE となります。

パラメータ
ident

文字列 ident が、各メッセージに追加されます。
option

option 引数は、 ログメッセージの生成時に使用されるロギング用オプションを指定します。

openlog() のオプション
定数 説明

LOG_CONS システムロガーにデータが送信される間にエラーが発生した場合、 直接、システムコンソールに書き込まれます。
LOG_NDELAY 直ちにロガーへの接続をオープンします。
LOG_ODELAY (デフォルト) 最初のメッセージがロギングされるまで接続のオープンを遅延します。
LOG_PERROR 標準エラー出力にもログメッセージを出力します。
LOG_PID 各メッセージに PID も含めます。
このオプションを一つまたは複数設定することが可能です。 複数のオプションを使用する場合、その論理和を指定します。 つまり、直ちに接続をオープンし、コンソールに書き込み、 各メッセージに PID を含めるには、 LOG_CONS | LOG_NDELAY | LOG_PID としま
す。

facility

引数 facility には、 ロギングを行う際のメッセージ型を指定します。これにより、 (使用するシステムの syslog の設定に関して) 異なった facility を有するメッセージをどのように処理するかを指定できるようになります。

openlog() の機能
定数 説明

LOG_AUTH セキュリティ/認証用メッセージ (定数 LOG_AUTHPRIV が定義されているシステムでは、代わりにそれを使用してください)
LOG_AUTHPRIV セキュリティ/認証 メッセージ (プライベート)
LOG_CRON クロックデーモン (cron や at)
LOG_DAEMON 他のシステムデーモン
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LOG_KERN カーネルメッセージ
LOG_LOCAL0 ... LOG_LOCAL7 ローカルでの使用のために確保されているもので、Windows では使用できません
LOG_LPR ラインプリンタサブシステム
LOG_MAIL メールサブシステム
LOG_NEWS USENET ニュース サブシステム
LOG_SYSLOG syslogd で内部的に生成されたメッセージ
LOG_USER 一般的なユーザレベルのメッセージ
LOG_UUCP UUCP サブシステム

注意:

Windows 環境で使用できるのは LOG_USER だけです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

syslog() - システムログのメッセージを生成する
closelog() - システムログへの接続を閉じる

pfsockopen
(PHP 4, PHP 5)

pfsockopen — 持続的な Internet または Unix ドメインソケット接続をオープンする

説明

resource pfsockopen ( string $hostname [, int $port = -1 [, int &$errno [, string &$errstr [, float $timeout = ini_get("default_socket_timeout") ]]]] )

この関数は、fsockopen() と全く同様に動作します。 ただし、この関数による接続はリクエストが終了した後でも閉じられないという違いがあります。 この関数は、fsockopen() の持続的接続版です。

パラメータ

パラメータについての情報は fsockopen() のドキュメントを参照ください。

参考

fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする

setcookie
(PHP 4, PHP 5)

setcookie — クッキーを送信する

説明

bool setcookie ( string $name [, string $value [, int $expire = 0 [, string $path [, string $domain [, bool $secure = false [, bool $httponly = false ]]]]]] )

setcookie() は、その他のヘッダ情報と共に 送信するクッキーを定義します。 ほかのヘッダ情報と同様に、 クッキーは、スクリプトによる他のあらゆる出力よりも前に 送信される必要があります（これはHTTPプロトコルの制約です）。 <html> や <head> タグはもちろん
空白も含め、あらゆる出力よりも前にこの関数をコールするようにしなければなりません。

一度クッキーが送信されると、次のページのロードからは $_COOKIE や $HTTP_COOKIE_VARS 配列によってクッキーにアクセスできます。 $_COOKIE のような スーパーグローバル は PHP 4.1.0 以降で有効となることに注意してください。 クッキーの値は $_REQUEST 配列
からもアクセスできます。

パラメータ

name 以外の全ての引数はオプションです。 全ての引数に関して引数の指定をスキップするために空文字列 ("") とすることが可能です。 expire および secure は数値なので、空文字列でスキップすることはできません。代わりにゼロ (0) を使用してください。

setcookie() の各パラメータがどのように作用するのかを知るには » RFC 2109 を参照ください。
name

クッキーの名前。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2109
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value

クッキーの値。この値はクライアントのコンピュータに保存されますので、 重要な情報は格納しないでください。 name が 'cookiename' だとすると、 その値は $_COOKIE['cookiename'] で取得することができます。
expire

クッキーの有効期限。これは Unix タイムスタンプなので Epoch（1970 年 1 月 1 日）からの経過秒数となります。 time() または mktime() 関数により 返された現在のUNIX標準時に、期限としたい必要な秒数を加算したものを 利用することができるでしょう。
time()+60*60*24*30 はクッキーの有効期限を 30 日後にセットします。 0 を設定したり省略したりした場合は、クッキーはセッションの最後 (つまりブラウザを閉じるとき) が有効期限となります。

注意:

expire パラメータには、Wdy, DD-Mon-YYYY HH:MM:SS GMT といった形式ではなく Unix タイムスタンプを渡していることにお気づきでしょうか。 これは、PHP の内部で自動的に変換を行っているからです。
path

サーバ上での、クッキーを有効としたいパス '/' をセットすると、クッキーは domain 配下の全てで有効となります。 '/foo/' をセットすると、クッキーは /foo/ ディレクトリとそのサブディレクトリ配下 (例えば /foo/bar/) で有効となります。 デフォルト値は、クッキー
がセットされたときのカレントディレクトリです。

domain

クッキーが有効なドメイン。 exapmle.com の全てのサブドメイン (example.com 自身も含む) でクッキーを有効とするには '.example.com' をセットします。 最初の . がなくてもクッキーを受け付けるブラウザもありますが、 » RFC 2109 では必ずつけなければならな
いことになっています。 'www.example.com' あるいは '.www.example.com' クッキーは www サブドメインにおいてのみ有効となります。

secure

クライアントからのセキュアな HTTPS 接続の場合にのみクッキーが送信されるようにします。 TRUE を設定すると、セキュアな接続が存在する場合にのみクッキーを設定します。 サーバ側では、このようにセキュアな接続の場合にのみクッキーを送信するという処理は プ
ログラマの責任で行うことになります (たとえば $_SERVER["HTTPS"] の内容を使用します)。

httponly

TRUE を設定すると、HTTP を通してのみクッキーにアクセスできるようになります。 つまり、JavaScript のようなスクリプト言語からはアクセスできなくなるということです。 この設定を使用すると、XSS 攻撃によって ID を盗まれる危険性を減らせます (が、すべてのブ
ラウザがこの設定をサポートしているというわけではありません)。 PHP 5.2.0 で追加されました。 TRUE あるいは FALSE で指定します。

返り値

もしもこの関数をコールする前に何らかの出力がある場合には、 setcookie() は失敗し FALSE を返します。 setcookie() が正常に実行されると、TRUE を返します。 この関数では、ユーザがクッキーを受け入れたかどうかを判断することはできません。

例

以下はクッキーを送信する例です。

例1 setcookie() での送信の例
<?php
$value = 'something from somewhere';

setcookie("TestCookie", $value);
setcookie("TestCookie", $value, time()+3600);  /* 有効期限は一時間です */
setcookie("TestCookie", $value, time()+3600, "/~rasmus/", ".example.com", 1);
?>

クッキーの value の部分は、クッキーの送信を行う際に自動的に URL エンコードされ、またクッキーを受信した際は、自動的にデコード されてクッキー名と同じ名前の変数に格納されることに注意してください。 この挙動が気に入らない場合、もし PHP 5 を使用しているなら
代わりに setrawcookie() を使ってください。 スクリプト内部で TestCookie の内容を見たい場合は、 以下のいずれかの例を使用します。
<?php
// 個々のクッキーを表示します
echo $_COOKIE["TestCookie"];
echo $HTTP_COOKIE_VARS["TestCookie"];

// デバッグ／テスト用には、全てのクッキーを見る方法があります。
print_r($_COOKIE);
?>

例2 setcookie() による削除の例

クッキーを削除する場合には、ブラウザの削除機構を起動するために 必ず有効期限を過去に設定する必要があります。 次に、先ほどの例で送信したクッキーを削除する例を示します。
<?php
// 有効期限を一時間前に設定します
setcookie ("TestCookie", "", time() - 3600);
setcookie ("TestCookie", "", time() - 3600, "/~rasmus/", ".example.com", 1);
?>

例3 setcookie() と配列

クッキー名で配列を記述することにより、クッキーの配列を設定することも可能です。 これにより配列要素と同数のクッキーを設定されますが、 クッキーがスクリプトに受信された際に、 値はクッキー名を有する配列に置きかえられます。
<?php
// クッキーを設定します
setcookie("cookie[three]", "cookiethree");
setcookie("cookie[two]", "cookietwo");
setcookie("cookie[one]", "cookieone");

// ページを再読み込みした後に、表示します
if (isset($_COOKIE['cookie'])) {
    foreach ($_COOKIE['cookie'] as $name => $value) {
        $name = htmlspecialchars($name);
        $value = htmlspecialchars($value);
        echo "$name : $value <br />\n";
    }
}
?>

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2109
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上の例の出力は以下となります。
three : cookiethree
two : cookietwo
one : cookieone

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 httponly パラメータが追加されました。

注意

注意:

この関数をコールする前でも出力できるように、 スクリプトの全ての出力をサーバ内にバッファリングさせることができます。 そのためには、ob_start() や ob_end_flush() を使用するか、あるいは php.ini やサーバ設定ファイルの output_buffering を使用しま
す。

注意:

PHPの register_globals ディレクティブが on になっている場合、 クッキーは変数にも登録されています。 以下の例では、$TestCookie 変数が存在します。 $_COOKIE の使用することを推奨します。

陥りやすい失敗

クッキーは、クッキーを有効にするために次にページをロードするまで アクセスすることができません。クッキーが正常にセットされたか テストするために、クッキーの有効期限が切れる前に次のページを ロードしてクッキーをチェックしてください。 有効期限は expire
引数でセットされます。 クッキーの利用についてデバッグするのに良い方法は print_r($_COOKIE); をコールすることです。
クッキーは設定されたものと同じパラメータで削除する必要があります。 値が空文字列あるいは FALSE で、その他の全ての引数が前に setcookie をコールした時と同じである場合に、指定された名前のクッキーが リモートクライアント上から削除されます。 内部的な動作
として、これは値を 'deleted' に変更した上で有効期限を 1 年前に設定しています。
クッキーの値として FALSE を設定すると、クッキーを削除しようとします。 そのため、boolean 値は使用できません。その代わりとして、 FALSE ではなく 0、そして TRUE ではなく 1 を使用します。
クッキー名で配列を記述することにより、 クッキーの配列を設定することも可能ですが、複数のクッキー がユーザーのシステム上に保存されることになります。 explode() を使用して ひとつのクッキー上に複数の名前と値をセットすることも 考慮してくださ
い。serialize() の使用はセキュリティーホールになり得るため、 この目的のために使用することはお勧めしません。

setcookie() を複数回コールした場合は、コールした順番で実行されます。

参考

header() - 生の HTTP ヘッダを送信する
setrawcookie() - 値を URL エンコードせずにクッキーを送信する
クッキー
» Netscape による最初のクッキーの仕様
» RFC 2109
» RFC 2965

setrawcookie
(PHP 5)

setrawcookie — 値を URL エンコードせずにクッキーを送信する

説明

bool setrawcookie ( string $name [, string $value [, int $expire = 0 [, string $path [, string $domain [, bool $secure = false [, bool $httponly = false ]]]]]] )

setrawcookie() は、 ブラウザに送信される際クッキーの値が自動的に URL エンコードされないことを除き、 setcookie() と等価です。

パラメータ

パラメータについての情報は setcookie() のドキュメントを参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 httponly パラメータが追加されました。

参考

setcookie() - クッキーを送信する

http://curl.haxx.se/rfc/cookie_spec.html
http://curl.haxx.se/rfc/cookie_spec.html
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2109
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2965
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socket_get_status
(PHP 4, PHP 5)

socket_get_status — stream_get_meta_data() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 stream_get_meta_data().

socket_set_blocking
(PHP 4, PHP 5)

socket_set_blocking — stream_set_blocking() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 stream_set_blocking().

socket_set_timeout
(PHP 4, PHP 5)

socket_set_timeout — stream_set_timeout() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 stream_set_timeout().

syslog
(PHP 4, PHP 5)

syslog — システムログのメッセージを生成する

説明

bool syslog ( int $priority , string $message )

syslog() はシステムログが出力するログメッセージを生成します。

ユーザ定義のログハンドラの設定に関する情報については、Unix マニュアルの syslog.conf (5) を参照ください。 syslog の facility と option に関するより詳細な情報は、 Unix マシンの syslog (3) にあります。

パラメータ
priority

priority は、容易さ (facility) とレベル (level) の組み合わせです。以下の値が使用できます。

syslog() の優先順位 (降順)
定数 説明

LOG_EMERG システムは使用不可
LOG_ALERT アクションを直ちにおこす必要がある
LOG_CRIT 致命的な条件
LOG_ERR エラーを発生する条件
LOG_WARNING警告を発生する条件
LOG_NOTICE 通常の動作だが、特徴的な条件
LOG_INFO 情報を与えるメッセージ
LOG_DEBUG デバッグ用のメッセージ

message
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残りの引数は送信するメッセージです。ただし、文字 %m は、errno の値に対応するエラーメッセージ文字列 (strerror) に置換されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 syslog() の使用例
<?php
// syslogをオープンし、プロセスIDをインクルードし、標準エラー出力にも
// ログを出力します。そして、ユーザ定義のログ記録機構を使用します。
openlog("myScriptLog", LOG_PID | LOG_PERROR, LOG_LOCAL0);

// 何らかのコード
if (authorized_client()) {
    // 何かをする
} else {
    // クライアントは未認証!
    // ログを記録する
    $access = date("Y/m/d H:i:s");
    syslog(LOG_WARNING, "Unauthorized client: $access {$_SERVER['REMOTE_ADDR']} ({$_SERVER['HTTP_USER_AGENT']})");
}

closelog();
?>

注意

Windows NT では、syslog サービスはイベントログを使用してエミュレートされます。

注意:

Windows 環境では、openlog() の facility パラメータに LOG_LOCAL0 から LOG_LOCAL7 までを使用することはできません。

参考

openlog() - システムのロガーへの接続をオープンする
closelog() - システムログへの接続を閉じる

目次
checkdnsrr — 指定したインターネットホスト名もしくは IP アドレスに対応する DNS レコードを検索する
closelog — システムログへの接続を閉じる
define_syslog_variables — syslog に関係する全ての定数を初期化する
dns_check_record — checkdnsrr のエイリアス
dns_get_mx — getmxrr のエイリアス
dns_get_record — ホスト名に関連する DNS リソースレコードを取得する
fsockopen — インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
gethostbyaddr — 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
gethostbyname — インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbynamel — 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する
gethostname — ホスト名を取得する
getmxrr — 指定したインターネットホスト名に対応する MX レコードを取得する
getprotobyname — プロトコル名のプロトコル番号を得る
getprotobynumber — プロトコル番号が指すプロトコル名を取得する
getservbyname — インターネットサービスおよびプロトコルが関連するポート番号を取得する
getservbyport — ポートおよびプロトコルに対応するインターネットサービスを得る
header_remove — 以前に設定したHTTPヘッダを削除する
header — 生の HTTP ヘッダを送信する
headers_list — 送信した (もしくは送信される予定の) レスポンスヘッダの一覧を返す
headers_sent — ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる
inet_ntop — パックされたインターネットアドレスを、人間が読める形式に変換する
inet_pton — 人間が読める形式の IP アドレスを、パックされた in_addr 形式に変換する
ip2long — (IPv4) インターネットプロトコルドット表記のアドレスを、適当なアドレスを有する文字列に変換する
long2ip — (IPv4) インターネットアドレスをインターネット標準ドット表記に変換する
openlog — システムのロガーへの接続をオープンする
pfsockopen — 持続的な Internet または Unix ドメインソケット接続をオープンする
setcookie — クッキーを送信する
setrawcookie — 値を URL エンコードせずにクッキーを送信する
socket_get_status — stream_get_meta_data のエイリアス
socket_set_blocking — stream_set_blocking のエイリアス
socket_set_timeout — stream_set_timeout のエイリアス
syslog — システムログのメッセージを生成する
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
ネットワーク 関数

checkdnsrr — 指定したインターネットホスト名もしくは IP アドレスに対応する DNS レコードを検索する
closelog — システムログへの接続を閉じる
define_syslog_variables — syslog に関係する全ての定数を初期化する
dns_check_record — checkdnsrr のエイリアス
dns_get_mx — getmxrr のエイリアス
dns_get_record — ホスト名に関連する DNS リソースレコードを取得する
fsockopen — インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする
gethostbyaddr — 指定した IP アドレスに対応するインターネットホスト名を取得する
gethostbyname — インターネットホスト名に対応するIPv4アドレスを取得する
gethostbynamel — 指定したインターネットホスト名に対応するIPv4アドレスのリストを取得する
gethostname — ホスト名を取得する
getmxrr — 指定したインターネットホスト名に対応する MX レコードを取得する
getprotobyname — プロトコル名のプロトコル番号を得る
getprotobynumber — プロトコル番号が指すプロトコル名を取得する
getservbyname — インターネットサービスおよびプロトコルが関連するポート番号を取得する
getservbyport — ポートおよびプロトコルに対応するインターネットサービスを得る
header_remove — 以前に設定したHTTPヘッダを削除する
header — 生の HTTP ヘッダを送信する
headers_list — 送信した (もしくは送信される予定の) レスポンスヘッダの一覧を返す
headers_sent — ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる
inet_ntop — パックされたインターネットアドレスを、人間が読める形式に変換する
inet_pton — 人間が読める形式の IP アドレスを、パックされた in_addr 形式に変換する
ip2long — (IPv4) インターネットプロトコルドット表記のアドレスを、適当なアドレスを有する文字列に変換する
long2ip — (IPv4) インターネットアドレスをインターネット標準ドット表記に変換する
openlog — システムのロガーへの接続をオープンする
pfsockopen — 持続的な Internet または Unix ドメインソケット接続をオープンする
setcookie — クッキーを送信する
setrawcookie — 値を URL エンコードせずにクッキーを送信する
socket_get_status — stream_get_meta_data のエイリアス
socket_set_blocking — stream_set_blocking のエイリアス
socket_set_timeout — stream_set_timeout のエイリアス
syslog — システムログのメッセージを生成する

Simple Asynchronous Messaging: 単純な非同期メッセージング

導入
この拡張モジュールを使用すると、IBM WebSphere MQSeries 製品群のようなメッセージングシステム・キューイングシステムに PHP スクリプトからアクセスできるようになります。このインターフェイスは、 一般的な操作 (単純なテキストメッセージをキューに配送するな
ど) については限りなくシンプルに実行できるように設計されています。 また、熟練者向けには、より複雑な操作もできるようになっています。 大半のユーザが使用する場合には、複雑で膨大な設定オプションは無視することができます。

SAM 拡張モジュールは、さまざまなメッセージングミドルウェアシステムにアクセスするための手段として 非常にシンプルな API を提供するフレームワークです。 現在このパッケージに標準で組み込まれているのは、 MQTT (MQ Telemetry Transport) メッセージングプロト
コルのサポート および IBM Messaging and Queuing ミドルウェア製品群のサポートです。 SAM は、その他のメッセージングシステムをサポートするために拡張できるよう設計されています。 この拡張モジュールは、C あるいは PHP で書くことができます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
SAM 拡張モジュールは、IBM Messaging and Queuing ミドルウェア製品とのインターフェイスとして XMS のライブラリおよびクライアント側のコードを使用します。 このパッケージは、IBM support pack IA94 としてフリーでダウンロードできます。 このパッケージにつ
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いての説明、そしてダウンロード用のリンクは » Introducing XMS - The IBM Message Service API にあります。

SAM を使用して WebSphere MQ のメッセージングおよびキューイング機能にアクセスしたい場合は、 ローカル MQ キューマネージャあるいは WebSphere MQ クライアントパッケージをインストールする必要があります。 クライアントパッケージは、サポートパック (»
MQC6) としてフリーで公開されています。

単に、WebSphere Application Server のキューに対して WebSphere Platform Messaging protocol (WPM) を使用したメッセージの送受信を行いたいだけなら、MQC6 パッケージをインストールする必要はありません。

これらのパッケージをインストールしたら、次に XMS のバイナリや (もし使用するなら) MQ クライアントの bin ディレクトリが PATH 環境変数に含まれていることを確認しましょう。これにより、 Apache や PHP から関連する DLL/ライブラリ を見つけられるようになりま
す。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/sam.

SAM フレームワークおよび MQTT サポートをビルドして使用するためには、 特にその他の前提条件はありません。 MQTT 以外のプロトコルのサポートはライブラリとして提供されており、 クライアント側のコードの中にはは XMS を使用するものもあります。

組み込みの MQTT サポートを使用したいだけである場合は、 SAM を拡張モジュールとしてビルドして設定するか、 あるいは単に php_sam.php を PHP スクリプトから require() あるいは requires_once() で読み込みます。この場合は、 コードをインストールするだけでよ
く、拡張モジュールをビルドする必要はありません。 これを行うには、pear インストーラで次のように指定します。
pecl install -B SAM

Linux でのインストール手順
SAM 拡張モジュールは PECL モジュールとして提供され、 次の手順でダウンロード、インストールすることができます。
pecl install sam

(php の環境にもよりますが、おそらく root になる必要があるでしょう)

このモジュールを PHP に読み込ませるために、 php.ini に以下を追加します。
extension=sam.so

XMS サポートを使用して IBM Messaging and Queuing family にアクセスしたい場合は、 SAM XMS 拡張モジュールも有効にしなければなりません。
extension=sam_xms.so

PEAR インストーラを使用できない場合は、 拡張モジュールをダウンロードして手動でビルドします。

pear download sam          # sam-<version>.tgz をダウンロードします
tar -xzf sam-<version>.tgz
cd sam-<version>
phpize
./configure
make
make install               # おそらく root になる必要があるでしょう

最新のソースを使用したい場合は、SVN からソースを取得して、 上の手順で手動ビルドします。

Windows でのインストール手順
SAM のウェブサイトにあるビルド済みバイナリは、非常に限られた範囲のものになっています。 そのため、おそらく自分でビルドすることになるでしょう。この拡張モジュールのビルド手順は、 Windows 上での標準的な拡張モジュールビルド手順と同じです。

SAM 拡張モジュールを使用する予定の PHP と同じバージョンの、 PHP 自身のソースツリーが必要となります。これは php.net から取得します。 取得したソースを、どこかの作業ディレクトリに展開します。

また、PHP 拡張モジュールが使用するライブラリやヘッダを http://www.php.net/extra/win32build.zip から取得し、 作業ディレクトリの下に展開します。

するとこのような状態になります。
c:\php-build\-
              |
              |---php-5.0.5--|---build
              |              |---ext
              |              |--- ...
              |
              |---win32build--|---bin
                              |---include
                              |---lib

コンパイラが必要です。たとえば、フリーの Visual Studio C++ Express が Microsoft のウェブサイトから取得可能です。 また、Microsoft SDK Microsoft Windows Platform も必要となります。これも Microsoft のウェブサイトからダウンロードできます。

SAM 拡張モジュールのソースを、pear を使用して (pear download sam) あるいは SVN から取得し、それを PHP ソースツリーの "ext" ディレクトリ内に作成した "sam" ディレクトリに配置します。

この拡張モジュールをビルドするには、ビルド環境を次の場所から開きます。 start

menu->all programs->microsoft platform SDK for windows->
open build environment window->windows 200 build environment->
set windows 2000 build environment (retail)

これは、コマンドプロンプトを開き、プラットフォーム SDK などを使用するためのすべての環境変数を設定します。 次に、Visual Studio 用の環境変数を設定するために、このウィンドウでコマンド vcvars32.bat を実行します。

cd c:\php-build などとして、作業ディレクトリに移動します。 そして win32build ツール群にアクセスできるよう、そのパスを環境変数 PATH に追加します。

http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24007092
http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?rs=171&uid=swg24009961&loc=en_US&cs=utf-8&lang=en
http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?rs=171&uid=swg24009961&loc=en_US&cs=utf-8&lang=en
http://pecl.php.net/package/sam
http://pecl.php.net/package/sam
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set PATH=..\win32build\bin;%PATH%

buildconf.bat コマンドを実行します。これは configure.js ファイルを作成します。

cscript コマンドに適切なオプションをつけて実行します。 SAM 拡張モジュールフレームワークと MQTT サポートだけをビルドするのなら
cscript /nologo configure.js --with-sam

SAM フレームワークおよび XMS サポートをビルドするのなら
cscript /nologo configure.js --with-sam --with-sam_xms="c:\program files\ibm\xms"

とします。sam_xms に渡している追加のパラメータは、XMS ライブラリやランタイムへのパスです。 これらは、このファイルの最初に書いてある前提条件によってインストールされているものです。

cscript のパラメータとして、 php のビルドオプションのうちお好みのものを追加したり削除することもできます。

すべてがうまくいけば、あとは SAM フレームワーク用の make を実行するだけです!

nmake php_sam.dll

また、もし XML サポートを使用するのなら、sam_xms 拡張モジュールも make しなければなりません。
nmake php_sam_xms.dll

Visual Studio 2005 を使用して DLL をビルドする場合は、 これ以降に進む前に次の追加手順を実行しなければなりません。

作成された DLL (php_sam.dll およびオプションで php_sam_xms.dll) を、PHP をセットアップしたディレクトリ以下の適切な場所にコピーします。 このモジュールを PHP に読み込ませるために、次の行を php.ini に追加しておきましょう。
extension=php_sam.dll

XMS サポートを使用して IBM Messaging and Queuing family にアクセスしたい場合は SAM XMS 拡張モジュールも有効にする必要があります。
extension=php_sam_xms.dll

Visual Studio 2005 用の追加手順
SAM 拡張モジュールを Microsoft Visual Studio 2005 のコンパイラでビルドしたい場合は、 さらに追加の手順が必要です。これにより、php_sam.dll が実行時に C ランタイムライブラリとリンクできるようにします。 この追加手順では、依存性マニフェストを DLL に組み込
みます。 php_sam.dll が作成されたディレクトリ (通常は、php ソースディレクトリ配下の Release_TS あるいは Debug_TS) に移動し、次のように謎の呪文をとなえます。
mt.exe -manifest php_sam.dll.manifest -outputresource:php_sam.dll;2

XMS 機能を使用する場合は、同様に SAM XMS DLL も指定しなければなりません。
mt.exe -manifest php_sam_xms.dll.manifest -outputresource:php_sam_xms.dll;2

SAM 拡張モジュールを Microsoft Visual Studio 2005 のコンパイラやライブラリでビルドした場合は、 ランタイムコンポーネントが SAM を使用する予定のシステムにインストールされている必要があります。 そのためには、そこに Visual Studio 2005 をインストールする
か、あるいはフリーで配布されている » ランタイムパッケージ を使用します。

実行時設定

プロトコルサポートおよびマッピング
SAM フレームワークを拡張して、他のメッセージングプロトコルや通信機構をサポートさせることができます。 新しいプロトコルや接続ライブラリのサポートを追加するには、 それをサポートするクラスを定義する必要があります。これは C 拡張モジュールあるいは PHP スク
リプトとして作成します。また、"ファクトリ" スクリプトも作成しなければなりません。 サポートクラスは、SAMConnection クラスの全メソッドを実装する必要があります。 SAMConnection を継承してはいけません。ファクトリスクリプトはフレームワークからコールさ
れ、 実装クラスのインスタンスを作成します。SAM がどのファクトリをコールするのかは、 "connect" の最初のパラメータで指定したプロトコルによって決まります。

デフォルトでは、connect でプロトコルに SAM_MQTT ("mqtt") を指定した場合に 組み込みの MQTT サポートを使用します。その他のプロトコルを指定した場合は XMS 拡張モジュールを使用します。 新たなプロトコルのサポートを追加したりデフォルトの挙動を変更したり
するには、 php.ini の [sam] セクションにエントリを追加します。 デフォルトのマッピングは、以下のエントリと同等です。
[sam]
sam.factory.mqtt=mqtt
sam.factory.wmq=xms
sam.factory.wmq:client=xms
sam.factory.wmq:bindings=xms
sam.factory.wpm=xms
sam.factory.rtt=xms

これらの例でわかるように、エントリは "sam.factory.pppp=xxx" という形式になります。pppp の部分が connect コール時に指定するプロトコル文字列で、 xxx はファクトリ名のサフィックスです。 注意: SAM では、これらのプロトコルに対応する定数を定義しています。
たとえば SAM_WMQ=wmq、SAM_WPM=wpm、 SAM_RTT=rtt、SAM_MQTT=mqtt などとなります。

connect コールの際にこれを指定すると、 SAM はそのプロトコル名を php.ini のエントリから探し、対応するファクトリスクリプト sam_factory_xxx.php をコールします。 エントリが見つからなかった場合は、デフォルトは XMS となります。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=32BC1BEE-A3F9-4C13-9C99-220B62A191EE&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=32BC1BEE-A3F9-4C13-9C99-220B62A191EE&displaylang=en
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SAM_AUTO (string)
自動的に処理します。

SAM_BOOLEAN (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_BUS (string)
接続の属性で、接続するエンタープライズサービスバスの名前を設定します。

SAM_BYTE (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_BYTES (string)
メッセージ本文の型指定子。

SAM_CORRELID (string)
リクエストを受信、送信および削除する際に使用する属性で、 特定のメッセージを指定します。

SAM_DELIVERYMODE (string)
メッセージヘッダのプロパティです。

SAM_DOUBLE (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_ENDPOINTS (string)
接続の属性で、接続先エンドポイントを指定します。

SAM_FLOAT (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_HOST (string)
接続の属性で、メッセージングサーバのホスト名を設定します。

SAM_INT (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_LONG (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_MANUAL (string)
手動で (スクリプトで制御して) 処理します。

SAM_MESSAGEID (string)
リクエストを受信および削除する際に使用する属性で、 特定のメッセージを指定します。

SAM_MQTT (string)
MQTT (MQ Telemetry Transport) プロトコルを使用するための 接続プロトコル定義です。

SAM_MQTT_CLEANSTART (bool)
任意で指定する接続オプションで、MQTT サーバに対して このクライアントに関する事前のすべての接続データの削除を指示します。 また、クライアントとの接続が明示的に解除されたり 予期せず解除されたりしたら、購読を削除するよう指示します。

SAM_NON_PERSISTENT (string)
接続の属性で、リクエストメッセージをメッセージングサーバ上で 持続させないことを指定します。

SAM_PASSWORD (string)
接続の属性で、接続時に認証が必要なメッセージングサーバに対する 接続パスワードを指定します。

SAM_PERSISTENT (string)
接続の属性で、リクエストメッセージをメッセージングサーバ上で 持続させることを指定します。これにより、 処理に失敗した際にメッセージを失うことを防ぎます。

SAM_PORT (string)
接続の属性で、メッセージングサーバと接続する際のポート番号を設定します。

SAM_PRIORITY (string)
リクエストを配送する際の優先度を設定するオプション名です。

SAM_REPLY_TO (string)
メッセージのプロパティで、 そのスクリプトが応答あるいは返信の配送先として想定しているキューを指定します。

SAM_RTT (string)
接続プロトコルを指定します。IBM Realtime Transport プロトコルを使用してビジネスインテグレーションメッセージングサーバと通信します。

SAM_STRING (string)
型指定子。SAM_Message オブジェクトにプロパティを設定する際に使用します。

SAM_TARGETCHAIN (string)
接続の属性で、ターゲットチェイン識別子を指定します。

SAM_TEXT (string)
メッセージ本文の型指定子。

SAM_TIMETOLIVE (string)
メッセージ送信時のオプション名。 メッセージを保持し続ける時間をミリ秒で指定します。

SAM_TRANSACTIONS (string)
接続の属性で、トランザクションの振る舞いを指定します。SAM_AUTO (デフォルト) あるいは SAM_MANUAL のいずれかです。

SAM_USERID (string)
接続の属性で、接続時に認証が必要なメッセージングサーバに対する 接続アカウントを指定します。

SAM_WAIT (string)
受信時のプロパティで、キューや購読からメッセージを取得する際のタイムアウトを指定します。

SAM_WMQ (string)
接続プロトコルを指定します。IBM WebSphere MQSeries プロトコルを使用してメッセージングサーバと通信します。

SAM_WMQ_BINDINGS (string)
接続プロトコルを指定します。IBM WebSphere MQSeries プロトコルを使用してローカルのメッセージングサーバと通信します。

SAM_WMQ_CLIENT (string)
接続プロトコルを指定します。IBM WebSphere MQSeries プロトコルを使用してリモートのメッセージングサーバと通信します。

SAM_WMQ_TARGET_CLIENT (string)
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リクエストを送信する際に使用するオプション名です。 ターゲットクライアントモードを指定します。デフォルトの 'jms' あるいは 'mq' のいずれかを指定します。 デフォルトの 'jms' は、RFH2 ヘッダがメッセージとともに送信されることを意味します。 一方、'mq' の
場合は RFH2 は含まれません。

SAM_WPM (string)
接続プロトコルを指定します。IBM WebSphere Platform Messaging プロトコルを使用して WebSphere Application Server メッセージングサーバと通信します。

例
目次

接続
メッセージ
メッセージング操作
配信/購読およびトピックの購読
エラー処理

接続
メッセージングやキューイングの関数を実行するには、 メッセージングサーバとの接続が確立されていなければなりません。そのためには、 SAMConnection オブジェクトを作成してその "connect" メソッドを実行します。 その際に、接続用のプロパティを指定しま
す。SAMConnection オブジェクトが破棄されるまでの間は、接続が使用可能となります。 SAMConnection オブジェクトは、PHP スクリプトが終了する際に破棄されます。

メッセージングサーバに接続する際にはデフォルトのプロパティを使用することもできますが、 最低限、使用するプロトコルだけは PHP スクリプトで指定しなければなりません。

例1 接続の作成、およびリモートの WebSphere MQSeries Messaging Server への接続
<?php
$conn = new SAMConnection();
$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_HOST => 'myhost.mycompany.com',
                              SAM_PORT => 1506,
                              SAM_BROKER => 'mybroker'));
?>

例2 接続の作成、およびリモートの WebSphere Application Server への接続
<?php
$conn = new SAMConnection();
$conn->connect(SAM_WPM, array(SAM_ENDPOINTS => 'localhost:7278:BootstrapBasicMessaging',
                              SAM_BUS => 'Bus1',
                              SAM_TARGETCHAIN => 'InboundBasicMessaging'));
?>

例3 接続の作成、および MQTT サーバへの接続
<?php
$conn = new SAMConnection();
$conn->connect(SAM_MQTT, array(SAM_HOST => 'myhost.mycompany.com',
                               SAM_PORT => 1883));
?>

メッセージ
キューとのメッセージの送受信を行うのが SAMMessage オブジェクトです。 SAMMessage オブジェクトは、メッセージ本文 (もしあれば) とそのメッセージに関連するヘッダプロパティをカプセル化します。 SAMMessage オブジェクトは、メッセージング操作の際のパラ
メータ、 そしてその返り値の両方に用いられます。

例1 単純なテキストのメッセージの作成
<?php
$msg = new SAMMessage('This is a simple text message');
?>

メッセージにはヘッダプロパティを関連付けることができます。 これは、メッセージの配送方法を制御したり、 受け取り側のアプリケーションに詳しい情報を提供したりするものです。 デフォルトでは、メッセージのプロパティは文字列として配送されます。 この場合は、プ
ロパティを設定する際に次のような簡単な構文を使用します。

例2 デフォルト構文による、テキスト形式のプロパティの設定
<?php
$msg->header->myPropertyName = 'textData';
?>

デフォルト以外の構文で使用する型情報を渡す場合は、値と型情報を連想配列で渡します。

例3 型ヒントを使用したプロパティの設定
<?php
$msg->header->myPropertyName = array(3.14159, SAM_FLOAT);
?>

プロパティは、メッセージのヘッダから取り出すことができます。

例4 メッセージのヘッダからのプロパティの取得
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<?php
$myProperty = $msg->header->myPropertyName;
?>

メッセージング操作
すべてのメッセージング操作は、接続オブジェクトのメソッドをコールすることで行います。 キューにメッセージを追加するには "send" メソッドを使用し、 キューからメッセージを取得するには "receive" メソッドを使用します。 その他のメソッドには、配信や購読機能、 そ
してトランザクションの境界の制御などがあります。

例1 キューへのメッセージの追加および応答の取得
<?php
$msg = new SAMMessage('This is a simple text message');
$msg->header->SAM_REPLY_TO = 'queue://receive/test';
$correlid = $conn->send('queue://send/test', $msg);

if (!$correlid) {
  // 送信に失敗しました!
  echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
} else {
  $resp = $conn->receive('queue://receive/test', array(SAM_CORRELID => $correlid));
}
?>

配信/購読およびトピックの購読
SAM では、メッセージをキューに送信するか、あるいは WebSphere MQ および WPM ではトピックに配信/購読することができます。 トピックを SAM に指定するには、場所を指定する際に 'queue://AQUEUE' ではなく 'topic://fred' 形式を使用します。 配信/購読 機能を使
用するには、正しいブローカ名を CAMConnect の "connect" コール時に指定し、対象のトピックを SAMConnect の "send" および "receive" コール時に指定する必要があります。 それ以外については、PHP のインターフェイスは point to point モデルと同じです。

デフォルトでは、SAM は永続的でない購読を作成して配信/購読を行います。 つまり、メッセージをトピックに配信しているときにクライアントアプリケーションがアクティブでなくなると、 その後アプリケーションが再開しても受信処理は行われないということです。 WPM
あるいは WebSphere MQ の配信/購読 を使用している場合は、 SAM でトピックへの永続的な購読を作成することができます。 こうすると、データの配信時にクライアントがアクティブでなかったとしても、 アプリケーションでデータを受信することができるようになりま
す。

永続的な購読を指定するには SAMConnect の "subscribe" コールを使用します。 このメソッドは、対象となるトピックを入力パラメータとして受け取り、 購読 ID を返します。この ID を使用して、"receive" コールを行います。 購読が不要になった場合は、SAMConnection
の "unsubscribe" メソッドを使用して購読を削除します。

例1 トピックに対する永続的な購読の作成
<?php

$subName = $conn->subscribe('topic://A');

if (!$subName) {
   echo "購読に失敗しました";
} else {
   # 購読に成功しました
   // ...
}
?>

例2 WebSphere Platform Messaging (WPM) サーバを使用したトピックの購読
<?php
$conn = new SAMConnection();
// 注意: WPM での配信/購読では、永続的な購読を保持するメッセージングエンジン
//      (SAM_WPM_DUR_SUB_HOME) を接続の際に指定する必要があります
$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_ENDPOINTS => 'localhost:7278:BootstrapBasicMessaging',
                              SAM_BUS => 'Bus1',
                              SAM_TARGETCHAIN => 'InboundBasicMessaging',
                              SAM_WPM_DUR_SUB_HOME => 'MyMachineNode01.server1-Bus1'));

$subName = $conn->subscribe('topic://A');

if (!$subName) {
   echo "購読に失敗しました";
} else {
   # 購読に成功しました
   // ...
}
?>

例3 永続的な購読による、配信されたデータの受信
<?php

$msg = $conn->receive($subName);
if ($msg) {
   echo "メッセージの受信に成功しました";
} else {
   echo "受信に失敗しました";
}

?>

例4 トピックへの永続的な購読の削除
<?php

if (!$conn->unsubscribe($subName)) {
   echo "購読解除に失敗しました";
}

?>
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エラー処理
SAMConnection のメソッドでメッセージング操作を行うものはすべて、 リクエスト処理中にエラーが発生すると FALSE を返します。 さらに SAMConnection オブジェクトはふたつのプロパティ "errno" および "error" を保持しています。これらはそれぞれ、 接続上でおこっ
た最後のエラーのエラー番号およびエラー内容のテキストを表します。

例1 結果を返さないメソッドからのエラーの処理
<?php
if (!$conn->commit()) {
    // コミットに失敗しました!
    echo "Commit failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

例2 結果を返すメソッドからのエラーの処理
<?php
$correlid = $conn->send('queue://send/test', $msg);

if (!$correlid) {
  // 送信に失敗しました!
  echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
} else {
  /* ... */
}
?>

SAM 関数
定義済みクラス

SAMConnection
メッセージングサーバとの接続を表すオブジェクトです。

コンストラクタ
new SAMConnection - 新しい接続オブジェクトを作成し、メッセージング環境への接続を可能にします。

メソッド
commit - 現在作業中の内容をコミット (正常に完了) するメソッドです。

connect - PHP スクリプトをメッセージングサーバに接続させるメソッドです。

disconnect - PHP スクリプトとメッセージングサーバとの接続を解除するメソッドです。

isConnected - PHP スクリプトがメッセージングサーバと接続しているかどうかを調べるメソッドです。

peek - メッセージをキューから取得し、それをキューに残したままにしておくメソッドです。

peekAll - ひとつあるいは複数のメッセージをキューから取得し、それをキューに残したままにしておくメソッドです。

receive - メッセージをキューあるいは購読から取得するメソッドです。

remove - メッセージをキューから削除するメソッドです。

rollback - 現在作業中の内容をキャンセル (ロールバック) するメソッドです。

send - キューにメッセージを送信したり、トピックの投稿したりするメソッドです。

setDebug - 追加のデバッグ出力をオンあるいはオフにするメソッドです。

subscribe - ひとつあるいは複数のトピックを購読するためのメソッドです。

unsubscribe - ひとつあるいは複数のトピックの購読を解除するメソッドです。

プロパティ
errno - この接続で最後に発生したエラーのエラーコードを表す数値です。 直近の処理が正常に終了した場合は、このプロパティは 0 となります。

error - この接続で最後に発生したエラーの説明テキストです。

SAMMessage
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送受信するメッセージを表すオブジェクトです。

コンストラクタ
new SAMMessage - 新しいメッセージを作成します。

プロパティ
body - メッセージの本文です。

header - メッセージのヘッダプロパティです。

SAMConnection->commit
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->commit — 現在作業中の内容をコミット (正常に完了) する

説明

bool SAMConnection::commit ( void )

接続オブジェクトに対して "commit" メソッドをコールすると、 現在処理中のトランザクションのすべての内容をコミットします。

返り値

エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 現在処理中の内容のコミット
<?php
  if (!$conn->commit()) {
    // コミットに失敗しました!
    echo "Commit failed ($conn->errno) $conn->error";
  }
?>

参考

SAMConnection->rollback

SAMConnection->connect
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->connect — メッセージングサーバとの接続を確立する

説明

bool SAMConnection::connect ( string $protocol [, array $properties ] )

SAMConnection オブジェクトに対して "connect" メソッドをコールすると、 PHP スクリプトをメッセージングサーバと接続させます。 接続が作成されるまでは、メッセージの送受信は行われません。

パラメータ
protocol

構造化文字列で、メッセージングサーバに接続する際に使用するプロトコル指定します。 サポートされるプロトコルについては、それぞれ対応する定数が存在します。 通常はこの定数を使用しますが、 お望みに応じてスクリプト中で動的に文字列を作成することもできま
す。 この文字列はふたつの部分からなります。最初の部分がプロトコル識別子で、 その次がプロトコルのオプションです。このふたつをコロン (:) で連結します。使用可能な値は次の表のとおりです。

プロトコル文
字列 定数 使用法

mqtt SAM_MQTT MQTT (MQ Telemetry Transport) プロトコルを使用して クライアントからサーバに接続します。
wmq SAM_WMQ IBM MQSeries プロトコルを使用してリモートのメッセージングサーバに接続します。 これは "wmq:client" (SAM_WMQ_CLIENT) と同じです。 オプションの配列に、ブローカ名 (SAM_BROKER) を指定する必要があります。
wmq:client SAM_WMQ_CLIENT IBM MQSeries プロトコルを使用してリモートのメッセージングサーバに接続します。 オプションの配列に、ブローカ名 (SAM_BROKER) を指定する必要があります。
wmq:bindings SAM_WMQ_BINDINGS IBM MQSeries プロトコルを使用してローカルのメッセージングサーバに接続し、 共有メモリを使用して通信します。 オプションの配列に、ブローカ名 (SAM_BROKER) を指定する必要があります。

wpm SAM_WPM IBM WebSphere Platform Messaging プロトコルを使用して、 WebSphere Application サーバあるいはクラスタのメッセージングシステムに接続します。 オプションの配列に、バス名 (SAM_BUS) を指定する必要があります。 ま
た、エンドポイントとターゲットチェインも指定します。
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rtt SAM_RTT IBM Realtime トランスポートプロトコルを使用して、 メッセージングシステムに接続します。

properties

オプションの連想配列で、接続の際に必要な詳細情報を表すプロパティを指定します。 以下の表に、使用できるプロパティ名とその値をまとめます。

プロパティ名 デフォルト値 使用法

SAM_BROKER none
メッセージングサーバ上で稼動するブローカあるいはキューマネージャの名前。

このプロパティは、WebSphere MQSeries プロトコル (SAM_WMQ, SAM_WMQ_CLIENT, SAM_WMQ_BINDINGS) を使用する場合に必須となります。

SAM_HOST localhost メッセージングサーバが稼動しているマシンのホスト名。

SAM_PORT
SAM_WMQ の場合は 1414、
SAM_WPM の場合は 1506、
SAM_MQTT の場合は 1883

メッセージングサーバに接続する際のポート番号。

SAM_EXPIRE_AFTER 0
メッセージが有効期限切れとみなされ、キューから削除されるまでの時間を ミリ秒で指定します。デフォルト値は 0 で、これは決して期限切れにならないことを意味します。

警告: まだ実装されていません!

SAM_MESSAGE_PERSISTENCE none

メッセージを、配送中に持続させるかどうかを指定します。 SAM_PERSISTENT あるいは SAM_NON_PERSISTENT のいずれかです。 デフォルトは、接続の形式と接続先メッセージングサーバの機能に依存
します。

警告: まだ実装されていません!

SAM_MQTT_CLEANSTART FALSE
任意で指定する接続オプションで、 MQTT サーバに対してこのクライアントのこれまでの接続データを削除するよう指示します。 また、クライアントが明示的あるいは不意に接続を切断した際には購読を
削除するようにします。 この値を TRUE にすると、クライアントが接続した際に SAM は既存の購読を破棄します。また、クライアントが接続を切断する際にも購読を破棄します。 このオプションを FALSE
に設定するかあるいはデフォルトを使用すると、 購読は永続的なものとなり、クライアントの接続が切断されても生き残ります。

SAM_PASSWORD none 接続先メッセージングサーバが認証を要求した際に使用するパスワードを指定します。

SAM_TRANSACTIONS SAM_AUTO
この接続でのトランザクションの処理方法を指示します。 SAM_AUTO (デフォルト) の場合は、操作単位で自動的にトランザクションを処理します。 SAM_MANUAL の場合は、PHP スクリプトでトランザク
ションの範囲を制御できるようになります。 SAM_MANUAL を使用している場合は、コミットを行わずにスクリプトが終了したり コミットを行わずに接続が閉じられた場合に、処理中のトランザクションが
ロールバックされます。

SAM_USERID none 接続先メッセージングサーバが認証を要求した際に使用するユーザ ID を指定します。
SAM_WPM_DUR_SUB_HOME none 永続的な購読を管理するメッセージングエンジンの名前 (WPM のみ)。

返り値

このメソッドは、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 IBM MQSeries プロトコル (WMQ) を使用したメッセージングサーバへの接続の作成
<?php

$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_HOST => 'Myhost.myco.com', SAM_PORT => 1506, SAM_BROKER => 'MyBroker'));

?>

例2 トランザクション制御を指定し、 デフォルトのホストとポートを使用した接続の作成
<?php

$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_BROKER => 'MyBroker', SAM_TRANSACTIONS => SAM_MANUAL));

?>

例3 IBM WebSphere Platform Messaging プロトコル (WPM) を使用したメッセージングサーバへの接続の作成
<?php

$conn->connect(SAM_WPM, array(SAM_ENDPOINTS => 'localhost:7278:BootstrapBasicMessaging',
                              SAM_BUS => 'Bus1', SAM_TARGETCHAIN => 'InboundBasicMessaging'));

?>

参考

SAMConnection->isConnected
SAMConnection::disconnect

SAMConnection->__construct
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->__construct — メッセージングサーバへの新しい接続を作成する

説明
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SAMConnection::__construct ( void )

新しい SAMConnection オブジェクトを作成します。

例

例1 接続オブジェクトの作成およびメッセージングサーバへの接続
<?php

$conn = new SAMConnection();
$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_HOST => localhost, SAM_PORT => 1414, SAM_BROKER => 'bull'));

?>

SAMConnection::disconnect
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection::disconnect — メッセージングサーバからの接続を解除する

説明

bool SAMConnection::disconnect ( void )

SAMConnection オブジェクトに対して "disconnect" メソッドをコールすると、 PHP スクリプトとメッセージングサーバとの接続を解除します。 接続が解除された後は、メッセージの送受信はできません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 メッセージングサーバからの接続の解除
<?php

$conn->disconnect();

?>

参考

SAMConnection->isConnected
SAMConnection->connect

SAMConnection->errno
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->errno — 最後に実行した SAM 操作のエラーコードを表す数値を含む

説明

int $errno;

errno() には、この接続で最後に実行された SAM 操作のエラーコードを表す数値が含まれます。 直近の操作が正常に終了した場合は、このプロパティは 0 となります。

返り値

ゼロより大きい整数値は、この接続の直近のエラーの型を表します。 ゼロの場合は、この接続の直近の操作が正常に終了したことを表します。

例

例1 Using the error number and description properties

<?php
$conn = new SAMConnection();
$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_HOST => 'localhost', SAM_PORT => 1506));
$msg = new SAMMessage('This is a simple text item');
if (!$conn->send('topic://test', $msg)) {
    // The Send failed!
    echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>
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参考

SAMConnection->error

SAMConnection->error
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->error — 最後に実行した SAM 操作のエラーの説明を含む

説明

string $error;

この接続で最後に実行された SAM 操作のテキストによる説明が含まれます。 直近の操作が正常に終了した場合は、このプロパティには空の文字列が含まれます。

返り値

この接続で発生した最後のエラーの内容を表すテキストを返します。 空の文字列は、この接続の直近の操作が正常に終了したことを表します。

例

例1 エラー番号および説明の取得法
<?php
$conn = new SAMConnection();
$conn->connect(SAM_WMQ, array(SAM_HOST => 'localhost', SAM_PORT => 1506));
$msg = new SAMMessage('This is a simple text item');
if (!$conn->send('topic://test', $msg)) {
    // 送信に失敗しました!
    echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

参考

SAMConnection->errno

SAMConnection->isConnected
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->isConnected — メッセージングサーバとの接続が確立されているかどうかを調べる

説明

bool SAMConnection::isConnected ( void )

接続オブジェクトに対して "isConnected" メソッドをコールすると、 PHP スクリプトがメッセージングサーバと接続されているかどうかを調べます。 このメソッドは、SAMConnection オブジェクトが正常にメッセージングサーバに接続できた場合に TRUE、それ以外の場合に
FALSE を返します。 メッセージングサーバとの接続が確立されない限り、 メッセージの送受信はできません。

返り値

このメソッドは、SAMConnection オブジェクトが メッセージングサーバに正しく接続できた場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 メッセージングサーバとの接続が存在するかどうかのチェック
<?php

if ($conn->isConnected()) {
  echo '接続はアクティブです。';
} else {
  echo 'アクティブな接続がありません!';
}

?>

参考

SAMConnection::disconnect
SAMConnection->connect
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SAMConnection->peek
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->peek — メッセージをキューから読み込み、それをキューに残したままにする

説明

SAMMessage SAMConnection::peek ( string $target [, array $properties ] )

パラメータ
target

メッセージを取得するキューの識別子。
properties

オプションの連想配列で、読み込み操作を制御するパラメータを指定します。

プロパティ名 とりうる値
SAM_CORRELID これは、取得するメッセージの相関 ID 文字列です。 典型的な例は、"send" リクエストが返す相関 ID 文字列となります。
SAM_MESSAGEIDこれは、取得するメッセージのメッセージ ID です。

返り値

このメソッドは SAMMessage オブジェクトを返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 キューから次のメッセージを取得し、そのままメッセージをキューに残す
<?php
$msg = $conn->peek('queue://receive/test');

if (!$msg) {
  // 取得に失敗しました!
  echo "Peek failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

例2 キューから指定したメッセージを取得し、そのままメッセージをキューに残す
<?php

$msg = $conn->peek('queue://receive/test', array(SAM_MESSAGEID => $messageId));

?>

参考

SAMConnection->peekAll

SAMConnection->peekAll
(PECL sam >= 0.2.0)

SAMConnection->peekAll — ひとつあるいは複数のメッセージをキューから読み込み、それをキューに残したままにする

説明

array SAMConnection::peekAll ( string $target [, array $properties ] )

パラメータ
target

メッセージを取得するキューの識別子。
properties

オプションの連想配列で、読み込み操作を制御するパラメータを指定します。

プロパティ名 とりうる値
SAM_CORRELID これは、取得するメッセージの相関 ID 文字列です。 典型的な例は、"send" リクエストが返す相関 ID 文字列となります。
SAM_MESSAGEIDこれは、取得するメッセージのメッセージ ID 文字列です。
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返り値

このメソッドは SAMMessage オブジェクトを返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 キューからすべてのメッセージを取得し、そのままメッセージをキューに残す
<?php
$msgArray = $conn->peekAll('queue://receive/test');
if ($msgArray) {
   foreach ( $msgArray as $key => $msg) {
       echo "Message $key: body = $msg->body\n";
   }
} else {
   echo "PeekAll failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

例2 相関 ID にマッチするメッセージをキューから取得する
<?php

   $msgArray = $conn->peekAll('queue://receive/test', array(SAM_CORRELID => $correlId ));
   if ($msgArray) {

      foreach ( $msgArray as $key => $msg) {
            echo "Message $key: body = $msg->body\n";
         }
   } else {
      echo "PeekAll failed ($conn->errno) $conn->error";
   }

?>

参考

SAMConnection->peek

SAMConnection->receive
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->receive — メッセージをキューあるいは購読から取得する

説明

SAMMessage SAMConnection::receive ( string $target [, array $properties ] )

パラメータ
target

メッセージを取得するキュー、トピックあるいは購読の識別子。
properties

オプションの連想配列で、受信操作を制御するパラメータを指定します。

プロパティ名 とりうる値
SAM_CORRELID メッセージの相関 ID 文字列にもとづいて、 受信するメッセージを選択するために使用します。
SAM_MESSAGEIDメッセージのメッセージ ID 文字列にもとづいて、 受信するメッセージを選択するために使用します。

SAM_WAIT タイムアウトをミリ秒で指定します。この時間までメッセージの受信を待ち続け、 キューやトピックにメッセージがなかった場合に失敗とします。デフォルト値は 0 で、永遠に待ち続けます。この使用には注意が必要です。 メッセージが存在しない場
合、PHP スクリプト自体が期限切れになるまで実行し続けます。

返り値

このメソッドは SAMMessage オブジェクトを返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 キューからのメッセージの取得
<?php
$msg = $conn->receive('queue://receive/test');

if (!$msg) {
  // 受信に失敗しました!
  echo "Receive failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

例2 オプションを指定して、キューからのメッセージの取得
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この例では SAM_CORRELID オプションを使用して、 受信するメッセージを表すための相関 ID を指定します。 また、タイムアウトを 10 秒に指定します。
<?php

$msg = $conn->receive('queue://receive/test', array(SAM_CORRELID => $token, SAM_WAIT => 10000));

?>

例3 購読からのメッセージの取得

この例では、購読 ID からメッセージを受信する方法を示します。
<?php
$msg = $conn->receive($subscriptionName);

if (!$msg) {
  // 受信に失敗しました!
  echo "Receive failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

$subscriptionName は、事前のコールで取得した購読 ID であることに注意しましょう。

参考

SAMConnection->send

SAMConnection->remove
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->remove — メッセージをキューから削除する

説明

SAMMessage SAMConnection::remove ( string $target [, array $properties ] )

メッセージをキューから削除します。

パラメータ
target

メッセージを削除するキューの識別子。
properties

オプションの連想配列で、削除操作を制御するパラメータを指定します。

プロパティ名 とりうる値
SAM_CORRELID メッセージの、対象相関 ID 文字列。 典型的な例は、"send" リクエストが返す相関 ID 文字列となります。
SAM_MESSAGEID削除されるメッセージのメッセージ ID 文字列。

返り値

このメソッドは、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 メッセージ ID を指定して、メッセージをキューから削除する
<?php
if (!$conn->remove('queue://receive/test', array(SAM_MESSAGEID => $messageId))) {
  // 削除に失敗しました!
  echo "Remove failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

SAMConnection->rollback
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->rollback — 現在作業中の内容をキャンセル (ロールバック) する

説明

bool SAMConnection::rollback ( void )
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現在作業中の内容をロールバックします。

返り値

このメソッドは、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 作業中の処理のキャンセル
<?php
if (!$conn->rollback()) {
  // ロールバックに失敗しました!
  echo "Rollback failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

参考

SAMConnection->commit

SAMConnection->send
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->send — メッセージをキューに送信、あるいは項目をトピックに投稿する

説明

string SAMConnection::send ( string $target , SAMMessage $msg [, array $properties ] )

"send" メソッドを使用して、メッセージを指定したキューに送信したり 指定したトピックに投稿したりします。このメソッドは、 メッセージに返信したり応答したりする際に使用する ID を返します。

パラメータ
target

メッセージを送信する場合はキューの ID (queue://queuename)、 トピックを投稿する場合はトピックの ID (topic://topicname) で、メッセージの配送先を指定します。
msg

送信あるいは投稿するメッセージ。
properties

オプションの連想配列で、受信時の動作を制御するプロパティを指定します。

プロパティ名 とりうる値

SAM_DELIVERYMODE
メッセージングサーバが配送を保障するかどうか、 システム障害時にメッセージが失われることを許可するかどうかを指定します。 SAM_PERSISTENT の場合はメッセージを失うことを許可しません。 SAM_NON_PERSISTENT の場合はメッ
セージを失うことを許可します。 送信結果の挙動は、PHP スクリプトが接続しているメッセージングサーバの機能によって変わります。 メッセージの永続化をサポートしていないサーバで SAM_PERSISTENT を指定した場合は、その機能が
存在しないというエラーを発生させて処理が失敗します。

SAM_PRIORITY 0 から 9 までの数値で、メッセージの配送の優先度を指定します。 0 は優先度が最低であること、9 は優先度が最高であることを表します。 優先度を指定しなかった場合はデフォルト値が割り当てられます。 デフォルト値は、使用するメッ
セージングサーバによって異なります。

SAM_CORRELID このメッセージの相関 ID として割り当てる文字列。 指定しなかった場合は、メッセージングサーバが値を自動的に割り当てます。
SAM_TIMETOLIVE メッセージングサーバがキューにメッセージを残し続ける期間をミリ秒で指定します。 デフォルト値は 0 で、これはメッセージをずっと残し続けることを意味します。

SAM_WMQ_TARGET_CLIENTこのプロパティは WebSphere MQ を使用する場合にのみ有効で、 RFH2 ヘッダをメッセージに含めるかどうかを指定します。 設定できる値は 'jms' あるいは 'mq' のいずれかです。 デフォルトは 'jms' で、これは RFH2 ヘッダを含めること
を意味します。 'mq' を指定すると、メッセージに RFH2 が含まれないようになります。

返り値

ID を文字列で返します。返信や応答を取得する際にこの文字列を使用します。 エラーが発生した場合には FALSE を返します。

注意:

ID が返されるのは、メッセージが送信先キュー (queue://xxxx) に正常に送信できた場合のみで、キュー上のメッセージの ID となります。 トピックにメッセージを投稿するために send を使用した場合の返り値は TRUE となり、ID は返されません。

例

例1 キューへのメッセージの送信
<?php
$msg = new SAMMessage('This is a simple text message');
$correlId = $conn->send('queue://send/test', $msg);
if (!$correlId) {
    // 送信に失敗しました!
    echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
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}

?>

例2 トピックへのメッセージの投稿
<?php
$msg = new SAMMessage('This is a simple text item');
if (!$conn->send('topic://test', $msg)) {
    // 送信に失敗しました!
    echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

例3 リクエストの送信と応答の受信
<?php
$msg = new SAMMessage('This is a simple text message');
$msg->header->SAM_REPLY_TO = 'queue://receive/test';
$correlid = $conn->send('queue://send/test', $msg);

if (!$correlid) {
    // 送信に失敗しました!
    echo "Send failed ($conn->errno) $conn->error";
} else {
    $resp = $conn->receive('queue://receive/test', array(SAM_CORRELID => $correlid));
}
?>

参考

SAMConnection->receive

SAMConnection::setDebug
(PECL sam >= 1.1.0)

SAMConnection::setDebug — 追加のデバッグ出力を有効あるいは無効にする

説明

"setdebug" メソッドを使用して、追加のデバッグ出力を有効あるいは無効にします。 SAM フレームワークは、メソッド/関数 エントリや終了トレースデータなどの追加情報を提供します。 プロトコル固有の実装についても追加出力として提供します。

void SAMConnection::setDebug ( bool $switch )

パラメータ
switch

このパラメータを TRUE にすると、追加のデバッグ出力が行われます。 値を FALSE にすると、追加情報の出力を停止します。

返り値

値を返しません。

例

例1 デバッグ出力を有効にする
<?php
$conn->setdebug(TRUE);
?>

例2 デバッグ出力を無効にする
<?php
$conn->setdebug(FALSE);
?>

SAMConnection->subscribe
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->subscribe — 指定したトピックの購読を作成する

説明

string SAMConnection::subscribe ( string $targetTopic )

"subscribe" メソッドを使用して、指定したトピックを購読します。
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パラメータ
targetTopic

購読するトピックの識別子 (topic://topicname)。

返り値

購読の識別子を返します。これを、それ以降にデータを取得する際に トピックのデータを取得するためのセレクタとして使用します。 エラーが発生した場合には FALSE を返します。 この識別子を使用して、特定のトピック名の受信コールを行います。

例

例1 トピックの購読
<?php
$subid = $conn->subscribe('topic://A');
if (!$subid) {
  // 購読に失敗しました!
  echo "Subscribe failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

参考

SAMConnection->unsubscribe

SAMConnection->unsubscribe
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMConnection->unsubscribe — 指定したトピックの購読を解除する

説明

bool SAMConnection::unsubscribe ( string $subscriptionId [, string $targetTopic ] )

"unsubscribe" メソッドを使用して、指定したトピックの購読を解除します。

パラメータ
subscriptionId

subscribe メソッドによって返された、既存の購読の識別子。

返り値

このメソッドは、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

例

例1 購読の削除
<?php
if (!$conn->unsubscribe($subid)) {
    // 購読解除に失敗しました!
    echo "Unsubscribe failed ($conn->errno) $conn->error";
}
?>

参考

SAMConnection->subscribe

SAMMessage->body
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMMessage->body — メッセージの本文

説明

string $body;

"body" プロパティには、メッセージの本文が含まれます。 常に設定されているとは限りません。
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例

例1 メッセージ本文へのテキスト文字列の設定
<?php
$msg = new SAMMessage();
$msg->body = 'This is a simple message';

?>

参考

SAMMessage->header

SAMMessage->__construct
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMMessage->__construct — 新しいメッセージオブジェクトを作成する

説明

SAMMessage::__construct ([ mixed $body ] )

新しい SAMMessage オブジェクトを作成します。 オプションでメッセージ本文を指定します。

パラメータ
body

オプションで指定するメッセージ本文。

例

例1 メッセージの作成
<?php

$msg = new SAMMessage();

?>

例2 単純なテキストを含むメッセージの作成
<?php

$msg = new SAMMessage('This is a simple text message');

?>

SAMMessage->header
(PECL sam >= 0.1.0)

SAMMessage->header — メッセージのヘッダプロパティ

説明

object $header;

header プロパティは、メッセージと関連付けられるシステムプロパティや ユーザプロパティのコンテナとなります。

プロパティは、 メッセージの送信者によってメッセージングシステムでの動作を制御するために指定されたり、 あるいはメッセージングシステム自身によって受信者に追加情報・ メッセージの処理方法を知らせるために指定されたりします。

SAM が理解できるいくつかのプロパティについては、 対応する定数が定義されています。 しかし、SAM の実装は大半のプロパティを無視し、そのままメッセージングシステムに渡します。 これにより、アプリケーションがメッセージング固有のプロパティを使用したり、 独
自の "ユーザ" プロパティを定義することができるようになります。

SAM で定義済みのプロパティは次のようになります。

プロパティ名 とりうる値
SAM_MESSAGEIDメッセージを受信する場合は、このフィールドにはメッセージを識別する一意な ID が含まれます。これは、メッセージングシステムによって自動的に割り当てられるものです。 メッセージを送信する場合は、このフィールドは無視されます。
SAM_REPLY_TO このメッセージに対する返信を投稿するキューの識別子を指定します。

SAM_TYPE

送信するメッセージの型を指定します。 SAM_TEXT はメッセージ本文の内容がテキスト文字列であることを示し、 SAM_BYTES はメッセージ本文の内容が 何らかのアプリケーションで定義されているフォーマットであることを意味します。
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このプロパティの使用法は、メッセージングサーバに依存します。 たとえば、JMS (Java Message Service) の仕様をサポートしているメッセージングサーバは、 このプロパティを解釈して "jms_text" 型および "jms_bytes" 型のメッセージを送信します。 さら
に、SAM_TYPE プロパティが SAM_TEXT に設定された場合は、 メッセージ本文のデータが UTF8 エンコードされた文字列であるものと期待されます。

プロパティの値を設定する際には、 その内容をメッセージングシステムにどのように配送するかのヒントを指定すると便利なことがあります。 デフォルトではプロパティの値はテキストとして扱われます。この場合は、 以下のシンプルな構文で値を設定します。

例1 デフォルトの構文による、テキスト形式のプロパティの設定
<?php
$msg = new SAMMessage();

$msg->header->myPropertyName = 'textData';
?>

型情報を渡したい場合は、別の構文を使用します。 この場合は、値と型ヒントを連想配列で渡します。

例2 型ヒントを使用することによる、テキスト形式のプロパティの設定
<?php
$msg = new SAMMessage();

$msg->header->myPropertyName = array('textData', SAM_STRING);
?>

型ヒントを渡す際には、次の表にある SAM の定義済み定数のいずれかを使用します。

定数 型の説明
SAM_BOOLEAN渡された値は、true あるいは false の論理値として解釈されます。 その値が PHP の boolean 値として解釈できない場合は、 メッセージングシステムに渡される値は未定義となります。

SAM_BYTE 符号つき 8 ビット整数値です。SAM は、このプロパティの値を 1 バイトの値に変換してメッセージングシステムに渡します。 文字列が渡されると、それを数値として解釈しようとします。 数値として解釈した結果が符号つき 8 ビットの範囲に収まらない場合は、
変換の際にデータの損失が発生します。

SAM_DOUBLE 長浮動小数点数値です。SAM は、このプロパティの値を 15 桁の浮動小数点値に変換します。 文字列が渡されると、それを数値として解釈しようとします。 数値として解釈した結果が 15 桁の浮動小数点値の範囲に収まらない場合は、 変換の際にデータの損失が
発生します。

SAM_FLOAT 浮動小数点数値です。SAM は、このプロパティの値を 7 桁の浮動小数点値に変換します。 文字列が渡されると、それを数値として解釈しようとします。 数値として解釈した結果が 7 桁の浮動小数点値の範囲に収まらない場合は、 変換の際にデータの損失が発生し
ます。

SAM_INT 符号つき 32 ビット整数値です。SAM は、このプロパティの値を 32 ビットの値に変換してメッセージングシステムに渡します。 文字列が渡されると、それを数値として解釈しようとします。 数値として解釈した結果が符号つき 32 ビットの範囲に収まらない場合
は、 変換の際にデータの損失が発生します。

SAM_LONG 符号つき 64 ビット整数値です。SAM は、このプロパティの値を 64 ビットの値に変換してメッセージングシステムに渡します。 文字列が渡されると、それを数値として解釈しようとします。 数値として解釈した結果が符号つき 64 ビットの範囲に収まらない場合
は、 変換の際にデータの損失が発生します。

SAM_STRING SAM は、このプロパティの値を文字列に変換してメッセージングシステムに渡します。

例

例3 プロパティに、メッセージの送信者を設定する
<?php
$msg = new SAMMessage('This is a test message');

// SAM 固有のプロパティを設定します...
$msg->header->SAM_REPLY_TO = 'queue://test/replyQueue';

// 任意のプロパティを定義します...
//
// デフォルトの文字列形式のプロパティ
$msg->header->myStringProp1 = 'a string property';
// 型ヒントつきの文字列プロパティ
$msg->header->myStringProp2 = array('another string property', SAM_STRING);

// boolean のプロパティ
$msg->header->myBoolProp = array(FALSE, SAM_BOOL);

// 数値形式のプロパティ
$msg->header->myIntProp = array(32768, SAM_INT);
$msg->header->myLongProp = array(9876543, SAM_LONG);
$msg->header->myByteProp1 = array(123, SAM_BYTE);
$msg->header->myByteProp2 = array('12', SAM_BYTE);
$msg->header->myFloatProp = array(3.141592, SAM_FLOAT);
$msg->header->myDoubleProp = array(3.14159265358979, SAM_DOUBLE);
?>

例4 メッセージからのプロパティの値の取得
<?php

// アプリケーション固有のプロパティにアクセスします
$intProp = $msg->header->MyIntProp;

// メッセージングシステム固有のプロパティにアクセスします
$encoding = $msg->header->JMS_IBM_Msgtype;

?>

参考

SAMMessage->body

目次
SAMConnection->commit — 現在作業中の内容をコミット (正常に完了) する
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SAMConnection->connect — メッセージングサーバとの接続を確立する
SAMConnection->__construct — メッセージングサーバへの新しい接続を作成する
SAMConnection::disconnect — メッセージングサーバからの接続を解除する
SAMConnection->errno — 最後に実行した SAM 操作のエラーコードを表す数値を含む
SAMConnection->error — 最後に実行した SAM 操作のエラーの説明を含む
SAMConnection->isConnected — メッセージングサーバとの接続が確立されているかどうかを調べる
SAMConnection->peek — メッセージをキューから読み込み、それをキューに残したままにする
SAMConnection->peekAll — ひとつあるいは複数のメッセージをキューから読み込み、それをキューに残したままにする
SAMConnection->receive — メッセージをキューあるいは購読から取得する
SAMConnection->remove — メッセージをキューから削除する
SAMConnection->rollback — 現在作業中の内容をキャンセル (ロールバック) する
SAMConnection->send — メッセージをキューに送信、あるいは項目をトピックに投稿する
SAMConnection::setDebug — 追加のデバッグ出力を有効あるいは無効にする
SAMConnection->subscribe — 指定したトピックの購読を作成する
SAMConnection->unsubscribe — 指定したトピックの購読を解除する
SAMMessage->body — メッセージの本文
SAMMessage->__construct — 新しいメッセージオブジェクトを作成する
SAMMessage->header — メッセージのヘッダプロパティ

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

接続
メッセージ
メッセージング操作
配信/購読およびトピックの購読
エラー処理

SAM 関数
SAMConnection->commit — 現在作業中の内容をコミット (正常に完了) する
SAMConnection->connect — メッセージングサーバとの接続を確立する
SAMConnection->__construct — メッセージングサーバへの新しい接続を作成する
SAMConnection::disconnect — メッセージングサーバからの接続を解除する
SAMConnection->errno — 最後に実行した SAM 操作のエラーコードを表す数値を含む
SAMConnection->error — 最後に実行した SAM 操作のエラーの説明を含む
SAMConnection->isConnected — メッセージングサーバとの接続が確立されているかどうかを調べる
SAMConnection->peek — メッセージをキューから読み込み、それをキューに残したままにする
SAMConnection->peekAll — ひとつあるいは複数のメッセージをキューから読み込み、それをキューに残したままにする
SAMConnection->receive — メッセージをキューあるいは購読から取得する
SAMConnection->remove — メッセージをキューから削除する
SAMConnection->rollback — 現在作業中の内容をキャンセル (ロールバック) する
SAMConnection->send — メッセージをキューに送信、あるいは項目をトピックに投稿する
SAMConnection::setDebug — 追加のデバッグ出力を有効あるいは無効にする
SAMConnection->subscribe — 指定したトピックの購読を作成する
SAMConnection->unsubscribe — 指定したトピックの購読を解除する
SAMMessage->body — メッセージの本文
SAMMessage->__construct — 新しいメッセージオブジェクトを作成する
SAMMessage->header — メッセージのヘッダプロパティ

SNMP

導入
SNMP 関数です。

インストール/設定
目次
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Unix 上で SNMP 関数を使用するためには、» NET-SNMP パッケージをインストールする必要があります。 Windows 上ではこれらの関数は NT 上でのみ利用可能であり、 Win95/98 では利用できません。

インストール手順
重要: UCD SNMP パッケージを使用するには、コンパイル前に NO_ZEROLENGTH_COMMUNITY を 1 に定義する必要があります。UCD SNMP のコンフィグレーションを行った後で config.h あるいは acconfig.h を編集し、NO_ZEROLENGTH_COMMUNITY を探してくださ
い。 #define の行のコメントを外してください。 これにより、次のようになるはずです。
#define NO_ZEROLENGTH_COMMUNITY 1

それから、--with-snmp[=DIR] をつけて PHP をコンパイルします。

SNMP コマンドと組み合わせた場合に奇妙なセグメンテーションフォールトが 生じる場合は、上の指示に従っていないと思われます。UCD SNMP を再コンパイル したくない場合は、この不具合に対処するため、PHP を --enable-ucd-snmp-hack スイッチをつけてコンパ
イルしてください。

PHP 5.3.0, 5.3.1 および 5.3.2 では SNMP をサポートしていません。 SNMP のサポートは PHP 5.3.3 で復活しました。

Windows 版は、SNMP サポート用ファイルが mibs ディレクトリにあります。このディレクトリを DRIVE:\usr\mibs に移動する必要が あります。DRIVE は、PHP がインストールされているドライブに置き換えなければ なりません。例: c:\usr\mibs

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SNMP_OID_OUTPUT_FULL (integer)
5.2.0 以降

SNMP_OID_OUTPUT_NUMERIC (integer)
5.2.0 以降

SNMP_VALUE_LIBRARY (integer)
SNMP_VALUE_PLAIN (integer)
SNMP_VALUE_OBJECT (integer)
SNMP_BIT_STR (integer)
SNMP_OCTET_STR (integer)
SNMP_OPAQUE (integer)
SNMP_NULL (integer)
SNMP_OBJECT_ID (integer)
SNMP_IPADDRESS (integer)
SNMP_COUNTER (integer)
SNMP_UNSIGNED (integer)
SNMP_TIMETICKS (integer)
SNMP_UINTEGER (integer)
SNMP_INTEGER (integer)
SNMP_COUNTER64 (integer)

SNMP 関数

snmp_get_quick_print

http://www.net-snmp.org/
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(PHP 4, PHP 5)

snmp_get_quick_print — UCD ライブラリの quick_print の現在の設定値を取得する

説明

bool snmp_get_quick_print ( void )

UCD ライブラリに保持された quick_print の現在の値を返します。 デフォルトでは、quick_print はオフです。

返り値

quick_print がオンの場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 snmp_get_quick_print() の例
<?php
$quickprint = snmp_get_quick_print();
?>

参考

quick_print の役割に関する詳細な説明は、 snmp_set_quick_print() - UCB SNMP ライブラリで quick_print の値を設定する を参照ください。

snmp_get_valueretrieval
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5)

snmp_get_valueretrieval — SNMP の値が返される方法を返す

説明

int snmp_get_valueretrieval ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

snmp_set_valueretrieval() - SNMP の値が返される方法を設定する

snmp_read_mib
(PHP 5)

snmp_read_mib — アクティブな MIB ツリーの中に MIB ファイルを読み込んでパースする

説明

bool snmp_read_mib ( string $filename )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

snmp_set_enum_print
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

snmp_set_enum_print — すべての enum を、実際の整数値ではなく enum 値とともに返す

説明

void snmp_set_enum_print ( int $enum_print )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

注意

注意:

snmp_set_enum_print() は、 UCB SNMP ライブラリを使用している場合のみ利用可能です。 この関数は、Windows SNMP ライブラリを使用している場合は利用できません。

snmp_set_oid_numeric_print
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

snmp_set_oid_numeric_print — 指定したオブジェクト内の全てのオブジェクトを、対応するオブジェクト ID を含めて返す

説明

void snmp_set_oid_numeric_print ( int $oid_numeric_print )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 PHP 5.2.0 以降では、 この関数は次の関数のエイリアスです。 snmp_set_oid_output_format()

参考

snmp_set_oid_output_format() - OID の出力形式を設定する

snmp_set_oid_output_format
(PHP 5 >= 5.2.0)

snmp_set_oid_output_format — OID の出力形式を設定する

説明

void snmp_set_oid_output_format ( int $oid_format )

snmp_set_oid_output_format() は、 出力形式を完全か数値のいずれかに設定します。

パラメータ
oid_format

完全な出力がほしい場合に SNMP_OID_OUTPUT_FULL、 それ以外の場合に SNMP_OID_OUTPUT_NUMERIC を指定します。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

snmp_set_oid_output_format() は、 UCB SNMP ライブラリを使用している場合のみ利用可能です。 この関数は、Windows SNMP ライブラリを使用している場合は利用できません。

snmp_set_quick_print
(PHP 4, PHP 5)

snmp_set_quick_print — UCB SNMP ライブラリで quick_print の値を設定する

説明
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void snmp_set_quick_print ( bool $quick_print )

UCB SNMP ライブラリで quick_print の値を設定します。この値を (1) に設定した場合、SNMP ライブラリは、'簡潔に表示された (quick printed)' 値を返します。 これは、値のみが出力されることを意味します。 quick_print が有効でない場合(デフォルト)、UCD SNMP ライ
ブラリは、 (IP アドレスまたは OID のような)その値の種類を含む、より詳細な情報を 出力します。 加えて、quick_print が有効でない場合、ライブラリは 3 文字以下の全ての 文字列について 16 進数値も出力します。

デフォルトで、UCD SNMP ライブラリは冗長な値を返します。 quick_print は、値のみを返すために用いられます。

現在、文字列は引用符で括られて返されますが、 この動作は将来のリリースでは修正される予定です。

パラメータ
quick_print

返り値

値を返しません。

例

quick_print の設定は、返される情報を吟味してから表示する場合に 使用されることが多いです。

例1 snmp_set_quick_print() の使用例
<?php
snmp_set_quick_print(0);
$a = snmpget("127.0.0.1", "public", ".1.3.6.1.2.1.2.2.1.9.1");
echo "$a\n";
snmp_set_quick_print(1);
$a = snmpget("127.0.0.1", "public", ".1.3.6.1.2.1.2.2.1.9.1");
echo "$a\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
'Timeticks: (0) 0:00:00.00'
'0:00:00.00'

参考

snmp_get_quick_print() - UCD ライブラリの quick_print の現在の設定値を取得する

snmp_set_valueretrieval
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5)

snmp_set_valueretrieval — SNMP の値が返される方法を設定する

説明

void snmp_set_valueretrieval ( int $method )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

snmp_get_valueretrieval() - SNMP の値が返される方法を返す

snmp2_get
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp2_get — Description

説明

string snmp2_get ( string $host , string $community , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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host

community

object_id

timeout

retries

返り値

snmp2_getnext
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp2_getnext — Description

説明

string snmp2_getnext ( string $host , string $community , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

community

object_id

timeout

retries

返り値

snmp2_real_walk
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp2_real_walk — Description

説明

array snmp2_real_walk ( string $host , string $community , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

community

object_id

timeout

retries

返り値

snmp2_set
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp2_set — Description
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説明

bool snmp2_set ( string $host , string $community , string $object_id , string $type , string $value [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

community

object_id

type

value

timeout

retries

返り値

snmp2_walk
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp2_walk — Description

説明

array snmp2_walk ( string $host , string $community , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

community

object_id

timeout

retries

返り値

snmp3_get
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp3_get — Description

説明

string snmp3_get ( string $host , string $sec_name , string $sec_level , string $auth_protocol , string $auth_passphrase , string $priv_protocol , string $priv_passphrase , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

sec_name

sec_level

auth_protocol
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auth_passphrase

priv_protocol

priv_passphrase

object_id

timeout

retries

返り値

snmp3_getnext
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp3_getnext — Description

説明

string snmp3_getnext ( string $host , string $sec_name , string $sec_level , string $auth_protocol , string $auth_passphrase , string $priv_protocol , string $priv_passphrase , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

sec_name

sec_level

auth_protocol

auth_passphrase

priv_protocol

priv_passphrase

object_id

timeout

retries

返り値

snmp3_real_walk
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp3_real_walk — Description

説明

array snmp3_real_walk ( string $host , string $sec_name , string $sec_level , string $auth_protocol , string $auth_passphrase , string $priv_protocol , string $priv_passphrase , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

sec_name

sec_level

auth_protocol

auth_passphrase

priv_protocol

priv_passphrase
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object_id

timeout

retries

返り値

snmp3_set
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp3_set — Description

説明

bool snmp3_set ( string $host , string $sec_name , string $sec_level , string $auth_protocol , string $auth_passphrase , string $priv_protocol , string $priv_passphrase , string $object_id , string $type , string $value [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

sec_name

sec_level

auth_protocol

auth_passphrase

priv_protocol

priv_passphrase

object_id

type

value

timeout

retries

返り値

snmp3_walk
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

snmp3_walk — Description

説明

array snmp3_walk ( string $host , string $sec_name , string $sec_level , string $auth_protocol , string $auth_passphrase , string $priv_protocol , string $priv_passphrase , string $object_id [, string $timeout [, string $retries ]] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
host

sec_name

sec_level

auth_protocol

auth_passphrase

priv_protocol

priv_passphrase
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object_id

timeout

retries

返り値

snmpget
(PHP 4, PHP 5)

snmpget — SNMP オブジェクトを取得する

説明

string snmpget ( string $hostname , string $community , string $object_id [, int $timeout [, int $retries ]] )

snmpget() は object_id で指定した SNMP オブジェクトの値を読みとるために使用されます。

パラメータ
hostname

SNMP エージェント。
community

リードコミュニティ。
object_id

SNMP オブジェクト。
timeout

最初のタイムアウトまでのマイクロ秒数。
retries

返り値

成功した場合に SNMP オブジェクトの値、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 snmpget() の使用例
<?php
$syscontact = snmpget("127.0.0.1", "public", "system.SysContact.0");
?>

参考

snmpset() - SNMP オブジェクトを設定する

snmpgetnext
(PHP 5)

snmpgetnext — SNMP オブジェクトを取得する

説明

string snmpgetnext ( string $host , string $community , string $object_id [, int $timeout [, int $retries ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

snmprealwalk
(PHP 4, PHP 5)
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snmprealwalk — 指定したオブジェクトに関するオブジェクト ID を含むすべてのオブジェクトを返す

説明

array snmprealwalk ( string $host , string $community , string $object_id [, int $timeout [, int $retries ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

snmpset
(PHP 4, PHP 5)

snmpset — SNMP オブジェクトを設定する

説明

bool snmpset ( string $hostname , string $community , string $object_id , string $type , mixed $value [, int $timeout [, int $retries ]] )

snmpset() 関数は、 object_idで指定した SNMP オブジェクトの 値を設定するために使用します。

パラメータ
hostname

SNMP エージェント。
community

ライトコミュニティ。
object_id

SNMP オブジェクト。
type

value

timeout

最初のタイムアウトまでのマイクロ秒数。
retries

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

snmpget() - SNMP オブジェクトを取得する

snmpwalk
(PHP 4, PHP 5)

snmpwalk — エージェントから全ての SNMP オブジェクトを取得する

説明

array snmpwalk ( string $hostname , string $community , string $object_id [, int $timeout [, int $retries ]] )

snmpwalk() 関数は、hostname で指定した SNMP エージェントから全ての値を読みとるのに使用します。

パラメータ
hostname

SNMP エージェント。
community
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リードコミュニティ。
object_id

NULL の場合は、object_id が SNMP オブジェクトツリーのルートとして解釈され、 ツリーの配下のすべてのオブジェクトを配列として返します。

object_id を指定した場合は、 その object_id の配下のすべての SNMP オブジェクトを返します。
timeout

最初のタイムアウトまでのマイクロ秒数。
retries

返り値

object_id() からの SNMP オブジェクトの値の配列をルートとして返します。 エラーの場合に FALSE を返します。

例

例1 snmpwalk() の例
<?php
$a = snmpwalk("127.0.0.1", "public", ""); 

foreach ($a as $val) {
    echo "$val\n";
}

?>

上記の関数コールは、ローカルホスト上で稼働する SNMP エージェントからすべての SNMP オブジェクトを返します。 ループ処理により値を一つずつとりだすことができます。

参考

snmpwalkoid() - ネットワークエンティティに関する情報ツリーを検索する

snmpwalkoid
(PHP 4, PHP 5)

snmpwalkoid — ネットワークエンティティに関する情報ツリーを検索する

説明

array snmpwalkoid ( string $hostname , string $community , string $object_id [, int $timeout [, int $retries ]] )

snmpwalkoid() 関数は、hostname で指定した SNMP エージェントから すべてのオブジェクト ID とその値を読みこむために使用します。

snmpwalkoid() および snmpwalk() は、歴史的経緯により残されているものです。 どちらも、下位互換のために提供されています。 代わりに snmprealwalk() を使用してください。

パラメータ
hostname

SNMP エージェント。
community

リードコミュニティ。
object_id

NULL の場合は、object_id が SNMP オブジェクトツリーのルートとして解釈され、 ツリーの配下のすべてのオブジェクトを配列として返します。

object_id を指定した場合は、 その object_id の配下のすべての SNMP オブジェクトを返します。
timeout

最初のタイムアウトまでのマイクロ秒数。
retries

返り値

object_id() からの SNMP オブジェクトの値の配列をルートとして返します。 エラーの場合に FALSE を返します。

例

例1 snmpwalkoid() の例
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<?php
$a = snmpwalkoid("127.0.0.1", "public", ""); 
for (reset($a); $i = key($a); next($a)) {
    echo "$i: $a[$i]<br />\n";
}
?>

上記の関数コールは、ローカルホスト上で稼働する SNMP エージェントからすべての SNMP オブジェクトを返します。 ループ処理により値を一つずつとりだすことができます。

参考

snmpwalk() - エージェントから全ての SNMP オブジェクトを取得する

目次
snmp_get_quick_print — UCD ライブラリの quick_print の現在の設定値を取得する
snmp_get_valueretrieval — SNMP の値が返される方法を返す
snmp_read_mib — アクティブな MIB ツリーの中に MIB ファイルを読み込んでパースする
snmp_set_enum_print — すべての enum を、実際の整数値ではなく enum 値とともに返す
snmp_set_oid_numeric_print — 指定したオブジェクト内の全てのオブジェクトを、対応するオブジェクト ID を含めて返す
snmp_set_oid_output_format — OID の出力形式を設定する
snmp_set_quick_print — UCB SNMP ライブラリで quick_print の値を設定する
snmp_set_valueretrieval — SNMP の値が返される方法を設定する
snmp2_get — Description
snmp2_getnext — Description
snmp2_real_walk — Description
snmp2_set — Description
snmp2_walk — Description
snmp3_get — Description
snmp3_getnext — Description
snmp3_real_walk — Description
snmp3_set — Description
snmp3_walk — Description
snmpget — SNMP オブジェクトを取得する
snmpgetnext — SNMP オブジェクトを取得する
snmprealwalk — 指定したオブジェクトに関するオブジェクト ID を含むすべてのオブジェクトを返す
snmpset — SNMP オブジェクトを設定する
snmpwalk — エージェントから全ての SNMP オブジェクトを取得する
snmpwalkoid — ネットワークエンティティに関する情報ツリーを検索する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
SNMP 関数

snmp_get_quick_print — UCD ライブラリの quick_print の現在の設定値を取得する
snmp_get_valueretrieval — SNMP の値が返される方法を返す
snmp_read_mib — アクティブな MIB ツリーの中に MIB ファイルを読み込んでパースする
snmp_set_enum_print — すべての enum を、実際の整数値ではなく enum 値とともに返す
snmp_set_oid_numeric_print — 指定したオブジェクト内の全てのオブジェクトを、対応するオブジェクト ID を含めて返す
snmp_set_oid_output_format — OID の出力形式を設定する
snmp_set_quick_print — UCB SNMP ライブラリで quick_print の値を設定する
snmp_set_valueretrieval — SNMP の値が返される方法を設定する
snmp2_get — Description
snmp2_getnext — Description
snmp2_real_walk — Description
snmp2_set — Description
snmp2_walk — Description
snmp3_get — Description
snmp3_getnext — Description
snmp3_real_walk — Description
snmp3_set — Description
snmp3_walk — Description
snmpget — SNMP オブジェクトを取得する
snmpgetnext — SNMP オブジェクトを取得する
snmprealwalk — 指定したオブジェクトに関するオブジェクト ID を含むすべてのオブジェクトを返す
snmpset — SNMP オブジェクトを設定する
snmpwalk — エージェントから全ての SNMP オブジェクトを取得する
snmpwalkoid — ネットワークエンティティに関する情報ツリーを検索する
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ソケット

導入
ソケット拡張モジュールは、一般的な BSD ソケットに基づくソケット通信に関する低レベルインターフェースを実装し、 クライアントだけでなく、 ソケットサーバとして動作させることが可能となります。

より一般的なクライアントサイドのソケットインターフェースについては、 stream_socket_client()、 stream_socket_server()、 fsockopen() および pfsockopen() を参照ください。

ここで説明するソケット関数を使用する場合、多くの関数は C 言語に同じ名前の関数が存在しますが、 しばしば定義が異なっていることに注意してください。 混乱を避けるには、説明をよく読んでください。

このようにソケットプログラミングと異なっている点はありますが、 それでも有用な多くの Unix man ページを参照することができます。 Web 上に C 言語のソケットプログラミングのチュートリアル情報が存在し、 その多くは、若干の修正により、 PHP におけるソケットプ
ログラミングに適用することが可能です。 » Unix Socket FAQ が、 手始めとして適しているでしょう。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
ここに既述されたソケット関数は PHP 拡張モジュールの一部であり、 コンパイル時に configure にオプション --enable-sockets を指定することにより 使用可能となります。

注意: IPv6 サポートは PHP 5.0.0 で追加されました。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
socket_accept()、 socket_create_listen() および socket_create() はソケットリソースを返します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

AF_UNIX (integer)
AF_INET (integer)
AF_INET6 (integer)

IPv6 サポートつきでコンパイルした場合にのみ使用可能です。
SOCK_STREAM (integer)
SOCK_DGRAM (integer)
SOCK_RAW (integer)
SOCK_SEQPACKET (integer)
SOCK_RDM (integer)
MSG_OOB (integer)
MSG_WAITALL (integer)
MSG_PEEK (integer)

http://www.unixguide.net/network/socketfaq/
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MSG_DONTROUTE (integer)
MSG_EOR (integer)

Windows プラットフォームでは使用できません。
MSG_EOF (integer)

Windows プラットフォームでは使用できません。
SO_DEBUG (integer)
SO_REUSEADDR (integer)
SO_KEEPALIVE (integer)
SO_DONTROUTE (integer)
SO_LINGER (integer)
SO_BROADCAST (integer)
SO_OOBINLINE (integer)
SO_SNDBUF (integer)
SO_RCVBUF (integer)
SO_SNDLOWAT (integer)
SO_RCVLOWAT (integer)
SO_SNDTIMEO (integer)
SO_RCVTIMEO (integer)
SO_TYPE (integer)
SO_ERROR (integer)
TCP_NODELAY (integer)

Nagle TCP アルゴリズムを無効にするために使用します。 PHP 5.2.7 で追加されました。
SOL_SOCKET (integer)
PHP_NORMAL_READ (integer)
PHP_BINARY_READ (integer)
SOL_TCP (integer)
SOL_UDP (integer)

以下の定数は Windows でのみ定義されています。

SOCKET_EINTR (integer)
SOCKET_EBADF (integer)
SOCKET_EACCES (integer)
SOCKET_EFAULT (integer)
SOCKET_EINVAL (integer)
SOCKET_EMFILE (integer)
SOCKET_EWOULDBLOCK (integer)
SOCKET_EINPROGRESS (integer)
SOCKET_EALREADY (integer)
SOCKET_ENOTSOCK (integer)
SOCKET_EDESTADDRREQ (integer)
SOCKET_EMSGSIZE (integer)
SOCKET_EPROTOTYPE (integer)
SOCKET_ENOPROTOOPT (integer)
SOCKET_EPROTONOSUPPORT (integer)
SOCKET_ESOCKTNOSUPPORT (integer)
SOCKET_EOPNOTSUPP (integer)
SOCKET_EPFNOSUPPORT (integer)
SOCKET_EAFNOSUPPORT (integer)
SOCKET_EADDRINUSE (integer)
SOCKET_EADDRNOTAVAIL (integer)
SOCKET_ENETDOWN (integer)
SOCKET_ENETUNREACH (integer)
SOCKET_ENETRESET (integer)
SOCKET_ECONNABORTED (integer)
SOCKET_ECONNRESET (integer)
SOCKET_ENOBUFS (integer)
SOCKET_EISCONN (integer)
SOCKET_ENOTCONN (integer)
SOCKET_ESHUTDOWN (integer)
SOCKET_ETOOMYREFS (integer)
SOCKET_ETIMEDOUT (integer)
SOCKET_ECONNREFUSED (integer)
SOCKET_ELOOP (integer)
SOCKET_ENAMETOOLONG (integer)
SOCKET_EHOSTDOWN (integer)
SOCKET_EHOSTUNREACH (integer)
SOCKET_ENOTEMPTY (integer)
SOCKET_EPROCLIM (integer)
SOCKET_EUSERS (integer)
SOCKET_EDUOT (integer)
SOCKET_ESTALE (integer)
SOCKET_EREMOTE (integer)
SOCKET_EDISCON (integer)
SOCKET_SYSNOTREADY (integer)
SOCKET_VERNOTSUPPORTED (integer)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

SOCKET_NOTINITIALISED (integer)
SOCKET_HOST_NOT_FOUND (integer)
SOCKET_TRY_AGAIN (integer)
SOCKET_NO_RECOVERY (integer)
SOCKET_NO_DATA (integer)
SOCKET_NO_ADDRESS (integer)

以下の定数は UNIX ライクなプラットフォームでのみ使用可能です。 各定数は、そのプラットフォーム上で同等のものが定義されている場合にのみ定義されています。

SOCKET_EPERM (integer)
Operation not permitted.

SOCKET_ENOENT (integer)
No such file or directory.

SOCKET_EINTR (integer)
Interrupted system call.

SOCKET_EIO (integer)
I/O error.

SOCKET_ENXIO (integer)
No such device or address.

SOCKET_E2BIG (integer)
Arg list too long.

SOCKET_EBADF (integer)
Bad file number.

SOCKET_EAGAIN (integer)
Try again.

SOCKET_ENOMEM (integer)
Out of memory.

SOCKET_EACCES (integer)
Permission denied.

SOCKET_EFAULT (integer)
Bad address.

SOCKET_ENOTBLK (integer)
Block device required.

SOCKET_EBUSY (integer)
Device or resource busy.

SOCKET_EEXIST (integer)
File exists.

SOCKET_EXDEV (integer)
Cross-device link.

SOCKET_ENODEV (integer)
No such device.

SOCKET_ENOTDIR (integer)
Not a directory.

SOCKET_EISDIR (integer)
Is a directory.

SOCKET_EINVAL (integer)
Invalid argument.

SOCKET_ENFILE (integer)
File table overflow.

SOCKET_EMFILE (integer)
Too many open files.

SOCKET_ENOTTY (integer)
Not a typewriter.

SOCKET_ENOSPC (integer)
No space left on device.

SOCKET_ESPIPE (integer)
Illegal seek.

SOCKET_EROFS (integer)
Read-only file system.

SOCKET_EMLINK (integer)
Too many links.

SOCKET_EPIPE (integer)
Broken pipe.

SOCKET_ENAMETOOLONG (integer)
File name too long.

SOCKET_ENOLCK (integer)
No record locks available.

SOCKET_ENOSYS (integer)
Function not implemented.

SOCKET_ENOTEMPTY (integer)
Directory not empty.

SOCKET_ELOOP (integer)
Too many symbolic links encountered.

SOCKET_EWOULDBLOCK (integer)
Operation would block.

SOCKET_ENOMSG (integer)
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No message of desired type.
SOCKET_EIDRM (integer)

Identifier removed.
SOCKET_ECHRNG (integer)

Channel number out of range.
SOCKET_EL2NSYNC (integer)

Level 2 not synchronized.
SOCKET_EL3HLT (integer)

Level 3 halted.
SOCKET_EL3RST (integer)

Level 3 reset.
SOCKET_ELNRNG (integer)

Link number out of range.
SOCKET_EUNATCH (integer)

Protocol driver not attached.
SOCKET_ENOCSI (integer)

No CSI structure available.
SOCKET_EL2HLT (integer)

Level 2 halted.
SOCKET_EBADE (integer)

Invalid exchange.
SOCKET_EBADR (integer)

Invalid request descriptor.
SOCKET_EXFULL (integer)

Exchange full.
SOCKET_ENOANO (integer)

No anode.
SOCKET_EBADRQC (integer)

Invalid request code.
SOCKET_EBADSLT (integer)

Invalid slot.
SOCKET_ENOSTR (integer)

Device not a stream.
SOCKET_ENODATA (integer)

No data available.
SOCKET_ETIME (integer)

Timer expired.
SOCKET_ENOSR (integer)

Out of streams resources.
SOCKET_ENONET (integer)

Machine is not on the network.
SOCKET_EREMOTE (integer)

Object is remote.
SOCKET_ENOLINK (integer)

Link has been severed.
SOCKET_EADV (integer)

Advertise error.
SOCKET_ESRMNT (integer)

Srmount error.
SOCKET_ECOMM (integer)

Communication error on send.
SOCKET_EPROTO (integer)

Protocol error.
SOCKET_EMULTIHOP (integer)

Multihop attempted.
SOCKET_EBADMSG (integer)

Not a data message.
SOCKET_ENOTUNIQ (integer)

Name not unique on network.
SOCKET_EBADFD (integer)

File descriptor in bad state.
SOCKET_EREMCHG (integer)

Remote address changed.
SOCKET_ERESTART (integer)

Interrupted system call should be restarted.
SOCKET_ESTRPIPE (integer)

Streams pipe error.
SOCKET_EUSERS (integer)

Too many users.
SOCKET_ENOTSOCK (integer)

Socket operation on non-socket.
SOCKET_EDESTADDRREQ (integer)

Destination address required.
SOCKET_EMSGSIZE (integer)

Message too long.
SOCKET_EPROTOTYPE (integer)
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Protocol wrong type for socket.
SOCKET_EPROTOOPT (integer)

Protocol not available.
SOCKET_EPROTONOSUPPORT (integer)

Protocol not supported.
SOCKET_ESOCKTNOSUPPORT (integer)

Socket type not supported.
SOCKET_EOPNOTSUPP (integer)

Operation not supported on transport endpoint.
SOCKET_EPFNOSUPPORT (integer)

Protocol family not supported.
SOCKET_EAFNOSUPPORT (integer)

Address family not supported by protocol.
SOCKET_ADDRINUSE (integer)

Address already in use.
SOCKET_EADDRNOTAVAIL (integer)

Cannot assign requested address.
SOCKET_ENETDOWN (integer)

Network is down.
SOCKET_ENETUNREACH (integer)

Network is unreachable.
SOCKET_ENETRESET (integer)

Network dropped connection because of reset.
SOCKET_ECONNABORTED (integer)

Software caused connection abort.
SOCKET_ECONNRESET (integer)

Connection reset by peer.
SOCKET_ENOBUFS (integer)

No buffer space available.
SOCKET_EISCONN (integer)

Transport endpoint is already connected.
SOCKET_ENOTCONN (integer)

Transport endpoint is not connected.
SOCKET_ESHUTDOWN (integer)

Cannot send after transport endpoint shutdown.
SOCKET_ETOOMANYREFS (integer)

Too many references: cannot splice.
SOCKET_ETIMEDOUT (integer)

Connection timed out.
SOCKET_ECONNREFUSED (integer)

Connection refused.
SOCKET_EHOSTDOWN (integer)

Host is down.
SOCKET_EHOSTUNREACH (integer)

No route to host.
SOCKET_EALREADY (integer)

Operation already in progress.
SOCKET_EINPROGRESS (integer)

Operation now in progress.
SOCKET_EISNAM (integer)

Is a named type file.
SOCKET_EREMOTEIO (integer)

Remote I/O error.
SOCKET_EDQUOT (integer)

Quota exceeded.
SOCKET_ENOMEDIUM (integer)

No medium found.
SOCKET_EMEDIUMTYPE (integer)

Wrong medium type.

例
例1 ソケットの例: 簡易 TCP/IP サーバ

この例は、簡単な応答サーバです。変数 address と port を設定と実行環境に合うように変更してください。 このサーバに次のようなコマンドで接続することが可能です。 : telnet 192.168.1.53 10000 (ただし、 アドレスとポートは設定に合わせます)入力したものは、サー
バ側の出力となり、 エコーバックされます。接続を閉じるには、'quit' を入力します。
#!/usr/local/bin/php -q
<?php
error_reporting(E_ALL);

/* Allow the script to hang around waiting for connections. */
set_time_limit(0);

/* Turn on implicit output flushing so we see what we're getting
 * as it comes in. */
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ob_implicit_flush();

$address = '192.168.1.53';
$port = 10000;

if (($sock = socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP)) === false) {
    echo "socket_create() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error()) . "\n";
}

if (socket_bind($sock, $address, $port) === false) {
    echo "socket_bind() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error($sock)) . "\n";
}

if (socket_listen($sock, 5) === false) {
    echo "socket_listen() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error($sock)) . "\n";
}

do {
    if (($msgsock = socket_accept($sock)) === false) {
        echo "socket_accept() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error($sock)) . "\n";
        break;
    }
    /* Send instructions. */
    $msg = "\nWelcome to the PHP Test Server. \n" .
        "To quit, type 'quit'. To shut down the server type 'shutdown'.\n";
    socket_write($msgsock, $msg, strlen($msg));

    do {
        if (false === ($buf = socket_read($msgsock, 2048, PHP_NORMAL_READ))) {
            echo "socket_read() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error($msgsock)) . "\n";
            break 2;
        }
        if (!$buf = trim($buf)) {
            continue;
        }
        if ($buf == 'quit') {
            break;
        }
        if ($buf == 'shutdown') {
            socket_close($msgsock);
            break 2;
        }
        $talkback = "PHP: You said '$buf'.\n";
        socket_write($msgsock, $talkback, strlen($talkback));
        echo "$buf\n";
    } while (true);
    socket_close($msgsock);
} while (true);

socket_close($sock);
?>

例2 ソケットの例: 簡易 TCP/IP クライアント

この例は、簡単な一回限りの HTTP クライアントです。ここでは、 あるページに接続して HEAD リクエストを送信し、応答を出力た後で終了します。
<?php
error_reporting(E_ALL);

echo "<h2>TCP/IP Connection</h2>\n";

/* Get the port for the WWW service. */
$service_port = getservbyname('www', 'tcp');

/* Get the IP address for the target host. */
$address = gethostbyname('www.example.com');

/* Create a TCP/IP socket. */
$socket = socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP);
if ($socket === false) {
    echo "socket_create() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error()) . "\n";
} else {
    echo "OK.\n";
}

echo "Attempting to connect to '$address' on port '$service_port'...";
$result = socket_connect($socket, $address, $service_port);
if ($result === false) {
    echo "socket_connect() failed.\nReason: ($result) " . socket_strerror(socket_last_error($socket)) . "\n";
} else {
    echo "OK.\n";
}

$in = "HEAD / HTTP/1.1\r\n";
$in .= "Host: www.example.com\r\n";
$in .= "Connection: Close\r\n\r\n";
$out = '';

echo "Sending HTTP HEAD request...";
socket_write($socket, $in, strlen($in));
echo "OK.\n";

echo "Reading response:\n\n";
while ($out = socket_read($socket, 2048)) {
    echo $out;
}

echo "Closing socket...";
socket_close($socket);
echo "OK.\n\n";
?>

ソケットのエラー
ソケット拡張モジュールは、 強力な BSD ソケットへの有用なインターフェースを提供するために作成されました。 関数は、Win32 および Unix の実装において等しく動作するように注意が払われています。 ソケット関数の多くは特定の条件で失敗し、エラーを記述する
E_WARNING メッセージを出力します。 これは、時々開発者が望まない時に発生することがあります。例えば、 関数 socket_read() は突然 E_WARNING メッセージを出力する可能性があります。 これは、予測しない接続断が発生したためです。 @ 演算子により警告出力を抑制し、
socket_last_error() 関数によりアプリケーション内でエラーコードを取得することが一般に行われています。 エラーを記述する文字列を取得するためにこのエラーコードを指定して socket_strerror() 関数をコールすることが可能です。 詳細は、この関数の説明を参照してくだ
さい。
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注意:

E_WARNING メッセージは、 ソケット拡張モジュールにより英語で生成されますが、取得されるエラーメッセージは、 現在のロケール (LC_MESSAGES) に依存します。
Warning - socket_bind() unable to bind address [98]: Die Adresse wird bereits verwendet

ソケット 関数

socket_accept
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_accept — ソケットへの接続を許可する

説明

resource socket_accept ( resource $socket )

socket_create() を使用してソケット socket を作成した後、 socket_bind() で名前に関連付け、 socket_listen() で接続をモニタします。この関数は、 このソケットへの接続を許可します。接続に成功すると、新規の ソケット記述子が返されます。この記述子は通信の際に使用
されます。 ソケット上に複数の接続がキューで待っている場合、最初の接続が使用 されます。接続待ちがない場合、socket_accept() は接続が存在するまでブロックされます。 socket が socket_set_blocking() または socket_set_nonblock() により非ブロックモードで 作成
された場合、FALSE が返されます。

socket_accept() により返されたソケットリソースは、 新規接続を許可するために使用することはできません。この場合でも 元の接続待ちのソケット socket は オープンされたままであり、再使用可能です。

パラメータ
socket

socket_create() で作成したソケットリソース。

返り値

成功した場合に新規ソケットリソースを、エラー時に FALSE を返します。 実際のエラーコードは、socket_last_error() を コールすることで取得可能です。このコードを socket_strerror() に渡すことで、 エラーの内容を文字列で取得することが可能です。

参考

socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_bind
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_bind — ソケットに名前をバインドする

説明

bool socket_bind ( resource $socket , string $address [, int $port = 0 ] )

address で指定した名前を socket で指定したソケットにバインドします。 これは、socket_connect() あるいは socket_listen() を使用して接続が確立される前に行われます。

パラメータ
socket

socket_create() で作成した有効なソケット記述子。
address

ソケットの種類が AF_INET の場合、 address はドットで 4 つに区切られた表記 （例: 127.0.0.1）の IP アドレス。

ソケットの種類が AF_UNIX の場合、 address は Unix ドメインソケット （例: /tmp/my.sock）。

port（オプション）

パラメータ port は AF_INET ソケットにバインドする場合にのみ使用され、 接続するリモートホストのポートを指定します。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラーコードは socket_last_error() により取得できます。 このコードを socket_strerror() に渡すことにより、 エラー内容を表すテキストを得ることができます。

例

例1 socket_bind() を使用してソースアドレスを指定する
<?php
// 新しいソケットを作成する
$sock = socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP);

// コンピュータが所有する IP アドレスリストの例
$sourceips['kevin']    = '127.0.0.1';
$sourceips['madcoder'] = '127.0.0.2';

// ソースアドレスをバインドする
socket_bind($sock, $sourceips['madcoder']);

// 接続先アドレスと接続する
socket_connect($sock, '127.0.0.1', 80);

// 書き込む
$request = 'GET / HTTP/1.1' . "\r\n" .
           'Host: example.com' . "\r\n\r\n";
socket_write($sock, $request);

// 閉じる
socket_close($sock);

?>

注意

注意:

この関数は、 socket_connect() の前に実行されている必要があります。

注意:

Windows 9x/ME 互換性の注意: マシンに属しないアドレスにソケットをバインドしようとした場合、 socket_last_error() は 無効なエラーコードを返すことがあります。

参考

socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_clear_error
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

socket_clear_error — ソケットのエラーまたは直近のエラーコードをクリアする

説明

void socket_clear_error ([ resource $socket ] )

この関数は、指定したソケットまたは直近のグローバルなソケットエラー のエラーコードをクリアします。

この関数により、 ソケットまたは直近のグローバルな拡張エラーコードとなる エラーコードの値を明示的にリセットすることが可能になります。 これは、エラーが発生したかどうかをアプリケーション内で検出する際に有用です。

パラメータ
socket

socket_create() で作成したソケットリソース。

返り値

値を返しません。

参考

socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す
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socket_close
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_close — ソケットリソースを閉じる

説明

void socket_close ( resource $socket )

socket_close() は、 socket で指定したソケットリソースを閉じます。 この関数はソケット専用であり、その他のリソースに対しては用いることができません。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。

返り値

値を返しません。

参考

socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_connect
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_connect — ソケット上の接続を初期化する

説明

bool socket_connect ( resource $socket , string $address [, int $port = 0 ] )

ソケットリソース socket を用いて、 address への接続を初期化します。 このリソースは、socket_create() で作成した有効なソケットリソースである必要があります。

パラメータ
socket

address

パラメータ address には、 socket の種類が AF_INET の場合はドット区切り表記の IPv4 アドレス (例: 127.0.0.1)、 IPv6 サポートが有効で socket の種類が AF_INET6 の場合は IPv6 アドレス (例: ::1)、 AF_UNIX の場合は Unix ドメインソケットのパス名を指定します。
port

パラメータ port は AF_INET ソケット あるいは AF_INET6 に接続する場合にのみ必須となり、 接続するリモートホストのポートを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 エラーコードは、 socket_last_error() により取得できます。 このコードを socket_strerror() に渡すことにより、 エラー内容を表すテキストを得ることができます。

注意:

ソケットが非ブロッキングモードの場合、この関数は FALSE を返し、エラー Operation now in progress を発生させます。

参考

socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す
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socket_create_listen
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_create_listen — 接続を受けつけるためにポートにソケットをオープンする

説明

resource socket_create_listen ( int $port [, int $backlog = 128 ] )

socket_create_listen() は、 AF_INET 型で すべての ローカルインターフェースの指定したポート上で新規接続を待ち受ける 新規ソケットリソースを作成します。

この関数は、新規接続のみを受け入れるソケットを作成しやすくするためのものです。

パラメータ
port

すべてのインターフェイスで待ち受けるポート。
backlog

backlog パラメータは、 接続の順番待ちのキューをどれだけの長さまで保持するかを定義します。 SOMAXCONN を backlog パラメータに渡します。詳細な情報は socket_listen() を参照ください。

返り値

socket_create_listen() は、 成功した場合に新規ソケットリソースを、エラー時に FALSE を返します。エラーコードは socket_last_error() で取得可能です。このコードを socket_strerror() に渡すと、エラーの詳細が文字列で取得可能です。

注意

注意:

特定のインターフェースのみを listen するソケットを作成したい場合は socket_create()、 socket_bind() および socket_listen() を使用します。

参考

socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_create_pair() - 区別できないソケットの組を作成し、配列に保存する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_create_pair
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_create_pair — 区別できないソケットの組を作成し、配列に保存する

説明

bool socket_create_pair ( int $domain , int $type , int $protocol , array &$fd )

socket_create_pair() は、接続されており区別できない 2 つのソケットを作成し、それを fd に保存します。 この関数は、一般に IPC（InterProcess Communication: プロセス間通信） で使用します。

パラメータ
domain

domain は、ソケットで使用するプロトコルの種類を指定します。 完全な一覧は socket_create() を参照ください。
type

type では、ソケットが使用する通信の形式を選択します。 完全な一覧は socket_create() を参照ください。
protocol

protocol は、指定した domain の中の特定のプロトコルを指定します。これは、返されるソケットとの通信に使用されます。 使用可能な値の名前は getprotobyname() で取得可能です。もし要求されるプロトコルが TCP あるいは UDP の場合、 対応する定数 SOL_TCP およ
び SOL_UDP も使用可能です。

サポートするプロトコルの完全な一覧は socket_create() を参照ください。
fd
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2 つのソケットリソースが格納される配列への参照。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、ふたたび Windows プラットフォームで使用可能となりました。
4.3.0 この関数は、バグが原因で Windows プラットフォームでは動作しなくなりました。

例

例1 socket_create_pair() の例
<?php
$sockets = array();

/* Windows では AF_INET を使う必要があります */
$domain = (strtoupper(substr(PHP_OS, 0, 3)) == 'WIN' ? AF_INET : AF_UNIX);

/* ソケットの組の設定 */
if (socket_create_pair($domain, SOCK_STREAM, 0, $sockets) === false) {
    echo "socket_create_pair failed. Reason: ".socket_strerror(socket_last_error());
}
/* データの送受信 */
if (socket_write($sockets[0], "ABCdef123\n", strlen("ABCdef123\n")) === false) {
    echo "socket_write() failed. Reason: ".socket_strerror(socket_last_error($sockets[0]));
}
if (($data = socket_read($sockets[1], strlen("ABCdef123\n"), PHP_BINARY_READ)) === false) {
    echo "socket_read() failed. Reason: ".socket_strerror(socket_last_error($sockets[1]));
}
var_dump($data);

/* ソケットのクローズ */
socket_close($sockets[0]);
socket_close($sockets[1]);
?>

例2 socket_create_pair() での IPC の例
<?php
$ary = array();
$strone = 'Message From Parent.';
$strtwo = 'Message From Child.';

if (socket_create_pair(AF_UNIX, SOCK_STREAM, 0, $ary) === false) {
    echo "socket_create_pair() failed. Reason: ".socket_strerror(socket_last_error());
}
$pid = pcntl_fork();
if ($pid == -1) {
    echo 'プロセスを fork できません。';
} elseif ($pid) {
    /* 親プロセス */
    socket_close($ary[0]);
    if (socket_write($ary[1], $strone, strlen($strone)) === false) {
        echo "socket_write() failed. Reason: ".socket_strerror(socket_last_error($ary[1]));
    }
    if (socket_read($ary[1], strlen($strtwo), PHP_BINARY_READ) == $strtwo) {
        echo "Recieved $strtwo\n";
    }
    socket_close($ary[1]);
} else {
    /* 子プロセス */
    socket_close($ary[1]);
    if (socket_write($ary[0], $strtwo, strlen($strtwo)) === false) {
        echo "socket_write() failed. Reason: ".socket_strerror(socket_last_error($ary[0]));
    }
    if (socket_read($ary[0], strlen($strone), PHP_BINARY_READ) == $strone) {
        echo "Recieved $strone\n";
    }
    socket_close($ary[0]);
}
?>

参考

socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_create_listen() - 接続を受けつけるためにポートにソケットをオープンする
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_create
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_create — ソケット（通信時の終端）を作成する
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説明

resource socket_create ( int $domain , int $type , int $protocol )

通信のエンドポイント(終端)と呼ばれることもあるソケットのリソースを作成し、 返します。典型的なネットワーク接続は、2つのソケットから成り立ちます。 このとき、片方はクライアント、もう片方はサーバの役割をします。

パラメータ
domain

パラメータ domain には、 ソケットが利用するプロトコルファミリーを指定します。

指定可能なアドレス/プロトコルファミリーの一覧
ドメイン 説明
AF_INET IPv4 インターネットプロトコル。 このプロトコルファミリーに属するプロトコルとしてよく知られているのは、 TCP や UDP です。
AF_INET6 IPv6 インターネットプロトコル。TCP と UDP が、このプロトコルファミリーで一般的なプロトコルです。
AF_UNIX ローカルでのコミュニケーションに用いられるプロトコルファミリーです。 高い効率と低いオーバーヘッドを誇るため、IPC (プロセス間通信) でよく使われます。

type

type パラメータは、 ソケットが利用する通信方式を指定します。

利用できるソケットのタイプ
タイプ 説明

SOCK_STREAM このタイプでは、時系列的、高信頼性、全二重、接続型のバイトストリームが利用できます。 帯域外のデータ転送メカニズムがサポートされている場合もあります。 TCP プロトコルは、このソケットタイプに基づきます。
SOCK_DGRAM このタイプでは、データグラム(非接続型で、信頼性の高くない 固定バイト長のメッセージ) がサポートされます。 UDP プロトコルは、このソケットタイプに基づきます。
SOCK_SEQPACKETこのタイプでは、時系列的な、信頼性のある、 双方向の接続指向型の固定長データグラム転送が利用できます。 パケットを消費する側は、一つのパケット全部を一度の read コールで読み込む必要があります。
SOCK_RAW このタイプでは、素のネットワークプロトコルを操作できます。 この特殊なソケットを使って、どのタイプのプロトコルでもユーザの手で構築することができます。 よくある使い方として、(ping のような) ICMP リクエストの作成があります。
SOCK_RDM このタイプでは、信頼に足る、非時系列的なデータグラム転送が利用できます。 ほとんどのオペレーティングシステムでは実装されていないでしょう。

protocol

protocol は、ソケット上の通信で使われる domain で指定されたファミリーに属するプロトコルを指定します。 正しい値は、getprotobyname() を使うことで取得できます。利用したいプロトコルが、TCP または UDP の場合は、定数 SOL_TCP と SOL_UDP を指定することも
できます。

一般的なプロトコルの一覧
名称 説明
icmp Internet Control Message Protocol は、主にゲートウェイやホストが、 データグラム通信におけるエラーを報告するのに使われます。 "ping" コマンド (最近のほとんどのオペーレーティングシステムに 搭載されています) が ICMP アプリケーションの一例です。
udp User Datagram Protocol は、非接続指向の、信頼性の高くない、 固定のレコード長を用いるプロトコルです。このような側面のおかげで、 UDP はプロトコルとして最小限のオーバーへッドしか要求しません。

tcp
Transmission Control Protocol は、信頼性の高い、接続指向かつ ストリーム指向の全二重通信プロトコルです。TCP は、 すべてのパケットが、送信された順序で(時系列的に)受信されることを 保証します。もし、何らかの理由でパケットが通信中に失われた場
合、 TCP では、送信先から通知があるまで、パケットが再送信されるように なっています。信頼性とパフォーマンス上の理由から、TCP の実装は、 下層にあるデータグラム通信レイヤーのオクテット幅を 適当な長さに決定します。このため、TCP アプリケーショ
ンは、 レコードの全部が一度に転送されない場合も考慮しなければなりません。

返り値

socket_create() は、 成功時にソケットリソース、失敗時に FALSE を返します。 実際のエラーコードは、socket_last_error() を コールすることにより取得できます。このエラーコードをさらに socket_strerror()に渡すことにより、 エラーの内容を文字列で取得することが可
能です。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 定数 AF_INET6 が追加されました。

エラー / 例外

domain や type に 不正な値が与えられた場合、socket_create() は、これらを それぞれ AF_INET と SOCK_STREAM であるとみなし、E_WARNING メッセージを出します。

参考

socket_accept() - ソケットへの接続を許可する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_get_option
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)
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socket_get_option — ソケットのオプションを取得する

説明

mixed socket_get_option ( resource $socket , int $level , int $optname )

socket_get_option() 関数は、ソケット socket のオプション optname の値を取得します。socket_get_option() は、失敗した場合に FALSE を返します。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。
level

level パラメータは、オプションのプロトコルレベルを指定します。 例えば、オプションをソケットレベルで取得するには level パラメータに SOL_SOCKET を指定します。 TCP のようなそれ以外のレベルの場合、そのレベルのプロトコル番号を指定します。 プロトコル番号
は getprotobyname() 関数を使用して取得可能です。

optname
使用可能なソケットオプション

オプション 説明 型
SO_DEBUG デバッグ情報を記録するかどうかを報告します。 int
SO_BROADCASTブロードキャストメッセージの送信がサポートされているかどうかを報告します。 int
SO_REUSEADDRローカルアドレスが再使用可能するかどうかを報告します。 int

SO_KEEPALIVE定期的なメッセージの送信によって接続がアクティブになっているかどうかを報告します。 もしソケットがこれらのメッセージに応答できなかった場合、 接続は崩壊し、ソケットへの
書き込みを行うと SIGPIPE シグナルを受け取ります。 int

SO_LINGER

データがまだ残っているうちに socket_close() をコールした場合に、socket を残存させるかどうかを報告します。 デフォルトでは、ソケットが閉じられる際には未送信のデータをす
べて送信しようとします。 接続ベースのソケットでは、 socket_close() は接続先がデータを認識するまで閉じるのを待ちます。

l_onoff が非ゼロで l_linger がゼロの場合は、 その時点で未送信のデータはすべて破棄されます。 接続ベースのソケットの場合、接続先には RST (リセット) を送信します。

一方 l_onoff が非ゼロで l_linger も非ゼロの場合は、 socket_close() は 全データを送信し終えるか l_linger で指定した時間が経過するまで処理をブロックします。 ソケットが非ブ
ロックモードの場合は、 socket_close() は失敗してエラーを返します。

array。配列に含まれるキーは l_onoff および l_linger のふたつ。

SO_OOBINLINE socket が帯域外のデータをインラインに残し続けるかを報告します。 int
SO_SNDBUF 送信バッファのサイズを報告します。 int
SO_RCVBUF 受信バッファのサイズを報告します。 int
SO_ERROR エラーステータスに関する情報を報告し、それをクリアします。 int (socket_set_option() で設定することはできません)
SO_TYPE socket の型 (たとえば SOCK_STREAM) を報告します。 int (socket_set_option() で設定することはできません)
SO_DONTROUTE送信メッセージがルータを越えるかどうかを報告します。 int
SO_RCVLOWAT socket の入力操作を行う際の最小バイト数を報告します。 int

SO_RCVTIMEO 入力操作のタイムアウト値を報告します。 array。配列に含まれるキーはふたつ。 sec はタイムアウトの秒単位の部
分で、 usec はタイムアウトのミリ秒単位の部分。

SO_SNDTIMEO 出力関数がフロー制御のためにブロックするタイムアウト値を報告します。 array。配列に含まれるキーはふたつ。 sec はタイムアウトの秒単位の部
分で、 usec はタイムアウトのミリ秒単位の部分。

SO_SNDLOWAT socket の出力操作を行う際の最小バイト数を報告します。 int
TCP_NODELAY Nagle TCP アルゴリズムが無効になっているかどうかを報告します。 int

返り値

指定したオプションの値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 socket_set_option() の例
<?php
$socket = socket_create_listen(1223);

$linger = array('l_linger' => 1, 'l_onoff' => 1);
socket_set_option($socket, SOL_SOCKET, SO_LINGER, $linger);

var_dump(socket_get_option($socket, SOL_SOCKET, SO_REUSEADDR));
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 関数の名前が変わりました。以前は socket_getopt() という名前でした。
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socket_getpeername
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_getpeername — 指定したソケットのリモート側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す

説明

bool socket_getpeername ( resource $socket , string &$address [, int &$port ] )

指定したソケットのリモート側に問い合わせ、 その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返します。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。
address

指定されたソケットの型が AF_INET あるいは AF_INET6 であった場合、socket_getpeername() はピア（リモート）の IP アドレス を適切な書式（例: 127.0.0.1 あるいは fe80::1）に したものを address パラメータに、そしてもし オプションの port パラメータが指定さ
れていれば そこにポートを格納します。

指定されたソケットの型が AF_UNIX であった場合、 socket_getpeername() は Unix ファイルシステムの パス（例: /var/run/daemon.sock）を address パラメータに格納します。
port

指定した場合は、 address に関連付けるポートを保持します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 socket_getpeername() は、 ソケットの型が AF_INET、 AF_INET6 あるいは AF_UNIX のいずれでもない場合にも FALSE を返します。この場合には、 直近のソケットエラーコードは更新されません。

注意

注意:

socket_getpeername() は、 socket_accept() で作成した AF_UNIX ソケットとともに使用することはできません。意味のある値が返されるのは、 socket_connect() で作成したソケットか socket_bind() に続くプライマリサーバソケットのみです。

注意:

socket_getpeername() に何らかの意味のある値を返させるには、 もちろんソケット自体が "peer" の概念を満たしている必要があります。

参考

socket_getsockname() - 指定したソケットのローカル側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_getsockname
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_getsockname — 指定したソケットのローカル側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す

説明

bool socket_getsockname ( resource $socket , string &$addr [, int &$port ] )

注意: socket_getsockname() は、 socket_accept() で作成した AF_UNIX ソケットとともに使用することはできません。意味のある値が返されるのは、 socket_accept() で作成したソケットか socket_bind() に続くプライマリサーバソケットのみです。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。
addr

指定されたソケットの型が AF_INET あるいは AF_INET6 であった場合、socket_getsockname() はローカルの IP アドレス を適切な書式（例: 127.0.0.1 あるいは fe80::1）に したものを address パラメータに、そしてもし オプションの port パラメータが指定されていれ
ば そこにポートを格納します。

指定されたソケットの型が AF_UNIX であった場合、 socket_getpeername() は Unix ファイルシステムのパス （例: /var/run/daemon.sock）を address パラメータに格納します。
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port

指定した場合は、関連付けるポートを保持します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 socket_getsockname() は、 ソケットの型が AF_INET、 AF_INET6 あるいは AF_UNIX のいずれでもない場合にも FALSE を返します。この場合には、 直近のソケットエラーコードは更新されません。

参考

socket_getpeername() - 指定したソケットのリモート側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_last_error
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_last_error — ソケットの直近のエラーを返す

説明

int socket_last_error ([ resource $socket ] )

ソケットリソースがこの関数に渡された場合、この特定のソケットに発生した 直近のエラーが返されます。ソケットリソースが省略された場合、 直近にエラーを発生したソケット関数のエラーコードが返されます。 後者は、失敗した場合にソケットを返さない socket_create()
のような関数や 特定のソケットに直接関係ない理由で失敗する可能性がある socket_select() で特に有用です。 このエラーコードは、指定したエラーコードを表す文字列を得るために

パラメータ
socket

socket_create() で作成したソケットリソース。

返り値

この関数は、ソケットのエラーコードを返します。

例

例1 socket_last_error() の例
<?php
$socket = @socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP);

if ($socket === false) {
    $errorcode = socket_last_error();
    $errormsg = socket_strerror($errorcode);
    
    die("ソケットを作成できません: [$errorcode] $errormsg");
}
?>

注意

注意:

socket_last_error() はエラーコードをクリアしません。 クリアするには socket_clear_error() を使用してください。

socket_listen
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_listen — ソケット上で接続待ち(listen)する

説明

bool socket_listen ( resource $socket [, int $backlog = 0 ] )

ソケット socket が socket_create() を用いて作成され、 socket_bind() で名前が付けられた後、 socket 上の接続要求を待つための通信ができるようになります。

socket_listen() は、ソケットが SOCK_STREAM 型または SOCK_SEQPACKET 型の場合のみ利用可能です。

パラメータ
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socket

socket_create() で作成したソケットリソース。
backlog

最大 backlog 個の接続を処理用の キューで待ち受けることが可能です。もし待ちうけ用のキューが いっぱいになった場合、クライアントでは ECONNREFUSED の通知とともにエラーが発生します。あるいは、もし基盤となるプロトコルが リクエストの再送をサポートして
いる場合、再試行が成功するまで リクエストは無視されます。

注意:

backlog パラメータに指定できる値の最大値は プラットフォームに大きく依存します。Linux では、最大値は SOMAXCONN に切り詰められます。win32 では、 もし SOMAXCONN を渡した場合、backlog の 最大値を適切な値に設定する責任はサービスの 提供側が負
います。 このプラットフォームでは、実際の backlog の値を見つける標準的な 手段が提供されていません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 エラーコードは socket_last_error() で取得可能で、このコードを socket_strerror() に指定することにより エラーの内容を文字列として取得可能です。

参考

socket_accept() - ソケットへの接続を許可する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_read
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_read — ソケットから最大バイト長まで読みこむ

説明

string socket_read ( resource $socket , int $length [, int $type = PHP_BINARY_READ ] )

関数 socket_read() は、関数 socket_create() または socket_accept() により作成されたソケット リソース socket から読み込みます。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。
length

読み込まれる最大バイト長は、length パラメータで 指定します。 読み込みを終了するために \r、\n、 \0 を使用することが可能です (これは、以下に示す type に依存します)。
type

オプションのパラメータ type は、名前のある定数です。

PHP_BINARY_READ (デフォルト) - システムの recv() 関数を 使用します。バイナリデータ読み込みに関して安全です。
PHP_NORMAL_READ - 読み込みは、\n あるいは \r で中断されます。

返り値

socket_read() は、成功時に文字列としてデータを返し、 エラー時 (リモートホストが接続をクローズした場合を含みます) に FALSE を返します。 エラーコードは socket_last_error() で取得可能であり、 このコードは、エラー文字列を取得するために socket_strerror() に渡す
ことができます。

注意:

socket_read() は、読み込むデータがもう存在しない 場合に長さゼロの文字列("")を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 type のデフォルト値が PHP_NORMAL_READ から PHP_BINARY_READ に変わりました。

参考

socket_accept() - ソケットへの接続を許可する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
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socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す
socket_write() - ソケットに書き込む

socket_recv
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_recv — 接続したソケットからデータを受信する

説明

int socket_recv ( resource $socket , string &$buf , int $len , int $flags )

socket_recv() 関数は、 socket から len バイトのデータを受信して buf に格納します。 socket_recv() を使うと、 接続したソケットからデータを収集することができます。 さらに、フラグを指定して関数の挙動を変更することもできます。

buf は参照渡しなので、 引数リストには変数で渡さなければなりません。 socket から socket_recv() で読み込んだデータが buf に入ります。

パラメータ
socket

socket は、事前に socket_create() で作成したソケットリソースでなければなりません。
buf

受信したデータが、 buf で指定した変数に格納されます。 エラーが発生したり接続がリセットされたりデータが存在しなかったりした場合は、 buf には NULL が設定されます。
len

最大 len バイトまでをリモートホストから取得します。
flags

flags の値は、次のフラグを論理 OR (|) 演算子で組み合わせたものとなります。

flags のとりうる値
フラグ 説明

MSG_OOB out-of-band を処理します。
MSG_PEEK 受信キューの先頭からデータを取得し、受信したデータをキューから削除しません。
MSG_WAITALL 最低 len バイト受信するまでブロックします。 しかし、シグナルを受け取ったりリモートホストが接続を切断したりした場合は、 この関数が返すデータがそれより少なくなる可能性があります。
MSG_DONTWAITこのフラグを設定すると、正常にブロックされている状態でも関数が結果を返します。

返り値

socket_recv() は、受信したバイト数を返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。 実際のエラーコードを取得するには socket_last_error() をコールします。 このエラーコードを socket_strerror() に渡すと、エラーに関する説明テキストを取得することができま
す。

例

例1 socket_recv() の例

この例は、 例 の最初の例を書き換えて socket_recv() を使う形式にしたものです。
<?php
error_reporting(E_ALL);

echo "<h2>TCP/IP Connection</h2>\n";

/* WWW サービスのポートを取得します */
$service_port = getservbyname('www', 'tcp');

/* 対象となるホストの IP アドレスを取得します */
$address = gethostbyname('www.example.com');

/* TCP/IP ソケットを作成します */
$socket = socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP);
if ($socket === false) {
    echo "socket_create() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error()) . "\n";
} else {
    echo "OK.\n";
}

echo "Attempting to connect to '$address' on port '$service_port'...";
$result = socket_connect($socket, $address, $service_port);
if ($result === false) {
    echo "socket_connect() failed.\nReason: ($result) " . socket_strerror(socket_last_error($socket)) . "\n";
} else {
    echo "OK.\n";
}

$in = "HEAD / HTTP/1.1\r\n";
$in .= "Host: www.example.com\r\n";
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$in .= "Connection: Close\r\n\r\n";
$out = '';

echo "Sending HTTP HEAD request...";
socket_write($socket, $in, strlen($in));
echo "OK.\n";

echo "Reading response:\n\n";
$buf = 'This is my buffer.';
if (false !== ($bytes = socket_recv($socket, $buf, 2048, MSG_WAITALL))) {
    echo "Read $bytes bytes from socket_recv(). Closing socket...";
} else {
    echo "socket_recv() failed; reason: " . socket_strerror(socket_last_error($socket)) . "\n";
}
socket_close($socket);

echo $buf . "\n";
echo "OK.\n\n";
?>

上の例の出力は、このようになります。
<h2>TCP/IP Connection</h2>
OK.
Attempting to connect to '208.77.188.166' on port '80'...OK.
Sending HTTP HEAD request...OK.
Reading response:

Closing socket...HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 14 Sep 2009 08:56:36 GMT
Server: Apache/2.2.3 (Red Hat)
Last-Modified: Tue, 15 Nov 2005 13:24:10 GMT
ETag: "b80f4-1b6-80bfd280"
Accept-Ranges: bytes
Content-Length: 438
Connection: close
Content-Type: text/html; charset=UTF-8

OK.

socket_recvfrom
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_recvfrom — 接続しているかどうかによらず、ソケットからデータを受信する

説明

int socket_recvfrom ( resource $socket , string &$buf , int $len , int $flags , string &$name [, int &$port ] )

socket_recvfrom() 関数は、 ポート port (AF_UNIX 型のソケットである場合を除く) 上の name から受信した len バイトのデータを buf に格納します。 socket_recvfrom() は、 接続済みのソケットだけでなく接続していないソケットに対しても使用可能です。 さらに、フラグ
を指定することでこの関数の挙動を設定できます。

name と port は参照渡しとしなければなりません。接続していないソケットの場合は、 name はリモートホストの IP アドレスか UNIX ソケットへのパスとなります。接続済みのソケットの場合は、 name は NULL とします。 また、AF_INET あるいは AF_INET6 形式のまだ接続してい
ないソケットの場合、 port にはリモートホストのポート番号を指定します。

パラメータ
socket

socket には、 socket_create() で作成したソケットリソースを指定します。
buf

受信したデータが buf に格納されます。
len

最大 len バイトまでのデータをリモートホストから取得します。
flags

flags の値は、以下のフラグの任意の組み合わせを 論理 OR 演算子 (|) で連結したものとなります。

flags に使用できる値
フラグ 説明

MSG_OOB 帯域外 (out-of-band) のデータを処理する。
MSG_PEEK 受信キューの先頭にあるデータを受信し、 そのデータをそのままキューに残しておく。
MSG_WAITALL 少なくとも len バイト受信するまではブロックする。 しかし、もし何らかのシグナルを受信したりリモートホストとの接続が切断された場合は これより少ないバイト数を返す可能性がある。
MSG_DONTWAIT通常はブロックする場面であってもそのまま return する。

name

AF_UNIX 型のソケットの場合は、 name はファイルへのパスとなります。 それ以外の場合は、未接続のソケットの場合には name はリモートホストの IP アドレスとなります。 接続済みソケットの場合は NULL となります。
port

この引数は AF_INET 型あるいは AF_INET6 型のソケットに対してのみ適用され、 データを受信するリモートホストのポートを指定します。 接続済みソケットの場合は port は NULL となります。
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返り値

socket_recvfrom() は、受信したバイト数を返します。 あるいはエラー時には FALSE を返します。 エラーコードを取得するには socket_last_error() をコールします。取得したエラーコードを socket_strerror() に渡すと、 そのエラーについての説明を得ることができます。

例

例1 socket_recvfrom() の例
<?php
error_reporting(E_ALL | E_STRICT);

$socket = socket_create(AF_INET, SOCK_DGRAM, SOL_UDP);
socket_bind($socket, '127.0.0.1', 1223);

$from = '';
$port = 0;
socket_recvfrom($socket, $buf, 12, 0, $from, $port);

echo "リモートアドレス $from のポート $port から $buf を受信しました" . PHP_EOL;
?>

この例は、127.0.0.1 のポート 1223 との UDP ソケットを確立し、受信したデータを最大 12 バイトまで表示します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 socket_recvfrom() はバイナリセーフとなりました。

参考

socket_recv() - 接続したソケットからデータを受信する
socket_send() - 接続したソケットにデータを送信する
socket_sendto() - 接続しているかどうかによらずソケットにメッセージを送信する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する

socket_select
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_select — 与えられたソケットの配列に対し、指定した有効時間で select() システムコールを実行する

説明

int socket_select ( array &$read , array &$write , array &$except , int $tv_sec [, int $tv_usec = 0 ] )

socket_select() はソケットの配列を受け取り、 それらの状態が変化するまで待ちます。BSD のソケットについての知識がある方なら、 これらのソケットの配列が、いわゆるファイル記述子セットであることがご理解いただけるでしょう。 3 つの独立した配列でソケットリ
ソースを監視します。

パラメータ
read

配列 read に挙げられたソケットでは、 文字が読み込み可能になっているかどうか（厳密に言うと、読み込みが ブロックされていないかどうか - 実際には、ソケット記述子はファイルの 終端でも有効です。そのような場合、socket_read() は長さゼロの文字列を返しま
す）を監視します。

write

配列 write に挙げられたソケットでは、 書き込みがブロックされていないかどうかを監視します。
except

配列 except に挙げられたソケットでは、 例外を監視します。
tv_sec

tv_sec および tv_usec は、ともにタイムアウトを指定するパラメータです。 タイムアウトは、socket_select() が結果を返すまでの経過時間の最大値です。 tv_sec はゼロにすることも可能で、そうすると socket_select() は結果をすぐに返します。 これはポーリングを
する際に有用です。tv_sec に NULL（タイムアウトしない）を指定すると、 socket_select() は無期限にブロックします。

tv_usec

警告

終了時に配列は書き換えられ、 どのソケットの状態が変わったのかがわかるようになります。

socket_select() のすべての配列を設定する必要はありません。 使用しないものについては空の配列や NULL をかわりに指定しておくことが可能です。 また、これらの配列は参照渡し であり、 socket_select() をコールした後でその中身が書き換えられていることに注意しま
しょう。

注意:
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現状の Zend Engine の制限により、関数の参照渡しパラメータに NULL のような定数値を直接渡すことができません。一時的な変数を使用するか、 あるいは一番左に一時変数を使用する式を使用してください。

例1 socket_select() での NULL の使用
<?php
$e = NULL;
socket_select($r, $w, $e, 0);
?>

返り値

成功した場合は、socket_select() は配列内で 変化のあったソケットリソースの数を返します。もし何かがおこる前に タイムアウト時間が経過した場合は、ゼロを返すことになります。 エラー時には FALSE が返されます。エラーコードは socket_last_error() で取得可能です。

注意:

エラーかどうかを調べる際には、必ず === 演算子を 使用するようにしましょう。socket_select() は 0 を返す場合もあり、このような場合に == を用いて比較すると、エラーと判定されてしまいます。

例2 socket_select() の返す結果を知る
<?php
$e = NULL;
if (false === socket_select($r, $w, $e, 0)) {
    echo "socket_select() は失敗しました。原因: " .
        socket_strerror(socket_last_error()) . "\n";
}
?>

例

例3 socket_select() の例
<?php
/* 読み込み用の配列を準備する */
$read   = array($socket1, $socket2);
$write  = NULL;
$except = NULL;
$num_changed_sockets = socket_select($read, $write, $except, 0);

if ($num_changed_sockets === false) {
    /* エラー処理 */
} else if ($num_changed_sockets > 0) {
    /* すくなくともひとつのソケットで、何らかの出来事が起こっています */
}
?>

注意

注意:

ソケットの実装によっては、取り扱いに注意すべきものがあることを知っておいてください。 基本的なルールは以下のとおりです。

基本的に socket_select() のタイムアウトは 指定しないように心がけましょう。もしデータがなかった場合に、 プログラム側でそれを判定できなくなってしまいます。タイムアウトに 依存しているコードは移植性が悪く、デバッグが困難です。
socket_select() のコール後に値をチェックして 適切に処理するつもりがないソケットリソースは、決して配列に追加してはいけません。 socket_select() から値が返ってきたあとは、 配列内のすべてのソケットリソースをチェックする必要があります。 すべ
ての書き込み用ソケットは書き込める必要がありますし、 またすべての読み込み用ソケットは読み込める必要があります。
配列で返されたソケットに対して読み込み/書き込みをする場合には、 指定したデータを必ずしもすべて読み込み/書き込みするとは限らないことを 知っておいてください。たった 1 バイトしか読み込み/書き込みが できなかった場合にも対処できるよう準備し
ておきましょう。
ほとんどのソケット実装で、except でキャッチできる 例外はただひとつ、すなわちソケットが受け取ったデータが帯域外で あったということだけです。

参考

socket_read() - ソケットから最大バイト長まで読みこむ
socket_write() - ソケットに書き込む
socket_last_error() - ソケットの直近のエラーを返す
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

socket_send
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_send — 接続したソケットにデータを送信する

説明

int socket_send ( resource $socket , string $buf , int $len , int $flags )

関数 socket_send() は、 buf からソケット socket に len バイトのデータを送信します。

パラメータ
socket

socket_create()  socket_accept() 
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あるいは が作成したソケットリソース。
buf

リモートホストに送信するデータを含むバッファ。
len

buf からリモートホストに送信するバイト数。
flags

flags の値は、以下のフラグの任意の組み合わせを 論理 OR 演算子 (|) で連結したものとなります。

flags がとりうる値
MSG_OOB OOB（out-of-band: 帯域外）データを送信します。
MSG_EOR レコードにマークをつけます。 レコードでデータがそろいます。
MSG_EOF ソケットの送信側を閉じ、そのことを知らせる通知を送信データの最後に付加します。 トランザクションでデータがそろいます。
MSG_DONTROUTEルータを使用せず、直接つながっているインターフェースのみを使用します。

返り値

socket_send() は、送信したバイト数あるいはエラー時に FALSE を返します。

参考

socket_sendto() - 接続しているかどうかによらずソケットにメッセージを送信する

socket_sendto
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_sendto — 接続しているかどうかによらずソケットにメッセージを送信する

説明

int socket_sendto ( resource $socket , string $buf , int $len , int $flags , string $addr [, int $port = 0 ] )

関数 socket_sendto() は、 アドレス addr の port を使用し、 buf からソケット socket に len バイトのデータを送信します。

パラメータ
socket

socket_create() で作成したソケットリソース。
buf

送信するデータが、buf から取り出されます。
len

buf から len バイト分のデータが送信されます。
flags

flags の値は、以下のフラグの任意の組み合わせを 論理 OR 演算子 (|) で連結したものとなります。

flags がとりうる値
MSG_OOB OOB（out-of-band: 帯域外）データを送信します。
MSG_EOR レコードにマークをつけます。 レコードでデータがそろいます。
MSG_EOF ソケットの送信側を閉じ、そのことを知らせる通知を送信データの最後に付加します。 トランザクションでデータがそろいます。
MSG_DONTROUTEルータを使用せず、直接つながっているインターフェースのみを使用します。

addr

リモートホストの IP アドレス。
port

port は、 データの送信先となるリモートホストのポート番号です。

返り値

socket_sendto() は、リモートホストに送信したバイト数を返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。
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例

例1 socket_sendto() の例
<?php
    $sock = socket_create(AF_INET, SOCK_DGRAM, SOL_UDP);

    $msg = "Ping !";
    $len = strlen($msg);

    socket_sendto($sock, $msg, $len, 0, '127.0.0.1', 1223);
    socket_close($sock);
?>

参考

socket_send() - 接続したソケットにデータを送信する

socket_set_block
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

socket_set_block — ソケットリソースをブロックモードに設定する

説明

bool socket_set_block ( resource $socket )

socket_set_block() 関数は、 socket パラメータで指定したソケットから O_NONBLOCK フラグを取り除きます。

受信や送信、接続、待機といった操作をブロックモードのソケットに対して行うと、 その処理が完了するか何らかのシグナルを受信するまではスクリプトを停止します。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 socket_set_block() の例
<?php
$socket = socket_create_listen(1223);
socket_set_block($socket);

socket_accept($socket);
?>

この例は、すべてのインターフェイス上でポート 1223 を待ち受けるソケットを作成し、それを O_BLOCK モードに設定します。 socket_accept() は、 接続が受け付けられるまで処理を停止して待ち続けます。

参考

socket_set_nonblock() - ソケットリソースを非ブロックモードに設定する
socket_set_option() - ソケットのオプションを設定する

socket_set_nonblock
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_set_nonblock — ソケットリソースを非ブロックモードに設定する

説明

bool socket_set_nonblock ( resource $socket )

socket_set_nonblock() 関数は、 socket パラメータで指定したソケットに O_NONBLOCK フラグを設定します。

受信や送信、接続、待機といった操作を非ブロックモードのソケットに対して行うと、 その処理が完了するか何らかのシグナルを受信するまではスクリプトは停止しません。 また、その操作がブロックされると、呼び出し元の関数は失敗します。

パラメータ
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socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 socket_set_nonblock() の例
<?php
$socket = socket_create_listen(1223);
socket_set_nonblock($socket);

socket_accept($socket);
?>

この例は、すべてのインターフェイス上でポート 1223 を待ち受けるソケットを作成し、それを O_NONBLOCK モードに設定します。 socket_accept() は、 その時点で待機中の接続がない場合はすぐに失敗します。

参考

socket_set_block() - ソケットリソースをブロックモードに設定する
socket_set_option() - ソケットのオプションを設定する

socket_set_option
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

socket_set_option — ソケットのオプションを設定する

説明

bool socket_set_option ( resource $socket , int $level , int $optname , mixed $optval )

socket_set_option() 関数は、level が指すプロトコルレベルでソケット socket のオプション optname に値 optval を設定します。

パラメータ
socket

socket_create() あるいは socket_accept() で作成したソケットリソース。
level

level パラメータは、オプションのプロトコルレベルを指定します。 例えば、オプションをソケットレベルで取得するには level パラメータに SOL_SOCKET を指定します。 TCP のようなそれ以外のレベルの場合、そのレベルのプロトコル番号を指定します。 プロトコル
番号は getprotobyname() 関数を使用して取得可能です。

optname

使用可能なソケットオプションは socket_get_option() 関数と同じです。
optval

オプションの値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 socket_set_option() の例
<?php
$socket = socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP);

if (!is_resource($socket)) {
    echo 'ソケットを作成できません: '. socket_strerror(socket_last_error()) . PHP_EOL;
}

if (!socket_set_option($socket, SOL_SOCKET, SO_REUSEADDR, 1)) {
    echo 'ソケットのオプションを設定できません: '. socket_strerror(socket_last_error()) . PHP_EOL;
}

if (!socket_bind($socket, '127.0.0.1', 1223)) {
    echo 'ソケットをバインドできません: '. socket_strerror(socket_last_error()) . PHP_EOL;
}

$rval = socket_get_option($socket, SOL_SOCKET, SO_REUSEADDR);

if ($rval === false) {
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    echo 'ソケットのオプションを取得できません: '. socket_strerror(socket_last_error()) . PHP_EOL;
} else if ($rval !== 0) {
    echo 'SO_REUSEADDR がソケットに設定されています!' . PHP_EOL;
}
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 関数の名前が変わりました。以前は socket_setopt() という名前でした。

socket_shutdown
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_shutdown — 受信、送信、または送受信用のソケットをシャットダウンする

説明

bool socket_shutdown ( resource $socket [, int $how = 2 ] )

socket_shutdown() 関数は、socket から送られてくる受信、送信あるいはすべて（デフォルト）のデータを停止します。

パラメータ
socket

socket_create() で作成したソケットリソース。
how

how の値は以下のうちのひとつです。

how のとりうる値
0 ソケットの読み込みを停止します。
1 ソケットの書き込みを停止します。
2 ソケットの読み込み・書き込みを停止します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

socket_strerror
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_strerror — ソケットエラーの内容を文字列として返す

説明

string socket_strerror ( int $errno )

socket_strerror() は、パラメータ errno に socket_last_error() の返すソケットエラーコードを受け取り、 対応する内容を文字列で返します。

注意:

socket 拡張モジュールが出すエラーメッセージは英語ですが、 この関数から取得したシステムメッセージは現在のロケール (LC_MESSAGES) にあわせた表示となります。

パラメータ
errno

ソケットのエラー番号。たいていは socket_last_error() が返したものとなるでしょう。

返り値

errno パラメータに対応するエラーメッセージを返します。

例

例1 socket_strerror() の例
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<?php
if (false == ($socket = @socket_create(AF_INET, SOCK_STREAM, SOL_TCP))) {
   echo "socket_create() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error()) . "\n";
}

if (false == (@socket_bind($socket, '127.0.0.1', 80))) {
   echo "socket_bind() failed: reason: " . socket_strerror(socket_last_error($socket)) . "\n";
}
?>

上記の例の出力はおそらく次のようになります (このスクリプトがルート権限で実行されていないことを仮定します)。
socket_bind() failed: reason: Permission denied

参考

socket_accept() - ソケットへの接続を許可する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_create() - ソケット（通信時の終端）を作成する

socket_write
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

socket_write — ソケットに書き込む

説明

int socket_write ( resource $socket , string $buffer [, int $length = 0 ] )

関数 socket_write() は、 buffer の内容をソケット socket に書き込みます。

パラメータ
socket

buffer

書き込まれるバッファ。
length

オプションのパラメータ length で、 ソケットに書き込むバイト数を指定することが可能です。 この値がバッファの長さより大きい場合、自動的にバッファのサイズに切り詰められます。

返り値

ソケットへの書き込みに成功したデータのバイト数を返します。失敗した場合に FALSE を返します。 エラーコードは socket_last_error() を用いて取得することができ、この値を socket_strerror() に渡すことでエラー情報を文字列で取得可能です。

注意:

socket_write() がゼロを返すことも十分ありえます。 これは、書き込むデータが存在しなかったことを意味します。 エラーをチェックするために FALSE かどうかを調べる際には、必ず === 演算子を使用しましょう。

注意

注意:

socket_write() は、バッファの内容を必ずしもすべて 書き込むとは限りません。ネットワークバッファの状態にもよりますが、 たとえ 1 バイトだけ書き込まれたのであったとしても、それはエラーではなく正常な動作です。 そのため、データがすべて書き込まれた
のかどうかに注意する必要があります。

参考

socket_accept() - ソケットへの接続を許可する
socket_bind() - ソケットに名前をバインドする
socket_connect() - ソケット上の接続を初期化する
socket_listen() - ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_read() - ソケットから最大バイト長まで読みこむ
socket_strerror() - ソケットエラーの内容を文字列として返す

目次
socket_accept — ソケットへの接続を許可する
socket_bind — ソケットに名前をバインドする
socket_clear_error — ソケットのエラーまたは直近のエラーコードをクリアする
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socket_close — ソケットリソースを閉じる
socket_connect — ソケット上の接続を初期化する
socket_create_listen — 接続を受けつけるためにポートにソケットをオープンする
socket_create_pair — 区別できないソケットの組を作成し、配列に保存する
socket_create — ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_get_option — ソケットのオプションを取得する
socket_getpeername — 指定したソケットのリモート側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す
socket_getsockname — 指定したソケットのローカル側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す
socket_last_error — ソケットの直近のエラーを返す
socket_listen — ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_read — ソケットから最大バイト長まで読みこむ
socket_recv — 接続したソケットからデータを受信する
socket_recvfrom — 接続しているかどうかによらず、ソケットからデータを受信する
socket_select — 与えられたソケットの配列に対し、指定した有効時間で select() システムコールを実行する
socket_send — 接続したソケットにデータを送信する
socket_sendto — 接続しているかどうかによらずソケットにメッセージを送信する
socket_set_block — ソケットリソースをブロックモードに設定する
socket_set_nonblock — ソケットリソースを非ブロックモードに設定する
socket_set_option — ソケットのオプションを設定する
socket_shutdown — 受信、送信、または送受信用のソケットをシャットダウンする
socket_strerror — ソケットエラーの内容を文字列として返す
socket_write — ソケットに書き込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
ソケットのエラー
ソケット 関数

socket_accept — ソケットへの接続を許可する
socket_bind — ソケットに名前をバインドする
socket_clear_error — ソケットのエラーまたは直近のエラーコードをクリアする
socket_close — ソケットリソースを閉じる
socket_connect — ソケット上の接続を初期化する
socket_create_listen — 接続を受けつけるためにポートにソケットをオープンする
socket_create_pair — 区別できないソケットの組を作成し、配列に保存する
socket_create — ソケット（通信時の終端）を作成する
socket_get_option — ソケットのオプションを取得する
socket_getpeername — 指定したソケットのリモート側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す
socket_getsockname — 指定したソケットのローカル側に問い合わせ、その型に応じてホスト/ポート、あるいは Unix ファイルシステムのパスを返す
socket_last_error — ソケットの直近のエラーを返す
socket_listen — ソケット上で接続待ち(listen)する
socket_read — ソケットから最大バイト長まで読みこむ
socket_recv — 接続したソケットからデータを受信する
socket_recvfrom — 接続しているかどうかによらず、ソケットからデータを受信する
socket_select — 与えられたソケットの配列に対し、指定した有効時間で select() システムコールを実行する
socket_send — 接続したソケットにデータを送信する
socket_sendto — 接続しているかどうかによらずソケットにメッセージを送信する
socket_set_block — ソケットリソースをブロックモードに設定する
socket_set_nonblock — ソケットリソースを非ブロックモードに設定する
socket_set_option — ソケットのオプションを設定する
socket_shutdown — 受信、送信、または送受信用のソケットをシャットダウンする
socket_strerror — ソケットエラーの内容を文字列として返す
socket_write — ソケットに書き込む

Secure Shell2

導入
安全な暗号化通信を使用したリモートマシン上にあるリソースへのアクセス手段 (シェル、リモート実行、トンネリング、ファイル転送) を提供する » libssh2 のバインディングです。

http://sourceforge.net/projects/libssh2/
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
» OpenSSL および » libssh2 ライブラリは必須です。 開発用のライブラリがインストールされていることを確認しておきましょう。 おそらく openssl-dev のような名前のパッケージになっているでしょう。

注意: libssh2 ライブラリのバージョン 0.4 以降が必須となります。しかし、 pecl/ssh2 の新しいリリースでは、より新しいバージョンを要求することになるかもしれません (リリースノートを参照ください)。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/ssh2.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SSH2_FINGERPRINT_MD5 (integer)
ホスト鍵のフィンガープリントを MD5 ハッシュとして要求する ssh2_fingerprint() 用フラグ

SSH2_FINGERPRINT_SHA1 (integer)
ホスト鍵のフィンガープリントを SHA1 ハッシュとして要求する ssh2_fingerprint() 用フラグ

SSH2_FINGERPRINT_HEX (integer)
ホスト鍵のフィンガープリントを 16 進法の文字列として要求する ssh2_fingerprint() 用フラグ

SSH2_FINGERPRINT_RAW (integer)
ホスト鍵のフィンガープリントを 8 ビットキャラクタの文字列として要求する ssh2_fingerprint() 用フラグ

SSH2_TERM_UNIT_CHARS (integer)
文字単位で 幅 と 高さ を指定するための ssh2_shell() 用フラグ

SSH2_TERM_UNIT_PIXELS (integer)
ピクセル単位で 幅 と 高さ を指定するための ssh2_shell() 用フラグ

SSH2_DEFAULT_TERM_WIDTH (integer)
ssh2_shell() で要求されるデフォルトのターミナル幅

SSH2_DEFAULT_TERM_HEIGHT (integer)
ssh2_shell() で要求されるデフォルトのターミナル高さ

SSH2_DEFAULT_TERM_UNIT (integer)
ssh2_shell() で要求されるデフォルトのターミナル単位

SSH2_STREAM_STDIO (integer)
STDIO サブチャネルを要求する ssh2_fetch_stream() 用フラグ

SSH2_STREAM_STDERR (integer)
STDERR サブチャネルを要求する ssh2_fetch_stream() 用フラグ

SSH2_DEFAULT_TERMINAL (string)
ssh2_shell() によって要求される デフォルトのターミナル型 (例えば vt102, ansi, xterm, vanilla)

http://www.openssl.org/
http://sourceforge.net/projects/libssh2/
http://pecl.php.net/package/ssh2
http://pecl.php.net/package/ssh2
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SSH2 関数

ssh2_auth_hostbased_file
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_auth_hostbased_file — ホスト公開鍵を使用して認証を行う

説明

bool ssh2_auth_hostbased_file ( resource $session , string $username , string $hostname , string $pubkeyfile , string $privkeyfile [, string $passphrase [, string $local_username ]] )

ファイルから読み込まれたホスト公開鍵を使用して認証を行います。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
username

hostname

pubkeyfile

privkeyfile

passphrase

もし privkeyfile が暗号化されている (そのはずです) 場合、パスフレーズを渡す必要があります。
local_username

もし local_username を省略した場合、 username の値を使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ホスト公開鍵を使用した認証
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22, array('hostkey'=>'ssh-rsa'));

if (ssh2_auth_hostbased_file($connection, 'remoteusername', 'myhost.example.com',
                             '/usr/local/etc/hostkey_rsa.pub',
                             '/usr/local/etc/hostkey_rsa', 'secret',
                             'localusername')) {
  echo "Public Key Hostbased Authentication Successful\n";
} else {
  die('Public Key Hostbased Authentication Failed');
}
?>

注意

注意:

ssh2_auth_hostbased_file() には libssh2 >= 0.7 と PHP/SSH2 >= 0.7 が必要です。

ssh2_auth_none
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_auth_none — "none" として認証する

説明

mixed ssh2_auth_none ( resource $session , string $username )

通常失敗する（そしてそうあるべき）"none" 認証を試みます。 失敗の一環として、サーバは可能な認証メソッドの一覧を返します。

パラメータ
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session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
username

リモートのユーザ名。

返り値

もしサーバが username に対する認証メソッドとして "none" を受け入れる場合、この関数は単純に TRUE を返します。

例

例1 認証メソッドの一覧の取得
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);

$auth_methods = ssh2_auth_none($connection, 'user');

if (in_array('password', $auth_methods)) {
  echo "Server supports password based authentication\n";
}
?>

ssh2_auth_password
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_auth_password — SSH 上でプレーンなパスワードを使用した認証を行う

説明

bool ssh2_auth_password ( resource $session , string $username , string $password )

SSH 上でプレーンなパスワードを使用した認証を行います。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
username

リモートのユーザ名。
password

username のパスワード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 パスワードを用いた認証
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);

if (ssh2_auth_password($connection, 'username', 'secret')) {
  echo "Authentication Successful!\n";
} else {
  die('Authentication Failed...');
}
?>

ssh2_auth_pubkey_file
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_auth_pubkey_file — 公開鍵を使用した認証を行う

説明

bool ssh2_auth_pubkey_file ( resource $session , string $username , string $pubkeyfile , string $privkeyfile [, string $passphrase ] )
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ファイルから読み込んだ公開鍵を使用した認証を行います。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
username

pubkeyfile

privkeyfile

passphrase

もし、privkeyfile が暗号化されている (そうあるべきです) 場合、パスフレーズも引数に渡す必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 公開鍵を用いた認証
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22, array('hostkey'=>'ssh-rsa'));

if (ssh2_auth_pubkey_file($connection, 'username',
                          '/home/username/.ssh/id_rsa.pub',
                          '/home/username/.ssh/id_rsa', 'secret')) {
  echo "Public Key Authentication Successful\n";
} else {
  die('Public Key Authentication Failed');
}
?>

ssh2_connect
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_connect — SSH サーバに接続する

説明

resource ssh2_connect ( string $host [, int $port = 22 [, array $methods [, array $callbacks ]]] )

リモートの SSH サーバとの接続を確立します。

一度接続すると、クライアントは ssh2_fingerprint() を使用してサーバのホスト鍵を検証し、 パスワードもしくは公開鍵を使用して認証します。

パラメータ
host

port

methods

methods は以下に示された4つのパラメータを持つ連想配列です。

methods は以下のパラメータのいくつかあるいは全てを含む連想配列
インデックス 意味 サポートする値*

kex 通知する鍵交換メソッドのリスト。優先する順にカンマ区切りにする。 diffie-hellman-group1-sha1、 diffie-hellman-group14-sha1 および diffie-hellman-group-exchange-
sha1

hostkey 通知するホスト鍵メソッドのリスト。優先する順にカンマ区切りにする。 ssh-rsa および ssh-dss

client_to_serverクライアントからサーバに送信されるメッセージのために優先する暗号化、 圧縮、メッセージ認証コード (MAC) メソッドを含む連想配
列。  

server_to_clientサーバからクライアントに送信されるメッセージのために優先する暗号化、 圧縮、メッセージ認証コード (MAC) メソッドを含む連想配
列。  

* - サポートする値は、 構成するライブラリがサポートしているメソッドに依存します。 追加情報については » libssh2 ドキュメントを参照ください。

client_to_server と server_to_client は以下のパラメータのいくつかあるいは全てを含む連想配列
インデックス 意味 サポートする値*
crypt 通知する暗号化メソッドのリスト。 優先する順にカンマ区切りにする。 rijndael-cbc@lysator.liu.se、 aes256-cbc、 aes192-cbc、 aes128-cbc、 3des-cbc、 blowfish-cbc、 cast128-cbc、 arcfour および none**
comp 通知する圧縮メソッドのリスト。 優先する順にカンマ区切りにする。 zlib および none

http://sourceforge.net/projects/libssh2/
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mac 通知する MAC メソッドのリスト。 優先する順にカンマ区切りにする。 hmac-sha1、 hmac-sha1-96、 hmac-ripemd160、 hmac-ripemd160@openssh.com および none**

注意: 暗号化、MAC メソッドの "none"

セキュリティ上の問題で、none は ビルド時に適切な ./configure オプションを使用して明示的に有効にしない限り、構成している » libssh2 によって無効にされます。 詳細は構成するライブラリのドキュメントを参照ください。
callbacks

callbacks は以下のパラメータのいくつかあるいは全てを含む連想配列

コールバックパラメータ
インデックス 意味 プロトタイプ
ignore SSH2_MSG_IGNORE パケットを受信したときにコールする関数名 void ignore_cb($message)
debug SSH2_MSG_DEBUG パケットを受信したときにコールする関数名 void debug_cb($message, $language, $always_display)
macerror パケットを受信したがメッセージ認証コードに失敗した場合にコールされる関数名。 もしコールバックが TRUE を返す場合、不整合は無視されます。 そうでない場合、接続は終了します。 bool macerror_cb($packet)
disconnect SSH2_MSG_DISCONNECT パケットを受信したときにコールする関数名 void disconnect_cb($reason, $message, $language)

返り値

成功した場合にリソース、エラー時に FALSE を返します。

例

例1 ssh2_connect() の例

パケット送信時に 3des-cbc 、 パケット受信時に任意の強度の aes cipher、 両方向で無圧縮、 Group1 での鍵交換という設定で強制的に接続をオープンします。
<?php
/* もしサーバが接続を終了した場合、ユーザーに通知する */
function my_ssh_disconnect($reason, $message, $language) {
  printf("Server disconnected with reason code [%d] and message: %s\n",
         $reason, $message);
}

$methods = array(
  'kex' => 'diffie-hellman-group1-sha1',
  'client_to_server' => array(
    'crypt' => '3des-cbc',
    'comp' => 'none'),
  'server_to_client' => array(
    'crypt' => 'aes256-cbc,aes192-cbc,aes128-cbc',
    'comp' => 'none'));

$callbacks = array('disconnect' => 'my_ssh_disconnect');

$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22, $methods, $callbacks);
if (!$connection) die('Connection failed');
?>

参考

ssh2_fingerprint() - リモートサーバのフィンガープリントを処理する
ssh2_auth_none() - "none" として認証する
ssh2_auth_password() - SSH 上でプレーンなパスワードを使用した認証を行う
ssh2_auth_pubkey_file() - 公開鍵を使用した認証を行う

ssh2_exec
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_exec — リモートサーバ上でコマンドを実行する

説明

resource ssh2_exec ( resource $session , string $command [, string $pty [, array $env [, int $width = 80 [, int $height = 25 [, int $width_height_type = SSH2_TERM_UNIT_CHARS ]]]]] )

コマンドをリモートエンドで実行し、チャネルを割り当てます。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
command

pty

env

env には、 対象となる環境で設定する名前/値のペアを連想配列で渡します。

http://sourceforge.net/projects/libssh2/
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width

仮想端末の幅。
height

仮想端末の高さ。
width_height_type

width_height_type は、 SSH2_TERM_UNIT_CHARS あるいは SSH2_TERM_UNIT_PIXELS のいずれかです。

返り値

成功時にストリームを返し、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 コマンドの実行
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

$stream = ssh2_exec($connection, '/usr/local/bin/php -i');
?>

参考

ssh2_connect() - SSH サーバに接続する
ssh2_shell() - 対話式のシェルを要求する
ssh2_tunnel() - リモートサーバを経由するトンネルをオープンする

ssh2_fetch_stream
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_fetch_stream — 拡張データストリームを取得する

説明

resource ssh2_fetch_stream ( resource $channel , int $streamid )

SSH2 チャネルストリームと関連付けられたサブストリームを取得します。 SSH2 プロトコルは現在ただ 1 つのサブストリーム STDERR を定義しています。これはサブストリーム ID として SSH2_STREAM_STDERR (1 として定義) を持ちます。

パラメータ
channel

streamid

SSH2 チャネルストリーム。

返り値

ストリームリソースを返します。

例

例1 シェルをオープンし、それと関連付けられた stderr ストリームを処理する
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

$stdio_stream = ssh2_shell($connection);
$stderr_stream = ssh2_fetch_stream($stdio_stream, SSH2_STREAM_STDERR);
?>

参考

ssh2_shell() - 対話式のシェルを要求する
ssh2_exec() - リモートサーバ上でコマンドを実行する
ssh2_connect() - SSH サーバに接続する

ssh2_fingerprint
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(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_fingerprint — リモートサーバのフィンガープリントを処理する

説明

string ssh2_fingerprint ( resource $session [, int $flags = SSH2_FINGERPRINT_MD5 | SSH2_FINGERPRINT_HEX ] )

アクティブなセッションからサーバホスト鍵のハッシュを返します。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
flags

flags は SSH2_FINGERPRINT_MD5、 SSH2_FINGERPRINT_HEX で論理和された SSH2_FINGERPRINT_SHA1、 SSH2_FINGERPRINT_RAW のいずれかです。

返り値

ホストキーのハッシュを文字列で返します。

例

例1 既知の値に対するフィンガープリントのチェック
<?php
$known_host = '6F89C2F0A719B30CC38ABDF90755F2E4';

$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);

$fingerprint = ssh2_fingerprint($connection,
               SSH2_FINGERPRINT_MD5 | SSH2_FINGERPRINT_HEX);

if ($fingerprint != $known_host) {
  die("HOSTKEY MISMATCH!\n" .
      "Possible Man-In-The-Middle Attack?");
}
?>

ssh2_methods_negotiated
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_methods_negotiated — ネゴシエートされたメソッドのリストを返す

説明

array ssh2_methods_negotiated ( resource $session )

ネゴシエートされたメソッドのリストを返します。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。

返り値

例

例1 どのメソッドでネゴシエートされたかの判定
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
$methods = ssh2_methods_negotiated($connection);

echo "Encryption keys were negotiated using: {$methods['kex']}\n";
echo "Server identified using an {$methods['hostkey']} with ";
echo "fingerprint: " . ssh2_fingerprint($connection) . "\n";

echo "Client to Server packets will use methods:\n";
echo "\tCrypt: {$methods['client_to_server']['crypt']}\n";
echo "\tComp: {$methods['client_to_server']['comp']}\n";
echo "\tMAC: {$methods['client_to_server']['mac']}\n";

echo "Server to Client packets will use methods:\n";
echo "\tCrypt: {$methods['server_to_client']['crypt']}\n";
echo "\tComp: {$methods['server_to_client']['comp']}\n";
echo "\tMAC: {$methods['server_to_client']['mac']}\n";

?>
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参考

ssh2_connect() - SSH サーバに接続する

ssh2_publickey_add
(PECL ssh2 >= 0.10)

ssh2_publickey_add — 認証済み公開鍵を追加する

説明

bool ssh2_publickey_add ( resource $pkey , string $algoname , string $blob [, bool $overwrite = false [, array $attributes ]] )

注意: この公開鍵サブシステムは、クライアントが認証 済 の 公開鍵をサーバ上で管理するために使用されます。 公開鍵認証によりリモートシステムで認証を行うには、かわりに ssh2_auth_pubkey_file() 関数を使用してください。

パラメータ
pkey

ssh2_publickey_init() が作成した、 公開鍵サブシステムのリソース。
algoname

公開鍵のアルゴリズム。例: ssh-dss、ssh-rsa

blob

生のバイナリデータとしての blob 形式の公開鍵。
overwrite

指定したキーがすでに存在する場合に、それを上書きしますか?

attributes

この公開鍵に代入する属性の連想配列。サポートされる属性の一覧は、 ietf-secsh-publickey-subsystem を参照ください。 必須属性を設定するには、属性名の先頭にアスタリスクをつけてください。 サーバが必須属性をサポートしていない場合、追加処理は異常終了し
ます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ssh2_publickey_add() で公開鍵を追加する
<?php
$ssh2 = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($ssh2, 'jdoe', 'password');
$pkey = ssh2_publickey_init($ssh2);

$keyblob = base64_decode('
AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAIEA5HVt6VqSGd5PTrLRdjNONxXH1tVFGn0
Bd26BF0aCP9qyJRlvdJ3j4WBeX4ZmrveGrjMgkseSYc4xZ26sDHwfL351xj
zaLpipu\BGRrw17mWVBhuCExo476ri5tQFzbTc54VEHYckxQ16CjSTibI5X
69GmnYC9PNqEYq/1TP+HF10=');

ssh2_publickey_add($pkey, 'ssh-rsa', $keyblob, false, array('comment'=>"John's Key"));
?>

参考

ssh2_publickey_init() - 公開鍵サブシステムを初期化する
ssh2_publickey_remove() - 認証済み公開鍵を取り除く
ssh2_publickey_list() - 現在認証済みの公開鍵の一覧を表示する

ssh2_publickey_init
(PECL ssh2 >= 0.10)

ssh2_publickey_init — 公開鍵サブシステムを初期化する

説明

resource ssh2_publickey_init ( resource $session )
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すでに接続している SSH2 サーバから、公開鍵サブシステムを要求します。

公開鍵サブシステムを使用すると、 すでに接続・認証済みのクライアントが、 対象のサーバに保存されている認証済み公開鍵の一覧を管理できるようになります。 管理方法は、サーバの実装に依存しません。 リモートサーバが公開鍵サブシステムをサポートしていない場合、
ssh2_publickey_init() 関数は FALSE を返します。

パラメータ
session

返り値

他のすべての ssh2_publickey_*() メソッドで使用する、 SSH2 公開鍵サブシステムリソースを返します。 失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この公開鍵サブシステムは、クライアントが認証 済 の 公開鍵をサーバ上で管理するために使用されます。 公開鍵認証によりリモートシステムで認証を行うには、かわりに ssh2_auth_pubkey_file() 関数を使用してください。

参考

ssh2_publickey_add() - 認証済み公開鍵を追加する
ssh2_publickey_remove() - 認証済み公開鍵を取り除く
ssh2_publickey_list() - 現在認証済みの公開鍵の一覧を表示する

ssh2_publickey_list
(PECL ssh2 >= 0.10)

ssh2_publickey_list — 現在認証済みの公開鍵の一覧を表示する

説明

array ssh2_publickey_list ( resource $pkey )

現在認証済みの公開鍵の一覧を表示します。

パラメータ
pkey

公開鍵サブシステムのリソース。

返り値

鍵を、数値添字の配列で返します。 個々の要素は連想配列となっており、その内容は name、blob、および attrs です。

公開鍵の要素
配列のキー 意味
name この公開鍵で使用しているアルゴリズムの名前。例: ssh-dss あるいは ssh-rsa。
blob 生のバイナリデータとしての blob 形式の公開鍵。
attrs この公開鍵に割り当てる属性。 もっとも一般的な属性であり、バージョン 1 の公開鍵サーバが唯一サポートしている属性は comment です。これは任意の書式の文字列です。

例

例1 認証済みの鍵の一覧を ssh2_publickey_list() で表示する
<?php
$ssh2 = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($ssh2, 'jdoe', 'secret');
$pkey = ssh2_publickey_init($ssh2);

$list = ssh2_publickey_list($pkey);

foreach($list as $key) {
  echo "Key: {$key['name']}\n";
  echo "Blob: " . chunk_split(base64_encode($key['blob']), 40, "\n") . "\n";
  echo "Comment: {$key['attrs']['comment']}\n\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Key: ssh-rsa
Blob: AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAIEA5HVt6VqSGd5P
TrLRdjNONxXH1tVFGn0Bd26BF0aCP9qyJRlvdJ3j
4WBeX4ZmrveGrjMgkseSYc4xZ26sDHwfL351xjza
Lpipu\BGRrw17mWVBhuCExo476ri5tQFzbTc54VE
HYckxQ16CjSTibI5X69GmnYC9PNqEYq/1TP+HF10
Comment: John's Key
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Key: ssh-rsa
Blob: AAAAB3NzaHVt6VqSGd5C1yc2EAAAABIwA232dnJA
AIEA5HVt6VqSGd5PTrLRdjNONxX/1TP+HF1HVt6V
qSGd50H1tVFGn0BB3NzaC1yc2EAd26BF0aCP9qyJ
RlvdJ3j4WBeX4ZmrveGrjMgkseSYc4xZ26HVt6Vq
SGd5sDHwfL351xjzaLpipu\BGB3NzaC1yc2EA/1T
Comment: Alice's Key

注意

注意: この公開鍵サブシステムは、クライアントが認証 済 の 公開鍵をサーバ上で管理するために使用されます。 公開鍵認証によりリモートシステムで認証を行うには、かわりに ssh2_auth_pubkey_file() 関数を使用してください。

参考

ssh2_publickey_init() - 公開鍵サブシステムを初期化する
ssh2_publickey_add() - 認証済み公開鍵を追加する
ssh2_publickey_remove() - 認証済み公開鍵を取り除く

ssh2_publickey_remove
(PECL ssh2 >= 0.10)

ssh2_publickey_remove — 認証済み公開鍵を取り除く

説明

bool ssh2_publickey_remove ( resource $pkey , string $algoname , string $blob )

認証済み公開鍵を取り除きます。

パラメータ
pkey

公開鍵サブシステムのリソース。
algoname

公開鍵のアルゴリズム。例: ssh-dss、ssh-rsa

blob

生のバイナリデータとしての blob 形式の公開鍵。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この公開鍵サブシステムは、クライアントが認証 済 の 公開鍵をサーバ上で管理するために使用されます。 公開鍵認証によりリモートシステムで認証を行うには、かわりに ssh2_auth_pubkey_file() 関数を使用してください。

参考

ssh2_publickey_init() - 公開鍵サブシステムを初期化する
ssh2_publickey_add() - 認証済み公開鍵を追加する
ssh2_publickey_list() - 現在認証済みの公開鍵の一覧を表示する

ssh2_scp_recv
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_scp_recv — SCP 経由でファイルを要求する

説明

bool ssh2_scp_recv ( resource $session , string $remote_file , string $local_file )

リモートサーバからローカルファイルシステムに SCP プロトコルを使用してコピーします。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
remote_file

リモートファイルへのパス。
local_file

ローカルファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SCP 経由でのファイルのダウンロード
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

ssh2_scp_recv($connection, '/remote/filename', '/local/filename');
?>

参考

ssh2_scp_send() - SCP 経由でファイルを送信する
copy() - ファイルをコピーする

ssh2_scp_send
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_scp_send — SCP 経由でファイルを送信する

説明

bool ssh2_scp_send ( resource $session , string $local_file , string $remote_file [, int $create_mode = 0644 ] )

ローカルファイルシステムからリモートサーバに SCP プロトコルを使用してコピーします。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
local_file

ローカルファイルへのパス。
remote_file

リモートファイルへのパス。
create_mode

ファイルは create_mode で指定されたモードで作成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SCP 経由でのファイルのアップロード
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

ssh2_scp_send($connection, '/local/filename', '/remote/filename', 0644);
?>

参考

ssh2_scp_recv() - SCP 経由でファイルを要求する
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copy() - ファイルをコピーする

ssh2_sftp_lstat
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_lstat — シンボリックリンクの情報を取得する

説明

array ssh2_sftp_lstat ( resource $sftp , string $path )

リンクを辿らないで リモートファイルシステムのシンボリックリンクの情報を取得します。

PHP 5 では、この関数は ssh2.sftp:// ラッパーを使用した場合の lstat() 関数と同様です。 返り値も同じです。

パラメータ
sftp

path

リモートのシンボリックリンクへのパス。

返り値

返り値の詳細については stat() のドキュメントを参照ください。

例

例1 SFTP 経由でのシンボリックリンクの情報の取得
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

$sftp = ssh2_sftp($connection);
$statinfo = ssh2_sftp_lstat($sftp, '/path/to/symlink');

$filesize = $statinfo['size'];
$group = $statinfo['gid'];
$owner = $statinfo['uid'];
$atime = $statinfo['atime'];
$mtime = $statinfo['mtime'];
$mode = $statinfo['mode'];
?>

参考

ssh2_sftp_stat() - リモートファイルシステム上のファイルの情報を取得する
lstat() - ファイルあるいはシンボリックリンクの情報を取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する

ssh2_sftp_mkdir
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_mkdir — ディレクトリを作成する

説明

bool ssh2_sftp_mkdir ( resource $sftp , string $dirname [, int $mode = 0777 [, bool $recursive = false ]] )

リモートファイルサーバに mode で指定された権限でディレクトリを作成します。

この関数は ssh2.sftp:// ラッパーを使用した場合の mkdir() と同様です。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
dirname

新しいディレクトリへのパス。
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mode

新しいディレクトリのパーミッション。
recursive

もし recursive が TRUE の場合、 dirname に必要とされる全ての親ディレクトリは自動的に作成されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 リモートサーバ上へのディレクトリの作成
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

ssh2_sftp_mkdir($sftp, '/home/username/newdir');
/* もしくは次の通り:  mkdir("ssh2.sftp://$sftp/home/username/newdir"); */
?>

参考

mkdir() - ディレクトリを作る
ssh2_sftp_rmdir() - ディレクトリを削除する

ssh2_sftp_readlink
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_readlink — シンボリックリンクのターゲットを返す

説明

string ssh2_sftp_readlink ( resource $sftp , string $link )

シンボリックリンクのターゲットを返します。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
link

シンボリックリンクへのパス。

返り値

シンボリックリンク link のターゲットを返します。

例

例1 シンボリックリンクの読み込み
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

$target = ssh2_sftp_readlink($sftp, '/tmp/mysql.sock');
/* $target は例えば次のような感じ: '/var/run/mysql.sock' */
?>

参考

readlink() - シンボリックリンク先を返す
ssh2_sftp_symlink() - シンボリックリンクを作成する

ssh2_sftp_realpath
(PECL ssh2 >= 0.9.0)
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ssh2_sftp_realpath — 指定されたパス文字列の実パスを解決する

説明

string ssh2_sftp_realpath ( resource $sftp , string $filename )

filename をリモートファイルシステム上の有効な実パスに変換します。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
filename

返り値

実際のパスを表す文字列を返します。

例

例1 パス名の解決
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

$realpath = ssh2_sftp_realpath($sftp, '/home/username/../../../..//./usr/../etc/passwd');
/* $realpath は次の通り: '/etc/passwd' */
?>

参考

realpath() - 絶対パス名を返す
ssh2_sftp_symlink() - シンボリックリンクを作成する
ssh2_sftp_readlink() - シンボリックリンクのターゲットを返す

ssh2_sftp_rename
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_rename — リモートファイルを改名する

説明

bool ssh2_sftp_rename ( resource $sftp , string $from , string $to )

リモートファイルシステム上のファイルを改名します。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
from

名前を変更したいファイル。
to

from のかわりに新しく使用したいファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 sftp 経由でのファイルの改名
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

ssh2_sftp_rename($sftp, '/home/username/oldname', '/home/username/newname');
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?>

参考

rename() - ファイルをリネームする

ssh2_sftp_rmdir
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_rmdir — ディレクトリを削除する

説明

bool ssh2_sftp_rmdir ( resource $sftp , string $dirname )

リモートのファイルサーバからディレクトリを削除します。

この関数は ssh2.sftp:// ラッパーを使用した場合の rmdir() と同様です。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
dirname

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 リモートサーバ上のディレクトリの削除
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

ssh2_sftp_rmdir($sftp, '/home/username/deltodel');
/* もしくは次の通り:  rmdir("ssh2.sftp://$sftp/home/username/dirtodel"); */
?>

参考

rmdir() - ディレクトリを削除する
ssh2_sftp_mkdir() - ディレクトリを作成する

ssh2_sftp_stat
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_stat — リモートファイルシステム上のファイルの情報を取得する

説明

array ssh2_sftp_stat ( resource $sftp , string $path )

シンボリックリンクを辿って リモートファイルシステム上のファイルの情報を取得します。

PHP 5 では、この関数は ssh2.sftp:// ラッパーを使用した場合の stat() 関数と同様です。 返される値も同じです。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
path

返り値
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どのような値が返されるのかについての詳細は、 stat() を参照ください。

例

例1 SFTP 経由でのファイルの情報の取得
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

$sftp = ssh2_sftp($connection);
$statinfo = ssh2_sftp_stat($sftp, '/path/to/file');

$filesize = $statinfo['size'];
$group = $statinfo['gid'];
$owner = $statinfo['uid'];
$atime = $statinfo['atime'];
$mtime = $statinfo['mtime'];
$mode = $statinfo['mode'];
?>

参考

ssh2_sftp_lstat() - シンボリックリンクの情報を取得する
lstat() - ファイルあるいはシンボリックリンクの情報を取得する
stat() - ファイルに関する情報を取得する

ssh2_sftp_symlink
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_symlink — シンボリックリンクを作成する

説明

bool ssh2_sftp_symlink ( resource $sftp , string $target , string $link )

リモートファイルシステム上に target を指す link という名称のシンボリックリンクを作成します。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
target

シンボリックリンクのリンク対象。
link

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 シンボリックリンクの作成
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

ssh2_sftp_symlink($sftp, '/var/run/mysql.sock', '/tmp/mysql.sock');
?>

参考

ssh2_sftp_readlink() - シンボリックリンクのターゲットを返す
symlink() - シンボリックリンクを作成する

ssh2_sftp_unlink
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp_unlink — ファイルを削除する
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説明

bool ssh2_sftp_unlink ( resource $sftp , string $filename )

リモートファイルシステム上のファイルを削除します。

パラメータ
sftp

ssh2_sftp() でオープンした SSH2 SFTP リソース。
filename

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ファイルの削除
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');
$sftp = ssh2_sftp($connection);

ssh2_sftp_unlink($sftp, '/home/username/stale_file');
?>

参考

unlink() - ファイルを削除する

ssh2_sftp
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_sftp — SFTP サブシステムを初期化する

説明

resource ssh2_sftp ( resource $session )

すでに接続された SSH2 サーバから SFTP サブシステムを要求します。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。

返り値

このメソッドは全ての他の ssh2_sftp_*() や ssh2.sftp:// fopen ラッパーで使用する SSH2 SFTP リソースを返します。

例

例1 SFTP 経由でのファイルのオープン
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

$sftp = ssh2_sftp($connection);

$stream = fopen("ssh2.sftp://$sftp/path/to/file", 'r');
?>

参考

ssh2_scp_recv() - SCP 経由でファイルを要求する
ssh2_scp_send() - SCP 経由でファイルを送信する

ssh2_shell
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(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_shell — 対話式のシェルを要求する

説明

resource ssh2_shell ( resource $session [, string $term_type = "vanilla" [, array $env [, int $width = 80 [, int $height = 25 [, int $width_height_type = SSH2_TERM_UNIT_CHARS ]]]]] )

リモートエンド上のシェルをオープンし、そのためのストリームを割り当てます。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
term_type

term_type は対象システムの /etc/termcap に記載されたエントリの一つに相当します。
env

env には、 対象の環境に設定する名前/値の組の連想配列を渡すことができます。
width

仮想端末の幅。
height

仮想端末の高さ。
width_height_type

width_height_type は SSH2_TERM_UNIT_CHARS あるいは SSH2_TERM_UNIT_PIXELS のいずれかです。

返り値

例

例1 コマンドの実行
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_password($connection, 'username', 'password');

$stream = ssh2_shell($connection, 'vt102', null, 80, 24, SSH2_TERM_UNIT_CHARS);
?>

参考

ssh2_exec() - リモートサーバ上でコマンドを実行する
ssh2_tunnel() - リモートサーバを経由するトンネルをオープンする
ssh2_fetch_stream() - 拡張データストリームを取得する

ssh2_tunnel
(PECL ssh2 >= 0.9.0)

ssh2_tunnel — リモートサーバを経由するトンネルをオープンする

説明

resource ssh2_tunnel ( resource $session , string $host , int $port )

現在接続している SSH サーバを経由して、 任意のホスト/ポートへのソケットストリームをオープンします。

パラメータ
session

ssh2_connect() のコールによって取得した SSH 接続リンク ID。
host

port

返り値
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例

例1 任意のホストへのトンネルのオープン
<?php
$connection = ssh2_connect('shell.example.com', 22);
ssh2_auth_pubkey_file($connection, 'username', 'id_dsa.pub', 'id_dsa');

$tunnel = ssh2_tunnel($connection, '10.0.0.101', 12345);
?>

参考

ssh2_connect() - SSH サーバに接続する
fsockopen() - インターネット接続もしくはUnix ドメインソケット接続をオープンする

目次
ssh2_auth_hostbased_file — ホスト公開鍵を使用して認証を行う
ssh2_auth_none — "none" として認証する
ssh2_auth_password — SSH 上でプレーンなパスワードを使用した認証を行う
ssh2_auth_pubkey_file — 公開鍵を使用した認証を行う
ssh2_connect — SSH サーバに接続する
ssh2_exec — リモートサーバ上でコマンドを実行する
ssh2_fetch_stream — 拡張データストリームを取得する
ssh2_fingerprint — リモートサーバのフィンガープリントを処理する
ssh2_methods_negotiated — ネゴシエートされたメソッドのリストを返す
ssh2_publickey_add — 認証済み公開鍵を追加する
ssh2_publickey_init — 公開鍵サブシステムを初期化する
ssh2_publickey_list — 現在認証済みの公開鍵の一覧を表示する
ssh2_publickey_remove — 認証済み公開鍵を取り除く
ssh2_scp_recv — SCP 経由でファイルを要求する
ssh2_scp_send — SCP 経由でファイルを送信する
ssh2_sftp_lstat — シンボリックリンクの情報を取得する
ssh2_sftp_mkdir — ディレクトリを作成する
ssh2_sftp_readlink — シンボリックリンクのターゲットを返す
ssh2_sftp_realpath — 指定されたパス文字列の実パスを解決する
ssh2_sftp_rename — リモートファイルを改名する
ssh2_sftp_rmdir — ディレクトリを削除する
ssh2_sftp_stat — リモートファイルシステム上のファイルの情報を取得する
ssh2_sftp_symlink — シンボリックリンクを作成する
ssh2_sftp_unlink — ファイルを削除する
ssh2_sftp — SFTP サブシステムを初期化する
ssh2_shell — 対話式のシェルを要求する
ssh2_tunnel — リモートサーバを経由するトンネルをオープンする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
SSH2 関数

ssh2_auth_hostbased_file — ホスト公開鍵を使用して認証を行う
ssh2_auth_none — "none" として認証する
ssh2_auth_password — SSH 上でプレーンなパスワードを使用した認証を行う
ssh2_auth_pubkey_file — 公開鍵を使用した認証を行う
ssh2_connect — SSH サーバに接続する
ssh2_exec — リモートサーバ上でコマンドを実行する
ssh2_fetch_stream — 拡張データストリームを取得する
ssh2_fingerprint — リモートサーバのフィンガープリントを処理する
ssh2_methods_negotiated — ネゴシエートされたメソッドのリストを返す
ssh2_publickey_add — 認証済み公開鍵を追加する
ssh2_publickey_init — 公開鍵サブシステムを初期化する
ssh2_publickey_list — 現在認証済みの公開鍵の一覧を表示する
ssh2_publickey_remove — 認証済み公開鍵を取り除く
ssh2_scp_recv — SCP 経由でファイルを要求する
ssh2_scp_send — SCP 経由でファイルを送信する
ssh2_sftp_lstat — シンボリックリンクの情報を取得する
ssh2_sftp_mkdir — ディレクトリを作成する
ssh2_sftp_readlink — シンボリックリンクのターゲットを返す
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ssh2_sftp_realpath — 指定されたパス文字列の実パスを解決する
ssh2_sftp_rename — リモートファイルを改名する
ssh2_sftp_rmdir — ディレクトリを削除する
ssh2_sftp_stat — リモートファイルシステム上のファイルの情報を取得する
ssh2_sftp_symlink — シンボリックリンクを作成する
ssh2_sftp_unlink — ファイルを削除する
ssh2_sftp — SFTP サブシステムを初期化する
ssh2_shell — 対話式のシェルを要求する
ssh2_tunnel — リモートサーバを経由するトンネルをオープンする

Stomp Client

導入
This extension allows php applications to communicate with any Stomp compliant Message Brokers through easy object oriented and procedural interfaces. » Stomp official site

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PECL/stomp requires PHP 5.2.2 or newer.

The » OpenSSL package >= 0.9.6 and the openssl extension may also be required to use stomp over SSL.

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/stomp

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Stomp 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

stomp.default_broker tcp://localhost:61613 PHP_INI_ALL
stomp.default_connection_timeout_sec 2 PHP_INI_ALL
stomp.default_connection_timeout_usec 0 PHP_INI_ALL
stomp.default_read_timeout_sec 2 PHP_INI_ALL
stomp.default_read_timeout_usec 0 PHP_INI_ALL

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

stomp.default_broker string

The default broker URI to use when connecting to the message broker if no other URI is specified.

stomp.default_connection_timeout_sec integer

The seconds part of the default connection timeout.

stomp.default_connection_timeout_usec integer

http://stomp.codehaus.org/
http://www.openssl.org/
http://pecl.php.net/package/stomp
http://pecl.php.net/package/stomp
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The microseconds part of the default connection timeout.

stomp.default_read_timeout_sec integer

The seconds part of the default reading timeout.

stomp.default_read_timeout_usec integer

The microseconds part of the default reading timeout.

リソース型
There is only one resource type used in the stomp extension - it's the link identifier for a stomp connection.

例
例1 Object oriented style

<?php

$queue  = '/queue/foo';
$msg    = 'bar';

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

/* send a message to the queue 'foo' */
$stomp->send($queue, $msg);

/* subscribe to messages from the queue 'foo' */
$stomp->subscribe($queue);

/* read a frame */
$frame = $stomp->readFrame();

if ($frame->body === $msg) {
    var_dump($frame);

    /* acknowledge that the frame was received */
    $stomp->ack($frame);
}

/* close connection */
unset($stomp);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(StompFrame)#2 (3) {
  ["command"]=>
  string(7) "MESSAGE"
  ["headers"]=>
  array(5) {
    ["message-id"]=>
    string(41) "ID:php.net-55293-1257226743606-4:2:-1:1:1"
    ["destination"]=>
    string(10) "/queue/foo"
    ["timestamp"]=>
    string(13) "1257226805828"
    ["expires"]=>
    string(1) "0"
    ["priority"]=>
    string(1) "0"
  }
  ["body"]=>
  string(3) "bar"
}

例2 Procedural style

<?php

$queue  = '/queue/foo';
$msg    = 'bar';

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

/* begin a transaction */
stomp_begin($link, 't1');

/* send a message to the queue 'foo' */
stomp_send($link, $queue, $msg, array('transaction' => 't1'));

/* commit a transaction */
stomp_commit($link, 't1');

/* subscribe to messages from the queue 'foo' */
stomp_subscribe($link, $queue);
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/* read a frame */
$frame = stomp_read_frame($link);

if ($frame['body'] === $msg) {
    var_dump($frame);

    /* acknowledge that the frame was received */
    stomp_ack($link, $frame['headers']['message-id']);
}

/* close connection */
stomp_close($link);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["command"]=>
  string(7) "MESSAGE"
  ["body"]=>
  string(3) "bar"
  ["headers"]=>
  array(6) {
    ["transaction"]=>
    string(2) "t1"
    ["message-id"]=>
    string(41) "ID:php.net-55293-1257226743606-4:3:-1:1:1"
    ["destination"]=>
    string(10) "/queue/foo"
    ["timestamp"]=>
    string(13) "1257227037059"
    ["expires"]=>
    string(1) "0"
    ["priority"]=>
    string(1) "0"
  }
}

Stomp 関数

stomp_connect_error
(PECL stomp >= 0.3.0)

stomp_connect_error — Returns a string description of the last connect error

説明

string stomp_connect_error ( void )

Returns a string description of the last connect error.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

A string that describes the error, or NULL if no error occurred.

例

例1 stomp_connect_error() example

<?php
$link = stomp_connect('http://localhost:61613');

if(!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Connection failed: Invalid Broker URI scheme

stomp_version
(PECL stomp >= 0.1.0)

stomp_version — Gets the current stomp extension version
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説明

string stomp_version ( void )

Returns a string containing the version of the current stomp extension.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

It returns the current stomp extension version

例

例1 stomp_version() example

<?php

var_dump(stomp_version());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "0.2.0"

目次
stomp_connect_error — Returns a string description of the last connect error
stomp_version — Gets the current stomp extension version

The Stomp class
導入
Represents a connection between PHP and a Stomp compliant Message Broker.

クラス概要
Stomp {
/* メソッド */
public bool abort ( string $transaction_id [, array $headers ] )
public bool ack ( mixed $msg [, array $headers ] )
public bool begin ( string $transaction_id [, array $headers ] )
public bool commit ( string $transaction_id [, array $headers ] )
__construct ([ string $broker = ini_get("stomp.default_broker_uri") [, string $username [, string $password [, array $headers ]]]] )
public bool __destruct ( void )
public string error ( void )
public array getReadTimeout ( void )
public string getSessionId ( void )
public bool hasFrame ( void )
public stompframe readFrame ([ string $class_name = "stompFrame" ] )
public bool send ( string $destination , mixed $msg [, array $headers ] )
public void setReadTimeout ( int $seconds [, int $microseconds ] )
public bool subscribe ( string $destination [, array $headers ] )
public bool unsubscribe ( string $destination [, array $headers ] )
}

Stomp::abort

stomp_abort
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::abort -- stomp_abort — Rolls back a transaction in progress

説明
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Object oriented style (method):

public bool Stomp::abort ( string $transaction_id [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_abort ( resource $link , string $transaction_id [, array $headers ] )

Rolls back a transaction in progress.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
transaction_id

The transaction to abort.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

/* begin a transaction */
$stomp->begin('t1');

/* send a message to the queue */
$stomp->send('/queue/foo', 'bar', array('transaction' => 't1'));

/* rollback */
$stomp->abort('t1');

/* close connection */
unset($stomp);
?>

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('tcp://localhost:61613');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

/* begin a transaction */
stomp_begin($link, 't1');

/* send a message to the queue 'foo' */
stomp_send($link, '/queue/foo', 'bar', array('transaction' => 't1'));

/* rollback */
stomp_abort($link, 't1');

/* close connection */
stomp_close($link);

?>

Stomp::ack

stomp_ack
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(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::ack -- stomp_ack — Acknowledges consumption of a message

説明

Object oriented style (method):

public bool Stomp::ack ( mixed $msg [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_ack ( resource $link , mixed $msg [, array $headers ] )

Acknowledges consumption of a message from a subscription using client acknowledgment.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
msg

The message/messageId to be acknowledged.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

トランザクションヘッダを指定し、そのメッセージがトランザクションの一部であることを示します。

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

例1 Object oriented style

<?php

$queue  = '/queue/foo';
$msg    = 'bar';

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

/* send a message to the queue 'foo' */
$stomp->send($queue, $msg);

/* subscribe to messages from the queue 'foo' */
$stomp->subscribe($queue);

/* read a frame */
$frame = $stomp->readFrame();

if ($frame->body === $msg) {
    /* acknowledge that the frame was received */
    $stomp->ack($frame);
}

/* remove the subscription */
$stomp->unsubscribe($queue);

/* close connection */
unset($stomp);

?>

例2 Procedural style

<?php

$queue  = '/queue/foo';
$msg    = 'bar';

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
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    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

/* begin a transaction */
stomp_begin($link, 't1');

/* send a message to the queue 'foo' */
stomp_send($link, $queue, $msg, array('transaction' => 't1'));

/* commit a transaction */
stomp_commit($link, 't1');

/* subscribe to messages from the queue 'foo' */
stomp_subscribe($link, $queue);

/* read a frame */
$frame = stomp_read_frame($link);

if ($frame['body'] === $msg) {
    /* acknowledge that the frame was received */
    stomp_ack($link, $frame['headers']['message-id']);
}

/* remove the subscription */
stomp_unsubscribe($link, $queue);

/* close connection */
stomp_close($link);

?>

Stomp::begin

stomp_begin
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::begin -- stomp_begin — Starts a transaction

説明

Object oriented style (method):

public bool Stomp::begin ( string $transaction_id [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_begin ( resource $link , string $transaction_id [, array $headers ] )

Starts a transaction.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
transaction_id

The transaction id.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

See stomp_commit() or stomp_abort().

Stomp::commit
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stomp_commit
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::commit -- stomp_commit — Commits a transaction in progress

説明

Object oriented style (method):

public bool Stomp::commit ( string $transaction_id [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_commit ( resource $link , string $transaction_id [, array $headers ] )

Commits a transaction in progress.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
transaction_id

The transaction id.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

/* begin a transaction */
$stomp->begin('t1');

/* send a message to the queue */
$stomp->send('/queue/foo', 'bar', array('transaction' => 't1'));

/* commit */
$stomp->commit('t1');

/* close connection */
unset($stomp);

?>

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('tcp://localhost:61613');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

/* begin a transaction */
stomp_begin($link, 't1');

/* send a message to the queue 'foo' */
stomp_send($link, '/queue/foo', 'bar', array('transaction' => 't1'));

/* commit */
stomp_commit($link, 't1');

/* close connection */
stomp_close($link);
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?>

Stomp::__construct

stomp_connect
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::__construct -- stomp_connect — Opens a connection

説明

Object oriented style (constructor):

Stomp::__construct ([ string $broker = ini_get("stomp.default_broker_uri") [, string $username [, string $password [, array $headers ]]]] )

Procedural style:

resource stomp_connect ([ string $broker = ini_get("stomp.default_broker_uri") [, string $username [, string $password [, array $headers ]]]] )

Opens a connection to a stomp compliant Message Broker.

パラメータ
broker

The broker URI

username

The username.

password

The password.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

注意:

トランザクションヘッダを指定し、そのメッセージがトランザクションの一部であることを示します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.1 The headers parameter was added

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

/* close connection */
unset($stomp);

?>

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

/* close connection */
stomp_close($link);
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?>

Stomp::__destruct

stomp_close
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::__destruct -- stomp_close — Closes stomp connection

説明

Object oriented style (destructor):

public bool Stomp::__destruct ( void )

Procedural style:

bool stomp_close ( resource $link )

Closes a previously opened connection.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

See stomp_connect().

Stomp::error

stomp_error
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::error -- stomp_error — Gets the last stomp error

説明

Object oriented style (method):

public string Stomp::error ( void )

Procedural style:

string stomp_error ( resource $link )

Gets the last stomp error.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。

返り値

Returns an error string or FALSE if no error occurred.

例

例1 Object oriented style
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<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

var_dump($stomp->error());

if (!$stomp->abort('unknown-transaction', array('receipt' => 'foo'))) {
    var_dump($stomp->error());
}

/* close connection */
unset($stomp);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(false)
string(43) "Invalid transaction id: unknown-transaction"

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

var_dump(stomp_error($link));

if (!stomp_abort($link, 'unknown-transaction', array('receipt' => 'foo'))) {
    var_dump(stomp_error($link));
}

/* close connection */
stomp_close($link);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(false)
string(43) "Invalid transaction id: unknown-transaction"

Stomp::getReadTimeout

stomp_get_read_timeout
(PECL stomp >= 0.3.0)

Stomp::getReadTimeout -- stomp_get_read_timeout — Gets read timeout

説明

Object oriented style (method):

public array Stomp::getReadTimeout ( void )

Procedural style:

array stomp_get_read_timeout ( resource $link )

Gets read timeout

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。

返り値

Returns an array with 2 elements: sec and usec.

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
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try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

var_dump($stomp->getReadTimeout());

/* close connection */
unset($stomp);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["sec"]=>
  int(2)
  ["usec"]=>
  int(0)
}

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

var_dump(stomp_get_read_timeout($link));

/* close connection */
stomp_close($link);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(2) {
  ["sec"]=>
  int(2)
  ["usec"]=>
  int(0)
}

Stomp::getSessionId

stomp_get_session_id
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::getSessionId -- stomp_get_session_id — Gets the current stomp session ID

説明

Object oriented style (method):

public string Stomp::getSessionId ( void )

Procedural style:

string stomp_get_session_id ( resource $link )

Gets the current stomp session ID.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。

返り値

string session id on success失敗した場合に FALSE を返します.

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
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    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

var_dump($stomp->getSessionId());

/* close connection */
unset($stomp);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(35) "ID:php.net-52873-1257291895530-4:14"

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

var_dump(stomp_get_session_id($link));

/* close connection */
stomp_close($link);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(35) "ID:php.net-52873-1257291895530-4:14"

Stomp::hasFrame

stomp_has_frame
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::hasFrame -- stomp_has_frame — Indicates whether or not there is a frame ready to read

説明

Object oriented style (method):

public bool Stomp::hasFrame ( void )

Procedural style:

bool stomp_has_frame ( resource $link )

Indicates whether or not there is a frame ready to read.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。

返り値

Returns TRUE if a frame is ready to read, or FALSE otherwise.

Stomp::readFrame

stomp_read_frame
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::readFrame -- stomp_read_frame — Reads the next frame

説明

Object oriented style (method):
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public stompframe Stomp::readFrame ([ string $class_name = "stompFrame" ] )

Procedural style:

array stomp_read_frame ( resource $link )

Reads the next frame. It is possible to instantiate an object of a specific class, and pass parameters to that class's constructor.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
class_name

The name of the class to instantiate. If not specified, a stompFrame object is returned.

返り値

注意:

トランザクションヘッダを指定し、そのメッセージがトランザクションの一部であることを示します。

変更履歴

バージョン 説明
Stomp 0.4.0 class_name parameter was added.

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

/* subscribe to messages from the queue 'foo' */
$stomp->subscribe('/queue/foo');

/* read a frame */
var_dump($stomp->readFrame());

/* close connection */
unset($stomp);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(StompFrame)#2 (3) {
  ["command"]=>
  string(7) "MESSAGE"
  ["headers"]=>
  array(5) {
    ["message-id"]=>
    string(41) "ID:php.net-55293-1257226743606-4:2:-1:1:1"
    ["destination"]=>
    string(10) "/queue/foo"
    ["timestamp"]=>
    string(13) "1257226805828"
    ["expires"]=>
    string(1) "0"
    ["priority"]=>
    string(1) "0"
  }
  ["body"]=>
  string(3) "bar"
}

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

/* subscribe to messages from the queue 'foo' */
stomp_subscribe($link, '/queue/foo');

/* read a frame */
$frame = stomp_read_frame($link);

/* close connection */
stomp_close($link);

?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(3) {
  ["command"]=>
  string(7) "MESSAGE"
  ["body"]=>
  string(3) "bar"
  ["headers"]=>
  array(6) {
    ["transaction"]=>
    string(2) "t1"
    ["message-id"]=>
    string(41) "ID:php.net-55293-1257226743606-4:3:-1:1:1"
    ["destination"]=>
    string(10) "/queue/foo"
    ["timestamp"]=>
    string(13) "1257227037059"
    ["expires"]=>
    string(1) "0"
    ["priority"]=>
    string(1) "0"
  }
}

Stomp::send

stomp_send
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::send -- stomp_send — Sends a message

説明

Object oriented style (method):

public bool Stomp::send ( string $destination , mixed $msg [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_send ( resource $link , string $destination , mixed $msg [, array $headers ] )

Sends a message to the Message Broker.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
destination

Where to send the message

msg

Message to send.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

トランザクションヘッダを指定し、そのメッセージがトランザクションの一部であることを示します。

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

See stomp_ack().
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Stomp::setReadTimeout

stomp_set_read_timeout
(PECL stomp >= 0.3.0)

Stomp::setReadTimeout -- stomp_set_read_timeout — Sets read timeout

説明

Object oriented style (method):

public void Stomp::setReadTimeout ( int $seconds [, int $microseconds ] )

Procedural style:

void stomp_set_read_timeout ( resource $link , integer $seconds [, integer $microseconds ] )

Sets read timeout.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
seconds

The seconds part of the timeout to be set.

microseconds

The microseconds part of the timeout to be set.

例

例1 Object oriented style

<?php

/* connection */
try {
    $stomp = new Stomp('tcp://localhost:61613');
} catch(StompException $e) {
    die('Connection failed: ' . $e->getMessage());
}

$stomp->setReadTimeout(10);
    
/* close connection */
unset($stomp);

?>

例2 Procedural style

<?php

/* connection */
$link = stomp_connect('ssl://localhost:61612');

/* check connection */
if (!$link) {
    die('Connection failed: ' . stomp_connect_error());
}

stomp_set_read_timeout($link, 10);
    
/* close connection */
stomp_close($link);

?>

Stomp::subscribe

stomp_subscribe
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::subscribe -- stomp_subscribe — Registers to listen to a given destination

説明
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Object oriented style (method):

public bool Stomp::subscribe ( string $destination [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_subscribe ( resource $link , string $destination [, array $headers ] )

Registers to listen to a given destination.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
destination

Destination to subscribe to.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

See stomp_ack().

Stomp::unsubscribe

stomp_unsubscribe
(PECL stomp >= 0.1.0)

Stomp::unsubscribe -- stomp_unsubscribe — Removes an existing subscription

説明

Object oriented style (method):

public bool Stomp::unsubscribe ( string $destination [, array $headers ] )

Procedural style:

bool stomp_unsubscribe ( resource $link , string $destination [, array $headers ] )

Removes an existing subscription.

パラメータ
link

手続き型のみ: stomp_connect() が返す stomp リンク ID。
destination

Subscription to remove.

headers

追加のヘッダ (例: receipt) を含む連想配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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注意

ヒント

Stomp は本来非同期です。同期通信を実装するには receipt ヘッダを追加します。これを追加すると、サーバがメッセージを受領するかタイムアウトに達するまではメソッドが何も返さないようになります。

例

See stomp_ack().

目次
Stomp::abort — Rolls back a transaction in progress
Stomp::ack — Acknowledges consumption of a message
Stomp::begin — Starts a transaction
Stomp::commit — Commits a transaction in progress
Stomp::__construct — Opens a connection
Stomp::__destruct — Closes stomp connection
Stomp::error — Gets the last stomp error
Stomp::getReadTimeout — Gets read timeout
Stomp::getSessionId — Gets the current stomp session ID
Stomp::hasFrame — Indicates whether or not there is a frame ready to read
Stomp::readFrame — Reads the next frame
Stomp::send — Sends a message
Stomp::setReadTimeout — Sets read timeout
Stomp::subscribe — Registers to listen to a given destination
Stomp::unsubscribe — Removes an existing subscription

The StompFrame class
導入
Represents a message which was sent or received from a Stomp compliant Message Broker.

クラス概要
StompFrame {
/* プロパティ */
public $command ;
public $headers ;
public $body ;
/* メソッド */
__construct ([ string $command [, array $headers [, string $body ]]] )
}

プロパティ
command

Frame command.

headers

Frame headers (array).

body

Frame body.

StompFrame::__construct
(PECL stomp >= 0.1.0)

StompFrame::__construct — Constructor

説明

$command $headers $body
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StompFrame::__construct ([ string  [, array  [, string  ]]] )

Constructor.

パラメータ
command

Frame command

headers

Frame headers (array).

body

Frame body.

目次
StompFrame::__construct — Constructor

The StompException class
導入
Represents an error raised by the stomp extension. See Exceptions for more information about Exceptions in PHP.

クラス概要
StompException extends Exception {
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
/* メソッド */
public string getDetails ( void )
}

StompException::getDetails
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

StompException::getDetails — Get exception details

説明

public string StompException::getDetails ( void )

Get exception details.

返り値

string containing the error details.

目次
StompException::getDetails — Get exception details

導入
インストール/設定
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

例
Stomp 関数

stomp_connect_error — Returns a string description of the last connect error
stomp_version — Gets the current stomp extension version

Stomp — The Stomp class
Stomp::abort — Rolls back a transaction in progress
Stomp::ack — Acknowledges consumption of a message
Stomp::begin — Starts a transaction
Stomp::commit — Commits a transaction in progress
Stomp::__construct — Opens a connection
Stomp::__destruct — Closes stomp connection
Stomp::error — Gets the last stomp error
Stomp::getReadTimeout — Gets read timeout
Stomp::getSessionId — Gets the current stomp session ID
Stomp::hasFrame — Indicates whether or not there is a frame ready to read
Stomp::readFrame — Reads the next frame
Stomp::send — Sends a message
Stomp::setReadTimeout — Sets read timeout
Stomp::subscribe — Registers to listen to a given destination
Stomp::unsubscribe — Removes an existing subscription

StompFrame — The StompFrame class
StompFrame::__construct — Constructor

StompException — The StompException class
StompException::getDetails — Get exception details

Subversion

導入
この拡張モジュールは、バージョン管理システム » Subversion (SVN) を PHP から操作するためのものです。 コマンドラインから svn をコールせずに PHP スクリプトから SVN リポジトリや作業コピーを操作することができます。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うのに、Subversion のバイナリは不要です。しかし、この拡張モジュールをコンパイルする際には libsvn (Subversion のヘッダ) が必須となります。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/svn

./configure が SVN 関連のファイルを見つけられない場合 (Subversion が標準とは異なる場所にインストールされている場合など) は、./configure --with-svn=$USR_PATH として include/subversion-1/ フォルダの場所を指定します

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

警告

http://subversion.apache.org/
http://pecl.php.net/package/svn
http://pecl.php.net/package/svn
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この拡張モジュールを libsvn 1.3 でコンパイルした場合は、 Subversion 1.4 で作成した作業コピーを操作しようとすると失敗します。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SVN_REVISION_HEAD (integer)
HEAD リビジョンを指すマジックナンバー (-1)。

svn_auth_set_parameter() で使用する定数
SVN_AUTH_PARAM_DEFAULT_USERNAME (string)

ベーシック認証で使用するデフォルトのユーザ名を表すプロパティ。
SVN_AUTH_PARAM_DEFAULT_PASSWORD (string)

ベーシック認証で使用するデフォルトのパスワードを表すプロパティ。
SVN_AUTH_PARAM_NON_INTERACTIVE (string)
SVN_AUTH_PARAM_DONT_STORE_PASSWORDS (string)
SVN_AUTH_PARAM_NO_AUTH_CACHE (string)
SVN_AUTH_PARAM_SSL_SERVER_FAILURES (string)
SVN_AUTH_PARAM_SSL_SERVER_CERT_INFO (string)
SVN_AUTH_PARAM_CONFIG (string)
SVN_AUTH_PARAM_SERVER_GROUP (string)
SVN_AUTH_PARAM_CONFIG_DIR (string)
PHP_SVN_AUTH_PARAM_IGNORE_SSL_VERIFY_ERRORS (string)

SSL 証明書の検証エラーを無視するカスタムプロパティ。

ファイルシステムの定数
SVN_FS_CONFIG_FS_TYPE (string)

ファイルシステムの形式を決める設定キー。
SVN_FS_TYPE_BDB (string)

ファイルシステムは Berkeley-DB です。
SVN_FS_TYPE_FSFS (string)

ファイルシステムはネイティブのファイルシステムです。

予約されているプロパティの定数
SVN_PROP_REVISION_DATE (string)

svn:date
SVN_PROP_REVISION_ORIG_DATE (string)

svn:original-date
SVN_PROP_REVISION_AUTHOR (string)

svn:author
SVN_PROP_REVISION_LOG (string)

svn:log

作業コピーの状態に関する定数
SVN_WC_STATUS_NONE (int)

状態が存在しません。
SVN_WC_STATUS_UNVERSIONED (int)

この作業コピー内でバージョン管理されていません。
SVN_WC_STATUS_NORMAL (int)

アイテムは存在しますが、特に何もない状態です。
SVN_WC_STATUS_ADDED (int)

追加予約されています。
SVN_WC_STATUS_MISSING (int)

バージョン管理されているアイテムですが、作業コピー内に存在しません。
SVN_WC_STATUS_DELETED (int)

削除予約されています。
SVN_WC_STATUS_REPLACED (int)

いったん削除されたあとに再度追加されました。
SVN_WC_STATUS_MODIFIED (int)

アイテム (の内容あるいはプロパティ) が変更されました。
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SVN_WC_STATUS_MERGED (int)
ローカルでの変更内容がリポジトリの変更内容とマージされました。

SVN_WC_STATUS_CONFLICTED (int)
ローカルでの変更内容がリポジトリでの変更内容と衝突 (conflict) しています。

SVN_WC_STATUS_IGNORED (int)
バージョン管理されていないアイテムですが、無視するよう設定されています。

SVN_WC_STATUS_OBSTRUCTED (int)
バージョン管理されていないアイテムが、 バージョン管理下のリソースを邪魔しています。

SVN_WC_STATUS_EXTERNAL (int)
バージョン管理されていないパスで、 svn:externals を使用しています。

SVN_WC_STATUS_INCOMPLETE (int)
ディレクトリのエントリ一覧がありません。

ノードの種類を表す定数
SVN_NODE_NONE (int)

存在しない。
SVN_NODE_FILE (int)

ファイル。
SVN_NODE_DIR (int)

ディレクトリ。
SVN_NODE_UNKNOWN (int)

Subversion が判別できない何か。

SVN 関数

svn_add
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_add — 作業ディレクトリ内のアイテムの追加を予約する

説明

bool svn_add ( string $path [, bool $recursive = true [, bool $force = false ]] )

path が指すファイル、 ディレクトリあるいはシンボリックリンクを作業コピーに追加します。 その作業コピー上で次に svn_commit() をコールしたときに、アイテムがリポジトリに追加されます。

パラメータ
path

追加したいアイテムのパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
recursive

アイテムがディレクトリである場合、その中身を再帰的に追加するかどうかを指定します。 デフォルトは TRUE です。
force

true の場合は、すでにバージョン管理下におかれているディレクトリの中身も調べ、 もしバージョン管理されていないファイルがあればそれも追加します。 デフォルトは FALSE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 svn_add() の例

svn status が次のような結果を返す状態で
$ svn status
?      foobar.txt
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次のコードを実行します。
<?php
svn_add('foobar.txt');
?>

すると、foobar.txt がリポジトリへ追加予約されます。

参考

» SVN ドキュメントの svn add

svn_auth_get_parameter
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_auth_get_parameter — 認証パラメータを取得する

説明

string svn_auth_get_parameter ( string $key )

認証パラメータ key を取得します。 使用できるキーとその意味については 認証定数の一覧 を参照ください。

パラメータ
key

キーの名前。認証に関する定数 のいずれかを指定します。

返り値

key の値を文字列で返します。 パラメータが存在しない場合は NULL を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

svn_auth_set_parameter() - 認証パラメータを設定する
認証定数

svn_auth_set_parameter
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_auth_set_parameter — 認証パラメータを設定する

説明

void svn_auth_set_parameter ( string $key , string $value )

認証パラメータ key の値を value に設定します。 使用できるキーとその意味については 認証定数の一覧 を参照ください。

パラメータ
key

キーの名前。認証に関する定数 のいずれかを指定します。
value

そのパラメータに指定する値。 値の書式は、パラメータによって異なります。

返り値

値を返しません。

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.add.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.add.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.add.html


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 デフォルトの認証の例

この例は、SVN のデフォルトのユーザ名を 'Bob'、デフォルトのパスワードを 'abc123' に設定します。
<?php
svn_auth_set_parameter(SVN_AUTH_PARAM_DEFAULT_USERNAME, 'Bob');
svn_auth_set_parameter(SVN_AUTH_PARAM_DEFAULT_PASSWORD, 'abc123');
?>

参考

svn_auth_get_parameter() - 認証パラメータを取得する
認証定数

svn_blame
(PECL svn >= 0.3.0)

svn_blame — ファイルの SVN blame を取得する

説明

array svn_blame ( string $repository_url [, int $revision_no = SVN_REVISION_HEAD ] )

リポジトリの URL を指定して、ファイルの SVN blame を取得します。

パラメータ
repository_url

リポジトリの URL。
revision_no

リビジョン番号。

返り値

SVN blame 情報を配列で返します。行ごとに区切られ、 リビジョン番号と行番号、コードの行、作者、日付が含まれます。

例

例1 svn_blame() の例
<?php
$svnurl = 'http://svn.example.org/svnroot/foo/trunk/index.php';

print_r( svn_blame($svnurl) );

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] = Array
          (
           [rev] = 1
           [line_no] = 1
           [line] = Hello World
           [author] = joesmith
           [date] = 2007-07-02T05:51:26.628396Z
          )
    [1] = Array
          ...

参考

svn_diff() - ふたつのパスの差分を再帰的に取得する
svn_logs()
svn_status() - 作業コピー内のファイルやディレクトリの状態を返す
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svn_cat
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_cat — リポジトリ内のファイルの内容を返す

説明

string svn_cat ( string $repos_url [, int $revision_no ] )

リポジトリ内のファイルを指す URL repos_url の中身を返します。オプションでリビジョン番号 revision_no を指定します。

パラメータ
repos_url

リポジトリ内のアイテムへのパスを表す URL 文字列。
revision_no

取得したいリビジョン番号を表す整数値。デフォルトは HEAD リビジョン。

返り値

成功した場合にアイテムの内容を表す文字列、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

この例は、あるファイルのリビジョン 20 の内容を取得します。
<?php
$contents = svn_cat('http://www.example.com/svnroot/calc/gui.c', 28)
?>

参考

svn_list()
» SVN ドキュメントの svn cat

svn_checkout
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_checkout — リポジトリから作業コピーをチェックアウトする

説明

bool svn_checkout ( string $repos , string $targetpath [, int $revision [, int $flags = 0 ]] )

repos にあるリポジトリの リビジョン revision を、 targetpath の作業コピーにチェックアウトします。

パラメータ
repos

チェックアウトしたいリポジトリ内のディレクトリを表す URL 文字列。
targetpath

チェックアウト先ディレクトリのローカルパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
revision

チェックアウトしたいリビジョン番号を表す整数値。デフォルトは HEAD リビジョンで、これは最新のリビジョンを表します。

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.cat.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.cat.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.cat.html
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flags

SVN_NON_RECURSIVE および SVN_IGNORE_EXTERNALS の任意の組み合わせ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

この例は、リポジトリ内のディレクトリを calc という名前のローカルディレクトリにチェックアウトします。
<?php
svn_checkout('http://www.example.com/svnroot/calc/trunk', dirname(__FILE__) . '/calc');
?>

dirname(__FILE__) を使用して、 相対パス calc を絶対パスに変換する必要があります。 もし calc ディレクトリが存在するのなら、 realpath() を使って絶対パスを取得することもできます。

参考

svn_add() - 作業ディレクトリ内のアイテムの追加を予約する
svn_commit() - 変更内容を、ローカルの作業コピーからリポジトリに送信する
svn_status() - 作業コピー内のファイルやディレクトリの状態を返す
svn_update() - 作業コピーをアップデートする
» SVN ドキュメントの svn checkout

svn_cleanup
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_cleanup — 作業コピーディレクトリを再帰的にクリーンアップし、中途半端な操作を解消してロックを削除する

説明

bool svn_cleanup ( string $workingdir )

作業コピーディレクトリ workingdir を再帰的にクリーンアップし、中途半端になっている操作を完了してロックを削除します。 作業コピーが中途半端な状態になってしまったときに、 再度使用可能にするために用います。

パラメータ
workingdir

クリーンアップしたい作業ディレクトリへのパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

この例は、help-me という作業ディレクトリのクリーンアップを行います。
<?php
svn_cleanup(realpath('help-me'));
?>

SVN における相対パスの扱いは少々変わっているので、 realpath() のコールは必須です。

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.checkout.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.checkout.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.checkout.html
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参考

update()
» SVN ドキュメントの svn cleanup

svn_client_version
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_client_version — SVN クライアントライブラリのバージョンを返す

説明

string svn_client_version ( void )

SVN クライアントライブラリのバージョンを返します。

返り値

バージョン番号を表す文字列を返します。通常は x.y.z 形式となります。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例
<?php
echo svn_client_version();
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
1.3.1

svn_commit
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_commit — 変更内容を、ローカルの作業コピーからリポジトリに送信する

説明

array svn_commit ( string $log , array $targets [, bool $dontrecurse ] )

配列 targets で指定した、 ローカルの作業コピーで変更されたファイルの内容をリポジトリにコミットします。 ログメッセージは log で指定します。 targets にディレクトリを指定すると、 dontrecurse が true でない限りは再帰的にコミットを行います。

注意: この関数では、認証関連のパラメータを指定することができません。 ユーザ名やパスワードは svn_auth_set_parameter() で指定する必要があります。

パラメータ
log

コミット時に使用するログメッセージ。
targets

コミットするローカルパスやファイルの配列。

警告

このパラメータは配列である必要があります。 対象がひとつだけであっても、文字列で指定することはできません。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
dontrecurse

配列 targets にディレクトリが指定された場合の再帰コミットを無効にするフラグ。 デフォルトは FALSE です。

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.cleanup.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.cleanup.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.cleanup.html
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返り値

以下のような形式の配列を返します。
array(
    0 => そのコミットのリビジョン番号
    1 => コミット日時を表す ISO 8601 形式の文字列
    2 => コミッターの名前
)

失敗した場合は FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

この例は、calculator ディレクトリの内容をリポジトリにコミットします。 ユーザ名は Bob、パスワードは abc123 (ほんとはもうちょっとマシなパスワードにしたほうがいいでしょうね) です。
<?php
svn_auth_set_parameter(SVN_AUTH_PARAM_DEFAULT_USERNAME, 'Bob');
svn_auth_set_parameter(SVN_AUTH_PARAM_DEFAULT_PASSWORD, 'abc123');
var_dump(svn_commit('Log message of Bob\'s commit', array(realpath('calculator'))));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(
  0 => 1415,
  1 => '2007-05-26T01:44:28.453125Z',
  2 => 'Bob'
)

参考

svn_auth_set_parameter() - 認証パラメータを設定する
» SVN ドキュメントの svn commit

svn_delete
(PECL svn >= 0.4.0)

svn_delete — 作業コピーあるいはリポジトリからアイテムを削除する

説明

bool svn_delete ( string $path [, bool $force = false ] )

path にあるファイルあるいはディレクトリ、シンボリックリンクを 作業コピーから削除します。作業コピー上で次に svn_commit() をコールしたときに、このアイテムはリポジトリからも削除されます。

パラメータ
path

削除したいアイテムへのパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
force

TRUE の場合は、ファイルがローカルで変更されていても削除します。 それ以外の場合は、ローカルで変更されているファイルを削除しようとすると失敗します。 デフォルトは FALSE です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

参考

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.commit.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.commit.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.commit.html
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» SVN ドキュメントの svn delete

svn_diff
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_diff — ふたつのパスの差分を再帰的に取得する

説明

array svn_diff ( string $path1 , int $rev1 , string $path2 , int $rev2 )

ふたつのパス path1 および path2 の差分を再帰的に取得します。

注意:

汎用的な diff ツールとは異なり、 バージョン管理の対象になっているローカルファイルしか差分取得の対象となりません。 その他のファイルの差分は取得できません。

パラメータ
path1

最初のパス。SVN リポジトリのファイル/ディレクトリを指す URL、 あるいはローカルのファイル/ディレクトリのパスのいずれかとなります。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。

警告

ローカルファイルのパスを指定する際に、 バックスラッシュのみを使用して通常のスラッシュが存在しない場合は、 パスの検出に失敗してしまいます。この関数を使う際には、 バックスラッシュをすべてスラッシュに置き換えるようにしましょう。
rev1

最初のパスのリビジョン番号。最新のリビジョンを指定したい場合は SVN_REVISION_HEAD を使用します。
path2

もうひとつのパス。詳細は path1 の説明を参照ください。
rev2

もうひとつのパスのリビジョン番号。詳細は rev1 の説明を参照ください。

返り値

ふたつのストリームの内容を含む配列のリストを返します。 最初のストリームが diff の出力で、もうひとつはエラー出力です。 このストリームを読み込むには fread() を使用します。エラーが発生した場合は FALSE あるいは NULL を返します。

デフォルトでは、diff の出力は Subversion 版の unified diff 形式となります。しかし、Subversion の設定によっては » 外部の diff エンジン を使うこともできます。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

ここでは、この関数の基本的な使用法と結果の取得法を示します。
<?php
list($diff, $errors) = svn_diff(
    'http://www.example.com/svnroot/trunk/foo', SVN_REVISION_HEAD,
    'http://www.example.com/svnroot/branches/dev/foo', SVN_REVISION_HEAD
);
if (!$diff) exit;
$contents = '';
while (!feof($diff)) {
  $contents .= fread($diff, 8192);
}
fclose($diff);
fclose($errors);
var_dump($contents);
?>

上の例の出力は以下となります。
Index: http://www.example.com/svnroot/trunk/foo
===================================================================
--- http://www.example.com/svnroot/trunk/foo        (.../foo) (revision 23)
+++ http://www.example.com/svnroot/branches/dev/foo (.../foo) (revision 27)
 // この後に diff の内容が続きます

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.delete.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.delete.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.delete.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.advanced.externaldifftools.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.advanced.externaldifftools.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.advanced.externaldifftools.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.advanced.externaldifftools.html
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例2 あるパスのふたつのリビジョンの差分の取得

この例では、外部リポジトリ上の同じパスのアイテムについて、 ふたつのリビジョン間の差分を簡単に取得できるようにしたラッパー関数を実装します (デフォルトの構文だと少々冗長なので)。
<?php
function svn_diff_same_item($path, $rev1, $rev2) {
    return svn_diff($path, $rev1, $path, $rev2);
}
?>

例3 ローカルファイルの差分の取得

この例では、ふたつのローカルファイルの差分を 簡単に取得できるようなラッパー関数を実装します。 realpath() による補正と、 バックスラッシュに関するバグの対応を含めています。
<?php
function svn_diff_local($path1, $rev1, $path2, $rev2) {
    $path1 = str_replace('\\', '/', realpath($path1));
    $path2 = str_replace('\\', '/', realpath($path2));
    return svn_diff($path1, $rev1, $path2, $rev2);
}
?>

参考

» SVN ドキュメントの svn diff

svn_export
(PECL svn >= 0.3.0)

svn_export — SVN ディレクトリの内容をエクスポートする

説明

bool svn_export ( string $frompath , string $topath [, bool $working_copy = true ] )

作業コピーあるいはリポジトリの内容を、「クリーンな」ディレクトリにエクスポートします。

パラメータ
frompath

現在のリポジトリへのパス。
topath

新しいリポジトリへのパス。
working_copy

TRUE の場合は、コミットしていないファイルを作業コピーからエクスポートします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 svn_export() の例
<?php
$working_dir     = '../';
$new_working_dir = '/home/user/devel/foo/trunk';

svn_export($working_dir, $new_working_dir);
?>

参考

svn_import() - バージョン管理されていないパスをリポジトリにインポートする

svn_fs_abort_txn
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_abort_txn — トランザクションを中断し、成功したら true、失敗したら false を返す

説明

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.diff.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.diff.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.diff.html
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bool svn_fs_abort_txn ( resource $txn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

トランザクションを中断し、成功したら true、失敗したら false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_apply_text
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_apply_text — 置換に使用するストリームを作成して返す

説明

resource svn_fs_apply_text ( resource $root , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

置換に使用するストリームを作成して返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_begin_txn2
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_begin_txn2 — 新しいトランザクションを作成する

説明

resource svn_fs_begin_txn2 ( resource $repos , int $rev )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しいトランザクションを作成します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_change_node_prop
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_change_node_prop — 成功したら true、失敗したら false を返す

説明

bool svn_fs_change_node_prop ( resource $root , string $path , string $name , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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成功したら true、失敗したら false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_check_path
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_check_path — 指定したリポジトリの fsroot パスにどんなアイテムが存在するかを調べる

説明

int svn_fs_check_path ( resource $fsroot , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したリポジトリの fsroot パスにどんなアイテムが存在するかを調べます。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_contents_changed
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_contents_changed — コンテンツが変更されている場合に true、されていない場合に false を返す

説明

bool svn_fs_contents_changed ( resource $root1 , string $path1 , resource $root2 , string $path2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

コンテンツが変更されている場合に true、されていない場合に false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_copy
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_copy — ファイルやディレクトリをコピーし、成功したら true、失敗したら false を返す

説明

bool svn_fs_copy ( resource $from_root , string $from_path , resource $to_root , string $to_path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ファイルやディレクトリをコピーし、成功したら true、失敗したら false を返します。

注意
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_delete
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_delete — ファイルやディレクトリを削除し、成功したら true、失敗したら false を返す

説明

bool svn_fs_delete ( resource $root , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ファイルやディレクトリを削除し、成功したら true、失敗したら false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_dir_entries
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_dir_entries — 指定したパスのディレクトリを列挙し、ディレクトリ名とファイルタイプのハッシュを返す

説明

array svn_fs_dir_entries ( resource $fsroot , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したパスのディレクトリを列挙し、ディレクトリ名とファイルタイプのハッシュを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_file_contents
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_file_contents — 指定したバージョンの fs から、ファイルの中身を読み込むためのストリームを返す

説明

resource svn_fs_file_contents ( resource $fsroot , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したバージョンの fs から、ファイルの中身を読み込むためのストリームを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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svn_fs_file_length
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_file_length — 指定したバージョンの fs から、ファイルの長さを返す

説明

int svn_fs_file_length ( resource $fsroot , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したバージョンの fs から、ファイルの長さを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_is_dir
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_is_dir — ディレクトリを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返す

説明

bool svn_fs_is_dir ( resource $root , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ディレクトリを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_is_file
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_is_file — ファイルを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返す

説明

bool svn_fs_is_file ( resource $root , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ファイルを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_make_dir
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(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_make_dir — 空のディレクトリを作成し、成功したら true、失敗したら false を返す

説明

bool svn_fs_make_dir ( resource $root , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

空のディレクトリを作成し、成功したら true、失敗したら false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_make_file
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_make_file — 空のファイルを作成し、成功したら true、失敗したら false を返す

説明

bool svn_fs_make_file ( resource $root , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

空のファイルを作成し、成功したら true、失敗したら false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_node_created_rev
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_node_created_rev — fsroot 配下のパスが作成されたリビジョンを返す

説明

int svn_fs_node_created_rev ( resource $fsroot , string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

fsroot 配下のパスが作成されたリビジョンを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_node_prop
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_node_prop — ノードのプロパティの値を返す
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説明

string svn_fs_node_prop ( resource $fsroot , string $path , string $propname )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ノードのプロパティの値を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_props_changed
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_props_changed — プロパティが変更されている場合に true、それ以外の場合に false を返す

説明

bool svn_fs_props_changed ( resource $root1 , string $path1 , resource $root2 , string $path2 )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

プロパティが変更されている場合に true、それ以外の場合に false を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_revision_prop
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_revision_prop — 指定したプロパティの値を取得する

説明

string svn_fs_revision_prop ( resource $fs , int $revnum , string $propname )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したプロパティの値を取得します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_revision_root
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_revision_root — リポジトリのルートの指定したバージョンのハンドルを取得する

説明

resource svn_fs_revision_root ( resource $fs , int $revnum )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

リポジトリのルートの指定したバージョンのハンドルを取得します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_txn_root
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_fs_txn_root — トランザクションのルートを作成して返す

説明

resource svn_fs_txn_root ( resource $txn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

トランザクションのルートを作成して返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_fs_youngest_rev
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_fs_youngest_rev — ファイルシステム内で一番若いリビジョン番号を返す

説明

int svn_fs_youngest_rev ( resource $fs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

ファイルシステム内で一番若いリビジョン番号を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_import
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_import — バージョン管理されていないパスをリポジトリにインポートする

説明

bool svn_import ( string $path , string $url , bool $nonrecursive )

バージョン管理されていないパス path を、 url で指定したリポジトリにコミットします。 path がディレクトリで nonrecursive が FALSE の場合は、 再帰的にインポートします。

パラメータ
path
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インポートするファイルあるいはディレクトリのパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
url

インポート先のリポジトリの URL。
nonrecursive

ディレクトリを再帰処理するかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

この例は、関数の基本的な使用法を示すものです。 new-files というディレクトリを http://www.example.com/svnroot/incoming/abc にインポートするには、次のようにします。
<?php
svn_import(realpath('new-files'), 'http://www.example.com/svnroot/incoming/abc', false);
?>

参考

svn_add() - 作業ディレクトリ内のアイテムの追加を予約する
» SVN ドキュメントの svn import

svn_log
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_log — 指定したリポジトリ URL のコミットログメッセージを返す

説明

array svn_log ( string $repos_url [, int $start_revision [, int $end_revision [, int $limit = 0 [, int $flags = SVN_DISCOVER_CHANGED_PATHS | SVN_STOP_ON_COPY ]]]] )

svn_log() は、指定したリビジョン URL repos_url の中身の完全な履歴を返します。 start_revision を指定した場合は、そのリビジョンの履歴を返します。 この関数は、svn log --verbose -r $start_revision $repos_url と同等です。

警告

長い期間使用しているリポジトリでは、出力が巨大なものになる可能性があります (すべてのリビジョンに対して配列の項目ができあがります)。 この関数は --limit NUM フラグをサポートしていません。 また、リビジョンの範囲指定にも対応していません (start_revision は整
数で指定しなければなりません)。

パラメータ
repos_url

履歴を取得したいアイテムのリポジトリ URL。
start_revision

ログを取得したい最初のリビジョン番号。直近のリビジョンからのログを取得する場合は SVN_REVISION_HEAD を使用します。
end_revision

ログを取得したい最後のリビジョン番号。デフォルトは、 start_revision を指定した場合はそれと同じで 指定しなかった場合は SVN_REVISION_INITIAL となります。
limit

取得したいログの数。
flags

SVN_OMIT_MESSAGES、 SVN_DISCOVER_CHANGED_PATHS および SVN_STOP_ON_COPY の任意の組み合わせ。

返り値

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.import.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.import.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.import.html
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成功した場合は、この関数は次のような構造の配列を返します。

[0] => Array (最新のリポジトリから順に並びます)
(
    [rev] => リビジョン番号
    [author] => コミットした人の名前
    [msg] => ログメッセージ
    [date] => ISO 8601 形式、つまり date('c') と同じ形式の日付文字列
    [paths] => Array (変更したファイルについての説明)
        (
            [0] => Array
                (
                    [action] => 変更の種類を表す文字
                    [path] =>  変更されたファイルの絶対パス
                )
            [1] => ...
        )
)
[1] => ...

注意:

出力は、常に数値添字の二次元配列となります。 ログメッセージがなかったり、ひとつだけだったりする場合でも同じです。

action の値は、 » status の出力の最初の列の内容 のサブセットで、以下のいずれかとなります。

アクション
文字 説明
M アイテム/プロパティが変更されました
A アイテムが追加されました
D アイテムが削除されました
R アイテムが置き換えられました

何も変更されていない場合は、空の配列を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 svn_log() の例
<?php
print_r( svn_log('http://www.example.com/', 23) );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
    (
        [rev] => 23
        [author] => 'joe'
        [msg] => 'チーズとサラミをサンドイッチに追加した。'
        [date] => '2007-04-06T16:00:27-04:00'
        [paths] => Array
            (
                [0] => Array
                    (
                        [action] => 'M'
                        [path] =>  '/sandwich.txt'
                    )
            )
    )
)

参考

» SVN ドキュメントの svn log

svn_ls
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_ls — 指定したリポジトリ URL のディレクトリ内の一覧を返す (オプションでリビジョン番号も指定可能)

説明

array svn_ls ( string $repos_url [, int $revision_no = SVN_REVISION_HEAD [, bool $recurse = false ]] )

この関数は、指定したリポジトリ URL のファイルやディレクトリの一覧を返します。 オプションで、特定のリビジョンを指定することもできます。 これは、svn list $repos_url[@$revision_no] と同等です。

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.status.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.status.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.log.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.log.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.log.html
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注意:

この関数は、作業コピーに対して使用することはできません。 repos_url には 必ず リポジトリの URL を指定しなければなりません。

パラメータ
url

リポジトリの URL。たとえば http://www.example.com/svnroot のようになります。ローカルの Subversion リポジトリに対してファイルシステム経由でアクセスしたい場合は、 file URI スキームを使用して file:///home/user/svn-repos のようにします。
revision

一覧を取得したいリビジョン番号。省略した場合は HEAD リビジョンを使用します。
recurse

再帰処理を有効にします。

返り値

成功した場合は、この関数は次のような構造の配列を返します。
[0] => Array
    (
        [created_rev] => 最後に変更されたリビジョン番号
        [last_author] => 最後に変更した人の名前
        [size] => ファイルのバイト数
        [time] => 最終更新日時を、その古さによって 'M d H:i'
                  あるいは 'M d Y' のいずれかの形式で表したもの
        [time_t] => 最終更新日時の unix タイムスタンプ
        [name] => ファイル/ディレクトリの名前
        [type] => 'file' あるいは 'dir' のいずれか
    )
[1] => ...

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 svn_ls() の例
<?php
print_r( svn_ls('http://www.example.com/svnroot/') );
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [created_rev] => 20
            [last_author] => Joe
            [size] => 0
            [time] => Apr 02 09:28
            [time_t] => 1175520529
            [name] => tags
            [type] => dir
        )
    [1] => Array
        (
            [created_rev] => 23
            [last_author] => Bob
            [size] => 0
            [time] => Apr 02 15:15
            [time_t] => 1175541322
            [name] => trunk
            [type] => dir
        )
)

参考

» SVN ドキュメントの svn list

svn_mkdir
(PECL svn >= 0.4.0)

svn_mkdir — 作業コピーあるいはリポジトリ内にディレクトリを作成する

説明

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.list.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.list.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.list.html
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bool svn_mkdir ( string $path )

作業コピーあるいはリポジトリ内にディレクトリを作成します。

パラメータ
path

作業コピーあるいはリポジトリへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

svn_add() - 作業ディレクトリ内のアイテムの追加を予約する
svn_copy()

svn_repos_create
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_repos_create — 新しい subversion リポジトリを指定したパスに作成する

説明

resource svn_repos_create ( string $path [, array $config [, array $fsconfig ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しい subversion リポジトリを指定したパスに作成します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_repos_fs_begin_txn_for_commit
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_repos_fs_begin_txn_for_commit — 新しいトランザクションを作成する

説明

resource svn_repos_fs_begin_txn_for_commit ( resource $repos , int $rev , string $author , string $log_msg )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

新しいトランザクションを作成します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_repos_fs_commit_txn
(PECL svn >= 0.2.0)

svn_repos_fs_commit_txn — トランザクションをコミットし、新しいリビジョンを返す
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説明

int svn_repos_fs_commit_txn ( resource $txn )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

トランザクションをコミットし、新しいリビジョンを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_repos_fs
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_repos_fs — リポジトリ用に、ファイルシステム上のハンドルを取得する

説明

resource svn_repos_fs ( resource $repos )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

リポジトリ用に、ファイルシステム上のハンドルを取得します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_repos_hotcopy
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_repos_hotcopy — repospath にあるリポジトリのホットコピーを作成し、destpath にコピーする

説明

bool svn_repos_hotcopy ( string $repospath , string $destpath , bool $cleanlogs )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

repospath にあるリポジトリのホットコピーを作成し、destpath にコピーします。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_repos_open
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_repos_open — リポジトリの共有ロックをオープンする

説明

resource svn_repos_open ( string $path )
警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

リポジトリの共有ロックをオープンします。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_repos_recover
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_repos_recover — 指定したパスのリポジトリのリカバリ処理を実行する

説明

bool svn_repos_recover ( string $path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

指定したパスのリポジトリのリカバリ処理を実行します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

svn_revert
(PECL svn >= 0.3.0)

svn_revert — 作業コピーへの変更を取り消す

説明

bool svn_revert ( string $path [, bool $recursive = false ] )

作業コピー内のパスでのローカルの変更内容を取り消します。

パラメータ
path

作業コピーへのパス。
recursive

再帰的に処理するかどうかを表すオプションのパラメータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

svn_delete() - 作業コピーあるいはリポジトリからアイテムを削除する
svn_export() - SVN ディレクトリの内容をエクスポートする

svn_status
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_status — 作業コピー内のファイルやディレクトリの状態を返す
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説明

array svn_status ( string $path [, int $flags = 0 ] )

作業コピー内のファイルやディレクトリの状態を返します。 作業コピー内での変更、追加、削除などの内容を取得できます。

パラメータ
path

状態を取得したいファイルやディレクトリへのパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
flags

SVN_NON_RECURSIVE、 SVN_ALL (変更状態にかかわらずすべて)、 SVN_SHOW_UPDATES (最新ではなくなっている項目のエントリを追加)、 SVN_NO_IGNORE (新しいファイルを検索する際に svn:ignore プロパティを無視する) および SVN_IGNORE_EXTERNALS の任意の組み合わせ。

返り値

数値添字の配列を返します。配列の各要素は連想配列となり、 リポジトリ内のアイテムの状態の詳細を表します。
Array (
    [0] => Array (
        // アイテムの情報
    )
    [1] => ...
)

アイテムの情報を表す連想配列には、以下のようなキーが含まれます。

path
このエントリのファイル/ディレクトリの、ローカルファイルシステム上でのパスを表す文字列。

text_status
アイテムのテキストの状態。とりうる値については 状態に関する定数 を参照ください。

repos_text_status
リポジトリ内でのアイテムのテキストの状態。正確な値となるのは、 update が TRUE の場合のみです。 とりうる値については 状態に関する定数 を参照ください。

prop_status
アイテムのプロパティの状態。とりうる値については 状態に関する定数 を参照ください。

repos_prop_status
リポジトリ内でのアイテムのプロパティの状態。正確な値となるのは、 update が TRUE の場合のみです。 とりうる値については 状態に関する定数 を参照ください。

locked
そのアイテムがロックされているかどうか (設定されるのは TRUE の場合のみです)。

copied
アイテムがコピーされている (追加予約されている) かどうか。 (設定されるのは TRUE の場合のみです)。

switched
switch コマンドによる変更がされているかどうか。 (設定されるのは TRUE の場合のみです)。

これらのキーは、バージョン管理されているアイテムについてのみ設定されます。

name
リポジトリ内でのアイテムのベース名。

url
リポジトリ内でのアイテムの URL。

repos
リポジトリのベース URL。

revision
作業コピーのリビジョン番号。

kind
アイテムの形式。file あるいは directory のいずれか。とりうる値については 型に関する定数 を参照ください。

schedule
そのアイテムに予定されているアクション (追加や削除など)。 これらのマジックナンバーに対応する定数は定義されていません。 定数を定義するには、次のようにします。
<?php
if (!defined('svn_wc_schedule_normal')) {
    define('svn_wc_schedule_normal',  0); // 何も予定なし
    define('svn_wc_schedule_add',     1); // 追加予定
    define('svn_wc_schedule_delete',  2); // 削除予定
    define('svn_wc_schedule_replace', 3); // 追加・削除予定
}
?>

deleted
アイテムが削除されたが、親リビジョンのログがあるかどうか (設定されるのは TRUE の場合のみです)。

absent
アイテムが行方不明、 つまり Subversion 上では存在するはずなのに実際には存在しない という状態になっているかどうか (設定されるのは TRUE の場合のみです)。

incomplete
Whether or not the entries file for a directory is incomplete. (設定されるのは TRUE の場合のみです)。

cmt_date
最終更新日時を表す Unix タイムスタンプ (update の影響を受けません)。

cmt_rev
最終更新時のリビジョン (update の影響を受けません)。

cmt_author
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最終更新者 (update の影響を受けません)。
prop_time

プロパティの最新日時を表す Unix タイムスタンプ。
text_time

テキストの最新日時を表す Unix タイムスタンプ。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な使用例

これは、この関数の基本的な使用法を示すものです。
<?php
print_r(svn_status(realpath('wc')));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array (
    [0] => Array (
        [path] => /home/bob/wc/sandwich.txt
        [text_status] => 8 // アイテムが修正されました
        [repos_text_status] => 1 // 情報が存在しません。update を使用します
        [prop_status] => 3 // 変更されていません
        [repos_prop_status] => 1 // 情報が存在しません。update を使用します
        [name] => sandwich.txt
        [url] => http://www.example.com/svnroot/deli/trunk/sandwich.txt
        [repos] => http://www.example.com/svnroot/
        [revision] => 123
        [kind] => 1 // ファイル
        [schedule] => 0 // 特別なアクションは予定されていません
        [cmt_date] => 1165543135
        [cmt_rev] => 120
        [cmt_author] => Alice
        [prop_time] => 1180201728
        [text_time] => 1180201729
    )
)

参考

svn_update() - 作業コピーをアップデートする
svn_log() - 指定したリポジトリ URL のコミットログメッセージを返す
» SVN ドキュメントの svn status

svn_update
(PECL svn >= 0.1.0)

svn_update — 作業コピーをアップデートする

説明

int svn_update ( string $path [, int $revno = SVN_REVISION_HEAD [, bool $recurse = true ]] )

path の作業コピーを revno で指定したリビジョンにアップデートします。 recurse が true の場合は、 再帰的にアップデートします。

パラメータ
path

ローカルの作業コピーへのパス。

注意: 相対パスは、PHP バイナリが存在するディレクトリを基準として解決されます。呼び出しもとのスクリプトの作業ディレクトリを基準とするには、realpath() あるいは dirname(__FILE__) を使用してください。
revno

アップデートするリビジョン番号。デフォルトは SVN_REVISION_HEAD です。
recurse

ディレクトリを再帰処理するかどうか。

返り値

成功した場合に新しいリビジョン番号、失敗した場合に FALSE を返します。

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.status.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.status.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.status.html
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注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

例

例1 基本的な例

この関数の基本的な使用法は、次のようになります。
<?php
echo svn_update(realpath('working-copy'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
234

参考

svn_checkout() - リポジトリから作業コピーをチェックアウトする
svn_commit() - 変更内容を、ローカルの作業コピーからリポジトリに送信する
» SVN ドキュメントの svn update

目次
svn_add — 作業ディレクトリ内のアイテムの追加を予約する
svn_auth_get_parameter — 認証パラメータを取得する
svn_auth_set_parameter — 認証パラメータを設定する
svn_blame — ファイルの SVN blame を取得する
svn_cat — リポジトリ内のファイルの内容を返す
svn_checkout — リポジトリから作業コピーをチェックアウトする
svn_cleanup — 作業コピーディレクトリを再帰的にクリーンアップし、中途半端な操作を解消してロックを削除する
svn_client_version — SVN クライアントライブラリのバージョンを返す
svn_commit — 変更内容を、ローカルの作業コピーからリポジトリに送信する
svn_delete — 作業コピーあるいはリポジトリからアイテムを削除する
svn_diff — ふたつのパスの差分を再帰的に取得する
svn_export — SVN ディレクトリの内容をエクスポートする
svn_fs_abort_txn — トランザクションを中断し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_apply_text — 置換に使用するストリームを作成して返す
svn_fs_begin_txn2 — 新しいトランザクションを作成する
svn_fs_change_node_prop — 成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_check_path — 指定したリポジトリの fsroot パスにどんなアイテムが存在するかを調べる
svn_fs_contents_changed — コンテンツが変更されている場合に true、されていない場合に false を返す
svn_fs_copy — ファイルやディレクトリをコピーし、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_delete — ファイルやディレクトリを削除し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_dir_entries — 指定したパスのディレクトリを列挙し、ディレクトリ名とファイルタイプのハッシュを返す
svn_fs_file_contents — 指定したバージョンの fs から、ファイルの中身を読み込むためのストリームを返す
svn_fs_file_length — 指定したバージョンの fs から、ファイルの長さを返す
svn_fs_is_dir — ディレクトリを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返す
svn_fs_is_file — ファイルを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返す
svn_fs_make_dir — 空のディレクトリを作成し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_make_file — 空のファイルを作成し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_node_created_rev — fsroot 配下のパスが作成されたリビジョンを返す
svn_fs_node_prop — ノードのプロパティの値を返す
svn_fs_props_changed — プロパティが変更されている場合に true、それ以外の場合に false を返す
svn_fs_revision_prop — 指定したプロパティの値を取得する
svn_fs_revision_root — リポジトリのルートの指定したバージョンのハンドルを取得する
svn_fs_txn_root — トランザクションのルートを作成して返す
svn_fs_youngest_rev — ファイルシステム内で一番若いリビジョン番号を返す
svn_import — バージョン管理されていないパスをリポジトリにインポートする
svn_log — 指定したリポジトリ URL のコミットログメッセージを返す
svn_ls — 指定したリポジトリ URL のディレクトリ内の一覧を返す (オプションでリビジョン番号も指定可能)
svn_mkdir — 作業コピーあるいはリポジトリ内にディレクトリを作成する
svn_repos_create — 新しい subversion リポジトリを指定したパスに作成する
svn_repos_fs_begin_txn_for_commit — 新しいトランザクションを作成する
svn_repos_fs_commit_txn — トランザクションをコミットし、新しいリビジョンを返す
svn_repos_fs — リポジトリ用に、ファイルシステム上のハンドルを取得する
svn_repos_hotcopy — repospath にあるリポジトリのホットコピーを作成し、destpath にコピーする
svn_repos_open — リポジトリの共有ロックをオープンする
svn_repos_recover — 指定したパスのリポジトリのリカバリ処理を実行する

http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.update.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.update.html
http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.ref.svn.c.update.html


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

svn_revert — 作業コピーへの変更を取り消す
svn_status — 作業コピー内のファイルやディレクトリの状態を返す
svn_update — 作業コピーをアップデートする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
SVN 関数

svn_add — 作業ディレクトリ内のアイテムの追加を予約する
svn_auth_get_parameter — 認証パラメータを取得する
svn_auth_set_parameter — 認証パラメータを設定する
svn_blame — ファイルの SVN blame を取得する
svn_cat — リポジトリ内のファイルの内容を返す
svn_checkout — リポジトリから作業コピーをチェックアウトする
svn_cleanup — 作業コピーディレクトリを再帰的にクリーンアップし、中途半端な操作を解消してロックを削除する
svn_client_version — SVN クライアントライブラリのバージョンを返す
svn_commit — 変更内容を、ローカルの作業コピーからリポジトリに送信する
svn_delete — 作業コピーあるいはリポジトリからアイテムを削除する
svn_diff — ふたつのパスの差分を再帰的に取得する
svn_export — SVN ディレクトリの内容をエクスポートする
svn_fs_abort_txn — トランザクションを中断し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_apply_text — 置換に使用するストリームを作成して返す
svn_fs_begin_txn2 — 新しいトランザクションを作成する
svn_fs_change_node_prop — 成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_check_path — 指定したリポジトリの fsroot パスにどんなアイテムが存在するかを調べる
svn_fs_contents_changed — コンテンツが変更されている場合に true、されていない場合に false を返す
svn_fs_copy — ファイルやディレクトリをコピーし、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_delete — ファイルやディレクトリを削除し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_dir_entries — 指定したパスのディレクトリを列挙し、ディレクトリ名とファイルタイプのハッシュを返す
svn_fs_file_contents — 指定したバージョンの fs から、ファイルの中身を読み込むためのストリームを返す
svn_fs_file_length — 指定したバージョンの fs から、ファイルの長さを返す
svn_fs_is_dir — ディレクトリを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返す
svn_fs_is_file — ファイルを指すパスである場合に true、それ以外の場合に false を返す
svn_fs_make_dir — 空のディレクトリを作成し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_make_file — 空のファイルを作成し、成功したら true、失敗したら false を返す
svn_fs_node_created_rev — fsroot 配下のパスが作成されたリビジョンを返す
svn_fs_node_prop — ノードのプロパティの値を返す
svn_fs_props_changed — プロパティが変更されている場合に true、それ以外の場合に false を返す
svn_fs_revision_prop — 指定したプロパティの値を取得する
svn_fs_revision_root — リポジトリのルートの指定したバージョンのハンドルを取得する
svn_fs_txn_root — トランザクションのルートを作成して返す
svn_fs_youngest_rev — ファイルシステム内で一番若いリビジョン番号を返す
svn_import — バージョン管理されていないパスをリポジトリにインポートする
svn_log — 指定したリポジトリ URL のコミットログメッセージを返す
svn_ls — 指定したリポジトリ URL のディレクトリ内の一覧を返す (オプションでリビジョン番号も指定可能)
svn_mkdir — 作業コピーあるいはリポジトリ内にディレクトリを作成する
svn_repos_create — 新しい subversion リポジトリを指定したパスに作成する
svn_repos_fs_begin_txn_for_commit — 新しいトランザクションを作成する
svn_repos_fs_commit_txn — トランザクションをコミットし、新しいリビジョンを返す
svn_repos_fs — リポジトリ用に、ファイルシステム上のハンドルを取得する
svn_repos_hotcopy — repospath にあるリポジトリのホットコピーを作成し、destpath にコピーする
svn_repos_open — リポジトリの共有ロックをオープンする
svn_repos_recover — 指定したパスのリポジトリのリカバリ処理を実行する
svn_revert — 作業コピーへの変更を取り消す
svn_status — 作業コピー内のファイルやディレクトリの状態を返す
svn_update — 作業コピーをアップデートする

TCP ラッパー

導入
TCP ラッパーは、古典的な Unix のメカニズムを提供します。 これはリモートクライアントが指定した IP アドレスから接続できるかどうかを 調べるように設計されています。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/tcpwrap.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

TCP 関数

tcpwrap_check
(PECL tcpwrap >= 0.1.0)

tcpwrap_check — tcpwrap のチェックを実行する

説明

bool tcpwrap_check ( string $daemon , string $address [, string $user [, bool $nodns = false ]] )

この関数は /etc/hosts.allow および /etc/hosts.deny の内容をもとに、あるクライアントが daemon サービスへのアクセスを許可されているか 否かを調べます。

パラメータ
daemon

サービスの名前。
address

クライアントのリモートアドレス。IP アドレスあるいはドメイン名の どちらでも指定可能。
user

http://pecl.php.net/package/tcpwrap
http://pecl.php.net/package/tcpwrap
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ユーザ名（オプション）。
nodns

address がドメイン名の場合、それを IP アドレスに名前解決するために DNS が使用されます。 nodns を TRUE に指定すると、この処理を 禁止します。

返り値

アクセスが許可されている場合に TRUE 、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 ローカルホストからの全接続を拒否する

/etc/hosts.deny ファイルに以下の行が含まれており、
php: 127.0.0.1

以下のようなコードを実行する
<?php
if (!tcpwrap_check('php', $_SERVER['REMOTE_ADDR'])) {
  die('You are not welcome here');
}
?>

参考

詳細な情報は、hosts_access(3) の man ページを参照ください。

目次
tcpwrap_check — tcpwrap のチェックを実行する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
TCP 関数

tcpwrap_check — tcpwrap のチェックを実行する

YAZ

導入
この拡張モジュールは、» 情報取得用の Z39.50 プロトコル を実装する YAZ ツールキットへの PHP インターフェースを 提供するものです。この拡張モジュールにより、Z39.50 ターゲット（サーバ） を並列に検索またはスキャンする Z39.50 オリジン（クライアント）を 容
易に実装することが可能になります。

このモジュールは Z39.50 の複雑さを隠蔽するため、使用法がかなり容易になります。 PHP で利用可能な様々な RDB の API により提供されているものに非常によく似た、 ステートレスな持続的接続がサポートされています。 これは、セッションはステートレスですが、ユー
ザ間で共有されるということを意味します。 これにより多くの場合に接続および初期化手順が保存されます。

YAZ は、» http://www.indexdata.dk/yaz/ で取得可能です。 この拡張モジュールに関する新しい情報、スクリプトの例等を » http://www.indexdata.dk/phpyaz/ にて参照可能です。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順

http://www.loc.gov/z3950/agency/
http://www.loc.gov/z3950/agency/
http://www.loc.gov/z3950/agency/
http://www.loc.gov/z3950/agency/
http://www.indexdata.dk/yaz/
http://www.indexdata.dk/phpyaz/
http://pecl.php.net/
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実行時設定
リソース型

要件
YAZ (ANSI/NISO Z39.50 サポート) をインストールします。 YAZ のソースやさまざまなビルド済みパッケージは » YAZ archive から取得できます。 Debian GNU/Linux や Suse Linux、FreeBSD といったシステムには、 ディストリビューションの一部として YAZ が含まれて
います。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/yaz

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

注意: Windows ユーザへの情報

php_yaz.dll は yaz.dll に依存しています。yaz.dll は、PHP のサイトから取得できる Win32 版の ZIP に含まれています。 また、 » YAZ WIN32 area にある Windows 版の YAZ の中にも含まれています。

Windows では、PHP のディレクトリを PATH に追加することを忘れないようにしましょう。 そうすれば、yaz.dll がシステムから見つけられるようになります。

警告

IMAP、recode、 YAZ および Cyrus 拡張モジュールは、組み合わせて使用することはできません。 これは、これらすべてが同一の内部シンボルを使用しているためです。 注意: Yaz 2.0 以降ではこの問題は発生しません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

YAZ 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

yaz.max_links "100" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で使用可能です。PHP 5.0.0 で削除されました。
yaz.log_file NULL PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で使用可能です。PHP 5.0.0 で削除されました。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
PHP/YAZ はターゲット(Z-Associations)との接続を保持し続けます。 正の整数で特定の接続のIDを表します。

以下のスクリプトは、API の並列検索機能のデモです。引数を指定せずにコールした場合、 この関数はクエリフォームを出力します。そうでない場合 （引数を指定した場合）は、配列 host にあるターゲットを検索します。

例1 YAZ による並列検索
<?php
$host=$_REQUEST[host];
$query=$_REQUEST[query];
$num_hosts = count($host);
if (empty($query) || count($host) == 0) {
    echo '<form method="get">
    <input type="checkbox"
    name="host[]" value="bagel.indexdata.dk/gils" />
        GILS test
    <input type="checkbox"
    name="host[]" value="localhost:9999/Default" />
        local test
    <input type="checkbox" checked="checked"
    name="host[]" value="z3950.loc.gov:7090/voyager" />
        Library of Congress
    <br />

http://ftp.indexdata.dk/pub/yaz/
http://pecl.php.net/package/yaz
http://pecl.php.net/package/yaz
http://ftp.indexdata.dk/pub/yaz/win32/
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    RPN Query:
    <input type="text" size="30" name="query" />
    <input type="submit" name="action" value="Search" />
    </form>
    ';        
} else {
    echo 'You searched for ' . htmlspecialchars($query) . '<br />';
    for ($i = 0; $i < $num_hosts; $i++) {
        $id[] = yaz_connect($host[$i]);
        yaz_syntax($id[$i], "usmarc");
        yaz_range($id[$i], 1, 10);
        yaz_search($id[$i], "rpn", $query);
    }
    yaz_wait();
    for ($i = 0; $i < $num_hosts; $i++) {
        echo '<hr />' . $host[$i] . ':';
        $error = yaz_error($id[$i]);
        if (!empty($error)) {
            echo "Error: $error";
        } else {
            $hits = yaz_hits($id[$i]);
            echo "Result Count $hits";
        }
        echo '<dl>';
        for ($p = 1; $p <= 10; $p++) {
            $rec = yaz_record($id[$i], $p, "string");
            if (empty($rec)) continue;
            echo "<dt><b>$p</b></dt><dd>";
            echo nl2br($rec);
            echo "</dd>";
        }
        echo '</dl>';
    }
}
?>

YAZ 関数

yaz_addinfo
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_addinfo — 詳細なエラー情報を返す

説明

string yaz_addinfo ( resource $id )

サーバ上での直近のリクエストに関する詳細なエラーメッセージを返します。

サーバによっては、この関数は yaz_error() と同じ 文字列を返すことがあります。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。

返り値

エラーの詳細情報を文字列で返します。直近の処理が成功したか、あるいは サーバから詳細な情報が提供されていない場合には、空の文字列を返します。

参考

yaz_error() - エラーの内容を返す
yaz_errno() - エラー番号を返す

yaz_ccl_conf
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_ccl_conf — CCL パーサを設定する

説明

void yaz_ccl_conf ( resource $id , array $config )

この関数は、アクセスポイント(CCL限定辞)が定義するサーバに関して CCL クエリパーサと RPN へのマッピングを設定します。

特定の CCL クエリを後で RPN にマップするには、 yaz_ccl_parse() 関数をコールしてください。
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パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
config

設定の配列。配列の各キーが CCL フィールドの名前で、対応する値は RPN へのマッピングを指定する文字列です。

マッピングは、属性型と属性値の組が並んだものです。 属性型と属性値は、等号（=）で区切られ、 組と組の間は空白で区切られます。

詳細な情報は » CCL のページを 参照ください。

返り値

値を返しません。

例

以下の例では、CCL パーサは ti、 au、isbn という 3 つの CCL フィールドをサポートするように設定されます。各フィールドは、等価な BIB-1 へマップされます。 この例では、$id が接続 ID であることを仮定しています。

例1 CCL 設定
<?php
$fields = array(
  "ti" => "1=4",
  "au"   => "1=1",
  "isbn" => "1=7"
);
yaz_ccl_conf($id, $fields);
?>

参考

yaz_ccl_parse() - CCL パーサを起動する

yaz_ccl_parse
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_ccl_parse — CCL パーサを起動する

説明

bool yaz_ccl_parse ( resource $id , string $query , array &$result )

この関数は、CCL パーサを起動します。パーサは、指定された CCL FIND クエリを RPN クエリに変換します。これは検索を実行する yaz_search() 関数に渡すためのものです。

有効な CCL フィールドの組を定義するには、この関数の前に yaz_ccl_conf() をコールします。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
query

CCL FIND クエリ。
result

関数が成功した場合、キー rpn に有効な RPN クエリを含む配列となります。

失敗した場合は、以下の 3 つの添え字を含む配列となり、失敗の原因を示します。

errorcode - CCL エラーコード（整数）

errorstring - CCL エラー文字列

errorpos - クエリが失敗したおおよその位置 （文字の位置を整数で表す）

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

http://www.indexdata.dk/yaz/doc/tools.tkl#CCL
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例1 CCL のパース

CCL を利用して検索します。以下の例で、$ccl は CCL クエリです。
<?php

yaz_ccl_conf($id, $fields);  // yaz_ccl_conf のサンプルを参照ください
if (!yaz_ccl_parse($id, $ccl, &$cclresult)) {
    echo 'Error: ' . $cclresult["errorstring"];
} else {
    $rpn = $cclresult["rpn"];
    yaz_search($id, "rpn", $rpn);
}
?>

yaz_close
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_close — YAZ 接続をクローズする

説明

bool yaz_close ( resource $id )

id で指定した接続をクローズします。

注意:

この関数は、persistent オプションを FALSE にして yaz_connect() でオープンした 持続的でない接続のみをクローズします。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

yaz_connect() - Z39.50 サーバへの接続を準備する

yaz_connect
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_connect — Z39.50 サーバへの接続を準備する

説明

mixed yaz_connect ( string $zurl [, mixed $options ] )

この関数は、成功した場合に接続リソース、失敗した場合にゼロを返します。

yaz_connect() は Z39.50 サーバへの接続を準備します。 この関数は非ブロックモードで動作し、接続を確立しようとしません - 単にあとで yaz_wait() がコールされた際に 接続を実行する準備を行うだけです。

注意:

» YAZ プロキシ は、フリーで使用可能な Z39.50 のプロキシです。

パラメータ
zurl

host[:port][/database] という形式の文字列です。 port が省略された場合、210 が使用されます。database が省略された 場合、Default が使用されます。
options

文字列が指定された場合、 Z39.50 V2 認証文字列(OpenAuth)として処理されます。

配列が指定された場合、その配列の内容はオプションとして処理されます。

user

http://www.indexdata.dk/yazproxy/
http://www.indexdata.dk/yazproxy/
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認証用のユーザ名

group

認証用のグループ

password

認証用のパスワード

cookie

セッションクッキー（YAZ プロキシ）

proxy

接続用プロキシ（YAZ プロキシ）

persistent

論理値。TRUE の場合、接続は持続的となります。FALSE の 場合、接続は持続的ではありません。デフォルトでは 接続は持続的です。

注意:

持続的な接続をオープンした場合、後でそれを yaz_close() によってクローズすることは できません。

piggyback

論理値。TRUE の場合、検索時の piggyback が有効になります。 FALSE の場合、piggyback が無効になります。デフォルトでは piggyback は有効です。

piggyback を有効にするとより効率的となり、 通常、レコードを最初に取得する際のネットワーク往復時間を 節約することが可能です。しかし、少数の Z39.50 ターゲットは piggyback をサポートしていないか、エレメント集合名を無視します。 この場
合、piggyback を無効とする必要があります。

charset

Z39.50 の言語および文字セットネゴシエーションに使用する 文字セットを指定する文字列。以下のような文字列を使用します。 ISO-8859-1、UTF-8、 UTF-16 。

ほとんどの Z39.50 サーバはこの機能をサポートしません（そのため、 無視されます）。ほとんどのサーバは、クエリやメッセージに ISO-8859-1 エンコーディングを使用します。MARC21/USMARC レコードは この設定の影響を受けません。

preferredMessageSize

ターゲットから取得される全レコードの最大バイト数を指定する整数値。 詳細な情報は » Z39.50 standard を参照ください。

注意:

このオプションは PECL YAZ 1.0.5 以降でサポートされます。

maximumRecordSize

ターゲットから取得される単一のレコードの最大バイト数を指定する 整数値。この項目は、 » Z39.50 standard の Exceptional-record-size として参照されます。

注意:

このオプションは PECL YAZ 1.0.5 以降でサポートされます。

返り値

成功した場合に接続リソース、エラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 options が追加されました。

参考

yaz_close() - YAZ 接続をクローズする

yaz_database
(PHP 4 >= 4.0.6, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_database — セッション内のデータベースを指定する

http://www.loc.gov/z3950/agency/markup/04.html#3.2.1.1.4
http://www.loc.gov/z3950/agency/markup/04.html#3.2.1.1.4
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説明

bool yaz_database ( resource $id , string $databases )

この関数は、検索、取得等で使用する１つまたは複数のデータベースを指定します。 yaz_connect() をコールする際に指定したデータベースを上書きします。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
databases

ひとつあるいは複数のデータベースを表す文字列。複数のデータベースは、可算記号 + で区切ります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

yaz_element
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_element — 取得時の要素集合の名前を指定する

説明

bool yaz_element ( resource $id , string $elementset )

この関数は、取得時の要素集合の名前を指定します。

この関数は、yaz_search() あるいは yaz_present() をコールする前に、 取得するレコードの要素集合の名前を指定するために使用します。

注意:

この関数が動作していないように見える場合は、 yaz_connect() の piggybacking オプションについての説明を 参照ください。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
elementset

ほとんどのサーバは、 F（完全版）および B（短縮版） をサポートします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

yaz_errno
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_errno — エラー番号を返す

説明

int yaz_errno ( resource $id )

id で表される サーバの（直近のリクエストについての）エラー番号を返します。

yaz_errno() は、各ターゲットへのネットワーク接続が 確立された後(つまり、yaz_wait()の後)に コールされる必要があり、直近の操作(例えば検索)が成功したか 失敗したかを判定します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
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返り値

エラーコードを返します。エラーコードは Z39.50 診断コード （通常は Bib-1 診断）あるいは PHP/YAZ が生成するクライアント側の エラーコード（たとえば "Connect failed"、"Init Rejected" など） のいずれかです。

参考

yaz_error() - エラーの内容を返す
yaz_addinfo() - 詳細なエラー情報を返す

yaz_error
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_error — エラーの内容を返す

説明

string yaz_error ( resource $id )

yaz_error() は、yaz_errno() で返された直近のエラー番号に対応する英語のメッセージを返します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。

返り値

id で表される(直近のリクエストの) サーバに関するエラーメッセージを返します。 直近の操作が成功した場合には空の文字列が返されます。

参考

yaz_errno() - エラー番号を返す
yaz_addinfo() - 詳細なエラー情報を返す

yaz_es_result
(PHP 4 >= 4.2.0, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_es_result — 拡張サービスの結果を調査する

説明

array yaz_es_result ( resource $id )

この関数は、サーバから返された直近の拡張サービスの結果を調査します。 拡張サービスは、yaz_item_order() あるいは yaz_es() で起動します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。

返り値

要素 targetReference を持つ配列を返します。 この要素には (サーバ側で生成して返された) 拡張サービス操作への参照が格納されます。

参考

yaz_es() - 拡張サービスのリクエストを準備する

yaz_es
(PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_es — 拡張サービスのリクエストを準備する
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説明

void yaz_es ( resource $id , string $type , array $args )

この関数は、拡張サービスのリクエストを準備します。 拡張サービスとは、レコードの更新や蔵書の注文、データベースの管理などの Z39.50 のさまざまな機能のことです。

注意:

Z39.50 サーバの多くは、拡張サービスをサポートしていません。

yaz_es() は、拡張サービスリクエストのパッケージを作成し、 それを操作キューに配置します。リクエストをサーバに送信するには yaz_wait() を使用します。 yaz_wait() の処理が完了すると、拡張サービス操作の結果が yaz_es_result() で取得できるようになります。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
type

拡張サービスの形式を表す文字列。 itemorder (蔵書の注文)、 create (データベースの作成)、 drop (データベースの削除)、 commit (操作のコミット)、 update (レコードの更新)、 xmlupdate (XMLの更新) のいずれかです。 個々の形式については、以下の節で指定され
ます。

args

拡張サービスのオプションに加えてパッケージ固有のオプションを指定する配列。 オプションの形式は、ZOOM C の C API で提供されているものと同じです。 ZOOM » Extended Services を参照ください。

返り値

値を返しません。

例

例1 レコードの更新
<?php
$con = yaz_connect("myhost/database");
$args = array (
    "record" => "<gils><title>some title</title></gils>",
    "syntax" => "xml",
    "action" => "specialUpdate"
);
yaz_es($con, "update", $args);
yaz_wait();
$result = yaz_es_result($id);
?>

参考

yaz_es_result() - 拡張サービスの結果を調査する

yaz_get_option
(PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_get_option — 接続に関するオプションの値を返す

説明

string yaz_get_option ( resource $id , string $name )

name で指定したオプションの値を返します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
name

オプションの名前。

返り値

指定したオプションの値を返します。オプションが設定されていない場合は 空文字列を返します。

参考

http://www.indexdata.dk/yaz/doc/zoom.tkl
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使用可能なオプションについては、yaz_set_option() - 接続に関するひとつあるいは複数のオプションを設定する を参照ください。

yaz_hits
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_hits — 直近の検索に関するヒット数を返す

説明

int yaz_hits ( resource $id [, array &$searchresult ] )

yaz_hits() は、直近の検索に関するヒット数を返します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
searchresult

詳細な検索結果情報の配列。

返り値

直近の検索に関するヒット数を返します。検索が行われていない場合は 0 を返します。

検索結果配列がもし指定されていた場合、そこには Z39.50 サーバが返す情報が 含まれます。この情報の形式は、検索結果の応答の一部である SearchResult-1 フォーマットとなります。 SearchResult-1 フォーマットは、さまざまなクエリ(サブクエリ)のヒット数に 関する情
報を取得するために使用可能です。 特に、クエリ内の個々の検索語句に関するヒット数を得ることが可能です。 最初のサブクエリについての情報が $array[0] に、2 番目のサブクエリについての 情報が $array[1] に、というような形式となります。

検索結果の項目
要素 説明

id サブクエリの ID2 (string)
count 結果のカウント / ヒット数 (integer)
subquery.term サブクエリの語句 (string)
interpretation.term 解釈されたサブクエリの語句 (string)
recommendation.term推奨されるサブクエリの語句 (string)

注意:

SearchResult 機能を使用するには、PECL YAZ 1.0.5 以降 および YAZ 2.1.9 以降が必要です。

注意:

SearchResult 機能をサポートしている Z39.50 実装は ほとんどありません。

yaz_itemorder
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_itemorder — ILL リクエストパッケージを関して Z39.50 Item Order を準備する

説明

void yaz_itemorder ( resource $id , array $args )

この関数は、Transport ILL (Profile/1) への Z39.50 Item Order Extended Service 用のプロファイルを使用する Extended Services リクエストを準備します。 » このページ および » 仕様 を参照ください。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
args

送信する Item Order リクエストに関する情報を有するハッシュ配列とする必要があります。 このハッシュ配列のキーは、対応する ASN.1 タグのパス名です。たとえば、 Item-ID 以下に ISBN がある場合のキーは item-id,ISBN となります。

ILL-Request パラメータは次のようになります。

http://www.collectionscanada.ca/iso/ill/stanprf.htm
http://www.collectionscanada.ca/iso/ill/stanprf.htm
http://www.collectionscanada.ca/iso/ill/document/standard/z-ill-1a.pdf
http://www.collectionscanada.ca/iso/ill/document/standard/z-ill-1a.pdf
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protocol-version-num
transaction-id,initial-requester-id,person-or-institution-symbol,person
transaction-id,initial-requester-id,person-or-institution-symbol,institution
transaction-id,initial-requester-id,name-of-person-or-institution,name-of-person
transaction-id,initial-requester-id,name-of-person-or-institution,name-of-institution
transaction-id,transaction-group-qualifier
transaction-id,transaction-qualifier
transaction-id,sub-transaction-qualifier
service-date-time,this,date
service-date-time,this,time
service-date-time,original,date
service-date-time,original,time
requester-id,person-or-institution-symbol,person
requester-id,person-or-institution-symbol,institution
requester-id,name-of-person-or-institution,name-of-person
requester-id,name-of-person-or-institution,name-of-institution
responder-id,person-or-institution-symbol,person
responder-id,person-or-institution-symbol,institution
responder-id,name-of-person-or-institution,name-of-person
responder-id,name-of-person-or-institution,name-of-institution
transaction-type
delivery-address,postal-address,name-of-person-or-institution,name-of-person
delivery-address,postal-address,name-of-person-or-institution,name-of-institution
delivery-address,postal-address,extended-postal-delivery-address
delivery-address,postal-address,street-and-number
delivery-address,postal-address,post-office-box
delivery-address,postal-address,city
delivery-address,postal-address,region
delivery-address,postal-address,country
delivery-address,postal-address,postal-code
delivery-address,electronic-address,telecom-service-identifier
delivery-address,electronic-address,telecom-service-addreess
billing-address,postal-address,name-of-person-or-institution,name-of-person
billing-address,postal-address,name-of-person-or-institution,name-of-institution
billing-address,postal-address,extended-postal-delivery-address
billing-address,postal-address,street-and-number
billing-address,postal-address,post-office-box
billing-address,postal-address,city
billing-address,postal-address,region
billing-address,postal-address,country
billing-address,postal-address,postal-code
billing-address,electronic-address,telecom-service-identifier
billing-address,electronic-address,telecom-service-addreess
ill-service-type
requester-optional-messages,can-send-RECEIVED
requester-optional-messages,can-send-RETURNED
requester-optional-messages,requester-SHIPPED
requester-optional-messages,requester-CHECKED-IN
search-type,level-of-service
search-type,need-before-date
search-type,expiry-date
search-type,expiry-flag
place-on-hold
client-id,client-name
client-id,client-status
client-id,client-identifier
item-id,item-type
item-id,call-number
item-id,author
item-id,title
item-id,sub-title
item-id,sponsoring-body
item-id,place-of-publication
item-id,publisher
item-id,series-title-number
item-id,volume-issue
item-id,edition
item-id,publication-date
item-id,publication-date-of-component
item-id,author-of-article
item-id,title-of-article
item-id,pagination
item-id,ISBN
item-id,ISSN
item-id,additional-no-letters
item-id,verification-reference-source
copyright-complicance
retry-flag
forward-flag
requester-note
forward-note
      

Extended Services Request パッケージおよび ItemOrder パッケージにも 次のようないくつかのパラメータがあります。
package-name
user-id
contact-name
contact-phone
contact-email
itemorder-item
      

返り値

値を返しません。

yaz_present
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_present — (Z39.50による)取得の準備を行う

説明
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bool yaz_present ( resource $id )

この関数は、検索に成功した後でレコードを取得するための準備を行います。

この関数をコールする前に、取得するレコードの範囲を指定するために まず yaz_range() をコールしておく必要があります。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

yaz_range
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_range — 取得するレコードの範囲を指定する

説明

void yaz_range ( resource $id , int $start , int $number )

取得するレコードの範囲を指定します。

この関数は、yaz_search() あるいは yaz_present() の前にコールしなければなりません。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
start

取得する最初のレコードの位置を指定します。レコード番号は 1 から yaz_hits() までです。
number

取得するレコードの数を指定します。

返り値

値を返しません。

yaz_record
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_record — レコードを返す

説明

string yaz_record ( resource $id , int $pos , string $type )

yaz_record() 関数は、現在の結果セットの pos で指定した位置にあるレコードを調べます。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
pos

レコードの位置。結果セット内の位置は 1, 2, ... $hits で表されます。 ここで、$hits は yaz_hits() が返す値です。
type

type は、返されるレコードの型を指定します。
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注意:

Z39.50/SRW サーバから適切な形式でレコードが返されたことを 確認するのは、アプリケーション側の役目です。このパラメータは 単にクライアント側（PHP/YAZ 内）での型変換についてのみ設定します。

レコードを文字列/配列に変換することに加え、PHP/YAZ はレコードの 文字セットを変換することも可能です。 特に USMARC/MARC21 の場合に文字セット変換が推奨されます。なぜなら これらは一般的に結果を MARC-8 文字セットで返しますが、ブラウザでは この
文字セットがサポートされていないからです。変換を指定するには、 ; charset=from, to を追加します。 from はレコードの元の文字セットで、 to は結果の文字セット（PHP によって 表示されるもの）です。

string

レコードは、単純な形式の文字列で返されます。 このモードではすべての MARC レコードが ISO2709 の行単位 フォーマットに変換されますが、これは非常に読みにくいものです。 XML レコードおよび SUTRS は、本来のフォーマットのまま返されます。 GRS-1
は（醜い）行単位フォーマットで返されます。

このフォーマットが役に立つのは、結果を手っ取り早く表示したい場合 - デバッグ中など - の場合です。適切な形式で表示するのには適していません。

xml

レコードは、可能ならば XML 文字列として返されます。 このモードでは、すべての MARC レコードは » MARCXML に変換されます。 XML レコードおよび SUTRS は、本来のフォーマットのままで返されます。 GRS-1 はサポートしていません。

このフォーマットは string と似ていますが、 MARC レコードが MARCXML に変換される点が違います。

このフォーマットは、レコードが XML パーサや XSLT プロセッサに 渡される場合に役立ちます。

raw

レコードは、その本来のフォーマットのままで返されます。 MARC、XML および SUTRS で使用可能です。GRS-1 では動作しません。

MARC レコードは ISO2709 文字列として返されます。XML および SUTRS は文字列として返されます。

syntax

レコードの構文が文字列で返されます。たとえば USmarc、GRS-1、 XML などです。

database

レコードの該当位置に関連するデータベースの名前を文字列で返します。

array

レコードは、GRS-1 の構造を反映した配列で返されます。 この型は MARC および GRS-1 で使用可能です。XML、SUTRS はサポートされておらず、実際のレコードが XML あるいは SUTRS であった場合は空文字列が返されます。

返される配列には、GRS-1 の各リーフ/内部ノードに対応するリストが 含まれます。個々のリスト内にもリストがあり、 最初の要素が path でその次が data です（もし data が存在する場合）。

path は、ルートから各リーフまでの（構造化された GRS-1 レコードの） ツリーコンポーネントの一覧を保持します。各コンポーネントはタグ型で、 タグの値は (type, value のような形式のペアとなります。

tags 文字列は、一般に type 3 の tag に対応します。 MARC は配列で返すことも可能です（内部で GRS-1 に変換されます）。

返り値

位置 pos のレコードを返します。もし指定した位置に レコードが存在しない場合は空文字列を返します。

もし指定した位置にデータベースのレコードが存在しない場合、 空文字列が返されます。

例

例1 GRS-1 レコードの配列

このような GRS-1 レコードを想定します。
(4,52)Robert M. Pirsig
(4,70)
      (4,90)
            (2,7)Transworld Publishers, ltd.

このレコードは、ルートに 2 つのノードを持っています。ルートレベルの 最初の要素は (4,52) [tag type 4, tag value 52] で、そのデータは Robert M. Pirsig です。ルートレベルの 2 番目の 要素 (4,70) はサブツリーを持っており、そこにはひとつの要素 (4,90) がありま
す。(4,90) はまた別のサブツリー (2,7) を持っており、 そのデータは Transworld Publishers, ltd. です。

このレコードが $p の位置にあるとすると、
<?php

$ar = yaz_record($id, $p, "array");
print_r($ar);

?>
この出力は以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => (4,52)
            [1] => Robert M. Pirsig
        )
    [1] => Array
        (
            [0] => (4,70)

http://www.loc.gov/standards/marcxml/
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        )
    [2] => Array
        (
            [0] => (4,70)(4,90)
        )
    [3] => Array
        (
            [0] => (4,70)(4,90)(2,7)
            [1] => Transworld Publishers, ltd.
        )
)      

例2 MARCXML の使用

この PHP コードは、MARC21/USMARC レコードを MARCXML として返します。 元のレコードは marc-8（ほとんどの XML パーサはこれを理解できません）なので、 これを UTF-8（すべての XML パーサはこれを理解できなければなりません） に変換します。
<?php
$rec = yaz_record($id, $p, "xml; charset=marc-8,utf-8");
?>

レコード $rec は Sablotron XSLT を使用して 以下のように処理可能です。
<?php

$xslfile = 'display.xsl';
$processor = xslt_create();
$parms = array('/_xml' => $rec);
$res = xslt_process($processor, 'arg:/_xml', $xslfile, NULL, $parms);
xslt_free($processor);
$res = preg_replace("'</?html[^>]*>'", '', $res);
echo $res;

?>

PHP 5 では、Sablotron XSLT ではなく XSL 拡張モジュールが使用される必要があります。

yaz_scan_result
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_scan_result — スキャンリクエストの結果を返す

説明

array yaz_scan_result ( resource $id [, array &$result ] )

yaz_scan_result() は、直近の yaz_scan() の実行時にサーバから受信した 項目と関連情報を返します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
result

指定された場合、この配列にスキャン時の応答から得られた追加情報が 代入されます。

number - 返されたエントリの数。

stepsize - ステップサイズ。

position - 項目の位置。

status - スキャンステータス。

返り値

配列 (0..n-1) を返します。n は返された項目の数です。個々の値は ペアになっており、最初の値が項目名、2 つめの値が結果の数となります。

yaz_scan
(PHP 4 >= 4.0.5, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_scan — スキャンの準備をする

説明

void yaz_scan ( resource $id , string $type , string $startterm [, array $flags ] )

この関数は、指定した接続上で Z39.50 スキャンリクエストの 準備をします。
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実際にスキャンリクエストをサーバへ送信して応答を受信するには、 yaz_wait() をコールする必要があります。 yaz_wait() のコールが完了した後、応答を処理するために yaz_error() および yaz_scan_result() をコールします。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
type

現時点では rpn 型のみがサポートされています。
startterm

スキャンを開始する項目の位置。

開始項目の形式は、パラメータ type で与えられます。

このパラメータの構文は、 yaz_search() で説明した RPN クエリに似ています。 startterm は、ゼロ以上の @attr 演算子の後に トークンがひとつだけ続く形式となります。
flags

オプションのパラメータで、スキャンリクエストの動作を制御する 追加情報を指定します。現在、次の3つの添字が flags 配列から 読み込まれます。 number（リクエストされた語の数）、 position（要求された語の位置）、 stepSize（要求されたステップ数）

返り値

値を返しません。

例

例1 タイトルをスキャンする PHP 関数
<?php
function scan_titles($id, $startterm) 
{
  yaz_scan($id, "rpn", "@attr 1=4 " . $startterm);
  yaz_wait();
  $errno = yaz_errno($id);
  if ($errno == 0) {
    $ar = yaz_scan_result($id, $options);
    echo 'Scan ok; ';
    foreach ($options as $key => $val) {
      echo "$key = $val &nbsp;";
    }
    echo '<br /><table>';
    while (list($key, list($k, $term, $tcount)) = each($ar)) {
      if (empty($k)) continue;
      echo "<tr><td>$term</td><td>$tcount</td></tr>";
    }
    echo '</table>';
  } else {
    echo "Scan failed. Error: " . yaz_error($id) . "<br />";
  }
}
?>

yaz_schema
(PHP 4 >= 4.2.0, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_schema — 取得するスキーマを指定する

説明

void yaz_schema ( resource $id , string $schema )

yaz_schema() は取得するスキーマを指定します。

この関数は、 yaz_search() あるいは yaz_present() より前にコールしなければなりません。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
schema

ドット記法の（1.2.840.10003.13.4 のような） OID あるいは登録されているスキーマのひとつ、たとえば GILS-schema、Holdings、 Zthes などのいずれかで指定する必要があります。

返り値

値を返しません。
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yaz_search
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_search — 検索を準備する

説明

bool yaz_search ( resource $id , string $type , string $query )

yaz_search() は、指定した接続で検索を行う準備をします。

yaz_connect() と同様にこの関数は非ブロックモードで 動作し、後で yaz_wait() がコールされたときのために 検索の準備をするだけです。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
type

クエリの型を表します。現在は "rpn" のみがサポート されており、この場合 3 番目の引数には Type-1 クエリを前置表記で 指定します。
query

RPN クエリは、Z39.50 規格により定義された Type-1 クエリのテキスト 表現です。しかし、YAZ により使用されるテキスト表現では、演算子が オペランドの前にある前置表記が使用されます。クエリ文字列はトークンの 並びであり、このトークンでは 2 重引用符で括
られない限り空白文字は 無視されます。アットマーク(@)で始まるトークンは 演算子とみなされ、そうでない場合は検索項目として処理されます。

RPN 演算子
構文 説明

@and query1 query2 query1 および query2 の積集合
@or query1 query2 query1 および query2 の和集合
@not query1 query2 query1 であり、query2 でない
@set name 結果セットへのリファレンス
@attrset set query クエリの属性セットを指定します。この構造が使用できるのは 全てのクエリの始めに一回だけです。
@attr [set] type=value queryクエリに属性を適用します。型と値は属性型と属性値をそれぞれ指定する 整数です。この組みが指定された場合、属性の組を指定します。

属性についての情報は » Z39.50 Maintenance Agency サイトにあります。

注意:

もう少しわかりやすい記法を利用したい場合は、CCL パーサ関数 - yaz_ccl_conf() および yaz_ccl_parse() を使用してください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 クエリの例

単純な検索は以下のように行います。
computer

は、"computer" を含む文書にマッチします。属性は指定されていません。

クエリ
"knuth donald"

は、"knuth donald" を含む文書にマッチします（サーバが複数の単語による 検索をサポートしている場合）。

このクエリは、同じフレーズに対して 2 つの属性を適用しています。

@attr 1=1003 @attr 4=1 "knuth donald"
最初の属性は type 1 (Bib-1 use) で、その値は 1003 (Author) です。 2 番目の属性は type 4 (structure) で、その値は 1 (phrase) です。つまりこれは、Donald Knuth が著者である文書にマッチする ことになります。

クエリ
@and @or a b @not @or c d e

は、次のような意味になります。(a or b) and ((c or d) not e)

さらに複雑な例です。

http://www.loc.gov/z3950/agency/defns/bib1.html
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@attrset gils @and @attr 1=4 art @attr 1=2000 company

このクエリは GILS 属性セットをすべて使用しています。このクエリは 表題（Title）に art が含まれ（GILS,BIB-1）、 配布者（Distributor）に company が含まれる（GILS） 文書にマッチします。

yaz_set_option
(PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_set_option — 接続に関するひとつあるいは複数のオプションを設定する

説明

void yaz_set_option ( resource $id , string $name , string $value )
void yaz_set_option ( resource $id , array $options )

指定した接続について、ひとつあるいは複数のオプションを設定します。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。

name あるいは options

文字列あるいは配列です。

文字列を指定すると、指定するオプションの名前として扱われます。 その value を指定する必要があります。

配列を指定すると、連想配列（オプション名 -> オプションの値）として 扱われます。

PHP/YAZ 接続オプション
名前 説明

implementationName サーバの実装名。

implementationVersionサーバの実装バージョン。

implementationId サーバの実装 ID
。

schema

取得するスキー
マ。デフォルトで
はスキーマを使用
しません。 このオ
プションを設定す
ること
は、yaz_schema()
を使用することと
等価です。

preferredRecordSyntax

取得するレコード
の構文。 デフォル
トでは構文を 使用
しません。このオ
プションを設定す
ることは、
yaz_syntax() を使
用することと等価
です。

start

yaz_search() ある
いは
yaz_present() で
取得する最初のレ
コードのオフセッ
ト。最初のレコー
ドの 番号は 0
で、2 番目のレ
コードは 1 です。
このオプションを
count とともに設
定する こと
は、yaz_range()
をコールすること
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と 同じです
が、yaz_range()
ではレコードの 番
号が 1 から始まる
点が違います。

count

yaz_search() ある
いは
yaz_present() で
取得するレコード
の最大数。

elementSetName

取得するエレメン
トセットの名前。
このオプションを
設定することは、
yaz_element() を
使用することと等
価です。

value

オプションの新しい値。変更前の値が文字列である場合にのみ これを使用します。

返り値

値を返しません。

yaz_sort
(PHP 4 >= 4.0.7, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_sort — ソート条件を設定する

説明

void yaz_sort ( resource $id , string $criteria )

この関数は、ソート条件を設定して Z39.50 Sort を有効にします。

この関数は、yaz_search() の前に コールします。この関数を単独で使用しても何も意味はありません。 yaz_search() と組み合わせて使用した場合、 検索応答が受信されてから全ての Z39.50 Present で取得される前に Z39.50 Sort が送信されます。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
criteria

field1 flags1 field2 flags2 のような 形式の文字列。field1 は最初にソートする属性を、そして field2 は 2 番目の属性を… のように指定します。

フィールドは、カンマで区切られた 型 = 値 の組からなる数値属性の 組み合わせ（例 1=4,2=1）、または 文字列の方法を指定することも可能です（例 title）。 フラグは次の文字の並びからなり、空白により区切ることはありません。

ソートフラグ
a

昇順ソート

d

降順ソート

i

大文字小文字を区別しないソート

s

大文字小文字を区別するソート

返り値

値を返しません。

例
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例1 ソート条件

Bib1 属性のタイトル（title）で大文字小文字を区別しない昇順のソートを 行うには、以下のソート方法を使用してください。
1=4 ia

2 番目のソート条件として著者（author）を指定し、大文字小文字を区別する 昇順のソートを行うには以下のようにします。
1=4 ia 1=1003 sa

yaz_syntax
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_syntax — 取得用に適当なレコード構文を指定する

説明

void yaz_syntax ( resource $id , string $syntax )

yaz_syntax() は、取得するレコードの構文を指定します。

この関数は yaz_search() あるいは yaz_present() より前にコールしなければなりません。

パラメータ
id

yaz_connect() が返す接続リソース。
syntax

ドット記法の（1.2.840.10003.5.10 のような） OID あるいは登録されている構文のひとつ（たとえば sutrs、 usmarc、grs1、xml など）のいずれかで指定する必要があります。

返り値

値を返しません。

yaz_wait
(PHP 4 >= 4.0.1, PECL yaz >= 0.9.0)

yaz_wait — Z39.50 リクエストが完了するまで待つ

説明

mixed yaz_wait ([ array &$options ] )

この関数は、関数 yaz_connect()、 yaz_search()、yaz_present()、 yaz_scan()、yaz_itemorder() により準備された発行済のリクエストを、ネットワーク経由で（ブロック モードで）伝送します。

yaz_wait()は、全てのターゲットが全てのリクエストを 完了したか、（エラーの場合には）中断された場合に処理を戻します。

パラメータ
options

オプションの連想配列。

timeout

タイムアウトの秒数を設定します。ターゲットが時間内に応答しなかった 場合は動作していないとみなされ、yaz_wait() は終了します。タイムアウトのデフォルト値は 15 秒です。

event

論理型の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 イベントモードでは、成功した場合にリソース、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
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yaz_addinfo — 詳細なエラー情報を返す
yaz_ccl_conf — CCL パーサを設定する
yaz_ccl_parse — CCL パーサを起動する
yaz_close — YAZ 接続をクローズする
yaz_connect — Z39.50 サーバへの接続を準備する
yaz_database — セッション内のデータベースを指定する
yaz_element — 取得時の要素集合の名前を指定する
yaz_errno — エラー番号を返す
yaz_error — エラーの内容を返す
yaz_es_result — 拡張サービスの結果を調査する
yaz_es — 拡張サービスのリクエストを準備する
yaz_get_option — 接続に関するオプションの値を返す
yaz_hits — 直近の検索に関するヒット数を返す
yaz_itemorder — ILL リクエストパッケージを関して Z39.50 Item Order を準備する
yaz_present — (Z39.50による)取得の準備を行う
yaz_range — 取得するレコードの範囲を指定する
yaz_record — レコードを返す
yaz_scan_result — スキャンリクエストの結果を返す
yaz_scan — スキャンの準備をする
yaz_schema — 取得するスキーマを指定する
yaz_search — 検索を準備する
yaz_set_option — 接続に関するひとつあるいは複数のオプションを設定する
yaz_sort — ソート条件を設定する
yaz_syntax — 取得用に適当なレコード構文を指定する
yaz_wait — Z39.50 リクエストが完了するまで待つ

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
YAZ 関数

yaz_addinfo — 詳細なエラー情報を返す
yaz_ccl_conf — CCL パーサを設定する
yaz_ccl_parse — CCL パーサを起動する
yaz_close — YAZ 接続をクローズする
yaz_connect — Z39.50 サーバへの接続を準備する
yaz_database — セッション内のデータベースを指定する
yaz_element — 取得時の要素集合の名前を指定する
yaz_errno — エラー番号を返す
yaz_error — エラーの内容を返す
yaz_es_result — 拡張サービスの結果を調査する
yaz_es — 拡張サービスのリクエストを準備する
yaz_get_option — 接続に関するオプションの値を返す
yaz_hits — 直近の検索に関するヒット数を返す
yaz_itemorder — ILL リクエストパッケージを関して Z39.50 Item Order を準備する
yaz_present — (Z39.50による)取得の準備を行う
yaz_range — 取得するレコードの範囲を指定する
yaz_record — レコードを返す
yaz_scan_result — スキャンリクエストの結果を返す
yaz_scan — スキャンの準備をする
yaz_schema — 取得するスキーマを指定する
yaz_search — 検索を準備する
yaz_set_option — 接続に関するひとつあるいは複数のオプションを設定する
yaz_sort — ソート条件を設定する
yaz_syntax — 取得用に適当なレコード構文を指定する
yaz_wait — Z39.50 リクエストが完了するまで待つ

YP/NIS

導入
(以前はイエローページと呼ばれていた)NISは、(パスワードファイルの ような)重要な管理ファイルのネットワーク管理を可能にします。 詳細は、NIS の man ページおよび » The Linux NIS(YP)/NYS/NIS+ HOWTO を参照ください。 Hal Stern による » Managing NFS and

http://www.tldp.org/HOWTO/NIS-HOWTO/index.html
http://www.oreilly.com/catalog/nfs/noframes.html
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NIS という本もあります。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
常に利用可能な標準 Unix ライブラリ (libc または libnsl。configure がどちらを使用するかを検出します) の種類に依存する関数はありません。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/yp

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

YPERR_ACCESS (integer)
アクセス違反 (これはつい最近追加されたもので、現在は PECL の SVN から取得したバージョンでしか使用できません)。

YPERR_BADARGS (integer)
関数の引数が間違っています。

YPERR_BADDB (integer)
YP データベースに問題があります。

YPERR_BUSY (integer)
データベースの反応がありません。

YPERR_DOMAIN (integer)
そのようなマップはサーバのドメインにありません。

YPERR_KEY (integer)
そのようなキーはマップにありません。

YPERR_MAP (integer)
そのようなマップはサーバのドメインにありません。

YPERR_NODOM (integer)
ローカルドメイン名が設定されていません。

YPERR_NOMORE (integer)
マップデータベースにもうレコードがありません。

YPERR_PMAP (integer)
ポートマッパーと通信できません。

YPERR_RESRC (integer)
リソースの割り当てに失敗しました。

YPERR_RPC (integer)

http://www.oreilly.com/catalog/nfs/noframes.html
http://pecl.php.net/
http://svn.php.net/viewvc/pecl/yp
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RPC の失敗 - ドメインがバインドされていません。
YPERR_YPBIND (integer)

ypbind と通信できません。
YPERR_YPERR (integer)

yp サーバあるいはクライアントの内部エラー。
YPERR_YPSERV (integer)

ypserv と通信できません。
YPERR_VERS (integer)

YP バージョンが一致しません。

YP/NIS 関数

yp_all
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_all — マップを走査し、各エントリ上で関数をコールする

説明

void yp_all ( string $domain , string $map , string $callback )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
domain

NIS ドメイン名。
map

NIS マップ。
callback

返り値

値を返しません。

yp_cat
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_cat — マップ全体を含む配列を返す

説明

array yp_cat ( string $domain , string $map )

すべてのマップエントリを返します。

パラメータ
domain

NIS ドメイン名。
map

NIS マップ。

返り値

すべてのマップエントリを配列で返します。 マップのキーが配列のインデックスに、 マップのエントリが配列のデータとなります。
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yp_err_string
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_err_string — 指定したエラーコードに対応するエラー文字列を返す

説明

string yp_err_string ( int $errorcode )

指定されたエラーコードに対応する エラーメッセージを返します。何が悪かったのかを正確に調べる際に便利です。

パラメータ
errorcode

エラーコード。

返り値

エラーメッセージを表す文字列を返します。

例

例1 NIS エラーの例
<?php
echo "Error: " . yp_err_string(yp_errno());
?>

参考

yp_errno() - 前の操作のエラーコードを返す

yp_errno
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_errno — 前の操作のエラーコードを返す

説明

int yp_errno ( void )

前に行った操作のエラーコードを返します。

返り値

エラー定数 YPERR_XXX のいずれかを返します。

参考

yp_err_string() - 指定したエラーコードに対応するエラー文字列を返す

yp_first
(PHP 4, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_first — 指定したマップから最初のキー/値の組を返す

説明

array yp_first ( string $domain , string $map )

ドメイン domain のマップ map から、最初のキー/値の組を取得します。

パラメータ
domain
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NIS ドメイン名。
map

NIS マップ。

返り値

最初のキー/値 の組を表す配列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 NIS の最初のエントリを取得する例
<?php
$entry = yp_first($domain, "passwd.byname");

$key = key($entry);
$value = $entry[$key];

echo "このマップの最初のエントリのキーは " . $key . "、そして値は " . $value;
?>

参考

yp_next() - マップから、次のキー/値の組を返す
yp_get_default_domain() - マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する

yp_get_default_domain
(PHP 4, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_get_default_domain — マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する

説明

string yp_get_default_domain ( void )

ノードのデフォルトドメインを返します。 この後の NIS コールで、これをドメインパラメータとして使用可能です。

NIS ドメインは、NIS マップの集合として説明できます。情報を検索する 必要がある各ホストは、そのホスト自体あるドメインに属しています。 詳細な情報については、冒頭に示したドキュメントを参照ください。

返り値

ノードのデフォルトドメイン または FALSE を返します。 返り値は、この後の NIS コールでドメインパラメータとして使用可能です。

例

例1 デフォルトドメインの例
<?php
$domain = yp_get_default_domain();
echo "デフォルトの NIS ドメインは、" . $domain;
?>

yp_master
(PHP 4, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_master — 指定したマップのマスタ NIS サーバのマシン名を返す

説明

string yp_master ( string $domain , string $map )

yp_master() は、指定したマップ map のマスタ NIS サーバのマシン名を返します。

パラメータ
domain

NIS ドメイン名。
map
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NIS マップ。

返り値

例

例1 NIS マスタの例
<?php
$number = yp_master($domain, $mapname);
echo "このマップのマスタは、" . $master;
?>

参考

yp_get_default_domain() - マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する

yp_match
(PHP 4, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_match — 検索した行を返す

説明

string yp_match ( string $domain , string $map , string $key )

指定した map から、 key に対応する値を返します。

パラメータ
domain

NIS ドメイン名。
map

NIS マップ。
key

キーは正確でなければなりません。

返り値

値、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 NIS 検索の例
<?php
$entry = yp_match($domain, "passwd.byname", "joe");
echo "マッチしたエントリは、" . $entry;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
joe:##joe:11111:100:Joe User:/home/j/joe:/usr/local/bin/bash

参考

yp_get_default_domain() - マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する

yp_next
(PHP 4, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_next — マップから、次のキー/値の組を返す

説明

array yp_next ( string $domain , string $map , string $key )
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map という名前のマップの中で、指定したキー key の次にある キー/値 の組を返します。

パラメータ
domain

map

key

返り値

次のキー/値 の組を表す配列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 NIS next の例
<?php
$entry = yp_next($domain, "passwd.byname", "joe");

if (!$entry) {
    echo "エントリがありません\n";
    echo "<!--" . yp_errno() . ": " . yp_err_string() . "-->";
}

$key = key($entry);

echo "joe の次のエントリのキーは " . $key 
      . "、値は " . $entry[$key];
?>

参考

yp_first() - 指定したマップから最初のキー/値の組を返す
yp_get_default_domain() - マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する

yp_order
(PHP 4, PHP 5 <= 5.0.5)

yp_order — マップの呼出番号を返す

説明

int yp_order ( string $domain , string $map )

マップの呼出番号を返します。

パラメータ
domain

map

返り値

マップの呼出番号、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 NIS 呼出番号の例
<?php
    $number = yp_order($domain, $mapname);
    echo "このマップの呼出番号は、" . $number;
?>

参考

yp_get_default_domain() - マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する

目次
yp_all — マップを走査し、各エントリ上で関数をコールする
yp_cat — マップ全体を含む配列を返す
yp_err_string — 指定したエラーコードに対応するエラー文字列を返す
yp_errno — 前の操作のエラーコードを返す
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yp_first — 指定したマップから最初のキー/値の組を返す
yp_get_default_domain — マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する
yp_master — 指定したマップのマスタ NIS サーバのマシン名を返す
yp_match — 検索した行を返す
yp_next — マップから、次のキー/値の組を返す
yp_order — マップの呼出番号を返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
YP/NIS 関数

yp_all — マップを走査し、各エントリ上で関数をコールする
yp_cat — マップ全体を含む配列を返す
yp_err_string — 指定したエラーコードに対応するエラー文字列を返す
yp_errno — 前の操作のエラーコードを返す
yp_first — 指定したマップから最初のキー/値の組を返す
yp_get_default_domain — マシンのデフォルト NIS ドメインを取得する
yp_master — 指定したマップのマスタ NIS サーバのマシン名を返す
yp_match — 検索した行を返す
yp_next — マップから、次のキー/値の組を返す
yp_order — マップの呼出番号を返す

AMQP
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
AMQPConnection — AMQPConnection クラス
AMQPExchange — AMQPExchange クラス
AMQPQueue — AMQPQueue クラス

chdb — Constant hash database
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
chdb — The chdb class
chdb 関数

cURL — Client URL Library
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
cURL 関数

FAM — ファイル改変の監視
導入
インストール/設定
定義済み定数
FAM 関数

FTP
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
FTP 関数

Gupnp
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Gupnp 関数

Hyperwave
導入
インストール/設定
定義済み定数
Apache との組み合わせ
Hyperwave 関数

Hyperwave API
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導入
インストール/設定
定義済み定数
Hyperwave API 関数

HTTP
導入
インストール/設定
定義済み定数
リクエストのオプション — HttpRequest クラスおよびリクエスト関数で使用するオプション
HttpDeflateStream クラス
HttpInflateStream クラス
HttpMessage クラス
HttpQueryString クラス
HttpRequest
HttpRequestPool クラス
HttpResponse
HTTP 関数

Java — PHP と Java の統合
導入
インストール/設定
定義済み定数
Java Servlet SAPI
例
Java 関数

LDAP — Lightweight Directory Access Protocol
導入
インストール/設定
定義済み定数
PHP LDAP コールの使用法
例
LDAP 関数

Lotus Notes
導入
インストール/設定
定義済み定数
Lotus Notes 関数

Memcache
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Memcache — Memcache クラス
Memcache 関数

Memcached
導入
インストール/設定
定義済み定数
有効期限
コールバック
セッションのサポート
Memcached — Memcached クラス

Gearman
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
GearmanClient — The GearmanClient class
GearmanJob — The GearmanJob class
GearmanTask — The GearmanTask class
GearmanWorker — The GearmanWorker class

mqseries
導入
インストール/設定
定義済み定数
mqseries 関数

Gopher — Net Gopher
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Gopher 関数

ネットワーク
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導入
インストール/設定
定義済み定数
ネットワーク 関数

SAM — Simple Asynchronous Messaging: 単純な非同期メッセージング
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
SAM 関数

SNMP
導入
インストール/設定
定義済み定数
SNMP 関数

ソケット
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
ソケットのエラー
ソケット 関数

SSH2 — Secure Shell2
導入
インストール/設定
定義済み定数
SSH2 関数

Stomp — Stomp Client
導入
インストール/設定
例
Stomp 関数
Stomp — The Stomp class
StompFrame — The StompFrame class
StompException — The StompException class

SVN — Subversion
導入
インストール/設定
定義済み定数
SVN 関数

TCP — TCP ラッパー
導入
インストール/設定
定義済み定数
TCP 関数

YAZ
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
YAZ 関数

YP/NIS
導入
インストール/設定
定義済み定数
YP/NIS 関数

検索エンジン用の拡張モジュール

mnoGoSearch

導入
ここで示す関数により、フリーの検索エンジン mnoGoSearch (旧名は UdmSearch) へアクセスすることが可能となります。 mnoGoSearch はイントラネットおよびインターネットサーバ用の多機能な 検索エンジンソフトウエアであり、GNU ライセンスのもとで配布されてい
ます。 mnoGoSearch は、サイト内の検索から料理レシピまたは新聞検索、 ftp アーカイブ検索、新聞記事検索といった特定の検索システムといった 広い範囲のアプリケーションを構築する等といったユニークないくつかの 機能を有しています。mnoGoSearch により
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HTML、PDF、テキストドキュメントに 関する全文テキストインデックス作成と検索が可能になります。 mnoGoSearch は二つの部分から構成されます。最初の部分は、 インデックス機構 (indexer) です。indexer は、HTTP, FTP, NEWS サーバ またはローカルファイルにアク
セスし、再帰的に全てのドキュメントを取得して、 そのドキュメントに関するメタデータを優れた効率的な手法で SQL データベースに保存します。各ドキュメントがその対応する URL で 参照された後、indexer により収集されたメタデータが後で検索処理において 使用されま
す。検索は、Web インターフェースにより行われます。 C CGI、PHP、Perl 用の検索フロントエンドが含まれています。

mnoGoSearchに関するより詳細な情報は、» http://www.mnogosearch.org/にあります。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
» http://www.mnogosearch.org/ から mnoGosearch を ダウンロードし、使用するシステムにインストールしてください。 以下の関数を使用するには、3.1.10 以降のバージョンの mnoGoSearch が インストールされている必要があります。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/mnogosearch.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

注意:

PHP には MySQL との接続ライブラリが組み込まれており、MySQL に アクセスすることが可能です。mnoGoSearch はこの組み込みライブラリと 互換性がなく、通常の MySQL ライブラリとの組合せでのみ動作します。 このため、mnoGoSearch を MySQL と組み
合わせて使用する際には、PHP の configure に MySQL をインストールしたディレクトリを指定する必要が あります。これは mnoGoSearch に関する設定で使用され、例えば 次のようになります。 --with-mnogosearch --with-mysql=/usr

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

UDM_FIELD_URLID (integer)
UDM_FIELD_URL (integer)
UDM_FIELD_CONTENT (integer)
UDM_FIELD_TITLE (integer)
UDM_FIELD_KEYWORDS (integer)
UDM_FIELD_DESC (integer)
UDM_FIELD_DESCRIPTION (integer)
UDM_FIELD_TEXT (integer)
UDM_FIELD_SIZE (integer)
UDM_FIELD_RATING (integer)

http://www.mnogosearch.org/
http://pecl.php.net/
http://www.mnogosearch.org/
http://pecl.php.net/package/mnogosearch
http://pecl.php.net/package/mnogosearch
http://pecl.php.net/
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UDM_FIELD_SCORE (integer)
UDM_FIELD_MODIFIED (integer)
UDM_FIELD_ORDER (integer)
UDM_FIELD_CRC (integer)
UDM_FIELD_CATEGORY (integer)
UDM_FIELD_LANG (integer)
UDM_FIELD_CHARSET (integer)
UDM_PARAM_PAGE_SIZE (integer)
UDM_PARAM_PAGE_NUM (integer)
UDM_PARAM_SEARCH_MODE (integer)
UDM_PARAM_CACHE_MODE (integer)
UDM_PARAM_TRACK_MODE (integer)
UDM_PARAM_PHRASE_MODE (integer)
UDM_PARAM_CHARSET (integer)
UDM_PARAM_LOCAL_CHARSET (integer)
UDM_PARAM_BROWSER_CHARSET (integer)
UDM_PARAM_STOPTABLE (integer)
UDM_PARAM_STOP_TABLE (integer)
UDM_PARAM_STOPFILE (integer)
UDM_PARAM_STOP_FILE (integer)
UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR (integer)
UDM_PARAM_WORD_MATCH (integer)
UDM_PARAM_MAX_WORD_LEN (integer)
UDM_PARAM_MAX_WORDLEN (integer)
UDM_PARAM_MIN_WORD_LEN (integer)
UDM_PARAM_MIN_WORDLEN (integer)
UDM_PARAM_ISPELL_PREFIXES (integer)
UDM_PARAM_ISPELL_PREFIX (integer)
UDM_PARAM_PREFIXES (integer)
UDM_PARAM_PREFIX (integer)
UDM_PARAM_CROSS_WORDS (integer)
UDM_PARAM_CROSSWORDS (integer)
UDM_PARAM_VARDIR (integer)
UDM_PARAM_DATADIR (integer)
UDM_PARAM_HLBEG (integer)
UDM_PARAM_HLEND (integer)
UDM_PARAM_SYNONYM (integer)
UDM_PARAM_SEARCHD (integer)
UDM_PARAM_QSTRING (integer)
UDM_PARAM_REMOTE_ADDR (integer)
UDM_LIMIT_CAT (integer)
UDM_LIMIT_URL (integer)
UDM_LIMIT_TAG (integer)
UDM_LIMIT_LANG (integer)
UDM_LIMIT_DATE (integer)
UDM_PARAM_FOUND (integer)
UDM_PARAM_NUM_ROWS (integer)
UDM_PARAM_WORDINFO (integer)
UDM_PARAM_WORD_INFO (integer)
UDM_PARAM_SEARCHTIME (integer)
UDM_PARAM_SEARCH_TIME (integer)
UDM_PARAM_FIRST_DOC (integer)
UDM_PARAM_LAST_DOC (integer)
UDM_MODE_ALL (integer)
UDM_MODE_ANY (integer)
UDM_MODE_BOOL (integer)
UDM_MODE_PHRASE (integer)
UDM_CACHE_ENABLED (integer)
UDM_CACHE_DISABLED (integer)
UDM_TRACK_ENABLED (integer)
UDM_TRACK_DISABLED (integer)
UDM_PHRASE_ENABLED (integer)
UDM_PHRASE_DISABLED (integer)
UDM_CROSS_WORDS_ENABLED (integer)
UDM_CROSSWORDS_ENABLED (integer)
UDM_CROSS_WORDS_DISABLED (integer)
UDM_CROSSWORDS_DISABLED (integer)
UDM_PREFIXES_ENABLED (integer)
UDM_PREFIX_ENABLED (integer)
UDM_ISPELL_PREFIXES_ENABLED (integer)
UDM_ISPELL_PREFIX_ENABLED (integer)
UDM_PREFIXES_DISABLED (integer)
UDM_PREFIX_DISABLED (integer)
UDM_ISPELL_PREFIXES_DISABLED (integer)
UDM_ISPELL_PREFIX_DISABLED (integer)
UDM_ISPELL_TYPE_AFFIX (integer)
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UDM_ISPELL_TYPE_SPELL (integer)
UDM_ISPELL_TYPE_DB (integer)
UDM_ISPELL_TYPE_SERVER (integer)
UDM_MATCH_WORD (integer)
UDM_MATCH_BEGIN (integer)
UDM_MATCH_SUBSTR (integer)
UDM_MATCH_END (integer)

mnoGoSearch 関数

udm_add_search_limit
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_add_search_limit — 種々の検索の制約を設定する

説明

bool udm_add_search_limit ( resource $agent , int $var , string $val )

udm_add_search_limit() は、検索の制約を追加します。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() から返された、エージェントへのリンク。
var

パラメータを定義し、制限を示します。 var には以下の値が設定できます。

UDM_LIMIT_URL - データベースのサブセクションにおける検索を制限するためにドキュメント URL に制限を課します。この機能は、SQL の % および _ LIKE ワイルドカードをサポートします。ただし、% は (ゼロを含む) 任意の数の文字の並びで、 _ は 1 文字だけに
マッチします。 例えば、http://www.example.__/catalog は http://www.example.com/catalog および http://www.example.net/catalog を表すことが可能です。
UDM_LIMIT_TAG - サイト TAG 制約を定義します。indexer-conf において特定の TAG を様々なサイトやあるサイトの一部に割り付けることが可能です。 mnoGoSearch 3.1.x のタグは複数行とすることが可能で、メタ記号 % および _ を含むことが可能です。メタ記
号は、 タグ集合により中からの検索が可能となります。 例えば、ABCDおよびABCEを有するリンクがあり、 検索の制約がABC_であるとすると、この検索は両方のタグについて行われます。
UDM_LIMIT_LANG - ドキュメントの言語に関する制限を定義します。
UDM_LIMIT_CAT - ドキュメントのカテゴリに関する制限を定義します。 カテゴリはタグ機能に似ていますが、ネストすることが可能です。 このため、あるカテゴリの中に他のカテゴリを有するといったことが可能です。 各レベルについて 2 つの文字を使用する必要が
あります。0-F の 16 進数または 0-Z の 36 進数を使用してください。この場合、'Auto' のような最上位のカテゴリは 01 になります。このカテゴリが 'Ford' のようなサブカテゴリを有している場合、トップカテゴリが 01(親カテゴリ)、 'Ford' が 01 となります。
この結果をまとめると 0101 となります。' Auto' が 'VW' という名前の他のサブカテゴリを有している場合、 'Ford' カテゴリに属しているためにその ID は 01 になるかもしれませんが、 通常は次のカテゴリであるために 02 になります。このため、その ID は 0102
となるでしょう。VW が 'Engine' という名前のサブカテゴリを 有している場合には、その ID は再び 01 になり、'VW' が ID02 を有しており、'Auto' の ID が 01 であるので、まとめると、010201 となります。このカテゴリに関してサイトの検索を行う場合に
は、URL に cat=010201 を指定します。

UDM_LIMIT_DATE - ドキュメントの更新時刻についての制限を定義します。

パラメータの書式は、最初に < あるいは > があり、その後に空白を置かずに unixtime 形式の日付を続けます。例えば以下のようになります。
<?php
udm_add_search_limit($udm, UDM_LIMIT_DATE, "&lt;908012006");
?>

> 文字が使用された場合、更新時刻がその日付以降のドキュメントのみが検索対象となります。 < の場合はそれ以前となります。
val

現在のパラメータの値を定義します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

udm_alloc_agent_array
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_alloc_agent_array — mnoGoSearch セッションを割り当てる

説明

resource udm_alloc_agent_array ( array $databases )
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udm_alloc_agent_array() は、 複数データベース接続にエージェントを作成します。

パラメータ
databases

databases の各要素にはデータベースの URL を指定します。 これは udm_alloc_agent() の最初のパラメータと同じ形式です。

返り値

成功した場合にリソースリンク ID、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

udm_alloc_agent() - mnoGoSearch セッションを確保する

udm_alloc_agent
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_alloc_agent — mnoGoSearch セッションを確保する

説明

resource udm_alloc_agent ( string $dbaddr [, string $dbmode ] )

mnoGoSearch セッションを割り当てます。

パラメータ
dbaddr

dbaddr - URL 形式のデータベース名。SQL データベースへ接続する際のオプション (型、ホスト、データベース名、 ポート、ユーザ、パスワード)。 組み込みのテキストファイルサポートには関係ありません。 フォーマットは以下のようになります。
DBType:[//[DBUser[:DBPass]@]DBHost[:DBPort]]/DBName/ 現在、サポートされている DBType の値は mysql, pgsql, msql, solid, mssql, oracle, ibase です。 実際、ネーティブなライブラリのサポートは重要ではありません。しかし、 ODBC ユーザは、サポートさ
れる値の一つを指定する必要があります。 使用するデータベース型がサポートされていない場合、unknown を代わりに使用することも可能です。

dbmode

dbmode - 単語の記憶用 SQL データベース モードを選択可能です。dbmode でとりうる値は single、multi、crc あるいは crc-multi です。 single を指定した場合、全ての単語が同じ テーブルに保存されます。multi を選択した場合、 単語はその長さに応じて別々のテーブ
ルに保存されます。通常は "multi" モードの方が通常高速ですが、データベース上でより多くのテーブルを 必要とします。"crc" モードが選択された場合、mnoGoSearch は、単語の 代わりに CRC32 アルゴリズムで計算された 32 ビット整数の単語 ID を 保存します。こ
のモードで必要なディスク容量はより小さいですが、 "single" および "multi" モードと比較してより高速です。 crc-multi は、"crc" モードと同じ記憶構造を 使用しますが、"multi" モードのように単語長に応じて別々のデータベースに 単語を保存します。

注意:

dbaddr および dbmode は、インデックス作成時に使用される これらの選択肢に一致している必要があります。

返り値

成功した場合に mnogosearch エージェント ID、失敗した場合に FALSE を返します。この関数は、データベースパラメータを有するセッションを 生成します。

注意

注意:

実際、これらの関数はデータベースへの接続をオープンする必要はなく、 よって、ログイン名やパスワードを確認しません。実際のデータベースへの 接続およびログイン/パスワード認証は、 udm_find() で行われます。

udm_api_version
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_api_version — mnoGoSearch API バージョンを取得する

説明

int udm_api_version ( void )

mnoGoSearch API バージョン番号を取得します。

この関数により、利用可能なAPI関数をユーザが調べることが可能となります。 例えば、udm_get_doc_count() 関数は mnoGoSearch 3.1.11 以降でのみ利用可能です。
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返り値

udm_api_version() は、mnoGoSearch API バージョン番号を返します。 例えば、mnoGoSearch 3.1.10 APIを使用している場合、 この関数は、30110 を返します。

例

例1 udm_api_version() の例
<?php
if (udm_api_version() >= 30111) {
    echo  "Total number of URLs in database: " . udm_get_doc_count($udm) . "<br />\n";
}
?>

udm_cat_list
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_cat_list — 現在のカテゴリと同じレベルのカテゴリを全て取得する

説明

array udm_cat_list ( resource $agent , string $category )

現在のカテゴリと同じレベルの全てのカテゴリの一覧を配列として返します。

この関数は、カテゴリツリーのブラウザを開発する際に有用です。

パラメータ
agent

事前の >udm_alloc_agent() のコールにより返されたエージェント ID。
category

返り値

カテゴリツリーにおける現在の category と同レベルのカテゴリの一覧を配列で返します。

返される配列は、組で構成されています。偶数添字番号の要素にはカテゴリパス、 奇数要素には、対応するカテゴリ名が含まれます。
$array[0] will contain '020300'
  $array[1] will contain 'Audi'
  $array[2] will contain '020301'
  $array[3] will contain 'BMW'
  $array[4] will contain '020302'
  $array[5] will contain 'Opel'
  ...
 etc.

例

以下は、現在のレベルのリンクをこの形式で表示する例です。
Audi
  BMW
  Opel
  ...

例1 udm_cat_list() の例
<?php
 $cat_list_arr = udm_cat_list($udm_agent, $cat);
 $cat_list = '';
 for ($i=0; $i<count($cat_list_arr); $i+=2) {
    $path = $cat_list_arr[$i];
    $name = $cat_list_arr[$i+1];
    $cat_list .= "<a href=\"$_SERVER[PHP_SELF]?cat=$path\">$name</a><br />";
 }
?>

参考

udm_cat_path() - 現在のカテゴリへのパスを取得する

udm_cat_path
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)
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udm_cat_path — 現在のカテゴリへのパスを取得する

説明

array udm_cat_path ( resource $agent , string $category )

ツリーのルートから category が指す現在のカテゴリまでのパスを記述した配列を返します。

パラメータ
agent

事前の >udm_alloc_agent() のコールにより返されたエージェントへのリンク。
category

返り値

返される配列は、組で構成されています。偶数添字番号の要素にはカテゴリパス、 奇数要素には、対応するカテゴリ名が含まれます。

たとえば、$array=udm_cat_path($agent, '02031D'); をコールすると以下のような配列を返します。
 $array[0] will contain ''
 $array[1] will contain 'Root'
 $array[2] will contain '02'
 $array[3] will contain 'Sport'
 $array[4] will contain '0203'
 $array[5] will contain 'Auto'
 $array[4] will contain '02031D'
 $array[5] will contain 'Ferrari'

例

例1 現在のカテゴリへのパスは以下の形式で指定します。 '> Root > Sport > Auto > Ferrari'

<?php
  $cat_path_arr = udm_cat_path($udm_agent, $cat);
  $cat_path = '';
  for ($i=0; $i<count($cat_path_arr); $i+=2) {
    $path = $cat_path_arr[$i];
    $name = $cat_path_arr[$i+1];
    $cat_path .= " > <a href=\"$_SERVER[PHP_SELF]?cat=$path\">$name</a> ";
  }
?>

参考

udm_cat_list() - 現在のカテゴリと同じレベルのカテゴリを全て取得する

udm_check_charset
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_check_charset — 指定した charset が mnogosearch で認識されるかどうか調べる

説明

bool udm_check_charset ( resource $agent , string $charset )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

udm_check_stored
(PHP 4 >= 4.2.0)

udm_check_stored — 保存された接続を調べる

説明

int udm_check_stored ( resource $agent , int $link , string $doc_id )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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udm_clear_search_limits
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_clear_search_limits — mnoGoSearch 検索に関する全ての制約をクリアする

説明

bool udm_clear_search_limits ( resource $agent )

udm_clear_search_limits() は、 検索に関する制約をリセットします。

パラメータ
agent

事前の >udm_alloc_agent() のコールにより返されたエージェントへのリンク。

返り値

Returns TRUE.

参考

udm_add_search_limit() - 種々の検索の制約を設定する

udm_close_stored
(PHP 4 >= 4.2.0)

udm_close_stored — 保存した接続を閉じる

説明

int udm_close_stored ( resource $agent , int $link )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

udm_crc32
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_crc32 — 指定した文字列の CRC32 チェックサムを計算する

説明

int udm_crc32 ( resource $agent , string $str )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

udm_errno
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_errno — mnoGoSearch エラー番号を取得する

説明

int udm_errno ( resource $agent )

数字のエージェントエラーコードを受信します。
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パラメータ
agent

udm_alloc_agent() へのコールから返されるエージェント ID へのリンク。

返り値

mnoGoSearch エラー番号を返します。 エラーがない場合にゼロを返します。

udm_error
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_error — mnoGoSearch エラーメッセージを得る

説明

string udm_error ( resource $agent )

エージェントエラーメッセージを取得します。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() をコールした際に得られたエージェント ID へのリンク。

返り値

udm_error() は mnoGoSearch エラーメッセージを返します。 エラーがない場合には、空の文字列を返します。

udm_find
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_find — 検索を実行する

説明

resource udm_find ( resource $agent , string $query )

検索を行います。

検索を行います。最初の引数はセッション、次の引数はクエリ本体です。 検索の実行は、探す単語を入力し、投稿ボタンを押すだけで可能です。 例えば、"mysql odbc"。この例で引用符は他のテキストから区別するために 使用されており、クエリに引用符 " を使用する必要は
ありません。 mnoGoSearch は、単語 "mysql" および/または単語 "odbc" を含む全ての 文書を見付けます。最も大きな重みを有する文書が最初に表示されます。 検索モードに ALL を使用している場合、検索は入力した単語(とその他の 単語)を共に含む文書を返します。モー
ドANYを使用している場合、検索は、 入力した単語のどれかを含む文書のリストを返します。より高度な結果を 得たい場合には、クエリ言語を使用することも可能です。この場合は、 検索フォームで検索モード "bool" を選択する必要があります。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() をコールした際に得られたエージェント ID へのリンク。
query

mnoGoSearch では次の論理演算子が使用可能です。

& - 論理積。例えば、"mysql & odbc"。 mnoGoSearch は、単語 "mysql" および単語 "odbc" を含む全ての URL を見付けます。

| - 論理和。例えば、"mysql|odbc"。 mnoGoSearch は、単語 "mysql" または単語 "odbc"を含む全ての URL を見付けます。

~ - 論理否定。例えば、"mysql & ~odbc"。 mnoGoSearch は、単語 "mysql" を含み、同時に単語 "odbc" を含まない全てのURLを探します。~ は、指定した単語を 結果から除外するだけであることに注意してください。クエリ "~odbc" は何も見付けません!

() - より複雑なクエリを作成するためのグループ化コマンド。例えば、 "(mysql | msql) & ~postgres"。クエリ言語は、簡単であり、 同時に強力です。クエリは通常の論理式と同等と考えてください。

返り値

成功した場合に結果リンク ID、失敗した場合に FALSE を返します。
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udm_free_agent
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_free_agent — mnoGoSearch セッションを開放する

説明

int udm_free_agent ( resource $agent )

エージェントセッション用に確保されたメモリを開放します。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() から返されたエージェント ID へのリンク。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

udm_free_ispell_data
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_free_ispell_data — ispell データ用に確保されたメモリを解放する

説明

bool udm_free_ispell_data ( int $agent )

ispell データ用に確保されたメモリを解放します。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() により得られるエージェントリンク ID。

返り値

udm_free_ispell_data() は、常に TRUE を返します。

注意

注意:

この関数は、mnoGoSearch バージョン 3.1.12 以降でサポートされた関数で、 これより前のバージョンではサポートされていません。

udm_free_res
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_free_res — mnoGoSearch 結果を開放する

説明

bool udm_free_res ( resource $res )

結果用に確保されたメモリを開放します。

パラメータ
res

udm_find() から返された結果 ID へのリンク。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

udm_get_doc_count
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_get_doc_count — データベース内のドキュメントの総数を得る

説明

int udm_get_doc_count ( resource $agent )

udm_get_doc_count() は、データベース内の ドキュメントの数を返します。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() のコールにより取得した、エージェント ID へのリンク。

返り値

ドキュメントの数を返します。

注意

注意:

この関数は、mnoGoSearch 3.1.11 かそれ以降のバージョンでのみ サポートされています。

udm_get_res_field
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_get_res_field — mnoGoSearch 結果フィールドを取得する

説明

string udm_get_res_field ( resource $res , int $row , int $field )

Fetch a mnoGoSearch result field.

パラメータ
res

res - udm_find() から返された結果 ID へのリンク。
row

row - カレントページのリンク番号。0 から UDM_PARAM_NUM_ROWS-1 までの番号。
field

field - フィールド ID。次の値のどれか。

UDM_FIELD_URL - ドキュメント URL フィールド。
UDM_FIELD_CONTENT - ドキュメント Content-type フィールド (例えば、 text/html)。
UDM_FIELD_CATEGORY - ドキュメントの category フィールド。 カテゴリツリーのルートから現在のカテゴリまでの完全なパスを 取得するには udm_cat_path() を使用します (このパラメータは、PHP 4.0.6 以降でのみ使用可能です)。
UDM_FIELD_TITLE - ドキュメントの title フィールド。
UDM_FIELD_KEYWORDS - ドキュメント keywords フィールド(META KEYWORDS タグから)。
UDM_FIELD_DESC - ドキュメント description フィールド (META DESCRIPTION タグから)。
UDM_FIELD_TEXT - ドキュメント body テキスト (最初の数行で ドキュメントの内容に関するアイデアを示す)。
UDM_FIELD_SIZE - ドキュメントのサイズ。
UDM_FIELD_URLID - リンクへのユニークな URL ID。
UDM_FIELD_RATING - (mnoGoSearch で計算された)ページのレーティング。
UDM_FIELD_MODIFIED - unixtime 形式の last-modified フィールド。
UDM_FIELD_ORDER - 見つかったドキュメントの中の現在のドキュメントの数。
UDM_FIELD_CRC - ドキュメント CRC。

返り値
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udm_get_res_field() は、成功時に結果フィールド、 エラー時に FALSE を返します。

udm_get_res_param
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_get_res_param — mnoGoSearch 結果パラメータを取得する

説明

string udm_get_res_param ( resource $res , int $param )

mnoGoSearch 結果パラメータを取得します。

パラメータ
res

res - udm_find() から返された結果 ID へのリンク。
param

param - パラメータ ID であり、次の値のどれかとなります。

UDM_PARAM_NUM_ROWS - カレントのページで見付かったリンクの数。 全ての検索ページでの最後のページでの UDM_PARAM_PAGE_SIZE、残りの リンクに等しい。
UDM_PARAM_FOUND - クエリにマッチする結果の合計の数。
UDM_PARAM_WORDINFO - 見付かった単語に関する情報。例えば、"a good book" に関するクエリは "a: stopword, good:5637, book: 120" を返します。
UDM_PARAM_SEARCHTIME - 秒単位の検索時間。
UDM_PARAM_FIRST_DOC - カレントのページに表示される最初の ドキュメントの数。
UDM_PARAM_LAST_DOC - カレントのページに表示される最後の ドキュメントの数。

返り値

udm_get_res_param() は成功時に結果パラメータを返します。 エラー時に FALSE を返します。

udm_hash32
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_hash32 — 指定した文字列の Hash32 チェックサムを返す

説明

int udm_hash32 ( resource $agent , string $str )

udm_hash32() は、文字列 str を受け取り、その 32 ビットハッシュ値を返します。

パラメータ
agent

事前の >udm_alloc_agent() のコールにより返されたエージェントへのリンク。
str

入力文字列。

返り値

32 ビットのハッシュ値を返します。

参考

udm_alloc_agent() - mnoGoSearch セッションを確保する

udm_load_ispell_data
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(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_load_ispell_data — ispell データを読み込む

説明

bool udm_load_ispell_data ( resource $agent , int $var , string $val1 , string $val2 , int $flag )

udm_load_ispell_data() は、 ispell データを読み込みます。

この関数を使用した後に ispell データに割り当てられていたメモリを 開放するには、udm_free_ispell_data() を使用します。 たとえ UDM_ISPELL_TYPE_SERVER モードを使用していたとしても同様です。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() のコールにより取得した、 エージェントのリンク ID。
var

ispell データの取得元を示すパラメータ。とりうる値は以下のとおりです。

UDM_ISPELL_TYPE_DB - ispell データを SQL によって読み込むことを 示します。この場合、パラメータ val1 および val2 は無視されるので空白にしておきます。 flag は 1 に設定します。

注意:

flag は、指定した場所から ispell データを 読み込んだ後でそれを並べ替えることを示します (ispell を正常に 機能させるために必要です)。ispell データをファイルから読み込む 場合は udm_load_ispell_data() を何度かコールする ことになりますが、
並べ替えを毎回行う必要はなく、最後にコールした 後にのみ行います。DB モードではすべてのデータが 1 度のコールで 読み込まれるので、このパラメータは 1 で なければなりません。このモードでエラーが発生した場合 (たとえば ispell テーブルが存
在しないなど)、この関数は FALSE を返し、 エラーコードとエラーメッセージは udm_error() および udm_errno() で取得できます。

UDM_ISPELL_TYPE_AFFIX - ispell データをファイルから読み込み、また 接辞ファイルを読み込むことを指定します。この場合、val1 はどの接辞を読み込むかを表す 2 文字の言語コードとなります。 また val2 はファイルのパスです。 相対パスが指定された場合は、こ
のモジュールは UDM_CONF_DIR でなく 現在のパス、つまりスクリプトの実行パスからの相対パスとして検索する ことに注意しましょう。ファイルが存在しないなどの理由でエラーが 発生した場合、この関数は FALSE を返し、エラーメッセージが 表示されます。エラー
メッセージの内容を udm_error() および udm_errno() で取得することはできません。なぜなら、これらの関数は SQL に 関連付けられたメッセージを返すものだからです。UDM_ISPELL_TYPE_DB における flag パラメータの説明を参照ください。

例1 udm_load_ispell_data() の例
<?php
if ((! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_AFFIX, 'en', '/opt/ispell/en.aff', 0)) ||
    (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_AFFIX, 'ru', '/opt/ispell/ru.aff', 0)) ||
    (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_SPELL, 'en', '/opt/ispell/en.dict', 0)) ||
    (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_SPELL, 'ru', '/opt/ispell/ru.dict', 1))) {
    exit;
}
?>

注意:

最後のコール時にのみ flag を 1 とします。

UDM_ISPELL_TYPE_SPELL - ispell データをファイルから読み込み、 ispell ディレクトリファイルを読み込むことを指定します。この場合、 val1 はどの接辞を読み込むかを表す 2 文字の言語コードとなります。また val2 はファイルのパスです。 相対パスが指定された
場合は、このモジュールは UDM_CONF_DIR でなく 現在のパス、つまりスクリプトの実行パスからの相対パスとして検索する ことに注意しましょう。ファイルが存在しないなどの理由でエラーが 発生した場合、この関数は FALSE を返し、エラーメッセージが 表示されま
す。エラーメッセージの内容を udm_error() および udm_errno() で取得することはできません。なぜなら、これらの関数は SQL に 関連付けられたメッセージを返すものだからです。UDM_ISPELL_TYPE_DB における flag パラメータの説明を参照ください。
<?php
if ((! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_AFFIX, 'en', '/opt/ispell/en.aff', 0)) ||
   (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_AFFIX, 'ru', '/opt/ispell/ru.aff', 0)) ||
   (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_SPELL, 'en', '/opt/ispell/en.dict', 0)) ||
   (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_SPELL, 'ru', '/opt/ispell/ru.dict', 1))) {
 exit;
 }
?>

注意:

最後のコール時にのみ flag を 1 とします。

UDM_ISPELL_TYPE_SERVER - spell サーバのサポートを有効にします。 val1 パラメータで、spell サーバが 稼動しているホストのアドレスを指定します。val2 は現在は使われていません。しかし将来のリリースでは spell サーバの ポート番号を指定するようになりま
す。flag はこの場合は必要ありません。なぜなら spell サーバに保存されている データは既に並べ替えられているからです。

spelld サーバは、設定ファイル (デフォルトは /usr/local/mnogosearch/etc/spelld.conf) から スペルデータを読み込み、それを並び替えた上でメモリに保存します。 クライアントとサーバの間の通信方法は 2 通りあります。 インデクサは search.cgi サーバから
(インデクサを高速に開始するため) 全データを受け取り、それを正規化した形式でクライアント (search.cgi) に渡します。 DB モードや TEXT モードに比べ、これは (全スペルデータの読み込みや 並べ替えをしないことで) 一番高速に検索を実行します。

UDM_ISPELL_TYPE_SERVER モードでは、 udm_load_ispell_data() 関数は実際には ispell データを読み込みません。単にサーバのアドレスを定義する だけです。実際には、udm_find() 関数で検索を 行う際にこのサーバが自動的に使用されます。spell サーバが 稼動し
ていなかったりホストの指定が間違っていたりなどの理由で エラーが発生した場合、メッセージは何も返されず、ispell による 変換は動作しません。

注意:

この関数は、mnoGoSearch 3.1.12以降でのみ利用可能です。

例
<?php
if (!udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_SERVER, '', '', 1)) {
    echo "Error loading ispell data from server<br />\n";
    exit;
}
?>
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いちばん高速なモードは UDM_ISPELL_TYPE_SERVER です。 UDM_ISPELL_TYPE_TEXT はそれより遅く、 UDM_ISPELL_TYPE_DB が一番遅くなります。この関係は mnoGoSearch 3.1.10 - 3.1.11 において成り立ちます。 将来のバージョンでは DB モードの高速化を行い、TEXT
モードより 高速になる予定です。

val1

val2

flag

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例2 udm_load_ispell_data() の例
<?php
if (! udm_load_ispell_data($udm, UDM_ISPELL_TYPE_DB, '', '', 1)) {
  printf("Error #%d: '%s'\n", udm_errno($udm), udm_error($udm));
  exit;
}
?>

udm_open_stored
(PHP 4 >= 4.2.0)

udm_open_stored — 保存した接続をオープンする

説明

int udm_open_stored ( resource $agent , string $storedaddr )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

udm_set_agent_param
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5 <= 5.0.5, PECL mnogosearch >= 1.0.0)

udm_set_agent_param — mnoGoSearch エージェントのセッションパラメータを設定する

説明

bool udm_set_agent_param ( resource $agent , int $var , string $val )

mnoGoSearch セッションパラメータを定義します。

パラメータ
agent

udm_alloc_agent() のコールにより取得した、 エージェントのリンク ID。
var

以下のパラメータおよびそれらの値が利用可能です。

UDM_PARAM_PAGE_NUM - 検索結果のページ番号を選択するために 使用されます (結果は、ページ毎に UDM_PARAM_PAGE_SIZE 個の結果を有する 0 から始まるページで返されます)。
UDM_PARAM_PAGE_SIZE - 1 ページに表示される検索結果の数です。
UDM_PARAM_SEARCH_MODE - 検索モード。次の値が利用可能です。 UDM_MODE_ALL - 全ての単語を検索します。; UDM_MODE_ANY - いずれかの単語で検索します。; UDM_MODE_PHRASE - 熟語で検索します。; UDM_MODE_BOOL - 論理値で検索します。論理値検索に関する詳細につ
いては udm_find() を参照ください。
UDM_PARAM_CACHE_MODE - 検索結果のキャッシュモードをオンまたは オフにします。有効の場合、検索エンジンは検索結果をディスクに 保存します。似たような検索が後で実行された場合、エンジンは より高速にキャッシュから結果を得ることが可能です。 利用可能
な値: UDM_CACHE_ENABLED, UDM_CACHE_DISABLED.
UDM_PARAM_TRACK_MODE - クエリ追跡モードをオンまたはオフにします。 バージョン 3.1.2 以降、mnoGoSearch はクエリ追跡モードをサポート しています。追跡は SQL バージョンにのみ実装されており、組み込み データベースでは利用できません。追跡を使用する
には、テーブルを 追跡サポート用に作成する必要があります。MySQL の場合、 create/mysql/track.txt を使用してください。検索実行時に、 フロントエンドはクエリ単語、見つけたドキュメントの数、カレントの 秒単位の Unix タイムスタンプを保存するために
これらのテーブルを 使用します。 利用可能な値: UDM_TRACK_ENABLED, UDM_TRACK_DISABLED.
UDM_PARAM_PHRASE_MODE - 熟語を用いたインデックスデータベースか どうかを定義します (indexer.confにおける"phrase" パラメータ)。 使用可能な値: UDM_PHRASE_ENABLED および UDM_PHRASE_DISABLED。 熟語検索が有効な場合 (UDM_PHRASE_ENABLED) でも、全てのモー
ド (ANY、ALL、BOOL、PHRASE) で検索が可能であることに注意してください。 mnoGoSearch のバージョン 3.1.10 で、SQL と組み込みデータベース モードでのみ熟語検索がサポートされました。一方、3.1.11 で キャッシュモードでも熟語検索がサポートされ
始めました。 熟語検索の例: "Arizona desert" - このクエリは、"Arizona desert" を熟語として含む 全てのドキュメントを返します。熟語の前後に二重引用符が 必要であることに注意してください。
UDM_PARAM_CHARSET - ローカルな charset を定義します。利用可能な値: mnoGoSearch によりサポートされるcharset、 例えば、koi8-r, cp1251, ...
UDM_PARAM_STOPFILE - stopword ファイルの名前とパスを定義します。 (mnoGoSearch と若干違いがあります。つまり、mnoGoSearch においては、 相対パスまたはパスが入力されなかった場合、UDM_CONF_DIR からの 相対パスとしてこのファイルが探されます。一
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方このモジュールは、 カレントのパス、すなわち PHP スクリプトが実行されるパスからの 相対パスで探します)。
UDM_PARAM_STOPTABLE - 指定した SQL テーブルから停止単語をロード します。複数の StopwordTable コマンドを使用可能です。このコマンドは、 SQL データベースサポートを有効にせずにコンパイルした場合は 使用できません。
UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR - 指定したドキュメント部分の重み係数を 表します。現在、body, title, keywords, description, url が サポートされています。この機能を有効にするには、indexer.conf の *Weight コマンドに 2 の累乗を指定してください。ここで次のよ
うな 重みを指定した場合を考えてみましょう。
      URLWeight     1
      BodyWeight    2
      TitleWeight   4
      KeywordWeight 8
      DescWeight    16
         

同じドキュメントにいくつかの単語が複数回現れる場合、 indexerが単語の重みに OR 演算子を使用するので、異なった ドキュメントの部分に単語が現れる回数を検出可能です。本文にのみ現れる 単語は、(2進標記で) 重み集合 00000010 を有します。すべての ド
キュメント部分で使用される単語は、重み集合 00011111 を有します。 このパラメータの値は、16進数文字列 ABCDE です。各桁は、単語重みの 対応するビットの因子です。上で指定した重み設定は次のようになります。
       E is a factor for weight 1  (URL Weight bit)
       D is a factor for weight 2  (BodyWeight bit)
       C is a factor for weight 4  (TitleWeight bit)
       B is a factor for weight 8  (KeywordWeight bit)
       A is a factor for weight 16 (DescWeight bit)
         

例: UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR=00001 は、URL のみを検索します。 UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR=00100 は、Title のみを検索します。 UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR=11100 は、Title, Keywords, Desctription を 検索しますが、URL と Body は検索しません。
UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR=F9421 は、次の検索を行います。
        Description with factor 15  (F hex)
        Keywords with factor 9
        Title with factor  4
        Body with factor 2
        URL with factor 1
         

UDM_PARAM_WEIGHT_FACTOR 変数が省略された場合、元の重みの値は ソート結果から引き出されます。上記で指定した重み設定の場合、 ドキュメントの Description は、最大重み 16 を有するドキュメントの description を意味します。
UDM_PARAM_WORD_MATCH - 単語にマッチ。このパラメータを単語検索型を 選択する際に使用可能です。この機能は、"single" および "multi" モードで SQL データベースおよび組み込みのデータベースを使用する 場合にのみ動作します。この機能は、cachemode および
他のモードでは 動作しません。これは、これらのモードが単語 CRC を使用しており、 部分文字列検索をサポートしていないからです。 利用可能な値は次のようになります。 UDM_MATCH_BEGIN - 単語の始めにマッチ UDM_MATCH_END - 単語の終りにマッチ
UDM_MATCH_WORD - 単語全体にマッチ UDM_MATCH_SUBSTR - 単語の部分文字列にマッチ
UDM_PARAM_MIN_WORD_LEN - 単語の最短長を定義します。 この制限より短い単語は、stopword とみなされます。このパラメータは その値自身も範囲に含むことに注意してください。つまり、 UDM_PARAM_MIN_WORD_LEN=3 の場合、3 文字の長さの単語は stopword と 見
なされませんが、2 文字の単語はstopwordとみなされます。 デフォルトは 1 です。
UDM_PARAM_ISPELL_PREFIXES - 利用可能な値は UDM_PREFIXES_ENABLED および UDM_PREFIXES_DISABLED で、それぞれプレフィックスの使用を有効あるいは 無効とします。例えば検索クエリに "tested" が含まれていた場合、 "test" や "testing" などといった単語も対象と
します。デフォルトでは このようなサフィックスのみがサポートされています。プレフィックスは しばしば単語の意味を変えてしまいます。たとえば、"tested" を検索した際の結果として "untested" が出てきてほしいと思う人は ほとんどいないでしょう。プレ
フィックスのサポートは、サイトの スペルチェックのために使用すると便利です。ispell を有効にするには、 udm_load_ispell_data() で ispell データを 読み込む必要があります。
UDM_PARAM_CROSS_WORDS - クロスワードのサポートを有効あるいは無効にします。 利用可能な値: UDM_CROSS_WORDS_ENABLED および UDM_CROSS_WORDS_DISABLED クロスワード機能により、<a href="xxx"> と </a> の間の 単語もリンク先ドキュメントに設定します。こ
れは SQL データベース モードで動作し、組み込みのデータベースやキャッシュモードでは 使用できません。
UDM_PARAM_VARDIR - 組み込みのデータベースやキャッシュモードを 使用する際に、インデクサがデータを保存するディレクトリへの パスを指定します。デフォルトでは、mnoGoSearch をインストールした ディレクトリの下の /var ディレクトリが 使用されます。
文字列値のみを指定可能です。

val

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 UDM_PARAM_VARDIR が追加されました。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: クロスワードは mnoGoSearch 3.1.11 以降でのみサポートされています。

目次
udm_add_search_limit — 種々の検索の制約を設定する
udm_alloc_agent_array — mnoGoSearch セッションを割り当てる
udm_alloc_agent — mnoGoSearch セッションを確保する
udm_api_version — mnoGoSearch API バージョンを取得する
udm_cat_list — 現在のカテゴリと同じレベルのカテゴリを全て取得する
udm_cat_path — 現在のカテゴリへのパスを取得する
udm_check_charset — 指定した charset が mnogosearch で認識されるかどうか調べる
udm_check_stored — 保存された接続を調べる
udm_clear_search_limits — mnoGoSearch 検索に関する全ての制約をクリアする
udm_close_stored — 保存した接続を閉じる
udm_crc32 — 指定した文字列の CRC32 チェックサムを計算する
udm_errno — mnoGoSearch エラー番号を取得する
udm_error — mnoGoSearch エラーメッセージを得る
udm_find — 検索を実行する
udm_free_agent — mnoGoSearch セッションを開放する
udm_free_ispell_data — ispell データ用に確保されたメモリを解放する
udm_free_res — mnoGoSearch 結果を開放する
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udm_get_doc_count — データベース内のドキュメントの総数を得る
udm_get_res_field — mnoGoSearch 結果フィールドを取得する
udm_get_res_param — mnoGoSearch 結果パラメータを取得する
udm_hash32 — 指定した文字列の Hash32 チェックサムを返す
udm_load_ispell_data — ispell データを読み込む
udm_open_stored — 保存した接続をオープンする
udm_set_agent_param — mnoGoSearch エージェントのセッションパラメータを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
mnoGoSearch 関数

udm_add_search_limit — 種々の検索の制約を設定する
udm_alloc_agent_array — mnoGoSearch セッションを割り当てる
udm_alloc_agent — mnoGoSearch セッションを確保する
udm_api_version — mnoGoSearch API バージョンを取得する
udm_cat_list — 現在のカテゴリと同じレベルのカテゴリを全て取得する
udm_cat_path — 現在のカテゴリへのパスを取得する
udm_check_charset — 指定した charset が mnogosearch で認識されるかどうか調べる
udm_check_stored — 保存された接続を調べる
udm_clear_search_limits — mnoGoSearch 検索に関する全ての制約をクリアする
udm_close_stored — 保存した接続を閉じる
udm_crc32 — 指定した文字列の CRC32 チェックサムを計算する
udm_errno — mnoGoSearch エラー番号を取得する
udm_error — mnoGoSearch エラーメッセージを得る
udm_find — 検索を実行する
udm_free_agent — mnoGoSearch セッションを開放する
udm_free_ispell_data — ispell データ用に確保されたメモリを解放する
udm_free_res — mnoGoSearch 結果を開放する
udm_get_doc_count — データベース内のドキュメントの総数を得る
udm_get_res_field — mnoGoSearch 結果フィールドを取得する
udm_get_res_param — mnoGoSearch 結果パラメータを取得する
udm_hash32 — 指定した文字列の Hash32 チェックサムを返す
udm_load_ispell_data — ispell データを読み込む
udm_open_stored — 保存した接続をオープンする
udm_set_agent_param — mnoGoSearch エージェントのセッションパラメータを設定する

Sphinx クライアント

導入
この拡張モジュールは、Sphinx サーチクライアントライブラリ用のバインディングです。 Sphinx はスタンドアロンのサーチエンジンです。 高速で動作し、大きなサイズにも対応した全文検索機能を他のアプリケーションに提供します。 Sphinx は、特に SQL データベースや
スクリプト言語との親和性を考慮した設計となっています。 Sphinx およびそのクライアントライブラリは、どちらも » 公式サイト から取得できます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PECL/sphinx は PHP 5.2.2 以降を必要とします。

http://sphinxsearch.com/
http://sphinxsearch.com/
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インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/sphinx

./configure で libsphinxclient のファイルをうまく見つけられない場合 (標準の場所以外にインストールした場合など) は、 ./configure --with-sphinx=$PREFIX のように指定しましょう。 $PREFIX は、libsphinxclient のインストール先です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SEARCHD_OK (integer)
SEARCHD_ERROR (integer)
SEARCHD_RETRY (integer)
SEARCHD_WARNING (integer)
SPH_MATCH_ALL (integer)
SPH_MATCH_ANY (integer)
SPH_MATCH_PHRASE (integer)
SPH_MATCH_BOOLEAN (integer)
SPH_MATCH_EXTENDED (integer)
SPH_MATCH_FULLSCAN (integer)
SPH_MATCH_EXTENDED2 (integer)
SPH_RANK_PROXIMITY_BM25 (integer)
SPH_RANK_BM25 (integer)
SPH_RANK_NONE (integer)
SPH_RANK_WORDCOUNT (integer)
SPH_SORT_RELEVANCE (integer)
SPH_SORT_ATTR_DESC (integer)
SPH_SORT_ATTR_ASC (integer)
SPH_SORT_TIME_SEGMENTS (integer)
SPH_SORT_EXTENDED (integer)
SPH_SORT_EXPR (integer)
SPH_FILTER_VALUES (integer)
SPH_FILTER_RANGE (integer)
SPH_FILTER_FLOATRANGE (integer)
SPH_ATTR_INTEGER (integer)
SPH_ATTR_TIMESTAMP (integer)
SPH_ATTR_ORDINAL (integer)
SPH_ATTR_BOOL (integer)
SPH_ATTR_FLOAT (integer)
SPH_ATTR_MULTI (integer)
SPH_GROUPBY_DAY (integer)
SPH_GROUPBY_WEEK (integer)
SPH_GROUPBY_MONTH (integer)
SPH_GROUPBY_YEAR (integer)
SPH_GROUPBY_ATTR (integer)
SPH_GROUPBY_ATTRPAIR (integer)

例
例1 基本的な使用例
<?php

$s = new SphinxClient;
$s->setServer("localhost", 6712);
$s->setMatchMode(SPH_MATCH_ANY);
$s->setMaxQueryTime(3);

$result = $s->query("test");

http://pecl.php.net/package/sphinx
http://pecl.php.net/package/sphinx
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var_dump($result);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(10) {
  ["error"]=>
  string(0) ""
  ["warning"]=>
  string(0) ""
  ["status"]=>
  int(0)
  ["fields"]=>
  array(3) {
    [0]=>
    string(7) "subject"
    [1]=>
    string(4) "body"
    [2]=>
    string(6) "author"
  }
  ["attrs"]=>
  array(0) {
  }
  ["matches"]=>
  array(1) {
    [3]=>
    array(2) {
      ["weight"]=>
      int(1)
      ["attrs"]=>
      array(0) {
      }
    }
  }
  ["total"]=>
  int(1)
  ["total_found"]=>
  int(1)
  ["time"]=>
  float(0)
  ["words"]=>
  array(1) {
    ["to"]=>
    array(2) {
      ["docs"]=>
      int(1)
      ["hits"]=>
      int(1)
    }
  }
}

SphinxClient クラス
導入
SphinxClient クラスは、Sphinx へのオブジェクト指向のインターフェイスを提供します。

クラス概要
SphinxClient {
/* メソッド */
public int addQuery ( string $query [, string $index = "*" [, string $comment = "" ]] )
public array buildExcerpts ( array $docs , string $index , string $words [, array $opts ] )
public array buildKeywords ( string $query , string $index , bool $hits )
public bool close ( void )
__construct ( void )
public string escapeString ( string $string )
public string getLastError ( void )
public string getLastWarning ( void )
public bool open ( void )
public array query ( string $query [, string $index = "*" [, string $comment = "" ]] )
public void resetFilters ( void )
public void resetGroupBy ( void )
public array runQueries ( void )
public bool setArrayResult ( bool $array_result = false )
public bool setConnectTimeout ( float $timeout )
public bool setFieldWeights ( array $weights )
public bool setFilter ( string $attribute , array $values [, bool $exclude = false ] )
public bool setFilterFloatRange ( string $attribute , float $min , float $max [, bool $exclude = false ] )
public bool setFilterRange ( string $attribute , int $min , int $max [, bool $exclude = false ] )
public bool setGeoAnchor ( string $attrlat , string $attrlong , float $latitude , float $longitude )
public bool setGroupBy ( string $attribute , int $func [, string $groupsort = "@group desc" ] )
public bool setGroupDistinct ( string $attribute )
public bool setIDRange ( int $min , int $max )
public bool setIndexWeights ( array $weights )
public bool setLimits ( int $offset , int $limit [, int $max_matches = 0 [, int $cutoff = 0 ]] )
public bool setMatchMode ( int $mode )
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public bool setMaxQueryTime ( int $qtime )
public bool setOverride ( string $attribute , int $type , array $values )
public bool setRankingMode ( int $ranker )
public bool setRetries ( int $count [, int $delay = 0 ] )
public bool setSelect ( string $clause )
public bool setServer ( string $server , int $port )
public bool setSortMode ( int $mode [, string $sortby ] )
public array status ( void )
public int updateAttributes ( string $index , array $attributes , array $values )
}

SphinxClient::addQuery
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::addQuery — マルチクエリバッチにクエリを追加する

説明

public int SphinxClient::addQuery ( string $query [, string $index = "*" [, string $comment = "" ]] )

現在の設定で、クエリをマルチクエリバッチに追加します。 このメソッドは現在の設定 (ソート、フィルタリング、グループ化など) には一切影響をおよぼしません。

パラメータ
query

クエリ文字列。
index

インデックス名。
comment

返り値

SphinxClient::runQueries が返す結果配列のインデックス、 あるいはエラー時に false を返します。

参考

SphinxClient::runQueries
SphinxClient::query

SphinxClient::buildExcerpts
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::buildExcerpts — テキストの抜粋を作成する

説明

public array SphinxClient::buildExcerpts ( array $docs , string $index , string $words [, array $opts ] )

searchd に接続し、指定したドキュメントの抜粋を作成するよう要求し、 その結果を返します。

パラメータ
docs

ドキュメントの内容を含む文字列の配列。
index

インデックスの名前。
words

強調させるキーワード。
opts

追加の強調オプション (以下を参照ください) の連想配列。
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強調オプション
オプション 説明

"before_match" マッチしたキーワードの前に挿入する文字列。デフォルトは "<b>"
"after_match" マッチしたキーワードの後に挿入する文字列。デフォルトは "</b>"
"chunk_separator" 抜粋部に挿入する文字列 (パッセージ)。デフォルトは " ... "
"limit" 抜粋部の最大サイズをシンボル (コードポイント) 単位で指定。デフォルトは 256
"around" マッチしたキーワードの前後にどれだけの単語を取り出すか。デフォルトは 5。
"exact_phrase" フレーズに完全に一致する部分のみを強調するか、それとも各キーワードに一致した部分を強調するか。 デフォルトは FALSE
"single_passage" 単一のもっともよいパッセージのみを取り出すかどうか。デフォルトは FALSE

返り値

成功した場合に抜粋部の配列、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::buildKeywords
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::buildKeywords — キーワードをクエリから抽出する

説明

public array SphinxClient::buildKeywords ( string $query , string $index , bool $hits )

query からキーワードを抽出します。 index で、トークナイザ設定 およびオプションでキーワード単位の出現統計情報を指定します。

パラメータ
query

キーワードを抽出するクエリ。
index

トークン化の設定とキーワード出現統計情報を取得するインデックス。
hits

キーワード統計情報の生成を有効/無効にするフラグ。

返り値

キーワード単位の情報を含む連想配列の配列を返します。

SphinxClient::close
(PECL sphinx >= 1.0.3)

SphinxClient::close — Closes previously opened persistent connection

説明

public bool SphinxClient::close ( void )

Closes previously opened persistent connection.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

変更履歴

PECL/sphinx バージョン 説明
1.0.3 Added SphinxClient::close(), available only if compiled with libsphinxclient >= 0.9.9.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

SphinxClient::open

SphinxClient::__construct
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::__construct — 新しい SphinxClient オブジェクトを作成する

説明

SphinxClient::__construct ( void )

新しい SphinxClient オブジェクトを作成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

SphinxClient::escapeString
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::escapeString — 特殊文字をエスケープする

説明

public string SphinxClient::escapeString ( string $string )

クエリ言語パーサが特殊文字を解釈する文字をエスケープします。

パラメータ
string

エスケープする文字列。

返り値

エスケープした文字列を返します。

SphinxClient::getLastError
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::getLastError — 直近のエラーメッセージを取得する

説明

public string SphinxClient::getLastError ( void )

直近のエラーメッセージ文字列を返します。直近の API コールでエラーが発生していない場合は空文字列を返します。 このメソッドはエラーメッセージをリセットしません。つまり複数回コールしても結果は変わりません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近のエラーメッセージを返します。 エラーが存在しない場合は空文字列を返します。

参考

SphinxClient::getLastWarning
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SphinxClient::getLastWarning
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::getLastWarning — 直近の警告を取得する

説明

public string SphinxClient::getLastWarning ( void )

直近の警告メッセージを返します。直近の API コールで警告が発生していない場合は空文字列を返します。 このメソッドは警告をリセットしません。つまり複数回コールしても結果は変わりません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の警告メッセージを返します。 警告が存在しない場合は空文字列を返します。

参考

SphinxClient::getLastError

SphinxClient::open
(PECL sphinx >= 1.0.3)

SphinxClient::open — Opens persistent connection to the server

説明

public bool SphinxClient::open ( void )

Opens persistent connection to the server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

変更履歴

PECL/sphinx バージョン 説明
1.0.3 Added SphinxClient::open(), available only if compiled with libsphinxclient >= 0.9.9.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::close

SphinxClient::query
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::query — Execute search query

説明

public array SphinxClient::query ( string $query [, string $index = "*" [, string $comment = "" ]] )

Connects to searchd server, runs the given search query with the current settings, obtains and returns the result set.
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パラメータ
query

Query string.

index

An index name (or names).

comment

返り値

On success, SphinxClient::query() returns a list of found matches and additional per-query statistics. The result set is a hash utilize other structures instead of hash) with the following keys and values:

Result set structure
Key Value description

"matches" An array with found document IDs as keys and their weight and attributes values as values
"total" Total number of matches found and retrieved (depends on your settings)
"total_found" Total number of found documents matching the query
"words" An array with words (case-folded and stemmed) as keys and per-word statistics as values
"error" Query error message reported by searchd
"warning" Query warning reported by searchd

参考

SphinxClient::runQueries
SphinxClient::addQuery

SphinxClient::resetFilters
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::resetFilters — Clear all filters

説明

public void SphinxClient::resetFilters ( void )

Clears all currently set filters. This call is normally required when using multi-queries. You might want to set different filters for different queries in the batch. To do that, you should call SphinxClient::resetFilters() and add new filters using the respective
calls.

返り値

値を返しません。

参考

SphinxClient::resetGroupBy

SphinxClient::resetGroupBy
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::resetGroupBy — Clear all group-by settings

説明

public void SphinxClient::resetGroupBy ( void )

Clears all currently group-by settings, and disables group-by. This call is normally required only when using multi-queries.

返り値

値を返しません。

参考
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SphinxClient::resetGroupBy

SphinxClient::runQueries
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::runQueries — Run a batch of search queries

説明

public array SphinxClient::runQueries ( void )

Connects to searchd, runs a batch of all queries added using SphinxClient::addQuery, obtains and returns the result sets.

返り値

Returns FALSE on failure and array of result sets on success.

参考

SphinxClient::addQuery
SphinxClient::query

SphinxClient::setArrayResult
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setArrayResult — Change the format of result set array

説明

public bool SphinxClient::setArrayResult ( bool $array_result = false )

Controls the format of search results set arrays (whether matches should be returned as an array or a hash).

パラメータ
array_result

If array_result is FALSE, matches are returned as a hash with document IDs as keys, and other information (weight, attributes) as values. If array_result is TRUE, matches are returned as a plain array with complete per-match information including
document IDs.

返り値

Always returns TRUE.

SphinxClient::setConnectTimeout
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setConnectTimeout — Set connection timeout

説明

public bool SphinxClient::setConnectTimeout ( float $timeout )

Sets connection timeout (in seconds) for searchd connection.

パラメータ
timeout

Timeout in seconds.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

SphinxClient::setMaxQueryTime

SphinxClient::setFieldWeights
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setFieldWeights — Set field weights

説明

public bool SphinxClient::setFieldWeights ( array $weights )

Binds per-field weights by name.

Match ranking can be affected by per-field weights. See » Sphinx documentation for an explanation on how phrase proximity ranking is affected. This call lets you specify non-default weights for full-text fields.

The weights must be positive 32-bit integers, so be careful not to hit 32-bit integer maximum. The final weight is a 32-bit integer too. Default weight value is 1. Unknown field names are silently ignored.

パラメータ
weights

Associative array of field names and field weights.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setIndexWeights

SphinxClient::setFilter
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setFilter — Add new integer values set filter

説明

public bool SphinxClient::setFilter ( string $attribute , array $values [, bool $exclude = false ] )

Adds new integer values set filter to the existing list of filters.

パラメータ
attribute

An attribute name.

values

Plain array of integer values.

exclude

If set to TRUE, matching documents are excluded from the result set.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setFilterFloatRange
SphinxClient::setFilterRange
SphinxClient::resetFilters

http://sphinxsearch.com/
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SphinxClient::setFilterFloatRange
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setFilterFloatRange — Add new float range filter

説明

public bool SphinxClient::setFilterFloatRange ( string $attribute , float $min , float $max [, bool $exclude = false ] )

Adds new float range filter to the existing list of filters. Only those documents which have attribute value stored in the index between min and max (including values that are exactly equal to min or max) will be matched (or rejected, if exclude is TRUE).

パラメータ
attribute

An attribute name.

min

Minimum value.

max

Maximum value.

exclude

If set to TRUE, matching documents are excluded from the result set.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setFilterRange
SphinxClient::setFilter
SphinxClient::resetFilters

SphinxClient::setFilterRange
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setFilterRange — Add new integer range filter

説明

public bool SphinxClient::setFilterRange ( string $attribute , int $min , int $max [, bool $exclude = false ] )

Adds new integer range filter to the existing list of filters. Only those documents which have attribute value stored in the index between min and max (including values that are exactly equal to min or max) will be matched (or rejected, if exclude is TRUE).

パラメータ
attribute

An attribute name.

min

Minimum value.

max

Maximum value.

exclude

If set to TRUE, matching documents are excluded from the result set.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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SphinxClient::setFilterFloatRange
SphinxClient::setFilter
SphinxClient::resetFilters

SphinxClient::setGeoAnchor
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setGeoAnchor — Set anchor point for a geosphere distance calculations

説明

public bool SphinxClient::setGeoAnchor ( string $attrlat , string $attrlong , float $latitude , float $longitude )

Sets anchor point for a geosphere distance (geodistance) calculations and enables them.

Once an anchor point is set, you can use magic "@geodist" attribute name in your filters and/or sorting expressions.

パラメータ
attrlat

Name of a latitude attribute.

attrlong

Name of a longitude attribute.

latitude

Anchor latitude in radians.

longitude

Anchor longitude in radians.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setFilterFloatRange
SphinxClient::setFilterRange
SphinxClient::setFilter
SphinxClient::resetFilters

SphinxClient::setGroupBy
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setGroupBy — Set grouping attribute

説明

public bool SphinxClient::setGroupBy ( string $attribute , int $func [, string $groupsort = "@group desc" ] )

Sets grouping attribute, function, and group sorting mode, and enables grouping.

Grouping feature is very similar to GROUP BY clause in SQL. Results produced by this function call are going to be the same as produced by the following pseudo code: SELECT ... GROUP BY $func($attribute) ORDER BY $groupsort.

パラメータ
attribute

A string containing group-by attribute name.

func

Constant, which sets a function applied to the attribute value in order to compute group-by key.

groupsort

An optional clause controlling how the groups are sorted.
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::resetGroupBy
SphinxClient::setSortMode
SphinxClient::setGroupDistinct

SphinxClient::setGroupDistinct
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setGroupDistinct — Set attribute name for per-group distinct values count calculations

説明

public bool SphinxClient::setGroupDistinct ( string $attribute )

Sets attribute name for per-group distinct values count calculations. Only available for grouping queries. For each group, all values of attribute will be stored, then the amount of distinct values will be calculated and returned to the client. This feature is
similar to COUNT(DISTINCT) clause in SQL.

パラメータ
attribute

A string containing group-by attribute name.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setSortMode
SphinxClient::setGroupBy
SphinxClient::resetGroupBy

SphinxClient::setIDRange
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setIDRange — Set a range of accepted document IDs

説明

public bool SphinxClient::setIDRange ( int $min , int $max )

Sets an accepted range of document IDs. Default range is from 0 to 0, i.e. no limit. Only those records that have document ID between min and max (including IDs exactly equal to min or max) will be matched.

パラメータ
min

Minimum ID value.

max

Maximum ID value.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::setIndexWeights
(PECL sphinx >= 0.1.0)
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SphinxClient::setIndexWeights — Set per-index weights

説明

public bool SphinxClient::setIndexWeights ( array $weights )

Sets per-index weights and enables weighted summing of match weights across different indexes.

パラメータ
weights

An associative array mapping string index names to integer weights. Default is empty array, i.e. weighting summing is disabled.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::setLimits
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setLimits — Set offset and limit of the result set

説明

public bool SphinxClient::setLimits ( int $offset , int $limit [, int $max_matches = 0 [, int $cutoff = 0 ]] )

Sets offset into server-side result set and amount of matches to return to client starting from that offset (limit). Can additionally control maximum server-side result set size for current query (max_matches) and the threshold amount of matches to stop
searching at (cutoff).

パラメータ
offset

Result set offset.

limit

Amount of matches to return.

max_matches

Controls how much matches searchd will keep in RAM while searching.

cutoff

Used for advanced performance control. It tells searchd to forcibly stop search query once cutoff matches have been found and processed.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::setMatchMode
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setMatchMode — Set full-text query matching mode

説明

public bool SphinxClient::setMatchMode ( int $mode )

Sets full-text query matching mode. mode is one of the constants listed below.

Match modes
Constant Description

SPH_MATCH_ALL Match all query words (default mode).
SPH_MATCH_ANY Match any of query words.
SPH_MATCH_PHRASE Match query as a phrase, requiring perfect match.
SPH_MATCH_BOOLEAN Match query as a boolean expression.
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SPH_MATCH_EXTENDED Match query as an expression in Sphinx internal query language.
SPH_MATCH_FULLSCAN Enables fullscan.
SPH_MATCH_EXTENDED2 The same as SPH_MATCH_EXTENDED plus ranking and quorum searching support.

パラメータ
mode

Matching mode.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setRankingMode
SphinxClient::setSortMode

SphinxClient::setMaxQueryTime
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setMaxQueryTime — Set maximum query time

説明

public bool SphinxClient::setMaxQueryTime ( int $qtime )

Sets maximum search query time.

パラメータ
qtime

Maximum query time, in milliseconds. It must be a non-negative integer. Default value is 0, i.e. no limit.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setMaxQueryTime

SphinxClient::setOverride
(PECL sphinx >= 1.0.3)

SphinxClient::setOverride — Sets temporary per-document attribute value overrides

説明

public bool SphinxClient::setOverride ( string $attribute , int $type , array $values )

Sets temporary (per-query) per-document attribute value overrides. Override feature lets you "temporary" update attribute values for some documents within a single query, leaving all other queries unaffected. This might be useful for personalized data

パラメータ
attribute

An attribute name.

type

An attribute type. Only supports scalar attributes.

values

Array of attribute values that maps document IDs to overridden attribute values.
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変更履歴

PECL/sphinx バージョン 説明
1.0.3 Added SphinxClient::setOverride(), available only if compiled with libsphinxclient >= 0.9.9.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::setRankingMode
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setRankingMode — Set ranking mode

説明

public bool SphinxClient::setRankingMode ( int $ranker )

Sets ranking mode. Only available in SPH_MATCH_EXTENDED2 matching mode.

Ranking modes
Constant Description

SPH_RANK_PROXIMITY_BM25 Default ranking mode which uses both proximity and BM25 ranking.
SPH_RANK_BM25 Statistical ranking mode which uses BM25 ranking only (similar to most of other full-text engines). This mode is faster, but may result in worse quality on queries which contain more than 1 keyword.
SPH_RANK_NONE Disables ranking. This mode is the fastest. It is essentially equivalent to boolean searching, a weight of 1 is assigned to all matches.

パラメータ
ranker

Ranking mode.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setMatchMode

SphinxClient::setRetries
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setRetries — Set retry count and delay

説明

public bool SphinxClient::setRetries ( int $count [, int $delay = 0 ] )

Sets distributed retry count and delay.

On temporary failures searchd will attempt up to count retries per agent. delay is the delay between the retries, in milliseconds. Retries are disabled by default. Note that this call will not make the API itself retry on temporary failure; it only tells searchd to
do so.

パラメータ
count

Number of retries.

delay

Delay between retries, in milliseconds.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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SphinxClient::setSelect
(PECL sphinx >= 1.0.1)

SphinxClient::setSelect — Set select clause

説明

public bool SphinxClient::setSelect ( string $clause )

Sets the select clause, listing specific attributes to fetch, and expressions to compute and fetch.

パラメータ
clause

SQL-like clause.

変更履歴

PECL/sphinx バージョン 説明
1.0.1 Added SphinxClient::setSelect(), available only if compiled with libsphinxclient >= 0.9.9.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::setServer
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setServer — Set searchd host and port

説明

public bool SphinxClient::setServer ( string $server , int $port )

Sets searchd host name and TCP port. All subsequent requests will use the new host and port settings. Default host and port are 'localhost' and 3312, respectively.

パラメータ
server

IP or hostname.

port

Port number.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SphinxClient::setSortMode
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::setSortMode — Set matches sorting mode

説明

public bool SphinxClient::setSortMode ( int $mode [, string $sortby ] )

Sets matches sorting mode. See available modes below.

Sorting modes
Constant Description
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SPH_SORT_RELEVANCE Sort by relevance in descending order (best matches first).
SPH_SORT_ATTR_DESC Sort by an attribute in descending order (bigger attribute values first).
SPH_SORT_ATTR_ASC Sort by an attribute in ascending order (smaller attribute values first).
SPH_SORT_TIME_SEGMENTS Sort by time segments (last hour/day/week/month) in descending order, and then by relevance in descending order.
SPH_SORT_EXTENDED Sort by SQL-like combination of columns in ASC/DESC order.
SPH_SORT_EXPR Sort by an arithmetic expression.

パラメータ
mode

Sorting mode.

sortby

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

SphinxClient::setMatchMode
SphinxClient::setSortMode

SphinxClient::status
(PECL sphinx >= 1.0.3)

SphinxClient::status — Queries searchd status

説明

public array SphinxClient::status ( void )

Queries searchd status, and returns an array of status variable name and value pairs.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

変更履歴

PECL/sphinx バージョン 説明
1.0.3 Added SphinxClient::status(), available only if compiled with libsphinxclient >= 0.9.9.

返り値

Returns an associative array of search server statistics失敗した場合に FALSE を返します.

SphinxClient::updateAttributes
(PECL sphinx >= 0.1.0)

SphinxClient::updateAttributes — Update document attributes

説明

public int SphinxClient::updateAttributes ( string $index , array $attributes , array $values )

Instantly updates given attribute values in given documents.

パラメータ
index

Name of the index (or indexes) to be updated.

attributes
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Array of attribute names, listing attributes that are updated.

values

Associative array containing document IDs as keys and array of attribute values as values.

返り値

Returns number of actually updated documents (0 or more) on success, or FALSE on failure.

目次
SphinxClient::addQuery — マルチクエリバッチにクエリを追加する
SphinxClient::buildExcerpts — テキストの抜粋を作成する
SphinxClient::buildKeywords — キーワードをクエリから抽出する
SphinxClient::close — Closes previously opened persistent connection
SphinxClient::__construct — 新しい SphinxClient オブジェクトを作成する
SphinxClient::escapeString — 特殊文字をエスケープする
SphinxClient::getLastError — 直近のエラーメッセージを取得する
SphinxClient::getLastWarning — 直近の警告を取得する
SphinxClient::open — Opens persistent connection to the server
SphinxClient::query — Execute search query
SphinxClient::resetFilters — Clear all filters
SphinxClient::resetGroupBy — Clear all group-by settings
SphinxClient::runQueries — Run a batch of search queries
SphinxClient::setArrayResult — Change the format of result set array
SphinxClient::setConnectTimeout — Set connection timeout
SphinxClient::setFieldWeights — Set field weights
SphinxClient::setFilter — Add new integer values set filter
SphinxClient::setFilterFloatRange — Add new float range filter
SphinxClient::setFilterRange — Add new integer range filter
SphinxClient::setGeoAnchor — Set anchor point for a geosphere distance calculations
SphinxClient::setGroupBy — Set grouping attribute
SphinxClient::setGroupDistinct — Set attribute name for per-group distinct values count calculations
SphinxClient::setIDRange — Set a range of accepted document IDs
SphinxClient::setIndexWeights — Set per-index weights
SphinxClient::setLimits — Set offset and limit of the result set
SphinxClient::setMatchMode — Set full-text query matching mode
SphinxClient::setMaxQueryTime — Set maximum query time
SphinxClient::setOverride — Sets temporary per-document attribute value overrides
SphinxClient::setRankingMode — Set ranking mode
SphinxClient::setRetries — Set retry count and delay
SphinxClient::setSelect — Set select clause
SphinxClient::setServer — Set searchd host and port
SphinxClient::setSortMode — Set matches sorting mode
SphinxClient::status — Queries searchd status
SphinxClient::updateAttributes — Update document attributes

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
SphinxClient — SphinxClient クラス

SphinxClient::addQuery — マルチクエリバッチにクエリを追加する
SphinxClient::buildExcerpts — テキストの抜粋を作成する
SphinxClient::buildKeywords — キーワードをクエリから抽出する
SphinxClient::close — Closes previously opened persistent connection
SphinxClient::__construct — 新しい SphinxClient オブジェクトを作成する
SphinxClient::escapeString — 特殊文字をエスケープする
SphinxClient::getLastError — 直近のエラーメッセージを取得する
SphinxClient::getLastWarning — 直近の警告を取得する
SphinxClient::open — Opens persistent connection to the server
SphinxClient::query — Execute search query
SphinxClient::resetFilters — Clear all filters
SphinxClient::resetGroupBy — Clear all group-by settings
SphinxClient::runQueries — Run a batch of search queries
SphinxClient::setArrayResult — Change the format of result set array
SphinxClient::setConnectTimeout — Set connection timeout
SphinxClient::setFieldWeights — Set field weights
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SphinxClient::setFilter — Add new integer values set filter
SphinxClient::setFilterFloatRange — Add new float range filter
SphinxClient::setFilterRange — Add new integer range filter
SphinxClient::setGeoAnchor — Set anchor point for a geosphere distance calculations
SphinxClient::setGroupBy — Set grouping attribute
SphinxClient::setGroupDistinct — Set attribute name for per-group distinct values count calculations
SphinxClient::setIDRange — Set a range of accepted document IDs
SphinxClient::setIndexWeights — Set per-index weights
SphinxClient::setLimits — Set offset and limit of the result set
SphinxClient::setMatchMode — Set full-text query matching mode
SphinxClient::setMaxQueryTime — Set maximum query time
SphinxClient::setOverride — Sets temporary per-document attribute value overrides
SphinxClient::setRankingMode — Set ranking mode
SphinxClient::setRetries — Set retry count and delay
SphinxClient::setSelect — Set select clause
SphinxClient::setServer — Set searchd host and port
SphinxClient::setSortMode — Set matches sorting mode
SphinxClient::status — Queries searchd status
SphinxClient::updateAttributes — Update document attributes

Swish インデックス

導入
swish 拡張モジュールは、Swish-e API 用のバインディングを提供します。 Swish-e は "Simple Web Indexing System for Humans - Enhanced" を略したもので、オープンソースのインデックス作成/検索システムです。 Swish-e 自体のライセンスは GPL ですが、Swish-e
ソースコードの URL にあるように、アプリケーションからそのライブラリにリンクすることができます。 » http://swish-e.org を参照ください。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PECL/swish は、PHP 5.1.3 以降で動作します。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/swish.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://swish-e.org/
http://pecl.php.net/package/swish
http://pecl.php.net/package/swish
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Swish::META_TYPE_UNDEF (integer)
Swish::META_TYPE_STRING (integer)
Swish::META_TYPE_ULONG (integer)
Swish::META_TYPE_DATE (integer)
Swish::IN_FILE_BIT (integer)
Swish::IN_TITLE_BIT (integer)
Swish::IN_HEAD_BIT (integer)
Swish::IN_BODY_BIT (integer)
Swish::IN_COMMENTS_BIT (integer)
Swish::IN_HEADER_BIT (integer)
Swish::IN_EMPHASIZED_BIT (integer)
Swish::IN_META_BIT (integer)
Swish::IN_FILE (integer)
Swish::IN_TITLE (integer)
Swish::IN_HEAD (integer)
Swish::IN_BODY (integer)
Swish::IN_COMMENTS (integer)
Swish::IN_HEADER (integer)
Swish::IN_EMPHASIZED (integer)
Swish::IN_META (integer)
Swish::IN_ALL (integer)

例
目次

基本的な使用法

基本的な使用法
例1 基本的な検索クエリ
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $results = $swish->query("test OR text");

    echo "Found ", $results->hits, " results\n";
    while ($result = $results->nextResult()) {
        var_dump($result);
        break; //break after the first result
    }

} catch (SwishException $e) {
    echo "Error: ", $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Found 9 results
object(SwishResult)#3 (8) {
  ["swishreccount"]=>
  int(1)
  ["swishrank"]=>
  int(1000)
  ["swishfilenum"]=>
  int(10)
  ["swishdbfile"]=>
  string(13) "index.swish-e"
  ["swishdocpath"]=>
  string(23) "README.SUBMITTING_PATCH"
  ["swishtitle"]=>
  NULL
  ["swishdocsize"]=>
  int(4557)
  ["swishlastmodified"]=>
  int(1072136752)
}

Swish 関数
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Swish::__construct
(PECL swish >= 0.1.0)

Swish::__construct — Swish オブジェクトを作成する

説明

void Swish::__construct ( string $index_names )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
index_names

空白で区切られた、インデックスファイルの一覧。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。

例

例1 Swish::__construct() の例
<?php

try {
    $swish = new Swish("index1 index2");
} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

foreach ($swish->indexes as $index) {
    var_dump($index["name"]);
    var_dump($index["headers"]["Total Words"]);
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(6) "index1"
int(1888)
string(6) "index2"
int(2429)

Swish->getMetaList
(PECL swish >= 0.1.0)

Swish->getMetaList — このインデックスのメタエントリ一覧を取得する

説明

array Swish->getMetaList ( string $index_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
index_name

インデックスファイルの名前。

返り値

指定したインデックスのメタエントリの配列を返します。

例
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例1 基本的な Swish->getMetaList() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    var_dump($swish->getMetaList("index.swish-e"));

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  array(3) {
    ["Name"]=>
    string(12) "swishdefault"
    ["Type"]=>
    int(0)
    ["ID"]=>
    int(1)
  }
}

Swish->getPropertyList
(PECL swish >= 0.1.0)

Swish->getPropertyList — このインデックスのプロパティ一覧を取得する

説明

array Swish->getPropertyList ( string $index_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
index_name

インデックスファイルの名前。

返り値

指定したインデックスのプロパティ一覧を配列で返します。

例

例1 基本的な Swish->getPropertyList() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $properties = $swish->getPropertyList("index.swish-e");
    foreach ($properties as $prop) {
        echo $prop["Name"],"\n";
    }

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
swishreccount
swishrank
swishfilenum
swishdbfile
swishdocpath
swishtitle
swishdocsize
swishlastmodified

Swish->prepare
(PECL swish >= 0.1.0)

Swish->prepare — 検索クエリを準備する
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説明

object Swish->prepare ([ string $query ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

準備した検索オブジェクトを返します。 後でこれを使用して何度でもクエリを実行することができます。

パラメータ
query

オプションのクエリ文字列。クエリは、SwishSearch->execute() メソッドで設定することもできます。

返り値

SwishSearch オブジェクトを返します。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。

例

例1 基本的な Swish->prepare() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare("search query");
    $results = $search->execute();
    echo "Found: ", $results->hits, " hits\n";

    $results = $search->execute("new search");

    echo "Found: ", $results->hits, " hits\n";
} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Found: 2 hits
Found: 5 hits

Swish->query
(PECL swish >= 0.1.0)

Swish->query — クエリを実行し、結果オブジェクトを返す

説明

object Swish->query ( string $query )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

デフォルトのパラメータで検索を行うためのお手軽なメソッドです。

パラメータ
query

クエリ文字列。

返り値

SwishResults オブジェクトを返します。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。
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例

例1 基本的な Swish->query() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $results = $swish->query("test query");

    echo "Found: ", $results->hits, " hits\n";

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Found: 1 hits

SwishResult->getMetaList
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishResult->getMetaList — メタエントリの一覧を取得する

説明

array SwishResult->getMetaList ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

返り値

swish->getmetalist() と同じ配列を返しますが、結果ハンドルからのインデックスファイルを使用します。

SwishResult->stem
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishResult->stem — 指定した単語の語幹を取得する

説明

array SwishResult->stem ( string $word )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

インデックス化の際に使用したファジーモードにもとづいて、 単語の語幹を取得します。各結果オブジェクトはインデックスにリンクされるので、 結果はこのインデックスに基づくものとなります。

パラメータ
word

取り除く単語。

返り値

単語の活用形を取り除いた配列を返します (通常はひとつだけです)。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。

例

例1 基本的な SwishResult->stem() の例
<?php

try {



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

    $swish = new Swish("ext/swish/tests/index.swish-e");
    $results = $swish->query("testing OR others");

    if ($result = $results->nextResult()) {
        var_dump($result->stem("testing")); // この結果は、インデックスで使用している stemmer に依存します
        var_dump($result->stem("others"));
    }

} catch (SwishException $e) {
    echo "Error: ", $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  string(4) "test"
}
array(1) {
  [0]=>
  string(5) "other"
}

SwishResults->getParsedWords
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishResults->getParsedWords — パースされた単語の配列を取得する

説明

array SwishResults->getParsedWords ( string $index_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
indexi_name

Swish オブジェクトを初期化する際に使用するインデックスの名前。

返り値

パースされた単語からストップワードを取り除いた配列を返します。 パースされた単語の一覧は、結果の中で検索語句を強調させるのに便利です。

例

例1 基本的な SwishResults->getParsedWords() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $results = $swish->query("'some characters' and numbers");

    var_dump($results->getParsedWords("index.swish-e"));
    var_dump($results->indexes[0]['parsed_words']); // 同じ結果を別の方法で得ます
} catch (SwishException $e) {
    echo "Error: ", $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  [0]=>
  string(4) "some"
  [1]=>
  string(10) "characters"
  [2]=>
  string(3) "and"
  [3]=>
  string(7) "numbers"
}
array(4) {
  [0]=>
  string(4) "some"
  [1]=>
  string(10) "characters"
  [2]=>
  string(3) "and"
  [3]=>
  string(7) "numbers"
}
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SwishResults->getRemovedStopwords
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishResults->getRemovedStopwords — クエリから削除したストップワードの配列を取得する

説明

array SwishResults->getRemovedStopwords ( string $index_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
index_name

Swish オブジェクトの初期化に使用するインデックスの名前。

返り値

クエリから取り除かれたストップワードの配列を返します。

SwishResults->nextResult
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishResults->nextResult — 次の検索結果を取得する

説明

object SwishResults->nextResult ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

返り値

結果セットから、次の SwishResult オブジェクトを返します。 もう結果がない場合に FALSE を返します。

例

例1 基本的な SwishResults->nextResult() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("lost");
    while($result = $results->nextResult()) {
        /* 結果オブジェクトで何かを行います */
    }

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

SwishResults->seekResult
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishResults->seekResult — 現在のシークポインタを指定した位置に設定する

説明

int SwishResults->seekResult ( int $position )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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パラメータ
position

ゼロから始まる位置番号。ゼロより小さくすることはできません。

返り値

成功した場合に新しい位置を返します。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。

例

例1 基本的な SwishResults->seekResult() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("lost");

    var_dump($results->seekResult(0)); // これは成功します
    var_dump($results->seekResult(100)); // これは失敗します
} catch (SwishException $e) {
    echo "Error: ", $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(0)
Error: No more results

SwishSearch->execute
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishSearch->execute — 検索を実行し、結果を取得する

説明

object SwishSearch->execute ([ string $query ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

検索オブジェクトに設定したパラメータにもとづいて、 インデックスファイルを検索します。

パラメータ
query

クエリ文字列はオプションパラメータです。 Swish->prepare() メソッドで設定することもできます。クエリ文字列は 実行した後もそのまま残ります。 つまり、一度設定した内容で複数回検索を行うことができます。

返り値

SwishResults オブジェクトを返します。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。

例

例1 基本的な SwishSearch->execute() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("query");
    echo "First query found: ", $results->hits, " hits\n";
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    $results = $search->execute("new OR query");
    echo "Second query found: ", $results->hits, " hits\n";

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
First query found: 2 hits
Second query found: 12 hits

SwishSearch->resetLimit
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishSearch->resetLimit — 検索の制限をリセットする

説明

void SwishSearch->resetLimit ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SwishSearch->setLimit で設定した検索の制限をリセットします。

返り値

値を返しません。

例

例1 基本的な SwishSearch->resetLimit() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("time");
    echo "First query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $search->setLimit("swishdocsize", "3000", "6000"); // ドキュメントの大きさを 3000 バイトから 6000 バイトまでに制限します
    $results = $search->execute("time");
    echo "Second query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $search->resetLimit();
    $results = $search->execute("time");
    echo "Third query found: ", $results->hits, " hits\n";

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
First query found: 5 hits
Second query found: 2 hits
Third query found: 5 hits

SwishSearch->setLimit
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishSearch->setLimit — 検索の限界を設定する

説明

void SwishSearch->setLimit ( string $property , string $low , string $high )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
property
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検索結果のプロパティ名。
low

プロパティの最小値。
high

プロパティの最大値。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

エラー時に SwishException をスローします。

例

例1 基本的な SwishSearch->setLimit() の例
<?php
try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("time");
    echo "First query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $i = 0;
    while($result = $results->nextResult()) {
        echo "Hit #", ++$i, " - ", $result->swishdocsize, " bytes\n";
    }

    $search->setLimit("swishdocsize", "3000", "6000"); // ドキュメントのサイズを 3000 バイトから 6000 バイトまでに制限します
    $results = $search->execute("time");
    echo "Second query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $i = 0;
    while($result = $results->nextResult()) {
        echo "Hit #", ++$i, " - ", $result->swishdocsize, " bytes\n";
    }

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
First query found: 5 hits
Hit #1 - 4261 bytes
Hit #2 - 37937 bytes
Hit #3 - 7126 bytes
Hit #4 - 15427 bytes
Hit #5 - 4768 bytes
Second query found: 2 hits
Hit #1 - 4261 bytes
Hit #2 - 4768 bytes

SwishSearch->setPhraseDelimiter
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishSearch->setPhraseDelimiter — フレーズの区切り文字を設定する

説明

void SwishSearch->setPhraseDelimiter ( string $delimiter )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
delimiter

フレーズの区切り文字。デフォルトの区切り文字はダブルクォートです。

返り値

値を返しません。

例
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例1 基本的な SwishSearch->setPhraseDelimiter() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute('"every time"'); // "every time" を検索します
    echo "First query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $search->setPhraseDelimiter("'");
    $results = $search->execute("'every time'"); // 同じクエリですが、別の区切り文字を使用します
    echo "Second query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $search->setPhraseDelimiter('"');
    $results = $search->execute("'every time'"); // "every" および "time" を検索します
    echo "Third query found: ", $results->hits, " hits\n";

    //let's look at parsed words
    var_dump($results->getParsedWords("index.swish-e"));

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
First query found: 1 hits
Second query found: 1 hits
Third query found: 2 hits
array(2) {
  [0]=>
  string(5) "every"
  [1]=>
  string(4) "time"
}

SwishSearch->setSort
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishSearch->setSort — 並び順を設定する

説明

void SwishSearch->setSort ( string $sort )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
sort

結果の並び順は、プロパティ名とソート方向 ("asc" あるいは "desc") を組み合わせた文字列で指定します。 たとえば "swishrank desc"、"swishdocpath asc"、"swishtitle asc"、 "swishdocsize desc"、"swishlastmodified desc" などです。

返り値

値を返しません。

例

例1 基本的な SwishSearch->setSort() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("time");
    echo "First query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $i = 0;
    while($result = $results->nextResult()) {
        echo "Hit #", ++$i, " - ", $result->swishdocsize, " bytes\n";
    }

    $search->setSort("swishdocsize desc"); // ドキュメントのサイズで並べ替えます
    $results = $search->execute("time");
    echo "Second query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $i = 0;
    while($result = $results->nextResult()) {
        echo "Hit #", ++$i, " - ", $result->swishdocsize, " bytes\n";
    }

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}
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?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
First query found: 5 hits
Hit #1 - 4261 bytes
Hit #2 - 37937 bytes
Hit #3 - 7126 bytes
Hit #4 - 15427 bytes
Hit #5 - 4768 bytes
Second query found: 5 hits
Hit #1 - 37937 bytes
Hit #2 - 15427 bytes
Hit #3 - 7126 bytes
Hit #4 - 4768 bytes
Hit #5 - 4261 bytes

SwishSearch->setStructure
(PECL swish >= 0.1.0)

SwishSearch->setStructure — 検索オブジェクトの構造フラグを設定する

説明

void SwishSearch->setStructure ( int $structure )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
structure

構造フラグはビットマスクで表され、HTML ドキュメントの特定の部分 (title、meta、body など) に検索対象を絞り込みます。 指定できる値の一覧を以下に示します。複数の値を組み合わせるには、 論理 OR 演算子を使用します。以下に例を示します。

Swish::IN_FILE

Swish::IN_TITLE

Swish::IN_HEAD

Swish::IN_BODY

Swish::IN_COMMENTS

Swish::IN_HEADER

Swish::IN_EMPHASIZED

Swish::IN_META

返り値

値を返しません。

例

例1 基本的な SwishSearch->setStructure() の例
<?php

try {

    $swish = new Swish("index.swish-e");
    $search = $swish->prepare();

    $results = $search->execute("time");
    echo "First query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $search->setStructure(Swish::IN_TITLE|Swish::IN_HEAD); // title および head を検索します
    $results = $search->execute("time");
    echo "Second query found: ", $results->hits, " hits\n";

    $search->setStructure(Swish::IN_ALL); // ドキュメント全体を検索します。デフォルト値です
    $results = $search->execute("time");
    echo "Third query found: ", $results->hits, " hits\n";

} catch (SwishException $e) {
    echo $e->getMessage(), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
First query found: 5 hits
Second query found: 0 hits
Third query found: 5 hits
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目次
Swish::__construct — Swish オブジェクトを作成する
Swish->getMetaList — このインデックスのメタエントリ一覧を取得する
Swish->getPropertyList — このインデックスのプロパティ一覧を取得する
Swish->prepare — 検索クエリを準備する
Swish->query — クエリを実行し、結果オブジェクトを返す
SwishResult->getMetaList — メタエントリの一覧を取得する
SwishResult->stem — 指定した単語の語幹を取得する
SwishResults->getParsedWords — パースされた単語の配列を取得する
SwishResults->getRemovedStopwords — クエリから削除したストップワードの配列を取得する
SwishResults->nextResult — 次の検索結果を取得する
SwishResults->seekResult — 現在のシークポインタを指定した位置に設定する
SwishSearch->execute — 検索を実行し、結果を取得する
SwishSearch->resetLimit — 検索の制限をリセットする
SwishSearch->setLimit — 検索の限界を設定する
SwishSearch->setPhraseDelimiter — フレーズの区切り文字を設定する
SwishSearch->setSort — 並び順を設定する
SwishSearch->setStructure — 検索オブジェクトの構造フラグを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な使用法
Swish 関数

Swish::__construct — Swish オブジェクトを作成する
Swish->getMetaList — このインデックスのメタエントリ一覧を取得する
Swish->getPropertyList — このインデックスのプロパティ一覧を取得する
Swish->prepare — 検索クエリを準備する
Swish->query — クエリを実行し、結果オブジェクトを返す
SwishResult->getMetaList — メタエントリの一覧を取得する
SwishResult->stem — 指定した単語の語幹を取得する
SwishResults->getParsedWords — パースされた単語の配列を取得する
SwishResults->getRemovedStopwords — クエリから削除したストップワードの配列を取得する
SwishResults->nextResult — 次の検索結果を取得する
SwishResults->seekResult — 現在のシークポインタを指定した位置に設定する
SwishSearch->execute — 検索を実行し、結果を取得する
SwishSearch->resetLimit — 検索の制限をリセットする
SwishSearch->setLimit — 検索の限界を設定する
SwishSearch->setPhraseDelimiter — フレーズの区切り文字を設定する
SwishSearch->setSort — 並び順を設定する
SwishSearch->setStructure — 検索オブジェクトの構造フラグを設定する

Apache Solr

導入
The Solr extension allows you to communicate effectively with the Apache Solr server in PHP 5.

The Solr extension is an extremely fast, light-weight, feature-rich library that allows PHP developers to communicate effectively with Solr server instances.

It is compatible with both versions 1.3 and 1.4 of Apache Solr.

There are built-in tools to add documents and make updates to the solr server.

It also contains tools that allows you to build advanced queries to the server when searching for documents.

インストール/設定
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目次
要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PHP version 5.2.11 or later is required.

The libxml and curl extensions must also be enabled for the Apache Solr extension to be available.

libxml2 2.6.31 or later is required.

libcurl 7.18.0 or later is also required.

The above library versions are required and attempting to hack the code to make it compile is strongly discouraged. It will fail, possibly with errors that could be hard to debug

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/solr.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

注意:

The solr module can be compiled in debug mode by passing the --enable-solr-debug flag to configure

When building manually, be sure to include curl and libxml support within the build.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SOLR_MAJOR_VERSION (integer)
SOLR_MINOR_VERSION (integer)
SOLR_PATCH_VERSION (integer)
SOLR_EXTENSION_VERSION (string)

Solr 関数

solr_get_version
(PECL solr >= 0.9.1)

solr_get_version — Returns the current version of the Apache Solr extension

説明

http://pecl.php.net/package/solr
http://pecl.php.net/package/solr
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string solr_get_version ( void )

This function returns the current version of the extension as a string.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

It returns a string on success and FALSE on failure.

エラー / 例外

This function throws no errors or exceptions.

例

例1 solr_get_version() example

Any text that describes the purpose of the example, or what goes on in the example should be here.

<?php

$solr_version = solr_get_version();

print $solr_version;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

0.9.6

参考

SolrUtils::getSolrVersion() - Returns the current version of the Solr extension

目次
solr_get_version — Returns the current version of the Apache Solr extension

例
Examples of how to use the Apache Solr extension in PHP

例2 Contents of the BootStrap file

<?php

/* Domain name of the Solr server */
define('SOLR_SERVER_HOSTNAME', 'solr.example.com');

/* Whether or not to run in secure mode */
define('SOLR_SECURE', true);

/* HTTP Port to connection */
define('SOLR_SERVER_PORT', ((SOLR_SECURE) ? 8443 : 8983));

/* HTTP Basic Authentication Username */
define('SOLR_SERVER_USERNAME', 'admin');

/* HTTP Basic Authentication password */
define('SOLR_SERVER_PASSWORD', 'changeit');

/* HTTP connection timeout */
/* This is maximum time in seconds allowed for the http data transfer operation. Default value is 30 seconds */
define('SOLR_SERVER_TIMEOUT', 10);

/* File name to a PEM-formatted private key + private certificate (concatenated in that order) */
define('SOLR_SSL_CERT', 'certs/combo.pem');

/* File name to a PEM-formatted private certificate only */
define('SOLR_SSL_CERT_ONLY', 'certs/solr.crt');

/* File name to a PEM-formatted private key */
define('SOLR_SSL_KEY', 'certs/solr.key');

/* Password for PEM-formatted private key file */
define('SOLR_SSL_KEYPASSWORD', 'StrongAndSecurePassword');

/* Name of file holding one or more CA certificates to verify peer with*/
define('SOLR_SSL_CAINFO', 'certs/cacert.crt');

/* Name of directory holding multiple CA certificates to verify peer with */
define('SOLR_SSL_CAPATH', 'certs/');

?>
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例3 Adding a document to the index

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$doc = new SolrInputDocument();

$doc->addField('id', 334455);
$doc->addField('cat', 'Software');
$doc->addField('cat', 'Lucene');

$updateResponse = $client->addDocument($doc);

print_r($updateResponse->getResponse());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 446
        )

)

例4 Merging one document into another document

<?php

include "bootstrap.php";

$doc = new SolrDocument();

$second_doc = new SolrDocument();

$doc->addField('id', 1123);

$doc->features = "PHP Client Side";
$doc->features = "Fast development cycles";

$doc['cat'] = 'Software';
$doc['cat'] = 'Custom Search';
$doc->cat   = 'Information Technology';

$second_doc->addField('cat', 'Lucene Search');

$second_doc->merge($doc, true);

print_r($second_doc->toArray());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [document_boost] => 0
    [field_count] => 3
    [fields] => Array
        (
            [0] => SolrDocumentField Object
                (
                    [name] => cat
                    [boost] => 0
                    [values] => Array
                        (
                            [0] => Software
                            [1] => Custom Search
                            [2] => Information Technology
                        )

                )

            [1] => SolrDocumentField Object
                (
                    [name] => id
                    [boost] => 0
                    [values] => Array
                        (
                            [0] => 1123
                        )

                )

            [2] => SolrDocumentField Object
                (
                    [name] => features
                    [boost] => 0
                    [values] => Array
                        (
                            [0] => PHP Client Side
                            [1] => Fast development cycles
                        )

                )

        )
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)

例5 Searching for documents - SolrObject responses

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery();

$query->setQuery('lucene');

$query->setStart(0);

$query->setRows(50);

$query->addField('cat')->addField('features')->addField('id')->addField('timestamp');

$query_response = $client->query($query);

$response = $query_response->getResponse();

print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 1
            [params] => SolrObject Object
                (
                    [wt] => xml
                    [rows] => 50
                    [start] => 0
                    [indent] => on
                    [q] => lucene
                    [fl] => cat,features,id,timestamp
                    [version] => 2.2
                )

        )

    [response] => SolrObject Object
        (
            [numFound] => 3
            [start] => 0
            [docs] => Array
                (
                    [0] => SolrObject Object
                        (
                            [cat] => Array
                                (
                                    [0] => Software
                                    [1] => Lucene
                                )

                            [id] => 334456
                        )

                    [1] => SolrObject Object
                        (
                            [cat] => Array
                                (
                                    [0] => Software
                                    [1] => Lucene
                                )

                            [id] => 334455
                        )

                    [2] => SolrObject Object
                        (
                            [cat] => Array
                                (
                                    [0] => software
                                    [1] => search
                                )

                            [features] => Array
                                (
                                    [0] => Advanced Full-Text Search Capabilities using Lucene
                                    [1] => Optimized for High Volume Web Traffic
                                    [2] => Standards Based Open Interfaces - XML and HTTP
                                    [3] => Comprehensive HTML Administration Interfaces
                                    [4] => Scalability - Efficient Replication to other Solr Search Servers
                                    [5] => Flexible and Adaptable with XML configuration and Schema
                                    [6] => Good unicode support: héllo (hello with an accent over the e)
                                )

                            [id] => SOLR1000
                            [timestamp] => 2009-09-04T20:38:55.906
                        )

                )

        )

)

例6 Searching for documents - SolrDocument responses
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<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery();

$query->setQuery('lucene');

$query->setStart(0);

$query->setRows(50);

$query->addField('cat')->addField('features')->addField('id')->addField('timestamp');

$query_response = $client->query($query);

$query_response->setParseMode(SolrQueryResponse::PARSE_SOLR_DOC);

$response = $query_response->getResponse();

print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 1
            [params] => SolrObject Object
                (
                    [wt] => xml
                    [rows] => 50
                    [start] => 0
                    [indent] => on
                    [q] => lucene
                    [fl] => cat,features,id,timestamp
                    [version] => 2.2
                )

        )

    [response] => SolrObject Object
        (
            [numFound] => 3
            [start] => 0
            [docs] => Array
                (
                    [0] => SolrDocument Object
                        (
                            [_hashtable_index:SolrDocument:private] => 19740
                        )

                    [1] => SolrDocument Object
                        (
                            [_hashtable_index:SolrDocument:private] => 25485
                        )

                    [2] => SolrDocument Object
                        (
                            [_hashtable_index:SolrDocument:private] => 25052
                        )

                )

        )

)

例7 Simple TermsComponent example - basic

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery();

$query->setTerms(true);

$query->setTermsField('cat');

$updateResponse = $client->query($query);

print_r($updateResponse->getResponse());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
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            [status] => 0
            [QTime] => 2
        )

    [terms] => SolrObject Object
        (
            [cat] => SolrObject Object
                (
                    [electronics] => 14
                    [Lucene] => 4
                    [Software] => 4
                    [memory] => 3
                    [card] => 2
                    [connector] => 2
                    [drive] => 2
                    [graphics] => 2
                    [hard] => 2
                    [monitor] => 2
                )

        )

)

例8 Simple TermsComponent example - using a prefix

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery();

$query->setTerms(true);

/* Return only terms starting with $prefix */
$prefix = 'c';

$query->setTermsField('cat')->setTermsPrefix($prefix);

$updateResponse = $client->query($query);

print_r($updateResponse->getResponse());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 1
        )

    [terms] => SolrObject Object
        (
            [cat] => SolrObject Object
                (
                    [card] => 2
                    [connector] => 2
                    [camera] => 1
                    [copier] => 1
                )

        )

)

例9 Simple TermsComponent example - specifying a minimum frequency

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery();

$query->setTerms(true);

/* Return only terms starting with $prefix */
$prefix = 'c';

/* Return only terms with a frequency of 2 or greater */
$min_frequency = 2;

$query->setTermsField('cat')->setTermsPrefix($prefix)->setTermsMinCount($min_frequency);

$updateResponse = $client->query($query);

print_r($updateResponse->getResponse());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
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SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 0
        )

    [terms] => SolrObject Object
        (
            [cat] => SolrObject Object
                (
                    [card] => 2
                    [connector] => 2
                )

        )

)

例10 Simple Facet Example

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery('*:*');

$query->setFacet(true);

$query->addFacetField('cat')->addFacetField('name')->setFacetMinCount(2);

$updateResponse = $client->query($query);

$response_array = $updateResponse->getResponse();

$facet_data = $response_array->facet_counts->facet_fields;

print_r($facet_data);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [cat] => SolrObject Object
        (
            [electronics] => 14
            [memory] => 3
            [Lucene] => 2
            [Software] => 2
            [card] => 2
            [connector] => 2
            [drive] => 2
            [graphics] => 2
            [hard] => 2
            [monitor] => 2
            [search] => 2
            [software] => 2
        )

    [name] => SolrObject Object
        (
            [gb] => 6
            [1] => 3
            [184] => 3
            [2] => 3
            [3200] => 3
            [400] => 3
            [500] => 3
            [ddr] => 3
            [i] => 3
            [ipod] => 3
            [memori] => 3
            [pc] => 3
            [pin] => 3
            [pod] => 3
            [sdram] => 3
            [system] => 3
            [unbuff] => 3
            [canon] => 2
            [corsair] => 2
            [drive] => 2
            [hard] => 2
            [mb] => 2
            [n] => 2
            [power] => 2
            [retail] => 2
            [video] => 2
            [x] => 2
        )

)

例11 Simple Facet Example - with optional field override for mincount

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
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    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery('*:*');

$query->setFacet(true);

$query->addFacetField('cat')->addFacetField('name')->setFacetMinCount(2)->setFacetMinCount(4, 'name');

$updateResponse = $client->query($query);

$response_array = $updateResponse->getResponse();

$facet_data = $response_array->facet_counts->facet_fields;

print_r($facet_data);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [cat] => SolrObject Object
        (
            [electronics] => 14
            [memory] => 3
            [Lucene] => 2
            [Software] => 2
            [card] => 2
            [connector] => 2
            [drive] => 2
            [graphics] => 2
            [hard] => 2
            [monitor] => 2
            [search] => 2
            [software] => 2
        )

    [name] => SolrObject Object
        (
            [gb] => 6
        )

)

例12 Connecting to SSL-Enabled Server

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
    'timeout'  => SOLR_SERVER_TIMEOUT,
    'secure'   => SOLR_SECURE,
    'ssl_cert' => SOLR_SSL_CERT_ONLY,
    'ssl_key'  => SOLR_SSL_KEY,
    'ssl_keypassword' => SOLR_SSL_KEYPASSWORD,
    'ssl_cainfo' => SOLR_SSL_CAINFO,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery('*:*');

$query->setFacet(true);

$query->addFacetField('cat')->addFacetField('name')->setFacetMinCount(2)->setFacetMinCount(4, 'name');

$updateResponse = $client->query($query);

$response_array = $updateResponse->getResponse();

$facet_data = $response_array->facet_counts->facet_fields;

print_r($facet_data);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [cat] => SolrObject Object
        (
            [electronics] => 14
            [memory] => 3
            [Lucene] => 2
            [Software] => 2
            [card] => 2
            [connector] => 2
            [drive] => 2
            [graphics] => 2
            [hard] => 2
            [monitor] => 2
            [search] => 2
            [software] => 2
        )

    [name] => SolrObject Object
        (
            [gb] => 6
        )

)
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The SolrUtils class
導入
Contains utility methods for retrieving the current extension version and preparing query phrases.

Also contains method for escaping query strings and parsing XML responses.

クラス概要
abstract SolrUtils {
/* メソッド */
public static SolrObject digestXmlResponse ( string $xmlresponse [, int $parse_mode = 0 ] )
public static string escapeQueryChars ( string $str )
public static string getSolrVersion ( void )
public static string queryPhrase ( string $str )
}

SolrUtils::digestXmlResponse
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrUtils::digestXmlResponse — Parses an response XML string into a SolrObject

説明

public static SolrObject SolrUtils::digestXmlResponse ( string $xmlresponse [, int $parse_mode = 0 ] )

This method parses an response XML string from the Apache Solr server into a SolrObject. It throws a SolrException if there was an error.

パラメータ
xmlresponse

The XML response string from the Solr server.

parse_mode

Use SolrResponse::PARSE_SOLR_OBJ or SolrResponse::PARSE_SOLR_DOC

返り値

Returns the SolrObject representing the XML response.

If the parse_mode parameter is set to SolrResponse::PARSE_SOLR_OBJ Solr documents will be parses as SolrObject instances.

If it is set to SolrResponse::PARSE_SOLR_DOC, they will be parsed as SolrDocument instances.

SolrUtils::escapeQueryChars
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrUtils::escapeQueryChars — Escapes a lucene query string

説明

public static string SolrUtils::escapeQueryChars ( string $str )

Lucene supports escaping special characters that are part of the query syntax.

The current list special characters are:

+ - && || ! ( ) { } [ ] ^ " ~ * ? : \

These characters are part of the query syntax and must be escaped

パラメータ
str

This is the query string to be escaped.
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返り値

Returns the escaped string失敗した場合に FALSE を返します.

SolrUtils::getSolrVersion
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrUtils::getSolrVersion — Returns the current version of the Solr extension

説明

public static string SolrUtils::getSolrVersion ( void )

Returns the current Solr version.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

The current version of the Apache Solr extension.

SolrUtils::queryPhrase
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrUtils::queryPhrase — Prepares a phrase from an unescaped lucene string

説明

public static string SolrUtils::queryPhrase ( string $str )

Prepares a phrase from an unescaped lucene string.

パラメータ
str

The lucene phrase.

返り値

Returns the phrase contained in double quotes.

目次
SolrUtils::digestXmlResponse — Parses an response XML string into a SolrObject
SolrUtils::escapeQueryChars — Escapes a lucene query string
SolrUtils::getSolrVersion — Returns the current version of the Solr extension
SolrUtils::queryPhrase — Prepares a phrase from an unescaped lucene string

The SolrInputDocument class
導入
This class represents a Solr document that is about to be submitted to the Solr index.

クラス概要
final SolrInputDocument {
/* 定数 */
const integer SolrInputDocument::SORT_DEFAULT = 1 ;
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const integer SolrInputDocument::SORT_ASC = 1 ;
const integer SolrInputDocument::SORT_DESC = 2 ;
const integer SolrInputDocument::SORT_FIELD_NAME = 1 ;
const integer SolrInputDocument::SORT_FIELD_VALUE_COUNT = 2 ;
const integer SolrInputDocument::SORT_FIELD_BOOST_VALUE = 4 ;
/* メソッド */
public bool addField ( string $fieldName , string $fieldValue [, float $fieldBoostValue = 0.0 ] )
public bool clear ( void )
public void __clone ( void )
__construct ( void )
public bool deleteField ( string $fieldName )
public void __destruct ( void )
public bool fieldExists ( string $fieldName )
public float getBoost ( void )
public SolrDocumentField getField ( string $fieldName )
public float getFieldBoost ( string $fieldName )
public int getFieldCount ( void )
public array getFieldNames ( void )
public bool merge ( SolrInputDocument $sourceDoc [, bool $overwrite = true ] )
public bool reset ( void )
public bool setBoost ( float $documentBoostValue )
public bool setFieldBoost ( string $fieldName , float $fieldBoostValue )
public bool sort ( int $sortOrderBy [, int $sortDirection = SolrInputDocument::SORT_ASC ] )
public array toArray ( void )
}

定義済み定数

SolrInputDocument Class Constants
SolrInputDocument::SORT_DEFAULT

Sorts the fields in ascending order.

SolrInputDocument::SORT_ASC

Sorts the fields in ascending order.

SolrInputDocument::SORT_DESC

Sorts the fields in descending order.

SolrInputDocument::SORT_FIELD_NAME

Sorts the fields by name

SolrInputDocument::SORT_FIELD_VALUE_COUNT

Sorts the fields by number of values.

SolrInputDocument::SORT_FIELD_BOOST_VALUE

Sorts the fields by boost value.

SolrInputDocument::addField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::addField — Adds a field to the document

説明

public bool SolrInputDocument::addField ( string $fieldName , string $fieldValue [, float $fieldBoostValue = 0.0 ] )

For multi-value fields, if a valid boost value is specified, the specified value will be multiplied by the current boost value for this field.

パラメータ
fieldName

The name of the field

fieldValue

The value for the field.

fieldBoostValue
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The index time boost for the field. Though this cannot be negative, you can still pass values less than 1.0 but they must be greater than zero.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrInputDocument::clear
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::clear — Resets the input document

説明

public bool SolrInputDocument::clear ( void )

Resets the document by dropping all the fields and resets the document boost to zero.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrInputDocument::__clone
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::__clone — Creates a copy of a SolrDocument

説明

public void SolrInputDocument::__clone ( void )

Should not be called directly. It is used to create a deep copy of a SolrInputDocument.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Creates a new SolrInputDocument instance.

SolrInputDocument::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::__construct — Constructor

説明

SolrInputDocument::__construct ( void )

Constructor.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.
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SolrInputDocument::deleteField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::deleteField — Removes a field from the document

説明

public bool SolrInputDocument::deleteField ( string $fieldName )

Removes a field from the document.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrInputDocument::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::__destruct — Destructor

説明

public void SolrInputDocument::__destruct ( void )

Destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.

SolrInputDocument::fieldExists
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::fieldExists — Checks if a field exists

説明

public bool SolrInputDocument::fieldExists ( string $fieldName )

Checks if a field exists

パラメータ
fieldName

Name of the field.

返り値

Returns TRUE if the field was found and FALSE if it was not found.

SolrInputDocument::getBoost
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::getBoost — Retrieves the current boost value for the document

説明

public float SolrInputDocument::getBoost ( void )

Retrieves the current boost value for the document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the boost value on success and FALSE on failure.

SolrInputDocument::getField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::getField — Retrieves a field by name

説明

public SolrDocumentField SolrInputDocument::getField ( string $fieldName )

Retrieves a field in the document.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

Returns a SolrDocumentField object on success and FALSE on failure.

SolrInputDocument::getFieldBoost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::getFieldBoost — Retrieves the boost value for a particular field

説明

public float SolrInputDocument::getFieldBoost ( string $fieldName )

Retrieves the boost value for a particular field.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

Returns the boost value for the field or FALSE if there was an error.

SolrInputDocument::getFieldCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::getFieldCount — Returns the number of fields in the document
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説明

public int SolrInputDocument::getFieldCount ( void )

Returns the number of fields in the document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success失敗した場合に FALSE を返します.

SolrInputDocument::getFieldNames
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::getFieldNames — Returns an array containing all the fields in the document

説明

public array SolrInputDocument::getFieldNames ( void )

Returns an array containing all the fields in the document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and FALSE on failure.

SolrInputDocument::merge
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::merge — Merges one input document into another

説明

public bool SolrInputDocument::merge ( SolrInputDocument $sourceDoc [, bool $overwrite = true ] )

Merges one input document into another.

パラメータ
sourceDoc

The source document.

overwrite

If this is TRUE it will replace matching fields in the destination document.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 In the future, this will be modified to return the number of fields in the new document.

SolrInputDocument::reset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::reset — This is an alias of SolrInputDocument::clear

説明
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public bool SolrInputDocument::reset ( void )

This is an alias of SolrInputDocument::clear

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrInputDocument::setBoost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::setBoost — Sets the boost value for this document

説明

public bool SolrInputDocument::setBoost ( float $documentBoostValue )

Sets the boost value for this document.

パラメータ
documentBoostValue

The index-time boost value for this document.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrInputDocument::setFieldBoost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::setFieldBoost — Sets the index-time boost value for a field

説明

public bool SolrInputDocument::setFieldBoost ( string $fieldName , float $fieldBoostValue )

Sets the index-time boost value for a field. This replaces the current boost value for this field.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

fieldBoostValue

The index time boost value.

SolrInputDocument::sort
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::sort — Sorts the fields within the document

説明

public bool SolrInputDocument::sort ( int $sortOrderBy [, int $sortDirection = SolrInputDocument::SORT_ASC ] )

The fields are rearranged according to the specified criteria and sort direction
   
   Fields can be sorted by boost values, field names and number of values.
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   The $order_by parameter must be one of :
   
   * SolrInputDocument::SORT_FIELD_NAME
   * SolrInputDocument::SORT_FIELD_BOOST_VALUE
   * SolrInputDocument::SORT_FIELD_VALUE_COUNT
   
   The sort direction can be one of :
   
   * SolrInputDocument::SORT_DEFAULT
   * SolrInputDocument::SORT_ASC
   * SolrInputDocument::SORT_DESC

パラメータ
sortOrderBy

The sort criteria

sortDirection

The sort direction

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrInputDocument::toArray
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrInputDocument::toArray — Returns an array representation of the input document

説明

public array SolrInputDocument::toArray ( void )

Returns an array representation of the input document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing the fields. It returns FALSE on failure.

目次
SolrInputDocument::addField — Adds a field to the document
SolrInputDocument::clear — Resets the input document
SolrInputDocument::__clone — Creates a copy of a SolrDocument
SolrInputDocument::__construct — Constructor
SolrInputDocument::deleteField — Removes a field from the document
SolrInputDocument::__destruct — Destructor
SolrInputDocument::fieldExists — Checks if a field exists
SolrInputDocument::getBoost — Retrieves the current boost value for the document
SolrInputDocument::getField — Retrieves a field by name
SolrInputDocument::getFieldBoost — Retrieves the boost value for a particular field
SolrInputDocument::getFieldCount — Returns the number of fields in the document
SolrInputDocument::getFieldNames — Returns an array containing all the fields in the document
SolrInputDocument::merge — Merges one input document into another
SolrInputDocument::reset — This is an alias of SolrInputDocument::clear
SolrInputDocument::setBoost — Sets the boost value for this document
SolrInputDocument::setFieldBoost — Sets the index-time boost value for a field
SolrInputDocument::sort — Sorts the fields within the document
SolrInputDocument::toArray — Returns an array representation of the input document

The SolrDocument class
導入
Represents a Solr document retrieved from a query response.
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クラス概要
final SolrDocument implements ArrayAccess , Iterator , Traversable , Serializable {
/* 定数 */
const integer SolrDocument::SORT_DEFAULT = 1 ;
const integer SolrDocument::SORT_ASC = 1 ;
const integer SolrDocument::SORT_DESC = 2 ;
const integer SolrDocument::SORT_FIELD_NAME = 1 ;
const integer SolrDocument::SORT_FIELD_VALUE_COUNT = 2 ;
const integer SolrDocument::SORT_FIELD_BOOST_VALUE = 4 ;
/* メソッド */
public bool addField ( string $fieldName , string $fieldValue )
public bool clear ( void )
public void __clone ( void )
__construct ( void )
public SolrDocumentField current ( void )
public bool deleteField ( string $fieldName )
public void __destruct ( void )
public bool fieldExists ( string $fieldName )
public SolrDocumentField __get ( string $fieldName )
public SolrDocumentField getField ( string $fieldName )
public int getFieldCount ( void )
public array getFieldNames ( void )
public SolrInputDocument getInputDocument ( void )
public bool __isset ( string $fieldName )
public string key ( void )
public bool merge ( SolrDocument $sourceDoc [, bool $overwrite = true ] )
public void next ( void )
public bool offsetExists ( string $fieldName )
public SolrDocumentField offsetGet ( string $fieldName )
public void offsetSet ( string $fieldName , string $fieldValue )
public void offsetUnset ( string $fieldName )
public bool reset ( void )
public void rewind ( void )
public string serialize ( void )
public bool __set ( string $fieldName , string $fieldValue )
public bool sort ( int $sortOrderBy [, int $sortDirection = SolrDocument::SORT_ASC ] )
public array toArray ( void )
public void unserialize ( string $serialized )
public bool __unset ( string $fieldName )
public bool valid ( void )
}

定義済み定数

SolrDocument Node Types
SolrDocument::SORT_DEFAULT

Default mode for sorting fields within the document.

SolrDocument::SORT_ASC

Sorts the fields in ascending order

SolrDocument::SORT_DESC

Sorts the fields in descending order

SolrDocument::SORT_FIELD_NAME

Sorts the fields by field name.

SolrDocument::SORT_FIELD_VALUE_COUNT

Sorts the fields by number of values in each field.

SolrDocument::SORT_FIELD_BOOST_VALUE

Sorts the fields by thier boost values.

SolrDocument::addField
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrDocument::addField — Adds a field to the document

説明

public bool SolrDocument::addField ( string $fieldName , string $fieldValue )

This method adds a field to the SolrDocument instance.

パラメータ
fieldName

The name of the field

fieldValue

The value of the field.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::clear
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::clear — Drops all the fields in the document

説明

public bool SolrDocument::clear ( void )

Resets the current object. Discards all the fields and resets the document boost to zero.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::__clone
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__clone — Creates a copy of a SolrDocument object

説明

public void SolrDocument::__clone ( void )

Creates a copy of a SolrDocument object. Not to be called directly.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.

SolrDocument::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__construct — Constructor
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説明

SolrDocument::__construct ( void )

Constructor for SolrDocument

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

SolrDocument::current
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::current — Retrieves the current field

説明

public SolrDocumentField SolrDocument::current ( void )

Retrieves the current field

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the field

SolrDocument::deleteField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::deleteField — Removes a field from the document

説明

public bool SolrDocument::deleteField ( string $fieldName )

Removes a field from the document.

パラメータ
fieldName

Name of the field

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__destruct — Destructor

説明

public void SolrDocument::__destruct ( void )

Destructor for SolrDocument.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

SolrDocument::fieldExists
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::fieldExists — Checks if a field exists in the document

説明

public bool SolrDocument::fieldExists ( string $fieldName )

Checks if the requested field as a valid fieldname in the document.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

Returns TRUE if the field is present and FALSE if it does not.

SolrDocument::__get
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__get — Acess the field as a property

説明

public SolrDocumentField SolrDocument::__get ( string $fieldName )

Magic method for accessing the field as a property.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

Returns a SolrDocumentField instance.

SolrDocument::getField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::getField — Retrieves a field by name

説明

public SolrDocumentField SolrDocument::getField ( string $fieldName )

Retrieves a field by name.

パラメータ
fieldName

Name of the field.

返り値
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Returns a SolrDocumentField on success and FALSE on failure.

SolrDocument::getFieldCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::getFieldCount — Returns the number of fields in this document

説明

public int SolrDocument::getFieldCount ( void )

Returns the number of fields in this document. Multi-value fields are only counted once.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and FALSE on failure.

SolrDocument::getFieldNames
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::getFieldNames — Returns an array of fields names in the document

説明

public array SolrDocument::getFieldNames ( void )

Returns an array of fields names in the document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing the names of the fields in this document.

SolrDocument::getInputDocument
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::getInputDocument — Returns a SolrInputDocument equivalent of the object

説明

public SolrInputDocument SolrDocument::getInputDocument ( void )

Returns a SolrInputDocument equivalent of the object. This is useful if one wishes to resubmit/update a document retrieved from a query.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a SolrInputDocument on success and NULL on failure.

SolrDocument::__isset
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__isset — Checks if a field exists

説明

public bool SolrDocument::__isset ( string $fieldName )

Checks if a field exists

パラメータ
fieldName

Name of the field.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::key
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::key — Retrieves the current key

説明

public string SolrDocument::key ( void )

Retrieves the current key.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the current key.

SolrDocument::merge
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::merge — Merges source to the current SolrDocument

説明

public bool SolrDocument::merge ( SolrDocument $sourceDoc [, bool $overwrite = true ] )

Merges source to the current SolrDocument.

パラメータ
sourceDoc

The source document.

overwrite

If this is TRUE then fields with the same name in the destination document will be overwritten.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::next
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::next — Moves the internal pointer to the next field

説明

public void SolrDocument::next ( void )

Moves the internal pointer to the next field.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

This method has no return value.

SolrDocument::offsetExists
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::offsetExists — Checks if a particular field exists

説明

public bool SolrDocument::offsetExists ( string $fieldName )

Checks if a particular field exists. This is used when the object is treated as an array.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::offsetGet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::offsetGet — Retrieves a field

説明

public SolrDocumentField SolrDocument::offsetGet ( string $fieldName )

This is used to retrieve the field when the object is treated as an array.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

Returns a SolrDocumentField object.

SolrDocument::offsetSet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::offsetSet — Adds a field to the document
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説明

public void SolrDocument::offsetSet ( string $fieldName , string $fieldValue )

Used when the object is treated as an array to add a field to the document.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

fieldValue

The value for this field.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::offsetUnset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::offsetUnset — Removes a field

説明

public void SolrDocument::offsetUnset ( string $fieldName )

Removes a field from the document.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

No return value.

SolrDocument::reset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::reset — This is an alias to SolrDocument::clear()

説明

public bool SolrDocument::reset ( void )

This is an alias to SolrDocument::clear()

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::rewind
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::rewind — Resets the internal pointer to the beginning
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説明

public void SolrDocument::rewind ( void )

Resets the internal pointer to the beginning.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

This method has no return value.

SolrDocument::serialize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::serialize — Used for custom serialization

説明

public string SolrDocument::serialize ( void )

Used for custom serialization.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string representing the serialized Solr document.

SolrDocument::__set
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__set — Adds another field to the document

説明

public bool SolrDocument::__set ( string $fieldName , string $fieldValue )

Adds another field to the document. Used to set the fields as new properties.

パラメータ
fieldName

Name of the field.

fieldValue

Field value.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::sort
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::sort — Sorts the fields in the document

説明
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public bool SolrDocument::sort ( int $sortOrderBy [, int $sortDirection = SolrDocument::SORT_ASC ] )

The fields are rearranged according to the specified criteria and sort direction
   
   Fields can be sorted by boost values, field names and number of values.
   
   The sortOrderBy parameter must be one of :
   
   * SolrDocument::SORT_FIELD_NAME
   * SolrDocument::SORT_FIELD_BOOST_VALUE
   * SolrDocument::SORT_FIELD_VALUE_COUNT
   
   The sortDirection can be one of :
   
   * SolrDocument::SORT_DEFAULT
   * SolrDocument::SORT_ASC
   * SolrDocument::SORT_DESC
   
   The default way is to sort in ascending order.

パラメータ
sortOrderBy

The sort criteria.

sortDirection

The sort direction.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::toArray
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::toArray — Returns an array representation of the document

説明

public array SolrDocument::toArray ( void )

Returns an array representation of the document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array representation of the document.

例

例1 SolrDocument::toArray() example

<?php

$doc = new SolrDocument();

$doc->addField('id', 1123);

$doc->features = "PHP Client Side";
$doc->features = "Fast development cycles";

$doc['cat'] = 'Software';
$doc['cat'] = 'Custom Search';
$doc->cat   = 'Information Technology';

print_r($doc->toArray());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [document_boost] => 0
    [field_count] => 3
    [fields] => Array
        (
            [0] => SolrDocumentField Object
                (
                    [name] => id
                    [boost] => 0
                    [values] => Array
                        (
                            [0] => 1123
                        )
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                )

            [1] => SolrDocumentField Object
                (
                    [name] => features
                    [boost] => 0
                    [values] => Array
                        (
                            [0] => PHP Client Side
                            [1] => Fast development cycles
                        )

                )

            [2] => SolrDocumentField Object
                (
                    [name] => cat
                    [boost] => 0
                    [values] => Array
                        (
                            [0] => Software
                            [1] => Custom Search
                            [2] => Information Technology
                        )

                )

        )

)

SolrDocument::unserialize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::unserialize — Custom serialization of SolrDocument objects

説明

public void SolrDocument::unserialize ( string $serialized )

Custom serialization of SolrDocument objects

パラメータ
serialized

An XML representation of the document.

返り値

None.

SolrDocument::__unset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocument::__unset — Removes a field from the document

説明

public bool SolrDocument::__unset ( string $fieldName )

Removes a field from the document when the field is access as an object property.

パラメータ
fieldName

The name of the field.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrDocument::valid
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrDocument::valid — Checks if the current position internally is still valid

説明

public bool SolrDocument::valid ( void )

Checks if the current position internally is still valid. It is used during foreach operations.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns TRUE on success and FALSE if the current position is no longer valid.

目次
SolrDocument::addField — Adds a field to the document
SolrDocument::clear — Drops all the fields in the document
SolrDocument::__clone — Creates a copy of a SolrDocument object
SolrDocument::__construct — Constructor
SolrDocument::current — Retrieves the current field
SolrDocument::deleteField — Removes a field from the document
SolrDocument::__destruct — Destructor
SolrDocument::fieldExists — Checks if a field exists in the document
SolrDocument::__get — Acess the field as a property
SolrDocument::getField — Retrieves a field by name
SolrDocument::getFieldCount — Returns the number of fields in this document
SolrDocument::getFieldNames — Returns an array of fields names in the document
SolrDocument::getInputDocument — Returns a SolrInputDocument equivalent of the object
SolrDocument::__isset — Checks if a field exists
SolrDocument::key — Retrieves the current key
SolrDocument::merge — Merges source to the current SolrDocument
SolrDocument::next — Moves the internal pointer to the next field
SolrDocument::offsetExists — Checks if a particular field exists
SolrDocument::offsetGet — Retrieves a field
SolrDocument::offsetSet — Adds a field to the document
SolrDocument::offsetUnset — Removes a field
SolrDocument::reset — This is an alias to SolrDocument::clear()
SolrDocument::rewind — Resets the internal pointer to the beginning
SolrDocument::serialize — Used for custom serialization
SolrDocument::__set — Adds another field to the document
SolrDocument::sort — Sorts the fields in the document
SolrDocument::toArray — Returns an array representation of the document
SolrDocument::unserialize — Custom serialization of SolrDocument objects
SolrDocument::__unset — Removes a field from the document
SolrDocument::valid — Checks if the current position internally is still valid

The SolrDocumentField class
導入
This represents a field in a Solr document. All its properties are read-only.

クラス概要
final SolrDocumentField {
/* プロパティ */
readonly public string $name ;
readonly public float $boost ;
readonly public array $values ;
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
}

プロパティ
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name

The name of the field.

boost

The boost value for the field

values

An array of values for this field

SolrDocumentField::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocumentField::__construct — Constructor

説明

SolrDocumentField::__construct ( void )

Constructor.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.

SolrDocumentField::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrDocumentField::__destruct — Destructor

説明

public void SolrDocumentField::__destruct ( void )

Destructor.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.

目次
SolrDocumentField::__construct — Constructor
SolrDocumentField::__destruct — Destructor

The SolrObject class
導入
This is an object whose properties can also by accessed using the array syntax. All its properties are read-only.

クラス概要
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final SolrObject implements ArrayAccess {
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
public array getPropertyNames ( void )
public bool offsetExists ( string $property_name )
public mixed offsetGet ( string $property_name )
public void offsetSet ( string $property_name , string $property_value )
public void offsetUnset ( string $property_name )
}

SolrObject::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::__construct — Creates Solr object

説明

SolrObject::__construct ( void )

Creates Solr object.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

例

例1 SolrObject::__construct() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

SolrObject::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::__destruct — Destructor

説明

public void SolrObject::__destruct ( void )

The destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.

SolrObject::getPropertyNames
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::getPropertyNames — Returns an array of all the names of the properties

説明

public array SolrObject::getPropertyNames ( void )

Returns an array of all the names of the properties

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array.

SolrObject::offsetExists
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::offsetExists — Checks if the property exists

説明

public bool SolrObject::offsetExists ( string $property_name )

Checks if the property exists. This is used when the object is treated as an array.

パラメータ
property_name

The name of the property.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrObject::offsetGet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::offsetGet — Used to retrieve a property

説明

public mixed SolrObject::offsetGet ( string $property_name )

Used to get the value of a property. This is used when the object is treated as an array.

パラメータ
property_name

Name of the property.

返り値

Returns the property value.

SolrObject::offsetSet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::offsetSet — Sets the value for a property



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

説明

public void SolrObject::offsetSet ( string $property_name , string $property_value )

Sets the value for a property. This is used when the object is treated as an array. This object is read-only. This should never be attempted.

パラメータ
property_name

The name of the property.

property_value

The new value.

返り値

None.

SolrObject::offsetUnset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrObject::offsetUnset — Sets the value for the property

説明

public void SolrObject::offsetUnset ( string $property_name )

Sets the value for the property. This is used when the object is treated as an array. This object is read-only. This should never be attempted.

パラメータ
property_name

The name of the property.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SolrObject::offsetUnset() example

<?php
/* ... */
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...

参考

Classname::Method()

目次
SolrObject::__construct — Creates Solr object
SolrObject::__destruct — Destructor
SolrObject::getPropertyNames — Returns an array of all the names of the properties
SolrObject::offsetExists — Checks if the property exists
SolrObject::offsetGet — Used to retrieve a property
SolrObject::offsetSet — Sets the value for a property
SolrObject::offsetUnset — Sets the value for the property

The SolrClient class
導入
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Used to send requests to a Solr server. Currently, cloning and serialization of SolrClient instances is not supported.

クラス概要
final SolrClient {
/* 定数 */
const integer SolrClient::SEARCH_SERVLET_TYPE = 1 ;
const integer SolrClient::UPDATE_SERVLET_TYPE = 2 ;
const integer SolrClient::THREADS_SERVLET_TYPE = 4 ;
const integer SolrClient::PING_SERVLET_TYPE = 8 ;
const integer SolrClient::TERMS_SERVLET_TYPE = 16 ;
const string SolrClient::DEFAULT_SEARCH_SERVLET = select ;
const string SolrClient::DEFAULT_UPDATE_SERVLET = update ;
const string SolrClient::DEFAULT_THREADS_SERVLET = admin/threads ;
const string SolrClient::DEFAULT_PING_SERVLET = admin/ping ;
const string SolrClient::DEFAULT_TERMS_SERVLET = terms ;
/* メソッド */
public SolrUpdateResponse addDocument ( SolrInputDocument $doc [, bool $allowDups = false [, int $commitWithin = 0 ]] )
public void addDocuments ( array $docs [, bool $allowDups = false [, int $commitWithin = 0 ]] )
public SolrUpdateResponse commit ([ int $maxSegments = "1" [, bool $waitFlush = true [, bool $waitSearcher = true ]]] )
public __construct ( array $clientOptions )
public SolrUpdateResponse deleteById ( string $id )
public SolrUpdateResponse deleteByIds ( array $ids )
public SolrUpdateResponse deleteByQueries ( array $queries )
public SolrUpdateResponse deleteByQuery ( string $query )
public void __destruct ( void )
public string getDebug ( void )
public array getOptions ( void )
public SolrUpdateResponse optimize ([ int $maxSegments = "1" [, bool $waitFlush = true [, bool $waitSearcher = true ]]] )
public SolrPingResponse ping ( void )
public SolrQueryResponse query ( SolrParams $query )
public void request ( string $raw_request )
public SolrUpdateResponse rollback ( void )
public void setResponseWriter ( string $responseWriter )
public bool setServlet ( int $type , string $value )
public void threads ( void )
}

定義済み定数

SolrClient Node Types
SolrClient::SEARCH_SERVLET_TYPE

Used when updating the search servlet.

SolrClient::UPDATE_SERVLET_TYPE

Used when updating the update servlet.

SolrClient::THREADS_SERVLET_TYPE

Used when updating the threads servlet.

SolrClient::PING_SERVLET_TYPE

Used when updating the ping servlet.

SolrClient::TERMS_SERVLET_TYPE

Used when updating the terms servlet.

SolrClient::DEFAULT_SEARCH_SERVLET

This is the intial value for the search servlet.

SolrClient::DEFAULT_UPDATE_SERVLET

This is the intial value for the update servlet.

SolrClient::DEFAULT_THREADS_SERVLET

This is the intial value for the threads servlet.

SolrClient::DEFAULT_PING_SERVLET

This is the intial value for the ping servlet.

SolrClient::DEFAULT_TERMS_SERVLET
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This is the intial value for the terms servlet used for the TermsComponent

SolrClient::addDocument
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::addDocument — Adds a document to the index

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::addDocument ( SolrInputDocument $doc [, bool $allowDups = false [, int $commitWithin = 0 ]] )

This method adds a document to the index.

パラメータ
doc

The SolrInputDocument instance.

allowDups

If FALSE duplicates will be overwritten.

commitWithin

Number of milliseconds within which to commit this document. Available since Solr 1.4

返り値

Returns a SolrUpdateResponse object or throws a SolrClientException on failure.

例

例1 SolrClient::addDocument() example

<?php

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$doc = new SolrInputDocument();

$doc->addField('id', 334455);
$doc->addField('cat', 'Software');
$doc->addField('cat', 'Lucene');

$updateResponse = $client->addDocument($doc);

print_r($updateResponse->getResponse());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 1
        )

)

参考

SolrClient::addDocuments() - Adds a collection of SolrInputDocument instances to the index

SolrClient::addDocuments
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::addDocuments — Adds a collection of SolrInputDocument instances to the index
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説明

public void SolrClient::addDocuments ( array $docs [, bool $allowDups = false [, int $commitWithin = 0 ]] )

Adds a collection of documents to the index.

パラメータ
docs

An array containing the collection of SolrInputDocument instances. This array must be an actual variable.

allowDups

If FALSE duplicates will be overwritten.

commitWithin

Number of milliseconds within which to commit the documents to the index. This was only available since Solr 1.4

返り値

Returns a SolrUpdateResponse object on success and throws a SolrClientException on failure.

例

例1 SolrClient::addDocuments() example

<?php

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$doc = new SolrInputDocument();

$doc->addField('id', 334455);
$doc->addField('cat', 'Software');
$doc->addField('cat', 'Lucene');

$doc2 = clone $doc;

$doc2->deleteField('id');
$doc2->addField('id', 334456);

$docs = array($doc, $doc2);

$updateResponse = $client->addDocuments($docs);

print_r($updateResponse->getResponse());

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
SolrObject Object
(
    [responseHeader] => SolrObject Object
        (
            [status] => 0
            [QTime] => 2
        )

)

参考

SolrClient::addDocument() - Adds a document to the index

SolrClient::commit
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::commit — Finalizes all add/deletes made to the index

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::commit ([ int $maxSegments = "1" [, bool $waitFlush = true [, bool $waitSearcher = true ]]] )

This method finalizes all add/deletes made to the index.

パラメータ
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maxSegments

Optimizes down to at most this number of segments. Since Solr 1.3

waitFlush

Block until index changes are flushed to disk.

waitSearcher

Block until a new searcher is opened and registered as the main query searcher, making the changes visible.

返り値

Returns a SolrUpdateResponse object on success or throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::optimize() - Defragments the index
SolrClient::rollback() - Rollbacks all add/deletes made to the index since the last commit

SolrClient::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::__construct — Constructor for the SolrClient object

説明

public SolrClient::__construct ( array $clientOptions )

Constructor for the SolrClient object

パラメータ
clientOptions

This is an array containing one of the following keys :

- secure          (Boolean value indicating whether or not to connect in secure mode)
 - hostname        (The hostname for the Solr server)
 - port            (The port number)
 - path            (The path to solr)
 - wt              (The name of the response writer e.g. xml, phpnative)
 - login           (The username used for HTTP Authentication, if any)
 - password        (The HTTP Authentication password)
 - proxy_host      (The hostname for the proxy server, if any)
 - proxy_port      (The proxy port)
 - proxy_login     (The proxy username)
 - proxy_password  (The proxy password)
 - timeout         (This is maximum time in seconds allowed for the http data transfer operation. Default is 30 seconds)
 - ssl_cert        (File name to a PEM-formatted file containing the private key + private certificate (concatenated in that order) )
 - ssl_key         (File name to a PEM-formatted private key file only)
 - ssl_keypassword (Password for private key)
 - ssl_cainfo      (Name of file holding one or more CA certificates to verify peer with)
 - ssl_capath      (Name of directory holding multiple CA certificates to verify peer with )
 
 Please note the if the ssl_cert file only contains the private certificate, you have to specify a separate ssl_key file
 
 The ssl_keypassword option is required if the ssl_cert or ssl_key options are set.

例

例1 SolrClient::__construct() example

<?php

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
    'path'     => SOLR_PATH_TO_SOLR,
    'wt'       => SOLR_PHP_NATIVE_RESPONSE_WRITER,
);

$client = new SolrClient($options);

$doc = new SolrInputDocument();

$doc->addField('id', 334455);
$doc->addField('cat', 'Software');
$doc->addField('cat', 'Lucene');

$updateResponse = $client->addDocument($doc);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

参考

SolrClient::getOptions() - Returns the client options set internally

SolrClient::deleteById
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::deleteById — Delete by Id

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::deleteById ( string $id )

Deletes the document with the specified ID. Where ID is the value of the uniqueKey field declared in the schema

パラメータ
id

The value of the uniqueKey field declared in the schema

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success and throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::deleteByIds() - Deletes by Ids
SolrClient::deleteByQuery() - Deletes all documents matching the given query
SolrClient::deleteByQueries() - Removes all documents matching any of the queries

SolrClient::deleteByIds
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::deleteByIds — Deletes by Ids

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::deleteByIds ( array $ids )

Deletes a collection of documents with the specified set of ids.

パラメータ
ids

An array of IDs representing the uniqueKey field declared in the schema for each document to be deleted. This must be an actual php variable.

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success and throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::deleteById() - Delete by Id
SolrClient::deleteByQuery() - Deletes all documents matching the given query
SolrClient::deleteByQueries() - Removes all documents matching any of the queries

SolrClient::deleteByQueries
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::deleteByQueries — Removes all documents matching any of the queries
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説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::deleteByQueries ( array $queries )

Removes all documents matching any of the queries

パラメータ
queries

The array of queries. This must be an actual php variable.

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success and throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::deleteById() - Delete by Id
SolrClient::deleteByIds() - Deletes by Ids
SolrClient::deleteByQuery() - Deletes all documents matching the given query

SolrClient::deleteByQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::deleteByQuery — Deletes all documents matching the given query

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::deleteByQuery ( string $query )

Deletes all documents matching the given query.

パラメータ
query

The query

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success and throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::deleteById() - Delete by Id
SolrClient::deleteByIds() - Deletes by Ids
SolrClient::deleteByQueries() - Removes all documents matching any of the queries

SolrClient::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::__destruct — Destructor for SolrClient

説明

public void SolrClient::__destruct ( void )

Destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Destructor for SolrClient
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参考

SolrClient::__construct() - Constructor for the SolrClient object

SolrClient::getDebug
(PECL solr >= 0.9.7)

SolrClient::getDebug — Returns the debug data for the last connection attempt

説明

public string SolrClient::getDebug ( void )

Returns the debug data for the last connection attempt

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and null if there is nothing to return.

SolrClient::getOptions
(PECL solr >= 0.9.6)

SolrClient::getOptions — Returns the client options set internally

説明

public array SolrClient::getOptions ( void )

Returns the client options set internally. Very useful for debugging. The values returned are readonly and can only be set when the object is instantiated.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing all the options for the SolrClient object set internally.

参考

SolrClient::__construct() - Constructor for the SolrClient object

SolrClient::optimize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::optimize — Defragments the index

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::optimize ([ int $maxSegments = "1" [, bool $waitFlush = true [, bool $waitSearcher = true ]]] )

Defragments the index for faster search performance.

パラメータ
maxSegments

Optimizes down to at most this number of segments. Since Solr 1.3

waitFlush
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Block until index changes are flushed to disk.

waitSearcher

Block until a new searcher is opened and registered as the main query searcher, making the changes visible.

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success or throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::commit() - Finalizes all add/deletes made to the index
SolrClient::rollback() - Rollbacks all add/deletes made to the index since the last commit

SolrClient::ping
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::ping — Checks if Solr server is still up

説明

public SolrPingResponse SolrClient::ping ( void )

Checks if the Solr server is still alive. Sends a HEAD request to the Apache Solr server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a SolrPingResponse object on success and throws a SolrClientException on failure.

例

例1 SolrClient::ping() example

<?php
$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$pingresponse = $client->ping();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

SolrClient::query
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::query — Sends a query to the server

説明

public SolrQueryResponse SolrClient::query ( SolrParams $query )

Sends a query to the server.

パラメータ
query

A SolrParam object. It is recommended to use SolrQuery for advanced queries.
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返り値

Returns a SolrQueryResponse object on success and throws a SolrClientException object on failure.

例

例1 SolrClient::query() example

<?php

include "bootstrap.php";

$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$query = new SolrQuery();

$query->setQuery('lucene');

$query->setStart(0);

$query->setRows(50);

$query->addField('cat')->addField('features')->addField('id')->addField('timestamp');

$query_response = $client->query($query);

$response = $query_response->getResponse();

print_r($response);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

SolrClient::request
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::request — Sends a raw update request

説明

public void SolrClient::request ( string $raw_request )

Sends a raw XML update request to the server

パラメータ
raw_request

An XML string with the raw request to the server.

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success. Throws a SolrClientException on failure.

例

例1 SolrClient::request() example

<?php
$options = array
(
    'hostname' => SOLR_SERVER_HOSTNAME,
    'login'    => SOLR_SERVER_USERNAME,
    'password' => SOLR_SERVER_PASSWORD,
    'port'     => SOLR_SERVER_PORT,
);

$client = new SolrClient($options);

$update_response = $client->request("<commit/>");

$response = $update_response->getResponse();

print_r($response);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
...
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SolrClient::rollback
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::rollback — Rollbacks all add/deletes made to the index since the last commit

説明

public SolrUpdateResponse SolrClient::rollback ( void )

Rollbacks all add/deletes made to the index since the last commit. It neither calls any event listeners nor creates a new searcher.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a SolrUpdateResponse on success or throws a SolrClientException on failure.

参考

SolrClient::commit() - Finalizes all add/deletes made to the index
SolrClient::optimize() - Defragments the index

SolrClient::setResponseWriter
(PECL solr >= 0.9.11)

SolrClient::setResponseWriter — Sets the response writer used to prepare the response from Solr

説明

public void SolrClient::setResponseWriter ( string $responseWriter )

Sets the response writer used to prepare the response from Solr

パラメータ
responseWriter

One of the following :

- xml
 - phpnative

返り値

値を返しません。

例

例1 SolrClient::setResponseWriter() example

<?php

// This is my custom class for objects
class SolrClass
{
   public $_properties = array();

   public function __get($property_name) {
      
      if (property_exists($this, $property_name)) {
      
          return $this->$property_name;
      
      } else if (isset($_properties[$property_name])) {
      
          return $_properties[$property_name];
      }
      
      return null;
   }
}

$options = array
(
  'hostname' => 'localhost',
  'port' => 8983,
  'path' => '/solr/core1'
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);

$client = new SolrClient($options);

// This uses the org.apache.solr.request.PHPNativeResponseWriter class on Solr
// Visit the following pages for more details
// https://issues.apache.org/jira/browse/SOLR-1967
// http://wiki.apache.org/solr/QueryResponseWriter
// http://wiki.apache.org/solr/SolPHP
$client->setResponseWriter("phpnative");

//$response = $client->ping();

$query = new SolrQuery();

$query->setQuery("*:*");

$query->set("objectClassName", "SolrClass");

$query->set("objectPropertiesStorageMode", 1); // 0 for independent properties, 1 for combined

try
{

$response = $client->query($query);

$resp = $response->getResponse();

print_r($response);

print_r($resp);

} catch (Exception $e) {

print_r($e);

}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

SolrClient::setServlet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::setServlet — Changes the specified servlet type to a new value

説明

public bool SolrClient::setServlet ( int $type , string $value )

Changes the specified servlet type to a new value

パラメータ
type

One of the following :

- SolrClient::SEARCH_SERVLET_TYPE
 - SolrClient::UPDATE_SERVLET_TYPE
 - SolrClient::THREADS_SERVLET_TYPE
 - SolrClient::PING_SERVLET_TYPE
 - SolrClient::TERMS_SERVLET_TYPE

value

The new value for the servlet

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrClient::threads
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrClient::threads — Checks the threads status

説明

public void SolrClient::threads ( void )

Checks the threads status
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a SolrGenericResponse object.

目次
SolrClient::addDocument — Adds a document to the index
SolrClient::addDocuments — Adds a collection of SolrInputDocument instances to the index
SolrClient::commit — Finalizes all add/deletes made to the index
SolrClient::__construct — Constructor for the SolrClient object
SolrClient::deleteById — Delete by Id
SolrClient::deleteByIds — Deletes by Ids
SolrClient::deleteByQueries — Removes all documents matching any of the queries
SolrClient::deleteByQuery — Deletes all documents matching the given query
SolrClient::__destruct — Destructor for SolrClient
SolrClient::getDebug — Returns the debug data for the last connection attempt
SolrClient::getOptions — Returns the client options set internally
SolrClient::optimize — Defragments the index
SolrClient::ping — Checks if Solr server is still up
SolrClient::query — Sends a query to the server
SolrClient::request — Sends a raw update request
SolrClient::rollback — Rollbacks all add/deletes made to the index since the last commit
SolrClient::setResponseWriter — Sets the response writer used to prepare the response from Solr
SolrClient::setServlet — Changes the specified servlet type to a new value
SolrClient::threads — Checks the threads status

The SolrResponse class
導入
Represents a response from the Solr server.

クラス概要
abstract SolrResponse {
/* 定数 */
const integer SolrResponse::PARSE_SOLR_OBJ = 0 ;
const integer SolrResponse::PARSE_SOLR_DOC = 1 ;
/* プロパティ */
protected integer $http_status ;
protected integer $parser_mode ;
protected bool $success ;
protected string $http_status_message ;
protected string $http_request_url ;
protected string $http_raw_request_headers ;
protected string $http_raw_request ;
protected string $http_raw_response_headers ;
protected string $http_raw_response ;
protected string $http_digested_response ;
/* メソッド */
public string getDigestedResponse ( void )
public int getHttpStatus ( void )
public string getHttpStatusMessage ( void )
public string getRawRequest ( void )
public string getRawRequestHeaders ( void )
public string getRawResponse ( void )
public string getRawResponseHeaders ( void )
public string getRequestUrl ( void )
public SolrObject getResponse ( void )
public bool setParseMode ([ int $parser_mode = 0 ] )
public bool success ( void )
}

プロパティ
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http_status

The http status of the response.

parser_mode

Whether to parse the solr documents as SolrObject or SolrDocument instances.

success

Was there an error during the request

http_status_message

Detailed message on http status

http_request_url

The request URL

http_raw_request_headers

A string of raw headers sent during the request.

http_raw_request

The raw request sent to the server

http_raw_response_headers

Response headers from the Solr server.

http_raw_response

The response message from the server.

http_digested_response

The response in PHP serialized format.

定義済み定数

SolrResponse Class Constants
SolrResponse::PARSE_SOLR_OBJ

Documents should be parsed as SolrObject instances

SolrResponse::PARSE_SOLR_DOC

Documents should be parsed as SolrDocument instances.

SolrResponse::getDigestedResponse
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getDigestedResponse — Returns the XML response as serialized PHP data

説明

public string SolrResponse::getDigestedResponse ( void )

Returns the XML response as serialized PHP data

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the XML response as serialized PHP data

SolrResponse::getHttpStatus
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getHttpStatus — Returns the HTTP status of the response

説明

public int SolrResponse::getHttpStatus ( void )

Returns the HTTP status of the response.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the HTTP status of the response.

SolrResponse::getHttpStatusMessage
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getHttpStatusMessage — Returns more details on the HTTP status

説明

public string SolrResponse::getHttpStatusMessage ( void )

Returns more details on the HTTP status.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns more details on the HTTP status

SolrResponse::getRawRequest
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getRawRequest — Returns the raw request sent to the Solr server

説明

public string SolrResponse::getRawRequest ( void )

Returns the raw request sent to the Solr server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the raw request sent to the Solr server

SolrResponse::getRawRequestHeaders
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getRawRequestHeaders — Returns the raw request headers sent to the Solr server

説明
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public string SolrResponse::getRawRequestHeaders ( void )

Returns the raw request headers sent to the Solr server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the raw request headers sent to the Solr server

SolrResponse::getRawResponse
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getRawResponse — Returns the raw response from the server

説明

public string SolrResponse::getRawResponse ( void )

Returns the raw response from the server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the raw response from the server.

SolrResponse::getRawResponseHeaders
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getRawResponseHeaders — Returns the raw response headers from the server

説明

public string SolrResponse::getRawResponseHeaders ( void )

Returns the raw response headers from the server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the raw response headers from the server.

SolrResponse::getRequestUrl
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getRequestUrl — Returns the full URL the request was sent to

説明

public string SolrResponse::getRequestUrl ( void )

Returns the full URL the request was sent to.

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns the full URL the request was sent to

SolrResponse::getResponse
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::getResponse — Returns a SolrObject representing the XML response from the server

説明

public SolrObject SolrResponse::getResponse ( void )

Returns a SolrObject representing the XML response from the server.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a SolrObject representing the XML response from the server

SolrResponse::setParseMode
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::setParseMode — Sets the parse mode

説明

public bool SolrResponse::setParseMode ([ int $parser_mode = 0 ] )

Sets the parse mode.

パラメータ
parser_mode

SolrResponse::PARSE_SOLR_DOC parses documents in SolrDocument instances. SolrResponse::PARSE_SOLR_OBJ parses document into SolrObjects.

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

SolrResponse::success
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrResponse::success — Was the request a success

説明

public bool SolrResponse::success ( void )

Used to check if the request to the server was successful.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns TRUE if it was successful and FALSE if it was not.
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目次
SolrResponse::getDigestedResponse — Returns the XML response as serialized PHP data
SolrResponse::getHttpStatus — Returns the HTTP status of the response
SolrResponse::getHttpStatusMessage — Returns more details on the HTTP status
SolrResponse::getRawRequest — Returns the raw request sent to the Solr server
SolrResponse::getRawRequestHeaders — Returns the raw request headers sent to the Solr server
SolrResponse::getRawResponse — Returns the raw response from the server
SolrResponse::getRawResponseHeaders — Returns the raw response headers from the server
SolrResponse::getRequestUrl — Returns the full URL the request was sent to
SolrResponse::getResponse — Returns a SolrObject representing the XML response from the server
SolrResponse::setParseMode — Sets the parse mode
SolrResponse::success — Was the request a success

The SolrQueryResponse class
導入
Represents a response to a query request.

クラス概要
final SolrQueryResponse extends SolrResponse {
/* 定数 */
const integer SolrQueryResponse::PARSE_SOLR_OBJ = 0 ;
const integer SolrQueryResponse::PARSE_SOLR_DOC = 1 ;
/* プロパティ */
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
/* 継承したメソッド */
public string SolrResponse::getDigestedResponse ( void )
public int SolrResponse::getHttpStatus ( void )
public string SolrResponse::getHttpStatusMessage ( void )
public string SolrResponse::getRawRequest ( void )
public string SolrResponse::getRawRequestHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRawResponse ( void )
public string SolrResponse::getRawResponseHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRequestUrl ( void )
public SolrObject SolrResponse::getResponse ( void )
public bool SolrResponse::setParseMode ([ int $parser_mode = 0 ] )
public bool SolrResponse::success ( void )
}

プロパティ
http_status

The http status of the response.

parser_mode

Whether to parse the solr documents as SolrObject or SolrDocument instances.

success

Was there an error during the request

http_status_message

Detailed message on http status

http_request_url

The request URL

http_raw_request_headers

A string of raw headers sent during the request
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http_raw_request

The raw request sent to the server

http_raw_response_headers

Response headers from the Solr server

http_raw_response

The response message from the server

http_digested_response

The response in PHP serialized format.

定義済み定数

SolrQueryResponse Class constants
SolrQueryResponse::PARSE_SOLR_OBJ

Documents should be parsed as SolrObject instances

SolrQueryResponse::PARSE_SOLR_DOC

Documents should be parsed as SolrDocument instances.

SolrQueryResponse::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQueryResponse::__construct — Constructor

説明

SolrQueryResponse::__construct ( void )

Constructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

SolrQueryResponse::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQueryResponse::__destruct — Destructor

説明

public void SolrQueryResponse::__destruct ( void )

Destructor.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

目次
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SolrQueryResponse::__construct — Constructor
SolrQueryResponse::__destruct — Destructor

The SolrUpdateResponse class
導入
Represents a response to an update request.

クラス概要
final SolrUpdateResponse extends SolrResponse {
/* 定数 */
const integer SolrUpdateResponse::PARSE_SOLR_OBJ = 0 ;
const integer SolrUpdateResponse::PARSE_SOLR_DOC = 1 ;
/* プロパティ */
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
/* 継承したメソッド */
public string SolrResponse::getDigestedResponse ( void )
public int SolrResponse::getHttpStatus ( void )
public string SolrResponse::getHttpStatusMessage ( void )
public string SolrResponse::getRawRequest ( void )
public string SolrResponse::getRawRequestHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRawResponse ( void )
public string SolrResponse::getRawResponseHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRequestUrl ( void )
public SolrObject SolrResponse::getResponse ( void )
public bool SolrResponse::setParseMode ([ int $parser_mode = 0 ] )
public bool SolrResponse::success ( void )
}

プロパティ
http_status

The http status of the response.

parser_mode

Whether to parse the solr documents as SolrObject or SolrDocument instances.

success

Was there an error during the request

http_status_message

Detailed message on http status

http_request_url

The request URL

http_raw_request_headers

A string of raw headers sent during the request

http_raw_request

The raw request sent to the server

http_raw_response_headers

Response headers from the Solr server

http_raw_response

The response message from the server

http_digested_response

The response in PHP serialized format.
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定義済み定数

SolrUpdateResponse Class Constants
SolrUpdateResponse::PARSE_SOLR_OBJ

Documents should be parsed as SolrObject instances

SolrUpdateResponse::PARSE_SOLR_DOC

Documents should be parsed as SolrDocument instances.

SolrUpdateResponse::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrUpdateResponse::__construct — Constructor

説明

SolrUpdateResponse::__construct ( void )

Constructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

SolrUpdateResponse::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrUpdateResponse::__destruct — Destructor

説明

public void SolrUpdateResponse::__destruct ( void )

Destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

目次
SolrUpdateResponse::__construct — Constructor
SolrUpdateResponse::__destruct — Destructor

The SolrPingResponse class
導入
Represents a response to a ping request to the server

クラス概要
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final SolrPingResponse extends SolrResponse {
/* 定数 */
const integer SolrPingResponse::PARSE_SOLR_OBJ = 0 ;
const integer SolrPingResponse::PARSE_SOLR_DOC = 1 ;
/* プロパティ */
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
public string getResponse ( void )
/* 継承したメソッド */
public string SolrResponse::getDigestedResponse ( void )
public int SolrResponse::getHttpStatus ( void )
public string SolrResponse::getHttpStatusMessage ( void )
public string SolrResponse::getRawRequest ( void )
public string SolrResponse::getRawRequestHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRawResponse ( void )
public string SolrResponse::getRawResponseHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRequestUrl ( void )
public SolrObject SolrResponse::getResponse ( void )
public bool SolrResponse::setParseMode ([ int $parser_mode = 0 ] )
public bool SolrResponse::success ( void )
}

プロパティ
http_status

The http status of the response.

parser_mode

Whether to parse the solr documents as SolrObject or SolrDocument instances.

success

Was there an error during the request

http_status_message

Detailed message on http status

http_request_url

The request URL

http_raw_request_headers

A string of raw headers sent during the request

http_raw_request

The raw request sent to the server

http_raw_response_headers

Response headers from the Solr server

http_raw_response

The response message from the server

http_digested_response

The response in PHP serialized format.

定義済み定数

SolrPingResponse Class Constants
SolrPingResponse::PARSE_SOLR_OBJ

Documents should be parsed as SolrObject instances

SolrPingResponse::PARSE_SOLR_DOC

Documents should be parsed as SolrDocument instances.
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SolrPingResponse::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrPingResponse::__construct — Constructor

説明

SolrPingResponse::__construct ( void )

Constructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

SolrPingResponse::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrPingResponse::__destruct — Destructor

説明

public void SolrPingResponse::__destruct ( void )

Destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

SolrPingResponse::getResponse
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrPingResponse::getResponse — Returns the response from the server

説明

public string SolrPingResponse::getResponse ( void )

Returns the response from the server. This should be empty because the request as a HEAD request.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an empty string.

目次
SolrPingResponse::__construct — Constructor
SolrPingResponse::__destruct — Destructor
SolrPingResponse::getResponse — Returns the response from the server
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The SolrGenericResponse class
導入
Represents a response from the solr server.

クラス概要
final SolrGenericResponse extends SolrResponse {
/* 定数 */
const integer SolrGenericResponse::PARSE_SOLR_OBJ = 0 ;
const integer SolrGenericResponse::PARSE_SOLR_DOC = 1 ;
/* プロパティ */
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
/* 継承したメソッド */
public string SolrResponse::getDigestedResponse ( void )
public int SolrResponse::getHttpStatus ( void )
public string SolrResponse::getHttpStatusMessage ( void )
public string SolrResponse::getRawRequest ( void )
public string SolrResponse::getRawRequestHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRawResponse ( void )
public string SolrResponse::getRawResponseHeaders ( void )
public string SolrResponse::getRequestUrl ( void )
public SolrObject SolrResponse::getResponse ( void )
public bool SolrResponse::setParseMode ([ int $parser_mode = 0 ] )
public bool SolrResponse::success ( void )
}

プロパティ
http_status

The http status of the response.

parser_mode

Whether to parse the solr documents as SolrObject or SolrDocument instances.

success

Was there an error during the request

http_status_message

Detailed message on http status

http_request_url

The request URL

http_raw_request_headers

A string of raw headers sent during the request

http_raw_request

The raw request sent to the server

http_raw_response_headers

Response headers from the Solr server

http_raw_response

The response message from the server

http_digested_response

The response in PHP serialized format.

定義済み定数
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SolrGenericResponse Class constants
SolrGenericResponse::PARSE_SOLR_OBJ

Documents should be parsed as SolrObject instances

SolrGenericResponse::PARSE_SOLR_DOC

Documents should be parsed as SolrDocument instances.

SolrGenericResponse::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrGenericResponse::__construct — Constructor

説明

SolrGenericResponse::__construct ( void )

Constructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

SolrGenericResponse::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrGenericResponse::__destruct — Destructor

説明

public void SolrGenericResponse::__destruct ( void )

Destructor.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

目次
SolrGenericResponse::__construct — Constructor
SolrGenericResponse::__destruct — Destructor

The SolrParams class
導入
Represents a collection of name-value pairs sent to the Solr server during a request.

クラス概要
abstract SolrParams implements Serializable {
/* メソッド */
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final public SolrParams add ( string $name , string $value )
public SolrParams addParam ( string $name , string $value )
final public mixed get ( string $param_name )
final public mixed getParam ([ string $param_name ] )
final public array getParams ( void )
final public array getPreparedParams ( void )
final public string serialize ( void )
final public void set ( string $name , string $value )
public SolrParams setParam ( string $name , string $value )
final public string toString ([ bool $url_encode = false ] )
final public void unserialize ( string $serialized )
}

SolrParams::add
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::add — This is an alias for SolrParams::addParam

説明

final public SolrParams SolrParams::add ( string $name , string $value )

This is an alias for SolrParams::addParam

パラメータ
name

The name of the parameter

value

The value of the parameter

返り値

Returns a SolrParams instance on success

SolrParams::addParam
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::addParam — Adds a parameter to the object

説明

public SolrParams SolrParams::addParam ( string $name , string $value )

Adds a parameter to the object. This is used for parameters that can be specified multiple times.

パラメータ
name

Name of parameter

value

Value of parameter

返り値

Returns a SolrParam object on success and FALSE on failure.

SolrParams::get
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::get — This is an alias for SolrParams::getParam
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説明

final public mixed SolrParams::get ( string $param_name )

This is an alias for SolrParams::getParam

パラメータ
param_name

Then name of the parameter

返り値

Returns an array or string depending on the type of parameter

SolrParams::getParam
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::getParam — Returns a parameter value

説明

final public mixed SolrParams::getParam ([ string $param_name ] )

Returns a parameter with name param_name

パラメータ
param_name

The name of the parameter

返り値

Returns a string or an array depending on the type of the parameter

SolrParams::getParams
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::getParams — Returns an array of non URL-encoded parameters

説明

final public array SolrParams::getParams ( void )

Returns an array of non URL-encoded parameters

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array of non URL-encoded parameters

SolrParams::getPreparedParams
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::getPreparedParams — Returns an array of URL-encoded parameters

説明

final public array SolrParams::getPreparedParams ( void )
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Returns an array on URL-encoded parameters

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on URL-encoded parameters

SolrParams::serialize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::serialize — Used for custom serialization

説明

final public string SolrParams::serialize ( void )

Used for custom serialization

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Used for custom serialization

SolrParams::set
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::set — An alias of SolrParams::setParam

説明

final public void SolrParams::set ( string $name , string $value )

An alias of SolrParams::setParam

パラメータ
name

Then name of the parameter

value

The parameter value

返り値

Returns an instance of the SolrParams object on success

SolrParams::setParam
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::setParam — Sets the parameter to the specified value

説明

public SolrParams SolrParams::setParam ( string $name , string $value )

Sets the query parameter to the specified value. This is used for parameters that can only be specified once. Subsequent calls with the same parameter name will override the existing value
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パラメータ
name

Name of the parameter

value

Value of the parameter

返り値

Returns a SolrParam object on success and FALSE on value.

例

例1 SolrParams::setParam() example

<?php

$param = new SolrParam();

$param->setParam('q', 'solr')->setParam('rows', 2);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。

SolrParams::toString
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::toString — Returns all the name-value pair parameters in the object

説明

final public string SolrParams::toString ([ bool $url_encode = false ] )

Returns all the name-value pair parameters in the object

パラメータ
url_encode

Whether to return URL-encoded values

返り値

Returns a string on success and FALSE on failure.

SolrParams::unserialize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrParams::unserialize — Used for custom serialization

説明

final public void SolrParams::unserialize ( string $serialized )

Used for custom serialization

パラメータ
serialized

The serialized representation of the object

返り値

None
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目次
SolrParams::add — This is an alias for SolrParams::addParam
SolrParams::addParam — Adds a parameter to the object
SolrParams::get — This is an alias for SolrParams::getParam
SolrParams::getParam — Returns a parameter value
SolrParams::getParams — Returns an array of non URL-encoded parameters
SolrParams::getPreparedParams — Returns an array of URL-encoded parameters
SolrParams::serialize — Used for custom serialization
SolrParams::set — An alias of SolrParams::setParam
SolrParams::setParam — Sets the parameter to the specified value
SolrParams::toString — Returns all the name-value pair parameters in the object
SolrParams::unserialize — Used for custom serialization

The SolrModifiableParams class
導入
Represents a collection of name-value pairs sent to the Solr server during a request.

クラス概要
SolrModifiableParams extends SolrParams implements Serializable {
/* メソッド */
__construct ( void )
public void __destruct ( void )
/* 継承したメソッド */
final public SolrParams SolrParams::add ( string $name , string $value )
public SolrParams SolrParams::addParam ( string $name , string $value )
final public mixed SolrParams::get ( string $param_name )
final public mixed SolrParams::getParam ([ string $param_name ] )
final public array SolrParams::getParams ( void )
final public array SolrParams::getPreparedParams ( void )
final public string SolrParams::serialize ( void )
final public void SolrParams::set ( string $name , string $value )
public SolrParams SolrParams::setParam ( string $name , string $value )
final public string SolrParams::toString ([ bool $url_encode = false ] )
final public void SolrParams::unserialize ( string $serialized )
}

SolrModifiableParams::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrModifiableParams::__construct — Constructor

説明

SolrModifiableParams::__construct ( void )

Constructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

SolrModifiableParams::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrModifiableParams::__destruct — Destructor
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説明

public void SolrModifiableParams::__destruct ( void )

Destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None

目次
SolrModifiableParams::__construct — Constructor
SolrModifiableParams::__destruct — Destructor

The SolrQuery class
導入
Represents a collection of name-value pairs sent to the Solr server during a request.

クラス概要
SolrQuery extends SolrModifiableParams implements Serializable {
/* 定数 */
const integer SolrQuery::ORDER_ASC = 0 ;
const integer SolrQuery::ORDER_DESC = 1 ;
const integer SolrQuery::FACET_SORT_INDEX = 0 ;
const integer SolrQuery::FACET_SORT_COUNT = 1 ;
const integer SolrQuery::TERMS_SORT_INDEX = 0 ;
const integer SolrQuery::TERMS_SORT_COUNT = 1 ;
/* プロパティ */
/* メソッド */
public SolrQuery addFacetDateField ( string $dateField )
publicSolrQuery addFacetDateOther ( string $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery addFacetField ( string $field )
publicSolrQuery addFacetQuery ( string $facetQuery )
publicSolrQuery addField ( string $field )
publicSolrQuery addFilterQuery ( string $fq )
publicSolrQuery addHighlightField ( string $field )
publicSolrQuery addMltField ( string $field )
publicSolrQuery addMltQueryField ( string $field , float $boost )
publicSolrQuery addSortField ( string $field [, int $order = SolrQuery::ORDER_DESC ] )
publicSolrQuery addStatsFacet ( string $field )
public SolrQuery addStatsField ( string $field )
__construct ([ string $q ] )
publicvoid __destruct ( void )
public bool getFacet ( void )
public string getFacetDateEnd ([ string $field_override ] )
public array getFacetDateFields ( void )
public string getFacetDateGap ([ string $field_override ] )
public string getFacetDateHardEnd ([ string $field_override ] )
public array getFacetDateOther ([ string $field_override ] )
public string getFacetDateStart ([ string $field_override ] )
public array getFacetFields ( void )
public int getFacetLimit ([ string $field_override ] )
public string getFacetMethod ([ string $field_override ] )
public int getFacetMinCount ([ string $field_override ] )
public bool getFacetMissing ([ string $field_override ] )
public int getFacetOffset ([ string $field_override ] )
public string getFacetPrefix ([ string $field_override ] )
public array getFacetQueries ( void )
public int getFacetSort ([ string $field_override ] )
public array getFields ( void )
public array getFilterQueries ( void )
public bool getHighlight ( void )
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public string getHighlightAlternateField ([ string $field_override ] )
public array getHighlightFields ( void )
public string getHighlightFormatter ([ string $field_override ] )
public string getHighlightFragmenter ([ string $field_override ] )
public int getHighlightFragsize ([ string $field_override ] )
public bool getHighlightHighlightMultiTerm ( void )
public int getHighlightMaxAlternateFieldLength ([ string $field_override ] )
public int getHighlightMaxAnalyzedChars ( void )
public bool getHighlightMergeContiguous ([ string $field_override ] )
public int getHighlightRegexMaxAnalyzedChars ( void )
public string getHighlightRegexPattern ( void )
public float getHighlightRegexSlop ( void )
public bool getHighlightRequireFieldMatch ( void )
public string getHighlightSimplePost ([ string $field_override ] )
public string getHighlightSimplePre ([ string $field_override ] )
public int getHighlightSnippets ([ string $field_override ] )
public bool getHighlightUsePhraseHighlighter ( void )
public bool getMlt ( void )
public bool getMltBoost ( void )
public int getMltCount ( void )
public array getMltFields ( void )
public int getMltMaxNumQueryTerms ( void )
public int getMltMaxNumTokens ( void )
public int getMltMaxWordLength ( void )
public int getMltMinDocFrequency ( void )
public int getMltMinTermFrequency ( void )
public int getMltMinWordLength ( void )
public array getMltQueryFields ( void )
public string getQuery ( void )
public int getRows ( void )
public array getSortFields ( void )
public int getStart ( void )
public bool getStats ( void )
public array getStatsFacets ( void )
public array getStatsFields ( void )
public bool getTerms ( void )
public string getTermsField ( void )
public bool getTermsIncludeLowerBound ( void )
public bool getTermsIncludeUpperBound ( void )
public int getTermsLimit ( void )
public string getTermsLowerBound ( void )
public int getTermsMaxCount ( void )
public int getTermsMinCount ( void )
public string getTermsPrefix ( void )
public bool getTermsReturnRaw ( void )
public int getTermsSort ( void )
public string getTermsUpperBound ( void )
public int getTimeAllowed ( void )
publicSolrQuery removeFacetDateField ( string $field )
publicSolrQuery removeFacetDateOther ( string $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery removeFacetField ( string $field )
publicSolrQuery removeFacetQuery ( string $value )
publicSolrQuery removeField ( string $field )
publicSolrQuery removeFilterQuery ( string $fq )
publicSolrQuery removeHighlightField ( string $field )
publicSolrQuery removeMltField ( string $field )
publicSolrQuery removeMltQueryField ( string $queryField )
publicSolrQuery removeSortField ( string $field )
publicSolrQuery removeStatsFacet ( string $value )
publicSolrQuery removeStatsField ( string $field )
publicSolrQuery setEchoHandler ( bool $flag )
publicSolrQuery setEchoParams ( string $type )
publicSolrQuery setExplainOther ( string $query )
publicSolrQuery setFacet ( bool $flag )
publicSolrQuery setFacetDateEnd ( string $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetDateGap ( string $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetDateHardEnd ( bool $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetDateStart ( string $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetEnumCacheMinDefaultFrequency ( int $frequency [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetLimit ( int $limit [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetMethod ( string $method [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetMinCount ( int $mincount [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetMissing ( bool $flag [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetOffset ( int $offset [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetPrefix ( string $prefix [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setFacetSort ( int $facetSort [, string $field override ] )
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publicSolrQuery setHighlight ( bool $flag )
publicSolrQuery setHighlightAlternateField ( string $field [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightFormatter ( string $formatter [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightFragmenter ( string $fragmenter [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightFragsize ( int $size [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightHighlightMultiTerm ( bool $flag )
publicSolrQuery setHighlightMaxAlternateFieldLength ( int $fieldLength [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightMaxAnalyzedChars ( int $value )
publicSolrQuery setHighlightMergeContiguous ( bool $flag [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightRegexMaxAnalyzedChars ( int $maxAnalyzedChars )
publicSolrQuery setHighlightRegexPattern ( string $value )
publicSolrQuery setHighlightRegexSlop ( float $factor )
publicSolrQuery setHighlightRequireFieldMatch ( bool $flag )
publicSolrQuery setHighlightSimplePost ( string $simplePost [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightSimplePre ( string $simplePre [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightSnippets ( int $value [, string $field_override ] )
publicSolrQuery setHighlightUsePhraseHighlighter ( bool $flag )
publicSolrQuery setMlt ( bool $flag )
publicSolrQuery setMltBoost ( bool $flag )
publicSolrQuery setMltCount ( int $count )
publicSolrQuery setMltMaxNumQueryTerms ( int $value )
publicSolrQuery setMltMaxNumTokens ( int $value )
publicSolrQuery setMltMaxWordLength ( int $maxWordLength )
publicSolrQuery setMltMinDocFrequency ( int $minDocFrequency )
publicSolrQuery setMltMinTermFrequency ( int $minTermFrequency )
publicSolrQuery setMltMinWordLength ( int $minWordLength )
publicSolrQuery setOmitHeader ( bool $flag )
publicSolrQuery setQuery ( string $query )
publicSolrQuery setRows ( int $rows )
publicSolrQuery setShowDebugInfo ( bool $flag )
publicSolrQuery setStart ( int $start )
publicSolrQuery setStats ( bool $flag )
publicSolrQuery setTerms ( bool $flag )
publicSolrQuery setTermsField ( string $fieldname )
publicSolrQuery setTermsIncludeLowerBound ( bool $flag )
publicSolrQuery setTermsIncludeUpperBound ( bool $flag )
publicSolrQuery setTermsLimit ( int $limit )
publicSolrQuery setTermsLowerBound ( string $lowerBound )
publicSolrQuery setTermsMaxCount ( int $frequency )
publicSolrQuery setTermsMinCount ( int $frequency )
publicSolrQuery setTermsPrefix ( string $prefix )
publicSolrQuery setTermsReturnRaw ( bool $flag )
publicSolrQuery setTermsSort ( int $sortType )
publicSolrQuery setTermsUpperBound ( string $upperBound )
publicSolrQuery setTimeAllowed ( int $timeAllowed )
/* 継承したメソッド */
SolrModifiableParams::__construct ( void )
public void SolrModifiableParams::__destruct ( void )
}

定義済み定数

SolrQuery Node Types
SolrQuery::ORDER_ASC

Used to specify that the sorting should be in acending order

SolrQuery::ORDER_DESC

Used to specify that the sorting should be in descending order

SolrQuery::FACET_SORT_INDEX

Used to specify that the facet should sort by index

SolrQuery::FACET_SORT_COUNT

Used to specify that the facet should sort by count

SolrQuery::TERMS_SORT_INDEX

Used in the TermsComponent

SolrQuery::TERMS_SORT_COUNT

Used in the TermsComponent
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SolrQuery::addFacetDateField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addFacetDateField — Maps to facet.date

説明

public SolrQuery SolrQuery::addFacetDateField ( string $dateField )

This method allows you to specify a field which should be treated as a facet.

It can be used multiple times with different field names to indicate multiple facet fields

パラメータ
dateField

The name of the date field.

返り値

Returns a SolrQuery object.

SolrQuery::addFacetDateOther
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addFacetDateOther — Adds another facet.date.other parameter

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addFacetDateOther ( string $value [, string $field_override ] )

Sets the facet.date.other parameter. Accepts an optional field override

パラメータ
value

The value to use.

field_override

The field name for the override.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addFacetField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addFacetField — Adds another field to the facet

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addFacetField ( string $field )

Adds another field to the facet

パラメータ
field

The name of the field

返り値
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Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addFacetQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addFacetQuery — Adds a facet query

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addFacetQuery ( string $facetQuery )

Adds a facet query

パラメータ
facetQuery

The facet query

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addField — Specifies which fields to return in the result

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addField ( string $field )

This method is used to used to specify a set of fields to return, thereby restricting the amount of data returned in the response.

It should be called multiple time, once for each field name.

パラメータ
field

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object

SolrQuery::addFilterQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addFilterQuery — Specifies a filter query

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addFilterQuery ( string $fq )

Specifies a filter query

パラメータ
fq

The filter query

返り値
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Returns the current SolrQuery object.

SolrQuery::addHighlightField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addHighlightField — Maps to hl.fl

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addHighlightField ( string $field )

Maps to hl.fl. This is used to specify that highlighted snippets should be generated for a particular field

パラメータ
field

Name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addMltField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addMltField — Sets a field to use for similarity

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addMltField ( string $field )

Maps to mlt.fl. It specifies that a field should be used for similarity.

パラメータ
field

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addMltQueryField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addMltQueryField — Maps to mlt.qf

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addMltQueryField ( string $field , float $boost )

Maps to mlt.qf. It is used to specify query fields and their boosts

パラメータ
field

The name of the field

boost

Its boost value

返り値
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Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addSortField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addSortField — Used to control how the results should be sorted

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addSortField ( string $field [, int $order = SolrQuery::ORDER_DESC ] )

Used to control how the results should be sorted.

パラメータ
field

The name of the field

order

The sort direction. This should be either SolrQuery::ORDER_ASC or SolrQuery::ORDER_DESC.

返り値

Returns the current SolrQuery object.

SolrQuery::addStatsFacet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addStatsFacet — Requests a return of sub results for values within the given facet

説明

publicSolrQuery SolrQuery::addStatsFacet ( string $field )

Requests a return of sub results for values within the given facet. Maps to the stats.facet field

パラメータ
field

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::addStatsField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::addStatsField — Maps to stats.field parameter

説明

public SolrQuery SolrQuery::addStatsField ( string $field )

Maps to stats.field parameter This methods adds another stats.field parameter.

パラメータ
field

The name of the field
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返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::__construct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::__construct — Constructor

説明

SolrQuery::__construct ([ string $q ] )

Constructor.

パラメータ
q

Optional search query

返り値

None

SolrQuery::__destruct
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::__destruct — Destructor

説明

publicvoid SolrQuery::__destruct ( void )

Destructor

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

None.

SolrQuery::getFacet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacet — Returns the value of the facet parameter

説明

public bool SolrQuery::getFacet ( void )

Returns the value of the facet parameter.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set
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SolrQuery::getFacetDateEnd
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetDateEnd — Returns the value for the facet.date.end parameter

説明

public string SolrQuery::getFacetDateEnd ([ string $field_override ] )

Returns the value for the facet.date.end parameter. This method accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetDateFields
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetDateFields — Returns all the facet.date fields

説明

public array SolrQuery::getFacetDateFields ( void )

Returns all the facet.date fields

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns all the facet.date fields as an array or NULL if none was set

SolrQuery::getFacetDateGap
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetDateGap — Returns the value of the facet.date.gap parameter

説明

public string SolrQuery::getFacetDateGap ([ string $field_override ] )

Returns the value of the facet.date.gap parameter. It accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetDateHardEnd
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetDateHardEnd — Returns the value of the facet.date.hardend parameter

説明

public string SolrQuery::getFacetDateHardEnd ([ string $field_override ] )

Returns the value of the facet.date.hardend parameter. Accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetDateOther
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetDateOther — Returns the value for the facet.date.other parameter

説明

public array SolrQuery::getFacetDateOther ([ string $field_override ] )

Returns the value for the facet.date.other parameter. This method accepts an optional field override.

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getFacetDateStart
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetDateStart — Returns the lower bound for the first date range for all date faceting on this field

説明

public string SolrQuery::getFacetDateStart ([ string $field_override ] )

Returns the lower bound for the first date range for all date faceting on this field. Accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetFields
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrQuery::getFacetFields — Returns all the facet fields

説明

public array SolrQuery::getFacetFields ( void )

Returns all the facet fields

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array of all the fields and NULL if none was set

SolrQuery::getFacetLimit
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetLimit — Returns the maximum number of constraint counts that should be returned for the facet fields

説明

public int SolrQuery::getFacetLimit ([ string $field_override ] )

Returns the maximum number of constraint counts that should be returned for the facet fields. This method accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field to override for

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetMethod
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetMethod — Returns the value of the facet.method parameter

説明

public string SolrQuery::getFacetMethod ([ string $field_override ] )

Returns the value of the facet.method parameter. This accepts an optional field override.

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns an string on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetMinCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetMinCount — Returns the minimum counts for facet fields should be included in the response

説明
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public int SolrQuery::getFacetMinCount ([ string $field_override ] )

Returns the minimum counts for facet fields should be included in the response. It accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetMissing
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetMissing — Returns the current state of the facet.missing parameter

説明

public bool SolrQuery::getFacetMissing ([ string $field_override ] )

Returns the current state of the facet.missing parameter. This accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetOffset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetOffset — Returns an offset into the list of constraints to be used for pagination

説明

public int SolrQuery::getFacetOffset ([ string $field_override ] )

Returns an offset into the list of constraints to be used for pagination. Accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field to override for.

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set

SolrQuery::getFacetPrefix
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetPrefix — Returns the facet prefix

説明

public string SolrQuery::getFacetPrefix ([ string $field_override ] )
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Returns the facet prefix

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getFacetQueries
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetQueries — Returns all the facet queries

説明

public array SolrQuery::getFacetQueries ( void )

Returns all the facet queries

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getFacetSort
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFacetSort — Returns the facet sort type

説明

public int SolrQuery::getFacetSort ([ string $field_override ] )

Returns an integer (SolrQuery::FACET_SORT_INDEX or SolrQuery::FACET_SORT_COUNT)

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns an integer (SolrQuery::FACET_SORT_INDEX or SolrQuery::FACET_SORT_COUNT) on success or NULL if not set.

SolrQuery::getFields
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFields — Returns the list of fields that will be returned in the response

説明

public array SolrQuery::getFields ( void )

Returns the list of fields that will be returned in the response

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getFilterQueries
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getFilterQueries — Returns an array of filter queries

説明

public array SolrQuery::getFilterQueries ( void )

Returns an array of filter queries. These are queries that can be used to restrict the super set of documents that can be returned, without influencing score

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlight
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlight — Returns the state of the hl parameter

説明

public bool SolrQuery::getHighlight ( void )

Returns a boolean indicating whether or not to enable highlighted snippets to be generated in the query response.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightAlternateField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightAlternateField — Returns the highlight field to use as backup or default

説明

public string SolrQuery::getHighlightAlternateField ([ string $field_override ] )

Returns the highlight field to use as backup or default. It accepts an optional override.

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.
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SolrQuery::getHighlightFields
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightFields — Returns all the fields that Solr should generate highlighted snippets for

説明

public array SolrQuery::getHighlightFields ( void )

Returns all the fields that Solr should generate highlighted snippets for

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightFormatter
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightFormatter — Returns the formatter for the highlighted output

説明

public string SolrQuery::getHighlightFormatter ([ string $field_override ] )

Returns the formatter for the highlighted output

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightFragmenter
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightFragmenter — Returns the text snippet generator for highlighted text

説明

public string SolrQuery::getHighlightFragmenter ([ string $field_override ] )

Returns the text snippet generator for highlighted text. Accepts an optional field override.

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.
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SolrQuery::getHighlightFragsize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightFragsize — Returns the number of characters of fragments to consider for highlighting

説明

public int SolrQuery::getHighlightFragsize ([ string $field_override ] )

Returns the number of characters of fragments to consider for highlighting. Zero implies no fragmenting. The entire field should be used.

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns an integer on success or NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightHighlightMultiTerm
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightHighlightMultiTerm — Returns whether or not to enable highlighting for range/wildcard/fuzzy/prefix queries

説明

public bool SolrQuery::getHighlightHighlightMultiTerm ( void )

Returns whether or not to enable highlighting for range/wildcard/fuzzy/prefix queries

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightMaxAlternateFieldLength
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightMaxAlternateFieldLength — Returns the maximum number of characters of the field to return

説明

public int SolrQuery::getHighlightMaxAlternateFieldLength ([ string $field_override ] )

Returns the maximum number of characters of the field to return

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightMaxAnalyzedChars
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrQuery::getHighlightMaxAnalyzedChars — Returns the maximum number of characters into a document to look for suitable snippets

説明

public int SolrQuery::getHighlightMaxAnalyzedChars ( void )

Returns the maximum number of characters into a document to look for suitable snippets

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightMergeContiguous
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightMergeContiguous — Returns whether or not the collapse contiguous fragments into a single fragment

説明

public bool SolrQuery::getHighlightMergeContiguous ([ string $field_override ] )

Returns whether or not the collapse contiguous fragments into a single fragment. Accepts an optional field override.

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightRegexMaxAnalyzedChars
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightRegexMaxAnalyzedChars — Returns the maximum number of characters from a field when using the regex fragmenter

説明

public int SolrQuery::getHighlightRegexMaxAnalyzedChars ( void )

Returns the maximum number of characters from a field when using the regex fragmenter

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightRegexPattern
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightRegexPattern — Returns the regular expression for fragmenting

説明
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public string SolrQuery::getHighlightRegexPattern ( void )

Returns the regular expression used for fragmenting

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightRegexSlop
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightRegexSlop — Returns the deviation factor from the ideal fragment size

説明

public float SolrQuery::getHighlightRegexSlop ( void )

Returns the factor by which the regex fragmenter can deviate from the ideal fragment size to accomodate the regular expression

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a double on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightRequireFieldMatch
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightRequireFieldMatch — Returns if a field will only be highlighted if the query matched in this particular field

説明

public bool SolrQuery::getHighlightRequireFieldMatch ( void )

Returns if a field will only be highlighted if the query matched in this particular field.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightSimplePost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightSimplePost — Returns the text which appears after a highlighted term

説明

public string SolrQuery::getHighlightSimplePost ([ string $field_override ] )

Returns the text which appears after a highlighted term. Accepts an optional field override

パラメータ
field_override
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The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightSimplePre
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightSimplePre — Returns the text which appears before a highlighted term

説明

public string SolrQuery::getHighlightSimplePre ([ string $field_override ] )

Returns the text which appears before a highlighted term. Accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightSnippets
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightSnippets — Returns the maximum number of highlighted snippets to generate per field

説明

public int SolrQuery::getHighlightSnippets ([ string $field_override ] )

Returns the maximum number of highlighted snippets to generate per field. Accepts an optional field override

パラメータ
field_override

The name of the field

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getHighlightUsePhraseHighlighter
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getHighlightUsePhraseHighlighter — Returns the state of the hl.usePhraseHighlighter parameter

説明

public bool SolrQuery::getHighlightUsePhraseHighlighter ( void )

Returns whether or not to use SpanScorer to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase in the document.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMlt
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMlt — Returns whether or not MoreLikeThis results should be enabled

説明

public bool SolrQuery::getMlt ( void )

Returns whether or not MoreLikeThis results should be enabled

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltBoost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltBoost — Returns whether or not the query will be boosted by the interesting term relevance

説明

public bool SolrQuery::getMltBoost ( void )

Returns whether or not the query will be boosted by the interesting term relevance

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltCount — Returns the number of similar documents to return for each result

説明

public int SolrQuery::getMltCount ( void )

Returns the number of similar documents to return for each result

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltFields
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltFields — Returns all the fields to use for similarity

説明

public array SolrQuery::getMltFields ( void )

Returns all the fields to use for similarity

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltMaxNumQueryTerms
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltMaxNumQueryTerms — Returns the maximum number of query terms that will be included in any generated query

説明

public int SolrQuery::getMltMaxNumQueryTerms ( void )

Returns the maximum number of query terms that will be included in any generated query

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltMaxNumTokens
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltMaxNumTokens — Returns the maximum number of tokens to parse in each document field that is not stored with TermVector support

説明

public int SolrQuery::getMltMaxNumTokens ( void )

Returns the maximum number of tokens to parse in each document field that is not stored with TermVector support

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltMaxWordLength
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltMaxWordLength — Returns the maximum word length above which words will be ignored

説明
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public int SolrQuery::getMltMaxWordLength ( void )

Returns the maximum word length above which words will be ignored

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltMinDocFrequency
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltMinDocFrequency — Returns the treshold frequency at which words will be ignored which do not occur in at least this many docs

説明

public int SolrQuery::getMltMinDocFrequency ( void )

Returns the treshold frequency at which words will be ignored which do not occur in at least this many docs

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltMinTermFrequency
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltMinTermFrequency — Returns the frequency below which terms will be ignored in the source document

説明

public int SolrQuery::getMltMinTermFrequency ( void )

Returns the frequency below which terms will be ignored in the source document

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltMinWordLength
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltMinWordLength — Returns the minimum word length below which words will be ignored

説明

public int SolrQuery::getMltMinWordLength ( void )

Returns the minimum word length below which words will be ignored

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getMltQueryFields
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getMltQueryFields — Returns the query fields and their boosts

説明

public array SolrQuery::getMltQueryFields ( void )

Returns the query fields and their boosts

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getQuery — Returns the main query

説明

public string SolrQuery::getQuery ( void )

Returns the main search query

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getRows
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getRows — Returns the maximum number of documents

説明

public int SolrQuery::getRows ( void )

Returns the maximum number of documents from the complete result set to return to the client for every request

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.
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SolrQuery::getSortFields
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getSortFields — Returns all the sort fields

説明

public array SolrQuery::getSortFields ( void )

Returns all the sort fields

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if none of the parameters was set.

SolrQuery::getStart
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getStart — Returns the offset in the complete result set

説明

public int SolrQuery::getStart ( void )

Returns the offset in the complete result set for the queries where the set of returned documents should begin.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getStats
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getStats — Returns whether or not stats is enabled

説明

public bool SolrQuery::getStats ( void )

Returns whether or not stats is enabled

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getStatsFacets
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getStatsFacets — Returns all the stats facets that were set
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説明

public array SolrQuery::getStatsFacets ( void )

Returns all the stats facets that were set

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getStatsFields
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getStatsFields — Returns all the statistics fields

説明

public array SolrQuery::getStatsFields ( void )

Returns all the statistics fields

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTerms
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTerms — Returns whether or not the TermsComponent is enabled

説明

public bool SolrQuery::getTerms ( void )

Returns whether or not the TermsComponent is enabled

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsField — Returns the field from which the terms are retrieved

説明

public string SolrQuery::getTermsField ( void )

Returns the field from which the terms are retrieved
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsIncludeLowerBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsIncludeLowerBound — Returns whether or not to include the lower bound in the result set

説明

public bool SolrQuery::getTermsIncludeLowerBound ( void )

Returns whether or not to include the lower bound in the result set

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsIncludeUpperBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsIncludeUpperBound — Returns whether or not to include the upper bound term in the result set

説明

public bool SolrQuery::getTermsIncludeUpperBound ( void )

Returns whether or not to include the upper bound term in the result set

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsLimit
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsLimit — Returns the maximum number of terms Solr should return

説明

public int SolrQuery::getTermsLimit ( void )

Returns the maximum number of terms Solr should return

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsLowerBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsLowerBound — Returns the term to start at

説明

public string SolrQuery::getTermsLowerBound ( void )

Returns the term to start at

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsMaxCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsMaxCount — Returns the maximum document frequency

説明

public int SolrQuery::getTermsMaxCount ( void )

Returns the maximum document frequency

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsMinCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsMinCount — Returns the minimum document frequency to return in order to be included

説明

public int SolrQuery::getTermsMinCount ( void )

Returns the minimum document frequency to return in order to be included

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsPrefix
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsPrefix — Returns the term prefix

説明

public string SolrQuery::getTermsPrefix ( void )

Returns the prefix to which matching terms must be restricted. This will restrict matches to only terms that start with the prefix

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsReturnRaw
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsReturnRaw — Whether or not to return raw characters

説明

public bool SolrQuery::getTermsReturnRaw ( void )

Returns a boolean indicating whether or not to return the raw characters of the indexed term, regardless of if it is human readable

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a boolean on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsSort
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsSort — Returns an integer indicating how terms are sorted

説明

public int SolrQuery::getTermsSort ( void )

SolrQuery::TERMS_SORT_INDEX indicates that the terms are returned by index order. SolrQuery::TERMS_SORT_COUNT implies that the terms are sorted by term frequency (highest count first)

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an integer on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTermsUpperBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTermsUpperBound — Returns the term to stop at

説明

public string SolrQuery::getTermsUpperBound ( void )
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Returns the term to stop at

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns a string on success and NULL if not set.

SolrQuery::getTimeAllowed
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::getTimeAllowed — Returns the time in milliseconds allowed for the query to finish

説明

public int SolrQuery::getTimeAllowed ( void )

Returns the time in milliseconds allowed for the query to finish.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns and integer on success and NULL if it is not set.

SolrQuery::removeFacetDateField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeFacetDateField — Removes one of the facet date fields

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeFacetDateField ( string $field )

The name of the field

パラメータ
field

The name of the date field to remove

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeFacetDateOther
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeFacetDateOther — Removes one of the facet.date.other parameters

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeFacetDateOther ( string $value [, string $field_override ] )

Removes one of the facet.date.other parameters

パラメータ
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value

The value

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeFacetField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeFacetField — Removes one of the facet.date parameters

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeFacetField ( string $field )

Removes one of the facet.date parameters

パラメータ
field

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeFacetQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeFacetQuery — Removes one of the facet.query parameters

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeFacetQuery ( string $value )

Removes one of the facet.query parameters.

パラメータ
value

The value

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeField — Removes a field from the list of fields

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeField ( string $field )

Removes a field from the list of fields

パラメータ
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field

Name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeFilterQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeFilterQuery — Removes a filter query

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeFilterQuery ( string $fq )

Removes a filter query.

パラメータ
fq

The filter query to remove

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeHighlightField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeHighlightField — Removes one of the fields used for highlighting

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeHighlightField ( string $field )

Removes one of the fields used for highlighting.

パラメータ
field

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeMltField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeMltField — Removes one of the moreLikeThis fields

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeMltField ( string $field )

Removes one of the moreLikeThis fields.

パラメータ
field
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Name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeMltQueryField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeMltQueryField — Removes one of the moreLikeThis query fields

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeMltQueryField ( string $queryField )

Removes one of the moreLikeThis query fields.

パラメータ
queryField

The query field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeSortField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeSortField — Removes one of the sort fields

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeSortField ( string $field )

Removes one of the sort fields

パラメータ
field

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeStatsFacet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeStatsFacet — Removes one of the stats.facet parameters

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeStatsFacet ( string $value )

Removes one of the stats.facet parameters

パラメータ
value

The value
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返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::removeStatsField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::removeStatsField — Removes one of the stats.field parameters

説明

publicSolrQuery SolrQuery::removeStatsField ( string $field )

Removes one of the stats.field parameters

パラメータ
field

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setEchoHandler
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setEchoHandler — Toggles the echoHandler parameter

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setEchoHandler ( bool $flag )

If set to true, Solr places the name of the handle used in the response to the client for debugging purposes.

パラメータ
flag

TRUE or FALSE

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setEchoParams
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setEchoParams — Determines what kind of parameters to include in the response

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setEchoParams ( string $type )

Instructs Solr what kinds of Request parameters should be included in the response for debugging purposes, legal values include:

- none - don't include any request parameters for debugging
- explicit - include the parameters explicitly specified by the client in the request
- all - include all parameters involved in this request, either specified explicitly by the client, or implicit because of the request handler configuration.

パラメータ
type

The type of parameters to include
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返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setExplainOther
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setExplainOther — Sets the explainOther common query parameter

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setExplainOther ( string $query )

Sets the explainOther common query parameter

パラメータ
query

The Lucene query to identify a set of documents

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacet
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacet — Maps to the facet parameter. Enables or disables facetting

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacet ( bool $flag )

Enables or disables faceting.

パラメータ
value

TRUE enables faceting and FALSE disables it.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetDateEnd
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetDateEnd — Maps to facet.date.end

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetDateEnd ( string $value [, string $field_override ] )

Maps to facet.date.end

パラメータ
value

See facet.date.end

field_override

Name of the field
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返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetDateGap
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetDateGap — Maps to facet.date.gap

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetDateGap ( string $value [, string $field_override ] )

Maps to facet.date.gap

パラメータ
value

See facet.date.gap

field_override

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetDateHardEnd
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetDateHardEnd — Maps to facet.date.hardend

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetDateHardEnd ( bool $value [, string $field_override ] )

Maps to facet.date.hardend

パラメータ
value

See facet.date.hardend

field_override

The name of the field

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetDateStart
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetDateStart — Maps to facet.date.start

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetDateStart ( string $value [, string $field_override ] )

Maps to facet.date.start
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パラメータ
value

See facet.date.start

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetEnumCacheMinDefaultFrequency
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetEnumCacheMinDefaultFrequency — Sets the minimum document frequency used for determining term count

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetEnumCacheMinDefaultFrequency ( int $frequency [, string $field_override ] )

Sets the minimum document frequency used for determining term count

パラメータ
value

The minimum frequency

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetLimit
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetLimit — Maps to facet.limit

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetLimit ( int $limit [, string $field_override ] )

Maps to facet.limit. Sets the maximum number of constraint counts that should be returned for the facet fields.

パラメータ
limit

The maximum number of constraint counts

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetMethod
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrQuery::setFacetMethod — Specifies the type of algorithm to use when faceting a field

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetMethod ( string $method [, string $field_override ] )

Specifies the type of algorithm to use when faceting a field. This method accepts optional field override.

パラメータ
method

The method to use.

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetMinCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetMinCount — Maps to facet.mincount

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetMinCount ( int $mincount [, string $field_override ] )

Sets the minimum counts for facet fields that should be included in the response

パラメータ
mincount

The minimum count

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetMissing
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetMissing — Maps to facet.missing

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetMissing ( bool $flag [, string $field_override ] )

Used to indicate that in addition to the Term-based constraints of a facet field, a count of all matching results which have no value for the field should be computed

パラメータ
flag

TRUE turns this feature on. FALSE disables it.

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.
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SolrQuery::setFacetOffset
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetOffset — Sets the offset into the list of constraints to allow for pagination

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetOffset ( int $offset [, string $field_override ] )

Sets the offset into the list of constraints to allow for pagination.

パラメータ
offset

The offset

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetPrefix
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetPrefix — Specifies a string prefix with which to limits the terms on which to facet

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetPrefix ( string $prefix [, string $field_override ] )

Specifies a string prefix with which to limits the terms on which to facet.

パラメータ
prefix

The prefix string

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setFacetSort
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setFacetSort — Determines the ordering of the facet field constraints

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setFacetSort ( int $facetSort [, string $field_override ] )

Determines the ordering of the facet field constraints

パラメータ
facetSort

Use SolrQuery::FACET_SORT_INDEX for sorting by index order or SolrQuery::FACET_SORT_COUNT for sorting by count.
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field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlight
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlight — Enables or disables highlighting

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlight ( bool $flag )

Setting it to TRUE enables highlighted snippets to be generated in the query response.

Setting it to FALSE disables highlighting

パラメータ
flag

Enable or disable highlighting

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightAlternateField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightAlternateField — Specifies the backup field to use

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightAlternateField ( string $field [, string $field_override ] )

If a snippet cannot be generated because there were no matching terms, one can specify a field to use as the backup or default summary

パラメータ
field

The name of the backup field

field_override

The name of the field we are overriding this setting for.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightFormatter
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightFormatter — Specify a formatter for the highlight output

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightFormatter ( string $formatter [, string $field_override ] )

Specify a formatter for the highlight output.



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

パラメータ
formatter

Currently the only legal value is "simple"

field_override

The name of the field.

SolrQuery::setHighlightFragmenter
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightFragmenter — Sets a text snippet generator for highlighted text

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightFragmenter ( string $fragmenter [, string $field_override ] )

Specify a text snippet generator for highlighted text.

パラメータ
fragmenter

The standard fragmenter is gap. Another option is regex, which tries to create fragments that resembles a certain regular expression

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightFragsize
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightFragsize — The size of fragments to consider for highlighting

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightFragsize ( int $size [, string $field_override ] )

Sets the size, in characters, of fragments to consider for highlighting. "0" indicates that the whole field value should be used (no fragmenting).

パラメータ
size

The size, in characters, of fragments to consider for highlighting

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightHighlightMultiTerm
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightHighlightMultiTerm — Use SpanScorer to highlight phrase terms

説明
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publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightHighlightMultiTerm ( bool $flag )

Use SpanScorer to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase in the document.

パラメータ
flag

Whether or not to use SpanScorer to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase in the document.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightMaxAlternateFieldLength
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightMaxAlternateFieldLength — Sets the maximum number of characters of the field to return

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightMaxAlternateFieldLength ( int $fieldLength [, string $field_override ] )

If SolrQuery::setHighlightAlternateField() was passed the value TRUE, this parameter specifies the maximum number of characters of the field to return

Any value less than or equal to 0 means unlimited.

パラメータ
fieldLength

The length of the field

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightMaxAnalyzedChars
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightMaxAnalyzedChars — Specifies the number of characters into a document to look for suitable snippets

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightMaxAnalyzedChars ( int $value )

Specifies the number of characters into a document to look for suitable snippets

パラメータ
value

The number of characters into a document to look for suitable snippets

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightMergeContiguous
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightMergeContiguous — Whether or not to collapse contiguous fragments into a single fragment
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説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightMergeContiguous ( bool $flag [, string $field_override ] )

Whether or not to collapse contiguous fragments into a single fragment

パラメータ
value

Whether or not to collapse contiguous fragments into a single fragment

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightRegexMaxAnalyzedChars
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightRegexMaxAnalyzedChars — Specify the maximum number of characters to analyze

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightRegexMaxAnalyzedChars ( int $maxAnalyzedChars )

Specify the maximum number of characters to analyze from a field when using the regex fragmenter

パラメータ
maxAnalyzedChars

The maximum number of characters to analyze from a field when using the regex fragmenter

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightRegexPattern
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightRegexPattern — Specify the regular expression for fragmenting

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightRegexPattern ( string $value )

Specifies the regular expression for fragmenting. This could be used to extract sentences

パラメータ
value

The regular expression for fragmenting. This could be used to extract sentences

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightRegexSlop
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightRegexSlop — Sets the factor by which the regex fragmenter can stray from the ideal fragment size
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説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightRegexSlop ( float $factor )

The factor by which the regex fragmenter can stray from the ideal fragment size ( specfied by SolrQuery::setHighlightFragsize )to accomodate the regular expression

パラメータ
factor

The factor by which the regex fragmenter can stray from the ideal fragment size

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightRequireFieldMatch
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightRequireFieldMatch — Require field matching during highlighting

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightRequireFieldMatch ( bool $flag )

If TRUE, then a field will only be highlighted if the query matched in this particular field.

This will only work if SolrQuery::setHighlightUsePhraseHighlighter() was set to TRUE

パラメータ
flag

TRUE or FALSE

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightSimplePost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightSimplePost — Sets the text which appears after a highlighted term

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightSimplePost ( string $simplePost [, string $field_override ] )

Sets the text which appears before a highlighted term

パラメータ
simplePost

Sets the text which appears after a highlighted term

The default is </em>

field_override

The name of the field.

SolrQuery::setHighlightSimplePre
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightSimplePre — Sets the text which appears before a highlighted term
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説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightSimplePre ( string $simplePre [, string $field_override ] )

Sets the text which appears before a highlighted term

The default is <em>

パラメータ
simplePre

The text which appears before a highlighted term

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightSnippets
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightSnippets — Sets the maximum number of highlighted snippets to generate per field

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightSnippets ( int $value [, string $field_override ] )

Sets the maximum number of highlighted snippets to generate per field

パラメータ
value

The maximum number of highlighted snippets to generate per field

field_override

The name of the field.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setHighlightUsePhraseHighlighter
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setHighlightUsePhraseHighlighter — Whether to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setHighlightUsePhraseHighlighter ( bool $flag )

Sets whether or not to use SpanScorer to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase in the document

パラメータ
value

Whether or not to use SpanScorer to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase in the document

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.
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SolrQuery::setMlt
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMlt — Enables or disables moreLikeThis

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMlt ( bool $flag )

Enables or disables moreLikeThis

パラメータ
flag

TRUE enables it and FALSE turns it off.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltBoost
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltBoost — Set if the query will be boosted by the interesting term relevance

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltBoost ( bool $flag )

Set if the query will be boosted by the interesting term relevance

パラメータ
value

Sets to TRUE or FALSE

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltCount — Set the number of similar documents to return for each result

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltCount ( int $count )

Set the number of similar documents to return for each result

パラメータ
count

The number of similar documents to return for each result

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltMaxNumQueryTerms
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(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltMaxNumQueryTerms — Sets the maximum number of query terms included

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltMaxNumQueryTerms ( int $value )

Sets the maximum number of query terms that will be included in any generated query.

パラメータ
value

The maximum number of query terms that will be included in any generated query

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltMaxNumTokens
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltMaxNumTokens — Specifies the maximum number of tokens to parse

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltMaxNumTokens ( int $value )

Specifies the maximum number of tokens to parse in each example doc field that is not stored with TermVector support.

パラメータ
value

The maximum number of tokens to parse

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltMaxWordLength
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltMaxWordLength — Sets the maximum word length

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltMaxWordLength ( int $maxWordLength )

Sets the maximum word length above which words will be ignored.

パラメータ
maxWordLength

The maximum word length above which words will be ignored

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltMinDocFrequency
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrQuery::setMltMinDocFrequency — Sets the mltMinDoc frequency

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltMinDocFrequency ( int $minDocFrequency )

The frequency at which words will be ignored which do not occur in at least this many docs.

パラメータ
minDocFrequency

Sets the frequency at which words will be ignored which do not occur in at least this many docs.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltMinTermFrequency
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltMinTermFrequency — Sets the frequency below which terms will be ignored in the source docs

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltMinTermFrequency ( int $minTermFrequency )

Sets the frequency below which terms will be ignored in the source docs

パラメータ
minTermFrequency

The frequency below which terms will be ignored in the source docs

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setMltMinWordLength
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setMltMinWordLength — Sets the minimum word length

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setMltMinWordLength ( int $minWordLength )

Sets the minimum word length below which words will be ignored.

パラメータ
minWordLength

The minimum word length below which words will be ignored

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setOmitHeader
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setOmitHeader — Exclude the header from the returned results
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説明

publicSolrQuery SolrQuery::setOmitHeader ( bool $flag )

Exclude the header from the returned results.

パラメータ
flag

TRUE excludes the header from the result.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setQuery
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setQuery — Sets the search query

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setQuery ( string $query )

Sets the search query.

パラメータ
query

The search query

返り値

Returns the current SolrQuery object

SolrQuery::setRows
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setRows — Specifies the maximum number of rows to return in the result

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setRows ( int $rows )

Specifies the maximum number of rows to return in the result

パラメータ
rows

The maximum number of rows to return

返り値

Returns the current SolrQuery object.

SolrQuery::setShowDebugInfo
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setShowDebugInfo — Flag to show debug information

説明
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publicSolrQuery SolrQuery::setShowDebugInfo ( bool $flag )

Whether to show debug info

パラメータ
flag

Whether to show debug info. TRUE or FALSE

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setStart
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setStart — Specifies the number of rows to skip

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setStart ( int $start )

Specifies the number of rows to skip. Useful in pagination of results.

パラメータ
start

The number of rows to skip.

返り値

Returns the current SolrQuery object.

SolrQuery::setStats
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setStats — Enables or disables the Stats component

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setStats ( bool $flag )

Enables or disables the Stats component.

パラメータ
flag

TRUE turns on the stats component and FALSE disables it.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTerms
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTerms — Enables or disables the TermsComponent

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTerms ( bool $flag )
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Enables or disables the TermsComponent

パラメータ
flag

TRUE enables it. FALSE turns it off

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsField
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsField — Sets the name of the field to get the Terms from

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsField ( string $fieldname )

Sets the name of the field to get the terms from

パラメータ
fieldname

The field name

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsIncludeLowerBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsIncludeLowerBound — Include the lower bound term in the result set

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsIncludeLowerBound ( bool $flag )

Include the lower bound term in the result set.

パラメータ
flag

Include the lower bound term in the result set

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsIncludeUpperBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsIncludeUpperBound — Include the upper bound term in the result set

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsIncludeUpperBound ( bool $flag )

Include the upper bound term in the result set.
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パラメータ
flag

TRUE or FALSE

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsLimit
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsLimit — Sets the maximum number of terms to return

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsLimit ( int $limit )

Sets the maximum number of terms to return

パラメータ
limit

The maximum number of terms to return. All the terms will be returned if the limit is negative.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsLowerBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsLowerBound — Specifies the Term to start from

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsLowerBound ( string $lowerBound )

Specifies the Term to start from

パラメータ
lowerBound

The lower bound Term

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsMaxCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsMaxCount — Sets the maximum document frequency

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsMaxCount ( int $frequency )

Sets the maximum document frequency.

パラメータ
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frequency

The maximum document frequency.

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsMinCount
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsMinCount — Sets the minimum document frequency

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsMinCount ( int $frequency )

Sets the minimum doc frequency to return in order to be included

パラメータ
frequency

The minimum frequency

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsPrefix
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsPrefix — Restrict matches to terms that start with the prefix

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsPrefix ( string $prefix )

Restrict matches to terms that start with the prefix

パラメータ
prefix

Restrict matches to terms that start with the prefix

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsReturnRaw
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsReturnRaw — Return the raw characters of the indexed term

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsReturnRaw ( bool $flag )

If true, return the raw characters of the indexed term, regardless of if it is human readable

パラメータ
value

TRUE or FALSE
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返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsSort
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsSort — Specifies how to sort the returned terms

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsSort ( int $sortType )

If SolrQuery::TERMS_SORT_COUNT, sorts the terms by the term frequency (highest count first). If SolrQuery::TERMS_SORT_INDEX, returns the terms in index order

パラメータ
sortType

SolrQuery::TERMS_SORT_INDEX or SolrQuery::TERMS_SORT_COUNT

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTermsUpperBound
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTermsUpperBound — Sets the term to stop at

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTermsUpperBound ( string $upperBound )

Sets the term to stop at

パラメータ
upperBound

The term to stop at

返り値

Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

SolrQuery::setTimeAllowed
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrQuery::setTimeAllowed — The time allowed for search to finish

説明

publicSolrQuery SolrQuery::setTimeAllowed ( int $timeAllowed )

The time allowed for a search to finish. This value only applies to the search and not to requests in general. Time is in milliseconds. Values less than or equal to zero implies no time restriction. Partial results may be returned, if there are any.

パラメータ
timeAllowed

The time allowed for a search to finish.

返り値
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Returns the current SolrQuery object, if the return value is used.

目次
SolrQuery::addFacetDateField — Maps to facet.date
SolrQuery::addFacetDateOther — Adds another facet.date.other parameter
SolrQuery::addFacetField — Adds another field to the facet
SolrQuery::addFacetQuery — Adds a facet query
SolrQuery::addField — Specifies which fields to return in the result
SolrQuery::addFilterQuery — Specifies a filter query
SolrQuery::addHighlightField — Maps to hl.fl
SolrQuery::addMltField — Sets a field to use for similarity
SolrQuery::addMltQueryField — Maps to mlt.qf
SolrQuery::addSortField — Used to control how the results should be sorted
SolrQuery::addStatsFacet — Requests a return of sub results for values within the given facet
SolrQuery::addStatsField — Maps to stats.field parameter
SolrQuery::__construct — Constructor
SolrQuery::__destruct — Destructor
SolrQuery::getFacet — Returns the value of the facet parameter
SolrQuery::getFacetDateEnd — Returns the value for the facet.date.end parameter
SolrQuery::getFacetDateFields — Returns all the facet.date fields
SolrQuery::getFacetDateGap — Returns the value of the facet.date.gap parameter
SolrQuery::getFacetDateHardEnd — Returns the value of the facet.date.hardend parameter
SolrQuery::getFacetDateOther — Returns the value for the facet.date.other parameter
SolrQuery::getFacetDateStart — Returns the lower bound for the first date range for all date faceting on this field
SolrQuery::getFacetFields — Returns all the facet fields
SolrQuery::getFacetLimit — Returns the maximum number of constraint counts that should be returned for the facet fields
SolrQuery::getFacetMethod — Returns the value of the facet.method parameter
SolrQuery::getFacetMinCount — Returns the minimum counts for facet fields should be included in the response
SolrQuery::getFacetMissing — Returns the current state of the facet.missing parameter
SolrQuery::getFacetOffset — Returns an offset into the list of constraints to be used for pagination
SolrQuery::getFacetPrefix — Returns the facet prefix
SolrQuery::getFacetQueries — Returns all the facet queries
SolrQuery::getFacetSort — Returns the facet sort type
SolrQuery::getFields — Returns the list of fields that will be returned in the response
SolrQuery::getFilterQueries — Returns an array of filter queries
SolrQuery::getHighlight — Returns the state of the hl parameter
SolrQuery::getHighlightAlternateField — Returns the highlight field to use as backup or default
SolrQuery::getHighlightFields — Returns all the fields that Solr should generate highlighted snippets for
SolrQuery::getHighlightFormatter — Returns the formatter for the highlighted output
SolrQuery::getHighlightFragmenter — Returns the text snippet generator for highlighted text
SolrQuery::getHighlightFragsize — Returns the number of characters of fragments to consider for highlighting
SolrQuery::getHighlightHighlightMultiTerm — Returns whether or not to enable highlighting for range/wildcard/fuzzy/prefix queries
SolrQuery::getHighlightMaxAlternateFieldLength — Returns the maximum number of characters of the field to return
SolrQuery::getHighlightMaxAnalyzedChars — Returns the maximum number of characters into a document to look for suitable snippets
SolrQuery::getHighlightMergeContiguous — Returns whether or not the collapse contiguous fragments into a single fragment
SolrQuery::getHighlightRegexMaxAnalyzedChars — Returns the maximum number of characters from a field when using the regex fragmenter
SolrQuery::getHighlightRegexPattern — Returns the regular expression for fragmenting
SolrQuery::getHighlightRegexSlop — Returns the deviation factor from the ideal fragment size
SolrQuery::getHighlightRequireFieldMatch — Returns if a field will only be highlighted if the query matched in this particular field
SolrQuery::getHighlightSimplePost — Returns the text which appears after a highlighted term
SolrQuery::getHighlightSimplePre — Returns the text which appears before a highlighted term
SolrQuery::getHighlightSnippets — Returns the maximum number of highlighted snippets to generate per field
SolrQuery::getHighlightUsePhraseHighlighter — Returns the state of the hl.usePhraseHighlighter parameter
SolrQuery::getMlt — Returns whether or not MoreLikeThis results should be enabled
SolrQuery::getMltBoost — Returns whether or not the query will be boosted by the interesting term relevance
SolrQuery::getMltCount — Returns the number of similar documents to return for each result
SolrQuery::getMltFields — Returns all the fields to use for similarity
SolrQuery::getMltMaxNumQueryTerms — Returns the maximum number of query terms that will be included in any generated query
SolrQuery::getMltMaxNumTokens — Returns the maximum number of tokens to parse in each document field that is not stored with TermVector support
SolrQuery::getMltMaxWordLength — Returns the maximum word length above which words will be ignored
SolrQuery::getMltMinDocFrequency — Returns the treshold frequency at which words will be ignored which do not occur in at least this many docs
SolrQuery::getMltMinTermFrequency — Returns the frequency below which terms will be ignored in the source document
SolrQuery::getMltMinWordLength — Returns the minimum word length below which words will be ignored
SolrQuery::getMltQueryFields — Returns the query fields and their boosts
SolrQuery::getQuery — Returns the main query
SolrQuery::getRows — Returns the maximum number of documents
SolrQuery::getSortFields — Returns all the sort fields
SolrQuery::getStart — Returns the offset in the complete result set
SolrQuery::getStats — Returns whether or not stats is enabled
SolrQuery::getStatsFacets — Returns all the stats facets that were set
SolrQuery::getStatsFields — Returns all the statistics fields
SolrQuery::getTerms — Returns whether or not the TermsComponent is enabled
SolrQuery::getTermsField — Returns the field from which the terms are retrieved



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

SolrQuery::getTermsIncludeLowerBound — Returns whether or not to include the lower bound in the result set
SolrQuery::getTermsIncludeUpperBound — Returns whether or not to include the upper bound term in the result set
SolrQuery::getTermsLimit — Returns the maximum number of terms Solr should return
SolrQuery::getTermsLowerBound — Returns the term to start at
SolrQuery::getTermsMaxCount — Returns the maximum document frequency
SolrQuery::getTermsMinCount — Returns the minimum document frequency to return in order to be included
SolrQuery::getTermsPrefix — Returns the term prefix
SolrQuery::getTermsReturnRaw — Whether or not to return raw characters
SolrQuery::getTermsSort — Returns an integer indicating how terms are sorted
SolrQuery::getTermsUpperBound — Returns the term to stop at
SolrQuery::getTimeAllowed — Returns the time in milliseconds allowed for the query to finish
SolrQuery::removeFacetDateField — Removes one of the facet date fields
SolrQuery::removeFacetDateOther — Removes one of the facet.date.other parameters
SolrQuery::removeFacetField — Removes one of the facet.date parameters
SolrQuery::removeFacetQuery — Removes one of the facet.query parameters
SolrQuery::removeField — Removes a field from the list of fields
SolrQuery::removeFilterQuery — Removes a filter query
SolrQuery::removeHighlightField — Removes one of the fields used for highlighting
SolrQuery::removeMltField — Removes one of the moreLikeThis fields
SolrQuery::removeMltQueryField — Removes one of the moreLikeThis query fields
SolrQuery::removeSortField — Removes one of the sort fields
SolrQuery::removeStatsFacet — Removes one of the stats.facet parameters
SolrQuery::removeStatsField — Removes one of the stats.field parameters
SolrQuery::setEchoHandler — Toggles the echoHandler parameter
SolrQuery::setEchoParams — Determines what kind of parameters to include in the response
SolrQuery::setExplainOther — Sets the explainOther common query parameter
SolrQuery::setFacet — Maps to the facet parameter. Enables or disables facetting
SolrQuery::setFacetDateEnd — Maps to facet.date.end
SolrQuery::setFacetDateGap — Maps to facet.date.gap
SolrQuery::setFacetDateHardEnd — Maps to facet.date.hardend
SolrQuery::setFacetDateStart — Maps to facet.date.start
SolrQuery::setFacetEnumCacheMinDefaultFrequency — Sets the minimum document frequency used for determining term count
SolrQuery::setFacetLimit — Maps to facet.limit
SolrQuery::setFacetMethod — Specifies the type of algorithm to use when faceting a field
SolrQuery::setFacetMinCount — Maps to facet.mincount
SolrQuery::setFacetMissing — Maps to facet.missing
SolrQuery::setFacetOffset — Sets the offset into the list of constraints to allow for pagination
SolrQuery::setFacetPrefix — Specifies a string prefix with which to limits the terms on which to facet
SolrQuery::setFacetSort — Determines the ordering of the facet field constraints
SolrQuery::setHighlight — Enables or disables highlighting
SolrQuery::setHighlightAlternateField — Specifies the backup field to use
SolrQuery::setHighlightFormatter — Specify a formatter for the highlight output
SolrQuery::setHighlightFragmenter — Sets a text snippet generator for highlighted text
SolrQuery::setHighlightFragsize — The size of fragments to consider for highlighting
SolrQuery::setHighlightHighlightMultiTerm — Use SpanScorer to highlight phrase terms
SolrQuery::setHighlightMaxAlternateFieldLength — Sets the maximum number of characters of the field to return
SolrQuery::setHighlightMaxAnalyzedChars — Specifies the number of characters into a document to look for suitable snippets
SolrQuery::setHighlightMergeContiguous — Whether or not to collapse contiguous fragments into a single fragment
SolrQuery::setHighlightRegexMaxAnalyzedChars — Specify the maximum number of characters to analyze
SolrQuery::setHighlightRegexPattern — Specify the regular expression for fragmenting
SolrQuery::setHighlightRegexSlop — Sets the factor by which the regex fragmenter can stray from the ideal fragment size
SolrQuery::setHighlightRequireFieldMatch — Require field matching during highlighting
SolrQuery::setHighlightSimplePost — Sets the text which appears after a highlighted term
SolrQuery::setHighlightSimplePre — Sets the text which appears before a highlighted term
SolrQuery::setHighlightSnippets — Sets the maximum number of highlighted snippets to generate per field
SolrQuery::setHighlightUsePhraseHighlighter — Whether to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase
SolrQuery::setMlt — Enables or disables moreLikeThis
SolrQuery::setMltBoost — Set if the query will be boosted by the interesting term relevance
SolrQuery::setMltCount — Set the number of similar documents to return for each result
SolrQuery::setMltMaxNumQueryTerms — Sets the maximum number of query terms included
SolrQuery::setMltMaxNumTokens — Specifies the maximum number of tokens to parse
SolrQuery::setMltMaxWordLength — Sets the maximum word length
SolrQuery::setMltMinDocFrequency — Sets the mltMinDoc frequency
SolrQuery::setMltMinTermFrequency — Sets the frequency below which terms will be ignored in the source docs
SolrQuery::setMltMinWordLength — Sets the minimum word length
SolrQuery::setOmitHeader — Exclude the header from the returned results
SolrQuery::setQuery — Sets the search query
SolrQuery::setRows — Specifies the maximum number of rows to return in the result
SolrQuery::setShowDebugInfo — Flag to show debug information
SolrQuery::setStart — Specifies the number of rows to skip
SolrQuery::setStats — Enables or disables the Stats component
SolrQuery::setTerms — Enables or disables the TermsComponent
SolrQuery::setTermsField — Sets the name of the field to get the Terms from
SolrQuery::setTermsIncludeLowerBound — Include the lower bound term in the result set
SolrQuery::setTermsIncludeUpperBound — Include the upper bound term in the result set
SolrQuery::setTermsLimit — Sets the maximum number of terms to return
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SolrQuery::setTermsLowerBound — Specifies the Term to start from
SolrQuery::setTermsMaxCount — Sets the maximum document frequency
SolrQuery::setTermsMinCount — Sets the minimum document frequency
SolrQuery::setTermsPrefix — Restrict matches to terms that start with the prefix
SolrQuery::setTermsReturnRaw — Return the raw characters of the indexed term
SolrQuery::setTermsSort — Specifies how to sort the returned terms
SolrQuery::setTermsUpperBound — Sets the term to stop at
SolrQuery::setTimeAllowed — The time allowed for search to finish

The SolrException class
導入
This is the base class for all exception thrown by the Solr extension classes.

クラス概要
SolrException extends Exception {
/* プロパティ */
protected integer $sourceline ;
protected string $sourcefile ;
protected string $zif_name ;
/* メソッド */
public array getInternalInfo ( void )
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

プロパティ
message

The error message

code

The error code

file

The userspace php source file where exception was generated

line

The line in userspace php source file where exception was generated

sourceline

The line in c-space source file where exception was generated

sourcefile

The c-space source file where exception was generated

zif_name

The c-space function where exception was generated

SolrException::getInternalInfo
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown
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説明

public array SolrException::getInternalInfo ( void )

Returns internal information where the Exception was thrown.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing internal information where the error was thrown. Used only for debugging by extension developers.

目次
SolrException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

The SolrClientException class
導入
An exception thrown when there is an error while making a request to the server from the client.

クラス概要
SolrClientException extends SolrException {
/* プロパティ */
/* メソッド */
public array getInternalInfo ( void )
/* 継承したメソッド */
public array SolrException::getInternalInfo ( void )
}

プロパティ
message

The error message

code

The error code

file

The userspace php source file where exception was generated

line

The line in userspace php source file where exception was generated

sourceline

The line in c-space source file where exception was generated

sourcefile

The c-space source file where exception was generated

zif_name

The c-space function where exception was generated

SolrClientException::getInternalInfo
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrClientException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

説明

public array SolrClientException::getInternalInfo ( void )

Returns internal information where the Exception was thrown.

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing internal information where the error was thrown. Used only for debugging by extension developers.

目次
SolrClientException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

The SolrIllegalArgumentException class
導入
This object is thrown when an illeglal or invalid argument is passed to a method.

クラス概要
SolrIllegalArgumentException extends SolrException {
/* プロパティ */
/* メソッド */
public array getInternalInfo ( void )
/* 継承したメソッド */
public array SolrException::getInternalInfo ( void )
}

プロパティ
message

The error message

code

The error code

file

The userspace php source file where exception was generated

line

The line in userspace php source file where exception was generated

sourceline

The line in c-space source file where exception was generated

sourcefile

The c-space source file where exception was generated

zif_name

The c-space function where exception was generated

SolrIllegalArgumentException::getInternalInfo
(PECL solr >= 0.9.2)
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SolrIllegalArgumentException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

説明

public array SolrIllegalArgumentException::getInternalInfo ( void )

Returns internal information where the Exception was thrown.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing internal information where the error was thrown. Used only for debugging by extension developers.

目次
SolrIllegalArgumentException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

The SolrIllegalOperationException class
導入
This object is thrown when an illegal or unsupported operation is performed on an object.

クラス概要
SolrIllegalOperationException extends SolrException {
/* プロパティ */
/* メソッド */
public array getInternalInfo ( void )
/* 継承したメソッド */
public array SolrException::getInternalInfo ( void )
}

プロパティ
message

The error message

code

The error code

file

The userspace php source file where exception was generated

line

The line in userspace php source file where exception was generated

sourceline

The line in c-space source file where exception was generated

sourcefile

The c-space source file where exception was generated

zif_name

The c-space function where exception was generated



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

SolrIllegalOperationException::getInternalInfo
(PECL solr >= 0.9.2)

SolrIllegalOperationException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

説明

public array SolrIllegalOperationException::getInternalInfo ( void )

Returns internal information where the Exception was thrown.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

Returns an array containing internal information where the error was thrown. Used only for debugging by extension developers.

目次
SolrIllegalOperationException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Solr 関数

solr_get_version — Returns the current version of the Apache Solr extension
例
SolrUtils — The SolrUtils class

SolrUtils::digestXmlResponse — Parses an response XML string into a SolrObject
SolrUtils::escapeQueryChars — Escapes a lucene query string
SolrUtils::getSolrVersion — Returns the current version of the Solr extension
SolrUtils::queryPhrase — Prepares a phrase from an unescaped lucene string

SolrInputDocument — The SolrInputDocument class
SolrInputDocument::addField — Adds a field to the document
SolrInputDocument::clear — Resets the input document
SolrInputDocument::__clone — Creates a copy of a SolrDocument
SolrInputDocument::__construct — Constructor
SolrInputDocument::deleteField — Removes a field from the document
SolrInputDocument::__destruct — Destructor
SolrInputDocument::fieldExists — Checks if a field exists
SolrInputDocument::getBoost — Retrieves the current boost value for the document
SolrInputDocument::getField — Retrieves a field by name
SolrInputDocument::getFieldBoost — Retrieves the boost value for a particular field
SolrInputDocument::getFieldCount — Returns the number of fields in the document
SolrInputDocument::getFieldNames — Returns an array containing all the fields in the document
SolrInputDocument::merge — Merges one input document into another
SolrInputDocument::reset — This is an alias of SolrInputDocument::clear
SolrInputDocument::setBoost — Sets the boost value for this document
SolrInputDocument::setFieldBoost — Sets the index-time boost value for a field
SolrInputDocument::sort — Sorts the fields within the document
SolrInputDocument::toArray — Returns an array representation of the input document

SolrDocument — The SolrDocument class
SolrDocument::addField — Adds a field to the document
SolrDocument::clear — Drops all the fields in the document
SolrDocument::__clone — Creates a copy of a SolrDocument object
SolrDocument::__construct — Constructor
SolrDocument::current — Retrieves the current field
SolrDocument::deleteField — Removes a field from the document
SolrDocument::__destruct — Destructor
SolrDocument::fieldExists — Checks if a field exists in the document
SolrDocument::__get — Acess the field as a property
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SolrDocument::getField — Retrieves a field by name
SolrDocument::getFieldCount — Returns the number of fields in this document
SolrDocument::getFieldNames — Returns an array of fields names in the document
SolrDocument::getInputDocument — Returns a SolrInputDocument equivalent of the object
SolrDocument::__isset — Checks if a field exists
SolrDocument::key — Retrieves the current key
SolrDocument::merge — Merges source to the current SolrDocument
SolrDocument::next — Moves the internal pointer to the next field
SolrDocument::offsetExists — Checks if a particular field exists
SolrDocument::offsetGet — Retrieves a field
SolrDocument::offsetSet — Adds a field to the document
SolrDocument::offsetUnset — Removes a field
SolrDocument::reset — This is an alias to SolrDocument::clear()
SolrDocument::rewind — Resets the internal pointer to the beginning
SolrDocument::serialize — Used for custom serialization
SolrDocument::__set — Adds another field to the document
SolrDocument::sort — Sorts the fields in the document
SolrDocument::toArray — Returns an array representation of the document
SolrDocument::unserialize — Custom serialization of SolrDocument objects
SolrDocument::__unset — Removes a field from the document
SolrDocument::valid — Checks if the current position internally is still valid

SolrDocumentField — The SolrDocumentField class
SolrDocumentField::__construct — Constructor
SolrDocumentField::__destruct — Destructor

SolrObject — The SolrObject class
SolrObject::__construct — Creates Solr object
SolrObject::__destruct — Destructor
SolrObject::getPropertyNames — Returns an array of all the names of the properties
SolrObject::offsetExists — Checks if the property exists
SolrObject::offsetGet — Used to retrieve a property
SolrObject::offsetSet — Sets the value for a property
SolrObject::offsetUnset — Sets the value for the property

SolrClient — The SolrClient class
SolrClient::addDocument — Adds a document to the index
SolrClient::addDocuments — Adds a collection of SolrInputDocument instances to the index
SolrClient::commit — Finalizes all add/deletes made to the index
SolrClient::__construct — Constructor for the SolrClient object
SolrClient::deleteById — Delete by Id
SolrClient::deleteByIds — Deletes by Ids
SolrClient::deleteByQueries — Removes all documents matching any of the queries
SolrClient::deleteByQuery — Deletes all documents matching the given query
SolrClient::__destruct — Destructor for SolrClient
SolrClient::getDebug — Returns the debug data for the last connection attempt
SolrClient::getOptions — Returns the client options set internally
SolrClient::optimize — Defragments the index
SolrClient::ping — Checks if Solr server is still up
SolrClient::query — Sends a query to the server
SolrClient::request — Sends a raw update request
SolrClient::rollback — Rollbacks all add/deletes made to the index since the last commit
SolrClient::setResponseWriter — Sets the response writer used to prepare the response from Solr
SolrClient::setServlet — Changes the specified servlet type to a new value
SolrClient::threads — Checks the threads status

SolrResponse — The SolrResponse class
SolrResponse::getDigestedResponse — Returns the XML response as serialized PHP data
SolrResponse::getHttpStatus — Returns the HTTP status of the response
SolrResponse::getHttpStatusMessage — Returns more details on the HTTP status
SolrResponse::getRawRequest — Returns the raw request sent to the Solr server
SolrResponse::getRawRequestHeaders — Returns the raw request headers sent to the Solr server
SolrResponse::getRawResponse — Returns the raw response from the server
SolrResponse::getRawResponseHeaders — Returns the raw response headers from the server
SolrResponse::getRequestUrl — Returns the full URL the request was sent to
SolrResponse::getResponse — Returns a SolrObject representing the XML response from the server
SolrResponse::setParseMode — Sets the parse mode
SolrResponse::success — Was the request a success

SolrQueryResponse — The SolrQueryResponse class
SolrQueryResponse::__construct — Constructor
SolrQueryResponse::__destruct — Destructor

SolrUpdateResponse — The SolrUpdateResponse class
SolrUpdateResponse::__construct — Constructor
SolrUpdateResponse::__destruct — Destructor

SolrPingResponse — The SolrPingResponse class
SolrPingResponse::__construct — Constructor
SolrPingResponse::__destruct — Destructor
SolrPingResponse::getResponse — Returns the response from the server

SolrGenericResponse — The SolrGenericResponse class
SolrGenericResponse::__construct — Constructor
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SolrGenericResponse::__destruct — Destructor
SolrParams — The SolrParams class

SolrParams::add — This is an alias for SolrParams::addParam
SolrParams::addParam — Adds a parameter to the object
SolrParams::get — This is an alias for SolrParams::getParam
SolrParams::getParam — Returns a parameter value
SolrParams::getParams — Returns an array of non URL-encoded parameters
SolrParams::getPreparedParams — Returns an array of URL-encoded parameters
SolrParams::serialize — Used for custom serialization
SolrParams::set — An alias of SolrParams::setParam
SolrParams::setParam — Sets the parameter to the specified value
SolrParams::toString — Returns all the name-value pair parameters in the object
SolrParams::unserialize — Used for custom serialization

SolrModifiableParams — The SolrModifiableParams class
SolrModifiableParams::__construct — Constructor
SolrModifiableParams::__destruct — Destructor

SolrQuery — The SolrQuery class
SolrQuery::addFacetDateField — Maps to facet.date
SolrQuery::addFacetDateOther — Adds another facet.date.other parameter
SolrQuery::addFacetField — Adds another field to the facet
SolrQuery::addFacetQuery — Adds a facet query
SolrQuery::addField — Specifies which fields to return in the result
SolrQuery::addFilterQuery — Specifies a filter query
SolrQuery::addHighlightField — Maps to hl.fl
SolrQuery::addMltField — Sets a field to use for similarity
SolrQuery::addMltQueryField — Maps to mlt.qf
SolrQuery::addSortField — Used to control how the results should be sorted
SolrQuery::addStatsFacet — Requests a return of sub results for values within the given facet
SolrQuery::addStatsField — Maps to stats.field parameter
SolrQuery::__construct — Constructor
SolrQuery::__destruct — Destructor
SolrQuery::getFacet — Returns the value of the facet parameter
SolrQuery::getFacetDateEnd — Returns the value for the facet.date.end parameter
SolrQuery::getFacetDateFields — Returns all the facet.date fields
SolrQuery::getFacetDateGap — Returns the value of the facet.date.gap parameter
SolrQuery::getFacetDateHardEnd — Returns the value of the facet.date.hardend parameter
SolrQuery::getFacetDateOther — Returns the value for the facet.date.other parameter
SolrQuery::getFacetDateStart — Returns the lower bound for the first date range for all date faceting on this field
SolrQuery::getFacetFields — Returns all the facet fields
SolrQuery::getFacetLimit — Returns the maximum number of constraint counts that should be returned for the facet fields
SolrQuery::getFacetMethod — Returns the value of the facet.method parameter
SolrQuery::getFacetMinCount — Returns the minimum counts for facet fields should be included in the response
SolrQuery::getFacetMissing — Returns the current state of the facet.missing parameter
SolrQuery::getFacetOffset — Returns an offset into the list of constraints to be used for pagination
SolrQuery::getFacetPrefix — Returns the facet prefix
SolrQuery::getFacetQueries — Returns all the facet queries
SolrQuery::getFacetSort — Returns the facet sort type
SolrQuery::getFields — Returns the list of fields that will be returned in the response
SolrQuery::getFilterQueries — Returns an array of filter queries
SolrQuery::getHighlight — Returns the state of the hl parameter
SolrQuery::getHighlightAlternateField — Returns the highlight field to use as backup or default
SolrQuery::getHighlightFields — Returns all the fields that Solr should generate highlighted snippets for
SolrQuery::getHighlightFormatter — Returns the formatter for the highlighted output
SolrQuery::getHighlightFragmenter — Returns the text snippet generator for highlighted text
SolrQuery::getHighlightFragsize — Returns the number of characters of fragments to consider for highlighting
SolrQuery::getHighlightHighlightMultiTerm — Returns whether or not to enable highlighting for range/wildcard/fuzzy/prefix queries
SolrQuery::getHighlightMaxAlternateFieldLength — Returns the maximum number of characters of the field to return
SolrQuery::getHighlightMaxAnalyzedChars — Returns the maximum number of characters into a document to look for suitable snippets
SolrQuery::getHighlightMergeContiguous — Returns whether or not the collapse contiguous fragments into a single fragment
SolrQuery::getHighlightRegexMaxAnalyzedChars — Returns the maximum number of characters from a field when using the regex fragmenter
SolrQuery::getHighlightRegexPattern — Returns the regular expression for fragmenting
SolrQuery::getHighlightRegexSlop — Returns the deviation factor from the ideal fragment size
SolrQuery::getHighlightRequireFieldMatch — Returns if a field will only be highlighted if the query matched in this particular field
SolrQuery::getHighlightSimplePost — Returns the text which appears after a highlighted term
SolrQuery::getHighlightSimplePre — Returns the text which appears before a highlighted term
SolrQuery::getHighlightSnippets — Returns the maximum number of highlighted snippets to generate per field
SolrQuery::getHighlightUsePhraseHighlighter — Returns the state of the hl.usePhraseHighlighter parameter
SolrQuery::getMlt — Returns whether or not MoreLikeThis results should be enabled
SolrQuery::getMltBoost — Returns whether or not the query will be boosted by the interesting term relevance
SolrQuery::getMltCount — Returns the number of similar documents to return for each result
SolrQuery::getMltFields — Returns all the fields to use for similarity
SolrQuery::getMltMaxNumQueryTerms — Returns the maximum number of query terms that will be included in any generated query
SolrQuery::getMltMaxNumTokens — Returns the maximum number of tokens to parse in each document field that is not stored with TermVector support
SolrQuery::getMltMaxWordLength — Returns the maximum word length above which words will be ignored
SolrQuery::getMltMinDocFrequency — Returns the treshold frequency at which words will be ignored which do not occur in at least this many docs
SolrQuery::getMltMinTermFrequency — Returns the frequency below which terms will be ignored in the source document
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SolrQuery::getMltMinWordLength — Returns the minimum word length below which words will be ignored
SolrQuery::getMltQueryFields — Returns the query fields and their boosts
SolrQuery::getQuery — Returns the main query
SolrQuery::getRows — Returns the maximum number of documents
SolrQuery::getSortFields — Returns all the sort fields
SolrQuery::getStart — Returns the offset in the complete result set
SolrQuery::getStats — Returns whether or not stats is enabled
SolrQuery::getStatsFacets — Returns all the stats facets that were set
SolrQuery::getStatsFields — Returns all the statistics fields
SolrQuery::getTerms — Returns whether or not the TermsComponent is enabled
SolrQuery::getTermsField — Returns the field from which the terms are retrieved
SolrQuery::getTermsIncludeLowerBound — Returns whether or not to include the lower bound in the result set
SolrQuery::getTermsIncludeUpperBound — Returns whether or not to include the upper bound term in the result set
SolrQuery::getTermsLimit — Returns the maximum number of terms Solr should return
SolrQuery::getTermsLowerBound — Returns the term to start at
SolrQuery::getTermsMaxCount — Returns the maximum document frequency
SolrQuery::getTermsMinCount — Returns the minimum document frequency to return in order to be included
SolrQuery::getTermsPrefix — Returns the term prefix
SolrQuery::getTermsReturnRaw — Whether or not to return raw characters
SolrQuery::getTermsSort — Returns an integer indicating how terms are sorted
SolrQuery::getTermsUpperBound — Returns the term to stop at
SolrQuery::getTimeAllowed — Returns the time in milliseconds allowed for the query to finish
SolrQuery::removeFacetDateField — Removes one of the facet date fields
SolrQuery::removeFacetDateOther — Removes one of the facet.date.other parameters
SolrQuery::removeFacetField — Removes one of the facet.date parameters
SolrQuery::removeFacetQuery — Removes one of the facet.query parameters
SolrQuery::removeField — Removes a field from the list of fields
SolrQuery::removeFilterQuery — Removes a filter query
SolrQuery::removeHighlightField — Removes one of the fields used for highlighting
SolrQuery::removeMltField — Removes one of the moreLikeThis fields
SolrQuery::removeMltQueryField — Removes one of the moreLikeThis query fields
SolrQuery::removeSortField — Removes one of the sort fields
SolrQuery::removeStatsFacet — Removes one of the stats.facet parameters
SolrQuery::removeStatsField — Removes one of the stats.field parameters
SolrQuery::setEchoHandler — Toggles the echoHandler parameter
SolrQuery::setEchoParams — Determines what kind of parameters to include in the response
SolrQuery::setExplainOther — Sets the explainOther common query parameter
SolrQuery::setFacet — Maps to the facet parameter. Enables or disables facetting
SolrQuery::setFacetDateEnd — Maps to facet.date.end
SolrQuery::setFacetDateGap — Maps to facet.date.gap
SolrQuery::setFacetDateHardEnd — Maps to facet.date.hardend
SolrQuery::setFacetDateStart — Maps to facet.date.start
SolrQuery::setFacetEnumCacheMinDefaultFrequency — Sets the minimum document frequency used for determining term count
SolrQuery::setFacetLimit — Maps to facet.limit
SolrQuery::setFacetMethod — Specifies the type of algorithm to use when faceting a field
SolrQuery::setFacetMinCount — Maps to facet.mincount
SolrQuery::setFacetMissing — Maps to facet.missing
SolrQuery::setFacetOffset — Sets the offset into the list of constraints to allow for pagination
SolrQuery::setFacetPrefix — Specifies a string prefix with which to limits the terms on which to facet
SolrQuery::setFacetSort — Determines the ordering of the facet field constraints
SolrQuery::setHighlight — Enables or disables highlighting
SolrQuery::setHighlightAlternateField — Specifies the backup field to use
SolrQuery::setHighlightFormatter — Specify a formatter for the highlight output
SolrQuery::setHighlightFragmenter — Sets a text snippet generator for highlighted text
SolrQuery::setHighlightFragsize — The size of fragments to consider for highlighting
SolrQuery::setHighlightHighlightMultiTerm — Use SpanScorer to highlight phrase terms
SolrQuery::setHighlightMaxAlternateFieldLength — Sets the maximum number of characters of the field to return
SolrQuery::setHighlightMaxAnalyzedChars — Specifies the number of characters into a document to look for suitable snippets
SolrQuery::setHighlightMergeContiguous — Whether or not to collapse contiguous fragments into a single fragment
SolrQuery::setHighlightRegexMaxAnalyzedChars — Specify the maximum number of characters to analyze
SolrQuery::setHighlightRegexPattern — Specify the regular expression for fragmenting
SolrQuery::setHighlightRegexSlop — Sets the factor by which the regex fragmenter can stray from the ideal fragment size
SolrQuery::setHighlightRequireFieldMatch — Require field matching during highlighting
SolrQuery::setHighlightSimplePost — Sets the text which appears after a highlighted term
SolrQuery::setHighlightSimplePre — Sets the text which appears before a highlighted term
SolrQuery::setHighlightSnippets — Sets the maximum number of highlighted snippets to generate per field
SolrQuery::setHighlightUsePhraseHighlighter — Whether to highlight phrase terms only when they appear within the query phrase
SolrQuery::setMlt — Enables or disables moreLikeThis
SolrQuery::setMltBoost — Set if the query will be boosted by the interesting term relevance
SolrQuery::setMltCount — Set the number of similar documents to return for each result
SolrQuery::setMltMaxNumQueryTerms — Sets the maximum number of query terms included
SolrQuery::setMltMaxNumTokens — Specifies the maximum number of tokens to parse
SolrQuery::setMltMaxWordLength — Sets the maximum word length
SolrQuery::setMltMinDocFrequency — Sets the mltMinDoc frequency
SolrQuery::setMltMinTermFrequency — Sets the frequency below which terms will be ignored in the source docs
SolrQuery::setMltMinWordLength — Sets the minimum word length
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SolrQuery::setOmitHeader — Exclude the header from the returned results
SolrQuery::setQuery — Sets the search query
SolrQuery::setRows — Specifies the maximum number of rows to return in the result
SolrQuery::setShowDebugInfo — Flag to show debug information
SolrQuery::setStart — Specifies the number of rows to skip
SolrQuery::setStats — Enables or disables the Stats component
SolrQuery::setTerms — Enables or disables the TermsComponent
SolrQuery::setTermsField — Sets the name of the field to get the Terms from
SolrQuery::setTermsIncludeLowerBound — Include the lower bound term in the result set
SolrQuery::setTermsIncludeUpperBound — Include the upper bound term in the result set
SolrQuery::setTermsLimit — Sets the maximum number of terms to return
SolrQuery::setTermsLowerBound — Specifies the Term to start from
SolrQuery::setTermsMaxCount — Sets the maximum document frequency
SolrQuery::setTermsMinCount — Sets the minimum document frequency
SolrQuery::setTermsPrefix — Restrict matches to terms that start with the prefix
SolrQuery::setTermsReturnRaw — Return the raw characters of the indexed term
SolrQuery::setTermsSort — Specifies how to sort the returned terms
SolrQuery::setTermsUpperBound — Sets the term to stop at
SolrQuery::setTimeAllowed — The time allowed for search to finish

SolrException — The SolrException class
SolrException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

SolrClientException — The SolrClientException class
SolrClientException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

SolrIllegalArgumentException — The SolrIllegalArgumentException class
SolrIllegalArgumentException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

SolrIllegalOperationException — The SolrIllegalOperationException class
SolrIllegalOperationException::getInternalInfo — Returns internal information where the Exception was thrown

mnoGoSearch
導入
インストール/設定
定義済み定数
mnoGoSearch 関数

Sphinx — Sphinx クライアント
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
SphinxClient — SphinxClient クラス

Swish — Swish インデックス
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
Swish 関数

Solr — Apache Solr
導入
インストール/設定
定義済み定数
Solr 関数
例
SolrUtils — The SolrUtils class
SolrInputDocument — The SolrInputDocument class
SolrDocument — The SolrDocument class
SolrDocumentField — The SolrDocumentField class
SolrObject — The SolrObject class
SolrClient — The SolrClient class
SolrResponse — The SolrResponse class
SolrQueryResponse — The SolrQueryResponse class
SolrUpdateResponse — The SolrUpdateResponse class
SolrPingResponse — The SolrPingResponse class
SolrGenericResponse — The SolrGenericResponse class
SolrParams — The SolrParams class
SolrModifiableParams — The SolrModifiableParams class
SolrQuery — The SolrQuery class
SolrException — The SolrException class
SolrClientException — The SolrClientException class
SolrIllegalArgumentException — The SolrIllegalArgumentException class
SolrIllegalOperationException — The SolrIllegalOperationException class

サーバ固有のモジュール
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Apache

導入
これらの関数は、Apacheモジュール版のPHPを実行している場合のみ利用可能です。

注意: PHP 4.3.2以降、PATH_TRANSLATED は、 Apache 2 SAPIでは暗黙のうちに設定されなく なりました。これは、Apacheにより設定されない場合に サーバ変数SCRIPT_FILENAMEと同じ値に設定される Apache 1とは異なります。この変更は、
PATH_TRANSLATEDは PATH_INFOが定義されている場合のみ存在するべきであるという CGIの規定を満たすために行われました。 Apache 2のユーザは、PATH_INFOを定義するために httpd.confの中で AcceptPathInfo = Onを使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHPのApacheへのインストール方法については、インストールの章を参照してください。

実行時設定
Apache PHPモジュールの動作は、php.iniの設定により影響を受けます。 php.iniの設定は、サーバの設定ファイル内の php_flag の設定 またはローカルなファイル .htaccessにより上書きすることができます。

例1 .htaccessによりあるディレクトリのPHPによるパー スを無効にする
php_flag engine off

Apache設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

engine "1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 から利用可能
child_terminate "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 から利用可能
last_modified "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 から利用可能
xbithack "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 から利用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

設定ディレクティブの短い説明を以下に示します。

engine boolean

PHP によるパースのオン/オフを切り替えます。 このディレクティブは、Apacheモジュール版のPHPでのみ有効です。 このディレクティブは、ディレクティブ毎または仮想サーバ毎にPHPに よるパースを有効または無効にしたいサイトで使用されます。 httpd.confファイ
ルの適当な場所に engine offを置くことにより、PHPを有効また は無効にすることができます。

child_terminate boolean

リクエストの終了時にPHPスクリプトが子プロセスの終了を指定するか どうかを指定します。 apache_child_terminate()も参照してください。

last_modified boolean

PHPスクリプトの修正日をこのリクエストのLast-Modified:ヘッダとし て送信します。

xbithack boolean
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PHPがファイル終端を無視して実行ビットが設定されているファイルを パースするようにします。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Apache 関数

apache_child_terminate
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

apache_child_terminate — このリクエストの後にApacheプロセスを終了する

説明

bool apache_child_terminate ( void )

apache_child_terminate() は、カレントのPHPリク エストを実行しているApacheプロセスをリクエスト終了時点で終了しま す。この関数は、メモリ消費量が大きなスクリプトを実行した後プロセ スを使用するために使用することが可能です。これは、メモリは通常内 部的に
のみ解放され、オペレーティングシステムに戻されないためです。

返り値

もし PHP が Apache 1 モジュールとして実行している場合、TRUE を返します。 この Apache バージョンはマルチスレッドバージョンではなく、 child_terminate PHP ディレクティブは有効です (デフォルトは無効) 。 もしこれらの条件に適合しない場合 FALSE が返され、エ
ラーレベル E_WARNING が発生します。

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

参考

exit() - メッセージを出力し、現在のスクリプトを終了する

apache_get_modules
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

apache_get_modules — ロードされた Apache モジュールのリストを取得する

説明

array apache_get_modules ( void )

ロードされた Apache モジュールのリストを取得します。

返り値

ロードされた Apache モジュールの配列 array を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 Apache 1 を使用している、もしくは Apache 2 で フィルター API として使用している場合に利用可能です。 以前は、Apache 2 の ハンドラ API として使用している場合にのみ利用可能でした。

例
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例1 apache_get_modules() の例
<?php
print_r(apache_get_modules());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => core
    [1] => http_core
    [2] => mod_so
    [3] => sapi_apache2
    [4] => mod_mime
    [5] => mod_rewrite
)

apache_get_version
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

apache_get_version — Apache のバージョンを取得する

説明

string apache_get_version ( void )

Apache のバージョンを取得します。

返り値

成功時は Apache のバージョン、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.4 Apache 1 で利用可能です。
5.0.0 Apache 2 の フィルター API で利用可能です。

例

例1 apache_get_version() の例
<?php
$version = apache_get_version();
echo "$version\n";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Apache/1.3.29 (Unix) PHP/4.3.4

参考

phpinfo() - PHP の設定情報を出力する

apache_getenv
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

apache_getenv — Apache の subprocess_env 変数を取得する

説明

string apache_getenv ( string $variable [, bool $walk_to_top ] )

variable で指定された Apache 環境変数を取得します。

この関数は Apache 2 を必要とします。それ以外では定義されていません。

パラメータ
variable
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Apache の環境変数を指定します。
walk_to_top

全ての Apache レイヤについてのトップレベル変数を取得するかどうか を指定します。

返り値

成功時は Apache 環境変数の値、失敗時は FALSE を返します。

例

例1 apache_getenv() の例

この例は、Apache の環境変数 SERVER_ADDR をどの様に取得するかを示しています。
<?php
$ret = apache_getenv("SERVER_ADDR");
echo $ret;
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
42.24.42.240

参考

apache_setenv() - Apacheサブプロセスの環境変数を設定する
getenv() - 環境変数の値を取得する
スーパーグローバル

apache_lookup_uri
(PHP 4, PHP 5)

apache_lookup_uri — リクエストの一部を指定したURIに対して行い、全ての情報を返す

説明

object apache_lookup_uri ( string $filename )

この関数は、URIにリクエストの一部を行います。このリクエストは指定した リソースに関する全ての重要な情報を得るのに十分なものです。

この関数は、 PHP が apache モジュールとしてインストールされた場合のみサポートされます。

パラメータ
filename

リクエストされているファイル名 (URI)。

返り値

URI に関する情報のオブジェクトです。返される object のプロパティは次のようなものです。

status
the_request
status_line
method
content_type
handler
uri
filename
path_info
args
boundary
no_cache
no_local_copy
allowed
send_bodyct
bytes_sent
byterange
clength
unparsed_uri
mtime
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request_time

例

例1 apache_lookup_uri() の例
<?php
$info = apache_lookup_uri('index.php?var=value');
print_r($info);

if (file_exists($info->filename)) {
    echo 'file exists!';
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
stdClass Object
(
    [status] => 200
    [the_request] => GET /dir/file.php HTTP/1.1
    [method] => GET
    [mtime] => 0
    [clength] => 0
    [chunked] => 0
    [content_type] => application/x-httpd-php
    [no_cache] => 0
    [no_local_copy] => 1
    [unparsed_uri] => /dir/index.php?var=value
    [uri] => /dir/index.php
    [filename] => /home/htdocs/dir/index.php
    [args] => var=value
    [allowed] => 0
    [sent_bodyct] => 0
    [bytes_sent] => 0
    [request_time] => 1074282764
)
file exists!

apache_note
(PHP 4, PHP 5)

apache_note — Apacheリクエスト記号(note)を取得/設定する

説明

string apache_note ( string $note_name [, string $note_value ] )

この関数は、Apache の table_get および table_set のラッパーです。 リクエスト中に存在する note のテーブルを編集します。 このテーブルは、Apache モジュール間の通信に用いるものです。

apache_note() の主な使用法は、 同一リクエスト内でのモジュール間の情報のやりとりです。

パラメータ
note_name

記号の名前
note_value

記号の値

返り値

引数が1つだけ指定されてコールされた場合、 現在の記号の値note_nameが返されます。 引数が2つ指定されてコールされた場合、記号note_name の値をnote_valueにセットし、前の記号 note_nameの値を返します。 もし記号が処理できない場合、FALSE が返されます。

例

例1 PHP と Perl との間での情報のやりとり
<?php

apache_note('name', 'Fredrik Ekengren');

// perl スクリプトをコールします
virtual("/perl/some_script.pl");

$result = apache_note("resultdata");
?>

# Apache リクエストオブジェクトを取得します
my $r = Apache->request()->main();

# 受け取ったデータを取得します
my $name = $r->notes('name');

# 何らかの処理をします

# 結果を PHP 側に戻します
$r->notes('resultdata', $result);
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例2 access.log への出力
<?php

apache_note('sessionID', session_id());

?>

# "%{sessionID}n" を LogFormat ディレクティブで使用できます

参考

virtual() - Apache サブリクエストを実行する

apache_request_headers
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

apache_request_headers — すべての HTTP リクエストヘッダを取得する

説明

array apache_request_headers ( void )

現在のリクエストにおけるすべての HTTP リクエストヘッダを取得します。

この関数は、 PHP が apache モジュールとしてインストールされた場合のみサポートされます。

返り値

現在のリクエストにおけるすべての HTTP ヘッダの連想配列、 あるいは失敗時は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明

4.3.3
注意:

PHP 4.3.3 以降、 Netscape/iPlanet/SunONE Web サーバの NSAPI サーバモジュール でもこの関数を使用できます。

4.3.0 PHP 4.3.0 より前は、apache_request_headers() は getallheaders() と呼ばれていました。PHP 4.3.0 以降、getallheaders() は apache_request_headers() へのエイリアスとなっています。

例

例1 apache_request_headers() の例
<?php
$headers = apache_request_headers();

foreach ($headers as $header => $value) {
    echo "$header: $value <br />\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Accept: */*
Accept-Language: en-us
Accept-Encoding: gzip, deflate
User-Agent: Mozilla/4.0
Host: www.example.com
Connection: Keep-Alive

注意

注意:

環境変数を読み込むことにより、共通の CGI 変数の値を取得することも可能です。 これは、PHPがApacheモジュール として使用されているかどうかにはよらず動作します。 利用可能な環境変数 の一覧を見るには、phpinfo()を使用してください。

参考

apache_response_headers() - HTTPレスポンスヘッダを全て取得する

apache_reset_timeout
(PHP 5 >= 5.1.0)
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apache_reset_timeout — Apache の書き込みタイマーをリセットする

説明

bool apache_reset_timeout ( void )

apache_reset_timeout() は Apache の書き込みタイマーをリセットします。デフォルトは 300 秒です。 set_time_limit(0); ignore_user_abort(true) と定期的な apache_reset_timeout() をコールすることで、 理論的に Apache を永遠に実行することができます。

この関数は Apache 1 を必要とします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意: この関数は、PHP が safe-mode で動作している場合は無効となります。

参考

set_time_limit() - 実行時間の最大値を制限する
ignore_user_abort() - クライアントの接続が切断された際にスクリプトの実行を終了するかどうかを設定する

apache_response_headers
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

apache_response_headers — HTTPレスポンスヘッダを全て取得する

説明

array apache_response_headers ( void )

全てのApacheレスポンスヘッダを配列として取得します。

返り値

全てのApacheレスポンスヘッダの配列、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apache_response_headers() の例
<?php
print_r(apache_response_headers());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [Accept-Ranges] => bytes
    [X-Powered-By] => PHP/4.3.8
)

注意

注意:

PHP 4.3.3 以降、 Netscape/iPlanet/SunONE Web サーバの NSAPI サーバモジュール でもこの関数を使用できます。

参考

apache_request_headers() - すべての HTTP リクエストヘッダを取得する
headers_sent() - ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる
headers_list() - 送信した (もしくは送信される予定の) レスポンスヘッダの一覧を返す

apache_setenv
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

apache_setenv — Apacheサブプロセスの環境変数を設定する
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説明

bool apache_setenv ( string $variable , string $value [, bool $walk_to_top = false ] )

apache_setenv() は variable で指定された Apache 環境変数の値を設定します。

注意:

Apache 環境変数を設定しても、対応する $_SERVER の値は変更されません。

パラメータ
variable

設定する環境変数
value

variable の新しい値
walk_to_top

全ての Apache レイヤに対して有効なトップレベルの変数を設定するかどうか

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 apache_setenv() を使った Apache 環境変数の設定
<?php
apache_setenv("EXAMPLE_VAR", "Example Value");
?>

注意

注意:

apache_setenv() は、分割されたページや PHP スクリプトによって取り込まれた Server Side Includes (.shtml) に渡すための変数を設定する場合、 apache_getenv() と対にして使用することができます。

参考

apache_getenv() - Apache の subprocess_env 変数を取得する

getallheaders
(PHP 4, PHP 5)

getallheaders — 全てのHTTPリクエストヘッダを取得する

説明

array getallheaders ( void )

すべての HTTP ヘッダを現在のリクエストから取得します。

この関数は、 apache_request_headers()のエイリアスです。 この関数は、カレントのリクエストにおける全てのHTTPヘッダーを有する 連想配列を返します。この関数の動作に関する詳細については、 apache_request_headers()のドキュメントを参照して ください。

この関数は、 PHP が apache モジュールとしてインストールされた場合のみサポートされます。

返り値

全てのHTTPリクエストヘッダの連想配列、もしくは失敗時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 apache_request_headers()のエイリアスとなりました。 これは、基本的に関数名の変更にあたります。この関数は、 Apache モジュールの場合のみ動作します。

例
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例1 getallheaders() の例
<?php

foreach (getallheaders() as $name => $value) {
    echo "$name: $value\n";
}

?>

注意

注意:

PHP 4.3.3 以降、 Netscape/iPlanet/SunONE Web サーバの NSAPI サーバモジュール でもこの関数を使用できます。

参考

apache_response_headers() - HTTPレスポンスヘッダを全て取得する

virtual
(PHP 4, PHP 5)

virtual — Apache サブリクエストを実行する

説明

bool virtual ( string $filename )

virtual() は、mod_include の <!--#include virtual...--> と似ている Apache 用関数です。 この関数は、Apache サブリクエストを実行します。 CGI スクリプトまたは .shtml ファイル、Apache を通して解釈を行う 他のものがある場合にこの関数は有用です。 CGI スクリ
プトの場合、そのスクリプトは、有効な CGI ヘッダを生成する 必要があることに注意してください。 最低でも、Content-Type ヘッダを生成する必要があります。

サブリクエストを実行するには、全てのバッファを終了、ブラウザへフラッシュし、 待機状態のヘッダも送信しておきます。

この関数は、 PHP が apache モジュールとしてインストールされた場合のみサポートされます。

パラメータ
filename

virtual コマンドが実行されるファイル

返り値

成功時は virtual コマンドの実行、失敗時は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.6 この関数を PHP ファイルに使用することができます。 しかし、他の PHP ファイルをインクルードする必要があるのなら、 include() または require() を 使用するほうがベターです。

例

apache_note() の例を参照ください。

注意

警告

クエリ文字列をインクルードされるファイルに渡す事ができますが、 $_GET は親スクリプトからコピーされ、 $_SERVER['QUERY_STRING'] は渡されたクエリ文字列に なります。クエリ文字列は、Apache 2 を使用している場合の見渡されます。 要求されたファイルは Apache
アクセスログに出力されません。

注意:

要求されたファイルの中で設定された環境変数は、呼び出し元の スクリプトからは見えません。

注意:

PHP 4.3.3 以降、 Netscape/iPlanet/SunONE Web サーバの NSAPI サーバモジュール でもこの関数を使用できます。

参考

apache_note() - Apacheリクエスト記号(note)を取得/設定する
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目次
apache_child_terminate — このリクエストの後にApacheプロセスを終了する
apache_get_modules — ロードされた Apache モジュールのリストを取得する
apache_get_version — Apache のバージョンを取得する
apache_getenv — Apache の subprocess_env 変数を取得する
apache_lookup_uri — リクエストの一部を指定したURIに対して行い、全ての情報を返す
apache_note — Apacheリクエスト記号(note)を取得/設定する
apache_request_headers — すべての HTTP リクエストヘッダを取得する
apache_reset_timeout — Apache の書き込みタイマーをリセットする
apache_response_headers — HTTPレスポンスヘッダを全て取得する
apache_setenv — Apacheサブプロセスの環境変数を設定する
getallheaders — 全てのHTTPリクエストヘッダを取得する
virtual — Apache サブリクエストを実行する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Apache 関数

apache_child_terminate — このリクエストの後にApacheプロセスを終了する
apache_get_modules — ロードされた Apache モジュールのリストを取得する
apache_get_version — Apache のバージョンを取得する
apache_getenv — Apache の subprocess_env 変数を取得する
apache_lookup_uri — リクエストの一部を指定したURIに対して行い、全ての情報を返す
apache_note — Apacheリクエスト記号(note)を取得/設定する
apache_request_headers — すべての HTTP リクエストヘッダを取得する
apache_reset_timeout — Apache の書き込みタイマーをリセットする
apache_response_headers — HTTPレスポンスヘッダを全て取得する
apache_setenv — Apacheサブプロセスの環境変数を設定する
getallheaders — 全てのHTTPリクエストヘッダを取得する
virtual — Apache サブリクエストを実行する

IIS 管理

導入
この拡張モジュールは Win32 のみで利用可能で、マイクロソフトの インターネットインフォメーションサーバ(IIS)管理用関数を提供します。 この拡張モジュールには、Web サイトや仮想ディレクトリを作成する関数が 含まれており、同時にセキュリティやスクリプトマッピン
グの設定も 行うことが可能です。これらの関数は、PHP 4 で追加されました。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/iisfunc.

http://svn.php.net/viewvc/pecl/iisfunc
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実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

IIS_READ (integer)
IIS_WRITE (integer)
IIS_EXECUTE (integer)
IIS_SCRIPT (integer)
IIS_ANONYMOUS (integer)
IIS_BASIC (integer)
IIS_NTLM (integer)
IIS_STARTING (integer)
IIS_STOPPED (integer)
IIS_PAUSED (integer)
IIS_RUNNING (integer)

IIS 関数

iis_add_server
(PECL iisfunc SVN)

iis_add_server — 新規に仮想 Web サーバを作成する

説明

int iis_add_server ( string $path , string $comment , string $server_ip , int $port , string $host_name , int $rights , int $start_server )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_get_dir_security
(PECL iisfunc SVN)

iis_get_dir_security — ディレクトリのセキュリティを取得する

説明

int iis_get_dir_security ( int $server_instance , string $virtual_path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_get_script_map
(PECL iisfunc SVN)
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iis_get_script_map — 指定した拡張子に関して仮想ディレクトリにおけるスクリプトマッピングを取得する

説明

string iis_get_script_map ( int $server_instance , string $virtual_path , string $script_extension )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_get_server_by_comment
(PECL iisfunc SVN)

iis_get_server_by_comment — 指定したコメントのインスタンス番号を返す

説明

int iis_get_server_by_comment ( string $comment )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_get_server_by_path
(PECL iisfunc SVN)

iis_get_server_by_path — 指定したパスのインスタンス番号を返す

説明

int iis_get_server_by_path ( string $path )

IIS の各仮想サーバには、インスタンス番号が付けられています。 iis_get_server_by_path() は、ルートディレクトリへの 実際のパスからインスタンス番号を検索します。

パラメータ
path

ルートディレクトリへのパス。

返り値

サーバのインスタンス番号を返します。

iis_get_server_rights
(PECL iisfunc SVN)

iis_get_server_rights — サーバの権限を取得する

説明

int iis_get_server_rights ( int $server_instance , string $virtual_path )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_get_service_state
(PECL iisfunc SVN)

iis_get_service_state — サービス ID で指定したサービスの状態を取得する

説明
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int iis_get_service_state ( string $service_id )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_remove_server
(PECL iisfunc SVN)

iis_remove_server — サーバインスタンスで指定した仮想 Web サーバを削除する

説明

int iis_remove_server ( int $server_instance )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_set_app_settings
(PECL iisfunc SVN)

iis_set_app_settings — 仮想ディレクトリでのアプリケーションスコープを作成する

説明

int iis_set_app_settings ( int $server_instance , string $virtual_path , string $application_scope )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_set_dir_security
(PECL iisfunc SVN)

iis_set_dir_security — ディレクトリのセキュリティを設定する

説明

int iis_set_dir_security ( int $server_instance , string $virtual_path , int $directory_flags )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_set_script_map
(PECL iisfunc SVN)

iis_set_script_map — 仮想ディレクトリにスクリプトマッピングを設定する

説明

int iis_set_script_map ( int $server_instance , string $virtual_path , string $script_extension , string $engine_path , int $allow_scripting )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_set_server_rights
(PECL iisfunc SVN)

iis_set_server_rights — 
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サーバの権限を設定する

説明

int iis_set_server_rights ( int $server_instance , string $virtual_path , int $directory_flags )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_start_server
(PECL iisfunc SVN)

iis_start_server — 仮想 Web サーバを起動する

説明

int iis_start_server ( int $server_instance )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_start_service
(PECL iisfunc SVN)

iis_start_service — サービス ID で指定したサービスを起動する

説明

int iis_start_service ( string $service_id )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_stop_server
(PECL iisfunc SVN)

iis_stop_server — 仮想 Web サーバを停止する

説明

int iis_stop_server ( int $server_instance )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

iis_stop_service
(PECL iisfunc SVN)

iis_stop_service — サービス ID で指定したサービスを停止する

説明

int iis_stop_service ( string $service_id )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
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iis_add_server — 新規に仮想 Web サーバを作成する
iis_get_dir_security — ディレクトリのセキュリティを取得する
iis_get_script_map — 指定した拡張子に関して仮想ディレクトリにおけるスクリプトマッピングを取得する
iis_get_server_by_comment — 指定したコメントのインスタンス番号を返す
iis_get_server_by_path — 指定したパスのインスタンス番号を返す
iis_get_server_rights — サーバの権限を取得する
iis_get_service_state — サービス ID で指定したサービスの状態を取得する
iis_remove_server — サーバインスタンスで指定した仮想 Web サーバを削除する
iis_set_app_settings — 仮想ディレクトリでのアプリケーションスコープを作成する
iis_set_dir_security — ディレクトリのセキュリティを設定する
iis_set_script_map — 仮想ディレクトリにスクリプトマッピングを設定する
iis_set_server_rights — サーバの権限を設定する
iis_start_server — 仮想 Web サーバを起動する
iis_start_service — サービス ID で指定したサービスを起動する
iis_stop_server — 仮想 Web サーバを停止する
iis_stop_service — サービス ID で指定したサービスを停止する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
IIS 関数

iis_add_server — 新規に仮想 Web サーバを作成する
iis_get_dir_security — ディレクトリのセキュリティを取得する
iis_get_script_map — 指定した拡張子に関して仮想ディレクトリにおけるスクリプトマッピングを取得する
iis_get_server_by_comment — 指定したコメントのインスタンス番号を返す
iis_get_server_by_path — 指定したパスのインスタンス番号を返す
iis_get_server_rights — サーバの権限を取得する
iis_get_service_state — サービス ID で指定したサービスの状態を取得する
iis_remove_server — サーバインスタンスで指定した仮想 Web サーバを削除する
iis_set_app_settings — 仮想ディレクトリでのアプリケーションスコープを作成する
iis_set_dir_security — ディレクトリのセキュリティを設定する
iis_set_script_map — 仮想ディレクトリにスクリプトマッピングを設定する
iis_set_server_rights — サーバの権限を設定する
iis_start_server — 仮想 Web サーバを起動する
iis_start_service — サービス ID で指定したサービスを起動する
iis_stop_server — 仮想 Web サーバを停止する
iis_stop_service — サービス ID で指定したサービスを停止する

NSAPI

導入
これらの関数は Netscpae/iPlanet/Sun ウェブサーバ上で NSAPI モジュールとして PHP を実行している場合にのみ有効です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。
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インストール手順
Netscape/iPlanet/Sun ウェブサーバに PHP をインストールする方法については、 インストールの章の NSAPI セクション （UNIX、 Windows） を参照してください。

実行時設定
NSAPI PHPモジュールの振る舞いはphp.iniの設定によって影響されます。 obj.confでのphp4_executeの コールによる追加パラメータによってphp.ini上での設定は上書きされます。

NSAPI 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

nsapi.read_timeout "60" PHP_INI_ALL PHP 4.3.3 以降で有効です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

nsapi.read_timeout integer

クライアントから POST データが転送される間にプラグインがタイムアウトするまでの秒数

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

NSAPI 関数

参考
NSAPI は、できるだけ互換性を保持するために Apache モジュールの関数のサブセットを実装しています。

NSAPI に実装されている Apache 関数
Apache 関数 (only as alias) NSAPI 関数 説明
apache_request_headers() nsapi_request_headers() HTTP リクエストヘッダを全て取得する
apache_response_headers() nsapi_response_headers() HTTP レスポンスヘッダを全て取得する
getallheaders() nsapi_request_headers() HTTP リクエストヘッダを全て取得する
virtual() nsapi_virtual() NSAPI サブリクエストを発行する

nsapi_request_headers
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5)

nsapi_request_headers — HTTP リクエストヘッダを全て取得する

説明

array nsapi_request_headers ( void )

nsapi_request_headers() は、カレントの リクエストの HTTP ヘッダを連想配列で返します。 この関数は、PHP を NSAPI モジュールとして 実行している場合にのみサポートされます。

注意:

PHP 4.3.3 未満では、getallheaders() は Apache サーバでのみ使用可能でした。 PHP 4.3.3 以降では、NSAPI モジュールを使用している場合、 getallheaders() は nsapi_request_headers() へのエイリアスとなります。

注意:

$_SERVER スーパーグローバル変数を使うことによって Common CGI 変数を取得することも可能です。この変数は PHP を NSAPI モジュールとして実行しているか どうかにかかわらず利用できます。
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返り値

HTTP ヘッダを連想配列で返します。

例

例1 nsapi_request_headers() の例
<?php
$headers = nsapi_request_headers();

foreach ($headers as $header => $value) {
  echo "$header: $value <br />\n";
}
?>

nsapi_response_headers
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5)

nsapi_response_headers — すべての HTTP レスポンスヘッダを取得する

説明

array nsapi_response_headers ( void )

Gets all the NSAPI response headers.

返り値

すべての NSAPI レスポンスヘッダの連想配列を返します。

参考

nsapi_request_headers() - HTTP リクエストヘッダを全て取得する
headers_sent() - ヘッダが既に送信されているかどうかを調べる

nsapi_virtual
(PHP 4 >= 4.3.3, PHP 5)

nsapi_virtual — NSAPI サブリクエストを発行する

説明

bool nsapi_virtual ( string $uri )

nsapi_virtual() は NSAPI 特有の関数です。 SSI (.shtml ファイル) における <!--#include virtual...--> と等価で、NSAPI サブリクエストを実行します。 CGI スクリプトや .shtmlファイル、 あるいはその他ウェブサーバ上でパースするものを include するのに有用でしょ
う。

サブリクエストを実行するには、全てのバッファリングを中断し ブラウザにフラッシュする必要があります。 ペンディング状態のヘッダも送出する必要があります。

この関数を使って他の PHP スクリプトに再帰的なリクエストをすることはできません。 PHP スクリプトをインクルードしたい場合には、include() または require() を使用してください。

注意:

この関数は、Netscape/iPlanet/Sun ウェブサーバのドキュメント化されていない機構に依存してます。 この関数が有効かどうか確かめるには phpinfo() を使用してください。Unix 環境では常に作動するでしょう。Windows 環境では、 ns-httpdXX.dll ファイルの
名称に依存します。

もしこの問題に遭遇した場合には NSAPI セクションのサブリクエスト （UNIX、Windows） の項をご覧ください。

パラメータ
uri

スクリプトの URI 。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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目次
nsapi_request_headers — HTTP リクエストヘッダを全て取得する
nsapi_response_headers — すべての HTTP レスポンスヘッダを取得する
nsapi_virtual — NSAPI サブリクエストを発行する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
NSAPI 関数

nsapi_request_headers — HTTP リクエストヘッダを全て取得する
nsapi_response_headers — すべての HTTP レスポンスヘッダを取得する
nsapi_virtual — NSAPI サブリクエストを発行する

Apache
導入
インストール/設定
定義済み定数
Apache 関数

IIS — IIS 管理
導入
インストール/設定
定義済み定数
IIS 関数

NSAPI
導入
インストール/設定
定義済み定数
NSAPI 関数

セッション関連

Mohawk Software セッションハンドラ関数

導入
msession は、ローカルまたはリモートで実行される高速セッションデーモンへの インターフェイスです。複数の PHP Web サーバにおいて集中的な セッション管理を行うために設計されています。 msession とセッションサーバソフトウエアに関するより詳細な情報は、 »
http://www.mohawksoft.org/?q=node/8 にあります。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.3.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件

http://www.mohawksoft.org/?q=node/8
http://www.mohawksoft.org/?q=node/8
http://pecl.php.net/
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外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/msession.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.3

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

Msession 関数

msession_connect
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_connect — msession サーバに接続する

説明

bool msession_connect ( string $host , string $port )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_count
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_count — セッション数を得る

説明

int msession_count ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_create
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_create — セッションを作成する

説明

http://svn.php.net/viewvc/pecl/msession
http://pecl.php.net/
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bool msession_create ( string $session [, string $classname [, string $data ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_destroy
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_destroy — セッションを破棄する

説明

bool msession_destroy ( string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_disconnect
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_disconnect — msession サーバへの接続を閉じる

説明

void msession_disconnect ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_find
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_find — 名前と値で、すべてのセッションを検索する

説明

array msession_find ( string $name , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_get_array
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_get_array — msession 変数の配列を得る

説明

array msession_get_array ( string $session )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_get_data
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)
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msession_get_data — データセッションの、構造化されていないデータを取得する

説明

string msession_get_data ( string $session )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_get
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_get — セッションから値を取得する

説明

string msession_get ( string $session , string $name , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_inc
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_inc — セッションの値を増加させる

説明

string msession_inc ( string $session , string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_list
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_list — すべてのセッションの一覧を取得する

説明

array msession_list ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_listvar
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_listvar — セッションの一覧を変数を使用して取得する

説明

array msession_listvar ( string $name )

共通の属性を有するセッションを検索する際に使用します。

パラメータ
name

検索する名前。
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返り値

name という名前の変数を有する全ての セッションを値とする連想配列を返します。

msession_lock
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_lock — セッションをロックする

説明

int msession_lock ( string $name )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_plugin
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_plugin — msession personality プラグイン内のエスケープ関数をコールする

説明

string msession_plugin ( string $session , string $val [, string $param ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_randstr
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_randstr — ランダムな文字列を取得する

説明

string msession_randstr ( int $param )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_set_array
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_set_array — セッションに配列の値を設定する

説明

void msession_set_array ( string $session , array $tuples )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_set_data
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_set_data — 
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データセッションの、構造化されていないデータを設定する

説明

bool msession_set_data ( string $session , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_set
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_set — セッションに値を設定する

説明

bool msession_set ( string $session , string $name , string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_timeout
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_timeout — セッションの有効期間を設定/取得する

説明

int msession_timeout ( string $session [, int $param ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_uniq
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_uniq — ユニークな ID を取得する

説明

string msession_uniq ( int $param [, string $classname [, string $data ]] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

msession_unlock
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5 <= 5.1.2)

msession_unlock — セッションのロックを解除する

説明

int msession_unlock ( string $session , int $key )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
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msession_connect — msession サーバに接続する
msession_count — セッション数を得る
msession_create — セッションを作成する
msession_destroy — セッションを破棄する
msession_disconnect — msession サーバへの接続を閉じる
msession_find — 名前と値で、すべてのセッションを検索する
msession_get_array — msession 変数の配列を得る
msession_get_data — データセッションの、構造化されていないデータを取得する
msession_get — セッションから値を取得する
msession_inc — セッションの値を増加させる
msession_list — すべてのセッションの一覧を取得する
msession_listvar — セッションの一覧を変数を使用して取得する
msession_lock — セッションをロックする
msession_plugin — msession personality プラグイン内のエスケープ関数をコールする
msession_randstr — ランダムな文字列を取得する
msession_set_array — セッションに配列の値を設定する
msession_set_data — データセッションの、構造化されていないデータを設定する
msession_set — セッションに値を設定する
msession_timeout — セッションの有効期間を設定/取得する
msession_uniq — ユニークな ID を取得する
msession_unlock — セッションのロックを解除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Msession 関数

msession_connect — msession サーバに接続する
msession_count — セッション数を得る
msession_create — セッションを作成する
msession_destroy — セッションを破棄する
msession_disconnect — msession サーバへの接続を閉じる
msession_find — 名前と値で、すべてのセッションを検索する
msession_get_array — msession 変数の配列を得る
msession_get_data — データセッションの、構造化されていないデータを取得する
msession_get — セッションから値を取得する
msession_inc — セッションの値を増加させる
msession_list — すべてのセッションの一覧を取得する
msession_listvar — セッションの一覧を変数を使用して取得する
msession_lock — セッションをロックする
msession_plugin — msession personality プラグイン内のエスケープ関数をコールする
msession_randstr — ランダムな文字列を取得する
msession_set_array — セッションに配列の値を設定する
msession_set_data — データセッションの、構造化されていないデータを設定する
msession_set — セッションに値を設定する
msession_timeout — セッションの有効期間を設定/取得する
msession_uniq — ユニークな ID を取得する
msession_unlock — セッションのロックを解除する

セッション処理

導入
PHPのセッションサポート機能は、複数回のアクセスを通じて特定のデー タを保持する手段を実現するものです。これにより、よりカスタマイズさ れたアプリケーションを構築し、自分の Web サイトのアピール度を増加 させることが可能となります。

Web サイトの訪問者にはセッションIDというセッションIDと呼ばれるユニークなIDが割りつけられ ます。このIDは、ユーザー側にクッキーとして保存するか、または、URL に埋め込みます。

セッションサポート機能により、任意の数の変数をリクエスト間で受けわたせる ようになります。来訪者がサイトにアクセスした際、 PHP は特定のセッションIDがリクエストとともに送信されているかどうかを ( session.auto_startが1の場合は)自動的に、または
(session_start() により明示的な、あるいは session_register() により暗黙の) 要求を受けて確認します。 このIDが送信されている場合には、以前保存された変数が再現されます。

警告

session.auto_start をオンにした場合にオブジェクトをセッションに代入する唯一の方法は、 クラスの定義を auto_prepend_file でロードしておき、オブジェクトを serialize() したうえで後で unserialize() することです。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

全ての登録された変数は、リクエストが終了した後に、シリアル化されます。 未定義の登録変数は、未定義としてマーク付けされます。 これらの変数は、後でユーザーが定義しない限り、以降のアクセスにおいて セッションモジュールにより定義されません。

警告

いくつかのデータ型はシリアライズできませんので、 セッションにストアされません。これは resource 型の変数、 もしくは循環参照しているオブジェクト (例えば、 自分自身への参照を他のオブジェクトに渡しているオブジェクト) を含みます。

注意:

セッションを処理している時、 session_register()関数を使用するか スーパーグローバル配列$_SESSIONへ新しいキーを 追加することにより変数が登録されるまで、セッションのレコードは作 成されないことに注意してください。これは、セッションが
session_start()関数により開始されている場合で も真です。

注意:

PHP 5.2.2 以降、 open_basedir を有効にして、許可するパスの一覧に "/tmp" を明示していない場合でも "/tmp" にセッションファイルを保存するようになっていました。 この機能は PHP 5.3.0 で削除されます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

注意:

オプションで、Ralf S. Engelschallにより開発されたセッションの保 存用の共有メモリ(mm)を使用することも可能です。 » mmをダウンロードし、インストールす ることができます。このオプションは、Windowsプラットフォームでは 利用できません。mm用セッ
ション保存モジュールは同一セッションのロッ クに問題があるため、同時アクセスを保証することはできません。 ファイルにセッションを保存するためには、 (Solaris/Linux の tmpfs または BSD の /dev/md のように) 共有メモリベースのファイルシステムを使用
するほうがよいでしょう。 セッションのデータはメモリに保存されます。そのため、Web サーバを 再起動するとデータが削除されます。

インストール手順
PHPのセッションサポートはデフォルトで有効となっています セッションサポートを有効にしてPHPを構築したくない場合には、 configureにオプション--disable-session を指定する必要があります。 セッション記憶領域として共有メモリ(mm)を使用するに
は、PHPのconfigure に--with-mm[=DIR] を指定します。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

注意:

デフォルトでは、特定のセッションのすべての情報は session.save_path INIオプションで指定されたディレクトリに生成される ファイルに保存されます。 結びついている情報に関わらずセッション毎にひとつのファイルが生成されます。 セッションが開始され
（ファイルが生成される）しかし何の情報も そのファイルに書き込まれない場合もあります（サイズがゼロのファイルが残る）。 この振る舞いはファイルシステムを使っていることによる副作用であり、 カスタムセッションハンドラ（例：データベースを使ったも
の）を 使う場合には何の情報も持たないセッションについて追跡しないように することは可能です。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

セッションの設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

session.save_path "" PHP_INI_ALL  
session.name "PHPSESSID" PHP_INI_ALL  
session.save_handler "files" PHP_INI_ALL  
session.auto_start "0" PHP_INI_ALL  
session.gc_probability "1" PHP_INI_ALL  
session.gc_divisor "100" PHP_INI_ALL PHP 4.3.2 から利用可能
session.gc_maxlifetime "1440" PHP_INI_ALL  
session.serialize_handler "php" PHP_INI_ALL  
session.cookie_lifetime "0" PHP_INI_ALL  
session.cookie_path "/" PHP_INI_ALL  
session.cookie_domain "" PHP_INI_ALL  

http://www.ossp.org/pkg/lib/mm/
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session.cookie_secure "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.4 から利用可能
session.cookie_httponly "" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 から使用可能
session.use_cookies "1" PHP_INI_ALL  
session.use_only_cookies "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能
session.referer_check "" PHP_INI_ALL  
session.entropy_file "" PHP_INI_ALL  
session.entropy_length "0" PHP_INI_ALL  
session.cache_limiter "nocache" PHP_INI_ALL  
session.cache_expire "180" PHP_INI_ALL  
session.use_trans_sid "0" PHP_INI_ALL PHP_INI_ALL は PHP <= 4.2.3、PHP_INI_PERDIR は PHP < 5 から。PHP 4.0.3 から利用可能。
session.bug_compat_42 "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
session.bug_compat_warn "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 から利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
session.hash_function "0" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 から利用可能
session.hash_bits_per_character "4" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 から利用可能
url_rewriter.tags "a=href,area=href,frame=src,form=,fieldset=" PHP_INI_ALL PHP 4.0.4 から利用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

セッション管理システムは、php.iniファイルに記述可能な多くの設定オ プションをサポートします。以下に概要を示します。

session.save_handler string
session.save_handler は、 セッションに関連するデータの保存および取得時に使用するハンドラを定義します。 デフォルトは、files です。各拡張モジュールで、 独自の save_handler を使用できることに注意しましょう。 インストール環境単位で登録されているハンド
ラを取得するには phpinfo() を使用します。 session_set_save_handler() も参照してください。

session.save_path string
session.save_path は、保存ハンドラに渡される 引数を定義します。デフォルトのファイルハンドラを選択した場合、 ファイルが作成される場所のパスになります。 session_save_path() も参照ください。

オプションの引数としてN（数値）を指定できます。 これはセッションファイルを分散して保存する際に ディレクトリ階層レベルを決定します。 例えば、'5;/tmp'とすると /tmp/4/b/1/e/3/sess_4b1e384ad74619bd212e236e52a5a174If という位置にセッション
ファイルを生成します。 Nを使用するには、これらすべてのディレクトリが 事前に作成されている必要があります。 そのためのシェルスクリプトがext/sessionに mod_files.shというファイル名であります。 Windows 版の mod_files.bat もあります。 また、0以上
のNが指定されている場合には自動ガーベッジコレクション が機能しないことに注意してください。詳細は php.ini を見てください。 また、Nを指定する場合は、 session.save_pathを"quotes"で囲う必要があります。 なぜならセパレータ(;) は php.ini ではコメントとし
ても利用されているからです。

警告

この設定を/tmp (デフォルト)のようにどこか らでも読み込み可能なディレクトリのままにしている場合、サーバ上 の他のユーザがこのディレクトリのファイルのリストを取得すること により、セッションをハイジャックをすることが可能となります。

注意: PHP 4.3.6 以前では、WindowsユーザがPHPのsession関数を使用するためには、 この変数を変更する必要があります。c:/temp のような有効なパスを指定するようにしてください。

session.name string
session.name はセッション名を指定し、 クッキー名として使用されます。 アルファベット文字のみで指定する必要があります。 デフォルトは、PHPSESSID です。 session_name()も参照してください。

session.auto_start boolean
session.auto_start はリクエスト開始時に セッションモジュールがセッションを自動的に開始するかどうかを 指定します。デフォルトは、0(無効)です。

session.serialize_handler string
session.serialize_handler は、シリアル化または シリアル化データを復元するために使用されるハンドラの名前を定義します。 現在、( php あるいは php_binary という名前の) PHP 内部フォーマットおよび (wddx という名前の) WDDX がサポートされていま
す。WDDX は、PHP がWDDX サポート を有効にしてコンパイルされている場合のみ使用可能です。デフォルトは、 php です。

session.gc_probability integer
session.gc_probabilityと session.gc_divisorの組み合わせでgc （ガーベッジコレクション）ルーチンの始動を制御します。 デフォルトは、1 です。 詳細はsession.gc_divisor をご覧ください

session.gc_divisor integer
session.gc_divisorと session.gc_probabilityの組み合わせで すべてのセッションの初期化過程でgc（ガーベッジコネクション）プロセス も始動する確率を制御します。確率は gc_probability/gc_divisor で計算されます。例えば、1/100は各リクエスト毎に1%の確率
でGCプロセスが 始動します。 session.gc_divisorのデフォルトは100です。

session.gc_maxlifetime integer
session.gc_maxlifetime は、データが 'ごみ' とみなされ、消去されるまでの秒数を指定します。 ガベージコレクション (ごみの収集) は、 セッションの開始時に行われます (session.gc_probability と session.gc_divisor に依存します)。

注意:

異なる値を session.gc_maxlifetime に指定している 別々のスクリプトがセッションデータの保存場所を共有している場合、 一番小さい設定値に達した時点でデータが消去されます。このような場合には、 お互いに session.save_path を使用します。

注意: デフォルトのファイルに基づくセッションハンドラを使用している場 合、使用するファイルシステムは、アクセス時間(atime)を記録できる 必要があります。Windows FATはこれができないため、 FATファイルシステムまたはatimeの記録ができない他の
ファイルシス テムで問題を発生した場合は、セッションのガベージコレクト処理を 行う他の手段を用意する必要があります。 PHP4.2.3以降、atimeの代わりにmtime（更新時刻）が使用されます。 このため、atimeが利用できないファイルシステムでの問題は
無くなりました。

session.referer_check string
session.referer_check には、HTTP Referer に おいて確認を行う文字列を指定します。Refererがクライアントにより 送信されており、かつ、指定した文字列が見付からない場合、埋め込 まれたセッションIDは無効となります。デフォルトは空の文字列です。

session.entropy_file string
session.entropy_file は、 セッションIDを作成する際の別のエントロピーソースとして使用する 外部リソースへのパスを指定します。 例としては、多くの UNIX で利用可能な /dev/random または /dev/urandom があげられます。 この機能は、Windows では PHP
5.3.3 以降で対応します。 session.entropy_length にゼロ以外の値を設定すると、 PHP は Windows Random API をエントロピーソースとして使います。

session.entropy_length integer
session.entropy_length は、前記のファイルから 読みこむバイト数を指定します。デフォルトは、0 (無効)です。

session.use_cookies boolean
session.use_cookiesによりクライアント側にセッ ションIDを保存する際にクッキーを使用するかどうかを指定します。デ フォルトは1 (有効)です。

session.use_only_cookies boolean
session.use_only_cookies は、 このモジュールがクライアント側へのセッション ID の保存に Cookie のみ を使用することを指定します。 この設定を有効にすることにより、セッション ID を URL に埋め込む攻撃を防ぐことができます。この設定は、 PHP 4.3.0 で追加
されました。 PHP 5.3.0 以降で、デフォルトは 1 (有効) となります。

session.cookie_lifetime integer
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session.cookie_lifetime は、 ブラウザに送信するクッキーの有効期間を秒単位で指定します。 0 を指定すると "ブラウザを閉じるまで" という意味になります。 デフォルトは、0 です。 session_get_cookie_params() および session_set_cookie_params() も参照してく
ださい。

注意:

有効期限のタイムスタンプは、サーバの時刻に基づいて決まります。 クライアントのブラウザの時刻がこれと同じであるとは限りません。

session.cookie_path string
session.cookie_path によりセッションクッキーで設定するパスを指定します。 デフォルトは/です。 session_get_cookie_params()および session_set_cookie_params()も参照してください。

session.cookie_domain string
session.cookie_domain によりセッションクッキーで指定するドメインを指定します。 デフォルトでは指定されません。 この場合は、クッキーの仕様によって、クッキーを作成したサーバの ホスト名が指定されます。 session_get_cookie_params() および
session_set_cookie_params() も参照ください。

session.cookie_secure boolean
session.cookie_secureは、 セキュアな接続を通じてのみCookieを送信できるかどうかを指定します。 デフォルトは、offです。 この設定は、PHP 4.0.4で追加されました。 session_get_cookie_params()および session_set_cookie_params()も参照してください。

session.cookie_httponly boolean
クッキーに対して、HTTP を通してのみアクセスできるようにします。 つまり、JavaScript のようなスクリプト言語からはアクセスできなくなるということです。 この設定を使用すると、XSS 攻撃によって ID を盗まれる危険性を減らせます (が、すべてのブラウザがこの
設定をサポートしているというわけではありません)。

session.cache_limiter string
session.cache_limiter により、セッションページにおけるキャッシュ制御の方法を指定します。 nocache、private、 private_no_expire あるいは public のいずれかとなります。デフォルトは nocache です。 これらの値の意味については session_cache_limiter() のド
キュメントも参照ください。

session.cache_expire integer
session.cache_expireによりキャッシュされた セッションページの有効期間を分単位で指定します。 このオプションは、nocacheリミッタに関しては効果がありません。 デフォルトは、180です。 session_cache_expire()も参照してください。

session.use_trans_sid boolean
session.use_trans_sidは、透過的なセッション IDの付加をするかどうかを指定します。 デフォルトは、0(無効)です。

注意: PHP 4.1.2より前のバージョンでは、このオプションは --enable-trans-sidにより コンパイル時に有効とされていました。 PHP 4.2.0以降、trans-sid機能は常にコンパイルされます。 URLに基づくセッション管理は、Cookieに基づくセッション管理と
比べ てセキュリティリスクが大きくなります。例えば、ユーザは、emailに より友人にアクティブなセッションIDを含むURLを送信する可能性があ り、また、ユーザは自分のブックマークにセッションIDを含むURLを保 存し、常に同じセッションIDで使用する
サイトにアクセスする可能性 があります。

session.bug_compat_42 boolean
PHP バージョンが 4.2.3 とそれ以前には、たとえ register_globals が無効の場合でもグローバルスコープでセッション変数の初期化を 許してしまうドキュメント化されていない特徴/バグがあります。 この機能を使用している場合で session.bug_compat_warn も有効に
している場合、 PHP 4.3.0 とそれ以降のバージョンでは警告が発されます。 この特徴/バグは、 このディレクティブを無効にすることで無効にすることが可能です。

session.bug_compat_warn boolean
PHP バージョンが 4.2.3 とそれ以前には、たとえ register_globals が無効の場合でもグローバルスコープでセッション変数の初期化を 許してしまうドキュメント化されていない特徴/バグがあります。 この機能を session.bug_compat_42 と session.bug_compat_warn
を有効にして使用している場合、 PHP 4.3.0 とそれ以降のバージョンでは警告が発されます。

session.hash_function mixed
session.hash_function によりセッション ID を生成するために使用されるハッシュアルゴリズムを指定することが可能です。 '0' は MD5 (128 ビット) で、'1' は SHA-1 (160 ビット) を意味します。

PHP 5.3.0 以降では、hash 拡張モジュール の任意のアルゴリズムが (この拡張モジュールが使用可能な場合に) 指定できるようになります。たとえば sha512 や whirlpool などです。 サポートされているアルゴリズムの一覧は、 hash_algos() 関数で取得できます。

注意:

この設定は PHP 5 で導入されました。

session.hash_bits_per_character integer
session.hash_bits_per_character により バイナリのハッシュデータを何らかの可読なデータに変換する際、 それぞれの文字に何ビットストアさせるかを定義することが可能です。 指定可能な値は、'4' (0-9, a-f)、'5' (0-9, a-v) そして '6' (0-9, a-z, A-Z, "-", ",") で
す。

注意:

このディレクティブは PHP 5 で導入されました。

url_rewriter.tags string
url_rewriter.tagsは、透過的なセッションIDの 付加機能が有効となった場合に、セッションIDを含めるために書き換 えられるHTMLタグを指定します。デフォルトは、 a=href,area=href,frame=src,input=src,form=fakeentry,fieldset= です。

注意: HTML/XHTML strict に適合させたい場合には form エントリは削除し、 formフィールドの前後に<fieldset> タグを使ってください。

track_varsおよび register_globals 設定はセッション変数の保存および回復方法に影響を与えます。

注意:

PHP 4.0.3以降、track_vars は常 にonとなっています。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。
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SID (string)
"name=ID" 形式でセッション名とセッション ID を格納している定数。 セッション ID がセッションクッキーに適切にセットされている場合には空文字列が入る。 これは session_id() が返す ID と同一になる。

例
目次

$_SESSIONで変数を登録
セッションIDの受渡し
カスタムセッションハンドラ

注意:

PHP 4.1.0以降、$_SESSIONは、 $_POST, $_GET, $_REQUEST等のようにグローバル変数として利用可 能です。$HTTP_SESSION_VARSと異なり、 $_SESSIONは常にグローバルです。そこで、 global は$_SESSIONの場合は不要です。 このドキュメントで
は、$_SESSION をあらゆる場 所で使用していることに注意してください。もし前者を使用したい場合に は、$_SESSIONを $HTTP_SESSION_VARSで置き換えることができます。 また、$_SESSIONを使用する前に session_start() を用いてセッションを開始して おく
必要があることに注意してください。

連想配列$_SESSIONのキーは、PHPの通常の変数名 と同じ制限があります。すなわち、数字で始まることはできず、文字ま たはアンダースコアで始まる必要があります。 詳細については、本マニュアルの 変数の節を参照して下さ い。

register_globals が無効の場合、グローバル連想配列$_SESSIONのメ ンバーのみがセッション変数として登録されます。 回復されたセッション変数は、配列$_SESSIONでの み利用可能です。

セキュリティとコードの可読性のために$_SESSION (またはPHP 4.0.6以前は$HTTP_SESSION_VARS)の使用 が推奨されます。$_SESSIONの場合、 session_register(), session_unregister(), session_is_registered()は不要です。ユーザは、 通常の変数と同様にセッション変数
にアクセス可能 です。

例1 $_SESSIONで変数を登録
<?php
session_start();
// PHP 4.0.6以前の場合は$HTTP_SESSION_VARSを使用してください
if (!isset($_SESSION['count'])) {
  $_SESSION['count'] = 0;
} else {
  $_SESSION['count']++;
}
?>

例2 register_globals が無効な場合に、$_SESSIONに登録されている変 数の登録を解除する
<?php
session_start();
// PHP 4.0.6とそれ以前では$HTTP_SESSION_VARSを使用してください
unset($_SESSION['count']);
?>

警告

unset($_SESSION)によって 全ての$_SESSIONを初期化してはいけません。 $_SESSIONスーパーグローバル変数を用いた セッション変数の登録ができなくなってしまうからです。

警告

セッション変数において参照を使用することはできません。 他の変数への参照の再現する方法がないからです。

register_globals が有効な場合、全てのグローバル変数はセッション変数として登録するこ とが可能で、セッション変数は対応するグローバル変数として回復されま す。PHPは、どのグローバル変数がセッション変数として登録されるのか を知る必要があるため、ユーザは、変
数を session_register()関数で登録する必要がありま す。しかし、$_SESSIONの場合は、エントリを設定 するだけでこれを行う必要はありません。

警告

PHP 4.3.0 より前のバージョンでは、 $_SESSIONを使用し、register_globals を無効とする場合、 session_register(), session_is_registered(), session_unregister()を使用しないでください。 セキュリティ面と性能面の双方よりregister_globals を無効とすることが推奨され
ています。

register_globals が有効な場合、グローバル変数と$_SESSIONの エントリは、前のセッションインスタンスで登録されたセッション変数 の同じ値を参照することになります。 しかし、変数が $_SESSION で登録された場合、 グローバル変数が使用可能となるのは次のリクエス
ト以降です。

PHP 4.2.3とそれ以前のバージョンのみに関係する問題があります。 session_register()により新しいセッショ ン変数を登録する場合、グローバルスコープのエントリと $_SESSIONのエントリは、次の session_start()まで同じ値へのリファレンスとは なりません。 すなわち、
グローバル変数への修正は、$_SESSION のエントリには反映されません。PHP 4.3.0 では修正されています。

セッションIDの受渡し
セッションIDの通知を行うためには次の二つの方法があります。

Cookies
URLパラメータ

sessionモジュールは、両方の方法をサポートします。 Cookieは最適ですが、(クライアントがCookieを受け入れない可能性が あるため)信頼性がなく、これに依存することができません。2番目の方 法は、セッションIDを直接URLに埋め込みます。

PHPには、透過的にリンクを変換する機能を有しています。 PHP 4.2.0 以降を使用していない場合、PHP構築時にこの機能を有効にして おく必要があります。UNIX環境では、 --enable-trans-sidをconfigureに指定して ください。この構築オプションと実行時オプション
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session.use_trans_sidが有効な場合、 相対URIは自動的にセッションIDを含むように変換されます。

注意:

arg_separator.output php.ini ディレクティブにより、引数セパレータをカスタマイズする ことができます。XHTMLに完全準拠するためには、ここに &amp; を指定してください。

もしくは、セッションが開始している場合に定義されている定数 SID を使用することもできます。クライアントが適当な セッションクッキーを送信しなかった場合、この定数は session_name=session_id の形式となります。 他方、送信された場合には、この定数は空の文字列
に展開されます。 このため、この定数を無条件に URL に埋め込むことができます。

次の例は、変数の登録法および SID を用いて他のページに正しくリンクする方法のデモです。

例1 単一のユーザーに関するヒット数を数える
<?php

session_start();

if (empty($_SESSION['count'])) {
 $_SESSION['count'] = 1;
} else {
 $_SESSION['count']++;
}
?>

<p>
こんにちは、あなたがこのページに来たのは <?php echo $_SESSION['count']; ?> 回目ですね。
</p>

<p>
続けるには、<a href="nextpage.php?<?php echo htmlspecialchars(SID); ?>">ここをクリック</A>
してください。
</p>

XSSに関係する攻撃を防止するためにSIDを出力する際に、 htmlspecialchars()を使用します。

PHPをコンパイルする際に --enable-trans-sid を使用した場合、 上の例のように SID を出力する必要はありません。

注意:

相対URLでないURLは外部サイトを指していると仮定され、SID が追加されません。これは、SID を外部のサーバに開示することはセキュリティ上のリスクとなる可能性があるためです。

カスタムセッションハンドラ
セッション情報をデータベースに保存する機能か他の保存法を実装する には、一連のユーザレベルの保存関数を作成し、 session_set_save_handler()を使用する必要があり ます。

セッションとセキュリティ
外部リンク: » Session fixation

セッションモジュールは、セッションに保存した情報を見ることができる のがそのセッションを作成したユーザーだけであることを保証することが できません。セッションの完全性を積極的に守るには、そのセッションに 紐づく値に応じた追加措置が必要です。

セッションに運ばれるデータの重要性を評価し、必要な保護策を講じてください。 この対策は、通常は何らかの犠牲を伴うもので、ユーザの利便性を損なうことになります。 例えば、単純なソーシャルエンジニアリングからユーザを守るためには session.use_only_cookies を
有効にする必要があります。 この場合、ユーザ側でクッキーが常に有効となっていなければならず、 有効でない場合はセッションが動作しなくなります。

存在するセッションIDが第三者に洩れる手順は何種類かあります。 洩れたセッションIDにより、第三者が特定のIDに関連する全てのリソー スにアクセスできるようになります。まず、セッションIDがURLにより伝 送される場合です。外部サイトにリンクを張っている場合、外
部サイト のreferrerログにセッションIDを含むURLが保存される可能性があります。 第二に、よりアクティブな攻撃者がネットワークのトラフィックをモニ ターしている可能性があります。セッションIDが暗号化されていない場 合、セッションIDはネットワーク上を平文テキス
トで伝送されます。 解決策はサーバ上にSSLを実装し、ユーザにSSLを必ず使用させることです。

セッション関数

session_cache_expire
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

session_cache_expire — 現在のキャッシュの有効期限を返す

説明

int session_cache_expire ([ string $new_cache_expire ] )

session_cache_expire() は現在の session.cache_expire の設定を返します。

リクエストがあった時点で、キャッシュの有効期限は session.cache_expire で設定されたデフォルト値にリセットされます。 そのため、すべてのリクエストにおいて (そしてsession_start() をコールする前に) session_cache_expire() をコールする必要があります。

http://www.acros.si/papers/session_fixation.pdf
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パラメータ
new_cache_expire

new_cache_expire が指定された場合、 現在のキャッシュの有効期限は、 new_cache_expire で置換されます。

注意: session.cache_limiterが nocache以外の値にセットされている場合にのみ new_cache_expireが有効となります。

返り値

session.cache_expire の現在の設定を返します。 返り値は分単位で、デフォルトは 180 です。

例

例1 session_cache_expire() の例
<?php

/* set the cache limiter to 'private' */

session_cache_limiter('private');
$cache_limiter = session_cache_limiter();

/* set the cache expire to 30 minutes */
session_cache_expire(30);
$cache_expire = session_cache_expire();

/* start the session */

session_start();

echo "The cache limiter is now set to $cache_limiter<br />";
echo "The cached session pages expire after $cache_expire minutes";
?>

参考

session.cache_expire
session.cache_limiter
session_cache_limiter() - 現在のキャッシュリミッタを取得または設定する

session_cache_limiter
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

session_cache_limiter — 現在のキャッシュリミッタを取得または設定する

説明

string session_cache_limiter ([ string $cache_limiter ] )

session_cache_limiter() は、 現在のキャッシュリミッタの名前を返します。

キャッシュリミッタは、クライアントに送信されるキャッシュ制御用の HTTPヘッダを制御します。これらのヘッダは、ページの内容をクライアントやプロキシがキャッシュ する規則を定義します。例えば、キャッシュリミッタを nocacheに設定した場合、クライアント/プロ
キシのキャッ シュは無効になります。しかし、publicの場合は、 キャッシュを許可します。privateと設定すること も可能で、この場合、プロキシがキャッシュすることは許可しませんが クライアントがキャッシュすることは許可されます。

privateモードにおいて、Expireヘッダがクライア ントに送信されます。これは、Mozilla のようないくつかのブラウザを混乱させます。これを避けるには、 private_no_expireモードを使用してください。 このモードでは、Expireヘッダはクライアントに送信されません。

キャッシュリミッタは、リクエスト開始時に session.cache_limiterに保存されたデフォルト値 にリセットされます。つまり、各リクエスト毎に(アウトプットバッファ が無効な場合は、session_start()がコールされる 前に) session_cache_limiter()をコールする必要 がありま
す。

パラメータ
cache_limiter

cache_limiter が指定された場合、現在のキャッシュリミッタは新しい値に変更されます。

取り得る値
値 送信されるヘッダ

public
Expires: (未来のいつか、session.cache_expires による)
Cache-Control: public, max-age=(未来のいつか、session.cache_expire による)
Last-Modified: (セッションが最後に保存されたときのタイムスタンプ)

private_no_expire Cache-Control: private, max-age=(session.cache_expire ぶんだけ未来), pre-check=(session.cache_expire ぶんだけ未来)
Last-Modified: (セッションが最後に保存されたときのタイムスタンプ)

private
Expires: Thu, 19 Nov 1981 08:52:00 GMT
Cache-Control: private, max-age=(session.cache_expire ぶんだけ未来), pre-check=(session.cache_expire ぶんだけ未来)
Last-Modified: (セッションが最後に保存されたときのタイムスタンプ)
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nocache
Expires: Thu, 19 Nov 1981 08:52:00 GMT
Cache-Control: no-store, no-cache, must-revalidate, post-check=0, pre-check=0
Pragma: no-cache

返り値

現在のキャッシュリミッタの名前を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 private_no_expire が追加されました。

例

例1 session_cache_limiter() の例
<?php

/* キャッシュリミッタを'private'に設定する */
session_cache_limiter('private');
$cache_limiter = session_cache_limiter();

echo "The cache limiter is now set to $cache_limiter<br />";
?>

参考

session.cache_limiter

session_commit
(PHP 4 >= 4.4.0, PHP 5)

session_commit — session_write_close() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 session_write_close().

session_decode
(PHP 4, PHP 5)

session_decode — 文字列からセッションデータをデコードする

説明

bool session_decode ( string $data )

session_decode() は、 data のセッションデータをデコードし、 セッションに保存する変数を設定します。

パラメータ
data

エンコードされたデータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

session_encode() - 現在のセッションデータを文字列としてエンコードする

session_destroy
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(PHP 4, PHP 5)

session_destroy — セッションに登録されたデータを全て破棄する

説明

bool session_destroy ( void )

session_destroy()は、現在のセッションに 関連づけられたすべてのデータを破棄します。この関数は、 セッションに関するグローバル変数を破棄しません。 また、セッションクッキーを破棄しません。 セッション変数の利用を再開するには session_start() をコールする必要
があります。

ユーザがログアウトするときのように、セッションを切断するには、 セッション ID の割り当ても解除する必要があります。セッション ID の受け渡しに クッキーが使用されている場合（デフォルト）には、セッションクッキーも 削除されなければなりません。 そのためには
setcookie() が利用できます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 $_SESSIONでセッションを破棄する
<?php
// セッションの初期化
// session_name("something")を使用している場合は特にこれを忘れないように!
session_start();

// セッション変数を全て解除する
$_SESSION = array();

// セッションを切断するにはセッションクッキーも削除する。
// Note: セッション情報だけでなくセッションを破壊する。
if (ini_get("session.use_cookies")) {
    $params = session_get_cookie_params();
    setcookie(session_name(), '', time() - 42000,
        $params["path"], $params["domain"],
        $params["secure"], $params["httponly"]
    );
}

// 最終的に、セッションを破壊する
session_destroy();
?>

注意

注意:

$_SESSION を使っていない古いコードでのみ session_unset() を使用するようにしましょう。

参考

unset() - 指定した変数の割当を解除する
setcookie() - クッキーを送信する

session_encode
(PHP 4, PHP 5)

session_encode — 現在のセッションデータを文字列としてエンコードする

説明

string session_encode ( void )

session_encode() は、 現在のセッションの内容をエンコードした文字列を返します．

返り値

現在のセッションの内容をエンコードしたものを返します。

参考

session_decode() - 文字列からセッションデータをデコードする

session_get_cookie_params
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(PHP 4, PHP 5)

session_get_cookie_params — セッションクッキーのパラメータを得る

説明

array session_get_cookie_params ( void )

セッションクッキーのパラメータを取得します。

返り値

現在のセッションクッキーの情報を配列として返します。 この配列には次のような項目が含まれています。

"lifetime" - クッキーの生存期間(lifetime)
"path" - 情報が保存されている場所のパス
"domain" - クッキーのドメイン
"secure" - クッキーはセキュアな接続でのみ送信されます。
"httponly" - クッキーは HTTP を通してのみアクセス可能となります。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 返される配列に、"httponly" エントリが追加されました。
4.0.4 返される配列に、"secure" エントリが追加されました。

参考

session.cookie_lifetime
session.cookie_path
session.cookie_domain
session.cookie_secure
session.cookie_httponly
session_set_cookie_params() - セッションクッキーパラメータを設定する

session_id
(PHP 4, PHP 5)

session_id — 現在のセッション ID を取得または設定する

説明

string session_id ([ string $id ] )

session_id() は現在のセッション ID を取得 または設定するために使用されます。

現在の名前とセッション ID を、URL に追加可能な文字列として取得する ために定数 SID も使用できます。 セッションハンドリング も参照してください。

パラメータ
id

id が指定された場合、現在の セッション ID を置換します。その際、 この関数は session_start() より前にコールされている必要があります。 セッションハンドラによっては、セッション ID として使用できる文字に 制限がある場合があります。例えば、ファイルによる
セッションハンドラでは セッション ID として使える文字は a-z A-Z 0-9 , (カンマ) そして - (マイナス) に限られます!

注意: セッション保持にクッキーを使用している場合、 session_id() において id 引数を指定すると、 現在のセッション ID がセットされるものと まったく同一であるかどうかに関わらず、 session_start() が呼び出される際に常に新しいクッキーが送信されま
す。

返り値

session_id() は現在のセッションのセッション ID を返します。 現在のセッションが存在しない (現在のセッション ID が存在しない) 場合は空文字列 ("") を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 , (カンマ) および - (マイナス) が、ファイルセッションハンドラで使用可能となりました。

参考
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session_regenerate_id() - 現在のセッションIDを新しく生成したものと置き換える
session_start() - セッションデータを初期化する
session_set_save_handler() - ユーザ定義のセッション保存関数を設定する
session.save_handler

session_is_registered
(PHP 4, PHP 5)

session_is_registered — 変数がセッションに登録されているかどうかを調べる

説明

bool session_is_registered ( string $name )

グローバル変数がセッションに登録されているかどうかを調べます。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
name

変数名。

返り値

session_is_registered() は、 name という名前のグローバル変数が現在のセッションに登録されている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

注意

注意:

$_SESSION (または PHP 4.0.6 以前の場合は $HTTP_SESSION_VARS) が使用されている場合、ある変数が $_SESSION に登録されているかを確認するために isset() を使用してください。

警告

$_SESSION (もしくは $HTTP_SESSION_VARS) を使用している場合、 session_register(), session_is_registered(), session_unregister() を使用しないでください。

session_module_name
(PHP 4, PHP 5)

session_module_name — 現在のセッションモジュールを取得または設定する

説明

string session_module_name ([ string $module ] )

session_module_name()は、 現在のセッションモジュールの名前を返します。

パラメータ
module

module が指定された場合、 そのモジュールを代わりに使用します。

返り値

現在のセッションモジュールの名前を返します。

session_name
(PHP 4, PHP 5)

session_name — 現在のセッション名を取得または設定する
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説明

string session_name ([ string $name ] )

session_name() は、現在のセッション名を返します。 name を渡すと、 session_name() はセッション名を上書きして元のセッション名を返します。

リクエストが開始された際にセッション名はリセットされ、 session.name に保存されたデフォルト値に戻ります。 よって、各リクエスト毎に(そして session_start() または session_register() をコールする前に) session_name() をコールする必要があります。

パラメータ
name

セッション名は、クッキーおよび URL のセッション ID を参照します。 セッション名は英数字のみで構成されている必要があり、また、 短く、その内容が分かるようなものである必要があります (これは、クッキー警告を有効にしているユーザ用です)。

警告

セッション名は数字だけで構成することはできません。 少なくとも文字がひとつ以上現れる必要があります。そうでない場合、 新規セッション ID が毎回生成されます。

返り値

現在のセッションの名前を返します。

例

例1 session_name() の例
<?php

/* セッション名をWebsiteIDに設定する */
$previous_name = session_name("WebsiteID");

echo "前回のセッション名は、$previous_name です。<br />";
?>

参考

設定ディレクティブ session.name

session_regenerate_id
(PHP 4 >= 4.3.2, PHP 5)

session_regenerate_id — 現在のセッションIDを新しく生成したものと置き換える

説明

bool session_regenerate_id ([ bool $delete_old_session = false ] )

session_regenerate_id() は現在のセッションIDを 新しいものと置き換えます。その際、現在のセッション情報は維持されます。

パラメータ
delete_old_session

関連付けられた古いセッションを削除するかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.3 これ以降、セッション保持にクッキーを使用している場合、 session_regenerate_id() を使用することにより 新しいセッション ID を持つセッションクッキーも発行します。
5.1.0 delete_old_session パラメータが追加されました。

例

例1 A session_regenerate_id() の使用例
<?php
session_start();

$old_sessionid = session_id();



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

session_regenerate_id();

$new_sessionid = session_id();

echo "古いセッション: $old_sessionid<br />";
echo "新しいセッション: $new_sessionid<br />";
print_r($_SESSION);
?>

参考

session_id() - 現在のセッション ID を取得または設定する
session_start() - セッションデータを初期化する
session_name() - 現在のセッション名を取得または設定する

session_register
(PHP 4, PHP 5)

session_register — 現在のセッションに1つ以上の変数を登録する

説明

bool session_register ( mixed $name [, mixed $... ] )

session_register() の引数の数は可変であり、 各引数は変数名を保持する文字列または変数名からなる配列 とすることが可能です。 各変数名が処理される毎に、session_register() は、その変数名のグローバル変数を現在のセッションに登録します。

配列 $_SESSION または $HTTP_SESSION_VARS (PHP < 4.1.0) の適当なメンバに設定をするだけでもセッション変数を作成することが可能です。
<?php
// session_register() の使用は推奨されません。
$barney = "A big purple dinosaur.";
session_register("barney");

// PHP 4.1.0以降では$_SESSIONの使用が推奨されます。
$_SESSION["zim"] = "An invader from another planet.";

// 古い手法としては $HTTP_SESSION_VARS があります。
$HTTP_SESSION_VARS["spongebob"] = "He's got square pants.";
?>

この関数をコールする前に session_start() をコールしていない場合、暗黙のうちに引数を付けずに session_start() がコールされます。 $_SESSION を使う場合はこの動作とは違い、 使用前に必ず session_start() をコールする必要があります。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
name

変数名を含む文字列、 あるいは変数名や配列を含む配列。
...

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

register_globals を考慮することなくスクリプトを書きたい場合には、 $_SESSION 配列を代わりに使用する必要があります。 $_SESSION のエントリは自動的に登録されます。 スクリプトで session_register() を使用している場合には、それは register_globals を不可とし
ている環境下では動作しません。

注意: register_globals: 重要な注意

PHP 4.2.0 以降、PHP ディレクティブ register_globals のデフォルト値は off となっています。 PHP コミュニティは、ユーザがこのディレクティブの設定に依存せず、 superglobals のような他の手段を使用することを推奨します。

警告

この関数は、global変数を登録します。 セッション変数を関数の内部で登録したい場合、 global キーワードあるいは $GLOBALS[] 配列を用いてその変数をグローバルとするか、下記のように session 配列を使用してください。

警告

$_SESSION (あるいは $HTTP_SESSION_VARS) を使用する場合は session_register()、 session_is_registered() および session_unregister() を使用しないでください。

注意:
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セッションにリソース変数を登録することは現在できません。例えば、 データベースへの接続を生成し、接続IDをセッション変数として登録し、 セッションが回復された時点で、接続が有効であることを期待することはできません。 リソースを返すPHP関数は、その
関数定義に resource型の返り値を有することが示されている。 リソースを返す関数のリストは、付録 リソース型の一覧 で見ることができます。

$_SESSION (あるいは PHP 4.0.6 以前なら $HTTP_SESSION_VARS) を使用する場合は、値を $_SESSION に代入します。 たとえば $_SESSION['var'] = 'ABC'; などのようにします。

参考

session_is_registered() - 変数がセッションに登録されているかどうかを調べる
session_unregister() - 現在のセッションから変数の登録を削除する
$_SESSION

session_save_path
(PHP 4, PHP 5)

session_save_path — 現在のセッションデータ保存パスを取得または設定する

説明

string session_save_path ([ string $path ] )

session_save_path() は、 現在のセッションデータ保存パスを返します。

パラメータ
path

セッションデータのパス。これを指定すると、 データを保存するパスが変更されます。ただしそのためには session_start() がコールされる前に session_save_path() がコールされている必要があります。

注意:

いくつかのオペレーションシステムでは、多くの小さなファイルを効率的に 処理するファイルシステム上にパスを指定することが望ましいです。 例えば、Linux では ext2fs よりも reiserfs の方が性能面でより 優れています。

返り値

現在のデータ保存先ディレクトリのパスを返します。

参考

設定ディレクティブ session.save_path

session_set_cookie_params
(PHP 4, PHP 5)

session_set_cookie_params — セッションクッキーパラメータを設定する

説明

void session_set_cookie_params ( int $lifetime [, string $path [, string $domain [, bool $secure = false [, bool $httponly = false ]]]] )

ファイル php.ini で定義されたクッキーパラメータを設定します。 この関数の効果が持続するのは、スクリプトの実行が終了するまでです。 したがって、リクエスト毎や session_start() がコールされる前に session_set_cookie_params() をコールする必要があります。

パラメータ
lifetime

セッションクッキーの 有効期限。秒数で定義します。
path

クッキーが動作するドメイン上の パス。単一のスラッシュ ('/') を指定すると、ドメイン上のすべてのパスで動作します。
domain

クッキーの ドメイン。たとえば 'www.php.net'。 すべてのサブドメインでクッキーを有効にしたい場合は、先頭にドットをつけて '.php.net' のようにします。
secure

TRUE の場合は、セキュア な接続の場合にのみクッキーを送信します。
httponly
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TRUE の場合は、PHP でセッションクッキーを設定する際に httponly フラグの送信を試みます。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 httponly パラメータが追加されました。
4.0.4 secure パラメータが追加されました。

参考

session.cookie_lifetime
session.cookie_domain
session.cookie_secure
session.cookie_httponly
session_get_cookie_params() - セッションクッキーのパラメータを得る

session_set_save_handler
(PHP 4, PHP 5)

session_set_save_handler — ユーザ定義のセッション保存関数を設定する

説明

bool session_set_save_handler ( callback $open , callback $close , callback $read , callback $write , callback $destroy , callback $gc )

session_set_save_handler() は、セッションに 関連するデータを保存および取得するために使用されるユーザ定義の セッション保存関数を設定します。この関数は、セッションデータを ローカルデータベースに保存する場合のように PHP セッションにより 提供されるもの
以外の保存方法を使用したい場合に有用です。

パラメータ
open

open 関数。これはクラスのコンストラクタのようなもので、 セッションがオープンした際に実行されます。 オープン関数が受け取るパラメータはふたつで、 最初が保存パス、次がセッション名です。
close

close 関数。これはクラスのデストラクタのようなもので、 セッションの操作が終了した際に実行されます。
read

save ハンドラが期待通りに動作するように read 関数は常に文字列を返す 必要があります。データがない場合には、空の文字列を返してください。 他のハンドラからの返り値は、論理式、すなわち成功した場合に TRUE、 失敗した場合に FALSE を返します。
write

write 関数は、セッションデータを保存する際にコールされます。 この関数はふたつのパラメータを受け取ります。 ID と、それに対応するデータです。

注意:

"write" ハンドラは、出力ストリームが閉じてから実行されます。 したがって、"write" ハンドラ内でデバッグ出力を行っても、 それはブラウザに表示されません。 デバッグ出力が必要なら、それをファイルに書き出すようにしましょう。
destroy

destroy ハンドラ。これは、セッションが session_destroy() で破棄された際に実行されます。唯一のパラメータとしてセッション ID を受け取ります。
gc

ガベージコレクタ。これは、 セッションのガベージコレクタが実行されたときに実行され、 唯一のパラメータとしてセッションの最大有効期間を受け取ります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 session_set_save_handler() の例

以下の例では、デフォルトの保存 files に似た ファイルベースのセッション保存を行います。この例は、PHP がサポート する任意のデータベースエンジンを用いてデータベースへの保存を行う ように容易に拡張可能です。
<?php
function open($save_path, $session_name)
{
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  global $sess_save_path;

  $sess_save_path = $save_path;
  return(true);
}

function close()
{
  return(true);
}

function read($id)
{
  global $sess_save_path;

  $sess_file = "$sess_save_path/sess_$id";
  return (string) @file_get_contents($sess_file);
}

function write($id, $sess_data)
{
  global $sess_save_path;

  $sess_file = "$sess_save_path/sess_$id";
  if ($fp = @fopen($sess_file, "w")) {
    $return = fwrite($fp, $sess_data);
    fclose($fp);
    return $return;
  } else {
    return(false);
  }

}

function destroy($id)
{
  global $sess_save_path;

  $sess_file = "$sess_save_path/sess_$id";
  return(@unlink($sess_file));
}

function gc($maxlifetime)
{
  global $sess_save_path;

  foreach (glob("$sess_save_path/sess_*") as $filename) {
    if (filemtime($filename) + $maxlifetime < time()) {
      @unlink($filename);
    }
  }
  return true;
}

session_set_save_handler("open", "close", "read", "write", "destroy", "gc");

session_start();

// セッションを通常通り使用します。
?>

注意

警告

PHP 5.0.5 以降、write ハンドラおよび close ハンドラはオブジェクトが破棄されたあとにコールされます。 そのため、セッション内でデストラクタを使用可能ですが、 ハンドラ内ではオブジェクトを使用できません。

この「ニワトリが先かタマゴが先か」の問題を解決するために、 デストラクタから session_write_close() を コールすることが可能です。

警告

SAPI の種類によっては、スクリプトの終了時にセッションを閉じると 現在の作業ディレクトリが変わってしまうことがあります。これを防ぐには、 事前に session_write_close() でセッションを閉じます。

参考

設定ディレクティブ session.save_handler

session_start
(PHP 4, PHP 5)

session_start — セッションデータを初期化する

説明

bool session_start ( void )

session_start() は、セッションを作成します。 もしくは、リクエスト上で GET, POST またはクッキーにより渡されたセッション ID に基づき現在のセッションを復帰します。

名前付きのセッションを使用したい場合、 session_start() の前に session_name() をコールする必要があります。

session_start() は、 session.use_trans_sid が有効の場合に URL 書換え用の内部出力ハンドラを登録します。

ユーザが ob_start() と共に ob_gzhandler または類似のものを使用している場合、 出力ハンドラの順番は正しく出力を行うために重要です。例えば、 セッション開始時にユーザは ob_gzhandler を登録する必要があります。
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返り値

この関数は、セッションが正常に開始した場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 何らかの理由でセッションの開始に失敗した場合に FALSE を返すようになりました。 これより前のバージョンでは常に TRUE を返していました。
4.3.3 セッションが既に開始されている状態で session_start() をコールすると E_NOTICE レベルのエラーを発生させます。 またその場合二度目のセッションスタートは単に無視されます。

例

例1 セッションの例 page1.php

<?php
// page1.php

session_start();

echo 'Welcome to page #1';

$_SESSION['favcolor'] = 'green';
$_SESSION['animal']   = 'cat';
$_SESSION['time']     = time();

// セッションクッキーが有効なら動作します
echo '<br /><a href="page2.php">page 2</a>';

// あるいは必要に応じてセッション ID を渡します
echo '<br /><a href="page2.php?' . SID . '">page 2</a>';
?>

page1.php を表示した後なら、 page2.php はセッション上の情報を含んでいるはずです。 セッションについてのリファレンス を読むと、 セッションIDの伝達 に関する情報が得られます。 例えば、SID とは何かといったことです。

例2 セッションの例: page2.php

<?php
// page2.php

session_start();

echo 'Welcome to page #2<br />';

echo $_SESSION['favcolor']; // green
echo $_SESSION['animal'];   // cat
echo date('Y m d H:i:s', $_SESSION['time']);

// page1.php と同様に、ここで SID を使うこともできます
echo '<br /><a href="page1.php">page 1</a>';
?>

注意

注意:

クッキーに基づくセッションを使用している場合、ブラウザに何か出力を行う前に session_start() をコールする必要があります。

注意:

ob_gzhandler() よりも zlib.output_compression の使用が推奨されています。

注意:

この関数は、設定によって複数の HTTP ヘッダを送信します。 これらのヘッダをカスタマイズするには session_cache_limiter() を参照ください。

参考

$_SESSION
設定ディレクティブ session.auto_start
session_id() - 現在のセッション ID を取得または設定する

session_unregister
(PHP 4, PHP 5)

session_unregister — 現在のセッションから変数の登録を削除する

説明

bool session_unregister ( string $name )

session_unregister() は現在のセッションから name という名前のグローバル変数の登録を削除します。
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警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
name

変数名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

$_SESSION (または PHP 4.0.6 以前の場合は $HTTP_SESSION_VARS) が使用されている場合、セッション変数の登録を削除する際に unset()を 使用してください。 $_SESSION 自身を unset() しないでください。 さもないと、$_SESSION スーパーグローバルの特殊
な機能が無効化されてしまいます。

警告

この関数は、name に対応するグローバル変数の登録を削除しません。 セッションとしてその変数が保存されるのを妨げるだけです。 対応するグローバル変数を削除するには、 unset() をコールする必要があります。

警告

$_SESSION (あるいは $HTTP_SESSION_VARS) を使用する場合は、 session_register()、 session_is_registered() および session_unregister() を使用しないでください。

session_unset
(PHP 4, PHP 5)

session_unset — 全てのセッション変数を開放する

説明

void session_unset ( void )

関数 session_unset() は現在登録されている全てのセッション変数を開放します。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

$_SESSION (または PHP 4.0.6 以前の場合は $HTTP_SESSION_VARS) が使用されている場合、セッション変数の登録を削除するために unset() すなわち、unset ($_SESSION['varname']); を使用してください。

警告

$_SESSION スーパーグローバルを使用した セッション変数の登録が不可能になってしまうため、 unset($_SESSION) を使って $_SESSION を完全に unset しないでください。

session_write_close
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

session_write_close — セッションデータを書き込んでセッションを終了する

説明

void session_write_close ( void )

現在のセッションを終了し、セッションデータを書き込みます。

セッションデータは、session_write_close() をコールしなくても、スクリプト終了時に保存されます。しかし、 セッションデータは、同時書き込みを防ぐためにロックされるため、 ある時点であるセッションの処理ができるスクリプトは、1つだけです。 セッションでフレー
ムセットを使用する場合、 このロックのためにフレームがひとつずつロードされるような経験をするでしょう。 セッションへの全ての変更が行われるとすぐにセッションを終了することにより、 全てのフレームのロードに要する時間を減らすことができます。
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返り値

値を返しません。

目次
session_cache_expire — 現在のキャッシュの有効期限を返す
session_cache_limiter — 現在のキャッシュリミッタを取得または設定する
session_commit — session_write_close のエイリアス
session_decode — 文字列からセッションデータをデコードする
session_destroy — セッションに登録されたデータを全て破棄する
session_encode — 現在のセッションデータを文字列としてエンコードする
session_get_cookie_params — セッションクッキーのパラメータを得る
session_id — 現在のセッション ID を取得または設定する
session_is_registered — 変数がセッションに登録されているかどうかを調べる
session_module_name — 現在のセッションモジュールを取得または設定する
session_name — 現在のセッション名を取得または設定する
session_regenerate_id — 現在のセッションIDを新しく生成したものと置き換える
session_register — 現在のセッションに1つ以上の変数を登録する
session_save_path — 現在のセッションデータ保存パスを取得または設定する
session_set_cookie_params — セッションクッキーパラメータを設定する
session_set_save_handler — ユーザ定義のセッション保存関数を設定する
session_start — セッションデータを初期化する
session_unregister — 現在のセッションから変数の登録を削除する
session_unset — 全てのセッション変数を開放する
session_write_close — セッションデータを書き込んでセッションを終了する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

$_SESSIONで変数を登録
セッションIDの受渡し
カスタムセッションハンドラ

セッションとセキュリティ
セッション関数

session_cache_expire — 現在のキャッシュの有効期限を返す
session_cache_limiter — 現在のキャッシュリミッタを取得または設定する
session_commit — session_write_close のエイリアス
session_decode — 文字列からセッションデータをデコードする
session_destroy — セッションに登録されたデータを全て破棄する
session_encode — 現在のセッションデータを文字列としてエンコードする
session_get_cookie_params — セッションクッキーのパラメータを得る
session_id — 現在のセッション ID を取得または設定する
session_is_registered — 変数がセッションに登録されているかどうかを調べる
session_module_name — 現在のセッションモジュールを取得または設定する
session_name — 現在のセッション名を取得または設定する
session_regenerate_id — 現在のセッションIDを新しく生成したものと置き換える
session_register — 現在のセッションに1つ以上の変数を登録する
session_save_path — 現在のセッションデータ保存パスを取得または設定する
session_set_cookie_params — セッションクッキーパラメータを設定する
session_set_save_handler — ユーザ定義のセッション保存関数を設定する
session_start — セッションデータを初期化する
session_unregister — 現在のセッションから変数の登録を削除する
session_unset — 全てのセッション変数を開放する
session_write_close — セッションデータを書き込んでセッションを終了する

PostgreSQL セッション保存ハンドラ

導入
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注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

このモジュールは、» PostgreSQL をストレージとして使用する session モジュール用にセッション保存ハンドラを提供するものです。 ユーザレベルの セッション保存関数 - session_set_save_handler() を使用することも可能ですが、 このモジュールは C で書かれてお
り、PHP で書いた保存ハンドラより約 2 倍 高速です。

PgSQL セッション保存ハンドラは あらゆる規模の Web サイトを対象に 設計されており、いくつかの進んだ機能を持っています。

セッションテーブルを自動的に作成します。
セッションテーブルの vacuum を自動的に行います。
効率的なガベージコレクションを行います。
複数の PostgreSQL サーバをサポートします。
データベースサーバの自動フェイルオーバー（スイッチング）を行います。
複数の PostgreSQL サーバを稼動させている場合、自動的に ロードバランシングが行われます。
UPDATE のショートカット機能を有します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
すくなくとも PHP >= 4.3.0 、およびデータベースサーバとして PostgreSQL >=7.2.0 が必要です。また、PostgreSQL 7.2.0 以降の libpq（とそのヘッダファイル） および » libmm（とそのヘッダファイル） が必要です。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/session_pgsql.

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PostgreSQL セッション保存ハンドラは、まだ開発中です。設定の詳細に ついては、配布物に含まれる README ファイルを参照して下さい。

リソース型
リソース型は定義されていません。

テーブル定義
セッションテーブルの定義
CREATE TABLE php_session (
 sess_id            text,
 sess_name          text,
 sess_data          text,
 sess_created       integer,
 sess_modified      integer,
 sess_expire        integer,
 sess_addr_created  text,
 sess_addr_modified text,
 sess_counter       integer,
 sess_error         integer,
 sess_warning       integer,
 sess_notice        integer,
 sess_err_message   text,
 sess_custom        text
);

CREATE INDEX php_session_idx ON php_session USING BTREE (sess_id);

警告

HASH 形式の INDEX を使用する際は、 サーバの負荷が非常に高くなった際にデッドロックの 問題が発生することがあります。通常の操作ではデッドロックが起こることは まずありませんが、起こることもありえます。インデックスには HASH 形式を使用しないでください。

http://www.postgresql.org/
http://www.ossp.org/pkg/lib/mm/
http://svn.php.net/viewvc/pecl/session_pgsql
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すべてのフィールドが定義されている限り、セッションテーブルを 変更することも可能です。

アプリケーション変数テーブルの定義
CREATE TABLE php_app_vars (
 app_modified       integer,
 app_name           text,
 app_vars           text
);

定義済み定数
定数は定義されていません。

Session PgSQL 関数

連絡先
現時点で、この拡張モジュールの開発者は、開発を継続する時間の余裕 はありません。将来的により多くの機能を実装する予定です。

コメント、バグ修整、拡張、またはこのモジュールの開発を援助したい 場合には » yohgaki@php.net までメールをください。いかなる援助も歓迎します。

session_pgsql_add_error
(PECL session_pgsql SVN)

session_pgsql_add_error — エラーカウントを加算し、直近のエラーメッセージを設定する

説明

bool session_pgsql_add_error ( int $error_level [, string $error_message ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
error_level

error_message

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

session_pgsql_get_error() - エラーの数および直近のエラーメッセージを返す

session_pgsql_get_error
(PECL session_pgsql SVN)

session_pgsql_get_error — エラーの数および直近のエラーメッセージを返す

説明

array session_pgsql_get_error ([ bool $with_error_message = false ] )

エラーの数を取得し、またオプションでエラーメッセージも取得します。

パラメータ
with_error_message

mailto:yohgaki@php.net
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TRUE に設定すると、各エラーのエラーメッセージも返されます。

返り値

エラーの数を配列で返します。

参考

session_pgsql_add_error() - エラーカウントを加算し、直近のエラーメッセージを設定する

session_pgsql_get_field
(PECL session_pgsql SVN)

session_pgsql_get_field — カスタムフィールドの値を取得する

説明

string session_pgsql_get_field ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

参考

session_pgsql_set_field() - カスタムフィールドの値を設定する

session_pgsql_reset
(PECL session_pgsql SVN)

session_pgsql_reset — セッションデータベースサーバとの接続をリセットする

説明

bool session_pgsql_reset ( void )

セッションデータベースサーバとの接続をリセットします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

session_pgsql_set_field
(PECL session_pgsql SVN)

session_pgsql_set_field — カスタムフィールドの値を設定する

説明

bool session_pgsql_set_field ( string $value )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
value

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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session_pgsql_get_field() - カスタムフィールドの値を取得する

session_pgsql_status
(PECL session_pgsql SVN)

session_pgsql_status — 現在の保存ハンドラの状態を得る

説明

array session_pgsql_status ( void )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
session_pgsql_add_error — エラーカウントを加算し、直近のエラーメッセージを設定する
session_pgsql_get_error — エラーの数および直近のエラーメッセージを返す
session_pgsql_get_field — カスタムフィールドの値を取得する
session_pgsql_reset — セッションデータベースサーバとの接続をリセットする
session_pgsql_set_field — カスタムフィールドの値を設定する
session_pgsql_status — 現在の保存ハンドラの状態を得る

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

テーブル定義
定義済み定数
Session PgSQL 関数

session_pgsql_add_error — エラーカウントを加算し、直近のエラーメッセージを設定する
session_pgsql_get_error — エラーの数および直近のエラーメッセージを返す
session_pgsql_get_field — カスタムフィールドの値を取得する
session_pgsql_reset — セッションデータベースサーバとの接続をリセットする
session_pgsql_set_field — カスタムフィールドの値を設定する
session_pgsql_status — 現在の保存ハンドラの状態を得る

Msession — Mohawk Software セッションハンドラ関数
導入
インストール/設定
定義済み定数
Msession 関数

Sessions — セッション処理
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
セッションとセキュリティ
セッション関数

Session PgSQL — PostgreSQL セッション保存ハンドラ
導入
インストール/設定
テーブル定義
定義済み定数
Session PgSQL 関数

テキスト処理

Bulletin Board Code
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導入
この拡張モジュールは、BBCode のテキストをパースして HTML やその他のマークアップ言語への変換を支援するためのものです。 正規表現を用いた一般的な手法に比べてはるかに高速にパースすることができます。 さらに、開始/終了タグの並べ替えをしたり 閉じ忘れている
タグに自動的に終了タグを追加したりして、 正しい形式の HTML を生成するようにします。

0.10.1 以降では、シングルクォートやダブルクォート あるいは HTML エスケープしたダブルクォートによる 引数のクォートをサポートしています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/bbcode

別の方法としては、PHP で書かれた PEAR パッケージ » HTML_BBCodeParser を使用することもできます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
BBCode 拡張モジュールで使用するリソースは、 BBCode_Container です。これは bbcode_create() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

BBCODE_TYPE_NOARG (integer)
この BBCode タグは、引数を受け取りません。

BBCODE_TYPE_SINGLE (integer)
この BBCode タグには、対応する終了タグはありません。

BBCODE_TYPE_ARG (integer)
この BBCode タグは、引数をひとつ必要とします。

BBCODE_TYPE_OPTARG (integer)
この BBCode タグは、オプションで引数をひとつ受け取ることができます。

BBCODE_TYPE_ROOT (integer)
この BBCode タグは、特別なルートタグ (ネストレベル 0) です。

BBCODE_FLAGS_ARG_PARSING (integer)
この BBCode タグの引数をパースする必要があります (引数自体も BBCode 拡張モジュールでパースします)。 0.10.2 以降では、引数のパーサとして別のパーサを使用することができます。

BBCODE_FLAGS_CDATA_NOT_ALLOWED (integer)
この BBCode タグにはコンテンツを含めることができません (自動的に空となります)。

BBCODE_FLAGS_SMILEYS_ON (integer) - 0.10.2 以降
この BBCode タグは、顔文字を受け付けます。

BBCODE_FLAGS_SMILEYS_OFF (integer) - 0.10.2 以降
この BBCode タグは、顔文字を受け付けません。

http://pecl.php.net/package/bbcode
http://pecl.php.net/package/bbcode
http://pear.php.net/package/HTML_BBCodeParser
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BBCODE_FLAGS_ONE_OPEN_PER_LEVEL (integer) - 0.10.2 以降
この BBCode タグは、同じ型のタグが同一ネストレベルに登場したときに自動的に閉じます。

BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY (integer) - 0.10.2 以降
この BBCode タグは、中身が空の場合に自動的に削除します。 軽量な HTML を生成することができます。

BBCODE_FLAGS_DENY_REOPEN_CHILD (integer) - 0.10.3 以降
この BBCode タグは、閉じられていない子要素がが自動的に閉じられたときに、 再開させません。

BBCODE_ARG_DOUBLE_QUOTE (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、ダブルクォート (") でクォートしたタグを受け付けます。

BBCODE_ARG_SINGLE_QUOTE (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、シングルクォート (') でクォートしたタグを受け付けます。

BBCODE_ARG_HTML_QUOTE (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、HTML 版のダブルクォート (&quot;) でクォートしたタグを受け付けます。

BBCODE_ARG_QUOTE_ESCAPING (integer) - 1.0.2 以降
これはパーサのオプションで、クォート文字をエスケープします。 これにより、文字列内でクォート文字を使用できるようになります。 エスケープ文字は \ で、これがエスケープ対象の文字の前に追加されます。 エスケープ対象でない文字の前にこれが見つかった場合
は、削除されます。 デフォルトではエスケープを行いません。

BBCODE_AUTO_CORRECT (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、エラー時の対応方法を変更します。 タグをオープンした順に、自動的にタグを閉じます。 また、開始タグしか存在しない場合にも、 終了タグがあるかのように扱います。

BBCODE_CORRECT_REOPEN_TAGS (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、エラー時の対応方法を変更します。 終了タグの並び順が間違っている場合に、 自動的にタグを再開します。

BBCODE_DISABLE_TREE_BUILD (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、BBCode のパースを無効にします。 これは、単に "顔文字" の変換機能だけを使いたい場合に便利です。 be used.

BBCODE_DEFAULT_SMILEYS_ON (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、 そのタグレベルで何もフラグが設定されていない場合に 顔文字を ON にします。

BBCODE_DEFAULT_SMILEYS_OFF (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、 そのタグレベルで何もフラグが設定されていない場合に 顔文字を OFF にします。

BBCODE_FORCE_SMILEYS_OFF (integer) - 0.10.2 以降
これはパーサのオプションで、 顔文字のパースを完全に無効にします。

BBCODE_SMILEYS_CASE_INSENSITIVE (integer) - 0.10.3 以降
単純なバイナリサーチではなく、 大文字小文字を区別せずに顔文字を検出します。

BBCODE_SET_FLAGS_SET (integer) - 0.10.2 以降
これは、完全なフラグをパーサに設定できるようにします。

BBCODE_SET_FLAGS_ADD (integer) - 0.10.2 以降
これは、パーサのフラグを ON に切り替えられるようにします。

BBCODE_SET_FLAGS_REMOVE (integer) - 0.10.2 以降
これは、パーサのフラグを OFF に切り替えられるようにします。

BBCode 関数

bbcode_add_element
(PECL bbcode >= 0.9.0)

bbcode_add_element — bbcode 要素を追加する

説明

bool bbcode_add_element ( resource $bbcode_container , string $tag_name , array $tag_rules )

既存の BBCode_Container tag_set に、tag_rules を使用してタグを追加します。

パラメータ
bbcode_container

bbcode_create() が返す BBCode_Container。
tag_name

BBCode_Container tag_set に追加する新しいタグ。
tag_rules

パース規則を指定する連想配列。使用できるキーは bbcode_create() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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bbcode_add_smiley
(PECL bbcode >= 0.10.2)

bbcode_add_smiley — 顔文字をパーサに追加する

説明

bool bbcode_add_smiley ( resource $bbcode_container , string $smiley , string $replace_by )

顔文字をパーサに追加します。

パラメータ
bbcode_container

bbcode_create() が返す BBCode_Container リソース。
smiley

見つかった場合に置換の対象となる文字列。
replace_by

顔文字が見つかった場合にそれを置換する文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bbcode_add_smiley() の使用例
<?php
/*
 * ルールを設定します
 */
$arrayBBCode=array(
    ''=>         array('type'=>BBCODE_TYPE_ROOT,  
                       'childs'=>'!i'),
    'b'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<b>', 
                       'close_tag'=>'</b>'),
    'u'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<u>', 
                       'close_tag'=>'</u>', 
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_SMILEYS_OFF),
    'i'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<i>', 
                       'close_tag'=>'</i>', 
                       'childs'=>'b'),
);
/* 
 * パースするテキスト
 */
$text=<<<EOF
[i] No parse Test [/i] :)
[b] Parsed, with smiley :( [/b]
[u] Parsed, with no smiley :D [/u]
EOF;
/*
 * パーサを初期化します
 */
$BBHandler=bbcode_create($arrayBBCode);
/*
 * 顔文字のルールをパーサに追加します
 */
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":)", "<img src=\"smiley.gif\" alt=\":)\" />");
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":(", "<img src=\"sad.gif\" alt=\":(\" />");
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":D", "<img src=\"happy.gif\" alt=\":D\" />");
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":p", "<img src=\"tong.gif\" alt=\":p\" />");
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":|", "<img src=\"special.gif\" alt=\":|\" />");
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":6:", "<img src=\"six.gif\" alt=\":6:\" />");
/*
 * テキストをパースします
 */
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);
?>

上の例の出力は以下となります。
<i> No parse Test </i> <img src="smiley.gif" alt=":)" />
<b> Parsed, with smiley <img src="sad.gif" alt=":(" /> </b>
<u> Parsed, with no smiley :D </u>

bbcode_create
(PECL bbcode >= 0.9.0)

bbcode_create — BBCode リソースを作成する
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説明

resource bbcode_create ([ array $bbcode_initial_tags ] )

この関数は、新しい BBCode リソースを返します。 これを用いて BBCode 文字列をパースします。

パラメータ
bbcode_initial_tags

タグ名をキー、BBCode を正しくパースするために必要なパラメータをその値とする連想配列。 以下の キー/値 のペアが使用可能です。

flags (任意) - BBCODE_FLAGS_* 定数を組み合わせたフラグ。
type (必須) - タグの種類を表す整数値。BBCODE_TYPE_* 定数を使用します。
open_tag (必須) - 開始タグ用の HTML 置換文字列。
close_tag (必須) - 終了タグ用の HTML 置換文字列。
default_arg (任意) - tag_type が OPTARG で、 引数が指定されていない場合に使用するデフォルトの引数。
content_handling (任意) - コンテンツの変更時に使用するコールバックの名前を指定します。 オブジェクト指向の記法は 0.10.1 以降でしかサポートしていません。 コールバック関数のプロトタイプは string name(string $content, string $argument) となりま
す。
param_handling (任意) - 引数の変更時に使用するコールバックの名前を指定します。 オブジェクト指向の記法は 0.10.1 以降でしかサポートしていません。 コールバック関数のプロトタイプは string name(string $content, string $argument) となります。
childs (任意) - このタグの子として使用できるタグのリスト。 カンマ区切りの文字列で指定します。 先頭が ! の場合は、指定したタグ以外のすべての子を許可します。
parent (任意) - このタグの親として使用できるタグのリスト。 カンマ区切りの文字列で指定します。

返り値

BBCode_Container を返します。

例

例1 bbcode_create() の例
<?php
$arrayBBCode=array(
    ''=>         array('type'=>BBCODE_TYPE_ROOT,  'childs'=>'!i'),
    'i'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 'open_tag'=>'<i>',
                    'close_tag'=>'</i>', 'childs'=>'b'),
    'url'=>      array('type'=>BBCODE_TYPE_OPTARG,
                    'open_tag'=>'<a href="{PARAM}">', 'close_tag'=>'</a>',
                    'default_arg'=>'{CONTENT}',
                    'childs'=>'b,i'),
    'img'=>      array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG,
                    'open_tag'=>'<img src="', 'close_tag'=>'" />',
                    'childs'=>''),
    'b'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 'open_tag'=>'<b>',
                    'close_tag'=>'</b>'),
);
$text=<<<EOF
[b]太字のテキスト[/b]
[i]斜体のテキスト[/i]
[url]http://www.php.net/[/url]
[url=http://pecl.php.net/][b]PECL のサイト[/b][/url]
[img]http://static.php.net/www.php.net/images/php.gif[/img]
[url=http://www.php.net/]
[img]http://static.php.net/www.php.net/images/php.gif[/img]
[/url]
EOF;
$BBHandler=bbcode_create($arrayBBCode);
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);
?>

上の例の出力は以下となります。

<b>太字のテキスト</b>
[i]斜体のテキスト[/i]
<a href="http://www.php.net/">http://www.php.net/</a>
<a href="http://pecl.php.net/"><b>PECL のサイト</b></a>
<img src="http://static.php.net/www.php.net/images/php.gif" />
<a href="http://www.php.net/">
[img]http://static.php.net/www.php.net/images/php.gif[/img]
</a>

bbcode_destroy
(PECL bbcode >= 0.9.0)

bbcode_destroy — BBCode_container リソースを閉じる

説明

bool bbcode_destroy ( resource $bbcode_container )

この関数は、bbcode_create() がオープンしたリソースを閉じます。

パラメータ
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bbcode_container

bbcode_create() が返す BBCode_Container。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

bbcode_parse
(PECL bbcode >= 0.9.0)

bbcode_parse — 文字列を、指定した規則のもとでパースする

説明

string bbcode_parse ( resource $bbcode_container , string $to_parse )

この関数は、bbcode_create() で作成した bbcode_container の規則にもとづいて文字列 to_parse をパースします。

パラメータ
bbcode_container

bbcode_create() が返す BBCode_Container。
to_parse

パースしたい文字列。

返り値

パースした文字列を返します。失敗した場合に FALSE を返します.

bbcode_set_arg_parser
(PECL bbcode >= 0.10.2)

bbcode_set_arg_parser — 別のパーサをアタッチして、引数のパース用に別のルールセットを設定する

説明

bool bbcode_set_arg_parser ( resource $bbcode_container , resource $bbcode_arg_parser )

別のパーサを bbcode_container にアタッチします。 このパーサは、引数をパースする必要が生じた際にのみ用いられます。 この関数を使用しない場合、 デフォルトの引数パーサとして用いられるのはそのパーサ自身です。

パラメータ
bbcode_container

bbcode_create() が返す BBCode_Container リソース。
bbcode_arg_parser

bbcode_create() が返す BBCode_Container リソース。 これは引数のパースにのみ使用します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 bbcode_set_arg_parser() の使用例
<?php
/*
 * メインパーサ用の bbcode ルールセットを生成します
 */
$arrayBBCode=array(
    'quote'=>    array('type'=>BBCODE_TYPE_ARG,
                       'open_tag'=>'<quote><h4>Source: {PARAM}</h4>', 
                       'close_tag'=>'</quote>',
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY|BBCODE_FLAGS_ARG_PARSING),
    'b'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<b>', 'close_tag'=>'</b>', 
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY),
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    'u'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<u>', 'close_tag'=>'</u>', 
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_SMILEYS_OFF | BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY | BBCODE_FLAGS_SMILEYS_OFF),
    'i'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<i>', 'close_tag'=>'</i>', 
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY),
);
/*
 * 引数パーサ用の bbcode ルールセットを生成します
 */
$arrayBBCode_arg=array(
    'b'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<b class="sub">', 'close_tag'=>'</b>', 
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY),
    'u'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<u>', 'close_tag'=>'</u>',
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_SMILEYS_OFF | BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY | BBCODE_FLAGS_SMILEYS_OFF),
    'i'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<i>', 'close_tag'=>'</i>', 
                       'flags'=>BBCODE_FLAGS_REMOVE_IF_EMPTY),
);
/*
 * パースするテキスト
 */
$text=<<<EOF
[quote="[b]Test[/b]"]
Foo :)
[/quote]
[b]Bar example :)[/b] :)
EOF;
/*
 * ふたつのパーサを初期化します
 */
$BBHandler=bbcode_create($arrayBBCode);
$BBArgHandler=bbcode_create($arrayBBCode_arg);
/*
 * パーサのフラグを設定します
 */
bbcode_set_flags($BBHandler,
                 BBCODE_CORRECT_REOPEN_TAGS|BBCODE_DEFAULT_SMILEYS_ON|BBCODE_ARG_DOUBLE_QUOTE|
                 BBCODE_ARG_SINGLE_QUOTE|BBCODE_ARG_HTML_QUOTE,BBCODE_SET_FLAGS_SET);
bbcode_set_flags($BBArgHandler,
                 BBCODE_CORRECT_REOPEN_TAGS|BBCODE_DEFAULT_SMILEYS_ON|BBCODE_ARG_DOUBLE_QUOTE|
                 BBCODE_ARG_SINGLE_QUOTE|BBCODE_ARG_HTML_QUOTE,BBCODE_SET_FLAGS_SET);
/*
 * $BBArgHandler を BBHandler の引数パーサに設定します
 */
bbcode_set_arg_parser($BBHandler,$BBArgHandler);
/*
 * 顔文字の処理ルールをメインパーサに追加します
 */
bbcode_add_smiley($BBHandler, ":)", "<img src=\"smiley.gif\" alt=\":)\" />");
/*
 * メインパーサでテキストをパースします
 */
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);
?>

上の例の出力は以下となります。
<quote><h4>Source: <b class="sub">Test</b></h4>
Foo <img src="smiley.gif" alt=":)" />
</quote>
<b>Bar example :)</b> <img src="smiley.gif" alt=":)" />

bbcode_set_flags
(PECL bbcode >= 0.10.2)

bbcode_set_flags — パーサのオプションを設定あるいは変更する

説明

bool bbcode_set_flags ( resource $bbcode_container , int $flags [, int $mode = BBCODE_SET_FLAGS_SET ] )

パーサのオプションを設定あるいは変更します。

パラメータ
bbcode_container

bbcode_create() が返す BBCode_Container リソース。
flags

bbcode_container オプションに適用するフラグのセット。
mode

BBCODE_SET_FLAGS_* 定数のいずれか。 指定したフラグを設定する、あるいは解除する、あるいは置き換えるのいずれかを指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例1 bbcode_set_flags() の使用例
<?php
/*
 * ルールセットを準備します
 */
$arrayBBCode=array(
    'b'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<b>', 'close_tag'=>'</b>'),
    'u'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<u>', 'close_tag'=>'</u>'),
    'i'=>        array('type'=>BBCODE_TYPE_NOARG, 
                       'open_tag'=>'<i>', 'close_tag'=>'</i>'),
);
/*
 * 入れ子構造が間違っている BBCode
 */
$text="[i] Parser [b] Auto Correction [/i] at work [/b]\n";
$BBHandler=bbcode_create($arrayBBCode);
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);
// 閉じた要素を自動的に再開させます
bbcode_set_flags($BBHandler,BBCODE_CORRECT_REOPEN_TAGS, 
                 BBCODE_SET_FLAGS_SET);
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);

/*
 * 入れ子構造が間違っており、閉じタグが足りない BBCode 
 */
$text="[i] Parser [b] Auto Correction [/i] at work\n";
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);
// 閉じていないタグを自動的に終了させます
bbcode_set_flags($BBHandler,
                 BBCODE_CORRECT_REOPEN_TAGS|BBCODE_AUTO_CORRECT, 
                 BBCODE_SET_FLAGS_SET);
echo bbcode_parse($BBHandler,$text);
?>

上の例の出力は以下となります。
<i> Parser <b> Auto Correction </b></i> at work 
<i> Parser <b> Auto Correction </b></i><b> at work </b>
<i> Parser [b] Auto Correction </i> at work
<i> Parser <b> Auto Correction </b></i><b> at work
</b>

目次
bbcode_add_element — bbcode 要素を追加する
bbcode_add_smiley — 顔文字をパーサに追加する
bbcode_create — BBCode リソースを作成する
bbcode_destroy — BBCode_container リソースを閉じる
bbcode_parse — 文字列を、指定した規則のもとでパースする
bbcode_set_arg_parser — 別のパーサをアタッチして、引数のパース用に別のルールセットを設定する
bbcode_set_flags — パーサのオプションを設定あるいは変更する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
BBCode 関数

bbcode_add_element — bbcode 要素を追加する
bbcode_add_smiley — 顔文字をパーサに追加する
bbcode_create — BBCode リソースを作成する
bbcode_destroy — BBCode_container リソースを閉じる
bbcode_parse — 文字列を、指定した規則のもとでパースする
bbcode_set_arg_parser — 別のパーサをアタッチして、引数のパース用に別のルールセットを設定する
bbcode_set_flags — パーサのオプションを設定あるいは変更する

正規表現 (Perl 互換)

導入
この正規表現関数で使用するパターンの構文は、Perl と類似しています。 正規表現は、スラッシュ (/) などのデリミタで囲う必要があります。 デリミタには使用できるのは、非英数字、非空白文字の任意の ASCII 文字ですが、バックスラッシュ (\) と null バイトは使用できませ
ん。 デリミタ文字を正規表現本体において使用する必要がある場合は、 バックスラッシュでエスケープします。PHP 4.0.4 以降、 Perl形式の (), {}, [], <> も使用可能です。 パターンの詳細については、パターン構文 を参照してください。

様々な修飾子を終端デリミタの後に付け、 マッチングに変化を与えることができます。 パターン修飾子 を参照ください。

PHP は、POSIX 拡張正規表現関数 において、 POSIX 拡張構文を用いた正規表現もサポートしています。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意:

この拡張モジュールでは、コンパイルした正規表現のために スレッド単位のグローバルキャッシュ (最大 4096) を管理しています。

警告

PCRE には、いくつかの制限があります。詳細は、» http://www.pcre.org/pcre.txt を参照してください。

PCRE ライブラリは、Perl 5 と同じ文法構文を用いた 正規表現パターンマッチ処理を実装した関数群ですが、多少異なる点もあります (以下を参照ください)。現在の実装は Perl 5.005 に対応しています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP 4.2.0 以降、本関数はデフォルトで有効となっています。 --without-pcre-regex で PCRE 関数を 無効にすることができます。 付属のライブラリを使用しない場合、 --with-pcre-regex=DIR を使用して PCRE のインクルードおよびライブラリファイルがある場所
DIR を指定してください。 以前のバージョンでは、本関数を使用するためには --with-pcre-regex[=DIR] を指定して PHP を configure およびコンパイルする必要があります。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

注意:

PHP 5.3.0 以降では、この拡張モジュールは無効化できなくなります。 つまり、常に存在することになります。

外部の PCRE ライブラリを使用してビルドすることも可能で、その場合は --with-pcre-regex=DIR を使用します。

PCRE は活発なプロジェクトであり、変化し続けています。 PHP で使える機能もそれに依存しています。 PHP のドキュメントも部分的に時代遅れになっている可能性があり、 PCRE の最新機能は網羅できていないかもしれません。 変更点の一覧は、 » PCRE ライブラリの変更
履歴 を参照ください。また、バンドルされている PCRE の履歴も参考になるでしょう。

バンドルされている PCRE ライブラリ
の更新履歴

PHP バージョン PCRE バージョン備考
5.3.3 8.02  
5.3.2 8.00  
5.3.0 7.9  
5.2.7 7.8  
5.2.6 7.6  
5.2.5 7.3  
5.2.4 7.2  
5.2.2 7.0  
5.2.0 6.7  
5.1.0 6.2  
5.0.5 5.0  
5.0.0 4.5  
4.4.7 7.7  

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

PCRE 設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

pcre.backtrack_limit "100000" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 以降で使用可能

http://www.pcre.org/pcre.txt
http://www.pcre.org/changelog.txt
http://www.pcre.org/changelog.txt
http://www.pcre.org/changelog.txt
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pcre.recursion_limit "100000" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 以降で使用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

pcre.backtrack_limit integer

PCRE のバックトラック処理の制限値です。

pcre.recursion_limit integer

PCRE の再帰処理の制限値です。この値を大きくすると、 使用可能なプロセススタックを使い切ってしまい、 (OS のスタックサイズの制限値に達して) PHP をクラッシュさせてしまうことに注意しましょう。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

PREG 定数
定数 説明

PREG_PATTERN_ORDER $matches[0] はパターン全体にマッチした文字列の配列、 $matches[1] は第 1 のキャプチャ用サブパターンにマッチした文字列の配列、 といったように結果の順序を指定します。 このフラグは、preg_match_all() でのみ使用されます。
PREG_SET_ORDER $matches[0] は 1 回目のマッチングでキャプチャした値の配列、 $matches[1] は 2 回目のマッチングでキャプチャした値の配列、 といったように結果の順序を指定します。 このフラグは、preg_match_all() でのみ使用されます。
PREG_OFFSET_CAPTURE PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE の説明を参照してください。 このフラグは、PHP 4.3.0 以降で利用可能です。
PREG_SPLIT_NO_EMPTY このフラグは、preg_split() が、空文字列でないものだけ を返すようにします。
PREG_SPLIT_DELIM_CAPTURE このフラグは、preg_split() が 文字列分割用のパターン中のカッコによるサブパターンでキャプチャされた値も 同時に返すようにします。 このフラグは、PHP 4.0.5 以降で利用可能です。

PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE このフラグを設定した場合、各マッチに対応する文字列のオフセットも返されます。 これにより、返り値は配列となり、配列の要素 0 はマッチした文字列、 要素 1 は対象文字列中におけるマッチした文字列のオフセット値となることに注意してく
ださい。 このフラグは、PHP 4.3.0 以降で利用可能で、 preg_split() のみで使用されます。

PREG_NO_ERROR エラーが存在しなかった場合に preg_last_error() から返されます。 PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PREG_INTERNAL_ERROR PCRE 内部エラーが発生した場合に preg_last_error() から返されます。 PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PREG_BACKTRACK_LIMIT_ERROR backtrack limit に達した場合に preg_last_error() から返されます。 PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PREG_RECURSION_LIMIT_ERROR recursion limit に達した場合に preg_last_error() から返されます。 PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PREG_BAD_UTF8_ERROR 壊れている UTF8 データによって直近のエラーが発生した場合に preg_last_error() から返されます (UTF-8 モード で正規表現を実行した場合のみ)。 PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PREG_BAD_UTF8_OFFSET_ERRORオフセットが妥当な UTF-8 コードポイントの開始位置に対応しない場合に preg_last_error() から返されます (UTF-8 モード で正規表現を実行した場合のみ)。 PHP 5.3.0 以降で使用可能です。
PCRE_VERSION PCRE のバージョンおよびリリース日 (例: "7.0 18-Dec-2006")。 PHP 5.2.4 以降で使用可能です。

例
例1 有効なパターンの例

/<\/\w+>/
|(\d{3})-\d+|Sm
/^(?i)php[34]/
{^\s+(\s+)?$}

例2 無効なパターンの例

/href='(.*)' - 終端デリミタが抜けている
/\w+\s*\w+/J - 未知の修飾子 'J'
1-\d3-\d3-\d4| - 始端デリミタが抜けている

PCRE のパターン
目次

正規表現パターンに使用可能な修飾子
Perl とは異なる点
POSIX 正規表現との違い
PCRE 正規表現構文
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パターン修飾子
現在使用可能な PCRE 修飾子の一覧を以下に示します。 括弧の中の名前は、これらの修飾子に関する PCRE 内部の名前です。 修飾子中での空白文字および改行は無視されます。他の文字はエラーになります。

i (PCRE_CASELESS)
この修飾子を設定すると、パターンの中の文字は 大文字にも小文字にもマッチします。

m (PCRE_MULTILINE)
デフォルトで、PCRE は、検索対象文字列を（実際には複数行からなる 場合でも）単一の行からなるとして処理します。 「行頭」メタ文字 (^) は、対象文字列の最初にしかマッチしません。 一方、「行末」メタ文字 ($) は、文字列の最後、または （D 修飾子が
設定されていない場合） 最後にある改行記号の前のみにしかマッチしません。 この動作は Perl と同じです。 この修飾子を設定すると、「行頭」および「行末」メタ文字は 対象文字列において、文字列の最初と最後に加えて、 各改行の直前と直後にそれぞれ
マッチします。 この動作は、Perl の /m 修飾子と同じです。 対象文字列の中に "\n" 文字がない場合や、 またはパターンに ^ または $ がない場合は、 この修飾子を設定しても意味はありません。

s (PCRE_DOTALL)
この修飾子を設定すると、パターン中のドットメタ文字は 改行を含む全ての文字にマッチします。 これを設定しない場合は、改行にはマッチしません。 この修飾子は、Perl の /s 修飾子と同じです。 [^a] のような否定の文字クラスは、 この修飾子の設定によ
らず、常に改行文字にマッチします。

x (PCRE_EXTENDED)
この修飾子を設定すると、エスケープするか 文字クラスの内部を除き、 パターンの空白文字は完全に無視されます。 文字クラスの外にあって、かつエスケープされていない # と次の改行文字の間の文字も無視されます。 この動作は、Perl の /x 修飾子と同じで
あり、複雑なパターンの内部に コメントを記述することが可能となります。 しかし、この修飾子は、データ文字にのみ適用されることに注意 してください。空白文字をパターンの特殊文字の並びの中、 例えば条件付きサブパターン (?( の内部に置くことはでき
ません。

e (PREG_REPLACE_EVAL)
この修飾子を設定すると、preg_replace() は、置換文字列において後方参照に関する通常の置換を行った後、 PHP コードとして評価し、検索文字列を置換するためにその結果を 使用します。 置換された後方参照においては、 単引用符や二重引用符、バックス
ラッシュ (\)および NULL 文字は バックスラッシュでエスケープされます。

この修飾子を使用するのは、preg_replace()のみです。 他の PCRE 関数では無視されます。

A (PCRE_ANCHORED)
この修飾子を設定すると、パターンは強制的に固定 (anchored) となります。 つまり、検索対象文字列の先頭でのみマッチするように制限されます。 パターン自体の中に適当な指定を行うことでも同様の効果を得ることが可能です。 Perl ではパターン中に指定
する方法しか使用できません。

D (PCRE_DOLLAR_ENDONLY)
この修飾子を設定すると、パターン内のドルメタ文字は、検索対象文字列の 終わりにのみマッチします。この修飾子を設定しない場合、ドル記号は、 検索対象文字列の最後の文字が改行文字であれば、その直前にもマッチします。 この修飾子は、m を設定して
いる場合に無視されます。 Perl には、この修飾子に等価なものはありません。

S
あるパターンを複数回使用する場合は、マッチングにかかる時間を 高速化することを目的として、パターンの分析に幾分か時間をかけても 良いでしょう。この修飾子を設定すると、追加のパターン分析が 行われます。現在、パターン分析は、最初の文字が単一
ではなく、 かつ固定でないパターンに対してのみ有用です。

U (PCRE_UNGREEDY)
この修飾子を設定すると、量指定子の「貪欲さ」が反転します。 つまり、量指定子は、デフォルトで貪欲でなく、 疑問符を後ろに付けてはじめて貪欲になるようになります。 この修飾子は Perl 互換では有りません。 同様の設定は、(?U) 修飾子を パターン内で
設定 するか、（.*? のように）量指定子の後に疑問符を 付けるかすることで行うこともできます。

X (PCRE_EXTRA)
この修正子は、Perl 非互換な PCRE の機能を有効にします。 パターン内で後ろに文字が続くバックスラッシュで特別な意味がないものは、 将来的な拡張の際の互換性の維持のため、エラーになります。 デフォルトでは、Perl のように文字が後ろに続くバックス
ラッシュ で特に意味がないものは、リテラルとして処理されます。 この修飾子により制御される機能は、現在の所、これだけです。

J (PCRE_INFO_JCHANGED)
(?J) 内部オプションは、ローカルのオプション PCRE_DUPNAMES の設定を変更します。 サブパターンで重複した名前を使用できるようになります。

u (PCRE8)
この修正子は、Perl 非互換な PCRE の機能を有効にします。パターン 文字列は、UTF-8 エンコードされた文字列として処理されます。 この修正子は、UNIX では PHP 4.1.0 以降、Win32 では PHP 4.2.3 以降で 使用可能です。 また、PHP 4.3.5 以降では、パ
ターンの UTF-8 としての妥当性も確認されます。

Perl との違い
Perl 5.005 との違いについて以下に説明します。

1. デフォルトでは、空白文字は C ライブラリ関数 isspace() が認識する文字となります。PCRE を別の文字型テーブルを用いて コンパイルすることも可能です。通常、isspace() はスペース、改ページ、 改行、復帰、水平タブ、垂直タブにマッチします。 Perl 5 では、現
在、 垂直タブが空白文字として扱われていません。 Perl ドキュメントには \v というエスケープが記載されていましたが、実際は認識されていませんでした。 ただし、垂直タブ文字は少なくとも 5.002 までは空白文字として 処理されていました。 5.004 および 5.005
では、\s にマッチしなくなっています。

2. PCRE では、先読み言明に量指定子を指定できません。Perl では可能ですが、思ったような動作を意味しないかもしれません。 例えば、(?!a){3} は、続く 3 文字が "a" でないことの言明ではありません。 この指定は、次の 1 文字が "a" ではないことを 3 回言明するだけで
す。

3. 否定の先読み言明の中に記述したキャプチャ用サブパターンは カウントされますが、対応するオフセットにそのエントリは セットされません。 Perlでは、言明のマッチングに失敗する前に マッチしたパターンからその変数を設定しますが、それが行われるのは、 否定の先
読み言明中の選択肢が 1 つだけの場合のみです。

4. ヌル文字は、検索対象文字列においては使用できますが、 パターン文字列内では使用できません。これは、パターン文字列が 0 を終端とする通常の C 文字列として渡されるためです。パターン中では、 エスケープシーケンス "\x00" を使ってヌル文字を表すことができま
す。

5. 次の Perl エスケープシーケンスはサポートされせん。 \l, \u, \L, \U。 これらのエスケープシーケンスは、Perl のパターンマッチエンジン内 ではなく、文字列処理の部分で実装されているためです。
6. Perl の \G 言明は、単一のパターンマッチに対しては意味がなく、 サポートされません。
7. 当然ながら、PCRE により、(?{code}) 構文および (??{code}) 構文はサポートされません。しかし、再帰的なパターンはサポートしています。
8. Perl 5.005_02 では、パターンの一部を繰り返すと、キャプチャ文字列の セットに関して奇妙な動作をすることがあるようです。例えば、"aba" を パターン /^(a(b)?)+$/ に対してマッチングを行うと、 $2 には値 "b" が設定されますが、"aabbaa" を /^(aa(bb)?)+$/ に
対して マッチングを行うと、$2 はセットされません。 しかし、パターンを /^(aa(b(b))?)+$/ に変えると、 $2 (および $3) はセットされます。 Perl 5.004 では、どちらの場合も $2 はセットされます。 PCRE の場合も、 どちらの場合でもセットされます。将来的に Perl
が矛盾のない状態に 変更された場合は、PCRE も追従する可能性があります。

9. 他の未解決の食い違いとして、パターン /^(a)?(?(1)a|b)+$/ は、 Perl 5.005_02 では文字列 "a" にマッチしますが、PCRE ではマッチしない ということがあります。しかし、Perl と PCRE のいずれでも、/^(a)?a/ で "a" をマッチした場合は $1 が未定義のままとなりま
す。

10. PCRE では、Perl の正規表現の機能よりさらに拡張された機能を使うことができます。
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1. 戻り読み言明は、固定長の文字列にマッチする必要がありますが、 このとき、戻り読み言明内の選択肢は、それぞれ異なる長さの文字列に マッチするパターンとしても問題ありません。Perl 5.005 では すべての選択肢が同じ長さである必要があります。
2. PCRE_DOLLAR_ENDONLY が設定され PCRE_MULTILINE が設定されていない場合、メタ文字 $ は文字列の終端にのみ マッチします。
3. PCRE_EXTRA を設定すると、バックスラッシュの後に意味がない文字が続くと エラーとなります。
4. PCRE_UNGREEDY を設定すると、量指定子の貪欲さが反転します。つまり、量指定子は、 デフォルトで貪欲でなく、疑問符を後ろに付けてはじめて 貪欲になるようになります。

POSIX 正規表現との違い
PHP 5.3.0 以降、POSIX 正規表現 拡張モジュールは非推奨となりました。POSIX の正規表現と PCRE の正規表現にはさまざまな違いがあります。 このページでは、PCRE への移行の際に知っておくべきもっとも重要な違いをまとめます。

1. PCRE 関数では、パターンを デリミタ で囲まなければなりません。
2. POSIX とは異なり、PCRE 拡張モジュールには大文字小文字を区別しないマッチング専用の関数がありません。 同等の機能は、/i パターン修飾子 でサポートしています。それ以外にもパターン修飾子がいくつかあり、 マッチングの振る舞いを変えることができます。
3. POSIX 関数は、いちばん左側にある最も長くマッチするパターンを探します。 しかし PCRE は、マッチするパターンが最初に見つかった時点で処理を終えます。 マッチするパターンがまったくない文字列の場合は何も相違はありませんが、 マッチするパターンがある場合
は結果や処理速度に大きな影響が出る可能性があります。 この違いを説明するために、Jeffrey Friedl の "Mastering Regular Expressions (「詳説 正規表現」)" にある以下の例を考えてみましょう。 PCRE でパターン one(self)?(selfsufficient)? を文字列
oneselfsufficient に適用すると oneself にマッチしますが、 POSIX の場合は文字列全体 oneselfsufficient にマッチします。 どちらの結果も元の文字列にマッチしますが、POSIX の場合はもっとも長いものを結果とするのです。

関数の置き換え
POSIX PCRE

ereg_replace() preg_replace()
ereg() preg_match()
eregi_replace() preg_replace()
eregi() preg_match()
split() preg_split()
spliti() preg_split()
sql_regcase() No equivalent

パターン構文
目次

導入
デリミタ
メタ文字
エスケープシーケンス
Unicode 文字プロパティ
アンカー
ドット
文字クラス
選択肢
内部オプション設定
サブパターン
繰り返し
後方参照
言明
再試行無しのサブパターン
条件付きサブパターン
コメント
再帰的パターン
パフォーマンス

導入
PCRE がサポートする正規表現の構文と意味体系を以下に示します。 正規表現については、Perl のドキュメントや他の多くの書籍においても 解説されており、実例が豊富に記載されているものもあります。特に、 O'Reilly 発刊 Jeffrey Friedl 著 "Mastering Regular
Expressions" (ISBN 1-56592-257) 〔日本語版：「詳説 正規表現」〕には、 たいへん詳細に解説されています。

以降の説明は、参考文書 (reference documentation) として 扱われることを想定しています。

正規表現は、ある種のパターンであり、検索対象文字列 (subject string) に対して左から右〔文字列の初めから終わり〕の順にマッチングが行われます。 一部の例外を除き、パターン中の文字はその文字自体を表し、 検索対象文字列内の同じ文字にマッチします。簡単な例をあ
げると、パターン
      The quick brown fox
      

は、検索対象文字列内にある、このパターンと同一の部分にマッチします。
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デリミタ
PCRE 関数を使うときには、パターンを delimiters で囲まなければなりません。 英数字、バックスラッシュ、空白文字以外の任意の文字をデリミタとして使うことができます。

デリミタとしてよく使われる文字は、スラッシュ (/)、 ハッシュ記号 (#) およびチルダ (~) です。 次に示す例は、どれも正しいデリミタです。
/foo bar/
#^[^0-9]$#
+php+
%[a-zA-Z0-9_-]%

パターンの中でデリミタ文字をマッチさせたい場合は、バックスラッシュでエスケープしなければなりません。 パターン内でデリミタが頻繁にあらわれる場合は、 デリミタを別の文字に変更したほうが読みやすくなります。
/http:\/\//
#http://#

preg_quote() 関数を使うと、パターンに使う文字列をエスケープすることができます。 オプションの二番目のパラメータで、エスケープするデリミタを指定します。

前述のデリミタのほかに、角括弧形式のデリミタを使うこともできます。 これは、開き角括弧と閉じ角括弧がそれぞれ開始デリミタ、終了デリミタを表す形式です。
{this is a pattern}

終了デリミタの後に パターン修飾子 を付加することもできます。次の例は、大文字小文字を区別しないマッチを行うものです。
#[a-z]#i

メタ文字
正規表現の強力さは、パターン中に選択肢や繰り返しを記述できることに あります。選択肢や繰り返しは、メタ文字 (meta-character) を使ってパターン中に記述します。メタ文字は、 その文字自体を表わさず、代わって特別な解釈が行われます。

メタ文字には、2 種類あります。ひとつは、角カッコ内を除き、 パターン中のどこででも使用できる文字です。もうひとつは、 角カッコで括られた中でだけ使用できる文字です。

前者の角カッコ外で使用できるメタ文字には、次のものがあります。

\
多目的に使う一般的なエスケープ文字

^
検索対象（複数行モードでは行）の始まりを言明

$
検索対象（複数行モードでは行）の終わりを言明

.
改行を除くすべての文字にマッチ（デフォルト時）

[
文字クラス定義の開始

]
文字クラス定義の終了

|
選択枝の開始

(
サブパターンの開始

)
サブパターンの終了

?
( の意味を拡張／0 または 1 回マッチ／なるべく少ない回数だけマッチ (繰り返し を参照)

*
0 回以上の繰り返し

+
1 回以上の繰り返し

{
最小／最大を指定する量指定子の開始

}
量指定子の終了

パターン中の角カッコで括まれた部分を「文字クラス」と言います。 文字クラスで使えるメタ文字は、次のものだけです。

\
一般的なエスケープ文字

^
クラスの否定。ただし、文字クラスの最初の文字に用いた場合のみ

-
文字の範囲の指定

]
文字クラスの終了

以降のセクションで、各メタ文字の使用法の説明を行います。
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エスケープシーケンス
バックスラッシュ〔日本語環境では円記号となる場合もある〕には、 いくつかの使用法があります。ひとつめの使用法は、 非英数字の前に記述する場合で、続く文字が表す特別な意味を取り去ります。 このエスケープ文字としての使用法は、 文字クラスの内外部いずれでも可
能です。

たとえば、"*" 文字とマッチさせたい場合は、パターンを "\*" と記述します。 続く文字がメタ文字として解釈されるものであるかには関係ありませんので、 いかなる非英数字に対しても、"\" を付けると、その文字自体が 表わされることになります。特に、 バックスラッシュと
マッチさせたい場合は、"\\" と記述します。

注意:

シングルクォートあるいはダブルクォートで囲まれた PHP の 文字列 の中では、バックスラッシュは特別な意味を表します。 そのため、正規表現 \\ を使用して \ とマッチさせたい場合は PHP のコード内では "\\\\" あるいは '\\\\' と記述する必要があります。

パターンを、 PCRE_EXTENDED オプションを付けてコンパイルすると、（文字クラス内部を除き） パターン中の空白文字、および "#" とその次の改行文字との間の文字は 無視されます。空白文字や "#" をパターン中に含めるには、 バックスラッシュを用いてエスケープしま
す。

バックスラッシュの 2 番目の使用法は、非表示文字〔制御コードなど〕を パターン中に目に見える形で記述するための方法です。ヌル文字は パターンを終了させてしまうため使えませんが、その他の非表示文字は、 パターンにそのまま含めても問題はありません。しかし、パ
ターンの編集には、 バイナリ文字をそのまま用いるよりも、以下に示すエスケープシーケンスを 用いる方が便利でしょう。

\a
アラーム、ベル文字 (16進 07)

\cx
"control-x", ここで x は任意の文字

\e
エスケープ文字 (16進 1B)

\f
改ページ (formfeed) (16進 0C)

\n
改行 (newline) (16進 0A)

\p{xx}
xx プロパティを持つ文字、詳細は unicode プロパティ を参照

\P{xx}
xx プロパティを持たない文字、詳細は unicode プロパティ を参照

\r
復帰 (carriage return) (16進 0D)

\t
タブ (16進 09)

\xhh
16 進コードで hh の文字、詳細は unicode プロパティ を参照

\ddd
8 進コードで ddd の文字、もしくは、後方参照

"\cx" の正確な働きは、次の通りです。"x" が小文字の場合、 大文字に変換されます。続いて、文字の 6 ビット目 (16進数 40) が 反転されます。つまり、"z" は 16 進数の 1A になり、"{" は 3B になり、 ";" は 7B になります。

"\x" の後では、2 桁までの 16 進数が読まれます （大小文字どちらも可能です）。 "\0" の後では、さらに 2 桁の 8 進数が 読みこまれます。いずれの場合も、2 桁より少ない場合、桁があるだけ 読みこまれます。つまり、"\0\x\07" は ヌル文字 2 つの後にベル文字が 続いた
ものを表します。8 進数を指定する場合は、必ず最初のゼロに続いて 残りの 2 桁の数字を指定するように注意してください。

バックスラッシュの後に 0 以外の数字が続く場合の処理は複雑です。 文字クラスの外部では、 PCRE は、続く数字全体を 10 進数として読みます。 数字が 10 よりも小さい場合、または、正規表現の中に含まれる キャプチャ用左カッコの数以下の場合、 後方参照 として解釈さ
れます。 この動作に関する詳しい説明は、後ほど、カッコによるサブパターンの説明を 行ってから示します

文字クラスの中、または、指定された 10 進数が 9 より大きく、 キャプチャ用サブパターンの数がこの数に満たない場合は、PCRE は バックスラッシュの後から最大 3 文字の 8 進数を再度読みこみ、 その値の最下位 8 ビットから 1 バイトを生成します。 その後に続く数字
は、それ自体を表します。以下に例を示します。

\040
スペースの別の表記法

\40
上と同じ。ただし、キャプチャ用サブパターンが 40 個未満の場合

\7
常に後方参照

\11
後方参照、または、タブの別記法

\011
常にタブ

\0113
タブの後に文字 "3" が続いたもの

\113
8進コードで 113 の文字 (99 を超える後方参照は存在しないため)

\377
全ビットが 1 である 1 バイト

\81
後方参照、または、ヌル文字の後に 2つの文字 "8" および "1" が続いたもの

3 桁を超えて 8 進数は読みこまれないため、100 以上の 8 進数には ゼロを前につけてはいけないことに注意してください。

これらの 1 バイト値を定義するエスケープシーケンスは、 文字クラスの内外部のいずれでも使用できます。加えて、文字クラス内では エスケープシーケンス "\b" はバックスペース (16進 0x) として解釈されます。 文字クラス外では、別の意味を有します（別記参照）。
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バックスラッシュの第 3 の使用法は、包括的な文字型を指定する用途です。

\d
10 進数字

\D
10 進数字でない文字

\h
水平方向の空白文字 (PHP 5.2.4 以降)

\H
水平方向の空白文字でない文字 (PHP 5.2.4 以降)

\s
空白文字

\S
空白文字でない文字

\v
垂直方向の空白文字 (PHP 5.2.4 以降)

\V
垂直方向の空白文字でない文字 (PHP 5.2.4 以降)

\w
単語構成文字 (word character)

\W
非単語構成文字 (non-word character)

これらエスケープシーケンスの各組により、文字集合が 2 つに分割されます。 文字は、各組のどちらか片方だけにマッチします。

単語構成文字とは、英字または数字またはアンダースコア文字であり、Perl が定義するところの「単語」と成り得る文字のことです。文字および数字の 定義は、PCRE の文字テーブルにより制御され、ロケールを指定して マッチングを行うと変わる可能性があります。 例え
ば、"fr" （フランス語）ロケールの場合、128 を超える 文字コードのいくつかは、アクセント付きの文字に使われており、 これらは \w とマッチします。

これらの文字型表記は、文字クラスの内外によらず使用可能で、 対応する型のたかだか 1 文字とマッチします。カレントのマッチング位置が 検索対象文字列の終端である場合、マッチできる文字が無いので、 マッチは失敗します。

バックスラッシュの第 4 の使用法は、簡単な言明 (assertion) です。 言明とは、マッチがある特定の位置でだけ可能だという条件を指定するもので、 検索対象文字列から文字を消費 (consume)〔つまり文字自体にマッチ〕 しません。サブパターンを使ったより複雑な言明の方
法もありますが、 それについての解説は後ほど行います。バックスラッシュを使った言明は、 次のものがあります

\b
単語境界

\B
非単語境界

\A
検索対象文字列の始端（複数行モードとは独立）

\Z
検索対象文字列の終端、または終端の改行（複数行モードとは独立）

\z
検索対象文字列の終端（複数行モードとは独立）

\G
マッチングの開始位置

これらの言明は、文字クラス内では使用できません（また、文字クラス内では、 "\b" はバックスペース文字という別の意味を持つので 注意してください）。

単語境界 (word boundary) とは、検索対象文字列において、 カレントの文字およびその前の文字が同時に \w もしくは \W にマッチしない（すなわち、片方が \w にマッチし、もう片方が \W にマッチする）位置、もしくは、文字列の始めか終わりで、 その始めか終わりの文
字が \w にマッチする位置の ことです。

言明 \A, \Z, \z は、（以降で説明する）ハット記号やドル記号とは 異なり、オプション設定によらず、文字列の始端または終端だけに マッチします。これらの言明は、PCRE_MULTILINE および PCRE_DOLLAR_ENDONLY オプションの影響を受けません。 \Z と \z との違い
は、 \Z は文字列の末尾の改行の前の位置および文字列の 終端にマッチするのに対し、\z は文字列の終端にのみ マッチすることです。

言明 \G は、カレントのマッチング位置が、 preg_match() 関数の offset 引数に指定されたマッチングの開始位置である場合に真になります。 offset が非ゼロの場合は、\A と等価ではありません。

\Q と \E とを使って、 パターン中のメタ文字を無視させることができます。 たとえば、
      \w+\Q.$.\E$
      

は、文字列の終端において1つ以上の単語構成文字のあとに .$. というリテラルが続いたものにマッチします。

\K を使用すると、マッチの開始位置をリセットできます。 これは PHP 5.2.4 以降で使用可能です。たとえば、パターン foo\Kbar は "foobar" にマッチしますが、 結果は "bar" にマッチしたと報告されます。 \K を使用しても、キャプチャした部分文字列には影響を及ぼしませ
ん。 たとえば、パターン (foo)\Kbar が "foobar" にマッチしたときの最初の部分文字列は "foo" です。

Unicode 文字プロパティ
PHP 5.1.0 以降、UTF-8 モード を設定した場合に、 一般的な文字タイプにマッチする新たなエスケープシーケンスが 3 つ追加されました。

\p{xx}
xx プロパティを持つ文字

\P{xx}
xx プロパティを持たない文字

\X
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拡張 Unicode シーケンス

ここで xx で表されているプロパティ名は、Unicode で 一般カテゴリプロパティ (general category properties) として規定されているものに なります。すべての文字は、いずれかひとつのプロパティを持ちます。 プロパティは、2 文字の略語で表されます。Perl と同じく、
開き波カッコとプロパティ名との間にハット文字を記述することで否定を指定できます。 たとえば、\p{^Lu} は \P{Lu} と同じです。

\p もしくは \P の後に、一文字だけを記述すると その文字で始まるすべてのプロパティが指定されたことになります。 この場合、否定の指定をしていない場合、波カッコを使用しなくても構いません。 以下の 2 つの例は等価になります。
\p{L}
\pL

使用可能なプロパティコード
プロパティ マッチ 備考
C その他 (Other)  
Cc コントロール文字 (Control)  
Cf 非可視整形用文字 (Format)  
Cn 未定義コードポイント (Unassigned)  
Co 私的利用領域 (Private use)  
Cs サロゲート (Surrogate)  
L アルファベット (Letter) Ll、 Lm、Lo、Lt および Lu を含む
Ll 小文字アルファベット (Lower case letter)  
Lm 擬似文字 (Modifier letter)  
Lo その他の文字 (Other letter)  
Lt タイトル文字 (Title case letter)  
Lu 大文字アルファベット (Upper case letter)  
M 記号 (Mark)  
Mc 修飾文字 (Spacing mark)  
Me 他の文字を囲むための文字 (Enclosing mark)  
Mn 他の文字を修飾するための文字 (Non-spacing mark)  
N 数字 (Number)  
Nd 10 進数字 (Decimal number)  
Nl 数値を表す文字 (Letter number)  
No その他の数字 (Other number)  
P 句読記号 (Punctuation)  
Pc 連結用句読記号 (Connector punctuation)  
Pd ダッシュ (Dash punctuation)  
Pe 閉じ句読記号 (Close punctuation)  
Pf 末尾句読記号 (Final punctuation)  
Pi 先頭句読記号 (Initial punctuation)  
Po その他の句読記号 (Other punctuation)  
Ps 開き句読記号 (Open punctuation)  
S 記号 (Symbol)  
Sc 通貨記号 (Currency symbol)  
Sk 合わせ文字 (Modifier symbol)  
Sm 数学記号 (Mathematical symbol)  
So その他の記号 (Other symbol)  
Z 区切り文字 (Separator)  
Zl 行区切り文字 (Line separator)  
Zp 段落区切り文字 (Paragraph separator)  
Zs 空白文字 (Space separator)  

"Greek" や "InMusicalSymbols" といった拡張プロパティ (extended properties) は PCRE によりサポートされていません。

大小文字を区別しないマッチングを設定していても、これらのエスケープ シーケンスには影響しません。たとえば、\p{Lu} は 常に大文字にのみマッチします。

\X は、拡張 Unicode シーケンスを構成する Unicode 文字群に マッチします。\X は、(?>\PM\pM*) と等価です。

つまり、記号 (mark) プロパティの付いていない文字と、その後に続く 0 以上の 記号プロパティ付きの文字にマッチし、その並びをアトミック (atomic) な まとまりとして取り扱います。記号プロパティ付きの文字とは、アクセント記号などの 直前の文字に対して影響するよう
なもののことです。

Unicode プロパティを使った文字列マッチングは速くありません。PCRE は 15,000 以上のデータからなるストラクチャを検索する必要が有るためです。 そのため、PCRE では、\d や \w といった 以前から有るエスケープシーケンスは Unicode プロパティを使用しないように
なっています。

アンカー
ハット記号 (^) は、文字クラス外でマッチモード (matching mode) がデフォルトの場合、 カレントのマッチング位置が対象文字列の始端である場合に真だ という言明です。文字クラス内では、ハット記号 (^) はまったく別の意味と なります（別記参照）。
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パターン中で選択肢を用いる場合は、ハット記号 (^) は、それが必要な選択肢の 先頭に記述すればよく、パターン全体の先頭にしか記述できない訳では ありません。すべての選択肢がハット記号 (^) で始まる場合、つまり パターンが対象文字列の始端でのみマッチするように
制限されている パターンは、固定 (anchored) パターンと呼ばれます（もちろん、 他にもパターンを固定にする方法はあります）。

ドル記号 ($) は、（デフォルトでは）カレントのマッチング位置が 対象文字列の終端にあるか、文字列の終わりの改行文字の直前にある場合に 真だという言明です。パターン中で選択肢を用いる場合は、ドル記号 ($) は、 必要な選択肢の最後に記述すればよく、パターン全体
の最後にしか 記述できない訳ではありません。 ドル記号は、文字クラス内では特別な意味を持ちません。

コンパイル時またはマッチング時に PCRE_DOLLAR_ENDONLY オプションを設定すると、ドル記号の動作を文字列の終端でのみ マッチするように変更することができます このオプションは \Z 言明には影響しません。

ハット記号とドル記号の動作は、PCRE_MULTILINE オプションを設定すると変化します。この場合、対象文字列の始端および 終端にマッチするのに加えて、対象文字列の "\n" 文字の直前および直後に それぞれマッチします。例えば、パターン /^abc$/ は、複数行モードに お
いては、対象文字列 "def\nabc" にマッチしますが、 複数行モードでない場合はマッチしません。すなわち、すべての選択肢が "^" で始まっており単一行モードでは固定のパターンも、複数行モードでは 固定パターンでなくなります。PCRE_DOLLAR_ENDONLY オプションは、
PCRE_MULTILINE オプションが設定されている場合は無視されます。

どちらのモードでも、エスケープシーケンス \A, \Z, \z は、 対象文字列の始端および終端にマッチすることに注意してください。ですので、 パターン中の選択肢がすべて \A で始まる場合、PCRE_MULTILINE オプションの設定によらず、そのパターンは固定となります。

ドット
パターン中のドット（ピリオド、終止符）は、文字クラス外では、 対象文字列の任意の 1 文字にマッチします。非出力文字も含まれます。 ただし、（デフォルトでは）改行文字とはマッチしません。 PCRE_DOTALL オプションを設定すると、ドットは改行にもマッチするよう
になります。 ドットの処理は、ハット記号およびドル記号とは完全に独立しています。 共通な点は共に改行文字と関連することだけです。ドットは、 文字クラス内では特別な意味を持ちません。

\C は単一バイトの文字にマッチします。 これは、UTF-8 モード で、ドットが複数バイトの文字にも マッチするような場合に有用です。

文字クラス
開き角カッコは文字クラス (character class) の開始を表し、 閉じ角カッコにより文字クラスは終了します。閉じ角カッコだけでは、 特別な意味を持ちません。閉じ角カッコを文字クラスのメンバとしたい場合は、 文字クラスの最初の文字（否定のハット記号がある場合はその
直後）とするか、 バックスラッシュでエスケープする必要があります。

文字クラスは、検索対象文字列のたかだか 1 文字にマッチします。 マッチする文字は、その文字クラスによって定義された文字集合のうちの どれかです。ただし、文字クラスの最初の文字がハット記号の場合は、 マッチする文字は、その文字クラスに定義されていない文字と
なります。 ハット記号自体をクラスのメンバとしたい場合は、文字クラスの 最初の文字としないか、バックスラッシュでエスケープしてください。

例えば、文字クラス [aeiou] は小文字の母音にマッチしますが、[^aeiou] は 小文字の母音以外の文字にマッチします。ハット記号は、含まれない文字を 列挙することにより文字クラスに含まれる文字を指定するための簡略表記です。 文字クラスは、言明ではありません。対象
文字列から文字を消費します。また、 カレントのポインタが文字列の終端にある場合には、マッチに失敗します。

大小文字を区別しないマッチングを行うよう設定した場合は、 クラス内の文字は大小文字の両方を表します。例えば、 大小文字を区別しない場合、[aeiou] は "a" にも "A" にもマッチします。 同じく大小文字を区別しない場合 [^aeiou] は "A" にマッチしませんが、 区別する場
合はマッチします

PCRE_DOTALL または PCRE_MULTILINE オプションをどのように設定しようとも、改行文字は、文字クラスにおいて 特別な扱いはされません。たとえば、 [^a] のようなクラスは、 常に改行にマッチします。

マイナス (ハイフン) 記号は、文字クラスで文字の範囲を指定するために 使われます。例えば、[d-m] は d と m の間のあらゆる文字にマッチします。 マイナス記号が文字クラス内に必要な場合は、バックスラッシュで エスケープしてください。もしくは、文字クラスの最初ま
たは最後など、 範囲を示すと解釈されない場所に記述してください。

文字リテラル "]" を、文字範囲を示す最後の文字として使うことは できません。 [W-]46] というパターンは、2 つの文字 ("W" および"-") が 含まれるクラスの後に文字列リテラル "46]" が続いていると解釈され、 "W46]" や "-46]" にマッチします。しかし、"]" をバックスラッ
シュで エスケープすると文字範囲の終端として解釈され、 [W-]46] は、 範囲指定の後に 2 つの文字が続く 1 つのクラスとして解釈されます。 "]" の 8 進あるいは 16 進表現も文字範囲の終端として使用可能です。

文字範囲指定では、ASCII 照合順序 (collating sequence) が用いられます 〔つまり、範囲指定する際の文字の並び順として ASCII が用いられます〕。 [\000-\037] のような、数値的な文字の指定も使用可能です。大小文字を 区別しないマッチングを行うよう設定した場合、パ
ターン中の英字は 大小文字の両方にマッチします。例えば、[W-c] は、[][\^_`wxyzabc] に 等価であり、大小文字に関係なくマッチします。また、 "fr" ロケールの文字テーブルを使う場合、[\xc8-\xcb] は、 大小文字の区別無くアクセント付きの E にマッチします。

文字型 \d, \D, \s, \S, \w, \W も、文字クラス内で使え、 マッチする文字を追加することが可能です。例えば、[ABCDEF] は、 16進数にマッチします。ハット記号と大文字の文字型を組み合わせることで、 小文字の文字型がマッチするものより狭い文字集合を 簡便に指定する
ことができます。例えば、クラス [^\W_] は、 〔単語構成〕文字および数字にマッチしますが、アンダースコアには マッチしません。

\, -, (始端の)^ および終端の ] 以外のすべての非英数字は、 文字クラスにおいて特別な意味を持たない文字ですが、 エスケープしても問題はありません。 パターンの終端文字は常に特別扱いされるので、 正規表現内で私用する場合は必ずエスケープしなければなりません。

Perl は、POSIX 記法の文字クラスもサポートしています。これは、 [: と :] で囲んだ名前を角カッコ内で使うものです。 PCRE でもこの記法に対応しています。たとえば [01[:alpha:]%] は "0"、"1"、任意のアルファベット、あるいは "%" にマッチします。対応しているクラス名
は次のとおりです。

文字クラス
alnum letters and digits
alpha letters
ascii character codes 0 - 127
blank space or tab only
cntrl control characters
digit decimal digits (same as \d)
graph printing characters, excluding space
lower lower case letters
print printing characters, including space
punct printing characters, excluding letters and digits
space white space (not quite the same as \s)
upper upper case letters
word "word" characters (same as \w)
xdigit hexadecimal digits



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

space 文字は HT (9), LF (10), VT (11), FF (12), CR (13), およびスペース (32) です。この中に VT 文字 (コード 11) が含まれていることに注目しましょう。 この点で、"space" は \s と異なります。こちらは VT を含みません (Perl との互換性のため)。

word は Perl 拡張で、blank は Perl 5.8 からの GNU 拡張です。それ以外の Perl 拡張には否定があります。否定を指示するには ^ をコロンの後に続けます。たとえば [12[:^digit:]] は "1"、"2"、あるいは任意の非数値にマッチします。

UTF-8 モードでは、128 より大きなコードはどの POSIX 文字クラスにもマッチしません。

選択肢
縦線は、パターンに選択肢 (alternative) を列挙するために使われます。 例えば、パターン
      gilbert|sullivan
      

は、"gilbert" または "sullivan" にマッチします。 選択肢の数に制限はありません。また、空の選択肢も可能です (空の文字列にマッチします)。マッチの手順としては、 各選択肢が左から右に順にマッチするかどうか試行され、 最初にマッチに成功した選択肢が使われます。選
択肢を（後述する） サブパターン内に記述した場合、マッチの「成功」とは、 サブパターン内の選択肢も、メインのパターンの他の部分もマッチした ということを意味します。

内部オプション設定
PCRE_CASELESS, PCRE_MULTILINE, PCRE_DOTALL PCRE_UNGREEDY, PCRE_EXTRA, PCRE_EXTENDED および PCRE_DUPNAMES オプションの設定は、パターン中で変更できます。これには、Perl オプション文字を "(?" と ")" とで括った並びを用います。 オプション文字に
は以下のものがあります。

内部オプション文字
i PCRE_CASELESS
m PCRE_MULTILINE
s PCRE_DOTALL
x PCRE_EXTENDED
U PCRE_UNGREEDY
X PCRE_EXTRA
J PCRE_INFO_JCHANGED

例えば、(?im) は、大小文字を区別しない、複数行モードのマッチングを 設定します。ハイフンを前につけることにより、そのオプションを 解除することも可能です。 (?im-sx) のように設定と解除とを 組み合わせることも可能です。この場合、PCRE_CASELESS と
PCRE_MULTILINE とが設定され、PCRE_DOTALL と PCRE_EXTENDED とが解除されます。 オプション文字がハイフンの前にも後にも指定された場合、 そのオプションは解除されます。

オプションの変更がトップレベル（つまりサブパターンのカッコの外）で行われた場合、 その変更はパターンの後ろの部分に適用されます。 パターン /ab(?i)c/ は "abc" および "abC" にマッチします。

サブパターンの内部でオプションの変更を行った場合は、 その効果は違ったものになります。この動作変更は、Perl 5.005 で行われました。サブパターン中のオプション変更は、そのサブパターンの 設定が行われた場所以降の部分にのみ影響します。そのため、パターン
      (a(?i)b)c
     

は、abc および aBc にマッチし、他の文字列にはマッチしません （PCRE_CASELESS が設定されていないと仮定）。このように、パターンの各場所に 異なった設定を行うようなオプション指定が可能です。 ある選択肢に行われた設定変更は、同じサブパターン中の後に続く選
択肢に 波及します。例えば、パターン
      (a(?i)b|c)
      

は、"ab", "aB", "c", "C" にマッチします。"C" にマッチする場合を 見てみると、オプション設定が行われている最初の選択肢は マッチせずに捨てられてしまっています。それでも、オプションの設定は 行われ "C" にマッチします。これは、オプション設定の効果が コンパイル
時に生じることによります。さもないと、 非常に奇妙な動作をするかもしれません。

PCRE 特有のオプション PCRE_UNGREEDY および PCRE_EXTRA は、 それぞれ文字 U および X を用いて、Perl 互換のオプションと同様に 変更することが可能です。 (?X) フラグの設定は特別で、最上位においても、 パターン中で他の設定を有効にする前に指定する必要があり
ます。 このフラグは、最初に指定するのが最善です。

サブパターン
サブパターンは、丸カッコで括られたパターンのことで、ネストも可能です。 パターンの一部をサブパターンにすると、以下の 2 つのことが可能になります。

1. 選択肢の範囲の指定 (localize)。例えば、パターン cat(aract|erpillar|) は、単語 "cat", "cataract", "caterpillar" にマッチします。 カッコをつけないと、このパターンは、"cataract", "erpillar" または空の文字列にマッチしてしまいます。

2. サブパターンによる値の取得（キャプチャ）。 パターン全体としてマッチに成功した場合、対象文字列の内、 サブパターンにマッチした部分の値がコールした側に (pcre_exec() の引数 ovector で) 返されます。 開きカッコの数が（1 から始まって）左から右に数えら
れ、 キャプチャ用サブパターン (capturing subpattern) の番号が指定されます。

例えば、文字列 "the red king" に対し、パターン
      the ((red|white) (king|queen))
      

をマッチングさせた場合、キャプチャされる部分文字列は、 "red king", "red", "king" であり、 それぞれ 1 番, 2 番, 3 番と番号がふられます。

カッコに 2 つの機能があるということが、いつも良い方に働くわけでは ありません。値をキャプチャする必要はないが、グループ分けのために サブパターンを複数用いたい場合も少なくありません。開きカッコの後に "?:" を付けると、そのサブパターンは値のキャプチャを行
わず、 キャプチャ用サブパターンの番号としてもカウントされません。例えば、 文字列 "the white queen" に対し、次のパターンをマッチングさせてみましょう。
      the ((?:red|white) (king|queen))
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キャプチャされる部分文字列は、"white queen" と "queen" であり、 それぞれ 1 番と 2 番に番号付けされます。キャプチャ可能な部分文字列の 数は最大で 99 までです。また、キャプチャを行うものと行わないものを 合わせて、サブパターンの数は最大 200 までです。

簡略形として、値のキャプチャをしないサブパターンの先頭で オプションの設定をする場合、オプションの文字を "?" と ":" の間に入れることができます。つまり、次の 2 つのパターン、
(?i:saturday|sunday)
(?:(?i)saturday|sunday)

は、まったく同じ文字列集合にマッチします。 選択肢は左から右に試行され、オプションはサブパターンの終端に達するまで リセットされないので、ある選択枝にあるオプション設定は後に続く 選択枝にも作用します。このため、上のパターンは、"Saturday" と同様に
"SUNDAY" にもマッチします

(?P<name>pattern) という記法を用いて サブパターンに名前をつけることができます。 このサブパターンにマッチした部分は、マッチ時に返される配列内で 通常どおりの数値添字によるアクセスだけでなく名前でもアクセスできるようになります。 PHP 5.2.2 からは、二通
りの別の構文 (?<name>pattern) および (?'name'pattern) も用意されています。

複数の条件にマッチさせたいときに、 ひとつの正規表現の中でサブグループを切り替えなければならないこともあります。 通常は、たとえその中のいずれかひとつにしかマッチしなかったとしても それぞれに個別の後方参照番号が振られます。 これを解決するために使えるの
が (?| 構文で、 重複した番号を振ることができるようになります。 次の正規表現で文字列 Sunday をマッチングするとどうなるでしょうか。
(?:(Sat)ur|(Sun))day

Sun が後方参照 2 に格納され、 後方参照 1 は空となります。Sat にマッチした場合は後方参照 1 に入り、後方参照 2 は存在しません。 この問題を解決するには、パターンを変更して (?| を使うようにします。
(?|(Sat)ur|(Sun))day

このパターンを使えば、Sun と Sat の両方が後方参照 1 に格納されます。

繰り返し
繰り返し (repetition) は、量指定子 (quantifier) を使って指定します。 量指定子は、以下の要素の後に付けることが出来ます。

個々の文字。エスケープされた文字も含む
メタ文字 . （ドット）
文字クラス
後方参照 (次のセクションを参照)
カッコで括られたサブパターン（言明は除く - 別記参照）

汎用の量指定子 (general repetition quantifier) は、波カッコの中に 2 つの数をカンマで区切って記述したもので、マッチ可能な 最小と最大の繰り返し数を指定します。ただし、65536 以上の数は 指定できません。さらに、最初の数は 2 番目の数以下である必要があります。
例えば、パターン
      z{2,4}
      

は、"zz", "zzz", "zzzz" にマッチします。閉じ波カッコだけでは 特別な意味を持ちません。カンマを残したまま 2 番目の数だけを省略すると、 繰り返しの上限が設定されません。 2 番目の数字とカンマの両方を省略すると、 必要なマッチの数を過不足なく指定できます。つま
り、
      [aeiou]{3,}
      

は、最短で 3 回母音が連続するものにマッチし、 もっと多く連続する場合にもマッチします。一方、
      \d{8}
      

は、ぴったり 8 桁の数字にのみマッチします。開き波カッコは、 量指定子を置けない場所、つまり量指定子の構文に適合しない場所に 記述された場合、文字リテラルとして解釈されます。例えば、 {,6} は量指定子ではなく、4つの文字からなる文字リテラルとなります。

{0} という量指定子の指定も可能です。 直前の項目および量指定子が存在しないという指定になります。

簡単（および歴史的な互換性）のため、よく使われる 3 つの量指定子には、 次のような 1 文字の省略型があります。

単一文字の量指
定子

* {0,} と同じ
+ {1,} と同じ
? {0,1} と同じ

たとえば
      (a?)*
      

の様に、「文字無し」にマッチし得るサブパターンの後ろに 上限指定の無い量指定子を記述すると、無限ループができてしまう可能性が あります。

以前のバージョンの Perl および PCRE は、このようなパターンに関して コンパイル時にエラーを発生していました。しかし、有用な場合もあるので、 現在はこのようなパターンも許可されています。ただし、 繰り返しが指定されたサブパターンが文字無しにマッチすると、
ループは強制的に中断されます。

デフォルトでは、量指定子は「貪欲 (greedy)」です。つまり、 残りのパターンが失敗しない限りにおいて、（許可された回数の上限まで） 出来るだけ多くマッチします。 この動作が問題を生じる場合もあります。 そのよく知られた例としては、 C プログラムのコメントに
マッチさせようとする場合が挙げられます。 /* と */ との間が コメントですが、コメント中にも文字 * や / が現れる可能性があります。 そこで、C のコメントにマッチさせようとして、パターン
      /\*.*\*/
      

を使って、文字列
      /* first comment */  not comment  /* second comment */
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に対して、マッチングを行うと、文字列全体にマッチしてしまい上手く行きません。 .* 要素が貪欲であるためです。

しかし、量指定子の後に疑問符を付けると、貪欲さは消え、 できるだけ少ない回数だけマッチします。このため、パターン
      /\*.*?\*/
      

は、C コメントに正しくマッチします。量指定子の他の意味は変化せず、 マッチの回数だけが変更されます。疑問符のこの使用法と、 量指定子としての使用法とを混同しないようにしてください。 このように疑問符には 2 種類の使用法があるため、
      \d??\d
      

のように 2 重に使うこともできます。 このパターンは、可能であれば 1 桁の数字にマッチします。 パターンの残り部分がそうでないとマッチできない場合に限り、 2 桁の数字にもマッチします。

PCRE_UNGREEDY オプション（Perl ではこのオプションは利用できません）を設定すると、 量指定子は、デフォルトで貪欲でなくなり、 各量指定子の後ろに疑問符をつけてはじめて貪欲になります。言いかえると、 疑問符のデフォルトの動作を逆転します。

量指定子の後ろに + を記述すると「独占的 (possessive)」 になります。可能なだけ多くの文字を取り込み、パターンの残りの部分のマッチの際に 取り込んだ文字を戻すことはしません。したがって、パターン .*abc は "aabc" にマッチしますが、.*+abc はマッチしません。 こ
れは、.*+ が対象文字列のすべてを取り込んでしまうためです。 独占的量指定子を使って処理速度を向上させることができます。

カッコを使ったサブパターンに、最小の繰り返し回数（1 以上）や 最大の繰り返し回数を指定した場合、その繰り返し数の大きさに応じて、 コンパイル済みのパターンが用いる記憶領域がより多く必要となります。

パターンが .* または .{0,} で始まっており、PCRE_DOTALL オプション（Perl の /s に相当）が設定されている（つまり、 . が改行文字にもマッチする）場合、そのパターンは暗黙的に 固定パターンになります。.* もしくは .{0,} の後に続くパターンは、 対象文字列のすべての
位置でマッチングが行われますが、パターン全体としては 対象文字列の始端以外でマッチングを再試行しても無駄だからです。PCRE は、 このようなパターンについては、その前に \A が記述されているものとして 扱います。こうした最適化を利用するために、 対象文字列が改
行文字を含んでいなことが明らかな場合は、 .* で始まるパターンに対し PCRE_DOTALL を設定するか、 ^ を用いて明示的に固定パターンとなるよう指定すると良いでしょう。

キャプチャ用サブパターンを繰り返した場合、キャプチャされる値は、 繰り返しの最後でマッチした部分文字列です。例えば、
      (tweedle[dume]{3}\s*)+
      

を "tweedledum tweedledee" にマッチングさせた場合、キャプチャされる 部分文字列は、 "tweedledee" です。しかし、キャプチャ用サブパターンが ネストしている場合、キャプチャされる値は、より前の繰り返しで 得られたものとなる可能性があります。例えば
      /(a|(b))+/
      

を "aba" にマッチングさせると、キャプチャされた部分文字列の 2 番目のものは、 "b" になります。

後方参照
文字クラス外で、バックスラッシュに続いて 1 以上の数値（複数桁可） を記述したものは、パターン中のより前方（すなわち左）にある キャプチャ用サブパターンに対する後方参照 (back reference) です。ただし、 その左方に、その数値以上の個数のキャプチャ用サブパター
ンの開きカッコが ある必要があります。

なお、バックスラッシュの後に 10 未満の 10 進数が続く場合は 常に後方参照として解釈され、パターン全体で指定した個数以上の キャプチャ用サブパターンが無いとエラーが発生します。言いかえると、 参照されるカッコは、10未満の番号に対しては、参照する側の左にあ
る必要がないということです。 "前方にある後方参照 (forward back reference)" が意味をなすのは、 繰り返しが含まれていて、右側へのサブパターンがその前の反復に含まれている場合です。 バックスラッシュの後に数字が続く場合の処理の詳細については、 前述の「バック
スラッシュ」のセクションを参照してください。

後方参照は、カレントの対象文字列においてキャプチャ用サブパターンが 実際にマッチした文字列にマッチします。サブパターンがパターンとして マッチし得るものではありません。すなわち、パターン
      (sens|respons)e and \1ibility
      

は、"sense and sensibility" および "response and responsibility" にマッチしますが、 "sense and responsibility" にはマッチしません。また、 後方参照が記述されている位置で大小文字を区別するマッチングが有効ならば、 文字の大小文字の別も関係します。例えば、
      ((?i)rah)\s+\1
      

は、"rah rah" および "RAH RAH" にマッチしますが、 元のキャプチャ用サブパターンは大小文字を区別しないマッチングを 行っているにもかかわらず、"RAH rah" にはマッチしません

同じサブパターンに対して、複数回の後方参照を行うことができます。 また、使われなかったサブパターンに対する後方参照を行おうとすると、 マッチが失敗します。例えば、パターン
      (a|(bc))\2
      

は、はじめに "bc" でなく "a" にマッチした場合は、マッチが失敗します。 最大 99 番までの後方参照を使用できるため、バックスラッシュの後に 数字が続くものはすべて後方参照番号の可能性があるものとして解釈されます。 後に数字が続く場合、後方参照を終了するために
なんらかの区切り文字を 置く必要があります。PCRE_EXTENDED オプションを設定している場合は空白文字を区切り文字として使えます。 その他の場合は空のコメントを使います。

後方参照を、それ自身が参照するサブパターンのカッコ内に記述した場合、 そのサブパターンが最初に使われた際にマッチが失敗します。ですので、 (a\1) は、何にもマッチしません。しかし、このような参照は、 複数回繰り返されるサブパターンの内部では有用です。例え
ば、パターン
      (a|b\1)+
      

は、"a" が連続するものや "aba", "ababba" 等にマッチします。 サブパターンが繰り返される場合、後方参照は、直前の繰り返しで一致した 文字列にマッチします。こうしたパターンを動作させるためには、 繰り返しの1 回目に、後方参照を含むパターンとのマッチングが 行わ
れないことが必要です。これには、上の例のように選択肢を使うか、 下限が 0 回の量指定子を使います。

PHP 5.2.2 以降、エスケープシーケンス \g を使ってサブパターンの絶対参照および相対参照ができるようになりました。 このエスケープシーケンスの後には符号なしの数値あるいは負の数値を続けなければなりません。 数値は波括弧で囲むこともできます。\1 と \g1 および
\g{1} は、 すべて同じ意味になります。符号なし数値でこの方式を使えば、 バックスラッシュの後に数値を続ける方式がもつあいまいさを排除できます。 この方式を使えば後方参照と八進数値を明確に区別することができ、 さらに、後方参照のあとに数値リテラルが続く
\g{2}1 のようなパターンも書きやすくなります。

\g シーケンスで負の数値を使うと、 それは相対参照を表します。たとえば (foo)(bar)\g{-1} は "foobarbar" にマッチし、(foo)(bar)\g{-2} は "foobarfoo" にマッチします。 これは、長いパターンの中で特定のサブパターンを参照する場合に便利です。 それが何番目のサブパ
ターンになるかをいちいち覚えておくかわりに、 相対指定することができるからです。

 (?P=name) PHP 5.2.2  \k<name>  \k'name' PHP 5.2.4  \k{name}  \g{name} 
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名前を指定したサブパターンへの後方参照を行うには とします。 以降では、これ以外に や などとすることも可能です。 以降では、さらに や も使えるようになりました。

言明
言明 (assertion) とは、カレントのマッチング位置の直前・直後の文字に対する テストであり、文字を消費 (consume)〔つまり文字自体にマッチ〕しません。 単純な言明コード \b, \B, \A, \Z, \z, ^ および $ については、 前述しました。より複雑な言明は、サブパターンを用
いて記述します 〔言明サブパターン (assertion subpattern) と呼ばれる〕。 言明サブパターンには、2 種類あります。対象文字列において カレントの位置の先を読むものと、後ろを読むものです。

言明サブパターンは、カレントのマッチング位置を変更しないことを除き、 通常と同じようにマッチングが行われます。先読み言明 (lookahead assertion) は、 肯定の言明 (positive assertion) の場合 (?= で始まり、 否定の言明 (negative assertion) の場合 (?! で始まりま
す。例えば、
      \w+(?=;)
      

は、セミコロンが後に続く単語にマッチしますが、 マッチ対象それ自体にはセミコロンは含まれません。また、
      foo(?!bar)
      

は、"bar" が後ろに続かない "foo" にマッチします。 なお、一見、良く似たパターンですが
      (?!foo)bar
      

は、"foo" 以外のものの後にある "bar" を見つけるものではないことに 注意してください。これは、どこにある "bar" とでもマッチしてしまいます。 続く 3 文字が "bar" である場合、 (?!foo) は常に真となってしまうからです。 このような探索を実現するためには、戻り読み言
明 (lookbehind assertion) が必要です。

戻り読み言明は、肯定の言明の場合 (?<= で始まり、 否定の言明の場合 (?<! で始まります。例えば、
      (?<!foo)bar
      

は、"foo" 以外の後にある "bar" の存在を見つけるものです。 戻り読み言明内のパターンは、それがマッチし得る文字列の長さが 固定でなければなりません〔繰り返しを指定できません〕。ただし、 選択肢を用いた場合、各選択肢は〔固定長でなければいけませんが〕 すべて同
じ長さである必要はありません。つまり、
      (?<=bullock|donkey)
      

とはできますが、
      (?<!dogs?|cats?)
      

は、コンパイル時にエラーになります。 戻り読み言明の最上位においてのみ、異なる長さの文字列にマッチするような 選択肢が使用可能です。Perl 5.005 においては、すべての選択肢が 同じ長さの文字列にマッチする必要があります。つまり、この機能は PCRE の拡張機能で
す。
      (?<=ab(c|de))
      

という戻り読み言明は、最上位にひとつの選択肢しかなく、 その選択肢は異なる長さの文字列にマッチしうるので、不正です。 しかし、
      (?<=abc|abde)
      

のように、最上位において選択肢を 2 つ用いるように 書き換えると使用可能です。

後方言明の実装においては、選択肢ことに一時的に固定の幅だけ カレントの位置を後退させ、マッチを試みます。カレントの位置の前に 十分な文字がない場合は、マッチは失敗とみなされます。 再試行無しのサブパターンと組み合わせた戻り読み言明は、 文字列の終端での
マッチングに特に有用です。 再試行無しのサブパターンについてのセクションの最後にて例を示します。

（任意の種類の）複数の言明を連続して指定することも可能です。例えば、
      (?<=\d{3})(?<!999)foo
      

は、"999" でない 3 桁の数字の後にある "foo" にマッチします。 それぞれの言明は、対象文字列の同じ場所に独立して適用されることに 注意して下さい。まず、前の 3 文字がすべて数字であることがチェックされ、 続いて、同じ 3 文字が "999" でないことが確認されます。
このパターンは、 "foo" の前に 6 個の文字があり、その前半が数字で後半の 3 文字が "999" でないというパターンにマッチするものではありません。例えば、"123abcfoo" にはマッチしません。これを行うパターンは次のようになります。
      (?<=\d{3}...)(?<!999)foo
      

この時、最初の言明は、先行する 6 つの文字を探し、 最初の 3 文字が数字であることを確認します。続いて、2 番目の言明は、 先行する 3 文字が "999" でないことを確認します。

言明は、自由に組み合わせてネスト可能です。例えば、
      (?<=(?<!foo)bar)baz
      

は、"foo" 以外の後にある "bar" の後に有る "bar" があればマッチします。 一方、
      (?<=\d{3}...(?<!999))foo
      

は、999 でない 3 桁の数字とさらに 3 文字の後に続く "foo" にマッチするパターンです。

言明サブパターンは、キャプチャ用サブパターンではありません 〔値のキャプチャは行われません〕。繰り返しもできません。 同じことを複数回言明しても意味がないからです。 キャプチャ用サブパターンが言明の内部に含まれている場合、 言明の種類に関係なく、キャプ
チャ用サブパターンの番号付けにあたって カウントされます。しかし、文字列のキャプチャは、肯定の言明に対してのみ 行われます。否定の言明の中で行っても無意味だからです。

カッコ付サブパターンによる言明は、最大 200 まで用いることができます。
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再試行無しのサブパターン
繰り返し回数の下限もしくは上限の指定をした場合、 〔繰り返しを指定した要素の〕続きがマッチに失敗すると、 繰り返し指定した要素が再評価され、繰り返し回数を変えた上で 残りのパターンがマッチするかどうか試されます。 マッチングを続けても無駄なことが明らかな
場合、マッチングの性質を変え、 より速くマッチに失敗させるために、こうした動作を停止させることが 有用な場合があります。

例えば、パターン \d+foo を "123456bar" という対象文字列に適用した場合を考えてみましょう。

\d+ が 6 桁の数字すべてにマッチしますが、その後 "foo" とのマッチが失敗します。通常のマッチング処理の動作だと、5桁の数字のみが \d+ にマッチするとして再試行され、次いで 4 桁等々と続けられ、 最後には完全にマッチが失敗します。再試行無しのサブパターン
(once-only subpattern) を用いると、パターンの一部が一度マッチしたら、 その後再評価されないよう指定することができます。つまり、最初に "foo" とのマッチに失敗した時点で、ただちにマッチングを取り止めることが 可能となります。表記には、
      (?>\d+)bar
      

のように、(?> で始まる特別なカッコを用います。

この種類のカッコは、一度マッチしたパターンの部分に鍵をかけ (lock up) ます。そのパターンへの再マッチは失敗し、バックトラック (backtrack) が起こらないようにします。それより前の要素に対するバックトラックは、 通常と同様に動作します。

別の説明をすると、このタイプのサブパターンは、同一のスタンドアローンの パターンが対象文字列のカレントの位置に固定されたかのように、 文字列とマッチします。

再試行無しのサブパターンは、キャプチャ用サブパターンではありません 〔つまり、値のキャプチャは行われません〕。上の簡単な例では、 できるだけ多くのものを呑み込むよう繰り返しが最大化されました。つまり、 + や +? は残りのパターンがマッチするよう数字の桁数が
調整されるのに 対して、 (?>+) は数字の並び全体に対するマッチングだけしか行われません。

この構文には、どんな複雑なものでも、任意のサブパターンを含むことができ、 ネストも可能です。

再試行無しのサブパターンと戻り読み言明とを組み合わせると、 対象文字列の終端における効率的なマッチングを行うことができます。
      abcd$
      

というパターンを見てましょう。 マッチが成功しない長い文字列に適用した場合を考えます。 マッチングは左から右に行われるため、PCRE は対象文字列のすべての "a" を探し、 後に続く文字が残りのパターンにマッチするかどうか調べられます。 パターンを
      ^.*abcd$
      

のように少し変更してみます。 この場合、最初の .* は、まず文字列全体にマッチします。 （"a" がその後に続かないので）マッチが失敗すると、最後の 1 文字を除く 文字列にマッチするようバックトラックが行なわれ、続いて最後の 2 文字を 除く文字列に、という風に動作し
ます。 "a" の検索は、やはり文字列全体に 対して、右から左に、行われるため効率は良くありません。 しかし、パターンを
      ^(?>.*)(?<=abcd)
      

のようにしてみましょう。 要素 .* に対してバックトラックは行われず、文字列全体にのみマッチします。 続く戻り読み言明は、最後の 4 文字に対するテストを 1 回だけ行います。 テストが失敗すると、マッチはただちに失敗します。長い文字列に対しては、 この方法を用い
ると実行時間にかなりの差が生じます。

パターン中にサブパターンがあって、その中に繰り返し数に 上限の無い要素があり、そのサブパターン自身も何回でも繰り返しが 可能な場合、マッチの失敗に非常に長い時間がかかってしまう事があります。 それを避ける唯一の方法は再試行無しのサブパターンを使うことで
す。 パターン
      (\D+|<\d+>)*[!?]
      

は、非数字もしくは <> で括られた数字に ! または ? が続く 任意の長さの部分文字列にマッチします。マッチが成功するような 対象文字列に対しては、速く動作します。 しかし、これを
      aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
      

に適用すると、マッチが失敗するまでに長い時間がかかります。これは、 この対象文字列を分割するやり方が数多くあり、それらすべてに対し マッチを試みられる事になるためです。 （この例で、終端に単一の文字ではなく [!?] を使っているのは、 PCRE と Perl の双方とも、
〔終端に〕単一の文字が使われると、 より速く失敗と判定できるように最適化が行われる 〔ので、それを避ける〕ためです。マッチに必要な最後の一文字が記憶され、 文字列にその文字が無い場合、早期に失敗と判定されます。） このパターンを
      ((?>\D+)|<\d+>)*[!?]
      

のように変更した場合、非数字の部分が分割されることがなくなるので、 より速くマッチが失敗するようになります。

条件付きサブパターン
サブパターンを条件付きでマッチング処理させることが可能です。 言明の結果や直前のキャプチャ用サブパターンがマッチしたかどうかにより、 サブパターン中の 2 つの選択肢を選択させます。条件付きサブパターン (conditional subpattern) には、 2 つの形式があります。

(?(条件)真パターン)
(?(条件)真パターン|偽パターン)

条件が満たされた場合、真パターンが使われます。そうでない場合は、 （もしあれば）偽パターンが使われます。サブパターン内に 3 つ以上の 選択肢があると、コンパイル時にエラーになります。

条件には 2 種類あります。条件のカッコ内が数値の場合、 その番号のキャプチャ用サブパターンがマッチしている場合に条件が 真となります。カッコ内の数値は 1 以上でないといけません。 次のパターンを見てみましょう。可読性を高めるために意味のない空白文字が 挿入さ
れ（PCRE_EXTENDED オプションが指定されていると仮定します）、 説明を簡単にするため 3 つの部分に分割されています。
      ( \( )?    [^()]+    (?(1) \) )
      

最初の部分は、オプションで、開きカッコにマッチします。 開きカッコが有る場合、1 番のキャプチャ文字列にセットされます。 第 2 の部分は、カッコでない一つ以上の文字にマッチします。第 3 の部分は、 最初のカッコがマッチしたかどうかをテストする条件付きサブパ
ターンです。 カッコにマッチしている場合、つまり、対象文字列が開きカッコで 始まっている場合、条件は真となり、真パターンが実行され、閉じカッコが 必要となります。そうでない場合、偽パターンが存在しないため、 サブパターンは何にもマッチしません。言いかえる
と、このパターンは、 カッコなしの並びにマッチするものですが、オプションで カッコで囲まれた並びにもマッチします。

(R) という文字列を条件として指定すると、パターン全体もしくは サブパターンへの再帰的呼び出しがなされた場合に、その条件が満たされることになります。 「トップレベル」においては、この条件は偽となります。

数値の他にも、条件として言明が使用できます。先読み言明と 戻り読み言明のいずれも使え、肯定の言明も否定の言明も使用できます。 次のパターンを見てみましょう。このパターンにも意味のない空白文字が 挿入されており、2 行目に 2 つの選択肢が 書かれています。
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(?(?=[^a-z]*[a-z])
\d{2}-[a-z]{3}-\d{2}  |  \d{2}-\d{2}-\d{2} )

条件は、肯定の先読み言明であり、英字以外の文字の並びの後に英字が 続くものにマッチします。言いかえると、対象文字列に少なくとも英字が 一つあるかどうかが調べられます。英字がみつかると、最初の選択肢に対して 検索対象とのマッチングが行われます。みつからない
場合は、2番目の選択肢に 対してマッチングが行われます。このパターンは、2つの形式 dd-aaa-dd または dd-dd-dd のどちらかの文字列にマッチします。ここで、aaa は英字、 dd は数字です。

コメント
コメントは、(?# という並びにより始まり、次の閉じカッコで終わります。 カッコのネストはできません。コメント内の文字は、パターンマッチには 全く関係しません。

PCRE_EXTENDED オプションが設定されている場合は、パターン中の文字クラス外にある エスケープされていない # 文字からもコメントが始まり、 次の改行文字で終わります。

再帰的パターン
どうすればカッコに括られた文字列とマッチできるか、という問題を 考えて見ましょう。このとき、カッコは何回でもネストできるとします。 再帰が使えないとすると、パターンを用いて、せいぜい、ある一定の深さの ネストまでしかマッチできないでしょう。任意の深さのネ
ストを 処理することは不可能です。Perl 5.6 では、正規表現において再帰を行う 実験的な機能が導入されています。 PCRE では、再帰という特殊なケースに対して専用のシーケンス (?R) が導入されました。上記のカッコ問題を解決する PCRE のコードは 以下のようになります
（PCRE_EXTENDED オプションが設定され空白文字が無視されると仮定）。
      \( ( (?>[^()]+) | (?R) )* \)
      

まず、このパターンは開きカッコにマッチします。続いて、 カッコ以外の文字が並んでいるか、または、再帰的にパターン自体に マッチする（すなわち正しくカッコで括られている）かする部分文字列に 何回でもマッチします。最後に閉じカッコにマッチします。

このパターン例には、ネストした無制限の繰り返しが含まれているため、 マッチが成功し得ない文字列に対してこのパターンが適用される場合も考えて、 カッコ以外の文字列にマッチングさせる部分に再試行無しのサブパターンを 使うことが重要です。例えば、このパターンを
      (aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa()
      

という文字列に適用すると、「マッチしない」という判定が速やかに 行われます。しかし、再試行無しのサブパターンを使わないと、 対象文字列を分割し得る + と * の繰り返し数の種類が非常に多く、 そのすべてが確認された後にマッチの失敗が報告されるため、 マッチング
に非常に時間がかかります。

キャプチャ用サブパターンにセットされる値は、そのサブパターンに 値がセットされ得る最も外側で最も後の再帰レベルからのものになります。 上記のパターンを
      (ab(cd)ef)
      

にマッチングさせると、キャプチャされる値は "ef" であり、 最上位レベルの最後の値です
      \( ( ( (?>[^()]+) | (?R) )* ) \)
      

次のようにカッコを追加すると、キャプチャされる文字列は、"ab(cd)ef" となり、最上位レベルのカッコの中身となります。一つのパターン中に 15 以上のキャプチャ用サブパターンを用いると、PCRE は 再帰を行っている間のデータ保存用に追加の記憶領域を確保する必要が
あります。記憶領域が確保できない場合、メモリ不足エラーを再帰の内側から 出力する手段がないため、最初の 15 個のキャプチャ用サブパターンに ついてのみデータが保存されます。

(?1), (?2) といった記法が 再帰的サブパターンとして使用可能です。 (?P<name>foo) あるいは (?P&name) といった名前付きのサブパターンも使用可能です。

この再帰的サブパターンの記法は（数字によるものも名前によるものの双方とも） 参照するカッコの外で使用でき、プログラム言語のサブルーチンの様に処理されます。 前に示した例で、パターン (sens|respons)e and \1ibility は "sense and sensibility" および "response
and responsibility" にはマッチしますが "sense and responsibility" にはマッチしませんでした。 一方、パターン (sens|respons)e and (?1)ibility は、 上記 2 つに加え "sense and responsibility" にもマッチします。 ただし、参照先のサブパターンの後に記述する必要があ
ります。

対象文字列の最大の長さは、integer 型の最大の値となります。 しかし、PCRE は再帰を使用してサブパターンの処理や繰り返し処理を行います。 つまり、そのパターンで処理する対象文字列の長さによって、 使用可能なスタック空間の大きさが制限されるということです。

パフォーマンス
パターンに記述可能な要素のうち、幾つかの要素は、他の要素よりも 効率的に処理されます。 (a|e|i|o|u) のような選択肢の集合よりも [aeiou] のような文字クラスの方が効率的です。一般に、構文が 最も単純なものが、たいてい最も効率が良くなります。Jeffrey Friedl の本に
は、正規表現の性能を向上させる最適化について 様々な検討が行われています。

パターンが .* で始まり、PCRE_DOTALL オプションを設定した場合、対象文字列の始端でしかマッチできないため、 PCRE は、暗黙のうちにそのパターンを固定パターンとみなします。しかし、 PCRE_DOTALL を設定しない場合、メタ文字 . が改行にマッチせず、 対象文字列
が改行を含む場合、パターンは文字列の始端からではなく各改行の 直後の文字からマッチする可能性があるため、PCRE は この最適化を行うことができません。 例えば、パターン
      (.*) second
      

を、対象文字列 "first\nand second"（ここで、\n は改行文字を意味します）に マッチングさせます。 1 番目のキャプチャ文字列は、"and" になります。 このような動作をするには、 PCRE は対象文字列の各改行文字の後から マッチングを繰り返し行う必要があります。

このようなパターンを、改行を含まない対象文字列に適用する場合は、 PCRE_DOTALL を設定するか、固定パターンであることを明示的に示すためにパターンを ^.* で開始すると最高の性能が得られます。そうすることで、PCRE が対象文字列の改行を探し、そこからマッチン
グが再び始められることを 防止します。

制限のない繰り返しをネストするようなパターンについては注意が必要です。 そのようなパターンが、マッチが成功し得ない文字列に適用された場合には、 実行に長い時間を要します。
      (a+)*
      

というパターンを考えてみましょう。

このパターンが "aaaa" にマッチし得る方法は 33 通りもあります（つまり、 * による繰り返しは 0, 1, 2, 3 もしくは 4 回の繰り返しにマッチし、 0 回以外のそれぞれの場合について、 + による繰り返しは様々な回数分 マッチします)〔訳注：a 1文字の 4 回繰り返しとか、 a
1文字とa 3文字の 組合せとかを意味する〕。この数は、文字列が長くなるにつれて急激に 増大します。このパターンの後ろに、マッチが失敗するような別のパターンが 続いていて、パターン全体としてマッチが失敗してしまう場合、PCREは、基本的に 取り得るすべての選択肢
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を調べるため、非常に長い時間がかかります。
      (a+)*b
      

のように単一の文字リテラルが最後にある場合には最適化が行われます。 標準のマッチング手順に着手する前に、PCRE は対象文字列の後方に "b" があるかどうかを調べます。無い場合には、直ちにマッチは失敗します。 文字リテラルが最後にない場合には、この最適化は行わ
れません。
      (a+)*\d
      

というパターンと上に挙げたパターンの動作を比較してみましょう。 "a" 文字だけが連続する行に適用した場合、前者のパターンでは、 ほぼ瞬間的に失敗と判定されます。一方、後者のパターンでは、 文字列の長さがおよそ 20 文字を超えると、かなりの時間がかかります。

PCRE 関数

preg_filter
(PHP 5 >= 5.3.0)

preg_filter — 正規表現による検索と置換を行う

説明

mixed preg_filter ( mixed $pattern , mixed $replacement , mixed $subject [, int $limit = -1 [, int &$count ]] )

preg_filter() は preg_replace() と似ていますが、マッチした結果 (を変換したもの) のみを返します。 この関数の挙動の詳細については preg_replace() のドキュメントを参照ください。

返り値

subject が配列の場合は配列を、それ以外の場合は文字列を返します。

マッチする結果が見つからなかったりエラーが発生したりした場合は、 subject が array なら空の配列を返し、そうでなければ NULL を返します。

例

例1 preg_filter() と preg_replace() の比較
<?php
$subject = array('1', 'a', '2', 'b', '3', 'A', 'B', '4'); 
$pattern = array('/\d/', '/[a-z]/', '/[1a]/'); 
$replace = array('A:$0', 'B:$0', 'C:$0'); 

echo "preg_filter returns\n";
print_r(preg_filter($pattern, $replace, $subject)); 

echo "preg_replace returns\n";
print_r(preg_replace($pattern, $replace, $subject)); 
?>

上の例の出力は以下となります。
preg_filter returns
Array
(
    [0] => A:C:1
    [1] => B:C:a
    [2] => A:2
    [3] => B:b
    [4] => A:3
    [7] => A:4
)
preg_replace returns
Array
(
    [0] => A:C:1
    [1] => B:C:a
    [2] => A:2
    [3] => B:b
    [4] => A:3
    [5] => A
    [6] => B
    [7] => A:4
)

参考

preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_replace_callback() - 正規表現検索を行い、コールバック関数を使用して置換を行う
preg_grep() - パターンにマッチする配列の要素を返す
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す
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preg_grep
(PHP 4, PHP 5)

preg_grep — パターンにマッチする配列の要素を返す

説明

array preg_grep ( string $pattern , array $input [, int $flags = 0 ] )

input 配列の要素のうち、 指定した pattern にマッチするものを要素とする配列を返します。

パラメータ
pattern

検索するパターンを表す文字列。
input

入力の配列。
flags

PREG_GREP_INVERT を設定すると、この関数は 与えた pattern にマッチ しない 要素を返します。

返り値

input 配列のキーを使用した配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 パラメータ flags が追加されました。

4.0.4
このバージョンより前は、返される配列の添字は input 配列のキーにかかわらず設定されていました。

以前のこの挙動がお好みの場合は、返される配列に array_values() を適用し、添字を再設定してください。

例

例1 preg_grep() の例
<?php
// すべての浮動小数点数を含む配列要素を返す
$fl_array = preg_grep("/^(\d+)?\.\d+$/", $array);
?>

参考

preg_match_all() - 繰り返し正規表現検索を行う
preg_filter() - 正規表現による検索と置換を行う
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す

preg_last_error
(PHP 5 >= 5.2.0)

preg_last_error — 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す

説明

int preg_last_error ( void )

直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返します。

例1 preg_last_error() の例
<?php

preg_match('/(?:\D+|<\d+>)*[!?]/', 'foobar foobar foobar');

if (preg_last_error() == PREG_BACKTRACK_LIMIT_ERROR) {
    print 'Backtrack limit was exhausted!';
}
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?>

上の例の出力は以下となります。
Backtrack limit was exhausted!

返り値

以下の定数のいずれかを返します (別のページで説明します)。

PREG_NO_ERROR
PREG_INTERNAL_ERROR

PREG_BACKTRACK_LIMIT_ERROR (pcre.backtrack_limit も参照ください)
PREG_RECURSION_LIMIT_ERROR (pcre.recursion_limit も参照ください)
PREG_BAD_UTF8_ERROR

PREG_BAD_UTF8_OFFSET_ERROR (PHP 5.3.0 以降)

preg_match_all
(PHP 4, PHP 5)

preg_match_all — 繰り返し正規表現検索を行う

説明

int preg_match_all ( string $pattern , string $subject , array &$matches [, int $flags [, int $offset ]] )

subject を検索し、 pattern に指定した正規表現にマッチした すべての文字列を、flags で指定した 順番で、matches に代入します。

正規表現にマッチすると、そのマッチした文字列の後から 検索が続行されます。

パラメータ
pattern

検索するパターンを表す文字列。
subject

入力文字列。
matches

マッチしたすべての内容を含む、 flags で指定した形式の多次元配列。
flags

以下のフラグの組み合わせ (PREG_PATTERN_ORDER を PREG_SET_ORDER と組み合わせて使用することは 無意味ですので注意してください)。
PREG_PATTERN_ORDER

$matches[0] はパターン全体にマッチした文字列の配列、 $matches[1] は第 1 のキャプチャ用サブパターンにマッチした文字列の配列、 といった順番となります。
<?php
preg_match_all("|<[^>]+>(.*)</[^>]+>|U",
    "<b>example: </b><div align=left>this is a test</div>",
    $out, PREG_PATTERN_ORDER);
echo $out[0][0] . ", " . $out[0][1] . "\n";
echo $out[1][0] . ", " . $out[1][1] . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
<b>example: </b>, <div align=left>this is a test</div>
example: , this is a test

$out[0] はパターン全体にマッチした文字列の配列を有しており、 $out[1] はタグで囲まれた文字列の配列を有しています。
PREG_SET_ORDER

$matches[0] は 1 回目のマッチングでキャプチャした値の配列、 $matches[1] は 2 回目のマッチングでキャプチャした値の配列、 といった順序となります。
<?php
preg_match_all("|<[^>]+>(.*)</[^>]+>|U",
    "<b>example: </b><div align=\"left\">this is a test</div>",
    $out, PREG_SET_ORDER);
echo $out[0][0] . ", " . $out[0][1] . "\n";
echo $out[1][0] . ", " . $out[1][1] . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
<b>example: </b>, example:
<div align="left">this is a test</div>, this is a test
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PREG_OFFSET_CAPTURE

このフラグを設定した場合、各マッチに対応する文字列のオフセットも返されます。 これにより、返り値は配列となり、配列の要素 0 はマッチした文字列、 要素 1 は subject における マッチした文字列のオフセット値となることに注意してください。

flags を指定しない場合は、 PREG_PATTERN_ORDER が指定されたことになります。
offset

通常、検索は対象文字列の先頭から開始されます。 オプションのパラメータ offset を使用して 検索の開始位置を (バイト単位で) 指定することも可能です。

注意:

offset を用いるのと、 substr($subject, $offset) を preg_match_all()の対象文字列として指定するのとは 等価ではありません。 これは、pattern には、 ^, $ や (?<=x) のような言明を含めることができるためです。 これに関する例については、
preg_match() を参照してください。

返り値

パターンがマッチした総数を返します（ゼロとなる可能性もあります）。 または、エラーが発生した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.2 名前付きサブパターンで、 (?<name>) や (?'name') のような構文を (?P<name>) と同様に受け入れるようになりました。 以前のバージョンでは (?P<name>) 形式しか使えませんでした。
4.3.3 パラメータ offset が追加されました。
4.3.0 フラグ PREG_OFFSET_CAPTURE が追加されました。

例

例1 テキストからすべての電話番号を得る
<?php
preg_match_all("/\(?  (\d{3})?  \)?  (?(1)  [\-\s] ) \d{3}-\d{4}/x",
                "Call 555-1212 or 1-800-555-1212", $phones);
?>

例2 HTML タグにマッチするものを見付ける（貪欲）
<?php
// \\2 は後方参照の例。これは、pcre に正規表現中の括弧の 2 番目の
// 組、つまりこの場合は ([\w]+)、にマッチする。文字列が二重引用符で
// 括られているため、バックスラッシュの追加が必要。
$html = "<b>bold text</b><a href=howdy.html>click me</a>";

preg_match_all("/(<([\w]+)[^>]*>)(.*?)(<\/\\2>)/", $html, $matches, PREG_SET_ORDER);

foreach ($matches as $val) {
    echo "matched: " . $val[0] . "\n";
    echo "part 1: " . $val[1] . "\n";
    echo "part 2: " . $val[2] . "\n";
    echo "part 3: " . $val[3] . "\n";
    echo "part 4: " . $val[4] . "\n\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
matched: <b>bold text</b>
part 1: <b>
part 2: b
part 3: bold text
part 4: </b>

matched: <a href=howdy.html>click me</a>
part 1: <a href=howdy.html>
part 2: a
part 3: click me
part 4: </a>

例3 名前つきサブパターンの使用法
<?php

$str = <<<FOO
a: 1
b: 2
c: 3
FOO;

preg_match_all('/(?P<name>\w+): (?P<digit>\d+)/', $str, $matches);

/* PHP 5.2.2 (PCRE 7.0) 以降ではこの形式でも動作しますが、
 * 過去との互換性を考慮して上の形式のほうを推奨します */
// preg_match_all('/(?<name>\w+): (?<digit>\d+)/', $str, $matches);

print_r($matches);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => a: 1
            [1] => b: 2



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

            [2] => c: 3
        )

    [name] => Array
        (
            [0] => a
            [1] => b
            [2] => c
        )

    [1] => Array
        (
            [0] => a
            [1] => b
            [2] => c
        )

    [digit] => Array
        (
            [0] => 1
            [1] => 2
            [2] => 3
        )

    [2] => Array
        (
            [0] => 1
            [1] => 2
            [2] => 3
        )

)

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す

preg_match
(PHP 4, PHP 5)

preg_match — 正規表現によるマッチングを行う

説明

int preg_match ( string $pattern , string $subject [, array &$matches [, int $flags [, int $offset ]]] )

pattern で指定した正規表現により subject を検索します。

パラメータ
pattern

検索するパターンを表す文字列。
subject

入力文字列。
matches

matches を指定した場合、検索結果が代入されます。 $matches[0] にはパターン全体にマッチしたテキストが代入され、 $matches[1] には 1 番目ののキャプチャ用サブパターンにマッチした 文字列が代入され、といったようになります。
flags

flags には以下のフラグを指定できます。
PREG_OFFSET_CAPTURE

このフラグを設定した場合、各マッチに対応する文字列のオフセットも返されます。 これにより matches の値は配列となり、 配列の要素 0 はマッチした文字列、 要素 1は対象文字列中におけるマッチした文字列のオフセット値 となることに注意してください。
offset

通常、検索は対象文字列の先頭から開始されます。 オプションのパラメータ offset を使用して 検索の開始位置を (バイト単位で) 指定することも可能です。

注意:

offset を用いるのと、 substr($subject, $offset) を preg_match()の対象文字列として指定するのとは 等価ではありません。 これは、pattern には、 ^, $ や (?<=x) のような言明を含めることができるためです。 以下を比べてみてください。
<?php
$subject = "abcdef";
$pattern = '/^def/';
preg_match($pattern, $subject, $matches, PREG_OFFSET_CAPTURE, 3);
print_r($matches);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
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(
)

一方、この例を見てください。
<?php
$subject = "abcdef";
$pattern = '/^def/';
preg_match($pattern, substr($subject,3), $matches, PREG_OFFSET_CAPTURE);
print_r($matches);
?>

出力は以下のようになります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => def
            [1] => 0
        )

)

返り値

preg_match() は、pattern がマッチした回数を返します。つまり、0 回（マッチせず）または 1 回となります。 これは、最初にマッチした時点でpreg_match() は検索を止めるためです。逆にpreg_match_all()は、 subject の終わりまで検索を続けます。 preg_match()
は、エラーが発生した場合にFALSEを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.2 名前つきサブパターンで、 (?<name>) や (?'name') といった構文が (?P<name>) のほかに使えるようになりました. 以前のバージョンでは (?P<name>) しか使えませんでした。
4.3.3 パラメータ offset が追加されました。
4.3.0 フラグ PREG_OFFSET_CAPTURE が追加されました。
4.3.0 パラメータ flags が追加されました。

例

例1 文字列 "php" を探す
<?php
// パターンのデリミタの後の "i" は、大小文字を区別しない検索を示す
if (preg_match("/php/i", "PHP is the web scripting language of choice.")) {
    echo "A match was found.";
} else {
    echo "A match was not found.";
}
?>

例2 単語 "web" を探す
<?php
/* パターン内の \b は単語の境界を示す。このため、独立した単語の
 *  "web"にのみマッチし、"webbing" や "cobweb" のような単語の一部にはマッチしない */
if (preg_match("/\bweb\b/i", "PHP is the web scripting language of choice.")) {
    echo "A match was found.";
} else {
    echo "A match was not found.";
}

if (preg_match("/\bweb\b/i", "PHP is the website scripting language of choice.")) {
    echo "A match was found.";
} else {
    echo "A match was not found.";
}
?>

例3 URL からドメイン名を得る
<?php
// get host name from URL
preg_match('@^(?:http://)?([^/]+)@i',
    "http://www.php.net/index.html", $matches);
$host = $matches[1];

// get last two segments of host name
preg_match('/[^.]+\.[^.]+$/', $host, $matches);
echo "domain name is: {$matches[0]}\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
domain name is: php.net

例4 名前つきサブパターンの使用法
<?php

$str = 'foobar: 2008';

preg_match('/(?P<name>\w+): (?P<digit>\d+)/', $str, $matches);

/* PHP 5.2.2 (PCRE 7.0) 以降ではこの形式でも動作しますが、
 * 過去との互換性を考慮して上の形式のほうを推奨します */
// preg_match('/(?<name>\w+): (?<digit>\d+)/', $str, $matches);

print_r($matches);
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?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => foobar: 2008
    [name] => foobar
    [1] => foobar
    [digit] => 2008
    [2] => 2008
)

注意

ヒント

ある文字列が他の文字列内に含まれているかどうかを調べるためだけに preg_match() を使うのは避けた方が良いでしょう。 strpos() か strstr() 関数を 使う方が速くなります。

参考

preg_match_all() - 繰り返し正規表現検索を行う
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す

preg_quote
(PHP 4, PHP 5)

preg_quote — 正規表現文字をクオートする

説明

string preg_quote ( string $str [, string $delimiter = NULL ] )

preg_quote() は、str を引数とし、正規表現構文の特殊文字の前にバックスラッシュを挿入します。 この関数は、実行時に生成される文字列をパターンとしてマッチングを行う必要があり、 その文字列には正規表現の特殊文字が含まれているかも知れない場合に有用です。

正規表現の特殊文字は、次のものです。 . \ + * ? [ ^ ] $ ( ) { } = ! < > | : -

パラメータ
str

入力文字列。
delimiter

オプションの delimiter を指定すると、 ここで指定した文字もエスケープされます。これは、PCRE 関数が使用する デリミタをエスケープする場合に便利です。'/' がデリミタとしては 最も一般的に使用されています。

返り値

クォートされた文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 - 文字がクォートされるようになりました。

例

例1 preg_quote() の例
<?php
$keywords = '$40 for a g3/400';
$keywords = preg_quote($keywords, '/');
echo $keywords; // \$40 for a g3\/400 を返します
?>

例2 テキスト内の単語の斜体変換
<?php
// この例では、preg_quote($word) を使って、アスタリスクが
// 正規表現での特殊な意味を帯びないようにしています
$textbody = "This book is *very* difficult to find.";
$word = "*very*";
$textbody = preg_replace ("/" . preg_quote($word) . "/",
                          "<i>" . $word . "</i>",
                          $textbody);
?>
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注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

preg_replace_callback
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

preg_replace_callback — 正規表現検索を行い、コールバック関数を使用して置換を行う

説明

mixed preg_replace_callback ( mixed $pattern , callback $callback , mixed $subject [, int $limit = -1 [, int &$count ]] )

この関数の動作は、ほぼ preg_replace() と同じですが、 replacement の代わりに callback を指定するところが異なります。

パラメータ
pattern

検索するパターン。 文字列あるいは文字列の配列のいずれかとなります。
callback

このコールバック関数は、検索対象文字列でマッチした要素の配列が指定されて コールされます。このコールバック関数は、置換後の文字列を返す必要があります。

preg_replace_callback() 用の callback 関数が、 ひとつの場所だけで必要となることがあります。 そんな場合は、 無名関数機能 (PHP 5.3.0 以降) あるいは create_function() を使って宣言した無名関数を preg_replace_callback() のコール時に使用します。 このよう
にすることにより、コールに関するすべての情報を 1 ヶ所に集め、 他の場所で使用されないコールバック関数名で関数の名前空間を 汚染しないようにすることができます。

例1 preg_replace_callback() と create_function()

<?php
/* Unix 方式のコマンドラインフィルタです。
 * 段落の冒頭の大文字を、小文字に変換します。*/
$fp = fopen("php://stdin", "r") or die("標準入力から読み込めません");
while (!feof($fp)) {
    $line = fgets($fp);
    $line = preg_replace_callback(
        '|<p>\s*\w|',
        create_function(
            // ここでは単一引用符の使用が不可欠です。
            // そうでない場合は、$ をすべて \$ とエスケープします。
            '$matches',
            'return strtolower($matches[0]);'
        ),
        $line
    );
    echo $line;
}
fclose($fp);
?>

subject

文字列あるいは文字列の配列で、 検索および置換の対象となる文字列を指定します。
limit

subject 文字列における 各パターンの最大置換回数。デフォルトは -1 (無制限) です。
count

指定した場合は、置換を行った回数がここに格納されます。

返り値

preg_replace_callback() は、 subject が配列の場合には配列を、 それ以外の場合は文字列を返します。 エラー時の返り値は NULL となります。

マッチするものが見つかった場合は新しい subject を返し、それ以外の場合はもとの subject をそのまま返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 パラメータ count が追加されました。

例

例2 preg_replace_callback() の例
<?php
// このテキストは 2002 に使われていたものなのですが、
// これを 2003 年対応の日付に変更したいのです
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$text = "エイプリルフールの日付は 04/01/2002 です\n";  
$text.= "この前のクリスマスの日付は 12/24/2001 でした\n";  
// コールバック関数
function next_year($matches)
{
  // 通常は、$matches[0] がマッチした全体を表します。
  // $matches[1] は、マッチした中で、パターン内の最初の '(...)'
  // にあてはまる部分を表します。それ以降も同様です。
  return $matches[1].($matches[2]+1);
}
echo preg_replace_callback(
            "|(\d{2}/\d{2}/)(\d{4})|",
            "next_year",
            $text);

?>

上の例の出力は以下となります。

エイプリルフールの日付は 04/01/2003 です
この前のクリスマスの日付は 12/24/2002 でした

例3 カプセル化された BB code を処理するための、 preg_replace_callback() での再帰構造の使用
<?php
$input = "通常の位置 [indent] 字下げ [indent] もっと字下げ [/indent] 字下げ [/indent] 通常の位置"; 
function parseTagsRecursive($input)
{

    $regex = '#\[indent]((?:[^[]|\[(?!/?indent])|(?R))+)\[/indent]#';

    if (is_array($input)) {
        $input = '<div style="margin-left: 10px">'.$input[1].'</div>';
    }

    return preg_replace_callback($regex, 'parseTagsRecursive', $input);
}

$output = parseTagsRecursive($input);

echo $output;
?>

参考

preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す
create_function() - 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する
callback 型に関する情報

preg_replace
(PHP 4, PHP 5)

preg_replace — 正規表現検索および置換を行う

説明

mixed preg_replace ( mixed $pattern , mixed $replacement , mixed $subject [, int $limit = -1 [, int &$count ]] )

subject に関して pattern を用いて検索を行い、 replacement に置換します。

パラメータ
pattern

検索を行うパターン。文字列もしくは配列とすることができます。

e 修飾子を設定すると、preg_replace() は、参照先の対応する置換を行う際に replacement 引数を PHP コードであるとして取り扱います。 replacement には有効な PHP コードを記述してください。 さもないと、preg_replace() がある行でパースエラーが 発生してしま
います。

replacement

置換を行う文字列もしくは文字列の配列。 この引数が文字列で、pattern 引数が配列の場合、 すべてのパターンがこの文字列に置換されます。 pattern および replacement のいずれもが配列の場合、各 pattern は 対応する replacement に置換されます。 もし、replacement

配列の要素の数が pattern 配列よりも少ない場合は、余った pattern は 空文字に置換されます。

replacement では、 \\n 形式または $n 形式（PHP 4.0.4 以降）で参照を指定することができます。 後者の形式の方が好ましい形式です。各参照は、n 番目のキャプチャ用サブパターンにマッチしたテキストにより置換されます。 n は 0 から 99 までとすることができ、
\\0 または $0 は パターン全体にマッチするテキストを参照します。キャプチャ用サブパターンの番号 については、その左括弧が左から右に（1から）カウントされます。 置換文字でバックスラッシュを使用する場合は、二重化する必要があります (PHP の文字列 "\\\\"
となります)。

後方参照の直後に他の数字が続くような置換 (replacement) パターンを 使用する場合（すなわち、マッチしたパターンの直後に数字リテラルを置く 場合）、後方参照を行うために通常の \\1 表記を 使用することができません。例えば、\\11 は、 後方参照 \\1 の後にリ
テラル 1 が続くのか、後方参照 \\11 で その後には何も続かないのかが不明のため、 preg_replace() を混乱させる可能性があります。 この場合、解決策は、\${1}1 を使用することです。 こうすることで、1 はリテラルとなり、後方参照 $1 を明確に作成できます。

e 修飾子を使用する際に、 この関数は後方参照を置換する文字列のうちの特定の文字 (具体的には '、"、 \ および NULL) をエスケープします。 これは、後方参照をシングルクォートやダブルクォートを共用した場合 (たとえば 'strlen(\'$1\')+strlen("$2")') に構文エラーが
発生しないようにするためのものです。 PHP の 文字列構文 を意識し、 文字列がどのように解釈されるのかを正確に知っておくようにしましょう。

subject
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検索・置換対象となる文字列もしくは文字列の配列

subject が配列の場合、検索と置換は subject の各要素に対して行われ、返り値も配列となります。
limit

subject 文字列において、各パターンによる 置換を行う最大回数。デフォルトは -1 (制限無し)。
count

この引数が指定されると、置換回数が渡されます。

返り値

preg_replace() は、 subject 引数が配列の場合は配列を、 その他の場合は文字列を返します。

パターンがマッチした場合、〔置換が行われた〕新しい subject を返します。マッチしなかった場合、subject をそのまま返します。エラーが発生した場合、NULL を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 count 引数が追加されました。
4.0.4 replacement 引数に '$n' 形式が使用できるようになりました。
4.0.2 limit 引数が追加されました。

例

例1 数字リテラルが後に続く後方参照
<?php
$string = 'April 15, 2003';
$pattern = '/(\w+) (\d+), (\d+)/i';
$replacement = '${1}1,$3';
echo preg_replace($pattern, $replacement, $string);
?>

上の例の出力は以下となります。
April1,2003

例2 添字配列の使用
<?php
$string = 'The quick brown fox jumped over the lazy dog.';
$patterns = array();
$patterns[0] = '/quick/';
$patterns[1] = '/brown/';
$patterns[2] = '/fox/';
$replacements = array();
$replacements[2] = 'bear';
$replacements[1] = 'black';
$replacements[0] = 'slow';
echo preg_replace($patterns, $replacements, $string);
?>

上の例の出力は以下となります。
The bear black slow jumped over the lazy dog.

pattern と replacement を ksort すると、所望のものが得られます。
<?php
ksort($patterns);
ksort($replacements);
echo preg_replace($patterns, $replacements, $string);
?>

上の例の出力は以下となります。
The slow black bear jumped over the lazy dog.

例3 複数値の置換
<?php
$patterns = array ('/(19|20)(\d{2})-(\d{1,2})-(\d{1,2})/',
                   '/^\s*{(\w+)}\s*=/');
$replace = array ('\3/\4/\1\2', '$\1 =');
echo preg_replace($patterns, $replace, '{startDate} = 1999-5-27');
?>

上の例の出力は以下となります。
$startDate = 5/27/1999

例4 'e' 修飾子の使用
<?php
preg_replace("/(<\/?)(\w+)([^>]*>)/e",
             "'\\1'.strtoupper('\\2').'\\3'",
             $html_body);
?>
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入力テキストのすべての HTML タグを大文字に変換します。

例5 空白の削除

この例は、文字列から余分な空白を取り除きます。
<?php
$str = 'foo   o';
$str = preg_replace('/\s\s+/', ' ', $str);
// This will be 'foo o' now
echo $str;
?>

例6 count 引数の使用
<?php
$count = 0;

echo preg_replace(array('/\d/', '/\s/'), '*', 'xp 4 to', -1 , $count);
echo $count; //3
?>

上の例の出力は以下となります。
xp***to
3

注意

注意:

pattern および replacement を使用する際、配列の並び順に処理されます。添字は整数であっても、 その並びは値の小さい順になっているとは限りません。 ですから、配列の添字を使って、どの pattern が、どの replacement に置換されるかを指定しようとする場合
は、 preg_replace() をコールする前に、各配列に対し ksort() を実行しておくべきです。

参考

preg_filter() - 正規表現による検索と置換を行う
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
preg_replace_callback() - 正規表現検索を行い、コールバック関数を使用して置換を行う
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す

preg_split
(PHP 4, PHP 5)

preg_split — 正規表現で文字列を分割する

説明

array preg_split ( string $pattern , string $subject [, int $limit = -1 [, int $flags = 0 ]] )

指定した文字列を、正規表現で分割します。

パラメータ
pattern

検索するパターンを表す文字列。
subject

入力文字列。
limit

これを指定した場合、最大 limit 個の部分文字列を返します。 残りの文字列は、最後の部分文字列に含めて返されます。 limit が -1、0 あるいは null の場合は「制限が無い」ことを意味します。 制限を指定せずに flags パラメータを指定したい場合などに null を使用
します。

flags

flags は、次のフラグを組み合わせたものとする （ビット和演算子 | で組み合わせる）ことが可能です。
PREG_SPLIT_NO_EMPTY

このフラグを設定すると、空文字列でないものだけが preg_split() により返されます。
PREG_SPLIT_DELIM_CAPTURE

このフラグを設定すると、文字列分割用のパターン中の カッコによるサブパターンでキャプチャされた値も同時に返されます。
PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE

このフラグを設定した場合、各マッチに対応する文字列のオフセットも返されます。 これにより、返り値は配列となり、配列の要素 0 はマッチした文字列、 要素 1 は subject におけるマッチした文字列のオフセット値となることに 注意してください。
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返り値

pattern にマッチした境界で分割した subject の部分文字列の配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE が追加されました。
4.0.5 PREG_SPLIT_DELIM_CAPTURE が追加されました。

例

例1 preg_split() の例 : 検索文字列のある部分を取得
<?php
// カンマまたは " ", \r, \t, \n , \f などの空白文字で句を分割する。
$keywords = preg_split("/[\s,]+/", "hypertext language, programming");
?>

例2 文字列を文字要素に分割
<?php
$str = 'string';
$chars = preg_split('//', $str, -1, PREG_SPLIT_NO_EMPTY);
print_r($chars);
?>

例3 文字列をマッチするものとそのオフセットに分割
<?php
$str = 'hypertext language programming';
$chars = preg_split('/ /', $str, -1, PREG_SPLIT_OFFSET_CAPTURE);
print_r($chars);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => hypertext
            [1] => 0
        )

    [1] => Array
        (
            [0] => language
            [1] => 10
        )

    [2] => Array
        (
            [0] => programming
            [1] => 19
        )

)

注意

ヒント

正規表現の威力を必要としないのなら、より高速な (機能はシンプルですが) 代替関数として explode() あるいは str_split() のような選択肢があります。

参考

spliti() - 大文字小文字を区別しない正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
split() - 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
implode() - 配列要素を文字列により連結する
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
preg_match_all() - 繰り返し正規表現検索を行う
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
preg_last_error() - 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す

目次
preg_filter — 正規表現による検索と置換を行う
preg_grep — パターンにマッチする配列の要素を返す
preg_last_error — 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す
preg_match_all — 繰り返し正規表現検索を行う
preg_match — 正規表現によるマッチングを行う
preg_quote — 正規表現文字をクオートする
preg_replace_callback — 正規表現検索を行い、コールバック関数を使用して置換を行う
preg_replace — 正規表現検索および置換を行う
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preg_split — 正規表現で文字列を分割する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
PCRE のパターン

正規表現パターンに使用可能な修飾子 — パターン修飾子
Perl とは異なる点 — Perl との違い
POSIX 正規表現との違い
PCRE 正規表現構文 — パターン構文

PCRE 関数
preg_filter — 正規表現による検索と置換を行う
preg_grep — パターンにマッチする配列の要素を返す
preg_last_error — 直近の PCRE 正規表現処理のエラーコードを返す
preg_match_all — 繰り返し正規表現検索を行う
preg_match — 正規表現によるマッチングを行う
preg_quote — 正規表現文字をクオートする
preg_replace_callback — 正規表現検索を行い、コールバック関数を使用して置換を行う
preg_replace — 正規表現検索および置換を行う
preg_split — 正規表現で文字列を分割する

正規表現 (POSIX 拡張)

導入
ヒント

PHPは、PCRE関数によりPerl互換の構 文を使用する正規表現式もサポートします。これらの関数は、「ものぐさ」 マッチ、言明、条件付きサブパターン、そしてPOSIX拡張正規表現構文 でサポートされていない他の複数の機能をサポートします。

警告

これらの正規表現関数はバイナリセーフではありません。PCRE関数はバイナリセーフです。

注意:

PHP 5.3.0 以降、この拡張モジュールは非推奨となります。 この拡張モジュールの関数をコールすると E_DEPRECATED が発生するようになります。

正規表現は、複雑な文字列操作の際に使用されます。 PHPはPOSIX 1003.2で定義されたPOSIX拡張正規表現を使用します。 POSIX正規表現に関する詳細については、PHP配布ファイルのregexディレ クトリにある» regexのmanページを参照ください。 このページ
はmanpageフォーマットであり、読むには man /usr/local/src/regex/regex.7のようにします。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
警告

http://www.tin.org/bin/man.cgi?section=7&topic=regex
http://www.tin.org/bin/man.cgi?section=7&topic=regex
http://www.tin.org/bin/man.cgi?section=7&topic=regex
http://www.tin.org/bin/man.cgi?section=7&topic=regex
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動作に関する知識がある場合以外は、TYPE を変更しないでください。

PHP で正規表現のサポートを有効にするには、 --with-regex=TYPE を指定して PHP の configure を行ってください。TYPE は system、apache、php のいずれかで、デフォルトでは php を使用します。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
例1 正規表現の例
<?php
// "abc" が $string のどこかにある場合に true を返す
ereg("abc", $string);            

// "abc" が $string の最初にある場合に true を返す
ereg("^abc", $string);

// "abc" が $string の最後にある場合に true を返す
ereg("abc$", $string);

// クライアントブラウザがNetscape 2, 3またはMSIE 3である場合にtrue を返す
eregi("(ozilla.[23]|MSIE.3)", $_SERVER["HTTP_USER_AGENT"]);

// 空白で区切られた3つ単語を
// $regs[1], $regs[2],$regs[3]に代入する
ereg("([[:alnum:]]+) ([[:alnum:]]+) ([[:alnum:]]+)", $string, $regs); 

// <br /> タグを $string の先頭に挿入する
$string = ereg_replace("^", "<br />", $string); 

// <br /> タグを $string の最後に挿入する
$string = ereg_replace("$", "<br />", $string); 

// $string の改行文字を全て取り除く
$string = ereg_replace("\n", "", $string);
?>

POSIX 正規表現関数

参考
Perl互換の構文を有する正規表現については、 PCRE関数を参照してください。 簡単なシェル形式のワイルドカードパターンマッチングが fnmatch()で提供されています。

ereg_replace
(PHP 4, PHP 5)

ereg_replace — 正規表現による置換を行う

説明

string ereg_replace ( string $pattern , string $replacement , string $string )

この関数は、string をスキャンして pattern にマッチするものを探し、 マッチしたテキストを replacement で置換します。

警告
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この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
pattern

POSIX 拡張正規表現。
replacement

pattern の中に括弧でくくられた部分 文字列が含まれている場合、replacement の中に \\数字 のような部分文字列を埋め込むこともできます。この部分は、 「数字」番目の括弧でくくられた部分文字列にマッチする文字列に 置き換えられます。また、\\0 は文字列全体を
指します。9 個までの部分文字列を使うことができます。括弧は 入れ子になっていても構いません。この場合は開き括弧 '(' が 最大 9 個まで使用可能です。

string

入力文字列。

返り値

置換後の文字列を返します。 マッチしなかった場合は、元の文字列をそのまま返します。

例

たとえば、以下のサンプルコードは "This was a test" と 3 回表示します。

例1 ereg_replace() の例
<?php

$string = "This is a test";
echo str_replace(" is", " was", $string);
echo ereg_replace("( )is", "\\1was", $string);
echo ereg_replace("(( )is)", "\\2was", $string);

?>

注意しなければならないのは、パラメータ replacement として整数値を使用する場合、 期待する結果が得られない可能性があるということです。これは、 ereg_replace() がその数値を文字コードとして 解釈し使用するためです。例えば、次のようになります。

例2 ereg_replace() の例
<?php
/* これは期待した通りに動作しません。 */
$num = 4;
$string = "This string has four words.";
$string = ereg_replace('four', $num, $string);
echo $string;   /* 出力: 'This string has   words.' */

/* これは動作します。 */
$num = '4';
$string = "This string has four words.";
$string = ereg_replace('four', $num, $string);
echo $string;   /* 出力: 'This string has 4 words.' */
?>

例3 URL をリンクで置換する
<?php
$text = ereg_replace("[[:alpha:]]+://[^<>[:space:]]+[[:alnum:]/]",
                     "<a href=\"\\0\">\\0</a>", $text);
?>

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

ヒント

Perl 互換の正規表現構文を使用する preg_replace() のほうが、 ereg_replace() より高速に動作することがよくあります。

参考

ereg() - 正規表現によるマッチングを行う
eregi() - 大文字小文字を区別せずに正規表現によるマッチングを行う
eregi_replace() - 大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
str_replace() - 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う

ereg
(PHP 4, PHP 5)
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ereg — 正規表現によるマッチングを行う

説明

int ereg ( string $pattern , string $string [, array &$regs ] )

pattern で指定した正規表現 により、大文字小文字を区別して string を検索します。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
pattern

大文字小文字を区別する正規表現。
string

入力文字列。
regs

pattern の括弧でくくられた部分文字列に マッチし、かつこの関数が 3 番目の引数 regs を 指定してコールされた場合、マッチした部分が配列 regs に格納されます。

$regs[1] は最初の左括弧が始まる部分文字列を保持、 $regs[2] は二番目の左括弧が始まる部分文字列を保持、 といったようになっています。$regs[0] は マッチした文字列全体のコピーを保持しています。

返り値

string の中で pattern がマッチした場合にはマッチした文字列の長さを返し、マッチしなかった場合 またはエラーとなった場合は FALSE を返します。

オプションのパラメータ regs が渡されなかったり マッチした文字列の長さが 0 だったりした場合は、この関数は 1 を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.1.0 PHP 4.1.0 以前(4.1.0 を含む)のバージョンでは、$regs にはちょうど 10 個の要素が代入されました。これは、実際にマッチした 括弧付きのサブ文字列が 10 より多くても少なくても同じでした。ただし、 ereg() にはより多くの部分文字列にマッチする 能力があり
ます。マッチするものが見付からなかった場合、 $regs は、ereg() により 書き換えられません。

例

例1 ereg() の例

以下のサンプルコードは、ISO フォーマット(YYYY-MM-DD) で格納されている 日付を DD.MM.YYYY フォーマットで表示するものです。
<?php
if (ereg ("([0-9]{4})-([0-9]{1,2})-([0-9]{1,2})", $date, $regs)) {
    echo "$regs[3].$regs[2].$regs[1]";
} else {
    echo "Invalid date format: $date";
}
?>

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

注意:

Perl 互換の正規表現構文を使用する preg_match() のほうが、多くの場合 ereg() よりも速く動作します。

参考

eregi() - 大文字小文字を区別せずに正規表現によるマッチングを行う
ereg_replace() - 正規表現による置換を行う
eregi_replace() - 大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
quotemeta() - メタ文字をクォートする

eregi_replace
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(PHP 4, PHP 5)

eregi_replace — 大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う

説明

string eregi_replace ( string $pattern , string $replacement , string $string )

この関数は、アルファベット文字をマッチングさせる際に大文字 小文字の区別をしないこと以外は ereg_replace() と同じです。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
pattern

POSIX 拡張正規表現。
replacement

pattern の中に括弧でくくられた部分 文字列が含まれている場合、replacement の中に \\数字 のような部分文字列を埋め込むこともできます。この部分は、 「数字」番目の括弧でくくられた部分文字列にマッチする文字列に 置き換えられます。また、\\0 は文字列全体を
指します。9 個までの部分文字列を使うことができます。括弧は 入れ子になっていても構いません。この場合は開き括弧 '(' が 最大 9 個まで使用可能です。

string

入力文字列。

返り値

置換後の文字列を返します。 マッチしなかった場合は、元の文字列をそのまま返します。

例

例1 検索結果の強調表示
<?php
$pattern = '(>[^<]*)('. quotemeta($_GET['search']) .')';
$replacement = '\\1<span class="search">\\2</span>';
$body = eregi_replace($pattern, $replacement, $body);
?>

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

参考

ereg() - 正規表現によるマッチングを行う
eregi() - 大文字小文字を区別せずに正規表現によるマッチングを行う
ereg_replace() - 正規表現による置換を行う

eregi
(PHP 4, PHP 5)

eregi — 大文字小文字を区別せずに正規表現によるマッチングを行う

説明

int eregi ( string $pattern , string $string [, array &$regs ] )

この関数は、アルファベット文字をマッチングさせる際に 大文字小文字の区別をしないこと以外は ereg() と同じです。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
pattern
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大文字小文字を区別しない正規表現。
string

入力文字列。
regs

pattern の括弧でくくられた部分文字列に マッチし、かつこの関数が 3 番目の引数 regs を 指定してコールされた場合、マッチした部分が配列 regs に格納されます。

$regs[1] は最初の左括弧が始まる部分文字列を保持、 $regs[2] は二番目の左括弧が始まる部分文字列を保持、 といったようになっています。$regs[0] は マッチした文字列全体のコピーを保持しています。

返り値

string の中で pattern がマッチした場合にはマッチした文字列の長さを返し、マッチしなかった場合 またはエラーとなった場合は FALSE を返します。

オプションのパラメータ regs が渡されなかったり マッチした文字列の長さが 0 だったりした場合は、この関数は 1 を返します。

例

例1 eregi() の例
<?php
$string = 'XYZ';
if (eregi('z', $string)) {
    echo "'$string' は、'z' または 'Z' を含んでいます!";
}
?>

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

参考

ereg() - 正規表現によるマッチングを行う
ereg_replace() - 正規表現による置換を行う
eregi_replace() - 大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
stripos() - 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr

split
(PHP 4, PHP 5)

split — 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する

説明

array split ( string $pattern , string $string [, int $limit ] )

string を、正規表現によって配列に分割します。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
pattern

大文字小文字を区別する正規表現。

正規表現で特殊文字とみなされる文字を分割したい場合、それらを まずエスケープする必要があります。split() (または他の正規表現関数に関して)の動作が何か変であると感じたならば、 PHP 配布ファイルの regex/ サブディレクトリにあるファイル regex.7 を読んでく
ださい。このファイルは man ページ形式となっており、読むには man /usr/local/src/regex/regex.7 のようにします。

string

入力文字列。
limit

limit が指定された場合、返される配列には 最大 limit の要素が含まれます。この場合、 最後の要素には string の残りの部分が全て 入っています。

返り値
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文字列の配列を返します。配列の各要素は、大文字小文字を区別する正規表現 pattern により区切られた string 中の部分文字列です。

pattern が n 回 現れる場合、返される配列には、 n+1 個のアイテムが 含まれます。例えば、pattern が現れない場合、 1 個の要素のみを有する配列が返されます。もちろん、これは エラーを生じた場合、split() は FALSE を返します。

例

例1 split() の例

/etc/passwd の行から最初の 4 つのフィールドを 取り出すには、以下のようにします。
<?php
list($user, $pass, $uid, $gid, $extra) =
    split(":", $passwd_line, 5);
?>

例2 split() の例

スラッシュ、ドット、ハイフンをデリミタとすると日付を処理する例を 以下に示します。
<?php
// デリミタはスラッシュ、ドット、ハイフンのどれかです。
$date = "04/30/1973";
list($month, $day, $year) = split('[/.-]', $date);
echo "Month: $month; Day: $day; Year: $year<br />\n";
?>

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

ヒント

Perl 互換の正規表現構文を使用する preg_split() は、往々にして split() よりも速い代替案となります。 正規表現の威力が必要ないのであれば、explode() を使用するほうがより高速です。これは正規表現エンジンの オーバーヘッドを受けません。

ヒント

Perl の @chars = split('', $str) と同等の処理をする方法を知りたい場合は、 preg_split() あるいは str_split() の例を参照ください。

参考

preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
spliti() - 大文字小文字を区別しない正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
str_split() - 文字列を配列に変換する
explode() - 文字列を文字列により分割する
implode() - 配列要素を文字列により連結する
chunk_split() - 文字列をより小さな部分に分割する
wordwrap() - 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する

spliti
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

spliti — 大文字小文字を区別しない正規表現により文字列を分割し、配列に格納する

説明

array spliti ( string $pattern , string $string [, int $limit ] )

string を、正規表現によって配列に分割します。

この関数は、アルファベット文字にマッチさせる際に大文字小文字を 区別しないこと以外は、split() と同じです。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
pattern

大文字小文字を区別しない正規表現。

正規表現で特殊文字とみなされる文字を分割したい場合、それらを まずエスケープする必要があります。spliti() (または他の正規表現関数に関して)の動作が何か変であると感じたならば、 PHP 配布ファイルの regex/ サブディレクトリにあるファイル regex.7 を読んで
ください。このファイルは man ページ形式となっており、読むには man /usr/local/src/regex/regex.7 のようにします。

string
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入力文字列。
limit

limit が指定された場合、返される配列には 最大 limit の要素が含まれます。この場合、 最後の要素には string の残りの部分が全て 入っています。

返り値

文字列の配列を返します。配列の各要素は、大文字小文字を区別する正規表現 pattern により区切られた string 中の部分文字列です。

pattern が n 回 現れる場合、返される配列には、 n+1 個のアイテムが 含まれます。例えば、pattern が現れない場合、 1 個の要素のみを有する配列が返されます。もちろん、これは string が空の場合でも有効です。 エラーを生じた場合、spliti() は FALSE を返します。

例

この例では 'a' を区切り文字として文字列を分割します。

例1 spliti() の例
<?php
$string = "aBBBaCCCADDDaEEEaGGGA";
$chunks = spliti ("a", $string, 5);
print_r($chunks);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
  [0] =>
  [1] => BBB
  [2] => CCC
  [3] => DDD
  [4] => EEEaGGGA
)

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

参考

preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
split() - 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
explode() - 文字列を文字列により分割する
implode() - 配列要素を文字列により連結する

sql_regcase
(PHP 4, PHP 5)

sql_regcase — 大文字小文字を区別しないマッチングのための正規表現を作成する

説明

string sql_regcase ( string $string )

大文字小文字を区別しないマッチングのための正規表現を作成します。

警告

この関数は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

パラメータ
string

入力文字列。

返り値

大文字小文字を区別せず stringにマッチする、 有効な正規表現式を返します。この表現式は、string の中の個々のアルファベットを '[]' 表現に変換したものです。 この '[]' 表現は、大文字と小文字がそれぞれ含まれます。 アルファベット以外の文字の場合は、元々の文字がそ
のまま残ります。

例
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例1 sql_regcase() の例
<?php
echo sql_regcase("Foo - bar.");
?>

上の例の出力は以下となります。
[Ff][Oo][Oo] - [Bb][Aa][Rr].

この関数は、大文字小文字を区別する正規表現しかサポートしない製品において、 大文字小文字を区別しないパターンマッチングを行いたい場合に役立ちます。

注意

注意:

PHP 5.3.0 以降、 regex 拡張モジュールは非推奨となりました。かわりに PCRE 拡張モジュール を使うことが推奨されています。 この関数をコールすると E_DEPRECATED が発生します。 PCRE への変換についてのヘルプは 相違点の一覧 を参照ください。

目次
ereg_replace — 正規表現による置換を行う
ereg — 正規表現によるマッチングを行う
eregi_replace — 大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
eregi — 大文字小文字を区別せずに正規表現によるマッチングを行う
split — 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
spliti — 大文字小文字を区別しない正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
sql_regcase — 大文字小文字を区別しないマッチングのための正規表現を作成する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
POSIX 正規表現関数

ereg_replace — 正規表現による置換を行う
ereg — 正規表現によるマッチングを行う
eregi_replace — 大文字小文字を区別せずに正規表現による置換を行う
eregi — 大文字小文字を区別せずに正規表現によるマッチングを行う
split — 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
spliti — 大文字小文字を区別しない正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
sql_regcase — 大文字小文字を区別しないマッチングのための正規表現を作成する

ssdeep Fuzzy Hashing

導入
ssdeep is a utility for creating and comparing fuzzy hashes or » context-triggered piecewise hashing.

Fuzzy hashing can match signatures which have "...sequences of identical bytes in the same order, although bytes in between these sequences may be different in both content and length". (» ssdeep project page)

This extension provides functions for creating and comparing fuzzy hashes.

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

http://dfrws.org/2006/proceedings/12-Kornblum.pdf
http://ssdeep.sourceforge.net/
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要件
This extension requires the » ssdeep library.

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。

この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/ssdeep.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

ssdeep 関数

ssdeep_fuzzy_compare
(PECL ssdeep >= 1.0.0)

ssdeep_fuzzy_compare — Calculates the match score between two fuzzy hash signatures

説明

integer ssdeep_fuzzy_compare ( string $signature1 , string $signature2 )

Calculates the match score between signature1 and signature2 using » context-triggered piecewise hashing, and returns the match score.

パラメータ
signature1

The first fuzzy hash signature string.

signature2

The second fuzzy hash signature string.

返り値

Returns an integer from 0 to 100 on success, FALSE otherwise.

ssdeep_fuzzy_hash_filename
(PECL ssdeep >= 1.0.0)

ssdeep_fuzzy_hash_filename — Create a fuzzy hash from a file

説明

http://ssdeep.sourceforge.net/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/ssdeep
http://pecl.php.net/package/ssdeep
http://dfrws.org/2006/proceedings/12-Kornblum.pdf
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string ssdeep_fuzzy_hash_filename ( string $file_name )

ssdeep_fuzzy_hash_filename() calculates the hash of the file specified by file_name using » context-triggered piecewise hashing, and returns that hash.

パラメータ
file_name

The filename of the file to hash.

返り値

Returns a string on success, FALSE otherwise.

ssdeep_fuzzy_hash
(PECL ssdeep >= 1.0.0)

ssdeep_fuzzy_hash — Create a fuzzy hash from a string

説明

string ssdeep_fuzzy_hash ( string $to_hash )

ssdeep_fuzzy_hash() calculates the hash of to_hash using » context-triggered piecewise hashing, and returns that hash.

パラメータ
to_hash

The input string.

返り値

Returns a string on success, FALSE otherwise.

目次
ssdeep_fuzzy_compare — Calculates the match score between two fuzzy hash signatures
ssdeep_fuzzy_hash_filename — Create a fuzzy hash from a file
ssdeep_fuzzy_hash — Create a fuzzy hash from a string

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
ssdeep 関数

ssdeep_fuzzy_compare — Calculates the match score between two fuzzy hash signatures
ssdeep_fuzzy_hash_filename — Create a fuzzy hash from a file
ssdeep_fuzzy_hash — Create a fuzzy hash from a string

文字列

導入
以下の関数はすべて、文字列をいろいろな方法で操作します。正規表現や URL 処理の節にも関連する記述があります。

文字列の動作に関する情報、特にシングルクオート、ダブルクオート、 エスケープシーケンスについては、マニュアルの 型 の節にある 文字列 エントリを参照ください。

インストール/設定

http://dfrws.org/2006/proceedings/12-Kornblum.pdf
http://dfrws.org/2006/proceedings/12-Kornblum.pdf
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目次
要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CRYPT_SALT_LENGTH integer
CRYPT_STD_DES integer
CRYPT_EXT_DES integer
CRYPT_MD5 integer
CRYPT_BLOWFISH integer
HTML_SPECIALCHARS (integer)
HTML_ENTITIES (integer)
ENT_COMPAT (integer)
ENT_QUOTES (integer)
ENT_NOQUOTES (integer)
CHAR_MAX (integer)
LC_CTYPE (integer)
LC_NUMERIC (integer)
LC_TIME (integer)
LC_COLLATE (integer)
LC_MONETARY (integer)
LC_ALL (integer)
LC_MESSAGES (integer)
STR_PAD_LEFT (integer)
STR_PAD_RIGHT (integer)
STR_PAD_BOTH (integer)

String 関数

参考
より強力な文字列処理および処理関数については、 POSIX 正規表現関数および Perl 互換正規表現関数 を参照ください。

addcslashes



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4, PHP 5)

addcslashes — C 言語と同様にスラッシュで文字列をクォートする

説明

string addcslashes ( string $str , string $charlist )

charlist パラメータに羅列された文字の前にバックスラッシュを付けた文字列を返します。

パラメータ
str

エスケープしたい文字列。
charlist

エスケープの対象となる文字を並べたもの。 charlist が \n, \r 等の文字を含んでいる場合、 C言語と同様の手法によりエスケープされます。 アスキーコードが32未満または126より大きい文字は、8進表現に変換されます。

charlist 引数の文字の列びを定義する際には、 範囲の最初と最後で指定する文字集合に含まれる文字の種類を把握するようにしてください。
<?php
echo addcslashes('foo[ ]', 'A..z');
// 出力:  \f\o\o\[ \]
// 全ての大文字と小文字はエスケープされます。
// ... しかし、[\]^_` もエスケープされてしまいます。
?>
また、ある範囲を指定する最初の文字がその範囲の2番目の文字よりも大きな ASCII 値を有している場合、範囲は定義されません。 最初と最後の文字とピリオド文字のみがエスケープされます。 ある文字の ASCII 値を見つけるには、 ord() 関数を使用してください。
<?php
echo addcslashes("zoo['.']", 'z..A');
// 出力:  \zoo['\.']
?>

エスケープ文字を0, a, b, f, n, r, t , vとする場合には注意してください。 これらは、\0, \a, \b, \f, \n, \r, \t , \v に変換されます。PHPでは、 \0 (NULL), \r (復改文字), \n (改行文字), \f (フォームフィード), \v (垂直タブ), \t (タブ) が定義済みのエスケープシーケンス
ですが、C言語では、 これら全てが定義済みのエスケープシーケンスです。

返り値

エスケープされた文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.5 エスケープシーケンス \v と \f が追加されました。

例

"\0..\37" のように charlist に範囲を指定可能です。この場合、アスキーコードが 0 から 31 の範囲の文字は全てエスケープされます。

例1 addcslashes() の例
<?php
$escaped = addcslashes($not_escaped, "\0..\37!@\177..\377");
?>

参考

stripcslashes() - addcslashes でクォートされた文字列をアンクォートする
stripslashes() - クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
addslashes() - 文字列をスラッシュでクォートする
htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
quotemeta() - メタ文字をクォートする

addslashes
(PHP 4, PHP 5)

addslashes — 文字列をスラッシュでクォートする

説明

string addslashes ( string $str )

データベースへの問い合わせなどに際してクォートされるべき文字の前に バックスラッシュを挿入した文字列を返します。 クォートされるべき文字とは、シングルクォート('), ダブルクォート("),バックスラッシュ (\) ,NUL (NULL バイト) です。

addslashes() の使用例は、 データベースにデータを登録するときです。例えば、 O'reilly という名前をデータベースに挿入するには、 エスケープする必要があります。各 DBMS 専用のエスケープ関数 (たとえば MySQL なら mysqli_real_escape_string()、 PostgreSQL なら
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pg_escape_string()) を使うことを強く推奨しますが、もし専用の関数がなく かつその DBMS が \ をエスケープ用文字として使用しているのなら この関数を使用することができます。 これはデータベースにデータを格納する場合のみ必要です。 追加される \ は挿入されませ
ん。 PHP のディレクティブ magic_quotes_sybase を on にすると、' はもうひとつの ' でエスケープされます。

PHP ディレクティブ magic_quotes_gpc はデフォルトでは on で、 全ての GET、POST、COOKIE データについて基本的に addslashes() を実行します。 magic_quotes_gpc によってすでにエスケープされた文字列に対して addslashes() を実行しないでください。 さもな
いと、重複してエスケープされてしまいます。 関数 get_magic_quotes_gpc() はこれを確認するのに役立つかも知れません。

パラメータ
str

エスケープしたい文字列。

返り値

エスケープされた文字列を返します。

例

例1 addslashes() の例
<?php
$str = "Is your name O'reilly?";

// 出力: Is your name O\'reilly?
echo addslashes($str);
?>

参考

stripcslashes() - addcslashes でクォートされた文字列をアンクォートする
stripslashes() - クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
addcslashes() - C 言語と同様にスラッシュで文字列をクォートする
htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
quotemeta() - メタ文字をクォートする
get_magic_quotes_gpc() - magic_quotes_gpc の現在の設定を得る

bin2hex
(PHP 4, PHP 5)

bin2hex — バイナリデータを16進表現に変換する

説明

string bin2hex ( string $str )

str を16進表現に変換したASCII文字列を返します。 変換は、上位ニブルからバイト毎に行われます。

パラメータ
str

文字。

返り値

指定した文字列を16進表現に変換したものを返します。

参考

pack() - データをバイナリ文字列にパックする
unpack() - バイナリ文字列からデータを切り出す

chop
(PHP 4, PHP 5)

chop — rtrim() のエイリアス

説明
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この関数は次の関数のエイリアスです。 rtrim().

注意

注意:

chop() は、文字列の末尾の文字を削除する Perl の chop()関数とは異なります。

chr
(PHP 4, PHP 5)

chr — 特定の文字を返す

説明

string chr ( int $ascii )

asciiで指定された、1文字からなる文字列を返します。

この関数はord()の逆の動作をします。

パラメータ
ascii

ascii コード。

返り値

指定した文字を返します。

例

例1 chr() の例
<?php
$str = "この文字列はエスケープで終了します: ";
$str .= chr(27); /* $str の最後にエスケープ文字を付加する */

/* こちらの方がより便利なことが多い */

$str = sprintf("この文字列はエスケープで終了します: %c", 27);
?>

参考

sprintf() - フォーマットされた文字列を返す のフォーマット文字列 %c
ord()
» ASCII テーブル

chunk_split
(PHP 4, PHP 5)

chunk_split — 文字列をより小さな部分に分割する

説明

string chunk_split ( string $body [, int $chunklen = 76 [, string $end = "\r\n" ]] )

文字列をより小さな部分に分割する際に使用され、 base64_encode() の出力を RFC 2045の規約に基づいた出力に変換するといった用途に適しています。 この関数は、chunklen 文字毎に文字列 end を挿入します。

パラメータ
body

分割したい文字列。
chunklen

各部分の長さ。
end

http://www.asciitable.com/
http://www.asciitable.com/
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行末の区切り。

返り値

分割した文字列を返します。

例

例1 chunk_split() の例
<?php
// RFC 2045 に基づき $data をフォーマットします
$new_string = chunk_split(base64_encode($data));
?>

参考

str_split() - 文字列を配列に変換する
explode() - 文字列を文字列により分割する
split() - 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
wordwrap() - 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する
» RFC 2045

convert_cyr_string
(PHP 4, PHP 5)

convert_cyr_string — キリル文字セットを他のものに変換する

説明

string convert_cyr_string ( string $str , string $from , string $to )

キリル文字セットを、別の文字セットに変換します。

パラメータ
str

変換したい文字列。
from

変換元のキリル文字セットを一文字で表したもの。
to

変換先のキリル文字セットを一文字で表したもの。

サポートされている文字セットは次のとおりです。

k - koi8-r
w - windows-1251
i - iso8859-5
a - x-cp866
d - x-cp866
m - x-mac-cyrillic

返り値

変換した文字列を返します。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

convert_uudecode
(PHP 5)

convert_uudecode — uuencode された文字列をデコードする

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
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説明

string convert_uudecode ( string $data )

convert_uudecode() は、uuencode された文字列をデコードします。

パラメータ
data

uuencode されたデータ。

返り値

デコードしたデータを文字列で返します。

例

例1 convert_uudecode() の例
<?php
/* 何が表示されるか、想像できますか? (^o^) */
echo convert_uudecode("+22!L;W9E(%!(4\"$`\n`");
?>

参考

convert_uuencode() - 文字列を uuencode する

convert_uuencode
(PHP 5)

convert_uuencode — 文字列を uuencode する

説明

string convert_uuencode ( string $data )

convert_uuencode() は、uuencode アルゴリズムを使用して文字列をエンコードします。

uuencode はすべての文字(バイナリを含む)を表示可能な文字に変換し、 ネットワーク上での転送を可能にします。uuencode されたデータは、 元のデータより約 35% 大きくなります。

パラメータ
data

エンコードしたいデータ。

返り値

uuencode されたデータを返します。

例

例1 convert_uuencode() の例
<?php
$some_string = "test\ntext text\r\n";

echo convert_uuencode($some_string);
?>

参考

convert_uudecode() - uuencode された文字列をデコードする
base64_encode() - MIME base64 方式でデータをエンコードする

count_chars
(PHP 4, PHP 5)

count_chars — 文字列で使用されている文字に関する情報を返す
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説明

mixed count_chars ( string $string [, int $mode = 0 ] )

string において各バイト値 (0..255) が存在する数をかぞえ、様々な手法で返します。

パラメータ
string

調べたい文字列。
mode

返り値を参照ください。

返り値

mode の値により、 count_chars() は以下の値のどれかを返します。

0 - 各バイト値をキー、各バイトの出現回数を値とする配列。
1 - 0と同じですが、各バイト値の出現回数がゼロより大きいものの一覧となります。
2 - 0と同じですが、各バイト値の出現回数がゼロであるものの一覧となります。
3 - すべての一意な文字を含む文字列を返します。
4 - 使用されていない全ての文字を含む文字列を返します。

例

例1 count_chars() の例
<?php
$data = "Two Ts and one F.";

foreach (count_chars($data, 1) as $i => $val) {
   echo "There were $val instance(s) of \"" , chr($i) , "\" in the string.\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
There were 4 instance(s) of " " in the string.
There were 1 instance(s) of "." in the string.
There were 1 instance(s) of "F" in the string.
There were 2 instance(s) of "T" in the string.
There were 1 instance(s) of "a" in the string.
There were 1 instance(s) of "d" in the string.
There were 1 instance(s) of "e" in the string.
There were 2 instance(s) of "n" in the string.
There were 2 instance(s) of "o" in the string.
There were 1 instance(s) of "s" in the string.
There were 1 instance(s) of "w" in the string.

参考

strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
substr_count() - 副文字列の出現回数を数える

crc32
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

crc32 — 文字列の crc32 多項式計算を行う

説明

int crc32 ( string $str )

str の 32 ビット長の CRC (cyclic redundancy checksum) チェックサムを生成します。 これは通常、送信したデータの整合性を検証するために使用します。

PHP の整数型は符号付きで、多くの crc32 チェックサムは負の整数になるため、 符号なしの crc32 チェックサムの文字列表記を取得するには sprintf() もしくは printf() の "%u" フォーマッタを使用する必要があります。

パラメータ
str

データ。

返り値

str の crc32 チェックサムを整数値で返します。
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例

例1 crc32 チェックサムの表示

この例は printf() 関数を用いた変換後のチェックサムの表示方法を示しています。
<?php
$checksum = crc32("The quick brown fox jumped over the lazy dog.");
printf("%u\n", $checksum);
?>

参考

md5() - 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
sha1() - 文字列の sha1 ハッシュを計算する

crypt
(PHP 4, PHP 5)

crypt — 文字列の一方向のハッシュ化を行う

説明

string crypt ( string $str [, string $salt ] )

crypt() 文字列のハッシュを返します。 Unix 標準の DES ベースのアルゴリズムか、 あるいはシステム上で使えるその他のアルゴリズムを使用します。

複数のハッシュ方式をサポートしているオペレーティングシステムもあります。 実際、標準の DES ベースのアルゴリズムを MD5 ベースのものに置き換えることもあります。 ハッシュ方式は、salt 引数によって決まります。 PHP 5.3 より前のバージョンでは、PHP のインス
トール時に、 システムの crypt() 関数から使用できるアルゴリズムを判別します。 salt を省略した場合は、標準の 2 文字 (DES) の salt を自動生成します。 あるいは、MD5 crypt() が使えれば 12 文字 (MD5) の salt を自動生成します。 PHP の定数 CRYPT_SALT_LENGTH には、
ハッシュで使用できる salt の最大長が格納されています。

標準の DES ベースの場合、crypt() は出力の最初の 2 文字を salt として使用します。また、 str の最初の 8 文字しか使用しません。 つまり、最初の 8 文字が同じである長い文字列は、 同じ salt を使う限り同じ結果となります。

crypt() が複数のハッシュ方式をサポートしているシステムでは、 その方式が使用可能かどうかによって次の定数群が 0 か 1 に設定されます。

CRYPT_STD_DES - 標準の DES ベースのハッシュで、 アルファベット "./0-9A-Za-z" からなる 2 文字の salt を使用するもの。 salt として無効な文字を使うと crypt() は失敗します。
CRYPT_EXT_DES - 拡張した DES ベースのハッシュ。"salt" は 9 文字で、 アンダースコアの後に 4 バイトの反復回数と 4 バイトの salt が続きます。 これらが表示可能な文字にエンコードされます。一文字あたり 6 ビットで、 下位の文字から順に並びます。 0 から 63 ま
での値は "./0-9A-Za-z" とエンコードされます。 salt に無効な文字を使うと crypt() は失敗します。
CRYPT_MD5 - $1$ ではじまる 12 文字の salt を使用する MD5 ハッシュ。
CRYPT_BLOWFISH - Blowfish ハッシュ。salt の形式は、 "$2a$"、2 桁のコストパラメータ、"$"、そして アルファベット "./0-9A-Za-z" からなる 22 進数 64 桁となります。 この範囲外の文字を salt に使うと、crypt() は長さゼロの文字列を返します。 2 桁のコストパラ
メータは反復回数の 2 を底とする対数で、 これは Blowfish ベースのハッシュアルゴリズムで使います。 この値は 04 から 31 までの範囲でなければならず、 それ以外の値の場合は crypt() は失敗します。
CRYPT_SHA256 - SHA-256 ハッシュに $5$ で始まる 16 文字の salt を組み合わせたもの。salt 文字列が 'rounds=<N>$' で始まる場合は、数値 N がハッシュループの実行回数を表します。 これは Blowfish のコストパラメータのようなものです。 rounds のデフォルト
は 5000 で、1000 から 999,999,999 までの値を指定できます。 この範囲外の N を指定すると、近い方の境界値に切り詰められます。
CRYPT_SHA512 - SHA-512 ハッシュに $6$ で始まる 16 文字の salt を組み合わせたもの。salt 文字列が 'rounds=<N>$' で始まる場合は、数値 N がハッシュループの実行回数を表します。 これは Blowfish のコストパラメータのようなものです。 rounds のデフォルト
は 5000 で、1000 から 999,999,999 までの値を指定できます。 この範囲外の N を指定すると、近い方の境界値に切り詰められます。

注意:

PHP 5.3.0 以降、PHP 自身にもそれぞれの実装が含まれるようになりました。 システム側でそのアルゴリズムがサポートされていない場合にこの実装を使用します。

パラメータ
str

ハッシュしたい文字列。
salt

ハッシュのもととなる salt 文字列。省略した場合の挙動は アルゴリズムの実装によって決まるので、予期せぬ結果となることがあり得ます。

返り値

ハッシュした文字列を返します。 失敗した場合は、salt とは異なることが保証されている 13 文字未満の文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.2 SHA-256 および SHA-512 による暗号化が追加されました。Ulrich Drepper の » 実装 を使っています。
5.3.2 Blowfish で無効な rounds を指定したときに、DES に切り替えるのではなく "failure" 文字列 ("*0" あるいは "*1") を返すようになりました。
5.3.0 PHP に MD5 crypt, Standard DES, Extended DES および Blowfish の実装が含まれるようになりました。システム側でこれらのアルゴリズムがサポートされていない場合に、 この実装を使用します。

http://people.redhat.com/drepper/SHA-crypt.txt
http://people.redhat.com/drepper/SHA-crypt.txt


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 crypt() の例
<?php
$password = crypt('mypassword'); // saltを自動的に生成させます

/* 異なったハッシュアルゴリズムが使用された際の問題を避けるために
   crypt()の結果全体をパスワード比較用のsaltとして渡す必要があります。
   (上記のように標準DESに基づくパスワードハッシュは2文字のsaltを使用します
   が、MD5に基づくハッシュは12文字のsaltを使用します) */
if (crypt($user_input, $password) == $password) {
   echo "Password verified!";
}
?>

例2 crypt() を htpasswd で使用する例
<?php
// パスワードを設定します
$password = 'mypassword';

// ハッシュを取得します。salt は自動生成させます
$hash = crypt($password);
?>

例3 異なるハッシュ形式を用いた crypt() の例
<?php
if (CRYPT_STD_DES == 1) {
    echo 'Standard DES: ' . crypt('rasmuslerdorf', 'rl') . "\n";
}

if (CRYPT_EXT_DES == 1) {
    echo 'Extended DES: ' . crypt('rasmuslerdorf', '_J9..rasm') . "\n";
}

if (CRYPT_MD5 == 1) {
    echo 'MD5:          ' . crypt('rasmuslerdorf', '$1$rasmusle$') . "\n";
}

if (CRYPT_BLOWFISH == 1) {
    echo 'Blowfish:     ' . crypt('rasmuslerdorf', '$2a$07$usesomesillystringforsalt$') . "\n";
}

if (CRYPT_SHA256 == 1) {
    echo 'SHA-256:      ' . crypt('rasmuslerdorf', '$5$rounds=5000$usesomesillystringforsalt$') . "\n";
}

if (CRYPT_SHA512 == 1) {
    echo 'SHA-512:      ' . crypt('rasmuslerdorf', '$6$rounds=5000$usesomesillystringforsalt$') . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Standard DES: rl.3StKT.4T8M
Extended DES: _J9..rasmBYk8r9AiWNc
MD5:          $1$rasmusle$rISCgZzpwk3UhDidwXvin0
Blowfish:     $2a$07$usesomesillystringfore2uDLvp1Ii2e./U9C8sBjqp8I90dH6hi
SHA-256:      $5$rounds=5000$usesomesillystri$KqJWpanXZHKq2BOB43TSaYhEWsQ1Lr5QNyPCDH/Tp.6
SHA-512:      $6$rounds=5000$usesomesillystri$D4IrlXatmP7rx3P3InaxBeoomnAihCKRVQP22JZ6EY47Wc6BkroIuUUBOov1i.S5KPgErtP/EN5mcO.ChWQW21

注意

注意: 復号するための関数はありません。 crypt() が使用しているのは単方向アルゴリズムだからです。

参考

md5() - 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
mcrypt 拡張モジュール
暗号化関数についての Unix man ページ

echo
(PHP 4, PHP 5)

echo — 1 つ以上の文字列を出力する

説明

void echo ( string $arg1 [, string $... ] )

すべてのパラメータを出力します。

echo() は実際には関数ではありません (言語構造です)。このため、使用する際に括弧は必要ありません。 (いくつかの他の言語構造と異なり) echo() は関数のように動作しません。そのため、 関数のコンテキスト中では常に使用することができません。 加えて、複数のパラ
メータを指定して echo() をコールしたい場合、括弧の中にパラメータを記述してはいけません。

echo() には、開始タグの直後に等号を付ける短縮構文もあります。 この短縮構文は、設定オプションshort_open_tag が有効な場合のみ使用可能です。
I have <?=$foo?> foo.
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パラメータ
arg1

出力したいパラメータ。
...

返り値

値を返しません。

例

例1 echo() の例
<?php
echo "Hello World";

echo "This spans
multiple lines. The newlines will be
output as well";

echo "This spans\nmultiple lines. The newlines will be\noutput as well.";

echo "Escaping characters is done \"Like this\".";

// echo 命令の中で変数を使用することが可能です
$foo = "foobar";
$bar = "barbaz";

echo "foo is $foo"; // foo is foobar

// 配列を使用することもできます
$baz = array("value" => "foo");

echo "this is {$baz['value']} !"; // this is foo !

// 値ではなく変数名を出力するシングルクオートを使用します
echo 'foo is $foo'; // foo is $foo

// 他の文字を全く使用しない場合、echo 変数を使用可能です
echo $foo;          // foobar
echo $foo,$bar;     // foobarbarbaz

// 複数のパラメータを結合してechoに渡そうとする人もいます
echo 'This ', 'string ', 'was ', 'made ', 'with multiple parameters.', chr(10);
echo 'This ' . 'string ' . 'was ' . 'made ' . 'with concatenation.' . "\n";

echo <<<END
This uses the "here document" syntax to output
multiple lines with $variable interpolation. Note
that the here document terminator must appear on a
line with just a semicolon. no extra whitespace!
END;

// echo は関数のように動作しないので、以下のコードは正しくありません
($some_var) ? echo 'true' : echo 'false';

// しかし、次の例は動作します
($some_var) ? print 'true' : print 'false'; // print も言語構造ですが、
                                            // 関数のように動作します。なので、
                                            // このコンテキスト中で使用できます
echo $some_var ? 'true': 'false'; // 命令を変更
?>

注意

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

参考

print() - 文字列を出力する
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
flush() - 出力バッファをフラッシュする
ヒアドキュメント構文

explode
(PHP 4, PHP 5)

explode — 文字列を文字列により分割する

説明

array explode ( string $delimiter , string $string [, int $limit ] )

文字列の配列を返します。この配列の各要素は、 string を文字列 delimiter で区切った部分文字列となります。

パラメータ



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

delimiter

区切り文字列。
string

入力文字列。
limit

limit に正の値が指定された場合、返される配列には 最大 limit の要素が含まれ、その最後の要素には string の残りの部分が全て含まれます。

もし limit パラメータが負の場合、 最後の -limit 個の要素を除く全ての構成要素が返されます。

limit パラメータがゼロの場合は、1 を指定したものとみなされます。

歴史的理由により、implode() はいずれのパラメータ順も受け入れることができますが、 explode() はそうできません。 string 引数の前に必ず delimiter 引数がくるように確認する必要があります。

返り値

string の内容を delimiter で分割した文字列の配列を返します。

空の文字列 ("") が delimiter として使用された場合、 explode() は FALSE を返します。delimiter に引数 string に含まれていない値が含まれている場合は、 limit が負の値なら空の配列、そうでなければ 引数 string を含む配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 limit に負の数を指定できるようになりました。
4.0.1 limit パラメータが追加されました。

例

例1 explode() の例
<?php
// 例 1
$pizza  = "piece1 piece2 piece3 piece4 piece5 piece6";
$pieces = explode(" ", $pizza);
echo $pieces[0]; // piece1
echo $pieces[1]; // piece2

// 例 2
$data = "foo:*:1023:1000::/home/foo:/bin/sh";
list($user, $pass, $uid, $gid, $gecos, $home, $shell) = explode(":", $data);
echo $user; // foo
echo $pass; // *

?>

例2 limit パラメータの例
<?php
$str = 'one|two|three|four';

// 正の値を持つ limit
print_r(explode('|', $str, 2));

// 負の値を持つ limit (PHP 5.1 以降)
print_r(explode('|', $str, -1));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => one
    [1] => two|three|four
)
Array
(
    [0] => one
    [1] => two
    [2] => three
)

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
str_split() - 文字列を配列に変換する
str_word_count() - 文字列に使用されている単語についての情報を返す
strtok() - 文字列をトークンに分割する
implode() - 配列要素を文字列により連結する
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fprintf
(PHP 5)

fprintf — フォーマットされた文字列をストリームに書き込む

説明

int fprintf ( resource $handle , string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )

format によって作成された文字列を handle で指定したストリームに書き込みます。

パラメータ
handle

fopen() を使用して作成したファイルシステムポインタリソース。
format

format については、 sprintf() のドキュメントで説明されています。
args

...

返り値

書き込まれた文字列の長さを返します。

例

例1 fprintf(): 数値のゼロ埋め
<?php
if (!($fp = fopen('currency.txt', 'w'))) {
    return;
}

fprintf($fp, "%04d-%02d-%02d", $year, $month, $day);
// ISO 形式にフォーマットした日付を date.txt に書き込みます
?>

例2 fprintf(): 金額のフォーマット
<?php
if (!($fp = fopen('date.txt', 'w'))) {
    return;
}

$money1 = 68.75;
$money2 = 54.35;
$money = $money1 + $money2;
// echo $money は "123.1" を出力します
$len = fprintf($fp, '%01.2f', $money);
// "123.10" を currency.txt に書き込みます

echo "$len バイトを currency.txt に書き込みました";
// fprintf の返り値を使用して、書き込まれたバイト数を取得します
?>

参考

printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
vsprintf() - フォーマットされた文字列を返す
number_format() - 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする

get_html_translation_table
(PHP 4, PHP 5)

get_html_translation_table — htmlspecialchars() および htmlentities() で使用される変換テーブルを返す

説明

array get_html_translation_table ([ int $table = HTML_SPECIALCHARS [, int $quote_style = ENT_COMPAT ]] )

get_html_translation_table() は、 htmlspecialchars() および htmlentities() において、デフォルトの文字セットで内部的に使用される変換テーブルを返します。
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注意:

特殊文字はいくつかの方法でエンコードすることができます。 例えば、" は &quot;, &#34; もしくは &#x22 としてエンコードすることができます。 get_html_translation_table() はこれらに対して 最も一般的な形式を返します。

パラメータ
table

テーブルを指定できるように新規に定義が2つ (HTML_ENTITIES, HTML_SPECIALCHARS)追加されました。
quote_style

htmlspecialchars() および htmlentities() 関数と同様にオプションで 処理する quote_style を指定することが可能です。 これらのモードに関する説明は、 htmlspecialchars()を参照ください。

返り値

変換テーブルを配列で返します。

例

例1 変換テーブルの例
<?php
$trans = get_html_translation_table(HTML_ENTITIES);
$str = "Hallo & <Frau> & Krämer";
$encoded = strtr($str, $trans);

echo $encoded;
?>

上の例の出力は以下となります。
Hallo &amp; &lt;Frau&gt; &amp; Kr&auml;mer

参考

htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
html_entity_decode() - HTML エンティティを適切な文字に変換する

hebrev
(PHP 4, PHP 5)

hebrev — 論理表記のヘブライ語を物理表記に変換する

説明

string hebrev ( string $hebrew_text [, int $max_chars_per_line = 0 ] )

論理表記のヘブライ語を物理表記に変換します。

この関数は、単語の分断をできるだけ回避しようとします。

パラメータ
hebrew_text

ヘブライ語の入力文字列。
max_chars_per_line

このオプションのパラメータは、 出力される行毎の最大文字数を返します。

返り値

物理表記の文字列を返します。

参考

hebrevc() - 論理表記のヘブライ語を、改行の変換も含めて物理表記に変換する

hebrevc
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(PHP 4, PHP 5)

hebrevc — 論理表記のヘブライ語を、改行の変換も含めて物理表記に変換する

説明

string hebrevc ( string $hebrew_text [, int $max_chars_per_line = 0 ] )

この関数は、hebrev() に似ていますが、 改行 (\n) を "<br>\n" に変換するところが異なります。

この関数は、単語の分断をできるだけ回避しようとします。

パラメータ
hebrew_text

ヘブライ語の入力文字列。
max_chars_per_line

このオプションのパラメータは、 出力される行毎の最大文字数を返します。

返り値

物理表記の文字列を返します。

参考

hebrev() - 論理表記のヘブライ語を物理表記に変換する

html_entity_decode
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

html_entity_decode — HTML エンティティを適切な文字に変換する

説明

string html_entity_decode ( string $string [, int $quote_style = ENT_COMPAT [, string $charset ]] )

html_entity_decode() は htmlentities() の反対で、string にあるすべての HTML エンティティを適切な文字に変換します。

パラメータ
string

入力文字列。
quote_style

オプションの 2 番目のパラメータ quote_style は 'シングルクォート' および "ダブルクォート" をどのように扱うかを 指定します。以下の 3 つの定数のうちのひとつを指定でき、デフォルトは ENT_COMPAT です。

使用可能な quote_style 定数
定数名 説明

ENT_COMPAT ダブルクォートを変換し、シングルクォートはそのままにします。
ENT_QUOTES ダブルクォート、シングルクォートの両方を変換します。
ENT_NOQUOTESダブルクォート、シングルクォートの両方とも変換しません。

charset

オプションの 3 番目のパラメータ charset の デフォルトは ISO-8859-1 です。これは変換に使用する文字セットを指定します。

PHP 4.3.0 以降では、以下の文字セットをサポートします。

サポートする文字セット
文字セット エイリアス 説明

ISO-8859-1 ISO8859-1 西欧、Latin-1
ISO-8859-15 ISO8859-15 西欧、Latin-9 。Latin-1(ISO-8859-1) に欠けている ユーロ記号やフランス・フィンランドの文字を追加したもの。
UTF-8  ASCII 互換のマルチバイト 8 ビット Unicode 。
cp866 ibm866, 866 DOS 固有のキリル文字セット。 4.3.2 以降でサポートされます。
cp1251 Windows-1251, win-1251, 1251 Windows 固有のキリル文字セット。 4.3.2 以降でサポートされます。
cp1252 Windows-1252, 1252 西欧のための Windows 固有の文字セット。
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KOI8-R koi8-ru, koi8r ロシア語。4.3.2 以降でサポートされます。
BIG5 950 繁体字中国語。主に台湾で使用されます。
GB2312 936 簡体字中国語。国の標準文字セットです。
BIG5-HKSCS  Big5 に香港の拡張を含めたもの。繁体字中国語。
Shift_JIS SJIS, 932 日本語。
EUC-JP EUCJP 日本語。

注意: これら以外の文字セットは理解できず、かわりに ISO-8859-1 を使用します。

返り値

デコードされた文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 マルチバイト文字セットをサポートするようになりました。

例

例1 HTML エンティティのデコード
<?php
$orig = "I'll \"walk\" the <b>dog</b> now";

$a = htmlentities($orig);

$b = html_entity_decode($a);

echo $a; // I'll &quot;walk&quot; the &lt;b&gt;dog&lt;/b&gt; now

echo $b; // I'll "walk" the <b>dog</b> now

// PHP 4.3.0 より前のバージョンでは、このようにします
function unhtmlentities($string)
{
    // 数値エンティティの置換
    $string = preg_replace('~&#x([0-9a-f]+);~ei', 'chr(hexdec("\\1"))', $string);
    $string = preg_replace('~&#([0-9]+);~e', 'chr("\\1")', $string);
    // 文字エンティティの置換
    $trans_tbl = get_html_translation_table(HTML_ENTITIES);
    $trans_tbl = array_flip($trans_tbl);
    return strtr($string, $trans_tbl);
}

$c = unhtmlentities($a);

echo $c; // I'll "walk" the <b>dog</b> now

?>

注意

注意:

trim(html_entity_decode('&nbsp;')); の結果が空の文字列に ならないことを疑問に思う人もいるでしょう。なぜそうなるのかというと、 デフォルトの文字セット ISO-8859-1 では '&nbsp;' エンティティが ASCII コード 32 (これは trim() で取り除かれる) ではなく
ASCII コード 160 (0xa0) に変換されるからです。

参考

htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
get_html_translation_table() - htmlspecialchars および htmlentities で使用される変換テーブルを返す
urldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする

htmlentities
(PHP 4, PHP 5)

htmlentities — 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する

説明

string htmlentities ( string $string [, int $flags = ENT_COMPAT [, string $charset [, bool $double_encode = true ]]] )

この関数はhtmlspecialchars()と同じですが、 HTML エンティティと等価な意味を有する文字をHTMLエンティティに変換します。

もしデコード (逆の処理) をしたい場合、 html_entity_decode() を使用することができます。
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パラメータ
string

入力文字列。
flags

htmlspecialchars() と同様に、シングルまたは ダブルクオートに関する動作を示すオプションの第2の引数をとります。 これは 3 つの定数のうちの一つとなり、 デフォルトは ENT_COMPAT です。 また、PHP 5.3.0 以降では、これらを第 4 の定数 ENT_IGNORE と組み合わせ
ることもできます。

利用可能な flags 定数
定数名 説明

ENT_COMPAT ダブルクオートのみを変換し、 シングルクオートをそのままにします
ENT_QUOTES ダブルおよびシングルクオートを共に変換します
ENT_NOQUOTESダブルクオートおよびシングルクオートを共に変換しません

ENT_IGNORE 無効なコードシーケンスが含まれる文字列を渡した場合に、 空の文字列を返すのではなく無効な部分を切り捨てます。 PHP 5.3.0 で追加されました。 これは、過去との互換性を確保するために用意されているものです。 セキュリティの問題があるので、使
わないようにしましょう。

charset

htmlspecialchars()と同様に、この関数はオプションの3番目の引数 charset をとり、変換に使用される文字セットを指定可能です。 現在のところ、ISO-8859-1 文字セットがデフォルトの文字エンコーディングとして使用されます。

PHP 4.3.0 以降では、以下の文字セットをサポートします。

サポートする文字セット
文字セット エイリアス 説明

ISO-8859-1 ISO8859-1 西欧、Latin-1
ISO-8859-15 ISO8859-15 西欧、Latin-9 。Latin-1(ISO-8859-1) に欠けている ユーロ記号やフランス・フィンランドの文字を追加したもの。
UTF-8  ASCII 互換のマルチバイト 8 ビット Unicode 。
cp866 ibm866, 866 DOS 固有のキリル文字セット。 4.3.2 以降でサポートされます。
cp1251 Windows-1251, win-1251, 1251 Windows 固有のキリル文字セット。 4.3.2 以降でサポートされます。
cp1252 Windows-1252, 1252 西欧のための Windows 固有の文字セット。
KOI8-R koi8-ru, koi8r ロシア語。4.3.2 以降でサポートされます。
BIG5 950 繁体字中国語。主に台湾で使用されます。
GB2312 936 簡体字中国語。国の標準文字セットです。
BIG5-HKSCS  Big5 に香港の拡張を含めたもの。繁体字中国語。
Shift_JIS SJIS, 932 日本語。
EUC-JP EUCJP 日本語。

注意: これら以外の文字セットは理解できず、かわりに ISO-8859-1 を使用します。
double_encode

double_encode をオフにすると、PHP は既存の html エンティティをエンコードしません。 デフォルトでは、既存のエンティティも含めてすべてを変換します。

返り値

エンコードした文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 定数 ENT_IGNORE が追加されました。
5.2.3 double_encode パラメータが追加されました。
4.1.0 charset パラメータが追加されました。
4.0.3 flags パラメータが追加されました。

例

例1 htmlentities() の例
<?php
$str = "A 'quote' is <b>bold</b>";

// 出力: A 'quote' is &lt;b&gt;bold&lt;/b&gt;
echo htmlentities($str);

// 出力: A &#039;quote&#039; is &lt;b&gt;bold&lt;/b&gt;
echo htmlentities($str, ENT_QUOTES);
?>

例2 ENT_IGNORE の使用例
<?php
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$str = "\x8F!!!";

// 出力: 空の文字列
echo htmlspecialchars("\x8F!!!", ENT_QUOTES, "UTF-8");

// 出力: "!!!"
echo htmlspecialchars("\x8F!!!", ENT_QUOTES | ENT_IGNORE, "UTF-8");
?>

参考

html_entity_decode() - HTML エンティティを適切な文字に変換する
get_html_translation_table() - htmlspecialchars および htmlentities で使用される変換テーブルを返す
htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
nl2br() - 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する
urlencode() - 文字列を URL エンコードする

htmlspecialchars_decode
(PHP 5 >= 5.1.0)

htmlspecialchars_decode — 特殊な HTML エンティティを文字に戻す

説明

string htmlspecialchars_decode ( string $string [, int $quote_style = ENT_COMPAT ] )

この関数は htmlspecialchars() の反対です。 特殊な HTML エンティティを文字に戻します。

変換されるエンティティは次のものです。&amp;、 &quot; (ENT_NOQUOTES が設定されていない場合)、 &#039; (ENT_QUOTES が設定されている場合)、 &lt; および &gt;。

パラメータ
string

デコードする文字列。
quote_style

クォートの形式。以下の定数のいずれかです。

quote_style 定数
定数名 説明

ENT_COMPAT ダブルクォートを変換し、シングルクォートはそのままに します(デフォルト)。
ENT_QUOTES ダブルクォート、シングルクォートの両方を変換します。
ENT_NOQUOTESダブルクォート、シングルクォートの両方をそのままにします。

返り値

デコードされた文字列を返します。

例

例1 htmlspecialchars_decode() の例
<?php
$str = '<p>this -&gt; &quot;</p>';

echo htmlspecialchars_decode($str);

// クォートが変換されないことに注意しましょう
echo htmlspecialchars_decode($str, ENT_NOQUOTES);
?>

上の例の出力は以下となります。
<p>this -> "</p>
<p>this -> &quot;</p>

参考

htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
html_entity_decode() - HTML エンティティを適切な文字に変換する
get_html_translation_table() - htmlspecialchars および htmlentities で使用される変換テーブルを返す

htmlspecialchars
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(PHP 4, PHP 5)

htmlspecialchars — 特殊文字を HTML エンティティに変換する

説明

string htmlspecialchars ( string $string [, int $flags = ENT_COMPAT [, string $charset [, bool $double_encode = true ]]] )

文字の中には HTML において特殊な意味を持つものがあり、 それらの本来の値を表示したければ HTML の表現形式に変換してやらなければなりません。 この関数は、これらの変換を行った結果の文字列を返します。 これは、日常的な Web プログラミングにおいて最も有用な
変換を行います。 全ての HTML 文字エンティティを変換する必要がある場合には、代わりに htmlentities() を使用してください。

この関数は、掲示板やゲストブックなどでユーザが書きこんだテキストから HTML のマークアップ用文字を取り除く場合に有用です。

変換対象となる文字は以下の通りです。

'&' (アンパサンド) は '&amp;' になります。
ENT_NOQUOTES が設定されていない場合、 '"' (ダブルクォート) は '&quot;'になります。
ENT_QUOTES が設定されている場合のみ、 ''' (シングルクオート) は '&#039;'になります。
'<' (小なり) は '&lt;' になります。
'>' (大なり) は '&gt;' になります。

パラメータ
string

変換される文字列。
flags

オプションの 2 番目の引数 flags は、 シングルおよびダブルクオートされた文字や無効なマルチバイトシーケンスをどのように扱うかを指定します。 デフォルトの ENT_COMPAT は下位互換性のためのモードで、 ダブルクオートは変換しますがシングルクオートは変換しま
せん。 ENT_QUOTES が設定されている場合は、シングルクオートとダブルクオートを共に変換します。 ENT_NOQUOTES が設定されている場合は、シングルクオートとダブルクオートは共に変換されません。 さらに、5.3.0 以降ではこれらの定数を ENT_IGNORE と組み合わせる
ことができるようになりました。 ENT_IGNORE と組み合わせると、 無効なコードシーケンスが含まれる文字列を渡した場合に 空の文字列を返すのではなく無効な部分を切り捨てるようになります。 脆弱性の元となることがあるので、これは使わないようにしましょう。

charset

変換に使用される文字セットを指定します。 デフォルトの文字セットは、ISO-8859-1 です。

この関数を使ううえでは ISO-8859-1 と ISO-8859-15、 UTF-8、cp866、 cp1251、cp1252 そして KOI8-R は事実上同等です。これらの文字セットでは、 htmlspecialchars() の影響が及ぶ文字がみな同じ位置にあるからです。

PHP 4.3.0 以降では、以下の文字セットをサポートします。

サポートする文字セット
文字セット エイリアス 説明

ISO-8859-1 ISO8859-1 西欧、Latin-1
ISO-8859-15 ISO8859-15 西欧、Latin-9 。Latin-1(ISO-8859-1) に欠けている ユーロ記号やフランス・フィンランドの文字を追加したもの。
UTF-8  ASCII 互換のマルチバイト 8 ビット Unicode 。
cp866 ibm866, 866 DOS 固有のキリル文字セット。 4.3.2 以降でサポートされます。
cp1251 Windows-1251, win-1251, 1251 Windows 固有のキリル文字セット。 4.3.2 以降でサポートされます。
cp1252 Windows-1252, 1252 西欧のための Windows 固有の文字セット。
KOI8-R koi8-ru, koi8r ロシア語。4.3.2 以降でサポートされます。
BIG5 950 繁体字中国語。主に台湾で使用されます。
GB2312 936 簡体字中国語。国の標準文字セットです。
BIG5-HKSCS  Big5 に香港の拡張を含めたもの。繁体字中国語。
Shift_JIS SJIS, 932 日本語。
EUC-JP EUCJP 日本語。

注意: これら以外の文字セットは理解できず、かわりに ISO-8859-1 を使用します。
double_encode

double_encode をオフにすると、PHP は既存の html エンティティをエンコードしません。 デフォルトでは、既存のエンティティも含めてすべてを変換します。

返り値

変換後の文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.3 double_encode パラメータが追加されました。
4.1.0 charset パラメータが追加されました。
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例

例1 htmlspecialchars() の例
<?php
$new = htmlspecialchars("<a href='test'>Test</a>", ENT_QUOTES);
echo $new; // &lt;a href=&#039;test&#039;&gt;Test&lt;/a&gt;
?>

注意

注意:

この関数は上記のあげたもの以外に関しては一切の変換を行わないことに注意してください。 すべての変換を行うには htmlentities() を参照してください。

参考

get_html_translation_table() - htmlspecialchars および htmlentities で使用される変換テーブルを返す
htmlspecialchars_decode() - 特殊な HTML エンティティを文字に戻す
strip_tags() - 文字列から HTML および PHP タグを取り除く
htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
nl2br() - 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する

implode
(PHP 4, PHP 5)

implode — 配列要素を文字列により連結する

説明

string implode ( string $glue , array $pieces )
string implode ( array $pieces )

配列の要素を glue 文字列で連結します。

注意:

implode()は、歴史的な理由により、引数をどちら の順番でも受けつけることが可能です。しかし、 explode() との統一性の観点からは、 ドキュメントに記述された引数の順番を使用する方が混乱が少なくなるでしょう。

パラメータ
glue

デフォルトは空文字列です。しかし、デフォルトに頼るのは implode() の使い方として好ましくありません。 この場合 glue が 2 番目のパラメータとなり、 悪いプロトタイプが用いられることになるからです。
pieces

連結したい文字列の配列。

返り値

すべての配列要素の順序を変えずに、各要素間に glue 文字列をはさんで 1 つの文字列にして返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 glue パラメータがオプションとなりました。

例

例1 implode() の例
<?php

$array = array('lastname', 'email', 'phone');
$comma_separated = implode(",", $array);

echo $comma_separated; // lastname,email,phone

// 空の配列を使うと空文字列となります
var_dump(implode('hello', array())); // string(0) ""

?>

注意
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注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

explode() - 文字列を文字列により分割する
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する

join
(PHP 4, PHP 5)

join — implode() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 implode().

lcfirst
(PHP 5 >= 5.3.0)

lcfirst — 文字列の最初の文字を小文字にする

説明

string lcfirst ( string $str )

str の最初の文字がアルファベットであれば、 それを小文字にします。

「アルファベット」かどうかというのは現在のロケールにより決定されます。 たとえば、デフォルトの "C" ロケールでは、a ウムラウト (ä) は変換されません。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

変換後の文字列を返します。

例

例1 lcfirst() の例
<?php
$foo = 'HelloWorld';
$foo = lcfirst($foo);             // helloWorld

$bar = 'HELLO WORLD!';
$bar = lcfirst($bar);             // hELLO WORLD!
$bar = lcfirst(strtoupper($bar)); // hELLO WORLD!
?>

参考

ucfirst() - 文字列の最初の文字を大文字にする
strtolower() - 文字列を小文字にする
strtoupper() - 文字列を大文字にする
ucwords() - 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする

levenshtein
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

levenshtein — 二つの文字列のレーベンシュタイン距離を計算する

説明

$str1 $str2
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int levenshtein ( string  , string  )
int levenshtein ( string $str1 , string $str2 , int $cost_ins , int $cost_rep , int $cost_del )

レーベンシュタイン距離は、str1 を str2 に変換するために置換、挿入、削除 しなければならない最小の文字数として定義されます。アルゴリズムの複雑さは、 O(m*n) です。 ここで、n および m はそれぞれ str1 および str2 の長さです (O(max(n,m)**3) となる
similar_text() よりは良いですが、 まだかなりの計算量です)。

上記の最も簡単な形式では、この関数はパラメータとして引数を二つだけとり、 str1 から str2 に変換する際に必要な 挿入、置換、削除演算の数のみを計算します。

2 番目の形式では、挿入、置換、削除演算のコストを定義する 3 番目のパラメータが追加されます。この形式は 1 番目の形式より一般的で 汎用性が高いですが、効率的ではありません。

パラメータ
str1

レーベンシュタイン距離を計算する文字列のひとつ。
str2

レーベンシュタイン距離を計算する文字列のひとつ。
cost_ins

挿入のコストを定義します。
cost_rep

置換のコストを定義します。
cost_del

削除のコストを定義します。

返り値

この関数は、引数で指定した二つの文字列のレーベンシュタイン距離を返します。 引数文字列の一つが 255 文字の制限より長い場合に -1 を返します。

例

例1 levenshtein() の例
<?php
// スペルミスした単語を入力します
$input = 'carrrot';

// チェックするための単語の配列
$words  = array('apple','pineapple','banana','orange',
                'radish','carrot','pea','bean','potato');

// まだ最短距離は見つかっていません
$shortest = -1;

// 最短距離を見つけるため単語をループします
foreach ($words as $word) {

    // 入力した単語と現在の単語の距離を
    // 計算します
    $lev = levenshtein($input, $word);

    // マッチするかどうかチェックします
    if ($lev == 0) {

        // 最短な単語はこれだ (マッチした)
        $closest = $word;
        $shortest = 0;

        // ループを抜ける; マッチしたものを見つけました
        break;
    }

    // もし距離が次に見つけた最短距離よりも短い場合、
    // もしくは次の最短の単語がまだ見つかっていない場合
    if ($lev <= $shortest || $shortest < 0) {
        // 最短のマッチと最短距離をセットします
        $closest  = $word;
        $shortest = $lev;
    }
}

echo "入力した単語: $input\n";
if ($shortest == 0) {
    echo "一致するものが見つかりました: $closest\n";
} else {
    echo "もしかして: $closest\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。

入力した単語: carrrot
もしかして: carrot

参考

soundex() - 文字列の soundex キーを計算する
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similar_text() - 二つの文字列の間の類似性を計算する
metaphone() - 文字列の metaphone キーを計算する

localeconv
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

localeconv — 数値に関するフォーマット情報を得る

説明

array localeconv ( void )

ローカルな数値および通貨フォーマット情報を有する連想配列を返します。

返り値

localeconv() は、 setlocale() で設定された現在のロケールに基づきデータを返します。 返される連想配列は、次のフィールドを有します。

配列要素 説明
decimal_point 小数点文字
thousands_sep 千毎の区切り文字
grouping 数値集合を有する配列
int_curr_symbol 国際通貨記号 (すなわち、USD)
currency_symbol ローカルな通貨記号 (すなわち、$)
mon_decimal_point 通貨用の小数点文字
mon_thousands_sep通貨用の千毎の区切り文字
mon_grouping 通貨集合を有する配列
positive_sign 正の値を表す記号
negative_sign 負の値を表す記号
int_frac_digits 国際分割桁
frac_digits ローカルな分割桁
p_cs_precedes currency_symbol が正の値を前に置く場合にTRUE、後に置く場合に FALSE
p_sep_by_space 正の値から currency_symbol を1文字の空白で区切る場合にTRUE、 そうでない場合にFALSE

n_cs_precedes currency_symbol が負の値を前に置く場合にTRUE、後に置く場合に FALSE
n_sep_by_space 負の値から currency_symbol を1文字の空白で区切る場合にTRUE、 そうでない場合にFALSE

p_sign_posn
0 - 量および通貨記号を括る括弧
1 - 量および通貨記号の前に置く符号文字列
2 - 量および通貨記号の後に置く符号文字列
3 - 通貨記号の直前に置く符号文字列
4 - 通貨記号の直後に置く符号文字列

n_sign_posn
0 - 量および通貨記号を括る括弧
1 - 量および通貨記号の前に置く符号文字列
2 - 量および通貨記号の後に置く符号文字列
3 - 通貨記号の直前に置く符号文字列
4 - 通貨記号の直後に置く符号文字列

n_sign_posn や n_sign_posn は、フォーマッタオプションの文字列を含みます。それぞれの数字は 上に一覧されている条件の 1 つを表します。

groupingフィールドには、グループ化する方法を表す数字を定義する配 列が含まれます。例えば、nl_NL ロケール用の通貨 groupingフィールド (UTF-8 モードでのユーロ記号) には、 3、3を値とする要素数2の配列が含まれます。この配列のより高い添字に は、より左側のグ
ループに関するものが含まれます。 ある配列要素が、CHAR_MAX に等しい場合、 さらにグループは行われません。配列要素が0に等しい場合、 前の要素が使用されています。

例

例1 localeconv() の例
<?php
if (false !== setlocale(LC_ALL, 'nl_NL.UTF-8@euro')) {
    $locale_info = localeconv();
    print_r($locale_info);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
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    [decimal_point] => .
    [thousands_sep] =>
    [int_curr_symbol] => EUR
    [currency_symbol] => €
    [mon_decimal_point] => ,
    [mon_thousands_sep] =>
    [positive_sign] =>
    [negative_sign] => -
    [int_frac_digits] => 2
    [frac_digits] => 2
    [p_cs_precedes] => 1
    [p_sep_by_space] => 1
    [n_cs_precedes] => 1
    [n_sep_by_space] => 1
    [p_sign_posn] => 1
    [n_sign_posn] => 2
    [grouping] => Array
        (
        )

    [mon_grouping] => Array
        (
            [0] => 3
            [1] => 3
        )

)

参考

setlocale() - ロケール情報を設定する

ltrim
(PHP 4, PHP 5)

ltrim — 文字列の最初から空白 (もしくはその他の文字) を取り除く

説明

string ltrim ( string $str [, string $charlist ] )

文字列の最初から空白 (もしくはその他の文字) を取り除きます。

パラメータ
str

入力文字列。
charlist

charlistパラメータにより、削除する 文字を指定することも可能です。削除したい全ての文字をリストに してください。..を文字の範囲を指定する際に 使用可能です。

返り値

この関数は文字列の最初から空白文字を取り除き、 取り除かれた文字列を返します。2番目のパラメータを指定しない場合、 ltrim()は以下の文字を削除します。

" " (ASCII 32 (0x20)), 通常の空白。
"\t" (ASCII 9 (0x09)), タブ。
"\n" (ASCII 10 (0x0A)), 改行。
"\r" (ASCII 13 (0x0D)), 復帰。
"\0" (ASCII 0 (0x00)), NUL バイト。
"\x0B" (ASCII 11 (0x0B)), 垂直タブ。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 charlist パラメータが追加されました。

例

例1 ltrim() の使用例
<?php

$text = "\t\tThese are a few words :) ...  ";
$binary = "\x09Example string\x0A";
$hello  = "Hello World";
var_dump($text, $binary, $hello);

print "\n";

$trimmed = ltrim($text);
var_dump($trimmed);
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$trimmed = ltrim($text, " \t.");
var_dump($trimmed);

$trimmed = ltrim($hello, "Hdle");
var_dump($trimmed);

// ASCII 制御文字 (0 から 31 まで) を
// $binary の先頭から取り除きます
$clean = ltrim($binary, "\x00..\x1F");
var_dump($clean);

?>

上の例の出力は以下となります。
string(32) "        These are a few words :) ...  "
string(16) "    Example string
"
string(11) "Hello World"

string(30) "These are a few words :) ...  "
string(30) "These are a few words :) ...  "
string(7) "o World"
string(15) "Example string
"

参考

trim() - 文字列の先頭および末尾にあるホワイトスペースを取り除く
rtrim() - 文字列の最後から空白 (もしくは他の文字) を削除する

md5_file
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

md5_file — 指定したファイルのMD5ハッシュ値を計算する

説明

string md5_file ( string $filename [, bool $raw_output = false ] )

» RSA Data Security, Inc. MD5 メッセージダイジェストアルゴリズムを用いて filenameパラメータで指定したファイルの MD5ハッシュを計算し、そのハッシュを返します。 ハッシュは、32 文字の 16 進数です。

パラメータ
filename

ファイル名
raw_output

TRUE の場合、長さ 16 の生のバイナリフォーマットで ダイジェストを返します。

返り値

成功時は文字列、そうでなければ FALSE

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 raw_output パラメータが追加されました
5.1.0 ストリーム API を使用した関数に変更されました。 これは md5_file('http://example.com/..') のようなラッパーで利用可能であることを意味します。

例

例1 md5_file() の使用例
<?php
$file = 'php-5.3.0alpha2-Win32-VC9-x64.zip';

echo 'MD5 file hash of ' . $file . ': ' . md5_file($file);
?>

参考

md5() - 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
sha1_file() - ファイルの sha1 ハッシュを計算する
crc32() - 文字列の crc32 多項式計算を行う

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1321
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1321
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md5
(PHP 4, PHP 5)

md5 — 文字列のmd5ハッシュ値を計算する

説明

string md5 ( string $str [, bool $raw_output = false ] )

» RSA Data Security, Inc. の MD5メッセージダイジェストアルゴリズム を用いて str の MD5 ハッシュ値を計算し、 そのハッシュを返します。

パラメータ
str

文字列。
raw_output

オプションのraw_output に TRUE が指定された場合、 md5 ダイジェストが 16 バイト長のバイナリ形式で返されます。

返り値

32 文字の 16 進数からなるハッシュを返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 raw_output パラメータが追加されました。

例

例1 md5() の例
<?php
$str = 'apple';

if (md5($str) === '1f3870be274f6c49b3e31a0c6728957f') {
    echo "Would you like a green or red apple?";
}
?>

参考

md5_file() - 指定したファイルのMD5ハッシュ値を計算する
sha1_file() - ファイルの sha1 ハッシュを計算する
crc32() - 文字列の crc32 多項式計算を行う
sha1() - 文字列の sha1 ハッシュを計算する
hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する

metaphone
(PHP 4, PHP 5)

metaphone — 文字列の metaphone キーを計算する

説明

string metaphone ( string $str [, int $phonemes = 0 ] )

str の metaphone キーを計算します。

soundex() と同様に metaphone は、 発音が似た単語について同じキーを作成します。metaphone は、 英語の発音の基本的ルールを知っているので、 soundex() よりも正確です。 metaphone が生成するキーは可変長です。

metaphone は、Lawrence Philips <lphilips at verity dot com> により 開発されました。["Practical Algorithms for Programmers", Binstock & Rex, Addison Wesley, 1995] で解説されています。

パラメータ
str

入力文字列。
phonemes

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1321
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1321
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1321
http://www.faqs.org/rfcs/rfc1321
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このパラメータは、返される metaphone キーの長さを最大 phonemes 文字までに制限します。 デフォルト値の 0 は、無制限であることを意味します。

返り値

metaphone キーを文字列で返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 metaphone() の基本的な例
<?php
var_dump(metaphone('programming'));
var_dump(metaphone('programmer'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(7) "PRKRMNK"
string(6) "PRKRMR"

例2 phonemes パラメータの使用例
<?php
var_dump(metaphone('programming', 5));
var_dump(metaphone('programmer', 5));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(5) "PRKRM"
string(5) "PRKRM"

money_format
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

money_format — 数値を金額文字列にフォーマットする

説明

string money_format ( string $format , float $number )

money_format() は、number をフォーマットして返します。この関数は C のライブラリ関数 strfmon() をラップしたものですが、一度に 変換できる数値がひとつだけであるという点が異なります。

パラメータ
format

フォーマット指定の書式は以下の順になります。

% 文字

フラグ(オプション)

フィールドの幅(オプション)

左精度(オプション)

右精度(オプション)

変換文字(必須)

フラグ

以下のフラグのうちひとつあるいは複数が使用可能です。

=f

文字 = の後に続く(シングルバイトの)文字 f が、数値埋め文字として使用されます。 デフォルトはスペース文字です。

^

グループ化文字(現在のロケールで定義されている)を使用しないようにします。

+ あるいは (

正の数、負の数の書式を指定します。+ が使用された場合、 + および - に該当する そのロケールの符号マークが使用されます。( が使用された場合、負の数は括弧で囲まれます。何も指定しなかった場合、 デフォルトは + です。

!



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

出力文字列から通貨記号を除きます。

-

指定した場合、すべてのフィールドを左詰め(右側に数値埋め文字が追加される) にします。デフォルトはこれと反対で、すべてのフィールドを右詰め (左側に数値埋め文字が追加される)にします。

フィールドの幅

w

10 進の数値形式の文字列で、フィールドの幅の最小値を指定します。フラグ - が使用されていない限り、フィールドは 右詰めとなります。デフォルト値は 0(ゼロ) です。

左精度

#n

10 進の基準文字(例: 小数点)より左側の最大の桁数 (n) を指定します。これは通常、 n より少ない桁数の数値に対して 数値埋め文字を使用することで、出力の桁位置をそろえるために 使用されます。実際の桁数が n より 大きい場合、この設定は無視されます。

^ フラグでグループ化文字が抑止されていない場合、 (もし存在するなら)数値埋め文字が追加される前にグループ化文字が 挿入されます。グループ化文字は数値埋め文字には適用されません。 たとえ数値埋め文字が数字であったとしても同様です。

位置あわせを確実にするため、出力中の数値の前後に表れる文字(たとえば 通貨記号や符号など)は、必要に応じて(正の数と負の数の長さをそろえるなど の理由で)スペース文字が付加されることがあります。

右精度

.p

ピリオドに続く数値(p) で、10 進の基準文字以降の桁数を指定します。 p の値が 0(ゼロ)であった場合、基準文字と それ以降の数値は省略されます。右精度が指定されていない場合、 使用中の現在のロケールからデフォルト値を検出します。 フォーマットされる数
値は、フォーマット前にこの桁数に丸められます。

変換文字

i

ロケールの国際通貨フォーマット(例: USA ロケールでは USD 1,234.56)によってフォーマットします。

n

ロケールの国内通貨フォーマット(例: de_DE ロケールでは EU1.234,56) によってフォーマットします。

%

% 文字を返します。
number

フォーマットする数値。

返り値

フォーマットした文字列を返します。 フォーマット文字列の前後の文字は、そのまま返されます。 number が非数値の場合は NULL を返し、 E_WARNING を発行します。

注意

注意:

システムで strfmon が使用可能な場合のみ money_format() 関数が定義されます。例えば、Windows では strfmon は使用できません。 そのため money_format() は Windows では 定義されていません。

注意:

ロケール設定のうち、LC_MONETARY カテゴリの内容が この関数の振る舞いに影響します。この関数を使用する前に、 setlocale() で適切なデフォルトロケールを 設定してください。

例

例1 money_format() の例

この関数の使用法を詳しく説明するために、 さまざまなロケールおよびフォーマット指定を使用します。
<?php

$number = 1234.56;

// en_US ロケールの国際フォーマットで表示します
setlocale(LC_MONETARY, 'en_US');
echo money_format('%i', $number) . "\n";
// USD 1,234.56

// イタリアの国内フォーマットで小数点以下 2 桁で表示します
setlocale(LC_MONETARY, 'it_IT');
echo money_format('%.2n', $number) . "\n";
// Eu 1.234,56

// 負の数を使用します
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$number = -1234.5672;

// US の国際フォーマットで、負の数には () を使用して
// 左精度を 10 桁にします
setlocale(LC_MONETARY, 'en_US');
echo money_format('%(#10n', $number) . "\n";
// ($        1,234.57)

// 上と同じですが、それに加えて右精度を 2 桁
// 数値埋め文字として '*' を使用します
echo money_format('%=*(#10.2n', $number) . "\n";
// ($********1,234.57)

// 左詰め、幅 14 桁、左精度 8 桁、右精度 2 桁、グループ化文字なしで
// de_DE ロケールの国際フォーマットを使用します。
setlocale(LC_MONETARY, 'de_DE');
echo money_format('%=*^-14#8.2i', 1234.56) . "\n";
// Eu 1234,56****

// 変換指定の前後に宣伝文句を追加します
setlocale(LC_MONETARY, 'en_GB');
$fmt = 'The final value is %i (after a 10%% discount)';
echo money_format($fmt, 1234.56) . "\n";
// The final value is  GBP 1,234.56 (after a 10% discount)

?>

参考

setlocale() - ロケール情報を設定する
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
number_format() - 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする

nl_langinfo
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

nl_langinfo — 言語およびロケール情報を検索する

説明

string nl_langinfo ( int $item )

nl_langinfo() はロケールカテゴリの独立した要素にアクセスするために使用されます。 localeconv() と異なり、全ての要素を返します。 nl_langinfo() はいかなる特定要素も取得可能です。

パラメータ
item

item は要素の整数値、もしくは要素の定数名です。 以下は、使用される item に対する定数名と説明の一覧です。 これらの定数のいくつかは特定のロケールに対して未定義、 もしくは値がありません。

nl_langinfo 定数
定数 説明

LC_TIME カテゴリの定数
ABDAY_(1-7) 一週間中の n 番目の曜日名の略式表記
DAY_(1-7) 一週間中の n 番目の曜日名 (DAY_1 = 日曜日)
ABMON_(1-12) n 番目の月の名前の略式表記
MON_(1-12) n 番目の月の名前
AM_STR 午前を表す文字列
PM_STR 午後を表す文字列
D_T_FMT strftime() で日時を表すためのフォーマット文字列として使用することが可能な文字列
D_FMT strftime() で日付を表すためのフォーマット文字列として使用することが可能な文字列
T_FMT strftime() で時刻を表すためのフォーマット文字列として使用することが可能な文字列
T_FMT_AMPM strftime() でAM/PM付き 12 時間表記を表すためのフォーマット文字列として使用することが可能な文字列
ERA ロケール固有の元号付きフォーマット
ERA_YEAR ロケール固有の元号付きフォーマットでの年
ERA_D_T_FMT ロケール固有の元号付きフォーマットでの日時 (strftime() で使用可能な文字列)
ERA_D_FMT ロケール固有の元号付きフォーマットでの日付 (strftime() で使用可能な文字列)
ERA_T_FMT ロケール固有の元号付きフォーマットでの時刻 (strftime() で使用可能な文字列)

LC_MONETARY カテゴリの定数
INT_CURR_SYMBOL 国際通貨記号
CURRENCY_SYMBOL 地域通貨記号
CRNCYSTR CURRENCY_SYMBOL と同じ値
MON_DECIMAL_POINT小数点文字
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MON_THOUSANDS_SEP 1000 単位桁区切り (3 桁ごとのグループ化) の区切り文字
MON_GROUPING 'grouping' と同じ
POSITIVE_SIGN 正値の表示に使用される記号
NEGATIVE_SIGN 負値の表示に使用される記号
INT_FRAC_DIGITS 国際的な方法で表現する際の小数点以下の桁数
FRAC_DIGITS 地域的な方法で表現する際の小数点以下の桁数
P_CS_PRECEDES CURRENCY_SYMBOL の前に正値がある場合 1 を返す
P_SEP_BY_SPACE CURRENCY_SYMBOL と正値がスペースで区切られる場合 1 を返す
N_CS_PRECEDES CURRENCY_SYMBOL の前に負値がある場合 1 を返す
N_SEP_BY_SPACE CURRENCY_SYMBOL と負値がスペースで区切られる場合 1 を返す
P_SIGN_POSN

量および CURRENCY_SYMBOL を括弧で括る場合、0 を返す
量および CURRENCY_SYMBOL の前に符号文字列を置く場合、1 を返す
量および CURRENCY_SYMBOL の後に符号文字列を置く場合、2 を返す
CURRENCY_SYMBOL の直前に符号文字列を置く場合、3 を返す
CURRENCY_SYMBOL の直後に符号文字列を置く場合、4 を返す

N_SIGN_POSN

LC_NUMERIC カテゴリの定数
DECIMAL_POINT 小数点文字
RADIXCHAR DECIMAL_POINT と同じ値
THOUSANDS_SEP 1000 単位桁区切り (3 桁ごとのグループ化) の区切り文字
THOUSEP THOUSANDS_SEP と同じ値
GROUPING  

LC_MESSAGES カテゴリの定数
YESEXPR "はい" の入力にマッチさせるための正規表現
NOEXPR "いいえ" の入力にマッチさせるための正規表現
YESSTR "はい" のための出力文字列
NOSTR "いいえ" のための出力文字列

LC_CTYPE カテゴリの定数
CODESET 文字エンコーディング名の文字列を返す

返り値

要素を文字列で返します。item が有効でない場合は FALSE を返します。

注意

注意: この関数は Windows 環境にはまだ実装されていません。

参考

setlocale() - ロケール情報を設定する
localeconv() - 数値に関するフォーマット情報を得る

nl2br
(PHP 4, PHP 5)

nl2br — 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する

説明

string nl2br ( string $string [, bool $is_xhtml = true ] )

string に含まれるすべての改行文字の前に '<br />' あるいは '<br>' を挿入して返します。

パラメータ
string

入力文字列。
is_xhtml

XHTML 準拠の改行を使うか否か。

返り値
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変更後の文字列を返します。

例

例1 nl2br() の使用法
<?php
echo nl2br("foo isn't\n bar");
?>

上の例の出力は以下となります。
foo isn't<br />
 bar

例2 is_xhtml パラメータの使用による、妥当な HTML 形式のマークアップの生成
<?php
echo nl2br("Welcome\r\nThis is my HTML document", false);
?>

上の例の出力は以下となります。
Welcome<br>
This is my HTML document

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションの is_xhtml パラメータが追加されました。
4.0.5 nl2br() は XHTML 準拠となりました。 PHP 4.0.5 より前の全てのバージョンでは、 nl2br() は、string の全ての改行記号の前に '<br />' の代わりに '<br>' を挿入して返します。

参考

htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
wordwrap() - 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する
str_replace() - 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する

number_format
(PHP 4, PHP 5)

number_format — 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする

説明

string number_format ( float $number [, int $decimals = 0 ] )
string number_format ( float $number , int $decimals = 0 , string $dec_point = '.' , string $thousands_sep = ',' )

この関数は 1 つか 2 つもしくは 4 つのパラメータを受け取ります (3 つはありません) :

パラメータが 1 つだけ渡された場合、 number は千位毎にカンマ (",") が追加され、 小数なしでフォーマットされます。

パラメータが 2 つ渡された場合、number は decimals 桁の小数の前にドット (".") 、 千位毎にカンマ (",") が追加されてフォーマットされます。

パラメータが 4 つ全て渡された場合、number はドット (".") の代わりに dec_point が decimals 桁の小数の前に、千位毎にカンマ (",") の代わりに thousands_sep が追加されてフォーマットされます。

返り値

number をフォーマットした結果を返します。

パラメータ
number

フォーマットする数値。
decimals

小数点以下の桁数。
dec_point

小数点を表す区切り文字。
thousands_sep
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千位毎の区切り文字。

thousands_sep は最初のバイトだけが使用されます。 例えば、数字の 1000 に対する thousands_sep として &amp; を使用した場合、number_format() は 1&000 を返します。

上記のように、この関数は区切り文字の最初のバイトだけを使います。つまり、 マルチバイト文字を指定しても動作 しない ということです。指定した場合、壊れたマルチバイトシーケンスになってしまいます。

例

例1 number_format() の例

例えばフランスの表記法では、通常カンマ (',') を小数の区切りとした二桁の小数と、千位毎の区切りとしてスペース (' ') を用います。これを実現するには次のようにします。
<?php

$number = 1234.56;

// 英語での表記 (デフォルト)
$english_format_number = number_format($number);
// 1,235

// フランスの表記
$nombre_format_francais = number_format($number, 2, ',', ' ');
// 1 234,56

$number = 1234.5678;

// 千位毎の区切りがない英語での表記
$english_format_number = number_format($number, 2, '.', '');
// 1234.57

?>

参考

money_format() - 数値を金額文字列にフォーマットする
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する

ord
(PHP 4, PHP 5)

ord — 文字の ASCII 値を返す

説明

int ord ( string $string )

string の先頭文字の ASCII 値を返します。

この関数は chr() と逆の動作をします。

パラメータ
string

文字。

返り値

ASCII 値を返します。

例

例1 ord() の例
<?php
$str = "\n";
if (ord($str) == 10) {
    echo "\$str の先頭は改行文字です。\n";
}
?>

参考

chr() - 特定の文字を返す
» ASCII 値の表

http://www.asciitable.com/
http://www.asciitable.com/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

parse_str
(PHP 4, PHP 5)

parse_str — 文字列を処理し、変数に代入する

説明

void parse_str ( string $str [, array &$arr ] )

URL 経由で渡されるクエリ文字列と同様に str を処理し、現在のスコープに変数をセットします。

注意:

現在の QUERY_STRING を取得するには、変数 $_SERVER['QUERY_STRING'] を使用する事ができます。また、 外部から来る変数 のセクションも読んでください。

注意:

magic_quotes_gpc の設定が、この関数の出力に影響を与えます。というのも parse_str() が使用している仕組みは PHP が $_GET や $_POST などの設定に使用しているものと同じだからです。

パラメータ
str

入力文字列。
arr

2 番目の引数 arr が指定された場合、 変数は、代わりに配列の要素としてこの変数に保存されます。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.3 arr パラメータが追加されました。

例

例1 parse_str() の使用法
<?php
$str = "first=value&arr[]=foo+bar&arr[]=baz";
parse_str($str);
echo $first;  // value
echo $arr[0]; // foo bar
echo $arr[1]; // baz

parse_str($str, $output);
echo $output['first'];  // value
echo $output['arr'][0]; // foo bar
echo $output['arr'][1]; // baz

?>

参考

parse_url() - URL を解釈し、その構成要素を返す
pathinfo() - ファイルパスに関する情報を返す
http_build_query() - URL エンコードされたクエリ文字列を生成する
get_magic_quotes_gpc() - magic_quotes_gpc の現在の設定を得る
urldecode() - URL エンコードされた文字列をデコードする

print
(PHP 4, PHP 5)

print — 文字列を出力する

説明

int print ( string $arg )

arg を出力します。
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print()は実際には関数ではありません (言語構造です)。このため、引数を括弧で括る必要はありません。

パラメータ
arg

入力データ。

返り値

常に 1 を返します。

例

例1 print() の例
<?php
print("Hello World");

print "print() also works without parentheses.";

print "This spans
multiple lines. The newlines will be
output as well";

print "This spans\nmultiple lines. The newlines will be\noutput as well.";

print "escaping characters is done \"Like this\".";

// print文の中で変数を使用することが可能です。
$foo = "foobar";
$bar = "barbaz";

print "foo is $foo"; // foo is foobar

// 配列も使用可能です。
$bar = array("value" => "foo");

print "this is {$bar['value']} !"; // this is foo !

// シングルクオートを使用すると値ではなく変数名が出力されます。
print 'foo is $foo'; // foo is $foo

// 他の文字を使用しない場合、変数だけを出力することが可能です。
print $foo;          // foobar

print <<<END
This uses the "here document" syntax to output
multiple lines with $variable interpolation. Note
that the here document terminator must appear on a
line with just a semicolon no extra whitespace!
END;
?>

注意

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

参考

echo() - 1 つ以上の文字列を出力する
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
flush() - 出力バッファをフラッシュする
ヒアドキュメント構文

printf
(PHP 4, PHP 5)

printf — フォーマット済みの文字列を出力する

説明

int printf ( string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )

format にしたがって、出力を生成します。

パラメータ
format

format についての説明は sprintf() を参照ください。
args

...
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返り値

出力した文字列の長さを返します。

参考

print() - 文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
vprintf() - フォーマットされた文字列を出力する
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
flush() - 出力バッファをフラッシュする

quoted_printable_decode
(PHP 4, PHP 5)

quoted_printable_decode — quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する

説明

string quoted_printable_decode ( string $str )

この関数は、quoted printable 文字列をデコードし、 8 ビットバイナリ文字列を返します (» RFC2821 の section 4.5.2 ではなく » RFC2045 の section 6.7 によれば、付随するピリオドは行の開始から削除されません) 。

この関数は imap_qprint() に似ていますが、 動作に IMAP モジュールを必要としないという違いがあります。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

8 ビットバイナリ文字列を返します。

quoted_printable_encode
(PHP 5 >= 5.3.0)

quoted_printable_encode — 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する

説明

string quoted_printable_encode ( string $str )

» RFC2045 の section 6.7 に従って作成した quoted printable 文字列を返します。

この関数は imap_8bit() に似ていますが、 動作に IMAP モジュールを必要としないという違いがあります。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

エンコードされた文字列を返します。

参考

quoted_printable_decode() - quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する

quotemeta

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2821
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2045


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4, PHP 5)

quotemeta — メタ文字をクォートする

説明

string quotemeta ( string $str )

文字列 str について、

. \ + * ? [ ^ ] ( $ )
の前にバックスラッシュ文字 (\) でクォートして返します。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

メタ文字をクォートした文字列を返します。

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

addslashes() - 文字列をスラッシュでクォートする
addcslashes() - C 言語と同様にスラッシュで文字列をクォートする
htmlentities() - 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する
nl2br() - 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する
stripslashes() - クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
stripcslashes() - addcslashes でクォートされた文字列をアンクォートする
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
preg_quote() - 正規表現文字をクオートする

rtrim
(PHP 4, PHP 5)

rtrim — 文字列の最後から空白 (もしくは他の文字) を削除する

説明

string rtrim ( string $str [, string $charlist ] )

この関数は文字列 str の最後から空白文字を取り除き、 取り除かれた文字列を返します。

2 番目のパラメータを指定しない場合、 rtrim() は以下の文字を削除します。

" " (ASCII 32 (0x20)), 通常の空白。
"\t" (ASCII 9 (0x09)), タブ。
"\n" (ASCII 10 (0x0A)), 改行。
"\r" (ASCII 13 (0x0D)), 復帰。
"\0" (ASCII 0 (0x00)), NUL バイト。
"\x0B" (ASCII 11 (0x0B)), 垂直タブ。

パラメータ
str

入力文字列。
charlist

charlist パラメータにより、 削除する文字を指定することも可能です。 削除したい全ての文字をリストにしてください。.. を文字の範囲を指定する際に使用可能です。

返り値

変更後の文字列を返します。
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変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 charlist パラメータが追加されました。

例

例1 rtrim() の使用例
<?php

$text = "\t\tThese are a few words :) ...  ";
$binary = "\x09Example string\x0A";
$hello  = "Hello World";
var_dump($text, $binary, $hello);

print "\n";

$trimmed = rtrim($text);
var_dump($trimmed);

$trimmed = rtrim($text, " \t.");
var_dump($trimmed);

$trimmed = rtrim($hello, "Hdle");
var_dump($trimmed);

// ASCII 制御文字 (0 から 31 まで) を
// $binary の末尾から取り除きます
$clean = rtrim($binary, "\x00..\x1F");
var_dump($clean);

?>

上の例の出力は以下となります。
string(32) "        These are a few words :) ...  "
string(16) "    Example string
"
string(11) "Hello World"

string(30) "        These are a few words :) ..."
string(26) "        These are a few words :)"
string(9) "Hello Wor"
string(15) "    Example string"

参考

trim() - 文字列の先頭および末尾にあるホワイトスペースを取り除く
ltrim() - 文字列の最初から空白 (もしくはその他の文字) を取り除く

setlocale
(PHP 4, PHP 5)

setlocale — ロケール情報を設定する

説明

string setlocale ( int $category , string $locale [, string $... ] )
string setlocale ( int $category , array $locale )

ロケール情報を設定します。

パラメータ
category

categoryは、名前付きの定数(または文字列)であり、 ロケール設定により影響を受ける関数のカテゴリを指定します。

LC_ALL 以下のものすべて
LC_COLLATE 文字列の比較用。strcoll() 参照
LC_CTYPE 文字の分類と変換。たとえば strtoupper()
LC_MONETARY localeconv() 用
LC_NUMERIC 数字の区切り文字用(localeconv() も参照ください)
LC_TIME 日時。strftime()でフォーマットに使用
LC_MESSAGES システムの応答用(PHP が libintl とともにコンパイルされている場合のみ使用可能)

locale

localeが NULL もしくは空の文字列 "" の場合、ロケール名は上記のカテゴリと同じ名前の環境変数の値、 または環境変数 "LANG" からセットされます。

locale が "0" の場合、 ロケール設定は適用されず、単に現在の設定が返されます。
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locale が配列もしくは追加のパラメータが続く場合、 それぞれの配列要素もしくはパラメータは成功するまで新規ロケールとしてセットされます。 これは、ロケールが異なるシステムで異なる名前を持っている、 もしくはロケールが利用できない場合のフォールバックを
提供するといった場合に有用です。

...

(オプションの文字列あるいは配列で、ロケール設定が成功するまで続けます)

注意:

Windows では、setlocale(LC_ALL, '') を使用するとシステムの 地域と言語の設定の値を使用します (コントロールパネルで確認できます)。

返り値

現在の新しいロケールを返します。ロケール機能が未実装、 指定されたロケールが存在しない、カテゴリ名が無効などの場合は FALSE を返します。

また、カテゴリ名が無効の場合は警告メッセージが発生します。 カテゴリやロケール名は、 » RFC 1766 や » ISO 639 にあります。 ロケールの命名方式は、システムによって異なります。

注意:

setlocale() の戻り値は、 PHP が実行されているシステムに依存します。 システムの setlocale 関数が返す値を返すためです。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 category パラメータに 定数 LC_* ではなく文字列が渡された場合に、 この関数は E_DEPRECATED をスローするようになりました。
4.3.0 複数のロケールを渡せるようになりました。
4.2.0 category に文字列を指定することが非推奨となりました。 代わりに上記の定数を使用してください。これらを文字列として (クオートして) 渡すと、警告メッセージが表示されます。

例

例1 setlocale() の例
<?php
/* ロケールをオランダ語に設定 */
setlocale(LC_ALL, 'nl_NL');

/* 出力: vrijdag 22 december 1978 */
echo strftime("%A %e %B %Y", mktime(0, 0, 0, 12, 22, 1978));

/* PHP 4.3.0 以降、ドイツに対して利用可能な異なるロケール名を使用する */
$loc_de = setlocale(LC_ALL, 'de_DE@euro', 'de_DE', 'de', 'ge');
echo "Preferred locale for german on this system is '$loc_de'";
?>

例2 Windows での setlocale() の例
<?php
/* ロケールをオランダ語に設定 */
setlocale(LC_ALL, 'nld_nld');

/* 出力: vrijdag 22 december 1978 */
echo strftime("%A %d %B %Y", mktime(0, 0, 0, 12, 22, 1978));

/* PHP 4.3.0 以降、ドイツに対して利用可能な異なるロケール名を使用する */
$loc_de = setlocale(LC_ALL, 'de_DE@euro', 'de_DE', 'deu_deu');
echo "Preferred locale for german on this system is '$loc_de'";
?>

注意

警告

ロケール情報は、スレッド毎ではなくプロセス毎に維持されます。 もし PHP を IIS や Windows 用 Apache のようなマルチスレッドサーバ API 上で動作させている場合、 スクリプトを実行している間にロケールの設定が突然変わるのを 経験するかも知れませんが、スクリプト
自身は決して setlocale() 自身をコールしていません。 これは同時に同一プロセスの異なるスレッドで実行されている他のスクリプトが setlocale() を使用してプロセスワイドなロケールを変更する事により発生します。

ヒント

Windows ユーザは Microsoft の MSDN の Web サイトに locale 文字列に関する有用な情報を見つけることができるでしょう。 サポートしている言語文字列は、» http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-
us/vclib/html/_crt_language_strings.asp 、 サポートしている国/地域文字列は» http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-us/vclib/html/_crt_country_strings.asp にあります。

sha1_file
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

sha1_file — ファイルの sha1 ハッシュを計算する

説明

string sha1_file ( string $filename [, bool $raw_output = false ] )

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1766
http://www.w3.org/WAI/ER/IG/ert/iso639.htm
http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-us/vclib/html/_crt_language_strings.asp
http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-us/vclib/html/_crt_language_strings.asp
http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-us/vclib/html/_crt_country_strings.asp
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» US Secure Hash Algorithm 1 を使用して filename の sha1 ハッシュを計算し、そのハッシュを 返します。ハッシュは 40 文字の 16 進数となります。

パラメータ
filename

ハッシュしたいファイルのファイル名。
raw_output

TRUE を指定すると、長さ 20 のバイナリフォーマットで ダイジェストを返します。

返り値

成功した場合に文字列、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 sha1_file() の例
<?php
foreach(glob('/home/Kalle/myproject/*.php') as $ent)
{
    if(is_dir($ent))
    {
        continue;
    }

    echo $ent . ' (SHA1: ' . sha1_file($ent) . ')', PHP_EOL;
}
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 raw_output パラメータが追加されました。
5.1.0 ストリーム API を使用するように変更しました。つまり、 sha1_file('http://example.com/..') のように ラッパとともに使用できるということです。

参考

sha1() - 文字列の sha1 ハッシュを計算する
md5_file() - 指定したファイルのMD5ハッシュ値を計算する
crc32() - 文字列の crc32 多項式計算を行う

sha1
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

sha1 — 文字列の sha1 ハッシュを計算する

説明

string sha1 ( string $str [, bool $raw_output = false ] )

» US Secure Hash Algorithm 1 を使用して str の sha1 ハッシュを計算します。

パラメータ
str

入力文字列。
raw_output

オプションの raw_output に TRUE が指定された場合、sha1 ダイジェストは 20 バイト長のバイナリ形式で返されます。 それ以外の場合は、返り値は 40 文字の 16 進数となります。

返り値

sha1 ハッシュを文字列で返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 raw_output パラメータが追加されました。

例

http://www.faqs.org/rfcs/rfc3174
http://www.faqs.org/rfcs/rfc3174
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例1 sha1() の例
<?php
$str = 'apple';

if (sha1($str) === 'd0be2dc421be4fcd0172e5afceea3970e2f3d940') {
    echo "Would you like a green or red apple?";
}
?>

参考

sha1_file() - ファイルの sha1 ハッシュを計算する
crc32() - 文字列の crc32 多項式計算を行う
md5() - 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
hash() - ハッシュ値 (メッセージダイジェスト) を生成する

similar_text
(PHP 4, PHP 5)

similar_text — 二つの文字列の間の類似性を計算する

説明

int similar_text ( string $first , string $second [, float &$percent ] )

この関数は、Oliver [1993] に記述されたように二つの文字列の間の類似性を計算します。 この実装は Oliver の擬似コードの様にスタックを使用せず、 プロセス全体の速度が改善されるかどうかにかかわらず再帰呼び出しを行うことに注意してください。 このアルゴリズムの
複雑さは、O(N**3) であることにも注意してください。 ただし、N は最も長い文字列の長さです。

パラメータ
first

最初の文字列。
second

次の文字列。
percent

3 番目の引数としてリファレンスを渡すことにより、 similar_text() は類似性をパーセントで計算します。

返り値

両方の文字列でマッチした文字の数を返します。

参考

levenshtein() - 二つの文字列のレーベンシュタイン距離を計算する
soundex() - 文字列の soundex キーを計算する

soundex
(PHP 4, PHP 5)

soundex — 文字列の soundex キーを計算する

説明

string soundex ( string $str )

str の soundex キーを計算します。

soundex キーには、似たような発音の単語に関して同じ soundex キーが生成されるという特性があります。 このため、発音は知っているが、スペルがわからない場合に、 データベースを検索することを容易にすることができます。 soundex 関数は、ある文字から始まる 4
文字の文字列を返します。

この soundex 関数についての説明は、Donald Knuth の "The Art Of Computer Programming, vol. 3: Sorting And Searching", Addison-Wesley (1973), pp. 391-392 にあります。

パラメータ
str
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入力文字列。

返り値

soundex キーを文字列で返します。

例

例1 Soundex の例
<?php
soundex("Euler")       == soundex("Ellery");    // E460
soundex("Gauss")       == soundex("Ghosh");     // G200
soundex("Hilbert")     == soundex("Heilbronn"); // H416
soundex("Knuth")       == soundex("Kant");      // K530
soundex("Lloyd")       == soundex("Ladd");      // L300
soundex("Lukasiewicz") == soundex("Lissajous"); // L222
?>

参考

levenshtein() - 二つの文字列のレーベンシュタイン距離を計算する
metaphone() - 文字列の metaphone キーを計算する
similar_text() - 二つの文字列の間の類似性を計算する

sprintf
(PHP 4, PHP 5)

sprintf — フォーマットされた文字列を返す

説明

string sprintf ( string $format [, mixed $args [, mixed $... ]] )

フォーマット文字列 format に基づき生成された文字列を返します。

パラメータ
format

フォーマット文字列は 0 個以上のディレクティブ（指示子） により構成されます。ディレクティブには、そのまま結果にコピーされる (% を除く) 通常の文字と変換指定子 (conversion specifications) があり、 取り出される際はどちらもそれ自身がパラメータとなりま
す。このことは sprintf() の場合だけでなく printf() の場合も同様です。

各変換指定子は、パーセント記号 (%) の後に これらの要素が一つ以上続いたものになります。

1. オプションの符号指定子。これは、 数値で符号 (- あるいは +) を使用するよう指定します。 デフォルトでは、数値が負の場合の - 符号のみが使用されます。 この指定子により、正の数にも強制的に + 符号をつけることができます。 これは PHP 4.3.0 で追加されま
した。

2. オプションのパディング指定子。これは、 文字列が正しい長さになるまでどんな文字で埋めるかということを 指定します。これは空白かまたは 0 (文字 '0') のいずれかです。デフォルトでは空白で埋められます。 これ以外のパディング文字を指定するには、その文字
の前に 単一引用符 (') を置きます。 後述の例を参照ください。

3. オプションのアラインメント指定子。これは、 結果を左寄せまたは右寄せにしたい場合に指定します。 デフォルトは右寄せです。ここで - 文字を指定すると左寄せとなります。
4. オプションの数字。これは表示幅指定子です。 結果を（最低）何桁にするかを指定します。
5. オプションの精度指定子 (ピリオド (`.') に続けてオプションで桁数指定文字列を書いたもの)。 これは、浮動小数点数に対して数字を何桁まで表示するかを指定します。 文字列に対して使用した場合は、これは切り捨て位置として働きます。 この文字数を超える文字
を切り捨てられます。

6. 型指定子。引数を何の型として扱うかを指定します。 指定できる型を以下に示します。

% - パーセント文字。引数は不要です。
b - 引数を整数として扱い、 2 進数として表現します。
c - 引数を整数として扱い、その ASCII 値の文字として表現します。
d - 引数を整数として扱い、 10 進数として表現します。
e - 引数を科学記法として扱います (例 1.2e+2)。 精度の指定子は、PHP 5.2.1 以降では小数点以下の桁数を表します。 それより前のバージョンでは、有効数字の桁数 (ひとつ小さい値) を意味していました。
E - %e と同じですが、 大文字を使います (例 1.2E+2)。
u - 引数を整数として扱い、符号無しの 10 進数として表現します。
f - 引数を double として扱い、 浮動小数点数として表現します。
F - 引数を float として扱い、 浮動小数点数として表現します (ロケールに依存しません)。 PHP 4.3.10 および PHP 5.0.3 以降で使用可能です。
g - %e および %f の短縮形。
G - %E および %f の短縮形。
o - 引数を整数として扱い、 8 進数として表現します。
s - 引数を文字列として扱い、表現します。
x - 引数を整数として扱い、16 進数として (小文字で)表現します。
X - 引数を整数として扱い、16 進数として (大文字で)表現します。

フォーマット文字列における引数の 番号付け/交換 をサポートしています。以下に例を示します。
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例1 引数の交換
<?php
$format = 'There are %d monkeys in the %s';
printf($format, $num, $location);
?>
この出力は、"There are 5 monkeys in the tree" のようになります。 ここで、フォーマット文字列が別のファイルにある場合を考えてみましょう。 これは、出力を国際化したりする場合に行われる可能性があります。 たとえばフォーマット文字列が次のように書き換え
られたとすると、

例2 引数の交換
<?php
$format = 'The %s contains %d monkeys';
printf($format, $num, $location);
?>
ここで、問題が発生します。フォーマット文字列における置換指示子の順番は、 コードにおける引数の順番と一致していません。 だからといってコードを変更するのではなく、 むしろ置換指示子が参照するフォーマット文字列のほうで指示を行う方が望ましいでしょう。
フォーマット文字列を次のように書き換えてみましょう。

例3 引数の交換
<?php
$format = 'The %2$s contains %1$d monkeys';
printf($format, $num, $location);
?>
こうすることによるもうひとつの利点は、 同じ置換指示子を複数回使用する際にコードに引数を追加せずにすむことです。 例えば、次のようになります。

例4 引数の交換
<?php
$format = 'The %2$s contains %1$d monkeys.
           That\'s a nice %2$s full of %1$d monkeys.';
printf($format, $num, $location);
?>

args

...

返り値

フォーマット文字列 format に基づき生成された文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.6 引数の 番号付け/交換 をサポートするようになりました。

例

例5 printf() のさまざまな例
<?php
$n =  43951789;
$u = -43951789;
$c = 65; // ASCII コードの 65 は 'A' です

// %% に注目しましょう。これは、リテラル '%' を文字として出力します
printf("%%b = '%b'\n", $n); // 2 進表現
printf("%%c = '%c'\n", $c); // ascii 文字を表示します。chr() 関数と同じです
printf("%%d = '%d'\n", $n); // 標準の整数表現
printf("%%e = '%e'\n", $n); // 科学記法
printf("%%u = '%u'\n", $n); // 正の整数の、符号なし整数表現
printf("%%u = '%u'\n", $u); // 負の整数の、符号なし整数表現
printf("%%f = '%f'\n", $n); // 浮動小数点表現
printf("%%o = '%o'\n", $n); // 8 進表現
printf("%%s = '%s'\n", $n); // 文字列表現
printf("%%x = '%x'\n", $n); // 16 進表現 (小文字)
printf("%%X = '%X'\n", $n); // 16 進表現 (大文字)

printf("%%+d = '%+d'\n", $n); // 正の整数に符号指定子を使用
printf("%%+d = '%+d'\n", $u); // 負の整数に符号指定子を使用
?>

上の例の出力は以下となります。
%b = '10100111101010011010101101'
%c = 'A'
%d = '43951789'
%e = '4.39518e+7'
%u = '43951789'
%u = '4251015507'
%f = '43951789.000000'
%o = '247523255'
%s = '43951789'
%x = '29ea6ad'
%X = '29EA6AD'
%+d = '+43951789'
%+d = '-43951789'

例6 printf() の文字列指定子
<?php
$s = 'monkey';
$t = 'many monkeys';

printf("[%s]\n",      $s); // 標準の文字列出力
printf("[%10s]\n",    $s); // 空白を使用して右詰め
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printf("[%-10s]\n",   $s); // 空白を使用して左詰め
printf("[%010s]\n",   $s); // ゼロ埋めは文字列でも可能です
printf("[%'#10s]\n",  $s); // ゼロの代わりに独自の文字 '#' で埋めます
printf("[%10.10s]\n", $t); // 左詰めを行い、10 文字以上は切り捨てます
?>

上の例の出力は以下となります。
[monkey]
[    monkey]
[monkey    ]
[0000monkey]
[####monkey]
[many monke]

例7 sprintf(): 整数のゼロ埋め
<?php
$isodate = sprintf("%04d-%02d-%02d", $year, $month, $day);
?>

例8 sprintf(): 通貨をフォーマットする例
<?php
$money1 = 68.75;
$money2 = 54.35;
$money = $money1 + $money2;
// echo $money は "123.1" を出力します。
$formatted = sprintf("%01.2f", $money);
// echo $formatted は "123.10"を出力します
?>

例9 sprintf(): 科学記法
<?php
$number = 362525200;

echo sprintf("%.3e", $number); // 3.625e+8 を出力します
?>

参考

printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
vsprintf() - フォーマットされた文字列を返す
number_format() - 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする

sscanf
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

sscanf — フォーマット文字列に基づき入力を処理する

説明

mixed sscanf ( string $str , string $format [, mixed &$... ] )

関数 sscanf() は、printf() の入力版です。sscanf() は、文字列 str を読み込み、これを指定したフォーマット format に基づき解釈します。 このフォーマットは、sprintf()のマニュアルに記述されています。

フォーマット文字列の中のあらゆる空白文字は、入力文字列の中の 空白文字列にマッチします。つまり、フォーマット文字列の中にタブ文字 \t が含まれていても、それは入力中の半角スペースにマッチしてしまうということです。

パラメータ
str

入力文字列。
format

str を解釈するフォーマット。 sprintf() のドキュメントにある説明と比べて、以下の違いがあります。

ロケールに対応していません。
F、g、G および b はサポートしていません。
D は十進数値を表します。
i は基数検出つきの整数値を表します。
n は処理する文字数を表します。

...

オプションで指定する参照渡しの変数に、 パースされた値が格納されます。

返り値
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この関数のパラメータが二つだけの場合、処理された値は配列として返されます。 それ以外の場合は、もしオプションのパラメータが渡されればこの関数は 割り当てられた値の数を返します。オプションのパラメータは 参照渡しにする必要があります。

例

例1 sscanf() の例
<?php
// シリアル番号を得る
list($serial) = sscanf("SN/2350001", "SN/%d");
// 続いて製造日を得る
$mandate = "January 01 2000";
list($month, $day, $year) = sscanf($mandate, "%s %d %d");
echo "Item $serial was manufactured on: $year-" . substr($month, 0, 3) . "-$day\n";
?>

オプションのパラメータが指定された場合、この関数は、代入された値の数を返します。

例2 sscanf() - オプションパラメータの使用法
<?php
// author 情報を取得し、DocBook エントリを生成
$auth = "24\tLewis Carroll";
$n = sscanf($auth, "%d\t%s %s", $id, $first, $last);
echo "<author id='$id'>
    <firstname>$first</firstname>
    <surname>$last</surname>
</author>\n";
?>

参考

fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す

str_getcsv
(PHP 5 >= 5.3.0)

str_getcsv — CSV 文字列をパースして配列に格納する

説明

array str_getcsv ( string $input [, string $delimiter = ',' [, string $enclosure = '"' [, string $escape = '\\' ]]] )

fgetcsv() と似ていますが、この関数がパースする入力は文字列です。 一方 fgetcsv() は、ファイルを入力として受け取ります。

パラメータ
input

パースする文字列。
delimiter

フィールド区切り文字 (1 文字のみ)。
enclosure

フィールド囲み文字 (1 文字のみ)。
escape

エスケープ文字 (1 文字のみ)。デフォルトはバックスラッシュ (\)。

返り値

読み込んだフィールドの内容を配列で返します。

参考

fgetcsv() - ファイルポインタから行を取得し、CSVフィールドを処理する

str_ireplace
(PHP 5)

str_ireplace — 大文字小文字を区別しない str_replace()
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説明

mixed str_ireplace ( mixed $search , mixed $replace , mixed $subject [, int &$count ] )

この関数は、subject の中に現れるすべての search(大文字小文字を区別しない)を replace に置き換えた文字列あるいは配列を返します。 一般に、凝った置換ルールが必要ないのであれば、 preg_replace() で i 修正子を使用するかわりにこの関数を使用すべきです。

パラメータ
search

注意:

すべての search 配列による置換は、 直前の置換の結果に対して作用します。
replace

subject

subject が配列の場合は、そのすべての要素に 対して検索と置換が行われ、返される結果も配列となります。
count

needles の中で、マッチして置換を行った数を count に返します。このパラメータは参照渡しとします。

search および replace が配列の場合は、 str_ireplace() はそれぞれの配列から取り出した 値を使用して subject の置換を行います。 replace の要素数が search より少ない場合は、残りの要素は 空の文字列に置き換えられます。もし search が配列で replace が文字列だった場
合は すべての search が同じ文字列に置き換えられます。

返り値

置換した文字列あるいは配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 count パラメータが追加されました。

例

例1 str_ireplace() の例
<?php
$bodytag = str_ireplace("%body%", "black", "<body text=%BODY%>");
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

str_replace() - 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
strtr() - 文字の変換あるいは部分文字列の置換を行う

str_pad
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

str_pad — 文字列を固定長の他の文字列で埋める

説明

string str_pad ( string $input , int $pad_length [, string $pad_string = " " [, int $pad_type = STR_PAD_RIGHT ]] )

この関数は文字列 input の左、右または両側を指定した長さで埋めます。オプションの引数 pad_string が指定されていない場合は、 input は空白で埋められ、それ以外の場合は、 pad_string からの文字で制限まで埋められます。

パラメータ
input

入力文字列。
pad_length

pad_length の値が負、 または入力文字列の長さ以下である場合、埋める操作は行われません。
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pad_string

注意:

必要とされる埋める文字数が pad_string の長さで均等に分割できない場合、pad_string は切り捨てられます。
pad_type

オプションの引数 pad_type には、 STR_PAD_RIGHT, STR_PAD_LEFT, STR_PAD_BOTH を指定可能です。 pad_typeが指定されない場合、 STR_PAD_RIGHT を仮定します。

返り値

埋めた後の文字列を返します。

例

例1 str_pad() の例
<?php
$input = "Alien";
echo str_pad($input, 10);                      // 結果は "Alien     "
echo str_pad($input, 10, "-=", STR_PAD_LEFT);  // 結果は "-=-=-Alien"
echo str_pad($input, 10, "_", STR_PAD_BOTH);   // 結果は "__Alien___"
echo str_pad($input, 6 , "___");               // 結果は "Alien_"
?>

str_repeat
(PHP 4, PHP 5)

str_repeat — 文字列を反復する

説明

string str_repeat ( string $input , int $multiplier )

input を multiplier 回を繰り返した文字列を返します。

パラメータ
input

繰り返す文字列。
multiplier

input を繰り返す回数。

multiplier は 0 以上でなければなりません。 multiplier が 0 に設定された場合、この関数は空文字を返します。

返り値

繰り返した文字列を返します。

例

例1 str_repeat() の例
<?php
echo str_repeat("-=", 10);
?>

上の例の出力は以下となります。
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=

参考

for
str_pad() - 文字列を固定長の他の文字列で埋める
substr_count() - 副文字列の出現回数を数える

str_replace
(PHP 4, PHP 5)
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str_replace — 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する

説明

mixed str_replace ( mixed $search , mixed $replace , mixed $subject [, int &$count ] )

この関数は、subject の中の search を全て replace に置換します。

(正規表現のような) 技巧的な置換ルールを必要としない場合、 ereg_replace() または preg_replace() の代わりにこの関数を常用するべきです。

パラメータ

search と replace が配列の場合、str_replace() は各配列から値をひとつ取り出し、 subject 上で検索と置換を行うために使用します。 replace の値が search よりも少ない場合、 置換される値の残りの部分には空の文字列が使用されます。 search が配列で replace が文字列の
場合、この置換文字列が search の各値について使用されます。しかし、 逆は意味がありません。

search あるいは replace が配列の場合は、配列の最初の要素から順に処理されます。
search

The value being searched for, otherwise known as the needle. An array may be used to designate multiple needles.

replace

The replacement value that replaces found search values. An array may be used to designate multiple replacements.

subject

The string or array being searched and replaced on, otherwise known as the haystack.

subject が配列の場合、 subject の各エントリについて検索と置換が行われ、 返り値は同様に配列となります。
count

注意: 指定した場合は、マッチして置換が行われた箇所の個数がここに格納されます。

返り値

この関数は、置換後の文字列あるいは配列を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

5.0.0 count パラメータが追加されました。

4.3.3 この関数の挙動がかわりました。以前のバージョンにはバグがあり、 search と replace の両方に配列を指定した場合に、 空の search 添字をスキップしても replace 配列上の内部ポインタが進みませんでした。 このバグは PHP 4.3.3 で修正されたので、このバグを前
提としたスクリプトは、 この関数をコールする前に空の検索値を削除しておく必要があります。

4.0.5 ほとんどのパラメータに配列を渡せるようになりました。

例

例1 基本的な str_replace() の例
<?php
// <body text='black'> となります
$bodytag = str_replace("%body%", "black", "<body text='%body%'>");

// Hll Wrld f PHP となります
$vowels = array("a", "e", "i", "o", "u", "A", "E", "I", "O", "U");
$onlyconsonants = str_replace($vowels, "", "Hello World of PHP");

// You should eat pizza, beer, and ice cream every day となります
$phrase  = "You should eat fruits, vegetables, and fiber every day.";
$healthy = array("fruits", "vegetables", "fiber");
$yummy   = array("pizza", "beer", "ice cream");

$newphrase = str_replace($healthy, $yummy, $phrase);

// 2 となります
$str = str_replace("ll", "", "good golly miss molly!", $count);
echo $count;
?>

例2 str_replace() に関するちょっとした事実
<?php
// 置換の順番を指定します
$str     = "Line 1\nLine 2\rLine 3\r\nLine 4\n";
$order   = array("\r\n", "\n", "\r");
$replace = '<br />';

// まず最初に \r\n を置換するので、二重に変換されることはありません
$newstr = str_replace($order, $replace, $str);

// 出力は F となります。A が B に、そして B が C に、そして……
// 最終的に E が F に置換されるからです。置換は左から右へと順に行われます
$search  = array('A', 'B', 'C', 'D', 'E');
$replace = array('B', 'C', 'D', 'E', 'F');
$subject = 'A';
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echo str_replace($search, $replace, $subject);

// 出力は apearpearle pear となります
// 上で説明したのと同じ理由です
$letters = array('a', 'p');
$fruit   = array('apple', 'pear');
$text    = 'a p';
$output  = str_replace($letters, $fruit, $text);
echo $output;
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

警告

置換の順番に関するメモ
str_replace() は左から右へと置換を行うので、 複数の置換を行うときには、前に追加された値を置換する可能性もあります。 このドキュメントのサンプルを参照ください。

注意:

この関数は大文字小文字を区別します。区別せずに置換するには str_ireplace() を使用します。

参考

str_ireplace() - 大文字小文字を区別しない str_replace
substr_replace() - 文字列の一部を置換する
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う
strtr() - 文字の変換あるいは部分文字列の置換を行う

str_rot13
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

str_rot13 — 文字列に rot13 変換を行う

説明

string str_rot13 ( string $str )

Performs the ROT13 encoding on the str argument and returns the resulting string.

ROT13 は、各文字をアルファベット順に 13 文字シフトさせ、 アルファベット以外の文字はそのままとするエンコードを行います。 エンコードとデコードは同じ関数で行われます。 引数にエンコードされた文字列を指定した場合には、元の文字列が返されます。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

指定した文字列を ROT13 変換した結果を返します。

例

例1 str_rot13() の例
<?php

echo str_rot13('PHP 4.3.0'); // CUC 4.3.0

?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 この関数の挙動が修正されました。以前のバージョンでは、 str 自体も変更されてしまっていました。 ちょうど、参照渡しで渡したときと同じような挙動だったのです。

str_shuffle
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(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

str_shuffle — 文字列をランダムにシャッフルする

説明

string str_shuffle ( string $str )

str_shuffle() は文字列をシャッフルします。 考えられるすべての順列のうちのひとつを作成します。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

シャッフルされた文字列を返します。

例

例1 str_shuffle() の例
<?php
$str = 'abcdef';
$shuffled = str_shuffle($str);

// bfdaec のような文字列を返します
echo $shuffled;
?>

参考

shuffle() - 配列をシャッフルする
rand() - 乱数を生成する

str_split
(PHP 5)

str_split — 文字列を配列に変換する

説明

array str_split ( string $string [, int $split_length = 1 ] )

文字列を配列に変換します。

パラメータ
string

入力文字列。
split_length

分割した部分の最大長。

返り値

オプションのパラメータ split_length が指定されている場合、 返される配列の各要素は、split_length の長さとなります。それ以外の場合、1 文字ずつ分割された配列となります。

split_length が 1 より小さい場合に FALSE を返します。split_length が string の長さより大きい場合、文字列全体が 最初の(そして唯一の)要素となる配列を返します。

例

例1 str_split() の使用例
<?php

$str = "Hello Friend";

$arr1 = str_split($str);
$arr2 = str_split($str, 3);

print_r($arr1);
print_r($arr2);

?>
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上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => H
    [1] => e
    [2] => l
    [3] => l
    [4] => o
    [5] =>
    [6] => F
    [7] => r
    [8] => i
    [9] => e
    [10] => n
    [11] => d
)

Array
(
    [0] => Hel
    [1] => lo
    [2] => Fri
    [3] => end
)

参考

chunk_split() - 文字列をより小さな部分に分割する
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
explode() - 文字列を文字列により分割する
count_chars() - 文字列で使用されている文字に関する情報を返す
str_word_count() - 文字列に使用されている単語についての情報を返す
for

str_word_count
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

str_word_count — 文字列に使用されている単語についての情報を返す

説明

mixed str_word_count ( string $string [, int $format = 0 [, string $charlist ]] )

string の単語数を数えます。 オプションの format が指定されていない場合、 見つかった単語の数を整数値で返します。 format が指定されている場合は結果が配列で返され、 配列の内容は format に依存します。 format に設定できる値と対応する出力については 以下で示しま
す。

この関数を使用するうえで、'単語' は以下のように定義されます。すなわち、 「ロケールに依存しないアルファベットからなる文字列で、その先頭以外の部分に "'" および "-" が含まれていてもよい」。

パラメータ
string

文字列。
format

この関数の戻り値を設定します。現在サポートされている値は 以下のとおりです。

0 - 見つかった単語の数を返します。
1 - string の中に見つかった単語を含む 配列を返します。
2 - 連想配列を返します。string の中での 単語の開始位置がキー、単語自体を対応する値となります。

charlist

'単語' とみなされる文字に追加する文字のリスト。

返り値

選択した format に応じて、配列あるいは整数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 charlist パラメータが追加されました。

例

例1 str_word_count() の例
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<?php

$str = "Hello fri3nd, you're
       looking          good today!";

print_r(str_word_count($str, 1));
print_r(str_word_count($str, 2));
print_r(str_word_count($str, 1, 'àáãç3'));

echo str_word_count($str);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Hello
    [1] => fri
    [2] => nd
    [3] => you're
    [4] => looking
    [5] => good
    [6] => today
)

Array
(
    [0] => Hello
    [6] => fri
    [10] => nd
    [14] => you're
    [29] => looking
    [46] => good
    [51] => today
)

Array
(
    [0] => Hello
    [1] => fri3nd
    [2] => you're
    [3] => looking
    [4] => good
    [5] => today
)

7

参考

explode() - 文字列を文字列により分割する
preg_split() - 正規表現で文字列を分割する
split() - 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
count_chars() - 文字列で使用されている文字に関する情報を返す
substr_count() - 副文字列の出現回数を数える

strcasecmp
(PHP 4, PHP 5)

strcasecmp — 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う

説明

int strcasecmp ( string $str1 , string $str2 )

大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行います。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。

返り値

str1 が str2 より小さい場合は負、str1 が str2 より大きい場合は正、等しい場合は 0 を返します。

例

例1 strcasecmp() の例
<?php
$var1 = "Hello";
$var2 = "hello";
if (strcasecmp($var1, $var2) == 0) {
    echo '$var1 is equal to $var2 in a case-insensitive string comparison';



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

}
?>

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcmp() - バイナリセーフな文字列比較
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strncasecmp() - バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

strchr
(PHP 4, PHP 5)

strchr — strstr() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 strstr().

strcmp
(PHP 4, PHP 5)

strcmp — バイナリセーフな文字列比較

説明

int strcmp ( string $str1 , string $str2 )

この比較は大文字小文字を区別することに注意してください。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。

返り値

str1 が str2 よりも小さければ < 0 を、str1が str2よりも大きければ > 0 を、 等しければ 0 を返します。

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcasecmp() - 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strncasecmp() - バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strncmp() - 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

strcoll
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

strcoll — ロケールに基づく文字列比較

説明

int strcoll ( string $str1 , string $str2 )
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この比較は大文字小文字を区別すること、そして、 strcmp() とは異なり、 バイナリセーフではないことに注意してください。

strcoll() は比較を行う際に現在のロケールを使用します。 ロケールが C または POSIX の場合、この関数は strcmp() と等価です。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。

返り値

str1 が str2 より小さい場合に 0 未満の値、str1 が str2 より大きい場合に 0 より大きな値、 両者が等しい場合に 0 を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.3 この関数が win32 でも動作するようになりました。

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcmp() - バイナリセーフな文字列比較
strcasecmp() - 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strncasecmp() - バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strncmp() - 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
setlocale() - ロケール情報を設定する

strcspn
(PHP 4, PHP 5)

strcspn — マスクにマッチしない最初のセグメントの長さを返す

説明

int strcspn ( string $str1 , string $str2 [, int $start [, int $length ]] )

str1 において str2 の文字がどれも含まれていない最初のセグメントの長さを返します。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

2 番目の文字列。
start

調べ始める位置。
length

調べる文字列の長さ。

返り値

セグメントの長さを返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 start および length が追加されました。
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例

例1 strcspn() の例
<?php
$a = strcspn('abcd',  'apple');
$b = strcspn('abcd',  'banana');
$c = strcspn('hello', 'l');
$d = strcspn('hello', 'world');

var_dump($a);
var_dump($b);
var_dump($c);
var_dump($d);
?>

上の例の出力は以下となります。
int(0)
int(0)
int(2)
int(2)

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strspn() - 指定したマスク内に含まれる文字からなる文字列の最初のセグメントの長さを探す

strip_tags
(PHP 4, PHP 5)

strip_tags — 文字列から HTML および PHP タグを取り除く

説明

string strip_tags ( string $str [, string $allowable_tags ] )

この関数は、指定した文字列 (str) から全ての NUL バイトと HTML および PHP タグを取り除きます。 この関数は、fgetss() 関数と同じタグ除去アルゴリズムを使用します。

パラメータ
str

入力文字列。
allowable_tags

オプションの2番目の引数により、取り除かないタグを指定できます。

注意:

HTML コメントや PHP タグも削除されるようになりました。この機能はハードコードされており、 allowable_tags で変更することはできません。

返り値

タグを除去した文字列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 strip_tags() がバイナリセーフとなりました。
4.3.0 HTML のコメントも除去するようになりました。

例

例1 strip_tags() の例
<?php
$text = '<p>Test paragraph.</p><!-- Comment --> <a href="#fragment">Other text</a>';
echo strip_tags($text);
echo "\n";

// <p> と <a> は許可します
echo strip_tags($text, '<p><a>');
?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

上の例の出力は以下となります。
Test paragraph. Other text
<p>Test paragraph.</p> <a href="#fragment">Other text</a>

注意

警告

strip_tags() は HTML の検証を行わないため、 不完全または壊れたタグにより予想以上に多くのテキスト/データが削除される可能性があります。

警告

この関数は、allowable_tags で許可した全てのタグの属性を修正しません。 これには、style および onmouseover属性が含まれており、 悪意のあるユーザが他のユーザに見せるようなテキストを投稿する際に危険な行為を行う可能性があります。

参考

htmlspecialchars() - 特殊文字を HTML エンティティに変換する

stripcslashes
(PHP 4, PHP 5)

stripcslashes — addcslashes() でクォートされた文字列をアンクォートする

説明

string stripcslashes ( string $str )

バックスラッシュを取り除いた文字列を返します。C言語と同様に \n, \r ..., 8進表現, 16進表現を認識します。

パラメータ
str

元に戻したい文字列。

返り値

元に戻した文字列を返します。

参考

addcslashes() - C 言語と同様にスラッシュで文字列をクォートする

stripos
(PHP 5)

stripos — 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す

説明

int stripos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

文字列 haystack の中で needle が最初に現れる位置を数字で返します。

strpos() と異なり、stripos() は大文字小文字を区別しません。

パラメータ
haystack

検索を行う文字列。
needle

needle は、 ひとつまたは複数の文字であることに注意しましょう。

needle が文字列でない場合は、 それを整数に変換し、その番号に対応する文字として扱います。
offset
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オプションのパラメータ offset により、検索を開始する haystack の位置を指定することができます。 この場合でも返される位置は、 haystack の先頭からの位置のままとなります。

返り値

needle がみつからない場合、 strpos() は boolean FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 stripos() の例
<?php
$findme    = 'a';
$mystring1 = 'xyz';
$mystring2 = 'ABC';

$pos1 = stripos($mystring1, $findme);
$pos2 = stripos($mystring2, $findme);

// いいえ、'a' は明らかに 'xyz' の中には存在しません
if ($pos1 === false) {
    echo "The string '$findme' was not found in the string '$mystring1'";
}

// === を使用していることに注意しましょう。単に == としても期待通りに動作
// しません。なぜなら 'a' は 0 番目(最初) の文字だからです。
if ($pos2 !== false) {
    echo "We found '$findme' in '$mystring2' at position $pos2";
}
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
strrpos() - 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す
strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
strripos() - 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す
str_ireplace() - 大文字小文字を区別しない str_replace

stripslashes
(PHP 4, PHP 5)

stripslashes — クォートされた文字列のクォート部分を取り除く

説明

string stripslashes ( string $str )

クォートされた文字列を元に戻します。

注意:

magic_quotes_sybase が on の場合はバックスラッシュは取り除かれず、そのかわりに 2 つの アポストロフィが 1 つに置き換えられます。

stripslashes() の使用例は、PHP ディレクティブ magic_quotes_gpc が on (デフォルトでオン) かつ、 データをエスケープして (データベースのような) ある場所に挿入していない場合です。 例えば、単純に HTML フォームからのデータを直接出力するような場合です。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

バックスラッシュが取り除かれた文字列を返します(\' が ' になるなど)。 2 つ並んだバックスラッシュ (\\) は 1 つのバックスラッシュ (\) になります。

例
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例1 stripslashes() の例
<?php
$str = "Is your name O\'reilly?";

// 出力: Is your name O'reilly?
echo stripslashes($str);
?>

注意:

stripslashes() は再帰的な処理を行いません。 この関数を多次元配列に適用する場合は、 再帰的な関数を使用する必要があります。

例2 配列に対する stripslashes() の使用
<?php
function stripslashes_deep($value)
{
    $value = is_array($value) ?
                array_map('stripslashes_deep', $value) :
                stripslashes($value);

    return $value;
}

// 例
$array = array("f\\'oo", "b\\'ar", array("fo\\'o", "b\\'ar"));
$array = stripslashes_deep($array);

// 出力
print_r($array);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => f'oo
    [1] => b'ar
    [2] => Array
        (
            [0] => fo'o
            [1] => b'ar
        )

)

参考

addslashes() - 文字列をスラッシュでクォートする
get_magic_quotes_gpc() - magic_quotes_gpc の現在の設定を得る

stristr
(PHP 4, PHP 5)

stristr — 大文字小文字を区別しない strstr()

説明

string stristr ( string $haystack , mixed $needle [, bool $before_needle = false ] )

haystack において needle が最初に見つかった位置から最後までを返します。

パラメータ
haystack

検索を行う文字列。
needle

needle が文字列でない場合は、 それを整数に変換し、その番号に対応する文字として扱います。
before_needle

TRUE にすると、stristr() の返り値は、haystack の中で最初に needle があらわれる箇所より前の部分となります。

needle および haystack は大文字小文字を区別せずに評価されます。

返り値

マッチした部分文字列を返します。needle が見つからない場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
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5.3.0 オプションの before_needle パラメータが追加されました。
4.3.0 stristr() がバイナリセーフとなりました。

例

例1 stristr() の例
<?php
  $email = 'USER@EXAMPLE.com';
  echo stristr($email, 'e'); // 出力は ER@EXAMPLE.com となります
  echo stristr($email, 'e', true); // PHP 5.3.0 以降では、出力は US となります
?>

例2 文字列が見つかるかどうかをテストする
<?php
  $string = 'Hello World!';
  if(stristr($string, 'earth') === FALSE) {
    echo '"earth" not found in string';
  }
// 出力は "earth" not found in string となります
?>

例3 文字列以外の needle の指定
<?php
  $string = 'APPLE';
  echo stristr($string, 97); // 97 = 小文字の a
// 出力は APPLE となります
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr() - 文字列の一部分を返す
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う

strlen
(PHP 4, PHP 5)

strlen — 文字列の長さを得る

説明

int strlen ( string $string )

与えられた string の長さを返します。

パラメータ
string

長さを調べる文字列。

返り値

成功した場合に string の長さ、 string が空の文字列だった場合に 0 を返します。

例

例1 strlen() の例
<?php
$str = 'abcdef';
echo strlen($str); // 6

$str = ' ab cd ';
echo strlen($str); // 7
?>

参考

count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
mb_strlen() - 文字列の長さを得る
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strnatcasecmp
(PHP 4, PHP 5)

strnatcasecmp — "自然順"アルゴリズムにより大文字小文字を区別しない文字列比較を行う

説明

int strnatcasecmp ( string $str1 , string $str2 )

この関数は、人間が行うような手法でアルファベットまたは数字の 文字列の順序を比較するアルゴリズムを実装します。この関数の動作は、 strnatcmp() に似ていますが、 比較が大文字小文字を区別しない違いがあります。 詳細な情報については、Martin Pool の » 自然順文
字列比較 のページを参照ください。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。

返り値

他の文字列比較関数と同様に、この関数は、 str1がstr2 より小さい場合に < 0、str1が str2より大きい場合に > 0 、等しい場合に 0 を返します。

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcmp() - バイナリセーフな文字列比較
strcasecmp() - 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strncasecmp() - バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strncmp() - 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
setlocale() - ロケール情報を設定する

strnatcmp
(PHP 4, PHP 5)

strnatcmp — "自然順"アルゴリズムにより文字列比較を行う

説明

int strnatcmp ( string $str1 , string $str2 )

この関数は、人間が行うような手法でアルファベットまたは数字の 文字列の順序を比較するアルゴリズムを実装します。この手法は、"自然順" と言われます。 この比較は、大文字小文字を区別することに注意してください。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。

返り値

他の文字列比較関数と同様に、この関数は、 str1 が str2 より小さいに場合に < 0、str1 が str2 より大きい場合に > 0 、等しい場合に 0 を返します。

例

このアルゴリズムと (strcmp() を使用した) 通常のコンピュータ文字列ソートの間の違いの例を次に示します。
<?php
$arr1 = $arr2 = array("img12.png", "img10.png", "img2.png", "img1.png");
echo "標準の文字列比較\n";

http://sourcefrog.net/projects/natsort/
http://sourcefrog.net/projects/natsort/
http://sourcefrog.net/projects/natsort/
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usort($arr1, "strcmp");
print_r($arr1);
echo "\n自然順での文字列比較\n";
usort($arr2, "strnatcmp");
print_r($arr2);
?>

上の例の出力は以下となります。

標準の文字列比較
Array
(
    [0] => img1.png
    [1] => img10.png
    [2] => img12.png
    [3] => img2.png
)

自然順での文字列比較
Array
(
    [0] => img1.png
    [1] => img2.png
    [2] => img10.png
    [3] => img12.png
)

詳細な情報については、Martin Pool の » 自然順文字列比較 のページを参照ください。

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcasecmp() - 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strcmp() - バイナリセーフな文字列比較
strncmp() - 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う
strncasecmp() - バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strnatcasecmp() - "自然順"アルゴリズムにより大文字小文字を区別しない文字列比較を行う
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
natsort() - "自然順"アルゴリズムで配列をソートする
natcasesort() - 大文字小文字を区別しない"自然順"アルゴリズムを用いて配列をソートする

strncasecmp
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

strncasecmp — バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う

説明

int strncasecmp ( string $str1 , string $str2 , int $len )

この関数は、strcasecmp() に似ていますが、 各文字列から比較する文字数(の上限)(len) を指定できるという違いがあります。どちらかの文字列が lenより短い場合、その文字列の長さが比較時に使用されます。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。
len

比較する文字列の長さ。

返り値

str1 が str2 より短い場合に < 0 を返し、str1 が str2 より大きい場合に > 0、等しい場合に 0 を返します。

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcmp() - バイナリセーフな文字列比較
strcasecmp() - 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

http://sourcefrog.net/projects/natsort/
http://sourcefrog.net/projects/natsort/
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strncmp
(PHP 4, PHP 5)

strncmp — 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う

説明

int strncmp ( string $str1 , string $str2 , int $len )

この関数は strcmp() に似ていますが、 各文字列から(最大)文字数(len) を比較に使用するところが異なります。

比較は大文字小文字を区別することに注意してください。

パラメータ
str1

最初の文字列。
str2

次の文字列。
len

比較する文字数。

返り値

str1 が str2 より小さい場合に < 0、str1 が str2 より大きい場合に > 0 、等しい場合に 0 を返します。

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
strcmp() - バイナリセーフな文字列比較
strcasecmp() - 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strncasecmp() - バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

strpbrk
(PHP 5)

strpbrk — 文字列の中から任意の文字を探す

説明

string strpbrk ( string $haystack , string $char_list )

strpbrk() は、文字列 haystack から char_list を探します。

パラメータ
haystack

char_list を探す文字列。
char_list

このパラメータは大文字小文字を区別します。

返り値

見つかった文字から始まる文字列、あるいは見つからなかった場合に FALSE を返します。

例

例1 strpbrk() の例
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<?php

$text = 'This is a Simple text.';

// これは "is is a Simple text." を出力します。なぜなら 'i' が最初にマッチするからです。
echo strpbrk($text, 'mi');

// これは "Simple text." を出力します。なぜなら大文字小文字が区別されるからです。
echo strpbrk($text, 'S');
?>

strpos
(PHP 4, PHP 5)

strpos — 文字列が最初に現れる場所を見つける

説明

int strpos ( string $haystack , mixed $needle [, int $offset = 0 ] )

文字列 haystack の中で、 needle が最初に現れた位置を数字で返します。 PHP 5 以前の strrpos() とは異なり、この関数は needle パラメータとして文字列全体をとり、 その文字列全体が検索対象となります。

パラメータ
haystack

検索を行う文字列。
needle

needle が文字列でない場合は、 それを整数に変換し、その番号に対応する文字として扱います。
offset

オプションのパラメータ offset により、 検索を開始する haystack の文字を指定することができます。 この場合でも、返される位置は haystack の先頭からの相対位置となります。

返り値

位置を表す整数値を返します。 needle が見つからない場合、 strpos() は boolean FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 === の使用
<?php
$mystring = 'abc';
$findme   = 'a';
$pos = strpos($mystring, $findme);

// === を使用していることに注目しましょう。単純に == を使ったのでは
// 期待通りに動作しません。なぜなら 'a' が 0 番目 (最初) の文字だからです。
if ($pos === false) {
    echo "文字列 '$findme' は、文字列 '$mystring' の中で見つかりませんでした";
} else {
    echo "文字列 '$findme' が文字列 '$mystring' の中で見つかりました";
    echo " 見つかった位置は $pos です";
}
?>

例2 !== の使用
<?php
$mystring = 'abc';
$findme   = 'a';
$pos = strpos($mystring, $findme);

// !== 演算子も使用可能です。ここで != を使っても期待通りに動作しません。
// なぜなら 'a' が 0 番目の文字だからです。(0 != false) を評価すると
// false になってしまいます。
if ($pos !== false) {
     echo "文字列 '$findme' が文字列 '$mystring' の中で見つかりました";
         echo " 見つかった位置は $pos です";
} else {
     echo "文字列 '$findme' は、文字列 '$mystring' の中で見つかりませんでした";
}
?>

例3 オフセットの使用
<?php
// オフセット以前の内容を無視して文字を探すこともできます。
$newstring = 'abcdef abcdef';
$pos = strpos($newstring, 'a', 1); // $pos は 0 ではなく 7 となります。
?>



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strrpos() - 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す
stripos() - 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す
strripos() - 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す
strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

strrchr
(PHP 4, PHP 5)

strrchr — 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する

説明

string strrchr ( string $haystack , mixed $needle )

この関数は、文字列 haystack の中で needle が最後に現れた位置から、 haystack の終わりまでを返します。

パラメータ
haystack

検索を行う文字列。
needle

needle がひとつ以上の文字を含んでいる場合は、 最初のもののみが使われます。この動作は、 strstr() とは異なります。

needle が文字列でない場合は、 それを整数に変換し、その番号に対応する文字として扱います。

返り値

この関数は、部分文字列を返します。 needle が見つからない場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 この関数はバイナリセーフとなりました。

例

例1 strrchr() の例
<?php
// $PATH 中の最後のディレクトリを取得
$dir = substr(strrchr($PATH, ":"), 1);

// 最後の改行文字以降をすべて取得
$text = "Line 1\nLine 2\nLine 3";
$last = substr(strrchr($text, 10), 1 );
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr

strrev
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(PHP 4, PHP 5)

strrev — 文字列を逆順にする

説明

string strrev ( string $string )

string を逆順にして返します。

パラメータ
string

逆順にしたい文字列。

返り値

逆順にした文字列を返します。

例

例1 strrev() で文字列を逆順にする
<?php
echo strrev("Hello world!"); // 出力は "!dlrow olleH" となります
?>

strripos
(PHP 5)

strripos — 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す

説明

int strripos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

文字列の中で、 大文字小文字を区別しないある文字列が最後に現れた位置を返します。 strrpos() と異なり、strripos() は大文字小文字を区別しません。

パラメータ
haystack

検索を行う文字列。
needle

needle は 1 文字あるいは複数の文字からなる 文字列であることに注意してください。
offset

パラメータ offset を指定すると、 文字列中の任意の位置から検索を始めることができます。

負の offset 値を指定すると、文字列の最初 から数えて offset 文字目から検索を始めます。

返り値

needle が最後に現れた位置を返します。 文字列の位置は 0 から始まるのであって、 1 からではないことに注意してください。

needle が見つからない場合、FALSE が返されます。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 単純な strripos() の例
<?php
$haystack = 'ababcd';
$needle   = 'aB';

$pos      = strripos($haystack, $needle);

if ($pos === false) {
    echo "ごめんなさい、($needle) が ($haystack) の中に見つかりませんでした。";
} else {
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    echo "おめでとう!\n";
    echo "($needle) が最後に ($haystack) に現れた位置は ($pos) です。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

   おめでとう!
   (aB) が最後に (ababcd) に現れた位置は (2) です。

参考

strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
stripos() - 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す
strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

strrpos
(PHP 4, PHP 5)

strrpos — 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す

説明

int strrpos ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 ] )

文字列 haystack の中で、 needle が最後に現れた位置を数字で返します。

パラメータ
haystack

検索を行う文字列。
needle

needle が文字列でない場合は、 それを整数に変換し、その番号に対応する文字として扱います。 PHP 4 では、needle には一文字だけしか指定できませんでした。
offset

文字列中の任意の文字位置から検索を開始することができます。 負の値を指定すると、文字の終端より前の任意の位置で検索を終了します。

返り値

needle が存在する位置を返します。 needle が見つからない場合、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 needle は 1 文字以上の文字列を指定可能です。
5.0.0 offset パラメータが追加されました。

例

例1 needle が haystack の中にあるかどうかの確認

"位置 0 に文字が見つかった" と "文字が見つからなかった" 場合の返り値は混同しやすいです。この違いを見分ける方法を以下に示します。
<?php

$pos = strrpos($mystring, "b");
if ($pos === false) { // 注意: 等号が 3 つ並んでいます
    // 見つからない...
}

?>

例2 オフセットつきの検索
<?php
$foo = "0123456789a123456789b123456789c";

var_dump(strrpos($foo, '7', -5));  // 末尾から 5 文字戻ったところから検索を始めます
                                   // 結果: int(17)

var_dump(strrpos($foo, '7', 20));  // 文字列の 20 文字目から検索を始めます
                                   // 結果: int(27)
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var_dump(strrpos($foo, '7', 28));  // 結果: bool(false)
?>

参考

strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
strripos() - 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す
strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr() - 文字列の一部分を返す
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

strspn
(PHP 4, PHP 5)

strspn — 指定したマスク内に含まれる文字からなる文字列の最初のセグメントの長さを探す

説明

int strspn ( string $subject , string $mask [, int $start [, int $length ]] )

subject の中で、 mask 内の文字が連続する最初の部分の長さを返します。

start と length を省略した場合は、subject 全体を調べます。 指定した場合は、strspn(substr($subject, $start, $length), $mask) (詳細は substr を参照ください) をコールするのと同じ働きをします。

たとえば、
<?php
$var = strspn("42 is the answer to the 128th question.", "1234567890");
?>
このコードは、$var に 2 を代入します。これは、 subject の中で "1234567890" 内の文字だけで構成される 最初の部分が "42" であるためです。

パラメータ
subject

調べたい文字列。
mask

セグメントを数える際に許可する文字の一覧。
start

subject の中で調べ始める位置。

start に非負の値を指定すると、 strspn() は subject の start 番目の位置から調査を始めます。 たとえば、文字列 'abcdef' において 0 番目の位置にある文字は 'a' で 2 番目の位置にある文字は 'c' のようになります。

start に負の値を指定すると、 strspn() は subject の最後から start 番目の位置から調査を始めます。
length

subject 内で調べる部分の長さ。

length に非負の値を指定すると、 subject の開始位置から length 文字ぶんの範囲を調査します。

length に負の値を指定すると、 subject の調査範囲は 開始位置から始まって subject の最後から length だけさかのぼったところまでとなります。

返り値

str1 の中で、全て str2 の中の文字からなる最初のセグメントの長さを返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 start および length が追加されました。

例

例1 strspn() の例
<?php
echo strspn("foo", "o", 1, 2); // 出力は 2
?>

注意
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注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strcspn() - マスクにマッチしない最初のセグメントの長さを返す

strstr
(PHP 4, PHP 5)

strstr — 文字列が最初に現れる位置を見つける

説明

string strstr ( string $haystack , mixed $needle [, bool $before_needle = false ] )

haystack の中で needle が最初に現れる場所から文字列の終わりまでを返します。

注意:

この関数は大文字小文字を区別することに注意してください。 大文字小文字を区別しない検索を行う場合は、stristr() を使用してください。

注意:

もし特定の haystack に needle があるかどうかを調べるだけの場合、 より高速でメモリ消費も少ない strpos() を代わりに使用してください。

パラメータ
haystack

入力文字列。
needle

needle が文字列でない場合は、 それを整数に変換し、その番号に対応する文字として扱います。
before_needle

TRUE にすると、strstr() の返り値は、haystack の中で最初に needle があらわれる箇所より前の部分となります。

返り値

部分文字列を返します。 needle が見つからない場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オプションの before_needle パラメータが追加されました。
4.3.0 strstr() がバイナリセーフとなりました。

例

例1 strstr() の例
<?php
$email  = 'name@example.com';
$domain = strstr($email, '@');
echo $domain; // @example.com と表示します

$user = strstr($email, '@', true); // PHP 5.3.0 以降
echo $user; // name と表示します
?>

参考

preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
stristr() - 大文字小文字を区別しない strstr
strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr() - 文字列の一部分を返す

strtok
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(PHP 4, PHP 5)

strtok — 文字列をトークンに分割する

説明

string strtok ( string $str , string $token )
string strtok ( string $token )

strtok() は文字列 (str) を 何らかの文字 token によって区切られている小さな文字列 (トークン) に分割します。 "This is an example string" のような文字列がある場合、 空白文字をトークンとするとこの文字列を個々の単語に分割することができます。

strtok は最初のコールの時のみ string 引数を使用することに注意してください。 strtok は、文字列のどこにいるのかの情報を保持しているため、 2回目以降のコールではトークンのみを必要とします。 最初からやりなおす場合や新しい文字列をトークンに分割する場合、 初期
化するために再度string引数を指定してstrtokをコールします。 文字列は、引数の文字のどれかが見つかったはトークンに分割されます。

パラメータ
str

より小さい文字列 (トークン) に分割する文字列。
token

str を分割する際に使用する区切り文字。

返り値

文字列トークンを返します。

例

例1 strtok() の例
<?php
$string = "This is\tan example\nstring";
/* タブと改行をトークンの区切りとして使用します */
$tok = strtok($string, " \n\t");

while ($tok !== false) {
    echo "Word=$tok<br />";
    $tok = strtok(" \n\t");
}
?>

空の部分が見つかった場合の動作は PHP 4.1.0 で変更されました。 以前は空の文字列を返していました、新しい、正しい動作は、 文字列のその部分を単に読み飛ばします。

例2 古い strtok() の動作
<?php
$first_token  = strtok('/something', '/');
$second_token = strtok('/');
var_dump($first_token, $second_token);
?>

上の例の出力は以下となります。
    string(0) ""
    string(9) "something"

例3 新しい strtok() の動作
<?php
$first_token  = strtok('/something', '/');
$second_token = strtok('/');
var_dump($first_token, $second_token);
?>

上の例の出力は以下となります。
    string(9) "something"
    bool(false)

注意

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

参考

split() - 正規表現により文字列を分割し、配列に格納する
explode() - 文字列を文字列により分割する

strtolower
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(PHP 4, PHP 5)

strtolower — 文字列を小文字にする

説明

string strtolower ( string $str )

string のアルファベット部分をすべて小文字にして返します｡

「アルファベット部分」は現在のロケールにより決定されます。 つまり、たとえばデフォルトの「C」ロケールである場合は、 A ウムラウト (Ä) のような文字は変換されません。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

小文字に変換した文字列を返します。

例

例1 strtolower() の例
<?php
$str = "Mary Had A Little Lamb and She LOVED It So";
$str = strtolower($str);
echo $str; // mary had a little lamb and she loved it so を返します
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strtoupper() - 文字列を大文字にする
ucfirst() - 文字列の最初の文字を大文字にする
ucwords() - 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする
mb_strtolower() - 文字列を小文字にする

strtoupper
(PHP 4, PHP 5)

strtoupper — 文字列を大文字にする

説明

string strtoupper ( string $string )

string のアルファベット部分をすべて大文字にして返します｡

「アルファベット部分」は現在のロケールにより決定されます。 つまり、たとえばデフォルトの「C」ロケールである場合は、 a ウムラウト (ä) のような文字は変換されません。

パラメータ
string

入力文字列。

返り値

大文字にした文字列を返します。

例

例1 strtoupper() の例
<?php
$str = "Mary Had A Little Lamb and She LOVED It So";
$str = strtoupper($str);
echo $str; // 「MARY HAD A LITTLE LAMB AND SHE LOVED IT SO」を出力します。
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?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strtolower() - 文字列を小文字にする
ucfirst() - 文字列の最初の文字を大文字にする
ucwords() - 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする
mb_strtoupper() - 文字列を大文字にする

strtr
(PHP 4, PHP 5)

strtr — 文字の変換あるいは部分文字列の置換を行う

説明

string strtr ( string $str , string $from , string $to )
string strtr ( string $str , array $replace_pairs )

引数を三つ渡した場合、この関数は str のコピーを返します。その際に、文字列中に from の各文字 (シングルバイト) があれば to の対応する文字に変換します。つまり、すべての $from[$n] が $to[$n] に置換されることになります。ここで $n は、どちらの引数でも共通に有
効なオフセットです。

from と to の長さが異なる場合、長い方の余分な文字は無視されます。 返される文字列の長さは、もとの str と同じになります。

引数を二つだけ渡す場合は、二番目の引数を array('from' => 'to', ...) 形式の配列にしなければなりません。 返される値は文字列で、もとの文字列中にある配列のキーと同じ部分を対応する値で置換したものとなります。 一番長いキーから順に調べます。一度部分文字列の置換
を行うと、 置換後の文字列がさらに置換の対象となることはありません。

この場合は、配列のキーと値は任意の長さにすることができますが、キーを空にすることだけはできません。 さらに、返される文字列の長さはもとの str とは異なる可能性があります。 しかし、この関数が最も効率的に働くのは、すべてのキーが同じ長さである場合です。

パラメータ
str

変換する文字列。
from

to に変換される文字列。
to

from を置換する文字列。
replace_pairs

replace_pairs パラメータを to や from のかわりに使用することができます。この場合は array('from' => 'to', ...) 形式の配列となります。

返り値

変換後の文字列を返します。

replace_pairs の中に空文字列 ("") のキーがある場合は FALSE を返します。

例

例1 strtr() の例
<?php
// この形式の場合、strtr() はバイト単位での変換を行います。
// したがって、ここではシングルバイトエンコーディングを想定しています。
$addr = strtr($addr, "äåö", "aao");
?>

次の例は、引数を二つだけ指定して strtr() をコールしたときの挙動を示すものです。置換の優先度 ("h" よりもっと長いキーに一致しているので、この置換は行われていないこと)、 そして一度置換した文字列はもう置換の対象にならないことを確認しましょう。

例2 2 つの引数を伴う strtr() の例
<?php
$trans = array("h" => "-", "hello" => "hi", "hi" => "hello");
echo strtr("hi all, I said hello", $trans);
?>

上の例の出力は以下となります。
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hello all, I said hi

これらふたつのモードの挙動は大きく異なります。引数が三つの場合は strtr() はバイト単位で置換し、二つの場合はより長い部分文字列を置換します。

例3 strtr() の挙動の比較
<?php
echo strtr("baab", "ab", "01"),"\n";

$trans = array("ab" => "01");
echo strtr("baab", $trans);
?>

上の例の出力は以下となります。
1001
ba01

参考

str_replace() - 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する
preg_replace() - 正規表現検索および置換を行う

substr_compare
(PHP 5)

substr_compare — 指定した位置から指定した長さの 2 つの文字列について、バイナリ対応で比較する

説明

int substr_compare ( string $main_str , string $str , int $offset [, int $length [, bool $case_insensitivity = false ]] )

substr_compare() は、main_str の offset 文字目以降の最大 length 文字を、str と比較します。

パラメータ
main_str

比較したい最初の文字列。
str

比較したい二番目の文字列。
offset

比較を開始する位置。 負の値を指定した場合は、文字列の最後から数えます。
length

比較する長さ。デフォルト値は、 main_str の長さから offset を引いたものと str の長さのうち、長いほうです。
case_insensitivity

case_insensitivity が TRUE の場合、 大文字小文字を区別せずに比較します。

返り値

main_str の offset 以降が str より小さい場合に負の数、 str より大きい場合に正の数、 等しい場合に 0 を返します。offset が main_str の長さ以上であるか、あるいは length が設定されていて 1 未満である場合、substr_compare() は警告を表示して FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 負の offset を使用できるようになりました。

例

例1 substr_compare() の例
<?php
echo substr_compare("abcde", "bc", 1, 2); // 0
echo substr_compare("abcde", "de", -2, 2); // 0
echo substr_compare("abcde", "bcg", 1, 2); // 0
echo substr_compare("abcde", "BC", 1, 2, true); // 0
echo substr_compare("abcde", "bc", 1, 3); // 1
echo substr_compare("abcde", "cd", 1, 2); // -1
echo substr_compare("abcde", "abc", 5, 1); // 警告
?>
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substr_count
(PHP 4, PHP 5)

substr_count — 副文字列の出現回数を数える

説明

int substr_count ( string $haystack , string $needle [, int $offset = 0 [, int $length ]] )

substr_count() は、文字列 haystack の中での副文字列 needle の出現回数を返します。 needle は英大小文字を区別することに注意してください。

注意:

この関数は重なり合う副文字列をカウントしません。以下の例を見てください !

パラメータ
haystack

検索対象の文字列
needle

検索する副文字列
offset

開始位置のオフセット
length

指定したオフセット以降に副文字列で検索する最大長。 オフセットと長さの総和が haystack の長さよりも長い場合、警告が発生します。

返り値

この関数は 整数 を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 offset と length パラメータが追加されました。

例

例1 substr_count() の例
<?php
$text = 'This is a test';
echo strlen($text); // 14

echo substr_count($text, 'is'); // 2

// 文字列は 's is a test' になっているので, 1 が表示される
echo substr_count($text, 'is', 3);

// テキストは 's i' になっているので, 0 が表示される
echo substr_count($text, 'is', 3, 3);

// 5+10 > 14 なので、警告が発生する
echo substr_count($text, 'is', 5, 10);

// 重なっている副文字列はカウントされないので、1 が表示される
$text2 = 'gcdgcdgcd';
echo substr_count($text2, 'gcdgcd');
?>

参考

count_chars() - 文字列で使用されている文字に関する情報を返す
strpos() - 文字列が最初に現れる場所を見つける
substr() - 文字列の一部分を返す
strstr() - 文字列が最初に現れる位置を見つける

substr_replace
(PHP 4, PHP 5)

substr_replace — 文字列の一部を置換する
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説明

mixed substr_replace ( mixed $string , string $replacement , int $start [, int $length ] )

substr_replace()は、文字列 stringの start および (オプションの) length パラメータで区切られた部分を replacement で指定した文字列に置換します。

パラメータ
string

入力文字列。
replacement

置換する文字列。
start

start が正の場合、置換は string で start 番目の文字から始まります。

start が負の場合、置換は string の終端から start 番目の文字から始まります。
length

正の値を指定した場合、 string の置換される部分の長さを表します。 負の場合、置換を停止する位置が string の終端から何文字目であるかを表します。このパラメータが省略された場合、 デフォルト値は strlen(string)、すなわち、 string の終端まで置換することにな
ります。 当然、もし length がゼロだったら、 この関数は string の最初から start の位置に replacement を挿入するということになります。

返り値

結果の文字列を返します。もし、string が配列の場合、配列が返されます。

例

例1 substr_replace() の例
<?php
$var = 'ABCDEFGH:/MNRPQR/';
echo "Original: $var<hr />\n";

/* 以下の2つの例は、全ての $var で 'bob' で置換します。 */
echo substr_replace($var, 'bob', 0) . "<br />\n";
echo substr_replace($var, 'bob', 0, strlen($var)) . "<br />\n";

/* $var の先頭に 'bob' を挿入します */
echo substr_replace($var, 'bob', 0, 0) . "<br />\n";

/* 次の2つの例は、$var の 'MNRPQR' を 'bob'で置換します */
echo substr_replace($var, 'bob', 10, -1) . "<br />\n";
echo substr_replace($var, 'bob', -7, -1) . "<br />\n";

/* $var から 'MNRPQR' を削除します */
echo substr_replace($var, '', 10, -1) . "<br />\n";
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

str_replace() - 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する
substr() - 文字列の一部分を返す
文字列への文字単位のアクセスと修正

substr
(PHP 4, PHP 5)

substr — 文字列の一部分を返す

説明

string substr ( string $string , int $start [, int $length ] )

文字列 string の、start で指定された位置から length バイト分の文字列を返します。

パラメータ
string
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入力文字列。
start

start が正の場合、返される文字列は、 string の 0 から数えて start番目から始まる文字列となります。 例えば、文字列'abcdef'において位置 0にある文字は、'a'であり、 位置2には'c'があります。

start が負の場合、返される文字列は、 stringの後ろから数えて start番目から始まる文字列となります。

string の長さが start 文字以下の場合は FALSE が返されます。

例1 負の start の使用
<?php
$rest = substr("abcdef", -1);    // "f" を返す
$rest = substr("abcdef", -2);    // "ef" を返す
$rest = substr("abcdef", -3, 1); // "d" を返す
?>

length

length が指定され、かつ正である場合、 返される文字列は start (string の長さに依存します) から数えてlength文字数分となります。

length が指定され、かつ負である場合、 string の終端から多くの文字が省略されます (start が負の場合、 開始位置は文字列の終端を過ぎているので) 。 もし start が切り出し位置を超える場合、 空文字が返されます。

length が指定され、かつ 0 である場合は、 空文字列なら NULL、そうでなければ FALSE を返します。

length を省略した場合は、 start の位置から文字列の最後までの部分文字列を返します。

例2 負の length の使用
<?php
$rest = substr("abcdef", 0, -1);  // "abcde" を返す
$rest = substr("abcdef", 2, -1);  // "cde" を返す
$rest = substr("abcdef", 4, -4);  // "" を返す
$rest = substr("abcdef", -3, -1); // "de" を返す
?>

返り値

文字列の一部を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例3 基本的な substr() の使用法
<?php
echo substr('abcdef', 1);     // bcdef
echo substr('abcdef', 1, 3);  // bcd
echo substr('abcdef', 0, 4);  // abcd
echo substr('abcdef', 0, 8);  // abcdef
echo substr('abcdef', -1, 1); // f

// 文字列中の 1 文字にアクセスすることも
// "角括弧" を使用することで可能
$string = 'abcdef';
echo $string[0];                 // a
echo $string[3];                 // d
echo $string[strlen($string)-1]; // f

?>

エラー / 例外

エラー時に FALSE を返します。
<?php
var_dump(substr('a', 1)); // bool(false)
?>

参考

strrchr() - 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
substr_replace() - 文字列の一部を置換する
preg_match() - 正規表現によるマッチングを行う
trim() - 文字列の先頭および末尾にあるホワイトスペースを取り除く
mb_substr() - 文字列の一部を得る
wordwrap() - 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する
文字列への文字単位のアクセスと修正

trim
(PHP 4, PHP 5)

trim — 文字列の先頭および末尾にあるホワイトスペースを取り除く
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説明

string trim ( string $str [, string $charlist ] )

この関数は str の最初および最後から空白文字を取り除き、 取り除かれた文字列を返します。2番目のパラメータを指定しない場合、 trim()は以下の文字を削除します。

" " (ASCII 32 (0x20)), 通常の空白。
"\t" (ASCII 9 (0x09)), タブ。
"\n" (ASCII 10 (0x0A)), リターン。
"\r" (ASCII 13 (0x0D)), 改行。
"\0" (ASCII 0 (0x00)), NULバイト
"\x0B" (ASCII 11 (0x0B)), 垂直タブ

パラメータ
str

ホワイトスペースを取り除く string

charlist

charlistパラメータにより、削除する 文字を指定することも可能です。削除したい全ての文字をリストに してください。..を文字の範囲を指定する際に 使用可能です。

返り値

ホワイトスペースを取り除いた文字列

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 charlist オプションパラメータが追加されました

例

例1 trim()の使用例
<?php

$text   = "\t\tThese are a few words :) ...  ";
$binary = "\x09Example string\x0A";
$hello  = "Hello World";
var_dump($text, $binary, $hello);

print "\n";

$trimmed = trim($text);
var_dump($trimmed);

$trimmed = trim($text, " \t.");
var_dump($trimmed);

$trimmed = trim($hello, "Hdle");
var_dump($trimmed);

// ASCII 制御文字 (0 から 31 まで) を
// $binary の先頭および末尾から取り除きます
$clean = trim($binary, "\x00..\x1F");
var_dump($clean);

?>

上の例の出力は以下となります。
string(32) "        These are a few words :) ...  "
string(16) "    Example string
"
string(11) "Hello World"

string(28) "These are a few words :) ..."
string(24) "These are a few words :)"
string(5) "o Wor"
string(14) "Example string"

例2 trim() を用いて配列の値をトリミングする
<?php
function trim_value(&$value)
{
    $value = trim($value); 
}

$fruit = array('apple','banana ', ' cranberry ');
var_dump($fruit);

array_walk($fruit, 'trim_value');
var_dump($fruit);

?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  [0]=>
  string(5) "apple"
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  [1]=>
  string(7) "banana "
  [2]=>
  string(11) " cranberry "
}
array(3) {
  [0]=>
  string(5) "apple"
  [1]=>
  string(6) "banana"
  [2]=>
  string(9) "cranberry"
}

参考

ltrim() - 文字列の最初から空白 (もしくはその他の文字) を取り除く
rtrim() - 文字列の最後から空白 (もしくは他の文字) を削除する

ucfirst
(PHP 4, PHP 5)

ucfirst — 文字列の最初の文字を大文字にする

説明

string ucfirst ( string $str )

str の最初の文字がアルファベットであれば、 それを大文字にします。

「アルファベット」かどうかというのは現在のロケールにより決定されます。 たとえば、デフォルトの "C" ロケールでは、a ウムラウト (ä) は変換されません。

パラメータ
str

入力文字列。

返り値

変換後の文字列を返します。

例

例1 ucfirst() の例
<?php
$foo = 'hello world!';
$foo = ucfirst($foo);             // Hello world!

$bar = 'HELLO WORLD!';
$bar = ucfirst($bar);             // HELLO WORLD!
$bar = ucfirst(strtolower($bar)); // Hello world!
?>

参考

lcfirst() - 文字列の最初の文字を小文字にする
strtolower() - 文字列を小文字にする
strtoupper() - 文字列を大文字にする
ucwords() - 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする

ucwords
(PHP 4, PHP 5)

ucwords — 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする

説明

string ucwords ( string $str )

文字がアルファベットの場合、str の各単語の最初の文字を大文字にしたものを返します。

単語の定義は、空白文字 (スペース、フォームフィード、改行、キャリッジリターン、 水平タブ、垂直タブ) の直後にあるあらゆる文字からなる文字列です。
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パラメータ
str

入力文字列。

返り値

変更後の文字列を返します。

例

例1 ucwords() の例
<?php
$foo = 'hello world!';
$foo = ucwords($foo);             // Hello World!

$bar = 'HELLO WORLD!';
$bar = ucwords($bar);             // HELLO WORLD!
$bar = ucwords(strtolower($bar)); // Hello World!
?>

注意

注意: この関数はバイナリデータに対応しています。

参考

strtoupper() - 文字列を大文字にする
strtolower() - 文字列を小文字にする
ucfirst() - 文字列の最初の文字を大文字にする
mb_convert_case() - 文字列に対してケースフォルディングを行う

vfprintf
(PHP 5)

vfprintf — フォーマットされた文字列をストリームに書き込む

説明

int vfprintf ( resource $handle , string $format , array $args )

format によって作成された文字列を handle で指定したストリームに書き込みます。

fprintf() と同様の動作をしますが、 可変引数ではなく引数の配列を受け取って処理します。

パラメータ
handle

format

format については、 sprintf() のドキュメントで説明されています。
args

返り値

出力された文字列の長さを返します。

例

例1 vfprintf(): 数値のゼロ埋め
<?php
if (!($fp = fopen('date.txt', 'w')))
    return;

vfprintf($fp, "%04d-%02d-%02d", array($year, $month, $day));
// ISO 形式にフォーマットした日付を date.txt に書き込みます
?>

参考

printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
sscanf() - フォーマット文字列に基づき入力を処理する
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fscanf() - フォーマットに基づきファイルからの入力を処理する
vsprintf() - フォーマットされた文字列を返す
number_format() - 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする

vprintf
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

vprintf — フォーマットされた文字列を出力する

説明

int vprintf ( string $format , array $args )

formatに基づき文字列フォーマットされた文字列を出力します (フォーマットは sprintf() のドキュメントに既述されています)。

printf() と動作は同じですが、可変長の引数ではなく、 配列を引数として受け取ります。

パラメータ
format

format についての説明は sprintf() を参照ください。
args

返り値

出力された文字列の長さを返します。

例

例1 vprintf(): 整数のゼロ埋め
<?php
vprintf("%04d-%02d-%02d", explode('-', '1988-8-1')); // 1988-08-01
?>

参考

printf() - フォーマット済みの文字列を出力する
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
vsprintf() - フォーマットされた文字列を返す

vsprintf
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

vsprintf — フォーマットされた文字列を返す

説明

string vsprintf ( string $format , array $args )

sprintf()と動作は同じですが、 可変長の引数ではなく配列を引数とします。

パラメータ
format

format についての説明は sprintf() を参照ください。
args

返り値

(sprintf()のドキュメントに記述された) format に基づきフォーマットされた文字列として配列値を返します。

例

例1 vsprintf(): 整数のゼロ埋め
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<?php
print vsprintf("%04d-%02d-%02d", explode('-', '1988-8-1')); // 1988-08-01
?>

参考

sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
vprintf() - フォーマットされた文字列を出力する

wordwrap
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

wordwrap — 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する

説明

string wordwrap ( string $str [, int $width = 75 [, string $break = "\n" [, bool $cut = false ]]] )

指定した文字数で、指定した文字を用いて文字列を分割します。

パラメータ
str

入力文字列。
width

カラムの幅。
break

オプションのパラメータ break を用いて行を分割します。
cut

cut を TRUE に設定すると、 文字列は常に指定した幅でラップされます。このため、 指定した幅よりも長い単語がある場合には、分割されます (2 番目の例を参照ください)。

返り値

指定した文字列を指定したカラム数で分割したものを返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.3 オプションのパラメータ cut が追加されました。

例

例1 wordwrap() の例
<?php
$text = "The quick brown fox jumped over the lazy dog.";
$newtext = wordwrap($text, 20, "<br />\n");

echo $newtext;
?>

上の例の出力は以下となります。
The quick brown fox<br />
jumped over the lazy<br />
dog.

例2 wordwrap() の例
<?php
$text = "A very long woooooooooooord.";
$newtext = wordwrap($text, 8, "\n", true);

echo "$newtext\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
A very
long
wooooooo
ooooord.

参考
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nl2br() - 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する
chunk_split() - 文字列をより小さな部分に分割する

目次
addcslashes — C 言語と同様にスラッシュで文字列をクォートする
addslashes — 文字列をスラッシュでクォートする
bin2hex — バイナリデータを16進表現に変換する
chop — rtrim のエイリアス
chr — 特定の文字を返す
chunk_split — 文字列をより小さな部分に分割する
convert_cyr_string — キリル文字セットを他のものに変換する
convert_uudecode — uuencode された文字列をデコードする
convert_uuencode — 文字列を uuencode する
count_chars — 文字列で使用されている文字に関する情報を返す
crc32 — 文字列の crc32 多項式計算を行う
crypt — 文字列の一方向のハッシュ化を行う
echo — 1 つ以上の文字列を出力する
explode — 文字列を文字列により分割する
fprintf — フォーマットされた文字列をストリームに書き込む
get_html_translation_table — htmlspecialchars および htmlentities で使用される変換テーブルを返す
hebrev — 論理表記のヘブライ語を物理表記に変換する
hebrevc — 論理表記のヘブライ語を、改行の変換も含めて物理表記に変換する
html_entity_decode — HTML エンティティを適切な文字に変換する
htmlentities — 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
htmlspecialchars_decode — 特殊な HTML エンティティを文字に戻す
htmlspecialchars — 特殊文字を HTML エンティティに変換する
implode — 配列要素を文字列により連結する
join — implode のエイリアス
lcfirst — 文字列の最初の文字を小文字にする
levenshtein — 二つの文字列のレーベンシュタイン距離を計算する
localeconv — 数値に関するフォーマット情報を得る
ltrim — 文字列の最初から空白 (もしくはその他の文字) を取り除く
md5_file — 指定したファイルのMD5ハッシュ値を計算する
md5 — 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
metaphone — 文字列の metaphone キーを計算する
money_format — 数値を金額文字列にフォーマットする
nl_langinfo — 言語およびロケール情報を検索する
nl2br — 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する
number_format — 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする
ord — 文字の ASCII 値を返す
parse_str — 文字列を処理し、変数に代入する
print — 文字列を出力する
printf — フォーマット済みの文字列を出力する
quoted_printable_decode — quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する
quoted_printable_encode — 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する
quotemeta — メタ文字をクォートする
rtrim — 文字列の最後から空白 (もしくは他の文字) を削除する
setlocale — ロケール情報を設定する
sha1_file — ファイルの sha1 ハッシュを計算する
sha1 — 文字列の sha1 ハッシュを計算する
similar_text — 二つの文字列の間の類似性を計算する
soundex — 文字列の soundex キーを計算する
sprintf — フォーマットされた文字列を返す
sscanf — フォーマット文字列に基づき入力を処理する
str_getcsv — CSV 文字列をパースして配列に格納する
str_ireplace — 大文字小文字を区別しない str_replace
str_pad — 文字列を固定長の他の文字列で埋める
str_repeat — 文字列を反復する
str_replace — 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する
str_rot13 — 文字列に rot13 変換を行う
str_shuffle — 文字列をランダムにシャッフルする
str_split — 文字列を配列に変換する
str_word_count — 文字列に使用されている単語についての情報を返す
strcasecmp — 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
strchr — strstr のエイリアス
strcmp — バイナリセーフな文字列比較
strcoll — ロケールに基づく文字列比較
strcspn — マスクにマッチしない最初のセグメントの長さを返す
strip_tags — 文字列から HTML および PHP タグを取り除く
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stripcslashes — addcslashes でクォートされた文字列をアンクォートする
stripos — 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す
stripslashes — クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
stristr — 大文字小文字を区別しない strstr
strlen — 文字列の長さを得る
strnatcasecmp — "自然順"アルゴリズムにより大文字小文字を区別しない文字列比較を行う
strnatcmp — "自然順"アルゴリズムにより文字列比較を行う
strncasecmp — バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strncmp — 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う
strpbrk — 文字列の中から任意の文字を探す
strpos — 文字列が最初に現れる場所を見つける
strrchr — 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
strrev — 文字列を逆順にする
strripos — 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す
strrpos — 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す
strspn — 指定したマスク内に含まれる文字からなる文字列の最初のセグメントの長さを探す
strstr — 文字列が最初に現れる位置を見つける
strtok — 文字列をトークンに分割する
strtolower — 文字列を小文字にする
strtoupper — 文字列を大文字にする
strtr — 文字の変換あるいは部分文字列の置換を行う
substr_compare — 指定した位置から指定した長さの 2 つの文字列について、バイナリ対応で比較する
substr_count — 副文字列の出現回数を数える
substr_replace — 文字列の一部を置換する
substr — 文字列の一部分を返す
trim — 文字列の先頭および末尾にあるホワイトスペースを取り除く
ucfirst — 文字列の最初の文字を大文字にする
ucwords — 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする
vfprintf — フォーマットされた文字列をストリームに書き込む
vprintf — フォーマットされた文字列を出力する
vsprintf — フォーマットされた文字列を返す
wordwrap — 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
String 関数

addcslashes — C 言語と同様にスラッシュで文字列をクォートする
addslashes — 文字列をスラッシュでクォートする
bin2hex — バイナリデータを16進表現に変換する
chop — rtrim のエイリアス
chr — 特定の文字を返す
chunk_split — 文字列をより小さな部分に分割する
convert_cyr_string — キリル文字セットを他のものに変換する
convert_uudecode — uuencode された文字列をデコードする
convert_uuencode — 文字列を uuencode する
count_chars — 文字列で使用されている文字に関する情報を返す
crc32 — 文字列の crc32 多項式計算を行う
crypt — 文字列の一方向のハッシュ化を行う
echo — 1 つ以上の文字列を出力する
explode — 文字列を文字列により分割する
fprintf — フォーマットされた文字列をストリームに書き込む
get_html_translation_table — htmlspecialchars および htmlentities で使用される変換テーブルを返す
hebrev — 論理表記のヘブライ語を物理表記に変換する
hebrevc — 論理表記のヘブライ語を、改行の変換も含めて物理表記に変換する
html_entity_decode — HTML エンティティを適切な文字に変換する
htmlentities — 適用可能な文字を全て HTML エンティティに変換する
htmlspecialchars_decode — 特殊な HTML エンティティを文字に戻す
htmlspecialchars — 特殊文字を HTML エンティティに変換する
implode — 配列要素を文字列により連結する
join — implode のエイリアス
lcfirst — 文字列の最初の文字を小文字にする
levenshtein — 二つの文字列のレーベンシュタイン距離を計算する
localeconv — 数値に関するフォーマット情報を得る
ltrim — 文字列の最初から空白 (もしくはその他の文字) を取り除く
md5_file — 指定したファイルのMD5ハッシュ値を計算する
md5 — 文字列のmd5ハッシュ値を計算する
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metaphone — 文字列の metaphone キーを計算する
money_format — 数値を金額文字列にフォーマットする
nl_langinfo — 言語およびロケール情報を検索する
nl2br — 改行文字の前に HTML の改行タグを挿入する
number_format — 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする
ord — 文字の ASCII 値を返す
parse_str — 文字列を処理し、変数に代入する
print — 文字列を出力する
printf — フォーマット済みの文字列を出力する
quoted_printable_decode — quoted-printable 文字列を 8 ビット文字列に変換する
quoted_printable_encode — 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する
quotemeta — メタ文字をクォートする
rtrim — 文字列の最後から空白 (もしくは他の文字) を削除する
setlocale — ロケール情報を設定する
sha1_file — ファイルの sha1 ハッシュを計算する
sha1 — 文字列の sha1 ハッシュを計算する
similar_text — 二つの文字列の間の類似性を計算する
soundex — 文字列の soundex キーを計算する
sprintf — フォーマットされた文字列を返す
sscanf — フォーマット文字列に基づき入力を処理する
str_getcsv — CSV 文字列をパースして配列に格納する
str_ireplace — 大文字小文字を区別しない str_replace
str_pad — 文字列を固定長の他の文字列で埋める
str_repeat — 文字列を反復する
str_replace — 検索文字列に一致したすべての文字列を置換する
str_rot13 — 文字列に rot13 変換を行う
str_shuffle — 文字列をランダムにシャッフルする
str_split — 文字列を配列に変換する
str_word_count — 文字列に使用されている単語についての情報を返す
strcasecmp — 大文字小文字を区別しないバイナリセーフな文字列比較を行う
strchr — strstr のエイリアス
strcmp — バイナリセーフな文字列比較
strcoll — ロケールに基づく文字列比較
strcspn — マスクにマッチしない最初のセグメントの長さを返す
strip_tags — 文字列から HTML および PHP タグを取り除く
stripcslashes — addcslashes でクォートされた文字列をアンクォートする
stripos — 大文字小文字を区別せずに文字列が最初に現れる位置を探す
stripslashes — クォートされた文字列のクォート部分を取り除く
stristr — 大文字小文字を区別しない strstr
strlen — 文字列の長さを得る
strnatcasecmp — "自然順"アルゴリズムにより大文字小文字を区別しない文字列比較を行う
strnatcmp — "自然順"アルゴリズムにより文字列比較を行う
strncasecmp — バイナリセーフで大文字小文字を区別しない文字列比較を、最初の n 文字について行う
strncmp — 最初の n 文字についてバイナリセーフな文字列比較を行う
strpbrk — 文字列の中から任意の文字を探す
strpos — 文字列が最初に現れる場所を見つける
strrchr — 文字列中に文字が最後に現れる場所を取得する
strrev — 文字列を逆順にする
strripos — 文字列中で、特定の(大文字小文字を区別しない)文字列が最後に現れた位置を探す
strrpos — 文字列中に、ある部分文字列が最後に現れる場所を探す
strspn — 指定したマスク内に含まれる文字からなる文字列の最初のセグメントの長さを探す
strstr — 文字列が最初に現れる位置を見つける
strtok — 文字列をトークンに分割する
strtolower — 文字列を小文字にする
strtoupper — 文字列を大文字にする
strtr — 文字の変換あるいは部分文字列の置換を行う
substr_compare — 指定した位置から指定した長さの 2 つの文字列について、バイナリ対応で比較する
substr_count — 副文字列の出現回数を数える
substr_replace — 文字列の一部を置換する
substr — 文字列の一部分を返す
trim — 文字列の先頭および末尾にあるホワイトスペースを取り除く
ucfirst — 文字列の最初の文字を大文字にする
ucwords — 文字列の各単語の最初の文字を大文字にする
vfprintf — フォーマットされた文字列をストリームに書き込む
vprintf — フォーマットされた文字列を出力する
vsprintf — フォーマットされた文字列を返す
wordwrap — 文字列分割文字を使用して、指定した文字数に文字列を分割する

BBCode — Bulletin Board Code
導入
インストール/設定
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定義済み定数
BBCode 関数

PCRE — 正規表現 (Perl 互換)
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
PCRE のパターン
PCRE 関数

POSIX Regex — 正規表現 (POSIX 拡張)
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
POSIX 正規表現関数

ssdeep — ssdeep Fuzzy Hashing
導入
インストール/設定
定義済み定数
ssdeep 関数

文字列
導入
インストール/設定
定義済み定数
String 関数

変数・データ型関連

配列

導入
これらの関数により様々な手法で配列にアクセスし、操作することが可能になります。 配列は、変数の組を保存、管理、操作する基本的な要素です。

通常の配列および多次元配列がサポートされており、ユーザが定義したり、 他の関数で作成することも可能です。いくつかのデータベース処理関数は、 データベースのクエリから配列を返しますし、いくつかの関数は配列を返します。

PHP での配列の実装や使用方法の詳細については、マニュアルの 配列に関する節を参照ください。 その他の配列の操作方法については、 配列演算子 も参照ください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
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設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数は、PHP コアに含まれており、常に利用可能です。

CASE_LOWER (integer)
CASE_LOWERは、 array_change_key_case()で使用され、 配列のキーを小文字に変換するために使用されます。小文字は、 array_change_key_case()のデフォルトのケースで もあります。

CASE_UPPER (integer)
CASE_UPPERは、 array_change_key_case()で使用され、配列のキー を大文字に変換するために使用されます。

ソース順のフラグ:

SORT_ASC (integer)
SORT_ASCは、 array_multisort()でソート順を昇順にするために 使用されます。

SORT_DESC (integer) (integer)
SORT_DESCは、 array_multisort()でソート順を降順にするために 使用されます。

ソート型のフラグ: 種々のソート関数で使用されます

SORT_REGULAR (integer)
SORT_REGULARは通常の比較するために使用され ます。

SORT_NUMERIC (integer)
SORT_NUMERICは数値で比較を行うために使用さ れます。

SORT_STRING (integer)
SORT_STRINGは文字列として比較を行うために使 用されます。

SORT_LOCALE_STRING (integer)
SORT_LOCALE_STRINGは現在のロケールに基づいた 文字列として比較を行うために使用されます。 PHP 4.4.0と5.0.2で追加 されました。

COUNT_NORMAL (integer)
COUNT_RECURSIVE (integer)
EXTR_OVERWRITE (integer)
EXTR_SKIP (integer)
EXTR_PREFIX_SAME (integer)
EXTR_PREFIX_ALL (integer)
EXTR_PREFIX_INVALID (integer)
EXTR_PREFIX_IF_EXISTS (integer)
EXTR_IF_EXISTS (integer)
EXTR_REFS (integer)

配列のソート
PHP には配列をソートする関数が複数用意されています。 このページでは、それらの違いについて説明します。

主な相違点は次のとおりです。

配列のキーでソートするものと、値でソートするものがあります。 $array['キー'] = '値';
キーと値の相関関係をソート後にも保持するものと保持しないものがあります。 保持しないものは、ソート後にキーを (0,1,2 ... と) 振りなおします。
ソート順による違いがあります。アルファベット順、 昇順、降順、数値順、自然順、ランダム、ユーザ定義の順などです。
注意: ソート関数は、すべて配列自身を直接変更します。 ソートした配列を新しく作って返すわけではありません。
これらのソート関数でふたつのメンバーが等しいと判断されたときの並び順は未定義です (ソート結果は場合によって変わる可能性があります)。

ソート関数の特性
関数名 ソートの基準 キーと値の相関関係 ソート順 関連する関数

array_multisort() 値 連想配列の場合は維持し、数値添字配列の場合は維持しない最初の配列、あるいはソートオプション array_walk()
asort() 値 維持する 昇順 arsort()
arsort() 値 維持する 降順 asort()
krsort() キー 維持する 降順 ksort()
ksort() キー 維持する 昇順 asort()
natcasesort() 値 維持する 大文字小文字を区別しない自然順 natsort()
natsort() 値 維持する 自然順 natcasesort()
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rsort() 値 維持しない 降順 sort()
shuffle() 値 維持しない ランダム array_rand()
sort() 値 維持しない 昇順 rsort()
uasort() 値 維持する ユーザ定義 uksort()
uksort() キー 維持する ユーザ定義 uasort()
usort() 値 維持しない ユーザ定義 uasort()

配列 関数

参考
is_array(), explode(), implode(), split(), preg_split(), および join() も参照してください。

array_change_key_case
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

array_change_key_case — 配列のすべてのキーを変更する

説明

array array_change_key_case ( array $input [, int $case = CASE_LOWER ] )

input のすべてのキーを小文字あるいは大文字にした配列を返します。 数値添字はそのままとなります。

パラメータ
input

処理を行う配列。
case

CASE_UPPER あるいは CASE_LOWER (デフォルト)。

返り値

すべてのキーを小文字あるいは大文字にした配列を返します。 input が配列でない場合は FALSE を返します。

エラー / 例外

input が配列でない場合は E_WARNING が発生します。

例

例1 array_change_key_case() の例
<?php
$input_array = array("FirSt" => 1, "SecOnd" => 4);
print_r(array_change_key_case($input_array, CASE_UPPER));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [FIRST] => 1
    [SECOND] => 4
)

注意

注意:

配列の添字に、この関数を使うことによって同じになってしまうものがある場合 (例: "keY" と "kEY")、 配列の後のほうにある値が他の値を上書きします。

array_chunk
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)
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array_chunk — 配列を分割する

説明

array array_chunk ( array $input , int $size [, bool $preserve_keys = false ] )

配列を、size 個ずつの要素に分割します。 最後の部分の要素数は size より小さくなることもあります。

パラメータ
input

処理を行う配列。
size

各部分のサイズ。
preserve_keys

TRUE の場合はキーをそのまま保持します。 デフォルトは FALSE で、各部分のキーをあらためて数字で振りなおします。

返り値

数値添字の多次元配列を返します。添え字はゼロから始まり、 各次元の要素数が size となります。

エラー / 例外

size が 1 より小さい場合は E_WARNING が発生し、NULL を返します。

例

例1 array_chunk() の例
<?php
$input_array = array('a', 'b', 'c', 'd', 'e');
print_r(array_chunk($input_array, 2));
print_r(array_chunk($input_array, 2, true));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => a
            [1] => b
        )

    [1] => Array
        (
            [0] => c
            [1] => d
        )

    [2] => Array
        (
            [0] => e
        )

)
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => a
            [1] => b
        )

    [1] => Array
        (
            [2] => c
            [3] => d
        )

    [2] => Array
        (
            [4] => e
        )

)

array_combine
(PHP 5)

array_combine — 一方の配列をキーとして、もう一方の配列を値として、ひとつの配列を生成する

説明
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array array_combine ( array $keys , array $values )

keys 配列の値をキーとして、また values 配列の値を対応する値として生成した 配列 を作成します。

パラメータ
keys

キーとして使用する配列。無効な値を渡すと文字列に変換されます。
values

値として使用する配列。

返り値

作成した配列を返します。 互いの配列の要素の数が合致しない場合や空の配列である場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

keys および values のいずれかが空であったり要素数が一致しなかったりした場合は E_WARNING が発生します。

例

例1 array_combine()の簡単な例
<?php
$a = array('green', 'red', 'yellow');
$b = array('avocado', 'apple', 'banana');
$c = array_combine($a, $b);

print_r($c);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [green]  => avocado
    [red]    => apple
    [yellow] => banana
)

参考

array_merge() - ひとつまたは複数の配列をマージする
array_walk() - 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する
array_values() - 配列の全ての値を返す

array_count_values
(PHP 4, PHP 5)

array_count_values — 配列の値の数を数える

説明

array array_count_values ( array $input )

array_count_values() は、 配列 input の値をキーとし、 input におけるその値の出現回数を値とした配列を返します。

パラメータ
input

値を数える配列。

返り値

input のキーとその登場回数を組み合わせた連想配列を返します。

エラー / 例外

string あるいは integer 以外の型の要素が登場するたびに E_WARNING が発生します。

例
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例1 array_count_values() の例
<?php
$array = array(1, "hello", 1, "world", "hello");
print_r(array_count_values($array));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [1] => 2
    [hello] => 2
    [world] => 1
)

参考

count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
array_unique() - 配列から重複した値を削除する
array_values() - 配列の全ての値を返す
count_chars() - 文字列で使用されている文字に関する情報を返す

array_diff_assoc
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

array_diff_assoc — 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する

説明

array array_diff_assoc ( array $array1 , array $array2 [, array $... ] )

array1 を array2 と比較し、 その差を返します。array_diff() とは異なり、 配列のキーを用いて比較を行います。

パラメータ
array1

比較元の配列。
array2

比較する対象となる配列。
...

さらに比較する対象となる配列。

返り値

array1 の要素のうち、 その他の配列のいずれにも含まれないものだけを残した配列を返します。

例

例1 array_diff_assoc() の例

この例で、"a" => "green" の組が両方の配列に現れており、 このため、この関数の出力には含まれていません。 これとは異なり、0 => "red" は出力の中にありますが、 これは、二番目の引数において "red" が 1 というキーを有しているためです。
<?php
$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "green", "yellow", "red");
$result = array_diff_assoc($array1, $array2);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [b] => brown
    [c] => blue
    [0] => red
)

例2 array_diff_assoc() の例

key => value の組からの二つの値は、 (string) $elem1 === (string) $elem2 が成り立つ場合のみ等しいと見なされます。 言い替えると、厳密なチェックが行われるため、 文字列表現が同じである必要があります。
<?php
$array1 = array(0, 1, 2);
$array2 = array("00", "01", "2");
$result = array_diff_assoc($array1, $array2);
print_r($result);
?>
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上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => 0
    [1] => 1
    )

注意

注意: この関数は、N 次元配列の一次元だけを調べます。もちろん、例えば array_diff_assoc($array1[0], $array2[0]); とすることにより、より深い次元でチェックを行うことも可能です。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する

array_diff_key
(PHP 5 >= 5.1.0)

array_diff_key — キーを基準にして配列の差を計算する

説明

array array_diff_key ( array $array1 , array $array2 [, array $... ] )

array1 のキーを array2 のキーと比較し、その差を返します。 この関数は array_diff() に似ていますが、 値ではなくキーを用いて比較するという点が異なります。

パラメータ
array1

比較元の配列。
array2

比較する対象となる配列。
...

さらに比較する対象となる配列。

返り値

array1 の要素のうち、 その他の配列のいずれにも含まれないキーのものだけを残した配列を返します。

例

例1 array_diff_key() の例

ふたつの key => value のペアが等しいとみなされるのは、 (string) $key1 === (string) $key2 である場合のみです。つまり、厳密な型チェックを行うということです。 文字列表現が一致しなければなりません。
<?php
$array1 = array('blue'  => 1, 'red'  => 2, 'green'  => 3, 'purple' => 4);
$array2 = array('green' => 5, 'blue' => 6, 'yellow' => 7, 'cyan'   => 8);

var_dump(array_diff_key($array1, $array2));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["red"]=>
  int(2)
  ["purple"]=>
  int(4)
}

注意

注意:

この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしません。 もちろん、array_diff_key($array1[0], $array2[0]); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
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array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_uassoc() - ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_intersect_key() - キーを基準にして配列の共通項を計算する
array_intersect_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する

array_diff_uassoc
(PHP 5)

array_diff_uassoc — ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する

説明

array array_diff_uassoc ( array $array1 , array $array2 [, array $... ], callback $key_compare_func )

array1 のキーを array2 のキーと比較し、その差を返します。 この関数は array_diff() に似ていますが、 配列のキーを用いて比較するという点が異なります。

array_diff_assoc() とは異なり、 内部関数ではなくユーザが指定したコールバック関数を用いて添字を比較します。

パラメータ
array1

比較元の配列。
array2

比較する対象となる配列。
...

さらに比較する対象となる配列。
key_compare_func

使用するコールバック関数。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

返り値

array1 の要素のうち、 その他の配列のいずれにも含まれないものだけを残した配列を返します。

例

例1 array_diff_uassoc() の例

"a" => "green" の組み合わせが両方の配列に存在し、 関数の出力には存在しないことが確認できます。 これとは異なり、0 => "red" は出力されています。 なぜなら 2 つめの引数の "red" は、キーが 1 だからです。
<?php
function key_compare_func($a, $b)
{
    if ($a === $b) {
        return 0;
    }
    return ($a > $b)? 1:-1;
}

$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "green", "yellow", "red");
$result = array_diff_uassoc($array1, $array2, "key_compare_func");
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [b] => brown
    [c] => blue
    [0] => red
)

2 つのインデックスが等しいかどうかは、 ユーザが指定したコールバック関数で調べます。

注意

注意:
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この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしません。 もちろん、array_diff_uassoc($array1[0], $array2[0], "key_compare_func"); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_uintersect() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

array_diff_ukey
(PHP 5 >= 5.1.0)

array_diff_ukey — キーを基準にし、コールバック関数を用いて配列の差を計算する

説明

array array_diff_ukey ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $key_compare_func )

array1 のキーを array2 のキーと比較し、その差を返します。 この関数は array_diff() に似ていますが、 値ではなくキーを用いて比較するという点が異なります。

array_diff_key() とは異なり、 内部関数ではなくユーザが指定したコールバック関数を用いて添字を比較します。

パラメータ
array1

比較元の配列。
array2

比較する対象となる配列。
...

さらに比較する対象となる配列。
key_compare_func

使用するコールバック関数。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

返り値

array1 の要素のうち、 その他の配列のいずれにも含まれないものだけを残した配列を返します。

例

例1 array_diff_ukey() の例
<?php
function key_compare_func($key1, $key2)
{
    if ($key1 == $key2)
        return 0;
    else if ($key1 > $key2)
        return 1;
    else
        return -1;
}

$array1 = array('blue'  => 1, 'red'  => 2, 'green'  => 3, 'purple' => 4);
$array2 = array('green' => 5, 'blue' => 6, 'yellow' => 7, 'cyan'   => 8);

var_dump(array_diff_ukey($array1, $array2, 'key_compare_func'));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["red"]=>
  int(2)
  ["purple"]=>
  int(4)
}

注意
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注意:

この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしません。 もちろん、array_diff_ukey($array1[0], $array2[0], 'callback_func'); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_uassoc() - ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_key() - キーを基準にして配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_intersect_key() - キーを基準にして配列の共通項を計算する
array_intersect_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する

array_diff
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

array_diff — 配列の差を計算する

説明

array array_diff ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ] )

array1 を array2 と比較し、その差を返します。

パラメータ
array1

比較元の配列。
array2

比較対象の配列。
...

さらに比較したい配列。

返り値

array1 のエントリのうち、他のどの配列にも含まれない要素のみを含む配列を返します。

例

例1 array_diff() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "red", "blue", "red");
$array2 = array("b" => "green", "yellow", "red");
$result = array_diff($array1, $array2);

print_r($result);
?>

$array1 に複数存在する場合でも全て同様に処理されます。 この出力は次の通りです。
Array
(
    [1] => blue
)

注意

注意:

二つの要素は、(string) $elem1 === (string) $elem2 の場合のみ等しいと見直されます。言い換えると、文字列表現が同じ場合となります。

注意:

この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしません。 もちろん、array_diff($array1[0], $array2[0]); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

参考

array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する

array_fill_keys
(PHP 5 >= 5.2.0)

array_fill_keys — キーを指定して、配列を値で埋める

説明

array array_fill_keys ( array $keys , mixed $value )

パラメータ value で指定した値で配列を埋めます。 キーとして、配列 keys で指定した値を使用します。

パラメータ
keys

キーとして使用する値の配列。キーとして無効な値は string に変換されます。
value

埋めたい値。

返り値

値を埋めた配列を返します。

例

例1 array_fill_keys() の例
<?php
$keys = array('foo', 5, 10, 'bar');
$a = array_fill_keys($keys, 'banana');
print_r($a);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [foo] => banana
    [5] => banana
    [10] => banana
    [bar] => banana
)

参考

array_fill() - 配列を指定した値で埋める
array_combine() - 一方の配列をキーとして、もう一方の配列を値として、ひとつの配列を生成する

array_fill
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

array_fill — 配列を指定した値で埋める

説明

array array_fill ( int $start_index , int $num , mixed $value )

パラメータ value を値とする num 個のエントリからなる配列を埋めます。 この際、キーは、start_index パラメータから開始します。

パラメータ
start_index

返される配列の最初のインデックス。 非負のインデックスのみをサポートしています。
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num

挿入する要素数。
value

要素に使用する値。

返り値

値を埋めた配列を返します。

エラー / 例外

num が 1 より小さい場合に E_WARNING が発生します。

例

例1 array_fill() の例
<?php
$a = array_fill(5, 6, 'banana');
$b = array_fill(-2, 2, 'pear');
print_r($a);
print_r($b);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [5]  => banana
    [6]  => banana
    [7]  => banana
    [8]  => banana
    [9]  => banana
    [10] => banana
)
Array
(
    [-2] => pear
    [0] => pear
)

注意

負の値をキーに指定した場合についての詳細な説明は、マニュアルの 配列 のセクションを参照ください。

参考

array_fill_keys() - キーを指定して、配列を値で埋める
str_repeat() - 文字列を反復する
range() - ある範囲の整数を有する配列を作成する

array_filter
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

array_filter — コールバック関数を使用して、配列の要素をフィルタリングする

説明

array array_filter ( array $input [, callback $callback ] )

callback 関数によりフィルタ処理が行われた input の全ての要素を含む配列を返します。 callback 関数が true を返した場合、 input の現在の値が結果の配列に入ります。 input が連想配列の場合、 キーは保存されます。

パラメータ
input

処理する配列。
callback

使用するコールバック関数。

コールバック関数が与えられなかった場合、 input のエントリの中で FALSE と等しいもの (boolean への変換 を参照ください) がすべて削除されます。

返り値

フィルタリングされた結果の配列を返します。
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例

例1 array_filter() の例
<?php
function odd($var)
{
    return($var & 1);
}

function even($var)
{
    return(!($var & 1));
}

$array1 = array("a"=>1, "b"=>2, "c"=>3, "d"=>4, "e"=>5);
$array2 = array(6, 7, 8, 9, 10, 11, 12);

echo "Odd :\n";
print_r(array_filter($array1, "odd"));
echo "Even:\n";
print_r(array_filter($array2, "even"));
?>

上の例の出力は以下となります。
Odd :
Array
(
    [a] => 1
    [c] => 3
    [e] => 5
)
Even:
Array
(
    [0] => 6
    [2] => 8
    [4] => 10
    [6] => 12
)

例2 callback がない array_filter()

<?php

$entry = array(
             0 => 'foo',
             1 => false,
             2 => -1,
             3 => null,
             4 => ''
          );

print_r(array_filter($entry));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => foo
    [2] => -1
)

注意

警告

配列の内容がコールバック関数内で変更された場合 (たとえば要素が追加されたり削除されたりなど) のこの関数の挙動は未定義です。

参考

array_map() - 指定した配列の要素にコールバック関数を適用する
array_reduce() - コールバック関数を用いて配列を普通の値に変更することにより、配列を再帰的に減らす
array_walk() - 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する

array_flip
(PHP 4, PHP 5)

array_flip — 配列のキーと値を反転する

説明

array array_flip ( array $trans )

array_flip() は、配列を反転して返します。 すなわち、trans のキーが値となり、 trans の値がキーとなります。

trans の値は有効なキーを必要とすることに注意してください。 すなわち、キーは、integer または string である必要があります。ある値が間違った型である場合、 警告が出力され、問題のこのキー/値の組は逆順にされません。

ある値が複数回出現した場合、最後のキーがその値として使用され、 その他の値は失われます。
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パラメータ
trans

反転を行うキー/値の組。

返り値

成功した場合に反転した配列、失敗した場合に NULL を返します。

例

例1 array_flip() の例
<?php
$trans = array_flip($trans);
$original = strtr($str, $trans);
?>

例2 array_flip() の例 : 衝突
<?php
$trans = array("a" => 1, "b" => 1, "c" => 2);
$trans = array_flip($trans);
print_r($trans);
?>

$trans は次のようになります:

Array
(
    [1] => b
    [2] => c
)

参考

array_values() - 配列の全ての値を返す
array_keys() - 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す
array_reverse() - 要素を逆順にした配列を返す

array_intersect_assoc
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

array_intersect_assoc — 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する

説明

array array_intersect_assoc ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ] )

array_intersect_assoc() は、全ての引数に現れる array1 の全ての値を含む配列を返します。 array_intersect() と異なり、 キーが比較に使用されることに注意してください。

パラメータ
array1

値を調べるもととなる配列。
array2

値を比較する対象となる配列。
array

さらにそれ以外の配列。

返り値

array1 の値のうち、すべての引数に存在するものを含む連想配列を返します。

例

例1 array_intersect_assoc() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "green", "yellow", "red");
$result_array = array_intersect_assoc($array1, $array2);
print_r($result_array);
?>
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上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => green
)

上の例で、"a" => "green" の組のみが両方の配列に現れており、 よって配列として返されていることがわかります。 値 "red" は返されません。これは、 $array1 においてはそのキーが 0 であり、一方、$array2 においてはキーが 1 であるためです。

key => value の組からの二つの値は、 (string) $elem1 === (string) $elem2 が成り立つ場合にのみ等しいと見なされます。 言い替えると、厳密なチェックが行われるため、 文字列表現が同じである必要があります。

参考

array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_diff() - 配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する

array_intersect_key
(PHP 5 >= 5.1.0)

array_intersect_key — キーを基準にして配列の共通項を計算する

説明

array array_intersect_key ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ] )

array_intersect_key() は、 array1 のエントリのうち、 その他のすべての引数の中に共通して存在するキーと一致するキーの値からなる配列を返します。

パラメータ
array1

値を調べるもととなる配列。
array2

値を比較する対象となる配列。
array

さらにそれ以外の配列。

返り値

array1 のエントリのうち、 すべての引数に存在するキーのものを含む連想配列を返します。

例

例1 array_intersect_key() の例
<?php
$array1 = array('blue'  => 1, 'red'  => 2, 'green'  => 3, 'purple' => 4);
$array2 = array('green' => 5, 'blue' => 6, 'yellow' => 7, 'cyan'   => 8);

var_dump(array_intersect_key($array1, $array2));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["blue"]=>
  int(1)
  ["green"]=>
  int(3)
}

この例では、両方の配列に存在するキーが 'blue' と 'green' だけであり、それが返されていることが わかります。また、ふたつの配列の間で 'blue' と 'green' に対応する値が違うことにも注意しましょう。 それでも一致していると判定されるのは、ただキーだけがチェックされ
ているからです。 返される値は array1 のものです。

二つの要素は、 (string) $elem1 === (string) $elem2 の場合のみ等しいとみなされます。言い換えると、 文字列表現が同じ場合となります。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
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array_diff_uassoc() - ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_key() - キーを基準にして配列の差を計算する
array_diff_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_intersect_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する

array_intersect_uassoc
(PHP 5)

array_intersect_uassoc — 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する

説明

array array_intersect_uassoc ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $key_compare_func )

array_intersect_uassoc() は、全ての引数に現れる array1 の全ての値を含む配列を返します。 array_intersect() と異なり、 キーが比較に使用されることに注意してください。

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を利用して行われます。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

パラメータ
array1

比較元となる最初の配列。
array2

キーを比較する対象となる最初の配列。
array

キーを比較する対象となる配列の、可変リスト。
key_compare_func

比較に使用する、ユーザ定義のコールバック関数。

返り値

array1 の値のうち、 すべての引数に存在するもののみを返します。

例

例1 array_intersect_uassoc() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "GREEN", "B" => "brown", "yellow", "red");

print_r(array_intersect_uassoc($array1, $array2, "strcasecmp"));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [b] => brown
)

参考

array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_intersect_key() - キーを基準にして配列の共通項を計算する
array_intersect_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する

array_intersect_ukey
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(PHP 5 >= 5.1.0)

array_intersect_ukey — キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する

説明

array array_intersect_ukey ( array $array1 , array $array2 [, array $... ], callback $key_compare_func )

array_intersect_ukey() は、他の全ての引数に存在する array1 の値を全て有する配列を返します。

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を利用して行われます。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

パラメータ
array1

比較元となる最初の配列。
array2

キーを比較する対象となる最初の配列。
array

キーを比較する対象となる配列の、可変リスト。
key_compare_func

比較に使用する、ユーザ定義のコールバック関数。

返り値

array1 の値のうち、 すべての引数に存在するキーのものを含む連想配列を返します。

例

例1 array_intersect_ukey() の例
<?php
function key_compare_func($key1, $key2)
{
    if ($key1 == $key2)
        return 0;
    else if ($key1 > $key2)
        return 1;
    else
        return -1;
}

$array1 = array('blue'  => 1, 'red'  => 2, 'green'  => 3, 'purple' => 4);
$array2 = array('green' => 5, 'blue' => 6, 'yellow' => 7, 'cyan'   => 8);

var_dump(array_intersect_ukey($array1, $array2, 'key_compare_func'));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["blue"]=>
  int(1)
  ["green"]=>
  int(3)
}

この例では、両方の配列に存在するキーが 'blue' と 'green' だけであり、それが返されていることがわかります。 また、ふたつの配列の間で 'blue' と 'green' に対応する値が違うことにも注意しましょう。 それでも一致していると判定されるのは、ただキーだけがチェックされ
ているからです。 返される値は array1 のものです。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_uassoc() - ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_key() - キーを基準にして配列の差を計算する
array_diff_ukey() - キーを基準にし、コールバック関数を用いて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_intersect_key() - キーを基準にして配列の共通項を計算する

array_intersect
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(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

array_intersect — 配列の共通項を計算する

説明

array array_intersect ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ] )

array_intersect() は、他の全ての引数に存在する array1 の値を全て有する配列を返します。 キーと値の関係は維持されることに注意してください。

パラメータ
array1

値を調べるもととなる配列。
array2

値を比較する対象となる配列。
array

さらにそれ以外の配列。

返り値

array1 の値のうち、 すべての引数に存在する値のものを含む連想配列を返します。

例

例1 array_intersect() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "red", "blue");
$array2 = array("b" => "green", "yellow", "red");
$result = array_intersect($array1, $array2);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => green
    [0] => red
)

注意

注意: 二つの要素は、 (string) $elem1 === (string) $elem2 の場合のみ等しいとみなされます。言い換えると、文字列表現が同じ場合となります。

参考

array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_diff() - 配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する

array_key_exists
(PHP 4 >= 4.0.7, PHP 5)

array_key_exists — 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる

説明

bool array_key_exists ( mixed $key , array $search )

指定した key が配列に設定されている場合、 array_key_exists() は TRUE を返します。 key は配列添字として使用できる全ての値を使用可能です。

パラメータ
key

調べる値。
search

キーが存在するかどうかを調べたい配列。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はオブジェクトに対しては使えなくなりました。オブジェクトについては property_exists() を使用します。

例

例1 array_key_exists() の例
<?php
$search_array = array('first' => 1, 'second' => 4);
if (array_key_exists('first', $search_array)) {
    echo "この配列には 'first' という要素が存在します";
}
?>

例2 array_key_exists() 対 isset()

isset() は NULL 値を持つ配列キーに対して TRUE を返しません。一方、array_key_exists() は TRUE を返します。
<?php
$search_array = array('first' => null, 'second' => 4);

// false を返します
isset($search_array['first']);

// true を返します
array_key_exists('first', $search_array);
?>

注意

注意:

下位互換のために、次の非推奨別名を使用してもいいでしょう。 key_exists()

参考

isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
array_keys() - 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す
in_array() - 配列に値があるかチェックする
property_exists() - オブジェクトもしくはクラスにプロパティが存在するかどうかを調べる

array_keys
(PHP 4, PHP 5)

array_keys — 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す

説明

array array_keys ( array $input [, mixed $search_value [, bool $strict = false ]] )

array_keys() は、配列 input から全てのキー (数値および文字列) を返します。

オプション search_value が指定された場合、 指定した値に関するキーのみが返されます。指定されない場合は、 input から全てのキーが返されます。

パラメータ
input

返すキーを含む配列。
search_value

指定した場合は、これらの値を含むキーのみを返します。
strict

検索時に厳密な比較 (===) を行うかどうか。

返り値

input のすべてのキーを配列で返します。
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変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 strict パラメータが追加されました。

例

例1 array_keys() の例
<?php
$array = array(0 => 100, "color" => "red");
print_r(array_keys($array));

$array = array("blue", "red", "green", "blue", "blue");
print_r(array_keys($array, "blue"));

$array = array("color" => array("blue", "red", "green"),
               "size"  => array("small", "medium", "large"));
print_r(array_keys($array));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => 0
    [1] => color
)
Array
(
    [0] => 0
    [1] => 3
    [2] => 4
)
Array
(
    [0] => color
    [1] => size
)

参考

array_values() - 配列の全ての値を返す
array_key_exists() - 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる
array_search() - 指定した値を配列で検索し、見つかった場合に対応するキーを返す

array_map
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

array_map — 指定した配列の要素にコールバック関数を適用する

説明

array array_map ( callback $callback , array $arr1 [, array $... ] )

array_map() は、arr1 の各要素に callback 関数を適用した後、 その全ての要素を含む配列を返します。 callback 関数が受け付けるパラメータの数は、 array_map() に渡される配列の数に一致している必要があります。

パラメータ
callback

配列の各要素に適用するコールバック関数。
arr1

コールバック関数を適用する配列。
array

コールバック関数に渡す引数を指定する配列の可変リスト。

返り値

arr1 の各要素に callback 関数を適用した後、 その全ての要素を含む配列を返します。

例

例1 array_map() の例
<?php
function cube($n)
{
    return($n * $n * $n);
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}

$a = array(1, 2, 3, 4, 5);
$b = array_map("cube", $a);
print_r($b);
?>

この例では、$b の内容は以下のようになります。
Array
(
    [0] => 1
    [1] => 8
    [2] => 27
    [3] => 64
    [4] => 125
)

例2 array_map() でラムダ関数を使用する例 (PHP 5.3.0 以降)

<?php
$func = function($value) {
    return $value * 2;
};

print_r(array_map($func, range(1, 5)));
?>

Array
(
    [0] => 2
    [1] => 4
    [2] => 6
    [3] => 8
    [4] => 10
)

例3 array_map() - もっと配列を使ってみる例
<?php
function show_Spanish($n, $m)
{
    return("The number $n is called $m in Spanish");
}

function map_Spanish($n, $m)
{
    return(array($n => $m));
}

$a = array(1, 2, 3, 4, 5);
$b = array("uno", "dos", "tres", "cuatro", "cinco");

$c = array_map("show_Spanish", $a, $b);
print_r($c);

$d = array_map("map_Spanish", $a , $b);
print_r($d);
?>

上の例の出力は以下となります。
// printout of $c
Array
(
    [0] => The number 1 is called uno in Spanish
    [1] => The number 2 is called dos in Spanish
    [2] => The number 3 is called tres in Spanish
    [3] => The number 4 is called cuatro in Spanish
    [4] => The number 5 is called cinco in Spanish
)

// printout of $d
Array
(
    [0] => Array
        (
            [1] => uno
        )

    [1] => Array
        (
            [2] => dos
        )

    [2] => Array
        (
            [3] => tres
        )

    [3] => Array
        (
            [4] => cuatro
        )

    [4] => Array
        (
            [5] => cinco
        )

)

通常、二つ以上の配列を使用する場合、 それらの長さは等しい必要があります。 これは、 コールバック関数が対応する要素に対して並行して適用されるためです。 配列の長さが等しくない場合、最も短い配列は空の要素で拡張されます。

この関数の面白い使用方法として、 配列の配列を構築するというものがあります。 これは、コールバック関数の名前として NULL を使用することにより、簡単に実行できるものです。

例4 配列の配列を生成する
<?php
$a = array(1, 2, 3, 4, 5);
$b = array("one", "two", "three", "four", "five");
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$c = array("uno", "dos", "tres", "cuatro", "cinco");

$d = array_map(null, $a, $b, $c);
print_r($d);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => 1
            [1] => one
            [2] => uno
        )

    [1] => Array
        (
            [0] => 2
            [1] => two
            [2] => dos
        )

    [2] => Array
        (
            [0] => 3
            [1] => three
            [2] => tres
        )

    [3] => Array
        (
            [0] => 4
            [1] => four
            [2] => cuatro
        )

    [4] => Array
        (
            [0] => 5
            [1] => five
            [2] => cinco
        )

)

配列引数に文字列のキーが含まれる場合は、 渡した配列がひとつだけなら返される配列に文字列キーが含まれることになります。 複数の引数を渡した場合は、返される配列は常に整数キーとなります。

例5 array_map() - 文字列キーの例
<?php
$arr = array("stringkey" => "value");
function cb1($a) {
    return array ($a);
}
function cb2($a, $b) {
    return array ($a, $b);
}
var_dump(array_map("cb1", $arr));
var_dump(array_map("cb2", $arr, $arr));
var_dump(array_map(null,  $arr));
var_dump(array_map(null, $arr, $arr));
?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
  ["stringkey"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(5) "value"
  }
}
array(1) {
  [0]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(5) "value"
    [1]=>
    string(5) "value"
  }
}
array(1) {
  ["stringkey"]=>
  string(5) "value"
}
array(1) {
  [0]=>
  array(2) {
    [0]=>
    string(5) "value"
    [1]=>
    string(5) "value"
  }
}

参考

array_filter() - コールバック関数を使用して、配列の要素をフィルタリングする
array_reduce() - コールバック関数を用いて配列を普通の値に変更することにより、配列を再帰的に減らす
array_walk() - 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する
create_function() - 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する

callback 型に関する情報
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array_merge_recursive
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

array_merge_recursive — 二つ以上の配列を再帰的にマージする

説明

array array_merge_recursive ( array $array1 [, array $... ] )

array_merge_recursive() は、 一つ以上の配列の要素をマージし、 前の配列の最後にもう一つの配列の値を追加します。 マージした後の配列を返します。

入力配列が同じ文字列のキーを有している場合、 マージした後の配列ではこれらのキーの値がひとつにまとめられます。 この処理は再帰的に行われます。 このため、値の一つが配列自体を指している場合、 この関数は別の配列の対応するエントリもマージします。 しかし、配
列が同じ数値キーを有している場合、 後の値は元の値を上書せず、追加されます。

パラメータ
array1

マージするもとの配列。
...

再帰的にマージしていく配列の可変リスト。

返り値

すべての引数の配列をマージした結果の配列を返します。

例

例1 array_merge_recursive() の例
<?php
$ar1 = array("color" => array("favorite" => "red"), 5);
$ar2 = array(10, "color" => array("favorite" => "green", "blue"));
$result = array_merge_recursive($ar1, $ar2);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [color] => Array
        (
            [favorite] => Array
                (
                    [0] => red
                    [1] => green
                )

            [0] => blue
        )

    [0] => 5
    [1] => 10
)

参考

array_merge() - ひとつまたは複数の配列をマージする

array_merge
(PHP 4, PHP 5)

array_merge — ひとつまたは複数の配列をマージする

説明

array array_merge ( array $array1 [, array $array2 [, array $... ]] )

前の配列の後ろに配列を追加することにより、 ひとつまたは複数の配列の要素をマージし、得られた配列を返します。

入力配列が同じキー文字列を有していた場合、そのキーに関する後に指定された値が、 前の値を上書きします。しかし、配列が同じ添字番号を有していても 値は追記されるため、このようなことは起きません。

入力配列の中にある数値添字要素の添字の数値は、 結果の配列ではゼロから始まる連続した数値に置き換えられます。

パラメータ
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array1

最初の配列。
...

再帰的にマージしていく任意の数の配列のリスト。

返り値

結果の配列を返します。

変更履歴

バージョ
ン 説明

5.0.0

警告

array_merge() の動作は PHP 5 で変更されました。PHP 4 とは異なり、 array_merge() は、array 型のパラメータのみを受け取るようになりました。しかし、 他の型をマージするために型キャストを使用することも可能です。 詳細は以下の例を参照してくださ
い。

例1 array_merge() PHP 5 の例
<?php
$beginning = 'foo';
$end = array(1 => 'bar');
$result = array_merge((array)$beginning, (array)$end);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
    Array
    (
        [0] => foo
        [1] => bar
    )

例

例2 array_merge() の例
<?php
$array1 = array("color" => "red", 2, 4);
$array2 = array("a", "b", "color" => "green", "shape" => "trapezoid", 4);
$result = array_merge($array1, $array2);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [color] => green
    [0] => 2
    [1] => 4
    [2] => a
    [3] => b
    [shape] => trapezoid
    [4] => 4
)

例3 簡単な array_merge() の例
<?php
$array1 = array();
$array2 = array(1 => "data");
$result = array_merge($array1, $array2);
?>

数値添字が振りなおされることに注意!

Array
(
    [0] => data
)

二番目の配列の要素を最初の配列に追加したい (最初の配列に存在する要素は上書きせず、添字も変更しない) 場合は、配列結合演算子 + を使います。
<?php
$array1 = array(0 => 'zero_a', 2 => 'two_a', 3 => 'three_a');
$array2 = array(1 => 'one_b', 3 => 'three_b', 4 => 'four_b');
$result = $array1 + $array2;
var_dump($result);
?>

最初の配列のキーはそのまま残ります。 両方の配列に同じキーが存在する場合は最初の配列のものが残り、 二番目の配列の内容は無視されます。
array(5) {
  [0]=>
  string(6) "zero_a"
  [2]=>
  string(5) "two_a"
  [3]=>
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  string(7) "three_a"
  [1]=>
  string(5) "one_b"
  [4]=>
  string(6) "four_b"
}

参考

array_merge_recursive() - 二つ以上の配列を再帰的にマージする
array_combine() - 一方の配列をキーとして、もう一方の配列を値として、ひとつの配列を生成する
配列演算子

array_multisort
(PHP 4, PHP 5)

array_multisort — 複数の多次元の配列をソートする

説明

bool array_multisort ( array &$arr [, mixed $arg = SORT_ASC [, mixed $arg = SORT_REGULAR [, mixed $... ]]] )

array_multisort() は、複数の配列を一度に、 または、多次元の配列をその次元の一つでソートする際に使用可能です。 この関数は、ソートの際にキーの相関を維持します。

連想配列のキー (string) は不変ですが、 数値添字は再度振り直されます。

パラメータ
arr

ソートしたい配列。
arg

オプションで指定する別の配列、 あるいは先ほどの引数の配列のソート方法 (SORT_ASC, SORT_DESC, SORT_REGULAR, SORT_NUMERIC, SORT_STRING)。
...

追加の引数。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 複数の配列をソートする
<?php
$ar1 = array(10, 100, 100, 0);
$ar2 = array(1, 3, 2, 4);
array_multisort($ar1, $ar2);

var_dump($ar1);
var_dump($ar2);
?>

この例では、ソートの後で、最初の配列は、0, 10, 100, 100 となります。 2番目の配列は、4, 1, 2, 3 を有します。最初の配列 (100 および 100) の同じエントリに対応している二番目の配列のエントリは、 同時にソートされます。
array(4) {
  [0]=> int(0)
  [1]=> int(10)
  [2]=> int(100)
  [3]=> int(100)
}
array(4) {
  [0]=> int(4)
  [1]=> int(1)
  [2]=> int(2)
  [3]=> int(3)
}

例2 多次元の配列をソートする
<?php
$ar = array(
       array("10", 11, 100, 100, "a"),
       array(   1,  2, "2",   3,   1)
      );
array_multisort($ar[0], SORT_ASC, SORT_STRING,
                $ar[1], SORT_NUMERIC, SORT_DESC);
var_dump($ar);
?>

この例では、ソートされた後、最初の配列は "10", 100, 100, 11, "a" (文字列として昇順でソートされています) に変換され、二番目の配列は、 1, 3, "2", 2, 1 (数値として降順にソートされています) となっています。
array(2) {
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  [0]=> array(5) {
    [0]=> string(2) "10"
    [1]=> int(100)
    [2]=> int(100)
    [3]=> int(11)
    [4]=> string(1) "a"
  }
  [1]=> array(5) {
    [0]=> int(1)
    [1]=> int(3)
    [2]=> string(1) "2"
    [3]=> int(2)
    [4]=> int(1)
  }
}

例3 データベースの結果をソートする

この例では、配列 data の個々の要素がテーブルのひとつの行を表しています。 これは、データベースのレコードの典型的な形式です。

データの例:

volume | edition
-------+--------
    67 |       2
    86 |       1
    85 |       6
    98 |       2
    86 |       6
    67 |       7

データは data という名前の配列に格納します。 これは、例えば mysql_fetch_assoc() の結果をループさせたりすれば得られます。
<?php
$data[] = array('volume' => 67, 'edition' => 2);
$data[] = array('volume' => 86, 'edition' => 1);
$data[] = array('volume' => 85, 'edition' => 6);
$data[] = array('volume' => 98, 'edition' => 2);
$data[] = array('volume' => 86, 'edition' => 6);
$data[] = array('volume' => 67, 'edition' => 7);
?>

この例では、データを volume の降順、 edition の昇順に並べ替えます。

私たちが今もっているのは行方向の配列ですが、 array_multisort() で必要なのは列方向の配列です。 そこで、以下のコードで列方向の配列を得たあとでソートを行います。
<?php
// 列方向の配列を得る
foreach ($data as $key => $row) {
    $volume[$key]  = $row['volume'];
    $edition[$key] = $row['edition'];
}

// データを volume の降順、edition の昇順にソートする。
// $data を最後のパラメータとして渡し、同じキーでソートする。
array_multisort($volume, SORT_DESC, $edition, SORT_ASC, $data);
?>

データセットの行はソートされ、以下のようになります:

volume | edition
-------+--------
    98 |       2
    86 |       1
    86 |       6
    85 |       6
    67 |       2
    67 |       7

例4 大文字・小文字を区別しないソート

SORT_STRING と SORT_REGULAR はどちらも大文字・小文字を区別し、 大文字ではじまる文字列が小文字で始まる文字列より前になります。

大文字・小文字を区別しないためには、 元の配列の内容をすべて小文字に変換した配列を用意し、 それをソートの基準にします。
<?php
$array = array('Alpha', 'atomic', 'Beta', 'bank');
$array_lowercase = array_map('strtolower', $array);

array_multisort($array_lowercase, SORT_ASC, SORT_STRING, $array);

print_r($array);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => Alpha
    [1] => atomic
    [2] => bank
    [3] => Beta
)

参考

usort() - ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする
配列ソート関数の比較
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array_pad
(PHP 4, PHP 5)

array_pad — 指定長、指定した値で配列を埋める

説明

array array_pad ( array $input , int $pad_size , mixed $pad_value )

array_pad() は、pad_size で指定した長さになるように値 pad_value で埋めて input のコピーを返します。 pad_size が正の場合、配列の右側が埋められます。 負の場合、配列の左側が埋められます。 pad_size の絶対値が input の長さ以下の場合、埋める処理は行われませ
ん。 一度に追加できる要素の最大数は 1048576 です。

パラメータ
input

値を埋めるもととなる配列。
pad_size

新しい配列のサイズ。
pad_value

input が pad_size より小さいときに、 埋めるために使用する値。

返り値

pad_size で指定した長さになるように値 pad_value で埋めて input のコピーを返します。 pad_size が正の場合、配列の右側が埋められます。 負の場合、配列の左側が埋められます。 pad_size の絶対値が input の長さ以下の場合、埋める処理は行われません。

例

例1 array_pad() の例
<?php
$input = array(12, 10, 9);

$result = array_pad($input, 5, 0);
// 結果は、array(12, 10, 9, 0, 0) です。
$result = array_pad($input, -7, -1);
// 結果は、array(-1, -1, -1, -1, 12, 10, 9) です。
$result = array_pad($input, 2, "noop");
// 埋める処理は行われません。
?>

参考

array_fill() - 配列を指定した値で埋める
range() - ある範囲の整数を有する配列を作成する

array_pop
(PHP 4, PHP 5)

array_pop — 配列の末尾から要素を取り除く

説明

mixed array_pop ( array &$array )

array_pop() は配列 array の最後の値を取り出して返します。 配列 array は、要素一つ分短くなります。 array が空 (または、配列でない) の場合、 NULL が返されます。配列でない場合は、それに加えてさらに 警告 が発生します。

注意: この関数は、 配列 (array) ポインタを使用した後にリセット (reset()) します。

パラメータ
array

値を取り出す配列。

返り値

配列 array の最後の値を取り出して返します。 array が空 (または、配列でない) の場合、 NULL が返されます。
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例

例1 array_pop() の例
<?php
$stack = array("orange", "banana", "apple", "raspberry");
$fruit = array_pop($stack);
print_r($stack);
?>

この後、$stack の要素は三つのみとなります。
Array
(
    [0] => orange
    [1] => banana
    [2] => apple
)

そして、raspberry が $fruit に代入されます。

参考

array_push() - 一つ以上の要素を配列の最後に追加する
array_shift() - 配列の先頭から要素を一つ取り出す
array_unshift() - 一つ以上の要素を配列の最初に加える

array_product
(PHP 5 >= 5.1.0)

array_product — 配列の値の積を計算する

説明

number array_product ( array $array )

array_product() は、配列の値の積を計算します。

パラメータ
array

配列。

返り値

積を、integer あるいは float で返します。

例

例1 array_product() の例
<?php

$a = array(2, 4, 6, 8);
echo "product(a) = " . array_product($a) . "\n";

?>

上の例の出力は以下となります。
product(a) = 384

array_push
(PHP 4, PHP 5)

array_push — 一つ以上の要素を配列の最後に追加する

説明

int array_push ( array &$array , mixed $var [, mixed $... ] )

array_push()は、array をスタックとして処理し、渡された変数を array の最後に加えます。配列 array の長さは渡された変数の数だけ増加します。 各 var 毎に以下を繰り返すことと同じ効果があります。
<?php
$array[] = $var;
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?>
各 var で繰り返されます。

注意: もし配列にひとつの要素を加えるために array_push() を使用するなら、 関数を呼ぶオーバーヘッドがないので、$array[] = を使用するほうがいいです。

注意: 最初の引数が配列でない場合、array_push() は警告を発生させます。これは新規配列を生成する場合における $var[] の動作と異なります。

パラメータ
array

入力の配列。
var

追加する値。

返り値

処理後の配列の中の要素の数を返します。

例

例1 array_push() の例
<?php
$stack = array("orange", "banana");
array_push($stack, "apple", "raspberry");
print_r($stack);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => orange
    [1] => banana
    [2] => apple
    [3] => raspberry
)

参考

array_pop() - 配列の末尾から要素を取り除く
array_shift() - 配列の先頭から要素を一つ取り出す
array_unshift() - 一つ以上の要素を配列の最初に加える

array_rand
(PHP 4, PHP 5)

array_rand — 配列から一つ以上の要素をランダムに取得する

説明

mixed array_rand ( array $input [, int $num_req = 1 ] )

一つ以上のランダムなエントリを配列から取り出し、 取り出したエントリのキーを返します。

パラメータ
input

入力の配列。
num_req

取得するエントリの数を指定します。 配列の要素数より多くの要素を取り出そうとすると E_WARNING レベルのエラーとなります。

返り値

エントリを一つだけ取得する場合、 array_rand() はランダムなエントリのキーを返します。 その他の場合は、ランダムなエントリのキーの配列を返します。 これにより、ランダムなキーを取得し、 配列から値を取得することが可能になります。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.10 結果の配列のキーがシャッフルされなくなりました。
4.2.0 乱数生成器が自動的にシードを生成するようになりました。
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例

例1 array_rand() の例
<?php
srand((float) microtime() * 10000000);
$input = array("ネオ", "モーフィアス", "トリニティ", "サイファー", "タンク");
$rand_keys = array_rand($input, 2);
echo $input[$rand_keys[0]] . "\n";
echo $input[$rand_keys[1]] . "\n";
?>

注意

注意: PHP 4.2.0 以降、 srand() または mt_srand() によりランダム数生成器にシードを与える必要はありません。 これは、この処理が自動的に行われるためです。

参考

shuffle() - 配列をシャッフルする

array_reduce
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

array_reduce — コールバック関数を用いて配列を普通の値に変更することにより、配列を再帰的に減らす

説明

mixed array_reduce ( array $input , callback $function [, mixed $initial = NULL ] )

array_reduce() は、配列 input の各要素に function 関数を繰り返し適用し、 配列を一つの値に減らします。

パラメータ
input

入力の配列。
function

コールバック関数。
initial

オプションの intial が利用可能な場合、処理の最初で使用されたり、 配列が空の場合の最終結果として使用されます。

返り値

結果の値を返します。

配列が空で initial が渡されなかった場合は、 array_reduce() は NULL を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 initial に mixed を指定できるようになりました。 これまでは integer のみでした。

例

例1 array_reduce() の例
<?php
function rsum($v, $w)
{
    $v += $w;
    return $v;
}

function rmul($v, $w)
{
    $v *= $w;
    return $v;
}

$a = array(1, 2, 3, 4, 5);
$x = array();
$b = array_reduce($a, "rsum");
$c = array_reduce($a, "rmul", 10);
$d = array_reduce($x, "rsum", "No data to reduce");
?>

これにより、$b の値は 15 となり、$c の値は 1200 (= 10*1*2*3*4*5)、そして $d の値は No data to reduce となります。
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参考

array_filter() - コールバック関数を使用して、配列の要素をフィルタリングする
array_map() - 指定した配列の要素にコールバック関数を適用する
array_unique() - 配列から重複した値を削除する
array_count_values() - 配列の値の数を数える

array_replace_recursive
(PHP 5 >= 5.3.0)

array_replace_recursive — 渡された配列の要素を再帰的に置き換える

説明

array array_replace_recursive ( array &$array , array &$array1 [, array &$array2 [, array &$... ]] )

array_replace_recursive() は、 最初の配列の値をそれ以降の配列の同じ要素の値で置き換えます。 最初の配列のキーと同じキーが 2 番目の配列にあれば、 2 番目の配列の値が最初の配列の値を上書きします。 2 番目の配列に存在するキーが最初の配列に存在しなければ、
そのキーが新たに最初の配列内に作られます。 最初の配列にしか存在しないキーについては何も変わりません。 置き換え用の配列が複数渡された場合は渡した順に処理を行い、 後から渡した配列の値のほうが優先されます。

array_replace_recursive() は再帰的な処理を行います。 配列を再帰的にたどり、内部の値に対しても同じ手順で処理します。

array の値がスカラーの場合は、 array1 の値がスカラーであるか配列であるかにかかわらずそれで置き換えられます。 array の値と array1 の値が両方配列である場合は、array_replace_recursive() が対応する値を再帰的に処理します。

パラメータ
array

要素を置き換えたい配列。
array1

置き換えたい要素を含む配列。

返り値

配列を返します。エラーが発生した場合は NULL を返します。

例

例1 array_replace_recursive() の例
<?php
$base = array('citrus' => array( "orange") , 'berries' => array("blackberry", "raspberry"), );
$replacements = array('citrus' => array('pineapple'), 'berries' => array('blueberry'));

$basket = array_replace_recursive($base, $replacements);
print_r($basket);

$basket = array_replace($base, $replacements);
print_r($basket);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [citrus] => Array
        (
            [0] => pineapple
        )

    [berries] => Array
        (
            [0] => blueberry
            [1] => raspberry
        )

)
Array
(
    [citrus] => Array
        (
            [0] => pineapple
        )

    [berries] => Array
        (
            [0] => blueberry
        )

)

例2 array_replace_recursive() での再帰的な挙動の例
<?php
$base = array('citrus' => array("orange") , 'berries' => array("blackberry", "raspberry"), 'others' => 'banana' );
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$replacements = array('citrus' => 'pineapple', 'berries' => array('blueberry'), 'others' => array('litchis'));
$replacements2 = array('citrus' => array('pineapple'), 'berries' => array('blueberry'), 'others' => 'litchis');

$basket = array_replace_recursive($base, $replacements, $replacements2);
print_r($basket);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [citrus] => Array
        (
            [0] => pineapple
        )

    [berries] => Array
        (
            [0] => blueberry
            [1] => raspberry
        )

    [others] => litchis
)

参考

array_replace() - 渡された配列の要素を置き換える

array_replace
(PHP 5 >= 5.3.0)

array_replace — 渡された配列の要素を置き換える

説明

array array_replace ( array &$array , array &$array1 [, array &$array2 [, array &$... ]] )

array_replace() は、 最初の配列の値をそれ以降の配列の同じ要素の値で置き換えます。 最初の配列のキーと同じキーが 2 番目の配列にあれば、 2 番目の配列の値が最初の配列の値を上書きします。 2 番目の配列に存在するキーが最初の配列に存在しなければ、 そのキーが新
たに最初の配列内に作られます。 最初の配列にしか存在しないキーについては何も変わりません。 置き換え用の配列が複数渡された場合は渡した順に処理を行い、 後から渡した配列の値のほうが優先されます。

array_replace() は再起的な処理を行いません。 2 番目の配列の値がどんな型であっても、最初の配列の値を置き換えます。

パラメータ
array

要素を置き換えたい配列。
array1

置き換えたい要素を含む配列。

返り値

配列を返します。エラーが発生した場合は NULL を返します。

例

例1 array_replace() の例
<?php
$base = array("orange", "banana", "apple", "raspberry");
$replacements = array(0 => "pineapple", 4 => "cherry");
$replacements2 = array(0 => "grape");

$basket = array_replace($base, $replacements, $replacements2);
print_r($basket);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => grape
    [1] => banana
    [2] => apple
    [3] => raspberry
    [4] => cherry
)

参考

array_replace_recursive() - 渡された配列の要素を再帰的に置き換える
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array_reverse
(PHP 4, PHP 5)

array_reverse — 要素を逆順にした配列を返す

説明

array array_reverse ( array $array [, bool $preserve_keys = false ] )

配列を受け取って、要素の順番を逆にした新しい配列を返します。

パラメータ
array

入力の配列。
preserve_keys

TRUE の場合はキーを保持します。

返り値

逆転させた配列を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.3 パラメータ preserve_keys が追加されました。

例

例1 array_reverse() の例
<?php
$input  = array("php", 4.0, array("green", "red"));
$result = array_reverse($input);
$result_keyed = array_reverse($input, true);
?>

この例において、$result と $result_keyed は同じ要素をもちますが、 キーが違うことに注意してください。 $result と $result_keyed の出力は次のようになります:

Array
(
    [0] => Array
        (
            [0] => green
            [1] => red
        )

    [1] => 4
    [2] => php
)
Array
(
    [2] => Array
        (
            [0] => green
            [1] => red
        )

    [1] => 4
    [0] => php
)

参考

array_flip() - 配列のキーと値を反転する

array_search
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

array_search — 指定した値を配列で検索し、見つかった場合に対応するキーを返す

説明

mixed array_search ( mixed $needle , array $haystack [, bool $strict ] )

haystack において needle を検索します。
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パラメータ
needle

探したい値。

注意:

needle が文字列の場合、 大文字小文字を区別して比較が行われます。
haystack

配列。
strict

オプションの3番目のパラメータ strict に TRUE が指定された場合、array_search() は identical 要素を haystack から探します。つまり、 haystack の中で needle の型に一致するかどうか、 そしてオブジェクトが同一のインスタンスであるかどうかも確認します。

返り値

needle が見つかった場合に配列のキー、 それ以外の場合に FALSE を返します。

もし haystack に 1 つ以上の needle に見つかった場合、 最初にマッチしたキーが返されます。 全てのマッチした値に対するキーを返すためには、代わりに array_keys() にパラメータ search_value を付けて使用してください。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 PHP 4.2.0 以前では、array_search() は、 失敗した場合に FALSE ではなく NULL を返します。

例

例1 array_search() の例
<?php
$array = array(0 => 'blue', 1 => 'red', 2 => 'green', 3 => 'red');

$key = array_search('green', $array); // $key = 2;
$key = array_search('red', $array);   // $key = 1;
?>

参考

array_keys() - 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す
array_values() - 配列の全ての値を返す
array_key_exists() - 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる
in_array() - 配列に値があるかチェックする

array_shift
(PHP 4, PHP 5)

array_shift — 配列の先頭から要素を一つ取り出す

説明

mixed array_shift ( array &$array )

array_shift() は、array の最初の値を取り出して返します。配列 array は、要素一つ分だけ短くなり、全ての要素は前にずれます。 数値添字の配列のキーはゼロから順に新たに振りなおされますが、 リテラルのキーはそのままになります。

注意: この関数は、 配列 (array) ポインタを使用した後にリセット (reset()) します。

パラメータ
array

入力の配列。

返り値

取り出した値を返します。array が空の場合や配列でない場合は NULL を返します。
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例

例1 array_shift() の例
<?php
$stack = array("orange", "banana", "apple", "raspberry");
$fruit = array_shift($stack);
print_r($stack);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => banana
    [1] => apple
    [2] => raspberry
)

そして、$fruit には orange が代入されます。

参考

array_unshift() - 一つ以上の要素を配列の最初に加える
array_push() - 一つ以上の要素を配列の最後に追加する
array_pop() - 配列の末尾から要素を取り除く

array_slice
(PHP 4, PHP 5)

array_slice — 配列の一部を展開する

説明

array array_slice ( array $array , int $offset [, int $length [, bool $preserve_keys = false ]] )

array_slice()は、array から引数 offset および length で指定された連続する要素を返します。

注意: この関数は、 配列 (array) ポインタを使用した後にリセット (reset()) します。

パラメータ
array

入力の配列。
offset

offset が負の値ではない場合、要素位置の計算は、 配列 array の offset から始められます。 offset が負の場合、要素位置の計算は array の最後から行われます。
length

lengthが指定され、正の場合、 連続する複数の要素が返されます。length が指定され、負の場合、配列の末尾から連続する複数の要素が返されます。 省略された場合、offset から配列の最後までの全ての要素が返されます。
preserve_keys

array_slice() はデフォルトで配列の数値キーを並べなおし、 リセットすることに注意してください。 preserve_keys を TRUE にする事でこの動作を変更することができます。

返り値

切り取った部分を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.2 オプションのパラメータ preserve_keys が追加されました。

例

例1 array_slice() の例
<?php
$input = array("a", "b", "c", "d", "e");

$output = array_slice($input, 2);      // "c", "d", "e" を返す
$output = array_slice($input, -2, 1);  // "d" を返す
$output = array_slice($input, 0, 3);   // "a", "b", "c" を返す

// 配列キーの違いに注意
print_r(array_slice($input, 2, -1));
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print_r(array_slice($input, 2, -1, true));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => c
    [1] => d
)
Array
(
    [2] => c
    [3] => d
)

参考

array_splice() - 配列の一部を削除し、他の要素で置換する
unset() - 指定した変数の割当を解除する

array_splice
(PHP 4, PHP 5)

array_splice — 配列の一部を削除し、他の要素で置換する

説明

array array_splice ( array &$input , int $offset [, int $length = 0 [, mixed $replacement ]] )

配列 input から offset および length で指定された要素を削除し、配列 replacement でそれを置換します。

input の配列の数値添字は保存されないことに注意しましょう。

注意: replacement が配列でない場合は、 型変換 を行います (つまり (array) $parameter とします)。 たとえば replacement にオブジェクトや NULL などを指定した場合に、 予期せぬ動きをする可能性があります。

パラメータ
input

入力の配列。
offset

offset が正の場合、削除される部分は 配列 input の最初から指定オフセットの ぶんだけ進んだ位置からとなります。 offset が負の場合、削除される部分は、 input の末尾から数えた位置からとなります。
length

length が省略された場合、 offset から配列の最後までが全て削除されます。 length が指定され、正の場合、複数の要素が削除されます。 length が指定され、負の場合、 削除される部分は配列の末尾から複数の要素となります。 ヒント: replacement も指定した場合に
offset から配列の最後まで全てを削除するには、 length を求めるために count($input) を使用してください。

replacement

配列 replacement が指定された場合、 削除された要素は、この配列の要素で置換されます。

offset および length で何も削除しないと指定した場合、配列 replacement の要素は offset で指定された位置に挿入されます。 置換される配列のキーは保存されないことに注意してください。

もし replacement に一つしか要素がない場合、 要素そのものが配列やオブジェクトあるいは NULL でない限り、array() で括る必要はありません。

返り値

抽出された要素を含む配列を返します。

例

例1 array_splice() の例
<?php
$input = array("red", "green", "blue", "yellow");
array_splice($input, 2);
// ここでは $input は array("red", "green") となる
$input = array("red", "green", "blue", "yellow");
array_splice($input, 1, -1);
// ここでは $input は array("red", "yellow") となる
$input = array("red", "green", "blue", "yellow");
array_splice($input, 1, count($input), "orange");
// ここでは $input は array("red", "orange") となる
$input = array("red", "green", "blue", "yellow");
array_splice($input, -1, 1, array("black", "maroon"));
// ここでは $input は array("red", "green",
//          "blue", "black", "maroon") となる
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$input = array("red", "green", "blue", "yellow");
array_splice($input, 3, 0, "purple");
// ここでは $input は array("red", "green",
//          "blue", "purple", "yellow"); となる
?>

例2 array_splice() の例

以下の文は、同様に $input の値を変更します。
<?php
array_push($input, $x, $y);
array_splice($input, count($input), 0, array($x, $y));
array_pop($input);
array_splice($input, -1);
array_shift($input);
array_splice($input, 0, 1);
array_unshift($input, $x, $y);
array_splice($input, 0, 0, array($x, $y));
$input[$x] = $y; // キーがオフセットと等価な配列に対して
array_splice($input, $x, 1, $y);
?>

参考

array_slice() - 配列の一部を展開する
unset() - 指定した変数の割当を解除する
array_merge() - ひとつまたは複数の配列をマージする

array_sum
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

array_sum — 配列の中の値の合計を計算する

説明

number array_sum ( array $array )

array_sum() は、配列の中の値の合計を整数または float として返します。

パラメータ
array

入力の配列。

返り値

値の合計を整数または float として返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.1 4.2.1 より前のバージョンの PHP は、渡された配列自体を修正し、 文字列を数値 (これは値にもよるが多くの場合ゼロとなります) に変換していました。

例

例1 array_sum() の例
<?php
$a = array(2, 4, 6, 8);
echo "sum(a) = " . array_sum($a) . "\n";

$b = array("a" => 1.2, "b" => 2.3, "c" => 3.4);
echo "sum(b) = " . array_sum($b) . "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
sum(a) = 20
sum(b) = 6.9

array_udiff_assoc
(PHP 5)

array_udiff_assoc — データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
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説明

array array_udiff_assoc ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $data_compare_func )

データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算します。

注意: この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしないことに注意してください。 もちろん、array_udiff_assoc($array1[0], $array2[0], "some_comparison_func"); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。

パラメータ
array1

最初の配列。
array2

2 番目の配列。
data_compare_func

比較用のコールバック関数。

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を用いて行います。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

返り値

array_udiff_assoc() は、 array1 から他の引数の配列の中に現れない全ての値を含む array を返します。 array_diff() や array_udiff() と異なり、キーが比較に使用されることに注意してください。 配列のデータの比較は、ユーザが指定したコールバックを用いて行われます。
この点で、array_diff_assoc() は反対の動作、つまり 内部関数を利用した比較を行います。

例

例1 array_udiff_assoc() の例
<?php
class cr {
    private $priv_member;
    function cr($val)
    {
        $this->priv_member = $val;
    }

    static function comp_func_cr($a, $b)
    {
        if ($a->priv_member === $b->priv_member) return 0;
        return ($a->priv_member > $b->priv_member)? 1:-1;
    }
}

$a = array("0.1" => new cr(9), "0.5" => new cr(12), 0 => new cr(23), 1=> new cr(4), 2 => new cr(-15),);
$b = array("0.2" => new cr(9), "0.5" => new cr(22), 0 => new cr(3), 1=> new cr(4), 2 => new cr(-15),);

$result = array_udiff_assoc($a, $b, array("cr", "comp_func_cr"));
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0.1] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 9
        )

    [0.5] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 12
        )

    [0] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 23
        )
)

上の例で、"1" => new cr(4) の組み合わせが両方の配列にあること、 そしてそれが関数の出力に含まれていないことが確認できます。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_uassoc() - ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_uintersect() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
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array_udiff_uassoc
(PHP 5)

array_udiff_uassoc — データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する

説明

array array_udiff_uassoc ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $data_compare_func , callback $key_compare_func )

データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算します。

array_diff() や array_udiff() と異なり、キーが比較に使用されることに注意してください。

パラメータ
array1

最初の配列。
array2

2 番目の配列。
data_compare_func

比較用コールバック関数。

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を用いて行います。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

配列のデータの比較は、ユーザが指定したコールバック data_compare_func を用いて行われます。 この点で、array_diff_assoc() は反対の動作、つまり 内部関数を利用した比較を行います。
key_compare_func

キー（添字）の比較は、コールバック関数 key_compare_func で行われます。 array_udiff_assoc() では後者の比較が内部関数で 行われるという点で、この関数とは異なります。

返り値

array1 から他の引数の配列の中に現れない全ての 値を含むarray を返します。

例

例1 array_udiff_uassoc() の例
<?php
class cr {
    private $priv_member;
    function cr($val)
    {
        $this->priv_member = $val;
    }

    static function comp_func_cr($a, $b)
    {
        if ($a->priv_member === $b->priv_member) return 0;
        return ($a->priv_member > $b->priv_member)? 1:-1;
    }

    static function comp_func_key($a, $b)
    {
        if ($a === $b) return 0;
        return ($a > $b)? 1:-1;
    }
}
$a = array("0.1" => new cr(9), "0.5" => new cr(12), 0 => new cr(23), 1=> new cr(4), 2 => new cr(-15),);
$b = array("0.2" => new cr(9), "0.5" => new cr(22), 0 => new cr(3), 1=> new cr(4), 2 => new cr(-15),);

$result = array_udiff_uassoc($a, $b, array("cr", "comp_func_cr"), array("cr", "comp_func_key"));
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0.1] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 9
        )

    [0.5] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 12
        )

    [0] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 23
        )
)

上の例で、"1" => new cr(4) の組み合わせが両方の配列にあること、 そしてそれが関数の出力に含まれていないことが確認できます。 コールバック関数を 2 つ指定しなければならないことに注意してください。
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注意

注意: この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしないことに注意してください。 もちろん、array_udiff_uassoc($array1[0], $array2[0], "data_compare_func", "key_compare_func"); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_uintersect() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

array_udiff
(PHP 5)

array_udiff — データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する

説明

array array_udiff ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $data_compare_func )

データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算します。 この関数は array_diff() と異なり、 データの比較に内部関数を利用します。

パラメータ
array1

最初の配列。
array2

2 番目の配列。
data_compare_func

比較用のコールバック関数。

ユーザが指定したコールバック関数を用いてデータの比較を行います。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

返り値

他の引数のいずれにも存在しない array1 の値の全てを有する配列を返します。

例

例1 array_udiff() の例
<?php
class cr {
    private $priv_member;
    function cr($val)
    {
        $this->priv_member = $val;
    }

    static function comp_func_cr($a, $b)
    {
        if ($a->priv_member === $b->priv_member) return 0;
        return ($a->priv_member > $b->priv_member)? 1:-1;
    }
}
$a = array("0.1" => new cr(9), "0.5" => new cr(12), 0 => new cr(23), 1=> new cr(4), 2 => new cr(-15),);
$b = array("0.2" => new cr(9), "0.5" => new cr(22), 0 => new cr(3), 1=> new cr(4), 2 => new cr(-15),);

$result = array_udiff($a, $b, array("cr", "comp_func_cr"));
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0.5] => cr Object
        (
            [priv_member:private] => 12
        )

    [0] => cr Object
        (
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            [priv_member:private] => 23
        )

)

注意

注意: この関数は n 次元配列の一つの次元しかチェックしないことに注意してください。 もちろん、array_udiff($array1[0], $array2[0], "data_compare_func"); のようにすることでより深い次元でのチェックもできます。

参考

array_diff() - 配列の差を計算する
array_diff_assoc() - 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_uassoc() - ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_uintersect() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

array_uintersect_assoc
(PHP 5)

array_uintersect_assoc — データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

説明

array array_uintersect_assoc ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $data_compare_func )

データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算します。

array_uintersect()と異なり、キーが比較に使用される ことに注意してください。データはコールバック関数を用いて比較されます。

パラメータ
array1

最初の配列。
array2

2 番目の配列。
data_compare_func

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を利用して行われます。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

返り値

全ての引数に現れる array1 の全ての値を含む配列を返します。

例

例1 array_uintersect_assoc() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "GREEN", "B" => "brown", "yellow", "red");

print_r(array_uintersect_assoc($array1, $array2, "strcasecmp"));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => green
)

参考

array_uintersect() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
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array_uintersect_uassoc
(PHP 5)

array_uintersect_uassoc — データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

説明

array array_uintersect_uassoc ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $data_compare_func , callback $key_compare_func )

データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算します。 array_uintersect()と異なり、 キーが比較に使用されることに注意してください。 データと添字は、それぞれ個別のコールバック関数を用いて比較されます。

パラメータ
array1

最初の配列。
array2

2 番目の配列。
data_compare_func

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を利用して行われます。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。
key_compare_func

キーの比較用のコールバック関数。

返り値

全ての引数に現れる array1 の全ての値を含む配列を返します。

例

例1 array_uintersect_uassoc() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "GREEN", "B" => "brown", "yellow", "red");

print_r(array_uintersect_uassoc($array1, $array2, "strcasecmp", "strcasecmp"));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => green
    [b] => brown
)

参考

array_uintersect() - データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_uassoc() - 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

array_uintersect
(PHP 5)

array_uintersect — データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する

説明

array array_uintersect ( array $array1 , array $array2 [, array $ ... ], callback $data_compare_func )

データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算します。

パラメータ
array1
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最初の配列。
array2

2 番目の配列。
data_compare_func

比較用のコールバック関数。

比較は、ユーザが指定したコールバック関数を利用して行われます。 この関数は、1 つめの引数が 2 つめより小さい / 等しい / 大きい 場合にそれぞれ 負の数 / ゼロ / 正の数 を返す必要があります。

返り値

他の全ての引数に存在する array1 の値を全て有する配列を返します。

例

例1 array_uintersect() の例
<?php
$array1 = array("a" => "green", "b" => "brown", "c" => "blue", "red");
$array2 = array("a" => "GREEN", "B" => "brown", "yellow", "red");

print_r(array_uintersect($array1, $array2, "strcasecmp"));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => green
    [b] => brown
    [0] => red
)

参考

array_intersect() - 配列の共通項を計算する
array_intersect_assoc() - 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_uintersect_assoc() - データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc() - データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する

array_unique
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

array_unique — 配列から重複した値を削除する

説明

array array_unique ( array $array [, int $sort_flags = SORT_STRING ] )

array を入力とし、値に重複のない新規配列を返します。

キーは保持されることに注意してください。 array_unique() はまず文字列として値をソートし、 各値の最初のキーを保持し、2回目以降の全てのキーを無視します。 これは、ソート前の array で最初の関連する値のキーが保持されるという意味ではありません。

注意: (string) $elem1 === (string) $elem2 の場合のみ二つの要素は等しいとみなされます。 言い換えると、文字列表現が同じ場合となります。 最初の要素が使用されます。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションの 2 番目のパラメータ sort_flags にこれらの値を使用して、ソートの挙動を変更します。

ソート形式のフラグは次のとおりです。

SORT_REGULAR - 通常の比較 (型変換をしない) を行います
SORT_NUMERIC - 数値として比較します
SORT_STRING - 文字列として比較します
SORT_LOCALE_STRING - 現在のロケールにもとづいて文字列として比較します。

返り値

処理済の配列を返します。
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変更履歴

バージョン 説明
5.2.10 sort_flags のデフォルト値を SORT_STRING に戻しました。
5.2.9 オプションの sort_flags が追加され、 デフォルトは SORT_REGULAR となりました。5.2.9 より前のバージョンでは、 この関数は内部的に SORT_STRING によるソートを行っていました。

例

例1 array_unique() の例
<?php
$input = array("a" => "green", "red", "b" => "green", "blue", "red");
$result = array_unique($input);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => green
    [0] => red
    [1] => blue
)

例2 array_unique() と型
<?php
$input = array(4, "4", "3", 4, 3, "3");
$result = array_unique($input);
var_dump($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [0] => int(4)
  [2] => string(1) "3"
}

注意

注意: array_unique() は、 多次元配列での使用を想定したものではないことに注意しましょう。

array_unshift
(PHP 4, PHP 5)

array_unshift — 一つ以上の要素を配列の最初に加える

説明

int array_unshift ( array &$array , mixed $var [, mixed $... ] )

array_unshift() は、array の先頭に指定された要素を加えます。リストの要素は全体として加えられるため、 加えられた要素の順番は変わらないことに注意してください。 配列の数値添字はすべて新たにゼロから振りなおされます。 リテラルのキーについては変更されませ
ん。

パラメータ
array

入力の配列。
var

加える変数。

返り値

処理後の array の要素の数を返します。

例

例1 array_unshift() の例
<?php
$queue = array("orange", "banana");
array_unshift($queue, "apple", "raspberry");
print_r($queue);
?>

上の例の出力は以下となります。
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Array
(
    [0] => apple
    [1] => raspberry
    [2] => orange
    [3] => banana
)

参考

array_shift() - 配列の先頭から要素を一つ取り出す
array_push() - 一つ以上の要素を配列の最後に追加する
array_pop() - 配列の末尾から要素を取り除く

array_values
(PHP 4, PHP 5)

array_values — 配列の全ての値を返す

説明

array array_values ( array $input )

array_values() は、配列 input から全ての値を取り出し、数値添字をつけた配列を返します。

パラメータ
input

配列。

返り値

数値添字の値の配列を返します。

例

例1 array_values() の例
<?php
$array = array("size" => "XL", "color" => "gold");
print_r(array_values($array));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => XL
    [1] => gold
)

参考

array_keys() - 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す

array_walk_recursive
(PHP 5)

array_walk_recursive — 配列の全ての要素に、ユーザー関数を再帰的に適用する

説明

bool array_walk_recursive ( array &$input , callback $funcname [, mixed $userdata ] )

input 配列の各要素にユーザ定義関数 funcnameを適用します。 この関数は配列の要素内を再帰的にたどっていきます。

パラメータ
input

入力の配列。
funcname
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通常、 funcname は引数を二つとります。 input パラメータの値が最初の引数、 キー/添字は二番目の引数となります。

注意:

funcname により配列の値そのものを変更する必要がある場合、 funcname の最初の引数は 参照 として渡す必要があります。この場合、配列の要素に加えた変更は、 配列自体に対して行われます。
userdata

オプションの userdata パラメータが指定された場合、 コールバック関数 funcname への三番目の引数として渡されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 array_walk_recursive() の例
<?php
$sweet = array('a' => 'apple', 'b' => 'banana');
$fruits = array('sweet' => $sweet, 'sour' => 'lemon');

function test_print($item, $key)
{
    echo "$key holds $item\n";
}

array_walk_recursive($fruits, 'test_print');
?>

上の例の出力は以下となります。
a holds apple
b holds banana
sour holds lemon

キー 'sweet' が表示されないことにお気づきでしょう。array を要素として持つキーは関数に渡されません。

参考

array_walk() - 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する
callback 型に関する情報

array_walk
(PHP 4, PHP 5)

array_walk — 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する

説明

bool array_walk ( array &$array , callback $funcname [, mixed $userdata ] )

array 配列の各要素にユーザ定義関数 funcname を適用します。

array_walk() は array の内部配列ポインタに影響されません。array_walk() はポインタの位置に関わらず配列の全てに渡って適用されます。

パラメータ
array

入力の配列。
funcname

通常、 funcname は引数を二つとります。 array パラメータの値が最初の引数、 キー/添字は二番目の引数となります。

注意:

funcname により配列の値そのものを変更する必要がある場合、 funcname の最初の引数は 参照 として渡す必要があります。この場合、配列の要素に加えた変更は、 配列自体に対して行われます。

変更される可能性があるのは配列の値だけであり、 その構造を変更することはできません。つまり、 プログラマは要素の追加や削除そして並べ替えなどができないということです。 コールバック関数がこの条件を満たさない場合は、 この関数の動作は未定義で予期せぬ結
果を得ることになります。

userdata

オプションの userdata パラメータが指定された場合、 コールバック関数 funcname への三番目の引数として渡されます。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

funcname 関数が、指定された引数より多いパラメータを必要とする 場合、array_walk()がfuncname をコールする度にエラーレベル E_WARNING が 発生します。これらの警告は、array_walk() コールの前に PHP エラー演算子 @ を付けるか、error_reporting() により抑制する
ことができます。

例

例1 array_walk() の例
<?php
$fruits = array("d" => "lemon", "a" => "orange", "b" => "banana", "c" => "apple");

function test_alter(&$item1, $key, $prefix)
{
    $item1 = "$prefix: $item1";
}

function test_print($item2, $key)
{
    echo "$key. $item2<br />\n";
}

echo "Before ...:\n";
array_walk($fruits, 'test_print');

array_walk($fruits, 'test_alter', 'fruit');
echo "... and after:\n";

array_walk($fruits, 'test_print');
?>

上の例の出力は以下となります。
Before ...:
d. lemon
a. orange
b. banana
c. apple
... and after:
d. fruit: lemon
a. fruit: orange
b. fruit: banana
c. fruit: apple

参考

array_walk_recursive() - 配列の全ての要素に、ユーザー関数を再帰的に適用する
iterator_apply() - ユーザ関数をイテレータのすべての要素でコールする
create_function() - 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する
list() - 配列と同様の形式で、複数の変数への代入を行う
each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
call_user_func_array() - パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
array_map() - 指定した配列の要素にコールバック関数を適用する
callback 型に関する情報
foreach

array
(PHP 4, PHP 5)

array — 配列を生成する

説明

array array ([ mixed $... ] )

配列を作成します。 配列に関するより詳しい情報は配列型 のセクションをご覧ください。

パラメータ
...

カンマで区切った構文 "index => values" で、インデックスと値を定義します。 インデックスは文字列または数値とすることが可能です。 インデックスが省略された場合、0から始まる整数インデックスが自動的に生成されます。 インデックスが整数の場合、次に生成さ
れるインデックスは、 整数インデックスの最大値 + 1 となります。同じインデックスを二度定義した場合、 後の定義により最初の定義が上書きされることに注意してください。

一般的ではありませんが、 最後に定義された配列エントリの後に続くカンマがある場合、 これは有効な構文です。

返り値

パラメータの配列を返します。パラメータには、 =>演算子によりインデックスを指定することもできます。 配列に関するより詳しい情報は配列型 のセクションをご覧ください。
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例

以下の例では、二次元配列の生成方法、連想配列のキーの指定方法、 および通常の配列において添字番号をスキップし、 それに続く要素にアクセスする方法についてご紹介しています。

例1 array() の例
<?php
$fruits = array (
    "fruits"  => array("a" => "orange", "b" => "banana", "c" => "apple"),
    "numbers" => array(1, 2, 3, 4, 5, 6),
    "holes"   => array("first", 5 => "second", "third")
);
?>

例2 array() における自動インデックス
<?php
$array = array(1, 1, 1, 1,  1, 8 => 1,  4 => 1, 19, 3 => 13);
print_r($array);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [0] => 1
    [1] => 1
    [2] => 1
    [3] => 13
    [4] => 1
    [8] => 1
    [9] => 19
)

インデックス '3' は二度定義されており、後の値 13 が保持されることに注意してください。 インデックス 4 はインデックス 8 の後に定義され、 次に生成されるインデックス (値は 19) は、最大のインデックスが 8 であるため、9 となります。

次の例は、1 から始まる配列を作成します。

例3 array() で 1 から始まる配列を作成
<?php
$firstquarter = array(1 => 'January', 'February', 'March');
print_r($firstquarter);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [1] => January
    [2] => February
    [3] => March
)

Perl では、ダブルクオートで囲まれた配列の値にアクセスすることができます。 しかしながら、PHP では配列を中括弧で囲む必要があります。

例4 ダブルクオートで囲まれた配列にアクセスする
<?php

$foo = array('bar' => 'baz');
echo "Hello {$foo['bar']}!"; // Hello baz!

?>

注意

注意:

array()は、実際にはリテラル配列を表現するための 言語構成要素であり、通常の関数ではありません。

参考

array_pad() - 指定長、指定した値で配列を埋める
list() - 配列と同様の形式で、複数の変数への代入を行う
count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
range() - ある範囲の整数を有する配列を作成する
foreach
array 型

arsort
(PHP 4, PHP 5)

arsort — 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列を逆順にソートする

説明
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bool arsort ( array &$array [, int $sort_flags = SORT_REGULAR ] )

この関数は、連想配列において各配列のキーと要素との関係を維持しつつソートを行います。

この関数は、主に実際の要素の並び方が重要である連想配列をソートするために使われます。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションのパラメータ sort_flags によりソートの動作を修正可能です。詳細については、 sort() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 arsort() の例
<?php
$fruits = array("d" => "lemon", "a" => "orange", "b" => "banana", "c" => "apple");
arsort($fruits);
foreach ($fruits as $key => $val) {
    echo "$key = $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
a = orange
d = lemon
b = banana
c = apple

fruits はアルファベットの逆順にソートされ、 各要素とキーとの関係は維持されます。

参考

asort() - 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列をソートする
配列ソート関数の比較

asort
(PHP 4, PHP 5)

asort — 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列をソートする

説明

bool asort ( array &$array [, int $sort_flags = SORT_REGULAR ] )

この関数は、 連想配列において各配列のキーと要素との関係を維持しつつ配列をソートします。 この関数は、 主に実際の要素の並び方が重要である連想配列をソートするために使われます。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションのパラメータ sort_flags によりソートの動作を修正可能です。 詳細については、sort() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 asort() の例
<?php
$fruits = array("d" => "lemon", "a" => "orange", "b" => "banana", "c" => "apple");
asort($fruits);
foreach ($fruits as $key => $val) {
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    echo "$key = $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
c = apple
b = banana
d = lemon
a = orange

fruits はアルファベットの昇順にソートされ、 各要素とキーとの関係は維持されます。

参考

arsort() - 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列を逆順にソートする
配列ソート関数の比較

compact
(PHP 4, PHP 5)

compact — 変数名とその値から配列を作成する

説明

array compact ( mixed $varname [, mixed $... ] )

変数名とその値から配列を作成します。

各引数について、compact() は現在のシンボルテーブルにおいてその名前を有する変数を探し、 変数名がキー、変数の値がそのキーに関する値となるように追加します。 端的に言うと、extract() の逆の動作をします。

設定されていない全ての文字列は、単にスキップされます。

パラメータ
varname

compact() がとるパラメータの数は可変です。 各パラメータは、変数名を値とする文字列か、 変数名の配列のどちらかとすることができます。 配列は、変数名を値とする別の配列を持つことができます。 compact()はこれを再帰的に処理します。

返り値

追加された全ての変数を値とする出力配列を返します。

例

例1 compact() の例
<?php
$city  = "San Francisco";
$state = "CA";
$event = "SIGGRAPH";

$location_vars = array("city", "state");

$result = compact("event", "nothing_here", $location_vars);
print_r($result);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [event] => SIGGRAPH
    [city] => San Francisco
    [state] => CA
)

注意

注意: 分かった!

可変変数 は関数内で PHP の スーパーグローバル配列 と併用してはいけませんので、 スーパーグローバル配列を compact() に渡してはいけません。

参考

extract() - 配列からシンボルテーブルに変数をインポートする

count
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(PHP 4, PHP 5)

count — 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える

説明

int count ( mixed $var [, int $mode = COUNT_NORMAL ] )

変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数えます。

オブジェクトに対して、もし SPL がインストールされている場合、インターフェース Countable を実装することで count() にフックすることができます。このインターフェースには 1 つのメソッド count() があり、count() 関数に対する値を返します。

配列の実装やPHPでの使用法に関する詳細な説明については、マニュアルの 配列のセクションを参照ください。

パラメータ
var

配列。
mode

オプションのmode 引数が COUNT_RECURSIVE (または 1) にセットされた場合、count() は再帰的に配列をカウントします。 これは多次元配列の全ての要素をカウントするといった場合に特に有効です。 count() は無限の再帰を検出しません。

返り値

varに含まれる要素の数を返します。 他のものには、1つの要素しかありませんので、通常 var は配列です。

もし var が配列もしくは Countable インターフェースを実装したオブジェクトではない場合、 1 が返されます。 ひとつ例外があり、var が NULL の場合、 0 が返されます。

警告

count() は、セットされていない変数に関して 0 を返しますが、変数が空の配列として初期化されている場合にも 0 を返します。 ある変数がセットされているかどうかを調べるには、 isset() を使用してください。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 オプションのパラメータ mode が追加されました。

例

例1 count() の例
<?php
$a[0] = 1;
$a[1] = 3;
$a[2] = 5;
$result = count($a);
// $result == 3

$b[0]  = 7;
$b[5]  = 9;
$b[10] = 11;
$result = count($b);
// $result == 3

$result = count(null);
// $result == 0

$result = count(false);
// $result == 1
?>

例2 再帰的な count() の例
<?php
$food = array('fruits' => array('orange', 'banana', 'apple'),
              'veggie' => array('carrot', 'collard', 'pea'));

// 再帰的なカウント
echo count($food, COUNT_RECURSIVE); // output 8

// 通常のカウント
echo count($food); // output 2

?>

参考

is_array() - 変数が配列かどうかを検査する
isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
strlen() - 文字列の長さを得る
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current
(PHP 4, PHP 5)

current — 配列内の現在の要素を返す

説明

mixed current ( array &$array )

各配列は、"カレント"の要素へのポインタを有しています。 このポインタは、その配列の最初の要素を指すように初期化されます。

パラメータ
array

配列。

返り値

current() 関数は、 単に内部ポインタが現在指している配列要素の値を返します。 この関数は、ポインタを全く移動しません。 内部ポインタが最終要素の次を指していたり 配列が空だったりした場合、 current() は FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 current() と類似関数の使用例
<?php
$transport = array('foot', 'bike', 'car', 'plane');
$mode = current($transport); // $mode = 'foot';
$mode = next($transport);    // $mode = 'bike';
$mode = current($transport); // $mode = 'bike';
$mode = prev($transport);    // $mode = 'foot';
$mode = end($transport);     // $mode = 'plane';
$mode = current($transport); // $mode = 'plane';

$arr = array();
var_dump(current($arr)); // bool(false)

$arr = array(array());
var_dump(current($arr)); // array(0) { }
?>

注意

注意: 配列中に boolean FALSE の要素が含まれていると、 それを配列の終わりと区別することができません。FALSE 要素を含む配列を順に処理するには、each() 関数を参照ください。

参考

end() - 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
key() - 配列からキーを取り出す
each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
prev() - 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す
reset() - 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
next() - 内部配列ポインタを進める

each
(PHP 4, PHP 5)

each — 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める

説明

array each ( array &$array )

配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進めます。

each() を実行した後、配列カーソルは、 配列の次の要素に移動します。配列の最終要素にカーソルがある場合は、 最終要素にとどまります。再度 each を使用して配列を走査するには、 reset() を使用する必要があります。

パラメータ
array
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入力の配列。

返り値

配列 array から現在のキーと値のペアを返します。 このペアは 4 つの要素を持つ配列で、 それぞれの要素は 0, 1, key, value というキーを有しています。 要素 0とkey の各々は配列要素のキー名称を保持しており、1 と value の各々はそのデータを保持しています。

配列の内部ポインタが配列の最終要素以降を指す場合、 each() は FALSE を返します。

例

例1 each() の例
<?php
$foo = array("bob", "fred", "jussi", "jouni", "egon", "marliese");
$bar = each($foo);
print_r($bar);
?>

$bar は、ここでは以下のキー/値のペアを保持しています。
Array
(
    [1] => bob
    [value] => bob
    [0] => 0
    [key] => 0
)

<?php
$foo = array("Robert" => "Bob", "Seppo" => "Sepi");
$bar = each($foo);
print_r($bar);
?>

$bar は次のようなキー/値のペアを持つようになります。
Array
(
    [1] => Bob
    [value] => Bob
    [0] => Robert
    [key] => Robert
)

通常 each() は、配列の走査をするために list() と共に使用します。 例えばこのようになります。

例2 each() によって配列を走査する
<?php
$fruit = array('a' => 'apple', 'b' => 'banana', 'c' => 'cranberry');

reset($fruit);
while (list($key, $val) = each($fruit)) {
    echo "$key => $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
a => apple
b => banana
c => cranberry

警告

配列を他の変数に代入すると、もとの配列の内部ポインタがリセットされます。 そのため、上の例のループ内で $fruit を他の変数に代入すると、無限ループを引き起こしてしまいます。

警告

each() をオブジェクトに対して使用することもできますが、 予期せぬ結果を返すことになるかもしれません。 オブジェクトのプロパティを each() で反復処理することはおすすめしません。

参考

key() - 配列からキーを取り出す
list() - 配列と同様の形式で、複数の変数への代入を行う
current() - 配列内の現在の要素を返す
reset() - 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
next() - 内部配列ポインタを進める
prev() - 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す
foreach
オブジェクトのイタレーション

end
(PHP 4, PHP 5)

end — 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
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説明

mixed end ( array &$array )

end() は array の内部ポインタを最後の要素まで進め、その値を返します。

パラメータ
array

配列。この配列は参照渡しとなります。関数内で配列の中身を変更するからです。 つまり、ここには配列そのものを渡さなければならず、 配列を返す関数を指定することはできません。 参照渡しできるのは、実際の変数だけだからです。

返り値

最後の要素の値、あるいは空の配列の場合は FALSE を返します。

例

例1 end() の例
<?php

$fruits = array('リンゴ', 'バナナ', 'クランベリー');
echo end($fruits); // クランベリー
?>

参考

current() - 配列内の現在の要素を返す
each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
prev() - 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す
reset() - 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
next() - 内部配列ポインタを進める

extract
(PHP 4, PHP 5)

extract — 配列からシンボルテーブルに変数をインポートする

説明

int extract ( array $var_array [, int $extract_type = EXTR_OVERWRITE [, string $prefix ]] )

配列からシンボルテーブルに変数をインポートします。

各キーについて変数名として有効であるかどうか、 そして、シンボルテーブルの既存の変数と衝突しないかどうかを確認します。

パラメータ
var_array

この関数は連想配列 var_array を引数とし、そのキーを変数名、値を変数の値として処理します。 各キー/値の組に関して、extract_type および prefix パラメータに基づき、 現在のシンボルテーブルに変数を一つ作成します。

連想配列を使用する必要があります。EXTR_PREFIX_ALL または EXTR_PREFIX_INVALID を使用しない限り、 数値添字の配列には結果は出力されません。
extract_type

無効または数値キーおよび衝突に関する対処法は、 extract_type で定義されます。 これは以下の値のどれかとなります。
EXTR_OVERWRITE

衝突があった場合、存在する変数が上書きされます。
EXTR_SKIP

衝突があった場合、存在する変数は上書きされません。
EXTR_PREFIX_SAME

衝突があった場合、prefix を前につけた新しい変数となります。
EXTR_PREFIX_ALL

全ての変数の前に prefix を付けます。
EXTR_PREFIX_INVALID

無効または数値の変数名のみに接頭辞 prefix を付けます。
EXTR_IF_EXISTS

現在のシンボルテーブルに既に存在する場合にのみ上書きします。 例えば $_REQUEST 以外にあなたが定義した変数のみを展開し 有効な変数としたいような場合に有用です。
EXTR_PREFIX_IF_EXISTS

同じ変数だが接頭辞をつけていないバージョンの変数が 現在のシンボルテーブルに存在する場合にのみ 変数を生成します。
EXTR_REFS

変数を参照として展開します。 これはインポート済みの変数が、 var_array パラメータの値に常に参照付けられることを意味します。 このフラグを単独で使用するか、 あるいはextract_typeと和算することにより、 他のフラグとそれを組み合わせることができま
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す。

extract_type が指定されない場合、 EXTR_OVERWRITE とみなされます。
prefix

prefix は、 extract_type が EXTR_PREFIX_SAME、EXTR_PREFIX_ALL、 EXTR_PREFIX_INVALID あるいは EXTR_PREFIX_IF_EXISTS の場合にのみ必要であることに注意してください。 接頭辞を付けた変数名が有効な変数名でない場合、 この変数はシンボルテーブルにインポートさ
れません。接頭辞は、 アンダースコア文字で配列のキーから自動的に分割されます。

返り値

シンボルテーブルにインポートした変数の数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 EXTR_REFS が追加されました。
4.2.0 EXTR_IF_EXISTS と EXTR_PREFIX_IF_EXISTS が追加されました。
4.0.5 この関数は、取り込んだ変数の数を返すようになりました。 EXTR_PREFIX_INVALID が追加されました。 EXTR_PREFIX_ALL が数値変数も扱ううようになりました。

例

例1 extract() の例

extract の使用例としては、シンボルテーブルに wddx_deserialize() から返された連想配列を インポートすることが考えられます。
<?php

/* $var_array はwddx_deserializeから返された配列と仮定します */
$size = "large";
$var_array = array("color" => "blue",
                   "size"  => "medium",
                   "shape" => "sphere");
extract($var_array, EXTR_PREFIX_SAME, "wddx");

echo "$color, $size, $shape, $wddx_size\n";

?>

上の例の出力は以下となります。
blue, large, sphere, medium

EXTR_PREFIX_SAME を指定したため、$size は上書きされず、$wddx_size が作成されます。 EXTR_SKIP が指定された場合、$wddx_size は作成されません。 EXTR_OVERWRITE の場合は、$size の値は "medium" となります。 EXTR_PREFIX_ALL の場合は新規の変数 $wddx_color,
$wddx_size, $wddx_shape が作成されます。

注意

警告

extract() をユーザー入力 ($_GET や $_FILES など) のような信頼できないデータについて使用しないでください。 もし行う場合、例えば register_globals を信頼しているような古いコードを一時的に実行したい場合、 EXTR_SKIP のような extract_type の値が上書きされていな
いことを確認してください。そして php.ini の variables_order で定義されたものと同じ順で展開すべきであることに留意してください。

注意:

register_globals が on の状態で $_FILES に対して extract() を実行して EXTR_SKIP を指定すると、 その結果に驚くことでしょう。

警告

これは決しておすすめする方法ではなく、 単にドキュメントとしての完全性を求めてここに書いているだけです。 register_globals を使ったり、$_FILES のような信頼できないデータに対して extract() を使ったりすることは非推奨となっています。 先に説明したよ
うにセキュリティ上のリスクがあるからです。 もしこの問題に遭遇したならば、 まずいコーディング作法を少なくともふたつ使っているということになります。
<?php

/* $testfile にはアップロードされたファイルの名前が入っており、
   register_globals が on であるものとします */
var_dump($testfile);
extract($_FILES, EXTR_SKIP);
var_dump($testfile);
var_dump($testfile['tmp_name']);

?>
おそらくこんな結果になることを期待しているでしょう。
string(14) "/tmp/phpgCCPX8"
array(5) {
  ["name"]=>
  string(10) "somefile.txt"
  ["type"]=>
  string(24) "application/octet-stream"
  ["tmp_name"]=>
  string(14) "/tmp/phpgCCPX8"
  ["error"]=>
  int(0)
  ["size"]=>
  int(4208)
}
string(14) "/tmp/phpgCCPX8"
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しかし、実際にはこのようになります。
string(14) "/tmp/phpgCCPX8"
string(14) "/tmp/phpgCCPX8"
string(1) "/"

これは、register_globals が on の場合は extract() がコールされた時点で既にグローバルスコープに $testfile が存在するからです。 そして EXTR_SKIP が指定されているので、 $testfile が $_FILES 配列の内容で上書きされることはありません。 $testfile はそのま
ま文字列として残るわけです。 文字列は配列構文を使ってもアクセスでき、 非数値の文字列 tmp_name は 0 と解釈されるので、PHP は $testfile['tmp_name'] を $testfile[0] とみなします。

参考

compact() - 変数名とその値から配列を作成する

in_array
(PHP 4, PHP 5)

in_array — 配列に値があるかチェックする

説明

bool in_array ( mixed $needle , array $haystack [, bool $strict ] )

needle で haystack を検索します。

パラメータ
needle

探す値。

注意:

needle が文字列の場合、 比較の際に大文字小文字は区別されます。
haystack

配列。
strict

三番目のパラメータ strict が TRUE に設定された場合、 in_array() は、haystack の中の needle の 型も確認します。

返り値

配列で needle が見つかった場合に TRUE、それ以外の場合は、FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 needle に配列を使用できるようになりました。

例

例1 in_array() の例
<?php
$os = array("Mac", "NT", "Irix", "Linux");
if (in_array("Irix", $os)) {
    echo "Got Irix";
}
if (in_array("mac", $os)) {
    echo "Got mac";
}
?>

二番目の条件式は失敗します。in_array() は大文字小文字を区別するからです。したがって次のような出力になります。
Got Irix

例2 strict を指定した in_array() の例
<?php
$a = array('1.10', 12.4, 1.13);

if (in_array('12.4', $a, true)) {
    echo "'12.4' found with strict check\n";
}

if (in_array(1.13, $a, true)) {
    echo "1.13 found with strict check\n";
}
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?>

上の例の出力は以下となります。
1.13 found with strict check

例3 needleが配列の場合の in_array()

<?php
$a = array(array('p', 'h'), array('p', 'r'), 'o');

if (in_array(array('p', 'h'), $a)) {
    echo "'ph' was found\n";
}

if (in_array(array('f', 'i'), $a)) {
    echo "'fi' was found\n";
}

if (in_array('o', $a)) {
    echo "'o' was found\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
  'ph' was found
  'o' was found

参考

array_search() - 指定した値を配列で検索し、見つかった場合に対応するキーを返す
isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
array_key_exists() - 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる

key
(PHP 4, PHP 5)

key — 配列からキーを取り出す

説明

mixed key ( array &$array )

key() は、 現在の配列位置における連想配列要素のキーを返します。

パラメータ
array

配列。

返り値

key() 関数は、内部ポインタが現在指している配列要素のキーを返します。 ポインタを移動することはありません。内部ポインタが要素リストの末尾にいる場合や配列が空の場合は key() は NULL を返します。

例

例1 key() の例
<?php
$array = array(
    'fruit1' => 'リンゴ',
    'fruit2' => 'オレンジ',
    'fruit3' => 'ブドウ',
    'fruit4' => 'リンゴ',
    'fruit5' => 'リンゴ');

// このループは値が "リンゴ" である
// 全ての連想配列のキーを表示します
while ($fruit_name = current($array)) {
    if ($fruit_name == 'リンゴ') {
        echo key($array).'<br />';
    }
    next($array);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
fruit1<br />
fruit4<br />
fruit5<br />

参考
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current() - 配列内の現在の要素を返す
next() - 内部配列ポインタを進める

krsort
(PHP 4, PHP 5)

krsort — 配列をキーで逆順にソートする

説明

bool krsort ( array &$array [, int $sort_flags = SORT_REGULAR ] )

配列をキーにより逆順にソートします。キーとデータとの関係は維持されます。 この関数は主に連想配列の場合に有用です。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションのパラメータ sort_flags によりソートの動作を修正可能です。詳細については、 sort() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 krsort() の例
<?php
$fruits = array("d"=>"lemon", "a"=>"orange", "b"=>"banana", "c"=>"apple");
krsort($fruits);
foreach ($fruits as $key => $val) {
    echo "$key = $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
d = lemon
c = apple
b = banana
a = orange

参考

arsort() - 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列を逆順にソートする
ksort() - 配列をキーでソートする
配列ソート関数の比較

ksort
(PHP 4, PHP 5)

ksort — 配列をキーでソートする

説明

bool ksort ( array &$array [, int $sort_flags = SORT_REGULAR ] )

キーとデータの関係を維持しつつ、配列をキーでソートします。 この関数は、主として連想配列において有用です。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションのパラメータ sort_flags によりソートの動作を修正可能です。詳細については、 sort() を参照ください。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ksort() の例
<?php
$fruits = array("d"=>"lemon", "a"=>"orange", "b"=>"banana", "c"=>"apple");
ksort($fruits);
foreach ($fruits as $key => $val) {
    echo "$key = $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
a = orange
b = banana
c = apple
d = lemon

参考

asort() - 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列をソートする
配列ソート関数の比較

list
(PHP 4, PHP 5)

list — 配列と同様の形式で、複数の変数への代入を行う

説明

array list ( mixed $varname [, mixed $... ] )

array() と同様に、 この関数は実際には関数ではなく言語の構成要素です。 list() は、 単一の操作で一連の変数に値を代入するために使われます。

パラメータ
varname

変数。

返り値

代入した配列を返します。

例

例1 list() の例
<?php

$info = array('コーヒー', '茶色', 'カフェイン');

// すべての変数の取得
list($drink, $color, $power) = $info;
echo "$drink の色は $color で、$power が含まれています。\n";

// 一部の変数の取得
list($drink, , $power) = $info;
echo "$drink には $power が含まれています。\n";

// 三番目のみの取得
list( , , $power) = $info;
echo "$power 欲しい!\n";

// list() は文字列では動作しません
list($bar) = "abcde";
var_dump($bar); // NULL
?>

例2 list() の使用法の例
<table>
 <tr>
  <th>社員氏名</th>
  <th>給与</th>
 </tr>

<?php

$result = mysql_query("SELECT id, name, salary FROM employees", $conn);
while (list($id, $name, $salary) = mysql_fetch_row($result)) {
    echo " <tr>\n" .
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          "  <td><a href=\"info.php?id=$id\">$name</a></td>\n" .
          "  <td>$salary</td>\n" .
          " </tr>\n";
}

?>

</table>

例3 ネストした list() の使用法
<?php

list($a, list($b, $c)) = array(1, array(2, 3));

var_dump($a, $b, $c);

?>

int(1)
int(2)
int(3)

例4 配列の添字を使用した list() の例
<?php

$info = array('coffee', 'brown', 'caffeine');

list($a[0], $a[1], $a[2]) = $info;

var_dump($a);

?>

次のような出力になります(list() の文法に書かれた 順番と、要素の順番の違いに注意):

array(3) {
  [2]=>
  string(8) "caffeine"
  [1]=>
  string(5) "brown"
  [0]=>
  string(6) "coffee"
}

注意

警告

list()は、最も右のパラメータから値を代入します。 プレーンな変数を使用している場合には、このことを気にする必要はありません。 しかし、添字配列を使用している場合には、配列の添字の順番が list() に書いたものと同じく左から右となることを通常は期待しますが、 そ
うはなりません。この配列の添字は逆の順番となります。

注意:

list() は数値添字の配列のみを生成します。 添字は 0 から始まります。

参考

each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
array() - 配列を生成する
extract() - 配列からシンボルテーブルに変数をインポートする

natcasesort
(PHP 4, PHP 5)

natcasesort — 大文字小文字を区別しない"自然順"アルゴリズムを用いて配列をソートする

説明

bool natcasesort ( array &$array )

natcasesort() は、大文字小文字を区別しないバージョンの natsort() です。

この関数は、人間が行うような手法でアルファベットまたは数字の文字列の順番を キー/値の関係を保持したままソートします。 これは、"自然順(natural ordering)"と呼ばれているものです。

パラメータ
array

入力の配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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例

例1 natcasesort() の例
<?php
$array1 = $array2 = array('IMG0.png', 'img12.png', 'img10.png', 'img2.png', 'img1.png', 'IMG3.png');

sort($array1);
echo "Standard sorting\n";
print_r($array1);

natcasesort($array2);
echo "\nNatural order sorting (case-insensitive)\n";
print_r($array2);
?>

上の例の出力は以下となります。
Standard sorting
Array
(
    [0] => IMG0.png
    [1] => IMG3.png
    [2] => img1.png
    [3] => img10.png
    [4] => img12.png
    [5] => img2.png
)

Natural order sorting (case-insensitive)
Array
(
    [0] => IMG0.png
    [4] => img1.png
    [3] => img2.png
    [5] => IMG3.png
    [2] => img10.png
    [1] => img12.png
)

より詳細な情報については、Martin Poolの» Natural Order String Comparison ページを参照ください。

参考

natsort() - "自然順"アルゴリズムで配列をソートする
配列ソート関数の比較
strnatcmp() - "自然順"アルゴリズムにより文字列比較を行う
strnatcasecmp() - "自然順"アルゴリズムにより大文字小文字を区別しない文字列比較を行う

natsort
(PHP 4, PHP 5)

natsort — "自然順"アルゴリズムで配列をソートする

説明

bool natsort ( array &$array )

この関数は、人間が行うような手法でアルファベットまたは数字の文字列の順番を キー/値の関係を保持したままソートします。 これは、"自然順(natural ordering)"と呼ばれているものです。 このアルゴリズムと (sort() を用いた) 通常のコンピュータ文字列ソートアルゴリズ
ムの違いを示す例を以下に示します。

パラメータ
array

入力の配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.10 ゼロ埋めされた数値形式の文字列 ('00005' など) では、基本的にゼロを無視するようになりました。

例

例1 natsort() の基本的な使用例
<?php
$array1 = $array2 = array("img12.png", "img10.png", "img2.png", "img1.png");

asort($array1);

http://sourcefrog.net/projects/natsort/
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echo "Standard sorting\n";
print_r($array1);

natsort($array2);
echo "\nNatural order sorting\n";
print_r($array2);
?>

上の例の出力は以下となります。
Standard sorting
Array
(
    [3] => img1.png
    [1] => img10.png
    [0] => img12.png
    [2] => img2.png
)

Natural order sorting
Array
(
    [3] => img1.png
    [2] => img2.png
    [1] => img10.png
    [0] => img12.png
)

より詳細な情報については、Martin Poolの» Natural Order String Comparison ページを参照ください。

例2 natsort() をより知るための例
<?php
echo "負の数\n";
$negative = array('-5','3','-2','0','-1000','9','1');
print_r($negative);
natsort($negative);
print_r($negative);

echo "ゼロ埋め\n";
$zeros = array('09', '8', '10', '009', '011', '0'); 
print_r($zeros);
natsort($zeros);
print_r($zeros);

echo "文字入り\n";
$images_oops = array('image_1.jpg','image_12.jpg', 'image_21.jpg', 'image_4.jpg');
print_r($images_oops);
natsort($images_oops);
print_r($images_oops);

echo "キーによるソート\n";
$smoothie = array('orange' => 1, 'apple' => 1, 'yogurt' => 4, 'banana' => 4);
print_r($smoothie);
uksort( $smoothie, 'strnatcmp');
print_r($smoothie);
?>

上の例の出力は以下となります。

負の数
Array
(
    [0] => -5
    [1] => 3
    [2] => -2
    [3] => 0
    [4] => -1000
    [5] => 9
    [6] => 1
)
Array
(
    [2] => -2
    [0] => -5
    [4] => -1000
    [3] => 0
    [6] => 1
    [1] => 3
    [5] => 9
)

ゼロ埋め
Array
(
    [0] => 09
    [1] => 8
    [2] => 10
    [3] => 009
    [4] => 011
    [5] => 0
)
Array
(
    [5] => 0
    [1] => 8
    [3] => 009
    [0] => 09
    [2] => 10
    [4] => 011
)

文字入り
Array
(
    [0] => image_1.jpg
    [1] => image_12.jpg
    [2] => image_21.jpg
    [3] => image_4.jpg
)
Array
(
    [0] => image_1.jpg
    [3] => image_4.jpg

http://sourcefrog.net/projects/natsort/
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    [1] => image_12.jpg
    [2] => image_21.jpg
)

キーによるソート
Array
(
    [orange] => 1
    [apple]  => 1
    [yogurt] => 4
    [banana] => 4
)
Array
(
    [apple]  => 1
    [banana] => 4
    [orange] => 1
    [yogurt] => 4
)

参考

natcasesort() - 大文字小文字を区別しない"自然順"アルゴリズムを用いて配列をソートする
配列ソート関数の比較
strnatcmp() - "自然順"アルゴリズムにより文字列比較を行う
strnatcasecmp() - "自然順"アルゴリズムにより大文字小文字を区別しない文字列比較を行う

next
(PHP 4, PHP 5)

next — 内部配列ポインタを進める

説明

mixed next ( array &$array )

next() は、ひとつの違いを除いて current() と同じです。 next() は要素を返す前に内部配列ポインタをひとつ先に進めます。 つまり、次の配列要素を返すとともに内部配列ポインタをひとつ進めるということです。

パラメータ
array

対象となる配列。

返り値

内部配列ポインタが指す場所の次の場所の値を返します。 それ以上要素がない場合は FALSE を返します。

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

例

例1 next() および類似関数の使用例
<?php
$transport = array('foot', 'bike', 'car', 'plane');
$mode = current($transport); // $mode = 'foot';
$mode = next($transport);    // $mode = 'bike';
$mode = next($transport);    // $mode = 'car';
$mode = prev($transport);    // $mode = 'bike';
$mode = end($transport);     // $mode = 'plane';
?>

注意

注意: 配列中に boolean FALSE の要素が含まれていると、 それを配列の終わりと区別することができません。FALSE 要素を含む配列を順に処理するには、each() 関数を参照ください。

参考

current() - 配列内の現在の要素を返す
end() - 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
prev() - 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す
reset() - 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める

pos
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(PHP 4, PHP 5)

pos — current() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 current()

prev
(PHP 4, PHP 5)

prev — 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す

説明

mixed prev ( array &$array )

内部の配列ポインタをひとつ前に戻します。

prev() は、 内部の配列ポインタを進めるのではなく戻すということを除けば next() と同じです。

パラメータ
array

入力の配列。

返り値

内部の配列ポインタが指している前の場所の配列値を返します。 もう要素がない場合は FALSE を返します。

例

例1 prev() および類似関数の使用例
<?php
$transport = array('foot', 'bike', 'car', 'plane');
$mode = current($transport); // $mode = 'foot';
$mode = next($transport);    // $mode = 'bike';
$mode = next($transport);    // $mode = 'car';
$mode = prev($transport);    // $mode = 'bike';
$mode = end($transport);     // $mode = 'plane';
?>

注意

警告

この関数は論理値 FALSE を返す可能性がありますが、FALSE として評価される 0 や "" といった値を返す可能性もあります。 詳細については 論理値の セクションを参照してください。この関数の返り値を調べるには ===演算子 を 使用してください。

注意: 配列中に boolean FALSE の要素が含まれていると、 それを配列の先頭と区別することができません。FALSE 要素を含む配列を順に処理するには、each() 関数を参照ください。

参考

current() - 配列内の現在の要素を返す
end() - 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
next() - 内部配列ポインタを進める
reset() - 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める

range
(PHP 4, PHP 5)

range — ある範囲の整数を有する配列を作成する

説明

array range ( mixed $low , mixed $high [, number $step ] )

ある範囲の整数を有する配列を作成します。
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パラメータ
low

下限値。
high

上限値。
step

step が指定されている場合、それは 要素毎の増加数となります。step は正の数でなければなりません。デフォルトは 1 です。

返り値

low から high までの整数の配列を返します。 low > high の場合、順番は high から low となります。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 オプションのパラメータ step が追加されました。
4.1.0 から
4.3.2 PHP 4.1.0 から 4.3.2 までは、range() は数値文字を文字 (string) として認識し、数値 (integer) としては認識しません。 その代わり、文字列シーケンスが使用されます。例えば、 "4242" は "4" として扱われます。

4.1.0 4.1.0 より前のバージョンでは、range() 関数は、 昇順の整数配列のみを生成しました。 文字シーケンス及び降順の配列のサポートが 4.1.0 で追加されました。 文字のシーケンスは一文字のみに限定されます。それより長い文字が指定された場合は、 最初の文
字のみが使用されます。

例

例1 range() の例
<?php
// array(0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12)
foreach (range(0, 12) as $number) {
    echo $number;
}

// step 引数は PHP 5.0.0 以降で使用できます
// array(0, 10, 20, 30, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100)
foreach (range(0, 100, 10) as $number) {
    echo $number;
}

// 文字列シーケンスは PHP 4.1.0 以降で使用できます
// array('a', 'b', 'c', 'd', 'e', 'f', 'g', 'h', 'i');
foreach (range('a', 'i') as $letter) {
    echo $letter;
}
// array('c', 'b', 'a');
foreach (range('c', 'a') as $letter) {
    echo $letter;
}
?>

参考

shuffle() - 配列をシャッフルする
array_fill() - 配列を指定した値で埋める
foreach

reset
(PHP 4, PHP 5)

reset — 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする

説明

mixed reset ( array &$array )

reset() は、array の内部ポインタの先頭の要素に戻し、配列の最初の要素の値を返します。

パラメータ
array

入力の配列。

返り値
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配列の最初の要素の値を返します。 配列が空の場合 FALSE を返します。

例

例1 reset() の例
<?php

$array = array('step one', 'step two', 'step three', 'step four');

// デフォルトでは、ポインタは先頭要素を指しています
echo current($array) . "<br />\n"; // "step one"

// 次の２ステップをとばします
next($array);
next($array);
echo current($array) . "<br />\n"; // "step three"

// ポインタをリセットし、再度ステップ１開始します
reset($array);
echo current($array) . "<br />\n"; // "step one"

?>

参考

current() - 配列内の現在の要素を返す
each() - 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
end() - 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
next() - 内部配列ポインタを進める
prev() - 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す

rsort
(PHP 4, PHP 5)

rsort — 配列を逆順にソートする

説明

bool rsort ( array &$array [, int $sort_flags = SORT_REGULAR ] )

この関数は、配列を逆順に(高位から低位に)ソートします。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションのパラメータ sort_flags によりソートの動作を修正可能です。詳細については、 sort() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 rsort() の例
<?php
$fruits = array("lemon", "orange", "banana", "apple");
rsort($fruits);
foreach ($fruits as $key => $val) {
    echo "$key = $val\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0 = orange
1 = lemon
2 = banana
3 = apple

fruits はアルファベットの逆順にソートされました。

注意

注意: この関数は、 array パラメータの要素に対して新しいキーを割り当てます。 その際、単純にキーを並べ替える代わりに、 すでに割り当てられている既存のキーを削除してしまいます。
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参考

arsort() - 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列を逆順にソートする
krsort() - 配列をキーで逆順にソートする
配列ソート関数の比較

shuffle
(PHP 4, PHP 5)

shuffle — 配列をシャッフルする

説明

bool shuffle ( array &$array )

この関数は、配列をシャッフル (要素の順番をランダムに) します。

パラメータ
array

配列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 shuffle() の例
<?php
$numbers = range(1, 20);
shuffle($numbers);
foreach ($numbers as $number) {
    echo "$number ";
}
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 乱数生成器が自動的にシードを生成するようになりました。

注意

注意: この関数は、 array パラメータの要素に対して新しいキーを割り当てます。 その際、単純にキーを並べ替える代わりに、 すでに割り当てられている既存のキーを削除してしまいます。

参考

配列ソート関数の比較

sizeof
(PHP 4, PHP 5)

sizeof — count() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 count().

sort
(PHP 4, PHP 5)

sort — 配列をソートする
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説明

bool sort ( array &$array [, int $sort_flags = SORT_REGULAR ] )

この関数は配列をソートします。この関数が正常に終了すると、 各要素は低位から高位へ並べ替えられます。

パラメータ
array

入力の配列。
sort_flags

オプションの 2 番目のパラメータ sort_flags は、以下の値によりソートの動作を修正するために使用することが可能です。

ソート型のフラグ:

SORT_REGULAR - 通常通りに項目を比較 (型は変更しません)
SORT_NUMERIC - 数値的に項目を比較
SORT_STRING - 文字列として項目を比較
SORT_LOCALE_STRING - は、カレントのロケールに に基づき比較を行います。PHP 4.4.0 と PHP 5.0.2で追加されました。 システムロケールを使用します。これは setlocale() を使用して変更可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 sort() の例
<?php

$fruits = array("lemon", "orange", "banana", "apple");
sort($fruits);
foreach ($fruits as $key => $val) {
    echo "fruits[" . $key . "] = " . $val . "\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
fruits[0] = apple
fruits[1] = banana
fruits[2] = lemon
fruits[3] = orange

fruits はアルファベットの昇順にソートされました。

注意

注意: この関数は、 array パラメータの要素に対して新しいキーを割り当てます。 その際、単純にキーを並べ替える代わりに、 すでに割り当てられている既存のキーを削除してしまいます。

注意: PHP の大半のソート関数と同様、sort() は » Quicksort でそれを実装しています。

警告

複数の型が混在する配列をソートする場合には、注意してください。 sort() が予測不可能な結果を出力することがあります。

参考

asort() - 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列をソートする
配列ソート関数の比較

uasort
(PHP 4, PHP 5)

uasort — ユーザ定義の比較関数で配列をソートし、連想インデックスを保持する

説明

bool uasort ( array &$array , callback $cmp_function )

この関数は、配列インデックスが関連する配列要素との関係を保持するような配列をソートします。

主に実際の配列の順序に意味がある連想配列をソートするためにこの関数は使用されます。

http://en.wikipedia.org/wiki/Quicksort
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パラメータ
array

入力の配列。
cmp_function

ユーザ定義の比較関数の例については、 usort() および uksort() を参照ください。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 基本的な uasort() の例
<?php
// 比較用の関数
function cmp($a, $b) {
    if ($a == $b) {
        return 0;
    }
    return ($a < $b) ? -1 : 1;
}

// ソートしたい配列
$array = array('a' => 4, 'b' => 8, 'c' => -1, 'd' => -9, 'e' => 2, 'f' => 5, 'g' => 3, 'h' => -4);
print_r($array);

// ソートした結果の配列を表示します
uasort($array, 'cmp');
print_r($array);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [a] => 4
    [b] => 8
    [c] => -1
    [d] => -9
    [e] => 2
    [f] => 5
    [g] => 3
    [h] => -4
)
Array
(
    [d] => -9
    [h] => -4
    [c] => -1
    [e] => 2
    [g] => 3
    [a] => 4
    [f] => 5
    [b] => 8
)

参考

usort() - ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする
配列ソート関数の比較

uksort
(PHP 4, PHP 5)

uksort — ユーザ定義の比較関数を用いて、キーで配列をソートする

説明

bool uksort ( array &$array , callback $cmp_function )

uksort() は、 ユーザ定義の比較関数を用いて配列のキーをソートします。 ソートしたい配列を複雑な基準でソートする必要がある場合には、 この関数を使う必要があります。

パラメータ
array

入力の配列。
cmp_function

比較用のコールバック関数。

cmp function array
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関数  は、  のキーペアによって満たされる 2 つのパラメータを受け取ります。 この比較関数が返す値は、最初の引数が二番目より小さい場合は負の数、 等しい場合はゼロ、そして大きい場合は正の数でなければなりません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 uksort() の例
<?php
function cmp($a, $b)
{
    $a = preg_replace('@^(a|an|the) @', '', $a);
    $b = preg_replace('@^(a|an|the) @', '', $b);
    return strcasecmp($a, $b);
}

$a = array("John" => 1, "the Earth" => 2, "an apple" => 3, "a banana" => 4);

uksort($a, "cmp");

foreach ($a as $key => $value) {
    echo "$key: $value\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
an apple: 3
a banana: 4
the Earth: 2
John: 1

参考

usort() - ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする
配列ソート関数の比較

usort
(PHP 4, PHP 5)

usort — ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする

説明

bool usort ( array &$array , callback $cmp_function )

この関数は、ユーザー定義の比較関数により配列をその値でソートします。 ソートしたい配列を複雑な基準でソートする必要がある場合、 この関数を使用するべきです。

注意:

二つのメンバーの比較結果が等しいとなった場合、 ソートされた配列の順番は定義されません。

注意: この関数は、 array パラメータの要素に対して新しいキーを割り当てます。 その際、単純にキーを並べ替える代わりに、 すでに割り当てられている既存のキーを削除してしまいます。

パラメータ
array

入力の配列。
cmp_function

比較関数は、最初の引数が 2 番目の引数より小さいか、等しいか、大きい場合に、 それぞれゼロ未満、ゼロに等しい、ゼロより大きい整数を返す 必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 新しいソートアルゴリズムが導入されました。 cmp_function は、 要素の比較結果が等しい場合にもとの並び順を維持しません。

例

例1 usort() の例
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<?php
function cmp($a, $b)
{
    if ($a == $b) {
        return 0;
    }
    return ($a < $b) ? -1 : 1;
}

$a = array(3, 2, 5, 6, 1);

usort($a, "cmp");

foreach ($a as $key => $value) {
    echo "$key: $value\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
0: 1
1: 2
2: 3
3: 5
4: 6

注意:

もちろん、このような簡単な例では rsort() 関数の方がより適当です。

例2 多次元配列を使用する usort() の例
<?php
function cmp($a, $b)
{
    return strcmp($a["fruit"], $b["fruit"]);
}

$fruits[0]["fruit"] = "lemons";
$fruits[1]["fruit"] = "apples";
$fruits[2]["fruit"] = "grapes";

usort($fruits, "cmp");

while (list($key, $value) = each($fruits)) {
    echo "\$fruits[$key]: " . $value["fruit"] . "\n";
}
?>

多次元配列をソートする際には、$a と $b は配列の最初のインデックスへの参照を保持しています。

上の例の出力は以下となります。
$fruits[0]: apples
$fruits[1]: grapes
$fruits[2]: lemons

例3 usort() でオブジェクトのメンバ関数を使用する例
<?php
class TestObj {
    var $name;

    function TestObj($name)
    {
        $this->name = $name;
    }

    /* これは、比較用の静的関数です */
    static function cmp_obj($a, $b)
    {
        $al = strtolower($a->name);
        $bl = strtolower($b->name);
        if ($al == $bl) {
            return 0;
        }
        return ($al > $bl) ? +1 : -1;
    }
}

$a[] = new TestObj("c");
$a[] = new TestObj("b");
$a[] = new TestObj("d");

usort($a, array("TestObj", "cmp_obj"));

foreach ($a as $item) {
    echo $item->name . "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
b
c
d

参考

uasort() - ユーザ定義の比較関数で配列をソートし、連想インデックスを保持する
配列ソート関数の比較

目次
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array_change_key_case — 配列のすべてのキーを変更する
array_chunk — 配列を分割する
array_combine — 一方の配列をキーとして、もう一方の配列を値として、ひとつの配列を生成する
array_count_values — 配列の値の数を数える
array_diff_assoc — 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_key — キーを基準にして配列の差を計算する
array_diff_uassoc — ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_ukey — キーを基準にし、コールバック関数を用いて配列の差を計算する
array_diff — 配列の差を計算する
array_fill_keys — キーを指定して、配列を値で埋める
array_fill — 配列を指定した値で埋める
array_filter — コールバック関数を使用して、配列の要素をフィルタリングする
array_flip — 配列のキーと値を反転する
array_intersect_assoc — 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_key — キーを基準にして配列の共通項を計算する
array_intersect_uassoc — 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_intersect_ukey — キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する
array_intersect — 配列の共通項を計算する
array_key_exists — 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる
array_keys — 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す
array_map — 指定した配列の要素にコールバック関数を適用する
array_merge_recursive — 二つ以上の配列を再帰的にマージする
array_merge — ひとつまたは複数の配列をマージする
array_multisort — 複数の多次元の配列をソートする
array_pad — 指定長、指定した値で配列を埋める
array_pop — 配列の末尾から要素を取り除く
array_product — 配列の値の積を計算する
array_push — 一つ以上の要素を配列の最後に追加する
array_rand — 配列から一つ以上の要素をランダムに取得する
array_reduce — コールバック関数を用いて配列を普通の値に変更することにより、配列を再帰的に減らす
array_replace_recursive — 渡された配列の要素を再帰的に置き換える
array_replace — 渡された配列の要素を置き換える
array_reverse — 要素を逆順にした配列を返す
array_search — 指定した値を配列で検索し、見つかった場合に対応するキーを返す
array_shift — 配列の先頭から要素を一つ取り出す
array_slice — 配列の一部を展開する
array_splice — 配列の一部を削除し、他の要素で置換する
array_sum — 配列の中の値の合計を計算する
array_udiff_assoc — データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc — データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff — データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_uintersect_assoc — データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc — データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect — データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_unique — 配列から重複した値を削除する
array_unshift — 一つ以上の要素を配列の最初に加える
array_values — 配列の全ての値を返す
array_walk_recursive — 配列の全ての要素に、ユーザー関数を再帰的に適用する
array_walk — 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する
array — 配列を生成する
arsort — 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列を逆順にソートする
asort — 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列をソートする
compact — 変数名とその値から配列を作成する
count — 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
current — 配列内の現在の要素を返す
each — 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
end — 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
extract — 配列からシンボルテーブルに変数をインポートする
in_array — 配列に値があるかチェックする
key — 配列からキーを取り出す
krsort — 配列をキーで逆順にソートする
ksort — 配列をキーでソートする
list — 配列と同様の形式で、複数の変数への代入を行う
natcasesort — 大文字小文字を区別しない"自然順"アルゴリズムを用いて配列をソートする
natsort — "自然順"アルゴリズムで配列をソートする
next — 内部配列ポインタを進める
pos — current のエイリアス
prev — 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す
range — ある範囲の整数を有する配列を作成する
reset — 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
rsort — 配列を逆順にソートする
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shuffle — 配列をシャッフルする
sizeof — count のエイリアス
sort — 配列をソートする
uasort — ユーザ定義の比較関数で配列をソートし、連想インデックスを保持する
uksort — ユーザ定義の比較関数を用いて、キーで配列をソートする
usort — ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
配列のソート
配列 関数

array_change_key_case — 配列のすべてのキーを変更する
array_chunk — 配列を分割する
array_combine — 一方の配列をキーとして、もう一方の配列を値として、ひとつの配列を生成する
array_count_values — 配列の値の数を数える
array_diff_assoc — 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_key — キーを基準にして配列の差を計算する
array_diff_uassoc — ユーザが指定したコールバック関数を利用し、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_diff_ukey — キーを基準にし、コールバック関数を用いて配列の差を計算する
array_diff — 配列の差を計算する
array_fill_keys — キーを指定して、配列を値で埋める
array_fill — 配列を指定した値で埋める
array_filter — コールバック関数を使用して、配列の要素をフィルタリングする
array_flip — 配列のキーと値を反転する
array_intersect_assoc — 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を確認する
array_intersect_key — キーを基準にして配列の共通項を計算する
array_intersect_uassoc — 追加された添字の確認も含め、コールバック関数を用いて 配列の共通項を確認する
array_intersect_ukey — キーを基準にし、コールバック関数を用いて 配列の共通項を計算する
array_intersect — 配列の共通項を計算する
array_key_exists — 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる
array_keys — 配列のキーすべて、あるいはその一部を返す
array_map — 指定した配列の要素にコールバック関数を適用する
array_merge_recursive — 二つ以上の配列を再帰的にマージする
array_merge — ひとつまたは複数の配列をマージする
array_multisort — 複数の多次元の配列をソートする
array_pad — 指定長、指定した値で配列を埋める
array_pop — 配列の末尾から要素を取り除く
array_product — 配列の値の積を計算する
array_push — 一つ以上の要素を配列の最後に追加する
array_rand — 配列から一つ以上の要素をランダムに取得する
array_reduce — コールバック関数を用いて配列を普通の値に変更することにより、配列を再帰的に減らす
array_replace_recursive — 渡された配列の要素を再帰的に置き換える
array_replace — 渡された配列の要素を置き換える
array_reverse — 要素を逆順にした配列を返す
array_search — 指定した値を配列で検索し、見つかった場合に対応するキーを返す
array_shift — 配列の先頭から要素を一つ取り出す
array_slice — 配列の一部を展開する
array_splice — 配列の一部を削除し、他の要素で置換する
array_sum — 配列の中の値の合計を計算する
array_udiff_assoc — データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff_uassoc — データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認を含めて配列の差を計算する
array_udiff — データの比較にコールバック関数を用い、配列の差を計算する
array_uintersect_assoc — データの比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect_uassoc — データと添字の比較にコールバック関数を用い、 追加された添字の確認も含めて配列の共通項を計算する
array_uintersect — データの比較にコールバック関数を用い、配列の共通項を計算する
array_unique — 配列から重複した値を削除する
array_unshift — 一つ以上の要素を配列の最初に加える
array_values — 配列の全ての値を返す
array_walk_recursive — 配列の全ての要素に、ユーザー関数を再帰的に適用する
array_walk — 配列の全ての要素にユーザ関数を適用する
array — 配列を生成する
arsort — 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列を逆順にソートする
asort — 連想キーと要素との関係を維持しつつ配列をソートする
compact — 変数名とその値から配列を作成する
count — 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
current — 配列内の現在の要素を返す
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each — 配列から現在のキーと値のペアを返して、カーソルを進める
end — 配列の内部ポインタを最終要素にセットする
extract — 配列からシンボルテーブルに変数をインポートする
in_array — 配列に値があるかチェックする
key — 配列からキーを取り出す
krsort — 配列をキーで逆順にソートする
ksort — 配列をキーでソートする
list — 配列と同様の形式で、複数の変数への代入を行う
natcasesort — 大文字小文字を区別しない"自然順"アルゴリズムを用いて配列をソートする
natsort — "自然順"アルゴリズムで配列をソートする
next — 内部配列ポインタを進める
pos — current のエイリアス
prev — 内部の配列ポインタをひとつ前に戻す
range — ある範囲の整数を有する配列を作成する
reset — 配列の内部ポインタを先頭の要素にセットする
rsort — 配列を逆順にソートする
shuffle — 配列をシャッフルする
sizeof — count のエイリアス
sort — 配列をソートする
uasort — ユーザ定義の比較関数で配列をソートし、連想インデックスを保持する
uksort — ユーザ定義の比較関数を用いて、キーで配列をソートする
usort — ユーザー定義の比較関数を使用して、配列を値でソートする

クラス/オブジェクトの情報

導入
以下の関数により、クラスやインスタンスオブジェクトに関する情報を得ることが可能となります。 オブジェクトが属するクラスの名前、そのメンバープロパティ、メソッドを取得可能です。 この関数を使用することにより、オブジェクトのクラスメンバーだけでなく親クラス
(すなわちそのオブジェクトクラスの派生元) の情報を得ることも可能です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。
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定義済み定数
定数は定義されていません。

例
この例では、まず基底クラスおよびそのクラスの派生クラスを定義します。 基底クラスは食用か否か、色とかいった、一般的な野菜を記述します。 サブクラス Spinach は、 その野菜の料理法と調理済であるかどうかの情報を追加します。

例1 classes.inc

<?php

// メンバープロパティとメソッドを有する基底クラス
class Vegetable {

   var $edible;
   var $color;

   function Vegetable($edible, $color="green") 
   {
       $this->edible = $edible;
       $this->color = $color;
   }

   function is_edible() 
   {
       return $this->edible;
   }

   function what_color() 
   {
       return $this->color;
   }
   
} // クラスVegetableの終り

// 基底クラスを拡張する
class Spinach extends Vegetable {

   var $cooked = false;

   function Spinach() 
   {
       $this->Vegetable(true, "green");
   }

   function cook_it() 
   {
       $this->cooked = true;
   }

   function is_cooked() 
   {
       return $this->cooked;
   }
   
} // クラスSpinachの終り
?>

続いて、これらのクラスから二つのオブジェクトのインスタンスを作成し、 親クラスを含む情報を出力します。 また、いくつかのユーティリティ関数を定義します。これらは主に変数 を格好良く表示するためのものです。

例2 test_script.php

<pre>
<?php

include "classes.inc";

// ユーティリティ関数
function print_vars($obj) 
{
foreach (get_object_vars($obj) as $prop => $val) {
    echo "\t$prop = $val\n";
}
}

function print_methods($obj) 
{
$arr = get_class_methods(get_class($obj));
foreach ($arr as $method) {
    echo "\tfunction $method()\n";
}
}

function class_parentage($obj, $class) 
{
if (is_subclass_of($GLOBALS[$obj], $class)) {
    echo "Object $obj belongs to class " . get_class($$obj);
    echo " a subclass of $class\n";
} else {
    echo "Object $obj does not belong to a subclass of $class\n";
}
}

// 二つのオブジェクトのインスタンスを作成
$veggie = new Vegetable(true, "blue");
$leafy = new Spinach();

// オブジェクトに関する情報を出力
echo "veggie: CLASS " . get_class($veggie) . "\n";
echo "leafy: CLASS " . get_class($leafy);
echo ", PARENT " . get_parent_class($leafy) . "\n";
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// veggieのプロパティを表示
echo "\nveggie: Properties\n";
print_vars($veggie);

// そしてleafyのメソッドを表示
echo "\nleafy: Methods\n";
print_methods($leafy);

echo "\nParentage:\n";
class_parentage("leafy", "Spinach");
class_parentage("leafy", "Vegetable");
?>
</pre>

注意すべき大事な点ですが、上記の例ではオブジェクト $leafyは Vegetableのサブクラスであるクラス Spinachのインスタンスであり、 このスクリプトの最後の部分は以下のような出力となります。
   [...]
Parentage:
Object leafy does not belong to a subclass of Spinach
Object leafy belongs to class spinach a subclass of Vegetable

クラス/オブジェクト関数

call_user_method_array
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

call_user_method_array — パラメータの配列を指定してユーザメソッドをコールする [古い関数]

説明

mixed call_user_method_array ( string $method_name , object &$obj , array $params )
警告

PHP 4.1.0 以降、call_user_method() 関数は非推奨となっています。

パラメータ
method_name

コールするメソッド名。
obj

コールする method_name があるオブジェクト。
params

パラメータの配列。

例

例1 call_user_method_array() の代替策
<?php
call_user_func_array(array($obj, $method_name), $params);
call_user_func_array(array(&$obj, $method_name), $params); // PHP 4
?>

参考

call_user_func_array() - パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
call_user_func() - 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする

call_user_method
(PHP 4, PHP 5)

call_user_method — 指定したオブジェクトのユーザーメソッドをコールする [古い関数]

説明

mixed call_user_method ( string $method_name , object &$obj [, mixed $parameter [, mixed $... ]] )
警告

PHP 4.1.0 以降、call_user_method() 関数は非推奨となっています。
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パラメータ
method_name

コールするメソッド名。
obj

コールする method_name があるオブジェクト。
parameter ...

オプションのパラメータ。

例

例1 call_user_method() の代替策
<?php
call_user_func(array($obj, $method_name), $parameter /* , ... */);
call_user_func(array(&$obj, $method_name), $parameter /* , ... */); // PHP 4
?>

参考

call_user_func_array() - パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
call_user_func() - 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする

class_alias
(PHP 5 >= 5.3.0)

class_alias — クラスのエイリアスを作成する

説明

boolean class_alias ([ string $original [, string $alias ]] )

alias という名前のエイリアスを、 定義済みのクラス original に対して作成します。 エイリアスは、元のクラスとまったく同一のものとなります。

パラメータ
original

元となるクラス。
alias

クラスのエイリアス名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 class_alias() の例
<?php

class foo { }

class_alias('foo', 'bar');

$a = new foo;
$b = new bar;

// オブジェクトは同一となります
var_dump($a == $b, $a === $b);
var_dump($a instanceof $b);

// クラスは同一となります
var_dump($a instanceof foo);
var_dump($a instanceof bar);

var_dump($b instanceof foo);
var_dump($b instanceof bar);

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(false)
bool(true)
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bool(true)
bool(true)
bool(true)
bool(true)

参考

get_parent_class() - オブジェクトの親クラスの名前を取得する
is_subclass_of() - あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる

class_exists
(PHP 4, PHP 5)

class_exists — クラスが定義済みかどうかを確認する

説明

bool class_exists ( string $class_name [, bool $autoload = true ] )

この関数は指定したクラスが定義されているかどうかを調べます。

パラメータ
class_name

クラス名。大文字小文字は区別しません。
autoload

デフォルトで __autoload をコールするかしないか。

返り値

クラス class_name が定義されている場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.2 定義済みのインターフェイスに対しては TRUE を返さないようになりました。 インターフェイスについては interface_exists() を使用します。
5.0.0 autoload パラメータが追加されました。

例

例1 class_exists() の例
<?php
// クラスを使用する前に、それが存在するかどうかを調べます
if (class_exists('MyClass')) {
    $myclass = new MyClass();
}

?>

例2 autoload パラメータの例
<?php
function __autoload($class)
{
    include($class . '.php');

    // クラス宣言を含むかどうか確認する
    if (!class_exists($class, false)) {
        trigger_error("Unable to load class: $class", E_USER_WARNING);
    }
}

if (class_exists('MyClass')) {
    $myclass = new MyClass();
}

?>

参考

function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
interface_exists() - インターフェースが宣言されているかどうかを確認する
get_declared_classes() - 定義済のクラスの名前を配列として返す
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get_called_class
(PHP 5 >= 5.3.0)

get_called_class — "静的遅延束縛" のクラス名

説明

string get_called_class ( void )

静的メソッドのコール元のクラス名を取得します。

返り値

クラス名を返します。クラスの外部からコールされた場合は FALSE を返します。

例

例1 get_called_class() の使用法
<?php

class foo {
    static public function test() {
        var_dump(get_called_class());
    }
}

class bar extends foo {
}

foo::test();
bar::test();

?>

上の例の出力は以下となります。
string(3) "foo"
string(3) "bar"

参考

get_parent_class() - オブジェクトの親クラスの名前を取得する
get_class() - オブジェクトのクラス名を返す
is_subclass_of() - あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる

get_class_methods
(PHP 4, PHP 5)

get_class_methods — クラスメソッドの名前を取得する

説明

array get_class_methods ( mixed $class_name )

クラスメソッドの名前を取得します。

パラメータ
class_name

オブジェクトのインスタンスのクラス名。

返り値

この関数は、指定したクラス class_name についてメソッドの名前を配列として返します。 エラー時には NULL を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 PHP 5 以降、この関数は宣言されているままのメソッド名 (大文字小文字を区別) を返します。PHP 4 では、小文字で返されます。
4.0.6 オブジェクト自身を指定することが可能となりました。

例
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例1 get_class_methods() の例
<?php

class myclass {
    // コンストラクタ
    function myclass()
    {
        return(true);
    }

    // メソッド1
    function myfunc1()
    {
        return(true);
    }

    // メソッド2
    function myfunc2()
    {
        return(true);
    }
}

$class_methods = get_class_methods('myclass');
// あるいは
$class_methods = get_class_methods(new myclass());

foreach ($class_methods as $method_name) {
    echo "$method_name\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
myclass
myfunc1
myfunc2

参考

get_class() - オブジェクトのクラス名を返す
get_class_vars() - クラスのデフォルトプロパティを取得する
get_object_vars() - 指定したオブジェクトのプロパティを取得する

get_class_vars
(PHP 4, PHP 5)

get_class_vars — クラスのデフォルトプロパティを取得する

説明

array get_class_vars ( string $class_name )

指定したクラスのデフォルトプロパティを取得します。

パラメータ
class_name

クラス名。

返り値

宣言されているプロパティのうち、現在のスコープから見えるものとそのデフォルト値を連想配列で返します。 返される配列要素は、変数名 => 値 の形式となります。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.3 スコープに応じて、get_class_vars() は現在のスコープからアクセスできるプロパティのみを返すようになりました。
5.0.2 get_class_vars() をコールすると、 すべてのプロパティが配列として公開されるようになりました。 これまでは、protected や private なプロパティの先頭には nul バイトが付加されていました。
5.0.1 get_class_vars() をコールすると、 オブジェクトをクラスに変換するときのように すべてのプロパティを公開するようになりました。
4.2.0 より前初期化されていないクラス変数は、 get_class_vars() で返されません。

例

例1 get_class_vars() の例
<?php

class myclass {

    var $var1; // この変数にはデフォルト値がありません...
    var $var2 = "xyz";
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    var $var3 = 100;
    private $var4; // PHP 5

    // コンストラクタ
    function myclass() {
        // いくつかのプロパティを変更する
        $this->var1 = "foo";
        $this->var2 = "bar";
        return true;
    }

}

$my_class = new myclass();

$class_vars = get_class_vars(get_class($my_class));

foreach ($class_vars as $name => $value) {
    echo "$name : $value\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。

// PHP 4.2.0 未満
var2 : xyz
var3 : 100

// PHP 4.2.0 以降
var1 :
var2 : xyz
var3 : 100

例2 get_class_vars() でのスコープの挙動
<?php
function format($array)
{
    return implode('|', array_keys($array)) . "\r\n";
}

class TestCase
{
    public $a    = 1;
    protected $b = 2;
    private $c   = 3;

    public static function expose()
    {
        echo format(get_class_vars(__CLASS__));
    }
}

TestCase::expose();
echo format(get_class_vars('TestCase'));
?>

上の例の出力は以下となります。
// 5.0.0
a| * b| TestCase c
a| * b| TestCase c

// 5.0.1 - 5.0.2
a|b|c
a|b|c

// 5.0.3 +
a|b|c
a

参考

get_class_methods() - クラスメソッドの名前を取得する
get_object_vars() - 指定したオブジェクトのプロパティを取得する

get_class
(PHP 4, PHP 5)

get_class — オブジェクトのクラス名を返す

説明

string get_class ([ object $object = NULL ] )

指定した object のクラス名を取得します。

パラメータ
object

調べるオブジェクト。クラスの内部ではこのパラメータを省略することもできます。

返り値
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オブジェクト object がインスタンス であるクラスの名前を返します。object がオブジェクトでない場合にはFALSEが返されます。

クラスの内部で object を省略すると、 そのクラスの名前を返します。

エラー / 例外

オブジェクト以外に対して get_class() をコールすると、 E_WARNING レベルのエラーが発生します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 以降 NULL が object のデフォルトとなりました。 したがって、NULL を object に渡すのは何も指定しないのと同じ意味ということになります。
5.0.0 以降 クラス名はその本来の表記で返されます。
5.0.0 以降 object パラメータは、 オブジェクトのメソッドからコールされた場合はオプションとなります。

例

例1 get_class() の使用例
<?php

class foo {
    function name()
    {
        echo "My name is " , get_class($this) , "\n";
    }
}

// オブジェクトを生成
$bar = new foo();

// 外部からコール
echo "Its name is " , get_class($bar) , "\n";

// 内部からコール
$bar->name();

?>

上の例の出力は以下となります。
Its name is foo
My name is foo

例2 get_class() のスーパークラスでの使用例
<?php

abstract class bar {
    public function __construct()
    {
        var_dump(get_class($this));
        var_dump(get_class());
    }
}

class foo extends bar {
}

new foo;

?>

上の例の出力は以下となります。
string(3) "foo"
string(3) "bar"

参考

get_called_class() - "静的遅延束縛" のクラス名
get_parent_class() - オブジェクトの親クラスの名前を取得する
gettype() - 変数の型を取得する
is_subclass_of() - あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる

get_declared_classes
(PHP 4, PHP 5)

get_declared_classes — 定義済のクラスの名前を配列として返す

説明

array get_declared_classes ( void )
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Gets the declared classes.

返り値

この関数は、現在のスクリプトで宣言されたクラスの名前の配列を返します。

注意:

PHP にコンパイル時に組み込んだり読み込んだりしている拡張モジュールの種類に依存して、 他のクラスも存在する可能性があることに注意しましょう。 これは、自作のクラスをそれらと同じ名前で作成できないことを意味します。 定義済みのクラスについては付
録の定義済みクラスのセクションを 参照してください。

例

例1 get_declared_classes() の例
<?php
print_r(get_declared_classes());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => stdClass
    [1] => __PHP_Incomplete_Class
    [2] => Directory
)

参考

class_exists() - クラスが定義済みかどうかを確認する
get_declared_interfaces() - 宣言されている全てのインターフェースの配列を返す
get_defined_functions() - 定義済みの全ての関数を配列で返す

get_declared_interfaces
(PHP 5)

get_declared_interfaces — 宣言されている全てのインターフェースの配列を返す

説明

array get_declared_interfaces ( void )

宣言されているインターフェイスを取得します。

返り値

現在のスクリプトで宣言されているインターフェース名の配列を返します。

例

例1 get_declared_interfaces() の例
<?php
print_r(get_declared_interfaces());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Traversable
    [1] => IteratorAggregate
    [2] => Iterator
    [3] => ArrayAccess
    [4] => reflector
    [5] => RecursiveIterator
    [6] => SeekableIterator
)

参考

get_declared_classes() - 定義済のクラスの名前を配列として返す
class_implements() - 与えられたクラスが実装しているインターフェースを返す

get_object_vars
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(PHP 4, PHP 5)

get_object_vars — 指定したオブジェクトのプロパティを取得する

説明

array get_object_vars ( object $object )

指定した object について、 そのスコープ内でアクセス可能な非 static プロパティを取得します。

パラメータ
object

オブジェクトのインスタンス。

返り値

指定したオブジェクト object について、 そのスコープ内でアクセス可能な非 static プロパティを連想配列として返します。 プロパティに値が設定されていない場合は、NULL 値が返されます。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 object がオブジェクトではない場合に NULL を返すようになりました。
5.3.0 より前 object がオブジェクトではない場合、 get_object_vars() は FALSE を返します。
4.2.0 より前 object をインスタンスとするクラスで宣言された変数が 値を持っていない場合、それらの変数は配列では返されません。

例

例1 get_object_vars() の使用例
<?php

class foo {
    private $a;
    public $b = 1;
    public $c;
    private $d;
    static $e;
   
    public function test() {
        var_dump(get_object_vars($this));
    }
}

$test = new foo;
var_dump(get_object_vars($test));

$test->test();

?>

上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  ["b"]=>
  int(1)
  ["c"]=>
  NULL
}
array(4) {
  ["a"]=>
  NULL
  ["b"]=>
  int(1)
  ["c"]=>
  NULL
  ["d"]=>
  NULL
}

参考

get_class_methods() - クラスメソッドの名前を取得する
get_class_vars() - クラスのデフォルトプロパティを取得する

get_parent_class
(PHP 4, PHP 5)

get_parent_class — オブジェクトの親クラスの名前を取得する

説明

string get_parent_class ([ mixed $object ] )
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オブジェクトあるいはクラスの親クラスの名前を取得します。

パラメータ
object

調べたいオブジェクトあるいはクラスの名前。

返り値

object がインスタンスあるいは名前であるクラスの親クラス名を返します。

注意:

オブジェクトが親を持たない場合は FALSE を返します。

オブジェクトの外部からこのパラメータを省略してコールすると、 この関数は FALSE を返します

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 より前オブジェクトの外部からパラメータなしでコールすると、 この関数は警告を発生したうえで NULL を返します。
5.0.0 以降 オブジェクトのメソッドからコールされた場合、パラメータ object はオプションとなります。
4.0.5 以降 object が文字列の場合、 その名前のクラスの親クラスの名前を返します。

例

例1 get_parent_class() の使用例
<?php

class dad {
    function dad()
    {
    // ロジックを実装する
    }
}

class child extends dad {
    function child()
    {
        echo "I'm " , get_parent_class($this) , "'s son\n";
    }
}

class child2 extends dad {
    function child2()
    {
        echo "I'm " , get_parent_class('child2') , "'s son too\n";
    }
}

$foo = new child();
$bar = new child2();

?>

上の例の出力は以下となります。
I'm dad's son
I'm dad's son too

参考

get_class() - オブジェクトのクラス名を返す
is_subclass_of() - あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる

interface_exists
(PHP 5 >= 5.0.2)

interface_exists — インターフェースが宣言されているかどうかを確認する

説明

bool interface_exists ( string $interface_name [, bool $autoload = true ] )

指定したインターフェイスが定義されているかどうかを調べます。

パラメータ
interface_name
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インターフェイス名。
autoload

デフォルトで __autoload をコールするかどうか。

返り値

interface_name で与えられたインターフェースが宣言されていれば TRUE を返します。 そうでなければ FALSE を返します。

例

例1 interface_exists() の例
<?php
// 使用する前にインターフェースが存在するかどうかを確認する
if (interface_exists('MyInterface')) {
    class MyClass implements MyInterface
    {
        // メソッド
    }
}

?>

参考

class_exists() - クラスが定義済みかどうかを確認する

is_a
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

is_a — オブジェクトがこのクラスのものであるか、このクラスをその親クラスのひとつとしているかどうかを調べる

説明

bool is_a ( object $object , string $class_name )

指定した object がこのクラスのものであるか、 あるいはこのクラスをその親クラスのひとつとしているかどうかを調べます。

パラメータ
object

調べたいオブジェクト。
class_name

クラス名。

返り値

オブジェクトがこのクラスのものであるか、 あるいはこのクラスをその親クラスのひとつとしている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は非推奨ではなくなりました。そのため E_STRICT も発生しなくなりました。
5.0.0 この関数は非推奨となり、かわりに instanceof 演算子の使用が推奨されるようになりました。この関数をコールすると E_STRICT が発生します。

例

例1 is_a() の例
<?php
// クラス定義
class WidgetFactory
{
  var $oink = 'moo';
}

// オブジェクトを作成します
$WF = new WidgetFactory();

if (is_a($WF, 'WidgetFactory')) {
  echo "はい、\$WF は WidgetFactory です\n";
}
?>

2 PHP 5  instanceof 
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例 での 演算子の使用
<?php
if ($WF instanceof WidgetFactory) {
    echo 'はい、$WF は WidgetFactory です';
}
?>

参考

get_class() - オブジェクトのクラス名を返す
get_parent_class() - オブジェクトの親クラスの名前を取得する
is_subclass_of() - あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる

is_subclass_of
(PHP 4, PHP 5)

is_subclass_of — あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる

説明

bool is_subclass_of ( mixed $object , string $class_name )

指定した object が、その親のひとつに class_name を持つかどうかを調べます。

パラメータ
object

クラス名あるいはオブジェクトのインスタンス。
class_name

クラス名。

返り値

この関数は、オブジェクト object が superclass のサブクラスであるクラスに属する場合に TRUE、その他の場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.3 object パラメータに文字列 (クラス名) を指定可能です。

例

例1 is_subclass_of() の例
<?php
// クラスを定義する
class WidgetFactory
{
  var $oink = 'moo';
}

// 子クラスを定義する
class WidgetFactory_Child extends WidgetFactory
{
  var $oink = 'oink';
}

// 新規オブジェクトを生成する
$WF = new WidgetFactory();
$WFC = new WidgetFactory_Child();

if (is_subclass_of($WFC, 'WidgetFactory')) {
  echo "yes, \$WFC is a subclass of WidgetFactory\n";
} else {
  echo "no, \$WFC is not a subclass of WidgetFactory\n";
}

if (is_subclass_of($WF, 'WidgetFactory')) {
  echo "yes, \$WF is a subclass of WidgetFactory\n";
} else {
  echo "no, \$WF is not a subclass of WidgetFactory\n";
}

// PHP 5.0.3 以降で使用可能
if (is_subclass_of('WidgetFactory_Child', 'WidgetFactory')) {
  echo "yes, WidgetFactory_Child is a subclass of WidgetFactory\n";
} else {
  echo "no, WidgetFactory_Child is not a subclass of WidgetFactory\n";
}
?>
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上の例の出力は以下となります。
yes, $WFC is a subclass of WidgetFactory
no, $WF is not a subclass of WidgetFactory
yes, WidgetFactory_Child is a subclass of WidgetFactory

注意

注意:

この関数を使うと、未知のクラスに対しては登録済みの autoloader を使用します。

参考

get_class() - オブジェクトのクラス名を返す
get_parent_class() - オブジェクトの親クラスの名前を取得する
is_a() - オブジェクトがこのクラスのものであるか、このクラスをその親クラスのひとつとしているかどうかを調べる

method_exists
(PHP 4, PHP 5)

method_exists — クラスメソッドが存在するかどうかを確認する

説明

bool method_exists ( mixed $object , string $method_name )

指定した object にクラスメソッドが存在するかどうかを調べます。

パラメータ
object

オブジェクトのインスタンス、あるいはクラス名。
method_name

メソッドの名前。

返り値

method_name で指定したメソッドが 指定した object において定義されている場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

注意

注意:

この関数を使うと、未知のクラスに対しては登録済みの autoloader を使用します。

例

例1 method_exists() の例
<?php
$directory = new Directory('.');
var_dump(method_exists($directory,'read'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)

例2 静的な method_exists() の例
<?php
var_dump(method_exists('Directory','read'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)

参考

function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
is_callable() - 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
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property_exists
(PHP 5 >= 5.1.0)

property_exists — オブジェクトもしくはクラスにプロパティが存在するかどうかを調べる

説明

bool property_exists ( mixed $class , string $property )

この関数は、与えられたプロパティ property が 指定されたクラスに存在するかどうかを確認します。

注意:

isset() とは対象的に、 プロパティの値が NULL の場合でも property_exists() は TRUE を返します。

パラメータ
class

確認するクラス名、もしくはクラスのオブジェクトを指定します。
property

プロパティ名を指定します。

返り値

プロパティが存在している場合は TRUE、存在していない場合に FALSE、 エラー時には NULL を返します。

注意

注意:

この関数を使うと、未知のクラスに対しては登録済みの autoloader を使用します。

注意:

property_exists() 関数は、マジックメソッド __get を使ってアクセスするプロパティを検出することはできません。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数は、アクセス権に依存せずにプロパティの存在確認を行うようになりました。

例

例1 property_exists() の例
<?php

class myClass {
    public $mine;
    private $xpto;
    static protected $test;

    static function test() {
        var_dump(property_exists('myClass', 'xpto')); //true
    }
}

var_dump(property_exists('myClass', 'mine'));   //true
var_dump(property_exists(new myClass, 'mine')); //true
var_dump(property_exists('myClass', 'xpto'));   //PHP 5.3.0 以降では true
var_dump(property_exists('myClass', 'bar'));    //false
var_dump(property_exists('myClass', 'test'));   //PHP 5.3.0 以降では true
myClass::test();

?>

参考

method_exists() - クラスメソッドが存在するかどうかを確認する

目次
call_user_method_array — パラメータの配列を指定してユーザメソッドをコールする [古い関数]
call_user_method — 指定したオブジェクトのユーザーメソッドをコールする [古い関数]
class_alias — クラスのエイリアスを作成する
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class_exists — クラスが定義済みかどうかを確認する
get_called_class — "静的遅延束縛" のクラス名
get_class_methods — クラスメソッドの名前を取得する
get_class_vars — クラスのデフォルトプロパティを取得する
get_class — オブジェクトのクラス名を返す
get_declared_classes — 定義済のクラスの名前を配列として返す
get_declared_interfaces — 宣言されている全てのインターフェースの配列を返す
get_object_vars — 指定したオブジェクトのプロパティを取得する
get_parent_class — オブジェクトの親クラスの名前を取得する
interface_exists — インターフェースが宣言されているかどうかを確認する
is_a — オブジェクトがこのクラスのものであるか、このクラスをその親クラスのひとつとしているかどうかを調べる
is_subclass_of — あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる
method_exists — クラスメソッドが存在するかどうかを確認する
property_exists — オブジェクトもしくはクラスにプロパティが存在するかどうかを調べる

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
クラス/オブジェクト関数

call_user_method_array — パラメータの配列を指定してユーザメソッドをコールする [古い関数]
call_user_method — 指定したオブジェクトのユーザーメソッドをコールする [古い関数]
class_alias — クラスのエイリアスを作成する
class_exists — クラスが定義済みかどうかを確認する
get_called_class — "静的遅延束縛" のクラス名
get_class_methods — クラスメソッドの名前を取得する
get_class_vars — クラスのデフォルトプロパティを取得する
get_class — オブジェクトのクラス名を返す
get_declared_classes — 定義済のクラスの名前を配列として返す
get_declared_interfaces — 宣言されている全てのインターフェースの配列を返す
get_object_vars — 指定したオブジェクトのプロパティを取得する
get_parent_class — オブジェクトの親クラスの名前を取得する
interface_exists — インターフェースが宣言されているかどうかを確認する
is_a — オブジェクトがこのクラスのものであるか、このクラスをその親クラスのひとつとしているかどうかを調べる
is_subclass_of — あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる
method_exists — クラスメソッドが存在するかどうかを確認する
property_exists — オブジェクトもしくはクラスにプロパティが存在するかどうかを調べる

Classkit

導入
これらの関数は、PHP クラスの動的な操作を実行時に行います。

注意:

この拡張モジュールは runkit に置き換えられ、 クラスの操作だけでなく関数の操作も同様に可能となっています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
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外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/classkit.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

CLASSKIT_ACC_PRIVATE (int)
メソッドを private としてマークする

CLASSKIT_ACC_PROTECTED (int)
メソッドを protected としてマークする

CLASSKIT_ACC_PUBLIC (int)
メソッドを public としてマークする

Classkit 関数

classkit_import
(PECL classkit >= 0.3)

classkit_import — 新しいクラスメソッドの定義をファイルから読み込む

説明

array classkit_import ( string $filename )

注意: この関数により現在実行中 (もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
filename

クラスメソッドが定義されているファイルの名前。

返り値

読み込まれたメソッドの連想配列を返します。

例

例1 classkit_import() の例
<?php
// ファイル名: newclass.php
class Example {
    function foo() {
        return "bar!\n";
    }

http://svn.php.net/viewvc/pecl/classkit
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}
?>
<?php
// newclass.php が必要（上を参照）
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
}

$e = new Example();

// 本来の出力
echo $e->foo();

// 置き換えるメソッドの読み込み
classkit_import('newclass.php');

// 置き換えられたメソッドの出力
echo $e->foo();

?>

上の例の出力は以下となります。
foo!
bar!

参考

classkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする

classkit_method_add
(PECL classkit >= 0.1)

classkit_method_add — 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する

説明

bool classkit_method_add ( string $classname , string $methodname , string $args , string $code [, int $flags = CLASSKIT_ACC_PUBLIC ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッドを追加するクラスの名前。
methodname

追加するメソッドの名前。
args

カンマで区切った、新しいメソッドの引数。
code

methodname がコールされた際に 評価されるコード。
flags

作成するメソッドの型。 CLASSKIT_ACC_PUBLIC、 CLASSKIT_ACC_PROTECTED あるいは CLASSKIT_ACC_PRIVATE のいずれか。

注意:

このパラメータは PHP 5 以降でのみ使用されます。なぜなら、それ以前の バージョンでは全てのメソッドが public だからです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 classkit_method_add() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        echo "foo!\n";
    }
}
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// Example のオブジェクトを作成
$e = new Example();

// 新しい public メソッドの追加
classkit_method_add(
    'Example',
    'add',
    '$num1, $num2',
    'return $num1 + $num2;',
    CLASSKIT_ACC_PUBLIC
);

// 12 + 4 を計算する
echo $e->add(12, 4);
?>

上の例の出力は以下となります。
16

参考

classkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
classkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
classkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
classkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する
create_function() - 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する

classkit_method_copy
(PECL classkit >= 0.2)

classkit_method_copy — あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする

説明

bool classkit_method_copy ( string $dClass , string $dMethod , string $sClass [, string $sMethod ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
dClass

メソッドのコピー先のクラス。
dMethod

コピー先のメソッド名。
sClass

メソッドのコピー元のクラス。
sMethod

元のクラスからコピーするメソッドの名前。指定されなかった場合は dMethod と同じであるとみなされます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 classkit_method_copy() の例
<?php
class Foo {
    function example() {
        return "foo!\n";
    }
}

class Bar {
    // 最初は、何もメソッドがない
}

// Foo クラスの example() メソッドを Bar クラスに baz() という名前でコピーする
classkit_method_copy('Bar', 'baz', 'Foo', 'example');

// コピーされた関数の出力
echo Bar::baz();
?>

上の例の出力は以下となります。
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foo!

参考

classkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
classkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
classkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する

classkit_method_redefine
(PECL classkit >= 0.1)

classkit_method_redefine — 指定されたメソッドのコードを動的に変更する

説明

bool classkit_method_redefine ( string $classname , string $methodname , string $args , string $code [, int $flags = CLASSKIT_ACC_PUBLIC ] )

注意: この関数により現在実行中 (もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッドを再定義するクラス。
methodname

再定義するメソッドの名前。
args

カンマで区切られた、再定義後のメソッドの引数。
code

methodname がコールされた際に 評価される、新しいコード。
flags

再定義するメソッドの型。 CLASSKIT_ACC_PUBLIC、 CLASSKIT_ACC_PROTECTED あるいは CLASSKIT_ACC_PRIVATE のいずれか。

注意:

このパラメータは PHP 5 以降でのみ使用されます。なぜなら、それ以前の バージョンでは全てのメソッドが public だからです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 classkit_method_redefine() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
}

// Example オブジェクトの作成
$e = new Example();

// Example::foo() の出力（再定義前）
echo "Before: " . $e->foo();

// 'foo' メソッドの再定義
classkit_method_redefine(
    'Example',
    'foo',
    '',
    'return "bar!\n";',
    CLASSKIT_ACC_PUBLIC
);

// Example::foo() の出力（再定義後）
echo "After: " . $e->foo();
?>
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上の例の出力は以下となります。
Before: foo!
After: bar!

参考

classkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
classkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する
classkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する

classkit_method_remove
(PECL classkit >= 0.1)

classkit_method_remove — 指定したメソッドを動的に削除する

説明

bool classkit_method_remove ( string $classname , string $methodname )

注意: この関数により現在実行中 (もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッドを削除するクラス。
methodname

削除するメソッドの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 classkit_method_remove() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
    
    function bar() {
        return "bar!\n";
    }
}

// 'foo' メソッドを削除する
classkit_method_remove(
    'Example',
    'foo'
);

echo implode(' ', get_class_methods('Example'));

?>

上の例の出力は以下となります。
bar

参考

classkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
classkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
classkit_method_rename() - 指定したメソッドの名前を動的に変更する

classkit_method_rename
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(PECL classkit >= 0.1)

classkit_method_rename — 指定したメソッドの名前を動的に変更する

説明

bool classkit_method_rename ( string $classname , string $methodname , string $newname )

注意: この関数により現在実行中 (もしくはチェーンド)のメソッドを操作することはできません。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
classname

メソッド名を変更するクラス。
methodname

変更するメソッドの名前。
newname

変更後のメソッドの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 classkit_method_rename() の例
<?php
class Example {
    function foo() {
        return "foo!\n";
    }
}

// 'foo' メソッドの名前を 'bar' に変更する
classkit_method_rename(
    'Example',
    'foo',
    'bar'
);

// 変更後の関数の出力
echo Example::bar();
?>

上の例の出力は以下となります。
foo!

参考

classkit_method_add() - 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_copy() - あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
classkit_method_redefine() - 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
classkit_method_remove() - 指定したメソッドを動的に削除する

目次
classkit_import — 新しいクラスメソッドの定義をファイルから読み込む
classkit_method_add — 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_copy — あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
classkit_method_redefine — 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
classkit_method_remove — 指定したメソッドを動的に削除する
classkit_method_rename — 指定したメソッドの名前を動的に変更する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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定義済み定数
Classkit 関数

classkit_import — 新しいクラスメソッドの定義をファイルから読み込む
classkit_method_add — 指定したクラスに、新しいメソッドを動的に追加する
classkit_method_copy — あるクラスのメソッドを別のクラスにコピーする
classkit_method_redefine — 指定されたメソッドのコードを動的に変更する
classkit_method_remove — 指定したメソッドを動的に削除する
classkit_method_rename — 指定したメソッドの名前を動的に変更する

文字タイプチェック

導入
以下の関数は、現在のロケール(setlocale()も参照) に基づき文字または文字列がある文字クラスに含まれるかどうかを調べます。

整数の引数を指定してコールした場合、これらの関数は、ctype.h に記述された C の同名の関数と全く同様に動作します。 これは、256 より小さな整数が指定された場合、 指定した範囲 (数値は 0x30-0x39) に収まっているかどうかを 調べるために、そのアスキー値を使用す
ることを意味します。 数値が -128 および -1 (境界を含む) の間の場合、256 が追加され、 その数字に関してチェックが行われます。

文字列引数を指定してコールした場合、これらの関数は、その文字列の全 ての文字を調べ、その文字列の全ての文字が要求された基準に一致する場 合にのみ TRUE を返します。空の文字列でコールした場合は、 PHP 5.1 より前のバージョンでは常に結果は TRUE となり、一方
5.1 以降では常に結果は FALSE となります。

文字列または整数以外のものを指定した場合は、直ちに FALSE が 返されます。

ctype 関数は、正規表現よりもつねに好ましく、さらに str_* および is_* のような いくつかの等価な関数よりも好ましいことに注意してください。 これは、ctype 関数がネーティブな C ライブラリを使用しており、処理が著しく 高速であるためです。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
常に利用可能な標準 C ライブラリ関数以外は不要です。

インストール手順
PHP 4.2.0以降、これらの関数はデフォルトで有効となりました。 以前のバージョンでは、configure に--enable-ctype を指定してPHPをコンパイル する必要があります。--disable-ctype によりctypeを無効にすること ができます。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

注意: ctypeの組込みサポートは、PHP 4.3.0で利用可能です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
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定数は定義されていません。

Ctype 関数

ctype_alnum
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_alnum — 英数字かどうかを調べる

説明

bool ctype_alnum ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が英字または 数字であるかどうかを調べます。標準の C ロケールの場合、 文字は [A-Za-z] となります。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字が英字または数字だった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 A ctype_alnum() の例 (デフォルトのロケールを使用)

<?php
$strings = array('AbCd1zyZ9', 'foo!#$bar');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_alnum($testcase)) {
        echo "The string $testcase consists of all letters or digits.\n";
    } else {
        echo "The string $testcase does not consist of all letters or digits.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string AbCd1zyZ9 consists of all letters or digits.
The string foo!#$bar does not consist of all letters or digits.

参考

ctype_alpha() - 英字かどうかを調べる
ctype_digit() - 数字かどうかを調べる
setlocale() - ロケール情報を設定する

ctype_alpha
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_alpha — 英字かどうかを調べる

説明

bool ctype_alpha ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 英字であるかどうかを調べます。 標準の C ロケールの場合、文字は [A-Za-z] で、ctype_alpha() は $text が一文字のみの場合の (ctype_upper($text) || ctype_lower($text)) と等価です。 しかし、他の言語には大文字でも小文字で
もない文字が含まれています。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値
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text のすべての文字が英字だった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_alpha()の例 (デフォルトのロケールを使用)

<?php
$strings = array('KjgWZC', 'arf12');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_alpha($testcase)) {
        echo "文字列 $testcase は全て文字からなります。\n";
    } else {
        echo "文字列 $testcase は全てが文字から構成されているわけではありません。\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。

文字列 KjqWZC は全て文字からなります。
文字列 arf12 は全てが文字から構成されているわけではありません。

参考

ctype_upper() - 大文字かどうか調べる
ctype_lower() - 小文字かどうかを調べる
setlocale() - ロケール情報を設定する

ctype_cntrl
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_cntrl — 制御文字かどうかを調べる

説明

bool ctype_cntrl ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が制御文字であるかどうかを調べます。 制御文字とは、例えばラインフィードやタブ、エスケープなどです。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字が現在のロケールの制御文字だった場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_cntrl() の例
<?php
$strings = array('string1' => "\n\r\t", 'string2' => 'arf12');
foreach ($strings as $name => $testcase) {
    if (ctype_cntrl($testcase)) {
        echo "The string '$name' consists of all control characters.\n";
    } else {
        echo "The string '$name' does not consist of all control characters.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string 'string1' consists of all control characters.
The string 'string2' does not consist of all control characters.

参考

ctype_print() - 印字可能な文字かどうかを調べる

ctype_digit
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)
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ctype_digit — 数字かどうかを調べる

説明

bool ctype_digit ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 数字であるかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

string text のすべての文字が 10 進数字だった場合に TRUE、そうでない場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 PHP 5.1.0 より前のバージョンでは、この関数は text が空文字列の場合に TRUE を返していました。

例

例1 ctype_digit() の例
<?php
$strings = array('1820.20', '10002', 'wsl!12');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_digit($testcase)) {
        echo "The string $testcase consists of all digits.\n";
    } else {
        echo "The string $testcase does not consist of all digits.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string 1820.20 does not consist of all digits.
The string 10002 consists of all digits.
The string wsl!12 does not consist of all digits.

例2 ctype_digit() で文字列と整数値を比較する例
<?php

$numeric_string = '42';
$integer        = 42;

ctype_digit($numeric_string);  // true
ctype_digit($integer);         // false

is_numeric($numeric_string);   // true
is_numeric($integer);          // true
?>

注意

注意:

この関数を活用するには string を渡さなければなりません。 たとえば integer を渡すと常に FALSE を返します。 HTML フォームに入力された整数値は、integer ではなく string 型で返されます。 マニュアルの 型 についての節を参照ください。

参考

ctype_alnum() - 英数字かどうかを調べる
ctype_xdigit() - 16 進数を表す文字かどうかを調べる
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる

ctype_graph
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_graph — 空白以外の印字可能な文字かどうかを調べる

説明

bool ctype_graph ( string $text )
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与えられた文字列 text のすべての文字が 実際に目に見える出力を行うかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字が印字可能で実際に目に見える 出力を行う（空白でない）場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_graph() の例
<?php
$strings = array('string1' => "asdf\n\r\t", 'string2' => 'arf12', 'string3' => 'LKA#@%.54');
foreach ($strings as $name => $testcase) {
    if (ctype_graph($testcase)) {
        echo "The string '$name' consists of all (visibly) printable characters.\n";
    } else {
        echo "The string '$name' does not consist of all (visibly) printable characters.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string 'string1' does not consist of all (visibly) printable characters.
The string 'string2' consists of all (visibly) printable characters.
The string 'string3' consists of all (visibly) printable characters.

参考

ctype_alnum() - 英数字かどうかを調べる
ctype_print() - 印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_punct() - 空白、英数字以外の出力可能な文字かどうかを調べる

ctype_lower
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_lower — 小文字かどうかを調べる

説明

bool ctype_lower ( string $text )

text のすべての文字が小文字だった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字がカレントのロケールで 小文字だった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_lower() の例（デフォルトのロケールを利用）
<?php
$strings = array('aac123', 'qiutoas', 'QASsdks');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_lower($testcase)) {
        echo "The string $testcase consists of all lowercase letters.\n";
    } else {
        echo "The string $testcase does not consist of all lowercase letters.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string aac123 does not consist of all lowercase letters.
The string qiutoas consists of all lowercase letters.
The string QASsdks does not consist of all lowercase letters.
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参考

ctype_alpha() - 英字かどうかを調べる
ctype_upper() - 大文字かどうか調べる
setlocale() - ロケール情報を設定する

ctype_print
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_print — 印字可能な文字かどうかを調べる

説明

bool ctype_print ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 印字可能な文字であるかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字が（空白を含めて）実際に 出力を行う場合に TRUE 、text に制御文字 またはまったく出力も制御も行わない文字が含まれる場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_print() の例
<?php
$strings = array('string1' => "asdf\n\r\t", 'string2' => 'arf12', 'string3' => 'LKA#@%.54');
foreach ($strings as $name => $testcase) {
    if (ctype_print($testcase)) {
        echo "The string '$name' consists of all printable characters.\n";
    } else {
        echo "The string '$name' does not consist of all printable characters.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string 'string1' does not consist of all printable characters.
The string 'string2' consists of all printable characters.
The string 'string3' consists of all printable characters.

参考

ctype_cntrl() - 制御文字かどうかを調べる
ctype_graph() - 空白以外の印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_punct() - 空白、英数字以外の出力可能な文字かどうかを調べる

ctype_punct
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_punct — 空白、英数字以外の出力可能な文字かどうかを調べる

説明

bool ctype_punct ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 句読点であるかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値
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text のすべての文字が出力可能であり、 かつ文字でも数字でも空白でもなかった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_punct() の例
<?php
$strings = array('ABasdk!@!$#', '!@ # $', '*&$()');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_punct($testcase)) {
        echo "The string $testcase consists of all punctuation.\n";
    } else {
        echo "The string $testcase does not consist of all punctuation.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string ABasdk!@!$# does not consist of all punctuation.
The string !@ # $ does not consist of all punctuation.
The string *&$() consists of all punctuation.

参考

ctype_cntrl() - 制御文字かどうかを調べる
ctype_graph() - 空白以外の印字可能な文字かどうかを調べる

ctype_space
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_space — 空白文字かどうか調べる

説明

bool ctype_space ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 空白文字であるかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字がなんらかの空白文字を 生成する場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。 空白文字には、タブ・垂直タブ・改行・復帰・フォームフィード文字も 含まれます。

例

例1 ctype_space() の例
<?php
$strings = array('string1' => "\n\r\t", 'string2' => "\narf12", 'string3' => '\n\r\t');
foreach ($strings as $name => $testcase) {
    if (ctype_space($testcase)) {
        echo "The string '$name' consists of all whitespace characters.\n";
    } else {
        echo "The string '$name' does not consist of all whitespace characters.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string 'string1' consists of all whitespace characters.
The string 'string2' does not consist of all whitespace characters.
The string 'string3' does not consist of all whitespace characters.

参考

ctype_cntrl() - 制御文字かどうかを調べる
ctype_graph() - 空白以外の印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_punct() - 空白、英数字以外の出力可能な文字かどうかを調べる

ctype_upper
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(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_upper — 大文字かどうか調べる

説明

bool ctype_upper ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 大文字であるかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字がカレントのロケールで 大文字だった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_upper() の例（デフォルトのロケールを利用）
<?php
$strings = array('AKLWC139', 'LMNSDO', 'akwSKWsm');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_upper($testcase)) {
        echo "The string $testcase consists of all uppercase letters.\n";
    } else {
        echo "The string $testcase does not consist of all uppercase letters.\n";
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string AKLWC139 does not consist of all uppercase letters.
The string LMNSDO consists of all uppercase letters.
The string akwSKWsm does not consist of all uppercase letters.

参考

ctype_alpha() - 英字かどうかを調べる
ctype_lower() - 小文字かどうかを調べる
setlocale() - ロケール情報を設定する

ctype_xdigit
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

ctype_xdigit — 16 進数を表す文字かどうかを調べる

説明

bool ctype_xdigit ( string $text )

与えられた文字列 text のすべての文字が 16 進の '数字' であるかどうかを調べます。

パラメータ
text

調べる文字列。

返り値

text のすべての文字が 16 進の '数字' つまり 10 進の数字または [A-Fa-f] だった場合に TRUE 、そうでない場合に FALSE を返します。

例

例1 ctype_xdigit() の例
<?php
$strings = array('AB10BC99', 'AR1012', 'ab12bc99');
foreach ($strings as $testcase) {
    if (ctype_xdigit($testcase)) {
        echo "The string $testcase consists of all hexadecimal digits.\n";
    } else {
        echo "The string $testcase does not consist of all hexadecimal digits.\n";
    }
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}
?>

上の例の出力は以下となります。
The string AB10BC99 consists of all hexadecimal digits.
The string AR1012 does not consist of all hexadecimal digits.
The string ab12bc99 consists of all hexadecimal digits.

参考

ctype_digit() - 数字かどうかを調べる

目次
ctype_alnum — 英数字かどうかを調べる
ctype_alpha — 英字かどうかを調べる
ctype_cntrl — 制御文字かどうかを調べる
ctype_digit — 数字かどうかを調べる
ctype_graph — 空白以外の印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_lower — 小文字かどうかを調べる
ctype_print — 印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_punct — 空白、英数字以外の出力可能な文字かどうかを調べる
ctype_space — 空白文字かどうか調べる
ctype_upper — 大文字かどうか調べる
ctype_xdigit — 16 進数を表す文字かどうかを調べる

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
Ctype 関数

ctype_alnum — 英数字かどうかを調べる
ctype_alpha — 英字かどうかを調べる
ctype_cntrl — 制御文字かどうかを調べる
ctype_digit — 数字かどうかを調べる
ctype_graph — 空白以外の印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_lower — 小文字かどうかを調べる
ctype_print — 印字可能な文字かどうかを調べる
ctype_punct — 空白、英数字以外の出力可能な文字かどうかを調べる
ctype_space — 空白文字かどうか調べる
ctype_upper — 大文字かどうか調べる
ctype_xdigit — 16 進数を表す文字かどうかを調べる

データのフィルタリング

導入
この拡張モジュールは、データの検証や除去を行います。 未知の (外部からの) データ、たとえばユーザの入力などを扱う際に便利です。 HTML フォームから送られてくるデータなどがこれにあたります。

フィルタリングの方式には、大きく分けて 検証 (validation) と 除去 (sanitization) のふたつがあります。

検証 は、 データが何らかの条件を満たしているかどうかをチェックします。 たとえば FILTER_VALIDATE_EMAIL を渡すと、 データがメールアドレスとして正しい形式かどうかを調べます。 データ自体には何も手を加えません。

除去 は、 望まれていない文字を除去するなどしてデータを変更します。 たとえば FILTER_SANITIZE_EMAIL を渡すと、 メールアドレスとして無効な文字が含まれている場合にそれを除去します。 つまり、データの検証を行うわけではありません。

検証および除去のいずれについても、必要に応じて フラグ を使用して挙動を変更することができます。たとえば URL のフィルタリング時に FILTER_FLAG_SCHEME_REQUIRED を渡すと、スキーム (http:// など) を必須とすることができます。

インストール/設定
目次
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
filter 拡張モジュールは PHP 5.2.0 以降デフォルトで有効となります。 それより前のバージョンでは実験的な PECL 拡張モジュールを使用していましたが、 PECL 版は今後非推奨となり、更新もされません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

フィルタ設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

filter.default "unsafe_raw" PHP_INI_PERDIR filter <= 0.9.4 では PHP_INI_ALL。PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
filter.default_flags NULL PHP_INI_PERDIR filter <= 0.9.4 では PHP_INI_ALL。PHP 5.2.0 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

filter.default string

このフィルタで $_GET, $_POST, $_COOKIE, $_REQUEST および $_SERVER のすべてのデータをフィルタリングします。 もとのデータへは filter_input() でアクセスが可能です。

デフォルトで使用するフィルタの名前を指定することができます。 既存のフィルタの一覧を参照し、フィルタ名を指定してください。

filter.default_flags integer

デフォルトのフラグ。

リソース型
リソース型は定義されていません。

Types of filters
目次

検証フィルタ
除去フィルタ
その他のフィルタ
フィルタフラグ

検証フィルタ
検証用のフィルタの一覧

ID 名前 オプション フラグ 説明

FILTER_VALIDATE_BOOLEAN "boolean"  FILTER_NULL_ON_FAILURE

"1"、"true"、"on" および "yes" の場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

FILTER_NULL_ON_FAILURE が設定されている場合は、 FALSE が返されるのは "0"、"false"、"off"、"no" および "" の場合のみとなります。 boolean 以外の値については
NULL を返します。

FILTER_VALIDATE_EMAIL "validate_email"   値が e-mail 形式であるかどうかを検証します。
FILTER_VALIDATE_FLOAT "float" decimal FILTER_FLAG_ALLOW_THOUSAND 値が float であるかどうかを検証します。

min_range,
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FILTER_VALIDATE_INT "int"
max_range

FILTER_FLAG_ALLOW_OCTAL, FILTER_FLAG_ALLOW_HEX 値が整数であるかどうか、オプションで指定した範囲内にあるかどうかを検証します。

FILTER_VALIDATE_IP "validate_ip"  
FILTER_FLAG_IPV4, FILTER_FLAG_IPV6,
FILTER_FLAG_NO_PRIV_RANGE,
FILTER_FLAG_NO_RES_RANGE

値が IP アドレスであるかどうかを検証します。 オプションで IPv4 あるいは IPv6 のみの指定、 プライベートアドレスや予約済みアドレスではないことの指定もできま
す。

FILTER_VALIDATE_REGEXP "validate_regexp" regexp  値が、Perl 互換の 正規表現 regexp に一致するかどうかを検証します。

FILTER_VALIDATE_URL "validate_url"  FILTER_FLAG_PATH_REQUIRED,
FILTER_FLAG_QUERY_REQUIRED

値が URL 形式である (» http://www.faqs.org/rfcs/rfc2396 に準拠している) かどうか、 オプションで、必須コンポーネントが含まれているかどうかを検証します。
この関数は、ASCII の URL のみを正しいとみなすことに注意しましょう。 国際化ドメイン名 (非 ASCII 文字を含むもの) は失敗します。

注意:

+0 および -0 は integer としては無効ですが float としては有効と見なされます。

除去フィルタ
除去フィルタの一覧

ID 名前 オプ
ション フラグ 説明

FILTER_SANITIZE_EMAIL "email"   英字、数字および !#$%&'*+-/=?^_`{|}~@.[] 以外のすべての文字を取り除きます。
FILTER_SANITIZE_ENCODED "encoded"  FILTER_FLAG_STRIP_LOW, FILTER_FLAG_STRIP_HIGH, FILTER_FLAG_ENCODE_LOW, FILTER_FLAG_ENCODE_HIGH 文字列を URL エンコードします。オプションで、 特殊文字を取り除いたりエンコードしたりします。
FILTER_SANITIZE_MAGIC_QUOTES "magic_quotes"   addslashes() を適用します。
FILTER_SANITIZE_NUMBER_FLOAT "number_float"  FILTER_FLAG_ALLOW_FRACTION, FILTER_FLAG_ALLOW_THOUSAND, FILTER_FLAG_ALLOW_SCIENTIFIC 数字、+- および オプションで .,eE 以外のすべての文字を取り除きます。
FILTER_SANITIZE_NUMBER_INT "number_int"   数字、プラス記号、マイナス記号 以外のすべての文字を取り除きます。

FILTER_SANITIZE_SPECIAL_CHARS "special_chars"  FILTER_FLAG_STRIP_LOW, FILTER_FLAG_STRIP_HIGH, FILTER_FLAG_ENCODE_HIGH '"<>& および ASCII 値が 32 未満の文字を HTML エスケープします。オプションで、 特殊文字を取
り除いたりエンコードしたりします。

FILTER_SANITIZE_STRING "string"  FILTER_FLAG_NO_ENCODE_QUOTES, FILTER_FLAG_STRIP_LOW, FILTER_FLAG_STRIP_HIGH, FILTER_FLAG_ENCODE_LOW,
FILTER_FLAG_ENCODE_HIGH, FILTER_FLAG_ENCODE_AMP タグを取り除きます。オプションで、 特殊文字を取り除いたりエンコードしたりします。

FILTER_SANITIZE_STRIPPED "stripped"   "string" フィルタのエイリアス。
FILTER_SANITIZE_URL "url"   英字、数字および $-_.+!*'(),{}|\\^~[]`<>#%";/?:@&= 以外のすべての文字を取り除きます。
FILTER_UNSAFE_RAW "unsafe_raw"  FILTER_FLAG_STRIP_LOW, FILTER_FLAG_STRIP_HIGH, FILTER_FLAG_ENCODE_LOW, FILTER_FLAG_ENCODE_HIGH,

FILTER_FLAG_ENCODE_AMP 何もせず、オプションで特殊文字を取り除いたりエンコードしたりします。

その他のフィルタ
その他のフィルタの一覧

ID 名前 オプション フラグ 説明
FILTER_CALLBACK "callback" callback 関数あるいはメソッド  ユーザ定義の関数をコールしてデータをフィルタリングします。

フィルタフラグ
フィルタフラグの一覧

ID 使える場所 説明
FILTER_FLAG_STRIP_LOW FILTER_SANITIZE_ENCODED, FILTER_SANITIZE_SPECIAL_CHARS, FILTER_SANITIZE_STRING,

FILTER_UNSAFE_RAW コードが 32 未満の文字を除去します。

FILTER_FLAG_STRIP_HIGH FILTER_SANITIZE_ENCODED, FILTER_SANITIZE_SPECIAL_CHARS, FILTER_SANITIZE_STRING,
FILTER_UNSAFE_RAW コードが 127 より大きい文字を除去します。

FILTER_FLAG_ALLOW_FRACTION FILTER_SANITIZE_NUMBER_FLOAT ピリオド (.) を数値の小数点として許可します。
FILTER_FLAG_ALLOW_THOUSAND FILTER_SANITIZE_NUMBER_FLOAT, FILTER_VALIDATE_FLOAT カンマ (,) を数値の桁区切り文字として許可します。
FILTER_FLAG_ALLOW_SCIENTIFIC FILTER_SANITIZE_NUMBER_FLOAT e あるいは E を、 科学記法の数値として許可します。
FILTER_FLAG_NO_ENCODE_QUOTES FILTER_SANITIZE_STRING このフラグを指定すると、シングルクォート (') およびダブルクォート (") をエンコードしません。
FILTER_FLAG_ENCODE_LOW FILTER_SANITIZE_ENCODED, FILTER_SANITIZE_STRING, FILTER_SANITIZE_RAW コードが 32 未満のすべての文字をエンコードします。
FILTER_FLAG_ENCODE_HIGH FILTER_SANITIZE_ENCODED, FILTER_SANITIZE_SPECIAL_CHARS, FILTER_SANITIZE_STRING,

FILTER_SANITIZE_RAW コードが 127 より大きいすべての文字をエンコードします。
FILTER_FLAG_ENCODE_AMP FILTER_SANITIZE_STRING, FILTER_SANITIZE_RAW アンパサンド (&) をエンコードします。
FILTER_NULL_ON_FAILURE FILTER_VALIDATE_BOOLEAN boolean 値として認識できない値の場合に NULL を返します。
FILTER_FLAG_ALLOW_OCTAL FILTER_VALIDATE_INT ゼロ (0) で始まる入力を八進数とみなします。 ゼロの後には 0-7 しか続けることができません。
FILTER_FLAG_ALLOW_HEX FILTER_VALIDATE_INT 0x あるいは 0X で始まる入力を十六進数とみなします。 後に続けられる文字は a-fA-F0-9 だけです。
FILTER_FLAG_IPV4 FILTER_VALIDATE_IP IPv4 形式の IP アドレスを許可します。
FILTER_FLAG_IPV6 FILTER_VALIDATE_IP IPv6 形式の IP アドレスを許可します。

FILTER_FLAG_NO_PRIV_RANGE FILTER_VALIDATE_IP
IPv4 プライベート領域 10.0.0.0/8, 172.16.0.0/12 および 192.168.0.0/16 を許可しません。

FD あるいは FC ではじまる IPv6 アドレスを許可しません。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2396
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FILTER_FLAG_NO_RES_RANGE FILTER_VALIDATE_IP 予約済みの IPv4 範囲 0.0.0.0/8, 169.254.0.0/16, 192.0.2.0/24 および 224.0.0.0/4. を許可しません。 このフラグは IPv6 アドレスには適用
されません。

FILTER_FLAG_PATH_REQUIRED FILTER_VALIDATE_URL URL で、パス部分を必須とします。
FILTER_FLAG_QUERY_REQUIRED FILTER_VALIDATE_URL URL で、クエリ文字列を必須とします。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

INPUT_POST (integer)
POST 変数。

INPUT_GET (integer)
GET 変数。

INPUT_COOKIE (integer)
COOKIE 変数。

INPUT_ENV (integer)
ENV 変数。

INPUT_SERVER (integer)
SERVER 変数。

INPUT_SESSION (integer)
SESSION 変数 (まだ実装されていません)。

INPUT_REQUEST (integer)
REQUEST 変数 (まだ実装されていません)。

FILTER_FLAG_NONE (integer)
フィルタしない。

FILTER_REQUIRE_SCALAR (integer)
入力値としてスカラーを要求するために使用するフラグ。

FILTER_REQUIRE_ARRAY (integer)
入力として配列を要求します。

FILTER_FORCE_ARRAY (integer)
常に配列として返します。

FILTER_NULL_ON_FAILURE (integer)
失敗した場合に FALSE ではなく NULL を使用します。

FILTER_VALIDATE_INT (integer)
"int" フィルタの ID。

FILTER_VALIDATE_BOOLEAN (integer)
"boolean" フィルタの ID。

FILTER_VALIDATE_FLOAT (integer)
"float" フィルタの ID。

FILTER_VALIDATE_REGEXP (integer)
"validate_regexp" フィルタの ID。

FILTER_VALIDATE_URL (integer)
"validate_url" フィルタの ID。

FILTER_VALIDATE_EMAIL (integer)
"validate_email" フィルタの ID。

FILTER_VALIDATE_IP (integer)
"validate_ip" フィルタの ID。

FILTER_DEFAULT (integer)
デフォルト ("string") フィルタの ID。

FILTER_UNSAFE_RAW (integer)
"unsafe_raw" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_STRING (integer)
"string" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_STRIPPED (integer)
"stripped" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_ENCODED (integer)
"encoded" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_SPECIAL_CHARS (integer)
"special_chars" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_EMAIL (integer)
"email" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_URL (integer)
"url" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_NUMBER_INT (integer)
"number_int" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_NUMBER_FLOAT (integer)
"number_float" フィルタの ID。

FILTER_SANITIZE_MAGIC_QUOTES (integer)
"magic_quotes" フィルタの ID。
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FILTER_CALLBACK (integer)
"callback" フィルタの ID。

FILTER_FLAG_ALLOW_OCTAL (integer)
"int" フィルタで 8 進表記 (0[0-7]+) を許可します。

FILTER_FLAG_ALLOW_HEX (integer)
"int" フィルタで 16 進表記 (0x[0-9a-fA-F]+) を許可します。

FILTER_FLAG_STRIP_LOW (integer)
ASCII 値が 32 未満の文字を取り除きます。

FILTER_FLAG_STRIP_HIGH (integer)
ASCII 値が 127 より大きい文字を取り除きます。

FILTER_FLAG_ENCODE_LOW (integer)
ASCII 値が 32 未満の文字をエンコードします。

FILTER_FLAG_ENCODE_HIGH (integer)
ASCII 値が 127 より大きい文字をエンコードします。

FILTER_FLAG_ENCODE_AMP (integer)
& をエンコードします。

FILTER_FLAG_NO_ENCODE_QUOTES (integer)
' および " をエンコードしません。

FILTER_FLAG_EMPTY_STRING_NULL (integer)
(現在は使用されていません)

FILTER_FLAG_ALLOW_FRACTION (integer)
"number_float" フィルタで小数を許可します。

FILTER_FLAG_ALLOW_THOUSAND (integer)
"number_float" フィルタで桁区切り文字 (,) を許可します。

FILTER_FLAG_ALLOW_SCIENTIFIC (integer)
"number_float" フィルタで科学記法 (e, E) を許可します。

FILTER_FLAG_SCHEME_REQUIRED (integer)
"validate_url" フィルタでスキームを必須とします。

FILTER_FLAG_HOST_REQUIRED (integer)
"validate_url" フィルタでホスト名を必須とします。

FILTER_FLAG_PATH_REQUIRED (integer)
"validate_url" フィルタでパスを必須とします。

FILTER_FLAG_QUERY_REQUIRED (integer)
"validate_url" フィルタでクエリ文字列を必須とします。

FILTER_FLAG_IPV4 (integer)
"validate_ip" フィルタで IPv4 アドレスのみを許可します。

FILTER_FLAG_IPV6 (integer)
"validate_ip" フィルタで IPv6 アドレスのみを許可します。

FILTER_FLAG_NO_RES_RANGE (integer)
"validate_ip" フィルタで予約済みアドレスを拒否します。

FILTER_FLAG_NO_PRIV_RANGE (integer)
"validate_ip" フィルタでプライベートアドレスを拒否します。

例
目次

検証
除去

検証
例1 filter_var() でのメールアドレスの検証
<?php
$email_a = 'joe@example.com';
$email_b = 'bogus';

if (filter_var($email_a, FILTER_VALIDATE_EMAIL)) {
    echo "(email_a) はメールアドレスとして有効です。";
}
if (filter_var($email_b, FILTER_VALIDATE_EMAIL)) {
    echo "(email_b) はメールアドレスとして有効です。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

(email_a) はメールアドレスとして有効です。

例2 filter_var() での IP アドレスの検証
<?php
$ip_a = '127.0.0.1';
$ip_b = '42.42';
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if (filter_var($ip_a, FILTER_VALIDATE_IP)) {
    echo "(ip_a) は IP アドレスとして有効です。";
}
if (filter_var($ip_b, FILTER_VALIDATE_IP)) {
    echo "(ip_b) は IP アドレスとして有効です。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

(ip_a) は IP アドレスとして有効です。

例3 filter_var() でのオプションの指定
<?php
$int_a = '1';
$int_b = '-1';
$int_c = '4';
$options = array(
    'options' => array(
                      'min_range' => 0,
                      'max_range' => 3,
                      )
);
if (filter_var($int_a, FILTER_VALIDATE_INT, $options) !== FALSE) {
    echo "整数値 (int_a) は有効な値 (0 から 3 までの間) です。\n";
}
if (filter_var($int_b, FILTER_VALIDATE_INT, $options) !== FALSE) {
    echo "整数値 (int_b) は有効な値 (0 から 3 までの間) です。\n";
}
if (filter_var($int_c, FILTER_VALIDATE_INT, $options) !== FALSE) {
    echo "整数値 (int_c) は有効な値 (0 から 3 までの間) です。\n";
}

$options['options']['default'] = 1;
if (($int_c = filter_var($int_c, FILTER_VALIDATE_INT, $options)) !== FALSE) {
    echo "整数値 (int_c) は有効な値 (0 から 3 までの間) で、その値は $int_c です。";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

整数値 (int_a) は有効な値 (0 から 3 までの間) です。
整数値 (int_c) は有効な値 (0 から 3 までの間) で、その値は 1 です。

除去
例1 メールアドレスの検証、および不正な部分の除去
<?php
$a = 'joe@example.org';
$b = 'bogus - at - example dot org';
$c = '(bogus@example.org)';

$sanitized_a = filter_var($a, FILTER_SANITIZE_EMAIL);
if (filter_var($sanitized_a, FILTER_VALIDATE_EMAIL)) {
    echo "処理済の (a) はメールアドレスとして有効です。\n";
}

$sanitized_b = filter_var($b, FILTER_SANITIZE_EMAIL);
if (filter_var($sanitized_b, FILTER_VALIDATE_EMAIL)) {
    echo "処理済のメールアドレスは有効です。";
} else {
    echo "処理済の (b) はメールアドレスとして無効です。\n";
}

$sanitized_c = filter_var($c, FILTER_SANITIZE_EMAIL);
if (filter_var($sanitized_c, FILTER_VALIDATE_EMAIL)) {
    echo "処理済の (c) はメールアドレスとして有効です。\n";
    echo "処理前: $c\n";
    echo "処理後:  $sanitized_c\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。

処理済の (a) はメールアドレスとして有効です。
処理済の (b) はメールアドレスとして無効です。
処理済の (c) はメールアドレスとして有効です。
処理前: (bogus@example.org)
処理後: bogus@example.org

Filter 関数

filter_has_var
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_has_var — 指定した型の変数が存在するかどうかを調べる

説明
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bool filter_has_var ( int $type , string $variable_name )

パラメータ
type

INPUT_GET、INPUT_POST、 INPUT_COOKIE、INPUT_SERVER、 INPUT_ENV のいずれか。
variable_name

調べたい変数の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

filter_id
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_id — フィルタの名前からフィルタ ID を返す

説明

int filter_id ( string $filtername )

パラメータ
filtername

取得したいフィルタの名前。

返り値

フィルタの ID を返します。フィルタが存在しない場合は FALSE を返します。

参考

filter_list() - サポートされるフィルタの一覧を返す

filter_input_array
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_input_array — 外部から変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする

説明

mixed filter_input_array ( int $type [, mixed $definition ] )

この関数を使用すると、大量のデータを取得する際に filter_input() を繰り返しコールする必要がなくなるので便利です。

パラメータ
type

INPUT_GET、INPUT_POST、 INPUT_COOKIE、INPUT_SERVER あるいは INPUT_ENV のいずれか。
definition

引数を定義する配列。配列のキーとして使用できるのは 変数名を string で表したものです。 対応する値に使用できるのは、 フィルタの型か配列 (フィルタ・フラグ・オプションを指定したもの) です。 配列の値として配列を使用する場合に使用できるキーは、 filter (フィ
ルタの型)、 flags (フィルタに適用するフラグ) および options (フィルタに適用するオプション) です。理解を深めるために、以下の例を参照ください。

このパラメータには、フィルタ定数 を表す整数値を指定することもできます。 こうすると、入力配列のすべての値がそのフィルタで処理されます。

返り値

成功した場合は要求された変数の値を含む配列、 あるいは失敗した場合に FALSE を返します。 配列の値は、フィルタリングに失敗した場合には FALSE、 変数が設定されていない場合は NULL となります。 フラグ FILTER_NULL_ON_FAILURE が指定されている場合は、変数が設定さ
れていないときに FALSE、 フィルタリングに失敗した場合に NULL となります。

例
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例1 filter_input_array() の例
<?php
error_reporting(E_ALL | E_STRICT);
/* データは、実際には POST リクエストでやってきます
$_POST = array(
    'product_id'    => 'libgd<script>',
    'component'     => '10',
    'versions'      => '2.0.33',
    'testscalar'    => array('2', '23', '10', '12'),
    'testarray'     => '2',
);
*/

$args = array(
    'product_id'   => FILTER_SANITIZE_ENCODED,
    'component'    => array('filter'    => FILTER_VALIDATE_INT,
                            'flags'     => FILTER_REQUIRE_ARRAY, 
                            'options'   => array('min_range' => 1, 'max_range' => 10)
                           ),
    'versions'     => FILTER_SANITIZE_ENCODED,
    'doesnotexist' => FILTER_VALIDATE_INT,
    'testscalar'   => array(
                            'filter' => FILTER_VALIDATE_INT,
                            'flags'  => FILTER_REQUIRE_SCALAR,
                           ),
    'testarray'    => array(
                            'filter' => FILTER_VALIDATE_INT,
                            'flags'  => FILTER_REQUIRE_ARRAY,
                           )

);

$myinputs = filter_input_array(INPUT_POST, $args);

var_dump($myinputs);
echo "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
array(6) {
  ["product_id"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(17) "libgd%3Cscript%3E"
  }
  ["component"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    int(10)
  }
  ["versions"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(6) "2.0.33"
  }
  ["doesnotexist"]=>
  NULL
  ["testscalar"]=>
  bool(false)
  ["testarray"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    int(2)
  }
}

参考

filter_input() - 指定した名前の変数を外部から受け取り、オプションでそれをフィルタリングする
filter_var_array() - 複数の変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする

filter_input
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_input — 指定した名前の変数を外部から受け取り、オプションでそれをフィルタリングする

説明

mixed filter_input ( int $type , string $variable_name [, int $filter = FILTER_DEFAULT [, mixed $options ]] )

パラメータ
type

INPUT_GET、INPUT_POST、 INPUT_COOKIE、INPUT_SERVER あるいは INPUT_ENV のいずれか。
variable_name

取得する変数の名前。
filter

適用するフィルタ。
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options

オプションあるいはフラグの論理和の連想配列。 オプションを指定可能なフィルタの場合、この配列の "flags" フィールドにフラグを指定します。

返り値

成功した場合は要求された変数の値、フィルタリングに失敗した場合に FALSE、 あるいは変数 variable_name が設定されていない場合に NULL を返します。フラグ FILTER_NULL_ON_FAILURE が指定されている場合は、変数が設定されていなければ FALSE、 フィルタリングに失敗し
たら NULL を返します。

例

例1 filter_input() の例
<?php
$search_html = filter_input(INPUT_GET, 'search', FILTER_SANITIZE_SPECIAL_CHARS);
$search_url = filter_input(INPUT_GET, 'search', FILTER_SANITIZE_ENCODED);
echo "You have searched for $search_html.\n";
echo "<a href='?search=$search_url'>Search again.</a>";
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
You have searched for Me &#38; son.
<a href='?search=Me%20%26%20son'>Search again.</a>

参考

filter_var() - 指定したフィルタでデータをフィルタリングする
filter_input_array() - 外部から変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_var_array() - 複数の変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする

filter_list
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_list — サポートされるフィルタの一覧を返す

説明

array filter_list ( void )

返り値

サポートされる全フィルタの名前の配列を返します。 フィルタが存在しない場合は空の配列を返します。 この配列のインデックスはフィルタの ID ではありません。 ID を取得するには filter_id() にフィルタ名を渡します。

例

例1 filter_list() の例
<?php
print_r(filter_list());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => int
    [1] => boolean
    [2] => float
    [3] => validate_regexp
    [4] => validate_url
    [5] => validate_email
    [6] => validate_ip
    [7] => string
    [8] => stripped
    [9] => encoded
    [10] => special_chars
    [11] => unsafe_raw
    [12] => email
    [13] => url
    [14] => number_int
    [15] => number_float
    [16] => magic_quotes
    [17] => callback
)

filter_var_array
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_var_array — 複数の変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
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説明

mixed filter_var_array ( array $data [, mixed $definition ] )

この関数を使用すると、大量の変数を取得する際に filter_var() を繰り返しコールする必要がなくなるので便利です。

パラメータ
data

文字列キーの配列。フィルタリングするデータを保持します。
definition

引数を定義する配列。配列のキーとして使用できるのは 変数名を string で表したものです。 対応する値に使用できるのは、 フィルタの型か配列 (フィルタ・フラグ・オプションを指定したもの) です。 配列の値として配列を使用する場合に使用できるキーは、 filter (フィ
ルタの型)、 flags (フィルタに適用するフラグ) および options (フィルタに適用するオプション) です。理解を深めるために、以下の例を参照ください。

このパラメータには、フィルタ定数 を表す整数値を指定することもできます。 こうすると、入力配列のすべての値がそのフィルタで処理されます。

返り値

成功した場合は要求された変数の値を含む配列、 あるいは失敗した場合に FALSE を返します。 配列の値は、フィルタリングに失敗した場合には FALSE、 変数が設定されていない場合は NULL となります。

例

例1 filter_var_array() の例
<?php
error_reporting(E_ALL | E_STRICT);
$data = array(
    'product_id'    => 'libgd<script>',
    'component'     => '10',
    'versions'      => '2.0.33',
    'testscalar'    => array('2', '23', '10', '12'),
    'testarray'     => '2',
);

$args = array(
    'product_id'   => FILTER_SANITIZE_ENCODED,
    'component'    => array('filter'    => FILTER_VALIDATE_INT,
                            'flags'     => FILTER_FORCE_ARRAY, 
                            'options'   => array('min_range' => 1, 'max_range' => 10)
                           ),
    'versions'     => FILTER_SANITIZE_ENCODED,
    'doesnotexist' => FILTER_VALIDATE_INT,
    'testscalar'   => array(
                            'filter' => FILTER_VALIDATE_INT,
                            'flags'  => FILTER_REQUIRE_SCALAR,
                           ),
    'testarray'    => array(
                            'filter' => FILTER_VALIDATE_INT,
                            'flags'  => FILTER_FORCE_ARRAY,
                           )

);

$myinputs = filter_var_array($data, $args);

var_dump($myinputs);
echo "\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
array(6) {
  ["product_id"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(17) "libgd%3Cscript%3E"
  }
  ["component"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    int(10)
  }
  ["versions"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(6) "2.0.33"
  }
  ["doesnotexist"]=>
  NULL
  ["testscalar"]=>
  bool(false)
  ["testarray"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    int(2)
  }
}

参考

filter_input_array() - 外部から変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_var() - 指定したフィルタでデータをフィルタリングする
filter_input() - 指定した名前の変数を外部から受け取り、オプションでそれをフィルタリングする
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filter_var
(PHP 5 >= 5.2.0)

filter_var — 指定したフィルタでデータをフィルタリングする

説明

mixed filter_var ( mixed $variable [, int $filter = FILTER_DEFAULT [, mixed $options ]] )

パラメータ
variable

フィルタリングする値。
filter

使用するフィルタの ID (Types of filters を参照ください)。
options

オプションあるいはフラグの論理和の連想配列。 オプションを指定可能なフィルタの場合、この配列の "flags" フィールドにフラグを指定します。 "callback" フィルタの場合は、callback 型を渡さなければなりません。 コールバックは、フィルタリングする値を引数とし
て受け取り、 処理後の値を返すようにしなければなりません。
<?php
// オプションを許可するフィルタは、このような形式となります
$options = array(
    'options' => array(
        'default' => 3, // フィルタが失敗した場合に返す値
        // その他のオプションをここに書きます
        'min_range' => 0
    ),
    'flags' => FILTER_FLAG_ALLOW_OCTAL,
);
$var = filter_var('0755', FILTER_VALIDATE_INT, $options);

// フラグのみを許可するフィルタは、それを直接記述します
$var = filter_var('oops', FILTER_VALIDATE_BOOLEAN, FILTER_NULL_ON_FAILURE);

// フラグのみを許可するフィルタは、配列として渡すこともできます
$var = filter_var('oops', FILTER_VALIDATE_BOOLEAN,
                  array('flags' => FILTER_NULL_ON_FAILURE));

// コールバックフィルタ
function foo($value)
{
    $ret = new stdClass;
    $ret->value = filter_var($value, FILTER_VALIDATE_BOOLEAN,
                             array('flags' => FILTER_NULL_ON_FAILURE));
    return $ret;
}
$var = filter_var('yes', FILTER_CALLBACK, array('options' => 'foo'));
?>

返り値

フィルタリングされたデータ、あるいは処理に失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 filter_var() の例
<?php
var_dump(filter_var('bob@example.com', FILTER_VALIDATE_EMAIL));
var_dump(filter_var('example.com', FILTER_VALIDATE_URL, FILTER_FLAG_SCHEME_REQUIRED));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(15) "bob@example.com"
bool(false)

参考

filter_var_array() - 複数の変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_input() - 指定した名前の変数を外部から受け取り、オプションでそれをフィルタリングする
filter_input_array() - 外部から変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
callback 型に関する情報

目次
filter_has_var — 指定した型の変数が存在するかどうかを調べる
filter_id — フィルタの名前からフィルタ ID を返す
filter_input_array — 外部から変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_input — 指定した名前の変数を外部から受け取り、オプションでそれをフィルタリングする
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filter_list — サポートされるフィルタの一覧を返す
filter_var_array — 複数の変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_var — 指定したフィルタでデータをフィルタリングする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

Types of filters
検証フィルタ
除去フィルタ
その他のフィルタ
フィルタフラグ

定義済み定数
例

検証
除去

Filter 関数
filter_has_var — 指定した型の変数が存在するかどうかを調べる
filter_id — フィルタの名前からフィルタ ID を返す
filter_input_array — 外部から変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_input — 指定した名前の変数を外部から受け取り、オプションでそれをフィルタリングする
filter_list — サポートされるフィルタの一覧を返す
filter_var_array — 複数の変数を受け取り、オプションでそれらをフィルタリングする
filter_var — 指定したフィルタでデータをフィルタリングする

関数処理

導入
これらの関数は、関数で行う様々な処理を行います。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
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リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

関数処理 関数

call_user_func_array
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

call_user_func_array — パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする

説明

mixed call_user_func_array ( callback $function , array $param_arr )

param_arr にパラメータを指定して、 function で指定したユーザ定義関数をコールします。

パラメータ
function

コールする関数。
param_arr

関数に渡すパラメータを指定する配列。

返り値

関数の結果、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オブジェクト指向のキーワード、たとえば parent や self などの処理方法が変わりました。 これまでは、ダブルコロン構文を使ってこれらをコールすると E_STRICT 警告が発生していました。静的コールと判断されたからです。

例

例1 call_user_func_array() の例
<?php
function foobar($arg, $arg2) {
    echo __FUNCTION__, " got $arg and $arg2\n";
}
class foo {
    function bar($arg, $arg2) {
        echo __METHOD__, " got $arg and $arg2\n";
    }
}

// foobar() 関数に引数を 2 つ渡してコールします
call_user_func_array("foobar", array("one", "two"));

// $foo->bar() メソッドに引数を 2 つ渡してコールします
$foo = new foo;
call_user_func_array(array($foo, "bar"), array("three", "four"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
foobar got one and two
foo::bar got three and four

例2 call_user_func_array() での名前空間の使用法
<?php

namespace Foobar;

class Foo {
    static public function test($name) {
        print "Hello {$name}!\n";
    }
}
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// PHP 5.3.0 以降
call_user_func_array(__NAMESPACE__ .'\Foo::test', array('Hannes'));

// PHP 5.3.0 以降
call_user_func_array(array(__NAMESPACE__ .'\Foo', 'test'), array('Philip'));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Hello Hannes!
Hello Philip!

例3 ラムダ関数の使用
<?php

$func = function($arg1, $arg2) {
    return $arg1 * $arg2;
};

var_dump(call_user_func_array($func, array(2, 4))); /* PHP 5.3.0 以降 */
?>

上の例の出力は以下となります。
int(8)

注意

注意:

param_arr 内で参照される変数は、 関数に参照渡しされます。これは、 その関数がパラメータを参照渡しで受け取ることを期待しているかどうかにかかわらず同じです。 この形式でコール時に参照渡しをしても、廃止予定であるという notice は発生しません。とは
いえ、それが廃止予定であることに変わりはなく、 次のバージョンの PHP では使えなくなるでしょう。 さらに、この形式は PHP の組み込み関数には適用できません。 組み込み関数については関数のシグネチャが優先されます。 参照渡しを期待しているところに値
で渡すと警告が発生し、 call_user_func() は FALSE を返します (渡した値の参照カウンタが 1 である場合は、これはあてはまりません)。

注意:

call_user_func() や call_user_func_array() で登録されたコールバックは、 前のコールバックからスローされた例外がキャッチされていない場合はコールされません。

参考

call_user_func() - 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする
callback 型に関する情報

call_user_func
(PHP 4, PHP 5)

call_user_func — 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする

説明

mixed call_user_func ( callback $function [, mixed $parameter [, mixed $... ]] )

パラメータ functionで指定した ユーザ定義のコールバック関数をコールします。

パラメータ
function

コールする関数。このパラメータに array($classname, $methodname) を指定することにより、 クラスメソッドも静的にコールすることができます。 さらに、オブジェクトのインスタンスのクラスメソッドをコールするには、 array($objectinstance, $methodname)
をこのパラメータに渡します。

parameter

この関数に渡す、ゼロ個以上のパラメータ。

注意:

call_user_func() のパラメータは 参照渡しではないことに注意しましょう。

例1 call_user_func() の例と参照
<?php
error_reporting(E_ALL);
function increment(&$var)
{
    $var++;
}

$a = 0;
call_user_func('increment', $a);
echo $a."\n";
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call_user_func_array('increment', array(&$a)); // PHP 5.3 より前のバージョンでは、このようにしてもかまいません
echo $a."\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
0
1

返り値

関数の結果、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 オブジェクト指向のキーワード、たとえば parent や self などの処理方法が変わりました。 これまでは、ダブルコロン構文を使ってこれらをコールすると E_STRICT 警告が発生していました。静的コールと判断されたからです。

例

例2 call_user_func() の例
<?php
function barber($type)
{
    echo "$type ですね、わかりました。\n";
}
call_user_func('barber', "マッシュルームカット");
call_user_func('barber', "髭剃り");
?>

上の例の出力は以下となります。

マッシュルームカット ですね、わかりました。
髭剃り ですね、わかりました。

例3 名前空間を使用した call_user_func()

<?php

namespace Foobar;

class Foo {
    static public function test() {
        print "Hello world!\n";
    }
}

call_user_func(__NAMESPACE__ .'\Foo::test'); // PHP 5.3.0 以降
call_user_func(array(__NAMESPACE__ .'\Foo', 'test')); // PHP 5.3.0 以降
?>

上の例の出力は以下となります。
Hello world!
Hello world!

例4 call_user_func() でのクラスメソッドの使用
<?php

class myclass {
    static function say_hello()
    {
        echo "Hello!\n";
    }
}

$classname = "myclass";

call_user_func(array($classname, 'say_hello'));
call_user_func($classname .'::say_hello'); // 5.2.3 以降
$myobject = new myclass();

call_user_func(array($myobject, 'say_hello'));

?>

上の例の出力は以下となります。
Hello!
Hello!
Hello!

例5 call_user_func() でのラムダ関数の使用
<?php
call_user_func(function($arg) { print "[$arg]\n"; }, 'test'); /* PHP 5.3.0 以降 */
?>

上の例の出力は以下となります。
[test]
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注意

注意:

call_user_func() や call_user_func_array() で登録されたコールバックは、 前のコールバックからスローされた例外がキャッチされていない場合はコールされません。

参考

call_user_func_array() - パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
is_callable() - 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
callback 型に関する情報

create_function
(PHP 4 >= 4.0.1, PHP 5)

create_function — 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する

説明

string create_function ( string $args , string $code )

指定したパラメータにより匿名関数を作成し、その関数のユニークな名前を返します。

パラメータ

通常、argsには、シングルクオートで括った文字列を 指定し、code の場合も同様に指定することが推奨されます。 シングルクオートで括った文字列を使用する理由は、パース時に変数名を保護するためです。 ダブルクオートを使用した場合には、\$avarのように変数名を エス
ケープする必要があります。
args

関数の引数。
code

関数のコード。

返り値

一意な関数名を表す文字列、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 create_function() による匿名関数の作成

この関数を使用すると、(たとえば) 実行時に取得した情報をもとにして関数を作成できます。
<?php
$newfunc = create_function('$a,$b', 'return "ln($a) + ln($b) = " . log($a * $b);');
echo "新しい匿名関数: $newfunc\n";
echo $newfunc(2, M_E) . "\n";
// 出力
// 新しい匿名関数: lambda_1
// ln(2) + ln(2.718281828459) = 1.6931471805599
?>

もしくは、パラメータリストに一連の処理を行うことができる 一般的なハンドラ関数を定義できます。

例2 create_function() による一般的な処理関数の作成
<?php
function process($var1, $var2, $farr)
{
    foreach ($farr as $f) {
        echo $f($var1, $var2) . "\n";
    }
}

// 数学関数群を作成します
$f1 = 'if ($a >=0) {return "b*a^2 = ".$b*sqrt($a);} else {return false;}';
$f2 = "return \"min(b^2+a, a^2,b) = \".min(\$a*\$a+\$b,\$b*\$b+\$a);";
$f3 = 'if ($a > 0 && $b != 0) {return "ln(a)/b = ".log($a)/$b; } else { return false; }';
$farr = array(
    create_function('$x,$y', 'return "some trig: ".(sin($x) + $x*cos($y));'),
    create_function('$x,$y', 'return "a hypotenuse: ".sqrt($x*$x + $y*$y);'),
    create_function('$a,$b', $f1),
    create_function('$a,$b', $f2),
    create_function('$a,$b', $f3)
    );

echo "\n無名関数群の最初の配列を使用します\n";
echo "パラメータ: 2.3445, M_PI\n";
process(2.3445, M_PI, $farr);

// 文字列処理関数群を作成します
$garr = array(
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    create_function('$b,$a', 'if (strncmp($a, $b, 3) == 0) return "** \"$a\" '.
    'and \"$b\"\n** Look the same to me! (looking at the first 3 chars)";'),
    create_function('$a,$b', '; return "CRCs: " . crc32($a) . " , ".crc32(b);'),
    create_function('$a,$b', '; return "similar(a,b) = " . similar_text($a, $b, &$p) . "($p%)";')
    );
echo "\n無名関数群の二番目の配列を使用します\n";
process("Twas brilling and the slithy toves", "Twas the night", $garr);
?>

上の例の出力は以下となります。

無名関数群の最初の配列を使用します
パラメータ: 2.3445, M_PI
some trig: -1.6291725057799
a hypotenuse: 3.9199852871011
b*a^2 = 4.8103313314525
min(b^2+a, a^2,b) = 8.6382729035898
ln(a/b) = 0.27122299212594

無名関数群の二番目の配列を使用します
** "Twas the night" and "Twas brilling and the slithy toves"
** Look the same to me! (looking at the first 3 chars)
CRCs: -725381282 , 1908338681
similar(a,b) = 11(45.833333333333%)

ラムダ形式の (匿名の) 関数の最も一般的な使用法は、 コールバック関数を作成することでしょう。たとえば array_walk() あるいは usort() などで使用します。

例3 コールバック関数としての匿名関数の使用法
<?php
$av = array("the ", "a ", "that ", "this ");
array_walk($av, create_function('&$v,$k', '$v = $v . "mango";'));
print_r($av);
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
  [0] => the mango
  [1] => a mango
  [2] => that mango
  [3] => this mango
)

文字列の配列が、短い順に並べ替えられます。
<?php

$sv = array("small", "larger", "a big string", "it is a string thing");
print_r($sv);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
  [0] => small
  [1] => larger
  [2] => a big string
  [3] => it is a string thing
)

長い順に並べ替えます。
<?php

usort($sv, create_function('$a,$b','return strlen($b) - strlen($a);'));
print_r($sv);

?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
  [0] => it is a string thing
  [1] => a big string
  [2] => larger
  [3] => small
)

参考

無名関数

forward_static_call_array
(PHP 5 >= 5.3.0)

forward_static_call_array — 静的メソッドをコールし、引数を配列で渡す

説明

mixed forward_static_call_array ( callback $function [, array $parameters ] )
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function パラメータで指定したユーザ定義の関数あるいはメソッドをコールします。 この関数はメソッドのコンテキストでコールしなければなりません。 クラスの外部で使用することはできません。 転送先のメソッドへのすべての引数は値渡しで、 call_user_func_array() と
同様に配列で指定します。

パラメータ
function

コールしたい関数あるいはメソッド。このパラメータは、 クラス名とメソッド名を指定した配列あるいは関数名を指定した文字列となります。
parameter

このひとつのパラメータに、メソッドに渡すすべてのパラメータを配列で指定します。

注意:

forward_static_call_array() へのパラメータは参照渡しではないことに注意しましょう。

返り値

関数の結果、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 forward_static_call_array() の例
<?php

class A
{
    const NAME = 'A';
    public static function test() {
        $args = func_get_args();
        echo static::NAME, " ".join(',', $args)." \n";
    }
}

class B extends A
{
    const NAME = 'B';

    public static function test() {
        echo self::NAME, "\n";
        forward_static_call_array(array('A', 'test'), array('more', 'args'));
        forward_static_call_array( 'test', array('other', 'args'));
    }
}

B::test('foo');

function test() {
        $args = func_get_args();
        echo "C ".join(',', $args)." \n";
    }

?>

上の例の出力は以下となります。
B
B more,args 
C other,args

参考

forward_static_call() - 静的メソッドをコールする
call_user_func() - 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする
call_user_func_array() - パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
is_callable() - 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
callback 型に関する情報

forward_static_call
(PHP 5 >= 5.3.0)

forward_static_call — 静的メソッドをコールする

説明

mixed forward_static_call ( callback $function [, mixed $parameter [, mixed $... ]] )

function パラメータで指定したユーザ定義の関数あるいはメソッドを、 それに続く引数を指定してコールします。この関数はメソッドのコンテキストでコールしなければなりません。 クラスの外部で使用することはできません。

パラメータ
function
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コールしたい関数あるいはメソッド。このパラメータは、 クラス名とメソッド名を指定した配列あるいは関数名を指定した文字列となります。
parameter

関数に渡したいパラメータ。

返り値

関数の結果、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 forward_static_call() の例
<?php

class A
{
    const NAME = 'A';
    public static function test() {
        $args = func_get_args();
        echo static::NAME, " ".join(',', $args)." \n";
    }
}

class B extends A
{
    const NAME = 'B';

    public static function test() {
        echo self::NAME, "\n";
        forward_static_call(array('A', 'test'), 'more', 'args');
        forward_static_call( 'test', 'other', 'args');
    }
}

B::test('foo');

function test() {
        $args = func_get_args();
        echo "C ".join(',', $args)." \n";
    }

?>

上の例の出力は以下となります。
B
B more,args 
C other,args

参考

forward_static_call_array() - 静的メソッドをコールし、引数を配列で渡す
call_user_func_array() - パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
call_user_func() - 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする
is_callable() - 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
callback 型に関する情報

func_get_arg
(PHP 4, PHP 5)

func_get_arg — 引数のリストから要素をひとつ返す

説明

mixed func_get_arg ( int $arg_num )

ユーザが定義した関数の引数リストから、指定した引数を取得します。

この関数は、 func_num_args()および func_get_args()と組み合わせて使用され、これにより ユーザ定義の関数が可変長の引数リストをとることができるようになります。

パラメータ
arg_num

引数の位置。関数の引数はゼロから数え始めます。

返り値

指定した引数、あるいはエラー時に FALSE を返します。

変更履歴
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バージョン 説明
5.3.0 この関数はパラメータリスト内で使用できるようになりました。
5.3.0 ある関数内で include() や require() を使って別のファイルを読み込んでいるときに 別のファイル側からこの関数をコールすると、警告を発生して FALSE を返すようになりました。

エラー / 例外

ユーザ定義関数の外部からコールされた場合、あるいは arg_num が実際に渡された引数の数より多い場合に警告を発生します。

例

例1 func_get_arg() の例
<?php
function foo()
{
     $numargs = func_num_args();
     echo "Number of arguments: $numargs<br />\n";
     if ($numargs >= 2) {
         echo "二番目の引数は " . func_get_arg(1) . " です。<br />\n";
     }
}

foo (1, 2, 3);
?>

例2 func_get_arg() の PHP 5.3 前後の例
test.php
<?php
function foo() {
    include './fga.inc';
}

foo('First arg', 'Second arg');
?>

fga.php
<?php

$arg = func_get_arg(1);
var_export($arg);

?>

PHP 5.3 より前のバージョンでの出力は、このようになります。
'Second arg'

PHP 5.3 以降のバージョンでの出力は、このようになります。
Warning: func_get_arg():  Called from the global scope - no function
context in /home/torben/Desktop/code/ml/fga.inc on line 3
false

注意

注意:

この関数は、 カレントスコープに依存してパラメータの詳細を決定しますので、 5.3.0 より前のバージョンでは関数パラメータとして使用することができません。 もし、この値を渡さなければならない場合、戻り値を変数に割り当て、 その変数を渡してください。

注意: この関数は、渡された引数のみのコピーを返します。 デフォルトの (渡されていない) 引数については感知しません。

参考

func_get_args() - 関数の引数リストを配列として返す
func_num_args() - 関数に渡された引数の数を返す

func_get_args
(PHP 4, PHP 5)

func_get_args — 関数の引数リストを配列として返す

説明

array func_get_args ( void )

関数の引数リストを配列で取得します。

この関数は func_num_args() および func_get_arg() と組み合わせて使用され、 これによりユーザ定義の章において可変長の引数リストを使用することができるようになります。

返り値

配列を返します。この配列の各要素は、 現在のユーザ定義関数の引数リストにおける対応するメンバのコピーとなります。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はパラメータリスト内で使用できるようになりました。
5.3.0 ある関数内で include() や require() を使って別のファイルを読み込んでいるときに 別のファイル側からこの関数をコールすると、警告を発生して FALSE を返すようになりました。

エラー / 例外

ユーザ定義関数の外部からコールされた際に警告を発生します。

例

例1 func_get_args() の例
<?php
function foo()
{
    $numargs = func_num_args();
    echo "引数の数: $numargs<br />\n";
    if ($numargs >= 2) {
        echo "二番目の引数は: " . func_get_arg(1) . " です。<br />\n";
    }
    $arg_list = func_get_args();
    for ($i = 0; $i < $numargs; $i++) {
        echo "引数 $i は: " . $arg_list[$i] . " です。<br />\n";
    }
}

foo(1, 2, 3);
?>

上の例の出力は以下となります。
Number of arguments: 3<br />
Second argument is: 2<br />
Argument 0 is: 1<br />
Argument 1 is: 2<br />
Argument 2 is: 3<br />

例2 func_get_args() の PHP 5.3 前後の例
test.php
<?php
function foo() {
    include './fga.inc';
}

foo('First arg', 'Second arg');
?>

fga.inc
<?php

$args = func_get_args();
var_export($args);

?>

PHP 5.3 より前のバージョンでの出力は、このようになります。
array (
  0 => 'First arg',
  1 => 'Second arg',
)

PHP 5.3 以降のバージョンでの出力は、このようになります。
Warning: func_get_args():  Called from the global scope - no function
context in /home/torben/Desktop/code/ml/fga.inc on line 3
false

注意

注意:

この関数は、 カレントスコープに依存してパラメータの詳細を決定しますので、 5.3.0 より前のバージョンでは関数パラメータとして使用することができません。 もし、この値を渡さなければならない場合、戻り値を変数に割り当て、 その変数を渡してください。

注意: この関数は、渡された引数のみのコピーを返します。 デフォルトの（渡されていない）引数については考慮しません。

参考

func_get_arg() - 引数のリストから要素をひとつ返す
func_num_args() - 関数に渡された引数の数を返す

func_num_args
(PHP 4, PHP 5)
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func_num_args — 関数に渡された引数の数を返す

説明

int func_num_args ( void )

関数に渡された引数の数を取得します。

この関数は func_get_arg() および func_get_args() と組み合わせて使用され、 ユーザ定義関数において可変長の引数リストを使用することができるようになります。

返り値

現在のユーザ定義関数に渡された引数の数を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 この関数はパラメータリスト内で使用できるようになりました。
5.3.0 ある関数内で include() や require() を使って別のファイルを読み込んでいるときに 別のファイル側からこの関数をコールすると、警告を発生して -1 を返すようになりました。

エラー / 例外

ユーザ定義関数の外部からコールされた場合に警告を発生します。

例

例1 func_num_args() の例
<?php
function foo()
{
    $numargs = func_num_args();
    echo "引数の数: $numargs\n";
}

foo(1, 2, 3);
?>

上の例の出力は以下となります。

引数の数: 3

例2 func_num_args() の PHP 5.3 前後の例
test.php
<?php
function foo() {
    include './fna.php';
}

foo('First arg', 'Second arg');
?>

fna.php
<?php

$num_args = func_num_args();
var_export($num_args);

?>

PHP 5.3 より前のバージョンでの出力は、このようになります。
2

PHP 5.3 以降のバージョンでの出力は、このようになります。
Warning: func_num_args():  Called from the global scope - no function
context in /home/torben/Desktop/code/ml/fna.php on line 3
-1

注意

注意:

この関数は、 カレントスコープに依存してパラメータの詳細を決定しますので、 5.3.0 より前のバージョンでは関数パラメータとして使用することができません。 もし、この値を渡さなければならない場合、戻り値を変数に割り当て、 その変数を渡してください。

参考

func_get_arg() - 引数のリストから要素をひとつ返す
func_get_args() - 関数の引数リストを配列として返す

function_exists
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(PHP 4, PHP 5)

function_exists — 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す

説明

bool function_exists ( string $function_name )

組み込みの内部関数およびユーザ定義関数の中から、 function_name で指定した名前の関数を探します。

パラメータ
function_name

関数名を表す文字列。

返り値

function_name が存在し、関数である場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

注意:

この関数は、 include_once() や echo() のような言語構造については FALSE を返します。

例

例1 function_exists() の例
<?php
if (function_exists('imap_open')) {
    echo "IMAP 関数が利用可能です。<br />\n";
} else {
    echo "IMAP 関数は利用できません。<br />\n";
}
?>

注意

注意:

ある関数がそれ自体設定やコンパイルオプションの問題で使用できない 場合でもその関数の名前が存在する可能性があることに注意してください (例としては image 関数などがあります)。

参考

method_exists() - クラスメソッドが存在するかどうかを確認する
is_callable() - 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
get_defined_functions() - 定義済みの全ての関数を配列で返す

get_defined_functions
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

get_defined_functions — 定義済みの全ての関数を配列で返す

説明

array get_defined_functions ( void )

すべての定義済み関数を配列で返します。

返り値

この関数は、組込 (内部) 関数およびユーザ定義関数を共に含む定義済み の全ての関数のリストを有する多次元配列を返します。内部関数は、 $arr["internal"]、ユーザ定義関数は $arr["user"] によりアクセス可能となります (以下の例を参照ください)。

例

例1 get_defined_functions() の例
<?php
function myrow($id, $data)
{
    return "<tr><th>$id</th><td>$data</td></tr>\n";
}

$arr = get_defined_functions();

print_r($arr);
?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [internal] => Array
        (
            [0] => zend_version
            [1] => func_num_args
            [2] => func_get_arg
            [3] => func_get_args
            [4] => strlen
            [5] => strcmp
            [6] => strncmp
            ...
            [750] => bcscale
            [751] => bccomp
        )

    [user] => Array
        (
            [0] => myrow
        )

)

参考

function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
get_defined_vars() - 全ての定義済の変数を配列で返す
get_defined_constants() - すべての定数の名前とその値を連想配列として返す
get_declared_classes() - 定義済のクラスの名前を配列として返す

register_shutdown_function
(PHP 4, PHP 5)

register_shutdown_function — シャットダウン時に実行する関数を登録する

説明

void register_shutdown_function ( callback $function [, mixed $parameter [, mixed $... ]] )

スクリプト処理が完了したとき、あるいは exit() がコールされたときに実行する func という名前の関数を登録します。

register_shutdown_function() は複数回コールする ことが可能で、登録された順に関数がコールされます。 登録した関数内で exit() をコールした場合、 処理はそこで終了してその他のシャットダウン関数はコールされません。

パラメータ
function

登録するシャットダウン関数。

シャットダウン関数はリクエストの一部としてコールされるので、 そこから何かを出力することもできます。 現在のところ、シャットダウン関数から出力バッファリング関数にデータを送ることはできません。

シャットダウン関数がコールされるのは、すべての出力バッファを閉じたあとのことです。 したがって、たとえば zlib.output_compression を有効にしていたとしてもその出力は圧縮されません。
parameter

シャットダウン関数にパラメータを渡すには、ここで追加のパラメータを渡します。
...

返り値

値を返しません。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.1.0 シャットダウン関数がリクエストの一部としてコールされるようになりました。 以前のバージョンを Apache で動かしている場合、 登録されたシャットダウン関数はリクエストの完了後（結果の出力を含む） に実行されます。そのため、echo() や print() を用いてブラ
ウザに出力したり ob_get_contents() を用いて出力バッファの内容を取得したりすることができませんでした。 ヘッダも常に送信された後でした。

例

例1 register_shutdown_function() の例
<?php
function shutdown()
{
    // これがシャットダウン関数で、
    // スクリプトの処理が完了する前に
    // ここで何らかの操作をすることができます
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    echo 'Script executed with success', PHP_EOL;
}

register_shutdown_function('shutdown');
?>

注意

注意:

一般に、PHP では未定義の関数は致命的なエラーを引き起こします。 しかし register_shutdown_function() で指定された function が未定義の場合はそのかわりに E_WARNING レベルのエラーが発生します。 また、PHP の内部的な理由により、このエラーは
Unknown の 0 行目で発生したとみなされます。

注意:

Apache などいくつかの Web サーバでは、スクリプトの実行時ディレクトリを シャットダウン関数内で変更可能です。

参考

auto_append_file
exit() - メッセージを出力し、現在のスクリプトを終了する
接続処理

register_tick_function
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

register_tick_function — 各 tick で実行する関数を登録する

説明

bool register_tick_function ( callback $function [, mixed $arg [, mixed $... ]] )

tick がコールされた際に実行される func という名前の関数を登録します。

パラメータ
function

関数名を表す文字列、あるいはオブジェクトとメソッドを指定した配列。
arg

...

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 register_tick_function() の例
<?php
// 関数をコールバックとして使用します
register_tick_function('my_function', true);

// オブジェクトのメソッドを使用します
$object = new my_class();
register_tick_function(array(&$object, 'my_method'), true);
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 Ticks はスレッド化されたウェブサーバモジュールをサポートするようになりました。

注意

警告

PHP 5.2 以前のバージョンでは、register_tick_function() をスレッド化されたウェブサーバモジュールとともに使用することはできません。

参考

declare
unregister_tick_function() -  tick 
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各 の実行用の関数の登録を解除する

unregister_tick_function
(PHP 4 >= 4.0.3, PHP 5)

unregister_tick_function — 各 tick の実行用の関数の登録を解除する

説明

void unregister_tick_function ( string $function_name )

function_name という名前の関数の登録を解除します。 これにより、tick がコールされた 場合でもこの関数は実行されなくなります。

パラメータ
function_name

関数名を表す文字列。

返り値

値を返しません。

参考

register_tick_function() - 各 tick で実行する関数を登録する

目次
call_user_func_array — パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
call_user_func — 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする
create_function — 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する
forward_static_call_array — 静的メソッドをコールし、引数を配列で渡す
forward_static_call — 静的メソッドをコールする
func_get_arg — 引数のリストから要素をひとつ返す
func_get_args — 関数の引数リストを配列として返す
func_num_args — 関数に渡された引数の数を返す
function_exists — 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
get_defined_functions — 定義済みの全ての関数を配列で返す
register_shutdown_function — シャットダウン時に実行する関数を登録する
register_tick_function — 各 tick で実行する関数を登録する
unregister_tick_function — 各 tick の実行用の関数の登録を解除する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
関数処理 関数

call_user_func_array — パラメータの配列を指定してユーザ関数をコールする
call_user_func — 最初の引数で指定したユーザ関数をコールする
create_function — 匿名関数 (ラムダ形式) を作成する
forward_static_call_array — 静的メソッドをコールし、引数を配列で渡す
forward_static_call — 静的メソッドをコールする
func_get_arg — 引数のリストから要素をひとつ返す
func_get_args — 関数の引数リストを配列として返す
func_num_args — 関数に渡された引数の数を返す
function_exists — 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
get_defined_functions — 定義済みの全ての関数を配列で返す
register_shutdown_function — シャットダウン時に実行する関数を登録する
register_tick_function — 各 tick で実行する関数を登録する
unregister_tick_function — 各 tick の実行用の関数の登録を解除する
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オブジェクトの集約/合成 [PHP 4]

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

オブジェクト指向プログラミングでは、簡単なクラス (または インスタンス) を組み合わせてより複雑なクラスを作成するということが 一般に行われます。これは、複雑なオブジェクトやオブジェクト階層を 構築するための柔軟な方法であり、多重継承と同等のことを動的に行
う 機能を有します。 クラス(またはオブジェクト)を合成するには、合成される要素の間の 関係により関連(Association)と 集約(Aggregation)の 2 種類の方法があります。

例
目次

オブジェクトの集約の例
例

オブジェクトの集約の例
関連は、独立に構築され、外部から 可視の部分を合成したものです。クラスまたはオブジェクトを 関連づける場合、各クラスは関連するクラスへのリファレンスを保持します。 複数のクラスを静的に関連づける場合は、クラスは他のクラスの インスタンスへのリファレンスを
含みます。例えば、

例1 クラスの関連付け
<?php
class MyDateTime {
  
  function DateTime() 
  {
      // 空のコンストラクタ
  }

  function now() 
  {
      return date("Y-m-d H:i:s");
  }
}

class Report {
  var $_dt;
  // その他のプロパティ ...
  function Report() 
  {
      $this->_dt = new MyDateTime();
      // 初期化コード ...
  }

  function generateReport() 
  {
      $dateTime = $this->_dt->now();
      // その他のコード ...
  }

  // その他のメソッド ...
}

$rep = new Report();
?>
コンストラクタ (または他のメソッド) にリファレンスを渡すことにより 実行時に複数のインスタンスを関連づけることも可能です。 これにより、複数のオブジェクト間の関連を動的に変更することが 可能です。この例を示すために上の例を変更してみます。

例2 オブジェクトの関連
<?php
class MyDateTime {
  // 上の例と同じ
}

class MyDateTimePlus {
  var $_format;
  
  function MyDateTimePlus($format="Y-m-d H:i:s") 
  {
      $this->_format = $format;
  }

  function now() 
  {
      return date($this->_format);
  }
}

class Report {
  var $_dt;    // MyDateTime へのリファレンスをここに保持
  // その他のプロパティ ...
  function Report() 
  {
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      // 初期化を行う
  }

  function setMyDateTime(&$dt) 
  {
      $this->_dt =& $dt;
  }

  function generateReport() 
  {
      $dateTime = $this->_dt->now();
      // その他のコード ...
  }

  // その他のメソッド ...
}

$rep = new Report();
$dt = new MyDateTime();
$dtp = new MyDateTimePlus("l, F j, Y (h:i:s a, T)");

// Web 表示用に簡単な日付を付けたレポートを生成する
$rep->setMyDateTime($dt);
echo $rep->generateReport();

// その他のコード ...

// かっこの良いレポートを生成する
$rep->setMyDateTime($dtp);
$output = $rep->generateReport();
// データベースに $output を保存
// ... 等 ... 
?>

一方、集約では、合成されたパーツのカプセル化 (隠蔽) が行われます。(静的な) 内部クラス (PHP はまだ内部クラスを サポートしていません) を使用することにより、クラスを集約することが できます。この場合、このクラスを含むクラスを通じる場合以外、集約された クラス
の定義にはアクセスできません。複数のインスタンスの集約 (オブジェクト集約) は、あるオブジェクトの内部にサブオブジェクトを 動的に作成することを意味し、この過程でこのオブジェクトのプロパティと メソッドを拡張します。

オブジェクトの集約は、(例えば、分子は原子を集約したものであるといった) 包含関係を表す際の自然な方法であり、サブクラスを複数の親クラス およびそのインターフェイスに永続的にバインドすることなく、 多重継承と等価な機能を得るために使用できます。 実際、オブ
ジェクトの集約はより柔軟に使用することができ、集約される オブジェクトで継承するメソッドまたはプロパティを選択することが できます。

例
3 つのクラスを定義し、各々に別々のストレージメソッドを実装します。

例1 storage_classes.inc

<?php
class FileStorage {
   var $data;

   function FileStorage($data) 
   {
       $this->data = $data;
   }
   
   function write($name) 
   {
       $fp = fopen(name, "w");
       fwrite($fp, $this->data);
       fclose($data);
   }
}

class WDDXStorage {
   var $data;
   var $version = "1.0";
   var $_id; // "private" 変数
   function WDDXStorage($data) 
   {
       $this->data = $data;
       $this->_id = $this->_genID();
   }

   function store() 
   {
       if ($this->_id) {
           $pid = wddx_packet_start($this->_id);
           wddx_add_vars($pid, "this->data");
           $packet = wddx_packet_end($pid);
       } else {
           $packet = wddx_serialize_value($this->data);
       }
       $dbh = dba_open("varstore", "w", "gdbm");
       dba_insert(md5(uniqid("", true)), $packet, $dbh);
       dba_close($dbh);
   }

   // プライベートメソッド
   function _genID() 
   {
       return md5(uniqid(rand(), true));
   }
}

class DBStorage {
   var $data;
   var $dbtype = "mysql";

   function DBStorage($data) 
   {
       $this->data = $data;
   }

   function save() 
   {
       $dbh = mysql_connect();
       mysql_select_db("storage", $dbh);
       $serdata = serialize($this->data);
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       mysql_query("insert into vars ('$serdata',now())", $dbh);
       mysql_close($dbh);
   }
}

?>

この定義済みクラスを用いていくつかのオブジェクトをインスタンス化し、 集約や集約の解除を行いつつ随時オブジェクトの情報を出力します。

例2 test_aggregation.php

<?php
include "storageclasses.inc";

// ユーティリティ関数
function p_arr($arr) 
{
   foreach ($arr as $k => $v)
       $out[] = "\t$k => $v";
   return implode("\n", $out);
}

function object_info($obj) 
{
   $out[] = "クラス: " . get_class($obj);
   foreach (get_object_vars($obj) as $var=>$val) {
       if (is_array($val)) {
           $out[] = "プロパティ: $var (array)\n" . p_arr($val);
       } else {
           $out[] = "プロパティ: $var = $val";
       }
   }
   foreach (get_class_methods($obj) as $method) {
       $out[] = "メソッド: $method";
   }
   return implode("\n", $out);
}

$data = array(M_PI, "kludge != cruft");

// 基本オブジェクトを作成する
$fs = new FileStorage($data);
$ws = new WDDXStorage($data);

// オブジェクトの情報を表示する
echo "\$fs オブジェクト\n";
echo object_info($fs) . "\n";
echo "\n\$ws オブジェクト\n";
echo object_info($ws) . "\n";

// 集約を行う

echo "\n\$fs を WDDXStorage クラスに集約します\n";
aggregate($fs, "WDDXStorage");
echo "\$fs オブジェクト\n";
echo object_info($fs) . "\n";

echo "\nそれを DBStorage クラスに集約します\n";
aggregate($fs, "DBStorage");
echo "\$fs オブジェクト\n";
echo object_info($fs) . "\n";

echo "\nWDDXStorage を集約から解除します\n";
deaggregate($fs, "WDDXStorage");
echo "\$fs オブジェクト\n";
echo object_info($fs) . "\n";

?>

出力内容を見ながら、PHP の集約についての副作用や制限事項を 考えてみましょう。 まず、新しく作成されたオブジェクト $fs および $ws は、期待通りの (対応するクラス定義に もとづく) 結果を出力します。 PHP では実際のところクラス/オブジェクトの要素についてパブ
リック/ プライベートの区別はありませんが、集約の際には クラス/オブジェクトのプライベート要素はアンダースコア文字 ("_") で始まるとみなします。

$fs オブジェクト
クラス: filestorage
プロパティ: data (array)
    0 => 3.1415926535898
    1 => kludge != cruft
メソッド: filestorage
メソッド: write

$ws オブジェクト
クラス: wddxstorage
プロパティ: data (array)
    0 => 3.1415926535898
    1 => kludge != cruft
プロパティ: version = 1.0
プロパティ: _id = ID::9bb2b640764d4370eb04808af8b076a5
メソッド: wddxstorage
メソッド: store
メソッド: _genid

次に $fs を WDDXStorage クラスと集約し、オブジェクトの情報を出力します。 $fs は今でも FileStorage のままですが、プロパティ $version およびメソッド store() が存在することがわかるでしょう。これらは いずれも WDDXStorage で定義されているものです。 注意
すべき点は、クラスで定義されているプライベート要素は集約されていない ということです。それらは $ws オブジェクトの中には 存在します。また、WDDXStorage のコンストラクタも 存在しません。これを集約するのは論理的ではありません。

$fs を WDDXStorage クラスに集約します
$fs オブジェクト
クラス: filestorage
プロパティ: data (array)
    0 => 3.1415926535898
    1 => kludge != cruft
プロパティ: version = 1.0
メソッド: filestorage
メソッド: write
メソッド: store

集約処理は、積み重ねていくことが可能です。そこで今度は $fs と DBStorage を 集約します。これにより、定義されているすべてのクラスの 保存処理メソッドを使用可能なオブジェクトができあがります。
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それを DBStorage クラスに集約します
$fs オブジェクト
クラス: filestorage
プロパティ: data (array)
    0 => 3.1415926535898
    1 => kludge != cruft
プロパティ: version = 1.0
プロパティ: dbtype = mysql
メソッド: filestorage
メソッド: write
メソッド: store
メソッド: save

最後に、プロパティやメソッドを動的に集約したのと同じ方法で、 集約したプロパティやメソッドを解除することも可能です。 $fs から WDDXStorage クラスの集約を解除すると、このような結果になります。

WDDXStorage を集約から解除します
$fs オブジェクト
クラス: filestorage
プロパティ: data (array)
    0 => 3.1415926535898
    1 => kludge != cruft
プロパティ: dbtype = mysql
メソッド: filestorage
メソッド: write
メソッド: save

上で説明しきれなかったことがひとつあります。それは、集約処理の際には 既存のプロパティやメソッドは上書きされないということです。例えば、 FileStorage クラスでは $data というプロパティを定義しており、 WDDXStorage クラスでも同名のプロパティが 定義され
ていますが、このプロパティが FileStorage のインスタンス化の際に 取得したプロパティの内容を上書きすることはありません。

オブジェクトの集約関数

aggregate_info
(PHP 4 >= 4.3.0)

aggregate_info — 指定したオブジェクトの集約情報を取得する

説明

array aggregate_info ( object $object )

object で指定したオブジェクトについての 集約情報を取得します。

パラメータ
object

返り値

指定したオブジェクトに関する集約の情報を返します。返される値は、 メソッドとプロパティの配列を要素とする連想配列形式となります。 連想配列のキーは、集約されたクラス名となります。

例

例1 aggregate_info() の使用例
<?php

class Slicer {
    var $vegetable;

    function Slicer($vegetable) 
    {
        $this->vegetable = $vegetable;
    }

    function slice_it($num_cuts) 
    {
        echo "Doing some simple slicing\n";
        for ($i=0; $i < $num_cuts; $i++) {
            // 何らかのスライス処理
        }
    }
}

class Dicer {
    var $vegetable;
    var $rotation_angle = 90;   // 角度
    function Dicer($vegetable) 
    {
        $this->vegetable = $vegetable;
    }

    function dice_it($num_cuts) 
    {
        echo "最初のカットを行います\n";
        for ($i=0; $i < $num_cuts; $i++) {
            // 何らかのカット処理
        }
        $this->rotate($this->rotation_angle);
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        echo "別の向きのカットを行います\n";
        for ($i=0; $i < $num_cuts; $i++) {
            // さらに何らかのカット処理
        }
    }

    function rotate($deg) 
    {
        echo "{$this->vegetable} を {$deg} 度回転します\n";
    }

    function _secret_super_dicing($num_cuts) 
    {
        // 企業秘密なので、ナイショです (^o^)
    }
}

$obj = new Slicer('タマネギ');
aggregate($obj, 'Dicer');
print_r(aggregate_info($obj));
?>

上の例の出力は以下となります。
Array
(
    [dicer] => Array
        (
            [methods] => Array
                (
                    [0] => dice_it
                    [1] => rotate
                )

            [properties] => Array
                (
                    [0] => rotation_angle
                )

        )

)

ごらんのとおり、Dicer クラスのすべての プロパティとメソッドが新しいオブジェクトに集約されました。 ただし、クラスのコンストラクタと _secret_super_dicing() メソッドは集約されていません。

参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate_methods_by_list
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate_methods_by_list — 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する

説明

void aggregate_methods_by_list ( object $object , string $class_name , array $methods_list [, bool $exclude = false ] )

メソッド名のリストを使用して、クラスのメソッドを既存のオブジェクトに集約します。

クラスのコンストラクタ、およびアンダースコア文字 (_) で始まる名前のメソッド (プライベートとみなされます) は、常に対象となりません。

パラメータ
object

class_name

methods_list

exclude

オプションのパラメータ exclude で、リストに含まれているメソッドを集約する (exclude が FALSE) のか含まれていないメソッドを集約する (exclude が TRUE) のかを指定します。

返り値

値を返しません。

参考
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aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_info() - 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate_methods_by_regexp
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate_methods_by_regexp — 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する

説明

void aggregate_methods_by_regexp ( object $object , string $class_name , string $regexp [, bool $exclude = false ] )

クラスのメソッドを既存のオブジェクトに集約します。 集約するメソッドを決定するために正規表現を使用します。

クラスのコンストラクタ、およびアンダースコア文字 (_) で始まる名前の メソッド (プライベートとみなされます) は、常に対象となりません。

パラメータ
object

class_name

regexp

exclude

オプションのパラメータ exclude で、正規表現にマッチするメソッドを集約する (exclude が FALSE) のかマッチしないメソッドを集約する (exclude が TRUE) のかを指定します。

返り値

値を返しません。

参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_info() - 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate_methods
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate_methods — クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する

説明

void aggregate_methods ( object $object , string $class_name )

クラスで定義されているすべてのメソッドを既存のオブジェクトに集約します。 ただし、クラスのコンストラクタは例外です。 また名前がアンダースコア文字 (_) で始まるメソッドも、 プライベートとみなされて例外となります。

パラメータ
object

class_name

返り値

値を返しません。
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参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_info() - 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate_properties_by_list
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate_properties_by_list — 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する

説明

void aggregate_properties_by_list ( object $object , string $class_name , array $properties_list [, bool $exclude = false ] )

プロパティ名のリストを使用して、クラスのプロパティを既存のオブジェクトに集約します。

アンダースコア文字 (_) で始まる名前のプロパティ (プライベートとみなされます) は、常に対象となりません。

パラメータ
object

class_name

properties_list

exclude

オプションのパラメータ exclude で、リストに含まれているプロパティを集約する (exclude が FALSE) のか含まれていないプロパティを集約する (exclude が TRUE) のかを指定します。

返り値

値を返しません。

参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_info() - 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate_properties_by_regexp
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate_properties_by_regexp — 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する

説明

void aggregate_properties_by_regexp ( object $object , string $class_name , string $regexp [, bool $exclude = false ] )

クラスのプロパティを既存のオブジェクトに集約します。集約するプロパティを 決定するために正規表現を使用します。

アンダースコア文字 (_) で始まる名前のプロパティ (プライベートとみなされます) は、常に対象となりません。

パラメータ
object

class_name
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regexp

exclude

オプションのパラメータ exclude で、正規表現にマッチするプロパティを集約する (exclude が FALSE) のかマッチしないプロパティを集約する (exclude が TRUE) のかを指定します。

返り値

値を返しません。

参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_info() - 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate_properties
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate_properties — クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する

説明

void aggregate_properties ( object $object , string $class_name )

クラスで定義されているすべてのプロパティを既存のオブジェクトに 集約します。ただし、名前がアンダースコア文字 (_) で始まる プロパティは、プライベートとみなされて例外となります。

パラメータ
object

class_name

返り値

値を返しません。

参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties()
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregate
(PHP 4 >= 4.2.0)

aggregate — メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う

説明

void aggregate ( object $object , string $class_name )

既存のオブジェクトにあるクラスで定義されたメソッドとプロパティを集約します。 アンダースコア文字 (_) で始まるメソッドとプロパティは、 集約されたクラスではプライベートとみなされ、使用されません。 コンストラクタも集約処理から除外されます。

パラメータ
object

class_name
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返り値

値を返しません。

参考

aggregate_info() - 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate() - 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

aggregation_info
(PHP 4 >= 4.2.0 and < 4.3.0)

aggregation_info — aggregate_info() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 aggregate_info().

deaggregate
(PHP 4 >= 4.2.0)

deaggregate — 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

説明

void deaggregate ( object $object [, string $class_name ] )

オブジェクトに集約されたクラスのメソッドやプロパティを取り除きます。

パラメータ
object

class_name

オプションのパラメータ class_name が指定された場合は そのクラスで定義されているメソッドやプロパティのみが削除され、 それ以外の場合は集約されたすべてのメソッドやプロパティが削除されます。

返り値

値を返しません。

参考

aggregate() - メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregate_methods() - クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_list() - 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties() - クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list() - 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp() - 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
deaggregate()

目次
aggregate_info — 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
aggregate_methods_by_list — 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp — 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods — クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list — 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
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aggregate_properties_by_regexp — 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties — クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate — メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregation_info — aggregate_info のエイリアス
deaggregate — 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

導入
例

オブジェクトの集約の例
例

オブジェクトの集約関数
aggregate_info — 指定したオブジェクトの集約情報を取得する
aggregate_methods_by_list — 選択したクラスメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods_by_regexp — 正規表現を使用して選択したクラスメソッドを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_methods — クラスのメソッドを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_list — 選択したクラスプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties_by_regexp — 正規表現を使用して選択したクラスプロパティを、 動的にオブジェクトに集約する
aggregate_properties — クラスのプロパティを、動的にオブジェクトに集約する
aggregate — メソッドおよびプロパティの動的なクラス/オブジェクト集約を行う
aggregation_info — aggregate_info のエイリアス
deaggregate — 集約されたメソッドやプロパティをオブジェクトから取り除く

リフレクション

導入
PHP 5には完全なリフレクション API が付属しており、 クラス、インターフェイス、関数、メソッド、そして拡張モジュールについて リバースエンジニアリングを行うことができます。 さらに、このリフレクション API は関数、クラス、メソッドに 関するドキュメントコメン
トも取得することができます。

内部 API の一部には、Reflection 拡張モジュールに対応するために必要なコードが欠けているものがあることに注意しましょう。 たとえば、内部 PHP クラスにはプロパティについてのリフレクションデータがありません。 しかし、こういった例はバグだと見なされており、見
つけたら修正しなければなりません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。
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定義済み定数
各クラスでそれぞれの定数について説明します。

例
リフレクションのドキュメントの中には多くの例が示されています。 特に、各クラスの __construct のドキュメントを見るといいでしょう。

例1 シェル (ターミナル) からのリフレクションの例
$ php --rf strlen
$ php --rc finfo
$ php --re json
$ php --ri dom

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Function [ <internal:Core> function strlen ] {

  - Parameters [1] {
    Parameter #0 [ <required> $str ]
  }
}

Class [ <internal:fileinfo> class finfo ] {

  - Constants [0] {
  }

  - Static properties [0] {
  }

  - Static methods [0] {
  }

  - Properties [0] {
  }

  - Methods [4] {
    Method [ <internal:fileinfo, ctor> public method finfo ] {

      - Parameters [2] {
        Parameter #0 [ <optional> $options ]
        Parameter #1 [ <optional> $arg ]
      }
    }

    Method [ <internal:fileinfo> public method set_flags ] {

      - Parameters [1] {
        Parameter #0 [ <required> $options ]
      }
    }

    Method [ <internal:fileinfo> public method file ] {

      - Parameters [3] {
        Parameter #0 [ <required> $filename ]
        Parameter #1 [ <optional> $options ]
        Parameter #2 [ <optional> $context ]
      }
    }

    Method [ <internal:fileinfo> public method buffer ] {

      - Parameters [3] {
        Parameter #0 [ <required> $string ]
        Parameter #1 [ <optional> $options ]
        Parameter #2 [ <optional> $context ]
      }
    }
  }
}

Extension [ <persistent> extension #23 json version 1.2.1 ] {

  - Constants [10] {
    Constant [ integer JSON_HEX_TAG ] { 1 }
    Constant [ integer JSON_HEX_AMP ] { 2 }
    Constant [ integer JSON_HEX_APOS ] { 4 }
    Constant [ integer JSON_HEX_QUOT ] { 8 }
    Constant [ integer JSON_FORCE_OBJECT ] { 16 }
    Constant [ integer JSON_ERROR_NONE ] { 0 }
    Constant [ integer JSON_ERROR_DEPTH ] { 1 }
    Constant [ integer JSON_ERROR_STATE_MISMATCH ] { 2 }
    Constant [ integer JSON_ERROR_CTRL_CHAR ] { 3 }
    Constant [ integer JSON_ERROR_SYNTAX ] { 4 }
  }

  - Functions {
    Function [ <internal:json> function json_encode ] {

      - Parameters [2] {
        Parameter #0 [ <required> $value ]
        Parameter #1 [ <optional> $options ]
      }
    }
    Function [ <internal:json> function json_decode ] {

      - Parameters [3] {
        Parameter #0 [ <required> $json ]
        Parameter #1 [ <optional> $assoc ]
        Parameter #2 [ <optional> $depth ]
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      }
    }
    Function [ <internal:json> function json_last_error ] {

      - Parameters [0] {
      }
    }
  }
}

dom

DOM/XML => enabled
DOM/XML API Version => 20031129
libxml Version => 2.7.3
HTML Support => enabled
XPath Support => enabled
XPointer Support => enabled
Schema Support => enabled
RelaxNG Support => enabled

拡張
組み込みクラスの特別なバージョンを作成したい場合 (例えば、エクスポートする際に色づけしたHTMLを作成したり、 メソッドの代わりに簡単にアクセスできるメンバー変数を作成したり、 補助的なメソッドを作成したり) は、クラスを拡張してみましょう。

例2 組み込みクラスを拡張する
<?php
/**
 * 独自の Reflection_Method クラス
 */
class My_Reflection_Method extends ReflectionMethod
{
    public $visibility = array();

    public function __construct($o, $m)
    {
        parent::__construct($o, $m);
        $this->visibility = Reflection::getModifierNames($this->getModifiers());
    }
}

/**
 * デモクラス #1
 *
 */
class T {
    protected function x() {}
}

/**
 * デモクラス #2
 *
 */
class U extends T {
    function x() {}
}

// 情報を表示します
var_dump(new My_Reflection_Method('U', 'x'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
object(My_Reflection_Method)#1 (3) {
  ["visibility"]=>
  array(1) {
    [0]=>
    string(6) "public"
  }
  ["name"]=>
  string(1) "x"
  ["class"]=>
  string(1) "U"
}

警告

コンストラクタを上書きする場合は、 挿入するコードの前に親クラスのコンストラクタをコールすることを忘れないようにしましょう。 これを怠ると、以下のようなエラーを発生します。 Fatal error: Internal error: Failed to retrieve the reflection object

Reflection クラス
導入
リフレクションクラスです。

クラス概要
Reflection {
/* メソッド */
public static void export ( Reflector $reflector [, string $return = false ] )
public static array getModifierNames ( int $modifiers )
}
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Reflection::export
(PHP 5)

Reflection::export — エクスポートする

説明

public static void Reflection::export ( Reflector $reflector [, string $return = false ] )

リフレクションをエクスポートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
reflector

エクスポートするリフレクション。
return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

return パラメータを TRUE に設定すると、エクスポートを文字列で返します。それ以外の場合は NULL を返します。

参考

Reflection::getModifierNames() - 修飾子の名前を取得する

Reflection::getModifierNames
(PHP 5)

Reflection::getModifierNames — 修飾子の名前を取得する

説明

public static array Reflection::getModifierNames ( int $modifiers )

修飾子の名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
modifiers

取得したい修飾子。数値形式となります。

返り値

修飾子の名前の配列を返します。

参考

Reflection::export() - エクスポートする

目次
Reflection::export — エクスポートする
Reflection::getModifierNames — 修飾子の名前を取得する
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ReflectionClass クラス
導入
ReflectionClass クラスは クラスについての情報を報告します。

クラス概要
ReflectionClass implements Reflector {
/* 定数 */
const integer ReflectionClass::IS_IMPLICIT_ABSTRACT = 16 ;
const integer ReflectionClass::IS_EXPLICIT_ABSTRACT = 32 ;
const integer ReflectionClass::IS_FINAL = 64 ;
/* プロパティ */
public $name ;
/* メソッド */
final private void __clone ( void )
__construct ( string $argument )
public static string export ( mixed $argument [, bool $return = false ] )
public mixed getConstant ( string $name )
public array getConstants ( void )
public object getConstructor ( void )
public array getDefaultProperties ( void )
public string getDocComment ( void )
public int getEndLine ( void )
public ReflectionExtension getExtension ( void )
public string getExtensionName ( void )
public string getFileName ( void )
public array getInterfaceNames ( void )
public array getInterfaces ( void )
public object getMethod ( string $name )
public array getMethods ([ string $filter ] )
public int getModifiers ( void )
public string getName ( void )
public string getNamespaceName ( void )
public object getParentClass ( void )
public array getProperties ([ int $filter ] )
public ReflectionProperty getProperty ( string $name )
public string getShortName ( void )
public int getStartLine ( void )
public array getStaticProperties ( void )
public mixed getStaticPropertyValue ( string $name [, string $default ] )
public bool hasConstant ( string $name )
public bool hasMethod ( string $name )
public bool hasProperty ( string $name )
public bool implementsInterface ( string $interface )
public bool inNamespace ( void )
public bool isAbstract ( void )
public bool isFinal ( void )
public bool isInstance ( object $object )
public bool isInstantiable ( void )
public bool isInterface ( void )
public bool isInternal ( void )
public bool isIterateable ( void )
public bool isSubclassOf ( string $class )
public bool isUserDefined ( void )
public object newInstance ( mixed $args [, mixed $... ] )
public object newInstanceArgs ([ array $args ] )
public void setStaticPropertyValue ( string $name , string $value )
public string __toString ( void )
}

プロパティ
name

Prop description

定義済み定数

ReflectionClass のノード型
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ReflectionClass::IS_IMPLICIT_ABSTRACT

ReflectionClass::IS_EXPLICIT_ABSTRACT

ReflectionClass::IS_FINAL

ReflectionClass::__clone
(PHP 5)

ReflectionClass::__clone — オブジェクトをクローンする

説明

final private void ReflectionClass::__clone ( void )

クローンします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

ReflectionClass::__tostring() - ReflectionClass オブジェクトの文字列表現を返す
オブジェクトのクローン作成

ReflectionClass::__construct
(PHP 5)

ReflectionClass::__construct — ReflectionClass を作成する

説明

ReflectionClass::__construct ( string $argument )

新しい ReflectionClass オブジェクトを作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
argument

調べたいクラス。

返り値

値を返しません。

例

例1 ReflectionClass の基本的な使用例
<?php
Reflection::export(new ReflectionClass('Exception'));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Class [ <internal:Core> class Exception ] {

  - Constants [0] {
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  }

  - Static properties [0] {
  }

  - Static methods [0] {
  }

  - Properties [7] {
    Property [ <default> protected $message ]
    Property [ <default> private $string ]
    Property [ <default> protected $code ]
    Property [ <default> protected $file ]
    Property [ <default> protected $line ]
    Property [ <default> private $trace ]
    Property [ <default> private $previous ]
  }

  - Methods [10] {
    Method [ <internal:Core> final private method __clone ] {
    }

    Method [ <internal:Core, ctor> public method __construct ] {

      - Parameters [3] {
        Parameter #0 [ <optional> $message ]
        Parameter #1 [ <optional> $code ]
        Parameter #2 [ <optional> $previous ]
      }
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getMessage ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getCode ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getFile ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getLine ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getTrace ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getPrevious ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getTraceAsString ] {
    }

    Method [ <internal:Core> public method __toString ] {
    }
  }
}

参考

ReflectionObject::__construct() - ReflectionObject を作成する
コンストラクタ

ReflectionClass::export
(PHP 5)

ReflectionClass::export — クラスをエクスポートする

説明

public static string ReflectionClass::export ( mixed $argument [, bool $return = false ] )

調べているクラスをエクスポートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
argument

エクスポートするリフレクション。
return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

return パラメータを TRUE に設定すると、エクスポートを文字列で返します。それ以外の場合は NULL を返します。

参考
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ReflectionClass::getName() - クラスの名前を取得する

ReflectionClass::getConstant
(PHP 5)

ReflectionClass::getConstant — 定義されている定数を取得する

説明

public mixed ReflectionClass::getConstant ( string $name )

定義されている定数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
name

返り値

参考

ReflectionClass::getConstants() - 定数を取得する

ReflectionClass::getConstants
(PHP 5)

ReflectionClass::getConstants — 定数を取得する

説明

public array ReflectionClass::getConstants ( void )

クラスで定義されている定数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

定数の配列を返します。

参考

ReflectionClass::getConstant() - 定義されている定数を取得する

ReflectionClass::getConstructor
(PHP 5)

ReflectionClass::getConstructor — コンストラクタを取得する

説明

public object ReflectionClass::getConstructor ( void )

クラスのコンストラクタを取得します。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionMethod オブジェクトを返します。

参考

ReflectionClass::getName() - クラスの名前を取得する

ReflectionClass::getDefaultProperties
(PHP 5)

ReflectionClass::getDefaultProperties — デフォルトプロパティを取得する

説明

public array ReflectionClass::getDefaultProperties ( void )

クラスのデフォルトプロパティを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

デフォルトプロパティの配列を返します。

参考

ReflectionClass::getProperties() - プロパティを取得する

ReflectionClass::getDocComment
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionClass::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する

説明

public string ReflectionClass::getDocComment ( void )

クラスのドキュメントコメントを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ドキュメントコメントが存在すればそれを返します。存在しなければ FALSE を返します。
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例

例1 ReflectionClass::getDocComment() の例
<?php
/** 
* A test class
*
* @param  foo bar
* @return baz
*/
class TestClass { }

$rc = new ReflectionClass('TestClass');
var_dump($rc->getDocComment())
?>

上の例の出力は以下となります。
string(55) "/** 
* A test class
*
* @param  foo bar
* @return baz
*/"

参考

ReflectionClass::getName() - クラスの名前を取得する

ReflectionClass::getEndLine
(PHP 5)

ReflectionClass::getEndLine — 終了行を取得する

説明

public int ReflectionClass::getEndLine ( void )

ユーザ定義クラスの定義の終了行を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ユーザ定義クラスの定義の終了行を返します。不明な場合は FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::getEndLine() の例
<?php
// テストクラス
class TestClass { }

$rc = new ReflectionClass('TestClass');

echo $rc->getEndLine();
?>

上の例の出力は以下となります。
3

参考

ReflectionClass::getStartLine() - 開始行を取得する

ReflectionClass::getExtension
(PHP 5)

ReflectionClass::getExtension — 拡張モジュールの情報を取得する

説明
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public ReflectionExtension ReflectionClass::getExtension ( void )

拡張モジュールを表す ReflectionExtension オブジェクトを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionExtension オブジェクトを返します。

参考

ReflectionClass::getExtensionName() - 拡張モジュールの名前を取得する

ReflectionClass::getExtensionName
(PHP 5)

ReflectionClass::getExtensionName — 拡張モジュールの名前を取得する

説明

public string ReflectionClass::getExtensionName ( void )

拡張モジュールの名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールの名前を返します。

参考

ReflectionClass::getExtension() - 拡張モジュールの情報を取得する

ReflectionClass::getFileName
(PHP 5)

ReflectionClass::getFileName — クラスが定義されているファイルのファイル名を取得する

説明

public string ReflectionClass::getFileName ( void )

クラスが定義されているファイルのファイル名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

クラスが定義されているファイルのファイル名を返します。 そのクラスが PHP のコアあるいは PHP の拡張モジュール内で定義されている場合は FALSE を返します。

参考
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ReflectionClass::getExtensionName() - 拡張モジュールの名前を取得する

ReflectionClass::getInterfaceNames
(PHP 5)

ReflectionClass::getInterfaceNames — インターフェイスの名前を取得する

説明

public array ReflectionClass::getInterfaceNames ( void )

インターフェイスの名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

インターフェイス名の配列を返します。

例

例1 ReflectionClass::getInterfaceNames() の例
<?php
interface Foo { }

interface Bar { }

class Baz implements Foo, Bar { }

$rc1 = new ReflectionClass("Baz");

print_r($rc1->getInterfaceNames());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [0] => Foo
    [1] => Bar
)

参考

ReflectionClass::getInterfaces() - インターフェイスを取得する

ReflectionClass::getInterfaces
(PHP 5)

ReflectionClass::getInterfaces — インターフェイスを取得する

説明

public array ReflectionClass::getInterfaces ( void )

インターフェイスを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

インターフェイスの連想配列を返します。インターフェイス名が連想配列のキー、対応する値が ReflectionClass オブジェクトとなります。

例

例1 ReflectionClass::getInterfaces() の例
<?php
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interface Foo { }

interface Bar { }

class Baz implements Foo, Bar { }

$rc1 = new ReflectionClass("Baz");

print_r($rc1->getInterfaces());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
Array
(
    [Foo] => ReflectionClass Object
        (
            [name] => Foo
        )

    [Bar] => ReflectionClass Object
        (
            [name] => Bar
        )

)

参考

ReflectionClass::getInterfaceNames() - インターフェイスの名前を取得する

ReflectionClass::getMethod
(PHP 5)

ReflectionClass::getMethod — ReflectionMethod を取得する

説明

public object ReflectionClass::getMethod ( string $name )

メソッドに関する ReflectionMethod を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
name

調べたいメソッドの名前。

返り値

ReflectionMethod を返します。

参考

ReflectionClass::getMethod()

ReflectionClass::getMethods
(PHP 5)

ReflectionClass::getMethods — メソッドの一覧を取得する

説明

public array ReflectionClass::getMethods ([ string $filter ] )

メソッドの一覧を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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filter

ReflectionMethod::IS_STATIC、 ReflectionMethod::IS_PUBLIC、 ReflectionMethod::IS_PROTECTED、 ReflectionMethod::IS_PRIVATE、 ReflectionMethod::IS_ABSTRACT、 ReflectionMethod::IS_FINAL の任意の組み合わせ。

返り値

メソッドの配列を返します。

参考

ReflectionClass::getMethod() - ReflectionMethod を取得する

ReflectionClass::getModifiers
(PHP 5)

ReflectionClass::getModifiers — 修飾子を取得する

説明

public int ReflectionClass::getModifiers ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

ReflectionClass::getProperties() - プロパティを取得する

ReflectionClass::getName
(PHP 5)

ReflectionClass::getName — クラスの名前を取得する

説明

public string ReflectionClass::getName ( void )

クラスの名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

クラスの名前を返します。

例

例1 ReflectionClass::getName() の例
<?php
namespace A\B;

class Foo { }

$function = new \ReflectionClass('stdClass');

var_dump($function->inNamespace());
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var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());

$function = new \ReflectionClass('A\\B\\Foo');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
string(8) "stdClass"
string(0) ""
string(8) "stdClass"

bool(true)
string(7) "A\B\Foo"
string(3) "A\B"
string(3) "Foo"

参考

ReflectionClass::getNamespaceName() - 名前空間の名前を取得する

ReflectionClass::getNamespaceName
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionClass::getNamespaceName — 名前空間の名前を取得する

説明

public string ReflectionClass::getNamespaceName ( void )

名前空間の名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

名前空間の名前を返します。

例

例1 ReflectionClass::getNamespaceName() の例
<?php
namespace A\B;

class Foo { }

$function = new \ReflectionClass('stdClass');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());

$function = new \ReflectionClass('A\\B\\Foo');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
string(8) "stdClass"
string(0) ""
string(8) "stdClass"

bool(true)
string(7) "A\B\Foo"
string(3) "A\B"
string(3) "Foo"

参考



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ReflectionClass::getParentClass() - 親クラスを取得する
名前空間

ReflectionClass::getParentClass
(PHP 5)

ReflectionClass::getParentClass — 親クラスを取得する

説明

public object ReflectionClass::getParentClass ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionClass を返します。

参考

ReflectionClass::__construct() - ReflectionClass を作成する

ReflectionClass::getProperties
(PHP 5)

ReflectionClass::getProperties — プロパティを取得する

説明

public array ReflectionClass::getProperties ([ int $filter ] )

プロパティを取得します。

パラメータ
filter

オプションのフィルタで、取得したいプロパティの型を絞り込みます。 ReflectionProperty の定数 で設定し、デフォルトではすべてのプロパティ型を取得します。

返り値

ReflectionProperty オブジェクトの配列を返します。

例

例1 ReflectionClass::getProperties() でのフィルタリングの例

この例では、オプションのパラメータ filter を使って private プロパティを読み飛ばします。
<?php
class Foo {
    public    $foo  = 1;
    protected $bar  = 2;
    private   $baz  = 3;
}

$foo = new Foo();

$reflect = new ReflectionClass($foo);
$props   = $reflect->getProperties(ReflectionProperty::IS_PUBLIC | ReflectionProperty::IS_PROTECTED);

foreach ($props as $prop) {
    print $prop->getName() . "\n";
}

var_dump($props);

?>
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上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
foo
bar
array(2) {
  [0]=>
  object(ReflectionProperty)#3 (2) {
    ["name"]=>
    string(3) "foo"
    ["class"]=>
    string(3) "Foo"
  }
  [1]=>
  object(ReflectionProperty)#4 (2) {
    ["name"]=>
    string(3) "bar"
    ["class"]=>
    string(3) "Foo"
  }
}

参考

ReflectionClass::getProperty() - プロパティを取得する
ReflectionProperty
ReflectionProperty の定数

ReflectionClass::getProperty
(PHP 5)

ReflectionClass::getProperty — プロパティを取得する

説明

public ReflectionProperty ReflectionClass::getProperty ( string $name )

プロパティを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
name

プロパティの名前。

返り値

ReflectionProperty を返します。

参考

ReflectionClass::getProperties() - プロパティを取得する

ReflectionClass::getShortName
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionClass::getShortName — 短い名前を取得する

説明

public string ReflectionClass::getShortName ( void )

名前空間部分を除いた、クラスの短い名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

クラスの短い名前を返します。
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例

例1 ReflectionClass::getShortName() の例
<?php
namespace A\B;

class Foo { }

$function = new \ReflectionClass('stdClass');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());

$function = new \ReflectionClass('A\\B\\Foo');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
string(8) "stdClass"
string(0) ""
string(8) "stdClass"

bool(true)
string(7) "A\B\Foo"
string(3) "A\B"
string(3) "Foo"

参考

ReflectionClass::getName() - クラスの名前を取得する

ReflectionClass::getStartLine
(PHP 5)

ReflectionClass::getStartLine — 開始行を取得する

説明

public int ReflectionClass::getStartLine ( void )

開始行を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

開始行を返します。

参考

ReflectionClass::getEndLine() - 終了行を取得する

ReflectionClass::getStaticProperties
(PHP 5)

ReflectionClass::getStaticProperties — 静的なプロパティを取得する

説明

public array ReflectionClass::getStaticProperties ( void )

静的なプロパティを取得します。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

静的なプロパティを配列で返します。

参考

ReflectionClass::getStaticPropertyValue() - 静的なプロパティの値を取得する
ReflectionClass::setStaticPropertyValue() - 静的なプロパティの値を設定する

ReflectionClass::getStaticPropertyValue
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionClass::getStaticPropertyValue — 静的なプロパティの値を取得する

説明

public mixed ReflectionClass::getStaticPropertyValue ( string $name [, string $default ] )

静的なプロパティの値を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
name

default

返り値

参考

ReflectionClass::getStaticProperties() - 静的なプロパティを取得する
ReflectionClass::setStaticPropertyValue() - 静的なプロパティの値を設定する

ReflectionClass::hasConstant
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionClass::hasConstant — 定数が定義されているかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::hasConstant ( string $name )

そのクラスで特定の定数が定義されているかどうかを調べます。

パラメータ
name

調べたい定数の名前。

返り値

定数が定義されている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例
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例1 ReflectionClass::hasConstant() の例
<?php
class Foo {
    const c1 = 1;
}

$class = new ReflectionClass("Foo");

var_dump($class->hasConstant("c1"));
var_dump($class->hasConstant("c2"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(false)

参考

ReflectionClass::hasMethod() - メソッドが定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasProperty() - プロパティが定義されているかどうかを調べる

ReflectionClass::hasMethod
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionClass::hasMethod — メソッドが定義されているかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::hasMethod ( string $name )

そのクラスで特定のメソッドが定義されているかどうかを調べます。

パラメータ
name

調べたいメソッドの名前。

返り値

メソッドが定義されている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::hasMethod() の例
<?php
Class C {
    public function publicFoo() {
        return true;
    }

    protected function protectedFoo() {
        return true;
    }

    private function privateFoo() {
        return true;
    }

    static function staticFoo() {
        return true;
    }
}

$rc = new ReflectionClass("C");

var_dump($rc->hasMethod('publicFoo'));

var_dump($rc->hasMethod('protectedFoo'));

var_dump($rc->hasMethod('privateFoo'));

var_dump($rc->hasMethod('staticFoo'));

// C には bar メソッドがありません 
var_dump($rc->hasMethod('bar'));

// メソッド名は大文字小文字を区別しません
var_dump($rc->hasMethod('PUBLICfOO'));
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(true)
bool(true)
bool(true)
bool(true)
bool(false)
bool(true)
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参考

ReflectionClass::hasConstant() - 定数が定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasProperty() - プロパティが定義されているかどうかを調べる

ReflectionClass::hasProperty
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionClass::hasProperty — プロパティが定義されているかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::hasProperty ( string $name )

特定のプロパティが定義されているかどうかを調べます。

パラメータ
name

調べたいプロパティの名前。

返り値

プロパティが定義されている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::hasProperty() の例
<?php
class Foo {
    public    $p1;
    protected $p2;
    private   $p3;

}

$obj = new ReflectionObject(new Foo());

var_dump($obj->hasProperty("p1"));
var_dump($obj->hasProperty("p2"));
var_dump($obj->hasProperty("p3"));
var_dump($obj->hasProperty("p4"));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
bool(true)
bool(true)
bool(true)
bool(false)

参考

ReflectionClass::hasConstant() - 定数が定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasMethod() - メソッドが定義されているかどうかを調べる

ReflectionClass::implementsInterface
(PHP 5)

ReflectionClass::implementsInterface — インターフェイスの実装を調べる

説明

public bool ReflectionClass::implementsInterface ( string $interface )

インターフェイスを実装しているかどうかを調べます。

パラメータ
interface

インターフェイスの名前。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionClass::isInterface() - インターフェイスであるかどうかを調べる
interface_exists() - インターフェースが宣言されているかどうかを確認する
オブジェクト インターフェイス

ReflectionClass::inNamespace
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionClass::inNamespace — 名前空間内にあるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::inNamespace ( void )

このクラスが名前空間内で定義されているかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::inNamespace() の例
<?php
namespace A\B;

class Foo { }

$function = new \ReflectionClass('stdClass');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());

$function = new \ReflectionClass('A\\B\\Foo');

var_dump($function->inNamespace());
var_dump($function->getName());
var_dump($function->getNamespaceName());
var_dump($function->getShortName());
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
string(8) "stdClass"
string(0) ""
string(8) "stdClass"

bool(true)
string(7) "A\B\Foo"
string(3) "A\B"
string(3) "Foo"

参考

ReflectionClass::getNamespaceName() - 名前空間の名前を取得する
PHP 名前空間

ReflectionClass::isAbstract
(PHP 5)

ReflectionClass::isAbstract — 抽象クラスであるかどうかを調べる

説明
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public bool ReflectionClass::isAbstract ( void )

抽象クラスであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::isAbstract() の例
<?php
class          TestClass { }
abstract class TestAbstractClass { }

$testClass     = new ReflectionClass('TestClass');
$abstractClass = new ReflectionClass('TestAbstractClass');

var_dump($testClass->isAbstract());
var_dump($abstractClass->isAbstract());
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

ReflectionClass::isInterface() - インターフェイスであるかどうかを調べる
クラスの抽象化

ReflectionClass::isFinal
(PHP 5)

ReflectionClass::isFinal — final クラスであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isFinal ( void )

final クラスであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::isAbstract() の例
<?php
class       TestClass { }
final class TestFinalClass { }

$normalClass = new ReflectionClass('TestClass');
$finalClass  = new ReflectionClass('TestFinalClass');

var_dump($normalClass->isFinal());
var_dump($finalClass->isFinal());

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)
bool(true)

参考

ReflectionClass::isAbstract() - 抽象クラスであるかどうかを調べる



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Final キーワード

ReflectionClass::isInstance
(PHP 5)

ReflectionClass::isInstance — クラスのインスタンスであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isInstance ( object $object )

あるオブジェクトがクラスのインスタンスであるかどうかを調べます。

パラメータ
object

比べたいオブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::isInstance() の例
<?php
// 使用例
$class = new ReflectionClass('Foo');

if ($class->isInstance($arg)) {
    echo "Yes";
}

// これも同じ意味です
if ($arg instanceof Foo) {
    echo "Yes";
}

// これも同じ意味です
if (is_a($arg, 'Foo')) {
    echo "Yes";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Yes
Yes
Yes

参考

ReflectionClass::isInterface() - インターフェイスであるかどうかを調べる
型演算子 (instanceof)
オブジェクト インターフェイス
is_a() - オブジェクトがこのクラスのものであるか、このクラスをその親クラスのひとつとしているかどうかを調べる

ReflectionClass::isInstantiable
(PHP 5)

ReflectionClass::isInstantiable — インスタンス化が可能であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isInstantiable ( void )

インスタンス化が可能であるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::isInstantiable() の例
<?php
class C { }

interface iface {
    function f1();
}

class ifaceImpl implements iface {
    function f1() {}
}

abstract class abstractClass {
    function f1() { }
    abstract function f2();
}

class D extends abstractClass {
    function f2() { }
}

$classes = array("C", "iface", "ifaceImpl", "abstractClass", "D");

foreach($classes  as $class ) {
    $reflectionClass = new ReflectionClass($class);
    echo "Is $class instantiable?  ";
    var_dump($reflectionClass->IsInstantiable()); 
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Is C instantiable?  bool(true)
Is iface instantiable?  bool(false)
Is ifaceImpl instantiable?  bool(true)
Is abstractClass instantiable?  bool(false)
Is D instantiable?  bool(true)

参考

ReflectionClass::isInstance() - クラスのインスタンスであるかどうかを調べる

ReflectionClass::isInterface
(PHP 5)

ReflectionClass::isInterface — インターフェイスであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isInterface ( void )

インターフェイスであるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionClass::isInstance() - クラスのインスタンスであるかどうかを調べる

ReflectionClass::isInternal
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(PHP 5)

ReflectionClass::isInternal — 内部クラスであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isInternal ( void )

そのクラスが (ユーザが定義したものではなく) 内部クラスであるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionClass::isUserDefined() - ユーザ定義であるかどうかを調べる

ReflectionClass::isIterateable
(PHP 5)

ReflectionClass::isIterateable — 反復処理が可能であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isIterateable ( void )

反復処理が可能であるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 ReflectionClass::isIterateable() の例
<?php

class IteratorClass implements Iterator {
    public function __construct() { }
    public function key() { }
    public function current() { }
    function next() { }
    function valid() { }
    function rewind() { }
}
class DerivedClass extends IteratorClass { }
class NonIterator { }

function dump_iterateable($class) {
    $reflection = new ReflectionClass($class);
    var_dump($reflection->isIterateable());
}

$classes = array("ArrayObject", "IteratorClass", "DerivedClass", "NonIterator");

foreach ($classes as $class) {
    echo "Is $class iterateable? ";
    dump_iterateable($class);
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Is ArrayObject iterateable? bool(true)
Is IteratorClass iterateable? bool(true)
Is DerivedClass iterateable? bool(true)
Is NonIterator iterateable? bool(false)
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参考

ReflectionClass::__construct() - ReflectionClass を作成する

ReflectionClass::isSubclassOf
(PHP 5)

ReflectionClass::isSubclassOf — サブクラスであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isSubclassOf ( string $class )

指定したクラスのサブクラスであるかどうかを調べます。

パラメータ
class

調べたいクラス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionClass::isInterface() - インターフェイスであるかどうかを調べる
is_subclass_of() - あるオブジェクトが指定したクラスのサブクラスに属するかどうかを調べる
get_parent_class() - オブジェクトの親クラスの名前を取得する

ReflectionClass::isUserDefined
(PHP 5)

ReflectionClass::isUserDefined — ユーザ定義であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionClass::isUserDefined ( void )

そのクラスが (内部クラスではなく) ユーザが定義したものであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionClass::isInternal() - 内部クラスであるかどうかを調べる

ReflectionClass::newInstance
(PHP 5)

ReflectionClass::newInstance — 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する

説明

public object ReflectionClass::newInstance ( mixed $args [, mixed $... ] )
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クラスの新しいインスタンスを作成します。指定した引数をクラスのコンストラクタに渡します。

パラメータ
args

可変長の引数を受け付け、それを call_user_func() と同じ方式でクラスのコンストラクタに渡します。

返り値

エラー / 例外

コンストラクタが public でない場合は ReflectionException が発生します。

クラスにコンストラクタがないときに args を指定すると ReflectionException が発生します。

参考

ReflectionClass::newInstanceArgs() - 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する

ReflectionClass::newInstanceArgs
(PHP 5 >= 5.1.3)

ReflectionClass::newInstanceArgs — 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する

説明

public object ReflectionClass::newInstanceArgs ([ array $args ] )

クラスの新しいインスタンスを作成します。指定した引数をクラスのコンストラクタに渡します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
args

クラスのコンストラクタに渡すパラメータを配列で指定します。

返り値

クラスの新しいインスタンスを返します。

エラー / 例外

コンストラクタが public でない場合は ReflectionException が発生します。

クラスにコンストラクタがないときに args を指定すると ReflectionException が発生します。

参考

ReflectionClass::newInstance() - 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する

ReflectionClass::setStaticPropertyValue
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionClass::setStaticPropertyValue — 静的なプロパティの値を設定する

説明

public void ReflectionClass::setStaticPropertyValue ( string $name , string $value )

静的なプロパティの値を設定します。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
name

プロパティの名前。
value

新しいプロパティの値。

返り値

値を返しません。

参考

ReflectionClass::getStaticPropertyValue() - 静的なプロパティの値を取得する

ReflectionClass::__toString
(PHP 5)

ReflectionClass::__toString — ReflectionClass オブジェクトの文字列表現を返す

説明

public string ReflectionClass::__toString ( void )

ReflectionClass オブジェクトの文字列表現を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

この ReflectionClass インスタンスの文字列表現を返します。

例

例1 ReflectionClass::__toString() の例
<?php
$reflectionClass = new ReflectionClass('Exception');
echo $reflectionClass->__toString();
?>

上の例の出力は以下となります。
Class [ <internal:Core> class Exception ] {

  - Constants [0] {
  }

  - Static properties [0] {
  }

  - Static methods [0] {
  }

  - Properties [7] {
    Property [ <default> protected $message ]
    Property [ <default> private $string ]
    Property [ <default> protected $code ]
    Property [ <default> protected $file ]
    Property [ <default> protected $line ]
    Property [ <default> private $trace ]
    Property [ <default> private $previous ]
  }

  - Methods [10] {
    Method [ <internal:Core> final private method __clone ] {
    }

    Method [ <internal:Core, ctor> public method __construct ] {

      - Parameters [3] {
        Parameter #0 [ <optional> $message ]
        Parameter #1 [ <optional> $code ]
        Parameter #2 [ <optional> $previous ]
      }
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getMessage ] {
    }
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    Method [ <internal:Core> final public method getCode ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getFile ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getLine ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getTrace ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getPrevious ] {
    }

    Method [ <internal:Core> final public method getTraceAsString ] {
    }

    Method [ <internal:Core> public method __toString ] {
    }
  }
}

参考

ReflectionClass::export() - クラスをエクスポートする
__toString

目次
ReflectionClass::__clone — オブジェクトをクローンする
ReflectionClass::__construct — ReflectionClass を作成する
ReflectionClass::export — クラスをエクスポートする
ReflectionClass::getConstant — 定義されている定数を取得する
ReflectionClass::getConstants — 定数を取得する
ReflectionClass::getConstructor — コンストラクタを取得する
ReflectionClass::getDefaultProperties — デフォルトプロパティを取得する
ReflectionClass::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する
ReflectionClass::getEndLine — 終了行を取得する
ReflectionClass::getExtension — 拡張モジュールの情報を取得する
ReflectionClass::getExtensionName — 拡張モジュールの名前を取得する
ReflectionClass::getFileName — クラスが定義されているファイルのファイル名を取得する
ReflectionClass::getInterfaceNames — インターフェイスの名前を取得する
ReflectionClass::getInterfaces — インターフェイスを取得する
ReflectionClass::getMethod — ReflectionMethod を取得する
ReflectionClass::getMethods — メソッドの一覧を取得する
ReflectionClass::getModifiers — 修飾子を取得する
ReflectionClass::getName — クラスの名前を取得する
ReflectionClass::getNamespaceName — 名前空間の名前を取得する
ReflectionClass::getParentClass — 親クラスを取得する
ReflectionClass::getProperties — プロパティを取得する
ReflectionClass::getProperty — プロパティを取得する
ReflectionClass::getShortName — 短い名前を取得する
ReflectionClass::getStartLine — 開始行を取得する
ReflectionClass::getStaticProperties — 静的なプロパティを取得する
ReflectionClass::getStaticPropertyValue — 静的なプロパティの値を取得する
ReflectionClass::hasConstant — 定数が定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasMethod — メソッドが定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasProperty — プロパティが定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::implementsInterface — インターフェイスの実装を調べる
ReflectionClass::inNamespace — 名前空間内にあるかどうかを調べる
ReflectionClass::isAbstract — 抽象クラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isFinal — final クラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInstance — クラスのインスタンスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInstantiable — インスタンス化が可能であるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInterface — インターフェイスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInternal — 内部クラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isIterateable — 反復処理が可能であるかどうかを調べる
ReflectionClass::isSubclassOf — サブクラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isUserDefined — ユーザ定義であるかどうかを調べる
ReflectionClass::newInstance — 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する
ReflectionClass::newInstanceArgs — 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する
ReflectionClass::setStaticPropertyValue — 静的なプロパティの値を設定する
ReflectionClass::__toString — ReflectionClass オブジェクトの文字列表現を返す

ReflectionExtension クラス
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導入
ReflectionExtension クラスは 拡張モジュールについての情報を報告します。

クラス概要
ReflectionExtension implements Reflector {
/* プロパティ */
public $name ;
/* メソッド */
final private void __clone ( void )
__construct ( string $name )
public static string export ( string $name [, string $return = false ] )
public array getClasses ( void )
public array getClassNames ( void )
public array getConstants ( void )
public array getDependencies ( void )
public array getFunctions ( void )
public array getINIEntries ( void )
public string getName ( void )
public string getVersion ( void )
public string info ( void )
public string __toString ( void )
}

プロパティ
name

拡張モジュールの名前。 ReflectionExtension::getName() メソッドをコールするのと同じ。

ReflectionExtension::__clone
(PHP 5)

ReflectionExtension::__clone — クローンする

説明

final private void ReflectionExtension::__clone ( void )

このメソッドは、オブジェクトをクローンさせないようにします。 Reflection オブジェクトはクローンすることができません。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値は返しません。もしコールされれば致命的なエラーとなります。

参考

ReflectionExtension::__construct() - ReflectionExtension を作成する
オブジェクトのクローン作成

ReflectionExtension::__construct
(PHP 5)

ReflectionExtension::__construct — ReflectionExtension を作成する

説明

ReflectionExtension::__construct ( string $name )

ReflectionExtension オブジェクトを作成します。
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パラメータ
name

拡張モジュールの名前。

返り値

ReflectionExtension オブジェクトを返します。

例

例1 ReflectionExtension の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('Reflection');

printf('Extension: %s (version: %s)', $ext->getName(), $ext->getVersion());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Extension: Reflection (version: $Revision: 303284 $)

参考

ReflectionExtension::info() - 拡張モジュールの情報を取得する
コンストラクタ

ReflectionExtension::export
(PHP 5)

ReflectionExtension::export — エクスポートする

説明

public static string ReflectionExtension::export ( string $name [, string $return = false ] )

拡張モジュールの情報をエクスポートします。この関数の出力フォーマットは CLI で引数 --re [extension] を指定したときのものと同じです。

パラメータ
name

エクスポートするリフレクション。
return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

return パラメータを TRUE に設定すると、エクスポートを文字列で返します。それ以外の場合は NULL を返します。

参考

ReflectionExtension::info() - 拡張モジュールの情報を取得する

ReflectionExtension::getClasses
(PHP 5)

ReflectionExtension::getClasses — クラスを取得する

説明

public array ReflectionExtension::getClasses ( void )

拡張モジュールのクラス一覧を取得します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionClass オブジェクトの配列を返します。 各要素が、拡張モジュール内のクラスを表します。 クラスが定義されていない場合は空の配列を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getClasses() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('XMLWriter');
var_dump($ext->getClasses());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  ["XMLWriter"]=>
  &object(ReflectionClass)#2 (1) {
    ["name"]=>
    string(9) "XMLWriter"
  }
}

参考

ReflectionExtension::getClassNames() - クラス名を取得する

ReflectionExtension::getClassNames
(PHP 5)

ReflectionExtension::getClassNames — クラス名を取得する

説明

public array ReflectionExtension::getClassNames ( void )

拡張モジュールで定義されているのクラス名の一覧を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールで定義されているクラス名の配列を返します。 クラスが定義されていない場合は空の配列を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getClassNames() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('XMLWriter');
var_dump($ext->getClassNames());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(1) {
  [0]=>
  string(9) "XMLWriter"
}

参考

ReflectionExtension::getClasses() - クラスを取得する
ReflectionExtension::getName() - 拡張モジュール名を取得する

ReflectionExtension::getConstants
(PHP 5)

ReflectionExtension::getConstants — 定数を取得する
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説明

public array ReflectionExtension::getConstants ( void )

拡張モジュールで定義されている定数を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

定数名をキーとする連想配列を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getConstants() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('DOM');

print_r($ext->getConstants());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [XML_ELEMENT_NODE] => 1
    [XML_ATTRIBUTE_NODE] => 2
    [XML_TEXT_NODE] => 3
    [XML_CDATA_SECTION_NODE] => 4
    [XML_ENTITY_REF_NODE] => 5
    [XML_ENTITY_NODE] => 6
    [XML_PI_NODE] => 7
    [XML_COMMENT_NODE] => 8
    [XML_DOCUMENT_NODE] => 9
    [XML_DOCUMENT_TYPE_NODE] => 10
    [XML_DOCUMENT_FRAG_NODE] => 11
    [XML_NOTATION_NODE] => 12
    [XML_HTML_DOCUMENT_NODE] => 13
    [XML_DTD_NODE] => 14
    [XML_ELEMENT_DECL_NODE] => 15
    [XML_ATTRIBUTE_DECL_NODE] => 16
    [XML_ENTITY_DECL_NODE] => 17
    [XML_NAMESPACE_DECL_NODE] => 18
    [XML_LOCAL_NAMESPACE] => 18
    [XML_ATTRIBUTE_CDATA] => 1
    [XML_ATTRIBUTE_ID] => 2
    [XML_ATTRIBUTE_IDREF] => 3
    [XML_ATTRIBUTE_IDREFS] => 4
    [XML_ATTRIBUTE_ENTITY] => 6
    [XML_ATTRIBUTE_NMTOKEN] => 7
    [XML_ATTRIBUTE_NMTOKENS] => 8
    [XML_ATTRIBUTE_ENUMERATION] => 9
    [XML_ATTRIBUTE_NOTATION] => 10
    [DOM_PHP_ERR] => 0
    [DOM_INDEX_SIZE_ERR] => 1
    [DOMSTRING_SIZE_ERR] => 2
    [DOM_HIERARCHY_REQUEST_ERR] => 3
    [DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR] => 4
    [DOM_INVALID_CHARACTER_ERR] => 5
    [DOM_NO_DATA_ALLOWED_ERR] => 6
    [DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR] => 7
    [DOM_NOT_FOUND_ERR] => 8
    [DOM_NOT_SUPPORTED_ERR] => 9
    [DOM_INUSE_ATTRIBUTE_ERR] => 10
    [DOM_INVALID_STATE_ERR] => 11
    [DOM_SYNTAX_ERR] => 12
    [DOM_INVALID_MODIFICATION_ERR] => 13
    [DOM_NAMESPACE_ERR] => 14
    [DOM_INVALID_ACCESS_ERR] => 15
    [DOM_VALIDATION_ERR] => 16
)

参考

ReflectionExtension::getINIEntries() - 拡張モジュールの ini エントリを取得する

ReflectionExtension::getDependencies
(PHP 5)

ReflectionExtension::getDependencies — 依存性を取得する

説明

public array ReflectionExtension::getDependencies ( void )

必須の依存性、衝突する依存性の両方を取得します。

パラメータ
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

依存する拡張モジュールをキー、そして Required、Optional あるいは Conflicts のいずれかを値とする連想配列を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getDependencies() の例
<?php
$dom = new ReflectionExtension('dom');

print_r($dom->getDependencies());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [libxml] => Required
    [domxml] => Conflicts
)

参考

ReflectionClass::getVersion()

ReflectionExtension::getFunctions
(PHP 5)

ReflectionExtension::getFunctions — 拡張モジュールの関数を取得する

説明

public array ReflectionExtension::getFunctions ( void )

拡張モジュールで定義されている関数を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionFunction オブジェクトの連想配列を返します。 拡張モジュール内で定義されている関数名がキーとなります。 関数が定義されていない場合は空の配列を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getFunctions() の例
<?php
$dom = new ReflectionExtension('SimpleXML');

print_r($dom->getFunctions());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [simplexml_load_file] => ReflectionFunction Object
        (
            [name] => simplexml_load_file
        )

    [simplexml_load_string] => ReflectionFunction Object
        (
            [name] => simplexml_load_string
        )

    [simplexml_import_dom] => ReflectionFunction Object
        (
            [name] => simplexml_import_dom
        )

)

参考

ReflectionExtension::getClasses() - クラスを取得する
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ReflectionExtension::getINIEntries
(PHP 5)

ReflectionExtension::getINIEntries — 拡張モジュールの ini エントリを取得する

説明

public array ReflectionExtension::getINIEntries ( void )

拡張モジュールの ini エントリを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ini エントリをキー、定義されている値をキーに対応する値とした連想配列を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getINIEntries() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('mysql');

print_r($ext->getINIEntries());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [mysql.allow_persistent] => 1
    [mysql.max_persistent] => -1
    [mysql.max_links] => -1
    [mysql.default_host] => 
    [mysql.default_user] => 
    [mysql.default_password] => 
    [mysql.default_port] => 
    [mysql.default_socket] => 
    [mysql.connect_timeout] => 60
    [mysql.trace_mode] => 
    [mysql.allow_local_infile] => 1
    [mysql.cache_size] => 2000
)

参考

ReflectionExtension::getConstants() - 定数を取得する

ReflectionExtension::getName
(PHP 5)

ReflectionExtension::getName — 拡張モジュール名を取得する

説明

public string ReflectionExtension::getName ( void )

拡張モジュールの名前を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールの名前を返します。

例

例1 ReflectionExtension::getName() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('mysqli');
var dump($ext->getName());
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?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(6) "mysqli"

参考

ReflectionExtension::getClassNames() - クラス名を取得する

ReflectionExtension::getVersion
(PHP 5)

ReflectionExtension::getVersion — 拡張モジュールのバージョンを取得する

説明

public string ReflectionExtension::getVersion ( void )

拡張モジュールのバージョンを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールのバージョンを返します。

例

例1 ReflectionExtension::getVersion() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('mysqli');
var_dump($ext->getVersion());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(3) "0.1"

参考

ReflectionExtension::info() - 拡張モジュールの情報を取得する

ReflectionExtension::info
(PHP 5)

ReflectionExtension::info — 拡張モジュールの情報を取得する

説明

public string ReflectionExtension::info ( void )

拡張モジュールの情報を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールの情報を返します。

例

例1 ReflectionExtension::info() の例
<?php
$ext = new ReflectionExtension('mysqli');
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print_r($ext->info());
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
mysqli

MysqlI Support => enabled
Client API library version => mysqlnd 5.0.5-dev - 081106 - $Revision: 303284 $
Active Persistent Links => 0
Inactive Persistent Links => 0
Active Links => 0
Persistent cache => enabled
put_hits => 0
put_misses => 0
get_hits => 0
get_misses => 0
size => 2000
free_items => 2000
references => 2

Directive => Local Value => Master Value
mysqli.max_links => Unlimited => Unlimited
mysqli.max_persistent => Unlimited => Unlimited
mysqli.allow_persistent => On => On
mysqli.default_host => no value => no value
mysqli.default_user => no value => no value
mysqli.default_pw => no value => no value
mysqli.default_port => 3306 => 3306
mysqli.default_socket => no value => no value
mysqli.reconnect => Off => Off
mysqli.allow_local_infile => On => On
mysqli.cache_size => 2000 => 2000
NULL

参考

ReflectionExtension::getName() - 拡張モジュール名を取得する
phpinfo() - PHP の設定情報を出力する

ReflectionExtension::__toString
(PHP 5)

ReflectionExtension::__toString — 文字列に変換する

説明

public string ReflectionExtension::__toString ( void )

調べた拡張モジュールをエクスポートし、文字列として返します。 これは、 ReflectionExtension::export() のパラメータ return を TRUE に設定するのと同じ意味です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

エクスポートした拡張モジュールを文字列で返します。 ReflectionExtension::export() と同じ形式となります。

参考

ReflectionExtension::__construct() - ReflectionExtension を作成する
ReflectionExtension::export() - エクスポートする
__toString

目次
ReflectionExtension::__clone — クローンする
ReflectionExtension::__construct — ReflectionExtension を作成する
ReflectionExtension::export — エクスポートする
ReflectionExtension::getClasses — クラスを取得する
ReflectionExtension::getClassNames — クラス名を取得する
ReflectionExtension::getConstants — 定数を取得する
ReflectionExtension::getDependencies — 依存性を取得する
ReflectionExtension::getFunctions — 拡張モジュールの関数を取得する
ReflectionExtension::getINIEntries — 拡張モジュールの ini エントリを取得する
ReflectionExtension::getName — 拡張モジュール名を取得する
ReflectionExtension::getVersion — 拡張モジュールのバージョンを取得する
ReflectionExtension::info — 拡張モジュールの情報を取得する
ReflectionExtension::__toString — 文字列に変換する
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ReflectionFunction クラス
導入
ReflectionFunction クラスは 関数についての情報を報告します。

親クラスであるReflectionFunctionAbstract にも、 invoke() および invokeArgs()、export()、 isDisabled() を除くすべてのメソッドが存在します。

クラス概要
ReflectionFunction extends ReflectionFunctionAbstract implements Reflector {
/* 定数 */
const integer ReflectionFunction::IS_DEPRECATED = 262144 ;
/* プロパティ */
public $name ;
/* メソッド */
__construct ( mixed $name )
public static string export ( string $name [, string $return ] )
public mixed invoke ([ mixed $parameter [, mixed $... ]] )
public mixed invokeArgs ( array $args )
public bool isDisabled ( void )
public string __toString ( void )
/* 継承したメソッド */
final private void ReflectionFunctionAbstract::__clone ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getDocComment ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getEndLine ( void )
public ReflectionExtension ReflectionFunctionAbstract::getExtension ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getFileName ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getName ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters ( void )
public array ReflectionFunctionAbstract::getParameters ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getShortName ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getStartLine ( void )
public array ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::inNamespace ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isClosure ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isInternal ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::returnsReference ( void )
abstract public void ReflectionFunctionAbstract::__toString ( void )
}

プロパティ
name

Prop description

定義済み定数

ReflectionFunction のノード型
ReflectionFunction::IS_DEPRECATED

Description here...

ReflectionFunction::__construct
(PHP 5)

ReflectionFunction::__construct — ReflectionFunction オブジェクトを作成する

説明



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ReflectionFunction::__construct ( mixed $name )

ReflectionFunction オブジェクトを作成します。

パラメータ
name

調べたい関数あるいはクロージャの名前。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

name パラメータが正しい関数名でない場合に ReflectionException が発生します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.0 name に クロージャ を指定できるようになりました。

例

例1 ReflectionFunction::__construct() の例
<?php
/**
 * 簡単なカウンタ
 *
 * @return    int
 */
function counter1()
{
    static $c = 0;
    return ++$c;
}

/**
 * 別の簡単なカウンタ
 *
 * @return    int
 */
$counter2 = function()
{
    static $d = 0;
    return ++$d;

};

function dumpReflectionFunction($func)
{
    // 基本情報を表示します
    printf(
        "\n\n===> The %s function '%s'\n".
        "     declared in %s\n".
        "     lines %d to %d\n",
        $func->isInternal() ? 'internal' : 'user-defined',
        $func->getName(),
        $func->getFileName(),
        $func->getStartLine(),
        $func->getEndline()
    );

    // ドキュメントコメントを表示します
    printf("---> Documentation:\n %s\n", var_export($func->getDocComment(), 1));

    // 静的変数が存在すれば表示します
    if ($statics = $func->getStaticVariables())
    {
        printf("---> Static variables: %s\n", var_export($statics, 1));
    }
}

// ReflectionFunction クラスのインスタンスを作成します
dumpReflectionFunction(new ReflectionFunction('counter1'));
dumpReflectionFunction(new ReflectionFunction($counter2));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
===> The user-defined function 'counter1'
     declared in Z:\reflectcounter.php
     lines 7 to 11
---> Documentation:
 '/**
 * 簡単なカウンタ
 *
 * @return    int
 */'
---> Static variables: array (
  'c' => 0,
)

===> The user-defined function '{closure}'
     declared in Z:\reflectcounter.php
     lines 18 to 23
---> Documentation:
 '/**
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 * 別の簡単なカウンタ
 *
 * @return    int
 */'
---> Static variables: array (
  'd' => 0,
)

参考

ReflectionMethod::__construct() - ReflectionMethod を作成する
コンストラクタ

ReflectionFunction::export
(PHP 5)

ReflectionFunction::export — 関数をエクスポートする

説明

public static string ReflectionFunction::export ( string $name [, string $return ] )

調べた関数をエクスポートします。

パラメータ
name

エクスポートするリフレクション。
return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

return パラメータを TRUE に設定すると、エクスポートを文字列で返します。それ以外の場合は NULL を返します。

参考

ReflectionFunction::invoke() - 関数を起動する

ReflectionFunction::invoke
(PHP 5)

ReflectionFunction::invoke — 関数を起動する

説明

public mixed ReflectionFunction::invoke ([ mixed $parameter [, mixed $... ]] )

調べた関数を起動します。

パラメータ
args

渡す引数のリスト。可変長の引数を指定でき、 call_user_func() と同じようにして関数に渡されます。

返り値

起動した関数の結果を返します。

例

例1 ReflectionFunction::invoke() の例
<?php
function title($title, $name)
{
    return sprintf("%s. %s\r\n", $title, $name);
}
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$function = new ReflectionFunction('title');

echo $function->invoke('Dr', 'Phil');
?>

上の例の出力は以下となります。
Dr. Phil

注意

注意:

関数に参照渡しの引数がある場合は、引数リストにも参照で渡さなければなりません。

参考

ReflectionFunction::export() - 関数をエクスポートする
__invoke

ReflectionFunction::invokeArgs
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionFunction::invokeArgs — 引数を指定して関数を起動する

説明

public mixed ReflectionFunction::invokeArgs ( array $args )

Invokes args.

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
args

関数に渡す引数を含む配列。 call_user_func_array() と同じように動作します。

返り値

起動した関数の結果を返します。

例

例1 ReflectionFunction::invokeArgs() の例
<?php
function title($title, $name)
{
    return sprintf("%s. %s\r\n", $title, $name);
}

$function = new ReflectionFunction('title');

echo $function->invokeArgs(array('Dr', 'Phil'));
?>

上の例の出力は以下となります。
Dr. Phil

例2 ReflectionFunction::invokeArgs() で参照を使う例
<?php
function get_false_conditions(array $conditions, array &$false_conditions)
{
    foreach ($conditions as $condition) {
        if (!$condition) {
            $false_conditions[] = $condition;
        }
    }
}

$function_ref     = new ReflectionFunction('get_false_conditions');

$conditions       = array(true, false, -1, 0, 1);
$false_conditions = array();

$function_ref->invokeArgs(array($conditions, &$false_conditions));

var_dump($false_conditions);
?>
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上の例の出力は以下となります。
array(2) {
  [0]=>
  bool(false)
  [1]=>
  int(0)
}

注意

注意:

関数に参照渡しの引数がある場合は、引数リストにも参照で渡さなければなりません。

参考

ReflectionFunction::invoke() - 関数を起動する
ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters() - パラメータ数を取得する
__invoke

ReflectionFunction::isDisabled
(PHP 5)

ReflectionFunction::isDisabled — 関数が無効になっているかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunction::isDisabled ( void )

disable_functions ディレクティブで関数が無効になっているかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

無効になっている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined() - ユーザ定義関数であるかどうかを調べる
disable_functions ディレクティブ

ReflectionFunction::__toString
(PHP 5)

ReflectionFunction::__toString — 文字列に変換する

説明

public string ReflectionFunction::__toString ( void )

文字列に変換します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

その関数について、 ReflectionFunction::export() のような出力を返します。

例

例1 ReflectionFunction::__toString() の例
<?php
function title($title, $name)
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{
    return sprintf("%s. %s\r\n", $title, $name);
}

echo new ReflectionFunction('title');
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Function [ <user> function person ] {
  @@ Command line code 1 - 1

  - Parameters [2] {
    Parameter #0 [ <required> $prefix ]
    Parameter #1 [ <required> $name ]
  }
}

参考

ReflectionFunction::export() - 関数をエクスポートする
ReflectionClass::clone()
__toString

目次
ReflectionFunction::__construct — ReflectionFunction オブジェクトを作成する
ReflectionFunction::export — 関数をエクスポートする
ReflectionFunction::invoke — 関数を起動する
ReflectionFunction::invokeArgs — 引数を指定して関数を起動する
ReflectionFunction::isDisabled — 関数が無効になっているかどうかを調べる
ReflectionFunction::__toString — 文字列に変換する

ReflectionFunctionAbstract クラス
導入
ReflectionFunction の親クラスです。 詳細はこのクラスの説明を参照ください。

クラス概要
ReflectionFunctionAbstract implements Reflector {
/* プロパティ */
public $name ;
/* メソッド */
final private void __clone ( void )
public string getDocComment ( void )
public int getEndLine ( void )
public ReflectionExtension getExtension ( void )
public string getExtensionName ( void )
public string getFileName ( void )
public string getName ( void )
public string getNamespaceName ( void )
public int getNumberOfParameters ( void )
public int getNumberOfRequiredParameters ( void )
public array getParameters ( void )
public string getShortName ( void )
public int getStartLine ( void )
public array getStaticVariables ( void )
public bool inNamespace ( void )
public bool isClosure ( void )
public bool isDeprecated ( void )
public bool isInternal ( void )
public bool isUserDefined ( void )
public bool returnsReference ( void )
abstract public void __toString ( void )
}

プロパティ
name

Prop description
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ReflectionFunctionAbstract::__clone
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::__clone — 関数のクローンを作成する

説明

final private void ReflectionFunctionAbstract::__clone ( void )

関数のクローンを作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

オブジェクトのクローン作成

ReflectionFunctionAbstract::getDocComment
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionFunctionAbstract::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する

説明

public string ReflectionFunctionAbstract::getDocComment ( void )

関数のドキュメントコメントを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ドキュメントコメントが存在する場合はそれを返します。それ以外の場合は FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getStartLine() - 開始行番号を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getEndLine
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getEndLine — 終了行番号を取得する

説明

public int ReflectionFunctionAbstract::getEndLine ( void )

終了行番号を取得します。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ユーザ定義クラスの終了行番号を返します。不明な場合は FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getStartLine() - 開始行番号を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getExtension
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getExtension — 拡張モジュールの情報を取得する

説明

public ReflectionExtension ReflectionFunctionAbstract::getExtension ( void )

関数の拡張モジュール情報を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールの情報を ReflectionExtension オブジェクトで返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName() - 拡張モジュールの名前を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName — 拡張モジュールの名前を取得する

説明

public string ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName ( void )

拡張モジュールの名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

拡張モジュールの名前を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getExtension() - 
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拡張モジュールの情報を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getFileName
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getFileName — ファイル名を取得する

説明

public string ReflectionFunctionAbstract::getFileName ( void )

ユーザ定義関数のファイル名を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ファイル名を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName() - 名前空間名を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getName
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getName — 関数名を取得する

説明

public string ReflectionFunctionAbstract::getName ( void )

関数の名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

関数の名前を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName() - 拡張モジュールの名前を取得する
ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined() - ユーザ定義関数であるかどうかを調べる

ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName — 名前空間名を取得する

説明
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public string ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName ( void )

クラスが定義されている名前空間の名前を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

名前空間名を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getFileName() - ファイル名を取得する
名前空間

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters
(PHP 5 >= 5.0.3)

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters — パラメータ数を取得する

説明

public int ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters ( void )

関数で定義されているパラメータの数を、必須と任意の両方を含めて取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パラメータの数を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters() - 必須パラメータの数を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters
(PHP 5 >= 5.0.3)

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters — 必須パラメータの数を取得する

説明

public int ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters ( void )

関数で定義されている必須パラメータの数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。
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返り値

必須パラメータの数を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters() - パラメータ数を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getParameters
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getParameters — パラメータを取得する

説明

public array ReflectionFunctionAbstract::getParameters ( void )

パラメータを ReflectionParameter の配列で取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パラメータを ReflectionParameter オブジェクトの配列で返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters() - パラメータ数を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getShortName
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionFunctionAbstract::getShortName — 関数の短い名前を取得する

説明

public string ReflectionFunctionAbstract::getShortName ( void )

関数の短い名前 (名前空間部分を除いた名前) を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

関数の短い名前を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName() - 名前空間名を取得する
名前空間

ReflectionFunctionAbstract::getStartLine
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(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getStartLine — 開始行番号を取得する

説明

public int ReflectionFunctionAbstract::getStartLine ( void )

関数の開始行番号を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

開始行番号を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getEndLine() - 終了行番号を取得する

ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables — 静的変数を取得する

説明

public array ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables ( void )

静的変数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

静的変数の配列を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getParameters() - パラメータを取得する

ReflectionFunctionAbstract::inNamespace
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionFunctionAbstract::inNamespace — 関数が名前空間内にあるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunctionAbstract::inNamespace ( void )

関数が名前空間内で定義されているかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

名前空間内にある場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName() - 名前空間名を取得する
名前空間

ReflectionFunctionAbstract::isClosure
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionFunctionAbstract::isClosure — クロージャであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunctionAbstract::isClosure ( void )

これがクロージャであるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

クロージャである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::()

ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated — 非推奨であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated ( void )

この関数が非推奨であるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

非推奨である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::getDocComment() - ドキュメントコメントを取得する
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ReflectionFunctionAbstract::isInternal
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::isInternal — 内部関数かどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunctionAbstract::isInternal ( void )

この関数が内部関数なのかユーザ定義関数なのかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

内部関数である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined() - ユーザ定義関数であるかどうかを調べる

ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined — ユーザ定義関数であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined ( void )

この関数がユーザ定義関数なのか内部関数なのかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ユーザ定義関数である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::isInternal() - 内部関数かどうかを調べる

ReflectionFunctionAbstract::returnsReference
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::returnsReference — 参照返しかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionFunctionAbstract::returnsReference ( void )
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関数が参照を返すかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参照返しである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionFunctionAbstract::isClosure() - クロージャであるかどうかを調べる

ReflectionFunctionAbstract::__toString
(PHP 5)

ReflectionFunctionAbstract::__toString — 文字列に変換する

説明

abstract public void ReflectionFunctionAbstract::__toString ( void )

文字列に変換します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

文字列を返します。

参考

ReflectionClass::clone()
__toString

目次
ReflectionFunctionAbstract::__clone — 関数のクローンを作成する
ReflectionFunctionAbstract::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する
ReflectionFunctionAbstract::getEndLine — 終了行番号を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getExtension — 拡張モジュールの情報を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName — 拡張モジュールの名前を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getFileName — ファイル名を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getName — 関数名を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName — 名前空間名を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters — パラメータ数を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters — 必須パラメータの数を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getParameters — パラメータを取得する
ReflectionFunctionAbstract::getShortName — 関数の短い名前を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getStartLine — 開始行番号を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables — 静的変数を取得する
ReflectionFunctionAbstract::inNamespace — 関数が名前空間内にあるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isClosure — クロージャであるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated — 非推奨であるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isInternal — 内部関数かどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined — ユーザ定義関数であるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::returnsReference — 参照返しかどうかを調べる
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ReflectionFunctionAbstract::__toString — 文字列に変換する

ReflectionMethod クラス
導入
ReflectionMethod クラスは メソッドについての情報を報告します。

クラス概要
ReflectionMethod extends ReflectionFunctionAbstract implements Reflector {
/* 定数 */
const integer ReflectionMethod::IS_STATIC = 1 ;
const integer ReflectionMethod::IS_PUBLIC = 256 ;
const integer ReflectionMethod::IS_PROTECTED = 512 ;
const integer ReflectionMethod::IS_PRIVATE = 1024 ;
const integer ReflectionMethod::IS_ABSTRACT = 2 ;
const integer ReflectionMethod::IS_FINAL = 4 ;
/* プロパティ */
public $name ;
public $class ;
/* メソッド */
__construct ( mixed $class , string $name )
public static string export ( string $class , string $name [, bool $return = false ] )
public ReflectionClass getDeclaringClass ( void )
public int getModifiers ( void )
public ReflectionMethod getPrototype ( void )
public mixed invoke ( object $object [, mixed $parameter [, mixed $... ]] )
public mixed invokeArgs ( object $object , array $args )
public bool isAbstract ( void )
public bool isConstructor ( void )
public bool isDestructor ( void )
public bool isFinal ( void )
public bool isPrivate ( void )
public bool isProtected ( void )
public bool isPublic ( void )
public bool isStatic ( void )
public void setAccessible ( bool $accessible )
public string __toString ( void )
/* 継承したメソッド */
final private void ReflectionFunctionAbstract::__clone ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getDocComment ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getEndLine ( void )
public ReflectionExtension ReflectionFunctionAbstract::getExtension ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getFileName ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getName ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters ( void )
public array ReflectionFunctionAbstract::getParameters ( void )
public string ReflectionFunctionAbstract::getShortName ( void )
public int ReflectionFunctionAbstract::getStartLine ( void )
public array ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::inNamespace ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isClosure ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isInternal ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined ( void )
public bool ReflectionFunctionAbstract::returnsReference ( void )
abstract public void ReflectionFunctionAbstract::__toString ( void )
}

プロパティ
name

メソッド名

class
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クラス名

定義済み定数

ReflectionMethod のノード型
ReflectionMethod::IS_STATIC

メソッドが static であることを示します。
ReflectionMethod::IS_PUBLIC

メソッドが public であることを示します。
ReflectionMethod::IS_PROTECTED

メソッドが protected であることを示します。
ReflectionMethod::IS_PRIVATE

メソッドが private であることを示します。
ReflectionMethod::IS_ABSTRACT

メソッドが abstract であることを示します。
ReflectionMethod::IS_FINAL

メソッドが final であることを示します。

ReflectionMethod::__construct
(PHP 5)

ReflectionMethod::__construct — ReflectionMethod を作成する

説明

ReflectionMethod::__construct ( mixed $class , string $name )

新しい ReflectionMethod を作成します。

パラメータ
class

メソッドを含むクラスの名前あるいはオブジェクト (クラスのインスタンス)。
name

メソッドの名前。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

指定したメソッドが存在しない場合に ReflectionException が発生します。

例

例1 ReflectionMethod::__construct() の例
<?php
class Counter
{
    private static $c = 0;

    /**
     * カウンタをインクリメントする
     *
     * @final
     * @static
     * @access  public
     * @return  int
     */
    final public static function increment()
    {
        return ++self::$c;
    }
}
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// ReflectionMethod のインスタンスを作成します
$method = new ReflectionMethod('Counter', 'increment');

// 基本情報を表示します
printf(
    "===> The %s%s%s%s%s%s%s method '%s' (which is %s)\n" .
    "     declared in %s\n" .
    "     lines %d to %d\n" .
    "     having the modifiers %d[%s]\n",
        $method->isInternal() ? 'internal' : 'user-defined',
        $method->isAbstract() ? ' abstract' : '',
        $method->isFinal() ? ' final' : '',
        $method->isPublic() ? ' public' : '',
        $method->isPrivate() ? ' private' : '',
        $method->isProtected() ? ' protected' : '',
        $method->isStatic() ? ' static' : '',
        $method->getName(),
        $method->isConstructor() ? 'the constructor' : 'a regular method',
        $method->getFileName(),
        $method->getStartLine(),
        $method->getEndline(),
        $method->getModifiers(),
        implode(' ', Reflection::getModifierNames($method->getModifiers()))
);

// ドキュメントコメントを表示します
printf("---> Documentation:\n %s\n", var_export($method->getDocComment(), 1));

// static 変数があれば表示します
if ($statics= $method->getStaticVariables()) {
    printf("---> Static variables: %s\n", var_export($statics, 1));
}

// メソッドを実行します
printf("---> Invocation results in: ");
var_dump($method->invoke(NULL));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
===> The user-defined final public static method 'increment' (which is a regular method)
     declared in /Users/philip/cvs/phpdoc/test.php
     lines 14 to 17
     having the modifiers 261[final public static]
---> Documentation:
 '/**
     * カウンタをインクリメントする
     *
     * @final
     * @static
     * @access  public
     * @return  int
     */'
---> Invocation results in: int(1)

参考

ReflectionMethod::export() - メソッドをエクスポートする
コンストラクタ

ReflectionMethod::export
(PHP 5)

ReflectionMethod::export — メソッドをエクスポートする

説明

public static string ReflectionMethod::export ( string $class , string $name [, bool $return = false ] )

ReflectionMethod をエクスポートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
class

クラス名。
name

メソッド名。
return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

return パラメータを TRUE に設定すると、エクスポートを文字列で返します。それ以外の場合は NULL を返します。
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参考

ReflectionMethod::__construct() - ReflectionMethod を作成する
ReflectionMethod::__toString() - ReflectionMethod オブジェクトの文字列表現を返す

ReflectionMethod::getDeclaringClass
(PHP 5)

ReflectionMethod::getDeclaringClass — メソッドが宣言されているクラスを取得する

説明

public ReflectionClass ReflectionMethod::getDeclaringClass ( void )

そのメソッドが宣言されているクラスを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

そのメソッドが属するクラスをあらわす ReflectionClass オブジェクトを返します。

例

例1 ReflectionMethod::getDeclaringClass() の例
<?php
class HelloWorld {

    protected function sayHelloTo($name) {
        return 'Hello ' . $name;
    }

}

$reflectionMethod = new ReflectionMethod(new HelloWorld(), 'sayHelloTo');
var_dump($reflectionMethod->getDeclaringClass());
?>

上の例の出力は以下となります。
object(ReflectionClass)#2 (1) {
  ["name"]=>
  string(10) "HelloWorld"
}

参考

ReflectionMethod::isAbstract() - 抽象メソッドであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::getModifiers
(PHP 5)

ReflectionMethod::getModifiers — メソッドの修飾子を取得する

説明

public int ReflectionMethod::getModifiers ( void )

メソッドの修飾子を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

修飾子をあらわす数値を返します。修飾子の一覧は以下のとおりです。 これらの修飾子の実際の意味については 定義済みの定数 に説明があります。

ReflectionMethod の修飾子
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値 定数
1 ReflectionMethod::IS_STATIC
2 ReflectionMethod::IS_ABSTRACT
4 ReflectionMethod::IS_FINAL
256 ReflectionMethod::IS_PUBLIC
512 ReflectionMethod::IS_PROTECTED
1024 ReflectionMethod::IS_PRIVATE

例

例1 ReflectionMethod::getModifiers() の例
<?php
class Testing
{
    final public static function foo()
    {
        return;
    }
    public function bar()
    {
        return;
    }
}

$foo = new ReflectionMethod('Testing', 'foo');

echo "Modifiers for method foo():\n";
echo $foo->getModifiers() . "\n";
echo implode(' ', Reflection::getModifierNames($foo->getModifiers())) . "\n";

$bar = new ReflectionMethod('Testing', 'bar');

echo "Modifiers for method bar():\n";
echo $bar->getModifiers() . "\n";
echo implode(' ', Reflection::getModifierNames($bar->getModifiers()));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Modifiers for method foo():
261
final public static
Modifiers for method bar():
65792

参考

Reflection::getModifierNames() - 修飾子の名前を取得する

ReflectionMethod::getPrototype
(PHP 5)

ReflectionMethod::getPrototype — メソッドのプロトタイプを (存在すれば) 取得する

説明

public ReflectionMethod ReflectionMethod::getPrototype ( void )

メソッドのプロトタイプを取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

メソッドのプロトタイプの ReflectionMethod オブジェクトを返します。

エラー / 例外

メソッドがプロトタイプを持たない場合に ReflectionException をスローします。

例

例1 ReflectionMethod::getPrototype() の例
<?php
class Hello {

    public function sayHelloTo($name) {
        return 'Hello ' . $name;
    }
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}
class HelloWorld extends Hello {

    public function sayHelloTo($name) {
        return 'Hello world: ' . $name;
    }

}

$reflectionMethod = new ReflectionMethod('HelloWorld', 'sayHelloTo');
var_dump($reflectionMethod->getPrototype());
?>

上の例の出力は以下となります。
object(ReflectionMethod)#2 (2) {
  ["name"]=>
  string(10) "sayHelloTo"
  ["class"]=>
  string(5) "Hello"
}

参考

ReflectionMethod::getModifiers() - メソッドの修飾子を取得する

ReflectionMethod::invoke
(PHP 5)

ReflectionMethod::invoke — 実行する

説明

public mixed ReflectionMethod::invoke ( object $object [, mixed $parameter [, mixed $... ]] )

メソッドを実行します。

パラメータ
object

メソッドを実行するオブジェクト。静的メソッドを実行する場合は、このパラメータには null を渡すことができます。
parameter

メソッドに渡すパラメータ。可変長のパラメータを渡すことができます。

返り値

メソッドの結果を返します。

エラー / 例外

メソッドが宣言されているクラスのインスタンス以外を object パラメータで指定すると ReflectionException が発生します。

メソッドの実行に失敗すると ReflectionException が発生します。

例

例1 ReflectionMethod::invoke() の例
<?php
class HelloWorld {

    public function sayHelloTo($name) {
        return 'Hello ' . $name;
    }

}

$reflectionMethod = new ReflectionMethod('HelloWorld', 'sayHelloTo');
echo $reflectionMethod->invoke(new HelloWorld(), 'Mike');
?>

上の例の出力は以下となります。
Hello Mike

参考

ReflectionMethod::invokeArgs() - 実行する
__invoke
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ReflectionMethod::invokeArgs
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionMethod::invokeArgs — 実行する

説明

public mixed ReflectionMethod::invokeArgs ( object $object , array $args )

引数を指定して実行します。

パラメータ
object

メソッドを実行するオブジェクト。静的メソッドを実行する場合は、このパラメータには null を渡すことができます。
args

メソッドに渡すパラメータを配列で指定します。

返り値

メソッドの結果を返します。

エラー / 例外

メソッドが宣言されているクラスのインスタンス以外を object パラメータで指定すると ReflectionException が発生します。

メソッドの実行に失敗すると ReflectionException が発生します。

例

例1 ReflectionMethod::invokeArgs() の例
<?php
class HelloWorld {

    public function sayHelloTo($name) {
        return 'Hello ' . $name;
    }

}

$reflectionMethod = new ReflectionMethod('HelloWorld', 'sayHelloTo');
echo $reflectionMethod->invokeArgs(new HelloWorld(), array('Mike'));
?>

上の例の出力は以下となります。
Hello Mike

参考

ReflectionMethod::invoke() - 実行する
__invoke

ReflectionMethod::isAbstract
(PHP 5)

ReflectionMethod::isAbstract — 抽象メソッドであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isAbstract ( void )

抽象メソッドであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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抽象メソッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::getDeclaringClass() - メソッドが宣言されているクラスを取得する

ReflectionMethod::isConstructor
(PHP 5)

ReflectionMethod::isConstructor — コンストラクタであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isConstructor ( void )

コンストラクタであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

コンストラクタである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::__construct() - ReflectionMethod を作成する
ReflectionMethod::isAbstract() - 抽象メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isDestructor() - デストラクタであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::isDestructor
(PHP 5)

ReflectionMethod::isDestructor — デストラクタであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isDestructor ( void )

デストラクタであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

デストラクタである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::isConstructor() - コンストラクタであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::isFinal
(PHP 5)

ReflectionMethod::isFinal — final メソッドであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isFinal ( void )



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

final メソッドであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

final メソッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::isStatic() - 静的メソッドであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::isPrivate
(PHP 5)

ReflectionMethod::isPrivate — private メソッドであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isPrivate ( void )

private メソッドであるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

private メソッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::isPublic() - public メソッドであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::isProtected
(PHP 5)

ReflectionMethod::isProtected — protected メソッドであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isProtected ( void )

protected メソッドであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

protected メソッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::isPrivate() - private メソッドであるかどうかを調べる
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ReflectionMethod::isPublic
(PHP 5)

ReflectionMethod::isPublic — public メソッドであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isPublic ( void )

public メソッドであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

public メソッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::isPrivate() - private メソッドであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::isStatic
(PHP 5)

ReflectionMethod::isStatic — 静的メソッドであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionMethod::isStatic ( void )

静的メソッドであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

静的メソッドである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionMethod::isFinal() - final メソッドであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::setAccessible
(PHP 5 >= 5.3.2)

ReflectionMethod::setAccessible — メソッドのアクセス範囲を設定する

説明

public void ReflectionMethod::setAccessible ( bool $accessible )

メソッドをアクセス可能にします。たとえば、protected や private なメソッドを実行できるようにします。

パラメータ
accessible

TRUE を指定すると、アクセスできるようになります。

返り値
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値を返しません。

参考

ReflectionMethod::isPrivate() - private メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isProtected() - protected メソッドであるかどうかを調べる

ReflectionMethod::__toString
(PHP 5)

ReflectionMethod::__toString — ReflectionMethod オブジェクトの文字列表現を返す

説明

public string ReflectionMethod::__toString ( void )

ReflectionMethod オブジェクトの文字列表現を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionMethod のインスタンスの文字列表現を返します。

例

例1 ReflectionMethod::__toString() の例
<?php
class HelloWorld {

    public function sayHelloTo($name) {
        return 'Hello ' . $name;
    }

}

$reflectionMethod = new ReflectionMethod(new HelloWorld(), 'sayHelloTo');
echo $reflectionMethod;
?>

上の例の出力は以下となります。
Method [ <user> public method sayHelloTo ] {
  @@ /var/www/examples/reflection.php 16 - 18

  - Parameters [1] {
    Parameter #0 [ <required> $name ]
  }
}

参考

ReflectionMethod::export() - メソッドをエクスポートする
__toString

目次
ReflectionMethod::__construct — ReflectionMethod を作成する
ReflectionMethod::export — メソッドをエクスポートする
ReflectionMethod::getDeclaringClass — メソッドが宣言されているクラスを取得する
ReflectionMethod::getModifiers — メソッドの修飾子を取得する
ReflectionMethod::getPrototype — メソッドのプロトタイプを (存在すれば) 取得する
ReflectionMethod::invoke — 実行する
ReflectionMethod::invokeArgs — 実行する
ReflectionMethod::isAbstract — 抽象メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isConstructor — コンストラクタであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isDestructor — デストラクタであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isFinal — final メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isPrivate — private メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isProtected — protected メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isPublic — public メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isStatic — 静的メソッドであるかどうかを調べる
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ReflectionMethod::setAccessible — メソッドのアクセス範囲を設定する
ReflectionMethod::__toString — ReflectionMethod オブジェクトの文字列表現を返す

ReflectionObject クラス
導入
ReflectionObject クラスは オブジェクトについての情報を報告します。

クラス概要
ReflectionObject extends ReflectionClass implements Reflector {
/* 定数 */
const integer ReflectionObject::IS_IMPLICIT_ABSTRACT = 16 ;
const integer ReflectionObject::IS_EXPLICIT_ABSTRACT = 32 ;
const integer ReflectionObject::IS_FINAL = 64 ;
/* プロパティ */
/* メソッド */
__construct ( object $argument )
public static string export ( string $argument [, bool $return ] )
/* 継承したメソッド */
final private void ReflectionClass::__clone ( void )
ReflectionClass::__construct ( string $argument )
public static string ReflectionClass::export ( mixed $argument [, bool $return = false ] )
public mixed ReflectionClass::getConstant ( string $name )
public array ReflectionClass::getConstants ( void )
public object ReflectionClass::getConstructor ( void )
public array ReflectionClass::getDefaultProperties ( void )
public string ReflectionClass::getDocComment ( void )
public int ReflectionClass::getEndLine ( void )
public ReflectionExtension ReflectionClass::getExtension ( void )
public string ReflectionClass::getExtensionName ( void )
public string ReflectionClass::getFileName ( void )
public array ReflectionClass::getInterfaceNames ( void )
public array ReflectionClass::getInterfaces ( void )
public object ReflectionClass::getMethod ( string $name )
public array ReflectionClass::getMethods ([ string $filter ] )
public int ReflectionClass::getModifiers ( void )
public string ReflectionClass::getName ( void )
public string ReflectionClass::getNamespaceName ( void )
public object ReflectionClass::getParentClass ( void )
public array ReflectionClass::getProperties ([ int $filter ] )
public ReflectionProperty ReflectionClass::getProperty ( string $name )
public string ReflectionClass::getShortName ( void )
public int ReflectionClass::getStartLine ( void )
public array ReflectionClass::getStaticProperties ( void )
public mixed ReflectionClass::getStaticPropertyValue ( string $name [, string $default ] )
public bool ReflectionClass::hasConstant ( string $name )
public bool ReflectionClass::hasMethod ( string $name )
public bool ReflectionClass::hasProperty ( string $name )
public bool ReflectionClass::implementsInterface ( string $interface )
public bool ReflectionClass::inNamespace ( void )
public bool ReflectionClass::isAbstract ( void )
public bool ReflectionClass::isFinal ( void )
public bool ReflectionClass::isInstance ( object $object )
public bool ReflectionClass::isInstantiable ( void )
public bool ReflectionClass::isInterface ( void )
public bool ReflectionClass::isInternal ( void )
public bool ReflectionClass::isIterateable ( void )
public bool ReflectionClass::isSubclassOf ( string $class )
public bool ReflectionClass::isUserDefined ( void )
public object ReflectionClass::newInstance ( mixed $args [, mixed $... ] )
public object ReflectionClass::newInstanceArgs ([ array $args ] )
public void ReflectionClass::setStaticPropertyValue ( string $name , string $value )
public string ReflectionClass::__toString ( void )
}

プロパティ
name
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Prop description

定義済み定数

ReflectionObject のノード型
ReflectionObject::IS_IMPLICIT_ABSTRACT

Description here...

ReflectionObject::IS_EXPLICIT_ABSTRACT

Description here...

ReflectionObject::IS_FINAL

Description here...

ReflectionObject::__construct
(PHP 5)

ReflectionObject::__construct — ReflectionObject を作成する

説明

ReflectionObject::__construct ( object $argument )

ReflectionObject を作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
argument

オブジェクトのインスタンス。

返り値

値を返しません。

参考

ReflectionObject::export() - エクスポートする
コンストラクタ

ReflectionObject::export
(PHP 5)

ReflectionObject::export — エクスポートする

説明

public static string ReflectionObject::export ( string $argument [, bool $return ] )

リフレクションをエクスポートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
argument

エクスポートするリフレクション。
return
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TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

return パラメータを TRUE に設定すると、エクスポートを文字列で返します。それ以外の場合は NULL を返します。

参考

ReflectionObject::__construct() - ReflectionObject を作成する

目次
ReflectionObject::__construct — ReflectionObject を作成する
ReflectionObject::export — エクスポートする

ReflectionParameter クラス
導入
ReflectionParameter クラスは、 関数またはメソッドのパラメータに関する情報を取得します。

関数パラメータの内部を調べる際には、まず ReflectionFunction クラスまたは ReflectionMethod クラスのインスタンスを作成する必要があります。次に、 ReflectionFunctionAbstract::getParameters() メソッドを使ってパラメータの配列を取得します。

クラス概要
ReflectionParameter implements Reflector {
/* プロパティ */
public $name ;
/* メソッド */
public bool allowsNull ( void )
final private void __clone ( void )
__construct ( string $function , string $parameter )
public static string export ( string $function , string $parameter [, bool $return ] )
public ReflectionClass getClass ( void )
public ReflectionClass getDeclaringClass ( void )
public ReflectionFunction getDeclaringFunction ( void )
public mixed getDefaultValue ( void )
public string getName ( void )
public int getPosition ( void )
public bool isArray ( void )
public bool isDefaultValueAvailable ( void )
public bool isOptional ( void )
public bool isPassedByReference ( void )
public string __toString ( void )
}

プロパティ
name

Prop description

ReflectionParameter::allowsNull
(PHP 5)

ReflectionParameter::allowsNull — null を許可するかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionParameter::allowsNull ( void )

パラメータが NULL を許可するかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

NULL を許可する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionParameter::isOptional() - 省略可能であるかどうかを調べる

ReflectionParameter::__clone
(PHP 5)

ReflectionParameter::__clone — クローンする

説明

final private void ReflectionParameter::__clone ( void )

クローンします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

ReflectionParameter::toString()
オブジェクトのクローン作成

ReflectionParameter::__construct
(PHP 5)

ReflectionParameter::__construct — コンストラクタ

説明

ReflectionParameter::__construct ( string $function , string $parameter )

ReflectionParameter クラスのコンストラクタです。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
function

パラメータを調べたい関数。
parameter

パラメータ。

返り値

値を返しません。
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例

例1 ReflectionParameter クラスの使用
<?php
function foo($a, $b, $c) { }
function bar(Exception $a, &$b, $c) { }
function baz(ReflectionFunction $a, $b = 1, $c = null) { }
function abc() { }

$reflect = new ReflectionFunction('foo');

echo $reflect;

foreach ($reflect->getParameters() as $i => $param) {
    printf(
        "-- Parameter #%d: %s {\n".
        "   Class: %s\n".
        "   Allows NULL: %s\n".
        "   Passed to by reference: %s\n".
        "   Is optional?: %s\n".
        "}\n",
        $i, // $param->getPosition() can be used from PHP 5.2.3
        $param->getName(),
        var_export($param->getClass(), 1),
        var_export($param->allowsNull(), 1),
        var_export($param->isPassedByReference(), 1),
        $param->isOptional() ? 'yes' : 'no'
    );
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Function [ <user> function foo ] {
  @@ /Users/philip/cvs/phpdoc/a 2 - 2

  - Parameters [3] {
    Parameter #0 [ <required> $a ]
    Parameter #1 [ <required> $b ]
    Parameter #2 [ <required> $c ]
  }
}
-- Parameter #0: a {
   Class: NULL
   Allows NULL: true
   Passed to by reference: false
   Is optional?: no
}
-- Parameter #1: b {
   Class: NULL
   Allows NULL: true
   Passed to by reference: false
   Is optional?: no
}
-- Parameter #2: c {
   Class: NULL
   Allows NULL: true
   Passed to by reference: false
   Is optional?: no
}

参考

ReflectionFunction::__construct() - ReflectionFunction オブジェクトを作成する
ReflectionMethod::__construct() - ReflectionMethod を作成する
コンストラクタ

ReflectionParameter::export
(PHP 5)

ReflectionParameter::export — エクスポートする

説明

public static string ReflectionParameter::export ( string $function , string $parameter [, bool $return ] )

エクスポートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
function

関数名。
parameter

パラメータ名。
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return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。

返り値

エクスポート結果を返します。

参考

ReflectionParameter::toString()

ReflectionParameter::getClass
(PHP 5)

ReflectionParameter::getClass — クラスを取得する

説明

public ReflectionClass ReflectionParameter::getClass ( void )

クラスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionClass オブジェクトを返します。

参考

ReflectionParameter::getDeclaringClass() - 宣言しているクラスを取得する

ReflectionParameter::getDeclaringClass
(PHP 5)

ReflectionParameter::getDeclaringClass — 宣言しているクラスを取得する

説明

public ReflectionClass ReflectionParameter::getDeclaringClass ( void )

宣言しているクラスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionClass オブジェクトを返します。

参考

ReflectionParameter::getClass() - クラスを取得する
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ReflectionParameter::getDeclaringFunction
(PHP 5 >= 5.2.3)

ReflectionParameter::getDeclaringFunction — 宣言している関数を取得する

説明

public ReflectionFunction ReflectionParameter::getDeclaringFunction ( void )

宣言している関数を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionFunction オブジェクトを返します。

参考

ReflectionParameter::getDeclaringClass() - 宣言しているクラスを取得する

ReflectionParameter::getDefaultValue
(PHP 5 >= 5.0.3)

ReflectionParameter::getDefaultValue — パラメータのデフォルト値を取得する

説明

public mixed ReflectionParameter::getDefaultValue ( void )

ユーザ定義の関数あるいはメソッドで、パラメータのデフォルト値を取得します。 省略可能なパラメータでない場合は ReflectionException がスローされます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パラメータのデフォルト対を返します。

例

例1 取得例
<?php
function foo($test, $bar = 'baz')
{
    echo $test . $bar;
}

$function = new ReflectionFunction('foo');

foreach ($function->getParameters() as $param) {
    echo 'Name: ' . $param->getName() . PHP_EOL;
    if ($param->isOptional()) {
        echo 'Default value: ' . $param->getDefaultValue() . PHP_EOL;
    }
    echo PHP_EOL;
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Name: test

Name: bar
Default value: baz

注意
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注意:

実装上の理由で、組み込みの関数や組み込みクラスのメソッドのデフォルト値を取得することはできません。 実行しようとすると ReflectionException がスローされます。

参考

ReflectionParameter::isOptional() - 省略可能であるかどうかを調べる
ReflectionParameter::isPassedByReference() - 参照渡しかどうかを調べる

ReflectionParameter::getName
(PHP 5)

ReflectionParameter::getName — パラメータ名を取得する

説明

public string ReflectionParameter::getName ( void )

パラメータ名を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パラメータ名を返します。

参考

ReflectionParameter::getValue()

ReflectionParameter::getPosition
(PHP 5 >= 5.2.3)

ReflectionParameter::getPosition — パラメータの位置を取得する

説明

public int ReflectionParameter::getPosition ( void )

パラメータの位置を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パラメータの位置を取得します。左から右へ数え、最初のパラメータが 0 番目となります。

参考

ReflectionParameter::getName() - パラメータ名を取得する

ReflectionParameter::isArray
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionParameter::isArray — 配列を受け取るパラメータであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionParameter::isArray ( void )
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配列を受け取るパラメータであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

配列を受け取るパラメータである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionParameter::isOptional() - 省略可能であるかどうかを調べる

ReflectionParameter::isDefaultValueAvailable
(PHP 5 >= 5.0.3)

ReflectionParameter::isDefaultValueAvailable — デフォルト値が存在するかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionParameter::isDefaultValueAvailable ( void )

パラメータのデフォルト値が存在するかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

デフォルト値が存在する場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionParameter::getDefaultValue() - パラメータのデフォルト値を取得する
ReflectionParameter::getName() - パラメータ名を取得する

ReflectionParameter::isOptional
(PHP 5 >= 5.0.3)

ReflectionParameter::isOptional — 省略可能であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionParameter::isOptional ( void )

パラメータが省略可能であるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

省略可能である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionParameter::getName() - パラメータ名を取得する

ReflectionParameter::isPassedByReference
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(PHP 5)

ReflectionParameter::isPassedByReference — 参照渡しかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionParameter::isPassedByReference ( void )

パラメータが参照渡しであるかどうかを調べます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

パラメータが参照渡しである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionParameter::getName() - パラメータ名を取得する

ReflectionParameter::__toString
(PHP 5)

ReflectionParameter::__toString — 文字列に変換する

説明

public string ReflectionParameter::__toString ( void )

文字列に変換します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

ReflectionParameter::export() - エクスポートする
__toString

目次
ReflectionParameter::allowsNull — null を許可するかどうかを調べる
ReflectionParameter::__clone — クローンする
ReflectionParameter::__construct — コンストラクタ
ReflectionParameter::export — エクスポートする
ReflectionParameter::getClass — クラスを取得する
ReflectionParameter::getDeclaringClass — 宣言しているクラスを取得する
ReflectionParameter::getDeclaringFunction — 宣言している関数を取得する
ReflectionParameter::getDefaultValue — パラメータのデフォルト値を取得する
ReflectionParameter::getName — パラメータ名を取得する
ReflectionParameter::getPosition — パラメータの位置を取得する
ReflectionParameter::isArray — 配列を受け取るパラメータであるかどうかを調べる
ReflectionParameter::isDefaultValueAvailable — デフォルト値が存在するかどうかを調べる
ReflectionParameter::isOptional — 省略可能であるかどうかを調べる
ReflectionParameter::isPassedByReference — 参照渡しかどうかを調べる
ReflectionParameter::__toString — 文字列に変換する
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ReflectionProperty クラス
導入
ReflectionProperty クラスは クラスのプロパティについての情報を報告します。

クラス概要
ReflectionProperty implements Reflector {
/* 定数 */
const integer ReflectionProperty::IS_STATIC = 1 ;
const integer ReflectionProperty::IS_PUBLIC = 256 ;
const integer ReflectionProperty::IS_PROTECTED = 512 ;
const integer ReflectionProperty::IS_PRIVATE = 1024 ;
/* プロパティ */
public $name ;
public $class ;
/* メソッド */
final private void __clone ( void )
__construct ( mixed $class , string $name )
public static string export ( mixed $class , string $name [, bool $return ] )
public ReflectionClass getDeclaringClass ( void )
public string getDocComment ( void )
public int getModifiers ( void )
public string getName ( void )
public mixed getValue ([ string $object ] )
public bool isDefault ( void )
public bool isPrivate ( void )
public bool isProtected ( void )
public bool isPublic ( void )
public bool isStatic ( void )
public void setAccessible ( bool $accessible )
public void setValue ( object $object , mixed $value )
public string __toString ( void )
}

プロパティ
name

Prop description

class

Prop description

定義済み定数

ReflectionProperty のノード型
ReflectionProperty::IS_STATIC

Description here...

ReflectionProperty::IS_PUBLIC

Description here...

ReflectionProperty::IS_PROTECTED

Description here...

ReflectionProperty::IS_PRIVATE

Description here...

ReflectionProperty::__clone
(PHP 5)
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ReflectionProperty::__clone — クローンする

説明

final private void ReflectionProperty::__clone ( void )

クローンします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

ReflectionProperty::export() - エクスポートする
オブジェクトのクローン作成

ReflectionProperty::__construct
(PHP 5)

ReflectionProperty::__construct — ReflectionProperty オブジェクトを作成する

説明

ReflectionProperty::__construct ( mixed $class , string $name )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
class

プロパティを含むクラスの名前。
name

調べたいプロパティの名前。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

private あるいは protected なプロパティの値を取得あるいは設定しようとすると、 例外がスローされます。

例

例1 ReflectionProperty::__construct() の例
<?php
class String
{
    public $length  = 5;
}

// ReflectionProperty クラスのインスタンスを作成します
$prop = new ReflectionProperty('String', 'length');

// 基本情報を表示します
printf(
    "===> The%s%s%s%s property '%s' (which was %s)\n" .
    "     having the modifiers %s\n",
        $prop->isPublic() ? ' public' : '',
        $prop->isPrivate() ? ' private' : '',
        $prop->isProtected() ? ' protected' : '',
        $prop->isStatic() ? ' static' : '',
        $prop->getName(),
        $prop->isDefault() ? 'declared at compile-time' : 'created at run-time',
        var_export(Reflection::getModifierNames($prop->getModifiers()), 1)
);
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// String のインスタンスを作成します
$obj= new String();

// 現在の値を取得します
printf("---> Value is: ");
var_dump($prop->getValue($obj));

// 値を変更します
$prop->setValue($obj, 10);
printf("---> Setting value to 10, new value is: ");
var_dump($prop->getValue($obj));

// オブジェクトを出力します
var_dump($obj);
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
===> The public property 'length' (which was declared at compile-time)
     having the modifiers array (
  0 => 'public',
)
---> Value is: int(5)
---> Setting value to 10, new value is: int(10)
object(String)#2 (1) {
  ["length"]=>
  int(10)
}

例2 ReflectionProperty クラスを用いた、private および protected プロパティの値の取得
<?php

class Foo {
    public $x = 1;
    protected $y = 2;
    private $z = 3;
}

$obj = new Foo;

$prop = new ReflectionProperty('Foo', 'y');
$prop->setAccessible(true); /* PHP 5.3.0 以降 */
var_dump($prop->getValue($obj)); // int(2)

$prop = new ReflectionProperty('Foo', 'z');
$prop->setAccessible(true); /* PHP 5.3.0 以降 */
var_dump($prop->getValue($obj)); // int(2)

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
int(2)
int(3)

参考

ReflectionProperty::getName() - プロパティ名を取得する
コンストラクタ

ReflectionProperty::export
(PHP 5)

ReflectionProperty::export — エクスポートする

説明

public static string ReflectionProperty::export ( mixed $class , string $name [, bool $return ] )

エクスポートします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
argument

エクスポートするリフレクション。
name

プロパティ名。
return

TRUE に設定すると、エクスポートを発行するのではなく返します。 FALSE (デフォルト) の場合はその逆です。
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返り値

参考

ReflectionProperty::toString()

ReflectionProperty::getDeclaringClass
(PHP 5)

ReflectionProperty::getDeclaringClass — 宣言しているクラスを取得する

説明

public ReflectionClass ReflectionProperty::getDeclaringClass ( void )

宣言しているクラスを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ReflectionClass オブジェクトを返します。

参考

ReflectionProperty::getName() - プロパティ名を取得する

ReflectionProperty::getDocComment
(PHP 5 >= 5.1.0)

ReflectionProperty::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する

説明

public string ReflectionProperty::getDocComment ( void )

ドキュメントコメントを取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

ドキュメントコメントを返します。

参考

ReflectionProperty::export() - エクスポートする

ReflectionProperty::getModifiers
(PHP 5)
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ReflectionProperty::getModifiers — 修飾子を取得する

説明

public int ReflectionProperty::getModifiers ( void )

修飾子を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

修飾子を数値で返します。

参考

ReflectionProperty::isPrivate() - private プロパティであるかどうかを調べる
Reflection::getModifierNames() - 修飾子の名前を取得する

ReflectionProperty::getName
(PHP 5)

ReflectionProperty::getName — プロパティ名を取得する

説明

public string ReflectionProperty::getName ( void )

プロパティ名を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

調べているプロパティの名前を返します。

参考

ReflectionProperty::getValue() - 値を取得する

ReflectionProperty::getValue
(PHP 5)

ReflectionProperty::getValue — 値を取得する

説明

public mixed ReflectionProperty::getValue ([ string $object ] )

プロパティの値を取得します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。
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パラメータ
object

調べたいオブジェクト。

返り値

プルおパティの現在の値を返します。

参考

ReflectionProperty::getName() - プロパティ名を取得する
ReflectionProperty::setValue() - プロパティの値を設定する

ReflectionProperty::isDefault
(PHP 5)

ReflectionProperty::isDefault — デフォルト値であるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionProperty::isDefault ( void )

プロパティがデフォルト値であるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

プロパティがコンパイル時に宣言された者である場合に TRUE、 実行時に作られたものである場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionProperty::getValue() - 値を取得する

ReflectionProperty::isPrivate
(PHP 5)

ReflectionProperty::isPrivate — private プロパティであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionProperty::isPrivate ( void )

private プロパティであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

private プロパティである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionProperty::isPublic() - public プロパティであるかどうかを調べる

ReflectionProperty::isProtected
(PHP 5)
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ReflectionProperty::isProtected — protected プロパティであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionProperty::isProtected ( void )

protected プロパティであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

protected プロパティである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionProperty::isPrivate() - private プロパティであるかどうかを調べる

ReflectionProperty::isPublic
(PHP 5)

ReflectionProperty::isPublic — public プロパティであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionProperty::isPublic ( void )

public プロパティであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

public プロパティである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionProperty::isPrivate() - private プロパティであるかどうかを調べる

ReflectionProperty::isStatic
(PHP 5)

ReflectionProperty::isStatic — 静的プロパティであるかどうかを調べる

説明

public bool ReflectionProperty::isStatic ( void )

静的プロパティであるかどうかを調べます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

静的プロパティである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

参考

ReflectionProperty::isPrivate() - private プロパティであるかどうかを調べる
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ReflectionProperty::setAccessible
(PHP 5 >= 5.3.0)

ReflectionProperty::setAccessible — プロパティのアクセス範囲を設定する

説明

public void ReflectionProperty::setAccessible ( bool $accessible )

プロパティをアクセス可能にします。たとえば、protected や private なプロパティにアクセスできるようにします。

パラメータ
accessible

TRUE を指定すると、アクセスできるようになります。

返り値

値を返しません。

参考

ReflectionProperty::isPrivate() - private プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isProtected() - protected プロパティであるかどうかを調べる

ReflectionProperty::setValue
(PHP 5)

ReflectionProperty::setValue — プロパティの値を設定する

説明

public void ReflectionProperty::setValue ( object $object , mixed $value )

プロパティの値を設定 (変更) します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
object

オブジェクトの名前。
value

新しい値。

返り値

値を返しません。

参考

ReflectionProperty::getValue() - 値を取得する

ReflectionProperty::__toString
(PHP 5)

ReflectionProperty::__toString — 文字列に変換する

説明
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public string ReflectionProperty::__toString ( void )

文字列に変換します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

ReflectionProperty::()
__toString

目次
ReflectionProperty::__clone — クローンする
ReflectionProperty::__construct — ReflectionProperty オブジェクトを作成する
ReflectionProperty::export — エクスポートする
ReflectionProperty::getDeclaringClass — 宣言しているクラスを取得する
ReflectionProperty::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する
ReflectionProperty::getModifiers — 修飾子を取得する
ReflectionProperty::getName — プロパティ名を取得する
ReflectionProperty::getValue — 値を取得する
ReflectionProperty::isDefault — デフォルト値であるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isPrivate — private プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isProtected — protected プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isPublic — public プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isStatic — 静的プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::setAccessible — プロパティのアクセス範囲を設定する
ReflectionProperty::setValue — プロパティの値を設定する
ReflectionProperty::__toString — 文字列に変換する

Reflector インターフェイス
導入
Reflector は、 すべてのエクスポート可能なリフレクションクラスが実装しているインターフェイスです。

クラス概要
Reflector {
/* メソッド */
abstract public static string export ( void )
abstract public string __toString ( void )
}

Reflector::export
(PHP 5)

Reflector::export — エクスポートする

説明

abstract public static string Reflector::export ( void )

エクスポートします。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

Reflection::__toString()

Reflector::__toString
(PHP 5)

Reflector::__toString — 文字列に変換する

説明

abstract public string Reflector::__toString ( void )

文字列に変換します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

参考

ReflectionProperty::export() - エクスポートする
__toString

目次
Reflector::export — エクスポートする
Reflector::__toString — 文字列に変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
拡張
Reflection — Reflection クラス

Reflection::export — エクスポートする
Reflection::getModifierNames — 修飾子の名前を取得する

ReflectionClass — ReflectionClass クラス
ReflectionClass::__clone — オブジェクトをクローンする
ReflectionClass::__construct — ReflectionClass を作成する
ReflectionClass::export — クラスをエクスポートする
ReflectionClass::getConstant — 定義されている定数を取得する
ReflectionClass::getConstants — 定数を取得する
ReflectionClass::getConstructor — コンストラクタを取得する
ReflectionClass::getDefaultProperties — デフォルトプロパティを取得する
ReflectionClass::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する
ReflectionClass::getEndLine — 終了行を取得する
ReflectionClass::getExtension — 拡張モジュールの情報を取得する
ReflectionClass::getExtensionName — 拡張モジュールの名前を取得する
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ReflectionClass::getFileName — クラスが定義されているファイルのファイル名を取得する
ReflectionClass::getInterfaceNames — インターフェイスの名前を取得する
ReflectionClass::getInterfaces — インターフェイスを取得する
ReflectionClass::getMethod — ReflectionMethod を取得する
ReflectionClass::getMethods — メソッドの一覧を取得する
ReflectionClass::getModifiers — 修飾子を取得する
ReflectionClass::getName — クラスの名前を取得する
ReflectionClass::getNamespaceName — 名前空間の名前を取得する
ReflectionClass::getParentClass — 親クラスを取得する
ReflectionClass::getProperties — プロパティを取得する
ReflectionClass::getProperty — プロパティを取得する
ReflectionClass::getShortName — 短い名前を取得する
ReflectionClass::getStartLine — 開始行を取得する
ReflectionClass::getStaticProperties — 静的なプロパティを取得する
ReflectionClass::getStaticPropertyValue — 静的なプロパティの値を取得する
ReflectionClass::hasConstant — 定数が定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasMethod — メソッドが定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::hasProperty — プロパティが定義されているかどうかを調べる
ReflectionClass::implementsInterface — インターフェイスの実装を調べる
ReflectionClass::inNamespace — 名前空間内にあるかどうかを調べる
ReflectionClass::isAbstract — 抽象クラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isFinal — final クラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInstance — クラスのインスタンスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInstantiable — インスタンス化が可能であるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInterface — インターフェイスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isInternal — 内部クラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isIterateable — 反復処理が可能であるかどうかを調べる
ReflectionClass::isSubclassOf — サブクラスであるかどうかを調べる
ReflectionClass::isUserDefined — ユーザ定義であるかどうかを調べる
ReflectionClass::newInstance — 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する
ReflectionClass::newInstanceArgs — 指定した引数でクラスの新しいインスタンスを作成する
ReflectionClass::setStaticPropertyValue — 静的なプロパティの値を設定する
ReflectionClass::__toString — ReflectionClass オブジェクトの文字列表現を返す

ReflectionExtension — ReflectionExtension クラス
ReflectionExtension::__clone — クローンする
ReflectionExtension::__construct — ReflectionExtension を作成する
ReflectionExtension::export — エクスポートする
ReflectionExtension::getClasses — クラスを取得する
ReflectionExtension::getClassNames — クラス名を取得する
ReflectionExtension::getConstants — 定数を取得する
ReflectionExtension::getDependencies — 依存性を取得する
ReflectionExtension::getFunctions — 拡張モジュールの関数を取得する
ReflectionExtension::getINIEntries — 拡張モジュールの ini エントリを取得する
ReflectionExtension::getName — 拡張モジュール名を取得する
ReflectionExtension::getVersion — 拡張モジュールのバージョンを取得する
ReflectionExtension::info — 拡張モジュールの情報を取得する
ReflectionExtension::__toString — 文字列に変換する

ReflectionFunction — ReflectionFunction クラス
ReflectionFunction::__construct — ReflectionFunction オブジェクトを作成する
ReflectionFunction::export — 関数をエクスポートする
ReflectionFunction::invoke — 関数を起動する
ReflectionFunction::invokeArgs — 引数を指定して関数を起動する
ReflectionFunction::isDisabled — 関数が無効になっているかどうかを調べる
ReflectionFunction::__toString — 文字列に変換する

ReflectionFunctionAbstract — ReflectionFunctionAbstract クラス
ReflectionFunctionAbstract::__clone — 関数のクローンを作成する
ReflectionFunctionAbstract::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する
ReflectionFunctionAbstract::getEndLine — 終了行番号を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getExtension — 拡張モジュールの情報を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getExtensionName — 拡張モジュールの名前を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getFileName — ファイル名を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getName — 関数名を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getNamespaceName — 名前空間名を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfParameters — パラメータ数を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getNumberOfRequiredParameters — 必須パラメータの数を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getParameters — パラメータを取得する
ReflectionFunctionAbstract::getShortName — 関数の短い名前を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getStartLine — 開始行番号を取得する
ReflectionFunctionAbstract::getStaticVariables — 静的変数を取得する
ReflectionFunctionAbstract::inNamespace — 関数が名前空間内にあるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isClosure — クロージャであるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isDeprecated — 非推奨であるかどうかを調べる
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ReflectionFunctionAbstract::isInternal — 内部関数かどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::isUserDefined — ユーザ定義関数であるかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::returnsReference — 参照返しかどうかを調べる
ReflectionFunctionAbstract::__toString — 文字列に変換する

ReflectionMethod — ReflectionMethod クラス
ReflectionMethod::__construct — ReflectionMethod を作成する
ReflectionMethod::export — メソッドをエクスポートする
ReflectionMethod::getDeclaringClass — メソッドが宣言されているクラスを取得する
ReflectionMethod::getModifiers — メソッドの修飾子を取得する
ReflectionMethod::getPrototype — メソッドのプロトタイプを (存在すれば) 取得する
ReflectionMethod::invoke — 実行する
ReflectionMethod::invokeArgs — 実行する
ReflectionMethod::isAbstract — 抽象メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isConstructor — コンストラクタであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isDestructor — デストラクタであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isFinal — final メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isPrivate — private メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isProtected — protected メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isPublic — public メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::isStatic — 静的メソッドであるかどうかを調べる
ReflectionMethod::setAccessible — メソッドのアクセス範囲を設定する
ReflectionMethod::__toString — ReflectionMethod オブジェクトの文字列表現を返す

ReflectionObject — ReflectionObject クラス
ReflectionObject::__construct — ReflectionObject を作成する
ReflectionObject::export — エクスポートする

ReflectionParameter — ReflectionParameter クラス
ReflectionParameter::allowsNull — null を許可するかどうかを調べる
ReflectionParameter::__clone — クローンする
ReflectionParameter::__construct — コンストラクタ
ReflectionParameter::export — エクスポートする
ReflectionParameter::getClass — クラスを取得する
ReflectionParameter::getDeclaringClass — 宣言しているクラスを取得する
ReflectionParameter::getDeclaringFunction — 宣言している関数を取得する
ReflectionParameter::getDefaultValue — パラメータのデフォルト値を取得する
ReflectionParameter::getName — パラメータ名を取得する
ReflectionParameter::getPosition — パラメータの位置を取得する
ReflectionParameter::isArray — 配列を受け取るパラメータであるかどうかを調べる
ReflectionParameter::isDefaultValueAvailable — デフォルト値が存在するかどうかを調べる
ReflectionParameter::isOptional — 省略可能であるかどうかを調べる
ReflectionParameter::isPassedByReference — 参照渡しかどうかを調べる
ReflectionParameter::__toString — 文字列に変換する

ReflectionProperty — ReflectionProperty クラス
ReflectionProperty::__clone — クローンする
ReflectionProperty::__construct — ReflectionProperty オブジェクトを作成する
ReflectionProperty::export — エクスポートする
ReflectionProperty::getDeclaringClass — 宣言しているクラスを取得する
ReflectionProperty::getDocComment — ドキュメントコメントを取得する
ReflectionProperty::getModifiers — 修飾子を取得する
ReflectionProperty::getName — プロパティ名を取得する
ReflectionProperty::getValue — 値を取得する
ReflectionProperty::isDefault — デフォルト値であるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isPrivate — private プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isProtected — protected プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isPublic — public プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::isStatic — 静的プロパティであるかどうかを調べる
ReflectionProperty::setAccessible — プロパティのアクセス範囲を設定する
ReflectionProperty::setValue — プロパティの値を設定する
ReflectionProperty::__toString — 文字列に変換する

Reflector — Reflector インターフェイス
Reflector::export — エクスポートする
Reflector::__toString — 文字列に変換する

変数操作

導入
変数の動作に関する情報については、このマニュアルの 言語リファレンスセクションにある 変数のエントリを参照ください。
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インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

変数設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

unserialize_callback_func NULL PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 から利用可能
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

unserialize_callback_func string

unserialize() が未定義のクラスを使おうとしたときに、ここで指定したコールバックをコールします。 指定したコールバック関数が定義されていない場合や そのコールバック関数が未定義のクラスの定義に失敗したときに警告が発生します。

unserialize() および オブジェクトのオートローディング も参照ください。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

変数操作 関数

debug_zval_dump
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

debug_zval_dump — 内部的な Zend の値を表す文字列をダンプする

説明

void debug_zval_dump ( mixed $variable )

内部的な Zend の値を表す文字列をダンプします。
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パラメータ
variable

評価される変数

返り値

値を返しません。

例

例1 debug_zval_dump() の例
<?php
$var1 = 'Hello World';
$var2 = '';

$var2 =& $var1;

debug_zval_dump(&$var1);
?>

上の例の出力は以下となります。
&string(11) "Hello World" refcount(3)

注意: refcount に注意

この関数によって返される refcount の値は、 特定の状況下では自明ではありません。例えば、とある開発者は上記の例で refcount は 2 を示すと予想したかも知れません。 実際に debug_zval_dump() がコールされるとき、 3 番目の参照が生成されます。

この動作は、変数が debug_zval_dump() に参照渡しされない場合、よりその度合いを増します。 例えば、上記の例を僅かに修正したバージョンを考えてみます。
<?php
$var1 = 'Hello World';
$var2 = '';

$var2 =& $var1;

debug_zval_dump($var1); // この時、参照で渡されない
?>

上の例の出力は以下となります。
string(11) "Hello World" refcount(1)

なぜ refcount(1) でしょうか? なぜなら関数がコールされるとき、 $var1 のコピーが作成されるためです。

この関数は、refcount が 1 の変数が渡される (コピーもしくは値渡し) とき、より 混乱させます。
<?php
$var1 = 'Hello World';

debug_zval_dump($var1);
?>

上の例の出力は以下となります。
string(11) "Hello World" refcount(2)

ここで refcount の 2 は自明ではありません。特に上記の例を考える場合はそうです。 では、何が起こっているのでしょうか ?

変数が単一の参照 (debug_zval_dump() の引数として使用される前の $var1) を持つ場合、PHP のエンジンは関数に渡される様式を最適化します。内部的に PHP は参照 (refcount がこの関数のスコープのために増加されます) のように $var1 を扱い、参照渡しされ
た変数に 書き込みが発生するかどうかの警告を伴ってコピーが作成されます。 ただし、書き込みの瞬間だけです。これは "copy on write" として知られます。

そのため、もし debug_zval_dump() がただ一つのパラメータ (もしくはない) に書き込みが発生した場合、コピーが作成されます。 その時までパラメータは参照を保持し、関数呼び出しのスコープに対して refcount が 2 にインクリメントされる原因になります。

参考

var_dump() - 変数に関する情報をダンプする
debug_backtrace() - バックトレースを生成する
リファレンスの説明
» リファレンスの説明 (Derick Rethans による)

doubleval
(PHP 4, PHP 5)

doubleval — floatval() のエイリアス

説明

http://derickrethans.nl/php_references_article.php
http://derickrethans.nl/php_references_article.php
http://derickrethans.nl/php_references_article.php
http://derickrethans.nl/php_references_article.php
http://derickrethans.nl/php_references_article.php
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この関数は次の関数のエイリアスです。 floatval().

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 doubleval() は floatval() のエイリアスになりました。 これ以前では doubleval() のみ存在していました。

empty
(PHP 4, PHP 5)

empty — 変数が空であるかどうかを検査する

説明

bool empty ( mixed $var )

変数が空であるかどうかを検査する

パラメータ
var

チェックする変数

注意:

empty() は、変数のみをチェックし、それ以外の値を チェックすると文法エラーを生成します。つまり、次の例は動作しません: empty(trim($name)).

empty()は、変数が設定されていないときに警告が生成 されないことを除けば、(boolean) var の逆です。

返り値

varが空でないか、0でない値であれば FALSE を返します。

次のような値は空であると考えられます。:

"" (空文字列)
0 (0 は整数)
"0" (0は文字列)
NULL
FALSE

array() (空の配列)
var $var;(変数が宣言されているが、クラスの中で値が設定されていない)

変更履歴

バージョン 説明

PHP 5 PHP5では、プロパティがないオブジェクトは空でないと見なされます。

例

例1 簡単な empty() / isset() の比較
<?php
$var = 0;

// $var が空なのでtrueと評価されます
if (empty($var)) {
    echo '$var is either 0, empty, or not set at all';
}

// $var が設定されているのでtrueと評価されます
if (isset($var)) {
    echo '$var is set even though it is empty';
}
?>

注意

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

注意:
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オブジェクトのアクセス不能なプロパティに対して empty() を使用した場合は、もしオーバーロードメソッド __isset が宣言されていればそれをコールします。

参考

isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
__isset
unset() - 指定した変数の割当を解除する
array_key_exists() - 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる
count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える
strlen() - 文字列の長さを得る
PHP 型の比較表

floatval
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

floatval — 変数の float 値を取得する

説明

float floatval ( mixed $var )

var の float 値を返します。

パラメータ
var

あらゆるスカラ型を指定できます。オブジェクトに floatval() を使用することはできません。 その場合は E_NOTICE レベルのエラーを発して 1 を返します。

返り値

指定した変数の float 値を返します。 空の配列の場合は 0、空でない配列の場合は 1 を返します。

例

例1 floatval() の例
<?php
$var = '122.34343The';
$float_value_of_var = floatval($var);
echo $float_value_of_var; // 122.34343
?>

参考

intval() - 変数の整数としての値を取得する
strval() - 変数の文字列としての値を得ます
settype() - 変数の型をセットする
型の相互変換

get_defined_vars
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

get_defined_vars — 全ての定義済の変数を配列で返す

説明

array get_defined_vars ( void )

この関数は、環境変数、サーバ変数、get_defined_vars() がコールされたスコープ内でユーザが定義した変数を含む、全ての の定義済の変数のリストを有する多次元の配列を返します。

返り値

すべての変数を含む多次元の配列を返します。

例

例1 get_defined_vars() の例
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<?php
$b = array(1, 1, 2, 3, 5, 8);

$arr = get_defined_vars();

// $b を出力
print_r($arr["b"]);

// PHPインタプリタのパスを出力 (CGIとして使用された場合)
// 例えば、/usr/local/bin/php
echo $arr["_"];

// コマンドラインパラメータがある場合に出力
print_r($arr["argv"]);

// サーバ変数を全て表示
print_r($arr["_SERVER"]);

// 変数の配列で利用可能なキーを全て出力
print_r(array_keys(get_defined_vars()));
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 返される配列に $GLOBALS 変数が 含まれます。

参考

isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
get_defined_functions() - 定義済みの全ての関数を配列で返す
get_defined_constants() - すべての定数の名前とその値を連想配列として返す

get_resource_type
(PHP 4 >= 4.0.2, PHP 5)

get_resource_type — リソース型を返す

説明

string get_resource_type ( resource $handle )

この関数は、指定したリソースの型を取得します。

パラメータ
handle

評価されるリソースハンドル。

返り値

指定された handle がリソースであった場合、 この関数はその型を表す文字列を返します。この関数で型が判別できなかった 場合は、返り値は文字列 Unknown となります。

もし handle がリソースでない場合、 この関数は FALSE を返し、エラーを発生させます。

例

例1 get_resource_type() の例
<?php
// mysql link を出力
$c = mysql_connect();
echo get_resource_type($c) . "\n";

// file を出力
$fp = fopen("foo", "w");
echo get_resource_type($fp) . "\n";

// domxml document を出力
$doc = new_xmldoc("1.0");
echo get_resource_type($doc->doc) . "\n";
?>

gettype
(PHP 4, PHP 5)

gettype — 変数の型を取得する
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説明

string gettype ( mixed $var )

PHP 変数 var の型を返します。

警告

返された文字列は将来のバージョンで変更される可能性があるので、 gettype() を使用して型を調べることはしないでください。 更に、この関数は文字列比較を行うため、処理が遅くなります。

代わりに is_* 関数を使用してください。

パラメータ
var

型を調べたい変数。

返り値

返された文字列は、以下のいずれかの値を持ちます。

"boolean"
"integer"
"double" (歴史的な理由により、float の場合には "double"が返されます。"float" とはなりません)
"string"
"array"
"object"
"resource"
"NULL"
"unknown type"

例

例1 gettype() の例
<?php

$data = array(1, 1., NULL, new stdClass, 'foo');

foreach ($data as $value) {
    echo gettype($value), "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
integer
double
NULL
object
string

参考

settype() - 変数の型をセットする
get_class() - オブジェクトのクラス名を返す
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する
is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_null() - 変数が NULL かどうか調べる
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_resource() - 変数がリソースかどうかを調べる
is_scalar() - 変数がスカラかどうかを調べる
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
method_exists() - クラスメソッドが存在するかどうかを確認する

import_request_variables
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

import_request_variables — GET/POST/Cookie 変数をグローバルスコープにインポートする

説明
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bool import_request_variables ( string $types [, string $prefix ] )

GET/POST/Cookie 変数をグローバルスコープにインポートします。 この関数は、register_globals を無効としているが、いくつかの変数をグローバルスコープで参照したいといった場合に有用です。

$_SERVER のような他の変数をグローバルスコープへインポートすることを考えている場合には、 extract() の使用を検討してください。

パラメータ
types

types パラメータを使用すると、インポートする リクエスト変数の種類を指定可能です。文字 'G'、'P'、'C' がそれぞれ GET、POST、Cookie を表します。これらは大文字小文字を区別しないため、 'g'、'p'、'c' の組み合せも使用することが可能です。 POST には、アップ
ロードされたファイルに関する情報も含まれます。

注意:

文字の順番には注意してください。 "GP" とすると、POST 変数は同名の GET 変数を上書きします。GPC 以外の文字は無視されます。
prefix

変数名の接頭辞として使用され、 グローバルスコープにインポートされる全ての変数名の前に付加されます。 このため、"userid" という名前の GET 値があり、 接頭辞 "pref_" を指定した場合、 $pref_userid という名前のグローバル変数が作成されます。

注意:

prefix パラメータはオプションですが、 接頭辞を指定しないか接頭辞として空の文字列を指定した場合、 E_NOTICE レベルのエラーが発生します。 これは、セキュリティ上の問題を発生する可能性があります。 NOTICE レベルのエラーは、デフォルトの error
reporting レベルでは表示されません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 import_request_variables() の例
<?php
// GET および POST 変数を、接頭辞 "rvar_" を付けて
// インポートします
import_request_variables("gp", "rvar_");

echo $rvar_foo;
?>

参考

$_REQUEST
register_globals
定義済みの変数
extract() - 配列からシンボルテーブルに変数をインポートする

intval
(PHP 4, PHP 5)

intval — 変数の整数としての値を取得する

説明

int intval ( mixed $var [, int $base = 10 ] )

指定された値 base を基数（デフォルトは 10）とする、 var の integer としての値を返します。 オブジェクトに intval() を使用することはできません。 その場合は E_NOTICE レベルのエラーを発して 1 を返します。

パラメータ
var

整数に変換するスカラー値
base

変換のための基数

返り値

成功時は var の整数値、失敗時は 0。 空の配列やオブジェクトの場合は 0、空でない配列やオブジェクトの場合は 1 を返します。

最大値はシステムに依存します。32 ビットシステムでは、 最大の符号付き整数の範囲 -2147483648 ～ 2147483647 となります。 このため、そのようなシステムでは intval('1000000000000') は 2147483647 を返します。 64 ビットシステムにおける最大の符号付き整
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数は 9223372036854775807 となります。

文字列の場合、文字列の最左の文字に依存しますが、ほとんどの場合で 0 を返します。 整数への変換 の一般的なルールが適用されます。

例

例1 intval() の例

以下の例は 32 ビットシステムに基づきます。
<?php
echo intval(42);                      // 42
echo intval(4.2);                     // 4
echo intval('42');                    // 42
echo intval('+42');                   // 42
echo intval('-42');                   // -42
echo intval(042);                     // 34
echo intval('042');                   // 42
echo intval(1e10);                    // 1410065408
echo intval('1e10');                  // 1
echo intval(0x1A);                    // 26
echo intval(42000000);                // 42000000
echo intval(420000000000000000000);   // 0
echo intval('420000000000000000000'); // 2147483647
echo intval(42, 8);                   // 42
echo intval('42', 8);                 // 34
echo intval(array());                 // 0
echo intval(array('foo', 'bar'));     // 1
?>

注意

注意:

パラメータ base はパラメータ var が文字列でない限り意味がありません。

参考

floatval() - 変数の float 値を取得する
strval() - 変数の文字列としての値を得ます
settype() - 変数の型をセットする
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
型の相互変換
BCMath任意精度数学関数

is_array
(PHP 4, PHP 5)

is_array — 変数が配列かどうかを検査する

説明

bool is_array ( mixed $var )

与えられた変数が配列かどうかを検査します。

パラメータ
var

評価する変数

返り値

var が 配列型 の場合 TRUE、 そうでない場合 FALSE を返します。

例

例1 変数が配列かどうか検査する
<?php
$yes = array('this', 'is', 'an array');

echo is_array($yes) ? 'Array' : 'not an Array';
echo "\n";

$no = 'this is a string';

echo is_array($no) ? 'Array' : 'not an Array';
?>

上の例の出力は以下となります。
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Array
not an Array

参考

is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する

is_bool
(PHP 4, PHP 5)

is_bool — 変数が boolean であるかを調べる

説明

bool is_bool ( mixed $var )

指定した変数が boolean であるかどうかを調べます。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

var が boolean である場合に TRUE 、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_bool() の例
<?php
$a = false;
$b = 0;

// $a は boolean なので、これは true となります
if (is_bool($a) === true) {
    echo "Yes, this is a boolean";
}

// $b は boolean ではないので、これは false となります
if (is_bool($b) === false) {
    echo "No, this is not a boolean";
}
?>

参考

is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する

is_callable
(PHP 4 >= 4.0.6, PHP 5)

is_callable — 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる

説明

bool is_callable ( callback $name [, bool $syntax_only = false [, string &$callable_name ]] )

引数の内容が、関数としてコール可能かどうかを調べます。 変数が有効な関数名かどうかを調べたり、配列の中に適切に エンコードされたオブジェクトと関数名が格納されているかどうかを 調べたりすることが可能です。

パラメータ
name
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関数名を格納した文字列か、あるいは 以下のようにオブジェクトとメソッド名を格納したオブジェクトとすることが可能です。

array($SomeObject, 'MethodName')

syntax_only

TRUE の場合、この関数は単に name が関数またはメソッドであるかどうかだけを調べます。 文字列以外の型の変数や不正な形式の配列は、 引数として受け付けられません。有効な配列の形式は、 最初のエントリがオブジェクトあるいは文字列で、2 番目のエントリが文字
列である 2 つのエントリからなるものです。

callable_name

"呼び出し名" を受け取ります。下の例では "someClass::someMethod" です。これは someClass::SomeMethod() が static メソッドであるかのようにみえますが、 そうではないことに注意しましょう。

返り値

name がコール可能な場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_callable() の例
<?php
//  変数が、関数としてコール可能かどうかを確かめます。
//
//  関数名を含む単純な配列
//

function someFunction() 
{
}

$functionVariable = 'someFunction';

var_dump(is_callable($functionVariable, false, $callable_name));  // bool(true)

echo $callable_name, "\n";  // someFunction

//
//  メソッドを含む配列
//

class someClass {

  function someMethod() 
  {
  }

}

$anObject = new someClass();

$methodVariable = array($anObject, 'someMethod');

var_dump(is_callable($methodVariable, true, $callable_name));  //  bool(true)

echo $callable_name, "\n";  //  someClass::someMethod

?>

参考

function_exists() - 指定した関数が定義されている場合に TRUE を返す
method_exists() - クラスメソッドが存在するかどうかを確認する

is_double
(PHP 4, PHP 5)

is_double — is_float() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 is_float().

is_float
(PHP 4, PHP 5)

is_float — 変数の型が float かどうか調べる

説明

bool is_float ( mixed $var )
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与えられた変数の型が float かどうかを調べます。

注意:

変数が数値もしくは数値形式の文字列の場合 (フォームからの入力の場合は 常に文字列となります) 、is_numeric() を使用する必要があります。

パラメータ
var

評価する変数

返り値

もし var が float 型 の場合 TRUE、 そうでない場合は FALSE を返します。

例

例1 is_float() の例
<?php
if (is_float(27.25)) {
    echo "float です\n";
} else {
    echo "float ではありません\n";
}
var_dump(is_float('abc'));
var_dump(is_float(23));
var_dump(is_float(23.5));
var_dump(is_float(1e7));  // 科学記法
var_dump(is_float(true));
?>

上の例の出力は以下となります。

float です
bool(false)
bool(false)
bool(true)
bool(true)
bool(false)

参考

is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する

is_int
(PHP 4, PHP 5)

is_int — 変数が整数型かどうかを検査する

説明

bool is_int ( mixed $var )

与えられた変数の型が整数型かどうかを検査します。

注意:

変数が数値もしくは数値形式の文字列の場合 (フォームからの入力の場合は 常に文字列となります) 、is_numeric() を使用する必要があります。

パラメータ
var

評価する変数

返り値

もし var が 整数型 の場合 TRUE、 そうでない場合は FALSE を返します。

例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例1 is_int() の例
<?php
if (is_int(23)) {
    echo "integer です\n";
} else {
    echo "integer ではありません\n";
}
var_dump(is_int(23));
var_dump(is_int("23"));
var_dump(is_int(23.5));
var_dump(is_int(true));
?>

上の例の出力は以下となります。

integer です
bool(true)
bool(false)
bool(false)
bool(false)

参考

is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する

is_integer
(PHP 4, PHP 5)

is_integer — is_int() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 is_int().

is_long
(PHP 4, PHP 5)

is_long — is_int() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 is_int().

is_null
(PHP 4 >= 4.0.4, PHP 5)

is_null — 変数が NULL かどうか調べる

説明

bool is_null ( mixed $var )

指定した変数が NULL かどうかを調べます。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

var が null の場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

例

例1 is_null() の例
<?php

error_reporting(E_ALL);

$foo = NULL;
var_dump(is_null($inexistent), is_null($foo));

?>

Notice: Undefined variable: inexistent in ...
bool(true)
bool(true)

参考

NULL 型
isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する

is_numeric
(PHP 4, PHP 5)

is_numeric — 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる

説明

bool is_numeric ( mixed $var )

指定した変数が数値であるかどうかを調べます。数値形式の文字列は以下の要素から なります。（オプションの）符号、任意の数の数字、（オプションの）小数部、 そして（オプションの）指数部。つまり、+0123.45e6 は数値として有効な値です。16 進表記（0xFF）も 認
められますが、この場合は符号や小数部、指数部を含めることはできません。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

var が数値または数値形式の文字列である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_numeric() の例
<?php
$tests = array(
        "42", 
        1337, 
        "1e4", 
        "not numeric", 
        Array(), 
        9.1
        );

foreach ($tests as $element) {
    if (is_numeric($element)) {
        echo "'{$element}' is numeric", PHP_EOL;
    } else {
        echo "'{$element}' is NOT numeric", PHP_EOL;
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
'42' is numeric
'1337' is numeric
'1e4' is numeric
'not numeric' is NOT numeric
'Array' is NOT numeric
'9.1' is numeric

参考
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ctype_digit() - 数字かどうかを調べる
is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_null() - 変数が NULL かどうか調べる
is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する

is_object
(PHP 4, PHP 5)

is_object — 変数がオブジェクトかどうかを検査する

説明

bool is_object ( mixed $var )

与えられた変数がオブジェクトかどうかを調べます。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

もし var が object 型 の場合 TRUE、 そうでない場合は FALSE を返します。

例

例1 is_object() の例
<?php
// オブジェクトから配列を返す
// シンプルな関数を宣言します
function get_students($obj)
{
    if (!is_object($obj)) {
        return false;
    }

    return $obj->students;
}

// 新しいクラスのインスタンスを宣言し、
// 値を設定します
$obj = new stdClass();
$obj->students = array('Kalle', 'Ross', 'Felipe');

var_dump(get_students(null));
var_dump(get_students($obj));
?>

注意

注意:

クラス定義が存在しない場合に、 シリアライズされていないオブジェクトに対して使用すると (gettype() は object を返すにもかかわらず) この関数は FALSE を返します。

参考

is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する

is_real
(PHP 4, PHP 5)

is_real — is_float() のエイリアス
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説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 is_float().

is_resource
(PHP 4, PHP 5)

is_resource — 変数がリソースかどうかを調べる

説明

bool is_resource ( mixed $var )

指定した変数がリソースかどうかを調べます。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

var が resource の場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_resource() の例
<?php

$db_link = @mysql_connect('localhost', 'mysql_user', 'mysql_pass');
if (!is_resource($db_link)) {
    die('Can\'t connect : ' . mysql_error());
}

?>

参考

リソース型のドキュメント
get_resource_type() - リソース型を返す

is_scalar
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

is_scalar — 変数がスカラかどうかを調べる

説明

bool is_scalar ( mixed $var )

指定した変数がスカラかどうかを調べます。

スカラ変数には integer、float、string あるいは boolean が含まれます。 array、object および resource はスカラではありません。

注意:

リソース型は現在整数に基づく抽象型であるため、 is_scalar() は resource 型の値を スカラ値と判定しません。この実装の詳細は変更される可能性があるため、 前堤にするべきではありません。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

var がスカラの場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

例
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例1 is_scalar() の例
<?php
function show_var($var) 
{
    if (is_scalar($var)) {
        echo $var;
    } else {
        var_dump($var);
    }
}
$pi = 3.1416;
$proteins = array("hemoglobin", "cytochrome c oxidase", "ferredoxin");

show_var($pi);
show_var($proteins)

?>

上の例の出力は以下となります。
3.1416
array(3) {
  [0]=>
  string(10) "hemoglobin"
  [1]=>
  string(20) "cytochrome c oxidase"
  [2]=>
  string(10) "ferredoxin"
}

参考

is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_numeric() - 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_real() - is_float のエイリアス
is_string() - 変数の型が文字列かどうかを調べる
is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する

is_string
(PHP 4, PHP 5)

is_string — 変数の型が文字列かどうかを調べる

説明

bool is_string ( mixed $var )

指定した変数の型が文字列かどうかを調べます。

パラメータ
var

評価する変数。

返り値

var の型が string である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_string() の例
<?php
if (is_string("23")) {
    echo "文字列です\n";
} else {
    echo "文字列ではありません\n";
}
var_dump(is_string('abc'));
var_dump(is_string("23"));
var_dump(is_string(23.5));
var_dump(is_string(true));
?>

上の例の出力は以下となります。

文字列です
bool(true)
bool(true)
bool(false)
bool(false)
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参考

is_float() - 変数の型が float かどうか調べる
is_int() - 変数が整数型かどうかを検査する
is_bool() - 変数が boolean であるかを調べる
is_object() - 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_array() - 変数が配列かどうかを検査する

isset
(PHP 4, PHP 5)

isset — 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する

説明

bool isset ( mixed $var [, mixed $var [, $... ]] )

変数がセットされており、それが NULL でないことを調べます。

変数が、unset() により割当を解除された場合、 何も値が設定されていない状態になります。 NULLに設定されている変数を調べた場合、 isset() はFALSEを返します。 NULLバイト("\0")はPHPの定数 NULLと等価ではないことにも注意してください。

複数のパラメータを渡した場合は、isset() はそれらすべてがセットされている場合にのみ TRUE を返します。 左から順に評価を行い、セットされていない変数があった時点で処理を終了します。

パラメータ
var

調べたい変数。
var

別の変数。
...

返り値

var が存在して NULL 以外の値をとれば TRUE、 そうでなければ FALSE を返します。

例

例1 isset() の例
<?php

$var = '';

// これは TRUE と評価されるので、テキストが出力される
if (isset($var)) {
    echo "This var is set so I will print.";
}

// 次の例では、isset() の戻り値を出力するため var_dump を
// 使用している
$a = "test";
$b = "anothertest";

var_dump(isset($a));      // TRUE
var_dump(isset($a, $b)); // TRUE

unset ($a);

var_dump(isset($a));     // FALSE
var_dump(isset($a, $b)); // FALSE

$foo = NULL;
var_dump(isset($foo));   // FALSE

?>

この関数は配列の要素に対しても動作します:

<?php

$a = array ('test' => 1, 'hello' => NULL);

var_dump(isset($a['test']));            // TRUE
var_dump(isset($a['foo']));             // FALSE
var_dump(isset($a['hello']));           // FALSE

// キー 'hello' は NULL と等しいのでセットされていないと見なされる。
// もし NULL なキー値に対してチェックを行いたい場合、次を試してみること:
var_dump(array_key_exists('hello', $a)); // TRUE

?>
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注意

警告

isset() は何らかの値が渡された 変数の場合のみ動作します。そうでない場合、パースエラーとなります。 もし 定数 が設定されているかどうかをチェックする場合は、 defined() を使用してください。

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

注意:

オブジェクトのアクセス不能なプロパティに対して isset() を使用した場合は、もしオーバーロードメソッド __isset が宣言されていればそれをコールします。

参考

empty() - 変数が空であるかどうかを検査する
__isset
unset() - 指定した変数の割当を解除する
defined() - 指定した名前の定数が存在するかどうかを調べる
PHP 型の比較表
array_key_exists() - 指定したキーまたは添字が配列にあるかどうかを調べる
is_null() - 変数が NULL かどうか調べる
エラー制御演算子 @

print_r
(PHP 4, PHP 5)

print_r — 指定した変数に関する情報を解りやすく出力する

説明

mixed print_r ( mixed $expression [, bool $return = false ] )

print_r() は、 変数の値に関する情報を解り易い形式で表示します。

print_r()、var_dump() および var_export() は、PHP 5 においてオブジェクトの protected および private のプロパティも表示します。 静的なクラスメンバーは表示されません。

print_r() は、配列ポインタを終端まで移動する ことに注意してください。ポインタを最初に戻すために reset() を使用してください。

パラメータ
expression

表示したい式。
return

print_r() の結果を取得したい場合には return 引数を使います。 この引数が TRUE の場合には、 print_r() は情報を表示するかわりに情報を返します。

返り値

string、integer, float を指定した場合はその値が出力されます。 array を指定した場合、キーと要素を表す形式で値が 表示されます。object に関しても同様の表示形式となります。

return パラメータが TRUE の場合は、 この関数は string を返します。それ以外の場合の返り値は TRUE です。

注意

注意:

この関数は、 このパラメータに対して内部的に出力バッファリングを使用しています。 そのため、ob_start() コールバック関数の中で使用することはできません。

変更履歴

バージョ
ン 説明

4.3.0 return 引数が PHP 4.3.0 以降追加されました。 PHP4.3.0 より前のバージョンを使っている場合で print_r() の結果を取得したい場合には、 出力制御関数を使用してください。

4.0.4 PHP 4.0.4 より前のバージョンでは、自分自身への直接または間接の 参照を含む array または object が指定された 場合には、無限に print_r() が実行されてしまいました。 print_r($GLOBALS) が例で、 $GLOBALS はそれ自体自分自身への参照を有する グローバ
ル変数です。

例

例1 print_r() の例
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<pre>
<?php
$a = array ('a' => 'apple', 'b' => 'banana', 'c' => array ('x', 'y', 'z'));
print_r ($a);
?>
</pre>

上の例の出力は以下となります。
<pre>
Array
(
    [a] => apple
    [b] => banana
    [c] => Array
        (
            [0] => x
            [1] => y
            [2] => z
        )
)
</pre>

例2 return 引数の例
<?php
$b = array ('m' => 'monkey', 'foo' => 'bar', 'x' => array ('x', 'y', 'z'));
$results = print_r($b, true); // print_r の結果が $results に格納されます
?>

参考

ob_start() - 出力のバッファリングを有効にする
var_dump() - 変数に関する情報をダンプする
var_export() - 変数の文字列表現を出力または返す

serialize
(PHP 4, PHP 5)

serialize — 値の保存可能な表現を生成する

説明

string serialize ( mixed $value )

値の保存可能な表現を生成します。

型や構造を失わずに PHP の値を保存または渡す際に有用です。

シリアル化された文字列を PHP の値に戻すには、 unserialize() を使用してください。

パラメータ
value

シリアル化する値。 serialize() は、resource 以外の全ての型を処理します。自分自身への参照を含む配列を serialize() することも可能です。 シリアル化した配列/オブジェクト内の 循環参照も保存されます。その他の参照は失われます。

PHP は、シリアル化の前にまずメンバ関数 __sleep のコールを試みます。ここで、シリアル化の前のオブジェクトの後始末処理 などを行います。同様に、unserialize() で オブジェクトを復元した際にはメンバ関数 __wakeup がコールされます。

注意:

オブジェクトの private メンバは、メンバ名の前にクラス名がつきます。 また protected メンバはメンバ名の前に '*' がつきます。 前に付加されるこれらの値の前後には null バイトがついています。

返り値

value の保存可能なバイトストリーム表現を含む文字列を返します。

例

例1 serialize() の例
<?php
// $session_data はカレントユーザーのセッション情報を含む多次元配列を
// 保持しています。リクエストの最後にこれをデータベースに保存するために
// serialize() を使用します。
$conn = odbc_connect("webdb", "php", "chicken");
$stmt = odbc_prepare($conn,
      "UPDATE sessions SET data = ? WHERE id = ?");
$sqldata = array (serialize($session_data), $_SERVER['PHP_AUTH_USER']);
if (!odbc_execute($stmt, $sqldata)) {
    $stmt = odbc_prepare($conn,
     "INSERT INTO sessions (id, data) VALUES(?, ?)");
    if (!odbc_execute($stmt, $sqldata)) {
        /* 何か問題があったようです.. */
    }
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}
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.0.7 オブジェクトのシリアル化処理の問題が修正されました。

注意

注意:

PHP の組み込みオブジェクトの多くはシリアル化できないことに注意しましょう。しかし、 Serializable インターフェイスを実装しているか、あるいはマジックメソッド __sleep および __wakeup を実装していればシリアル化することができます。 内部クラスがこ
れらの要件を満たしていない場合は、確実にシリアル化することはできません。

この規則には歴史的な例外もあり、 上記のインターフェイスやマジックメソッドを実装していない内部オブジェクトの中にも シリアル化可能なものがあります。有名なものには、PHP 5.2.0 より前のバージョンにおける ArrayObject があります。

参考

unserialize() - 保存用表現から PHP の値を生成する
オブジェクトのシリアル化

settype
(PHP 4, PHP 5)

settype — 変数の型をセットする

説明

bool settype ( mixed &$var , string $type )

変数 var の型を type にセットします。

パラメータ
var

変換する変数。
type

type の値は以下の命令のいずれかです。

"boolean" (または、PHP 4.2.0以降は"bool")
"integer" (または、PHP 4.2.0以降は"int")
"float" (PHP 4.2.0以降でのみ可能、古いバージョンでは、"double" を使用します)
"string"
"array"
"object"
"null" (PHP 4.2.0以降)

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 settype() の例
<?php
$foo = "5bar"; // string
$bar = true;   // boolean

settype($foo, "integer"); // ここでは、$foo は 5です (整数)
settype($bar, "string");  // ここでは、$bar は "1" です (文字列)
?>

注意

注意:

"int" の最大値は PHP_INT_MAX です。

参考
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gettype() - 変数の型を取得する
型キャスト
型の相互変換

strval
(PHP 4, PHP 5)

strval — 変数の文字列としての値を得ます

説明

string strval ( mixed $var )

var の string としての値を 返します。文字列への変換の詳細については、string の ドキュメントを参照ください。

この関数は、返り値の書式設定は行いません。数値を文字列形式で書式設定したい場合は sprintf() あるいは number_format() を参照ください。

パラメータ
var

文字列に変換したい変数。

var には、任意のスカラー型を指定できます。 また、__toString メソッドを実装したオブジェクトを使うこともできます。 strval() は配列に対して使うことはできず、 __toString メソッドを実装していないオブジェクトに対しても使うことはできません。

返り値

var の文字列値を返します。

例

例1 PHP5 のマジックメソッド __toString を使う strval() の例
<?php
class StrValTest
{
    public function __toString()
    {
        return __CLASS__;
    }
}

// 'StrValTest' と表示します
echo strval(new StrValTest);
?>

参考

floatval() - 変数の float 値を取得する
intval() - 変数の整数としての値を取得する
settype() - 変数の型をセットする
sprintf() - フォーマットされた文字列を返す
number_format() - 数字を千位毎にグループ化してフォーマットする
型の相互変換
__toString

unserialize
(PHP 4, PHP 5)

unserialize — 保存用表現から PHP の値を生成する

説明

mixed unserialize ( string $str )

unserialize() は、シリアル化された変数を PHP 変数値に戻す変換を行います。

パラメータ
str

シリアル化された文字列。
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もしアンシリアライズする変数がオブジェクトの場合、 オブジェクトが無事再作成された後、PHP は自動的にメンバ関数 __wakeup() (存在していれば) をコールしようとします。

注意: unserialize_callback_func ディレクティブ

コールバック関数を設定することが可能です。(不完全な object "__PHP_Incomplete_Class"を得ることを防ぐため) コールバック関数は、非シリアル化する際に未定義のクラスをインスタ ンス化する必要がある場合にコールされます。
'unserialize_callback_func'を定義するためには、 php.ini, ini_set(), .htaccess を使用し てください。未定義のクラスをインスタンス化する度に、コールバック関 数がコールされます。この機能を無効とするには、 単純にこの設定を空にしてください。

返り値

変換された値が返されます。その値は、 boolean, integer, float, string, array, object のいずれかとなります。

渡された文字列が復元できなかった場合、FALSE を返して E_NOTICE を発生します。

変更履歴

バージョン 説明
4.2.0 unserialize_callback_func ディレクティブが追加されました。

例

例1 unserialize() の例
<?php
// ここで、データベースから $session_data にセッションデータをロード
// するために unserialize() を使用します。
// この例は、serialize() で記述された例を補足するものです。
$conn = odbc_connect("webdb", "php", "chicken");
$stmt = odbc_prepare($conn, "SELECT data FROM sessions WHERE id = ?");
$sqldata = array($_SERVER['PHP_AUTH_USER']);
if (!odbc_execute($stmt, $sqldata) || !odbc_fetch_into($stmt, $tmp)) {
    // 実行または取得が失敗した場合、空の配列で初期化します
    $session_data = array();
} else {
    // tmp[0] にシリアル化されたデータを保持している必要があります。
    $session_data = unserialize($tmp[0]);
    if (!is_array($session_data)) {
        // 何か問題があったため、空の配列で初期化します。
        $session_data = array();
    }
}
?>

例2 unserialize_callback_func の例
<?php
$serialized_object='O:1:"a":1:{s:5:"value";s:3:"100";}';

// unserialize_callback_func ディレクティブは PHP 4.2.0 以降で利用可能
ini_set('unserialize_callback_func', 'mycallback'); // 独自のコールバック関数を設定する
function mycallback($classname) 
{
    // クラスが定義されているファイルをインクルードするだけです。
    // どのクラス定義が必要になるのかを $classname で判断します。
}
?>

注意

警告

エラーやシリアライズされた FALSE 値をアンシリアライズする場合、 FALSE が返されます。この特殊なケースは str を serialize(false) で比較する、もしくは E_NOTICE をキャッチすることで区別することができます。

参考

serialize() - 値の保存可能な表現を生成する
オブジェクトのオートローディング
unserialize_callback_func

unset
(PHP 4, PHP 5)

unset — 指定した変数の割当を解除する

説明

void unset ( mixed $var [, mixed $var [, mixed $... ]] )

unset() は指定した変数を破棄します。

関数 unset() の内部動作は、 破棄しようとする変数の型に依存します。
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あるグローバル変数が関数の中で unset() された場合、ローカル変数のみが破棄されます。呼出側の環境にある変数は、 unset() がコールされる前と同じ値を保持します。
<?php
function destroy_foo() 
{
    global $foo;
    unset($foo);
}

$foo = 'bar';
destroy_foo();
echo $foo;
?>

上の例の出力は以下となります。
bar

グローバル変数を関数の内部で unset() するには、 $GLOBALS 配列を使います。
<?php
function foo() 
{
    unset($GLOBALS['bar']);
}

$bar = "something";
foo();
?>

参照渡しされた変数が関数内で unset() された場合に、 ローカル変数のみが破棄されます。呼出側の環境でその変数は、 unset() がコールされる前と同じ値を保持します。
<?php
function foo(&$bar) 
{
    unset($bar);
    $bar = "blah";
}

$bar = 'something';
echo "$bar\n";

foo($bar);
echo "$bar\n";
?>

上の例の出力は以下となります。
something
something

静的変数が関数の内部で unset() された場合、 unset() は、その関数の残りのコンテキスト内においてのみ 変数を破棄します。関数を再度コールすると、破棄する前の値が復元されます。
<?php
function foo()
{
    static $bar;
    $bar++;
    echo "Before unset: $bar, ";
    unset($bar);
    $bar = 23;
    echo "after unset: $bar\n";
}

foo();
foo();
foo();
?>

上の例の出力は以下となります。
Before unset: 1, after unset: 23
Before unset: 2, after unset: 23
Before unset: 3, after unset: 23

パラメータ
var

破棄する変数。
var

別の変数。
...

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.1 複数の引数がサポートされるようになりました。

例
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例1 unset() の例
<?php
// 変数を一つ破棄する
unset($foo);

// 配列の要素の一つを破棄する
unset($bar['quux']);

// 複数の変数を破棄する
unset($foo1, $foo2, $foo3);
?>

例2 (unset) によるキャスト
<?php
$name = 'Felipe';

var_dump((unset) $name);
?>

注意

注意: これは、関数ではなく 言語構造のため、可変関数 を用いて コールすることはできません。

注意:

現在のコンテキストで見えるものであれば、 オブジェクトのプロパティでさえも破棄することが可能です。

注意:

PHP 5 以降では、オブジェクトのメソッド内で $this を破棄することはできません。

注意:

オブジェクトのアクセス不能なプロパティに対して unset() を使用した場合は、もしオーバーロードメソッド __unset が宣言されていればそれをコールします。

参考

isset() - 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
empty() - 変数が空であるかどうかを検査する
__unset
array_splice() - 配列の一部を削除し、他の要素で置換する

var_dump
(PHP 4, PHP 5)

var_dump — 変数に関する情報をダンプする

説明

void var_dump ( mixed $expression [, mixed $expression [, $... ]] )

この関数は、指定した式に関してその型や値を含む構造化された情報を 返します。配列の場合、その構造を表示するために各値について再帰的に 探索されます。

PHP 5 では、オブジェクトのすべての public、private および protected なプロパティが出力されます。

ヒント

ブラウザに直接結果を出力する すべてのものと同様に、出力制御関数 を使用してこの関数の出力をキャプチャーし、(例えば)文字列 (string)に保存することが可能です。

パラメータ
expression

展開したい変数。

返り値

値を返しません。

例

例1 var_dump() の例
<?php
$a = array(1, 2, array("a", "b", "c"));
var_dump($a);
?>
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上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  [0]=>
  int(1)
  [1]=>
  int(2)
  [2]=>
  array(3) {
    [0]=>
    string(1) "a"
    [1]=>
    string(1) "b"
    [2]=>
    string(1) "c"
  }
}

<?php

$b = 3.1;
$c = true;
var_dump($b, $c);

?>

上の例の出力は以下となります。
float(3.1)
bool(true)

参考

var_export() - 変数の文字列表現を出力または返す
print_r() - 指定した変数に関する情報を解りやすく出力する

var_export
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

var_export — 変数の文字列表現を出力または返す

説明

mixed var_export ( mixed $expression [, bool $return = false ] )

var_export() は、 渡された変数に関する構造化された情報を返します。この関数は var_dump() に似ていますが、 返される表現が有効な PHP コードであるところが異なります。

パラメータ
expression

エクスポートしたい変数
return

使用されかつ TRUE に設定された場合、var_export() は変数表現を出力する代わりに返します。

注意:

この関数は、 このパラメータに対して内部的に出力バッファリングを使用しています。 そのため、ob_start() コールバック関数の中で使用することはできません。

返り値

return パラメータが使用され TRUE と評価される場合、 変数表現を返します。そうでない場合、この関数は NULL を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 マジックメソッド __set_state を使用することで、 クラスを含む配列やクラスをエクスポートできるようになりました。

例

例1 var_export() の例
<?php
$a = array (1, 2, array ("a", "b", "c"));
var_export($a);
?>

上の例の出力は以下となります。
array (
  0 => 1,
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  1 => 2,
  2 =>
  array (
    0 => 'a',
    1 => 'b',
    2 => 'c',
  ),
)

<?php

$b = 3.1;
$v = var_export($b, true);
echo $v;

?>

上の例の出力は以下となります。
3.1

例2 PHP 5.1.0 以降でのクラスのエクスポート
<?php
class A { public $var; }
$a = new A;
$a->var = 5;
var_export($a);
?>

上の例の出力は以下となります。
A::__set_state(array(
   'var' => 5,
))

例3 __set_state の使用法 (PHP 5.1.0 以降)

<?php
class A
{
    public $var1;
    public $var2;

    public static function __set_state($an_array)
    {
        $obj = new A;
        $obj->var1 = $an_array['var1'];
        $obj->var2 = $an_array['var2'];
        return $obj;
    }
}

$a = new A;
$a->var1 = 5;
$a->var2 = 'foo';

eval('$b = ' . var_export($a, true) . ';'); // $b = A::__set_state(array(
                                            //    'var1' => 5,
                                            //    'var2' => 'foo',
                                            // ));
var_dump($b);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(A)#2 (2) {
  ["var1"]=>
  int(5)
  ["var2"]=>
  string(3) "foo"
}

注意

注意:

リソース型 の変数は、 この関数ではエクスポートする事ができません。

注意:

var_export() では循環参照を扱うことができません。 循環参照を表す解析可能な PHP コードを生成することは、不可能に近いからです。 配列やオブジェクトを完全な形式で扱いたい場合は serialize() を使用してください。

参考

print_r() - 指定した変数に関する情報を解りやすく出力する
serialize() - 値の保存可能な表現を生成する
var_dump() - 変数に関する情報をダンプする

目次
debug_zval_dump — 内部的な Zend の値を表す文字列をダンプする
doubleval — floatval のエイリアス
empty — 変数が空であるかどうかを検査する
floatval — 変数の float 値を取得する
get_defined_vars — 全ての定義済の変数を配列で返す
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get_resource_type — リソース型を返す
gettype — 変数の型を取得する
import_request_variables — GET/POST/Cookie 変数をグローバルスコープにインポートする
intval — 変数の整数としての値を取得する
is_array — 変数が配列かどうかを検査する
is_bool — 変数が boolean であるかを調べる
is_callable — 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
is_double — is_float のエイリアス
is_float — 変数の型が float かどうか調べる
is_int — 変数が整数型かどうかを検査する
is_integer — is_int のエイリアス
is_long — is_int のエイリアス
is_null — 変数が NULL かどうか調べる
is_numeric — 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_object — 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_real — is_float のエイリアス
is_resource — 変数がリソースかどうかを調べる
is_scalar — 変数がスカラかどうかを調べる
is_string — 変数の型が文字列かどうかを調べる
isset — 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
print_r — 指定した変数に関する情報を解りやすく出力する
serialize — 値の保存可能な表現を生成する
settype — 変数の型をセットする
strval — 変数の文字列としての値を得ます
unserialize — 保存用表現から PHP の値を生成する
unset — 指定した変数の割当を解除する
var_dump — 変数に関する情報をダンプする
var_export — 変数の文字列表現を出力または返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
変数操作 関数

debug_zval_dump — 内部的な Zend の値を表す文字列をダンプする
doubleval — floatval のエイリアス
empty — 変数が空であるかどうかを検査する
floatval — 変数の float 値を取得する
get_defined_vars — 全ての定義済の変数を配列で返す
get_resource_type — リソース型を返す
gettype — 変数の型を取得する
import_request_variables — GET/POST/Cookie 変数をグローバルスコープにインポートする
intval — 変数の整数としての値を取得する
is_array — 変数が配列かどうかを検査する
is_bool — 変数が boolean であるかを調べる
is_callable — 引数が、関数としてコール可能な構造であるかどうかを調べる
is_double — is_float のエイリアス
is_float — 変数の型が float かどうか調べる
is_int — 変数が整数型かどうかを検査する
is_integer — is_int のエイリアス
is_long — is_int のエイリアス
is_null — 変数が NULL かどうか調べる
is_numeric — 変数が数字または数値形式の文字列であるかを調べる
is_object — 変数がオブジェクトかどうかを検査する
is_real — is_float のエイリアス
is_resource — 変数がリソースかどうかを調べる
is_scalar — 変数がスカラかどうかを調べる
is_string — 変数の型が文字列かどうかを調べる
isset — 変数がセットされていること、そして NULL でないことを検査する
print_r — 指定した変数に関する情報を解りやすく出力する
serialize — 値の保存可能な表現を生成する
settype — 変数の型をセットする
strval — 変数の文字列としての値を得ます
unserialize — 保存用表現から PHP の値を生成する
unset — 指定した変数の割当を解除する
var_dump — 変数に関する情報をダンプする
var_export — 変数の文字列表現を出力または返す
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配列
導入
インストール/設定
定義済み定数
配列のソート
配列 関数

クラス/オブジェクト — クラス/オブジェクトの情報
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
クラス/オブジェクト関数

Classkit
導入
インストール/設定
定義済み定数
Classkit 関数

Ctype — 文字タイプチェック
導入
インストール/設定
定義済み定数
Ctype 関数

Filter — データのフィルタリング
導入
インストール/設定
Types of filters
定義済み定数
例
Filter 関数

関数処理
導入
インストール/設定
定義済み定数
関数処理 関数

Object Aggregation — オブジェクトの集約/合成 [PHP 4]
導入
例
オブジェクトの集約関数

リフレクション
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
拡張
Reflection — Reflection クラス
ReflectionClass — ReflectionClass クラス
ReflectionExtension — ReflectionExtension クラス
ReflectionFunction — ReflectionFunction クラス
ReflectionFunctionAbstract — ReflectionFunctionAbstract クラス
ReflectionMethod — ReflectionMethod クラス
ReflectionObject — ReflectionObject クラス
ReflectionParameter — ReflectionParameter クラス
ReflectionProperty — ReflectionProperty クラス
Reflector — Reflector インターフェイス

変数操作
導入
インストール/設定
定義済み定数
変数操作 関数

ウェブサービス

OAuth

導入
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この拡張モジュールは、OAuth コンシューマおよびプロバイダの機能を提供します。 OAuth は HTTP 上に構築された認証プロトコルで、 アプリケーションからデータへのアクセスが安全にできるようになります。 アプリケーション側でユーザ名やパスワードを保存する必要は
ありません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
PECL/oauth は、PHP 5.1 以降と ext/hash、そして HTTPS サポートつきの libcurl を必要とします。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pear.php.net/package/oauth

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

これらの定数の大半には何らかの問題があります。問題点については OAuth の公式ページにも » 問題一覧 があります。 ここで扱う定数名は PHP 固有のものですが、命名方式は似ています。

OAUTH_SIG_METHOD_RSASHA1 (string)
OAuth RSA-SHA1 署名方式。

OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA1 (string)

OAuth HMAC-SHA1 署名方式。

OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA256 (string)
OAuth HMAC-SHA256 署名方式。

OAUTH_AUTH_TYPE_AUTHORIZATION (string)

この定数は、OAuth パラメータを Authorization ヘッダ内に記述することを表します。

OAUTH_AUTH_TYPE_NONE (string)

この定数は、NoAuth OAuth リクエストを表します。

OAUTH_AUTH_TYPE_URI (string)

この定数は、OAuth パラメータをリクエスト URI に記述することを表します。

OAUTH_AUTH_TYPE_FORM (string)

この定数は、OAuth パラメータを HTTP POST の本文の一部として記述することを表します。

OAUTH_HTTP_METHOD_GET (string)

http://pear.php.net/package/oauth
http://pear.php.net/package/oauth
http://wiki.oauth.net/ProblemReporting
http://wiki.oauth.net/ProblemReporting
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GET メソッドを OAuth リクエストで使用します。

OAUTH_HTTP_METHOD_POST (string)

POST メソッドを OAuth リクエストで使用します。

OAUTH_HTTP_METHOD_PUT (string)

PUT メソッドを OAuth リクエストで使用します。

OAUTH_HTTP_METHOD_HEAD (string)

HEAD メソッドを OAuth リクエストで使用します。

OAUTH_HTTP_METHOD_DELETE (string)
DELETE メソッドを OAuth リクエストで使用します。

OAUTH_REQENGINE_STREAMS (integer)
Oauth::setReqeustEngine() で使用するもので、 エンジンを PHP ストリーム に設定します。 Curl を使う場合は OAUTH_REQENGINE_CURL を用います。

OAUTH_REQENGINE_CURL (integer)
Oauth::setReqeustEngine() で使用するもので、 エンジンを Curl に設定します。 PHP streams を使う場合は OAUTH_REQENGINE_STREAMS を用います。

OAUTH_OK (integer)
無事に生きています。

OAUTH_BAD_NONCE (integer)
oauth_nonce の値が前のリクエストで使われたものなので、 このリクエストでは使えません。

OAUTH_BAD_TIMESTAMP (integer)
oauth_timestamp の値がサービスプロバイダに受け入れられませんでした。 この場合、レスポンスには oauth_acceptable_timestamps パラメータが含まれていなければなりません。

OAUTH_CONSUMER_KEY_UNKNOWN (integer)
oauth_consumer_key が、一時的にサービスプロバイダに受け入れられませんでした。 プロバイダ側でコンシューマに制限をかけているなどの可能性が考えられます。

OAUTH_CONSUMER_KEY_REFUSED (integer)
コンシューマキーが拒否されました。

OAUTH_INVALID_SIGNATURE (integer)
oauth_signature が無効です。 サービスプロバイダが算出したシグネチャとマッチしません。

OAUTH_TOKEN_USED (integer)
oauth_token が使用済みです。 これまでのリクエストで既に使用済みであるため、もう使うことはできません。

OAUTH_TOKEN_EXPIRED (integer)
oauth_token の有効期限が切れました。

OAUTH_TOKEN_REVOKED (integer)
oauth_token が無効になりました。もう使えません。

OAUTH_TOKEN_REJECTED (integer)
oauth_token がサービスプロバイダに受け入れられませんでした。 理由は不明ですが、 トークンが発行されていない・すでに使用済みである・プロバイダ側で忘れられてしまった といった原因が考えられます。

OAUTH_VERIFIER_INVALID (integer)
oauth_verifier が無効です。

OAUTH_PARAMETER_ABSENT (integer)
必須パラメータが含まれていません。 この場合、レスポンスには oauth_parameters_absent パラメータが含まれていなければなりません。

OAUTH_SIGNATURE_METHOD_REJECTED (integer)
oauth_signature_method がサービスプロバイダに受け入れられませんでした。

例
目次

米Yahoo! の位置情報プラットフォーム FireEagle の例

米Yahoo! の位置情報プラットフォーム FireEagle の例
$req_url = 'https://fireeagle.yahooapis.com/oauth/request_token';
$authurl = 'https://fireeagle.yahoo.net/oauth/authorize';
$acc_url = 'https://fireeagle.yahooapis.com/oauth/access_token';
$api_url = 'https://fireeagle.yahooapis.com/api/0.1';
$conskey = 'your_consumer_key';
$conssec = 'your_consumer_secret';

session_start();

// セッションの state の値が1の場合、次のリクエストには oauth_token の値が含まれているはずである
if(!isset($_GET['oauth_token']) && $_SESSION['state']==1) $_SESSION['state'] = 0;
try {
  $oauth = new OAuth($conskey,$conssec,OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA1,OAUTH_AUTH_TYPE_URI);
  $oauth->enableDebug();
  if(!isset($_GET['oauth_token']) && !$_SESSION['state']) {
    $request_token_info = $oauth->getRequestToken($req_url);
    $_SESSION['secret'] = $request_token_info['oauth_token_secret'];
    $_SESSION['state'] = 1;
    header('Location: '.$authurl.'?oauth_token='.$request_token_info['oauth_token']);
    exit;
  } else if($_SESSION['state']==1) {
    $oauth->setToken($_GET['oauth_token'],$_SESSION['secret']);
    $access_token_info = $oauth->getAccessToken($acc_url);
    $_SESSION['state'] = 2;
    $_SESSION['token'] = $access_token_info['oauth_token'];
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    $_SESSION['secret'] = $access_token_info['oauth_token_secret'];
  } 
  $oauth->setToken($_SESSION['token'],$_SESSION['secret']);
  $oauth->fetch("$api_url/user.json");
  $json = json_decode($oauth->getLastResponse());
  print_r($json);
} catch(OAuthException $E) {
  print_r($E);
}
?>

OAuth 関数

oauth_get_sbs
(PECL OAuth >=0.99.7)

oauth_get_sbs — SBSを生成する

説明

string oauth_get_sbs ( string $http_method , string $uri [, array $request_parameters ] )

pecl/oauth に関するSBSを生成します

パラメータ
http_method

HTTPメソッド
uri

エンコードするURI

request_parameters

リクエストパラメータの配列

返り値

SBSを返します

oauth_urlencode
(PECL OAuth >=0.99.2)

oauth_urlencode — URI を RFC 3686 形式でエンコードする

説明

string oauth_urlencode ( string $uri )

URI を » RFC 3686 形式でエンコードします。

パラメータ
uri

エンコードしたい URI。

返り値

» RFC 3686 形式でエンコードした文字列を返します。

目次
oauth_get_sbs — SBSを生成する
oauth_urlencode — URI を RFC 3686 形式でエンコードする

http://www.faqs.org/rfcs/rfc3686
http://www.faqs.org/rfcs/rfc3686
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OAuth クラス
導入
OAuth 拡張モジュールは、データプロバイダとやりとりするためのシンプルなインターフェイスを提供します。 OAuth HTTP 仕様を用いることで、プライベートなリソースを保護します。

クラス概要
OAuth {
/* Properties */
public $debug ;
public $sslChecks ;
public $debugInfo ;
/* メソッド */
__construct ( string $consumer_key , string $consumer_secret [, string $signature_method = OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA1 [, int $auth_type = 0 ]] )
public void __destruct ( void )
public bool disableDebug ( void )
public bool disableRedirects ( void )
public bool disableSSLChecks ( void )
public bool enableDebug ( void )
public bool enableRedirects ( void )
public bool enableSSLChecks ( void )
public mixed fetch ( string $protected_resource_url [, array $extra_parameters [, string $http_method [, array $http_headers ]]] )
public array getAccessToken ( string $access_token_url [, string $verifier_token ] )
public array getCAPath ( void )
public string getLastResponse ( void )
public array getLastResponseInfo ( void )
public array getRequestToken ( string $request_token_url [, string $callback_url ] )
public mixed setAuthType ( int $auth_type )
public mixed setCAPath ( string $ca_path , string $ca_info )
public mixed setNonce ( string $nonce )
public void setRequestEngine ( string $reqengine )
public mixed setRSACertificate ( string $cert )
public mixed setTimestamp ( string $timestamp )
public bool setToken ( string $token , string $token_secret )
public bool setVersion ( string $version )
}

プロパティ
debug

sslChecks

debugInfo

OAuth::__construct
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::__construct — 新しい OAuth オブジェクトを作成する

説明

OAuth::__construct ( string $consumer_key , string $consumer_secret [, string $signature_method = OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA1 [, int $auth_type = 0 ]] )

新しい OAuth オブジェクトを作成します。

パラメータ
consumer_key

サービスプロバイダが提供する consumer key。
consumer_secret

サービスプロバイダが提供する consumer secret。
signature_method

このオプションのパラメータで、使用する署名方式を定義します。 デフォルトは OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA1 (HMAC-SHA1) です。
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auth_type

このオプションのパラメータで、OAuth パラメータをコンシューマに渡す方法を定義します。 デフォルトは OAUTH_AUTH_TYPE_AUTHORIZATION (Authorization ヘッダを使用する) です。

OAuth::__destruct
(PECL OAuth >= 0.99.9)

OAuth::__destruct — デストラクタ

説明

public void OAuth::__destruct ( void )

デストラクタです。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

参考

OAuth::__construct() - 新しい OAuth オブジェクトを作成する

OAuth::disableDebug
(PECL OAuth >= 0.99.3)

OAuth::disableDebug — デバッグを無効にする

説明

public bool OAuth::disableDebug ( void )

冗長なリクエスト情報を無効にします (デフォルトは無効です)。 あるいは、debug プロパティに FALSE を設定することによってもデバッグを無効にできます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
TRUE

変更履歴

バージョン 説明
0.99.8 debug プロパティが追加されました。

参考

OAuth::enableDebug() - デバッグを有効にする

OAuth::disableRedirects
(PECL OAuth >= 0.99.9)

OAuth::disableRedirects — リダイレクトを無効にする
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説明

public bool OAuth::disableRedirects ( void )

リダイレクト先を自動的にたどる機能を無効にし、リクエストを手動でリダイレクトできるようにします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
TRUE

参考

OAuth::enableRedirects() - リダイレクトを有効にする

OAuth::disableSSLChecks
(PECL OAuth >= 0.99.5)

OAuth::disableSSLChecks — SSL チェックを無効にする

説明

public bool OAuth::disableSSLChecks ( void )

通常の SSL ピア証明書およびホストのチェックを無効にします。 これは実運用に使うものではありません。 あるいは、sslChecks メンバーに FALSE を設定することによっても SSL チェックを無効にできます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
TRUE

変更履歴

バージョン 説明
0.99.8 sslChecks メンバーが追加されました。

参考

OAuth::enableSSLChecks() - SSL チェックを有効にする

OAuth::enableDebug
(PECL OAuth >= 0.99.3)

OAuth::enableDebug — デバッグを有効にする

説明

public bool OAuth::enableDebug ( void )

デバッグに使用できる、冗長なリクエスト情報の出力を有効にします。 デバッグ情報は debugInfo メンバーに格納されます。 あるいは、debug メンバーに FALSE 以外の値を設定することによってもデバッグを有効にできます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
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TRUE

変更履歴

バージョン 説明
0.99.8 debug および debugInfo メンバーが追加されました。

参考

OAuth::disableDebug() - デバッグを無効にする

OAuth::enableRedirects
(PECL OAuth >= 0.99.9)

OAuth::enableRedirects — リダイレクトを有効にする

説明

public bool OAuth::enableRedirects ( void )

自動的にリダイレクトをたどりまず。デフォルトで有効となっています。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
TRUE

参考

OAuth::disableRedirects() - リダイレクトを無効にする

OAuth::enableSSLChecks
(PECL OAuth >= 0.99.5)

OAuth::enableSSLChecks — SSL チェックを有効にする

説明

public bool OAuth::enableSSLChecks ( void )

通常の SSL ピア証明書およびホストのチェックを有効にします (デフォルトは有効です)。 あるいは、sslChecks メンバーに FALSE 以外の値を設定することによっても SSL チェックを有効にできます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値
TRUE

変更履歴

バージョン 説明
0.99.8 sslChecks メンバーが追加されました。

参考

OAuth::disableSSLChecks() - SSL チェックを無効にする
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OAuth::fetch
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::fetch — OAuth で保護されたリソースを取得する

説明

public mixed OAuth::fetch ( string $protected_resource_url [, array $extra_parameters [, string $http_method [, array $http_headers ]]] )

リソースを取得します。

パラメータ
protected_resource_url

OAuth で保護されたリソースへの URL。
extra_parameters

リソースへのリクエストとともに送信する追加パラメータ。
http_method

OAUTH_HTTP_METHOD_* OAUTH 定数 のいずれか。 GET、POST、PUT、HEAD そして DELETE があります。

HEAD (OAUTH_HTTP_METHOD_HEAD) は、 実際のリクエストの前に (OAuth 認証情報が Authorization ヘッダにあるかどうかなどの) 情報を取得するときに有用です。
http_headers

HTTP クライアントヘッダ (User-Agent や Accept など)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。
0.99.5 http_method パラメータが追加されました。
0.99.8 http_headers パラメータが追加されました。

例

例1 OAuth::fetch() の例
<?php
try {
    $oauth = new OAuth("consumer_key","consumer_secret",OAUTH_SIG_METHOD_HMACSHA1,OAUTH_AUTH_TYPE_AUTHORIZATION);
    $oauth->setToken("access_token","access_token_secret");

    $oauth->fetch("http://photos.example.net/photo?file=vacation.jpg");

    $response_info = $oauth->getLastResponseInfo();
    header("Content-Type: {$response_info["content_type"]}");
    echo $oauth->getLastResponse();
} catch(OAuthException $E) {
    echo "Exception caught!\n";
    echo "Response: ". $E->lastResponse . "\n";
}
?>

参考

OAuth::getLastResponse() - 直近のレスポンスを取得する
OAuth::getLastResponseInfo() - 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する
OAuth::setToken() - トークンと secret を設定する

OAuth::getAccessToken
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::getAccessToken — アクセストークンを取得する

説明
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public array OAuth::getAccessToken ( string $access_token_url [, string $verifier_token ] )

アクセストークン、secret そして追加のレスポンスパラメータをサービスプロバイダから取得します。

パラメータ
access_token_url

アクセストークン API の URL。
auth_session_handle

認証セッションハンドル。このパラメータはコア OAuth 1.0 仕様を引用していませんが、大手プロバイダでは実装されているでしょう。 詳細な情報は » ScalableOAuth を参照ください。
verifier_token

1.0a をサポートするサービスプロバイダでは、リクエストトークンとアクセストークンを交換する際に verifier_token を渡す必要があります。 verifier_token が $_GET あるいは $_POST に存在する場合は自動的にそれが渡され、 呼び出し側が verifier_token を指定する
必要はありません (通常、アクセストークンを oauth_callback URL で交換する場合はこのようになります)。 詳細な情報は » ScalableOAuth を参照ください。

返り値

成功した場合は OAuth レスポンスをパースした配列、失敗した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。
0.99.9 verifier_token パラメータが追加されました。

例

例1 OAuth::getAccessToken() の例
<?php
try {
    $oauth = new OAuth(OAUTH_CONSUMER_KEY,OAUTH_CONSUMER_SECRET);
    $oauth->setToken($request_token,$request_token_secret);
    $access_token_info = $oauth->getAccessToken("https://example.com/oauth/access_token");
    if(!empty($access_token_info)) {
        print_r($access_token_info);
    } else {
        print "Failed fetching access token, response was: " . $oauth->getLastResponse();
    }
} catch(OAuthException $E) {
    echo "Response: ". $E->lastResponse . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [oauth_token] => some_token
    [oauth_token_secret] => some_token_secret
)

参考

OAuth::getLastResponse() - 直近のレスポンスを取得する
OAuth::getLastResponseInfo() - 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する
OAuth::setToken() - トークンと secret を設定する

OAuth::getCAPath
(PECL OAuth >= 0.99.8)

OAuth::getCAPath — CA 情報を取得する

説明

public array OAuth::getCAPath ( void )

認証局の情報を取得します。ここには、 OAuth::setCaPath() で設定した ca_path や ca_info が含まれます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

http://oauth.pbwiki.com/ScalableOAuth/
http://oauth.pbwiki.com/ScalableOAuth/
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この関数にはパラメータはありません。

返り値

認証局の情報を含む配列を返します。返される連想配列のキーには ca_path と ca_info が含まれます。

参考

OAuth::setCAPath() - CA パスおよび情報を設定する
OAuth::getLastResponseInfo() - 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する

OAuth::getLastResponse
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::getLastResponse — 直近のレスポンスを取得する

説明

public string OAuth::getLastResponse ( void )

直近のリクエストに対するレスポンスをそのままの形式で取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近のレスポンスを含む文字列を返します。

参考

OAuth::getLastResponseInfo() - 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する
OAuth::fetch() - OAuth で保護されたリソースを取得する

OAuth::getLastResponseInfo
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::getLastResponseInfo — 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する

説明

public array OAuth::getLastResponseInfo ( void )

直近のレスポンスに関する HTTP 情報を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近のリクエストに対するレスポンスの情報を含む配列を返します。 curl_getinfo() の定数が使われます。

参考

OAuth::fetch() - OAuth で保護されたリソースを取得する
OAuth::getLastResponse() - 直近のレスポンスを取得する

OAuth::getRequestToken
(PECL OAuth >= 0.99.1)
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OAuth::getRequestToken — リクエストトークンを取得する

説明

public array OAuth::getRequestToken ( string $request_token_url [, string $callback_url ] )

リクエストトークン、secret そして追加のレスポンスパラメータをサービスプロバイダから取得します。

パラメータ
request_token_url

リクエストトークン API の URL。
callback_url

OAuth コールバック URL。callback_url に空の値を渡すと、"oob" に設定されて OAuth 2009.1 advisory を指すことになります。

返り値

成功した場合は OAuth レスポンスをパースした配列、失敗した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。
0.99.9 callback_url パラメータが追加されました。

例

例1 OAuth::getRequestToken() の例
<?php
try {
    $oauth = new OAuth(OAUTH_CONSUMER_KEY,OAUTH_CONSUMER_SECRET);
    $request_token_info = $oauth->getRequestToken("https://example.com/oauth/request_token");
    if(!empty($request_token_info)) {
        print_r($request_token_info);
    } else {
        print "Failed fetching request token, response was: " . $oauth->getLastResponse();
    }
} catch(OAuthException $E) {
    echo "Response: ". $E->lastResponse . "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Array
(
    [oauth_token] => some_token
    [oauth_token_secret] => some_token_secret
)

参考

OAuth::getLastResponse() - 直近のレスポンスを取得する
OAuth::getLastResponseInfo() - 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する

OAuth::setAuthType
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::setAuthType — 認証方式を設定する

説明

public mixed OAuth::setAuthType ( int $auth_type )

OAuth パラメータをどこで渡すかを設定します。

パラメータ
auth_type

auth_type は、次のフラグ (OAuth 1.0 section 5.2 において優先度の高い順) のいずれかです。
OAUTH_AUTH_TYPE_AUTHORIZATION

OAuth パラメータを HTTP Authorization ヘッダで渡します。
OAUTH_AUTH_TYPE_FORM
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OAuth パラメータを HTTP POST リクエストの本文に追加します。
OAUTH_AUTH_TYPE_URI

OAuth パラメータをリクエスト URI に追加します。
OAUTH_AUTH_TYPE_NONE

何もなし。

返り値

パラメータを正しく設定した場合に TRUE を返します。 それ以外の場合 (無効な auth_type を渡した場合など) は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。

OAuth::setCAPath
(PECL OAuth >= 0.99.8)

OAuth::setCAPath — CA パスおよび情報を設定する

説明

public mixed OAuth::setCAPath ( string $ca_path , string $ca_info )

認証局 (CA) のパスと情報を設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
ca_path

設定したい CA パス。
ca_info

設定したい CA 情報。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。ca_path あるいは ca_info が無効な形式の場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。

参考

OAuth::getCaPath() - CA 情報を取得する

OAuth::setNonce
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::setNonce — 続くリクエスト用のノンスを設定する

説明

public mixed OAuth::setNonce ( string $nonce )

それ以降のすべてのリクエスト用のノンスを設定します。

パラメータ
nonce



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

oauth_nonce の値。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。 nonce が無効な場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。

参考

OAuth::setToken() - トークンと secret を設定する
OAuth::setAuthType() - 認証方式を設定する
OAuth::setVersion() - OAuth のバージョンを設定する

OAuth::setRequestEngine
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuth::setRequestEngine — setRequestEngine

説明

public void OAuth::setRequestEngine ( string $reqengine )

HTTP リクエストの送信に使うリクエストエンジンを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
reqengine

使いたいリクエストエンジン。OAUTH_REQENGINE_STREAMS は PHP のストリームを使い、OAUTH_REQENGINE_CURL は Curl を使います。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

無効なリクエストエンジンを選んだ場合には OAuthException が発生します。

例

例1 OAuth::setRequestEngine() example

<?php
$consumer = new OAuth();

$consumer->setRequestEngine(OAUTH_REQENGINE_STREAMS);
?>

参考

Curl
PHP streams
OAuthException

OAuth::setRSACertificate
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuth::setRSACertificate — RSA 証明書を設定する

説明
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public mixed OAuth::setRSACertificate ( string $cert )

RSA 証明書を設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
cert

RSA 証明書。

返り値

成功した場合に TRUE、失敗した場合 (RSA 証明書がパースできなかった場合はど) に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。

例

例1 OAuth::setRsaCertificate() の例
<?php
$consume = new OAuth('1234', '', OAUTH_SIG_METHOD_RSASHA1);

$consume->setRSACertificate(file_get_contents('test.pem'));
?>

参考

OAuth::setCaPath() - CA パスおよび情報を設定する

OAuth::setTimestamp
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuth::setTimestamp — タイムスタンプを設定する

説明

public mixed OAuth::setTimestamp ( string $timestamp )

それ以降のリクエスト用の OAuth タイムスタンプを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
timestamp

タイムスタンプ。

返り値

TRUE を返します。 timestamp が無効な形式の場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
1.0.0 以前は、失敗したときに FALSE ではなく NULL を返していました。

参考

OAuth::setNonce() - 続くリクエスト用のノンスを設定する
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OAuth::setToken
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::setToken — トークンと secret を設定する

説明

public bool OAuth::setToken ( string $token , string $token_secret )

それ以降のリクエスト用のトークンと secret を設定します。

パラメータ
token

OAuth トークン。
token_secret

OAuth トークン secret。

返り値
TRUE

例

例1 OAuth::setToken() の例
<?php
$oauth = new OAuth(OAUTH_CONSUMER_KEY,OAUTH_CONSUMER_SECRET);
$oauth->setToken("token","token-secret");
?>

OAuth::setVersion
(PECL OAuth >= 0.99.1)

OAuth::setVersion — OAuth のバージョンを設定する

説明

public bool OAuth::setVersion ( string $version )

それ以降のリクエスト用の OAuth のバージョンを設定します。

パラメータ
version

OAuth のバージョン。デフォルトは常に "1.0"。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
OAuth::__construct — 新しい OAuth オブジェクトを作成する
OAuth::__destruct — デストラクタ
OAuth::disableDebug — デバッグを無効にする
OAuth::disableRedirects — リダイレクトを無効にする
OAuth::disableSSLChecks — SSL チェックを無効にする
OAuth::enableDebug — デバッグを有効にする
OAuth::enableRedirects — リダイレクトを有効にする
OAuth::enableSSLChecks — SSL チェックを有効にする
OAuth::fetch — OAuth で保護されたリソースを取得する
OAuth::getAccessToken — アクセストークンを取得する
OAuth::getCAPath — CA 情報を取得する
OAuth::getLastResponse — 直近のレスポンスを取得する
OAuth::getLastResponseInfo — 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する
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OAuth::getRequestToken — リクエストトークンを取得する
OAuth::setAuthType — 認証方式を設定する
OAuth::setCAPath — CA パスおよび情報を設定する
OAuth::setNonce — 続くリクエスト用のノンスを設定する
OAuth::setRequestEngine — setRequestEngine
OAuth::setRSACertificate — RSA 証明書を設定する
OAuth::setTimestamp — タイムスタンプを設定する
OAuth::setToken — トークンと secret を設定する
OAuth::setVersion — OAuth のバージョンを設定する

OAuthProvider クラス
導入
OAuth プロバイダを管理するクラスです。

別のサイトで公開されている詳細なチュートリアル » Writing an OAuth Provider Service には、このサービスを作成する方法がハンズオン形式で公開されています。 OAuth 拡張モジュールのソースの中には » OAuth プロバイダのサンプル もあります。

クラス概要
OAuthProvider {
/* Methods */
final public bool addRequiredParameter ( string $req_params )
public void callconsumerHandler ( void )
public void callTimestampNonceHandler ( void )
public void calltokenHandler ( void )
public void checkOAuthRequest ([ string $uri [, string $method ]] )
__construct ([ array $params_array ] )
public void consumerHandler ( callback $callback_function )
final public static string generateToken ( int $size [, bool $strong = false ] )
public void is2LeggedEndpoint ( mixed $params_array )
public void isRequestTokenEndpoint ( bool $will_issue_request_token )
final public bool removeRequiredParameter ( string $req_params )
final public static void reportProblem ( string $oauthexception )
final public bool setParam ( string $param_key [, mixed $param_val ] )
final public bool setRequestTokenPath ( string $path )
public void timestampNonceHandler ( callback $callback_function )
public void tokenHandler ( callback $callback_function )
}

OAuthProvider::addRequiredParameter
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::addRequiredParameter — 必須パラメータを追加する

説明

final public bool OAuthProvider::addRequiredParameter ( string $req_params )

oauth プロバイダの必須パラメータを追加します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
req_params

必須パラメータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OAuthProvider::removeRequiredParameter() - 必須パラメータを削除する

http://toys.lerdorf.com/archives/55-Writing-an-OAuth-Provider-Service.html
http://svn.php.net/viewvc/pecl/oauth/trunk/examples
http://svn.php.net/viewvc/pecl/oauth/trunk/examples


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

OAuthProvider::callconsumerHandler
(バージョン情報なし。おそらく SVN 版にしか存在しないでしょう)

OAuthProvider::callconsumerHandler — consumerNonceHandler コールバックをコールする

説明

public void OAuthProvider::callconsumerHandler ( void )

コンシューマハンドラコールバックとして登録した関数をコールします。この関数は OAuthProvider::consumerHandler() で登録します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

コールバック関数をコールできなかったり、 あるいは定義されていなかったりした場合は E_ERROR レベルのエラーとなります。

参考

OAuthProvider::consumerHandler() - consumerHandler コールバックを設定する

OAuthProvider::callTimestampNonceHandler
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::callTimestampNonceHandler — timestampNonceHandler コールバックをコールする

説明

public void OAuthProvider::callTimestampNonceHandler ( void )

タイムスタンプハンドラコールバックとして登録した関数をコールします。この関数は OAuthProvider::timestampNonceHandler() で登録します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

コールバック関数をコールできなかったり、 あるいは定義されていなかったりした場合は E_ERROR レベルのエラーとなります。

参考

OAuthProvider::timestampNonceHandler() - timestampNonceHandler コールバックを設定する

OAuthProvider::calltokenHandler
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(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::calltokenHandler — tokenNonceHandler コールバックをコールする

説明

public void OAuthProvider::calltokenHandler ( void )

トークンハンドラコールバックとして登録した関数をコールします。この関数は OAuthProvider::tokenHandler() でコールします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

コールバック関数をコールできなかったり、 あるいは定義されていなかったりした場合は E_ERROR レベルのエラーとなります。

参考

OAuthProvider::tokenHandler() - tokenHandler コールバックを設定する

OAuthProvider::checkOAuthRequest
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::checkOAuthRequest — oauth リクエストをチェックする

説明

public void OAuthProvider::checkOAuthRequest ([ string $uri [, string $method ]] )

OAuth リクエストをチェックします。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
uri

オプションの URI、あるいはエンドポイント。
method

HTTP メソッド。 OAUTH_HTTP_METHOD_* OAuth 定数 のいずれかをオプションで渡します。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外

HTTP メソッドを検出できない場合には E_ERROR レベルのエラーが発生します。

参考

OAuthProvider::reportProblem() - 問題を報告する

OAuthProvider::__construct
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(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::__construct — 新しい OAuthProvider オブジェクトを作る

説明

OAuthProvider::__construct ([ array $params_array ] )

新しい OAuthProvider オブジェクトのインスタンスを作成します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
params_array

これらのオプションパラメータを設定できるのは CLI SAPI のみです。

返り値

OAuthProvider オブジェクトを返します。

例

例1 OAuthProvider::__construct() の例
<?php
try {

    $op = new OAuthProvider();

    // ユーザ定義のコールバック関数を使います
    $op->consumerHandler(array($this, 'lookupConsumer'));
    $op->timestampNonceHandler(array($this, 'timestampNonceChecker'));
    $op->tokenHandler(array($this, 'myTokenHandler'));

    // foo_uri パラメータは無視します
    $op->setParam('foo_uri', NULL);

    // このエンドポイントにはトークンは不要です
    $op->setRequestTokenPath('/v1/oauth/request_token');

    $op->checkOAuthRequest();

} catch (OAuthException $e) {

    echo OAuthProvider::reportProblem($e);
}
?>

参考

OAuthProvider::setParam() - パラメータを設定する

OAuthProvider::consumerHandler
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::consumerHandler — consumerHandler コールバックを設定する

説明

public void OAuthProvider::consumerHandler ( callback $callback_function )

コンシューマハンドラコールバックを設定します。これは OAuthProvider::callConsumerHandler() でコールされる関数です。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
callback_function

コールバック関数名。

返り値

値を返しません。
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例

例1 OAuthProvider::consumerHandler() コールバックの例
<?php
function lookupConsumer($provider) {

    if ($provider->consumer_key === 'unknown') {
        return OAUTH_CONSUMER_KEY_UNKNOWN;
    } else if($provider->consumer_key == 'blacklisted' || $provider->consumer_key === 'throttled') {
        return OAUTH_CONSUMER_KEY_REFUSED;
    }

    $provider->consumer_secret = "the_consumers_secret";

    return OAUTH_OK;
}
?>

参考

OAuthProvider::callConsumerHandler() - consumerNonceHandler コールバックをコールする

OAuthProvider::generateToken
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::generateToken — ランダムなトークンを生成する

説明

final public static string OAuthProvider::generateToken ( int $size [, bool $strong = false ] )

擬似乱数を使ってランダムなバイトの文字列を生成します。

パラメータ
size

トークンの長さ。バイト単位で指定します。
strong

TRUE に設定すると、エントロピーとして /dev/random を使います。 それ以外の場合は、ブロックされることのない /dev/urandom を使います。 このパラメータは、Windows では無視されます。

返り値

生成されたトークンをバイト文字列で返します。

エラー / 例外

strong パラメータが TRUE のときは、 (十分な量の初期ランダムデータがなかったなどの理由で) 代替 rand() 実装を使うことになった場合に E_WARNING レベルのエラーが発生します。

例

例1 OAuthProvider::generateToken() の例
<?php
$p = new OAuthProvider();

$t = $p->generateToken(4);

echo strlen($t),  PHP_EOL;
echo bin2hex($t), PHP_EOL;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
4
b6a82c27

注意

注意:

十分な量のランダムデータがシステムから得られなかった場合、この関数は PHP の rand() 関数の実装を使って残りのバイトを埋めます。

参考

openssl_random_pseudo_bytes() - 疑似乱数のバイト文字列を生成する
mcrypt_create_iv() - 乱数ソースから初期化ベクトル(IV)を生成する
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OAuthProvider::is2LeggedEndpoint
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::is2LeggedEndpoint — is2LeggedEndpoint

説明

public void OAuthProvider::is2LeggedEndpoint ( mixed $params_array )

2-legged フローあるいはリクエストの署名。トークンは不要です。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
params_array

返り値

OAuthProvider オブジェクトを返します。

例

例1 OAuthProvider::is2LeggedEndpoint() の例
<?php

$provider = new OAuthProvider();

$provider->is2LeggedEndpoint(true);

?>

参考

OAuthProvider::__construct() - 新しい OAuthProvider オブジェクトを作る

OAuthProvider::isRequestTokenEndpoint
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::isRequestTokenEndpoint — isRequestTokenEndpoint を設定する

説明

public void OAuthProvider::isRequestTokenEndpoint ( bool $will_issue_request_token )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
will_issue_request_token

リクエストトークンを発行するか否かを設定します。つまり OAuthProvider::tokenHandler() がコールされる必要があるかどうかを決めるということです。

返り値

値を返しません。

参考

OAuthProvider::setRequestTokenPath() - リクエストトークンのパスを設定する
OAuthProvider::reportProblem() - 問題を報告する

OAuthProvider::removeRequiredParameter
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(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::removeRequiredParameter — 必須パラメータを削除する

説明

final public bool OAuthProvider::removeRequiredParameter ( string $req_params )

必須パラメータを削除します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
req_params

削除したい必須パラメータ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OAuthProvider::setParam() - パラメータを設定する
OAuthProvider::addRequiredParameter() - 必須パラメータを追加する

OAuthProvider::reportProblem
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::reportProblem — 問題を報告する

説明

final public static void OAuthProvider::reportProblem ( string $oauthexception )

問題を、OAuthException 形式で渡します。設定できる問題については OAuth 定数 のセクションを参照ください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
oauthexception

OAuthException。

返り値

値を返しません。

参考

OAuthProvider::checkOAuthRequest() - oauth リクエストをチェックする
OAuthProvider::isRequestTokenEndpoint() - isRequestTokenEndpoint を設定する

OAuthProvider::setParam
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::setParam — パラメータを設定する

説明

final public bool OAuthProvider::setParam ( string $param_key [, mixed $param_val ] )
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パラメータを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
param_key

パラメータのキー。
param_val

パラメータの値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

OAuthProvider::addRequiredParameter() - 必須パラメータを追加する

OAuthProvider::setRequestTokenPath
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::setRequestTokenPath — リクエストトークンのパスを設定する

説明

final public bool OAuthProvider::setRequestTokenPath ( string $path )

リクエストトークンのパスを設定します。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
path

パス。

返り値
TRUE

参考

OAuthProvider::tokenHandler() - tokenHandler コールバックを設定する

OAuthProvider::timestampNonceHandler
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::timestampNonceHandler — timestampNonceHandler コールバックを設定する

説明

public void OAuthProvider::timestampNonceHandler ( callback $callback_function )

タイムスタンプ ノンス ハンドラコールバックを設定します。これは OAuthProvider::callTimestampNonceHandler() でコールされる関数です。タイムスタンプやノンスに関するエラーはこのコールバックにスローされます。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
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callback_function

コールバック関数名。

返り値

値を返しません。

例

例1 OAuthProvider::timestampNonceHandler() コールバックの例
<?php
function timestampNonceChecker($provider) {

    if ($provider->nonce === 'bad') {
        return OAUTH_BAD_NONCE;
    } elseif ($provider->timestamp == '0') {
        return OAUTH_BAD_TIMESTAMP;
    }
    
    return OAUTH_OK;
}
?>

参考

OAuthProvider::callTimestampNonceHandler() - timestampNonceHandler コールバックをコールする

OAuthProvider::tokenHandler
(PECL OAuth >= 1.0.0)

OAuthProvider::tokenHandler — tokenHandler コールバックを設定する

説明

public void OAuthProvider::tokenHandler ( callback $callback_function )

トークンハンドラコールバックを設定します。これは OAuthProvider::callTokenHandler() でコールされる関数です。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

パラメータ
callback_function

コールバック関数名。

返り値

値を返しません。

例

例1 OAuthProvider::tokenHandler() コールバックの例
<?php
function tokenHandler($provider) {
    
    if ($provider->token === 'rejected') {
        return OAUTH_TOKEN_REJECTED;
    } elseif ($provider->token === 'revoked') {
        return OAUTH_TOKEN_REVOKED;
    }

    $provider->token_secret = "the_tokens_secret";
    return OAUTH_OK;
}
?>

参考

OAuthProvider::callTokenHandler() - tokenNonceHandler コールバックをコールする

目次
OAuthProvider::addRequiredParameter — 必須パラメータを追加する
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OAuthProvider::callconsumerHandler — consumerNonceHandler コールバックをコールする
OAuthProvider::callTimestampNonceHandler — timestampNonceHandler コールバックをコールする
OAuthProvider::calltokenHandler — tokenNonceHandler コールバックをコールする
OAuthProvider::checkOAuthRequest — oauth リクエストをチェックする
OAuthProvider::__construct — 新しい OAuthProvider オブジェクトを作る
OAuthProvider::consumerHandler — consumerHandler コールバックを設定する
OAuthProvider::generateToken — ランダムなトークンを生成する
OAuthProvider::is2LeggedEndpoint — is2LeggedEndpoint
OAuthProvider::isRequestTokenEndpoint — isRequestTokenEndpoint を設定する
OAuthProvider::removeRequiredParameter — 必須パラメータを削除する
OAuthProvider::reportProblem — 問題を報告する
OAuthProvider::setParam — パラメータを設定する
OAuthProvider::setRequestTokenPath — リクエストトークンのパスを設定する
OAuthProvider::timestampNonceHandler — timestampNonceHandler コールバックを設定する
OAuthProvider::tokenHandler — tokenHandler コールバックを設定する

OAuthException クラス
導入
この例外は、OAuth 拡張モジュールの使用中に例外エラーが発生したときにスローされます。 デバッグに有用な情報が含まれています。

クラス概要
OAuthException extends Exception {
/* プロパティ */
public $lastResponse ;
public $debugInfo ;
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

プロパティ
message

問題点についての人間が読める形式のメッセージ。

code

例外コード。

file

例外がスローされたファイル。

line

例外がスローされたファイル。

lastResponse

発生した例外のレスポンス (存在する場合)。

debugInfo

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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定義済み定数
例

米Yahoo! の位置情報プラットフォーム FireEagle の例
OAuth 関数

oauth_get_sbs — SBSを生成する
oauth_urlencode — URI を RFC 3686 形式でエンコードする

OAuth — OAuth クラス
OAuth::__construct — 新しい OAuth オブジェクトを作成する
OAuth::__destruct — デストラクタ
OAuth::disableDebug — デバッグを無効にする
OAuth::disableRedirects — リダイレクトを無効にする
OAuth::disableSSLChecks — SSL チェックを無効にする
OAuth::enableDebug — デバッグを有効にする
OAuth::enableRedirects — リダイレクトを有効にする
OAuth::enableSSLChecks — SSL チェックを有効にする
OAuth::fetch — OAuth で保護されたリソースを取得する
OAuth::getAccessToken — アクセストークンを取得する
OAuth::getCAPath — CA 情報を取得する
OAuth::getLastResponse — 直近のレスポンスを取得する
OAuth::getLastResponseInfo — 直近のレスポンスの HTTP 情報を取得する
OAuth::getRequestToken — リクエストトークンを取得する
OAuth::setAuthType — 認証方式を設定する
OAuth::setCAPath — CA パスおよび情報を設定する
OAuth::setNonce — 続くリクエスト用のノンスを設定する
OAuth::setRequestEngine — setRequestEngine
OAuth::setRSACertificate — RSA 証明書を設定する
OAuth::setTimestamp — タイムスタンプを設定する
OAuth::setToken — トークンと secret を設定する
OAuth::setVersion — OAuth のバージョンを設定する

OAuthProvider — OAuthProvider クラス
OAuthProvider::addRequiredParameter — 必須パラメータを追加する
OAuthProvider::callconsumerHandler — consumerNonceHandler コールバックをコールする
OAuthProvider::callTimestampNonceHandler — timestampNonceHandler コールバックをコールする
OAuthProvider::calltokenHandler — tokenNonceHandler コールバックをコールする
OAuthProvider::checkOAuthRequest — oauth リクエストをチェックする
OAuthProvider::__construct — 新しい OAuthProvider オブジェクトを作る
OAuthProvider::consumerHandler — consumerHandler コールバックを設定する
OAuthProvider::generateToken — ランダムなトークンを生成する
OAuthProvider::is2LeggedEndpoint — is2LeggedEndpoint
OAuthProvider::isRequestTokenEndpoint — isRequestTokenEndpoint を設定する
OAuthProvider::removeRequiredParameter — 必須パラメータを削除する
OAuthProvider::reportProblem — 問題を報告する
OAuthProvider::setParam — パラメータを設定する
OAuthProvider::setRequestTokenPath — リクエストトークンのパスを設定する
OAuthProvider::timestampNonceHandler — timestampNonceHandler コールバックを設定する
OAuthProvider::tokenHandler — tokenHandler コールバックを設定する

OAuthException — OAuthException クラス

SCA

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

SCA を使用すると、再利用可能なコンポーネントを PHP プログラマが書けるようになります。 このコンポーネントはさまざまな方法でコール可能ですし、 固有のインターフェイスを持っており、まったく手がかかりません。 現時点ではローカルあるいはウェブサービス経由で
しか このコンポーネントをコールできませんが、将来はそれ以外の方法も可能になるでしょう。 これらの作業を、PHP プログラマが違和感なく行えるするようにする手段を提供しています。

SCA のコンポーネントは、phpDocumentor 形式 (http://www.phpdoc.org/ を参照ください) のアノテーション (注記) を用いて 他の SCA コンポーネントやウェブサービスとの依存性を宣言します。 SCA for PHP のランタイムは、これらの依存性をコンポーネントに代わっ
て 実行時に解決します。したがって、プログラマは 依存性を解決するために参照を取得して配置したりすることよりも ビジネスロジックの作成に集中することができます。

SCA for PHP のプログラミングモデルは、さまざまな形式のサービス、 たとえば REST や Atompub などをサポートするように拡張することもできます。 しかし、現在指定できるのはウェブサービス (正確には WSDL で定義された SOAP/HTTP サービス) のみです。

これらのコンポーネントでは、 サービスが公開するインターフェイスを定義するアノテーションも使用します。 SCA for PHP のランタイムは、これらのアノテーションをもとにして WSDL を自動的に生成します。これを用いることで、SCA コンポーネントで簡単にウェブサー
ビスを公開できるようになります。 これらのアノテーションは、phpDocumentor の記法を、 違和感なく拡張したものです。 ウェブサービスを公開する方法は簡単で、単に PHP コンポーネントをウェブサーバのドキュメントルートに置くだけです。

これらのコンポーネントではまた、 データ構造 (XML スキーマの複合型を使用して表します) を指定するアノテーションも使用します。 このデータ構造を、Service Data Object (SDO) を用いて処理します。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

SCA コンポーネントではなくアノテーションを含まない PHP スクリプトから、SCA コンポーネントのサービスを使用することができます。 また、PHP スクリプトやコンポーネントは、SCA コンポーネントでない ウェブサービスをコールすることもできます。しかし、 参照を
取得するには、SCA コンポーネントと同じ形式のコール方法やアノテーションを使用します。

まず手始めに、ConvertedStockQuote という SCA コンポーネントをご覧に入れましょう。 これを用いて、SCA for PHP の多くの機能について説明します。 このコンポーネントはひとつのメソッド getQuote() を持っています。このメソッドは株式の "ティッカー" を指定して
その株の株価を取得し、指定した通貨に変換します。 このドキュメントの残りの部分では、この例をもとにして SCA for PHP の機能を説明していきます。

例1 SCA コンポーネントのサンプル
<?php

include "SCA/SCA.php";

/**
 * 指定したティッカーシンボルと通貨についての株価を計算する
 *
 * @service
 * @binding.soap
 */
class ConvertedStockQuote {

    /**
     * 使用する為替レートサービス
     *
     * @reference
     * @binding.php ../ExchangeRate/ExchangeRate.php
     */
    public $exchange_rate;

    /**
     * 使用する株価サービス
     *
     * @reference
     * @binding.soap ../StockQuote/StockQuote.wsdl
     */
    public $stock_quote;

    /**
     * ティッカーシンボルと通貨を指定して、株価を取得する
     *
     * @param string $ticker ティッカーシンボル。
     * @param string $currency 値を変換する通貨単位。
     * @return float 指定した通貨単位で表した株価。
     */
    function getQuote($ticker, $currency)
    {
        $quote  = $this->stock_quote->getQuote($ticker);
        $rate   = $this->exchange_rate->getRate($currency);
        return  $rate * $quote;
    }
}
?>

この例では、PHP のクラスを含むスクリプトで SCA コンポーネントを実装しており、SCA.php をインクルードしています。このクラスは、ビジネスロジックと 他のコンポーネントやサービスへの参照を両方含んでいます。 getQuote() メソッドにはビジネスロジックしかあり
ませんが、 このメソッドではインスタンス変数 $stock_quote および $exchange_rate を使用しています。 これらはそれぞれ別のコンポーネントを参照しており、 SCA のランタイムがこれら二つのサービスのプロキシを用いて初期化します。 これは、このコンポーネントが実
行されるたびに行われます。 これらの二つのサービスのアノテーションからわかるように、 一方はローカルのコンポーネントで、同じ PHP ランタイムからコールします。 もう一方はリモートのコンポーネントで、SOAP リクエストでコールします。 このコンポーネントは
getQuote() メソッドをローカルおよびウェブサービスの両方で公開しているので、 ローカルからもリモートからもコール可能です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
SCA を使用してウェブサービスの作成や使用を行うには PHP 5.2.0 以降が必要です。また soap 拡張モジュールが有効でなければなりません。 ローカルのコンポーネントのみを使用し、ウェブサービスを使用しないのなら、 このバージョンの SCA for PHP は PHP 5.1.6 以降
で動作します。

SCA は、SDO とともにひとつのパッケージとして PECL で公開されています。 SCA_SDO パッケージを PECL からインストールする方法については http://www.php.net/sdo#sdo.installation を参照ください。 SCA のコードは、PHP のインクルードパスに存在しなければな
りません。 つまり、もし /usr/local/lib/php/SCA にインストールされたのなら、 include_path ディレクティブに /usr/local/lib/php を含める必要があります。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/sca.

この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しません。 Windows でのビルド も参照ください

実行時設定

http://pecl.php.net/package/sca
http://pecl.php.net/package/sca
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設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

サービスコンポーネントの構造
別のサービスコンポーネントへのプロキシの取得
別のサービスコンポーネントのコール
SCA コンポーネントではないスクリプトからのサービスの指定およびコール
サービスコンポーネントの、ウェブサービスとしての公開
SCA コンポーネントの配置
ウェブサービスとしてのサービスを提供する SCA コンポーネントの WSDL の取得
WSDL の作成方法について理解する
データ構造の扱い
エラー処理

これ以降の節の例では、PHP for SCA の次のような側面を説明します。

PHP のアノテーションを使用して PHP のクラスを SCA コンポーネントとして定義する方法、 そしてアノテーションを使用してサービスを定義する方法。

SCA コンポーネントをウェブサービスとして公開する方法。

SCA コンポーネントから別のウェブサービスを使用する方法。 使用するウェブサービスが別の SCA コンポーネントである場合と まったく SCA とは関係ないサービスである場合の両方を示します。

SCA コンポーネントから、ローカル (同一プロセス、同一コールスタック) の別の SCA コンポーネントをコールする方法。

SCA コンポーネントではないクライアントスクリプトが、 getService をコールして SCA コンポーネントのプロキシを使用する方法。

住所や発注データなどのデータ構造を Service Data Object で表現し、処理する方法。

SCA コンポーネントを配置する方法。特に、サービスの WSDL がいつどのように作成されるか。

コンポーネント間でのパラメータの受け渡しが、ローカルコールであっても (参照ではなく) 値渡しとなること。これにより、 コンポーネントの場所にかかわらずコール方法が同じになります。

サービスへの、位置指定によるパラメータをサポートする方法。 もとになる WSDL がドキュメントリテラルをラップしたもので、 通常は名前指定によるパラメータしかサポートしていない場合も含みます。

ビジネスロジックのエラーや実行時例外の処理方法

サービスコンポーネントの構造
サービスコンポーネントは、クラスとして実装します。 サービスコンポーネントであることを示すために、@service アノテーションを使用します。SCA ランタイムは、 スクリプトのファイル名にもとづく規約でコンポーネント名を決定します。 したがって、クラス名とスクリ
プトのファイル名は同じにしておく必要があります。

PHP SCA コンポーネントは常にサービスを公開しています。 コンポーネントは、ウェブサービスへのリクエストの結果としてコールされるか スクリプト内の別のコンポーネントから直接コールされるかのいずれかの方法でしか起動しません。 このため、有効な PHP SCA コン
ポーネントは常に @service アノテーションを含んでおり、少なくともひとつの public メソッドを持っています。

各 SCA コンポーネントは、SCA.php をインクルードする必要があります。 ここには SCA クラスの定義が含まれているだけでなく、 スクリプトがコールされた際に実行される、 コンポーネントとして振舞うための PHP コードも含まれています。

警告

もし別のファイルもインクルードするのなら、それは SCA.php をインクルードする前に行わなければなりません。 SCA.php の後で別のファイルをインクルードすると、 SCA ランタイムがクラスを処理する際に、 そのファイルの内容が処理されません。

以下の例で、これらすべての構造について説明します。

例1 SCA for PHP のコンポーネントの構造
<?php
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// 何かをインクルードします
include "SCA/SCA.php";

/**
 * @service
 */

class ConvertedStockQuote {

       // インスタンス変数、ビジネスロジック、そして最低ひとつの public メソッドを含めます
}
?>

別のサービスコンポーネントへのプロキシの取得
ある SCA コンポーネントが、別の SCA コンポーネントのサービスをコールすることができます。 コンポーネントが提供するサービスは、すべて public メソッドでできています。 SCA for PHP では現在、あるコンポーネントから他のコンポーネントをコールする方法を 二通り
提供しています。ローカルに (同一の PHP ランタイム、 同一のコールスタック上で) コールする方法と、リモートにコールする方法です。 リモートにコールする場合は、コールされるコンポーネントが ウェブサービスを公開していなければなりません。

あるコンポーネントが別のコンポーネントをコールするには、 呼び出し元のコンポーネント側に呼び出し先コンポーネントへのプロキシが必要です。 このプロキシは、通常は呼び出し元コンポーネントのインスタンス変数として用意します。 しかし、後でご覧いただくように
SCA::getService() でプロキシを取得することも可能です。 コンポーネントを作成する際にプロキシを作成し、 別のコンポーネントを参照するインスタンス変数にそのプロキシを "注入 (inject)" します。プロキシは、そのコンポーネントがローカルにあるかリモートにあるかに
かかわらず 常に用いられます。これにより、リモートだろうがローカルだろうが同じ方法でコールできるようになります (たとえば、ローカルへのコールの際もデータは常に値渡しとなります)。 プロキシは、そのコンポーネントがある場所と、 それをコールする方法を知ってい
ます。

サービスのプロキシを保持することを意図したインスタンス変数は、 PHPDocumentor 形式のふたつのアノテーション @reference および @binding で表します。それぞれのアノテーションは、 クラスのインスタンス変数のコメント部で指定します。以下のコードを参照くだ
さい。

インスタンス変数の前にある @reference アノテーションは、 そのインスタンス変数がコンポーネントへのプロキシとして初期化されることを示します。

@binding アノテーションには二通りの形式 @binding.php および @@binding.soap があり、それぞれそのプロキシが ローカルコンポーネント用なのかウェブサービス用なのかを表します。 @binding.php および @binding.soap のいずれの場合も、 対象の URI をアノテー
ションで指定します。

現時点では依存性の指定をアノテーションで行っているので、 参照先を変更する唯一の方法はコンポーネント内のアノテーションを書き換えることになります。

今回の例の ConvertedStockQuote では、インスタンス変数 $exchange_rate をローカルのコンポーネント ExchangeRate へのプロキシとして初期化しています。これは、 ConvertedStockQuote のインスタンスが作成されるたびに作成されます。

例1 ローカルの PHP クラスへのプロキシの取得
<?php 
   /**
     * 使用する為替レートサービス
     *
     * @reference
     * @binding.php ../ExchangeRate/ExchangeRate.php
     */
    public $exchange_rate;
?>

@binding.php の場合の URI は、 そのコンポーネントの実装を含むスクリプトの場所を表します。 コンポーネントはローカルにコールされます。 提供されるサービスは、コンポーネントの public メソッド群となります。 URI は、絶対パスあるいは相対パスで表す単純なパス
名でなければなりません。 コンポーネントの読み込みには、PHP の include ディレクティブを使用します。 その際に、既に読み込まれていないかどうかを class_exists() で調べます。URI が相対パスの場合は、 そのアノテーションを含むコンポーネントの場所を基準としてパ
スを解決します。 これは、通常の PHP の振る舞いとは異なることに注意しましょう。 通常は、PHP は include_path を基準として解決します。 このようにしない理由は、複数コンポーネント間の参照関係を、 できるだけ場所の影響を受けないようにするためです。

この ExchangeRate サービスがリモートにあり、ウェブサービスとしてコールされるものだとすると、 変更するところは @binding の行だけです。PHP クラスの場所を指定するかわりに、 ウェブサービスについて記述した WSDL ファイルの場所を指定します。 今回のサンプ
ルでは、二番目の参照でこの方式を説明しています。

例2 ウェブサービスへのプロキシの取得
<?php
/**
     * 使用する株価サービス
     *
     * @reference
     * @binding.soap ../StockQuote/StockQuote.wsdl
     */
    public $stock_quote;
?>

StockQuote コンポーネントはウェブサービスへのリクエストとしてコールされます。 今回の場合は WSDL の URI が単純なパス名となっていますが、 PHP のラッパーを使用して、たとえば file:// や http:// で始めることもできます。 単純にパス指定する場合は絶対パスでも
相対パスでもかまいません。 相対パスの場合は、そのアノテーションを含むコンポーネントの位置からの相対パスと解釈されます。 これは @binding.php の振る舞いと同様で、通常の PHP の挙動とは異なることに注意しましょう。 通常は、PHP は現在の作業ディレクトリか
らの相対パスとして探します。 作業ディレクトリは、通常はそのスクリプトがコールされた場所となります。 このようにしない理由は、複数コンポーネント間の参照関係を、 まずバインド形式の違いに影響を受けないようにすること、 そして場所の影響を受けないようにする
ためです。

別のサービスコンポーネントのコール
ConvertedStockQuote の例では、これらのプロキシをコールすることで それぞれが参照するコンポーネントを使用しています。

例1 サービスのコール
<?php
$quote  = $this->stock_quote->getQuote($ticker);
$rate   = $this->exchange_rate->getRate($currency);
?>

StockQuote サービスのコールはローカルサービスへのコール、 一方 ExchangeRate サービスのコールはリモートサービスへのコールとなります。 それがローカルサービスであるかリモートサービスであるかにかかわらず、 コール方法は同じようになることに注意しましょ
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う。

プロキシを使用することにより、コンポーネントのコール方法や振る舞いが ローカルであろうがリモートであろうが同じものになることが保証されます。 つまり、コンポーネントをコールする際に それがローカルにあるのかリモートにあるのかを気にしなくてもよいということ
です。 たとえば、ローカルサービスへのプロキシは、 引数をコピーしてそのコピーのみをサービスに渡します。 これにより、リモートコールの場合と同様に引数が値渡しとなることが保証されるわけです。 またリモートサービスへのプロキシは、受け取ったパラメータを
SOAP リクエストのプロパティに変換し、戻ってきた内容を通常のパラメータリストに変換します。

上の例では、$ticker および $currency は明らかに PHP のスカラー型です。 コンポーネントには PHP のスカラー型である string、integer、float および boolean を渡すことができます。しかし、構造化されたデータは常に Service Data Objects (SDO) として渡します。 こ
れ以降では、コンポーネントがどのようにして SDO を作成して ローカルコールやウェブサービスコールに渡すのか、 あるいはどのようにしてコンポーネントが返す SDO を作成するのかについて説明します。 PHP SDO プロジェクトのドキュメントに、SDO API の動作原理に
ついての説明があります (SDO のページ を参照ください)。

SCA コンポーネントではないスクリプトからのサービスの指定およびコール
SCA コンポーネントは、インスタンス変数に @reference アノテーションを指定することで他のコンポーネントやサービスのプロキシを取得することができます。 しかし、コンポーネントではないスクリプトの場合はこれは不可能です。 クライアントスクリプトがコンポーネン
トではない場合は、静的メソッド SCA::getService() を使用して ローカルあるいはリモートサービスのプロキシを取得する必要があります。 getService() メソッドの引数には URI を指定します。 通常は、これはコンポーネントを含むローカル PHP スクリプトの場所か、 ある
いは wsdl ファイルの場所となります。また、先ほどの節で説明した @binding アノテーションで指定するものと同じようになります。 つまり、相対 URI はクライアントスクリプトの場所を基準として解決し、 PHP の include_path や現在の作業ディレクトリは使用しません。

たとえば、あるスクリプトで ExchangeRate および StockQuote サービスのプロキシを取得する必要があるが、そのスクリプトがコンポーネントではない場合、 getService() メソッドを次のように使用します。

例1 getService を使用したプロキシの取得
<?php
$exchange_rate = SCA::getService('../ExchangeRate/ExchangeRate.php');
$stock_quote   = SCA::getService('../StockQuote/StockQuote.wsdl');
?>

サービスのメソッドをコールするには、返されたプロキシを使用します。 これはコンポーネント内からコールする場合と同じです。

例2 プロキシ上でのコール
<?php
$quote  = $stock_quote->getQuote($ticker);
$rate   = $exchange_rate->getRate($currency);
?>

サービスコンポーネントの、ウェブサービスとしての公開
SCA for PHP は、サービスコンポーネント内のアノテーションから WSDL を作成することができます。これにより、 ウェブサービスとして公開することが簡単にできるようになります。 WSDL の作成に必要な情報を SCA に与えるには、@binding.soap アノテーションを
@service アノテーションの下に追加しなければなりません。 そこに、メソッドのパラメータおよび返り値をそれぞれ @param アノテーションおよび @return アノテーションで指定します。 これらのアノテーションを読み込むことで WSDL が作成され、 パラメータの順序や型
が WSDL の <schema> セクションの内容を決定します。

SCA for PHP は、常に document/literal でラップされたコンポーネントの WSDL を作成します。これにより、ウェブサービスを公開します。注意してほしいのは、 これは、SCA コンポーネント以外のウェブサービスや 別の形式の WSDL で表されるウェブサービスの使用を妨
げるものではないということです。

@param アノテーションで使用できるスカラー型は、 一般的な PHP のスカラー型である boolean、integer、float そして string です。これらは、WSDL において それぞれ同名の XML スキーマ型に変換されます。 以下の例は、ConvertedStockQuote コンポーネントが呼び出
す StockQuote サービスをごく平凡に実装したもので、 string および float 型の使用法をご確認いただけます。

例1 StockQuote サービス
<?php

include "SCA/SCA.php";

/**
 * リモートの StockQuote ウェブサービスの土台となる実装
 *
 * @service
 * @binding.soap
 *
 */
class StockQuote {

    /**
     * 指定したティッカーシンボルの株価を取得する
     *
     * @param string $ticker ティッカーシンボル
     * @return float 株価
     */
    function getQuote($ticker) {
        return 80.9;
  }
}
?>

このサービスの WSDL は、次のようになります (おそらく、サービスの場所は 'localhost' ではなく別のものになるでしょう)。

例2 作成された WSDL

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<definitions xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/" xsi:type="tDefinitions"
    xmlns:tns2="http://StockQuote" xmlns:tns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
    xmlns:tns3="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" targetNamespace="http://StockQuote">
  <types>
    <xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
      targetNamespace="http://StockQuote">
      <xs:element name="getQuote">
        <xs:complexType>
          <xs:sequence>
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            <xs:element name="ticker" type="xs:string"/>
          </xs:sequence>
        </xs:complexType>
      </xs:element>
      <xs:element name="getQuoteResponse">
        <xs:complexType>
          <xs:sequence>
            <xs:element name="getQuoteReturn" type="xs:float"/>
          </xs:sequence>
        </xs:complexType>
      </xs:element>
    </xs:schema>
  </types>

  <message name="getQuoteRequest">
    <part name="getQuoteRequest" element="tns2:getQuote"/>
  </message>
  <message name="getQuoteResponse">
    <part name="return" element="tns2:getQuoteResponse"/>
  </message>
  <portType name="StockQuotePortType">
    <operation name="getQuote">
      <input message="tns2:getQuoteRequest"/>
      <output message="tns2:getQuoteResponse"/>
    </operation>
  </portType>
  <binding name="StockQuoteBinding" type="tns2:StockQuotePortType">
    <operation name="getQuote">
      <input>
        <tns3:body xsi:type="tBody" use="literal"/>
      </input>
      <output>
        <tns3:body xsi:type="tBody" use="literal"/>
      </output>
      <tns3:operation xsi:type="tOperation" soapAction=""/>
    </operation>
    <tns3:binding xsi:type="tBinding" transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http" style="document"/>
  </binding>
  <service name="StockQuoteService">
    <port name="StockQuotePort" binding="tns2:StockQuoteBinding">
      <tns3:address xsi:type="tAddress" location="http://localhost/StockQuote/StockQuote.php"/>
    </port>
  </service>
</definitions>

<!-- this line identifies this file as WSDL generated by SCA for PHP. Do not remove -->

SCA コンポーネントの配置
PHP SCA コンポーネントを配置するには、特別な方法は必要ありません。 コンポーネントの PHP スクリプトを、 ウェブサーバのドキュメントルート以下の適切なディレクトリに配置するだけです。 これはごく普通の PHP スクリプトと同様です。 スクリプトがコールされる
と、各コンポーネント内の SCA::initComponent() の行が実行されます。 またウェブサービスのコール、ローカルのコール、 あるいは WSDL へのリクエストに対してコンポーネントが適切に応答するようにします。

ウェブサービスとしてのサービスを提供する SCA コンポーネントの WSDL の取得
ウェブサービスのインターフェイスを公開している (つまり、@binding.soap アノテーションを持っている) SCA コンポーネントは、HTTP リクエストのパラメータに "wsdl" を指定されるとその WSDL 定義を返します。 つまり、WSDL を取得する一般的な方法は、URL の最後
に "?wsdl" をつけることです。以下の例では、 file_get_contents() を使用してサービスの WSDL を取得し、それをテンポラリファイルに書き出します。 それをもとにして、サービスへのプロキシを取得します。 もちろん、WSDL をブラウザやその他の方法で取得して、自分で
それを保存することも可能です。

例1 作成された WSDL

<?php
$wsdl = file_get_contents('http://www.example.com/Services/Example.php?wsdl');
file_put_contents("service.wsdl",$wsdl); // wsdl をファイルに書き出します
$service = SCA::getService('service.wsdl'); 
?>

注意: wsdl が xsd をインポートしている場合は、 それを個別に取得する必要があります。

WSDL の作成方法について理解する
SCA for PHP は、@service アノテーションの後に @binding.soap アノテーションを含むコンポーネントについての WSDL を作成します。WSDL を作成するために、SCA はコンポーネントの情報を取得し、各 public メソッドの @param アノテーションおよび @return アノ
テーションの内容を調べます。 また、コンポーネント内の @types アノテーションの内容も調べます。 @param アノテーションおよび @return アノテーションからの情報を基にして、 WSDL の <types> セクションを構築します。また、@types アノテーションによる別のス
キーマファイルの指定は、WSDL 内の <import> 要素に変換されます。

<service> 要素の location 属性
WSDL の最後は <service> 要素で、 この要素の location 属性によってサービスの URL を表します。 たとえば、次のようになります。

例1 location 属性
<service name="ConvertedStockQuote"
...
location="http://localhost/ConvertedStockQuote/ConvertedStockQuote.php"/>

この location は、ウェブサーバのドキュメントルートからの相対位置であることに注意しましょう。 事前に解決することはできません。コンポーネントがウェブサーバ上の適切な場所に配置され、 ホスト名やポート番号がわかった時点ではじめて解決することができます。
WSDL を要求した URL からの情報を使用します。つまり、たとえば http://www.example.com:1111/ConvertedStockQuote/ConvertedStockQuote.php?wsdl へのリクエストの応答として WSDL が作成されたとすると、 WSDL の location 属性には
http://www.example.com:1111/ConvertedStockQuote/ConvertedStockQuote.php が挿入されます。
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WSDL および位置パラメータをラップするドキュメント/リテラル
SCA for PHP が作成する WSDL は、ドキュメント/リテラル でラップした形式となります。これは、パラメータを囲い込んで 'ラッパー' メソッド型として返すものです。この型は、 対応するメソッドの名前となります。WSDL の先頭にある <types> 要素で、これらのラッパー
を定義します。 ConvertedStockQuote のサンプルにおける getQuote() メソッドを考えてみましょう。

例2 ふたつの引数を持つメソッド
<?php
   /**
     * ティッカーシンボルと通貨を指定して、株価を取得する
     *
     * @param string $ticker ティッカーシンボル。
     * @param string $currency 値を変換する通貨単位。
     * @return float 指定した通貨単位で表した株価。
     */
    function getQuote($ticker, $currency)
    {
        $quote  = $this->stock_quote->getQuote($ticker);
        $rate   = $this->exchange_rate->getRate($currency);
        return  $rate * $quote;
    }
?>

このメソッドの WSDL は、メソッドとパラメータの名前を定義します。 また、パラメータに対応する XML スキーマ型を提供します。 WSDL の types セクションは、このようになります。

例3 パラメータ名を表す types セクション
<types>
    <xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
      targetNamespace="http://ConvertedStockQuote">
      <xs:element name="getQuote">
        <xs:complexType>
          <xs:sequence>
            <xs:element name="ticker" type="xs:string"/>
            <xs:element name="currency" type="xs:string"/>
          </xs:sequence>
        </xs:complexType>
      </xs:element>
      <xs:element name="getQuoteResponse">
        <xs:complexType>
          <xs:sequence>
            <xs:element name="getQuoteReturn" type="xs:float"/>
          </xs:sequence>
        </xs:complexType>
      </xs:element>
    </xs:schema>
  </types>

インターフェイス内で順番に指定したパラメータと soap リクエスト内の名前つきパラメータを含む XML を相互変換するために、 SCA ランタイムは特別な処理をします。この件について知るために、 さまざまなインターフェイスを使用する PHP スクリプトが SOAP コールよ
うのパラメータリストをどのように作成するのかを考えてみましょう。 たとえば PHP の SoapClient を使用する PHP スクリプトは、 "ticker" および "currency" の値を指定したひとつのパラメータを SoapClient に渡す必要があります。おそらくこれは連想配列になるでしょ
う。 SCA コンポーネントがウェブサービス用にパラメータリストを作成する場合は、 相手がローカルであるかリモートであるかによって形式が異なります。 そのため、個別のアプローチが必要となります。

SCA が SCA コンポーネント用の WSDL を作成する際に、 その WSDL が SCA コンポーネントのインターフェイスであることを示すコメントを埋め込みます。 ある SCA コンポーネントが別のコンポーネントをウェブサービスとしてコールするとき、 呼び出し側の SCA ランタ
イムが受け取るパラメータは、 指定された順番に並べられたリストとなります。 これを、soap メッセージの名前つきパラメータにひとつひとつ割り当てるわけです。 たとえば、上で定義した getQuote() メソッドに値 'IBM' および 'USD' を渡す場合のコール方法は、このよう
になります。
<?php
  $quote = $remote_service->getQuote('IBM','USD');
?>

この結果は、次のような soap メッセージになります。
<getQuote>
  <ticker>IBM</ticker>
  <currency>USD</currency>
</getQuote>

サービス提供側の SCA コンポーネントは、soap メッセージから受け取った 名前つきパラメータをひとつひとつ受け取り、順番が指定されたパラメータリスト形式の ('IBM','USD') に再変換します。

警告

どちらの側の SCA ランタイムについても、 soap メッセージ内でのパラメータの登場順が メソッドのパラメータリストの順序と一致していることを前提としています。 これは、@param アノテーションの順序によって決まります。 これが、WSDL 内でのパラメータの登場順と
soap メッセージ内でのパラメータの登場順を定義しています。 したがって、@param アノテーションの順序は メソッドのパラメータの順番と一致させておくことが必要不可欠です。

データ構造の扱い
SCA コンポーネントが受け渡しできる PHP のスカラー型は boolean、integer、float および string の四種類です。 それ以外のデータ構造を扱う際には、SCA コンポーネントは Service Data Objects (SDO) を使用します。SDO についての詳細は、このマニュアルの SDO の
ページ を参照ください。 SDO になじみのあるかたならご存知のとおり、 SDO は (XML のモデルのような) 構造化されたデータを扱うのに非常に適しています。 また、リモートコンポーネントやウェブサービスとのデータのやり取りの際に ごく自然にシリアライズすることが
できます。 データ構造の受け渡しを行う手段としては、現在 SDO のみをサポートしています。 その他の PHP オブジェクトや配列を受け渡しすることはできません。

SCA ランタイムは、データを常に値渡しします。これはローカルコールでも同じです。 そのため、SCA ランタイムは、パラメータリスト中の SDO のコピーを事前に作成します。これはスカラー型の場合と同じです。

データ構造を SCA コンポーネントで定義する方法
現在、データ構造の定義の場所を指定する手段としては XML スキーマファイルのでの型の指定しかありません。 しかし、将来的には別の方法も可能になるでしょう。 たとえば PHP のクラスやインターフェイスで定義したり、 連想配列で定義したりなどです。

SDO の使用法を説明するために、以下では新しいコンポーネント PortfolioMangement サービスを使用します。 これは、指定した顧客のポートフォリオを表す SDO を返します。

例1 データ構造を使用するコンポーネント
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<?php

include "SCA/SCA.php";

/**
 * 顧客のポートフォリオを管理する
 *
 * @service
 * @binding.soap
 *
 * @types http://www.example.org/Portfolio PortfolioTypes.xsd
 *
 */
class PortfolioManagement {

    /**
     * 指定した顧客のポートフォリオを取得する
     *
     * @param integer $customer_id 顧客 ID
     * @return Portfolio http://www.example.org/Portfolio ポートフォリオ (銘柄と数量)
     */
    function getPortfolio($customer_id) {
        // データベースから取得しているものとします
        $portfolio = SCA::createDataObject('http://www.example.org/Portfolio', 'Portfolio');
        $holding = $portfolio->createDataObject('holding');
        $holding->ticker = 'AAPL';
        $holding->number = 100.5;
        $holding = $portfolio->createDataObject('holding');
        $holding->ticker = 'INTL';
        $holding->number = 100.5;
        $holding = $portfolio->createDataObject('holding');
        $holding->ticker = 'IBM';
        $holding->number = 100.5;
        return $portfolio;
    }

}
?>

@types アノテーションは次のようになります。
<?php
@types http://www.example.org/Portfolio PortfolioTypes.xsd
?>

これは、名前空間 http://www.example.org/Portfolio 内の型が、スキーマファイル URI PortfolioTypes.xsd で見つかることを表します。 作成される WSDL では、この情報を次のような import ステートメントで再現します。
<xs:import schemaLocation="PortfolioTypes.xsd"
                      namespace="http://www.example.org/Portfolio"/>

つまり、この URI は、絶対 URI であろうが相対 URI であろうが schemaLocation 属性で指定されたときに解決可能でなければなりません。

SDO の作成
SDO になじみの深い方は、SDO は 認められている構造 (あるいは 'スキーマ' や 'モデル' と呼ばれることもあります) でのみ作成されることをご存知でしょう。 また、'new' を使用するのではなくデータファクトリが必要となることもご存知でしょう。 たいていは、既存のデー
タオブジェクトをデータファクトリとして使用します。 しかし時には、特に最初のデータオブジェクトを取得するときなど、 何か別のものをデータファクトリとして使用する必要があります。

SCA では、SCA ランタイムクラスかあるいは (ローカルかリモートの) サービスのプロキシを SDO のデータファクトリとして使用できます。 どれを使用するのか、そしていつ使用するのかについて、 次の二つの節で説明します。

SDO の作成について説明するための新しい例を使用します。 サービスに SDO を渡し、そしてそのサービスから SDO を返すものです。

サービスに渡す SDO の作成
サービスをコールする際にデータ構造が必要となる場合、 そのサービスへのプロキシを 対応する SDO 用のデータファクトリとして使用します。 たとえば、ローカルの AddressBook コンポーネントが提供するサービスのプロキシとして使用するコンポーネントを考えて見ま
しょう。
<?php
/**
 * @reference
 * @binding.local AddressBook.php
 */
$address_book;
?>

コールしようとしている AddressBook コンポーネントの定義は、 次のようになります。
<?php
/**
* @service
* @binding.soap
* @types http://addressbook ../AddressBook/AddressBook.xsd
*/
class AddressBook {

    /**
     * @param personType $person http://addressbook (person オブジェクト)
     * @return addressType http://addressbook (その person オブジェクトに対応する address オブジェクト)
     */
    function lookupAddress($person)  {
        ...
    }
}
?>

AddressBook コンポーネントは、 lookupAddress() という名前のサービスメソッドを提供します。 これは、http://addressbook 名前空間の型を使用します。 lookupAddress メソッドは、personType 型のデータを受け取って addressType 型のデータを返します。それぞ
れの型は、スキーマファイル addressbook.xsd で定義されています。

AddressBook コンポーネントを使用するコンポーネントを作成すると、 インスタンス変数 $address_book にサービスへのプロキシが設定されます。 呼び出し元のコンポーネントは、$address_book に格納されたプロキシを使用して SDO を作成します。実際の例を以下に示
します。
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<?php
$william_shakespeare        = $address_book->createDataObject('http://addressbook','personType');
$william_shakespeare ->name = "William Shakespeare";
$address                    = $address_book->lookupAddress($william_shakespeare);
?>

このようにしてプロキシから SDO を作成する方法は、 SCA コンポーネントに限った話ではないことに注意しましょう。 サービスが一般の PHP スクリプトからコールされ、 プロキシを getService() で取得した場合にも同様の方法を使用します。
<?php
$address_book = SCA::getService('AddressBook.php');
$william_shakespeare = $address_book->createDataObject('http://addressbook','personType');
?>

コンポーネントから返す SDO の作成
データオブジェクトを作成して呼び出し元に返す必要のあるコンポーネントは、 データオブジェクトへのプロキシを使用しません。この場合は、 SCA.php の静的メソッド createDataObject() を使用します。 したがって、もし先ほど説明した AddressBook コンポーネントが
addressType 型のオブジェクトを名前空間 http://addressbook に作成するのなら、 次のようになります。
<?php
$address = SCA::createDataObject('http://addressbook','addressType');
?>

エラー処理
この節では、エラーの処理方法について説明します。 エラーには次の二種類があります。

SCA の実行時例外。これは、 コンポーネントの実行やリモートサービスとのやりとりの際に問題が発生したことを表すものです。 ネットワークや設定の問題が原因で起こることがあります。

ビジネスロジックの例外。これは、 プログラマが定義するものです。 PHP の Exception クラスを継承したクラスを作成し、 ビジネスロジックで問題が発生した場合に故意にスローします。

実行時例外の処理
SCA の実行時例外には二つの型があります。

SCA_RuntimeException - SCA ランタイム内で問題が見つかった、あるいは問題が起こったであろうと考えられるということを通知します。 これは、さまざまな理由で発生しえます。 その多くは、対象がローカルであるかリモートサービスであるかにかかわらず発生しま
す。 コンポーネント内のアノテーションのエラーや、 WSDL や PHP ファイルが存在しないなどといった内容です。 ウェブサービスの場合に SCA_RuntimeException がスローされるのは、 リモートのウェブサービスから SoapFault を受け取り、 その失敗コードの内容が
「再試行しても成功しないであろう」と判断されるときです。

SCA_ServiceUnavailableException - これは SCA_RuntimeException のサブクラスです。 接続時やリモートサービスの使用時に問題が発生したものの、 再試行すれば成功する可能性がある場合にスローされます。 ウェブサービスの場合にこの例外がスローされるのは、
リモートのウェブサービスから SoapFault を受け取り、 その失敗コードの内容が「再試行すれば成功するであろう」と判断されるときです。

ビジネスロジックの例外の処理
ビジネスロジックの例外の定義やスローは、通常通りの方法でコンポーネントで行います。 そのコンポーネントがローカルにコールされるかリモートからコールされるかは関係ありません。 SCA ランタイムは、ローカルからコールされたコンポーネント内で発生した ビジネス
ロジック例外をキャッチしません。これは呼び出し元に返されます。 一方、コンポーネントがウェブサービス経由でコールされた場合は SCA ランタイムがそのビジネスロジック例外をキャッチし、再度スローします。 呼び出し元がその例外の定義を知っている (その例外の
PHP クラス定義を含むファイルをインクルードしている) ものとして、再度スローされた冷害は元の例外と同じ内容を含みます。 つまり、たとえば getLine() メソッドや getFile() メソッドには ビジネスロジック内のどの位置で例外が発生したのかが含まれます。 例外
は、soap fault の詳細フィールドにおいて "Client" というコードで渡されます。

SCA 関数
定義済みクラス
SCA へのインターフェイスのほとんどは、SCA コンポーネントのアノテーションを用いて操作します。 そのため、パブリックなクラスやメソッドは少ししかありません。 スクリプトやコンポーネントからコールできるクラスは、 SCA クラスそのもののほかには プロキシクラ
スである SCA_LocalProxy と SCA_SoapProxy だけです。

SCA
SCA クラスのほとんどの作業は、SCA コンポーネントにファイル SCA.php をインクルードしたときに行われます。しかし、PHP スクリプトは SCA.php をインクルードしてから SCA クラスの getService() メソッドをコールし、 サービスのプロキシを取得することもできま
す。 コンポーネントは、これを行う必要はありません。というのも、 インスタンス変数と @reference アノテーションを定義することでプロキシを取得できるからです。

SDO を作成して呼び出し元に返す必要があるコンポーネントは、 データファクトリが必要となります。この目的のために、SCA クラスは createDataObject() メソッドをサポートしています。 これは、コンポーネントの @types アノテーションで定義したモデルに基づいた
SDO を作成します。 createDataObject() への引数は、 SDO の XML データアクセスサービスと同じです。

メソッド
getService - サービスのプロキシを取得する

createDataObject - SDO を作成する

SCA_LocalProxy
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getService() に 対象となるローカル PHP コンポーネントを指定してコールすると、 ローカルプロキシが返されます。 ローカルプロキシは、@reference および @binding.php アノテーションで定義されたコンポーネントのインスタンス変数に注入されます。 スクリプトある
いはコンポーネントがローカルプロキシをコールすると、 それが対象のコンポーネント自身に渡されます。

SDO を作成して呼び出し元に返す必要があるコンポーネントは、 データファクトリが必要となります。この目的のために、 SCA_LocalProxy クラスは createDataObject() メソッドをサポートしています。 これは、コンポーネントの @types アノテーションで定義したモデル
に基づいた SDO を作成します。 createDataObject() への引数は、 SDO の XML データアクセスサービスと同じです。

メソッド
createDataObject - SDO を作成する

SCA_SoapProxy
getService() に 対象となる WSDL ファイルを指定してコールすると、 SOAP プロキシが返されます。 SOAP プロキシは、@reference および @binding.soap アノテーションで定義されたコンポーネントのインスタンス変数に注入されます。 スクリプトあるいはコンポーネン
トが SOAP プロキシをコールすると、 それがウェブサービスへの SOAP リクエストに変換され、 PHP の Soap 拡張モジュールの助けを得て対象のコンポーネントに渡されます。

SDO を作成して呼び出し元に返す必要があるコンポーネントは、 データファクトリが必要となります。この目的のために、 SCA_SoapProxy クラスは createDataObject() メソッドをサポートしています。 これは、対象の WSDL で定義したモデルに基づいた SDO を作成しま
す。 createDataObject() への引数は、 SDO の XML データアクセスサービスと同じです。

メソッド
createDataObject - SDO を作成する

SCA_LocalProxy::createDataObject
(PECL SDO >= 0.5.0)

SCA_LocalProxy::createDataObject — SDO を作成する

説明

SDO_DataObject SCA_LocalProxy::createDataObject ( string $type_namespace_uri , string $type_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このメソッドは、通常の PHP スクリプト内で使用するか、 SCA コンポーネントがローカルサービスとして使用する SDO を作成するために使用します。 パラメータとして、SDO の名前空間 URI と型名を指定します。 名前空間と型は、コールされるコンポーネントのインター
フェイスで定義されている必要があります。 つまり、SCA_LocalProxy がプロキシとして働くコンポーネント内の @types アノテーションで指定されているスキーマファイルのいずれかで 名前空間と型が定義されていなければなりません。

パラメータ
type_namespace_uri

型の名前空間。
type_name

型の名前。

返り値

新しく作成した SDO_DataObject を返します。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

namespaceURI および typeName が、 SCA_LocalProxy がプロキシとして働くコンポーネント内の @types アノテーションで指定されているスキーマファイルのいずれかで 定義されていない場合にスローされます。

SCA_SoapProxy::createDataObject
(PECL SDO >= 0.5.0)

SCA_SoapProxy::createDataObject — SDO を作成する

説明

SDO_DataObject SCA_SoapProxy::createDataObject ( string $type_namespace_uri , string $type_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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このメソッドは、通常の PHP スクリプト内で使用するか、 SCA コンポーネントがウェブサービスとして使用する SDO を作成するために使用します。 パラメータとして、SDO の名前空間 URI と型名を指定します。 名前空間と型は、ウェブサービスの WSDL で定義されている
必要があります。 ウェブサービス自身も SCA コンポーネントである場合は、 SCA_SoapProxy がプロキシとして働くコンポーネント内の @types アノテーションで指定されているスキーマファイルのいずれかで 名前空間と型が定義されていなければなりません。

パラメータ
type_namespace_uri

型の名前空間。
type_name

型の名前。

返り値

新しく作成した SDO_DataObject を返します。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

namespaceURI および typeName が、 この SCA_SoapProxy を初期化する際に使用する WSDL で定義されていない場合にスローされます。

SCA::createDataObject
(PECL SDO >= 0.5.0)

SCA::createDataObject — SDO を作成する

説明

SDO_DataObject SCA::createDataObject ( string $type_namespace_uri , string $type_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このメソッドは、SDO を作成して返す必要のある SCA コンポーネントの内部で使用します。 パラメータとして、SDO の名前空間 URI と型名を指定します。 名前空間と型は、コンポーネント内の @types アノテーションで指定されているスキーマファイルのいずれかで定義さ
れていなければなりません。

パラメータ
type_namespace_uri

型の名前空間。
type_name

型の名前。

返り値

新しく作成した SDO_DataObject を返します。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

namespaceURI および typeName が、 @types アノテーションで指定されているスキーマファイルのいずれかで 定義されていない場合にスローされます。

SCA::getService
(PECL SDO >= 0.5.0)

SCA::getService — サービスのプロキシを取得する

説明

mixed SCA::getService ( string $target [, string $binding [, array $config ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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対象を調べ、適切な種類のプロキシを作成して返します。 対象がローカル PHP コンポーネントの場合は SCA_LocalProxy を返します。 対象が WSDL ファイルの場合は SCA_SoapProxy を返します。

パラメータ
target

対象となるサービスあるいはサービスの説明 (たとえば json-rpc サービスへの URL や PHP コンポーネント、WSDL ファイルなど) への絶対パスあるいは相対パス。 相対パスを指定した場合は、getService() をコールしたスクリプトの位置を基準としてパスを解決しま
す。 include_path や現在の作業ディレクトリは考慮しません。

binding

サービスとの通信に使用するバインディング (つまりプロトコル)。 たとえば json-rpc サービスの場合は binding.jsonrpc となります。 target パラメータの内容によっては、サービスの型を自動的に推定してくれることもあります (たとえば target パラメータの最後が
.wsdl で終わっている場合、 SCA は binding.soap を使用すると判断します)。 アノテーションの中で使用できるあらゆるバインディングがここで指定できます。 たとえば、'binding.soap' は '@binding.soap' アノテーションと同じ意味となります。

config

そのバインディングで使用する任意の設定プロパティの配列 (たとえば array('location' => 'http://example.org'))。 アノテーションの中で使用できるあらゆる設定オプションがここで指定できます。 たとえば 'location' は、soap サービスの場所を設定する '@location'
アノテーションと同じ意味です。

返り値

SCA_LocalProxy あるいは SCA_SoapProxy を返します。

例

例1 SCA::getService() の例

この例は、http://example.org にある EmailService.wsdl で定義される email soap サービスへのプロキシを取得する方法を示すものです。
<?php
include 'SCA/SCA.php';
$service = SCA::getService('EmailService.wsdl', 'binding.soap', array('location' => 'http://example.org'));
$service->send(...);
?>

上の例の出力は以下となります。

目次
SCA_LocalProxy::createDataObject — SDO を作成する
SCA_SoapProxy::createDataObject — SDO を作成する
SCA::createDataObject — SDO を作成する
SCA::getService — サービスのプロキシを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

サービスコンポーネントの構造
別のサービスコンポーネントへのプロキシの取得
別のサービスコンポーネントのコール
SCA コンポーネントではないスクリプトからのサービスの指定およびコール
サービスコンポーネントの、ウェブサービスとしての公開
SCA コンポーネントの配置
ウェブサービスとしてのサービスを提供する SCA コンポーネントの WSDL の取得
WSDL の作成方法について理解する
データ構造の扱い
エラー処理

SCA 関数
SCA_LocalProxy::createDataObject — SDO を作成する
SCA_SoapProxy::createDataObject — SDO を作成する
SCA::createDataObject — SDO を作成する
SCA::getService — サービスのプロキシを取得する

SOAP
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導入
SOAP拡張モジュールは、 SOAPサーバーおよびクライアントを書くために使用することができます。 本拡張モジュールは、» SOAP 1.1、 » SOAP 1.2 および » WSDL 1.1 規約のサブセットをサポートします。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

インストール手順
SOAP サポートを有効にするには、--enable-soap を指定して PHP の configure を行います。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

SOAP 設定オプション
名前 デフォルト 変更可能 変更履歴

soap.wsdl_cache_enabled 1 PHP_INI_ALL
soap.wsdl_cache_dir /tmp PHP_INI_ALL
soap.wsdl_cache_ttl 86400 PHP_INI_ALL
soap.wsdl_cache 1 PHP_INI_ALL
soap.wsdl_cache_limit 5 PHP_INI_ALL

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

soap.wsdl_cache_enabled integer

WSDLキャッシュ機能有効または無効にします。

soap.wsdl_cache_dir string

SOAP 拡張モジュールがキャッシュファイルを置くディレクトリの名前を設定します。

soap.wsdl_cache_ttl integer

キャッシュされたファイルが元のファイルの代わりに使用される秒数 (有効期間)を設定します。

soap.wsdl_cache integer

soap.wsdl_cache_enabled が on の場合に、 この設定によってキャッシュ方式を決めます。 WSDL_CACHE_NONE (0)、 WSDL_CACHE_DISK (1)、 WSDL_CACHE_MEMORY (2) あるいは WSDL_CACHE_BOTH (3) のいずれかです。これは、 SoapClient や SoapServer のコンストラクタにおけ
る配列 options で設定することもできます。

soap.wsdl_cache_limit integer

WSDL ファイルのキャッシュに使用するメモリの最大数を設定します。 メモリキャッシュがいっぱいのときにさらにファイルを追加する場合は、 既存のキャッシュの中のいちばん古いファイルを削除します。

リソース型
リソース型は定義されていません。

http://www.w3.org/TR/soap11/
http://www.w3.org/TR/soap12/
http://www.w3.org/TR/wsdl
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SOAP 定数
定数 値 説明

SOAP_1_1 (integer) 1  
SOAP_1_2 (integer) 2  
SOAP_PERSISTENCE_SESSION (integer) 1  
SOAP_PERSISTENCE_REQUEST (integer) 2  
SOAP_FUNCTIONS_ALL (integer) 999  
SOAP_ENCODED (integer) 1  
SOAP_LITERAL (integer) 2  
SOAP_RPC (integer) 1  
SOAP_DOCUMENT (integer) 2  
SOAP_ACTOR_NEXT (integer) 1  
SOAP_ACTOR_NONE (integer) 2  
SOAP_ACTOR_UNLIMATERECEIVER (integer) 3  
SOAP_COMPRESSION_ACCEPT (integer) 32  
SOAP_COMPRESSION_GZIP (integer) 0  
SOAP_COMPRESSION_DEFLATE (integer) 16  
SOAP_AUTHENTICATION_BASIC (integer) 0  
SOAP_AUTHENTICATION_DIGEST (integer) 1  
UNKNOWN_TYPE (integer) 999998  
XSD_STRING (integer) 101  
XSD_BOOLEAN (integer) 102  
XSD_DECIMAL (integer) 103  
XSD_FLOAT (integer) 104  
XSD_DOUBLE (integer) 105  
XSD_DURATION (integer) 106  
XSD_DATETIME (integer) 107  
XSD_TIME (integer) 108  
XSD_DATE (integer) 109  
XSD_GYEARMONTH (integer) 110  
XSD_GYEAR (integer) 111  
XSD_GMONTHDAY (integer) 112  
XSD_GDAY (integer) 113  
XSD_GMONTH (integer) 114  
XSD_HEXBINARY (integer) 115  
XSD_BASE64BINARY (integer) 116  
XSD_ANYURI (integer) 117  
XSD_QNAME (integer) 118  
XSD_NOTATION (integer) 119  
XSD_NORMALIZEDSTRING (integer) 120  
XSD_TOKEN (integer) 121  
XSD_LANGUAGE (integer) 122  
XSD_NMTOKEN (integer) 123  
XSD_NAME (integer) 124  
XSD_NCNAME (integer) 125  
XSD_ID (integer) 126  
XSD_IDREF (integer) 127  
XSD_IDREFS (integer) 128  
XSD_ENTITY (integer) 129  
XSD_ENTITIES (integer) 130  
XSD_INTEGER (integer) 131  
XSD_NONPOSITIVEINTEGER (integer) 132  
XSD_NEGATIVEINTEGER (integer) 133  
XSD_LONG (integer) 134  
XSD_INT (integer) 135  
XSD_SHORT (integer) 136  
XSD_BYTE (integer) 137  
XSD_NONNEGATIVEINTEGER (integer) 138  
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XSD_UNSIGNEDLONG (integer) 139  
XSD_UNSIGNEDINT (integer) 140  
XSD_UNSIGNEDSHORT (integer) 141  
XSD_UNSIGNEDBYTE (integer) 142  
XSD_POSITIVEINTEGER (integer) 143  
XSD_NMTOKENS (integer) 144  
XSD_ANYTYPE (integer) 145  
XSD_ANYXML (integer) 147  
APACHE_MAP (integer) 200  
SOAP_ENC_OBJECT (integer) 301  
SOAP_ENC_ARRAY (integer) 300  
XSD_1999_TIMEINSTANT (integer) 401  
XSD_NAMESPACE (integer) http://www.w3.org/2001/XMLSchema  
XSD_1999_NAMESPACE (integer) http://www.w3.org/1999/XMLSchema  
SOAP_SINGLE_ELEMENT_ARRAYS (integer) 1  
SOAP_WAIT_ONE_WAY_CALLS (integer) 2  
SOAP_USE_XSI_ARRAY_TYPE (integer) 4  
WSDL_CACHE_NONE (integer) 0  
WSDL_CACHE_DISK (integer) 1  
WSDL_CACHE_MEMORY (integer) 2  
WSDL_CACHE_BOTH (integer) 3  

SOAP 関数

is_soap_fault
(Unknown)

is_soap_fault — SOAP コールが失敗したかどうかを調べる

説明

bool is_soap_fault ( mixed $object )

この関数は、SOAP コールが失敗したかどうかを調べたいが、例外を使用したくない 場合に有用です。 この関数を使用するには、オプション exceptions に ゼロまたは FALSE を指定して SoapClient オブジェクトを作成する必要があります。 この場合、SOAP メソッドは、特別
な SoapFault オブジェクトを返します。 このオブジェクトには、フォルトの詳細 (faultcode, faultstring, faultactor および faultdetails) が含まれています。

exceptions が設定されていない場合、 SOAPコールは、エラー時に例外を投げます。 is_soap_fault() は指定したパラメータ SoapFault オブジェクトであるかどうかを調べます。

パラメータ
object

検査するオブジェクト

返り値

エラー時に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

例

例1 is_soap_fault() の例
<?php
$client = new SoapClient("some.wsdl", array('exceptions' => 0));
$result = $client->SomeFunction();
if (is_soap_fault($result)) {
    trigger_error("SOAP Fault: (faultcode: {$result->faultcode}, faultstring: {$result->faultstring})", E_USER_ERROR);
}
?>

例2 SOAP の標準的なエラーレポートメソッドは例外となる
<?php
try {
    $client = new SoapClient("some.wsdl");
    $result = $client->SomeFunction(/* ... */);
} catch (SoapFault $fault) {
    trigger_error("SOAP Fault: (faultcode: {$fault->faultcode}, faultstring: {$fault->faultstring})", E_USER_ERROR);
}
?>
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参考

SoapClient::SoapClient() - SoapClient コンストラクタ
SoapFault::SoapFault() - SoapFault コンストラクタ

use_soap_error_handler
(Unknown)

use_soap_error_handler — SOAP エラーハンドラを使用するかどうかを設定する

説明

bool use_soap_error_handler ([ bool $handler ] )

この関数は、SOAP サーバで SOAP エラーハンドラを使用するかどうかを設定します。 それまでに設定されていた値を返します。 TRUE に設定すると、 SoapServer アプリケーションでのエラーの詳細がクライアントに送信されます。 FALSE の場合は、情報は何も送信されませ
ん。 no information will be sent.

パラメータ
handler

TRUE に設定すると、エラーの詳細をクライアントに送信します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

set_error_handler() - ユーザ定義のエラーハンドラ関数を設定する
set_exception_handler() - ユーザ定義の例外ハンドラ関数を設定する

目次
is_soap_fault — SOAP コールが失敗したかどうかを調べる
use_soap_error_handler — SOAP エラーハンドラを使用するかどうかを設定する

SoapClient クラス
導入
SoapClient クラスは » SOAP 1.1、» SOAP 1.2 サーバ用のクライアントとなります。 WSDL モードあるいは non-WSDL モードで動作します。

クラス概要
SoapClient {
/* メソッド */
public mixed __call ( string $function_name , string $arguments )
SoapClient ( mixed $wsdl [, array $options ] )
public string __doRequest ( string $request , string $location , string $action , int $version [, int $one_way = 0 ] )
public array __getFunctions ( void )
public string __getLastRequest ( void )
public string __getLastRequestHeaders ( void )
public string __getLastResponse ( void )
public string __getLastResponseHeaders ( void )
public array __getTypes ( void )
public void __setCookie ( string $name [, string $value ] )
public string __setLocation ([ string $new_location ] )
public bool __setSoapHeaders ([ mixed $soapheaders ] )
public mixed __soapCall ( string $function_name , array $arguments [, array $options [, mixed $input_headers [, array &$output_headers ]]] )
SoapClient ( mixed $wsdl [, array $options ] )
}

SoapClient::__call

http://www.w3.org/TR/soap11/
http://www.w3.org/TR/soap12/
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(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__call — SOAP 関数をコールする (非推奨)

説明

public mixed SoapClient::__call ( string $function_name , string $arguments )

このメソッドは非推奨です。かわりに SoapClient::__soapCall を使用してください。

SoapClient::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__construct — SoapClient のコンストラクタ

説明

SoapClient::SoapClient ( mixed $wsdl [, array $options ] )

この関数は次の関数のエイリアスです。 SoapClient::SoapClient()

SoapClient::__doRequest
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__doRequest — SOAP リクエストを実行する

説明

public string SoapClient::__doRequest ( string $request , string $location , string $action , int $version [, int $one_way = 0 ] )

HTTP 上で SOAP リクエストを実行します。

異なるトランスポート層や追加の XML を処理する、もしくは他の目的のために サブクラスでこのメソッドをオーバーライドする事ができます。

パラメータ
request

XML SOAP リクエスト
location

リクエスト先の URL

action

SOAP アクション
version

SOAP バージョン
one_way

one_way に 1 を設定すると、このメソッドは何も返しません。 レスポンスが不要なときにこれを使用します。

返り値

XML SOAP レスポンス

変更履歴

バージョン 説明
5.1.3 one_way パラメータが追加されました。

例

例1 SoapClient::__doRequest() の例
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<?php
function Add($x,$y) {
  return $x+$y;
}

class LocalSoapClient extends SoapClient {

  function __construct($wsdl, $options) {
    parent::__construct($wsdl, $options);
    $this->server = new SoapServer($wsdl, $options);
    $this->server->addFunction('Add');
  }

  function __doRequest($request, $location, $action, $version) {
    ob_start();
    $this->server->handle($request);
    $response = ob_get_contents();
    ob_end_clean();
    return $response;
  }

}

$x = new LocalSoapClient(NULL,array('location'=>'test://', 
                                   'uri'=>'http://testuri.org')); 
var_dump($x->Add(3,4));
?>

SoapClient::__getFunctions
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__getFunctions — SOAP 関数の一覧を返す

説明

public array SoapClient::__getFunctions ( void )

ウェブサービスの WSDL に記述されている関数の配列を返します。

注意:

この関数は WSDL モードでのみ動作します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

SOAP 関数のプロトタイプ、返り値の型、関数名、型ヒントつきパラメータの配列を返します。

例

例1 SoapClient::__getFunctions() の例
<?php
$client = new SoapClient('http://soap.amazon.com/schemas3/AmazonWebServices.wsdl');
var_dump($client->__getFunctions());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(26) {
  [0]=>
  string(70) "ProductInfo KeywordSearchRequest(KeywordRequest $KeywordSearchRequest)"
  [1]=>
  string(79) "ProductInfo TextStreamSearchRequest(TextStreamRequest $TextStreamSearchRequest)"
  [2]=>
  string(64) "ProductInfo PowerSearchRequest(PowerRequest $PowerSearchRequest)"
...
  [23]=>
  string(107) "ShoppingCart RemoveShoppingCartItemsRequest(RemoveShoppingCartItemsRequest $RemoveShoppingCartItemsRequest)"
  [24]=>
  string(107) "ShoppingCart ModifyShoppingCartItemsRequest(ModifyShoppingCartItemsRequest $ModifyShoppingCartItemsRequest)"
  [25]=>
  string(118) "GetTransactionDetailsResponse GetTransactionDetailsRequest(GetTransactionDetailsRequest $GetTransactionDetailsRequest)"
}

参考

SoapClient::SoapClient() - SoapClient コンストラクタ

SoapClient::__getLastRequest
(PHP 5 >= 5.0.1)
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SoapClient::__getLastRequest — 直近の SOAP リクエストを返す

説明

public string SoapClient::__getLastRequest ( void )

直近の SOAP リクエストで送信された XML を返します。

注意:

このメソッドは、オプション trace を指定して SoapClient が作成されている場合のみ使用可能です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の SOAP リクエストを XML 文字列で返します。

例

例1 SoapClient->__getLastRequest() の例
<?php
$client = SoapClient("some.wsdl", array('trace' => 1));
$result = $client->SomeFunction();
echo "REQUEST:\n" . $client->__getLastRequest() . "\n";
?>

参考

SoapClient::__getLastRequestHeaders() - 直近の SOAP リクエストヘッダを返す
SoapClient::__getLastResponse() - 直近の SOAP レスポンスを返す
SoapClient::__getLastResponseHeaders() - 直近の SOAP レスポンスヘッダを返す

SoapClient::__getLastRequestHeaders
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__getLastRequestHeaders — 直近の SOAP リクエストヘッダを返す

説明

public string SoapClient::__getLastRequestHeaders ( void )

直近の SOAP リクエストヘッダを返します。

注意:

このメソッドは、オプション trace を指定して SoapClient が作成されている場合のみ使用可能です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の SOAP リクエストヘッダ

例

例1 SoapClient->__getLastRequest() の例
<?php
$client = SoapClient("some.wsdl", array('trace' => 1));
$result = $client->SomeFunction();
echo "REQUEST HEADERS:\n" . $client->__getLastRequestHeaders() . "\n";
?>

参考

SoapClient::__getLastResponseHeaders() - 直近の SOAP レスポンスヘッダを返す
SoapClient::__getLastRequest() - 直近の SOAP リクエストを返す
SoapClient::__getLastResponse() - 直近の SOAP レスポンスを返す
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SoapClient::__getLastResponse
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__getLastResponse — 直近の SOAP レスポンスを返す

説明

public string SoapClient::__getLastResponse ( void )

直近の SOAP レスポンスで受信した XML を返します。

注意:

このメソッドは、オプション trace を指定して SoapClient が作成されている場合のみ使用可能です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の SOAP レスポンスを XML 文字列で返します。

例

例1 SoapClient->__getLastResponse() の例
<?php
$client = SoapClient("some.wsdl", array('trace' => 1));
$result = $client->SomeFunction();
echo "Response:\n" . $client->__getLastResponse() . "\n";
?>

参考

SoapClient::__getLastResponseHeaders() - 直近の SOAP レスポンスヘッダを返す
SoapClient::__getLastRequest() - 直近の SOAP リクエストを返す
SoapClient::__getLastRequestHeaders() - 直近の SOAP リクエストヘッダを返す

SoapClient::__getLastResponseHeaders
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__getLastResponseHeaders — 直近の SOAP レスポンスヘッダを返す

説明

public string SoapClient::__getLastResponseHeaders ( void )

直近の SOAP レスポンスヘッダを返します。

注意:

このメソッドは、オプション trace を指定して SoapClient が作成されている場合のみ使用可能です。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

直近の SOAP レスポンスヘッダ

例

例1 SoapClient->__getLastResponse() の例
<?php
$client = SoapClient("some.wsdl", array('trace' => 1));
$result = $client->SomeFunction();
echo "RESPONSE HEADERS:\n" . $client->__getLastResponseHeaders() . "\n";
?>
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参考

SoapClient::__getLastRequestHeaders() - 直近の SOAP リクエストヘッダを返す
SoapClient::__getLastRequest() - 直近の SOAP リクエストを返す
SoapClient::__getLastResponse() - 直近の SOAP レスポンスを返す

SoapClient::__getTypes
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__getTypes — SOAP 型の一覧を返す

説明

public array SoapClient::__getTypes ( void )

ウェブサービスの WSDL で定義されている型の配列を返します。

注意:

この関数は WSDL モードでのみ動作します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

SOAP 型の配列を返します。すべての構造や型が含まれています。

例

例1 SoapClient::__getTypes() の例
<?php
$client = new SoapClient('http://soap.amazon.com/schemas3/AmazonWebServices.wsdl');
var_dump($client->__getTypes());
?>

上の例の出力は以下となります。
array(88) {
  [0]=>
  string(30) "ProductLine ProductLineArray[]"
  [1]=>
  string(85) "struct ProductLine {
 string Mode;
 string RelevanceRank;
 ProductInfo ProductInfo;
}"
  [2]=>
  string(105) "struct ProductInfo {
 string TotalResults;
 string TotalPages;
 string ListName;
 DetailsArray Details;
}"
...
  [85]=>
  string(32) "ShortSummary ShortSummaryArray[]"
  [86]=>
  string(121) "struct GetTransactionDetailsRequest {
 string tag;
 string devtag;
 string key;
 OrderIdArray OrderIds;
 string locale;
}"
  [87]=>
  string(75) "struct GetTransactionDetailsResponse {
 ShortSummaryArray ShortSummaries;
}"
}

参考

SoapClient::SoapClient() - SoapClient コンストラクタ

SoapClient::__setCookie
(PHP 5 >= 5.0.4)
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SoapClient::__setCookie — SOAP リクエストと共に送信されるクッキーを設定する

説明

public void SoapClient::__setCookie ( string $name [, string $value ] )

SOAP リクエストと共に送信されるクッキーを定義します。

注意:

このメソッドをコールすることで、その後のすべての SoapClient メソッドコール に影響します。

パラメータ
name

クッキーの名前
value

クッキーの値。指定されない場合、クッキーは削除されます。

返り値

値を返しません。

SoapClient::__setLocation
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__setLocation — 使用するウェブサービスの場所を設定する

説明

public string SoapClient::__setLocation ([ string $new_location ] )

それ以降の SOAP リクエストで使用するエンドポイント URL を設定します。 これは、SoapClient を作成する際に location オプションを指定するのと同じことです。

注意:

このメソッドのコールは必須ではありません。SoapClient は、デフォルトで WSDL ファイルから取得したエンドポイントを使用します。

パラメータ
new_location

新しいエンドポイント URL。

返り値

それまでのエンドポイント URL を返します。

例

例1 SoapClient::__setLocation() の例
<?php
$client = new SoapClient('http://example.com/webservice.php?wsdl');

$client->__setLocation('http://www.somethirdparty.com');

$old_location = $client->__setLocation(); // location オプションの設定を解除します
echo $old_location;

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
http://www.somethirdparty.com

参考

SoapClient::SoapClient() - SoapClient コンストラクタ
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SoapClient::__setSoapHeaders
(PHP 5 >= 5.0.5)

SoapClient::__setSoapHeaders — 以降のコール用の SOAP ヘッダを設定する

説明

public bool SoapClient::__setSoapHeaders ([ mixed $soapheaders ] )

SOAP リクエストで送信するヘッダを定義します。

注意:

このメソッドをコールすると、それまでの値はすべて上書きされます。

パラメータ
soapheaders

設定したいヘッダ。SoapHeader オブジェクト、あるいは SoapHeader オブジェクトの配列です。 省略したり NULL を設定したりした場合はヘッダが削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 SoapClient::__setSoapHeaders() の例
<?php

$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/"));
$header = new SoapHeader('http://soapinterop.org/echoheader/', 
                            'echoMeStringRequest',
                            'hello world');

$client->__setSoapHeaders($header);

$client->__soapCall("echoVoid", null);
?>

例2 複数のヘッダの設定
<?php

$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/"));
$headers = array();

$headers[] = new SoapHeader('http://soapinterop.org/echoheader/', 
                            'echoMeStringRequest',
                            'hello world');

$headers[] = new SoapHeader('http://soapinterop.org/echoheader/', 
                            'echoMeStringRequest',
                            'hello world again');

$client->__setSoapHeaders($headers);

$client->__soapCall("echoVoid", null);
?>

SoapClient::__soapCall
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::__soapCall — SOAP 関数をコールする

説明

public mixed SoapClient::__soapCall ( string $function_name , array $arguments [, array $options [, mixed $input_headers [, array &$output_headers ]]] )

本メソッドは、SOAP コールを行う低レベル API 関数です。 通常、WSDL モードでは、SOAP 関数を SoapClient のメソッドとして簡単にコールすることができます。 本メソッドは、soapaction が不明な場合や、 uri がデフォルトと異なっていたり、 SOAP ヘッダを送受信し
たい場合に、非 WSDL モードを使用する際に有用です。

エラーの場合、SOAP 関数のコールは、PHP 例外または、例外が無効な場合に SoapFault オブジェクトが返されます。 この関数コールが失敗したかどうかを調べるには、 SoapFault 例外をキャッチするか、

パラメータ
function_name

コールしたい SOAP 関数の名前。
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arguments

関数に渡す引数の配列。これは、数値添字配列あるいは連想配列のどちらの形式でもかまいません。
options

クライアントに渡すオプションの連想配列。

location はリモートウェブサービスの URL です。

uri は SOAP サービスのターゲット名前空間です。

soapaction はコールしたいアクションです。
input_headers

SOAP リクエストで送信するヘッダの配列。
output_headers

指定すると、この配列に SOAP レスポンスのヘッダが書き込まれます。

返り値

SOAP 関数は、一つまたは複数の値を返す可能性があります。 SOAP 関数によって返される値が 1 つだけの場合、__soapCall の返す値は単純な値 (例えば、整数型、文字列など) になります。 複数の値が返される場合、__soapCall は出力パラメータの名前を連想配列として返
します。

エラーの場合は、SoapClient オブジェクトの作成時に trace オプションが FALSE となっていれば SoapFault オブジェクトを返します。

例

例1 SoapClient::__soapCall() の例
<?php

$client = new SoapClient("some.wsdl");
$client->SomeFunction($a, $b, $c);

$client->__soapCall("SomeFunction", array($a, $b, $c));
$client->__soapCall("SomeFunction", array($a, $b, $c), NULL,
                    new SoapHeader(), $output_headers);

$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/"));
$client->SomeFunction($a, $b, $c);
$client->__soapCall("SomeFunction", array($a, $b, $c));
$client->__soapCall("SomeFunction", array($a, $b, $c),
                    array('soapaction' => 'some_action',
                          'uri'        => 'some_uri'));
?>

参考

SoapClient::SoapClient() - SoapClient コンストラクタ
SoapParam::SoapParam() - SoapParam コンストラクタ
SoapVar::SoapVar() - SoapVar コンストラクタ
SoapHeader::SoapHeader() - SoapHeader コンストラクタ
SoapFault::SoapFault() - SoapFault コンストラクタ
is_soap_fault() - SOAP コールが失敗したかどうかを調べる

SoapClient::SoapClient
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapClient::SoapClient — SoapClient コンストラクタ

説明

SoapClient::SoapClient ( mixed $wsdl [, array $options ] )

このコンストラクタは、WSDL モードもしくは 非 WSDL モードで SoapClient オブジェクトを生成します。

パラメータ
wsdl

WSDL ファイルの URI もしくは 非 WSDL モードの場合 NULL

注意:
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開発中は、WSDL のキャッシュを php.ini の soap.wsdl_cache_ttl で無効にしておくとよいでしょう。 そうしないと、WSDL を変更しても soap.wsdl_cache_ttl で設定した時間が経過するまで それが反映されなくなります。
options

オプションの配列。もし WSDL モードで動作させる場合、 このパラメータはオプションです。非 WSDL モードで動作させる場合、 location と uri オプションを指定する必要があります。ここで、 location はリクエストを行う URL、 uri は SOAP サービスのターゲット名
前空間です。

style および use オプション は非 WSDL モードでのみ動作します。 WSDL モードでは、これらは WSDL ファイルで指定されます。

soap_version オプションは、 SOAP 1.1 (デフォルト) または SOAP 1.2 クライアントのどちらを使用するかを指定します。

HTTP 認証用として、login および password オプションが使用可能です。 プロキシサーバ経由で HTTP 接続を確立する場合は、 proxy_host, proxy_port, proxy_login および proxy_password の各オプションを使用してください。 HTTPS クライアント証明書による認
証には local_cert と passphrase を使用します。認証情報は authentication オプションで指定します。認証方式は SOAP_AUTHENTICATION_BASIC (デフォルト) あるいは SOAP_AUTHENTICATION_DIGEST のいずれかとなります。

compression オプションにより、 HTTP SOAP リクエストやレスポンスの圧縮を行うことができます。

encoding オプションは内部的な文字エンコーディングを定義します。 このオプションは SOAP リクエストのエンコーディング (常に utf-8) を変更しませんが、その中の文字列を変換します。

trace オプションはリクエストのトレースを有効にします。 失敗したときにバックトレースが可能となります。 デフォルトは FALSE です。

classmap オプションは WSDL 型を PHP クラスにマッピングするために使用可能です。 このオプションには、キーとしてWSDL 型、値として PHP クラスの名前を持つ配列を指定する必要があります。

boolean のオプション trace を設定すると、 SoapClient->__getLastRequest、 SoapClient->__getLastRequestHeaders、 SoapClient->__getLastResponse および SoapClient->__getLastResponseHeaders といったメソッドが使用できるようになります。

exceptions オプションは boolean 値で、soap のエラー時に SoapFault 型の例外をスローさせるかどうかを設定します。

connection_timeout オプションは、SOAP サービスに接続する際のタイムアウト秒数を指定します。 これを使用しても、レスポンスが遅いサービスのタイムアウトを定義することはできません。 サービスのコールが完了するまでの待ち時間を制限するには、設定項目
default_socket_timeout を使用します。

typemap オプションは、型マッピングの配列です。 この配列のキーは type_name、 type_ns (名前空間 URI)、from_xml (引数として文字列をひとつ受け取るコールバック) そして to_xml (引数としてオブジェクトをひとつ受け取るコールバック) です。

cache_wsdl オプションは WSDL_CACHE_NONE、 WSDL_CACHE_DISK、 WSDL_CACHE_MEMORY あるいは WSDL_CACHE_BOTH のいずれかです。

user_agent オプションは、 User-Agent ヘッダで使用する文字列を指定します。

stream_context オプションは、 context 用のリソースです。

features オプションは SOAP_SINGLE_ELEMENT_ARRAYS、 SOAP_USE_XSI_ARRAY_TYPE、 SOAP_WAIT_ONE_WAY_CALLS のビットマスクです。

例

例1 SoapClient::SoapClient() の例
<?php

$client = new SoapClient("some.wsdl");

$client = new SoapClient("some.wsdl", array('soap_version'   => SOAP_1_2));

$client = new SoapClient("some.wsdl", array('login'          => "some_name",
                                            'password'       => "some_password"));

$client = new SoapClient("some.wsdl", array('proxy_host'     => "localhost",
                                            'proxy_port'     => 8080));

$client = new SoapClient("some.wsdl", array('proxy_host'     => "localhost",
                                            'proxy_port'     => 8080,
                                            'proxy_login'    => "some_name",
                                            'proxy_password' => "some_password"));

$client = new SoapClient("some.wsdl", array('local_cert'     => "cert_key.pem"));

$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/"));

$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/",
                                     'style'    => SOAP_DOCUMENT,
                                     'use'      => SOAP_LITERAL));

$client = new SoapClient("some.wsdl", 
  array('compression' => SOAP_COMPRESSION_ACCEPT | SOAP_COMPRESSION_GZIP));

$server = new SoapClient("some.wsdl", array('encoding'=>'ISO-8859-1'));

class MyBook {
    public $title;
    public $author;
}

$server = new SoapClient("books.wsdl", array('classmap' => array('book' => "MyBook")));

?>

目次
SoapClient::__call — SOAP 関数をコールする (非推奨)
SoapClient::__construct — SoapClient のコンストラクタ
SoapClient::__doRequest — SOAP リクエストを実行する
SoapClient::__getFunctions — SOAP 関数の一覧を返す
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SoapClient::__getLastRequest — 直近の SOAP リクエストを返す
SoapClient::__getLastRequestHeaders — 直近の SOAP リクエストヘッダを返す
SoapClient::__getLastResponse — 直近の SOAP レスポンスを返す
SoapClient::__getLastResponseHeaders — 直近の SOAP レスポンスヘッダを返す
SoapClient::__getTypes — SOAP 型の一覧を返す
SoapClient::__setCookie — SOAP リクエストと共に送信されるクッキーを設定する
SoapClient::__setLocation — 使用するウェブサービスの場所を設定する
SoapClient::__setSoapHeaders — 以降のコール用の SOAP ヘッダを設定する
SoapClient::__soapCall — SOAP 関数をコールする
SoapClient::SoapClient — SoapClient コンストラクタ

SoapServer クラス
導入
SoapServer クラスは » SOAP 1.1 および » SOAP 1.2 プロトコル用のサーバとなります。 WSDL サービス記述を使用することもしないこともできます。

クラス概要
SoapServer {
/* メソッド */
public void addFunction ( mixed $functions )
public void addSoapHeader ( SoapHeader $object )
__construct ( mixed $wsdl [, array $options ] )
public void fault ( string $code , string $string [, string $actor [, string $details [, string $name ]]] )
public array getFunctions ( void )
public void handle ([ string $soap_request ] )
public void setClass ( string $class_name [, string $args ] )
public void setObject ( string $object )
public void setPersistence ( string $mode )
SoapServer ( mixed $wsdl [, array $options ] )
}

SoapServer::addFunction
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::addFunction — SOAP リクエストによって処理される単一もしくはいくつかの関数を追加する

説明

public void SoapServer::addFunction ( mixed $functions )

リモートクライアント用に単一もしくは複数の関数をエクスポートします。

パラメータ
functions

単一の関数をエクスポートするには、 このパラメータに文字列として関数名を渡してください。

いくつかの関数をエクスポートするには、関数名の配列を渡してください。

全ての関数をエクスポートする場合、特別な定数 SOAP_FUNCTIONS_ALL を渡してください。

注意:

functions は、全ての入力引数を WSDL ファイルで定義されている順序と同じ順序で受け取る必要があり (これらの関数は出力パラメータを引数として受け取ることはありません) 、一つまたは複数の値を返す必要があります。 複数の値を返すには、名前付き出
力パラメータの配列を返す必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 SoapServer::addFunction() の例
<?php

function echoString($inputString)

http://www.w3.org/TR/soap11/
http://www.w3.org/TR/soap12/
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{
    return $inputString;
}

$server->addFunction("echoString");

function echoTwoStrings($inputString1, $inputString2)
{
    return array("outputString1" => $inputString1,
                 "outputString2" => $inputString2);
}
$server->addFunction(array("echoString", "echoTwoStrings"));

$server->addFunction(SOAP_FUNCTIONS_ALL);

?>

参考

SoapServer::SoapServer() - SoapServer コンストラクタ
SoapServer::setClass() - SOAP リクエストを処理するクラスを設定する

SoapServer::addSoapHeader
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::addSoapHeader — SOAP ヘッダをレスポンスに追加する

説明

public void SoapServer::addSoapHeader ( SoapHeader $object )

現在のリクエストから返されるレスポンスに SOAP ヘッダを追加します。

パラメータ
object

返すヘッダ。

返り値

値を返しません。

SoapServer::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::__construct — SoapServer コンストラクタ

説明

SoapServer::__construct ( mixed $wsdl [, array $options ] )

この関数は次の関数のエイリアスです。 SoapServer::SoapServer()

SoapServer::fault
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::fault — エラーを示す SoapServer フォールト を発行する

説明

public void SoapServer::fault ( string $code , string $string [, string $actor [, string $details [, string $name ]]] )

現在のリクエストに対するレスポンスとして、エラーを表す内容をクライアントに送信します。

注意:

これは、リクエストを処理する際にのみコールされます。

パラメータ
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code

返したいエラーコード。
string

エラーについての簡単な説明。
actor

フォールトを引き起こしたアクターをあらわす文字列。
details

フォールトについての詳細。
name

フォールトの名前。これは WSDL ファイルにある名前を使うことができます。

返り値

値を返しません。

参考

SoapFault::SoapFault() - SoapFault コンストラクタ

SoapServer::getFunctions
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::getFunctions — 定義されている関数の一覧を返す

説明

public array SoapServer::getFunctions ( void )

SoapServer オブジェクトで定義されている関数の一覧を返します。 このメソッドは、 SoapServer::addFunction() もしくは SoapServer::setClass() で追加された全ての関数の一覧を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

定義されている関数の配列を返します。

例

例1 SoapServer::getFunctions() の例
<?php
$server = new SoapServer(NULL, array("uri" => "http://test-uri"));
$server->addFunction(SOAP_FUNCTIONS_ALL);
if ($_SERVER["REQUEST_METHOD"] == "POST") {
  $server->handle();
} else {
  echo "This SOAP server can handle following functions: ";
  $functions = $server->getFunctions();
  foreach($functions as $func) {
    echo $func . "\n";
  }
}
?>

参考

SoapServer::SoapServer() - SoapServer コンストラクタ
SoapServer::addFunction() - SOAP リクエストによって処理される単一もしくはいくつかの関数を追加する
SoapServer::setClass() - SOAP リクエストを処理するクラスを設定する

SoapServer::handle
(PHP 5 >= 5.0.1)
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SoapServer::handle — SOAP リクエストを処理する

説明

public void SoapServer::handle ([ string $soap_request ] )

SOAP リクエストを処理し、必要な関数をコールし、レスポンスを返送します。

パラメータ
soap_request

SOAP リクエスト。もし引数が省略された場合、 HTTP リクエストで POST されたデータの中にリクエストがあるとみなします。

返り値

値を返しません。

例

例1 SoapServer::handle() の例
<?php
function test($x)
{
    return $x;
}

$server = new SoapServer(null, array('uri' => "http://test-uri/"));
$server->addFunction("test");
$server->handle();
?>

参考

SoapServer::SoapServer() - SoapServer コンストラクタ

SoapServer::setClass
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::setClass — SOAP リクエストを処理するクラスを設定する

説明

public void SoapServer::setClass ( string $class_name [, string $args ] )

指定されたクラスから全てのメソッドをエクスポートします。

このオブジェクトは SoapServer::setPersistence() メソッドにより指定した PHP セッションに関するリクエストをまたがる 持続性を持たせることができます

パラメータ
class_name

エクスポートするクラス名
args

これらのオプションパラメータは、 オブジェクト作成時にデフォルトのクラスコンストラクタに渡されます。

返り値

値を返しません。

参考

SoapServer::SoapServer() - SoapServer コンストラクタ
SoapServer::addFunction() - SOAP リクエストによって処理される単一もしくはいくつかの関数を追加する
SoapServer::setPersistence() - SoapServer の持続モードを設定する

SoapServer::setObject
(PHP 5 >= 5.2.0)
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SoapServer::setObject — SOAP リクエストの処理に使用するオブジェクトを設定する

説明

public void SoapServer::setObject ( string $object )

SOAP リクエストを処理するハンドラとして、 SoapServer::setClass() のような単なるクラスではなく特定のオブジェクトを設定します。

パラメータ
object

リクエストを処理するオブジェクト。

返り値

値を返しません。

参考

SoapServer::setClass() - SOAP リクエストを処理するクラスを設定する

SoapServer::setPersistence
(PHP 5 >= 5.1.2)

SoapServer::setPersistence — SoapServer の持続モードを設定する

説明

public void SoapServer::setPersistence ( string $mode )

この関数により、ある PHP セッションにおいて複数のリクエスト間でデータを保持することが可能になります。 この関数は、サーバが SoapServer::setClass() や SoapServer::setObject() によりクラスから関数をエクスポートした場合のみ使用可能です。

注意:

持続モード SOAP_PERSISTENCE_SESSION は、そのクラスのオブジェクトについてのみ持続させます。 クラスのスタティックなデータについては対象となりません。 self::$bar ではなく $this->bar を使用しましょう。

パラメータ
mode

SOAP_PERSISTENCE_XXX 定数のうちの一つ

SOAP_PERSISTENCE_REQUEST - リクエスト単位でオブジェクトを持続させる

SOAP_PERSISTENCE_SESSION - セッション単位でオブジェクトを持続させる

返り値

値を返しません。

参考

SoapServer::setClass() - SOAP リクエストを処理するクラスを設定する
SoapServer::setObject() - SOAP リクエストの処理に使用するオブジェクトを設定する

SoapServer::SoapServer
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapServer::SoapServer — SoapServer コンストラクタ

説明

SoapServer::SoapServer ( mixed $wsdl [, array $options ] )

このコンストラクタにより SoapServer オブジェクトを WSDL または非 WSDL モードで作成することが可能です。
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パラメータ
wsdl

WSDL モードの場合、これに WSDL ファイルの URI を指定する必要があります。 その他の場合、NULL を指定し、uri オプションを設定する必要があります。
options

デフォルトの SOAP バージョン (soap_version), 内部の文字エンコーディング (encoding), アクターの URI (actor) を指定することができます。

classmap オプションにより、WSDL 型を PHP のクラスにマッピングすることが可能です。 このオプションには、キーとしてWSDL 型、値として PHP クラスの名前を持つ配列を指定する必要があります。

typemap オプションは、型マッピングの配列です。 この配列のキーは type_name、 type_ns (名前空間 URI)、from_xml (引数として文字列をひとつ受け取るコールバック) そして to_xml (引数としてオブジェクトをひとつ受け取るコールバック) です。

cache_wsdl オプションは、 WSDL_CACHE_NONE、 WSDL_CACHE_DISK、 WSDL_CACHE_MEMORY あるいは WSDL_CACHE_BOTH のいずれかです。

その他には features というオプションもあり、 SOAP_WAIT_ONE_WAY_CALLS、 SOAP_SINGLE_ELEMENT_ARRAYS、 SOAP_USE_XSI_ARRAY_TYPE を設定することができます。

例

例1 SoapServer::SoapServer() の例
<?php

$server = new SoapServer("some.wsdl");

$server = new SoapServer("some.wsdl", array('soap_version' => SOAP_1_2));

$server = new SoapServer("some.wsdl", array('actor' => "http://example.org/ts-tests/C"));

$server = new SoapServer("some.wsdl", array('encoding'=>'ISO-8859-1'));

$server = new SoapServer(null, array('uri' => "http://test-uri/"));

class MyBook {
    public $title;
    public $author;
}

$server = new SoapServer("books.wsdl", array('classmap' => array('book' => "MyBook")));

?>

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 typemap オプションが追加されました。

参考

SoapClient::SoapClient() - SoapClient コンストラクタ

目次
SoapServer::addFunction — SOAP リクエストによって処理される単一もしくはいくつかの関数を追加する
SoapServer::addSoapHeader — SOAP ヘッダをレスポンスに追加する
SoapServer::__construct — SoapServer コンストラクタ
SoapServer::fault — エラーを示す SoapServer フォールト を発行する
SoapServer::getFunctions — 定義されている関数の一覧を返す
SoapServer::handle — SOAP リクエストを処理する
SoapServer::setClass — SOAP リクエストを処理するクラスを設定する
SoapServer::setObject — SOAP リクエストの処理に使用するオブジェクトを設定する
SoapServer::setPersistence — SoapServer の持続モードを設定する
SoapServer::SoapServer — SoapServer コンストラクタ

SoapFault クラス
導入
SOAP fault をあらわします。

クラス概要
SoapFault extends Exception {
/* プロパティ */
/* メソッド */
__construct ( string $faultcode , string $faultstring [, string $faultactor [, string $detail [, string $faultname [, string $headerfault ]]]] )
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SoapFault ( string $faultcode , string $faultstring [, string $faultactor [, string $detail [, string $faultname [, string $headerfault ]]]] )
public string __toString ( void )
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

プロパティ
message

Prop description

code

Prop description

file

Prop description

line

Prop description

SoapFault::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapFault::__construct — SoapFault コンストラクタ

説明

SoapFault::__construct ( string $faultcode , string $faultstring [, string $faultactor [, string $detail [, string $faultname [, string $headerfault ]]]] )

この関数は次の関数のエイリアスです。 SoapFault::SoapFault()

SoapFault::SoapFault
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapFault::SoapFault — SoapFault コンストラクタ

説明

SoapFault::SoapFault ( string $faultcode , string $faultstring [, string $faultactor [, string $detail [, string $faultname [, string $headerfault ]]]] )

このクラスは、PHP ハンドラから SOAP フォールトレスポンスを送信した場合に有用です。 faultcode, faultstring, faultactor および detail は SOAP フォールトの標準的な要素です。

パラメータ
faultcode

SoapFault のエラーコード
faultstring

SoapFault のエラーメッセージ
faultactor

エラーの原因となったアクターを識別する文字列
detail

エラーの原因についての詳細な情報
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faultname

WSDL からの厳密なフォールトエンコーディングを取得するために利用可能
headerfault

レスポンスヘッダにおいて SOAP ハンドラがエラーの報告処理を行っている間に利用可能

例

例1 いくつかの例
<?php
function test($x)
{
    return new SoapFault("Server", "Some error message");
}

$server = new SoapServer(null, array('uri' => "http://test-uri/"));
$server->addFunction("test");
$server->handle();
?>

SOAP フォールトを投げるために PHP の例外機構を使用することができます。

例2 いくつかの例
<?php
function test($x)
{
    throw new SoapFault("Server", "Some error message");
}

$server = new SoapServer(null, array('uri' => "http://test-uri/"));
$server->addFunction("test");
$server->handle();
?>

参考

SoapServer::fault() - エラーを示す SoapServer フォールト を発行する
is_soap_fault() - SOAP コールが失敗したかどうかを調べる

SoapFault::__toString
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapFault::__toString — SoapFault の文字列表現を取得する

説明

public string SoapFault::__toString ( void )

SoapFault の文字列表現を返します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

SoapFault を文字列であらわした内容を返します。

目次
SoapFault::__construct — SoapFault コンストラクタ
SoapFault::SoapFault — SoapFault コンストラクタ
SoapFault::__toString — SoapFault の文字列表現を取得する

SoapHeader クラス
導入
SOAP ヘッダをあらわします。
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クラス概要
SoapHeader {
/* メソッド */
__construct ( string $namespace , string $name [, mixed $data [, bool $mustunderstand [, string $actor ]]] )
SoapHeader ( string $namespace , string $name [, mixed $data [, bool $mustunderstand [, string $actor ]]] )
}

SoapHeader::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapHeader::__construct — SoapHeader コンストラクタ

説明

SoapHeader::__construct ( string $namespace , string $name [, mixed $data [, bool $mustunderstand [, string $actor ]]] )

この関数は次の関数のエイリアスです。 SoapHeader::SoapHeader()

SoapHeader::SoapHeader
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapHeader::SoapHeader — SoapHeader コンストラクタ

説明

SoapHeader::SoapHeader ( string $namespace , string $name [, mixed $data [, bool $mustunderstand [, string $actor ]]] )

新規 SoapHeader オブジェクトを生成します。

パラメータ
namespace

SOAP ヘッダ要素の名前空間
name

SOAP ヘッダ要素の名前
data

SOAP ヘッダの内容。PHP の値もしくは SoapVar オブジェクトです。
mustUnderstand

SOAP ヘッダ要素の mustUnderstand 属性の値
actor

SOAP ヘッダ要素の actor 属性の値

例

例1 SoapHeader::SoapHeader() の例
<?php
$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/"));
$client->__soapCall("echoVoid", null, null,
                new SoapHeader('http://soapinterop.org/echoheader/',
                               'echoMeStringRequest',
                               'hello world'));
?>

参考

SoapClient::__soapCall() - SOAP 関数をコールする
SoapVar::SoapVar() - SoapVar コンストラクタ
SoapParam::SoapParam() - SoapParam コンストラクタ
SoapServer::addSoapHeader() - SOAP ヘッダをレスポンスに追加する
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目次
SoapHeader::__construct — SoapHeader コンストラクタ
SoapHeader::SoapHeader — SoapHeader コンストラクタ

SoapParam クラス
導入
SOAP コールのパラメータをあらわします。

クラス概要
SoapParam {
/* メソッド */
__construct ( mixed $data , string $name )
SoapParam ( mixed $data , string $name )
}

SoapParam::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapParam::__construct — SoapParam コンストラクタ

説明

SoapParam::__construct ( mixed $data , string $name )

この関数は次の関数のエイリアスです。 SoapParam::SoapParam()

SoapParam::SoapParam
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapParam::SoapParam — SoapParam コンストラクタ

説明

SoapParam::SoapParam ( mixed $data , string $name )

新規 SoapParam オブジェクトを生成します。

パラメータ
data

渡すもしくは返すデータ。 PHP の値としてこのパラメータを直接渡すことができますが、この場合、 paramN という名前が付けられますので SOAP サービスがこれを理解しないかも知れません。
name

パラメータの名前

例

例1 SoapParam::SoapParam() の例
<?php
$client = new SoapClient(null,array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                    'uri'      => "http://test-uri/"));
$client->SomeFunction(new SoapParam($a, "a"),
                      new SoapParam($b, "b"),
                      new SoapParam($c, "c"));
?>

参考

SoapClient::__soapCall() - SOAP 関数をコールする
SoapVar::SoapVar() - SoapVar コンストラクタ
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目次
SoapParam::__construct — SoapParam コンストラクタ
SoapParam::SoapParam — SoapParam コンストラクタ

SoapVar クラス
導入
SOAP サービスが使用する変数やオブジェクトをあらわします。

クラス概要
SoapVar {
/* メソッド */
__construct ( string $data , string $encoding [, string $type_name [, string $type_namespace [, string $node_name [, string $node_namespace ]]]] )
SoapVar ( string $data , string $encoding [, string $type_name [, string $type_namespace [, string $node_name [, string $node_namespace ]]]] )
}

SoapVar::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapVar::__construct — SoapVar コンストラクタ

説明

SoapVar::__construct ( string $data , string $encoding [, string $type_name [, string $type_namespace [, string $node_name [, string $node_namespace ]]]] )

この関数は次の関数のエイリアスです。 SoapVar::SoapVar()

SoapVar::SoapVar
(PHP 5 >= 5.0.1)

SoapVar::SoapVar — SoapVar コンストラクタ

説明

SoapVar::SoapVar ( string $data , string $encoding [, string $type_name [, string $type_namespace [, string $node_name [, string $node_namespace ]]]] )

新規 SoapVar オブジェクトを生成します。

パラメータ
data

渡すもしくは返すデータ
encoding

エンコーディング ID。XSD_... 定数のうちの一つ。
type_name

型名
type_namespace

型の名前空間
node_name

XML ノードの名前
node_namespace

XML ノードの名前空間
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例

例1 SoapVar::SoapVar() の例
<?php
class SOAPStruct {
    function SOAPStruct($s, $i, $f) 
    {
        $this->varString = $s;
        $this->varInt = $i;
        $this->varFloat = $f;
    }
}
$client = new SoapClient(null, array('location' => "http://localhost/soap.php",
                                     'uri'      => "http://test-uri/"));
$struct = new SOAPStruct('arg', 34, 325.325);
$soapstruct = new SoapVar($struct, SOAP_ENC_OBJECT, "SOAPStruct", "http://soapinterop.org/xsd");
$client->echoStruct(new SoapParam($soapstruct, "inputStruct"));
?>

参考

SoapClient::__soapCall() - SOAP 関数をコールする
SoapParam::SoapParam() - SoapParam コンストラクタ

目次
SoapVar::__construct — SoapVar コンストラクタ
SoapVar::SoapVar — SoapVar コンストラクタ

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
SOAP 関数

is_soap_fault — SOAP コールが失敗したかどうかを調べる
use_soap_error_handler — SOAP エラーハンドラを使用するかどうかを設定する

SoapClient — SoapClient クラス
SoapClient::__call — SOAP 関数をコールする (非推奨)
SoapClient::__construct — SoapClient のコンストラクタ
SoapClient::__doRequest — SOAP リクエストを実行する
SoapClient::__getFunctions — SOAP 関数の一覧を返す
SoapClient::__getLastRequest — 直近の SOAP リクエストを返す
SoapClient::__getLastRequestHeaders — 直近の SOAP リクエストヘッダを返す
SoapClient::__getLastResponse — 直近の SOAP レスポンスを返す
SoapClient::__getLastResponseHeaders — 直近の SOAP レスポンスヘッダを返す
SoapClient::__getTypes — SOAP 型の一覧を返す
SoapClient::__setCookie — SOAP リクエストと共に送信されるクッキーを設定する
SoapClient::__setLocation — 使用するウェブサービスの場所を設定する
SoapClient::__setSoapHeaders — 以降のコール用の SOAP ヘッダを設定する
SoapClient::__soapCall — SOAP 関数をコールする
SoapClient::SoapClient — SoapClient コンストラクタ

SoapServer — SoapServer クラス
SoapServer::addFunction — SOAP リクエストによって処理される単一もしくはいくつかの関数を追加する
SoapServer::addSoapHeader — SOAP ヘッダをレスポンスに追加する
SoapServer::__construct — SoapServer コンストラクタ
SoapServer::fault — エラーを示す SoapServer フォールト を発行する
SoapServer::getFunctions — 定義されている関数の一覧を返す
SoapServer::handle — SOAP リクエストを処理する
SoapServer::setClass — SOAP リクエストを処理するクラスを設定する
SoapServer::setObject — SOAP リクエストの処理に使用するオブジェクトを設定する
SoapServer::setPersistence — SoapServer の持続モードを設定する
SoapServer::SoapServer — SoapServer コンストラクタ

SoapFault — SoapFault クラス
SoapFault::__construct — SoapFault コンストラクタ
SoapFault::SoapFault — SoapFault コンストラクタ
SoapFault::__toString — SoapFault の文字列表現を取得する

SoapHeader — SoapHeader クラス
SoapHeader::__construct — SoapHeader コンストラクタ
SoapHeader::SoapHeader — SoapHeader コンストラクタ

SoapParam — SoapParam クラス
SoapParam::__construct — SoapParam コンストラクタ
SoapParam::SoapParam — SoapParam コンストラクタ
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SoapVar — SoapVar クラス
SoapVar::__construct — SoapVar コンストラクタ
SoapVar::SoapVar — SoapVar コンストラクタ

XML-RPC

導入
ここに示す関数は、XML-RPCサーバおよびクライアントを書くために使用 されます。XML-RPCに関するより詳細な情報については、 » http://www.xmlrpc.com/ を参照してください。 そして、この拡張文字モジュールと関数に関するより詳細なドキュメン トについては、 »
http://xmlrpc-epi.sourceforge.net/を参照して ください。

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

インストール手順
PHPのXML-RPCサポートはデフォルトでは有効となっていません。 XML-RPCサポートを有効にするには、PHPをコンパイルする際に設定オプション --with-xmlrpc[=DIR] を使用する必要があります。この拡張モジュールは、4.1.0以降 PHP に付属 しています。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは XML-RPC サーバリソースを定義しています。これは xmlrpc_server_create() が返すものです。

定義済み定数
定数は定義されていません。

XML-RPC 関数

xmlrpc_decode_request
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

http://www.xmlrpc.com/
http://xmlrpc-epi.sourceforge.net/
http://xmlrpc-epi.sourceforge.net/
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xmlrpc_decode_request — XML をネイティブなPHP 型にデコードする

説明

mixed xmlrpc_decode_request ( string $xml , string &$method [, string $encoding ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_decode
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_decode — XML をネイティブな PHP 型にデコードする

説明

mixed xmlrpc_decode ( string $xml [, string $encoding = "iso-8859-1" ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
xml

XMLRPC メソッドが返す XML レスポンス。
encoding

iconv がサポートする入力エンコーディング。

返り値

XMLRPC メソッドのレスポンスをもとに作成した、 配列あるいは整数、文字列、boolean 値を返します。

例

xmlrpc_encode_request() の例を参照ください。

参考

xmlrpc_encode_request() - メソッドリクエスト用の XML を生成する
xmlrpc_is_fault() - 配列の値が XMLRPC の失敗であるかどうかを調べる

xmlrpc_encode_request
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_encode_request — メソッドリクエスト用の XML を生成する

説明

string xmlrpc_encode_request ( string $method , mixed $params [, array $output_options ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
method

コールするメソッドの名前。
params

メソッドのシグネチャに対応したパラメータ。
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output_options

出力オプションを指定する配列。以下の内容が指定できます (強調してあるものがデフォルトです)。

output_type: php, xml

verbosity: no_white_space, newlines_only, pretty

escaping: cdata, non-ascii, non-print, markup (単一の値を表す文字列、あるいは複数の値の配列となります)

version: simple, xmlrpc, soap 1.1, auto

encoding: iso-8859-1, その他 iconv がサポートする文字セット

返り値

リクエストを表す XML 文字列を返します。

例

例1 XMLRPC クライアント関数の例
<?php
$request = xmlrpc_encode_request("method", array(1, 2, 3));
$context = stream_context_create(array('http' => array(
    'method' => "POST",
    'header' => "Content-Type: text/xml",
    'content' => $request
)));
$file = file_get_contents("http://www.example.com/xmlrpc", false, $context);
$response = xmlrpc_decode($file);
if ($response && xmlrpc_is_fault($response)) {
    trigger_error("xmlrpc: $response[faultString] ($response[faultCode])");
} else {
    print_r($response);
}
?>

参考

stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する
file_get_contents() - ファイルの内容を全て文字列に読み込む
xmlrpc_decode() - XML をネイティブな PHP 型にデコードする

xmlrpc_encode
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_encode — PHP の値に関する XML を生成する

説明

string xmlrpc_encode ( mixed $value )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_get_type
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_get_type — PHP の値に関する xmlrpc 型を取得する

説明

string xmlrpc_get_type ( mixed $value )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この関数は特に base64 及び datetime 文字列で有用です。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_is_fault
(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

xmlrpc_is_fault — 配列の値が XMLRPC の失敗であるかどうかを調べる

説明

bool xmlrpc_is_fault ( array $arg )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
arg

xmlrpc_decode() が返す配列。

返り値

引数が失敗を表す場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。 失敗の内容は $arg["faultString"]、失敗のコードは $arg["faultCode"] に格納されます。

例

xmlrpc_encode_request() の例を参照ください。

参考

xmlrpc_decode() - XML をネイティブな PHP 型にデコードする

xmlrpc_parse_method_descriptions
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_parse_method_descriptions — XML を、メソッド説明のリストにデコードする

説明

array xmlrpc_parse_method_descriptions ( string $xml )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_server_add_introspection_data
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_server_add_introspection_data — introspection ドキュメントを追加する

説明

int xmlrpc_server_add_introspection_data ( resource $server , array $desc )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告
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この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_server_call_method
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_server_call_method — XML リクエストをパースし、メソッドをコールする

説明

string xmlrpc_server_call_method ( resource $server , string $xml , mixed $user_data [, array $output_options ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_server_create
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_server_create — xmlrpc サーバを作成する

説明

resource xmlrpc_server_create ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_server_destroy
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_server_destroy — サーバリソースを破棄する

説明

int xmlrpc_server_destroy ( resource $server )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_server_register_introspection_callback
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_server_register_introspection_callback — ドキュメントを生成する PHP 関数を登録する

説明

bool xmlrpc_server_register_introspection_callback ( resource $server , string $function )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。
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警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_server_register_method
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_server_register_method — メソッド名が一致するメソッドリソースに PHP 関数を登録する

説明

bool xmlrpc_server_register_method ( resource $server , string $method_name , string $function )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xmlrpc_set_type
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

xmlrpc_set_type — PHP 文字列型用に xmlrpc 型、base64 または datetime を設定する

説明

bool xmlrpc_set_type ( string &$value , string $type )

PHP の文字列用の xmlrpc 型を、base64 あるいは datetime に設定します。

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

パラメータ
value

型を設定する値。
type

'base64' あるいは 'datetime'。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 成功した場合、value はオブジェクト型に変換されます。

例

例1 xmlrpc_set_type() の例
<?php

$params = date("Ymd\TH:i:s", time());
xmlrpc_set_type($params, 'datetime');
echo xmlrpc_encode($params);

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<params>
<param>
 <value>
  <dateTime.iso8601>20090322T23:43:03</dateTime.iso8601>
 </value>
</param>
</params>

エラー / 例外
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XMLRPC がサポートしていない型を指定した場合は E_WARNING が発生します。

目次
xmlrpc_decode_request — XML をネイティブなPHP 型にデコードする
xmlrpc_decode — XML をネイティブな PHP 型にデコードする
xmlrpc_encode_request — メソッドリクエスト用の XML を生成する
xmlrpc_encode — PHP の値に関する XML を生成する
xmlrpc_get_type — PHP の値に関する xmlrpc 型を取得する
xmlrpc_is_fault — 配列の値が XMLRPC の失敗であるかどうかを調べる
xmlrpc_parse_method_descriptions — XML を、メソッド説明のリストにデコードする
xmlrpc_server_add_introspection_data — introspection ドキュメントを追加する
xmlrpc_server_call_method — XML リクエストをパースし、メソッドをコールする
xmlrpc_server_create — xmlrpc サーバを作成する
xmlrpc_server_destroy — サーバリソースを破棄する
xmlrpc_server_register_introspection_callback — ドキュメントを生成する PHP 関数を登録する
xmlrpc_server_register_method — メソッド名が一致するメソッドリソースに PHP 関数を登録する
xmlrpc_set_type — PHP 文字列型用に xmlrpc 型、base64 または datetime を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
XML-RPC 関数

xmlrpc_decode_request — XML をネイティブなPHP 型にデコードする
xmlrpc_decode — XML をネイティブな PHP 型にデコードする
xmlrpc_encode_request — メソッドリクエスト用の XML を生成する
xmlrpc_encode — PHP の値に関する XML を生成する
xmlrpc_get_type — PHP の値に関する xmlrpc 型を取得する
xmlrpc_is_fault — 配列の値が XMLRPC の失敗であるかどうかを調べる
xmlrpc_parse_method_descriptions — XML を、メソッド説明のリストにデコードする
xmlrpc_server_add_introspection_data — introspection ドキュメントを追加する
xmlrpc_server_call_method — XML リクエストをパースし、メソッドをコールする
xmlrpc_server_create — xmlrpc サーバを作成する
xmlrpc_server_destroy — サーバリソースを破棄する
xmlrpc_server_register_introspection_callback — ドキュメントを生成する PHP 関数を登録する
xmlrpc_server_register_method — メソッド名が一致するメソッドリソースに PHP 関数を登録する
xmlrpc_set_type — PHP 文字列型用に xmlrpc 型、base64 または datetime を設定する

OAuth
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
OAuth 関数
OAuth — OAuth クラス
OAuthProvider — OAuthProvider クラス
OAuthException — OAuthException クラス

SCA
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
SCA 関数

SOAP
導入
インストール/設定
定義済み定数
SOAP 関数
SoapClient — SoapClient クラス
SoapServer — SoapServer クラス
SoapFault — SoapFault クラス
SoapHeader — SoapHeader クラス
SoapParam — SoapParam クラス
SoapVar — SoapVar クラス

XML-RPC



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

導入
インストール/設定
定義済み定数
XML-RPC 関数

Windows 用のモジュール

.NET

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

.NET 関数

dotnet_load



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

(PHP 4)

dotnet_load — DOTNET モジュールをロードする

説明

int dotnet_load ( string $assembly_name [, string $datatype_name [, int $codepage ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

変更履歴

バージョン 説明
4.1.0 パラメータ codepage が追加されました。

目次
dotnet_load — DOTNET モジュールをロードする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
.NET 関数

dotnet_load — DOTNET モジュールをロードする

COM および .Net (Windows)

導入
COM は Component Object Model の略語であり、 DCE RPC (オープンスタンダード) の最上位のオブジェクト指向レイヤーです。 COM はコール手順を共通化し、あらゆる言語でコードを記述し、 (COM に対応した)他の言語で書かれたコードをコール、相互運用することを
可能にします。 あらゆる言語で書くことを可能にするだけではなく、 同じ実行形式の一部となることすら不要です。 コードは、同じマシンで実行される他のプロセスのコードである DLL からロードしたり、 または、リモートマシン上の他のプロセスにあるコードを DCOM (分
散 COM) で 利用することができます。 この場合、コードの中では、コンポーネントの存在する場所を意識する必要はありません。

OLE オートメーションと呼ばれる COM のサブセットがあります。 これは、COM オブジェクトに祖な結合を行うことができる COM インターフェイスを 提供します。これにより、コンパイル時にオブジェクトの動作を知ることなく、 実行時にコールを行うことができるように
なります。 PHP COM 拡張モジュールは、OLE オートメーションを使用して スクリプトから互換性のあるオブジェクトを作成/コールすることができます。 技術的に述べると、 全ての COM オブジェクトが OLE 互換であるというわけではないため、 実際には、この拡張モ
ジュールは "PHP の OLE オートメーション 拡張モジュール" と呼ばれるべきものです。

ところで、なぜ COM を使用する必要があるのでしょう? COM は、 Windows 環境でアプリケーションとコンポーネントを結び付ける代表的な手法の一つで、 COM を使用して Microsoft Word を起動し、 ドキュメントテンプレートを埋めて、Word 文書として結果を保存
し、Web サイトの 訪問者に送信することができます。 また COM を使用して、ネットワークの管理タスクを処理したり IIS を設定したりすることができます。これらは最も一般的な使用法にすぎません。 COM でできることはまだまだたくさんあります。

PHP 5 以降、この拡張モジュール(とこの文書)は最初から書き直され、 古い紛らわしい部分は削除されました。さらに Microsoft により提供された COM との相互運用レイヤーを用いて .Net アセンブリのインスタンス化と生成をサポートしました。

PHP 5 におけるこの拡張モジュールの変更点の概要については、 » この文章 を参照してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

http://devzone.zend.com/node/view/id/762
http://devzone.zend.com/node/view/id/762
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要件
COM 関数は、Windows 版の PHP でのみ利用可能です。

.Net サポートは、PHP 5 と .Net ランタイムを必要とします。

インストール手順
PHP コアに含まれるため、 追加のインストール無しで使用できます。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

(MS Word のような) 使用する様々な COM オブジェクトのインストールを正しく行っておく責任があります。 PHP にこれら全てをバンドルすることはできません。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

COM 設定オプション
名前 デフォルト 変更の範囲 変更履歴

com.allow_dcom "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.5 以降で使用可能です。
com.autoregister_typelib "0" PHP_INI_ALL PHP 4 では PHP_INI_SYSTEM です。PHP 4.1.0 以降で使用可能です。
com.autoregister_verbose "0" PHP_INI_ALL PHP 4 では PHP_INI_SYSTEM です。PHP 4.1.0 以降で使用可能です。
com.autoregister_casesensitive "1" PHP_INI_ALL PHP 4 では PHP_INI_SYSTEM です。PHP 4.1.0 以降で使用可能です。
com.code_page "" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で使用可能です。
com.typelib_file "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.5 以降で使用可能です。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。
com.allow_dcom

これを on にすると、PHP が D-COM (分散 COM) クライアントとして動作することを許可し、 PHP スクリプトがリモートサーバ上に COM オブジェクトを生成することを 許可します。
com.autoregister_typelib

これを on にすると、生成したオブジェクトのタイプライブラリから取得した 定数を PHP に登録しようと試みます。ただし、それはオブジェクトが 当該情報を取得するためのインターフェースを提供している場合のみです。 登録する定数の大文字小文字を区別するかどう
かについては、 設定ディレクティブで 制御します。

com.autoregister_verbose

これを on にすると、オブジェクト生成時のタイプライブラリの読み込み中に 発生したすべての問題が PHP のエラー機構を用いて報告されます。 デフォルトは off で、この場合はタイプライブラリの検索や読み込みの際の エラーは一切報告されません。
com.autoregister_casesensitive

これを on にすると (デフォルト)、自動読み込みされた タイプライブラリ中に見つかった定数が、大文字小文字を区別して 登録されます。詳細は com_load_typelib() を参照ください。
com.code_page

これは、COM オブジェクトとの文字列の受け渡しに使用するデフォルトの 文字セットコードページを制御します。空の文字列が設定された場合、 PHP は CP_ACP が指定されたと仮定します。 これは、デフォルトのシステム ANSI コードページです。

スクリプト中のテキストがデフォルトとは異なるエンコーディング/ 文字セットを使用している場合、このディレクティブを設定することで COM クラスのコンストラクタのパラメータとして コードページを指定する必要がなくなります。 (他の PHP 設定ディレクティブと
ともに) このディレクティブを使用すると、 PHP スクリプトの移植可能性が悪くなることに注意しましょう。 できる限り、COM のコンストラクタにパラメータを指定する方式をとるべきです。

注意: この設定ディレクティブは PHP 5 以降で使用可能です。
com.typelib_file

このパラメータでは、起動時に読み込まれるタイプライブラリの一覧を 含むファイルへのパスを保持します。このファイル内の各行が タイプライブラリ名として扱われ、com_load_typelib() をコールした際にそれが読み込まれます。登録された定数は永続的に 保持される
ので、ライブラリの読み込みは一度だけでよくなります。 タイプライブラリの名前が #cis あるいは #case_insensitive で終わる場合は、そのライブラリから 読み込まれた定数は大文字小文字を区別せずに登録されます。

リソース型
この拡張モジュールでは、COM コンポーネントへの参照を定義しています。 これは、非推奨の com_load() 関数が返すものです (この関数は PHP 5 には存在しません。かわりに COM クラスを使用します)。

定義済み定数



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

COM 定数
定数 値 説明 備考

CLSCTX_INPROC_SERVER
(integer) 1 このクラスのコードを作成および管理するコードは DLL で、 クラスのコンテキストを指定する呼び出し元の関数と同じプロセスで動きます。  

CLSCTX_INPROC_HANDLER
(integer) 2 このクラスのオブジェクトを管理するコードはプロセス内ハンドラです。 これは DLL で、クライアントプロセスで動きます。 クラスのインスタンスがリモートでアクセスされるときに、 このクラスのク

ライアント側の構造を実装します。  

CLSCTX_LOCAL_SERVER
(integer) 4 このクラスのオブジェクトを作成および管理する EXE コードで、 同じマシンで動きますが別のプロセス空間にロードされます。  
CLSCTX_REMOTE_SERVER
(integer) 16 リモートコンテキスト。 このクラスのオブジェクトを作成および管理するコードは、別のコンピュータで動きます。  
CLSCTX_SERVER
(integer) 21 プロセス内、ローカル、リモートのすべてのサーバコードを表します。 CLSCTX_INPROC_SERVER、 CLSCTX_LOCAL_SERVER および CLSCTX_REMOTE_SERVER を OR で連結したものです。  

CLSCTX_ALL (integer) 23 すべてのクラスコンテキストを表します。 CLSCTX_INPROC_HANDLER と CLSCTX_SERVER を OR で連結したものです。  
VT_NULL (integer) 1 NULL ポインタへの参照。  
VT_EMPTY (integer) 0 型インジケータが VT_EMPTY であるプロパティには、 何もデータが関連づけられていません。つまり、この値のサイズはゼロです。  
VT_UI1 (integer) 17 1 バイト符号なし整数値。  
VT_I2 (integer) 2 2 バイト符号つき整数値。  
VT_I4 (integer) 3 4 バイト符号つき整数値。  
VT_R4 (integer) 4 32 ビット IEEE 浮動小数点値。  
VT_R8 (integer) 5 64 ビット IEEE 浮動小数点値。  
VT_BOOL (integer) 11 Boolean 値。  
VT_ERROR (integer) 10 エラーコード。エラーに関連づけられたステータスコードです。  
VT_CY (integer) 6 8 バイト整数値をふたつつなげたもの (スケールは 10,000)。  

VT_DATE (integer) 7 64 ビット浮動小数点値で、1899 年 12 月 31 日からの経過日数 (秒ではありません) を表します。たとえば January 1, 1900 は 2.0、 January 2, 1900 は 3.0 のようになります。 格納されるときは
VT_R8 と同じ形式になります。  

VT_BSTR (integer) 8 Null 終端の Unicode 文字列へのポインタ。  
VT_DECIMAL (integer) 14 十進型。  
VT_UNKNOWN (integer) 13 IUnknown インターフェイスを実装したオブジェクトへのポインタ。  
VT_DISPATCH (integer) 9 指定したオブジェクトへのポインタのポインタ。  
VT_VARIANT (integer) 12 対応する値を表す型インジケータ。 VT_VARIANT を使うのは、 VT_BYREF と組み合わせる場合のみです。  
VT_I1 (integer) 16 1 バイト符号つき整数値。  
VT_UI2 (integer) 18 2 バイト符号なし整数値。  
VT_UI4 (integer) 19 4 バイト符号なし整数値。  
VT_INT (integer) 22 4 バイト符号つき整数値 (VT_I4 と同じ)。  
VT_UINT (integer) 23 4 バイト符号なし整数値 (VT_I4 と同じ)。  

VT_ARRAY (integer) 8192 型インジケータを VT_ARRAY と OR 演算子で組み合わせると、 その値は SAFEARRAY へのポインタとなります。 VT_ARRAY は、次のデータ型と OR で連結可能です。 VT_I1, VT_UI1, VT_I2, VT_UI2, VT_I4,
VT_UI4, VT_INT, VT_UINT, VT_R4, VT_R8, VT_BOOL, VT_DECIMAL, VT_ERROR, VT_CY, VT_DATE, VT_BSTR, VT_DISPATCH, VT_UNKNOWN および VT_VARIANT.  

VT_BYREF (integer) 16384 型インジケータを VT_BYREF と OR 演算子で組み合わせると、 その値は参照となります。参照型はデータへの参照として扱われます。 C++ における参照型と同じです。  
CP_ACP (integer) 0 ANSI コードページのデフォルト。  
CP_MACCP (integer) 2 Macintosh コードページ。  
CP_OEMCP (integer) 1 OEM コードページのデフォルト。  
CP_UTF7 (integer) 65000 Unicode (UTF-7)。  
CP_UTF8 (integer) 65001 Unicode (UTF-8)。  
CP_SYMBOL (integer) 42 SYMBOL 変換。  
CP_THREAD_ACP
(integer) 3 現在のスレッドの ANSI コードページ。  

VARCMP_LT (integer) 0 左の bstr のほうが右の bstr より小さい。  
VARCMP_EQ (integer) 1 ふたつのパラメータが等しい。  
VARCMP_GT (integer) 2 左の bstr のほうが右の bstr より大きい。  
VARCMP_NULL (integer) 3 両方の式が NULL である。  
NORM_IGNORECASE
(integer) 1 大文字小文字を区別しない。  
NORM_IGNORENONSPACE
(integer) 2 空白文字以外を無視する。  
NORM_IGNORESYMBOLS
(integer) 4 記号を無視する。  
NORM_IGNOREWIDTH
(integer) 131072 文字幅を無視する。  
NORM_IGNOREKANATYPE
(integer) 65536 カナの型を無視する。  

NORM_IGNOREKASHIDA
(integer) 262144 アラビア語の kashida 文字を無視する。 使えるかどうかは、元となるラ

イブラリに依存します。
DISP_E_DIVBYZERO
(integer)

-
2147352558 ゼロ除算エラー。  
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DISP_E_OVERFLOW
(integer)

-
2147352566 期待する形式であたいを表すことができないことを意味するエラー。  

MK_E_UNAVAILABLE
(integer)

-
2147221021 iMoniker COM ステータスコード。 その関数が使えないことを表します。  

エラーおよびエラー処理
例外 (PHP 5)

COM から致命的なエラーが報告された場合、この拡張モジュールは com_exception クラスのインスタンスをスローします。 すべての COM 例外は code という定義済みの プロパティを保持しており、これは COM 操作が返す HRESULT 値に対応します。 プログラム上での例
外の処理方法を決定するために、この値を使用する ことができます。

例
目次

For Each
配列と配列形式の COM プロパティ

For Each
PHP 5 以降、標準的な COM/OLE IEnumVariant の内容について、 PHP の foreach 命令を使用した反復処理を行うことができます。分かりやすく言うと、 これは、VB/ASP のコードで For Each を使用できる場所には foreach を使用できるということを意味します。

例1 ASP における For Each

<%
Set domainObject = GetObject("WinNT://Domain")
For Each obj in domainObject
  Response.Write obj.Name & "<br />"
Next
%>

例2 PHP 4 における while() ... Next()

<?php 
$domainObject = new COM("WinNT://Domain"); 
while ($obj = $domainObject->Next()) { 
   echo $obj->Name . "<br />"; 
} 
?>

例3 PHP 5 における foreach

<?php 
$domainObject = new COM("WinNT://Domain"); 
foreach ($domainObject as $obj) { 
   echo $obj->Name . "<br />"; 
} 
?>

配列と配列形式の COM プロパティ
多くの COM オブジェクトは、プロパティを配列で公開したり 配列形式を使用してアクセスできるようにしています。 PHP 4 では、PHP の配列構文を使用してこれらのプロパティに対する読み書きが できますが、1 次元の配列のみがサポートされます。多次元のプロパティを
読み込みたい場合は、プロパティへのアクセスを関数コールに組み込んで 各パラメータを入れtうの各次元に対応させるという方法が可能ですが、 そのようなプロパティに対する書き込みの手段はありません。

PHP 5 では以下の新機能を用いることで多少ましになりました。

多次元配列・複数パラメータを要求する COM プロパティへの PHP の配列構文を使用したアクセス。 書き込みやプロパティの設定にもこの技法が使用可能です。

foreach 制御構造を使用した SafeArrays ("真の" 配列) の値の取得。SafeArrays が自分自身の サイズについての情報を含んでいることからこれが可能となります。 配列形式のプロパティが IEnumVariant を実装している場合は、その プロパティに対しても foreach が使
用可能です。この項目についての 詳細な情報は、For Each をごらんください。

COM関数
参考
COM についてのより詳細な情報は » COM 仕様 を読むか、あるいは Don Box の » Yet Another COM Library (YACL) をごらんください。その他の有用な情報が、 PHP と COM の FAQ からも得られるでしょう。 MS Office アプリケーションをサーバサイドで使用しようと考
えておられるなら、 » Considerations for Server-Side Automation of Office の情報も読んでおくべきでしょう。

http://www.microsoft.com/Com/resources/comdocs.asp
http://www.microsoft.com/Com/resources/comdocs.asp
http://www.sellsbrothers.com/links/dbox/yacl.zip
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;EN-US;q257757
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COM
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

COM — COM クラス
$obj = new COM("Application.ID")

説明

COM クラスにより、OLE 互換の COM オブジェクトのインスタンスを作成し、 そのメソッドをコールしたりそのプロパティにアクセスしたりすることが 可能となります。

メソッド

com COM::COM ( string $module_name [, mixed $server_name [, int $codepage [, string $typelib ]]] )

COM クラスのコンストラクタ。 パラメータには以下のような意味があります。

module_name
ロードするコンポーネントを指定する プログラム ID、クラス ID またはモニカです。 プログラムID は、通常、アプリケーションまたは DLL の名前の後に、 Word.Application のようにピリオドと オブジェクト名を付けたものです。 クラス ID は、指定されたクラスがユ
ニークに定義する UUID です。 モニカは、URL スキームの考え方に似た特別な命名形式です。リソースと、 それがどのように読み込まれるかを指定します。例として、モジュール名に Word ドキュメントのフルパスを指定すると、Word を読み込んで ドキュメントに対応
するオブジェクトを取得することができます。 あるいは、LDAP への ADSI インターフェースを指すモニカとして LDAP: を使用することが可能です。

server_name
コンポーネントが読み込んで実行される DCOM サーバの名前です。 NULL の場合、オブジェクトはアプリケーションのデフォルトを 指定して実行されます。典型的なデフォルトは、ローカルマシン上で 実行させることでが、管理者によってはアプリケーションを別の マシ
ン上で実行させるように設定しているかもしれません。 非 NULL 値をサーバに指定した場合、 設定オプションが TRUE に設定されていない限り PHP はオブジェクトの読み込みを 拒否します。

server_name が配列の場合、以下の要素 (大文字小文字を区別します!)を含まなければなりません。 これらはすべて省略可能であることに注意しましょう (とはいえ、Username および Password は両方指定する必要があります)。 もしサーバ設定を省略した場合は(上で説明
した)デフォルトのサーバが 使用され、オブジェクトの生成は ディレクティブの影響を受けません。

DCOM サーバ名
server_name
のキー 型 説明

Server string サーバの名前。
Username string 接続するユーザ名。
Password string Username に対するパスワード。

Flags integer
以下の定数のうちのひとつまたは複数の論理和。 CLSCTX_INPROC_SERVER、 CLSCTX_INPROC_HANDLER、 CLSCTX_LOCAL_SERVER、 CLSCTX_REMOTE_SERVER、 CLSCTX_SERVER および CLSCTX_ALL。指定されていない場合の デフォルト値は、Server を省略した場合
が CLSCTX_SERVER でサーバ名を指定した場合は CLSCTX_REMOTE_SERVER です。 これらの定数の意味についての詳細な情報を得るには、Microsoft のドキュメントで CoCreateInstance について調べましょう。 通常はこれらを使用する必要はないはずで
す。

codepage
文字列と Unicode 文字列との相互変換に使用するコードページを指定します。 PHP の文字列と COM オブジェクトのメソッドとの受け渡しの際には、いつも 変換が行われます。PHP 5 では、コードページの扱いは面倒です。というのは、 オブジェクトだけではなくオブ
ジェクトから返される variant にもそれが 影響するからです。 とりうる値は CP_ACP (システムのデフォルト ANSI コードページを使用する - このパラメータが指定されなかった場合の デフォルト)、 CP_MACCP、 CP_OEMCP、CP_SYMBOL、 CP_THREAD_ACP (現在実行中のスレッ
ドの コードページ/ロケールを使用する)、CP_UTF7 および CP_UTF8 です。コードページに対応する 数値を指定することも可能です。コードページとそれに対応する数値に ついての詳細は、Microsoft のドキュメントを参照ください。

オーバーロードされたメソッド

返されるオブジェクトは、オーバーロードされたものです。つまり、 PHP 側では通常のクラスのメソッドは見えないということです。 その代わりに、プロパティやメソッドへのアクセスは COM を通じて行います。

PHP 5 以降では、参照渡しのパラメータを受け付けるメソッドを PHP が 自動検出するようになりました。それらのメソッドについては、PHP が自動的に 変数を参照渡し形式に変換します。つまり、メソッドのコールをより自然に 行えるということです。コードの中で特別な処
理をする必要はありません。

PHP 4 では、パラメータを参照渡しする場合には、そのパラメータをラップする ために VARIANT クラスのインスタンスを生成する 必要があります。

疑似メソッド

PHP 5 より前のバージョンでは、以下のようなメソッド名を COM に渡すことが できず、直接 PHP で扱うことができないというあまりうれしくない出来事が ありました。PHP 5 ではこれらを解決します。スクリプトの修正方法に ついては以下の詳細を参照ください。これらの
マジックメソッドの名前は 大文字小文字を区別しません。

void COM::AddRef ( void )

COM オブジェクトの参照カウントを作為的に追加します。

警告

このメソッドを使用することはまずないはずです。 これは、以下で説明する Release() メソッドを論理的に補完するものとして 存在するものです。

void COM::Release ( void )

COM オブジェクトの参照カウントを作為的に削除します。

警告

このメソッドを使用することはまずないはずです。 これは、COM オブジェクトが必要以上に動作を続けてしまうというバグに 対応する方法として PHP に存在するものです。
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反復処理のための疑似メソッド

以下の疑似メソッドは、 com_isenum() が TRUE を返す場合のみ利用可能で、この場合、これらのメソッドは、 通常は COM オブジェクトにより提供される同じ名前を有する全ての メソッドを隠蔽します。これらのメソッドは PHP 5 では完全に廃止されています。 代わりに
For Each を使用してください。

variant COM::All ( void )

10 の要素を保持する SafeArray を表す variant を返します。 個々の要素は empty/null の variant となります。この関数は イテレータからの全ての要素を含む配列を返すことを想定していますが、 決して完了しません。使用しないでください。

variant COM::Next ( void )

イテレータの次の要素を表す variant を返します。要素が もうない場合には FALSE を返します。

variant COM::Prev ( void )

イテレータの前の要素を現す variant を返します。要素が もうない場合には FALSE を返します。

void COM::Reset ( void )

イテレータを最初の場所まで巻き戻します。

COM の例

例1 COM の例 (1)

<?php
// word を起動します
$word = new COM("word.application") or die("Unable to instantiate Word");
echo "Loaded Word, version {$word->Version}\n";

// 前面に移動させます
$word->Visible = 1;

// 空のドキュメントを開きます
$word->Documents->Add();

// 何か複雑なことを行います
$word->Selection->TypeText("This is a test...");
$word->Documents[1]->SaveAs("Useless test.doc");

// word を閉じます
$word->Quit();

// オブジェクトを開放します
$word = null;
?>

例2 COM の例 (2)

<?php

$conn = new COM("ADODB.Connection") or die("Cannot start ADO");
$conn->Open("Provider=SQLOLEDB; Data Source=localhost;
Initial Catalog=database; User ID=user; Password=password");

$rs = $conn->Execute("SELECT * FROM sometable");    // レコードセット
$num_columns = $rs->Fields->Count();
echo $num_columns . "\n";

for ($i=0; $i < $num_columns; $i++) {
    $fld[$i] = $rs->Fields($i);
}

$rowcount = 0;
while (!$rs->EOF) {
    for ($i=0; $i < $num_columns; $i++) {
        echo $fld[$i]->value . "\t";
    }
    echo "\n";
    $rowcount++;            // 行カウントの加算
    $rs->MoveNext();
}

$rs->Close();
$conn->Close();

$rs = null;
$conn = null;

?>

DOTNET
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

DOTNET — DOTNET クラス
$obj = new DOTNET("assembly", "classname")

説明

DOTNET クラスにより、.Net アセンブリからクラスを生成して そのメソッドをコールしたりプロパティにアクセスしたりできるようになります。
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メソッド

string DOTNET::DOTNET ( string $assembly_name , string $class_name [, int $codepage ] )

DOTNET クラスのコンストラクタです。 読み込むアセンブリ名を assembly_name で指定し、アセンブリから生成するクラスを class_name で指定します。unicode 文字列の変換に使用するため、オプションの パラメータ codepage を設定することができます。 コードページの詳
細については COM クラスを 参照ください。

返されるオブジェクトはオーバーロードされています。つまり、通常の クラスのような固定されたメソッドは存在しないということです。 そのかわりに、プロパティやメソッドへのアクセスは COM を通じて DOTNET に渡されます。言い換えれば、.Net ランタイムが提供する
機能によって .Net オブジェクトが COM 連携用にマップされているという ことです。

DOTNET オブジェクトが作成されると、PHP はそれを他の COM オブジェクトと同等のものとして扱い、同様の規則が適用されます。

例1 DOTNET の例
<?php
 $stack = new DOTNET("mscorlib", "System.Collections.Stack");
 $stack->Push(".Net");
 $stack->Push("Hello ");
 echo $stack->Pop() . $stack->Pop();
?>

注意:

この機能を使用するには、Web サーバに .Net ランタイムを インストールする必要があります。

VARIANT
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

VARIANT — VARIANT クラス
$vVar = new VARIANT($var)

説明

VARIANT は、PHP の zval と同等の COM の値です。構造体形式になっており、 異なる型の値を含めることが可能です。COM 拡張モジュールが提供する VARIANT クラスによって、PHP と COM の間のデータの受け渡しを制御できるように なります。

メソッド

object VARIANT::VARIANT ([ mixed $value [, int $type [, int $codepage ]]] )

VARIANT クラスのコンストラクタ。パラメータは以下のとおりです。

value
初期値。省略したり NULL を設定した場合には、VT_EMPTY オブジェクトが作成されます。

type
VARIANT オブジェクトの content 型を指定します。使用可能な値は、 VT_XXX 定義済み定数 のうちのひとつです。 PHP 5 より前のバージョンでは、type に VT_BYREF を加えることで PHP から variant オブジェクトに参照渡しをさせることが可能でした。PHP 5 では、 こ
の方法はサポートされていません。そのかわりに、PHP 5 では パラメータが参照渡しされた場合にそれを自動的に認識します。 VARIANT オブジェクトとして渡す必要さえありません。 VARIANT 型についてのその他の情報については、MSDN ライブラリを参照くださ
い。

codepage
文字列を unicode に変換する際に使用するコードページを指定します。 詳細な情報については、 COM クラスの同名のパラメータを参照ください。

PHP 5 より前のバージョンでは、VARIANT クラスのインスタンスには 多くの(ドキュメント化されていない)仮想プロパティが存在します。 これらのプロパティは PHP 5 ですべて削除され、かわりにより自然な構文で アクセスできるようになっています。これらの違いについ
て、以下の例で 説明します。

例1 PHP 4.x 形式 での Variant の例
<?php
$v = new VARIANT(42);
print "The type is " . $v->type . "<br/>";
print "The value is " . $v->value . "<br/>";
?>

例2 PHP 5 形式での Variant の例
<?php
$v = new VARIANT(42);
print "The type is " . variant_get_type($v) . "<br/>";
print "The value is " . $v . "<br/>";
?>

このように変更された理由は、内部的には、COM 拡張モジュールが VARIANT、COM および DOTNET クラスを同一のものとして扱い、これらの クラスのプロパティやメンバへのアクセスは(何のインターフェースも 経由せず)直接 COM とやり取りを行うようにするという設
計思想によるものです。 新しい構文は、より自然でより手軽です。また、削除された仮想プロパティの ほとんどは、PHP のコンテキストにおいては何の意味も持たないものでした。

注意:

PHP 5 では、VARIANT を扱うためのよりシンプルな手段をとっています。 値を返したり variant プロパティを取得したりする際に variant が PHP の値に変換されるのは、情報を失うことなく型変換ができる型が 存在する場合に限られます。それ以外の場合は、結果
は VARIANT クラスの インスタンスとして返されます。明示的にキャスト演算子を指定することで variant を PHP のネイティブ型として扱うことが可能です。また、 print() を使用すると、暗黙のうちに値が文字列に 変換されます。variant に対する計算のためのさ
まざまな関数が用意されており、 型変換でデータを失うリスクを犯さなくてもそのままの形式で計算を 行うことが可能です。
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variant_get_type() も参照ください。

com_addref
(PHP 4 >= 4.1.0)

com_addref — コンポーネントの参照カウンタを増やす [非推奨]

説明

void com_addref ( void )

コンポーネントの参照カウンタを増やします。

返り値

値を返しません。

注意

警告

この関数を使用する必要は決してないはずです。

com_create_guid
(PHP 5)

com_create_guid — グローバルユニーク ID (GUID) を生成する

説明

string com_create_guid ( void )

グローバルユニーク ID (GUID) を生成します。

GUID は DCE UUID と同様の方法で生成されますが、Microsoft の 規約により、GUID が中括弧で囲まれるという点が異なります。

返り値

GUID を文字列で返します。

参考

PECL uuid 拡張モジュールの uuid_create()

com_event_sink
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

com_event_sink — COM オブジェクトのイベントを PHP オブジェクトに接続する

説明

bool com_event_sink ( variant $comobject , object $sinkobject [, mixed $sinkinterface ] )

comobject が生成したイベントを PHP オブジェクト sinkobject に通知するよう、COM に指示します。

この機能を利用する際には注意しましょう。もし以下の例のようなことを 行いたいのであれば、Web サーバ上でそれを行うことには まったく意味がありません。

パラメータ
comobject

sinkobject

sinkobject には、要求されるディスパッチ インターフェースと同じ名前のメソッドを持つクラスのインスタンスを 指定する必要があります。この要求を満たすクラスを作成するために、 com_print_typeinfo() を使用することができます。
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sinkinterface

PHP は comobject に関連するタイプライブラリで 指定されたデフォルトのディスパッチインターフェースを使用しようと しますが、使用させたいインターフェース名を sinkinterface に指定することで、それを 上書きすることが可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 COM イベントシンクの例
<?php
class IEEventSinker {
    var $terminated = false;

   function ProgressChange($progress, $progressmax) {
      echo "ダウンロードの進行状況: $progress / $progressmax\n";
    }

    function DocumentComplete(&$dom, $url) {
      echo "ドキュメント $url 完了\n";
    }

    function OnQuit() {
      echo "終了!\n";
      $this->terminated = true;
    }
}
$ie = new COM("InternetExplorer.Application");
// PHP 5 では & が必要ないことに注意!
$sink = new IEEventSinker();
com_event_sink($ie, $sink, "DWebBrowserEvents2");
$ie->Visible = true;
$ie->Navigate("http://www.example.org");
while(!$sink->terminated) {
  com_message_pump(4000);
}
$ie = null;
?>

参考

com_print_typeinfo() - ディスパッチインターフェースのために、PHP のクラス定義を出力する
com_message_pump() - COM メッセージを処理し、timeoutms ミリ秒の間待つ

com_get_active_object
(PHP 5)

com_get_active_object — すでに実行中の COM オブジェクトのインスタンスへのハンドルを返す

説明

variant com_get_active_object ( string $progid [, int $code_page ] )

com_get_active_object() は、新しい COM オブジェクトのインスタンスを作成することに 似ています。しかし、オブジェクトがすでに実行中の場合には そのオブジェクトが返されるという点が違います。 OLE アプリケーションは、既知のアプリケーションを一度だけ起動さ
せる ことを許可するために、Running Object Table というものを使用します。 この関数は、実行中のインスタンスのハンドルを取得するために COM ライブラリ関数 GetActiveObject() を公開します。

パラメータ
progid

progid は、アクセスしたいオブジェクトの ProgID あるいは CLSID (たとえば Word.Application) である必要があります。
code_page

COM クラスの場合と同様の働きをします。

返り値

要求されたオブジェクトが実行中の場合は、他の COM オブジェクトと 同様にスクリプトへ返されます。

エラー / 例外

この関数が失敗する 理由はさまざまなものが考えられますが、最も一般的なのは オブジェクトがまだ起動していないことです。そのような場合、 例外のエラーコードは MK_E_UNAVAILABLE となります。例外オブジェクトの getCode メソッドを使用することで、例外コードの内
容を調べることが可能です。

注意

警告

Web 環境で com_get_active_object() を使用する ことは、あまり良い考えではありません。ほとんどの COM/OLE アプリケーションは複数のクライアントから同時に利用されることを 考慮していないのです。(あの) Microsoft Office でさえもです! この件に関する一般的な
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問題についての詳細な情報は、» Considerations for Server-Side Automation of Office を参照ください。

com_get
(PHP 4)

com_get — COM コンポーネントのプロパティの値を得る [非推奨]

説明

非推奨です。かわりにオブジェクト指向の構文を使用します。

例1 オブジェクト指向の構文
<?php
// こちらを使用します
$var = $obj->property;
// こちらは推奨しません
$var = com_get($obj, 'property');
?>

注意

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。

com_invoke
(PHP 4)

com_invoke — COM コンポーネントのメソッドをコールする [非推奨]

説明

mixed com_invoke ( resource $com_object , string $function_name [, mixed $function_parameters ] )

com_invoke() は、 com_object が指す COM コンポーネントの メソッド function_name をコールします。 com_invoke() はエラーの場合に FALSE を返し、 成功時に function_name の返り値を返します。 追加パラメータ function_parameters の値が メソッド function_name に
渡されます。

例1 com_invoke() を使用せず、かわりにオブジェクト指向の構文を使用する
<?php
// こちらを使用します
$val = $obj->method($one, $two);
// こちらは推奨しません
$val = com_invoke($obj, 'method', $one, $two);
?>

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。

com_isenum
(PHP 4 >= 4.1.0)

com_isenum — COM オブジェクトが IEnumVariant インターフェースを実装しているかどうかを示す [非推奨]

説明

bool com_isenum ( variant $com_module )

COM オブジェクトから Next() メソッドによって 値を列挙することが可能かどうかを調べます。 このメソッドの詳細については、COM クラスを参照ください。

パラメータ
com_module

COM オブジェクト。

返り値

オブジェクトが列挙可能である場合に TRUE、可能でない場合に FALSE を返します。

注意

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;EN-US;q257757
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注意:

この関数は PHP 5 には存在しません。COM オブジェクトから値を順に 取り出すには、より自然な方法である foreach 文を使用します。 詳細は For Each を参照ください。

com_load_typelib
(PHP 4 >= 4.1.0, PHP 5)

com_load_typelib — タイプライブラリを読み込む

説明

bool com_load_typelib ( string $typelib_name [, bool $case_insensitive ] )

タイプライブラリを読み込んで定数をエンジン内に登録し、それらが define() を使用して定義されているかのように 扱えるようにします。

あまり融通の利く方法ではありませんが、 設定を利用して定数の 事前読み込みと登録をすませるほうがずっと効率的であることに 注意しましょう。

を有効にすると、 PHP がインスタンス化した COM オブジェクトに関連付けられている定数を 自動的に登録しようと試みます。これは COM オブジェクト自身の提供する インターフェースに依存し、常に可能であるとは限りません。

パラメータ
typelib_name

typelib_name は、以下のいずれかの形式となります。

.tlb ファイル、あるいはタイプライブラリを含む 実行モジュールのファイル名。

タイプライブラリの GUID の後にバージョン番号を続ける。たとえば {00000200-0000-0010-8000-00AA006D2EA4},2,0 のような形式。

タイプライブラリ名。たとえば Microsoft OLE DB ActiveX Data Objects 1.0 Library のような形式。

PHP は、この順序でタイプライブラリ名の解決を試みます。リストの下の ほうにいくほど検索処理のコストが高くなります。タイプライブラリ名に よる検索は、一致するものが見つかるまでレジストリを物理的に列挙していく という方法をとっています。
case_insensitive

case_insensitive は、 define() 関数の同名のパラメータと同じ働きをします。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

com_load
(PHP 4)

com_load — COM コンポーネントへの新規リファレンスを作成する [非推奨]

説明

非推奨です。かわりにオブジェクト指向の構文を使用しましょう。

例1 オブジェクト指向の構文
<?php
// こちらを使用します
$obj = new COM($module);
// こちらは推奨しません
$obj = com_load($module);
?>

注意

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。

com_message_pump
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

com_message_pump — COM メッセージを処理し、timeoutms ミリ秒の間待つ
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説明

bool com_message_pump ([ int $timeoutms ] )

この関数は、timeoutms ミリ秒が経過するか キューにメッセージが到着するまで待機します。

この関数の目的は、別々の場所にある COM のコールを振り分け、同期の 問題をうまく処理することです。これにより、発生するイベントを 効率的にスクリプトで待ち受けられるようになり、バックグラウンドで 動作している他のコードやイベントも処理できるようになりま
す。 COM オブジェクトのイベントを使用している間は、 com_event_sink() 関数の例で示したように この関数をループ内で使用すべきです。

パラメータ
timeoutms

タイムアウト。ミリ秒単位で指定します。

timeoutms の値を指定しなかった場合は 0 であるとみなされます。0 という値は、一切待機しないことを 意味します。処理待ち状態のメッセージがあればそれを処理し、 なければこの関数はすぐに FALSE を返します。

返り値

タイムアウトの前に メッセージが到着した場合は、そのメッセージが処理されて 関数は TRUE を返します。メッセージを処理することなく タイムアウトが発生した場合は、この関数は FALSE を返します。

com_print_typeinfo
(PHP 4 >= 4.2.0, PHP 5)

com_print_typeinfo — ディスパッチインターフェースのために、PHP のクラス定義を出力する

説明

bool com_print_typeinfo ( object $comobject [, string $dispinterface [, bool $wantsink ]] )

この関数の目的は、イベントシンクに使用するスケルトンクラスの作成を支援することです。 You may also use it to generate a dump of any COM object, provided that it supports enough of the introspection interfaces, and that you know the name of the
interface you want to display.

パラメータ
comobject

comobject は、COM オブジェクトのインスタンスか あるいはタイプライブラリの名前 (com_load_typelib() の規則にしたがって名前解決されます) のいずれかです。
dispinterface

結果を表示したいインターフェースで、 このインターフェースは IDispatch を継承したものです。
wantsink

TRUE の場合、対応するシンクインターフェースが代わりに表示されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

com_event_sink() - COM オブジェクトのイベントを PHP オブジェクトに接続する
com_load_typelib() - タイプライブラリを読み込む

com_propget
(PHP 4)

com_propget — com_get() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 com_get().

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。
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com_propput
(PHP 4)

com_propput — com_set() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 com_set().

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。

com_propset
(PHP 4)

com_propset — com_set() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 com_set().

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。

com_release
(PHP 4 >= 4.1.0)

com_release — コンポーネントリファレンスカウンタを減らす [廃止]

説明

void com_release ( void )

コンポーネントリファレンスカウンタを減らします。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
5.0.0 この関数は削除されました。

注意

警告

この関数を使用してはいけません。

com_set
(PHP 4)

com_set — COM コンポーネントのプロパティに値を代入する

説明

非推奨です。かわりにオブジェクト指向の構文を使用しましょう。

例1 オブジェクト指向の構文
<?php
// こちらを使用します
$obj->property = $value;
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// こちらは推奨しません
com_set($obj, 'property', $value);
?>

注意

注意: この関数は PHP 5 には存在しません。 より自然なオブジェクト指向形式の構文で、 プロパティにアクセスしたりメソッドをコールしたりすることになります。

variant_abs
(PHP 5)

variant_abs — variant の絶対値を返す

説明

mixed variant_abs ( mixed $val )

variant の絶対値を返します。

パラメータ
val

variant。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

val の絶対値を返します。

参考

abs() - 絶対値

variant_add
(PHP 5)

variant_add — 2 つの variant 値を「加算」し、結果を返す

説明

mixed variant_add ( mixed $left , mixed $right )

(MSDN ライブラリによる) 以下の規則に従い、 left を right に加算します。この規則は Visual Basic の規則と一致します。

Variant の加算規則
もし～なら このようにします

両者ともに文字列型 連結
一方が文字列型で、もう一方が文字追加
一方が数値で、もう一方が文字列 追加
両者ともに数値 加算
どちらか一方が NULL NULL が返される
両者ともに空の値 Integer 型が返される

パラメータ
left

左オペランド。
right
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右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN
のドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

結果を返します。

参考

variant_sub() - 左の variant から右の variant を引き、その結果を返す

variant_and
(PHP 5)

variant_and — 2 つの variant の論理積を計算し、結果を返す

説明

mixed variant_and ( mixed $left , mixed $right )

以下の表に基づいた論理 AND 処理を行います。通常の AND 操作とは 少し違いがあることに注意しましょう。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant の AND
規則

left right 結果
TRUE TRUE TRUE
TRUE FALSE FALSE
TRUE NULL NULL
FALSE TRUE FALSE
FALSE FALSE FALSE
FALSE NULL FALSE
NULL TRUE NULL
NULL FALSE FALSE
NULL NULL NULL

参考

variant_or() - 2 つの variant の論理和を計算する

variant_cast
(PHP 5)
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variant_cast — variant を、別の型の新しい variant に変換する

説明

variant variant_cast ( variant $variant , int $type )

この関数は、variant のコピーを作成して、 それを指定した type に強制的に変換します。

この関数は、COM ライブラリの VariantChangeType() をラップしたものです。 詳細な情報は MSDN ライブラリを参照ください。

パラメータ
variant

variant。
type

type は、定数 VT_XXX の中のひとつでなければなりません。

返り値

VT_DATE variant を返します。

参考

variant_set_type() - variant を「その場で」別の型に変換する

variant_cat
(PHP 5)

variant_cat — 2 つの variant 値を連結し、その結果を返す

説明

mixed variant_cat ( mixed $left , mixed $right )

left と right を連結し、その結果を返します。

この関数は、理論上は $left . $right と等価です。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

連結した結果を返します。

参考

文字列の連結演算子については 文字列演算子

variant_cmp
(PHP 5)
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variant_cmp — 2 つの variant を比較する

説明

int variant_cmp ( mixed $left , mixed $right [, int $lcid [, int $flags ]] )

left と right を比較します。

この関数はスカラー値のみを比較します。配列や variant レコードは比較しません。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。
lcid

文字列の比較に使用する有効なロケール識別子です (これは文字列の比較に影響します)。
flags

flags は、以下のひとつあるいは複数の値を OR で組み合わせたもので、文字列の比較に影響します。

Variant の比較フラグ
値 意味

NORM_IGNORECASE 大文字小文字を区別せずに比較する
NORM_IGNORENONSPACE非スペーシング文字を無視する
NORM_IGNORESYMBOLS 記号を無視する
NORM_IGNOREWIDTH 全角半角を区別しない
NORM_IGNOREKANATYPEひらがなカタカナを区別しない
NORM_IGNOREKASHIDA アラビア語の kashida 文字を無視する

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

以下のいずれかを返します。

Variant の比較結果
値 意味

VARCMP_LT left は right より小さい
VARCMP_EQ left は right と等しい
VARCMP_GT left は right より大きい
VARCMP_NULL left と right のいずれか、あるいは両方が NULL

variant_date_from_timestamp
(PHP 5)

variant_date_from_timestamp — Unix タイムスタンプを、日付形式の variant で返す

説明

variant variant_date_from_timestamp ( int $timestamp )

unix タイムスタンプ値 timestamp を VT_DATE 型の variant に変換します。 これにより、PHP の unix 的な部分と COM とのやりとりが容易になります。

パラメータ
timestamp
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unix タイムスタンプ。

返り値

VT_DATE 型の variant を返します。

参考

variant_date_to_timestamp() - 日付/時刻の variant 値を Unix タイムスタンプに変換する
mktime() - 日付を Unix のタイムスタンプとして取得する
time() - 現在の Unix タイムスタンプを返す

variant_date_to_timestamp
(PHP 5)

variant_date_to_timestamp — 日付/時刻の variant 値を Unix タイムスタンプに変換する

説明

int variant_date_to_timestamp ( variant $variant )

variant を、VT_DATE (あるいはそれに似た型) から Unix タイムスタンプに変換します。 これにより、PHP の Unix 的な部分と COM とのやりとりが容易になります。

パラメータ
variant

variant。

返り値

unix タイムスタンプを返します。

参考

variant_date_from_timestamp() - Unix タイムスタンプを、日付形式の variant で返す
date() - ローカルの日付/時刻を書式化する
strftime() - ロケールの設定に基づいてローカルな日付・時間をフォーマットする

variant_div
(PHP 5)

variant_div — 2 つの variant の除算結果を返す

説明

mixed variant_div ( mixed $left , mixed $right )

left を right で割り、その結果を返します。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。
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返り値

Variant の除算規則
もし～なら このようにします

両者ともに文字列型・日付型・文字・論理型 Double 型を返す
一方が文字列型で、もう一方が文字 除算結果を double 型で返す
一方が数値で、もう一方が文字列 除算結果を double 型で返す
両者ともに数値 除算結果を double 型で返す
どちらか一方が NULL NULL が返される
right が空の値で left がそれ以外の型 com_exception コード DISP_E_DIVBYZERO がスローされる
left が空の値で right がそれ以外の型 double 型の 0 が返される
両者ともに空の値 com_exception コード DISP_E_OVERFLOW がスローされる

参考

variant_idiv() - variants を整数に変換し、除算の結果を返す

variant_eqv
(PHP 5)

variant_eqv — 2 つの variant のビット値が等しいかどうかを調べる

説明

mixed variant_eqv ( mixed $left , mixed $right )

2 つの variant のビット値が等しいかどうかを調べます。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

left の各ビットが right の対応するビットに等しい場合に TRUE を、それ以外の場合に FALSE を返します。

variant_fix
(PHP 5)

variant_fix — variant の整数部を返す

説明

mixed variant_fix ( mixed $variant )

variant の整数部を取得します。

パラメータ
variant

variant。
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注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

variant が負の数の場合、variant の値以上の 最初の整数値を返します。それ以外の場合は variant の値の整数部分を返します。

注意

警告

このドキュメントは MSDN ドキュメントに基づいています。 この関数は variant_int() とまったく同じか、 そうでなければ MSDN ドキュメントに間違いがあると思われます。

参考

variant_int() - variant の整数部を返す
variant_round() - 指定した桁で variant を丸める
floor() - 端数の切り捨て
ceil() - 端数の切り上げ
round() - 浮動小数点数を丸める

variant_get_type
(PHP 5)

variant_get_type — variant オブジェクトの型を返す

説明

int variant_get_type ( variant $variant )

variant オブジェクトの型を返します。

パラメータ
variant

variant オブジェクト。

返り値

この関数は、variant の型を表す整数値を返します。 variant は COM、 DOTNET あるいは VARIANT クラスのインスタンスです。 返される値は、VT_XXX 定数のいずれかと比較することが可能です。

COM および DOTNET オブジェクトの返す値は、通常 VT_DISPATCH です。これらのクラスに対して この関数が動作する理由は、単に COM および DOTNET が VARIANT を 継承しているからというだけのことです。

PHP のバージョン 5 より前では、この情報は VARIANT クラスの インスタンスからしか取得できません。そのためには 擬似プロパティ type の値を読み取ります。 これについてのより詳細な情報は VARIANT クラスを参照ください。

variant_idiv
(PHP 5)

variant_idiv — variants を整数に変換し、除算の結果を返す

説明

mixed variant_idiv ( mixed $left , mixed $right )

left および right を 整数値に変換し、整数の除算を行います。

パラメータ
left

左オペランド。
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right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant の整数除算規則
もし～なら このようにします

両者ともに文字列型・日付型・文字・論理型除算結果を integer 型で返す
一方が文字列型で、もう一方が文字 除算
一方が数値で、もう一方が文字列 除算
両者ともに数値 除算
どちらか一方が NULL NULL が返される
両者ともに空の値 com_exception コード DISP_E_DIVBYZERO がスローされる

参考

variant_div() - 2 つの variant の除算結果を返す

variant_imp
(PHP 5)

variant_imp — 2 つの variant のビット implication を行う

説明

mixed variant_imp ( mixed $left , mixed $right )

ビットの implication 操作を行います。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant
Implication
テーブル

left right 結果
TRUE TRUE TRUE
TRUE FALSE TRUE
TRUE NULL TRUE
FALSE TRUE TRUE
FALSE FALSE TRUE
FALSE NULL TRUE
NULL TRUE TRUE
NULL FALSE NULL
NULL NULL NULL
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variant_int
(PHP 5)

variant_int — variant の整数部を返す

説明

mixed variant_int ( mixed $variant )

variant の整数部を返します。

パラメータ
variant

variant。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

variant が負の数の場合、variant の値以上の 最初の整数値を返します。それ以外の場合は variant の値の整数部分を返します。

参考

variant_fix() - variant の整数部を返す
variant_round() - 指定した桁で variant を丸める
floor() - 端数の切り捨て
ceil() - 端数の切り上げ
round() - 浮動小数点数を丸める

variant_mod
(PHP 5)

variant_mod — 2 つの variant の除算を行い、剰余を返す

説明

mixed variant_mod ( mixed $left , mixed $right )

left を right で除算し、剰余を返します。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

除算の剰余を返します。
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参考

variant_div() - 2 つの variant の除算結果を返す
variant_idiv() - variants を整数に変換し、除算の結果を返す

variant_mul
(PHP 5)

variant_mul — 2 つの variant の乗算を行い、その結果を返す

説明

mixed variant_mul ( mixed $left , mixed $right )

left と right の乗算を行います。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

論理型の値は、FALSE が -1 に、そして TRUE が 0 に変換されます。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant の乗算規則
もし～なら このようにします

両者ともに文字列型・日付型・文字・論理型乗算
一方が文字列型で、もう一方が文字 乗算
一方が数値で、もう一方が文字列 乗算
両者ともに数値 乗算
どちらか一方が NULL NULL が返される
両者ともに空の値 空の文字列が返される

参考

variant_div() - 2 つの variant の除算結果を返す
variant_idiv() - variants を整数に変換し、除算の結果を返す

variant_neg
(PHP 5)

variant_neg — variant の論理否定演算を行う

説明

mixed variant_neg ( mixed $variant )

variant の論理否定演算を行います。

パラメータ
variant
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variant。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

論理否定演算の結果を返します。

variant_not
(PHP 5)

variant_not — variant のビット否定演算を行う

説明

mixed variant_not ( mixed $variant )

variant のビット否定演算を行い、その結果を返します。

パラメータ
variant

variant。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

ビット否定演算の結果を返します。 variant が NULL の場合、 結果も NULL となります。

variant_or
(PHP 5)

variant_or — 2 つの variant の論理和を計算する

説明

mixed variant_or ( mixed $left , mixed $right )

論理 OR 処理を行います。通常の OR 操作とは少し違いがあることに注意しましょう。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。
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variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant の OR 規
則

left right 結果
TRUE TRUE TRUE
TRUE FALSE TRUE
TRUE NULL TRUE
FALSE TRUE TRUE
FALSE FALSE FALSE
FALSE NULL NULL
NULL TRUE TRUE
NULL FALSE NULL
NULL NULL NULL

参考

variant_and() - 2 つの variant の論理積を計算し、結果を返す
variant_xor() - 2 つの variant の排他的論理和を計算する

variant_pow
(PHP 5)

variant_pow — 2 つの variant の累乗計算を行い、その結果を返す

説明

mixed variant_pow ( mixed $left , mixed $right )

left の right 乗を返します。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

left の right 乗を返します。

参考

pow() - 指数表現

variant_round
(PHP 5)

variant_round — 指定した桁で variant を丸める

説明

mixed variant_round ( mixed $variant , int $decimals )
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variant を、 decimals で指定した桁で丸めた結果を返します。

パラメータ
variant

variant。
decimals

小数点の位置。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

丸めた結果を返します。

参考

round() - 浮動小数点数を丸める

variant_set_type
(PHP 5)

variant_set_type — variant を「その場で」別の型に変換する

説明

void variant_set_type ( variant $variant , int $type )

この関数は variant_cast() に似ていますが、 「その場で」変換されるという点が異なります。新しい variant は 作成されません。この関数に渡すパラメータの意味は variant_cast() の場合と同じです。

パラメータ
variant

variant。
type

返り値

値を返しません。

参考

variant_cast() - variant を、別の型の新しい variant に変換する

variant_set
(PHP 5)

variant_set — variant オブジェクトに新しい値を代入する

説明

void variant_set ( variant $variant , mixed $value )

value を variant に変換し、それを variant オブジェクトに代入します。 新しい variant オブジェクトは作成されず、 variant の元の値は開放されます。

パラメータ
variant
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variant。
value

返り値

値を返しません。

variant_sub
(PHP 5)

variant_sub — 左の variant から右の variant を引き、その結果を返す

説明

mixed variant_sub ( mixed $left , mixed $right )

right を left から引きます。

パラメータ
left

左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant の減算規則
もし～なら このようにします

両者ともに文字列型 減算
一方が文字列型で、もう一方が文字減算
一方が数値で、もう一方が文字列 減算
両者ともに数値 減算
どちらか一方が NULL NULL が返される
両者ともに空の値 空の文字列が返される

参考

variant_add() - 2 つの variant 値を「加算」し、結果を返す

variant_xor
(PHP 5)

variant_xor — 2 つの variant の排他的論理和を計算する

説明

mixed variant_xor ( mixed $left , mixed $right )

排他的論理和を計算します。

パラメータ
left
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左オペランド。
right

右オペランド。

注意:

variant に関するすべての計算用関数と同様、この関数のパラメータには PHP のネイティブ型 (整数、文字列、浮動小数点数、boolean あるいは NULL) あるいは COM、VARIANT、DOTNET クラスのインスタンスが使用できます。 PHP のネイティブ型は、VARIANT
クラスのコンストラクタと同じ方法で variant に変換されます。 COM オブジェクトおよび DOTNET オブジェクトはデフォルトプロパティの値を持っており、 これを variant の値として使用します。

variant に関する計算関数は、COM ライブラリの同名の関数のラッパーです。 これらの関数についての詳細な情報は、MSDN ライブラリでご確認ください。 PHP での関数名は微妙に異なります。たとえば、PHP での関数 variant_add() に対応する関数は、MSDN の
ドキュメントでは VarAdd() となります。

返り値

Variant の XOR
規則

left right 結果
TRUE TRUE FALSE
TRUE FALSE TRUE
FALSE TRUE TRUE
FALSE FALSE FALSE
NULL NULL NULL

参考

variant_or() - 2 つの variant の論理和を計算する
variant_and() - 2 つの variant の論理積を計算し、結果を返す

目次
COM — COM クラス
DOTNET — DOTNET クラス
VARIANT — VARIANT クラス
com_addref — コンポーネントの参照カウンタを増やす [非推奨]
com_create_guid — グローバルユニーク ID (GUID) を生成する
com_event_sink — COM オブジェクトのイベントを PHP オブジェクトに接続する
com_get_active_object — すでに実行中の COM オブジェクトのインスタンスへのハンドルを返す
com_get — COM コンポーネントのプロパティの値を得る [非推奨]
com_invoke — COM コンポーネントのメソッドをコールする [非推奨]
com_isenum — COM オブジェクトが IEnumVariant インターフェースを実装しているかどうかを示す [非推奨]
com_load_typelib — タイプライブラリを読み込む
com_load — COM コンポーネントへの新規リファレンスを作成する [非推奨]
com_message_pump — COM メッセージを処理し、timeoutms ミリ秒の間待つ
com_print_typeinfo — ディスパッチインターフェースのために、PHP のクラス定義を出力する
com_propget — com_get のエイリアス
com_propput — com_set のエイリアス
com_propset — com_set のエイリアス
com_release — コンポーネントリファレンスカウンタを減らす [廃止]
com_set — COM コンポーネントのプロパティに値を代入する
variant_abs — variant の絶対値を返す
variant_add — 2 つの variant 値を「加算」し、結果を返す
variant_and — 2 つの variant の論理積を計算し、結果を返す
variant_cast — variant を、別の型の新しい variant に変換する
variant_cat — 2 つの variant 値を連結し、その結果を返す
variant_cmp — 2 つの variant を比較する
variant_date_from_timestamp — Unix タイムスタンプを、日付形式の variant で返す
variant_date_to_timestamp — 日付/時刻の variant 値を Unix タイムスタンプに変換する
variant_div — 2 つの variant の除算結果を返す
variant_eqv — 2 つの variant のビット値が等しいかどうかを調べる
variant_fix — variant の整数部を返す
variant_get_type — variant オブジェクトの型を返す
variant_idiv — variants を整数に変換し、除算の結果を返す
variant_imp — 2 つの variant のビット implication を行う
variant_int — variant の整数部を返す
variant_mod — 2 つの variant の除算を行い、剰余を返す
variant_mul — 2 つの variant の乗算を行い、その結果を返す
variant_neg — variant の論理否定演算を行う
variant_not — variant のビット否定演算を行う
variant_or — 2 つの variant の論理和を計算する
variant_pow — 2 つの variant の累乗計算を行い、その結果を返す
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variant_round — 指定した桁で variant を丸める
variant_set_type — variant を「その場で」別の型に変換する
variant_set — variant オブジェクトに新しい値を代入する
variant_sub — 左の variant から右の variant を引き、その結果を返す
variant_xor — 2 つの variant の排他的論理和を計算する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
エラーおよびエラー処理
例

For Each
配列と配列形式の COM プロパティ

COM関数
COM — COM クラス
DOTNET — DOTNET クラス
VARIANT — VARIANT クラス
com_addref — コンポーネントの参照カウンタを増やす [非推奨]
com_create_guid — グローバルユニーク ID (GUID) を生成する
com_event_sink — COM オブジェクトのイベントを PHP オブジェクトに接続する
com_get_active_object — すでに実行中の COM オブジェクトのインスタンスへのハンドルを返す
com_get — COM コンポーネントのプロパティの値を得る [非推奨]
com_invoke — COM コンポーネントのメソッドをコールする [非推奨]
com_isenum — COM オブジェクトが IEnumVariant インターフェースを実装しているかどうかを示す [非推奨]
com_load_typelib — タイプライブラリを読み込む
com_load — COM コンポーネントへの新規リファレンスを作成する [非推奨]
com_message_pump — COM メッセージを処理し、timeoutms ミリ秒の間待つ
com_print_typeinfo — ディスパッチインターフェースのために、PHP のクラス定義を出力する
com_propget — com_get のエイリアス
com_propput — com_set のエイリアス
com_propset — com_set のエイリアス
com_release — コンポーネントリファレンスカウンタを減らす [廃止]
com_set — COM コンポーネントのプロパティに値を代入する
variant_abs — variant の絶対値を返す
variant_add — 2 つの variant 値を「加算」し、結果を返す
variant_and — 2 つの variant の論理積を計算し、結果を返す
variant_cast — variant を、別の型の新しい variant に変換する
variant_cat — 2 つの variant 値を連結し、その結果を返す
variant_cmp — 2 つの variant を比較する
variant_date_from_timestamp — Unix タイムスタンプを、日付形式の variant で返す
variant_date_to_timestamp — 日付/時刻の variant 値を Unix タイムスタンプに変換する
variant_div — 2 つの variant の除算結果を返す
variant_eqv — 2 つの variant のビット値が等しいかどうかを調べる
variant_fix — variant の整数部を返す
variant_get_type — variant オブジェクトの型を返す
variant_idiv — variants を整数に変換し、除算の結果を返す
variant_imp — 2 つの variant のビット implication を行う
variant_int — variant の整数部を返す
variant_mod — 2 つの variant の除算を行い、剰余を返す
variant_mul — 2 つの variant の乗算を行い、その結果を返す
variant_neg — variant の論理否定演算を行う
variant_not — variant のビット否定演算を行う
variant_or — 2 つの variant の論理和を計算する
variant_pow — 2 つの variant の累乗計算を行い、その結果を返す
variant_round — 指定した桁で variant を丸める
variant_set_type — variant を「その場で」別の型に変換する
variant_set — variant オブジェクトに新しい値を代入する
variant_sub — 左の variant から右の variant を引き、その結果を返す
variant_xor — 2 つの variant の排他的論理和を計算する

プリンタ
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導入
以下の関数は、Windows 9.x, ME, NT4, 2000 でのみ利用可能です。これらの 関数は、PHP 4.0.4 で追加されました。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
外部ライブラリを必要としません。

インストール手順
この » PECL 拡張モジュールは、 PHP にバンドルされていません。

Windows ユーザは、これらの関数を使用するには php.ini の中で php_printer.dll を有効にする必要があります。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

プリンタ設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

printer.default_printer "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で使用可能です。PHP 4.1.1 で削除されました。
PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

リソース型
この拡張モジュールでは、プリンタ接続や ブラシ、フォント、ペンへのハンドルを定義しています。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

PRINTER_COPIES (integer)
PRINTER_MODE (integer)
PRINTER_TITLE (integer)
PRINTER_DEVICENAME (integer)
PRINTER_DRIVERVERSION (integer)
PRINTER_OUTPUT_FILE (integer)
PRINTER_RESOLUTION_Y (integer)
PRINTER_RESOLUTION_X (integer)
PRINTER_SCALE (integer)
PRINTER_BACKGROUND_COLOR (integer)
PRINTER_PAPER_LENGTH (integer)
PRINTER_PAPER_WIDTH (integer)
PRINTER_PAPER_FORMAT (integer)
PRINTER_FORMAT_CUSTOM (integer)
PRINTER_FORMAT_LETTER (integer)
PRINTER_FORMAT_LEGAL (integer)
PRINTER_FORMAT_A3 (integer)
PRINTER_FORMAT_A4 (integer)
PRINTER_FORMAT_A5 (integer)

http://pecl.php.net/
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PRINTER_FORMAT_B4 (integer)
PRINTER_FORMAT_B5 (integer)
PRINTER_FORMAT_FOLIO (integer)
PRINTER_ORIENTATION (integer)
PRINTER_ORIENTATION_PORTRAIT (integer)
PRINTER_ORIENTATION_LANDSCAPE (integer)
PRINTER_TEXT_COLOR (integer)
PRINTER_TEXT_ALIGN (integer)
PRINTER_TA_BASELINE (integer)
PRINTER_TA_BOTTOM (integer)
PRINTER_TA_TOP (integer)
PRINTER_TA_CENTER (integer)
PRINTER_TA_LEFT (integer)
PRINTER_TA_RIGHT (integer)
PRINTER_PEN_SOLID (integer)
PRINTER_PEN_DASH (integer)
PRINTER_PEN_DOT (integer)
PRINTER_PEN_DASHDOT (integer)
PRINTER_PEN_DASHDOTDOT (integer)
PRINTER_PEN_INVISIBLE (integer)
PRINTER_BRUSH_SOLID (integer)
PRINTER_BRUSH_CUSTOM (integer)
PRINTER_BRUSH_DIAGONAL (integer)
PRINTER_BRUSH_CROSS (integer)
PRINTER_BRUSH_DIAGCROSS (integer)
PRINTER_BRUSH_FDIAGONAL (integer)
PRINTER_BRUSH_HORIZONTAL (integer)
PRINTER_BRUSH_VERTICAL (integer)
PRINTER_FW_THIN (integer)
PRINTER_FW_ULTRALIGHT (integer)
PRINTER_FW_LIGHT (integer)
PRINTER_FW_NORMAL (integer)
PRINTER_FW_MEDIUM (integer)
PRINTER_FW_BOLD (integer)
PRINTER_FW_ULTRABOLD (integer)
PRINTER_FW_HEAVY (integer)
PRINTER_ENUM_LOCAL (integer)
PRINTER_ENUM_NAME (integer)
PRINTER_ENUM_SHARED (integer)
PRINTER_ENUM_DEFAULT (integer)
PRINTER_ENUM_CONNECTIONS (integer)
PRINTER_ENUM_NETWORK (integer)
PRINTER_ENUM_REMOTE (integer)

プリンタ 関数

printer_abort
(PECL printer SVN)

printer_abort — プリンタのスプールファイルを削除する

説明

void printer_abort ( resource $printer_handle )

この関数は、プリンタのスプールファイルを削除します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

値を返しません。

例
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例1 printer_abort() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_abort($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_close
(PECL printer SVN)

printer_close — プリンタへの接続を閉じる

説明

void printer_close ( resource $printer_handle )

この関数は、プリンタへの接続をクローズします。 printer_close() は、アクティブな デバイスコンテキストもクローズします。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_close() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_close($handle);
?>

printer_create_brush
(PECL printer SVN)

printer_create_brush — 新規ブラシを作成する

説明

resource printer_create_brush ( int $style , string $color )

この関数は、新しいブラシを作成してブラシへのハンドルを返します。 ブラシは、図形を塗りつぶすために使用されます。使用例は printer_select_brush() を参照ください。

パラメータ
style

style は、以下の定数のうちのいずれかで ある必要があります。

PRINTER_BRUSH_SOLID: 実線のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_DIAGONAL: 45 度右上がりハッチ( / )のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_CROSS: クロスハッチ( + )のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_DIAGCROSS: 45 度回転したクロスハッチ( x )のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_FDIAGONAL: 45 度右下がりハッチ( \ )のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_HORIZONTAL: 水平ハッチ( - )のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_VERTICAL: 垂直ハッチ( | )のブラシを作成します。
PRINTER_BRUSH_CUSTOM: BMP ファイルからカスタムブラシを作成します。2 番目のパラメータには RGB 色コードのかわりに BMP を指定します。

color

color は RGB 16 進フォーマットである必要があります。 たとえば黒は "000000" となります。

返り値

ブラシのハンドル、あるいはエラー時に FALSE を返します。
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printer_create_dc
(PECL printer SVN)

printer_create_dc — 新規デバイスコンテキストを作成する

説明

void printer_create_dc ( resource $printer_handle )

この関数は、新しいデバイスコンテキストを作成します。 デバイスコンテキストは、ドキュメントのグラフィックオブジェクトを カスタマイズするために使用されます。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_create_dc() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle);
printer_start_page($handle);

printer_create_dc($handle);
/* dc に関する操作を行います */
printer_set_option($handle, PRINTER_TEXT_COLOR, "333333");
printer_draw_text($handle, 1, 1, "text");
printer_delete_dc($handle);

/* 別の dc を作成します */
printer_create_dc($handle);
printer_set_option($handle, PRINTER_TEXT_COLOR, "000000");
printer_draw_text($handle, 1, 1, "text");
/* dc に関する操作を行います */
printer_delete_dc($handle);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_create_font
(PECL printer SVN)

printer_create_font — 新規フォントを作成する

説明

resource printer_create_font ( string $face , int $height , int $width , int $font_weight , bool $italic , bool $underline , bool $strikeout , int $orientation )

この関数は、新しいフォントを作成してそのハンドルを返します。作成したフォントは テキストの描画に使用されます。使用例は printer_select_font() を参照ください。

パラメータ
face

face はフォントフェースを指定する文字列である必要があります。
height

height でフォントの高さを指定します。
width

width でフォントの幅を指定します。
font_weight

font_weight ではフォントのウェイト (通常は 400)を指定し、以下の定数のうちのいずれかを使用することが可能です。

PRINTER_FW_THIN: フォントウェイトを thin (100) に設定します。
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PRINTER_FW_ULTRALIGHT: フォントウェイトを ultra light (200) に設定します。
PRINTER_FW_LIGHT: フォントウェイトを light (300) に設定します。
PRINTER_FW_NORMAL: フォントウェイトを normal (400) に設定します。
PRINTER_FW_MEDIUM: フォントウェイトを medium (500) に設定します。
PRINTER_FW_BOLD: フォントウェイトを bold (700) に設定します。
PRINTER_FW_ULTRABOLD: フォントウェイトを ultra bold (800) に設定します。
PRINTER_FW_HEAVY: フォントウェイトをheavy (900) に設定します。

italic

italic には、 フォントを斜体にするかどうかを TRUE あるいは FALSE で指定します。
underline

underline には、 フォントに下線を引くかどうかを TRUE あるいは FALSE で指定します。
strikeout

strikeout には、 フォントに打ち消し線を引くかどうかを TRUE あるいは FALSE で指定します。
orientaton

orientation ではフォントの回転を指定します。

返り値

成功した場合にフォントのハンドル、エラー時に FALSE を返します。

printer_create_pen
(PECL printer SVN)

printer_create_pen — 新規ペンを作成する

説明

resource printer_create_pen ( int $style , int $width , string $color )

この関数は、新しいペンを作成してそのハンドルを返します。作成したペンは、 直線や曲線を描く際に使用されます。使用例は printer_select_pen() を参照ください。

パラメータ
style

style は、以下の定数のうちのいずれかで ある必要があります。

PRINTER_PEN_SOLID: 実線のペンを作成します。
PRINTER_PEN_DASH: 破線のペンを作成します。
PRINTER_PEN_DOT: 点線のペンを作成します。
PRINTER_PEN_DASHDOT: ダッシュとドットで構成されるペンを作成します。
PRINTER_PEN_DASHDOTDOT: ダッシュと 2 つのドットで構成されるペンを作成します。
PRINTER_PEN_INVISIBLE: 不可視のペンを作成します。

width

width はペンの幅を指定しす。
color

color は RGB 16 進フォーマットである必要が あります。たとえば黒は "000000" となります。

返り値

Returns a pen handle or FALSE on error.

printer_delete_brush
(PECL printer SVN)

printer_delete_brush — ブラシを削除する

説明
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void printer_delete_brush ( resource $brush_handle )

この関数は、選択したブラシを削除します。使用例は printer_select_brush() を参照ください。

パラメータ
brush_handle

brush_handle は、 有効なブラシのハンドルである必要があります。

返り値

値を返しません。

printer_delete_dc
(PECL printer SVN)

printer_delete_dc — デバイスコンテキストを削除する

説明

bool printer_delete_dc ( resource $printer_handle )

この関数はデバイスコンテキストを削除します。 使用例は printer_create_dc() を参照ください。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

printer_delete_font
(PECL printer SVN)

printer_delete_font — フォントを削除する

説明

void printer_delete_font ( resource $font_handle )

この関数は選択したフォントを削除します。使用例は printer_select_font() を参照ください。

パラメータ
font_handle

font_handle は、 有効なフォントのハンドルである必要があります。

返り値

値を返しません。

printer_delete_pen
(PECL printer SVN)

printer_delete_pen — ペンを削除する

説明

void printer_delete_pen ( resource $pen_handle )
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この関数は、選択したペンを削除します。使用例は printer_select_pen() を参照ください。

パラメータ
pen_handle

pen_handle は、 有効なペンのハンドルである必要があります。

返り値

値を返しません。

printer_draw_bmp
(PECL printer SVN)

printer_draw_bmp — ビットマップを描画する

説明

bool printer_draw_bmp ( resource $printer_handle , string $filename , int $x , int $y [, int $width ], int $height )

この関数はビットマップを描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
filename

ビットマップへのパス。
x

x はビットマップの左上の x 座標です。
y

y はビットマップの左上の y 座標です。
width

ビットマップの幅。
height

ビットマップの高さ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 printer_draw_bmp() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

printer_draw_bmp($handle, "c:\\image.bmp", 1, 1);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_chord
(PECL printer SVN)

printer_draw_chord — 弦を描画する

説明
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void printer_draw_chord ( resource $printer_handle , int $rec_x , int $rec_y , int $rec_x1 , int $rec_y1 , int $rad_x , int $rad_y , int $rad_x1 , int $rad_y1 )

この関数は、弦を描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
rec_x

rec_x は、弦を囲む長方形の左上の x 座標です。
rec_y

rec_y は、弦を囲む長方形の左上の y 座標です。
rec_x1

rec_x1 は、弦を囲む長方形の右下の x 座標です。
rec_y1

rec_y1 は、弦を囲む長方形の右下の y 座標です。
rad_x

rad_x は、弦の開始位置を指定する半径の x 座標です。
rad_y

rad_y は、弦の開始位置を指定する半径の y 座標です。
rad_x1

rad_x1 は、弦の終了位置を指定する半径の x 座標です。
rad_y1

rad_y1 は、弦の終了位置を指定する半径の y 座標です。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_draw_chord() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 2, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);

$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_SOLID, "2222FF");
printer_select_brush($handle, $brush);

printer_draw_chord($handle, 1, 1, 500, 500, 1, 1, 500, 1);

printer_delete_brush($brush);
printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_elipse
(PECL printer SVN)

printer_draw_elipse — 楕円を描画する

説明

void printer_draw_elipse ( resource $printer_handle , int $ul_x , int $ul_y , int $lr_x , int $lr_y )

この関数は、楕円を描画します。

パラメータ
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printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
ul_x

ul_x は、楕円の左上の x 座標です。
ul_y

ul_y は、楕円の左上の y 座標です。
lr_x

lr_x は、楕円の右下の x 座標です。
lr_y

lr_y は、楕円の右下の y 座標です。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_draw_elipse() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 2, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);

$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_SOLID, "2222FF");
printer_select_brush($handle, $brush);

printer_draw_elipse($handle, 1, 1, 500, 500);

printer_delete_brush($brush);
printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_line
(PECL printer SVN)

printer_draw_line — 線を描画する

説明

void printer_draw_line ( resource $printer_handle , int $from_x , int $from_y , int $to_x , int $to_y )

この関数は、選択したペンで直線を描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
from_x

from_x は開始点の x 座標です。
from_y

from_y は開始点の y 座標です。
to_x

to_x は終了点の x 座標です。
to_y

to_y は終了点の y 座標です。

返り値
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値を返しません。

例

例1 printer_draw_line() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 30, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);

printer_draw_line($handle, 1, 10, 1000, 10);
printer_draw_line($handle, 1, 60, 500, 60);

printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_pie
(PECL printer SVN)

printer_draw_pie — 円弧を描画する

説明

void printer_draw_pie ( resource $printer_handle , int $rec_x , int $rec_y , int $rec_x1 , int $rec_y1 , int $rad1_x , int $rad1_y , int $rad2_x , int $rad2_y )

この関数は円弧を描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
rec_x

rec_x は、円弧を囲む長方形の左上の x 座標です。
rec_y

rec_y は、円弧を囲む長方形の左上の y 座標です。
rec_x1

rec_x1 は、円弧を囲む長方形の右下の x 座標です。
rec_y1

rec_y1 は、円弧を囲む長方形の右下の y 座標です。
rad1_x

rad1_x は、最初の半径の終了点の x 座標です。
rad1_y

rad1_y は、最初の半径の終了点の y 座標です。
rad2_x

rad2_x は、2 番目の半径の終了点の x 座標です。
rad2_y

rad2_y は、2 番目の半径の終了点の y 座標です。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_draw_pie() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
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printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 2, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);

$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_SOLID, "2222FF");
printer_select_brush($handle, $brush);

printer_draw_pie($handle, 1, 1, 500, 500, 1, 1, 500, 1);

printer_delete_brush($brush);
printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_rectangle
(PECL printer SVN)

printer_draw_rectangle — 矩形を描画する

説明

void printer_draw_rectangle ( resource $printer_handle , int $ul_x , int $ul_y , int $lr_x , int $lr_y )

この関数は矩形を描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
ul_x

ul_x は、矩形の左上の x 座標です。
ul_y

ul_y は、矩形の左上の y 座標です。
lr_x

lr_x は、矩形の右下の x 座標です。
lr_y

lr_y は、矩形の右下の y 座標です。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_draw_rectangle() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 2, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);

$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_SOLID, "2222FF");
printer_select_brush($handle, $brush);

printer_draw_rectangle($handle, 1, 1, 500, 500);

printer_delete_brush($brush);
printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_roundrect
(PECL printer SVN)

printer_draw_roundrect — 角が丸い矩形を描画する
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説明

void printer_draw_roundrect ( resource $printer_handle , int $ul_x , int $ul_y , int $lr_x , int $lr_y , int $width , int $height )

この関数は、角が丸い矩形を描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
ul_x

ul_x は、矩形の左上の x 座標です。
ul_y

ul_y は、矩形の左上の y 座標です。
lr_x

lr_x は、矩形の右下の x 座標です。
lr_y

lr_y は、矩形の右下の y 座標です。
width

width は、楕円の幅です。
height

height は、楕円の高さです。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_draw_roundrect() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 2, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);

$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_SOLID, "2222FF");
printer_select_brush($handle, $brush);

printer_draw_roundrect($handle, 1, 1, 500, 500, 200, 200);

printer_delete_brush($brush);
printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_draw_text
(PECL printer SVN)

printer_draw_text — テキストを描画する

説明

void printer_draw_text ( resource $printer_handle , string $text , int $x , int $y )

この関数は、選択したフォントを使用して位置 x, y に text を描画します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
text
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描画したいテキスト。
x

x は描画する位置の x 座標です。
y

y は描画する位置の y 座標です。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_draw_text() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$font = printer_create_font("Arial", 72, 48, 400, false, false, false, 0);
printer_select_font($handle, $font);
printer_draw_text($handle, "test", 10, 10);
printer_delete_font($font);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_end_doc
(PECL printer SVN)

printer_end_doc — ドキュメントを閉じる

説明

bool printer_end_doc ( resource $printer_handle )

プリンタスプーラ内の新規ドキュメントを閉じます。 これにより、ドキュメントの印刷準備が完了します。使用例は printer_start_doc() を参照ください。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

printer_end_page
(PECL printer SVN)

printer_end_page — アクティブなページを閉じる

説明

bool printer_end_page ( resource $printer_handle )

この関数は、アクティブなドキュメントのアクティブなページを閉じます。 使用例は printer_start_doc() を参照ください。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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printer_get_option
(PECL printer SVN)

printer_get_option — プリンタ設定データを取得する

説明

mixed printer_get_option ( resource $printer_handle , string $option )

この関数は、option の設定値を取得します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
option

取得可能な設定については printer_set_option() を参照ください。それに加えてさらに以下の設定も取得可能です。

PRINTER_DEVICENAME プリンタのデバイス名を返します。
PRINTER_DRIVERVERSION プリンタドライバのバージョンを返します。

返り値

option の値を返します。

例

例1 printer_get_option() の例
<?php
$handle = printer_open();
echo printer_get_option($handle, PRINTER_DRIVERVERSION);
printer_close($handle);
?>

printer_list
(PECL printer SVN)

printer_list — サーバに登録されたプリンタの配列を返す

説明

array printer_list ( int $enumtype [, string $name [, int $level ]] )

この関数は、利用可能なプリンタとその機能を調べます。

パラメータ
enumtype

enumtype は次の定義済みの定数のどれかとする必要があります。

PRINTER_ENUM_LOCAL: ローカルにインストールされたプリンタを列挙します。
PRINTER_ENUM_NAME: name のサーバ、 ドメインまたはプリントプロバイダになることができるものを列挙します。
PRINTER_ENUM_SHARED: このパラメータは単独では使用できず、 他のパラメータとともに使用する必要があります。 たとえば PRINTER_ENUM_LOCAL とともに使用することで、 ローカルの共有プリンタを検出します。
PRINTER_ENUM_DEFAULT: (Win9.x のみ) デフォルトのプリンタを列挙します。
PRINTER_ENUM_CONNECTIONS: (WinNT/2000 のみ) ユーザが接続済みのプリンタを列挙します。
PRINTER_ENUM_NETWORK: (WinNT/2000 のみ) コンピュータのドメインにあるネットワークプリンタを列挙します。 level が 1 の場合のみ有効です。
PRINTER_ENUM_REMOTE: (WinNT/2000 のみ) コンピュータのドメインにある ネットワークプリンタとプリンタサーバを列挙します。 level が 1 の場合のみ有効です。

name

PRINTER_ENUM_NAME とともに使用します。
level

level には、情報要求のレベルを設定します。 これは、1,2,4 または 5 とすることが可能です、

返り値
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プリンタの配列を返します。

例

例1 printer_list() の例
<?php
/* ローカルな共有プリンタを検出 */
var_dump(printer_list(PRINTER_ENUM_LOCAL | PRINTER_ENUM_SHARED));
?>

printer_logical_fontheight
(PECL printer SVN)

printer_logical_fontheight — 論理フォントの高さを取得する

説明

int printer_logical_fontheight ( resource $printer_handle , int $height )

この関数は height の論理フォントの高さを計算します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
height

フォントの高さ。

返り値

論理フォントの高さを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 printer_logical_fontheight() の例
<?php
$handle = printer_open();
echo printer_logical_fontheight($handle, 72);
printer_close($handle);
?>

printer_open
(PECL printer SVN)

printer_open — プリンタへの接続をオープンする

説明

resource printer_open ([ string $printername ] )

この関数は、指定したプリンタへの接続を試みます。

printer_open() は、 デバイスコンテキストも開始します。

パラメータ
printername

プリンタ名。このパラメータが指定されない場合、 この関数はデフォルトのプリンタへの接続をオープンします(php.ini に printer.default_printer として指定されていない場合は、 PHP はデフォルトのプリンタの検出を試みます)。

返り値

成功時にハンドルを返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例
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例1 printer_open() の例
<?php
$handle = printer_open("HP Deskjet 930c");
$handle = printer_open();
?>

printer_select_brush
(PECL printer SVN)

printer_select_brush — ブラシを選択する

説明

void printer_select_brush ( resource $printer_handle , resource $brush_handle )

この関数は、実際のデバイスコンテキストのアクティブな描画オブジェクトと してブラシを選択します。矩形を描画する場合、図形の描画には ブラシが使用され、輪郭の描画にはペンが使用されます。

図形を描く前にブラシが選択されていない場合、その図形は塗りつぶされません。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
brush_handle

brush_handle は、 ブラシの有効なハンドルである必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_select_brush() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 2, "000000");
printer_select_pen($handle, $pen);
$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_CUSTOM, "c:\\brush.bmp");
printer_select_brush($handle, $brush);

printer_draw_rectangle($handle, 1, 1, 500, 500);

printer_delete_brush($brush);

$brush = printer_create_brush(PRINTER_BRUSH_SOLID, "000000");
printer_select_brush($handle, $brush);
printer_draw_rectangle($handle, 1, 501, 500, 1001);
printer_delete_brush($brush);

printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_select_font
(PECL printer SVN)

printer_select_font — フォントを選択する

説明

void printer_select_font ( resource $printer_handle , resource $font_handle )

この関数は、テキストを描画するフォントを選択します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
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font_handle

font_handle は、フォントの 有効なハンドルである必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_select_font() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$font = printer_create_font("Arial", 148, 76, PRINTER_FW_MEDIUM, false, false, false, -50);
printer_select_font($handle, $font);
printer_draw_text($handle, "PHP is simply cool", 40, 40);
printer_delete_font($font);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_select_pen
(PECL printer SVN)

printer_select_pen — ペンを選択する

説明

void printer_select_pen ( resource $printer_handle , resource $pen_handle )

この関数は、実際のデバイスコンテキストのアクティブな描画オブジェクトと してペンを選択します。ペンは、直線や曲線の描画に使用されます。たとえば 一本の直線を引く際にはペンが使用されます。矩形を描く際には、その輪郭を ペンが描画し、ブラシがその図形を塗りつ
ぶします。 図形を描く前にペンが選択されていない場合、その図形の輪郭は描かれません。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
pen_handle

pen_handle は、 ペンの有効なハンドルである必要があります。

返り値

値を返しません。

例

例1 printer_select_pen() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

$pen = printer_create_pen(PRINTER_PEN_SOLID, 30, "2222FF");
printer_select_pen($handle, $pen);

printer_draw_line($handle, 1, 60, 500, 60);

printer_delete_pen($pen);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_set_option
(PECL printer SVN)

printer_set_option — プリンタの接続を設定する
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説明

bool printer_set_option ( resource $printer_handle , int $option , mixed $value )

この関数は、現在の接続のオプションを設定します。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
option

オプションに指定できるのは、以下の定数のいずれかです。

PRINTER_COPIES: 印刷する部数を指定します。value は整数値である必要があります。
PRINTER_MODE: データの種類 (text、raw あるいは emf) を指定します。 value は文字列である必要があります。
PRINTER_TITLE: 文書の名前を指定します。value は文字列である必要があります。
PRINTER_ORIENTATION: 用紙の向きを指定します。value は PRINTER_ORIENTATION_PORTRAIT あるいは PRINTER_ORIENTATION_LANDSCAPE のいずれかです。
PRINTER_RESOLUTION_Y: y 方向の解像度を DPI で指定します。value は整数値である必要があります。
PRINTER_RESOLUTION_X: x 方向の解像度を DPI で指定します。value は整数値である必要があります。
PRINTER_PAPER_FORMAT: 定義済みの用紙フォーマットを指定します。 PRINTER_PAPER_WIDTH および PRINTER_PAPER_LENGTH を使用して独自の用紙を指定したい場合には、 value には PRINTER_FORMAT_CUSTOM を指定します。 value は、以下の定数のいずれかです。

PRINTER_FORMAT_CUSTOM: 独自のフォーマットを指定します。
PRINTER_FORMAT_LETTER: 標準 letter フォーマット (8 1/2 インチ x 11 インチ) を指定します。
PRINTER_FORMAT_LEGAL: 標準 legal フォーマット (8 1/2 インチ x 14 インチ) を指定します。
PRINTER_FORMAT_A3: 標準 A3 フォーマット (297 mm x 420 mm) を指定します。
PRINTER_FORMAT_A4: 標準 A4 フォーマット (210 mm x 297 mm) を指定します。
PRINTER_FORMAT_A5: 標準 A5 フォーマット (148 mm x 210 mm) を指定します。
PRINTER_FORMAT_B4: 標準 B4 フォーマット (250 mm x 354 mm) を指定します。
PRINTER_FORMAT_B5: 標準 B5 フォーマット (182 mm x 257 mm) を指定します。
PRINTER_FORMAT_FOLIO: 標準 FOLIO フォーマット (8 1/2 インチ x 13 インチ) を指定します。

PRINTER_PAPER_LENGTH: PRINTER_PAPER_FORMAT が PRINTER_FORMAT_CUSTOM に指定されている場合、 ミリ単位での用紙の長さを PRINTER_PAPER_LENGTH で指定します。 value は整数値である必要があります。
PRINTER_PAPER_WIDTH: PRINTER_PAPER_FORMAT が PRINTER_FORMAT_CUSTOM に指定されている場合、 ミリ単位での用紙の幅を PRINTER_PAPER_WIDTH で指定します。 value は整数値である必要があります。
PRINTER_SCALE: 印刷時の倍率を指定します。実際の大きさに scale/100 を掛けた大きさでページが印刷されます。例えば、値を 50 に設定した場合には、出力内容は実際の大きさの半分となります。 value は整数値である必要があります。
PRINTER_BACKGROUND_COLOR: デバイスコンテキストの背景色を指定します。 value は rgb 情報を十六進表現で表した 文字列である必要があります。つまり、"005533" のようになります。
PRINTER_TEXT_COLOR: デバイスコンテキストの文字色を指定します。 value は rgb 情報を十六進表現で表した 文字列である必要があります。つまり、"005533" のようになります。
PRINTER_TEXT_ALIGN: デバイスコンテキストのテキストの配置を指定します。 value には、 以下の定数を ORで組み合わせて指定することができます。

PRINTER_TA_BASELINE: テキストをベースライン上に配置します。
PRINTER_TA_BOTTOM: テキストを下詰めにします。
PRINTER_TA_TOP: テキストを上詰めにします。
PRINTER_TA_CENTER: テキストを中央揃えにします。
PRINTER_TA_LEFT: テキストを左詰めにします。
PRINTER_TA_RIGHT: テキストを右詰めにします。

value

option の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 printer_set_option() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_set_option($handle, PRINTER_SCALE, 75);
printer_set_option($handle, PRINTER_TEXT_ALIGN, PRINTER_TA_LEFT);
printer_close($handle);
?>

printer_start_doc
(PECL printer SVN)

printer_start_doc — 新規ドキュメントを開始する

説明

bool printer_start_doc ( resource $printer_handle [, string $document ] )

この関数は、プリンタスプーラに新しいドキュメントを作成します。 ドキュメントには複数のページを含めることが可能で、スプーラの中で 印刷ジョブを予約するために使用されます。
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パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
document

オプションのパラメータ document は、ドキュメントの別名を指定するために使用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 printer_start_doc() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_start_doc($handle, "My Document");
printer_start_page($handle);

printer_end_page($handle);
printer_end_doc($handle);
printer_close($handle);
?>

printer_start_page
(PECL printer SVN)

printer_start_page — 新規ページを開始する

説明

bool printer_start_page ( resource $printer_handle )

この関数は、アクティブなドキュメントに新しいページを作成します。 使用例は printer_start_doc() を参照ください。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

printer_write
(PECL printer SVN)

printer_write — プリンタへデータを書き込む

説明

bool printer_write ( resource $printer_handle , string $content )

content を直接プリンタに書き込みます。

パラメータ
printer_handle

printer_handle には、プリンタへの有効なハンドルを指定する必要があります。
content

書き込むデータ。

返り値
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成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 printer_write() の例
<?php
$handle = printer_open();
printer_write($handle, "Text to print");
printer_close($handle);
?>

目次
printer_abort — プリンタのスプールファイルを削除する
printer_close — プリンタへの接続を閉じる
printer_create_brush — 新規ブラシを作成する
printer_create_dc — 新規デバイスコンテキストを作成する
printer_create_font — 新規フォントを作成する
printer_create_pen — 新規ペンを作成する
printer_delete_brush — ブラシを削除する
printer_delete_dc — デバイスコンテキストを削除する
printer_delete_font — フォントを削除する
printer_delete_pen — ペンを削除する
printer_draw_bmp — ビットマップを描画する
printer_draw_chord — 弦を描画する
printer_draw_elipse — 楕円を描画する
printer_draw_line — 線を描画する
printer_draw_pie — 円弧を描画する
printer_draw_rectangle — 矩形を描画する
printer_draw_roundrect — 角が丸い矩形を描画する
printer_draw_text — テキストを描画する
printer_end_doc — ドキュメントを閉じる
printer_end_page — アクティブなページを閉じる
printer_get_option — プリンタ設定データを取得する
printer_list — サーバに登録されたプリンタの配列を返す
printer_logical_fontheight — 論理フォントの高さを取得する
printer_open — プリンタへの接続をオープンする
printer_select_brush — ブラシを選択する
printer_select_font — フォントを選択する
printer_select_pen — ペンを選択する
printer_set_option — プリンタの接続を設定する
printer_start_doc — 新規ドキュメントを開始する
printer_start_page — 新規ページを開始する
printer_write — プリンタへデータを書き込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
プリンタ 関数

printer_abort — プリンタのスプールファイルを削除する
printer_close — プリンタへの接続を閉じる
printer_create_brush — 新規ブラシを作成する
printer_create_dc — 新規デバイスコンテキストを作成する
printer_create_font — 新規フォントを作成する
printer_create_pen — 新規ペンを作成する
printer_delete_brush — ブラシを削除する
printer_delete_dc — デバイスコンテキストを削除する
printer_delete_font — フォントを削除する
printer_delete_pen — ペンを削除する
printer_draw_bmp — ビットマップを描画する
printer_draw_chord — 弦を描画する
printer_draw_elipse — 楕円を描画する
printer_draw_line — 線を描画する
printer_draw_pie — 円弧を描画する
printer_draw_rectangle — 矩形を描画する
printer_draw_roundrect — 角が丸い矩形を描画する
printer_draw_text — テキストを描画する
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printer_end_doc — ドキュメントを閉じる
printer_end_page — アクティブなページを閉じる
printer_get_option — プリンタ設定データを取得する
printer_list — サーバに登録されたプリンタの配列を返す
printer_logical_fontheight — 論理フォントの高さを取得する
printer_open — プリンタへの接続をオープンする
printer_select_brush — ブラシを選択する
printer_select_font — フォントを選択する
printer_select_pen — ペンを選択する
printer_set_option — プリンタの接続を設定する
printer_start_doc — 新規ドキュメントを開始する
printer_start_page — 新規ページを開始する
printer_write — プリンタへデータを書き込む

W32api

導入
この拡張モジュールは、DLL への一般的な拡張 API です。この拡張モジュールは もともと PHP から Win32 API にアクセスできるようにするために 作成されましたが、他の DLL によりエクスポートされている他の関数にも アクセスすることができます。

現在サポートされている型は、一般の PHP 型 (文字列, boolean, float, 整数, NULL) と w32api_deftype() で定義した型です。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0.

警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールは Windows システムでのみ動作します。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/w32api.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.1.0

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールは 1 種類のリソース型を定義し、ユーザ定義型で使用されます。 このリソースの名前は "dynaparm" です。

http://pecl.php.net/
http://svn.php.net/viewvc/pecl/w32api
http://pecl.php.net/
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定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

DC_MICROSOFT (integer)
DC_BORLAND (integer)
DC_CALL_CDECL (integer)
DC_CALL_STD (integer)
DC_RETVAL_MATH4 (integer)
DC_RETVAL_MATH8 (integer)
DC_CALL_STD_BO (integer)
DC_CALL_STD_MS (integer)
DC_CALL_STD_M8 (integer)
DC_FLAG_ARGPTR (integer)

例
目次

uptime を取得し、メッセージボックスに表示する

以下の例は、システムの実行時間を取得し、メッセージボックスに表示するものです。

例1 uptime を取得し、メッセージボックスに表示する
<?php
// 必要な定数を定義します。これは
// Visual Studio/Tools/Winapi/WIN32API.txt から取得できます。
define("MB_OK", 0);

// 拡張モジュールを読み込みます。
dl("php_w32api.dll");

// kernel32.dll の GetTickCount 関数を登録します。
w32api_register_function("kernel32.dll", 
                         "GetTickCount",
                         "long");
                         
// User32.dll の MessageBoxA 関数を登録します。
w32api_register_function("User32.dll",
                         "MessageBoxA",
                         "long");

// uptime 情報を取得します。
$ticks = GetTickCount();

// それを読みやすい形式に変換します。
$secs  = floor($ticks / 1000);
$mins  = floor($secs / 60);
$hours = floor($mins / 60);

$str = sprintf("You have been using your computer for:" .
                "\r\n %d Milliseconds, or \r\n %d Seconds" .
                "or \r\n %d mins or\r\n %d hours %d mins.",
                $ticks,
                $secs,
                $mins,
                $hours,
                $mins - ($hours*60));

// OK ボタンと uptime のみのメッセージボックスを表示します。
MessageBoxA(NULL, 
            $str, 
            "Uptime Information", 
            MB_OK);
?>

W32api 関数

w32api_deftype
(PHP 4 >= 4.2.0)

w32api_deftype — 他の w32api_functions で使用するために型を定義する

説明

bool w32api_deftype ( string $typename , string $member1_type , string $member1_name [, string $... [, string $... ]] )

w32api のコールのために型を定義したい場合には、 この関数をコールする必要があります。
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パラメータ
typename

型の名前。
member1_type

メンバの型はユーザ定義型とすることが可能です。 型の名前は大文字小文字を区別します。 組み込みの型の名前はすべて小文字となります。
member1_name

member1_type のメンバ名。
...

...

この関数は 2n+1 個の引数をとります。n はその型が保持するメンバの 数です。最初の引数が型の名前となります。それ以降には、メンバの型と その名前が (対になって) 続きます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

w32api_init_dtype
(PHP 4 >= 4.2.0)

w32api_init_dtype — データ型 typename のインスタンスを作成し、そこに渡された値を代入する

説明

resource w32api_init_dtype ( string $typename , mixed $value [, mixed $... ] )

この関数は、typename という型のデータのインスタンスを作成し、値を代入します。

パラメータ
typename

パラメータ typename は大文字小文字を区別します。
value

w32api_deftype() で定義したのと同じ順番で値を指定する必要があります。
...

返り値

dynaparm リソースを返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

w32api_invoke_function
(PHP 4 >= 4.2.0)

w32api_invoke_function — 関数名の後ろに指定された引数を指定し、関数 funcname を実行する

説明

mixed w32api_invoke_function ( string $funcname , mixed $argument [, mixed $... ] )
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w32api_invoke_function() は、 funcname という名前の事前に登録された関数を探し、 指定したパラメータを渡します。

パラメータ
funcname

関数の名前。
argument

引数の型は PHP 型のいずれかか、必要に応じて w32api_deftype() で定義された型となります。
...

返り値

返り値の型は、その関数を登録した際に定義したもので、 値はその関数が返す値そのものとなります。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

w32api_register_function
(PHP 4 >= 4.2.0)

w32api_register_function — ライブラリの関数 function_name を PHP に登録する

説明

bool w32api_register_function ( string $library , string $function_name , string $return_type )

この関数は、ライブラリ library から function_name という名前の関数を探し、PHP にインポートしようとします。

パラメータ
library

ライブラリ名を表す文字列。
function_name

関数名を表す文字列。
return_type

関数は、指定した return_type で登録されます。 この型は、PHP の組み込み型かあるいは w32api_deftype() で定義した型とすることが可能です。 型の名前は大文字小文字を区別します。組み込みの型の名前は すべて小文字となります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

w32api_set_call_method
(PHP 4 >= 4.2.0)

w32api_set_call_method — 使用するコール方式を設定する

説明

void w32api_set_call_method ( int $method )

この関数は、メソッドのコール方式を設定します。
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パラメータ
method

DC_CALL_CDECL あるいは DC_CALL_STD のいずれかを指定します。 デフォルト値は DC_CALL_STD です。

返り値

値を返しません。

注意

警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

目次
w32api_deftype — 他の w32api_functions で使用するために型を定義する
w32api_init_dtype — データ型 typename のインスタンスを作成し、そこに渡された値を代入する
w32api_invoke_function — 関数名の後ろに指定された引数を指定し、関数 funcname を実行する
w32api_register_function — ライブラリの関数 function_name を PHP に登録する
w32api_set_call_method — 使用するコール方式を設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

uptime を取得し、メッセージボックスに表示する
W32api 関数

w32api_deftype — 他の w32api_functions で使用するために型を定義する
w32api_init_dtype — データ型 typename のインスタンスを作成し、そこに渡された値を代入する
w32api_invoke_function — 関数名の後ろに指定された引数を指定し、関数 funcname を実行する
w32api_register_function — ライブラリの関数 function_name を PHP に登録する
w32api_set_call_method — 使用するコール方式を設定する

win32ps

導入
win32ps は Windows 限定の拡張モジュールで、PHP によって プロセスやメモリの使用状況を取得することを可能とします。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Windows NT、Windows 2000、Windows XP あるいは Windows Server 2003 が必要です。Windows NT 系のすべての Windows で動作します。

インストール手順
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この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/win32ps.

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

現在の PHP プロセスについての統計情報

例1 現在の PHP プロセスについての統計情報
<?php
print_r(win32_ps_stat_proc());
/*
    Array
    (
        [pid] => 936
        [exe] => D:\Daten\Source\php-5.1\Debug_TS\php.exe
        [mem] => Array
            (
                [page_fault_count] => 2062
                [peak_working_set_size] => 8396800
                [working_set_size] => 8396800
                [quota_peak_paged_pool_usage] => 32080
                [quota_paged_pool_usage] => 31876
                [quota_peak_non_paged_pool_usage] => 4240
                [quota_non_paged_pool_usage] => 3888
                [pagefile_usage] => 5865472
                [peak_pagefile_usage] => 5865472
            )

        [tms] => Array
            (
                [created] => 0.093
                [kernel] => 0.015
                [user] => 0.062
            )

    )
*/
?>

例2 グローバルメモリの使用状況
<?php
print_r(win32_ps_stat_mem());
/*
    Array
    (
        [load] => 37
        [unit] => 1024
        [total_phys] => 1048096
        [avail_phys] => 649960
        [total_pagefile] => 2521368
        [avail_pagefile] => 2237940
        [total_virtual] => 2097024
        [avail_virtual] => 2057848
    )
*/
?>

win32ps 関数

http://pecl.php.net/package/win32ps
http://pecl.php.net/package/win32ps
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win32_ps_list_procs
(PECL win32ps >= 1.0.1)

win32_ps_list_procs — 稼動中のプロセスの一覧を取得する

説明

array win32_ps_list_procs ( void )

稼動しているすべてのプロセスについての統計データを取得します。

返り値

失敗した場合、FALSE を返します。 成功した場合、実行中のすべてのプロセスについての統計情報を 含む配列を返します。統計情報の形式は win32_ps_stat_proc() が返すものと同じです。

参考

win32_ps_stat_proc() - プロセスの統計情報を取得する

win32_ps_stat_mem
(PECL win32ps >= 1.0.1)

win32_ps_stat_mem — メモリ使用量の統計情報を取得する

説明

array win32_ps_stat_mem ( void )

グローバルメモリの使用状況についての統計情報を取得します。

返り値

失敗した場合は、FALSE を返します。 成功した場合は、以下の情報を含む配列を返します。
load

現在のメモリ使用量の、物理メモリに対するパーセンテージ。
unit

これは常に 1024 で、以下の値が 1024 バイト単位であることを示します。
total_phys

物理メモリの総容量。
avail_phys

物理メモリの残容量。
total_pagefile

ページング可能メモリ (物理メモリ + ページングファイル) の総容量。
avail_pagefile

ページング可能メモリ (物理メモリ + ページングファイル) の残容量。
total_virtual

プロセスに対する仮想メモリの総容量。
avail_virtual

プロセスに対する仮想メモリの残容量。

win32_ps_stat_proc
(PECL win32ps >= 1.0.1)

win32_ps_stat_proc — プロセスの統計情報を取得する
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説明

array win32_ps_stat_proc ([ int $pid = 0 ] )

プロセス ID pid のプロセスについての 統計情報を取得します。

パラメータ
pid

統計情報を取得するプロセスの ID。 指定しなかった場合は、現在のプロセスの ID が使用されます。

返り値

失敗した場合は、FALSE を返します。 成功した場合は、以下の情報を含む配列を返します。
pid

プロセス ID。
exe

実行イメージへのパス。
mem

メモリの使用量を示す以下の情報を含む配列。 page_fault_count、 peak_working_set_size、 working_set_size、 quota_peak_paged_pool_usage、 quota_paged_pool_usage、 quota_peak_non_paged_pool_usage、 quota_non_paged_pool_usage、 pagefile_usage および
peak_pagefile_usage。

tms

CPU 時間の使用状況を示す以下の情報を含む配列。 created、 kernel および user。

参考

win32_ps_list_procs() - 稼動中のプロセスの一覧を取得する

目次
win32_ps_list_procs — 稼動中のプロセスの一覧を取得する
win32_ps_stat_mem — メモリ使用量の統計情報を取得する
win32_ps_stat_proc — プロセスの統計情報を取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

現在の PHP プロセスについての統計情報
win32ps 関数

win32_ps_list_procs — 稼動中のプロセスの一覧を取得する
win32_ps_stat_mem — メモリ使用量の統計情報を取得する
win32_ps_stat_proc — プロセスの統計情報を取得する

win32service

導入
win32service は Windows 限定の拡張モジュールです。 サービスコントロールマネージャと連携してサービスの開始・停止・登録・解除を行ったり、 PHP スクリプトをサービスとして実行させる機能を提供します。

インストール/設定
目次
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要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Windows NT、Windows 2000、Windows XP あるいは Windows Server 2003 が必要です。Windows NT 系の Windows に対応しています。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/win32service

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

Win32Service サービス型のビットマスク
定数 値 説明

WIN32_SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS 0x00000010 The service that runs in its own process.
WIN32_SERVICE_INTERACTIVE_PROCESS 0x00000100 The service can interact with the desktop. This option is not available on Windows Vista or later.

Win32Service サービスステータス定数
定数 値 説明

WIN32_SERVICE_CONTINUE_PENDING 0x00000005 The service continue is pending.
WIN32_SERVICE_PAUSE_PENDING 0x00000006 The service pause is pending.
WIN32_SERVICE_PAUSED 0x00000007 The service is paused.
WIN32_SERVICE_RUNNING 0x00000004 The service is running.
WIN32_SERVICE_START_PENDING 0x00000002 The service is starting.
WIN32_SERVICE_STOP_PENDING 0x00000003 The service is stopping.
WIN32_SERVICE_STOPPED 0x00000001 The service is not running.

Win32Service サービス制御メッセージ定数
定数 値 説明

WIN32_SERVICE_CONTROL_CONTINUE 0x00000003 Notifies a paused service that it should resume.
WIN32_SERVICE_CONTROL_INTERROGATE 0x00000004 Notifies a service that it should report its current status information to the service control manager.
WIN32_SERVICE_CONTROL_PAUSE 0x00000002 Notifies a service that it should pause.

WIN32_SERVICE_CONTROL_PRESHUTDOWN 0x0000000F Notifies a service that the system will be shutting down. A service that handles this notification blocks system shutdown until the service stops or the preshutdown time-out interval expires. This value is not
supported by Windows Server 2003 and Windows XP/2000.

WIN32_SERVICE_CONTROL_SHUTDOWN 0x00000005 Notifies a service that the system is shutting down so the service can perform cleanup tasks. If a service accepts this control code, it must stop after it performs its cleanup tasks. After the SCM sends this
control code, it will not send other control codes to the service.

WIN32_SERVICE_CONTROL_STOP 0x00000001 Notifies a service that it should stop.
Win32Service サービス制御メッセージが受領されたときのビットマスク

定数 値 説明
WIN32_SERVICE_ACCEPT_PAUSE_CONTINUE 0x00000002 The service can be paused and continued. This control code allows the service to receive WIN32_SERVICE_CONTROL_PAUSE and WIN32_SERVICE_CONTROL_CONTINUE notifications.

WIN32_SERVICE_ACCEPT_PRESHUTDOWN 0x00000100 The service can perform preshutdown tasks. This control code enables the service to receive WIN32_SERVICE_CONTROL_PRESHUTDOWN notifications. This value is not supported by Windows Server 2003 and
Windows XP/2000.

WIN32_SERVICE_ACCEPT_SHUTDOWN 0x00000004 The service is notified when system shutdown occurs. This control code allows the service to receive WIN32_SERVICE_CONTROL_SHUTDOWN notifications.
WIN32_SERVICE_ACCEPT_STOP 0x00000001 The service can be stopped. This control code allows the service to receive WIN32_SERVICE_CONTROL_STOP notifications.

Win32Service サービス開始型定数

http://pecl.php.net/package/win32service
http://pecl.php.net/package/win32service
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定数 値 説明
WIN32_SERVICE_AUTO_START 0x00000002 A service started automatically by the service control manager during system startup.
WIN32_SERVICE_DEMAND_START 0x00000003 A service started by the service control manager when a process calls the StartService function.
WIN32_SERVICE_DISABLED 0x00000004 A service that cannot be started. Attempts to start the service result in the error code WIN32_ERROR_SERVICE_DISABLED.

Win32Service サービスエラー制御定数
定数 値 説明

WIN32_SERVICE_ERROR_IGNORE 0x00000000 The startup program ignores the error and continues the startup operation.
WIN32_SERVICE_ERROR_NORMAL 0x00000001 The startup program logs the error in the event log but continues the startup operation.

Win32Service サービスフラグ定数
定数 値 説明

WIN32_SERVICE_RUNS_IN_SYSTEM_PROCESS 0x00000001 The service runs in a system process that must always be running.
Win32 エラーコード

定数 値 説明
WIN32_ERROR_ACCESS_DENIED 0x00000005 The handle to the SCM database does not have the appropriate access rights.
WIN32_ERROR_CIRCULAR_DEPENDENCY 0x00000423 A circular service dependency was specified.
WIN32_ERROR_DATABASE_DOES_NOT_EXIST 0x00000429 The specified database does not exist.
WIN32_ERROR_DEPENDENT_SERVICES_RUNNING 0x0000041B The service cannot be stopped because other running services are dependent on it.
WIN32_ERROR_DUPLICATE_SERVICE_NAME 0x00000436 The display name already exists in the service control manager database either as a service name or as another display name.
WIN32_ERROR_INSUFFICIENT_BUFFER 0x0000007A The buffer is too small for the service status structure. Nothing was written to the structure.
WIN32_ERROR_INVALID_DATA 0x0000000D The specified service status structure is invalid.
WIN32_ERROR_INVALID_HANDLE 0x00000006 The handle to the specified service control manager database is invalid.
WIN32_ERROR_INVALID_LEVEL 0x0000007C The InfoLevel parameter contains an unsupported value.
WIN32_ERROR_INVALID_NAME 0x0000007B The specified service name is invalid.
WIN32_ERROR_INVALID_PARAMETER 0x00000057 A parameter that was specified is invalid.
WIN32_ERROR_INVALID_SERVICE_ACCOUNT 0x00000421 The user account name specified in the user parameter does not exist. See win32_create_service().
WIN32_ERROR_INVALID_SERVICE_CONTROL 0x0000041C The requested control code is not valid, or it is unacceptable to the service.
WIN32_ERROR_PATH_NOT_FOUND 0x00000003 The service binary file could not be found.
WIN32_ERROR_SERVICE_ALREADY_RUNNING 0x00000420 An instance of the service is already running.
WIN32_ERROR_SERVICE_CANNOT_ACCEPT_CTRL 0x00000425 The requested control code cannot be sent to the service because the state of the service is WIN32_SERVICE_STOPPED, WIN32_SERVICE_START_PENDING, or WIN32_SERVICE_STOP_PENDING.
WIN32_ERROR_SERVICE_DATABASE_LOCKED 0x0000041F The database is locked.
WIN32_ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_DELETED 0x00000433 The service depends on a service that does not exist or has been marked for deletion.
WIN32_ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_FAIL 0x0000042C The service depends on another service that has failed to start.
WIN32_ERROR_SERVICE_DISABLED 0x00000422 The service has been disabled.
WIN32_ERROR_SERVICE_DOES_NOT_EXIST 0x00000424 The specified service does not exist as an installed service.
WIN32_ERROR_SERVICE_EXISTS 0x00000431 The specified service already exists in this database.
WIN32_ERROR_SERVICE_LOGON_FAILED 0x0000042D The service did not start due to a logon failure. This error occurs if the service is configured to run under an account that does not have the "Log on as a service" right.
WIN32_ERROR_SERVICE_MARKED_FOR_DELETE 0x00000430 The specified service has already been marked for deletion.
WIN32_ERROR_SERVICE_NO_THREAD 0x0000041E A thread could not be created for the service.
WIN32_ERROR_SERVICE_NOT_ACTIVE 0x00000426 The service has not been started.
WIN32_ERROR_SERVICE_REQUEST_TIMEOUT 0x0000041D The process for the service was started, but it did not call StartServiceCtrlDispatcher, or the thread that called StartServiceCtrlDispatcher may be blocked in a control handler function.
WIN32_ERROR_SHUTDOWN_IN_PROGRESS 0x0000045B The system is shutting down; this function cannot be called.
WIN32_NO_ERROR 0x00000000 No error.

例
目次

PHP スクリプトをサービスとして登録する

例1 PHP スクリプトをサービスとして登録する
<?php
win32_create_service(array(
    'service'     => 'dummyphp',                                           # サービスの名前
    'display'     => 'sample dummy PHP service',                           # 短い説明
    'description' => 'This is a dummy Windows service created using PHP.', # 長い説明
    'params'      => '"' . __FILE__ . '"  run',                            # スクリプトへのパスとパラメータ
));
?>

例2 サービスの登録を解除する
<?php
win32_delete_service('dummyphp');
?>

例3 サービスとして実行する
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<?php
if ($argv[1] == 'run') {
  win32_start_service_ctrl_dispatcher('dummyphp');

  while (WIN32_SERVICE_CONTROL_STOP != win32_get_last_control_message()) {
    # ここに実際の作業内容を書きます。
    # 1 回のループに 30 秒以上かからないように心がけてください。
  }
}
?>

win32service 関数

win32_continue_service
(PECL win32service SVN)

win32_continue_service — 中断したサービスを再開する

説明

int win32_continue_service ( string $servicename [, string $machine ] )

指定した名前の、中断しているサービスを再開します。管理者権限が必要です。

パラメータ
servicename

サービスの短い名前。
machine

マシン名。省略可能で、省略した場合はローカルマシンを使います。

返り値

成功した場合に WIN32_NO_ERROR を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

参考

win32_start_service() - サービスを開始する
Win32 エラーコード

win32_create_service
(PECL win32service SVN)

win32_create_service — SCM データベースに新しいサービスのエントリを作成する

説明

mixed win32_create_service ( array $details [, string $machine ] )

パラメータ
details

サービスの詳細情報を含む配列。
service

サービスの短い名前。net コマンドでサービスを 制御する際に、この名前を使用します。この名前は一意である（同名の サービスが 2 つ存在することがない）必要があり、スペースを含む 名前は可能な限り避けるべきです。
display

サービスの表示名。これは、サービスアプレットに表示される名前です。
description

サービスの長い名前。これは「サービス」アプレットで表示される名前です。
user
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サービスを実行するユーザ名。指定しなかった場合、サービスは LocalSystem アカウントで実行されます。ユーザ名が指定された場合、 password も指定する必要があります。
password

user に対応するパスワード。
path

サービスの開始時に起動される実行モジュールのフルパス。 指定しなかった場合、現在の PHP プロセスへのパスが使用されます。
params

サービスの開始時に渡されるコマンドラインパラメータ。 PHP スクリプトをサービスとして実行したい場合は、最初のパラメータは 実行するスクリプトへのフルパスとなります。 スクリプト名やパスにスペースを含む場合は、PHP スクリプトへのフルパスを " で囲
まなければなりません。

load_order

load_order を制御します。現時点では完全にはサポートされていません。
svc_type

サービスの型を指定します。指定しなかった場合、デフォルト値は WIN32_SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS です。 よくわからない場合はこの値を変更しないでください。
start_type

サービスをどのように開始させるかを指定します。デフォルトは WIN32_SERVICE_AUTO_START で、これは マシンの起動時にサービスを開始させることを意味します。
error_control

サービスに問題が発生した際にとるべき行動を SCM に指示します。 デフォルトは WIN32_SERVER_ERROR_IGNORE です。 この値を変更することは、現時点では完全にはサポートされていません。
delayed_start

delayed_start を TRUE にすると、 他の自動起動サービスが開始したあとで少し間をおいてサービスが起動するようになります。

任意のサービスに対してこれを指定することができますが、そのサービスの start_type が WIN32_SERVICE_AUTO_START でない場合は何の効果も及ぼしません。

この設定が使えるのは、Windows Vista および Windows Server 2008 以降のみです。
machine

オプションで、サービスを作成したいマシン名を指定します。 指定しなかった場合は、ローカルマシンを使用します。

返り値

成功した場合に WIN32_NO_ERROR を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

例

例1 win32_create_service() の例

'dummyphp' というショートネームのサービスを作ります。
<?php
$x = win32_create_service(array(
    'service'     => 'dummyphp',                                           # サービスの名前
    'display'     => 'sample dummy PHP service',                           # 短い説明
    'description' => 'This is a dummy Windows service created using PHP.', # 長い説明
    'params'      => '"' . __FILE__ . '"  run',                            # スクリプトへのパスとパラメータ
));
debug_zval_dump($x);
?>

参考

win32_delete_service() - SCM データベースからサービスのエントリを削除する
Win32 エラーコード

win32_delete_service
(PECL win32service SVN)

win32_delete_service — SCM データベースからサービスのエントリを削除する

説明

mixed win32_delete_service ( string $servicename [, string $machine ] )

SCM データベースからサービスの削除を試みます。管理者権限が必要です。

この関数は、単にサービスに削除マークをつけるだけです。もし他のプロセス （サービスアプレットなど）が開かれた場合、削除処理はそのアプリケーションが 終了するまで延期されます。サービスに削除マークがつけられると、それ以降は 同じサービスに対する削除の試行は
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失敗します。また同名の新規サービスを作成 しようとする処理も失敗します。

パラメータ
servicename

サービスの短い名前。
machine

オプションのマシン名。指定しなかった場合、ローカルマシンが使用されます。

返り値

成功した場合に WIN32_NO_ERROR を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

例

例1 win32_delete_service() の例

dummyphp サービスを削除します。
<?php
win32_delete_service('dummyphp');
?>

参考

win32_create_service() - SCM データベースに新しいサービスのエントリを作成する
Win32 エラーコード

win32_get_last_control_message
(PECL win32service SVN)

win32_get_last_control_message — サービスに送信された直近の制御メッセージを返す

説明

int win32_get_last_control_message ( void )

サービスプロセスに送信された、直近の制御コードを返します。 サービスの実行中は、サービスを停止させる必要がないかを調べるために 定期的にこれをチェックすべきです。

返り値

制御コード定数を返します。以下の Win32Service サービス制御メッセージ定数 のひとつです。 WIN32_SERVICE_CONTROL_CONTINUE、 WIN32_SERVICE_CONTROL_INTERROGATE、 WIN32_SERVICE_CONTROL_PAUSE、 WIN32_SERVICE_CONTROL_PRESHUTDOWN、 WIN32_SERVICE_CONTROL_SHUTDOWN、
WIN32_SERVICE_CONTROL_STOP。

参考

win32_start_service_ctrl_dispatcher() - スクリプトを SCM に登録し、指定した名前でサービスとして稼動させる ようにする
Win32Service サービス制御メッセージ定数

win32_pause_service
(PECL win32service SVN)

win32_pause_service — サービスを中断する

説明

int win32_pause_service ( string $servicename [, string $machine ] )

指定した名前のサービスを中断します。管理者権限が必要です。

パラメータ
servicename

サービスの短い名前。
machine



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

マシン名。省略可能で、省略した場合はローカルマシンを使います。

返り値

成功した場合に WIN32_NO_ERROR を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

参考

win32_start_service() - サービスを開始する
Win32 エラーコード

win32_query_service_status
(PECL win32service SVN)

win32_query_service_status — サービスの状態を問い合わせる

説明

mixed win32_query_service_status ( string $servicename [, string $machine ] )

サービスの稼動状況を問い合わせ、情報を配列で返します。

パラメータ
servicename

サービスの短い名前。
machine

オプションのマシン名。指定しなかった場合、ローカルマシンが使用されます。

返り値

成功した場合に以下の情報を含む配列を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。
ServiceType

dwServiceType Win32Service サービス型のビットマスク を参照ください。
CurrentState

dwCurrentState Win32Service サービスステータス定数 を参照ください。
ControlsAccepted

サービスが許可しているコントロール。 Win32Service サービス制御メッセージが受領されたときのビットマスク を参照ください。
Win32ExitCode

サービスが終了した際にプロセスが返すコード。
ServiceSpecificExitCode

サービスが異常終了した際にイベントログに記録されるコード。
CheckPoint

サービスが終了する際に、現在のチェックポイント番号を保持します。 SCM はこれをいわゆる心拍のように扱い、反応しなくなったサービスを 検出するために使用します。この値は、WaitHint の値と組み合わせて 用いられます。
WaitHint

サービスが終了する際に、WaitHint を checkpoint の値に設定します。 この処理が終了した時点でサービスの終了処理が 100% 完了したことを示します。 これは、進捗状況のインジケータを実装する際に使用します。
ProcessId

Windows のプロセス ID 。0 の場合、プロセスは実行していません。
ServiceFlags

dwServiceFlags Win32Service サービスフラグ定数 を参照ください。

参考

Win32Service 定義済み定数
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win32_set_service_status
(PECL win32service SVN)

win32_set_service_status — サービスの状態を更新する

説明

bool win32_set_service_status ( int $status [, int $checkpoint = 0 ] )

SCM に、実行中のサービスの現在の状態を通知します。 この関数のコールは、現在実行中のサービスについてのみ有効です。

パラメータ
status

以下のステータスコードのうちのひとつ。 WIN32_SERVICE_RUNNING、 WIN32_SERVICE_STOPPED、 WIN32_SERVICE_STOP_PENDING、 WIN32_SERVICE_START_PENDING、 WIN32_SERVICE_CONTINUE_PENDING、 WIN32_SERVICE_PAUSE_PENDING、 WIN32_SERVICE_PAUSED。
checkpoint

The checkpoint value the service increments periodically to report its progress during a lengthy start, stop, pause, or continue operation. For example, the service should increment this value as it completes each step of its initialization when it is
starting up.

The checkpoint is only valid when the status is one of WIN32_SERVICE_STOP_PENDING, WIN32_SERVICE_START_PENDING, WIN32_SERVICE_CONTINUE_PENDING or WIN32_SERVICE_PAUSE_PENDING.

返り値

成功した場合に TRUE を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

参考

win32_start_service_ctrl_dispatcher() - スクリプトを SCM に登録し、指定した名前でサービスとして稼動させる ようにする
Win32Service サービスステータス定数

win32_start_service_ctrl_dispatcher
(PECL win32service SVN)

win32_start_service_ctrl_dispatcher — スクリプトを SCM に登録し、指定した名前でサービスとして稼動させる ようにする

説明

mixed win32_start_service_ctrl_dispatcher ( string $name )

サービスコントロールマネージャ経由で起動させる際、サービスプロセスは 「チェックイン」を要求され、これによってサービスのモニタリングや 通信の機能を確立します。この関数は、サービスコントロールマネージャとの 低レベル通信を処理するスレッドを生成し、チェッ
クインを実行します。

サービスの開始後は、常にサービスコントロールマネージャにチェックイン し続け、サービスをいつ終了させるべきかを確認するべきです。 これは、定期的に win32_get_last_control_message() をコールして返り値を適切に処理することで実現できます。 code
appropriately.

パラメータ
name

サービスの短い名前。win32_create_service() で登録されたもの。

返り値

成功した場合に TRUE を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

例

例1 win32_start_service_ctrl_dispatcher() の例

サービスが SCM で実行されているかどうかを調べます。
<?php
if (!win32_start_service_ctrl_dispatcher('dummyphp')) {
  die("I'm probably not running under the service control manager");
}

while (WIN32_SERVICE_CONTROL_STOP != win32_get_last_control_message()) {
  # ここでなんらかの処理をします。1 回のループに 30 秒以上かからない
  # ように心がけてください。
}
?>
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参考

win32_get_last_control_message() - サービスに送信された直近の制御メッセージを返す
Win32 エラーコード

win32_start_service
(PECL win32service SVN)

win32_start_service — サービスを開始する

説明

int win32_start_service ( string $servicename [, string $machine ] )

指定したサービスの開始を試みます。通常は管理者権限を必要とします。

パラメータ
servicename

サービスの短い名前。
machine

オプションのマシン名。指定しなかった場合、ローカルマシンが使用されます。

返り値

成功した場合に WIN32_NO_ERROR を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

参考

win32_stop_service() - サービスを停止する
Win32 エラーコード

win32_stop_service
(PECL win32service SVN)

win32_stop_service — サービスを停止する

説明

int win32_stop_service ( string $servicename [, string $machine ] )

サービスを停止します。管理者権限を必要とします。

パラメータ
servicename

サービスの短い名前。
machine

オプションのマシン名。指定しなかった場合、ローカルマシンが使用されます。

返り値

成功した場合に WIN32_NO_ERROR を返します。パラメータに問題がある場合は FALSE、失敗した場合は Win32 エラーコード を返します。

参考

win32_start_service() - サービスを開始する
Win32 エラーコード

目次
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win32_continue_service — 中断したサービスを再開する
win32_create_service — SCM データベースに新しいサービスのエントリを作成する
win32_delete_service — SCM データベースからサービスのエントリを削除する
win32_get_last_control_message — サービスに送信された直近の制御メッセージを返す
win32_pause_service — サービスを中断する
win32_query_service_status — サービスの状態を問い合わせる
win32_set_service_status — サービスの状態を更新する
win32_start_service_ctrl_dispatcher — スクリプトを SCM に登録し、指定した名前でサービスとして稼動させる ようにする
win32_start_service — サービスを開始する
win32_stop_service — サービスを停止する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

PHP スクリプトをサービスとして登録する
win32service 関数

win32_continue_service — 中断したサービスを再開する
win32_create_service — SCM データベースに新しいサービスのエントリを作成する
win32_delete_service — SCM データベースからサービスのエントリを削除する
win32_get_last_control_message — サービスに送信された直近の制御メッセージを返す
win32_pause_service — サービスを中断する
win32_query_service_status — サービスの状態を問い合わせる
win32_set_service_status — サービスの状態を更新する
win32_start_service_ctrl_dispatcher — スクリプトを SCM に登録し、指定した名前でサービスとして稼動させる ようにする
win32_start_service — サービスを開始する
win32_stop_service — サービスを停止する

.NET
導入
インストール/設定
定義済み定数
.NET 関数

COM — COM および .Net (Windows)
導入
インストール/設定
定義済み定数
エラーおよびエラー処理
例
COM関数

プリンタ
導入
インストール/設定
定義済み定数
プリンタ 関数

W32api
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
W32api 関数

win32ps
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
win32ps 関数

win32service
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
win32service 関数
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XML 操作

Document Object Model

導入
DOM 拡張モジュールを使用すると、DOM API を使用した XML ドキュメントの操作を PHP 5 で行えます。

PHP 4 では DOM XML を使用します。

注意:

DOM 拡張モジュールは UTF-8 エンコーディングを使用します。ISO-8859-1 エンコーディングのテキストを扱うには utf8_encode() と utf8_decode() を使用します。またその他のエンコーディングを扱うには Iconv を使用します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

インストール手順
この拡張モジュールはデフォルトで有効になっています。無効にしたい場合は、次のオプションを指定してコンパイルします。 --disable-dom

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

XML 定数
定数 値 説明

XML_ELEMENT_NODE (integer) 1 ノードは DOMElement です。
XML_ATTRIBUTE_NODE (integer) 2 ノードは DOMAttr です。
XML_TEXT_NODE (integer) 3 ノードは DOMText です。
XML_CDATA_SECTION_NODE (integer) 4 ノードは DOMCharacterData です。
XML_ENTITY_REF_NODE (integer) 5 ノードは DOMEntityReference です。
XML_ENTITY_NODE (integer) 6 ノードは DOMEntity です。
XML_PI_NODE (integer) 7 ノードは DOMProcessingInstruction です。
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XML_COMMENT_NODE (integer) 8 ノードは DOMComment です。
XML_DOCUMENT_NODE (integer) 9 ノードは DOMDocument です。
XML_DOCUMENT_TYPE_NODE (integer) 10ノードは DOMDocumentType です。
XML_DOCUMENT_FRAG_NODE (integer) 11ノードは DOMDocumentFragment です。
XML_NOTATION_NODE (integer) 12ノードは DOMNotation です。
XML_HTML_DOCUMENT_NODE (integer) 13  
XML_DTD_NODE (integer) 14  
XML_ELEMENT_DECL_NODE (integer) 15  
XML_ATTRIBUTE_DECL_NODE (integer) 16  
XML_ENTITY_DECL_NODE (integer) 17  
XML_NAMESPACE_DECL_NODE (integer) 18  
XML_ATTRIBUTE_CDATA (integer) 1  
XML_ATTRIBUTE_ID (integer) 2  
XML_ATTRIBUTE_IDREF (integer) 3  
XML_ATTRIBUTE_IDREFS (integer) 4  
XML_ATTRIBUTE_ENTITY (integer) 5  
XML_ATTRIBUTE_NMTOKEN (integer) 7  
XML_ATTRIBUTE_NMTOKENS (integer) 8  
XML_ATTRIBUTE_ENUMERATION (integer) 9  
XML_ATTRIBUTE_NOTATION (integer) 10  

DOMException 定数
定数 値 説明

DOM_PHP_ERR (integer) 0 DOM の仕様にないエラーコードです。PHP のエラーを意味します。
DOM_INDEX_SIZE_ERR (integer) 1 インデックスあるいはサイズが負です。または上限を超えています。
DOMSTRING_SIZE_ERR (integer) 2 指定したテキストは DOMString 内に収まりません。
DOM_HIERARCHY_REQUEST_ERR (integer) 3 そのノードが所属できない場所に挿入されました。
DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR (integer) 4 ノードが、もともと作成されたのと別のドキュメントで使用されました。
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR (integer) 5 名前などで、不正な文字が指定されました。
DOM_NO_DATA_ALLOWED_ERR (integer) 6 データをサポートしていないノードでデータが指定されました。
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR (integer) 7 変更が許可されていないオブジェクトを変更しようとしました。
DOM_NOT_FOUND_ERR (integer) 8 存在しないノードを参照しようとしました。
DOM_NOT_SUPPORTED_ERR (integer) 9 指定した型のオブジェクトや操作は、この実装ではサポートしていません。
DOM_INUSE_ATTRIBUTE_ERR (integer) 10別の場所で使用中の属性を追加しようとしました。
DOM_INVALID_STATE_ERR (integer) 11現在使用できない、あるいは使用できなくなったオブジェクトを 使用しようとしました。
DOM_SYNTAX_ERR (integer) 12不正な文字列が指定されました。
DOM_INVALID_MODIFICATION_ERR (integer) 13基底オブジェクトの型を変更しようとしました。
DOM_NAMESPACE_ERR (integer) 14名前空間に存在しないオブジェクトを作成または変更しようとしました。
DOM_INVALID_ACCESS_ERR (integer) 15パラメータや操作は基底オブジェクトではサポートされていません。
DOM_VALIDATION_ERR (integer) 16 insertBefore や removeChild のようなメソッドのコールによってノードの 「部分的な妥当性」が満たされなくなった際にこの例外が発生し、操作は 行われません。

DOMAttr クラス
導入
DOMNode を継承します。DOMAttr は、DOMElement オブジェクトの属性を表します。

クラス概要
DOMAttr extends DOMNode {
/* プロパティ */
public readonly string $name ;
public readonly DOMElement $ownerElement ;
public readonly bool $schemaTypeInfo ;
public readonly bool $specified ;
public string $value ;
/* メソッド */
__construct ( string $name [, string $value ] )
bool isId ( void )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
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bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
name

属性の名前

ownerElement

属性を保持する要素

schemaTypeInfo

未実装です。常に NULL を返します。

specified

未実装です。常に NULL を返します。

value

属性の値

参考
» W3C specification of Attr

DOMAttr::__construct
(PHP 5)

DOMAttr::__construct — 新しい DOMAttr オブジェクトを作成する

説明

DOMAttr::__construct ( string $name [, string $value ] )

新しい DOMAttr オブジェクトを作成します。 このオブジェクトは読み込み専用です。このオブジェクトはドキュメントに 追加することができますが、さらに追加のノードを付け加えるためには ノードをドキュメントに関連付ける必要があります。書き込み可能な ノードを作
成するには、 DOMDocument::createAttribute を使用します。

パラメータ
name

属性のタグ名。
value

属性の値。

例

例1 新しい DOMAttr オブジェクトを作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'iso-8859-1');
$element = $dom->appendChild(new DOMElement('root'));
$attr = $element->setAttributeNode(new DOMAttr('attr', 'attrvalue'));
echo $dom->saveXML(); 

?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?>

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-ID-637646024
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<root attr="attrvalue" />

参考

DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する

DOMAttr::isId
(PHP 5)

DOMAttr::isId — 属性が定義済みの ID かどうかを調べる

説明

bool DOMAttr::isId ( void )

この関数は、属性が定義済みの ID かどうかを調べます。

DOM 標準規格によると、DTD では ID 型の属性 ID が定義されていなければ なりません。この関数を使用する前には、 DOMDocument::validate あるいは DOMDocument::validateOnParse を使用して ドキュメントを検証する必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DOMAttr->isId() の例
<?php

$doc = new DomDocument;

// id を参照する前に、ドキュメントを検証しなければなりません
$doc->validateOnParse = true;
$doc->Load('book.xml');

// chapter 要素から、id という名前の属性を取得します
$attr = $doc->getElementsByTagName('chapter')->item(0)->getAttributeNode('id');

var_dump($attr->isId()); // bool(true)

?>

目次
DOMAttr::__construct — 新しい DOMAttr オブジェクトを作成する
DOMAttr::isId — 属性が定義済みの ID かどうかを調べる

DOMCharacterData クラス
導入
文字データノードを表します。このクラスに直接対応するノードはなく、 他のノードがこれを継承します。

クラス概要
DOMCharacterData extends DOMNode {
/* プロパティ */
public string $data ;
readonly public int $length ;
/* メソッド */
void appendData ( string $data )
void deleteData ( int $offset , int $count )
void insertData ( int $offset , string $data )
void replaceData ( int $offset , int $count , string $data )
string substringData ( int $offset , int $count )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
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DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
data

ノードの内容。

length

内容の長さ。

参考
» W3C specification of CharacterData

DOMCharacterData::appendData
(PHP 5)

DOMCharacterData::appendData — ノードの文字データの最後に文字列を追加する

説明

void DOMCharacterData::appendData ( string $data )

ノードの文字データの最後に文字列 data を追加します。

パラメータ
data

追加する文字列。

返り値

値を返しません。

参考

DOMCharacterData::deleteData() - 指定した範囲の文字列をノードから削除する
DOMCharacterData::insertData() - 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する
DOMCharacterData::replaceData() - DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する
DOMCharacterData::substringData() - ノードから指定した範囲のデータを抽出する

DOMCharacterData::deleteData
(PHP 5)

DOMCharacterData::deleteData — 指定した範囲の文字列をノードから削除する

説明

void DOMCharacterData::deleteData ( int $offset , int $count )

offset で指定した位置から count 文字ぶんの文字を削除します。

パラメータ
offset

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-ID-FF21A306


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

削除開始位置のオフセット。
count

削除する文字の数。 offset と count の和が文字列の長さをこえている場合、データ末尾までのすべての データが削除されます。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
DOM_INDEX_SIZE_ERR

offset が負、あるいは 16 ビット単位の データ長より大きい場合、または count が 負の場合に発生します。

参考

DOMCharacterData::appendData() - ノードの文字データの最後に文字列を追加する
DOMCharacterData::insertData() - 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する
DOMCharacterData::replaceData() - DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する
DOMCharacterData::substringData() - ノードから指定した範囲のデータを抽出する

DOMCharacterData::insertData
(PHP 5)

DOMCharacterData::insertData — 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する

説明

void DOMCharacterData::insertData ( int $offset , string $data )

offset の位置に、文字列 data を挿入します。

パラメータ
offset

挿入する場所の文字オフセット。
data

挿入する文字列。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
DOM_INDEX_SIZE_ERR

offset が負であるか、あるいは 16 ビット単位の データ長より大きい場合に発生します。

参考

DOMCharacterData::appendData() - ノードの文字データの最後に文字列を追加する
DOMCharacterData::deleteData() - 指定した範囲の文字列をノードから削除する
DOMCharacterData::replaceData() - DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する
DOMCharacterData::substringData() - ノードから指定した範囲のデータを抽出する

DOMCharacterData::replaceData
(PHP 5)

DOMCharacterData::replaceData — DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する

説明

void DOMCharacterData::replaceData ( int $offset , int $count , string $data )
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位置 offset から count 文字ぶんのデータを、data に置換します。

パラメータ
offset

置換開始位置のオフセット。
count

置換する文字の数。 offset と count の和が文字列の長さをこえている場合、データ末尾までのすべての データが置換されます。
data

置換する文字列。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
DOM_INDEX_SIZE_ERR

offset が負、あるいは 16 ビット単位の データ長より大きい場合、または count が 負の場合に発生します。

参考

DOMCharacterData::appendData() - ノードの文字データの最後に文字列を追加する
DOMCharacterData::deleteData() - 指定した範囲の文字列をノードから削除する
DOMCharacterData::insertData() - 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する
DOMCharacterData::substringData() - ノードから指定した範囲のデータを抽出する

DOMCharacterData::substringData
(PHP 5)

DOMCharacterData::substringData — ノードから指定した範囲のデータを抽出する

説明

string DOMCharacterData::substringData ( int $offset , int $count )

指定した部分文字列を返します。

パラメータ
offset

部分文字列の抽出開始位置のオフセット。
count

抽出する文字数。

返り値

指定された部分文字列を返します。 offset と count の和が文字列の長さをこえている場合、データの末尾までのすべての 16 ビット単位が返されます。

エラー / 例外
DOM_INDEX_SIZE_ERR

offset が負、あるいは 16 ビット単位の データ長より大きい場合、または count が 負の場合に発生します。

参考

DOMCharacterData::appendData() - ノードの文字データの最後に文字列を追加する
DOMCharacterData::deleteData() - 指定した範囲の文字列をノードから削除する
DOMCharacterData::insertData() - 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する
DOMCharacterData::replaceData() - DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する

目次
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DOMCharacterData::appendData — ノードの文字データの最後に文字列を追加する
DOMCharacterData::deleteData — 指定した範囲の文字列をノードから削除する
DOMCharacterData::insertData — 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する
DOMCharacterData::replaceData — DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する
DOMCharacterData::substringData — ノードから指定した範囲のデータを抽出する

DOMComment クラス
導入
コメントノード、つまり <!-- と --> で囲まれた文字を表します。

クラス概要
DOMComment extends DOMCharacterData {
/* メソッド */
DOMComment::__construct ([ string $value ] )
/* 継承したメソッド */
void DOMCharacterData::appendData ( string $data )
void DOMCharacterData::deleteData ( int $offset , int $count )
void DOMCharacterData::insertData ( int $offset , string $data )
void DOMCharacterData::replaceData ( int $offset , int $count , string $data )
string DOMCharacterData::substringData ( int $offset , int $count )
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

参考
» W3C specification of Comment

DOMComment::__construct
(PHP 5)

DOMComment::__construct — 新しい DOMComment オブジェクトを作成する

説明

DOMComment::__construct ([ string $value ] )

新しい DOMComment オブジェクトを作成します。 このオブジェクトは読み込み専用です。このオブジェクトをドキュメントに 追加することが可能ですが、ノードがドキュメントと関連付けられるまでは ノードを追加することはできません。書き込み可能なノードを作成する
には、 DOMDocument::createComment を使用します。

パラメータ
value

コメントの値。

例

例1 新しい DOMComment を作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'iso-8859-1');

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-ID-1728279322
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$element = $dom->appendChild(new DOMElement('root'));
$comment = $element->appendChild(new DOMComment('root comment'));
echo $dom->saveXML(); /* <?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?><root><!--root comment--></root> */

?>

参考

DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する

目次
DOMComment::__construct — 新しい DOMComment オブジェクトを作成する

DOMDocument クラス
導入
HTML ドキュメントあるいは XML ドキュメント全体を表し、 ドキュメントツリーのルートとなります。

クラス概要
DOMDocument extends DOMNode {
/* プロパティ */
readonly public string $actualEncoding ;
readonly public DOMConfiguration $config ;
readonly public DOMDocumentType $doctype ;
readonly public DOMElement $documentElement ;
public string $documentURI ;
public string $encoding ;
public bool $formatOutput ;
readonly public DOMImplementation $implementation ;
public bool $preserveWhiteSpace = true ;
public bool $recover ;
public bool $resolveExternals ;
public bool $standalone ;
public bool $strictErrorChecking = true ;
public bool $substituteEntities ;
public bool $validateOnParse = false ;
public string $version ;
readonly public string $xmlEncoding ;
public bool $xmlStandalone ;
public string $xmlVersion ;
/* メソッド */
__construct ([ string $version [, string $encoding ]] )
DOMAttr createAttribute ( string $name )
DOMAttr createAttributeNS ( string $namespaceURI , string $qualifiedName )
DOMCDATASection createCDATASection ( string $data )
DOMComment createComment ( string $data )
DOMDocumentFragment createDocumentFragment ( void )
DOMElement createElement ( string $name [, string $value ] )
DOMElement createElementNS ( string $namespaceURI , string $qualifiedName [, string $value ] )
DOMEntityReference createEntityReference ( string $name )
DOMProcessingInstruction createProcessingInstruction ( string $target [, string $data ] )
DOMText createTextNode ( string $content )
DOMElement getElementById ( string $elementId )
DOMNodeList getElementsByTagName ( string $name )
DOMNodeList getElementsByTagNameNS ( string $namespaceURI , string $localName )
DOMNode importNode ( DOMNode $importedNode [, bool $deep ] )
mixed load ( string $filename [, int $options = 0 ] )
bool loadHTML ( string $source )
bool loadHTMLFile ( string $filename )
mixed loadXML ( string $source [, int $options = 0 ] )
void normalizeDocument ( void )
bool registerNodeClass ( string $baseclass , string $extendedclass )
bool relaxNGValidate ( string $filename )
bool relaxNGValidateSource ( string $source )
int save ( string $filename [, int $options ] )
string saveHTML ( void )
int saveHTMLFile ( string $filename )
string saveXML ([ DOMNode $node [, int $options ]] )
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bool schemaValidate ( string $filename )
bool schemaValidateSource ( string $source )
bool validate ( void )
int xinclude ([ int $options ] )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
actualEncoding

非推奨。ドキュメントの実際のエンコーディング。 読み込み専用で、 encoding と同等の内容です。

config

非推奨。 DOMDocument::normalizeDocument() を実行する際に使用する設定。

doctype

このドキュメントに関連付けられた文書型宣言

documentElement

ドキュメントの子ノードであるドキュメント要素に対し、 直接アクセスするために便利な属性

documentURI

ドキュメントの位置。未定義の場合は NULL

encoding

XML 宣言で指定したドキュメントのエンコーディング。 この属性は、DOM Level 3 の最終的な仕様には存在しません。 しかし、この実装で XML ドキュメントのエンコーディングを扱うにはこれを使用するしかありません。

formatOutput

字下げや空白を考慮してきれいに整形した出力を行う。

implementation

このドキュメントを処理する DOMImplementation オブジェクト

preserveWhiteSpace

余分な空白を取り除かない。デフォルトは TRUE

recover

プロプライエタリ。 リカバリーモードを有効にし、整形式でないドキュメントのパースを試みます。 この属性は DOM の仕様にはなく、libxml に固有のものです。

resolveExternals

文書型宣言で外部エンティティを読み込む際に TRUE を設定する。 XML ドキュメントに文字エンティティを含める際に便利です。

standalone

非推奨。 そのドキュメントがスタンドアローンかどうかを XML 宣言で指定したもの。 xmlStandalone に対応します。

strictErrorChecking

エラー時に DOMException をスローする。デフォルトは TRUE

substituteEntities

プロプライエタリ。 エンティティの置換を行うかどうか。 この属性は DOM の仕様にはなく、libxml に固有のものです。
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validateOnParse

DTD を読み込んで検証する。デフォルトは FALSE

version

非推奨。 XML のバージョン。 xmlVersion に対応します。

xmlEncoding

XML 宣言の一部として、このドキュメントのエンコーディングを 指定する属性。指定されていない場合や不明な場合 (たとえば ドキュメントがメモリ上に存在する場合など) は NULL

xmlStandalone

XML 宣言の一部として、このドキュメントがスタンドアローンか どうかを指定する。指定されていない場合は FALSE

xmlVersion

XML 宣言の一部として、このドキュメントのバージョン番号を指定する。 バージョン番号が定義されておらず、ドキュメントが "XML" の機能を サポートしている場合は、値は "1.0"

注意
注意:

DOM 拡張モジュールは UTF-8 エンコーディングを使用します。ISO-8859-1 エンコーディングのテキストを扱うには utf8_encode() と utf8_decode() を使用します。またその他のエンコーディングを扱うには Iconv を使用します。

参考
» W3C specification for Document

DOMDocument::__construct
(PHP 5)

DOMDocument::__construct — 新しい DOMDocument オブジェクトを作成する

説明

DOMDocument::__construct ([ string $version [, string $encoding ]] )

新しい DOMDocument オブジェクトを作成します。

パラメータ
version

XML 宣言の一部である、ドキュメントのバージョン番号。
encoding

XML 宣言の一部である、ドキュメントのエンコーディング。

例

例1 新しい DOMDocument を作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'iso-8859-1');

echo $dom->saveXML(); /* <?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?> */

?>

参考

DOMImplementation::createDocument() - 指定した型とドキュメント要素の DOMDocument オブジェクトを作成する

DOMDocument::createAttribute
(PHP 5)

DOMDocument::createAttribute — 新しい属性を作成する

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-i-Document
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説明

DOMAttr DOMDocument::createAttribute ( string $name )

この関数は、DOMAttr クラスの新しいインスタンスを作成します。 このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

新しい DOMAttr、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR

name が無効な文字を含んでいる場合に発生します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createAttributeNS
(PHP 5)

DOMDocument::createAttributeNS — 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する

説明

DOMAttr DOMDocument::createAttributeNS ( string $namespaceURI , string $qualifiedName )

この関数は、DOMAttr クラスの新しいインスタンスを作成します。 このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
namespaceURI

名前空間の URI。
qualifiedName

属性のタグ名とプレフィックスを、prefix:tagname のような形式で指定する。

返り値

新しい DOMAttr、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR

qualifiedName が無効な文字を含んでいる場合に発生します。
DOM_NAMESPACE_ERR

qualifiedName が不正な形式である場合、あるいは qualifiedName がプレフィックスを含んでいる にもかかわらず namespaceURI が NULL である場合に発生します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
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DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createCDATASection
(PHP 5)

DOMDocument::createCDATASection — 新しい cdata ノードを作成する

説明

DOMCDATASection DOMDocument::createCDATASection ( string $data )

この関数は、DOMCDATASection クラスの新しいインスタンスを作成します。このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
data

cdata の内容。

返り値

新しい DOMCDATASection、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createComment
(PHP 5)

DOMDocument::createComment — 新しい comment ノードを作成する

説明

DOMComment DOMDocument::createComment ( string $data )

この関数は、DOMComment クラスの新しいインスタンスを作成します。このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
data

コメントの内容。

返り値

新しい DOMComment、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

参考
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DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createDocumentFragment
(PHP 5)

DOMDocument::createDocumentFragment — 新しい文書片を作成する

説明

DOMDocumentFragment DOMDocument::createDocumentFragment ( void )

この関数は、DOMDocumentFragment クラスの新しいインスタンスを作成します。このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

返り値

新しい DOMDocumentFragment、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createElement
(PHP 5)

DOMDocument::createElement — 新しい要素ノードを作成する

説明

DOMElement DOMDocument::createElement ( string $name [, string $value ] )

この関数は、DOMElement クラスの新しいインスタンスを作成します。 このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
name

要素のタグ名。
value

要素の値。デフォルトでは、空の要素が作成されます。 その後に DOMElement->nodeValue で 値を設定することも可能です。

返り値

新しい DOMElement クラスの新しいインスタンス、 あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

name が無効な文字を含んでいる場合に発生します。

例

例1 新しい要素を作成し、ルートとして挿入する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'utf-8');

$element = $dom->createElement('test', 'This is the root element!');

// 新しい要素をルート (ドキュメントの子要素) として挿入する
$dom->appendChild($element);

echo $dom->saveXML();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<test>This is the root element!</test>

注意

注意:

value は エスケープされません。 エスケープに対応した テキストノードを作るには DOMDocument::createTextNode() を使います。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createElementNS
(PHP 5)

DOMDocument::createElementNS — 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する

説明

DOMElement DOMDocument::createElementNS ( string $namespaceURI , string $qualifiedName [, string $value ] )

この関数は、関連付けられた名前空間に新しい要素を作成します。 このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
namespaceURI

名前空間の URI。
qualifiedName

要素名を、prefix:tagname のような形式で指定する。
value

要素の値。デフォルトでは、空の要素が作成されます。 その後に DOMElement->nodeValue で 値を設定することも可能です。

返り値

新しい DOMElement、 あるいはエラーが発生した場合には FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR

qualifiedName が無効な文字を含んでいる場合に発生します。
DOM_NAMESPACE_ERR
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qualifiedName が無効な名前である場合に発生します。

例

例1 新しい要素を作成し、ルートとして挿入する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'utf-8');

$element = $dom->createElementNS('http://www.example.com/XFoo', 'xfoo:test', 'This is the root element!');

// 新しい要素をルート (ドキュメントの子要素) として挿入する
$dom->appendChild($element);

echo $dom->saveXML();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?>
<xfoo:test xmlns:xfoo="http://www.example.com/XFoo">This is the root element!</xfoo:test>

例2 名前空間プレフィックスの例
<?php
$doc  = new DOMDocument('1.0', 'utf-8');
$doc->formatOutput = true;
$root = $doc->createElementNS('http://www.w3.org/2005/Atom', 'element');
$doc->appendChild($root);
$root->setAttributeNS('http://www.w3.org/2000/xmlns/' ,'xmlns:g', 'http://base.google.com/ns/1.0');
$item = $doc->createElementNS('http://base.google.com/ns/1.0', 'g:item_type', 'house');
$root->appendChild($item);

echo $doc->saveXML(), "\n";

echo $item->namespaceURI, "\n"; // 出力: http://base.google.com/ns/1.0
echo $item->prefix, "\n";       // 出力: g
echo $item->localName, "\n";    // 出力: item_type
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<element xmlns="http://www.w3.org/2005/Atom" xmlns:g="http://base.google.com/ns/1.0">
  <g:item_type>house</g:item_type>
</element>

http://base.google.com/ns/1.0
g
item_type

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createEntityReference
(PHP 5)

DOMDocument::createEntityReference — 新しいエンティティ参照ノードを作成する

説明

DOMEntityReference DOMDocument::createEntityReference ( string $name )

この関数は、DOMEntityReference クラスの新しいインスタンスを作成します。このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
name

エンティティ参照の内容、つまり、エンティティ参照から 先頭の & および末尾の ; を取り除いたもの。

返り値

新しい DOMEntityReference、 あるいはエラーが発生した場合には FALSE を返します。
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エラー / 例外
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR

name が無効な文字を含んでいる場合に発生します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createProcessingInstruction
(PHP 5)

DOMDocument::createProcessingInstruction — 新しい PI ノードを作成する

説明

DOMProcessingInstruction DOMDocument::createProcessingInstruction ( string $target [, string $data ] )

この関数は、DOMProcessingInstruction クラスの新しいインスタンスを作成します。このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
target

処理命令の対象。
data

処理命令の内容。

返り値

新しい DOMProcessingInstruction、 あるいはエラーが発生した場合には FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_INVALID_CHARACTER_ERR

target が無効な文字を含んでいる場合に発生します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMDocument::createTextNode
(PHP 5)

DOMDocument::createTextNode — 新しいテキストノードを作成する
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説明

DOMText DOMDocument::createTextNode ( string $content )

この関数は、DOMText クラスの新しいインスタンスを作成します。このノードは、( DOMNode->appendChild() などで) 挿入されない限り、ドキュメント内にあらわれません。

パラメータ
content

テキストの内容。

返り値

新しい DOMText、 あるいがエラーが発生した場合には FALSE を返します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMDocument::createAttribute() - 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS() - 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection() - 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment() - 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment() - 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する

DOMDocument::getElementById
(PHP 5)

DOMDocument::getElementById — id に対応する要素を検索する

説明

DOMElement DOMDocument::getElementById ( string $elementId )

この関数は、 DOMDocument::getElementsByTagName と同じですが、指定した ID から要素を検索する点が違います。

この関数を動作させるには、何らかの ID 属性を DOMElement::setIdAttribute で設定するか、あるいは DTD で ID 型の属性を定義する必要があります。 後者の場合は、 DOMDocument::validate あるいは DOMDocument->validateOnParse を使用してドキュメントを検証
する必要があります。

パラメータ
elementId

要素の ID。

返り値

DOMElement、 あるいは要素が見つからなかった場合は NULL を返します。

例

例1 DOMDocument->getElementById() の例
<?php

$doc = new DomDocument;

// ID を参照する前に、ドキュメントを検証する必要があります
$doc->validateOnParse = true;
$doc->Load('book.xml');

echo "ID が books の要素は " . $doc->getElementById('books')->tagName . " です。\n";
?>

上の例の出力は以下となります。

ID が books の要素は chapter です。

参考
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DOMDocument::getElementsByTagName() - 指定したタグ名に対応するすべての要素を検索する

DOMDocument::getElementsByTagName
(PHP 5)

DOMDocument::getElementsByTagName — 指定したタグ名に対応するすべての要素を検索する

説明

DOMNodeList DOMDocument::getElementsByTagName ( string $name )

この関数は、指定したタグ名の要素を含む DOMNodeList クラスの新しいインスタンスを返します。

パラメータ
name

タグ名に一致する名前。* はすべてのタグに一致します。

返り値

一致するすべての要素を含む、新しい DOMNodeList オブジェクトを返します。

参考

DOMDocument::getElementsByTagNameNS() - 指定した名前空間で、タグ名に対応するすべての要素を検索する

DOMDocument::getElementsByTagNameNS
(PHP 5)

DOMDocument::getElementsByTagNameNS — 指定した名前空間で、タグ名に対応するすべての要素を検索する

説明

DOMNodeList DOMDocument::getElementsByTagNameNS ( string $namespaceURI , string $localName )

指定したローカル名および名前空間 URI に一致するすべての要素の DOMNodeList を返します。

パラメータ
namespaceURI

条件に一致する要素の名前空間 URI。 * はすべての名前空間に一致します。
localName

条件に一致する要素のローカル名。 * はすべてのローカル名に一致します。

返り値

一致するすべての要素を含む、新しい DOMNodeList オブジェクトを返します。

例

例1 すべての XInclude 要素を取得する
<?php

$xml = <<<EOD
<?xml version="1.0" ?>
<chapter xmlns:xi="http://www.w3.org/2001/XInclude">
<title>Books of the other guy..</title>
<para>
 <xi:include href="book.xml">
  <xi:fallback>
   <error>xinclude: book.xml not found</error>
  </xi:fallback>
 </xi:include>
 <include>
  This is another namespace
 </include>
</para>
</chapter>
EOD;
$dom = new DOMDocument;
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// 上で定義した XML 文字列を読み込みます
$dom->loadXML($xml);

foreach ($dom->getElementsByTagNameNS('http://www.w3.org/2001/XInclude', '*') as $element) {
    echo 'local name: ', $element->localName, ', prefix: ', $element->prefix, "\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
local name: include, prefix: xi
local name: fallback, prefix: xi

参考

DOMDocument::getElementsByTagName() - 指定したタグ名に対応するすべての要素を検索する

DOMDocument::importNode
(PHP 5)

DOMDocument::importNode — 現在のドキュメントにノードをインポートする

説明

DOMNode DOMDocument::importNode ( DOMNode $importedNode [, bool $deep ] )

この関数は、インポートするノードのコピーを返し、 それを現在のドキュメントに関連付けます。

パラメータ
importedNode

インポートするノード。
deep

TRUE の場合、このメソッドは importedNode 以下のサブツリーも再帰的にインポートします。

注意:

ノードの属性をコピーするには deep を TRUE に設定しなければなりません。

返り値

コピーされたノードを返します。 コピーできなかった場合は FALSE を返します。

エラー / 例外

ノードがインポートできなかった場合には DOMException がスローされます。

例

例1 DOMDocument::importNode() の例

ノードをドキュメント間でコピーします。
<?php

$orgdoc = new DOMDocument;
$orgdoc->loadXML("<root><element><child>text in child</child></element></root>");

// 新しいドキュメントにインポートしたいノード
$node = $orgdoc->getElementsByTagName("element")->item(0);

// 新しいドキュメントを作成します
$newdoc = new DOMDocument;
$newdoc->formatOutput = true;

// マークアップを追加します
$newdoc->loadXML("<root><someelement>text in some element</someelement></root>");

echo "The 'new document' before copying nodes into it:\n";
echo $newdoc->saveXML();

// ノードとそのすべての子をドキュメントにインポートします
$node = $newdoc->importNode($node, true);
// それから、それを "<root>" ノードに追加します
$newdoc->documentElement->appendChild($node);

echo "\nThe 'new document' after copying the nodes into it:\n";
echo $newdoc->saveXML();
?>

上の例の出力は以下となります。
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The 'new document' before copying nodes into it:
<?xml version="1.0"?>
<root>
  <someelement>text in some element</someelement>
</root>

The 'new document' after copying the nodes into it:
<?xml version="1.0"?>
<root>
  <someelement>text in some element</someelement>
  <element>
    <child>text in child</child>
  </element>
</root>

DOMDocument::load
(PHP 5)

DOMDocument::load — ファイルから XML を読み込む

説明

mixed DOMDocument::load ( string $filename [, int $options = 0 ] )

XML ドキュメントをファイルから読み込みます。

警告

Unix 風のパス (スラッシュを使った方式) を Windows 上で使用すると、 パフォーマンスが著しく低下します。そんな場合は realpath() をコールしましょう。

パラメータ
filename

XML ドキュメントへのパス。
options

libxml オプション定数 を ビット OR で連結したもの。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 静的にコールされた場合には DOMDocument を返し、 E_STRICT 警告を発生させます。

エラー / 例外

空の文字列を filename に渡したり中身が空のファイルを指定したりすると、警告が発生します。 この警告は libxml が発するものではないので、libxml のエラー処理関数では処理できません。

例

例1 ドキュメントの作成
<?php
$doc = new DOMDocument();
$doc->load('book.xml');
echo $doc->saveXML();
?>

参考

DOMDocument::loadXML() - 文字列から XML を読み込む
DOMDocument::save() - 内部の XML ツリーをファイルに出力する
DOMDocument::saveXML() - 内部の XML ツリーを文字列として出力する

DOMDocument::loadHTML
(PHP 5)

DOMDocument::loadHTML — 文字列から HTML を読み込む

説明

bool DOMDocument::loadHTML ( string $source )

この関数は、文字列 source に含まれる HTML を パースします。XML を読み込む場合とは異なり、妥当な HTML でなくても 読み込むことができます。この関数をスタティックにコールすると、 読み込んだ内容をもとに DOMDocument オブジェクトを作成します。 読み込み
前に DOMDocument のプロパティを 設定する必要がない場合に、スタティックに実行することがあるでしょう。
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パラメータ
source

HTML 文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 静的にコールされた場合には DOMDocument を返し、 E_STRICT 警告を発生させます。

エラー / 例外

空の文字列を source に渡すと、警告が発生します。 この警告は libxml が発するものではないので、libxml のエラー処理関数では処理できません。

例

例1 ドキュメントを作成する
<?php
$doc = new DOMDocument();
$doc->loadHTML("<html><body>Test<br></body></html>");
echo $doc->saveHTML();
?>

参考

DOMDocument::loadHTMLFile() - ファイルから HTML を読み込む
DOMDocument::saveHTML() - 内部のドキュメントを HTML 形式の文字列として出力する
DOMDocument::saveHTMLFile() - 内部のドキュメントを HTML 形式でファイルに出力する

DOMDocument::loadHTMLFile
(PHP 5)

DOMDocument::loadHTMLFile — ファイルから HTML を読み込む

説明

bool DOMDocument::loadHTMLFile ( string $filename )

この関数は、filename という名前のファイルから 読み込んだ HTML ドキュメントをパースします。 XML を読み込む場合とは異なり、妥当な HTML でなくても 読み込むことができます。

推奨される方法ではありませんが、この関数を静的にコールすれば DOMDocument オブジェクトをロードして作成することができます。 この静的な起動は、ロードする前に DOMDocument のプロパティを設定する必要がない場合などに使用します。 しかし、この方法を使用
すると E_STRICT エラーが発生します。

パラメータ
filename

HTML ファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 静的にコールされた場合は、 DOMDocument を返して E_STRICT 警告を発します。

エラー / 例外

空の文字列を filename に渡したり中身が空のファイルを指定したりすると、警告が発生します。 この警告は libxml が発するものではないので、libxml のエラー処理関数 では処理できません。

例

例1 ドキュメントを作成する
<?php
$doc = new DOMDocument();
$doc->loadHTMLFile("filename.html");
echo $doc->saveHTML();
?>

参考

DOMDocument::loadHTML() - 文字列から HTML を読み込む
DOMDocument::saveHTML() - 内部のドキュメントを HTML 形式の文字列として出力する
DOMDocument::saveHTMLFile() - 内部のドキュメントを HTML 形式でファイルに出力する
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DOMDocument::loadXML
(PHP 5)

DOMDocument::loadXML — 文字列から XML を読み込む

説明

mixed DOMDocument::loadXML ( string $source [, int $options = 0 ] )

XML ドキュメントを文字列から読み込みます。

このメソッドをスタティックにコールすると、読み込んだ内容をもとに DOMDocument オブジェクトを作成します。 読み込み前に DOMDocument のプロパティを 設定する必要がない場合に、スタティックに実行することがあるでしょう。

パラメータ
source

XML を含む文字列。
options

libxml オプション定数 を ビット OR で連結したもの。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 静的にコールされた場合には DOMDocument を返し、E_STRICT を発行します。

エラー / 例外

空の文字列を source に渡すと、警告が発生します。 この警告は libxml が発するものではないので、libxml のエラー処理関数では処理できません。

例

例1 ドキュメントを作成する
<?php
$doc = new DOMDocument();
$doc->loadXML('<root><node/></root>');
echo $doc->saveXML();
?>

例2 loadXML の静的な起動
<?php
$doc = DOMDocument::loadXML('<root><node/></root>');
echo $doc->saveXML();
?>

参考

DOMDocument::load() - ファイルから XML を読み込む
DOMDocument::save() - 内部の XML ツリーをファイルに出力する
DOMDocument::saveXML() - 内部の XML ツリーを文字列として出力する

DOMDocument::normalizeDocument
(PHP 5)

DOMDocument::normalizeDocument — ドキュメントを正規化する

説明

void DOMDocument::normalizeDocument ( void )

このメソッドは、まるでドキュメントを一度保存してから読み込みなおしたかのように動作し、 ドキュメントを "正規化された" 形式にします。

返り値

値を返しません。

参考

» The DOM Specification

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-Document3-normalizeDocument
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DOMNode::normalize() - ノードを正規化する

DOMDocument::registerNodeClass
(PHP 5 >= 5.2.0)

DOMDocument::registerNodeClass — 基底ノード型を作成する際に使用する拡張クラスを登録する

説明

bool DOMDocument::registerNodeClass ( string $baseclass , string $extendedclass )

このメソッドにより、独自に拡張した DOM クラスを登録することができます。 これを、後で PHP DOM 拡張モジュールで使用します。

このメソッドは、DOM の標準にはないものです。

パラメータ
baseclass

拡張したい DOM クラス。クラス名の一覧は、 この章の導入部にあります。
extendedclass

拡張したクラスの名前。NULL を渡した場合は、 それまでに baseclass を拡張して作成したすべてのクラスが削除されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
PHP 5.2.2 5.2.2 より前のバージョンでは、同一の baseclass を継承した新しいクラスを登録する際には、以前に登録されていた extendedclass の登録を解除する必要がありました。

例

例1 新しいメソッドを DOMElement に追加し、コードを書きやすくする
<?php

class myElement extends DOMElement {
   function appendElement($name) { 
      return $this->appendChild(new myElement($name));
   }
}

class myDocument extends DOMDocument {
   function setRoot($name) { 
      return $this->appendChild(new myElement($name));
   }
}

$doc = new myDocument();
$doc->registerNodeClass('DOMElement', 'myElement');

// これ以降、他の要素への要素の追加が一回のメソッドコールでできるようになります!
$root = $doc->setRoot('root');
$child = $root->appendElement('child');
$child->setAttribute('foo', 'bar');

echo $doc->saveXML();

?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0"?>
<root><child foo="bar"/></root>

例2 カスタムクラス形式での要素の取得
<?php
class myElement extends DOMElement {
    public function __toString() {
        return $this->nodeValue;
    }
}

$doc = new DOMDocument;
$doc->loadXML("<root><element><child>text in child</child></element></root>");
$doc->registerNodeClass("DOMElement", "myElement");

$element = $doc->getElementsByTagName("child")->item(0);
var_dump(get_class($element));

// __toString メソッドの助けを借ります..
echo $element;
?>
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上の例の出力は以下となります。
string(9) "myElement"
text in child

例3 オーナードキュメントの取得

自作の DOMDocument インスタンスを作成すると、 ownerDocument プロパティが作成元のクラスを指すようになります。 つまり DOMDocument の DOMDocument::registerNodeClass() を使う必要はない (実際、使えない) ということです。
<?php
class myDOMDocument extends DOMDocument {
}

class myOtherDOMDocument extends DOMDocument {
}

// XML から myDOMDocument を作成します
$doc = new myDOMDocument;
$doc->loadXML("<root><element><child>text in child</child></element></root>");

$child = $doc->getElementsByTagName("child")->item(0);

// このノードの現在のオーナーは myDOMDocument です
var_dump(get_class($child->ownerDocument));

// ノードを myDOMDocument からインポートします
$newdoc = new myOtherDOMDocument;
$child = $newdoc->importNode($child);

// ノードの新しいオーナーは myOtherDOMDocument に変わりました
var_dump(get_class($child->ownerDocument));
?>

上の例の出力は以下となります。
string(13) "myDOMDocument"
string(18) "myOtherDOMDocument"

DOMDocument::relaxNGValidate
(PHP 5)

DOMDocument::relaxNGValidate — ドキュメントを relaxNG で検証する

説明

bool DOMDocument::relaxNGValidate ( string $filename )

指定した RNG スキーマに基づいて、ドキュメントを » relaxNG で検証します。

パラメータ
filename

RNG ファイル。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMDocument::relaxNGValidateSource() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::schemaValidate() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::schemaValidateSource() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::validate() - DTD に基づいてドキュメントを検証する

DOMDocument::relaxNGValidateSource
(PHP 5)

DOMDocument::relaxNGValidateSource — ドキュメントを relaxNG で検証する

説明

bool DOMDocument::relaxNGValidateSource ( string $source )

指定した RNG ソースに基づいて、ドキュメントを » relaxNG で検証します。

パラメータ

http://www.relaxng.org/
http://www.relaxng.org/
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source

RNG スキーマを含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMDocument::relaxNGValidate() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::schemaValidate() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::schemaValidateSource() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::validate() - DTD に基づいてドキュメントを検証する

DOMDocument::save
(PHP 5)

DOMDocument::save — 内部の XML ツリーをファイルに出力する

説明

int DOMDocument::save ( string $filename [, int $options ] )

DOM 表現から XML ドキュメントを作成します。この関数は、通常は以下の例のように DOM ドキュメントを新しく作成した後にコールされます。

パラメータ
filename

保存された XML ドキュメントへのパス。
options

追加のオプション。現在は LIBXML_NOEMPTYTAG のみが サポートされています。

返り値

書き込んだバイト数、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 options パラメータが追加されました。

例

例1 DOM ツリーをファイルに保存する
<?php

$doc = new DOMDocument('1.0');
// 出力はきれいに整形したいですね。
$doc->formatOutput = true;

$root = $doc->createElement('book');
$root = $doc->appendChild($root);

$title = $doc->createElement('title');
$title = $root->appendChild($title);

$text = $doc->createTextNode('This is the title');
$text = $title->appendChild($text);

echo 'Wrote: ' . $doc->save("/tmp/test.xml") . ' bytes'; // Wrote: 72 bytes

?>

参考

DOMDocument::saveXML() - 内部の XML ツリーを文字列として出力する
DOMDocument::load() - ファイルから XML を読み込む
DOMDocument::loadXML() - 文字列から XML を読み込む

DOMDocument::saveHTML
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(PHP 5)

DOMDocument::saveHTML — 内部のドキュメントを HTML 形式の文字列として出力する

説明

string DOMDocument::saveHTML ( void )

DOM 表現から HTML ドキュメントを作成します。この関数は、通常は以下の例のように DOM ドキュメントを新しく作成した後にコールされます。

返り値

HTML、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 HTML ツリーを文字列に保存する
<?php

$doc = new DOMDocument('1.0');

$root = $doc->createElement('html');
$root = $doc->appendChild($root);

$head = $doc->createElement('head');
$head = $root->appendChild($head);

$title = $doc->createElement('title');
$title = $head->appendChild($title);

$text = $doc->createTextNode('This is the title');
$text = $title->appendChild($text);

echo $doc->saveHTML();

?>

参考

DOMDocument::saveHTMLFile() - 内部のドキュメントを HTML 形式でファイルに出力する
DOMDocument::loadHTML() - 文字列から HTML を読み込む
DOMDocument::loadHTMLFile() - ファイルから HTML を読み込む

DOMDocument::saveHTMLFile
(PHP 5)

DOMDocument::saveHTMLFile — 内部のドキュメントを HTML 形式でファイルに出力する

説明

int DOMDocument::saveHTMLFile ( string $filename )

DOM 表現から HTML ドキュメントを作成します。この関数は、通常は以下の例のように DOM ドキュメントを新しく作成した後にコールされます。

パラメータ
filename

保存された HTML ドキュメントへのパス。

返り値

書き込んだバイト数、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 HTML ツリーをファイルに保存する
<?php

$doc = new DOMDocument('1.0');
// 出力はきれいに整形したいですね。
$doc->formatOutput = true;

$root = $doc->createElement('html');
$root = $doc->appendChild($root);

$head = $doc->createElement('head');
$head = $root->appendChild($head);

$title = $doc->createElement('title');
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$title = $head->appendChild($title);

$text = $doc->createTextNode('This is the title');
$text = $title->appendChild($text);

echo 'Wrote: ' . $doc->saveHTMLFile("/tmp/test.html") . ' bytes'; // Wrote: 129 bytes

?>

参考

DOMDocument::saveHTML() - 内部のドキュメントを HTML 形式の文字列として出力する
DOMDocument::loadHTML() - 文字列から HTML を読み込む
DOMDocument::loadHTMLFile() - ファイルから HTML を読み込む

DOMDocument::saveXML
(PHP 5)

DOMDocument::saveXML — 内部の XML ツリーを文字列として出力する

説明

string DOMDocument::saveXML ([ DOMNode $node [, int $options ]] )

DOM 表現から XML ドキュメントを作成します。この関数は、通常は以下の例のように DOM ドキュメントを新しく作成した後にコールされます。

パラメータ
node

ドキュメント全体ではなく、XML 宣言以外の特定のノードだけを 出力したい場合にこのパラメータを使用します。
options

追加のオプション。現在は LIBXML_NOEMPTYTAG のみが サポートされています。

返り値

XML、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR

node が別のドキュメントのものである場合に 発生します。

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 options パラメータが追加されました。

例

例1 DOM ツリーを文字列に保存する
<?php

$doc = new DOMDocument('1.0');
// 出力はきれいに整形したいですね。
$doc->formatOutput = true;

$root = $doc->createElement('book');
$root = $doc->appendChild($root);

$title = $doc->createElement('title');
$title = $root->appendChild($title);

$text = $doc->createTextNode('これはタイトルです');
$text = $title->appendChild($text);

echo "ドキュメント全体を保存します\n";
echo $doc->saveXML() . "\n";

echo "タイトルの部分のみを保存します\n";
echo $doc->saveXML($title);

?>

上の例の出力は以下となります。

ドキュメント全体を保存します
<?xml version="1.0"?>
<book>
  <title>これはタイトルです</title>
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</book>

タイトルの部分のみを保存します
<title>これはタイトルです</title>

参考

DOMDocument::save() - 内部の XML ツリーをファイルに出力する
DOMDocument::load() - ファイルから XML を読み込む
DOMDocument::loadXML() - 文字列から XML を読み込む

DOMDocument::schemaValidate
(PHP 5)

DOMDocument::schemaValidate — スキーマに基づいてドキュメントを検証する

説明

bool DOMDocument::schemaValidate ( string $filename )

指定されたスキーマファイルに基づいてドキュメントを検証します。

パラメータ
filename

スキーマへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMDocument::schemaValidateSource() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::relaxNGValidate() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::relaxNGValidateSource() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::validate() - DTD に基づいてドキュメントを検証する

DOMDocument::schemaValidateSource
(PHP 5)

DOMDocument::schemaValidateSource — スキーマに基づいてドキュメントを検証する

説明

bool DOMDocument::schemaValidateSource ( string $source )

指定した文字列に定義されているスキーマに基づいてドキュメントを検証します。

パラメータ
source

スキーマを含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMDocument::schemaValidate() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::relaxNGValidate() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::relaxNGValidateSource() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::validate() - DTD に基づいてドキュメントを検証する
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DOMDocument::validate
(PHP 5)

DOMDocument::validate — DTD に基づいてドキュメントを検証する

説明

bool DOMDocument::validate ( void )

DTD に基づいてドキュメントを検証します。

DTD による検証を行うには、DOMDocument の validateOnParse プロパティを使用することも可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 ドキュメントに DTD が添付されていない場合は、このメソッドは FALSE を返します。

例

例1 DTD による検証の例
<?php
$dom = new DOMDocument;
$dom->Load('book.xml');
if ($dom->validate()) {
    echo "このドキュメントは正常です!\n";
}
?>

XML ファイルの読み込み時に検証することも可能です。
<?php
$dom = new DOMDocument;
$dom->validateOnParse = true;
$dom->Load('book.xml');
?>

参考

DOMDocument::schemaValidate() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::schemaValidateSource() - スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::relaxNGValidate() - ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::relaxNGValidateSource() - ドキュメントを relaxNG で検証する

DOMDocument::xinclude
(PHP 5)

DOMDocument::xinclude — DOMDocument オブジェクト内の XIncludes を置換する

説明

int DOMDocument::xinclude ([ int $options ] )

このメソッドは、DOMDocument オブジェクト内の » XIncludes を置換します。

注意:

include される XML ファイルに DTD が添付されている場合は libxml2 が自動的にエンティティを解決するため、 このメソッドは予期せぬ結果を引き起こすことがあります。

パラメータ
options

libxml のパラメータ。 PHP 5.1.0 および Libxml 2.6.7 以降で使用可能です。

返り値

ドキュメント内の XIncludes の数を返します。 何かの処理に失敗した場合は -1、 置換が発生しなかった場合は FALSE を返します。

例

例1 DOMDocument->xinclude() の例
<?php

http://www.w3.org/TR/xinclude/
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$xml = <<<EOD
<?xml version="1.0" ?>
<chapter xmlns:xi="http://www.w3.org/2001/XInclude">
 <title>Books of the other guy..</title>
 <para>
  <xi:include href="book.xml">
   <xi:fallback>
    <error>xinclude: book.xml not found</error>
   </xi:fallback>
  </xi:include>
 </para>
</chapter>
EOD;

$dom = new DOMDocument;

// 見た目をきれいにします
$dom->preserveWhiteSpace = false;
$dom->formatOutput = true;

// 上で定義した XML 文字列を読み込みます
$dom->loadXML($xml);

// xincludes を置換します
$dom->xinclude();

echo $dom->saveXML();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
<?xml version="1.0"?>
<chapter xmlns:xi="http://www.w3.org/2001/XInclude">
  <title>Books of the other guy..</title>
  <para>
    <row xml:base="/home/didou/book.xml">
       <entry>The Grapes of Wrath</entry>
       <entry>John Steinbeck</entry>
       <entry>en</entry>
       <entry>0140186409</entry>
      </row>
    <row xml:base="/home/didou/book.xml">
       <entry>The Pearl</entry>
       <entry>John Steinbeck</entry>
       <entry>en</entry>
       <entry>014017737X</entry>
      </row>
    <row xml:base="/home/didou/book.xml">
       <entry>Samarcande</entry>
       <entry>Amine Maalouf</entry>
       <entry>fr</entry>
       <entry>2253051209</entry>
      </row>
  </para>
</chapter>

目次
DOMDocument::__construct — 新しい DOMDocument オブジェクトを作成する
DOMDocument::createAttribute — 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS — 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection — 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment — 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment — 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement — 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS — 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference — 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction — 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode — 新しいテキストノードを作成する
DOMDocument::getElementById — id に対応する要素を検索する
DOMDocument::getElementsByTagName — 指定したタグ名に対応するすべての要素を検索する
DOMDocument::getElementsByTagNameNS — 指定した名前空間で、タグ名に対応するすべての要素を検索する
DOMDocument::importNode — 現在のドキュメントにノードをインポートする
DOMDocument::load — ファイルから XML を読み込む
DOMDocument::loadHTML — 文字列から HTML を読み込む
DOMDocument::loadHTMLFile — ファイルから HTML を読み込む
DOMDocument::loadXML — 文字列から XML を読み込む
DOMDocument::normalizeDocument — ドキュメントを正規化する
DOMDocument::registerNodeClass — 基底ノード型を作成する際に使用する拡張クラスを登録する
DOMDocument::relaxNGValidate — ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::relaxNGValidateSource — ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::save — 内部の XML ツリーをファイルに出力する
DOMDocument::saveHTML — 内部のドキュメントを HTML 形式の文字列として出力する
DOMDocument::saveHTMLFile — 内部のドキュメントを HTML 形式でファイルに出力する
DOMDocument::saveXML — 内部の XML ツリーを文字列として出力する
DOMDocument::schemaValidate — スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::schemaValidateSource — スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::validate — DTD に基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::xinclude — DOMDocument オブジェクト内の XIncludes を置換する
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DOMDocumentFragment クラス
クラス概要
DOMDocumentFragment extends DOMNode {
/* プロパティ */
/* メソッド */
bool appendXML ( string $data )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

DOMDocumentFragment::appendXML
(PHP 5 >= 5.1.0)

DOMDocumentFragment::appendXML — 生の XML データを追加する

説明

bool DOMDocumentFragment::appendXML ( string $data )

生の XML データを DOMDocumentFragment に追加します。

このメソッドは、DOM の標準にはないものです。 これは、XML DocumentFragment を DOMDocument に簡単に追加できるように作成されました。

標準に従いたい場合は、まずテンポラリの DOMDocument をダミーのルートで作成し、 追加したい XML データのルートの子ノードを順にループする必要があります。

パラメータ
data

追加する XML。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 XML データのドキュメントへの追加
<?php
$doc = new DOMDocument();
$doc->loadXML("<root/>");
$f = $doc->createDocumentFragment();
$f->appendXML("<foo>text</foo><bar>text2</bar>");
$doc->documentElement->appendChild($f);
echo $doc->saveXML(); 
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0"?>
<root><foo>text</foo><bar>text2</bar></root>

目次
DOMDocumentFragment::appendXML — 生の XML データを追加する
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DOMDocumentType クラス
導入
各 DOMDocument は doctype 属性を保持しており、その値は NULL あるいは DOMDocumentType オブジェクトです。

クラス概要
DOMDocumentType extends DOMNode {
/* プロパティ */
readonly public string $publicId ;
readonly public string $systemId ;
readonly public string $name ;
readonly public DOMNamedNodeMap $entities ;
readonly public DOMNamedNodeMap $notations ;
readonly public string $internalSubset ;
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
publicId

外部サブセットの公開 ID。

systemId

外部サブセットのシステム ID。完全 URI である場合とそうでない場合がある。

name

DTD の名前。すなわち、DOCTYPE キーワードに続く値。

entities

DTD で宣言されている一般エンティティ (外部・内部とも) を含む DOMNamedNodeMap。

notations

DTD で宣言されている記法を含む DOMNamedNodeMap。

internalSubset

内部サブセットを文字列として取得する。存在しない場合は null となる。区切りの角括弧は含まない。

DOMElement クラス
クラス概要
DOMElement extends DOMNode {
/* プロパティ */
readonly public bool $schemaTypeInfo ;
readonly public string $tagName ;
/* メソッド */
DOMElement::__construct ( string $name [, string $value [, string $namespaceURI ]] )
string DOMElement::getAttribute ( string $name )
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DOMAttr DOMElement::getAttributeNode ( string $name )
DOMAttr DOMElement::getAttributeNodeNS ( string $namespaceURI , string $localName )
string DOMElement::getAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName )
DOMNodeList DOMElement::getElementsByTagName ( string $name )
DOMNodeList DOMElement::getElementsByTagNameNS ( string $namespaceURI , string $localName )
bool DOMElement::hasAttribute ( string $name )
bool DOMElement::hasAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName )
bool DOMElement::removeAttribute ( string $name )
bool DOMElement::removeAttributeNode ( DOMAttr $oldnode )
bool DOMElement::removeAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName )
DOMAttr DOMElement::setAttribute ( string $name , string $value )
DOMAttr DOMElement::setAttributeNode ( DOMAttr $attr )
DOMAttr DOMElement::setAttributeNodeNS ( DOMAttr $attr )
void DOMElement::setAttributeNS ( string $namespaceURI , string $qualifiedName , string $value )
void DOMElement::setIdAttribute ( string $name , bool $isId )
void DOMElement::setIdAttributeNode ( DOMAttr $attr , bool $isId )
void DOMElement::setIdAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName , bool $isId )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
schemaTypeInfo

未実装。常に NULL を返す。

tagName

要素名

注意
注意:

DOM 拡張モジュールは UTF-8 エンコーディングを使用します。ISO-8859-1 エンコーディングのテキストを扱うには utf8_encode() と utf8_decode() を使用します。またその他のエンコーディングを扱うには Iconv を使用します。

DOMElement::__construct
(PHP 5)

DOMElement::__construct — 新しい DOMElement オブジェクトを作成する

説明

DOMElement::__construct ( string $name [, string $value [, string $namespaceURI ]] )

新しい DOMElement オブジェクトを作成します。 このオブジェクトは読み込み専用です。このオブジェクトをドキュメントに 追加することが可能ですが、ノードがドキュメントに関連付けられるまでは ノードを追加することはできません。書き込み可能なノードを作成するに
は、 DOMDocument::createElement あるいは DOMDocument::createElementNS を使用します。

パラメータ
name

要素のタグ名。namespaceURI をともに指定した場合、 この URI に関連付けられたプレフィックスが与えられます。
value

要素の値。
namespaceURI
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指定した名前空間の中で要素を作成するための 名前空間 URI。

例

例1 新しい DOMElement を作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'iso-8859-1');
$element = $dom->appendChild(new DOMElement('root'));
$element_ns = new DOMElement('pr:node1', 'thisvalue', 'http://xyz');
$element->appendChild($element_ns);
echo $dom->saveXML(); /* <?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?>
<root><pr:node1 xmlns:pr="http://xyz">thisvalue</pr:node1></root> */

?>

参考

DOMDocument::createElement() - 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS() - 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する

DOMElement::getAttribute
(PHP 5)

DOMElement::getAttribute — 属性の値を返す

説明

string DOMElement::getAttribute ( string $name )

現在のノードから、名前が name である属性の値を取得します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

属性の値、あるいは name に対応する属性が 見つからなかった場合には空の文字列を返します。

参考

DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::setAttribute() - 新しい属性を追加する
DOMElement::removeAttribute() - 属性を削除する

DOMElement::getAttributeNode
(PHP 5)

DOMElement::getAttributeNode — 属性ノードを返す

説明

DOMAttr DOMElement::getAttributeNode ( string $name )

現在の要素の、name という名前の属性ノードを返します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

属性ノードを返します。

参考
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DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::setAttributeNode() - 新しい属性ノードを要素に追加する
DOMElement::removeAttributeNode() - 属性を削除する

DOMElement::getAttributeNodeNS
(PHP 5)

DOMElement::getAttributeNodeNS — 属性ノードを返す

説明

DOMAttr DOMElement::getAttributeNodeNS ( string $namespaceURI , string $localName )

現在のノードの、名前空間 namespaceURIにおける localName というローカル名の属性ノードを返します。

パラメータ
namespaceURI

名前空間 URI。
localName

ローカル名。

返り値

属性ノードを返します。

参考

DOMElement::hasAttributeNS() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::setAttributeNodeNS() - 新しい属性ノードを要素に追加する
DOMElement::removeAttributeNode() - 属性を削除する

DOMElement::getAttributeNS
(PHP 5)

DOMElement::getAttributeNS — 属性の値を返す

説明

string DOMElement::getAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName )

現在のノードから、名前空間 namespaceURI における localName というローカル名の属性の値を取得します。

パラメータ
namespaceURI

名前空間 URI。
localName

ローカル名。

返り値

属性の値、あるいは localName および namespaceURI に対応する属性が 見つからなかった場合には空の文字列を返します。

参考

DOMElement::hasAttributeNS() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::setAttributeNS() - 新しい属性を追加する
DOMElement::removeAttributeNS() - 属性を削除する
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DOMElement::getElementsByTagName
(PHP 5)

DOMElement::getElementsByTagName — タグ名から要素を取得する

説明

DOMNodeList DOMElement::getElementsByTagName ( string $name )

この関数は、指定した名前 name のタグを持つ すべての子孫要素からなるクラス DOMNodeList の新しいインスタンスを返します。要素は、ツリーをたどっていく際に 見つかった順に並べられます。

パラメータ
name

タグ名。ツリー内のすべての要素を返すには * を使用します。

返り値

この関数は、一致したすべての要素からなる DOMNodeList クラスのインスタンスを返します。

参考

DOMElement::getElementsByTagNameNS() - 名前空間 URI とローカル名から要素を取得する

DOMElement::getElementsByTagNameNS
(PHP 5)

DOMElement::getElementsByTagNameNS — 名前空間 URI とローカル名から要素を取得する

説明

DOMNodeList DOMElement::getElementsByTagNameNS ( string $namespaceURI , string $localName )

この関数は、指定した名前 localName および namespaceURI のタグを持つ すべての子孫要素を取得します。

パラメータ
namespaceURI

名前空間 URI。
localName

ローカル名。ツリー内のすべての要素を返すには * を使用します。

返り値

この関数は、一致したすべての要素からなる DOMNodeList クラスのインスタンスを返します。 各要素は、ツリー内の探索時に見つかった順で並べられます。

参考

DOMElement::getElementsByTagName() - タグ名から要素を取得する

DOMElement::hasAttribute
(PHP 5)

DOMElement::hasAttribute — 属性が存在するかどうかを調べる

説明

bool DOMElement::hasAttribute ( string $name )

要素のメンバとして name という名前の属性が 存在するかどうかを示します。

パラメータ
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name

要素名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMElement::hasAttributeNS() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttribute() - 属性の値を返す
DOMElement::setAttribute() - 新しい属性を追加する
DOMElement::removeAttribute() - 属性を削除する

DOMElement::hasAttributeNS
(PHP 5)

DOMElement::hasAttributeNS — 属性が存在するかどうかを調べる

説明

bool DOMElement::hasAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName )

要素のメンバとして localName という名前の属性が 名前空間 namespaceURI に存在するかどうかを示します。

パラメータ
namespaceURI

名前空間 URI。
localName

ローカル名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttributeNS() - 属性の値を返す
DOMElement::setAttributeNS() - 新しい属性を追加する
DOMElement::removeAttributeNS() - 属性を削除する

DOMElement::removeAttribute
(PHP 5)

DOMElement::removeAttribute — 属性を削除する

説明

bool DOMElement::removeAttribute ( string $name )

name という名前の属性を要素から削除します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。

参考

DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttribute() - 属性の値を返す
DOMElement::setAttribute() - 新しい属性を追加する

DOMElement::removeAttributeNode
(PHP 5)

DOMElement::removeAttributeNode — 属性を削除する

説明

bool DOMElement::removeAttributeNode ( DOMAttr $oldnode )

属性 oldnode を要素から削除します。

パラメータ
oldnode

属性ノード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND_ERROR

oldnode が要素の属性でない場合に発生します。

参考

DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttributeNode() - 属性ノードを返す
DOMElement::setAttributeNode() - 新しい属性ノードを要素に追加する

DOMElement::removeAttributeNS
(PHP 5)

DOMElement::removeAttributeNS — 属性を削除する

説明

bool DOMElement::removeAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName )

名前空間 namespaceURI にある localName という名前の属性を 要素から削除します。

パラメータ
namespaceURI

名前空間 URI。
localName

ローカル名。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。

参考

DOMElement::hasAttributeNS() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttributeNS() - 属性の値を返す
DOMElement::setAttributeNS() - 新しい属性を追加する

DOMElement::setAttribute
(PHP 5)

DOMElement::setAttribute — 新しい属性を追加する

説明

DOMAttr DOMElement::setAttribute ( string $name , string $value )

name という名前の属性を、指定した値に設定します。 属性が存在しない場合は、作成されます。

パラメータ
name

属性の名前。
value

属性の値。

返り値

新しい DOMAttr、 あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。

例

例1 属性を設定する
<?php
$doc = new DOMDocument("1.0");
$node = $doc->createElement("para");
$newnode = $doc->appendChild($node);
$newnode->setAttribute("align", "left");
?>

参考

DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttribute() - 属性の値を返す
DOMElement::removeAttribute() - 属性を削除する

DOMElement::setAttributeNode
(PHP 5)

DOMElement::setAttributeNode — 新しい属性ノードを要素に追加する

説明
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DOMAttr DOMElement::setAttributeNode ( DOMAttr $attr )

新しい属性ノード attr を要素に追加します。

パラメータ
attr

属性ノード。

返り値

属性が置換された場合は置換前のノード、そうでない場合は NULL を返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。

参考

DOMElement::hasAttribute() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttributeNode() - 属性ノードを返す
DOMElement::removeAttributeNode() - 属性を削除する

DOMElement::setAttributeNodeNS
(PHP 5)

DOMElement::setAttributeNodeNS — 新しい属性ノードを要素に追加する

説明

DOMAttr DOMElement::setAttributeNodeNS ( DOMAttr $attr )

新しい属性ノード attr を要素に追加します。

パラメータ
attr

属性ノード。

返り値

属性が置換された場合は置換前のノードを返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。

参考

DOMElement::hasAttributeNS() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttributeNodeNS() - 属性ノードを返す
DOMElement::removeAttributeNode() - 属性を削除する

DOMElement::setAttributeNS
(PHP 5)

DOMElement::setAttributeNS — 新しい属性を追加する

説明

void DOMElement::setAttributeNS ( string $namespaceURI , string $qualifiedName , string $value )
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名前空間 namespaceURI にある localName という名前の属性を、指定した値に設定します。 属性が存在しない場合は、作成されます。

パラメータ
namespaceURI

名前空間 URI。
qualifiedName

prefix:tagname 形式で表した属性名。
value

属性の値。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。
DOM_NAMESPACE_ERR

qualifiedName が不正な形式であった場合や、 qualifiedName がプレフィックスを含むにもかかわらず namespaceURI が NULL の場合に発生します。

参考

DOMElement::hasAttributeNS() - 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::getAttributeNS() - 属性の値を返す
DOMElement::removeAttributeNS() - 属性を削除する

DOMElement::setIdAttribute
(PHP 5)

DOMElement::setIdAttribute — ID 型の属性を名前で宣言する

説明

void DOMElement::setIdAttribute ( string $name , bool $isId )

ID 型となる属性を name で宣言します。

パラメータ
name

属性の名前。
isId

name を ID 型にしたい場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を設定します。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用である場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND

name がこの要素の属性でない場合に発生します。

参考

DOMDocument::getElementById() - id に対応する要素を検索する
DOMElement::setIdAttributeNode() - ID 型の属性をノードで宣言する
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DOMElement::setIdAttributeNS() - ID 型の属性をローカル名および名前空間 URI で宣言する

DOMElement::setIdAttributeNode
(PHP 5)

DOMElement::setIdAttributeNode — ID 型の属性をノードで宣言する

説明

void DOMElement::setIdAttributeNode ( DOMAttr $attr , bool $isId )

ID 型となる属性 attr を宣言します。

パラメータ
attr

属性ノード。
isId

name を ID 型にしたい場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を設定します。

返り値

値を返しません。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用である場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND

name がこの要素の属性でない場合に発生します。

参考

DOMDocument::getElementById() - id に対応する要素を検索する
DOMElement::setIdAttribute() - ID 型の属性を名前で宣言する
DOMElement::setIdAttributeNS() - ID 型の属性をローカル名および名前空間 URI で宣言する

DOMElement::setIdAttributeNS
(PHP 5)

DOMElement::setIdAttributeNS — ID 型の属性をローカル名および名前空間 URI で宣言する

説明

void DOMElement::setIdAttributeNS ( string $namespaceURI , string $localName , bool $isId )

ID 型となる属性を localName および namespaceURI で宣言します。

パラメータ
namespaceURI

属性の名前空間 URI。
localName

属性のローカル名。prefix:tagname 形式。
isId

name を ID 型にしたい場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を設定します。

返り値

値を返しません。
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エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用である場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND

name がこの要素の属性でない場合に発生します。

参考

DOMDocument::getElementById() - id に対応する要素を検索する
DOMElement::setIdAttribute() - ID 型の属性を名前で宣言する
DOMElement::setIdAttributeNode() - ID 型の属性をノードで宣言する

目次
DOMElement::__construct — 新しい DOMElement オブジェクトを作成する
DOMElement::getAttribute — 属性の値を返す
DOMElement::getAttributeNode — 属性ノードを返す
DOMElement::getAttributeNodeNS — 属性ノードを返す
DOMElement::getAttributeNS — 属性の値を返す
DOMElement::getElementsByTagName — タグ名から要素を取得する
DOMElement::getElementsByTagNameNS — 名前空間 URI とローカル名から要素を取得する
DOMElement::hasAttribute — 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::hasAttributeNS — 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::removeAttribute — 属性を削除する
DOMElement::removeAttributeNode — 属性を削除する
DOMElement::removeAttributeNS — 属性を削除する
DOMElement::setAttribute — 新しい属性を追加する
DOMElement::setAttributeNode — 新しい属性ノードを要素に追加する
DOMElement::setAttributeNodeNS — 新しい属性ノードを要素に追加する
DOMElement::setAttributeNS — 新しい属性を追加する
DOMElement::setIdAttribute — ID 型の属性を名前で宣言する
DOMElement::setIdAttributeNode — ID 型の属性をノードで宣言する
DOMElement::setIdAttributeNS — ID 型の属性をローカル名および名前空間 URI で宣言する

DOMEntity クラス
導入
このインターフェイスは、XML ドキュメント内の既知のエンティティを表します。 パース済みかどうかは関係ありません。

クラス概要
DOMEntity extends DOMNode {
/* プロパティ */
readonly public string $publicId ;
readonly public string $systemId ;
readonly public string $notationName ;
public string $actualEncoding ;
readonly public string $encoding ;
readonly public string $version ;
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )

$newnode $oldnode
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DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode  , DOMNode  )
}

プロパティ
publicId

エンティティに関連付けられているパブリック ID が存在すればその値、 それ以外の場合は NULL

systemId

エンティティに関連付けられているシステム ID が存在すればその値、 それ以外の場合は NULL。これは完全な URI かもしれないし、 そうでないかもしれない。

notationName

パースされていないエンティティの場合はそのエンティティの名前、 パース済みのエンティティの場合は NULL

actualEncoding

外部でパースされたエンティティの場合は、このエンティティの パース時に使用されたエンコーディングを指定する属性。 内部サブセットからのエンティティであったり未知のエンティティで あった場合は NULL

encoding

外部でパースされたエンティティの場合は、テキスト宣言の一部として このエンティティのエンコーディングを指定する属性。それ以外の場合は NULL

version

外部でパースされたエンティティの場合は、テキスト宣言の一部として このエンティティのバージョン番号を指定する属性。それ以外の場合は NULL

DOMEntityReference クラス
クラス概要
DOMEntityReference extends DOMNode {
/* プロパティ */
/* メソッド */
DOMEntityReference::__construct ( string $name )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

DOMEntityReference::__construct
(PHP 5)

DOMEntityReference::__construct — 新しい DOMEntityReference オブジェクトを作成する

説明

DOMEntityReference::__construct ( string $name )

新しい DOMEntityReference オブジェクトを作成します。

パラメータ
name

エンティティ参照の名前。
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例

例1 新しい DOMEntityReference を作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'iso-8859-1');
$element = $dom->appendChild(new DOMElement('root'));
$entity = $element->appendChild(new DOMEntityReference('nbsp'));
echo $dom->saveXML(); /* <?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?><root>&nbsp;</root> */

?>

参考

DOMDocument::createEntityReference() - 新しいエンティティ参照ノードを作成する

目次
DOMEntityReference::__construct — 新しい DOMEntityReference オブジェクトを作成する

DOMException クラス
導入
しかるべき状況、すなわち論理的に不可能な操作を行った際などの場合に DOM 操作は例外を発生させます。

例外(exceptions) も参照ください。

クラス概要
DOMException extends Exception {
/* プロパティ */
readonly public int $code ;
/* 継承したメソッド */
final public string Exception::getMessage ( void )
final public Exception Exception::getPrevious ( void )
final public int Exception::getCode ( void )
final public string Exception::getFile ( void )
final public int Exception::getLine ( void )
final public array Exception::getTrace ( void )
final public string Exception::getTraceAsString ( void )
public string Exception::__toString ( void )
final private void Exception::__clone ( void )
}

プロパティ
code

発生したエラーの型を示す整数値

DOMImplementation クラス
導入
DOMImplementation インターフェイスは、 個々のドキュメントオブジェクトモデルのインスタンス独自の操作を行うためのメソッド群を提供します。

クラス概要
DOMImplementation {
/* プロパティ */
/* メソッド */
DOMImplementation::__construct ( void )
DOMDocument DOMImplementation::createDocument ([ string $namespaceURI = NULL [, string $qualifiedName = NULL [, DOMDocumentType $doctype = NULL ]]] )
DOMDocumentType DOMImplementation::createDocumentType ([ string $qualifiedName = NULL [, string $publicId = NULL [, string $systemId = NULL ]]] )
bool DOMImplementation::hasFeature ( string $feature , string $version )
}
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DOMImplementation::__construct
(PHP 5)

DOMImplementation::__construct — 新しい DOMImplementation オブジェクトを作成する

説明

DOMImplementation::__construct ( void )

新しい DOMImplementation オブジェクトを作成します。

DOMImplementation::createDocument
(PHP 5)

DOMImplementation::createDocument — 指定した型とドキュメント要素の DOMDocument オブジェクトを作成する

説明

DOMDocument DOMImplementation::createDocument ([ string $namespaceURI = NULL [, string $qualifiedName = NULL [, DOMDocumentType $doctype = NULL ]]] )

指定した型とドキュメント要素の DOMDocument オブジェクトを作成します。

パラメータ
namespaceURI

作成するドキュメント要素の名前空間 URI。
qualifiedName

作成するドキュメント要素の修飾名。
doctype

作成するドキュメントの型、あるいは NULL。

返り値

新しい DOMDocument オブジェクトを返します。 namespaceURI、qualifiedName および doctype が null の場合は、 ドキュメント要素を含まない空の DOMDocument を返します。

エラー / 例外
DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR

doctype が既に別のドキュメントで使用されていたり、 別の実装で作成されている場合に発生します。
DOM_NAMESPACE_ERR

namespaceURI および qualifiedName で指定した名前空間に間違いがある場合に発生します。

参考

DOMDocument::__construct() - 新しい DOMDocument オブジェクトを作成する
DOMImplementation::createDocumentType() - 空の DOMDocumentType オブジェクトを作成する

DOMImplementation::createDocumentType
(PHP 5)

DOMImplementation::createDocumentType — 空の DOMDocumentType オブジェクトを作成する

説明

DOMDocumentType DOMImplementation::createDocumentType ([ string $qualifiedName = NULL [, string $publicId = NULL [, string $systemId = NULL ]]] )

空の DOMDocumentType オブジェクトを作成します。 エンティティ宣言および記法は使用可能にはなりません。エンティティ参照の 展開やデフォルト属性の追加は発生しません。
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パラメータ
qualifiedName

作成されるドキュメント型の修飾名。
publicId

外部サブセットの公開 ID。
systemId

外部サブセットのシステム ID。

返り値

ownerDocument を NULL に設定した 新しい DOMDocumentType ノードを返します。

例

例1 DTD を添付してドキュメントを作成する
<?php

// DOMImplementation クラスのインスタンスを作成します
$imp = new DOMImplementation;

// DOMDocumentType のインスタンスを作成します
$dtd = $imp->createDocumentType('graph', '', 'graph.dtd');

// DOMDocument のインスタンスを作成します
$dom = $imp->createDocument("", "", $dtd);

// その他のプロパティを設定します
$dom->encoding = 'UTF-8';
$dom->standalone = false;

// 空の要素を作成します
$element = $dom->createElement('graph');

// 要素を追加します
$dom->appendChild($element);

// ドキュメントの内容を出力します
echo $dom->saveXML();

?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<!DOCTYPE graph SYSTEM "graph.dtd">
<graph/>

エラー / 例外
DOM_NAMESPACE_ERR

qualifiedName で指定した名前空間に間違いがある場合に発生します。

参考

DOMImplementation::createDocument() - 指定した型とドキュメント要素の DOMDocument オブジェクトを作成する

DOMImplementation::hasFeature
(PHP 5)

DOMImplementation::hasFeature — DOM 実装が、指定した機能を実装しているかどうかを調べる

説明

bool DOMImplementation::hasFeature ( string $feature , string $version )

DOM 実装が、指定した機能 feature を実装しているかどうかを調べます。

DOM 仕様の » Conformance の節に、すべての機能の一覧があります。

パラメータ
feature

調べる機能。
version

http://www.w3.org/TR/2000/REC-DOM-Level-2-Core-20001113/introduction.html#ID-Conformance
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調べる feature のバージョン番号。 DOM level 2 においては、これは 2.0 あるいは 1.0 のいずれかです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DOM Implementation を調べる
<?php

$features = array(
  'Core'           => 'Core module',
  'XML'            => 'XML module',
  'HTML'           => 'HTML module',
  'Views'          => 'Views module',
  'Stylesheets'    => 'Style Sheets module',
  'CSS'            => 'CSS module',
  'CSS2'           => 'CSS2 module',
  'Events'         => 'Events module',
  'UIEvents'       => 'User interface Events module',
  'MouseEvents'    => 'Mouse Events module',
  'MutationEvents' => 'Mutation Events module',
  'HTMLEvents'     => 'HTML Events module',
  'Range'          => 'Range module',
  'Traversal'      => 'Traversal module'
);
               
foreach ($features as $key => $name) {
  if (DOMImplementation::hasFeature($key, '2.0')) {
    echo "$name の機能を保持しています\n";
  } else {
    echo "$name の機能は保持していません\n";
  }
}

?>

参考

DOMNode::isSupported() - 指定したバージョンで機能がサポートされているかどうかを調べる

目次
DOMImplementation::__construct — 新しい DOMImplementation オブジェクトを作成する
DOMImplementation::createDocument — 指定した型とドキュメント要素の DOMDocument オブジェクトを作成する
DOMImplementation::createDocumentType — 空の DOMDocumentType オブジェクトを作成する
DOMImplementation::hasFeature — DOM 実装が、指定した機能を実装しているかどうかを調べる

DOMNamedNodeMap クラス
クラス概要
DOMNamedNodeMap {
/* プロパティ */
/* メソッド */
DOMNode getNamedItem ( string $name )
DOMNode getNamedItemNS ( string $namespaceURI , string $localName )
DOMNode item ( int $index )
}

DOMNamedNodeMap::getNamedItem
(PHP 5)

DOMNamedNodeMap::getNamedItem — 名前で指定されたノードを取得する

説明

DOMNode DOMNamedNodeMap::getNamedItem ( string $name )

nodeName で指定されたノードを取得します。

パラメータ
name
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取得するノードの名前。

返り値

指定した (任意の型の) nodeName のノード、 あるいはノードが見つからなかった場合には NULL を返します。

参考

DOMNamedNodeMap::getNamedItemNS() - ローカル名および名前空間 URI で指定したノードを取得する

DOMNamedNodeMap::getNamedItemNS
(PHP 5)

DOMNamedNodeMap::getNamedItemNS — ローカル名および名前空間 URI で指定したノードを取得する

説明

DOMNode DOMNamedNodeMap::getNamedItemNS ( string $namespaceURI , string $localName )

localName および namespaceURI で指定したノードを取得します。

パラメータ
namespaceURI

取得するノードの名前空間 URI。
localName

取得するノードのローカル名。

返り値

指定した (任意の型の) ローカル名および名前空間 URI のノード、 あるいはノードが見つからなかった場合には NULL を返します。

参考

DOMNamedNodeMap::getNamedItem() - 名前で指定されたノードを取得する

DOMNamedNodeMap::item
(PHP 5)

DOMNamedNodeMap::item — インデックスで指定したノードを取得する

説明

DOMNode DOMNamedNodeMap::item ( int $index )

DOMNamedNodeMap オブジェクトから、 index で指定したノードを取得します。

パラメータ
index

マップ内のインデックス。

返り値

マップ内の index 番目の位置にあるノード、 あるいはインデックスが不正な形式 (マップ内の要素数以上) の場合は NULL を返します。

目次
DOMNamedNodeMap::getNamedItem — 名前で指定されたノードを取得する
DOMNamedNodeMap::getNamedItemNS — ローカル名および名前空間 URI で指定したノードを取得する
DOMNamedNodeMap::item — インデックスで指定したノードを取得する
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DOMNode クラス
クラス概要
DOMNode {
/* プロパティ */
public readonly string $nodeName ;
public string $nodeValue ;
public readonly int $nodeType ;
public readonly DOMNode $parentNode ;
public readonly DOMNodeList $childNodes ;
public readonly DOMNode $firstChild ;
public readonly DOMNode $lastChild ;
public readonly DOMNode $previousSibling ;
public readonly DOMNode $nextSibling ;
public readonly DOMNamedNodeMap $attributes ;
public readonly DOMDocument $ownerDocument ;
public readonly string $namespaceURI ;
public string $prefix ;
public readonly string $localName ;
public readonly string $baseURI ;
public string $textContent ;
/* メソッド */
DOMNode appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode cloneNode ([ bool $deep ] )
public int getLineNo ( void )
bool hasAttributes ( void )
bool hasChildNodes ( void )
DOMNode insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool isSameNode ( DOMNode $node )
bool isSupported ( string $feature , string $version )
string lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void normalize ( void )
DOMNode removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
nodeName

現在のノード型の正確な名前を返す

nodeValue

その型に応じてノードの値を返す

nodeType

ノードの型を、定義済みの定数 XML_xxx_NODE のいずれかで返す

parentNode

このノードの親を返す

childNodes

このノードのすべての子を含む DOMNodeList。 子が存在しない場合は、空の DOMNodeList

firstChild

このノードの最初の子。存在しない場合は NULL を返す

lastChild

このノードの最後の子。存在しない場合は NULL を返す

previousSibling

このノードの直前のノード。存在しない場合は NULL を返す

nextSibling
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このノードの直後のノード。存在しない場合は NULL を返す

attributes

このノードが DOMElement の場合は ノードの属性を含む DOMNamedNodeMap、 それ以外の場合は NULL

ownerDocument

このノードに関連付けられている DOMDocument オブジェクト

namespaceURI

このノードの名前空間 URI。指定されていない場合は NULL

prefix

このノードの名前空間プレフィックス。指定されていない場合は NULL

localName

このノードの名前のローカル部分を返す

baseURI

このノードの完全なベース URI。もし実装が完全な URL を できなかった場合は NULL

textContent

このノードとその子孫ノードのテキストを返す

注意
注意:

DOM 拡張モジュールは UTF-8 エンコーディングを使用します。ISO-8859-1 エンコーディングのテキストを扱うには utf8_encode() と utf8_decode() を使用します。またその他のエンコーディングを扱うには Iconv を使用します。

参考
» W3C specification of Node

DOMNode::appendChild
(PHP 5)

DOMNode::appendChild — 子要素群の最後に新しい子要素を追加する

説明

DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )

この関数は、既存の子要素のリストに新しい子要素を追加するか、 あるいは新しい子要素リストを作成します。子要素の作成には DOMDocument::createElement()、 DOMDocument::createTextNode() などを使用するか、単に別のノードを使用します。

パラメータ
newnode

追加する子要素。

返り値

追加したノードを返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用であったり、挿入するノードの以前の親が 読み込み専用であったりした場合に発生します。
DOM_HIERARCHY_REQUEST_ERR

newnode で指定した型の子ノードを 保持することが許可されていない場合、あるいは追加しようとしている ノードが自分自身やその祖先であった場合に発生します。
DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR

newnode が、このノードとは別の ドキュメントで作成されたものである場合に発生します。

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-ID-1950641247
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例

以下の例は、新しいドキュメントに新しい要素を追加します。

例1 子要素の追加
<?php

$doc = new DOMDocument;

$node = $doc->createElement("para");
$newnode = $doc->appendChild($node);

echo $doc->saveXML();
?>

参考

DOMNode::removeChild() - 子要素群から子要素を削除する
DOMNode::replaceChild() - 子を置き換える

DOMNode::cloneNode
(PHP 5)

DOMNode::cloneNode — ノードを複製する

説明

DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )

ノードのコピーを作成します。

パラメータ
deep

子孫要素を含めてコピーするかどうかを指定します。 このパラメータのデフォルト値は FALSE です。

返り値

複製されたノードを返します。

DOMNode::getLineNo
(PHP 5 >= 5.3.0)

DOMNode::getLineNo — ノードが存在する行の番号を取得します。

説明

public int DOMNode::getLineNo ( void )

ノードが定義された行の番号を取得します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

常にノードが定義された行の番号を返します。

例

例1 DOMNode::getLineNo() メソッドの例
<?php
// 以下の例で使うXMLのダンプ
$xml = <<<XML
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<root>
    <node />
</root>
XML;
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// DOMDocumentクラスのインスタンスを生成する
$dom = new DOMDocument;

// XMLをロードする
$dom->loadXML($xml);

// <node> 要素が定義された行がどこにあるかを表示する
printf('The <node> tag is defined on line %d', $dom->getElementsByTagName('node')->item(0)->getLineNo());
?>

上の例の出力は以下となります。
The <node> tag is defined in line 3

DOMNode::hasAttributes
(PHP 5)

DOMNode::hasAttributes — ノードが属性を保持しているかどうかを調べる

説明

bool DOMNode::hasAttributes ( void )

このメソッドは、ノードが属性を保持しているかどうかを調べます。 調べるノードは XML_ELEMENT_NODE である必要があります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMNode::hasChildNodes() - ノードが子を保持しているかどうかを調べる

DOMNode::hasChildNodes
(PHP 5)

DOMNode::hasChildNodes — ノードが子を保持しているかどうかを調べる

説明

bool DOMNode::hasChildNodes ( void )

この関数は、ノードが子を保持しているかどうかを調べます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMNode::hasAttributes() - ノードが属性を保持しているかどうかを調べる

DOMNode::insertBefore
(PHP 5)

DOMNode::insertBefore — 参照しているノードの前に新しい子を追加する

説明

DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )

この関数は、参照しているノードの直前に新しいノードを挿入します。 追加するノードに対して変更を加えたい場合は、この関数から返される ノードを使用します。

パラメータ
newnode
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新しいノード。
refnode

参照ノード。指定されなかった場合は、newnode が子要素として追加されます。

返り値

挿入されたノードを返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

このノードが読み込み専用であったり、挿入されるノードの以前の親が 読み込み専用であった場合に発生します。
DOM_HIERARCHY_REQUEST_ERR

newnode で指定した型の子ノードを 保持することが許可されていない場合、あるいは追加しようとしている ノードが自分自身やその祖先であった場合に発生します。
DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR

newnode が、このノードとは別の ドキュメントで作成されたものである場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND

refnode がこのノードの子ではない場合に 発生します。

DOMNode::isDefaultNamespace
(PHP 5)

DOMNode::isDefaultNamespace — 指定した namespaceURI がデフォルトの名前空間かどうかを調べる

説明

bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )

namespaceURI がデフォルトの名前空間であるかどうかを調べます。

パラメータ
namespaceURI

調べる名前空間 URI。

返り値

namespaceURI がデフォルトの名前空間である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

DOMNode::isSameNode
(PHP 5)

DOMNode::isSameNode — 2 つのノードが等しいかどうかを調べる

説明

bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )

この関数は、2 つのノードが等しいかどうかを調べます。この比較は、 その内容に基づくものではありません。

パラメータ
node

比較対象となるノード。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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DOMNode::isSupported
(PHP 5)

DOMNode::isSupported — 指定したバージョンで機能がサポートされているかどうかを調べる

説明

bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )

指定したバージョン version で、機能 feature がサポートされているかどうかを調べます。

パラメータ
feature

調べる機能。機能の一覧については DOMImplementation::hasFeature() の例を参照ください。
version

調べる機能 feature のバージョン番号。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

DOMImplementation::hasFeature() - DOM 実装が、指定した機能を実装しているかどうかを調べる

DOMNode::lookupNamespaceURI
(PHP 5)

DOMNode::lookupNamespaceURI — プレフィックスに基づいて、ノードの名前空間 URI を取得する

説明

string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )

prefix に基づいて、 ノードの名前空間 URI を取得します。

パラメータ
prefix

名前空間のプレフィックス。

返り値

ノードの名前空間 URI を返します。

参考

DOMNode::lookupPrefix() - 名前空間 URI に基づいて、ノードの名前空間プレフィックスを取得する

DOMNode::lookupPrefix
(PHP 5)

DOMNode::lookupPrefix — 名前空間 URI に基づいて、ノードの名前空間プレフィックスを取得する

説明

string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )

名前空間 URI に基づいて、ノードの名前空間プレフィックスを取得します。

パラメータ
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namespaceURI

名前空間 URI。

返り値

名前空間のプレフィックスを返します。

参考

DOMNode::lookupNamespaceURI() - プレフィックスに基づいて、ノードの名前空間 URI を取得する

DOMNode::normalize
(PHP 5)

DOMNode::normalize — ノードを正規化する

説明

void DOMNode::normalize ( void )

ノードを正規化します。

返り値

値を返しません。

参考

» The DOM Specification
DOMDocument::normalizeDocument() - ドキュメントを正規化する

DOMNode::removeChild
(PHP 5)

DOMNode::removeChild — 子要素群から子要素を削除する

説明

DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )

この関数は、子要素群から子要素を削除します。

パラメータ
oldnode

削除する子要素。

返り値

子要素の削除に成功した場合に、削除した要素を返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR

ノードが読み込み専用の場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND

oldnode がこのノードの子要素でない場合に発生します。

例

以下の例は、XML ドキュメントから chapter 要素を削除します。

例1 子要素の削除

http://www.w3.org/TR/2003/WD-DOM-Level-3-Core-20030226/DOM3-Core.html#core-ID-normalize
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<?php

$doc = new DOMDocument;
$doc->load('book.xml');

$book = $doc->documentElement;

// chapter を取得し、それを book から削除します
$chapter = $book->getElementsByTagName('chapter')->item(0);
$oldchapter = $book->removeChild($chapter);

echo $doc->saveXML();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?>
<!DOCTYPE book PUBLIC "-//OASIS//DTD DocBook XML V4.1.2//EN" 
          "http://www.oasis-open.org/docbook/xml/4.1.2/docbookx.dtd">
<book id="listing">
 <title>My lists</title>
 
</book>

例2 親ノードの名前空間 URI の保持
<?php

$doc = new DOMDocument;
$doc->load('book.xml');

$book = $doc->documentElement;

// chapter を取得し、それを book から削除します
$chapter = $book->getElementsByTagName('chapter')->item(0);

// 名前空間 URI をコピーします
$nsuri = $book->namespaceURI;

// 子ノードを削除します
$book->removeChild($chapter);

// 名前空間 URI を、親ノードにペーストします
$book->namespaceURI = $nsuri;
?>

注意

注意:

このメソッドをコールすると、親ノードの DOMNode::$namespaceURI プロパティが NULL にリセットされます。上の例は、この問題の回避策を示すものです。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMNode::replaceChild() - 子を置き換える

DOMNode::replaceChild
(PHP 5)

DOMNode::replaceChild — 子を置き換える

説明

DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )

この関数は、子要素 oldnode を新しいノードに 置き換えます。もし新しいノードがすでに子要素であった場合は、 それがふたたび追加されることはありません。置き換えに成功すると、 置き換え前のノードが返されます。

パラメータ
newnode

新しいノード。対象ドキュメントのメンバ、 すなわち、DOMDocument->createXXX() メソッドのひとつで作成されたものか DOMDocument::importNode で ドキュメントにインポートされたものである必要があります。
oldnode

古いノード。

返り値

古いノード、あるいはエラーが発生した場合は FALSE を返します。

エラー / 例外
DOM_NO_MODIFICATION_ALLOWED_ERR
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このノードが読み込み専用であったり、挿入されるノードの以前の親が 読み込み専用であった場合に発生します。
DOM_HIERARCHY_REQUEST_ERR

newnode で指定した型の子ノードを 保持することが許可されていない場合、あるいは追加しようとしている ノードが自分自身やその祖先であった場合に発生します。
DOM_WRONG_DOCUMENT_ERR

newnode が、このノードとは別の ドキュメントで作成されたものである場合に発生します。
DOM_NOT_FOUND

oldnode がこのノードの子でない場合に発生します。

参考

DOMNode::appendChild() - 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMNode::removeChild() - 子要素群から子要素を削除する

目次
DOMNode::appendChild — 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMNode::cloneNode — ノードを複製する
DOMNode::getLineNo — ノードが存在する行の番号を取得します。
DOMNode::hasAttributes — ノードが属性を保持しているかどうかを調べる
DOMNode::hasChildNodes — ノードが子を保持しているかどうかを調べる
DOMNode::insertBefore — 参照しているノードの前に新しい子を追加する
DOMNode::isDefaultNamespace — 指定した namespaceURI がデフォルトの名前空間かどうかを調べる
DOMNode::isSameNode — 2 つのノードが等しいかどうかを調べる
DOMNode::isSupported — 指定したバージョンで機能がサポートされているかどうかを調べる
DOMNode::lookupNamespaceURI — プレフィックスに基づいて、ノードの名前空間 URI を取得する
DOMNode::lookupPrefix — 名前空間 URI に基づいて、ノードの名前空間プレフィックスを取得する
DOMNode::normalize — ノードを正規化する
DOMNode::removeChild — 子要素群から子要素を削除する
DOMNode::replaceChild — 子を置き換える

DOMNodeList クラス
クラス概要
DOMNodeList {
/* プロパティ */
readonly public int $length ;
/* メソッド */
DOMNode DOMNodelist::item ( int $index )
}

プロパティ
length

リスト内のノードの数。有効な子ノードのインデックスの範囲は 0 以上 length - 1 以下

DOMNodelist::item
(PHP 5)

DOMNodelist::item — インデックスで指定したノードを取得する

説明

DOMNode DOMNodelist::item ( int $index )

DOMNodeList オブジェクトから、 index で指定したノードを取得します。

ヒント

コレクション内のノードの数を知るには、 DOMNodeList オブジェクトの length プロパティを使用します。
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パラメータ
index

コレクション内のノードのインデックス。

返り値

DOMNodeList 内の index 番目の位置にあるノード、あるいはインデックスが不正な形式の場合は NULL を返します。

例

例1 テーブル内のすべての要素を取得する
<?php

$doc = new DOMDocument;
$doc->load('book.xml');

$items = $doc->getElementsByTagName('entry');

for ($i = 0; $i < $items->length; $i++) {
    echo $items->item($i)->nodeValue . "\n";
}

?>

別の方法として foreach を使用することも可能で、 こちらのほうがずっと使いやすいでしょう。
<?php

foreach ($items as $item) {
    echo $item->nodeValue . "\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Title
Author
Language
ISBN
The Grapes of Wrath
John Steinbeck
en
0140186409
The Pearl
John Steinbeck
en
014017737X
Samarcande
Amine Maalouf
fr
2253051209

目次
DOMNodelist::item — インデックスで指定したノードを取得する

DOMNotation クラス
クラス概要
DOMNotation extends DOMNode {
/* プロパティ */
readonly public string $publicId ;
readonly public string $systemId ;
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}
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プロパティ
publicId

Prop description

systemId

Prop description

DOMProcessingInstruction クラス
クラス概要
DOMProcessingInstruction extends DOMNode {
/* プロパティ */
readonly public string $target ;
public string $data ;
/* メソッド */
DOMProcessingInstruction::__construct ( string $name [, string $value ] )
/* 継承したメソッド */
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
target

Prop description

data

Prop description

DOMProcessingInstruction::__construct
(PHP 5)

DOMProcessingInstruction::__construct — 新しい DOMProcessingInstruction オブジェクトを作成する

説明

DOMProcessingInstruction::__construct ( string $name [, string $value ] )

新しい DOMProcessingInstruction オブジェクトを 作成します。このオブジェクトは読み込み専用です。このオブジェクトを ドキュメントに追加することは可能ですが、ノードをドキュメントに 関連付けるまではこのノードに別のノードを追加することはできません。 書き込
み可能なノードを作成するには、 DOMDocument::createProcessingInstruction を使用してください。

パラメータ
name

処理命令のタグ名。
value

処理命令の値。
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例

例1 新しい DOMProcessingInstruction を作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'UTF-8');
$html = $dom->appendChild(new DOMElement('html'));
$body = $html->appendChild(new DOMElement('body'));
$pinode = new DOMProcessingInstruction('php', 'echo "Hello World"; ');
$body->appendChild($pinode);
echo $dom->saveXML(); 

?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<html><body><?php echo "Hello World"; ?></body></html>

参考

DOMDocument::createProcessingInstruction() - 新しい PI ノードを作成する

目次
DOMProcessingInstruction::__construct — 新しい DOMProcessingInstruction オブジェクトを作成する

DOMText クラス
導入
DOMText クラスは DOMCharacterData を継承しており、 DOMElement あるいは DOMAttr の中身のテキストを表します。

クラス概要
DOMText extends DOMCharacterData {
/* プロパティ */
readonly public string $wholeText ;
/* メソッド */
DOMText::__construct ([ string $value ] )
bool DOMText::isWhitespaceInElementContent ( void )
DOMText DOMText::splitText ( int $offset )
/* 継承したメソッド */
void DOMCharacterData::appendData ( string $data )
void DOMCharacterData::deleteData ( int $offset , int $count )
void DOMCharacterData::insertData ( int $offset , string $data )
void DOMCharacterData::replaceData ( int $offset , int $count , string $data )
string DOMCharacterData::substringData ( int $offset , int $count )
DOMNode DOMNode::appendChild ( DOMNode $newnode )
DOMNode DOMNode::cloneNode ([ bool $deep ] )
public int DOMNode::getLineNo ( void )
bool DOMNode::hasAttributes ( void )
bool DOMNode::hasChildNodes ( void )
DOMNode DOMNode::insertBefore ( DOMNode $newnode [, DOMNode $refnode ] )
bool DOMNode::isDefaultNamespace ( string $namespaceURI )
bool DOMNode::isSameNode ( DOMNode $node )
bool DOMNode::isSupported ( string $feature , string $version )
string DOMNode::lookupNamespaceURI ( string $prefix )
string DOMNode::lookupPrefix ( string $namespaceURI )
void DOMNode::normalize ( void )
DOMNode DOMNode::removeChild ( DOMNode $oldnode )
DOMNode DOMNode::replaceChild ( DOMNode $newnode , DOMNode $oldnode )
}

プロパティ
wholeText

論理的に隣接した (要素やコメント、処理命令などで分割されていない) テキストノードの全テキストを保持します。

DOMText::__construct
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(PHP 5)

DOMText::__construct — 新しい DOMText オブジェクトを作成する

説明

DOMText::__construct ([ string $value ] )

新しい DOMText オブジェクトを作成します。

パラメータ
value

text ノードの値。指定しなかった場合は空の text ノードが作成されます。

例

例1 新しい DOMText を作成する
<?php

$dom = new DOMDocument('1.0', 'iso-8859-1');
$element = $dom->appendChild(new DOMElement('root'));
$text = $element->appendChild(new DOMText('root value'));
echo $dom->saveXML(); /* <?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1"?><root>root value</root> */

?>

参考

DOMDocument::createTextNode() - 新しいテキストノードを作成する

DOMText::isWhitespaceInElementContent
(PHP 5)

DOMText::isWhitespaceInElementContent — このテキストノードが空白を含むかどうかを示す

説明

bool DOMText::isWhitespaceInElementContent ( void )

このテキストノードが空白を含むかどうかを示します。 このテキストノードが要素の内容に空白を含むかどうかは、 ドキュメントの読み込み時に決定されます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

DOMText::splitText
(PHP 5)

DOMText::splitText — 指定したオフセットでノードを 2 つに分割する

説明

DOMText DOMText::splitText ( int $offset )

指定したオフセット offset でノードを 2 つに分割します。分割したノードのツリー内での位置関係は、兄弟となります。

分割した後は、このノードは offset 位置までの 内容を保持するようになります。元のノードが親ノードを保持している場合、 新しいノードは元のノードの兄弟として元のノードの次の位置に挿入されます。 offset がこのノードの長さに等しい場合は、 新しいノードにはデー
タが含まれません。

パラメータ
offset

分割する位置を示すオフセット。0 から始まります。

返り値
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同じ型の新しいノードを返します。offset 以降の内容をデータとして保持します。

目次
DOMText::__construct — 新しい DOMText オブジェクトを作成する
DOMText::isWhitespaceInElementContent — このテキストノードが空白を含むかどうかを示す
DOMText::splitText — 指定したオフセットでノードを 2 つに分割する

DOMXPath クラス
導入
XPath 1.0 をサポートします。

クラス概要
DOMXPath {
/* プロパティ */
public DOMDocument $document ;
/* メソッド */
DOMXPath::__construct ( DOMDocument $doc )
mixed DOMXPath::evaluate ( string $expression [, DOMNode $contextnode [, boolean $registerNodeNS = true ]] )
DOMNodeList DOMXPath::query ( string $expression [, DOMNode $contextnode [, boolean $registerNodeNS = true ]] )
bool DOMXPath::registerNamespace ( string $prefix , string $namespaceURI )
public void DOMXPath::registerPhpFunctions ([ mixed $restrict ] )
}

プロパティ
document

Prop description

DOMXPath::__construct
(PHP 5)

DOMXPath::__construct — 新しい DOMXPath オブジェクトを作成する

説明

DOMXPath::__construct ( DOMDocument $doc )

新しい DOMXPath オブジェクトを作成します。

パラメータ
doc

DOMXPath に関連付けられた DOMDocument。

DOMXPath::evaluate
(PHP 5 >= 5.1.0)

DOMXPath::evaluate — 与えられた XPath 式を評価し、可能であれば結果を返す

説明

mixed DOMXPath::evaluate ( string $expression [, DOMNode $contextnode [, boolean $registerNodeNS = true ]] )

与えられた XPath 式 expression を実行し、 可能であれば型付けされた結果を返します。

パラメータ
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expression

実行する XPath 式。
contextnode

相対 XPath クエリを実行する場合に、オプションで基準ノードを指定することが可能です。 デフォルトでは、クエリは root 要素に対する相対パスとなります。
registerNodeNS

オプションの registerNodeNS で、 コンテキストノードの自動登録を無効にすることができます。

返り値

可能であれば型付けされた結果、あるいは指定された XPath 式 expression にマッチするすべてのノードを含む DOMNodeList を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.3.3 registerNodeNS パラメータが追加されました。

例

例1 英語の書籍の数を取得する
<?php

$doc = new DOMDocument;

$doc->load('book.xml');

$xpath = new DOMXPath($doc);

$tbody = $doc->getElementsByTagName('tbody')->item(0);

// tbody ノードを基準とした相対クエリとなります
$query = 'count(row/entry[. = "en"])';

$entries = $xpath->evaluate($query, $tbody);
echo "There are $entries english books\n";

?>

上の例の出力は以下となります。
There are 2 english books

参考

DOMXPath::query() - 与えられた XPath 式を評価する

DOMXPath::query
(PHP 5)

DOMXPath::query — 与えられた XPath 式を評価する

説明

DOMNodeList DOMXPath::query ( string $expression [, DOMNode $contextnode [, boolean $registerNodeNS = true ]] )

与えられた XPath 式 expression を評価します。

パラメータ
expression

実行する XPath 式。
contextnode

相対 XPath クエリを実行する場合に、オプションで基準ノードを指定することが可能です。 デフォルトでは、クエリは root 要素に対する相対パスとなります。
registerNodeNS

オプションの registerNodeNS で、 コンテキストノードの自動登録を無効にすることができます。

返り値

与えられた XPath 式 expression にマッチする すべてのノードを含む DOMNodeList を返します。 ノードを返さない式の場合は、空の DOMNodeList を返します。
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変更履歴

バージョン 説明
5.3.3 registerNodeNS パラメータが追加されました。

例

例1 すべての英語の書籍を取得する
<?php

$doc = new DOMDocument;

// 空白に悩まされたくはありません
$doc->preserveWhiteSpace = false;

$doc->Load('book.xml');

$xpath = new DOMXPath($doc);

// root 要素から開始します
$query = '//book/chapter/para/informaltable/tgroup/tbody/row/entry[. = "en"]';

$entries = $xpath->query($query);

foreach ($entries as $entry) {
    echo "Found {$entry->previousSibling->previousSibling->nodeValue}," .
         " by {$entry->previousSibling->nodeValue}\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Found The Grapes of Wrath, by John Steinbeck
Found The Pearl, by John Steinbeck

式を短くするため、contextnode パラメータを使用することも可能です。
<?php

$doc = new DOMDocument;
$doc->preserveWhiteSpace = false;

$doc->load('book.xml');

$xpath = new DOMXPath($doc);

$tbody = $doc->getElementsByTagName('tbody')->item(0);

// tbody ノードからの相対クエリです
$query = 'row/entry[. = "en"]';

$entries = $xpath->query($query, $tbody);

foreach ($entries as $entry) {
    echo "Found {$entry->previousSibling->previousSibling->nodeValue}," .
         " by {$entry->previousSibling->nodeValue}\n";
}
?>

参考

DOMXPath::evaluate() - 与えられた XPath 式を評価し、可能であれば結果を返す

DOMXPath::registerNamespace
(PHP 5)

DOMXPath::registerNamespace — DOMXPath オブジェクトの名前空間を登録する

説明

bool DOMXPath::registerNamespace ( string $prefix , string $namespaceURI )

DOMXPath オブジェクトに、 namespaceURI および prefix を登録します。

パラメータ
prefix

プレフィックス。
namespaceURI

名前空間の URI。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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DOMXPath::registerPhpFunctions
(PHP 5 >= 5.3.0)

DOMXPath::registerPhpFunctions — PHP の関数を XPath 関数として登録する

説明

public void DOMXPath::registerPhpFunctions ([ mixed $restrict ] )

このメソッドは、PHP の関数を XPath 式の中で使えるようにします。

パラメータ
restrict

このパラメータを使って、特定の関数のみを XPath からコールできるように制限することができます。

このパラメータには、文字列 (関数名) あるいは関数名の配列を指定します。

返り値

値を返しません。

例

次の例では、以下のような内容の book.xml を使います。

例1 book.xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<books>
 <book>
  <title>PHP Basics</title>
  <author>Jim Smith</author>
  <author>Jane Smith</author>
 </book>
 <book>
  <title>PHP Secrets</title>
  <author>Jenny Smythe</author>
 </book>
 <book>
  <title>XML basics</title>
  <author>Joe Black</author>
 </book>
</books>

例2 DOMXPath::registerPHPFunctions() と php:functionString の例
<?php
$doc = new DOMDocument;
$doc->load('book.xml');

$xpath = new DOMXPath($doc);

// 名前空間 php: を登録します (必須)
$xpath->registerNamespace("php", "http://php.net/xpath");

// PHP の関数を登録します (無制限)
$xpath->registerPHPFunctions();

// substr 関数を book の title に適用します
$nodes = $xpath->query('//book[php:functionString("substr", title, 0, 3) = "PHP"]');

echo "Found {$nodes->length} books starting with 'PHP':\n";
foreach ($nodes as $node) {
    $title  = $node->getElementsByTagName("title")->item(0)->nodeValue;
    $author = $node->getElementsByTagName("author")->item(0)->nodeValue;
    echo "$title by $author\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Found 2 books starting with 'PHP':
PHP Basics by Jim Smith
PHP Secrets by Jenny Smythe

例3 DOMXPath::registerPHPFunctions() と php:function の例
<?php
$doc = new DOMDocument;
$doc->load('book.xml');

$xpath = new DOMXPath($doc);

// 名前空間 php: を登録します (必須)
$xpath->registerNamespace("php", "http://php.net/xpath");

// PHP の関数を登録します (has_multiple 限定)
$xpath->registerPHPFunctions("has_multiple");
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function has_multiple($nodes) {
    // author が複数ある場合に true を返します
    return count($nodes) > 1;
}
// 複数の author がいる book のみを取り出します
$books = $xpath->query('//book[php:function("has_multiple", author)]');

echo "Books with multiple authors:\n";
foreach ($books as $book) {
    echo $book->getElementsByTagName("title")->item(0)->nodeValue . "\n";
}

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
Books with multiple authors:
PHP Basics

参考

DOMXPath::registerNamespace() - DOMXPath オブジェクトの名前空間を登録する
DOMXPath::query() - 与えられた XPath 式を評価する
DOMXPath::evaluate() - 与えられた XPath 式を評価し、可能であれば結果を返す

目次
DOMXPath::__construct — 新しい DOMXPath オブジェクトを作成する
DOMXPath::evaluate — 与えられた XPath 式を評価し、可能であれば結果を返す
DOMXPath::query — 与えられた XPath 式を評価する
DOMXPath::registerNamespace — DOMXPath オブジェクトの名前空間を登録する
DOMXPath::registerPhpFunctions — PHP の関数を XPath 関数として登録する

DOM 関数

dom_import_simplexml
(PHP 5)

dom_import_simplexml — SimpleXMLElement オブジェクトから DOMElement オブジェクトを取得する

説明

DOMElement dom_import_simplexml ( SimpleXMLElement $node )

この関数は、SimpleXML クラスの ノード node を受け取り、それを DOMElement ノードに変換します。新しいオブジェクトは、 DOMElement ノードとして使用可能です。

パラメータ
node

SimpleXMLElement ノード。

返り値

追加された DOMElement ノード、あるいは 何らかのエラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 dom_import_simplexml() を用いて SimpleXML を DOM にインポートする
<?php

$sxe = simplexml_load_string('<books><book><title>blah</title></book></books>');

if ($sxe === false) {
    echo 'ドキュメントのパース中にエラー';
    exit;
}

$dom_sxe = dom_import_simplexml($sxe);
if (!$dom_sxe) {
    echo 'XML の変換中にエラー';
    exit;
}

$dom = new DOMDocument('1.0');
$dom_sxe = $dom->importNode($dom_sxe, true);
$dom_sxe = $dom->appendChild($dom_sxe);

echo $dom->saveXML();
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?>

参考

simplexml_import_dom() - DOM ノードから SimpleXMLElement オブジェクトを取得する

目次
dom_import_simplexml — SimpleXMLElement オブジェクトから DOMElement オブジェクトを取得する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
DOMAttr — DOMAttr クラス

DOMAttr::__construct — 新しい DOMAttr オブジェクトを作成する
DOMAttr::isId — 属性が定義済みの ID かどうかを調べる

DOMCharacterData — DOMCharacterData クラス
DOMCharacterData::appendData — ノードの文字データの最後に文字列を追加する
DOMCharacterData::deleteData — 指定した範囲の文字列をノードから削除する
DOMCharacterData::insertData — 指定した 16 ビット単位のオフセットに、文字列を挿入する
DOMCharacterData::replaceData — DOMCharacterData ノードの文字列の一部を置換する
DOMCharacterData::substringData — ノードから指定した範囲のデータを抽出する

DOMComment — DOMComment クラス
DOMComment::__construct — 新しい DOMComment オブジェクトを作成する

DOMDocument — DOMDocument クラス
DOMDocument::__construct — 新しい DOMDocument オブジェクトを作成する
DOMDocument::createAttribute — 新しい属性を作成する
DOMDocument::createAttributeNS — 関連付けられた名前空間に新しい属性を作成する
DOMDocument::createCDATASection — 新しい cdata ノードを作成する
DOMDocument::createComment — 新しい comment ノードを作成する
DOMDocument::createDocumentFragment — 新しい文書片を作成する
DOMDocument::createElement — 新しい要素ノードを作成する
DOMDocument::createElementNS — 関連付けられた名前空間に新しい要素を作成する
DOMDocument::createEntityReference — 新しいエンティティ参照ノードを作成する
DOMDocument::createProcessingInstruction — 新しい PI ノードを作成する
DOMDocument::createTextNode — 新しいテキストノードを作成する
DOMDocument::getElementById — id に対応する要素を検索する
DOMDocument::getElementsByTagName — 指定したタグ名に対応するすべての要素を検索する
DOMDocument::getElementsByTagNameNS — 指定した名前空間で、タグ名に対応するすべての要素を検索する
DOMDocument::importNode — 現在のドキュメントにノードをインポートする
DOMDocument::load — ファイルから XML を読み込む
DOMDocument::loadHTML — 文字列から HTML を読み込む
DOMDocument::loadHTMLFile — ファイルから HTML を読み込む
DOMDocument::loadXML — 文字列から XML を読み込む
DOMDocument::normalizeDocument — ドキュメントを正規化する
DOMDocument::registerNodeClass — 基底ノード型を作成する際に使用する拡張クラスを登録する
DOMDocument::relaxNGValidate — ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::relaxNGValidateSource — ドキュメントを relaxNG で検証する
DOMDocument::save — 内部の XML ツリーをファイルに出力する
DOMDocument::saveHTML — 内部のドキュメントを HTML 形式の文字列として出力する
DOMDocument::saveHTMLFile — 内部のドキュメントを HTML 形式でファイルに出力する
DOMDocument::saveXML — 内部の XML ツリーを文字列として出力する
DOMDocument::schemaValidate — スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::schemaValidateSource — スキーマに基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::validate — DTD に基づいてドキュメントを検証する
DOMDocument::xinclude — DOMDocument オブジェクト内の XIncludes を置換する

DOMDocumentFragment — DOMDocumentFragment クラス
DOMDocumentFragment::appendXML — 生の XML データを追加する

DOMDocumentType — DOMDocumentType クラス
DOMElement — DOMElement クラス

DOMElement::__construct — 新しい DOMElement オブジェクトを作成する
DOMElement::getAttribute — 属性の値を返す
DOMElement::getAttributeNode — 属性ノードを返す
DOMElement::getAttributeNodeNS — 属性ノードを返す
DOMElement::getAttributeNS — 属性の値を返す
DOMElement::getElementsByTagName — タグ名から要素を取得する
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DOMElement::getElementsByTagNameNS — 名前空間 URI とローカル名から要素を取得する
DOMElement::hasAttribute — 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::hasAttributeNS — 属性が存在するかどうかを調べる
DOMElement::removeAttribute — 属性を削除する
DOMElement::removeAttributeNode — 属性を削除する
DOMElement::removeAttributeNS — 属性を削除する
DOMElement::setAttribute — 新しい属性を追加する
DOMElement::setAttributeNode — 新しい属性ノードを要素に追加する
DOMElement::setAttributeNodeNS — 新しい属性ノードを要素に追加する
DOMElement::setAttributeNS — 新しい属性を追加する
DOMElement::setIdAttribute — ID 型の属性を名前で宣言する
DOMElement::setIdAttributeNode — ID 型の属性をノードで宣言する
DOMElement::setIdAttributeNS — ID 型の属性をローカル名および名前空間 URI で宣言する

DOMEntity — DOMEntity クラス
DOMEntityReference — DOMEntityReference クラス

DOMEntityReference::__construct — 新しい DOMEntityReference オブジェクトを作成する
DOMException — DOMException クラス
DOMImplementation — DOMImplementation クラス

DOMImplementation::__construct — 新しい DOMImplementation オブジェクトを作成する
DOMImplementation::createDocument — 指定した型とドキュメント要素の DOMDocument オブジェクトを作成する
DOMImplementation::createDocumentType — 空の DOMDocumentType オブジェクトを作成する
DOMImplementation::hasFeature — DOM 実装が、指定した機能を実装しているかどうかを調べる

DOMNamedNodeMap — DOMNamedNodeMap クラス
DOMNamedNodeMap::getNamedItem — 名前で指定されたノードを取得する
DOMNamedNodeMap::getNamedItemNS — ローカル名および名前空間 URI で指定したノードを取得する
DOMNamedNodeMap::item — インデックスで指定したノードを取得する

DOMNode — DOMNode クラス
DOMNode::appendChild — 子要素群の最後に新しい子要素を追加する
DOMNode::cloneNode — ノードを複製する
DOMNode::getLineNo — ノードが存在する行の番号を取得します。
DOMNode::hasAttributes — ノードが属性を保持しているかどうかを調べる
DOMNode::hasChildNodes — ノードが子を保持しているかどうかを調べる
DOMNode::insertBefore — 参照しているノードの前に新しい子を追加する
DOMNode::isDefaultNamespace — 指定した namespaceURI がデフォルトの名前空間かどうかを調べる
DOMNode::isSameNode — 2 つのノードが等しいかどうかを調べる
DOMNode::isSupported — 指定したバージョンで機能がサポートされているかどうかを調べる
DOMNode::lookupNamespaceURI — プレフィックスに基づいて、ノードの名前空間 URI を取得する
DOMNode::lookupPrefix — 名前空間 URI に基づいて、ノードの名前空間プレフィックスを取得する
DOMNode::normalize — ノードを正規化する
DOMNode::removeChild — 子要素群から子要素を削除する
DOMNode::replaceChild — 子を置き換える

DOMNodeList — DOMNodeList クラス
DOMNodelist::item — インデックスで指定したノードを取得する

DOMNotation — DOMNotation クラス
DOMProcessingInstruction — DOMProcessingInstruction クラス

DOMProcessingInstruction::__construct — 新しい DOMProcessingInstruction オブジェクトを作成する
DOMText — DOMText クラス

DOMText::__construct — 新しい DOMText オブジェクトを作成する
DOMText::isWhitespaceInElementContent — このテキストノードが空白を含むかどうかを示す
DOMText::splitText — 指定したオフセットでノードを 2 つに分割する

DOMXPath — DOMXPath クラス
DOMXPath::__construct — 新しい DOMXPath オブジェクトを作成する
DOMXPath::evaluate — 与えられた XPath 式を評価し、可能であれば結果を返す
DOMXPath::query — 与えられた XPath 式を評価する
DOMXPath::registerNamespace — DOMXPath オブジェクトの名前空間を登録する
DOMXPath::registerPhpFunctions — PHP の関数を XPath 関数として登録する

DOM 関数
dom_import_simplexml — SimpleXMLElement オブジェクトから DOMElement オブジェクトを取得する

DOM XML (PHP 4)

導入
domxml 拡張モジュールは、DOM 標準に対する互換性を改善するため PHP バージョン 4.3.0 で書き直されました。拡張モジュールには まだ多くの古い関数が含まれていますが、使用は推奨されません。 特にオブジェクト指向でない関数の使用は避けるべきです。

この拡張モジュールにより、DOM API で XML ドキュメントを処理することが 可能となります。また、完全な XML ドキュメントを PHP オブジェクトツリーに 変換する関数 domxml_xmltree() も提供されています。 現在、このツリーは読み込み専用とされています。 このツ
リーを修正することは可能ですが、DomDocument_dump_mem() にこれを適用することはできないため、意味はないでしょう。 XML ファイルを読み込んで修正した版を書き込みたい場合は DomDocument_create_element()、 DomDocument_create_text()、
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set_attribute() 等を使用し、最後に DomDocument_dump_mem() 関数を使用してください。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

注意: この拡張は実験的なものではありません。しかしながら、PHP 5 版は決してリリースされないでしょう。PHP 4 でのみ配布されます。 もし PHP 5 でDOM XML をサポートする必要がある場合、 DOM 拡張を使用することができます。 この domxml 拡張は
DOM 拡張と互換性はありません。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールは、» GNOME XML ライブラリを使用します。このライブラリをダウンロードし、 インストールしてください。少なくとも libxml-2.4.14 が必要です。 DOM XSLT 機能を使用するために » libxslt ライブラリと » http://www.exslt.org/ による EXSLT 拡
張を使用することができます。 (拡張) XSLT 機能を使用するには、これらのライブラリをダウンロード、 インストールしてください。少なくとも libxslt-1.0.18 が必要です。

インストール手順
この » PECL 拡張 モジュールは PHP にバンドルされていません。 この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG と
いった関連する情報については、次の場所にあります。 » http://pecl.php.net/package/domxml.

この拡張モジュールは、 --with-dom=[DIR] を指定してPHPを設 定した場合のみ利用可能です。DOM XSLTサポートを組み込むには、 --with-dom-xslt[=DIR] を追加して下 さい。DIRは、libxsltをインストールしたディレクトリです。DOM EXSLTサ ポートを有効にする
には、 --with-dom-exslt[=DIR] を指定しま す。ただし、DIRはlibxsltをインストールしたディレクトリです。

Windows ユーザの場合、これらの関数を使用するには php.ini の php_domxml.dll を有効にしてください。 PHP 4 の場合、この DLL は PHP の Windows ダウンロードバイナリの extensions/ ディレクトリ にあります。 この PECL 拡張モジュールの DLL は、現在存在しま
せん。 Windows でのビルド も参照ください また、この拡張を有効にするためには、追加の DLL をシステムパスにコピーする必要があります。 PHP 4 では、この DLL は dlls/ にあります。 DLL 名は、PHP <= 4.2.0 で libxml2.dll、 PHP >= 4.3.0 で iconv.dll です。 ま
た、PHP 5.0.0 以降では iconv が Windows 用 PHP バイナリにデフォルトでコンパイルされていますので、 外部 DLL は必要ありません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

XML定数
定数 値 説明

XML_ELEMENT_NODE (integer) 1 ノードは要素(element)である
XML_ATTRIBUTE_NODE (integer) 2 ノードは属性(attribute)である
XML_TEXT_NODE (integer) 3 ノードはテキストの一部である
XML_CDATA_SECTION_NODE (integer) 4  
XML_ENTITY_REF_NODE (integer) 5  
XML_ENTITY_NODE (integer) 6 ノードは&nbsp;のようなエンティティである
XML_PI_NODE (integer) 7 ノードは処理命令(PI)である
XML_COMMENT_NODE (integer) 8 ノードはコメントである
XML_DOCUMENT_NODE (integer) 9 ノードはドキュメントである

http://pecl.php.net/
http://www.xmlsoft.org/
http://www.xmlsoft.org/
http://xmlsoft.org/XSLT/
http://xmlsoft.org/XSLT/
http://www.exslt.org/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/domxml
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XML_DOCUMENT_TYPE_NODE (integer) 10  
XML_DOCUMENT_FRAG_NODE (integer) 11  
XML_NOTATION_NODE (integer) 12  
XML_GLOBAL_NAMESPACE (integer) 1  
XML_LOCAL_NAMESPACE (integer) 2  
XML_HTML_DOCUMENT_NODE (integer)   
XML_DTD_NODE (integer)   
XML_ELEMENT_DECL_NODE (integer)   
XML_ATTRIBUTE_DECL_NODE (integer)   
XML_ENTITY_DECL_NODE (integer)   
XML_NAMESPACE_DECL_NODE (integer)   
XML_ATTRIBUTE_CDATA (integer)   
XML_ATTRIBUTE_ID (integer)   
XML_ATTRIBUTE_IDREF (integer)   
XML_ATTRIBUTE_IDREFS (integer)   
XML_ATTRIBUTE_ENTITY (integer)   
XML_ATTRIBUTE_NMTOKEN (integer)   
XML_ATTRIBUTE_NMTOKENS (integer)   
XML_ATTRIBUTE_ENUMERATION (integer)   
XML_ATTRIBUTE_NOTATION (integer)   
XPATH_UNDEFINED (integer)   
XPATH_NODESET (integer)   
XPATH_BOOLEAN (integer)   
XPATH_NUMBER (integer)   
XPATH_STRING (integer)   
XPATH_POINT (integer)   
XPATH_RANGE (integer)   
XPATH_LOCATIONSET (integer)   
XPATH_USERS (integer)   
XPATH_NUMBER (integer)   

DOM XML (PHP 4) 関数
古い関数
DOM 標準に沿っておらず、もう使うべきではない関数がごく少数あります。 これらの関数を以下の表に示します。 関数 DomNode_append_child() はその動作が変更されました。 この関数は、子を追加しますが、兄弟は追加しません。 これにより、アプリケーションの動作
に影響が生じる場合、DOM ではない関数 DomNode_append_sibling() を使用してください。

古い関数とその代替関数
古い関数 新しい関数

xmldoc domxml_open_mem()
xmldocfile domxml_open_file()
domxml_new_xmldoc domxml_new_doc()
domxml_dump_mem DomDocument_dump_mem()
domxml_dump_mem_file DomDocument_dump_file()
DomDocument_dump_mem_file DomDocument_dump_file()
DomDocument_add_root DomDocument_create_element() followed by DomNode_append_child()
DomDocument_dtd DomDocument_doctype()
DomDocument_root DomDocument_document_element()
DomDocument_children DomNode_child_nodes()
DomDocument_imported_node 代替関数なし。
DomNode_add_child 例えば DomDocument_create_element() により、 新しいノードを作成し、 DomNode_append_child() により追加します。
DomNode_children DomNode_child_nodes()
DomNode_parent DomNode_parent_node()
DomNode_new_child 例えば DomDocument_create_element() で 新規ノードを作成し、 DomNode_append_child() で追加します。
DomNode_set_content 例えば DomDocument_create_element() で 新規ノードを作成し、 DomNode_append_child() で追加します。
DomNode_get_content コンテンツは単なるテキストノードであり、 DomNode_child_nodes() でアクセス可能です。
DomNode_set_content コンテンツは単なるテキストノードであり、 DomNode_append_child() で追加できます。

クラス
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モジュールの API は、DOM レベル 2 標準に可能な限り基づいています。 結果的に API は完全にオブジェクト指向です。このモジュールを使用する際に DOM 標準が利用できることは望ましいことです。 この API はオブジェクト指向ですが、 最初の引数として処理するオブ
ジェクトを渡すことによってコールできる、 オブジェクト指向でない関数も多くあります。 これらの関数は、主に過去のバージョンとの互換性確保のために維持されていますが、 新規開発での使用はもはや推奨されません。

この API は、公式な DOM API とは二つの点で異なっています。まず、 全てのクラスの属性は、同じ名前を有する関数として実装され、関数名は PHP の命名表記に基づいています。これは、DOM 関数 lastChild() が last_child() と書かれることを意味します。

このモジュールは、一連のクラスを定義します。メソッドも含めたリストを 以下の表に示します。クラスは、DOM 標準で DOMxxx という名前のものと等価です。

クラスの一覧
クラス名 親クラス

DomAttribute DomNode
DomCData DomNode
DomComment DomCData : DomNode
DomDocument DomNode
DomDocumentType DomNode
DomElement DomNode
DomEntity DomNode
DomEntityReference DomNode
DomProcessingInstruction DomNode
DomText DomCData : DomNode
Parser 現在はまだ DomParser と呼ばれています
XPathContext  

DomDocument クラス (DomDocument : DomNode)
メソッド名 関数名 注意

doctype DomDocument_doctype()  
document_element DomDocument_document_element()  
create_element DomDocument_create_element()  
create_text_node DomDocument_create_text_node()  
create_comment DomDocument_create_comment()  
create_cdata_section DomDocument_create_cdata_section()  
create_processing_instruction DomDocument_create_processing_instruction()  
create_attribute DomDocument_create_attribute()  
create_entity_reference DomDocument_create_entity_reference()  
get_elements_by_tagname DomDocument_get_elements_by_tagname()  
get_element_by_id DomDocument_get_element_by_id()  
dump_mem DomDocument_dump_mem() DOM 標準ではありません
dump_file DomDocument_dump_file() DOM 標準ではありません
html_dump_mem DomDocument_html_dump_mem() DOM 標準ではありません
xpath_init xpath_init DOM 標準ではありません
xpath_new_context xpath_new_context DOM 標準ではありません
xptr_new_context xptr_new_context DOM 標準ではありません

DomElement クラス (DomElement : DomNode)
メソッド名 関数名 注意

tagname DomElement_tagname()  
get_attribute DomElement_get_attribute()  
set_attribute DomElement_set_attribute()  
remove_attribute DomElement_remove_attribute()  
get_attribute_node DomElement_get_attribute_node()  
set_attribute_node DomElement_set_attribute_node()  
get_elements_by_tagname DomElement_get_elements_by_tagname()  
has_attribute DomElement_has_attribute()  

DomNode クラス
メソッド名 注意

DomNode_node_name()  
DomNode_node_value()  
DomNode_node_type()  
DomNode_last_child()  
DomNode_first_child()  
DomNode_child_nodes()  
DomNode_previous_sibling()  
DomNode_next_sibling()  
DomNode_parent_node()  
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DomNode_owner_document()  
DomNode_insert_before()  
DomNode_append_child()  
DomNode_append_sibling() DOM 標準ではありません。この関数は 先ほどの DomNode_append_child() の動作をエミュレートします。
DomNode_remove_child()  
DomNode_has_child_nodes()  
DomNode_has_attributes()  
DomNode_clone_node()  
DomNode_attributes()  
DomNode_unlink_node() DOM 標準ではありません
DomNode_replace_node() DOM 標準ではありません
DomNode_set_content() DOM 標準にはなく、古いメソッドです
DomNode_get_content() DOM 標準にはなく、古いメソッドです
DomNode_dump_node() DOM 標準ではありません
DomNode_is_blank_node() DOM 標準ではありません

DomAttribute クラス (DomAttribute :
DomNode)

メソッド名  注意
name DomAttribute_name()  
value DomAttribute_value()  
specified DomAttribute_specified()  

DomProcessingInstruction クラス
(DomProcessingInstruction : DomNode)

メソッド名 関数名 注意
target DomProcessingInstruction_target()  
data DomProcessingInstruction_data()  

Parser クラス
メソッド名 関数名 注記
add_chunk Parser_add_chunk()  
end Parser_end()  

XPathContext クラス
メソッド名 関数名 注記

eval XPathContext_eval()  
eval_expression XPathContext_eval_expression()  
register_ns XPathContext_register_ns()  

DomDocumentType クラス (DomDocumentType :
DomNode)

メソッド名 関数名 注記
name DomDocumentType_name()  
entities DomDocumentType_entities()  
notations DomDocumentType_notations()  
public_id DomDocumentType_public_id()  
system_id DomDocumentType_system_id()  
internal_subset DomDocumentType_internal_subset()  

クラス DomDtd は DomNode から派生したものです。DomComment は DomCData から派生したものです。

例
このリファレンスにおける多くの例は、XML 文字列を必要とします。 この文字列を全ての例で繰りかえし記述するかわりに、ファイルに書き込んで 各例で読み込むことにします。この読み込まれるファイルは、 以下の例に示されています。XML ドキュメントを作成し、
DomDocument_open_file() で読み込むことも可能です。

例1 XML 文字列を有するファイル example.inc を読み込む
<?php
$xmlstr = "<?xml version='1.0' standalone='yes'?>
<!DOCTYPE chapter SYSTEM '/share/sgml/Norman_Walsh/db3xml10/db3xml10.dtd'
[ <!ENTITY sp \"spanish\">
]>
<!-- lsfj  -->
<chapter language='en'><title language='en'>Title</title>
 <para language='ge'>
  &sp;
  <!-- comment -->
  <informaltable ID='findme' language='&sp;'>
   <tgroup cols='3'>
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    <tbody>
     <row><entry>a1</entry><entry
morerows='1'>b1</entry><entry>c1</entry></row>
<row><entry>a2</entry><entry>c2</entry></row>
     <row><entry>a3</entry><entry>b3</entry><entry>c3</entry></row>
    </tbody>
   </tgroup>
  </informaltable>
 </para>
</chapter>";
?>

DomAttribute->name
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomAttribute->name — 属性の名前を返す

説明

string DomAttribute::name ( void )

属性名を取得します。

返り値

属性名を返します。

PHP 5 への移行

DOMAttr の name プロパティを使用してください。

参考

使用例は DomAttribute->value を参照ください。

DomAttribute->set_value
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomAttribute->set_value — 属性の値を設定する

説明

bool DomAttribute::set_value ( string $content )

この関数は属性の値を設定します。

パラメータ
content

新しい値

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PHP 5 への移行

DOMAttr の value プロパティを設定してください。

参考

DomAttribute->value

DomAttribute->specified
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomAttribute->specified — 属性が指定されているかどうか調べる
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説明

bool DomAttribute::specified ( void )

この関数は属性値を設定します。

パラメータ
content

新しい値

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PHP 5 への移行

DOMAttr の value プロパティを設定してください。 .

参考

DomAttribute->value

DomAttribute->value
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomAttribute->value — 属性の値を返す

説明

string DomAttribute::value ( void )

この関数は属性の値を返します。

例

例1 ノードの全ての属性を取得する
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
     echo "Error while parsing the document\n";
     exit;
}

$root = $dom->document_element();
$attrs = $root->attributes();

echo 'Attributes of ' . $root->node_name() . "\n";
foreach ($attrs as $attribute) {
     echo ' - ' . $attribute->name . ' : ' . $attribute->value . "\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Attributes of chapter
 - language : en

返り値

Returns the value of the attribute.

PHP 5 への移行

DOMAttr の value プロパティを使用してください。

参考

DomAttribute->set_value
DomAttribute->name
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DomDocument->add_root
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->add_root — ルートノードを追加する [推奨されません]

説明

domelement DomDocument->add_root ( string $name )

DOM 文章にルート要素ノードを追加し、新しいノードを返します。 この要素名はパラメータで渡します。

例1 単純な HTML 文章のヘッダを生成する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$root = $doc->add_root("html");
$head = $root->new_child("head", "");
$head->new_child("title", "Hier der Titel");
echo htmlentities($doc->dump_mem());
?>

DomDocument->create_attribute
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_attribute — 新規属性を作成する

説明

domattribute DomDocument->create_attribute ( string $name , string $value )

この関数は DomAttribute クラスの新規インスタンスを返します。 属性名は第 1 パラメータの値です。属性値は第 2 パラメータです。 このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

domnode_append_child(), domdocument_create_element(), domdocument_create_text(), domdocument_create_cdata_section(), domdocument_create_processing_instruction(), domdocument_create_entity_reference(), domnode_insert_before() も参照くだ
さい。

DomDocument->create_cdata_section
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_cdata_section — 新規 cdata ノードを作成する

説明

domcdata DomDocument->create_cdata_section ( string $content )

この関数は DomCData クラスの新規インスタンスを返します。 cdata の内容は渡されたパラメータの値です。 このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

domnode_append_child(), domdocument_create_element(), domdocument_create_text(), domdocument_create_attribute(), domdocument_create_processing_instruction(), domdocument_create_entity_reference(), domnode_insert_before() も参照ください。

DomDocument->create_comment
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_comment — 新規コメントノードを作成する

説明

domcomment DomDocument->create_comment ( string $content )

この関数は DomComment クラスの新規インスタンスを返します。 コメントの内容は渡されたパラメータの値です。このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

domnode_append_child(), domdocument_create_element(), domdocument_create_text(), domdocument_create_attribute(), domdocument_create_processing_instruction(), domdocument_create_entity_reference(), domnode_insert_before() も参照ください。
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DomDocument->create_element_ns
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_element_ns — 関連する名前空間を持つ新規要素ノードを作成する

説明

domelement DomDocument->create_element_ns ( string $uri , string $name [, string $prefix ] )

この関数は DomElement クラスの新規インスタンスを返します。 要素のタグ名は渡されたパラメータ name の値です。 名前空間の URI は渡されたパラメータ uri の値です。文章のルートノードで同じ名前空間が URI がすでに宣言されている場合、その接頭辞が使用されます。
そうでない場合、オプションパラメータ prefix で与えられた接頭辞、もしくはランダムに設定された接頭辞が使用されます。 このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

domdocument_create_element_ns(), domnode_add_namespace(), domnode_set_namespace(), domnode_append_child(), domdocument_create_text(), domdocument_create_comment(), domdocument_create_attribute(),
domdocument_create_processing_instruction(), domdocument_create_entity_reference(), domnode_insert_before() も参照ください。

DomDocument->create_element
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_element — 新規要素ノードを作成する

説明

domelement DomDocument->create_element ( string $name )

この関数は DomElement クラスの新規インスタンスを返します。 要素のタグ名は渡されたパラメータの値です。このノードは、例えば DomNode_append_child() などを用いて挿入されるまで、 文章には現れません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

DomNode_append_child(), DomDocument_create_text(), DomDocument_create_comment(), DomDocument_create_attribute(), DomDocument_create_processing_instruction(), DomDocument_create_entity_reference(), DomNode_insert_before() も参照くだ
さい。

DomDocument->create_entity_reference
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_entity_reference — エンティティ参照を作成する

説明

domentityreference DomDocument->create_entity_reference ( string $content )

この関数は DomEntityReference クラスの新規インスタンスを返します。 エンティティ参照の内容は渡されたパラメータの値です。このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

domnode_append_child(), domdocument_create_element(), domdocument_create_text(), domdocument_create_cdata_section(), domdocument_create_processing_instruction(), domdocument_create_attribute(), domnode_insert_before() も参照ください。

DomDocument->create_processing_instruction
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_processing_instruction — 新規 PI ノードを作成する

説明

domprocessinginstruction DomDocument->create_processing_instruction ( string $content )

この関数は DomCData クラスの新規インスタンスを返します。 PI の内容は渡されたパラメータの値です。このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。
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domnode_append_child(), domdocument_create_element(), domdocument_create_text(), domdocument_create_cdata_section(), domdocument_create_attribute(), domdocument_create_entity_reference(), domnode_insert_before() も参照ください。

DomDocument->create_text_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->create_text_node — 新規テキストノードを作成する

説明

domtext DomDocument->create_text_node ( string $content )

この関数は DomText クラスの新規インスタンスを返します。 テキストの内容は渡されたパラメータの値です。このノードは、(たとえば) domnode_append_child() などで挿入されない限り、ドキュメント内に現われません。

エラーが発生した場合、戻り値は FALSE です。

domnode_append_child(), domdocument_create_element(), domdocument_create_comment(), domdocument_create_text(), domdocument_create_attribute(), domdocument_create_processing_instruction(), domdocument_create_entity_reference(),
domnode_insert_before() も参照ください。

DomDocument->doctype
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->doctype — 文章型を返す

説明

domdocumenttype DomDocument->doctype ( void )

この関数は、クラス DomDocumentType のオブジェクトを返します。4.3より前のバージョンのPHPでは、 このオブジェクトは、クラス Dtd でしたが、 DOM 標準にはそのようなクラスはありません。

クラスDomDocumentTypeのメソッドも参照下さい。

DomDocument->document_element
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->document_element — ルート要素ノードを返す

説明

domelement DomDocument->document_element ( void )

この関数は文章のルート要素ノードを返します。

以下の例はただ CHAPTER という名前の要素を返し表示します。 他のノード -- コメント -- は返しません。

例1 ルート要素を取得する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$root = $dom->document_element();
print_r($root);
?>

上の例の出力は以下となります。
domelement Object
(
    [type] => 1
    [tagname] => chapter
    [0] => 6
    [1] => 137960648
)

DomDocument->dump_file
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(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->dump_file — 内部 XML ツリーをファイルにダンプする

説明

string DomDocument->dump_file ( string $filename [, bool $compressionmode [, bool $format ]] )

DOM 表現から XML 文章を生成します。この関数は以下の例のように、 通常スクラッチから新規 DOM 文章を生成した後にコールされます。 format により、 きちんと整形するかどうかを指定します。 第 1 パラメータはファイル名、第 2 パラメータは圧縮するかどうかを指定
します。

例1 簡単な HTML 文章のヘッダを生成する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$root = $doc->create_element("HTML");
$root = $doc->append_child($root);
$head = $doc->create_element("HEAD");
$head = $root->append_child($head);
$title = $doc->create_element("TITLE");
$title = $head->append_child($title);
$text = $doc->create_text_node("This is the title");
$text = $title->append_child($text);
$doc->dump_file("/tmp/test.xml", false, true);
?>

domdocument_dump_mem(), domdocument_html_dump_mem() も参照ください。

DomDocument->dump_mem
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->dump_mem — 内部 XML ツリーを文字列にダンプする

説明

string DomDocument->dump_mem ([ bool $format [, string $encoding ]] )

DOM 表現から XML 文章を生成します。この関数は以下の例のように、 通常スクラッチから新規 DOM 文章を生成した後にコールされます。 format により、 きちんと整形するかどうかを指定します。

例1 簡単な HTML 文章のヘッダを生成する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$root = $doc->create_element("HTML");
$root = $doc->append_child($root);
$head = $doc->create_element("HEAD");
$head = $root->append_child($head);
$title = $doc->create_element("TITLE");
$title = $head->append_child($title);
$text = $doc->create_text_node("This is the title");
$text = $title->append_child($text);
echo "<PRE>";
echo htmlentities($doc->dump_mem(true));
echo "</PRE>";
?>

注意:

第 1 パラメータは PHP 4.3.0 で追加されました。

domdocument_dump_file(), domdocument_html_dump_mem() も参照ください。

DomDocument->get_element_by_id
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->get_element_by_id — 特定の ID を持つ要素を検索する

説明

domelement DomDocument->get_element_by_id ( string $id )

この関数は domdocument_get_elements_by_tagname() と似ていますが、与えられた ID を持つ要素を検索します。 DOM 標準によれば、これには属性 ID を ID 型として定義する DTD が必要になりますが、現在の実装は単純に "//*[@ID = '%s']" に対する xpath 検索を行っ
ています。これは属性が ID 型でない場合に NULL を返す必要がある DOM 標準に準拠していません。 この動作は固定されているようですので、現在の動作を当てにしないでください。

domdocument_get_elements_by_tagname() も参照ください。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

DomDocument->get_elements_by_tagname
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->get_elements_by_tagname — 文章中に与えられたタグ名を持つノードの配列を返す。 もしくは、見つからない場合は空の配列を返す

説明

array DomDocument->get_elements_by_tagname ( string $name )

domdocument_add_root() も参照ください。

DomDocument->html_dump_mem
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocument->html_dump_mem — HTML として文字列に内部 XML ツリーをダンプする

説明

string DomDocument->html_dump_mem ( void )

DOM 表現から HTML 文章を生成します。この関数は以下の例のように、 通常スクラッチから新規 DOM 文章を生成した後にコールされます。

例1 簡単な HTML 文章のヘッダを生成する
<?php

// 文章を生成する
$doc = domxml_new_doc("1.0");

$root = $doc->create_element("html");
$root = $doc->append_child($root);

$head = $doc->create_element("head");
$head = $root->append_child($head);

$title = $doc->create_element("title");
$title = $head->append_child($title);

$text = $doc->create_text_node("This is the title");
$text = $title->append_child($text);

echo $doc->html_dump_mem();
?>

上の例の出力は以下となります。
<html><head><title>This is the title</title></head></html>

domdocument_dump_file(), domdocument_html_dump_mem() も参照ください。

DomDocument->xinclude
(PHP 5)

DomDocument->xinclude — DomDocument オブジェクトにおける XIncludes の代替

説明

int DomDocument->xinclude ( void )

この関数は DomDocument オブジェクトにおける » XIncludes の代替です。

例1 Xincludes の代替
<?php

// include.xml は以下の内容を含む :
// <child>test</child>

$xml = '<?xml version="1.0"?>
<root xmlns:xi="http://www.w3.org/2001/XInclude">
  <xi:include href="include.xml">
    <xi:fallback>
      <error>xinclude: include.xml not found</error>
    </xi:fallback>
  </xi:include>
</root>';

$domxml = domxml_open_mem($xml);
$domxml->xinclude();

echo $domxml->dump_mem();

http://www.w3.org/TR/xinclude/
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?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0"?>
<root xmlns:xi="http://www.w3.org/2001/XInclude">
  <child>test</child>
</root>

もし include.xml が存在しない場合、 次の通りとなります:

<?xml version="1.0"?>
<root xmlns:xi="http://www.w3.org/2001/XInclude">
  <error>xinclude:dom.xml not found</error>
</root>

DomDocumentType->entities
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocumentType->entities — エンティティの一覧を返す

説明

array DomDocumentType::entities ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

PHP 5 への移行

DOMDocumentType オブジェクトの entities プロパティを使用してください。

DomDocumentType->internal_subset
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocumentType->internal_subset — 内部サブセットを返す

説明

bool DomDocumentType::internal_subset ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

PHP 5 への移行

DOMDocumentType オブジェクトの internalSubset プロパティを使用してください。

DomDocumentType->name
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocumentType->name — 文章型の名前を返す

説明

string DomDocumentType::name ( void )

この関数は文章型の名前を返します。

返り値

DomDocumentType の名前を文字列として返します。

例
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例1 文章型の名前を取得する
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
    echo "Error while parsing the document\n";
    exit;
}

$doctype = $dom->doctype();
echo $doctype->name(); // chapter

?>

PHP 5 への移行

DOMDocumentType オブジェクトの name プロパティを使用してください。

DomDocumentType->notations
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocumentType->notations — ノーテーションの一覧を返す

説明

array DomDocumentType::notations ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

PHP 5 への移行

DOMDocumentType オブジェクトの notations プロパティを使用してください。

DomDocumentType->public_id
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocumentType->public_id — 文章型の PUBLIC ID を返す

説明

string DomDocumentType::PUBLIC_id ( void )

この関数は、文章型の PUBLIC ID を返します。

返り値

DomDocumentType の PUBLIC ID を文字列として返します。

例

以下の例は何も出力しません。

例1 PUBLIC ID を取得する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$doctype = $dom->doctype();
echo $doctype->public_id();
?>

PHP 5 への移行

DOMDocumentType オブジェクトの publicId プロパティを使用してください。
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DomDocumentType->system_id
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomDocumentType->system_id — 文章型のSYSTEM ID を返す

説明

string DomDocumentType::system_id ( void )

文章型のSYSTEM ID を返します。

返り値

DomDocumentType のSYSTEM ID を文字列として返します。

例

例1 SYSTEM ID を取得する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$doctype = $dom->doctype();
echo $doctype->system_id();
?>

上の例の出力は以下となります。
/share/sgml/Norman_Walsh/db3xml10/db3xml10.dtd

PHP 5 への移行

DOMDocumentType オブジェクトの systemId プロパティを使用してください。

DomElement->get_attribute_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->get_attribute_node — 与えられた属性のノードを返す

説明

DomAttribute DomElement::get_attribute_node ( string $name )

現在の要素中の与えられた属性のノードを返す Returns the node of the given attribute in the current element.

パラメータ
name

検索する属性の名前。このパラメータは大文字小文字を区別します。

返り値

属性のノードを DomAttribute として返す、 もしくは与えられた名前 name を持つ属性がない場合、FALSE が返されます。

例

例1 属性ノードを取得する
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
    echo "Error while parsing the document\n";
    exit;
}

$root = $dom->document_element();
if ($attribute = $root->get_attribute_node('language')) {
    echo 'Language is: ' . $attribute->value() . "\n";
}

?>
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PHP 5 への移行

DOMElement::getAttributeNode を使用してください。

参考

DomElement->get_attribute
DomElement->set_attribute

DomElement->get_attribute
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->get_attribute — 与えられた属性の値を返す

説明

string DomElement::get_attribute ( string $name )

現在の要素中の与えられた属性の値を返します。

PHP 4.3 以降、与えられた名前 name を持つ属性がない場合、空文字列が返されます。

パラメータ
name

検索する属性の名前。このパラメータは大文字小文字を区別します。

返り値

属性の名前を文字列として返す、もしくは与えられた名前 name を持つ属性がない場合、空文字列が返されます。

例

例1 属性の値を取得する
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
    echo "Error while parsing the document\n";
    exit;
}

// chapter を取得する
$root = $dom->document_element();
echo $root->get_attribute('language'); // en

?>

PHP 5 への移行

DOMElement::getAttribute を使用してください。

参考

DomElement->get_attribute_node
DomElement->set_attribute

DomElement->get_elements_by_tagname
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->get_elements_by_tagname — タグ名により要素を取得する

説明

array DomElement::get_elements_by_tagname ( string $name )

指定した名前 name を持つ現在の要素以下にある全ての子要素を取得します。

パラメータ
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name

検索する属性の名前

返り値

DomElement オブジェクトの配列を返します。

例

例1 内容を取得する
<?php
if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$root = $dom->document_element();

$node_array = $root->get_elements_by_tagname('element');

foreach ($node_array as $node) {
    echo ' - ' . $node->get_content() . "\n";
}

?>

PHP 5 への移行

DOMElement::getElementsByTagName を使用してください。

DomElement->has_attribute
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->has_attribute — 現在のノードに属性があるかどうかを調べる

説明

bool DomElement::has_attribute ( string $name )

この関数は、現在のノードに名前 name を持つ属性があるかどうかを調べます。

パラメータ
name

検査する属性名

返り値

もし問い合わせた属性が存在する場合 TRUE、そうでない場合 FALSE を返します。

例

例1 属性の存在を調べる
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
    echo "Error while parsing the document\n";
    exit;
}

$root = $dom->document_element();

$buffer = '<html';
if ($root->has_attribute('language')) {
    $buffer .= 'lang="' . $root->get_attribute('language') . '"';
}
$buffer .= '>';

?>

PHP 5 への移行

DOMElement::hasAttribute を使用してください。

DomElement->remove_attribute
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(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->remove_attribute — 属性を削除する

説明

bool DomElement::remove_attribute ( string $name )

現在の DomElement ノードから属性を削除します。

パラメータ
name

削除する属性名

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PHP 5 への移行

DOMElement::removeAttribute を使用してください。

DomElement->set_attribute_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->set_attribute_node — 新規属性を追加する

説明

DomNode DomElement::set_attribute_node ( DomNode $attr )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

DomElement->set_attribute
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->set_attribute — 属性値を設定する

説明

DomAttribute DomElement::set_attribute ( string $name , string $value )

名前 name を持つ属性値を value に設定します。

パラメータ
name

属性名。もし属性が存在しない場合、新たに作成されます。
value

属性値

返り値

古い DomAttribute ノード、 もしくは最初に属性が作成された場合は新しいノードを返します。

例

例1 属性を設定する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$node = $doc->create_element("para");
$newnode = $doc->append child($node);
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$newnode->set_attribute("align", "left");
?>

PHP 5 への移行

DOMElement::setAttribute を使用してください。

参考

DomElement->get_attribute_node
DomElement->get_attribute

DomElement->tagname
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomElement->tagname — 現在の要素名を返す

説明

string DomElement::tagname ( void )

現在のノードの名前を返します。この関数をコールすることは、 tagname プロパティにアクセスする、 もしくは現在のノードに対して DomNode->node_name をコールすることと等価です。

返り値

現在の DomElement ノードの名前を返します。

例

例1 ノード名を取得する
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
    echo "Error while parsing the document\n";
    exit;
}

$root = $dom->document_element();
echo $root->tagname();   // chapter
echo $root->tagname;     // chapter
echo $root->node_name(); // chapter

?>

PHP 5 への移行

DOMElement オブジェクトの tagName プロパティを使用してください。

DomNode->add_namespace
(PHP 4 >= 4.3.0)

DomNode->add_namespace — ノードに名前空間宣言を追加する

説明

bool DOMNode::add_namespace ( string $uri , string $prefix )

このメソッドはノードに名前空間宣言を追加します。

注意:

このメソッドは DOM 規格の一部ではありません。

パラメータ
uri

ノードの名前空間 URI

prefix
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ノードの名前空間の接頭辞

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

PHP 5 への移行

DOMElement の名前空間 URI と接頭辞を設定する、 もしくは生成時に DOMDocument::createElementNS か DOMDocument::createAttributeNS を使用して DOMAttr を設定してください。

注意:

属性は追加される要素からの名前空間を継承しないことを覚えておいてください。

参考

DomDocument->create_element_ns
DomNode->set_namespace

DomNode->append_child
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->append_child — 子ノードの最後に新規に子ノードを追加する

説明

DOMNode DOMNode::append_child ( DOMNode $newnode )

この関数は既存の子ノードに子ノードを追加する、 もしくは新規子ノードを作成します。

パラメータ
newnode

追加するノード。これには、例えば DomDocument->create_element, DomDocument->create_text_node など、もしくは単純にあらゆる他のノードによって作成されたノードを 指定することが可能です。

注意:

このメソッドを使用して DOMAttribute を追加することはできません。代わりに DomElement->set_attribute を使用してください。

返り値

成功時は追加されたノード、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バー
ジョン 説明

4.3.0 他の文章からのノードを挿入することは、もはや許可されません。

4.3.0 PHP 4.3.0 以前では、新規子ノードは追加する前に複製されます。 そのため、新規子ノードは完全に新しいコピーとなります。これは、 この関数に渡されたノードを変更することなしに修正することが可能です。 渡されたノードが子ノード自身の場合うまくコピーさ
れますので、 XML 文章の大きな部位を簡単にコピーすることができます。 戻り値は追加された子ノードです。 もし追加された子ノードを変更するつもりであれば、 返されたノードを使用する必要があります。

4.3.0
と
4.3.1

新規子ノード newnode がすでに DomNode の子ノードである場合、最初に既存のコンテキストから削除されます。 そのため、newnode は移動され、 コピーされません。この動作は W3C 規格に準じるものです。 もし古い動作をさせる必要がある場合、追加ではなく
DomNode->clone_node を使用してください。

4.3.2 新規子ノード newnode がすでにツリーにある場合、 最初に既存のコンテキストから削除されます。同じ規則が適用されます。

例

以下の例は新規ドキュメントに新規要素ノードを追加し、 属性 align を left に設定します。

例1 子ノードを追加する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$node = $doc->create_element("para");
$newnode = $doc->append_child($node);
$newnode->set_attribute("align", "left");
?>

上記の例は、以下のようにも書くことができました:

例2 子ノードを追加する
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<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$node = $doc->create_element("para");
$node->set_attribute("align", "left");
$newnode = $doc->append_child($node);
?>

より複雑な例は以下の通りです。最初に特定の要素を検索し、 子を含むノードを複製し、兄弟ノードとして追加します。 最後に新規属性を新規兄弟ノード能古ノードの一つに追加し、 文章全体をダンプします。

例3 子ノードを追加する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$elements = $dom->get_elements_by_tagname("informaltable");
print_r($elements);
$element = $elements[0];

$parent = $element->parent_node();
$newnode = $parent->append_child($element);
$children = $newnode->children();
$attr = $children[1]->set_attribute("align", "left");

$xmlfile = $dom->dump_mem();
echo htmlentities($xmlfile);
?>

上記の例は DomNode->append_child の代わりに DomNode->insert_before を用いても動作します。

PHP 5 への移行

DOMNode::appendChild を使用してください。

参考

DomNode->insert_before
DomNode->clone_node

DomNode->append_sibling
(PHP 4 >= 4.2.0)

DomNode->append_sibling — 新規に兄弟をノードに追加する

説明

domelement DomNode->append_sibling ( domelement $newnode )

この関数は既存のノードに兄弟ノードを追加します。 子ノードは、例えば DomDocument->create_element, DomDocument->create_text_node など、もしくは単純にあらゆる他のノードによって作成されたノードを 指定することが可能です。

新規兄弟ノードは追加する前に最初に複製されます。 そのため、新規子ノードは完全に新しいコピーとなります。これは、 この関数に渡されたノードを変更することなしに修正することが可能です。 渡されたノードが子ノード自身の場合うまくコピーされますので、 XML 文章
の大きな部位を簡単にコピーすることができます。 戻り値は追加された子ノードです。 もし追加された子ノードを変更するつもりであれば、 返されたノードを使用する必要があります。

この関数は domnode_append_child() のど宇佐を提供するために追加され、PHP 4.2 まで動作します。

domnode_append_before() も参照ください。

DomNode->attributes
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->attributes — 属性の一覧を返す

説明

array DomNode->attributes ( void )

この関数は、ノードが XML_ELEMENT_NODE 型の場合に属性の配列を返すだけです。

(PHP >= 4.3 のみ) 属性が存在しない場合、NULL が返されます。

DomNode->child_nodes
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(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->child_nodes — 子ノードを返す

説明

array DomNode->child_nodes ( void )

全ての子ノードを返します。

domnode_next_sibling(), domnode_previous_sibling() も参照ください。

DomNode->clone_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->clone_node — ノードを複製する

説明

domelement DomNode->clone_node ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

DomNode->dump_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->dump_node — 単一ノードをダンプする

説明

string DomNode->dump_node ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

domdocument_dump_mem() も参照ください。

DomNode->first_child
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->first_child — 最初の子ノードを返す

説明

domelement DomNode->first_child ( void )

最初の子ノードを返します。

(PHP >= 4.3 のみ) 最初の子ノードが存在しない場合、NULL が返されます。

domnode_last_child(), domnode_next_sibling(), domnode_previous_sibling() も参照ください。

DomNode->get_content
(PHP 4 >= 4.2.0)

DomNode->get_content — ノードの内容を取得する

説明
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string DomNode->get_content ( void )

この関数は実ノードの内容を返します。

例1 内容を取得する
<?php
if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$root = $dom->document_element();

$node_array = $root->get_elements_by_tagname("element");

for ($i = 0; $i<count($node_array); $i++) {
    $node = $node_array[$i];
    echo "The element[$i] is: " . $node->get_content();
}

?>

DomNode->has_attributes
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->has_attributes — ノードが属性を有しているかを調べる

説明

bool DomNode->has_attributes ( void )

この関数は、ノードが属性を有しているかを調べます。

domnode_has_child_nodes() も参照ください。

DomNode->has_child_nodes
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->has_child_nodes — ノードが子ノードを有しているかを調べる

説明

bool DomNode->has_child_nodes ( void )

この関数は、ノードが子ノードを有しているかを調べます。

domnode_child_nodes() も参照ください。

DomNode->insert_before
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->insert_before — 新規ノードを子ノードとして挿入する

説明

domelement DomNode->insert_before ( domelement $newnode , domelement $refnode )

この関数は新規ノード newnode をノード refnode の直前に挿入します。 戻り値は挿入されたノードです。 もし追加された子ノードを変更するつもりであれば、 返されたノードを使用する必要があります。

(PHP >= 4.3 のみ) newnode がすでに文章の一部である場合、最初に既存のコンテキストから削除されます。 もし refnode が NULL の場合、 newnode は子ノードリストの最後に挿入されます。

domnode_insert_before() は domnode_append_child() に非常に似ており、 以下の例は domnode_append_child() にある例と同様のことを行うことを示しています。

例1 子ノードを追加する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}
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$elements = $dom->get_elements_by_tagname("informaltable");
print_r($elements);
$element = $elements[0];

$newnode = $element->insert_before($element, $element);
$children = $newnode->children();
$attr = $children[1]->set_attribute("align", "left");

echo "<pre>";
$xmlfile = $dom->dump_mem();
echo htmlentities($xmlfile);
echo "</pre>";
?>

domnode_append_child() も参照ください。

DomNode->is_blank_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->is_blank_node — ノードが空かどうかを調べる

説明

bool DomNode->is_blank_node ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

DomNode->last_child
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->last_child — 最後の子ノードを返す

説明

domelement DomNode->last_child ( void )

最後の子ノードを返します。

(PHP >= 4.3 のみ) 最後の子ノードが存在しない場合、NULL が返されます。

domnode_first_child(), domnode_next_sibling(), domnode_previous_sibling() も参照ください。

DomNode->next_sibling
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->next_sibling — 次の兄弟ノードを返す

説明

domelement DomNode->next_sibling ( void )

この関数は現在のノードの次の兄弟ノードを返します。 次の兄弟ノードが存在しない場合、FALSE (< 4.3) もしくは null (>= 4.3) を返します。この関数を使用することで、 例に示されたようにノードの全ての子コードを走査する事ができます。

例1 子ノードを走査する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$elements = $dom->get_elements_by_tagname("tbody");
$element = $elements[0];
$child = $element->first_child();

while ($child) {
   print_r($child);
   $child = $child->next_sibling();
}
?>

domnode_previous_sibling() も参照ください。
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DomNode->node_name
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->node_name — ノード名を返す

説明

string DomNode->node_name ( void )

ノード名を返します。名前は以下の表の通り、 異なるノードの型に対しては異なる意味を持ちます。

値の意味
型 意味

DomAttribute 属性値
DomAttribute  
DomCDataSection #cdata セクション
DomComment #comment
DomDocument #document
DomDocumentType 文章型名
DomElement タグ名
DomEntity エンティティ名
DomEntityReference エンティティ参照名
DomNotation ノーテーション名
DomProcessingInstructionターゲット
DomText #text

DomNode->node_type
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->node_type — ノードの型を返す

説明

int DomNode->node_type ( void )

ノードの型を返します。全ての取りうる型は、 導入のページにある表に一覧されています。
<?php

include 'example.inc';

$dom = domxml_open_mem($xmlstr);

$chapter = $dom->document_element();

// 章に含まれる要素を見てみよう
foreach($chapter->child_nodes() as $node) {
  if ($node->node_type() == XML_ELEMENT_NODE) {
    echo $node->node_name() . "\n";
  }
}

?>

上の例の出力は以下となります。
title
para

DomNode->node_value
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->node_value — ノードの値を返す

説明

string DomNode->node_value ( void )
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ノードの値を返します。値は以下の表の通り、 異なるノードの型に対しては異なる意味を持ちます。

値の意味
型 意味

DomAttribute 属性値
DomAttribute  
DomCDataSection 内容
DomComment コメントの内容
DomDocument null
DomDocumentType null
DomElement null
DomEntity null
DomEntityReference null
DomNotation null
DomProcessingInstructionターゲット以外の全ての内容
DomText テキストの内容

DomNode->owner_document
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->owner_document — このノードが属する文章を返す

説明

domdocument DomNode->owner_document ( void )

この関数は現在のノードが属している文章を返します。

以下の例は 2 つの等しい子ノードリストを作成します。

例1 ノードの文章を検出する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$node = $doc->create_element("para");
$node = $doc->append_child($node);
$children = $doc->children();
print_r($children);

$doc2 = $node->owner_document();
$children = $doc2->children();
print_r($children);
?>

domnode_insert_before() も参照ください。

DomNode->parent_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->parent_node — 親ノードを返す

説明

domnode DomNode->parent_node ( void )

この関数は親ノードを返します。

(PHP >= 4.3 のみ) 親ノードが存在しない場合、NULL が返されます。

以下の例は 2 つの等しい子ノードリストを作成します。

例1 ノードの文章を検出する
<?php
$doc = domxml_new_doc("1.0");
$node = $doc->create_element("para");
$node = $doc->append_child($node);
$children = $doc->children();
print_r($children);

$doc2 = $node->parent_node();
$children = $doc2->children();
print_r($children);
?>
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DomNode->prefix
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->prefix — ノードの名前空間接頭辞を返す

説明

string DomNode->prefix ( void )

ノードの名前空間接頭辞を返します。

DomNode->previous_sibling
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->previous_sibling — 前の兄弟ノードを返す

説明

domelement DomNode->previous_sibling ( void )

この関数は現在のノードの前の兄弟ノードを返します。 前の兄弟ノードが存在しない場合、FALSE (< 4.3) もしくは NULL (>= 4.3) を返します。この関数を使用することで、 例に示されたようにノードの全ての子コードを走査する事ができます。

domnode_next_sibling() も参照ください。

DomNode->remove_child
(PHP 4 >= 4.2.0)

DomNode->remove_child — 子ノードのリストから子ノードを削除する

説明

domtext DomNode->remove_child ( domtext $oldchild )

この関数は、子ノードのリストから子ノードを削除します。 もし子ノードが削除できなかった、もしくは子ノードではない場合、この関数は FALSE を返します。子ノードが削除できた場合、 この関数は古い子ノードを返します。

例1 子ノードを削除する
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$elements = $dom->get_elements_by_tagname("tbody");
$element = $elements[0];
$children = $element->child_nodes();
$child = $element->remove_child($children[0]);

echo "<PRE>";
$xmlfile = $dom->dump_mem(true);
echo htmlentities($xmlfile);
echo "</PRE>";
?>

domnode_append_child() も参照ください。

DomNode->replace_child
(PHP 4 >= 4.2.0)

DomNode->replace_child — 子ノードを置換する

説明

domelement DomNode->replace_child ( domelement $newnode , domelement $oldnode )
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(PHP 4.2) この関数は子ノード oldnode を渡された新規ノードに置換します。もし新規ノードがすでに子ノードの場合、 二度目は追加されません。もし古いノードが存在しない場合、 この関数は FALSE を返します。もし置換が成功した場合、 古いノードが返されます。

(PHP 4.3) この関数は新規ノードがすでに DomNode の子ノードだったとしても、 子ノード oldnode を渡された newnode に置換します。 もし newnode ガスでに文章に挿入されている場合、 最初に既存のコンテキストから削除されます。 もし古いノードが存在しない場合、この
関数は FALSE を返し、 置換が成功した場合は古いノードが返されます (この動作は W3C 規格に準拠しています。)

domnode_append_child() も参照ください。

DomNode->replace_node
(PHP 4 >= 4.2.0)

DomNode->replace_node — ノードを置換する

説明

domelement DomNode->replace_node ( domelement $newnode )

(PHP 4.2) この関数は既存のノードを渡された新規ノードに置換します。 文章にすでに存在しているノードが二度目に挿入されないようにするため、 newnode は置換前にコピーされます。 この動作は、置換前にノードに対して行う全ての修正、もしくは domnode_first_child(),
domnode_child_nodes() などの関数を用いた後に挿入されたノードを再取得させることを強制します。

(PHP 4.3) この関数は既存ノードを渡された新規ノードに置換します。 もはやコピーはされません。もし newnode が文章に挿入されている場合、最初に既存のコンテキストから削除されます。 もし置換が成功した場合、古いノードが返されます。

domnode_append_child() も参照ください。

DomNode->set_content
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->set_content — ノードの内容を設定する

説明

bool DomNode->set_content ( string $content )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

DomNode->set_name
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->set_name — ノード名を設定する

説明

bool DomNode->set_name ( void )

ノード名を設定します。

domnode_node_name() も参照ください。

DomNode->set_namespace
(PHP 4 >= 4.3.0)

DomNode->set_namespace — ノードの名前空間を設定する

説明

void DomNode->set_namespace ( string $uri [, string $prefix ] )

ノードの名前空間を uri に設定します。 もしこのノードの親ノードの一つに同じ URI で名前空間が宣言されている場合、 名前空間の接頭辞が使用されます。そうでない場合、オプションパラメータ prefix で指定された接頭辞、 もしくはランダムに設定された接頭辞が使用され
ます。
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domdocument_create_element_ns(), domnode_add_namespace() も参照ください。

DomNode->unlink_node
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomNode->unlink_node — ノードを削除する

説明

void DomNode->unlink_node ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

DomProcessingInstruction->data
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomProcessingInstruction->data — PI ノードのデータを返す

説明

string DomProcessingInstruction::data ( void )

このメソッドは PI ノードのデータを取得します。

返り値

PI のデータを返します。

PHP 5 への移行

DOMProcessingInstruction の data プロパティを使用してください。

DomProcessingInstruction->target
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomProcessingInstruction->target — PI ノードのターゲットを返す

説明

string DomProcessingInstruction::target ( void )

このメソッドは PI ノードのターゲットを取得します。

返り値

PI ノードのターゲットを返します。

PHP 5 への移行

DOMProcessingInstruction の target プロパティを使用してください。

DomXsltStylesheet->process
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomXsltStylesheet->process — DomDocument オブジェクトに XSLT 変換を適用する

説明
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DomDocument DomXsltStylesheet::process ( DomDocument $xml_doc [, array $xslt_params [, bool $is_xpath_param [, string $profile_filename ]]] )

与えられた DomDocument オブジェクトに XSLT 変換を適用します。

パラメータ
xml_doc

DomDocument オブジェクトとしての変換される XML 文章
xslt_params

パラメータ名と値のペアを持つ連想配列
is_xpath_param

FALSE に設定された場合、xslt_params の値は句オーとされます。これはデフォルトの動作です。 PHP 文字列として値を渡すことができます。

注意:

もし文字列がシングルクォートとダブルクォートの両方を含んでいる場合、 このパラメータを TRUE に設定し、 ご自身で全ての値のクォーティングを行う必要があります。
profile_filename

プロファイリング情報を希望する場合、ファイル名のパスを設定します。

返り値

処理結果を DomDocument オブジェクトとして返します。

PHP 5 への移行

XSLTProcessor::setParameter() と XSLTProcessor::transform-to-doc() を使用してください。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 profile_filename パラメータが追加されました。

参考

domxml_xslt_stylesheet() - 文字列での XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_file() - ファイル中の XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_doc() - DomDocument オブジェクトから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

DomXsltStylesheet->result_dump_file
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomXsltStylesheet->result_dump_file — XSLT 変換の結果をファイルにダンプする

説明

string DomXsltStylesheet::result_dump_file ( DomDocument $xmldoc , string $filename )

DomXsltStylesheet->process は、たとえ出力方式が
<xsl:output>

や同様の属性/要素であっても常に整形式の XML DomDocument を返し、HTML 4 やテキストデータを出力したい場合には あまり使用されません。

これに反して、この関数は
<xsl:output method="html|text">

や他の出力制御ディレクティブを受け付けます。 使用法の説明については例を参照ください。

例

例1 XSLT 変換の結果をファイルに保存する
<?php
$filename = "stylesheet.xsl";
$xmldoc = domxml_open_file("data.xml");
$xsldoc = domxml_xslt_stylesheet_file($filename);
$result =  $xsldoc->process($xmldoc);
echo $xsldoc->result_dump_file($result, "filename");
?>
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参考

DomXsltStylesheet->result_dump_mem
DomXsltStylesheet->process

DomXsltStylesheet->result_dump_mem
(PHP 4 >= 4.1.0)

DomXsltStylesheet->result_dump_mem — XSLT 変換の結果を文字列にダンプする

説明

string DomXsltStylesheet::result_dump_mem ( DomDocument $xmldoc )

DomXsltStylesheet->process は、たとえ出力方式が
<xsl:output>

や同様の属性/要素であっても常に整形式の XML DomDocument を返し、HTML 4 やテキストデータを出力したい場合には あまり使用されません。

これに反して、この関数は
<xsl:output method="html|text">

や他の出力制御ディレクティブを受け付けます。 使用法の説明については例を参照ください。

例

例1 XSLT 変換の結果を出力する
<?php
$filename = "stylesheet.xsl";
$xmldoc = domxml_open_file("data.xml");
$xsldoc = domxml_xslt_stylesheet_file($filename);
$result =  $xsldoc->process($xmldoc);
echo $xsldoc->result_dump_mem($result);
?>

参考

DomXsltStylesheet->result_dump_file
DomXsltStylesheet->process

domxml_new_doc
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_new_doc — 空の新規 XMLドキュメントを作成する

説明

DomDocument domxml_new_doc ( string $version )

スクラッチから新規 DOM ドキュメントを作成し、返します。

パラメータ
version

文章の XML バージョン番号

返り値

新規 DomDocument インスタンスを返します。

domxml_open_file
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_open_file — XML ファイルから DOM オブジェクトを作成する
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説明

DomDocument domxml_open_file ( string $filename [, int $mode [, array &$error ]] )

この関数は、ファイルで与えられた XML 文章をパースします。

パラメータ
filename

XML ファイルへのパス。ファイルは読み込み専用モードでアクセスされます。
mode

このオプションパラメータにより、この関数の動作を変更する事が可能です。

以下の定数の 1 つを使用することが可能です: DOMXML_LOAD_PARSING (デフォルト), DOMXML_LOAD_VALIDATING もしくは DOMXML_LOAD_RECOVERING 。 ビット OR により DOMXML_LOAD_DONT_KEEP_BLANKS, DOMXML_LOAD_SUBSTITUTE_ENTITIES と DOMXML_LOAD_COMPLETE_ATTRS も追加する
ことが可能です。

error

指定された場合、エラーメッセージが代入されます。 error は リファレンス として渡す必要があります。

返り値

与えられたファイルの DomDocument インスタンスを返します。

例

例1 ファイルから XML 文章をオープンする
<?php

if (!$dom = domxml_open_file("example.xml")) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$root = $dom->document_element();
?>

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 パラメータ mode と error が追加されました。

参考

domxml_open_mem() - XML 文章から DOM オブジェクトを作成する
domxml_new_doc() - 空の新規 XMLドキュメントを作成する

domxml_open_mem
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_open_mem — XML 文章から DOM オブジェクトを作成する

説明

DomDocument domxml_open_mem ( string $str [, int $mode [, array &$error ]] )

この関数は、文字列で与えられた XML 文章をパースします。

パラメータ
str

XML ファイルの内容
mode

このオプションパラメータにより、この関数の動作を変更する事が可能です。

以下の定数の 1 つを使用することが可能です: DOMXML_LOAD_PARSING (デフォルト), DOMXML_LOAD_VALIDATING もしくは DOMXML_LOAD_RECOVERING 。 ビット OR により DOMXML_LOAD_DONT_KEEP_BLANKS, DOMXML_LOAD_SUBSTITUTE_ENTITIES と DOMXML_LOAD_COMPLETE_ATTRS も追加する
ことが可能です。

error
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指定された場合、エラーメッセージが代入されます。 error は リファレンス として渡す必要があります。

返り値

与えられた XML コンテンツの DomDocument インスタンスを返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.3.0 パラメータ mode および error が追加されました。

例

例1 文字列での XML 文章をオープンする
<?php
include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
  echo "Error while parsing the document\n";
  exit;
}

$root = $dom->document_element();
?>

参考

domxml_open_file() - XML ファイルから DOM オブジェクトを作成する
domxml_new_doc() - 空の新規 XMLドキュメントを作成する

domxml_version
(PHP 4 >= 4.1.0)

domxml_version — XML ライブラリのバージョンを取得する

説明

string domxml_version ( void )

この関数は、現在使用されている XML ライブラリのバージョンを取得します。

返り値

XML ライブラリのバージョンを文字列として返します。

例

例1 domxml_version() の例
<?php

echo domxml_version();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
20607

domxml_xmltree
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_xmltree — XML 文章から PHP オブジェクトツリーを作成する

説明

DomDocument domxml_xmltree ( string $str )

この関数は、str の XML ドキュメントをパースし、 パースされた文章としてPHPオブジェクトのツリーを返します。

他の関数はこのツリーにはアクセスできないため、 この関数は他の関数と異なっています。 例えばノードを追加する時のように、このツリーを修正することには、 現在 XML ファイルとしてツリーをダンプする手段がないため意味がありません。
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しかしながら、この関数はファイルを読み込んで内容を調べたい場合には有用です。

パラメータ
str

XML ファイルの内容

返り値

DomDocument によって開始される DOM オブジェクトのツリーを返します。

domxml_xslt_stylesheet_doc
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_xslt_stylesheet_doc — DomDocument オブジェクトから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

説明

DomXsltStylesheet domxml_xslt_stylesheet_doc ( DomDocument $xsl_doc )

与えられた XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成します。

パラメータ
xsl_doc

DomDocument オブジェクトとしての XSL 文章。

返り値

DomXsltStylesheet の新規インスタンスを返します。

PHP 5 への移行

xsl_doc パラメータ付きで XSLTProcessor::importStylesheet() をコールしてください。

参考

DomXsltStylesheet->process
domxml_xslt_stylesheet() - 文字列での XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_file() - ファイル中の XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

domxml_xslt_stylesheet_file
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_xslt_stylesheet_file — ファイル中の XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

説明

DomXsltStylesheet domxml_xslt_stylesheet_file ( string $xsl_file )

与えられた XSL ファイルから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成します。

パラメータ
xsl_file

文字列としての XSL 文章へのパス

返り値

DomXsltStylesheet の新規インスタンスを返します。

PHP 5 への移行

パラメータとして DOMDocument::load($xsl_file) を渡して XSLTProcessor::importStylesheet() をコールしてください。
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参考

DomXsltStylesheet->process
domxml_xslt_stylesheet() - 文字列での XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_doc() - DomDocument オブジェクトから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

domxml_xslt_stylesheet
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_xslt_stylesheet — 文字列での XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

説明

DomXsltStylesheet domxml_xslt_stylesheet ( string $xsl_buf )

与えられた XSL バッファから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成します。

パラメータ
xsl_buf

文字列としての XSL 文章

返り値

DomXsltStylesheet の新規インスタンスを返します。

PHP 5 への移行

パラメータとして DOMDocument::loadXML($xsl_buf) を渡して XSLTProcessor::importStylesheet() をコールしてください。

参考

DomXsltStylesheet->process
domxml_xslt_stylesheet_file() - ファイル中の XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_doc() - DomDocument オブジェクトから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する

domxml_xslt_version
(PHP 4 >= 4.2.0)

domxml_xslt_version — XSLT ライブラリのバージョンを取得する

説明

int domxml_xslt_version ( void )

XSLT ライブラリのバージョンを取得します。

返り値

XSLT ライブラリのバージョン番号を整数で返します。

例

例1 domxml_xslt_version() の例
<?php

echo domxml_xslt_version();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
10112

参考

domxml_version() - XML ライブラリのバージョンを取得する
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xpath_eval_expression
(PHP 4)

xpath_eval_expression — 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する

説明

XPathObject XPathContext::xpath_eval_expression ( string $expression [, domnode $contextnode ] )
XPathObject xpath_eval_expression ( XPathContext $xpath_context , string $expression [, domnode $contextnode ] )

例1 xpath_eval_expression() の例
<?php

include("example.inc");

if (!$dom = domxml_open_mem($xmlstr)) {
    echo "Error while parsing the document\n";
    exit;
}

$xpath = xpath_new_context($dom);
var_dump(xpath_eval_expression($xpath, '/chapter/@language'));

?>

上の例の出力は以下となります。
object(XPathObject)(2) {
   ["type"]=>
   int(1)
   ["nodeset"]=>
   array(1) {
     [0]=>
     object(domattribute)(5) {
       ["type"]=>
       int(2)
       ["name"]=>
       string(8) "language"
       ["value"]=>
       string(2) "en"
       [0]=>
       int(7)
       [1]=>
       int(138004256)
     }
  }
}

xpath_eval() も参照ください。

xpath_eval
(PHP 4)

xpath_eval — 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する

説明

XPathObject XPathContext::xpath_eval ( string $xpath_expression [, domnode $contextnode ] )
XPathObject xpath_eval ( XPathContext $xpath_context , string $xpath_expression [, domnode $contextnode ] )

オプション contextnode は、相対 XPath クエリを実行するために指定する事が可能です。

xpath_new_context() も参照ください。

xpath_new_context
(PHP 4)

xpath_new_context — 新規 xpath コンテキストを作成する

説明

XPathContext xpath_new_context ( domdocument $dom_document )

新規 xpath コンテキストを作成します。

参考
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xpath_eval() - 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する

xpath_register_ns_auto
(PHP 4 >= 4.3.0)

xpath_register_ns_auto — 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する

説明

bool xpath_register_ns_auto ( XPathContext $xpath_context [, object $context_node ] )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

xpath_register_ns() - 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する

xpath_register_ns
(PHP 4 >= 4.2.0)

xpath_register_ns — 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する

説明

bool xpath_register_ns ( XPathContext $xpath_context , string $prefix , string $uri )
警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

xpath_register_ns_auto() - 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する

xptr_eval
(PHP 4)

xptr_eval — 指定した文字列の XPtr ロケーションパスを評価する

説明

int XPathContext::xptr_eval ( string $eval_str [, domnode $contextnode ] )
int xptr_eval ( XPathContext $xpath_context , string $eval_str [, domnode $contextnode ] )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

xptr_new_context
(PHP 4)
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xptr_new_context — 新規 XPath コンテキストを作成する

説明

XPathContext xptr_new_context ( void )

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
DomAttribute->name — 属性の名前を返す
DomAttribute->set_value — 属性の値を設定する
DomAttribute->specified — 属性が指定されているかどうか調べる
DomAttribute->value — 属性の値を返す
DomDocument->add_root — ルートノードを追加する [推奨されません]
DomDocument->create_attribute — 新規属性を作成する
DomDocument->create_cdata_section — 新規 cdata ノードを作成する
DomDocument->create_comment — 新規コメントノードを作成する
DomDocument->create_element_ns — 関連する名前空間を持つ新規要素ノードを作成する
DomDocument->create_element — 新規要素ノードを作成する
DomDocument->create_entity_reference — エンティティ参照を作成する
DomDocument->create_processing_instruction — 新規 PI ノードを作成する
DomDocument->create_text_node — 新規テキストノードを作成する
DomDocument->doctype — 文章型を返す
DomDocument->document_element — ルート要素ノードを返す
DomDocument->dump_file — 内部 XML ツリーをファイルにダンプする
DomDocument->dump_mem — 内部 XML ツリーを文字列にダンプする
DomDocument->get_element_by_id — 特定の ID を持つ要素を検索する
DomDocument->get_elements_by_tagname — 文章中に与えられたタグ名を持つノードの配列を返す。 もしくは、見つからない場合は空の配列を返す
DomDocument->html_dump_mem — HTML として文字列に内部 XML ツリーをダンプする
DomDocument->xinclude — DomDocument オブジェクトにおける XIncludes の代替
DomDocumentType->entities — エンティティの一覧を返す
DomDocumentType->internal_subset — 内部サブセットを返す
DomDocumentType->name — 文章型の名前を返す
DomDocumentType->notations — ノーテーションの一覧を返す
DomDocumentType->public_id — 文章型の PUBLIC ID を返す
DomDocumentType->system_id — 文章型のSYSTEM ID を返す
DomElement->get_attribute_node — 与えられた属性のノードを返す
DomElement->get_attribute — 与えられた属性の値を返す
DomElement->get_elements_by_tagname — タグ名により要素を取得する
DomElement->has_attribute — 現在のノードに属性があるかどうかを調べる
DomElement->remove_attribute — 属性を削除する
DomElement->set_attribute_node — 新規属性を追加する
DomElement->set_attribute — 属性値を設定する
DomElement->tagname — 現在の要素名を返す
DomNode->add_namespace — ノードに名前空間宣言を追加する
DomNode->append_child — 子ノードの最後に新規に子ノードを追加する
DomNode->append_sibling — 新規に兄弟をノードに追加する
DomNode->attributes — 属性の一覧を返す
DomNode->child_nodes — 子ノードを返す
DomNode->clone_node — ノードを複製する
DomNode->dump_node — 単一ノードをダンプする
DomNode->first_child — 最初の子ノードを返す
DomNode->get_content — ノードの内容を取得する
DomNode->has_attributes — ノードが属性を有しているかを調べる
DomNode->has_child_nodes — ノードが子ノードを有しているかを調べる
DomNode->insert_before — 新規ノードを子ノードとして挿入する
DomNode->is_blank_node — ノードが空かどうかを調べる
DomNode->last_child — 最後の子ノードを返す
DomNode->next_sibling — 次の兄弟ノードを返す
DomNode->node_name — ノード名を返す
DomNode->node_type — ノードの型を返す
DomNode->node_value — ノードの値を返す
DomNode->owner_document — このノードが属する文章を返す
DomNode->parent_node — 親ノードを返す
DomNode->prefix — ノードの名前空間接頭辞を返す
DomNode->previous_sibling — 前の兄弟ノードを返す
DomNode->remove_child — 子ノードのリストから子ノードを削除する
DomNode->replace_child — 子ノードを置換する
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DomNode->replace_node — ノードを置換する
DomNode->set_content — ノードの内容を設定する
DomNode->set_name — ノード名を設定する
DomNode->set_namespace — ノードの名前空間を設定する
DomNode->unlink_node — ノードを削除する
DomProcessingInstruction->data — PI ノードのデータを返す
DomProcessingInstruction->target — PI ノードのターゲットを返す
DomXsltStylesheet->process — DomDocument オブジェクトに XSLT 変換を適用する
DomXsltStylesheet->result_dump_file — XSLT 変換の結果をファイルにダンプする
DomXsltStylesheet->result_dump_mem — XSLT 変換の結果を文字列にダンプする
domxml_new_doc — 空の新規 XMLドキュメントを作成する
domxml_open_file — XML ファイルから DOM オブジェクトを作成する
domxml_open_mem — XML 文章から DOM オブジェクトを作成する
domxml_version — XML ライブラリのバージョンを取得する
domxml_xmltree — XML 文章から PHP オブジェクトツリーを作成する
domxml_xslt_stylesheet_doc — DomDocument オブジェクトから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_file — ファイル中の XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet — 文字列での XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_version — XSLT ライブラリのバージョンを取得する
xpath_eval_expression — 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する
xpath_eval — 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する
xpath_new_context — 新規 xpath コンテキストを作成する
xpath_register_ns_auto — 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する
xpath_register_ns — 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する
xptr_eval — 指定した文字列の XPtr ロケーションパスを評価する
xptr_new_context — 新規 XPath コンテキストを作成する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
DOM XML (PHP 4) 関数

DomAttribute->name — 属性の名前を返す
DomAttribute->set_value — 属性の値を設定する
DomAttribute->specified — 属性が指定されているかどうか調べる
DomAttribute->value — 属性の値を返す
DomDocument->add_root — ルートノードを追加する [推奨されません]
DomDocument->create_attribute — 新規属性を作成する
DomDocument->create_cdata_section — 新規 cdata ノードを作成する
DomDocument->create_comment — 新規コメントノードを作成する
DomDocument->create_element_ns — 関連する名前空間を持つ新規要素ノードを作成する
DomDocument->create_element — 新規要素ノードを作成する
DomDocument->create_entity_reference — エンティティ参照を作成する
DomDocument->create_processing_instruction — 新規 PI ノードを作成する
DomDocument->create_text_node — 新規テキストノードを作成する
DomDocument->doctype — 文章型を返す
DomDocument->document_element — ルート要素ノードを返す
DomDocument->dump_file — 内部 XML ツリーをファイルにダンプする
DomDocument->dump_mem — 内部 XML ツリーを文字列にダンプする
DomDocument->get_element_by_id — 特定の ID を持つ要素を検索する
DomDocument->get_elements_by_tagname — 文章中に与えられたタグ名を持つノードの配列を返す。 もしくは、見つからない場合は空の配列を返す
DomDocument->html_dump_mem — HTML として文字列に内部 XML ツリーをダンプする
DomDocument->xinclude — DomDocument オブジェクトにおける XIncludes の代替
DomDocumentType->entities — エンティティの一覧を返す
DomDocumentType->internal_subset — 内部サブセットを返す
DomDocumentType->name — 文章型の名前を返す
DomDocumentType->notations — ノーテーションの一覧を返す
DomDocumentType->public_id — 文章型の PUBLIC ID を返す
DomDocumentType->system_id — 文章型のSYSTEM ID を返す
DomElement->get_attribute_node — 与えられた属性のノードを返す
DomElement->get_attribute — 与えられた属性の値を返す
DomElement->get_elements_by_tagname — タグ名により要素を取得する
DomElement->has_attribute — 現在のノードに属性があるかどうかを調べる
DomElement->remove_attribute — 属性を削除する
DomElement->set_attribute_node — 新規属性を追加する
DomElement->set_attribute — 属性値を設定する
DomElement->tagname — 現在の要素名を返す
DomNode->add_namespace — ノードに名前空間宣言を追加する
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DomNode->append_child — 子ノードの最後に新規に子ノードを追加する
DomNode->append_sibling — 新規に兄弟をノードに追加する
DomNode->attributes — 属性の一覧を返す
DomNode->child_nodes — 子ノードを返す
DomNode->clone_node — ノードを複製する
DomNode->dump_node — 単一ノードをダンプする
DomNode->first_child — 最初の子ノードを返す
DomNode->get_content — ノードの内容を取得する
DomNode->has_attributes — ノードが属性を有しているかを調べる
DomNode->has_child_nodes — ノードが子ノードを有しているかを調べる
DomNode->insert_before — 新規ノードを子ノードとして挿入する
DomNode->is_blank_node — ノードが空かどうかを調べる
DomNode->last_child — 最後の子ノードを返す
DomNode->next_sibling — 次の兄弟ノードを返す
DomNode->node_name — ノード名を返す
DomNode->node_type — ノードの型を返す
DomNode->node_value — ノードの値を返す
DomNode->owner_document — このノードが属する文章を返す
DomNode->parent_node — 親ノードを返す
DomNode->prefix — ノードの名前空間接頭辞を返す
DomNode->previous_sibling — 前の兄弟ノードを返す
DomNode->remove_child — 子ノードのリストから子ノードを削除する
DomNode->replace_child — 子ノードを置換する
DomNode->replace_node — ノードを置換する
DomNode->set_content — ノードの内容を設定する
DomNode->set_name — ノード名を設定する
DomNode->set_namespace — ノードの名前空間を設定する
DomNode->unlink_node — ノードを削除する
DomProcessingInstruction->data — PI ノードのデータを返す
DomProcessingInstruction->target — PI ノードのターゲットを返す
DomXsltStylesheet->process — DomDocument オブジェクトに XSLT 変換を適用する
DomXsltStylesheet->result_dump_file — XSLT 変換の結果をファイルにダンプする
DomXsltStylesheet->result_dump_mem — XSLT 変換の結果を文字列にダンプする
domxml_new_doc — 空の新規 XMLドキュメントを作成する
domxml_open_file — XML ファイルから DOM オブジェクトを作成する
domxml_open_mem — XML 文章から DOM オブジェクトを作成する
domxml_version — XML ライブラリのバージョンを取得する
domxml_xmltree — XML 文章から PHP オブジェクトツリーを作成する
domxml_xslt_stylesheet_doc — DomDocument オブジェクトから DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet_file — ファイル中の XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_stylesheet — 文字列での XSL 文章から DomXsltStylesheet オブジェクトを作成する
domxml_xslt_version — XSLT ライブラリのバージョンを取得する
xpath_eval_expression — 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する
xpath_eval — 与えられた文字列で XPath のロケーションパスを評価する
xpath_new_context — 新規 xpath コンテキストを作成する
xpath_register_ns_auto — 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する
xpath_register_ns — 与えられた XPath コンテキストに与えられた名前空間を登録する
xptr_eval — 指定した文字列の XPtr ロケーションパスを評価する
xptr_new_context — 新規 XPath コンテキストを作成する

libxml

導入
これらの関数/定数は PHP 5.1.0 以降で使用可能です。 また、以下にあげるコア拡張モジュールは、この libxml 拡張モジュールに依存しています。 DOM, libxml, SimpleXML, SOAP, WDDX, XSL, XSLT, XML, XMLReader, XMLRPC そして XMLWriter

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型
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要件
このエクステンションは、» libxml >= 2.6.0を必要とします。

インストール手順
libxml 拡張モジュールはデフォルトで有効となりますが、 --disable-libxml で無効になっている可能性もあります。

オプションの --with-libxml-dir ディレクティブを使って、PHP をコンパイルするシステム上での libxml の位置を指定することができます。 指定しなければ、デフォルトの場所のみを探します。configure の際に libxml (具体的には xml2-config) を探す順序は次のとおり
です。

1. --with-libxml-dir で指定した ([DIR]) 場所 ([DIR]/bin/xml2-config)

2. /usr/local/bin/xml2-config

3. /usr/bin/xml2-config

configure 時に --with-libxml-dir で指定したディレクトリで xml2-config が見つからない場合は、デフォルトの場所を探します。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

LIBXML_COMPACT (integer)
小さなノードを割り当てるように最適化する。アプリケーションの コードを変更することなしにスピードアップさせることができる

注意:

Libxml >= 2.6.21 でのみ有効

LIBXML_DTDATTR (integer)
デフォルトのDTD属性

LIBXML_DTDLOAD (integer)
外部サブセットをロードする

LIBXML_DTDVALID (integer)
DTDで検証する

LIBXML_NOBLANKS (integer)
空白のノードを削除

LIBXML_NOCDATA (integer)
CDATA をテキストノードとしてマージ

LIBXML_NOEMPTYTAG (integer)
空タグを拡張する（例 <br/> を <br></br> にする）

注意:

このオプションは、現在 DOMDocument::save および DOMDocument::saveXML 関数でのみ有効です。

LIBXML_NOENT (integer)
エンティティを置換

LIBXML_NOERROR (integer)
エラー出力を抑制

LIBXML_NONET (integer)
ドキュメントロード時にネットワークアクセスを無効にする

LIBXML_NOWARNING (integer)
警告出力を抑制する

LIBXML_NOXMLDECL (integer)
 XML 

http://www.xmlsoft.org/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ドキュメントの保存時に 宣言を削除する

注意:

Libxml >= 2.6.21 でのみ有効

LIBXML_NSCLEAN (integer)
冗長な名前空間宣言を削除する

LIBXML_XINCLUDE (integer)
XInclude 置換を実装する

LIBXML_ERR_ERROR (integer)
復帰可能なエラー

LIBXML_ERR_FATAL (integer)
致命的なエラー

LIBXML_ERR_NONE (integer)
エラーなし

LIBXML_ERR_WARNING (integer)
単純な警告

LIBXML_VERSION (integer)
20605 や 20617 のような libxml のバージョン

LIBXML_DOTTED_VERSION (string)
2.6.5または2.6.17のようなlibxmlのバージョン

libXMLError クラス
導入
libxml がスローするエラーについてのさまざまな情報を含みます。エラーコードについての説明は、公式の » xmlError API ドキュメント をごらんください。

クラス概要
libXMLError {
/* プロパティ */
public int $level ;
public int $code ;
public int $column ;
public string $message ;
public string $file ;
public int $line ;
}

プロパティ
level

エラーの深刻度 (次の定数 LIBXML_ERR_WARNING、 LIBXML_ERR_ERROR あるいは LIBXML_ERR_FATAL のいずれか)。

code

エラーコード。

column

エラーが発生した列。

注意:

このプロパティは libxml で完全には実装されておらず、しばしば 0 が返されることがあります。

message

エラーメッセージ (存在する場合)。

file

ファイル名。XML を文字列から読み込んだ場合は空文字列。

line

エラーが発生した行。

http://www.xmlsoft.org/html/libxml-xmlerror.html
http://www.xmlsoft.org/html/libxml-xmlerror.html
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libxml 関数

libxml_clear_errors
(PHP 5 >= 5.1.0)

libxml_clear_errors — libxmlエラーハンドラをクリアする

説明

void libxml_clear_errors ( void )

libxml_clear_errors()は、libxmlエラーバッファをクリアします。

返り値

値を返しません。

参考

libxml_get_errors() - エラー配列を取得する
libxml_get_last_error() - libxmlから直近のエラーを取得する

libxml_disable_entity_loader
(PHP 5 >= 5.2.11)

libxml_disable_entity_loader — 外部エンティティの読み込み機能を無効にする

説明

ReturnType libxml_disable_entity_loader ([ bool $disable = TRUE ] )

外部エンティティ読み込み機能の有効/無効を切り替えます。

パラメータ
disable

libxml を使用する拡張モジュール (DOM、XMLWriter および XMLReader) で、外部エンティティの読み込み機能を 無効 (TRUE) あるいは有効 (FALSE) にします。

返り値

変更前の値を返します。

参考

libxml_use_internal_errors() - libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする
LIBXML_NONET 定数

libxml_get_errors
(PHP 5 >= 5.1.0)

libxml_get_errors — エラー配列を取得する

説明

array libxml_get_errors ( void )

エラー配列を取得します。

返り値

エラーがバッファにある場合に LibXMLError オブジェクトの配列、 それ以外の場合に空の配列を返します。
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例

例1 libxml_get_errors() の例

この例は、簡単な libxml エラーハンドラを構築する方法を示すものです。
<?php

libxml_use_internal_errors(true);

$xmlstr = <<< XML
<?xml version='1.0' standalone='yes'?>
<movies>
 <movie>
  <titles>PHP: Behind the Parser</title>
 </movie>
</movies>
XML;

$doc = simplexml_load_string($xmlstr);
$xml = explode("\n", $xmlstr);

if (!$doc) {
    $errors = libxml_get_errors();

    foreach ($errors as $error) {
        echo display_xml_error($error, $xml);
    }

    libxml_clear_errors();
}

function display_xml_error($error, $xml)
{
    $return  = $xml[$error->line - 1] . "\n";
    $return .= str_repeat('-', $error->column) . "^\n";

    switch ($error->level) {
        case LIBXML_ERR_WARNING:
            $return .= "Warning $error->code: ";
            break;
         case LIBXML_ERR_ERROR:
            $return .= "Error $error->code: ";
            break;
        case LIBXML_ERR_FATAL:
            $return .= "Fatal Error $error->code: ";
            break;
    }

    $return .= trim($error->message) .
               "\n  Line: $error->line" .
               "\n  Column: $error->column";

    if ($error->file) {
        $return .= "\n  File: $error->file";
    }

    return "$return\n\n--------------------------------------------\n\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
  <titles>PHP: Behind the Parser</title>
----------------------------------------------^
Fatal Error 76: Opening and ending tag mismatch: titles line 4 and title
  Line: 4
  Column: 46

--------------------------------------------

参考

libxml_get_last_error() - libxmlから直近のエラーを取得する
libxml_clear_errors() - libxmlエラーハンドラをクリアする

libxml_get_last_error
(PHP 5 >= 5.1.0)

libxml_get_last_error — libxmlから直近のエラーを取得する

説明

LibXMLError libxml_get_last_error ( void )

libxmlから直近のエラーを取得します。

返り値

エラーがバッファにある場合にLibXMLErrorオブジェクト、 それ以外の場合に FALSE を返します。

参考
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libxml_get_errors() - エラー配列を取得する
libxml_clear_errors() - libxmlエラーハンドラをクリアする

libxml_set_streams_context
(PHP 5)

libxml_set_streams_context — 次のlibxmlドキュメントの読込／書きこみのためにストリームコンテキストを設定する

説明

void libxml_set_streams_context ( resource $streams_context )

次のlibxmlドキュメントの読込／書きこみのためにストリームコンテキストを設定します。

パラメータ
streams_context

ストリームコンテキストリソース( stream_context_create()で作成)

返り値

値を返しません。

例

例1 libxml_set_streams_context() の例
<?php

$opts = array(
    'http' => array(
        'user_agent' => 'PHP libxml agent',
    )
);

$context = stream_context_create($opts);
libxml_set_streams_context($context);

// HTTPによりファイルをリクエスト
$doc = DOMDocument::load('http://www.example.com/file.xml');

?>

参考

stream_context_create() - ストリームコンテキストを作成する

libxml_use_internal_errors
(PHP 5 >= 5.1.0)

libxml_use_internal_errors — libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする

説明

bool libxml_use_internal_errors ([ bool $use_errors = false ] )

libxml_use_internal_errors() により、 標準のlibxmlエラーを無効にし、ユーザによるエラー処理を有効にすることができます。

パラメータ
use_errors

ユーザによるエラー処理を有効または無効にする。

返り値

この関数は、 use_errorsの前の値を返します。

例

例1 libxml_use_internal_errors()の例
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この例は、libxmlエラーとこの関数により返された値の 貴本的な使用方法に示すものです。
<?php

// ユーザによるエラー処理を有効にします
var_dump(libxml_use_internal_errors(true));

// ドキュメントを読み込みます
$doc = new DOMDocument;

if (!$doc->load('file.xml')) {
    foreach (libxml_get_errors() as $error) {
        // ここでエラー処理をします
    }

    libxml_clear_errors();
}

?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)

参考

libxml_clear_errors() - libxmlエラーハンドラをクリアする
libxml_get_errors() - エラー配列を取得する

目次
libxml_clear_errors — libxmlエラーハンドラをクリアする
libxml_disable_entity_loader — 外部エンティティの読み込み機能を無効にする
libxml_get_errors — エラー配列を取得する
libxml_get_last_error — libxmlから直近のエラーを取得する
libxml_set_streams_context — 次のlibxmlドキュメントの読込／書きこみのためにストリームコンテキストを設定する
libxml_use_internal_errors — libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
libXMLError — libXMLError クラス
libxml 関数

libxml_clear_errors — libxmlエラーハンドラをクリアする
libxml_disable_entity_loader — 外部エンティティの読み込み機能を無効にする
libxml_get_errors — エラー配列を取得する
libxml_get_last_error — libxmlから直近のエラーを取得する
libxml_set_streams_context — 次のlibxmlドキュメントの読込／書きこみのためにストリームコンテキストを設定する
libxml_use_internal_errors — libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする

qtdom

導入
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

注意: この拡張モジュールは Windows 環境では利用できません。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

インストール/設定

http://pecl.php.net/
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目次
要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
Qt ライブラリ >=2.2.0 が必要です。

インストール手順
この拡張モジュールは、メンテナンスされておらず開発が止まっています。 しかし、ソースコードは PECL SVN から取得できます。 » http://svn.php.net/viewvc/pecl/qtdom.

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

qtdom 関数

qdom_error
(PHP 4 >= 4.0.5)

qdom_error — 直近の QDOM 操作からのエラー文字列、 またはエラーが発生しなかった場合に FALSE を返す

説明

string qdom_error ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

qdom_tree
(PHP 4 >= 4.0.4)

qdom_tree — XML 文字列のツリーを作成する

説明

http://svn.php.net/viewvc/pecl/qtdom
http://pecl.php.net/
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QDomDocument qdom_tree ( string $doc )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

警告

この関数は、 現在のところ詳細な情報はありません。引数のリストのみが 記述されています。

目次
qdom_error — 直近の QDOM 操作からのエラー文字列、 またはエラーが発生しなかった場合に FALSE を返す
qdom_tree — XML 文字列のツリーを作成する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
qtdom 関数

qdom_error — 直近の QDOM 操作からのエラー文字列、 またはエラーが発生しなかった場合に FALSE を返す
qdom_tree — XML 文字列のツリーを作成する

Service Data Objects

導入
Service Data Objects (SDO) を使用すると、PHP アプリケーションから (データベースクエリ・XML ファイル・スプレッドシートなどの) さまざまな形式のデータへのアクセスが 同じインターフェイスで行えるようになります。

データソースにアクセスするには、それぞれのデータソースに対応した アクセス機能を提供するデータアクセスサービス (DAS) が必要となります。 PHP アプリケーションからは、データソース内のデータを表す SDO インスタンスを作成するために DAS を使用します。そうす
ると、 標準的な SDO インターフェイスを使用して SDO インスタンスの データに対する読み書きができるようになります。最後に、 変更されたデータを DAS でデータソースに書き込みます。 このデータソースは、通常は最初に作成したのと同じものとなります。

現在使用可能なデータアクセスサービスの詳細は、 データアクセスサービスの一覧 を参照ください。提供されている DAS 以外にも、SDO は 他のサービスを実装するためのインターフェイスも提供しています (詳細は SDO データアクセスサービス インターフェイス を参照く
ださい)。

この拡張モジュールは、 » Service Data Objects specification の概念に由来するものです。 » Apache Tuscany SDO for C++ project を含んでいます。

Service Data Object の構造
Service Data Object のインスタンスは、データオブジェクトのツリーで 構成されています。このツリーは、データオブジェクト間の閉じた関係で 定義されます。例えば、Company (会社) データオブジェクトに いくつかの Department (部署) データオブジェクトが含まれて
いると すると、Company が Department を包含しているということになります。

SDO では、包含関係以外の関係もデータオブジェクトのツリー内で 保持することができます。例えば、ある Employee (従業員) データオブジェクトが、上司として別の Employee を参照していることが あるかもしれません。

データオブジェクト同士がお互いを参照するだけではなく、 オブジェクト以外のプロパティを保持することもできます。 例えば、Company データオブジェクトに文字列型のプロパティ "name" を含め、そこに会社名 ("Acme" など) を格納することもできます。

これらのデータオブジェクトのプロパティ、すなわち包含関係をもつもの、 包含関係を持たないもの、そしてプリミティブなプロパティは、 ひとつの値を持つこともあれば複数の値を持つこともあります。 上の例では、Departments は複数の値をとりますが Company の
name はひとつの値しかとりません。

PHP では、SDO データオブジェクトは PHP のオブジェクトとして表されます。 データオブジェクトのプロパティへは、 オブジェクト構文あるいは連想配列形式の構文でアクセスすることができます。 後でこれらの例を示します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

http://www.ibm.com/developerworks/webservices/library/specification/ws-sdo/
http://incubator.apache.org/tuscany/
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要件
SDO 拡張モジュールを使用するには、PHP 5.1.0 以降が必要です。 また、libxml2 ライブラリも必要です。通常は、既に libxml2 はインストールされているでしょうが、もしインストールされていない場合は » http://www.xmlsoft.org/ からダウンロードできます。

インストール手順
この PECL 拡張モジュールをインストールする方法は、 マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール という章にあります。 新規リリース・ダウンロード・ソースファイル・管理者情報・CHANGELOG といった関連する情報については、次の場所にあります。 »
http://pecl.php.net/package/sca_sdo.

注意:

初期のバージョンの SDO 拡張モジュールは、XML DAS 用に別の共有ライブラリが必要でした。これは今は使われていないので、 php_sdo_das_xml.dll や sdo_das_xml.so への参照を php.ini から削除してください。

Unix システム

1. SDO を構成する 3 つのコンポーネントである SDO コア、XML DAS およびリレーショナル DAS は、ひとつの PECL プロジェクト Service Component Architecture (SCA) にまとめられており、SCA_SDO という名前になっています。つまり、以下のコマンドで、 SCA を
ダウンロードして SDO の全パーツをインストールすることができます。
pecl install SCA_SDO

このコマンドは SDO 共有ライブラリをビルドし、 SCA およびリレーショナル DAS の PHP ファイルをインストールします。

最新のベータ版を使用するには、代わりに次のコマンドを使用します。
pecl install SCA_SDO-beta

2. pecl コマンドは、SDO モジュールを自動的に PHP 拡張モジュールディレクトリにインストールします。 SDO 拡張モジュールを有効にするには、以下の行を php.ini に追加しなければなりません。
extension=sdo.so

PECL パッケージのビルド方法についての詳細は、マニュアルの PECL 拡張モジュールのインストール を参照ください。

Linux での SDO のビルド

この節では、Linux 上で SDO コアおよび XML DAS をビルドする方法を 説明します。これを知る必要があるのは、SVN からチェックアウトした 最新バージョンをビルドしたい場合のみです。

1. 拡張モジュールのメインディレクトリに移動します。 cd < sdo のコードがある場所 >

2. phpize を実行します。これにより、 SDO をコンパイルするための環境を設定します。

3. 次に ./configure; make; make install を実行します。 拡張モジュールをインストールするには、root としてログインする 必要があることに注意しましょう。

4. php.ini ファイルに extension=sdo.so を追加することで、このモジュールが PHP に読み込まれるようにします。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

SDO_DAS_ChangeSummary::NONE=0 (integer)
変更の型 'none (変更していない)' を表します。

SDO_DAS_ChangeSummary::MODIFICATION=1 (integer)
変更の型 'modification (修正)' を表します。

SDO_DAS_ChangeSummary::ADDITION=2 (integer)
変更の型 'addition (追加)' を表します。

SDO_DAS_ChangeSummary::DELETION=3 (integer)
変更の型 'deletion (削除)' を表します。

http://www.xmlsoft.org/
http://pecl.php.net/package/sca_sdo
http://pecl.php.net/package/sca_sdo
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制限事項
実装上の制限

現在の SDO の実装には、以下の制限があります。

1. マルチバイト文字セットはサポートしていません。 コミュニティの要望があれば、Unicode 対応版の PHP で対応するかもしれません。

SDO の制限

現在の PHP の実装では、以下の SDO 2.0 の概念はサポートされていません。 将来これらのすべてが実装されるとは限りません。実装されるかどうかは コミュニティの要望があるかどうかによります。

1. 双方向のリレーション

2. 型およびプロパティのエイリアス

3. 読み込み専用のプロパティ

4. SDO 2.0 で定義されているヘルパークラスは、直接には実装されていません。 しかし、同等の機能がより PHP らしい方法で提供されています。 例えば、CopyHelper::copy() の機能については、 データオブジェクトに PHP の clone キーワードを適用することで実現で
きます。

例
目次

基本的な使用法
プロパティの値の設定および取得
シーケンスデータオブジェクトの使用
サービスデータオブジェクトへのリフレクション

基本的な使用法
以下の例では、XML データアクセスサービスを使用して、 下のスキーマおよびインスタンスをもとに作成した SDO の使用を想定しています。

以下で説明しているインスタンスドキュメントは、 'MegaCorp' という会社を扱っています。この会社には 'Advanced Technologies' という名前の部署がひとつあります。 Advanced Technologies 部門には 3 人の従業員がいます。 この会社の employeeOfTheMonth (今月
の従業員) は、 2 人目の従業員である 'Jane Doe' を指しています。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 
<company xmlns="companyNS" name="MegaCorp" 
  employeeOfTheMonth="E0003">
  <departments name="Advanced Technologies" location="NY" number="123">
    <employees name="John Jones" SN="E0001"/>
    <employees name="Jane Doe" SN="E0003"/>
    <employees name="Al Smith" SN="E0004" manager="true"/>
  </departments>
</company>

このスキーマのルート要素は company です。company は departments を含んでおり、個々の department は employees を含んでいます。 各要素はいくつかの属性を保持しており、ここに名前やシリアル番号などを保存します。 最後に、company は IDREF 属性を保持し
ており、 特定の従業員を 'employeeOfTheMonth' として参照しています。
<xsd:schema  
  xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
  xmlns:sdo="commonj.sdo"
  xmlns:sdoxml="commonj.sdo/xml"
  xmlns:company="companyNS"
  targetNamespace="companyNS">
  <xsd:element name="company" type="company:CompanyType"/>
  <xsd:complexType name="CompanyType">
    <xsd:sequence>
      <xsd:element name="departments" type="company:DepartmentType" 
        maxOccurs="unbounded"/>
    </xsd:sequence>
    <xsd:attribute name="name" type="xsd:string"/>
    <xsd:attribute name="employeeOfTheMonth" type="xsd:IDREF" 
      sdoxml:propertyType="company:EmployeeType"/> 
  </xsd:complexType>
  <xsd:complexType name="DepartmentType">
    <xsd:sequence>
      <xsd:element name="employees" type="company:EmployeeType"  
        maxOccurs="unbounded"/>
    </xsd:sequence>
    <xsd:attribute name="name" type="xsd:string"/>
    <xsd:attribute name="location" type="xsd:string"/>
    <xsd:attribute name="number" type="xsd:int"/>
  </xsd:complexType>
  <xsd:complexType name="EmployeeType">
    <xsd:attribute name="name" type="xsd:string"/>
    <xsd:attribute name="SN" type="xsd:ID"/>
    <xsd:attribute name="manager" type="xsd:boolean"/>
  </xsd:complexType>
</xsd:schema>

XML データアクセスサービスは、スキーマを SDO に関連付けます。 "name" のような属性はプリミティブプロパティに、 一連の employees は複数の値をとる包含関係に、といったようになります。 包含関係は、複合型の中に別の複合型を含めることで表され、 非包含関係は
ID や IDREF に特別な属性 sdoxml:propertyType を指定して表されることに注意しましょう。
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プロパティの値の設定および取得
以下の例では、上で示したスキーマおよびインスタンスドキュメントをもとに 作成したデータオブジェクトツリーのルート要素が $company に入っているものとして考えます。

例1 プロパティ名を使用したアクセス

データオブジェクトのプロパティへは、通常のオブジェクトの プロパティにアクセスするのと同じ構文でアクセス可能です。 以下の例では、会社の名前を 'Acme' に変更します。
<?php
$company->name = 'Acme';
?>

例2 配列のインデックスを使用したプロパティへのアクセス

連想配列形式の構文を使用して、プロパティにアクセスすることもできます。 最も簡単な負尾法は、プロパティ名を配列のインデックスとして使用する方法です。 例えば、以下の例では会社の名前を設定してから「今月の従業員」を取得しています。
<?php
$company['name'] = 'UltraCorp';
$eotm = $company['employeeOfTheMonth'];
?>

例3 データオブジェクトの繰り返し処理

foreach を使用することにより、データオブジェクトのプロパティを 順に処理していくことができます。以下の例では、 今月の従業員のプロパティを順に処理します。
<?php
  $eotm = $company->employeeOfTheMonth;
  foreach ($eotm as $name => $value) {
      echo "$name: $value\n";
  }
?>

出力は以下のようになります。
name: Jane Doe
SN: E0003

'manager' プロパティは表示されません。なぜなら設定されていないからです。

例4 多くの値をとりうるプロパティへの名前によるアクセス

多くの値をとりうるデータオブジェクトのプロパティへのアクセスも、 オブジェクトのプロパティに対するアクセス構文でアクセスできます。 例えば部署の一覧を取得するにはこのようにします。
<?php
$departments = $company->departments;
?>

例5 多くの値をとりうる要素へのアクセス

配列の構文を使用することで、多くの値をとりうる要素における 個々の要素にアクセスすることが可能です。以下の例では、 会社の中の最初の部署にアクセスしています。
<?php
$ad_tech_dept = $company->departments[0];
?>

例6 多くの値をとりうるプロパティの順次処理

foreach を使用して、多くの値をとりうるプロパティを順に処理することができます。 会社の各部門を順に処理するにはこのようにします。
<?php
  foreach ($company->departments as $department) {
    // ...
  }
?>

繰り返しのたびに、次の部署が変数 $department に代入されます。

例7 連結されたプロパティへのアクセス

プロパティへの参照を、ひとつの行に連結することができます。 以下の例では、最初の部署の名前を設定し、取得しています。
<?php
  $company->departments[0]->name = 'Emerging Technologies';
  $dept_name = $company->departments[0]->name;
?>

同じことを連想配列構文で行うと、このようになります。
<?php
  $company['departments'][0]['name'] = 'Emerging Technologies';
  $dept_name = $company['departments'][0]['name'];
?>

どちらの場合でも、dept_name の内容は 'Emerging Technologies' となります。

例8 XPath によるナビゲーション

連想配列のインデックスとして、XPath 風の式を使用することができます。 実際に使用できる式は、XPath の拡大サブセットです。

多くの値をとりうるプロパティの表す方法として、 2 通りの方法がサポートされています。 最初の方法は、1 から始まる標準的な XPath の配列構文を使用するものです。 もうひとつは、SDO で XPath を拡張した構文で、 ゼロから始まるインデックスを使用します。 標準的な
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構文は以下のようになります。
<?php
  $jane_doe = $company["departments[1]/employees[2]"];
?>

そして SDO の拡張版 XPath 構文はこのようになります。
<?php
  $jane_doe = $company["departments.0/employees.1"];
?>

どちらの例でも、最初の部署の 2 番目の従業員を取得します。

例9 XPath による問い合わせ

XPath を使用して、インスタンスのデータ内のデータオブジェクトを 検索することができます。以下の例では、部署 'Advanced Technologies' の manager を取得しています。
<?php
 $ad_tech_mgr = 
  $company["departments[name='Advanced Technologies']/employees[manager=true]"];
?>

例10 子オブジェクトの作成

データオブジェクトは、自分自身の中に子オブジェクトを保持することが できます。子データオブジェクトは自動的にデータグラフの一員となります。 以下の例では、部署 'Advanced Technologies' に新しい従業員を追加しています。
<?php
  $ad_tech_dept = $company["departments[name='Advanced Technologies']"];
  $new_hire = $ad_tech_dept->createDataObject('employees');
  $new_hire->name = 'John Johnson';
  $new_hire->SN = 'E0005';
  $new_hire->manager = false;
?>

例11 プリミティブなプロパティの開放

データオブジェクトに項目が登録されているかどうかを確かめたり 項目を削除したりする際には、それぞれ isset() および unset() 関数が使用可能です。

以下の例は、最初の部署の名前を消去します。
<?php
  unset($company->departments[0]->name);
?>

例12 データオブジェクトの開放

unset は、ツリーからデータオブジェクトを削除する場合にも使用できます。 以下の例は、John Jones を会社から削除します。
<?php
  unset($company->departments[0]->employees[0]);
?>

例13 参照されているデータオブジェクトの開放

以下の例では、会社から「今月の従業員」を削除します。 もしこれらの間に包含関係があった場合、参照先の従業員も 削除されてしまいます (その月の一番優秀な従業員を毎月クビにしていく なんてバカなことは、普通はしないでしょう!)。 しかし実際にはこれらは包含関係で
はないので、参照先の 従業員は会社の中の部署の中に残り続けます。ただ、 employeeOfTheMonth プロパティを通じてはアクセスできなくなります。
<?php
  if (isset($company->employeeOfTheMonth)) {
    unset($company->employeeOfTheMonth);
  }
?>

例14 プロパティのインデックスを使用したアクセス

配列構文を使用して、プロパティのインデックス経由で データオブジェクトのプロパティにアクセスすることができます。 プロパティのインデックスは、モデル (この場合は xml スキーマ) 内でそのプロパティの定義が現れる位置となります。 上のスキーマの例では、会社の名
前が company の 2 番目の属性であることがわかります (SDO のインターフェイスは、 XML の要素と属性を区別しません)。以下の例では、 会社の名前を 'Acme' に設定します。これは プロパティ名を使用したアクセス と同じ結果となります。
<?php
  $company[1] = 'Acme';
?>

このようにインデックスを直接使用すると、後で破綻してしまう可能性があります。 通常はプロパティ名を使用する方式を推奨します。 しかし、時にはインデックスによるアクセスが必要になる場合もあるでしょう。

シーケンスデータオブジェクトの使用
シーケンスデータオブジェクトは、データオブジェクト内のさまざまな プロパティの並び順を追跡する SDO です。ここには、非構造化 テキスト要素 (SDO のいずれのプロパティにも属さないテキスト要素) を含めることも可能です。シーケンスデータオブジェクトは、 非構造
化テキストを許可 (つまり、mixed=true である) したり、要素が交互に現れる (

<A/><B/><A/>

) ような XML 文書を扱う場合に有用です。 これは、例えば order に choice を指定した複合型の要素に対して スキーマで maxOccurs>1 を定義している場合などに発生します。

以下の例では、XML データアクセスサービスを使用して、 下のスキーマおよびインスタンスをもとに作成した SDO の使用を想定しています。

このスキーマでは、手紙の書式を定義しています。letter (手紙) には オプションで 3 つのプロパティ date (日付)、firstName (名前)、 および lastName (苗字) を含めることが可能です。このスキーマでは mixed="true" としていますが、これは 3 つのプロパティの間に非構
造化テキストをちりばめることが できるということを意味します。
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<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
  xmlns:letter="http://letterSchema"
  targetNamespace="http://letterSchema">
  <xsd:element name="letters" type="letter:FormLetter"/>
  <xsd:complexType name="FormLetter" mixed="true">
    <xsd:sequence>
      <xsd:element name="date" minOccurs="0" type="xsd:string"/>
      <xsd:element name="firstName" minOccurs="0" type="xsd:string"/>
      <xsd:element name="lastName" minOccurs="0" type="xsd:string"/>
    </xsd:sequence>
  </xsd:complexType>
</xsd:schema>

以下が、手紙のインスタンスです。これには 3 つのプロパティ date、firstName および lastName が含まれており、非構造化 テキスト要素として住所と本文が含まれています。
<letter:letters xmlns:letter="http://letterSchema">
  <date>March 1, 2005</date>
  Mutual of Omaha
  Wild Kingdom, USA
  Dear
  <firstName>Casy</firstName>
  <lastName>Crocodile</lastName>
  Please buy more shark repellent.
  Your premium is past due.
</letter:letters>

このインスタンスが読み込まれると、letter データオブジェクトの シーケンス番号およびプロパティ番号は以下の表のようになります。

シーケンスのインデックスプロパティのインデックス:名前 値
0 0:date March 1, 2005
1 - Mutual of Omaha
2 - Wild Kingdom, USA
3 - Dear
4 1:firstName Casy
5 2:lastName Crocodile
6 - Please buy more shark repellent.
7 - Your premium is past due.

シーケンス番号の整合性を保つため、シーケンスデータオブジェクトの 操作には SDO_Sequence インターフェイスを使用しなければなりません。 これにより、データオブジェクトに対しての操作を プロパティのインデックスではなくシーケンスのインデックスを使用して 行
えるようになります (上の表を参照ください)。 以下の例では、letter のインスタンスが データオブジェクト $letter として 読み込まれているものと仮定します。

例1 SDO_Sequence インターフェイスの取得

データオブジェクトのシーケンスを取得するには getSequence() メソッドを使用します。 以下の例では、letter データオブジェクトのシーケンスを取得します。
<?php
  $letter_seq = $letter->getSequence();
?>

これ以降の例では、letter データオブジェクトのシーケンスが 変数 $letter_seq に代入されているものとします。

例2 シーケンスの値の取得/設定

シーケンスのインデックスを使用することで、(非構造化 テキストも含め) それぞれの値を取得したり設定したりすることが可能です。 以下の例では、ファーストネームを 'Snappy' に変更して シーケンスの最後の値 (非構造化テキスト 'Your premium is past due.') を取得しま
す。
<?php
  $letter_seq[4] = 'Snappy';
  $text = $letter_seq[count($letter_seq) - 1];
?>

例3 シーケンスの繰り返し処理

foreach を使用して、個々のシーケンス値について処理を繰り返すことが できます。以下の例では、シーケンス順に個々の値を処理します。
<?php
foreach ($letter->getSequence() as $value) {
    // ...
}
?>

例4 シーケンスとデータオブジェクトの比較

データオブジェクトのインターフェイスから設定した値は、シーケンスの 一部とはならないことがあります。データオブジェクト経由で値を 設定した場合、そのプロパティが既にシーケンスに組み込まれていた 場合にのみシーケンスからアクセス可能となります。 以下の例で
は、データオブジェクト経由で lastName を設定して それをシーケンスから取得しています。これがうまくいくのは、 lastName が既にシーケンス内に存在するからです。もしこれが 事前に設定されていなかった場合、lastName には 'Smith' が 設定されますが、それはシー
ケンスの一部とはなりません。
<?php
  $letter[2] = 'Smith';
  $last_name = $letter_seq[5];
?>

例5 シーケンスへの追加

シーケンスに新しい値を追加するには SDO_Sequence::insert() メソッドを使用します。以下の例では、プロパティ 'firstName' および 'lastName' が最初に削除されているものと仮定します。
<?php
  // シーケンスに firstName を追加します
  // 値: 'Smith'
  // シーケンスのインデックス: NULL (追加)
  // プロパティ ID: 1 (firtName プロパティのインデックス)
  $letter_seq->insert('Smith', NULL, 1);
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  // シーケンスに lastName を追加します
  // 値: 'Jones'
  // シーケンスのインデックス: NULL (追加)
  // プロパティ ID: 'lastName' (lastName プロパティの名前)
  $letter_seq->insert('Jones', NULL, 'lastName');

  // 非構造化テキストを追加します
  // 値: 'Cancel Subscription.'
  // シーケンスのインデックス: 省略 (追加)
  // プロパティ ID: 省略 (非構造化テキスト)
  $letter_seq->insert('Cancel Subscription.');

  // 非構造化テキストを間に挿入します。それ以降のシーケンス値は
  // ひとつずれます。
  // 値: 'Care of:'
  // シーケンスのインデックス: 1 (2 番目の要素として挿入する)
  // プロパティ ID: 省略 (非構造化テキスト)
  $letter_seq->insert('Care of:', 1);
?>

例6 シーケンスからの削除

シーケンスに項目が登録されているかどうかを確かめたり シーケンスから項目を削除したりする際には、それぞれ isset() および unset() 関数が使用可能です (注意: unset() は、現時点では値を データオブジェクト内に残します。しかし、この挙動はおそらく今後 変更され、
データオブジェクトからもデータを削除することに なるでしょう)。シーケンスの挙動は、リスト構造に似ています。 そのため、シーケンスの途中の項目を削除すると、それ以降の インデックスがひとつずつ小さいほうにずれます。以下の例では、 インデックスの最初の要素が
存在するかどうか調べ、存在する場合に それを削除しています。
<?php
  if (isset($letter_seq[0])) {
    unset($letter_seq[0]);
  }
?>

サービスデータオブジェクトへのリフレクション
SDO は、自分自身を作成するもととなったオブジェクト (モデル) の構造を知っています。例えば、上の Company XML スキーマ を使用して 作成した Company SDO には DepartmentType データオブジェクトしか 含めることはできず、同様に DepartmentType データオブ
ジェクトには EmployeeType データオブジェクトしか含めることはできません。

実行時にモデルの情報にアクセスできると、以下のような利点があります。 例えば、データオブジェクトに値を設定するためのユーザインターフェイスを 自動的に作成することができます。モデルの情報にアクセスするには、 リフレクションを使用します。

例1 データオブジェクトへのリフレクション

以下の例では、空の Employee データオブジェクトへのリフレクションの 方法を示します。
<?php
  // employee データオブジェクトを (例えば XML データアクセスサービスなどから) 作成します
  $employee = ...;
  $reflection = new SDO_Model_ReflectionDataObject($employee);
  print($reflection);
?>

上の例の出力は以下となります。
object(SDO_Model_ReflectionDataObject)#4 { - ROOT OBJECT - Type { 
companyNS:EmployeeType[3] { commonj.sdo:String $name; 
commonj.sdo:String $SN; commonj.sdo:Boolean $manager; } }

SDO_Model_ReflectionDataObject に対して print を使用すると、 データオブジェクトのモデルを出力します。この出力結果から、 companyNS:EmployeeType 型には 3 つのプロパティがあることや それぞれのプロパティの名前と型を知ることができます。 プリミティブ型
は、SDO の型として表示されることに注意しましょう (例: commonj.sdo namespace, String type)。これは SDO モデルであり、 アプリケーションからは PHP の同等の型 (例: string および boolean) として扱えることを知っておくとよいでしょう。

例2 型情報へのアクセス

リフレクションを使用して、データオブジェクトの型情報を取得することが できます。以下の例では、まず型がプリミティブ型ではなく データオブジェクトに対応するものであることを確認し、各プロパティの 名前を書き出しています ($type および $property は、それぞれ
SDO_Model_Type および SDO_Model_Property オブジェクトです)。
<?php
    // employee データオブジェクトを (例えば XML データアクセスサービスなどから) 作成します
    $employee = ...;
    $reflection = new SDO_Model_ReflectionDataObject($employee);
    $type = $reflection->getType();
    if (! $type->isDataType()) {
        foreach ($type->getProperties() as $property) {
            print $property->getName() . "\n";
        }
    }
?>

上の例の出力は以下となります。
name
SN
manager

SDO 関数
データアクセスサービス
以下の表で、現在提供されている SDO データアクセスサービスの 一覧を示します。
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DAS 名 説明
SDO_DAS_XML XML データアクセスサービスは、SDO を XML ドキュメントとして 読み書きします。
SDO_DAS_Relational PDO を基にしたデータアクセスサービスで、SDO をリレーショナル データベースとして読み書きします。同時更新に対しては 楽観的な実装となっています。

定義済みクラス
SDO は、3 つの系統のインターフェイスから構成されています。ひとつめは 典型的な SDO アプリケーションで使用されるインターフェイスをカバーする もので、これらには 'SDO_' という名前がつけられています。2 番目は データオブジェクトのモデルを扱うためのもので、
これらには 'SDO_Model_' という名前がつけられています。最後はデータアクセスサービスで 使用されるもので、これらには 'SDO_DAS_' という名前がつけられています。 SDO を使用するほとんどの人は、'SDO_Model_' や 'SDO_DAS_' を使用したり理解したりする必要はな
いでしょう。

SDO API

SDO_DataObject
データオブジェクトを操作する際のメインとなるインターフェイスです。 以下で説明するメソッドに加え、SDO_DataObject は ArrayAccess、SDO_PropertyAccess (プロパティへのアクセスのために __get() / __set() メソッドをオーバーロードします)、 Iterator および
Countable インターフェイスを継承します。

メソッド
getSequence - データオブジェクトのシーケンスを取得する

createDataObject - 子データオブジェクトを作成する

clear - データオブジェクトのプロパティの設定を解除する

getContainer - このオブジェクトのコンテナ (あるいは「親」) を取得する

getTypeName - このデータオブジェクトの型の名前を取得する

getTypeNamespaceURI - このデータオブジェクトの型の名前空間 URI を取得する

SDO_Sequence
シーケンスデータオブジェクトが、データオブジェクトのプロパティの 並び順を保持したままアクセスをおこなったり 非構造化テキストを許可したりする際に使用するインターフェイスです。 SDO_Sequence は、インデックスが常に連続した数となるようにします。 そのた
め、要素を挿入したり削除したりすると、その他の要素のインデックスが 増減します。以下で説明するメソッドに加え、SDO_Sequence は ArrayAccess、Iterator および Countable インターフェイスを 継承しています。

メソッド
getProperty - シーケンスのインデックスからプロパティを取得する

move - 指定した要素を、現在のプロパティインデックスから別の位置に移動する

insert - シーケンスに新しい値を挿入する

SDO_List
複数の値を保持するプロパティを操作するためのインターフェイスです。 以下に挙げるメソッドに加え、SDO_List は ArrayAccess、 Iterator および Countable を継承しています。 SDO_List は、常にインデックスが連続した数となるようにします。 そのため、要素を挿入し
たり削除したりすると 他の要素のインデックスが変化します。

メソッド
insert - 新しい値をリストに挿入する

SDO_DataFactory
データオブジェクトを作成するためのインターフェイスです。 ファクトリのモデルに値を設定する (すなわち、作成可能なデータ オブジェクトの型および構造情報をもとにデータファクトリを設定する) のはデータアクセスサービスの役目です。また、オプションとして
SDO_DataFactory インターフェイスのインスタンスを返すか、 それを実装します。

メソッド
create - 新しいデータオブジェクトを作成する

SDO_Exception
SDO_Exception は、呼び出し元の要求を完了させられなかった際にスローされます。 SDO_Exception のサブクラスには以下のようなものがあります。

SDO_PropertyNotSetException - 指定されたプロパティは存在するが、まだ値が設定されていません。 あるいはデフォルト値が設定されていません。
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SDO_PropertyNotFoundException - 指定されたプロパティはデータオブジェクトの型の一部ではありません。

SDO_TypeNotFoundException - 指定された名前空間 URI あるいは型名が見つかりません。

SDO_InvalidConversionException - 代入時に、型の変換を行うことができません。

SDO_IndexOutOfBoundsException - データオブジェクトやシーケンス、リストにおける数値インデックスが 有効な範囲にありません。

SDO_UnsupportedOperationException - その操作が許可されていないため、要求を完了できませんでした。 例えば読み込み専用のプロパティに値を設定しようとした場合などです。

メソッド
組み込みの Exception クラスから継承したものに加え、次のメソッドが追加されています。

getCause - この SDO_Exception の原因を取得する

SDO リフレクション API

SDO_Model_ReflectionDataObject
データオブジェクトのインスタンス自身について、モデルの型や プロパティの情報を取得するためのインターフェイスです。 PHP 5 で使用可能となったリフレクションパターンに従うように 設計されています。

コンストラクタ
__construct - 新しい SDO_Model_ReflectionDataObject を作成する

メソッド
export - データオブジェクトを表す文字列を取得する

getType - データオブジェクトの SDO_Model_Type を取得する

getInstanceProperties - データオブジェクトのインスタンスのプロパティを取得する

getContainmentProperty - データオブジェクトとの包含関係を定義しているプロパティを取得する

SDO_Model_Type
データオブジェクトの型に関する情報を取得するための インターフェイスです。このインターフェイスは、型の名前および 名前空間 URI・オープン型のデータを許可するかどうかなどを 調べるために使用します。

メソッド
getName - 型の名前を取得する

getNamespaceURI - 型の名前空間 URI を取得する

isInstance - データオブジェクトが特定の型のインスタンスであるかどうかを調べる

getProperties - 型のプロパティを取得する

getProperty - 型のプロパティを取得する

isDataType - この型が基本的なスカラー型であるかどうかを調べる

isSequencedType - この型がシーケンス型であるかどうかを調べる

isOpenType - この型がオープン型であるかどうかを調べる

isAbstractType - この型が抽象型であるかどうかを調べる

getBaseType - この型の基底型を (もし存在すれば) 取得する

SDO_Model_Property
データオブジェクトのプロパティに関する情報を取得するための インターフェイスです。このインターフェイスは、プロパティの型・ デフォルト値の存在・包含関係の有無・カーディナリティなどを 調べるために使用します。

メソッド
getName - プロパティの名前を取得する

getType - プロパティの型を取得する



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

isMany - プロパティが複数の値を保持するかどうかを調べる

isContainment - プロパティが包含関係を保持するかどうかを調べる

getContainingType - このプロパティを含んでいる型を取得する

getDefault - プロパティのデフォルト値を取得する

SDO データアクセスサービス 開発者用インターフェイス

SDO_DAS_DataObject
データアクセスサービスが、データオブジェクトの SDO_DAS_ChangeSummary にアクセスするためのインターフェイスです。これは、変更した内容を データベースに書き戻す際に、データアクセスサービスがデータの 衝突を調べるために使用されます。

メソッド
getChangeSummary - データオブジェクトの変更内容を取得する

SDO_DAS_ChangeSummary
データオブジェクトの変更履歴にアクセスするためのインターフェイスです。 ログ取得が有効になってからデータオブジェクトに発生したあらゆる変更が、 変更内容に含まれます。削除あるいは修正の場合は、変更前の情報も保持されます。

ログ取得が有効になっていない場合、ログ取得が無効にされた時点までの 変更内容が保存されます。ログ取得を再開すると、過去の変更内容は消去されます。 これは、変更内容を DAS で書き出した後にデータオブジェクトを 再利用する場合に有用です。

メソッド
beginLogging - データオブジェクトの変更履歴のログ取得を開始する

endLogging - データオブジェクトの変更履歴のログ取得を終了する

isLogging - ログ取得が有効になっているかどうかを調べる

getChangedDataObjects - 変更されたデータオブジェクトの一覧を取得する

getChangeType - データオブジェクトの変更の型を取得する

getOldValues - データオブジェクトの変更前の値を取得する

getOldContainer - 削除されたデータオブジェクトの削除前のコンテナを取得する

SDO_DAS_Setting
プロパティの古い値にアクセスするためのインターフェイスです。 設定の一覧は、 getOldValues() で返されます。

メソッド
getPropertyIndex - 変更されたプロパティのプロパティインデックスを取得する

getPropertyName - 変更されたプロパティのプロパティ名を取得する

getValue - 変更されたプロパティの古い値を取得する

getListIndex - 複数の値を持つプロパティだった場合に、古い値のインデックスの 一覧を取得する

isSet - 変更前に、プロパティが設定されていたかどうかを調べる

SDO_DAS_DataFactory
SDO_DataObject のモデルを作成するインターフェイスです。 SDO_DAS_DataFactory は抽象クラスで、それを実装した具象データファクトリを 返すスタティックメソッドを提供します。この実装クラスを使用して、 データアクセスサービスが SDO モデルを作成します。 例
えばリレーショナルデータアクセスサービスは、リレーショナル データベースのスキーマをもとにして SDO_DAS_DataFactory モデルを 作成し、そこに値を設定します。

メソッド
getDataFactory - 具象データファクトリのインスタンスを取得するためのスタティックメソッド

addType - SDO モデルに新しい型を追加する

addPropertyToType - SDO モデルの型定義に新しいプロパティを追加する
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SDO_DAS_ChangeSummary::beginLogging
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::beginLogging — 変更内容の記録を開始する

説明

void SDO_DAS_ChangeSummary::beginLogging ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject への変更内容の記録を開始します。

パラメータ

なし。

返り値

何も返しません。

SDO_DAS_ChangeSummary::endLogging
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::endLogging — 変更内容の記録を終了する

説明

void SDO_DAS_ChangeSummary::endLogging ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject への変更内容の記録を終了します。

パラメータ

なし。

返り値

何も返しません。

SDO_DAS_ChangeSummary::getChangeType
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::getChangeType — SDO_DataObject への変更の型を取得する

説明

int SDO_DAS_ChangeSummary::getChangeType ( SDO_DataObject $dataObject )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定した SDO_DataObject に対する変更の型を取得します。

パラメータ
dataObject

変更された SDO_DataObject。

返り値
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行われた変更の型を返します。変更の型は列挙型で表され、 以下の 4 つの値のうちいずれかです。

SDO_DAS_ChangeSummary::NONE

SDO_DAS_ChangeSummary::MODIFICATION

SDO_DAS_ChangeSummary::ADDITION

SDO_DAS_ChangeSummary::DELETION

SDO_DAS_ChangeSummary::getChangedDataObjects
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::getChangedDataObjects — 変更内容から、変更されたデータオブジェクトを取得する

説明

SDO_List SDO_DAS_ChangeSummary::getChangedDataObjects ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更された SDO_DataObjects の SDO_List を取得します。 取得したデータオブジェクトから、それらの変更前の値や 変更の型を取得できます。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_DataObjects の SDO_List を返します。

SDO_DAS_ChangeSummary::getOldContainer
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::getOldContainer — 削除された SDO_DataObject の削除前のコンテナを取得する

説明

SDO_DataObject SDO_DAS_ChangeSummary::getOldContainer ( SDO_DataObject $data_object )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

削除された SDO_DataObject の削除前のコンテナ (SDO_DataObject) を取得します。

パラメータ
data_object

削除された SDO_DataObject で、そのコンテナを調べたいもの。

返り値

削除された SDO_DataObject の削除前のコンテナオブジェクトを返します。

SDO_DAS_ChangeSummary::getOldValues
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::getOldValues — 変更された SDO_DataObject の変更前の値を取得する

説明

SDO_List SDO_DAS_ChangeSummary::getOldValues ( SDO_DataObject $data_object )
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警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更された SDO_DataObject の変更前の値のリストを取得します。 SDO_DataObject で変更されたプロパティの、変更前の値を示す SDO_DAS_Settings のリストを返します。

パラメータ
data_object

変更されたデータオブジェクト。

返り値

SDO_DataObject で変更されたプロパティの、変更前の値を示す SDO_DAS_Settings のリストを返します。 変更の型が SDO_DAS_ChangeSummary::ADDITION の場合は、 これは空のリストとなります。

SDO_DAS_ChangeSummary::isLogging
(^)

SDO_DAS_ChangeSummary::isLogging — 変更内容が記録されるようになっているかどうかを調べる

説明

bool SDO_DAS_ChangeSummary::isLogging ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更内容が記録されるようになっているかどうかを調べます。

パラメータ

なし。

返り値

変更内容の記録が有効になっている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_DAS_DataFactory::addPropertyToType
(^)

SDO_DAS_DataFactory::addPropertyToType — 型にプロパティを追加する

説明

void SDO_DAS_DataFactory::addPropertyToType ( string $parent_type_namespace_uri , string $parent_type_name , string $property_name , string $type_namespace_uri , string $type_name [, array $options ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

型にプロパティを追加します。この型は、常に SDO_DAS_DataFactory が 知っていなければなりません (つまり、addType() を使用して追加されたもので なければなりません)。このプロパティは、型のプロパティとなります。 これを使用することによって、SDO_DataObject
の構造を表すグラフモデルが 作成されます。

パラメータ
parent_type_namespace_uri

親となる型の名前空間 URI。
parent_type_name

親となる型の名前。
property_name

親となる型から参照するためのプロパティ名。
type_namespace_uri

プロパティの型の名前空間 URI。
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type_name

プロパティの型の名前。
options

このプロパティに設定する属性を、キー=>値 の組み合わせで保持する配列。以下のキーワードが指定可能です。
many

このプロパティが複数の値を保持するかどうかを宣言するフラグ。 'true' を指定すると、このプロパティが複数の値を保持するものとして 扱われます (デフォルトは 'false' です)。
readOnly

このプロパティが読み込み専用であるかどうかを宣言するフラグ。 'true' を指定すると、SDO アプリケーション API からは このプロパティを変更できなくなります (デフォルトは 'false' です)。
containment

このプロパティと親の間に包含関係があるかどうかを宣言するフラグ。 'true' を指定すると、親との間に包含関係があるということになります。 'false' の場合は、包含関係のない単なる参照となります (デフォルトは 'true' です)。 このフラグは、データオブジェクト
型のプロパティを 追加するときにのみ使用されます。それ以外の場合は無視されます。

default

このプロパティのデフォルト値。このキーを省略した場合は、 プロパティがデフォルト値を持たないことを意味します。 デフォルト値を保持することができるのは、プロパティが 単一の値をとるデータ型 (プリミティブ型) の場合のみです。

返り値

None.

変更履歴

バージョン 説明
0.5.2 オプションのパラメータ many、 readOnly および containment は廃止予定で、options 配列の使用が 推奨されます。

例

例1 SDO_DAS_DataFactory::addPropertyToType() の例

以下の例では、親の型にプロパティ 'addressline' を追加します。 親の型は、名前空間 'PersonNS' にある 'PersonType' 型です。 'addressline' プロパティの型は、複数の値を保持する SDO データ型 (プリミティブ) で、名前空間 'commonj.sdo' および名前 'String' で表される
ものです。
<?php
  $df->addPropertyToType('PersonNS', 'PersonType',
    'addressline', 'commonj.sdo', 'String', array('many'=>true));
?>

SDO_DAS_DataFactory::addType
(^)

SDO_DAS_DataFactory::addType — モデルに新しい型を追加する

説明

void SDO_DAS_DataFactory::addType ( string $type_namespace_uri , string $type_name [, array $options ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

名前空間および名前を指定して、SDO_DAS_DataFactory に新しい型を 追加します。この型はデータオブジェクトのモデルの一部となり、 データファクトリからこのモデルを作成可能となります。

パラメータ
type_namespace_uri

型の名前空間。
type_name

型の名前。
options

型の属性値として設定する、ひとつあるいは複数の key=>value のペアをこの配列に保持します。オプションのキーワードは次のとおりです。
open

型がオープンかどうかを指定するフラグです。 オープン型の SDO_DataObject は、 その型以外のプロパティを追加することが可能です。 これは、スキーマで <xsd:any> 要素のようなオープンなコンテンツを サポートしている XML 文書を扱う場合に使用されま
す。 デフォルト値は 'false' です。
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sequenced

型がシーケンスをサポートしているかどうかを指定するフラグです。 シーケンス型は、複数のプロパティにまたがってその順序を管理することが可能で、 非構造化テキストを扱うことができます。 デフォルト値は 'false' です。シーケンス型についての詳細な情報は
シーケンスデータオブジェクトの使用 を参照ください。

basetype

指定されている場合は、この型の継承元の名前空間 URI および型名の配列です。 これを使用するのは、例えば XML スキーマで <extension base="..."> を使用して他の型から継承している場合などです。

返り値

なし。

例

例1 SDO_DAS_DataFactory::addType() の例

以下の例では、名前空間 'CompanyNS' に属する 'CompanyType' という 名前の新しいデータオブジェクト型を追加します。
<?php
  $df->addType('CompanyNS', 'CompanyType');
?>

SDO_DAS_DataFactory::getDataFactory
(^)

SDO_DAS_DataFactory::getDataFactory — データファクトリのインスタンスを取得する

説明

SDO_DAS_DataFactory SDO_DAS_DataFactory::getDataFactory ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DAS_DataFactory のインスタンスを取得するための スタティックメソッドです。このインスタンスは、取得当初は 基本的な SDO 型しか使用できないように設定されています。 データファクトリモデルを設定するのは データアクセスサービスの役目となります。 モデル
を設定することで、PHP アプリケーションから SDO_DataFactory インターフェイスを使用して モデルを基にした SDO を作成できるようになります。 PHP アプリケーションは、データファクトリを常にデータアクセスサービスから 取得すべきです。このインターフェイスを使
用すべきではありません。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_DAS_DataFactory を返します。

SDO_DAS_DataObject::getChangeSummary
(^)

SDO_DAS_DataObject::getChangeSummary — データオブジェクトの変更内容を取得する

説明

SDO_DAS_ChangeSummary SDO_DAS_DataObject::getChangeSummary ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DAS_DataObject の SDO_DAS_ChangeSummary、 あるいは存在しない場合に NULL を取得します。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_DAS_DataObject の SDO_DAS_ChangeSummary、 あるいは存在しない場合に NULL を返します。
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SDO_DAS_Setting::getListIndex
(^)

SDO_DAS_Setting::getListIndex — 複数の値を持つプロパティのインデックスを取得する

説明

int SDO_DAS_Setting::getListIndex ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

複数の値を持つプロパティの要素に変更が加えられた際に、その インデックスを取得します。 例えば、複数の値を持つプロパティの 3 番目の要素を変更したときには、 対応する変更内容オブジェクトから SDO_DAS_Setting を取得することができます。 取得した
SDO_DAS_Setting 上で getListIndex() をコールすると、2 が返されます (リストのインデックスは 0 から数え始めます)。

パラメータ

なし。

返り値

複数の値を持つプロパティのうち、変更が加えられた要素の インデックスを返します。

SDO_DAS_Setting::getPropertyIndex
(^)

SDO_DAS_Setting::getPropertyIndex — 変更されたプロパティのプロパティインデックスを取得する

説明

int SDO_DAS_Setting::getPropertyIndex ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更されたプロパティのプロパティインデックスを返します。 このインデックスにより、データオブジェクト内で変更されたプロパティを 識別します。

パラメータ

なし。

返り値

変更されたプロパティのプロパティインデックスを返します。

SDO_DAS_Setting::getPropertyName
(^)

SDO_DAS_Setting::getPropertyName — 変更されたプロパティのプロパティ名を取得する

説明

string SDO_DAS_Setting::getPropertyName ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更されたプロパティのプロパティ名を返します。 この名前により、データオブジェクト内で変更されたプロパティを 識別します。

パラメータ

なし。
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返り値

変更されたプロパティのプロパティ名を返します。

SDO_DAS_Setting::getValue
(^)

SDO_DAS_Setting::getValue — 変更されたプロパティの変更前の値を取得する

説明

mixed SDO_DAS_Setting::getValue ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更されたプロパティの変更前の値を返します。 これは、データアクセスサービスが更新されたデータをデータソースに 書き込む際に使用可能です。DAS は、変更前の値をデータソースの 現在の値を比較することによって衝突を検出します。 もし 2 つが一致しなかったとした
ら、データオブジェクトが作成された後に データソースが変更されているということであり、そのまま新しいデータを 書き込むとデータの整合性を崩す恐れがあります。

パラメータ

なし。

返り値

変更されたプロパティの変更前の値を返します。

SDO_DAS_Setting::isSet
(^)

SDO_DAS_Setting::isSet — 変更前にプロパティが設定されていたかどうかを調べる

説明

bool SDO_DAS_Setting::isSet ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

変更前にプロパティが設定されていたかどうかを調べます。 もし変更前に設定されていた場合、SDO_DAS_Setting は 変更前の値も含んでいます。

パラメータ

なし。

返り値

変更前にプロパティが設定されていた場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_DataFactory::create
(^)

SDO_DataFactory::create — SDO_DataObject を作成する

説明

void SDO_DataFactory::create ( string $type_namespace_uri , string $type_name )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

名前空間 URI および型の名前を指定して、新しい SDO_DataObject を作成します。
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パラメータ
type_namespace_uri

作成する型の名前空間。
type_name

作成する型の名前。

返り値

新しく作成した SDO_DataObject を返します。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

このデータファクトリが知らない namespaceURI および typeName が指定された場合にスローされます。

SDO_DataObject::clear
(^)

SDO_DataObject::clear — SDO_DataObject のプロパティを消去する

説明

void SDO_DataObject::clear ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject のプロパティを消去します。 読み込み専用のプロパティは影響を受けません。データオブジェクトに 対するこれ以降の isset() のコールは FALSE を返します。

パラメータ

なし。

返り値

なにも値を返しません。

SDO_DataObject::createDataObject
(^)

SDO_DataObject::createDataObject — 新しい子 SDO_DataObject を作成する

説明

SDO_DataObject SDO_DataObject::createDataObject ( mixed $identifier )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定したプロパティのデフォルト型で、子データオブジェクト SDO_DataObject を作成します。データオブジェクトは 自動的にツリーに挿入され、オブジェクトへのリファレンスが返されます。

パラメータ
identifier

作成されるデータオブジェクト型のプロパティを指定します。 プロパティ名 (string) 、プロパティのインデックス (int) あるいは SDO_Model_Property のいずれかが指定可能です。

返り値

新しく作成した SDO_DataObject を返します。

エラー / 例外
SDO_PropertyNotFoundException
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identifier に対応するデータオブジェクトのプロパティが 存在しない場合にスローされます。

SDO_DataObject::getContainer
(^)

SDO_DataObject::getContainer — データオブジェクトのコンテナを取得する

説明

SDO_DataObject SDO_DataObject::getContainer ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このデータオブジェクトを保有しているデータオブジェクトを取得します。

パラメータ

なし。

返り値

この SDO_DataObject を保有している SDO_DataObject、あるいは もしこのオブジェクトが階層のルートである場合 (つまり、コンテナが存在しない場合) は NULL を返します。

SDO_DataObject::getSequence
(^)

SDO_DataObject::getSequence — データオブジェクトのシーケンスを取得する

説明

SDO_Sequence SDO_DataObject::getSequence ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この SDO_DataObject に対応する SDO_Sequence を取得します。 SDO_Sequence インターフェイスを使用したアクセスの場合も 同じ SDO_DataObject インスタンスのデータに対して操作を行いますが、 複数プロパティにまたがった並び順を管理することができます。

パラメータ

なし。

返り値

この SDO_DataObject に対応する SDO_Sequence、 あるいは SDO_DataObject がシーケンスを保持できない型であった場合に NULL を返します。

SDO_DataObject::getTypeName
(^)

SDO_DataObject::getTypeName — データオブジェクトの型の名前を取得する

説明

string SDO_DataObject::getTypeName ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

データオブジェクトの型の名前を返します。 SDO_Model_ReflectionDataObject::getType().getName() に対応する便利なメソッドです。

パラメータ

なし。
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返り値

データオブジェクトの型の名前を返します。

SDO_DataObject::getTypeNamespaceURI
(^)

SDO_DataObject::getTypeNamespaceURI — このデータオブジェクトの型の名前空間 URI を取得する

説明

string SDO_DataObject::getTypeNamespaceURI ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

データオブジェクトの型の名前空間 URI を返します。 SDO_Model_ReflectionDataObject::getType().getNamespaceURI() に対応する便利なメソッドです。

パラメータ

なし。

返り値

データオブジェクトの型の名前空間 URI を返します。

SDO_Exception::getCause
(^)

SDO_Exception::getCause — 例外の原因を取得する

説明

mixed SDO_Exception::getCause ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この例外の原因を返します。原因が存在しない場合や不明な場合には NULL を返します。典型的な原因は SDO_CPPException オブジェクトで、 追加の診断情報を取得するために使用されます。

パラメータ

なし。

返り値

この例外の原因を返します。原因が存在しない場合や不明な場合には NULL を返します。

SDO_List::insert
(^)

SDO_List::insert — リストに挿入する

説明

void SDO_List::insert ( mixed $value [, int $index ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

リスト内の指定した位置に、新しい要素を挿入します。 リストのそれ以降の項目は、ひとつ後ろにずれます。

パラメータ
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value

挿入される新しい値。 プリミティブ型あるいは SDO_DataObject のいずれかです。
index

新しい要素を挿入する位置。 指定しない場合は、新しい値は最後に追加されます。

返り値

なし。

エラー / 例外
SDO_IndexOutOfBoundsException

インデックスがゼロより小さい場合、あるいはインデックスが リストのサイズより大きい場合にスローされます。
SDO_InvalidConversionException

新しい値の型がリストに使用できない場合 (例: 多くの値をとりうるプロパティ) にスローされます。

SDO_Model_Property::getContainingType
(^)

SDO_Model_Property::getContainingType — このプロパティを含む SDO_Model_Type を取得する

説明

SDO_Model_Type SDO_Model_Property::getContainingType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このプロパティを含む SDO_Model_Type を返します。

パラメータ

なし。

返り値

このプロパティを含む SDO_Model_Type を返します。

SDO_Model_Property::getDefault
(^)

SDO_Model_Property::getDefault — プロパティのデフォルト値を取得する

説明

mixed SDO_Model_Property::getDefault ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

プロパティのデフォルト値を返します。 プリミティブデータ型のプロパティのみが デフォルト値を持つことができます。

パラメータ

なし。

返り値

プロパティのデフォルト値を返します。
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SDO_Model_Property::getName
(^)

SDO_Model_Property::getName — SDO_Model_Property の名前を取得する

説明

string SDO_Model_Property::getName ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_Model_Property の名前を返します。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_Model_Property の名前を返します。

SDO_Model_Property::getType
(^)

SDO_Model_Property::getType — プロパティの SDO_Model_Type を取得する

説明

SDO_Model_Type SDO_Model_Property::getType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

プロパティの SDO_Model_Type を取得します。 SDO_Model_Type には、型の名前や名前空間 URI、プリミティブデータ型かどうか など、プロパティの型に関する情報が含まれます。

パラメータ

なし。

返り値

プロパティ型に関する情報を含む SDO_Model_Type を返します。

SDO_Model_Property::isContainment
(^)

SDO_Model_Property::isContainment — プロパティが包含関係を定義しているかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Property::isContainment ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

このプロパティが包含関係を表すものかどうかを調べます。 包含関係を定義したものである場合に TRUE、 単なる参照である場合に FALSE を返します。

パラメータ

なし。

返り値

プロパティが包含関係を定義したものである場合に TRUE、 単なる参照である場合に FALSE を返します。
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SDO_Model_Property::isMany
(^)

SDO_Model_Property::isMany — プロパティが複数の値を持つかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Property::isMany ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

プロパティが複数の値を持つかどうかを調べます。 複数の値を持つプロパティであった場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

パラメータ

なし。

返り値

複数の値を持つプロパティであった場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_Model_ReflectionDataObject::__construct
(^)

SDO_Model_ReflectionDataObject::__construct — SDO_Model_ReflectionDataObject を作成する

説明

SDO_Model_ReflectionDataObject SDO_Model_ReflectionDataObject::__construct ( SDO_DataObject $data_object )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject へのリフレクションのための SDO_Model_ReflectionDataObject を作成します。 SDO_DataObject へのリフレクションにより、モデル自身の情報への アクセスが可能になります。モデルに含まれる情報には、 データオブジェクトの型・シーケンス型 (プロ
パティを超えた並び順を 保持する) かどうか・オープン型 (個々のインスタンスがモデルを 拡張できる) かどうかなどがあります。また、データオブジェクトの プロパティやデフォルト値などの情報も含みます。

パラメータ
data_object

リフレクションの対象となる SDO_DataObject。

返り値

何も値を返しません。

SDO_Model_ReflectionDataObject::export
(^)

SDO_Model_ReflectionDataObject::export — SDO_DataObject を表す文字列を取得する

説明

mixed SDO_Model_ReflectionDataObject::export ( SDO_Model_ReflectionDataObject $rdo [, bool $return ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject を表す文字列を取得します。 デフォルトでは標準出力に出力されますが、パラメータ return に TRUE を指定すると、結果を文字列で返します。

パラメータ
rdo
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SDO_Model_ReflectionDataObject。
return

TRUE の場合は結果を文字列で返します。 それ以外の場合は標準出力に出力します。

返り値

return パラメータに TRUE が設定されている場合は出力内容、 それ以外の場合は NULL を返します。

SDO_Model_ReflectionDataObject::getContainmentProperty
(^)

SDO_Model_ReflectionDataObject::getContainmentProperty — データオブジェクトとの包含関係を定義しているプロパティを取得する

説明

SDO_Model_Property SDO_Model_ReflectionDataObject::getContainmentProperty ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject を含んでいる SDO_Model_Property を取得します。 このメソッドは、リフレクション対象との包含関係を定義している 親オブジェクトのプロパティをたどる際に使用可能です。

パラメータ

なし。

返り値

親オブジェクトが SDO_DataObject を参照しているプロパティを表す SDO_Model_Property、あるいはルート SDO_DataObject の場合は NULL を返します。

SDO_Model_ReflectionDataObject::getInstanceProperties
(^)

SDO_Model_ReflectionDataObject::getInstanceProperties — SDO_DataObject のインスタンスプロパティを取得する

説明

array SDO_Model_ReflectionDataObject::getInstanceProperties ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject のインスタンスプロパティを取得します。 インスタンスプロパティには、データオブジェクトの型で定義されている プロパティのほかに (もしデータオブジェクトがオープン型の場合は) オープン型からのプロパティが含まれます。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_Model_Property オブジェクトの配列を返します。

SDO_Model_ReflectionDataObject::getType
(^)

SDO_Model_ReflectionDataObject::getType — SDO_DataObject の SDO_Model_Type を取得する

説明

SDO_Model_Type SDO_Model_ReflectionDataObject::getType ( void )
警告
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この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject の SDO_Model_Type を返します。SDO_Model_Type には 名前空間 URI・型の名前・プリミティブデータ型かどうかなど データオブジェクトの型についてのすべての情報が含まれます。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_DataObject の SDO_Model_Type を返します。

SDO_Model_Type::getBaseType
(^)

SDO_Model_Type::getBaseType — この型の基底型を取得する

説明

SDO_Model_Type SDO_Model_Type::getBaseType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この型の基底型を取得します。この型が別の型を派生したものである場合に SDO_Model_Type、それ以外の場合に NULL を返します。基底型が存在するのは、 例えば XML スキーマで 以下のようにして他の型を継承した型を定義した場合です。
<extension base="...">

パラメータ

なし。

返り値

この型が別の型を派生したものである場合に SDO_Model_Type、 それ以外の場合に NULL を返します。

SDO_Model_Type::getName
(^)

SDO_Model_Type::getName — 型の名前を取得する

説明

string SDO_Model_Type::getName ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

型の名前を返します。型の名前および名前空間 URI を組み合わせることで 型を特定します。

パラメータ

なし。

返り値

型の名前を返します。

SDO_Model_Type::getNamespaceURI
(^)

SDO_Model_Type::getNamespaceURI — 型の名前空間 URI を取得する
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説明

string SDO_Model_Type::getNamespaceURI ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

型の名前空間 URI を返します。型の名前および名前空間 URI を組み合わせることで 型を特定します。

パラメータ

なし。

返り値

型の名前空間 URI を返します。

SDO_Model_Type::getProperties
(^)

SDO_Model_Type::getProperties — 型で定義されている SDO_Model_Property オブジェクトを取得する

説明

array SDO_Model_Type::getProperties ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_Model_Type で定義されているプロパティを指す SDO_Model_Property オブジェクトの配列を取得します。 個々の SDO_Model_Property にはプロパティ名、デフォルト値 などといった情報が含まれます。

パラメータ

なし。

返り値

SDO_Model_Property オブジェクトの配列を返します。

SDO_Model_Type::getProperty
(^)

SDO_Model_Type::getProperty — 型の SDO_Model_Property を取得する

説明

SDO_Model_Property SDO_Model_Type::getProperty ( mixed $identifier )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この型の SDO_Model_Property を、 プロパティのインデックスや名前を指定して取得します。

パラメータ
identifier

プロパティのインデックスあるいは名前。

返り値

SDO_Model_Property を返します。

SDO_Model_Type::isAbstractType
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(^)

SDO_Model_Type::isAbstractType — この SDO_Model_Type が抽象データ型であるかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Type::isAbstractType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この SDO_Model_Type が抽象データ型であるかどうかを調べます。 抽象データ型である場合は TRUE を返します。この場合、 この型の SDO_DataObject を直接インスタンスかすることはできず、 そこから継承した他の型を使用することになります。

パラメータ

なし。

返り値

この型が抽象データ型である場合に TRUE、 それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_Model_Type::isDataType
(^)

SDO_Model_Type::isDataType — この SDO_Model_Type がプリミティブなデータ型であるかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Type::isDataType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この SDO_Model_Type がプリミティブなデータ型であるかどうかを調べます。 この型がプリミティブなデータ型である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

パラメータ

なし。

返り値

この型がプリミティブなデータ型である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_Model_Type::isInstance
(^)

SDO_Model_Type::isInstance — SDO_DataObject が、この SDO_Model_Type のインスタンスであるかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Type::isInstance ( SDO_DataObject $data_object )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

SDO_DataObject が、この SDO_Model_Type のインスタンスであるかどうかを 調べます。 指定した SDO_DataObject が、この SDO_Model_Type あるいはその派生クラスのインスタンスである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

パラメータ
data_object

調べようとしている SDO_DataObject。

返り値

指定した SDO_DataObject が、この SDO_Model_Type あるいはその派生クラスのインスタンスである場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。
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SDO_Model_Type::isOpenType
(^)

SDO_Model_Type::isOpenType — この型がオープン型であるかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Type::isOpenType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この型がオープン型であるかどうかを調べます。 この型がオープン型である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。 オープン型である SDO_DataObject は、定義されていない型のプロパティを 保持することができます。この機能は、XML ドキュメントのスキーマ
で
<xsd:any>

要素が定義されているような場合をサポートするために 使用されます。

パラメータ

なし。

返り値

この型がオープン型である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_Model_Type::isSequencedType
(^)

SDO_Model_Type::isSequencedType — この型がシーケンス型であるかどうかを調べる

説明

bool SDO_Model_Type::isSequencedType ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

この型がシーケンス型であるかどうかを調べる この型がシーケンス型である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。 シーケンス型は複数のプロパティをまたがって要素の順序を管理することが 可能で、非構造化テキストを含むことができます。シーケンス型につい
ての 詳細な情報は、 シーケンスデータオブジェクトの 使用 を参照ください。

パラメータ

なし。

返り値

この型がシーケンス型である場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE を返します。

SDO_Sequence::getProperty
(^)

SDO_Sequence::getProperty — 指定したシーケンスインデックスに対応するプロパティを返す

説明

SDO_Model_Property SDO_Sequence::getProperty ( int $sequence_index )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

指定したシーケンスインデックスに対応するプロパティを返します。

パラメータ
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sequence_index

シーケンス内での要素の位置。

返り値

SDO_Model_Property を返します。 NULL が返された場合は、そのシーケンス要素がプロパティに属していない、 すなわち非構造化テキストであることを意味します。

エラー / 例外
SDO_IndexOutOfBoundsException

シーケンスのインデックスがゼロより小さい、 あるいはシーケンスのサイズより大きい場合にスローされます。

SDO_Sequence::insert
(^)

SDO_Sequence::insert — シーケンスに挿入する

説明

void SDO_Sequence::insert ( mixed $value [, int $sequenceIndex [, mixed $propertyIdentifier ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

シーケンス内の指定した位置に、新しい要素を挿入します。 シーケンスのそれ以降の項目は、ひとつ後ろにずれます。

パラメータ
value

挿入される新しい値。 プリミティブ型あるいは SDO_DataObject のいずれかです。
sequenceIndex

新しい要素を挿入する位置。デフォルトは NULL で、 この場合は新しい値がシーケンスの最後に追加されます。
propertyIdentifier

プロパティのインデックス、プロパティ名あるいは SDO_Model_Property。 シーケンスに対応する SDO_DataObject プロパティを指定するために 使用します。NULL は、非構造化テキストを意味します。

返り値

なし。

エラー / 例外
SDO_IndexOutOfBoundsException

シーケンスのインデックスがゼロより小さい場合、あるいは シーケンスのサイズより大きい場合にスローされます。
SDO_InvalidConversionException

新しい値の型が、指定されたデータオブジェクトプロパティの型に 対応していない場合にスローされます。

SDO_Sequence::move
(^)

SDO_Sequence::move — シーケンス上の指定した位置に項目を移動する

説明

void SDO_Sequence::move ( int $toIndex, int $fromIndex )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

シーケンス内での項目の位置を変更します。 SDO_DataObject のプロパティの値には変更を加えません。
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パラメータ
toIndex

移動先のシーケンスインデックス。この値がゼロより小さかったり シーケンスのサイズより大きかったりした場合は、項目は最後に追加されます。
fromIndex

移動元のシーケンスインデックス。

返り値

なし。

エラー / 例外
SDO_IndexOutOfBoundsException

シーケンスのインデックス fromIndex がゼロより小さい場合、あるいは シーケンスのサイズより大きい場合にスローされます。

目次
SDO_DAS_ChangeSummary::beginLogging — 変更内容の記録を開始する
SDO_DAS_ChangeSummary::endLogging — 変更内容の記録を終了する
SDO_DAS_ChangeSummary::getChangeType — SDO_DataObject への変更の型を取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::getChangedDataObjects — 変更内容から、変更されたデータオブジェクトを取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::getOldContainer — 削除された SDO_DataObject の削除前のコンテナを取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::getOldValues — 変更された SDO_DataObject の変更前の値を取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::isLogging — 変更内容が記録されるようになっているかどうかを調べる
SDO_DAS_DataFactory::addPropertyToType — 型にプロパティを追加する
SDO_DAS_DataFactory::addType — モデルに新しい型を追加する
SDO_DAS_DataFactory::getDataFactory — データファクトリのインスタンスを取得する
SDO_DAS_DataObject::getChangeSummary — データオブジェクトの変更内容を取得する
SDO_DAS_Setting::getListIndex — 複数の値を持つプロパティのインデックスを取得する
SDO_DAS_Setting::getPropertyIndex — 変更されたプロパティのプロパティインデックスを取得する
SDO_DAS_Setting::getPropertyName — 変更されたプロパティのプロパティ名を取得する
SDO_DAS_Setting::getValue — 変更されたプロパティの変更前の値を取得する
SDO_DAS_Setting::isSet — 変更前にプロパティが設定されていたかどうかを調べる
SDO_DataFactory::create — SDO_DataObject を作成する
SDO_DataObject::clear — SDO_DataObject のプロパティを消去する
SDO_DataObject::createDataObject — 新しい子 SDO_DataObject を作成する
SDO_DataObject::getContainer — データオブジェクトのコンテナを取得する
SDO_DataObject::getSequence — データオブジェクトのシーケンスを取得する
SDO_DataObject::getTypeName — データオブジェクトの型の名前を取得する
SDO_DataObject::getTypeNamespaceURI — このデータオブジェクトの型の名前空間 URI を取得する
SDO_Exception::getCause — 例外の原因を取得する
SDO_List::insert — リストに挿入する
SDO_Model_Property::getContainingType — このプロパティを含む SDO_Model_Type を取得する
SDO_Model_Property::getDefault — プロパティのデフォルト値を取得する
SDO_Model_Property::getName — SDO_Model_Property の名前を取得する
SDO_Model_Property::getType — プロパティの SDO_Model_Type を取得する
SDO_Model_Property::isContainment — プロパティが包含関係を定義しているかどうかを調べる
SDO_Model_Property::isMany — プロパティが複数の値を持つかどうかを調べる
SDO_Model_ReflectionDataObject::__construct — SDO_Model_ReflectionDataObject を作成する
SDO_Model_ReflectionDataObject::export — SDO_DataObject を表す文字列を取得する
SDO_Model_ReflectionDataObject::getContainmentProperty — データオブジェクトとの包含関係を定義しているプロパティを取得する
SDO_Model_ReflectionDataObject::getInstanceProperties — SDO_DataObject のインスタンスプロパティを取得する
SDO_Model_ReflectionDataObject::getType — SDO_DataObject の SDO_Model_Type を取得する
SDO_Model_Type::getBaseType — この型の基底型を取得する
SDO_Model_Type::getName — 型の名前を取得する
SDO_Model_Type::getNamespaceURI — 型の名前空間 URI を取得する
SDO_Model_Type::getProperties — 型で定義されている SDO_Model_Property オブジェクトを取得する
SDO_Model_Type::getProperty — 型の SDO_Model_Property を取得する
SDO_Model_Type::isAbstractType — この SDO_Model_Type が抽象データ型であるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isDataType — この SDO_Model_Type がプリミティブなデータ型であるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isInstance — SDO_DataObject が、この SDO_Model_Type のインスタンスであるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isOpenType — この型がオープン型であるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isSequencedType — この型がシーケンス型であるかどうかを調べる
SDO_Sequence::getProperty — 指定したシーケンスインデックスに対応するプロパティを返す
SDO_Sequence::insert — シーケンスに挿入する
SDO_Sequence::move — シーケンス上の指定した位置に項目を移動する
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導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
制限事項
例

基本的な使用法
プロパティの値の設定および取得
シーケンスデータオブジェクトの使用
サービスデータオブジェクトへのリフレクション

SDO 関数
SDO_DAS_ChangeSummary::beginLogging — 変更内容の記録を開始する
SDO_DAS_ChangeSummary::endLogging — 変更内容の記録を終了する
SDO_DAS_ChangeSummary::getChangeType — SDO_DataObject への変更の型を取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::getChangedDataObjects — 変更内容から、変更されたデータオブジェクトを取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::getOldContainer — 削除された SDO_DataObject の削除前のコンテナを取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::getOldValues — 変更された SDO_DataObject の変更前の値を取得する
SDO_DAS_ChangeSummary::isLogging — 変更内容が記録されるようになっているかどうかを調べる
SDO_DAS_DataFactory::addPropertyToType — 型にプロパティを追加する
SDO_DAS_DataFactory::addType — モデルに新しい型を追加する
SDO_DAS_DataFactory::getDataFactory — データファクトリのインスタンスを取得する
SDO_DAS_DataObject::getChangeSummary — データオブジェクトの変更内容を取得する
SDO_DAS_Setting::getListIndex — 複数の値を持つプロパティのインデックスを取得する
SDO_DAS_Setting::getPropertyIndex — 変更されたプロパティのプロパティインデックスを取得する
SDO_DAS_Setting::getPropertyName — 変更されたプロパティのプロパティ名を取得する
SDO_DAS_Setting::getValue — 変更されたプロパティの変更前の値を取得する
SDO_DAS_Setting::isSet — 変更前にプロパティが設定されていたかどうかを調べる
SDO_DataFactory::create — SDO_DataObject を作成する
SDO_DataObject::clear — SDO_DataObject のプロパティを消去する
SDO_DataObject::createDataObject — 新しい子 SDO_DataObject を作成する
SDO_DataObject::getContainer — データオブジェクトのコンテナを取得する
SDO_DataObject::getSequence — データオブジェクトのシーケンスを取得する
SDO_DataObject::getTypeName — データオブジェクトの型の名前を取得する
SDO_DataObject::getTypeNamespaceURI — このデータオブジェクトの型の名前空間 URI を取得する
SDO_Exception::getCause — 例外の原因を取得する
SDO_List::insert — リストに挿入する
SDO_Model_Property::getContainingType — このプロパティを含む SDO_Model_Type を取得する
SDO_Model_Property::getDefault — プロパティのデフォルト値を取得する
SDO_Model_Property::getName — SDO_Model_Property の名前を取得する
SDO_Model_Property::getType — プロパティの SDO_Model_Type を取得する
SDO_Model_Property::isContainment — プロパティが包含関係を定義しているかどうかを調べる
SDO_Model_Property::isMany — プロパティが複数の値を持つかどうかを調べる
SDO_Model_ReflectionDataObject::__construct — SDO_Model_ReflectionDataObject を作成する
SDO_Model_ReflectionDataObject::export — SDO_DataObject を表す文字列を取得する
SDO_Model_ReflectionDataObject::getContainmentProperty — データオブジェクトとの包含関係を定義しているプロパティを取得する
SDO_Model_ReflectionDataObject::getInstanceProperties — SDO_DataObject のインスタンスプロパティを取得する
SDO_Model_ReflectionDataObject::getType — SDO_DataObject の SDO_Model_Type を取得する
SDO_Model_Type::getBaseType — この型の基底型を取得する
SDO_Model_Type::getName — 型の名前を取得する
SDO_Model_Type::getNamespaceURI — 型の名前空間 URI を取得する
SDO_Model_Type::getProperties — 型で定義されている SDO_Model_Property オブジェクトを取得する
SDO_Model_Type::getProperty — 型の SDO_Model_Property を取得する
SDO_Model_Type::isAbstractType — この SDO_Model_Type が抽象データ型であるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isDataType — この SDO_Model_Type がプリミティブなデータ型であるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isInstance — SDO_DataObject が、この SDO_Model_Type のインスタンスであるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isOpenType — この型がオープン型であるかどうかを調べる
SDO_Model_Type::isSequencedType — この型がシーケンス型であるかどうかを調べる
SDO_Sequence::getProperty — 指定したシーケンスインデックスに対応するプロパティを返す
SDO_Sequence::insert — シーケンスに挿入する
SDO_Sequence::move — シーケンス上の指定した位置に項目を移動する

SDO リレーショナルデータアクセスサービス

導入
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警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

SDO でリレーショナルデータアクセスサービスを使用するには、 SDO の元となっている概念を理解しておく必要があります。例えば データグラフ、データオブジェクト、切断された動作、変更履歴、 XPath およびプロパティの表現方法などです。これらの考え方に なじみが
ない場合は、まず最初に SDO の節 を参照したほうがよいでしょう。 さらに、リレーショナル DAS では、バックエンドのデータベース固有の 実装を意識せずに使用させるために PDO 拡張モジュールを使用しています。 リレーショナル DAS を使用するには、PDO データベー
ス接続を作成して 渡す必要があります。そのため、 PDO の節 も参照したほうがよいでしょう。

リレーショナル DAS の役割は、リレーショナルデータベースと アプリケーションの間でのデータのやり取りを行うことです。 これを行うためには、データベースのエンティティ - テーブル、カラム、主キー、外部キー - および SDO モデルの要素 - 型、プロパティ、包含関係
など の対応関係をリレーショナル DAS が知っておく必要があります。 リレーショナル DAS を作成する際に、これらの情報をメタデータとして 指定します。

操作の概要

1. まずはじめに リレーショナル DAS のコンストラクタをコールし、 データベースと SDO モデルの関連付けを定義したメタデータを渡します。 以下でいくつかの例を示します。

2. 次に行うことは、リレーショナル DAS の executeQuery() メソッドをコールして 実行する SQL 文を渡すか、あるいは executePreparedQuery() メソッドをコールして プレースホルダつきのプリペアドステートメントと挿入する値のリストを 渡すことでしょう。ま
た、実行するクエリ自身についてのメタデータも 指定する必要があります。DAS は、このメタデータによって データベースからどんなカラムがどんな順番で返ってくるのかを 知ります。そのほか、PDO データベース接続も渡さなければなりません。

executeQuery() あるいは executePreparedQuery() から返される値は、 結果セットのすべてのデータを含む正規化されたデータグラフです。 複数のテーブルから取得したデータを返すクエリの場合、このグラフには 複数のデータオブジェクトが含まれ、それらは
SDO の包含関係で 連結されています。データの中には、SDO の (包含関係ではない) 参照も含まれるかもしれません。

クエリが実行されてデータグラフが作成された後は、リレーショナル DAS やデータベース接続のインスタンスは必要ありません。 データベース上でロックを保持することはありません。 リレーショナル DAS および PDO データベース接続は、それぞれ メモリから削除さ
れます。

3. データグラフの中のデータに変更が加えられることも大いにありえるでしょう。 データグラフは PHP のセッション内にシリアライズすることが可能で、 いちどきりのクライアント - サーバのやり取りだけではなく複数に またがって使用できます。データオブジェクトを
作成してグラフに 追加する・グラフ内の既存のデータオブジェクトを削除する・ グラフ内のデータオブジェクトを変更するなどが可能です。

4. 最後に、リレーショナル DAS の applyChanges() メソッドを使用して、データグラフに対する変更内容をデータベースに 書き戻します。そのためには、先ほどと同じメタデータを使用して リレーショナル DAS の新しいインスタンスを作成する必要があります。 また、
データベースへの接続も確立しなければなりません。 接続およびデータグラフが、applyChanges() に渡されます。ここで、リレーショナル DAS は変更の内容を吟味して INSERT、UPDATE および DELETE のうち適切な SQL 文を作成します。 UPDATE および DELETE 文
を実行するには、データベース内のデータが もとのままでなけれあｂなりません。そのため、もしデータベース内の データが変更されていた場合は、それが検出されます。ここでは そのような衝突は発生しなかったことにしましょう。これにより、 変更内容がデータベー
スに適用されました。この後は、 データグラフにさらに変更を加えて再度適用することもできますし、 あるいはデータグラフを削除することもできます。

別の方法でデータベース内のデータを扱うこともできます。 例えば、事前に executeQuery() をコールせずに、 単にデータオブジェクトを作成してそれをデータベースに書き戻すことができるのです。 この方法については、下の 例 で説明します。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
リレーショナル DAS を使用するには、SDO 拡張モジュールがインストール されている必要があります。SDO 拡張モジュールを使用するには、 PHP 5.1 以降のバージョンが必要で、リレーショナル DAS を使用するには より新しいバージョンが必要となります。これには PDO
の重要な修正が 含まれています。PHP の要件についての最新情報は、PECL パッケージの CHANGELOG を参照ください。これを書いている時点では、リレーショナル DAS に必要なのは PHP 5.1 の最新のベータ版、すなわち PHP 5.1.0 です。

リレーショナル DAS は、PDO を使用してリレーショナルデータベースに アクセスします。そのため、さまざまなリレーショナルデータベースで 実行できなければなりません。これを書いている時点では、以下の環境で テスト済みです。

MySQL 4.1.14 の Windows 版。 リレーショナル DAS は、PHP 5.1.0 のビルド済みバイナリに 含まれる php_pdo_mysql ドライバで正常に動作します。

MySQL 4.1.13 の Linux 版。 MySQL 用 PDO ドライバの最新版が必要です。これは PHP 5.1.0 に 組み込まれています。もし既に PECL から通常のドライバを インストールしている場合は、 pear uninstall pdo_mysql でそれをアンインストールします。その後、 --
with-pdo-mysql オプションを指定して PHP の configure を行います。

DB2 8.2 Personal Edition の Windows 版。 リレーショナル DAS は、PHP 5.1.0 のビルド済みバイナリに 含まれる php_pdo_odbc ドライバで正常に動作します。

DB2 8.2 Personal Developer's Edition の Linux 版。 PHP の configure およびビルドの際に必要なインクルードファイルが 含まれているため、Developer's Edition を使用しなければなりません。 --with-pdo-odbc=ibm-db2 オプションを指定して PHP の
configure を行います。

リレーショナル DAS は、変更をデータベースに適用する際に トランザクションを使用します。つまり、変更を適用する前には PDO::beginTransaction() をコールし、変更が完了すると PDO::commit() あるいは PDO::rollback() をコールします。どのデータベースを選択するに
しても、そのデータベース および PDO ドライバはこれらのコールをサポートしていなければなりません。

インストール手順
すべての SDO コンポーネントのインストール手順は、 SDO のドキュメントにある インストール手順 に書かれています。

リレーショナル DAS が PHP で書かれているので、 include_path の場所に配置する必要があるということに注意しましょう。
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もちろん、アプリケーションではこのようにしてリレーショナル DAS をインクルードする必要があります。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
?>

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

トレース
変更をデータベースに書き戻す際に、実際にはどのような SQL 文が生成されるのかが気になることもあるでしょう。 SDO/DAS/Relational.php の先頭で、SQL 文の作成および実行の処理を追跡するための定数が定義されていることがわかります。 生成された SQL 文を見るに
は、DEBUG_EXECUTE_PLAN を TRUE にしてみましょう。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

リレーショナル DAS には、定義済みの定数は存在しません。

例
目次

データの作成、取得、更新、削除
メタデータを指定する
ひとつのテーブルによる例
二つのテーブルの例
三つのテーブルの例

データの作成、取得、更新、削除
この節では、リレーショナル DAS を使用してリレーショナルデータベースの データを作成し、取得し、更新して削除する方法を説明します。 以下の例のほとんどで使用しているのは、3 つのテーブル (company、department、employee) からなるデータベースで、 会社の中
には部署が存在し、部署には従業員が所属しているという構造です。 これは、SDO の資料中の例でも使用されています。 » Service Data Objects specification の例か、SDO 拡張モジュールのマニュアルの 例 を参照ください。

リレーショナル DAS は、リレーショナルデータベースの定義 およびそれをどのように SDO に関連付けるかを定義したメタデータを 使用して作成されます。これ以降で、メタデータの構造 およびリレーショナル DAS の作成方法について説明します。 以下の例では、インク
ルードされた PHP ファイル内に メタデータが存在するものとします。

以下で説明する例およびその他の例は、リレーショナル DAS パッケージの Scenarios ディレクトリ内に存在します。

メタデータに間違いがあった場合、あるいはデータベースに対する SQL 文の実行時にエラーが発生した場合には、リレーショナル DAS は例外をスローします。簡潔に説明するため、以下の例では リレーショナル DAS のコールの際の try/catch ブロックの使用を 省略していま
す。

これらの例は、SDO が想定している使用法とは 以下の 2 つの点で大きく異なります。

まず、ここではデータベースに対するすべての操作を ひとつのスクリプト内で完結させています。これは現実的ではありませんが、 リレーショナル DAS の使用法を説明するという点でこの方法を選択しました。 通常は、データベースに対する処理はいくつかに分割され、その
たびに PHP セッションへのデータグラフの保存やそこからの引き出しが発生します。 これにより、アプリケーションがユーザと対話的なやりとりをすることになるでしょう。

2 番目に、データベースに対するすべてのクエリがハードコーディングされており、 変数の置換を使用していません。例の中で使用するのは安全な executeQuery() コールであり、 例について説明するためにこのようにしています。 しかし、実際に使用する場合は、すべての
SQL 文が安全であるとは限りません。 SQL クエリ内での変数の置換を安全に行い、SQL インジェクションを防ぐには、 executePreparedQuery() でプレースホルダを含むプリペアドステートメントを使用し、 置換する値のリストを渡します。

メタデータを指定する
最初の少し長めの節では、データベースや SDO モデルについて表したメタデータが、リレーショナル DAS からどのように返されるのかを説明します。

リレーショナル DAS のコンストラクタが実行される際に、 情報を受け取る必要があります。この情報は、 コンストラクタへの最初の引数として連想配列で渡します。 これにより、リレーショナル DAS に対して、 必要なデータベース情報を伝えます。 テーブル名、カラム、主
キーや外部キーの情報がここに含まれます。 必要な内容を理解することはきわめて簡単でしょう。 一度書いてしまえば、それを PHP ファイルに保存して 必要に応じてインクルードすることができます。 コンストラクタの二番目、三番目の引数として、リレーショナル DAS が

ftp://www6.software.ibm.com/software/developer/library/j-commonj-sdowmt/Commonj-SDO-Specification-v2.0.pdf
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オブジェクト間の関連やデータグラフの形式を知るために必要な情報を渡します。 これによって、最終的にデータベースのデータをグラフに正規化する方法が決まります。

データベースのメタデータ
コンストラクタに対する最初の引数で、対象となる リレーショナルデータベースを定義します。

各テーブルは、最大で 4 つのキーからなる連想配列で表されます。

キー 値
name テーブルの名前。
columnsカラムの名前を含んだ配列。順不同。
PK 主キーとなるカラムの名前。

FK ふたつのエントリ 'from' および 'to' からなる配列で、 外部キーを含むカラムおよび外部キーが参照するテーブルを指定します。 テーブルに外部キーが存在しない場合には 'FK' を指定する必要はありません。指定できる外部キーの数は ひとつだけです。また、外部
キーが参照する先は、 そのテーブルの主キーでなければなりません。

<?php
/*****************************************************************
* データベースを定義するメタデータ
******************************************************************/
$company_table = array (
  'name' => 'company',
  'columns' => array('id', 'name',  'employee_of_the_month'),
  'PK' => 'id',
  'FK' => array (
      'from' => 'employee_of_the_month',
      'to' => 'employee',
      ),
  );
$department_table = array (
  'name' => 'department', 
  'columns' => array('id', 'name', 'location', 'number', 'co_id'),
  'PK' => 'id',
  'FK' => array (
      'from' => 'co_id',
      'to' => 'company',
      )
  );
$employee_table = array (
  'name' => 'employee',
  'columns' => array('id', 'name', 'SN', 'manager', 'dept_id'),
  'PK' => 'id',
  'FK' => array (
      'from' => 'dept_id',
      'to' => 'department',
      )
  );
$database_metadata = array($company_table, $department_table, $employee_table);
?>

このメタデータに対応するリレーショナルデータベースは、 例えば MySQL の場合は以下のように定義されます。
create table company (
 id integer auto_increment,
 name char(20),
 employee_of_the_month integer,
 primary key(id)
);
create table department (
 id integer auto_increment,
 name char(20),
 location char(10),
 number integer(3),
 co_id integer,
 primary key(id)
);
create table employee (
 id integer auto_increment,
 name char(20),
 SN char(4),
 manager tinyint(1),
 dept_id integer,
 primary key(id)
);

あるいは DB2 なら以下のようになります。
create table company ( \
  id integer not null generated by default as identity,  \
  name varchar(20), \
  employee_of_the_month integer, \
  primary key(id) )
create table department ( \
  id integer not null generated by default as identity, \
  name varchar(20), \
  location varchar(10), \
  number integer, \
  co_id integer, \
  primary key(id) )
create table employee ( \
  id integer not null generated by default as identity, \
  name varchar(20), \
  SN char(4), \
  manager smallint, \
  dept_id integer, \
  primary key(id) )

この例ではデータベースに外部キーが定義されておらず、 データベースには参照整合性が強制されていません。しかし、 department テーブルの co_id カラム および employee テーブルの dept_id カラムは、 それぞれ company あるいは department レコードの主キーを含
むように 意図されています。そのため、これらの 2 つのカラムは外部キーのように動作します。

この例には 3 つめの外部キーがあります。それは company レコードの employee_of_the_month カラムが employee テーブルのひとつの行をさすというものです。この外部キーと、 その他の 2 つのキーとの違いに注意しましょう。 employee_of_the_month カラムは単一
の値をとる関係を表します。ある会社には、 「今月の従業員」はひとりしか存在しえません。 co_id および dept_id は複数の値をとる関係を表します。会社には多くの部署がありますし、 ひとつの部署には多くの従業員が属しています。 この差は、 メタデータの残りの部分で
company-department  department-employee 
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および の関係を包含関係として扱う時に明らかになります。

データベースのメタデータを作成する際に従わなければならない規則は 以下のとおりです。

すべてのテーブルには主キーが存在し、その主キーがメタデータで 指定されている必要があります。主キーがなければ、オブジェクトの 一意性を確保することができません。テーブルを作成する SQL 文を見てわかるように、主キーは自動生成することができます。 つま
り、レコードが挿入される際に自動で値が設定されるということです。 この場合、自動生成された主キーはデータベースから取得可能で、 データベースに行が追加されると、すぐにデータオブジェクトに反映されます。

データベースに存在するすべてのカラムについてメタデータで記述する必要はありません。 実際に使用するものだけを指定します。例えば、company テーブルの中に SDO 経由でのアクセスを必要としないカラムがある場合、そのカラムを メタデータに記述する必要はあ
りません。一方、それを記述したとしても 何の問題もありません。アプリケーションから値を取得したり代入したり することがなければ、未使用のカラムを記述していても何の影響も及ぼしません。

データベースのメタデータで、外部キーの指し示す先として カラム名ではなくテーブル名が指定されていることにお気づきでしょう。 厳密に言えば、リレーショナルモデルでは 主キー以外を対象とした外部キーを指定することも可能です。 しかし、SDO モデルを作成す
る際に使用できるのは 主キーを対象とした外部キーだけなので、 メタデータではテーブル名だけを指定します。 これにより、外部キーの指し示す先がそのテーブルの主キーであると解釈されます。

これらの規則に従い、データベースを定義する SQL 文があれば、データベースのメタデータを作成するのは簡単です。

リレーショナル DAS でのメタデータの扱い
リレーショナル DAS は、データベースのメタデータを使用して SDO モデルの大半を作成します。データベースのメタデータ内にある 各テーブルに対して、SDO 型が定義されます。 プリミティブ型を表すカラム (外部キーとして定義されていないカラム) は、SDO 型のプロパ
ティとして追加されます。

すべてのプリミティブなプロパティは、SDO モデルにおいては 文字列型で表されます。これは、SQL での型が何であっても同じです。 データをデータベースに書き戻す際も、リレーショナル DAS が作成する SQL 文では文字列として扱います。 そして、データベースがそれを
適切な型に変換します。

外部キーの扱いかたには二通りの方法があります。 どちらが使用されるかは、コンストラクタの第三引数 (SDO の包含関係について定義するもの) によって決まります。 そのため、これについては以下の SDO の包含関係 の節で改めて説明します。

アプリケーションのルート型の指定
コンストラクタの二番目の引数に指定するのが、アプリケーションのルート型です。 各データグラフの真のルートとなるのは特別なルート型のオブジェクトで、 すべてのアプリケーションデータオブジェクトはその下のどこかに位置します。 SDO モデルのさまざまなアプリ
ケーション型のなかで、 どれかひとつの型がデータグラフのルート直下にある必要があります。 データベースのメタデータ内にテーブルがひとつしかない場合は、 アプリケーションのルート型は推定できます。そのため、この引数は省略可能です。

SDO 包含関係の指定
コンストラクタの三番目の引数で、モデルの型をどのように連結して グラフを構成するかを定義します。複数の型によってグラフが構成される場合に、 その親子関係を指定します。この関係は、 データ内の外部キーでサポートされている必要があります。 これについては後ほ
ど説明します。

メタデータは、ひとつあるいは複数の連想配列を含む配列となります。 個々の連想配列が親と子を表します。以下に company (会社) と department (部署)、そして department (部署) と employee (従業員) の親子関係の例を示します。 これらのそれぞれが SDO のプロパ
ティとなり、 SDO モデルにおける「複数の値をとる包含関係」を定義するものになります。
<?php
$department_containment = array( 'parent' => 'company', 'child' => 'department');
$employee_containment = array( 'parent' => 'department', 'child' => 'employee');

$SDO_containment_metadata = array($department_containment, $employee_containment);           
?>

データベースのメタデータ内にある外部キーは、 複数の値を持つ包含関係のプロパティか 単一の値を持つ包含関係でないプロパティのいずれかと解釈されます。どちらになるかは、 対応する SDO の包含関係がメタデータ内で定義されているかどうかによって決まります。 この
例では、department から company への外部キー (department テーブルのカラム co_id) および employee から department への外部キー (employee テーブルのカラム dept_id) が SDO の包含関係と解釈されます。 SDO の包含関係メタデータで示されているそれぞれの関
連については、 対応するデータベースメタデータで外部キーが存在しなければなりません。 外部キー列の値は、データオブジェクト内には現れません。その代わりに、 親から子に対する包含関係として表されます。つまり、例えばデータベースの department テーブルにある
カラム co_id は、department 型のプロパティにはなりません。その代わりに、 company 型のほうに department という名前の関係ができます。 ここで、外部キーと親子関係は向きが逆であることに注意しましょう。 外部キーは、department から company に対して指定
しますが、 親子関係は company から department に向けて指定します。

この例の三番目の外部キーである employee_of_the_month は、異なる方法で処理されます。これは、SDO の包含関係メタデータとはならず、 もうひとつの方法で解釈されます。company オブジェクト上での 単一の値をとる包含関係でない参照となり、employee 型の SDO
データオブジェクトへの参照をそこに代入します。 これは、company 型が持つプロパティとなります。 SDO データグラフ内でこのプロパティに値を代入するには、 employee オブジェクトを含むグラフを取得し、そこに値を代入します。 この方法については、後の例で説明
します。

ひとつのテーブルによる例
これ以降の例でのリレーショナル DAS のデータグラフの構成は次のようになります。 アプリケーションデータオブジェクトがひとつだけ、ひとつの会社に関する情報が company テーブルに格納されています。これらの例は SDO の機能を活用するものではありませんし、 直
接 SQL 文を発行したほうがずっと効率的でしょう。 これらの例は、リレーショナル DAS をどのように使用するのかを説明するためのものです。

そのため、データベースのメタデータは極力シンプルになるようにしました。 company テーブルだけしか含まないようにしています。 コンストラクタで使用している二番目、三番目の引数や、 クエリの例で使用しているカラム指定子は、オプションとなります。

例1 データオブジェクトの作成

もっとも単純な例として、データオブジェクトをひとつ作成して それをデータベースに書き込むことを考えます。この例では、 company オブジェクトがひとつ作成されます。その名前を 'Acme' と指定したうえで、リレーショナル DAS をコールして 変更内容をデータベース
に書き込みます。会社名を設定する際には、 プロパティ名を使用します。オブジェクトのプロパティにアクセスする その他の方法については、SDO の 例 を参照ください。

データオブジェクトを作成できるのは、 あらかじめ先立つデータオブジェクトがある場合のみです。そのため、 リレーショナル DAS への最初のコールは、 まずルートオブジェクトを取得するためのものとなります。 これは、空のデータグラフの作成をすることで行います。
特別なルートオブジェクトは、木構造の真のルートとなるものです。 company データオブジェクトは、その後ルートオブジェクトに対して createDataObject() をコールすることで作成します。 これは、company データオブジェクトを作成して、 データグラフのルートオブ
ジェクトの 'company' という名前のプロパティにそれを挿入します。

リレーショナル DAS が変更を適用する際には、シンプルな insert 文 'INSERT INTO company (name) VALUES ("Acme");' が実行されます。 自動生成された主キーがデータオブジェクトに設定され、 変更概要がリセットされます。そのため、同じデータオブジェクトを そのま
ま使い続け、さらに変更した内容をもう一度適用することもできます。
<?php
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require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
* メタデータから、DAS を作成します。
***************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

/**************************************************************
* ルートオブジェクトを取得し、その下に company オブジェクトを
* 作成します。そしてデータオブジェクトに対して変更を加えます。
***************************************************************/
$root = $das  -> createRootDataObject();
$acme = $root -> createDataObject('company');

$acme->name = "Acme";

/**************************************************************
* データベースに接続し、オブジェクトをデータベースに書き込みます。
***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
$das -> applyChanges($dbh, $root);
?>

例2 データオブジェクトの取得

この例では、データベースから取得されるデータオブジェクトはひとつです。 あるいは、もし 'Acme' という名前の会社を複数登録していたのなら、 複数返される可能性もあります。返された会社データのそれぞれについて、 プロパティ name および id の値を出力します。

この例における executeQuery() の 3 番目の引数では、カラム名に修飾子が必要です。 というのも、メタデータ内の他のテーブルで name および id という名前のカラムが用いられているからです。 もし名前が重複するような心配がないのなら、これは省略できます。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
* メタデータから、DAS を作成します。
***************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

/**************************************************************
* データベース接続を取得します。
***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

/**************************************************************
* クエリを発行し、company オブジェクトを取得します。
* 複数存在するかもしれません。
***************************************************************/
$root = $das->executeQuery($dbh,
         'select name, id from company where name="Acme"',
          array('company.name', 'company.id') );

/**************************************************************
* name および id を出力します。
***************************************************************/
foreach ($root['company'] as $company) {
  echo "データベースから取得した会社の名前は " .
  $company['name'] . " で、その id は " . $company['id'] . " です\n";
}
?>

例3 データオブジェクトの更新

この例は、これまでのふたつを組み合わせたものです。というのも、 オブジェクトを更新するには、まずそれを取得しなければならないからです。 この例のコードは、会社名を逆さにし (つまり 'Acme' が 'emcA' となります)、 オブジェクトを作成したときと同じ方法でそれを
データベースに書き戻します。 この例のクエリではその両方の会社名で検索しているので、 プログラムを繰り返し実行すると、そのたびに会社名が反転します。

この例では、同じリレーショナル DAS のインスタンスが applyChanges() で再利用されます。 ちょうど PDO データベースハンドルと同じような扱いです。 このように使用しても問題ありません。また、既存のインスタンスを破棄して 新しいインスタンスを作り直すこともで
きます。 データグラフをアプリケーションに返した後は、 その状態に関する情報はリレーショナル DAS から削除されます。 必要なデータはすべてデータグラフ自身が保持しており、 もしそれが存在しない場合はメタデータから再作成されます。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
* メタデータから、DAS を作成します。
***************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

/**************************************************************
* データベース接続を取得します。
***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

/**************************************************************
* クエリを発行し、company オブジェクトを取得します。
* 複数存在するかもしれません。
***************************************************************/
$root = $das->executeQuery($dbh,
  'select name, id from company where name="Acme" or name="emcA"',
  array('company.name', 'company.id') );

/**************************************************************
* 最初の会社の名前を変更します。
***************************************************************/
$company = $root['company'][0];
echo "取得した会社の名前は " . $company->name . " です\n";
$company->name = strrev($company->name);

/**************************************************************
* 変更内容を書き戻します。
***************************************************************/
$das->applyChanges($dbh,$root);
?>

例4 データオブジェクトの削除

'Acme'、あるいはその逆の 'emcA' という名前の会社をすべて取得することができました。 次に、これらをすべてグラフから削除するために unset を使用します。
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この例では、ひとつの動作ですべてが削除されます。つまり、該当する (包含関係を定義する) プロパティを解放します。 これらを個別に削除していくことも可能です。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
* メタデータから、DAS を作成します。
***************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

/**************************************************************
* データベース接続を取得します。
***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

/**************************************************************
* クエリを発行し、company オブジェクトを取得します。
* 複数存在するかもしれません。
***************************************************************/
$root = $das->executeQuery($dbh,
  'select name, id from company where name="Acme" or name="emcA"',
  array('company.name', 'company.id') );

/**************************************************************
* データグラフのすべての会社を削除します。
***************************************************************/
unset($root['company']);

/**************************************************************
* 変更内容を書き戻します。
***************************************************************/
$das->applyChanges($dbh,$root);
?>

二つのテーブルの例
これ以降の例では、company データベース内のふたつのテーブル company と department を使用します。これらの例は、 リレーショナル DAS の機能をより活用するためのものです。

この一連の例では、まず company および department を作成し、 それを取得し、更新して最後に削除します。複数のオブジェクトからなる データグラフの動きについて、ここで説明します。 この例では、まず最初に company および department のふたつのテーブルの中身
を削除していることに注意しましょう。 これにより、クエリの結果がどのようになるのかをはっきりさせています。

これらの例については、リレーショナル DAS パッケージの Scenarios ディレクトリ内にあるスクリプト 1cd-CRUD にまとめてあります。

例1 会社がひとつ、部署がひとつの例 - 作成

先の、company データオブジェクトをひとつだけ作成する例で示したように、 リレーショナル DAS を作成した後でまず行うことは createRootDataObject() をコールして空のデータグラフを持つ特別なルートオブジェクトを取得することです。 その後、このルートオブジェ
クトの子要素として company オブジェクトを作成し、company オブジェクトの子要素として department オブジェクトを作成します。

変更内容を適用する際には、包含関係を定義する外部キー制約を満たすため、 リレーショナルが特別な処理を行います。特に、 自動生成される主キーが含まれれる場合の処理が大切です。 この例では、company テーブルで自動生成された主キー id と department テーブルの
カラム co_id の関係を指定しなければなりません。 company および department に最初にデータを挿入する際、 リレーショナル DAS はまず最初に company に行を挿入してから PDO の getLastInsertId() メソッドで 自動生成された主キーを取得し、department に行を挿
入する際の co_id カラムにその値を指定しなければなりません。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/*************************************************************************************
* ふたつのテーブルを空にします。
*************************************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
$pdo_stmt = $dbh->prepare('DELETE FROM COMPANY;');
$rows_affected = $pdo_stmt->execute();
$pdo_stmt = $dbh->prepare('DELETE FROM DEPARTMENT;');
$rows_affected = $pdo_stmt->execute();

/**************************************************************
* Acme という名前の会社、Shoe という名前の部署を作成します。
***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

$root = $das -> createRootDataObject();

$acme = $root -> createDataObject('company');
$acme -> name = "Acme";

$shoe = $acme->createDataObject('department');
$shoe->name = 'Shoe';

$das -> applyChanges($dbh, $root);

?>

例2 会社がひとつ、部署がひとつの例 - 取得および更新

この場合、executeQuery() に渡す SQL クエリは inner join を使用して company テーブルと department テーブルを連結します。company テーブルと department テーブルの両方の主キーがクエリに含まれている必要があります。 結果セットは正規化されたデータグラフ
形式になります。 executeQuery() をコールする際に、 三番目の引数としてカラム指定子を渡していることに注意しましょう。 これにより、どのカラムが結果セットのどこに対応するのかを リレーショナル DAS に教えています。

クエリ内でカラム co_id が使用されていますが、 これは結果セットでは必要ないことに注意しましょう。 データグラフを作成する際にリレーショナル DAS がどのような処理をするのかを理解するには、 結果セットがどのようになるのかを図示してみるといいでしょう。 デー
タベース内のデータは正規化されており、 複数の部署データが外部キーを通じてひとつの会社データを参照するようになっていますが、 結果セット内のデータは正規化されていません。つまり、 もしひとつの会社に複数の部署があるのなら、 会社のデータはその行の数だけ繰
り返されます。 リレーショナル DAS は、この手順を逆転させて 結果セットを正規化されたデータグラフに戻し、company オブジェクトがひとつだけになるようにしなければなりません。

この例では、リレーショナル DAS が結果セットとカラム指定子を調べ、 company テーブルと department テーブルからデータを取得し、 それぞれの主キーを検索し、各 department とその親となる company を関連付けます。該当する company をまだ取得していない場合
は (これは主キーで判断します)、新しい company オブジェクトを作成して department オブジェクトをその下に関連付けます。 すでに company オブジェクトが存在する場合は、 その下に department オブジェクトを作成するだけです。

この方法によって、リレーショナル DAS は複数の会社と複数の部署が含まれるデータを 取得して再度正規化します。
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<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
* 会社、そして部署 Shoe を取得します。
* それから Shoe を削除して IT を追加します。
***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

$root = $das->executeQuery($dbh,
'select c.id, c.name, d.id, d.name from company c, department d where d.co_id = c.id',
array('company.id','company.name','department.id','department.name'));

$acme = $root['company'][0];            // 最初の会社を取得します - 'Acme' となるでしょう。
$shoe = $acme['department'][0];         // その下の最初の部署を取得します - 'Shoe' となるでしょう。
unset($acme['department'][0]);

$it = $acme->createDataObject('department');
$it->name = 'IT';

$das -> applyChanges($dbh, $root);
?>

例3 会社がひとつ、部署がふたつの例 - 取得および削除

この例では、会社と部署を取得し、それから削除します。 それぞれを個別に削除する必要はありません (そうすることも可能です)。 データグラフから company オブジェクトを削除すると、 その下に関連付けられている department も削除されます。

company オブジェクトを削除する際に、PHP の unset をコールしていることに注意しましょう。unset は、 それを保持しているプロパティに対して行わなければなりません。 この場合は、ルートオブジェクトの company プロパティに対して行います。 つまり、このように
しなければなりません。
<?php
unset($root['company'][0]);
?>
次のようにしてはいけません。
<?php
unset($acme); // 間違い
?>
単に $acme を unset しただけだと、 変数は削除されますが、データグラフ内のデータはそのまま残ってしまいます。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
* 会社、そして部署 IT を取得します。
* 会社全体を削除します。
**************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);

$root = $das->executeQuery($dbh,
'select c.id, c.name, d.id, d.name from company c, department d where d.co_id = c.id',
array('company.id','company.name','department.id','department.name'));

$acme = $root['company'][0];
$it = $acme['department'][0];

unset($root['company'][0]);

$das -> applyChanges($dbh, $root);

?>

三つのテーブルの例
これ以降の例では、company データベース内の三つのテーブル company と department そして employee をすべて使用します。 これらの例では、これまでに説明してこなかった機能を説明します。 それは、包含関係ではない参照である employee_of_the_month です。

先に説明した company と department の例と同様、 これ以降の例でもデータグラフに対する一連の処理をすべて説明していきます。

例1 会社がひとつ、部署がひとつ、従業員が一人の例 - 作成

この例では、ひとつの会社にひとつの部署があり、 そこに従業員が一人だけ所属しているという構成になります。 この例では、まず最初に三つのテーブルの中身を削除していることに注意しましょう。 これにより、クエリの結果がどのようになるのかをはっきりさせています。

company、department および employee を作成した後で、company の employee_of_the_month プロパティを作成して新しい従業員を参照させているところに注目しましょう。 これは包含関係ではない参照なので、データグラフ内で employee オブジェクトを作成するま
では参照させることができません。 包含関係ではない参照の管理には注意が必要です。例えば、 ある employee が department から削除されたとすると、 employee_of_the_month プロパティを削除するか代入しなおさない限り、 データグラフを保存できなくなりま
す。SDO データグラフの制約上、 包含関係でない参照の対象となっているオブジェクトは、 同時にいずれかの包含関係から到達可能である必要があります。

グラフの内容をデータベースに挿入する際の手順は、 company と department だけの時の例と似ています。しかし、 employee_of_the_month があるために少し複雑になります。 リレーショナル DAS は、包含関係で構成される木構造の順に、 オブジェクトを挿入していく
必要があります。つまりまず company、 次に department、そして employee となります。なぜなら、 親データの自動生成された主キーの値を、子のデータに含めなければならないからです。 しかし、company を挿入した時点ではまだ「今月の従業員」 になる employee
が挿入されておらず、その主キーの値がわかりません。 そこで、employee レコードが挿入されてその主キーが判明した時点で、 最後の処理が行われます。つまり company レコードを employee の主キーで更新します。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/*************************************************************************************
* 3 つのテーブルを空にします。
*************************************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
$pdo_stmt = $dbh->prepare('DELETE FROM COMPANY;');
$rows_affected = $pdo_stmt->execute();
$pdo_stmt = $dbh->prepare('DELETE FROM DEPARTMENT;');
$rows_affected = $pdo_stmt->execute();
$pdo_stmt = $dbh->prepare('DELETE FROM EMPLOYEE;');
$rows_affected = $pdo_stmt->execute();
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/*************************************************************************************
* 小規模ながらも完全なる会社を作成します。
*  会社の名前は Acme。
*  部署はひとつだけで、Shoe。
*  従業員は一人だけで、Sue。
*  「今月の従業員」は Sue。
*************************************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

$root             = $das  -> createRootDataObject();
$acme             = $root -> createDataObject('company');
$acme -> name     = "Acme";
$shoe             = $acme -> createDataObject('department');
$shoe -> name     = 'Shoe';
$shoe -> location = 'A-block';
$sue              = $shoe -> createDataObject('employee');
$sue -> name      = 'Sue';
$acme -> employee_of_the_month = $sue;

$das -> applyChanges($dbh, $root);

echo "Acme のデータを、ひとつの部署と一人の従業員とともに書き戻します\n";
?>

例2 会社がひとつ、部署がひとつ、従業員が一人の例 - 取得および更新

この場合、リレーショナル DAS に渡す SQL 文は、inner join を使用して三つのテーブルからのデータを取得します。ここでは、 これまでの例に出てこなかった新しい内容は特にありません。

新しい部署と従業員の追加によってグラフが更新され、 グラフ内の既存のオブジェクトの name プロパティに少し変更を加えます。 その後、それらの変更内容を書き戻します。リレーショナル DAS は、 データグラフへの追加・変更および削除の内容を適用します。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/*************************************************************************************
* 会社のデータを取得し、いろいろ変更します。
*  会社、部署そして従業員の名前を変更します。
*  新しい部署と従業員を追加します。
*  「今月の従業員」を変更します。
*************************************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

$root = $das->executeQuery($dbh,
  "select c.id, c.name, c.employee_of_the_month, d.id, d.name, e.id, e.name " .
  "from company c, department d, employee e " .
  "where e.dept_id = d.id and d.co_id = c.id and c.name='Acme'",
   array('company.id','company.name','company.employee_of_the_month',
   'department.id','department.name','employee.id','employee.name'));
$acme         = $root['company'][0];

$shoe         = $acme->department[0];
$sue          = $shoe -> employee[0];

$it           = $acme->createDataObject('department');
$it->name     = 'IT';
$it->location = 'G-block';
$billy        = $it->createDataObject('employee');
$billy->name  = 'Billy';

$acme->name   = 'MegaCorp';
$shoe->name   = 'Footwear';
$sue->name    = 'Susan';

$acme->employee_of_the_month = $billy;
$das -> applyChanges($dbh, $root);
echo "会社のデータを、追加した部署や従業員そして変更後の名前 (Megacorp/Footwear/Susan) などどともに書き戻します\n";
?>

例3 会社がひとつ、部署がふたつ、従業員が二人の例 - 取得および削除

company は、5 つのデータオブジェクトを含むデータグラフとして取得されます。 5 つとは、すなわちその会社、ふたつの部署、そして二人の従業員です。 company オブジェクトをグラフから削除すると、 その配下にあるすべてのオブジェクトがグラフから削除されます。
つまり、5 つの SQL DELETE 文が作成されて実行されます。 取得したすべてのフィールドの内容が WHERE 句に指定されるので、 別のプロセスがデータベースの内容を変更していた場合にはそれを検出することができます。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/*************************************************************************************
* もう一度読み込み、それを削除します。
* 一部を削除し、変更を適用し、同じグラフで作業を続けることもできますが、
* 破綻しないように注意が必要です。「今月の従業員」になっている従業員を削除するには、
* まずその割り当てを変更しておかなければなりません。安全のため、ここでは
* 会社ごとすべて削除しています。
*************************************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_containment_metadata);
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

$root = $das->executeQuery($dbh,
  "select c.id, c.name, c.employee_of_the_month, d.id, d.name, e.id, e.name " .
  "from company c, department d, employee e " .
  "where e.dept_id = d.id and d.co_id = c.id and c.name='MegaCorp';",
   array('company.id','company.name','company.employee_of_the_month',
   'department.id','department.name','employee.id','employee.name'));
$megacorp = $root['company'][0];

unset($root['company']);
$das -> applyChanges($dbh, $root);

echo "会社と部署と従業員を一度に削除しました。\n";
?>

制限事項
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現在のリレーショナル DAS のリリースには、以下の制限があります。

null をサポートしていません。SQL の NULL 型をサポートしていません。 データオブジェクトのプロパティに PHP の NULL を代入することは できず、リレーショナル DAS はそれをデータベースに NULL としては 書き込みません。クエリの結果に null が見つかった場
合、対応する プロパティには何も設定されません。

SDO のリレーションシップのうち、2 つの形式にしか対応していません。 以下で説明するリレーショナル DAS のメタデータは、 「複数の値をとる包含関係」「単一の値をとる (包含関係ではない) 参照」 の 2 つの SDO リレーションシップにしか対応していません。
SDO では、値が単一であるか複数であるかと包含関係の有無は それぞれ独立して指定可能です。つまり、SDO で定義されている すべてのリレーションには対応していないということです。 これらのリレーションを使用できれば有用でしょうが、現在の実装では 管理する
ことができないということです。 例えば、「単一の値をとる包含関係」は使用できません。

SDO のデータ型のすべてに対応しているわけではありません。 リレーショナル DAS では、SDO モデルのすべてのプリミティブ型 プロパティを文字列型として扱います。 SDO では integer、float、boolean そして日付や時刻などの さまざまな型が定義されています。リ
レーショナル DAS では、文字列だけでこれらのデータを十分に扱うことができます。 なぜなら PHP、PDO とデータベースの間で、 データベースに保存する際に適切な型変換を行ってくれるからです。 他の DAS との間でデータグラフのやりとりをする際に、 これが何が
しかの問題を起こすことがあります。

ひとつのテーブルに対して複数の外部キーを定義することはできません。 メタデータでは、テーブルごとにひとつの外部キーしか指定できません。 この外部キーは、サポートしている 2 つの SDO リレーションシップのうちの どちらかひとつに関連付けられます。この制
限のもとでは 表すことのできない状況があるのは明らかです。例えば、 ひとつのテーブルから他のテーブルに対して、(包含関係でない) 参照をふたつ以上を設定することができません。

SDO-DAS-Relational 関数
定義済みクラス
リレーショナル DAS では 2 つのクラスが提供されています。それは リレーショナル DAS 自身、および例外時にスローされる Exception のサブクラスです。リレーショナル DAS で使用できるパブリックコールは 4 つです。まずコンストラクタ、それから 空のデータグラフか
らルートオブジェクトを取得するための createRootDataObject()、 リレーショナルデータベースからのデータを含むデータグラフを取得するための executeQuery()、 データグラフへの変更をリレーショナルデータベースに書き戻すための applyChanges() です。

SDO_DAS_Relational
SDO_DAS_Relational_Exception 以外で唯一、 アプリケーションと直接やりとりすることが想定されているオブジェクトです。

メソッド
__construct - 渡されたメタデータに基づくモデルからリレーショナル DAS を構築します。

createRootDataObject - 特別なルートオブジェクトを含む空ではないデータグラフを取得します。

executeQuery - リテラル文字列で渡された SQL クエリを実行し、 正規化されたデータグラフ形式で結果を返します。

executePreparedQuery - プリペアドステートメントとして渡された SQL クエリに プレースホルダを置換する値のリストを指定して実行し、 正規化されたデータグラフ形式でデータを返します。

applyChanges - データグラフの変更の概要を調べ、それをデータベースに書き戻します。 楽観的な同時並行性 (concurrency) に従います。

SDO_DAS_Relational_Exception
PHP の Exception のサブクラスです。 Exception に対して何も機能を追加しません。 メタデータ内でエラーが発生したり SQL の実行時に予期せぬ失敗が 発生した際に、有用な説明を含めてスローされます。

SDO_DAS_Relational::applyChanges
(^)

SDO_DAS_Relational::applyChanges — データグラフに対する変更を、データベースに書き戻す

説明

void SDO_DAS_Relational::applyChanges ( PDO $database_handle , SDODataObject $root_data_object )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

PDO データベースハンドルとデータグラフのルートオブジェクトを受け取り、 データグラフの変更内容を吟味したうえで、その変更内容をデータベースに適用します。 適用される変更の内容は、データオブジェクトの作成や削除、 そしてデータオブジェクトのプロパティへの
変更です。

パラメータ

PDO_database_handle

PDO 拡張モジュールを使用して作成されます。 PDO データベースハンドルを作成する典型的な方法は、このようになります。
$dbh = new PDO("mysql:dbname=COMPANYDB;host=localhost",DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

root_data_object



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

特別なルートオブジェクトで、これはすべての SDO データグラフのトップレベルにあります。

返り値

なし。しかし、渡されたデータグラフは何も変更されず、 そのまま使用可能なことに注意しましょう。 さらに、もしデータオブジェクトの作成の際にテーブルの主キーを自動生成していたのなら、 その主キーの値がここでデータオブジェクトに設定されます。 変更内容の書き
込みが正常に終了すると、そのデータグラフに関連する 変更概要が消去されます。これにより、 そのデータグラフにさらに変更を加えてはそれを適用するといったことが可能になります。 この方法により、同じデータグラフを使用して繰り返し変更内容を適用することができま
す。

エラー / 例外

SDO_DAS_Relational::applyChanges() は、変更内容を正しく適用できなかった場合に SDO_DAS_Relational_Exception をスローします。

リレーショナル DAS は、変更内容の適用を始める前に データベースのトランザクションを開始します。 そして、変更内容がすべて正常に適用できた場合にのみそれをコミットします。 リレーショナル DAS は、更新あるいは削除する行を指定するための適切な where 句を含む
update 文あるいは delete 文を作成します。これは、 データを最初に取得した際の値に基づいて作成されます。 これにより、楽観的な同時並行性 (concurrency) が実装されています。 この update 文や delete 文が更新、削除に失敗したとすると、 その原因はおそらく、最初
にデータを取得した後で データベース内のデータが変更されたことでしょう。 どんな場合でも、もし何らかの理由で更新が失敗したら トランザクションはロールバックされます。そして例外がスローされます。 例外の中には、失敗した SQL 文が含まれています。

リレーショナル DAS は、PDO の例外も捕捉します。その中に含まれる PDO の診断情報を SDO_DAS_Relational_Exception に格納し、それをスローします。

例

リレーショナル DAS についての一般的な情報は 例 を参照ください。ここにはこのメソッドをコールする例がたくさんあります。 また、リレーショナル DAS が作成した SQL 文を見るには、 トレース を参照ください。

SDO_DAS_Relational::__construct
(^)

SDO_DAS_Relational::__construct — リレーショナルデータアクセスサービスのインスタンスを作成する

説明

SDO_DAS_Relational SDO_DAS_Relational::__construct ( array $database_metadata [, string $application_root_type [, array $SDO_containment_references_metadata ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

渡されたメタデータを使用して、 リレーショナルデータアクセスサービスのインスタンスを作成します。

パラメータ

database_metadata

ひとつあるいは複数のテーブルの定義を含む配列で、 配列の各要素は連想配列となります。この連想配列に含まれるキーは name、 columns、 PK そしてオプションで FK となります。 メタデータについての完全な説明は、リレーショナル DAS の全般的な情報の中にある
メタデータ の節を参照ください。

application_root_type

各データグラフのルートは特別なルート型のオブジェクトであり、 アプリケーションデータオブジェクトはこの下に作成されます。 SDO モデルのさまざまなアプリケーション型の中で、 どれかひとつをデータグラフのルート直下に置く必要があります。 データベースの
メタデータにひとつだけのテーブルしかない場合は、 アプリケーションのルート型が推定できるので この引数を省略できます。

SDO_containment_references_metadata

ひとつあるいは複数の包含関係の定義を含む配列。 配列の各要素は連想配列で、parent および child のふたつのキーを持ちます。 包含関係によって、モデル内の型を木構造に連結する方法を定義します。 アプリケーションのルート型として指定された型は、 包含関係の
親要素のひとつとして存在しなければなりません。 そのアプリケーションが一度にひとつのテーブルしか扱わず、 かつモデル内に包含関係が存在しない場合には、この引数は省略できます。 メタデータに関する議論については、リレーショナル DAS 全般に関する情報の
中の メタデータ に関する節を参照ください。

返り値

成功した場合に SDO_DAS_Relational オブジェクトを返します。

エラー / 例外

SDO_DAS_Relational::__construct() は、メタデータに何らかの問題が見つかった場合に SDO_DAS_Relational_Exception をスローします。

例

メタデータについての完全な説明は、リレーショナル DAS の全般的な情報の中にある メタデータ の節を参照ください。

SDO_DAS_Relational::createRootDataObject
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(^)

SDO_DAS_Relational::createRootDataObject — 別の空のデータグラフ内の、特別なルートオブジェクトを返す。 データグラフをスクラッチから作成する際に使用する

説明

SDODataObject SDO_DAS_Relational::createRootDataObject ( void )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

別の空のデータグラフのトップレベルにある、特別なルートオブジェクトを返します。 executeQuery() をコールしてデータグラフを作成するのではなく、 アプリケーション内でスクラッチからデータグラフを作成したい場合に使用します。

この特別なルートオブジェクトには、複数の値をとることのできる包含関係のプロパティが ひとつあります。プロパティの名前は、 リレーショナル DAS を作成した際に渡された、アプリケーションのルート型の名前となります。 プロパティの値には、このルート型の値しか指
定できません。 アプリケーションがルート型に対してできることは、 createDataObject() をコールしてアプリケーションのルート型を渡し、 そのアプリケーション型のデータオブジェクトを作成させることだけです。

パラメータ

なし。

返り値

ルートオブジェクトを返します。

エラー / 例外

なし。

例

このメソッドをコールする多くの例については、 リレーショナル DAS についての一般的な情報の、 例 を参照ください。

SDO_DAS_Relational::executePreparedQuery
(^)

SDO_DAS_Relational::executePreparedQuery — プリペアドステートメントとして渡された SQL クエリにプレースホルダ置換用の値を指定して実行し、 結果を正規化されたデータグラフ形式で返す

説明

SDODataObject SDO_DAS_Relational::executePreparedQuery ( PDO $database_handle , PDOStatement $prepared_statement , array $value_list [, array $column_specifier ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

クエリをリレーショナルデータベースに対して実行します。 実行には、渡された PDO データベースハンドルを使用します。 シンプルな executeQuery() と違う点は、 こちらはプリペアドステートメントと値のリストを受け取るというところです。 これを使用するほうがよい
場面としては、次のふたつが考えられます。 まず、同じ文が引数だけを変えて何度も実行される場合。このような場合は、 最初に一度だけ文を準備しておくことでパフォーマンスを向上することができます。 もうひとつは、SQL 文にさまざまな値が指定される可能性があり、
それらの値が完全には信頼できないといった場合です。 後者の場合、それらの値を単純に連結して SQL を作成するのは危険です。 というのは、値の中に SQL で特別な意味を持つ文字が含まれているかもしれないからです。 このような、いわゆる SQL インジェクション攻撃か
ら身を守るには、 プレースホルダ (あるいはパラメータマーカとも言い、'?' で表されます) を使用した SQL 文を準備しておくほうが安全です。 実際に使用する値のリストは、別の引数として指定します。 それ以外の点では、この関数は executeQuery() と同じです。つまり、
メタデータから作成されたモデルを使用し、結果セットを取得します。 そして結果をデータグラフとして返します。

パラメータ

PDO_database_handle

PDO 拡張モジュールを使用して作成します。 PDO データベースハンドルを作成する典型的な方法は、このようになります。
$dbh = new PDO("mysql:dbname=COMPANYDB;host=localhost",DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

prepared_statement

データベースに対して実行するプリペアドステートメント。 PDO の prepare() メソッドによって評価されます。

value_list

SQL 文でプレースホルダを置き換える値の配列。 SQL 文にプレースホルダ (パラメータマーカ) がない場合は、 この引数には NULL あるいは空の配列を指定します。

column_specifier

リレーショナル DAS では、結果セットの各カラムを調べ、 それがどのテーブルのどのカラムからきたものなのかを知る必要があります。 データ自身からそれらの情報を取得できる場合もありますが、 そうでない場合もあります。取得できない場合にはカラム指定子が必
要となります。 これは、カラムを識別するための配列です。 配列の各項目は、単純な テーブル名.カラム名 形式の文字列となります。

カラム指定子が必要となるのは、 データベースのメタデータ内に同じ名前のカラムが複数ある場合です。 例で使用しているデータベースでは、すべてのテーブルに id および name のふたつのカラムがあります。 リレーショナル DAS が PDO から結果セットを読み込む際
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には、 属性 PDO_FETCH_ASSOC を使用できます。これは、 結果セットのカラム名をリレーショナル DAS のカラム名に対応させますが、 同じ名前の重複を識別できません。そのため、 これは、結果セットでカラム名が重複する可能性がない場合にのみ動作します。

まとめます。そのカラムがどのテーブルのものかが判別できなくなる 可能性が少しでもある場合には、カラム指定子の配列を設定します。 省略できるのは、データベースのメタデータ内にあるすべてのカラム名が 一意な場合のみです。

例 で示したサンプルでは、すべてカラム指定子を設定しています。 インストール先の Scenarios ディレクトリ内に、カラム指定子を使用しない例がひとつあります。 これは employee テーブルだけを使用するものです。 ひとつのテーブルしか使用していないので、 カラ
ム名が重複することがないわけです。

返り値

データグラフを返します。具体的には、特別な型のルートオブジェクトを返します。 このルートオブジェクトの下に、結果セットからのデータが格納されています。 ルートオブジェクトは複数の値を持つプロパティを持っており、 そのプロパティは、コンストラクタで指定した
アプリケーションのルート型と同じ名前になります。 また、そのプロパティの内容は、 アプリケーションのルート型のオブジェクトとなります。

クエリがデータを返さなかった場合にも特別なルート型のオブジェクトが返されますが、 その中にあるアプリケーションルート型のプロパティの内容は空となります。

エラー / 例外

SDO_DAS_Relational::executePreparedQuery() は、データグラフを正常に作成できなかった場合に SDO_DAS_Relational_Exception をスローします。 これが起こる原因は、いろいろ考えられます。例えば、 すべてのオブジェクトの結果セットで主キーがなかった場合など
です。 また、何らかの PDO 例外が発生した場合には、 それをキャッチして PDO の診断情報を SDO_DAS_Relational_Exception に格納し、それをスローします。

例

例1 executePreparedQuery() によるデータオブジェクトの取得

この例では、データベースからひとつのデータオブジェクトを取得します - あるいは、もし 'Acme' という名前の会社が複数あるのなら結果は複数かもしれません。 返されたそれぞれの会社について、プロパティ name および id の内容を表示します。

executePreparedQuery() の使用法についてのその他の例は、 sdo/DAS/Relational/Scenarios にあるサンプルコードを参照ください。
<?php
require_once 'SDO/DAS/Relational.php';
require_once 'company_metadata.inc.php';

/**************************************************************
 * メタデータから DAS を作成します
 ***************************************************************/
$das = new SDO_DAS_Relational ($database_metadata,'company',$SDO_reference_metadata);

/**************************************************************
 * データベースとの接続を確立します
 ***************************************************************/
$dbh = new PDO(PDO_DSN,DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);

/**************************************************************
 * クエリを発行し、company オブジェクトを取得します
 * プレースホルダを指定したプリペアドクエリを使用します
 ***************************************************************/
$name = 'Acme';
$pdo_stmt = $dbh->prepare('select name, id from company where name=?');
$root = $das->executePreparedQuery(
    $dbh, 
    $pdo_stmt,
    array($name), 
    array('company.name', 'company.id'));

/**************************************************************
 * name および id を表示します
 ***************************************************************/
foreach ($root['company'] as $company) {
    echo "データベースから取得した会社の name は " . 
    $company['name'] . " そして id は " . $company['id'] . "\n";
}
?>

SDO_DAS_Relational::executeQuery
(^)

SDO_DAS_Relational::executeQuery — SQL クエリをリレーショナルデータベースに対して実行し、 結果を正規化されたデータグラフ形式で返す

説明

SDODataObject SDO_DAS_Relational::executeQuery ( PDO $database_handle , string $SQL_statement [, array $column_specifier ] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

クエリをリレーショナルデータベースに対して実行します。 実行には、渡された PDO データベースハンドルを使用します。 メタデータから作成されたモデルを使用し、結果セットを取得します。 結果をデータグラフとして返します。

パラメータ

PDO_database_handle

PDO 拡張モジュールを使用して作成します。 PDO データベースハンドルを作成する典型的な方法は、このようになります。
$dbh = new PDO("mysql:dbname=COMPANYDB;host=localhost",DATABASE_USER,DATABASE_PASSWORD);
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SQL_statement

データベースに対して実行する SQL 文。

column_specifier

リレーショナル DAS では、結果セットの各カラムを調べ、 それがどのテーブルのどのカラムからきたものなのかを知る必要があります。 データ自身からそれらの情報を取得できる場合もありますが、 そうでない場合もあります。取得できない場合にはカラム指定子が必
要となります。 これは、カラムを識別するための配列です。 配列の各項目は、単純な テーブル名.カラム名 形式の文字列となります。

カラム指定子が必要となるのは、 データベースのメタデータ内に同じ名前のカラムが複数ある場合です。 例で使用しているデータベースでは、すべてのテーブルに id および name のふたつのカラムがあります。 リレーショナル DAS が PDO から結果セットを読み込む際
には、 属性 PDO_FETCH_ASSOC を使用できます。これは、 結果セットのカラム名をリレーショナル DAS のカラム名に対応させますが、 同じ名前の重複を識別できません。そのため、 これは、結果セットでカラム名が重複する可能性がない場合にのみ動作します。

まとめます。そのカラムがどのテーブルのものかが判別できなくなる 可能性が少しでもある場合には、カラム指定子の配列を設定します。 省略できるのは、データベースのメタデータ内にあるすべてのカラム名が 一意な場合のみです。

例 で示したサンプルでは、すべてカラム指定子を設定しています。 インストール先の Scenarios ディレクトリ内に、カラム指定子を使用しない例がひとつあります。 これは employee テーブルだけを使用するものです。 ひとつのテーブルしか使用していないので、 カラ
ム名が重複することがないわけです。

返り値

データグラフを返します。具体的には、特別な型のルートオブジェクトを返します。 このルートオブジェクトの下に、結果セットからのデータが格納されています。 ルートオブジェクトは複数の値を持つプロパティを持っており、 そのプロパティは、コンストラクタで指定した
アプリケーションのルート型と同じ名前になります。 また、そのプロパティの内容は、 アプリケーションのルート型のオブジェクトとなります。

クエリがデータを返さなかった場合にも特別なルート型のオブジェクトが返されますが、 その中にあるアプリケーションルート型のプロパティの内容は空となります。

エラー / 例外

SDO_DAS_Relational::executeQuery() は、データグラフを正常に作成できなかった場合に SDO_DAS_Relational_Exception をスローします。 これが起こる原因は、いろいろ考えられます。例えば、 すべてのオブジェクトの結果セットで主キーがなかった場合などです。 ま
た、何らかの PDO 例外が発生した場合には、 それをキャッチして PDO の診断情報を SDO_DAS_Relational_Exception に格納し、それをスローします。

例

このメソッドをコールする例については、リレーショナル DAS の全般的な情報の中にある 例 の節を参照ください。

目次
SDO_DAS_Relational::applyChanges — データグラフに対する変更を、データベースに書き戻す
SDO_DAS_Relational::__construct — リレーショナルデータアクセスサービスのインスタンスを作成する
SDO_DAS_Relational::createRootDataObject — 別の空のデータグラフ内の、特別なルートオブジェクトを返す。 データグラフをスクラッチから作成する際に使用する
SDO_DAS_Relational::executePreparedQuery — プリペアドステートメントとして渡された SQL クエリにプレースホルダ置換用の値を指定して実行し、 結果を正規化されたデータグラフ形式で返す
SDO_DAS_Relational::executeQuery — SQL クエリをリレーショナルデータベースに対して実行し、 結果を正規化されたデータグラフ形式で返す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

データの作成、取得、更新、削除
メタデータを指定する
ひとつのテーブルによる例
二つのテーブルの例
三つのテーブルの例

制限事項
SDO-DAS-Relational 関数

SDO_DAS_Relational::applyChanges — データグラフに対する変更を、データベースに書き戻す
SDO_DAS_Relational::__construct — リレーショナルデータアクセスサービスのインスタンスを作成する
SDO_DAS_Relational::createRootDataObject — 別の空のデータグラフ内の、特別なルートオブジェクトを返す。 データグラフをスクラッチから作成する際に使用する
SDO_DAS_Relational::executePreparedQuery — プリペアドステートメントとして渡された SQL クエリにプレースホルダ置換用の値を指定して実行し、 結果を正規化されたデータグラフ形式で返す
SDO_DAS_Relational::executeQuery — SQL クエリをリレーショナルデータベースに対して実行し、 結果を正規化されたデータグラフ形式で返す

SDO XML データアクセスサービス

導入
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SDO 用の XML データアクセスサービスを使用するには、 SDO の背景となる概念を理解しておく必要があります。例えば データグラフ、データオブジェクト、XPath とプロパティの表現法などを理解しておきましょう。 これらの概念になじみがない場合は、まず最初に SDO
の節を見るとよいでしょう。

XML DAS の役割は、アプリケーションと XML データソースとの間のデータ移動を行うことです。 XML データソースは、ファイルあるいは URL のどちらでも使用可能です。 SDO の作成およびメンテナンスは、常にモデルに基づいて行われます。 型の名前やその型が保持する
プロパティの名前などがモデルに定義されています。 XML から取得するデータの場合は、XML スキーマ言語 (xsd ファイル) で記述されたスキーマファイルに基づいて SDO モデルが作成されます。 XMLDAS を初期化する際に、このスキーマファイルが作成メソッドに渡される
ことが多くなります。 » SDO 2.0 仕様 で、XML と SDO の間での型の対応が定義されています。 PHP の実装では、制限がいくつかあり、 仕様に書かれている内容がすべて実装されているわけではありません。 この制限については後でまとめます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
SDO XML データアクセスサービスには PHP 5.1.0 以降が必要です。 また、SDO 拡張モジュールに同梱されているものであるため、 SDO がインストールされていなければなりません。 インストール方法の詳細については、 SDO のインストール手順 を参照ください。

インストール手順
XML データアクセスサービスは、 SDO 拡張モジュール の一部として提供されており、同時にインストールされます。 SDO のインストール手順 を参照ください。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
以下の例のいくつかは、 SDO のドキュメントで説明した letter の例を使用しています。 この例では、litter の XML スキーマが letter.xsd に、そしてインスタンスが letter.xml に保存されていることを想定しています。 これらの 2 つのファイルは次のようになります。
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
  xmlns:letter="http://letterSchema"
  targetNamespace="http://letterSchema">
  <xsd:element name="letters" type="letter:FormLetter"/>
  <xsd:complexType name="FormLetter" mixed="true">
    <xsd:sequence>
      <xsd:element name="date" minOccurs="0" type="xsd:string"/>
      <xsd:element name="firstName" minOccurs="0" type="xsd:string"/>
      <xsd:element name="lastName" minOccurs="0" type="xsd:string"/>
    </xsd:sequence>
  </xsd:complexType>
</xsd:schema>

<letter:letters xmlns:letter="http://letterSchema">
  <date>March 1, 2005</date>
  Mutual of Omaha
  Wild Kingdom, USA
  Dear
  <firstName>Casy</firstName>
  <lastName>Crocodile</lastName>
  Please buy more shark repellent.
  Your premium is past due.
</letter:letters>

例1 XML ドキュメントの読み込み・変更そして保存

http://www.ibm.com/developerworks/webservices/library/specification/ws-sdo/
http://www.ibm.com/developerworks/webservices/library/specification/ws-sdo/
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次の例では、XML ドキュメントをファイルから読み込んでその内容を変更し、 もう一度書き戻す方法を示します。
<?php
/**
 * XML ドキュメントの読み込み・更新そして保存
 */
try {
   $xmldas = SDO_DAS_XML::create("letter.xsd");
   $document = $xmldas->loadFile("letter.xml");
   $root_data_object = $document->getRootDataObject();
   $root_data_object->date = "September 03, 2004";
   $root_data_object->firstName = "Anantoju";
   $root_data_object->lastName = "Madhu";
   $xmldas->saveFile($document, "letter-out.xml");
   echo "New file has been written:\n";
   print file_get_contents("letter-out.xml");
} catch (SDO_Exception $e) {
   print($e->getMessage());
}
?>

まず最初に、SDO_DAS_XML::create() メソッドで XML DAS のインスタンスを取得します。 このメソッドは、SDO_DAS_XML クラスの静的メソッドです。パラメータとして xsd の場所を渡します。 スキーマを指定して XML DAS のインスタンスを初期化したら、 loadFile()
メソッドを使用してインスタンスドキュメントを読み込むことができます。 もし文字列から XML インスタンスドキュメントを読み込みたいのなら、 loadString() メソッドを使用することも可能です。 インスタンスドキュメントの読み込みに成功したら
SDO_DAS_XML_Document 型のオブジェクトが返されます。 このオブジェクトに対して getRootDataObject() メソッドをコールすると、SDO データグラフのルートとなる SDO データオブジェクトが取得できます。 その後、SDO に対する操作によってグラフを変更しま
す。 この例では date、 firstName そして lastName のプロパティを変更しています。 その後で saveFile() メソッドを使用して、 ドキュメントをファイルシステムに書き戻します。 saveFile メソッドにはオプションで整数型の引数を指定することができ、 これが設定されて
いると、XML DAS が結果の XML の書式を整形します。 指定された整数値のぶんだけ、ドキュメントの字下げが行われます。

この例の結果、以下のような内容が letter-out.xml に書き出されます。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<FormLetter xmlns="http://letterSchema" xsi:type="FormLetter" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
  <date>September 03, 2004</date>
  Mutual of Omaha
  Wild Kingdom, USA
  Dear
  <firstName>Anantoju</firstName>
  <lastName>Madhu</lastName>
  Please buy more shark repellent.
  Your premium is past due.
</FormLetter>

例2 新しい XML ドキュメントの作成

さきほどの例ではファイルからドキュメントを読み込みました。 この例では、メモリ上で SDO データグラフを作成する方法を示します。 この例では、データグラフが XML 文字列として保存されます。 さらに、letter の中に構造化されたデータとされていないデータの両方が
含まれていることから、 シーケンス API を使用してプロパティを割り当て、データグラフを作成します。
<?php
/**
 * スクラッチからの XML ドキュメントの作成
 */
try {
   $xmldas = SDO_DAS_XML::create("letter.xsd");
   try {
       $doc = $xmldas->createDocument();
       $rdo = $doc->getRootDataObject();
       $seq = $rdo->getSequence();
       $seq->insert("April 09, 2005", NULL, 'date');
       $seq->insert("Acme Inc. ", NULL, NULL);
       $seq->insert("United Kingdom. ");
       $seq->insert("Dear", NULL, NULL);
       $seq->insert("Tarun", NULL, "firstName");
       $seq->insert("Nayaraaa", NULL, "lastName");
       $rdo->lastName = "Nayar";
       $seq->insert("Please note that your order number ");
       $seq->insert(12345);
       $seq->insert(" has been dispatched today. Thanks for your business with us.");
       print($xmldas->saveString($doc));
   } catch (SDO_Exception $e) {
       print($e);
   }
} catch (SDO_Exception $e) {
   print("Problem creating an XML document: " . $e->getMessage());
}
?>

XML DAS の createDocument() メソッドは、空のドキュメント要素に対応するルートデータオブジェクトを ひとつだけ含むドキュメントオブジェクトを返します。 ドキュメント要素の要素名はスキーマファイルから取得します。 ドキュメント要素をはっきり特定できない場
合 (例えば同一の XML DAS に対して複数のスキーマを読み込むことも可能です) は、 要素名に加えて名前空間 URI を createDocument() メソッドに渡します。

この例は、次のような内容を出力します (読みやすくするために適宜改行を挿入しています)。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<FormLetter xmlns="http://letterSchema" xsi:type="FormLetter" 
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
<date>April 09, 2005</date>
Acme Inc. United Kingdom. 
Dear
<firstName>Tarun</firstName>
<lastName>Nayar</lastName>
Please note that your order number 12345 has been 
dispatched today. Thanks for your business with us.
</FormLetter>

例3 XML ドキュメントのプロパティの設定

3 番目のこの例では、ドキュメントに対して XML のバージョンとエンコーディングを設定する方法を示します。 これらは、XML を書き出す際に使用されます。 XML 宣言が不要な場合 (XML を文字列として作成してどこかに埋め込むなどの場合がそうでしょう) は、
setXMLDeclaration() メソッドを使用して宣言を抑制することができます。
<?php
/**
 * XML 宣言を制御するためのコール方法
 */
   $xmldas = SDO_DAS_XML::create("letter.xsd");
   $document = $xmldas->loadFile("letter.xml");
   $document->setXMLVersion("1.1");
   $document->setEncoding("ISO-8859-1");
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   print($xmldas->saveString($document));
?>

XML のバージョンおよびエンコーディングは、 XML ドキュメントの先頭にあたる XML 宣言で設定されます。
<?xml version="1.1" encoding="ISO-8859-1"?>
.../...

例4 オープン型の使用

4 番目の例では、SDO オープン型および createDataObject() メソッドの使用法を説明します。 この例では、次のふたつのスキーマを使用します。
<schema
  xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
  
  <element name="jungle">
    <complexType>
      <sequence>
        <any minOccurs="0" maxOccurs="unbounded"/>
      </sequence>
    </complexType>
  </element>
  
</schema>

定義の中に any 要素が存在することに注目しましょう。 この最初のスキーマでは、複合型 jungle を定義しています。その内容は、その他の任意の型のシーケンスです。 この例で使用している方は、2 番目のスキーマファイルで定義されています。
<schema xmlns= "http://www.w3.org/2001/XMLSchema">

   <complexType name="snakeType">
     <sequence>
       <element name= "name" type="string"/>
       <element name= "length" type="positiveInteger" />
     </sequence>
   </complexType>

   <complexType name="bearType">
     <sequence>
       <element name= "name" type="string"/>
       <element name= "weight" type="positiveInteger" />
     </sequence>
   </complexType>

   <complexType name="pantherType">
     <sequence>
       <element name= "name" type="string"/>
       <element name= "colour" type="string" />
     </sequence>
   </complexType>

</schema>

これらのふたつのスキーマファイルを使用する PHP コードの例は、次のようになります。
<?php

/**
 * オープン型および addTypes() メソッドの使用法
 */

$xmldas = SDO_DAS_XML::create();
$xmldas->addTypes("jungle.xsd"); // これはオープン型です。つまり、
                                 // "any" 型を使用できることが
                                 // xsd ファイルで指定されています
$xmldas->addTypes('animalTypes.xsd');

$baloo            = $xmldas->createDataObject('','bearType');
$baloo->name      = "Baloo";
$baloo->weight    = 800;

$bagheera         = $xmldas->createDataObject('','pantherType');
$bagheera->name   = "Bagheera";
$bagheera->colour = 'inky black';

$kaa              = $xmldas->createDataObject('','snakeType');
$kaa->name        = "Kaa";
$kaa->length      = 25;

$document         = $xmldas->createDocument();
$do               = $document->getRootDataObject();
$do->bear         = $baloo;
$do->panther      = $bagheera;
$do->snake        = $kaa;

print($xmldas->saveString($document,2));

?>

これらのふたつのスキーマファイルは、 最初の create() および addTypes() メソッドで XML DAS に読み込まれます。 createDataObject() メソッドを使用して、 3 つに分かれたデータオブジェクトを作成します。それぞれについて、 名前空間 URI および型名が
createDataObject() メソッドに渡されます。この例では、スキーマで名前空間が使用されていないため、 名前空間 URI は空の文字列です。bear (クマ)、panther (ヒョウ)、snake (ヘビ) を表す 3 つのデータオブジェクトが作成された後で、 createDocument() メソッドでド
キュメントオブジェクトが作成されます。 この例の場合、ドキュメントの要素が何になるかは明確です。 2 番目のスキーマに含まれているのは複合型の定義のみであり、 ドキュメント要素は最初のスキーマに含まれているグローバルな jungle 要素だけだからです。 このドキュ
メントは 1 つのルートデータオブジェクトを保持しており、 これが空のドキュメント要素 jungle に対応しています。 この要素はオープン型なので、お好みのプロパティを追加することができます。 最初に代入が行われている部分が $do->bear で、 ここではルートデータオ
ブジェクトにプロパティ bear が追加されています。それ以降の 2 つの代入についても同様です。 saveString() メソッドでドキュメントを書き出した結果は、 以下のようになります。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<jungle xsi:type="jungle" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
  <bear xsi:type="bearType">
    <name>Baloo</name>
    <weight>800</weight>
  </bear>
  <panther xsi:type="pantherType">
    <name>Bagheera</name>
    <colour>inky black</colour>
  </panther>
  <snake xsi:type="snakeType">
    <name>Kaa</name>
    <length>25</length>
  </snake>
</jungle>
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例5 ドキュメントから何が得られるのかを知る

この例で説明しているのは、 XML Document オブジェクトから要素名および要素の名前空間を知る方法、 XML データオブジェクトのルートデータオブジェクトから SDO 型および名前空間を知る方法、 そしてそれらがお互いどのように関連しているかといった内容です。 こ
れを理解するのは少し難しいかもしれません。というのも、ここでは 4 つのメソッドがコールされているからです。それらのうちの 2 つは Document オブジェクトに対するコールで、 残りの 2 つはルートデータオブジェクトを含む任意のデータオブジェクトに対するコールで
す。 XML モデルから SDO モデルを構築する際に定義されている規則のため、 もし今扱っているデータオブジェクトが ドキュメントのルートオブジェクトに対応するものならば、 これらの 4 つのメソッドコールから返される可能性のある値は 3 つだけです。

ドキュメントに対してコールされる 2 つのメソッドは、 getRootElementName() および getRootEelementURI() です。 これらはそれぞれ、要素名およびドキュメント要素の名前空間を返します。

任意のデータオブジェクトに対してコールされる 2 つのメソッドは、 getTypeName() および getTypeNamespaceURI() です。 これらはそれぞれ、SDO の型名およびデータオブジェクトの型の名前空間を返します。

ドキュメントオブジェクトに対して getRootElementURI() をコールした際の返り値は、ルートデータオブジェクトに対して getNamespaceURI() をコールした際の返り値と常に同じです。 本質的に、この情報はすべてスキーマファイルの最初の数行から得られるものです。
そこには 3 種類の情報が含まれています。 詳しく説明するために、もう一度ここで letter.xsd の最初の数行を示します。
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
            xmlns:letter="http://letterSchema"
            targetNamespace="http://letterSchema">
            
  <xsd:element name="letters" type="letter:FormLetter"/>
  
  <xsd:complexType name="FormLetter" mixed="true">
    .../...

重要な 3 つの値は以下のとおりです。

letters がドキュメント要素の名前です。

FormLetter がドキュメント要素の複合型の名前です。 これはまた、ルートデータオブジェクトの SDO 型の名前でもあります。

http://letterSchema がドキュメント要素の属する名前空間です。 これはまた、ルートデータオブジェクトの SDO 型の名前空間 URI でもあります。

XML-SDO 間の対応の規則により、 SDO モデルがスキーマファイルから作成される場合には ルート要素の型名および SDO 型の名前空間 URI は それが存在するドキュメント要素の複合型から取得されます。 したがって、この例ではルートデータオブジェクトの型名は
FormLetter となります。 ドキュメント要素の複合型の定義が別に分かれておらずインラインで定義されており、 名前がつけられていない場合は、SDO の型名は要素名と同じになります。

次のプログラムは、letter ドキュメントを読み込んでから 4 つのコールの返り値を調べます。
<?php
/**
 * ドキュメントおよびドキュメント要素から得られる情報を調べます。
 * 4 種類のコールがあるため、理解するのは少し難しいでしょう。
 * ドキュメントに対するコールが 2 種類、
 * ルートデータオブジェクトおよびそのモデルに対するコールが 2 種類となります。
 * SDO-XML の対応規則および SDO モデルが XML モデルから作成されている
 * ということから、これらの 4 つのコールから得られる値は 3 つだけです。
 * 常に $document->getRootElementURI() == (ルートデータオブジェクトの型)->namespaceURI
 * となります。
 * 本質的に、これらはすべて xsd の最初の数行から得られるものです。
 * <xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
 *   xmlns:letter="http://letterSchema"
 *   targetNamespace="http://letterSchema">
 *   <xsd:element name="letters" type="letter:FormLetter"/>
 */

$xmldas = SDO_DAS_XML::create("letter.xsd");
$document = $xmldas->loadFile("letter.xml");
$root_do = $document->getRootDataObject();

/**
 * "root element name" は、ドキュメント要素の要素名です。
 * この場合は 'letters' となります。
 * これは xsd のドキュメント要素の 'name' 属性と一致し、
 * xml の要素名とも一致します。
 */
echo "ドキュメント要素の名前は " . $document->getRootElementName() . " です。\n";
assert($document->getRootElementName() == 'letters'); // ドキュメントのプロパティ
/**
 * "root element URI" は、ドキュメント要素の要素名の名前空間です。
 * この場合は 'http://letterSchema' となります。
 * というのも 'letters' がこの名前空間にあるからです。
 * これは xsd から得られ、xml から取得した名前空間と一致します。
 */
echo "ドキュメント要素の名前空間は " . $document->getRootElementURI() . " です。\n";
assert($document->getRootElementURI() == 'http://letterSchema'); // ドキュメントのプロパティ
/**
 * 型名は SDO モデルから取得します。
 * XML-SDO の対応規則では、これは下のいずれかです。
 *   complexType が存在する場合は、その名前 (今回はこちらです)
 *   complexType がない場合は、ドキュメント要素の名前
 * これは xsd から得られます。
 */
echo "ルートデータオブジェクトの型名は " . $root_do->getTypeName() . " です。\n";
assert($root_do->getTypeName() == 'FormLetter');  

/**
 * 型の namespaceURI は SDO モデルから取得します。
 * XML-SDO の対応規則では、これは常にドキュメント要素の名前空間 URI と同じ
 * であることが保証されています。
 */
echo "ルートデータオブジェクトの namespaceURI は " . $root_do->getTypeNamespaceURI() . " です。\n";
assert($root_do->getTypeNamespaceURI() == 'http://letterSchema'); 

?>

このプログラムの出力は次のようになります。

ドキュメント要素の名前は letters です。
ドキュメント要素の名前空間は http://letterSchema です。
ルートデータオブジェクトの型名は FormLetter です。
ルートデータオブジェクトの namespaceURI は http://letterSchema です。
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例6 SDO モデルの表示

XML DAS に読み込まれた型やプロパティの情報を見るための簡単な手段が提供されています。 php の "print" あるいは "echo" を使用すると、型およびプロパティの情報が出力されます。
<?php
/**
 * モデルの情報の出力
 */

$xmldas = SDO_DAS_XML::create("letter.xsd");
print $xmldas;

?>

このプログラムの出力は次のようになります。
object(SDO_XML_DAS)#1 {
18 types have been defined. The types and their properties are::
1. commonj.sdo:BigDecimal
2. commonj.sdo:BigInteger
3. commonj.sdo:Boolean
4. commonj.sdo:Byte
5. commonj.sdo:Bytes
6. commonj.sdo:ChangeSummary
7. commonj.sdo:Character
8. commonj.sdo:DataObject
9. commonj.sdo:Date
10. commonj.sdo:Double
11. commonj.sdo:Float
12. commonj.sdo:Integer
13. commonj.sdo:Long
14. commonj.sdo:Short
15. commonj.sdo:String
16. commonj.sdo:URI
17. http://letterSchema:FormLetter
    - date (commonj.sdo:String)
    - firstName (commonj.sdo:String)
    - lastName (commonj.sdo:String)
18. http://letterSchema:RootType
    - letters (http://letterSchema:FormLetter)

SDO DAS XML 関数
定義済みクラス
XML DAS は、主に 2 つのクラスから成り立っています。 ひとつめは SDO_DAS_XML で、XML ソースからデータを取得したり データを書き戻したりする際に使用するクラスです。 もうひとつが SDO_DAS_XML_Document クラスで、 これが XML ドキュメント内のデータを
表します。

これ以外に、xsd や xml ファイルの検索・パース中にエラーが発生した場合にスローされる 例外クラスがいくつかあります。

SDO_DAS_XML
これが XML DAS の中心となるクラスです。 xml ソースからデータを取得したり、データを書き戻す際に使用します。 xml ファイルの読み込みや書き込み以外のメソッドもあります。

メソッド
create は SDO_DAS_XML クラスの静的メソッドです。 SDO_DAS_XML オブジェクトを作成するために使用します。

addTypes は create() と同じような動作をしますが、 これはすでに作成済みの XML DAS に対して後からスキーマファイルを追加します。

createDataObject は、指定した型の SDO データオブジェクトを作成するために使用します。

createDocument は、XML ドキュメントオブジェクトをスクラッチから作成するために使用します。

loadFile は、xml インスタンスドキュメントをファイルから読み込みます。 ローカルファイルシステム上、あるいはリモートホスト上のどちらのファイルも読み込み可能です。

loadString は上のメソッドと同じですが、これは xml インスタンスドキュメントを文字列から読み込みます。

saveFile は SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを xml ファイルに保存します。

saveString は SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを xml 文字列に保存します。

SDO_DAS_XML_Document
このクラスの使用目的は、ドキュメント要素の名前および名前空間を取得すること、 そしてドキュメントのルートデータオブジェクトを取得することです。 最後に、ドキュメントの出力時に XML のバージョンおよびエンコーディングを指定することもできます。

メソッド
getRootDataObject は、ルート DataObject を取得します。

getRootElementName は、ルート DataObject の名前を取得します。

getRootElementURI は、ルート DataObject の URI を取得します。
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setEncoding は、指定した値をエンコーディング文字列に設定します。

setXMLDeclaraion は、xml 宣言を設定/解除します。

setXMLVersion は、指定した値を xml バージョンに設定します。

SDO_DAS_XML_ParserException
SDO_Exception のサブクラスです。 xsd/xml ファイルの読み込み中にパースエラーが発生した場合にスローされます。

SDO_DAS_XML_FileException
SDO_Exception のサブクラスです。 ファイルからデータを読み込むメソッドで、 ファイルが見つからなかった場合にスローされます。

SDO 2.0 仕様と比較した場合の制限事項
» SDO 2.0 仕様 で、XML と SDO の間での型の対応が定義されています。 Java SDO では、この対応は XMLHelper で実装されています。 PHP 用の SDO では、この対応が XML データアクセスサービスで実装されています。 XML DAS の実装には、SDO 2.0 仕様で定義されて
いる対応に対していくつか制限があります。 制限事項の詳細は以下のとおりです。

XML の単純な型

1. Simple Type with sdoJava:instanceClass - PHP では同等の機能は提供されていません。

2. Simple Type with sdoJava:extendedInstanceClass - PHP では同等の機能は提供されていません。

3. Simple Type with list of itemType.

4. Simple Type with union.

XML の複合型

1. Complex Type with sdo:aliasName - PHP では SDO 型のエイリアスをサポートしていません。

XSD の属性

1. Attribute with sdo:aliasName - PHP では SDO プロパティのエイリアスをサポートしていません。

2. Attribute with default value - PHP では SDO プロパティのデフォルト値をサポートしていません。

3. Attribute with fixed value - PHP では SDO の読み込み専用プロパティやデフォルト値をサポートしていません。

4. Attribute referencing a DataObject with sdo:propertyType - sdo:propertyType="..." はサポートしていません。

5. Attribute with bi-directional property to a DataObject with sdo:oppositeProperty and sdo:propertyType - PHP では SDO opposite をサポートしていません。

XSD の要素

1. Element with sdo:aliasName - PHP では SDO プロパティのエイリアスをサポートしていません。

2. Element with substitution group.

XSD Elements with Simple Type

1. Element of SimpleType with default - PHP では SDO のデフォルト値をサポートしていません。

2. Element of SimpleType with fixed value - PHP では SDO の読み込み専用プロパティやデフォルト値をサポートしていません。

3. Element of SimpleType with sdo:string - sdo:string="true" はサポートしていません。

4. Element referencing a DataObject with sdo:propertyType - sdo:propertyType="..." はサポートしていません。

5. Element with bi-directional reference to a DataObject with sdo:oppositeProperty and sdo:propertyType - PHP では SDO opposite をサポートしていません。

SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject
(^)

SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject — ルート SDO_DataObject を返す

説明

SDO_DataObject SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject ( void )

ルート SDO_DataObject を返します。

http://www.ibm.com/developerworks/webservices/library/specification/ws-sdo/
http://www.ibm.com/developerworks/webservices/library/specification/ws-sdo/
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パラメータ

返り値

ルート SDO_DataObject を返します。

SDO_DAS_XML_Document::getRootElementName
(^)

SDO_DAS_XML_Document::getRootElementName — ルート要素の名前を返す

説明

string SDO_DAS_XML_Document::getRootElementName ( void )

ルート要素の名前を返します。

パラメータ

返り値

ルート要素の名前を返します。

SDO_DAS_XML_Document::getRootElementURI
(^)

SDO_DAS_XML_Document::getRootElementURI — ルート要素の URI 文字列を返す

説明

string SDO_DAS_XML_Document::getRootElementURI ( void )

ルート要素の URI 文字列を返します。

パラメータ

返り値

ルート要素の URI 文字列を返します。

SDO_DAS_XML_Document::setEncoding
(^)

SDO_DAS_XML_Document::setEncoding — エンコーディングを文字列で設定する

説明

void SDO_DAS_XML_Document::setEncoding ( string $encoding )

エンコーディングを文字列で設定します。

パラメータ
encoding

エンコーディング文字列。

返り値

何も返しません。
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SDO_DAS_XML_Document::setXMLDeclaration
(^)

SDO_DAS_XML_Document::setXMLDeclaration — xml 宣言を設定する

説明

void SDO_DAS_XML_Document::setXMLDeclaration ( bool $xmlDeclatation )

XML ドキュメントの最初に XML 宣言を生成するかどうかを制御します。 TRUE を設定すると XML 宣言が生成され、 FALSE にすると宣言を抑制します。

パラメータ
xmlDeclatation

XML 宣言を設定するための Boolean 値。

返り値

何も返しません。

SDO_DAS_XML_Document::setXMLVersion
(^)

SDO_DAS_XML_Document::setXMLVersion — xml バージョンを文字列で設定する

説明

void SDO_DAS_XML_Document::setXMLVersion ( string $xmlVersion )

xml バージョンを文字列で設定します。

パラメータ
xmlVersion

xml バージョン文字列。

返り値

何も返しません。

SDO_DAS_XML::addTypes
(^)

SDO_DAS_XML::addTypes — 2 番目以降のスキーマファイルを SDO_DAS_XML オブジェクトに読み込む

説明

void SDO_DAS_XML::addTypes ( string $xsd_file )

事前に静的メソッド create() で作成した XML DAS に対して、2 番目以降のスキーマファイルを読み込みます。 有効なスキーマファイルならなんでも指定できますが、 このメソッドを使用法としてよくあるものは、 追加の複合型や名前の定義を含むスキーマファイルを追加す
ることです。 親ドキュメントの例 4 を参照ください。

パラメータ
xsd_file

XSD スキーマファイルへのパス。

返り値

成功した場合は何も返しません。 それ以外の場合は以下に示す例外がスローされます。

エラー / 例外
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SDO_TypeNotFoundException

もとになるモデルで型が定義されていない場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_ParserException

XSD ファイルのパース時に何らかの問題が発生した場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_FileException

指定されたファイルが見つからない場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::create
(^)

SDO_DAS_XML::create — スキーマファイルを指定して SDO_DAS_XML オブジェクトを作成する

説明

SDO_DAS_XML SDO_DAS_XML::create ([ mixed $xsd_file [, string $key ]] )
警告

この関数は、 実験的 なものです。この関数の動作・ 名前・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 この関数は自己責任で使用してください。

これは、SDO_DAS_XML クラスの唯一の静的メソッドです。 SDO_DAS_XML オブジェクトを作成するために使用します。

パラメータ
xsd_file

XSD スキーマファイルへのパス。このパラメータはオプションです。 省略した場合は、SDO 基本型のみが定義されている DAS を作成します。 スキーマファイルは addTypes() メソッドで読み込むことができます。 文字列か、あるいは値の配列となります。
key

返り値

成功した場合は SDO_DAS_XML オブジェクトを返します。 それ以外の場合は以下に示す例外がスローされます。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

もとになるモデルで型が定義されていない場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_ParserException

XSD ファイルのパース時に何らかの問題が発生した場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_FileException

指定されたファイルが見つからない場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::createDataObject
(^)

SDO_DAS_XML::createDataObject — 名前空間 URI および型名を指定して SDO_DataObject を作成する

説明

SDO_DataObject SDO_DAS_XML::createDataObject ( string $namespace_uri , string $type_name )

名前空間 URI および型名を指定して SDO_DataObject を作成します。 型名はモデルで定義されていなければなりません。 定義されていない場合は SDO_TypeNotFoundException がスローされます。

パラメータ
namespace_uri

型名の名前空間 URI。
type_name

型名。
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返り値

成功した場合に SDO_DataObject を返します。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

もとになるモデルで型が定義されていない場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::createDocument
(^)

SDO_DAS_XML::createDocument — ファイルや文字列から読み込まずに、 XML ドキュメントオブジェクトをスクラッチから作成する

説明

SDO_DAS_XML_Document SDO_DAS_XML::createDocument ([ string $document_element_name ] )
SDO_DAS_XML_Document SDO_DAS_XML::createDocument ( string $document_element_namespace_URI , string $document_element_name [, SDO_DataObject $dataobject ] )

XML Document オブジェクトを返します。空のルート要素がひとつだけ含まれ、 プロパティは何も設定されていません。このメソッドの目的は、 ファイルや文字列からドキュメントを読み込むのではなく スクラッチから XML ドキュメントを作成することです。 作成されたド
キュメントは、まるで何の要素も属性も持たない 空のドキュメント要素がひとつだけあるようなドキュメントが読み込まれたかのようになります。

createDocument() は、 ドキュメント要素が何であるかを知っている必要があります。 単純な場合はこれは必須ではありません。 省略しても名前を特定できる場合には、メソッドに渡すパラメータを省略することができます。 しかし同一 XML DAS に複数のスキーマファイル
を読み込むことも可能であり、 この場合には複数のドキュメント要素が定義される可能性があります。 さらに、名前空間が違うだけで同じ名前のドキュメント要素が存在する可能性もあります。 これらの場合にうまく対応するため、ドキュメント要素の名前を指定したり 要素
名と名前空間を指定することができます。

パラメータ
document_element_name

ドキュメント要素の名前。複数の値をとる可能性がある場合にのみ必要となります。
document_element_namespace_URI

ドキュメント要素名のうち、名前空間の部分。 同じ名前のドキュメント要素が複数存在する場合にのみ必要となります。
dataobject

返り値

成功した場合に SDO_XML_DAS_Document オブジェクトを返します。

エラー / 例外
SDO_UnsupportedOperationException

要素名、あるいは要素名と名前空間 URI が渡されたものの、 それがモデルで見つからなかった場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::loadFile
(^)

SDO_DAS_XML::loadFile — xml インスタンスドキュメントへのパスを指定し、 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返す

説明

SDO_XMLDocument SDO_DAS_XML::loadFile ( string $xml_file )

指定したアドレスの xml インスタンスドキュメントから SDO_DataObjects のツリーを作成します。 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返します。 ルートデータオブジェクトを取得するには SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject メソッドを使用します。

パラメータ
xml_file

インスタンスドキュメントへのパス。 ローカルファイルへのパス、あるいは URL が指定できます。

返り値

成功した場合は SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返します。 それ以外の場合は以下に示す例外がスローされます。
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エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

もとになるモデルで型が定義されていない場合にスローされます。
SDO_PropertyNotFoundException

もとになるモデルで型のプロパティが定義されていない場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_ParserException

XSD ファイルのパース時に何らかの問題が発生した場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_FileException

指定されたファイルが見つからない場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::loadString
(^)

SDO_DAS_XML::loadString — xml インスタンス文字列を指定し、 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返す

説明

SDO_DAS_XML_Document SDO_DAS_XML::loadString ( string $xml_string )

指定した xml インスタンス文字列から SDO_DataObjects のツリーを作成します。 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返します。 ルートデータオブジェクトを取得するには SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject メソッドを使用します。

パラメータ
xml_string

xml 文字列。

返り値

成功した場合は SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返します。 それ以外の場合は以下に示す例外がスローされます。

エラー / 例外
SDO_TypeNotFoundException

もとになるモデルで型が定義されていない場合にスローされます。
SDO_PropertyNotFoundException

もとになるモデルで型のプロパティが定義されていない場合にスローされます。
SDO_DAS_XML_ParserException

XSD ファイルのパース時に何らかの問題が発生した場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::saveFile
(^)

SDO_DAS_XML::saveFile — SDO_DAS_XML_Document オブジェクトをファイルに保存する

説明

void SDO_DAS_XML::saveFile ( SDO_XMLDocument $xdoc , string $xml_file [, int $indent ] )

SDO_DAS_XML_Document オブジェクトをファイルに保存します。

パラメータ
xdoc

SDO_DAS_XML_Document オブジェクト。
xml_file

xml ファイル。
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indent

オプションの引数で、xml を整形するかどうかを指定します。 負でない整数値を指定すると、それが xml の字下げ幅になります。 つまり、例えば 2 を指定すると、xml の子要素は親要素から 空白 2 つ分右にずれた場所から始まることになります。0 を指定すると、
xml は完全に左寄せされた形式になります。-1 を指定すると、一切整形を行いません。 xml は長い 1 行のファイルとなります。

返り値

None.

エラー / 例外
SDO_DAS_XML_FileException

指定されたファイルが見つからない場合にスローされます。

SDO_DAS_XML::saveString
(^)

SDO_DAS_XML::saveString — SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを文字列に保存する

説明

string SDO_DAS_XML::saveString ( SDO_XMLDocument $xdoc [, int $indent ] )

SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを文字列に保存します。

パラメータ
xdoc

SDO_DAS_XML_Document オブジェクト。
indent

オプションの引数で、xml を整形するかどうかを指定します。 負でない整数値を指定すると、それが xml の字下げ幅になります。 つまり、例えば 2 を指定すると、xml の子要素は親要素から 空白 2 つ分右にずれた場所から始まることになります。0 を指定すると、
xml は完全に左寄せされた形式になります。-1 を指定すると、一切整形を行いません。 xml は長い 1 行のデータとなります。

返り値

xml 文字列を返します。

目次
SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject — ルート SDO_DataObject を返す
SDO_DAS_XML_Document::getRootElementName — ルート要素の名前を返す
SDO_DAS_XML_Document::getRootElementURI — ルート要素の URI 文字列を返す
SDO_DAS_XML_Document::setEncoding — エンコーディングを文字列で設定する
SDO_DAS_XML_Document::setXMLDeclaration — xml 宣言を設定する
SDO_DAS_XML_Document::setXMLVersion — xml バージョンを文字列で設定する
SDO_DAS_XML::addTypes — 2 番目以降のスキーマファイルを SDO_DAS_XML オブジェクトに読み込む
SDO_DAS_XML::create — スキーマファイルを指定して SDO_DAS_XML オブジェクトを作成する
SDO_DAS_XML::createDataObject — 名前空間 URI および型名を指定して SDO_DataObject を作成する
SDO_DAS_XML::createDocument — ファイルや文字列から読み込まずに、 XML ドキュメントオブジェクトをスクラッチから作成する
SDO_DAS_XML::loadFile — xml インスタンスドキュメントへのパスを指定し、 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返す
SDO_DAS_XML::loadString — xml インスタンス文字列を指定し、 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返す
SDO_DAS_XML::saveFile — SDO_DAS_XML_Document オブジェクトをファイルに保存する
SDO_DAS_XML::saveString — SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを文字列に保存する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例
SDO DAS XML 関数

SDO_DAS_XML_Document::getRootDataObject — ルート SDO_DataObject を返す
SDO_DAS_XML_Document::getRootElementName — ルート要素の名前を返す
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SDO_DAS_XML_Document::getRootElementURI — ルート要素の URI 文字列を返す
SDO_DAS_XML_Document::setEncoding — エンコーディングを文字列で設定する
SDO_DAS_XML_Document::setXMLDeclaration — xml 宣言を設定する
SDO_DAS_XML_Document::setXMLVersion — xml バージョンを文字列で設定する
SDO_DAS_XML::addTypes — 2 番目以降のスキーマファイルを SDO_DAS_XML オブジェクトに読み込む
SDO_DAS_XML::create — スキーマファイルを指定して SDO_DAS_XML オブジェクトを作成する
SDO_DAS_XML::createDataObject — 名前空間 URI および型名を指定して SDO_DataObject を作成する
SDO_DAS_XML::createDocument — ファイルや文字列から読み込まずに、 XML ドキュメントオブジェクトをスクラッチから作成する
SDO_DAS_XML::loadFile — xml インスタンスドキュメントへのパスを指定し、 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返す
SDO_DAS_XML::loadString — xml インスタンス文字列を指定し、 SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを返す
SDO_DAS_XML::saveFile — SDO_DAS_XML_Document オブジェクトをファイルに保存する
SDO_DAS_XML::saveString — SDO_DAS_XML_Document オブジェクトを文字列に保存する

SimpleXML

導入
SimpleXML拡張モジュールは、 XMLをオブジェクトにとても簡単かつ容易に変換するための機能を 提供します。変換後のオブジェクトでは、 通常のプロパティセレクタや配列反復子を用いて処理を行うことが 可能です。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

SimpleXML 拡張モジュールは PHP 5 が必要になります。

インストール手順
この拡張モジュールはデフォルトで有効になっています。無効にしたい場合は、次のオプションを指定してコンパイルします。 --disable-simplexml

注意: PHP 5.1.2 より前のバージョンでは、--enable-simplexml を指定しないとこの拡張モジュールは使えませんでした。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
定数は定義されていません。
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例
目次

基本的な使用法
XML エラーの対応

基本的な使用法
このリファレンスの多くの例ではXML文字列を必要とします。各例で この文字列をくり返す代わりに、あるファイルにこの文字列を保存して、 各例で読みこむことにします。この読みこまれるファイルは、以下の例 に関するセクションで使用されます。 もしくは、XMLドキュ
メントを作成し、 simplexml_load_file() により読みこむことも 可能です。

例1 XML文字列を設定するインクルードファイル example.php

<?php
$xmlstr = <<<XML
<?xml version='1.0' standalone='yes'?>
<movies>
 <movie>
  <title>PHP: Behind the Parser</title>
  <characters>
   <character>
    <name>Ms. Coder</name>
    <actor>Onlivia Actora</actor>
   </character>
   <character>
    <name>Mr. Coder</name>
    <actor>El Act&#211;r</actor>
   </character>
  </characters>
  <plot>
   So, this language. It's like, a programming language. Or is it a
   scripting language? All is revealed in this thrilling horror spoof
   of a documentary.
  </plot>
  <great-lines>
   <line>PHP solves all my web problems</line>
  </great-lines>
  <rating type="thumbs">7</rating>
  <rating type="stars">5</rating>
 </movie>
</movies>
XML;
?>

SimpleXMLの容易さが最も明確に現われるのは、 簡単なXMLドキュメントから文字列または数字を展開する時です。

例2 <plot> を取得する
<?php
include 'example.php';

$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

echo $xml->movie[0]->plot;
?>

上の例の出力は以下となります。

   So, this language. It's like, a programming language. Or is it a
   scripting language? All is revealed in this thrilling horror spoof
   of a documentary.

XML ドキュメント内の要素のうち、PHP の命名規約で許可されていない文字 (たとえばハイフンなど) を含む名前のものにアクセスするには、 要素名を括弧とアポストロフィで囲みます。

例3 <line> を取得する
<?php
include 'example.php';

$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

echo $xml->movie->{'great-lines'}->line;
?>

上の例の出力は以下となります。
PHP solves all my web problems

例4 SimpleXMLでユニークでない要素にアクセスする

単一の親要素の子要素としてある要素のインスタンスが複数存在する時、 通常の反復処理を適用することができます。
<?php
include 'example.php';

$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

/* 個々の <character> ノードに対して、<name> を分割して表示します */
foreach ($xml->movie->characters->character as $character) {
   echo $character->name, ' played by ', $character->actor, PHP_EOL;
}

?>
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上の例の出力は以下となります。
Ms. Coder played by Onlivia Actora
Mr. Coder played by El ActÓr

注意:

プロパティ (先ほどの例の $xml->movie) は配列ではありません。反復処理 と 配列形式でのアクセス ができるオブジェクトです。

例5 属性を使用する

ここまでは、要素の名前と値を読む方法のみを扱って来ました。 SimpleXMLは要素の属性にアクセスすることも可能です。 要素の属性にアクセスする方法は、配列 の要素に アクセスするのと全く同じです。
<?php
include 'example.php';

$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

/* 最初の映画の <rating> ノードにアクセスします。
 * また、その評価も出力します。*/
foreach ($xml->movie[0]->rating as $rating) {
    switch((string) $rating['type']) { // 要素のインデックスとして、属性を取得します
    case 'thumbs':
        echo $rating, ' thumbs up';
        break;
    case 'stars':
        echo $rating, ' stars';
        break;
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
7 thumbs up5 stars

例6 要素および属性をテキストと比較する

要素または属性を文字列と比較する、もしくは、文字列を引数とする関数に 渡すには、(string) により文字列にキャストする 必要があります。さもないと、PHPはこの要素をオブジェクトとして扱います。
<?php
include 'example.php';

$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

if ((string) $xml->movie->title == 'PHP: Behind the Parser') {
    print 'My favorite movie.';
}

echo htmlentities((string) $xml->movie->title);
?>

上の例の出力は以下となります。
My favorite movie.PHP: Behind the Parser

例7 ふたつの要素の比較

PHP 5.2.0 以降、たとえ同一の要素を指していたとしても 2 つの SimpleXMLElements は異なるものと見なされます。
<?php
include 'example.php';

$el1 = new SimpleXMLElement($xmlstr);
$el2 = new SimpleXMLElement($xmlstr);
var_dump($el1 == $el2); // PHP 5.2.0 以降では false
?>

上の例の出力は以下となります。
bool(false)

例8 XPath の使用

SimpleXML は、XPath を標準でサポートしています。 <character> 要素を全て見つけるには、 以下のようにします。
<?php
include 'example.php';

$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

foreach ($xml->xpath('//character') as $character) {
    echo $character->name, 'played by ', $character->actor, PHP_EOL;
}
?>

'//' はワイルドカードとして動作します。絶対パスを指定するには、 スラッシュを一つだけにします。

上の例の出力は以下となります。
Ms. Coder played by Onlivia Actora
Mr. Coder played by El ActÓr

例9 値を設定する

SimpleXMLの中のデータは、定数とすることができません。 オブジェクトは、その全ての要素について変更が可能です。
<?php
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include 'example.php';
$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

$xml->movie[0]->characters->character[0]->name = 'Miss Coder';

echo $xml->asXML();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<movies>
 <movie>
  <title>PHP: Behind the Parser</title>
  <characters>
   <character>
    <name>Miss Coder</name>
    <actor>Onlivia Actora</actor>
   </character>
   <character>
    <name>Mr. Coder</name>
    <actor>El Act&#xD3;r</actor>
   </character>
  </characters>
  <plot>
   So, this language. It's like, a programming language. Or is it a
   scripting language? All is revealed in this thrilling horror spoof
   of a documentary.
  </plot>
  <great-lines>
   <line>PHP solves all my web problems</line>
  </great-lines>
  <rating type="thumbs">7</rating>
  <rating type="stars">5</rating>
 </movie>
</movies>

例10 要素と属性を追加する

PHP 5.1.3 以降では、SimpleXML を使用して簡単に子要素および属性を追加することができます。
<?php
include 'example.php';
$xml = new SimpleXMLElement($xmlstr);

$character = $xml->movie[0]->characters->addChild('character');
$character->addChild('name', 'Mr. Parser');
$character->addChild('actor', 'John Doe');

$rating = $xml->movie[0]->addChild('rating', 'PG');
$rating->addAttribute('type', 'mpaa');

echo $xml->asXML();
?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<movies>
 <movie>
  <title>PHP: Behind the Parser</title>
  <characters>
   <character>
    <name>Ms. Coder</name>
    <actor>Onlivia Actora</actor>
   </character>
   <character>
    <name>Mr. Coder</name>
    <actor>El Act&#xD3;r</actor>
   </character>
  <character><name>Mr. Parser</name><actor>John Doe</actor></character></characters>
  <plot>
   So, this language. It's like, a programming language. Or is it a
   scripting language? All is revealed in this thrilling horror spoof
   of a documentary.
  </plot>
  <great-lines>
   <line>PHP solves all my web problems</line>
  </great-lines>
  <rating type="thumbs">7</rating>
  <rating type="stars">5</rating>
 <rating type="mpaa">PG</rating></movie>
</movies>

例11 DOMとの相互運用性

PHPは、SimpleXML形式とDOM形式の間でXMLノードを変換する機構を有しています。 この例では、DOM要素をSimpleXMLに変換することができます。
<?php
$dom = new DOMDocument;
$dom->loadXML('<books><book><title>blah</title></book></books>');
if (!$dom) {
    echo 'Error while parsing the document';
    exit;
}

$s = simplexml_import_dom($dom);

echo $s->book[0]->title;
?>

上の例の出力は以下となります。
blah

XML エラーの対応



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ドキュメント読み込み時の XML エラーに対処するのは非常にシンプルな作業です。 libxml の機能を使うと、 ドキュメント読み込み時のすべての XML エラーを抑制して後からそれを処理することができます。

libxml_get_errors() が返す libXMLError オブジェクトには、エラーについての message や line、 column (場所) といったプロパティが含まれます。

例1 壊れた XML 文字列の読み込み
<?php
libxml_use_internal_errors(true);
$sxe = simplexml_load_string("<?xml version='1.0'><broken><xml></broken>");
if (!$sxe) {
    echo "Failed loading XML\n";
    foreach(libxml_get_errors() as $error) {
        echo "\t", $error->message;
    }
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Failed loading XML
    Blank needed here
    parsing XML declaration: '?>' expected
    Opening and ending tag mismatch: xml line 1 and broken
    Premature end of data in tag broken line 1

参考
libxml_use_internal_errors()
libxml_get_errors()
libXMLError

SimpleXMLElement クラス
導入
XML ドキュメントの要素をあらわします。

クラス概要
SimpleXMLElement implements Traversable {
/* メソッド */
void SimpleXMLElement::addAttribute ( string $name , string $value [, string $namespace ] )
SimpleXMLElement addChild ( string $name [, string $value [, string $namespace ]] )
mixed asXML ([ string $filename ] )
SimpleXMLElement attributes ([ string $ns [, bool $is_prefix ]] )
SimpleXMLElement children ([ string $ns [, bool $is_prefix = false ]] )
integer SimpleXMLElement::count ( void )
array getDocNamespaces ([ bool $recursive ] )
string getName ( void )
array getNamespaces ([ bool $recursive ] )
bool registerXPathNamespace ( string $prefix , string $ns )
array xpath ( string $path )
}

SimpleXMLElement::addAttribute
(PHP 5 >= 5.1.3)

SimpleXMLElement::addAttribute — SimpleXML 要素に属性を追加する

説明

void SimpleXMLElement::addAttribute ( string $name , string $value [, string $namespace ] )

SimpleXML 要素に属性を追加します。

パラメータ
name

追加する属性の名前。
value

属性の値。
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namespace

指定されている場合は、その属性が所属する名前空間。

返り値

値を返しません。

例

例1 SimpleXML 要素への属性と子要素の追加
<?php

include 'example.php';
 
$sxe = new SimpleXMLElement($xmlstr);
$sxe->addAttribute('type', 'documentary');

$movie = $sxe->addChild('movie');
$movie->addChild('title', 'PHP2: More Parser Stories');
$movie->addChild('plot', 'This is all about the people who make it work.');

$characters = $movie->addChild('characters');
$character  = $characters->addChild('character');
$character->addChild('name', 'Mr. Parser');
$character->addChild('actor', 'John Doe');

$rating = $movie->addChild('rating', '5');
$rating->addAttribute('type', 'stars');
 
echo $sxe->asXML();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<movies type="documentary">
 <movie>
  <title>PHP: Behind the Parser</title>
  <characters>
   <character>
    <name>Ms. Coder</name>
    <actor>Onlivia Actora</actor>
   </character>
   <character>
    <name>Mr. Coder</name>
    <actor>El Act&#xD3;r</actor>
   </character>
  </characters>
  <plot>
   So, this language. It's like, a programming language. Or is it a
   scripting language? All is revealed in this thrilling horror spoof
   of a documentary.
  </plot>
  <great-lines>
   <line>PHP solves all my web problems</line>
  </great-lines>
  <rating type="thumbs">7</rating>
  <rating type="stars">5</rating>
 </movie>
 <movie>
  <title>PHP2: More Parser Stories</title>
  <plot>This is all about the people who make it work.</plot>
  <characters>
   <character>
    <name>Mr. Parser</name>
    <actor>John Doe</actor>
   </character>
  </characters>
  <rating type="stars">5</rating>
 </movie>
</movies>

参考

SimpleXMLElement::addChild() - XML ノードに子要素を追加する

SimpleXMLElement::addChild
(PHP 5 >= 5.1.3)

SimpleXMLElement::addChild — XML ノードに子要素を追加する

説明

SimpleXMLElement SimpleXMLElement::addChild ( string $name [, string $value [, string $namespace ]] )

ノードに子要素を追加し、子要素の SimpleXMLElement を返します。

パラメータ
name
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追加する子要素の名前。
value

指定されている場合は、子要素の値。
namespace

指定されている場合は、その子要素が所属する名前空間。

返り値

addChild メソッドは、 XML ノードに追加した子要素を表す SimpleXMLElement オブジェクトを返します。

例

例1 SimpleXML 要素への属性と子要素の追加
<?php

include 'example.php';

$sxe = new SimpleXMLElement($xmlstr);
$sxe->addAttribute('type', 'documentary');

$movie = $sxe->addChild('movie');
$movie->addChild('title', 'PHP2: More Parser Stories');
$movie->addChild('plot', 'This is all about the people who make it work.');

$characters = $movie->addChild('characters');
$character  = $characters->addChild('character');
$character->addChild('name', 'Mr. Parser');
$character->addChild('actor', 'John Doe');

$rating = $movie->addChild('rating', '5');
$rating->addAttribute('type', 'stars');
 
echo $sxe->asXML();

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<movies type="documentary">
 <movie>
  <title>PHP: Behind the Parser</title>
  <characters>
   <character>
    <name>Ms. Coder</name>
    <actor>Onlivia Actora</actor>
   </character>
   <character>
    <name>Mr. Coder</name>
    <actor>El Act&#xD3;r</actor>
   </character>
  </characters>
  <plot>
   So, this language. It's like, a programming language. Or is it a
   scripting language? All is revealed in this thrilling horror spoof
   of a documentary.
  </plot>
  <great-lines>
   <line>PHP solves all my web problems</line>
  </great-lines>
  <rating type="thumbs">7</rating>
  <rating type="stars">5</rating>
 </movie>
 <movie>
  <title>PHP2: More Parser Stories</title>
  <plot>This is all about the people who make it work.</plot>
  <characters>
   <character>
    <name>Mr. Parser</name>
    <actor>John Doe</actor>
   </character>
  </characters>
  <rating type="stars">5</rating>
 </movie>
</movies>

参考

SimpleXMLElement::addAttribute() - SimpleXML 要素に属性を追加する

SimpleXMLElement::asXML
(PHP 5 >= 5.0.1)

SimpleXMLElement::asXML — SimpleXML 要素に基づき整形式の XML 文字列を返す

説明

mixed SimpleXMLElement::asXML ([ string $filename ] )

asXML  XML version 1.0 
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メソッドは、親オブジェクトのデータを 形式にフォーマットします。

パラメータ
filename

指定した場合、データを返すかわりにファイルにデータを書き込みます。

返り値

filename が指定されていない場合、この関数は 成功時に string 、エラー時に FALSE を返します。 パラメータが指定されていた場合は、ファイルが正常に書き込めたときに TRUE 、そうでないときに FALSE を返します。

例

例1 XML を取得する
<?php
$string = <<<XML
<a>
 <b>
  <c>text</c>
  <c>stuff</c>
 </b>
 <d>
  <c>code</c>
 </d>
</a>
XML;

$xml = new SimpleXMLElement($string);

echo $xml->asXML();

?>

上の例の出力は以下となります。
<?xml version="1.0"?>
<a>
 <b>
  <c>text</c>
  <c>stuff</c>
 </b>
 <d>
  <c>code</c>
 </d>
</a>

asXML は Xpath の結果にも適用できます:

例2 SimpleXMLElement::xpath() の結果に asXML() を使用する
<?php
// 上の XML の例から続く

/* <a><b><c>を探す */
$result = $xml->xpath('/a/b/c');

while(list( , $node) = each($result)) {
    echo $node->asXML();
}
?>

上の例の出力は以下となります。
<c>text</c><c>stuff</c>

SimpleXMLElement::attributes
(PHP 5 >= 5.0.1)

SimpleXMLElement::attributes — 要素の属性を定義する

説明

SimpleXMLElement SimpleXMLElement::attributes ([ string $ns [, bool $is_prefix ]] )

この関数は、XMLタグの中で定義された属性とその値を取得します。

注意: SimpleXML では、ほとんどのメソッドに反復処理を追加するための手順が定義されています。 これらは、var_dump() やオブジェクトを評価する他の手段で 見ることはできません。

パラメータ
ns

オプションで指定する、取得した属性の名前空間。
is_prefix
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デフォルトは FALSE。

返り値

例

例1 XML文字列を解釈する
<?php
$string = <<<XML
<a>
 <foo name="one" game="lonely">1</foo>
</a>
XML;

$xml = simplexml_load_string($string);
foreach($xml->foo[0]->attributes() as $a => $b) {
    echo $a,'="',$b,"\"\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
name="one"
game="lonely"

SimpleXMLElement::children
(PHP 5 >= 5.0.1)

SimpleXMLElement::children — 指定したノードの子ノードを見付ける

説明

SimpleXMLElement SimpleXMLElement::children ([ string $ns [, bool $is_prefix = false ]] )

このメソッドは、指定した要素の子を見つけます。 結果は、通常の反復子により取得できます。

注意: SimpleXML では、ほとんどのメソッドに反復処理を追加するための手順が定義されています。 これらは、var_dump() やオブジェクトを評価する他の手段で 見ることはできません。

パラメータ
ns

XML 名前空間。
is_prefix

is_prefix が TRUE の場合は ns をプレフィックスとして扱います。FALSE の場合は ns を名前空間 URL として扱います。

返り値

ノードが子を持つかどうかにかかわらず SimpleXMLElement 要素を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 オプションのパラメータ is_prefix が追加されました。

例

例1 children() 疑似配列を走査する
<?php
$xml = new SimpleXMLElement(
'<person>
 <child role="son">
  <child role="daughter"/>
 </child>
 <child role="daughter">
  <child role="son">
   <child role="son"/>
  </child>
 </child>
</person>');

foreach ($xml->children() as $second_gen) {
    echo ' The person begot a ' . $second_gen['role'];

    foreach ($second_gen->children() as $third_gen) {
        echo ' who begot a ' . $third_gen['role'] . ';';

        foreach ($third_gen->children() as $fourth_gen) {
            echo ' and that ' . $third_gen['role'] .
                ' begot a ' . $fourth_gen['role'];
        }
    }
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}
?>

上の例の出力は以下となります。
The person begot a son who begot a daughter; The person
begot a daughter who begot a son; and that son begot a son

例2 名前空間の使用
<?php
$xml = '<example xmlns:foo="my.foo.urn">
  <foo:a>Apple</foo:a>
  <foo:b>Banana</foo:b>
  <c>Cherry</c>
</example>';

$sxe = new SimpleXMLElement($xml);

$kids = $sxe->children('foo');
var_dump(count($kids));

$kids = $sxe->children('foo', TRUE);
var_dump(count($kids));

$kids = $sxe->children('my.foo.urn');
var_dump(count($kids));

$kids = $sxe->children('my.foo.urn', TRUE);
var_dump(count($kids));

$kids = $sxe->children();
var_dump(count($kids));
?>

int(0)
int(2)
int(2)
int(0)
int(1)

注意

SimpleXMLElement::children() は、現在のノードに子があるか否かにかかわらずノードオブジェクトを返します。 子があるかどうかを調べるには、返り値の count() を使います。PHP 5.3.0 以降では、かわりに SimpleXMLElement::count() を使うことができます。

参考

SimpleXMLElement::count() - 子要素を数える
count() - 変数に含まれるすべての要素、 あるいはオブジェクトに含まれるプロパティの数を数える

SimpleXMLElement::__construct
(PHP 5 >= 5.0.1)

SimpleXMLElement::__construct — 新しい SimpleXMLElement オブジェクトを作成する

説明

SimpleXMLElement::__construct ( string $data [, int $options [, bool $data_is_url [, string $ns [, bool $is_prefix ]]]] )

新しい SimpleXMLElement オブジェクトを作成します。

パラメータ
data

整形式 XML 文字列。 もし data_is_url が TRUE の場合には、XML ドキュメントへのパスあるいは URL。
options

オプションで、追加の Libxml パラメータを指定するために使用します。
data_is_url

デフォルトでは data_is_url は FALSE です。 data が、文字列データではなく XML ドキュメントへのパスあるいは URL である場合に TRUE を使用します。
ns

is_prefix

返り値

data を表す SimpleXMLElement オブジェクトを返します。

エラー / 例外

XML データ内でエラーが見つかるたびに E_WARNING エラーメッセージが発生します。そしてエラーが見つかった場合は例外をスローします。
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ヒント

libxml_use_internal_errors() ですべての XML エラーを抑制し、 後から libxml_get_errors() で取得することもできます。

例

例1 SimpleXMLElement オブジェクトの作成
<?php

include 'example.php';

$sxe = new SimpleXMLElement($xmlstr);
echo $sxe->movie[0]->title;

?>

上の例の出力は以下となります。
PHP: Behind the Parser

例2 URL からの SimpleXMLElement オブジェクトの作成
<?php

$sxe = new SimpleXMLElement('http://example.org/document.xml', NULL, TRUE);
echo $sxe->asXML();

?>

参考

simplexml_load_string() - XML 文字列をオブジェクトに代入する
simplexml_load_file() - XMLファイルをパースし、オブジェクトに代入する
XML エラーの対応
libxml_use_internal_errors() - libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする

SimpleXMLElement::count
(PHP 5 >= 5.3.0)

SimpleXMLElement::count — 子要素を数える

説明

integer SimpleXMLElement::count ( void )

このメソッドは、子要素を数えます。

返り値

子要素の数を返します。

例

例1 子要素の数の取得
<?php
$xml = <<<EOF
<people>
 <person name="Person 1">
  <child/>
  <child/>
  <child/>
 </person>
 <person name="Person 2">
  <child/>
  <child/>
  <child/>
  <child/>
  <child/>
 </person>
</people>
EOF;

$elem = new SimpleXMLElement($xml);

foreach ($elem as $person) {
    printf("%s has got %d children.\n", $person['name'], $person->count());
}
?>

上の例の出力は以下となります。
Person 1 has got 3 children.
Person 2 has got 5 children.

参考
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SimpleXMLElement::children() - 指定したノードの子ノードを見付ける

SimpleXMLElement::getDocNamespaces
(PHP 5 >= 5.1.2)

SimpleXMLElement::getDocNamespaces — ドキュメントで宣言されている名前空間を返す

説明

array SimpleXMLElement::getDocNamespaces ([ bool $recursive ] )

ドキュメントで宣言されている名前空間を返します。

パラメータ
recursive

指定されている場合は、親ノードおよび子ノードで宣言されている全ての名前空間を返します。 されていない場合は、ルートノードで宣言されている名前空間のみを返します。

返り値

getDocNamespaces メソッドは、 名前空間名および関連付けられた URI を配列で返します。

例

例1 ドキュメントの名前空間の取得
<?php

$xml = <<<XML
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<people xmlns:p="http://example.org/ns">
    <p:person id="1">John Doe</p:person>
    <p:person id="2">Susie Q. Public</p:person>
</people>
XML;
 
$sxe = new SimpleXMLElement($xml);

$namespaces = $sxe->getDocNamespaces();
var_dump($namespaces);

?>

上の例の出力は以下となります。
array(1) {
   ["p"]=>
   string(21) "http://example.org/ns"
}

例2 Working with multiple namespaces

<?php

$xml = <<<XML
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<people xmlns:p="http://example.org/ns" xmlns:t="http://example.org/test">
    <p:person t:id="1">John Doe</p:person>
    <p:person t:id="2" a:addr="123 Street" xmlns:a="http://example.org/addr">
        Susie Q. Public
    </p:person>
</people>
XML;
 
$sxe = new SimpleXMLElement($xml);

$namespaces = $sxe->getDocNamespaces(TRUE);
var_dump($namespaces);

?>

上の例の出力は以下となります。
array(3) {
  ["p"]=>
  string(21) "http://example.org/ns"
  ["t"]=>
  string(23) "http://example.org/test"
  ["a"]=>
  string(23) "http://example.org/addr"
}

参考

SimpleXMLElement::getNamespaces() - ドキュメントで使用している名前空間を返す
SimpleXMLElement::registerXPathNamespace() - 次の XPath クエリ用の prefix/ns コンテキストを作成する
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SimpleXMLElement::getName
(PHP 5 >= 5.1.3)

SimpleXMLElement::getName — XML 要素の名前を取得する

説明

string SimpleXMLElement::getName ( void )

XML 要素の名前を取得します。

返り値

getName メソッドは、 SimpleXMLElement オブジェクトが参照している XML タグの名前を string で返します。

例

例1 XML 要素の名前の取得
<?php
include 'example.php';
$sxe = new SimpleXMLElement($xmlstr);

echo $sxe->getName() . "\n";

foreach ($sxe->children() as $child)
{
    echo $child->getName() . "\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
movies
movie

SimpleXMLElement::getNamespaces
(PHP 5 >= 5.1.2)

SimpleXMLElement::getNamespaces — ドキュメントで使用している名前空間を返す

説明

array SimpleXMLElement::getNamespaces ([ bool $recursive ] )

ドキュメントで使用している名前空間を返します。

パラメータ
recursive

指定されている場合は、親ノードおよび子ノードで使用している全ての名前空間を返します。 されていない場合は、ルートノードで使用している名前空間のみを返します。

返り値

getNamespaces メソッドは、 名前空間名および関連付けられた URI を配列で返します。

例

例1 ドキュメントで使用している名前空間の取得
<?php

$xml = <<<XML
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<people xmlns:p="http://example.org/ns" xmlns:t="http://example.org/test">
    <p:person id="1">John Doe</p:person>
    <p:person id="2">Susie Q. Public</p:person>
</people>
XML;
 
$sxe = new SimpleXMLElement($xml);

$namespaces = $sxe->getNamespaces(true);
var_dump($namespaces);

?>

上の例の出力は以下となります。
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array(1) {
  ["p"]=>
  string(21) "http://example.org/ns"
}

参考

SimpleXMLElement::getDocNamespaces() - ドキュメントで宣言されている名前空間を返す
SimpleXMLElement::registerXPathNamespace() - 次の XPath クエリ用の prefix/ns コンテキストを作成する

SimpleXMLElement::registerXPathNamespace
(PHP 5 >= 5.2.0)

SimpleXMLElement::registerXPathNamespace — 次の XPath クエリ用の prefix/ns コンテキストを作成する

説明

bool SimpleXMLElement::registerXPathNamespace ( string $prefix , string $ns )

次の XPath クエリ用の prefix/ns コンテキストを作成します。特にこれが有用なのは、 XML ドキュメントの提供者が名前空間プレフィックスを変更したような場合です。 registerXPathNamespace はプレフィックスを作成して名前空間に関連付け、 そのプレフィックスで名
前空間のノードにアクセスできるようにします。 提供者側がプレフィックスを変更したとしても、コードを書き換える必要はありません。

パラメータ
prefix

ns で指定した名前空間への XPath クエリで使用する、 名前空間プレフィックス。
ns

XPath クエリで使用する名前空間。 これは XML ドキュメントで使用している名前空間と一致していなければなりません。 一致していない場合、prefix を使用した XPath クエリは何も結果を返しません。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 XPath クエリで使用する名前空間プレフィックスの設定
<?php

$xml = <<<EOD
<book xmlns:chap="http://example.org/chapter-title">
    <title>My Book</title>
    <chapter id="1">
        <chap:title>Chapter 1</chap:title>
        <para>Donec velit. Nullam eget tellus vitae tortor gravida scelerisque. 
            In orci lorem, cursus imperdiet, ultricies non, hendrerit et, orci. 
            Nulla facilisi. Nullam velit nisl, laoreet id, condimentum ut, 
            ultricies id, mauris.</para>
    </chapter>
    <chapter id="2">
        <chap:title>Chapter 2</chap:title>
        <para>Lorem ipsum dolor sit amet, consectetuer adipiscing elit. Proin 
            gravida. Phasellus tincidunt massa vel urna. Proin adipiscing quam 
            vitae odio. Sed dictum. Ut tincidunt lorem ac lorem. Duis eros 
            tellus, pharetra id, faucibus eu, dapibus dictum, odio.</para>
    </chapter>
</book>
EOD;

$sxe = new SimpleXMLElement($xml);

$sxe->registerXPathNamespace('c', 'http://example.org/chapter-title');
$result = $sxe->xpath('//c:title');

foreach ($result as $title) {
  echo $title . "\n";
}

?>

上の例の出力は以下となります。
Chapter 1
Chapter 2

上の例の XML ドキュメントでは、プレフィックス chap で名前空間を指定していることを確認しておきましょう。仮に、このドキュメント (あるいはよく似た別のドキュメント) が以前に同じ名前空間に対してプレフィックス c を使用していたとしましょう。プレフィックスが
変わった時点で、 これまでの XPath クエリは正しい値を返さないようになります。 そしてクエリに対して何らかの変更が必要となります。 registerXPathNamespace を使用すると、 仮に名前空間プレフィックスが変更された場合でもクエリの変更する必要がなくなります。

参考

SimpleXMLElement::getDocNamespaces() - ドキュメントで宣言されている名前空間を返す
SimpleXMLElement::getNamespaces() - ドキュメントで使用している名前空間を返す
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SimpleXMLElement::xpath
(PHP 5 >= 5.2.0)

SimpleXMLElement::xpath — XML データに Xpath クエリを実行する

説明

array SimpleXMLElement::xpath ( string $path )

xpathメソッドは、 XPath pathにマッチする SimpleXML ノードを検索します。

パラメータ
path

XPath パス。

返り値

SimpleXMLElement オブジェクトの配列を返します。 エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 Xpath

<?php
$string = <<<XML
<a>
 <b>
  <c>text</c>
  <c>stuff</c>
 </b>
 <d>
  <c>code</c>
 </d>
</a>
XML;

$xml = new SimpleXMLElement($string);

/* <a><b><c> を探します */
$result = $xml->xpath('/a/b/c');

while(list( , $node) = each($result)) {
    echo '/a/b/c: ',$node,"\n";
}

/* 相対パスでも動作します... */
$result = $xml->xpath('b/c');

while(list( , $node) = each($result)) {
    echo 'b/c: ',$node,"\n";
}
?>

上の例の出力は以下となります。
/a/b/c: text
/a/b/c: stuff
b/c: text
b/c: stuff

これら二つの結果は同じであることに注意してください。

目次
SimpleXMLElement::addAttribute — SimpleXML 要素に属性を追加する
SimpleXMLElement::addChild — XML ノードに子要素を追加する
SimpleXMLElement::asXML — SimpleXML 要素に基づき整形式の XML 文字列を返す
SimpleXMLElement::attributes — 要素の属性を定義する
SimpleXMLElement::children — 指定したノードの子ノードを見付ける
SimpleXMLElement::__construct — 新しい SimpleXMLElement オブジェクトを作成する
SimpleXMLElement::count — 子要素を数える
SimpleXMLElement::getDocNamespaces — ドキュメントで宣言されている名前空間を返す
SimpleXMLElement::getName — XML 要素の名前を取得する
SimpleXMLElement::getNamespaces — ドキュメントで使用している名前空間を返す
SimpleXMLElement::registerXPathNamespace — 次の XPath クエリ用の prefix/ns コンテキストを作成する
SimpleXMLElement::xpath — XML データに Xpath クエリを実行する

SimpleXML 関数
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simplexml_import_dom
(PHP 5)

simplexml_import_dom — DOM ノードから SimpleXMLElement オブジェクトを取得する

説明

SimpleXMLElement simplexml_import_dom ( DOMNode $node [, string $class_name = "SimpleXMLElement" ] )

この関数は、DOM ドキュメントのノードを引数とし、 SimpleXML ノードを作成します。この新しいオブジェクトは、 この後、通常の SimpleXML 要素として使用できます。

パラメータ
node

DOM 要素ノード。
class_name

このオプションパラメータを使用すると、 simplexml_import_dom() は指定したクラスのオブジェクトを返します。このクラスは SimpleXMLElement を継承していなければなりません。

返り値

SimpleXMLElement を返します。失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 DOM のインポート
<?php
$dom = new DOMDocument;
$dom->loadXML('<books><book><title>blah</title></book></books>');
if (!$dom) {
    echo 'ドキュメントのパース時にエラーが発生しました';
    exit;
}

$s = simplexml_import_dom($dom);

echo $s->book[0]->title;
?>

上の例の出力は以下となります。
blah

参考

dom_import_simplexml() - SimpleXMLElement オブジェクトから DOMElement オブジェクトを取得する

simplexml_load_file
(PHP 5)

simplexml_load_file — XMLファイルをパースし、オブジェクトに代入する

説明

object simplexml_load_file ( string $filename [, string $class_name = "SimpleXMLElement" [, int $options = 0 [, string $ns [, bool $is_prefix = false ]]]] )

指定したファイルの中の整形式 XML ドキュメントをオブジェクトに変換します。

パラメータ
filename

XML ファイルへのパス。

注意:

Libxml 2 は URI をエスケープしませんので、例えば URI パラメータ a に b&c を渡したい場合、 simplexml_load_file(rawurlencode('http://example.com/?a=' . urlencode('b&c'))) をしてコールする必要があります。PHP 5.1.0 以降では、これをする必要は
ありません。PHP が自動的に行います。

class_name
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simplexml_load_file() が指定されたクラスのオブジェクトを返すようにするために、 このオプションのパラメータを使用します。 このクラスは、SimpleXMLElement クラスを継承していなければなりません。
options

PHP 5.1.0 と Libxml 2.6.0 から、追加の Libxml パラメータ を指定するために options を使用することもできます。
ns

is_prefix

返り値

SimpleXMLElement クラスのオブジェクトを返します。 XML ドキュメント内のデータをプロパティに含みます。 エラー時には FALSE を返します。

エラー / 例外

XML データ内でエラーが見つかるたびに E_WARNING エラーメッセージが発生します。

ヒント

libxml_use_internal_errors() ですべての XML エラーを抑制し、 後から libxml_get_errors() で取得することもできます。

例

例1 XMLドキュメントをパースする
<?php
// The file test.xml contains an XML document with a root element
// and at least an element /[root]/title.

if (file_exists('test.xml')) {
    $xml = simplexml_load_file('test.xml');

    print_r($xml);
} else {
    exit('Failed to open test.xml.');
}
?>

このスクリプトは成功時に以下のように出力します。
SimpleXMLElement Object
(
  [title] => Example Title
  ...
)

この時点で、$xml->title としたり、 他の全ての要素にアクセスすることができます。

参考

simplexml_load_string() - XML 文字列をオブジェクトに代入する
SimpleXMLElement::__construct() - 新しい SimpleXMLElement オブジェクトを作成する
XML エラーの対応
libxml_use_internal_errors() - libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする

simplexml_load_string
(PHP 5)

simplexml_load_string — XML 文字列をオブジェクトに代入する

説明

object simplexml_load_string ( string $data [, string $class_name = "SimpleXMLElement" [, int $options = 0 [, string $ns [, bool $is_prefix = false ]]]] )

整形式 XML 文字列をオブジェクトとして返します。

パラメータ
data

整形式 XML 文字列。
class_name

このオプションのパラメータを使用して、 simplexml_load_file() が指定されたクラスのオブジェクトを返すようにします。 このクラスは、SimpleXMLElement クラスを継承していなければなりません。
options

PHP 5.1.0 と Libxml 2.6.0 から、追加の Libxml パラメータ を指定するために options を使用することもできます。



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

ns

is_prefix

返り値

SimpleXMLElement クラスのオブジェクトを返します。 XML ドキュメント内のデータをプロパティに含みます。 エラー時には FALSE を返します。

エラー / 例外

XML データ内でエラーが見つかるたびに E_WARNING エラーメッセージが発生します。

ヒント

libxml_use_internal_errors() ですべての XML エラーを抑制し、 後から libxml_get_errors() で取得することもできます。

例

例1 XML 文字列をパースする
<?php
$string = <<<XML
<?xml version='1.0'?> 
<document>
 <title>Forty What?</title>
 <from>Joe</from>
 <to>Jane</to>
 <body>
  I know that's the answer -- but what's the question?
 </body>
</document>
XML;

$xml = simplexml_load_string($string);

print_r($xml);
?>

上の例の出力は以下となります。
SimpleXMLElement Object
(
  [title] => Forty What?
  [from] => Joe
  [to] => Jane
  [body] =>
   I know that's the answer -- but what's the question?
)

この時点で、$xml->body のようにアクセスすることができます。

参考

simplexml_load_file() - XMLファイルをパースし、オブジェクトに代入する
SimpleXMLElement::__construct() - 新しい SimpleXMLElement オブジェクトを作成する
XML エラーの対応
libxml_use_internal_errors() - libxmlエラーを無効にし、ユーザが必要に応じてエラー情報を取得できるようにする

目次
simplexml_import_dom — DOM ノードから SimpleXMLElement オブジェクトを取得する
simplexml_load_file — XMLファイルをパースし、オブジェクトに代入する
simplexml_load_string — XML 文字列をオブジェクトに代入する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

基本的な使用法
XML エラーの対応

SimpleXMLElement — SimpleXMLElement クラス
SimpleXMLElement::addAttribute — SimpleXML 要素に属性を追加する
SimpleXMLElement::addChild — XML ノードに子要素を追加する
SimpleXMLElement::asXML — SimpleXML 要素に基づき整形式の XML 文字列を返す
SimpleXMLElement::attributes — 要素の属性を定義する
SimpleXMLElement::children — 指定したノードの子ノードを見付ける
SimpleXMLElement::__construct — 新しい SimpleXMLElement オブジェクトを作成する
SimpleXMLElement::count — 子要素を数える
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SimpleXMLElement::getDocNamespaces — ドキュメントで宣言されている名前空間を返す
SimpleXMLElement::getName — XML 要素の名前を取得する
SimpleXMLElement::getNamespaces — ドキュメントで使用している名前空間を返す
SimpleXMLElement::registerXPathNamespace — 次の XPath クエリ用の prefix/ns コンテキストを作成する
SimpleXMLElement::xpath — XML データに Xpath クエリを実行する

SimpleXML 関数
simplexml_import_dom — DOM ノードから SimpleXMLElement オブジェクトを取得する
simplexml_load_file — XMLファイルをパースし、オブジェクトに代入する
simplexml_load_string — XML 文字列をオブジェクトに代入する

WDDX

導入
以下の関数は、» WDDX と組み合わせて動作することを想定しています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

WDDX を使用するには、(Apache 1.3.7 以降に付属する) expat ライブラリをインストールする必要があります。

インストール手順
必須ライブラリ expat をインストールした後、PHP のコンパイル時に --enable-wddx を指定します。また --with-libexpat-dir で expat を指定します。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは、WDDX パケット ID を定義しています。これは wddx_packet_start() が返すものです。

定義済み定数
定数は定義されていません。

例
目次

http://www.openwddx.org/
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WDDX を使用した単一の値のシリアル化

変数をシリアル化する全ての関数は配列の最初要素をその配列が配列と 構造体のどちらでシリアル化されるのかを定義するために使用するということに 注意してください。最初の要素が文字列をキーとして有する場合は 構造体でシリアル化され、その他の場合は配列でシリアル
化されます。

例1 WDDX を使用した単一の値のシリアル化
<?php
echo wddx_serialize_value("PHP to WDDX packet example", "PHP packet");
?>

この例は次の出力を行います。
<wddxPacket version='1.0'><header comment='PHP packet'/><data>
<string>PHP to WDDX packet example</string></data></wddxPacket>

例2 WDDX を使用してパケットを追加する例
<?php
$pi = 3.1415926;
$packet_id = wddx_packet_start("PHP");
wddx_add_vars($packet_id, "pi");

/* $cities はデータベースから取得するものと仮定します */
$cities = array("Austin", "Novato", "Seattle");
wddx_add_vars($packet_id, "cities");

$packet = wddx_packet_end($packet_id);
echo $packet;
?>

この例は次のような出力を行います。
<wddxPacket version='1.0'><header comment='PHP'/><data><struct>
<var name='pi'><number>3.1415926</number></var><var name='cities'>
<array length='3'><string>Austin</string><string>Novato</string>
<string>Seattle</string></array></var></struct></data></wddxPacket>

注意:

ASCII以外の文字をシリアル化したい場合、まず最初に データを UTF-8 に変換する必要があります (utf8_encode() および iconv() を参照ください)。

WDDX 関数

wddx_add_vars
(PHP 4, PHP 5)

wddx_add_vars — 指定した ID の WDDX パケットに変数を追加する

説明

bool wddx_add_vars ( resource $packet_id , mixed $var_name [, mixed $... ] )

渡された変数をシリアライズし、 指定したパケットに結果を追加します。

パラメータ

この関数は、可変長のパラメータを受け取ります。
packet_id

wddx_packet_start() が返す WDDX パケット。
var_name

変数名を表す文字列、あるいは配列。 配列の中身は、変数名を表す文字列あるいは別の配列などとなります。
...

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

wddx_deserialize
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(PHP 4, PHP 5)

wddx_deserialize — wddx_unserialize() のエイリアス

説明

この関数は次の関数のエイリアスです。 wddx_unserialize()

wddx_packet_end
(PHP 4, PHP 5)

wddx_packet_end — 指定した ID の WDDX パケットを終了する

説明

string wddx_packet_end ( resource $packet_id )

指定した WDDX パケットを終了し、 パケットを含む文字列を返します。

パラメータ
packet_id

wddx_packet_start() が返す WDDX パケット。

返り値

WDDX パケットを含む文字列を返します。

wddx_packet_start
(PHP 4, PHP 5)

wddx_packet_start — 新規の WDDX パケットを内部の構造体を用いて開始する

説明

resource wddx_packet_start ([ string $comment ] )

変数を順に追加していくための新しい WDDX パケットを開始します。 この関数は、パケットの内部に自動的に構造体の定義を作成し、 そこに変数を保持します。

パラメータ
comment

オプションのコメント文字列。

返り値

後で他の関数で使用するためのパケット ID、あるいはエラー時に FALSE を返します。

wddx_serialize_value
(PHP 4, PHP 5)

wddx_serialize_value — 単一の値を WDDX パケットにシリアライズする

説明

string wddx_serialize_value ( mixed $var [, string $comment ] )

指定した単一の値をもとにして WDDX パケットを作成します。

パラメータ
var
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シリアライズする値。
comment

オプションのコメント文字列。これはヘッダ内で用いられます。

返り値

WDDX パケット、あるいはエラー時に FALSE を返します。

wddx_serialize_vars
(PHP 4, PHP 5)

wddx_serialize_vars — 変数を WDDX パケットにシリアライズする

説明

string wddx_serialize_vars ( mixed $var_name [, mixed $... ] )

指定された変数をシリアライズしたものを含む構造体を用いて WDDX パケットを作成します。

パラメータ

この関数は、可変長のパラメータを受け取ります。
var_name

変数名を表す文字列、あるいは配列。 配列の中身は、変数名を表す文字列あるいは別の配列などとなります。
...

返り値

WDDX パケット、あるいはエラー時に FALSE を返します。

例

例1 wddx_serialize_vars() の例
<?php
$a = 1;
$b = 5.5;
$c = array("blue", "orange", "violet");
$d = "colors";

$clvars = array("c", "d");
echo wddx_serialize_vars("a", "b", $clvars);
?>

上の例の出力は以下となります。
<wddxPacket version='1.0'><header/><data><struct><var name='a'><number>1</number></var>
<var name='b'><number>5.5</number></var><var name='c'><array length='3'>
<string>blue</string><string>orange</string><string>violet</string></array></var>
<var name='d'><string>colors</string></var></struct></data></wddxPacket>

wddx_unserialize
(PHP 4, PHP 5)

wddx_unserialize — シリアライズされた WDDX パケットを元に戻す

説明

mixed wddx_unserialize ( string $packet )

シリアライズされた WDDX パケット packet を元に戻します。

パラメータ
packet

WDDX パケットを表す文字列あるいはストリーム。

返り値
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シリアライズされたパケットを元に戻したものを返します。 これは文字列、数字、または配列となります。 シリアライズされた構造体を復元すると、連想配列となることに注意しましょう。

目次
wddx_add_vars — 指定した ID の WDDX パケットに変数を追加する
wddx_deserialize — wddx_unserialize のエイリアス
wddx_packet_end — 指定した ID の WDDX パケットを終了する
wddx_packet_start — 新規の WDDX パケットを内部の構造体を用いて開始する
wddx_serialize_value — 単一の値を WDDX パケットにシリアライズする
wddx_serialize_vars — 変数を WDDX パケットにシリアライズする
wddx_unserialize — シリアライズされた WDDX パケットを元に戻す

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

WDDX を使用した単一の値のシリアル化
WDDX 関数

wddx_add_vars — 指定した ID の WDDX パケットに変数を追加する
wddx_deserialize — wddx_unserialize のエイリアス
wddx_packet_end — 指定した ID の WDDX パケットを終了する
wddx_packet_start — 新規の WDDX パケットを内部の構造体を用いて開始する
wddx_serialize_value — 単一の値を WDDX パケットにシリアライズする
wddx_serialize_vars — 変数を WDDX パケットにシリアライズする
wddx_unserialize — シリアライズされた WDDX パケットを元に戻す

XML パーサ

導入
XML (eXtensible Markup Language) は、Web における構造化された ドキュメント交換用のデータフォーマットです。XML は、World Wide Web consortium (W3C) で規定された規格です。XML に関する情報およ び関連する技術は、» http://www.w3.org/XML/ で参照する
ことができます。

このPHPエクステンションは、James Clark氏の expatのサポートをPHPに付加します。 このツールキットは、XML ドキュメントの構文解析をしますが、 検証は行いません。3種類のソース 文字エンコーディング、 US-ASCII, ISO-8859-1 ,UTF-8 がPHPでサポートされま
す。UTF-16 はサポートさ れません。

この拡張モジュールは、XML パーサの作成 を行い、さまざまな XML イベントに関してハンドラ を定義します。各XMLパーサーには、設定可能な小数の パラメータ もあります。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

このエクステンションは、expat を使用します。 これは、» http://www.jclark.com/xml/expat.htmlにあります。 expat に付属のMakefileは、デフォルトでライブラリを構築しません。 これを行うmakeルールを次のように指定できます。
libexpat.a: $(OBJS)
    ar -rc $@ $(OBJS)
    ranlib $@

expat のソース RPM パッケージが » http://sourceforge.net/projects/expat/ にあります。

http://www.w3.org/XML/
http://www.jclark.com/xml/expat.html
http://sourceforge.net/projects/expat/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

インストール手順
この拡張モジュールはデフォルトで有効になっています。無効にしたい場合は、次のオプションを指定してコンパイルします。 --disable-xml

付属しているexpatライブラリを用いて以下の関数はデフォルトで有効となっ ています。 --disable-xml を指定してXMLサポート を無効にすることができます。Apache 1.3.9以降でモジュールとしてPHPを コンパイルする場合、PHPは、Apacheから自動的に付属する
expatライブラリを使用します。 付属するexpatライブラリを使用したくない場合には、 --with-expat-dir=DIR を指定してPHP のconfigureを実行してください。ただし、DIRは、expatをインストールした ベースディレクトリです。

Windows 版の PHP には この拡張モジュールのサポートが組み込まれています。これらの関数を使用 するために拡張モジュールを追加でロードする必要はありません。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
xml_parser_create()および xml_parser_create_ns() により返された xmlリソースは、 このエクステンションにより提供された関数で使用される XMLパーサのインスタンスを参照します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

XML_ERROR_NONE (integer)
XML_ERROR_NO_MEMORY (integer)
XML_ERROR_SYNTAX (integer)
XML_ERROR_NO_ELEMENTS (integer)
XML_ERROR_INVALID_TOKEN (integer)
XML_ERROR_UNCLOSED_TOKEN (integer)
XML_ERROR_PARTIAL_CHAR (integer)
XML_ERROR_TAG_MISMATCH (integer)
XML_ERROR_DUPLICATE_ATTRIBUTE (integer)
XML_ERROR_JUNK_AFTER_DOC_ELEMENT (integer)
XML_ERROR_PARAM_ENTITY_REF (integer)
XML_ERROR_UNDEFINED_ENTITY (integer)
XML_ERROR_RECURSIVE_ENTITY_REF (integer)
XML_ERROR_ASYNC_ENTITY (integer)
XML_ERROR_BAD_CHAR_REF (integer)
XML_ERROR_BINARY_ENTITY_REF (integer)
XML_ERROR_ATTRIBUTE_EXTERNAL_ENTITY_REF (integer)
XML_ERROR_MISPLACED_XML_PI (integer)
XML_ERROR_UNKNOWN_ENCODING (integer)
XML_ERROR_INCORRECT_ENCODING (integer)
XML_ERROR_UNCLOSED_CDATA_SECTION (integer)
XML_ERROR_EXTERNAL_ENTITY_HANDLING (integer)
XML_OPTION_CASE_FOLDING (integer)
XML_OPTION_TARGET_ENCODING (integer)
XML_OPTION_SKIP_TAGSTART (integer)
XML_OPTION_SKIP_WHITE (integer)
XML_SAX_IMPL (string)

SAX の実装方式を保持します。 libxml あるいは expat となります。

イベントハンドラ
XML イベントハンドラは次のように定義されます。

サポートされる XML ハンドラ
ハンドラ設定用の PHP 関数 イベントの説明

xml_set_element_handler() 要素イベントは、XML パーサーが開始または終了タグに出会うたび に発行されます。開始タグと終了タグについて別のハンドラがあり ます。

xml_set_character_data_handler() 文字データは、タグの間の空白を含めて XML ドキュメントにおけ るほぼ全ての非マークアップ部分の内容です。XML パーサーは、 空白を加えたり削除したりしないことに注意してください。空白が 意味を有するかどうかを決める
のは、アプリケーション側の責任 です。

xml_set_processing_instruction_handler() PHP プログラマは、既に処理用命令 (PI) に既に慣れているに違 いありません。<?php ?> は処理用命令であり、この場合、 php は "PI ターゲット"と呼ばれます。 これらの処理はアプリケーション依存ですが、全ての PI ターゲッ
トが "XML" から始まることだけは、規定されています。

xml_set_default_handler() 別のハンドラでしないことをデフォルトのハンドラで行います。 XML およびドキュメント型の宣言のようなことをデフォルトハンドラで 行います。
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xml_set_unparsed_entity_decl_handler() このハンドラは、処理されない (NDATA) エンティティの宣言用に コールされます。
xml_set_notation_decl_handler() このハンドラは、表記の宣言用にコールされます。

xml_set_external_entity_ref_handler() このハンドラは、XML パーサーが外部処理された通常のエンティティ への参照を見つけた際にコールされます。これは、例えば、ファ イルまたは URL への参照とすることが可能です。例としては、 外部エンティティ の例 を参照
ください。

xml_set_start_namespace_decl_handler() このハンドラは、名前空間宣言の開始時にコールされます。
xml_set_end_namespace_decl_handler() このハンドラは、名前空間宣言の終了時にコールされます。このイベントは LibXML では発生 しない ことに注意しましょう。

大文字変換(Case Folding)
要素ハンドラ関数は、その要素に大文字小文字を変換する (case-folded)の名前をつけることができます。 大文字変換(case-folding) は、 "大文字でないものは等価な大文字に置換される一連の文字に適用されるプロセス" として定義されています。言い替えると、 XML に関し
ては単に大文字変換は大文字にすることを意味します。

デフォルトで、ハンドラ関数に渡される全ての要素名は、大文字変換さ れます。この動作は、xml_parser_get_option() およびxml_parser_set_option() 関数でXMLパーサー 毎にそれぞれ問い合わせ、制御することが可能です。

エラーコード
(xml_parse() により返されるものとして) XMLエラーコードとして次のような定数が定義されています。:

XML_ERROR_NONE
XML_ERROR_NO_MEMORY
XML_ERROR_SYNTAX
XML_ERROR_NO_ELEMENTS
XML_ERROR_INVALID_TOKEN
XML_ERROR_UNCLOSED_TOKEN
XML_ERROR_PARTIAL_CHAR
XML_ERROR_TAG_MISMATCH
XML_ERROR_DUPLICATE_ATTRIBUTE
XML_ERROR_JUNK_AFTER_DOC_ELEMENT
XML_ERROR_PARAM_ENTITY_REF
XML_ERROR_UNDEFINED_ENTITY
XML_ERROR_RECURSIVE_ENTITY_REF
XML_ERROR_ASYNC_ENTITY
XML_ERROR_BAD_CHAR_REF
XML_ERROR_BINARY_ENTITY_REF
XML_ERROR_ATTRIBUTE_EXTERNAL_ENTITY_REF
XML_ERROR_MISPLACED_XML_PI
XML_ERROR_UNKNOWN_ENCODING
XML_ERROR_INCORRECT_ENCODING
XML_ERROR_UNCLOSED_CDATA_SECTION
XML_ERROR_EXTERNAL_ENTITY_HANDLING

文字エンコーディング
PHPのXML拡張機能は、異なった文字エンコーディング を通じて» Unicode 文字セットをサポートします。ソースエンコーディング およびターゲットエンコーディング という2種類の文字エンコーディングがあります。 PHP におけるドキュメントの内部表現は、常に UTF-8で
エンコードされます。

ソースエンコーディングは、XMLドキュメントが 構文解析された際に行わ れます。XML パーサの 作成を行う際に、ソースエンコードを指定することができます。 (このエンコーディングは、その XML パーサーが存在する間、後で変更す ることはできません)サポートされる
ソースエンコーディングは、 ISO-8859-1, US-ASCII , UTF-8 です。前の二つは、シングルバイトエンコー ディングです。これは、各文字がシングルバイトで表現されることを意 味します。UTF-8 は、1から4バイトの可変ビット 数(最大21ビット)で構成された文字をエン
コードすることが可能です。 PHP で用いられるデフォルトのソースエンコーディングは、 ISO-8859-1です。

ターゲットエンコーディングは、PHPがデータをXMLハンドラ関数に 渡す時に行われます。あるXMLパーサが作成された際、ターゲットエン コーディングは、ソースエンコーディングと同様に設定されます。 しかし、これは、いつでも変更可能です。ターゲットエンコーディン
グ は、タグ名と同様に文字データに作用し、命令を処理します。

XML パーサがソースエンコーディングが表現できる範囲の外側の文字に 出会った場合、エラーが返されます。

解釈するXMLドキュメントにおいてPHPが文字に出会った際に、選択した ターゲットエンコーディングで表現できない文字に出会った場合、問題 の文字は "降格" されます。現在、このことはこのような文字が疑問符 で置換されることを意味します。

例
目次

XML エレメント構造の例

http://www.unicode.org/
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XMLタグのマッピングの例
XML 外部エンティティの例

XML エレメント構造の例
この最初の例は、あるドキュメント中のstart エレメントの構造をイン デントを付けて表示します。

例1 XML エレメント構造を表示
<?php
$file = "data.xml";
$depth = array();

function startElement($parser, $name, $attrs) 
{
    global $depth;
    for ($i = 0; $i < $depth[$parser]; $i++) {
        echo "  ";
    }
    echo "$name\n";
    $depth[$parser]++;
}

function endElement($parser, $name) 
{
    global $depth;
    $depth[$parser]--;
}

$xml_parser = xml_parser_create();
xml_set_element_handler($xml_parser, "startElement", "endElement");
if (!($fp = fopen($file, "r"))) {
    die("XML 入力をオープンできませんでした");
}

while ($data = fread($fp, 4096)) {
    if (!xml_parse($xml_parser, $data, feof($fp))) {
        die(sprintf("XML エラー: %s が %d 行目で発生しました",
                    xml_error_string(xml_get_error_code($xml_parser)),
                    xml_get_current_line_number($xml_parser)));
    }
}
xml_parser_free($xml_parser);
?>

XMLタグのマッピングの例
例1 XMLをHTMLにマップする

この例は、XMLドキュメントのタグを直接HTMLタグにマップします。 "map array" にないエレメントは無視されます。もちろん、この例は、 特定の XML ドキュメント型を有する場合のみ動作します。
<?php
$file = "data.xml";
$map_array = array(
    "BOLD"     => "B",
    "EMPHASIS" => "I",
    "LITERAL"  => "TT"
);

function startElement($parser, $name, $attrs) 
{
    global $map_array;
    if (isset($map_array[$name])) {
        echo "<$map_array[$name]>";
    }
}

function endElement($parser, $name) 
{
    global $map_array;
    if (isset($map_array[$name])) {
        echo "</$map_array[$name]>";
    }
}

function characterData($parser, $data) 
{
    echo $data;
}

$xml_parser = xml_parser_create();
// case-folding を用いることで、$map_array から確実にタグを見つけられるようにします
xml_parser_set_option($xml_parser, XML_OPTION_CASE_FOLDING, true);
xml_set_element_handler($xml_parser, "startElement", "endElement");
xml_set_character_data_handler($xml_parser, "characterData");
if (!($fp = fopen($file, "r"))) {
    die("XML 入力をオープンできませんでした");
}

while ($data = fread($fp, 4096)) {
    if (!xml_parse($xml_parser, $data, feof($fp))) {
        die(sprintf("XML エラー: %s が %d 行目で発生しました",
                    xml_error_string(xml_get_error_code($xml_parser)),
                    xml_get_current_line_number($xml_parser)));
    }
}
xml_parser_free($xml_parser);
?>

XML 外部エンティティの例
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この例は、XML コードに焦点を当てます。この例は、他のドキュメント をインクルードし処理するための外部エンティティリファレンスのハン ドラの使用法およびPIの処理方法、PIが含むコードに関する"信頼度" を定義する手段を説明します。

この例で使用される XML ドキュメントは、例題ファイル (xmltest.xml および xmltest2.xml) にあります。

例1 外部エンティティの例
<?php
$file = "xmltest.xml";

function trustedFile($file) 
{
    // 信頼できるのは、自分自身が所有しているローカルファイルのみです
    if (!preg_match("@^([a-z]+)\:\/\/@i", $file) 
        && fileowner($file) == getmyuid()) {
            return true;
    }
    return false;
}

function startElement($parser, $name, $attribs) 
{
    echo "&lt;<font color=\"#0000cc\">$name</font>";
    if (count($attribs)) {
        foreach ($attribs as $k => $v) {
            echo " <font color=\"#009900\">$k</font>=\"<font 
                   color=\"#990000\">$v</font>\"";
        }
    }
    echo "&gt;";
}

function endElement($parser, $name) 
{
    echo "&lt;/<font color=\"#0000cc\">$name</font>&gt;";
}

function characterData($parser, $data) 
{
    echo "<b>$data</b>";
}

function PIHandler($parser, $target, $data) 
{
    switch (strtolower($target)) {
        case "php":
            global $parser_file;
            // もし「信頼できる」ドキュメントだった場合、その中に書かれている
            // PHP コードを実行しても安全だと考えます。そうでない場合、
            // コードを実行するかわりにコードそのものを表示します。
            if (trustedFile($parser_file[$parser])) {
                eval($data);
            } else {
                printf("信頼できない PHP コード: <i>%s</i>",
                        htmlspecialchars($data));
            }
            break;
    }
}

function defaultHandler($parser, $data) 
{
    if (substr($data, 0, 1) == "&" && substr($data, -1, 1) == ";") {
        printf('<font color="#aa00aa">%s</font>', 
                htmlspecialchars($data));
    } else {
        printf('<font size="-1">%s</font>', 
                htmlspecialchars($data));
    }
}

function externalEntityRefHandler($parser, $openEntityNames, $base, $systemId,
                                  $publicId) {
    if ($systemId) {
        if (!list($parser, $fp) = new_xml_parser($systemId)) {
            printf("エンティティ %s (%s にある) をオープンできませんでした\n", $openEntityNames,
                   $systemId);
            return false;
        }
        while ($data = fread($fp, 4096)) {
            if (!xml_parse($parser, $data, feof($fp))) {
                printf("XML エラー: %s が、%d 行目でエンティティ %s のパース中に発生しました\n",
                       xml_error_string(xml_get_error_code($parser)),
                       xml_get_current_line_number($parser), $openEntityNames);
                xml_parser_free($parser);
                return false;
            }
        }
        xml_parser_free($parser);
        return true;
    }
    return false;
}

function new_xml_parser($file) 
{
    global $parser_file;

    $xml_parser = xml_parser_create();
    xml_parser_set_option($xml_parser, XML_OPTION_CASE_FOLDING, 1);
    xml_set_element_handler($xml_parser, "startElement", "endElement");
    xml_set_character_data_handler($xml_parser, "characterData");
    xml_set_processing_instruction_handler($xml_parser, "PIHandler");
    xml_set_default_handler($xml_parser, "defaultHandler");
    xml_set_external_entity_ref_handler($xml_parser, "externalEntityRefHandler");
    
    if (!($fp = @fopen($file, "r"))) {
        return false;
    }
    if (!is_array($parser_file)) {
        settype($parser_file, "array");
    }
    $parser_file[$xml_parser] = $file;
    return array($xml_parser, $fp);
}

if (!(list($xml parser, $fp) = new xml parser($file))) {
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    die("XML 入力をオープンできませんでした");
}

echo "<pre>";
while ($data = fread($fp, 4096)) {
    if (!xml_parse($xml_parser, $data, feof($fp))) {
        die(sprintf("XML エラー: %s が %d 行目で発生しました\n",
                    xml_error_string(xml_get_error_code($xml_parser)),
                    xml_get_current_line_number($xml_parser)));
    }
}
echo "</pre>";
echo "パースが完了しました\n";
xml_parser_free($xml_parser);

?>

例2 xmltest.xml

<?xml version='1.0'?>
<!DOCTYPE chapter SYSTEM "/just/a/test.dtd" [
<!ENTITY plainEntity "FOO entity">
<!ENTITY systemEntity SYSTEM "xmltest2.xml">
]>
<chapter>
 <TITLE>Title &plainEntity;</TITLE>
 <para>
  <informaltable>
   <tgroup cols="3">
    <tbody>
     <row><entry>a1</entry><entry morerows="1">b1</entry><entry>c1</entry></row>
     <row><entry>a2</entry><entry>c2</entry></row>
     <row><entry>a3</entry><entry>b3</entry><entry>c3</entry></row>
    </tbody>
   </tgroup>
  </informaltable>
 </para>
 &systemEntity;
 <section id="about">
  <title>About this Document</title>
  <para>
   <!-- this is a comment -->
   <?php echo 'Hi!  This is PHP version ' . phpversion(); ?>
  </para>
 </section>
</chapter>

このファイルは、xmltest.xml からインクルードされます。

例3 xmltest2.xml

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE foo [
<!ENTITY testEnt "test entity">
]>
<foo>
   <element attrib="value"/>
   &testEnt;
   <?php echo "This is some more PHP code being executed."; ?>
</foo>

XML パーサ 関数

utf8_decode
(PHP 4, PHP 5)

utf8_decode — UTF-8 エンコードされた ISO-8859-1 文字列をシングルバイトの ISO-8859-1 に変換する

説明

string utf8_decode ( string $data )

この関数は、data が UTF-8 エンコードされているものとみなして ISO-8859-1 に変換します。

パラメータ
data

UTF-8 エンコードされた文字列。

返り値

data を ISO-8859-1 に変換した結果を返します。

参考

utf8_encode() - ISO-8859-1 文字列を UTF-8 にエンコードする (UTF-8 エンコーディングについての説明があります)
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utf8_encode
(PHP 4, PHP 5)

utf8_encode — ISO-8859-1 文字列を UTF-8 にエンコードする

説明

string utf8_encode ( string $data )

この関数は、文字列 data を UTF-8 にエンコードし、エンコードされた文字列を 返します。UTF-8 は、 wide character の値をバイトストリームに エンコードするために Unicode で使用される 標準的な仕組みです。UTF-8 は、プレーンな ASCII文字を通し、自己同期(これ
は、バイトストリームの 開始地点をプログラムが見積もることが可能であることを意味します) します。また、ソートのような標準的な文字列比較関数を使用可能です。 PHP は、UTF-8 文字を次のように最大 4 バイトで エンコードします。

UTF-8 エンコーディング
バイトビット 表現形式
1 7 0bbbbbbb
2 11 110bbbbb 10bbbbbb
3 16 1110bbbb 10bbbbbb 10bbbbbb
4 21 11110bbb 10bbbbbb 10bbbbbb 10bbbbbb
各 b は、文字列データを保存可能なビットを示します。

パラメータ
data

ISO-8859-1 形式の文字列。

返り値

data を UTF-8 に変換した結果を返します。

xml_error_string
(PHP 4, PHP 5)

xml_error_string — XML パーサのエラー文字列を得る

説明

string xml_error_string ( int $code )

エラーコード code の説明を有する文字列を 返します。

パラメータ
code

xml_get_error_code() からのエラーコード。

返り値

エラーコード code の説明を有する文字列を 返します。説明がない場合には FALSE を返します。

参考

xml_get_error_code() - XML パーサのエラーコードを得る

xml_get_current_byte_index
(PHP 4, PHP 5)

xml_get_current_byte_index — XML パーサのカレントのバイトインデックスを得る

説明

int xml_get_current_byte_index ( resource $parser )
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指定した XML パーサのカレントのバイトインデックスを取得します。

パラメータ
parser

バイトインデックスを得る XML パーサへのリファレンス。

返り値

この関数は、parser が有効なパーサを参照しない場合に FALSE、そうでない場合に データバッファにおいてパーサが現在処理中のバイトインデックス (先頭が 0) を返します。

注意

警告

この関数は、UTF-8 エンコードされたテキストに基づいたバイトインデックスを返します。 入力が他のエンコーディングであっても無視します。

参考

xml_get_current_column_number() - XML パーサのカレントのカラム番号を取得する
xml_get_current_line_number() - XML パーサのカレントの行番号を得る

xml_get_current_column_number
(PHP 4, PHP 5)

xml_get_current_column_number — XML パーサのカレントのカラム番号を取得する

説明

int xml_get_current_column_number ( resource $parser )

指定した XML パーサのカレントのカラム番号を取得します。

パラメータ
parser

カラム番号を得る XML パーサへのリファレンス。

返り値

この関数は、parser が有効なパーサでない場合に FALSE を返します。それ以外の場合は、現在のパーサの (xml_get_current_line_number() で取得した) 現在の行のカラムを返します。

参考

xml_get_current_byte_index() - XML パーサのカレントのバイトインデックスを得る
xml_get_current_line_number() - XML パーサのカレントの行番号を得る

xml_get_current_line_number
(PHP 4, PHP 5)

xml_get_current_line_number — XML パーサのカレントの行番号を得る

説明

int xml_get_current_line_number ( resource $parser )

指定した XML パーサのカレントの行番号を取得します。

パラメータ
parser

行番号を得る XML パーサへのリファレンス。

返り値
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この関数は、parser が有効なパーサでない場合に FALSE、それ以外の場合にデータバッファの中で 現在パーサが処理中の行番号を返します。

参考

xml_get_current_column_number() - XML パーサのカレントのカラム番号を取得する
xml_get_current_byte_index() - XML パーサのカレントのバイトインデックスを得る

xml_get_error_code
(PHP 4, PHP 5)

xml_get_error_code — XML パーサのエラーコードを得る

説明

int xml_get_error_code ( resource $parser )

XML パーサのエラーコードを取得します。

パラメータ
parser

エラーコードを得る XML パーサへのリファレンス。

返り値

この関数は、parser が有効なパーサを参照していない 場合に FALSE を返します。その他の場合、 エラーコードセクション に 一覧が示されたエラーコードを返します。

参考

xml_error_string() - XML パーサのエラー文字列を得る

xml_parse_into_struct
(PHP 4, PHP 5)

xml_parse_into_struct — 配列構造体に XML データを処理する

説明

int xml_parse_into_struct ( resource $parser , string $data , array &$values [, array &$index ] )

この関数は、XMLファイルを処理し、2つの配列構造体に代入します。 ひとつめの配列 (index) は、配列 values にある適当な値の位置を指すポインタを保持しています。 これら最後の二つのパラメータは参照渡しとする必要があります。

パラメータ
parser

data

values

index

返り値

xml_parse_into_struct() は失敗した場合に 0、 成功した場合に 1 を返します。これは FALSE および TRUE とは 異なるものですので、=== のような演算子を使用する場合は注意しましょう。

例

以下の例は、この関数により生成された配列の内部構造を示すものです。 noteタグをparaタグの中に埋 め込んで使用した後、これをパースし、生成された構造体を出力します。

例1 xml_parse_into_struct() の例
<?php
$simple = "<para><note>simple note</note></para>";
$p = xml_parser_create();
xml_parse_into_struct($p, $simple, $vals, $index);
xml_parser_free($p);
echo "Index array\n";
print_r($index);
echo "\nVals array\n";
print_r($vals);
?>
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このコードを実行した場合、出力は次のようになります。
Index array
Array
(
    [PARA] => Array
        (
            [0] => 0
            [1] => 2
        )

    [NOTE] => Array
        (
            [0] => 1
        )

)

Vals array
Array
(
    [0] => Array
        (
            [tag] => PARA
            [type] => open
            [level] => 1
        )

    [1] => Array
        (
            [tag] => NOTE
            [type] => complete
            [level] => 2
            [value] => simple note
        )

    [2] => Array
        (
            [tag] => PARA
            [type] => close
            [level] => 1
        )

)

(expatライブラリを使用した)イベント駆動型パーサによる処理は、XML ドキュメントが複雑な場合に複雑になる場合があります。この関数は、 DOM形式のオブジェクトを生成しませんが、ツリー風に一連の処理を行い 得る構造体を生成します。つまり、XMLのファイルを表す
オブジェクトを 容易に作成することが可能です。次のXMLファイルを見てみましょう。 このファイルでは、アミノ酸の情報に関する小さなデータベースを表します。

例2 moldb.xml - 分子情報の小さなデータベース
<?xml version="1.0"?>
<moldb>

  <molecule>
      <name>Alanine</name>
      <symbol>ala</symbol>
      <code>A</code>
      <type>hydrophobic</type>
  </molecule>

  <molecule>
      <name>Lysine</name>
      <symbol>lys</symbol>
      <code>K</code>
      <type>charged</type>
  </molecule>

</moldb>

ドキュメントを処理し、適当なオブジェクトを生成するいくつかのコード

例3 parsemoldb.php - moldb.xml を処理し、分子オブジェクトの配列に代入
<?php

class AminoAcid {
    var $name;  // aa name
    var $symbol;    // three letter symbol
    var $code;  // one letter code
    var $type;  // hydrophobic, charged or neutral
    
    function AminoAcid ($aa) 
    {
        foreach ($aa as $k=>$v)
            $this->$k = $aa[$k];
    }
}

function readDatabase($filename) 
{
    // read the XML database of aminoacids
    $data = implode("", file($filename));
    $parser = xml_parser_create();
    xml_parser_set_option($parser, XML_OPTION_CASE_FOLDING, 0);
    xml_parser_set_option($parser, XML_OPTION_SKIP_WHITE, 1);
    xml_parse_into_struct($parser, $data, $values, $tags);
    xml_parser_free($parser);

    // loop through the structures
    foreach ($tags as $key=>$val) {
        if ($key == "molecule") {
            $molranges = $val;
            // each contiguous pair of array entries are the 
            // lower and upper range for each molecule definition
            for ($i=0; $i < count($molranges); $i+=2) {
                $offset = $molranges[$i] + 1;
                $len = $molranges[$i + 1] - $offset;
                $tdb[] = parseMol(array_slice($values, $offset, $len));
            }
        } else {
            continue;
        }
    }
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    return $tdb;
}

function parseMol($mvalues) 
{
    for ($i=0; $i < count($mvalues); $i++) {
        $mol[$mvalues[$i]["tag"]] = $mvalues[$i]["value"];
    }
    return new AminoAcid($mol);
}

$db = readDatabase("moldb.xml");
echo "** Database of AminoAcid objects:\n";
print_r($db);

?>
parsemoldb.phpを実行した後、変数 $db は、オブジェクト AminoAcidの配列を有しており、スクリプトの 出力は、次のようになります。
** Database of AminoAcid objects:
Array
(
    [0] => aminoacid Object
        (
            [name] => Alanine
            [symbol] => ala
            [code] => A
            [type] => hydrophobic
        )

    [1] => aminoacid Object
        (
            [name] => Lysine
            [symbol] => lys
            [code] => K
            [type] => charged
        )

)

xml_parse
(PHP 4, PHP 5)

xml_parse — XML ドキュメントの処理を開始する

説明

int xml_parse ( resource $parser , string $data [, bool $is_final = false ] )

xml_parse() は XML ドキュメントを処理します。 設定されているイベントのハンドラが、必要に応じてコールされます。

パラメータ
parser

使用する XML パーサへのリファレンス。
data

処理するデータ。ドキュメントは、 is_final パラメータが設定され、 最後のデータが処理され TRUE になるまで、新規のデータに関して 複数回 xml_parse() をコールすることにより、 部分毎で処理することが可能です。
is_final

TRUE が設定された場合、data は この処理の間に送られた最後のデータということになります。

返り値

成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

処理が成功しなかった場合、エラー情報を xml_get_error_code(), xml_error_string(), xml_get_current_line_number(), xml_get_current_column_number() および xml_get_current_byte_index() により取得可能です。

注意:

エンティティのエラーが報告されるのは、ドキュメントの最後 つまり is_final が TRUE に設定されている場合です。

xml_parser_create_ns
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

xml_parser_create_ns — 名前空間をサポートした XML パーサを生成する

説明

resource xml_parser_create_ns ([ string $encoding [, string $separator = ':' ]] )
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xml_parser_create_ns() は XML 名前空間をサポートした 新しい XML パーサを作成し、他の XML 関数が使用するハンドルを返します。

パラメータ
encoding

PHP 4 では、オプションの encoding で入出力の エンコーディングを指定します。PHP 5 以降では入力のエンコーディングは 自動判定されるので、encoding パラメータは 出力のエンコーディングのみを指定することになります。PHP 4 では、 デフォルトの出力エンコー
ディングは入力の文字セットと同じです。 もし空の文字列が渡された場合、先頭の 3 あるいは 4 バイトの内容をもとに パーサがエンコーディングの判別を試みます。PHP 5.0.0 および 5.0.1 ではデフォルトの出力文字セットは ISO-8859-1 で、PHP 5.0.2 以降では
UTF-8 です。サポートされるエンコーディングは ISO-8859-1、UTF-8 および US-ASCII です。

separator

名前空間を含めたタグパラメータをハンドラ関数に渡す際には、 名前空間名とタグ名を文字列 seperator でつなげたものが使用されます。

返り値

新しい XML パーサのリソースハンドルを返します。

参考

xml_parser_create() - XML パーサを作成する
xml_parser_free() - XML パーサを解放する

xml_parser_create
(PHP 4, PHP 5)

xml_parser_create — XML パーサを作成する

説明

resource xml_parser_create ([ string $encoding ] )

xml_parser_create() は新しい XML パーサを作成し、 他の XML 関数が使用するハンドルを返します。

パラメータ
encoding

PHP 4 では、オプションの encoding で入出力の エンコーディングを指定します。PHP 5 以降では入力のエンコーディングは 自動判定されるので、encoding パラメータは 出力のエンコーディングのみを指定することになります。PHP 4 では、 デフォルトの出力エンコー
ディングは入力の文字セットと同じです。 もし空の文字列が渡された場合、先頭の 3 あるいは 4 バイトの内容をもとに パーサがエンコーディングの判別を試みます。PHP 5.0.0 および 5.0.1 ではデフォルトの出力文字セットは ISO-8859-1 で、PHP 5.0.2 以降では
UTF-8 です。サポートされるエンコーディングは ISO-8859-1、UTF-8 および US-ASCII です。

返り値

新しい XML パーサのリソースハンドルを返します。

参考

xml_parser_create_ns() - 名前空間をサポートした XML パーサを生成する
xml_parser_free() - XML パーサを解放する

xml_parser_free
(PHP 4, PHP 5)

xml_parser_free — XML パーサを解放する

説明

bool xml_parser_free ( resource $parser )

指定した XML パーサ parser を解放します。

パラメータ
parser

解放したい XML パーサへのリファレンス。

返り値
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この関数は、parser が有効なパーサを 参照しない場合に FALSE、それ以外の場合にパーサを解放し、TRUE を返します。

xml_parser_get_option
(PHP 4, PHP 5)

xml_parser_get_option — XML パーサからオプションを得る

説明

mixed xml_parser_get_option ( resource $parser , int $option )

XML パーサからオプションの値を取得します。

パラメータ
parser

オプションを取得する XML パーサへのリファレンス。
option

取得するオプション。XML_OPTION_CASE_FOLDING あるいは XML_OPTION_TARGET_ENCODING が使用可能です。 詳細は xml_parser_set_option() を参照ください。

返り値

この関数は、parser が有効なパーサを参照しないか、 option が不正な形式の場合に FALSE を返します (同時に E_WARNING を生成します)。 それ以外の場合、そのオプションの値が返されます。

xml_parser_set_option
(PHP 4, PHP 5)

xml_parser_set_option — XML パーサのオプションを設定する

説明

bool xml_parser_set_option ( resource $parser , int $option , mixed $value )

XML パーサのオプションを設定します。

パラメータ
parser

オプションを設定する XML パーサへのリファレンス。
option

設定するオプション。以下を参照してください。

次のオプションが利用可能です。

XML パーサオプション

オプション定数 データ
型 説明

XML_OPTION_CASE_FOLDING integer XMLパーサの大文字変換 を有効にするかどうかを制御する。デフォルトで有効。
XML_OPTION_SKIP_TAGSTART integerタグ名の最初の何文字を読み飛ばすかどうかを設定する。
XML_OPTION_SKIP_WHITE integer空白文字からなる値を読み飛ばすかどうかを設定する。

XML_OPTION_TARGET_ENCODING string XML パーサについてどの ターゲット エンコーディング を使用するかを設定する。デフォルトでは、 xml_parser_create() により使用されたソース エンコーディングと同じエンコーディングが設定されます。 サポートされるターゲッ
トエンコーディングは、 ISO-8859-1, US-ASCII, UTF-8 です。

value

そのオプションの新しい設定値。

返り値

この関数は、parser が有効なパーサを参照しないか、 オプションが設定出来なかった場合に FALSE を返します。 それ以外の場合、そのオプションが設定され、TRUE が返されます。

xml_set_character_data_handler
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(PHP 4, PHP 5)

xml_set_character_data_handler — 文字データハンドラを設定する

説明

bool xml_set_character_data_handler ( resource $parser , callback $handler )

XML パーサ parser の文字データ用ハンドラ関数を設定します。

パラメータ
parser

handler

handler は、parser に関して xml_parse() がコールされた際に必要な関数の名前を有する文字列です。

handler という名前の関数は、次の 2 つのパラメータをとります。

handler ( resource $parser , string $data )

parser
最初のパラメータである parser は、 ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

data
2番目のパラメータである data は、 文字データを文字列として有しています。

文字データハンドラは、XML ドキュメントのすべてのテキストに対してコールされます。 (たとえば非 ASCII 文字列などで) ひとつのフラグメント内で複数回コールされることもあります。

ハンドラ関数が空の文字列または、 FALSE に設定されている場合、そのハンドラは無効です。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

xml_set_default_handler
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_default_handler — デフォルトのハンドラを設定する

説明

bool xml_set_default_handler ( resource $parser , callback $handler )

XMLパーサ parser のデフォルトのハンドラ関数を設定します。

パラメータ
parser

handler

handler は、 parser に関して xml_parse() がコールされた際に必要な関数の名前を有する文字列です。

handler という名前の関数は、 次の 2 つのパラメータをとる必要があります。

handler ( resource $parser , string $data )

parser
最初のパラメータである parser は、 ハンドラをコールした XML パーサへのリファレンスです。

data
2 番目のパラメータである data は、 文字データを有しています。これは、XML 宣言またはドキュメント型宣言、エンティティ、 他にハンドラがない別のデータとすることが可能です。

ハンドラ関数が空の文字列または、FALSE に設定されている場合、そのハンドラは無効です。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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xml_set_element_handler
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_element_handler — 開始要素および終了要素のハンドラを設定する

説明

bool xml_set_element_handler ( resource $parser , callback $start_element_handler , callback $end_element_handler )

XML パーサ parser の要素ハンドラ関数を設定します。 start_element_handler および end_element_handler は、 xml_parse() が parser を コールした際に存在している必要がある関数の名前を有する文字列です。

パラメータ
parser

start_element_handler

start_element_handler という名前の関数は、 次の 3 つのパラメータをとる必要があります。

start_element_handler ( resource $parser , string $name , array $attribs )

parser
最初のパラメータである parser は、 ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

name
2 番目のパラメータである name は、 このハンドラがコールされた要素の名前を有しています。 大文字変換 がこのパーサに関して有効な場合、要素の名前は大文字になります。

attribs
第 3 のパラメータである attribs は、その要素の (全)属性に関する連想配列です。この配列のキーは属性の名前であり、 値は属性の値です。属性の名前は、要素名と同様に 大文字変換 となります。 属性の値は、大文字変換 されません。 この属性は、each() を使用
して attribs を順次アクセスすることにより、 元の順序で取得することができます。 配列の最初のキーが最初の属性であり、後も同様です。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。
end_element_handler

end_element_handlerという名前の関数は、 2 つのパラメータをとる必要があります。

end_element_handler ( resource $parser , string $name )

parser
最初のパラメータである parser は、 ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

name
2 番目のパラメータである name は、 このハンドラがコールされた要素の名前を有しています。このパーサにおいて 大文字変換 が有効な場合、要素名は大文字になります。

ハンドラ関数が空の文字列または FALSE に設定されている場合、そのハンドラは無効です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

xml_set_end_namespace_decl_handler
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

xml_set_end_namespace_decl_handler — 名前空間終了ハンドラを設定する

説明

bool xml_set_end_namespace_decl_handler ( resource $parser , callback $handler )

名前空間宣言のスコープを抜けるときにコールされるハンドラを設定します。 これがコールされるのは、各名前空間宣言において、 名前空間が宣言された要素の終了タグのハンドラがコールされた後のことです。

パラメータ
parser

XML パーサへの参照。
handler

handler には、関数名を文字列で指定します。 これは、parser に対して xml_parse() がコールされたときに存在しなければなりません。

handler で指定した関数は、 3 つのパラメータを受け取って整数値を返すものでなければなりません。 返り値が FALSE (何も値を返さなかったときもこれにあてはまります) の場合、XML パーサはパースを停止し、 xml_get_error_code() は
XML_ERROR_EXTERNAL_ENTITY_HANDLING を返します。

handler ( resource $parser , string $user_data , string $prefix )

parser
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最初のパラメータ parser は、ハンドラをコールした XML パーサへの参照です。
user_data
prefix

ハンドラ関数に空文字列や FALSE を設定すると、 そのハンドラは無効になります。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

注意

注意:

このイベントは LibXML ではサポートされていません。

参考

xml_set_start_namespace_decl_handler() - 名前空間開始ハンドラを設定する

xml_set_external_entity_ref_handler
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_external_entity_ref_handler — 外部エンティティリファレンスハンドラを設定する

説明

bool xml_set_external_entity_ref_handler ( resource $parser , callback $handler )

XML パーサ parser の外部エンティティ参照用ハンドラ関数を設定します。

パラメータ
parser

handler

handler は、 parser に関して xml_parse() がコールされた際に必要な関数の名前を有する文字列です。

handler という名前の関数は 5 つのパラメータをとり、 整数値を返す必要があります。ハンドラから返された値が FALSE の場合 (これは値が返されない場合に相当します)、XML パーサは処理を中断し、 xml_get_error_code() は XML_ERROR_EXTERNAL_ENTITY_HANDLING を返
します。

handler ( resource $parser , string $open_entity_names , string $base , string $system_id , string $public_id )

parser
最初のパラメータ、parser は ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

open_entity_names
2 番目のパラメータ、open_entity_names は、 エンティティの処理を行うためにオープンされたエンティティの 名前のスペース区切りのリストです (参照されるエンティティの名前を含みます)。

base
これは外部エンティティのシステム ID (systemid) を有しています。 現在このパラメータは常に空の文字列に設定されています。

system_id
4 番目のパラメータ、systemId は エンティティ宣言で指定されたシステム ID です。

public_id
5 番目のパラメータ publicId は、エンティティ宣言で 指定されたパブリック ID または指定されない場合は空の 文字列です。パブリック ID の中の空白文字は、XML 仕様で規定された 正規化を行っています。

ハンドラ関数が空の文字列あるいは FALSE に設定されている場合、 そのハンドラは無効となります。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

xml_set_notation_decl_handler
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_notation_decl_handler — 表記法宣言ハンドラを設定する

説明
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bool xml_set_notation_decl_handler ( resource $parser , callback $handler )

XML パーサ parser の表記法宣言用ハンドラ関数を設定します。

表記法の宣言は、ドキュメントの DTD の一部であり、 次のようなフォーマットとなります。
<!NOTATION <parameter>name</parameter>
{ <parameter>systemId</parameter> | <parameter>publicId</parameter>?>

表記法宣言の定義に関しては、 » XML 1.0 仕様の 4.7 節 を参照ください。

パラメータ
parser

handler

handler は、 parser に関して xml_parse() がコールされた際に必要な関数の名前を有する文字列です。

handler という名前の関数は、5つのパラメータをとる必要があります。

handler ( resource $parser , string $notation_name , string $base , string $system_id , string $public_id )

parser
最初のパラメータ、parser は ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

notation_name
これは、前記の表記用フォーマットに示すように表記法の 名前 です。

base
外部エンティティのシステムID(systemId)を 取得する際の基本となります。現在、このパラメータは、常に空の 文字列に設定されています。

system_id
外部表記用宣言のシステム ID

public_id
外部表記用宣言のパブリック ID

ハンドラ関数が空の文字列または FALSE に設定されていた場合、そのハンドラは無効となります。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

xml_set_object
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_object — オブジェクト内部で XML パーサを使用する

説明

bool xml_set_object ( resource $parser , object &$object )

この関数は、object の内部から parser を使用可能にします。 xml_set_element_handler() 等により設定される 全てのコールバック関数は、object のメソッドであると仮定されます。

パラメータ
parser

object

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 xml_set_object() の例
<?php
class xml  {
    var $parser;

    function xml() 
    {
        $this->parser = xml_parser_create();

        xml_set_object($this->parser, $this);
        xml_set_element_handler($this->parser, "tag_open", "tag_close");
        xml_set_character_data_handler($this->parser, "cdata");
    }

    function parse($data) 
    {

http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#Notations
http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#Notations
http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#Notations
http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#Notations
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        xml_parse($this->parser, $data);
    }

    function tag_open($parser, $tag, $attributes) 
    {
        var_dump($parser, $tag, $attributes); 
    }

    function cdata($parser, $cdata) 
    {
        var_dump($parser, $cdata);
    }

    function tag_close($parser, $tag) 
    {
        var_dump($parser, $tag);
    }

} // class xml ここまで
$xml_parser = new xml();
$xml_parser->parse("<A ID='hallo'>PHP</A>");
?>

xml_set_processing_instruction_handler
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_processing_instruction_handler — 処理命令 (PI) 用ハンドラを設定する

説明

bool xml_set_processing_instruction_handler ( resource $parser , callback $handler )

XML パーサ parserの処理命令 (PI) 用ハンドラ関数を設定します。

処理命令は、次のフォーマットを有しています。
<?

target data
?>
    

このようなタグに PHP コードを入れることが可能ですが、一つの制約に 注意してください。XML PI において、PI 終了タグ (?>)は引用符で括ることができません。 このため、この文字の並びを XML ドキュメント中にPIにより埋め込んだ PHP コードの中で使用することはでき
ません。これを使用した場合、残りの PHP コードは、"真の" PI 終了タグと同じく文字データとして処理 されます。

パラメータ
parser

handler

handler は、 parser に関して xml_parse() がコールされた際に必要な関数の名前を有する文字列です。

handler という名前の関数は、 次の 3 つのパラメータを引数とする必要があります。

handler ( resource $parser , string $target , string $data )

parser
最初のパラメータ、parser は ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

target
第 2 のパラメータ、target は PI のターゲットを有しています。

data
第 3 のパラメータ、data は、 PI のデータを有しています。

ハンドラ関数が空の文字列または、FALSE に設定されている場合、そのハンドラは無効となります。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

xml_set_start_namespace_decl_handler
(PHP 4 >= 4.0.5, PHP 5)

xml_set_start_namespace_decl_handler — 名前空間開始ハンドラを設定する

説明
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bool xml_set_start_namespace_decl_handler ( resource $parser , callback $handler )

名前空間を宣言したところでコールされるハンドラを設定します。 名前空間の宣言は、開始タグの中で行います。 しかし、名前空間宣言の開始ハンドラがコールされるのは、 その開始タグのハンドラがコールされるより前になります。

パラメータ
parser

XML パーサへの参照。
handler

handler には、関数名を文字列で指定します。 これは、parser に対して xml_parse() がコールされたときに存在しなければなりません。

handler で指定した関数は、 4 つのパラメータを受け取って整数値を返すものでなければなりません。 返り値が FALSE (何も値を返さなかったときもこれにあてはまります) の場合、XML パーサはパースを停止し、 xml_get_error_code() は
XML_ERROR_EXTERNAL_ENTITY_HANDLING を返します。

handler ( resource $parser , string $user_data , string $prefix , string $uri )

parser
最初のパラメータ parser は、ハンドラをコールした XML パーサへの参照です。

user_data
prefix
uri

ハンドラ関数に空文字列や FALSE を設定すると、 そのハンドラは無効になります。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

xml_set_end_namespace_decl_handler() - 名前空間終了ハンドラを設定する

xml_set_unparsed_entity_decl_handler
(PHP 4, PHP 5)

xml_set_unparsed_entity_decl_handler — 処理されないエンティティ宣言用ハンドラを設定する

説明

bool xml_set_unparsed_entity_decl_handler ( resource $parser , callback $handler )

XML パーサ parser の、 処理されないエンティティ宣言用ハンドラ関数を設定します。

このハンドラは、XML パーサが次のような NDATA 宣言を有する 外部エンティティ宣言を処理する際にコールされます。
<!ENTITY <parameter>name</parameter> {<parameter>publicId</parameter> | <parameter>systemId</parameter>}
        NDATA <parameter>notationName</parameter>

外部エンティティ宣言の記述用定義に関しては、 » XML 1.0 仕様の 4.2.2 節を参照ください。

パラメータ
parser

handler

handlerは、 parser に関して xml_parse() がコールされた際に必要な関数の名前を有する文字列です。

handler という名前の関数は次のような 6 つのパラメータをとる必要があります。

handler ( resource $parser , string $entity_name , string $base , string $system_id , string $public_id , string $notation_name )

parser
最初のパラメータ、parser は ハンドラをコールする XML パーサへのリファレンスです。

entity_name
宣言しようとするエンティティの名前。

base
外部エンティティのシステム ID(systemId) を取得する際の基本となります。現在、このパラメータは、常に 空の文字列に設定されています。

system_id
外部エンティティのシステム ID。

public_id
外部エンティティのパブリック ID。

notation_name
このエンティティの表記法の名前 (xml_set_notation_decl_handler() を参照ください)。

http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#sec-external-ent
http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#sec-external-ent
http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#sec-external-ent
http://www.w3.org/TR/1998/REC-xml-19980210#sec-external-ent
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ハンドラ関数が空の文字列または FALSE に設定されていた場合、そのハンドラは無効となります。

注意: 関数名の代わりに、オブジェクトへの リファレンスを格納した配列とメソッド名を指定することもできます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

目次
utf8_decode — UTF-8 エンコードされた ISO-8859-1 文字列をシングルバイトの ISO-8859-1 に変換する
utf8_encode — ISO-8859-1 文字列を UTF-8 にエンコードする
xml_error_string — XML パーサのエラー文字列を得る
xml_get_current_byte_index — XML パーサのカレントのバイトインデックスを得る
xml_get_current_column_number — XML パーサのカレントのカラム番号を取得する
xml_get_current_line_number — XML パーサのカレントの行番号を得る
xml_get_error_code — XML パーサのエラーコードを得る
xml_parse_into_struct — 配列構造体に XML データを処理する
xml_parse — XML ドキュメントの処理を開始する
xml_parser_create_ns — 名前空間をサポートした XML パーサを生成する
xml_parser_create — XML パーサを作成する
xml_parser_free — XML パーサを解放する
xml_parser_get_option — XML パーサからオプションを得る
xml_parser_set_option — XML パーサのオプションを設定する
xml_set_character_data_handler — 文字データハンドラを設定する
xml_set_default_handler — デフォルトのハンドラを設定する
xml_set_element_handler — 開始要素および終了要素のハンドラを設定する
xml_set_end_namespace_decl_handler — 名前空間終了ハンドラを設定する
xml_set_external_entity_ref_handler — 外部エンティティリファレンスハンドラを設定する
xml_set_notation_decl_handler — 表記法宣言ハンドラを設定する
xml_set_object — オブジェクト内部で XML パーサを使用する
xml_set_processing_instruction_handler — 処理命令 (PI) 用ハンドラを設定する
xml_set_start_namespace_decl_handler — 名前空間開始ハンドラを設定する
xml_set_unparsed_entity_decl_handler — 処理されないエンティティ宣言用ハンドラを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
イベントハンドラ
大文字変換(Case Folding)
エラーコード
文字エンコーディング
例

XML エレメント構造の例
XMLタグのマッピングの例
XML 外部エンティティの例

XML パーサ 関数
utf8_decode — UTF-8 エンコードされた ISO-8859-1 文字列をシングルバイトの ISO-8859-1 に変換する
utf8_encode — ISO-8859-1 文字列を UTF-8 にエンコードする
xml_error_string — XML パーサのエラー文字列を得る
xml_get_current_byte_index — XML パーサのカレントのバイトインデックスを得る
xml_get_current_column_number — XML パーサのカレントのカラム番号を取得する
xml_get_current_line_number — XML パーサのカレントの行番号を得る
xml_get_error_code — XML パーサのエラーコードを得る
xml_parse_into_struct — 配列構造体に XML データを処理する
xml_parse — XML ドキュメントの処理を開始する
xml_parser_create_ns — 名前空間をサポートした XML パーサを生成する
xml_parser_create — XML パーサを作成する
xml_parser_free — XML パーサを解放する
xml_parser_get_option — XML パーサからオプションを得る
xml_parser_set_option — XML パーサのオプションを設定する
xml_set_character_data_handler — 文字データハンドラを設定する
xml_set_default_handler — デフォルトのハンドラを設定する
xml_set_element_handler — 開始要素および終了要素のハンドラを設定する
xml_set_end_namespace_decl_handler — 名前空間終了ハンドラを設定する
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xml_set_external_entity_ref_handler — 外部エンティティリファレンスハンドラを設定する
xml_set_notation_decl_handler — 表記法宣言ハンドラを設定する
xml_set_object — オブジェクト内部で XML パーサを使用する
xml_set_processing_instruction_handler — 処理命令 (PI) 用ハンドラを設定する
xml_set_start_namespace_decl_handler — 名前空間開始ハンドラを設定する
xml_set_unparsed_entity_decl_handler — 処理されないエンティティ宣言用ハンドラを設定する

XMLReader

導入
XMLReader 拡張モジュールは、プル型の XML パーサです。ドキュメント ストリーム内をカーソル風に進んでいき、その途中の各ノードで立ち止まります。

エンコーディング
内部的には、libxml は UTF-8 エンコーディングを使用しています。 したがって、取得したデータはすべて UTF-8 エンコーディングに変換されます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

インストール手順
XMLReader 拡張モジュールは、PHP 5.0.0 では PECL から取得可能です。 また、PHP 5.1.0 ではデフォルトで組み込まれ、有効になっています。 configure 時に、引数 --enable-xmlreader (5.1.0 より前では --with-xmlreader ) を指定することでも有効にできます。

この拡張モジュールはデフォルトで有効になっています。無効にしたい場合は、次のオプションを指定してコンパイルします。 --disable-xmlreader

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

XMLReader クラス
導入
XMLReader 拡張モジュールは、プル型の XML パーサです。ドキュメント ストリーム内をカーソル風に進んでいき、その途中の各ノードで立ち止まります。

クラス概要
XMLReader {
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/* 定数 */
const int XMLReader::NONE = 0 ;
const int XMLReader::ELEMENT = 1 ;
const int XMLReader::ATTRIBUTE = 2 ;
const int XMLReader::TEXT = 3 ;
const int XMLReader::CDATA = 4 ;
const int XMLReader::ENTITY_REF = 5 ;
const int XMLReader::ENTITY = 6 ;
const int XMLReader::PI = 7 ;
const int XMLReader::COMMENT = 8 ;
const int XMLReader::DOC = 9 ;
const int XMLReader::DOC_TYPE = 10 ;
const int XMLReader::DOC_FRAGMENT = 11 ;
const int XMLReader::NOTATION = 12 ;
const int XMLReader::WHITESPACE = 13 ;
const int XMLReader::SIGNIFICANT_WHITESPACE = 14 ;
const int XMLReader::END_ELEMENT = 15 ;
const int XMLReader::END_ENTITY = 16 ;
const int XMLReader::XML_DECLARATION = 17 ;
const int XMLReader::LOADDTD = 1 ;
const int XMLReader::DEFAULTATTRS = 2 ;
const int XMLReader::VALIDATE = 3 ;
const int XMLReader::SUBST_ENTITIES = 4 ;
/* プロパティ */
public readonly int $attributeCount ;
public readonly string $baseURI ;
public readonly int $depth ;
public readonly bool $hasAttributes ;
public readonly bool $hasValue ;
public readonly bool $isDefault ;
public readonly bool $isEmptyElement ;
public readonly string $localName ;
public readonly string $name ;
public readonly string $namespaceURI ;
public readonly int $nodeType ;
public readonly string $prefix ;
public readonly string $value ;
public readonly string $xmlLang ;
/* メソッド */
bool close ( void )
DOMNode expand ( void )
string getAttribute ( string $name )
string getAttributeNo ( int $index )
string getAttributeNs ( string $localName , string $namespaceURI )
bool getParserProperty ( int $property )
bool isValid ( void )
bool lookupNamespace ( string $prefix )
bool moveToAttribute ( string $name )
bool moveToAttributeNo ( int $index )
bool moveToAttributeNs ( string $localName , string $namespaceURI )
bool moveToElement ( void )
bool moveToFirstAttribute ( void )
bool moveToNextAttribute ( void )
bool next ([ string $localname ] )
bool open ( string $URI [, string $encoding [, int $options = 0 ]] )
bool read ( void )
string readInnerXML ( void )
string readOuterXML ( void )
string readString ( void )
bool setParserProperty ( int $property , bool $value )
bool setRelaxNGSchema ( string $filename )
bool setRelaxNGSchemaSource ( string $source )
bool setSchema ( string $filename )
bool xml ( string $source [, string $encoding [, int $options = 0 ]] )
}

プロパティ
attributeCount

ノード上の属性の数

baseURI

ノードのベース URI
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depth

ツリー内でのノードの階層 (0 から数える)

hasAttributes

ノードが属性を保持しているかどうか

hasValue

ノードがテキストの値を保持しているかどうか

isDefault

属性が DTD のデフォルトかどうか

isEmptyElement

ノードが空要素のタグかどうか

localName

ノードのローカル名

name

ノードの限定名

namespaceURI

ノードに関連付けられた名前空間の URI

nodeType

ノードの型

prefix

ノードに関連付けられた名前空間のプレフィックス

value

ノードのテキスト値

xmlLang

ノードが存在する xml:lang スコープ

定義済み定数

XMLReader ノード型
XMLReader::NONE

ノード型なし
XMLReader::ELEMENT

開始要素
XMLReader::ATTRIBUTE

属性ノード
XMLReader::TEXT

テキストノード
XMLReader::CDATA

CDATA ノード
XMLReader::ENTITY_REF

エンティティ参照ノード
XMLReader::ENTITY

エンティティ宣言ノード
XMLReader::PI
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処理命令 (Processing Instruction) ノード
XMLReader::COMMENT

コメントノード
XMLReader::DOC

文書ノード
XMLReader::DOC_TYPE

文書型ノード
XMLReader::DOC_FRAGMENT

文書片ノード
XMLReader::NOTATION

記法ノード
XMLReader::WHITESPACE

Whitespace ノード
XMLReader::SIGNIFICANT_WHITESPACE

Significant Whitespace ノード
XMLReader::END_ELEMENT

終了要素
XMLReader::END_ENTITY

終了エンティティ
XMLReader::XML_DECLARATION

XML 宣言ノード

XMLReader パーサオプション
XMLReader::LOADDTD

DTD を読み込むが、妥当性は検証しない
XMLReader::DEFAULTATTRS

DTD およびデフォルト属性を読み込むが、妥当性は検証しない
XMLReader::VALIDATE

DTD を読み込み、パース時に妥当性を検証する
XMLReader::SUBST_ENTITIES

エンティティを参照で置き換える

XMLReader::close
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::close — XMLReader の入力を閉じる

説明

bool XMLReader::close ( void )

XMLReader オブジェクトが現在パースしている入力を閉じます。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::open() - パースする XML を含む URI を設定する
XMLReader::xml() - パースする XML を含むデータを設定する
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XMLReader::expand
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::expand — 現在のノードのコピーを DOM オブジェクトとして返す

説明

DOMNode XMLReader::expand ( void )

このメソッドは、現在のノードをコピーして適切な DOM オブジェクトを返します。

返り値

DOMNode か、エラー時には FALSE を返します。

XMLReader::getAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::getAttribute — 名前をもとに、属性の値を取得する

説明

string XMLReader::getAttribute ( string $name )

指定した名前の属性の値を返します。属性が存在しなかったり 現在位置が要素ノードでなかったりした場合には空の文字列を返します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

属性の値を返します。指定した名前 name の 属性が見つからなかったり、現在位置が要素ではなかったりした場合には 空の文字列を返します。

参考

XMLReader::getAttributeNo() - インデックスをもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNs() - 名前および URI をもとに、属性の値を取得する

XMLReader::getAttributeNo
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::getAttributeNo — インデックスをもとに、属性の値を取得する

説明

string XMLReader::getAttributeNo ( int $index )

その位置をもとにして属性の値を返します。属性が存在しなかったり 現在位置が要素ノードでなかったりした場合には空の文字列を返します。

パラメータ
index

属性の位置。

返り値

属性の値を返します。指定した位置 index に 属性が見つからなかったり、現在位置が要素ではなかったりした場合には 空の文字列を返します。

参考
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XMLReader::getAttribute() - 名前をもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNs() - 名前および URI をもとに、属性の値を取得する

XMLReader::getAttributeNs
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::getAttributeNs — 名前および URI をもとに、属性の値を取得する

説明

string XMLReader::getAttributeNs ( string $localName , string $namespaceURI )

名前および名前空間 URI をもとにして属性の値を返します。 属性が存在しなかったり、現在位置が要素ノードでなかったりした場合には 空の文字列を返します。

パラメータ
localName

ローカルの名前。
namespaceURI

名前空間の URI。

返り値

属性の値を返します。指定した localName および namespaceURI に属性が見つからなかったり、 現在位置が要素ではなかったりした場合には空の文字列を返します。

参考

XMLReader::getAttribute() - 名前をもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNo() - インデックスをもとに、属性の値を取得する

XMLReader::getParserProperty
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::getParserProperty — 指定したプロパティが設定されているかどうかを示す

説明

bool XMLReader::getParserProperty ( int $property )

指定したプロパティが設定されているかどうかを示します。

パラメータ
property

パーサオプション定数 のうちのひとつ。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::setParserProperty() - パーサのオプションを設定または設定解除する

XMLReader::isValid
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::isValid — パースしているドキュメントの妥当性を示す

説明
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bool XMLReader::isValid ( void )

パースしているドキュメントが妥当なものであるかどうかを論理型で返します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 XML の妥当性の検証
<?php
$xml = XMLReader::open('test.xml');

// これを使用しなければなりません
$xml->setParserProperty(XMLReader::VALIDATE, true);

var_dump($xml->isValid());
?>

参考

XMLReader::setParserProperty() - パーサのオプションを設定または設定解除する
XMLReader::setRelaxNGSchema() - RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を設定する
XMLReader::setRelaxNGSchemaSource() - RelaxNG スキーマを含むデータを設定する

XMLReader::lookupNamespace
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::lookupNamespace — プレフィックスから、名前空間を検索する

説明

bool XMLReader::lookupNamespace ( string $prefix )

指定したプレフィックスをもとに、スコープの名前空間を検索します。

パラメータ
prefix

プレフィックスを含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

XMLReader::moveToAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::moveToAttribute — 指定した名前の属性にカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::moveToAttribute ( string $name )

指定した名前の属性にカーソルを移動します。

パラメータ
name

属性の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考
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XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNo() - 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute() - 最初の属性にカーソルを移動する

XMLReader::moveToAttributeNo
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::moveToAttributeNo — 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::moveToAttributeNo ( int $index )

指定した位置の属性にカーソルを移動します。

パラメータ
index

属性の位置。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute() - 最初の属性にカーソルを移動する

XMLReader::moveToAttributeNs
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::moveToAttributeNs — 指定した名前の属性にカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::moveToAttributeNs ( string $localName , string $namespaceURI )

指定した名前空間内で、指定した名前の属性にカーソルを移動します。

パラメータ
localName

ローカル名。
namespaceURI

名前空間の URI。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNo() - 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute() - 最初の属性にカーソルを移動する
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XMLReader::moveToElement
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::moveToElement — 現在の属性の親要素にカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::moveToElement ( void )

現在の属性の親要素にカーソルを移動します。

返り値

成功した場合に TRUE、失敗した場合、 あるいはメソッドがコールされた際の位置が属性ノードではなかった場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNo() - 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute() - 最初の属性にカーソルを移動する

XMLReader::moveToFirstAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::moveToFirstAttribute — 最初の属性にカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::moveToFirstAttribute ( void )

最初の属性にカーソルを移動します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNo() - 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToNextAttribute() - 次の属性にカーソルを移動する

XMLReader::moveToNextAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::moveToNextAttribute — 次の属性にカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::moveToNextAttribute ( void )

現在位置が属性ノードの場合は次の属性にカーソルを移動します。 現在位置が要素ノードの場合は最初の属性にカーソルを移動します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
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XMLReader::moveToAttributeNo() - 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute() - 最初の属性にカーソルを移動する

XMLReader::next
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::next — すべてのサブツリーを飛ばして、次のノードにカーソルを移動する

説明

bool XMLReader::next ([ string $localname ] )

すべてのサブツリーを飛ばして、カーソルを次のノードに移動します。

パラメータ
localname

移動先のノードの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToNextAttribute() - 次の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する

XMLReader::open
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::open — パースする XML を含む URI を設定する

説明

bool XMLReader::open ( string $URI [, string $encoding [, int $options = 0 ]] )

パースされる XML ドキュメントを含む URI を設定します。

パラメータ
URI

ドキュメントを指す URI。
encoding

ドキュメントのエンコーディングあるいは NULL。
options

LIBXML_* 定数のビットマスク。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 encoding および options が追加されました。

参考

XMLReader::xml() - パースする XML を含むデータを設定する
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XMLReader::close() - XMLReader の入力を閉じる

XMLReader::read
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::read — ドキュメント内の次のノードに移動する

説明

bool XMLReader::read ( void )

ドキュメント内の次のノードにカーソルを移動します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::moveToElement() - 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttribute() - 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::next() - すべてのサブツリーを飛ばして、次のノードにカーソルを移動する

XMLReader::readInnerXML
(PHP 5 >= 5.2.0)

XMLReader::readInnerXML — 現在のノードから XML を取得する

説明

string XMLReader::readInnerXML ( void )

現在のノードの中身を、子ノードやマークアップも含めて読み込みます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードの中身を文字列で返します。失敗した場合は空文字列を返します。

注意

警告

この関数は、PHP を libxml 20620 以降と組み合わせてコンパイルした場合にのみ使用可能です。

参考

XMLReader::readString() - 現在のノードの内容を文字列で読み込む
XMLReader::readOuterXML() - 現在のノードから自分自身も含めた XML を取得する
XMLReader::expand() - 現在のノードのコピーを DOM オブジェクトとして返す

XMLReader::readOuterXML
(PHP 5 >= 5.2.0)

XMLReader::readOuterXML — 現在のノードから自分自身も含めた XML を取得する

説明

string XMLReader::readOuterXML ( void )
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現在のノードの中身を、ノード自身も含めて読み込みます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードの中身を、自分自身も含めて文字列で返します。失敗した場合は空文字列を返します。

注意

警告

この関数は、PHP を libxml 20620 以降と組み合わせてコンパイルした場合にのみ使用可能です。

参考

XMLReader::readString() - 現在のノードの内容を文字列で読み込む
XMLReader::readInnerXML() - 現在のノードから XML を取得する
XMLReader::expand() - 現在のノードのコピーを DOM オブジェクトとして返す

XMLReader::readString
(PHP 5 >= 5.2.0)

XMLReader::readString — 現在のノードの内容を文字列で読み込む

説明

string XMLReader::readString ( void )

現在のノードの内容を文字列で読み込みます。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

現在のノードの内容を文字列で返します。失敗した場合は空文字列を返します。

注意

警告

この関数は、PHP を libxml 20620 以降と組み合わせてコンパイルした場合にのみ使用可能です。

参考

XMLReader::readOuterXML() - 現在のノードから自分自身も含めた XML を取得する
XMLReader::readInnerXML() - 現在のノードから XML を取得する
XMLReader::expand() - 現在のノードのコピーを DOM オブジェクトとして返す

XMLReader::setParserProperty
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::setParserProperty — パーサのオプションを設定または設定解除する

説明

bool XMLReader::setParserProperty ( int $property , bool $value )

パーサのオプションを設定または設定解除します。オプションは、 xmlreader-open() あるいは xmlreader-xml() がコールされた後で、かつ xmlreader-read() が最初にコールされる前に 設定する必要があります。

パラメータ
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property

パーサオプション定数 のひとつ。
value

TRUE を設定するとオプションが有効になり、それ以外を設定すると 無効になります。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

XMLReader::setRelaxNGSchema
(PHP 5 >= 5.2.0)

XMLReader::setRelaxNGSchema — RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を設定する

説明

bool XMLReader::setRelaxNGSchema ( string $filename )

検証の際に使用する RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を 設定します。

パラメータ
filename

RelaxNG スキーマを指すファイル名あるいは URI。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::setRelaxNGSchemaSource() - RelaxNG スキーマを含むデータを設定する

XMLReader::setRelaxNGSchemaSource
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::setRelaxNGSchemaSource — RelaxNG スキーマを含むデータを設定する

説明

bool XMLReader::setRelaxNGSchemaSource ( string $source )

検証の際に使用する RelaxNG スキーマを含むデータを設定します。

パラメータ
source

RelaxNG スキーマを含む文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLReader::setRelaxNGSchema() - RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を設定する

XMLReader::setSchema
(PHP 5 >= 5.2.0)
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XMLReader::setSchema — ドキュメントを XSD で検証する

説明

bool XMLReader::setSchema ( string $filename )

W3C XSD スキーマを用いて、処理中のドキュメントを検証します。 最初の Read() の前にのみ実行可能です。

パラメータ
filename

XSD スキーマファイル名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

エラー / 例外

libxml がスキーマのサポートなしでビルドされていた場合、 スキーマにエラーが存在する場合、 あるいは既に XMLReader::read() がコールされた後である場合に E_WARNING を発行します。

注意

警告

この関数は、PHP を libxml 20620 以降と組み合わせてコンパイルした場合にのみ使用可能です。

参考

XMLReader::setRelaxNGSchema() - RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を設定する

XMLReader::XML
(PHP 5 >= 5.1.2)

XMLReader::XML — パースする XML を含むデータを設定する

説明

bool XMLReader::xml ( string $source [, string $encoding [, int $options = 0 ]] )

パースする XML を含むデータを設定します。

パラメータ
source

パースされる XML を含む文字列。
encoding

ドキュメントのエンコーディングあるいは NULL。
options

LIBXML_* 定数のビットマスク。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.0 encoding および options が追加されました。

参考

XMLReader::open() - パースする XML を含む URI を設定する
XMLReader::close() - XMLReader の入力を閉じる
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目次
XMLReader::close — XMLReader の入力を閉じる
XMLReader::expand — 現在のノードのコピーを DOM オブジェクトとして返す
XMLReader::getAttribute — 名前をもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNo — インデックスをもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNs — 名前および URI をもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getParserProperty — 指定したプロパティが設定されているかどうかを示す
XMLReader::isValid — パースしているドキュメントの妥当性を示す
XMLReader::lookupNamespace — プレフィックスから、名前空間を検索する
XMLReader::moveToAttribute — 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNo — 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs — 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToElement — 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute — 最初の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToNextAttribute — 次の属性にカーソルを移動する
XMLReader::next — すべてのサブツリーを飛ばして、次のノードにカーソルを移動する
XMLReader::open — パースする XML を含む URI を設定する
XMLReader::read — ドキュメント内の次のノードに移動する
XMLReader::readInnerXML — 現在のノードから XML を取得する
XMLReader::readOuterXML — 現在のノードから自分自身も含めた XML を取得する
XMLReader::readString — 現在のノードの内容を文字列で読み込む
XMLReader::setParserProperty — パーサのオプションを設定または設定解除する
XMLReader::setRelaxNGSchema — RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を設定する
XMLReader::setRelaxNGSchemaSource — RelaxNG スキーマを含むデータを設定する
XMLReader::setSchema — ドキュメントを XSD で検証する
XMLReader::XML — パースする XML を含むデータを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

XMLReader — XMLReader クラス
XMLReader::close — XMLReader の入力を閉じる
XMLReader::expand — 現在のノードのコピーを DOM オブジェクトとして返す
XMLReader::getAttribute — 名前をもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNo — インデックスをもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getAttributeNs — 名前および URI をもとに、属性の値を取得する
XMLReader::getParserProperty — 指定したプロパティが設定されているかどうかを示す
XMLReader::isValid — パースしているドキュメントの妥当性を示す
XMLReader::lookupNamespace — プレフィックスから、名前空間を検索する
XMLReader::moveToAttribute — 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNo — 指定したインデックスの属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToAttributeNs — 指定した名前の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToElement — 現在の属性の親要素にカーソルを移動する
XMLReader::moveToFirstAttribute — 最初の属性にカーソルを移動する
XMLReader::moveToNextAttribute — 次の属性にカーソルを移動する
XMLReader::next — すべてのサブツリーを飛ばして、次のノードにカーソルを移動する
XMLReader::open — パースする XML を含む URI を設定する
XMLReader::read — ドキュメント内の次のノードに移動する
XMLReader::readInnerXML — 現在のノードから XML を取得する
XMLReader::readOuterXML — 現在のノードから自分自身も含めた XML を取得する
XMLReader::readString — 現在のノードの内容を文字列で読み込む
XMLReader::setParserProperty — パーサのオプションを設定または設定解除する
XMLReader::setRelaxNGSchema — RelaxNG スキーマのファイル名あるいは URI を設定する
XMLReader::setRelaxNGSchemaSource — RelaxNG スキーマを含むデータを設定する
XMLReader::setSchema — ドキュメントを XSD で検証する
XMLReader::XML — パースする XML を含むデータを設定する

XMLWriter

導入
これは、XMLWriter 拡張モジュールです。 libxml の xmlWriter API をラップしています。
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この拡張モジュールは、キャッシュ処理をしない前進のみのライターで、 XML データを含むストリームあるいはファイルを作成します。

この拡張モジュールは、オブジェクト指向形式と手続き型のどちらでも使用可能です。 全メソッドについて、その両方のコール方法を説明しています。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

インストール手順
この拡張モジュールはデフォルトで有効になっています。無効にしたい場合は、次のオプションを指定してコンパイルします。 --disable-xmlwriter

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
手続き型の XMLWriter 拡張モジュールでは、一種類のリソースを使用します。 これは、xmlwriter_open_memory() あるいは xmlwriter_open_uri() が返すものです。

定義済み定数
定数は定義されていません。

XMLWriter 関数

XMLWriter::endAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endAttribute — 属性を終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endAttribute ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_attribute ( resource $xmlwriter )

現在の属性を終了します。

パラメータ
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xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startAttribute() - 属性を開始する
XMLWriter::startAttributeNS() - 名前空間つきの属性を開始する
XMLWriter::writeAttribute() - 属性全体を書き込む
XMLWriter::writeAttributeNS() - 名前空間つき属性全体を書き込む

XMLWriter::endCData
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endCData — 現在の CDATA を終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endCData ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_cdata ( resource $xmlwriter )

現在の CDATA セクションを終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startCData() - CDATA の開始タグを作成する
XMLWriter::writeCData() - CDATA タグ全体を書き込む

XMLWriter::endComment
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 1.0.0)

XMLWriter::endComment — コメントの終了部を作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endComment ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_comment ( resource $xmlwriter )

現在のコメントを終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startComment() - コメントを開始する
XMLWriter::writeComment() - コメントタグ全体を書き込む

XMLWriter::endDocument
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endDocument — 現在のドキュメントを終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endDocument ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_document ( resource $xmlwriter )

現在のドキュメントを終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDocument() - ドキュメントタグを作成する

XMLWriter::endDTDAttlist
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endDTDAttlist — 現在の DTD 属性リストを終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endDTDAttlist ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_dtd_attlist ( resource $xmlwriter )

現在の DTD 属性リストを終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。
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参考

XMLWriter::startDTDAttlist() - DTD 属性リストを開始する
XMLWriter::writeDTDAttlist() - DTD 属性リストタグ全体を書き込む

XMLWriter::endDTDElement
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endDTDElement — 現在の DTD 要素を終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endDTDElement ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_dtd_element ( resource $xmlwriter )

現在の DTD 要素を終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTDElement() - DTD 要素を開始する
XMLWriter::writeDTDElement() - DTD 要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::endDTDEntity
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endDTDEntity — 現在の DTD エンティティを終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endDTDEntity ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_dtd_entity ( resource $xmlwriter )

現在の DTD エンティティを終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTDEntity() - DTD エンティティを開始する
XMLWriter::writeDTDEntity() - DTD エンティティタグ全体を書き込む
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XMLWriter::endDTD
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endDTD — 現在の DTD を終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endDTD ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_dtd ( resource $xmlwriter )

ドキュメントの DTD を終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTD() - DTD の開始タグを作成する
XMLWriter::writeDTD() - DTD タグ全体を書き込む

XMLWriter::endElement
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endElement — 現在の要素を終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endElement ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_element ( resource $xmlwriter )

現在の要素を終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startElement() - 要素の開始タグを作成する
XMLWriter::writeElement() - 要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::endPI
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(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::endPI — 現在の PI (処理命令) を終了する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::endPI ( void )

手続き型

bool xmlwriter_end_pi ( resource $xmlwriter )

現在の処理命令を終了します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startPI() - PI (処理命令) の開始タグを作成する
XMLWriter::writePI() - PI (処理命令) 書き込む

XMLWriter::flush
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 1.0.0)

XMLWriter::flush — 現在のバッファをフラッシュする

説明

オブジェクト指向型

mixed XMLWriter::flush ([ bool $empty ] )

手続き型

mixed xmlwriter_flush ( resource $xmlwriter [, bool $empty ] )

現在のバッファをフラッシュします。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
empty

バッファを空にするかどうか。デフォルトは TRUE です。

返り値

ライターをメモリにオープンした場合は、この関数は出来上がった XML バッファを返します。 そうではなく URI を使用している場合は、この関数はバッファを書き込み、 書き込んだバイト数を返します。

XMLWriter::fullEndElement
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL xmlwriter >= 2.0.4)

XMLWriter::fullEndElement — 現在の要素を終了する

説明
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オブジェクト指向型

bool XMLWriter::fullEndElement ( void )

手続き型

bool xmlwriter_full_end_element ( resource $xmlwriter )

現在の xml 要素を終了します。要素が空であっても終了タグを書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endElement() - 現在の要素を終了する

XMLWriter::openMemory
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::openMemory — 文字列の出力にメモリを使用する新しい xmlwriter を作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::openMemory ( void )

手続き型

resource xmlwriter_open_memory ( void )

文字列の出力にメモリを使用する新しい XMLWriter を作成します。

パラメータ

返り値

オブジェクト指向型: 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

手続き型: 成功した場合に、その後の xmlwriter 関数で使用するための新しい xmlwriter リソース、 エラーの場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::openURI() - ソース URI を指定して新しい xmlwriter を作成する

XMLWriter::openURI
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::openURI — ソース URI を指定して新しい xmlwriter を作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::openURI ( string $uri )

手続き型

resource xmlwriter_open_uri ( string $uri )

uri を指定した新しい XMLWriter を作成します。
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パラメータ
uri

出力するリソースの URI。

返り値

オブジェクト指向型: 成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

手続き型: 成功した場合に、その後の xmlwriter 関数で使用するための新しい xmlwriter リソース、 エラーの場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::openMemory() - 文字列の出力にメモリを使用する新しい xmlwriter を作成する

XMLWriter::outputMemory
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::outputMemory — 現在のバッファを返す

説明

オブジェクト指向型

string XMLWriter::outputMemory ([ bool $flush ] )

手続き型

string xmlwriter_output_memory ( resource $xmlwriter [, bool $flush ] )

現在のバッファを返します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
flush

出力バッファをフラッシュするかどうか。デフォルトは TRUE。

返り値

現在のバッファを文字列で返します。

参考

XMLWriter::flush() - 現在のバッファをフラッシュする

XMLWriter::setIndentString
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::setIndentString — 字下げに使用する文字列を設定する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::setIndentString ( string $indentString )

手続き型

bool xmlwriter_set_indent_string ( resource $xmlwriter , string $indentString )

文字列を設定します。この文字を使用して、結果の xml の要素/属性 を字下げします。
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パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
indentString

字下げ用の文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::setIndent() - 字下げの on/off を切り替える

XMLWriter::setIndent
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::setIndent — 字下げの on/off を切り替える

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::setIndent ( bool $indent )

手続き型

bool xmlwriter_set_indent ( resource $xmlwriter , bool $indent )

字下げの on/off を切り替えます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
indent

字下げを有効にするかどうか。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::setIndentString() - 字下げに使用する文字列を設定する

XMLWriter::startAttributeNS
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startAttributeNS — 名前空間つきの属性を開始する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startAttributeNS ( string $prefix , string $name , string $uri )

手続き型

bool xmlwriter_start_attribute_ns ( resource $xmlwriter , string $prefix , string $name , string $uri )

名前空間つきの属性を開始します。
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パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
prefix

名前空間プレフィックス。
name

属性の名前。
uri

名前空間 URI。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startAttribute() - 属性を開始する
XMLWriter::endAttribute() - 属性を終了する
XMLWriter::writeAttribute() - 属性全体を書き込む
XMLWriter::writeAttributeNS() - 名前空間つき属性全体を書き込む

XMLWriter::startAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startAttribute — 属性を開始する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startAttribute ( string $name )

手続き型

bool xmlwriter_start_attribute ( resource $xmlwriter , string $name )

属性を開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

属性の名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startAttributeNS() - 名前空間つきの属性を開始する
XMLWriter::endAttribute() - 属性を終了する
XMLWriter::writeAttribute() - 属性全体を書き込む
XMLWriter::writeAttributeNS() - 名前空間つき属性全体を書き込む

XMLWriter::startCData
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)
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XMLWriter::startCData — CDATA の開始タグを作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startCData ( void )

手続き型

bool xmlwriter_start_cdata ( resource $xmlwriter )

CDATA を開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endCData() - 現在の CDATA を終了する
XMLWriter::writeCData() - CDATA タグ全体を書き込む

XMLWriter::startComment
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 1.0.0)

XMLWriter::startComment — コメントを開始する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startComment ( void )

手続き型

bool xmlwriter_start_comment ( resource $xmlwriter )

コメントを開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endComment() - コメントの終了部を作成する
XMLWriter::writeComment() - コメントタグ全体を書き込む

XMLWriter::startDocument
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startDocument — ドキュメントタグを作成する

説明
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オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startDocument ([ string $version [, string $encoding [, string $standalone ]]] )

手続き型

bool xmlwriter_start_document ( resource $xmlwriter [, string $version [, string $encoding [, string $standalone = NULL ]]] )

ドキュメントを開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
version

XML 宣言で使用するドキュメントのバージョン番号。 デフォルトは 1.0。
encoding

XML 宣言で使用するドキュメントのエンコーディング。 デフォルトは NULL。
standalone

yes あるいは no。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endDocument() - 現在のドキュメントを終了する

XMLWriter::startDTDAttlist
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startDTDAttlist — DTD 属性リストを開始する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startDTDAttlist ( string $name )

手続き型

bool xmlwriter_start_dtd_attlist ( resource $xmlwriter , string $name )

DTD 属性リストを開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

属性リストの名前。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endDTDAttlist() - 現在の DTD 属性リストを終了する
XMLWriter::writeDTDAttlist() - DTD 属性リストタグ全体を書き込む
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XMLWriter::startDTDElement
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startDTDElement — DTD 要素を開始する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startDTDElement ( string $qualifiedName )

手続き型

bool xmlwriter_start_dtd_element ( resource $xmlwriter , string $qualifiedName )

DTD 要素を開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
qualifiedName

作成するドキュメント型の修飾名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endDTDElement() - 現在の DTD 要素を終了する
XMLWriter::writeDTDElement() - DTD 要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::startDTDEntity
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startDTDEntity — DTD エンティティを開始する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startDTDEntity ( string $name , bool $isparam )

手続き型

bool xmlwriter_start_dtd_entity ( resource $xmlwriter , string $name , bool $isparam )

DTD エンティティを開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

エンティティの名前。
isparam

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endDTDEntity() - 現在の DTD エンティティを終了する
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XMLWriter::writeDTDEntity() - DTD エンティティタグ全体を書き込む

XMLWriter::startDTD
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startDTD — DTD の開始タグを作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startDTD ( string $qualifiedName [, string $publicId [, string $systemId ]] )

手続き型

bool xmlwriter_start_dtd ( resource $xmlwriter , string $qualifiedName [, string $publicId [, string $systemId ]] )

DTD を開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
qualifiedName

作成するドキュメント型の修飾名。
publicId

外部サブセットの公開識別子。
systemId

外部サブセットのシステム識別子。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endDTD() - 現在の DTD を終了する
XMLWriter::writeDTD() - DTD タグ全体を書き込む

XMLWriter::startElementNS
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startElementNS — 名前空間つき要素の開始タグを作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startElementNS ( string $prefix , string $name , string $uri )

手続き型

bool xmlwriter_start_element_ns ( resource $xmlwriter , string $prefix , string $name , string $uri )

名前空間つき要素を開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
prefix
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名前空間プレフィックス。
name

要素名。
uri

名前空間 URI。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endElement() - 現在の要素を終了する
XMLWriter::writeElementNS() - 名前空間つき要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::startElement
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startElement — 要素の開始タグを作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startElement ( string $name )

手続き型

bool xmlwriter_start_element ( resource $xmlwriter , string $name )

要素を開始します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

要素名。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endElement() - 現在の要素を終了する
XMLWriter::writeElement() - 要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::startPI
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::startPI — PI (処理命令) の開始タグを作成する

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::startPI ( string $target )

手続き型

bool xmlwriter_start_pi ( resource $xmlwriter , string $target )
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処理命令の開始タグを作成します。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
target

処理命令の対象。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::endPI() - 現在の PI (処理命令) を終了する
XMLWriter::writePI() - PI (処理命令) 書き込む

XMLWriter::text
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::text — テキストを書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::text ( string $content )

手続き型

bool xmlwriter_text ( resource $xmlwriter , string $content )

テキストを書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
content

テキストの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

XMLWriter::writeAttributeNS
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeAttributeNS — 名前空間つき属性全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeAttributeNS ( string $prefix , string $name , string $uri , string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_attribute_ns ( resource $xmlwriter , string $prefix , string $name , string $uri , string $content )

名前空間つき属性全体を書き込みます。

パラメータ
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xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
prefix

名前空間プレフィックス。
name

属性名。
uri

名前空間 URI。
content

属性の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::writeAttribute() - 属性全体を書き込む
XMLWriter::startAttribute() - 属性を開始する
XMLWriter::startAttributeNS() - 名前空間つきの属性を開始する
XMLWriter::endAttribute() - 属性を終了する

XMLWriter::writeAttribute
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeAttribute — 属性全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeAttribute ( string $name , string $value )

手続き型

bool xmlwriter_write_attribute ( resource $xmlwriter , string $name , string $value )

属性全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

属性の名前。
value

属性の値。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::writeAttributeNS() - 名前空間つき属性全体を書き込む
XMLWriter::startAttribute() - 属性を開始する
XMLWriter::startAttributeNS() - 名前空間つきの属性を開始する
XMLWriter::endAttribute() - 属性を終了する
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XMLWriter::writeCData
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeCData — CDATA タグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeCData ( string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_cdata ( resource $xmlwriter , string $content )

CDATA 全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
content

CDATA の内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startCData() - CDATA の開始タグを作成する
XMLWriter::endCData() - 現在の CDATA を終了する

XMLWriter::writeComment
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeComment — コメントタグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeComment ( string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_comment ( resource $xmlwriter , string $content )

コメント全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
content

コメントの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startComment() - コメントを開始する
XMLWriter::endComment() - コメントの終了部を作成する
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XMLWriter::writeDTDAttlist
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeDTDAttlist — DTD 属性リストタグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeDTDAttlist ( string $name , string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_dtd_attlist ( resource $xmlwriter , string $name , string $content )

DTD 属性リストを書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

DTD 属性リストの名前。
content

DTD 属性リストの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTDAttlist() - DTD 属性リストを開始する
XMLWriter::endDTDAttlist() - 現在の DTD 属性リストを終了する

XMLWriter::writeDTDElement
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeDTDElement — DTD 要素タグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeDTDElement ( string $name , string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_dtd_element ( resource $xmlwriter , string $name , string $content )

DTD 要素全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

DTD 要素の名前。
content

要素の内容。
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返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTDElement() - DTD 要素を開始する
XMLWriter::endDTDElement() - 現在の DTD 要素を終了する

XMLWriter::writeDTDEntity
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeDTDEntity — DTD エンティティタグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeDTDEntity ( string $name , string $content , bool $pe , string $pubid , string $sysid , string $ndataid )

手続き型

bool xmlwriter_write_dtd_entity ( resource $xmlwriter , string $name , string $content , bool $pe , string $pubid , string $sysid , string $ndataid )

DTD エンティティ全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

エンティティの名前。
content

エンティティの内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTDEntity() - DTD エンティティを開始する
XMLWriter::endDTDEntity() - 現在の DTD エンティティを終了する

XMLWriter::writeDTD
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeDTD — DTD タグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeDTD ( string $name [, string $publicId [, string $systemId [, string $subset ]]] )

手続き型

bool xmlwriter_write_dtd ( resource $xmlwriter , string $name [, string $publicId [, string $systemId [, string $subset ]]] )

DTD 全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter
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手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

DTD 名。
publicId

外部サブセットの公開識別子。
systemId

外部サブセットのシステム識別子。
subset

DTD の内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startDTD() - DTD の開始タグを作成する
XMLWriter::endDTD() - 現在の DTD を終了する

XMLWriter::writeElementNS
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeElementNS — 名前空間つき要素タグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeElementNS ( string $prefix , string $name , string $uri [, string $content ] )

手続き型

bool xmlwriter_write_element_ns ( resource $xmlwriter , string $prefix , string $name , string $uri [, string $content ] )

名前空間つき要素タグ全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
prefix

名前空間プレフィックス。
name

要素名。
uri

名前空間 URI。
content

要素の内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
PHP 5.2.3 content パラメータがオプションとなりました。

参考
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XMLWriter::startElementNS() - 名前空間つき要素の開始タグを作成する
XMLWriter::endElement() - 現在の要素を終了する
XMLWriter::writeElement() - 要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::writeElement
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writeElement — 要素タグ全体を書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeElement ( string $name [, string $content ] )

手続き型

bool xmlwriter_write_element ( resource $xmlwriter , string $name [, string $content ] )

要素タグ全体を書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
name

要素名。
content

要素の内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

変更履歴

バージョン 説明
PHP 5.2.3 content パラメータがオプションとなりました。

参考

XMLWriter::startElement() - 要素の開始タグを作成する
XMLWriter::endElement() - 現在の要素を終了する
XMLWriter::writeElementNS() - 名前空間つき要素タグ全体を書き込む

XMLWriter::writePI
(PHP 5 >= 5.1.2, PECL xmlwriter >= 0.1.0)

XMLWriter::writePI — PI (処理命令) 書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writePI ( string $target , string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_pi ( resource $xmlwriter , string $target , string $content )

処理命令を書き込みます。

パラメータ
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xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
target

処理命令の対象。
content

処理命令の内容。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::startPI() - PI (処理命令) の開始タグを作成する
XMLWriter::endPI() - 現在の PI (処理命令) を終了する

XMLWriter::writeRaw
(PHP 5 >= 5.2.0, PECL xmlwriter >= 2.0.4)

XMLWriter::writeRaw — 生の XML テキストを書き込む

説明

オブジェクト指向型

bool XMLWriter::writeRaw ( string $content )

手続き型

bool xmlwriter_write_raw ( resource $xmlwriter , string $content )

生の xml テキストを書き込みます。

パラメータ
xmlwriter

手続き型のコールでのみ使用します。 変更される XMLWriter resource です。 このリソースは、xmlwriter_open_uri() あるいは xmlwriter_open_memory() のコールによって取得したものです。
content

書き込むテキスト文字列。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XMLWriter::text() - テキストを書き込む

目次
XMLWriter::endAttribute — 属性を終了する
XMLWriter::endCData — 現在の CDATA を終了する
XMLWriter::endComment — コメントの終了部を作成する
XMLWriter::endDocument — 現在のドキュメントを終了する
XMLWriter::endDTDAttlist — 現在の DTD 属性リストを終了する
XMLWriter::endDTDElement — 現在の DTD 要素を終了する
XMLWriter::endDTDEntity — 現在の DTD エンティティを終了する
XMLWriter::endDTD — 現在の DTD を終了する
XMLWriter::endElement — 現在の要素を終了する
XMLWriter::endPI — 現在の PI (処理命令) を終了する
XMLWriter::flush — 現在のバッファをフラッシュする
XMLWriter::fullEndElement — 現在の要素を終了する
XMLWriter::openMemory — 文字列の出力にメモリを使用する新しい xmlwriter を作成する
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XMLWriter::openURI — ソース URI を指定して新しい xmlwriter を作成する
XMLWriter::outputMemory — 現在のバッファを返す
XMLWriter::setIndentString — 字下げに使用する文字列を設定する
XMLWriter::setIndent — 字下げの on/off を切り替える
XMLWriter::startAttributeNS — 名前空間つきの属性を開始する
XMLWriter::startAttribute — 属性を開始する
XMLWriter::startCData — CDATA の開始タグを作成する
XMLWriter::startComment — コメントを開始する
XMLWriter::startDocument — ドキュメントタグを作成する
XMLWriter::startDTDAttlist — DTD 属性リストを開始する
XMLWriter::startDTDElement — DTD 要素を開始する
XMLWriter::startDTDEntity — DTD エンティティを開始する
XMLWriter::startDTD — DTD の開始タグを作成する
XMLWriter::startElementNS — 名前空間つき要素の開始タグを作成する
XMLWriter::startElement — 要素の開始タグを作成する
XMLWriter::startPI — PI (処理命令) の開始タグを作成する
XMLWriter::text — テキストを書き込む
XMLWriter::writeAttributeNS — 名前空間つき属性全体を書き込む
XMLWriter::writeAttribute — 属性全体を書き込む
XMLWriter::writeCData — CDATA タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeComment — コメントタグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTDAttlist — DTD 属性リストタグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTDElement — DTD 要素タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTDEntity — DTD エンティティタグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTD — DTD タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeElementNS — 名前空間つき要素タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeElement — 要素タグ全体を書き込む
XMLWriter::writePI — PI (処理命令) 書き込む
XMLWriter::writeRaw — 生の XML テキストを書き込む

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
XMLWriter 関数

XMLWriter::endAttribute — 属性を終了する
XMLWriter::endCData — 現在の CDATA を終了する
XMLWriter::endComment — コメントの終了部を作成する
XMLWriter::endDocument — 現在のドキュメントを終了する
XMLWriter::endDTDAttlist — 現在の DTD 属性リストを終了する
XMLWriter::endDTDElement — 現在の DTD 要素を終了する
XMLWriter::endDTDEntity — 現在の DTD エンティティを終了する
XMLWriter::endDTD — 現在の DTD を終了する
XMLWriter::endElement — 現在の要素を終了する
XMLWriter::endPI — 現在の PI (処理命令) を終了する
XMLWriter::flush — 現在のバッファをフラッシュする
XMLWriter::fullEndElement — 現在の要素を終了する
XMLWriter::openMemory — 文字列の出力にメモリを使用する新しい xmlwriter を作成する
XMLWriter::openURI — ソース URI を指定して新しい xmlwriter を作成する
XMLWriter::outputMemory — 現在のバッファを返す
XMLWriter::setIndentString — 字下げに使用する文字列を設定する
XMLWriter::setIndent — 字下げの on/off を切り替える
XMLWriter::startAttributeNS — 名前空間つきの属性を開始する
XMLWriter::startAttribute — 属性を開始する
XMLWriter::startCData — CDATA の開始タグを作成する
XMLWriter::startComment — コメントを開始する
XMLWriter::startDocument — ドキュメントタグを作成する
XMLWriter::startDTDAttlist — DTD 属性リストを開始する
XMLWriter::startDTDElement — DTD 要素を開始する
XMLWriter::startDTDEntity — DTD エンティティを開始する
XMLWriter::startDTD — DTD の開始タグを作成する
XMLWriter::startElementNS — 名前空間つき要素の開始タグを作成する
XMLWriter::startElement — 要素の開始タグを作成する
XMLWriter::startPI — PI (処理命令) の開始タグを作成する
XMLWriter::text — テキストを書き込む
XMLWriter::writeAttributeNS — 名前空間つき属性全体を書き込む
XMLWriter::writeAttribute — 属性全体を書き込む
XMLWriter::writeCData — CDATA タグ全体を書き込む
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XMLWriter::writeComment — コメントタグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTDAttlist — DTD 属性リストタグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTDElement — DTD 要素タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTDEntity — DTD エンティティタグ全体を書き込む
XMLWriter::writeDTD — DTD タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeElementNS — 名前空間つき要素タグ全体を書き込む
XMLWriter::writeElement — 要素タグ全体を書き込む
XMLWriter::writePI — PI (処理命令) 書き込む
XMLWriter::writeRaw — 生の XML テキストを書き込む

XSL

導入
XSL エクステンションは、XSL の標準規格を実装したもので、 libxslt ライブラリを用いて » XSLT 変換 を行います。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

このエクステンションは » http://xmlsoft.org/XSLT/ にある libxslt を使用します。 libxslt バージョン 1.1.0 以降が必要です。

インストール手順
PHP 5には、デフォルトでXSLエクステンションが含まれており、 configureに引数--with-xsl[=DIR] を追加することにより有効にすることができます。 DIR は libxslt をインストールしたディレクトリです。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
リソース型は定義されていません。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

XSL_CLONE_AUTO (integer)
XSL_CLONE_NEVER (integer)
XSL_CLONE_ALWAYS (integer)
LIBXSLT_VERSION (integer)

libxslt のバージョンを 10117 のように表します。PHP 5.1.2 以降で使用可能です。
LIBXSLT_DOTTED_VERSION (string)

libxslt のバージョンを 1.1.17 のように表します。PHP 5.1.2 以降で使用可能です。
LIBEXSLT_VERSION (integer)

http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.w3.org/TR/xslt
http://xmlsoft.org/XSLT/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

libexslt のバージョンを 813 のように表します。PHP 5.1.2 以降で使用可能です。
LIBEXSLT_DOTTED_VERSION (string)

libexslt のバージョンを 1.1.17 のように表します。PHP 5.1.2 以降で使用可能です。

例
目次

collection.xml

このリファレンスにある多くの例は、XML ファイルと XSL ファイルの両方を必要とします。 例では、以下の内容を含む collection.xml と collection.xsl を使用します。

例1 collection.xml

<collection>
 <cd>
  <title>Fight for your mind</title>
  <artist>Ben Harper</artist>
  <year>1995</year>
 </cd>
 <cd>
  <title>Electric Ladyland</title>
  <artist>Jimi Hendrix</artist>
  <year>1997</year>
 </cd>
</collection>

例2 collection.xsl

<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
 <xsl:param name="owner" select="'Nicolas Eliaszewicz'"/>
 <xsl:output method="html" encoding="iso-8859-1" indent="no"/>
 <xsl:template match="collection">
  Hey! Welcome to <xsl:value-of select="$owner"/>'s sweet CD collection! 
  <xsl:apply-templates/>
 </xsl:template>
 <xsl:template match="cd">
  <h1><xsl:value-of select="title"/></h1>
  <h2>by <xsl:value-of select="artist"/> - <xsl:value-of select="year"/></h2>
  <hr />
 </xsl:template>
</xsl:stylesheet>

XSLTProcessor クラス
導入
Description of the class.

クラス概要
XSLTProcessor {
/* メソッド */
string XSLTProcessor::getParameter ( string $namespaceURI , string $localName )
bool hasExsltSupport ( void )
void importStylesheet ( object $stylesheet )
void registerPHPFunctions ([ mixed $restrict ] )
bool removeParameter ( string $namespaceURI , string $localName )
bool setParameter ( string $namespace , string $name , string $value )
bool setProfiling ( string $filename )
DOMDocument transformToDoc ( DOMNode $doc )
int transformToURI ( DOMDocument $doc , string $uri )
string transformToXML ( DOMDocument $doc )
}

XSLTProcessor::__construct
(PHP 5)

XSLTProcessor::__construct — 新規 XSLTProcessor オブジェクトを生成する

説明

XSLTProcessor::__construct ( void )
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新規 XSLTProcessor オブジェクトを生成します。

パラメータ

この関数にはパラメータはありません。

返り値

値を返しません。

例

例1 XSLTProcessor の生成
<?php

$doc = new DOMDocument();
$xsl = new XSLTProcessor();

$doc->load($xsl_filename);
$xsl->importStyleSheet($doc);

$doc->load($xml_filename);
echo $xsl->transformToXML($doc);

?>

XSLTProcessor::getParameter
(PHP 5)

XSLTProcessor::getParameter — パラメータの値を取得する

説明

string XSLTProcessor::getParameter ( string $namespaceURI , string $localName )

パラメータがあらかじめ XSLTProcessor::setParameter() で設定されている場合、 それを取得します。

パラメータ
namespaceURI

XSLT パラメータの名前空間 URI を指定します。
localName

XSLT パラメータのローカル名を指定します。

返り値

パラメータの値、あるいは設定されていない場合は NULL 。

参考

XSLTProcessor::setParameter() - パラメータの値を設定する
XSLTProcessor::removeParameter() - パラメータを削除する

XSLTProcessor::hasExsltSupport
(PHP 5 >= 5.0.4)

XSLTProcessor::hasExsltSupport — PHP が EXSLT をサポートしているかどうかを判定する

説明

bool XSLTProcessor::hasExsltSupport ( void )

このメソッドは PHP が » EXSLT library と共にビルドされたかどうかを判定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

http://xmlsoft.org/XSLT/EXSLT/index.html
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例

例1 EXSLT サポートの判定
<?php

$proc = new XSLTProcessor;
if (!$proc->hasExsltSupport()) {
    die('EXSLT support not available');
}

// EXSLT 処理がここに ..
?>

XSLTProcessor::importStylesheet
(PHP 5)

XSLTProcessor::importStylesheet — スタイルシートを取り込む

説明

void XSLTProcessor::importStylesheet ( object $stylesheet )

このメソッドは XSLTProcessor に変換のためのスタイルシートを取り込みます。

パラメータ
stylesheet

取り込まれるスタイルシートを DOMDocument オブジェクトあるいは SimpleXMLElement オブジェクトとして指定します。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
5.2.8 ふたたび SimpleXMLElement も受け付けるようになりました。 PHP 5.2.6 より前は、この機能が壊れていました。

XSLTProcessor::registerPHPFunctions
(PHP 5 >= 5.0.4)

XSLTProcessor::registerPHPFunctions — PHP 関数を XSLT 関数として利用できるようにする

説明

void XSLTProcessor::registerPHPFunctions ([ mixed $restrict ] )

このメソッドは、PHP 関数を XSL スタイルシートでの XSLT 関数として利用できるようにします。

パラメータ
restrict

このパラメータは、XSLT からコールされる信頼できる関数のみを許可します。

このパラメータには文字列 (関数名) あるいは関数の配列のいずれかを指定します。

返り値

値を返しません。

例

例1 スタイルシートからの単純な PHP 関数コール
<?php
$xml = <<<EOB
<allusers>
 <user>
  <uid>bob</uid>
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 </user>
 <user>
  <uid>joe</uid>
 </user>
</allusers>
EOB;
$xsl = <<<EOB
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<xsl:stylesheet version="1.0" 
     xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
     xmlns:php="http://php.net/xsl">
<xsl:output method="html" encoding="utf-8" indent="yes"/>
 <xsl:template match="allusers">
  <html><body>
    <h2>Users</h2>
    <table>
    <xsl:for-each select="user">
      <tr><td>
        <xsl:value-of
             select="php:function('ucfirst',string(uid))"/>
      </td></tr>
    </xsl:for-each>
    </table>
  </body></html>
 </xsl:template>
</xsl:stylesheet>
EOB;
$xmldoc = DOMDocument::loadXML($xml);
$xsldoc = DOMDocument::loadXML($xsl);

$proc = new XSLTProcessor();
$proc->registerPHPFunctions();
$proc->importStyleSheet($xsldoc);
echo $proc->transformToXML($xmldoc);
?>

変更履歴

バージョン 説明
5.1.0 restrict パラメータが追加されました。

XSLTProcessor::removeParameter
(PHP 5)

XSLTProcessor::removeParameter — パラメータを削除する

説明

bool XSLTProcessor::removeParameter ( string $namespaceURI , string $localName )

もしパラメータが設定されていれば削除します。これにより、 プロセッサはスタイルシートで指定されるようなパラメータに デフォルト値を使用します。

パラメータ
namespaceURI

XSLT パラメータの名前空間 URI を指定します。
localName

XSLT パラメータのローカル名を指定します。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

参考

XSLTProcessor::setParameter() - パラメータの値を設定する
XSLTProcessor::getParameter() - パラメータの値を取得する

XSLTProcessor::setParameter
(PHP 5)

XSLTProcessor::setParameter — パラメータの値を設定する

説明

bool XSLTProcessor::setParameter ( string $namespace , string $name , string $value )
bool XSLTProcessor::setParameter ( string $namespace , array $options )
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XSLTProcessor を使った変換のための 1 つあるいは多くのパラメータの値を設定します。 もしパラメータがスタイルシートに存在しない場合、無視されます。

パラメータ
namespace

XSLT パラメータの名前空間 URI を指定します。
name

XSLT パラメータのローカル名を指定します。
value

XSLT パラメータの新しい値を指定します。
options

名前 => 値 の組の配列を指定します。 この書式は PHP5.1.0 から利用可能です。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 変換前に所有者を変更する
<?php

$collections = array(
    'Marc Rutkowski' => 'marc',
    'Olivier Parmentier' => 'olivier'
);

$xsl = new DOMDocument;
$xsl->load('collection.xsl');

// 変換の設定を行う
$proc = new XSLTProcessor;
$proc->importStyleSheet($xsl); // attach the xsl rules

foreach ($collections as $name => $file) {
    // XML ソースをロードする
    $xml = new DOMDocument;
    $xml->load('collection_' . $file . '.xml');

    $proc->setParameter('', 'owner', $name);
    $proc->transformToURI($xml, 'file:///tmp/' . $file . '.html');
}

?>

参考

XSLTProcessor::getParameter() - パラメータの値を取得する
XSLTProcessor::removeParameter() - パラメータを削除する

XSLTProcessor::setProfiling
(PHP >= 5.3.0)

XSLTProcessor::setProfiling — プロファイル情報の出力ファイルを設定する

説明

bool XSLTProcessor::setProfiling ( string $filename )

スタイルシート処理時のプロファイル情報を出力するファイルを設定します。

パラメータ
filename

プロファイル情報を出力するファイルへのパス。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 プロファイル出力の例



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

<?php
// XML ソースを読み込みます
$xml = new DOMDocument;
$xml->load('collection.xml');

$xsl = new DOMDocument;
$xsl->load('collection.xsl');

// 変換器を設定します
$proc = new XSLTProcessor;
$proc->setProfiling('profiling.txt');
$proc->importStyleSheet($xsl); // xsl ルールをアタッチします
echo trim($proc->transformToDoc($xml)->firstChild->wholeText);
?>

上のコードは、ファイルの処理時に次のような情報を出力します。
number               match                name      mode  Calls Tot 100us Avg

    0                   cd                                    2      3      1
    1           collection                                    1      1      1

                         Total                                3      4

XSLTProcessor::transformToDoc
(PHP 5)

XSLTProcessor::transformToDoc — DOMDocument に変換する

説明

DOMDocument XSLTProcessor::transformToDoc ( DOMNode $doc )

XSLTProcessor::importStylesheet() メソッドで与えられたスタイルシートを適用し、 ソースノードを DOMDocument に変換します。

パラメータ
doc

変換されるノードを指定します。

返り値

結果の DOMDocument 。 エラーが発生した場合は FALSE 。

例

例1 DOMDocument への変換
<?php

// XML ソースをロードする
$xml = new DOMDocument;
$xml->load('collection.xml');

$xsl = new DOMDocument;
$xsl->load('collection.xsl');

// 変換の設定を行う
$proc = new XSLTProcessor;
$proc->importStyleSheet($xsl); // XSL ルールを適用する
echo trim($proc->transformToDoc($xml)->firstChild->wholeText);

?>

上の例の出力は以下となります。
Hey! Welcome to Nicolas Eliaszewicz's sweet CD collection!

参考

XSLTProcessor::transformToUri() - URI に変換する
XSLTProcessor::transformToXml() - XML に変換する

XSLTProcessor::transformToUri
(PHP 5)

XSLTProcessor::transformToUri — URI に変換する
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説明

int XSLTProcessor::transformToURI ( DOMDocument $doc , string $uri )

XSLTProcessor::importStylesheet() メソッドで与えられたスタイルシートを適用し、 ソースノードを URI に変換します。

パラメータ
doc

変換する文章を指定します。
uri

変換先の URI。

返り値

書き込まれたバイト数。エラーが発生した場合は FALSE 。

例

例1 HTML ファイルへの変換
<?php

// XML ソースをロードする
$xml = new DOMDocument;
$xml->load('collection.xml');

$xsl = new DOMDocument;
$xsl->load('collection.xsl');

// 変換の設定を行う
$proc = new XSLTProcessor;
$proc->importStyleSheet($xsl); // XSL ルールを適用する
$proc->transformToURI($xml, 'file:///tmp/out.html');

?>

参考

XSLTProcessor::transformToDoc() - DOMDocument に変換する
XSLTProcessor::transformToXml() - XML に変換する

XSLTProcessor::transformToXML
(PHP 5)

XSLTProcessor::transformToXML — XML に変換する

説明

string XSLTProcessor::transformToXML ( DOMDocument $doc )

xsltprocessor::importStylesheet() メソッドで与えられたスタイルシートを適用し、 ソースノードを文字列に変換します。

パラメータ
doc

変換されるノードを指定します。

返り値

変換結果の文字列。エラーが発生した場合は FALSE 。

例

例1 文字列への変換
<?php

// XML ソースをロードする
$xml = new DOMDocument;
$xml->load('collection.xml');

$xsl = new DOMDocument;
$xsl->load('collection.xsl');

// 変換の設定を行う
$proc = new XSLTProcessor;
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$proc->importStyleSheet($xsl); // XSL ルールを適用する
echo $proc->transformToXML($xml);

?>

上の例の出力は以下となります。
Hey! Welcome to Nicolas Eliaszewicz's sweet CD collection!

<h1>Fight for your mind</h1><h2>by Ben Harper - 1995</h2><hr>
<h1>Electric Ladyland</h1><h2>by Jimi Hendrix - 1997</h2><hr>

参考

XSLTProcessor::transformToDoc() - DOMDocument に変換する
XSLTProcessor::transformToUri() - URI に変換する

目次
XSLTProcessor::__construct — 新規 XSLTProcessor オブジェクトを生成する
XSLTProcessor::getParameter — パラメータの値を取得する
XSLTProcessor::hasExsltSupport — PHP が EXSLT をサポートしているかどうかを判定する
XSLTProcessor::importStylesheet — スタイルシートを取り込む
XSLTProcessor::registerPHPFunctions — PHP 関数を XSLT 関数として利用できるようにする
XSLTProcessor::removeParameter — パラメータを削除する
XSLTProcessor::setParameter — パラメータの値を設定する
XSLTProcessor::setProfiling — プロファイル情報の出力ファイルを設定する
XSLTProcessor::transformToDoc — DOMDocument に変換する
XSLTProcessor::transformToUri — URI に変換する
XSLTProcessor::transformToXML — XML に変換する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
例

collection.xml
XSLTProcessor — XSLTProcessor クラス

XSLTProcessor::__construct — 新規 XSLTProcessor オブジェクトを生成する
XSLTProcessor::getParameter — パラメータの値を取得する
XSLTProcessor::hasExsltSupport — PHP が EXSLT をサポートしているかどうかを判定する
XSLTProcessor::importStylesheet — スタイルシートを取り込む
XSLTProcessor::registerPHPFunctions — PHP 関数を XSLT 関数として利用できるようにする
XSLTProcessor::removeParameter — パラメータを削除する
XSLTProcessor::setParameter — パラメータの値を設定する
XSLTProcessor::setProfiling — プロファイル情報の出力ファイルを設定する
XSLTProcessor::transformToDoc — DOMDocument に変換する
XSLTProcessor::transformToUri — URI に変換する
XSLTProcessor::transformToXML — XML に変換する

XSLT (PHP4)

導入
このPHP拡張モジュールは、APIに独立なXSLT変換を提供します。現在、 この拡張モジュールは、Ginger AllianceによるSablotronライブラリの みをサポートします。Xalanライブラリまたはlibxsltライブラリのよう な他のライブラリのサポートも計画されています。

XSLT (Extensible Stylesheet Language (XSL) Transformations) は、XMLドキュメントを他のXMLドキュメントに変換 する言語です。XSLTは、World Wide Web コンソーシアム (W3C) により 標準化されています。XSLTに関する情報と関連技術については、 »
http://www.w3.org/TR/xslt から得ることができます。

注意: この拡張は、PHP 4.1.0 より前のバージョンPHPで配布されていた sablotron拡張モジュールとは異なっており、現在、PHP 4.1.0 の新しい XSLT拡張モジュールのみがサポートされています。古い拡張モジュー ルのサポートが必要な場合は、PHPのメーリング
リストに質問してください。

注意:

この拡張モジュールは » PECL レポジトリに移動 されており、以下のバージョン以降 PHP にバンドルされなくなっています。 PHP 5.0.0.

http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.w3.org/TR/xslt
http://pecl.php.net/
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注意: PHP5でxsltサポートを必要とする場合、 XSLエクステンションを使用することができます。

インストール/設定
目次

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

要件
この拡張モジュールを使うには libxml 拡張モジュールが必要です。つまり、 --enable-libxml も指定しなければならないということです。 しかし、libxml はデフォルトで有効になっているのでこのオプションは暗黙のうちに指定されています。

このエクステンションは、Sablotonおよび expat を使用します。これらは、共に » http://freshmeat.net/projects/sablotron/から得ること が可能です。 実行バイナリがソースコードと同様に配布されています。

PHP 4 では、--with-xslt オプションを指定すると使えるようになります。

インストール手順
Unix では、オプション --enable-xslt --with-xslt-sablot を指定 してconfigure を実行します。ライブラリ Sablotron をコンパイラが見付けられる 場所にインストールする必要があります。

Sablotronにリンクされているのと 同じライブラリとPHPがリンクされていることを確認してください。 設定オプション --with-expat-dir=DIR --with-iconv-dir=DIR は、これらの指定を行う際に有用です。 サポートに質問する際に、常にこれらのディレクティブや、
他のバージョン のライブラリが使用するシステムのどこかにインストールされて いるかどうかについて述べるようにしてください。 普通は、全てのバージョン番号を知らせてください。

警告

Sablotron ライブラリは -lstdc++ にリンクしていることに 注意してください。そうでないとコンフィギュアに失敗したり、 PHP が起動しない、あるいはロードされません。

注意: JavaScript E-XSLT サポート
SablotronをJavaScriptサポートを付けてコ ンパイルした場合、オプション --with-sablot-js=DIR を指定する必 要があります。

注意: Win32 ユーザへの注意

この拡張モジュールを動作させるには、 Windows システムの PATH が通った場所に DLL ファイルが存在する必要があります。 FAQ の "Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?" で、その方法を説明しています。 DLL
ファイルを PHP のフォルダから Windows のシステムディレクトリにコピーしても動作します (システムディレクトリは、デフォルトで PATH に含まれるからです) が、これは推奨しません。 この拡張モジュールを使用するには、以下のファイルが PATH の通った場
所にある必要があります。 sablot.dll、 expat.dll および iconv.dll

PHP <= 4.2.0 では、iconv.dll は不要です。

実行時設定
設定ディレクティブは定義されていません。

リソース型
この拡張モジュールでは XSLT プロセッサリソースを定義しています。これは xslt_create() が返すものです。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

XSLT_OPT_SILENT (integer)
ログ出力とエラー報告を全てドロップします。 将来追加される全てのバックエンドについて共通のオプションです。

XSLT_SABOPT_PARSE_PUBLIC_ENTITIES (integer)

Sablotronがpublicエンティティを パースするようにします。デフォルトではオフになっています。

XSLT_SABOPT_DISABLE_ADDING_META (integer)

HTML出力のときに "Content-Type" メタタグを追加しません。 Sablotronのコンパイル時にデフォルト値が セットされます。

http://freshmeat.net/projects/sablotron/
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XSLT_SABOPT_DISABLE_STRIPPING (integer)
空白の除去を抑制します。（データファイルに対してのみ）

XSLT_SABOPT_IGNORE_DOC_NOT_FOUND (integer)
解決できない文章 (document() 関数) をリテラルでないものと見なします。

XSLT_SABOPT_FILES_TO_HANDLER (integer)
XSLT_ERR_UNSUPPORTED_SCHEME (integer)

スキームハンドラ のエラーをコードで返します。

XSLT (PHP4) 関数

xslt_backend_info
(PHP 4 >= 4.3.0)

xslt_backend_info — バックエンドのコンパイル設定についての情報を返す

説明

string xslt_backend_info ( void )

xslt_backend_info() は、バックエンドのコンパイル設定についての情報を取得します。

返り値

バックエンドのコンパイル設定についての情報を文字列で返すか、 情報が利用できないときエラー文字列を返します。

参考

xslt_backend_name() - バックエンドの名前を返す
xslt_backend_version() - Sablotron のバージョン番号を返す

xslt_backend_name
(PHP 4 >= 4.3.0)

xslt_backend_name — バックエンドの名前を返す

説明

string xslt_backend_name ( void )

xslt_backend_name() は、バックエンドの名前を取得します。

返り値

Sablotron を返します。

例

例1 xslt_backend_name() の例
<?php

echo xslt_backend_name(); // Sablotron

?>

参考

xslt_backend_info() - バックエンドのコンパイル設定についての情報を返す
xslt_backend_version() - Sablotron のバージョン番号を返す

xslt_backend_version
(PHP 4 >= 4.3.0)
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xslt_backend_version — Sablotron のバージョン番号を返す

説明

string xslt_backend_version ( void )

xslt_backend_version() は、 Sablotron のバージョン番号を取得します。

返り値

バージョン番号を返します。失敗した場合は FALSE を返します。

例

例1 xslt_backend_version() の例
<?php

echo xslt_backend_version(); // たとえば 0.98
?>

参考

xslt_backend_info() - バックエンドのコンパイル設定についての情報を返す
xslt_backend_name() - バックエンドの名前を返す

xslt_create
(PHP 4 >= 4.0.3)

xslt_create — 新規の XSLT プロセッサを作成する

説明

resource xslt_create ( void )

新規に XSLT プロセッサリソースを作成し、返します。このリソースは、 他の XSLT 関数による処理で使用されます。

返り値

成功した場合に XSLT プロセッサリンク ID、 エラー時に FALSE を返します。

例

例1 xslt_create() の例
<?php
function xml2html($xmldata, $xsl)
{
    /* $xmldata -> あなたの XML */
    /* $xsl -> XSLT ファイル */
    $path = 'include';
    $arguments = array('/_xml' => $xmldata);
    $xsltproc = xslt_create();
    xslt_set_encoding($xsltproc, 'ISO-8859-1');
    $html =
        xslt_process($xsltproc, 'arg:/_xml', "$path/$xsl", NULL, $arguments);

    if (empty($html)) {
       die('XSLT processing error: '. xslt_error($xsltproc));
    }
    xslt_free($xsltproc);
    return $html;
}
?>

参考

xslt_free() - XSLT プロセッサを開放する

xslt_errno
(PHP 4 >= 4.0.3)

xslt_errno — エラー番号を返す
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説明

int xslt_errno ( resource $xh )

XSLT プロセッサで発生した直近のエラーに関するエラーコードを返します。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。

返り値

エラーコードを表す整数値を返します。

参考

xslt_error() - エラー文字列を返す

xslt_error
(PHP 4 >= 4.0.3)

xslt_error — エラー文字列を返す

説明

string xslt_error ( resource $xh )

指定した XSLT プロセッサで発生した直近のエラーを説明する文字列を返します。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。

返り値

エラーメッセージを表す文字列を返します。

例

例1 関数 xslt_error() および xslt_errno() によるエラー処理
<?php

$xh = xslt_create();
$result = xslt_process($xh, 'dog.xml', 'pets.xsl');
if (!$result) {
    die(sprintf("Cannot process XSLT document [%d]: %s",
                xslt_errno($xh), xslt_error($xh)));
}

echo $result;

xslt_free($xh);
?>

参考

xslt_errno() - エラー番号を返す

xslt_free
(PHP 4 >= 4.0.3)

xslt_free — XSLT プロセッサを開放する

説明

void xslt_free ( resource $xh )

 XSLT 
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ハンドルで指定した プロセッサを開放します。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。

返り値

値を返しません。

参考

xslt_create() - 新規の XSLT プロセッサを作成する

xslt_getopt
(PHP 4 >= 4.3.0)

xslt_getopt — xsl プロセッサのオプションを取得する

説明

int xslt_getopt ( resource $processor )

xslt_getopt() は、与えられた processor のオプションを返します。

パラメータ
processor

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。

返り値

オプションを返します。これは、定数 XSLT_SABOPT_XXX のビットマスクとなります。

参考

xslt_setopt() - 与えられた xsl プロセッサにオプションを設定する

xslt_process
(PHP 4 >= 4.0.3)

xslt_process — XSLT による変換を行う

説明

mixed xslt_process ( resource $xh , string $xmlcontainer , string $xslcontainer [, string $resultcontainer [, array $arguments [, array $parameters ]]] )

xslt_process()関数は、XSLT 拡張モジュールの中心となる関数です。 ほとんど全ての型の入力ソース (コンテナ) を用いて XSLT 変換を実行可能です。 これを実現しているのが、引数バッファです。 引数バッファとは、Sablotron XSLT プロセッサ (現在、この拡張モジュール
がサポートする惟一の XSLT プロセッサ) から得た概念です。 入力コンテナは処理する文章を '含んでいる' ファイル名がデフォルトです。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
xmlcontainer

XML ファイルへのパス、あるいは XML 引数用のプレースホルダ。
xslcontainer

XSL ファイルへのパス、あるいは XML 引数用のプレースホルダ。
resultcontainer

結果コンテナは、変換された文章のためのファイル名が デフォルトです。もし結果コンテナが指定されていない場合 - 例えば NULL - 、結果が返されます。
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arguments

XML や XSLT のファイル名を xslt_process() 関数に指定するかわりに、"引数プレースホルダ" を使用することもできます。これは、配列 arguments に指定した内容で置き換えられます。
parameters

任意のトップレベルパラメータの配列。これが XSLT ドキュメントに渡されます。XSL ファイル内でこれらのパラメータにアクセスするには <xsl:param name="parameter_name"> を使用します。 パラメータは UTF-8 でエンコードする必要があります。 その値は文字
列として Sablotron プロセッサが処理します。つまり、XSLT ドキュメントのパラメータには ノードセットを渡すことはできないということです。

また、arguments 配列を通じてコンテナを設定することができます (以下参照)。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。 結果コンテナを指定していない場合は結果を返します。

変更履歴

バージョン 説明
4.0.6 この関数は xmlcontainer もしくは xslcontainer で XML 文字列を受け付けなくなりました。 XML を含む文字列を渡すと、0.95とそれ以降の Sablotron バージョンでセグメンテーションフォルトを引き起こします。

例

xslt_process()関数で変換する最も簡単な方法は、 XML ファイルを XSLT ファイルで変換し、結果を新しい XML ドキュメント (または HTML ドキュメント) を含む3番目のファイルに出力することです。 これを Sablotron で行うのはとても簡単です。

例1 XML ファイルと XSL ファイルを新規 XML ファイルに変換するために xslt_process() を使用する
<?php

// 新規 XSLT プロセッサを割り当てる
$xh = xslt_create();

// 文章を処理する
if (xslt_process($xh, 'sample.xml', 'sample.xsl', 'result.xml')) {
    echo "SUCCESS, sample.xml was transformed by sample.xsl into result.xml";
    echo ", result.xml has the following contents\n<br />\n";
    echo "<pre>\n";
    readfile('result.xml');
    echo "</pre>\n";
} else {
    echo "Sorry, sample.xml could not be transformed by sample.xsl into";
    echo "  result.xml the reason is that " . xslt_error($xh) . " and the ";
    echo "error code is " . xslt_errno($xh);
}

xslt_free($xh);

?>

この機能は優れていますが、特にWeb環境では、結果を直接出力したい場 合があります。そこで、xslt_process()の3番目の 引数を省略した場合(またはその引数にNULL値を指定した場合)、ファイ ルに書き込む替わりに自動的に XSLT 変換後の出力を返します。

例2 XML ファイルと XSL ファイルを結果XMLデータを含む変数に変換するために xslt_process() を使用する
<?php

// 新規 XSLT プロセッサを割り当てる
$xh = xslt_create();

// 文章を処理し、変数 $result に結果を返す
$result = xslt_process($xh, 'sample.xml', 'sample.xsl');
if ($result) {
    echo "SUCCESS, sample.xml was transformed by sample.xsl into the \$result";
    echo " variable, the \$result variable has the following contents\n<br />\n";
    echo "<pre>\n";
    echo $result;
    echo "</pre>\n";
} else {
    echo "Sorry, sample.xml could not be transformed by sample.xsl into";
    echo "  the \$result variable the reason is that " . xslt_error($xh);
    echo " and the error code is " . xslt_errno($xh);
}

xslt_free($xh);

?>

上の二つのケースは、XSLT変換の最も簡単な場合です。これは、多くの 場合には通用しますが、時々、データベースまたはソケットのような外 部ソースから XML と XSLT コードを取得する場合があります。このような場 合、XML または XSLT データを変数に有することにな
ります。 実用アプリケーションでは、これらをファイルにダンプする際のオーバー ヘッドは大きいと言えます。このような場合こそ、XSLT "argument" 構文が役に立ちます。 xslt_process()関数の XML および XSLT 引数としてファ イルの替わりに引数配
列(xslt_process()関数の5番 目のパラメータ)で指定した値に置換される"argument place holders"を指定することが可能です。 以下にファイルを全く使用せずに XML および XSLT を結果変数に処理する例 を示します。

例3 XML データを含む変数と XSLT データを含む変数を XML データ出力結果を 含む変数に変換するためにxslt_process()を使用 する
<?php
// $xml と $xsl は XML データと XSL データを含む
$arguments = array(
     '/_xml' => $xml,
     '/_xsl' => $xsl
);

// 新規 XSLT プロセッサを割り当てる
$xh = xslt_create();

// 文章を処理する
$result = xslt_process($xh, 'arg:/_xml', 'arg:/_xsl', NULL, $arguments);
if ($result) {
    echo "SUCCESS, sample.xml was transformed by sample.xsl into the \$result";
    echo " variable, the \$result variable has the following contents\n<br />\n";
    echo "<pre>\n";
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    echo $result;
    echo "</pre>\n";
} else {
    echo "Sorry, sample.xml could not be transformed by sample.xsl into";
    echo "  the \$result variable the reason is that " . xslt_error($xh);
    echo " and the error code is " . xslt_errno($xh);
}
xslt_free($xh);
?>

例4 PHP 変数を XSL ファイルに渡す
<?php

// XML 文字列
$xml = '<?xml version="1.0"?>
<para>
 change me
</para>';

// XSL 文字列
$xsl = '
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="html" encoding="ISO-8859-1" indent="no"
 omit-xml-declaration="yes"  media-type="text/html"/>
 <xsl:param name="myvar"/>
 <xsl:param name="mynode"/>
 <xsl:template match="/">
My PHP variable : <xsl:value-of select="$myvar"/><br />
My node set : <xsl:value-of select="$mynode"/>
 </xsl:template>
</xsl:stylesheet>';

$xh = xslt_create();

// 2番目のパラメータは文字列として解釈される
$parameters = array (
  'myvar' => 'test',
  'mynode' => '<foo>bar</foo>'
);

$arguments = array (
  '/_xml' => $xml,
  '/_xsl' => $xsl
);

echo xslt_process($xh, 'arg:/_xml', 'arg:/_xsl', NULL, $arguments, $parameters);

?>

上の例の出力は以下となります。
My PHP variable : test<br>
My node set : &lt;foo&gt;bar&lt;/foo&gt;

注意

注意:

Windows を使用している場合、 file:// がパスの前に必要であることに注意してください。

xslt_set_base
(PHP 4 >= 4.0.5)

xslt_set_base — 全ての XSLT 変換用の基準 URI を設定する

説明

void xslt_set_base ( resource $xh , string $uri )

全てのXSLT変換の基準URIを設定します。基準URIは、外部リソースにア クセスするdocument()及び他のコマンドを解決する際にXpath命令に関し て使用されます。 また、<xsl:include> と <xsl:import> 要素のための URI を解決するために使用されます。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
uri

使用するベース URI。

返り値

値を返しません。

変更履歴

バージョン 説明
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4.3.0 4.3 以降、デフォルトのベース URI は実行しているスクリプトのディレクトリです。 実際には __FILE__ 定数の値のディレクトリ名です。 4.3 以前では、デフォルトのベース URI はほとんど予想できません。

注意

注意:

Windows を使用している場合、 file:// がパスの前に必要であることに注意してください。

xslt_set_encoding
(PHP 4 >= 4.0.5)

xslt_set_encoding — XML ドキュメントをパースするエンコーディングを設定する

説明

void xslt_set_encoding ( resource $xh , string $encoding )

XSLT 変換の出力エンコーディングを設定します。 Sablotron バックエンドを使用する際、 このオプションは、Sablotron にエンコーディングサポートを付けてコンパイルした場合のみ利用可能です。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
encoding

出力エンコーディング。たとえば iso-8859-1 など。

返り値

値を返しません。

xslt_set_error_handler
(PHP 4 >= 4.0.4)

xslt_set_error_handler — XSLT プロセッサ用のエラーハンドラを設定する

説明

void xslt_set_error_handler ( resource $xh , mixed $handler )

xh で指定した XSLT プロセッサ用にエラーハンドラ関数を設定します。 この関数は、XSLT 変換においてエラーが発生する度にコールされます (この関数は通知のためにもコールされます)。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
handler

ユーザ関数は 4 つのパラメータを受け取る必要があります: XSLT プロセッサ、エラーレベル、エラーコードとメッセージの配列です。 その関数は次のように表すことができます。

error_handler ( resource $xh , int $error_level , int $error_code , array $messages )

返り値

値を返しません。

例

例1 xslt_set_error_handler() の例
<?php

// 独自の XSLT エラーハンドラ
function xslt_error_handler($handler, $errno, $level, $info)
{
  // 差し当たり、引数を見るだけにする
  var_dump(func_get_args());
}
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// XML の内容 :
$xml='<?xml version="1.0"?>
<para>
 oops, I misspelled the closing tag
</pata>';

// XSL の内容 :
$xsl='<?xml version="1.0"?>
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:template match="/">
   <strong><xsl:value-of select="para"/></strong>
</xsl:template>
</xsl:stylesheet>';

$xh = xslt_create();

xslt_set_error_handler($xh, "xslt_error_handler");

echo xslt_process($xh, 'arg:/_xml', 'arg:/_xsl',
                  NULL, array("/_xml" => $xml, "/_xsl" => $xsl));

?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
array(4) {
  [0]=>
  resource(1) of type (XSLT Processor)
  [1]=>
  int(3)
  [2]=>
  int(0)
  [3]=>
  array(6) {
    ["msgtype"]=>
    string(5) "error"
    ["code"]=>
    string(1) "2"
    ["module"]=>
    string(9) "Sablotron"
    ["URI"]=>
    string(9) "arg:/_xml"
    ["line"]=>
    string(1) "4"
    ["msg"]=>
    string(34) "XML parser error 7: mismatched tag"
  }
}

参考

オブジェクトメソッドをハンドラとして使用したい場合は xslt_set_object() - コールバック関数を解決するためのオブジェクトを設定する

xslt_set_log
(PHP 4 >= 4.0.6)

xslt_set_log — ログメッセージを書き込むためのログファイルを設定する

説明

void xslt_set_log ( resource $xh [, mixed $log ] )

この関数により、XSLT ログメッセージを書き込むためのファイルを設定することができます。 XSLT ログメッセージはエラーメッセージとは異なります。 実際のエラーメッセージではなく、XSLT プロセッサの状態に関連するメッセージです。 何かかおかしいとき XSLT のデ
バッグを行う助けになります。

デフォルトではロギングは無効です。有効にするには、 まずロギングを有効にするためのブール型のパラメータを用いて xslt_set_log() をコールする必要があります。 もしデバッグのためにログファイルを設定したい場合、 ファイル名を含む文字列を渡す必要があります。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
log

このパラメータには、ロギングをオン・オフするトグルとしてのブール型の値、 あるいはエラーもロギングするためのログファイルを含む文字列を指定します。

返り値

値を返しません。

注意

注意:

Windows を使用している場合、 file:// がパスの前に必要であることに注意してください。

例
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例1 XSLT のロギング機能の使用法
<?php

$xh = xslt_create();
xslt_set_log($xh, true);
xslt_set_log($xh, getcwd() . '/myfile.log');

$result = xslt_process($xh, 'dog.xml', 'pets.xsl');
echo $result;

xslt_free($xh);
?>

xslt_set_object
(PHP 4 >= 4.3.0)

xslt_set_object — コールバック関数を解決するためのオブジェクトを設定する

説明

bool xslt_set_object ( resource $processor , object &$obj )

この関数は、全てのコールバック関数を解決するため、 processor に object の内部情報を利用できるようにします。

コールバック関数の宣言は xslt_set_sax_handlers(), xslt_set_scheme_handlers(), xslt_set_error_handler() で行い、それが object のメソッドとみなされます。

パラメータ
processor

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
obj

オブジェクト。

返り値

成功した場合に TRUE を、失敗した場合に FALSE を返します。

例

例1 独自のエラーハンドラとしてメソッドを使用する
<?php

class my_xslt_processor {

    var $_xh; // XSLT プロセッサ
    function my_xslt_processor()
    {
        $this->_xh = xslt_create();

        // $this オブジェクトをコールバックリゾルバにする
        xslt_set_object($this->_xh, $this);

        // エラーを処理させる
        xslt_set_error_handler($this->_xh, "my_xslt_error_handler");
    }

    function my_xslt_error_handler($handler, $errno, $level, $info)
    {
        // 差し当たり、引数を見るだけ
        var_dump(func_get_args());
    }
}

?>

xslt_set_sax_handler
(PHP 4 >= 4.0.3)

xslt_set_sax_handler — XSLT プロセッサに SAX ハンドラを設定する

説明

void xslt_set_sax_handler ( resource $xh , array $handlers )

xh で指定したリソースハンドルに SAX ハンドラを設定します。
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パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
handlers

SAXハンドラは、フォーマットの2次元配列とする必要があります (全てのトップレベル要素はオプションです)。
array(
[document] =>
    array(
        start document handler,
        end document handler
    ),
[element] =>
    array(
        start element handler,
        end element handler
    ),
[namespace] =>
    array(
        start namespace handler,
        end namespace handler
    ),
[comment] => comment handler,
[pi] => processing instruction handler,
[character] => character data handler
)

返り値

値を返しません。

xslt_set_sax_handlers
(PHP 4 >= 4.0.6)

xslt_set_sax_handlers — XML ドキュメントを処理する際にコールされる SAX ハンドラを設定する

説明

void xslt_set_sax_handlers ( resource $processor , array $handlers )

xslt_set_sax_handlers() は、与えられた XSLT processor リソースに文章のための SAX ハンドラ handlers を設定します。

xslt_set_sax_handlers() を使用することは、 xslt_process() を使用した変換の結果を xml_parse() のような SAX パーサで実行することと比べて あまり難しく見えません。

パラメータ
processor

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
handlers

handlers は、 次のフォーマット形式の配列でなければなりません。
<?php

$handlers = array(

  "document" => array(
    "start_doc",
    "end_doc"),

  "element"  => array(
    "start_element",
    "end_element"),

  "namespace" => array(
    "start_namespace",
    "end_namespace"),

  "comment"   => "comment",

  "pi"        => "pi",

  "character" => "characters"

);
?>
ここでの関数は、スキーマハンドラ関数のシンタックスに従います。

注意:

与えられた配列は全ての異なる SAX ハンドラ要素を含める必要はありません (ただし、それも可能です) 。 しかし、上記にある "ハンドラ" => "関数" というフォーマットだけは 従う必要があります。

それぞれの独立した SAX ハンドラ関数は次のフォーマットです。

start_doc ( resource $processor )
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end_doc ( resource $processor )

start_element ( resource $processor , string $name , array $attributes )

end_element ( resource $processor , string $name )

start_namespace ( resource $processor , string $prefix , string $uri )

end_namespace ( resource $processor , string $prefix )

comment ( resource $processor , string $contents )

pi ( resource $processor , string $target , string $contents )

characters ( resource $processor , string $contents )

返り値

値を返しません。

例

例1 xslt_set_sax_handlers() の例
<?php
// ohlesbeauxjours at yahoo dot fr より。
// これは、全ての <auteur> タグの内容に strtoupper() を適用し、
// 結果の XML ツリーを表示する、というシンプルな例です。
$xml='<?xml version="1.0"?>
<books>
 <book>
  <title>Mme Bovary</title>
  <author>Gustave Flaubert</author>
 </book>
 <book>
  <title>Mrs Dalloway</title>
  <author>Virginia Woolf</author>
 </book>
</books>';

$xsl='<?xml version="1.0"?>
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="html" encoding="ISO-8859-1" indent="no" omit-xml-declaration="yes"/>
<xsl:template match="/">
 <xsl:for-each select="books/book">
  <livre>
   <auteur><xsl:value-of select="author/text()"/></auteur>
  </livre>
 </xsl:for-each>
</xsl:template>
</xsl:stylesheet>';

// ハンドラ :
function start_document()
{
  // 文章の読み込みを開始する
}

function end_document()
{
  // 文章の読み込みを終了する
}

function start_element($parser, $name, $attributes)
{
  global $result,$tag;
  $result .= "<". $name . ">";
  $tag = $name;
}

function end_element($parser, $name)
{
  global $result;
  $result .= "</" . $name . ">";
}

function characters($parser, $data)
{
  global $result,$tag;
  if ($tag == "auteur" ) {
    $data = strtoupper($data);
  }
  $result .= $data;
}

// 変換する :
$xh = xslt_create();
$handlers = array("document" => array("start_document","end_document"),
   "element" => array("start_element","end_element"),
   "character" => "characters");

xslt_set_sax_handlers($xh, $handlers);
xslt_process($xh, 'arg:/_xml', 'arg:/_xsl', NULL, array("/_xml"=>$xml, "/_xsl"=>$xsl));
xslt_free($xh);
?>

オブジェクト内にハンドラを実装したい場合、 xslt_set_object() を使用することもできます。

例2 オブジェクト指向ハンドラ
<?php
// これは、前の例のオブジェクト指向バージョン
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class data_sax_handler {

  var $buffer, $tag, $attrs;

  var $_xh;

  function data_sax_handler($xml, $xsl)
  {
      // XSLT リソース
      $this->_xh = xslt_create();

      xslt_set_object($this->_xs, $this);

      // SAX ハンドラを設定する
      $handlers = array(
        "document" => array('start_document', 'end_document'),
        "element" => array('start_element', 'end_element'),
        "character" => 'characters'
      );

      xslt_set_sax_handlers($this->_xh, $handlers);

      xslt_process($this->_xh, 'arg:/_xml', 'arg:/_xsl', NULL, array("/_xml"=>$xml, "/_xsl"=>$xsl));
      xslt_free($this->_xh);

  }

  function start_document()
  {
        // 文章の読み込みを開始する
  }

  function end_document() {
        // 文章の読み込みを完了する
  }

  function start_element($parser, $name, $attributes) {
        $this->tag = $name;
        $this->buffer .= "<" . $name . ">";
        $this->attrs = $attributes;
  }

  function end_element($parser, $name)
  {
        $this->tag = '';
        $this->buffer .= "</" . $name . ">";
  }

  function characters($parser, $data)
  {
    if ($this->tag == 'auteur') {
          $data = strtoupper($data);
    }
    $this->buffer .= $data;
  }

  function get_buffer() {
    return $this->buffer;
  }

}

$exec = new data_sax_handler($xml, $xsl);

?>

両方のサンプルとも以下を出力します。
<livre>
   <auteur>GUSTAVE FLAUBERT</auteur>
</livre>
<livre>
   <auteur>VIRGINIA WOOLF</auteur>
</livre>

xslt_set_scheme_handler
(PHP 4 >= 4.0.5)

xslt_set_scheme_handler — XSLT プロセッサ用にスキーマハンドラを設定する

説明

void xslt_set_scheme_handler ( resource $xh , array $handlers )

xh で指定したリソースハンドルにスキーマハンドラを設定します。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
handlers

スキーマハンドラは、フォーマットの配列とする必要があります (全ての要素はオプションです)。
array(
[get_all] => get all handler,
[open] => open handler,
[get] => get handler,
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[put] => put handler,
[close] => close handler
)

返り値

値を返しません。

xslt_set_scheme_handlers
(PHP 4 >= 4.0.6)

xslt_set_scheme_handlers — XSLT プロセッサに関するスキーマハンドラを設定する

説明

void xslt_set_scheme_handlers ( resource $xh , array $handlers )

ドキュメントのスキーマハンドラ (XPath ハンドラ) を登録します。

パラメータ
xh

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
handlers

"get_all"、"open"、"get"、"put" および "close" というキーを持つ配列。

すべてのエントリは、関数名を表す文字列あるいは array($obj, "method") 形式の配列である必要があります。

この配列には、すべてのスキームハンドラの要素を含める必要はありません (もちろん含めることもできます) が、 少なくとも "handler" => "function" 形式を満たさなければなりません。

各スキームハンドラ関数は、以下のフォーマットでコールされます。
string   get_all(resource processor, string scheme, string rest)
resource open(resource processor, string scheme, string rest)
int      get(resource processor, resource fp, string &data)
int      put(resource processor, resource fp, string data)
void     close(resource processor, resource fp)

返り値

値を返しません。

例

例1 xslt_set_scheme_handlers() の例

たとえば、これは PHP の関数 "file_exists()" を実装したものです。
<?php

// ハンドラの定義
function mySchemeHandler($processor, $scheme, $rest)
{
    $rest = substr($rest,1);    // to remove the first / automatically added by the engine
    if ($scheme == 'file_exists') {
        // result is embedded in a small xml string
        return '<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?><root>' . (file_exists($rest) ? 'true' : 'false') . '</root>';
    }
}

$SchemeHandlerArray = array('get_all' => 'mySchemeHandler');

// エンジンを開始します
$params = array();
$xh = xslt_create();

xslt_set_scheme_handlers($xh, $SchemeHandlerArray);

$result = xslt_process($xh, "myFile.xml", "myFile.xsl", NULL, array(), $params);
xslt_free($xh);

echo $result;

?>

これで、スタイルシート側で特定のファイルが存在するかどうかを調べることができます。
<xsl:if test="document('file_exists:anotherXMLfile.xml')/root='true'">
 <!-- ファイルが存在する -->
</xsl:if>

参考
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xslt_set_scheme_handler() - XSLT プロセッサ用にスキーマハンドラを設定する

xslt_setopt
(PHP 4 >= 4.3.0)

xslt_setopt — 与えられた xsl プロセッサにオプションを設定する

説明

mixed xslt_setopt ( resource $processor , int $newmask )

xslt_setopt() は、与えられた processor に newmask で指定されるオプションを設定します。

パラメータ
processor

xslt_create() で作成した XSLT プロセッサリンク ID。
newmask

newmask は次の定数で定義されたビットマスクです。

XSLT_SABOPT_PARSE_PUBLIC_ENTITIES - プロセッサにパブリックなエンティティをパースするよう伝える。 デフォルトはオフ。

XSLT_SABOPT_DISABLE_ADDING_META - HTML 出力にメタタグ "Content-Type" を出力しない。 デフォルトはプロセッサのコンパイル時に設定される。

XSLT_SABOPT_DISABLE_STRIPPING - Suppress the whitespace stripping (on data files only).

XSLT_SABOPT_IGNORE_DOC_NOT_FOUND - 空白の除去を抑制する (データファイルの場合のみ) 。

返り値

以前の設定値が取得できた場合はその値、それ以外の場合は TRUE を返します。エラーが発生した場合は FALSE を返します。

例

例1 xslt_setopt() の例
<?php

$xh = xslt_create();

// Sablotron にパブリックなエンティティを処理するよう伝える
xslt_setopt($xh, XSLT_SABOPT_PARSE_PUBLIC_ENTITIES);

// 空白の除去もしてくれるよう問い合わせてみる
xslt_setopt($xh, xslt_getopt($xh) | XSLT_SABOPT_DISABLE_STRIPPING);

?>

参考

xslt_getopt() - xsl プロセッサのオプションを取得する

目次
xslt_backend_info — バックエンドのコンパイル設定についての情報を返す
xslt_backend_name — バックエンドの名前を返す
xslt_backend_version — Sablotron のバージョン番号を返す
xslt_create — 新規の XSLT プロセッサを作成する
xslt_errno — エラー番号を返す
xslt_error — エラー文字列を返す
xslt_free — XSLT プロセッサを開放する
xslt_getopt — xsl プロセッサのオプションを取得する
xslt_process — XSLT による変換を行う
xslt_set_base — 全ての XSLT 変換用の基準 URI を設定する
xslt_set_encoding — XML ドキュメントをパースするエンコーディングを設定する
xslt_set_error_handler — XSLT プロセッサ用のエラーハンドラを設定する
xslt_set_log — ログメッセージを書き込むためのログファイルを設定する
xslt_set_object — コールバック関数を解決するためのオブジェクトを設定する
xslt_set_sax_handler — XSLT プロセッサに SAX ハンドラを設定する
xslt_set_sax_handlers — XML ドキュメントを処理する際にコールされる SAX ハンドラを設定する
xslt_set_scheme_handler — XSLT プロセッサ用にスキーマハンドラを設定する
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xslt_set_scheme_handlers — XSLT プロセッサに関するスキーマハンドラを設定する
xslt_setopt — 与えられた xsl プロセッサにオプションを設定する

導入
インストール/設定

要件
インストール手順
実行時設定
リソース型

定義済み定数
XSLT (PHP4) 関数

xslt_backend_info — バックエンドのコンパイル設定についての情報を返す
xslt_backend_name — バックエンドの名前を返す
xslt_backend_version — Sablotron のバージョン番号を返す
xslt_create — 新規の XSLT プロセッサを作成する
xslt_errno — エラー番号を返す
xslt_error — エラー文字列を返す
xslt_free — XSLT プロセッサを開放する
xslt_getopt — xsl プロセッサのオプションを取得する
xslt_process — XSLT による変換を行う
xslt_set_base — 全ての XSLT 変換用の基準 URI を設定する
xslt_set_encoding — XML ドキュメントをパースするエンコーディングを設定する
xslt_set_error_handler — XSLT プロセッサ用のエラーハンドラを設定する
xslt_set_log — ログメッセージを書き込むためのログファイルを設定する
xslt_set_object — コールバック関数を解決するためのオブジェクトを設定する
xslt_set_sax_handler — XSLT プロセッサに SAX ハンドラを設定する
xslt_set_sax_handlers — XML ドキュメントを処理する際にコールされる SAX ハンドラを設定する
xslt_set_scheme_handler — XSLT プロセッサ用にスキーマハンドラを設定する
xslt_set_scheme_handlers — XSLT プロセッサに関するスキーマハンドラを設定する
xslt_setopt — 与えられた xsl プロセッサにオプションを設定する

DOM — Document Object Model
導入
インストール/設定
定義済み定数
DOMAttr — DOMAttr クラス
DOMCharacterData — DOMCharacterData クラス
DOMComment — DOMComment クラス
DOMDocument — DOMDocument クラス
DOMDocumentFragment — DOMDocumentFragment クラス
DOMDocumentType — DOMDocumentType クラス
DOMElement — DOMElement クラス
DOMEntity — DOMEntity クラス
DOMEntityReference — DOMEntityReference クラス
DOMException — DOMException クラス
DOMImplementation — DOMImplementation クラス
DOMNamedNodeMap — DOMNamedNodeMap クラス
DOMNode — DOMNode クラス
DOMNodeList — DOMNodeList クラス
DOMNotation — DOMNotation クラス
DOMProcessingInstruction — DOMProcessingInstruction クラス
DOMText — DOMText クラス
DOMXPath — DOMXPath クラス
DOM 関数

DOM XML (PHP 4)
導入
インストール/設定
定義済み定数
DOM XML (PHP 4) 関数

libxml
導入
インストール/設定
定義済み定数
libXMLError — libXMLError クラス
libxml 関数

qtdom
導入
インストール/設定
定義済み定数
qtdom 関数

SDO — Service Data Objects
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導入
インストール/設定
定義済み定数
制限事項
例
SDO 関数

SDO-DAS-Relational — SDO リレーショナルデータアクセスサービス
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
制限事項
SDO-DAS-Relational 関数

SDO DAS XML — SDO XML データアクセスサービス
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
SDO DAS XML 関数

SimpleXML
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
SimpleXMLElement — SimpleXMLElement クラス
SimpleXML 関数

WDDX
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
WDDX 関数

XML パーサ
導入
インストール/設定
定義済み定数
イベントハンドラ
大文字変換(Case Folding)
エラーコード
文字エンコーディング
例
XML パーサ 関数

XMLReader
導入
インストール/設定
XMLReader — XMLReader クラス

XMLWriter
導入
インストール/設定
定義済み定数
XMLWriter 関数

XSL
導入
インストール/設定
定義済み定数
例
XSLTProcessor — XSLTProcessor クラス

XSLT (PHP4)
導入
インストール/設定
定義済み定数
XSLT (PHP4) 関数

PHP の振る舞いの変更
APC — Alternative PHP Cache
APD — Advanced PHP debugger
bcompiler — PHP バイトコードコンパイラ
エラー処理 — エラー処理およびログ記録
htscanner — すべての SAPI での htaccess 風機能のサポート
inclued — インクルード階層ビューア
PHP Options/Info — PHP オプションと情報
Memtrack
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オブジェクトのオーバーロード — オブジェクトプロパティとメソッドコールのオーバーロード
出力制御 — 出力バッファリング制御
runkit
scream — エラー抑制演算子の無効化
WinCache — PHP 用の Windows キャッシュ

音声フォーマットの操作
ID3 — ID3 タグ
KTaglib
oggvorbis — OGG/Vorbis
OpenAL — OpenAL 音声バインディング

認証サービス
KADM5 — Kerberos V
Radius

日付および時刻関連
カレンダー
Date/Time — 日付・時刻

コマンドライン関連
Newt
Ncurses — Ncurses 端末画面制御
Readline — GNU Readline

圧縮およびアーカイブ
Bzip2
LZF
Phar
Rar — Rar アーカイブ
Zip
Zlib — Zlib 圧縮

クレジットカード処理
MCVE — MCVE (Monetra) Payment
SPPLUS — SPPLUS 決済システム

暗号
Crack — Cracklib
Hash — HASH メッセージダイジェストフレームワーク
Mcrypt
Mhash
OpenSSL

データベース関連
抽象化レイヤー
ベンダー固有のモジュール

ファイルシステム
ダイレクト IO
ディレクトリ
Fileinfo — ファイル情報
ファイルシステム
Inotify
Mimetype
xattr
xdiff

自然言語および文字エンコーディング
Enchant — Enchant スペリングライブラリ
FriBiDi
Gettext
iconv
intl — 国際化関数
マルチバイト文字列
Pspell
Recode — GNU Recode

画像処理および作成
Exif — Exchangeable image information
GD — 画像処理 (GD)
ImageMagick — 画像処理 (ImageMagick)
Gmagick
Cairo

メール関連
Cyrus — Cyrus IMAP 管理
IMAP — IMAP、POP3 および NNTP
メール
Mailparse
vpopmail

数学
BC Math — BCMath 任意精度数学関数
GMP — GNU Multiple Precision
Math — 数学関数
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統計関数
テキスト以外の MIME 型

FDF — Forms Data Format
GnuPG — GNU Privacy Guard
haru — Haru PDF
Ming — Ming (flash)
PDF
PS — PostScript ドキュメントの作成
RPM Reader — RPM ヘッダの読み込み
SWF — Shockwave Flash

プロセス制御
プログラムの実行 — システムプログラムの実行
Expect
Libevent
PCNTL — プロセス制御
POSIX
セマフォ — セマフォ、共有メモリおよび IPC
共有メモリ

その他の基本モジュール
GeoIP — Geo IP ロケーション
Judy — Judy Arrays
JSON — JavaScript Object Notation
その他 — その他の関数
Parsekit
SPL — Standard PHP Library (SPL)
SPL Types — SPL の型処理
ストリーム
Tidy
Tokenizer
URLs
Yaml — YAML によるデータのシリアライズ

その他のサービス
AMQP
chdb — Constant hash database
cURL — Client URL Library
FAM — ファイル改変の監視
FTP
Gupnp
Hyperwave
Hyperwave API
HTTP
Java — PHP と Java の統合
LDAP — Lightweight Directory Access Protocol
Lotus Notes
Memcache
Memcached
Gearman
mqseries
Gopher — Net Gopher
ネットワーク
SAM — Simple Asynchronous Messaging: 単純な非同期メッセージング
SNMP
ソケット
SSH2 — Secure Shell2
Stomp — Stomp Client
SVN — Subversion
TCP — TCP ラッパー
YAZ
YP/NIS

検索エンジン用の拡張モジュール
mnoGoSearch
Sphinx — Sphinx クライアント
Swish — Swish インデックス
Solr — Apache Solr

サーバ固有のモジュール
Apache
IIS — IIS 管理
NSAPI

セッション関連
Msession — Mohawk Software セッションハンドラ関数
Sessions — セッション処理
Session PgSQL — PostgreSQL セッション保存ハンドラ

テキスト処理
BBCode — Bulletin Board Code
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PCRE — 正規表現 (Perl 互換)
POSIX Regex — 正規表現 (POSIX 拡張)
ssdeep — ssdeep Fuzzy Hashing
文字列

変数・データ型関連
配列
クラス/オブジェクト — クラス/オブジェクトの情報
Classkit
Ctype — 文字タイプチェック
Filter — データのフィルタリング
関数処理
Object Aggregation — オブジェクトの集約/合成 [PHP 4]
リフレクション
変数操作

ウェブサービス
OAuth
SCA
SOAP
XML-RPC

Windows 用のモジュール
.NET
COM — COM および .Net (Windows)
プリンタ
W32api
win32ps
win32service

XML 操作
DOM — Document Object Model
DOM XML (PHP 4)
libxml
qtdom
SDO — Service Data Objects
SDO-DAS-Relational — SDO リレーショナルデータアクセスサービス
SDO DAS XML — SDO XML データアクセスサービス
SimpleXML
WDDX
XML パーサ
XMLReader
XMLWriter
XSL
XSLT (PHP4)

PHP のコア: Zend Engine ハッカーの手引き

序文
Zend API は、時を経て見違えるほどの成長を遂げました。 PHP がより堅牢なものとなり、幅広く使われるようになったのもそのおかげです。 PHP 5 とともに登場したのが Zend Engine 2 (ZE2) です。 ZE2 は、ほぼすべてを新たに書き直したもので、 新しいオブジェクト指向
プログラミング (OOP) モデルを提供します。 また、多くの API が高速化されています。

警告

このドキュメントは、まだまだ完成には程遠いものです。 もともとあった Zend のドキュメントをそのまま Zend Engine 1 に残しているので、必要な方はそちらをご覧ください。

このセクションでは、ZE2 について扱います。 ZE1 と ZE2 で拡張モジュールの書き方が大幅に変わるわけではありません。 相違点については、このセクションの付録として簡単にまとめます。

このセクションのドキュメントの内容は、 執筆時の PHP 5.3 系の最新安定版である PHP 5.3.3 を基準としています。 PHP 5 の各マイナーリリース (5.0 から 5.3) の間の相違点については、重要なものは適宜説明します。

"counter" 拡張モジュール - サンプル
目次

インストール/設定
定義済み定数
例
Counter
基本
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拡張

序文
この Zend のドキュメントでは、ひとつのサンプルモジュールを通して さまざまな考え方を説明していきます。サンプルとして使用するのが "counter" 拡張モジュールです。これは実在のものではありませんが Zend モジュールとしてひととおり機能するものであり、 さまざま
な Zend API をできるだけ多く使用するようにしています。 この章では、利用者側から見たこのサンプルモジュールのインターフェイスを説明します。

注意: "counter" は、実用性はまったくありません。 というのも、その機能は PHP のコードレベルではるかに効率的に実装できるものだからです。

インストール/設定
目次

導入
実行時設定
リソース型

導入
"counter" 拡張モジュールは、PHP のコード内で任意の数のカウンターを使えるようにします。 カウンターは呼び出し元が指定したときにリセットされます。

"counter" のインターフェイスは、 「基本」「拡張」「オブジェクト指向」の 3 通りがあります。 基本インターフェイスは、単一のカウンタを INI 設定で制御し、 関数コールで実行します。拡張インターフェイスは、 任意の数のカウンタリソースを使用することができます。
このカウンタは、単一の PHP リクエスト内だけでなく 複数のリクエストにまたがって使用することもできます。 オブジェクト指向インターフェイスは、基本インターフェイスと 拡張インターフェイスの両方を Counter クラスに組み込んだものです。

実行時設定
php.ini の設定により動作が変化します。

Counter の設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

counter.reset_time COUNTER_RESET_PER_REQUEST PHP_INI_ALL  
counter.save_path "" PHP_INI_ALL  
counter.initial_value "0" PHP_INI_ALL  

PHP_INI_* モードの詳細および定義については どこで設定を行うのか を参照してください。

counter.reset_time integer
counter.reset_time は、 基本インターフェイスで使用するカウンタをリセットするよう "counter" に通知します。 COUNTER_RESET_* 定数 (以下を参照ください) のいずれかを指定します。

counter.save_path string
複数の PHP リクエストにまたがって持続する (COUNTER_RESET_NEVER あるいは COUNTER_FLAG_SAVE が設定されているカウンタの) データの保存場所を "counter" に通知します。 ファイルがこのパスに作成されるので、 このパスに対する読み書きの権限が PHP を実
行しているユーザに必要です。

counter.initial_value integer
基本インターフェイスで使用するカウンタの初期値を設定します。 カウンタをリセットすると、常にこの値に戻ります。

リソース型
"counter" 拡張モジュールでは、カウンタリソースを定義します。

定義済み定数
以下の定数が定義されています。 この関数の拡張モジュールが PHP 組み込みでコンパイルされているか、 実行時に動的にロードされている場合のみ使用可能です。

COUNTER_FLAG_PERSIST (integer)
このフラグを指定したカウンタは、持続的なリソースとなります。

COUNTER_FLAG_SAVE (integer)
このフラグを指定したカウンタは保存され、別に起動した PHP でも使用できるようになります。

COUNTER_FLAG_NO_OVERWRITE (integer)
このフラグを指定すると、既存のカウンタと同じ名前で counter_create() を実行したときに既存のカウンタを上書きしません。

COUNTER_META_NAME (string)
この定数を渡すと、カウンタリソースあるいはオブジェクトの名前を取得することができます。

COUNTER_META_IS_PERISTENT (string)
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この定数を渡すと、カウンタリソースあるいはオブジェクトが持続的なものかどうか (COUNTER_FLAG_PERSIST フラグが立っているかどうか) を知ることができます。
COUNTER_RESET_NEVER (integer)

カウンタはリセットされません。
COUNTER_RESET_PER_LOAD (integer)

PHP を起動するたびにカウンタをリセットします。
COUNTER_RESET_PER_REQUEST (integer)

リクエストのたびにカウンタをリセットします。

例
目次

基本インターフェイス
拡張インターフェイス
オブジェクト指向のインターフェイス

基本インターフェイス
基本インターフェイスで提供する 3 つのシンプルな関数について、 ここで説明します。

例1 "counter" の基本インターフェイス
<?php
$starting_counter_value = counter_get();
counter_bump(1);
$second_counter_value = counter_get();
counter_reset();
$final_counter_value = counter_get();
printf("%3d %3d %3d", $starting_counter_value, $second_counter_value, $final_counter_value);
?>

上の例の出力は以下となります。
  0   1   0

基本インターフェイスでは INI 設定 もいくつか使用します。

拡張インターフェイス
拡張インターフェイスの関数群を使用すると、 名前つきのカウンタを好きなだけ作成してそれぞれ別の設定にすることができます。 基本インターフェイスと拡張インターフェイスを両方同時に使うことも可能です。

例1 "counter" の拡張インターフェイス
<?php
function print_counter_info($counter)
{
    if (is_resource($counter)) {
        printf("Counter's name is '%s' and is%s persistent. Its current value is %d.\n",
            counter_get_meta($counter, COUNTER_META_NAME),
            counter_get_meta($counter, COUNTER_META_IS_PERSISTENT) ? '' : ' not',
            counter_get_value($counter));
    } else {
      print "Not a valid counter!\n";
    }
}

if (($counter_one = counter_get_named("one")) === NULL) {
    $counter_one = counter_create("one", 0, COUNTER_FLAG_PERSIST);
}
counter_bump_value($counter_one, 2);
$counter_two = counter_create("two", 5);
$counter_three = counter_get_named("three");
$counter_four = counter_create("four", 2, COUNTER_FLAG_PERSIST | COUNTER_FLAG_SAVE | COUNTER_FLAG_NO_OVERWRITE);
counter_bump_value($counter_four, 1);

print_counter_info($counter_one);
print_counter_info($counter_two);
print_counter_info($counter_three);
print_counter_info($counter_four);
?>

これをはじめて実行したときの結果は次のようになります。
Counter's name is 'one' and is persistent. Its current value is 2.
Counter's name is 'two' and is not persistent. Its current value is 5.
Not a valid counter!
Counter's name is 'four' and is persistent. Its current value is 3.

同じ PHP インスタンスでもう一度実行すると、結果はこのようになります。
Counter's name is 'one' and is persistent. Its current value is 4.
Counter's name is 'two' and is not persistent. Its current value is 5.
Not a valid counter!
Counter's name is 'four' and is persistent. Its current value is 4.

さらにもう一度、今度は 別の PHP インスタンスで 実行したときの結果は次のとおりです。
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Counter's name is 'one' and is persistent. Its current value is 2.
Counter's name is 'two' and is not persistent. Its current value is 5.
Not a valid counter!
Counter's name is 'four' and is persistent. Its current value is 5.

オブジェクト指向のインターフェイス
このインターフェイスは、拡張インターフェイスをオブジェクト指向で扱えるようにしたものです。 以下の例では、先ほどの例をオブジェクト指向で書き直したものをごらんいただきます。 この例の出力は、先ほどのものとまったく同じです。 ただ、"Not a valid counter!" と
表示されるかわりに PHP の警告が発生します。 これは、変数 $counter_three がオブジェクトでないためです。 この例では、拡張モジュールで定義されている Counter クラスのサブクラスを作成できることも確認できます。 また、カウンタの値がメソッドではなくインスタ
ンス変数で表されることもわかります。

例1 "counter" のオブジェクト指向インターフェイス
<?php
class MyCounter extends Counter
{
    public function printCounterInfo() {
        printf("Counter's name is '%s' and is%s persistent. Its current value is %d.\n",
            $this->getMeta(COUNTER_META_NAME),
            $this->getMeta(COUNTER_META_IS_PERSISTENT) ? '' : ' not',
            $this->value);
    }
}

Counter::setCounterClass("MyCounter");
if (($counter_one = Counter::getNamed("one")) === NULL) {
    $counter_one = new Counter("one", 0, COUNTER_FLAG_PERSIST);
}
$counter_one->bumpValue(2); // we aren't allowed to "set" the value directly
$counter_two = new Counter("two", 5);
$counter_three = Counter::getNamed("three");
$counter_four = new Counter("four", 2, COUNTER_FLAG_PERSIST | COUNTER_FLAG_SAVE | COUNTER_FLAG_NO_OVERWRITE);
$counter_four->bumpValue(1);

$counter_one->printCounterInfo();
$counter_two->printCounterInfo();
$counter_three->printCounterInfo();
$counter_four->printCounterInfo();
?>

Counter クラス
導入
単一のカウンタオブジェクトを表します。

クラス概要
Counter {
__construct ( string $name [, integer $initial_value [, integer $flags ]] )
integer getValue ( void )
bumpValue ( integer $offset )
void resetValue ( void )
mixed getMeta ( integer $attribute )
static Counter getNamed ( string $name )
static void setCounterClass ( string $name )
}

Counter::__construct
Counter::__construct — 単一の数値を保持する Counter のインスタンスを作成する

説明

Counter::__construct() ( string $name [, integer $initial_value [, integer $flags ]] )

単一の数値を保持する Counter のインスタンスを作成します。

パラメータ

name
カウンタの名前。

initial_value
カウンタの初期値。デフォルトはゼロ (0) です。

flags
カウンタのフラグ。 COUNTER_FLAG_* 定数の中から選択します。

返り値
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成功した場合に Counter オブジェクトを返します。

エラー / 例外

Counter::__construct() は、問題が発生した場合に例外をスローします。

Counter::getValue
Counter::getValue — カウンタの現在値を取得する

説明

integer Counter::getValue ( void )

Counter::getValue() は、カウンタの現在値を返します。

返り値

Counter::getValue() は整数値を返します。

参考

Counter::bumpValue() - カウンタの現在値を変更する
Counter::resetValue() - カウンタの現在値をリセットする

Counter::bumpValue
Counter::bumpValue — カウンタの現在値を変更する

説明

Counter::bumpValue ( integer $offset )

Counter::bumpValue() は、カウンタの現在値を更新します。

パラメータ
offset

カウンタの値を変更する量。負の値を指定することも可能です。

参考

Counter::getValue() - カウンタの現在値を取得する
Counter::resetValue() - カウンタの現在値をリセットする

Counter::resetValue
Counter::resetValue — カウンタの現在値をリセットする

説明

void Counter::resetValue ( void )

Counter::resetValue() は、 カウンタの現在値をもとの初期値に戻します。

参考

Counter::getValue() - カウンタの現在値を取得する
Counter::bumpValue() - カウンタの現在値を変更する

Counter::getMeta
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Counter::getMeta — カウンタのメタ情報を返す

説明

mixed Counter::getMeta ( integer $attribute )

Counter::getMeta() は、カウンタのメタ情報を返します。

パラメータ
attribute

取得したいメタ情報。

返り値

Counter::getMeta() は、 指定されたメタ情報に応じてさまざまな型の値を返します。

Counter::getNamed
Counter::getNamed — 既存のカウンタを取得する

説明

static Counter Counter::getNamed ( string $name )

Counter::getNamed() は、 指定した名前のカウンタが存在する場合にそのカウンタを返し、 存在しない場合は NULL を返します。 これは静的関数です。

パラメータ
name

取得したいカウンタの名前。

返り値

Counter::getNamed() は、 指定した名前のカウンタが存在する場合にそのカウンタ、 存在しない場合に NULL を返します。

Counter::setCounterClass
Counter::setCounterClass — Counter::getNamed() が返すクラスを設定する

説明

static void Counter::setCounterClass ( string $name )

Counter::setCounterClass() は、 Counter::getNamed() が返すオブジェクトのクラスを変更します。 設定するクラスは public コンストラクタを持っていてはいけません。また、 Counter のサブクラスである必要があります。 これらの条件を満たさない場合は fatal エラー
が発生します。 これは静的関数です。

パラメータ
name

使用するクラスの名前。

目次
Counter::__construct — 単一の数値を保持する Counter のインスタンスを作成する
Counter::getValue — カウンタの現在値を取得する
Counter::bumpValue — カウンタの現在値を変更する
Counter::resetValue — カウンタの現在値をリセットする
Counter::getMeta — カウンタのメタ情報を返す
Counter::getNamed — 既存のカウンタを取得する
Counter::setCounterClass — Counter::getNamed が返すクラスを設定する

基本インターフェイス
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counter_get
counter_get — 基本カウンタの現在の値を取得する

説明

integer counter_get ( void )

counter_get() は、 基本インターフェイスのカウンタの現在値を返します。

返り値

counter_get() は整数値を返します。

参考

counter_bump() - 基本カウンタの現在の値を更新する
counter_reset() - 基本カウンタの現在の値をリセットする

counter_bump
counter_bump — 基本カウンタの現在の値を更新する

説明

void counter_bump ( integer $offset )

counter_bump() は、 基本インターフェイスのカウンタの現在値を更新します。

パラメータ
offset

カウンタの値の変更量。負の値を指定することもできます。

参考

counter_get() - 基本カウンタの現在の値を取得する
counter_reset() - 基本カウンタの現在の値をリセットする

counter_reset
counter_reset — 基本カウンタの現在の値をリセットする

説明

void counter_reset ( void )

counter_reset() は、 基本インターフェイスのカウンタの現在値を初期値に戻します。

参考

counter_get() - 基本カウンタの現在の値を取得する
counter_bump() - 基本カウンタの現在の値を更新する

目次
counter_get — 基本カウンタの現在の値を取得する
counter_bump — 基本カウンタの現在の値を更新する
counter_reset — 基本カウンタの現在の値をリセットする

拡張インターフェイス
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counter_create
counter_create — 単一の数値を保持するカウンタを作成する

説明

resource counter_create ( string $name [, integer $initial_value [, integer $flags ]] )

単一の数値を保持するカウンタを作成します。

パラメータ

name
カウンタの名前。

initial_value
カウンタの初期値。デフォルトはゼロ (0)。

flags
カウンタのフラグ。 COUNTER_FLAG_* 定数群から選択します。

返り値

カウンタリソースを返します。

counter_get_value
counter_get_value — カウンタリソースの現在の値を取得する

説明

integer counter_get_value ( resource $counter )

counter_get_value() は、 カウンタリソースの現在の値を返します。

パラメータ
counter

操作するカウンタリソース。

返り値

counter_get_value() は整数値を返します。

参考

counter_bump_value() - カウンタリソースの現在の値を変更する
counter_reset_value() - カウンタリソースの現在の値をリセットする

counter_bump_value
counter_bump_value — カウンタリソースの現在の値を変更する

説明

void counter_bump_value ( resource $counter , integer $offset )

counter_bump_value() は、 カウンタリソースの現在の値を更新します。

パラメータ
counter

操作するカウンタリソース。
offset

カウンタの値の変更量。負の値を指定することもできます。

参考

counter_get_value() - カウンタリソースの現在の値を取得する
counter_reset_value() - カウンタリソースの現在の値をリセットする
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counter_reset_value
counter_reset_value — カウンタリソースの現在の値をリセットする

説明

void counter_reset_value ( resource $counter )

counter_reset_value() は、 カウンタリソースの現在の値を元の初期値に戻します。

パラメータ
counter

操作するカウンタリソース。

参考

counter_get_value() - カウンタリソースの現在の値を取得する
counter_bump_value() - カウンタリソースの現在の値を変更する

counter_get_meta
counter_get_meta — カウンタリソースについてのメタ情報を返す

説明

mixed counter_get_meta ( resource $counter , integer $attribute )

counter_get_meta() は、 カウンタリソースについてのメタ情報を返します。

パラメータ
counter

操作するカウンタリソース。
attribute

取得したいメタ情報。

返り値

counter_get_meta() は、 要求されたメタ情報に応じてさまざまな型の値を返します。

counter_get_named
counter_get_named — 指定した名前の既存のカウンタを取得する

説明

resource Counter::getNamed ( string $name )

counter_get_named() は、 指定した名前のカウンタが存在する場合にそれを返します。 存在しない場合は NULL を返します。

パラメータ
name

探したいカウンタの名前。

返り値

counter_get_named() は、 指定した名前のカウンタが存在する場合にそれを返します。 存在しない場合は NULL を返します。

目次
counter_create — 単一の数値を保持するカウンタを作成する
counter_get_value — カウンタリソースの現在の値を取得する
counter_bump_value — カウンタリソースの現在の値を変更する
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counter_reset_value — カウンタリソースの現在の値をリセットする
counter_get_meta — カウンタリソースについてのメタ情報を返す
counter_get_named — 指定した名前の既存のカウンタを取得する

PHP 5 ビルドシステム
目次

拡張モジュール開発用に PHP をビルドする方法
ext_skel スクリプト
UNIX 用のビルドシステム: config.m4
Windows 用のビルドシステム: config.w32

PHP 5 のさまざまな機能と柔軟性を考えると、それが何千ものファイルの 何百万行というコードから出来上がっていると聞いても驚かないことでしょう。 また、そのようなデータを管理するには 何らかのビルドシステムが必要となるのも無理もないことです。 このセクション
では、拡張モジュール開発用に PHP をセットアップする方法や PHP ソースツリー内における拡張モジュールの配置、 そして拡張モジュールをビルドする方法を説明します。

拡張モジュール開発用に PHP をビルドする方法
PHP を普通にインストールすると、 デバッグ機能よりもパフォーマンスの向上に主眼を置いて最適化された設定になります。 実際に運用することを考えると、これは妥当な選択でしょう。 しかし、拡張モジュールを開発する環境としてはあまりよくありません。 何か問題がお
こったときに、どこが悪いのかを調べやすくするように PHP をビルドする必要があります。

Zend Engine ではメモリマネージャが提供されており、 拡張モジュール内で発生したメモリリークを追跡することができます。 また、詳細なデバッグ情報を取得することもできます。 しかし、この機能はデフォルトでは無効になっており、 スレッドセーフであることを優先し
ています。 この機能を使うには、configure のオプションに --enable-debug と --enable-maintainer-zts を追加します。 PHP をソースからビルドする方法については インストールにあたっての一般的な注意事項 の説明を参照ください。典型的な configure の設定は次
のようになります。
$ ./configure --prefix=/where/to/install/php --enable-debug --enable-maintainer-zts --enable-cgi --enable-cli --with-mysql=/path/to/mysql

ext_skel スクリプト
PHP 拡張モジュールには、共通に含まれるファイルがいくつかあります。 その多くは拡張モジュールの種類に関わらずほぼ同じ内容ですが、 毎回それをコピーするのは面倒です。 幸いなことに、そのような初期作業を代わりに行ってくれるスクリプトがあります。 それが
ext_skel で、 PHP 4.0 以降に同梱されています。

PHP 5.2.2 で、何もパラメータを指定せずに ext_skel を実行した結果は、次のようになります。
php-5.2.2/ext$ ./ext_skel 
./ext_skel --extname=module [--proto=file] [--stubs=file] [--xml[=file]]
           [--skel=dir] [--full-xml] [--no-help]

  --extname=module   module is the name of your extension
  --proto=file       file contains prototypes of functions to create
  --stubs=file       generate only function stubs in file
  --xml              generate xml documentation to be added to phpdoc-cvs
  --skel=dir         path to the skeleton directory
  --full-xml         generate xml documentation for a self-contained extension
                     (not yet implemented)
  --no-help          don't try to be nice and create comments in the code
                     and helper functions to test if the module compiled

一般に、新しい拡張モジュールを開発する際に使うであろうパラメータは --extname と --no-help のみです。 拡張モジュールの構成に慣れるまでは、 --no-help を指定しないようにしましょう。 そうすることで、ext_skel が生成するファイルに有用なコメントがたくさ
ん含められるようになります。

残ったオプションは --extname です。 これは、作成する拡張モジュールの名前を ext_skel に伝えるためのものです。ここで指定する名前は、すべて小文字からなるものです。 使用できる文字は英字とアンダースコアのみで、PHP の ext/ フォルダ配下で一意なものでなけれ
ばなりません。

--proto オプションは、 作成したい PHP 関数の情報を含むヘッダファイルを指定するためのものです。 既存のライブラリを使用する拡張モジュールの開発時に使用できるということらしいですが、 最近のヘッダファイルではうまく機能しないことが多いようです。 試しに
zlib.h を指定してみたところ、 ext_skel の出力に 空っぽで何の意味もないプロトタイプが大量に含まれてしまいました。 --xml と --full-xml は、まったく機能しません。--skel を使用すると、独自の雛形ファイル群を使用することができます。 このオプションは、このセ
クションでは対象外とします。

UNIX 用のビルドシステム: config.m4
拡張モジュールの config.m4 ファイルは、 UNIX のビルドシステムに対して「その拡張モジュールがサポートしている configure オプション」「依存する外部ライブラリ」 「コンパイル対象となるソースファイル」などの情報を伝えるものです。 一般的に用いられる
autoconf マクロ (PHP 固有のものおよび autoconf 組み込みのもの) については Zend Engine 2 API リファレンス を参照ください。

ヒント

PHP の拡張モジュールを開発する際には、autoconf のバージョン 2.13 を使用することを 強く 推奨します (もっと新しいバージョンもありますが、それでもあえて 2.13 です)。 バージョン 2.13 は、(機能や使い勝手、利用者数など) いろんな意味で最も一般的な autoconf で
す。 これより新しいバージョンを使用すると、configure の内容が期待とは多少異なるものになるかもしれません。

例1 config.m4 ファイルの例
dnl $Id$
dnl config.m4 for extension example
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PHP_ARG_WITH(example, for example support,
[  --with-example[=FILE]       Include example support. File is the optional path to example-config])
PHP_ARG_ENABLE(example-debug, whether to enable debugging support in example,
[  --enable-example-debug        example: Enable debugging support in example], no, no)
PHP_ARG_WITH(example-extra, for extra libraries for example,
[  --with-example-extra=DIR      example: Location of extra libraries for example], no, no)

dnl Check whether the extension is enabled at all
if test "$PHP_EXAMPLE" != "no"; then
  
  dnl Check for example-config. First try any path that was given to us, then look in $PATH
  AC_MSG_CHECKING([for example-config])
  EXAMPLE_CONFIG="example-config"
  if test "$PHP_EXAMPLE" != "yes"; then
    EXAMPLE_PATH=$PHP_EXAMPLE
  else
    EXAMPLE_PATH=`$php_shtool path $EXAMPLE_CONFIG`
  fi
  
  dnl If a usable example-config was found, use it
  if test -f "$EXAMPLE_PATH" && test -x "$EXAMPLE_PATH" && $EXAMPLE_PATH --version > /dev/null 2>&1; then
    AC_MSG_RESULT([$EXAMPLE_PATH])
    EXAMPLE_LIB_NAME=`$EXAMPLE_PATH --libname`
    EXAMPLE_INCDIRS=`$EXAMPLE_PATH --incdirs`
    EXAMPLE_LIBS=`$EXAMPLE_PATH --libs`
    
    dnl Check that the library works properly
    PHP_CHECK_LIBRARY($EXAMPLE_LIB_NAME, example_critical_function,
    [
      dnl Add the necessary include dirs
      PHP_EVAL_INCLINE($EXAMPLE_INCDIRS)
      dnl Add the necessary libraries and library dirs
      PHP_EVAL_LIBLINE($EXAMPLE_LIBS, EXAMPLE_SHARED_LIBADD)
    ],[
      dnl Bail out
      AC_MSG_ERROR([example library not found. Check config.log for more information.])
    ],[$EXAMPLE_LIBS]
    )
  else
    dnl No usable example-config, bail  
    AC_MSG_RESULT([not found])
    AC_MSG_ERROR([Please check your example installation.])
  fi
  
  dnl Check whether to enable debugging
  if test "$PHP_EXAMPLE_DEBUG" != "no"; then
    dnl Yes, so set the C macro
    AC_DEFINE(USE_EXAMPLE_DEBUG,1,[Include debugging support in example])
  fi
  
  dnl Check for the extra support
  if test "$PHP_EXAMPLE_EXTRA" != "no"; then
    if test "$PHP_EXAMPLE_EXTRA" == "yes"; then
      AC_MSG_ERROR([You must specify a path when using --with-example-extra])
    fi
    
    PHP_CHECK_LIBRARY(example-extra, example_critical_extra_function,
    [
      dnl Add the neccessary paths
      PHP_ADD_INCLUDE($PHP_EXAMPLE_EXTRA/include)
      PHP_ADD_LIBRARY_WITH_PATH(example-extra, $PHP_EXAMPLE_EXTRA/lib, EXAMPLE_SHARED_LIBADD)
      AC_DEFINE(HAVE_EXAMPLEEXTRALIB,1,[Whether example-extra support is present and requested])
      EXAMPLE_SOURCES="$EXAMPLE_SOURCES example_extra.c"
    ],[
      AC_MSG_ERROR([example-extra lib not found. See config.log for more information.])
    ],[-L$PHP_EXAMPLE_EXTRA/lib]
    )
  fi
  
  dnl Finally, tell the build system about the extension and what files are needed
  PHP_NEW_EXTENSION(example, example.c $EXAMPLE_SOURCES, $ext_shared)
  PHP_SUBST(EXAMPLE_SHARED_LIBADD)
fi

autoconf の構文についての簡単な説明

config.m4 は、GNU autoconf の構文で書かれています。簡単にいうと、 これはシェルスクリプトに強力なマクロ言語を追加したようなものです。 コメントを記述する際には文字列 dnl を使用し、文字列のクォートには角括弧 ([ および ]) を使用します。文字列のクォート
は、 必要に応じて何段階でもネストすることができます。この構文の完全な解説は、 » http://www.gnu.org/software/autoconf/manual/ にある autoconf のマニュアルを参照ください。

PHP_ARG_*: ユーザに対するオプションの提供

先ほどの config.m4 のサンプルで、 ちょっとしたコメントを除いていちばん最初にあるのは PHP_ARG_WITH() および PHP_ARG_ENABLE() を使用した 3 行です。これらは、configure コマンドで ./configure --help を実行したときに表示される オプションとその説明文
を指定するものです。 その名が示すように、両者の違いはそれぞれ --with-* 系のオプションを作成するか --enable-* 系のオプションを作成するかです。 すべての拡張モジュールは、 このどちらかに拡張モジュール名とつけたオプションを提供する必要があります。 これ
により、その拡張モジュールを PHP に組み込むかどうかを選択できるようになります。 規約上では、何らかのパラメータ (その拡張モジュールが必要とするライブラリやプログラムの場所など) を指定させる場合には PHP_ARG_WITH() を使うことになっています。 一方、単な
るフラグとして使用するオプションの場合は PHP_ARG_ENABLE() を使用します。

例2 configure の出力例
$ ./configure --help
...
  --with-example[=FILE]       Include example support. FILE is the optional path to example-config
  --enable-example-debug        example: Enable debugging support in example
  --with-example-extra=DIR      example: Location of extra libraries for example
...

$ ./configure --with-example=/some/library/path/example-config --disable-example-debug --with-example-extra=/another/library/path
...
checking for example support... yes
checking whether to enable debugging support in example... no
checking for extra libraries for example... /another/library/path
...

注意:

configure のコール時にどんな順でオプションを指定したかにかかわらず、 内部では config.m4 で指定した順にチェックを行います。

ユーザの選択内容の処理

http://www.gnu.org/software/autoconf/manual/
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ここまでで、config.m4 を使ってユーザに対して選択肢を提供できるようになりました。 次は、選択内容に応じて実際の処理を行う番です。 上の例で、3 つのオプションすべてのデフォルト、つまり何も指定しなかったときの値は "no" です。拡張モジュールを有効にするオプ
ションでは、 デフォルトを no にしておくのがおすすめです。 phpize で個別にビルドするときにはこれは上書きされますし、 PHP に組み込む際にデフォルトで拡張モジュールの空間を乱してはいけないからです。 これらの 3 つのオプションを処理するコードは、より複雑な
ものとなります。

--with-example[=FILE] オプションの処理

最初のチェック、つまり --with-example[=FILE] オプションのチェックは、それが設定されているかどうかを調べます。 このオプションは拡張モジュールそのものを組み込むかどうかを決めるものです。 省略されていたり否定形式 (--without-example ) で指定されてい
たり、あるいは値として "no" が指定されていたりした場合は、それ以降は何も行いません。 上の例では、値として /some/library/path/example-config が指定されているので、このチェックは成功します。

次に、このコードは AC_MSG_CHECKING() をコールします。 これは autoconf のマクロで、標準的な "checking for something" の行を出力してユーザが example-config にパスを明示したかどうかを調べます。 この例では PHP_EXAMPLE は値
/some/library/path/example-config を受け取り、 それが変数 EXAMPLE_PATH にコピーされます。ユーザが --with-example だけしか指定しなかった場合は、 このコードは $php_shtool path $EXAMPLE_CONFIG を実行します。これは、そのユーザの現在の PATH
を使用して example-config の場所を探します。 どちらにしても、次に行うのは EXAMPLE_PATH が通常の実行可能ファイルであるかどうか、 そして正常に実行できるかどうかの調査となります。 実行できた場合は AC_MSG_RESULT() がコールされ、
AC_MSG_CHECKING() で始まる出力行を補完します。 それ以外の場合は AC_MSG_ERROR() がコールされ、 指定されたメッセージを表示して configure を即時に終了させます。

次に、このコードは example-config を何度か実行してサイト固有の設定情報を取得します。 その次にコールするのは PHP_CHECK_LIBRARY() です。これは PHP のビルドシステムが autoconf の AC_CHECK_LIB() のラッパーとして用意しているマクロです。
PHP_CHECK_LIBRARY() は、 最初のパラメータで指定したライブラリの 2 番目のパラメータで指定したシンボルをコールするプログラムを コンパイル、リンクして実行します。 成功すると、3 番目のパラメータで指定したスクリプトを実行します。 このスクリプトは PHP ビ
ルドシステムに対して インクルードパスやライブラリパス、ライブラリ名を example-config が返す文字列から通知します。 失敗すると、かわりに 4 番目のパラメータで指定したスクリプトを実行します。 この場合は、AC_MSG_ERROR() がコールされて処理を停止しま
す。

--enable-example-debug オプションの処理

--enable-example-debug の処理はずっと単純です。真値が設定されているかどうかだけを調べます。 チェックに成功すると、AC_DEFINE() をコールして C のマクロ USE_EXAMPLE_DEBUG を作成し、拡張モジュールのソースで使用できるようにします。 3 番目のパラ
メータは config.h 用のコメント文字列です。 これを空のままにしておいても問題はありません。たいていは空のままにします。

--with-example-extra=DIR オプションの処理

このサンプルでの説明用に用意した架空の機能 "extra" は --with-example-extra=DIR オプションで要求されるもので、架空のプログラム example-config とは別のものであり、 デフォルトのサーチパスもありません。 そのためユーザは、必要なライブラリのインストー
ル先を指定する必要があります。 このような設定は実際の拡張モジュールではあまりないかもしれませんが、 説明用として用意しました。

このコードは、あまりなじみのない方法で PHP_EXAMPLE_EXTRA が真値であるかどうかを調べます。 否定形が指定された場合は、それ以降の処理を行いません。 これは、そのユーザが追加機能を必要としなかったことを表します。 パラメータなしで肯定形が指定された場合
は、 AC_MSG_ERROR() がコールされて処理を停止します。 その次に、また PHP_CHECK_LIBRARY() を実行します。 今度は、定義済みのコンパイラオプションはないので、 PHP_ADD_INCLUDE() と PHP_ADD_LIBRARY_WITH_PATH() を使用して必要なインクルードパ
スやライブラリパス、 追加機能のためのライブラリのフラグを作成します。 AC_DEFINE() もコールされ、 追加機能が要求されていてそれが使用可能であることを通知します。 また、ビルドすべきファイルが別に存在することを示す変数も設定します。 チェックに失敗する
と、おなじみの AC_MSG_ERROR() がコールされます。 失敗時のもうひとつの処理法は、次のように AC_MSG_WARNING() をコールすることです。
AC_MSG_WARNING([example-extra lib not found. example will be built without extra functionality.])

この場合は、configure はエラーではなく警告メッセージを表示し、処理を続行します。 いずれにせよ、失敗をどう処理するのかは拡張モジュールの開発者が決めることです。

ビルドシステムに対しての決定内容の通知

必要なインクルードファイルやライブラリはすべて指定しました。 必要なオプションやマクロもすべて定義しました。 でも、あとひとつ残っていることがあります。 ビルドシステムに対して、拡張モジュール自身をビルドすることと そのために使用するファイル群を教えてや
らなければならないのです。 そのためには PHP_NEW_EXTENSION() マクロをコールします。 このマクロの最初のパラメータは拡張モジュールの名前で、 これはディレクトリ名と一致します。2 番目のパラメータは、 その拡張モジュールを構成するすべてのソースファイルの
リストです。 サブディレクトリ内のソースファイルをビルド処理に追加する方法については PHP_ADD_BUILD_DIR() を参照ください。 3 番目のパラメータは、常に $ext_shared でなければなりません。この値は、 configure の際に --with-example[=FILE] 用に
PHP_ARG_WITH() がコールされたときに決まります。 4 番目のパラメータでは "SAPI クラス" を指定します。 これは CGI SAPI や CLI SAPI を必要とする場合にのみ有用です。 その他のクラスでは、ここは空のままにしておかなければなりません。 5 番目のパラメータには、
拡張モジュールのビルド時の CFLAGS に追加するフラグのリストを指定します。 6 番目のパラメータは boolean 値です。"yes" を指定すると、 拡張モジュール全体のビルドを $CC ではなく $CXX を用いて行います。 3 番目以降のパラメータは、すべてオプションです。 最後
に PHP_SUBST() をコールして、 拡張モジュールの共有ビルドを有効にします。 共有モードでの拡張モジュールのビルドをサポートしないようにする方法についての詳細は 拡張モジュールに関する FAQ を参照ください。

counter 拡張モジュールの config.m4 ファイル

先ほど説明した counter 拡張モジュールの config.m4 ファイルは、上で説明したよりずっとシンプルです。 これは、ビルドシステムのさまざまな機能を使用していないからです。 外部のライブラリや同梱されているライブラリを使わない場合は、 このようにしておくことをお
勧めします。

例3 counter の config.m4 ファイル
dnl

$

Id$
dnl config.m4 for extension counter

PHP_ARG_ENABLE(counter, for counter support,
[  --enable-counter            Include counter support])

dnl Check whether the extension is enabled at all
if test "$PHP_COUNTER" != "no"; then
  dnl Finally, tell the build system about the extension and what files are needed
  PHP_NEW_EXTENSION(counter, counter.c counter_util.c, $ext_shared)
  PHP_SUBST(COUNTER_SHARED_LIBADD)
fi

Windows 用のビルドシステム: config.w32
拡張モジュールに含まれている config.w32 ファイルの使用法は config.m4 とほぼ同じですが、 決定的な違いがふたつあります。まず第一に、これは Windows 版のビルド用に使うものです。 次に、これは JavaScript で書かれています。 このセクションでは、JavaScript の文
法については特に扱いません。 現時点では、このセクションは未完成です。とりあえずのたたき台として用意したものであり、 ごらんいただけるのは config.m4 のサンプルだけです。

例1 config.w32 ファイルのサンプル
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// $Id$
// vim:ft=javascript

ARG_WITH("example", "for example support", "no");
ARG_ENABLE("example-debug", "for debugging support in example", "no")
ARG_WITH("example-extra", "for extra functionality in example", "no")
if (PHP_EXAMPLE != "no") {
    if (CHECK_LIB("libexample.lib", "example", PHP_EXAMPLE) &&
        CHECK_HEADER_ADD_INCLUDE("example.h", "CFLAGS_EXAMPLE", PHP_EXAMPLE + "\\include")) {
        
        if (PHP_EXAMPLE_DEBUG != "no") {
            AC_DEFINE('USE_EXAMPLE_DEBUG', 1, 'Debug support in example');
        }
        
        if (PHP_EXAMPLE_EXTRA != "no" &&
            CHECK_LIB("libexample-extra.lib", "example", PHP_EXAMPLE) &&
            CHECK_HEADER_ADD_INCLUDE("example-extra.h", "CFLAGS_EXAMPLE", PHP_EXAMPLE + ";" + PHP_PHP_BUILD + "\\include") {
            AC_DEFINE('HAVE_EXAMPLEEXTRA', 1, 'Extra functionality in example');
            HAVE_EXTRA = 1;
        } else {
            WARNING( "extra example functionality not enabled, lib not found" );
        }
        
        EXTENSION("example", "example.c");
        if (HAVE_EXTRA == 1) {
            ADD_SOURCES("example-extra.c");
        }
    } else {
        WARNING( "example not enabled; libraries not found" );
    }
}

counter 拡張モジュールの config.w32 ファイル

先ほど説明した counter 拡張モジュールの config.w32 ファイルは、上で説明したよりずっとシンプルです。 これは、ビルドシステムのさまざまな機能を使用していないからです。

例2 counter の config.w32 ファイル
// $Id$
// vim:ft=javascript

ARG_ENABLE("counter", "for counter support", "no");
if (PHP_COUNTER != "no") {
    EXTENSION("counter", "counter.c");
    ADD_SOURCE("counter-util.c");
}

拡張モジュールの構造
目次

拡張モジュールを構成するファイル群
基本構造
zend_module 構造体
拡張モジュールのグローバル変数
拡張モジュールのライフサイクル
拡張モジュールのテスト

拡張モジュールの作成方法を説明した文書の多くは、 「まずはシンプルな例からはじめましょう」式のものであり、 実際に複雑なものを実装していくにあたって必要となる箇所の多くを省略しています。 その結果、新しい機能を説明するたびに これまでの内容を何度も何度も
繰り返すというはめに陥ってしまっています。 このセクションでは、そのようなものではなく、 実用に耐えうるレベルに作りこんだ拡張モジュールの構造を説明していきます。 実際に拡張モジュールを作成するにあたって出会うであろうさまざまな問題への対処法もわかること
でしょう。

拡張モジュールを構成するファイル群
手作業で作ったか ext_skel を使用したか、 あるいは » CodeGen のようなツールを用いたのかにかかわらず、 すべての拡張モジュールには少なくとも次の 4 つのファイルが含まれます。

config.m4

UNIX ビルドシステムの設定ファイル (UNIX 用のビルドシステム: config.m4 を参照ください)。

config.w32

Windows ビルドシステムの設定ファイル (Windows 用のビルドシステム: config.w32 を参照ください)。

php_counter.h

拡張モジュールを PHP バイナリに静的モジュールとして組み込む場合は、 php_ の後に拡張モジュールの名前を続けたヘッダファイルに その拡張モジュールの構造についての宣言があるものとします。 通常は、このファイルに記述するのは、 マクロやプロトタイプ宣言、
グローバル変数といった他のヘッダと同じ内容です。

counter.c

拡張モジュールのソースファイル。 規約上は拡張モジュールの名前と同じ名前にすることになっていますが、 これは必須ではありません。このファイルに含まれる内容は、 モジュールの構造体定義や INI エントリ、 管理用関数、ユーザに公開する関数、その他拡張モ
ジュールに必要となるものです。

ビルドシステム関連のファイルについては別の場所で説明することにして、 ここでは残りのファイルについて取り上げます。 これらの 4 つのファイルはあくまでも必要最小限のものであり、 実際にはこれら以外にもさまざまなヘッダファイルやソースファイル、 ユニットテス

http://codegenerators.php-baustelle.de/
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トなどのファイルが含まれることになるでしょう。 counter 拡張モジュールのファイル一覧は、このようになります。

例1 counter 拡張モジュールのファイル一覧 (順不同)

ext/
 counter/
  .svnignore
  config.m4
  config.w32
  counter_util.h
  counter_util.c
  php_counter.h
  counter.c
  package.xml
  CREDITS
  tests/
   critical_function_001.phpt
   critical_function_002.phpt
   optional_function_001.phpt
   optional_function_002.phpt

ソース以外のファイル

作成した拡張モジュールを PHP の Subversion リポジトリ (通常は » PECL) にチェックインする際には、 .svnignore というファイルを使用します。 ext_skel が作成するこのファイルの雛形は、 次のようになります。
.deps
*.lo
*.la

これは、PHP のビルドシステムが作成する中間ファイルを無視するよう Subversion に指示するためのものです。 単に利便性のためだけに存在するものであり、 省略しても悪影響はありません。

CREDITS ファイルには、 その拡張モジュールの開発に協力してくれた人たちやメンテナの情報を プレーンテキストで記述します。このファイルの主要な目的は、 バンドルされている拡張モジュールが phpcredits() で使用する情報を作成することにあります。 このファイルの
最初の行には拡張モジュールの名前、 そしてその次の行には協力者をカンマ区切りで指定します。 協力者の一覧は、通常は開発に参加した順に並べます。 » PECL パッケージでは、これらの情報はすでに package.xml などで管理されています。 ですので、このファイルを省略
しても特に問題はありません。

package.xml ファイルは、» PECL 拡張モジュールに特有のものです。これはメタ情報ファイルであり、 その拡張モジュールの依存性や作者、インストール要件などの情報を含みます。 拡張モジュールを » PECL で公開するつもりがないのであれば、 このファイルは不要です。

基本構造
C 言語は、非常に低レベルなレイヤーを今風に扱えるようにした言語です。 PHP のように組み込みでさまざまな機能が用意されているわけではありません。 リフレクションや動的モジュール読み込み、範囲チェック、 スレッドセーフなデータ管理、さまざまなデータ構造 (リン
クリストやハッシュテーブルなど) は組み込みの機能としては用意されていません。 と同時に、C 言語はプログラミング言語としての一般的な機能はすべて兼ね備えています。 それなりに努力しさえすれば、先ほどあげた内容はすべて実現可能です。 実際、Zend Engine では
これらをすべて利用することができます。

Zend API を、拡張しやすくかつわかりやすいものにするためにさまざまな努力を重ねてきました。 しかし、C 言語はどんな拡張に対しても何らかの宣言が必要となるものであり、 不慣れな人が見ると冗長に感じたり説明不足に感じたりすることは避けられません。 これから説
明していくこれらの言語構造は、Zend Engine 2 や 3 においては "一度書いたらあとは忘れてしまってよい" ものです。 ここで示すのは、PHP 5.3 の ext_skel で生成したファイル php_counter.h および counter.c の抜粋です。どのような宣言が生成されるのかをごらんくだ
さい。

注意: 勘のいい方ならお気づきでしょうが、 実際のファイルにはここであげた以外にもいくつかの宣言があります。 これらの宣言は Zend サブシステム群に固有のものであり、 ここで説明するのは適切ではありません。
extern zend_module_entry counter_module_entry;
#define phpext_counter_ptr &counter_module_entry

#ifdef PHP_WIN32
#    define PHP_COUNTER_API __declspec(dllexport)
#elif defined(__GNUC__) && __GNUC__ >= 4
#    define PHP_COUNTER_API __attribute__ ((visibility("default")))
#else
#    define PHP_COUNTER_API
#endif

#ifdef ZTS
#include "TSRM.h"
#endif

#ifdef HAVE_CONFIG_H
#include "config.h"
#endif

#include "php.h"
#include "php_ini.h"
#include "ext/standard/info.h"
#include "php_counter.h"

/* ... */

#ifdef COMPILE_DL_COUNTER
ZEND_GET_MODULE(counter)
#endif

counter_module_entry の行では、 グローバル変数とそれを指すポインタのマクロを宣言しています。 ここにはその拡張モジュール用の zend_module_entry が格納されます。 後で説明するように "真の" グローバル変数には弱点もありますが、 ここでの使用は意図的な
ものです。 この変数を誤用しないよう、Zend では予防措置を行っています。
PHP_COUNTER_API は、PHP 以外の関数から使用するために宣言しているものです。 他のモジュールから使わせるためにエクスポートすることを想定しています。 counter 拡張モジュールではこれを宣言していないので、 最終版のヘッダファイルではこのマクロを取り除き
ます。 PHPAPI マクロは完全に別の場所で宣言されており、 標準のモジュールが phpinfo() 関数を実行する際に使用します。
PHP あるいは拡張モジュールをスレッドセーフ環境でコンパイルしない場合は TSRM は使用しません。そのため TSRM.h のインクルードは不要です。
標準のインクルードファイル群として、特にその拡張モジュール自身の php_counter.h が存在します。 config.h は、configure が決定した結果にアクセスできるようにするものです。 php.h は、 PHP や Zend API との橋渡しを担当します。 php_ini.h は、実行時設定
(INI) エントリ用の API を追加します。 すべての拡張モジュールがこれを使うというわけではありません。 最後に、ext/standard/info.h が上記の phpinfo() API をインポートします。
COMPILE_DL_COUNTER が configure で定義されるのは、counter 拡張モジュールが有効になっており、 かつ PHP への静的リンクではなく動的ロードモジュールとしてビルドする場合のみです。 ZEND_GET_MODULE で定義するちょっとした関数を使用して、 Zend はその拡張
モジュールの zend_module_entry を実行時に取得します。

注意: counter モジュールを静的にビルドしようとして main/php_config.h を調べた人の中には HAVE_COUNTER という定数が定義されていることにお気づきのかたもおられるかもしれません。 この定数はソースコードのどこでも用いられていません。 理由は簡
単で、このチェックは行われないからです。 このチェックは不要なのです。 拡張モジュールが有効になっていなければ、 そのファイルがコンパイル対象となることはないからです。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/
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zend_module 構造体
PHP 拡張モジュールのソースファイルの中には、 C プログラマにとって目新しいものがいくつか含まれています。 これらの中でも最も重要であり、 拡張モジュールを開発するにあたって最初にさわることになるのが zend_module 構造体です。 この構造体には豊富な情報が格
納されており、 その拡張モジュールの依存性やバージョン、コールバック、 その他重要なデータを Zend Engine に伝える役割を果たします。 この構造体の中身は、何度も大幅に変更されています。 ここでは、PHP 5.2 の時点の情報をもとにして説明します。 PHP 5.3 では
少々変更されている点もあります。

counter.c での zend_module の宣言は、次のようになります。これは、 ext_skel --extname=counter で生成したものをもとにして、既に存在しないいくつかの構造体を削除したものです。

例1 counter 拡張モジュールにおける zend_module の宣言部
/* {{{ counter_module_entry
 */
zend_module_entry counter_module_entry = {
    STANDARD_MODULE_HEADER,
    "counter",
    counter_functions,
    PHP_MINIT(counter),
    PHP_MSHUTDOWN(counter),
    PHP_RINIT(counter),        /* Replace with NULL if there's nothing to do at request start */
    PHP_RSHUTDOWN(counter),    /* Replace with NULL if there's nothing to do at request end */
    PHP_MINFO(counter),
    "0.1", /* Replace with version number for your extension */
    STANDARD_MODULE_PROPERTIES
};
/* }}} */

最初はちょっとひるむかも知れませんが、 大半の部分はよく見れば非常に単純です。 次に示すのは、PHP 5.3 の zend_modules.h における zend_module の宣言部です。

例2 PHP 5.3 における zend_module の定義
struct _zend_module_entry {
    unsigned short size;
    unsigned int zend_api;
    unsigned char zend_debug;
    unsigned char zts;
    const struct _zend_ini_entry *ini_entry;
    const struct _zend_module_dep *deps;
    const char *name;
    const struct _zend_function_entry *functions;
    int (*module_startup_func)(INIT_FUNC_ARGS);
    int (*module_shutdown_func)(SHUTDOWN_FUNC_ARGS);
    int (*request_startup_func)(INIT_FUNC_ARGS);
    int (*request_shutdown_func)(SHUTDOWN_FUNC_ARGS);
    void (*info_func)(ZEND_MODULE_INFO_FUNC_ARGS);
    const char *version;
    size_t globals_size;
#ifdef ZTS
    ts_rsrc_id* globals_id_ptr;
#else
    void* globals_ptr;
#endif
    void (*globals_ctor)(void *global TSRMLS_DC);
    void (*globals_dtor)(void *global TSRMLS_DC);
    int (*post_deactivate_func)(void);
    int module_started;
    unsigned char type;
    void *handle;
    int module_number;
};

これらのフィールドの多くは、決して拡張モジュールの作者が触ることはありません。 数多くのマクロが標準で用意されており、 そのマクロが適切な値を自動的に設定します。 STANDARD_MODULE_HEADER マクロは、 deps フィールドまでのすべての内容を埋めます。 一方
STANDARD_MODULE_HEADER_EX は deps フィールドを空のままにしておき、 開発者が使えるようにします。name から version までのすべてのフィールドは、開発者が設定する必要があります。 その後、STANDARD_MODULE_PROPERTIES マクロで構造体の残りのフィールドを埋めま
す。あるいは STANDARD_MODULE_PROPERTIES_EX マクロを使用すると、 extension global と post-deactivation function のフィールドを空のままにします。 いまどきの拡張モジュールのほとんどは、モジュールグローバルを使用します。

注意:

ショートカットマクロに頼らず、構造体のフィールドをすべて自分で設定したい場合は、 この表の値を使用します。 これはお勧めしません。 そのフィールドの "正しい" 値は変わる可能性があります。 可能な限りマクロを使用するようにしましょう。

モジュール構造体のフィールドの値
フィールド 値 説明

size [1] [2] [3] sizeof(zend_module_entry) この構造体の大きさ (バイト数)。
zend_api [1] [2] [3] ZEND_MODULE_API_NO モジュールをコンパイルした Zend API のバージョン。
zend_debug [1] [2] [3] ZEND_DEBUG モジュールがデバッグモードでコンパイルされていることを示すフラグ。
zts [1] [2] [3] USING_ZTS モジュールが ZTS (TSRM) を有効にしてコンパイルされていることを示すフラグ (メモリ管理 を参照ください)。
ini_entry [1] [3] NULL このポインタは Zend の内部で用い、 モジュールで宣言した非ローカルの INI エントリへの参照を保持します。
deps [3] NULL モジュールの依存性一覧へのポインタ。
name "mymodule" モジュールの名前。これは "spl" あるいは "standard" のような短い名前です。
functions mymodule_functions モジュールの関数テーブルへのポインタ。 Zend は、これを使用してモジュール内の関数をユーザ空間に公開します。
module_startup_func PHP_MINIT(mymodule) コールバック関数です。Zend は、特定の PHP インスタンスで そのモジュールが最初にロードされるときにこれをコールします。
module_shutdown_func PHP_MSHUTDOWN(mymodule) コールバック関数です。Zend は、特定の PHP インスタンスから そのモジュールがアンロードされるとき (通常は最後のシャットダウン時) にこれをコールします。

request_startup_func PHP_RINIT(mymodule) コールバック関数です。Zend は、各リクエストの開始時にこれをコールします。 これは、可能な限り短くするか NULL にしておかなければなりません。 リクエストのたびにこれをコールす
るコストがかかるからです。

request_shutdown_func PHP_RSHUTDOWN(mymodule) コールバック関数です。Zend は、各リクエストの終了時にこれをコールします。 これは、可能な限り短くするか NULL にしておかなければなりません。 リクエストのたびにこれをコールす
るコストがかかるからです。

info_func PHP_MINFO(mymodule) コールバック関数です。Zend は、phpinfo() 関数がコールされたときにこれをコールします。
モジュールのバージョンを表す文字列。モジュールの作者が指定したものです。 バージョン番号の形式は、 version_compare() に対応したもの (たとえば "1.0.5-dev") か CVS や SVN のリ
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version NO_VERSION_YET
ビジョン番号 (たとえば "$Rev: 301958 $") にあわせたものにしておくことを推奨します。

globals_size [1] [4] [5] [6] sizeof(zend_mymodule_globals) このモジュール用のグローバル構造体が存在する場合のサイズ。
globals_id_ptr [1] [4] [5]
[6] [7] &mymodule_globals_id

定数 USING_ZTS が TRUE かどうかによって、 これらふたつのフィールドのうちのいずれかひとつだけが存在します。 最初のほうはモジュールのグローバル用の TSRM アロケーションテーブ
ルへのインデックス、 後のほうはグローバルへの直接のポインタとなります。globals_ptr [1] [4] [5] [6]

[8] &mymodule_globals

globals_ctor [4] [5] [6] PHP_GINIT(mymodule) この関数は module_startup_func の 前に コールされ、モジュールのグローバルを初期化します。
globals_dtor [4] [5] [6] PHP_GSHUTDOWN(mymodule) この関数は module_shutdown_func の 後に コールされ、モジュールのグローバルを破棄します。
post_deactivate_func [4] ZEND_MODULE_POST_ZEND_DEACTIVATE_N(mymodule)この関数は、リクエストの終了処理の後で Zend からコールされます。 めったに使われることはありません。
module_started [1] [9]
[4] 0

これらのフィールドは、Zend の内部管理用の情報を扱うために使用します。type [1] [9] [4] 0
handle [1] [9] [4] NULL

module_number [1] [9]
[4] 0

[1] このフィールドは、モジュール開発者が使うものではありません。
[2] このフィールドは STANDARD_MODULE_HEADER_EX が設定します。
[3] このフィールドは STANDARD_MODULE_HEADER が設定します。
[4] このフィールドは STANDARD_MODULE_PROPERTIES が設定します。
[5] このフィールドは NO_MODULE_GLOBALS が設定します。
[6] このフィールドは PHP_MODULE_GLOBALS が設定します。
[7] このフィールドが存在するのは USING_ZTS が TRUE のときだけです。
[8] このフィールドが存在するのは USING_ZTS が FALSE のときだけです。
[9] このフィールドは STANDARD_MODULE_PROPERTIES_EX が設定します。

構造体の設定の実例

これだけ多くのフィールドがあると、 どれが何のためのものなのかがなかなかわかりにくいものです。 ここで、サンプルの "counter" 拡張モジュールにおける zend_module の定義の最終形を見てみましょう。

例3 Counter 拡張モジュールの定義
/* {{{ counter_module_entry
 */
zend_module_entry counter_module_entry = {
    STANDARD_MODULE_HEADER,
    "counter",
    counter_functions,
    PHP_MINIT(counter),
    PHP_MSHUTDOWN(counter),
    PHP_RINIT(counter),
    PHP_RSHUTDOWN(counter),
    PHP_MINFO(counter),
    NO_VERSION_YET,
    PHP_MODULE_GLOBALS(counter),
    PHP_GINIT(counter),
    PHP_GSHUTDOWN(counter),
    NULL,
    STANDARD_MODULE_PROPERTIES_EX
};
/* }}} */

このモジュールは他の何にも依存していないので、 STANDARD_MODULE_HEADER を使用します。
"counter" がこの拡張モジュールの名前で、 このモジュールが Zend に渡すさまざまなコールバック関数の名前がこれをもとに決まります。 "counter" は、モジュール、グローバル、そしてリクエスト単位の 初期化関数とシャットダウン関数を使用し、phpinfo() 用の情報
も提供します。したがって、7 つのコールバックをすべて定義することになります。
モジュール定義を含むファイルの前のほうには zend_function_entry * 型の変数 counter_functions が定義されているはずです。 この部分では、そのモジュールがユーザに公開する関数の一覧が見られます。
NO_VERSION_YET は、そのモジュールにバージョンがないことを Zend に教えてあげるうまいやりかたです。実際に使用するモジュールの場合は、 この部分には "1.0" などを入れることになるでしょう。
"counter" はモジュール単位のグローバル変数を使用するので、 PHP_MODULE_GLOBALS を使用しています。
このモジュールには後処理後の関数がないので、NULL を指定しています。
このモジュールはグローバル変数を 使う ので、 構造体の最後には STANDARD_MODULE_PROPERTIES_EX を使用しています。

5.2 と 5.3 の違いは?

何もありません。 PHP 5.2 と PHP 5.3 での zend_module 構造体の唯一の違いは、いくつかの const キーワードだけです。

拡張モジュールのグローバル変数
PHP 拡張モジュールのグローバル変数とは

C のような言語における "グローバル" 変数とは、 特別な宣言をしなくてもすべての関数からアクセスできる変数のことです。 この昔ながらのグローバル変数には、いくつかの弱点があります。

コンパイラに特別なオプションを設定しない限り、 グローバル変数はプログラム内の任意の場所からアクセスしたり変更したりできるようになります。 実際にコード中でそれが必要になるかどうかにかかわらずです。
標準的なグローバル変数はスレッドセーフではありません。
変数そのものだけでなく、グローバル変数の名前もグローバルとなります。
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PHP 拡張モジュールのグローバル変数は、どちらかというと "extension state (拡張モジュールの状態)" と呼んだほうが適切でしょう。 ほとんどのモジュールは、関数コールの間に自分が何をしているのかを覚えておく必要があるからです。 "counter" 拡張モジュールは、その
最たる例でしょう。 基本インターフェイスでは、カウンタの値を永続化させています。 Zend や PHP にあまりなじみのないプログラマのみなさんは、counter.c で値を保存するときにこんな風にしてしまいがちです。

例1 カウンタの基本インターフェイスで値を保存するときの間違った方法
/* ... */
static long basic_counter_value;

/* ... */

PHP_FUNCTION(counter_get)
{
    RETURN_LONG(basic_counter_value);
}

上っ面だけ見ればこれは正しそうに見えるでしょうし、 実際のところ単純なテストでは正しく動作します。 しかし、複数の PHP が同一スレッドで動作することもよくあります。 そんな場合は counter モジュールの複数のインスタンスが存在することになります。 そして複数
のスレッドが同じカウンタの値を共有することになりますが、 これが望ましい結果でないことは明らかです。 さらに別の問題もあります。別の拡張モジュールが ある日たまたま同じ名前のグローバル変数を持つことになったとしましょう。 C のスコープの規則では、この場合
コンパイルが失敗してしまう可能性があります。 さらに悪いことに、実行時エラーとなる可能性もあります。 少し頭を使う必要があるでしょう。 そこで Zend では、スレッドセーフなモジュール単位のグローバル変数をサポートしています。

モジュール単位のグローバルの宣言

そのモジュールで使うグローバル変数がひとつであろうと大量であろうと、 それを構造体の中で定義したうえで構造体を宣言しなければなりません。 モジュール間での名前の衝突を防いでそれを支援するマクロが ZEND_BEGIN_MODULE_GLOBALS() や
ZEND_END_MODULE_GLOBALS() そして ZEND_DECLARE_MODULE_GLOBALS() です。 これらのマクロに渡すパラメータはモジュールの短い名前で、 counter モジュールの場合は "counter" となります。 php_counter.h でのグローバル構造体の宣言の例を示します。

例2 counter モジュールのグローバル変数
ZEND_BEGIN_MODULE_GLOBALS(counter)
    long        basic_counter_value;
ZEND_END_MODULE_GLOBALS(counter)

そして、これが counter.c での宣言です。

例3 counter モジュールのグローバル構造体宣言
ZEND_DECLARE_MODULE_GLOBALS(counter)

モジュールグローバルへのアクセス

先ほど説明したように、モジュール単位のグローバルは C の構造体の内部で宣言されており、その名前は Zend マクロで隠蔽されています。 構造体のメンバーにアクセスするための最もよい方法は、 これらのマクロを使用することです。 したがって、ほとんどすべてといって
いいほどの拡張モジュールには、 ヘッダファイルのどこかに次のような宣言があります。

例4 モジュール単位のグローバルにアクセスするためのマクロ
#ifdef ZTS
#define COUNTER_G(v) TSRMG(counter_globals_id, zend_counter_globals *, v)
#else
#define COUNTER_G(v) (counter_globals.v)
#endif

注意: これは Zend API によって Zend マクロに一般化されるようになるかもしれません。 しかし PHP 5.3 の時点では (そして執筆時点では PHP 6 でも)、 まだそのようにはなっていません。 グローバルへのアクセサは、 ext_skel がヘッダに書き込みます。 開発者
がそのマクロの名前を変更しようとしない限り、通常はそのままにしておきます。

注意: COUNTER_G は ext_skel がつけたマクロ名ですが、 この名前でなければならないというわけではありません。たとえば FOO などに変更してもかまいません。

したがって、counter 拡張モジュールのコード内でグローバルにアクセスするには必ず COUNTER_G マクロを使用しなければなりません。

警告

グローバルにアクセスする関数は、Zend マクロで宣言するか最後の引数を TSRMLS_DC にするか、 あるいはグローバルにアクセスする前に TSRMLS_FETCH マクロをコールするようにしなければなりません。 詳細は TSRM のドキュメント を参照ください。

これらすべてを考慮すると、 counter_get() の新しいバージョンはこのようになります。

例5 正しい方法での基本カウンタインターフェイスの値の保存
/* php_counter.h */
ZEND_BEGIN_MODULE_GLOBALS(counter)
    long        basic_counter_value;
ZEND_END_MODULE_GLOBALS(counter)

#ifdef ZTS
#define COUNTER_G(v) TSRMG(counter_globals_id, zend_counter_globals *, v)
#else
#define COUNTER_G(v) (counter_globals.v)
#endif

/* counter.c */
ZEND_DECLARE_MODULE_GLOBALS(counter)

/* ... */

PHP_FUNCTION(counter_get)
{
    RETURN_LONG(COUNTER_G(basic_counter_value));
}

これは正しい実装です。しかし、完全なものではありません。その理由は 拡張モジュールのライフサイクル で説明します。

拡張モジュールのライフサイクル
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PHP の拡張モジュールは、そのライフサイクルにおいていくつかの段階をたどります。 これらの段階を通じて、開発者はさまざまな初期化や後処理そして情報の取得などを行います。 Zend API には、拡張モジュールの 5 つの段階のそれぞれに対するフックがあります。 これ
らは PHP の関数からコールされるのとは別のものです。

ロード、アンロードそしてリクエスト

Zend エンジンは、クライアントからのひとつあるいは複数の "リクエスト" を処理します。昔ながらの CGI の実装では、 このリクエストごとにひとつのプロセスを実行します。 しかし、それ以外の多くの実装 (有名どころでは Apache モジュールなど) では、複数のリクエスト
を単一の PHP プロセスに関連付けることができます。 したがって、PHP の拡張モジュールはその生存期間中に多くのリクエストを処理することもありえます。

概要

Zend API では、モジュールがメモリにロードされるのは対応する PHP プロセスが立ち上がる際だけです。 各モジュールは、zend_module 構造体で定義された "モジュール初期化" 関数をロード時に実行します。
対応する PHP プロセスがクライアントからのリクエストの処理を開始する (つまり、PHP インタプリタが動き始める) ときには、 各モジュールは zend_module 構造体で定義された "リクエスト初期化" 関数を実行します。
対応する PHP プロセスがリクエストの処理を終了したときには、 各モジュールは zend_module 構造体で定義された "リクエスト後処理" 関数を実行します。
対応する PHP プロセスが終了する際に、 モジュールも順にメモリからアンロードされます。そのときには、 各モジュールは zend_module 構造体で定義された "モジュール後処理" 関数を実行します。

何をどこでするのか

これら 4 つのポイントでは、多くの作業が行われます。 この表では、一般的な初期化と後処理がどこで行われるのかをまとめます。

何をどこでするのか
モジュールの初期化/後処理 リクエストの初期化/後処理

モジュールグローバル変数の割り当て/解除と初期化リクエスト固有の変数の割り当て/解除と初期化
クラスエントリの登録/解除  
INI エントリの登録/解除  
定数の登録  

phpinfo() コールバック

グローバルの初期化や実際に使われるコールバックとは別に、 モジュールのライフサイクルにかかわるものがもうひとつあります。 phpinfo() のコールです。 ユーザがこれをコールした際の出力には、 コールした時点で PHP インタプリタに読み込まれている各拡張モジュール
からの出力が含まれます。 結果が HTML であるかそれ以外であるかにはかかわりません。

各フォーマットに依存しない出力を得るために、ヘッダファイル "ext/standard/info.h" に関数の配列が含まれており、 これらを用いて標準化された表示要素を生成します。 特に、以下のいくつかの関数で、おなじみの表を作成します。

php_info_print_table_start()
phpinfo() 出力用のテーブルを開きます。 パラメータは受け取りません。

php_info_print_table_header()
phpinfo() 出力用のテーブルヘッダを表示します。 1 つのパラメータとしてカラム数を受け取り、それと同じ数の char * パラメータで各カラムヘッダのテキストを受け取ります。

php_info_print_table_row()
phpinfo() 出力用のテーブルの行を表示します。 1 つのパラメータとしてカラム数を受け取り、それと同じ数の char * パラメータで各カラムのテキストを受け取ります。 content.

php_info_print_table_end()
事前に php_info_print_table_start() で開いたテーブルを閉じます。 パラメータは受け取りません。

これら 4 つの関数を使用すると、拡張モジュールのほぼすべての機能の情報を出力することができます。 これは、counter 拡張モジュールの情報出力用コールバックです。

例1 counter の PHP_MINFO 関数
/* {{{ PHP_MINFO(counter) */
PHP_MINFO_FUNCTION(counter)
{
    char        buf[10];

    php_info_print_table_start();
    php_info_print_table_row(2, "counter support", "enabled");
    snprintf(buf, sizeof(buf), "%ld", COUNTER_G(basic_counter_value));
    php_info_print_table_row(2, "Basic counter value", buf);
    php_info_print_table_end();
}
/* }}} */

拡張モジュールのテスト
よりよいプログラミングを行うにはテストが必須でしょう。 PHP では、回帰テスト用のテストハーネスを準備しており、それは run-tests.php というスクリプトになっています。

あるモジュール用の手宇sとは、そのモジュールのフォルダ内のサブディレクトリ tests/ に作成し、拡張子は .phpt とします。PHPT フォーマットの詳細については » http://qa.php.net/ を参照ください。

メモリ管理
目次

基本的なメモリ管理
データの持続性
スレッドセーフなリソースマネージャ

http://qa.php.net/
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Zend Engine のメモリ管理は、シンプルそうに見えますがそうではありません。 まず API について学習し、その背後にある概念を理解する必要があります。 しかしそれさえあれば十分です。

基本的なメモリ管理
C 言語でのプログラミングでは、開発者がメモリ管理を自分で行う必要があります。 PHP はウェブサーバのモジュールとして使われることが多いので、 メモリリークを引き起こさないようにメモリ管理が特に重要となります。 さらに注意を要するのは、PHP がスレッド環境で
使われる可能性があるということです。 この場合、グローバル変数が競合状態になる可能性があります。 スレッドグローバルなデータの扱いかたについての情報は、 スレッドの分離機能を扱う スレッドセーフなリソースマネージャ のドキュメントを参照ください。

これらに加え、さらに Zend Engine 独特のパターンとして注意しなければならないのは、 比較的短時間の間に zval 構造体やその他の小さなメモリブロックの確保と解放を 頻繁に繰り返すということです。PHP のメモリ管理では、 memory_limit にも注意を払わなければなり
ません。

これらの要件を満たすために Zend Engine は、 リクエスト単位のデータを処理するための特別なメモリマネージャを提供しています。 リクエスト単位のデータとは、単一のリクエストを処理するためにのみ必要となるデータで リクエストが終了する時点で解放されるもので
す。 拡張モジュールの作者は、通常は以下の表にあるルーチンを使うだけで済むことになります。 これらは利便性を考慮してマクロとして実装されていますが、 このドキュメントでは関数として扱います。

主要メモリ API 群
プロトタイプ 説明

void *emalloc(size_t size) size バイトのメモリを確保する。
void *ecalloc(size_t nmemb, size_t size) size バイトのバッファを nmemb 件ぶん作成し、ゼロで初期化する。
void *erealloc(void *ptr, size_t size) バッファ ptr のサイズを変更する。 emalloc を用いて size バイトのメモリを確保する。
void efree(void *ptr) ptr が指すバッファを解放する。 解放するバッファは emalloc で確保したものでなければならない。
void *safe_emalloc(size_t nmemb, size_t size, size_t
offset)

size バイトのブロックを nmemb 個、そしてそれに加えて offset バイトを保持するバッファを確保する。 emalloc(nmemb * size + offset) と似ているが、 それに加えてオーバーフロー対策の特別なプロテクトが施
される。

char *estrdup(const char *s) NULL 終端の文字列 s を保持できる大きさのバッファを確保し、 s をそのバッファにコピーする。
char *estrndup(const char *s, unsigned int length) estrdup と似ているが、NULL 終端文字列の長さが事前にわかっている場合に使う。

注意: C 標準ライブラリの同等の関数群とは異なり、Zend Engine のメモリ管理関数はメモリの確保に失敗しても NULL を返しません。 そのかわりに、処理を放棄して現在のリクエストを終了させます。

上でも説明したように、メモリをきちんと管理してメモリリークを防ぐことは非常に大切です。 確保したメモリは、不要になったらすぐ解放するようにしましょう。 安全策として、Zend Engine では、上の API 群で確保したメモリは リクエストの終了時にすべて解放するよう
になっています。 --enable-debug オプションつきで PHP をビルドした場合は、 これは警告を発生させます。

例1 PHP のメモリリーク警告
ZEND_FUNCTION(leak)
{
    long leakbytes = 3;

    if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "|l", &leakbytes) == FAILURE) {
        return;
    }

    emalloc(leakbytes);
}

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
[Thu Oct 22 02:14:57 2009]  Script:  '-'
/home/johannes/src/PHP_5_3/Zend/zend_builtin_functions.c(1377) :  Freeing 0x088888D4 (3 bytes), script=-
=== Total 1 memory leaks detected ===

注意: PHP の変数を扱う際には、変数用のメモリを emalloc で確保して参照カウンタに注意を払う必要があります。 詳細は 変数の作成 を参照ください。

注意: このリーク検出機能が働くのは、emalloc で確保したメモリブロックに対してのみです。 より詳細な解析を行うには、valgrind や libumem といったメモリチェッカーを使うことをおすすめします。 これらによる解析時には、PHP のメモリチェッカーを無効化
することもできます。 そのためには、環境変数 USE_ZEND_ALLOC=0 を設定してから PHP を開始させます。

データの持続性

スレッドセーフなリソースマネージャ

変数の作成
目次

導入
変数の作成と値の設定

導入
PHP コアで変数を扱うには、PHP で使われるさまざまな基本概念を身につける必要があります。 まず最初に、PHP は動的で弱い型付けの言語です。 次に、PHP は copy on write 方式と参照カウントを使ってメモリを管理しています。 参照カウント方式と参照の挙動についての
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詳細は 参照カウント法の原理 の章を参照ください。

PHP の変数は、二つの部分で構成されています。 シンボルテーブル内でのエントリとして用いられる「ラベル」と、 実際の値を格納する「変数コンテナ」です。ここでは、主に変数コンテナについて扱います。

変数コンテナは実際のコードの中では zval と呼ばれ、 変数を処理するために必要なすべてのデータを保持しています。 値そのもののほかにも、現在の型、そのコンテナを指すラベルのカウンタ、 ラベルを参照として扱うかコピーとして扱うかを示すフラグなどが含まれます。
PHP 5.3 では、それに関連する構造体が Zend/zend.h で次のように定義されています。
typedef struct _zval_struct zval;

typedef union _zvalue_value {
    long lval;                 /* long value */
    double dval;               /* double value */
    struct {                   /* string type */
        char *val;
        int len;
    } str;
    HashTable *ht;             /* hash table value */
    zend_object_value obj;
} zvalue_value;
 
struct _zval_struct {
    /* Variable information */
    zvalue_value value;        /* value */
    zend_uint refcount__gc;
    zend_uchar type;           /* active type */
    zend_uchar is_ref__gc;
};

zvalue_value を見れば、 内部的に使う型やフィールドがその名前とコメントから読み取れるでしょう。 PHP の配列が実際のところはハッシュテーブルであることなどもわかります。 とはいえ、PHP の型のなかでここに登場していないものもあります。 NULL や boolean、そして
resources です。 NULL については値は不要です。NULL がこの型の値となるからです。 boolean と resource については、PHP が value フィールドを再利用します。 boolean 型の場合、false なら 0、true なら 1 を保持します。 resource 型の場合は、リソース id を保持します。

良いお知らせです。このあたりの事情についての詳しい知識は不要です。 というのも、アクセス用のマクロがきちんと用意されているからです (PHP にはよくあることでず)。 悪いお知らせです。マクロは膨大な数にのぼります。 zval をいろいろな方面から使うマクロだけでな
く zval へのポインタを扱うマクロもあり、さらには zval のポインタへのポインタを扱うためのマクロや ポインタの参照先を操作するためのショートカットまで存在します。 これらのマクロが定義されているのは Zend/zend.h、 Zend/zend_operators.h そして Zend/zend_API.h
です。

変数の作成と値の設定

関数の作成
拡張モジュールの主要な要素のひとつが、 PHP のユーザ空間にエクスポートする関数です。 オブジェクト指向の拡張モジュールを書こうとしている場合でも、 この章を読んでおくことをおすすめします。 ここにある情報の大半はメソッドを書く場合にもあてはまるからです。

ext_skel で新しい基盤を作った後などに新しい関数を追加するには、 その内容を C の関数として実装して、 作った関数のエントリを拡張モジュールの関数テーブルに追加します。 関数のエントリには、引数情報の構造体へのポインタを含めることができます。 パラメータを参
照で渡したり参照を返したりするのでない限り、 引数情報を渡すことは必須ではありません。しかし、情報を渡しておけば PHP の Reflection API からアクセスできるようになります。以下の例でわかるとおり、 パラメータはそのまま実装へ渡されるわけではなく スタックに積
んで渡されます。 このスタックは関数の実装によってチェックされます。 関数の実装は直接の情報源とはなりません。

例1 関数をひとつ持つ最小限の PHP 拡張モジュール
/* {{{ proto void hello_world()
       Do nothing */
PHP_FUNCTION(hello_world)
{
}
/* }}} */

/* {{{ arginfo_hello_world */
ZEND_BEGIN_ARG_INFO(arginfo_hello_world, 0)
ZEND_END_ARG_INFO()
/* }}} */

/* {{{ demo_functions */
function_entry demo_functions[] = {
    PHP_FE(hello_world, arginfo_hello_world)
    {NULL, NULL, NULL}
}
/* }}} */

/* {{{ demo_module_enry */
zend_module_entry demo_module_entry = {
#if ZEND_MODULE_API_NO >= 20010901
    STANDARD_MODULE_HEADER,
#endif
    "demo",
    demo_functions,
    NULL,
    NULL,
    NULL,
    NULL,
    NULL,
#if ZEND_MODULE_API_NO >= 20010901
    "1.0.0",
#en
    STANDARD_MODULE_PROPERTIES
}
/* }}} */

この例では、上で説明した要素やモジュールの構造を確認することができます。 この構造に見覚えがない場合は zend_module 構造体 を見直してみましょう。

この拡張モジュールの最初の部分は、実際の実装です。 慣習として、エクスポートする関数の前には二行のコメントをつけることになっています。 コメントには、利用者向けの関数プロトタイプと 一行での短い説明を記述します。

PHP の異なるバージョン間でソースコードの互換性を保持するため、 関数の宣言を PHP_FUNCTION マクロでラップしています。 PHP 5.3 を使っている場合、コンパイラのプリプロセッサは これを次のような関数に変換します。
void zif_hello_world(int ht, zval *return_value, zval **return_value_ptr,
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                     zval *this_ptr, int return_value_used TSRMLS_DC)
{
}

ユーザ空間にエクスポートする関数や C の別の関数との名前の衝突を避けるため、 エクスポートする関数の C のシンボルには先頭に zif_ を付け加えます。 また、このプロトタイプでは引数スタックを参照していないことにもお気づきでしょう。 PHP から渡されたパラメータ
へのアクセス方法については後で説明します。 この表は、C レベルでのパラメータをまとめたものです。これらは INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS マクロでも定義されています。 これらのパラメータは、PHP のバージョンが変われば変化する可能性があることに注意しましょ
う。 提供されているマクロ経由で使わなければなりません。

INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS
名前と型 説明 アクセス用のマクロ

int ht ユーザから渡された実際のパラメータの数 ZEND_NUM_ARGS()

zval *return_value PHP 変数へのポインタ。ユーザに返す値をここに格納します。 デフォルトの型は IS_NULL です。 RETVAL_*, RETURN_*
zval **return_value_ptr PHP に参照を返す場合は、ここに変数へのポインタを設定します。 参照を返すことは推奨しません。  
zval *this_ptr メソッドコールの場合に、これは $this オブジェクトを保持する PHP の変数を指します。 getThis()

int return_value_used 返す値を呼び出し元で使うかどうかを示すフラグ。  

先ほども説明したように、上の関数は単に NULL を返すだけで他に何もしません。 PHP 側からこの関数をコールするときには任意の数のパラメータを指定することができます。 もう少し実用的な関数は、大きく四つの部分にわけることができます。

1. ローカル変数の宣言。C ではローカル変数の宣言が必要です。 これは関数の先頭で行います。

2. パラメータのパース。 PHP はパラメータを特別なスタックに積んで渡すので、 そこからパラメータを取り出して読み込み、型を検証し、 必要に応じてキャストし、何か問題があれば回避します。

3. 実際のロジック。必要な処理を書きます。

4. 返り値の設定、後始末。そして結果を返します。

場合によってはこれらの順序は前後することもあります。 特に最後のふたつは一緒になってしまうことも多いでしょう。 しかし、この順序を守っておくほうがよいでしょう。

例2 単純な関数
/* {{{ proto void hello_world(string name)
   Greets a user */
PHP_FUNCTION(hello_world)
{
    char *name;
    int name_len;

    if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "s", &name, &name_len) == FAILURE) {
        return;
    }

    php_printf("Hello %s!", name);

    RETURN_TRUE;
}
/* }}} */

この関数は、先ほどの各部分を示したものです。 まずは最後の行から見ていきましょう。php_printf は、容易に想像できるとは思いますが、標準 C の関数 printf の PHP 版です。printf とは異なり、 この関数はプロセスの STDOUT には出力せず 現在の出力ストリームに表示し
ます。出力ストリームはユーザ側でバッファリングされることもあります。 PHP の API のほとんどはバイナリセーフではありません。name に NULL バイトが含まれている場合、php_printf はそれ以降を無視してしまうことに注意しましょう。 バイナリセーフな出力には
PHPWRITE を使わなければなりません。

注意: 一般に、データを直接出力ストリームに送るよりはユーザに文字列として返すことを推奨します。 そうすれば、ユーザ側で何処に出力するかを決めさせることができます。 この方針の例外は、画像のようなバイナリデータを扱うときです。 そのようなデータを
扱うための方法を API で用意しておく必要があります。

最後の行にあるマクロ RETURN_TRUE は三つのことを行います。 return_value ポインタで取得した変数の型を IS_BOOLEAN に設定し、その値を true として、 C の関数から処理を返します。 つまり、このマクロを使うとメモリやその他のリソースの後始末も完了し、 関数内のそれ
以降のコードは実行されません。

zend_parse_parameters() 関数の役割は、 ユーザが渡したパラメータを引数スタックから読み込んで 適切なキャストを施してローカルの C 変数に格納することです。 ユーザが渡すパラメータの数が間違っていたりキャストに失敗したりした場合は、 エラーを発生させて FAILURE
を返します。 この場合は何もせずに関数から抜けます。return_value は手を加えずそのままで、ユーザへの返り値はデフォルトの NULL となります。

注意: FAILURE は -1、そして SUCCESS は 0 であることを覚えておきましょう。 コードの可読性を考慮して、値を比較するときは常にこの定数をつかうべきです。

zend_parse_parameters() の最初のパラメータは、 ユーザからその関数に渡された実際のパラメータの数です。 この数は ht パラメータで渡されていますが、 先に説明したように、今の実装ではそうなっているというだけに過ぎません。 ここでは ZEND_NUM_ARGS() を使わなけれ
ばなりません。

PHP のスレッドセーフなリソースマネージャーとの互換性を考慮して、 TSRMLS_CC でスレッドコンテキストも渡す必要があります。 他の関数とは異なり、これは最後のパラメータとはなりません。 zend_parse_parameters は可変個数のパラメータを受け付け、 それは読み込む
ユーザパラメータの数に依存するからです。

スレッドコンテキストの後には、想定しているパラメータを宣言します。 各パラメータが文字列内の一文字として表され、それが型を示します。 この例では文字列のパラメータを想定しているので、型の指定は単純に "s" となります。

最後に渡すのは一つあるいは複数の C 変数へのポインタで、 ここには変数の値やその他の情報が格納されます。 今回のような文字列の場合は、 NULL 終端の実際の文字列を表す char* と NULL バイトを含む文字列の長さを表す int になります。

すべての型指定子とそれに対応する C の型については、ソース配布物の中にある » README.PARAMETER_PARSING_API に説明があります。 中でも重要な型について次の表にまとめました。

zend_parse_parameters() の型指定子
修飾子パラメータの型 説明
b zend_bool Boolean 値
l long integer (long) 値
d double float (double) 値
s char*, int バイナリセーフな文字列
h HashTable* 配列のハッシュテーブル

http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/README.PARAMETER_PARSING_API
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クラスやオブジェクトの作成

リソースの作成

INI 設定の作成

ストリームの作成
注意:

PHP のソースコードからストリームを使う方法についての情報は、 PHP 拡張モジュールの作者用のストリーム API リファレンス にあります。

PDO ドライバ How-To
目次

要件
準備
雛形への肉付け
ビルド
テスト
パッケージングおよび配布
pdo_dbh_t の定義
pdo_stmt_t の定義
定数
エラー処理

この How-To の目的は、PDO 用レイヤーとのインターフェイスとなる データベースドライバを書くために必要な基礎知識を身につけることです。 この API はまだ発展途上のものであり、変更される可能性があることに注意しましょう。 このドキュメントは、PDO のバージョ
ン 0.3 をもとにしています。 学習曲線はかなりの急勾配です。まず最初の段階を身につけるのにかなりの時間を要するでしょう。

要件
PDO データベースドライバを書くために必要な条件は、以下のとおりです。

1. 対象となるデータベースの稼働環境・例・デモなど、ベンダの仕様どおりに 動作するもの。

2. 開発環境

1. その他の Unix: ベンダが提供する標準開発ツールに加え、 GNU の開発ツールセット

2. Linux: 標準的な開発ツール、gcc・ld・make・autoconf・automake など…。ディストリビューションに応じたバージョンのもの

3. Win32: Visual Studio コンパイラ

3. PHP バージョン 5.0.3 以降および PEAR バージョン 1.3.5 以降の環境

4. PDO の動作環境 ('sudo pecl install PDO' を使用してインストール できます)。ここには PDO の型定義や関数定義にアクセスするための ヘッダが含まれます

5. C 言語についての十分な知識

6. PHP の拡張モジュールを書く方法についての十分な知識。 George Schlossnagle の Advanced PHP Programming (Developer's Library 発行、第 21 章および第 22 章) がお勧めです。

7. 最後に、PHP の心臓部である Zend API に (特にメモリ管理の面で) 習熟していること。

準備
ソースディレクトリの構造
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典型的な PDO ドライバのソースディレクトリは以下のようになっています。 ここで、SKEL はドライバが接続しようとしている データベース名の短縮形式を表します。ここでは SKEL が大文字で 表記されていますが(存在をはっきりさせるためです)、実際は 小文字を使用する
のが慣例です。
pdo_SKEL/          
  config.m4                  # unix build script
  config.w32                 # win32 build script
  CREDITS
  package.xml                # meta information about the package
  pdo_SKEL.c                 # standard PHP extension glue
  php_pdo_SKEL.h
  php_pdo_SKEL_int.h         # driver private header
  SKEL_dbh.c                 # contains the implementation of the PDO driver interface
  SKEL_stmt.c                # contains the implementation of the PDO statement interface
  tests/

これらのファイルの内容については、この文書の後半で説明します。

雛形の作成

開発を始めるにあたっての最もお手軽な方法は、PHP ビルドツリーの ext ディレクトリにあるシェルスクリプト ext_skel を使用することです。 このスクリプトは、上で挙げた多くのファイルを含む雛形ディレクトリを 作成します。スクリプトは、ext ディレクトリの 中で以
下のように実行します。
./ext_skel --extname=pdo_SKEL

これにより pdo_SKEL というディレクトリが作成され、その中に これから書き換えていく元となるファイルが作成されます 次に、このディレクトリを PHP のエクステンションディレクトリに 移動します。PDO は PECL 拡張モジュールなので、標準的な エクステンションディ
レクトリには含まれません。 PHP および PDO がインストールされていれば、どのディレクトリからでも ビルドすることが可能です。

標準的な include ファイル

ビルド固有のヘッダ

configure の際に、ドライバのビルドに使用するプラットフォーム固有の ヘッダファイル config.h が作成されます。このヘッダが存在する場合、 コンパイラ変数 HAVE_CONFIG_H が設定されます。コンパイル時には この変数が存在するかどうかが調べられ、もし設定されて
いれば config.h が include されます。

PHP のヘッダ

各ソースモジュールには、以下の標準 PHP ヘッダが include されます。

1. php.h

2. php_ini.h

3. ext/standard/info.h

PDO インターフェイスのヘッダ

各ソースモジュールには、以下の標準 PDO ヘッダファイルも include されます。

pdo/php_pdo.h

このヘッダファイルには、ドライバの初期化やシャットダウンのための 関数の定義やグローバル PDO 変数の定義が含まれます。

pdo/php_pdo_driver.h

このヘッダには、PDO ドライバを書く際に使用する型や API の規約が 含まれます。PDO レイヤへのコールバックの定義、PDO にドライバを 登録したり登録を解除したりする関数の定義も含まれます。 最も重要なものとして、このヘッダファイルには PDO データベース
ハンドルやステートメントの型定義が含まれています。 ドライバが主に使用する 2 つの構造体 pdo_dbh_t および pdo_stmt_t については、それぞれ 付録 A および B で詳細に説明します。

ドライバ固有のヘッダ

典型的な PDO ドライバは 2 つのヘッダファイルを保持しており、ここに データベースの実装に依存する内容が記述されます。実装内容によって これが変わることがあってもかまいませんが、規約では以下の 2 つの ヘッダが標準となっています。

php_pdo_SKEL.h

このヘッダファイルは、先ほど挙げた pdo/php_pdo.h の機能と内容を 完全に複製したもので、データベースに応じて変更していきます。 ドライバがグローバル変数を使用する場合、マクロ ZEND_BEGIN_MODULE_GLOBALS および ZEND_END_MODULE_GLOBALS を
使用してそれを定義しておく必要があります。これらの変数に アクセスする際に、マクロが使用されます。このマクロは 通常は PDO_SKEL_G(v) という名前で、v がアクセスされる グローバル変数となります。 詳細な情報は、Zend のプログラマ向けドキュメントを参照
ください。

php_pdo_SKEL_int.h

このヘッダファイルには、ドライバの実装固有の型定義や関数宣言が 含まれます。また、データベース固有の構造体 pdo_SKEL_handle および pdo_SKEL_stmt の定義も含みます。これらは private 構造体で、ハンドル構造体やステートメント構造体のメンバ driver_data
として参照されます。

オプションのヘッダ

ドライバの実装方法によっては、以下のヘッダを include する 必要があるかもしれません。
#include <zend_exceptions.h>
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雛形への肉付け
主要な構造体および属性

主要な構造体である pdo_dbh_t および pdo_stmt_t については、それぞれ 付録 A および B で説明します。データベースやステートメントの属性に ついては 付録 C、エラー処理については付録 D で説明します。

pdo_SKEL.c: PHP 拡張モジュールとの橋渡し

関数エントリ

static function_entry pdo_SKEL_functions[] = {
  { NULL, NULL, NULL }
};

この構造体は、グローバルな PHP 関数名前空間に関数を登録するために 使用されます。PDO ドライバでは、できるだけ使用を避けるべきです。 上の例で示しているように、NULL で初期化した状態にしておくことを 推奨します。

モジュールエントリ

/* {{{ pdo_SKEL_module_entry */
#if ZEND_EXTENSION_API_NO >= 220050617
static zend_module_dep pdo_SKEL_deps[] = {
    ZEND_MOD_REQUIRED("pdo")
    {NULL, NULL, NULL}
};
#endif
/* }}} */

zend_module_entry pdo_SKEL_module_entry = {
#if ZEND_EXTENSION_API_NO >= 220050617
    STANDARD_MODULE_HEADER_EX, NULL,
    pdo_SKEL_deps,
#else
    STANDARD_MODULE_HEADER,
#endif
    "pdo_SKEL",
    pdo_SKEL_functions,
    PHP_MINIT(pdo_SKEL),
    PHP_MSHUTDOWN(pdo_SKEL),
    NULL,
    NULL,
    PHP_MINFO(pdo_SKEL),
    PHP_PDO_<DB>_MODULE_VERSION,
    STANDARD_MODULE_PROPERTIES
};
/* }}} */

#ifdef COMPILE_DL_PDO_<DB>
ZEND_GET_MODULE(pdo_db)
#endif

pdo_SKEL_module_entry という名前で zend_module_entry 型の構造体を宣言し、先ほど定義した pdo_SKEL_functions テーブルへの参照を含める必要があります。

標準 PHP 拡張モジュール関数

PHP_MINIT_FUNCTION

/* {{{ PHP_MINIT_FUNCTION */
PHP_MINIT_FUNCTION(pdo_SKEL)
{
    return php_pdo_register_driver(&pdo_SKEL_driver);
}
/* }}} */

この標準 PHP 拡張モジュール関数は、ドライバを PDO に登録するために 使用されます。登録するには、php_pdo_register_driver() 関数に pdo_driver_t 型の構造体へのポインタを渡して コールします。この構造体の名前は、一般的には pdo_SKEL_driver となります。
pdo_driver_t には、マクロ PDO_DRIVER_HEADER(SKEL) を使用して生成した ヘッダおよび pdo_SKEL_handle_factory() 関数へのポインタが含まれます。実際の関数については SKEL_dbh.c の説明の中で述べます。

PHP_MSHUTDOWN_FUNCTION

/* {{{ PHP_MSHUTDOWN_FUNCTION */
PHP_MSHUTDOWN_FUNCTION(pdo_SKEL)
{
    php_pdo_unregister_driver(&pdo_SKEL_driver);
    return SUCCESS;
}
/* }}} */

この標準 PHP 拡張モジュール関数は、ドライバを PDO から登録解除する ために使用されます。解除するには、 php_pdo_unregister_driver() 関数に 上で渡したのと同じ構造体 pdo_SKEL_driver を渡してコールします。

PHP_MINFO_FUNCTION

これもまた標準 PHP 拡張モジュール関数です。この関数の目的は、 スクリプト内で phpinfo() がコールされた際に モジュールの情報を表示することです。規約では、モジュールの バージョンおよび対応するデータベースのバージョン、そして 関連する設定情報を表示すること
になっています。

SKEL_driver.c: ドライバの実装

このファイルでは、PDO データベースハンドルオブジェクトがサポートする すべてのデータベース処理メソッドを実装します。また、エラー情報の 取得ルーチンもここに含まれます。これらの関数では、グローバル変数 プールへのアクセスが必要になることでしょう。そのた
め、これらの ステートメントの最後には、Zend マクロ TSRMLS_DC を使用する必要が あります。このマクロについての詳細な情報は、Zend の プログラマ向けドキュメントを参照ください。

pdo_SKEL_error

static int pdo_SKEL_error(pdo_dbh_t *dbh,
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  pdo_stmt_t *stmt, const char *file, int line TSRMLS_DC)

この関数の目的は、ドライバ内での一般的なエラー処理関数として使用する ことです。ドライバ内でエラーが発生した場合に、ドライバによって この関数がコールされます。SQLSTATE に関連しないエラーが発生した場合、 ドライバはエラーの内容にもっとも近い SQLSTATE
あるいは一般的な SQLSTATE エラー "HY000" を、 dbh->error_code あるいは stmt->error_code にセットする必要があります。 PDO ソース内のファイル pdo_sqlstate.c には、PDO が明示的に理解する 一般的な SQLSTATE コードのテーブルがあります。エラーコードの
設定は、 この関数がコールされる前に終わっていなければなりません。この関数は、 グローバル変数 pdo_err に dbh あるいは stmt (stmt が NULL でない場合) で見つかったエラーを設定します。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

stmt

現在のステートメントへのポインタあるいは NULL。 NULL の場合、エラーには dbh で見つかったエラーコードが設定されます。

file

エラーが発生したソースファイルあるいは取得できない場合は NULL。

line

取得可能な場合に、ソースファイル内の行番号。

dbh メンバメソッドが NULL の場合 (PDO コンストラクタ内でエラーが 発生したことを意味します)、この関数は zend_throw_exception_ex() 関数をコールしなければなりません。それ以外の場合はエラーコードを 返します。通常、この関数はヘルパマクロを使用してコール
されます。 このマクロは、データベース処理エラーおよびステートメント処理エラーの それぞれについて関数のコール手順をカスタマイズしたものです。

例1 pdo_SKEL_error をコールするマクロの例
#define pdo_SKEL_drv_error(what) \
    pdo_SKEL_error(dbh, NULL, what, __FILE__, __LINE__ TSRMLS_CC)
#define pdo_SKEL_drv_error(what) \
    pdo_SKEL_error(dbh, NULL, what, __FILE__, __LINE__ TSRMLS_CC)

エラー処理についての詳細は、エラー処理 を参照ください。

注意:

このように記述されていますが、PDO ドライバインターフェイスでは特に この関数が存在することを指定していません。これは単にエラー処理を 便利にするための方法であり、大半のデータベースのクライアントライブラリ API ではこの方法でドライバを実装する
と好都合です。

pdo_SKEL_fetch_error_func

static int pdo_SKEL_fetch_error_func(pdo_dbh_t *dbh, pdo_stmt_t *stmt,
    zval *info TSRMLS_DC)

この関数の目的は、直近に発生したエラーについての追加情報を 取得することです。ここには、ドライバ固有のエラーコードや 人間が理解できる形式のメッセージが含まれます。また、必要に応じて それ以外の追加情報も含められます。この関数は、PHP スクリプトで
PDO::errorInfo() メソッドをコールした際に 呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

stmt

現在のステートメントへのポインタあるいは NULL。NULL の場合は dbh で見つかったエラーコードから情報を取得します。

info

エラーコードおよびメッセージを含むハッシュテーブル。

error_func は、情報を 2 つの部分に分けた上で、配列の連続する要素として 返さなければなりません。最初の要素は数値形式のエラーコードで、次の 項目が文字列の説明となります。この項目を設定する方法としては add_next_index を使用するのが最適です。最初の要素の
型は long である必要がないことに注意しましょう。元になるデータベース API が返すエラーコードに応じた型を選びます。

/* ここではエラー情報を追加します。 */
/* 指定した順に追加する必要があります。 */
add_next_index_long(info, error_code);   /* ドライバ固有のエラーコード */
add_next_index_string(info, message, 0); /* 可読形式のエラーメッセージ */

この関数は、情報が取得可能な場合に 1、ドライバが追加情報を 保持していない場合に 0 を返します。

SKEL_handle_closer

static int SKEL_handle_closer(pdo_dbh_t *dbh TSRMLS_DC)

この関数は、オープンしているデータベースを閉じるために PDO からコールされます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

オープン中のデータベースを閉じるために必要な処理は、すべてここで 済ませる必要があります。PDO は、この関数の返す値を無視します。

SKEL_handle_preparer
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static int SKEL_handle_preparer(pdo_dbh_t *dbh, const char *sql,
long sql_len, pdo_stmt_t *stmt, zval *driver_options TSRMLS_DC)

この関数は、PHP スクリプトで PDO::query() および PDO::prepare() がコールされた場合に PDO から呼び出されます。この関数の目的は、 実行する SQL を準備し、渡された stmt に しかるべき値を格納することです。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

sql

準備される SQL ステートメントを含む文字列へのポインタ。

sql_len

SQL ステートメントの長さ。

Stmt

返される statement へのポインタか、エラーが発生した場合には NULL。

driver_options

ドライバ固有の (ドライバで定義した) オプション。

この関数は、本質的には stmt オブジェクトのコンストラクタです。 ステートメントのオプションを処理し、ドライバ固有のオプションを pdo_stmt_t 構造体に格納することがこの関数の役割となります。

prepare 関数がコールされる前に、PDO がドライバの代わりにオプションを 処理してくれることはありません。未知のオプションが渡された際に エラーを発生させるなどの処理は、あなた (ドライバ) の役割となります。

この関数の非常に重要な役割のひとつは、SQL ステートメントのパラメータを 処理することです。この関数をコールした際に、PDO は 「ドライバがプリペアドステートメントへのパラメータのバインドをサポート しているか」や「名前で指定するパラメータあるいは位置で指
定するパラメータの どちらをサポートしているか」を知りません。

元となるデータベースにあわせて、ドライバが適切に stmt->supports_placeholders を設定しなければなりません。 接続先のサーバのバージョンによってこの設定が変化するなどの理由で、 この設定を実行時に行わなければならないこともあるかもしれません。 ドライバ
が、名前で指定するパラメータ・位置で指定するパラメータのいすれも サポートしていない場合は、pdo_parse_params() API を使用して PDO にクエリを書き換えさせることでこの機能を サポートさせなければなりません。

例2 pdo_parse_params の使用
int ret;
    char *nsql = NULL;
    int nsql_len = 0;

    /* クエリを準備する前に、ちょっとその中身を確かめる必要があります。
     * もし名前で指定するパラメータが用いられていれば、その処理を
     * PDO に任せます */
    stmt->supports_placeholders = PDO_PLACEHOLDER_POSITIONAL;
    ret = pdo_parse_params(stmt, (char*)sql, sql_len, &nsql, &nsql_len TSRMLS_CC);

    if (ret == 1) {
        /* クエリが書き換えられました */
        sql = nsql;
    } else if (ret == -1) {
        /* 失敗しました */
        strcpy(dbh->error_code, stmt->error_code);
        return 0;
    }

    /* "sql" の中のクエリを準備します */

supports_placeholders に指定できる値は PDO_PLACEHOLDER_NAMED、 PDO_PLACEHOLDER_POSITIONAL および PDO_PLACEHOLDER_NONE です。 ドライバがプリペアドステートメントをまったくサポートしていない場合、 この関数は単に必要なデータを割り当てたうえで、それを返す必
要があります。

例3 プリペアドステートメントをネイティブにサポートしていないドライバでの実装
static int SKEL_handle_preparer(pdo_dbh_t *dbh, const char *sql,
    long sql_len, pdo_stmt_t *stmt, zval *driver_options TSRMLS_DC)
{
    pdo_SKEL_db_handle *H = (pdo_SKEL_db_handle *)dbh->driver_data;
    pdo_SKEL_stmt *S = ecalloc(1, sizeof(pdo_SKEL_stmt));

    S->H = H;
    stmt->driver_data = S;
    stmt->methods = &SKEL_stmt_methods;
    stmt->supports_placeholders = PDO_PLACEHOLDER_NONE;

    return 1;
}

この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_handle_doer

static long SKEL_handle_doer(pdo_dbh_t *dbh, const char *sql, long sql_len TSRMLS_DC)

この関数は、SQL ステートメントを直接実行する際に PDO から 呼び出されます。pdo_stmt_t は作成されません。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

sql
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準備される SQL ステートメントを含む文字列へのポインタ。

sql_len

SQL ステートメントの長さ。

この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_handle_quoter

static int SKEL_handle_quoter(pdo_dbh_t *dbh, const char *unquoted,
  int unquoted_len, char **quoted, int quoted_len, enum pdo_param_type param_type TSRMLS_DC)

この関数は、クエリで使用するために文字列をクォートする際に PDO から呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

unquoted

クォートされる文字列を含む文字列へのポインタ。

unquoted_len

クォートされる文字列の長さ。

quoted

クォートされた文字列へのポインタが返されるアドレスへのポインタ。

quoted_len

新しい文字列の長さ。

param_type

別のクォート形式を使用しているドライバ用の、ドライバ固有のヒント

この関数は、 PDO::quote() がコールされた場合、 あるいはドライバが supports_placeholder を PDO_PLACEHOLDER_NONE に設定した場合に PDO から呼び出されます。この関数の目的は、SQL ステートメントを 作成する際にパラメータをクォートすることです。

ドライバがネイティブのプリペアドステートメントをサポートしていない場合、 この関数を実装する必要があります。

この関数は、クォート処理が正しく行われた場合や文字列を変更する必要が なかった場合に 1、文字列の変更に失敗した場合に 0 を返します。 0 が返された場合、もとの文字列がそのまま使用されます。

SKEL_handle_begin

static int SKEL_handle_begin(pdo_dbh_t *dbh TSRMLS_DC)

この関数は、データベースのトランザクションを開始する際に PDO から呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

トランザクションを開始するために必要な処理は、すべてここで 済ませる必要があります。この関数は、成功した場合に 1、 エラーが発生した場合に 0 を返します。

SKEL_handle_commit

static int SKEL_handle_commit(pdo_dbh_t *dbh TSRMLS_DC)

この関数は、データベースのトランザクションを終了する際に PDO から呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

トランザクションをコミットするために必要な処理は、すべてここで 済ませる必要があります。この関数は、成功した場合に 1、 エラーが発生した場合に 0 を返します。

SKEL_handle_rollback

static int SKEL_handle_rollback( pdo_dbh_t *dbh TSRMLS_DC)

この関数は、データベースのトランザクションをロールバックする際に PDO から呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

トランザクションをロールバックするために必要な処理は、すべてここで 済ませる必要があります。この関数は、成功した場合に 1、 エラーが発生した場合に 0 を返します。
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SKEL_handle_get_attribute

static int SKEL_handle_get_attribute(pdo_dbh_t *dbh, long attr, zval *return_value TSRMLS_DC)

この関数は、データベースの属性を取得するために PDO から呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

attr

long 値。PDO_ATTR_xxxx 型のいずれか。使用可能な 値については データベースおよびステートメントの属性 を参照ください。

return_value

返される属性の値。

実装においてどの属性をサポートするかは、ドライバ次第です。ドライバは 必ずこの関数を提供しなければならないわけではありません。 PDO_ATTR_PERSISTENT、PDO_ATTR_CASE、 PDO_ATTR_ORACLE_NULLS および PDO_ATTR_ERRMODE については PDO ドライバが
直接処理します。

この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_handle_set_attribute

static int SKEL_handle_set_attribute(pdo_dbh_t *dbh, long attr, zval *val TSRMLS_DC)

この関数は、データベースの属性を設定するために PDO から呼び出されます。 通常、これはスクリプトから PDO::setAttribute() をコールした場合に発生します。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

attr

long 値。PDO_ATTR_xxxx 型のいずれか。使用可能な 値については データベースおよびステートメントの属性 を参照ください。

val

属性の新しい値。

実装においてどの属性をサポートするかは、ドライバ次第です。 追加の属性をサポートする必要がないのであれば、ドライバは 必ずしもこの関数を提供しなくてもかまいません。 PDO_ATTR_CASE、 PDO_ATTR_ORACLE_NULLS および PDO_ATTR_ERRMODE については
PDO ドライバが 直接処理します。

この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_handle_last_id

static char * SKEL_handle_last_id(pdo_dbh_t *dbh, const char *name, unsigned int len TSRMLS_DC)

この関数は、最後に挿入した行の ID を取得するために PDO から 呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

name

テーブル名あるいはシーケンス名を表す文字列。

len

パラメータ name の長さ。

この関数は、成功した場合には最後に挿入された行の ID を含む文字列、 失敗した場合には NULL を返します。これは、オプションの関数です。

SKEL_check_liveness

static int SKEL_check_liveness(pdo_dbh_t *dbh TSRMLS_DC)

この関数は、データベースとの持続的接続が現在確立されているかどうかを 調べるために PDO から呼び出されます。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

この関数は、データベース接続が確立されており使用可能な状態の場合に 1、 それ以外の場合 (接続に失敗した場合や機能をサポートしていない場合など) に 0 を返します。

注意:
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これは、オプションの関数です。

SKEL_get_driver_methods

static function_entry *SKEL_get_driver_methods(pdo_dbh_t *dbh, int kind TSRMLS_DC)

この関数は、PDO あるいは PDOStatement クラスに属さないメソッドが コールされた際に PDO から呼び出されます。この関数の目的は、 ドライバ固有のメソッドをクラスに追加できるようにすることです。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

kind

以下のいずれか。

PDO_DBH_DRIVER_METHOD_KIND_DBH

PDO クラスのインスタンスに対して メソッドのコールが試みられた場合に設定します。 ドライバは、クラスに追加したいメソッドのための function_entry テーブルへのポインタか、それが存在しない場合には NULL を返す必要があります。

PDO_DBH_DRIVER_METHOD_KIND_STMT

PDOStatement クラスのインスタンスに対して メソッドのコールが試みられた場合に設定します。 ドライバは、クラスに追加したいメソッドのための function_entry テーブルへのポインタか、それが存在しない場合には NULL を返す必要があります。

この関数は、要求された function_entry テーブルへのポインタか、 ドライバ固有のメソッドが存在しない場合に NULL を返します。

SKEL_handle_factory

static int SKEL_handle_factory(pdo_dbh_t *dbh, zval *driver_options TSRMLS_DC)

この関数は、データベースハンドルを作成するために PDO から呼び出されます。 ほとんどのデータベースでは、データベースへの接続がここに含まれます。 中には、持続的な接続が求められる場合もあります。あるいは接続ぷーリングが 求められる場合もあります。これらの
すべては、データベース/ドライバ に依存します。

dbh

ハンドルファクトリで初期化したデータベースハンドルへのポインタ。

driver_options

ドライバのオプションの配列。整数値のオプション番号をキーとします。 指定できる属性の一覧は、 データベースおよびステートメントの属性 を参照ください。

この関数は、成功した場合には、渡されたデータベースハンドル構造体に ドライバ固有の情報を格納して 1 を返し、それ以外の場合には 0 を返して 失敗したことを示します。

PDO は、handle_factory をコールする前に ドライバオプション AUTOCOMMIT および PERSISTENT を処理します。 その他のオプションを処理するのは、ハンドルファクトリの役目となります。

ドライバメソッドテーブル

pdo_dbh_methods 型のスタティックな構造体を SKEL_methods という名前で 宣言し、定義された関数へのポインタでそれを初期化しておく必要があります。 関数がサポートされていなかったり実装されていなかったりする場合は、 この関数ポインタの値を NULL に設定し
ます。

pdo_SKEL_driver

pdo_driver_t 型の構造体を pdo_SKEL_driver という名前で宣言しなければ なりません。マクロ PDO_DRIVER_HEADER(SKEL) を使用して構造体の ヘッダを定義し、またハンドルファクトリ関数へのポインタを 設定しなければなりません。

SKEL_statement.c: ステートメントの実装

ここでは、PDO ステートメントオブジェクトがサポートする すべてのステートメント処理メソッドを実装します。

SKEL_stmt_dtor

static int SKEL_stmt_dtor(pdo_stmt_t *stmt TSRMLS_DC)

この関数は、事前に作成されたステートメントオブジェクトを 削除するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

ステートメントのために確保したドライバ固有の領域は、すべてここで 開放する必要があります。PDO は、この関数の返す値を無視します。

SKEL_stmt_execute

static int SKEL_stmt_execute(pdo_stmt_t *stmt TSRMLS_DC)

この関数は、渡されたステートメントオブジェクト内のプリペアド SQL ステートメントを実行するために PDO から呼び出されます。

stmt
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SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_stmt_fetch

static int SKEL_stmt_fetch(pdo_stmt_t *stmt, enum pdo_fetch_orientation ori,
   long offset TSRMLS_DC)

この関数は、実行されたステートメントオブジェクトから行を取得するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

ori

どの行を取得するのかを、PDO_FETCH_ORI_xxx のいずれかで指定します。

offset

ori が PDO_FETCH_ORI_ABS あるいは PDO_FETCH_ORI_REL の場合、 offset はそれぞれ取得したい行の位置 あるいは現在の位置からの相対位置を表します。それ以外の場合は この値は無視されます。

この取得結果はドライバに依存し、データは通常 pdo_stmt_t オブジェクトの メンバ driver_data に格納されます。パラメータ ori および offset は、ステートメントがスクロール可能なカーソルを指している場合にのみ 意味を持ちます。この関数は、成功した場合に 1、失敗
した場合に 0 を返します。

SKEL_stmt_param_hook

static int SKEL_stmt_param_hook(pdo_stmt_t *stmt,
  struct pdo_bound_param_data *param, enum pdo_param_event event_type TSRMLS_DC)

この関数は、バインドされたパラメータやカラムを処理するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

param

ステートメントのパラメータあるいはバインドされたカラムを表す構造体。

event_type

このパラメータに発生するイベントの型。以下のいずれかです。

PDO_PARAM_EVT_ALLOC

PDO がバインドを割り当てる際にコールされます。 PDOStatement::bindParam() や PDOStatement::bindValue() のコール、あるいは PDOStatement::execute() による暗黙的な バインドの際に発生します。この時点で、何らかのアクションを とることができま
す。プリペアドステートメントをネイティブに 実装するドライバの場合、典型的なアクションとしては パラメータの情報の取得・スクリプトで要求された型との調整・ 適切な大きさのバッファの確保・そしてバッファへのパラメータの バインドなどがあるでしょ
う。 この時点では、param->parameter の zval の 型や値をあてにすべきではありません。

PDO_PARAM_EVT_FREE

各パラメータが開放される際にコールされます。パラメータに 関連するすべてのリソースはここで開放しなければなりません。

PDO_PARAM_EXEC_PRE

SKEL_stmt_execute がコールされる直前に、パラメータごとにコールされます。 実行前の最後の調整をここで行います。特に注意すべき点として、 PDOStatement::bindParam() による変数のバインドは ここでのみ行うべきで、それより前の段階で行ってはなりま
せん。

PDO_PARAM_EXEC_POST

SKEL_stmt_execute がコールされた直後に、パラメータごとにコールされます。 ドライバが必要とする後処理をここで行います。

PDO_PARAM_FETCH_PRE

SKEL_stmt_fetch がコールされる直前に、パラメータごとにコールされます。

PDO_PARAM_FETCH_POST

SKEL_stmt_fetch がコールされた直後に、パラメータごとにコールされます。

このフックは、ステートメント内でバインドされたパラメータおよびカラムの それぞれについて、個々にコールされます。ALLOC および FREE イベントは、 各パラメータあるいはカラムについて 1 度コールされます。 param 構造体は driver_data フィールドを含み、これは
各パラメータについての実装固有の情報を格納するために使用されます。

その他のすべてのイベントでは、スクリプトが PDOStatement::execute() および PDOStatement::fetch() をコールするたびに PDO からコールされることになります。

バインドされたのが変数の場合、param 構造体の is_param フラグが 設定されています。それ以外の場合は param 構造体はバインドカラムを 表します。

この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。
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SKEL_stmt_describe_col

static int SKEL_stmt_describe_col(pdo_stmt_t *stmt, int colno TSRMLS_DC)

この関数は、特定のカラムについての情報を問い合わせるために PDO からコールされます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

colno

調べたいカラムの番号。

ドライバは、pdo_stmt_t のメンバ columns(colno) に適切な情報を格納する 必要があります。この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_stmt_get_col_data

static int SKEL_stmt_get_col_data(pdo_stmt_t *stmt, int colno,
  char **ptr, unsigned long *len, int *caller_frees TSRMLS_DC)

この関数は、指定したカラムからデータを取得するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

colno

取得したいカラムの番号。

ptr

取得したデータへのポインタ。

len

ptf が指すデータの長さ。

caller_frees

設定されている場合は ptf が指すメモリは emalloc されたものであり、 使用終了後にメイン PDO ドライバがそれを開放する必要があります。 設定されていない場合は、このコールの結果として確保されたメモリを 開放するのはドライバの役目となります。

ドライバは、結果のデータおよびその長さをそれぞれ ptr および len に 返す必要があります。メイン PDO ドライバは、データの生存期間を ドライバが管理するものと想定していることに注意しましょう。 この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。

SKEL_stmt_set_attr

static int SKEL_stmt_set_attr(pdo_stmt_t *stmt, long attr, zval *val TSRMLS_DC)

この関数は、ステートメントオブジェクトのドライバ固有の属性を 設定するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

attr

long 値。PDO_ATTR_xxxx 型のいずれか。使用可能な 値については データベースおよびステートメントの属性 を参照ください。

val

属性の新しい値。

この関数はドライバに依存しており、ステートメントにデータベース固有の 属性を設定する機能を与えます。この関数は、成功した場合に 1、 失敗した場合に 0 を返します。これはオプションの関数です。 もし設定可能な追加属性をドライバがサポートしていない場合は、 メ
ソッドテーブルで NULL を設定しておくことも可能です。PDO ドライバは、 データベースドライバに代わって設定可能属性の処理を行うことはありません。

SKEL_stmt_get_attr

static int SKEL_stmt_get_attr(pdo_stmt_t *stmt, long attr, zval
   *return_value TSRMLS_DC)

この関数は、ステートメントオブジェクトのドライバ固有の属性を 取得するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

attr

long 値。PDO_ATTR_xxxx 型のいずれか。使用可能な 値については データベースおよびステートメントの属性 を参照ください。
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return_value

返される属性の値。

この関数はドライバに依存しており、ステートメントからデータベース固有の 属性を取得する機能を与えます。この関数は、成功した場合に 1、 失敗した場合に 0 を返します。これはオプションの関数です。 もし取得可能な追加属性をドライバがサポートしていない場合は、
メソッドテーブルで NULL を設定しておくことも可能です。PDO ドライバは、 データベースドライバに代わって取得可能属性の処理を行うことはありません。

SKEL_stmt_get_col_meta

static int SKEL_stmt_get_col_meta(pdo_stmt_t *stmt, int colno,
   zval *return_value TSRMLS_DC)

警告

この関数はうまく定義されておれず、変更する必要があります。

この関数は、指定したカラムのメタデータを取得するために PDO から呼び出されます。

stmt

SKEL_handle_preparer で初期化されたステートメント構造体へのポインタ。

colno

データを取得するカラム番号。

return_value

返されるメタデータを保持します。

ドライバの作者は、php_pdo_driver.h ヘッダに書かれているこの関数の ドキュメントを参照し、最新の情報を得てください。 この関数は、成功した場合に 1、失敗した場合に 0 を返します。 データベースドライバは、この関数を提供する必要はありません。

ステートメント操作メソッドテーブル

pdo_stmt_methods 型のスタティックな構造体を SKEL_stmt_methods という名前で 宣言し、定義された関数へのポインタでそれを初期化しておく必要があります。 関数がサポートされていなかったり実装されていなかったりする場合は、 この関数ポインタの値を NULL に
設定します。

ビルド
ビルド手順は、PEAR を使用できるように設計されています (PEAR についての 詳細な情報は » http://pear.php.net/ を参照ください)。 パッケージをビルドするための設定を手助けするために用いられるファイルが 2 つあります。ひとつめは config.m4 で、これは Win32 以
外のすべての プラットフォームで使用される autoconf の設定ファイルです。 ふたつめが config.w32 で、これは Win32 で使用されるビルド設定ファイルです。 最初のプロジェクトをセットアップした際に、これらのファイルの雛形が 作成されます。必要に応じて、この雛
形をカスタマイズする必要があります。 設定ファイルのカスタマイズを済ませると、以下の手順でドライバのビルドが 可能になります。

はじめてのビルドの前のみ
$ sudo pecl install PDO

毎回のビルドごとに
$ cd pdo_SKEL
$ phpize
$ ./configure
$ make
$ sudo make install

開発期間中は、必要に応じてこの手順を繰り返すことが可能です。

テスト
PDO のドライバをリリースする前には「コア」テストをパスする必要があります。 このテストは PHP のソース配布物から実行するように設計されており、 ドライバのテストを行うには多少の手続きが必要になります。最新の PHP 5.1 スナップショットを取得し、以下の手順で
進めることを推奨します。
$ cp -r pdo_SKEL /path/to/php-5.1/ext

これにより、テストを実行するためのハーネスをセットします。 次にすべきことは、PDO の共通コアテストにリダイレクトするテストを 作成することです。このファイルの名前は common.phpt とし、 ext_skel で雛形を作成したときに同時に作成された tests ディレクトリ
の中に置かなければなりません。 このファイルの中身は以下のようになります。
--TEST--
SKEL
--SKIPIF--
<?php # vim:ft=php
if (!extension_loaded('pdo_SKEL')) print 'skip'; ?>
--REDIRECTTEST--
if (false !== getenv('PDO_SKEL_TEST_DSN')) {
# user set them from their shell
   $config['ENV']['PDOTEST_DSN'] = getenv('PDO_SKEL_TEST_DSN');
   $config['ENV']['PDOTEST_USER'] = getenv('PDO_SKEL_TEST_USER');
   $config['ENV']['PDOTEST_PASS'] = getenv('PDO_SKEL_TEST_PASS');
   if (false !== getenv('PDO_SKEL_TEST_ATTR')) {
      $config['ENV']['PDOTEST_ATTR'] = getenv('PDO_SKEL_TEST_ATTR');
   }
   return $config;

http://pear.php.net/
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}
return array(
   'ENV' => array(
           'PDOTEST_DSN' => 'SKEL:dsn',
           'PDOTEST_USER' => 'username',
           'PDOTEST_PASS' => 'password'
       ),
   'TESTS' => 'ext/pdo/tests'
   );

これは共通コアテストを実行し、 PDOTEST_DSN、PDOTEST_USER および PDOTEST_PASS をそれぞれ PDO コンストラクタの パラメータ dsn、username および password として渡します。 テストハーネスの実行時には、まずはじめに環境変数をチェックします。 もし存在す
れば、テストファイル内にハードコーディングされた条件の かわりにそれらの適切な値を渡すようにします。

テストハーネスは以下のように起動します。
$ cd /path/to/php-5.1
$ make TESTS=ext/pdo_SKEL/tests PDO_SKEL_TEST_DSN="skel:dsn" \
 PDO_SKEL_TEST_USER=user PDO_SKEL_TEST_PASS=pass test
 

パッケージングおよび配布
パッケージを作成する

PDO ドライバは PECL 経由で公開します。そのため、PECL 拡張モジュールにおける通常のルールがすべてあてはまります。 パッケージを作成するには、正しい形式の package.xml ファイルを作成したうえで 以下のコマンドを実行します。
$ pecl package

これは、PDO_SKEL-X.Y.Z.tgz という名前の tar ボールを作成します。

パッケージを公開する前には、それがきちんとビルドできるかどうかを テストすべきです。config.m4 や package.xml の記述に間違いがあった場合、 パッケージは正常に機能しません。以下のコマンドを実行すると、 インストールは行わずにビルドのみをテストすることがで
きます。
$ pecl build package.xml

これがうまく動作することが確認できたら、 インストールのテストを行います。
$ pecl package
$ sudo pecl install PDO_SKEL-X.Y.X.tgz

package.xml についての詳細は、PEAR プログラマむけドキュメント (» http://pear.php.net/manual/) を参照ください。

パッケージを公開する

PDO ドライバは PHP Extension Community Library (PECL) 経由で公開します。 PECL についての情報は » http://pecl.php.net/ を参照ください。

pdo_dbh_t の定義
明示的に述べられている場合を除き、ドライバからはすべてのフィールドが 読み込み専用となります。

pdo_dbh_t
/* データベースへの接続を表す */
struct _pdo_dbh_t {
    /* ドライバ固有のメソッド */
    struct pdo_dbh_methods *methods;

*
/* ドライバ固有のデータ */
    void *driver_data;

**
/* 認証データ */
    char *username, *password;

***
/* true の場合は、このハンドルが指すデータはすべて
     * 持続的に割り当てられる */
    unsigned is_persistent:1;

****
/* true の場合は、ステートメントを実行するたびに COMMIT を行うかのように
     * 動作する。それ以外の場合は COMMIT を手動で実行しなければならない
     * */
    unsigned auto_commit:1;

*****
/* true の場合は、返されるカラムのためのメモリを明示的に確保することが
     * 必要となる */
    unsigned alloc_own_columns:1;

******

http://pear.php.net/manual/
http://pecl.php.net/
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/* true の場合は、commit あるいは rollBack をコールすることができる */
    unsigned in_txn:1;                  

    /* しかるべきクォート処理をした後での 1 文字の長さの最大値 */
    unsigned max_escaped_char_length:3;

*******
/* このハンドルをオープンする際に使用されるデータソース文字列 */
    const char *data_source;

********
unsigned long data_source_len;

    /* グローバルエラーコード */
    pdo_error_type error_code;

*********
enum pdo_case_conversion native_case

**********
, desired_case;
};

* ドライバは、SKEL_handle_factory() の中で これを設定しなければなりません。

** この項目はドライバが使用します。想定される使用法は、データベースとの 接続を保つために必要なインスタンスデータへのポインタを (SKEL_handle_factory() 内で) 格納することです。

*** PDO のコンストラクタに渡すユーザ名およびパスワードです。 データベースとの接続を初期化する際に、ドライバはこの値を 使用しなければなりません。

****
これが 1 に設定されている場合、dbh が参照しているすべてのデータや ドライバが割り当てた構造体はすべて持続的に 確保しなければなりません。これを実現するのは 簡単です。通常の emalloc() の代わりに pemalloc() を使用し、最後のパラメータとして この
フラグの値を渡せばよいのです。メモリを適切に使用するように しないと深刻な問題を引き起こし、結果として (いちばんましな場合でも) プログラムをクラッシュさせ、最悪の場合には攻撃者が悪用可能な状態に なってしまうでしょう。

どのような理由であれ、もしドライバを持続的に実行することができないのなら SKEL_handle_factory() の中で必ず このフラグをチェックし、適切なエラーを発生させるようにしましょう。

***** この値は、関数 SKEL_handle_doer() および SKEL_stmt_execute() の中でチェックする必要が あります。これが true の場合はクエリを実行するたびに commit しなければなりません。ほとんどのデータベースは自動コミットモードを 提供しており、これを自動
的に処理してくれます。

******
データベースクライアントライブラリの API が、呼び出し元が提供する バッファに取得したデータを格納するようになっている場合、 SKEL_handle_factory() でこのフラグを 1 に 設定する必要があります。設定しておくと、PDO は それ以外の場合より早く
SKEL_stmt_describer() をコールします。このことによりバッファの大きさを知ることができ、 データベースクライアントライブラリに対して適切なコールが できるようになります。

もしデータベースクライアントライブラリの API の実装が、 ライブラリ自身の内部バッファに格納したデータへのポインタを返す 実装になっており、フェッチコールの後でそれをコピーして使用すると いうことならば、この値は 0 のままにしておきます。

******* もしドライバがネイティブのプリペアドステートメントをサポートしない (supports_placeholders が PDO_PLACEHOLDER_NONE となっている) 場合、SKEL_handle_quoter() 関数によって 1 文字の長さが最大どれだけになるかをこの値に設定する必要があります。 この
値は、PDO がステートメントを実行する際に必要なバッファの領域を 計算するために使用されます。

******** これは、PDO のコンストラクタに渡す DSN の値を保持します。 もし何らかの理由でドライバが DSN を変更する必要がある場合は、 SKEL_handle_factory() の中で更新しなければ なりません。このメンバを変更することは避けるべきです。 もし変更する際に
は、data_source_len が正しい値であることを確かめる必要があります。

********* ドライバのメソッドのコール中にエラーが発生した場合は、エラーの内容に 該当する SQLSTATE コードをこのメンバに設定し、エラーを返さなければ なりません。この HOW-TO では、エラーが検出された際には SKEL_handle_error() をコールし、そこでエラー
コードを 設定するという手法を推奨します。

**********
この値は SKEL_handle_factory() の中で 設定しなければなりません。この値は、結果セット内のカラム名を データベースがどのように返すかを表します。クエリで指定された とおりに大文字小文字を使用する場合は、この値を PDO_CASE_NATURAL (デフォルト値で
す) に設定します。カラム名をつねに大文字で返す場合は、この値を PDO_CASE_UPPER に設定します。 カラム名をつねに小文字で返す場合は、この値を PDO_CASE_LOWER に設定します。 ここで設定した値は、ユーザが PDO_ATTR_CASE 属性を設定した場合に PDO が大文
字小文字変換をすべきかどうかを 決定するために使用されます。

pdo_stmt_t の定義
明示的に述べられている場合を除き、ドライバからはすべてのフィールドが 読み込み専用となります。

pdo_stmt_t
/* プリペアドステートメントを表す */
struct _pdo_stmt_t {
    /* ドライバ固有 */
    struct pdo_stmt_methods *methods;

*
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void *driver_data;

**
/* true の場合は、すくなくとも 1 回はこのステートメントの実行に
     * 成功していることを表す */
    unsigned executed:1;

***
/* true の場合は、ステートメントがプレースホルダをサポートしており
     * プリペアドステートメント用に bindParam() を実装できることを表す
     * false の場合は、プリペアおよびバインドを PDO がエミュレートする
     * 必要があることを表す */
    unsigned supports_placeholders:2;

****
/* 結果セットのカラム数。ステートメントがすくなくとも 1 度実行される
     * までは有効な値は設定されない。時には、(ドライバレベルでの)
     * フェッチがコールされるまでは有効にならないこともある。
     * */
    int column_count;

*****
struct pdo_column_data *columns;

******
/* このステートメントが準備された dbh を指す */
    pdo_dbh_t *dbh;

    /* 入力バインドパラメータを指す。ドライバの中には入出力パラメータを
     * サポートしているものもあるが、その動作に依存することはできない */
    HashTable *bound_params;
    /* 名前から位置への置き換えを行う際に、このマップを使用する */
    HashTable *bound_param_map; 
    /* 結果セット内で名前で指定した (あるいは位置で指定した) カラムに
     * 関連付けた PHP 変数を指す */
    HashTable *bound_columns;

    /* 意味のある値が設定されていない場合もある */
    long row_count;

    /* ステートメントの現在のクエリを保持する */
    char *query_string;
    int query_stringlen;

    /* バインド変数を展開した後のクエリのコピーで、
     * ドライバがプリペアドステートメントをエミュレートしている
     * 場合にのみ使用する */
    char *active_query_string;
    int active_query_stringlen;

    /* カーソル固有のエラーコード */
    pdo_error_type error_code;

    /* ドライバ固有のパラメータ命名規則 (例: pgsql ドライバ)
     * のためにクエリパーサが使用する */
    const char *named_rewrite_template;
};

* ドライバは、SKEL_handle_preparer() の中で これを設定しなければなりません。

** この項目はドライバが使用します。想定される使用法は、データベースとの 接続を保つために必要なインスタンスデータへのポインタを (SKEL_handle_factory() 内で) 格納することです。

*** ステートメントが最初に実行された後に、PDO がこれを設定します。 ドライバは、この値を調べることで初回にのみ必要な処理を飛ばす 最適化を行います。

**** 詳細は SKEL_handle_preparer で説明します。

***** 結果セット内のカラム数を、ドライバがこのフィールドに設定します。 通常これは SKEL_stmt_execute() で設定しますが、 データベースの実装によっては SKEL_stmt_fetch() を最低 1 回コールするまではカラム数がわからないことがあります。
SKEL_stmt_next_rowset() を実装するドライバで 新しい行セットが使用可能になった場合、ドライバはカラム数を更新する必要があります。

******カラム数に設定した値に応じて、PDO がこのフィールドを確保します。 SKEL_stmt_describe() の中で、各カラムの内容を 設定する必要があります。各カラムについて設定する必要があるのは、 precision、maxlen、 name、namelen および param_type です。 name
は、emalloc() を使用して確保することが期待されています。PDO は、しかるべき時に efree() を実行します。

定数
データベースおよびステートメントの属性

属性 値

BOOL
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PDO_ATTR_AUTOCOMMIT 自動コミットが設定されている場合に TRUE、それ以外の場合に FALSE。

dbh->auto_commit がこの値を含みます。PDO によって直接処理されます。

PDO_ATTR_PREFETCH
LONG

ドライバがサポートしているプリフェッチサイズの値。

PDO_ATTR_TIMEOUT
LONG

データベース操作がタイムアウトするまでの長さ。

PDO_ATTR_ERRMODE
LONG

PDO によって処理されます。

PDO_ATTR_SERVER_VERSION
STRING

このドライバが現在接続しているサーバとそのバージョンを、 "人間が理解できる形式" の文字列で表したもの。

PDO_ATTR_CLIENT_VERSION
STRING

このドライバがサポートしているクライアントとそのバージョンを、 "人間が理解できる形式" の文字列で表したもの。

PDO_ATTR_SERVER_INFO
STRING

"人間が理解できる形式" のサーバの説明。

PDO_ATTR_CONNECTION_STATUS
LONG

未定義の値。

PDO_ATTR_CASE
LONG

PDO によって処理・操作が行われます。

PDO_ATTR_CURSOR_NAME
STRING

"where current in <名前>" 形式の SQL ステートメントで使用する、データベースカーソルの名前を 表す文字列。

PDO_ATTR_CURSOR

LONG

PDO_CURSOR_FWDONLY

先送りのみのカーソル

PDO_CURSOR_SCROLL

スクロール可能なカーソル

上で示した属性の値は、すべて Zend API で定義されています。Zend API には *zval を値に変換するためのマクロが含まれています。これらの マクロは、PHP ビルドディレクトリの下にある Zend ディレクトリ内の Zend ヘッダファイル、zend_API.h で定義されています。
これらの属性の中には、PDO_ATTR_CURSOR および PDO_ATTR_CURSOR_NAME のように、ステートメント属性ハンドラとともに使用するものもあります。 詳細な情報は、ステートメント属性処理関数を参照ください。

エラー処理
エラー処理は、PDO とデータベースドライバとの間のハンドシェイキング プロトコルを使用して実装されています。データベースドライバのコードは、 インターフェイス関数から失敗 (0) を返すことにより、 エラーが発生したことを PDO に通知します。ゼロが返されると、
(pdo_dbh_t あるいは pdo_stmt_t のいずれかの) 制御ブロックの error_code フィールドに値が設定されます。 正しい値が使用されることを保証するため、両方のブロックのフィールドに 同じ値を設定しておくことを推奨します。

error_mode フィールドの大きさは 6 バイトであり、5 文字の ASCIIZ SQLSTATE 識別コードが含まれます。このコードがエラーメッセージを処理します。 内部の PDO エラーメッセージテーブルから、SQLSTATE コードを使用して エラーメッセージを検索します (エラーコー
ドおよびそのメッセージの 一覧は、pdo_sqlstate.c を参照ください)。PDO で定義されていないコードが 指定された場合は、デフォルトの値 "Unknown Message" が使用されます。

SQLSTATE コードおよびエラーメッセージに加え、PDO は ドライバ固有の fetch_err() ルーチンをコールすることにより エラーの追加データを取得します。このルーチンには配列が渡され、 ドライバはその配列に追加情報を書き込みます。配列の各項目には、 以下のような追
加情報が格納されます。

1. ネイティブエラーコード。たいていの場合、これはデータベースの API から取得したエラーコードになるでしょう。
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2. 内容を表す文字列。ここには、エラーに関連する追加情報を何でも 含めることができます。一般的には、エラーメッセージ・コード上で エラーが発生した位置やその他開発者にとって有益であると思われる 情報を含めます。エラーが発生した際にデータベースインター
フェイスから 得られる診断情報は、すべて含めておくとよいでしょう。 ドライバが検出したエラー (例えばメモリ確保の問題など) については、 どのような情報を提供すべきかはドライバの開発者が判断することに なります。

拡張モジュールに関する FAQ

Zend Engine 2 API リファレンス

Zend Engine 2 オペコード一覧
目次

オペコード一覧

オペコード一覧
このページでは、PHPファイルを解析する際に Zend Engine 2 が生成する全てのオペコードを示しています。 特定のPHPファイルに含まれるオペコードは、vld拡張モジュール(» http://pecl.php.net/package/vld を参照して下さい) を使えばダンプすることができます。

オペコード一覧
目次

オペコード一覧
ADD
ADD_ARRAY_ELEMENT
ADD_CHAR
ADD_INTERFACE
ADD_STRING
ADD_VAR
ASSIGN
ASSIGN_ADD
ASSIGN_BW_AND
ASSIGN_BW_OR
ASSIGN_BW_XOR
ASSIGN_CONCAT
ASSIGN_DIM
ASSIGN_DIV
ASSIGN_MOD
ASSIGN_MUL
ASSIGN_OBJ
ASSIGN_REF
ASSIGN_SL
ASSIGN_SR
ASSIGN_SUB
BEGIN_SILENCE
BOOL
BOOL_NOT
BOOL_XOR
BRK
BW_AND
BW_NOT
BW_OR
BW_XOR
CASE
CAST
CATCH
CLONE
CONCAT
DECLARE_CLASS
DECLARE_FUNCTION
DECLARE_INHERITED_CLASS
DIV

http://pecl.php.net/package/vld
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DO_FCALL
DO_FCALL_BY_NAME
ECHO
END_SILENCE
EXIT
EXT_FCALL_BEGIN
EXT_FCALL_END
EXT_NOP
EXT_STMT
FETCH_CLASS
FETCH_CONSTANT
FETCH_DIM_FUNC_ARG
FETCH_DIM_IS
FETCH_DIM_R
FETCH_DIM_RW
FETCH_DIM_TMP_VAR
FETCH_DIM_UNSET
FETCH_DIM_W
FETCH_FUNC_ARG
FETCH_IS
FETCH_OBJ_FUNC_ARG
FETCH_OBJ_IS
FETCH_OBJ_R
FETCH_OBJ_RW
FETCH_OBJ_UNSET
FETCH_OBJ_W
FETCH_R
FETCH_RW
FETCH_UNSET
FETCH_W
FE_FETCH
FE_RESET
FREE
HANDLE_EXCEPTION
INCLUDE_OR_EVAL
INIT_ARRAY
INIT_FCALL_BY_NAME
INIT_METHOD_CALL
INIT_STATIC_METHOD_CALL
INIT_STRING
INSTANCEOF
ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ
ISSET_ISEMPTY_PROP_OBJ
ISSET_ISEMPTY_VAR
IS_EQUAL
IS_IDENTICAL
IS_NOT_EQUAL
IS_NOT_IDENTICAL
IS_SMALLER
IS_SMALLER_OR_EQUAL
JMPNZ
JMPNZ_EX
JMPZ
JMPZNZ
JMPZ_EX
MOD
MUL
NEW
NOP
POST_DEC
POST_DEC_OBJ
POST_INC
POST_INC_OBJ
PRE_DEC
PRE_DEC_OBJ
PRE_INC
PRE_INC_OBJ
PRINT
QM_ASSIGN
RAISE_ABSTRACT_ERROR
RECV
RECV_INIT
RETURN
SEND_REF
SEND_VAL
SEND_VAR
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SEND_VAR_NO_REF
SL
SR
SUB
SWITCH_FREE
THROW
TICKS
UNSET_DIM
UNSET_OBJ
UNSET_VAR
USER_OPCODE
VERIFY_ABSTRACT_CLASS

オペコード一覧
オペコード一覧

番号 名前 サンプルコードの有無
0 NOP yes
1 ADD yes
2 SUB yes
3 MUL yes
4 DIV yes
5 MOD yes
6 SL yes
7 SR yes
8 CONCAT yes
9 BW_OR yes
10 BW_AND yes
11 BW_XOR yes
12 BW_NOT yes
13 BOOL_NOT yes
14 BOOL_XOR yes
15 IS_IDENTICAL yes
16 IS_NOT_IDENTICAL yes
17 IS_EQUAL yes
18 IS_NOT_EQUAL yes
19 IS_SMALLER yes
20 IS_SMALLER_OR_EQUAL yes
21 CAST yes
22 QM_ASSIGN yes
23 ASSIGN_ADD yes
24 ASSIGN_SUB yes
25 ASSIGN_MUL yes
26 ASSIGN_DIV yes
27 ASSIGN_MOD yes
28 ASSIGN_SL yes
29 ASSIGN_SR yes
30 ASSIGN_CONCAT yes
31 ASSIGN_BW_OR yes
32 ASSIGN_BW_AND yes
33 ASSIGN_BW_XOR yes
34 PRE_INC yes
35 PRE_DEC yes
36 POST_INC yes
37 POST_DEC yes
38 ASSIGN yes
39 ASSIGN_REF yes
40 ECHO yes
41 PRINT yes
42 not documented no
43 JMPZ yes
44 JMPNZ yes
45 JMPZNZ yes
46 JMPZ_EX yes
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47 JMPNZ_EX yes
48 CASE yes
49 SWITCH_FREE yes
50 BRK yes
51 not documented no
52 BOOL yes
53 INIT_STRING yes
54 ADD_CHAR yes
55 ADD_STRING yes
56 ADD_VAR yes
57 BEGIN_SILENCE yes
58 END_SILENCE yes
59 INIT_FCALL_BY_NAME yes
60 DO_FCALL yes
61 DO_FCALL_BY_NAME yes
62 RETURN yes
63 RECV yes
64 RECV_INIT yes
65 SEND_VAL yes
66 SEND_VAR yes
67 SEND_REF yes
68 NEW yes
69 not documented no
70 FREE yes
71 INIT_ARRAY yes
72 ADD_ARRAY_ELEMENT yes
73 INCLUDE_OR_EVAL yes
74 UNSET_VAR yes
75 UNSET_DIM yes
76 UNSET_OBJ yes
77 FE_RESET yes
78 FE_FETCH yes
79 EXIT yes
80 FETCH_R yes
81 FETCH_DIM_R yes
82 FETCH_OBJ_R yes
83 FETCH_W yes
84 FETCH_DIM_W yes
85 FETCH_OBJ_W yes
86 FETCH_RW yes
87 FETCH_DIM_RW yes
88 FETCH_OBJ_RW yes
89 FETCH_IS yes
90 FETCH_DIM_IS no
91 FETCH_OBJ_IS no
92 FETCH_FUNC_ARG yes
93 FETCH_DIM_FUNC_ARG yes
94 FETCH_OBJ_FUNC_ARG yes
95 FETCH_UNSET no
96 FETCH_DIM_UNSET no
97 FETCH_OBJ_UNSET no
98 FETCH_DIM_TMP_VAR yes
99 FETCH_CONSTANT yes
100 not documented no
101 EXT_STMT no
102 EXT_FCALL_BEGIN no
103 EXT_FCALL_END no
104 EXT_NOP no
105 TICKS yes
106 SEND_VAR_NO_REF no
107 CATCH yes
108 THROW yes
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109 FETCH_CLASS yes
110 CLONE yes
111 not documented no
112 INIT_METHOD_CALL yes
113 INIT_STATIC_METHOD_CALL yes
114 ISSET_ISEMPTY_VAR yes
115 ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ yes
116 not documented no
117 not documented no
118 not documented no
119 not documented no
120 not documented no
121 not documented no
122 not documented no
123 not documented no
124 not documented no
125 not documented no
126 not documented no
127 not documented no
128 not documented no
129 not documented no
130 not documented no
131 not documented no
132 PRE_INC_OBJ yes
133 PRE_DEC_OBJ yes
134 POST_INC_OBJ yes
135 POST_DEC_OBJ yes
136 ASSIGN_OBJ yes
137 not documented no
138 INSTANCEOF yes
139 DECLARE_CLASS yes
140 DECLARE_INHERITED_CLASS yes
141 DECLARE_FUNCTION yes
142 RAISE_ABSTRACT_ERROR yes
143 not documented no
144 ADD_INTERFACE no
145 not documented no
146 VERIFY_ABSTRACT_CLASS no
147 ASSIGN_DIM yes
148 ISSET_ISEMPTY_PROP_OBJ yes
149 HANDLE_EXCEPTION yes
150 USER_OPCODE no
152 ZEND_JMP_SET no
153 ZEND_DECLARE_LAMBDA_FUNCTION no

ADD

PHP code
<?php
/*
 * Adds "value1" to "value2" and stores the result into "result".
 * opcode number: 1
 */
echo 1 + 2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 ADD   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
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7 2 RETURN    1

ADD_ARRAY_ELEMENT

PHP code
<?php
/*
 * Add elem-value as an element to array-value
 * opcode number: 72
 */
$a = array(1,2,3);
print_r($a);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 SEND_VAR    !0
 5 DO_FCALL  1  'print_r'
8 6 RETURN    1

ADD_CHAR

PHP code
<?php
/*
 * add character value2 to string value1 and store in result
 * opcode number: 54
 */
echo "hello\ world";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 ECHO    'hello%5C+world'
7 1 RETURN    1

ADD_INTERFACE

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 144
 * No sample PHP yet */
?>

ADD_STRING

PHP code
<?php
/*
 * add string value2 to string value2 and store in result
 * opcode number: 55
 */
echo "hello$a world";
?>
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PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ADD_STRING   ~0 'hello'
 1 ADD_VAR   ~0 ~0,!0
 2 ADD_STRING   ~0 ~0,'+world'
 3 ECHO    ~0
7 4 RETURN    1

ADD_VAR

PHP code
<?php
/*
 * add contents of variable in value2 to string value1 and store in result
 * opcode number: 56
 */
echo "hello$a world";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ADD_STRING   ~0 'hello'
 1 ADD_VAR   ~0 ~0,!0
 2 ADD_STRING   ~0 ~0,'+world'
 3 ECHO    ~0
7 4 RETURN    1

ASSIGN

PHP code
<?php
/*
 * assigns value1 to result
 * opcode number: 38
 */
$a=1;
$a='a';
$a=new A();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 ASSIGN    !0,'a'
8 2 ZEND_FETCH_CLASS   :2 'A'
 3 NEW   $3 :2
 4 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 5 ASSIGN    !0,$3
9 6 RETURN    1

ASSIGN_ADD
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PHP code
<?php
/*
 * Add value1 to value2 and store in variable indicated by value1
 * opcode number: 23
 */
$a+=3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_ADD    !0,3
7 1 RETURN    1

ASSIGN_BW_AND

PHP code
<?php
/*
 * Performs binary AND on result and value1 and stores in variable indicated by result.
 * opcode number: 32
 */
$a &= 64;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_BW_AND    !0,64
7 1 RETURN    1

ASSIGN_BW_OR

PHP code
<?php
/*
 * Performs binary OR on result and value1 and stores in variable indicated by result.
 * opcode number: 31
 */
$a |= 64;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_BW_OR    !0,64
7 1 RETURN    1

ASSIGN_BW_XOR

PHP code
<?php
/*
 * Performs binary XOR on result and value1and stores in variable indicated by result.
 * opcode number: 33
 */
$a ^= 64;
?>
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PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_BW_XOR    !0,64
7 1 RETURN    1

ASSIGN_CONCAT

PHP code
<?php
/*
 * Concats string values result and value1 and store in variable indicated by result
 * opcode number: 30
 */
$a .= 'z';
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_CONCAT    !0,'z'
7 1 RETURN    1

ASSIGN_DIM

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 147
 */
$b = 1;
$a[1][2] = $b;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$b, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 FETCH_DIM_W   $1 !1,1
 2 ZEND_ASSIGN_DIM    $1,2
 3 ZEND_OP_DATA    !0,$3
8 4 RETURN    1

ASSIGN_DIV

PHP code
<?php
/*
 * Divide result by value1and store in variable indicated by result.
 * opcode number: 26
 */
$a/=3;
?>

PHP opcodes
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Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_DIV    !0,3
7 1 RETURN    1

ASSIGN_MOD

PHP code
<?php
/*
 * Perform result mod value1 and store in variable indicated by result
 * opcode number: 27
 */
$a %= 3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_MOD    !0,3
7 1 RETURN    1

ASSIGN_MUL

PHP code
<?php
/*
 * Multiply result by value1 and store in variable indicated by result
 * opcode number: 25
 */
$a*=3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_MUL    !0,3
7 1 RETURN    1

ASSIGN_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 136
 */
$obj->a = $otherobj;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj, !1=$otherobj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_ASSIGN_OBJ    !0,'a'
 1 ZEND_OP_DATA    !1
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7 2 RETURN    1

ASSIGN_REF

PHP code
<?php
/*
 * indicates that variable indicated by value1 is to be treated in the global scope for the remainder of the current scope.
 * opcode number: 39
 */
global $a;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 FETCH_W globallock  $0 'a'
 1 ASSIGN_REF    !0,$0
7 2 RETURN    1

ASSIGN_SL

PHP code
<?php
/*
 * Shift result by value1 bits to left and store in variable indicated by result
 * opcode number: 28
 */
$a <<= 3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_SL    !0,3
7 1 RETURN    1

ASSIGN_SR

PHP code
<?php
/*
 * Shift result by value1 bits to right and store in variable indicated by result
 * opcode number: 29
 */
$a >>= 3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_SR    !0,3
7 1 RETURN    1

ASSIGN_SUB
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PHP code
<?php
/*
 * Subtract value1 from value2 and store in variable indicated by value1
 * opcode number: 24
 */
$a-=3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN_SUB    !0,3
7 1 RETURN    1

BEGIN_SILENCE

PHP code
<?php
/*
 * prepare to perform function call without displaying error messages
 * opcode number: 57
 */
/* Intentional file error */
$my_file = @file ('non_existent_file') or
   die ("error:'$php_errormsg'");
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$my_file, !1=$php_errormsg

line # op fetch ext return operands
7 0 BEGIN_SILENCE   ~0  
 1 SEND_VAL    'non_existent_file'
 2 DO_FCALL  1  'file'
 3 END_SILENCE    ~0
 4 ASSIGN   $2 !0,$1
 5 JMPNZ_EX   ~3 $2,->11
8 6 ADD_STRING   ~4 'error%3A%27'
 7 ADD_VAR   ~4 ~4,!1
 8 ADD_CHAR   ~4 ~4,39
 9 EXIT    ~4
 10 BOOL   ~3 true
 11 FREE    ~3
9 12 RETURN    1

BOOL

PHP code
<?php
/*
 * convert value1 to boolean and store in result??????????
 * opcode number: 52
 */
if (1 || 2 || 1) echo "foo";
//$a = true;
//if($a) echo "foo";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none
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line # op fetch ext return operands
6 0 JMPNZ_EX   ~0 1,->2
 1 BOOL   ~0 2
 2 JMPNZ_EX   ~0 ~0,->4
 3 BOOL   ~0 1
 4 JMPZ    ~0,->7
 5 ECHO    'foo'
 6 JMP    ->7
9 7 RETURN    1

BOOL_NOT

PHP code
<?php
/*
 * Boolean (logical) not of "value"
 * opcode number: 13
 */
echo !1;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BOOL_NOT   ~0 1
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

BOOL_XOR

PHP code
<?php
/*
 * Boolean (logical) xor of value1
 * opcode number: 14
 */
echo 1 xor 2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BOOL_XOR   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

BRK

PHP code
<?php
/*
 * ???  End of a case block exists the current switch block.  Followed by JMP?
 * opcode number: 50
 */
$x = 0;
while(1) {
    if($x == 0) break;
}
?>

PHP opcodes
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Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,0
7 1 JMPZ    1,->7
8 2 IS_EQUAL   ~1 !0,0
 3 JMPZ    ~1,->6
 4 BRK    1
 5 JMP    ->6
9 6 JMP    ->1
10 7 RETURN    1

BW_AND

PHP code
<?php
/*
 * Bit-wise and of value1 and value2
 * opcode number: 10
 */
echo 1&2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BW_AND   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

BW_NOT

PHP code
<?php
/*
 * Bit-wise not of "value"
 * opcode number: 12
 */
echo ~15;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BW_NOT   ~0 15
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

BW_OR

PHP code
<?php
/*
 * Bit-wise or of value1 and value2
 * opcode number: 9
 */
echo 1|2;
?>
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PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BW_OR   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

BW_XOR

PHP code
<?php
/*
 * Bit-wise xor of value1 and value2
 * opcode number: 11
 */
echo 1^2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BW_XOR   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

CASE

PHP code
<?php
/*
 * Set result to true if value1 equals value2.  The value2 must be a constant value?
 * opcode number: 48
 */
$i=0;
switch ($i) {
   case 0:
         echo "i=0";
         break;
   case 1:
         echo "i=1";
         break;
   case 2:
         echo "i=2";
         break;
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$i

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,0
8 1 CASE   ~1 !0,0
 2 JMPZ    ~1,->6
9 3 ECHO    'i%3D0'
10 4 BRK    1
11 5 JMP    ->8
 6 CASE   ~1 !0,1
 7 JMPZ    ~1,->11
12 8 ECHO    'i%3D1'
13 9 BRK    1
14 10 JMP    ->13
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 11 CASE   ~1 !0,2
 12 JMPZ    ~1,->16
15 13 ECHO    'i%3D2'
16 14 BRK    1
17 15 JMP    ->16
18 16 RETURN    1

CAST

PHP code
<?php
/*
 * casts value1 as type value2 (?? Not certain about arguments ??)
 * opcode number: 21
 */
echo (int)1;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 CAST   ~0 1
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

CATCH

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 107
 */
try {
    $error = 'Always throw this error';
    throw new Exception($error);

    // Code following an exception is not executed.
    echo 'Never executed';

} catch (Exception $e) {
    echo 'Caught exception: ',  $e->getMessage(), "\n";
}

// Continue execution
echo 'Hello World';
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$error, !1=$e

line # op fetch ext return operands
7 0 ASSIGN    !0,'Always+throw+this+error'
8 1 ZEND_FETCH_CLASS   :1 'Exception'
 2 NEW   $2 :1
 3 SEND_VAR    !0
 4 DO_FCALL_BY_NAME  1   
 5 ZEND_THROW  0  $2
11 6 ECHO    'Never+executed'
13 7 JMP    ->15
 8 ZEND_FETCH_CLASS   :4 'Exception'
 9 ZEND_CATCH  15  $4,!1
14 10 ECHO    'Caught+exception%3A+'
 11 ZEND_INIT_METHOD_CALL    !1,'getMessage'
 12 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 13 ECHO    $6
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 14 ECHO    '%0A'
18 15 ECHO    'Hello+World'
19 16 RETURN    1

CLONE

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 110
 */
$obj = new A();
$copy = clone $obj;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj, !1=$copy

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ZEND_CLONE   $4 !0
 5 ASSIGN    !1,$4
8 6 RETURN    1

CONCAT

PHP code
<?php
/*
 * Concats string values string1 and string2
 * opcode number: 8
 */
echo "hello" . "world";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 CONCAT   ~0 'hello','world'
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

DECLARE_CLASS

PHP code
<?php
/*
 * Declare a class with the name of class-name as the implementation specified by ID.
 * opcode number: 139
 */
class A {
    function methodA(){
        echo "hello world";
    }
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)
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Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
11 1 RETURN    1

Function name: methodA

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
8 0 ECHO    'hello+world'
9 1 RETURN    null

DECLARE_FUNCTION

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 141
 */
class A{
 function funcA(){
 }
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
10 1 RETURN    1

Function name: funcA

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
8 0 RETURN    null

DECLARE_INHERITED_CLASS

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 140
 */
 if($b){
 class Foo {
  public static $my_static = 'foo';
  public function staticValue() {
    return self::$my_static;
  }
 }

 class Bar extends Foo {
  public function fooStatic() {
     echo parent::$my_static;
  }
 }
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$b

line # op fetch ext return operands
6 0 JMPZ    !0,->5
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7 1 ZEND_DECLARE_CLASS   $0 '%00foo%2Fmnt%2Fworkspace%2Fws_phpscripts%2FPHPopcodes%2Fphpsamples%2FDECLARE_INHERITED_CLASS.php0xb7be503b','foo'
14 2 ZEND_FETCH_CLASS   :1 'Foo'
 3 ZEND_DECLARE_INHERITED_CLASS   $2 '%00bar%2Fmnt%2Fworkspace%2Fws_phpscripts%2FPHPopcodes%2Fphpsamples%2FDECLARE_INHERITED_CLASS.php0xb7be50bc','bar'
19 4 JMP    ->5
20 5 RETURN    1

Function name: staticValue

Compiled variables: !0=$my_static

line # op fetch ext return operands
10 0 ZEND_FETCH_CLASS     
 1 FETCH_R staticmember  $1 'my_static'
 2 RETURN    $1
11 3 RETURN    null

Function name: fooStatic

Compiled variables: !0=$my_static

line # op fetch ext return operands
16 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0  
 1 FETCH_R staticmember  $1 'my_static'
 2 ECHO    $1
17 3 RETURN    null

DIV

PHP code
<?php
/*
 * Divides "value1" by "value2" and stores the result into "result".
 * opcode number: 4
 */
echo 6/3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 DIV   ~0 6,3
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

DO_FCALL

PHP code
<?php
/*
 * Call a function.  Following multiple SEND_VAL, SEND_VAR or SEND_REF.
 * opcode number: 60
 */
$a = phpinfo();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 DO_FCALL  0  'phpinfo'
 1 ASSIGN    !0,$0
7 2 RETURN    1
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DO_FCALL_BY_NAME

PHP code
<?php
/*
 * Call a function by name.  Following INIT_FCALL_BY_NAME and multiple SEND_VAL, SEND_VAR or SEND_REF.
 * opcode number: 61
 */
$x = 'phpinfo';
$a = $x();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,'phpinfo'
7 1 INIT_FCALL_BY_NAME    !0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !1,$1
8 4 RETURN    1

ECHO

PHP code
<?php
/*
 * Dump text
 * opcode number: 40
 */
echo "hello world";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 ECHO    'hello+world'
7 1 RETURN    1

END_SILENCE

PHP code
<?php
/*
 * no longer surpress error messages
 * opcode number: 58
 */
$my_file = @file ('non_existent_file') or
   die ("error:'$php_errormsg'");
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$my_file, !1=$php_errormsg

line # op fetch ext return operands
6 0 BEGIN_SILENCE   ~0  
 1 SEND_VAL    'non_existent_file'
 2 DO_FCALL  1  'file'
 3 END_SILENCE    ~0
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 4 ASSIGN   $2 !0,$1
 5 JMPNZ_EX   ~3 $2,->11
7 6 ADD_STRING   ~4 'error%3A%27'
 7 ADD_VAR   ~4 ~4,!1
 8 ADD_CHAR   ~4 ~4,39
 9 EXIT    ~4
 10 BOOL   ~3 true
 11 FREE    ~3
8 12 RETURN    1

EXIT

PHP code
<?php
/*
 * Exit running after dumping "message".
 * opcode number: 79
 */
die("foobar");
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 EXIT    'foobar'
7 1 RETURN    1

EXT_FCALL_BEGIN

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 102
 * No sample PHP yet */
?>

EXT_FCALL_END

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 103
 * No sample PHP yet */
?>

EXT_NOP

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 104
 * No sample PHP yet */
?>

EXT_STMT

PHP code
<?php 
/*
 * 
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 * opcode number: 101
 * No sample PHP yet */
?>

FETCH_CLASS

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 109
 */
$obj = new A();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 RETURN    1

FETCH_CONSTANT

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the constant value bound to the specified name (name) and stores it into a variable (result).
 * opcode number: 99
 */
define("FOO", "something");
echo FOO;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 SEND_VAL    'FOO'
 1 SEND_VAL    'something'
 2 DO_FCALL  2  'define'
7 3 FETCH_CONSTANT   ~1 'FOO'
 4 ECHO    ~1
8 5 RETURN    1

FETCH_DIM_FUNC_ARG

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 93
 */

function foo(&$x)
{
  print($x);
}

$x = array(0, 1, 2, 3, 4, 5);
$z = "foo";

$z($x[0]);

?>
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PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$z

line # op fetch ext return operands
7 0 NOP     
12 1 INIT_ARRAY   ~0 0
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 1
 3 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 4 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 5 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 4
 6 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 5
 7 ASSIGN    !0,~0
13 8 ASSIGN    !1,'foo'
15 9 INIT_FCALL_BY_NAME    !1
 10 FETCH_DIM_FUNC_ARG   $3 !0,0
 11 SEND_VAR    $3
 12 DO_FCALL_BY_NAME  1   
17 13 RETURN    1

Function name: foo

Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
7 0 RECV    1
9 1 PRINT   ~0 !0
 2 FREE    ~0
10 3 RETURN    null

FETCH_DIM_IS

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 90
 * No sample PHP yet */
?>

FETCH_DIM_R

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the value of the element at "index" in "array-value" to store it in "result".  Read-only?
 * opcode number: 81
 */
$x = array(1,2,3);
$a = 'x';
echo $$a[0];
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 ASSIGN    !1,'x'
8 5 FETCH_DIM_R   $3 !1,0
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 6 FETCH_R local  $4 $3
 7 ECHO    $4
9 8 RETURN    1

FETCH_DIM_RW

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the value of the element at "index" in "array-value" to store it in "result".
 * opcode number: 87
 */
$x = array(1,2,3);
$a = 'x';
$$a[0]++;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 ASSIGN    !1,'x'
8 5 FETCH_DIM_R   $3 !1,0
 6 FETCH_RW local  $4 $3
 7 POST_INC   ~5 $4
 8 FREE    ~5
9 9 RETURN    1

FETCH_DIM_TMP_VAR

PHP code
<?php
/*
 * Fetch an entry of an array from a temporal variable?
 * opcode number: 98
 */
list($x) = array("X");
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 'X'
 1 FETCH_DIM_TMP_VAR   $1 ~0,0
 2 ASSIGN    !0,$1
 3 FREE    ~0
7 4 RETURN    1

FETCH_DIM_UNSET

PHP code
<?php 
/*
 * Fetch an entry of an array variable for the purpose of unset() operation.
 * opcode number: 96
 * No sample PHP yet */
?>
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FETCH_DIM_W

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the value of the element at "index" in "array-value" to store it in "result".  Write-only?
 * opcode number: 84
 */
$a = 1;
while($a > 0){
    $a = 0;
}
/*$input =array(1,2,3);
while (list($var,) = @each($input)){
    unset($$var);
}*/
/*$a = array(1,2,3);
$x = 'a';
$$x[0] = 1;*/

/*while ($b = each($a)) {
  print $b;
}*/

?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 IS_SMALLER   ~1 0,!0
 2 JMPZ    ~1,->5
8 3 ASSIGN    !0,0
9 4 JMP    ->1
23 5 RETURN    1

FETCH_FUNC_ARG

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 92
 */
function foo($x)
{
}

$x = 1;
$y = "x";
$z = "foo";

$z($$y);

?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$y, !2=$z

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
10 1 ASSIGN    !0,1
11 2 ASSIGN    !1,'x'
12 3 ASSIGN    !2,'foo'
14 4 INIT_FCALL_BY_NAME    !2
 5 FETCH_FUNC_ARG local  $3 !1
 6 SEND_VAR    $3
 7 DO_FCALL_BY_NAME  1   
16 8 RETURN    1

Function name: foo
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Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
6 0 RECV    1
8 1 RETURN    null

FETCH_IS

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the value from variable which is to be used to test if it is set or not, through isset()/isempty().
 * opcode number: 89
 */
echo isset($_SESSION['userid']);
echo isset($_SESSION['userid'][1]);
echo isset($_SESSION->prop->prop);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 FETCH_IS   $0 '_SESSION'
 1 ZEND_ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ  1 ~1 $0,'userid'
 2 ECHO    ~1
7 3 FETCH_IS   $2 '_SESSION'
 4 FETCH_DIM_IS   $3 $2,'userid'
 5 ZEND_ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ  1 ~4 $3,1
 6 ECHO    ~4
8 7 FETCH_IS   $5 '_SESSION'
 8 FETCH_OBJ_IS   $6 $5,'prop'
 9 ZEND_ISSET_ISEMPTY_PROP_OBJ   ~7 $6,'prop'
 10 ECHO    ~7
9 11 RETURN    1

FETCH_OBJ_FUNC_ARG

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 94
 */
include './classA.php';

function foo(&$x)
{
  print($x);
}

$z = "foo";

$obj = new A();
print $obj->num;
$z($obj->num);

?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$z, !1=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 INCLUDE_OR_EVAL    '.%2FclassA.php',INCLUDE
8 1 NOP     
13 2 ASSIGN    !0,'foo'
15 3 ZEND_FETCH_CLASS   :2 'A'
 4 NEW   $3 :2
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 5 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 6 ASSIGN    !1,$3
16 7 FETCH_OBJ_R   $6 !1,'num'
 8 PRINT   ~7 $6
 9 FREE    ~7
17 10 INIT_FCALL_BY_NAME    !0
 11 FETCH_OBJ_FUNC_ARG   $8 !1,'num'
 12 SEND_VAR    $8
 13 DO_FCALL_BY_NAME  1   
19 14 RETURN    1

Function name: foo

Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
8 0 RECV    1
10 1 PRINT   ~0 !0
 2 FREE    ~0
11 3 RETURN    null

Function name: foo

Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
8 0 RECV    1
10 1 PRINT   ~0 !0
 2 FREE    ~0
11 3 RETURN    null

FETCH_OBJ_IS

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 91
 * No sample PHP yet */
?>

FETCH_OBJ_R

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the "prop-name" property value of this object.  Read-only?
 * opcode number: 82
 */
$x = new A();
$a = 'x';
echo $$a->num;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ASSIGN    !1,'x'
8 5 FETCH_R local  $5 !1
 6 FETCH_OBJ_R   $6 $5,'num'
 7 ECHO    $6
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9 8 RETURN    1

FETCH_OBJ_RW

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the "prop-name" property value of this object.
 * opcode number: 88
 */
$x = new A();
$a = 'x';
$$a->num++;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ASSIGN    !1,'x'
8 5 FETCH_RW local  $5 !1
 6 ZEND_POST_INC_OBJ   ~7 $5,'num'
 7 FREE    ~7
9 8 RETURN    1

FETCH_OBJ_UNSET

PHP code
<?php 
/*
 * Fetch a property of an object variable for the purpose of unset() operation.
 * opcode number: 97
 * No sample PHP yet */
?>

FETCH_OBJ_W

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the "prop-name" property value of this object.  Write-only?
 * opcode number: 85
 */
$x = new A();
$a = 'x';
$$a->num = 1;;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ASSIGN    !1,'x'
8 5 FETCH_W local  $5 !1
 6 ZEND_ASSIGN_OBJ    $5,'num'
 7 ZEND_OP_DATA    1



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

9 8 RETURN    1

FETCH_R

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the value of the varible of "name" to assign it to a variable?  Read-only?
 * opcode number: 80
 */
$x = 1;
$a = 'x';
echo $$a;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 ASSIGN    !1,'x'
8 2 FETCH_R local  $2 !1
 3 ECHO    $2
9 4 RETURN    1

FETCH_RW

PHP code
<?php
/*
 * Fetch the value of the varible of "name" to assign it to a variable?
 * opcode number: 86
 */
$x = 1;
$a = 'x';
$$a++;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 ASSIGN    !1,'x'
8 2 FETCH_RW local  $2 !1
 3 POST_INC   ~3 $2
 4 FREE    ~3
9 5 RETURN    1

FETCH_UNSET

PHP code
<?php 
/*
 * Fetch a variable for the purpose of unset() operation.
 * opcode number: 95
 * No sample PHP yet */
?>

FETCH_W

PHP code
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<?php
/*
 * Fetch the value of the varible of "name" to assign it to a variable?  Write-only?
 * opcode number: 83
 */
$x = 1;
$a = 'x';
$$a = 2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 ASSIGN    !1,'x'
8 2 FETCH_W local  $2 !1
 3 ASSIGN    $2,2
9 4 RETURN    1

FE_FETCH

PHP code
<?php
/*
 * Fetch an element from iterator.  If no element is available, jump to address.  Followed by OP_DATA?
 * opcode number: 78
 */
$a = array(1,2,3);
foreach($a as $num){
    print $num;
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a, !1=$num

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 FE_RESET   $2 !0,->11
 5 FE_FETCH   $3 $2,->11
 6 ZEND_OP_DATA     
 7 ASSIGN    !1,$3
8 8 PRINT   ~5 !1
 9 FREE    ~5
9 10 JMP    ->5
 11 SWITCH_FREE    $2
10 12 RETURN    1

FE_RESET

PHP code
<?php
/*
 * Initialize an iterator on array-value.  If the array is empty, jump to address.  Followed by FE_FETCH.
 * opcode number: 77
 */
$a = array(1,2,3);
foreach($a as $num){
    print $num;
}
?>

PHP opcodes
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Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a, !1=$num

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 FE_RESET   $2 !0,->11
 5 FE_FETCH   $3 $2,->11
 6 ZEND_OP_DATA     
 7 ASSIGN    !1,$3
8 8 PRINT   ~5 !1
 9 FREE    ~5
9 10 JMP    ->5
 11 SWITCH_FREE    $2
10 12 RETURN    1

FREE

PHP code
<?php
/*
 * Release the allocated space of the value.
 * opcode number: 70
 */
 print "Hello World";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 PRINT   ~0 'Hello+World'
 1 FREE    ~0
7 2 RETURN    1

HANDLE_EXCEPTION

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 149
 */
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 RETURN    1

INCLUDE_OR_EVAL

PHP code
<?php
/*
 * Include the file specified by filename and eval it.
 * opcode number: 73
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 */
include("test.php");
eval("test.php");
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 INCLUDE_OR_EVAL    'test.php',INCLUDE
7 1 INCLUDE_OR_EVAL    'test.php',EVAL
8 2 RETURN    1

Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
2 0 DO_FCALL  0  'phpinfo'
3 1 RETURN    1

INIT_ARRAY

PHP code
<?php
/*
 * Allocate a new array with elem-value as the first element of the array.  Followed by ADD_ARRAY_ELEMENT.
 * opcode number: 71
 */
$a = array(1,2,3);
print_r($a);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 SEND_VAR    !0
 5 DO_FCALL  1  'print_r'
8 6 RETURN    1

INIT_FCALL_BY_NAME

PHP code
<?php
/*
 * prepare for a function call to function value1
 * opcode number: 59
 */
$x = 'phpinfo';
$a = $x();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,'phpinfo'
7 1 INIT_FCALL_BY_NAME    !0
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 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !1,$1
8 4 RETURN    1

INIT_METHOD_CALL

PHP code
<?php
/*
 * Prepare for a method call.  Followed by DO_FCALL.
 * opcode number: 112
 */
class A {
  var $num;
    function incrementNum(){
    $num++;
  }
}

$obj = new A();
$obj->incrementNum();

?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
13 1 ZEND_FETCH_CLASS   :1 'A'
 2 NEW   $2 :1
 3 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 4 ASSIGN    !0,$2
14 5 ZEND_INIT_METHOD_CALL    !0,'incrementNum'
 6 DO_FCALL_BY_NAME  0   
16 7 RETURN    1

Function name: incrementNum

Compiled variables: !0=$num

line # op fetch ext return operands
9 0 POST_INC   ~0 !0
 1 FREE    ~0
10 2 RETURN    null

INIT_STATIC_METHOD_CALL

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 113
 */
class Foo {
    public static function aStaticMethod() {
            echo "hello world\n";
    }
}

Foo::aStaticMethod();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
12 1 ZEND_INIT_STATIC_METHOD_CALL    'Foo','aStaticMethod'
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 2 ZEND_OP_DATA    'foo%3A%3Aastaticmethod'
 3 DO_FCALL_BY_NAME  0   
13 4 RETURN    1

Function name: aStaticMethod

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
8 0 ECHO    'hello+world%0A'
9 1 RETURN    null

INIT_STRING

PHP code
<?php
/*
 * appears to create a string variable in result
 * opcode number: 53
 */
echo "hello$a world";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ADD_STRING   ~0 'hello'
 1 ADD_VAR   ~0 ~0,!0
 2 ADD_STRING   ~0 ~0,'+world'
 3 ECHO    ~0
7 4 RETURN    1

INSTANCEOF

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 138
 */
$obj = new A();

if ($obj instanceof A) {
   echo 'A';
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
8 4 ZEND_FETCH_CLASS   :4 'A'
 5 ZEND_INSTANCEOF   ~5 !0,$4
 6 JMPZ    ~5,->9
9 7 ECHO    'A'
10 8 JMP    ->9
11 9 RETURN    1
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ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * Tests if the entry of an array is set or not.
 * opcode number: 115
 */
if(isset($a[0])) return 0;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_ISSET_ISEMPTY_DIM_OBJ  1 ~0 !0,0
 1 JMPZ    ~0,->4
 2 RETURN    0
 3 JMP    ->4
7 4 RETURN    1

ISSET_ISEMPTY_PROP_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 148
 */
$obj = new A();
if(empty($obj->num)) return 0;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ZEND_ISSET_ISEMPTY_PROP_OBJ   ~4 !0,'num'
 5 JMPZ    ~4,->8
 6 RETURN    0
 7 JMP    ->8
8 8 RETURN    1

ISSET_ISEMPTY_VAR

PHP code
<?php
/*
 * Tests if the value of a variable is set or not.
 * opcode number: 114
 */
if(isset($a)){ return 0;}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a
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line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_ISSET_ISEMPTY_VAR  5 ~0 !0
 1 JMPZ    ~0,->4
 2 RETURN    0
 3 JMP    ->4
7 4 RETURN    1

IS_EQUAL

PHP code
<?php
/*
 * compares if value1 and value2 are equal
 * opcode number: 17
 */
echo (1 == 1);
echo (1 == 'c');
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 IS_EQUAL   ~0 1,1
 1 ECHO    ~0
7 2 IS_EQUAL   ~1 1,'c'
 3 ECHO    ~1
8 4 RETURN    1

IS_IDENTICAL

PHP code
<?php
/*
 * Compares value1 and value2 to see if they are equal AND have the same type
 * opcode number: 15
 */
echo (1===1);
echo (1==='a');
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 IS_IDENTICAL   ~0 1,1
 1 ECHO    ~0
7 2 IS_IDENTICAL   ~1 1,'a'
 3 ECHO    ~1
8 4 RETURN    1

IS_NOT_EQUAL

PHP code
<?php
/*
 * compares if value1 and value2 are not equal
 * opcode number: 18
 */
echo (1 != 1);
?>

PHP opcodes
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Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 IS_NOT_EQUAL   ~0 1,1
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

IS_NOT_IDENTICAL

PHP code
<?php
/*
 * compares value1 and value2 to see if they are unequal or of different types
 * opcode number: 16
 */
echo (1 !== 1);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 IS_NOT_IDENTICAL   ~0 1,1
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

IS_SMALLER

PHP code
<?php
/*
 * compares if value1 is less than value2
 * opcode number: 19
 */
echo (1 < 2);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 IS_SMALLER   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

IS_SMALLER_OR_EQUAL

PHP code
<?php
/*
 * compares if value1 is less than or equal to value2
 * opcode number: 20
 */
echo (1 >= 2);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none
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line # op fetch ext return operands
6 0 IS_SMALLER_OR_EQUAL   ~0 2,1
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

JMPNZ

PHP code
<?php
/*
 * Jump to the address if the value is not zero
 * opcode number: 44
 */
for($i=0; $i<3; $i++){ 
    echo "hi";
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$i

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,0
 1 IS_SMALLER   ~1 !0,3
 2 JMPZNZ  6  ~1,->8
 3 POST_INC   ~2 !0
 4 FREE    ~2
 5 JMP    ->1
7 6 ECHO    'hi'
8 7 JMP    ->3
9 8 RETURN    1

JMPNZ_EX

PHP code
<?php
/*
 * Jump to the address if the xor of value1 and value2 is zero .. ???
 * opcode number: 47
 */
if(1^2) return;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BW_XOR   ~0 1,2
 1 JMPZ    ~0,->4
 2 RETURN    null
 3 JMP    ->4
7 4 RETURN    1

JMPZ

PHP code
<?php
/*
 * Jump to the address if the value is zero
 * opcode number: 43
 */
if($a != 0) echo "foo";
?>
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PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 IS_NOT_EQUAL   ~0 !0,0
 1 JMPZ    ~0,->4
 2 ECHO    'foo'
 3 JMP    ->4
7 4 RETURN    1

JMPZNZ

PHP code
<?php
/*
 * Jump to the address if the value is .. ???
 * opcode number: 45
 */
for($i=0; $i<3; $i++){ 
    echo "hi";
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$i

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,0
 1 IS_SMALLER   ~1 !0,3
 2 JMPZNZ  6  ~1,->8
 3 POST_INC   ~2 !0
 4 FREE    ~2
 5 JMP    ->1
7 6 ECHO    'hi'
8 7 JMP    ->3
9 8 RETURN    1

JMPZ_EX

PHP code
<?php
/*
 * Jump to the address if the xor of value1 and value2 is zero .. ???
 * opcode number: 46
 */
 
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
7 0 RETURN    1

MOD

PHP code
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<?php
/*
 * Makes the value of "result" congruent to "value1" modulo "value2".
 * opcode number: 5
 */
echo 6 % 3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 MOD   ~0 6,3
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

MUL

PHP code
<?php
/*
 * Multiplys "value1" by "value2" and stores the result into "result".
 * opcode number: 3
 */
echo 2*3;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 MUL   ~0 2,3
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

NEW

PHP code
<?php
/*
 * Construct an instance of "type" and store the reference to the object into "result".
 * opcode number: 68
 */
$obj = new A();
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 RETURN    1

NOP

PHP code
<?php
/*
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 * no operation
 * opcode number: 0
 */
function A(){}; 
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
7 1 RETURN    1

Function name: A

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 RETURN    null

POST_DEC

PHP code
<?php
/*
 * decrements variable indicated by value1 by 1 (after performing other operations) and stores in result
 * opcode number: 37
 */
$a--;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 POST_DEC   ~0 !0
 1 FREE    ~0
7 2 RETURN    1

POST_DEC_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 135
 */
$obj = new A();
$obj->num--;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ZEND_POST_DEC_OBJ   ~5 !0,'num'
 5 FREE    ~5
8 6 RETURN    1
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POST_INC

PHP code
<?php
/*
 * increments variable indicated by value1 by 1 (after performing other operations) and stores in result
 * opcode number: 36
 */
$a++;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 POST_INC   ~0 !0
 1 FREE    ~0
7 2 RETURN    1

POST_INC_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * Increment the property value specified by prop-name and store the original value into result.
 * opcode number: 134
 */
$obj = new A();
$obj->num++;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ZEND_POST_INC_OBJ   ~5 !0,'num'
 5 FREE    ~5
8 6 RETURN    1

PRE_DEC

PHP code
<?php
/*
 * decrements variable indicated by value1 by 1 (before performing other operations) and stores in results
 * opcode number: 35
 */
--$a;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 PRE_DEC    !0
7 1 RETURN    1
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PRE_DEC_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 133
 */
$obj = new A();
--$obj->num;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 ZEND_PRE_DEC_OBJ    !0,'num'
8 5 RETURN    1

PRE_INC

PHP code
<?php
/*
 * increments variable indicated by value1 by 1 (before performing other operations) and stores in result
 * opcode number: 34
 */
++$a;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 PRE_INC    !0
7 1 RETURN    1

PRE_INC_OBJ

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 132
 */
$obj = new A();
++$obj->num;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
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7 4 ZEND_PRE_INC_OBJ    !0,'num'
8 5 RETURN    1

PRINT

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 41
 */
print "Hello World";
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 PRINT   ~0 'Hello+World'
 1 FREE    ~0
7 2 RETURN    1

QM_ASSIGN

PHP code
<?php
/*
 * Question Mark Assign, used twice inside a question mark assign to temporarily assign result as value1  (this is followed up with an ASSIGN bytecode)
 * opcode number: 22
 */
function A(){
 echo 1?2:3;
}

function B(){
 $b = 0;
 $a = $b > 1 ? 10: 11;
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
10 1 NOP     
14 2 RETURN    1

Function name: A

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
7 0 JMPZ    1,->3
 1 QM_ASSIGN   ~0 2
 2 JMP    ->4
 3 QM_ASSIGN   ~0 3
 4 ECHO    ~0
8 5 RETURN    null

Function name: B

Compiled variables: !0=$b, !1=$a

line # op fetch ext return operands
11 0 ASSIGN    !0,0
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12 1 IS_SMALLER   ~1 1,!0
 2 JMPZ    ~1,->5
 3 QM_ASSIGN   ~2 10
 4 JMP    ->6
 5 QM_ASSIGN   ~2 11
 6 ASSIGN    !1,~2
13 7 RETURN    null

RAISE_ABSTRACT_ERROR

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 142
 */

abstract class fail {
    abstract function show();
}

class pass extends fail {
    function show() {
        echo "Call to function show()\n";
    }
}

$t2 = new pass();
$t2->show();

$t = new fail();
$t->show();

echo "Done\n"; // shouldn't be displayed
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$t2, !1=$t

line # op fetch ext return operands
7 0 NOP     
11 1 NOP     
 2 NOP     
17 3 ZEND_FETCH_CLASS   :3 'pass'
 4 NEW   $4 :3
 5 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 6 ASSIGN    !0,$4
18 7 ZEND_INIT_METHOD_CALL    !0,'show'
 8 DO_FCALL_BY_NAME  0   
20 9 ZEND_FETCH_CLASS   :9 'fail'
 10 NEW   $10 :9
 11 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 12 ASSIGN    !1,$10
21 13 ZEND_INIT_METHOD_CALL    !1,'show'
 14 DO_FCALL_BY_NAME  0   
23 15 ECHO    'Done%0A'
24 16 RETURN    1

Function name: show

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
8 0 ZEND_RAISE_ABSTRACT_ERROR     
 1 RETURN    null

Function name: show

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
13 0 ECHO    'Call+to+function+show%28%29%0A'
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14 1 RETURN    null

RECV

PHP code
<?php
/*
 * Receive a functoin argument of "argument-number" and store the argument value into a variable of "argument-number".  (e.g. $1 for 1)
 * opcode number: 63
 */
function hello($a){}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
7 1 RETURN    1

Function name: hello

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 RECV    1
 1 RETURN    null

RECV_INIT

PHP code
<?php
/*
 * Initialize a function argument with "value" if not received from caller.  Otherwise same as RECV.
 * opcode number: 64
 */
function hello($a=5){}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
7 1 RETURN    1

Function name: hello

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 RECV_INIT    1,5
 1 RETURN    null

RETURN

PHP code
<?php
/*
 * Return value from a funciton.
 * opcode number: 62
 */
return 1;
?>
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PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 RETURN    1
7 1 RETURN    1

SEND_REF

PHP code
<?php
/*
 * Pass the reference value as an actual parameter to a function.  DO_FCALL follows.
 * opcode number: 67
 */
@each($input);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 BEGIN_SILENCE   ~0  
 1 FETCH_W local  $1 'input'
 2 SEND_REF    $1
 3 DO_FCALL  1  'each'
 4 END_SILENCE    ~0
7 5 RETURN    1

SEND_VAL

PHP code
<?php
/*
 * Pass the constant value as an actual parameter to a function.  DO_FCALL follows.
 * opcode number: 65
 */
function funcA($msg){
    print $msg;
}

funcA('HELLO');

defined('IN_PHPBB');
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 NOP     
10 1 SEND_VAL    'HELLO'
 2 DO_FCALL  1  'funca'
12 3 SEND_VAL    'IN_PHPBB'
 4 DO_FCALL  1  'defined'
13 5 RETURN    1

Function name: funcA

Compiled variables: !0=$msg

line # op fetch ext return operands
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6 0 RECV    1
7 1 PRINT   ~0 !0
 2 FREE    ~0
8 3 RETURN    null

SEND_VAR

PHP code
<?php
/*
 * Pass the variable value as an actual parameter to a function.  DO_FCALL follows.
 * opcode number: 66
 */
$a = array(1,2,3);
if(is_array($a)){ return 0; }
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 SEND_VAR    !0
 5 DO_FCALL  1  'is_array'
 6 JMPZ    $2,->9
 7 RETURN    0
 8 JMP    ->9
8 9 RETURN    1

SEND_VAR_NO_REF

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 106
 * No sample PHP yet */
?>

SL

PHP code
<?php
/*
 * Shift value1 by balue2 bits to left
 * opcode number: 6
 */
echo 8 << 2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 SL   ~0 8,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1
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SR

PHP code
<?php
/*
 * Shift bits to right
 * opcode number: 7
 */
echo 8 >> 2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 SR   ~0 8,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

SUB

PHP code
<?php
/*
 * Subtracts "value2" from "value1" and stores the result into "result".
 * opcode number: 2
 */
echo 1-2;
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
6 0 SUB   ~0 1,2
 1 ECHO    ~0
7 2 RETURN    1

SWITCH_FREE

PHP code
<?php
/*
 * Release the allocated space of "value"?
 * opcode number: 49
 */
$a = array(1,2,3);
foreach($a as $num){
    print $num;
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a, !1=$num

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 FE_RESET   $2 !0,->11
 5 FE_FETCH   $3 $2,->11
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 6 ZEND_OP_DATA     
 7 ASSIGN    !1,$3
8 8 PRINT   ~5 !1
 9 FREE    ~5
9 10 JMP    ->5
 11 SWITCH_FREE    $2
10 12 RETURN    1

THROW

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 108
 */
try {
    $error = 'Always throw this error';
    throw new Exception($error);

    // Code following an exception is not executed.
    echo 'Never executed';

} catch (Exception $e) {
    echo 'Caught exception: ',  $e->getMessage(), "\n";
}

// Continue execution
echo 'Hello World';
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$error, !1=$e

line # op fetch ext return operands
7 0 ASSIGN    !0,'Always+throw+this+error'
8 1 ZEND_FETCH_CLASS   :1 'Exception'
 2 NEW   $2 :1
 3 SEND_VAR    !0
 4 DO_FCALL_BY_NAME  1   
 5 ZEND_THROW  0  $2
11 6 ECHO    'Never+executed'
13 7 JMP    ->15
 8 ZEND_FETCH_CLASS   :4 'Exception'
 9 ZEND_CATCH  15  $4,!1
14 10 ECHO    'Caught+exception%3A+'
 11 ZEND_INIT_METHOD_CALL    !1,'getMessage'
 12 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 13 ECHO    $6
 14 ECHO    '%0A'
18 15 ECHO    'Hello+World'
19 16 RETURN    1

TICKS

PHP code
<?php
/*
 * 
 * opcode number: 105
 */
// A function that records the time when it is called
function profile()
{
   echo "profile function is called\n";
}

// Set up a tick handler
register_tick_function("profile");

// Initialize the function before the declare block
profile();

// Run a block of code, throw a tick every 2nd statement
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declare(ticks=2) {
   for ($x = 0; $x < 10; ++$x) {
         echo "hello world\n";
   }
}
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x

line # op fetch ext return operands
7 0 NOP     
13 1 SEND_VAL    'profile'
 2 DO_FCALL  1  'register_tick_function'
16 3 DO_FCALL  0  'profile'
20 4 ASSIGN    !0,0
 5 IS_SMALLER   ~3 !0,10
 6 JMPZNZ  9  ~3,->13
 7 PRE_INC    !0
 8 JMP    ->5
21 9 ECHO    'hello+world%0A'
 10 TICKS    2
22 11 TICKS    2
 12 JMP    ->7
 13 TICKS    2
23 14 TICKS    2
24 15 RETURN    1

Function name: profile

Compiled variables: none

line # op fetch ext return operands
9 0 ECHO    'profile+function+is+called%0A'
10 1 RETURN    null

UNSET_DIM

PHP code
<?php
/*
 * Unset the entry of array-value, which is specified by index, and store the original element value into "result".
 * opcode number: 75
 */
$a = array(1,2,3);
unset($a[0]);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 INIT_ARRAY   ~0 1
 1 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 2
 2 ADD_ARRAY_ELEMENT   ~0 3
 3 ASSIGN    !0,~0
7 4 UNSET_DIM   $2 !0,0
8 5 RETURN    1

UNSET_OBJ

PHP code
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<?php
/*
 * Unset the property of the current object (this) and store the original value into "result".
 * opcode number: 76
 */
$obj = new A();
unset($obj->num);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$obj

line # op fetch ext return operands
6 0 ZEND_FETCH_CLASS   :0 'A'
 1 NEW   $1 :0
 2 DO_FCALL_BY_NAME  0   
 3 ASSIGN    !0,$1
7 4 UNSET_OBJ   $4 !0,'num'
8 5 RETURN    1

UNSET_VAR

PHP code
<?php
/*
 * Unset the variable and store the original value into "result".
 * opcode number: 74
 */
$x = 1;
$a='x';
unset($$a);
?>

PHP opcodes
Function name: (null)

Compiled variables: !0=$x, !1=$a

line # op fetch ext return operands
6 0 ASSIGN    !0,1
7 1 ASSIGN    !1,'x'
8 2 UNSET_VAR   $2 !1
9 3 RETURN    1

USER_OPCODE

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 150
 * No sample PHP yet */
?>

VERIFY_ABSTRACT_CLASS

PHP code
<?php 
/*
 * 
 * opcode number: 146
 * No sample PHP yet */
?>

Zend Engine 1
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目次
以前の導入ページ
PHP 拡張モジュールの作者用のストリーム API
Zend API: PHP のコアをハックする
TSRM API

Zend Engine 1 は、PHP 4 系のバージョンの内部で使われているエンジンです。 すでに第一線を退いていますが、PHP 4 はいまだに多くの場所で使われています。 そこで、以前の ZE1 のドキュメントについてもここにそのままの形で残しておきます。

以前の導入ページ
PHP そのもの、あるいは Zend 拡張モジュールの開発を始めようと思うなら、 その膨大な API 群について学ぶ必要があります。ここでは、現在公開されている さまざまなバージョンの PHP および Zend エンジンが提供する API 群について 紹介します。ここに挙げられている
情報の多くは若干古くなっています。 そのため、このマニュアルのほかに、PHP ソースに含まれている README.SELF-CONTAINED-EXTENSIONS や README.EXT_SKEL といったファイルについても 読んでみたくなることでしょう。

PHP 拡張モジュールの作者用のストリーム API
注意:

この章で説明する関数は PHP のソースコード内で用いられるものであり、 PHP の関数ではありません。PHP のユーザ用のストリーム関数については ストリーム関数のリファレンス をご覧ください。

概要

PHPストリームAPIは、PHP拡張モジュールにファイルおよびソケット処理 用の統一化された手段を導入するものです。 共通の操作を行なうための標準関数を有する単一のAPIを使用することに より、ストリームAPIは拡張モジュールがファイル、ソケット、URL、メモリ スクリ
プトが定義したオブジェクトにアクセスすることを可能にします。 ストリームは、新規ストリームを登録するために動的にロードされる モジュール(およびスクリプト!)とすることができる実行時に拡張可能な APIです。

ストリームAPIの目的は、ファイル、URL、その他のストリームにできるデータ ソースを平易な統一されたAPIにより、開発者が容易にオープンできるように することです。APIは、ほぼANSI C stdio関数と(多くの主な関数について同等 の意味を有しており、)類似しています。
このため、Cプログラマは、 ストリームに慣れている印象を受けるはずです。

ストリームAPIは、いくつかの異なるレベルを処理します。 基本レベルでは、APIはストリーマブルなデータソースを表す php_streamオブジェクトを定義します。 やや高いレベルでは、APIは、URLからのデータおよびメタデータの取得を サポートするために低レベルAPIを
ラップしたphp_stream_wrapper オブジェクトを定義します。 追加のパラメータ context は、 ほとんどのストリーム作成関数で使用できます。 これはラッパーの stream_opener メソッドに渡され、ラッパーの挙動を微調整します。

あらゆるストリームは、一度オープンされると任意の数の filters を適用することができます。 これは、ストリームがデータを読み書きする際にそのデータを加工します。

ストリームは、ファイル処理の他の形式にキャスト(変換)でき、 大きな問題もなくサードパーティ製のライブラリと組み合わせて使用する ことができます。これにより、これらのライブラリがURLソースからデータに 直接アクセスできるようになります。 使用するシステム
にfopencookie()または funopen()関数がある場合、 任意のPHPストリームをANSI stdioを使う任意のライブラリに渡すことさえ できます!

ストリームの基本

ストリームの使用方法は、ANSI stdio関数の使用と非常に似ています。 主な違いは、使用を開始するストリームを得る方法です。 多くの場合、ストリームのハンドルを得るために php_stream_open_wrapper()を使用します。 この関数の動作は、以下の例で示すよう
にfopenと非常によくにています。

例1 PHPホームページを表示するための簡単なストリームの例
php_stream * stream = php_stream_open_wrapper("http://www.php.net", "rb", REPORT_ERRORS, NULL);
if (stream) {
    while(!php_stream_eof(stream)) {
        char buf[1024];
        
        if (php_stream_gets(stream, buf, sizeof(buf))) {
            printf(buf);
        } else {
            break;
        }
    }
    php_stream_close(stream);
}

以下の表にその他の一般的なANSI stdio関数と等価なストリーム関数を 示します。注記で除外されていない限り、関数の意味は同じです。

ANSI stdioと等価なストリームAPI関数
ANSI stdio関数 PHP ストリーム関数 注意
fopen php_stream_open_wrapperストリームではパラメータが増えています
fclose php_stream_close  
fgets php_stream_gets  
fread php_stream_read パラメータnmembの値を1と仮定すると、プロトタイプはread(2)により似ることになります
fwrite php_stream_write パラメータnmembの値を1と仮定すると、プロトタイプはwrite(2)により似ることになります
fseek php_stream_seek  
ftell php_stream_tell  
rewind php_stream_rewind  
feof php_stream_eof  
fgetc php_stream_getc  
fputc php_stream_putc  
fflush php_stream_flush  
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puts php_stream_puts fputsではなく、putsと同じ意味
fstat php_stream_stat ストリームはより情報の多いstat構造体を有しています

リソースとしてのストリーム

すべてのストリームは、作成されるとリソースとして登録されます。これにより、 たとえ致命的なエラーが発生したとしても適切な後処理が行われることが保障されます。 PHP のすべてのファイルシステム関数は、ストリームリソースに対して操作することができます。 つま
り、あなたの作成した拡張モジュールは、 通常の PHP ファイルポインタをパラメータとして受け取って 結果をストリームで返すことができるということです。 ストリーム API により、この処理が楽にできるようになっています。

例2 ストリームをパラメータとして受け取る方法
PHP_FUNCTION(example_write_hello)
{
    zval *zstream;
    php_stream *stream;
    
    if (FAILURE == zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "r", &zstream))
        return;
    
    php_stream_from_zval(stream, &zstream);

    /* これでストリームを使うことができます。しかし、ストリームの
       "所有者" はこの関数ではなく、呼び出し元のスクリプトです。
       つまり、この関数内でストリームを閉じてはいけないということです。
       そんなことをすると PHP がクラッシュしてしまいます! */
    php_stream_write(stream, "hello\n");
        
    RETURN_TRUE();
}

例3 関数からストリームを返す方法
PHP_FUNCTION(example_open_php_home_page)
{
    php_stream *stream;
    
    stream = php_stream_open_wrapper("http://www.php.net", "rb", REPORT_ERRORS, NULL);
    
    php_stream_to_zval(stream, return_value);

    /* これ以降、ストリームの "所有者" は呼び出し元スクリプトとなります。
       もしここでストリームを閉じると、PHP がクラッシュしてしまいます! */
}

ストリームの後始末が自動的に行われることから、 わざわざ後始末を気にしたりしないずさんなプログラマでいても大丈夫と思われるかもしれません。 確かにそれでもうまくいくでしょうが、いくつかの理由からこれはお勧めできません。 ストリームのオープン中はシステムリ
ソースがロックされるので、 使用済みのファイルをオープンしたままにしておくと、 他のプロセスがファイルにアクセスできなくなります。 大量のファイルを扱うスクリプトでは、 使用済みのリソースを溜め込み続けるとメモリやファイル記述子の番号がいっぱいになってし
まいます。 その結果ウェブサーバがリクエストを受け付けられないようになります。 どうです? あまりいい話ではないでしょう? ストリーム API には、すっきりとしたコードが書けるような細工が組み込まれています。 ストリームを閉じるべき場所で閉じていない場合は、 ウェ
ブサーバのエラーログに有用なデバッグ情報が出力されます。

注意: 拡張モジュールの開発中は、常にデバッグビルド版の PHP を使用するようにしましょう (configure の際に --enable-debug を指定します)。 そうすることで、メモリリークやストリームのリークに関する重要な警告を受け取れるようになります。

時には、リクエストを持続させるためにストリームをオープンし続けることが有用なこともあるでしょう。 例えばログを記録したり結果をファイルにトレースする場合などです。 このようなストリームについて、確実に後始末を行うコードを書くことはさほど難しくありませ
ん。 しかしその数行のコードがどうしても必要なのかというと、そうではないでしょう。 このような場合にコードを書く手間を省くため、ストリームに対して 「このストリームの後始末は自動処理にまかせる」という印をつけることができます。 こうすると、ストリームの後
始末が自動的に行われた際に、 ストリーム API は何の警告も発しなくなります。この印をつけるには php_stream_auto_cleanup() を使用します。

ストリームをオープンする際のオプション

これらの定数は、ストリームファクトリ関数の操作に影響を及ぼします。
IGNORE_PATH

これはストリームのデフォルトのオプションです。要求されたファイルに ついて、include_path に列挙されたパスを検索しないようにします。
USE_PATH

要求されたファイルについて、include_path で列挙されたパスも検索します。
IGNORE_URL

ストリームを開く際に、登録された URL ラッパーの存在を無視します。 非 URL ラッパーについては考慮され、これらがパスをデコードします。 このフラグの逆はありません; ストリームAPIは登録されたすべての ラッパーをデフォルトで使用しようとします。
IGNORE_URL_WIN

Windows においては、IGNORE_URL と等価です。 他のシステムでは効果はありません。
ENFORCE_SAFE_MODE

ファイルを開く前に、ストリームの背後の実装が safe_mode チェックを ファイルに対して行うよう指示します。 このフラグを省くと、safe_mode チェックが行われず、PHP プロセスが アクセス権をもつすべてのファイルに対してオープンが可能になります。
REPORT_ERRORS

このフラグがセットされていて、ファイルまたは URL を開く際に何らかのエラーが 発生した場合に、ストリーム API は php_error 関数をあなたの代わりに 実行します。これは、パスや URL がユーザ名やパスワードなど エラー時にブラウザに表示されるべきでない情報
を含むときに (それがセキュリティ上のリスクになるため) 有用です。 ストリーム API がエラーを出すときは、まずユーザ名やパスワードといった 情報をパスから取り除いた後で、エラーメッセージを安全な形にしてから エラーを出力します。

STREAM_MUST_SEEK
このフラグは、拡張モジュール内で、本当にストリームをランダムにシーク する必要があるときに有用です。 いくつかの種類のストリームはそのままの形ではシークができないことが あるので、このフラグをセットしておくと、ストリーム API は、 まず開かれたストリー
ムがシーク可能かどうかを調べ、シークできない場合は、 ストリームのデータをシーク可能な一時的なストレージ (テンポラリファイル あるいはメモリーストリーム) にコピーします。 このフラグは、ストリームに対してシーク動作を行ってから書き込みを行うような 場
合には適していません。アクセス対象のストリームは当初アクセスを要求した リソースに必ずしも関連付けられているとは限らないからです。

注意: もし、要求されたリソースがネットワークベースであった場合、 この関数は、すべてのデータが読み込まれるまでブロックします。
STREAM_WILL_CAST

もしあなたの拡張モジュールがサードパーティのライブラリを利用していて、 そのライブラリには FILE* かファイルディスクリプタを渡さなくては ならないとき、このフラグを使うと、ストリーム API にリソースを オープンしても、バッファリングは行わないよう指示す
ることができます。 その後、php_stream_cast() を使い、そのライブラリの 必要とする FILE* や ファイルディスクリプタを取得できます。 このフラグは HTTP URL にアクセスしたとき、 実際のストリームのデータが不定なオフセットの先から始まるような 場合におい
て、特に有用です。 このオプションはストリーム API のレベルでのバッファリングを 無効にするため、ストリーム関数のパフォーマンスが悪くなるかも しれませんが、このオプションを利用するということは、あなたが ストリームの背後にある実装に合わせるよう スト
リーム API 関数を使うことをストリームに宣言したということ ですから、それは許容範囲内と考えられます。 このオプションは本当に必要だと確信があるときにのみ用いてください。

Zend API: PHP のコアをハックする
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導入

Those who know don't talk. (知ってる人は教えようとしない)

Those who talk don't know. (教えてる人はあまり知らない)

時には、「あるがままの」PHP では要件を満たさないことがあります。平均的な ユーザがこのような事態に陥ることはまずありませんが、プロがアプリケーションを 作成していると、速度面や機能面ですぐに PHP の限界に達してしまいます。 言語の制限により、新機能が常に
ネイティブ実装されるとは限りません。 そんな場合には、たった 1 行のコードのために大げさなライブラリを利用 しなければならず非常に不便です。このような PHP の欠点に打ち勝つための なんらかの手段が必要です。

もしこの域に達したなら、PHP の心臓部に手を触れ、その中身（PHP を動かして いる C のコード）を探ってみるとよいでしょう。

警告

この情報は、現在はかなり時代遅れになっています。 PHP 4 の初期バージョンで使用されていた、 初期の ZendEngine 1.0 の API しか網羅していない部分もあります。

より新しい情報は、PHP のソースに含まれる各種 README ファイル、 あるいは Zend の Web サイトにある » Internals を参照ください。

概要

「PHP を拡張する」と言うのは簡単ですが、実際に行うのは大変なことです。 PHP は数メガバイトのソースコードからなる成熟したツールに発展して きており、このようなシステムをハックするには、学ばねばならないことが あります。この章を構成するにあたり、我々は
「実際に作業することによって 学んでもらう」という手法をとることにしました。これは科学的とは言えないし プロフェッショナルな方法でもありません。しかし、楽しく学ぶことが できて最終的によい結果に終わると考えたのです。 以下の節では、最も基本的な拡張モ
ジュールをお手軽に作成する方法を 学びます。その後で、Zend API の高度な機能について学びます。 もうひとつの方法としては、機能・デザイン・ヒント・裏技などを 一気に学ぶ、つまり実践的な手法の前にまず大きな絵の全体を見せてしまう というものがあります。何の小
細工もせずにすむという点で、こちらの 方法のほうが「よりよい」ものではあるのですが、この方法は 非常にフラストレーションがたまり、時間と気力をかなり消費するもの でもあります。そのため、我々は前者の方法をとることにしたのです。

この章では PHP の内部動作についてできる限りの知識を伝えるように 心がけています。しかしながら、いつどんなときでも 100% 動作する 完璧な PHP 拡張モジュール作成ガイドを提供するのは不可能であることを 知っておいてください。PHP は巨大で複雑なパッケージであ
るので、 実際に手を動かしながら勉強していかないと内部構造は理解できないでしょう。 そのため、実際のソースとともに作業を進めていくことを推奨します。

Zend とは何 ? そして PHP とは何 ?

Zend という名前は PHP のコアとなる言語エンジンを 指します。PHP は、外部から見た際のシステム全体を 指す単語です。最初はすこし紛らわしく感じるかもしれませんが、これは そんなに複雑な話ではありません (以下を参照ください)。 Web スクリプトのインタプリタを
実装するには、3 つのパートが必要です。

1. インタプリタ (interpreter) は 入力コードを解析し、変換し、そして実行します。

2. 機能 (functionality) は、言語の機能 (関数など) を実装します。

3. インターフェイス (interface) は、 Web サーバなどと会話をします。

1 のすべてと 2 の一部を担当するのが Zend で、2 および 3 を 担当するのが PHP です。この 2 つをあわせることで PHP パッケージが 完成します。Zend 自身は言語のコアのみを受け持つもので、 事前に定義された関数などの PHP の基本部分のみを実装します。 PHP が、こ
の言語の優れた可能性を作り出しているすべての 拡張モジュールを受け持ちます。
PHP おおおおお

これ以降のセクションでは、PHP を拡張するにはどこをどのように変更すれば よいのかを説明します。

拡張の可能性

先ほど 示したとおり、PHP を拡張するには 3 つの方法があります。それは 外部モジュール・組み込みモジュール・Zend エンジン の 3 つです。以下の節で、これらそれぞれについて考えます。

外部モジュール

外部モジュールは、スクリプトの実行時に dl() 関数を使用して読み込みます。この関数は、ディスクから共有オブジェクトを 読み込んで、呼び出し元のスクリプトからその機能を使用できるように します。スクリプトが終了すると、外部モジュールはメモリから削除 されま
す。この方法には利点も欠点もあります。それを以下の表にまとめます。

利点 欠点

PHP をコンパイルせずに外部モジュールを使用できる。 スクリプトが実行されるたび (アクセスされるたび) に 共有オブジェクトを読み込む必
要があり、速度が非常に遅くなる。

その機能を「外部にまかせる」ことにより、PHP のサイズ
を 小さく抑えられる。 外部の追加ファイルによってディスクを散らかしてしまう。

  そのモジュールの機能を使用するすべてのスクリプトが dl() をコールするか、あるいは php.ini の中の extension タグを変更す
る (この方法が適切でない場合もある) 必要がある。

http://devzone.zend.com/public/view/tag/Extension
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要するに、外部モジュールが有用なのは以下のような場合です。 サードパーティの製品・PHP のちょっとした機能拡張で、めったに 使われないもの・単なるテスト目的で作成するものなど。 追加機能を手っ取り早く開発するには、外部モジュールが最適です。 頻繁に使用する
ものであったり大規模な実装であったり、あるいは 複雑なコードの場合などは、欠点が利点を上回ってしまうでしょう。

サードパーティは、php.ini の extension タグを使用して PHP に拡張モジュールを 追加することを考えるかもしれません。これらの拡張モジュールは 本体のパッケージとは完全に切り離されます (これは、商用の環境では とても便利な機能です)。商用製品を配布する場合は、
単に追加モジュール のみを含むディスクやアーカイブを出荷すればよいのであり、他の 拡張モジュールが使用できなくなるような PHP バイナリを作成する 必要がなくなります。

組み込みモジュール

組み込みモジュールは、PHP のコンパイル時に直接組み込まれ、PHP プロセスと一緒に動作します。すべてのスクリプトで、その機能が 使用可能となります。外部モジュールの場合と同様、組み込みモジュールに ついても利点と欠点があります。それを以下の表にまとめます。

利点 欠点
いちいちモジュールを読み込む必要がない。 なにもしなくてのその機能が使用できる。 組み込みモジュールを更新するには PHP を再コンパイル する必要がある。
別の外部ファイルでディスクを散らかすことはない。 すべては PHP のバイナリに組み込まれる。 PHP バイナリのサイズが大きくなり、メモリ消費量も増える。
比較的変更の少ない安定した関数のライブラリで、平均以上の速度を 要求するものであったり、あるいは多くのスクリプトから頻繁に 使用されるようなライブラリなどの場合は、組み込みモジュールに するのが最適です。PHP を再コンパイルしなければならないという 問題
は、それによって得られるスピードや使いやすさにくらべたら たいしたことはありません。しかし、小さな変更が頻繁に繰り返される ような場合には、組み込みモジュールは不適当です。

Zend エンジン

もちろん、拡張機能を Zend エンジンに直接組み込むこともできます。 言語そのものの振る舞いを変更したい場合、あるいは言語のコアに 特別な関数を直接組み込む必要がある場合などには、この方式がよいでしょう。 しかし、一般的には Zend エンジンを変更することは避
けるべきです。 ここを変更してしまうとその他の部分で非互換性が発生する可能性があり、 特別に変更された Zend エンジンに対応できる人は誰もいなくなるでしょう。 変更内容を PHP のソースから切り離すことができなくなりますし、 また「公式」なソースリポジトリから
アップデートを行うと、変更内容が 上書きされてしまいます。そのため、この手法はよくないものと 考えられています。使用することはめったにないため、この文書では この手法については取り上げません。

ソース配置

注意:

この章の残りの部分に進む前に、お好みの Web サーバの (変更されていない) ソースを取得しておきましょう。ここでは、Apache (» http://httpd.apache.org/ で取得できます) を使用します。また、もちろん PHP のソース (» http://www.php.net/ にあります -
言うまでもないですよね?) も必要です。

PHP の動作環境を自分でコンパイルして作成できるようにしておいて ください! この方法についてはここでは触れませんが、この章の内容を 学習しようとするのなら、最低限知っておくべき基本的な内容です。

コードの内容について説明する前に、PHP のファイルを探索する助けになるよう ソースツリーの内容に慣れておくべきです。これは、拡張モジュールを 開発したりデバッグしたりする際の必須技能です。

以下の表では、主なディレクトリの内容について説明しています。

ディレクトリ 内容

php-src

PHP 本体の
ソースファ
イルおよび
ヘッダファ
イル。 PHP
の API 定義
やマクロな
どはここに
あります (重
要)。 それ以
外のもの
は、この
ディレクト
リの下位階
層にありま
す。

php-src/ext

動的モ
ジュール、
組み込みモ
ジュールの
ソース置き
場。 デフォ
ルトで
は、PHP 本
体のソース
ツリーに統
合された
「公式」 モ
ジュールが
配置されて
いま
す。PHP 4.0
以降、これ
らの標準 拡
張モジュー
ルを (そのモ

http://httpd.apache.org/
http://www.php.net/
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ジュールが
サポートし
ていれば) 動
的モジュー
ルとしてコ
ンパイルす
ることが可
能となりま
した。

php-
src/main

このディレ
クトリには
PHP 本体の
マクロや定
義がありま
す (重要)。

php-
src/pear

PHP
Extension
and
Application
Repository
(PEAR) の
ディレクト
リです。 こ
こには PEAR
のコアファ
イルが含ま
れます。

php-src/sapi

さまざまな
サーバ用の
抽象化レイ
ヤのコード
を含みま
す。

TSRM

Zend および
PHP の
"Thread
Safe
Resource
Manager"
(TSRM) の場
所です。

ZendEngine2

Zend エンジ
ンのファイ
ルがありま
す。この中
で、Zend の
API 定義や
マクロなど
のすべてが
見つけられ
るでしょう
(重要)。

PHP パッケージに含まれるすべてのファイルについて取り上げることは この章の範囲を超えています。しかし、以下のファイルについては 詳しく見ておくべきでしょう。

PHP の main ディレクトリにある php-src/main/php.h。 このファイルには PHP のマクロおよび API 定義の大半が含まれています。

Zend ディレクトリにある php-src/Zend/zend.h。 このファイルには Zend のマクロおよび定義の大半が含まれています。

これもまた Zend ディレクトリにある php-src/Zend/zend_API.h。 ここでは Zend の API を定義しています。

これらのファイルからインクルードされているいくつかのファイルについても 見ておきましょう。例えば、Zend エンジンの実行や PHP の初期化ファイルの サポートに関連するファイルが含まれます。これらのファイルを読んだ後で、 パッケージ全体を見回し、ファイルやモ
ジュールの相互依存性 - 各ファイル・モジュールがお互いにどのようにかかわりあっているのか、 どのようにお互いを使用しているのか - を調べましょう。これにより、 PHP のコーディングスタイルにも慣れることができます。PHP を 拡張しようと思うなら、早いうちにこの
スタイルに適応すべきです。

拡張規約

Zend は、ある規約に基づいて構築されています。 この標準規約を破ることを避けるため、 以下の節で説明する規則を守らなければなりません。

マクロ

重要なタスクのほぼ全てについて、Zend では便利なマクロを定義しています。 以下の表および図で、基本的な関数・構造体およびマクロについて 説明しています。マクロ定義のほとんどは zend.h あるいは zend_API.h にあります。この章を勉強したあとで、 これらのファイ
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ルをじっくり読んでみることをお勧めします (もちろん今この場で読んでもよいのですが、 まだこの段階ではすべてを理解することはできないでしょう)。

メモリ管理

特にサーバソフトウェアにとって、リソース管理は重大な問題です。 メモリは最も貴重なリソースのひとつなので、 メモリ管理には最大限の注意を払わねばなりません。 メモリ管理の一部は Zend によって抽象化されており、 この抽象化を使用すべきなのは明白です。この抽
象化を使用することにより、 Zend はすべてのメモリ割り当てを完全に制御できるようになります。 そのブロックが使用中なのかどうかを Zend が判断し、 未使用のブロックや参照されていないブロックを自動的に開放することで メモリリークを防ぐことができます。 このた
めに使用する関数を、以下の表にまとめます。

関数 説明
emalloc() malloc() の代わりに使用します。
efree() free() の代わりに使用します。
estrdup() strdup() の代わりに使用します。

estrndup() strndup() の代わりに使用します。 estrdup() より高速で、バイナリセーフです。 複製する文字列の長さが事前にわかっている場合には、 この関数を使用することを推
奨します。

ecalloc() calloc() の代わりに使用します。
erealloc() realloc() の代わりに使用します。
emalloc() および estrdup()、estrndup()、 ecalloc()、erealloc() は、内部メモリを確保します。efree() は、これらの関数で確保したブロックを開放します。 e*() 関数が管理するメモリは、 現在のプロセス内でローカルであるものとして扱われます。 このプロセスによっ
て実行されているスクリプトが終了すると、 すぐにメモリが破棄されます。
警告

スクリプトの終了後も残り続けるメモリを確保するために、 malloc() および free() を使用することも可能です。しかし、これらの関数を使用するのは Zend API がどうしてもそれを要求している場合に限定し、 最大限の注意を払うようにしてください。それ以外の場合に使用
すると、 メモリリークが発生する恐れがあります。

Zend は、マルチスレッド Web サーバをサポートするための スレッドセーフなりソース管理機能も提供しています。 この機能を使用する場合は、複数スレッドを同時に実行できるようにするため、 すべてのグローバル変数をローカルの構造体に割り当てなければなりません。
この文書が書かれた時点では Zend のスレッドセーフモードはまだ完成していません。 そのため、この文書ではこれ以上この機能について取り上げません。

ディレクトリ関数およびファイル関数

Zend モジュール内では、以下のディレクトリ関数およびファイル関数を使用しなければなりません。 これらの関数の機能はそれぞれ対応する C 関数と同じですが、 さらにスレッドレベルでの仮想実行ディレクトリがサポートされています。

Zend 関数 標準 C 関数
V_GETCWD() getcwd()
V_FOPEN() fopen()
V_OPEN() open()
V_CHDIR() chdir()
V_GETWD() getwd()
V_CHDIR_FILE()ファイルのパスを引数として受け取り、 現在の実行ディレクトリをそのファイルのディレクトリに移動します。
V_STAT() stat()
V_LSTAT() lstat()

文字列の処理

Zend エンジンでは、文字列はその他の値 (整数値、論理値など) と少し異なる方法で処理されます。 これらの値を保存するために、追加のメモリを確保する必要はありません。 関数から文字列を返したい場合は、新しい文字列変数を シンボルテーブルかそれに類似のものに登
録します。 その文字列が使用するメモリは、先ほど説明した e*() 関数で事前に確保しておかなければなりません (この段階では、まだあまりピンとこないかもしれません。 とりあえずは頭の片隅に置いておいてください。あとでもう一度説明します)。

複雑な型

配列やオブジェクトのような複雑な型については、扱いかたが異なります。 Zend はこれらの型を扱うための API を提供しており、 これらの型はハッシュテーブルとして保存されます。

注意:

これ以降のサンプルソースでは、 読みやすさを考慮して integer などの単純な型のみを使用します。 より高度な型を作成する方法については、この章の後半で説明します。

PHP の自動ビルドシステム

PHP 4 には、非常に柔軟な自動ビルドシステムがあります。 すべてのモジュールは、ext ディレクトリ以下に配置されています。各モジュールは、 モジュール自身のソースに加えて config.m4 というファイルを持っています。 これは拡張モジュールの設定用のファイルです (»
http://www.gnu.org/software/m4/ を参照ください)。

これらの全てのファイルの雛形および .cvsignore は、ext ディレクトリ内にある ext_skel というシェルスクリプトで作成できます。 作成したいモジュールの名前を、スクリプトの引数として渡します。 このスクリプトは引数と同じ名前のディレクトリを作成し、 適切な雛形
ファイルを作成します。

順を追って見ていくと、この手順は次のようになります。
:~/cvs/php4/ext:> ./ext_skel --extname=my_module
Creating directory my_module
Creating basic files: config.m4 .cvsignore my_module.c php_my_module.h CREDITS EXPERIMENTAL tests/001.phpt my_module.php [done].

To use your new extension, you will have to execute the following steps:

1.  $ cd ..
2.  $ vi ext/my_module/config.m4
3.  $ ./buildconf
4.  $ ./configure --[with|enable]-my_module
5.  $ make
6.  $ ./php -f ext/my_module/my_module.php

http://www.gnu.org/software/m4/
http://www.gnu.org/software/m4/
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7.  $ vi ext/my_module/my_module.c
8.  $ make

Repeat steps 3-6 until you are satisfied with ext/my_module/config.m4 and
step 6 confirms that your module is compiled into PHP. Then, start writing
code and repeat the last two steps as often as necessary.

この手順により、先ほど説明したファイルが作成されます。 新しく作成したモジュールを自動ビルドシステムに組み込むには、 buildconf を実行しなければなりません。 これは、ext ディレクトリ内を検索し、 見つかった全ての config.m4 ファイルをもとにして configure ス
クリプトを再作成します。

デフォルトの config.m4 に示すデフォルトの config.m4 は、すこし複雑です。

例1 デフォルトの config.m4

dnl $Id: build.xml 297086 2010-03-29 16:39:36Z degeberg $
dnl config.m4 for extension my_module

dnl Comments in this file start with the string 'dnl'.
dnl Remove where necessary. This file will not work
dnl without editing.

dnl If your extension references something external, use with:

dnl PHP_ARG_WITH(my_module, for my_module support,
dnl Make sure that the comment is aligned:
dnl [  --with-my_module             Include my_module support])

dnl Otherwise use enable:

dnl PHP_ARG_ENABLE(my_module, whether to enable my_module support,
dnl Make sure that the comment is aligned:
dnl [  --enable-my_module           Enable my_module support])

if test "$PHP_MY_MODULE" != "no"; then
  dnl Write more examples of tests here...

  dnl # --with-my_module -> check with-path
  dnl SEARCH_PATH="/usr/local /usr"     # you might want to change this
  dnl SEARCH_FOR="/include/my_module.h"  # you most likely want to change this
  dnl if test -r $PHP_MY_MODULE/; then # path given as parameter
  dnl   MY_MODULE_DIR=$PHP_MY_MODULE
  dnl else # search default path list
  dnl   AC_MSG_CHECKING([for my_module files in default path])
  dnl   for i in $SEARCH_PATH ; do
  dnl     if test -r $i/$SEARCH_FOR; then
  dnl       MY_MODULE_DIR=$i
  dnl       AC_MSG_RESULT(found in $i)
  dnl     fi
  dnl   done
  dnl fi
  dnl
  dnl if test -z "$MY_MODULE_DIR"; then
  dnl   AC_MSG_RESULT([not found])
  dnl   AC_MSG_ERROR([Please reinstall the my_module distribution])
  dnl fi

  dnl # --with-my_module -> add include path
  dnl PHP_ADD_INCLUDE($MY_MODULE_DIR/include)

  dnl # --with-my_module -> chech for lib and symbol presence
  dnl LIBNAME=my_module # you may want to change this
  dnl LIBSYMBOL=my_module # you most likely want to change this 

  dnl PHP_CHECK_LIBRARY($LIBNAME,$LIBSYMBOL,
  dnl [
  dnl   PHP_ADD_LIBRARY_WITH_PATH($LIBNAME, $MY_MODULE_DIR/lib, MY_MODULE_SHARED_LIBADD)
  dnl   AC_DEFINE(HAVE_MY_MODULELIB,1,[ ])
  dnl ],[
  dnl   AC_MSG_ERROR([wrong my_module lib version or lib not found])
  dnl ],[
  dnl   -L$MY_MODULE_DIR/lib -lm -ldl
  dnl ])
  dnl
  dnl PHP_SUBST(MY_MODULE_SHARED_LIBADD)

  PHP_NEW_EXTENSION(my_module, my_module.c, $ext_shared)
fi

もし M4 ファイルにあまりなじみがないのなら (この機会に覚えてしまいましょう)、最初はこの例が難しく感じられるかもしれません。 しかし、実際はこれはとても簡単なものです。

注意: dnl で始まる行はすべてコメントであり、パースされません。

config.m4 ファイルの役割は、 configure に渡されたコマンドラインオプションを パースすることです。つまり、 必要な外部ファイルを読み込んで同じような設定タスクを行わなければならないということです。

デフォルトのファイルは、 configure スクリプトのオプションとして 2 つの設定ディレクティブ --with-my_module および --enable-my_module を作成します。 外部のファイルを参照している場合 (例えば --with-apache ディレクティブが Apache のディレクトリを参
照しているように) は最初のオプションを使用します。 拡張モジュールを有効にするかどうかを指定させるだけの場合には 2 番目のオプションを使用します。どちらを使用するかを決めたら、 使用しないほうを削除しなければなりません。つまり、 もし --enable-my_module
を使用するのなら --with-my_module のサポートを削除しなければなりません。 逆もまた同様です。

デフォルトでは、ext_skel が作成した config.m4 ファイルは 両方のディレクティブを受けつけ、自動的に拡張モジュールを有効にします。 拡張モジュールを有効にする作業は、PHP_EXTENSION マクロで行われます。ユーザが (--enable-my_module あるいは --with-
my_module を明示的に指定して)、 モジュールを組み込むように指示した場合にのみ PHP バイナリにモジュールを組み込むように変更するには、 $PHP_MY_MODULE のチェックを == "yes" に変更します。
if test "$PHP_MY_MODULE" == "yes"; then dnl
    Action.. PHP_EXTENSION(my_module, $ext_shared)
    fi

こうすると、PHP を再コンパイルするたびに --enable-my_module を使用しなければならなくなります。

注意: config.m4 を変更した後は、常に buildconf を実行してください!

設定スクリプトで使用可能な M4 マクロについては、後で詳細に説明します。 この段階では、デフォルトのファイルを使用することにします。

拡張モジュールの作成
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まず最初に、非常に単純な拡張モジュールを作成してみましょう。この拡張モジュールは、 パラメータとして受け取った整数値をそのまま返すというだけの関数を実装しています。 ソースを 単純な拡張モジュール に示します。

例2 単純な拡張モジュール

/* 標準ヘッダを include します */
#include "php.h"

/* エクスポートする関数を宣言します */
ZEND_FUNCTION(first_module);

/* Zend がこのモジュールの内容を知るための、関数リスト */
zend_function_entry firstmod_functions[] =
{
    ZEND_FE(first_module, NULL)
    {NULL, NULL, NULL}
};

/* モジュールについての情報 */
zend_module_entry firstmod_module_entry =
{
    STANDARD_MODULE_HEADER,
    "First Module",
    firstmod_functions,
    NULL, 
    NULL, 
    NULL, 
    NULL, 
    NULL,
    NO_VERSION_YET,
    STANDARD_MODULE_PROPERTIES
};

/* Zend にこのモジュールについて説明するための、標準「スタブ」ルーチンを実装します */
#if COMPILE_DL_FIRST_MODULE
ZEND_GET_MODULE(firstmod)
#endif

/* PHP で使用するための関数を実装します */
ZEND_FUNCTION(first_module)
{
    long parameter;

    if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "l", &parameter) == FAILURE) {
        return;
    }

    RETURN_LONG(parameter);
}

これは、PHP モジュールとして動作する完全なコードです。 ソースコードについてはあとですぐに説明しますが、 その前にまずビルド方法について説明しておきましょう (API についての議論の前に、とりあえず実際に動かしてみたいという 短気な人たちのためです)。

注意:

この例のソースは、PHP 4.1.0 以降に含まれる Zend の新機能を使用しています。 PHP 4.0.x ではコンパイルできません。

モジュールのコンパイル

モジュールをコンパイルするには、基本的に 2 種類の方法があります。

ext ディレクトリ内で、 提供されている "make" 機構を使用します。 これは、動的ロードモジュールを作成することも可能です。

ソースを手動でコンパイルします。

最初の方法のほうが断然お勧めです。PHP 4.0 以降、 この仕組みは標準化され、洗練されたビルド手順に組み込まれています。 あまりに洗練されすぎているという事実は、裏を返せば欠点でもあります。 つまり、最初のうちはなかなか理解できないということです。 この章の
後半ではより詳細に説明しますが、 まず最初はデフォルトのファイルを使用して進めていきましょう。

2 番目の方法は、(何らかの理由で) PHP の完全なソースツリーを もっていない、すべてのファイルに対するアクセス権限がない、 あるいは単にキーボードと戯れていたいなどといった人たちにお勧めです。 これらはどれもめったにないケースではありますが、 この文書を完全
なものにするためにこちらの方法についても説明しておきます。

Make を使用したコンパイル

サンプルソースを標準的な仕組みでコンパイルするには、 PHP ソースツリーの ext ディレクトリ以下に サンプルのディレクトリをコピーします。 それから buildconf を実行すると、 新しい拡張モジュール用の適切なオプションを含む configure スクリプトが作成されます。
デフォルトでは、すべてのサンプルソースは無効になります。 そのため、この作業でビルド手順が破壊されてしまう恐れはありません。

buildconf を実行すると、configure --help の結果に以下が追加されます。
  --enable-array_experiments   BOOK: Enables array experiments
  --enable-call_userland       BOOK: Enables userland module
  --enable-cross_conversion    BOOK: Enables cross-conversion module
  --enable-first_module        BOOK: Enables first module
  --enable-infoprint           BOOK: Enables infoprint module
  --enable-reference_test      BOOK: Enables reference test module
  --enable-resource_test       BOOK: Enables resource test module
  --enable-variable_creation   BOOK: Enables variable-creation module

先ほど 単純な拡張モジュール で示したモジュールは、 --enable-first_module あるいは --enable-first_module=yes で使用可能になります。

手動でのコンパイル

モジュールを手動でコンパイルするには、以下のコマンドを実行しなければなりません。

作
業 コマンド

コ cc -fpic -
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ン
パ
イ
ル

DCOMPILE_DL_FIRST_MODULE=1 -
I/usr/local/include -I. -I.. -I../Zend -c
-o <your_object_file> <your_c_file>

リ
ン
ク

cc -shared -L/usr/local/lib -rdynamic
-o <your_module_file>
<your_object_file(s)>

モジュールをコンパイルするためのコマンドでは、コンパイラに対して 位置独立なコードを出力するように指示しています (-fpic は省略できません)。 また、定数 COMPILE_DL_FIRST_MODULE を指定することで、 モジュールのコードを動的ロード可能なモジュールとしてコ
ンパイルするようにしています (上のテストモジュールではこれをチェックしています。これについては後で説明します)。 これらのオプションに続いて、ソースファイルをコンパイルするために必要な 最小限の標準インクルードパスを指定しています。

注意: サンプルのインクルードパスは、すべて ext ディレクトリからの相対パスです。 別の場所でコンパイルする場合は、それに応じてパスを変更してください。 必要なのは、PHP ディレクトリおよび Zend ディレクトリ、そして (必要に応じて) モジュールの存在するディレ
クトリです。

リンク用のコマンドも、動的モジュールとしてリンクするためのごく平凡なものです。

コンパイル用のコマンドに最適化オプションを含めることもできますが、 この例では省略しています (しかし、いくつかのオプションは 先に説明した makefile のテンプレートに含められています)。

注意: 手動でのコンパイルおよびリンクで PHP に静的モジュールとして組み込む手順は、非常に面倒なものとなります。 そのため、ここでは扱いません (これらのコマンドをすべてタイプするのは効率的ではありません)。

拡張モジュールの使用

選択したビルド方式によって、新しい PHP バイナリを Web サーバにリンクする (あるいは CGI として実行する) か .so (共有オブジェクト) ファイルを 作成するかのいずれかとなります。ファイル first_module.c を共有オブジェクトとしてコンパイルしたのなら、結果として
first_module.so が出来上がります。これを 使用するために最初にしなければならないことは、出来上がったファイルを PHP からアクセス可能な位置に配置することです。とりあえず試してみるなら、 そのファイルを htdocs ディレクトリにコピーして first_module.so をテ
ストするためのファイル のソースで試してみましょう。 PHP バイナリに組み込む形式でコンパイルした場合は dl() のコールを省略します。そのモジュールの 機能はスクリプト内からすぐに利用可能です。

警告

セキュリティを確保するため、動的モジュールを公開ディレクトリに 配置してはいけません。公開ディレクトリに 配置することもできなくはないですし それによってテストも簡単にできますが、実運用環境では 別のディレクトリに配置すべきです。

例3 first_module.so をテストするためのファイル
<?php
    
// 必要に応じて次の行のコメントを解除します
// dl("first_module.so"); 

$param = 2;
$return = first_module($param);

print("'$param' を送信すると、'$return' が返されました");
?>

この PHP ファイルをコールした結果は、以下のようになります。

'2' を送信すると、'2' が返されました

必要なら、dl() 関数をコールすることによって 動的モジュールを読み込みます。この関数は 指定した共有オブジェクトを探し、それを読み込み、そして その関数を PHP から使用できるようにします。 このモジュールが提供する関数は first_module() で、ひとつのパラメータ
を受け取ってそれを整数に変換し、 変換結果を返します。

同じ結果が得られましたか? おめでとう! はじめての PHP 拡張のビルドがこれで完了しました。

トラブルシューティング

実際のところ、静的モジュールおよび動的モジュールをコンパイルする際に 行えるトラブルシューティングはそれほど多くありません。発生する 可能性のある唯一の問題は、コンパイラが「……が未定義」のような メッセージを出すことくらいです。このような場合は、 すべ
てのヘッダファイルが存在し、コンパイルコマンドでそれらへのパスを 正しく設定しているかどうかを確認しましょう。 すべてが正しく配置されていることを確実にするには、PHP ソースツリーを 新しく展開しなおし、ext ディレクトリ内に ファイルをコピーして自動ビルド
を使用します。これにより、 安全なコンパイル環境が保証されます。これが失敗した場合には 手動でのコンパイルを試みます。

モジュール内で関数が見つからないというメッセージを PHP から受け取る こともあるかもしれません (もしサンプルソースを変更せずにそのまま 使用したのなら、これは起こりえません)。モジュール内から アクセスしようとしている外部関数にスペルミスがあれば、それは シ
ンボルテーブルに "未リンクのシンボル" として残るでしょう。 PHP から動的に読み込んでリンクされる際に、これらは型エラーの ために読み込みに失敗します。本体のバイナリに対応するシンボルが 存在しないからです。このような場合は、モジュールファイルの中から 間
違った宣言や外部参照を見つけ出します。この問題は、動的モジュール 固有のものであることに注意しましょう。静的モジュールとして 作成した場合は、この問題はコンパイル時に発覚します。

ソースコードについての議論

さあ、今やあなたは安全なビルド環境を手にいれ、 モジュールを PHP に組み込めるようになりました。 そろそろ全体像について話を始める時期でしょう。

モジュールの構造

すべての PHP モジュールは、共通の構造に従っています。

ヘッダファイルのインクルード (必要なすべてのマクロ、API、define などをインクルードするため)

エクスポートする関数の C での宣言 (Zend 関数ブロックの宣言のために必要)

Zend 関数ブロックの宣言

Zend モジュールブロックの宣言

get_module() の実装
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エクスポートするすべての関数の実装

ヘッダファイルのインクルード

モジュールに組み込まなければならない唯一のヘッダファイルは php.h で、これは PHP ディレクトリにあります。 このファイルは、新しいモジュールを使用できるようにビルドするための すべてのマクロ定義、API 定義を含みます。

豆知識: モジュール固有の定義を含むヘッダファイルを、 別に分けて作成しておくとよいでしょう。 エクスポートされるすべての関数の定義をこのヘッダファイルに含め、 そしてこのファイルで php.h をインクルードします。 ext_skel を使用して雛形を作成したのなら、 す
でにこの形式のヘッダファイルが出来上がっているはずです。

エクスポートする関数の宣言

エクスポートする (つまり PHP の新しいネイティブ関数として使用できるようにする) 関数を宣言するためには、Zend が提供するマクロを使用します。 宣言は、このように行います。
ZEND_FUNCTION ( my_function );

ZEND_FUNCTION は、Zend の内部 API を満たす新しい C 関数を宣言します。内部 API を満たすとは、 その関数の型が void であり、パラメータとして INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS (別のマクロ) を受け取るということです。さらに、関数名の先頭に zif を付加しま
す。これらの定義を満たす宣言の例は、次のようになります。
void zif_my_function ( INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS );

INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS を展開した結果は、次のようになります。
void zif_my_function( int ht
                    , zval * return_value
                    , zval * this_ptr
                    , int return_value_used
                    , zend_executor_globals * executor_globals
                    );

インタプリタおよびエグゼキュータのコアは PHP 本体のパッケージとは分離されているので、 マクロや関数群を定義するもうひとつの API が作られました。これが Zend API です。今のところ Zend API は、 かつて PHP が担当していた機能のうちのごくわずかしか処理できま
せん。 PHP の関数の多くは Zend のマクロに書き下ろされており、 その内部で Zend API をコールしています。 おすすめのやりかたは、まずできる限り Zend API を使用することです。 というのは古い API は互換性のためだけに残されているものだからです。 例えば、zval
型と pval 型はまったく同じものです。 zval は Zend での定義で、pval は PHP での定義です (実際のところ、現在 pval は zval のエイリアスとなっています)。 INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS は Zend のマクロなので、 上の宣言には zval が用いられています。 コード
を書く際には、新しい Zend API のために常に zval を使うようにしましょう。

この宣言のパラメータリストは非常に重要です。これらは常に頭に入れておくようにしましょう。 (PHP からコールされた際に関数に渡される Zend のパラメータ を参照ください)。

PHP からコールされた際に関数に渡される Zend のパラメータ
パラメータ 説明
ht Zend の関数に渡す引数の数。これを直接操作してはいけません。値を取得する際には ZEND_NUM_ARGS() を使用してください。
return_value この変数は、あなたの関数から PHP に返す値を渡すために使用します。 この変数にアクセスするには、定義済みマクロを使用するのがベストです。 マクロについては後で説明します。
this_ptr この変数を使用すると、関数がオブジェクト内で使用されている場合に そのオブジェクトにアクセスすることができます。このポインタを取得するには 関数 getThis() を使用します。

return_value_usedこのフラグは、この関数の返す値が実際に呼び出し元のスクリプトで使われるのかどうかを指定します。 0 は、返り値が使われないことを表します。 1 は、呼び出し元が返り値を期待していることを表します。 このフラグの値により、関数が正しく使用さ
れているかどうかを確認します。また、 値を返す処理に負荷がかかる場合などに、このフラグによって速度の最適化を行います (array.c で、このような使用法を用いています)。

executor_globals この変数は、Zend エンジンのグローバル設定へのポインタです。 これが便利なのは、例えば新しい変数を作成するときです (詳細はあとで説明します)。 エグゼキュータのグローバル設定は、マクロ TSRMLS_FETCH() を使うことによってもあなたの関数で
使用できます。

Zend 関数ブロックの宣言

エクスポートする関数の宣言が完了しました。こんどはさらにそれを Zend に登録しなければなりません。関数のリストを登録するには、 zend_function_entry の配列を使用します。 この配列には、外部に公開するすべての関数について PHP で使用する場合の名前と C ソース
内で定義されている名前が含まれています。 内部的には、zend_function_entry は 内部での zend_function_entry の宣言 のように定義されています。

例4 内部での zend_function_entry の宣言
typedef struct _zend_function_entry {
    char *fname;
    void (*handler)(INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS);
    unsigned char *func_arg_types;
} zend_function_entry;

エントリ 説明
fname PHP で使用する場合の名前を表します (例えば fopen や mysql_connect など。 今回の例では first_module)。

handler この関数コールを処理する C 関数へのポインタ。 例えば、先ほど説明した標準マクロ INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS を参照
ください。

func_arg_types パラメータに対して、参照渡しを強制させるようにできます。 通常は NULL を設定しておくべきです。
上の例では、このような宣言になります。
zend_function_entry firstmod_functions[] =
{
    ZEND_FE(first_module, NULL)
    {NULL, NULL, NULL}
};

リストの最後のエントリは、必ず {NULL, NULL, NULL} でなければなりません。 エクスポートされる関数の一覧が終わることを Zend が知るために、 このエントリが必要となります。

注意:

最後を表す印として、定義済みマクロを使用することは できません。そうすると、 "NULL" という名前の関数を探しにいってしまいます!

マクロ ZEND_FE ('Zend Function Entry' を省略したものです) は、構造体のエントリを単純に zend_function_entry に展開します。 これらのマクロは特別な命名規約を持っていることに注意しましょう。 あなたが作成する C 関数の名前には、前に zif_ をつけることになりま
す。つまり、ZEND_FE(first_module) は zif_first_module() という名前の C 関数を参照するということです。このマクロと手書きのエントリを混ぜて使用する場合には (お勧めしません) これを頭に入れておきましょう。
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豆知識: zif_*() という名前の関数でコンパイルエラーが出た場合は、 ZEND_FE で定義した関数がかかわっています。

関数定義用のマクロ が、 関数の定義に使用できるすべてのマクロの一覧です。

関数定義用のマクロ
マクロ名 説明

ZEND_FE(name, arg_types)
zend_function_entry に name という名前の関数エントリを定義します。対応する C の関数が必要です。 arg_types は NULL に設定しなければなりません。 この関数は、自動的に C の関数名を生成します。その名前は PHP の関数名の先頭
に zif_ をつけたものになります。 例えば ZEND_FE("first_module", NULL) とすると PHP の関数 first_module() を登録したことになり、 それを C の関数 zif_first_module() と関連付けます。 ZEND_FUNCTION と組み合わせて使用しま
す。

ZEND_NAMED_FE(php_name,
name, arg_types)

php_name という名前で PHP の関数を定義し、 それを対応する C の関数 name に関連付けます。 arg_types は NULL に設定しなければなりません。ZEND_FE のように自動的に名前を決められたくない場合にこの関数を使用します。
ZEND_NAMED_FUNCTION と組み合わせて使用します。

ZEND_FALIAS(name, alias,
arg_types) alias という名前で、 name のエイリアスを定義します。 arg_types は NULL に設定しなければなりません。対応する C の関数は不要です。 その代わりに、エイリアスの対象を参照します。

PHP_FE(name, arg_types) 古い PHP の API で、ZEND_FE と同じものです。
PHP_NAMED_FE(runtime_name,
name, arg_types) 古い PHP の API で、ZEND_NAMED_FE と同じものです。

注意: ZEND_FE と PHP_FUNCTION を組み合わせて使用したり、あるいは PHP_FE と ZEND_FUNCTION を組み合わせて使用したりすることはできません。しかし、 各関数について ZEND_FE と ZEND_FUNCTION、あるいは PHP_FE と PHP_FUNCTION という組み合わせが守
られているのなら、 それらを混用することは可能です。 しかし、混用することは 推奨しません。 ZEND_* マクロだけを使用するようにしましょう。

Zend モジュールブロックの宣言

このブロックは構造体 zend_module_entry に保存され、モジュールの内容について Zend に示すために必要な すべての情報が含まれます。このモジュールの内部定義は 内部での zend_module_entry の宣言 で確認できます。

例5 内部での zend_module_entry の宣言
typedef struct _zend_module_entry zend_module_entry;
     
    struct _zend_module_entry {
    unsigned short size;
    unsigned int zend_api;
    unsigned char zend_debug;
    unsigned char zts;
    char *name;
    zend_function_entry *functions;
    int (*module_startup_func)(INIT_FUNC_ARGS);
    int (*module_shutdown_func)(SHUTDOWN_FUNC_ARGS);
    int (*request_startup_func)(INIT_FUNC_ARGS);
    int (*request_shutdown_func)(SHUTDOWN_FUNC_ARGS);
    void (*info_func)(ZEND_MODULE_INFO_FUNC_ARGS);
    char *version;

[ 構造体の残りの部分は、ここではあまり関係がありません ]
};

エントリ 説明
size, zend_api, zend_debug および
zts

通常は "STANDARD_MODULE_HEADER" を指定します。 これは、4 つのメンバにそれぞれ zend_module_entory 全体のサイズ、ZEND_MODULE_API_NO、 デバッグビルドか通常ビルドのどちらであるか (ZEND_DEBUG) そして ZTS
が有効かどうか (USING_ZTS) を代入します。

name モジュール名を指定します (例えば "File functions"、"Socket functions"、 "Crypt" など)。この名前は、 phpinfo() の "Additional Modules" 欄で使用されます。
functions 先ほど説明した Zend 関数ブロックへのポインタ。

module_startup_func この関数はモジュールの初期化時にコールされ、 最初の一度だけ行う初期化処理 (例えばメモリの確保など) で使用します。初期化に失敗した場合には FAILURE、 成功した場合には SUCCESS を返します。 このフィールドを使用しない
場合は、NULL を指定します。関数を宣言するには、マクロ ZEND_MINIT を使用します。

module_shutdown_func この関数はモジュールのシャットダウン時にコールされ、 最後に一度だけ行う後処理 (例えばメモリの開放など) で使用します。 これは module_startup_func() に対応するものです。 で使用します。後処理に失敗した場合には
FAILURE、 成功した場合には SUCCESS を返します。 このフィールドを使用しない場合は、NULL を指定します。関数を宣言するには、マクロ ZEND_MSHUTDOWN を使用します。

request_startup_func
この関数はページがリクエストされるたびにコールされ、 リクエストを処理する際の前処理で使用します。 処理に失敗した場合には FAILURE、 成功した場合には SUCCESS を返します。 注意: 動的モジュールの場合は リクエストがあ
るまでは読み込まれないので、 リクエストスタートアップ関数は、 モジュールスタートアップ関数の直後にコールされます (これら二つの初期化イベントが同時に発生します)。 このフィールドを使用しない場合は、NULL を指定しま
す。関数を宣言するには、マクロ ZEND_RINIT を使用します。

request_shutdown_func
この関数はページのリクエストが終了するたびにコールされます。 ちょうど request_startup_func() に対応するものです。 処理に失敗した場合には FAILURE、 成功した場合には SUCCESS を返します。 注意: 動的モジュールの場合
は リクエストがあるまでは読み込まれないので、 リクエストシャットダウン関数の直後に モジュールシャットダウンハンドラがコールされます (これら二つの後処理イベントが同時に発生します)。 このフィールドを使用しない場合
は、NULL を指定します。関数を宣言するには、マクロ ZEND_RSHUTDOWN を使用します。

info_func スクリプト内で phpinfo() がコールされると、 Zend は現在読み込まれているすべてのモジュールについてこの関数をコールします。 つまり、その出力結果に何らかの "あしあと" を残すチャンスが すべてのモジュールに与えられるわけ
です。一般的には、 これを使用して環境情報や東経情報を出力します。 このフィールドを使用しない場合は、NULL を指定します。関数を宣言するには、マクロ ZEND_MINFO を使用します。

version モジュールのバージョン。バージョン番号をまだつけたくない場合は NO_VERSION_YET が使用できます。しかし、 何らかのバージョン文字列を指定することを推奨します。 バージョン文字列は、例えば次のようなものになります
(バージョンの若い順に並べています): "2.5-dev"、 "2.5RC1"、"2.5" あるいは "2.5pl3"。

それ以外の構造体の要素 これらは内部的に使用されるもので、マクロ STANDARD_MODULE_PROPERTIES_EX を使用して事前に設定されます。これらの要素に値を代入してはいけません。 STANDARD_MODULE_PROPERTIES_EX を使用するのは、 グローバル
なスタートアップ関数、シャットダウン関数を使用する場合のみです。 それ以外の場合は STANDARD_MODULE_PROPERTIES を直接使用します。

今回の例では、この構造体を次のように実装します。
zend_module_entry firstmod_module_entry =
{
    STANDARD_MODULE_HEADER,
    "First Module",
    firstmod_functions,
    NULL, NULL, NULL, NULL, NULL,
    NO_VERSION_YET,
    STANDARD_MODULE_PROPERTIES,
};

これは、基本的に必要最小限の設定です。モジュール名は First Module とし、関数一覧の参照を設定し、 スタートアップ関数やシャットダウン関数はすべて未使用としています。
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参照用として、スタートアップ関数およびシャットダウン関数に関するマクロを スタートアップ関数、シャットダウン関数を宣言するためのマクロ にまとめておきます。 これらは今回の例では使用しませんが、後で説明します。 スタートアップ関数やシャットダウン関数を宣
言する際にはこれらのマクロを使用すべきです。 というのもこれらの関数には特別なパラメータ (INIT_FUNC_ARGS および SHUTDOWN_FUNC_ARGS) を渡さなければならず、 定義済みマクロを使用することでこれらが自動的に関数宣言に組み込まれるからです。 仮にこれら
の関数を (マクロを使用せずに) 手動で宣言したとしましょう。 もし PHP の開発者が何らかの事情で引数を変更したとすると、 それに追従するためにあなたは自分のモジュールのソースを変更しなければならなくなります。

スタートアップ関数、シャットダウン関数を宣言するためのマクロ
マクロ 説明
ZEND_MINIT(module) モジュールの開始時の関数を宣言します。 関数名は zend_minit_<module> (例えば zend_minit_first_module) のようになります。 ZEND_MINIT_FUNCTION と組み合わせて使用します。
ZEND_MSHUTDOWN(module) モジュールのシャットダウン時の関数を宣言します。 関数名は zend_mshutdown_<module> (例えば zend_mshutdown_first_module) のようになります。 ZEND_MSHUTDOWN_FUNCTION と組み合わせて使用します。
ZEND_RINIT(module) リクエストの開始時の関数を宣言します。 関数名は zend_rinit_<module> (例えば zend_rinit_first_module) のようになります。 ZEND_RINIT_FUNCTION と組み合わせて使用します。
ZEND_RSHUTDOWN(module) リクエストのシャットダウン時の関数を宣言します。 関数名は zend_rshutdown_<module> (例えば zend_rshutdown_first_module) のようになります。 ZEND_RSHUTDOWN_FUNCTION と組み合わせて使用します。
ZEND_MINFO(module) モジュール情報を出力する関数を宣言します。 phpinfo() がコールされた際に使用されます。 関数名は zend_info_<module> (例えば zend_info_first_module) のようになります。 ZEND_MINFO_FUNCTION と組み合わせて使用します。

get_module() の作成

これは特別な関数で、すべての動的読み込みモジュールで使用されます。 これを作成するため、まずは ZEND_GET_MODULE を見てみましょう。
#if COMPILE_DL_FIRSTMOD
     ZEND_GET_MODULE(firstmod) 
#endif

関数の実装が、条件付きコンパイル文で囲まれています。なぜかというと、 get_module() 関数が必要となるのは あなたのモジュールが動的モジュールとしてビルドされる場合だけだからです。 コンパイラのコマンドで COMPILE_DL_FIRSTMOD を定義することにより (動的モ
ジュールとしてビルドするための コンパイル手順については上記を参照ください)、 動的モジュールとしてビルドするのか組み込みモジュールとしてビルドするのかを 指示することができます。組み込みモジュールを作成する場合は、 get_module() の実装は単純に取り除かれ
ます。

get_module() は、 Zend がモジュールを読み込む際にコールされます。 例えば、スクリプト内で dl() がコールされた場合などです。この関数の目的は、モジュール情報ブロックを Zend に返し、モジュールの内容をエンジンに教えることです。

動的モジュールで get_module() 関数を実装しなかった場合、 Zend がそのモジュールにアクセスしようとした際にエラーとなります。

エクスポートするすべての関数の実装

あとは、エクスポートする関数を実装すれば終わりです。 first_module では、例としてこのような関数を使用します。
ZEND_FUNCTION(first_module)
{
    long parameter;

    if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "l", &parameter) == FAILURE) {
        return;
    }

    RETURN_LONG(parameter);
}

関数の宣言には ZEND_FUNCTION を使用します。 これは、関数エントリテーブルにおける ZEND_FE に対応しています (こちらについては先ほど説明しました)。

関数宣言の後には、引数のチェックおよびその内容の取得、 引数の変換、そして返り値の作成などのコードが続きます (これらの詳細は後述します)。

まとめ

基本的に、これですべてです。PHP モジュールを構成するのに、 これ以上のものは必要ありません。組み込みのモジュールについても その構造は動的モジュールと同じです。 ここまでに説明した内容を身に着けておけば、今後 PHP モジュールのソースファイルを読んでいく際
につまづくこともなくなるでしょう。

さあ、これ以降の節で PHP の内部構造について学び、 強力な拡張モジュールを作っていきましょう。

引数の扱い

言語を拡張する際の最も重要な問題のひとつは、 引数として渡されるデータの扱いです。たいていの拡張モジュールは、 何らかの入力データを扱う (あるいはパラメータを受け取って 特定の動作を行う) ように作られています。そして、 PHP と C 言語の間でデータをやり取り
するための唯一の方法が 関数の引数となります。 事前に定義したグローバル値を使用してデータを交換することももちろん可能ですが (この方法についても後述します)、いろんな意味でこの方法は避けるべきです。 これはまったくお勧めできない手段です。

PHP では、正式に関数を宣言 (declare) することはありません。 そのため、関数コールの構文は完全に動的なものとなり、 エラーチェックは行われません。 コール方法が正しいかどうかを調べるのは、ユーザが書くコードの役割となります。 例えば、ある関数に対して引数を
ひとつだけ指定してコールした後、 同じ関数に対して 4 つの引数を指定してコールすることも可能です。 どちらのコールについても、文法的にはまったく正しいものとなります。

引数の数の定義

PHP が正式な関数宣言を行わないためにコール時の文法チェックが行われない、 また PHP が可変引数をサポートしているなどの理由で、 実際にその関数にいくつの引数が渡されたのかを知らなければならないこともあるでしょう。 そのような場合には ZEND_NUM_ARGS マク
ロを使用します。 以前のバージョンの PHP では、コール時の引数の数を取得するために このマクロは関数のハッシュテーブルのエントリ ht を使用していました。このエントリは INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS のリストから渡されました。 関数に渡された引数の数は今
では ht 自体に含まれているので、ZEND_NUM_ARGS はダミーのマクロとなっています (実際の定義は zend_API.h を参照ください)。 しかし、今後のことを考えると、 呼び出しインターフェイスが変わっても互換性を保ち続けられるように このマクロを使用しておくことをお
勧めします。 注意: 昔の PHP では、このマクロと同等の働きをするのは ARG_COUNT マクロでした。

引数の数が正しいかどうかを調べるコードは次のようになります。
if(ZEND_NUM_ARGS() != 2) WRONG_PARAM_COUNT;

関数コール時の引数の数が 2 つでなかった場合、 これはエラーメッセージを表示して終了します。 上のコードは、WRONG_PARAM_COUNT マクロの使用例でもあります。 これは、以下のような標準的なエラーメッセージを生成するために使用するものです。
"Warning: Wrong parameter count for firstmodule() in /home/www/htdocs/firstmod.php on line 5"

このマクロはデフォルトのエラーメッセージを表示し、呼び出し元に制御を戻します。 このマクロの定義もまた zend_API.h にあります。このような内容です。
ZEND_API void wrong_param_count(void);
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#define WRONG_PARAM_COUNT { wrong_param_count(); return; }

ご覧の通り、このマクロは wrong_param_count() という名前の内部関数をコールしています。 この関数が警告を表示しています。独自のエラーメッセージを作成するための方法については、 後半の節「情報の表示」を参照ください。

引数の取得

注意: パラメータのパース用の新しい API 

この章では、Andrei Zmievski による新しい Zend パラメータパース用 API を説明します。この API は PHP 4.0.6 から PHP 4.1.0 の間の開発中に導入されました。

パラメータのパースはあまりにもありふれた操作であり、少し退屈に感じることもあるでしょう。 また、エラーチェックやエラーメッセージは標準化されていたほうがいいでしょう。 PHP 4.1.0 以降では、パラメータのパース用の新しい API を使用することでこれが実現できま
す。 この API はパラメータの受け取りを劇的に単純化していますが、 可変引数を受け取る関数には使用できないという弱点があります。 しかし、大半の関数では、引数の数は固定です。そのため、 新しい標準として、このパース用 API の使用を推奨します。

パラメータのパース用関数のプロトタイプは、このようになります。
int zend_parse_parameters(int num_args TSRMLS_DC, char *type_spec, ...);

最初の引数に、あなたの関数が受け取るパラメータの数を指定します。 ここでは ZEND_NUM_ARGS() が使用できます。 2 番目のパラメータは、常に TSRMLS_CC マクロでなければなりません。3 番目の引数は、 あなたの関数が受け取る引数の数および型を表す文字列です。
これは、printf の書式指定文字列によって出力内容を指定するのに似ています。 そして最後に、パラメータの値を受け取る変数へのポインタを指定します。

常に希望通りの型でデータを受け取ることができるよう、 zend_parse_parameters() は可能な範囲で型変換を行います。 あらゆるスカラー型は別のスカラー方に変換することが可能です。 しかし、複雑な型 (配列、オブジェクトあるいはリソース) とスカラー型の間の型変換
はできません。

パラメータの取得に成功し、かつ型変換でエラーが発生しなかった場合は この関数は SUCCESS を返します。それ以外の場合は FAILURE を返します。また、 「パラメータの数が一致しない」「型変換ができなかった」 などの情報を含むエラーメッセージを出力します。

出力されるエラーメッセージは、例えば次のようなものになります。

Warning - ini_get_all() requires at most 1 parameter, 2 given
Warning - wddx_deserialize() expects parameter 1 to be string, array given
もちろん、これらのメッセージにはエラーの発生したファイル名や行番号も含まれています。

型を指定する文字の一覧をここにまとめます。

l - long

d - double

s - string (null バイトの可能性もあり) およびその長さ

b - boolean

r - zval* に保存されたリソース

a - zval* に保存された配列

o - zval* に保存された (あらゆるクラスの) オブジェクト

O - zval* に保存された (クラスエントリで指定されているクラスの) オブジェクト

z - zval* 自体

以下の文字は、型指定文字列の中で特別な意味を持ちます。

| - 残りのパラメータがオプションであることを表します。 これらのパラメータに対応する保存用変数は、 拡張モジュール自身によってデフォルト値で初期化されなければなりません。 なぜなら、パラメータが渡されていなければパース関数を通過しないからです。

/ - パラメータの後にこの文字を続けると、 そのパラメータに対して SEPARATE_ZVAL_IF_NOT_REF() をコールします。これにより、そのパラメータが参照でなければパラメータのコピーが作成されます。

! - パラメータの後にこの文字を続けると、 そのパラメータは指定した型あるいは NULL となります (a、o、O、r および z についてのみ適用可能)。 NULL 値が渡された場合は、 保存ポインタの値が NULL に設定されます。

この関数の使用法について説明するには、 実際の例を見ていただくのがいちばんでしょう。

/* long、文字列とその長さ、そして zval を受け取ります。*/
long l;
char *s;
int s_len;
zval *param;
if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC,
                          "lsz", &l, &s, &s_len, &param) == FAILURE) {
    return;
}

/* my_ce で指定するクラスのオブジェクト、そしてオプションで double 値を受け取ります。*/
zval *obj;
double d = 0.5;
if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC,
                          "O|d", &obj, my_ce, &d) == FAILURE) {
    return;
}

/* オブジェクト (あるいは null)、そして配列を受け取ります。
   オブジェクトに null が渡された場合、obj は NULL となります。*/
zval *obj;
zval *arr;
if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "O!a", &obj, &arr) == FAILURE) {
    return;
}
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/* 配列のコピーを受け取ります。*/
zval *arr;
if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "a/", &arr) == FAILURE) {
    return;
}

/* 最初の 3 つのパラメータのみを受け取ります (可変引数の関数の場合に有用です)。*/
zval *z;
zend_bool b;
zval *r;
if (zend_parse_parameters(3, "zbr!", &z, &b, &r) == FAILURE) {
    return;
}

最後の例で、ZEND_NUM_ARGS() を使用せずにパラメータ数を 3 としていることに注目しましょう。 こうすることで、可変引数の関数に対して最低限必要な引数の数を指定することができます。 もちろん、もし残りのパラメータについても処理したいのなら
zend_get_parameters_array_ex() を使用してそれを取得しなければなりません。

拡張版のパース関数も存在します。 これは、追加のフラグを引数に指定することでその動きを制御します。
int zend_parse_parameters_ex(int flags, int num_args TSRMLS_DC, char *type_spec, ...);

現在は、渡すことのできるフラグは ZEND_PARSE_PARAMS_QUIET だけです。これを指定すると、処理中に発生したエラーメッセージを出力しないようになります。 これは、その関数がさまざまな形式の引数を受け取ることを想定しており、 独自のエラーメッセージで対応し
たい場合などに有用です。

例えば、3 つの long 値あるいは 3 つの文字列を受け取る関数は、 このようになります。
long l1, l2, l3;
char *s;
if (zend_parse_parameters_ex(ZEND_PARSE_PARAMS_QUIET,
                             ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC,
                             "lll", &l1, &l2, &l3) == SUCCESS) {
    /* long の場合 */
} else if (zend_parse_parameters_ex(ZEND_PARSE_PARAMS_QUIET,
                                    ZEND_NUM_ARGS(), "s", &s, &s_len) == SUCCESS) {
    /* 文字列の場合 */
} else {
    php_error(E_WARNING, "%s() takes either three long values or a string as argument",
              get_active_function_name(TSRMLS_C));
    return;
}

上で説明したいずれの場合についても、パラメータの取得処理は慎重に行いましょう。 これ以外の例については、PHP に同梱されている拡張モジュールのソースを 参考にしてください。便利な使用法がいろいろ発見できるでしょう。

引数の取得の古い方法 (廃止予定)

注意: 廃止予定のパラメータパース用 API 

この API は非推奨です。現在は新しい ZEND パラメータパース API が使用されています。

引数の数をチェックし終えたら、次は引数そのものにアクセスしなければなりません。 そのためには zend_get_parameters_ex() の助けを借りることになります。
zval **parameter;

if(zend_get_parameters_ex(1, &parameter) != SUCCESS)
  WRONG_PARAM_COUNT;

すべての引数は zval コンテナに格納され、 二重にポイントされる必要があります。 上のコードは、引数を取得してそれをポインタ parameter でアクセスできるようにしています。

zend_get_parameters_ex() は、少なくとも 2 つの引数を受け付けます。 最初の引数は、取得する引数の数です (これは、 関数がコールされた際の引数の数と同じでなければなりません。 そのため、呼び出し構文をきちんとチェックすることが大切になります)。 2 番目 (お
よびそれ以降) の引数は、zval へのポインタへのポインタへのポインタ (なんてややこしいことでしょう!) です。 これが必要になるのは、私たちが作成した関数内のローカル **zval を管理するために Zend は内部で **zval を使用しており、 zend_get_parameters_ex() はそ
れに対するポインタを必要とするからです。

zend_get_parameters_ex() の返り値は SUCCESS あるいは FAILURE で、それぞれ (当然のごとく) 成功したこと、あるいは引数の処理に失敗したことを示します。 もっともありがちな失敗の原因は、パラメータの数を間違えることです。 この場合は、
WRONG_PARAM_COUNT で関数を抜けなければなりません。

複数の引数を受け取るには、このようにします。
zval **param1, **param2, **param3, **param4;
     
if(zend_get_parameters_ex(4, &param1, &param2, &param3, &param4) != SUCCESS)
    WRONG_PARAM_COUNT;

zend_get_parameters_ex() がエラーとなるのは、 実際の数より多くのパラメータを取得しようとした場合のみです。 もし実際の関数が 5 つの引数でコールされたのに zend_get_parameters_ex() では 3 つしか取得しなかった場合、 何もエラーは発生せず、最初の 3 つの
パラメータが取得されます。 続けて zend_get_parameters_ex() をコールしたとしても、 残りの引数が取得できるわけではなく最初と同じものが得られるだけです。

可変引数 / オプションパラメータの扱い

もしあなたの関数が可変引数を受け付けるのなら、 さきほどの例が次善の策となることもあるでしょう。ただ、 取りうる可能性のあるすべての引数の数に対して、それぞれ zend_get_parameters_ex() コールしなければならず、 不満が残ります。

このような場合には、 zend_get_parameters_array_ex() 関数を使うことができます。 これは、引数の数を指定してデータを取得し、それを配列に格納します。
zval **parameter_array[4];

/* 引数の数を取得します */
argument_count = ZEND_NUM_ARGS();

/* 引数の数の範囲 (最低 2 個、最大 4 個) */
/* を満たしているかどうかを調べます      */
if(argument_count < 2 || argument_count > 4)
    WRONG_PARAM_COUNT;

/* 引数の数が正しかったので、その内容を取得します */
if(zend_get_parameters_array_ex(argument_count, parameter_array) != SUCCESS)
    WRONG_PARAM_COUNT;
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まず、引数の数を調べてそれが予期する範囲内にあることを確かめます。 それから zend_get_parameters_array_ex() を使用し、 引数の値へのポインタを parameter_array に格納します。

これを非常にうまく実装したのが、PHP の fsockopen() を処理するコードです。このコードは ext/standard/fsock.c にあり、 fsockopen() における、PHP の可変引数処理の実装 で見ることができます。 このソースの中に知らない関数が含まれていたとしても、現時点では問
題ありません。 すぐにわかるようになります。

例6 fsockopen() における、PHP の可変引数処理の実装
pval **args[5];
int *sock=emalloc(sizeof(int));
int *sockp;
int arg_count=ARG_COUNT(ht);
int socketd = -1;
unsigned char udp = 0;
struct timeval timeout = { 60, 0 };
unsigned short portno;
unsigned long conv;
char *key = NULL;
FLS_FETCH();

if (arg_count > 5 || arg_count < 2 || zend_get_parameters_array_ex(arg_count,args)==FAILURE) {
    CLOSE_SOCK(1);
    WRONG_PARAM_COUNT;
}

switch(arg_count) {
    case 5:
        convert_to_double_ex(args[4]);
        conv = (unsigned long) (Z_DVAL_PP(args[4]) * 1000000.0);
        timeout.tv_sec = conv / 1000000;
        timeout.tv_usec = conv % 1000000;
        /* fall-through */
    case 4:
        if (!PZVAL_IS_REF(*args[3])) {
            php_error(E_WARNING,"error string argument to fsockopen not passed by reference");
        }
        pval_copy_constructor(*args[3]);
        ZVAL_EMPTY_STRING(*args[3]);
        /* fall-through */
    case 3:
        if (!PZVAL_IS_REF(*args[2])) {
            php_error(E_WARNING,"error argument to fsockopen not passed by reference");
            return;
        }
        ZVAL_LONG(*args[2], 0);
        break;
}

convert_to_string_ex(args[0]);
convert_to_long_ex(args[1]);
portno = (unsigned short) Z_LVAL_P(args[1]);

key = emalloc(Z_STRLEN_P(args[0]) + 10);

fsockopen() が受け付ける引数の数は、 2、3、4、あるいは 5 です。お決まりの変数宣言の後に、 この関数は引数の数が範囲内にあるかどうかを調べます。 それから、switch() 文の下に流れていく性質を利用して、 すべての引数を処理します。switch() 文は、 まず引数の数
が最大 (5 個) であった場合の処理から始まります。 その後、引数の数が 4 個であった場合の処理、3 個であった場合の処理、 と順にたどっていきます。これは、キーワード break の記述を省略しているからです。最後の処理を実行した後で switch() 文は終了し、 関数の引数
が 2 個だけであった場合でも、必要最小限の処理が実行されます。

このように複数ステージの処理を段階的に実行するようにすると、 可変引数の処理がやりやすくなります。

引数へのアクセス

引数にアクセスするには、すべての引数の型がきちんと定義されていなければなりません。 何度も言いますが、PHP は究極の動的言語なので、時に問題が起こることがあります。 PHP は一切の型チェックを行わないので、 どんな型のデータでも関数に渡すことができてしまい
ます。 本当は整数値を期待しているのに配列が渡されるかもしれないし、 その逆だってありえます。PHP は、こんな場合でも一切なにも通知しません。

これを防ぐには、これらの API を使用して引数の方を強制的に変換しなければなりません (引数の変換関数 を参照ください)。

注意: すべての変換関数のパラメータは **zval です。

引数の変換関数
関数 説明

convert_to_boolean_ex() Boolean 型への強制的な変換を行います。 Boolean 値が渡された場合は何もしません。 Long、double および 0 を含む文字列、 そして NULL 値は Boolean 0 (FALSE) となります。配列やオブジェクトは、 その元になっているエントリやプロパ
ティの数を基準にして変換されます。 空の配列や空のオブジェクトは FALSE、それ以外は TRUE となります。 その他の値は、すべて Boolean 1 (TRUE) になります。

convert_to_long_ex() long 型 (デフォルトの整数型) への強制的な変換を行います。 NULL 値、Boolean、リソースおよび long はそのまま何もしません。 double は切り詰められます。整数値を含む文字列は対応する数値表現に変換され、 それ以外の文字列は 0 にな
ります。 配列やオブジェクトは、中身が空の場合に 0、 それ以外の場合に 1 となります。

convert_to_double_ex() double 型 (デフォルトの浮動小数点数値型) への強制的な変換を行います。 NULL 値、Boolean、リソース、long、そしてもちろん double はそのまま何もしません。数値を含む文字列は対応する数値表現に変換され、 それ以外の文字列は 0.0 に
なります。 配列やオブジェクトは、中身が空の場合に 0.0、 それ以外の場合に 1.0 となります。

convert_to_string_ex() 文字列への強制的な変換を行います。文字列が渡された場合は何もしません。 NULL 値は空の文字列に変換されます。Boolean TRUE は "1"、それ以外の Boolean は空の文字列となります。 long および double はそれぞれ対応する文字列表現に
変換されます。 配列は "Array"、オブジェクトは "Object" という文字列に変換されます。

convert_to_array_ex(value) 配列への強制的な変換を行います。配列が渡された場合は何もしません。 オブジェクトは、すべてのプロパティが配列に変換されます。 プロパティ名が配列のキー、プロパティの内容が配列の値となります。 NULL 値は空の配列に変換されます。
それ以外のすべての値は、 キー 0 に対応する値として元の値を格納した配列となります。

convert_to_object_ex(value) オブジェクトへの強制的な変換を行います。オブジェクトが渡された場合は何もしません。 NULL 値は空のオブジェクトに変換されます。配列は、そのキーをプロパティに、 その値をプロパティの内容として保持するオブジェクトに変換されま
す。 その他の型は、すべてプロパティ scalar をもつオブジェクトに変換されます。このプロパティの内容は、 変換前の値となります。

convert_to_null_ex(value) NULL 値、つまり空白になるように変換します。

注意:

これらの振る舞いのデモが、付録 CD-ROM の cross_conversion.php で見られます。
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引数に対してこれらの関数を使用することで、 渡されたデータの型の安全性を確保できます。 渡された型が要求と異なった場合、PHP は空の値 (空の文字列、配列、オブジェクトや 数値の 0、Boolean の FALSE など) を結果として返します。

これは、先ほど説明したサンプルモジュールのコードの一部を引用したものです。 ここで実際に変換関数を使用しています。
zval **parameter;

if((ZEND_NUM_ARGS() != 1) || (zend_get_parameters_ex(1, &parameter) != SUCCESS))
{
    WRONG_PARAM_COUNT;
}

convert_to_long_ex(parameter);

RETURN_LONG(Z_LVAL_P(parameter));

パラメータへのポインタを取得した後に、パラメータの値が long 型 (整数値) に変換されます。そしてそれがこの関数の返り値となります。 この値の中身にアクセスするには、zval 型についての知識が必要です。その定義を PHP/Zend zval 型定義 に示します。

例7 PHP/Zend zval 型定義
typedef pval zval;
     
typedef struct _zval_struct zval;

typedef union _zvalue_value {
    long lval;                 /* long 値 */
    double dval;               /* double 値 */
    struct {
        char *val;
        int len;
    } str;
    HashTable *ht;             /* ハッシュテーブル値 */
    struct {
        zend_class_entry *ce;
        HashTable *properties;
    } obj;
} zvalue_value;

struct _zval_struct {
    /* 変数の情報 */
    zvalue_value value;        /* 値 */
    unsigned char type;        /* アクティブな型 */
    unsigned char is_ref;
    short refcount;
};

実際のところは pval (php.h で定義) は単なる zval (zend.h で定義) のエイリアスであり、これは _zval_struct をさしています。 そこで、この構造体に注目してみましょう。 _zval_struct は「マスタ」構造体であり、 その中には値情報、型情報、参照情報が含まれています。
中に含まれている zvalue_value は共用体であり、 変数の値がそこに含まれます。変数の型に応じて、共用体の中の適切なメンバーにアクセスする必要があります。 それぞれの構造体については Zend zval 構造体、 Zend zvalue_value 構造体 および Zend 変数の型を表す定数
を参照ください。

Zend zval 構造体
項目 説明
value この変数の内容を含む共用体。詳細は Zend zvalue_value 構造体 を参照ください。
type 変数の型を含みます。使用可能な型については Zend 変数の型を表す定数 を参照ください。
is_ref この変数が参照ではない場合に 0、 他の変数への参照である場合に 1 となります。

refcountこの変数に対する参照の数。この変数に格納されている値への新しい参照が作成されるたびに、 カウンタが 1 増加します。参照が解除されるたびに、カウンタが 1 減少します。 参照カウンタが 0 になった段階で、この値はどこからも参照されていないことになりま
す。 この時点で、自動的にメモリが解放されます。

Zend zvalue_value 構造体
項目説明
lval 変数の型が IS_LONG、 IS_BOOLEAN あるいは IS_RESOURCE である場合にこのプロパティを使用します。
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dval変数の型が IS_DOUBLE である場合にこのプロパティを使用します。
str 型が IS_STRING の変数にアクセスする際に、この構造体を使用します。 len には文字列の長さが含まれ、 val が文字列へのポインタとなります。Zend は C の文字列を使用しているので、 文字列の長さには、最後の 0x00 のぶんも含まれます。
ht 変数が配列である場合に、この項目は配列のハッシュテーブルエントリへのポインタとなります。
obj 変数の型が IS_OBJECT である場合にこのプロパティを使用します。

Zend 変数の型を表す定数
定数 説明
IS_NULL NULL (空白) 値を表します。
IS_LONG long (整数) 値。
IS_DOUBLE double (浮動小数点) 値。
IS_STRING 文字列。
IS_ARRAY 配列を表します。
IS_OBJECT オブジェクト。
IS_BOOL Boolean 値。
IS_RESOURCE リソース (リソースについては、 以下の適切なセクションを参照ください)。
IS_CONSTANT定数 (定義済み) 値。

long 値にアクセスするには zval.value.lval、 double 値にアクセスするには zval.value.dval、といったように使用します。 すべての値は共用体に保存されるので、不適切なメンバーにアクセスすると、 無意味な結果を得ることになります。

配列やオブジェクトへのアクセスは少し複雑なので、後で説明します。

参照渡しされた引数の扱い

参照渡しの引数を受け取って関数内部でそれを変更しようとする場合は、 少々注意が必要です。

敢えて説明しませんでしたが、ここで示している状況では、 関数のパラメータとして受け取った zval に対する書き込み権限はありません。 もちろん関数内で独自に作成した zval を変更することは可能ですが、 Zend の内部データを参照している zval は、 決して変更してはい
けません。

これまで説明してきたのは、いわゆる *_ex() 系の API ばかりです。お気づきかもしれませんが、これまで使用してきた API 関数は zend_get_parameters() ではなくて zend_get_parameters_ex() でしたし、また convert_to_long() ではなくて convert_to_long_ex() で
した。これらの *_ex() 系の関数は、いわゆる「拡張」Zend API と呼ばれるものです。 これらは、以前の API に比べて速度が少し向上しているのですが、 それと引き換えに読み込み専用のアクセスしかできないようになっています。

Zend は内部的には参照を使用しているので、 さまざまな変数が同じ値を参照することもありえます。 zval コンテナへの書き込みアクセスをするためには、 このコンテナが保持する値が他と完全に分離していること、 つまり他のコンテナから参照されていないことが必要で
す。 zval コンテナが他のコンテナから参照されている場合に その zval を変更すると、この zval を参照しているその他のコンテナの内容も変わってしまいます (それらも変更後の値を指すようになるからです)。

zend_get_parameters_ex() は、単に zval コンテナへのポインタを返します。そこに参照が含まれているかどうかは考慮しません。 一方、これに対応する伝統的な API である zend_get_parameters() は、参照をチェックします。 参照が見つかった場合には、独立した zval
コンテナを新しく作成し、参照先のデータをそこにコピーし、 その新しく作成した (他とは分離している) コンテナへのポインタを返します。

この操作のことを zval separation (zval の分離) (あるいは pval separation) と言います。*_ex() API は zval の分離を行わないません。そのために大幅に高速化されましたが、 その代償として書き込みアクセスができなくなっています。

とは言うものの、パラメータを変更するには書き込みアクセスをしなければなりません。 このような場合のために、Zend には特別な方法が用意されています。 関数のパラメータが参照渡しされた場合は、自動的に zval の分離が行われるのです。 つまり、PHP で下のように関
数をコールすると、$parameter が独立した値として渡されることを Zend が自動的に保証してくれるのです。 これにより、書き込みが可能となります。
my_function(&$parameter);

しかし、これは値渡しのパラメータには適用されません! 参照渡し以外で渡されたパラメータ以外は、読み込み専用となります。

これらの性質により、パラメータを扱う際にはそれが参照なのかそうでないのかをしっかり見極める必要があります。 さもないと、思ってもいない結果を引き起こすことになります。 パラメータが参照渡しされたかどうかを調べるためには、マクロ PZVAL_IS_REF を使用しま
す。このマクロは zval* を受け取り、それが参照かそうでないかを返します。 パラメータが参照で渡されたかどうかを調べる に実際の使用例があります。

例8 パラメータが参照で渡されたかどうかを調べる
zval *parameter;

if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "z", &parameter) == FAILURE)
    return;

/* パラメータが参照で渡されたかどうかを調べます */
if (!PZVAL_IS_REF(parameter)) {
{
    zend_error(E_WARNING, "パラメータは参照渡しされませんでした");
    RETURN_NULL();
}

/* パラメータを変更します */
ZVAL_LONG(parameter, 10);
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その他のパラメータの書き込みについての安全性の保障

zend_get_parameters_ex() で取得したパラメータのうち、 参照渡しではないものについても値を変更したくなる場合があるかもしれません。 そんなときには、マクロ SEPARATE_ZVAL を使用します。 これは、指定したコンテナについて zval の分離を行います。 新しく作成
された zval は内部のデータとは分離されており、 ローカルスコープでしか使用できません。つまり、 スクリプト全体のコンテキストに影響を与えることなく データを変更したり破壊したりできるようになるのです。
zval **parameter;
     
/* パラメータを取得します */
zend_get_parameters_ex(1, &parameter);

/* この時点では、<parameter> はまだ          */
/* Zend の内部データバッファと紐付いています */

/* <parameter> を書き込み可能にします */
SEPARATE_ZVAL(parameter);

/* この時点で、<parameter> が変更できるようになります。*/
/* グローバルに影響を与えることはありません            */

SEPARATE_ZVAL は、emalloc() を使用して新しい zval コンテナを確保します。 つまり、このメモリの開放を忘れてしまったとしても、 スクリプトの終了時に自動的に破棄されるということです。 しかし、コンテナを開放せずにこのマクロをコールし続けると、 RAM が散ら
かってしまいます。

注意: 書き込み権限の問題については、 「伝統的な」API (zend_get_parameters() やその他) を使用すれば簡単に回避できます。しかし、この API は非推奨のようなので、今後この章では深入りしません。

変数の作成

あなたの作成する拡張モジュールが PHP スクリプトとの間でデータ交換を行うにあたって、 もっとも重要な問題は変数の作成です。この節では、 PHP がサポートする変数の型を扱う方法を示します。

概要

実行中のスクリプトによって「外部から」見える変数を新しく作成するには、 まず新しい zval コンテナを確保してそこに値を格納し、 それを Zend の内部シンボルテーブルに登録しなければなりません。 これは、変数を作成する際のお決まりの手順です。
zval *new_variable; 

/* 新しいコンテナを確保して初期化します */
MAKE_STD_ZVAL(new_variable); 

/* 型や値をここで設定します。これ以降の節を参照ください */ 

/* この変数を "new_variable_name" という名前でシンボルテーブルに登録します */
ZEND_SET_SYMBOL(EG(active_symbol_table), "new_variable_name", new_variable); 

/* これで、$new_variable_name という名前でスクリプトからアクセスできるようになります */

マクロ MAKE_STD_ZVAL は、ALLOC_ZVAL を使用して新しい zval コンテナを確保し、 INIT_ZVAL でそれを初期化します。 これを書いている時点の Zend の実装では、初期化 というのは参照カウンタを 1 にして is_ref フラグをクリアすることを指します。 しかし、これは
今後拡張される可能性があります。そのため、 ALLOC_ZVAL を直接使用するのではなく MAKE_STD_ZVAL を用いるようにしておくことが大切です。 実行速度を最適化したい場合 (そして、ここで明示的に zval コンテナを初期化する必要がない場合) は ALLOC_ZVAL を使用す
ることも可能です。 しかし、データの整合性を保証できなくなるため、 この方法は推奨されません。

ZEND_SET_SYMBOL の役割は、新しい変数を Zend のシンボルテーブルに登録することです。このマクロは、 その値が既にシンボルテーブルに存在するかどうかを調べ、 もし存在すれば新しいシンボルを参照に変換します (古い zval コンテナが使用していたメモリは、 自動的
)  
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に開放されます 。速度を気にする必要がない場合には この方法がお勧めです。メモリの使用量を抑えることができます。

ZEND_SET_SYMBOL は、マクロ EG 経由で Zend executor のグローバル変数を使用することに注意しましょう。 EG(active_symbol_table) を指定することで、 現在アクティブなシンボルテーブルを、アクティブなローカルスコープで扱えるようになります。 ローカルスコー
プは、その関数が関数内でコールされたかどうかによって異なります。

とにかく速度を最適化したい、メモリの消費量はあまり気にしない という場合には、同じ値が既存の変数に登録されているかどうかの チェックを省略することができます。その代わりに、 zend_hash_update() を使用して 強制的にシンボルテーブルに挿入します。
zval *new_variable;

/* 新しいコンテナを確保して初期化します */
MAKE_STD_ZVAL(new_variable);

/* 型や値をここで設定します。これ以降の節を参照ください */ 

/* この変数を "new_variable_name" という名前でシンボルテーブルに登録します */
zend_hash_update(
    EG(active_symbol_table),
    "new_variable_name",
    strlen("new_variable_name") + 1,
    &new_variable,
    sizeof(zval *),
    NULL
);

これは、ほとんどのモジュールで使用されている標準的な方法です。

上の例で作成された変数は、常にローカルスコープにあります。 つまり、その関数がコールされたコンテキスト内に存在するということです。 新しい変数をグローバルスコープに作成するにも同じメソッドを使用しますが、 別のシンボルテーブルを参照します。
zval *new_variable;
     
// 新しいコンテナを確保して初期化します
MAKE_STD_ZVAL(new_variable);

//
// 型や値をここで設定します
//

// この変数を "new_variable_name" という名前でグローバルシンボルテーブルに登録します
ZEND_SET_SYMBOL(&EG(symbol_table), "new_variable_name", new_variable);

今回は、EG(symbol_table) によって参照される本体のグローバルシンボルテーブルを使用して ZEND_SET_SYMBOL マクロがコールされています。

注意: 変数 active_symbol_table はポインタですが、symbol_table はそうではありません。 これは、 EG(active_symbol_table) および &EG(symbol_table) を ZEND_SET_SYMBOL へのパラメータとして使用する必要があるからです - ここにはポインタが必要です。

同様に、より効率的なバージョンとして、 シンボルテーブルの更新をハードコーディングすることもできます。
zval *new_variable;

// 新しいコンテナを確保して初期化します
MAKE_STD_ZVAL(new_variable);

//
// 型や値をここで設定します
//

// この変数を "new_variable_name" という名前でグローバルシンボルテーブルに登録します
zend_hash_update(
    &EG(symbol_table),
    "new_variable_name",
    strlen("new_variable_name") + 1,
    &new_variable,
    sizeof(zval *),
    NULL
);

スコープが異なる変数の作成 は、ふたつの変数を作成する例です。 local_variable はローカルスコープ、そして global_variable はグローバルスコープとなります (図 9.7 を参照ください)。完全な例は CD-ROM にあります。

注意: グローバル変数は、実際には関数内からアクセスできないことにお気づきでしょう。 これは、PHP ソース内で global $global_variable; のようにローカルスコープにインポートしていないからです。

例9 スコープが異なる変数の作成
ZEND_FUNCTION(variable_creation)
{
    zval *new_var1, *new_var2;

    MAKE_STD_ZVAL(new_var1);
    MAKE_STD_ZVAL(new_var2);

    ZVAL_LONG(new_var1, 10);
    ZVAL_LONG(new_var2, 5);

    ZEND_SET_SYMBOL(EG(active_symbol_table), "local_variable", new_var1);
    ZEND_SET_SYMBOL(&EG(symbol_table), "global_variable", new_var2);

    RETURN_NULL();

}
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Long (整数型)

さあ、それではデータを変数に代入していきましょう。まずは long 型からです。long は PHP の整数型で、非常にシンプルな形式で保存されます。 この章の最初のほうで説明した zval.value コンテナの 構造を見てみましょう。long 型のデータは、共用体の lval フィールドに
直接格納されることがおわかりでしょう。 long 型に対応する type の値は IS_LONG です (long の作成 を参照ください)。

例10 long の作成
zval *new_long;

MAKE_STD_ZVAL(new_long);

new_long-&gt;type = IS_LONG;
new_long-&gt;value.lval = 10;

あるいは、マクロ ZVAL_LONG を使用することもできます。
zval *new_long;

MAKE_STD_ZVAL(new_long);
ZVAL_LONG(new_long, 10);

Double (浮動小数点型)

double 型は PHP の浮動小数点型で、long 型と同様に簡単に代入できます。 この値もまた共用体に直接格納されるからです。 zval.value コンテナで対応するメンバは dval です。また、対応する type は IS_DOUBLE となります。
zval *new_double;

MAKE_STD_ZVAL(new_double);

new_double-&gt;type = IS_DOUBLE;
new_double-&gt;value.dval = 3.45;

あるいは、マクロ ZVAL_DOUBLE を使用することもできます。
zval *new_double;

MAKE_STD_ZVAL(new_double);
ZVAL_DOUBLE(new_double, 3.45);

文字列

文字列についてはもう少し手間を掛けなければなりません。 先に説明したように、Zend の内部データ構造に関連付けられる すべての文字列は、Zend 自身のメモリ管理関数を使用して管理しなければなりません。 静的な文字列を参照したり、標準関数を使用して割り当てた文
字列を使用することはできません。 文字列を代入するには、zval.value コンテナの構造体 str にアクセスしなければなりません。 対応する type は IS_STRING です。
zval *new_string;
char *string_contents = "This is a new string variable";

MAKE_STD_ZVAL(new_string);

new_string-&gt;type = IS_STRING;
new_string-&gt;value.str.len = strlen(string_contents);
new_string-&gt;value.str.val = estrdup(string_contents);
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ここでの、Zend の estrdup() の使用法に注意しましょう。 もちろん、定義済みのマクロ ZVAL_STRING を使用することも可能です。
zval *new_string;
char *string_contents = "This is a new string variable";

MAKE_STD_ZVAL(new_string);
ZVAL_STRING(new_string, string_contents, 1);

ZVAL_STRING は、3 番目のパラメータをとることができます。 これは、指定した文字列が (estrdup() を使用して) 複製されるべきかどうかを指定します。このパラメータに 1 を指定すると、文字列が複製されます。 0 の場合は、渡されたポインタを そのまま変数の内容とし
て使用します。これは、すでに Zend の内部メモリに割り当てられている文字列を参照する変数を 作成する場合に便利です。

ある場所で文字列を切り捨てたい場合、 あるいは文字列の長さが事前にわかっている場合は、ZVAL_STRINGL(zval, string, length, duplicate) を使用して 新しい文字列の長さを明示的に指定することができます。 このマクロは ZVAL_STRING より高速に動作し、 バイナリセー
フです。

空の文字列を作成するには、文字列の長さを 0 にしたうえで、中身に empty_string を使用します。
new_string-&gt;type = IS_STRING;
new_string-&gt;value.str.len = 0;
new_string-&gt;value.str.val = empty_string;

もちろん、これを行うためのマクロもあります (ZVAL_EMPTY_STRING)。
MAKE_STD_ZVAL(new_string);
ZVAL_EMPTY_STRING(new_string);

論理型

論理型の作り方は long 型と同じです。ただ、type は IS_BOOL となります。 lval に指定できる値は 0 および 1 です。
zval *new_bool;

MAKE_STD_ZVAL(new_bool);

new_bool-&gt;type = IS_BOOL;
new_bool-&gt;value.lval = 1;

この型に対応するマクロは ZVAL_BOOL (値を指定できます)、そして ZVAL_TRUE および ZVAL_FALSE (それぞれ、値を明示的に TRUE および FALSE に設定します) です。

配列

配列は、Zend の内部ハッシュテーブルに格納されます。 このハッシュテーブルにアクセスするには zend_hash_*() API を使用します。配列を作成するたびに、新しいハッシュテーブルの ハンドルが必要となります。これは、zval.value コンテナのメンバ ht に格納されます。

単に配列を作成するためだけの API があります。これは非常に便利です。 新しい配列を開始するには、array_init() をコールします。
zval *new_array;

MAKE_STD_ZVAL(new_array);

array_init(new_array);

array_init() は、常に SUCCESS を返します。

配列に新しい要素を追加するには、 やりたいことに応じてさまざまな関数を使用できます。 連想配列用の Zend の API、 数値添字配列用の Zend の API その 1 および 数値添字配列用の Zend の API その 2 で、これらの関数について説明しています。これらの関数はすべて、
失敗した場合に FAILURE、 成功した場合に SUCCESS を返します。

連想配列用の Zend の API
関数 説明
add_assoc_long(zval *array, char *key, long n);() long 型の要素を追加します。
add_assoc_unset(zval *array, char *key);() 未設定の要素を追加します。
add_assoc_bool(zval *array, char *key, int b);() Boolean 要素を追加します。
add_assoc_resource(zval *array, char *key, int r);() リソースを配列に追加します。
add_assoc_double(zval *array, char *key, double d);() 浮動小数点値を追加します。
add_assoc_string(zval *array, char *key, char *str, int duplicate);() 文字列を配列に追加します。フラグ duplicate は、 文字列の内容を Zend の内部メモリにコピーする必要があるかどうかを指定します。
add_assoc_stringl(zval *array, char *key, char *str, uint length, int duplicate); ()長さ length の文字列を配列に追加します。 それ以外は add_assoc_string() と同じです。
add_assoc_zval(zval *array, char *key, zval *value);() zval を配列に追加します。別の配列やオブジェクト、ストリームなどを追加する際に便利です。

数値添字配列用の Zend の API その 1
関数 説明
add_index_long(zval *array, uint idx, long n);() long 型の要素を追加します。
add_index_unset(zval *array, uint idx);() 未設定の要素を追加します。
add_index_bool(zval *array, uint idx, int b);() Boolean 要素を追加します。
add_index_resource(zval *array, uint idx, int r);() リソースを配列に追加します。
add_index_double(zval *array, uint idx, double d);() 浮動小数点値を追加します。
add_index_string(zval *array, uint idx, char *str, int duplicate);() 文字列を配列に追加します。フラグ duplicate は、 文字列の内容を Zend の内部メモリにコピーする必要があるかどうかを指定します。
add_index_stringl(zval *array, uint idx, char *str, uint length, int duplicate);()長さ length の文字列を配列に追加します。 この関数は高速でバイナリセーフです。 それ以外は add_index_string() と同じです。
add_index_zval(zval *array, uint idx, zval *value);() zval を配列に追加します。別の配列やオブジェクト、ストリームなどを追加する際に便利です。

数値添字配列用の Zend の API その 2
関数 説明
add_next_index_long(zval *array, long n);() long 型の要素を追加します。
add_next_index_unset(zval *array);() 未設定の要素を追加します。
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add_next_index_bool(zval *array, int b);() Boolean 要素を追加します。
add_next_index_resource(zval *array, int r);() リソースを配列に追加します。
add_next_index_double(zval *array, double d);() 浮動小数点値を追加します。
add_next_index_string(zval *array, char *str, int duplicate);() 文字列を配列に追加します。フラグ duplicate は、 文字列の内容を Zend の内部メモリにコピーする必要があるかどうかを指定します。
add_next_index_stringl(zval *array, char *str, uint length, int duplicate);()長さ length の文字列を配列に追加します。 この関数は高速でバイナリセーフです。 それ以外は add_index_string() と同じです。
add_next_index_zval(zval *array, zval *value);() zval を配列に追加します。別の配列やオブジェクト、ストリームなどを追加する際に便利です。

これらの関数はすべて、Zend 内部のハッシュ API を抽象化して使用しやすくしたものです。 もちろん、ハッシュ関数を直接使用することも可能です。例えば、すでに割り当て済みの zval コンテナを配列に挿入する場合などが考えられます。 これを行うには、連想配列の場合
は zend_hash_update() (連想配列への要素の追加 を参照ください)、 数値添字配列の場合は zend_hash_index_update() (数値添字配列への要素の追加 を参照ください) を使用します。

例11 連想配列への要素の追加
zval *new_array, *new_element;
char *key = "element_key";
      
MAKE_STD_ZVAL(new_array);
MAKE_STD_ZVAL(new_element);

array_init(new_array);

ZVAL_LONG(new_element, 10);

if(zend_hash_update(new_array-&gt;value.ht, key, strlen(key) + 1, (void *)&new_element, sizeof(zval *), NULL) == FAILURE)
{
    // エラー処理をここで行います
}

例12 数値添字配列への要素の追加
zval *new_array, *new_element;
int key = 2;

MAKE_STD_ZVAL(new_array);
MAKE_STD_ZVAL(new_element);

array_init(new_array);

ZVAL_LONG(new_element, 10);

if(zend_hash_index_update(new_array-&gt;value.ht, key, (void *)&new_element, sizeof(zval *), NULL) == FAILURE)
{
    // エラー処理をここで行います
}

add_next_index_*() の機能をエミュレートするには、 これを使用します。
zend_hash_next_index_insert(ht, zval **new_element, sizeof(zval *), NULL)

注意: 関数から配列を返すには、まず array_init() を使用し、それ以降の操作は定義済み変数 return_value で行います (エクスポートする関数への引数として渡します。 呼び出しインターフェイスについての先ほどの議論を参照ください)。 ここで MAKE_STD_ZVAL を使用し
てはいけません。

Tip: 毎回 new_array->value.ht を書く手間を省くためには HASH_OF(new_array) を使用します。 これは、互換性やコーディングスタイルの観点からもお勧めです。

オブジェクト

オブジェクトは配列に変換できる (その逆も可能) ので、 PHP の配列と多くの共通点があるであろうことはお気づきでしょう。 オブジェクトを処理するには、同じようなハッシュ関数を使用しますが、 オブジェクトを作成する際には異なる API を使用します。

オブジェクトを初期化するには、関数 object_init() を使用します。
zval *new_object;

MAKE_STD_ZVAL(new_object);

if(object_init(new_object) != SUCCESS)
{
    // エラー処理をここで行います
}

オブジェクトを作成するための Zend の API で説明している関数を使用すると、 オブジェクトにメンバを追加することができます。

オブジェクトを作成するための Zend の API
関数 説明
add_property_long(zval *object, char *key, long l);() long 型をオブジェクトに追加します。
add_property_unset(zval *object, char *key);() 未設定のプロパティをオブジェクトに追加します。
add_property_bool(zval *object, char *key, int b);() Boolean をオブジェクトに追加します。
add_property_resource(zval *object, char *key, long r);() リソースをオブジェクトに追加します。
add_property_double(zval *object, char *key, double d);() double 型をオブジェクトに追加します。
add_property_string(zval *object, char *key, char *str, int duplicate);() 文字列をオブジェクトに追加します。
add_property_stringl(zval *object, char *key, char *str, uint length, int duplicate);()指定した長さの文字列をオブジェクトに追加します。この関数は add_property_string() より高速で、バイナリセーフです。
add_property_zval(zval *obect, char *key, zval *container):() zval コンテナをオブジェクトに追加します。 これは、整数値や文字列のような単純なものではなく 配列やその他のオブジェクトなどをプロパティとして追加する際に有用です。

リソース

リソースは、PHP における特殊なデータ型です。 リソース (resources) は何らかの特定の型を表すわけではなく、 さまざまな情報を扱うための抽象化した方法を表しています。 リソースは、Zend の内部では特別なリストの中に保持されます。 リストの各エントリは、そのリ
ソースが指すデータを表す型定義を持っています。 Zend は、内部でリソースを扱う際には、常にこれを使用します。 リソースに直接アクセスすることはできず、提供されている API を通じてアクセスしなければなりません。特定のリソースに対する 参照がすべて失われると、
対応するシャットダウン関数がすぐにコールされます。
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例えば、リソースは、 データベースへのリンクやファイル記述子を格納するために使用されます。 事実上の標準実装となっているのは MySQL モジュールです。しかし、例えば Oracle モジュールのような その他のモジュールでもリソースを使用しています。

注意:

実際のところ、あなたが関数内で処理したい任意のデータへのポインタ (例: 構造体へのポインタ) を、リソースとして使用することができます。 ユーザがこのデータにアクセスするには、ひとつのリソース変数を 関数に渡すだけでいいようになります。

新しいリソースを作成するには、そのリソースを開放するためのハンドラを 登録しなければなりません。リソースにはあらゆる種類のデータを保存できるので、 Zend は、それが不要になった際にどのように開放するのかを知っておく必要があるのです。 これを実現するため
に、自分が作成したリソース開放ハンドラを Zend に登録します。これは、(手動・自動にかかわらず) リソースを開放することになった際に、Zend によってコールされます。 リソースハンドラを Zend に登録すると、そのリソースについての リソース型ハンドルが Zend から
返されます。 このハンドルは、後でこの型のリソースにアクセスする際には常に必要となり、 たいていは拡張モジュール内のグローバルな静的変数として保存されます。 スレッドセーフであるかどうかについて心配する必要はありません。 なぜなら、リソースハンドラの登録
は モジュールの初期化時に一度行うだけだからです。

リソースハンドラを登録するための Zend の関数は、次のように宣言されています。
ZEND_API int zend_register_list_destructors_ex(rsrc_dtor_func_t ld, rsrc_dtor_func_t pld, char *type_name, int module_number);

この関数には、二種類の異なるリソース破壊ハンドラを渡すことが可能です。 それぞれ、通常のリソース用のものと持続的なリソース用のものになります。 持続的なリソースとは、例えばデータベース接続などに使用されるものです。 リソースを登録する際には、これらのどち
らかのハンドラを必ず指定しなければなりません。 もう一方のほうには、単に NULL を渡すようにします。

zend_register_list_destructors_ex() は、次のパラメータを受け取ります。

ld
通常のリソース用のリ
ソース破壊ハンドラ
コールバック。

pld
持続的なリソース用の
リソース破壊ハンドラ
コールバック。

type_name

そのリソースの名前を
表す文字列。 PHP 内で
一意になるような名前
をつけるよう心がけま
しょう。 ユーザが例え
ば
var_dump($resource);
をコールした際に、こ
の名前が表示されま
す。

module_number

module_number は、
PHP_MINIT_FUNCTION
関数の中で自動的に使
用可能となります。 そ
のため、単純にそれを
渡すだけです。

返り値は、作成した リソース型 の一意な ID となる整数値です。

リソース破壊ハンドラ (通常版および持続的リソース版のどちらも) のプロトタイプは次のようになります。
void resource_destruction_handler(zend_rsrc_list_entry *rsrc TSRMLS_DC);

rsrc に渡されるのは、次のような構造体へのポインタです。
typedef struct _zend_rsrc_list_entry {
     
    void *ptr;
    int type;
    int refcount;

} zend_rsrc_list_entry;

メンバ void *ptr が、 リソースへの実際のポインタとなります。

これでやるべきことがわかりました。Zend に登録したいリソースを、 実際に定義してみましょう。 ここでは、ふたつの整数型メンバからなる単純な構造体を考えます。
typedef struct {
     
    int resource_link;
    int resource_type;

} my_resource;

このリソースを破壊するハンドラは、おそらく次のようなものとなるでしょう。
void my_destruction_handler(zend_rsrc_list_entry *rsrc TSRMLS_DC) {

    // たいていは void ポインタを構造体の型にキャストすることになるでしょう。
    my_resource *my_rsrc = (my_resource *) rsrc->ptr;

    // ここで、そのリソースに対して必要な作業を行います。たとえば
    // ファイルやソケットを閉じたり、内部で新たに確保したメモリを開放したりなどです。
    // もちろん、このリソース自身が使っているメモリを開放することも忘れないようにしましょう。
    do_whatever_needs_to_be_done_with_the_resource(my_rsrc);
}

注意:
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注意すべき点: もしそのリソースが複雑な構造体であり、 その内部で実行時に確保したメモリへのポインタを含んでいる場合は、 リソース自身のメモリを開放する 前に 実行時に確保したメモリを開放しなければなりません。

ここまでで、

1. どんなリソースなのか

2. そのリソースを破壊する際のハンドラ

の定義が終了しました。それでは残りの作業を進めましょう。

1. 拡張モジュール内のグローバル変数を作成し、 リソース ID を保持させる。必要に応じて、 これは全ての関数からアクセス可能となる

2. リソース名を定義する

3. リソース破壊ハンドラを記述する

4. そしてそのハンドラを登録する

// 拡張モジュール内のどこかで、登録したリソース用の変数を定義します。
    // 'le' って何のことだって? 単に 'list entry' を略しただけです。
    static int le_myresource;

    // リソース名もどこかで定義しておくとよいでしょう。
    #define le_myresource_name  "My type of resource"

    [...]

    // 実際にリソース破壊ハンドラを登録します。
    void my_destruction_handler(zend_rsrc_list_entry *rsrc TSRMLS_DC) {

        my_resource *my_rsrc = (my_resource *) rsrc->ptr;
        do_whatever_needs_to_be_done_with_the_resource(my_rsrc);
    }

    [...]

    PHP_MINIT_FUNCTION(my_extension) {

        // 'module_number' は、PHP_MINIT_FUNCTION() 関数の
        // 定義で既に提供されていることに注意しましょう。
        le_myresource = zend_register_list_destructors_ex(my_destruction_handler, NULL, le_myresource_name, module_number);

        // 別のリソースを登録したり、グローバル変数や定数を
        // 初期化したりします。
    }

実際に新しいリソースを登録するには、 zend_register_resource() 関数あるいは ZEND_REGISTER_RESOURE() マクロのいずれかを使用します。 これらはどちらも zend_list.h で定義されています。 それぞれの引数は一対一対応しているので、 将来の互換性を考えると常
にマクロを使用するようにすることをお勧めします。
int ZEND_REGISTER_RESOURCE(zval *rsrc_result, void *rsrc_pointer, int rsrc_type);

rsrc_result
これは、事前に
初期化済みの
zval * コンテ
ナです。

rsrc_pointer
保存したいリ
ソースへのポイ
ンタ。

rsrc_type

リソース破壊ハ
ンドラを登録し
た際に受け取る
型。 命名規約
に従うなら、こ
れは
le_myresource
となります。

返り値は、そのリソースに対応する一意な整数値になります。

新しいリソースを登録する際に実際には何が行われているのかというと、 まずそれが Zend の内部リストに挿入されます。そして、 結果は単に与えられた zval * コンテナに保存されます。
rsrc_id = zend_list_insert(rsrc_pointer, rsrc_type);
     
    if (rsrc_result) {
        rsrc_result->value.lval = rsrc_id;
        rsrc_result->type = IS_RESOURCE;
    }

    return rsrc_id;

返される rsrc_id は、 新しく登録されたリソースを表す一意な識別子となります。 マクロ RETURN_RESOURE を使用して、 これを利用者に返すことができます。
    RETURN_RESOURCE(rsrc_id)

注意:

そのリソースをすぐに利用者に返したいのなら、 return_value を zval * コンテナに設定するのが一般的な方法です。

Zend はこれ以降、このリソースに対するすべての参照を管理できるようになります。 リソースへの参照がすべて失われると、リソースに対して事前に定義した デストラクタがすぐにコールされます。この設定の利点は、 あなたのモジュール内で発生するメモリリークを気にし
なくてもすむということです。 呼び出し元スクリプトで割り当てているすべてのメモリはリソースを参照しています。 メモリが必要なくなったとスクリプトが判断した時点で、 Zend はすぐにそれを検出して通知してくれます。
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さて、利用者がリソースを取得したあとで、 それをまたあなたの作成した関数に渡してきたとしましょう。 zval * コンテナ内の value.lval にはあなたのリソースのキーが含まれているので、 それを使用して次のマクロでリソースを取得することができます。
ZEND_FETCH_RESOURCE:

ZEND_FETCH_RESOURCE(rsrc, rsrc_type, rsrc_id, default_rsrc_id, resource_type_name, resource_type)

rsrc

これは、あなた
が事前に登録し
たリソースを指
すポインタで
す。

rsrc_type

これは、ポイン
タに対する型
キャスト引数、
例えば
myresource *
などです。

rsrc_id

これは、利用者
があなたの関数
に渡した zval
* コンテナのア
ドレスです。例
えば zval
*z_resource
が指定された場
合には
&z_resource
となります。

default_rsrc_id

これは、リソー
スが取得できな
かった場合は -
1 が返された場
合などのための
デフォルトのリ
ソース ID で
す。

resource_type_name

これは、要求さ
れたリソースの
名前です。 リ
ソースが見つか
らなかった場合
や無効なリソー
スだった場合
に、 意味のあ
るエラーメッ
セージを作成す
るためにこの文
字列を使用しま
す。

resource_type

リソース破壊ハ
ンドラを登録し
た際に返すリ
ソース型です。
今回の例では、
これは
le_myresource
でした。

このマクロは何も値を返しません。これは開発者の利便性のためで、 TSRMLS 引数のことを考慮したものです。リソースを読み込む段階でチェックが行われます。 リソースの取得時にエラーが発生した場合は、このマクロは 警告メッセージをスローし、PHP 関数は NULL を返
します。

リソースをリストから強制的に削除するには、関数 zend_list_delete() を使用します。 また事前に割り当てた値への新たな参照を作成した場合 (例えば、デフォルトのデータベースリンクを再利用する場合) などは、強制的に参照カウンタを増加させることができます。 このよ
うな場合は、関数 zend_list_addref() を使用します。事前に割り当てたリソースエントリを探すには zend_list_find() を使用します。 これらの完全な API は、zend_list.h で確認できます。

自動グローバル変数の作成のためのマクロ

先ほど説明したマクロに加え、 単純なグローバル変数を簡単に作成するためのマクロがあります。 これらは、例えばグローバルなフラグなどを作成する際に知っておくと便利です。 あまり行儀のよいやり方ではありませんが、 グローバル変数の作成のためのマクロ で説明する
マクロはまさにこの作業を行うためのものです。 これらは zval を確保する必要がありません。 単純に、変数名と値を渡すだけでいいのです。

グローバル変数の作成のためのマクロ
マクロ 説明
SET_VAR_STRING(name, value) 新しい文字列を作成します。
SET_VAR_STRINGL(name, value, length)新しい文字列を、指定した長さで作成します。このマクロは SET_VAR_STRING より高速で、バイナリセーフです。
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SET_VAR_LONG(name, value) 新しい long を作成します。
SET_VAR_DOUBLE(name, value) 新しい double を作成します。

定数の作成

Zend は (通常の変数ではなく) 真の定数の作成もサポートしています。 定数へのアクセスにはドル記号 ($) の接頭辞が不要で、すべてのスコープで使用可能です。 例としては TRUE や FALSE などがあります。

独自の定数を作成するには、 定数を作成するためのマクロ のマクロを使用します。 これらのマクロは、指定した名前と値の定数を作成します。

各定数に対して、フラグを指定することもできます。

CONST_CS - この定数名は、大文字小文字を区別して扱われます。

CONST_PERSISTENT - この定数は持続的に扱われ、この定数を保持しているプロセスが 終了した後も「忘れられる」ことはありません。

これらのフラグは、OR で組み合わせて使用します。
 // "long" 型の新しい定数を登録します。
     REGISTER_LONG_CONSTANT("NEW_MEANINGFUL_CONSTANT", 324, CONST_CS |
     CONST_PERSISTENT); 

マクロには、ふたつの形式があります。 REGISTER_*_CONSTANT および REGISTER_MAIN_*_CONSTANT です。 最初の形式は、定数を現在のモジュールにバインドします。 これらの定数は、そのモジュールがメモリから開放されるとすぐに、 シンボルテーブルから削除され
ます。二番目の形式が作成する定数は、 モジュールとは独立してシンボルテーブルに残り続けます。

定数を作成するためのマクロ
マクロ 説明
REGISTER_LONG_CONSTANT(name, value, flags) REGISTER_MAIN_LONG_CONSTANT(name, value, flags) long 型の新しい定数を登録します。
REGISTER_DOUBLE_CONSTANT(name, value, flags) REGISTER_MAIN_DOUBLE_CONSTANT(name, value, flags) double 型の新しい定数を登録します。
REGISTER_STRING_CONSTANT(name, value, flags) REGISTER_MAIN_STRING_CONSTANT(name, value, flags) 文字列型の新しい定数を登録します。指定した文字列は、Zend の内部メモリ上に存在しなければなりません。
REGISTER_STRINGL_CONSTANT(name, value, length, flags) REGISTER_MAIN_STRINGL_CONSTANT(name, value,
length, flags)

文字列型の新しい定数を登録します。文字列の長さを、 明示的に length と指定します。 指定した文字列は、Zend の内部メモリ上に存在しなければな
りません。

変数の内容の複製: コピーコンストラクタ

遅かれ早かれ、zval コンテナの内容を別のコンテナに 代入したい場面が訪れるでしょう。これは口で言うほど簡単ではありません。 というのも zval コンテナには、 型情報だけではなく Zend の内部データへの参照も含まれているからです。 例えば、配列やオブジェクトの場
合は、その大きさに応じて 多くのハッシュテーブルエントリが入れ子構造になっています。 ある zval を別のコンテナに代入すると、 ハッシュテーブルのエントリを複製するのではなく (単に) その参照が複製されるだけになります。

このような複雑な形式のデータをコピーするには、 コピーコンストラクタ を使用します。 コピーコンストラクタは、一般的には 演算子のオーバーロードをサポートしている言語で定義されており、 複雑な型をコピーするために使用されています。 そのような言語でオブジェク
トを定義すると、"=" 演算子をオーバーロードできるようになります。この演算子の一般的な役割は、 rvalue (演算子の右側を評価した結果) の内容を lvalue (同じく左側の結果) に代入することです。

オーバーロード とはこの演算子に別の意味を割り当てることです。 通常は、演算子に対して関数コールを割り当てるために用いられます。 プログラム内でそのようなオブジェクトに対してこの演算子が使用されると、 lvalue と rvalue をパラメータとして関数がコールされま
す。 この関数内で、パラメータの情報を使用して "=" 演算子にさせたい動作を行います (通常は、コピーを拡張した動作になるでしょう)。

PHP の zval コンテナについても、この 「コピーを拡張した動作」が必要になります。 配列の場合は、この拡張コピー動作によって 配列に関連するすべてのハッシュテーブルの内容を新しく作成するようにします。 また文字列の場合は適切なメモリの確保が必要になります。

Zend では、これを行うための関数として zend_copy_ctor() を提供しています (以前の PHP では、同じ機能を持つ pval_copy_constructor() という関数がありました)。

一番わかりやすい例として、 「複雑な型を引数として受け取ってそれを変更し、変更した内容を返す」 という関数を考えてみましょう。
zval *parameter;
   
if (zend_parse_parameters(ZEND_NUM_ARGS() TSRMLS_CC, "z", &parameter) == FAILURE)
   return;
}
   
// ここでパラメータに何らかの変更を加えます

// 変更した後のコンテナを返します
*return_value = *parameter;
zval_copy_ctor(return_value);

この関数の最初の部分は、単に引数を取得しているだけのごく普通の処理です。 しかし、(省略している部分で) 変更を加えた後が面白いところです。 parameter のコンテナが、 (事前に定義済みの) return_value コンテナに代入されます。 ここで、コンテナの中身をうまく複
製するためにコピーコンストラクタがコールされます。 コピーコンストラクタは、与えられた引数に対して直接動作します。 標準的な返り値は、 失敗した場合に FAILURE、 成功した場合に SUCCESS となります。

この例でコピーコンストラクタのコールを省略した場合、 parameter と return_value の両方が同じ内部データを指すことになり、return_value は同じデータ構造への無効な参照ということになってしまいます。 parameter が指すデータに変更を加えると、それが
return_value にも影響を及ぼしてしまいます。 つまり、別の複製を作るためにはコピーコンストラクタの使用が必須であるということです。

Zend API において、コピーコンストラクタに対応するデストラクタは zval_dtor() です。これはコンストラクタと反対の動作をします。

値を返す

あなたの関数から PHP に値を返す方法については、既に簡単に説明しました。 ここではより詳細に説明します。返り値は return_value 変数を用いて渡されます。この変数は関数の引数として渡されたものです。 return_value 引数は zval コンテナで構成されており (前の章の
呼び出しインターフェイスのところを参照ください)、 自由に変更することができます。コンテナ自身はすでに割り当て済みなので、 改めて MAKE_STD_ZVAL を実行する必要はありません。 その内容に直接アクセスすることが可能です。

関数から返す値を作成しやすくするため、そして zval コンテナの内部構造にアクセスしやすくするために、 いくつかのマクロが定義されています。 関数から値を返すための、定義済みマクロ および 関数の返り値を設定するための、定義済みマクロ にまとめたこれらのマクロ
は、対応する型と値を自動的に設定します。

注意:

関数から値を返すための、定義済みマクロ のマクロは、自動的に関数から値を return します。一方 関数の返り値を設定するための、定義済みマクロ のマクロは単に値を 設定する だけです。関数から値を返すことはありません。
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関数から値を返すための、定義済みマクロ
マクロ 説明
RETURN_RESOURCE(resource) リソースを返します。
RETURN_BOOL(bool) Boolean を返します。
RETURN_NULL() 何も返しません (NULL 値を返します)。
RETURN_LONG(long) long を返します。
RETURN_DOUBLE(double) double を返します。
RETURN_STRING(string, duplicate) 文字列を返します。duplicate フラグでは、 estrdup() を使用して文字列を複製するかどうかを指定します。
RETURN_STRINGL(string, length, duplicate)指定した長さの文字列を返します。それ以外の振る舞いは RETURN_STRING と同じです。 しかし、このマクロは高速でバイナリセーフです。
RETURN_EMPTY_STRING() 空の文字列を返します。
RETURN_FALSE false を返します。
RETURN_TRUE true を返します。

関数の返り値を設定するための、定義済みマクロ
マクロ 説明
RETVAL_RESOURCE(resource) 指定したリソースを返り値に設定します。
RETVAL_BOOL(bool) 指定した Boolean 値を返り値に設定します。
RETVAL_NULL NULL を返り値に設定します。
RETVAL_LONG(long) 指定した long 値に返り値を設定します。
RETVAL_DOUBLE(double) 指定した double 値に返り値を設定します。
RETVAL_STRING(string, duplicate) 指定した文字列に返り値を設定します。必要に応じて Zend 内部メモリに文字列をコピーします (RETURN_STRING も参照ください)。
RETVAL_STRINGL(string, length, duplicate)指定した文字列を返り値に指定し、その長さが length となるようにします (RETVAL_STRING も参照ください)。 このマクロは高速でバイナリセーフです。 文字列の長さがわかっている場合は常にこのマクロを使用すべきです。
RETVAL_EMPTY_STRING 空の文字列を返り値に指定します。
RETVAL_FALSE false を返り値に指定します。
RETVAL_TRUE true を返り値に指定します。

配列やオブジェクトのような複雑な型を返すには array_init() および object_init() を使用し、対応するハッシュ関数を return_value に使用します。 これらの型は簡単に作成することはできないので、定義済みのマクロは存在しません。

情報の表示

スクリプト内で print() を使用したときのように、 あなたのモジュールから出力ストリームにメッセージを表示しなければならない場面は よくあることでしょう。PHP では、警告メッセージの出力や phpinfo() 用の出力の生成などの一般的なタスクのための関数を 用意していま
す。以下の節で、その詳細を説明します。 これらの関数の使用例については CD-ROM を参照ください。

zend_printf()

zend_printf() は、標準の printf() と同じような動作をしますが、 出力先が Zend の出力ストリームとなります。

zend_error()

zend_error() は、エラーメッセージを生成するために使用します。 この関数は 2 つの引数を受け取ります。最初の引数はエラーの型 (zend_errors.h を参照ください)、 そして 2 番目の引数がエラーメッセージとなります。
zend_error(E_WARNING, "This function has been called with empty arguments");

指定できる値を Zend の定義済みエラーメッセージ にまとめます (以下 を参照ください)。 これらの値は、php.ini でも参照されます。 選んだ型によっては、エラーメッセージがログに記録されます。
Zend の定義済みエラーメッセージ

エラー 説明
E_ERROR エラーを発生させ、その場でスクリプトの実行を停止します。
E_WARNING 一般的な警告を発生させ、そのまま続行します。
E_PARSE パーサのエラーを発生させ、そのまま続行します。
E_NOTICE 通知を発生させ、そのまま続行します。 php.ini のデフォルト設定では、 この型のエラーメッセージは表示されないようになっていることに注意しましょう。
E_CORE_ERROR コアによる内部エラーです。ユーザが作成したモジュールでは 使用してはいけません。
E_COMPILE_ERROR コンパイラによる内部エラーです。ユーザが作成したモジュールでは 使用してはいけません。
E_COMPILE_WARNINGコンパイラによる内部警告です。ユーザが作成したモジュールでは 使用してはいけません。
おおおおおおおおおおおおおおおお

phpinfo() の出力内容
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実際にモジュールを作成してみると、そのモジュールについての情報を phpinfo() に表示してみたくなるでしょう (モジュール名だけは、モジュール一覧のところにデフォルトで表示されます)。 PHP allows you to create your own section in the phpinfo() output with the
ZEND_MINFO() function. この関数はモジュール記述子ブロック (先ほど説明しました) に配置しなければなりません。スクリプトが phpinfo() をコールした際には、常にこの関数がコールされます。

ZEND_MINFO 関数を指定すると、PHP は phpinfo() の出力に自動的にセクションを追加します。 ここには見出しとしてモジュール名が含められます。 それ以外のすべてはあなた自身が書式設定して表示する必要があります。

一般的には、まず php_info_print_table_start() を使用して HTML テーブルのヘッダを作成した後で、 標準関数 php_info_print_table_header() および php_info_print_table_row() を使用します。 これらの関数は、どちらも引数としてカラム数 (整数) とカラムの内容
(文字列) をとります。 ソースコードおよび phpinfo の出力のスクリーンショット に、ソースの例とその出力を示します。 テーブルのフッタを表示するには、php_info_print_table_end() を使用します。

例13 ソースコードおよび phpinfo() の出力のスクリーンショット
php_info_print_table_start();
php_info_print_table_header(2, "First column", "Second column");
php_info_print_table_row(2, "Entry in first row", "Another entry");
php_info_print_table_row(2, "Just to fill", "another row here");
php_info_print_table_end();

phpinfo() おおお

実行時の情報

現在実行中のファイル名など、実行時の情報を表示することも可能です。 現在実行中の関数名を取得するには、関数 get_active_function_name() を使用します。 この関数は何も引数を受け取らず、関数名へのポインタを返します。 現在実行中のファイル名を取得するには、
関数 zend_get_executed_filename() を使用します。 この関数は executor グローバルにアクセスします。これは TSRMLS_C マクロを使用して渡されます。 executor グローバルは、Zend から直接コールされたすべての関数 (この章で先ほど説明した
INTERNAL_FUNCTION_PARAMETERS の一部です) で自動的に使用可能となります。 自動的に使用可能にならないような関数で executor グローバルにアクセスしたい場合は、 その関数内でいちど TSRMLS_FETCH() マクロをコールします。 これにより、グローバルの内容が
ローカルスコープに読み込まれます。

最後に、現在実行中の行番号を取得するには、関数 zend_get_executed_lineno() を使用します。 この関数も、引数として executor グローバルを受け取ります。 これらの関数の使用例については 実行時の情報の表示 を参照ください。

例14 実行時の情報の表示
zend_printf("The name of the current function is %s&lt;br&gt;", get_active_function_name(TSRMLS_C));
zend_printf("The file currently executed is %s&lt;br&gt;", zend_get_executed_filename(TSRMLS_C));
zend_printf("The current line being executed is %i&lt;br&gt;", zend_get_executed_lineno(TSRMLS_C));

おおおおおおおおお

スタートアップ関数およびシャットダウン関数



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

スタートアップ関数およびシャットダウン関数は、モジュールの 一回限りの初期化/後処理のために使用します。 この章で以前に説明したように (Zend モジュール記述子の ブロックを参照ください)、モジュール単位およびリクエスト単位の スタートアップ/シャットダウンイ
ベントが存在します。

モジュールのスタートアップ関数およびシャットダウン関数は、 モジュールが読み込まれ、初期化が必要な場合にコールされます。 リクエストのスタートアップ関数およびシャットダウン関数は、 リクエストが処理されるたび (つまり、ファイルが実行されるたび) に毎回コー
ルされます。

動的拡張モジュールでは、モジュールおよびリクエストの スタートアップ/シャットダウンイベントが同時に発生します。

これらの関数の宣言および実装は、マクロを使用して行います。 詳細は、さきほどの節 "Zend モジュールブロックの宣言" を参照ください。

ユーザ関数のコール

モジュール内からユーザ関数をコールすることができます。 これは、コールバックを実装する場合などにとても便利です。 例えば配列の順次処理や検索、 あるいはイベントベースのプログラムに使用できます。

ユーザ関数をコールするには、call_user_function_ex() を使用します。この関数に渡す内容は、アクセスしたい関数テーブルについてのハッシュ、 オブジェクトへのポインタ (メソッドをコールする場合)、関数名、 返り値、引数の数、引数の配列、そして zval を分割するか
どうかを示すフラグです。
ZEND_API int call_user_function_ex(HashTable *function_table, zval *object,
zval *function_name, zval **retval_ptr_ptr,
int param_count, zval **params[],
int no_separation);

function_table および object は、両方とも指定する必要はなく、どちらか一方だけでよいことに注意しましょう。 メソッドをコールしたい場合は、そのメソッドを含むオブジェクトを 指定しなければなりません。このときに、 call_user_function() は自動的にこのオブジェ
クトの関数テーブルを設定します。 メソッドをコールするのではない場合は、 function_table だけを設定して object は NULL とします。

通常は、デフォルトの関数テーブルは "root" であり、 このテーブルにすべての関数のエントリが含まれます。 この関数テーブルはコンパイラ全体から CG マクロを使用してアクセス可能です。 コンパイラグローバルの内容を関数内で使用するには、 TSRMLS_FETCH マクロを
一度コールします。

関数名は zval コンテナで指定します。 最初は少し戸惑うかもしれませんが、これはきわめて論理的なことです。 なぜなら、スクリプト内からコールされる関数でパラメータとして受け取った 関数名は、たいていの場合は再び zval コンテナに保存されることになるからです。
そのため、この関数に引数を渡すだけでよくなります。ここで使用する zval は IS_STRING 型でなければなりません。

その次の引数には、返り値へのポインタを含めます。 このコンテナ用のメモリを確保する必要はありません。 関数が自分自身でメモリを確保します。しかし、 その後には (zval_dtor() を使用して) コンテナを破棄しなければなりません!

その次はパラメータの数を表す整数値、 それからすべての必要なパラメータを含む配列となります。 最後の引数では、この関数が zval の分割を行うかどうかを指定します。 この引数は常に 0 にしておくべきです。 1 にすると関数のメモリ消費量を抑えられますが、 分割が必
要なパラメータがひとつでもあった場合に関数が実行できなくなります。

ユーザ関数のコール は、ユーザ関数をコールする簡単な例です。 このコードは、引数として渡された関数をコールし、 コールした関数の返り値をそのまま自分自身の返り値として使用します。 最後のほうのコンストラクタおよびデストラクタの使用に注目しましょう。 ここで
はこれらの使用は必須ではありませんが (値を分割しており、代入は安全に行われる)、念のために記述しています。

例15 ユーザ関数のコール
zval **function_name;
zval *retval;

if((ZEND_NUM_ARGS() != 1) || (zend_get_parameters_ex(1, &function_name) != SUCCESS))
{
    WRONG_PARAM_COUNT;
}

if((*function_name)->type != IS_STRING)
{
    zend_error(E_ERROR, "Function requires string argument");
}

TSRMSLS_FETCH();

if(call_user_function_ex(CG(function_table), NULL, *function_name, &retval, 0, NULL, 0) != SUCCESS)
{
    zend_error(E_ERROR, "Function call failed");
}

zend_printf("We have %i as type\n", retval->type);

*return_value = *retval;
zval_copy_ctor(return_value);
zval_ptr_dtor(&retval);

<?php

dl("call_userland.so");

function test_function()
{
    echo "We are in the test function!\n";
    return 'hello';
}

$return_value = call_userland("test_function");

echo "Return value: '$return_value'";
?>

上の例の出力は以下となります。
We are in the test function!
We have 3 as type
Return value: 'hello'

ini ファイルのサポート

PHP 4 では ini ファイルのサポートが設計しなおされています。 デフォルトの初期エントリをコード中で直接指定したり、 それらの値を実行時に読み込んで変更したり、 変更があったことを通知するためのメッセージハンドラを作成したりすることができます。

あなたのモジュール用の .ini セクションを作成するには、 PHP_INI_BEGIN() マクロでセクションの開始位置を指定、 PHP_INI_END() マクロでセクションを終了位置を指定して、 その中に PHP_INI_ENTRY() を使用してエントリを作成します。
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PHP_INI_BEGIN()
PHP_INI_ENTRY("first_ini_entry",  "has_string_value", PHP_INI_ALL, NULL)
PHP_INI_ENTRY("second_ini_entry", "2",                PHP_INI_SYSTEM, OnChangeSecond)
PHP_INI_ENTRY("third_ini_entry",  "xyz",              PHP_INI_USER, NULL)
PHP_INI_END()

PHP_INI_ENTRY() マクロは 4 つのパラメータを受け取ります。 パラメータの内容は、それぞれエントリ名、エントリの値、変更の権限、 そして変更通知ハンドラへのポインタとなります。 エントリ名とエントリの値は、たとえ実際の値が整数であったとしても 文字列で指定し
なければなりません。

権限は、3 種類に分けられます。 PHP_INI_SYSTEM は php.ini ファイルでしか変更できません。PHP_INI_USER は、実行時にユーザが設定を上書きすることができます。上書きするには .htaccess のような別の設定ファイルを使用します。 そして PHP_INI_ALL の場合は無制限
に値を変更することができます。 4 種類目として PHP_INI_PERDIR というものもありますが、 この振る舞いについては検証することができません。 yet.

4 番目のパラメータには、変更通知ハンドラへのポインタを指定します。 これらの ini エントリが変更された際に、ハンドラがコールされます。 ハンドラを宣言するには、PHP_INI_MH マクロを使用します。

PHP_INI_MH(OnChangeSecond);             // ini エントリ "second_ini_entry" 用のハンドラ

// ここで ini エントリを指定します
PHP_INI_MH(OnChangeSecond)
{

    zend_printf("Message caught, our ini entry has been changed to %s&lt;br&gt;", new_value);

    return(SUCCESS);

}

変更ハンドラの変数 new_value に、 新しい値がに文字列として渡されます。 PHP_INI_MH の定義を見ると、 それ以外にもいくつかのパラメータがあることがわかるでしょう。
#define PHP_INI_MH(name) int name(php_ini_entry *entry, char *new_value,
                                  uint new_value_length, void *mh_arg1,
                                  void *mh_arg2, void *mh_arg3)

これらの定義は php_ini.h で確認できます。 メッセージハンドラの内部では、エントリ全体を含む構造体・ 新しい値・その長さ・そして 3 つのオプションの引数にアクセスすることができます。 3 つのオプションの引数を指定するには、 PHP_INI_ENTRY1 (追加の引数を 1 つ
指定する)、 PHP_INI_ENTRY2 (追加の引数を 2 つ指定する) そして PHP_INI_ENTRY3 (追加の引数を 3 つ指定する) のそれぞれのマクロを使用します。

変更通知ハンドラを使用すべき場面としては以下のようなものがあります。 高速にアクセスするために ini エントリをローカルにキャッシュしたり、 値が変更された際に何らかのタスクを実行したりといった場合です。 例えば、特定のホストと常に接続を確率している拡張モ
ジュールにおいて ホスト名が変更された場合に、今の接続を自動的に終了させて 新しい接続を確率するなどといったものが考えられます。

PHP の ini エントリにアクセスするためのマクロ に示すマクロを使用することによっても、 ini エントリへのアクセスは可能です。

PHP の ini エントリにアクセスするためのマクロ
マクロ 説明
INI_INT(name) エントリ name の現在の値を integer (long) で返します。
INI_FLT(name) エントリ name の現在の値を float (double) で返します。
INI_STR(name) エントリ name の現在の値を文字列で返します。 注意: 文字列は複製されず、 内部データへのポインタが返されます。後でこのデータにアクセスするには、 ローカルメモリに複製しなければなりません。
INI_BOOL(name) エントリ name の現在の値を Boolean (zend_bool で定義されるもので、 その実体は、現在は unsigned char) で返します。
INI_ORIG_INT(name) エントリ name の元の値を integer (long) で返します。
INI_ORIG_FLT(name) エントリ name の元の値を float (double) で返します。
INI_ORIG_STR(name) エントリ name の元の値を文字列で返します。 注意: 文字列は複製されず、 内部データへのポインタが返されます。後でこのデータにアクセスするには、 ローカルメモリに複製しなければなりません。
INI_ORIG_BOOL(name)エントリ name の元の値を Boolean (zend_bool で定義されるもので、 その実体は、現在は unsigned char) で返します。

最後に、あなたが作成した ini エントリについて PHP に教えてあげなければなりません。 モジュールのスタートアップ関数およびシャットダウン関数の中で、マクロ REGISTER_INI_ENTRIES() および UNREGISTER_INI_ENTRIES() を使用します。
ZEND_MINIT_FUNCTION(mymodule)
{

    REGISTER_INI_ENTRIES();

}

ZEND_MSHUTDOWN_FUNCTION(mymodule)
{

    UNREGISTER_INI_ENTRIES();

}

次に進むべき道

ここでは PHP について多くのことを学びました。あなたは、今や 動的ロード可能なモジュールや静的にリンクされた拡張モジュールの 作成方法を身につけています。PHP や Zend が変数を内部でどのように 管理しているのか、そして変数を作成したりそれにアクセスするには
どうすればいいのかもわかるようになりました。 各種情報の表示・シンボルテーブルへの変数の自動登録などの お決まりの手続きを行う関数についても知っています。

この章の中には「リファレンス的な」部分も多々ありましたが、 あなたが独自の拡張モジュールを書き始めるための手助けとなることを 望んでいます。 ところで、スペースの都合上 省略せざるを得なかった内容が多くあります。 ぜひ、時間をとってヘッダファイルや既存のモ
ジュールについて 勉強してみることをお勧めします (特に ext/standard ディレクトリのモジュールや MySQL モジュールがお勧めです。これらのモジュールには 一般的な機能がすべて実装されています)。 これらを勉強することで、(ここで取り上げられなかった機能も含めた)
API 関数の使用方法を身につけることができるでしょう。

リファレンス: 設定マクロ

config.m4

config.m4 は buildconf によって使用されます。 configure 時に実行する内容についてはすべてここで指示しておかなければなりません。 例えば、行うべきテストや必要な外部ファイル (ヘッダファイルなど) についての指示などがあてはまります。このために使用できるマク
ロが PHP で定義されています。その中でも最も有用なものを config.m4 で使用する M4 マクロ にまとめます。

config.m4 で使用する M4 マクロ
マクロ 説明
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AC_MSG_CHECKING(message) configure 時に "checking <message>" というテキストを表示します。
AC_MSG_RESULT(value) AC_MSG_CHECKING の結果を指定します。 value には、 yes あるいは no のいずれかを指定しなければなりません。
AC_MSG_ERROR(message) configure 時に エラーメッセージ message を表示し、 スクリプトを終了させます。
AC_DEFINE(name,value,description) php_config.h に #define を追加し、値を value に設定して description をコメントに加えます (モジュールで条件付きコンパイルを行う場合に有用です)。
AC_ADD_INCLUDE(path) コンパイラのインクルードパスを追加します。 ヘッダファイルを探すためのサーチパスを追加する場合などに使用します。
AC_ADD_LIBRARY_WITH_PATH(libraryname,librarypath) リンクする外部ライブラリを指定します。

AC_ARG_WITH(modulename,description,unconditionaltest,conditionaltest)
非常に強力なマクロであり、configure --help の出力内容に description という説明とともにモジュールを追加します。 configure スクリプトにオプション --with-<modulename> が指定さ
れているかどうかを PHP がチェックし、もし指定されていれば スクリプト unconditionaltest を実行します (例えば --with-myext=yes)。 このとき、オプションの値は変数 $withval に格納さ
れます。オプションが指定されなかった場合は、 conditionaltest を実行します。

PHP_EXTENSION(modulename, [shared]) このマクロは、PHP があなたの拡張モジュールを設定するために 必ずコールしなければならないものです。 モジュール名に加えて 2 番目の引数を指定することができ、 ここでは共有モジュール
としてコンパイルを行うかどうかを指示します。 この内容は、ソースをコンパイルする際の COMPILE_DL_<modulename> の定義として使用されます。

API マクロ

Zend API では、zval コンテナへのアクセスを単純化する マクロ群が定義されています (zval コンテナへのアクセスのための API マクロ を参照ください)。

zval コンテナへのアクセスのための API マク
ロ

マクロ 参照先
Z_LVAL(zval) (zval).value.lval
Z_DVAL(zval) (zval).value.dval
Z_STRVAL(zval) (zval).value.str.val
Z_STRLEN(zval) (zval).value.str.len
Z_ARRVAL(zval) (zval).value.ht
Z_LVAL_P(zval) (*zval).value.lval
Z_DVAL_P(zval) (*zval).value.dval
Z_STRVAL_P(zval_p) (*zval).value.str.val
Z_STRLEN_P(zval_p) (*zval).value.str.len
Z_ARRVAL_P(zval_p) (*zval).value.ht
Z_LVAL_PP(zval_pp) (**zval).value.lval
Z_DVAL_PP(zval_pp) (**zval).value.dval
Z_STRVAL_PP(zval_pp) (**zval).value.str.val
Z_STRLEN_PP(zval_pp) (**zval).value.str.len
Z_ARRVAL_PP(zval_pp) (**zval).value.ht

TSRM API

序文
"counter" 拡張モジュール - サンプル

インストール/設定
定義済み定数
例
Counter — Counter クラス
基本 — 基本インターフェイス
拡張 — 拡張インターフェイス

PHP 5 ビルドシステム
拡張モジュール開発用に PHP をビルドする方法
ext_skel スクリプト
UNIX 用のビルドシステム: config.m4
Windows 用のビルドシステム: config.w32

拡張モジュールの構造
拡張モジュールを構成するファイル群
基本構造
zend_module 構造体
拡張モジュールのグローバル変数
拡張モジュールのライフサイクル
拡張モジュールのテスト

メモリ管理
基本的なメモリ管理
データの持続性
スレッドセーフなリソースマネージャ

変数の作成
導入
変数の作成と値の設定

関数の作成
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クラスやオブジェクトの作成
リソースの作成
INI 設定の作成
ストリームの作成
PDO ドライバ How-To

要件
準備
雛形への肉付け
ビルド
テスト
パッケージングおよび配布
pdo_dbh_t の定義
pdo_stmt_t の定義
定数
エラー処理

拡張モジュールに関する FAQ
Zend Engine 2 API リファレンス
Zend Engine 2 オペコード一覧

オペコード一覧
Zend Engine 1

以前の導入ページ
PHP 拡張モジュールの作者用のストリーム API
Zend API: PHP のコアをハックする
TSRM API

FAQ: よくある質問

一般的な情報
このセクションでは PHP に関するもっとも基本的な情報 (PHP とは何か? PHP は何をするものか? 等)を扱います。

1. PHPとは?
2. PHP とは何の略ですか?
3. 各バージョン間の関係は?
4. 異なるバージョンの PHP を同時に実行することができますか?
5. PHP 4 と PHP 5 の違いは何ですか?
6. バグを見つけました! 誰に伝えればよいですか?

PHPとは?

マニュアルの序文より:

PHP は "PHP: Hypertext Preprocessor" を意味する、HTML 埋め込み型の スクリプト言語です。 PHP の多くの構文は C、Java、Perl 言語から転 用したものですが、PHP 特有の機能を実装するために独自の構文を導入 しています。PHP の目的は、Web 開発者が動的に生
成されるページの 作成を速やかに行うことができるようにすることです。

PHP とは何の略ですか?

PHP は PHP: Hypertext Preprocessor の略です。 最初の文字が「頭字語の頭字語」になっているため多くの人は混乱します。 この種の頭字語は「再帰的頭字語」と呼ばれます。さらに詳細な情報に興味がある方は、» Free On-Line Dictionary of Computing あるいは »
Wikipedia のエントリ で再帰的頭字語についてもっと詳しく知ることが出来ます。

各バージョン間の関係は?

PHP/FI 2.0 は PHP の初期の、 そしてもうすでにサポートされていないバージョンです。 PHP 3 は PHP/FI 2.0 の後継バージョンで、 PHP/FI 2.0 に比べて大きく進歩しています。 PHP 5 が PHP の最新バージョンです。これは » Zend Engine 2 を使用しており、 さまざ
まな OOP 機能を提供します。

異なるバージョンの PHP を同時に実行することができますか?

はい。PHP のソースコードディストリビューションに含まれる INSTALL ファイルを見てください。

PHP 4 と PHP 5 の違いは何ですか?

PHP 5 は可能な限りこれまでのバージョンと互換性を保つように設計されていますが、 いくつか大幅に変わった点があります。たとえば以下のような点です。

Zend Engine 2.0 に基づいた新たな OOP モデル の採用
MySQL 用の、より改善された新しい拡張モジュール
SQLite のネイティブサポート
新たなエラー報告定数 E_STRICT による、実行時のコードへの提案メッセージ
新たな 関数 によるコード記述の簡素化 (および、 よくある処理のためにわざわざ自前の関数を作成する手間の削減)

より詳細な情報は、 PHP 4 から PHP 5 への移行 および 過去との互換性のない変更 を参照ください。

http://foldoc.org/
http://en.wikipedia.org/wiki/Recursive_acronym
http://en.wikipedia.org/wiki/Recursive_acronym
http://en.wikipedia.org/wiki/Recursive_acronym
http://www.zend.com/
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バグを見つけました! 誰に伝えればよいですか?

まず、PHP Bug Database でそれが既知のバグかどうかを調べてください。 もしデータベースで見つけることができなければ、「reporting form」 を使ってバグを報告してください。メーリングリスト等ではなく Bug Database に報告することは非常に重要です。 なぜ
なら個々のバグには「Tracking Number」がつけられるため、 後からバグの状態をチェックすることが可能だからです。 Bug Database は » http://bugs.php.net/ にあります。

メーリングリスト
このセクションではPHPのコミュニティへの参加に関する質問を扱います。 最良の方法はメーリングリストに参加することです。

1. PHPのメーリングリストはありますか?
2. 他にコミュニティはありますか?
3. PHP のメーリングリストを自分で作ってもかまいませんか?
4. Help! メーリングリストに参加/脱退できません!
5. どこかにメーリングリストのアーカイブ(過去ログ)はありますか?
6. メーリングリストではどんな質問をすることができるのですか?
7. メーリングリストに投稿するときには、どんな情報を含めればよいのですか?

PHPのメーリングリストはありますか?

もちろんです! 様々なトピックに関するたくさんのメーリングリストがあります。 もっとも一般的なコミュニティのメーリングリストは » メーリングリスト のページにあります。

最も一般的なメーリングリストが php-general です。 参加するには、空メールを » php-general-subscribe@lists.php.net に送ってください。脱退するには、空メールを » php-general-unsubscribe@lists.php.net に送ってください。

また、» メーリングリスト のページから参加/脱退を行うこともできます。 脱退方法は、メーリングリストのすべてのメッセージのフッターにも記載されています。

他にコミュニティはありますか?

世界中に数え切れないほどあります。» サポートページ には例としていくつかのリソース (そしてそれらについてより詳しく知るための情報) へのリンクがあります。

PHP のメーリングリストを自分で作ってもかまいませんか?

もちろん! 許可します。というよりむしろどんどんやってください! あなたが持つ PHP の知識や経験をみんなで共有することで、 PHP コミュニティだけでなく PHP 言語自体の発展の助けとなります。

Help! メーリングリストに参加/脱退できません!

もし、メーリングリストへの参加/脱退で問題が起きているなら、 それはおそらくシステムがあなたのメールアドレスを 正しく取得できていないからだと思われます。 仮にあなたのメールアドレスを joeblow@example.com とすると、php-general に参加する場合のリ
クエストは php-general-subscribe-joeblow=example.com@lists.php.net、 脱退のリクエストは php-general-unsubscribe-joeblow=example.com@lists.php.net へメールを送信することで行うことができます。 他のメーリングリストに関しても同様です。

メーリングリストからの脱退がうまくいかない原因でもっとも多いのは、 メールの転送処理にからむものです。たとえば、あなたのメールアドレスが danbrown@example.com であったとしましょう。しかし、メーリングリストへの参加は php-lists@example.com で
行っており、このアドレスは自動的に danbrown@example.com に転送されるようになっているものとします。 このとき、danbrown@example.com で脱退処理を行ってもうまくいきません。 このアドレスはメーリングリストに登録されていないからです。 この場合
は、メールが実際に送信されているアドレス、つまり php-lists@example.com で脱退処理をしなければなりません。

どこかにメーリングリストのアーカイブ(過去ログ)はありますか?

はい。» メーリングリスト のページにアーカイブサイトへのリンクがあります。 それ以外にも、メーリングリストのコンテンツをアーカイブしているサイトは数多くあります。 サーチエンジンで "php mailing list archives" を検索してみるといいでしょう。

メーリングリストの記事は news メッセージとしても記録されています。 news クライアントで » news://news.php.net/ へアクセスすることができます。さらに、 » http://news.php.net/ に実験的な news サーバへの Web インターフェースがあります。

メーリングリストではどんな質問をすることができるのですか?

PHP が日進月歩で有名になっている影響で、php-general メーリングリストの流量も増加しています (今のところ、1日あたり75～200通の流量があります)。 なので、参加者全員の利益のために、メーリングリストは 他のどこを当たっても駄目だった場合の最後の手段に
してください。

メーリングリストに投稿する前に、 この FAQ とマニュアルを見て手がかりを探してください。 もし駄目なら次にメーリングリストのアーカイブをチェックしてください (上記参照)。もし、PHP のインストール、 もしくは設定で問題が起こっている場合は (ソースアーカ
イブに含まれる)すべてのドキュメントと README ファイルに目を通してください。 それでも問題が解決できない場合に、 適切なメーリングリストを使用することは大歓迎です。

適切な回答を得るため (そして他の開発者たちをいらつかせないため) にも、 質問は適切なメーリングリストに行うようにしましょう。 たとえば、PHP のインストールがうまくいかない場合には php-install メーリングリストを使用します。 注意: 名前はよく似ているけど
使われかたはまったく異なるメーリングリストもあります。 Windows 上での PHP スクリプトの実行に関する質問は Windows PHP users メーリングリストへ行います。 Windows Internals メーリングリストではありません。

メーリングリストに投稿するときには、どんな情報を含めればよいのですか?

「PHP が動作しません。助けて! 何がおかしいのですか?」 といった投稿は間違いなく誰にとっても無意味なものです。 もしPHPが動作しないのであれば、 あなたが使用しているオペレーティングシステム、PHPのバージョン、 またそれをどのように手に入れたか(コンパ
イル済みだった、 SVN から手に入れた、RPM で提供されたものだった、等) 動作させようとしてあなたはどんなことをしたのか、 どこであなたは行き詰まって、どんなエラーメッセージが出るのか、 どんな結果になるのかといった情報を記述する必要があります。

これは他のどんな問題にも当てはまることです。あなたは、何をしたのか、 何をしようとしているのか、そして何かエラーが出たのかを記述してください。 もしあなたが書いた PHP のプログラムで問題が起こった場合は、 動作しない個所のソースコードを含め、 どの行
で問題が起こったのかをコメントしておく必要があります。 でも、必要以上のソースコードは含めないでください! さもないと、 あなたの投稿は非常に読みにくいものとなり、 多くのひとはこうした投稿を読み飛ばしてしまいます。 もし、どれくらいの情報を含めればい
いのか分からない場合には、 あなたが十分だと思うだけの情報を記述するようにしましょう。 そして、より詳しい情報を求められたときのために準備をしておきます。

もう一つ重要な点があります。 それは Subject であなたの問題を端的に表すことです。 「助けてーー!」とか「何かおかしいのでしょうか?」といった Subject のついたメールはほとんど人に無視されてしまいます。

そして最後に、 » How To Ask Questions The Smart Way にあるペーパーを読むことをお薦めします。 このペーパーはあらゆる人、 特にあなた自身にとって多いに参考になるはずです。

http://bugs.php.net/
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
mailto:php-general-subscribe@lists.php.net
mailto:php-general-unsubscribe@lists.php.net
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/support.php
http://www.php.net/support.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
http://www.php.net/mailing-lists.php
news://news.php.net/
http://news.php.net/
http://www.catb.org/~esr/faqs/smart-questions.html
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PHP を手に入れるには
このセクションでは、PHP をダウンロードする詳しい場所や OS に関する話題を扱います。

1. PHPはどこで手に入れることができますか？
2. コンパイル済みのバージョンはありますか？
3. 一部のPHP拡張モジュールのコンパイルに必要なライブラリはどこで手に入りま すか？
4. 上記のライブラリはどのように使うのですか？
5. SVNリポジトリから最新のPHPソースコードを手に入れました。Windows上でコン パイルするにはどうしたらよいですか？
6. ブラウザキャパビリティファイルはどこで手に入りますか？
7. PHP をダウンロードするときの「スレッドセーフ」の意味は?

PHPはどこで手に入れることができますか？

PHPネットワークのどのメンバーのサイトからでもダウンロードすることができ ます。これらは» http://www.php.net/ から見つけることができます。また匿名 SVNを使って最新のソースコードを手に入れることもできます。詳しい情報は、 » http://php.net/svn.php
を参照してください。

コンパイル済みのバージョンはありますか？

私たちはWindows版のみコンパイル済みのバイナリを配布しています。というの もPHPをすべてのLinux/Unixのプラットホーム用にすべての拡張モジュールの組 み合わせでコンパイルするのは不可能だからです。ただ、最近の多くのLinuxディ ストリビューションには予
めPHPがインストールされています。Windows用のバイ ナリは» ダウンロードページ からダウンロードすることができます。Linux用のバイナリについてはあなたが 使用しているディストリビューションのウェブサイトを訪れてください。

一部のPHP拡張モジュールのコンパイルに必要なライブラリはどこで手に入りま すか？

注意: *印がついているものはスレッドセーフなライブラリではないため、Windows用 のマルチスレッドなウェブサーバ(IIS, Netscape)のサーバモジュールとして コンパイルされたPHPで使用してはいけません。現在のところUnix環境では関 係ありません。

» LDAP (Unix).
» LDAP (Unix/Win) : Mozilla Directory (LDAP) SDK
» free LDAP server.
» Berkeley DB2 (Unix/Win) : http://www.sleepycat.com/.
» SNMP* (Unix): .
» GD* (Unix/Win).
» mSQL* (Unix).
» PostgreSQL (Unix).
» IMAP* (Win/Unix).
» Sybase-CT* (Linux, libc5) : Available locally.
» FreeType (libttf):.
» ZLib (Unix/Win32).
» expat XML parser (Unix/Win32).
» PDFLib.
» mcrypt.
» mhash.
» t1lib.
» dmalloc.
» aspell.
» readline.

上記のライブラリはどのように使うのですか？

個々のライブラリで提供される情報に従ってください。いくつかのライブラリ (GD等)は、PHPのconfigureスクリプト実行時に自動的に検出されます。その他の ライブラリに関してはconfigureスクリプトのオプションに '--with-EXTENSION'オプションを追加すること使
用できます。 'configure --help'を実行するとこれらのオプション一覧が 表示されます。

SVNリポジトリから最新のPHPソースコードを手に入れました。Windows上でコン パイルするにはどうしたらよいですか？

マニュアルの ソースからの構築を参照してください。

ブラウザキャパビリティファイルはどこで手に入りますか？

browscap.iniファイルは » http://browsers.garykeith.com/downloads.aspで 手に入れることができます。

PHP をダウンロードするときの「スレッドセーフ」の意味は?

スレッドセーフである、というのは、Windows 上の Apache 2 のような マルチスレッドのウェブサーバでも動作するバイナリだという意味です。 スレッドごとにローカルストレージのコピーを作成し、 別のスレッドとデータの衝突を起こさないようにしています。

それで、結局どっちを選べばいいのかですって? もし PHP を CGI として動かすつもりなら、スレッドセーフでなくてもかまいません。 リクエストのたびにバイナリが起動するからです。IIS5 や IIS6 といったマルチスレッドのウェブサーバで動かす場合は、 スレッドセー
フ版の PHP を選ばなければなりません。

データベースに関する問題
このセクションでは PHP とデータベースとの関係に関する一般的な質問を 扱います。なんと! PHP は事実上あらゆるデータベースにアクセスすることが できます。

1. PHP は Microsoft SQL Server にアクセスできると聞きました。どうすれば よいのでしょうか？
2. Microsoft Access データベースにアクセスできますか？

http://www.php.net/
http://php.net/svn.php
http://www.php.net/downloads.php
http://www.php.net/downloads.php
ftp://ftp.openldap.org/pub/OpenLDAP/openldap-stable/
http://developer.netscape.com/tech/directory/downloads.html
http://www.bind9.net/download-openldap/
http://www.sleepycat.com/
http://www.net-snmp.org/
http://www.libgd.org/
http://www.hughes.com.au/
http://www.postgresql.org/
ftp://ftp.cac.washington.edu/imap/
http://www.sybase.com/
http://www.freetype.org/
http://www.zlib.net/
http://www.jclark.com/xml/expat.html
http://www.pdflib.com/products/pdflib-family/
http://mcrypt.sourceforge.net/
http://mhash.sourceforge.net/
ftp://sunsite.unc.edu/pub/Linux/libs/graphics/
http://dmalloc.com/
http://aspell.sourceforge.net/
http://cnswww.cns.cwru.edu/~chet/readline/rltop.html
http://browsers.garykeith.com/downloads.asp
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3. PHP 5 では MySQL クライアントライブラリがバンドルされません。これは 私にとってどのような意味がありますか? PHP を MySQL とともに使用する ことはできるのですか? MySQL を使用しようとすると "function undefined" エラーが出るのですが、どうしたらいいの
ですか?

4. 共有 MySQL サポートをインストールしたら、libphp4 がロードされると 同時に Apache がコアダンプします。直りますか？
5. "Warning: 0 is not a MySQL result index in <file> on line <x>" もしくは "Warning: Supplied argument is not a valid MySQL result resource in <file> on line <x>" のようなエラーが出るのはなぜでしょうか?

PHP は Microsoft SQL Server にアクセスできると聞きました。どうすれば よいのでしょうか？

Windows マシン上では、ODBC サポートと適切な ODBC ドライバを 使用すればよいだけです。

Unix マシン上では、Sybase-CT ドライバを使って Microsoft SQL Server にアクセスすることができます。なぜなら(ほとんど完全に)プロトコル 互換だからです。Sybase は » 必要な Linux 用ライブラリのフリーな実装 を作成しました。他の Unix システムでは適切なラ
イブラリを手に入れるために Sybase と連絡を取る必要があります。 次の質問に対する回答も参照してください。

Microsoft Access データベースにアクセスできますか？

はい。もし全て (PHP と Microsoft Access) を Windows9x/Me/NT/2000 上で動作させるのであり、ODBC と Microsoft が提供する Microsoft Access 用 ODBC ドライバ が使用できる状態ならば、 すべての必要なツールは揃っています。

Unix で PHP を動作させて Windows マシンで動作する MS Access に接続したい場合には Unix ODBC ドライバが必要です。» OpenLink Software が Unix ベースの ODBC ドライバを提供しています。

他には、Microsoft SQL Server に ODBC ドライバを使用してデータを 保存するという手段もあります。これによって、Microsoft Access (ODBC を使用します) と PHP (組み込まれているドライバを使用します) でデータに アクセスすることができます。また、Microsoft
Access と PHP 両者共に 解釈可能な中間ファイル(例えば単層からなるファイルや、dBase データベース等)を使用する手もあります。これに関しては OpenLink Software の Tim Hayes が以下のように述べています。

PHP からじかに ODBC ドライバが使用できる場合(つまり OpenLink の ドライバを使用している場合)には、他のデータベースを中継手段として 用いることはよいアイデアとは言えない。どうしても中間ファイルが 必要な場合のために、OpenLink は
NT、Linux、そして他の Unix 用の Virtuoso(仮想データベースエンジン)をリリースした。私たちの » ウェブサイトを 訪れてもらえれば、無料でダウンロードできる。

うまくいくことが分かってるもう一つの方法は、MySQL と Windows 用の MyODBC ドライバを利用してデータベースを同期する方法です。Steve Lawrence が言うには、

MySQL を説明に従って任意のプラットフォームにインストールします。 最新バージョンは » http://www.mysql.com/ にあります。データベースを作成するとき、そしてユーザアカウントを を設定するときに、ホストフィールドに % か MySQL を使って アクセスす
る Windows マシンのホスト名を入力する、ということ以外には 特別な設定は必要ありません。 使用するサーバ名、ユーザ名、パスワードを書きとめておいてください。
MySQL サイトから Windows 用 MyODBC ドライバをダウンロードします。 それを Windows マシンにインストールします。 アーカイブに含まれるユーティリティプログラムで、 テストを行うことができます。
コントロールパネルの ODBC administrator を使用して、ユーザ もしくはシステム DSN を作成します。DSN 名を決定して、Step1 で MySQL に設定したホスト名、ユーザ名、パスワード、ポート等を入力します。
Access をフルインストールでインストールします。これは適切な アドインをインストールするためです。少なくとも ODBC サポートと リンクテーブルマネージャが必要です。
ここからがお楽しみです。新規データベースを作成しましょう。 テーブルウィンドウで右クリックしてリンクテーブルを選択します。 もしくはファイルメニューから外部データの取り込みを選び リンクテーブルを選択します。ファイルブラウザが表示されたら ファ
イルタイプから ODBC を選択します。次にシステム DSN で 選択肢 STEP3 で作成した DSN 名を選択します。リンクするテーブルを 選んで OK ボタンを押しましょう。MySQL サーバでテーブルを オープンできるようになっていて、データの追加/削除/編集ができ
るように なっています。さらに、クエリの構築、テーブルのインポート/エクスポート、 フォームやレポートの構築等が可能です。

Tips and Tricks(役に立つヒント):

Access でテーブルを作成してそれを MySQL へエクスポートします。 それを再度アクセスからリンクすれば素早くテーブルを作成すること ができます。
Access でテーブルを作成するときは、そのテーブルに書き込み権限を もたせるためにプライマリキーを設定しておく必要があります。 Access とテーブルをリンクする前に MySQL にプライマリキーを設定 しておくことも忘れないでください。
MySQL 側でテーブル(の構成)を変更した場合、再度 Access とリンクする 必要があります。ツール>アドイン>リンクテーブルマネージャから 適切な ODBC DSN を選んで再リンクが必要なテーブルを選択します。 また、ここで OK ボタンを押す前に「リンク先を更
新するための プロンプトを毎回表示する」をチェックしておけば DSN ソースを 移動させることができます。

PHP 5 では MySQL クライアントライブラリがバンドルされません。これは 私にとってどのような意味がありますか? PHP を MySQL とともに使用する ことはできるのですか? MySQL を使用しようとすると "function undefined" エラーが出るのですが、どうしたらいいの
ですか?

はい。どのような意味においても PHP は常に MySQL をサポートしています。 PHP 5 で変わったことといえば、クライアントライブラリをバンドルしなく なったということだけです。以下に、順不同で理由を挙げます。

最近のシステムにはすでにクライアントライブラリがインストールされています。

上と関連して、複数バージョンのライブラリを共存させると環境がおかしく なりがちです。たとえば、mod_auth_mysql と PHP をそれぞれ別のバージョンの ライブラリとリンクさせ、Apache でそれら両方を有効にすると、いとも簡単に クラッシュすることでしょ
う。また、バンドルされているライブラリが インストールされているサーバとうまく動作するとは限りません。もっとも ありがちな症状は、Unix ドメインソケットのファイル mysql.socket を探す場所の不一致です。

保守がとどこおりがちで、現在リリースされているバージョンに どんどん遅れをとってしまいます。

将来のバージョンのライブラリは GPL の元で配布されます。そのため、 私たちはアップグレードの手段を提供することができません。なぜなら 私たちのような BSD/Apache スタイルのライセンスを採用している プロジェクトは、GPL のライブラリをバンドルでき
ないからです。 PHP 5 でバンドルをやめたことは最善の方法だと考えます。

このことがそんなに多くの人々に影響することはないでしょう。 Unix ユーザ、少なくとも自分が何をしているかを把握している人たちは、 PHP をビルドする際には常に --with-mysql=/usr してシステムの libmysqlclient ライブラリを使用するようにしているでしょ
う。 Windows ユーザは、php.ini で php_mysql.dll を有効にしていることでしょう。 インストール手順の詳細は、MySQL リファレンス を参照ください。また、libmysql.dll が システムの PATH が通った場所にあることを確認してください。その方法に ついては、FAQ
の Windows のシステム PATH を設定する を参照ください。 libmysql.dll（やその他多くの PHP 関連ファイル）が PHP フォルダにあることから、このフォルダをシステムの PATH に追加 したくなるかもしれません。

共有 MySQL サポートをインストールしたら、libphp4 がロードされると 同時に Apache がコアダンプします。直りますか？

もしあなたのシステムの MySQL ライブラリが pthreads とリンクされて いる場合にはこの現象が発生します。ldd コマンドを使用してチェック してください。もし pthreads がリンクされている場合は、MySQL の tarball を展開してソースからコンパイルしなおしてく
ださい。もしくは SRPM の SPEC ファイルのスレッドクライアントコードの箇所を削除してコンパイル しなおしてください。いずれかの方法で問題を解決できます。その後、 PHP を新しい MySQL ライブラリでコンパイルしなおしてください。

"Warning: 0 is not a MySQL result index in <file> on line <x>" もしくは "Warning: Supplied argument is not a valid MySQL result resource in <file> on line <x>" のようなエラーが出るのはなぜでしょうか?

あなたは値が 0 である結果(result)ID を指定しようとしています。0 は あなたのクエリが何らかの理由で失敗したことを示しています。結果 (result)ID を使用する前に、クエリを送信したあとのエラーをチェック する必要があります。以下のようなコードが正しい方法で
す。
<?php

$result = mysql_query("SELECT * FROM tables_priv");
if (!$result) {
    echo mysql_error();
    exit;
}
?>
もしくは

http://www.php.net/extra/ctlib-linux-elf.tar.gz
http://www.php.net/extra/ctlib-linux-elf.tar.gz
http://www.php.net/extra/ctlib-linux-elf.tar.gz
http://www.php.net/extra/ctlib-linux-elf.tar.gz
http://www.openlinksw.com/
http://www.openlinksw.com/
http://www.openlinksw.com/
http://www.mysql.com/


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

<?php

$result = mysql_query("SELECT * FROM tables_priv")
    or die("Bad query: " . mysql_error());
?>

インストール
このセクションでは PHP のインストール方法に関する一般的な質問を扱います。 PHP は(OSX 以前の MacOS を除けば)、ほとんど全ての OS とウェブサーバで 利用可能です。

PHP をインストールするには、インストールと設定 の指示に従ってください。

1. なぜ、Apache 2 のマルチスレッド MPM モードを実運用環境で使用するべきではないのですか?
2. Unix/Windows: php.ini ファイルはどこに置けばよいのですか?
3. Unix: PHP をインストールしましたが、ファイルをロードするたびに 'Document Contains No Data(ページが表示できません)' という メッセージが表示されます。何が起こっているのですか?
4. Unix: RPM を使って PHP をインストールしたのですが、Apache が PHP のページを 処理してくれません。何が起こっているのですか?
5. Unix: Apache に FrontPage エクステンションのパッチを当てたら、突然 PHP が動作しなくなってしまいました。PHP は Apache の FrontPage エクステンションと共存することはできないのですか?
6. Unix/Windows: PHP をインストールしたのですがブラウザから PHP スクリプトにアクセスしても何も表示されません。
7. Unix/Windows: PHP をインストールしたのですがブラウザから PHP スクリプトにアクセスすると Internal Server Error 500 となってしまいます。
8. PHP をインストールするまではエラーもなく問題なく進んだのですが、 Apache を起動させようとすると undefined symbol エラーが発生します。 [mybox:user /src/php5] root# apachectl configtest apachectl: /usr/local/apache/bin/httpd Undefined symbols:

_compress _uncompress
9. Windows: PHP をインストールしたのですがブラウザから PHP スクリプト にアクセスすると次のようなエラーが出力されます。 cgi error: The specified CGI application misbehaved by not returning a complete set of HTTP headers. The headers it did return

are:
10. Windows: 全ての説明に従っているのに PHP が IIS で動作しません!
11. IIS, PWS, OmniHTTPD, Xitami上でCGIとしてPHPを実行するとき、 次のようなエラーが出る:Security Alert! PHP CGI cannot be accessed directly.
12. php.ini が認識され読み込まれていることをどうやって知ることが できますか? 自分の行った変更が反映されてないらしいのですが。
13. Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?
14. Windows 上の PHP で、php.ini を使えるようにするにはどうしたらいいのですか?
15. Apache のコンテントネゴシエーション（MultiViews オプション）を PHP で使用することはできますか?
16. PHP が処理できるリクエストメソッドは GET および POST だけなのですか?

なぜ、Apache 2 のマルチスレッド MPM モードを実運用環境で使用するべきではないのですか?

PHP はグルー(糊)です。このグルーは、多くのサードパーティ製のライブラリを くっつけることによりクールな Web アプリケーションを構築するために使用され、 直観的で簡単に習得できる言語インターフェイスにより、一つの整合性のある実体として 見せることがで
きます。 PHP の柔軟性と力は、プラットフォームの安定性と堅牢性に基づいています。 グルーによる結合をするためには、OS や Web サーバ、サードパーティ製のライブラリを 必要とします。 これらの一つの機能が停止した場合、PHP は問題を特定し、速やかに修正す
る 手段を必要とします。 実行スレッドを完全に分離しなかったり、 メモリセグメントを完全に分離しなかったり、 各リクエストで使用される強力なサンドボックスを有さないことで、 基本的なフレームワークをより複雑なものにした場合、 PHP のシステムに弱点が生ま
れます。

マルチスレッド MPM を使用する必要がある場合、 PHP が自分のメモリ空間で実行される FastCGI 設定を観てみてください。

最後に、この警告はマルチスレッド MPM の使用に対するものですが、 Windows システムではより多くのライブラリがスレッドセーフである傾向が あるため、この警告の度合はより弱くなります。

Unix/Windows: php.ini ファイルはどこに置けばよいのですか?

UNIX の場合、デフォルトでは /usr/local/lib です。コンパイル時に --with-config-file-path オプションを使用してこの場所を変えたいという人も多いでしょう。 例えばこのようにすることも出来ます：
--with-config-file-path=/etc

そしてディストリビューションの php.ini-development を /etc/php.ini にコピーし、環境に合うように 編集してください。
--with-config-file-scan-dir=PATH

Windows の場合、php.ini のデフォルトパスは Windows ディレクトリになります。 Apache ウェブサーバを使っている場合はまず Apache がインストールされているディレクトリ (例えば c:\program files\apache group\apache にある php.ini を探そうとします。こ
のため、異なる php.ini ファイルを異なるバージョンの Apache ごとに置いておくことができます。

設定ファイルの章も参照してください。

Unix: PHP をインストールしましたが、ファイルをロードするたびに 'Document Contains No Data(ページが表示できません)' という メッセージが表示されます。何が起こっているのですか?

これはおそらく PHP に何らかの問題が起こっていてコアダンプしている という状態です。サーバのエラーログを見てこのケースかどうかチェック してください。そして小さなテストケースで問題を再現させてみてください。 もし 'gdb' の使い方が分かるならバグレポート
に加えてバックトレースを 提供してもらえると開発者が問題の箇所を突き止めるのに 非常に役立ちます。もしあなたがPHPをApacheモジュールとして使用している 場合は以下のようにします：

httpd を停止します

gdb httpd

Stop your httpd processes

> run -X -f /path/to/httpd.conf

ブラウザから問題のある URL にアクセスします

> run -X -f /path/to/httpd.conf

もしコアダンプが発生すると gdb が知らせてくれます

bt とタイプします
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このバックトレースをバグレポートに含めてください。バグレポートは » http://bugs.php.net/ から送信してください。

もしそのスクリプトが正規表現関数 (preg_match() やその類似関数) を使用している場合、 PHP と Apache が同じ正規表現のパッケージを使用してコンパイルされているかどうかを確認してください。 PHP と Apache 1.3.x を使用している場合は常に確認が必要です。

Unix: RPM を使って PHP をインストールしたのですが、Apache が PHP のページを 処理してくれません。何が起こっているのですか?

あなたが Apache と PHP の両方を RPM でインストールしたとすると、以下に示す 内容の一部もしくは全てを httpd.conf ファイルに追加するか、コメントを 外す必要があります：
# Extra Modules
AddModule mod_php.c
AddModule mod_php.c
AddModule mod_perl.c

# Extra Modules
LoadModule php_module         modules/mod_php.so
LoadModule php5_module        modules/libphp5.so
LoadModule perl_module        modules/libperl.so

そして以下の行：
AddType application/x-httpd-php .php

以上の内容を全体設定、もしくは PHP サポートを追加したいバーチャル ドメインの設定に加えてください。

Unix: Apache に FrontPage エクステンションのパッチを当てたら、突然 PHP が動作しなくなってしまいました。PHP は Apache の FrontPage エクステンションと共存することはできないのですか?

いいえ。PHP は FrontPage エクステンションと問題なく共存できます。 問題は FrontPage エクステンションのパッチが PHP が依存している Apache の 構造の一部を変更してしまうことにあります。パッチを当てた後で PHP を再コンパイル('make clean; make' として
ください)すれば問題は 解決されます。

Unix/Windows: PHP をインストールしたのですがブラウザから PHP スクリプトにアクセスしても何も表示されません。

ブラウザの「ソースの表示」を実行してください。おそらく PHP の ソースコードが表示されると思います。これはウェブサーバがスクリプトを PHP に渡していないためスクリプトが実行されていない、ということを 意味します。サーバ側の設定のどこかが間違っている
はずですので、 PHP インストールマニュアルに従って再度入念に設定を確認してみてください。

Unix/Windows: PHP をインストールしたのですがブラウザから PHP スクリプトにアクセスすると Internal Server Error 500 となってしまいます。

ウェブサーバが PHP を実行するときに何らかの問題が起きています。 どんなエラーが起こっているか確認するために、コマンドラインで PHP 実行ファイル(Windows では php.exe) のある ディレクトリに移動して php -i を実行してください。 もし PHP の実行時に問題
があった場合は適切なエラーメッセージが表示されるので、 それを手がかりに次に何をすべきかを知ることができます。画面 一杯に HTML(phpinfo() 関数の出力)が表示された場合には PHP は問題なく動作していますので、問題はウェブサーバの設定 にあるはずです。再
度入念にチェックしてみてください。

PHP をインストールするまではエラーもなく問題なく進んだのですが、 Apache を起動させようとすると undefined symbol エラーが発生します。
[mybox:user /src/php5] root# apachectl configtest
 apachectl: /usr/local/apache/bin/httpd Undefined symbols:
  _compress
  _uncompress

これは、PHP とは関係なく MySQL クライアントライブラリの問題です。 このライブラリのうちある種のものは --with-zlib を必要とし、 他のものは必要としません。この問題は MySQL FAQ でも扱われています。

Windows: PHP をインストールしたのですがブラウザから PHP スクリプト にアクセスすると次のようなエラーが出力されます。
cgi error:
 The specified CGI application misbehaved by not
 returning a complete set of HTTP headers.
 The headers it did return are:

このエラーメッセージは PHP が(何らかの理由で)何も出力できなかった ことを意味します。詳細なエラーメッセージを得るためには、 コマンドラインから PHP 実行ファイル(Windows では php.exe)のあるディレクトリに移動して php -i を実行してください。もし PHP
の実行時に問題 があった場合は適切なエラーメッセージが表示されるのでそれを 手がかりに次に何をすべきかを知ることができます。画面一杯に HTML (phpinfo()関数の出力) が表示された場合には PHP は問題なく動作しています。

PHP がコマンドラインで動作したなら、再度ブラウザから PHP スクリプトに アクセスしてみてください。もしまだ失敗するようなら以下のいずれかの 理由によるものと思われます。

PHP スクリプト、 php.exe、php5ts.dll、 php.ini もしくはロードしようとしている PHP 拡張モジュールの ファイルパーミッションが匿名インターネットユーザ IUSER_<machinename> にアクセスできない ものになっている。
スクリプトが存在しない(もしくはあなたが在ると思っている場所と ウェブサーバのルートディレクトリからの相対位置がずれている)。 IIS を使用している場合は、Internet Service Manager でスクリプト マッピングを設定するときに「ファイルの存在を確認する」
にチェックを することでこのエラーをトラップすることができます。もしスクリプト ファイルが存在しない場合はサーバが代わりに 404 エラーを返すように なります。これにはもう一つ利点があります。それは IIS が スクリプトファイルの NTLanMan パーミッ
ションに応じて認証を要求する ようになる、ということです。

Windows: 全ての説明に従っているのに PHP が IIS で動作しません!

PHP スクリプトを実行しようとするあらゆるユーザが php.exe の実行権限を必要としているということを 忘れないでください。IIS はインストール時に追加された匿名ユーザを使用 します。このユーザに対して php.exe の実行権限が 必要です。また、認証された全ての
ユーザに関しても php.exe の実行権限が必要です。IIS4 の場合はさらに PHP がスクリプトエンジンであるということを教えてやる必要があります。 この FAQ も読んでください。

IIS, PWS, OmniHTTPD, Xitami上でCGIとしてPHPを実行するとき、 次のようなエラーが出る:Security Alert! PHP CGI cannot be accessed directly.

cgi.force_redirect に 0 をセットしてください。デフォルトでは 1 にセットされていますので、そのディレクティブが ; でコメントアウトされていないことを確認してください。 他のディレクティブと同様にこれは php.ini 上でセットされます。

デフォルトは 1 なので、100% 正しく php.ini ファイルが 読み込まれているかどうかが重要です。 詳細はこの FAQ を 読んでください。

php.ini が認識され読み込まれていることをどうやって知ることが できますか? 自分の行った変更が反映されてないらしいのですが。

php.ini とそれが PHP に読み込まれているかを確認するには phpinfo() をコールして最初のほうに 表示されている Configuration File (php.ini) を見てください。これは PHP が認識している php.ini と、それが 読み込まれているか否かを示しています。ディレクトリパス
だけが 表示されている場合は、読み込まれていないということなので、 そのディレクトリに php.ini を置いてください。 php.ini が PATH にある場合それが読み込まれます。

php.ini が読み込まれていてかつ PHP をモジュールとして実行 している場合、php.ini を変更した後で必ず Web サーバを 再起動してください。

php_ini_loaded_file() も参照ください。

http://bugs.php.net/
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Windows で PHP のディレクトリを PATH に追加するにはどうすればいいのですか?

Windows NT 以降および Windows Server 2000 以降では、

コントロールパネルのシステムアイコンを選択します（スタート -> 設定 -> コントロールパネル -> システム、あるいは Windows XP/2003 以降では 単に スタート -> コントロールパネル -> システム）。

詳細設定タブに移動します。

「環境変数」ボタンを押します。

「システム環境変数」欄を見ます。

Path というエントリを見つけます（スクロールする必要があるかもしれません）。

Path のエントリをダブルクリックします。

その最後に ';' と追加し、その後に PHP のディレクトリを追加します （例: ;C:\php）。

OK を押します。

Windows 98/Me では、autoexec.bat を編集する必要があります。

メモ帳を開きます（スタート -> ファイル名を指定して実行 で、 notepad と入力します）。

C:\autoexec.bat ファイルを開きます。

PATH=C:\WINDOWS;C:\WINDOWS\COMMAND;..... という行を探し、 その行の最後に ;C:\php を追加します。

ファイルを保存し、コンピュータを再起動します。

注意: 上の作業を行った後は、必ずコンピュータを再起動し、 PATH の変更が適用されていることを確認しましょう。

PHP マニュアルでは、これまでファイルを Windows のシステムディレクトリに コピーするよう推奨してきました。なぜなら、このディレクトリ （C:\Windows、C:\WINNT、など） にはデフォルトでシステムの PATH が通っていたからです。ファイルを Windows のシ
ステムディレクトリにコピーすることはずいぶん昔に非推奨と なっており、これはさまざまな問題のもととなりえます。

Windows 上の PHP で、php.ini を使えるようにするにはどうしたらいいのですか?

いくつかの方法があります。Apache を使用しているのなら、Apache 固有のインストール手順（Apache 1、Apache 2）を参照ください。 それ以外の場合は、環境変数 PHPRC を指定する 必要があります。

Windows NT、2000、XP および 2003 では、

コントロールパネルのシステムアイコンを選択します（スタート -> 設定 -> コントロールパネル -> システム、あるいは Windows XP/2003 では 単に スタート -> コントロールパネル -> システム）。

詳細設定タブに移動します。

「環境変数」ボタンを押します。

「システム環境変数」欄を見ます。

「新規」ボタンを押し、変数名に 'PHPRC' 、変数値に php.ini の 存在するディレクトリ（例: C:\php）を入力します。

OK を押し、コンピュータを再起動します。

Windows 98/Me では、autoexec.bat を編集する必要があります。

メモ帳を開きます（スタート -> ファイル名を指定して実行 で、 notepad と入力します）。

C:\autoexec.bat ファイルを開きます。

ファイルの最後に以下の内容の行を追加します。set PHPRC=C:\php（C:\php を、実際に php.ini が存在するディレクトリに置き換えます）。パスには空白文字を 含められないことに注意しましょう。たとえば、もし PHP を C:\Program Files\PHP にインストール
したのなら、 その代わりに C:\PROGRA~1\PHP と入力する必要が あります。

ファイルを保存し、コンピュータを再起動します。

Apache のコンテントネゴシエーション（MultiViews オプション）を PHP で使用することはできますか?

もしリンクする PHP ファイルが拡張子を持っているなら、すべては うまく動作します。この FAQ が対象としているのは、リンクする PHP ファイルが拡張子を持っておらず、拡張子のない URL から PHP ファイルを判別するためにコンテントネゴシエーションを使用する
方法です。 この場合、AddType application/x-httpd-php .php という行を以下のように変更します。
AddHandler php5-script php
AddType text/html php

この方法は、Apache 1 ではうまく動作しません。なぜなら PHP モジュールが php-script をキャッチできないからです。

PHP が処理できるリクエストメソッドは GET および POST だけなのですか?

いいえ、それ以外のいかなるメソッド（例: CONNECT）でも扱えます。 適切な応答ステータスは、header() を使用して送信可能です。 GET および POST だけを処理したいなら、Apache の設定を以下のようにします。
<LimitExcept GET POST>
Deny from all
</LimitExcept>
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構築時の問題
本節は、構築時に発生する多くの一般的なエラーを集めたものです。

1. anonymous SVN サービスにより最新版の PHP を入手しましたが、 configure スクリプトがありません!
2. PHPをApacheと組みあわせて動作するようにconfigureを行う際に問題が あります。httpd.hが見付からないといわれますが、 指定した場所にこのファイルはあるのです!
3. PHPをconfigureしているときに (./configure) 以下のようなエラーに遭遇しました。 checking lex output file root... ./configure: lex: command not found configure: error: cannot find output from lex; giving up
4. Apacheを起動するときに以下のようなメッセージが出る: fatal: relocation error: file /path/to/libphp4.so: symbol ap_block_alarms: referenced symbol not found
5. configureを実行した際、GD、gdbmまたは他のパッケージのファイルま たはライブラリを見つけることができないと言われます。
6. ファイルlanguage-parser.tab.cをコンパイルする際、 'yytname undeclared'というエラーが発生します。
7. makeを実行する際、実行には成功しているようですがコンパイルする 最終的なアプリケーションをリンクしようとした際に何かファイルが見 つからないというエラーが発生します。
8. PHP をリンクする際、未定義の参照があるというエラーが複数発生します。
9. PHPをApache 1.3と組み合わせて構築する手法が分かりません。

10. インストール手順に完全に基づきUnix上でApacheモジュール版をインス トールしましたが、ブラウザでアクセスするとPHPスクリプトが表示さ れ、ファイルを保存しますかと尋ねられます。
11. --activate-module=src/modules/php4/libphp4.a と書いてありますが、ファイルがありません。このため、 --activate-module=src/modules/php4/libmodphp4.aに 変更しましたが、やはりだめです。何が起きているのでしょう?
12. --activate-module=src/modules/php4/libphp4.a を指定し、PHPを静的モジュールとして組み込んでApacheを構築しよう とした際に、システムがANSI対応ではないというエラーを発生します。
13. --with-apxs を指定して PHP を構築しようとした際、奇妙なエラーメッセージが出力されます。
14. makeの間、microtimeおよび RUSAGE_関連で多くのエラーを発生します。
15. MySQLを使用できるようにPHPをコンパイルする際、configureは正常に 実行されるがmakeの最中に以下のようなエラーが出る: ext/mysql/libmysql/my_tempnam.o(.text+0x46): In function my_tempnam': /php4/ext/mysql/libmysql/my_tempnam.c:103: the

use of tempnam' is dangerous, better use mkstemp' 何がおかしいのか？
16. PHPをアップグレードしたいのですが、現在インストールされているPHPを 構築するときに指定した./configureコマンドの オプションはどこで知ることが出来ますか？
17. GDライブラリをリンクしてPHPを構築すると、コンパイルエラーが発生したり 実行時にセグメンテーション違反になってしまいます。
18. PHP をコンパイルする際に、よくわからないエラーが発生してハングアップ します。Solaris を使用している場合に起こるようです。

anonymous SVN サービスにより最新版の PHP を入手しましたが、 configure スクリプトがありません!

configure.inからconfigureスクリプトを生成するためには、GNU autoconfパッケージが必要です。SVNサーバからソースを入手した後、 最上位のディレクトリで./buildconfを実行して下 さい。(また、configureに --enable-maintainer-modeオプションを付けて実
行した場合以外は、configureスクリプトはconfigure.in ファイルが更新された際に自動的に再構築を行いません。このため、 configure.inが 変更された場合には忘れずに手動で再構築を行う必要があります。 再構築の際に行われることの１つは、configureまたは
config.statusを 実行した後、Makefileの中の@VARIABLE@のような物を見つけることです。)

PHPをApacheと組みあわせて動作するようにconfigureを行う際に問題が あります。httpd.hが見付からないといわれますが、 指定した場所にこのファイルはあるのです!

configure/setupスクリプトにApacheソースツリーの最上位の場所を指 定する必要があります。これは、--with-apache=/path/to/apache を指定するのであった、--with-apache=/path/to/apache/src ではないということです。

PHPをconfigureしているときに (./configure) 以下のようなエラーに遭遇しました。

checking lex output file root... ./configure: lex: command not found
configure: error: cannot find output from lex; giving up

インストールの説明をよく読み、 PHPのコンパイルにはflexとbisonの両方が必要であることに留意してください。 そーすかあるいはRPMのようなパッケージからbisonとflexを インストールしてください。

Apacheを起動するときに以下のようなメッセージが出る:

fatal: relocation error: file /path/to/libphp4.so:
symbol ap_block_alarms: referenced symbol not found

ApacheのcoreプログラムがsharedなDSOライブラリとして コンパイルされている場合にこのエラーが出ます。 最低でも以下のフラグを使用してApacheを再configureして ください:

--enable-shared=max --enable-rule=SHARED_CORE

詳細はApacheのソースディレクトリのトップレベルにある INSTALLファイル またはApacheの » DSO manual pageをご覧ください。

configureを実行した際、GD、gdbmまたは他のパッケージのファイルま たはライブラリを見つけることができないと言われます。

Cプリプロセッサおよびリンカに次のように追加でフラグを指定するこ とにより、configureスクリプトがヘッダファイルまたはライブラリを 標準以外の場所で探すことが可能となります。
    CPPFLAGS=-I/path/to/include LDFLAGS=-L/path/to/library ./configure

ログインシェルとしてcsh系のシェルを使用している場合、次のように なります。
    env CPPFLAGS=-I/path/to/include LDFLAGS=-L/path/to/library ./configure

ファイルlanguage-parser.tab.cをコンパイルする際、 'yytname undeclared'というエラーが発生します。

bisonのバージョンを更新する必要があります。最新版は、 » http://www.gnu.org/software/bison/bison.htmlにあります。

makeを実行する際、実行には成功しているようですがコンパイルする 最終的なアプリケーションをリンクしようとした際に何かファイルが見 つからないというエラーが発生します。

古いバージョンのmakeには、functionsディレクトリにあるファイルの コンパイルされたものを同じディレクトリに正しく入れないものがあり ます。cp *.o functionsを試しに実行してから make を再度実行し、解決されるか確認して下さ い。解決される場合に
は、GNU makeの最近のバージョンに更新するべき です。

PHP をリンクする際、未定義の参照があるというエラーが複数発生します。

http://httpd.apache.org/docs/1.3/dso.html
http://www.gnu.org/software/bison/bison.html
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最後に適切なライブラリが全てインクルードされているかどうか 確認してください。よくあるのは、'-ldl' や 指定したデータベースのサポート機能に必要なライブラリの指定が欠けているというものです。

Apache 1.2.x とリンクする場合には、適当な情報を Configuration ファイルの EXTRA_LIBS の行に追加し、Apache の Configure スクリプトを 再度実行したかどうかを確認してください。より詳細な情報については、 インストールの章 を参照ください。

何名かの人から、Apache とリンクする際に 'libphp4.a' の直後に '-ldl' を追加する必要があることも報告されています。

PHPをApache 1.3と組み合わせて構築する手法が分かりません。

この手順は実際には非常に簡単です。以下の手順に注意深く従って下さ い。

» http://httpd.apache.org/download.cgiから最新 のApache 1.3配布ファイルを取得してください。
これをどこか、例えば、 /usr/local/src/apache-1.3で ungzip、untarしてください。
まず、 ./configure --with-apache=/<path>/apache-1.3を実行し、PHP をコンパイルしてください。 (<path> の部分は実際のapache-1.3ディレクトリのパスに置 き換えてください)
make を実行した後、make installを実行してください。これにより、PHPが構築され、 必要なファイルがApacheのソースツリーにコピーされます。
ディレクトリを /<path>/apache-1.3/srcに移動し、 Configurationファイルを編集してください。 このファイルに以下を追加してください。: AddModule modules/php4/libphp4.a
./configure を実行した後、 makeを実行してください。
以上の手順によりPHP対応のhttpdバイナリが構築できました。

注意: : Apache の新しい ./configureスクリプトを使用することも可能です。 Apache配布ファイルのREADME.configureファイル の指示を参照ください。また、PHP配布ファイルの INSTALL ファイルも参照ください。

インストール手順に完全に基づきUnix上でApacheモジュール版をインス トールしましたが、ブラウザでアクセスするとPHPスクリプトが表示さ れ、ファイルを保存しますかと尋ねられます。

これは、何らかの理由によりPHPモジュールが起動していないことを意 味しています。助けを求める質問を行う前にまず以下を確認ください。

実行しているhttpdバイナリが構築したばかりの新しいhttpdバイナ リであることを確認してください。確認を行うには以下のように入力 します。 /path/to/binary/httpd -l mod_php4.c がリストの中にない場合、正し いバイナリが実行されていません。正しいバ
イナリを見つけて、イ ンストールしてください。
Apache .conf ファイルの１つに正しいMIME型 が追加されていることを確認してください。これは以下のようになります。 AddType application/x-httpd-php .php また、このAddTypeの行が、 <Virtualhost> または <Directory> ブロックの中に隠 されて、テ
スト用のスクリプトの場所に適用できていないようなこ とがないことを確認してください。
最後に、デフォルトのApache設定ファイルの場所はApache 1.2と Apache 1.3の間で変更されています。AddTypeの行を追加した設定ファ イルが実際に読み込まれていることを確認してください。このファイ ルが正しく読み込まれている場合には、明らかな構文エ
ラーを httpd.confファイルの中に書き込んでしまったり、何らかの明らか な変更があった可能性があります。

--activate-module=src/modules/php4/libphp4.a と書いてありますが、ファイルがありません。このため、 --activate-module=src/modules/php4/libmodphp4.aに 変更しましたが、やはりだめです。何が起きているのでしょう?

libphp4.aファイルはこの時点では存在しない、ということに気をつけてください。 このファイルは、Apacheの構築時に自動的に作成されます。

--activate-module=src/modules/php4/libphp4.a を指定し、PHPを静的モジュールとして組み込んでApacheを構築しよう とした際に、システムがANSI対応ではないというエラーを発生します。

Apacheのこのエラーメッセージは紛らわしく、より新しいバージョンで は修整されています。

--with-apxs を指定して PHP を構築しようとした際、奇妙なエラーメッセージが出力されます。

ここでは、確認すべきことが3点あります。まず、何らかの理由により、 Apacheがapxs Perlスクリプトを構築する際に適当なコンパイラやフラ グ変数を付けないで構築されてしまうことが時々あります。 使用するapxsの場所を見つけたら(which apxsコマンドを 試して
みてください。/usr/local/apache/bin/apxs または/usr/sbin/apxs等にあります)、 以下の行を確認してください。
my $CFG_CFLAGS_SHLIB  = ' ';          # substituted via Makefile.tmpl
my $CFG_LD_SHLIB      = ' ';          # substituted via Makefile.tmpl
my $CFG_LDFLAGS_SHLIB = ' ';          # substituted via Makefile.tmpl

上記のようになっている場合は問題です。これらの行は空白になっているか 'q()'のような正しくない値になっていると思います。これを以下のように 変更してください。
my $CFG_CFLAGS_SHLIB  = '-fpic -DSHARED_MODULE'; # substituted via Makefile.tmpl
my $CFG_LD_SHLIB      = 'gcc';                   # substituted via Makefile.tmpl
my $CFG_LDFLAGS_SHLIB = q(-shared);              # substituted via Makefile.tmpl 

可能性のある第2の問題は、RedHat-6.1と6.2でのみ存在する問題です。 RedHatが出荷した apxs スクリプトは壊れています。以下の行を見てください。
my $CFG_LIBEXECDIR    = 'modules';         # substituted via APACI install

上の行がある場合、これを次のように変更してください。
my $CFG_LIBEXECDIR    = '/usr/lib/apache'; # substituted via APACI install

最後に、Apacheのconfigure/再インストールを行います。その際、 ./configure とmakeの間に make cleanを行ってください。

makeの間、microtimeおよび RUSAGE_関連で多くのエラーを発生します。

インストール時にmakeを行っている際、以下のようなエラーを発生す るとした場合、
microtime.c: In function `php_if_getrusage':
microtime.c:94: storage size of `usg' isn't known
microtime.c:97: `RUSAGE_SELF' undeclared (first use in this function)
microtime.c:97: (Each undeclared identifier is reported only once
microtime.c:97: for each function it appears in.)
microtime.c:103: `RUSAGE_CHILDREN' undeclared (first use in this function)
make[3]: *** [microtime.lo] Error 1
make[3]: Leaving directory `/home/master/php-4.0.1/ext/standard'
make[2]: *** [all-recursive] Error 1
make[2]: Leaving directory `/home/master/php-4.0.1/ext/standard'
make[1]: *** [all-recursive] Error 1
make[1]: Leaving directory `/home/master/php-4.0.1/ext'
make: *** [all-recursive] Error 1

あなたのシステムは壊れています。使用しているglibcと同じバージョンの glibc-develパッケージをインストールして、/usr/include ファイルを修正 する必要があります。この問題は、PHPの動作とは全く関係ありません。 これを示すには、次のような簡単なテストを
行ってみてください。
$ cat >test.c <<X
#include <sys/resource.h>
X

http://httpd.apache.org/download.cgi
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$ gcc -E test.c >/dev/null

これが、エラーが発生する場合、インクルードファイルが見つからない ことがわかります。

MySQLを使用できるようにPHPをコンパイルする際、configureは正常に 実行されるがmakeの最中に以下のようなエラーが出る: ext/mysql/libmysql/my_tempnam.o(.text+0x46): In function my_tempnam': /php4/ext/mysql/libmysql/my_tempnam.c:103: the use
of tempnam' is dangerous, better use mkstemp' 何がおかしいのか？

まず、これはWarningであって致命的な エラーではないと認識することが重要です。makeの 最後のほうでこの出力がしばしば見られるため致命的なエラーと 思われがちですがそうではありません。もちろん、Warningが 起きるとコンパイラが停止するような設定をして
いる場合は別です。 また、MySQLサポートはデフォルトで構築されることにも 留意してください。

注意:

PHP4.3.2以降、ビルド(make)完了後に以下のようなテキストが出る ことがあります:

Build complete.
(It is safe to ignore warnings about tempnam and tmpnam).

PHPをアップグレードしたいのですが、現在インストールされているPHPを 構築するときに指定した./configureコマンドの オプションはどこで知ることが出来ますか？

現在インストールされているPHPを構築した時のディレクトリにある config.nice ファイルを見るか、もしもうそのディレクトリが無い場合は
<?php phpinfo(); ?>
というスクリプトを実行すれば、最初の方にある./configure という箇所に表示されます。

GDライブラリをリンクしてPHPを構築すると、コンパイルエラーが発生したり 実行時にセグメンテーション違反になってしまいます。

リンクしたGDライブラリとPHPが同じライブラリ(例えばlibpng)に依存しているか どうかを確認してください。

PHP をコンパイルする際に、よくわからないエラーが発生してハングアップ します。Solaris を使用している場合に起こるようです。

PHP のコンパイル時に 非 GNU ツールを使用すると問題を引き起こします。 PHP を正しくコンパイルするには、GNU ツールを使用することを忘れないで ください。たとえば、Solaris で使用される SunOS BSD 互換の sed や Solaris 版の sed は正しく動作しません。し
かし、 GNU 版もしくは Sun POSIX (xpg4) 版の sed ならうまく 動きます。以下を参照ください。 » GNU sed、 » GNU flex および » GNU bison 。

PHP の使いかた
このセクションにはPHPスクリプトを書くにあたってよく問題となる事柄が 集められています。

1. PHP の関数のパラメータの順番を覚えられません。だって関数によってばらばらなんだもん。
2. あらゆるフォームから送信されたデータを扱うことができる汎用的な PHPスクリプトを書きたいのですが、POSTメソッドでどのようなデータ が送信されたかを知るにはどうするのですか？
3. シングルクオート(')をバックスラッシュでエスケープされた シングルクオート(\')に変換しなければならないのですが、 正規表現を用いてこれを行うにはどの様にするのですか？ 同様に " を \" に、\ を \\ に変換したいのです。
4. " は \" に、また ' は \' に全て変換されているのですが、 これら無用なバックスラッシュを除去するにはどうしたらよいですか？ どうやって、そしてなぜ、こんなことになっているのでしょう？
5. PHP の設定項目 register_globals はどんな影響があるの?
6. 次のようなコードを実行すると、思った通りの順番で出力が表示されません。 function myfunc($argument) { echo $argument + 10; } $variable = 10; echo "myfunc($variable) = " . myfunc($variable); なぜですか？
7. 改行されないのですが？ <pre> <?php echo "これは1行目"; ?> <?php echo "この行は改行に続いて出力されるはず"; ?> </pre>
8. 'Warning: Cannot send session cookie - headers already sent...'や 'Cannot add header information - headers already set...'といった メッセージが出力されるのですが。 sent...'.
9. リクエストヘッダに直接アクセスしたいのですが、どうすればよいですか？

10. IISで認証を行おうとすると'No Input file specified'というエラーが 発生します。
11. Windows: 他のコンピュータと共有しているファイルに、IIS でアクセスできません。
12. どうすればXMLとPHPは共存することが出来るのですか？XMLの <?xml>タグがPHPでエラーになります。
13. あらかじめ設定されている変数を全て網羅したリストはどこにあるので すか？なぜPHPのドキュメントにはその一覧がないのですか？
14. フリーではない商用ライブラリである PDFLibを使わずに PDFファイルを生成するにはどうしたらよいでしょうか？ フリーのもので、外部のPDFライブラリを必要としない ものがいいのです。
15. ユーザ定義関数の中で、標準的な ($DOCUMENT_ROOT や $HTTP_REFERER のような) CGI変数にアクセスしたいのですが、PHPはそれらの変数を見つけること ができていないようです。何がおかしいのですか？
16. いくつかの PHP ディレクティブでは、バイト値を integer ではなく省略形で設定できます。この省略形で使えるオプションを教えてください。 また、これは php.ini 以外でも使えるのですか ?
17. Windows で、 "127.0.0.1" だと動作するのに localhost を使うと接続がタイムアウトします。

PHP の関数のパラメータの順番を覚えられません。だって関数によってばらばらなんだもん。

PHP は、さまざまな外部ライブラリの間を取り持つ糊のような存在です。 そのため、時にはちょっとごちゃごちゃすることもあります。 しかし、経験上、以下のような規則があるようです。

配列関数 のパラメータは "needle, haystack" の順だけれども、 文字列関数 はその逆で "haystack, needle" の順となります。

あらゆるフォームから送信されたデータを扱うことができる汎用的な PHPスクリプトを書きたいのですが、POSTメソッドでどのようなデータ が送信されたかを知るにはどうするのですか？

PHPは$_POSTのような 定義済みの変数 を沢山提供しています。$_POSTを連想配列として ループすることでPOSTされた全ての値にアクセスできます。例えば、 foreach で単純にループして empty() で値をチェックし、 結果を出力します。
<?php
$empty = $post = array();
foreach ($_POST as $varname => $varvalue) {
    if (empty($varvalue)) {
        $empty[$varname] = $varvalue;
    } else {
        $post[$varname] = $varvalue;
    }
}

print "<pre>";
if (empty($empty)) {
    print "None of the POSTed values are empty, posted:\n";
    var_dump($post);

http://www.gnu.org/software/sed/sed.html
http://www.gnu.org/software/flex/flex.html
http://www.gnu.org/software/bison/bison.html
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} else {
    print "We have " . count($empty) . " empty values\n";
    print "Posted:\n"; var_dump($post);
    print "Empty:\n";  var_dump($empty);
    exit;
}
?>

注意: スーパーグローバル: 使用可能なバージョンに関する注意

PHP 4.1.0 以降、 $_GET, $_POST, $_SERVER 等のスーパーグローバル配列が使用可能となっています。 詳細な情報については、マニュアルの superglobals のセクションを参照してください。

シングルクオート(')をバックスラッシュでエスケープされた シングルクオート(\')に変換しなければならないのですが、 正規表現を用いてこれを行うにはどの様にするのですか？ 同様に " を \" に、\ を \\ に変換したいのです。

もしデータベースに格納するためにそんなことをしようとしているのなら、 データベース自身が持つエスケープの仕組みを使うようにしましょう。 MySQL なら mysql_real_escape_string()、 PostgreSQL なら pg_escape_string() などです。 汎用的な関数 addslashes()
や stripslashes() もありますが、 これはさらに古い時代の PHP コードで使われていたものです。

注意: ディレクティブに関する注意: magic_quotes_gpc

PHP ディレクティブmagic_quotes_gpc のデフォルトは on です。この場合、すべての GET, POST, COOKIE データに ついて addslashes() が実行されます。 これらを取り除くため stripslashes() を使用することが できます。

" は \" に、また ' は \' に全て変換されているのですが、 これら無用なバックスラッシュを除去するにはどうしたらよいですか？ どうやって、そしてなぜ、こんなことになっているのでしょう？

なぜかバックスラッシュがついてしまう、という現象の原因のほとんどは、PHP の magic_quotes_gpc ディレクティブが On になっていることです。これは古い時代の PHP の機能であり、現在は無効にしておくべきものです。この仕組みに頼ってはいけません。 文字列
からバックスラッシュを取り除くために、PHP の stripslashes() を使うことができます。

注意: ディレクティブに関する注意: magic_quotes_gpc

PHP ディレクティブmagic_quotes_gpc のデフォルトは on です。この場合、すべての GET, POST, COOKIE データに ついて addslashes() が実行されます。 これらを取り除くため stripslashes() を使用することが できます。

PHP の設定項目 register_globals はどんな影響があるの?

まずはじめに、この ini 設定がどういうはたらきをするのかを説明します。 例として、次のような URL を使用します。 http://example.com/foo.php?animal=cat そして foo.php の中身は次のようなコードが書かれているものとします。
<?php
// ここでは $_GET を使うことを推奨します
echo $_GET['animal'];

// $animal を使用するには register_globals が on でなければなりませんが
// こんなことはしないでください
echo $animal;

// これはすべての変数について当てはまります。たとえば $_SERVER についても同じで、
echo $_SERVER['PHP_SELF'];

// $PHP_SELF を使用するには register_globals が on でなければなりません
// 改めて言いますが、こんなことはしないでください
echo $PHP_SELF;
?>

上のコードでおわかりのように、register_globals を使用すると数多くの変数が作成されます。 長年にわたってこの手のコーディングは問題視されており、 ここ数年 register_globals のデフォルト設定は無効になっています。 いつかは、この機能自体が削除されてしまう
ことに注意しましょう。 大半のウェブサーバは register_globals を無効にしていますが、 いまだに register_globals が on であることを前提とした記事や書籍が存在します。 注意しましょう。

詳しい情報は、以下のリソースを参照ください。

register_globals ディレクティブ
セキュリティに関する章での register_globals の説明
外部からくる変数の処理
スーパーグローバル

注意:

上の例では、クエリ文字列を含む URL を使用しています。 このように情報を渡す場合には GET HTTP リクエストを使用するので、 この場合はスーパーグローバル $_GET を使用します。

次のようなコードを実行すると、思った通りの順番で出力が表示されません。
function myfunc($argument)
{
    echo $argument + 10;
}
$variable = 10;
echo "myfunc($variable) = " . myfunc($variable);
なぜですか？

式の中で関数の実行結果を使用する(例えば上の例の様に他の文字列と 連結する)ためには、echo()するのではなく、その 値をreturnしなければいけません。

改行されないのですが？
<pre>
<?php echo "これは1行目"; ?>
<?php echo "この行は改行に続いて出力されるはず"; ?>
</pre>

PHPでは、"?>"か"?>\n"(\nは改行を表します)をPHPのコードブロッ クの終端と見なします。このため、コードブロック終端の改行記号は省 略され、表示される文は1行になります。つまり、改行をさせるために は、PHPのコードブロックの終端の後にもう1つ改行を挿入
する必要があ るということです。

なぜPHPはこのようなことをするのでしょうか？なぜならHTMLを出力する 場合にはこの方が都合のよいことが多いからです。もしとても長い1行を 出力しなければならない場合に、改行が解釈されてしまうとしたらどう でしょう。ソースコードの1行もとても読めないく
らい長いものになって しまいます。

'Warning: Cannot send session cookie - headers already sent...'や 'Cannot add header information - headers already set...'といった メッセージが出力されるのですが。 sent...'.
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header(), set_cookie()や セッション関数は出力ストリームに ヘッダを付加する関数で、ヘッダを送信できるのは本文の出力を 開始する前のみです。headers_sent()を使って 既にヘッダが送信済みでないかチェックすることができます。 出力制御関数もご覧ください。

リクエストヘッダに直接アクセスしたいのですが、どうすればよいですか？

もしPHPがApacheモジュールとして動作しているなら、 getallheaders()を使えば全てのヘッダを取得する ことができます。下のちょっとしたコードで全てのリクエストヘッダを 表示することができます。
$headers = getallheaders();
foreach ($headers as $name => $content) {
    echo "headers[$name] = $content<br />\n";
}

apache_lookup_uri(), apache_response_headers(), fsockopen()も参照してください。

IISで認証を行おうとすると'No Input file specified'というエラーが 発生します。

これはIISのセキュリティモデルの欠点で、IISで動作するCGIに共通する 問題です。これを回避策するには、認証のかかったディレクトリに(PHP が解釈しない)HTMLファイルを作成します。そしてMETAタグを使ってPHP を使用したページにリダイレクトするか、リンクを
張ります。こうすれ ばPHPは認証済みかどうかを正しく認識することが出来ます。ISAPIモジュー ルの場合はこの問題は起きません。また、これは他のNTウェブサーバに は影響ありません。詳しくは» http://support.microsoft.com/kb/q160422/ とHTTP 認証を 参照
してください。

Windows: 他のコンピュータと共有しているファイルに、IIS でアクセスできません。

Go to Internet Information Services を変更する必要があります。PHP ファイルを選択して プロパティを開き、セキュリティ タブに移動し、 Edit -< Anonymous access and authentication control 。

この問題を解決するには Anonymous Access のチェックをはずして Integrated Window Authentication をチェックしたままにしておきか、 あるいは Anonymous Access をチェックしてアクセスできないユーザを別途指定します。

どうすればXMLとPHPは共存することが出来るのですか？XMLの <?xml>タグがPHPでエラーになります。

<?xml を直接PHPコードに埋め込むには、 PHPディレクティブのshort_tags を 0 に設定しなければなりません。 このディレクティブはini_set()でセットすることは できません。short_open_tags のオン/オフに関わらず、次のようにもできます: <?php echo '<?xml'; ?
> このディレクティブはデフォルトでオンです。

あらかじめ設定されている変数を全て網羅したリストはどこにあるので すか？なぜPHPのドキュメントにはその一覧がないのですか？

マニュアルの 定義済みの変数 のページを読んでください。スクリプト上で有効な定義済み変数のリストの 一部があります。有効な変数の完全なリスト（とその詳しい情報）は phpinfo()をコールすることで見ることができます。 マニュアルの PHPの外部から来る変数 のセ
クションも読んでください。HTMLフォームやCookie、URL等から 来る外部変数に関するシナリオが説明されています。

注意: register_globals: 重要な注意

PHP 4.2.0 以降、PHP ディレクティブ register_globals のデフォルト値は off となっています。 PHP コミュニティは、ユーザがこのディレクティブの設定に依存せず、 superglobals のような他の手段を使用することを推奨します。

フリーではない商用ライブラリである PDFLibを使わずに PDFファイルを生成するにはどうしたらよいでしょうか？ フリーのもので、外部のPDFライブラリを必要としない ものがいいのです。

PHPで書かれている代替手段がいくつかあります。 » FPDF や » TCPDF などです。

また、Haru 拡張モジュールもあります。 これは、フリーな外部ライブラリ libHaru を使用しています。

ユーザ定義関数の中で、標準的な ($DOCUMENT_ROOT や $HTTP_REFERER のような) CGI変数にアクセスしたいのですが、PHPはそれらの変数を見つけること ができていないようです。何がおかしいのですか？

PHPディレクティブの register_globals がサーバと環境変数に与える影響を認識することは重要なことです。 register_globals = off (PHP4.2.0以降デフォルトでoff)の場合、 $DOCUMENT_ROOTは存在しません。代わりに $_SERVER['DOCUMENT_ROOT']を使用してく
ださい。 register_globals = on の場合は $DOCUMENT_ROOTも $GLOBALS['DOCUMENT_ROOT']も存在します。

注意: スーパーグローバル: 使用可能なバージョンに関する注意

PHP 4.1.0 以降、 $_GET, $_POST, $_SERVER 等のスーパーグローバル配列が使用可能となっています。 詳細な情報については、マニュアルの superglobals のセクションを参照してください。

いくつかの PHP ディレクティブでは、バイト値を integer ではなく省略形で設定できます。この省略形で使えるオプションを教えてください。 また、これは php.ini 以外でも使えるのですか ?

有効なオプションは K（キロバイト）、M（メガバイト）および G（ギガバイト: PHP 5.1.0 以降で有効）です。大文字小文字は区別しません。これ以外の文字は バイト値と判断されます。 1M は、1 メガバイトあるいは 1048576 バイトと等しくなります。1K は、1 キ
ロバイトあるいは 1024 バイトです。この表記法を php.ini 以外では使用 しないでください。かわりに integer のバイト値を設定します。 これらの値を数値に変換する例は ini_get() のドキュメントを 参照ください。

注意: キロバイト? キビバイト?

PHP の記法では 1 キロバイト = 1024 バイトとしていますが、 IEC の標準規格では 1024 バイトのことを 1 キビバイト (kibibyte) と呼ぶことになっています。 まとめ: PHP での k および K = 1024 バイト。

Windows で、 "127.0.0.1" だと動作するのに localhost を使うと接続がタイムアウトします。

PHP 5.3.4 を使っている場合、その原因は PHP のネットワーク解決に関するコードのバグです。 IPv6 が有効になっている環境では、ストリーム関連のすべての場面で localhost への接続に失敗していました。 回避策は、 "127.0.0.1" を使うようにするか IPv6 の名前解決
を hosts ファイルで無効にするかのいずれかです。

PHP と HTML
PHP と HTML は深く関係しています。PHP は HTML を生成し、HTML には PHP に 送信される情報が記述されています。 以下の FAQ を読む前に、どうやって 外部から来る変数を取得するかを読んでおくことは重要です。 このマニュアルにはこのトピックに関するよい例があ
ります。 register_globals の意味するところにも 注意を払ってください。

1. フォームから、もしくは URL から値を渡す場合にはどういった エンコード/デコードが必要なのですか？
2. <input type="image"> タグを使おうとしているのですが、変数 $foo.x と $foo.y が使えません。どうすればよいのですか?
3. HTML フォームで配列を使用するにはどうすればよいですか？
4. "select multiple" タグで選択された全ての結果を取得するには どうすればよいですか?

http://support.microsoft.com/kb/q160422/
http://www.fpdf.org/
http://www.tcpdf.org/
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5. Javascript から PHP に変数を渡すには?

フォームから、もしくは URL から値を渡す場合にはどういった エンコード/デコードが必要なのですか？

エンコードが重要になる場面はいくつかあります。 string $data という エンコードされていない文字列データを渡す場合について考えてみると、

HTML を通じて渡す場合： 文字列にはどのような値が含まれるか分からないので、 データは必ず htmlspecialchars を行い、 ダブルクオートで囲まなければなりません。

URL を通じて渡す場合: URL はいくつかのパーツから成り立ちます。 このデータをそのパーツのうちの一つであると解釈させたいならば、 urlencode() でエンコード しなければなりません。

例1 HTML の hidden 要素
<?php
    echo "<input type='hidden' value='" . htmlspecialchars($data) . "' />\n";
?>

注意: $data を urlencode() をしては いけません。なぜなら、その作業はブラウザに任されているからです。 一般に普及している全てのブラウザは正しくこの処理を行ってくれます。 ただ、この処理はメソッド(GET や POST)が何であるかにかかわらずに 行わ
れるということに気をつけてください。この処理に気づくのは GET リクエストのときだけになるでしょう。なぜなら POST リクエストの内容は通常目に触れることは無いからです。

例2 ユーザによって編集するデータ
<?php
    echo "<textarea name='mydata'>\n";
    echo htmlspecialchars($data)."\n";
    echo "</textarea>";
?>

注意: ブラウザはエスケープされたシンボルを解釈するので、data は 意図したとおりに表示されます。 フォームの内容を送信するとき、GET か POST かにかかわらず data は ブラウザによって URL エンコードされ、PHP によって URL デコードされます。 要
は、URL エンコード/デコードを自分で行う必要はなく、これらの処理は すべて自動的に行われると言うことです。

例3 URL 中の場合
<?php
    echo "<a href='" . htmlspecialchars("/nextpage.php?stage=23&data=" .
        urlencode($data)) . "'>\n";
?>

注意: この例では、実は GET リクエストを摸擬しています。このため、data を手動で urlencode() する必要があります。

注意: 全ての URL を htmlspecialchars() する必要があります。 なぜなら、この URL は HTML の value 属性として扱われるからです。 この場合は、ブラウザはまず htmlspecialchars() された データを元に戻し、それから URL を渡します。URL は
urlencode() されているので、PHP はこれを正しく 解釈することができます。 URL 中の & が &amp; に置き換えられていることに気づくでしょう。もしあなたがこれを忘れても ほとんどのブラウザは元に戻してくれますが、必ずそうしてくれるとは 限りませ
んので、URL が動的に変更されるものでなくても URL は htmlspecialchars() されるべき です。

<input type="image"> タグを使おうとしているのですが、変数 $foo.x と $foo.y が使えません。どうすればよいのですか?

以下のようなタグを使えば、標準のボタンの代わりに画像を使用して フォームを送信することができます。
<input type="image" src="image.gif" name="foo" />

ユーザが画像のどこかをクリックすると、そのフォームの内容に foo.x と foo.y という 2 つの変数が追加され、サーバに送信されます。

PHP では $foo.x と $foo.y という名前は変数名として正しくないので、 自動的に $foo_x と $foo_y という名前に変換されます。要は、ピリオドが アンダースコアに置き換えられる、と言うことです。そのため、これらの 変数にアクセスする際には 外部から来る変数 の
取得についてのセクションで記述されているのと同様な方法を とります。たとえば $_GET['foo_x'] などです。

注意:

リクエスト変数名の中のスペースは、アンダースコアに置き換えられます。

HTML フォームで配列を使用するにはどうすればよいですか？

フォームの内容を PHP スクリプトで配列として受け取るには、 <input>、<select> あるいは <textarea> といった要素の name を以下のように指定します：
<input name="MyArray[]" />
<input name="MyArray[]" />
<input name="MyArray[]" />
<input name="MyArray[]" />

変数名の最後にある括弧に注意してください。これにより、フォー ムの内容が配列として扱われます。異なる要素に同じ名前をつけること で要素を配列にグループ分けすることができます。
<input name="MyArray[]" />
<input name="MyArray[]" />
<input name="MyOtherArray[]" />
<input name="MyOtherArray[]" />

上記の HTML の場合、MyArray と MyOtherArray という 2 つの配列が生成され、 PHP スクリプトに送信されます。また、配列に特定のキーを設定する こともできます。
<input name="AnotherArray[]" />
<input name="AnotherArray[]" />
<input name="AnotherArray[email]" />
<input name="AnotherArray[phone]" />

この場合、配列 AnotherArray のキーは 0、1、email そして phone となります。

注意:

HTML に配列のキーを指定するかどうかは自由です。キーを指定しなかった 場合はフォームに現れる順番に番号がつけられます。最初の例だと、 キーは 0、1、2、3 となります。

配列関数と 外部から来る変数 も参照ください。
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"select multiple" タグで選択された全ての結果を取得するには どうすればよいですか?

"select multiple" タグを使うと、ユーザはリストから複数の項目を 選択することができるようになります。選択された項目はフォームの action で指定されたハンドラに渡されます。問題は、これらの値が全て 同じ名前で渡されることです。つまり、
<select name="var" multiple="yes">

選択されたそれぞれの項目は action のハンドラに次のように渡されます：
var=option1
var=option2
var=option3
      

それぞれの項目は前の変数 $var の値を上書きして しまいます。この問題を解決するには、PHPの "フォームの値を配列にする" 機能を使います。以下のようにするとよいでしょう。
<select name="var[]" multiple="yes">

こうすれば PHP に $var を配列として扱うように 知らせることができ、各項目の value の値は配列の要素として var[] に 追加されます。最初の項目は $var[0] になり、 次の項目は $var[1]... というようになります。 count() 関数を使えば選択された項目の数を知る こと
ができます。またもし必要なら sort() 関数を 使ってソートを行うこともできます。

JavaScript を使っている場合、フォーム要素に要素名を使って(訳注： document.myform.myelement.value 等の様に)アクセスしようとすると、 要素名に含まれる [] が問題となることがあるので 気をつけてください。この場合は、数字で表されるフォーム要素の ID を
使用するか、シングルクオートで要素名を囲んでフォーム要素の配列の インデックスとしてアクセスしてください。例えば、以下のようにします：
variable = documents.forms[0].elements['var[]'];
      

Javascript から PHP に変数を渡すには?

Javascript は（普通は）クライアントサイド技術であり、一方 PHP は（普通は） サーバーサイド技術です。また HTTP は"ステートレスな"プロトコルです。 そのため、この二つの言語はダイレクトに変数を共有することができません。

しかしながら、この二つの言語の間で変数を渡すことは可能です。 一つの方法は PHP と一緒に Javascript のコードを生成し、 ブラウザに自動的にリフレッシュ（再ロード）させることです。 以下の例はまさにそれで、PHP に画面の高さと幅を認識させています。 これは
通常はクライアントサイドでしかできないことです。

例4 PHP による Javascript の生成
<?php
if (isset($_GET['width']) AND isset($_GET['height'])) {
  // ジオメトリ値を出力する
  echo "画面の幅: ". $_GET['width'] ."<br />\n";
  echo "画面の高さ: ". $_GET['height'] ."<br />\n";
} else {
  // ジオメトリ変数を渡す
  // (元のクエリ文字列を保持する
  //   -- POST 変数は別の方法で扱う必要がある)
  echo "<script language='javascript'>\n";
  echo "  location.href=\"${_SERVER['SCRIPT_NAME']}?${_SERVER['QUERY_STRING']}"
            . "&width=\" + screen.width + \"&height=\" + screen.height;\n";
  echo "</script>\n";
  exit();
}
?>

PHP と COM
PHP は Win32 プラットフォーム上で COM と DCOM オブジェクトに アクセスすることができます。

1. とある計算を行う DLL を作成しました。これを PHP で実行させる方法は ありますか?
2. 'Unsupported variant type: xxxx (0xxxxx)'とはどういう意味ですか?
3. PHP でビジュアルオブジェクトを操作できますか?
4. COM オブジェクトをセッション情報として保存できますか?
5. COM の出力するエラーをトラップできますか?
6. PHP スクリプトから DLL を作成することはできますか? Perl では できるのですが。
7. 'Unable to obtain IDispatch interface for CLSID {xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx}'とはどういう意味ですか?
8. COM オブジェクトをリモートサーバから実行するにはどうすればよいですか?
9. 'DCOM is disabled in C:\path...\scriptname.php on line 6' という エラーが発生しました。どうすればよいですか？

10. PHP を使用したページで ActiveX オブジェクトをロード/操作することは できますか?
11. 実行中のコンポーネントのインスタンスを取得することはできますか?
12. COM オブジェクトから送られてくるイベントを扱う方法はありますか？
13. 2 つ以上のインターフェースを公開している COM オブジェクトのメソッドを 呼び出そうとして困っています。どうすればよいですか?
14. PHP は COM を扱えるということは分かりました。では COM+ については どうですか?
15. PHP が COM オブジェクトを操作することができるということは、MTS を 使ってコンポーネントリソースを扱えると考えてもよいということですか？

とある計算を行う DLL を作成しました。これを PHP で実行させる方法は ありますか?

もしそれが普通の DLL なら、現在のところ PHP からそれを実行する手段は ありません。DLL が COM サーバを含んでいて IDispatch インターフェースが 実装されている場合、PHP からアクセスすることができます。

'Unsupported variant type: xxxx (0xxxxx)'とはどういう意味ですか?

多くの VARIANT タイプとその組み合わせがあり、そのほとんどは サポートされていますが、残りのいくつかは未だ実装されていません。 また配列も完全にサポートされているわけではなく、PHP と COM の間で 受け渡しが可能なのは 1 次元の添字付配列のみです。もし
この他に サポートされていないタイプを見つけた場合は(既知でなければ)、 できる限りの情報を添えてバグとして報告してください。

PHP でビジュアルオブジェクトを操作できますか?
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基本的には可能です。しかし PHP はほとんどの場合ウェブスクリプティングの 言語として使用されウェブサーバ上で実行されるため、ビジュアルオブジェクトが サーバのデスクトップに現れることはありません。もし PHP を アプリケーション作成に使用する、すなわち
PHP-GTK と合わせて 使用する場合にはアクセスに制限はありません。COM を通じて ビジュアルオブジェクトを操作することができます。

COM オブジェクトをセッション情報として保存できますか?

できません。COM インスタンスはリソースとして扱われるため、1 つの スクリプトを実行している間のみ使用可能です。

COM の出力するエラーをトラップできますか?

PHP 5 では、COM 拡張モジュールは com_exception 例外をスローします。これをキャッチし、code メンバを調べることで次にすべきことを決定できます。

PHP 4 では、PHP が提供する方法(@, track_errors, ...)を使用して COM のエラーをトラップすることはできません。

PHP スクリプトから DLL を作成することはできますか? Perl では できるのですが。

いいえ、残念ながら PHP にはそのようなツールはありません。

'Unable to obtain IDispatch interface for CLSID {xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx}'とはどういう意味ですか?

このエラーが発生する理由はいくつかあります。

CLSID が正しくない
要求された DLL が無い
要求されたコンポーネントが IDispatch インターフェースを実装していない

COM オブジェクトをリモートサーバから実行するにはどうすればよいですか?

ローカルオブジェクトを実行するのと全く同様です。ただ、COM コンストラクタの 2 番目のパラメータにリモートマシンの IP アドレスを 渡すだけです。

php.ini に com.allow_dcom=TRUE をセットするのを忘れないでください。

'DCOM is disabled in C:\path...\scriptname.php on line 6' という エラーが発生しました。どうすればよいですか？

php.ini を編集して com.allow_dcom=TRUE. としてください。

PHP を使用したページで ActiveX オブジェクトをロード/操作することは できますか?

これは PHP とは関係ありません。ActiveX オブジェクトは、HTML ドキュメントから要求があった場合にクライアント側でロードされます。 PHP スクリプトとは関係が無く、従ってサーバ側と直接やりとりすることも できません。

実行中のコンポーネントのインスタンスを取得することはできますか?

モニカーを使用すれば可能です。同じ Word インスタンスに対して複数の 参照を取得したい場合は、以下のようにしてインスタンスを生成します。
<?php
$word = new COM("C:\docs\word.doc");
?>

こうすれば、実行中のインスタンスが無い、もしくはインスタンスの 取得が不可能だった場合には新規に生成され、インスタンスが取得できた 場合にはそのハンドルを返します。

COM オブジェクトから送られてくるイベントを扱う方法はありますか？

イベントシンクを定義し、com_event_sink() を使用してそれをバインドすることが可能です。PHP でイベントシンククラスの 雛形を作成するために com_print_typeinfo() を 使用することが可能です。

2 つ以上のインターフェースを公開している COM オブジェクトのメソッドを 呼び出そうとして困っています。どうすればよいですか?

この問題に対する答えは、簡単ですが残念なものです。正確には わかりませんが、おそらく打つ手はありません。もしこの問題に関する 具体的な情報があったら» 私 に教えてください。

PHP は COM を扱えるということは分かりました。では COM+ については どうですか?

COM+ とは MTS(Microsoft Transaction Server) と MSMQ(Microsfot Message Queue Service) を通じてコンポーネントを操作する フレームワークによって COM を拡張したものです。が、PHP がそういった コンポーネントをサポートするにあたって特別に必要なこと
はありません。

PHP が COM オブジェクトを操作することができるということは、MTS を 使ってコンポーネントリソースを扱えると考えてもよいということですか？

PHP それ自体はまだトランザクションをサポートしていません。従って エラーが発生してもロールバック処理は行われません。もし トランザクションをサポートするコンポーネントを使用する場合は、 自分でトランザクション処理を実装する必要があります。

PHP と他の言語
PHP はウェブプログラミングをするには最高の言語です。が、 他の言語はどうなのでしょうか?

1. PHP vs ASP?
2. PHP vs ColdFusion?
3. PHP vs Perl?

PHP vs ASP?

ASP それ自体は言語ではなく、Active Server Pages の頭文字です。ASP を作成するのに使用される実際の言語は、Visual Basic Script や JScript、そして C# などです。 ASP の最大の欠点は、それが Microsoft Internet Information Server (IIS) プラットフォームでのみ

mailto:harald.radi@nme.at
mailto:harald.radi@nme.at
mailto:harald.radi@nme.at
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動作するメーカー独自のシステムだという点です。これにより、ASP は Win32 ベースのサーバ上でしか動作しません。ASP を他のプラットフォーム、 ウェブサーバで動作させようといういくつかのプロジェクトが進行中です。 » Halcyon の » InstantASP(商用)、»
Chili!Soft の Chili!Soft ASP(商用)、そして » Mono (オープンソース) です。 ASP は PHP に比べて遅く、面倒で安定性も低いといわれています。ASP のプロフェッショナルの人たちの中には、ASP では主に VBScript が使用されているので Visual Basic でのプログラミン
グに慣れている人に とっては覚えるのが比較的簡単だという人もいます。また、IIS サーバでは ASP サポートがデフォルトで有効になっているので設定が簡単という利点もあります。 ASP に組み込まれているコンポーネントは非常に限られていて、もし FTP サーバと協調
するといった「進んだ」機能を使おうと思ったら 別途コンポーネントを購入しなければなりません。

PHP vs ColdFusion?

世間では PHP は Cold Fusion に比べて速く、複雑なプログラミングを 効率的に行うことができ、新しいアイデアを意欲的に取り込んでいると 言われています。また、安定していてより少ないリソースで動作するというのが 一般的な意見です。Cold Fusion はエラー処
理、データベースの抽象化、 日付の扱いにおいて優れていますが、データベースの抽象化については PHP 4 で行われています。Cold Fusion の利点として挙げられることの一つに、 その優れたサーチエンジンがありますが、サーチエンジンはウェブスクリプト言語に 含
まれるべき機能ではないのではないかという意見もあります。PHP は ほとんど全てのプラットフォームで動作しますが Cold Fusionが 動作するのは Win32, Solaris, Linux, HP/UX だけです。PHP は初期段階から多少の プログラミングに関する知識を必要とします
が、Cold Fusion にはすばらしい IDE があって、一般にとっつきやすいと言われています。Cold Fusion は プログラマではない人たちも意識してデザインされていますが、PHP は プログラマを主なターゲットとしています。

PHP vs Perl?

PHP の Perl に対して最も有利な点は、Perl が何もかもやろうとしてその結果 複雑になってきているのに対して、PHP はウェブスクリプティングを念頭において デザインされていることです。Perl の柔軟さ/複雑さは、 さまざまな技術レベルの開発者による共同作業を非
常に難しいものとします。 PHPは、柔軟さを 失うことなくそれほどややこしくもなく厳密でもない構成になっています。 PHP は Perl に比べ、簡単に既存の HTML に統合することができます。PHP には Perl で使用されている非常に多くの「良い」機能があります。構成や
文法等です。 そしてこれらが Perl ほど複雑になることなく提供されます。 PHP のコマンドラインインタプリタ (CLI) は高機能で、 これまで Perl が採用されていたような高レベルのタスクについても それと同様にこなすことができます。 Perl は 80 年代後半から在る十分
に枯れた真の言語ですが、PHP は急速に成長しています。

PHP 4 から PHP 5 への移行
この章は、PHP 4 から PHP 5 への移行の助けになることでしょう。

1. PHP 4 から PHP 5 への移行
2. MySQL は PHP 5 で動きますか？ 見当たらないようなのですが。
3. PHP 5 ではまったく新しいオブジェクト指向モデルが採用されていると 聞きましたが、既存のオブジェクト指向なコードは動きますか？ 新しい オブジェクト指向モデルについての情報はどこで得られますか？
4. 新しいオブジェクト指向モデル以外に、PHP 5 で何が変わったのですか？ また、PHP 5 に特化した PHP のマニュアルはありますか？

PHP 4 から PHP 5 への移行

PHP 5 では多くの新機能を提供してますが、以前のバージョンの PHP との互換性を可能な限り保っています。しかし、いくつかの機能について は互換性が失われています。

マニュアルの PHP 5 への移行に関する付録 の適切な箇所を参照してください。PHP 5 への移行に関するさらに 重要な情報が得られます。

MySQL は PHP 5 で動きますか？ 見当たらないようなのですが。

MySQL はサポートされています。 たったひとつこれまでと変わったところは、PHP 5 では MySQL のサポートが 標準では 有効になっていないということです。つまり、 configure オプションに --with-mysql が含まれていないので、 PHP をコンパイルする際に手動で
このオプションを設定する必要があります。 Windows ユーザは、php.ini を編集して php_mysql.dll DLL を有効にします。PHP 4 では このような DLL は存在しませんでした。この機能は PHP バイナリの中に 直接埋め込まれていたのです。

また、MySQL クライアントライブラリは PHP には同梱されていません。 詳細についてはこの FAQ に 記述されています。また MySQL のインストール方法については MySQL 関数 を参照してください。 configure 設定の例は --with-mysql=/usr のようになりま
す。Windows ユーザは、 libmySQL.dll が システムに存在する必要があります。

PHP 5 ではまったく新しいオブジェクト指向モデルが採用されていると 聞きましたが、既存のオブジェクト指向なコードは動きますか？ 新しい オブジェクト指向モデルについての情報はどこで得られますか？

PHP 5 での主要な変更点は新しいオブジェクト指向モデルであり、それは Zend Engine 2.0 を用いています。 zend.ze1_compatibility_mode ディレクティブを設定することで、 Zend Engine 1.0 (PHP 4) との互換性を保つことができます。

新しいオブジェクト指向モデルについては、 クラスとオブジェクト と 新しい オブジェクトモデル の章に記述されています。

新しいオブジェクト指向モデル以外に、PHP 5 で何が変わったのですか？ また、PHP 5 に特化した PHP のマニュアルはありますか？

それ以外の変更点はほとんどありません。詳細は PHP 4 から PHP 5への移行 を参照して ください。PHP 5 に特化されたマニュアルはありません。というのも、PHP の 大半の部分はこれまでと同じだからです。

その他の質問
ここでは他のカテゴリに分類することができないような質問を扱います。

1. bz2 で圧縮された Windows マニュアルはどのように扱えばいいのですか？
2. asort の定義のように、引数の横に & が ついているのはどういう意味ですか?
3. 私はどのように register_globals を扱うべきですか?

bz2 で圧縮された Windows マニュアルはどのように扱えばいいのですか？

bz2 ファイルを処理することができるアーカイバを持っていない場合、 RedHat からコマンドラインツールを » ダウンロードしてください (詳細は下記の情報を参照)。

コマンドラインツールを使いたくない場合は、» Stuffit Expander、 » UltimateZip、 » 7-Zip、 » Quick Zip のようなフリーのツールを使用することも可能です。 » WinRAR または » Power Archiver のようなツールを持っている場合、簡単に bz2 ファイルを解凍できま
す。 Total Commander(以前は Windows Commander)を使用している場合は、 bz2 用のプラグインを » Total Commander のサイトから無料で手に入れることが出来ます。

Redhat から入手可能な bzip2 コマンドラインツール:

Windows 2000 SP2 のユーザは バージョン 1.0.2 を、他の全ての Windows ユーザはバージョン 1.00 を使用してください。 ダウンロードしたら実行ファイルの名前を bzip2.exe へ変更してください。 そしてそれをパスの通ったディレクトリ、例えば C:\Windows(ドラ
イブ名は貴方のシステムにあわせて適宜変更してください) へコピーしてください。

http://www.halcyonsoft.com/
http://www.stryon.com/products.asp?s=1
http://www.chilisoft.com/
http://www.chilisoft.com/
http://www.mono-project.com/
http://www.bzip.org/
http://www.bzip.org/
http://www.stuffit.com/
http://www.ultimatezip.com/
http://www.7-zip.org/
http://www.quickzip.org/
http://www.rarlab.com/
http://www.powerarchiver.com/
http://www.ghisler.com/
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注意: lang は使用する言語を意味し、 pdf のように x は指定した形式を表します。 php_manual_lang.x.bz2 を解凍するには以下のようにします。

コマンドプロンプトウィンドウを開きます
ダウンロードした php_manual_lang.x.bz2 を保存したディレクトリに cd コマンドを使用して移動します。
bzip2 -d php_manual_lang.x.bz2 を実行すると php_manual_lang.x というファイルが同じディレクトリに生成されます。

分割 HTML 版アーカイブ(php_manual_lang.tar.bz2) をダウンロードした場合でも手順は同じです。 唯一の違いは、bzip2 コマンドの実行後に php_manual_lang.tar が生成されることです。 tar 形式のファイルは » WinZip といったアーカイバで扱うことができます。

asort() の定義のように、引数の横に & が ついているのはどういう意味ですか?

その引数が 参照渡し であり、 ドキュメントに書かれているとおり、関数内でそれが変更される可能性が あることを示します。変数のみをこの方法で渡すことができ、関数を コールする際に & を渡す必要はありません（これは 廃止予定 の方法です）。

私はどのように register_globals を扱うべきですか?

register_globals とセキュリティの関連については、 Using register_globals を参照ください。

register_globals が On であることに依存するよりも、 スーパーグローバル の使用を推奨します。

register_globals が Off になっている共有ホスト上で 古いアプリケーションを動かす必要があり、アプリケーションがこの設定を On にすることを要求している場合、 あるいはこの機能が On になっているホスティングサーバ上でセキュリティの リスクを抑えたい場合な
ど、PHP でこれらの設定を逆転させる必要が出てきます。 いちばんいい方法は PHP の設定を変更できないか確認してみることですが、 もしそれができない場合には、このような方法を使用することができます。

例5 Register Globals をエミュレートする

これは register_globals On をエミュレートします。 variables_order ディレクティブを変更している場合は、それに応じて $superglobals を変更してください。
<?php
// register_globals on をエミュレートする
if (!ini_get('register_globals')) {
    $superglobals = array($_SERVER, $_ENV,
        $_FILES, $_COOKIE, $_POST, $_GET);
    if (isset($_SESSION)) {
        array_unshift($superglobals, $_SESSION);
    }
    foreach ($superglobals as $superglobal) {
        extract($superglobal, EXTR_SKIP);
    }
}
?>

これは register_globals Off をエミュレートします。 注意してほしいのは、このコードはスクリプト内のいちばん最初に コールされる必要があるということです。ただし、 セッションを開始するために session_start() を使用する場合は、その後にコールする必要があり
ます。
<?php
// register_globals off をエミュレートする
function unregister_GLOBALS()
{
    if (!ini_get('register_globals')) {
        return;
    }

    // よりよいエラーメッセージのために、これを変更するとよいでしょう
    if (isset($_REQUEST['GLOBALS']) || isset($_FILES['GLOBALS'])) {
        die('GLOBALS overwrite attempt detected');
    }

    // unset すべきでない変数群
    $noUnset = array('GLOBALS',  '_GET',
                     '_POST',    '_COOKIE',
                     '_REQUEST', '_SERVER',
                     '_ENV',     '_FILES');

    $input = array_merge($_GET,    $_POST,
                         $_COOKIE, $_SERVER,
                         $_ENV,    $_FILES,
                         isset($_SESSION) && is_array($_SESSION) ? $_SESSION : array());
    
    foreach ($input as $k => $v) {
        if (!in_array($k, $noUnset) && isset($GLOBALS[$k])) {
            unset($GLOBALS[$k]);
        }
    }
}

unregister_GLOBALS();

?>

一般的な情報
メーリングリスト
PHP を手に入れるには
データベースに関する問題
インストール
構築時の問題
PHP の使いかた
PHP と HTML
PHP と COM
PHP と他の言語
PHP 4 から PHP 5 への移行
その他の質問

http://www.winzip.com/
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付録

PHP の歴史と関連するプロジェクト
目次

PHPの歴史
PHP関連のプロジェクトの歴史
PHP関連の本
PHP関連の出版物

PHP は最近数年で大きな進歩を遂げました。強力なサーバサイド の言語として最も有名なものの一つになる、ということは簡単な ことではありませんでした。PHP がどのように今日に到ったかに 興味がある人は読み進めてみてください。古い PHP のリリースについては » PHP
Museum をご覧ください。

PHPの歴史
PHP/FI

PHPはPHP/FIというソフトウェアを継承したものです。PHP/FI は1995年にRasmus Lerdorfによって作成されました。当初は オンラインに置いてある彼のレジュメへのアクセスを解析するための Perlスクリプトの単純な組み合わせでした。彼はこのスクリプト に 'Personal
Home Page Tools' という名前を付けました。 さらに多くの機能が要求されるようになると、Rasmusはデータ ベースとの連携や、簡単な動的ウェブアプリケーションを作成 できるようなものをC言語で書き直しました。RasmusはPHP/FIの ソースコードを皆が見られるよう
に» 公開 する、という選択を したため、誰もがこれを使い、またバグを直したり改良したり することが出来ました。

PHP/FI(Personal Home Page / Forms Interpreter)には現在のPHPの 基本的な機能となっているものが含まれていました。Perlライクな 変数、フォームの値を自動で解釈する機能、そしてHTMLに埋め込まれた 文法です。文法そのものはPerlのそれに類似していますが、それよ
りは 制限が多く単純でいくらかの矛盾を抱えたものでした。

1997年までに、再度Cで書き直されたPHP/FI 2.0は(おそらく)世界で 数千の熱狂的なユーザを持ち、Internet上の1%程度となるおよそ50,000の ドメインにインストールされていたと報告されています。数人が ちょっとしたコードを提供していたとはいえ、それはまだ大きな
一人のプロジェクトでした。

PHP/FI 2.0は、その期間の多くをβ版として過ごした後、1997年の秋に 公式にリリースされました。その後すぐにPHP 3.0のα版が登場しました。

例1 PHP/FI のコード例
<!--include /text/header.html-->

<!--getenv HTTP_USER_AGENT-->
<!--ifsubstr $exec_result Mozilla-->
  Hey, you are using Netscape!<p>
<!--endif-->

<!--sql database select * from table where user='$username'-->
<!--ifless $numentries 1-->
  Sorry, that record does not exist<p>
<!--endif exit-->
  Welcome <!--$user-->!<p>
  You have <!--$index:0--> credits left in your account.<p>

<!--include /text/footer.html-->

PHP 3

PHP 3.0は今日私たちが知っているPHPに非常に近いものとなった 最初のバージョンです。これはAndi GutmansとZeev Suraskiが PHP/FI 2.0でeコマースのアプリケーションを開発しようとしたときに その力不足に気づき、1997年に完全に書き直されて作成されました。
PHP/FIの既存の資産を失うことなく共存しようという努力の結果、 Andi、RasmusそしてZeevはPHP 3.0をPHP/FI 2.0の公式な後継 バージョンとしてアナウンスし、PHP/FI 2.0の開発はほぼ完全に 中止されました。

PHP 3.0の最も強力な点は、その拡張性でした。エンドユーザに 対して、多くのデータベースへの安定したアクセス機構に加えて プロトコルやAPIを提供することでPHP 3.0の拡張機能は 多くの開発者を惹きつけ、開発に加わったり新しい拡張モジュール が提供されるようにな
りました。間違いなくこれがPHP 3.0の 非常におおきな成功の鍵でした。PHP 3.0の重要な他の機能としては オブジェクト指向な文法や、強力で一貫性のある文法が挙げられます。

この完全に新しい言語は、PHP/FI 2.0が持っていた個人使用に制限されている という含意を取り除いた新しい名前でリリースされました。それは シンプルな 'PHP' という名前で、PHP: Hypertext Preprocessor という 再帰的な頭字語となっています。

1998年の終わりには、インストールベースで数万のユーザがおり、 数十万のウェブサイトがPHPをインストールしたと報告していました。 ピーク時にはPHP 3.0は世界のウェブサーバのおよそ10%にインストール されていました。

9ヶ月の公開テストを経てPHP 3.0は1998年6月に公式にリリース されました。

PHP 4

PHP 3.0が公式にリリースされて間もない1998年の冬、Andi Gutmans とZeev SuraskiはPHPの核となる部分を書き直し始めました。この 目的は、複雑なアプリケーションにおけるパフォーマンスの改善と PHPコードのモジュールとしての独立性を高めることでした。 そう
いったアプリケーションはPHP 3.0の新機能や第三者による 多くのデータベースやAPIのサポートを使用することで開発可能 でしたが、PHP 3.0はそういった複雑なアプリケーションを効率的に 扱うようにはデザインされていませんでした。

'Zend Engine'と呼ばれる新しいエンジン(開発者であるZeevとAndi の名前の組み合わせ)は、彼らの目的を十分に果たすものでした。 そしてそれは1999年中ごろに初めて紹介されました。このエンジンを 使用し、いくつかの広範囲にわたる新機能を追加したPHP 4.0は PHP
3.0のおよそ2年後となる2000年5月にリリースされました。 PHP 4.0はパフォーマンスが大幅に改善されたのに加え、 さらに多くのウェブサーバのサポート、HTTPセッション、 出力のバッファリング、ユーザの入力のさらに安全な取得方法の 提供、いくつかの新しい言語構
造の提供といった特徴があります。

今日ではPHPには数十万の開発者がおり、数百万のサイトにインストール されています。これはInternetの20%以上のドメインにあたります。

PHPの開発チームには、数十人の開発者に加えて、PHPに関連するプロジェクト 、例えばPEARやドキュメンテーションに従事する別の数十人の開発者がいます。

http://museum.php.net/
http://museum.php.net/
http://groups.google.com/group/comp.infosystems.www.authoring.cgi/msg/cc7d43454d64d133
http://groups.google.com/group/comp.infosystems.www.authoring.cgi/msg/cc7d43454d64d133
http://groups.google.com/group/comp.infosystems.www.authoring.cgi/msg/cc7d43454d64d133
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PHP 5

PHP 5は長期にわたる開発とプレリリースを経て2004年7月に公開されました。 改良の目玉は、コアである Zend Engine 2.0 で新しいオブジェクトモデルがサポートされたことで、 その他にも多くの新しい機能が追加されています。

PHP関連のプロジェクトの歴史
PEAR

» PEAR、 PHP Extension and Application Repository (元は PHP Extension and Add-on Repositoryでした)は、 PHPで書かれた基本的なクラスの集まりで、将来的には PHPの拡張モジュールを開発者に配布する中心的な 方法になっていくでしょう。

PEARは2000年1月にTel Avivで開かれたPHP Developers' Meeting (PDM)で行われた議論の中から生まれたものです。これはStig S. Bakkenによって作成され、彼の初めて娘であるMalin Bakken に捧げられています。

2000年はじめの頃から、PEARは多くの開発者が一般的で再利用可能な 機能をPHPコミュニティ全体のために実装しました。これにより、 PEARは大きな、そして重要なプロジェクトへと成長しました。 今日PEARにはデータベースへのアクセス、キャッシュ、数学計算、
eCommerce等のバラエティに富んだクラスが含まれるようになって います。

PEARに関する詳細については、 » PEARのマニュアルを 参照してください。

PHP Quality Assurance Initiative(PHPの品質保証機関)

» PHP Quality Assurance Initiativeは、PHPのリリースが製品として様々な環境で 動作するべく十分にテストされていないという批判への対応策 として2000年の夏に開始されました。品質保証チームは現在のところ、PHPの ソースコードについて十分に理解している開発の中
心となって いる人々によって構成されています。こうした開発者はPHPの ローカライズやバグフィクスに多くの時間を費やしています。 この他に、開発者の行った修正を個々の環境でテストして フィードバックを提供する多くのメンバーがいます。

PHP-GTK

» PHP-GTK は、 クライアントとして動作するGUIアプリケーションを構築するための PHPソリューションです。PHP-GTKの設計と実装は主として Andrei Zmievskiによります:

GUIプログラミングにはずっと興味を持ちつづけていて、あるとき Gtk+というものが、Cでコーディングするにはあまりに面倒なものだ ということを除けば非常にすばらしいものだと言うことを知りました。 PyGtkやGTK-Perlの実装を見て、PHPで(必要最小限の部
分だけでも) Gtkインターフェースを作成できないものだろうか、と考え始めたのです。 そして2000年の8月にちょっとした時間が出来たので実験を始めました。 私が主として参考にしたのはPyGtkの実装でした。というのもPyGtkは ほぼ全ての機能を網羅してい
て、且つオブジェクト指向のすばらしい インターフェースを持っていたからです。こうした最初の段階で 私はPyGtkの作者であるJmaes Henstridgeの有用なアドバイスを得ることが 出来ました。

Gtk+関数へのインターフェースを全て自作するのは問題外だったので コードジェネレータというアイデアに飛びつきました。これはPyGtkと 同様の方法です。コードジェネレータとはGtk+のクラス、定数、そして メソッドが記述されている .defs ファイルを読み込
みPHPへのインターフェース となるCのコードを生成するPHPのプログラムです。自動的に生成することが 出来ない部分に関しては .overrides ファイルに手動で追加していきました。

2000年の秋の間はあまり時間が取れなかったため、コードジェネレータ やインフラの構築に長い期間がかかってしまいました。しかし PHP-GTKをFrank kromannに見せると、彼は大いに興味を示して コードジェネレータとWin32版の実装を手伝い始めてくれまし
た。 最初のプログラムHello Worldを書いて、それが動作したとき 私たちはとても興奮しました。このプロジェクトが公開するに 足るものになるにはさらに数ヶ月が必要でしたが2001年3月1日に 最初のバージョンをリリースすることが出来ました。このニュースは
すぐにSlashDotにも載りました。

PHP-GTKはさらに拡張していくだろうと考え、私は専用のメーリング リストとCVSリポジトリ、そしてCollin Viebrockの助けを得て ウェブサイト(gtk.php.net)を用意しました。ドキュメンテーションは 目下進行中でJames Mooreが手伝ってくれています。

PHP-GTKはリリース以来徐々に広がっています。ドキュメンテーション チームもは日々マニュアルを更新していますし、PHP-GTK用の拡張 モジュール、そしてPHP-GTKを使った興味深いアプリケーションを 作成する人も増えてきています。

PHP関連の本
PHPが成長していくに従って、開発プラットフォームとして世界中で 有名になっていきました。この流れを確かめる面白い方法のうちの 一つは、初期の頃から現在に到るまで頻繁に出版されつづけている PHPに関する本を観察してみることです。

私たちの知る限り、PHPを扱った最初の本は1999年の4月にチェコで出版された 'PHP - tvorba interaktivních internetových aplikací' で Jirka Kosekにより書かれたものです。 翌月、Egon Schmid, Christian Cartus, Richard Blumeにより 書かれたドイツ語の本が続いて出
版されました。 PHPについて書かれた英語の本、 Leon Atkinsonによる'Core PHP Programming'がそのすぐ後に出版され ました。これらの本は、いずれも PHP 3.0を扱っていました。 (訳註:日本語では、PHPをタイトルとする本「PHP徹底攻略」(堀田、石井、廣川)の 初版
が1999年9月に出版されています。)

こうした最初の出版物に続いて、多くの著者、出版社から数多くの 本が出版されました。その数は英語で40冊以上、ドイツ語で50冊以上、 フランス語20冊以上にもなります！さらに他の言語、例えばスペイン語、 韓国語、日本語そしてヘブライ語でも本が出版されています。

このようにPHPに関する書籍が、異なった著者により執筆され、 多くの出版社から出版され、多くの言語で書かれている、という 事実はPHPが世界的に成功している強い証拠であると言えるでしょう。

PHP関連の出版物
私たちの知る限り、PHPに関する記事が最初に掲載された雑誌は 1998年の春に出版されたthe Czech mutation of Computerworldで、 PHP 3.0が扱われていました。本と同様に、これに続いて様々な すばらしい雑誌にPHPに関する記事が掲載されています。

PHPに関する記事はDr. Dobbs, Linux Enterprise, Linux Magazine, その他多くの雑誌に掲載されています。ASPベースのアプリケーションを Windows上で動作するPHPに移植する記事が、なんと MicrosoftのMSDNに 掲載されています！

PHP 5.2.x から PHP 5.3.x への移行
目次

PHP 5.3.x における変更点
下位互換性のない変更点

http://pear.php.net/
http://pear.php.net/manual/
http://pear.php.net/manual/
http://qa.php.net/
http://gtk.php.net/
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新機能
Windows版に対する変更
SAPI モジュールに対する変更
PHP 5.3.x で推奨されない機能
PHP 5.3.x で推奨されない状態が取り消された機能
新しいパラメータ
新しい関数
新しいストリームラッパー
新しいフィルタ
新しいクラス定数
新しいメソッド
新しい拡張モジュール
削除された拡張モジュール
その他の拡張モジュールに対する変更
新しいクラス
新しいグローバル定数
INIファイル の扱いに関する変更
その他の変更

PHP のバージョン移行ガイドも参照ください 5.0.x、 5.1.x および 5.2.x も参照ください。

PHP 5.3.x における変更点
PHP 5.3.x で改良された点のほどんどは、既存のコードに影響を及ぼしません。ただ、 互換性がない変更 や 考慮すべき 新機能 があります。よって、 実運用環境の PHP をこのバージョンにあげる前に、あらゆるコードをテストすべきです。

システムを PHP 5.3.x より古いバージョンにアップグレードした場合、 関連するドキュメントは以下で見ることができます。

5.2.x への移行.
PHP 5.1.x への移行.
PHP 4 から PHP 5 への移行.

下位互換性のない変更点
既存の PHP5 のコードのほとんどは変更なしで動作するはずですが、 以下の下位互換性のない変更点については注意しましょう。

引数を解釈する内部API が、PHP 5.3.x に同梱されている全ての拡張機能に 適用されるようになりました。つまり、互換性のないパラメーターが渡された場合、 この引数を解釈するAPIは NULL を関数に返させます。これにはいくつか例外が あります。たとえば get_class()
関数はエラーが起きた場合に 以前と同様 FALSE を返します。
clearstatcache() 関数は、デフォルトで絶対パスキャッシュの値をクリアしなくなりました。
realpath() 関数はプラットフォーム依存でなくなり、全てのプラットフォーム上で 同じ動作をするようになりました。その結果、 __FILE__ . "/../x" のような無効な相対パスは一切動作しなくなりました。
call_user_func() 関数 とその仲間は、呼び出し先が親クラスであっても $this の値を伝播させるようになりました。
配列処理関数 natsort(), natcasesort(), usort(), uasort(), uksort(), array_flip() そして array_unique() は、 引数としてオブジェクトを受け入れなくなりました。オブジェクトを使ってプロパティにアクセス する必要がある場合、オブジェクトを配列型にキャストする必
要があります。
引数を参照渡しする関数に値を渡した場合の振る舞いが変更されました。 以前は値渡しとして引数を受け取っていましたが、今は fatal error が発生するようになりました。 参照渡しを期待している関数に定数やリテラルを渡していたコードは、 いったんその値を変数に代
入してから関数に渡すよう書き換える必要があります。
新しい mysqlnd ライブラリは、MySQL 4.1 用の41バイトの新しいパスワードフォーマットを使用します。 古い16バイトのパスワードを使うと、mysql_connect() 系の関数は次のようなエラーメッセージを生成します。"mysqlnd cannot connect to MySQL 4.1+ using
old authentication"
新しい mysqlnd ライブラリは、mysql の設定ファイル (my.cnf/my.ini) を読み込まなくなりました (以前の libmysql は読み込んでいました)。 もし設定ファイルの内容に依存するコードを書いているのなら、 mysqli_options() 関数で明示的に読み込む必要があります。
つまり、PDO 固有の定数 PDO::MYSQL_ATTR_READ_DEFAULT_FILE および PDO::MYSQL_ATTR_READ_DEFAULT_GROUP は、 PDO の MySQL サポートが mysqlnd でコンパイルしない限り定義されないことになります。
SplFileInfoクラス と他のディレクトリ関連クラスは、 末尾の / を除去するようになりました。
__toString マジックメソッドは引数をとらなくなりました。
以下のマジックメソッド __get, __set, __isset, __unset および __call は常に public にすべきです。また、static でないメソッドとしても定義できます。 メソッドのシグナチャは強制されます。
マジックメソッド __call は、private や protected のメソッドに対するアクセスでも呼び出されるようになりました。
func_get_arg()、func_get_args() および func_num_args() は、関数内で include() や require() を使って読み込んだファイルのいちばん外側のスコープからは呼び出せないようになりました。
MHASH 拡張モジュール用の抽象化レイヤーができ、Hash 拡張モジュールをラップできるようになりました。 しかし、すべてのアルゴリズムをサポートしているわけではありません。 主なところでは s2k ハッシュアルゴリズムには非対応です。 つまり、s2k ハッシュは
PHP 5.3.0 以降では使えないということです。

次に示すキーワードは予約語となり、関数名やクラス名などの識別子の名前として使えなくなりました。

goto
namespace

新機能
PHP 5.3.0 には多くの新機能が含まれています。

名前空間 のサポートが追加されました。
遅延静的束縛 のサポートが追加されました。
ジャンプラベル (制限付きgoto) のサポートが追加されました。
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ネイティブクロージャ (ラムダ/無名関数) のサポートが追加されました。
マジックメソッドが二つ追加されています。 __callStatic と __invoke です。
Nowdoc 構文がサポートされました。これは ヒアドキュメント のように動作しますが、シングルクォートで囲まれた文字列として扱われます。
ヒアドキュメント 構文は、静的な クラスプロパティ/定数 を初期化できるようになりました。
ヒアドキュメント 構文は、ダブルクォートを使って宣言できるようになりました。これは Nowdoc 構文を補完するものです。
定数 はクラスの外でも const キーワードを使って宣言できるようになりました。
三項演算子 の短縮形式として ?: が使えます。
HTTPストリームラッパー は、200 から 399 までのステータスコードを成功したものとみなすようになりました。
静的なメソッドに動的にアクセスできるようになりました。
例外 をネストできるようになりました。
循環参照用のガベージコレクタ が追加され、デフォルトで有効になりました。
mail() 関数が送信メールのログを記録できるようになりました (注意: この関数を使って送信されたメールのみが対象です)。

Windows版に対する変更
Windows版に加えられた変更は以下の通りです。

Windows XP SP3 以降のみをサポートするようになりました。 つまり、Windows 98, ME, 2000, NT4 はサポートされなくなりました。
Windows用のバイナリは i586 以降をターゲットとしてビルドされています。 i386 と i486 はサポートされません。
Windows版PHP で 64ビット版のサポートが実験的に追加されています。
Visual Studio 2008 を用いて、Visual C++ 9(VC9) コンパイラがサポートされるようになりました。 PHP のスナップショットとリリースは VC9 でも利用できます。 VC6 を使った古いバイナリは今もサポートされており、VC9 版とともにリリースされます。
PDO_OCI では、php_pdo_oci8.dll ライブラリ (Oracle 8 クライアントライブラリ用) がビルドされなくなりました。 代替として、Oracle 10 と Oracle 11 向けのクライアントライブラリとして php_pdo_oci.dll (名前から '8' が消えているのに注意) を使ってください。
これら以外のバージョンのデータベースへの接続もサポートされています。
OCI8 拡張モジュールでは、 php_oci8.dll に加えて 新しいライブラリ php_oci8_11g.dll が使えるようになりました。 これらは同時に有効にできません。Oracle 10.2 向けには php_oci8.dll をクライアントライブラリとして使ってください。 Oracle 11 向けには
php_oci8_11g.dll を使ってください。 これら以外のバージョンのデータベースへの接続もサポートされています。

Windows でのサポートが追加された関数は以下の通りです。

checkdnsrr()
dns_get_record()
fnmatch()
getmxrr()
getopt()
imagecolorclosesthwb()
inet_ntop()
inet_pton()
link()
linkinfo()
mcrypt_create_iv()
readlink()
socket_create_pair() - この関数は以前 Windows でも利用できましたが、バグがあったため PHP 4.3.0 で使えなくなっていました。
stream_socket_pair()
symlink()
time_nanosleep()
time_sleep_until()

その他の変更:

stat(), touch(), filemtime(), filesize() 関数と、 それに関連する関数の移植性が改善されました (利用できるデータに対して100%移植可能です)。
link() 関数を使って Windows でハードリンクを作れるようになりました。 シンボリックリンクは symlink() 関数で作ることができます。 ハードリンクは Windows 2000 以降で、 シンボリックリンクは Windows Vista 以降で利用できます。
Windows版のPHP は PHP_WINDOWS_* という名前で始まる一連の定数を提供します。これらの一覧と使い方は こちら から見ることができます。

警告

ISAPI モジュールはサポートされなくなりました。代替として改善され、より優れた FastCGI SAPI モジュールを使ってください。

注意: Windows 版PHP のダウンロード、リリース候補、様々なビルド (スレッドセーフ版とそうでないもの、VC6/VC9版、x86版/x64版) を用意した専用サイトが利用できます。 URL は » http://windows.php.net/ です。

SAPI モジュールに対する変更
litespeed と呼ばれる新しいSAPIモジュールが利用できます。
CGI SAPI における FastCGI のサポートは常に有効になり、無効にできなくなっています。 詳細は sapi/cgi/CHANGES を参照してください。
スクリプトの実行時間を測るための新しい CGI SAPI オプションとして -T が利用できます。
CGI/FastCGI では、.htaccess スタイルの php.ini ファイルをサポートしています。 これはユーザー定義のファイルです。
dl() はデフォルトで無効になりました。 CLI、CGI と 組み込みSAPI でのみ利用可能です。

PHP 5.3.x で推奨されない機能
PHP 5.3.0 では新しく二つのエラーレベルが加わりました。 E_DEPRECATED と E_USER_DEPRECATED です。 E_DEPRECATED エラーレベルは、 特定の機能が推奨されないことを示すのに使います。 E_USER_DEPRECATED エラーレベルは、ユーザー定義のコードで推奨されない機能、たと

http://windows.php.net/
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えば E_USER_ERROR や E_USER_WARNING のようなものを示すのに使います。

INI ディレクティブで推奨されないものは以下の通りです。 これらのひとつ以上を有効にすると、起動時 E_DEPRECATED エラーが発生します

define_syslog_variables
register_globals
register_long_arrays
safe_mode
magic_quotes_gpc
magic_quotes_runtime
magic_quotes_sybase
'#' ではじまるコメントは .INI ファイルでは推奨されません。

推奨されない関数

call_user_method() (かわりに call_user_func() を使用します)
call_user_method_array() (かわりに call_user_func_array() を使用します)
define_syslog_variables()
dl()
ereg() (かわりに preg_match() を使用します)
ereg_replace() (かわりに preg_replace() を使用します)
eregi() (かわりに preg_match() で 'i' 修正子を使用します)
eregi_replace() (かわりに preg_replace() で 'i' 修正子を使用します)
set_magic_quotes_runtime() およびそのエイリアスである magic_quotes_runtime()
session_register() (かわりにスーパーグローバル $_SESSION を使用します)
session_unregister() (かわりにスーパーグローバル $_SESSION を使用します)
session_is_registered() (かわりにスーパーグローバル $_SESSION を使用します)
set_socket_blocking() (かわりに stream_set_blocking() を使用します)
split() (かわりに preg_split() を使用します)
spliti() (かわりに preg_split() で 'i' 修正子を使用します)
sql_regcase()
mysql_db_query() (かわりに mysql_select_db() および mysql_query() を使用します)
mysql_escape_string() (かわりに mysql_real_escape_string() を使用します)
ロケールカテゴリ名を文字列で渡すこと。かわりに LC_* 系の定数を使用します。
is_dst を mktime() に渡すこと。 かわりにタイムゾーン処理用の新しい関数を使用します。

推奨されない機能

new の返り値を参照で代入すること
呼び出し時の参照渡し

PHP 5.3.x で推奨されない状態が取り消された機能
is_a() 関数は推奨されていませんでしたが、 ユーザーの要望によって取り消されました。つまり、この関数は E_STRICT エラーの対象ではないということです。

新しいパラメータ
PHP 5.3 では、新しい、またはオプションのパラメータを提供する関数があります。

PHP コア:

clearstatcache() - clear_realpath_cache と filename が追加されました。
copy() - ストリームコンテキストパラメータ context が追加されました。
fgetcsv() - escape が追加されました。
ini_get_all() - details が追加されました。
nl2br() - is_xhtml が追加されました。
parse_ini_file() - scanner_mode が追加されました。
round() - mode が追加されました。
stream_context_create() - params が追加されました。
strstr() および stristr() - before_needle が追加されました。

JSON関数:

json_encode() - options が追加されました。
json_decode() - depth が追加されました。

ストリーム関数:

stream_select()、 stream_set_blocking()、 stream_set_timeout() および stream_set_write_buffer() はユーザー空間のストリームラッパーとして機能します。

Sybase関数:
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sybase_connect() - new が追加されました。

PHP 5.3.0 で追加されたメソッドパラメータは以下の通りです。

PHP コア:

Exception::__construct() - previous が追加されました。

新しい関数
PHP 5.3 で加わった新しい関数は以下の通りです。

PHP コア:

array_replace() - 渡された配列の要素の値が一致するものを置き換え、ひとつの配列にする
array_replace_recursive() - 渡された配列の要素の値が一致するものを再帰的に置き換え、ひとつの配列にする
class_alias() - ユーザー定義のクラスのエイリアスを作成する
forward_static_call() - はじめのパラメータとして渡されたユーザー定義の静的関数を呼び出す。
forward_static_call_array() - はじめのパラメータとして渡されたユーザー定義の静的関数を呼び出すが、 引数は配列として渡す。
gc_collect_cycles() - 既存ガベージサイクルを強制的に収集する
gc_disable() - 循環参照コレクタを無効にする
gc_enable() - 循環参照コレクタを有効にする
gc_enabled() - 循環参照コレクタの状態を返す
get_called_class() - 静的メソッドのコール元のクラス名を取得する。
gethostname() - ローカルマシンの現在のホスト名を取得する
header_remove() - header()関数 で以前設定したHTTPヘッダを削除する
lcfirst() - 文字列の最初の文字を小文字にする
parse_ini_string() - 設定文字列をパースする。
quoted_printable_encode() - 8 ビット文字列を quoted-printable 文字列に変換する
str_getcsv() - CSV文字列を配列にパースする。
stream_context_set_default() - デフォルトのストリームコンテキストを設定する。
stream_supports_lock() - ストリームがロッキングをサポートする場合に TRUE を返す。
stream_context_get_params() - ストリームのコンテキストからパラメータを集める。
streamWrapper::stream_cast() - 既に存在しているリソースを集める。
streamWrapper::stream_set_option() - ストリームのオプションを変更する。

日付・時刻関数:

date_add() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
date_create_from_format() - 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す
date_diff() - ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す
date_get_last_errors() - 日付/時刻 の操作中に発生した最後の警告やエラーを返す
date_parse_from_format() - 指定した日付についての情報を取得する
date_sub() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く
timezone_version_get() - タイムゾーンデータベースのバージョンを取得する

GMP関数:

gmp_testbit() - ビットが設定されているかどうかを調べる

Hash関数:

hash_copy() - ハッシュコンテキストをコピーする

IMAP 関数:

imap_gc() - IMAP のキャッシュをクリアする
imap_utf8_to_mutf7() - UTF-8 文字列を 修正UTF-7 にエンコードする
imap_mutf7_to_utf8() - 修正UTF-7 を UTF-8 にデコードする

JSON関数:

json_last_error() - JSON関連の処理で直近に発生したエラーを返す

MySQL 改良版:

mysqli_fetch_all() - 結果のすべての行を連想配列・数値添字配列あるいはその両方の形式で取得する
mysqli_get_connection_stats() - クライアント接続に関する統計情報を返す
mysqli_poll() - 接続を問い合わせる
mysqli_reap_async_query() - 非同期クエリから結果を取得する

OpenSSL 関数:

openssl_random_pseudo_bytes() - ランダムな疑似バイトで、指定された長さを埋めた文字列を返す
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PCNTL 関数:

pcntl_signal_dispatch() - ペンディングシグナル用のハンドラをコールする
pcntl_sigprocmask() - ブロックされたシグナルを設定あるいは取得する
pcntl_sigtimedwait() - タイムアウトつきでシグナルを待つ
pcntl_sigwaitinfo() - シグナルを待つ

PCRE 関数:

preg_filter() - 正規表現の検索と置換を行い、パターンにマッチした結果のみを返す

セマフォ関数:

msg_queue_exists() - メッセージキューが存在するかどうかを調べる
shm_has_var() - 特定のキーが共有メモリセグメントに存在するかどうかを調べる

以下の関数はPHP本体に組み込まれました。つまり、これらは PHP を実行するオペレーティングシステムに関係なく使えるということです。

acosh()
asinh()
atanh()
expm1()
log1p()

新しいストリームラッパー
PHP 5.3.0 で加わったストリームラッパーは次の通りです。

glob://
phar://

新しいフィルタ
PHP 5.3.0 で加わったストリームフィルタは次の通りです。 The following stream filters were introduced in 5.3.0:

dechunk (HTTP chunked encoding を復元します)
bz2.decompress フィルタは連結機能をサポートするようになりました。

新しいクラス定数
PHP 5.3.0 で加わった新しいクラス定数は以下の通りです。

PDO_FIREBIRD:

PDO::FB_ATTR_DATE_FORMAT - 日付のフォーマットを設定します。
PDO::FB_ATTR_TIME_FORMAT - 時間のフォーマットを設定します。
PDO::FB_ATTR_TIMESTAMP_FORMAT - タイムスタンプのフォーマットを設定します。

新しいメソッド
PHP 5.3.0 で加わった新しいメソッドは以下の通りです。

日付/時刻:

DateTime::add() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトに加える
DateTime::createFromFormat() - 指定した書式でフォーマットした新しい DateTime オブジェクトを返す
DateTime::diff() - ふたつの DateTime オブジェクトの差を返す
DateTime::getLastErrors() - 日付/時刻 の操作中に発生した最後の警告やエラーを返す
DateTime::sub() - 年月日時分秒の値を DateTime オブジェクトから引く

Exception:

Exception::getPrevious() - 前の例外を返す

DOM:

DOMNode::getLineNo() - パースしたノードが存在する行番号を取得する
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PDO_FIREBIRD:

PDO::setAttribute() - 属性を設定する

Reflection:

ReflectionClass::getNamespaceName() - このクラスが定義された名前空間の名前を返す
ReflectionClass::getShortName() - クラスの短縮名を返す (名前空間の部分は含まない)
ReflectionClass::inNamespace() - このクラスが名前空間の中で定義されているかどうかを返す
ReflectionFunction::getNamespaceName() - この関数が定義された名前空間の名前を返す
ReflectionFunction::getShortName() - 関数の短縮名を返す (名前空間の部分は含まない)
ReflectionFunction::inNamespace() - この関数が名前空間の中で定義されているかどうかを返す
ReflectionProperty::setAccessible() - public でないプロパティを読み出せるかどうかを設定する

SPL:

SplObjectStorage::addAll() - 別のストレージオブジェクトからすべてのオブジェクトを追加する
SplObjectStorage::removeAll() - 現在のストレージから、別のストレージに含まれているオブジェクトを取り除く

XSL:

XSLTProcessor::setProfiling() - プロファイル情報の出力ファイルを設定する

新しい拡張モジュール
PHP 5.3.0 で追加された (デフォルトで含まれている) 拡張モジュールは以下の通りです。

Enchant - スペリングライブラリの最上位に位置する抽象レイヤ
Fileinfo - 改良され、(完全に互換性を保ちながら) 堅牢な実装で Mimetype 拡張モジュールを置き換えたものです。 Mimetype 拡張モジュールは以前に削除されています。
INTL - 国際化のための拡張モジュールです。 INTL は » ICU ライブラリのラッパーです。
Phar - PHPアーカイブファイルの実装です。
SQLite3 - SQLite バージョン 3 のデータベースをサポートしています。

mysqlnd は PHP に同梱された新しいコアライブラリです。 これは libmysql のためにPHP特有の部分を置き換えたものです。 mysqlnd は libmysql が システムに見つからない場合、 mysql, mysqli, PDO_MYSQL をビルドするのに使われます。 しかし、libmysql が存在する
場合でも、そのかわりに mysqlnd を使うこともできます。 パフォーマンスの面で、mysqlnd を使用することを推奨します。

削除された拡張モジュール
以下に示す拡張モジュールは PECL に移動し、PHPに同梱されなくなりました。 これらの PECLパッケージ は、ユーザーの需要に応じて作られるかが決まります。

dbase - もはやメンテナンスされていません。
fbsql - もはやメンテナンスされていません。
fdf - メンテナンスされています。
ming - メンテナンスされています。
msql - もはやメンテナンスされていません。
ncurses - メンテナンスされています。
sybase - メンテナンスが中止されました。代替として既にPHPコアに入っている Sybase関数 を使ってください。
mhash - メンテナンスが中止されました。 代替として HASH関数 を使ってください。 HASH関数 は、 古い関数を使っている既存のアプリケーションが動くように、mhash と完全な互換性があります。

その他の拡張モジュールに対する変更
以下の拡張モジュールは configure スクリプトの実行中に無効にすることができなくなりました。

PCRE
Reflection
SPL

拡張モジュールに対する振る舞いの変更や新機能は以下の通りです。

日付と時刻 - TZ 環境変数はタイムゾーンを推測するのに使われなくなりました。
cURL - cURL が SSHプロトコルをサポートするようになりました。
ネットワーク関数 - dns_check_record() が、 追加の「エントリ」インデックスを返すようになりました。これには TXT 要素が含まれます。
Hash関数 - SHA-224 と salsa ハッシュアルゴリズムがサポートされました。
マルチバイト文字列関数(mbstring) - CP850 エンコーディングがサポートされました。
OCI8 - oci_close()関数を持続的接続の途中で呼び出したり、 持続的接続を参照している変数がスコープの外に出ると、 全てのコミットされていないトランザクションがロールバックされるようになりました。 ユーザーは明示的にコミットするか、ロールバックすること
が必要です。 oci8.old_oci_close_semantics=On と設定することで以前の振る舞いを残すことができます。 Database Resident Connection Pooling (DRCP), Fast Application Notification (FAN) をサポートしました。 Oracle External Authentication (Windowsでは
未サポート) をサポートしました。 oci_bind_by_name()関数は引数のタイプとして SQLT_AFC (CHAR データ型の別名) をサポートしています。
OpenSSL - OpenSSL のダイジェストと暗号関数がサポートされました。 また、DSA, RSA, DH 鍵の内部値にもアクセスできるようになっています。
Session - open_basedir の制限が有効な場合、 "/tmp" を許可するパスに追加しない限り、セッションファイルを /tmpディレクトリに保存しなくなりました。

http://www.icu-project.org/
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SOAP ユーザー定義のHTTPヘッダを送信できるようになりました。
MySQLi ホスト名に "p:" を追加することで持続的接続ができるようになりました。
画像処理(GD) gd_info() 関数が返す "JPG Support" というインデックスが "JPEG Support" に変更されました。

新しいクラス
PHP 5.3.0 で新しく加わったクラスは以下の通りです。

日付・時刻:

DateInterval
DatePeriod

Phar:

Phar
PharData
PharException
PharFileInfo

SPL:

FilesystemIterator
GlobIterator
MultipleIterator
RecursiveTreeIterator
SplDoublyLinkedList
SplFixedArray
SplHeap
SplMaxHeap
SplMinHeap
SplPriorityQueue
SplQueue
SplStack

新しいグローバル定数
PHP コア:

__DIR__
__NAMESPACE__
E_DEPRECATED
E_USER_DEPRECATED
INI_SCANNER_NORMAL
INI_SCANNER_RAW
PHP_MAXPATHLEN
PHP_WINDOWS_NT_DOMAIN_CONTROLLER
PHP_WINDOWS_NT_SERVER
PHP_WINDOWS_NT_WORKSTATION
PHP_WINDOWS_VERSION_BUILD
PHP_WINDOWS_VERSION_MAJOR
PHP_WINDOWS_VERSION_MINOR
PHP_WINDOWS_VERSION_PLATFORM
PHP_WINDOWS_VERSION_PRODUCTTYPE
PHP_WINDOWS_VERSION_SP_MAJOR
PHP_WINDOWS_VERSION_SP_MINOR
PHP_WINDOWS_VERSION_SUITEMASK

cURL関数:

CURLOPT_PROGRESSFUNCTION

GD および Image 関数:

IMG_FILTER_PIXELATE

JSON 関数:

JSON_ERROR_CTRL_CHAR
JSON_ERROR_DEPTH
JSON_ERROR_NONE
JSON_ERROR_STATE_MISMATCH
JSON_ERROR_SYNTAX
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JSON_FORCE_OBJECT
JSON_HEX_TAG
JSON_HEX_AMP
JSON_HEX_APOS
JSON_HEX_QUOT

LDAP 関数:

LDAP_OPT_NETWORK_TIMEOUT

libxml 関数:

LIBXML_LOADED_VERSION

PCRE 関数:

PREG_BAD_UTF8_OFFSET_ERROR

PCNTL 関数:

BUS_ADRALN
BUS_ADRERR
BUS_OBJERR
CLD_CONTIUNED
CLD_DUMPED
CLD_EXITED
CLD_KILLED
CLD_STOPPED
CLD_TRAPPED
FPE_FLTDIV
FPE_FLTINV
FPE_FLTOVF
FPE_FLTRES
FPE_FLTSUB
FPE_FLTUND
FPE_INTDIV
FPE_INTOVF
ILL_BADSTK
ILL_COPROC
ILL_ILLADR
ILL_ILLOPC
ILL_ILLOPN
ILL_ILLTRP
ILL_PRVOPC
ILL_PRVREG
POLL_ERR
POLL_HUP
POLL_IN
POLL_MSG
POLL_OUT
POLL_PRI
SEGV_ACCERR
SEGV_MAPERR
SI_ASYNCIO
SI_KERNEL
SI_MESGQ
SI_NOINFO
SI_QUEUE
SI_SIGIO
SI_TIMER
SI_TKILL
SI_USER
SIG_BLOCK
SIG_SETMASK
SIG_UNBLOCK
TRAP_BRKPT
TRAP_TRACE

INIファイル の扱いに関する変更
PHP 5.3.0 はパフォーマンスが大きく向上しました。そして構文解析や構文の新機能があります。

標準の php.ini ファイルは再び整理され、名前が変更されました。 php.ini-development ファイルには開発環境で推奨される設定があります。 php.ini-production は本番環境向けに設定されています。
[PATH=/opt/httpd/www.example.com/] と [HOST=www.example.com] という特別なセクションをサポートしました。 このセクションに置かれたディレクティブは、 実行時やユーザー定義のiniファイルで上書きすることができません。 詳しい情報は こちら を参照



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

してください。
zend_extension_debug と zend_extension_ts ディレクティブが削除されました。代替として zend_extension をすべてのZend拡張機能をロードするのに使ってください。
zend.ze1_compatibility_mode ディレクティブは削除されました。 このディレクティブをONにしていると、E_ERROR エラーが起動時に発生します。
"extension" ディレクティブを使ってロードするモジュールをフルパスで指定できるようになりました。 directive.
php.ini ファイルのほとんどすべての場所で "ini-variables" の形式が使えるようになりました。
実行時に open_basedir の制限をより厳しくできるようになりました。
INI オプションの配列で 数値とアルファベットが混じった値が使えるようになりました。
get_cfg_var() 関数は "配列の" INIオプションを返せるようになりました。
新たなディレクティブ mail.add_x_header が追加されました。
user_ini.filename も追加されました。
user_ini.cache_ttl も追加されました。
exit_on_timeout も追加されました。
open_basedir が PHP_INI_ALL となりました。

新しく追加された iniディレクティブ は以下の通りです。

user_ini.filename と user_ini.cache_ttl は、新しい .htaccess 形式のユーザー定義 INI ファイル用のものです。
mbstring.http_output_conv_mimetype が追加されました。 このディレクティブは mb_output_handler() 関数が呼び出された場合に使う Content-Type の正規表現パターンを指定します。
request_order ディレクティブが追加されました。 これはどのリクエストオプションを $_REQUEST 変数で正確に利用可能にすべきかを指定します。

デフォルト値が変更された ini ディレクティブは以下の通りです。

session.use_only_cookies のデフォルト値は "1" (有効) になりました。
oci8.default_prefetch の値は "10" から "100" に変更されました。

その他の変更
SplFileInfo::getpathinfo() メソッドは、パス名に関する情報を返すようになりました。
SplObjectStorage クラス は ArrayAccess インターフェイスをサポートしました。オブジェクトに関連付けた情報を SplObjectStorage に格納することもできるようになっています。
GD関数では、imagefilter() 関数を使ってモザイク効果を適用できるようになりました。
var_dump() 関数の出力に private なオブジェクトプロパティの値も含まれるようになりました。
session_start() 関数はセッションの開始に失敗すると FALSE を返します。
property_exists() 関数は、 プロパティのアクセス制限に関係なくプロパティの存在をチェックするようになりました (method_exists() と似た動作をします)。
ストリームラッパー は include_path で制御できるようになりました。
array_reduce() 関数の initial 引数にあらゆる型の値を渡せるようになりました。
ディレクトリ関数 opendir(), scandir(), そして dir() 関数は context 引数が渡されなければ、デフォルトのコンテキストを使うようになりました。
crypt() 関数が Blowfish と 拡張 DES をサポートし、 crypt() 関数の機能は100%移植可能になりました。 PHP は crypt や crypt_r のサポートがないプラットフォーム場合に使う crypt の内部実装を持っています。
getopt() 関数は全てのプラットフォームで "長いオプション(--で始まる引数)" を受け付けるようになりました。 オプションの(必須でない)値に対応し、引数と値の区切り文字として = が使えるようになりました。
fopen() 関数の mode 引数に (n) が加わりました。これを渡すと、 O_NONBLOCK が syscall() を呼ぶときに渡されます。 このモードは、現在 Windows ではサポートされていないことに注意しましょう。
getimagesize() 関数は、アイコンファイル (.ico) をサポートするようになりました。
mhash 拡張モジュールが PECL に移動しました。しかし、PHP のコンパイル時に --with-mhash を指定すれば、 Hash 拡張モジュールで mhash をサポートさせることができます。Hash 拡張モジュールは、 mhash エミュレーションを有効にするか否かにかかわらず
mhash ライブラリを必要としないことに注意しましょう。

PHP 5.1.x から PHP 5.2.x への移行
目次

PHP 5.2.x における変更点
下位互換性のない変更点
新しいエラーメッセージ
PHP での datetime サポートの変更点
新しいパラメータ
新しい関数
新しいメソッド
削除された拡張モジュール
新しい拡張モジュール
新しいクラス
新しいグローバル定数
新しいクラス定数
新しい INI 設定項目
エラー処理
その他の機能向上

PHP のバージョン移行ガイドも参照ください 5.0.x、 5.1.x および 5.3.x も参照ください。

PHP 5.2.x における変更点
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PHP 5.2.x で改良された点のほとんどは、既存のコードには影響を及ぼしません。 ただ、互換性を失う変更 や 新しいエラーメッセージ もあるので、実運用環境の PHP のバージョンをあげる際には事前にテストするようにしましょう。

もし PHP 5.0.x からアップグレードするのなら、このマニュアルの PHP 5.1.x への移行時の注意 も読んでおく必要があります。

同様に、もし PHP 4 からアップグレードするのなら、このマニュアルの PHP 4 から PHP 5 への移行 も読んでおく必要があります。

下位互換性のない変更点
既存の PHP 5 のコードのほとんどは変更なしで動作するはずですが、 以下の下位互換性のない変更点については注意しましょう。

getrusage() に互換性のない引数を渡した場合に、 PHP 5.2.1 以降では NULL を返すようになりました。
ZipArchive::setCommentName() は、PHP 5.2.1 以降は成功した場合に TRUE を返すようになりました。
ZipArchive::setCommentIndex() は、PHP 5.2.1 以降は成功した場合に TRUE を返すようになりました。
SplFileObject::getFilename() は、PHP 5.2.1 以降ではファイルへの相対パスではなくファイル名のみを返すようになりました。
Win32 における環境変数 PHPRC の優先順位が変わりました。 環境変数 PHPRC は、Windows レジストリに保存されているパスより優先されるようになりました。
CLI SAPI は、カレントディレクトリにある php.ini や php-cli.ini を見に行かないようになりました。 明示されていませんでしたが、PHP 5.1.x では CLI バイナリが現在の作業ディレクトリにある PHP 設定ファイルを参照するようになっていました。 これは、予期せぬ
設定ファイルを読み込んでしまうという問題を起こす可能性がありました。 この機能は PHP 5.2.0 で削除されました。PHP は、カレントディレクトリの php.ini や php-cli.ini を参照しません。 マニュアルの コマンドライン の部分も参照ください。
ゼロで割った余りを求めようとすると警告が発生するようになりました。 以前のバージョンの PHP では、integer % 0 は何も警告を発せず、 予期せぬ結果である FALSE を返していました。 PHP 5.2.0 以降では、このような操作をしようとすると E_WARNING が発生するよう
になりました。これは、ゼロで除算を行った際の挙動と同じです。
<?php
print 10 % 0;
/* Warning:  Division by zero in filename on line n */
?>
__toString() が、適切な場面で常にコールされるようになりました。 マジックメソッド __toString() は、文字列コンテキストでコールされるようになりました。 つまり、オブジェクトを文字列として使用する際には常にコールされるということです。 オブジェクトを文
字列として扱った場合に自動的にオブジェクト ID が返されるという機能は、PHP 5.2.0 で廃止されました。 オブジェクト ID は常に一意となるわけではないので、この機能には問題があったわけです。 この変更により、オブジェクト ID が返されることを前提としたアプ
リケーションは動作がおかしくなってしまいます。 オブジェクトの値を文字列として使用すると、(捕捉可能な) 致命的なエラーとなります。
<?php
class foo {}
$foo = new foo;
print $foo;
/* Catchable fatal error:  Object of class foo could
   not be converted to string in filename on line n */
?>
たとえ __toString() を実装したとしても、 オブジェクトを配列のインデックスやキーとして使用することはできません。 将来的には組み込みの機能でハッシュをサポートする予定ですが、 現時点の PHP 5.2.x の段階では、自分でハッシュ処理を実装するか SPL の関数
spl_object_hash() を使用してください。 __toString() メソッド内からは例外をスローすることはできません。
<?php
class foo {
    public function __toString() {
        throw new Exception;
    }
}

try {
    print new foo;
    /* Fatal error:  Method foo::__toString() must
       not throw an exception in filename on line n */
} catch(Exception $e) {}
?>
abstract static なクラス関数が削除されました。 ちょっとした手違いで、PHP 5.0.x および 5.1.x では abstract static な関数をクラス内で定義できてしまっていました。PHP 5.2.x では、 これはインターフェイス内でのみ定義できるようになりました。
<?php
abstract class foo {
    abstract static function bar();
    /* Strict Standards:  Static function foo::bar()
       should not be abstract in filename on line n */
}
?>
Oracle 拡張モジュール を Windows で使用するには、最低でも Oracle のバージョン 10 が必要となりました。
RFC2397 (data: ストリーム) に対応しました。 'data' URL スキームに対応したことにより、 Windows 環境での挙動が変わる可能性があります。 NTFS ファイルシステムを使用しており、 アプリケーションでメタストリームを使用していた場合、 もし 'data:' という名前
のファイルをパス情報なしでアクセスしようとすると正しく動作しません。 これを避けるには、アクセス時に 'file:' プロトコルを使用します。 » RFC 2397 も参照ください。
<?php
/* allow_url_include が OFF (デフォルト) の場合 */
include "data:;base64,PD9waHAgcGhwaW5mbygpOz8+";
/* Warning:  include(): URL file-access is disabled
   in the server configuration in filename on line n */
?>
glob() パターンの退化 バージョン 5.2.4 でのセキュリティ修正の副作用で、 "/foo/*/bar/*" 形式のパターンがうまく動作しなくなってしまっていました。 バージョン 5.2.5 以降では、glob() が openbase_dir 制約に違反した場合に警告を発生させず FALSE を返すように
なります。

新しいエラーメッセージ
以下に示す新しいエラーメッセージは、まだこのマニュアルのどこにも説明されていないものです。

例1 PHP コア
<?php
echo " ";
session_regenerate_id();
/*  Warning:  session_regenerate_id(): Cannot regenerate
    session id - headers already sent in filename on line n */

str_word_count("string", 4);
/* Warning:  str_word_count(): Invalid format value 4
   in filename on line n */

strripos("foo", "f", 4);
/* Notice:  strripos(): Offset is greater than the
   length of haystack string in filename on line n */

strrpos("foo", "f", 4);
/* Notice:  strrpos(): Offset is greater than the

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2397
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   length of haystack string in filename on line n */

/* As of PHP 5.2.1, when allow_url_include is OFF (default) */
include "php://input";
/* Warning:  include(): URL file-access is disabled
   in the server configuration in filename on line n */
?>

例2 PHP コアにおける オブジェクト指向のコード
<?php
interface foo {
}
class bar implements foo, foo {
}
/* Fatal error: Class bar cannot implement previously
   implemented interface foo in filename on line n */

class foo {
    public $bar;
    function __get($var)
    {
        return $this->bar;
    }
}

$foo = new foo;
$bar =& $foo->prop;
/* Notice: Indirect modification of overloaded property
   foo::$prop has no effect in filename on line n */

class foo implements iterator {
    public function current() {
    }
    public function next() {
    }
    public function key() {
    }
    public function valid() {
    }
    public function rewind() {
    }
}

$foo = new foo();
foreach($foo as &$ref) {}
/* Fatal error: An iterator cannot be used with foreach
   by reference in filename on line n */

class foo {
    private function __construct() {
    }
}
class bar extends foo {
    public function __construct() {
        parent::__construct();
        /* Fatal error:  Cannot call private
           foo::__construct() in filename on line n */
    }
}
new bar;

stream_filter_register("", "class");
/* Warning:  stream_filter_register(): Filter name
   cannot be empty in filename on line n */

stream_filter_register("filter", "");
/* Warning:  stream_filter_register(): Class name
   cannot be empty in filename on line n */

例3 bzip2 拡張モジュール
<?php
bzopen("", "w");
/* Warning:  bzopen(): filename cannot be empty
   in filename on line n */

bzopen("foo", "a");
/* Warning:  bzopen(): 'a' is not a valid mode for
   bzopen(). Only 'w' and 'r' are supported in
   filename on line n */

$fp = fopen("foo", "w");
bzopen($fp, "r");
/* Warning:  bzopen(): cannot read from a stream
   opened in write only mode in filename on line n */
?>

例4 datetime 拡張モジュール
<?php
strtotime("today", "now");
/* Warning:  strtotime() expects parameter 2 to be
   long, string given in filename on line n */

/* PHP 5.2.1 以降 */
new DateTime(new stdclass);
/* Fatal error: Uncaught exception 'Exception' with
   message 'DateTime::__construct() expects parameter
   1 to be string, object given' in filename:n */
?>

例5 dBase 拡張モジュール
<?php
dbase_open("foo", -1);
/* Warning: Invalid access mode -1 in filename on line n */

/* PHP 5.2.1 以降 */
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dbase_open("foo", null);
/* Warning: The filename cannot be empty in filename on line n */
?>

例6 mcrypt 拡張モジュール
<?php
$key = "this is a secret key";
$td = mcrypt_module_open('tripledes', '', 'ecb', '');
$iv = mcrypt_create_iv (mcrypt_enc_get_iv_size($td),
                        MCRYPT_RAND);
mcrypt_generic_init($td, $key, $iv);
$encrypted_data = mcrypt_generic($td, "");
/* Warning: mcrypt_generic(): An empty string was
   passed in filename on line n */
?>

例7 oci8 拡張モジュール
<?php
oci_connect("user", "pass", "db", "bogus_charset");
/* Warning: Invalid character set name:
   bogus_charset in filename on line n */

$oci = oci_connect("user", "pass", "db");
oci_password_change($oci, "", "old", "new");
/* Warning: username cannot be empty in filename
   on line n */

oci_password_change($oci, "user", "", "new");
/* Warning: old password cannot be empty in filename
   on line n */

oci_password_change($oci, "user", "old", "");
/* Warning: new password cannot be empty in filename
   on line n */
?>

例8 SPL 拡張モジュール
<?php
$obj = new SplFileObject(__FILE__);
$obj->fgetcsv("foo");
/* Warning:  SplFileObject::fgetcsv(): delimiter must
   be a character in filename on line n */

$obj->fgetcsv(",", "foo");
/* Warning:  SplFileObject::fgetcsv(): enclosure must
   be a character in filename on line n */
?>

例9 Semaphore (sysvmsg) 拡張モジュール
<?php
/* Warning:  maximum size of the message has to be
   greater then zero in filename on line n */
?>

例10 5.2.1 以降の Zip の例
<?php
$obj = new ZipArchive();
$obj->open('archive.zip');
$obj->setCommentName('', 'comment');
/* Notice:  ZipArchive::setCommentName(): Empty string
   as entry name in filename on line n */

/* PHP 5.2.1 以降 */
$obj->getCommentName('');
/* Notice:  ZipArchive::getCommentName(): Empty string
   as entry name in filename on line n */
?>

PHP での datetime サポートの変更点
PHP 5.1.0 から、date 拡張モジュールが PHP コアに組み込まれるようになりました。 これは、PHP の日付時刻サポートを新たに実装しなおしたものです。 システムのタイムゾーン設定を自動的に取得しようとはしますが、 手動で設定しておいたほうがよいでしょう。以下の
三通りのうち、 いずれかの方法で設定します。

php.ini で、 date.timezone ディレクティブを設定する
システムの環境変数 TZ を設定する
スクリプト中で、関数 date_default_timezone_set() を使用する

サポートしている タイムゾーン の一覧は、PHP マニュアルに記載されています。

PHP 5.2.x では、日付やタイムゾーンをオブジェクトとして扱えるようになりました。 それぞれ DateTime および DateTimeZone という名前になります。 このオブジェクトのメソッドは、既存の手続き型の日付関数群に対応しています。

新しいパラメータ
PHP 5.2.x で、新しいパラメータやオプションのパラメータが追加された関数があります。

PHP コア:

htmlentities() - PHP 5.2.3 で double_encode が追加されました。
htmlspecialchars() - PHP 5.2.3 で double_encode が追加されました。
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base64_decode() - strict が追加されました。
setcookie() - httponly が追加されました。
setrawcookie() - httponly が追加されました。
session_set_cookie_params() - httponly が追加されました。
memory_get_usage() - real_usage が追加されました。
get_loaded_extensions() - PHP 5.2.4 で zend_extensions が追加されました。

curl:

curl_multi_info_read() - msgs_in_queue が追加されました。

datetime

date() - PHP 5.2.2 で、書式文字 "u" (ミリ秒) が追加されました。

imap:

imap_open() - n_retries が追加されました。
imap_reopen() - n_retries が追加されました。

mbstring:

mb_strrpos() - offset が追加されました。
警告

offset パラメータが、かつて encoding パラメータのあった場所に入りました。 下位互換性のために encoding を三番目のパラメータとして指定することもできます。 しかし、この下位互換性モードの使用はお勧めしません。 これは将来は廃止される予定だからです。

ming:

swfmovie::streamMP3() - skip が PHP 5.2.1 で追加されました。

openssl:

openssl_verify() - signature_algo が追加されました。

pgsql:

pg_escape_bytea() - connection が追加されました。
pg_escape_string() - connection が追加されました。

simplexml:

SimpleXMLElement::__construct() - is_prefix が追加されました。
SimpleXMLElement::attributes() - is_prefix が追加されました。
SimpleXMLElement::children() - is_prefix が追加されました。
simplexml_load_file() - is_prefix が追加されました。
simplexml_load_string() - is_prefix が追加されました。

spl:

array iterator_to_array(Traversable it [, bool use_keys = true]) - use_keys が PHP 5.2.1 で追加されました。

xmlreader:

XMLReader::open() - encoding および options が追加されました。
XMLReader::XML() - encoding および options が追加されました。

XMLWriter:

XMLWriter::WriteElement() - PHP 5.2.3 で content はオプションとなりました。
XMLWriter::WriteElementNs() - PHP 5.2.3 で content はオプションとなりました。

新しい関数
PHP 5.2.x で新しく追加された関数は次のとおりです。

PHP コア:

array_fill_keys() - 最初のパラメータで指定した要素をキーとして、値を初期化した配列を作成します。
error_get_last() - 直近に発生したエラーを連想配列として取得します。 エラーが発生していない場合は NULL を返します。
image_type_to_extension() - getimagesize(), exif_read_data(), exif_thumbnail(), exif_imagetype() が返した画像形式に対応する拡張子を取得します。
memory_get_peak_usage() - PHP のメモリ割り当ての最大値を返します。
sys_get_temp_dir() - 一時ファイル用のディレクトリのパスを返します (PHP 5.2.1 で追加されました)。
timezone_abbreviations_list() - 夏時間の情報や時差、タイムゾーン名を含む連想配列を返します。
timezone_identifiers_list() - すべてのタイムゾーン ID を配列で返します。
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timezone_name_from_abbr() - タイムゾーンの略称を指定して、正式名を返します。
stream_socket_shutdown() - ストリームに関連付けられたソケット上の全二重通信 (のすべてあるいは一部) をシャットダウンします。PHP 5.2.1 以降で使用できます。

Image:

imagegrabscreen() - 画面全体のスクリーンショットを取得します。PHP 5.2.2 以降で使用可能です。
imagegrabwindow() - ウィンドウをキャプチャします。PHP 5.2.2 以降で使用可能です。

libXML:

libxml_disable_entity_loader() - 外部エンティティの読み込み機能を無効にします。PHP 5.2.11 以降で使用可能です。

mbstring:

mb_stripos() - 大文字小文字を区別せず、ある文字列が別の文字列中に最初に現れる位置を探します。
mb_stristr() - 大文字小文字を区別せず、ある文字列が別の文字列中に最初に現れる場所を探します。
mb_strrchr() - ある文字が文字列中に最後に現れる場所を探します。
mb_strrichr() - 大文字小文字を区別せず、ある文字が文字列中に最後に現れる場所を探します。
mb_strripos() - 大文字小文字を区別せず、ある文字が文字列中に最後に現れる位置を探します。
mb_strstr() - ある文字列が別の文字列中に最初に現れる場所を探します。

ming (PHP 5.2.1 以降):

void ming_setSWFCompression(int num) - 出力の圧縮を設定します。
void swfmovie::namedanchor(string name) - アンカーを作成します。
void swfmovie::protect([string password]) - プロテクトします。

openssl:

openssl_csr_get_public_key() - CERT から公開鍵を取り出し、使用できるようにします。
openssl_csr_get_subject() - CERT の subject を返します。
openssl_pkey_get_details() - 鍵の詳細 (bits、pkey、type) を配列で返します。

spl:

spl_object_hash() - 指定したオブジェクトのハッシュ ID を返します。
int iterator_apply(Traversable it, mixed function [, mixed params]) - イテレータのすべての要素に対して関数をコールします。

pcre:

preg_last_error() - 直近に実行した正規表現のエラーコードを返します。

pgsql:

pg_field_table() - フィールドが属するテーブルの名前、あるいは oid_only が TRUE の場合にテーブルの oid を返します。

posix:

posix_initgroups() - 名前で指定したユーザのグループアクセスリストを計算します。

gmp:

gmp_nextprime() - 指定した数より大きい次の素数を探します。

xmlwriter:

xmlwriter_full_end_element() - 現在の要素を終了します。エラー時に FALSE を返します。
xmlwriter_write_raw() - テキストを書き込みます。エラー時に FALSE を返します。
xmlwriter_start_dtd_entity() - DTD エンティティを開始します。エラー時に FALSE を返します。
xmlwriter_end_dtd_entity() - 現在の DTD エンティティを終了します。エラー時に FALSE を返します。
xmlwriter_write_dtd_entity() - 完全な DTD エンティティタグを書き込みます。エラー時に FALSE を返します。

新しいメソッド
5.2.x で新しく追加されたメソッドは次のとおりです。

dom:

DOMDocument::registerNodeClass() - 基底ノード型を作成するために使用する拡張クラスを登録します。
DOMElement::setIDAttribute() - ID 型の属性を名前で宣言します。
DOMElement::setIDAttributeNode() - ID 型の属性をノードで宣言します。
DOMElement::setIDAttributeNS() - ID 型の属性をローカル名および名前空間 URI で宣言します。
DOMNode::C14N()([bool exclusive [, bool with_comments [, array xpath [, array ns_prefixes]]]]) - ノードを文字列に正規化します。
DOMNode::C14NFile()(string uri [, bool exclusive [, bool with_comments [, array xpath [, array ns_prefixes]]]]) - ノードをファイルに正規化します。
DOMNode::getNodePath()() - ノードの xpath を取得します。
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soap:

SoapServer::setObject()(object obj) - SOAP リクエストを処理するオブジェクトを設定します。

spl:

int ArrayObject::asort()(void) - エントリを値で並べ替えます。
int ArrayObject::ksort()(void) - エントリをキーで並べ替えます。
int ArrayObject::natcasesort()(void) - エントリをキーで並べ替えます。大文字小文字を区別しない "自然順" アルゴリズムを使用します。
int ArrayObject::natsort()(void) - エントリを値で並べ替えます。"自然順" アルゴリズムを使用します。
int ArrayObject::uasort()(callback cmp_function) - エントリを、ユーザ定義関数を使用して値で並べ替えます。
int ArrayObject::uksort()(callback cmp_function) - エントリを、ユーザ定義関数を使用してキーで並べ替えます。
ArrayIterator AppendIterator::getArrayIterator()() - 内部の ArrayIterator にアクセスします。
int AppendIterator::getIteratorIndex()() - イテレータのインデックスを取得します。
bool CachingIterator::getCache()() - キャッシュを返します。
int CachingIterator::getFlags()() - 内部フラグを返します。
bool CachingIterator::offsetExists()(mixed index) - 指定したインデックスが存在する場合に TRUE を返します。
string CachingIterator::offsetGet()(mixed index) - 内部キャッシュを使用している場合にそれを返します。
void CachingIterator::offsetSet()(mixed index, mixed newval) - キャッシュ内の指定したインデックスを設定します。
void CachingIterator::offsetUnset()(mixed index) - キャッシュ内の指定したインデックスを削除します。
void CachingIterator::setFlags()() - 内部フラグを設定します。
array("delimiter" =>, "enclosure" =>) SplFileObject::getCsvControl()(void) - fgetcsv() で使用する区切り文字および囲み文字を取得します。
void SplFileObject::setCsvControl()([string delimiter = ',' [, string enclosure = '"']]) - fgetcsv() で使用する区切り文字および囲み文字を設定します。

Tidy

tidyNode tidyNode::getParent()() - 現在のノードの親ノードを返します (PHP 5.2.2 で追加されました)。

XMLReader

boolean XMLReader::setSchema() - W3C XSD スキーマを使用して、処理するドキュメントを検証します。 最初の XMLReader::read() を行う前にのみ実行可能です。

zip:

ZipArchive::addEmptyDir()() - 空のディレクトリをアーカイブ内に作成します。

削除された拡張モジュール
これらの拡張モジュールは PECL に移されました。PHP の配布ファイルには含まれません。 これらの拡張モジュールの PECL 版は、必要に応じてユーザが各自で作成します。

filePro
Hyperwave API

新しい拡張モジュール
これらの拡張モジュールは、PHP 5.2.0 以降で (デフォルトで) 新しく追加されました。

Filter - データの検証とフィルタリングを行います。ユーザの入力のように、 安全でないデータを扱うときに使用することを考慮した設計になっています。 この拡張モジュールはデフォルトで有効になります。 デフォルトのモードである RAW は、入力データに一切手を加
えません。
JSON - JavaScript Object Notation (JSON) データ交換フォーマットを実装します。 この拡張モジュールはデフォルトで有効になります。
Zip - ZIP 圧縮されたアーカイブおよびその中のファイルを 透過的に読み書きすることができます。

新しいクラス
以下のクラスが PHP 5.2.0 で追加されました。

DateTime
DateTimeZone
RegexIterator - extends FilterIterator; implements Iterator, Traversable, OuterIterator 定数

RegexIterator::ALL_MATCHES
RegexIterator::GET_MATCH
RegexIterator::MATCH
RegexIterator::REPLACE
RegexIterator::SPLIT
RegexIterator::USE_KEY

プロパティ
public replacement

メソッド
RegexIterator::__construct(Iterator it, string regex [, int mode [, int flags [, int preg_flags]]]) - 別のイテレータおよび正規表現をもとにして RegexIterator を作成します。
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bool RegexIterator::accept() - (string)current() を正規表現とマッチさせます。
bool RegexIterator::getFlags() - 現在の操作フラグを返します。
bool RegexIterator::getMode() - 現在の操作モードを返します。
bool RegexIterator::getPregFlags() - 現在の PREG フラグ (使用中の場合。それ以外は NULL) を返します。
bool RegexIterator::setFlags(int new_flags) - 操作フラグを設定します。
bool RegexIterator::setMode(int new_mode) - 操作モードを設定します。
bool RegexIterator::setPregFlags(int new_flags) - PREG フラグを設定します。

RecursiveRegexIterator 定数
RecursiveRegexIterator::ALL_MATCHES
RecursiveRegexIterator::GET_MATCH
RecursiveRegexIterator::MATCH
RecursiveRegexIterator::REPLACE
RecursiveRegexIterator::SPLIT
RecursiveRegexIterator::USE_KEY

メソッド
RecursiveRegexIterator::__construct(RecursiveIterator it, string regex [, int mode [, int flags [, int preg_flags]]]) - 別の再帰イテレータおよび正規表現をもとにして RecursiveRegexIterator を作成します。
RecursiveRegexIterator RecursiveRegexIterator::getChildren() - RecursiveRegexIterator に含まれる内部イテレータの子を返します。
bool RecursiveRegexIterator::hasChildren() - 内部イテレータの現在の要素が子を持つかどうかを調べます。

新しいグローバル定数
PHP コア:

M_EULER
M_LNPI
M_SQRT3
M_SQRTPI
PATHINFO_FILENAME
PREG_BACKTRACK_LIMIT_ERROR
PREG_BAD_UTF8_ERROR
PREG_INTERNAL_ERROR
PREG_NO_ERROR
PREG_RECURSION_LIMIT_ERROR
UPLOAD_ERR_EXTENSION
STREAM_SHUT_RD
STREAM_SHUT_WR
STREAM_SHUT_RDWR

curl:

CURLE_FILESIZE_EXCEEDED
CURLE_FTP_SSL_FAILED
CURLE_LDAP_INVALID_URL
CURLFTPAUTH_DEFAULT
CURLFTPAUTH_SSL
CURLFTPAUTH_TLS
CURLFTPSSL_ALL
CURLFTPSSL_CONTROL
CURLFTPSSL_NONE
CURLFTPSSL_TRY
CURLOPT_FTP_SSL
CURLOPT_FTPSSLAUTH

CURLOPT_TCP_NODELAY PHP 5.2.1 で追加されました。
CURLOPT_TIMEOUT_MS PHP 5.2.3 で追加されました。
CURLOPT_CONNECTTIMEOUT_MS PHP 5.2.3 で追加されました。

GMP:

GMP_VERSION PHP 5.2.2 で追加されました。

ming:

SWFTEXTFIELD_USEFONT
SWFTEXTFIELD_AUTOSIZE
SWF_SOUND_NOT_COMPRESSED
SWF_SOUND_ADPCM_COMPRESSED
SWF_SOUND_MP3_COMPRESSED
SWF_SOUND_NOT_COMPRESSED_LE
SWF_SOUND_NELLY_COMPRESSED
SWF_SOUND_5KHZ
SWF_SOUND_11KHZ
SWF_SOUND_22KHZ
SWF_SOUND_44KHZ
SWF_SOUND_8BITS
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SWF_SOUND_16BITS
SWF_SOUND_MONO
SWF_SOUND_STEREO

openssl:

OPENSSL_VERSION_NUMBER
OPENSSL_VERSION_TEXT

snmp:

SNMP_OID_OUTPUT_FULL
SNMP_OID_OUTPUT_NUMERIC

Semaphore:

MSG_EAGAIN
MSG_ENOMSG

新しいクラス定数
pdo:

PDO::ATTR_DEFAULT_FETCH_MODE
PDO::FETCH_PROPS_LATE

PDO::FETCH_KEY_PAIR 2 つのカラムからなる結果セットを連想配列に格納します (PHP 5.2.3 で追加されました)。

spl:

CachingIterator::FULL_CACHE
CachingIterator::TOSTRING_USE_INNER
SplFileObject::READ_AHEAD
SplFileObject::READ_CSV
SplFileObject::SKIP_EMPTY

新しい INI 設定項目
PHP 5.2.0 で、php.ini に新しい項目が追加されました。

allow_url_include この便利なオプションを使用すると、 リモートファイルに対する通常のファイル操作と リモートファイルのインクルードを別々に制御することができるようになります。 前者はよくある要求ですが、 後者については何も考えずに使用するとセキュリ
ティリスクとなる可能性があります。 PHP 5.2.0 以降では、リモートファイルの操作はできるけれども リモートファイルをローカルスクリプトにインクルードすることはできない という設定が可能となりました。実際のところ、これがデフォルトの設定となっています。
pcre.backtrack_limit PCRE におけるバックトラックの制限値。
pcre.recursion_limit PCRE の再帰処理の制限値。この値をあまり大きくしすぎると、 プロセススタックを食いつぶして (OS のスタックサイズの制限に到達してしまって) PHP がクラッシュすることがあるので注意しましょう。
session.cookie_httponly クッキーを、HTTP プロトコルでのみアクセスできるようにします。 つまり、JavaScript のようなスクリプト言語からはアクセスできなくなるということです。 この設定を使用すると、XSS 攻撃によって ID を盗まれる可能性が少なくなります
(とはいえ、ブラウザによってはこれをサポートしていないものもあります)。

PHP 5.2.2 で新しく追加された項目です。

max_input_nesting_level 外部から受け取る入力変数 のネストの深さを制限します。デフォルトは 64 です。

エラー処理
これまで E_ERROR となっていた内容のうちのいくつかについて、 ユーザ定義のエラーハンドラで処理できるようになりました。これは E_RECOVERABLE_ERROR で表され、ハンドラを作成しなかった場合は、 E_ERROR と同様に振る舞います。 この型のエラーは、ログには Catchable
fatal error と記録されます。

この変更によって、 error_reporting の定数 E_ALL の値は 6143 となりました。 以前は、この値は 2047 でした。PHP の定数は PHP の外部では使用できないので、 外部でこの整数値を指定していることもあるでしょう。その場合は値を変更する必要があります。 たとえば
error_reporting の設定を httpd.conf あるいは .htaccess で行っている場合は、値を適切に変更する必要があります。 また、PHP スクリプト内で定数ではなく値自体を指定している場合も同様です。

この変更の副作用として、 track_errors が On の場合にエラーメッセージが重複してしまうことがあるようになりました。 これを防ぐため、エラーハンドラで $php_errormsg を設定した際には FALSE を返さなければならないようになりました。 これにより、さまざまなレベ
ルのメッセージをより精密に制御できるようになります。

その他の機能向上
メモリ管理を改善しデフォルトのメモリ制限を増加しました。 新しいメモリマネージャは、以前のものに比べて より少ないメモリでより高速に動作するようになりました。 システムから取得したメモリをラージブロックに割り当て、 自分でヒープを管理します。 これま
でのバージョンでは、emalloc() がコールされるたびに php.ini の memory_limit をチェックしていました。 現在は、システムから実際にメモリを取得する際にのみチェックしています。 つまり、memory_limit はこれまでに比べて大幅に精度が上がったということで
す。 これまでのメモリマネージャは、 malloc ライブラリが使用するメモリのオーバーヘッドを考慮していませんでした。 このように計算精度を向上させたおかげで、 これまでより効率的にメモリを使用できるようになりました。 これに対応するため、デフォルトの
memory_limit 設定も変更され、 8 メガバイトから 16 メガバイトとなりました。
インターフェイスのコンストラクタで、 実装クラスのコンストラクタのシグネチャを強制できるようになりました。 PHP 5.2.0 以降で、インターフェイスにコンストラクタを定義できるようになりました。 しかし、インターフェイスでコンストラクタを宣言した場合は、
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そのインターフェイスを実装するクラスは インターフェイスのコンストラクタと同じシグネチャのコンストラクタを持つ必要があります。 ここでいう「シグネチャ」とは、パラメータや返り値の定義のことです。 また、型ヒントや 参照渡し/値渡し の区別なども含まれま
す。

PHP 5.0.x から PHP 5.1.x への移行
目次

PHP 5.1.x における変更点
参照に関する処理の変更
[] の読み込み
関数のパラメータとしての整数値
クラスとオブジェクトの変更点
拡張モジュール
日付/時刻のサポート
データベースサポートの変更
E_STRICT のチェック

PHP のバージョン移行ガイドも参照ください 5.0.x、 5.2.x および 5.3.x も参照ください。

PHP 5.1.x における変更点
PHP 5.1.x では以下のような点が変更されています。

日付処理用のコードを完全に書き直し、タイムゾーンのサポートを改善しました。

PHP 5.0.x と比較してパフォーマンスが大幅に向上しました。

PDO 拡張モジュールがデフォルトで組み込まれるようになりました。

さまざまな拡張モジュールや組み込みの機能で、30 を超える新しい関数が追加されました。

400 を超えるバグを修正しました。

参照に関する処理の変更
概要

PHP 4.3.x では動作するものの、現在は動作しないコード

PHP 4.3.x では動作するものの、現在はエラーとなるコード

PHP 4.3.x では動作しなかったが、現在は動作するコード

本来は PHP 5.0.x で正常に動作すべきだったコード

現れて、 そしていなくなった警告

概要
PHP スクリプトの開発者としての観点から見ると、 既存のコードに与える影響がもっとも大きいのは、 PHP 4.4.0 以降での参照に関する扱いの変更です。

PHP 4.3 を含むそれ以前のバージョンでは、本来は値を返すべき場所、 たとえば定数・一時的な値 (例: 式の結果)・値を返す関数の結果 などで参照を使用することが可能でした。以下がその例です。
<?php
$foo = "123";

function return_value() {
    global $foo;
    return $foo;
}

$bar = &return_value();
?>

このコードは PHP 4.3 以下では通常通り動作しますが、一般的に結果は未定義となります。 Zend エンジンはこれらの値を参照として正しく扱えません。このバグにより、 再現不可能な問題が数多く発生していました。特に大規模なコードになるほどこの問題は深刻でした。

PHP 4.4.0、PHP 5.0.4 以降のリリースでは Zend エンジンが修正され、 参照を使用すべきでない場面で参照の操作が行われた場合はそれを「知る」 ことができるようになりました。今ではそのような場合には実際の値が使用されるようになり、 警告を発生するようになりまし
た。この警告の形式は、 PHP 4.4.0 以降では E_NOTICE、 PHP 5.0.4 以降では E_STRICT となります。

これまでメモリ破壊を起こす可能性のあったコードは、もはやその心配はなくなりました。 しかし、既存のコードの中にはこれまでと挙動が変わってしまうものもあります。
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PHP 4.3.x では動作するものの、現在は動作しないコード
<?php
function func(&$arraykey) {
    return $arraykey; // 関数は値を返します!
}

$array = array('a', 'b', 'c');
foreach (array_keys($array) as $key) {
    $y = &func($array[$key]);
    $z[] =& $y;
}

var_dump($z);
?>
<

参照に関する修正が行われる前の PHP で上のスクリプトを実行すると、このような結果になります。
array(3) {
  [0]=>
  &string(1) "a"
  [1]=>
  &string(1) "b"
  [2]=>
  &string(1) "c"
}

修正後は、同じコードの結果が次のようになります。
array(3) {
  [0]=>
  &string(1) "c"
  [1]=>
  &string(1) "c"
  [2]=>
  &string(1) "c"
}

理由は、今回の変更によって func() の結果が値として代入されるようになったことです。 $y の値は代入しなおされ、そして、$z では $y への参照が残り続けます。 この修正が行われる前は、func() の結果が参照として代入され、 先頭の $y は毎回代入されてしまっていまし
た。 一時的な変数を参照で渡そうとすることが、メモリ破壊の原因となっていました。

修正前のバージョンの PHP と修正後のバージョンの PHP とで、 このようなコードの挙動を同じにすることは可能です。 func() の定義を変更して参照を返すようにするか、あるいは func() が返す結果を参照として代入する処理を取り除けばよいのです。
<?php
function func() {
    return '関数の返す値';
}

$x = 'original value';
$y =& $x;
$y = &func();
echo $x;
?>

PHP 4.3 では $x は 'もとの値' となりますが、 この変更以降のバージョンでは '関数の返す値' となります。関数は参照を返さず、 値が直接代入されることを覚えておきましょう。もう一度いいます。 このような挙動の違いをなくすには、func() が参照を返すようにするか、 関
数の返す値を直接参照として代入することをやめるかのどちらかを行います。

PHP 4.3.x では動作するものの、現在はエラーとなるコード
<?php
class Foo {

    function getThis() {
        return $this;
    }

    function destroyThis() {
        $baz =& $this->getThis();
    }
}

$bar = new Foo();
$bar->destroyThis();
var_dump($bar);
?>

PHP 5.0.3 では、$bar はオブジェクトを返さずに NULL と評価されます。 なぜなら、getThis() が値を返しているにもかかわらず、 それを参照として代入しているからです。 現在ではこれは期待通りに動作しますが、実際のところこれは不正なコードです。 PHP 4.4 では
E_NOTICE、 PHP 5.0.4 以降では E_STRICT をスローします。

PHP 4.3.x では動作しなかったが、現在は動作するコード
<?php
function &f() {
    $x = "foo";
    var_dump($x);
    print "$x\n";
    return($a);
}

for ($i = 0; $i < 3; $i++) {
    $h = &f();
}
?>

PHP 4.3 では var_dump() を 3 度目にコールした際に NULL を返し、 初期化されていない値への参照を返すことでメモリの破壊を引き起こしてしまいます。 このコードは PHP 5.0.4 以降では動作しますが、 それより前のバージョンの PHP ではエラーとなります。
<?php
$arr = array('a1' => array('alfa' => 'ok'));
$arr =& $arr['a1'];
echo '-'.$arr['alfa']."-\n";
?>
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PHP 5.0.5 より前のバージョンでは、 このようにして配列の要素に参照を代入することができませんでした。 現在はできるようになっています。

本来は PHP 5.0.x で正常に動作すべきだったコード
参照関連の修正が行われるより前の PHP 5.0 ではいくつかのバグが報告されていましたが、 それらは今では正常に「動作します」。しかし、いずれの場合についても PHP 5.1.x ではエラーがスローされます。なぜなら、まず第一にそのコードが不正なものだからです。 現在で
は self:: を使用して値を参照で返すことができるようになりましたが、 E_STRICT レベルの警告をスローします。 また、オーバーロードされたオブジェクトに参照を代入しようとすると、 たとえ代入自体は正常に動作していても E_ERROR に遭遇することになるでしょう。

現れて、そしていなくなった警告
参照を返す関数をネストしてコールすることは、PHP 4.3.x および PHP 5.1.x のどちらでも有効です。しかし、それらの間のバージョンの PHP では、 E_NOTICE あるいは E_STRICT が間違って発生してしまいます。
<?php
function & foo() {
    $var = 'ok';
    return $var;
}

function & bar() {
    return foo();
}

$a =& bar();
echo "$a\n";
?>

[] の読み込み
<?php
class XmlTest {

    function test_ref(&$test) {
        $test = "ok";
    }

    function test($test) { }

    function run() {
        $ar = array();
        $this->test_ref($ar[]);
        var_dump($ar);
        $this->test($ar[]);
    }
}

$o = new XmlTest();
$o->run();
?>

これは常に E_ERROR レベルの致命的なエラーを発生します。なぜなら、PHP では [] を読み込みに使用できないからです。PHP 4.4.2 および PHP 5.0.5 以降で、 これは不正なコードとなりました。

関数のパラメータとしての整数値
PHP 5.0 の登場に伴い、パラメータのパース用の新しい API が公開されました。 多くの PHP 関数でこの API が使用されています。PHP 5.0.x から 5.1.x までの間のすべてのバージョンではこの API での整数の処理が非常に厳しいものとなっており、 パラメータとして整数を
受け付けている PHP 関数に不正な値を渡せないようになっていました。 このチェックは現在ではより緩やかなものとなっており、" 123" や "123 " といった不正な値でも受け付けるように変更されています。これは PHP 5.0.x でも同様です。しかし、コードの安全性の確保や
入力内容の検証を促進するため、 そのような文字列が整数として渡された際には PHP 関数は E_NOTICE を発行します。

クラスとオブジェクトの変更点
instanceof、 is_a()、is_subclass_of() および catch

抽象 private メソッド

インターフェイスのアクセス修飾子

継承規則の変更

クラス定数

instanceof、is_a()、 is_subclass_of() および catch
PHP 5.0 で is_a() は非推奨となり、instanceof 演算子に置き換えられました。 instanceof の初期の実装にはいくつかの問題があり、クラスを探すために __autoload() に頼っていました。もしクラスが存在しなかった場合、 __autoload() に失敗するために instanceof は致命
的な E_ERROR をスローしていました。 同じ理由で、catch 演算子や is_subclass_of() 関数でも同様の現象が発生していました。

PHP 5.1 では、これらの関数や演算子は __autoload() をコールしません。 また、PHP 5.0.x ではこの問題の回避策として class_exists() が使用可能です。 大きな問題ではありませんが、この回避策はもはや必要ありません。

抽象 private メソッド
PHP 5.0.0 から PHP 5.0.4 まででは抽象 private メソッドがサポートされていましたが、 これは禁止されました。なぜなら private と abstract とは決して両立することのない概念だからです。
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インターフェイスのアクセス修飾子
PHP 5.0 では、インターフェイス内での関数定義はクラス内での関数定義と同じように扱われました。 2004 年 10 月以降はそうではなくなり、インターフェイス内での関数定義では public 以外のアクセス修飾子を指定できなくなりました。 そして 2005 年 4 月、PHP 5.0b1
のリリース前に、static 修飾子も許可されるようになりました。しかし、protected 修飾子や private 修飾子を指定しようとすると E_ERROR をスローします。 abstract も同様です。 この変更が既存のコードに影響を及ぼすことはないはずです。 結局のところ、インターフェイ
ス内でこれら (protected, private, abstract) を指定してもそれは意味のないものだからです。

継承規則の変更
PHP 5.0 では、基底クラスの同名の関数定義と一致しない関数を 派生クラスの中で定義することが可能でした。たとえば以下のようなものです。

PHP 5.1.x では、このコードは E_STRICT エラーを発生させます。
<?php
class Base {
    function &return_by_ref() {
        $r = 1;
        return $r;
    }
}

class Derived extends Base {
    function return_by_ref() {
        return 1;
    }
}
?>

クラス定数
PHP 5.0.x では、以下のコードは正しいものでした。

PHP 5.1.x では、クラス定数を再定義すると、致命的なエラー E_ERROR がスローされます。
<?php
class test {
    const foobar = 'foo';
    const foobar = 'bar';
}

?>

拡張モジュール
PHP コアから削除された拡張モジュール

PHP 5.1.x の新しい拡張モジュールのクラス定数

PHP コアから削除された拡張モジュール
PHP 5.1.x をダウンロードして最初に気づくことのひとつは、 いくつかの古い拡張モジュールがなくなっていることでしょう。 これらの拡張モジュールのうち、現在も使用可能で活発にメンテナンスが続けられているものについては PHP Extension Community Library (PECL)
» http://pecl.php.net/ で入手可能です。

削除された拡張モジュール
拡張モジュール 代替モジュール/開発状況

ext/cpdf pecl/pdflib
ext/dbx pecl/dbx
ext/dio pecl/dio
ext/fam メンテナンスが滞っています
ext/ingres_ii pecl/ingres
ext/ircg メンテナンスが滞っています
ext/mcve pecl/mcve
ext/mnogosearch メンテナンスが滞っています
ext/oracle ext/oci8 あるいは ext/pdo_oci
ext/ovrimos メンテナンスが滞っています
ext/pfpro メンテナンスが滞っています
ext/w32api » pecl/ffi
ext/yp メンテナンスが滞っています
ext/activescript » pecl/activescript

PECL モジュールのうち、メンテナンスが滞っているもの (いつの間にかサポートされなくなっていたり、現在メンテナがいなかったり、 PECL パッケージとしてリリースされていなかったりするもの) は、 » http://svn.php.net/viewvc/pecl の SVN から取得可能です。しか
し、これらのモジュールはサポートされておらず、 インストールして使用するのは大変かもしれません。

PHP 5.1.x の新しい拡張モジュールのクラス定数
Zend Engine 2.1 の API では、拡張モジュールの開発者が クラス定数を定義することが可能となりました。PHP 5.1.x 用に書かれた新しい拡張モジュールである SPL や PDO、 XMLReader そして date などはこの形式の定数を使用しており、 C 言語風の PDO::CLASS_CONSTANT

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/ffi
http://pecl.php.net/package/activescript
http://svn.php.net/viewvc/pecl
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ではなく PDO_CLASS_CONSTANT のようになっています。 これは、PHP のグローバル名前空間の汚染を最小限に抑えるためです。

日付/時刻のサポート
PHP 5.1.x では日付/時刻のサポートが完全に書き直され、 タイムゾーンを「知る」ためにシステムの設定を使用しないようになりました。 そのかわりに、以下の順番でタイムゾーンを取得します。

date_default_timezone_set() 関数を使用して設定したタイムゾーン (もし設定されていれば)

環境変数 TZ の値 (もし空でなければ)

"magical" な推測 (もし OS がそれをサポートしていれば)

これらのいずれの項目も存在しない場合は、UTC

正確性を保証する (そして警告 E_STRICT を出さないようにする) ためには、php.ini の中に以下の形式でタイムゾーンを定義する必要があります。

date.timezone = Europe/London

サポートされるタイムゾーンをこの形式で並べた一覧表が、PHP マニュアルの 付録 にあります。

また、strtotime() 関数は、失敗時に -1 ではなく FALSE を返すようになったことにも注意しましょう。

データベースサポートの変更
PDO の概要

MySQL サポートの変更

SQLite サポートの変更

PDO の概要
PHP Data Objects (PDO) は PHP 5.0 の時に PECL 拡張モジュールとして公開され、その後 PHP 5.1.x で PHP のコア配布物に組み込まれるようになりました。 PDO 拡張モジュールはデータベースへのアクセスのための一貫したインターフェースを提供し、 データベース固有
の PDO ドライバとともに使用します。 各ドライバはデータベース固有の関数を保持していることもありますが、 クエリの発行やデータの取得といった基本的な機能については PDO 関数がカバーしています。 この関数は、 PDO::__construct() で指定したドライバを使用しま
す。

PDO 拡張モジュールやドライバは、 共有モジュールとしてのビルドを想定していることに注意しましょう。 これにより、PECL からドライバをアップグレードする際に PHP そのものを再ビルドする必要がなくなります。

PHP 5.1.x のリリース時点では、PDO は広範囲に及ぶテストを済ませており ほとんどの環境でうまく動作するはずです。しかし、PDO やそのドライバは比較的歴史が浅く、 データベース固有の機能のいくつかを実装できていないということを理解しておくことが大切です。 新
しいプロジェクトで PDO を使用する際には、事前に動作検証を十分に行うようにしましょう。

既存のコードは、一般的にはこれまで存在したデータベース拡張モジュールに依存しています。 これらについてもメンテナンスが続けられます。

MySQL サポートの変更
PHP 4 では、MySQL 3 のサポートが組み込まれていました。 PHP 5.0 のリリース時には「mysql」および「mysqli」という 2 つの MySQL 拡張モジュールがありました。これらは、それぞれ MySQL < 4.1 および MySQL 4.1 以降をサポートするように設計されていました。
PHP でサポートされるあらゆるデータベースの API への高速なインターフェースを提供する PDO が公開されたことに伴い、PDO を使用して書かれた PHP コードでは、 PDO_MYSQL ドライバによって現行のいずれのバージョン (MySQL 3、4 あるいは 5) でもサポートするこ
とが可能となりました。これは、コンパイル時に使用した MySQL ライブラリのバージョンに依存します。 後方互換性を確保するためにこれまでの MySQL 拡張モジュールも残されていますが、 デフォルトでは有効になりません。

SQLite サポートの変更
PHP 5.0.x では、組み込みの sqlite 拡張モジュールで SQLite 2 がサポートされていました。 PHP 4.3 および PHP 4.4 でも、PECL 拡張モジュールとして同じものが使用可能でした。 PDO が公開されたことで、sqlite 拡張モジュールは 'sqlite2' という名前の PDO ドライバと
して機能するようになりました。このため、PHP 5.1.x での sqlite 拡張モジュールは PDO 拡張モジュールに依存しています。

PHP 5.1.x では、sqlite への接続用にいろいろなインターフェイスを公開しています。

sqlite 拡張モジュールでは "classic" な 手続き型/オブジェクト指向 API を提供しており、 これは以前のバージョンの PHP と同じように使用できます。 またこれとは別に PDO 'sqlite2' ドライバを提供しており、こちらは PDO API を使用して SQLite 2 データベースにアクセス
します。

さらに、PDO_SQLITE は 'sqlite' バージョン 3 ドライバを提供します。 SQLite バージョン 3 は SQLite バージョン 2 に比べて非常に優れていますが、 2 つのバージョンの間でファイルフォーマットに互換性がありません。

以前のバージョンの PHP で動作している SQLite ベースのプロジェクトがあるのなら、 ext/sqlite を使用し続ければ何の問題もありません。しかし、PDO および sqlite を明示的に有効にする必要があります。新しいプロジェクトの場合は、PDO および 'sqlite' (バージョン 3)
ドライバを使用すべきです。 これは SQLite 2 に比べて高速で、ロック処理が改善されており、 プリペアドステートメントやバイナリ列をネイティブにサポートしています。

SQLite 拡張モジュールを使用するには、PDO を有効にする必要があります。 もし PDO を共有モジュールとしてビルドしたのなら、 SQLite 拡張モジュールも同様に共有モジュールとする必要があります。 これは、PDO ドライバを提供している他のすべての拡張モジュールに
ついても同様です。

E_STRICT のチェック
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ひとつのスクリプトについてのみチェックしたいのであれば、 PHP コマンドラインの文法チェック機能を使用して E_STRICT エラーを抜き出すことができます。
php -d error_reporting=4095 -l script_to_check.php

大量のファイルをチェックするのなら、以下のシェルスクリプトで同様のことが可能です。
#!/bin/sh

directory=$1

shift

# チェックする拡張子を指定します
extensions="php inc"

check_file ()
{
  echo -ne "Doing PHP syntax check on $1 ..."

  # オプション
  ERRORS=`/www/php/bin/php -d display_errors=1 -d html_errors=0 -d error_prepend_string=" " -d error_append_string=" " -d error_reporting=4095 -l $1 | grep -v "No syntax errors detected"`

  if test -z "$ERRORS"; then
    echo -ne "OK."
  else
    echo -e "Errors found!\n$ERRORS"
  fi

  echo
}

# loop over remaining file args
for FILE in "$@" ; do
  for ext in $extensions; do
     if echo $FILE | grep "\.$ext$" > /dev/null; then
       if test -f $FILE; then
         check_file "$FILE"
       fi
     fi
  done
done

PHP 4 から PHP 5.0.x への移行
目次

PHP 5.0.x における変更点
下位互換性のない変更点
CLI と CGI
設定ファイルの移行
新しい関数
新しいディレクティブ
データベース
新しいオブジェクトモデル
エラー報告

PHP のバージョン移行ガイドも参照ください 5.1.x、 5.2.x および 5.3.x も参照ください。

PHP 5.0.x における変更点
PHP 5 および PHP 5 に組み込まれた Zend Engine 2 は、 PHP の性能と機能を著しく向上させました。 同時に既存のコードへの影響を最小限とするよう配慮されているため、 PHP 4 から 5 への移行は非常に簡単なはずです。 多くの既存の PHP 4 用のコードは、変更せずに動
作するはずです。 しかし、若干の差異に ついても知っておく必要があります。 また、実運用環境のバージョンを変更する前にあなたのコードを十分にテストする 必要があります。

下位互換性のない変更点
多くの既存の PHP 4 のコードは変更無しで動作するはずですが、 以下の下位互換性がない変更点について注意する必要があります。

新たな予約キーワードがいくつか あります。
strrpos() と strripos() は、 needle として文字列全体を使用するようになりました。
文字列オフセットの不正な使用は、E_WARNING ではなく E_ERROR を発生します。不正な使用の例は、次のようなものです。 $str = 'abc'; unset($str[0]);
array_merge() は、配列のみを指定できるよう 変更されました。配列以外の変数を指定した場合は、各パラメータ毎に E_WARNING が発生します。あなたのコードで 突然 E_WARNING が発生し始める可能性が あるため注意してください。
サーバー変数 PATH_TRANSLATED は、Apache2 SAPI では暗黙のうちに設定されません。 この動作は、Apache により設定されていない場合に SCRIPT_FILENAME と同じ値に 設定する PHP 4 と異なります。 この変更は、» CGI の規約に従う ためのものです。詳細について
は、 » bug #23610 を参照してください。 また、マニュアルの $_SERVER['PATH_TRANSLATED'] についての記述も参照してください。 この問題は、PHP のバージョン >= 4.3.2 でも影響を及ぼします。
定数 T_ML_CONSTANT は、 Tokenizerエクステンションで 定義されなくなりました。error_reporting にE_ALL を指定した場合、PHPは通知(notice)を生成します。 T_ML_CONSTANTは、全く使用されていませんが、 PHP 4 では定義されていました。PHP 4とPHP 5の両方におい
て、 // と /* */ は、共に T_COMMENT 定数と 解釈されます。 しかし、PHP5からPHPにより解釈されるようになった PHPDoc形式のコメント /** */ は、T_DOC_COMMENT と認識されます。
variables_order に "S"が含まれる場合に、$_SERVER が argc および argv と共に設定されます。 $_SERVERを作成しないような特別な設定を行った場合、 当然、argc および argv は 設定されません。 この変更は、CLI 版において variables_order の 設定によらず常に
argc および argv を作成するために行われました。 これにより、CLI 版では、常にグローバル変数 $argc および $argv が設定されるようになりました。
プロパティを持たないオブジェクトはもはや"空"とはみなされません。
クラスを使用する前に宣言する必要がある場合もあります。 これは、PHP 5 の新機能 (たとえば interfaces など) を使用する場合にのみ生じます。 その他の場合の動作は従来と同じです。
get_class(), get_parent_class() および get_class_methods() は、 ケース依存（大文字小文字を区別）で 宣言時に使用されたクラス/メソッドの名前を返すようになっています これにより、以前の動作（クラス名は小文字で返される）に依存している古いスクリプト では
問題を発生する可能性があります。 解決策としては、全てのスクリプトでこれらの関数を検索し、 strtolower()を使用するというものが考えられます。 このケース依存性に関する変更は、 自動的に定義される定数 __CLASS__, __METHOD__, および __FUNCTION__にも適用され

http://cgi-spec.golux.com/ncsa/
http://cgi-spec.golux.com/ncsa/
http://bugs.php.net/23610
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ます。 これらの値は、宣言時と同様に（ケース依存で）返されます。
ip2long() は、 無効なIPアドレスが関数の引数として渡された場合、 -1ではなく、FALSE を返すようになりました。
読み込まれるファイルの中で関数が宣言されている場合、それが return() の前もしくは後のどちらにあるかにかかわらず、 メインファイルの中でその関数を使用可能です。 このファイルが二度読み込まれると、関数が既に宣言済みであるため、 PHP 5 は致命的なエラーを
発生します。一方、PHP 4 ではエラーを発生しません。 ファイルが読み込み済であるかどうかを調べて 読みこまれたファ入ルの内容を条件分岐でかえすのではなく、 include_once() を使用することを推奨します。
Windows上で、 include_once() と require_once() は、まず、読みこまれるファイルのパスを正規化します。 これにより、A.php と a.php を読みこむ場合でもファイルは一度だけ読みこまれます。
関数に配列を値渡ししたときに、 関数の中で配列の内部ポインタが移動してもそれをリセットしなくなりました。 PHP 4 では、関数に配列を渡したときに、関数内での配列の内部ポインタがリセットされていました。 一方 PHP 5 では、配列を関数に渡すと、 関数内での
配列の内部ポインタの位置は配列が関数に渡されたときのままとなります。

例1 strrpos() と strripos() は、 needleとして文字列全体を使用する
<?php
var_dump(strrpos('ABCDEF','DEF')); //int(3)

var_dump(strrpos('ABCDEF','DAF')); //bool(false)
?>

例2 プロパティを持たないオブジェクトはもはや"空"とはみなされない
<?php
class test { }
$t = new test();

var_dump(empty($t)); // echo bool(false)

if ($t) {
    // 実行される
}
?>

以下の例はPHP 4では有効でしたが、PHP 5では致命的なエラーを 発生します。

例3 クラスは使用前に宣言する必要がある
<?php
$test = new fubar();
$test->barfu();

class fubar {
    function barfu() {
        echo 'fubar';
    }
}
?>

CLI と CGI
PHP 5 では、CLI および CGI のファイル名にいくつかの変更があります。 PHP 5 では、CGI版は php-cgi.exe に変更されました。 (以前は php.exe) CLI版はメインディレクトリに 置かれるようになりました。(以前は、cli/php.exe))

PHP 5では、新しいモード php-win.exe が追加されました。 これは、CLI版と同じですが、php-win は出力を行わず、コンソールを提供しない ところが異なります。("DOS窓"は現れません。) この動作は、php-gtk に似ています。

PHP 5では、CLI版は常にグローバル変数$argv と $argcを設定します。

設定ファイルの移行
SAPIモジュールの名前がphp4xxxからphp5xxxに変更されたため、 設定ファイルを変更する必要があります。 また、CLIおよびCGIのファイル名も変更されています。詳細については、 対応するセクションを 参照してください。

Apache の設定の移行は非常に簡単です。必要な変更については、 以下の例を参照してください。
# change this line:    
LoadModule php4_module /php/sapi/php4apache2.dll

# with this one:
LoadModule php5_module /php/php5apache2.dll

サーバ上でCGIモードでPHPを実行している場合、 CGI版の名前がphp.exeからphp-cgi.exeに変更されたことに注意する必要があります。 Apacheでは、以下のようにする必要があります。
# change this line:    
Action application/x-httpd-php "/php/php.exe" 

# with this one:
Action application/x-httpd-php "/php/php-cgi.exe"

他のWebサーバの場合、CGIまたはSAPIモジュールのファイル名を変更する 必要があります。

新しい関数
PHP 5 では、新しい関数がいくつかあります。 以下にそれらのリストを示します。

配列:

array_combine() - 配列１つをキー、他の配列をその値として指定し、配列を作成する
array_diff_uassoc() - ユーザが定義したコールバック関数により添字のチェックを行ない、 配列の差異を計算する。
array_udiff() - データ比較用のコールバック関数を用いて配列の比較を行う
array_udiff_assoc() -  
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添字の確認を行いつつ配列の比較を行う。データは、コールバック関数により 比較される。
array_udiff_uassoc() - 添字の確認を行いつつ配列の比較を行う。データは、コールバック関数により 比較される。添字確認もコールバック関数により行われる。
array_walk_recursive() - 配列の各メンバにユーザ関数を再帰的に適用する。
array_uintersect_assoc() - 添字の確認も含め、配列の共通項を計算する。 データの比較にはコールバック関数を使用する。
array_uintersect_uassoc() - 添字の確認も含め、配列の共通項を計算する。 データおよび添字の比較には、それぞれ個別のコールバック関数を使用する。
array_uintersect() - 添字の確認も含め、配列の共通項を計算する。 データの比較にはコールバック関数を使用する。

InterBase:

ibase_affected_rows() - 直近のクエリにより作用された行の数を返す
ibase_backup() - サービスマネージャのバックアップタスクを起動し、 ただちに戻る
ibase_commit_ret() - トランザクションを閉じることなくコミットする
ibase_db_info() - データベースに関する統計情報を得る
ibase_drop_db() - データベースを破棄する
ibase_errcode() - エラーコードを返す
ibase_free_event_handler() - 登録されているイベントハンドラをキャンセルする
ibase_gen_id() - ジェネレータIDをインクリメントし、新しい値を返す
ibase_maintain_db() - データベースサーバ上で管理用コマンドを実行する
ibase_name_result() - 結果セットに名前を付ける
ibase_num_params() - プリペアドクエリのパラメータの数を返す
ibase_param_info() - プリペアドクエリのパラメータに関する情報を返す
ibase_restore() - サービスマネージャのリストアタスクを起動し、 ただちに戻る
ibase_rollback_ret() - トランザクションをロールバックし、 トランザクションコンテキストに留まる
ibase_server_info() - データベースサーバについての統計情報を得る
ibase_service_attach() - サービスマネージャに 接続する
ibase_service_detach() - サービスマネージャとの接続を切る
ibase_set_event_handler() - イベントがポストされた時にコールされる コールバック関数を登録する
ibase_wait_event() - データベースによりポストされるイベントを待つ

iconv:

iconv_mime_decode() - MIMEヘッダフィールドをデコードする
iconv_mime_decode_headers() - 複数のMIMEヘッダフィールドを一度にデコードする
iconv_mime_encode() - MIMEヘッダフィールドを構築する
iconv_strlen() - 文字列の文字数を返す
iconv_strpos() - 対象文字列の中で指定した文字列が最初に表れる場所をみつける
iconv_strrpos() - 対象文字列の中で指定した文字列が最後に表れる場所をみつける
iconv_substr() - 文字列の一部を切り出す

ストリーム:

stream_copy_to_stream() - 一つのストリームから 別のストリームにデータをコピーする
stream_get_line() - ストリームリソースから指定したデリミタまで行を取得する
stream_socket_accept() - stream_socket_server()により作成されたソケット上の 接続を受け入れる
stream_socket_client() - インターネットまたは Unixドメインソケット接続を受け入れる
stream_socket_get_name() - ローカルまたはリモートソケットの名前を取得する
stream_socket_recvfrom() - 接続の有無によらずソケットからデータを受信する
stream_socket_sendto() - 接続の有無によらずソケットにメッセージを送信する
stream_socket_server() - インターネットまたはUnixドメインソケットを作成する

日付・時刻関連:

idate() - ローカルの時刻/日付を整数値としてフォーマットする
date_sunset() - 指定した日付および場所での日没時刻
date_sunrise() - 指定した日付および場所での日の出時刻
time_nanosleep() - 指定した秒/ナノ秒の待機

文字列:

str_split() - 文字列を配列に変換する
strpbrk() - 文字列の中で一連の文字のどれかを探す
substr_compare() - オフセット、最大文字長を指定して二つの文字列を比較を行う。 バイナリ対応で、オプションで大文字/小文字を無視できる。

その他:

convert_uudecode() - UUエンコードされた文字列を デコードする
convert_uuencode() - 文字列をUUエンコードする
curl_copy_handle() - cURL ハンドルを、 その設定も含めてコピーする
dba_key_split() - 文字列表現されたキーを配列表現に分割する
dbase_get_header_info() - dBaseデータベースのヘッダ情報を取得する
dbx_fetch_row() - DBX_RESULT_UNBUFFERED フラグがセットされたクエリ結果からレコードを取得する
fbsql_set_password() - 指定したユーザのパスワードを変更する
file_put_contents() - 文字列をファイルに書き込む
ftp_alloc() - アップロードされるファイル用の領域を確保する
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get_declared_interfaces() - 宣言済みの全インターフェイスを配列として返す
get_headers() - HTTPリクエストへのレスポンスとしてサーバに送信されたヘッダを 全て取得する
headers_list() - 送信された(または送信準備ができた)レスポンスヘッダのリストを返す
http_build_query() - URLエンコードされた クエリ文字列を生成する
image_type_to_extension() - getimagesize(), exif_read_data(), exif_thumbnail(), exif_imagetype()により返されるイメージ型の ファイル拡張子を得る
imagefilter() - カスタム引数を用いてイメージにフィルタを適用する
imap_getacl() - 指定したメールボックスのACLを取得する
ldap_sasl_bind() - SASLによりLDAPディレクトリにバインドする
pcntl_getpriority() - プロセスの優先度を取得する
mb_list_encodings() - サポートされる全てのエンコーディングの配列を返す
pcntl_getpriority() - 任意のプロセスの優先度を取得する
pcntl_wait() - waitpid() システムコールにより定義され、フォークされた子プロセスを 待つか、またはステータスを返す
pg_version() - クライアント、プロトコル、サーバのバージョン(取得可能な場合)を配列として返す
php_check_syntax() - 指定したファイルの構文を確認する
php_strip_whitespace() - コメントと 空白を除いたソースを返す
proc_nice() - カレントプロセスの優先度を変更する
pspell_config_data_dir() - 言語データファイルの 位置を変更する
pspell_config_dict_dir() - 主単語リストの位置を 変更する
setrawcookie() - 値を URL エンコードせずにクッキーを送信する
scandir() - 指定したパス内のファイルとディレクトリを一覧表示する
snmp_read_mib() - MIB ファイルを読み込み、アクティブなMIBツリーとしてパースする
sqlite_fetch_column_types() - 指定したテーブルのカラム型を配列として返す

注意:

Tidy 拡張モジュールの API も、 完全に変わりました。

新しいディレクティブ
php.ini にも変更が行われており、PHP 5でディレクティブが 追加されています。以下のそのリストを示します。

mail.force_extra_paramaters - 指定されたパラメータをextraパラメータとしてsendmailバイナリに強制的に追加 します。これらのパラメータは、セーフモードの場合でも mail() の5番目のパラメータの値を置換します。
register_long_arrays - は、古い $HTTP_*_VARS をPHPが登録するかどうかを設定します。
session.hash_function - は、ハッシュ関数を選択します。(MD5またはSHA-1)
session.hash_bits_per_character - は、バイナリハッシュデータを可読な形式に変換する際に各文字に保存するビット数 (4 から 6 まで)を指定します。
zend.ze1_compatibility_mode - Zend Engine 1 (PHP 4)互換モードを有効にします。

データベース
PHP 5では、データベースに関していくつかの変更があります。(MySQL および SQLite).

PHP 5では、ライセンス上の問題やその他の問題により、MySQLクライアントライブラリは バンドルされていません。 詳細については、 FAQエントリを参照してください。

新しい拡張モジュールとして、MySQL 4.1以降で動作するよう設計された MySQLi (Improved MySQL) もあります。

PHP 5以降、SQLite 拡張モジュールが PHPに組み込まれています。 SQLiteは、組み込み可能なSQLデータベースエンジンで、 (MySQLまたはPostgreSQLのような) 大きなデータベースサーバーへの接続に使用されるクライアントライブラリでは ありません。SQLiteは組み込み
可能なSQLデータベースエンジンで、 クライアントライブラリではなく、ディスク上のデータベースファイルから 直接読み書きします。

新しいオブジェクトモデル
PHP 5 では、新しいオブジェクトモデルが採用されています。 PHP におけるオブジェクトの処理は完全に書き直され、性能と機能が向上しています。 以前のバージョンでは、(integer や string といった) 通常の型と同じようにオブジェクトを扱っていました。 この方式の欠点
は、変数にオブジェクトを代入したり メソッドのパラメータとしてオブジェクトを渡した場合に オブジェクト全体がコピーされてしまうということでした。 新しい方式では、オブジェクトを指すハンドルを用いてオブジェクトを管理します。 値そのものを管理するのではなく
なります (ハンドルというのは、 要はそのオブジェクトの ID のことです)。

Many PHP programmers aren't even aware of the copying quirks of the old object model and, therefore, the majority of PHP applications will work out of the box, or with very few modifications.

新しいオブジェクトモデルについては 言語リファレンス を参照ください。

PHP 5 では、クラス名と同じ名前の関数がそのクラス内で定義されている場合にのみ それがコンストラクタとしてコールされます。 PHP 4 では、同じクラスだけでなく親クラスで定義されている場合にもコールされていました。

PHP 4 との互換性については、 zend.ze1_compatibility_mode ディレクティブも参照ください。

エラー報告
PHP 5 以降、エラー報告定数 E_STRICT が追加されました。値は 2048 です。 有効にすると、非推奨であったり将来の互換性が保証されていなかったりするコードを書いたときにメッセージが表示されます。

注意: E_ALL には E_STRICT は含まれないので、デフォルトでは有効にはなりません。 これらのメッセージを表示させるには、エラー報告レベルに E_STRICT を含めるよう設定しなければなりません。
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クラスとオブジェクト (PHP 4)
目次

クラス
extends
コンストラクタ
::
親クラス
オブジェクトのシリアル化 - セッションでのオブジェクト
特殊関数__sleep および __wakeup
コンストラクタの内部での参照
オブジェクトの比較
PHP 5におけるオブジェクトの比較

クラス
クラスは、変数およびこれらの変数で動作する関数の集まりです。 変数は var で、そして関数は function で定義します。 クラスは次のような構文により定義されます。
<?php
class Cart
{
    var $items;  // 買い物カゴの中のアイテム

    // $num 個の $artnr を買い物カゴに加えます
    function add_item ($artnr, $num)
    {
        $this->items[$artnr] += $num;
    }

    // $num 個の $artnr を買い物カゴから出します
    function remove_item ($artnr, $num)
    {
        if ($this->items[$artnr] > $num) {
            $this->items[$artnr] -= $num;
            return true;
        } elseif ($this->items[$artnr] == $num) {
            unset($this->items[$artnr]);
            return true;
        } else {
            return false;
        }
    }
}
?>

この例は、買い物カゴの中の物の連想配列と、買い物カゴにアイテムを加えたり 除いたりする二つの関数からなる Cart という名前のクラスを 定義します。

警告

複数のファイルで分割してクラスを定義することは できません。また、関数定義の内部分割されている 場合を除き、複数の PHP ブロックで分割してクラスを定義することも できません。次の例は正しく動作しません:

<?php
class test {
?>
<?php
    function test() {
        print 'OK';
    }
}
?>

しかし、次の例は許されます:

<?php
class test {
    function test() {
        ?>
        <?php
        print 'OK';
    }
}
?>

以下の注意書きはPHP 4に関するものです。

警告

名前stdClassは、Zendにより内部的に使用され、保 存されています。PHPでstdClassという名前のクラ スを使用することはできません。

警告

関数__sleepおよび__wakeupは、 PHPクラス内で使用される特殊な関数です。これらの関数に付随する特殊 な機能を使用する場合以外は、クラス内でこれらの名前を付けた関数を 使用することはできません。詳細な情報については、以下を参照ください。

警告
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PHP は、__ で始まる全ての関数名を特殊な関数として予約しています。 ドキュメントに記載された特殊関数の機能を使用する場合以外は、__ を含む関数名を使用しないことを推奨します。

PHP 4では、変数varについては定数による初期化の みが可能です。定数以外で初期化を行う場合には初期化関数が必要です。 この初期化関数は、オブジェクトがクラスから構築される際に自動的に コールされます。このような関数はコンストラクタと呼ばれます。(以下 参照)

<?php
class Cart
{
    /* 以下のコードはPHP 4では動作しません。 */
    var $todays_date = date("Y-m-d");
    var $name = $firstname;
    var $owner = 'Fred ' . 'Jones';
    /* Arrays containing constant values will, though. */
    var $items = array("VCR", "TV");
}

/* 以下に正しい方法を示します。 */
class Cart
{
    var $todays_date;
    var $name;
    var $owner;
    var $items = array("VCR", "TV");

    function Cart()
    {
        $this->todays_date = date("Y-m-d");
        $this->name = $GLOBALS['firstname'];
        /* 等など. . . */
    }
}
?>

クラスは型、つまり、実際の変数の雛型です。new演 算子により所望の型の変数を作成する必要があります。
<?php
$cart = new Cart;
$cart->add_item("10", 1);

$another_cart = new Cart;
$another_cart->add_item("0815", 3);
?>

この例は、クラスCartのオブジェクト$cartおよび $another_cartを作成します。 $cartオブジェクトの関数 add_idem() で、商品番号10の商品一つをカートに追加しています。 商品番号0815の商品3つが$another_cart に追加されています。

$cartと$another_cartは共に関数 add_item()、remove_item() と変数 items を有しています。これらは、異なる関数および変数です。 オブジェクトは、ファイルシステムのディレクトリに似たようなものであると 考えられます。ファイルシステムでは、別のディレクトリに置
く限り、 二つの異なるREADME.TXTを保持することが可能です。 ディレクトリではトップディレクトリから各ファイルにアクセスするには、 フルパス名を入力する必要がありますが、これと全く同様にコールしたい 関数の完全な名前を指定する必要があります。PHPの用語で
は、最上位の ディレクトリはグローバル名前空間であり、パス名のセパレータは、 -> となります。つまり、$cart->items と $another_cart->items は、二つの異なる変数です。 $cart->itemsという名前の変数は、 $cart->$itemsではない、つまり、PHP の変数名は ドル
記号 ($) を一つだけ有することに注意してください。

// 正しい、$は一つ
$cart->items  = array("10" => 1); 

// $cart->$items は、$cart->"" になるため、正しくない。
$cart->$items = array("10" => 1);

// 正しいが、意図しているかどうかによらず、
// $cart->$myvar は、 $cart->items となる
$myvar = 'items';
$cart->$myvar = array("10" => 1);

クラス定義の内部では、プログラムでアクセス可能なオブジェクト名を知ることはできません。 Cart クラスが書かれている時点では、そのオブジェクトの名前が後で $cart になるのか $another_cart になるのか、 それとも別のものになるのかはわかりません。 つまり、Cart
クラスの中では $cart->items と書くことはできないのです。代わりに、 クラスの中からそのクラス内の関数や変数にアクセスするために、 疑似変数 $this を使用することが可能です。 $this は、「自分自身の」または「カレントのオブジェクト」 と読み変えることができま
す。つまり、 '$this->items[$artnr] += $num' は、 「同じクラス内の配列 items の $artnr カウンタに $num を追加する」または「カレントオブジェクト内の配列 items の $artnr カウンタに $num を追加する」と読み変えることが可能です。

注意:

擬似変数 $this は、メソッドが静的にコールされた場合に 常に定義されるわけではありません。しかし、はっきりしていることは: もしメソッドが別のオブジェクトから静的にコールされている場合は $this が定義されるということです。 この場合、$this は呼び出
し元のオブジェクトとなります。 これを説明したのが次の例です:

<?php
class A
{
    function foo()
    {
        if (isset($this)) {
            echo '$this is defined (';
            echo get_class($this);
            echo ")\n";
        } else {
            echo "\$this is not defined.\n";
        }
    }
}

class B
{
    function bar()
    {
        A::foo();
    }
}

$a = new A();
$a->foo();
A::foo();
$b = new B();
$b->bar();
B::bar();
?>

上の例の出力は以下となります。
$this is defined (a)
$this is not defined.
$this is defined (b)
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$this is not defined.

注意:

クラスとオブジェクトを処理する優れた関数がいくつかあります。 クラス/オブジェクト関数 をざっとみてみると良いでしょう。

extends
他の既存のクラスに似た変数や関数を有するクラスが必要になることがよ くあります。実際、全てのプロジェクトで使用可能な一般的なクラスを定 義し、このクラスを特定のプロジェクトの各々の要求に合わせて調整する というのは、良いやり方です。これを簡単に行うにため
に、他のクラスを 拡張してクラス作成することが可能です。拡張あるいは派生クラスは、基 底クラスの全ての変数と関数を有します。(これは、実際には誰も亡くなっ ていませんが、'継承'と呼ばれます) この派生クラスには、派生クラスの 定義で追加したものも含まれます。ク
ラスから定義を取り除く、つまり、 既存の関数や変数を未定義とすることはできません。派生クラスは、常に 単一の基底クラスに依存します。つまり、多重継承は、サポートされてい ません。クラスは、キーワード 'extends' を用いて拡張されます。
<?php
class Named_Cart extends Cart
{
    var $owner;
  
    function set_owner ($name)
    {
        $this->owner = $name;
    }
}
?>

この例は、Cart の全ての変数及び関数に加えて変数$ownerと 関数 set_owner() を保持するクラス Named_Cart を定義しています。 この定義により、名前付きのカゴを通常の手段で作成し、カゴの保有者を 設定したり得たりすることができます。 名前付きのカゴで元のカゴ
クラスの関数を使うことも可能です。

$ncart = new Named_Cart;    // 名前付きの籠を作成
$ncart->set_owner("kris");  // 籠の所有者の名前を設定
print $ncart->owner;        // 籠の所有者を出力
$ncart->add_item("10", 1);  // (籠から継承された機能)

"親と子"と呼ばれる関係もあります。ある親クラスを作成し、 この親クラスに基づく新しいクラス、つまり、子クラスを extendsにより作成します。 この新しい子クラスを使用することやこの子クラスに基づき他の クラスを作成することが可能です。

注意:

クラスは、使用される前に定義されている必要があります! Cartを拡張した クラス Named_Cartを作成したい場合、 まず、Cartを定義する必要があります。 クラスNamed_Cartに基づき Yellow_named_cartという名前の他のクラスを 作成する場合、ま
ずNamed_Cartを定義する 必要があります。要するに、クラスの定義の順序は、重要です。

コンストラクタ
コンストラクタは、new によりクラスの新しいインスタンスを作成する際に自動的にコールされるクラス関数です。 ある関数が、クラス名と同じ名前を有している場合にコンストラクタになります。 コンストラクタが存在しない場合、 もし基底クラスのコンストラクタが存在
すれば、それがコールされます。
<?php
// PHP 3 および PHP 4で動作します
class Auto_Cart extends Cart
{
    function Auto_Cart()
    {
        $this->add_item ("10", 1);
    }
}
?>

この例は、Cart にコンストラクタを加えたクラス Auto_Cart を定義しています。 このコンストラクタは、"new" により新しい Auto_Cart が作成される度に 籠に10番の物を一つ保持するように初期化します。コンストラクタは、オ プションとして引数をとります。これによ
り、コンストラクタは非常に便 利なものとなります。このクラスをパラメータが指定されない場合でも使 用できるようにするには、コンストラクタに指定する全てのパラメータに デフォルト値を指定してください。
<?php
class Constructor_Cart extends Cart
{
    function Constructor_Cart($item = "10", $num = 1)
    {
        $this->add_item ($item, $num);
    }
}
 
// しつこいが、前の例と同じものを買う
$default_cart = new Constructor_Cart;
 
// 実際に買うものをカゴに入れる...
$different_cart = new Constructor_Cart("20", 17);
?>

@newのようにコンストラクタで発生するエラーの 出力を抑制するために@演算子を使用することが 可能です。例：@new

<?php
class A
{
    function A()
    {
        echo "Aのコンストラクタです<br>\n";
    }

    function B()
    {
        echo "クラスAのBという名前の通常の関数<br>\n";
        echo "Aのコンストラクタではありません<br>\n";
    }
}

class B extends A
{
}
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// これにより、B() がコンストラクタとしてコールされます。
$b = new B;
?>

クラスAの関数 B() は、意図されていない場合でも突然クラスB の コンストラクタになってしまいました。PHP 4 は、この関数が クラスBで定義されているかとかその関数が継承されているかどうかは 考慮しません。

警告

PHP では派生クラスのコンストラクタから基底クラスの コンストラクタを自動的にコールすることはできません。 上流のコンストラクタを適切にコールするように伝播させることは あなたの責任でやるべきことです。

デストラクタは、unset()またはスコープから でることにより、オブジェクトが破棄される度に自動的にコールされる関数です。 PHPにはデストラクタはありません。デストラクタの機能の多くを シミュレーションするには、代わりに register_shutdown_function() を使用しま
す。

::
警告

以下の記述は、PHP 4 以降でのみ有効です。

基底クラスの関数や変数を参照したり、まだ特定のインスタンスを持たない クラスの関数を参照したりできると便利であるような場合があります。 演算子 :: はこのような場合に使用されます。
<?php
class A
{
    function example()
    {
       echo "オリジナルの関数A::example().<br>\n";
    }
}

class B extends A
{
    function example()
    {
        echo "再定義された関数B::example().<br>\n";
        A::example();
    }
}

// クラスAのオブジェクトはありません
// この例は、「オリジナルの関数A::example().<br>」を出力しま
// す
A::example();

// クラスBのオブジェクトを作成
$b = new B;

// この例の出力は次のようになります。
//   再定義された関数B::example().<br>
//   オリジナルの関数A::example().<br>
$b->example();
?>

上の例では、関数 example() がクラスAでコールされていますが、クラスA のオブジェクトはありません。このため、$a->example() のように書くこと はできません。代わりに、example() を「クラス関数」、つまり、そのク ラスのオブジェクトではなく、クラス自体の関数
としてとしてコールしま す。

クラス関数はありますが、クラス変数はありません。実際、コールをする 時点ではオブジェクトは存在しません。つまり、クラス関数はどのオブジェ クト変数も使用することはできません。(しかし、ローカル変数やグロー バル変数は使用可能です。)また、$thisを 使用するこ
とはできません。

上の例では、クラスBは関数 example() を再定義しています。クラスAの元 の定義は隠され、::演算子を使用してクラスAの example() の実装を明示的 に参照しない限り利用できなくなっています。これを行うには、 A::example() と書いてください (実際には、次節で示すよう
に parent::example() と書く必要があります)。

この状況では、カレントのオブジェクトがあり、オブジェクト変数を保持 することが可能です。つまり、オブジェクト関数の内部で使用された場合、 $thisおよびオブジェクト変数を使用することが可能です。

親クラス
基底クラスの変数と関数を参照するコードを書くことが可能です。これは、 派生クラスが基底クラスのコードを特定の用途向けに改造したりする場合 には、特に有用です。

コードの基底クラスのリテラル名を使用する代わりに、特別な名前 parentを使用する必要があります。この名前は、 クラスのextends宣言で指定された基底クラスの名前 を指しています。これにより、基底クラスの名前を複数の場所で使用する ことを避けることが可能です。
実装の際に継承ツリーを変更した場合でも、 変更は簡単で、クラスの extends 宣言を変更するだけですみます。
<?php
class A
{
    function example()
    {
        echo "A::example()です。基本関数を提供します。<br>\n";
    }
}

class B extends A
{
    function example()
    {
        echo "B::example()です。付加的な機能を提供します。<br>\n";
        parent::example();
    } 
}

$b = new B;
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// B::example()をコールし、この関数の中からA::example()がコールされます。
$b->example();
?>

オブジェクトのシリアル化 - セッションでのオブジェクト
serialize() は、PHPで保存可能な全ての値のバイト ストリーム表現を有する文字列を返します。 unserialize() は、この文字列を使用して元の変数 値を再生することが可能です。オブジェクトを保存するためにシリアル化 を行うと、オブジェクトの全ての変数が保存されます。
オブジェクトの関 数は保存されません。クラス名だけが保存されます。

オブジェクトの unserialize() を可能とするために、 そのオブジェクトのクラスが定義される必要があります。つまり、クラス Aのオブジェクト$aを page1.php で定義し、 これをシリアル化した場合、 クラスAを指す文字列が得られ、そこには、$aに含まれる変数の全ての値
が含まれます。page2.php でこの文字列を非シリアル化したい場合、クラ スAの$aを再生します。クラスAの定義が、page2.php に 現れます。これは、 例えば、クラスAのクラス定義をインクルードファイルの中に保存し、 page1.php および page2.php の中で共にこの
ファイルを読み込むことに より実行可能です。
<?php
// classa.inc:
  
  class A 
  {
      var $one = 1;
    
      function show_one()
      {
          echo $this->one;
      }
  }
  
// page1.php:

  include("classa.inc");
  
  $a = new A;
  $s = serialize($a);
  // page2.phpが見付られる場所に$sを保存
  $fp = fopen("store", "w");
  fwrite($fp, $s);
  fclose($fp);

// page2.php:
  
  // これは非シリアル化が正しく動作するために必要
  include("classa.inc");

  $s = implode("", @file("store"));
  $a = unserialize($s);

  // オブジェクト$aの関数show_one()を使用する
  $a->show_one();
?>

セッションを使用している場合に、オブジェクトを登録するために session_register()を使用すると、これらのオブジェ クトは各PHPページの最後で自動的にシリアル化され、次のページで自動 的に非シリアル化されます。これは、基本的に、これらのオブジェクトが 一旦セッ
ション変数となると、全てのページに現れることを意味します。

全てのページでこれらのクラスを実際には使用しない場合でも、 全てのページでこのような登録された全てのオブジェクトのクラス定義を読み込むことを強く推奨します。 これを行わずに、クラス定義が存在しない状態でオブジェクトが非シリアル化された場合、 クラスの相関
が失われてすべての関数が利用できなくなるため、 __PHP_Incomplete_Class_Name クラスのオブジェクトは利用価値がかなり低くなります。

このため、上の例で、session_register("a")を実行 することにより $a がセッションの一部となった場合、page1.php および page2.php だけでなく、全てのページでファイル classa.inc を読み込むべきです。

特殊関数__sleep および __wakeup
serialize() は、クラスに特殊な名前 __sleep の関数があるかどうかを調べます。 もしあれば、シリアル化の前にその関数を実行します。 この関数で、オブジェクトをクリアすることができます。 またこの関数は、シリアル化するオブジェクトについて、 すべての変数の名前を
配列で返すことが前提となっています。 このメソッドが何も返さなかった場合は、NULL がシリアル化され、E_NOTICE が発生します。

典型的な __sleep の使用法は、 途中のデータをコミットしたり、 似たようなタスクのクリアを行うといったものです。 また、オブジェクトが非常に大きく、かつ、完全に保存する必要がない場合、 この関数が有用です。

逆に、 unserialize() は、特殊な名前 __wakeup を有する関数が存在するかどうかを確認し ます。これが存在する場合、この関数は、そのオブジェクトが有する全て のリソースを再構築することが可能です。

典型的な__wakeupの使用法は、シリアル化により失っ たデータベース接続を全て再度復旧したり、その他の再初期化作業を実行 したりといったものです。

コンストラクタの内部での参照
コンストラクタの中で参照を作成すると結果が混乱する可能性があります。 本節ではチュートリアル形式で説明しますが、 この問題を避けるために役立つはずです。
<?php
class Foo
{
    function Foo($name)
    {
        // 内部への参照グローバル配列 $globalref を作成
        global $globalref;
        $globalref[] = &$this;
        // name を指定した値に設定
        $this->setName($name);
        // それを出力
        $this->echoName();
    }

    function echoName()
    {
        echo "<br>",$this->Name;
    }
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    function setName($name)
    {
        $this->Name = $name;
    }
}
?>

コピー演算子 = により作成された $bar1 と 参照演算子 =& により作成された $bar2 の間の差異があるかどうかを 確認してみましょう。
<?php
$bar1 = new foo('set in constructor');
$bar1->echoName();
$globalref[0]->echoName();

/* 出力:
set in constructor
set in constructor
set in constructor */

$bar2 =& new foo('set in constructor');
$bar2->echoName();
$globalref[1]->echoName();

/* 出力:
set in constructor
set in constructor
set in constructor */
?>

明らかに違いはありませんが、実際には動作は非常に異なっています。つまり、 $bar1 と $globalref[0] は参照されておらず、同じ変数でもありません。 これは、"new" がデフォルトで参照を返さず、代わりにコピーを返すためです。

注意: (PHP 4 以降ではリファレンスカウンティングを使用しているため)、 参照ではなくコピーを返すことで性能が低下することはありません。逆に 多くの場合、参照を使うよりも単純にコピーを使った方が良い結果となります。 これは、参照の作成には時間がかか
りますが、コピーの作成には 理想的には時間が全くかからないからです (ただし、大きな配列 またはオブジェクトでその一つが変更されると、次々に参照先の他の要素に 参照先に波及するといった場合を除きます)。

上記の記述が正しいことを示すために以下のコードを見てみましょう。
<?php
// ここで、name を変更してみます。どうなるでしょうか?
// $bar と $globalref[0] の両方共名前が変わると予想するかもしれません...
$bar1->setName('set from outside');

// 前記のようにこの場合は違います。
$bar1->echoName();
$globalref[0]->echoName();

/* 出力: 
set from outside
set in constructor */

// $bar2 と $globalref[1] の差を見てみましょう
$bar2->setName('set from outside');

// うまく行けば、値が等しいだけでなく、同じ変数となります。
// つまり、$bar2->Name と $globalref[1]->Name も同じになります。
$bar2->echoName();
$globalref[1]->echoName();

/* 出力: 
set from outside 
set from outside */
?>

最後に別の例について考えてみてください。
<?php      
class A {
    function A($i) {
        $this->value = $i;
        // ここで参照を使う必要がない理由を考えてみてください
        $this->b = new B($this);
    }

    function createRef() {
        $this->c = new B($this);
    }

    function echoValue() {
        echo "<br>","class ",get_class($this),': ',$this->value;
    }
}

class B {
    function B(&$a) {
        $this->a = &$a;
    }

    function echoValue() {
        echo "<br>","class ",get_class($this),': ',$this->a->value;
    }
}

// 以下の単純なコピーが、* 印を付けた行で望ましくない結果を生む理由を
// 考えてみてください。
$a =& new A(10);
$a->createRef();

$a->echoValue();
$a->b->echoValue();
$a->c->echoValue();

$a->value = 11;

$a->echoValue();
$a->b->echoValue(); // *
$a->c->echoValue();

?>

上の例の出力は以下となります。
class A: 10
class B: 10
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class B: 10
class A: 11
class B: 11
class B: 11

オブジェクトの比較
PHP4では、とてもシンプルな作法でオブジェクトを比較できます。すなわち、 二つのオブジェクトは同じ属性と同じ値を持ち、同じクラスのインスタンス である場合には等しいのです。二つのオブジェクトを比較演算子 (===)で比較した場合でも同様のルールとなります。

以下の例のようなコードを実行するとしましょう:

例1 PHP 4におけるオブジェクトの比較の例
<?php
function bool2str($bool) {
    if ($bool === false) {
            return 'FALSE';
    } else {
            return 'TRUE';
    }
}

function compareObjects(&$o1, &$o2) {
    echo 'o1 == o2 : '.bool2str($o1 == $o2)."\n";
    echo 'o1 != o2 : '.bool2str($o1 != $o2)."\n";
    echo 'o1 === o2 : '.bool2str($o1 === $o2)."\n";
    echo 'o1 !== o2 : '.bool2str($o1 !== $o2)."\n";
}

class Flag {
    var $flag;

    function Flag($flag=true) {
            $this->flag = $flag;
    }
}

class SwitchableFlag extends Flag {

    function turnOn() {
        $this->flag = true;
    }

    function turnOff() {
        $this->flag = false;
    }
}

$o = new Flag();
$p = new Flag(false);
$q = new Flag();

$r = new SwitchableFlag();

echo "同じ引数で生成されたインスタンスの比較\n";
compareObjects($o, $q);

echo "\n違う引数で生成されたインスタンスの比較\n";
compareObjects($o, $p);

echo "\n親クラスとそのサブクラスのインスタンスの比較\n";
compareObjects($o, $r);
?>

上の例の出力は以下となります。
    
同じ引数で生成されたインスタンスの比較
o1 == o2 : TRUE
o1 != o2 : FALSE
o1 === o2 : TRUE
o1 !== o2 : FALSE

違う引数で生成されたインスタンスの比較
o1 == o2 : FALSE
o1 != o2 : TRUE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE

親クラスとそのサブクラスのインスタンスの比較
o1 == o2 : FALSE
o1 != o2 : TRUE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE

比較のルールに基づいた結果が得られたと思います。 その属性に同じ値を持ち、かつ同じクラスから生成されたインスタンスだけが 等しいとみなされます。

複合的なオブジェクトの場合であっても、同じ比較ルールが適用されます。 以下の例では、Flagオブジェクトの連想配列 が格納されてるコンテナが生成されています。

例2 PHP4における複合的なオブジェクトの比較
<?php
class FlagSet {
    var $set;

    function FlagSet($flagArr = array()) {
        $this->set = $flagArr;
    }

    function addFlag($name, $flag) {
        $this->set[$name] = $flag;
    }

    function removeFlag($name) {
        if (array_key_exists($name, $this->set)) {
            unset($this->set[$name]);
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        }
    }
}

$u = new FlagSet();
$u->addFlag('flag1', $o);
$u->addFlag('flag2', $p);
$v = new FlagSet(array('flag1'=>$q, 'flag2'=>$p));
$w = new FlagSet(array('flag1'=>$q));

echo "\nComposite objects u(o,p) and v(q,p)\n";
compareObjects($u, $v);

echo "\nu(o,p) and w(q)\n";
compareObjects($u, $w);
?>

上の例の出力は以下となります。
Composite objects u(o,p) and v(q,p)
o1 == o2 : TRUE
o1 != o2 : FALSE
o1 === o2 : TRUE
o1 !== o2 : FALSE

u(o,p) and w(q)
o1 == o2 : FALSE
o1 != o2 : TRUE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE

PHP 5におけるオブジェクトの比較
警告

この拡張モジュールは、 実験的 なものです。この拡張モジュールの動作・ 関数名・その他ドキュメントに書かれている事項は、予告なく、将来的な PHP のリリースにおいて変更される可能性があります。 このモジュールは自己責任で使用してください。

PHP 5では、オブジェクトの比較はPHP 4よりも複雑になり、 オブジェクト指向言語で期待される動作により近くなります。 (PHP 5はオブジェクト指向言語ではありません)

比較演算子(==)を用いた場合、 オブジェクト変数は単純に比較されます。つまり、 同じ属性と値を有し、同じクラスのインスタンスである場合に 二つのオブジェクトのインスタンスが等しくなります。

一方、identity演算子(===)の場合、 オブジェクト変数は、同じクラスの同じインスタンスを参照する場合のみ 等しくなります。

これらの規則を明確にするための例を示します。

例1 PHP 5のオブジェクト比較の例
<?php
function bool2str($bool) {
    if ($bool === false) {
            return 'FALSE';
    } else {
            return 'TRUE';
    }
}

function compareObjects(&$o1, &$o2) {
    echo 'o1 == o2 : '.bool2str($o1 == $o2)."\n";
    echo 'o1 != o2 : '.bool2str($o1 != $o2)."\n";
    echo 'o1 === o2 : '.bool2str($o1 === $o2)."\n";
    echo 'o1 !== o2 : '.bool2str($o1 !== $o2)."\n";
}

class Flag {
    var $flag;

    function Flag($flag=true) {
            $this->flag = $flag;
    }
}

class OtherFlag {
    var $flag;

    function OtherFlag($flag=true) {
            $this->flag = $flag;
    }
}

$o = new Flag();
$p = new Flag();
$q = $o;
$r = new OtherFlag();

echo "Two instances of the same class\n";
compareObjects($o, $p);

echo "\nTwo references to the same instance\n";
compareObjects($o, $q);

echo "\nInstances of two different classes\n";
compareObjects($o, $r);
?>
この例の出力は以下のようになります。

Two instances of the same class
o1 == o2 : TRUE
o1 != o2 : FALSE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE
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Two references to the same instance
o1 == o2 : TRUE
o1 != o2 : FALSE
o1 === o2 : TRUE
o1 !== o2 : FALSE

Instances of similarly named classes in different namespaces
o1 == o2 : FALSE
o1 != o2 : TRUE
o1 === o2 : FALSE
o1 !== o2 : TRUE

PHP のデバッグ
目次

PHP のデバッグについて

PHP のデバッグについて
PHP の内部機能としてはデバッガはサポートされていませんが、 外部デバッガモジュールを使用することが出来ます。 » Zend IDE にはデバッガが付属していますし DBG(» http://dd.cron.ru/dbg/) や » Advanced PHP Debugger(APD)、 » Xdebug といったフリーの外部デ
バッガモジュールもあります。

Configure オプション
目次

中心となる configure オプションのリスト

中心となる configure オプションのリスト
以下のリストは、Unix 系の環境で PHP をコンパイルする際に用いられる configure スクリプトのオプションの一部です。 ほとんどのオプションはそれぞれの拡張モジュールのリファレンスページで 説明されており、ここにはありません。最新の configure オプションの 完全
なリストを得るには、PHP のソースディレクトリで autoconf を実行した後、./configure --help を実行してください（インストールと設定 も参照ください）。--prefix=PREFIX のような追加の configure オプションについて興味がある方は、 » GNU configure のドキュ
メントが 参考になるでしょう。

注意:

これらの設定はコンパイル時にのみ使用可能です。PHP の動作を 実行時に設定したい場合は、実行時設定 の章を参照ください。

一般
PHP の動作
サーバ

PHP の Configure オプション

注意:

これらのオプションは PHP 4.1.0 の時点でのものです。 しかし、中にはもっと古い PHP 有効なものがあるかもしれません。 古いバージョンをコンパイルされる場合、 おそらくいくつかのオプションは使えないでしょう。

一般的なオプション

--enable-debug

デバッグシンボルつきでコンパイルします。

--with-layout=TYPE

インストールされるファイルのレイアウトを設定します。Type には PHP（デフォルト）または GNU のどちらかが指定できます。

--with-pear=DIR

PEAR を DIR（デフォルトは PREFIX/lib/php）にインストールします。

--without-pear

http://www.zend.com/en/products/studio/
http://dd.cron.ru/dbg/
http://pecl.php.net/apd
http://xdebug.org/
http://www.airs.com/ian/configure/
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PEAR をインストールしません。

--enable-sigchild

PHP 独自の SIGCHLD ハンドラを有効にします。

--disable-rpath

実行時にライブラリの検索パスを追加できないようにします。

--enable-libgcc

明示的に libgcc とリンクします。

--enable-php-streams

実験的な PHP ストリーム機能を組み込みます。PHP そのものをテストする 目的以外では使用しないでください。

--with-zlib-dir[=DIR]

zlib のインストールディレクトリを指定します。

--enable-trans-sid

透過的なセッション ID の伝播を有効にします。PHP 4.1.2 以前でのみ 有効です。PHP 4.2.0 以降、この機能は常に有効となっています。

--with-tsrm-pthreads

POSIX スレッドを使用します（デフォルト）。

--enable-shared[=PKGS]

共有ライブラリをビルドします [default=yes]。

--enable-static[=PKGS]

静的ライブラリをビルドします [default=yes]。

--enable-fast-install[=PKGS]

インストール速度を上げるように最適化します [default=yes]。

--with-gnu-ld

C コンパイラが GNU ld を使用するとみなします [default=no]。

--disable-libtool-lock

ロックを回避します（並列ビルドに失敗する可能性があります）。

--with-pic

PIC/non-PIC オブジェクトのどちらか一方のみを使用するようにします [default=use both]。

--enable-memory-limit

メモリ制限（memory limit）のサポートつきでコンパイルします (PHP 5.2.1 以降では使用できず、常に有効となります)。

--disable-url-fopen-wrapper

URL を指定した fopen で、HTTP や FTP を経由してファイルを開く機能を無効にします (PHP 5.2.5 以降では使用できません)。

--enable-versioning

要求されるシンボルのみをエクスポートします。 詳細な情報は INSTALL を参照ください。

PHP オプション

--enable-maintainer-mode

一般の利用者にとってあまり便利でない（そして時に混乱のもととなる） make ルールや依存性を有効にします。

--with-config-file-path=PATH

php.ini を探すパスを設定します。デフォルト値は PREFIX/lib です。

--enable-safe-mode

セーフモードをデフォルトで有効にします。
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--with-exec-dir[=DIR]

セーフモード時には、このディレクトリにある実行ファイルのみ実行を許可します。 デフォルト値は /usr/local/php/bin です。

--enable-magic-quotes

magic quotes をデフォルトで有効にします。

--disable-short-tags

開始タグの短縮形 <? をデフォルトで無効にします。

--enable-zend-multibyte

言語パーサおよびスキャナ内でのマルチバイトコードの実行を有効にします。 このオプションをつけて PHP をコンパイルすると、 declare 言語構造で encoding ディレクティブを使えるようになります。

--with-libdir

Unix システムにおいて、PHP をビルドするためのライブラリがあるディレクトリを指定します。 64 ビットシステムでは、この引数を --with-libdir=lib64 のようにして lib64 ディレクトリを指定しなければ鳴りません。

SAPI オプション

以下のリストには、PHP で有効な SAPI（Server Application Programming Interface）が含まれています。

--with-aolserver=DIR

インストールされている AOLserver のパスを指定します。

--with-apxs[=FILE]

Apache 共有モジュールをビルドします。FILE は Apache apxs ツールへの パスで、デフォルトは apxs です。Apache のソース Tarball に含まれる apxs を指定するのではなく、そのシステムに実際にインストールされている バージョンの apxs を指定するようにしま
しょう。

--with-apache[=DIR]

静的 Apache モジュールをビルドします。DIR は Apache のビルドディレクトリで、 デフォルトは /usr/local/apache です。

--with-mod_charset

（ロシアの Apache 用の）mod_charset のための変換テーブルを 有効にします。

--with-apxs2[=FILE]

Apache 2.0 共有モジュールをビルドします。FILE は、オプションで指定する Apache apxs ツールへのパスです。デフォルトは apxs です。

--with-caudium=DIR

PHP を、Caudium で使用する Pike モジュールとしてビルドします。 DIR は Caudium サーバのディレクトリで、デフォルトは /usr/local/caudium/server です。

--disable-cli

PHP 4.3.0 で使用可能になりました。PHP の CLI バージョンのビルドを 無効にします（自動的に --without-pear も指定されます）。詳細な情報は PHP をコマンドラインから使用する を参照ください。

--enable-embed[=TYPE]

組み込み SAPI ライブラリのビルドを有効にします。TYPE は shared あるいは static のいずれかで、デフォルトは shared です。 PHP 4.3.0 で使用可能になりました。

--with-fhttpd[=DIR]

fhttpd モジュールをビルドします。DIR は fhttpd のソースディレクトリで、 デフォルトは /usr/local/src/fhttpd です。 PHP 4.3.0 以降、このオプションは使用できなくなりました。

--with-isapi=DIR

PHP を、Zeus の ISAPI モジュールとしてビルドします。

--with-nsapi=DIR

インストール済みの Netscape/iPlanet/SunONE Webserver へのパスを指定します。

--with-phttpd=DIR

このオプションについての情報はありません。

--with-pi3web=DIR

PHP を Pi3Web のモジュールとしてビルドします。

--with-roxen=DIR

PHP を Pike モジュールとしてビルドします。DIR は Roxen の ディレクトリで、通常は /usr/local/roxen/server です。
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--enable-roxen-zts

Zend Thread Safety を使用した Roxen モジュールをビルドします。

--with-servlet[=DIR]

サーブレットのサポートを含めます。DIR は JSDK のインストールディレクトリです。 java 拡張モジュールが共有ライブラリとしてビルドされていることが 前提条件です。

--with-thttpd=SRCDIR

PHP を thttpd モジュールとしてビルドします。

--with-tux=MODULEDIR

PHP を TUX モジュールとしてビルドします（Linux 限定）。

--with-webjames=SRCDIR

PHP を WebJames モジュールとしてビルドします（RISC OS 限定）。

--disable-cgi

PHP の CGI バージョンをビルドしないようにします。 PHP 4.3.0 で使用可能になりました。

PHP 5.3.0 以降、この引数は FastCGI を有効にするようになりました。それより前のバージョンでは --enable-fastcgi を使って有効にしなければなりませんでした。

--enable-force-cgi-redirect

サーバ内でのリダイレクトの際のセキュリティチェックを有効にします。 Apache で CGI バージョンを稼動させる場合、このオプションを 使用すべきです。

PHP 5.3.0 以降、この引数はデフォルトで有効になったため、もう存在しません。 これを無効にするには、ini ディレクティブ cgi.force_redirect に 0 を設定しなければなりません。

--enable-discard-path

有効にすると、PHP の CGI バイナリを web ディレクトリツリーの外に 配置できるようになります。これで .htaccess によるセキュリティを 回避できなくなります。

PHP 5.3.0 以降、この引数はデフォルトで無効になったため、もう存在しません。 これを有効にするには、ini ディレクティブ cgi.discard_path に 1 を設定しなければなりません。

--with-fastcgi

PHP を FastCGI アプリケーションとしてビルドします。PHP 4.3.0 以降、 このオプションは使用できません。代わりに --enable-fastcgi を使用してください。

--enable-fastcgi

有効にすると、CGI モジュールが FastCGI のサポートつきでビルドされます。 PHP 4.3.0 で使用可能になりました。

PHP 5.3.0 以降、この引数は存在しません。かわりに --enable-cgi を使って有効化するようになりました。

--disable-path-info-check

無効にすると、/info.php/test?a=b のようなパスは 動作しません。PHP 4.3.0 で使用可能になりました。詳細な情報は » Apache マニュアル を参照ください。

php.ini ディレクティブ
目次

php.ini ディレクティブのリスト
php.ini のセクション一覧
コア php.ini ディレクティブに関する説明

php.ini ディレクティブのリスト
以下のリストには、PHP の設定を行うための php.ini ディレクティブが 含まれます。

設定オプション
名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴

allow_call_time_pass_reference "1" PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.0 で PHP_INI_ALL。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
allow_url_fopen "1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.3.4 で PHP_INI_ALL。
allow_url_include "0" PHP_INI_ALL PHP 5 で PHP_INI_SYSTEM。PHP 5.2.0 以降で使用可能。
always_populate_raw_post_data "0" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 で PHP_INI_ALL。 PHP 4.1.0 以降で利用可能。
apc.cache_by_default "1" PHP_INI_ALL APC <= 3.0.12 で PHP_INI_SYSTEM。APC 3.0.0 以降で利用可能。

http://httpd.apache.org/docs/2.2/mod/core.html#acceptpathinfo
http://httpd.apache.org/docs/2.2/mod/core.html#acceptpathinfo


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

apc.enabled "1" PHP_INI_SYSTEM APC 2 で PHP_INI_SYSTEM、APC <= 3.0.12 で PHP_INI_ALL。
apc.enable_cli "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.7 以降で利用可能。
apc.file_update_protection "2" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.6 以降で利用可能。
apc.filters NULL PHP_INI_SYSTEM  
apc.gc_ttl "3600" PHP_INI_SYSTEM  
apc.include_once_override "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.12 以降で利用可能。
apc.localcache "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.14 以降で利用可能。
apc.localcache.size "512" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.14 以降で利用可能。
apc.max_file_size "1M" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.7 以降で利用可能。
apc.mmap_file_mask NULL PHP_INI_SYSTEM  
apc.num_files_hint "1000" PHP_INI_SYSTEM  
apc.optimization "0" PHP_INI_ALL APC 2 で PHP_INI_SYSTEM、APC 3.0.13 で削除。
apc.report_autofilter "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.11 以降で利用可能。
apc.rfc1867 "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.13 以降で利用可能。
apc.rfc1867_freq "0" PHP_INI_SYSTEM  
apc.rfc1867_name "APC_UPLOAD_PROGRESS" PHP_INI_SYSTEM  
apc.rfc1867_prefix "upload_" PHP_INI_SYSTEM  
apc.shm_segments "1" PHP_INI_SYSTEM  
apc.shm_size "30" PHP_INI_SYSTEM  
apc.slam_defense "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.stat "1" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.10 以降で利用可能。
apc.stat_ctime "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.13 以降で利用可能。
apc.ttl "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.user_entries_hint "4096" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.user_ttl "0" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.0 以降で利用可能。
apc.write_lock "1" PHP_INI_SYSTEM APC 3.0.11 以降で利用可能。
apd.bitmask "0" PHP_INI_ALL apd 0.9 で削除。
apd.dumpdir NULL PHP_INI_ALL  
apd.statement_tracing "0" PHP_INI_ALL apd 0.9 以降で利用可能。
arg_separator "&" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 で削除。
arg_separator.input "&" PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.5 以降で利用可能
arg_separator.output "&" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
asp_tags "0" PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.0 で PHP_INI_ALL。
assert.active "1" PHP_INI_ALL  
assert.bail "0" PHP_INI_ALL  
assert.callback NULL PHP_INI_ALL  
assert.quiet_eval "0" PHP_INI_ALL  
assert.warning "1" PHP_INI_ALL  
auto_append_file NULL PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 で PHP_INI_ALL。
auto_detect_line_endings "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
auto_globals_jit "1" PHP_INI_PERDIR PHP 5.0.0 以降で利用可能。
auto_prepend_file NULL PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 で PHP_INI_ALL。
axis2.client_home "~/work/axisc/c/deply" PHP_INI_ALL  
axis2.enable_exception "1" PHP_INI_ALL  
axis2.enable_trace "1" PHP_INI_ALL  
axis2.log_path "/tmp" PHP_INI_ALL  
bcmath.scale "0" PHP_INI_ALL  
bcompiler.enabled "1" PHP_INI_ALL bcompiler 0.8 以降で利用可能。
birdstep.max_links "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 以降で利用可能。
blenc.key_file "/usr/local/etc/blenckeys" PHP_INI_ALL  
browscap NULL PHP_INI_SYSTEM  
cgi.check_shebang_line "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 以降で利用可能。
cgi.discard_path "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 以降で利用可能。
cgi.fix_pathinfo "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 5.2.0 で PHP_INI_ALL、PHP 4.3.0 以降で利用可能。
cgi.force_redirect "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 5.2.0 で PHP_INI_ALL、PHP 4.2.0 以降で利用可能。
cgi.nph "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.5 以降で利用可能。
cgi.redirect_status_env NULL PHP_INI_SYSTEM PHP <= 5.2.0 で PHP_INI_ALL、PHP 4.2.0 以降で利用可能。
cgi.rfc2616_headers "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
child_terminate "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
coin_acceptor.autoreset "On" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 で削除。
coin_acceptor.auto_initialize "Off" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
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coin_acceptor.auto_reset "On" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
coin_acceptor.command_function "Off" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.3 以降で利用可能。
coin_acceptor.delay "53132" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
coin_acceptor.delay_coins "53132" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
coin_acceptor.delay_prom "55748" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
coin_acceptor.device "/dev/ttyS1" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 で削除。
coin_acceptor.lock_on_close "Off" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
coin_acceptor.start_unlocked "On" PHP_INI_ALL coin_acceptor 0.2 以降で利用可能。
com.allow_dcom "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.5 以降で利用可能
com.autoregister_casesensitive "1" PHP_INI_ALL PHP 4 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.1.0 以降で利用可能。
com.autoregister_typelib "0" PHP_INI_ALL PHP 4 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.1.0 以降で利用可能。
com.autoregister_verbose "0" PHP_INI_ALL PHP 4 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.1.0 以降で利用可能。
com.code_page "" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
com.typelib_file "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.5 以降で利用可能
crack.default_dictionary NULL PHP_INI_PERDIR crack <= 0.2 で PHP_INI_SYSTEM。PHP 4.0.5 以降で利用可能。PHP 5.0.0 で削除。
daffodildb.default_host "localhost" PHP_INI_ALL  
daffodildb.default_password "daffodil" PHP_INI_ALL  
daffodildb.default_socket NULL PHP_INI_ALL  
daffodildb.default_user "DAFFODIL" PHP_INI_ALL  
daffodildb.port "3456" PHP_INI_ALL  
date.default_latitude "31.7667" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
date.default_longitude "35.2333" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
date.sunrise_zenith "90.583333" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
date.sunset_zenith "90.583333" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
date.timezone "" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で利用可能。
dba.default_handler "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.3 以降で利用可能。
dbx.colnames_case "unchanged" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
default_charset "" PHP_INI_ALL  
default_mimetype "text/html" PHP_INI_ALL  
default_socket_timeout "60" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
define_syslog_variables "0" PHP_INI_ALL この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
detect_unicode "1" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
disable_classes "" php.ini only PHP 4.3.2 以降で利用可能。
disable_functions "" php.ini only PHP 4.0.1 以降で利用可能。
display_errors "1" PHP_INI_ALL  
display_startup_errors "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.3 以降で利用可能。
docref_ext "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.2 以降で利用可能。
docref_root "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
doc_root NULL PHP_INI_SYSTEM  
enable_dl "1" PHP_INI_SYSTEM この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
engine "1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
error_append_string NULL PHP_INI_ALL  
error_log NULL PHP_INI_ALL  
error_prepend_string NULL PHP_INI_ALL  
error_reporting NULL PHP_INI_ALL  
etpan.default.charset "utf-8" PHP_INI_ALL  
etpan.default.protocol "imap" PHP_INI_ALL  
exif.decode_jis_intel "JIS" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
exif.decode_jis_motorola "JIS" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
exif.decode_unicode_intel "UCS-2LE" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
exif.decode_unicode_motorola "UCS-2BE" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
exif.encode_jis "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
exif.encode_unicode "ISO-8859-15" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
expect.logfile "" PHP_INI_ALL  
expect.loguser "1" PHP_INI_ALL  
expect.timeout "10" PHP_INI_ALL  
expose_php "1" php.ini のみ  
extension NULL php.ini のみ  
extension_dir "/path/to/php" PHP_INI_SYSTEM  
fastcgi.impersonate "0" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 5.2.0 で PHP_INI_ALL。PHP 4.3.0 以降で利用可能。
fastcgi.logging "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 5.2.0 で PHP_INI_ALL。PHP 4.4.0 以降で利用可能。
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fbsql.allow_persistant "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。PHP 4.2.0 で削除。
fbsql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で利用可能。
fbsql.autocommit "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.batchSize "1000" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
fbsql.batchsize "1000" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で利用可能。
fbsql.default_database "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.default_database_password "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.default_host NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.default_password "" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.default_user "_SYSTEM" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.generate_warnings "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.max_connections "128" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.max_links "128" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.max_results "128" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。
fbsql.mbatchSize "1000" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.6 以降で利用可能。PHP 4.2.0 で削除。
fbsql.show_timestamp_decimals "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.5 以降で利用可能。
file_uploads "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL。PHP 4.0.3 以降で利用可能。
filter.default "unsafe_raw" PHP_INI_PERDIR filter <= 0.9.4 では PHP_INI_ALL。PHP 5.2.0 以降で利用可能。
filter.default_flags NULL PHP_INI_PERDIR filter <= 0.9.4 では PHP_INI_ALL。PHP 5.2.0 以降で利用可能。
from "" PHP_INI_ALL  
gd.jpeg_ignore_warning "0" PHP_INI_ALL PHP 5.1.3 以降で利用可能。
geoip.custom_directory NULL PHP_INI_ALL geoip 1.0.1 以降で利用可能。
geoip.database_standard "GeoIP.dat" PHP_INI_ALL geoip 1.0.1 で削除。
gpc_order "GPC" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 で削除。
hidef.ini_path (char*)default_ini_path PHP_INI_SYSTEM  
highlight.bg "#FFFFFF" PHP_INI_ALL この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
highlight.comment "#FF8000" PHP_INI_ALL  
highlight.default "#0000BB" PHP_INI_ALL  
highlight.html "#000000" PHP_INI_ALL  
highlight.keyword "#007700" PHP_INI_ALL  
highlight.string "#DD0000" PHP_INI_ALL  
html_errors "1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_SYSTEM。PHP 4.0.2 以降で利用可能。
htscanner.config_file ".htaccess" PHP_INI_SYSTEM  
htscanner.default_docroot "/" PHP_INI_SYSTEM  
htscanner.default_ttl "300" PHP_INI_SYSTEM htscanner 0.6.0 以降で利用可能。
htscanner.stop_on_error "0" PHP_INI_SYSTEM htscanner 0.7.0 以降で利用可能。
http.allowed_methods "" PHP_INI_ALL pecl_http 0.4.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.allowed_methods_log "" PHP_INI_ALL pecl_http 0.12.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.cache_log "" PHP_INI_ALL pecl_http 0.8.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.composite_log "" PHP_INI_ALL pecl_http 0.12.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.etag.mode "MD5" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.etag_mode "MD5" PHP_INI_ALL pecl_http 0.12.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.force_exit "1" PHP_INI_ALL pecl_http 0.18.0 以降で利用可能。
http.log.allowed_methods "" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.log.cache "" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.log.composite "" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.log.not_found "" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.log.redirect "" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.ob_deflate_auto "0" PHP_INI_PERDIR pecl_http 0.21.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.ob_deflate_flags "0" PHP_INI_ALL pecl_http 0.21.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.ob_inflate_auto "0" PHP_INI_PERDIR pecl_http 0.21.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.ob_inflate_flags "0" PHP_INI_ALL pecl_http 0.21.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.only_exceptions "0" PHP_INI_ALL pecl_http 0.11.0 以降で利用可能。
http.persistent.handles.ident "GLOBAL" PHP_INI_ALL pecl_http 1.5.0 以降で利用可能。
http.persistent.handles.limit "-1" PHP_INI_SYSTEM pecl_http 1.5.0 以降で利用可能。
http.redirect_log "" PHP_INI_ALL pecl_http 0.12.0 以降で利用可能。pecl_http 1.0.0 で削除。
http.request.datashare.connect "0" PHP_INI_SYSTEM pecl_http 1.3.0 以降で利用可能。
http.request.datashare.cookie "0" PHP_INI_SYSTEM pecl_http 1.3.0 以降で利用可能。
http.request.datashare.dns "1" PHP_INI_SYSTEM pecl_http 1.3.0 以降で利用可能。
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http.request.datashare.ssl "0" PHP_INI_SYSTEM pecl_http 1.3.0 以降で利用可能。
http.request.methods.allowed "" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.request.methods.custom "" PHP_INI_PERDIR pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.send.deflate.start_auto "0" PHP_INI_PERDIR pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.send.deflate.start_flags "0" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.send.inflate.start_auto "0" PHP_INI_PERDIR pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.send.inflate.start_flags "0" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
http.send.not_found_404 "1" PHP_INI_ALL pecl_http 1.0.0 以降で利用可能。
hyerwave.allow_persistent "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.2 で削除。
hyperwave.allow_persistent "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.2 以降で利用可能。PHP 5.0.0 で削除。
hyperwave.default_port "418" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 で削除。
ibase.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
ibase.dateformat "%Y-%m-%d" PHP_INI_ALL  
ibase.default_charset NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
ibase.default_db NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能。
ibase.default_password NULL PHP_INI_ALL  
ibase.default_user NULL PHP_INI_ALL  
ibase.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
ibase.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
ibase.timeformat "%H:%M:%S" PHP_INI_ALL  
ibase.timestampformat "%Y-%m-%d %H:%M:%S" PHP_INI_ALL  
ibm_db2.binmode "1" PHP_INI_ALL  
ibm_db2.i5_allow_commit "0" PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.4.9 以降で利用可能。
ibm_db2.i5_dbcs_alloc "0" PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.5.0 以降で利用可能。
ibm_db2.instance_name NULL PHP_INI_SYSTEM ibm_db2 1.0.2 以降で利用可能。
iconv.input_encoding "ISO-8859-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
iconv.internal_encoding "ISO-8859-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
iconv.output_encoding "ISO-8859-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
ifx.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.blobinfile "1" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.byteasvarchar "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.charasvarchar "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.default_host NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.default_password NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.default_user NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.1 で削除。
ifx.nullformat "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ifx.textasvarchar "0" PHP_INI_ALL PHP 5.2.1 で削除。
ignore_repeated_errors "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
ignore_repeated_source "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
ignore_user_abort "0" PHP_INI_ALL  
imlib2.font_cache_max_size "524288" PHP_INI_ALL  
imlib2.font_path "/usr/share/php/fonts/" PHP_INI_ALL  
implicit_flush "0" PHP_INI_ALL PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_PERDIR。
include_path ".;/path/to/php/pear" PHP_INI_ALL  
ingres.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ingres.array_index_start "1" PHP_INI_ALL ingres 1.4.0 以降で利用可能。
ingres.blob_segment_length "4096" PHP_INI_ALL ingres 1.2.0 以降で利用可能。
ingres.cursor_mode "0" PHP_INI_ALL ingres 1.1 以降で利用可能。
ingres.default_database NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ingres.default_password NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ingres.default_user NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ingres.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ingres.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ingres.report_db_warnings "1" PHP_INI_ALL ingres 1.1 以降で利用可能。
ingres.timeout "-1" PHP_INI_ALL ingres 1.4.0 以降で利用可能。
ingres.trace_connect "0" PHP_INI_ALL ingres 1.2.1 以降で利用可能。
ircg.control_user "nobody" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ircg.keep_alive_interval "60" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
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ircg.max_format_message_sets "12" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ircg.shared_mem_size "6000000" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
ircg.work_dir "/tmp/ircg" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
last_modified "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
ldap.base_dn NULL PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 で削除。
ldap.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
log.dbm_dir "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.1 で削除。
log_errors "0" PHP_INI_ALL  
log_errors_max_len "1024" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
magic_quotes_gpc "1" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL。PHP 5.3.0 で非推奨。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
magic_quotes_runtime "0" PHP_INI_ALL この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
magic_quotes_sybase "0" PHP_INI_ALL この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
mail.add_x_header "0" PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 5.3.0 以降で利用可能。
mail.force_extra_parameters NULL php.ini のみ PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mail.log "" PHP_INI_ALL PHP 5.3.0 以降で利用可能。
mailparse.def_charset "us-ascii" PHP_INI_ALL PHP 4.1.0 以降で利用可能。PHP 4.2.0 で削除。
maxdb.default_db NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.default_host NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.default_pw NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.default_user NULL PHP_INI_ALL  
maxdb.long_readlen "200" PHP_INI_ALL  
max_execution_time "30" PHP_INI_ALL  
max_input_nesting_level "64" PHP_INI_PERDIR PHP 4.4.8 以降で利用可能。PHP 5.0.0 で削除。
max_input_time "-1" PHP_INI_PERDIR PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mbstring.detect_order NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で利用可能。
mbstring.encoding_translation "0" PHP_INI_PERDIR PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mbstring.func_overload "0" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.3 から PHP 5.2.6 ではPHP_INI_SYSTEM | PHP_INI_PERDIR。 PHP 4.2.0 以降で利用可能。
mbstring.http_input "pass" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で利用可能。
mbstring.http_output "pass" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で利用可能。
mbstring.internal_encoding NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で利用可能。
mbstring.language "neutral" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.2.6以前では PHP_INI_PERDIR。
mbstring.script_encoding NULL PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mbstring.strict_detection "0" PHP_INI_ALL PHP 5.1.2 以降で利用可能。
mbstring.substitute_character NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で利用可能。
mcrypt.algorithms_dir NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。
mcrypt.modes_dir NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。
memcache.allow_failover "1" PHP_INI_ALL memcache 2.0.2 以降で利用可能。
memcache.chunk_size "8192" PHP_INI_ALL memcache 2.0.2 以降で利用可能。
memcache.default_port "11211" PHP_INI_ALL memcache 2.0.2 以降で利用可能。
memcache.hash_function "crc32" PHP_INI_ALL memcache 2.2.0 以降で利用可能。
memcache.hash_strategy "standard" PHP_INI_ALL memcache 2.2.0 以降で利用可能。
memcache.max_failover_attempts "20" PHP_INI_ALL memcache 2.1.0 以降で利用可能。
memory_limit "128M" PHP_INI_ALL  
mime_magic.debug "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mime_magic.magicfile "/path/to/php/magic.mime" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能。
msql.allow_persistent "1" PHP_INI_ALL  
msql.max_links "-1" PHP_INI_ALL  
msql.max_persistent "-1" PHP_INI_ALL  
mssql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
mssql.batchsize "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.4 以降で利用可能。
mssql.charset "" PHP_INI_ALL PHP 5.1.2 以降で利用可能。
mssql.compatability_mode "0" PHP_INI_ALL  
mssql.connect_timeout "5" PHP_INI_ALL  
mssql.datetimeconvert "1" PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 以降で利用可能。
mssql.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mssql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mssql.max_procs "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mssql.min_error_severity "10" PHP_INI_ALL  
mssql.min_message_severity "10" PHP_INI_ALL  
mssql.secure_connection "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mssql.textlimit "-1" PHP_INI_ALL  
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mssql.textsize "-1" PHP_INI_ALL  
mssql.timeout "60" PHP_INI_ALL PHP 4.1.0 以降で利用可能。
mysql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
mysql.connect_timeout "60" PHP_INI_ALL PHP <= 4.3.2 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mysql.default_host NULL PHP_INI_ALL  
mysql.default_password NULL PHP_INI_ALL  
mysql.default_port NULL PHP_INI_ALL  
mysql.default_socket NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.1 以降で利用可能。
mysql.default_user NULL PHP_INI_ALL  
mysql.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mysql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
mysql.trace_mode "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
mysqli.default_host NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mysqli.default_port "3306" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mysqli.default_pw NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mysqli.default_socket NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mysqli.default_user NULL PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mysqli.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能。
mysqli.reconnect "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能。
namazu.debugmode "0" PHP_INI_ALL  
namazu.lang NULL PHP_INI_ALL  
namazu.loggingmode "0" PHP_INI_ALL  
namazu.sortmethod NULL PHP_INI_ALL  
namazu.sortorder NULL PHP_INI_ALL  
nsapi.read_timeout "60" PHP_INI_ALL PHP 4.3.3 以降で利用可能。
oci8.default_prefetch "10" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
oci8.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
oci8.old_oci_close_semantics "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
oci8.persistent_timeout "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
oci8.ping_interval "60" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
oci8.privileged_connect "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
oci8.statement_cache_size "20" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.2 以降で利用可能。
odbc.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.check_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.defaultbinmode "1" PHP_INI_ALL  
odbc.defaultlrl "4096" PHP_INI_ALL  
odbc.default_db NULL PHP_INI_ALL  
odbc.default_pw NULL PHP_INI_ALL  
odbc.default_user NULL PHP_INI_ALL  
odbc.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
odbc.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
odbtp.datetime_format "object" PHP_INI_ALL  
odbtp.detach_default_queries "0" PHP_INI_ALL  
odbtp.guid_format "string" PHP_INI_ALL odbtp 1.1.3 以降で利用可能。
odbtp.interface_file "/usr/local/share/odbtp.conf" PHP_INI_ALL  
odbtp.truncation_errors "1" PHP_INI_ALL  
opendirectory.default_separator "/" PHP_INI_ALL opendirectory 0.2.2 で削除。
opendirectory.max_refs "-1" PHP_INI_ALL  
opendirectory.separator "/" PHP_INI_ALL opendirectory 0.2.2 以降で利用可能。
open_basedir NULL PHP_INI_ALL PHP < 5.2.3 では PHP_INI_SYSTEM。
oracle.allow_persistent "-1" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 で削除。
oracle.max_links "-1" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 で削除。
oracle.max_persistent "-1" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 で削除。
output_buffering "0" PHP_INI_PERDIR  
output_handler NULL PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.4 以降で利用可能。
pam.servicename "php" PHP_INI_ALL  
pcre.backtrack_limit "100000" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 以降で利用可能。
pcre.recursion_limit "100000" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 以降で利用可能。
pdo_odbc.connection_pooling "strict" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で利用可能。
pdo_odbc.db2_instance_name NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.1 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
pfpro.defaulthost "test-payflow.verisign.com" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
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pfpro.defaultport "443" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
pfpro.defaulttimeout "30" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
pfpro.proxyaddress "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
pfpro.proxylogon "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
pfpro.proxypassword "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
pfpro.proxyport "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 5.1.0 で削除。
pgsql.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM  
pgsql.auto_reset_persistent "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で利用可能。
pgsql.ignore_notice "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
pgsql.log_notice "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
pgsql.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM  
pgsql.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM  
phar.extract_list "" PHP_INI_ALL phar 1.1.0 以降で利用可能。
phar.readonly "1" PHP_INI_ALL  
phar.require_hash "1" PHP_INI_ALL  
post_max_size "8M" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_SYSTEM。 PHP 4.0.3 以降で利用可能。
precision "14" PHP_INI_ALL  
printer.default_printer "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.6 以降で利用可能。PHP 4.1.1 で削除。
python.append_path "" PHP_INI_ALL  
python.prepend_path "." PHP_INI_ALL  
realpath_cache_size "16K" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.0 以降で利用可能。
realpath_cache_ttl "120" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.0 以降で利用可能。
register_argc_argv "1" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL
register_globals "0" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL。PHP 5.3.0 で非推奨。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
register_long_arrays "1" PHP_INI_PERDIR PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.3.0 で非推奨。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
report_memleaks "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
report_zend_debug "1" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
request_order "" PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 5.3.0 以降で利用可能。
runkit.internal_override "0" PHP_INI_SYSTEM  
runkit.superglobal "" PHP_INI_PERDIR  
safe_mode "0" PHP_INI_SYSTEM この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_allowed_env_vars "PHP_" PHP_INI_SYSTEM この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_exec_dir "" PHP_INI_SYSTEM この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_gid "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.1.0 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_include_dir NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 4.1.0 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
safe_mode_protected_env_vars "LD_LIBRARY_PATH" PHP_INI_SYSTEM この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
sendmail_from NULL PHP_INI_ALL  
sendmail_path "/usr/sbin/sendmail -t -i" PHP_INI_SYSTEM  
serialize_precision "100" PHP_INI_ALL PHP 4.3.2 以降で利用可能。
session.auto_start "0" PHP_INI_ALL  
session.bug_compat_42 "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
session.bug_compat_warn "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
session.cache_expire "180" PHP_INI_ALL  
session.cache_limiter "nocache" PHP_INI_ALL  
session.cookie_domain "" PHP_INI_ALL  
session.cookie_httponly "" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 以降で利用可能。
session.cookie_lifetime "0" PHP_INI_ALL  
session.cookie_path "/" PHP_INI_ALL  
session.cookie_secure "" PHP_INI_ALL PHP 4.0.4 以降で利用可能。
session.entropy_file "" PHP_INI_ALL  
session.entropy_length "0" PHP_INI_ALL  
session.gc_dividend "100" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 4.3.2 で削除。
session.gc_divisor "100" PHP_INI_ALL PHP 4.3.2 以降で利用可能。
session.gc_maxlifetime "1440" PHP_INI_ALL  
session.gc_probability "1" PHP_INI_ALL  
session.hash_bits_per_character "4" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
session.hash_function "0" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
session.name "PHPSESSID" PHP_INI_ALL  
session.referer_check "" PHP_INI_ALL  
session.save_handler "files" PHP_INI_ALL  
session.save_path "" PHP_INI_ALL  
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session.serialize_handler "php" PHP_INI_ALL  
session.use_cookies "1" PHP_INI_ALL  
session.use_only_cookies "1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
session.use_trans_sid "0" PHP_INI_ALL PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL。PHP <= 5 では PHP_INI_PERDIR。 PHP 4.0.3 以降で利用可能。
session_pgsql.create_table "1" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.db "host=localhost dbname=php_session user=nobody" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.disable "0" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.failover_mode "0" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.gc_interval "3600" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.keep_expired "0" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.sem_file_name "/tmp/php_session_pgsql" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.serializable "0" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.short_circuit "0" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.use_app_vars "0" PHP_INI_SYSTEM  
session_pgsql.vacuum_interval "21600" PHP_INI_SYSTEM  
short_open_tag "1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.0 では PHP_INI_ALL、PHP < 5.3.0 では PHP_INI_PERDIR。
simple_cvs.authMethod "0" PHP_INI_ALL  
simple_cvs.compressionLevel "0" PHP_INI_ALL  
simple_cvs.cvsRoot "0" PHP_INI_ALL  
simple_cvs.host "0" PHP_INI_ALL  
simple_cvs.moduleName "0" PHP_INI_ALL  
simple_cvs.userName "0" PHP_INI_ALL  
simple_cvs.workingDir "0" PHP_INI_ALL  
SMTP "localhost" PHP_INI_ALL  
smtp_port "25" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
soap.wsdl_cache "1" PHP_INI_ALL PHP 5.1.5 以降で利用可能。
soap.wsdl_cache_dir "/tmp" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
soap.wsdl_cache_enabled "1" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
soap.wsdl_cache_limit "5" PHP_INI_ALL PHP 5.1.5 以降で利用可能。
soap.wsdl_cache_ttl "86400" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
sql.safe_mode "0" PHP_INI_SYSTEM  
sqlite.assoc_case "0" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。
sybase.allow_persistent "1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP <= 4.0.3 では PHP_INI_SYSTEM。
sybase.hostname NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 で削除。
sybase.interface_file "" PHP_INI_ALL  
sybase.login_timeout "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 で削除。
sybase.max_links "-1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP <= 4.0.3 では PHP_INI_SYSTEM。
sybase.max_persistent "-1" PHP_INI_ALL PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP <= 4.0.3 では PHP_INI_SYSTEM。
sybase.min_client_severity "10" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 で削除。
sybase.min_error_severity "10" PHP_INI_ALL  
sybase.min_message_severity "10" PHP_INI_ALL  
sybase.min_server_severity "10" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 で削除。
sybase.timeout "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 で削除。
sybct.allow_persistent "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.2 以降で使用可能。PHP 4.0.3 で削除。
sybct.deadlock_retry_count "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
sybct.hostname NULL PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 4.0.3 で削除。
sybct.login_timeout "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。
sybct.max_links "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.2 以降で使用可能。PHP 4.0.3 で削除。
sybct.max_persistent "-1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.0.2 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.2 以降で使用可能。PHP 4.0.3 で削除。
sybct.min_client_severity "10" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 4.0.3 で削除。
sybct.min_server_severity "10" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。PHP 4.0.3 で削除。
sybct.packet_size "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.5 以降で利用可能。
sybct.timeout "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.2 以降で利用可能。
sysvshm.init_mem "10000" PHP_INI_ALL  
tidy.clean_output "0" PHP_INI_USER PHP 5 では PHP_INI_PERDIR。PHP 5.0.0 以降で利用可能。
tidy.default_config "" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.0.0 以降で利用可能。
track_errors "0" PHP_INI_ALL  
track_vars "1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.3 で削除。
unserialize_callback_func NULL PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 以降で利用可能。
uploadprogress.file.filename_template "/tmp/upt_%s.txt" PHP_INI_ALL  
upload_max_filesize "2M" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3では、PHP_INI_ALL
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max_file_uploads 20 PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.12 以降で利用可能。
upload_tmp_dir NULL PHP_INI_SYSTEM  
url_rewriter.tags "a=href,area=href,frame=src,form=,fieldset=" PHP_INI_ALL PHP 4.0.4 以降で利用可能。
user_agent NULL PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
user_dir NULL PHP_INI_SYSTEM  
user_ini.cache_ttl "300" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 以降で利用可能。
user_ini.filename ".user.ini" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 以降で利用可能。
valkyrie.auto_validate "0" PHP_INI_ALL  
valkyrie.config_path NULL PHP_INI_ALL  
variables_order "EGPCS" PHP_INI_PERDIR  
velocis.max_links "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.2.0 で削除。
vld.active "0" PHP_INI_SYSTEM  
vld.execute "1" PHP_INI_SYSTEM vld 0.8.0 以降で利用可能。
vld.skip_append "0" PHP_INI_SYSTEM vld 0.8.0 以降で利用可能。
vld.skip_prepend "0" PHP_INI_SYSTEM vld 0.8.0 以降で利用可能。
xbithack "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
xdebug.auto_profile "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 で削除。
xdebug.auto_profile_mode "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 で削除。
xdebug.auto_trace "0" PHP_INI_ALL  
xdebug.collect_includes "1" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.collect_params "0" PHP_INI_ALL  
xdebug.collect_return "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.collect_vars "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.default_enable "1" PHP_INI_ALL Xdebug 1 では PHP_INI_SYSTEM。
xdebug.dump.COOKIE NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.ENV NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.FILES NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.GET NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.POST NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.REQUEST NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.SERVER NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump.SESSION NULL PHP_INI_ALL  
xdebug.dump_globals "1" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.dump_once "1" PHP_INI_ALL  
xdebug.dump_undefined "0" PHP_INI_ALL  
xdebug.extended_info "1" PHP_INI_SYSTEM Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.idekey "" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.manual_url "http://www.php.net" PHP_INI_ALL  
xdebug.max_nesting_level "100" PHP_INI_ALL  
xdebug.output_dir "/tmp" PHP_INI_PERDIR Xdebug <= 1.2.0 では PHP_INI_SYSTEM。Xdebug 2.0.0 で削除。
xdebug.profiler_aggregate "0" PHP_INI_PERDIR Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.profiler_append "0" PHP_INI_PERDIR Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.profiler_enable "0" PHP_INI_PERDIR Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.profiler_enable_trigger "0" PHP_INI_PERDIR Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.profiler_output_dir "/tmp" PHP_INI_PERDIR Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.profiler_output_name "cachegrind.out.%p" PHP_INI_PERDIR Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.remote_autostart "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.remote_enable "0" PHP_INI_PERDIR  
xdebug.remote_handler "dbgp" PHP_INI_ALL  
xdebug.remote_host "localhost" PHP_INI_ALL  
xdebug.remote_log "" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.remote_mode "req" PHP_INI_ALL  
xdebug.remote_port "9000" PHP_INI_ALL  
xdebug.show_exception_trace "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.show_local_vars "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.show_mem_delta "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.trace_format "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.trace_options "0" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.trace_output_dir "/tmp" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.trace_output_name "trace.%c" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.var_display_max_children "128" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
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xdebug.var_display_max_data "512" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xdebug.var_display_max_depth "3" PHP_INI_ALL Xdebug 2.0.0 以降で利用可能。
xmlrpc_errors "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.1.0 以降で利用可能。
xmlrpc_error_number "0" PHP_INI_ALL PHP 4.1.0 以降で利用可能。
xmms.path "/usr/bin/xmms" PHP_INI_ALL  
xmms.session "0" PHP_INI_ALL  
y2k_compliance "1" PHP_INI_ALL  
yami.response.timeout "5" PHP_INI_ALL yami 1.0.1 以降で利用可能。
yaz.keepalive "120" PHP_INI_ALL  
yaz.log_file NULL PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.0.0 で削除。
yaz.log_mask NULL PHP_INI_ALL yaz 1.0.3 以降で利用可能。
yaz.max_links "100" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.0.0 で削除。
zend.enable_gc "1" PHP_INI_ALL PHP 5.3.0 以降で利用可能。
zend.ze1_compatibility_mode "0" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.3.0 で削除。
zend_extension NULL php.ini のみ  
zend_extension_debug NULL php.ini のみ  
zend_extension_debug_ts NULL php.ini のみ  
zend_extension_ts NULL php.ini のみ  
zlib.output_compression "0" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
zlib.output_compression_level "-1" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。
zlib.output_handler "" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。

php.ini のセクション一覧
この一覧では、ホスト単位やパス単位で PHP の設定を行いたい場合に設定する php.ini のセクションをまとめます。これらのセクションはオプションです。

これらのセクションは、PHP に直接影響を及ぼすわけではありません。 さまざまな php.ini ディレクティブをひとまとめにして、 それを特定のホストや特定のパスにだけ適用する場合に使用します。

これらのセクションは CGI/FastCGI モードでのみ使用します。 extension および zend_extension ディレクティブは設定できません。

セクション
名前 変更の可否 変更履歴

[HOST=] PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 で追加。
[PATH=] PHP_INI_SYSTEM PHP 5.3.0 で追加。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。
[HOST=<host>]

このセクションで指定した php.ini ディレクティブは、 指定した名前のホスト上でのみ有効となります。

例1 dev. ドメインではエラーを画面に表示させるようにする例
[HOST=dev.site.com]
error_reporting = E_ALL
display_errors = On

[PATH=<path>]

このセクションで指定した php.ini ディレクティブは、 指定したパスで実行したスクリプトでのみ有効となります。

例2 保護エリア内でのスクリプトのセキュリティ確保
[PATH=/home/site/public/secure]
auto_prepend_file=security.php

コア php.ini ディレクティブに関する説明
このリストには、PHPを設定する際に使用可能なコア php.ini ディレクティブが 含まれています。拡張モジュールにより処理されるディレクティブは、それぞれの 拡張モジュールのドキュメントページにリストと詳細が記述されています。 例えば、セッション用ディレクティブ
に関する情報は、 セッションのページにあります。

httpd オプション
httpd オプション

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
async_send "0" PHP_INI_ALL  
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言語オプション
言語およびその他の設定オプション

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
short_open_tag "1" PHP_INI_ALL PHP 4.0.0 で PHP_INI_ALL、PHP < 5.3.0 で PHP_INI_PERDIR
asp_tags "0" PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.0 で PHP_INI_ALL
precision "14" PHP_INI_ALL  
y2k_compliance "1" PHP_INI_ALL  
allow_call_time_pass_reference "1" PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.0 で PHP_INI_ALL
disable_functions "" php.ini のみ PHP 4.0.1 以降で利用可能。
disable_classes "" php.ini のみ PHP 4.3.2 以降で利用可能。
expose_php "1" php.ini のみ  
zend.ze1_compatibility_mode "0" PHP_INI_ALL PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.3.0 で削除。
detect_unicode "1" PHP_INI_ALL PHP 5.1.0 以降で利用可能。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

short_open_tag boolean

PHP タグの短縮型 (<? ?>) を使用 可能にするかどうかを設定します。PHPをXMLと組み合わせて用いる 場合は、<?xml ?>をファイル中で用 いるためにこのオプションをオフにする必要があります。オンにし た場合にPHPでXMLを出力するには、例えば、次のようにしま
す。 <?php echo '<?xml version="1.0"?>'; ?> これをオフにした場合、長い方の形式のタグ (<?php ?>)を使用する必要があります。

注意:

このディレクティブは、<? echoと同じ形式の ショートカット<?=も影響を受けます。 このショートカットを使用するには、 short_open_tagをonとする 必要があります。

asp_tags boolean
ASP 形式のタグ <% %> を通常のタグ <?php ?> に加えて使用可能にします。 このスイッチにより、出力の短縮形 <%= $value %> も 使用できるようになります。 詳細な情報は、 HTML からのエスケープを参照ください。

precision integer
浮動小数点数に関して表示される最大桁数を指定します。

y2k_compliance boolean
2000年問題対応を強制します (2000年問題非対応のブラウザにおいて、 問題が発生する可能性があります)。

allow_call_time_pass_reference boolean

関数のコール時に引数が参照で渡された場合に、警告するかどうかを設定します。 推奨される方法は、関数宣言時に参照渡しとするべき引数を指定することです。 将来のバージョンでの動作を保障するために、 このオプションを off とし、 スクリプトがこの状態で正しく
動作することを確認することが推奨されます (この機能を使用する度に警告が発生します)。

関数コール時に参照で引数を渡すことは、コードの明解さを損なうために 廃止されています。関数は、引数が参照渡しであると宣言されて いない場合でも、文書化されていない方法で、その引数を修正できます。 副作用を回避するためには、どの引数を参照渡しとするか
を関数宣言でのみ 指定すると良いでしょう。

PHP5 では allow_call_time_pass_reference は非推奨となります。 PHP 5.3.0 より前のバージョンではこの機能を使うと E_COMPILE_WARNING が発生し、PHP 5.3.0 以降では E_DEPRECATED となります。

参照に関する説明も 参照ください。

expose_php boolean

(例えば、Web サーバヘッダに PHP のサインを追加することにより、) PHP がサーバにインストールされていることを表示するかどうかを 指定します。これは全くセキュリティ上の脅威ではなく、サーバ上 で PHP を使用しているかどうかを調べられるようにするもので
す。

disable_functions string

このディレクティブを使うと、特定の関数を セキュリティ の観点から無効にすることができます。 関数名の一覧をカンマ区切りで指定します。disable_functions は セーフモード の影響を受けません。

このディレクティブで無効にできるのは 内部の関数だけです。 ユーザが定義した関数 は影響を受けません。

このディレクティブは php.ini で設定しなければなりません。 たとえばこれを httpd.conf で設定することはできません。

disable_classes string
このディレクティブを使うと、特定のクラスを セキュリティ の観点から無効にすることができます。 クラス名の一覧をカンマ区切りで指定します。disable_classes は セーフモード の影響を受けません。 このディレクティブは php.ini で設定しなければなりません。 た
とえばこれを httpd.conf で設定することはできません。

注意: バージョンに関するメモ
このディレクティブは PHP 4.3.2 以降で使用可能です。

zend.ze1_compatibility_mode boolean

Zend Engine 1 (PHP 4) との互換モードを有効にします。 この設定は、オブジェクトのコピー、キャスト (プロパティを 保持しないオブジェクトが FALSE あるいは 0 のいずれになるか)、 そして 比較 に影響を与えます。このモードの場合、オブジェクトを渡す際の デ
フォルトの方法は、参照渡しではなく値渡しとなります。

PHP 4 から PHP 5 への移行というタイトルの セクションも参照してください。

警告

この機能は 非推奨 で、 PHP 5.3.0 以降では 削除 されました。
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detect_unicode boolean

BOM (Byte Order Mark) を調べ、 ファイルが有効なマルチバイト文字を含むかどうかを確認します。 この検出は、 __halt_compiler() の処理より前に行われます。 Zend Multibyte モードでのみ利用可能です。

リソース制限
リソース制限

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
memory_limit "128M" PHP_INI_ALL PHP 5.2.0 より前は "8M"、PHP 5.2.0 では "16M"

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

memory_limit integer

スクリプトが確保できる最大メモリをバイト数で指定します。この命令は、 正しく書かれていないスクリプトがサーバーのメモリを食いつぶすことを防止するのに役立ちます。 もし、使用可能メモリに制限を設けたくない場合は、 ここに -1 を指定してください。

PHP 5.2.1 より前のバージョンでは、このディレクティブを使うためには、 コンパイル時に configure で --enable-memory-limit を指定しなければなりません。 このコンパイルフラグは、関数 memory_get_usage() および memory_get_peak_usage() を 5.2.1 よ
り前のバージョンで使う際にも必要となります。

integerを使用する際、 その値はバイト単位で測られます。 この FAQ に記載された 短縮表記を使用することも可能です。

max_execution_time も参照ください。

パフォーマンスチューニング
パフォーマンスチューニング

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
realpath_cache_size "16K" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.0 以降で使用可能。
realpath_cache_ttl "120" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.1.0 以降で使用可能。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

realpath_cache_size integer

PHP が使用する realpath キャッシュの大きさを設定します。 PHP で大量にファイルをオープンする際に、 この値を大きくすることによってファイル操作のパフォーマンスを 向上させます。

realpath_cache_ttl integer

与えられたファイルやディレクトリについての realpath 情報キャッシュの有効期限を (秒単位で) 設定します。 ファイルを変更することがほとんどない場合は、 この値を大きくすることを検討してください。

データ処理
データ処理設定オプション

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
track_vars "On" PHP_INI_??  
arg_separator.output "&" PHP_INI_ALL PHP 4.0.5 以降で利用可能
arg_separator.input "&" PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 4.0.5 以降で利用可能
variables_order "EGPCS" PHP_INI_PERDIR PHP <= 5.0.5 では PHP_INI_ALL。
request_order "" PHP_INI_SYSTEM|PHP_INI_PERDIR PHP 5.3.0 以降で利用可能
auto_globals_jit "1" PHP_INI_PERDIR PHP 5.0.0 以降で利用可能
register_globals "0" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL
register_argc_argv "1" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL
register_long_arrays "1" PHP_INI_PERDIR PHP 5.0.0 以降で利用可能。PHP 5.3.0 で非推奨。この非推奨の機能は、きっと 将来 削除 されるでしょう。
post_max_size "8M" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_SYS。PHP 4.0.3 以降で利用可能
gpc_order "GPC" PHP_INI_ALL  
auto_prepend_file "" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL
auto_append_file "" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL
default_mimetype "text/html" PHP_INI_ALL  
default_charset "iso-8859-1" PHP_INI_ALL  
always_populate_raw_post_data "0" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL。PHP 4.1.0 以降で利用可能
allow_webdav_methods "0" PHP_INI_PERDIR  

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

track_vars boolean

サーバ変数はそれぞれ、グローバル連想配列 $_ENV, $_GET, $_POST, $_COOKIE, $_SERVERで参照することができます。

PHP 4.0.3 以降, track_vars は常にonとなっている ことに注意してください。
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arg_separator.output string

PHPがURLを生成する際にURL引数を区分するために使用されるセパレータ。

arg_separator.input string

入力されたURLを変数にパースする際にPHPが使用するセパレータのリスト。

注意:

このディレクティブで指定した全ての文字は、 セパレータとして認識されます!

variables_order string

EGPCS (Environment (環境変数)、 Get、Post、 Cookie (クッキー)、そして Server) 変数のパースの順番を設定します。例えば variables_order を "SP" に設定すると、PHP は superglobals $_SERVER および $_POST を作成しますが、 $_ENV、$_GET および
$_COOKIE は作成しません。"" に設定すると、一切 superglobals を設定しません。

非推奨のディレクティブ register_globals が on になっていると、 variables_order の設定は、 ENV、 GET、POST、 COOKIE および SERVER の各変数がグローバルスコープに取り込まれる順番も左右します。 つまり、たとえば variables_order が "EGPCS" で
register_globals が有効になっていたとすると、 $_GET['action'] と $_POST['action'] が両方設定された場合の $action の値は $_POST['action'] の内容になります。 これは、この例におけるディレクティブの設定で P が G より後になっているからです。

警告

CGI および FastCGI SAPI の両方で、 $_SERVER にも環境変数の値が格納されます。 つまり、S を指定すると、 ES と指定したのと同じ意味になります。 これは、E が他のどこかで指定されていたとしても同じです。

注意:

$_REQUEST の内容や順序も、このディレクティブの影響を受けます。

request_order string

このディレクティブは、PHP が GET 変数や POST 変数そしてクッキー変数を _REQUEST 配列に登録する際の順序を表します。 登録は左から右の順に行い、後から登録した値が古い値を上書きします。

このディレクティブが設定されていない場合は、variables_order を使用して $_REQUEST を設定します。

デフォルトの配布状態の php.ini ファイルには、クッキーの 'C' が含まれていないことに注意しましょう。 セキュリティを考慮したためです。

auto_globals_jit boolean

有効にした場合、SERVER および ENV 変数はスクリプトの開始時ではなく、 最初に使用された時 (Just In Time) に作成されるようになります。 これらの変数がスクリプトの中で使用されない場合、 このディレクティブを使用することで性能が向上します。

このディレクティブを有効にするには、PHP ディレクティブ register_globals, register_long_arrays, および register_argc_argv を無効にしておく必要があります。PHP 5.1.3 以降では、 register_argc_argv を無効にする必要はありません。

警告

SERVER および ENV 変数の利用チェックはコンパイル時に行われます。 したがって、たとえば 可変変数 で使用した場合は初期化を行いません。

register_globals boolean

EGPCS(Environment, GET, POST, Cookie, Server)変数を グローバル変数として登録するかどうかを指定します。

» PHP 4.2.0 以降、 このディレクティブのデフォルトは、offです。

関連する情報については、セキュリティの章の register_globalsの使用 を参照してください。

register_globalsは、 (ini_set()で)実行時に設定することができないことに 注意してください。しかし、前記のようにホストが許可している場合には、 .htaccess を使用することができます。 .htaccess エントリの例を以下に示します。 php_flag register_globals off

注意:

register_globals は、 variables_order ディレクティブの影響を受けます。

警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

register_argc_argv boolean
PHPが変数argvとargcを宣言するかどうかを指定します (これらにはGETの情報が格納されます)。 コマンドライン も参照ください。このディレクティブはPHP 4.0.0で 追加されました。以前のバージョンでは常に"on"です。

register_long_arrays boolean
PHP が、$HTTP_*_VARS のような古い長い 定義済みの変数 を登録するかどうかを指定します。 On (デフォルト) とした場合、$HTTP_GET_VARS のような 定義済みの長い PHP 変数が定義されます。 これらの変数を使用していない場合には、性能面からこのオプションを
off とすることが推奨されています。 かわりに $_GET のようなスーパーグローバル変数を使用してください。 このディレクティブは PHP 5.0.0 で利用可能となりました。
警告

この機能は PHP 5.3.0 で 非推奨となりました。 この機能を使用しないことを強く推奨します。

post_max_size integer
POSTデータに許可される最大サイズを設定します。この設定は、ファ イルアップロードにも影響します。大きなファイルをアップロード するには、この値を upload_max_filesize より大きく設定する必要があります。 configureスクリプトでメモリ制限を有効とした場
合、memory_limitも ファイルアップロードに影響します。一般的に memory_limit は、 post_max_sizeよりも大きく する必要があります。 integerを使用する際、 その値はバイト単位で測られます。 この FAQ に記載された 短縮表記を使用することも可能です。
POSTデータの大きさが、post_max_sizeより大きい場合、 $_POST と $_FILES superglobals は空になります。この事象は、いくつかの方法で検出することができます。 例えば、$_GET 変数をデータを <form action="edit.php?processed=1">のように 処理するスク
リプトに渡し、 $_GET['processed'] が設定されているかどうかを 確認する方法があります。

http://www.php.net/releases/4_2_0.php
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注意:

PHP では、ビット値を表すショートカット K (kilo)、M (mega) および G (giga) を使用することができます。 これらを使用した場合、PHP が規約にしたがって自動的に値を判断します。 32 ビット符号付き整数の最大値を上回る値を指定しないように注意しま
しょう (32 ビットシステムを使用している場合)。 そのようなことをすると、スクリプトの実行が失敗します。

gpc_order string

GET/POST/COOKIE 変数処理の順番を設定します。この命令の デフォルトの設定は、"GPC"です。例えばこれを"GP"にすると、PHPはクッキーを 完全に無視し、GETメソッド変数を同名のPOSTメソッド変数で上書き します。

注意:

このオプションは、PHP 4では利用できません。 代わりに、variables_order を使用してください。

auto_prepend_file string

メインファイルの前に自動的に付加されるファイルの名前を指定します。 このファイルは、require() 関数のコール時と同様に読み込まれます。 このため、include_path が使用されます。

特別な値 none を指 定すると、ファイルを前に追加する機能は無効となります。

auto_append_file string

メインファイルの後に自動的に追加されるファイルの名前を指定します。 このファイルは、require() 関数のコール時と同様に読み込まれます。 このため、include_path が使用されます。

none を値として 指定するとこの自動付加機能はオフとなります。

注意: スクリプトが exit() で終了する場合、 この自動付加機能は使用されません 。

default_mimetype string

default_charset string

PHP は、デフォルトで常にContent-type:ヘッダで character encodingを出力するようになっています。charsetの送信 を無効にするには、これを空にしてください。

always_populate_raw_post_data boolean

常に $HTTP_RAW_POST_DATA にアクセス可能とします。 この変数には生の POST データが格納されています。指定しなかった場合は、 データの MIME 型が判別できない場合のみこの変数にアクセス可能となります。 しかし、生の POST データにアクセスする方法とし
ては php://input のほうが推奨されます。 $HTTP_RAW_POST_DATA は、 enctype="multipart/form-data" の場合には無効です。

allow_webdav_methods boolean

PHPスクリプトの中で WebDAV http リクエスト (例：PROPFIND, PROPPATCH, MOVE, COPY, 等..) の処理を可能にします。 このディレクティブは、PHP 4.3.2 以降存在しません。 これらのリクエストのPOSTデータを取得したい場合、
always_populate_raw_post_data も同時に設定する必要があ ります。

magic_quotes_gpc, magic-quotes-runtime, および magic_quotes_sybase も参照ください。

パスおよびディレクトリ
パスおよびディレクトリ設定オプション

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
include_path ".;/path/to/php/pear" PHP_INI_ALL  
open_basedir NULL PHP_INI_ALL PHP < 5.3.0 では PHP_INI_SYSTEM
doc_root NULL PHP_INI_SYSTEM  
user_dir NULL PHP_INI_SYSTEM  
extension_dir "/path/to/php" PHP_INI_SYSTEM  
extension NULL php.ini のみ  
zend_extension NULL php.ini のみ  
zend_extension_debug NULL php.ini のみ  
zend_extension_debug_ts NULL php.ini のみ  
zend_extension_ts NULL php.ini のみ  
cgi.check_shebang_line "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.0 以降で利用可能。
cgi.fix_pathinfo "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.2.1 までは PHP_INI_ALL でした。
cgi.force_redirect "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で利用可能。PHP 5.2.1 までは PHP_INI_ALL でした。
cgi.redirect_status_env NULL PHP_INI_SYSTEM PHP 4.2.0 以降で利用可能。PHP 5.2.1 までは PHP_INI_ALL でした。
fastcgi.impersonate "0" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.2.1 までは PHP_INI_ALL でした。
fastcgi.logging "1" PHP_INI_SYSTEM PHP 4.3.0 以降で利用可能。PHP 5.2.1 までは PHP_INI_ALL でした。
cgi.rfc2616_headers "0" PHP_INI_ALL PHP 4.3.0 以降で利用可能。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

include_path string

require()、include()、 fopen()、file()、 readfile() および file_get_contents() 関数がファイルを 探すディレクトリのリストを指定します。フォーマットは、システ ムの環境変数 PATHと同じです。つまり、UNIXでは コロンで、Windowsではセミコロンで区切ったディレ
クトリのリスト で指定します。
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PHP は、インクルードするファイルを探す際に インクルードパスの各エントリを個別に調べます。 まず最初のパスを調べ、見つからなければ次のパスを調べ、…… というように、ファイルが見つかるか warning あるいは error が発生するまで続けます。インクルードパ
スを実行時に変更したり設定したりするには set_include_path() を使用します。

例1 Unix include_path

include_path=".:/php/includes"

例2 Windows include_path

include_path=".;c:\php\includes"

インクルードパスに . (カレントディレクトリ) を指定すると、相対パス指定によるインクルードができるようになります。 しかし、インクルードのたびに毎回 PHP にカレントディレクトリをチェックさせるよりは、 明示的に include './file' を指定したほうが効率的です。

open_basedir string

PHP から開くことのできるファイルを、指定したディレクトリツリーに限定します。 ファイル自身も含みます。このディレクティブは、セーフモードのオン/オフ には影響を受けません。

スクリプトから fopen() や gzopen() などでファイルを開こうとしたときに、そのファイルの場所をチェックします。 ファイルが指定したディレクトリツリーの外にある場合は、PHP はそのファイルを開きません。 シンボリックリンクの解決も行うので、 シンボリックリ
ンクでこの制限を回避することはできません。 存在しないファイルへのシンボリックリンクは解決できないので、 ファイル名を open_basedir と比較します。

特別な値 . は、 スクリプトの作業ディレクトリを表します。これをベースディレクトリとすることもできますが、 少し危険です。スクリプトの作業ディレクトリは chdir() で容易に変更できるからです。

httpd.conf で、(たとえばバーチャルホスト単位で) open_basedir を無効にすることができます。 その他の設定ディレクティブの場合と 同様に "php_admin_value open_basedir none" のようにします。

Windows では、ディレクトリの区切りはセミコロンとなります。 その他のシステムでは、コロンで区切ります。Apache モジュールでは、 親ディレクトリからの open_basedir パスを自動的に継承します。

open_basedir で指定する制約は実際のところプレフィックスであり、 ディレクトリ名ではありません。つまり、"open_basedir = /dir/incl" とした場合に、仮に "/dir/include" や "/dir/incls" が存在すればそこにもアクセスできてしまうということです。 指定したディ
レクトリへのアクセスのみに制限したい場合は、最後にスラッシュをつけて open_basedir = /dir/incl/ のようにします。

デフォルトでは、すべてのファイルを開くことができます。

注意:

PHP 5.3.0 以降では、open_basedir の設定を実行時に厳しくできるようになりました。 open_basedir が php.ini で /www/ と設定されているときに、スクリプト内で ini_set() を使って設定を厳しくして /www/tmp/ のようにできるということです。

doc_root string

サーバーにおけるPHPの"ルートディレクトリ"です。この値は空で無 い場合のみ使用されます。PHPが セーフモード で設定されている場合には、 このディレクトリの外側にあるファイルは使用されません。 PHPがFORCE_REDIRECTを指定してコンパイルされていない場
合、 (IIS以外の)WebサーバのもとでCGIとしてPHPを実行する際には、 doc_rootを指定するべきです。 他の方法としては、後述の cgi.force_redirect 設定の使用があります。

user_dir string

PHPファイル用にユーザーのホームディレクトリ として使用する基本ディレクトリの名前。例えば、 public_html となります。

extension_dir string

動的にロード可能な拡張モジュールを置くディレクトリを 指定します。 enable_dl と dl() も参照ください。

extension string

PHP の開始時に、どの動的ロード可能な拡張モジュールをロードするかを指定します。

zend_extension string

動的読み込み可能な Zend 拡張モジュール (たとえば APD) を PHP の起動時に読み込む際の絶対パス。

zend_extension_debug string

zend_extension の亜種で、デバッグ情報つきでコンパイルされた拡張モジュール用のもの。

zend_extension_debug_ts string

zend_extension の亜種で、デバッグ情報つきかつスレッドセーフでコンパイルされた拡張モジュール用のもの。

zend_extension_ts string

zend_extension の亜種で、スレッドセーフでコンパイルされた拡張モジュール用のもの。

cgi.check_shebang_line boolean

CGI 版の PHP が、実行するスクリプトの先頭にある #! から始まる行 (shebang) をチェックするかどうかを指定します。 同じスクリプトをスタンドアロンと PHP CGI 経由の両方で使用したい場合などに、 この行が必要になるでしょう。このディレクティブを on にして
おくと、 CGI 版の PHP はこの行の内容を読み飛ばすようになります。

cgi.fix_pathinfo boolean

本来の PATH_INFO/PATH_TRANSLATED サポートをCGIで提供します。 PHPの以前の動作は、 SCRIPT_FILENAMEにPATH_TRANSLATEDを設定するというもので、 PATH_INFOの定義を理解していませんんでした。 PATH_INFOに関する詳細については、CGIの仕様を参
照してください。 このオプションを1にすることにより、 PHP CGIはこのパスを仕様にあうように修正します。 ゼロとすると、 PHPは以前と同様に動作します。これは、デフォルトでオンになっています。 PATH_TRANSLATEDではなく、SCRIPT_FILENAMEを使用するよ
うにスクリプト を修正する必要があります。

cgi.force_redirect boolean



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

cgi.force_redirect は、ほとんどのWebサーバのもとで CGI として PHP を実行する際のセキュリティを確保するために必要です。 未定義のままの場合、PHPはデフォルトでこれを on にします。 これを off にする時は、自己責任 の下に 行なってください。

注意:

Windowsユーザ: IISでは安全にこれをoffにすることができ、 実際には、off にすることが「必要」です。 OmniHTTPD または Xitami を動作させるには、これを off にする「必要」 があります。

cgi.redirect_status_env string

cgi.force_redirect を on にし、Apache または Netscape (iPlanet) Webサーバのもとで実行していない場合、 実行を継続して良いかどうかをPHPが判断するために 環境変数の名前を設定する必要があるかもしれません。

注意:

この変数を設定することにより、セキュリティ上の問題を発生する 場合があります。行うことのリスクをまず把握してください。

fastcgi.impersonate string

IIS (または WINNT ベースの OS) のもとでの FastCGI は、 クライアントをコールする際にセキュリティトークンを 匿名化する機能をサポートしています。 これにより、IIS がリクエストを処理するセキュリティコンテキストを 定義できるようになります。Apacheのもと
で実行される mod_fastcgi は現在 (2002/03/17) この機能をサポートしていません。 IIS のもとで実行するには、1 に設定してください。 デフォルトは 0 です。

fastcgi.logging boolean

FastCGI 使用中の SAPI ロギングを有効にします。 デフォルトはロギングが有効となっています。

cgi.rfc2616_headers int

PHP に、HTTP レスポンスを返す際に、どの形式のヘッダーを使うか 指示します。0 にセットした場合は、Apache やその他の web サーバで サポートされている Status: ヘッダーを送信します。このオプションの値を 1 にセットした場合は、PHP は » RFC 2616 の仕様
に適合した形式のヘッダーを送信します。この意味がわからないときは、 0 のままにしておいてください。

ファイルアップロード
ファイルアップロード設定オプション

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
file_uploads "1" PHP_INI_SYSTEM PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL、PHP 4.0.3 以降で利用可能
upload_tmp_dir NULL PHP_INI_SYSTEM  
upload_max_filesize "2M" PHP_INI_PERDIR PHP <= 4.2.3 では PHP_INI_ALL
max_file_uploads 20 PHP_INI_SYSTEM PHP 5.2.12 以降で利用可能。

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

file_uploads boolean

HTTP ファイルアップロード を有効とするかどうか。 upload_max_filesize, upload_tmp_dir, post_max_size ディレクティブも参照ください。

integerを使用する際、 その値はバイト単位で測られます。 この FAQ に記載された 短縮表記を使用することも可能です。
upload_tmp_dir string

ファイルアップロード時にファイル保存に用いるテンポラリディレクトリ。 PHPの実行ユーザーが書きこみ可能である必要が あります。指定されない場合、PHPはシステムのデフォルト設定を 使用します。

ここで指定したディレクトリに書き込むことができない場合、 PHP はかわりにシステムのデフォルトテンポラリディレクトリを使用します。 open_basedir が on の場合は、システムのデフォルトテンポラリディレクトリへのアップロードを許可しておかなければなりませ
ん。

upload_max_filesize integer

アップロードされるファイルの最大サイズ。

integerを使用する際、 その値はバイト単位で測られます。 この FAQ に記載された 短縮表記を使用することも可能です。
max_file_uploads integer

同時にアップロードできるファイルの最大数。

SQL全般
SQL全般の設定オプション

名前 デフォルト 変更の可否 変更履歴
sql.safe_mode "0" PHP_INI_SYSTEM  

以下に設定ディレクティブに関する 簡単な説明を示します。

sql.safe_mode boolean

オンにすると、デフォルト値が指定されているデータベース接続関数は、 引数で指定された値よりもデフォルト値を優先して使用します。 デフォルト値については、関連するデータベースのドキュメントを参照ください。

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2616


PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

拡張モジュールの一覧/分類
目次

アルファベット順
所属
状態

この付録では、PHP マニュアルに掲載されている 150 以上の 拡張モジュールを分類します。

アルファベット順
Apache
APC
APD
配列
BBCode
BC Math
bcompiler
Bzip2
カレンダー
chdb
Classkit
クラス/オブジェクト
COM
Crack
Ctype
cURL
Cyrus
Date/Time
DBA
dBase
DB++
dbx
ダイレクト IO
ディレクトリ
DOM
DOM XML (PHP 4)
.NET
Enchant
エラー処理
プログラムの実行
Exif
Expect
FAM
FrontBase
FDF
Fileinfo
filePro
ファイルシステム
Filter
FriBiDi
FTP
関数処理
GeoIP
Gettext
GMP
GnuPG
haru
Hash
HTTP
Hyperwave API
Hyperwave
Firebird/InterBase
IBM DB2
iconv
ID3
Informix
IIS
GD
ImageMagick
IMAP
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inclued
PHP Options/Info
Ingres
Inotify
intl
Java
JSON
KADM5
LDAP
libxml
LZF
メール
Mailparse
Math
MaxDB
マルチバイト文字列
Mcrypt
MCVE
Memcache
Mhash
Mimetype
Ming
その他
mnoGoSearch
Mongo
mqseries
Msession
mSQL
Mssql
MySQL
Mysqli
Ncurses
Gopher
ネットワーク
Newt
YP/NIS
Lotus Notes
NSAPI
Object Aggregation
OCI8
oggvorbis
OpenAL
OpenSSL
出力制御
オブジェクトのオーバーロード
Ovrimos SQL
Paradox
Parsekit
PCNTL
PCRE
PDF
PDO
PostgreSQL
Phar
POSIX
プリンタ
PS
Pspell
qtdom
Radius
Rar
Readline
Recode
POSIX Regex
RPM Reader
runkit
SAM
SCA
scream
SDO
SDO-DAS-Relational
SDO DAS XML
セマフォ
Sessions
Session PgSQL
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共有メモリ
SimpleXML
SNMP
SOAP
ソケット
Sphinx
SPL
SPL Types
SPPLUS
SQLite3
SQLite
SSH2
統計関数
ストリーム
文字列
SVN
SWF
Swish
Sybase
TCP
Tidy
Tokenizer
ODBC
URLs
変数操作
vpopmail
W32api
WDDX
win32ps
win32service
xattr
xdiff
XML パーサ
XMLReader
XML-RPC
XMLWriter
XSL
XSLT (PHP4)
YAZ
Zip
Zlib

所属

コア拡張
これらは実際のところ拡張ではありません。 PHP のコアに組み込まれており、 コンパイルオプションで無効にすることはできません。

配列

クラス/オブジェクト

Date/Time

ディレクトリ

エラー処理

プログラムの実行

ファイルシステム

関数処理

PHP Options/Info

メール

Math

その他

ネットワーク
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出力制御

POSIX Regex

Sessions

ストリーム

文字列

Tokenizer

URLs

変数操作

バンドルされている拡張
これらの拡張は PHP にバンドルされています。

Apache

BC Math

Bzip2

カレンダー

COM

Ctype

cURL

DBA

dBase

DOM

.NET

Exif

FrontBase

FDF

FTP

Gettext

GMP

Hash

Firebird/InterBase

iconv

Informix

GD

IMAP

JSON

LDAP

libxml

マルチバイト文字列

Mcrypt

Mhash

Mimetype

Ming
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mSQL

Mssql

MySQL

Mysqli

Ncurses

NSAPI

Object Aggregation

OCI8

OpenSSL

PCNTL

PCRE

PDO

MS SQL Server (PDO)

Firebird/Interbase (PDO)

MySQL (PDO)

Oracle (PDO)

ODBC and DB2 (PDO)

PostgreSQL (PDO)

SQLite (PDO)

PostgreSQL

POSIX

Pspell

Readline

Recode

セマフォ

共有メモリ

SimpleXML

SNMP

SOAP

ソケット

SPL

SQLite

SVN

Sybase

Tidy

ODBC

WDDX

XML パーサ

XMLReader

XML-RPC

XSL
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XSLT (PHP4)

Zip

Zlib

外部拡張
これらの拡張をコンパイルするには、外部ライブラリが必要となります。

BBCode

Bzip2

chdb

Crack

cURL

dBase

DB++

dbx

DOM

DOM XML (PHP 4)

Enchant

FAM

FrontBase

FDF

Fileinfo

FriBiDi

GeoIP

Gettext

GMP

haru

Hyperwave

Hyperwave API

Firebird/InterBase

IBM DB2

Informix

ImageMagick

IMAP

Ingres

Java

LDAP

libxml

MaxDB

Mcrypt

Memcache

Mhash



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

Ming

mnoGoSearch

Msession

mSQL

Mssql

MySQL

Mysqli

Ncurses

Newt

OCI8

oggvorbis

OpenAL

OpenSSL

Ovrimos SQL

Paradox

PDF

MS SQL Server (PDO)

Firebird/Interbase (PDO)

IBM (PDO)

Informix (PDO)

MySQL (PDO)

Oracle (PDO)

ODBC and DB2 (PDO)

PostgreSQL (PDO)

PostgreSQL

PS

Pspell

qtdom

Radius

Rar

Readline

Recode

Session PgSQL

SimpleXML

SNMP

SOAP

Sphinx

SSH2

SWF

Swish

Sybase
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Tidy

ODBC

vpopmail

WDDX

xattr

xdiff

XML パーサ

XMLReader

XSL

XSLT (PHP4)

YAZ

PECL 拡張
これらの拡張は » PECL にあります。 PECL には、この他にもまだ PHP マニュアルで文書化されていない拡張が あります。

APC

APD

BBCode

bcompiler

chdb

Classkit

Crack

Cyrus

DB++

dbx

ダイレクト IO

DOM XML (PHP 4)

Enchant

Expect

FAM

Fileinfo

filePro

Filter

FriBiDi

GeoIP

GnuPG

haru

Hash

HTTP

Hyperwave

Hyperwave API

IBM DB2

ID3

http://pecl.php.net/
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IIS

ImageMagick

Ingres

Java

JSON

KADM5

LZF

Mailparse

MaxDB

MCVE

Memcache

mnoGoSearch

Mongo

Msession

Ncurses

Gopher

Newt

YP/NIS

Lotus Notes

oggvorbis

OpenAL

Ovrimos SQL

Paradox

Parsekit

PDF

PDO

MS SQL Server (PDO)

Firebird/Interbase (PDO)

IBM (PDO)

Informix (PDO)

MySQL (PDO)

Oracle (PDO)

ODBC and DB2 (PDO)

PostgreSQL (PDO)

SQLite (PDO)

Phar

プリンタ

PS

qtdom

Radius

Rar
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RPM Reader

runkit

SAM

SCA

SDO

SDO DAS XML

SDO-DAS-Relational

Session PgSQL

Sphinx

SSH2

統計関数

SVN

SWF

Swish

TCP

Tidy

vpopmail

W32api

win32ps

win32service

xattr

xdiff

XMLReader

XMLWriter

YAZ

Zip

状態
このパートでは、実用向けではない拡張を挙げます。- これらは "古すぎる"（廃止予定 / deprecated）あるいは "新しすぎる"（実験的 / experimental）のどちらかです。

廃止予定の拡張
これらの拡張は非推奨です。通常は同じ機能を持つ別の拡張が存在します。

Mimetype

オブジェクトのオーバーロード

実験的な拡張
これらの拡張の振る舞いは、PHP の将来のリリースで （その関数名や文書化されているあらゆる内容を含めて） 予告なく変更される可能性があります。自己責任のもとで利用してください。

bcompiler

DB++

.NET

haru

Hash
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ImageMagick

Java

Ming

Mongo

Ncurses

Newt

Lotus Notes

Object Aggregation

Paradox

MS SQL Server (PDO)

Firebird/Interbase (PDO)

Oracle (PDO)

PS

qtdom

SCA

SDO-DAS-Relational

Sphinx

Swish

vpopmail

W32api

XML-RPC

関数エイリアスのリスト
数はかなり少ないですが、PHPには複数の名前でコールされる関数があります。 いくつかの関数は単に二つの名前があり、実際の機能を持ちません。 （例えばis_int()とis_integer() は完全に同じです） いくつかの場合、これら複数の名前のどちらかが好ましいとはされていませ
ん。 例えば、is_int() と is_integer() は等しく好ましいとされています。 しかし、APIの整理や他の理由により名前が変更された関数があり、古い名前が 下位互換性の維持のためだけに残されている場合があります。 エイリアスの使用は古かったり、名前が変更されていたりで
移植性の 低いスクリプトとなるため推奨されません。このリストは、古いスクリプト から新しい構文に更新しようとする人の助けとなるために提供されるもので す。

エイリアス
エイリアス 元の関数 使用されている拡張モジュール

_ gettext() Gettext
add swfmovie_add() Ming (flash)
add swfsprite_add() Ming (flash)
add_root domxml_add_root() DOM XML
addaction swfbutton_addAction() Ming (flash)
addcolor swfdisplayitem_addColor() Ming (flash)
addentry swfgradient_addEntry() Ming (flash)
addfill swfshape_addfill() Ming (flash)
addshape swfbutton_addShape() Ming (flash)
addstring swftext_addString() Ming (flash)
addstring swftextfield_addString() Ming (flash)
align swftextfield_align() Ming (flash)
attributes domxml_attributes() DOM XML
children domxml_children() DOM XML
chop rtrim() Base syntax
close closedir() Base syntax
com_get com_propget() COM
com_propset com_propput() COM
com_set com_propput() COM
die exit() Miscellaneous functions
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dir getdir() Base syntax
diskfreespace disk_free_space() Filesystem
domxml_getattr domxml_get_attribute() DOM XML
domxml_setattr domxml_set_attribute() DOM XML
doubleval floatval() Base syntax
drawarc swfshape_drawarc() Ming (flash)
drawcircle swfshape_drawcircle() Ming (flash)
drawcubic swfshape_drawcubic() Ming (flash)
drawcubicto swfshape_drawcubicto() Ming (flash)
drawcurve swfshape_drawcurve() Ming (flash)
drawcurveto swfshape_drawcurveto() Ming (flash)
drawglyph swfshape_drawglyph() Ming (flash)
drawline swfshape_drawline() Ming (flash)
drawlineto swfshape_drawlineto() Ming (flash)
dtd domxml_intdtd() DOM XML
dumpmem domxml_dumpmem() DOM XML
fbsql fbsql_db_query() FrontBase
fputs fwrite() Base syntax
get_attribute domxml_get_attribute() DOM XML
getascent swffont_getAscent() Ming (flash)
getascent swftext_getAscent() Ming (flash)
getattr domxml_get_attribute() DOM XML
getdescent swffont_getDescent() Ming (flash)
getdescent swftext_getDescent() Ming (flash)
getheight swfbitmap_getHeight() Ming (flash)
getleading swffont_getLeading() Ming (flash)
getleading swftext_getLeading() Ming (flash)
getshape1 swfmorph_getShape1() Ming (flash)
getshape2 swfmorph_getShape2() Ming (flash)
getwidth swfbitmap_getWidth() Ming (flash)
getwidth swffont_getWidth() Ming (flash)
getwidth swftext_getWidth() Ming (flash)
gzputs gzwrite() Zlib
i18n_convert mb_convert_encoding() Multi-bytes Strings
i18n_discover_encoding mb_detect_encoding() Multi-bytes Strings
i18n_http_input mb_http_input() Multi-bytes Strings
i18n_http_output mb_http_output() Multi-bytes Strings
i18n_internal_encoding mb_internal_encoding() Multi-bytes Strings
i18n_ja_jp_hantozen mb_convert_kana() Multi-bytes Strings
i18n_mime_header_decode mb_decode_mimeheader() Multi-bytes Strings
i18n_mime_header_encode mb_encode_mimeheader() Multi-bytes Strings
imap_create imap_createmailbox() IMAP
imap_fetchtext imap_body() IMAP
imap_getmailboxes imap_list_full() IMAP
imap_getsubscribed imap_lsub_full() IMAP
imap_header imap_headerinfo() IMAP
imap_listmailbox imap_list() IMAP
imap_listsubscribed imap_lsub() IMAP
imap_rename imap_renamemailbox() IMAP
imap_scan imap_listscan() IMAP
imap_scanmailbox imap_listscan() IMAP
ini_alter ini_set() Base syntax
is_double is_float() Base syntax
is_integer is_int() Base syntax
is_long is_int() Base syntax
is_real is_float() Base syntax
is_writeable is_writable() Base syntax
join implode() Base syntax
key_exists array_key_exists() Base syntax
labelframe swfmovie_labelFrame() Ming (flash)
labelframe swfsprite_labelFrame() Ming (flash)
last_child domxml_last_child() DOM XML
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lastchild domxml_last_child() DOM XML
ldap_close ldap_unbind() LDAP
magic_quotes_runtime set_magic_quotes_runtime() Base syntax
mbstrcut mb_strcut() Multi-bytes Strings
mbstrlen mb_strlen() Multi-bytes Strings
mbstrpos mb_strpos() Multi-bytes Strings
mbstrrpos mb_strrpos() Multi-bytes Strings
mbsubstr mb_substr() Multi-bytes Strings
ming_setcubicthreshold ming_setCubicThreshold() Ming (flash)
ming_setscale ming_setScale() Ming (flash)
move swfdisplayitem_move() Ming (flash)
movepen swfshape_movepen() Ming (flash)
movepento swfshape_movepento() Ming (flash)
moveto swfdisplayitem_moveTo() Ming (flash)
moveto swffill_moveTo() Ming (flash)
moveto swftext_moveTo() Ming (flash)
msql msql_db_query() mSQL
msql_createdb msql_create_db() mSQL
msql_dbname msql_result() mSQL
msql_dropdb msql_drop_db() mSQL
msql_fieldflags msql_field_flags() mSQL
msql_fieldlen msql_field_len() mSQL
msql_fieldname msql_field_name() mSQL
msql_fieldtable msql_field_table() mSQL
msql_fieldtype msql_field_type() mSQL
msql_freeresult msql_free_result() mSQL
msql_listdbs msql_list_dbs() mSQL
msql_listfields msql_list_fields() mSQL
msql_listtables msql_list_tables() mSQL
msql_numfields msql_num_fields() mSQL
msql_numrows msql_num_rows() mSQL
msql_regcase sql_regcase() mSQL
msql_selectdb msql_select_db() mSQL
msql_tablename msql_result() mSQL
mssql_affected_rows sybase_affected_rows() Sybase
mssql_affected_rows sybase_affected_rows() Sybase
mssql_close sybase_close() Sybase
mssql_close sybase_close() Sybase
mssql_connect sybase_connect() Sybase
mssql_connect sybase_connect() Sybase
mssql_data_seek sybase_data_seek() Sybase
mssql_data_seek sybase_data_seek() Sybase
mssql_fetch_array sybase_fetch_array() Sybase
mssql_fetch_array sybase_fetch_array() Sybase
mssql_fetch_field sybase_fetch_field() Sybase
mssql_fetch_field sybase_fetch_field() Sybase
mssql_fetch_object sybase_fetch_object() Sybase
mssql_fetch_object sybase_fetch_object() Sybase
mssql_fetch_row sybase_fetch_row() Sybase
mssql_fetch_row sybase_fetch_row() Sybase
mssql_field_seek sybase_field_seek() Sybase
mssql_field_seek sybase_field_seek() Sybase
mssql_free_result sybase_free_result() Sybase
mssql_free_result sybase_free_result() Sybase
mssql_get_last_message sybase_get_last_message() Sybase
mssql_get_last_message sybase_get_last_message() Sybase
mssql_min_client_severity sybase_min_client_severity() Sybase
mssql_min_error_severity sybase_min_error_severity() Sybase
mssql_min_message_severity sybase_min_message_severity() Sybase
mssql_min_server_severity sybase_min_server_severity() Sybase
mssql_num_fields sybase_num_fields() Sybase
mssql_num_fields sybase_num_fields() Sybase
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mssql_num_rows sybase_num_rows() Sybase
mssql_num_rows sybase_num_rows() Sybase
mssql_pconnect sybase_pconnect() Sybase
mssql_pconnect sybase_pconnect() Sybase
mssql_query sybase_query() Sybase
mssql_query sybase_query() Sybase
mssql_result sybase_result() Sybase
mssql_result sybase_result() Sybase
mssql_select_db sybase_select_db() Sybase
mssql_select_db sybase_select_db() Sybase
multcolor swfdisplayitem_multColor() Ming (flash)
mysql mysql_db_query() MySQL
mysql_createdb mysql_create_db() MySQL
mysql_db_name mysql_result() MySQL
mysql_dbname mysql_result() MySQL
mysql_dropdb mysql_drop_db() MySQL
mysql_fieldflags mysql_field_flags() MySQL
mysql_fieldlen mysql_field_len() MySQL
mysql_fieldname mysql_field_name() MySQL
mysql_fieldtable mysql_field_table() MySQL
mysql_fieldtype mysql_field_type() MySQL
mysql_freeresult mysql_free_result() MySQL
mysql_listdbs mysql_list_dbs() MySQL
mysql_listfields mysql_list_fields() MySQL
mysql_listtables mysql_list_tables() MySQL
mysql_numfields mysql_num_fields() MySQL
mysql_numrows mysql_num_rows() MySQL
mysql_selectdb mysql_select_db() MySQL
mysql_tablename mysql_result() MySQL
name domxml_attrname() DOM XML
new_child domxml_new_child() DOM XML
new_xmldoc domxml_new_xmldoc() DOM XML
nextframe swfmovie_nextFrame() Ming (flash)
nextframe swfsprite_nextFrame() Ming (flash)
node domxml_node() DOM XML
oci8append ocicollappend() OCI8
oci8assign ocicollassign() OCI8
oci8assignelem ocicollassignelem() OCI8
oci8close ocicloselob() OCI8
oci8free ocifreecoll() OCI8
oci8free ocifreedesc() OCI8
oci8getelem ocicollgetelem() OCI8
oci8load ociloadlob() OCI8
oci8max ocicollmax() OCI8
oci8ocifreecursor ocifreestatement() OCI8
oci8save ocisavelob() OCI8
oci8savefile ocisavelobfile() OCI8
oci8size ocicollsize() OCI8
oci8trim ocicolltrim() OCI8
oci8writetemporary ociwritetemporarylob() OCI8
oci8writetofile ociwritelobtofile() OCI8
odbc_do odbc_exec() ODBC
odbc_field_precision odbc_field_len() ODBC
output swfmovie_output() Ming (flash)
parent domxml_parent() DOM XML
pdf_add_outline pdf_add_bookmark() PDF
pg_clientencoding pg_client_encoding() PostgreSQL
pg_setclientencoding pg_set_client_encoding() PostgreSQL
pos current() Base syntax
recode recode_string() Recode
remove swfmovie_remove() Ming (flash)
remove swfsprite_remove() Ming (flash)



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

rewind rewinddir() Base syntax
root domxml_root() DOM XML
rotate swfdisplayitem_rotate() Ming (flash)
rotateto swfdisplayitem_rotateTo() Ming (flash)
rotateto swffill_rotateTo() Ming (flash)
save swfmovie_save() Ming (flash)
savetofile swfmovie_saveToFile() Ming (flash)
scale swfdisplayitem_scale() Ming (flash)
scaleto swfdisplayitem_scaleTo() Ming (flash)
scaleto swffill_scaleTo() Ming (flash)
set_attribute domxml_set_attribute() DOM XML
set_content domxml_set_content() DOM XML
setaction swfbutton_setAction() Ming (flash)
setattr domxml_set_attribute() DOM XML
setbackground swfmovie_setBackground() Ming (flash)
setbounds swftextfield_setBounds() Ming (flash)
setcolor swftext_setColor() Ming (flash)
setcolor swftextfield_setColor() Ming (flash)
setdepth swfdisplayitem_setDepth() Ming (flash)
setdimension swfmovie_setDimension() Ming (flash)
setdown swfbutton_setDown() Ming (flash)
setfont swftext_setFont() Ming (flash)
setfont swftextfield_setFont() Ming (flash)
setframes swfmovie_setFrames() Ming (flash)
setframes swfsprite_setFrames() Ming (flash)
setheight swftext_setHeight() Ming (flash)
setheight swftextfield_setHeight() Ming (flash)
sethit swfbutton_setHit() Ming (flash)
setindentation swftextfield_setIndentation() Ming (flash)
setleftfill swfshape_setleftfill() Ming (flash)
setleftmargin swftextfield_setLeftMargin() Ming (flash)
setline swfshape_setline() Ming (flash)
setlinespacing swftextfield_setLineSpacing() Ming (flash)
setmargins swftextfield_setMargins() Ming (flash)
setmatrix swfdisplayitem_setMatrix() Ming (flash)
setname swfdisplayitem_setName() Ming (flash)
setname swftextfield_setName() Ming (flash)
setover swfbutton_setOver() Ming (flash)
setrate swfmovie_setRate() Ming (flash)
setratio swfdisplayitem_setRatio() Ming (flash)
setrightfill swfshape_setrightfill() Ming (flash)
setrightmargin swftextfield_setRightMargin() Ming (flash)
setspacing swftext_setSpacing() Ming (flash)
setup swfbutton_setUp() Ming (flash)
show_source highlight_file() Base syntax
sizeof count() Base syntax
skewx swfdisplayitem_skewX() Ming (flash)
skewxto swfdisplayitem_skewXTo() Ming (flash)
skewxto swffill_skewXTo() Ming (flash)
skewy swfdisplayitem_skewY() Ming (flash)
skewyto swfdisplayitem_skewYTo() Ming (flash)
skewyto swffill_skewYTo() Ming (flash)
snmpwalkoid snmprealwalk() SNMP
strchr strstr() Base syntax
streammp3 swfmovie_streamMp3() Ming (flash)
swfaction swfaction_init() Ming (flash)
swfbitmap swfbitmap_init() Ming (flash)
swfbutton swfbutton_init() Ming (flash)
swffill swffill_init() Ming (flash)
swffont swffont_init() Ming (flash)
swfgradient swfgradient_init() Ming (flash)
swfmorph swfmorph_init() Ming (flash)
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swfmovie swfmovie_init() Ming (flash)
swfshape swfshape_init() Ming (flash)
swfsprite swfsprite_init() Ming (flash)
swftext swftext_init() Ming (flash)
swftextfield swftextfield_init() Ming (flash)
unlink domxml_unlink_node() DOM XML
xptr_new_context xpath_new_context() DOM XML

予約語の一覧
目次

キーワードのリスト
定義済のクラス
定義済みの定数

以下に PHP で定義済みの ID の一覧を示します。ここに示す ID はいずれも スクリプトの中で ID として使用することはできません。これらの一覧には キーワード、定義済みの変数、定数、クラス名が含まれています。これらの一覧は、 全てを網羅しているわけではありませ
ん。

キーワードのリスト
これらのキーワードは、PHP では特別な意味があります。これらのいくつかは 関数やメソッドのようなものを表し、いくつかは定数のようなものを表す、 といったようになっていますが、実際にはそうではありません。実際には、 これらは言語を構成するものです。以下の
キーワードはいずれも定数、クラス名、 関数名として使用することはできません。 これらを変数名として使用することは一般的には可能ですが、 混乱を生じる可能性があります。

PHP のキーワード
abstract (PHP 5 以降) and array() as break
case catch (PHP 5 以降) cfunction (PHP 4 のみ) class clone (PHP 5 以降)
const continue declare default do
else elseif enddeclare endfor endforeach
endif endswitch endwhile extends final (PHP 5 以降)
for foreach function global goto (PHP 5.3 以降)
if implements (PHP 5 以降) interface (PHP 5 以降) instanceof (PHP 5 以降)
namespace (PHP 5.3 以降) new old_function (PHP 4 のみ) or private (PHP 5 以降)
protected (PHP 5 以降) public (PHP 5 以降) static switch throw (PHP 5 以降)
try (PHP 5 以降) use var while xor

コンパイル時の定数
__CLASS__ __DIR__ (PHP 5.3 以降) __FILE__ __LINE__ __FUNCTION__ __METHOD__
__NAMESPACE__ (PHP 5.3 以降)

言語の定数
die() echo() empty() exit() eval()
include() include_once() isset() list() require()
require_once() return() print() unset()

定義済のクラス
ここでは、標準で定義されているクラスをとりあげます。 さまざまな拡張モジュールで定義されるその他のクラスについては、 個々の拡張モジュールのリファレンスで述べられています。

標準で定義されているクラス

以下のクラスは、PHP ビルドに含まれる標準関数セットで定義されています。

Directory
このクラスから、 dir のインスタンスが生成される。

stdClass
オブジェクトへの型変換 で作られる。

__PHP_Incomplete_Class

PHP 5 以降で定義済みのクラス

以下に PHP 5.0.0 で導入されたその他の定義済みのクラスを示します。

exception
php_user_filter
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クロージャ

定義済みの final クラス Closure が PHP 5.3.0 で追加されました。これは 無名関数 の内部実装で用いられます。

このクラスのコンストラクタは、主導でのオブジェクトの作成を禁止するようになっています (E_RECOVERABLE_ERROR が発生します)。 また、マジックメソッド __invoke を用意しています。

特別なクラス

次の識別子は特別な意味を持っているので、クラス名としては使えません。

self
現在のクラス。

static
実行時における現在のクラス。

parent
親クラス。

定義済みの定数
コアの定義済みの定数

これらの定数は PHP のコアで定義済みの定数です。 PHP, Zend engine, SAPI モジュールも含みます。

PHP_VERSION (string)
PHP_MAJOR_VERSION (integer)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_MINOR_VERSION (integer)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_RELEASE_VERSION (integer)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_VERSION_ID (integer)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_EXTRA_VERSION (string)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_ZTS (integer)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_DEBUG (integer)

PHP 5.2.7 以降で利用可能。
PHP_MAXPATHLEN (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能。
PHP_OS (string)
PHP_SAPI (string)

PHP 4.2.0 以降で利用可能。 php_sapi_name() も参照ください。
PHP_EOL (string)

PHP 4.3.10 および PHP 5.0.2 以降で利用可能
PHP_INT_MAX (integer)

PHP 4.4.0 および PHP 5.0.5 以降で利用可能
PHP_INT_SIZE (integer)

PHP 4.4.0 および PHP 5.0.5 以降で利用可能
DEFAULT_INCLUDE_PATH (string)
PEAR_INSTALL_DIR (string)
PEAR_EXTENSION_DIR (string)
PHP_EXTENSION_DIR (string)
PHP_PREFIX (string)

PHP 4.3.0 以降で利用可能
PHP_BINDIR (string)
PHP_LIBDIR (string)
PHP_DATADIR (string)
PHP_SYSCONFDIR (string)
PHP_LOCALSTATEDIR (string)
PHP_CONFIG_FILE_PATH (string)
PHP_CONFIG_FILE_SCAN_DIR (string)
PHP_SHLIB_SUFFIX (string)

PHP 4.3.0 以降で利用可能
PHP_OUTPUT_HANDLER_START (integer)
PHP_OUTPUT_HANDLER_CONT (integer)
PHP_OUTPUT_HANDLER_END (integer)
PHP_WINDOWS_VERSION_MAJOR (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_MINOR (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_BUILD (integer)
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PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_PLATFORM (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_SP_MAJOR (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_SP_MINOR (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_SUITEMASK (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_VERSION_PRODUCTTYPE (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_NT_DOMAIN_CONTROLLER (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_NT_SERVER (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
PHP_WINDOWS_NT_WORKSTATION (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
E_ERROR (integer)
E_WARNING (integer)
E_PARSE (integer)
E_NOTICE (integer)
E_CORE_ERROR (integer)
E_CORE_WARNING (integer)
E_COMPILE_ERROR (integer)
E_COMPILE_WARNING (integer)
E_USER_ERROR (integer)
E_USER_WARNING (integer)
E_USER_NOTICE (integer)
E_DEPRECATED (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
E_USER_DEPRECATED (integer)

PHP 5.3.0 以降で利用可能
E_ALL (integer)
E_STRICT (integer)

PHP 5.0.0 以降で利用可能
__COMPILER_HALT_OFFSET__ (integer)

PHP 5.1.0 以降で利用可能
TRUE (boolean)

Booleans も参照ください。
FALSE (boolean)

Booleans も参照ください。
NULL (boolean)

Null も参照ください。

マジック定数 も参照ください。

標準の定義済み定数

PHP上でデフォルトで定義されている定数です。

EXTR_OVERWRITE (integer)
EXTR_SKIP (integer)
EXTR_PREFIX_SAME (integer)
EXTR_PREFIX_ALL (integer)
EXTR_PREFIX_INVALID (integer)
EXTR_PREFIX_IF_EXISTS (integer)
EXTR_IF_EXISTS (integer)
SORT_ASC (integer)
SORT_DESC (integer)
SORT_REGULAR (integer)
SORT_NUMERIC (integer)
SORT_STRING (integer)
CASE_LOWER (integer)
CASE_UPPER (integer)
COUNT_NORMAL (integer)
COUNT_RECURSIVE (integer)
ASSERT_ACTIVE (integer)
ASSERT_CALLBACK (integer)
ASSERT_BAIL (integer)
ASSERT_WARNING (integer)
ASSERT_QUIET_EVAL (integer)
CONNECTION_ABORTED (integer)
CONNECTION_NORMAL (integer)
CONNECTION_TIMEOUT (integer)
INI_USER (integer)
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INI_PERDIR (integer)
INI_SYSTEM (integer)
INI_ALL (integer)
M_E (float)
M_LOG2E (float)
M_LOG10E (float)
M_LN2 (float)
M_LN10 (float)
M_PI (float)
M_PI_2 (float)
M_PI_4 (float)
M_1_PI (float)
M_2_PI (float)
M_2_SQRTPI (float)
M_SQRT2 (float)
M_SQRT1_2 (float)
CRYPT_SALT_LENGTH (integer)
CRYPT_STD_DES (integer)
CRYPT_EXT_DES (integer)
CRYPT_MD5 (integer)
CRYPT_BLOWFISH (integer)
DIRECTORY_SEPARATOR (string)
SEEK_SET (integer)
SEEK_CUR (integer)
SEEK_END (integer)
LOCK_SH (integer)
LOCK_EX (integer)
LOCK_UN (integer)
LOCK_NB (integer)
HTML_SPECIALCHARS (integer)
HTML_ENTITIES (integer)
ENT_COMPAT (integer)
ENT_QUOTES (integer)
ENT_NOQUOTES (integer)
INFO_GENERAL (integer)
INFO_CREDITS (integer)
INFO_CONFIGURATION (integer)
INFO_MODULES (integer)
INFO_ENVIRONMENT (integer)
INFO_VARIABLES (integer)
INFO_LICENSE (integer)
INFO_ALL (integer)
CREDITS_GROUP (integer)
CREDITS_GENERAL (integer)
CREDITS_SAPI (integer)
CREDITS_MODULES (integer)
CREDITS_DOCS (integer)
CREDITS_FULLPAGE (integer)
CREDITS_QA (integer)
CREDITS_ALL (integer)
STR_PAD_LEFT (integer)
STR_PAD_RIGHT (integer)
STR_PAD_BOTH (integer)
PATHINFO_DIRNAME (integer)
PATHINFO_BASENAME (integer)
PATHINFO_EXTENSION (integer)
PATH_SEPARATOR (string)
CHAR_MAX (integer)
LC_CTYPE (integer)
LC_NUMERIC (integer)
LC_TIME (integer)
LC_COLLATE (integer)
LC_MONETARY (integer)
LC_ALL (integer)
LC_MESSAGES (integer)
ABDAY_1 (integer)
ABDAY_2 (integer)
ABDAY_3 (integer)
ABDAY_4 (integer)
ABDAY_5 (integer)
ABDAY_6 (integer)
ABDAY_7 (integer)
DAY_1 (integer)
DAY_2 (integer)
DAY_3 (integer)
DAY_4 (integer)
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DAY_5 (integer)
DAY_6 (integer)
DAY_7 (integer)
ABMON_1 (integer)
ABMON_2 (integer)
ABMON_3 (integer)
ABMON_4 (integer)
ABMON_5 (integer)
ABMON_6 (integer)
ABMON_7 (integer)
ABMON_8 (integer)
ABMON_9 (integer)
ABMON_10 (integer)
ABMON_11 (integer)
ABMON_12 (integer)
MON_1 (integer)
MON_2 (integer)
MON_3 (integer)
MON_4 (integer)
MON_5 (integer)
MON_6 (integer)
MON_7 (integer)
MON_8 (integer)
MON_9 (integer)
MON_10 (integer)
MON_11 (integer)
MON_12 (integer)
AM_STR (integer)
PM_STR (integer)
D_T_FMT (integer)
D_FMT (integer)
T_FMT (integer)
T_FMT_AMPM (integer)
ERA (integer)
ERA_YEAR (integer)
ERA_D_T_FMT (integer)
ERA_D_FMT (integer)
ERA_T_FMT (integer)
ALT_DIGITS (integer)
INT_CURR_SYMBOL (integer)
CURRENCY_SYMBOL (integer)
CRNCYSTR (integer)
MON_DECIMAL_POINT (integer)
MON_THOUSANDS_SEP (integer)
MON_GROUPING (integer)
POSITIVE_SIGN (integer)
NEGATIVE_SIGN (integer)
INT_FRAC_DIGITS (integer)
FRAC_DIGITS (integer)
P_CS_PRECEDES (integer)
P_SEP_BY_SPACE (integer)
N_CS_PRECEDES (integer)
N_SEP_BY_SPACE (integer)
P_SIGN_POSN (integer)
N_SIGN_POSN (integer)
DECIMAL_POINT (integer)
RADIXCHAR (integer)
THOUSANDS_SEP (integer)
THOUSEP (integer)
GROUPING (integer)
YESEXPR (integer)
NOEXPR (integer)
YESSTR (integer)
NOSTR (integer)
CODESET (integer)
LOG_EMERG (integer)
LOG_ALERT (integer)
LOG_CRIT (integer)
LOG_ERR (integer)
LOG_WARNING (integer)
LOG_NOTICE (integer)
LOG_INFO (integer)
LOG_DEBUG (integer)
LOG_KERN (integer)
LOG_USER (integer)
LOG_MAIL (integer)
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LOG_DAEMON (integer)
LOG_AUTH (integer)
LOG_SYSLOG (integer)
LOG_LPR (integer)
LOG_NEWS (integer)
LOG_UUCP (integer)
LOG_CRON (integer)
LOG_AUTHPRIV (integer)
LOG_LOCAL0 (integer)
LOG_LOCAL1 (integer)
LOG_LOCAL2 (integer)
LOG_LOCAL3 (integer)
LOG_LOCAL4 (integer)
LOG_LOCAL5 (integer)
LOG_LOCAL6 (integer)
LOG_LOCAL7 (integer)
LOG_PID (integer)
LOG_CONS (integer)
LOG_ODELAY (integer)
LOG_NDELAY (integer)
LOG_NOWAIT (integer)
LOG_PERROR (integer)

リソース型の一覧
以下にPHPのリソースを生成、使用、破棄するための関数の一覧を示します。 is_resource()によりある変数がリソースであるかど うかを調べることが可能です。また、 get_resource_type()は変数のリソース型を返します。

Resource Types
リソース型の名前 生成する関数 使用する関数 破棄する関数 説明
aspell aspell_new() aspell_check(), aspell_check_raw(), aspell_suggest() None Aspell 辞書
bzip2 bzopen() bzerrno(), bzerror(), bzerrstr(), bzflush(), bzread(), bzwrite() bzclose() Bzip2 ファイル

COM com_load() com_invoke(), com_propget(), com_get(), com_propput(), com_set(), com_propput() None
COM オブジェ
クト リファレン
ス

VARIANT

cpdf cpdf_open()

cpdf_page_init(), cpdf_finalize_page(), cpdf_finalize(), cpdf_output_buffer(), cpdf_save_to_file(), cpdf_set_current_page(), cpdf_begin_text(),
cpdf_end_text(), cpdf_show(), cpdf_show_xy(), cpdf_text(), cpdf_set_font(), cpdf_set_leading(), cpdf_set_text_rendering(),
cpdf_set_horiz_scaling(), cpdf_set_text_rise(), cpdf_set_text_matrix(), cpdf_set_text_pos(), cpdf_set_text_pos(), cpdf_set_word_spacing(),
cpdf_continue_text(), cpdf_stringwidth(), cpdf_save(), cpdf_translate(), cpdf_restore(), cpdf_scale(), cpdf_rotate(), cpdf_setflat(),
cpdf_setlinejoin(), cpdf_setlinecap(), cpdf_setmiterlimit(), cpdf_setlinewidth(), cpdf_setdash(), cpdf_moveto(), cpdf_rmoveto(), cpdf_curveto(),
cpdf_lineto(), cpdf_rlineto(), cpdf_circle(), cpdf_arc(), cpdf_rect(), cpdf_closepath(), cpdf_stroke(), cpdf_closepath_fill_stroke(),
cpdf_fill_stroke(), cpdf_clip(), cpdf_fill(), cpdf_setgray_fill(), cpdf_setgray_stroke(), cpdf_setgray(), cpdf_setrgbcolor_fill(),
cpdf_setrgbcolor_stroke(), cpdf_setrgbcolor(), cpdf_add_outline(), cpdf_set_page_animation(), cpdf_import_jpeg(), cpdf_place_inline_image(),
cpdf_add_annotation()

cpdf_close()
CPDFライブラ
リのPDFドキュ
メント

cpdf outline

curl curl_copy_handle(), curl_init() curl_copy_handle(), curl_errno(), curl_error(), curl_exec(), curl_getinfo(), curl_setopt() curl_close() Curl セッショ
ン

dbm dbmopen() dbmexists(), dbmfetch(), dbminsert(), dbmreplace(), dbmdelete(), dbmfirstkey(), dbmnextkey() dbmclose() DBMデータベー
スへのリンク

dba dba_open() dba_delete(), dba_exists(), dba_fetch(), dba_firstkey(), dba_insert(), dba_nextkey(), dba_optimize(), dba_replace(), dba_sync() dba_close() DBAデータベー
スへのリンク

dba persistent dba_popen() dba_delete(), dba_exists(), dba_fetch(), dba_firstkey(), dba_insert(), dba_nextkey(), dba_optimize(), dba_replace(), dba_sync() None
DBAデータベー
スへの持続的な
リンク

dbase dbase_open() dbase_pack(), dbase_add_record(), dbase_replace_record(), dbase_delete_record(), dbase_get_record(), dbase_get_record_with_names(),
dbase_numfields(), dbase_numrecords() dbase_close()

Dbaseデータ
ベースへのリン
ク

dbx_link_object dbx_connect() dbx_query() dbx_close() dbx
connection

dbx_result_object dbx_query() None dbx result
domxml attribute
domxml
document
domxml node
xpath context
xpath object

fbsql_autocommit(), fbsql_blob_size(), fbsql_clob_size(), fbsql_commit(), fbsql_change_user(), fbsql_create_blob(), fbsql_create_db(), fbsql データ
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fbsql link fbsql_change_user(),
fbsql_connect()

fbsql_create_clob(), fbsql_data_seek(), fbsql_database_password(), fbsql_database(), fbsql_db_query(), fbsql_db_status(), fbsql_drop_db(),
fbsql_errno(), fbsql_error(), fbsql_get_autostart_info(), fbsql_hostname(), fbsql_insert_id(), fbsql_list_dbs(), fbsql_password(), fbsql_read_blob(),
fbsql_read_clob(), fbsql_rollback(), fbsql_select_db(), fbsql_set_password(), fbsql_set_transaction(), fbsql_start_db(), fbsql_stop_db(), fbsql_username()

fbsql_close() ベースへのリン
ク

fbsql plink fbsql_change_user(),
fbsql_pconnect()

fbsql_autocommit(), fbsql_change_user(), fbsql_create_db(), fbsql_data_seek(), fbsql_db_query(), fbsql_drop_db(), fbsql_select_db(), fbsql_errno(),
fbsql_error(), fbsql_insert_id(), fbsql_list_dbs() None

fbsql 持続的
データベースへ
のリンク

fbsql result

fbsql_db_query(),
fbsql_list_dbs(), fbsql_query(),
fbsql_list_fields(),
fbsql_list_tables(),
fbsql_tablename()

fbsql_affected_rows(), fbsql_fetch_array(), fbsql_fetch_assoc(), fbsql_fetch_field(), fbsql_fetch_lengths(), fbsql_fetch_object(), fbsql_fetch_row(),
fbsql_field_flags(), fbsql_field_name(), fbsql_field_len(), fbsql_field_seek(), fbsql_field_table(), fbsql_field_type(), fbsql_next_result(), fbsql_num_fields(),
fbsql_num_rows(), fbsql_result(), fbsql_num_rows()

fbsql_free_result() fbsql result

fdf fdf_open() fdf_create(), fdf_save(), fdf_get_value(), fdf_set_value(), fdf_next_field_name(), fdf_set_ap(), fdf_set_status(), fdf_get_status(), fdf_set_file(),
fdf_get_file(), fdf_set_flags(), fdf_set_opt(), fdf_set_submit_form_action(), fdf_set_javascript_action() fdf_close() FDF File

ftp ftp_connect(), ftp_ssl_connect()
ftp_login(), ftp_pwd(), ftp_cdup(), ftp_chdir(), ftp_mkdir(), ftp_rmdir(), ftp_nlist(), ftp_rawlist(), ftp_systype(), ftp_pasv(), ftp_get(), ftp_fget(), ftp_put(),
ftp_fput(), ftp_size(), ftp_mdtm(), ftp_rename(), ftp_delete(), ftp_site(), ftp_alloc(), ftp_chmod(), ftp_exec(), ftp_get_option(), ftp_nb_continue(),
ftp_nb_fget(), ftp_nb_fput(), ftp_nb_get(), ftp_nb_put(), ftp_raw(), ftp_set_option()

ftp_close() FTP ストリーム

gd

imagecreate(),
imagecreatefromgd(),
imagecreatefromgd2(),
imagecreatefromgd2part(),
imagecreatefromgif(),
imagecreatefromjpeg(),
imagecreatefrompng(),
imagecreatefromwbmp(),
imagecreatefromstring(),
imagecreatefromxbm(),
imagecreatefromxpm(),
imagecreatetruecolor(),
imagerotate()

imagearc(), imagechar(), imagecharup(), imagecolorallocate(), imagecolorat(), imagecolorclosest(), imagecolorexact(), imagecolorresolve(),
imagegammacorrect(), imagegammacorrect(), imagecolorset(), imagecolorsforindex(), imagecolorstotal(), imagecolortransparent(), imagecopy(),
imagecopyresized(), imagedashedline(), imagefill(), imagefilledpolygon(), imagefilledrectangle(), imagefilltoborder(), imagegif(), imagepng(),
imagejpeg(), imagewbmp(), imageinterlace(), imageline(), imagepolygon(), imagepstext(), imagerectangle(), imagerotate(), imagesetpixel(),
imagestring(), imagestringup(), imagesx(), imagesy(), imagettftext(), imagefilledarc(), imageellipse(), imagefilledellipse(), imagecolorclosestalpha(),
imagecolorexactalpha(), imagecolorresolvealpha(), imagecopymerge(), imagecopymergegray(), imagecopyresampled(), imagetruecolortopalette(),
imagesetbrush(), imagesettile(), imagesetthickness(), image2wbmp(), imagealphablending(), imageantialias(), imagecolorallocatealpha(),
imagecolorclosesthwb(), imagecolordeallocate(), imagecolormatch(), imagefilter(), imagefttext(), imagegd(), imagegd2(), imageistruecolor(),
imagelayereffect(), imagepalettecopy(), imagesavealpha(), imagesetstyle(), imagexbm()

imagedestroy() GD Image

gd font imageloadfont() imagechar(), imagecharup(), imagefontheight() None GD用のフォン
ト

gd PS encoding

gd PS font imagepsloadfont() imagepstext(), imagepsslantfont(), imagepsextendfont(), imagepsencodefont(), imagepsbbox() imagepsfreefont() GD用PSフォン
ト

GMP integer gmp_init()
gmp_intval(), gmp_strval(), gmp_add(), gmp_sub(), gmp_mul(), gmp_div_q(), gmp_div_r(), gmp_div_qr(), gmp_div(), gmp_mod(), gmp_divexact(),
gmp_cmp(), gmp_neg(), gmp_abs(), gmp_sign(), gmp_fact(), gmp_sqrt(), gmp_sqrtrm(), gmp_perfect_square(), gmp_pow(), gmp_powm(),
gmp_prob_prime(), gmp_gcd(), gmp_gcdext(), gmp_invert(), gmp_legendre(), gmp_jacobi(), gmp_random(), gmp_and(), gmp_or(), gmp_xor(),
gmp_setbit(), gmp_clrbit(), gmp_scan0(), gmp_scan1(), gmp_popcount(), gmp_hamdist()

None GMP Number

hyperwave
document

hw_cp(), hw_docbyanchor(),
hw_getremote(),
hw_getremotechildren()

hw_children(), hw_childrenobj(), hw_getparents(), hw_getparentsobj(), hw_getchildcoll(), hw_getchildcollobj(), hw_getremote(), hw_getsrcbydestobj(),
hw_getandlock(), hw_gettext(), hw_getobjectbyquerycoll(), hw_getobjectbyquerycollobj(), hw_getchilddoccoll(), hw_getchilddoccollobj(),
hw_getanchors(), hw_getanchorsobj(), hw_inscoll(), hw_pipedocument(), hw_unlock()

hw_deleteobject() Hyperwave
object

hyperwave link hw_connect()

hw_children(), hw_childrenobj(), hw_cp(), hw_deleteobject(), hw_docbyanchor(), hw_docbyanchorobj(), hw_errormsg(), hw_edittext(), hw_error(),
hw_getparents(), hw_getparentsobj(), hw_getchildcoll(), hw_getchildcollobj(), hw_getremote(), hw_getremotechildren(), hw_getsrcbydestobj(),
hw_getobject(), hw_getandlock(), hw_gettext(), hw_getobjectbyquery(), hw_getobjectbyqueryobj(), hw_getobjectbyquerycoll(),
hw_getobjectbyquerycollobj(), hw_getchilddoccoll(), hw_getchilddoccollobj(), hw_getanchors(), hw_getanchorsobj(), hw_mv(), hw_incollections(),
hw_info(), hw_inscoll(), hw_insdoc(), hw_insertdocument(), hw_insertobject(), hw_mapid(), hw_modifyobject(), hw_pipedocument(), hw_unlock(),
hw_who(), hw_getusername()

hw_close(),
hw_free_document()

Link to
Hyperwave
server

Hyperwaveサー
バへのリンク

hyperwave link
persistent hw_pconnect()

hw_children(), hw_childrenobj(), hw_cp(), hw_deleteobject(), hw_docbyanchor(), hw_docbyanchorobj(), hw_errormsg(), hw_edittext(), hw_error(),
hw_getparents(), hw_getparentsobj(), hw_getchildcoll(), hw_getchildcollobj(), hw_getremote(), hw_getremotechildren(), hw_getsrcbydestobj(),
hw_getobject(), hw_getandlock(), hw_gettext(), hw_getobjectbyquery(), hw_getobjectbyqueryobj(), hw_getobjectbyquerycoll(),
hw_getobjectbyquerycollobj(), hw_getchilddoccoll(), hw_getchilddoccollobj(), hw_getanchors(), hw_getanchorsobj(), hw_mv(), hw_incollections(),
hw_info(), hw_inscoll(), hw_insdoc(), hw_insertdocument(), hw_insertobject(), hw_mapid(), hw_modifyobject(), hw_pipedocument(), hw_unlock(),
hw_who(), hw_getusername()

None
Hyperwaveサー
バへの持続的な
リンク

icap icap_open() icap_fetch_event(), icap_list_events(), icap_store_event(), icap_snooze(), icap_list_alarms(), icap_delete_event() icap_close() icap サーバへの
リンク

imap imap_open()

imap_append(), imap_body(), imap_check(), imap_createmailbox(), imap_delete(), imap_deletemailbox(), imap_expunge(), imap_fetchbody(),
imap_fetchstructure(), imap_headerinfo(), imap_header(), imap_headers(), imap_listmailbox(), imap_getmailboxes(), imap_get_quota(), imap_status(),
imap_listsubscribed(), imap_set_quota(), imap_set_quota(), imap_getsubscribed(), imap_mail_copy(), imap_mail_move(), imap_num_msg(),
imap_num_recent(), imap_ping(), imap_renamemailbox(), imap_reopen(), imap_subscribe(), imap_undelete(), imap_unsubscribe(), imap_scanmailbox(),
imap_mailboxmsginfo(), imap_fetchheader(), imap_uid(), imap_msgno(), imap_search(), imap_fetch_overview()

imap_close() Link to IMAP,
POP3 server

imap chain
persistent
imap persistent

ingres ingres_connect()
ingres_query(), ingres_num_rows(), ingres_num_fields(), ingres_field_name(), ingres_field_type(), ingres_field_nullable(), ingres_field_length(),
ingres_field_precision(), ingres_field_scale(), ingres_fetch_array(), ingres_fetch_row(), ingres_fetch_object(), ingres_rollback(), ingres_commit(),
ingres_autocommit()

ingres_close() Link to ingresII
base

ingres persistent ingres_pconnect()
ingres_query(), ingres_num_rows(), ingres_num_fields(), ingres_field_name(), ingres_field_type(), ingres_field_nullable(), ingres_field_length(),
ingres_field_precision(), ingres_field_scale(), ingres_fetch_array(), ingres_fetch_row(), ingres_fetch_object(), ingres_rollback(), ingres_commit(),
ingres_autocommit()

None
Persistent link
to ingresII
base

interbase blob
Interbase デー
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interbase link ibase_connect() ibase_query(), ibase_prepare(), ibase_trans() ibase_close() タベースへのリ
ンク

interbase link
persistent ibase_pconnect() ibase_query(), ibase_prepare(), ibase_trans() None

Interbase デー
タベースへの持
続的なリンク

interbase query ibase_prepare() ibase_execute() ibase_free_query() Interbase
query

interbase result ibase_query() ibase_fetch_row(), ibase_fetch_object(), ibase_field_info(), ibase_num_fields() ibase_free_result() Interbase
Result

interbase
transaction ibase_trans() ibase_commit() ibase_rollback() Interbase

transaction
java

ldap link ldap_connect(), ldap_search() ldap_count_entries(), ldap_first_attribute(), ldap_first_entry(), ldap_get_attributes(), ldap_get_dn(), ldap_get_entries(), ldap_get_values(),
ldap_get_values_len(), ldap_next_attribute(), ldap_next_entry() ldap_close() ldap 接続

ldap result ldap_read()
ldap_add(), ldap_compare(), ldap_bind(), ldap_count_entries(), ldap_delete(), ldap_errno(), ldap_error(), ldap_first_attribute(), ldap_first_entry(),
ldap_get_attributes(), ldap_get_dn(), ldap_get_entries(), ldap_get_values(), ldap_get_values_len(), ldap_get_option(), ldap_list(), ldap_modify(),
ldap_mod_add(), ldap_mod_replace(), ldap_next_attribute(), ldap_next_entry(), ldap_mod_del(), ldap_set_option(), ldap_unbind()

ldap_free_result() ldap search
result

ldap result entry

mcal mcal_open(), mcal_popen()

mcal_create_calendar(), mcal_rename_calendar(), mcal_rename_calendar(), mcal_delete_calendar(), mcal_fetch_event(), mcal_list_events(),
mcal_append_event(), mcal_store_event(), mcal_delete_event(), mcal_list_alarms(), mcal_event_init(), mcal_event_set_category(),
mcal_event_set_title(), mcal_event_set_description(), mcal_event_set_start(), mcal_event_set_end(), mcal_event_set_alarm(),
mcal_event_set_class(), mcal_next_recurrence(), mcal_event_set_recur_none(), mcal_event_set_recur_daily(), mcal_event_set_recur_weekly(),
mcal_event_set_recur_monthly_mday(), mcal_event_set_recur_monthly_wday(), mcal_event_set_recur_yearly(),
mcal_fetch_current_stream_event(), mcal_event_add_attribute(), mcal_expunge()

mcal_close() calendar サー
バへのリンク

SWFAction
SWFBitmap
SWFButton
SWFDisplayItem
SWFFill
SWFFont
SWFGradient
SWFMorph
SWFMovie
SWFShape
SWFSprite
SWFText
SWFTextField
mnogosearch
agent
mnogosearch
result

msql link msql_connect() msql(), msql_create_db(), msql_createdb(), msql_drop_db(), msql_drop_db(), msql_select_db(), msql_select_db() msql_close()
mSQL データ
ベースへのリン
ク

msql link
persistent msql_pconnect() msql(), msql_create_db(), msql_createdb(), msql_drop_db(), msql_drop_db(), msql_select_db(), msql_select_db() None

mSQLデータ
ベースへの持続
的なリンク

msql query
msql_db_query(), msql_list_dbs(),
msql_list_fields(),
msql_list_tables(), msql_query()

msql(), msql_affected_rows(), msql_data_seek(), msql_dbname(), msql_fetch_array(), msql_fetch_field(), msql_fetch_object(), msql_fetch_row(),
msql_field_seek(), msql_field_table(), msql_field_flags(), msql_field_len(), msql_field_name(), msql_field_type(), msql_num_fields(), msql_num_rows(),
msql_numfields(), msql_numrows(), msql_result()

msql_free_result(),
msql_free_result() mSQL result

mssql link mssql_connect() mssql_query(), mssql_select_db() mssql_close()

Microsft SQL
Server データ
ベースへのリン
ク

mssql link
persistent mssql_pconnect() mssql_query(), mssql_select_db() None

Microsft SQL
Server データ
ベースへの持続
的なリンク

mssql result mssql_query() mssql_data_seek(), mssql_fetch_array(), mssql_fetch_field(), mssql_fetch_object(), mssql_fetch_row(), mssql_field_length(), mssql_field_name(),
mssql_field_seek(), mssql_field_type(), mssql_num_fields(), mssql_num_rows(), mssql_result() mssql_free_result() Microsft SQL

Server result

mysql link mysql_connect()
mysql_affected_rows(), mysql_change_user(), mysql_create_db(), mysql_data_seek(), mysql_db_name(), mysql_db_query(), mysql_drop_db(),
mysql_errno(), mysql_error(), mysql_insert_id(), mysql_list_dbs(), mysql_list_fields(), mysql_list_tables(), mysql_query(), mysql_result(),
mysql_select_db(), mysql_tablename(), mysql_get_host_info(), mysql_get_proto_info(), mysql_get_server_info()

mysql_close()
MySQL データ
ベースへのリン
ク

mysql link
persistent mysql_pconnect()

mysql_affected_rows(), mysql_change_user(), mysql_create_db(), mysql_data_seek(), mysql_db_name(), mysql_db_query(), mysql_drop_db(),
mysql_errno(), mysql_error(), mysql_insert_id(), mysql_list_dbs(), mysql_list_fields(), mysql_list_tables(), mysql_query(), mysql_result(),
mysql_select_db(), mysql_tablename(), mysql_get_host_info(), mysql_get_proto_info(), mysql_get_server_info()

None
MySQL データ
ベースへの持続
的なリンク

mysql_db_query(),
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mysql result

mysql_list_dbs(),
mysql_list_fields(),
mysql_list_processes(),
mysql_list_tables(),
mysql_query(),
mysql_unbuffered_query()

mysql_data_seek(), mysql_db_name(), mysql_fetch_array(), mysql_fetch_assoc(), mysql_fetch_field(), mysql_fetch_lengths(), mysql_fetch_object(),
mysql_fetch_row(), mysql_fetch_row(), mysql_field_flags(), mysql_field_name(), mysql_field_len(), mysql_field_seek(), mysql_field_table(),
mysql_field_type(), mysql_num_fields(), mysql_num_rows(), mysql_result(), mysql_tablename()

mysql_free_result() MySQL result

oci8 collection

oci8 connection ocilogon(), ociplogon(),
ocinlogon() ocicommit(), ociserverversion(), ocinewcursor(), ociparse(), ocierror() ocilogoff()

Oracle データ
ベースへのリン
ク

oci8 descriptor
oci8 server
oci8 session

oci8 statement ocinewdescriptor() ocirollback(), ocinewdescriptor(), ocirowcount(), ocidefinebyname(), ocibindbyname(), ociexecute(), ocinumcols(), ociresult(), ocifetch(), ocifetchinto(),
ocifetchstatement(), ocicolumnisnull(), ocicolumnname(), ocicolumnsize(), ocicolumntype(), ocistatementtype(), ocierror() ocifreestatement() Oracle カーソ

ル

odbc link odbc_connect()
odbc_autocommit(), odbc_commit(), odbc_error(), odbc_errormsg(), odbc_exec(), odbc_tables(), odbc_tableprivileges(), odbc_do(), odbc_prepare(),
odbc_columns(), odbc_columnprivileges(), odbc_procedurecolumns(), odbc_specialcolumns(), odbc_rollback(), odbc_setoption(), odbc_gettypeinfo(),
odbc_primarykeys(), odbc_foreignkeys(), odbc_procedures(), odbc_statistics()

odbc_close()
ODBC データ
ベースへのリン
ク

odbc link
persistent odbc_pconnect()

odbc_autocommit(), odbc_commit(), odbc_error(), odbc_errormsg(), odbc_exec(), odbc_tables(), odbc_tableprivileges(), odbc_do(), odbc_prepare(),
odbc_columns(), odbc_columnprivileges(), odbc_procedurecolumns(), odbc_specialcolumns(), odbc_rollback(), odbc_setoption(), odbc_gettypeinfo(),
odbc_primarykeys(), odbc_foreignkeys(), odbc_procedures(), odbc_statistics()

None
ODBC データ
ベースへの持続
的なリンク

odbc result odbc_prepare()
odbc_binmode(), odbc_cursor(), odbc_execute(), odbc_fetch_into(), odbc_fetch_row(), odbc_field_name(), odbc_field_num(), odbc_field_type(),
odbc_field_len(), odbc_field_precision(), odbc_field_scale(), odbc_longreadlen(), odbc_num_fields(), odbc_num_rows(), odbc_result(), odbc_result_all(),
odbc_setoption()

odbc_free_result() ODBC result

birdstep link
birdstep result

OpenSSL key openssl_get_privatekey(),
openssl_get_publickey() openssl_sign(), openssl_seal(), openssl_open(), openssl_verify() openssl_free_key() OpenSSL key

OpenSSL X.509 openssl_x509_read() openssl_x509_parse(), openssl_x509_checkpurpose() openssl_x509_free() Public Key

oracle Cursor ora_open() ora_bind(), ora_columnname(), ora_columnsize(), ora_columntype(), ora_error(), ora_errorcode(), ora_exec(), ora_fetch(), ora_fetch_into(),
ora_getcolumn(), ora_numcols(), ora_numrows(), ora_parse() ora_close() Oracle カーソ

ル

oracle link ora_logon() ora_do(), ora_error(), ora_errorcode(), ora_rollback(), ora_commitoff(), ora_commiton(), ora_open(), ora_commit() ora_logoff()
oracle データ
ベースへのリン
ク

oracle link
persistent ora_plogon() ora_do(), ora_error(), ora_errorcode(), ora_rollback(), ora_commitoff(), ora_commiton(), ora_open(), ora_commit() None

oracle データ
ベースへの持続
的なリンク

pdf document pdf_new()

pdf_add_bookmark(), pdf_add_launchlink(), pdf_add_locallink(), pdf_add_note(), pdf_add_pdflink(), pdf_add_weblink(), pdf_arc(), pdf_attach_file(),
pdf_begin_page(), pdf_circle(), pdf_clip(), pdf_closepath(), pdf_closepath_fill_stroke(), pdf_closepath_stroke(), pdf_concat(), pdf_continue_text(),
pdf_curveto(), pdf_end_page(), pdf_endpath(), pdf_fill(), pdf_fill_stroke(), pdf_findfont(), pdf_get_buffer(), pdf_get_image_height(),
pdf_get_image_width(), pdf_get_parameter(), pdf_get_value(), pdf_lineto(), pdf_moveto(), pdf_open_ccitt(), pdf_open_file(), pdf_open_image_file(),
pdf_place_image(), pdf_rect(), pdf_restore(), pdf_rotate(), pdf_save(), pdf_scale(), pdf_setdash(), pdf_setflat(), pdf_setfont(), pdf_setgray(),
pdf_setgray_fill(), pdf_setgray_stroke(), pdf_setlinecap(), pdf_setlinejoin(), pdf_setlinewidth(), pdf_setmiterlimit(), pdf_setpolydash(), pdf_setrgbcolor(),
pdf_setrgbcolor_fill(), pdf_setrgbcolor_stroke(), pdf_set_border_color(), pdf_set_border_dash(), pdf_set_border_style(), pdf_set_char_spacing(),
pdf_set_duration(), pdf_set_font(), pdf_set_horiz_scaling(), pdf_set_parameter(), pdf_set_text_pos(), pdf_set_text_rendering(), pdf_set_value(),
pdf_set_word_spacing(), pdf_show(), pdf_show_boxed(), pdf_show_xy(), pdf_skew(), pdf_stringwidth(), pdf_stroke(), pdf_translate(),
pdf_add_thumbnail(), pdf_arcn(), pdf_begin_pattern(), pdf_begin_template(), pdf_end_pattern(), pdf_end_template(), pdf_initgraphics(),
pdf_makespotcolor(), pdf_set_info(), pdf_setcolor(), pdf_setmatrix(), pdf_open_memory_image()

pdf_close(),
pdf_delete()

PDF ドキュメン
ト

pdf image
pdf_open_image(),
pdf_open_image_file(),
pdf_open_memory_image()

pdf_get_image_height(), pdf_get_image_width(), pdf_open_CCITT(), pdf_place_image() pdf_close_image() PDF ファイル内
の画像

pdf object
pdf outline

pgsql large
object pg_lo_open() pg_lo_open(), pg_lo_create(), pg_lo_read(), pg_lo_read_all(), pg_lo_seek(), pg_lo_tell(), pg_lo_unlink(), pg_lo_write() pg_lo_close()

PostgreSQL
ラージオブジェ
クト

pgsql link pg_connect()
pg_affected_rows(), pg_query(), pg_send_query(), pg_get_result(), pg_connection_busy(), pg_connection_reset(), pg_connection_status(),
pg_last_error(), pg_last_notice(), pg_lo_create(), pg_lo_export(), pg_lo_import(), pg_lo_open(), pg_lo_unlink(), pg_host(), pg_port(), pg_dbname(),
pg_options(), pg_copy_from(), pg_copy_to(), pg_end_copy(), pg_put_line(), pg_tty(), pg_trace(), pg_untrace(), pg_set_client_encoding(),
pg_client_encoding(), pg_metadata(), pg_convert(), pg_insert(), pg_select(), pg_delete(), pg_update()

pg_close()
PostgreSQL
データベースへ
のリンク

pgsql link
persistent pg_pconnect()

pg_affected_rows(), pg_query(), pg_send_query(), pg_get_result(), pg_connection_busy(), pg_connection_reset(), pg_connection_status(),
pg_last_error(), pg_last_notice(), pg_lo_create(), pg_lo_export(), pg_lo_import(), pg_lo_open(), pg_lo_unlink(), pg_host(), pg_port(), pg_dbname(),
pg_options(), pg_copy_from(), pg_copy_to(), pg_end_copy(), pg_put_line(), pg_tty(), pg_trace(), pg_untrace(), pg_set_client_encoding(),
pg_client_encoding(), pg_metadata(), pg_convert(), pg_insert(), pg_select(), pg_delete(), pg_update()

None

PostgreSQL
データベースへ
の持続的なリン
ク

pgsql result
pg_execute(), pg_query(),
pg_query_params(),
pg_get_result()

pg_fetch_array(), pg_fetch_object(), pg_fetch_result(), pg_fetch_row(), pg_field_is_null(), pg_field_name(), pg_field_num(), pg_field_prtlen(),
pg_field_size(), pg_field_type(), pg_last_oid(), pg_num_fields(), pg_num_rows(), pg_result_error(), pg_result_status() pg_free_result() PostgreSQL 結

果

pgsql string
printer
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printer brush
printer font
printer pen

pspell
pspell_new(),
pspell_new_config(),
pspell_new_personal()

pspell_add_to_personal(), pspell_add_to_session(), pspell_check(), pspell_clear_session(), pspell_config_ignore(), pspell_config_mode(),
pspell_config_personal(), pspell_config_repl(), pspell_config_runtogether(), pspell_config_save_repl(), pspell_save_wordlist(),
pspell_store_replacement(), pspell_suggest()

None pspell 辞書

pspell config pspell_config_create() pspell_new_config() None pspell 設定
Sablotron XSLT xslt_create() xslt_closelog(), xslt_openlog(), xslt_run(), xslt_set_sax_handler(), xslt_errno(), xslt_error(), xslt_fetch_result(), xslt_free() xslt_free() XSLT パーサ
shmop shmop_open() shmop_read(), shmop_write(), shmop_size(), shmop_delete() shmop_close()  
sockets file
descriptor set socket() accept_connect(), bind(), connect(), listen(), read(), write() close() Socket

sockets i/o
vector

stream opendir() readdir(), rewinddir() closedir() ディレクトリハ
ンドル

stream fopen(), tmpfile() feof(), fflush(), fgetc(), fgetcsv(), fgets(), fgetss(), flock(), fpassthru(), fputs(), fwrite(), fread(), fseek(), ftell(), fstat(), ftruncate(), set_file_buffer(),
rewind() fclose() ファイルハンド

ル

stream popen(), fsockopen(),
pfsockopen() feof(), fflush(), fgetc(), fgetcsv(), fgets(), fgetss(), fpassthru(), fputs(), fwrite(), fread() pclose() Process handle

socket fflush(), fgetc(), fgetcsv(), fgets(), fgetss(), fpassthru(), fputs(), fwrite(), fread() fclose() ソケットハンド
ル

sybase-db link sybase_connect() sybase_query(), sybase_select_db() sybase_close()

DB ライブラリ
を使用し
たSybaseデータ
ベースへのリン
ク

sybase-db link
persistent sybase_pconnect() sybase_query(), sybase_select_db() None

DB ライブラリ
を使用し
たSybaseデータ
ベースへの持続
的なリンク

sybase-db result sybase_query(),
sybase_unbuffered_query()

sybase_data_seek(), sybase_fetch_array(), sybase_fetch_field(), sybase_fetch_object(), sybase_fetch_row(), sybase_field_seek(), sybase_num_fields(),
sybase_num_rows(), sybase_result() sybase_free_result()

Sybase result
using DB
library

sybase-ct link sybase_connect() sybase_affected_rows(), sybase_query(), sybase_select_db() sybase_close()

CT ライブラリ
を使用し
たSybaseデータ
ベースへのリン
ク

sybase-ct link
persistent sybase_pconnect() sybase_affected_rows(), sybase_query(), sybase_select_db() None

CT ライブラリ
を使用し
たSybaseデータ
ベースへの持続
的なリンク

sybase-ct result sybase_query() sybase_data_seek(), sybase_fetch_array(), sybase_fetch_field(), sybase_fetch_object(), sybase_fetch_row(), sybase_field_seek(), sybase_num_fields(),
sybase_num_rows(), sybase_result() sybase_free_result()

Sybase result
using CT
library

sysvsem sem_get() sem_acquire() sem_release() System V セマ
フォ

sysvshm shm_attach() shm_remove(), shm_put_var(), shm_get_var(), shm_remove_var() shm_detach() System V 共有
メモリ

wddx wddx_packet_start() wddx_add_vars() wddx_packet_end() WDDX packet

xml xml_parser_create(),
xml_parser_create_ns()

xml_set_object(), xml_set_element_handler(), xml_set_character_data_handler(), xml_set_processing_instruction_handler(), xml_set_default_handler(),
xml_set_unparsed_entity_decl_handler(), xml_set_notation_decl_handler(), xml_set_external_entity_ref_handler(), xml_parse(), xml_get_error_code(),
xml_error_string(), xml_get_current_line_number(), xml_get_current_column_number(), xml_get_current_byte_index(), xml_parse_into_struct(),
xml_parser_set_option(), xml_parser_get_option()

xml_parser_free() XML パーサ

zlib gzopen() gzeof(), gzgetc(), gzgets(), gzgetss(), gzpassthru(), gzputs(), gzread(), gzrewind(), gzseek(), gztell(), gzwrite() gzclose()
gz-
compressed
file

サポートするプロトコル/ラッパー
目次

ファイルシステム
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HTTP と HTTPS
FTP と FTPS
PHP 入出力ストリーム
圧縮ストリーム
データ (RFC 2397)
Glob
Phar
SSH2
Rar
オーディオストリーム
対話的プロセスストリーム

PHP には多くの組み込みラッパーが用意されています。さまざまな URL 風のプロトコルによって、 fopen() や copy() といったファイルシステム関数で使用することができます。 これらのラッパーだけでなく、PHP 4.3.0 以降では stream_wrapper_register() 関数でラッパー
を自作することができます。

注意: ラッパーを指定する際の URL 構文としてサポートしているのは scheme://... 形式のみです。 scheme:/ や scheme: といった形式には対応していません。

コンテキストオプションの一覧は コンテキストオプションとパラメータ にあります。

ファイルシステム
PHP の全バージョン。PHP 5.0.0 以降では file:// を用いて明示的に指定します。

/path/to/file.ext
relative/path/to/file.ext
fileInCwd.ext
C:/path/to/winfile.ext
C:\path\to\winfile.ext
\\smbserver\share\path\to\winfile.ext
file:///path/to/file.ext

PHP で使用されるデフォルトのラッパーは Filesystem で、 これはローカルファイルシステムを表します。 相対パス(/, \, \\,または Windows のドライブ文字で始まらないパス)が指定された場合、 指定されたパスは、現在の作業ディレクトリに対して適用されます。 多くの場
合、これは、スクリプトがあるディレクトリです。ただし、カレントディレクトリが 変更されている場合を除きます。 CLI SAPI を使用した場合、このデフォルトはスクリプトがコールされたディレクトリとなります。

fopen() や file_get_contents() のようないくつかの関数については、相対パスと同時に include_path も検索されます。

ラッパーの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
読み込み許可 Yes
書き込み許可 Yes
追加許可 Yes
同時読み書き許可 Yes
stat() のサポート Yes
unlink() のサポート Yes
rename() のサポート Yes
mkdir() のサポート Yes
rmdir() のサポート Yes

HTTP と HTTPS
PHP 4、PHP 5。https:// は PHP 4.3.0以降。

http://example.com
http://example.com/file.php?var1=val1&var2=val2
http://user:password@example.com
https://example.com
https://example.com/file.php?var1=val1&var2=val2
https://user:password@example.com

HTTP 1.0 により HTTP GET メソッドを用いてファイル/リソースに読み込みのみの アクセスが可能です。仮想ホストにホスト名でアクセスするために、 Host: ヘッダが送信されます。 php.ini ファイルまたはストリームコンテキストによって user_agent 文字列を設定してい
る場合、 それはリクエストの中にも含まれます。

警告

IIS のような、いくつかの標準に 対応してない Web サーバは、PHP に警告を発生させるような手順でデータを送信します。 このようなサーバを使用する場合は、 error_reporting を警告を発生しないレベルまで小さくする必要があります。 PHP 4.3.7 以降では、https:// ラッ
パーでストリームをオープンする際に バグがある IIS サーバソフトウエアを検出することができ、この警告を抑制することができます。 あなたが ssl:// ソケットを作成するために fsockopen() を使用している場合、 自らこの警告を検出し、抑制する必要があります。

PHP 4.0.5 以降、リダイレクトがサポートされています。これ以前のバージョンを 使用している場合、URL の末尾にスラッシュを付ける必要があります。 (全てのリダイレクトが処理された後に)ドキュメント取得元のリソースの URL を知ることが 重要な場合、ストリームから
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返された一連のレスポンスヘッダを処理する必要があります。
<?php
$url = 'http://www.example.com/redirecting_page.php';

$fp = fopen($url, 'r');

/* PHP 4.3.0 の場合、stream_get_meta_data() の代わりに
   $http_response_header を使用してください */
$meta_data = stream_get_meta_data($fp);
foreach($meta_data['wrapper_data'] as $response) {

  /* リダイレクトされているか? */
  if (substr(strtolower($response), 0, 10) == 'location: ') {
    /* $url をリダイレクト先に書き換える */
    $url = substr($response, 18);
  }

}

?>

ストリームにより、リソースの body にアクセスすることが できます。ヘッダは、$http_response_header 変数に保存されます。 PHP 4.3.0 以降は、ヘッダは stream_get_meta_data() により取得できます。

HTTP 接続は読み込みのみ可で、HTTP リソースにデータを書き込んだり ファイルをコピーしたりすることはできません。

注意: HTTPS は、PHP 4.3.0 以降で OpenSSL のサポートを組み込んだ場合にサポートされます。

from ディレクティブを php.ini で設定して コンテキストオプションとパラメータ では From: ヘッダを定義していない場合、この値が HTTP リクエストの From: ヘッダとして送信されます。

ラッパーの概要
属性 サポートの可否

allow_url_fopen で制約される Yes
読み込み可 Yes
書き込み可 No
追記可能 No
同時読み書き可 N/A
stat() をサポート No
unlink() をサポート No
rename() をサポート No
mkdir() をサポート No
rmdir() をサポート No

バージョン 5 より前では、HTTP リクエストで独自のヘッダを送信することができます。 これは INI 設定項目 user_agent を処理する際の副作用によるものです。 user_agent に何らかの正常な文字列 (たとえばデフォルト設定の PHP/version など) を指定し、さらに続けて
キャリッジリターン(\r) / ラインフィード(\n) を置いた後に任意のヘッダを記述します。 この方法は、PHP 4 以降のバージョンで動作します。

例1 HTTP リクエストで独自のヘッダを送信する
<?php
ini_set('user_agent', "PHP\r\nX-MyCustomHeader: Foo");

$fp = fopen('http://www.example.com/index.php', 'r');
?>

送信されるリクエストは次のようになります。
GET /index.php HTTP/1.0
Host: www.example.com
User-Agent: PHP
X-MyCustomHeader: Foo

FTP と FTPS
PHP 4、PHP 5。ftps:// は PHP 4.3.0 以降。

ftp://example.com/pub/file.txt
ftp://user:password@example.com/pub/file.txt
ftps://example.com/pub/file.txt
ftps://user:password@example.com/pub/file.txt

FTP 経由でのファイルの読み込みと新しいファイルの作成を許可します。 サーバがパッシブモードの FTP をサポートしていない場合、接続は失敗します。

読み込み用または書き込み用のどちらかでファイルをオープンすることが 可能ですが、それらを両方同時に指定することはできません。FTP サーバ上の 既存のファイルを書き込み用にオープンしようとした場合、もし コンテキストオプション overwrite が指定されていなけれ
ば 接続は失敗します。既存のファイルを FTP 越しに上書きしたい場合は、 コンテキストオプション overwrite を指定したうえで 書き込み用にファイルをオープンします。別の方法としては、 FTP 拡張モジュール を使用することも可能です。

注意: 追記
PHP 5.0.0 では、ftp:// URL ラッパー経由での ファイルの追記が可能となりました。それ以前のバージョンでは ftp:// 経由でのファイルの追記は失敗していました。

ftps:// は PHP 4.3.0 から有効になりました。 これは ftp:// と同じですが、FTP サーバとの 安全な接続を確立しようと試みます。もしサーバが SSL をサポートして いなければ、通常の（暗号化されない）FTP を使用します。

注意: FTPS のサポートは PHP 4.3.0 から始まりました。これを使用するには OpenSSL サポートを含めて PHP をコンパイルする必要があります。
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from ディレクティブを php.ini で設定した場合、この値が anonymous FTP のパスワードとして送信されます。

ラッパーの概要
属性 PHP 4 PHP 5

allow_url_fopen で制約される Yes Yes
読み込み許可 Yes Yes
書き込み許可 Yes（新規ファイルのみ） Yes（新規ファイル あるいは 既存のファイルで overwrite を指定）
追加許可 No Yes
同時読み書き許可 No No
stat() のサポート No PHP 5.0.0 では filesize()、 filetype()、file_exists()、 is_file() および is_dir() のみ。 PHP 5.1.0 で filemtime()。
unlink() のサポート No Yes
rename() のサポート No Yes
mkdir() のサポート No Yes
rmdir() のサポート No Yes

PHP 入出力ストリーム
php://stdin
php://stdout
php://stderr
php://output
php://input
php://filter (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
php://memory (PHP 5.1.0 以降で使用可能)
php://temp (PHP 5.1.0 以降で使用可能)

php://stdin、php://stdout および php://stderr は、PHP プロセスの 対応する入出力ストリームへの直接アクセスを許可します。 これらのストリームは複製されたファイル記述子を参照します。そのため、 php://stdin をオープンしたあとでそれを閉じたとしても、 識別子
のコピーが閉じられるだけです。STDIN で参照される実際のストリームは何も影響を受けません。 PHP 5.2.1 より前のバージョンでは、これに関連する挙動にバグがあります。 これらのラッパーを使うのではなく、定数 STDIN, STDOUT および STDERR を使用することを推奨しま
す。

php://output は、 print() および echo() と同じ方法での出力バッファへの書き込みを許可します。

php://input は、リクエストの body 部から生のデータを読み込むことができます。 POST リクエストの場合は $HTTP_RAW_POST_DATA よりもこちらを使うのが望ましいでしょう。php.ini ディレクティブの設定に依存しないからです。 さらに、$HTTP_RAW_POST_DATA
がデフォルトで設定されない場合は、 always_populate_raw_post_data を有効にするよりも $HTTP_RAW_POST_DATA を使うほうがメモリの消費量が少なくなるでしょう。 php://input は、 enctype="multipart/form-data" に対しては使用できません。

注意: php://input でオープンしたストリームは、は一度しか読み込めません。 また、このストリームは seek 操作をサポートしていません。 しかし、SAPI の実装によっては、別の php://input ストリームをオープンして読み込みを再開できる可能性もあります。
これは、リクエストの body 部のデータが保存されている場合にのみ可能となります。 通常、POST リクエストの場合はそのようになりますが、 PUT や PROPFIND といった他のメソッドの場合は保存されません。

php://stdin および php://input は読み込み専用で、 php://stdout、 php://stderr および php://output は書き込み専用です。

php://filter は、フィルタアプリケーションが ストリームをオープンすることを許可するために設計されたメタラッパーです。 これは、readfile()、file() および file_get_contents() のようなオールインワンの ファイル関数とともに使用すると有用です。これらの関数には、コ
ンテンツが 読み込まれる前にストリームにフィルタを適用する手段がありません。

php://filter の対象は、以下のように 'parameters' を 'path' の一部として保持します。

/resource=<フィルタの対象となるストリーム> （必須）このパラメータは、 php://filter 指定の最後に存在し、フィルタリング したいストリームを指している必要があります。
<?php
/* これは単純に以下と同じです。
   readfile("http://www.example.com");
   なぜなら、実際のところ何のフィルタ処理も行われないからです。 */
readfile("php://filter/resource=http://www.example.com");
?>

/read=<読み込みチェーンに適用するフィルタのリスト> （任意）このパラメータは 1 つ以上のフィルタ名を パラメータとしてとり、それらはパイプ文字 | で区切られます。
<?php
/* これは、www.example.com のすべての内容を
   大文字に変換して出力します。 */
readfile("php://filter/read=string.toupper/resource=http://www.example.com");

/* これは上の例と同じですが、それに加えて
   ROT13 エンコード処理を行います。 */
readfile("php://filter/read=string.toupper|string.rot13/resource=http://www.example.com");
?>

/write=<書き込みチェーンに適用するフィルタのリスト> （任意）このパラメータは 1 つ以上のフィルタ名を パラメータとしてとり、それらはパイプ文字 | で区切られます。
<?php
/* これは、文字列 "Hello World"
   に対して rot13 フィルタを適用し、カレントディレクトリの
   example.txt に書き込みます。 */
file_put_contents("php://filter/write=string.rot13/resource=example.txt","Hello World");
?>

/<両方のチェーンに適用するフィルタのリスト> （任意）read= あるいは write= の指定をされていないすべてのフィルタは、 読み込みチェーンと書き込みチェーンの両方に（適宜）適用されます。

php://memory ラッパーは、データをメモリに保存します。 php://temp も同様ですが、メモリの制限 (デフォルトは 2 MB です) を超過した際にはテンポラリファイルを使用します。
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php://temp ラッパーは、次の 'parameters' を 'path' の一部として受け付けます。

/maxmemory:<バイト数> (任意) このパラメータは、メモリの制限 (データをテンポラリファイルに移動する閾値) のデフォルト値を変更します。
<?php
$fiveMBs = 5 * 1024 * 1024;
$fp = fopen("php://temp/maxmemory:$fiveMBs", 'r+');

fputs($fp, "hello\n");

// 先ほど書き込んだデータを読み込みます。
rewind($fp);
echo stream_get_contents($fp);
?>

ラッパーの概要（php://filter については、 フィルタされる側のラッパーの概要を参照します）
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
allow_url_include で制約される php://input、 php://stdin、 php://memory および php://temp のみ。
読み込み許可 php://stdin、 php://input、 php://memory および php://temp のみ。
書き込み許可 php://stdout、 php://stderr、 php://output、 php://memory および php://temp のみ。
追加許可 php://stdout、 php://stderr、 php://output、 php://memory および php://temp のみ (書き込みと同じ)。
同時読み書き許可 php://memory および php://temp のみ。
stat() のサポート php://memory および php://temp のみ。
unlink() のサポート No
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No
stream_select() のサポート php://stdin, php://stdout, php://stderr および php://temp.

圧縮ストリーム
zlib: PHP 4.0.4 - PHP 4.2.3 (fopencookie をサポートするシステムのみ)

compress.zlib:// および compress.bzip2:// PHP 4.3.0以降

zlib:
compress.zlib://
compress.bzip2://

zlib: は gzopen() と同様に 動作しますが、このストリームは fread() および 他のファイルシステム関数と組み合わせて使用することができるところが 異なります。この機能ではファイル名に ':' 文字が含まれる曖昧さが あるため、PHP 4.3.0 以降では古い機能となっています。
代わりに compress.zlib:// を使用してください。

compress.zlib:// および compress.bzip2:// は、それぞれ gzopen() および bzopen() と等価で、 fopencookie をサポートしないシステムの上でも動作します。

ラッパーの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
読み込み許可 Yes
書き込み許可 Yes
追加許可 Yes
同時読み書き許可 No
stat() のサポート No, 圧縮されたファイルの状態を知るには、通常の file:// ラッパーを使用します。
unlink() のサポート No, 圧縮されたファイルを unlink するには、通常の file:// ラッパーを使用します。
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No

ZIP 拡張モジュール は zip: ラッパーを登録します。

データ (RFC 2397)
data: (» RFC 2397) ストリームラッパーは、 PHP 5.2.0 以降で使用可能です。

例1 data:// の内容の表示
<?php
// "I love PHP" と表示します
echo file_get_contents('data://text/plain;base64,SSBsb3ZlIFBIUAo=');
?>

http://www.faqs.org/rfcs/rfc2397
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例2 media type の取得
<?php
$fp   = fopen('data://text/plain;base64,', 'r');
$meta = stream_get_meta_data($fp);

// "text/plain" と表示します
echo $meta['mediatype'];
?>

ラッパーの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
allow_url_include で制約される Yes
読み込み許可 Yes
書き込み許可 No
追加許可 No
同時読み書き許可 No
stat() のサポート No
unlink() のサポート No
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No

Glob
glob: ストリームラッパーは PHP 5.3.0 以降で使用可能です。

例1 基本的な使用法
<?php
// ext/spl/examples/ ディレクトリのすべての *.php ファイルについて、
// そのファイル名とサイズを表示します
$it = new DirectoryIterator("glob://ext/spl/examples/*.php");
foreach($it as $f) {
    printf("%s: %.1FK\n", $f->getFilename(), $f->getSize()/1024);
}
?>

tree.php: 1.0K
findregex.php: 0.6K
findfile.php: 0.7K
dba_dump.php: 0.9K
nocvsdir.php: 1.1K
phar_from_dir.php: 1.0K
ini_groups.php: 0.9K
directorytree.php: 0.9K
dba_array.php: 1.1K
class_tree.php: 1.8K

ラッパーの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
allow_url_include で制約される No
読み込み許可 No
書き込み許可 No
追加許可 No
同時読み書き許可 No
stat() のサポート No
unlink() のサポート No
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No

Phar
phar:// ストリームラッパーは PHP 5.3.0 以降で使用可能です。 詳細は Phar ストリームラッパー を参照ください。

ラッパーの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
allow_url_include で制約される No
読み込み許可 Yes
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書き込み許可 Yes
追加許可 No
同時読み書き許可 Yes
stat() のサポート Yes
unlink() のサポート Yes
rename() のサポート Yes
mkdir() のサポート Yes
rmdir() のサポート Yes

SSH2
ssh2.shell:// ssh2.exec:// ssh2.tunnel:// ssh2.sftp:// ssh2.scp:// PHP 4.3.0 以降（PECL）

ssh2.shell://user:pass@example.com:22/xterm
ssh2.exec://user:pass@example.com:22/usr/local/bin/somecmd
ssh2.tunnel://user:pass@example.com:22/192.168.0.1:14
ssh2.sftp://user:pass@example.com:22/path/to/filename

注意: このラッパーはデフォルトでは有効になっていません
ssh2.*:// ラッパーを使用するには、 » PECL から » SSH2 拡張モジュールを インストールする必要があります。

ssh2 ラッパーでは、URL のホスト部分に接続リソースを渡すことで既にオープン している接続を再利用することが可能です。

例1 アクティブな接続からストリームをオープンする
<?php
$session = ssh2_connect('example.com', 22);
ssh2_auth_pubkey_file($session, 'username', '/home/username/.ssh/id_rsa.pub',
                                            '/home/username/.ssh/id_rsa', 'secret');
$stream = fopen("ssh2.tunnel://$session/remote.example.com:1234", 'r');
?>

ラッパーの概要
属性 ssh2.shell ssh2.exec ssh2.tunnel ssh2.sftp ssh2.scp

allow_url_fopen で制約される Yes Yes Yes Yes Yes
読み込み許可 Yes Yes Yes Yes Yes
書き込み許可 Yes Yes Yes Yes No
追加許可 No No No Yes（サーバがサポートしている場合） No
同時読み書き許可 Yes Yes Yes Yes No
stat() のサポート No No No Yes No
unlink() のサポート No No No Yes No
rename() のサポート No No No Yes No
mkdir() のサポート No No No Yes No
rmdir() のサポート No No No Yes No

コンテキストオプション
名前 使用法 デフォルト

session 再利用する接続済みの ssh2 リソース  
sftp 再利用する割り当て済みの sftp リソース  
methods Key exchange, hostkey, cipher, compression, および MAC methods  
callbacks   
username 接続するユーザ名  
password パスワード認証に使用するパスワード  
pubkey_file 認証に使用する公開鍵ファイル  
privkey_file 認証に使用する秘密鍵ファイル  
env 設定する環境変数の連想配列  
term pty を割り当てる際の端末エミュレート方式  
term_width pty を割り当てる際の端末の幅  
term_height pty を割り当てる際の端末の高さ  
term_units term_width および term_height の単位 SSH2_TERM_UNIT_CHARS

Rar
rar:// は、PECL rar 3.0.0 以降で使用可能です。

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/ssh2
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rar://<url encoded archive name>[*][#[<url encoded entry name>]]

注意: このラッパーはデフォルトでは有効になっていません
rar:// ラッパーを使用するには、 » PECL から » rar 拡張モジュールを インストールする必要があります。

このラッパーが受け取るのは、RAR アーカイブへの URL エンコードされたパス (絶対パスあるいは相対パス)、そしてオプションでアスタリスク (*)、番号記号 (#)、 アーカイブ内のエントリ名です。エントリ名を指定する場合は番号記号が必須となります。 エントリ名の先頭の
スラッシュは必須ではありません。

このラッパーは、ファイルだけでなくディレクトリも開くことができます。 ディレクトリを開く際にアスタリスクを使うと、 返されるディレクトリエントリ名はエンコードされていない状態となります。 アスタリスクを指定しなかった場合は URL エンコードしたものを返しま
す。 これは、RecursiveDirectoryIterator などの組み込み機能で このラッパーをファイル名の代わりに正しく使えるようにするためです。

番号記号とエントリ名の部分が含まれていない場合は、アーカイブのルートを表示します。 これは通常のディレクトリとは異なり、 返されるストリームには更新時刻などの情報が含まれません。 ルートディレクトリは、アーカイブの個別のエントリとして存在するわけではない
からです。 このラッパーを RecursiveDirectoryIterator で使う場合、 ルートにアクセスするには URL に番号記号を含めなければなりません。 そうすれば、子要素の URL も正しく作られます。

例1 RAR アーカイブの走査
<?php

class MyRecDirIt extends RecursiveDirectoryIterator {
    function current() {
        return rawurldecode($this->getSubPathName()) .
            (is_dir(parent::current())?" [DIR]":"");
    }
}

$f = "rar://" . rawurlencode(dirname(__FILE__)) .
    DIRECTORY_SEPARATOR . 'dirs_and_extra_headers.rar#';

$it = new RecursiveTreeIterator(new MyRecDirIt($f));

foreach ($it as $s) {
    echo $s, "\n";
}
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
|-allow_everyone_ni [DIR]
|-file1.txt
|-file2_ּא.txt
|-with_streams.txt
[DIR] אּ-\
Fempty%2E [DIR]אּ\%2-|  
Fempty%2E\file7.txtאּ\%2-\ |  
empty [DIR]\אּ-|  
file3.txt\אּ-|  
txt.אּ_file4\אּ-|  
[DIR] אּ\אּ_2-\  
file5.txt\אּ\אּ_2-|    
txt.אּ_file6\אּ\אּ_2-\    

例2 暗号化されたファイルのオープン (ヘッダの暗号化)

<?php
$stream = fopen("rar://" .
    rawurlencode(dirname(__FILE__)) . DIRECTORY_SEPARATOR .
    'encrypted_headers.rar' . '#encfile1.txt', "r", false,
    stream_context_create(
        array(
            'rar' =>
                array(
                    'open_password' => 'samplepassword'
                )
            )
        )
    );
var_dump(stream_get_contents($stream));
/* 作成日や最終更新日は WinRAR では選択式になっています。
 * そのため、多くのファイルには含まれていません */
var_dump(fstat($stream));
?>

上の例の出力は、 たとえば以下のようになります。
string(26) "Encrypted file 1 contents."
Array
(
    [0] => 0
    [1] => 0
    [2] => 33206
    [3] => 1
    [4] => 0
    [5] => 0
    [6] => 0
    [7] => 26
    [8] => 0
    [9] => 1259550052
    [10] => 0
    [11] => -1
    [12] => -1
    [dev] => 0
    [ino] => 0
    [mode] => 33206
    [nlink] => 1
    [uid] => 0
    [gid] => 0
    [rdev] => 0
    [size] => 26
    [atime] => 0
    [mtime] => 1259550052
    [ctime] => 0
    [blksize] => -1
    [blocks] => -1
)

ラッパーの概要

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/rar
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属性 サポートの有無
allow_url_fopen で制約される No
allow_url_include で制約される No
読み込み許可 Yes
書き込み許可 No
追加許可 No
同時読み書き許可 No
stat() のサポート Yes
unlink() のサポート No
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No

コンテキストオプション

名前 使用法 デフォ
ルト

open_password アーカイブのヘッダを暗号化するときに使うパスワード。 WinRAR では、ヘッダの暗号が設定されている場合はすべてのファイルを同じパスワードで暗号化します。 そのため、ヘッダが暗号化されているアーカイブでは file_password は無視されま
す。  

file_password ファイルを暗号化するときに使うパスワード。 ヘッダが暗号化されている場合はこの設定は無視され、かわりに open_password の値を使います。 ふたつのオプションがある理由は、 ヘッダとファイルを別々のパスワードで暗号化する可能性に対応
するためです。 アーカイブのヘッダが暗号化されていない場合は open_password は無視され、 このオプションを使わなければならないことに注意しましょう。  

volume_callback存在しないボリュームのパスを決めるために使うコールバック。詳細は RarArchive::open() を参照ください。  

オーディオストリーム
ogg:// PHP 4.3.0 以降（PECL）

ogg://soundfile.ogg
ogg:///path/to/soundfile.ogg
ogg://http://www.example.com/path/to/soundstream.ogg

注意: このラッパーはデフォルトでは有効になっていません
ogg:// ラッパーを使用するには、 » PECL から » OGG/Vorbis 拡張モジュールを インストールする必要があります。

ogg:// ラッパー経由で読み込みモードでオープンされた ファイルは、OGG/Vorbis コーデックでエンコードされた圧縮音声ファイルとして 扱われます。同様に、ogg:// ラッパー経由で書き込みモード あるいは追記モードでオープンされたファイルは、圧縮音声データとして
書き込まれます。読み込みモードでオープンした OGG/Vorbis ファイルに対して stream_get_meta_data() を適用した場合、以下のような さまざまな情報を返します。 vendor タグ、comments、 多くの channels、サンプリングレート rate 、 および以下のパラメータで指定さ
れるエンコーディングレート。 bitrate_lower、bitrate_upper、 bitrate_nominal、bitrate_window

ラッパーの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
読み込み許可 Yes
書き込み許可 Yes
追加許可 Yes
同時読み書き許可 No
stat() のサポート No
unlink() のサポート No
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No

コンテキストオプション
名前 使用法 デフォルト モード

pcm_mode読み込みの際に適用する PCM エンコーディング。以下のうちのひとつ。 OGGVORBIS_PCM_U8、OGGVORBIS_PCM_S8、 OGGVORBIS_PCM_U16_BE、OGGVORBIS_PCM_S16_BE、 OGGVORBIS_PCM_U16_LE、および OGGVORBIS_PCM_S16_LE （8
ビットか 16 ビットか、符号付きか符号なしか、ビッグエンディアンかリトルエンディアンか）。 OGGVORBIS_PCM_S16_LE Read

rate 入力データのサンプリングレート。Hz 単位。 44100 Write/Append
bitrate 整数値の場合、エンコードの際の固定ビットレート（16000 から 131072）。 浮動小数点値の場合、使用する可変ビットレート（-1.0 から 1.0）。 128000 Write/Append
channels エンコードする音声チャネル数。一般には 1（モノラル）あるいは 2（ステレオ）。 最大 16 まで。 2 Write/Append
comments エンコード時にトラックヘッダに入れる文字列の配列。  Write/Append

対話的プロセスストリーム
expect:// PHP 4.3.0 以降 (PECL)

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/oggvorbis
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expect://command

注意: このラッパはデフォルトでは有効となっていません。
expect:// ラッパを使用するには、 » PECL にある » Expect 拡張モジュールを インストールする必要があります。

expect:// ラッパでオープンしたストリームを使用すると、 プロセスの標準入力・標準出力・標準エラー出力への PTY 経由でのアクセスが 可能となります。

ラッパの概要
属性 サポートの有無

allow_url_fopen で制約される No
読み込み許可 Yes
書き込み許可 Yes
追加許可 Yes
同時読み書き許可 No
stat() のサポート No
unlink() のサポート No
rename() のサポート No
mkdir() のサポート No
rmdir() のサポート No

利用できるフィルタのリスト
目次

文字列フィルタ
変換フィルタ
圧縮フィルタ
暗号化フィルタ

以下は、stream_filter_append() で利用できる 組み込みフィルタのリストです。PHP のバージョンによっては このリスト以外のフィルタがあったり、このリストにあるフィルタが存在 しなかったりするかもしれません。

stream_filter_append() と stream_filter_prepend() のちょっとした違いに ついて説明します。 すべての PHP ストリームはその内部に小さな読み込みバッファ を持っており、ファイルシステムもしくは他のリソースから読み込まれた データはこのバッファに格納されます。こ
のことで、データをより効率的に 扱うことができるのです。リソースがストリームの内部バッファに 取り込まれたら、アプリケーション側で準備ができているかどうかに かかわらずすぐにフィルタ処理が行われます。フィルタが append されていた場合、読み込みバッファに
はいってきたデータはすぐにフィルタ処理されます。つまり、バッファの 存在をまったく意識せずに扱えるということです。しかし、もしフィルタが prepend されていた場合、読み込みバッファにデータが 入ってきた段階ではフィルタ処理されません。 リソースから次のデー
タブロックが読み込まれるまで、フィルタ処理を 待機するのです。

あなたが使っている PHP にどのようなフィルタが登録されているかを 知るには、stream_get_filters() を利用します。

文字列フィルタ
これらのフィルタは、まさしくその名が示すとおりの働きをし、PHP 組み込み の文字列処理関数と同じように動作します。これらのフィルタについての より詳しい情報は、対応する関数のマニュアルを参照してください。

string.rot13 (PHP 4.3.0 以降) このフィルタは、すべてのストリームデータに対して str_rot13() 関数を適用するのと同じ動作をします。

例1 string.rot13

<?php
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'string.rot13');
fwrite($fp, "This is a test.\n");
/* 出力:     Guvf vf n grfg.   */
?>

string.toupper (PHP 5.0.0 以降) このフィルタは、すべてのストリームデータに対して strtoupper() 関数を適用するのと同じ動作をします。

例2 string.toupper

<?php
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'string.toupper');
fwrite($fp, "This is a test.\n");
/* Outputs:  THIS IS A TEST.   */
?>

string.tolower (PHP 5.0.0 以降) このフィルタは、すべてのストリームデータに対して strtolower() 関数を適用するのと同じ動作をします。

例3 string.tolower

<?php
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'string.tolower');
fwrite($fp, "This is a test.\n");
/* 出力:     this is a test.   */
?>

http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/expect
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string.strip_tags (PHP 5.0.0 以降) このフィルタは、すべてのストリームデータに対して strip_tags() 関数を適用するのと同じ動作をします。 以下の２つのうちどちらかの形式でパラメータを渡すことができます。 ひとつは、strip_tags() 関数の第２パラメータと同じ 形式で
タグを並べた文字列、もうひとつはタグ名の配列です。

例4 string.strip_tags

<?php
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'string.strip_tags', STREAM_FILTER_WRITE, "<b><i><u>");
fwrite($fp, "<b>bolded text</b> enlarged to a <h1>level 1 heading</h1>\n");
fclose($fp);
/* 出力:     <b>bolded text</b> enlarged to a level 1 heading   */
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'string.strip_tags', STREAM_FILTER_WRITE, array('b','i','u'));
fwrite($fp, "<b>bolded text</b> enlarged to a <h1>level 1 heading</h1>\n");
fclose($fp);
/* 出力:     <b>bolded text</b> enlarged to a level 1 heading   */
?>

変換フィルタ
string.* フィルタと同様、convert.* フィルタもその名前と同じような 動作をします。変換フィルタは、PHP 5.0.0 で追加されました。 これらのフィルタについてのより詳しい情報は、対応する関数のマニュアルを 参照してください。

convert.base64-encode と convert.base64-decode このフィルタは、すべてのストリームデータに対してそれぞれ base64_encode() または base64_decode() 関数を適用するのと同じ動作をします。 convert.base64-encode は、パラメータを連想配列形式で 受け取るこ
とができます。line-length が与えられた 場合、base64 出力は line-length 文字単位に 分割されます。分割されたデータは、line-break-chars で指定された文字列で区切って出力されます。 これらのパラメータは、base64_encode() を chunk_split() とともに利用した場合
と同じ動作をします。

例1 convert.base64-encode と convert.base64-decode

<?php
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'convert.base64-encode');
fwrite($fp, "This is a test.\n");
fclose($fp);
/* 出力:     VGhpcyBpcyBhIHRlc3QuCg==  */
$param = array('line-length' => 8, 'line-break-chars' => "\r\n");
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'convert.base64-encode', STREAM_FILTER_WRITE, $param);
fwrite($fp, "This is a test.\n");
fclose($fp);
/* 出力:     VGhpcyBp
       :     cyBhIHRl
       :     c3QuCg==  */

$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'convert.base64-decode');
fwrite($fp, "VGhpcyBpcyBhIHRlc3QuCg==");
fclose($fp);
/* 出力:     This is a test.  */
?>

convert.quoted-printable-encode と convert.quoted-printable-decode これらのフィルタのうち、デコードフィルタはすべてのストリームデータに 対して quoted_printable_decode() 関数を適用するのと 同じ動作をします。 convert.quoted-printable-encode に対応
する関数は存在しません。 convert.quoted-printable-encode は、パラメータを 連想配列形式で受け取ることができます。convert.base64-encode でサポートされているパラメータに加え、convert.quoted-printable-encode は binary と force-encode-first という２つ
の論理型パラメータをサポートしています。 convert.base64-decode は line-break-chars パラメータのみをサポートしており、 これは符号化されたデータを分割する際に用いられます。

例2 convert.quoted-printable-encode と convert.quoted-printable-decode

<?php
$fp = fopen('php://output', 'w');
stream_filter_append($fp, 'convert.quoted-printable-encode');
fwrite($fp, "This is a test.\n");
/* 出力:    =This is a test.=0A  */
?>

圧縮フィルタ
圧縮ストリーム を用いれば ローカルファイルシステム上に gzip や bz2 と互換性のある圧縮ファイルを 作成することができます。しかし、これはネットワーク越しの圧縮機能を 持っておらず、また非圧縮ストリームを圧縮されたストリームに変換することも できません。その
点、圧縮フィルタはどんなストリームリソースでもどんな場合 でも適用可能です。

注意: 圧縮フィルタは、gzip のようなコマンドライン ユーティリティで使われるヘッダを生成しません。 これらのフィルタは、（ヘッダ部を除いた）データストリームの本体のみを 圧縮・展開するものです。

zlib.deflate (圧縮) と zlib.inflate (展開) は、 » RFC 1951 で述べられている圧縮方法を 実装したものです。deflate フィルタには、次の 3 つの パラメータを連想配列形式で渡すことができます: level は、圧縮の度合いを 1から9 までで表した ものです。数字が大きいほど圧
縮後のサイズが小さくなりますが、そのぶん 処理時間が長くかかります。次の2つの値は特別な意味を持ちます。 0 (一切圧縮しない)、そして -1 (zlib のデフォルト設定 -- 現在は 6)。 window は、圧縮用ループバックウィンドウのサイズを （2 を底とする）対数で指定しま
す。大きな値 (15 -- つまり 32768 バイトまで 引き上げる) を指定するとメモリをふんだんに利用してより小さく圧縮されます。 一方、小さな値 (9 -- つまり 512 バイトまで絞り込む) を指定すると、圧縮の 効率は落ちますがメモリの消費量を抑えられます。値を指定しな
かった際の window の初期値は、現在 15 です。 memory は、作業用の一時メモリをどの程度割り当てるかを 指定します。1 (最小限) から 9 (最大限) の間で指定できます。この値は 圧縮の速度のみに影響し、圧縮後のデータのサイズには影響しません。

注意: level は一番よく使われるパラメータなので、このパラメータについては （配列形式ではなく）直接整数値として設定することも可能にしています。

zlib.* 圧縮フィルタが有効になるのは、PHP バージョン 5.1.0 で zlib サポートが有効な場合です。 また、» PECL から » zlib_filter パッケージをインストールすることで、バージョン 5.0.x でも利用可能になります。これらのフィルタは、PHP 4 では利用できません。

例1 zlib.deflate と zlib.inflate

<?php
$params = array('level' => 6, 'window' => 15, 'memory' => 9);

$original_text = "This is a test.\nThis is only a test.\nThis is not an important string.\n";
echo "もとのテキストの長さは " . strlen($original_text) . " 文字です。\n";
$fp = fopen('test.deflated', 'w');
stream_filter_append($fp, 'zlib.deflate', STREAM_FILTER_WRITE, $params);

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1951
http://pecl.php.net/
http://pecl.php.net/package/zlib_filter
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fwrite($fp, $original_text);
fclose($fp);

echo "圧縮後のファイルの大きさは " . filesize('test.deflated') . " バイトです。\n";
echo "もとのテキストは:\n";
/* readfile と zlib.inflate を利用し、メモリ上で展開します */
readfile('php://filter/zlib.inflate/resource=test.deflated');

/* 出力:

もとのテキストの長さは 70 文字です。
圧縮後のファイルの大きさは 56 バイトです。
もとのテキストは:
This is a test.
This is only a test.
This is not an important string.

 */
?>

例2 zlib.deflate のシンプルな例
<?php
$original_text = "This is a test.\nThis is only a test.\nThis is not an important string.\n";
echo "もとのテキストの長さは " . strlen($original_text) . " 文字です。\n";
$fp = fopen('test.deflated', 'w');
/* この "6" は、パラメータ "level" が 6 であるということ */
stream_filter_append($fp, 'zlib.deflate', STREAM_FILTER_WRITE, 6);
fwrite($fp, $original_text);
fclose($fp);

echo "圧縮後のファイルの大きさは " . filesize('test.deflated') . " バイトです。\n";

/* 出力:

もとのテキストの長さは 70 文字です。
圧縮後のファイルの大きさは 56 バイトです。
 */
?>

bzip2.compress と bzip2.decompress は、上で示した zlib フィルタと同じような動作をします。 bzip2.compress フィルタには、次の 2 つの パラメータを連想配列形式で渡すことができます: blocks は 1 から 9 までの整数値を設定します。 これは一時領域として割り当て
るメモリのサイズを 100kバイトブロックの 数で示したものです。 work も整数値で、0 から 250 までの値を設定します。 これは、通常の圧縮方法がうまくいかなかった際に、どのくらい再試行した後で 速度の遅い（ただしより確実な）方法に切りかえるかを示します。 この
パラメータは圧縮の速度のみに影響します。圧縮後のデータのサイズや 圧縮時のメモリ使用量は変わりません。0 を指定した場合は、bzip ライブラリの 初期設定値が利用されます。 bzip2.decompress フィルタには 1 つのパラメータを 渡すことができます。このパラメータ
は普通に論理型の値として渡すことも できますし、連想配列形式で small という名前の 要素として渡すこともできます。 small を TRUE に設定した場合、bzip ライブラリは メモリ使用量をできるだけ抑えるようになり、その分、処理速度は遅くなります。

bzip2.* 圧縮フィルタが有効になるのは、PHP バージョン 5.1.0 で bz2 サポートが有効な場合です。 また、» PECL から » bz2_filter パッケージをインストールすることで、バージョン 5.0.x でも利用可能になります。これらのフィルタは、PHP 4 では利用できません。

例3 bzip2.compress と bzip2.decompress

<?php
$param = array('blocks' => 9, 'work' => 0);

echo "もとのファイルの大きさは " . filesize('LICENSE') . " バイトです。\n";
$fp = fopen('LICENSE.compressed', 'w');
stream_filter_append($fp, 'bzip2.compress', STREAM_FILTER_WRITE, $param);
fwrite($fp, file_get_contents('LICENSE'));
fclose($fp);

echo "圧縮後のファイルの大きさは " . filesize('LICENSE.compressed') . " バイトです。\n";

/* 出力:

もとのファイルの大きさは 3288 バイトです。
圧縮後のファイルの大きさは 1488 バイトです。
 */
?>

暗号化フィルタ
mcrypt.* と mdecrypt.* は、libmcrypt を用いた暗号化・復号化を行います。これらのフィルタは、 mcrypt 暗号化関数 で利用可能な アルゴリズムをサポートしており、mcrypt.ciphername という名前で利用できます。ciphername の部分は、 mcrypt_module_open() に渡す
のと同じアルゴリズム名 です。また、以下の 5 つのパラメータが利用できます。

mcrypt フィルタのパラメータ
パラメータ名 必須？ 初期値 値の例

mode 任意 cbc cbc, cfb, ecb, nofb, ofb, stream
algorithms_dir任意 ini_get('mcrypt.algorithms_dir')アルゴリズムモジュールのある場所
modes_dir 任意 ini_get('mcrypt.modes_dir') モードモジュールのある場所
iv 必須 N/A 通常は 8, 16, あるいは 32 バイトのバイナリデータ。暗号の形式に依存する
key 必須 N/A 通常は 8, 16, あるいは 32 バイトのバイナリデータ。暗号の形式に依存する

例1 3DES を用い、ファイルへの出力を暗号化する
<?php
$passphrase = 'My secret';

/* 可読形式のパスフレーズを、再現可能な
 * iv/key のペアに変換する
 */
$iv = substr(md5('iv'.$passphrase, true), 0, 8);
$key = substr(md5('pass1'.$passphrase, true) . 
               md5('pass2'.$passphrase, true), 0, 24);
$opts = array('iv'=>$iv, 'key'=>$key);

http://pecl.php.net/
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$fp = fopen('secert-file.enc', 'wb');
stream_filter_append($fp, 'mcrypt.tripledes', STREAM_FILTER_WRITE, $opts);
fwrite($fp, 'Secret secret secret data');
fclose($fp);
?>

例2 暗号化されたファイルを読み込む
<?php
$passphrase = 'My secret';

/* 可読形式のパスフレーズを、再現可能な
 * iv/key のペアに変換する
 */
$iv = substr(md5('iv'.$passphrase, true), 0, 8);
$key = substr(md5('pass1'.$passphrase, true) . 
               md5('pass2'.$passphrase, true), 0, 24);
$opts = array('iv'=>$iv, 'key'=>$key);

$fp = fopen('secert-file.enc', 'rb');
stream_filter_append($fp, 'mdecrypt.tripledes', STREAM_FILTER_READ, $opts);
$data = rtrim(stream_get_contents($fp));
fclose($fp);

echo $data;
?>

サポートされるソケットトランスポートのリスト
目次

Internet ドメイン: TCP、UDP、SSL、および TLS
Unix ドメイン: Unix および UDG

以下は、PHP がビルトインで持っている fsockopen() や stream_socket_client() のような ストリームに基づくソケットトランスポートとともに使用できる URL 形式のソケットトランスポートのリストです。 これらの転送は ソケット拡張には 適用されません。

自分が使用している PHP のバージョンのトランスポートのリストを得るには stream_get_transports() を使用してください。

Internet ドメイン: TCP、UDP、SSL、および TLS
PHP 4、PHP 5。 ssl:// & tls:// PHP 4.3.0 以降 sslv2:// & sslv3:// PHP 5.0.2 以降

注意: トランスポートが指定されなければ、tcp:// と仮定されます。

127.0.0.1
fe80::1
www.example.com
tcp://127.0.0.1
tcp://fe80::1
tcp://www.example.com
udp://www.example.com
ssl://www.example.com
sslv2://www.example.com
sslv3://www.example.com
tls://www.example.com

Internet ドメインソケットは、対象のアドレスに加えてポート番号を 受け付けます。fsockopen() の場合、これは 2 番目の パラメータとして指定するので、トランスポートの URL には影響を与えません。 しかし、stream_socket_client() および関連する関数では 伝統的な
URL を使用します。この場合、ポート番号はトランスポート URL の 後にコロンで区切ってつなげます。

tcp://127.0.0.1:80
tcp://[fe80::1]:80
tcp://www.example.com:80

注意: IPv6 数値アドレスとポート番号
IPv4 やホスト名形式の例では、ポート番号はアドレスやホスト名の直後に コロンでつながっていますが、上の 2 番目の例では IPv6 アドレスが 角括弧でかこまれて [fe80::1] となっています。 これは、IPv6 アドレスに使用されるコロンとポート番号を表す際のコロ
ンを 区別するためです。

ssl:// および tls:// のトランスポート （PHP が openssl サポートを含めてコンパイルされている場合のみ有効）は、 tcp:// トランスポートに SSL 暗号化を含めた拡張です。 PHP 4.3.0 以降では OpenSSL サポートは PHP に静的に組み込まれている 必要があります。PHP
5.0.0 以降では静的に組み込むだけではなくモジュールとして コンパイルされていてもよくなりました。

ssl:// は SSL V2 での接続を試みます。 あるいはリモートホストの設定によっては SSL V3 での接続を試みます。 sslv2:// および sslv3:// は、SSL V2 と SSL V3 のどちらのプロトコルを 使用するかを明示的に指定します。

Unix ドメイン: Unix および UDG
unix:// および udg:// (udg:// は PHP 5 以降)

unix:///tmp/mysock
udg:///tmp/mysock
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unix:// は、Unix ドメインを使用したソケットストリーム 接続へのアクセスを提供します。udg:// は、UDP を使用した別方式での Unix ドメインソケットのトランスポートを提供します。

Unix ドメインソケットは、Internet ドメインソケットと異なり ポート番号を受け付けません。fsockopen() の場合、 portno パラメータは 0 に設定します。

PHP 型の比較表
下記の表はPHPの型と 比較演算子 の振る舞いについて、緩やかな場合と厳密な場合の両方について 例を示しています。この付録はマニュアルの 型の相互変換 にも関連しています。種々のユーザーコメントと » BlueShoesの働きの おかげです。

この表を活用する前に、型とその意味について理解しておく必要があります。 例えば、"42"は文字列ですが 42は整数です。 FALSEはbooleanですが"false"は 文字列です。

注意:

HTMLフォームは整数、浮動小数点数、booleanを渡してはくれず、 文字列を渡します。文字が数値であるかどうか確認するには、 is_numeric()を使うとよいでしょう。

注意:

$xが定義されていない状態で単に if ($x)としてしまうとE_NOTICE レベルのエラーが発行てしまいます。代わりに、empty()や isset()を使うかあるいは変数を初期化するように してください。

$x PHP関数での$xの比較
Expression gettype() empty() is_null() isset() boolean : if($x)

$x = ""; string TRUE FALSE TRUE FALSE

$x = null NULL TRUE TRUE FALSE FALSE

var $x; NULL TRUE TRUE FALSE FALSE

$x is undefined NULL TRUE TRUE FALSE FALSE

$x = array(); array TRUE FALSE TRUE FALSE

$x = false; boolean TRUE FALSE TRUE FALSE

$x = true; boolean FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = 1; integer FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = 42; integer FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = 0; integer TRUE FALSE TRUE FALSE

$x = -1; integer FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = "1"; string FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = "0"; string TRUE FALSE TRUE FALSE

$x = "-1"; string FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = "php"; string FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = "true"; string FALSE FALSE TRUE TRUE

$x = "false"; string FALSE FALSE TRUE TRUE

==による緩やかな比較
TRUE FALSE 1 0 -1 "1" "0" "-1" NULL array() "php" ""

TRUE TRUE FALSE TRUE FALSE TRUE TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE
FALSE FALSE TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE TRUE TRUE FALSE TRUE

1 TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

0 FALSE TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE TRUE FALSE TRUE TRUE

-1 TRUE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE

"1" TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

"0" FALSE TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

"-1" TRUE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE

NULL FALSE TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE TRUE FALSE TRUE

array() FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE TRUE FALSE FALSE

"php" TRUE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE

"" FALSE TRUE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE TRUE

===による厳密な比較
TRUE FALSE 1 0 -1 "1" "0" "-1" NULL array() "php" ""

TRUE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE
FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1 FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

0 FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

-1 FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

"1" FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

"0" FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

"-1" FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE

NULL FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE

array() FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE FALSE

http://www.blueshoes.org/en/developer/php_cheat_sheet/
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"php" FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE FALSE

"" FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE

パーサトークンの一覧
PHP 言語の種々の部分は、内部的に T_SR のように表されています。PHP は、 パーサエラーが発生した際に、これらの ID を "Parse error: unexpected T_SR, expecting ',' or ';' in script.php on line 10." のように出力します。

ここでは、T_SR が何を意味するのかを知っていることを仮定しています。 この対応が分からない方のために、以下にこれらの ID、PHP 構文、マニュアルでの 適当な参照先の一覧を示します。

トークン
トークン 構文 参照先

T_ABSTRACT abstract クラスの抽象化 (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_AND_EQUAL &= 代入演算子
T_ARRAY array() array(), array 構文
T_ARRAY_CAST (array) 型キャスト
T_AS as foreach
T_BAD_CHARACTER  ASCII 32以下の全ての文字。\t (0x09), \n (0x0a) , \r (0x0d) は除く
T_BOOLEAN_AND && 論理演算子
T_BOOLEAN_OR || 論理演算子
T_BOOL_CAST (bool) or (boolean) 型キャスト
T_BREAK break; break
T_CASE case switch
T_CATCH catch 例外(exceptions) (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_CHARACTER  今では使用されていません
T_CLASS class クラスとオブジェクト
T_CLASS_C __CLASS__ マジック定数 (PHP 4.3.0 以降で使用可能)
T_CLONE clone クラスとオブジェクト (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_CLOSE_TAG ?> or %> HTML からの脱出
T_COMMENT // or #, and /* */ in PHP 5 コメント
T_CONCAT_EQUAL .= 代入演算子
T_CONST const クラス定数
T_CONSTANT_ENCAPSED_STRING "foo" or 'bar' 文字列構文
T_CONTINUE continue continue
T_CURLY_OPEN {$ 複雑な構文
T_DEC -- 可算/減算演算子
T_DECLARE declare declare
T_DEFAULT default switch
T_DIR __DIR__ マジック定数 (PHP 5.3.0 以降で使用可能)
T_DIV_EQUAL /= 代入演算子
T_DNUMBER 0.12, etc 浮動小数点数
T_DOC_COMMENT /** */ PHPDoc 形式のコメント (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_DO do do..while
T_DOLLAR_OPEN_CURLY_BRACES ${ complex variable parsed syntax
T_DOUBLE_ARROW => array 構文
T_DOUBLE_CAST (real), (double) or (float) 型キャスト
T_DOUBLE_COLON :: 下の T_PAAMAYIM_NEKUDOTAYIM を参照ください。
T_ECHO echo echo()
T_ELSE else else
T_ELSEIF elseif elseif
T_EMPTY empty empty()
T_ENCAPSED_AND_WHITESPACE " $a" 文字列のパース
T_ENDDECLARE enddeclare declare, 別の構文
T_ENDFOR endfor for, 別の構文
T_ENDFOREACH endforeach foreach, 別の構文
T_ENDIF endif if, 別の構文
T_ENDSWITCH endswitch switch, 別の構文
T_ENDWHILE endwhile while, 別の構文
T_END_HEREDOC  heredoc 構文
T_EVAL eval() eval()
T_EXIT exit or die exit(), die()
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T_EXTENDS extends extends, クラスとオブジェクト
T_FILE __FILE__ 定数
T_FINAL final finalキーワード (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_FOR for for
T_FOREACH foreach foreach
T_FUNCTION function or cfunction 関数
T_FUNC_C __FUNCTION__ 定数 (PHP 4.3.0 以降で使用可能)
T_GLOBAL global 変数のスコープ
T_GOTO goto (PHP 5.3.0 以降で使用可能)
T_HALT_COMPILER __halt_compiler() __halt_compiler (PHP 5.1.0 以降で使用可能)
T_IF if if
T_IMPLEMENTS implements オブジェクト インターフェイス (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_INC ++ 加算/減算演算子
T_INCLUDE include() include()
T_INCLUDE_ONCE include_once() include_once()
T_INLINE_HTML  PHP の外部のテキスト
T_INSTANCEOF instanceof 型演算子 (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_INT_CAST (int) or (integer) 型キャスト
T_INTERFACE interface オブジェクト インターフェイス (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_ISSET isset() isset()
T_IS_EQUAL == 比較演算子
T_IS_GREATER_OR_EQUAL >= 比較演算子
T_IS_IDENTICAL === 比較演算子
T_IS_NOT_EQUAL != or <> 比較演算子
T_IS_NOT_IDENTICAL !== 比較演算子
T_IS_SMALLER_OR_EQUAL <= 比較演算子
T_LINE __LINE__ 定数
T_LIST list() list()
T_LNUMBER 123, 012, 0x1ac, etc 整数
T_LOGICAL_AND and 論理演算子
T_LOGICAL_OR or 論理演算子
T_LOGICAL_XOR xor 論理演算子
T_METHOD_C __METHOD__ マジック定数 (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_MINUS_EQUAL -= 代入演算子
T_ML_COMMENT /* and */ コメント (PHP 4 のみ)
T_MOD_EQUAL %= 代入演算子
T_MUL_EQUAL *= 代入演算子
T_NAMESPACE namespace 名前空間 (PHP 5.3.0 以降で使用可能)
T_NS_C __NAMESPACE__ 名前空間 (PHP 5.3.0 以降で使用可能)
T_NS_SEPARATOR \ 名前空間 (PHP 5.3.0 以降で使用可能)
T_NEW new クラスとオブジェクト
T_NUM_STRING "$a[0]" 文字列内の配列の添字
T_OBJECT_CAST (object) 型キャスト
T_OBJECT_OPERATOR -> クラスとオブジェクト
T_OLD_FUNCTION old_function (PHP 4 のみ)
T_OPEN_TAG <?php, <? or <% HTML からのエスケープ
T_OPEN_TAG_WITH_ECHO <?= or <%= HTML からのエスケープ
T_OR_EQUAL |= 代入演算子
T_PAAMAYIM_NEKUDOTAYIM :: ::。 T_DOUBLE_COLON としても定義されています。
T_PLUS_EQUAL += 代入演算子
T_PRINT print() print()
T_PRIVATE private クラスとオブジェクト (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_PUBLIC public クラスとオブジェクト (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_PROTECTED protected クラスとオブジェクト (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_REQUIRE require() require()
T_REQUIRE_ONCE require_once() require_once()
T_RETURN return 値を返す
T_SL << ビット演算子
T_SL_EQUAL <<= 代入演算子
T_SR >> ビット演算子
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T_SR_EQUAL >>= 代入演算子
T_START_HEREDOC <<< heredoc 構文
T_STATIC static 変数スコープ
T_STRING "parent" 識別子。たとえば strings、 そして parent や self といったオブジェクト指向のキーワード、そして関数やクラスなどにマッチします。
T_STRING_CAST (string) 型キャスト
T_STRING_VARNAME "${a 複雑な構文
T_SWITCH switch switch
T_THROW throw 例外(exceptions) (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_TRY try 例外(exceptions) (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_UNSET unset() unset()
T_UNSET_CAST (unset) 型キャスト (PHP 5.0.0 以降で使用可能)
T_USE use 名前空間 (PHP 5.3.0 以降で使用可能)
T_VAR var クラスとオブジェクト
T_VARIABLE $foo 変数
T_WHILE while while, do..while
T_WHITESPACE \t \r\n  
T_XOR_EQUAL ^= 代入演算子

token_name() も参照ください。

ユーザレベルでの命名の手引き
目次

グローバル名前空間
ルール
Tips

これは、あなたが書く PHP コード中の識別子によりよい名前をつけるための手引きです。 グローバル名前空間のシンボルを作成するコードでシンボルの名前を決める際には、 以下のガイドラインを考慮することが重要です。これにより、 PHP の将来のバージョンとの衝突を避
けることができます。

グローバル名前空間
グローバル名前空間に属する言語構造には、このようなものがあります。

関数

クラス

インターフェイス

定数 (クラス定数以外)

関数/メソッド の外部で定義された変数

ルール
以下のリストは、PHP プロジェクトで新たな内部識別子を作成する際に どのような基準で名前を決めているのかを おおまかにまとめたものです。完全な規約は、公式の » コーディング規約 を参照ください。

PHP はトップレベルの名前空間を所有していますが、 きちんとしたわかりやすい名前をつけるようにこころがけ、 衝突が起こらないようにしています。

関数名では、単語の間にアンダースコアを使用します。クラスの場合は、 キャメルケース (camelCase) 形式や パスカルケース (PascalCase) 形式を使います。

PHP の拡張モジュールのグローバルシンボルには、 その拡張モジュールの名前を先頭につけます (過去には、この原則を守っていない例が大量にありました)。 たとえば次のようになります。

curl_close()

mysql_query()

PREG_SPLIT_DELIM_CAPTURE

new DOMDocument()

strpos() (過去に間違えた例)

new SplFileObject()

http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/CODING_STANDARDS?view=co
http://svn.php.net/viewvc/php/php-src/trunk/CODING_STANDARDS?view=co
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しかし、イテレータや例外については、単純に最後に "Iterator" および "Exception" を追加するようにします。例えば次のようになります。

ArrayIterator

LogicException

PHP では、__ で始まるシンボルを特殊なものとして予約済みです。 以下にあげるような文書化されている機能を使用する場合を除き、 __ で始まるシンボルを作成しないことを推奨します。

__get()

__autoload()

Tips
将来もそのまま使用できるようなコードを書くためにお勧めなのは、次の方法です。 グローバル名前空間に属するシンボル名には、 前または後ろに何らかの文字列を追加するようにします。 追加する文字は 3 文字から 4 文字程度のあまり一般的でない文字列にし、 それをアン
ダースコアで (前または後ろに) 連結します。 他のユーザのコードとの衝突を避けるためにお勧めなのは、次の方法です。 まず、他のプロジェクトでどのような接頭辞 (あるいは接尾辞) が使用されているかを調べます。そして、自分たちが選択した接頭辞 (あるいは接尾辞) を周
りに広めるようにします。 これらを満たす例は、次のようになります。

MyPx_someFunc()

Foo_Date

$asdf_dbh

マニュアルについて
目次

フォーマット
ユーザノートについて
関数の定義(プロトタイプ)を読むには
本マニュアルに記載された PHP のバージョン
PHP に関する更なる情報を得るには
ドキュメントの改善を手助けするには
各種フォーマットを生成する方法
翻訳

フォーマット
PHP のマニュアルはいくつかのフォーマットで提供されています。 大まかに言うとフォーマットには2つの種類があります。オンラインで 読むことのできるフォーマットとダウンロード可能なパッケージです。

注意:

いくつかの出版社は印刷されたマニュアルを提供しています。私たち としてはそれらをお勧めすることは出来ません。何故ならそういった ものはすぐに古いものなってしまいがちだからです。

オンラインマニュアルは » PHP.net Web サイト や、いくつかのミラーサイトで読むことができます。このタイプの フォーマットのマニュアルを快適に読むためには、一番近い場所にある ミラーサイトを選択すると良いでしょう。オンライン版の PHP マニュアルには、現在二
種類の CSS スタイルシートが提供されています。それぞれ、 ウェブでの閲覧に適したものと、プリンタでの印刷に適したものです。

オンラインマニュアルがオフライン版より優れている点は、 ユーザノートと 見たいマニュアルのページを速やかに入手できる » URL ショートカットが 統合されていることでしょう。不利な点は、当然ですがマニュアルを見るためには 常にオンラインでいる必要があることで
す。

オフラインフォーマットにはいくつかのタイプがあるので、使用している OS や読み方にあわせて最適なものを選択してください。これらの異なった フォーマットのドキュメントをどのように生成しているかという 情報については、この付録の 各種フォーマットを生成する方
法の項を読んでください。

最もプラットフォーム依存性が少いマニュアルのフォーマットは HTML 版です。このマニュアルは、一つのファイルにまとめられたものと、 章ごとに分割されたファイルのパッケージ (その結果、総数は数千にもなっています)の両方があります。 これらの HTML 版は圧縮され
た状態で提供されているため、 アーカイブの中のファイルを取得するには解凍用ユーティリティ が必要です。

Windows 上では、Windows HTML Help で Windows HTML Help 版のマニュアルを使用すると非常に便利です。このバージョンは全文検索、完全な目次、 そしてブックマーク機能を提供します。多くの有名な Windows 上での PHP 開発環境ではこのバージョンのマニュアル
を統合する機能を備えていて、 間単にアクセスすることが出来ます。Linux デスクトップ用の CHM ビューワも 利用可能です。 » xCHM または » GnoCHM を参照してください。

» 拡張 CHM 版も使用可能です。 その更新頻度はより少なくなっていますが、より多くの追加機能があります。 これは、ヘルプページを構築する際に使用される技術のために Microsoft Windows でのみ動作します。

ユーザノートについて
ユーザノートは PHP マニュアルを作成していく上で重要な役割を 持っています。マニュアルの読者が実例、警告そしてさらに詳しい 説明をブラウザから提供できるようにすることで、そうした フィードバックをマニュアルの本文に取り込むことが出来るのです。 そして記事が
本文に取り入れられるまでの間は、その内容をオンライン、 もしくはいくつかのオフラインフォーマットで参照できるでしょう。

http://www.php.net/
http://www.php.net/
http://www.php.net/
http://www.php.net/urlhowto.php
http://www.php.net/urlhowto.php
http://xchm.sourceforge.net/
http://gnochm.sourceforge.net/
http://www.php.net/docs-echm.php
http://www.php.net/docs-echm.php
http://www.php.net/docs-echm.php
http://www.php.net/docs-echm.php
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ユーザノートが PHP のサイトに表示される際に、何らかの 査閲がされているわけではない、ということに注意してください。 従って、そこに書かれた内容、実例の質については保証 されません(とはいえ、マニュアルの本文そのものの 質が保証されない、ということではあり
ません)。

注意:

著作権の適用範囲として、ユーザノートは PHP マニュアルの一部と見なされます。 それゆえ、このドキュメンテーションのライセンス(現状は Creative Commons Attribution License)が適用されます。 詳細は Manual's Copyright をご覧ください。

関数の定義(プロトタイプ)を読むには
各関数についてクイックリファレンスが記述されているので、 マニュアルを読み理解するノウハウは PHP の利用をより簡単にしてくれます。 例示やカットアンドペーストに頼るより、関数の定義（プロトタイプ）を 読む方法を覚えるべきです。やってみましょう:

注意: 前提条件: 型の基本的な理解 

PHP は型についてルーズな言語ですが、重要な意味があるので、 型の基本を理解することは重要です。

関数の定義には返り値が どんな型であるかが示されています。最初の例として、 strlen()の定義を考えてみましょう。
 strlen
 
(PHP 4, PHP 5)
 strlen -- 文字列の長さを得る
 
 説明
int strlen ( string $string )
 
指定した文字列の長さを返します

関数の定義の説明
Part 説明

strlen 関数の名前
(PHP 4, PHP 5, PHP 6) strlen()は PHP 4、PHP 5 と PHP 6 のすべてのバージョンで使用できる
int 関数が戻す値の型。ここでは整数 (文字列の長さが数字で数えら得ている)
( string $string ) strlen() 関数の最初の（この場合は唯一の）引数が stringという名前であり それは文字列である

上の関数定義は、一般的な書き方では以下のようにも書けます。
     returned type    function name    ( parameter type   parameter name )

多くの関数は複数の引数を取ります。例えば in_array()。 このプロトタイプは次のようになります:

      bool in_array ( mixed $needle, array $haystack [, bool $strict])

これは何を意味しているのでしょう？ in_array() は boolean の値を返します。 成功した場合は TRUE(needle が haystack の中にある場合)、失敗した場合に FALSE を返します (needle が haystack の中にない場合)。最初の引数は needle と名づけられており、それは多くの違った
型をとることができます。その場合"mixed"と 呼ばれます。 needle (我々が探しているもの)はスカラー値（文字列,整数, 又は float)でも、 配列でもかまいません。 haystack (対象を探す配列)は二番目の引数です。 三番目のオプションの引数は strict と名づけられています。全
てのオプション引数は [ ブラケット ]の中に表現されます。 strict パラメータはデフォルトでは boolean の FALSE であるとマニュアルに述べられています。機能の詳細については 各関数のマニュアルをご覧ください。

より複雑なバージョンとの関係を有する関数もあります。以下が html_entity_decode() の例です。

(PHP 4 >= 4.3.0, PHP 5)

これは、この関数が PHP 4.3.0 以降のバージョンでのみ利用可能であることを意味します。

本マニュアルに記載された PHP のバージョン
このマニュアルに含まれている情報は、過去や現在のバージョンの PHP だけでなく将来のバージョンの PHP に関するものもあります。 バージョン間での変更内容は「注意」や「更新履歴」 あるいはマニュアルの本文の中で説明しています。 このドキュメントでは、古くは
PHP 4.1.0 から最新の PHP 5.x.x までのバージョンを扱っています。

最新の (まだリリースされていない) 開発版に関するドキュメントには "SVN 版のみ" や "開発版" といった記述があります。 これらの変更は予定通りに進むのが普通ですが、まれに予定が変更されることもあります。

開発はすべて Subversion (SVN) で進められており、 » 匿名での SVN へのアクセス のページに書かれている方法でチェックアウトすることができます。 あるいは、同じソースを » PHP スナップショット からダウンロードすることもできます。 ここでは、現在開発進行中のす
べてのブランチが取得できます。

マニュアルでは、PHP のバージョンをメジャー、マイナー、ポイントの三つで表します。 たとえば PHP 5.3.1 を例にとると、5 がメジャーリリースで 3 がマイナーリリース、 そして 1 がポイントリリースとなります。 通常 PHP では、新機能の追加はメジャーリリースやマイ
ナーリリースでしか行いません。 しかし、この決まりが常に守られるとは限りません。

また、PHP のマニュアルは現在形で書かれていることに注意しましょう。 たとえその機能がまだ搭載されていなくても、未来形にはなりません。 マニュアルは長く使い続けられるものです。 PHP のリリースのたびに時制の変更を繰り返すのは退屈な作業なので、そのようにし
ました。

PHP のマニュアルでは、多くの項目で「デフォルト値」を記載しています。 これらの値は、設定ファイル php.ini がないときの PHP の挙動にもとづいています。 そのため、同梱の設定ファイル php.ini-development や php.ini-production に書かれている内容とは異なる可
能性があります。 これらの値は最新版の PHP にもとづくものですが、 過去の値についても更新履歴に記載しています。 これらの値や変更履歴についての詳細は PHP ディレクティブのリスト を参照ください。

PHP に関する更なる情報を得るには

http://php.net/svn.php
http://php.net/svn.php
http://php.net/svn.php
http://php.net/svn.php
http://snaps.php.net/
http://snaps.php.net/
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このマニュアルは一般的なプログラミングの解説を提供しよう としているわけではありません。従って、もしあなたが全く初めて プログラミングを行う、もしくはほとんど初心者である、と言う場合は このマニュアルだけを使って、PHP のプログラミングを習得するのは 難し
いでしょう。そうした場合には初心者向けの本を探したほうが よいかもしれません。

PHP に関する様々な側面について活発に議論しているメーリングリストも 多数あります。もし問題にぶつかったら、これらのメーリングリストの 利用を考えてください。メーリングリストを含むサポート情報は » PHP.net サポートページ にあります。さらに» PHP.net リンク
ページには PHP 関連の記事や 掲示板、コードギャラリーを提供しているサイトの一覧があります。

ドキュメントの改善を手助けするには
ドキュメントを改善していくには 3 つの方法があります。

もし(どの言語でかかれたものでも)マニュアルに間違いが見つかったら » http://bugs.php.net/ にある bug system を使ってその問題を報告してください。バグの種別は "Documentation Problem" にしてください。マニュアルのフォーマットを 含め、ドキュメントに関する
問題はすべてここから送信してください。

注意:

bug system に助けを要求することでシステムを無駄に使用しないでください。 かわりに、たくさんの» サポートオプション の中のひとつを利用してください。

各ページに注釈をつけることで、原文に実例、警告等の更なる説明を 追加することが出来ます。とはいえ、この注釈システムを使って バグレポートを送信しないでください。ユーザノートの詳細については、 About user notesの 項を読んでください。

PHP マニュアルは多くの言語に翻訳されています。英語とその他の外国語が わかる方なら、翻訳チームを手伝うことで PHP マニュアルの改善に協力できます。 新しく翻訳を始めたい場合や、現在翻訳されているバージョンを手伝おうと 思ったら、»
http://doc.php.net/php/dochowto/ を是非読んでください。

PHP ドキュメント作成プロジェクトの IRC チャネルには、マニュアルの 作者の多くが参加しています。irc.efnet.org の #php.doc で、PHP ドキュメントを改善する方法に ついて議論しましょう。

各種フォーマットを生成する方法
このマニュアルは、» DocBook XML DTD を用いて XML で記述されています。 また、» PhD (The [PH]P based [D]ocBook renderer) を用いて保守やフォーマットを行います。

XML をソースファイルのフォーマットとして 使用することで、一つのソースファイルを管理するだけで、 多くの出力形式を生成することができるようになっています。 オンライン版のマニュアルを作成する際には » PhD を使用しています。 Windows HTML Help 形式のマ
ニュアルを作成するためには » Microsoft HTML Help Workshop を使用しています。またちょっとした変換処理やフォーマットの 処理にはもちろん PHP を使っています。

PHP マニュアルは多くの言語とフォーマットで作成されています。詳しい 情報は » http://www.php.net/docs.php を参照ください。 このドキュメントの XML ソースコードは、SVN から のダウンロードしたり » http://svn.php.net/viewvc/ で閲覧したりできます。ドキュ
メントは phpdoc モジュールに格納されています。

翻訳
PHP マニュアルはさまざまな形式で読めるだけでなく、さまざまな言語で 読むことができます。マニュアルの文章はまず最初に英語で書かれ、 その後世界中のチームによってそれぞれの母国語に翻訳されます。 もし特定の関数や章がまだ翻訳されていない場合、マニュアル生
成システム はその英語版を自動的に挿入します。

翻訳に携わる人は » http://svn.php.net/viewvc/ から アクセスできる XML ソースコードを母国語に 翻訳することから始めます。生成されたバージョン（HTML やプレーンテキストなど）を扱うことはありません。 XMLを人間が読める形式に変換する処理をしてくれるのが ビ
ルドシステムです。

注意:

もしドキュメントをあなたの母国語に翻訳することを手伝いたいと思ったら、 phpdocメーリングリストに加入してドキュメント／翻訳チームと連絡を取ってください。 » phpdoc-subscribe@lists.php.net に空のメールを送るだけです。 メーリングリストのアドレ
スは phpdoc@lists.php.net です。 マニュアルの翻訳に関心があることをメッセージに書いてください。 誰かから返事をもらって新しい言語への翻訳をスタートする手助けをしてもらうか、 あるいは、その言語について既に活動している翻訳チームと連絡が取れま
す。

現在のところ、10 以上の言語において全て又は一部のマニュアルが利用できます。

これらはすべて、» http://www.php.net/docs.php からダウンロードできます。

Creative Commons Attribution 3.0
THE WORK (AS DEFINED BELOW) IS PROVIDED UNDER THE TERMS OF THIS CREATIVE COMMONS PUBLIC LICENSE ("CCPL" OR "LICENSE"). THE WORK IS PROTECTED BY COPYRIGHT AND/OR OTHER APPLICABLE LAW. ANY USE OF THE WORK OTHER THAN AS
AUTHORIZED UNDER THIS LICENSE OR COPYRIGHT LAW IS PROHIBITED.

BY EXERCISING ANY RIGHTS TO THE WORK PROVIDED HERE, YOU ACCEPT AND AGREE TO BE BOUND BY THE TERMS OF THIS LICENSE. TO THE EXTENT THIS LICENSE MAY BE CONSIDERED TO BE A CONTRACT, THE LICENSOR GRANTS YOU THE RIGHTS
CONTAINED HERE IN CONSIDERATION OF YOUR ACCEPTANCE OF SUCH TERMS AND CONDITIONS.

1. Definitions

1. "Adaptation" means a work based upon the Work, or upon the Work and other pre-existing works, such as a translation, adaptation, derivative work, arrangement of music or other alterations of a literary or artistic work, or phonogram or
performance and includes cinematographic adaptations or any other form in which the Work may be recast, transformed, or adapted including in any form recognizably derived from the original, except that a work that constitutes a Collection will
not be considered an Adaptation for the purpose of this License. For the avoidance of doubt, where the Work is a musical work, performance or phonogram, the synchronization of the Work in timed-relation with a moving image ("synching") will be
considered an Adaptation for the purpose of this License.

2. "Collection" means a collection of literary or artistic works, such as encyclopedias and anthologies, or performances, phonograms or broadcasts, or other works or subject matter other than works listed in Section 1(f) below, which, by reason of the

http://www.php.net/support.php
http://www.php.net/support.php
http://www.php.net/links.php
http://www.php.net/links.php
http://www.php.net/links.php
http://bugs.php.net/
http://www.php.net/support.php
http://www.php.net/support.php
http://doc.php.net/php/dochowto/
http://doc.php.net/php/dochowto/
http://www.oasis-open.org/docbook/xml/
http://wiki.php.net/doc/phd/
http://wiki.php.net/doc/phd/
http://wiki.php.net/doc/phd/
http://msdn.microsoft.com/library/en-us/htmlhelp/html/vsconhh1start.asp
http://www.php.net/docs.php
http://svn.php.net/viewvc/
http://svn.php.net/viewvc/
mailto:phpdoc-subscribe@lists.php.net
http://www.php.net/docs.php
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selection and arrangement of their contents, constitute intellectual creations, in which the Work is included in its entirety in unmodified form along with one or more other contributions, each constituting separate and independent works in
themselves, which together are assembled into a collective whole. A work that constitutes a Collection will not be considered an Adaptation (as defined above) for the purposes of this License.

3. "Distribute" means to make available to the public the original and copies of the Work or Adaptation, as appropriate, through sale or other transfer of ownership.
4. "Licensor" means the individual, individuals, entity or entities that offer(s) the Work under the terms of this License.
5. "Work" means the literary and/or artistic work offered under the terms of this License including without limitation any production in the literary, scientific and artistic domain, whatever may be the mode or form of its expression including digital form,

such as a book, pamphlet and other writing; a lecture, address, sermon or other work of the same nature; a dramatic or dramatico-musical work; a choreographic work or entertainment in dumb show; a musical composition with or without words; a
cinematographic work to which are assimilated works expressed by a process analogous to cinematography; a work of drawing, painting, architecture, sculpture, engraving or lithography; a photographic work to which are assimilated works
expressed by a process analogous to photography; a work of applied art; an illustration, map, plan, sketch or three-dimensional work relative to geography, topography, architecture or science; a performance; a broadcast; a phonogram; a
compilation of data to the extent it is protected as a copyrightable work; or a work performed by a variety or circus performer to the extent it is not otherwise considered a literary or artistic work.

6. "You" means an individual or entity exercising rights under this License who has not previously violated the terms of this License with respect to the Work, or who has received express permission from the Licensor to exercise rights under this
License despite a previous violation.

7. "Publicly Perform" means to perform public recitations of the Work and to communicate to the public those public recitations, by any means or process, including by wire or wireless means or public digital performances; to make available to the
public Works in such a way that members of the public may access these Works from a place and at a place individually chosen by them; to perform the Work to the public by any means or process and the communication to the public of the
performances of the Work, including by public digital performance; to broadcast and rebroadcast the Work by any means including signs, sounds or images.

8. "Reproduce" means to make copies of the Work by any means including without limitation by sound or visual recordings and the right of fixation and reproducing fixations of the Work, including storage of a protected performance or phonogram in
digital form or other electronic medium.

2. Fair Dealing Rights. Nothing in this License is intended to reduce, limit, or restrict any uses free from copyright or rights arising from limitations or exceptions that are provided for in connection with the copyright protection under copyright law or
other applicable laws.

3. License Grant. Subject to the terms and conditions of this License, Licensor hereby grants You a worldwide, royalty-free, non-exclusive, perpetual (for the duration of the applicable copyright) license to exercise the rights in the Work as stated below:

1. to Reproduce the Work, to incorporate the Work into one or more Collections, and to Reproduce the Work as incorporated in the Collections;
2. to create and Reproduce Adaptations provided that any such Adaptation, including any translation in any medium, takes reasonable steps to clearly label, demarcate or otherwise identify that changes were made to the original Work. For example, a

translation could be marked "The original work was translated from English to Spanish," or a modification could indicate "The original work has been modified.";
3. to Distribute and Publicly Perform the Work including as incorporated in Collections; and,
4. to Distribute and Publicly Perform Adaptations.

5. For the avoidance of doubt:

1. Non-waivable Compulsory License Schemes. In those jurisdictions in which the right to collect royalties through any statutory or compulsory licensing scheme cannot be waived, the Licensor reserves the exclusive right to collect such royalties
for any exercise by You of the rights granted under this License;

2. Waivable Compulsory License Schemes. In those jurisdictions in which the right to collect royalties through any statutory or compulsory licensing scheme can be waived, the Licensor waives the exclusive right to collect such royalties for any
exercise by You of the rights granted under this License; and,

3. Voluntary License Schemes. The Licensor waives the right to collect royalties, whether individually or, in the event that the Licensor is a member of a collecting society that administers voluntary licensing schemes, via that society, from any
exercise by You of the rights granted under this License.

The above rights may be exercised in all media and formats whether now known or hereafter devised. The above rights include the right to make such modifications as are technically necessary to exercise the rights in other media and formats. Subject to
Section 8(f), all rights not expressly granted by Licensor are hereby reserved.

4. Restrictions. The license granted in Section 3 above is expressly made subject to and limited by the following restrictions:

1. You may Distribute or Publicly Perform the Work only under the terms of this License. You must include a copy of, or the Uniform Resource Identifier (URI) for, this License with every copy of the Work You Distribute or Publicly Perform. You may not
offer or impose any terms on the Work that restrict the terms of this License or the ability of the recipient of the Work to exercise the rights granted to that recipient under the terms of the License. You may not sublicense the Work. You must keep
intact all notices that refer to this License and to the disclaimer of warranties with every copy of the Work You Distribute or Publicly Perform. When You Distribute or Publicly Perform the Work, You may not impose any effective technological measures
on the Work that restrict the ability of a recipient of the Work from You to exercise the rights granted to that recipient under the terms of the License. This Section 4(a) applies to the Work as incorporated in a Collection, but this does not require the
Collection apart from the Work itself to be made subject to the terms of this License. If You create a Collection, upon notice from any Licensor You must, to the extent practicable, remove from the Collection any credit as required by Section 4(b), as
requested. If You create an Adaptation, upon notice from any Licensor You must, to the extent practicable, remove from the Adaptation any credit as required by Section 4(b), as requested.

2. If You Distribute, or Publicly Perform the Work or any Adaptations or Collections, You must, unless a request has been made pursuant to Section 4(a), keep intact all copyright notices for the Work and provide, reasonable to the medium or means You
are utilizing: (i) the name of the Original Author (or pseudonym, if applicable) if supplied, and/or if the Original Author and/or Licensor designate another party or parties (e.g., a sponsor institute, publishing entity, journal) for attribution ("Attribution
Parties") in Licensor's copyright notice, terms of service or by other reasonable means, the name of such party or parties; (ii) the title of the Work if supplied; (iii) to the extent reasonably practicable, the URI, if any, that Licensor specifies to be
associated with the Work, unless such URI does not refer to the copyright notice or licensing information for the Work; and (iv) , consistent with Section 3(b), in the case of an Adaptation, a credit identifying the use of the Work in the Adaptation (e.g.,
"French translation of the Work by Original Author," or "Screenplay based on original Work by Original Author"). The credit required by this Section 4 (b) may be implemented in any reasonable manner; provided, however, that in the case of a
Adaptation or Collection, at a minimum such credit will appear, if a credit for all contributing authors of the Adaptation or Collection appears, then as part of these credits and in a manner at least as prominent as the credits for the other contributing
authors. For the avoidance of doubt, You may only use the credit required by this Section for the purpose of attribution in the manner set out above and, by exercising Your rights under this License, You may not implicitly or explicitly assert or imply
any connection with, sponsorship or endorsement by the Original Author, Licensor and/or Attribution Parties, as appropriate, of You or Your use of the Work, without the separate, express prior written permission of the Original Author, Licensor
and/or Attribution Parties.

3. Except as otherwise agreed in writing by the Licensor or as may be otherwise permitted by applicable law, if You Reproduce, Distribute or Publicly Perform the Work either by itself or as part of any Adaptations or Collections, You must not distort,
mutilate, modify or take other derogatory action in relation to the Work which would be prejudicial to the Original Author's honor or reputation. Licensor agrees that in those jurisdictions (e.g. Japan), in which any exercise of the right granted in
Section 3(b) of this License (the right to make Adaptations) would be deemed to be a distortion, mutilation, modification or other derogatory action prejudicial to the Original Author's honor and reputation, the Licensor will waive or not assert, as
appropriate, this Section, to the fullest extent permitted by the applicable national law, to enable You to reasonably exercise Your right under Section 3(b) of this License (right to make Adaptations) but not otherwise.

5. Representations, Warranties and Disclaimer

UNLESS OTHERWISE MUTUALLY AGREED TO BY THE PARTIES IN WRITING, LICENSOR OFFERS THE WORK AS-IS AND MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES OF ANY KIND CONCERNING THE WORK, EXPRESS, IMPLIED, STATUTORY OR OTHERWISE,
INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, WARRANTIES OF TITLE, MERCHANTIBILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, NONINFRINGEMENT, OR THE ABSENCE OF LATENT OR OTHER DEFECTS, ACCURACY, OR THE PRESENCE OF ABSENCE OF ERRORS, WHETHER
OR NOT DISCOVERABLE. SOME JURISDICTIONS DO NOT ALLOW THE EXCLUSION OF IMPLIED WARRANTIES, SO SUCH EXCLUSION MAY NOT APPLY TO YOU.

6. Limitation on Liability. EXCEPT TO THE EXTENT REQUIRED BY APPLICABLE LAW, IN NO EVENT WILL LICENSOR BE LIABLE TO YOU ON ANY LEGAL THEORY FOR ANY SPECIAL, INCIDENTAL, CONSEQUENTIAL, PUNITIVE OR EXEMPLARY DAMAGES ARISING OUT
OF THIS LICENSE OR THE USE OF THE WORK, EVEN IF LICENSOR HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

7. Termination.

1. This License and the rights granted hereunder will terminate automatically upon any breach by You of the terms of this License. Individuals or entities who have received Adaptations or Collections from You under this License, however, will not have
their licenses terminated provided such individuals or entities remain in full compliance with those licenses. Sections 1, 2, 5, 6, 7, and 8 will survive any termination of this License.

2. Subject to the above terms and conditions, the license granted here is perpetual (for the duration of the applicable copyright in the Work). Notwithstanding the above, Licensor reserves the right to release the Work under different license terms or to
stop distributing the Work at any time; provided, however that any such election will not serve to withdraw this License (or any other license that has been, or is required to be, granted under the terms of this License), and this License will continue in
full force and effect unless terminated as stated above.
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8. Miscellaneous

1. Each time You Distribute or Publicly Perform the Work or a Collection, the Licensor offers to the recipient a license to the Work on the same terms and conditions as the license granted to You under this License.
2. Each time You Distribute or Publicly Perform an Adaptation, Licensor offers to the recipient a license to the original Work on the same terms and conditions as the license granted to You under this License.
3. If any provision of this License is invalid or unenforceable under applicable law, it shall not affect the validity or enforceability of the remainder of the terms of this License, and without further action by the parties to this agreement, such provision

shall be reformed to the minimum extent necessary to make such provision valid and enforceable.
4. No term or provision of this License shall be deemed waived and no breach consented to unless such waiver or consent shall be in writing and signed by the party to be charged with such waiver or consent
5. This License constitutes the entire agreement between the parties with respect to the Work licensed here. There are no understandings, agreements or representations with respect to the Work not specified here. Licensor shall not be bound by any

additional provisions that may appear in any communication from You. This License may not be modified without the mutual written agreement of the Licensor and You.
6. The rights granted under, and the subject matter referenced, in this License were drafted utilizing the terminology of the Berne Convention for the Protection of Literary and Artistic Works (as amended on September 28, 1979), the Rome Convention

of 1961, the WIPO Copyright Treaty of 1996, the WIPO Performances and Phonograms Treaty of 1996 and the Universal Copyright Convention (as revised on July 24, 1971). These rights and subject matter take effect in the relevant jurisdiction in
which the License terms are sought to be enforced according to the corresponding provisions of the implementation of those treaty provisions in the applicable national law. If the standard suite of rights granted under applicable copyright law
includes additional rights not granted under this License, such additional rights are deemed to be included in the License; this License is not intended to restrict the license of any rights under applicable law.

関数一覧

関数一覧
_

__halt_compiler()

A
abs()
acos()
acosh()
addcslashes()
addslashes()
aggregate()
aggregate_info()
aggregate_methods()
aggregate_methods_by_list()
aggregate_methods_by_regexp()
aggregate_properties()
aggregate_properties_by_list()
aggregate_properties_by_regexp()
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XMLWriter::endCData()
XMLWriter::endComment()
XMLWriter::endDocument()
XMLWriter::endDTD()
XMLWriter::endDTDAttlist()
XMLWriter::endDTDElement()
XMLWriter::endDTDEntity()
XMLWriter::endElement()
XMLWriter::endPI()
XMLWriter::flush()
XMLWriter::fullEndElement()
XMLWriter::openMemory()
XMLWriter::openURI()
XMLWriter::outputMemory()
XMLWriter::setIndent()
XMLWriter::setIndentString()
XMLWriter::startAttribute()
XMLWriter::startAttributeNS()
XMLWriter::startCData()
XMLWriter::startComment()
XMLWriter::startDocument()
XMLWriter::startDTD()
XMLWriter::startDTDAttlist()
XMLWriter::startDTDElement()
XMLWriter::startDTDEntity()
XMLWriter::startElement()
XMLWriter::startElementNS()
XMLWriter::startPI()
XMLWriter::text()
XMLWriter::writeAttribute()
XMLWriter::writeAttributeNS()
XMLWriter::writeCData()
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XMLWriter::writeComment()
XMLWriter::writeDTD()
XMLWriter::writeDTDAttlist()
XMLWriter::writeDTDElement()
XMLWriter::writeDTDEntity()
XMLWriter::writeElement()
XMLWriter::writeElementNS()
XMLWriter::writePI()
XMLWriter::writeRaw()
xpath_eval()
xpath_eval_expression()
xpath_new_context()
xpath_register_ns()
xpath_register_ns_auto()
xptr_eval()
xptr_new_context()
xslt_backend_info()
xslt_backend_name()
xslt_backend_version()
xslt_create()
xslt_errno()
xslt_error()
xslt_free()
xslt_getopt()
xslt_process()
xslt_set_base()
xslt_set_encoding()
xslt_set_error_handler()
xslt_set_log()
xslt_set_object()
xslt_set_sax_handler()
xslt_set_sax_handlers()
xslt_set_scheme_handler()
xslt_set_scheme_handlers()
xslt_setopt()
XSLTProcessor::__construct()
XSLTProcessor::getParameter()
XSLTProcessor::hasExsltSupport()
XSLTProcessor::importStylesheet()
XSLTProcessor::registerPHPFunctions()
XSLTProcessor::removeParameter()
XSLTProcessor::setParameter()
XSLTProcessor::transformToDoc()
XSLTProcessor::transformToURI()
XSLTProcessor::transformToXML()

Y
yaz_addinfo()
yaz_ccl_conf()
yaz_ccl_parse()
yaz_close()
yaz_connect()
yaz_database()
yaz_element()
yaz_errno()
yaz_error()
yaz_es()
yaz_es_result()
yaz_get_option()
yaz_hits()
yaz_itemorder()
yaz_present()
yaz_range()
yaz_record()
yaz_scan()
yaz_scan_result()
yaz_schema()
yaz_search()
yaz_set_option()
yaz_sort()
yaz_syntax()
yaz_wait()
yp_all()
yp_cat()
yp_err_string()
yp_errno()
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yp_first()
yp_get_default_domain()
yp_master()
yp_match()
yp_next()
yp_order()

Z
zend_logo_guid()
zend_thread_id()
zend_version()
zip_close()
zip_entry_close()
zip_entry_compressedsize()
zip_entry_compressionmethod()
zip_entry_filesize()
zip_entry_name()
zip_entry_open()
zip_entry_read()
zip_open()
zip_read()
ZipArchive::addEmptyDir()
ZipArchive::addFile()
ZipArchive::addFromString()
ZipArchive::close()
ZipArchive::deleteIndex()
ZipArchive::deleteName()
ZipArchive::extractTo()
ZipArchive::getArchiveComment()
ZipArchive::getCommentIndex()
ZipArchive::getCommentName()
ZipArchive::getFromIndex()
ZipArchive::getFromName()
ZipArchive::getNameIndex()
ZipArchive::getStream()
ZipArchive::locateName()
ZipArchive::open()
ZipArchive::renameIndex()
ZipArchive::renameName()
ZipArchive::setArchiveComment()
ZipArchive::setCommentIndex()
ZipArchive::setCommentName()
ZipArchive::statIndex()
ZipArchive::statName()
ZipArchive::unchangeAll()
ZipArchive::unchangeArchive()
ZipArchive::unchangeIndex()
ZipArchive::unchangeName()
zlib_get_coding_type()

PHP の歴史と関連するプロジェクト
PHPの歴史
PHP関連のプロジェクトの歴史
PHP関連の本
PHP関連の出版物

PHP 5.2.x から PHP 5.3.x への移行
PHP 5.3.x における変更点
下位互換性のない変更点
新機能
Windows版に対する変更
SAPI モジュールに対する変更
PHP 5.3.x で推奨されない機能
PHP 5.3.x で推奨されない状態が取り消された機能
新しいパラメータ
新しい関数
新しいストリームラッパー
新しいフィルタ
新しいクラス定数
新しいメソッド
新しい拡張モジュール
削除された拡張モジュール
その他の拡張モジュールに対する変更
新しいクラス
新しいグローバル定数



PHP Manual

file:///Users/nojima/Desktop/php_manual_ja.html[10/11/08 16:26:25]

INIファイル の扱いに関する変更
その他の変更

PHP 5.1.x から PHP 5.2.x への移行
PHP 5.2.x における変更点
下位互換性のない変更点
新しいエラーメッセージ
PHP での datetime サポートの変更点
新しいパラメータ
新しい関数
新しいメソッド
削除された拡張モジュール
新しい拡張モジュール
新しいクラス
新しいグローバル定数
新しいクラス定数
新しい INI 設定項目
エラー処理
その他の機能向上

PHP 5.0.x から PHP 5.1.x への移行
PHP 5.1.x における変更点
参照に関する処理の変更
[] の読み込み
関数のパラメータとしての整数値
クラスとオブジェクトの変更点
拡張モジュール
日付/時刻のサポート
データベースサポートの変更
E_STRICT のチェック

PHP 4 から PHP 5.0.x への移行
PHP 5.0.x における変更点
下位互換性のない変更点
CLI と CGI
設定ファイルの移行
新しい関数
新しいディレクティブ
データベース
新しいオブジェクトモデル
エラー報告

クラスとオブジェクト (PHP 4)
クラス
extends
コンストラクタ
::
親クラス
オブジェクトのシリアル化 - セッションでのオブジェクト
特殊関数__sleep および __wakeup
コンストラクタの内部での参照
オブジェクトの比較
PHP 5におけるオブジェクトの比較

PHP のデバッグ
PHP のデバッグについて

Configure オプション
中心となる configure オプションのリスト

php.ini ディレクティブ
php.ini ディレクティブのリスト
php.ini のセクション一覧
コア php.ini ディレクティブに関する説明

拡張モジュールの一覧/分類
アルファベット順
所属
状態

関数エイリアスのリスト
予約語の一覧

キーワードのリスト
定義済のクラス
定義済みの定数

リソース型の一覧
サポートするプロトコル/ラッパー

ファイルシステム
HTTP と HTTPS
FTP と FTPS
PHP 入出力ストリーム
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圧縮ストリーム
データ (RFC 2397)
Glob
Phar
SSH2
Rar
オーディオストリーム
対話的プロセスストリーム

利用できるフィルタのリスト
文字列フィルタ
変換フィルタ
圧縮フィルタ
暗号化フィルタ

サポートされるソケットトランスポートのリスト
Internet ドメイン: TCP、UDP、SSL、および TLS
Unix ドメイン: Unix および UDG

PHP 型の比較表
パーサトークンの一覧
ユーザレベルでの命名の手引き

グローバル名前空間
ルール
Tips

マニュアルについて
フォーマット
ユーザノートについて
関数の定義(プロトタイプ)を読むには
本マニュアルに記載された PHP のバージョン
PHP に関する更なる情報を得るには
ドキュメントの改善を手助けするには
各種フォーマットを生成する方法
翻訳

Creative Commons Attribution 3.0
関数一覧

著作権
PHP マニュアル

序文
はじめに

入門
簡易チュートリアル

インストールと設定
インストールにあたっての一般的な注意事項
Unix システムへのインストール
Mac OS X へのインストール
Windows システムへのインストール
FastCGI Process Manager (FPM)
PECL 拡張モジュールのインストール
問題が起きた場合
実行時設定

言語リファレンス
基本的な構文
型
変数
定数
式
演算子
制御構造
関数
クラスとオブジェクト
名前空間
例外(exceptions)
リファレンスの説明
定義済の変数
定義済みの例外
定義済みのインターフェイス
コンテキストオプションとパラメータ

セキュリティ
はじめに
一般的な考慮事項
CGI バイナリとしてインストール
Apache モジュールとしてインストール
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ファイルシステムのセキュリティ
データベースのセキュリティ
エラーのレポート
グローバル変数の登録機能の使用法
ユーザが投稿したデータ
マジッククオート
PHPの隠蔽
最新版を維持する

機能
PHP による HTTP 認証
クッキー(Cookies)
セッション
XFormsの処理
ファイルアップロードの処理
リモートファイルの使用
接続処理
持続的データベース接続
セーフモード
コマンドラインの使用法 — PHP をコマンドラインから使用する
ガベージコレクション

関数リファレンス
PHP の振る舞いの変更
音声フォーマットの操作
認証サービス
日付および時刻関連
コマンドライン関連
圧縮およびアーカイブ
クレジットカード処理
暗号
データベース関連
ファイルシステム
自然言語および文字エンコーディング
画像処理および作成
メール関連
数学
テキスト以外の MIME 型
プロセス制御
その他の基本モジュール
その他のサービス
検索エンジン用の拡張モジュール
サーバ固有のモジュール
セッション関連
テキスト処理
変数・データ型関連
ウェブサービス
Windows 用のモジュール
XML 操作

PHP のコア: Zend Engine ハッカーの手引き
序文
"counter" 拡張モジュール - サンプル
PHP 5 ビルドシステム
拡張モジュールの構造
メモリ管理
変数の作成
関数の作成
クラスやオブジェクトの作成
リソースの作成
INI 設定の作成
ストリームの作成
PDO ドライバ How-To
拡張モジュールに関する FAQ
Zend Engine 2 API リファレンス
Zend Engine 2 オペコード一覧
Zend Engine 1

FAQ — FAQ: よくある質問
一般的な情報
メーリングリスト
PHP を手に入れるには
データベースに関する問題
インストール
構築時の問題
PHP の使いかた
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PHP と HTML
PHP と COM
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php.ini ディレクティブ
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サポートするプロトコル/ラッパー
利用できるフィルタのリスト
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